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改訂一覧は改訂箇所をまとめたものであり、 

詳細については必ず本文の内容をご確認ください。 



 



 

ご注意書き 
 
１． 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を

説明するものです。お客様の機器・システムの設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連す
る情報を使用する場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因して、お客様ま
たは第三者に生じた損害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 

２． 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証する
ものではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合に
おいても、当社は、一切その責任を負いません。 

３． 本資料に記載された製品デ－タ、図、表、プログラム、アルゴリズム、応用回路例等の情報の使用に起因
して発生した第三者の特許権、著作権その他の知的財産権に対する侵害に関し、当社は、何らの責任を負
うものではありません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の特許権、著作権その他の知的財産権
を何ら許諾するものではありません。 

４． 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。かかる改造、改変、複製等により生じた損害に関し、
当社は、一切その責任を負いません。 

５． 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」および「高品質水準」に分類しており、 
各品質水準は、以下に示す用途に製品が使用されることを意図しております。 

  標準水準： コンピュータ、OA機器、通信機器、計測機器、AV機器、 
   家電、工作機械、パーソナル機器、産業用ロボット等 

  高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、 
   防災・防犯装置、各種安全装置等 

 当社製品は、直接生命・身体に危害を及ぼす可能性のある機器・システム（生命維持装置、人体に埋め込
み使用するもの等） 、もしくは多大な物的損害を発生させるおそれのある機器・システム（原子力制御
システム、軍事機器等）に使用されることを意図しておらず、使用することはできません。 たとえ、意
図しない用途に当社製品を使用したことによりお客様または第三者に損害が生じても、当社は一切その責
任を負いません。 なお、ご不明点がある場合は、当社営業にお問い合わせください。 

６． 当社製品をご使用の際は、当社が指定する最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件その他の保
証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用された場合の故障および事故につき
ましては、当社は、一切その責任を負いません。 

７． 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めていますが、半導体製品はある確率で故障が発生した
り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行
っておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害等を生
じさせないよう、お客様の責任において、冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計および
エージング処理等、お客様の機器・システムとしての出荷保証を行ってください。特に、マイコンソフト
ウェアは、単独での検証は困難なため、お客様の機器・システムとしての安全検証をお客様の責任で行っ
てください。 

８． 当社製品の環境適合性等の詳細につきましては、製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご
使用に際しては、特定の物質の含有・使用を規制する RoHS指令等、適用される環境関連法令を十分調査
のうえ、かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた
損害に関して、当社は、一切その責任を負いません。 

９． 本資料に記載されている当社製品および技術を国内外の法令および規則により製造・使用・販売を禁止さ
れている機器・システムに使用することはできません。また、当社製品および技術を大量破壊兵器の開発
等の目的、軍事利用の目的その他軍事用途に使用しないでください。当社製品または技術を輸出する場合
は、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところにより必要な
手続を行ってください。 

10． お客様の転売等により、本ご注意書き記載の諸条件に抵触して当社製品が使用され、その使用から損害が
生じた場合、当社は何らの責任も負わず、お客様にてご負担して頂きますのでご了承ください。 

11． 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを禁じ
ます。 

 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサス エレクトロニクス株式会社およびルネサス エ

レクトロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 

注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注１において定義された当社の開発、製造製品をい
います。 
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製品に関する一般的注意事項 
 

1. NC端子の処理 

【注意】NC端子には、何も接続しないようにしてください。 

NC(Non-Connection)端子は、内部回路に接続しない場合の他、テスト用端子やノイズ軽減などの

目的で使用します。このため、NC端子には、何も接続しないようにしてください。 

2. 未使用入力端子の処理 

【注意】未使用の入力端子は、ハイまたはローレベルに固定してください。 

CMOS製品の入力端子は、一般にハイインピーダンス入力となっています。未使用端子を開放状

態で動作させると、周辺ノイズの誘導により中間レベルが発生し、内部で貫通電流が流れて誤動

作を起こす恐れがあります。 

未使用の入力端子は、入力をプルアップかプルダウンによって、ハイまたはローレベルに固定し

てください。 

3. 初期化前の処置 

【注意】電源投入時は、製品の状態は不定です。 

すべての電源に電圧が印加され、リセット端子にローレベルが入力されるまでの間、内部回路は

不確定であり、レジスタの設定や各端子の出力状態は不定となります。この不定状態によってシ

ステムが誤動作を起こさないようにシステム設計を行ってください。 

リセット機能を持つ製品は、電源投入後は、まずリセット動作を実行してください。 

4. 未定義・リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】未定義・リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

未定義・リザーブアドレスは、将来の機能拡張用の他、テスト用レジスタなどが割り付けられて

います。 

これらのレジスタをアクセスしたときの動作および継続する動作については、保証できませんの

で、アクセスしないようにしてください。 

5. 各レジスタリザーブビットの読み出し／書き込み 

各モジュールで使用されるレジスタのリザーブビットは、その説明記述中に読み出し／書き込み

値の指定が特にない限り以下のように取り扱ってください。 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む場合は、0を書き込むか、直前に読み出した値を書

き込むかいずれかにしてください。 

直前に読み出した値を書き込むようにしておくと、将来このビットに拡張機能を割り当てること

がある場合、その拡張機能に影響を与えない利点があります。 
 
 
 



 

 

本書の構成 

 
 

本書は、以下の構成で制作しています。 
 

1. 製品に関する一般的注意事項 

2. 本書の構成 

3. はじめに 

4. 目次 

5. 概要 

6. 各機能モジュールの説明 

・CPUおよびシステム制御系 

・内蔵周辺モジュール 

   各モジュールの機能説明の構成は、モジュール毎に異なりますが、一般的には、 

   ①特長、②入出力端子、③レジスタの説明、④動作説明、⑤使用上の注意事項 

   等の節で構成されています。 

 

本 LSIを用いた応用システムを設計する際、注意事項を十分確認の上設計してください。 

各章の本文中には説明に対する注意事項と、各章の最後には使用上の注意事項があります。 

必ずお読みください（使用上の注意事項は必要により記載されます）。 

 

   7. 電気的特性 

   8. 付録 

   9. 本版で修正または追加された箇所 

10. 索引 
 
 



 

 

はじめに 

本 LSIは、ルネサスオリジナルの RISC方式の CPUをコアにして、システム構成に必要な周辺機能を集積した

RISCマイコンです。本 LSIは、SH-4A拡張機能を備えており、SH-4Aに対して機能的に上位互換です。 
 

対象者  本マニュアルは、本 LSIを用いた応用システムを設計するユーザを対象としています。 

本マニュアルを使用される読者には、電気回路、論理回路、およびマイクロコンピュータに関する

基本的な知識を必要とします。 
 

目的   本マニュアルは、本 LSIのハードウェア機能と電気的特性をユーザに理解していただくことを目的

としています。 
 

読み方  

• 機能全体を理解しようとするとき 

→ 目次に従って読んでください。 

  本書は、大きく分類すると、CPU、システム制御機能、周辺機能、電気的特性の順に構成されています。 

• SH-4A拡張機能の各命令の詳細を理解したいとき 

→ 別冊の「SH-4A拡張機能ソフトウェアマニュアル」を参照してください。 

 

【凡例】 

レジスタ表記： シリアルコミュニケーションなど、同一または類似した機能が複数チャネルに存在する

場合に、次の表記を使用します。 

 XXX_N（XXXは基本レジスタ名称、Nはチャネル番号） 

ビット表記： 左側が上位ビット、右側が下位ビットの順に表記します。 

数字の表記： 2進数は B'XXXX、16進数は H'XXXX、10進数は XXXXで表します。 

記号の表記： ローアクティブの信号にはオーババー（XXXX）を付けます。 



 

 

【略語の説明】 
 

ALU Arithmetic Logic Unit 

 演算論理回路 

ASID Address Space Identifier 

 アドレス空間識別子 

ATAPI AT Attachment Packet Interface 

 ATアタッチメントパケットインタフェース 

BSC Bus State Controller 

 バスステートコントローラ 

CPG Clock Pulse Generator 

 クロックパルス発生器 

CPU Central Processing Unit 

 中央制御装置 

DBSC DDR-SDRAM Bus State Controller 

 DDR用バスコントローラ 

DMA Direct Memory Access 

 ダイレクトメモリアクセス 

DMAC Direct Memory Access Controller 

 ダイレクトメモリアクセスコントローラ 

ETU Elementary Time Unit 

 1ビットの転送時間 

FIFO First-In First-Out 

 先入れ先出し 

FPU Floating point number Processing Unit 

 浮動小数点演算ユニット 

H-UDI User Debugging Interface 

 ユーザデバッグインタフェース 

IIC Inter IC bus 

 I2Cバス 

INTC Interrupt Controller 

 割り込みコントローラ 

IrDA Infrared Data Association 

 赤外線通信の規格名称 

JPEG Joint Photographic Experts Group 

 カラー静止画像の圧縮伸張方式の規格 

JTAG Joint Test Action Group 

 バウンダリスキャン規格化 Gr 



 

 

LCDC LCD Controller 

 LCDコントローラ 

LRU Least Recently Used 

 （仮想記憶ページ置き換えアルゴリズムの名前） 

LSB Least Significant Bit 

 最下位ビット 

MMC Multi Media Card 

 マルチメディアカード 

MMU Memory Management Unit 

 メモリマネジメントユニット 

MPEG Motion Picture Experts Group 

 デジタル動画と音声圧縮伸張に関する規格 

MSB Most Significant Bit 

 最上位ビット 

PC Program Counter 

 プログラムカウンタ 

PFC Pin Function Controller 

 ピンファンクションコントローラ 

RISC Reduced Instruction Set Computer 

 縮小命令セットコンピュータ 

RTC Realtime Clock 

 リアルタイムクロック 

SCIF Serial Communication Interface with FIFO 

 FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース 

STIF Stream Interface 

 ストリームインタフェース 

TAP Test Access Port 

 テスト端子 

TLB Translation Lookaside Buffer 

 変換ルックアサイドバッファ 

TMU Timer Unit 

 タイマユニット 

TPU Timer Pulse Unit 

 タイマパルスユニット 

UART Universal Asynchronous Receiver/Transmitter 

 調歩同期インタフェース 

UBC User Break Controller 

 ユーザブレークコントローラ 



 

 

USB Universal Serial Bus 

 ユニバーサルシリアルバス 

VEU Video Engine Unit 

 ビデオエンジンユニット 

WDT Watchdog Timer 

 ウォッチドッグタイマ 
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1. 概要 

1.1 はじめに 

1.1.1 SH7734 

SH7734 は、次世代のグラフィックス、表示アプリケーションにおいて必要とされる基本機能を有する SH-4A

シリーズの次世代 SOC です。533/400MHz 動作の CPU コア SH-4A、DDR-SDRAM 対応のメモリコントローラ、グ

ラフィックエンジン、カメラインタフェース、TFT パネル表示機能、SD カードインタフェース、USB2.0 インタ

フェース、ギガビット Ether インタフェースなどを内蔵しました。また、内部バスとして拡張性・柔軟性に優れた

SuperHyway バスを全面的に採用することで、システム性能が最大となるようにバス構造を最適化しています。ま

た、各種メモリ（NAND、シリアルフラッシュなど）からのブートや、各種低消費電力モードをサポートしてい

ます。 

2D グラフィックス表示など、操作性向上が図れるグラフィカルユーザインタフェース（GUI）表示が可能にな

り、高性能かつコンパクトでコストパフォーマンスに優れたシステム構成が実現できます。 
 
【注】 周波数の表記について 

特に正確を期する場合を除き、小数点以下は省略して表記しております。 

本節での周波数表記は小数点第一位まで（533.3MHz など） 

モード名称：533MHz モードなど、整数表記。 

CPG 関連などは、小数点第 2 位まで記載。 
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1.2 型名と機能の対応 

表 1.1 型名一覧（SH7734G） 

ニックネーム パッケージ 暗号機能 温度範囲 

（℃） 

動作 

周波数 

（MHz） 

ルネサス型名 マーク印 主な用途 

－40～85 533.3 R8A77343PAxxBG R8A77343P533BG － SH7734G BGA440 無 

－40～85 533.3 R8A77343DAxxBG R8A77343D533BG 産業・民生 

【注】 Axx は「1.5 製品型名」の対応する製品による（A00、A01 など）。 

 輸出型名は、マーク印と同じです。 
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1.3 システム構成図 
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図 1.1 本 LSI システム構成 
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1.4 仕様一覧 
本 LSI 搭載モジュールの仕様一覧を示します。 

1.4.1 SH-4A コア 
 

項 目 説   明 

最大動作周波数 • 533.3MHz/400.0MHz 

性能 • 960MIPS（533.3MHz 動作時）、3.73GFLOPS（533.3MHz 動作時） 

• 720MIPS（400.0MHz 動作時）、2.8GFLOPS（400.0MHz 動作時） 

FPU • 浮動小数点コプロセッサ内蔵 

• 単精度（32 ビット）、倍精度（64 ビット）サポート 

メモリ管理ユニット • 4G バイトのアドレス空間、256 のアドレス空間（ASID8 ビットモード） 

• 単一仮想記憶モードと多重仮想記憶モード 

• 複数のページサイズをサポート：1K、4K、64K、1M バイトに加えて、8K、256K、4M、 

  64M バイトをサポート 

• 命令に対する 4 エントリのフルアソシアティブ TLB 

• 命令およびオペランドに対する 64 エントリのフルアソシアティブ TLB 

• ソフトウェアによる入れ替え方法およびランダムカウンタ方式入れ替えアルゴリズムを

サポート 

• TLB の内容はアドレスマッピングにより直接アクセス可能 

• 29 ビット物理アドレスモード、および 32 ビット物理アドレスモードをサポート 

キャッシュメモリ • 命令キャッシュ： 

－32K バイト、4 ウェイセットアソシアティブ 

－256 エントリ、32 バイトブロック長 

• オペランドキャッシュ： 

－32K バイト、4 ウェイセットアソシアティブ 

－256 エントリ、32 バイトブロック長 

－選択可能な書き込み方式 

 （コピーバック／ライトスルー） 

• 1 段コピーバックバッファ、1 段ライトスルーバッファ 

• ストアキュー：32 バイト×2 エントリ 
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項 目 説   明 

LRAM • ILRAM 

高速アクセスメモリ 16K バイト 

3 本の独立した読み出し／書き込みポート 

CPU からの命令フェッチアクセス 

CPU からの 8／16／32／64 ビットアクセス 

外部要求による 8／16／32／64 ビットおよび 16／32 バイトアクセス 

• OLRAM 

高速アクセスメモリ 16K バイト 

3 本の独立した読み出し／書き込みポート 

CPU からのオペランドアクセス 

CPU からの 8／16／32／64 ビットアクセス 

外部要求による 8／16／32／64 ビットおよび 16／32 バイトアクセス 

ユーザブレークコントローラ • ユーザブレーク割り込みによるデバッグをサポート 

• 2 本のブレークチャネル 

• アドレス、データ値、アクセスのタイプ、データサイズはすべてブレーク条件として設

定可能 

• シーケンシャルブレーク機能をサポート 
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1.4.2 CPU コア周辺 
 

項 目 説   明 

動作クロックパルス発生回路 

（CPG） 

• CPU クロック：EXTAL の 12、16、24、32 逓倍 

• クロックモード： 

[400MHz モード（1）時] 

－CPU 周波数：2/3（最大 400.00MHz） 

－内部クロック：2/3、1/3、1/6、1/12 

－SHwy-Bus 周波数：1/3、1/6（最大 200.00MHz） 

－HPB-Bus 周波数：1/6、1/12（最大 100.00MHz） 

－DDR コントローラ：内部非同期接続（最大 300.00MHz） 

－EX-Bus 周波数：1/12（最大 50.00MHz） 

[400MHz モード（2）時] 

－CPU 周波数：1/1（最大 400.00MHz） 

－内部クロック：1/1、1/2、1/4、1/8 

－SHwy-Bus 周波数：1/2、1/4（最大 200.00MHz） 

－HPB-Bus 周波数：1/4、1/8（最大 100.00MHz） 

－DDR コントローラ：内部非同期接続（最大 200.00MHz） 

－EX-Bus 周波数：1/8（最大 50.00MHz） 

[533MHz モード時] 

－CPU 周波数：1/1（最大 533.33MHz） 

－内部クロック：1/1、1/3、1/6、1/12 

－SHwy-Bus 周波数：1/3、1/6（最大 177.77MHz） 

－HPB-Bus 周波数：1/6、1/12（最大 88.88MHz） 

－DDR コントローラ：内部非同期接続（最大 266.66MHz） 

－EX-Bus 周波数：1/12（最大 44.44MHz） 

• モジュールごとにクロック供給／停止を制御するためのモジュールスタンバイ制御

レジスタ搭載 

• 低消費電力モード：各周辺モジュールへのクロック供給を停止（モジュールスタン

バイ）、スリープモード、ソフトウェアスタンバイモード、ディープスタンバイモ

ード 

リセット（RESET） • 外部モジュール用リセット外部出力ポート 1 チャネル搭載 

割り込みコントローラ 

（INTC） 

• 5 本の独立した外部割り込み：NMI、IRQ3～IRQ0 

• 15 レベルの符号化した外部割り込み可能：IRL3～IRL0 

• 内蔵周辺割り込み：モジュールごとに優先レベルを設定 

• GPIO 割り込み 
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項 目 説   明 

ウォッチドッグタイマ 

（WDT） 

• 一定周期でカウントするタイマを使用して、システムの暴走を監視する機能を実現

します。 

• カウンタオーバフローにより内部をリセットするウォッチドッグタイマモードと、

割り込みを発生するインターバルタイマモードがあります。 

• ウォッチドッグタイマモード時、カウンタオーバフローにより内部モジュールをリ

セットします。 

• リセットの種類は、パワーオンリセットとマニュアルリセットを選択できます。 

• インターバルタイマモード時、カウンタオーバフローによりインターバルタイマ割

り込みを発生します。 

• WDT 関連のレジスタは、容易に書き換えられないように上位 8 ビットにコード値を

設定しています。 

• カウンタがオーバフローするまでの最大時間は、HPB-Bus：Pck に応じて以下のよ

うになります。 

約 1546 秒（Pck＝44.44MHz 時）、約 1648 秒（Pck＝41.66MHz 時） 

リアルタイムクロック 

（RTC） 

• 内蔵クロック、カレンダ機能、アラーム機能 

• 1/256 秒の最大分解能（割り込みサイクル）の内蔵 32.768kHz 水晶発振器回路 

• RTC を使用しない場合は RCLK 入力不要 

LBSC-DMAC • 3 チャネル物理アドレス DMA コントローラ 

（「1.8 ダイレクトメモリアクセスコントローラ」参照） 

SHwy-DMAC • 2 チャネル物理アドレス DMA コントローラ 

（「1.8 ダイレクトメモリアクセスコントローラ」参照） 

ダイレクトメモリア

クセスコントローラ

（DMAC） 

HPB-DMAC • 28 チャネル物理アドレス DMA コントローラ 

（「1.8 ダイレクトメモリアクセスコントローラ」参照） 



 

1. 概要 

1-8  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

項 目 説   明 

ローカルバスコントローラ 

（LBSC） 

• EX_Bus インタフェース 

 max.44.44MHz（533MHz モード時）／16 ビットバス 

 max.50.00MHz（400MHz モード（1）（2）時）／16 ビットバス 

 

CPU 動作周波数の 1/12 または 1/8 のバスクロック周波数に同期 

• 外部エリアを分割して管理 

－エリア 0、エリア 1、エリア 6 空間に割り付け、もしくはエリア 0 空間のみに割

り付けを起動時に選択。 

－エリア 0 128M バイトメモリ空間対応（起動モード） 

－エリア 6 空間を最大 6 エリア（各エリア容量は可変）に細分化して管理（MD9

端子＝0 の場合） 

－エリア 0 空間を最大 7 エリア（各エリア容量は可変）に細分化して管理（MD7

端子＝0、MD9 端子＝1 の場合） 

－各エリアごとに I/F 設定、バス幅設定、ウェイトステート挿入が可能 

• SRAM インタフェース 

－ウェイトステート挿入をレジスタ設定で可能 

 ウェイト設定は 1 サイクルごとの設定が可能。最大は 15。 

－EX_WAIT 端子によるウェイトステート挿入 

－接続可能バス幅 16 ビット、8 ビット 

• バースト ROM インタフェース 

－ウェイトステート挿入をレジスタ設定で可能 

－バースト回数をレジスタ設定により可能 

－可能バス幅 16 ビット、8 ビット 

• バイト制御 SRAM インタフェース（エリア 1、6 のみ対応） 

－バイト制御可能な SRAM インタフェース 

－ウェイトステート挿入をレジスタ設定で可能 

－EX_WAIT 端子によるウェイトステート挿入 

－接続可能バス幅 16 ビット、8 ビット 

• ATA インタフェース 

－ウェイトステート挿入をレジスタ設定で可能 

－PIO モード 0～4 をサポート 

－マルチワードモード 0～2 をサポート 

－レディタイムアウト検出（検出時間(ns)＝EX_Bus 動作周波数(ns) 

×100 クロック） 

－外部バッファイネーブル／ディレクション制御対応 

その他 • H-UDI（User Debug Interface）サポート 

• AUD（Advanced User Debugger）サポート 
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1.4.3 メモリ制御ユニット 
 

項 目 説   明 

DDR2-SDRAM 

DDR3-SDRAM 

コントローラ 

（DBSC3） 

 

• マルチバンク対応：8 バンクのマルチバンクオペレーションに対応。 

• バンク数：4 バンク（DDR2）および 8 バンク（DDR2／DDR3）に対応。 

• 外部バス幅 16 ビットをサポート 

• 先行プリチャージ・アクティベート機能 

• サポート動作モード 

バースト長：DDR2 8 固定／4 固定、DDR3 8 固定 

バーストタイプ：シーケンシャル（固定） 

• 低消費電力モード 

セルフリフレッシュモード、パワーダウンモード、SDRAM 電源バックアップモードおよびデ

ィープスタンバイモード 

• タイミング設定以下のタイミングを設定可能 

CAS レイテンシ、CAS ライトレイテンシ、ACT-READ/WRITE 最小期間、PRE 期間、

ACT-ACT/REF 最小期間、ACT-PRE 最小期間、ACT(A)-ACT(B)最小期間、4Active ウィンドウ

最小期間、READ-PRE 最小期間、ライトリカバリ期間、READ-WRITE 最小期間、WRITE-READ 

最小期間、REF-ACT/REF 最小期間、CKE-Hi 最小期間、CKE-Low 最小期間、ショートキャリ

ブレーション期間、アディティブレイテンシ（AL）は 0 のみ。 

• リフレッシュ動作 

• 平均間隔および最大ポスト数をレジスタ設定。リクエストの空きサイクルがあれば、先行リフ

レッシュ動作を実施。 

• コントローラ自体は DDR2/3 両方に対応しています 

（周波数領域をカバーする DDR を接続してください）。 

DDR2/3-max 600Mbps 

メモリ接続 8／16 ビットバス

（16 ビット推奨）

• （MA13-0 まで）： 

32M ワード×16 ビット（512M ビット）品 1 個、64M ワード×16 ビット

（1G ビット）品 1 個、128M ワード×16 ビット（2G ビット）品 1 個 

• （MA12-0 まで）： 

32M ワード×16 ビット（512M ビット）品 1 個、64M ワード×16 ビット

（1G ビット）品 1 個 
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1.4.4 内部バス構成および調停仕様 
 

項 目 説   明 

SHwy 基本バス 本 LSI 内外のスレーブデバイスのうち、外部バス上のスレーブデバイス（LBSC あるいは

DDR-SDRAM コントローラ経由でアクセス）および SH-4A コア内蔵メモリに対しては、本チッ

プ内のマスタ機能を有するすべてのモジュール（SH-4A コア、デバッグモジュール、LBSC、HPB、

SHwy-DMAC、2DG、DU、VIN0、VIN1、VEU3F、USB、GETHER、A-DMAC、LCDC）よりア

クセス可能です。 

上記以外の本 LSI 内のスレーブデバイス（主に本チップ内蔵レジスタ）については、SH-4A コア、

デバッグモジュールからのみアクセスできます。 

HPB ブリッジ 

 

200.00MHz/177.77MHz/166.66MHz 64 ビット→100.00MHz/88.88MHz/83.33MHz 32 ビット 

本ブリッジには、以下のモジュールのスレーブインタフェースが接続されます。 

2DG、DU、VIN0、VIN1、SSI、SCIF、HSCIF、RCAN、USB、CPG、RESET、SDHI、MMC、

HSPI、RSPI、RQSPI、I2C、MIMLB、GPIO、TMU、PFC、ADC、RTC、IEBus、STIF、MTU2、

FLCTL、SRC 

調停仕様 レジスタバス系は、ラウンドロビン方式で調停を行います。 

DDR アクセス系は、重み付きラウンドロビン方式で調停を行います。 

SH-4A は例外／割り込み処理時（SH-4A のステータスレジスタのブロックビット：BL が 1 のと

き）に、レジスタバス系と DDR アクセス系に対して最優先の調停となります*。 

【注】 *  SH-4A からの例外／割り込み処理時（BL＝1）での連続した最優先アクセスを行うこと

により、表示系やオーディオデータ転送などのリアルタイム処理に影響を与える場合が

あります。 
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1.4.5 グラフィックス部 
 

項 目 説   明 

グラフィックエンジン

動作 

SHwy と同速および、半分のクロック（clks1）で混在動作 

例： 

177.77MHz/88.88MHz 混在（533MHz モード時） 

200.00MHz/100.00MHz 混在（400MHz モード時） 

最大動作クロック周波数 

表示系最大内部動作 SHwy の半分のクロック（clks1）で動作 

例： 

88.88MHz（533MHz モード時） 

100.00MHz（400MHz モード時） 

動作クロック ご採用のパッケージにより、最大周波数は変わります。 

HPB 周波数：clks1 の半分のクロックで動作 

例： 

 44.44MHz（533MHz モード時） 

 50.00MHz（400MHz モード時） 

SHwy 周波数： 

例： 

 177.77MHz（533MHz モード時） 

 200.00MHz（400MHz モード時） 

2DG • 描画機能：4 頂点面描画、多角形描画、線描画、高機能太線描画、

アンチエイリアス処理、ラスタオペレーション／αブレンド付き

BitBLT 

• 色表現：ソース：1、8、16 ビット／画素、描画：8、16 ビット／

画素 

• ワーク：2 値 

• スクリーン座標：X 方向 0～4095、Y 方向 0～4095 

グラフィックエンジン 

基本機能 

（2DG） 

2D 機能

R-GPVG 

【注】 

ご利用の際

は、「1.5 製

品型名」の対

応する製品

を採用して

ください。 

• オープンな 2D ベクタグラフィックス API である OpenVG に対応 

• メモリ上に描画サイズ 2048×2048 ドットのデータ作成可能 

• コマンド FiFO 方式 
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項 目 説   明 

推奨画面サイズ 

および合成面数 

• WXGA（1280×768）まで設定可能 

• 推奨画面サイズ：WVGA（832×496 ドット、32bit/pixel）（ただ

し Vin 不使用時） 

• 8 プレーン（αplane と共用）の合成が可能 

拡張ビデオ表示 PAL/NTSC などのビデオ入力画像において、フィールド補間処理お

よびインタレース走査の重心合わせ処理を行い、ビデオ表示におけ

る画面ノイズを除去した表示が可能です。 

CRT 走査方式 • ノンインタレース、インタレースシンク、インタレースシンク＆

ビデオ 

外部同期 • マスタ、TV 同期 

カラーパレット内蔵 26 万色中同時 256 色表示可能な 4 面のカラーパレット内蔵 

デジタル RGB 出力 • 1 系統出力 

• RGB 各 8 ビット精度 

ブレンド比設定 ブレンド比ありカラーパレットの面数：4 面 

バッファサイズ 128 バイト×3 面 

表示機能（DU） 

【注】Vin0、1／DU／LCDC

の 4 モジュールすべて

の同時使用はバス性能

上できません

（DDR600Mbps で、お

よそ同時 3 モジュール

まで）。 

ドットクロック 外部入力、内部クロック切り替え可能（分周率：1～64 分周） 

性能目安：SHwy 周波数の 2 分の 1 以下、もしくは、80MHz 以下の

いずれか小さいほう。 

例：SHwy＝200MHz のとき、80MHz 以下 

入力インタフェース ITU-R BT.601、656、1358 インタフェース 

水平方向スケーリング 9 タップマルチフェーズフィルタ使用 

最大 2 倍まで 

垂直方向スケーリング 線形補間によるスケーリング 

最大 3 倍まで 

入力フォーマット 8 ビット YC 形式の YUV422 

16 ビット YC 形式の YUV422 

18 ビット RGB666 

出力フォーマット RGB-565、ARGB-1555、YUV420、YUV422 

ビデオ入力 

（VIN0） 

【注】 DU 項の注意書き参

照。 

YC 分離 Y 成分と UV 成分に分離 

ビデオ入力（VIN1） 

【注】 DU 項の注意書き参

照。 

• ITU-R BT.656 インタフェース対応 

• 水平／垂直方向への拡大（最大 2 倍）・縮小スケーリング機能 

• キャプチャする画像データは YCbCr-422 データ 

• 出力フォーマットは、YCbCr-422 

• 720 ピクセル×480 ラインのフィールド画像をキャプチャ可能 

 



 

1. 概要 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  1-13 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

1.4.6 ビデオ 
 

項 目 説   明 

ビデオエンジンユニット

（VEU3F） 

 

• 1 チャネル内蔵 

• メモリ内の画像処理機能 

－ビデオ画像処理機能 

画像処理機能： 

入力画像フォーマット：YCbCr、RGB 

出力画像フォーマット：YCbCr、RGB 

  縮小・拡大画像生成フィルタ機能 

  YCbCr→RGB/RGB→YCbCr 変換機能 

  ディザ処理機能（RGB 減色時） 

－フィルタ処理機能 

デブロッキングフィルタ 

メディアンフィルタ 

高画質化 FIR フィルタ 

－ビデオ画像処理機能とフィルタ処理の複合動作機能 
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1.4.7 サウンドインタフェース 
 

項 目 説   明 

シリアルサウンド 

インタフェース 

（SSI） 

• 4 チャネル内蔵 

• 多様なシリアルオーディオフォーマットをサポート 

• マスタ／スレーブ機能をサポート 

• プログラマブルワードクロック、ビットクロック生成機能 

• マルチチャネルフォーマット機能 

• 8／16／18／20／22／24／32 ビットデータフォーマットサポート 

サンプリングレート 

コンバータ（SRC） 

• データ形式：ステレオ 32 ビット（L/R 各 16 ビット）、モノラル 16 ビット 

• 入力サンプリングレート：8/11.025/12/16/22.05/24/32/44.1/48kHz 

• 出力サンプリングレート：44.1/48kHz 
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1.4.8 周辺モジュール 
 

項 目 説   明 

USB2.0 

ホストインタフェース 

• EHCI  Ver1.0、OHCI  Ver1.0a をサポート 

• 転送速度：ハイスピード、フルスピード、ロースピード 

• 2 ポートあり、1 ポートを USB2.0 ファンクションインタフェースと切り替えて使用可

能 

USB2.0 

ファンクションインタフェース 

• USB2.0 サポートの UDC（USB デバイスコントローラ）を内蔵 

USB 標準コマンドを自動処理（一部除く） 

Get Descriptor/Class/Vendor コマンドはマイコンファームウェア上で処理 

• コントロール、バルク、インタラプト転送をサポート 

• 転送速度：ハイスピード、フルスピード 

タイマユニット 

（TMU） 

• 9 チャネル搭載 

• オートリロード方式の 32 ビットダウンカウンタを搭載 

• インプットキャプチャ機能を搭載：チャネル 2、5 

• 外部クロック選択時もしくはインプットキャプチャ機能使用時には、外部クロックの

入力エッジとして立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジ選択可能 

：チャネル 0、1、2、3、4、5 

• 任意の時点で読み出し／書き込み可能なオートリロード用の 32 ビットタイマコンス

タントレジスタおよび 32 ビットダウンカウンタを搭載 

• 6 種類のカウンタ入力クロックを選択可能：チャネル 0、1、2、3、4、5 

外部クロック（TCLK）、5 種類の周辺クロック（clkp/4、clkp/16、clkp/64、clkp/256、

clkp/1024）（ただし、clkp は周辺クロック） 

• 5 種類のカウンタ入力クロックを選択可能：チャネル 6、7、8 

5 種類の周辺クロック（clkp/4、clkp/16、clkp/64、clkp/256、clkp/1024） 

（ただし、clkp は周辺クロック） 

• 2 種類の割り込み要因 

アンダフロー×1 要因（各チャネル）、 

インプットキャプチャ×1 要因（チャネル 2、5） 
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項 目 説   明 

マルチファンクションタイマ 

パルスユニット 2（MTU2） 

• 16 ビットタイマ 5 チャネルをベースに最大 16 種類のパルス入出力が可能 

• 18 本のアウトプットコンペアレジスタ兼インプットキャプチャレジスタ 

• インプットキャプチャ機能 

• パルス出力モード 

トグル／PWM／相補 PWM／リセット同期 PWM 

• 複数カウンタの同期化機能 

• 相補 PWM 出力モード 

3 相のインバータ制御用ノンオーバラップ波形を出力 

デッドタイム自動設定 

PWM デューティを 0～100％任意に設定可能 

A/D 変換要求ディレイド機能 

山・谷割り込み間引き機能 

• リセット同期 PWM モード 

任意デューティの正相・逆相 PWM 波形を 3 相出力 

• 位相計数モード 

2 相エンコーダ計数処理が可能 

I2C バスインタフェース 3 

（IIC3） 

2 チャネル 

• マスタモード／スレーブモード内蔵 

シリアルペリフェラル 

インタフェース（HSPI） 

1 チャネル 

• マスタ／スレーブ機能 

• 全二重通信可能 

• プログラマブルデータレート 

ルネサスシリアル 

ペリフェラルインタフェース 

（RSPI） 

• 1 チャネル（SPI ブート可能） 

• SPI 動作 

• マスタ／スレーブモードをサポート 

• プログラマブルなビット長、クロック極性、クロック位相選択可能 

• 転送をシーケンシャルに実行可能 

• MSB ファースト／LSB ファーストの選択可能 

• 最大転送レート：12.5Mbps（CPU＝400MHz でフラッシュメモリ直結時） 

ルネサスクワッドシリアル 

ペリフェラルインタフェース 

（RQSPI） 

• 1 チャネル 

• マルチ I/O（Single/Dual/Quad）対応のシリアルフラッシュメモリと接続可能 

• プログラマブルなビット長、クロック極性、クロック位相選択可能 

• 転送をシーケンシャルに実行可能 

• MSB ファースト／LSB ファーストの選択可能 

• 最大転送レート：50Mbps（CPU＝400MHz でフラッシュメモリ直結時） 
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項 目 説   明 

RCAN-TL1（RCAN） 

【注】 ご利用の際は、「1.5 製品

型名」の対応する製品を採用

してください。 

• 2 チャネル搭載 

• CAN 規格 2.0B 対応 

• ビットタイミングは ISO 11898-1 に準拠 

• 32 メールボックス版 

• プログラム可能な 31 の送受信用メールボックス＋1 つの受信用メールボックス 

• 消費電力低減用スリープモードおよび CAN のバス起動検知によるスリープモードか

らの自動復帰 

• どのメールボックスにも対応したプログラマブル受信フィルタマスク 

（標準および拡張 ID） 

• 最大 1Mbps のプログラマブル CAN データレート 

• リアルタイムアプリケーション起因による優先順位逆転防止のために、優先順位の内

部区分機能を備えた転送メッセージのキューを用意 

シリアルコミュニケーション 

インタフェース 

（SCIF） 

• 6 チャネル搭載（SCIF0～SCIF5） 

• 調歩同期式、クロック同期式モード 

• 調歩同期式シリアル通信 

キャラクタ単位で同期をとる調歩同期方式でシリアルデータの通信を行います。

Universal Asynchronous Receiver/Transmitter（UART）や Asynchronous 

Communication Interface Adapter（ACIA）など標準の調歩同期式通信用 LSI とのシリ

アルデータ通信が可能です。 

シリアルデータ通信フォーマットを 8 種類のフォーマットから選択できます。 

• データ長：7 ビット、または 8 ビット 

• ストップビット長：1 ビット、または 2 ビット 

• パリティ：偶数パリティ、奇数パリティ、またはパリティなし 

• 受信エラーの検出：パリティエラー、フレーミングエラー、オーバランエラーを検出 

• ブレークの検出：フレーミングエラーが発生し、引き続き 1 フレーム長以上スペース

0（ローレベル）の場合、ブレークを検出します。また、フレーミ

ングエラー発生時に Rxn 端子のレベルをシリアルポートレジスタ

（SCSPTRn）から直接読み出すことによってもブレークを検出で

きます。 

• クロック同期式シリアル通信 

クロックに同期してシリアルデータ通信を行います。クロック同期式通信機能を持つ

他の LSI とのシリアルデータ通信が可能です。 

シリアルデータ通信フォーマットは 1 種類です。 

• データ長：8 ビット 

• 受信エラーの検出：オーバランエラーを検出 

• 全二重通信が可能 

独立した送信部と受信部を備えているので、送信と受信を同時に行うことができます。

また、送信部、および受信部ともに 16 段の FIFO バッファ構造になっていますのでシ

リアルデータの連続送信、連続受信ができます。 
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項 目 説   明 

シリアルコミュニケーション 

インタフェース 

（SCIF） 

• 内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能 

また、送受信クロックソースを、LSI 内部クロックを基準に内蔵ボーレートジェネレ

ータが供給するクロックか、または外部クロックから選択可能です。 

• 送受信クロックソースを、ボーレートジェネレータからの内部クロック、または

SCK0、1、2 の外部クロックから選択可能（チャネル 0、1、2 のみ） 

• 8 種類の割り込み要因 

送信 FIFO データエンプティ、ブレーク、受信 FIFO データフル、受信エラー、受信デ

ータレディ、送信終了、オーバランエラー、タイムアウトの 8 種類の割り込み要因が

あり、それぞれ独立に要求することができます。 

• 送信 FIFO データエンプティ時と受信 FIFO 内に受信データがあるとき、DMA 転送要

求を出すことにより、DMA コントローラ（DMAC）を起動させてデータの転送を行う

ことができます。 

• 調歩同期モードにおいて、モデムコントロール機能（RTS、CTS）を内蔵しています

（チャネル 0、1 のみ）。 

• 送受信FIFOレジスタ内のデータ数および受信FIFOレジスタ内の受信データの受信エ

ラー数を知ることができます。 

• 調歩同期モード受信時、受信データレディ、タイムアウトエラー（DR、TO）を検出

できます。 

IrDA SCIF-3ch と共に使用し、シリアルコミュニケーションインタフェースのデータフォー

マットを、IrDA 赤外線通信用のデータフォーマットに変調および復調 

高速シリアルコミュニケーション 

インタフェース（HSCIF） 

• 1 チャネル搭載（全パッケージタイプ使用可能） 

• 128 段 FIFO 内蔵 

• 調歩同期式モード対応 

SD カードホストインタフェース

（SDHI） 

【注】 ご利用の際は、「1.5 製品

型名」の対応する製品を採用

してください。 

• 3 チャネル搭載（内、1 チャネルはブート用） 

• SD メモリ／SDIO インタフェースに対応（1 ビット／4 ビット SD バス） 

• エラーチェック機能：CRC7（コマンド／レスポンス）、CRC16（データ） 

• カード検出機能 

• ライトプロテクトサポート 

MMC インタフェース 

（MMC） 

• MultiMedia Card（MMC）を制御 

• データバス：1 ビット／4 ビット／8 ビット 

• エラーチェック機能：CRC7、CRC16 

• MMC モードに対応（SPI モード非対応） 

• ブロック転送に対応（ストリーム転送非対応） 

• マルチブロック転送時のブロックサイズ：512 バイト 

• ストレージとしては MMC.4.3 のみ対応 

• MMC4.4 のみブート可能 



 

1. 概要 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  1-19 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

項 目 説   明 

MOST Interface Module 

MediaLB 

（MIMLB） 

Media Local Bus（MediaLB） 

• SMSC 社製 INIC と接続するための MediaLB に対応（SMSC 社製モジュール

（OS62400-Ver1.4）搭載） 

• 3 ピンインタフェース 

• MediaLB Ver2.0 に準拠、50Mbps（max）のデータ転送が可能 

• Stream 転送（Synchronous 転送） 

CPU と MediaLB 間のデータ転送が可能（最大 2 系統転送可能）。 

• Packet 転送（Asynchronous 転送） 

送信 1 系統、受信 1 系統で、同時に転送可能。 

• Control 転送 

送信 1 系統、受信 1 系統で、同時に転送可能。 

• DTCP 機能は非サポートです。 

【注】 本モジュールは、clks1 に 66MHz を超えるクロックを供給する必要があります。

たとえば 400MHz モード（1）（2）で CPU＝400MHz のときは、clks1＝100MHz

にてこれを満たします。 

IEBus • IEBus のプロトコル制御（レイヤ 2）に対応 

• 半二重非同期通信 

• マルチマスタ方式 

• 同報通信機能 

• 伝送速度の異なる 2 種類のモードが選択可能 

モード 0：約 4.1Kbps（6.29MHz 動作時）、最大伝送 16 バイト／フレーム 

モード 1：約 18Kbps（6.29MHz 動作時）、最大伝送 32 バイト／フレーム 

• データ送受信用バッファ各 32 バイト内蔵 

• モード 1 の最大伝送バイト数である 32 バイトまで連続送受信可能 

• ドライバ／レシーバは外付け 

• IEBus：6.29MHz 
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項 目 説   明 

ギガビットイーサネット 

コントローラ（GETHER） 

• E-DMAC（イーサネット専用 DMAC）機能 

－GETHER と外部／内部メモリ間の転送可能 

－32 バイトバースト転送可能 

－1 フレーム／1 ディスクリプタ、1 フレーム／複数ディスクリプタ 

（マルチバッファ）方式対応が可能 

－転送データ幅：32 ビット 

－FIFO 搭載（送信用：2K バイト、受信用：4K バイト） 

• MAC（Media Access Control）機能 

－1 チャネル内蔵（GETHER） 

－データフレームの組み立て／分解（IEEE802.3, 2000Edition 準拠フレーム形式） 

－転送レート可変：10/100/1000Mbps の各転送速度に対応 

－全二重／半二重送受信に対応 

－IEEE802.3x 準拠のフロー制御が可能。フロー制御用として自動／手動で PAUSE 

フレームを送信可能 

－IEEE802.1Q（VLAN）対応 

－IEEE802.3 準拠 PHY インタフェース GMII（Gigabit Media Independent Interface）、

MII（Media Independent Interface）および RMII（Reduced Media Independent 

Interface）サポート 

－上位プロトコルサポート（サムチェック）機能 

LCD コントローラ（LCDC） 

【注】 DU 項の注意書き参照。 

• 16×1～1024×1024 ドットの表示サイズをサポート 

• 4、8、15、16bpp カラーモードをサポート 

• 1、2、4、6bpp グレイスケールモードをサポート 

• TFT/DSTN/STN ディスプレイをサポート 

• 信号極性を設定可能 

• 24 ビットカラーパレットメモリ（24 ビット中 R:5/G:6/B:5 として 16 ビットが有効） 

• ユニファイドグラフィックメモリアーキテクチャ 

ホストインタフェース（HIF） • 2K バイト×2 バンク：計 4K バイトのバッファ RAM 内蔵 

• バッファ RAM と外部デバイスは 16 本のデータ端子でパラレル接続 

• バッファ RAM と本 LSI の CPU とは内部バスでパラレル接続 

• 外部デバイスは、レジスタインデクス指定後に、所望のレジスタをアクセス可能（た

だし、バッファ RAM 連続アクセス時はアドレス自動更新可能） 

• エンディアン切り替え可能 

• 外部デバイスに対して割り込み要求可能 

• 本 LSI の CPU に対して内部割り込み要求可能 

• 外部デバイスがバッファ RAM に命令コードをあらかじめ格納しておくことで、バッ

ファ RAM からブート可能 
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項 目 説   明 

NAND フラッシュメモリ 

コントローラ 

（FLCTL） 

（ブート可能。LBSC とのピンマル

チ） 

• NAND 型フラッシュメモリとの直結メモリインタフェース 

• セクタ単位の読み出し／書き込み 

• コマンドアクセスモードとセクタアクセスモードの 2 種類の転送モード 

• 割り込み要求、ダイレクトメモリアクセスコントローラ転送要求あり 

• 5 バイトアドレス（2G ビット超）のフラッシュメモリに対応 

A/D 変換器 

（ADC） 

入力： 

8 チャネル 

• 分解能：10 ビット 

• 外部トリガ／タイマトリガによる A/D 変換の起動が可能 

ストリームインタフェース 

（STIF） 

【注】 ご利用の際は、「1.5 製品

型名」の対応する製品を採用

してください。 

• 2 チャネルのポート。専用 DMAC である A-DMAC と連動。 

• 各チャネルごとにシリアルモード、パラレルモードを選択可能。 

• MPEG2-TS 転送モード、MPEG-PS 転送モード。 

• 各デバイスに対してプッシュ型転送／プル型転送をサポート。 

• 各チャネルごとに外部 VCO 制御用の PWM タイマ、およびその出力あり。 

• 各チャネル共通のストリームクロックアウト。各チャネルごとのストリームクロック

イン。 

低消費電力モード 

動作モード 

• スリープモード 

• ソフトウェアスタンバイモード 

• モジュールスタンバイモード 

• ディープスタンバイモード 

 HIFRAM（1 バンク 2K バイトのみ）を保持 RAM としたコア電源遮断。 

ブート • 各種ブートモードサポート 

－CS0 空間に接続されたメモリからブート 

－NAND フラッシュメモリからブート 

－シリアルフラッシュメモリからブート 

－MMC4.4 ブート（ブート用のみ。I/F モジュールは MMC4.3） 

－eSD ブート 

・対応デバイス 

 eSD (Embedded SD) Addendum Version 2.10 対応デバイス 

－HIF ブート 

汎用 I/O 

（GPIO） 

• 汎用 I/O ポート：171 ポート 

• GPIO 割り込みサポート 

 

その他 
JTAG • DDR、USB 端子にはバウンダリスキャン機能を付加しません。 

パッケージ BGA440（0.8mm ピッチ、21mm×21mm） 
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1.5 製品型名 
SH7734 シリーズ型名：R8A77343xAxxBx 

Axx の部分は、有効機能により、バリエーションがあります。 

当該機能を有効にするには、ソフトウェアによる設定が必要ですが、設定方法は一般開示しておりません。 

納入仕様書の取り交わしにてご案内いたします。 
 

STIF RCAN SDHI R-GPVG コード 

0 0 0 0 A00 

0 0 0 1 A01 

0 0 1 0 A02 

0 0 1 1 A03 

0 1 0 0 A04 

0 1 0 1 A05 

0 1 1 0 A06 

0 1 1 1 A07 

1 0 0 0 A08 

1 0 0 1 A09 

1 0 1 0 A0A 

1 0 1 1 A0B 

1 1 0 0 A0C 

1 1 0 1 A0D 

1 1 1 0 A0E 

1 1 1 1 A0F 

 

1.6 電源電圧／温度範囲 
電源電圧：3.3V±0.3V（3.3V IO） 

1.15V～1.30V（Core） 

1.8V±0.1V（DDR2-SDRAM IO） 

1.5V±0.075V（DDR3-SDRAM IO） 

温度範囲：－40℃～85℃（広範囲温度品） 
 



 

1. 概要 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  1-23 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

1.7 エリアマップ 
図 1.2 に本 LSI の物理アドレス空間を示し、図 1.3～図 1.8 に LSI 内部のエリアマップを示します。エリア 6 は

バスブリッジ内部でさらに 6 分割され、拡張エリアとして割り付けられます。エリア 7 は本バスブリッジ内部の

レジスタ空間、内蔵モジュールのレジスタ空間として割り付けられます。 

SH-4A の 29 ビットアドレスモード、32 ビットアドレスモード（拡張モード）の切り替えは、SH-4A の PASCR

（Physical Address Space Control Register）の SE ビットで 29 ビットモードから 32 ビットモード（拡張モード）へ

切り替えが可能です。また、パワーオンリセットによる起動モードとして、29 ビットモードと 32 ビットモードの

選択が可能です。 

ただし、32 ビットアドレスモードから 29 ビットアドレスモードへの切り替えはできません。 
 

U0 P0
（2GB）

仮想アドレス空間

29ビット物理アドレス空間（通常モード） 32ビット物理アドレス空間（拡張モード）

29ビット
アドレス空間

32ビット
アドレス空間仮想アドレス空間

P1（0.5GB）

P2（0.5GB）

P3（0.5GB）

P4（0.5GB）

0.5GB U0 P0
（2GB）

P1 P2（1GB）

P3（0.5GB）

P4（0.5GB）

4GB

 

図 1.2 物理アドレス空間 
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エリア0 LBSC

LBSC

64M

エリア1 LBSC

64M

エリア2 DDR-SDRAM空間

64M

エリア3 DDR-SDRAM空間

64M

エリア4 DDR-SDRAM空間

64M

エリア5 DDR-SDRAM空間

64M

エリア7

64M

エリア6 EX_CS0 拡張エリア0 0-64MB

EX_CS1 拡張エリア1 0-64MB

EX_CS2 拡張エリア2 0-64MB

EX_CS3 拡張エリア3 0-64MB

EX_CS4 拡張エリア4 0-64MB

EX_CS5 拡張エリア5 0-64MB 64M

エリア6 DDR-SDRAM空間

LBSC

64M

エリア1 DDR-SDRAM空間

64M

エリア2 DDR-SDRAM空間

64M

エリア3 DDR-SDRAM空間

64M

エリア4 DDR-SDRAM空間

64M

エリア5 DDR-SDRAM空間

64M

エリア7

64M

エリア0 CS0              0-64MB

EX_CS0 拡張エリア0 0-64MB

EX_CS1 拡張エリア1 0-64MB

EX_CS2 拡張エリア2 0-64MB

EX_CS3 拡張エリア3 0-64MB

EX_CS4 拡張エリア4 0-64MB

EX_CS5 拡張エリア5 0-64MB 64M

エリア0 LBSC

LBSC

128M

エリア2 DDR-SDRAM空間

64M

エリア3 DDR-SDRAM空間

64M

エリア4 DDR-SDRAM空間

64M

エリア5 DDR-SDRAM空間

64M

エリア7

64M

エリア6 EX_CS0 拡張エリア0 0-64MB

EX_CS1 拡張エリア1 0-64MB

EX_CS2 拡張エリア2 0-64MB

EX_CS3 拡張エリア3 0-64MB

EX_CS4 拡張エリア4 0-64MB

EX_CS5 拡張エリア5 0-64MB 64M

H'0000 0000

H'03FF FFFF
H'0400 0000

H'07FF FFFF
H'0800 0000

H'0BFF FFFF
H'0C00 0000
H'0FFF FFFF
H'1000 0000

H'13FF FFFF
H'1400 0000

H'17FF FFFF
H'1800 0000

H'1BFF FFFF
H'1C00 0000
H'1FFF FFFF

29ビットアドレス空間

MD7=0、MD9=0 MD7=1、MD9=0 MD7=0、MD9=1

DBSC-2

DBSC-3

DBSC-0

DBSC-1

DBSC-2

DBSC-3

DBSC-0

DBSC-1

DBSC-2

DBSC-1

DBSC-3

DBSC-0

DBSC-1 Shadow

DBSC-2 Shadow

P4仮想アドレス空間

ストアキューH'E000 0000
H'E3FF FFFF

予約領域

予約領域

H'E400 0000
H'E4FF FFFF

LRAM
 (H'E500E000～H'E5011FFF：OLRAM(16KB))

H'E500 0000

 (H'E5200000～H'E5203FFF：ILRAM(16KB))H'E55E FFFF
H'E55F 0000

H'EFFF FFFF
Cache, TLBH'F000 0000

H'F7FF FFFF
予約領域H'F800 0000

H'FBFF FFFF

4M
デバッグモジュールH'FC00 0000

H'FC3F FFFF

4M
ShwyルーターH'FC40 0000

H'FC7F FFFF
H'FC80 0000 未実装

8M

512K
ICB

H'FCFF FFFF
H'FD00 0000
H'FD4F FFFF

9M
未実装H'FD50 0000

H'FDDF FFFF

2M
予約領域H'FDE0 0000

H'FDFF FFFF

4M
Shwy-DMACH'FE00 0000

H'FE3F FFFF

4M

未実装H'FE40 0000

H'FE7F FFFF

6M
DBSCH'FE80 0000

2M
GEther/EDMACH'FEE0 0000

H'FEFF FFFF

2M
コア
（エラーレスポンス）

H'FF00 0000
H'FF1F FFFF

6M
コア 
（UBC、VCR、予約領域）

H'FF20 0000
H'FF7F FFFF

3M

256K

内部モジュールレジスタ空間H'FC00 0000
H'FFFF FFFF

LBSC

HPB内部レジスタ

H'FF80 0000
H'FFBF FFFF
H'FFC0 0000
H'FFC3 FFFF  

図 1.3 メモリマップ（29 ビットアドレスモード時） 
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エリア0 LBSC

LBSC

64M

エリア1 LBSC

64M

エリア2 DDR-SDRAM空間 DBSC-2

DBSC-3

DBSC-0

DBSC-1

64M

エリア3 DDR-SDRAM空間

64M

エリア4 DDR-SDRAM空間

64M

エリア5 DDR-SDRAM空間

DDR-SDRAM空間

64M

64M

エリア6 EX_CS0 拡張エリア0 0-64MB

EX_CS1 拡張エリア1 0-64MB

EX_CS2 拡張エリア2 0-64MB

EX_CS3 拡張エリア3 0-64MB

EX_CS4 拡張エリア4 0-64MB

EX_CS5 拡張エリア5 0-64MB 64M

エリア6 DDR-SDRAM空間

LBSC

64M

エリア1 DDR-SDRAM空間

64M

エリア2 DDR-SDRAM空間

64M

エリア3 DDR-SDRAM空間

64M

エリア4 DDR-SDRAM空間

64M

エリア5 DDR-SDRAM空間

64M

エリア0 CS0              0-64MB

EX_CS1 拡張エリア1 0-64MB

EX_CS0 拡張エリア0 0-64MB

EX_CS2 拡張エリア2 0-64MB

EX_CS3 拡張エリア3 0-64MB

EX_CS4 拡張エリア4 0-64MB

EX_CS5 拡張エリア5 0-64MB 64M

エリア0 LBSC

LBSC

128M

エリア2 DDR-SDRAM空間

64M

エリア3 DDR-SDRAM空間

64M

エリア4 DDR-SDRAM空間

64M

エリア5 DDR-SDRAM空間

64M

エリア6 EX_CS0 拡張エリア0 0-64MB

EX_CS1 拡張エリア1 0-64MB

EX_CS2 拡張エリア2 0-64MB

EX_CS3 拡張エリア3 0-64MB

EX_CS4 拡張エリア4 0-64MB

EX_CS5 拡張エリア5 0-64MB 64M

H'0000 0000

H'03FF FFFF
H'0400 0000

H'07FF FFFF
H'0800 0000

H'0BFF FFFF
H'0C00 0000
H'0FFF FFFF
H'1000 0000

H'13FF FFFF
H'1400 0000

H'17FF FFFF
H'1800 0000

H'1BFF FFFF
H'1C00 0000
H'1FFF FFFF

未実装

未実装

512M

64M

64M

64M

64M

H'2000 0000
H'3FFF FFFF
H'4000 0000

H'47FF FFFF
H'4800 0000

H'4FFF FFFF
H'5000 0000

H'57FF FFFF
H'5800 0000

H'5FFF FFFF
H'6000 0000

H'67FF FFFF
H'6800 0000

H'6FFF FFFF
H'7000 0000

H'77FF FFFF
H'7800 0000

H'7FFF FFFF
未実装

512M

H'8000 0000
H'9FFF FFFF
H'A000 0000

H'BFFF FFFF
H'C000 0000

H'DFFF FFFF
H'E000 0000

H'FC00 0000
H'FFFF FFFF

32ビットアドレス空間

MD7=0、MD9=0 MD7=1、MD9=0 MD7=0、MD9=1

64M

未実装

未実装

512M

未実装

DBSC-0 Shadow

DBSC-1 Shadow

DBSC-3 Shadow

DBSC-2 Shadow

64M

64M

64M

64MDBSC-0 Shadow

DBSC-1 Shadow

DBSC-3 Shadow

DBSC-2 Shadow

64M

64M

64M

64MDBSC-0 Shadow

DBSC-1 Shadow

DBSC-3 Shadow

DBSC-2 Shadow

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64M

64MDBSC-0 Shadow

DBSC-1 Shadow

DBSC-3 Shadow

DBSC-2 Shadow

64M

未実装

未実装

未実装

未実装

512M

未実装

未実装

512M

未実装 未実装

未実装

512M

未実装 未実装

448M

内蔵モジュール
レジスタ空間 64M

512M

512M

512M

448M

64M

512M

512M

512M

448M

64M

内蔵モジュール
レジスタ空間

内蔵モジュール
レジスタ空間

DBSC-2

DBSC-3

DBSC-0

DBSC-1

DBSC-2

DBSC-1

DBSC-3

DBSC-0

DBSC-1 Shadow

DBSC-2 Shadow

DDR-SDRAM空間

DBSC-0 Shadow

DBSC-1 Shadow

DBSC-3 Shadow

DBSC-2 Shadow

DBSC-0 Shadow

DBSC-1 Shadow

DBSC-3 Shadow

DBSC-2 Shadow

DBSC-0 Shadow

DBSC-1 Shadow

DBSC-3 Shadow

DBSC-2 Shadow

DBSC-0 Shadow

DBSC-1 Shadow

DBSC-3 Shadow

DBSC-2 Shadow

DDR-SDRAM空間

DBSC-0 Shadow

DBSC-1 Shadow

DBSC-3 Shadow

DBSC-2 Shadow

DBSC-0 Shadow

DBSC-1 Shadow

DBSC-3 Shadow

DBSC-2 Shadow

DBSC-0 Shadow

DBSC-1 Shadow

DBSC-3 Shadow

DBSC-2 Shadow

DBSC-0 Shadow

DBSC-1 Shadow

DBSC-3 Shadow

DBSC-2 Shadow

 

図 1.4 メモリマップ（1）（32 ビットアドレスモード時） 
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P4仮想アドレス空間

ストアキューH'E000 0000
H'E3FF FFFF

予約領域

予約領域

H'E400 0000
H'E4FF FFFF

LRAM
 (H'E500E000～H'E5011FFF：OLRAM(16KB))

H'E500 0000

 (H'E5200000～H'E5203FFF：ILRAM(16KB))H'E55E FFFF
H'E55F 0000

H'EFFF FFFF
Cache, TLBH'F000 0000

H'F7FF FFFF
予約領域H'F800 0000

H'FBFF FFFF

4M
デバッグモジュールH'FC00 0000

H'FC3F FFFF

4M
ShwyルーターH'FC40 0000

H'FC7F FFFF

4M
H'FC80 0000 未実装

未実装

H'FCBF FFFF

2M
H'FCC0 0000
H'FCDF FFFF

2M
未実装H'FCE0 0000

H'FCFF FFFF

9M
未実装H'FD50 0000

H'FDDF FFFF

512K
ICBH'FD00 0000

H'FD4F FFFF

2M
予約領域H'FDE0 0000

H'FDFF FFFF

4M
Shwy-DMACH'FE00 0000

H'FE3F FFFF

4M

未実装H'FE40 0000

H'FE7F FFFF

6M
DBSCH'FE80 0000

2M
GEther/EDMACH'FEE0 0000

H'FEFF FFFF

2M
コア
（エラーレスポンス）

H'FF00 0000
H'FF1F FFFF

6M
コア 
（UBC、VCR、予約領域）

H'FF20 0000
H'FF7F FFFF

3M

256K

内部モジュールレジスタ空間H'FC00 0000
H'FFFF FFFF

LBSC

HPB内部レジスタ

H'FF80 0000
H'FFBF FFFF
H'FFC0 0000
H'FFC3 FFFF  

図 1.5 メモリマップ（2）（32 ビットアドレスモード時） 

 

未実装H'FD00 0000
1152KH'FD11 FFFF

16K
VEU3FH'FD12 0000

H'FD12 3FFF
未実装

未実装

H'FD12 4000
176KH'FD14 FFFF 

64K
H'FD15 0000 LMB
H'FD15 FFFF
H'FD16 0000

2688KH'FD3F FFFF

512K
ICB control

512K
未実装

H'FD40 0000
H'FD47 FFFF
H'FD48 0000
H'FD4F FFFF  

図 1.6 メモリマップ ICB レジスタ空間 
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BSC内部レジスタ

VCR/システム関連レジスタ
512

H'FF80 0000
H'FF80 01FF

768
H'FF80 0200
H'FF80 04FF

2816
未実装H'FF80 0500

H'FF80 0FFF

4K
DMAC

INTC

INTC2

未実装

HIF(REG)

予約領域

ADMAC

未実装

H'FF80 1000
H'FF80 1FFF

8K
H'FF80 2000
H'FF80 3FFF

8K
H'FF80 4000
H'FF80 5FFF
H'FF80 6000

104KH'FF81 FFFF

64K
H'FF82 0000 HIF-RAM
H'FF82 FFFF

64K
H'FF83 0000
H'FF83 FFFF
H'FF84 0000

192KH'FF87 FFFF

8K
H'FF88 0000
H'FF88 1FFF

504K
H'FF88 2000
H'FF8F FFFF

LBSC予約領域H'FF90 0000
H'FFBF FFFF 3M  

図 1.7 メモリマップ LBSC レジスタ空間 
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256K
HPB内部レジスタH'FFC0 0000

H'FFC3 FFFF
4KGPIO0H'FFC4 0000
4KGPIO1H'FFC4 1000
4KGPIO2H'FFC4 2000
4K
4K
4K

GPIO3H'FFC4 3000
GPIO4H'FFC4 4000

GPIO5H'FFC4 5000

40K未実装
4KVIN0
4KVIN1
4KV1B

H'FFC5 0000

未実装H'FFC5 3000

H'FFC5 1000
H'FFC5 2000

52K
64KLCDCH'FFC6 0000

4KIIC3(ch0)H'FFC7 0000

4KIIC3(ch1)H'FFC7 1000

未実装H'FFC7 2000 50K
H'FFC7 F000

256KCPGH'FFC8 0000

256KRESET/WDTH'FFCC 0000

512K未実装H'FFD0 0000

4KTMU0、1、2H'FFD8 0000

4KTMU3、4、5H'FFD8 1000

4KTMU6、7、8H'FFD8 2000

未実装H'FFD8 3000

4KMIMLBH'FFD8 5000

未実装H'FFD8 6000 488K
64KSSI0H'FFE0 0000

64KSSI1H'FFE1 0000

64KSSI2H'FFE2 0000

64KSSI3H'FFE3 0000

4KSCIF0H'FFE4 0000

4KSCIF1H'FFE4 1000

4KSCIF2H'FFE4 2000

4KSCIF3H'FFE4 3000

4KSCIF4H'FFE4 4000

4KSCIF5H'FFE4 5000
未実装H'FFE4 6000 8K

4KHSCIF0H'FFE4 8000
未実装H'FFE4 9000 12K

4KSDHI0H'FFE4 C000
4KSDHI1H'FFE4 D000
4KSDHI2H'FFE4 E000
4KMMCIF(4.3)H'FFE4 F000

未実装H'FFE5 0000 64K
64KUSBFH'FFE6 0000
64KUSBHH'FFE7 0000

128K2DGH'FFE8 0000

256KDUH'FFF8 0000
4KPFCH'FFFC 0000
4K未実装H'FFFC 1000

H'FFFC 2000 4KRSPI
H'FFFC 3000 4KRQSPI
H'FFFC 4000

4KFLCTL
H'FFFC B000

4KRCAN0
H'FFFD 1000 4KRCAN1
H'FFFD 2000 56K未実装
H'FFFE 0000 4KSSS
H'FFFE 1000
H'FFFF FFFF 124K

未実装

4KPMG

未実装H'FFEA 0000
H'FFEE 0000
H'FFEE 8000
H'FFEF 0000
H'FFF2 0000
H'FFF3 0000
H'FFF4 0000

256K
32KSTIF0
32KSTIF1

未実装 192K

64KSRC1
未実装

64KSRC0

256K

4K未実装
H'FFFC 5000 4KRTC
H'FFFC 6000 4KMTU2
H'FFFC 7000 4KHSPI0
H'FFFC 8000 4K未実装
H'FFFC 9000 4KIEBus
H'FFFC A000

H'FFFD 0000
H'FFFC C000

4KADC
未実装 16K

8K

H'FFC4 6000

 

図 1.8 メモリマップ HPB レジスタ空間 
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1.7.1 メモリアクセス、レジスタアクセス 

Unified Memory（DDR-SDRAM）へのアクセス 

UM は CPU、表示、描画、各周辺モジュールの共通エリアです。UM へのデータ格納はそのデータ配列が CPU

のエンディアンモードと一致するように実施されます。 

CPU がビッグエンディアンモードならば UM バスの上位側から下位側に向かってアドレスが増加するようにバ

イト、ワード、ロングワードデータを配置します。 

CPU がリトルエンディアンモードならば UM バスの下位側から上位側に向かってアドレスが増加するようにバ

イト、ワード、ロングワードデータを配置します。 

表示、描画の各ユニットはリトルエンディアンで動作するので、これらのユニットにビッグエンディアンデー

タを与える場合は、変換のためのサポート機能を使用するなどしてソフトウェア管理した上で変換してください。 

リニアタイル変換は行いません。 
 

1.7.2 レジスタへのアクセス 

エリア 7 空間にすべてのレジスタアクセス空間が割り当てられています。この空間には、画像転送設定用のレ

ジスタなどがあり、その設定によりデータは色空間変換などを経て最終的に UM へストアされます。このときの

UM 上の配置について、エンディアン変換のためのサポート機能があります。エンディアン変換が必要な場合に

は、この機能を使用するなどしてソフトウェア管理した上で変換してください。 
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1.8 ダイレクトメモリアクセスコントローラ 
本LSIはLBSC内に 3チャネルの外部リクエスト付きDMAC、HPBバスモジュール専用に 28チャネルのDMAC、

さらに SuperHyway 上に外部メモリ間用の DMAC（SHwy-DMAC）を 2 チャネル内蔵しています。 

DMAC を使うと CPU の負担を減らすことができます。 
 

（1） LBSC-DMAC、HPB-DMAC 

「第 6A 章 ローカルバス用、周辺モジュール用ダイレクトメモリアクセスコントローラ

（LBSC-DMAC/HPB-DMAC）」を参照してください。 
 

（2） SHwy-DMAC 

「第 5 章 ダイレクトメモリアクセスコントローラ（SHwy-DMAC）」を参照してください。 
 

1.9 割り込みコントローラ 
• SH4互換のダイレクトジャンプ方式による割り込みコントローラです。 

• 5本の独立した外部割り込み：NMI、IRQ3～IRQ0やGPIO割り込みを外部から受け付けます。 

• 15レベルの符号化した外部割り込み可能：IRL3～IRL0 

• 内蔵周辺割り込み：モジュールごとに優先レベルを設定 

• 内蔵周辺機能ブロックの割り込み詳細要因をINTC内部レジスタに表示。 

• INTEVTコードに対する詳細要因表示レジスタを一源化 

詳細は、「第 7 章 割り込みコントローラ（INTC、INTC2）」を参照してください。 
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1.10 データフォーマット 
本 LSI の CPU コアである SH-4A はビッグ／リトルの両エンディアンをサポートしています。この切り替えは

PRESET#端子によるパワーオンリセット時に外部端子（MD8）で設定します。 

表 1.2 に各モジュールにおけるデータアライメントの変換を示します。詳細は各モジュールの章を参照してく

ださい。 
 

表 1.2 各モジュールでのデータアライメント変換 

モジュール／内部のエンディアン エンディアン変更方法 備考 

SH-4A － MD8 端子連動  

SHwy-DMAC － MD8 端子連動  

DBSC3 － MD8 端子連動  

LBSC － MD8 端子連動  

LBSC-DMAC ビッグ • SHwy 接続側 

MD8 端子連動／レジスタ設定

• LBSC 接続側 

レジスタ設定 

• SHwy 接続側 

MD8 非連動でレジスタ設定可能 

初期値：エンディアンに応じた 

データアライメント変換モード 

• LBSC 接続側 

初期値：データ変換しない 

HPB ビッグ MD8 端子連動  

HPB-DMAC ビッグ • SHwy 接続側 

MD8 端子連動／レジスタ設定

• SHwy 接続側 

MD8 非連動でレジスタ設定可能 

初期値：エンディアンに応じた 

データアライメント変換モード 

VIN0 リトル レジスタ設定  

VIN1 リトル レジスタ設定  

DU リトル レジスタ設定  

R-GPVG リトル レジスタ設定  

2DG リトル レジスタ設定  
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1.11 レジスタ一覧 
各モジュール仕様書に記載があります。 

各モジュール仕様書に記載がないレジスタについて以下に記載します。 
 

1.11.1 プロセッサバージョンレジスタ（PVR）（H'FF000030 に配置） 

コアに対するバージョン情報を示します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

CHIP VER

CUT Reserved

 
 

[31:24]：CHIP＝本 LSI は H’10 

[23:16]：VER＝本 LSI は H’30 

[15:8]：CUT＝本 LSI は H’0B 

[7:0]：リザーブ 
 

1.12 初期状態、端子の状態 
 

1.12.1 レジスタ初期値 

各章のレジスタ説明を参照してください。 
 

1.12.2 端子の状態 

端子の状態につきましては「1.16 ピン機能表」を参照してください。 
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1.13 処理状態 
処理状態にはリセット状態、例外処理状態、プログラム実行状態、低消費電力状態の 4 種類があります。 

 

1.13.1 リセット状態 

パワーオンリセット、もしくはマニュアルリセットにより CPU がリセットされている状態です。パワーオンリ

セットとマニュアルリセットの要因は下記のようになります。 
 

パワーオンリセットの要因 

（a）PRESET#端子からローレベルを入力した場合 

（b）WDTCSR の WT/IT ビットが 1 かつ WDTCSR の RSTS ビットが 0 の状態で、WDTCNT がオーバフローし

た場合 

（c）H-UDI リセットが発生した場合 
 

マニュアルリセットの要因 

（d）SR の BL ビットが 1 のときユーザブレークを除く一般例外が発生した場合 

（e）WDTCSR の WT/IT ビットが 1 かつ WDTCSR の RSTS ビットが 1 の状態で、WDTCNT がオーバフローし

た場合 
 
リセット時の動作は下記のようになります。 

 

（1） パワーオンリセット時の動作 

本 LSI 搭載の全モジュールが初期化されます。ただし、CPG モジュールのレジスタに関しては、PRESET#端子

要因と WDT（上記（a）、（b））によるパワーオンリセットで初期化され、RESET、WDT モジュールのレジス

タに関しては、PRESET#端子要因（上記（a））によるパワーオンリセットでのみ初期化されます。また、各モジ

ュールのレジスタにはリセットにて初期化されないレジスタが存在するものがあります。詳しくは、各章のレジ

スタの状態の説明を参照してください。 
 

（2） マニュアルリセット時の動作 

マニュアルリセットでは基本的に初期化を行いますが、クロック、リセット、およびピンマルチ設定などは保

持されます。また、SDRAM のリフレッシュ動作は継続しています。詳しくは、各章のレジスタの状態の説明を参

照してください。 
 

（3） 表示リセット（表示制御（DU）モジュールの表示制御レジスタ（DSYSR）の DRES ビット）時の動作 

表示制御が停止します。本リセットは表示制御レジスタ（DSYSR）の DEN ビットとの組み合わせで表示動作を

行ったり、停止させたりさせます。レジスタ値は初期化されません。 
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（4） HSPI モジュールリセット（HSPI モジュールのコントロールレジスタ（SPCR）の FBS または CLKP、
IDIV、CLKC ビットとシステムコントロールレジスタ（SPSCR）の FFEN または LMSB、CSA、MASL
ビットのいずれかが変更された場合）の動作 

ソフトリセットにより、HSPI モジュールを決められた状態に戻し、受信と送信 FIFO ポインタを初期化するこ

とができます。SPCR と SPSCR の割り込み／DMA イネーブルビットとチップセレクト値（CSV）ビットを除いた

コントロールビットが変化したときにソフトリセットは発生します。 

HSPI がスレーブモード時にマスタデバイスがデータ転送中の場合を除いて HSPI_CS#をローレベルにする場合、

ソフトリセット後に CS を設定し直してください。これにより、データの誤った受信を防ぐことができます。 
 

（5） LBSC-DMAC/HPB-DMAC リセット（LBSC-DMAC/HPB-DMAC のソフトリセットレジスタ（LSRSTR0-2、
HSRSTR0-28）の SRST ビット）時の動作 

DMA 転送状態にかかわらず、SRST ビット'1'ライトにより DMAC モジュールをリセットします。リセット範囲

は、パワーオンリセット、マニュアルリセットと同様です。 

ソフトリセットはシステムデバッグ時などで DMA 動作が行われていないときのみの実施を想定しています。 

動作中の停止は、ソフトリセットでは行わず、強制停止や一時停止指定を行ってください。 

また、チャネル共通レジスタ（DMA 転送終了割り込み表示レジスタ（DINTSR）、DMA 転送終了割り込みイネ

ーブルレジスタ（DINTMR））は、ソフトリセット発行チャネル該当ビットのみ初期化されます。 
 

1.13.2 例外処理状態 

例外処理とは、リセット、一般例外、割り込みの例外要因によって、通常とは異なるプログラムで必要な処理

を行うことです。 

本 LSI の例外処理は、リセット、一般例外、割り込みの 3 種類に分類されます. 

リセットの場合は、H'A000 0000 に分岐してユーザが作成した例外処理プログラムの実行を開始します。 

一般例外、割り込みの場合は、プログラムカウンタ（PC）を退避プログラムカウンタ（SPC）に、ステータス

レジスタ（SR）を退避ステータスレジスタ（SSR）に、R15 を退避ジェネラルレジスタ 15（SGR）に退避します。 

ベクタベースアドレスの内容とベクタオフセットの和で求められたユーザ作成の例外処理ルーチンの開始アド

レスに分岐して、プログラムの実行を開始します。リセット、一般例外、割り込みについては、「第 2 章 SH-4A」

の「2.5 例外処理」を参照してください。 
 

1.13.3 プログラム実行状態 

CPU が順次プログラムを実行している状態です。 
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1.13.4 低消費電力状態 

本 LSI の低消費電力状態にはスリープモード、モジュールスタンバイモード（主要モジュールの供給クロック

を停止します）、ソフトウェアスタンバイモード、ディープスタンバイモード、SDRAM 電源バックアップモード

があります。 

スリープモード、モジュールスタンバイモード、ソフトウェアスタンバイモード、ディープスタンバイモード

の詳細は「第 9 章 動作モード、低消費電力モード」を参照してください。 

SDRAM 電源バックアップモードの詳細は「第 4 章 メモリコントローラ（DBSC3）」を参照してください。 
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1.14 端子の設定 
TEST1、TEST2、MPMD、BSMODE 端子は固定値を入力してください。電源投入後に固定値を変更することは

不可です。また、MD0～15 端子の値は、PRESET#端子によるパワーオンリセット時に本 LSI に取り込まれます。

パワーオンリセット後は他の機能に切り替わります。 
 

TEST2 TEST1 テストモード切り替え 

0 0 通常モード 

0 1 設定禁止 

1 0 設定禁止 

1 1 設定禁止 

 
MPMD BSMODE JTAG 端子モード切り替え 

0 0 エミュレーションモード 

0 1 設定禁止 

1 0 通常モード 

1 1 バウンダリスキャンモード 

（PRESET#＝Low レベル時の端子 IO 制御が無効） 

 
MD0 自走モード／ステップアップモード 

0 自走モード 

1 ステップアップモード 

 
MD2 MD1 クロックモード 

0 0 400MHz モード（2）（DDR2-400） 

0 1 533MHz モード     （DDR2-533） 

1 0 400MHz モード（1）（DDR2/3-600） 

1 1 設定禁止 

 
MD4 MD3 外部バスクロックの周波数設定 

0 0 通常モード 

0 1 設定禁止 

1 0 設定禁止 

1 1 設定禁止 
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MD6 MD5 EXBUS エリア 0 データバス幅 

0 0 設定禁止 

0 1 8 ビットバス 

1 0 16 ビットバス 

1 1 設定禁止 

 
MD9 MD7 エリア分割 

0 0 エリア 0 64MB、エリア 2～5 DDR モード 

0 1 エリア 0 128MB、エリア 2～5 DDR モード 

1 0 エリア 0 64MB、エリア 1～6 DDR モード 

1 1 設定禁止 

 
MD8 ビッグ／リトルエンディアン 

0 ビッグエンディアン 

1 リトルエンディアン 

 
MD10 EXTAL/XTAL 端子設定 

0 EXTAL 端子に外部クロックを入力します。 

1 EXTAL/XTAL 端子に水晶発振子を接続します。 

 
MD12 MD11 PLL 逓倍率 

0 0 ×12 

0 1 ×16 

1 0 ×24 

1 1 ×32 

 
MD13 29／32 ビットアドレスモード 

0 29 ビットモード 

1 32 ビットモード 

 
MD15 PLL フィードバック経路選択 

0 通常モード 

1 設定禁止 
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MD19 MD14 MD18 MD17 MD16 ブートモード 

0 0 0 0 0 CS0ブート（NORフラッシュなど） 

0 0 0 0 1 設定禁止 

0 0 0 1 0 NANDフラッシュブート（SLC） 

0 0 0 1 1 シリアルブート 

0 0 1 0 0 設定禁止 

0 0 1 0 1 設定禁止 

0 0 1 1 0 設定禁止 

0 0 1 1 1 設定禁止 

0 1 0 0 0 MMCブート 

0 1 0 0 1 設定禁止 

0 1 0 1 0 eSDブート 

0 1 0 1 1 設定禁止 

0 1 1 0 0 設定禁止 

0 1 1 0 1 設定禁止 

0 1 1 1 0 設定禁止 

0 1 1 1 1 設定禁止 

1 X X X X HIFブート 
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1.15 ピン配置 
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図 1.9 ピン配置図（BGA440） 
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1.16 ピン機能表 

1.16.1 BGA440 対応端子特性 
表 1.3 端子特性（BGA440） 

信号名 ○：GPIO あり

GPI：GPI あり

×：GPIO なし

（GPIO 

割り付け） 

（Drivability of 

IO's powered by 

VCCQ） 

Grouping of 

drivability 

pull-up Control 

(pull-up* : enable from reset-state. 

* : Disable when reset-state. 

－ : no pull-ups.) 

モ－ド 

信号 

MCK0 ×  － － － － 

MCK0# ×  － － － － 

MCKE ×  － － － － 

MCS# ×  － － － － 

MWE# ×  － － － － 

MRAS# ×  － － － － 

MCAS# ×  － － － － 

MA0 ×  － － － － 

MA1 ×  － － － － 

MA2 ×  － － － － 

MA3 ×  － － － － 

MA4 ×  － － － － 

MA5 ×  － － － － 

MA6 ×  － － － － 

MA7 ×  － － － － 

MA8 ×  － － － － 

MA9 ×  － － － － 

MA10 ×  － － － － 

MA11 ×  － － － － 

MA12 ×  － － － － 

MA13 ×  － － － － 

MBA0 ×  － － － － 

MBA1 ×  － － － － 

MBA2 ×  － － － － 

MDQ0 ×  － － － － 

MDQ1 ×  － － － － 

MDQ2 ×  － － － － 

MDQ3 ×  － － － － 

MDQ4 ×  － － － － 

MDQ5 ×  － － － － 

MDQ6 ×  － － － － 
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信号名 ○：GPIO あり

GPI：GPI あり

×：GPIO なし

（GPIO 

割り付け） 

（Drivability of 

IO's powered by 

VCCQ） 

Grouping of 

drivability 

pull-up Control 

(pull-up* : enable from reset-state. 

* : Disable when reset-state. 

－ : no pull-ups.) 

モ－ド 

信号 

MDQ7 ×  － － － － 

MDQ8 ×  － － － － 

MDQ9 ×  － － － － 

MDQ10 ×  － － － － 

MDQ11 ×  － － － － 

MDQ12 ×  － － － － 

MDQ13 ×  － － － － 

MDQ14 ×  － － － － 

MDQ15 ×  － － － － 

MDQS0 ×  － － － － 

MDQS0# ×  － － － － 

MDQS1 ×  － － － － 

MDQS1# ×  － － － － 

MDM0 ×  － － － － 

MDM1 ×  － － － － 

MODT ×  － － － － 

MBKPRST# ×  － － － － 

MZQ ×  － － － － 

MVREFDQ ×  － － － － 

MVREFCA ×  － － － － 

MRESET# ×  － － － － 

SDBUP ×  － － － － 

SDSELF ○  6mA － pull-up* － 

TEST1 ×  － － － － 

TEST2 ×  － － － － 

BSMODE ×  － － － － 

EXTAL ×  － － － － 

XTAL ×  － － － － 

PRESET# ×  － － － － 

PRESETOUT# ○ GP0[21] 6/8mA TSIF で独立 * － 

A0 ○ GP0[22] 6mA － * － 

A1 ○ GP0[23] 6mA － * － 

A2 ○ GP0[24] 6mA － * － 

A3 ○ GP0[4] 6mA － * － 

A4 ○ GP0[5] 6mA － * － 
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信号名 ○：GPIO あり

GPI：GPI あり

×：GPIO なし

（GPIO 

割り付け） 

（Drivability of 

IO's powered by 

VCCQ） 

Grouping of 

drivability 

pull-up Control 

(pull-up* : enable from reset-state. 

* : Disable when reset-state. 

－ : no pull-ups.) 

モ－ド 

信号 

A5 ○ GP0[6] 6mA － * MD18 

A6 ○ GP0[7] 6mA － * MD19 

A7 ○ GP0[8] 6mA － * MD0 

A8 ○ GP0[9] 6mA － * MD1 

A9 ○ GP0[10] 6mA － * MD2 

A10 ○ GP0[11] 6mA － * MD3 

A11 ○ GP0[12] 6mA － * MD4 

A12 ○ GP0[13] 6mA － * MD5 

A13 ○ GP0[14] 6mA － * MD6 

A14 ○ GP0[15] 6mA － * MD7 

A15 ○ GP0[16] 6mA － * MD8 

A16 ○ GP0[17] 6mA － * MD9 

A17 ○ GP0[18] 6mA － * MD11 

A18 ○ GP0[19] 6mA － * MD12 

A19 ○ GP0[20] 6mA － * MD13 

A20 ○ GP0[0] 6mA － * － 

A21 ○ GP0[1] 6mA － * － 

A22 ○ GP0[2] 6mA － * － 

A23 ○ GP0[3] 6mA － * － 

A24 ○ GP0[25] 6mA － * MD14 

A25 ○ GP0[26] 6mA － * MD15 

D0 ○ GP0[27] 6mA － * － 

D1 ○ GP0[28] 6mA － * － 

D2 ○ GP0[29] 6mA － * － 

D3 ○ GP0[30] 6mA － * － 

D4 ○ GP0[31] 6mA － * － 

D5 ○ GP1[25] 6mA － * － 

D6 ○ GP1[28] 6mA － * － 

D7 ○ GP1[29] 6mA － * － 

D8 ○ GP1[30] 6/8mA Gr#B * － 

D9 ○ GP1[4] 6/8mA Gr#B * － 

D10 ○ GP1[5] 6/8mA Gr#B * － 

D11 ○ GP1[6] 6/8mA Gr#B * － 

D12 ○ GP1[7] 6/8mA Gr#B * － 

D13 ○ GP1[8] 6/8mA Gr#B * － 
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信号名 ○：GPIO あり

GPI：GPI あり

×：GPIO なし

（GPIO 

割り付け） 

（Drivability of 

IO's powered by 

VCCQ） 

Grouping of 

drivability 

pull-up Control 

(pull-up* : enable from reset-state. 

* : Disable when reset-state. 

－ : no pull-ups.) 

モ－ド 

信号 

D14 ○ GP1[9] 6mA － * － 

D15 ○ GP1[10] 6mA － * － 

CLKOUT ○ GP1[11] 6mA － * － 

BS# ○ GP1[12] 6mA － * － 

CS0# ○ GP1[13] 6mA － * － 

CS1#/A26 ○ GP1[14] 6mA － * － 

EX_CS0# ○ GP1[15] 6mA － pull-up* － 

EX_CS1# ○ GP1[16] 6/8mA Gr#COM pull-up* － 

EX_CS2# ○ GP1[17] 6/8mA Gr#A pull-up* － 

EX_CS3# ○ GP1[18] 6/8mA Gr#A * MD16 

EX_CS4# ○ GP1[19] 6/8mA Gr#A * MD17 

EX_CS5# ○ GP1[20] 6/8mA Gr#A pull-up* － 

RD# ○ GP1[21] 6mA － * － 

RD/WR# ○ GP1[22] 6/8mA Gr#COM pull-up* － 

WE0# ○ GP1[23] 6mA － * － 

WE1# ○ GP1[24] 6mA － * － 

EX_WAIT0 ○ GP1[0] 6mA － * － 

EX_WAIT1 ○ GP1[26] 6/8mA Gr#A pull-up* － 

EX_WAIT2 ○ GP1[27] 6/8mA Gr#A pull-up* － 

DRACK0 ○ GP1[1] 6/8mA Gr#COM pull-up* － 

DREQ0 ○ GP1[2] 6/8mA Gr#COM pull-up* － 

DACK0 ○ GP1[3] 6/8mA Gr#COM * － 

DREQ1 ○ GP1[31] 6mA － pull-up* － 

DACK1 ○ GP2[5] 6mA － pull-up* － 

TRST# ×  － － pull-up* － 

TCK ×  － － pull-up* － 

TMS ×  － － pull-up* － 

TDI ×  － － pull-up* － 

TDO ×  6mA － * － 

MPMD ×  － － － － 

ASEBRK#/ACK ×  6mA － pull-up* － 

NMI ×  － － － － 

IRQ0_A ○ GP2[6] 6mA － pull-up* － 

IRQ1_A ○ GP2[7] 6mA － pull-up* － 

IRQ2_A ○ GP2[9] 6mA － pull-up* － 
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信号名 ○：GPIO あり

GPI：GPI あり

×：GPIO なし

（GPIO 

割り付け） 

（Drivability of 

IO's powered by 

VCCQ） 

Grouping of 

drivability 

pull-up Control 

(pull-up* : enable from reset-state. 

* : Disable when reset-state. 

－ : no pull-ups.) 

モ－ド 

信号 

IRQ3_A ○ GP2[4] 6mA － pull-up* － 

SCIF_CLK_A ○ GP2[0] 6mA － pull-up* － 

SCK0_A ○ GP2[1] 6mA － pull-up* － 

RX0_A ○ GP2[2] 6mA － pull-up* － 

TX0_A ○ GP2[8] 6mA － * MD10 

HCTS0#_A ○ GP2[3] 6mA － pull-up* － 

HRTS0#_A ○ GP2[10] 6mA － pull-up* － 

HSCK0_A ○ GP2[11] 6mA － pull-up* － 

HRX0_A ○ GP2[12] 6mA － pull-up* － 

HTX0_A ○ GP2[13] 6mA － pull-up* － 

CTS0#_B ○ GP2[14] 6mA － pull-up* － 

RTS0#_B ○ GP2[15] 6mA － pull-up* － 

SCK1_B ○ GP2[16] 6mA － pull-up* － 

RX1_B ○ GP2[17] 6mA － pull-up* － 

TX1_B ○ GP2[18] 6mA － pull-up* － 

CTS1#_B ○ GP2[19] 6mA － pull-up* － 

RTS1#_B ○ GP2[20] 6mA － pull-up* － 

SCK2_A ○ GP2[21] 6mA － pull-up* － 

SD2_CLK_A ○ GP2[22] 6mA － pull-up* － 

SD2_CMD_A ○ GP2[23] 6mA － pull-up* － 

SD2_DAT0_A ○ GP2[24] 6mA － pull-up* － 

SD2_DAT1_A ○ GP2[25] 6mA － pull-up* － 

SD2_DAT2_A ○ GP2[26] 6mA － pull-up* － 

SD2_DAT3_A ○ GP2[27] 6mA － pull-up* － 

SD2_CD_A ○ GP2[28] 6mA － pull-up* － 

SD2_WP_A ○ GP2[29] 6mA － pull-up* － 

REF125CK ○ GP2[30] 6mA － * － 

REF50CK ○ GP2[31] 6mA － * － 

DU0_DR0 ○ GP3[0] 6mA － * － 

DU0_DR1 ○ GP3[1] 6mA － * － 

DU0_DR2 ○ GP3[2] 6mA － * － 

DU0_DR3 ○ GP3[3] 6mA － * － 

DU0_DR4 ○ GP3[4] 6mA － * － 

DU0_DR5 ○ GP3[5] 6mA － * － 

DU0_DR6 ○ GP3[6] 6mA － * － 
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信号名 ○：GPIO あり

GPI：GPI あり

×：GPIO なし

（GPIO 

割り付け） 

（Drivability of 

IO's powered by 

VCCQ） 

Grouping of 

drivability 

pull-up Control 

(pull-up* : enable from reset-state. 

* : Disable when reset-state. 

－ : no pull-ups.) 

モ－ド 

信号 

DU0_DR7 ○ GP3[7] 6mA － * － 

DU0_DG0 ○ GP3[8] 6mA － * － 

DU0_DG1 ○ GP3[9] 6mA － * － 

DU0_DG2 ○ GP3[10] 6mA － * － 

DU0_DG3 ○ GP3[11] 6mA － * － 

DU0_DG4 ○ GP3[12] 6mA － * － 

DU0_DG5 ○ GP3[13] 6mA － * － 

DU0_DG6 ○ GP3[14] 6mA － * － 

DU0_DG7 ○ GP3[15] 6mA － * － 

DU0_DB0 ○ GP3[16] 6mA － * － 

DU0_DB1 ○ GP3[17] 6mA － * － 

DU0_DB2 ○ GP3[18] 6mA － * － 

DU0_DB3 ○ GP3[19] 6mA － * － 

DU0_DB4 ○ GP3[20] 6mA － * － 

DU0_DB5 ○ GP3[21] 6mA － * － 

DU0_DB6 ○ GP3[22] 6mA － * － 

DU0_DB7 ○ GP3[23] 6mA － * － 

DU0_DOTCLKIN ○ GP3[24] 6mA － pull-up* － 

DU0_ 

DOTCLKOUT 

○ GP3[25] 6mA － pull-up* － 

DU0_EXHSYNC/ 

DU0_HSYNC 

○ GP3[26] 6mA － pull-up* － 

DU0_EXVSYNC/ 

DU0_VSYNC 

○ GP3[27] 6mA － pull-up* － 

DU0_EXODDF/ 

DU0_ODDF 

○ GP3[28] 6mA － pull-up* － 

DU0_DISP ○ GP3[29] 6mA － pull-up* － 

DU0_CDE ○ GP3[30] 6mA － pull-up* － 

VI1_CLK_A ○ GP3[31] 6mA － * － 

VI1_0_A ○ GP4[8] 6mA － pull-up* － 

VI1_1_A ○ GP4[9] 6mA － pull-up* － 

VI1_2_A ○ GP4[10] 6mA － pull-up* － 

VI1_3_A ○ GP4[11] 6mA － pull-up* － 

VI1_4_A ○ GP4[4] 6mA － pull-up* － 

VI1_5_A ○ GP4[5] 6mA － pull-up* － 

VI1_6_A ○ GP4[6] 6mA － pull-up* － 
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信号名 ○：GPIO あり

GPI：GPI あり

×：GPIO なし

（GPIO 

割り付け） 

（Drivability of 

IO's powered by 

VCCQ） 

Grouping of 

drivability 

pull-up Control 

(pull-up* : enable from reset-state. 

* : Disable when reset-state. 

－ : no pull-ups.) 

モ－ド 

信号 

VI1_7_A ○ GP4[7] 6mA － pull-up* － 

SSI_SCK0_A ○ GP4[0] 6mA － pull-up* － 

SSI_WS0_A ○ GP4[1] 6mA － pull-up* － 

SSI_SDATA0_A ○ GP4[2] 6mA － pull-up* － 

SSI_SCK1_A ○ GP4[3] 6mA － pull-up* － 

SSI_WS1_A ○ GP4[12] 6mA － pull-up* － 

SSI_SDATA1_A ○ GP4[13] 6mA － pull-up* － 

SSI_SCK23 ○ GP4[14] 6mA － pull-up* － 

SSI_WS23 ○ GP4[15] 6mA － pull-up* － 

SSI_SDATA2 ○ GP4[16] 6mA － pull-up* － 

SSI_SDATA3 ○ GP4[17] 6mA － pull-up* － 

AUDIO_CLKA_A ○ GP4[18] 6mA － pull-up* － 

AUDIO_CLKB_A ○ GP4[19] 6mA － * － 

AUDIO_CLKC ○ GP4[20] 6mA － * － 

AUDIO_CLKOUT ○ GP4[21] 6mA － pull-up* － 

SCL0 GPI GP4[24] － － － － 

SDA0 GPI GP4[25] － － － － 

SCL1 GPI GP4[22] － － － － 

SDA1 GPI GP4[23] － － － － 

USB_EXTAL ×  － － － － 

USB_XTAL ×  － － － － 

PENC0 ○ GP4[26] 6mA － * － 

PENC1 ○ GP4[27] 6mA － pull-up* － 

USB_OVC0 ○ GP4[28] 6mA － * － 

USB_OVC1 ○ GP4[29] 6mA － pull-up* － 

DP0 ×  － － － － 

DM0 ×  － － － － 

DP1 ×  － － － － 

DM1 ×  － － － － 

REFRIN ×  － － － － 

OVC0/VBUS0 ×  － － － － 

OVC1/VBUS1 ×  － － － － 

AV33 ×  － － － － 

AV12 ×  － － － － 

AG ×  － － － － 
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信号名 ○：GPIO あり

GPI：GPI あり

×：GPIO なし

（GPIO 

割り付け） 

（Drivability of 

IO's powered by 

VCCQ） 

Grouping of 

drivability 

pull-up Control 

(pull-up* : enable from reset-state. 

* : Disable when reset-state. 

－ : no pull-ups.) 

モ－ド 

信号 

VCCQ-PLL ×  － － － － 

VDD-PLL ×  － － － － 

RTC_X1 ×  － － － － 

RTC_X2 ×  － － － － 

CAN_CLK_A ○ GP4[30] 6mA － pull-up* － 

CAN0_TX_A ○ GP4[31] 6mA － * － 

CAN0_RX_A ○ GP5[10] 6mA － * － 

CAN1_TX_A ○ GP5[11] 6mA － * － 

CAN1_RX_A ○ GP5[0] 6mA － pull-up* － 

AN0 GPI GP5[2] － － － － 

AN1 GPI GP5[3] － － － － 

AN2 GPI GP5[4] － － － － 

AN3 GPI GP5[5] － － － － 

AN4 GPI GP5[6] － － － － 

AN5 GPI GP5[7] － － － － 

AN6 GPI GP5[8] － － － － 

AN7 GPI GP5[9] － － － － 

AVCC ×  － － － － 

AVSS ×  － － － － 

AVREF ×  － － － － 

【記号説明】 

 pull-up* ：PFC 内レジスタによりプルアップ制御可能、初期値プルアップ ON（PRESET#＝L 時、およびパワーオンリ

セット解除後に PFC のレジスタ設定変更するまでの間プルアップ ON） 

 * ：PFC 内レジスタによりプルアップ制御可能、初期値プルアップ OFF（PRESET#＝L 時、およびパワーオンリ

セット解除後に PFC のレジスタ設定変更するまでの間プルアップ OFF） 

 － ：プルアップ制御なし 

 pull-up ：常時プルアップ 
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1.16.2 BGA440 対応ピン機能表 
表 1.4 ピン機能表（BGA440） 

第 1 の機能 第 2 の機能 第 3 の機能 第 4 の機能 第 5 の機能 第 6 の機能 信号名 

モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO

MCK0 MCK0 O － － － － － － － － － － － － － － － 

MCK0# MCK0# O － － － － － － － － － － － － － － － 

MCKE MCKE O － － － － － － － － － － － － － － － 

MCS# MCS# O － － － － － － － － － － － － － － － 

MWE# MWE# O － － － － － － － － － － － － － － － 

MRAS# MRAS# O － － － － － － － － － － － － － － － 

MCAS# MCAS# O － － － － － － － － － － － － － － － 

MA0 MA0 O － － － － － － － － － － － － － － － 

MA1 MA1 O － － － － － － － － － － － － － － － 

MA2 MA2 O － － － － － － － － － － － － － － － 

MA3 MA3 O － － － － － － － － － － － － － － － 

MA4 MA4 O － － － － － － － － － － － － － － － 

MA5 MA5 O － － － － － － － － － － － － － － － 

MA6 MA6 O － － － － － － － － － － － － － － － 

MA7 MA7 O － － － － － － － － － － － － － － － 

MA8 MA8 O － － － － － － － － － － － － － － － 

MA9 MA9 O － － － － － － － － － － － － － － － 

MA10 MA10 O － － － － － － － － － － － － － － － 

MA11 

DDR2/3 IF 

16bits 

MA11 O － － － － － － － － － － － － － － － 

MA12  MA12 O － － － － － － － － － － － － － － － 
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第 1 の機能 第 2 の機能 第 3 の機能 第 4 の機能 第 5 の機能 第 6 の機能 信号名 

モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO

MA13 MA13 O － － － － － － － － － － － － － － － 

MBA0 MBA0 O － － － － － － － － － － － － － － － 

MBA1 MBA1 O － － － － － － － － － － － － － － － 

MBA2 MBA2 O － － － － － － － － － － － － － － － 

MDQ0 MDQ0 IO － － － － － － － － － － － － － － － 

MDQ1 MDQ1 IO － － － － － － － － － － － － － － － 

MDQ2 MDQ2 IO － － － － － － － － － － － － － － － 

MDQ3 MDQ3 IO － － － － － － － － － － － － － － － 

MDQ4 MDQ4 IO － － － － － － － － － － － － － － － 

MDQ5 MDQ5 IO － － － － － － － － － － － － － － － 

MDQ6 MDQ6 IO － － － － － － － － － － － － － － － 

MDQ7 MDQ7 IO － － － － － － － － － － － － － － － 

MDQ8 MDQ8 IO － － － － － － － － － － － － － － － 

MDQ9 MDQ9 IO － － － － － － － － － － － － － － － 

MDQ10 MDQ10 IO － － － － － － － － － － － － － － － 

MDQ11 MDQ11 IO － － － － － － － － － － － － － － － 

MDQ12 MDQ12 IO － － － － － － － － － － － － － － － 

MDQ13 MDQ13 IO － － － － － － － － － － － － － － － 

MDQ14 MDQ14 IO － － － － － － － － － － － － － － － 

MDQ15 MDQ15 IO － － － － － － － － － － － － － － － 

MDQS0 MDQS0 IO － － － － － － － － － － － － － － － 

MDQS0# MDQS0# IO － － － － － － － － － － － － － － － 

MDQS1 MDQS1 IO － － － － － － － － － － － － － － － 

MDQS1# 

DDR2/3 IF 

16bits 

MDQS1# IO － － － － － － － － － － － － － － － 
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第 1 の機能 第 2 の機能 第 3 の機能 第 4 の機能 第 5 の機能 第 6 の機能 信号名 

モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO

MDM0 MDM0 O － － － － － － － － － － － － － － － 

MDM1 MDM1 O － － － － － － － － － － － － － － － 

MODT MODT O － － － － － － － － － － － － － － － 

MBKPRST# MBKPRST# I － － － － － － － － － － － － － － － 

MZQ MZQ IO － － － － － － － － － － － － － － － 

MVREFDQ MVREFDQ P － － － － － － － － － － － － － － － 

MVREFCA MVREFCA P － － － － － － － － － － － － － － － 

MRESET# 

DDR2/3 IF 

16bits 

MRESET# O － － － － － － － － － － － － － － － 

SDBUP SDBUP I － － － － － － － － － － － － － － － 

SDSELF 

DDR2 IF 

SDSELF O (SC1mirror) RTS1#_E IO － － － － － － － － － － － － 

TEST1 TEST1 I 

TEST2 TEST2 I 

BSMODE 

SYSTEM 

BSMODE I 

－ － － － － 

EXTAL EXTAL I － － － － － － － － － － － － － － － 

XTAL 

CPG 

XTAL O － － － － － － － － － － － － － － － 

PRESET# PRESET# I － － － － － － － － － － － － － － － 

PRESETOUT# 

RESET 

PRESETOUT# O ST_CLKOUT O －   － － － 

A0 A0 O ST0_CLKIN I LCD_DATA0_A O TCLKA_C I 

A1 A1 O ST0_REQ IO LCD_DATA1_A O TCLKB_C I 

A2 A2 O ST0_SYC IO LCD_DATA2_A O TCLKC_C I 

A3 A3 O ST0_VLD IO LCD_DATA3_A O 

MTU2 

Common 

(Mirror_C) 

TCLKD_C I 

A4 A4 O ST0_D[0] IO LCD_DATA4_A O TIOC0A_C IO

A5 

LBSC 

A5 O 

－ － STIF 

ST0_D[1] IO 

LCDC_A 

LCD_DATA5_A O 

MTU2/CH0 

TIOC0B_C IO
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第 1 の機能 第 2 の機能 第 3 の機能 第 4 の機能 第 5 の機能 第 6 の機能 信号名 

モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO

A6 A6 O － － － ST0_D[2] IO LCD_DATA6_A O TIOC0C_C IO

A7 A7 O － － － ST0_D[3] IO LCD_DATA7_A O 

MTU2/CH0 

TIOC0D_C IO

A8 A8 O － － － ST0_D[4] IO LCD_DATA8_A O TIOC1A_C IO

A9 A9 O － － － ST0_D[5] IO LCD_DATA9_A O 

MTU2/CH1 

TIOC1B_C IO

A10 A10 O － － － ST0_D[6] IO LCD_DATA10_A O TIOC2A_C IO

A11 A11 O － － － 

STIF 

ST0_D[7] IO LCD_DATA11_A O 

MTU2/CH2 

TIOC2B_C IO

A12 A12 O － － － LCD_DATA12_A O TIOC3A_C IO

A13 A13 O － － － LCD_DATA13_A O TIOC3B_C IO

A14 A14 O － － － 

－ － － 

LCD_DATA14_A O TIOC3C_C IO

A15 A15 O － － － ST0_VCO_ 

CLKIN 

I LCD_DATA15_A O 

MTU2/CH3 

TIOC3D_C IO

A16 A16 O － － － ST0_PWM O LCD_DON_A O TIOC4A_C IO

A17 A17 O － － － ST1_VCO_ 

CLKIN 

I LCD_CL1_A O TIOC4B_C IO

A18 A18 O － － － ST1_PWM O LCD_CL2_A O TIOC4C_C IO

A19 A19 O － － － ST1_CLKIN I LCD_CLK_A I 

MTU2/CH4 

TIOC4D_C IO

A20 A20 O － － － ST1_REQ IO LCD_FLM_A O － － － 

A21 A21 O － － － ST1_SYC IO LCD_VCPWC_A O － － － 

A22 A22 O － － － ST1_VLD IO LCD_VEPWC_A O － － － 

A23 A23 O 

－ 

－ － － ST1_D[0] IO 

LCDC_A 

LCD_M_DISP_A O － － － 

A24 A24 O RX2_D I － － － ST1_D[1] IO － － － 

A25 A25 O 

SCIF2_D 

(SC2mirror) TX2_D O － － － ST1_D[2] IO 

－ 

－ － － 

D0 D0 IO SD0_DAT0_A IO MMC_D0_A IO ST1_D[3] IO NAF0_A IO 

D1 

LBSC 

D1 IO 

SDHI0_A 

(ForBoot) SD0_DAT1_A IO 

MMC_A 

(ForBoot) MMC_D1_A IO 

STIF 

ST1_D[4] IO 

FLCTL_A 

(ForBoot) NAF1_A IO 

－ 
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D2 D2 IO SD0_DAT2_A IO MMC_D2_A IO ST1_D[5] IO NAF2_A IO 

D3 D3 IO SD0_DAT3_A IO MMC_D3_A IO ST1_D[6] IO NAF3_A IO 

D4 D4 IO 

SDHI0_A 

(ForBoot) 

SD0_CD_A I MMC_D4_A IO 

STIF 

ST1_D[7] IO NAF4_A IO 

－ 

D5 D5 IO  SD0_WP_A I MMC_D5_A IO － NAF5_A IO 

D6 D6 IO RSPI_RSPCK_A IO MMC_D6_A IO QSPCLK_A IO NAF6_A IO 

D7 D7 IO 

RSPI_A 

(ForBoot) RSPI_SSL_A IO MMC_D7_A IO QSSL_A IO NAF7_A IO 

 

D8 D8 IO SD0_CLK_A O MMC_CLK_A O QIO2_A IO FCE#_A O ET0_GTX_CLK_B O 

D9 D9 IO 

SDHI0_A 

(ForBoot) SD0_CMD_A IO 

MMC_A 

(ForBoot) 

MMC_CMD_A IO QIO3_A IO FCLE_A O ET0_ETXD1_B O 

D10 D10 IO RSPI_MOSI_A IO － － － QMO/QIO0_A IO FALE_A O ET0_ETXD2_B O 

D11 D11 IO 

RSPI_A 

(ForBoot) RSPI_MISO_A IO － － － 

RQSPI 

(MirrorA) 

QMI/QIO1_A IO FRE#_A O ET0_ETXD3_B O 

D12 D12 IO －   － － － FWE#_A O ET0_ETXD5_B O 

D13 D13 IO RX2_B I － － － FRB_A I ET0_ETXD6_B O 

D14 D14 IO TX2_B O － － － 

FLCTL_A 

(ForBoot) 

－ － 

GETHER 

(Gr#2;MirrorB)

ET0_TX_CLK_B I 

D15 D15 IO 

SCIF2_B 

(SC2mirror) 

SCK2_B IO － － － 

－ 

－ － － － 

CLKOUT CLKOUT O － － － － － － － － － － － － － － － 

BS# BS# O － － － － － － － － － － － － － － － 

CS0# CS0# O － － － － － － － － － － － － － － － 

CS1#/A26 CS1#/A26 O － － － － － － － － － RQSPI 

(MirrorB) 

QIO3_B IO － － － 

EX_CS0# EX_CS0# O － － － － － － － － － － － － － － － 

EX_CS1# EX_CS1# O RX3_B I ATACS0# O QIO2_B IO ET0_ETXD0 O 

EX_CS2# 

LBSC 

EX_CS2# O 

SCIF3_B 

(SC3mirror) TX3_B O 

LBSC 

(ATA) ATACS1# O 

－ RQSPI 

(MirrorB) QSPCLK_B IO 

GETHER 

(Gr#2mirrorA) ET0_GTX_CLK_A O 
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モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO

EX_CS3# EX_CS3# O SD1_CD_A I ATARD# O － － － QMO/QIO0_B IO ET0_ETXD1_A O 

EX_CS4# EX_CS4# O SD1_WP_A I ATAWR# O － － － QMI/QIO1_B IO ET0_ETXD2_A O 

EX_CS5# EX_CS5# O 

SDHI1_A 

SD1_CMD_A IO 

LBSC 

(ATA) 

ATADIR# O － － － 

RQSPI 

(MirrorB) 

QSSL_B IO 

GETHER 

(Gr#2mirrorA)

ET0_ETXD3_A O 

RD# RD# O － － － － － － － － － － － － － － － 

RD/WR# RD/WR# O TMU TCLK0 I － － － RCAN CAN_CLK_B I － － － (Gr#2) ET0_ETXD4 O 

WE0# WE0# O － － － － － － － － － － － － － － － 

WE1# WE1# O － － － － － － － － － － － － － － － 

EX_WAIT0 EX_WAIT0 I TMU TCLK1_B I － － － － － － － － － － － － 

EX_WAIT1 EX_WAIT1 I SD1_DAT0_A IO DREQ2 I CAN1_TX_C O ET0_LINK_C I ET0_ETXD5_A O 

EX_WAIT2 EX_WAIT2 I SD1_DAT1_A IO DACK2 O 

RCAN1_C 

CAN1_RX_C I 

GETHER_B 

(Gr#1,C) ET0_MAGIC_C O ET0_ETXD6_A O 

DRACK0 DRACK0 O SD1_DAT2_A IO 

LBSC 

(ATA) 

ATAG# O TMU TCLK1_A I ET0_ETXD7 O 

DREQ0 DREQ0 I SD1_CLK_A O ET0_TX_EN O 

DACK0 DACK0 O 

SDHI1_A 

SD1_DAT3_A IO 

－ － 

－ 

ET0_TX_ER O 

DREQ1 DREQ1 I HSPI_CLK_B IO RX4_B I GETHER_B 

(Gr#1,C) 

ET0_PHY_ 

INT_C 

I ET0_TX_CLK_A I 

DACK1 

LBSC 

DACK1 O 

－ HSPI_B 

(mirror)  

HSPI_CS#_B IO 

SCIF4_B 

(mirror)  

TX4_B O － 

(Gr#2mirrorA)

ET0_RX_CLK_A I 

TRST# TRST# I － － － － － － － － － － － － － － － 

TCK TCK I － － － － － － － － － － － － － － － 

TMS TMS I － － － － － － － － － － － － － － － 

TDI TDI I － － － － － － － － － － － － － － － 

TDO TDO O － － － － － － － － － － － － － － － 

MPMD MPMD I － － － － － － － － － － － － － － － 

ASEBRK#/ACK 

H-UDI 

 

 

 

 

(PMG) 

(PMG) 
ASEBRK#/ACK IO － － － － － － － － － － － － － － － 
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第 1 の機能 第 2 の機能 第 3 の機能 第 4 の機能 第 5 の機能 第 6 の機能 信号名 

モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO

NMI NMI(WakeUpFr

omDeepStby) 

I － － － － － － － － － － － － － － － 

IRQ0_A IRQ0_A(WakeU

pFromDeepStby) 

I － － － HSPI_TX_B O RX3_E I ET0_ERXD0 I 

IRQ1_A IRQ1_A(WakeU

pFromDeepStby) 

I － － － 

HSPI_B 

(mirror)  

HSPI_RX_B IO 

SCIF3_E 

(mirror)  

TX3_E O ET0_ERXD1 I 

IRQ2_A IRQ2_A(WakeU

pFromDeepStby) 

I CTS0#_A IO HCTS0#_B IO ET0_ERXD2_A I 

IRQ3_A 

INTC 

IRQ3_A(WakeU

pFromDeepStby) 

I 

SCIF 

(SCIF0_A) 

RTS0#_A IO 

－ HSCIF_B 

(mirror)  

HRTS0#_B IO 

－ (Gr#2mirrorA)

ET0_ERXD3_A I 

SCIF_CLK_A SCIF_CLK_A I HSPI_CLK_A IO VI0_CLK I RMII0_TXD0_A O ET0_ERXD4 I 

SCK0_A SCK0_A IO HSPI_CS#_A IO 

VIN0 

(RGB666) VI0_CLKENB I RMII0_TXD1_A O ET0_ERXD5 I 

RX0_A RX0_A I HSPI_RX_A IO － 

－ GETHER 

(Gr#3,RMII_A) 

RMII0_RXD0_A I 

 

ET0_ERXD6 I 

TX0_A 

SCIF 

(SCIF0_A) 

TX0_A O 

HSPI_A 

HSPI_TX_A O － － － － － － － － － － － － 

HCTS0#_A HCTS0#_A IO CTS1#_A IO VI0_FIELD I － － － RMII0_RXD1_A I ET0_ERXD7 I 

HRTS0#_A HRTS0#_A IO RTS1#_A IO VI0_HSYNC# I － － － RMII0_TXD_EN_A O ET0_RX_DV I 

HSCK0_A HSCK0_A IO SCK1_A IO VI0_VSYNC# I － － － RMII0_RX_ER_A I ET0_RX_ER I 

HRX0_A HRX0_A IO RX1_A I VI0_DATA0/ 

VI0_B0 

I － － － RMII0_CRS_DV_A I ET0_CRS I 

HTX0_A 

HSCIF_A 

HTX0_A O 

SCIF 

(SCIF1_A) 

TX1_A O VI0_DATA1/ 

VI0_B1 

I ー － － RMII0_MDC_A O ET0_COL I 

CTS0#_B － － CTS0#_B IO VI0_DATA2/ 

VI0_B2 

I － － － 

(Gr#3,RMII_A) 

RMII0_MDIO_A IO ET0_MDC O 

RTS0#_B 

－ 

－ － 

SCIF0_B 

(SC0mirror) 

RTS0#_B IO 

VIN0 

VI0_DATA3/ 

VI0_B3 

I － － － － 

(Gr#2mirrorA)

ET0_MDIO_A IO
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モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO

SCK1_B － － SCK1_B IO VI0_DATA4/ 

VI0_B4 

I － － － ET0_LINK_A I 

RX1_B － － RX1_B I VI0_DATA5/ 

VI0_B5 

I － － － ET0_MAGIC_A O 

TX1_B 

－ 

－ － TX1_B O VI0_DATA6/ 

VI0_G0 

I － － － 

GETHER 

(Gr#1mirrorA)

ET0_PHY_INT_A I 

CTS1#_B － － CTS1#_B IO VI0_DATA7/ 

VI0_G1 

I － － － 

RTS1#_B － － 

SCIF1_B 

(SC1mirror) 

RTS1#_B IO VI0_G2 I － － － 

SCK2_A 

 

－ － SCK2_A IO VI0_G3 I － － － 

－ 

－ 

SD2_CLK_A SD2_CLK_A O RX2_A I VI0_G4 I － － － － － ET0_RX_CLK_B I 

SD2_CMD_A SD2_CMD_A IO 

SCIF2_A 

TX2_A O VI0_G5 I － － － － － ET0_ERXD2_B I 

SD2_DAT0_A SD2_DAT0_A IO RX3_A I VI0_R0 I － － － － － ET0_ERXD3_B I 

SD2_DAT1_A SD2_DAT1_A IO 

SCIF3_A 

TX3_A O VI0_R1 I － － － － － 

(Gr#2mirrorB)

ET0_MDIO_B IO

SD2_DAT2_A SD2_DAT2_A IO RX4_A I VI0_R2 I － － － － － ET0_LINK_B I 

SD2_DAT3_A SD2_DAT3_A IO 

SCIF4_A 

TX4_A O VI0_R3 I － － － － － ET0_MAGIC_B O 

SD2_CD_A SD2_CD_A I RX5_A I VI0_R4 I － － 

GETHER 

(Gr#1mirrorB)

ET0_PHY_INT_B I 

SD2_WP_A 

SDHI_A 

(SD2) 

SD2_WP_A I 

SCIF5_A 

TX5_A O 

VIN0 

VI0_R5 I 

－ 

－ － － 

REF125CK REF125CK I － ADTRG# I SCIF5_C RX5_C I － － － － － － － － 

REF50CK 

GEther 

REF50CK I SCIF1 CTS1#_E IO HSCIF_D HCTS0#_D IO － － － 

－ 

－ － － － － 

DU0_DR0 DU0_DR0 O SCIF_CLK_B I HRX0_D I IETX_A O TCLKA_A I HIFD00 IO

DU0_DR1 DU0_DR1 O SCK0_B IO 

HSCIF_D 

(mirror) HTX0_D O 

IEBus 

(MirrorA) IERX_A I TCLKB_A I HIFD01 IO

DU0_DR2 DU0_DR2 O RX0_B I TCLKC_A I HIFD02 IO

DU0_DR3 

DU0 

DU0_DR3 O 

SCIF0_B 

TX0_B O 

－ － 

MTU2 

Common 

(Mirror_A) 

TCLKD_A I 

HIF_B 

HIFD03 IO
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DU0_DR4 DU0_DR4 O CTS0#_C IO TIOC0A_A IO HIFD04 IO

DU0_DR5 DU0_DR5 O 

SCIF0_C 

(SC0mirror) RTS0#_C IO 

－ － MTU2 

/CH0 TIOC0B_A IO HIFD05 IO

DU0_DR6 DU0_DR6 O SCK1_C IO TIOC0C_A IO HIFD06 IO

DU0_DR7 DU0_DR7 O RX1_C I 

   

TIOC0D_A IO HIFD07 IO

DU0_DG0 DU0_DG0 O TX1_C O HSCK0_D IO IEBus 

(MirrorA) 

IECLK_A I TIOC1A_A IO HIFD08 IO

DU0_DG1 DU0_DG1 O CTS1#_C IO 

HSCIF_D 

(mirror) 

HRTS0#_D IO － － － 

MTU2 

/CH1 

TIOC1B_A IO HIFD09 IO

DU0_DG2 DU0_DG2 O 

SCIF1_C 

(SC1mirror) 

RTS1#_C IO RMII0_MDC_B O TIOC2A_A IO HIFD10 IO

DU0_DG3 DU0_DG3 O SCK2_C IO RMII0_MDIO_B IO 

MTU2 

/CH2 TIOC2B_A IO HIFD11 IO

DU0_DG4 DU0_DG4 O RX2_C I RMII0_CRS_DV_B I TIOC3A_A IO HIFD12 IO

DU0_DG5 DU0_DG5 O 

SCIF2_C 

(SC2mirror) 

TX2_C O RMII0_RX_ER_B I TIOC3B_A IO HIFD13 IO

DU0_DG6 DU0_DG6 O RX3_C I RMII0_RXD0_B I TIOC3C_A IO HIFD14 IO

DU0_DG7 DU0_DG7 O 

SCIF3_C 

(SC3mirror) TX3_C O RMII0_RXD1_B I 

－ 

MTU2 

/CH3 

TIOC3D_A IO HIFD15 IO

DU0_DB0 DU0_DB0 O RX4_C I RMII0_TXD_EN_B O － － － TIOC4A_A IO HIFCS I 

DU0_DB1 DU0_DB1 O 

SCIF4_C 

(SC4mirror) TX4_C O RMII0_TXD0_B O － － － TIOC4B_A IO HIFRS I 

DU0_DB2 DU0_DB2 O RX5_B I 

GETHER_B 

(Gr#3,RMII_B

：mirror) 

RMII0_TXD1_B O TIOC4C_A IO HIFWR I 

DU0_DB3 DU0_DB3 O 

SCIF5_B 

(SC5mirror) TX5_B O 

MTU2 

/CH4 

TIOC4D_A IO HIFRD I 

DU0_DB4 DU0_DB4 O SD2_CLK_B O HIFINT O 

DU0_DB5 DU0_DB5 O SD2_CMD_B IO HIFDREQ O 

DU0_DB6 DU0_DB6 O SD2_DAT0_B IO 

－ 

－ 

HIF_B 

HIFRDY O 

DU0_DB7 DU0_DB7 O SD2_DAT1_B IO 

－ 

SSI_SCK0_B IO  HIFEBL_B I 

DU0_ 

DOTCLKIN 

DU0_ 

DOTCLKIN 

I SD2_DAT2_B IO HSPI_CS#_C IO SSI_WS0_B IO 

DU0_ 

DOTCLKOUT 

DU0 

DU0_ 

DOTCLKOUT 

O 

SDHI2_B 

(SD2mirror) 

SD2_DAT3_B IO 

 

HSPI_C 

(mirror)  

HSPI_CLK_C IO 

SSI_B 

(mirror)  

SSI_SDATA0_B IO 

－ 
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DU0_ 

EXHSYNC/ 

DU0_HSYNC 

DU0_ 

EXHSYNC/ 

DU0_HSYNC 

IO SD2_CD_B I HSPI_TX_C O SSI_SCK1_B IO 

DU0_ 

EXVSYNC/ 

DU0_VSYNC 

DU0_ 

EXVSYNC/ 

DU0_VSYNC 

IO 

SDHI2_B 

(SD2mirror) 

SD2_WP_B I 

HSPI_C 

HSPI_RX_C IO SSI_WS1_B IO 

DU0_ 

EXODDF/ 

DU0_ODDF 

DU0_ 

EXODDF/ 

DU0_ODDF 

IO CAN0_RX_B I HSCIF_B HSCK0_B IO SSI_SDATA1_B IO 

DU0_DISP 

DU0 

DU0_DISP O 

CAN0_B 

(CAN0mirror) 

CAN0_TX_B O HRX0_B I AUDIO_CLKA_B I 

－ 

DU0_CDE  DU0_CDE O － 

－ 

HSCIF_B 

(mirror)  HTX0_B O 

SSI_B 

(mirror) 

AUDIO_CLKB_B I LCD_VCPWC_B O 

VI1_CLK_A VI1_CLK_A I AUDCK O － － NAF0_B IO LCD_DATA0_B O 

VI1_0_A VI1_0_A I AUDSYNC O － － NAF1_B IO LCD_DATA1_B O 

VI1_1_A VI1_1_A I AUDATA0 O － － NAF2_B IO LCD_DATA2_B O 

VI1_2_A VI1_2_A I AUDATA1 O － － NAF3_B IO LCD_DATA3_B O 

VI1_3_A VI1_3_A I AUDATA2 O － － 

－ 

NAF4_B IO LCD_DATA4_B O 

VI1_4_A VI1_4_A I AUDATA3 O － － NAF5_B IO LCD_DATA5_B O 

VI1_5_A VI1_5_A I AUDATA4 O － － NAF6_B IO LCD_DATA6_B O 

VI1_6_A VI1_6_A I AUDATA5 O 

－ 

－ － NAF7_B IO LCD_DATA7_B O 

VI1_7_A 

VIN1(YUV) 

(Mirror_A) 

VI1_7_A I 

H-UDI 

AUDATA6 O － 

 

FLCTL_B 

(mirror) 

FCE#_B O 

LCDC 

(mirror) 

LCD_DATA8_B O 
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第 1 の機能 第 2 の機能 第 3 の機能 第 4 の機能 第 5 の機能 第 6 の機能 信号名 

モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO

SSI_SCK0_A SSI_SCK0_A IO H-UDI AUDATA7 O － TIOC1A_B IO LCD_DATA9_B O 

SSI_WS0_A SSI_WS0_A IO － － － － 

MTU2/ 

CH1 TIOC1B_B IO LCD_DATA10_B O 

SSI_SDATA0_A SSI_SDATA0_A IO VI1_0_B I － － － TIOC2A_B IO LCD_DATA11_B O 

SSI_SCK1_A SSI_SCK1_A IO VI1_1_B I － 

MTU2 

/CH2 TIOC2B_B IO LCD_DATA12_B O 

SSI_WS1_A SSI_WS1_A IO VI1_2_B I － － － LCD_DATA13_B O 

SSI_SDATA1_A SSI_SDATA1_A IO VI1_3_B I 

－ 

－ － － 

－ 

LCD_DATA14_B O 

SSI_SCK23 SSI_SCK23 IO VI1_4_B I RX1_D I － FCLE_B O LCD_DATA15_B O 

SSI_WS23 SSI_WS23 IO VI1_5_B I 

(SC1mirror) 

TX1_D IO HSCK0_C IO FALE_B O LCD_DON_B O 

SSI_SDATA2 SSI_SDATA2 IO VI1_6_B I － － HRX0_C I FRE#_B O LCD_CL1_B O 

SSI_SDATA3 SSI_SDATA3 IO VI1_7_B I 

－ 

－ － 

HSCIF_C 

(mirror) 

HTX0_C O 

FLCTL_B 

(mirror) 

FWE#_B O LCD_CL2_B O 

AUDIO_CLKA_A AUDIO_CLKA_A I 

VIN1(YUV) 

(Mirror_B) 

VI1_CLK_B I (SC1mirror) SCK1_D IO － － － IEBus 

(MirrorB) 

IECLK_B I LCD_FLM_B O 

AUDIO_CLKB_A AUDIO_CLKB_A I － － － － － － LCD_CLK_B I 

AUDIO_CLKC AUDIO_CLKC I SCK1_E IO － － HCTS0#_C IO FRB_B I LCD_VEPWC_B O 

AUDIO_CLKOUT 

SSI 

AUDIO_CLKOUT O 

SCIF1 

(SC1mirror) TX1_E O 

－ 

－ － 

HSCIF_C 

(mirror) HRTS0#_C IO 

FLCTL_B 

(mirror) － － 

LCDC 

(mirror) 

LCD_M_DISP_B O 
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第 1 の機能 第 2 の機能 第 3 の機能 第 4 の機能 第 5 の機能 第 6 の機能 信号名 

モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO

SCL0 SCL0 

(OpenDrain) 

IO － － － 

SDA0 SDA0 

(OpenDrain) 

IO 

－ 

HIF_A HIFEBL_A I 

SCL1 SCL1 

(OpenDrain) 

IO SCIF0_C SCIF_CLK_C I 

SDA1 

IIC3 

SDA1 

(OpenDrain) 

IO SCIF1 RX1_E I 

－ － － 

－ 

USB_EXTAL USB_EXTAL I － － － － － － － － － － － － － － － 

USB_XTAL USB_XTAL O － － － － － － － － － － － － － － － 

PENC0 PENC0 O － － － － 

PENC1 PENC1 O SCIF3_D TX3_D O RCAN1_B CAN1_TX_B O SCIF TX5_D O IEBus 

(MirrorB) 

IETX_B O 

USB_OVC0 USB_OVC0 I － － － － 

USB_OVC1 USB_OVC1 I SCIF3_D RX3_D I RCAN1_B CAN1_RX_B I SCIF RX5_D I IEBus 

(MirrorB) 

IERX_B I 

－ 

DP0 DP0 IO － － － － － － － － － － － － － － － 

DM0 DM0 IO － － － － － － － － － － － － － － － 

DP1 DP1 IO － － － － － － － － － － － － － － － 

DM1 DM1 IO － － － － － － － － － － － － － － － 

REFRIN REFRIN I － － － － － － － － － － － － － － － 

OVC0/VBUS0 OVC0/VBUS0 I － － － － － － － － － － － － － － － 

OVC1/VBUS1 OVC1/VBUS1 I － － － － － － － － － － － － － － － 

AV33 AV33 P － － － － － － － － － － － － － － － 

AV12 

USB 

AV12 P － － － － － － － － － － － － － － － 
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第 1 の機能 第 2 の機能 第 3 の機能 第 4 の機能 第 5 の機能 第 6 の機能 信号名 

モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO モジュール 端子名 IO

AG USB AG P － － － － － － － － － － － － － － － 

VCCQ-PLL VCCQ-PLL P － － － － － － － － － － － － － － － 

VDD-PLL 

PLL 

VDD-PLL P － － － － － － － － － － － － － － － 

RTC_X1 RTC_X1 I － － － － － － － － － － － － － － － 

RTC_X2 

RTC 

RTC_X2 O － － － － － － － － － － － － － － － 

CAN_CLK_A CAN_CLK_A I SCIF4_D RX4_D I － 

CAN0_TX_A CAN0_TX_A O SCIF4_D TX4_D O MLB_CLK I 

－ － － 

CAN0_RX_A CAN0_RX_A  

(WakeUpFro

mDeepStby) 

I INTC 

(mirrorB) 

IRQ0_B 

(WakeUpFro

mDeepStby) 

I MLB_SIG IO － － － － － － － － － 

CAN1_TX_A CAN1_TX_A O SCIF5_C TX5_C O 

MIMLB 

MLB_DAT IO － － － 

CAN1_RX_A 

RCAN 

CAN1_RX_A  

(WakeUpFro

mDeepStby) 

I INTC 

(mirrorB) 

IRQ1_B 

(WakeUpFro

mDeepStby) 

I － － － － － － － － － － － － 

AN0 AN0 I IRQ2_B I － － － － － － － － － － － － 

AN1 AN1 I 

INTC 

(mirrorB) IRQ3_B I － － － － － － － － － － － － 

AN2 AN2 I － － － － － － － － － － － － － 

AN3 AN3 I － － － － － － － － － － － － 

AN4 AN4 I － － － － － － － － － － － － 

AN5 AN5 I － － － － － － － － － － － － 

AN6 AN6 I － － － － － － － － － － － － 

AN7 AN7 I 

 

－ － － － － － － － － － － － 

AVCC AVCC I － － － － － － － － － － － － － － － 

AVSS AVSS I － － － － － － － － － － － － － － － 

AVREF 

ADC 

AVREF I － － － － － － － － － － － － － － － 
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1.17 外形寸法図 
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図 1.10 外形寸法図 
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2. SH-4A 

2.1 概要 

2.1.1 本 CPUの特長 

本 CPUは、SH-1、SH-2、SH-3、SH-4マイクロコンピュータと命令セットレベルでの上位互換性を特長とする

32ビット RISC（縮小命令セットコンピュータ）マイコンです。16ビット固定長の命令セットにより、32ビット

命令に比較してプログラムコードのサイズをほぼ 50%縮小することができます。 

本 CPUの特長を表 2.1に示します。 

表 2.1 本 LSIの特長 

項目 特   長 

CPU • ルネサスオリジナルアーキテクチャ 

• 32ビット内部データバス 

• 汎用レジスタファイル： 

16本の 32ビット汎用レジスタ（および 8本の 32ビットシャドウレジスタ） 

7本の 32ビット制御レジスタ 

4本の 32ビットシステムレジスタ 

• RISCタイプ命令セット（SH-1、SH-2、SH-3、SH-4と上位互換性有り）： 

命令長：コードの効率改善のための 16ビット固定長 

ロードストアアーキテクチャ 

遅延分岐命令 

条件付き実行 

C言語に基づく命令セット 

• FPUを含む 2命令同時実行スーパスカラ 

• 命令実行時間：最大 2命令／サイクル 

• 仮想アドレス空間：4Gバイト 

• 空間識別子 ASID：8ビット、256仮想アドレス空間 

• 乗算器内蔵 

• 8段パイプライン 
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項目 特   長 

浮動小数点 

ユニット（FPU） 

• 浮動小数点コプロセッサ内蔵 

• 単精度（32ビット）および倍精度（64ビット）をサポート 

• IEEE754に準拠したデータタイプおよび例外をサポート 

• 丸めモード：近傍および 0方向への丸め 

• 非正規化数の扱い：0への切り捨て、または IEEE754に準拠のための割り込み発生 

• 浮動小数点レジスタ：32ビット×16ワード×2バンク 

（単精度×16ワードまたは倍精度×8ワード）×2バンク 

• 32ビット CPU-FPU浮動小数点通信レジスタ（FPUL） 

• FMAC（乗算およびアキュムレート）命令をサポート 

• FDIV（除算）／FSQRT（平方根）命令をサポート 

• FLDI0／FLDI1（ロード定数 0/1）命令をサポート 

• 命令実行時間 

レイテンシ（FADD/FSUB）：3サイクル（単精度）、5サイクル（倍精度） 

レイテンシ（FMAC/FMUL）：5サイクル（単精度）、7サイクル（倍精度） 

ピッチ（FADD/FSUB）：1サイクル（単精度／倍精度） 

ピッチ（FMAC/FMUL）：1サイクル（単精度）、3サイクル（倍精度） 

【注】 FMACは単精度に対してのみサポートしています。 

• 3Dグラフィック命令（単精度のみ）： 

4次元ベクトル変換および行列演算（FTRV）、4サイクル（ピッチ）、8サイクル（レイテンシ） 

4次元ベクトル（FIPR）の内積、1サイクル（ピッチ）、5サイクル（レイテンシ） 

• 10段パイプライン 

メモリマネジメント

ユニット（MMU） 

• 4Gバイトのアドレス空間、256のアドレス空間識別子（ASID 8ビット） 

• 単一仮想記憶モードと多重仮想記憶モード 

• 複数のページサイズをサポート：1K、4K、8K、64K、256K、1M、4M、64Mバイト 

• 命令に対する 4エントリのフルアソシアティブ TLB 

• 命令およびオペランドに対する 64エントリのフルアソシアティブ TLB 

• ソフトウェアによる入れ替え方法およびランダムカウンタ方式入れ替えアルゴリズムをサポート 

• TLBの内容はアドレスマッピングにより直接アクセス可能 

• 32ビットアドレス拡張モード 

キャッシュメモリ • 命令キャッシュ（IC） 

4ウェイセットアソシアティブ 

32バイトブロック長 

• オペランドキャッシュ（OC） 

4ウェイセットアソシアティブ 

32バイトブロック長 

選択可能な書き込み方式（コピーバック／ライトスルー） 

• ストアキュー（32バイト×2エントリ） 
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項目 特   長 

ILメモリ 

（ILRAM） 

• 3本の独立した読み出し／書き込みポート 

CPUからの命令フェッチアクセス 

CPUからの 8/16/32/64ビットオペランドアクセス 

外部要求による 8/16/32/64ビットおよび 16/32バイトアクセス 

OLメモリ 

（OLRAM） 

• 3本の独立した読み出し／書き込みポート 

CPUからの命令フェッチアクセス 

CPUからの 8/16/32/64ビットオペランドアクセス 

外部要求による 8/16/32/64ビットおよび 16/32バイトアクセス 

 

2.1.2 ブロック図 

図 2.1に SH-4Aのブロック図を示します。 

CPU I-Cache

MMU

O-Cache

ILRAM

OLRAM

BSC

DBSC

DMAC

H-UDI

INTC

CPG/WDT

FPU

UBC

AUD

AUD ：アドバンストユーザデバッガ
BSC ：バスステートコントローラ
CPG/WDT ：クロック発振器／ウォッチドッグタイマ
CPU ：中央演算処理装置
DBSC ：DRAMバスステートコントローラ
DMAC ：ダイレクトメモリアクセスコントローラ
FPU ：浮動小数点処理ユニット
H-UDI ：ユーザデバッグインタフェース

【記号説明】
I-Cache ：命令キャッシュ
ILRAM ：ILメモリ（命令ローカルメモリ）
INTC ：割り込みコントローラ
MMU ：メモリマネジメントユニット
O-Cache ：オペランド（データ）キャッシュ
OLRAM ：OLメモリ（オペランド（データ）ローカルメモリ）
UBC ：ユーザブレークコントローラ
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図 2.1 ブロック図 
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2.1.3 SH-4A拡張機能内容 

プロセッサバージョンレジスタ（PVR）の VERビットが H'30以降の SH-4Aは、プロセッサバージョンレジス

タ（PVR）の VERビットが H'20の SH-4Aに対して機能的に上位互換です。 

プロセッサバージョンレジスタ（PVR）の VERビットが H'20の SH-4Aに対して拡張された機能を表 2.2に示

します。 
 

表 2.2 SH-4A拡張機能（PVR.VER=H'30） 

項目 特   長 

パイプライン動作 • I2ステージと IDステージの間にプリデコード（I3）ステージを追加 

例外処理 • 非サポート検出例外レジスタ（EXPMASK）を追加 

メモリマネジメントユニット（MMU）

（項目内の一部追加・変更） 

• ページサイズ：1K、4K、8K、64K、256K、1M、4M、64Mバイト 

• アクセス権チェックの機能を追加 

• PTEAレジスタとMMUCRレジスタのMEビットを新設 

キャッシュメモリ 

（項目内の一部追加） 

• 低消費電力機能（ICウェイ予測機構）を追加 

• オペランドキャッシュ操作命令（OCBI、OCBP、OCBWB）の機能を追加 

• 2ウェイセットアソシアティブ方式への固定機能を追加 

ILメモリ（ILRAM） 

（新設項目） 

• 3本の独立した読み出し／書き込みポート 

CPUからの命令フェッチアクセス 

CPUからの 8/16/32/64ビットオペランドアクセス 

外部要求による 8/16/32/64ビットおよび 16/32バイトアクセス 

OLメモリ（OLRAM） 

（項目名変更、項目内の一部変更） 

• ILメモリの新設に伴い、Lメモリをオペランド用メモリ（OLメモリ）として使用

可能 

• 3本の独立した読み出し／書き込みポート 

CPUからの命令フェッチアクセス 

CPUからの 8/16/32/64ビットオペランドアクセス 

外部要求による 8/16/32/64ビットおよび 16/32バイトアクセス 
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2.1.4 SH-4から SH-4A（PVR.VER＝H'20）への変更点 

SH-4からプロセッサバージョンレジスタ（PVR）の VERビットが H'20の SH-4Aへの変更点を、本マニュアル

の章、節単位に示します。 
 

表 2.3 SH-4から SH-4A（PVR.VER＝H'20）への変更点 

章番号、章名 節番号 節名 変更点 

2.1. 概要 － － 全面変更 

（個別の変更点は 2章以降の差分で記載します） 

2.2. プログラミングモデ

ル 

2.2.2 レジスタの構成 浮動小数点ステータス／コントロールレジスタ

（FPSCR） SZ＝1、PR＝1での動作追加 

CPU命令として 9命令を追加 2.3. 命令セット 2.3.3 命令セット 

FPU命令として 3命令を追加 

2.4.1 パイプライン パイプライン段数を 5から 7に変更 

CPU命令として 9命令を追加 

FPU命令として 3命令を追加 

2.4.2 並列実行性 

命令のグループ分けと並列実行組み合わせ変更 

2.4. パイプライン動作 

2.4.3 発行レートと実行ステー

ト 

発行レートと実行ステート数変更 

2.5. 例外処理 ― ― 特になし 

2.6.3（2） 浮動小数点ステータス／

コントロールレジスタ

（FPSCR） 

SZ＝1、PR＝1での動作追加およびエンディアンごとの

動作説明追加 

2.6. 浮動小数点ユニット

（FPU） 

2.6.5 浮動小数点例外 FPU例外イネーブル設定時の FPU例外検出条件の仕様

を変更 

P4領域の構成変更 2.7.1（1） アドレス空間 

内蔵 RAM空間を削除 

ページテーブルエントリアシストレジスタ（PTEA）の

削除 

2.7.2 レジスタの説明 

物理アドレス空間制御レジスタの追加 

2.7.2（7） 物理アドレス空間制御レ

ジスタ（PASCR） 

新規追加 

2.7.2（8） 命令再フェッチ抑止制御

レジスタ（IRMCR） 

新規追加 

2.7.3 TLBの機能（TLB互換モ

ード） 

TLBから、空間属性ビット（SA[2:0]）、タイミングコ

ントロールビット（TC）を削除 

2.7.5（5） シノニム問題の回避 キャッシュサイズ変更およびインデックスモード削除

に伴い、該当ビット変更 

2.7. メモリマネジメント

ユニット（MMU） 

2.7.6（1）

2.7.6（4）

命令 TLB多重ヒット例外

およびデータ TLB多重ヒ

ット例外 

ITLBミスハンドリングによる UTLB検索で多重ヒット

になった場合も命令 TLB多重ヒット例外に変更 



 

2. SH-4A 

2-6  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

章番号、章名 節番号 節名 変更点 

2.7.7 メモリ割り付け TLBの構

成 

ITLBおよび UTLBのデータアレイ 2を削除 

UTLBアドレスアレイに対する連想ライトではデータ

TLB多重ヒット例外を発生しないよう変更 

2.7.7（4） UTLBアドレスアレイ 

メモリ割り付けアドレスを 

H'F600 0000～H'F6FF FFFFから 

H'F600 0000～H'F60F FFFFへ変更 

2.7.7（5） UTLBデータアレイ（TLB

互換モード） 

メモリ割り付けアドレスを 

H'F700 0000～H'F77F FFFFから 

H'F700 0000～H'F70F FFFFへ変更 

2.7. メモリマネジメント

ユニット（MMU） 

2.7.8 32ビットアドレス拡張モ

ード 

新規追加 

命令キャッシュの容量を 32Kバイトに変更 2.8.1 特長 

方式を 4ウェイセットアソシアティブに変更 

2.8.2 レジスタの説明 内蔵メモリ制御レジスタを追加 

2.8.2（1） キャッシュ制御レジスタ

（CCR） 

内容変更 

2.8.2（4） 内蔵メモリ制御レジスタ

（RAMCR） 

新規追加 

2.8.3 オペランドキャッシュの

動作説明 

RAMモードおよび OCインデックスモードを削除 

2.8.3（6） OC 2ウェイモード 新規追加 

2.8.4 命令キャッシュの動作説

明 

ICインデックスモードを削除 

2.8.4（3） IC 2ウェイモード 新規追加 

2.8.5（1） キャッシュと外部メモリ

とのコヒーレンシ 

ICBI命令、PREFI命令、および SYNCO命令追加 

2.8.6 メモリ割り付けキャッシ

ュの構成 

容量の変更および 4ウェイセットアソシアティブ化に

伴い、エントリビットとウェイビット変更 

2.8. キャッシュ 

2.8.8 32ビットアドレス拡張モ

ード使用時の注意事項 

新規追加 

2.9. 内蔵メモリ － － Lメモリの新規追加 

CPU命令として 9命令追加 「SH-4A拡張機能ソフトウ

ェアマニュアル」の「第 11

章 各命令の説明」 

－ － 

FPU命令として 3命令追加 
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2.2 プログラミングモデル 

本章では、SH-4Aのプログラミングモデルについて記述します。SH-4Aでは以下に示すレジスタとデータ形式

を持っています。 

2.2.1 データフォーマット 

SH-4Aでサポートしているデータフォーマットを図 2.2に示します。 

バイト（8ビット）

ワード（16ビット）

ロングワード（32ビット）

単精度浮動小数点（32ビット）

倍精度浮動小数点（64ビット）

07

015

031

031 30 22

s e f

063 62 51

s e f

【記号説明】 s
e
f

：符号ビット
：指数フィールド
：小数フィールド

 

図 2.2 データフォーマット 
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2.2.2 レジスタの構成 

（1） 特権モードとバンク 

（a） 処理モード 

処理モードにはユーザモードと特権モードの 2つがあります。通常はユーザモードで動作し、例外が発生また

は割り込みを受け付けると特権モードになります。レジスタには、汎用レジスタ、システムレジスタ、コントロ

ールレジスタ、および浮動小数点レジスタがあり、アクセスできるレジスタはそれぞれの処理モードで異なりま

す。 
 

（b） 汎用レジスタ 

汎用レジスタには R0から R15までの 16本のレジスタがあります。汎用レジスタ R0から R7は、バンクレジス

タで、処理モードで切り替えることができます。 

• 特権モードの場合 

ステータスレジスタ（SR）のレジスタバンクビット（RB）により、汎用レジスタとしてアクセスできるレ

ジスタとできないレジスタが決められます。汎用レジスタとしてアクセスできないレジスタは、コントロー

ルレジスタのロード命令（LDC）とストア命令（STC）でアクセスします。 

RBビットが1のとき、つまりバンク1が選ばれているときは、バンク1の汎用レジスタR0_BANK1から

R7_BANK1とバンクに関係ないR8からR15との合計16本のレジスタが汎用レジスタR0からR15としてアクセ

スすることができ、バンク0の汎用レジスタR0_BANK0からR7_BANK0の8本のレジスタはLDC/STC命令でア

クセスできます。 

RBビットが0のとき、つまりバンク0が選ばれているときは、バンク0の汎用レジスタR0_BANK0から

R7_BANK0とバンクに関係ないR8からR15との合計16本のレジスタが汎用レジスタR0からR15としてアクセ

スすることができ、バンク1の汎用レジスタR0_BANK1からR7_BANK1の8本のレジスタはLDC/STC命令でア

クセスできます。 

• ユーザモードの場合 

バンク0の汎用レジスタR0_BANK0からR7_BANK0とバンクに関係ないR8からR15との合計16本のレジスタ

が汎用レジスタR0からR15としてアクセスすることができ、バンク1の汎用レジスタR0_BANK1から

R7_BANK1の8本のレジスタはアクセスできません。 

 

（c） コントロールレジスタ 

コントロールレジスタには、処理モードで共通のグローバルベースレジスタ（GBR）とステータスレジスタ（SR）

があり、特権モードでのみアクセスできる退避ステータスレジスタ（SSR）、退避プログラムカウンタ（SPC）、

ベクタベースレジスタ（VBR）、退避ジェネラルレジスタ 15（SGR）、デバッグベースレジスタ（DBR）があり

ます。ステータスレジスタには、特権モードでのみアクセスできるビット（たとえば RBビット）があります。 
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（d） システムレジスタ 

システムレジスタには、積和レジスタ（MACH/MACL）、プロシージャレジスタ（PR）、プログラムカウンタ

（PC）があり、処理モードに関係しません。 
 

（e） 浮動小数点レジスタと FPUに関するシステムレジスタ 

浮動小数点レジスタには、FR0～FR15、XF0～XF15の 32本のレジスタがあります。FR0～FR15、XF0～XF15

をおのおの FPR0_BANK0～FPR15_BANK0、FPR0_BANK1～FPR15_BANK1のいずれのバンクに割り付けるか選

択できます。 

また、FR0～FR15は、DR0/2/4/6/8/10/12/14（倍精度浮動小数点レジスタ、またはレジスタペア）の 8本、FV0/4/8/12

（レジスタベクタ）の 4本として使用でき、XF0～XF15は、XD0/2/4/6/8/10/12/14（レジスタペア）の 8本、XMTRX

（レジスタ行列）の 1本として使用できます。 

FPUに関するシステムレジスタには、浮動小数点コミュニケーションレジスタ（FPUL）と浮動小数点ステータ

ス／コントロールレジスタ（FPSCR）があり、FPU-CPU間の通信や例外処理の設定を行います。 
 

リセット後のレジスタの値を表 2.4に示します。 
 

表 2.4 レジスタの初期値 

区分 レジスタ 初期値* 

汎用レジスタ R0_BANK0～R7_BANK0、 

R0_BANK1～R7_BANK1、 

R8～R15 

不定 

SR MDビットは 1、RBビットは 1、BLビットは 1、

IMASKは B'1111、その他はリザーブビットも含

めて 0 

GBR、SSR、SPC、SGR、DBR 不定 

コントロールレジスタ 

VBR H'00000000 

MACH、MACL、PR 不定 システムレジスタ 

PC H'A0000000 

FR0～FR15、XF0～XF15、FPUL 不定 浮動小数点レジスタ 

FPSCR H'00040001 

【注】 * パワーオンリセット、マニュアルリセットで初期化されます。 

 

処理モード別の CPUレジスタ構成を図 2.3に示します。 

ユーザモードと特権モードは、ステータスレジスタの処理モードビット（MD）で切り替えます。 
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31 0
R0_BANK0*1, *2

R1_BANK0*2

R2_BANK0*2

R3_BANK0*2

R4_BANK0*2

R5_BANK0*2

R6_BANK0*2

R7_BANK0*2

R8
R9
R10
R11
R12
R13
R14
R15

SR

GBR
MACH
MACL

PR

PC

（a）ユーザモードのレジスタ構成

31 0
R0_BANK1*1, *3

R1_BANK1*3

R2_BANK1*3

R3_BANK1*3

R4_BANK1*3

R5_BANK1*3

R6_BANK1*3

R7_BANK1*3

R8
R9

R10
R11
R12
R13
R14
R15

R0_BANK0*1, *4

R1_BANK0*4

R2_BANK0*4

R3_BANK0*4

R4_BANK0*4

R5_BANK0*4

R6_BANK0*4

R7_BANK0*4

（b）特権モードのレジスタ構成
（RB＝１）

GBR
MACH
MACL

VBR
PR

SR
SSR

PC
SPC

【注】　*1　R0レジスタは、インデックス付きレジスタ間接アドレッシングモードと、
　　　　　　インデックス付きGBR間接アドレッシングモードのインデックスレジスタ
　　　　　　として使われます。
　　　　*2　バンクレジスタ
　　　　*3　バンクレジスタ
　　　　　　SRレジスタのRBビットが１のとき、汎用レジスタとしてアクセスされます。
　　　　　　RBビットが０のとき、LDC/STC命令でのみアクセスされます。
　　　　*4　バンクレジスタ
　　　　　　SRレジスタのRBビットが０のとき、汎用レジスタとしてアクセスされます。
　　　　　　RBビットが１のとき、LDC/STC 命令でのみアクセスされます。

31 0

R0_BANK1*1, *3

R1_BANK1*3

R2_BANK1*3

R3_BANK1*3

R4_BANK1*3

R5_BANK1*3

R6_BANK1*3

R7_BANK1*3

R8
R9
R10
R11
R12
R13
R14
R15

R0_BANK0*1, *4

R1_BANK0*4

R2_BANK0*4

R3_BANK0*4

R4_BANK0*4

R5_BANK0*4

R6_BANK0*4

R7_BANK0*4

（c）特権モードのレジスタ構成
（RB＝０）

GBR
MACH
MACL

VBR
PR

SR
SSR

PC
SPC

SGR

DBR

SGR

DBR

 

図 2.3 処理モード別の CPUレジスタ構成 
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（2） 汎用レジスタ 

図 2.4に処理モードと汎用レジスタの関係を示します。SH-4Aには 24本の 32ビット汎用レジスタ（R0_BANK0

～R7_BANK0、R0_BANK1～R7_BANK1、R8～R15）があります。ただし、これらのうち 16本のレジスタのみ 1

つの処理モードで汎用レジスタ R0～R15としてアクセスできます。SH-4Aには特権モードとユーザモードの 2つ

の処理モードがあります。R0～R7はその 2つのモードにより次のように割り当てられます。 

• R0_BANK0～R7_BANK0 

ユーザモード（SR.MD＝0）では、常にR0～R7に割り当てられます。 

特権モード（SR.MD＝1）では、（SR.RB＝0）の場合に限りR0～R7に割り当てられます。 

•  R0_BANK1～R7_BANK1 

ユーザモードでは、アクセスできません。 

特権モードでは、（SR.RB＝1）の場合に限り、R0～R7に割り当てられます。 

 

SR.MD=0　または
(SR.MD=1, SR.RB=0）

R0_BANK0

R1_BANK0

R2_BANK0

R3_BANK0

R4_BANK0

R5_BANK0

R6_BANK0

R7_BANK0

R0_BANK0

R1_BANK0

R2_BANK0

R3_BANK0

R4_BANK0

R5_BANK0

R6_BANK0

R7_BANK0

R0_BANK1

R1_BANK1

R2_BANK1

R3_BANK1

R4_BANK1

R5_BANK1

R6_BANK1

R7_BANK1

R0_BANK1

R1_BANK1

R2_BANK1

R3_BANK1

R4_BANK1

R5_BANK1

R6_BANK1

R7_BANK1

R0

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

R0

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

R8

R9

R10

R11

R12

R13

R14

R15

R8

R9

R10

R11

R12

R13

R14

R15

R8

R9

R10

R11

R12

R13

R14

R15

(SR.MD=1, SR.RB=1)

 

図 2.4 汎用レジスタ 
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【プログラミング上の注意】 

 ユーザモードの R0～R7は R0_BANK0～R7_BANK0に、例外・割り込み後の R0～R7は R0_BANK1～R7_BANK1に

割り当てられるので、割り込みハンドラはユーザモードの R0～R7（R0_BANK0～R7_BANK0）を退避または復帰する

必要はありません。 

 

（3） 浮動小数点レジスタ 

図 2.5に浮動小数点レジスタを示します。32本の 32ビット浮動小数点レジスタがあります。これらは、2つの

バンクで構成され、FPR0_BANK0～FPR15_BANK0、FPR0_BANK1～FPR15_BANK1があります。また、この 32

本のレジスタは FR0～FR15、DR0/2/4/6/8/10/12/14、FV0/4/8/12、XF0～XF15、XD0/2/4/6/8/10/12/14、XMTRXとし

て参照されます。FPRn_BANKiと参照名の対応は FPSCRの FRビットによって決まります。図 2.5を参照してく

ださい。 

（a） 浮動小数点レジスタ FPRn_BANKi（32レジスタ） 

FPR0_BANK0、FPR1_BANK0、FPR2_BANK0、FPR3_BANK0、 

FPR4_BANK0、FPR5_BANK0、FPR6_BANK0、FPR7_BANK0、 

FPR8_BANK0、FPR9_BANK0、FPR10_BANK0、FPR11_BANK0、 

FPR12_BANK0、FPR13_BANK0、FPR14_BANK0、FPR15_BANK0 

FPR0_BANK1、FPR1_BANK1、FPR2_BANK1、FPR3_BANK1、 

FPR4_BANK1、FPR5_BANK1、FPR6_BANK1、FPR7_BANK1、 

FPR8_BANK1、FPR9_BANK1、FPR10_BANK1、FPR11_BANK1、 

FPR12_BANK1、FPR13_BANK1、FPR14_BANK1、FPR15_BANK1 
 

（b） 単精度浮動小数点レジスタ FRi（16レジスタ） 

FPSCR.FR＝0のとき、FR0～FR15は FPR0_BANK0～FPR15_BANK0に割り当てられます。 

FPSCR.FR＝1のとき、FR0～FR15は FPR0_BANK1～FPR15_BANK1に割り当てられます。 
 

（c） 倍精度浮動小数点レジスタ、または単精度浮動小数点レジスタのペア DRi（8レジスタ） 

DRレジスタは、2つの FRレジスタから構成されます。 

DR0＝{FR0、FR1}、DR2＝{FR2、FR3}、 

DR4＝{FR4、FR5}、DR6＝{FR6、FR7}、 

DR8＝{FR8、FR9}、DR10＝{FR10、FR11}、 

DR12＝{FR12、FR13}、DR14＝{FR14、FR15} 
 

（d） 単精度浮動小数点ベクトルレジスタ FVi（4レジスタ） 

FVレジスタは 4つの FRレジスタから構成されます。 

FV0＝{FR0、FR1、FR2、FR3},  

FV4＝{FR4、FR5、FR6、FR7},  

FV8＝{FR8、FR9、FR10、FR11},  

FV12＝{FR12、FR13、FR14、FR15} 
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（e） 単精度浮動小数点拡張レジスタ XFi（16レジスタ） 

FPSCR.FR＝0のとき、XF0～XF15は FPR0_BANK1～FPR15_BANK1に割り当てられます。  

FPSCR.FR＝1のとき、XF0～XF15は FPR0_BANK0～FPR15_BANK0に割り当てられます。 
 

（f） 単精度浮動小数点拡張レジスタのペア XDi（8レジスタ） 

XDレジスタは 2つの XFレジスタから構成されます。 

XD0＝{XF0、XF1}、XD2＝{XF2、XF3}、 

XD4＝{XF4、XF5}、XD6＝{XF6、XF7}、 

XD8＝{XF8、XF9}、XD10＝{XF10、XF11}、 

XD12＝{XF12、XF13}、XD14＝{XF14、XF15} 
 

（g） 単精度浮動小数点拡張レジスタ行列 XMTRX 

XMTRXは 16本の XFレジスタから構成されます。 

XMTRX＝ XF0   XF4   XF8   XF12  

 XF1   XF5   XF9   XF13  

 XF2   XF6   XF10  XF14  

 XF3   XF7   XF11  XF15 
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FPR0_BANK0

FPR1_BANK0

FPR2_BANK0

FPR3_BANK0

FPR4_BANK0

FPR5_BANK0

FPR6_BANK0

FPR7_BANK0

FPR8_BANK0

FPR9_BANK0

FPR10_BANK0

FPR11_BANK0

FPR12_BANK0

FPR13_BANK0

FPR14_BANK0

FPR15_BANK0

XF0

XF1

XF2 

XF3

XF4

XF5

XF6

XF7 

XF8 

XF9 

XF10 

XF11

XF12

XF13

XF14

XF15

FR0

FR1

FR2 

FR3

FR4

FR5

FR6

FR7 

FR8 

FR9 

FR10 

FR11

FR12

FR13

FR14

FR15

DR0

DR2 

DR4

DR6

DR8 

DR10 

DR12

DR14

FV0

FV4

FV8 

FV12

XD0 XMTRX

XD2 

XD4

XD6
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図 2.5 浮動小数点レジスタ 



 

2. SH-4A 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  2-15 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

（4） コントロールレジスタ 

（a） ステータスレジスタ（SR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― MD RB BL ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

FD ― ― ― ― ― M Q IMASK ― ― S T

初期値：
R R/W R/W R/W R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0初期値：
R/W R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

30 MD 1 R/W 処理モード 

処理モードを選択します。 

0：ユーザモード 

（命令の中には実行できない命令があります。また、リソースの中に

はアクセスできないリソースがあります。） 

1：特権モード 

例外または割り込みにより 1にセットされます。 

29 RB 1 R/W 特権モードでの汎用レジスタバンク指定ビット 

0：R0_BANK0～R7_BANK0は汎用レジスタ R0～R7としてアクセスで

き、R0_BANK1～R7_BANK1は LDC/STC命令でアクセスできます。 

1：R0_BANK1～R7_BANK1は汎用レジスタ R0～R7としてアクセスで

き、R0_BANK0～R7_BANK0は LDC/STC命令でアクセスできます。 

例外または割り込みにより 1にセットされます。 

28 BL 1 R/W 例外／割り込みブロックビット 

このビットが 1のとき、割り込み要求はマスクされ、ユーザブレーク以外

の一般例外が発生すると、プロセッサはリセット状態に遷移します。 

例外または割り込みにより 1にセットされます。 

27～16 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

15 FD 0 R/W FPUディスエーブルビット 

このビットが 1のとき、FPU命令は一般 FPU抑止例外を発生させ、FPU

命令が遅延スロットにある場合、スロット FPU抑止例外が発生します（FPU

命令：H'F***命令、FPUL/FPSCRに対する LDS(.L)/STS(.L)命令）。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14～10 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

9 M 0 R/W Mビット 

DIV0S、DIV0U、DIV1命令で使用します。 

8 Q 0 R/W Qビット 

DIV0S、DIV0U、DIV1命令で使用します。 

7～4 IMASK すべて 1 R/W 割り込みマスクレベル 

IMASK以下のレベルの割り込みはマスクされます。また、割り込みが発生

した場合に、IMASKが割り込み受け付けレベルに変化する動作と変化しな

い動作を、CPU動作モードレジスタ（CPUOPM）を用いて切り替えること

ができます。 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

1 S 0 R/W Sビット 

MAC命令の飽和動作を指定します。 

0 T 0 R/W Tビット 

真／偽条件、キャリ、ボロー、オーバフローまたはアンダフローなどを表

します。 

詳細は、「2.3 命令セット」を参照してください。 

 

（b） 退避ステータスレジスタ（SSR）（32ビット、特権保護、初期値＝不定） 

SRの内容は例外または割り込みの発生時、SSRに退避されます。 
 

（c） 退避プログラムカウンタ（SPC）（32ビット、特権保護、初期値＝不定） 

例外または割り込みの発生した命令のアドレスは SPCに退避されます。 
 

（d） グローバルベースレジスタ（GBR）（32ビット、初期値＝不定） 

GBRは@(disp,GBR)、@(R0,GBR)アドレッシングのベースアドレスとして参照されます。 
 

（e） ベクタベースレジスタ（VBR）（32ビット、特権保護、初期値＝H'0000 0000） 

VBRは例外および割り込み発生時、分岐先のベースアドレスとして参照されます。詳細については「2.5 例外

処理」を参照してください。 
 

（f） 退避ジェネラルレジスタ 15（SGR）（32ビット、特権保護、初期値＝不定） 

R15の内容は例外または割り込みの発生時 SGRに退避されます。 
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（g） デバッグベースレジスタ（DBR）（32ビット、特権保護、初期値＝不定） 

ユーザブレークデバッグ機能を有効にする場合（CBCR.UBDE＝1）、DBRは VBRの代わりにユーザブレーク

ハンドラへの分岐先アドレスとして参照されます。 
 

（5） システムレジスタ 

（a） 積和上位レジスタ（MACH）（32ビット、初期値＝不定）、 

積和下位レジスタ（MACL）（32ビット、初期値＝不定） 

MACH／MACLは、MAC命令の加算値として用いられます。またMAC命令、MUL命令の演算結果を格納す

るためにも用いられます。 
 

（b） プロシージャレジスタ（PR）（32ビット、初期値＝不定） 

BSR、BSRF、JSR命令を用いたサブルーチンコールの戻りアドレスは PRに格納されます。PRは、サブルーチ

ンからの復帰命令（RTS）によって参照されます。 
 

（c） プログラムカウンタ（PC）（32ビット、初期値＝H'A000 0000） 

PCは実行中の命令アドレスを示します。 
 

（d） 浮動小数点ステータス／コントロールレジスタ（FPSCR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

初期値：
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

Enable（EN）

FR SZ PR DN

Flag RMCause

Cause

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～22 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

21 FR 0 R/W 浮動小数点レジスタバンク 

0：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0は FR0～FR15に、FPR0_BANK1～

FPR15_BANK1は XF0～XF15に割り当てられます。 

1：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0は XF0～XF15に、FPR0_BANK1～

FPR15_BANK1は FR0～FR15に割り当てられます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

20 SZ 0 R/W 転送サイズモード 

0：FMOV命令のデータサイズは 32ビットです。 

1：FMOV命令のデータサイズは 32ビットペア、または 64ビットです。 

SZビットおよび PRビットとエンディアンとの関係については、図 2.6を

参照してください。 

19 PR 0 R/W 精度モード 

0：浮動小数点命令を単精度演算として実行します。 

1：浮動小数点命令を倍精度演算として実行します（グラフィックサポー

ト命令は未定義です）。 

PRビットおよび SZビットとエンディアンとの関係については、図 2.6を

参照してください。 

18 DN 1 R/W 非正規化モード 

0：非正規化数を非正規化数として扱います。 

1：非正規化数を 0として扱います。 

17～12 Cause すべて 0 R/W 

11～7 Enable（EN） すべて 0 R/W 

6～2 Flag すべて 0 R/W 

FPU例外要因フィールド 

FPU例外イネーブルフィールド 

FPU例外フラグフィールド 

FPU演算命令を実行すると、FPU例外要因フィールドは最初に 0に設定さ

れます。次に FPU例外が発生すると、FPU例外要因フィールドと FPU例

外フラグフィールドの該当ビットが 1にセットされます。 

FPU例外フラグフィールドは、FPU例外フラグフィールドが最後にクリア

されたそれ以降に発生した例外のステータスを保持します。 

各フィールドのビットの割り付けについては表 2.5を参照してください。 

1、0 RM 01 R/W 丸めモード 

丸めの方法を選択します。 

00：近傍への丸め 

01：0方向への丸め 

10：リザーブ（設定禁止） 

11：リザーブ（設定禁止） 
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・ビッグエンディアンの場合

・リトルエンディアンの場合

DR（2i）

FR（2i） FR（2i＋1）

8n＋4 8n＋78n 8n＋3

63

63　　　  32 31　 　　 0

浮動小数点レジスタ

浮動小数点レジスタ

メモリ上の位置

メモリ上の位置

DR（2i）

FR（2i） FR（2i＋1）

4n 4m4n＋3 4m＋3

63　　　 32 31　 　　  0

DR（2i）

FR（2i＋1）FR（2i）

8n＋48n＋78n＋3 8n

63　　　  32 31　 　　 0

（1）SZ＝0の場合 （2）SZ＝1、PR＝0の場合

【注】 *1　SZ＝0、PR＝0では、DRレジスタを使用できません。
*2　DRレジスタのビット位置（63～0）は、PR=1のときの（PR＝0ではその後にPR＝1に
　　 切り替えた際の）倍精度小数点フォーマットとの対応において意味を持ちます。

63 0

0

63 0

63 0

63 0

63 0

DR（2i）

FR（2i＋1）FR（2i）

8n8n＋38n＋7 8n＋4

63　　　  32 31　 　　 0

（2）SZ＝1、PR＝1の場合

63 0

63 0
*1、*2 *2

 

図 2.6 SZビットとエンディアンの関係 

 

表 2.5 FPU例外処理に関連するビットの割り付け 

  FPUエラー

（E） 

無効演算 

（V） 

0除算 

（Z） 

オーバ 

フロー（O）

アンダ 

フロー（U） 

不正確 

（I） 

Cause FPU例外要因 

フィールド 

ビット 17 ビット 16 ビット 15 ビット 14 ビット 13 ビット 12 

Enable FPU例外イネーブル

フィールド 

なし ビット 11 ビット 10 ビット 9 ビット 8 ビット 7 

Flag FPU例外フラグ 

フィールド 

なし ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 

 

（e） 浮動小数点通信レジスタ（FPUL）（32ビット、初期値＝不定） 

FPUレジスタと CPUレジスタ間のデータ転送は、FPULを介して行われます。 
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2.2.3 メモリ割り付けレジスタ 

制御レジスタのうち、以下のメモリ領域にマッピングされているものがあります。これらのメモリ領域に割り

付けられたレジスタには、2つのアドレスがあります。 

H'1C00 0000～H'1FFF FFFF 

H'FC00 0000～H'FFFF FFFF 

以上 2つの領域は次のように使用します。 
 

• H'1C00 0000～H'1FFF FFFF 

この領域はMMUのアドレス変換機能を用いてアクセスしなければなりません。この領域のページ番号をTLB

の該当フィールドに設定することでメモリ割り付けレジスタへアクセスできます。この領域に対して、MMU

のアドレス変換機能を用いずにアクセスした場合の動作は保証されません。 

• H'FC00 0000～H'FFFF FFFF 

ユーザモードで領域H'FC00 0000～H'FFFF FFFFにアクセスすると、アドレスエラーが発生します。ユーザモ

ードではメモリ割り付けレジスタはアドレス変換によるアクセスで参照することができます。 

 

【注】 2つの領域のレジスタが割り付けられていないアドレスにはアクセスしないでください。レジスタが割り付けられてい

ないアドレスに対するアクセスの動作は不定になります。また、メモリ割り付けレジスタは一定のデータサイズでアク

セスしなければなりません。不正なサイズでアクセスした場合も動作は不定になります。 

2.2.4 レジスタのデータ形式 

レジスタオペランドのデータサイズは常にロングワード（32ビット）です。メモリ上のデータをレジスタへロ

ードするとき、メモリオペランドのデータサイズがバイト（8ビット）、もしくはワード（16ビット）の場合は、

ロングワードに符号拡張し、レジスタに格納します。 

31
S S

S

067

67 0

31
S S

S

01415

1415 0

 

図 2.7 バイトデータ、ワードデータのレジスタ中のデータ形式 
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2.2.5 メモリ上でのデータ形式 

バイト、ワード、ロングワードのデータ形式があります。メモリは 8ビットのバイト、16ビットのワード、32

ビットのロングワードいずれの形でもアクセスすることができます。32ビットに満たないメモリオペランドは符

号拡張されてレジスタに格納されます。 

ワードオペランドはワード境界（2バイト刻みの偶数番地：2n番地）から、ロングワードオペランドはロング

ワード境界（4バイト刻みの偶数番地：4n番地）からアクセスしてください。これを守らない場合は、アドレス

エラーになります。バイトオペランドはどの番地からでもアクセスできます。 

データフォーマットは、ビッグエンディアンかリトルエンディアンのどちらかのバイト順を選択できます。エ

ンディアンはパワーオンリセット時に外部ピンで設定してください。エンディアンは動的には変更できません。

ただしビット位置は常に最上位（most-significant）から最下位（least-significant）へ左から右へ減少するように番

号が付けられています。すなわち 32ビットのロングワードでは、一番左のビット、ビット 31が最上位ビットで、

一番右のビット、ビット 0が最下位ビットです。 

メモリ上のデータ形式を図 2.8に示します。 

A 番地

A

7 07 0 7 0 7 0
31

15 0 15 0

31 0

15 0

31 0

23 15 7 0
A + 1 A + 2 A + 3

バイト 0

ワード 0

ロングワード

ワード 1

バイト 1 バイト 2 バイト 3

A + 11

7 07 0 7 0 7 0
31

15 0

23 15 7 0
A + 10 A + 9 A + 8

バイト 3

ワード 1

ロングワード

ワード 0

バイト 2 バイト 1 バイト 0

A + 4 番地

A + 8 番地

A + 8 番地

A + 4 番地

A 番地

ビッグエンディアン リトルエンディアン  

図 2.8 メモリ上のデータ形式 

64ビットのデータ形式については図 2.6を参照してください。 
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2.2.6 処理状態 

処理状態には、大きく分けてリセット状態、命令実行状態、低消費電力状態の 3種類があります。 

（1） リセット状態 

CPUがリセットされている状態です。リセット状態は、パワーオンリセット状態とマニュアルリセット状態に

分類されます。パワーオンリセット状態では、CPUの内部状態と内蔵周辺モジュールのレジスタが初期化されま

す。マニュアルリセット状態では、一部の内蔵周辺モジュールのレジスタとCPUの内部状態とが初期化されます。

詳細は、製品ユーザーズマニュアルの各章のレジスタ構成を参照してください。 
 

（2） 命令実行状態 

CPUが順次プログラムを実行している状態です。命令実行状態には、一般のプログラム実行状態と例外処理状

態があります。 
 

（3） 低消費電力状態 

CPUの動作が停止し消費電力が低い状態です。スリープ命令で低消費電力状態になります。スリープモード、

ソフトウェアスタンバイモード、およびディープスタンバイモードがあります。低消費電力状態については「第 9

章 動作モード、低消費電力モード」を参照してください。 

すべての状態から

リセット／マニュアル

リセット入力時

リセット状態

命令実行状態
スリープ命令実行時

低消費電力状態
割り込み発生時

リセット／マニュアル

リセット解除時

リセット／マニュアル

リセット入力時

リセット／マニュアル

リセット入力時

 

図 2.9 処理状態遷移図 
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2.2.7 使用上の注意事項 

（1） 自己書き換えコードに対する注意事項 

SH-4Aは、処理を高速に行うために命令の先読みを従来の SH-4に比べ大幅に強化しています。このためメモリ

上の命令列の書き換えを行った直後に当該命令を実行しようとすると、すでに先読みされた更新前の命令が実行

される可能性が高くなります。確実に更新された命令を実行するためには、書き換えを行う命令と書き換えられ

た命令の実行の間に下記の命令列を実行するようにしてください。 
 

（a） 書き換える命令がキャッシング不可能領域にある場合 

SYNCO 

ICBI @Rn 

ICBI命令の Rnで指定するアドレスは、アドレスエラーにならない範囲で任意のアドレスでかまいません。 
 

（b） 書き換える命令列がキャッシング可能領域にある場合（ライトスルーモード時） 

SYNCO 

ICBI @Rn 

書き換えた命令列に対応する命令キャッシュの領域すべてを ICBI命令で無効化してください。ICBIはライン単

位で行います。1ラインは 32バイトです。 
 

（c） 書き換える命令列がキャッシング可能領域にある場合（コピーバックモード時） 

OCBP @Rmまたは OCBWB @Rm 

SYNCO 

ICBI @Rn 

書き換えた命令列に対応するオペランドキャッシュの領域すべてを OCBP命令または OCBWB命令で主記憶に

書き戻しを行い、その後 ICBI命令で対応する命令キャッシュ領域の無効化を行ってください。ICBI/OCBP/OCBWB

はライン単位で行います。1ラインは 32バイトです。 
 

【注】 自己書き換えコード：動的にメモリ上の命令列を書き換えながら実行する処理 
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2.3 命令セット 

SH-4Aの命令セットは固定長 16ビット命令で実現されます。SH-4Aはバイト（8ビット）、ワード（16ビット）、

ロングワード（32ビット）、クワッドワード（64ビット）のデータサイズでメモリにアクセスします。単精度浮

動小数点データ（32ビット）は、ロングワードまたはクワッドワードサイズでメモリとのやりとりが可能です。

倍精度浮動小数点データ（64ビット）は、クワッドワードサイズでメモリとのやりとりが可能です。SH-4Aがバ

イトサイズおよびワードサイズのデータをメモリからレジスタに移動するとデータは符号拡張されます。 

2.3.1 実行環境 

（1） PC 

PCはその命令自身の命令アドレスを示します。 
 

（2） ロード／ストアアーキテクチャ 

SH-4Aは基本的演算をレジスタで実行するロード／ストアアーキテクチャを特長としています。メモリで直接

実行する論理 AND演算のようなビット操作演算を除き、メモリアクセスを必要とする演算はレジスタにロードし

た後、レジスタで実行されます。 
 

（3） 遅延分岐 

SH-4Aの分岐命令および RTEは、BF、BTの 2つの分岐命令を除き遅延分岐です。遅延分岐では分岐命令の次

の命令は分岐先命令の前に実行されます。 

（4） 遅延スロット 

遅延分岐後のこの実行スロットは「遅延スロット」と呼ばれます。たとえば、BRA実行シーケンスは次のとお

りです。 
 

表 2.6 遅延分岐命令の実行順序 

命令列 実行順序 

 BRA TARGET （遅延分岐命令） BRA 

 ADD  （遅延スロット） ↓ 

  ：   ADD 

  ：   ↓ 

TARGET target-inst  （分岐先命令） target-inst 

 

命令によっては遅延スロットで実行するとスロット不当命令例外を発生します。「2.5 例外処理」を参照して

ください。分岐が成立しなかった BF/S、BT/Sの次の命令も遅延スロット命令です。 
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（5） Tビット 

ステータスレジスタ（SR）の Tビットは、比較演算の結果などを示すために使用し、条件付き分岐命令で参照

します。たとえば、以下に条件付き分岐命令例を示します。 
 

ADD #1, R0 ;Tビットは ADD演算で変更されません。 

CMP/EQ R1, R0 ;R0=R1のとき Tビットは 1にセットされる。 

BT TARGET ;Tビット=1（R0=R1）のとき TARGETに分岐する。 
 

RTEの遅延スロットで、ステータスレジスタ（SR）ビットは次のように参照されます。命令アクセスは変更の

前にMDビットを使用し、データアクセスは変更後のMDビットにアクセスします。変更後の他の S、T、M、Q、

FD、BL、RBビットを遅延スロットの命令実行のために使用します。STC、STC.L SR命令は、変更後すべての SR

ビットにアクセスします。 
 

（6） 定数値 

8ビットの定数値は命令コード、イミディエイト値で指定できます。また 16ビット、32ビットの定数値はメモ

リで定義することができ、PC相対ロード命令で参照できます。 
 

MOV.W @(disp, PC), Rn 

MOV.L @(disp, PC), Rn 
 

浮動小数点に対する PC相対ロード命令はありません。ただし、単精度浮動小数点レジスタに対して FLDI0、

FLDI1命令を使用することによって、0.0または 1.0にセットすることができます。 
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2.3.2 アドレッシングモード 

表 2.7にアドレッシングモードと実効アドレスの計算を示します。仮想アドレス空間のある位置をアクセスす

ると（MMUCR.AT＝1）、実効アドレスは物理アドレスに変換されます。複数の仮想メモリ空間システムを選択

した場合（MMUCR.SV＝0）、PTEHの最下位ビットもアクセスの ASIDとして参照されます。「2.7 メモリマ

ネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 
 

表 2.7 アドレッシングモードと実効アドレス 

アドレッシング 

モード 

命令 

フォーマット 

実効アドレスの計算方法 計算式 

レジスタ直接 Rn 実効アドレスはレジスタ Rnです。 

（オペランドはレジスタ Rnの内容です。） 

－ 

レジスタ間接 @Rn 実効アドレスはレジスタ Rnの内容です。 

Rn Rn
 

Rn→EA（EA：実効アドレス） 

ポストインクリメント 

レジスタ間接 

@Rn＋ 実効アドレスはレジスタ R n の内容です。命令実行後 R n

に定数を加算します。定数はオペランドサイズがバイトの

とき 1、ワードのとき 2、ロングワードのとき 4、クワッ

ドワードのとき 8です。 

Rn Rn

1/2/4/8

＋
Rn＋1/2/4/8

 

Rn→EA 

命令実行後 

バイト：Rn＋1→Rn 

ワード：Rn＋2→Rn 

ロングワード：Rn＋4→Rn 

クワッドワード：Rn＋8→Rn 

プリデクリメント 

レジスタ間接 

@－Rn 実効アドレスは、あらかじめ定数を減算したレジスタ Rn

の内容です。定数はバイトのとき 1、ワードのとき 2、ロ

ングワードのとき 4、クワッドワードのとき 8です。 

Rn

Rn－1/2/4/8

1/2/4/8

－
Rn－1/2/4/8

 

バイト：Rn－1→Rn 

ワード：Rn－2→Rn 

ロングワード：Rn－4→Rn 

クワッドワード：Rn－8→Rn 

Rn→EA 

（計算後の Rn で命令実行） 

ディスプレースメント 

付きレジスタ間接 

@(disp:4, Rn) 実効アドレスはレジスタ Rnに 4ビットディスプレースメ

ント dispを加算した内容です。dispはゼロ拡張後、オペ

ランドサイズによってバイトで 1倍、ワードで 2倍、ロン

グワードで 4倍します。 

Rn

Rn

＋disp×1/2/4

1/2/4

＋
disp(ゼロ拡張)

×

 

バイト：Rn＋disp→EA 

ワード：Rn＋disp×2→EA 

ロングワード：Rn＋disp×4→EA 
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アドレッシング 

モード 

命令 

フォーマット 

実効アドレスの計算方法 計算式 

インデックス付き 

レジスタ間接 

@(R0, Rn) 実効アドレスはレジスタ Rnに R0を加算した内容です。 

Rn

R0

Rn＋R0＋

 

Rn＋R0→EA 

ディスプレースメント 

付き GBR間接 

@(disp:8, GBR) 実効アドレスはレジスタGBRに 8ビットディスプレースメ

ント dispを加算した内容です。dispはゼロ拡張後、オペラ

ンドサイズによってバイトで 1倍、ワードで 2倍、ロング

ワードで 4倍します。 

GBR

GBR

＋disp×1/2/4

1/2/4

＋
disp(ゼロ拡張)

×

 

バイト：GBR＋disp→EA 

ワード：GBR＋disp×2→EA 

ロングワード：GBR＋disp×4→EA 

インデックス付き 

GBR間接 

@(R0, GBR) 実効アドレスはレジスタ GBRに R0を加算した内容です。

GBR

GBR＋R0

R0

＋

 

GBR＋R0→EA 

ディスプレースメント 

付き PC相対 

@(disp:8, PC) 実効アドレスは PC＋4に 8ビットディスプレースメント

dispを加算した内容です。dispはゼロ拡張後、オペランド

サイズによってワードで 2倍、ロングワードで 4倍します。

さらにロングワードのときはPCの下位2ビットをマスクし

ます。 

PC＋4＋disp×2
または
PC＆

H'FFFFFFFC＋4
＋disp×4

＋

×

2/4

disp(ゼロ拡張)

PC

H'FFFFFFFC ＋

＆

4

＊ ＊ロングワードのとき

ワード：PC＋4＋disp×2→EA 

ロングワード： 

PC & H'FFFFFFFC＋4＋disp×4→

EA 
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アドレッシング 

モード 

命令 

フォーマット 

実効アドレスの計算方法 計算式 

PC相対 disp:8 実効アドレスは PC＋4に 8ビットディスプレースメント

dispを符号拡張後 2倍し、加算した内容です。 

×

2

disp (符号拡張)
＋ PC＋4＋disp×2

PC

＋

4

 

PC＋4＋disp×2→Branch-Target 

 disp:12 実効アドレスは PC＋4に 12ビットディスプレースメント

dispを符号拡張後 2倍し、加算した内容です。 

×

2

disp(符号拡張)
＋ PC＋4＋disp×2

PC

＋

4

 

PC＋4＋disp×2→Branch-Target 

 Rn 実効アドレスは PC＋4に Rnを加算した内容です。 

PC＋4＋Rn

Rn

＋

PC

＋

4

 

PC＋4＋Rn→Branch-Target 

イミディエイト #imm:8 TST, AND, OR, XOR命令の 8ビットイミディエイト immは

ゼロ拡張します。 

－ 

 #imm:8 MOV, ADD, CMP/EQ命令の 8ビットイミディエイト immは

符号拡張します。 

－ 

 #imm:8 TRAPA命令の 8ビットイミディエイト immはゼロ拡張後、

4倍します。 

－ 

【注】 下記のディスプレースメント（disp）を伴うアドレッシングモードにおいて、本マニュアルのアセンブラ記述は、オペラ

ンドサイズに応じたスケーリング（×1、×2、×4）を行う前の値を書いています。これは、LSIの動作を明確にするた

めで、実際のアセンブラの記述は、各アセンブラの表記ルールを参照してください。 

  ＠（disp:4, Rn） ;ディスプレースメント付きレジスタ間接 

  ＠（disp:8, GBR） ;ディスプレースメント付き GBR間接 

  ＠（disp:8, PC） ;ディスプレースメント付き PC相対 

  disp:8, disp:12 ;PC相対 
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2.3.3 命令セット 

表 2.9～表 2.18に示す SuperH命令の説明に使用する表記を表 2.8に示します。 
 

表 2.8 命令リストの表記 

項目 フォーマット 説   明 

命令ニーモニック OP.Sz SRC,DEST 

 

OP：オペレーションコード 

Sz：サイズ 

SRC：ソースオペランド 

DEST：ソースおよび／またはデスティネーションオペランド 

Rm：ソースレジスタ 

Rn：デスティネーションレジスタ 

imm：イミディエイトデータ 

disp：ディスプレースメント 

演算の要約  →、←：転送方向 

(xx) ：メモリオペランド 

M/Q/T：SRのフラグビット 

&：各ビットの論理積 

| ：各ビットの論理和 

^：各ビット排他的論理和 

~：各ビットの論理否定 

<<n,>>n：nビットシフト 

命令コード MSB←→LSB mmmm：レジスタ番号（Rm、FRm） 

nnnn：レジスタ番号（Rn、FRn） 

0000：R0, FR0 

0001：R1, FR1 

 ： 

1111：R15, FR15 

mmm：レジスタ番号（DRm、XDm、Rm_BANK） 

nnn：レジスタ番号（DRn、XDn、Rn_BANK） 

000：DR0、XD0、R0_BANK 

001：DR2、XD2、R1_BANK 

 ： 

111：DR14、XD14、R7_BANK 

mm：レジスタ番号(FVm) 

nn： レジスタ番号(FVn) 
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項目 フォーマット 説   明 

命令コード MSB←→LSB 00： FV0 

01： FV4 

10： FV8 

11： FV12 

iiii：イミディエイト値 

dddd：ディスプレースメント 

特権モード － 「特権」と記載してある場合、特権モードでのみ実行可能です。 

Tビット 命令実行後の Tビットの値 －：変更なし 

新規 － 「新規」と記載してある場合は、プロセッサバージョンレジスタ（PVR）

の VERビットの値が H'20の SH-4Aで新規に追加された命令です。 

【注】 スケーリング（×1、×2、×4、×8）は命令オペランドのサイズに応じて実行されます。 
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表 2.9 固定小数点転送命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

MOV #imm,Rn imm→符号拡張→Rn 1110nnnniiiiiiii － － － 

MOV.W @(disp*,PC),Rn (disp×2+PC+4)→符号拡張→Rn 1001nnnndddddddd － － － 

MOV.L @(disp*,PC),Rn (disp×4+PC&H'FFFFFFFC+4)→Rn 1101nnnndddddddd － － － 

MOV Rm,Rn Rm→Rn 0110nnnnmmmm0011 － － － 

MOV.B Rm,@Rn Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0000 － － － 

MOV.W Rm,@Rn Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0001 － － － 

MOV.L Rm,@Rn Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0010 － － － 

MOV.B @Rm,Rn (Rm)→符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm0000 － － － 

MOV.W @Rm,Rn (Rm)→符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm0001 － － － 

MOV.L @Rm,Rn (Rm)→Rn 0110nnnnmmmm0010 － － － 

MOV.B Rm,@-Rn Rn-1→Rn, Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0100 － － － 

MOV.W Rm,@-Rn Rn-2→Rn, Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0101 － － － 

MOV.L Rm,@-Rn Rn-4→Rn, Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0110 － － － 

MOV.B @Rm+,Rn (Rm)→符号拡張→Rn, Rm+1→Rm 0110nnnnmmmm0100 － － － 

MOV.W @Rm+,Rn (Rm)→符号拡張→Rn, Rm+2→Rm 0110nnnnmmmm0101 － － － 

MOV.L @Rm+,Rn (Rm)→Rn, Rm+4→Rm 0110nnnnmmmm0110 － － － 

MOV.B R0,@(disp*,Rn) R0→(disp+Rn) 10000000nnnndddd － － － 

MOV.W R0,@(disp*,Rn) R0→(disp×2+Rn) 10000001nnnndddd － － － 

MOV.L Rm,@(disp*,Rn) Rm→(disp×4+Rn) 0001nnnnmmmmdddd － － － 

MOV.B @(disp*,Rm),R0 (disp+Rm)→符号拡張→R0 10000100mmmmdddd － － － 

MOV.W @(disp*,Rm),R0 (disp×2+Rm)→符号拡張→R0 10000101mmmmdddd － － － 

MOV.L @(disp*,Rm),Rn (disp×4+Rm)→Rn 0101nnnnmmmmdddd － － － 

MOV.B Rm,@(R0,Rn) Rm→(R0+Rn) 0000nnnnmmmm0100 － － － 

MOV.W Rm,@(R0,Rn) Rm→(R0+Rn) 0000nnnnmmmm0101 － － － 

MOV.L Rm,@(R0,Rn) Rm→(R0+Rn) 0000nnnnmmmm0110 － － － 

MOV.B @(R0,Rm),Rn (R0+Rm)→符号拡張→Rn 0000nnnnmmmm1100 － － － 

MOV.W @(R0,Rm),Rn (R0+Rm)→符号拡張→Rn 0000nnnnmmmm1101 － － － 

MOV.L @(R0,Rm),Rn (R0+Rm)→Rn 0000nnnnmmmm1110 － － － 

MOV.B R0,@(disp*,GBR) R0→(disp+GBR) 11000000dddddddd － － － 

MOV.W R0,@(disp*,GBR) R0→(disp×2+GBR) 11000001dddddddd － － － 

MOV.L R0,@(disp*,GBR) R0→(disp×4+GBR) 11000010dddddddd － － － 

MOV.B @(disp*,GBR),R0 (disp+GBR)→符号拡張→R0 11000100dddddddd － － － 

MOV.W @(disp*,GBR),R0 (disp×2+GBR)→符号拡張→R0 11000101dddddddd － － － 

MOV.L @(disp*,GBR),R0 (disp×4+GBR)→R0 11000110dddddddd － － － 

MOVA @(disp*,PC),R0 disp×4+PC&H'FFFFFFFC+4→R0 11000111dddddddd － － － 
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命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

MOVCO.L R0,@Rn LDST→T 

if(T==1)R0→(Rn) 

0→LDST 

0000nnnn01110011 － LDST 新規 

MOVLI.L @Rm,R0 1→LDST 

(Rm)→R0 

ただし、割り込み／例外発生時 0→LDST

0000mmmm01100011 － － 新規 

MOVUA.L @Rm,R0 (Rm)→R0 

非境界調整データのロード 

0100mmmm10101001 － － 新規 

MOVUA.L @Rm+,R0 (Rm)→R0,Rm+4→Rm 

非境界調整データのロード 

0100mmmm11101001 － － 新規 

MOVT Rn T→Rn 0000nnnn00101001 － － － 

SWAP.B Rm,Rn Rm→下位 2バイトの 

上下バイト交換→Rn 

0110nnnnmmmm1000 － － － 

SWAP.W Rm,Rn Rm→上下ワード交換→Rn 0110nnnnmmmm1001 － － － 

XTRCT Rm,Rn Rm:Rnの中央 32ビット→Rn 0010nnnnmmmm1101 － － － 

【注】 * ルネサスのアセンブラでは、dispにスケーリング後（×1、×2、×4）の値を設定します。 

 

表 2.10 算術演算命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

ADD Rm,Rn Rn+Rm→Rn 0011nnnnmmmm1100 － － － 

ADD #imm,Rn Rn+imm→Rn 0111nnnniiiiiiii － － － 

ADDC Rm,Rn Rn+Rm+T→Rn,キャリ→T 0011nnnnmmmm1110 － キャリ － 

ADDV Rm,Rn Rn+Rm→Rn,オーバフロー→T 0011nnnnmmmm1111 － オ－バ 

フロ－ 

－ 

CMP/EQ #imm,R0 R0=immのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

10001000iiiiiiii － 比較 

結果 

－ 

CMP/EQ Rm,Rn Rn=Rmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0000 － 比較 

結果 

－ 

CMP/HS Rm,Rn 無符号で Rn≧Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0010 － 比較 

結果 

－ 

CMP/GE Rm,Rn 有符号で Rn≧Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0011 － 比較 

結果 

－ 

CMP/HI Rm,Rn 無符号で Rn>Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0110 － 比較 

結果 

－ 

CMP/GT Rm,Rn 有符号で Rn>Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0111 － 比較 

結果 

－ 

CMP/PZ Rn Rn≧0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0100nnnn00010001 － 比較 

結果 

－ 
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命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

CMP/PL Rn Rn>0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0100nnnn00010101 － 比較 

結果 

－ 

CMP/STR Rm,Rn いずれかのバイトが等しいとき 1→T

それ以外のとき 0→T 

0010nnnnmmmm1100 － 比較 

結果 

－ 

DIV1 Rm,Rn 1ステップ除算(Rn÷Rm) 0011nnnnmmmm0100 － 計算 

結果 

－ 

DIV0S Rm,Rn Rn のMSB→Q, Rm のMSB→M,  

M^Q→T 

0010nnnnmmmm0111 － 計算 

結果 

－ 

DIV0U  0→M/Q/T 0000000000011001 － 0 － 

DMULS.L Rm,Rn 符号付きで Rn×Rm→MAC, 

32×32→64ビット 

0011nnnnmmmm1101 － － － 

DMULU.L Rm,Rn 符号なしで Rn×Rm→MAC, 

32×32→64ビット 

0011nnnnmmmm0101 － － － 

DT Rn Rn-1→Rn, Rn が 0のとき 1→T 

Rn が 0以外のとき 0→T 

0100nnnn00010000 － 比較 

結果 

－ 

EXTS.B Rm,Rn Rm をバイトから符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm1110 － － － 

EXTS.W Rm,Rn Rm をワードから符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm1111 － － － 

EXTU.B Rm,Rn Rm をバイトからゼロ拡張→Rn 0110nnnnmmmm1100 － － － 

EXTU.W Rm,Rn Rm をワードからゼロ拡張→Rn 0110nnnnmmmm1101 － － － 

MAC.L @Rm+,@Rn+ 符号付きで 

(Rn)×(Rm)+MAC→MAC 

Rn+4→Rn, Rm+4→Rm 

32×32＋64→64ビット 

0000nnnnmmmm1111 － － 

 

－ 

MAC.W @Rm+,@Rn+ 符号付きで 

(Rn)×(Rm)+MAC→MAC 

Rn+2→Rn, Rm+2→Rm 

16×16+64→64ビット 

0100nnnnmmmm1111 － － － 

MUL.L Rm,Rn Rn×Rm→MACL 

32×32→32ビット 

0000nnnnmmmm0111 － － － 

MULS.W Rm,Rn 符号付きで Rn×Rm→MACL 

16×16→32ビット 

0010nnnnmmmm1111 － － － 

MULU.W Rm,Rn 符号なしで Rn×Rm→MACL 

16×16→32ビット 

0010nnnnmmmm1110 － － － 

NEG Rm,Rn 0-Rm→Rn 0110nnnnmmmm1011 － － － 

NEGC Rm,Rn 0-Rm-T→Rn, ボロー→T 0110nnnnmmmm1010 － ボロー － 

SUB Rm,Rn Rn-Rm→Rn 0011nnnnmmmm1000 － － － 

SUBC Rm,Rn Rn-Rm-T→Rn,ボロー→T 0011nnnnmmmm1010 － ボロー － 

SUBV Rm,Rn Rn-Rm→Rn,アンダフロー→T 0011nnnnmmmm1011 － アンダ 

フロー 

－ 
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表 2.11 論理演算命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

AND Rm,Rn Rn & Rm→Rn 0010nnnnmmmm1001 － － － 

AND #imm,R0 R0 & imm→R0 11001001iiiiiiii － － － 

AND.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR) & imm→(R0+GBR) 11001101iiiiiiii － － － 

NOT Rm,Rn ~Rm→Rn 0110nnnnmmmm0111 － － － 

OR Rm,Rn Rn｜Rm→Rn 0010nnnnmmmm1011 － － － 

OR #imm,R0 R0｜imm→R0 11001011iiiiiiii － － － 

OR.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR) | imm→(R0+GBR) 11001111iiiiiiii － － － 

TAS.B @Rn (Rn)が 0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

両方に対して 1→(Rn)のMSB 

0100nnnn00011011 － テスト 

結果 

－ 

TST Rm,Rn Rn & Rm,結果が 0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0010nnnnmmmm1000 － テスト 

結果 

－ 

TST #imm,R0 R0 & imm,結果が 0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

11001000iiiiiiii － テスト 

結果 

－ 

TST.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR)&imm, 

結果が 0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

11001100iiiiiiii － テスト 

結果 

－ 

XOR Rm,Rn Rn ^ Rm→Rn 0010nnnnmmmm1010 － － － 

XOR #imm,R0 R0 ^ imm→R0 11001010iiiiiiii － － － 

XOR.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR) ^ imm→(R0+GBR) 11001110iiiiiiii － － － 
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表 2.12 シフト命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

ROTL Rn T←Rn←MSB 0100nnnn00000100 － MSB － 

ROTR Rn LSB→Rn→T 0100nnnn00000101 － LSB － 

ROTCL Rn T←Rn←T 0100nnnn00100100 － MSB － 

ROTCR Rn T→Rn→T 0100nnnn00100101 － LSB － 

SHAD Rm, Rn Rm≧0のとき Rn<<Rm→Rn, 

Rm<0のとき Rn>>Rm→[MSB→Rn] 

0100nnnnmmmm1100 － － － 

SHAL Rn T←Rn←0 0100nnnn00100000 － MSB － 

SHAR Rn MSB→Rn→T 0100nnnn00100001 － LSB － 

SHLD Rm, Rn Rm≧0のとき Rn<<Rm→Rn, 

Rm<0のとき Rn>>Rm→[0→Rn] 

0100nnnnmmmm1101 － － － 

SHLL Rn T←Rn←0 0100nnnn00000000 － MSB － 

SHLR Rn 0→Rn→T 0100nnnn00000001 － LSB － 

SHLL2 Rn Rn<<2→Rn 0100nnnn00001000 － － － 

SHLR2 Rn Rn>>2→Rn 0100nnnn00001001 － － － 

SHLL8 Rn Rn<<8→Rn 0100nnnn00011000 － － － 

SHLR8 Rn Rn>>8→Rn 0100nnnn00011001 － － － 

SHLL16 Rn Rn<<16→Rn 0100nnnn00101000 － － － 

SHLR16 Rn Rn>>16→Rn 0100nnnn00101001 － － － 
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表 2.13 分岐命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

BF label T=0のとき disp×2+PC+4→PC, 

T=1のとき nop 

10001011dddddddd － － － 

BF/S label 遅延分岐,T=0のとき disp×2+PC+4→PC, 

T=1のとき nop 

10001111dddddddd － － － 

BT label T=1のとき disp×2+PC+4→PC, 

T=0のとき nop 

10001001dddddddd － － － 

BT/S label 遅延分岐,T=1のとき disp×2+PC+4→PC, 

T=0のとき nop 

10001101dddddddd － － － 

BRA label 遅延分岐,disp×2+PC+4→PC 1010dddddddddddd － － － 

BRAF Rn 遅延分岐,Rn+PC+4→PC 0000nnnn00100011 － － － 

BSR label 遅延分岐,PC+4→PR, 

disp×2+PC+4→PC 

1011dddddddddddd － － － 

BSRF Rn 遅延分岐,PC+4→PR, 

Rn+PC+4→PC 

0000nnnn00000011 － － － 

JMP @Rn 遅延分岐,Rn→PC 0100nnnn00101011 － － － 

JSR @Rn 遅延分岐,PC+4→PR,Rn→PC 0100nnnn00001011 － － － 

RTS  遅延分岐,PR→PC 0000000000001011 － － － 

 

表 2.14 システム制御命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

CLRMAC  0→MACH,MACL 0000000000101000 － － － 

CLRS  0→S 0000000001001000 － － － 

CLRT  0→T 0000000000001000 － 0 － 

ICBI @Rn 論理アドレス Rn で示される命令

キャッシュを無効化  

0000nnnn11100011 － － 新規 

LDC Rm,SR Rm→SR 0100mmmm00001110 特権 LSB － 

LDC Rm,GBR Rm→GBR 0100mmmm00011110 － － － 

LDC Rm,VBR Rm→VBR 0100mmmm00101110 特権 － － 

LDC Rm,SGR Rm→SGR 0100mmmm00111010 特権 － 新規 

LDC Rm,SSR Rm→SSR 0100mmmm00111110 特権 － － 

LDC Rm,SPC Rm→SPC 0100mmmm01001110 特権 － － 

LDC Rm,DBR Rm→DBR 0100mmmm11111010 特権 － － 

LDC Rm,Rn_BANK Rm→Rn_BANK(n=0～7) 0100mmmm1nnn1110 特権 － － 

LDC.L @Rm+,SR (Rm)→SR,Rm+4→Rm 0100mmmm00000111 特権 LSB － 

LDC.L @Rm+,GBR (Rm)→GBR,Rm+4→Rm 0100mmmm00010111 － － － 
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命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

LDC.L @Rm+,VBR (Rm)→VBR,Rm+4→Rm 0100mmmm00100111 特権 － － 

LDC.L @Rm+,SGR (Rm)→SGR,Rm+4→Rm 0100mmmm00110110 特権 － 新規 

LDC.L @Rm+,SSR (Rm)→SSR,Rm+4→Rm 0100mmmm00110111 特権 － － 

LDC.L @Rm+,SPC (Rm)→SPC,Rm+4→Rm 0100mmmm01000111 特権 － － 

LDC.L @Rm+,DBR (Rm)→DBR,Rm+4→Rm 0100mmmm11110110 特権 － － 

LDC.L @Rm+,Rn_BANK (Rm)→Rn_BANK,Rm+4→Rm 0100mmmm1nnn0111 特権 － － 

LDS Rm,MACH Rm→MACH 0100mmmm00001010 － － － 

LDS Rm,MACL Rm→MACL 0100mmmm00011010 － － － 

LDS Rm,PR Rm→PR 0100mmmm00101010 － － － 

LDS.L @Rm+,MACH (Rm)→MACH,Rm+4→Rm 0100mmmm00000110 － － － 

LDS.L @Rm+,MACL (Rm)→MACL,Rm+4→Rm 0100mmmm00010110 － － － 

LDS.L @Rm+,PR (Rm)→PR,Rm+4→Rm 0100mmmm00100110 － － － 

LDTLB  PTEH/PTEL→TLB 0000000000111000 特権 － － 

MOVCA.L R0,@Rn （キャッシュブロックをフェッチせ

ずに）R0→(Rn) 

0000nnnn11000011 － － － 

NOP  無操作 0000000000001001 － － － 

OCBI @Rn オペランドキャッシュブロックを無

効にする 

0000nnnn10010011 － － － 

OCBP @Rn オペランドキャッシュブロックをラ

イトバックし無効にする 

0000nnnn10100011 － － － 

OCBWB @Rn オペランドキャッシュブロックをラ

イトバックする 

0000nnnn10110011 － － － 

PREF @Rn (Rn)→オペランドキャッシュ 0000nnnn10000011 － － － 

PREFI @Rn 32バイトの命令ブロックを命令キ

ャッシュに読み込む 

0000nnnn11010011 － － 新規 

RTE  遅延分岐,SSR/SPC→SR/PC 0000000000101011 特権 － － 

SETS  1→S 0000000001011000 － － － 

SETT  1→T 0000000000011000 － 1 － 

SLEEP  スリープ、ソフトウェアスタンバイ、

もしくはディープスタンバイ 

0000000000011011 特権 － － 

STC SR,Rn SR→Rn 0000nnnn00000010 特権 － － 

STC GBR,Rn GBR→Rn 0000nnnn00010010 － － － 

STC VBR,Rn VBR→Rn 0000nnnn00100010 特権 － － 

STC SSR,Rn SSR→Rn 0000nnnn00110010 特権 － － 

STC SPC,Rn SPC→Rn 0000nnnn01000010 特権 － － 

STC SGR,Rn SGR→Rn 0000nnnn00111010 特権 － － 

STC DBR,Rn DBR→Rn 0000nnnn11111010 特権 － － 
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命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

STC Rm_BANK,Rn Rm_BANK→Rn(m=0～7) 0000nnnn1mmm0010 特権 － － 

STC.L SR,@-Rn Rn-4→Rn,SR→(Rn) 0100nnnn00000011 特権 － － 

STC.L GBR,@-Rn Rn-4→Rn,GBR→(Rn) 0100nnnn00010011 － － － 

STC.L VBR,@-Rn Rn-4→Rn,VBR→(Rn) 0100nnnn00100011 特権 － － 

STC.L SSR,@-Rn Rn-4→Rn,SSR→(Rn) 0100nnnn00110011 特権 － － 

STC.L SPC,@-Rn Rn-4→Rn,SPC→(Rn) 0100nnnn01000011 特権 － － 

STC.L SGR,@-Rn Rn-4→Rn,SGR→(Rn) 0100nnnn00110010 特権 － － 

STC.L DBR,@-Rn Rn-4→Rn,DBR→(Rn) 0100nnnn11110010 特権 － － 

STC.L Rm_BANK,@-Rn Rn-4→Rn,Rm_BANK→(Rn) 

(m=0～7) 

0100nnnn1mmm0011 特権 － － 

STS MACH,Rn MACH→Rn 0000nnnn00001010 － － － 

STS MACL,Rn MACL→Rn 0000nnnn00011010 － － － 

STS PR,Rn PR→Rn 0000nnnn00101010 － － － 

STS.L MACH,@-Rn Rn-4→Rn,MACH→(Rn) 0100nnnn00000010 － － － 

STS.L MACL,@-Rn Rn-4→Rn,MACL→(Rn) 0100nnnn00010010 － － － 

STS.L PR,@-Rn Rn-4→Rn,PR→(Rn) 0100nnnn00100010 － － － 

SYNCO  本命令以前のデータ操作を完了する

まで、本命令以降の命令を開始しない

0000000010101011 － － 新規 

TRAPA #imm imm<<2→TRA,PC+2→SPC, 

SR→SSR,R15→SGR, 

1→SR.MD/BL/RB,H'160→EXPEVT, 

VBR+H'0100→PC 

11000011iiiiiiii － － － 
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表 2.15 浮動小数点単精度命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

FLDI0 FRn H'00000000→FRn 1111nnnn10001101 － － － 

FLDI1 FRn H'3F800000→FRn 1111nnnn10011101 － － － 

FMOV FRm,FRn FRm→FRn 1111nnnnmmmm1100 － － － 

FMOV.S @Rm,FRn (Rm)→FRn 1111nnnnmmmm1000 － － － 

FMOV.S @(R0,Rm),FRn (R0+Rm)→FRn 1111nnnnmmmm0110 － － － 

FMOV.S @Rm+,FRn (Rm)→FRn,Rm+4→Rm 1111nnnnmmmm1001 － － － 

FMOV.S FRm,@Rn FRm→(Rn) 1111nnnnmmmm1010 － － － 

FMOV.S FRm,@-Rn Rn-4→Rn,FRm→(Rn) 1111nnnnmmmm1011 － － － 

FMOV.S FRm,@(R0,Rn) FRm→(R0+Rn) 1111nnnnmmmm0111 － － － 

FMOV DRm,DRn DRm→DRn 1111nnn0mmm01100 － － － 

FMOV @Rm,DRn (Rm)→DRn 1111nnn0mmmm1000 － － － 

FMOV @(R0,Rm),DRn (R0+Rm)→DRn 1111nnn0mmmm0110 － － － 

FMOV @Rm+,DRn (Rm)→DRn,Rm+8→Rm 1111nnn0mmmm1001 － － － 

FMOV DRm,@Rn DRm→(Rn) 1111nnnnmmm01010 － － － 

FMOV DRm,@-Rn Rn-8→Rn,DRm→(Rn) 1111nnnnmmm01011 － － － 

FMOV DRm,@(R0,Rn) DRm→(R0+Rn) 1111nnnnmmm00111 － － － 

FLDS FRm,FPUL FRm→FPUL 1111mmmm00011101 － － － 

FSTS FPUL,FRn FPUL→FRn 1111nnnn00001101 － － － 

FABS FRn FRn & H'7FFF FFFF→FRn 1111nnnn01011101 － － － 

FADD FRm,FRn FRn+FRm→FRn 1111nnnnmmmm0000 － － － 

FCMP/EQ FRm,FRn FRn=FRmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnnnmmmm0100 － 比較 

結果 

－ 

FCMP/GT FRm,FRn FRn>FRmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnnnmmmm0101 － 比較 

結果 

－ 

FDIV FRm,FRn FRn/FRm→FRn 1111nnnnmmmm0011 － － － 

FLOAT FPUL,FRn (float)FPUL→FRn 1111nnnn00101101 － － － 

FMAC FR0,FRm,FRn FR0×FRm+FRn→FRn 1111nnnnmmmm1110 － － － 

FMUL FRm,FRn FRn×FRm→FRn 1111nnnnmmmm0010 － － － 

FNEG FRn FRn ^ H'80000000→FRn 1111nnnn01001101 － － － 

FSQRT FRn sqrt(FRn)→FRn* 1111nnnn01101101 － － － 

FSUB FRm,FRn FRn - FRm→FRn 1111nnnnmmmm0001 － － － 

FTRC FRm,FPUL (long)FRm→FPUL 1111mmmm00111101 － － － 

【注】 * sqrt(FRn)は FRnの平方根を表します。 
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表 2.16 浮動小数点倍精度命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

FABS DRn DRn&H'7FFF FFFF FFFF FFFF→DRn 1111nnn001011101 － － － 

FADD DRm,DRn DRn+DRm→DRn 1111nnn0mmm00000 － － － 

FCMP/EQ DRm,DRn DRn=DRmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnn0mmm00100 － 比較 

結果 

－ 

FCMP/GT DRm,DRn DRn>DRmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnn0mmm00101 － 比較 

結果 

－ 

FDIV DRm,DRn DRn/DRm→DRn 1111nnn0mmm00011 － － － 

FCNVDS DRm,FPUL double_to_float(DRm)→FPUL 1111mmm010111101 － － － 

FCNVSD FPUL,DRn float_to_double(FPUL)→DRn 1111nnn010101101 － － － 

FLOAT FPUL,DRn (float)FPUL→DRn 1111nnn000101101 － － － 

FMUL DRm,DRn DRn×DRm→DRn 1111nnn0mmm00010 － － － 

FNEG DRn DRn ^ H'8000 0000 0000 0000→DRn 1111nnn001001101 － － － 

FSQRT DRn sqrt(DRn)→DRn* 1111nnn001101101 － － － 

FSUB DRm,DRn DRn - DRm→DRn 1111nnn0mmm00001 － － － 

FTRC DRm,FPUL (long)DRm→FPUL 1111mmm000111101 － － － 

【注】 * sqrt(DRn)は DRnの平方根を表します。 

 

表 2.17 浮動小数点制御命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

LDS Rm,FPSCR Rm→FPSCR 0100mmmm01101010 － － － 

LDS Rm,FPUL Rm→FPUL 0100mmmm01011010 － － － 

LDS.L @Rm+,FPSCR (Rm)→FPSCR,Rm+4→Rm 0100mmmm01100110 － － － 

LDS.L @Rm+,FPUL (Rm)→FPUL,Rm+4→Rm 0100mmmm01010110 － － － 

STS FPSCR,Rn FPSCR→Rn 0000nnnn01101010 － － － 

STS FPUL,Rn FPUL→Rn 0000nnnn01011010 － － － 

STS.L FPSCR,@-Rn Rn-4→Rn,FPSCR→(Rn) 0100nnnn01100010 － － － 

STS.L FPUL,@-Rn Rn-4→Rn,FPUL→(Rn) 0100nnnn01010010 － － － 
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表 2.18 浮動小数点グラフィック強化命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

FMOV DRm,XDn DRm→XDn 1111nnn1mmm01100 － － － 

FMOV XDm,DRn XDm→DRn 1111nnn0mmm11100 － － － 

FMOV XDm,XDn XDm→XDn 1111nnn1mmm11100 － － － 

FMOV @Rm,XDn (Rm)→XDn 1111nnn1mmmm1000 － － － 

FMOV @Rm+,XDn (Rm)→XDn,Rm+8→Rm 1111nnn1mmmm1001 － － － 

FMOV @(R0,Rm),XDn (R0+Rm)→XDn 1111nnn1mmmm0110 － － － 

FMOV XDm,@Rn XDm→(Rn) 1111nnnnmmm11010 － － － 

FMOV XDm,@-Rn Rn-8→Rn,XDm→(Rn) 1111nnnnmmm11011 － － － 

FMOV XDm,@(R0,Rn) XDm→(R0+Rn) 1111nnnnmmm10111 － － － 

FIPR FVm,FVn inner_product(FVm,FVn) 

→FR[n+3] 

1111nnmm11101101 － － － 

FTRV XMTRX,FVn transform_vector(XMTRX,FVn) 

→FVn 

1111nn0111111101 － － － 

FRCHG  ～FRSCR.FR→FRSCR.FR 1111101111111101 － － － 

FSCHG  ～FPSCR.SZ→FPSCR.SZ 1111001111111101 － － － 

FPCHG  ～FPSCR.PR→FPSCR.PR 1111011111111101 － － 新規 

FSRRA FRn 1/sqrt(FRn)→FRn* 1111nnnn01111101 － － 新規 

FSCA FPUL,DRn sin(FPUL)→FRn 

cos(FPUL)→FR[n+1] 

1111nnn011111101 － － 新規 

【注】 * sqrt(FRn)は FRnの平方根を表します。 

 



 

2. SH-4A 

2-42  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

2.4 パイプライン動作 

SH-4Aは 2命令並列型（2-ILP, Instruction-Level-Parallelism）のスーパスカラパイプライン処理マイクロプロセッ

サです。命令実行はパイプライン化され、2つの命令を並行して実行できます。 

2.4.1 パイプライン 

図 2.10に基本パイプラインを示します。通常、パイプラインは命令フェッチ（I1、I2、I3）、デコード・レジ

スタリード（ID）、実行（E1、E2、E3）、ライトバック（WB）の 8ステージから構成されます。1つの命令は基

本パイプラインの組み合わせとして実行されます。 

（1）一般パイプライン

-命令フェッチ -命令デコード
-発行
-レジスタリード

-ライトバック-演算-フォワーディング

-アドレス計算

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

（2）一般ロード／ストアパイプライン

（3）特殊パイプライン

（4）特殊ロード／ストアパイプライン

（5）浮動小数点パイプライン

（6）浮動小数点拡張パイプライン

-命令フェッチ -プリデコード -命令デコード
-発行

-演算
-ライトバック

-演算 -演算-レジスタリード
-フォワーディング

I1 I2 ID FS1 FS2 FS4FS3 FS

-演算

-命令フェッチ -プリデコード -命令デコード
-発行

-レジスタリード
-フォワーディング

-演算 -演算 -演算 -演算 -演算 -演算
-ライトバック

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

-命令フェッチ -命令デコード
-発行
-レジスタリード

-ライトバック-メモリデータアクセス

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

-フォワーディング-命令フェッチ -命令デコード
-発行
-レジスタリード

-ライトバック-演算

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

-命令フェッチ

-プリデコード

-プリデコード

-プリデコード

-プリデコード -命令デコード
-発行
-レジスタリード

I1 I2

I3

I3

I3

I3

I3 ID E1 E2 E3 WB

 

図 2.10 基本パイプライン 
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図 2.11～図 2.19に命令実行パターンを示します。図 2.11～図 2.19で使用する表記とその意味を以下に示しま

す。 
 

表 2.19 命令実行パターン表記説明 

表   記 意   味 

E1 E2 E3 WB  
CPU EXパイプ占有 

S1 S2 S3 WB  
CPU LSパイプ占有 

（メモリアクセスを伴う場合） 

s1 s2 s3 WB  
CPU LSパイプ占有 

（メモリアクセスを伴わない場合） 

E1/S1 
CPU EXか LSの 

いずれか一方を占有 

E1S1 E1s1、  
CPU EXと LSの 

両方を占有 

M2 M3 MS  
CPU MULT演算器占有 

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS  
FPU-EXパイプ占有 

FS1 FS2 FS3 FS4 FS  
FPU-LSパイプ占有 

ID  
IDステージをロック 

 
CPUと FPU両方のパイプを占有 
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（1-1）BF、BF/S、BT、BT/S、BRA、BSR；1発行サイクル＋0～3分岐サイクル

I1 I2 I3

（I1） （ID）

ID E1/S1 E2/s2 E3/s3 WB

I3

I3

I3

（I2） （I3）

（1-2）JSR、JMP、BRAF、BSRF；1発行サイクル＋4分岐サイクル

I1 I2 ID E1/S1 E2/S2 E3/S3 WB

（分岐先命令）

（1-3）RTS；1発行サイクル＋0～4分岐サイクル

I1 I2 ID E1/S1 E2/S2 E3/S3 WB

（1-4）RTE；4発行サイクル＋2分岐サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB
E2s2ID E3s3

ID
WB

ID

【注】例外ハンドラの先頭命令のIDステージまで
         15サイクルです。

（1-5）TRAPA；8発行サイクル＋5サイクル＋2分岐サイクル

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB
E1s1 E3s3E2s2

E1s1
E1s1

E1s1
E1s1

E2s2
E2s2

E2s2
E2s2

E3s3
E3s3

E3s3
E3s3

WB
WB

WB
WB

E2s2 E3s3 WB
E2s2 E3s3 WB

E1s1
E1s1

【注】クロック停止期間は状態により変化します。

（1-6）SLEEP；2発行サイクル

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB
E1s1

（I1） （ID）（I2） （I3） （分岐先命令）

（I1） （ID）（I2） （I3） （分岐先命令）

（I1） （ID）（I2）（I3）

（I1） （ID）（I2） （I3） （分岐先命令）

【注】分岐命令のうち（1-1）に類するものは、
命令の先読みにより分岐サイクルが軽減
される場合があります。

E2s2 E3s3 WB

【注】 RTS命令については、命令の先読みにより
分岐サイクルが0となる場合があります。

E1s1

ID

ID
ID

ID
ID

ID
ID

WB

ID  

図 2.11 命令実行パターン（1） 
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（2-1）1ステップ演算（EXタイプ）；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID E1 E2 E3 WB

I3

I3

I3

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID WB

I1 I2 ID E1/S1 E2/s2 E3/s3

E1/s1 E2/s2 E3/S3

WB

（2-2）1ステップ演算（LSタイプ）；1発行サイクル

（2-3）1ステップ演算（MTタイプ）；1発行サイクル

（2-4）MOV（MTタイプ）；1発行サイクル

EXT[SU].[BW]、MOVT、SWAP、XTRCT、ADD*、CMP*、DIV*、DT、NEG*、SUB*、AND、AND#、NOT、
OR、OR#、TST、TST#、XOR、XOR#、ROT*、SHA*、SHL*、CLRS、CLRT、SETS、SETT

MOV#、NOP

MOVA

MOV

【注】AND#、OR#、TST#、XOR#はGBR相対命令を除く

 

図 2.12 命令実行パターン（2） 
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（3-1）ロード／ストア；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

I3

I3

I3

I3

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（3-2）AND.B、OR.B、XOR.B、TST.B；3発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（3-3）TAS.B；4発行サイクル

（3-4）PREF、OCBI、OCBP、OCBWB、MOVCA.L、SYNCO；1発行サイクル

E2S2 E3S3 WB

MOV.[BWL]、MOV.[BWL]@(d,GBR)

E1S1

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

E2S2 E3S3 WBE1S1

E2S2 E3S3 WBE1S1

E2s2 E3s3E1s1

（3-5）LDTLB；1発行サイクル

I1 I2 ID WB

（3-6）ICBI；8発行サイクル＋5サイクル＋4分岐サイクル

（3-7）PREFI；5発行サイクル＋5サイクル＋4分岐サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

（3-8）MOVLI.L；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

I3

I3

（3-9）MOVCO.L；1発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（3-10）MOVUA.L；2発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
S1 S2 S3 WB

ID
ID

ID
ID

ID

E1s1 E2s2 E3s3 WBID

E1s1
E1s1

E1s1

E2s2
E2s2

E2s2

E3s3
E3s3

E3s3

WB
WB

WB

（I1） （ID）（I2） （I3）

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

E1s1
E1s1

E1s1

E2s2
E2s2

E2s2

E3s3
E3s3

E3s3

WB
WB

WB

（I1） （ID）（I2）（I3）

ID

ID
ID

ID

ID
ID

ID

ID
ID

ID

（PREFIの次の命令に分岐します。）

（ICBIの次の命令に分岐します。）

最低５サイクル

最低５サイクル

 

図 2.13 命令実行パターン（3） 
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（4-1）Rp_BANK/SSR/SPC/VBRへのLDC；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

（4-2）DBR/SGRへのLDC；4発行サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

（4-3）GBRへのLDC；1発行サイクル

（4-4）SRへのLDC；4発行サイクル＋4分岐サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（4-5）Rp_BANK/SSR/SPC/VBRへのLDC.L；1発行サイクル

I1 I2 ID E1s1 E2s2 E3s3 WB

（4-6）DBR/SGRへのLDC.L；4発行サイクル

（4-7）GBRへのLDC.L；1発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
ID

ID
ID

I1 I2 ID E1S1 E2S2 E3S3 WB
ID

ID
ID

ID
ID

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（4-8）SRへのLDC.L；6発行サイクル＋4分岐サイクル

（I1） （ID）（I2） （I3）

（次の命令へ分岐します）

（I1） （ID）（I2） （I3）

（次の命令へ分岐します）

ID

ID
ID

ID

ID
ID

 

図 2.14 命令実行パターン（4） 
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（4-9）DBR/GBR/Rp_BANK/SSR/SPC/VBR/SGRからのSTC；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

（4-10）SRからのSTC；1発行サイクル

（4-11）DBR/GBR/Rp_BANK/SSR/SPC/VBR/SGRからのSTC.L；1発行サイクル

I1 I2 ID WB

I1 I2 ID S1 S2 S3

E1s1 E2s2 E3s3

WB

（4-12）SRからのSTC.L；1発行サイクル

（4-13）PRへのLDS；1発行サイクル

I1 I2 ID WB

I1 I2 ID S1 S2 S3

E1S1 E2S2 E3S3

WB

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

（4-14）PRへのLDS.L；1発行サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

（4-15）PRからのSTS；1発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（4-16）PRからのSTS.L；1発行サイクル

（I1） （I2） （I3） （ID）（??1）（??2）（??3）（WB）

（4-17）BSRF、BSR、JSRの遅延スロット命令（PRセット）；0発行サイクル

【注】遅延スロット命令のE3ステージでPRの値が更新されます。
　　　遅延スロットにPRからのSTS、STS.L命令が使用されている場合、
　　　更新されたPRの値が使用されます。  

図 2.15 命令実行パターン（5） 
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（5-1）MACH/LへのLDS；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB
MS

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

（5-2）MACH/LへのLDS.L；1発行サイクル

（5-3）MACH/LからのSTS；1発行サイクル

（5-4）MACH/LからのSTS.L；1発行サイクル

I1 I2 ID E1 M2 M3

E1 M2 M3

MS

E1 M2 M3 MS

M2 M3 MS

（5-5）MULS.W、MULU.W；1発行サイクル

（5-6）DMULS.L、DMULU.L、MUL.L；1発行サイクル

（5-7）CLRMAC；1発行サイクル

I1 I2 ID

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
S1 S2 S3 WB

I1 I2 ID

（5-8）MAC.W；2発行サイクル

（5-9）MAC.L；2発行サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB
MS

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
MS

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
MS

M2 M3 MS

M2 M3 MS
M2 M3

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
S1 S2 S3 WBID

ID

 

図 2.16 命令実行パターン（6） 
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（6-1）FPULへのLDS；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3

s1 s2 s3 WB

s1 s2 s3 WB

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS

FS1 FS2 FS3 FS4 FS

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS

FS1 FS2 FS3 FS4 FS

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

（6-2）FPULからのSTS；1発行サイクル

（6-3）FPULへのLDS.L；1発行サイクル

（6-4）FPULからのSTS.L；1発行サイクル

（6-5）FPSCRへのLDS；1発行サイクル

（6-6）FPSCRからのSTS；1発行サイクル

（6-7）FPSCRへのLDS.L；1発行サイクル

（6-8）FPSCRからのSTS.L；1発行サイクル

（6-9）FPUロードストア命令FMOV；1発行サイクル

I1 I2 ID

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

S1 S2 S3

S1 S2 S3

WB

I1 I2 ID s1 s2 s3

I1 I2 ID WB

S1 S2 S3 WB

FS1 FS2 FS3 FS4

S1 S2 S3 WB

FS1 FS2 FS3 FS4 FS
s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID

（6-10）FLDS；1発行サイクル

I1 I2 ID

I1 I2 ID

I1 I2 ID

（6-11）FSTS；1発行サイクル

I1 I2 ID

I1 I2 ID

s1 s2 s3
FS  

図 2.17 命令実行パターン（7） 
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（6-12）単精度FABS、FNEG／倍精度FABS、FNEG；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3
FS1 FS2 FS3 FS4 FS

（6-13）FLDI0、FLDI1；1発行サイクル

（6-14）単精度浮動小数点演算；1発行サイクル

（6-15）単精度FDIV/FSQRT；1発行サイクル

（6-16）倍精度浮動小数点演算；1発行サイクル

（6-17）倍精度浮動小数点演算；1発行サイクル

（6-18）倍精度FDIV/FSQRT；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3
FS1 FS2 FS3 FS4

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FS
FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4
FEDS（除算器占有サイクル）

FE5 FE6 FS

FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FS

FCMP/EQ、FCMP/GT、FADD、FLOAT、FMAC、FMUL、FSUB、FTRC、FRCHG、FSCHG、FPCHG

FCMP/EQ、FCMP/GT、FADD、FLOAT、FSUB、FTRC、FCNVSD、FCNVDS

FMUL

I1 I2 I3 ID
FEDS（除算器占有サイクル）

FS

 

図 2.18 命令実行パターン（8） 
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（6-19）FIPR；1発行サイクル

（6-20）FTRV；1発行サイクル

（6-21）FSRRA；1発行サイクル

（6-22）FSCA；1発行サイクル

関数演算器占有サイクル

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3
FEPL

FEPL

FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID FE1 FE2
FE1 FE2

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

I1 I2 I3 ID FE1 FE2
FE1 FE2

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

関数演算器占有サイクル

FS

FS

 

図 2.19 命令実行パターン（9） 
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2.4.2 並列実行性 

命令は利用する内部機能ブロックにより、表 2.20に示すようなグループに分類されます。表 2.21に並列実行

可能な 2つの命令の組み合わせをグループごとに示します。たとえば、EXグループに分類された ADDと BRグ

ループの BRAは並列実行できます。 
 

表 2.20 命令グループ 

命令 

グループ 

命   令 

EX ADD 

ADDC 

ADDV 

AND #imm,R0 

AND Rm,Rn 

CLRMAC 

CLRS 

CLRT 

CMP 

DIV0S 

DIV0U 

DIV1 

DMUS.L 

DMULU.L 

DT 

EXTS 

EXTU 

MOVT 

MUL.L 

MULS.W 

MULU.W 

NEG 

NEGC 

NOT 

OR #imm,R0 

OR Rm,Rn 

ROTCL 

ROTCR 

ROTL 

ROTR 

SETS 

SETT 

SHAD 

SHAL 

SHAR 

SHLD 

SHLL 

SHLL2 

SHLL8 

SHLL16 

SHLR 

SHLR2 

SHLR8 

SHLR16 

SUB 

SUBC 

SUBV 

SWAP 

TST #imm,R0 

TST Rm,Rn 

XOR #imm,R0 

XOR Rm,Rn 

XTRCT 

 

MT MOV #imm,Rn MOV Rm,Rn  NOP  

BR BF 

BF/S 

BRA 

BRAF 

BSR 

BSRF 

BT 

BT/S 

JMP 

JSR 

RTS 

LS FABS 

FNEG 

FLDI0 

FLDI1 

FLDS 

FMOV @adr,FR 

FMOV FR,@adr 

FMOV FR,FR 

FMOV.S @adr,FR 

FMOV.S FR,@adr 

FSTS 

LDC Rm,CR1 

LDC.L @Rm+,CR1 

LDS Rm,SR1 

LDS Rm,SR2 

LDS.L @adr,SR2 

LDS.L @Rm+,SR1  

LDS.L @Rm+,SR2 

MOV.[BWL] @adr,R 

MOV.[BWL] R,@adr 

MOVA 

MOVCA.L 

MOVUA 

OCBI 

OCBP 

OCBWB 

PREF 

STC CR2,Rn 

STC.L CR2,@-Rn 

STS SR2,Rn 

STS.L SR2,@-Rn 

STS SR1,Rn 

STS.L SR1,@-Rn 
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命令 

グループ 

命   令 

FE FADD 

FSUB 

FCMP（S/D） 

FCNVDS 

FCNVSD 

FDIV 

FIPR 

FLOAT 

FMAC 

FMUL 

FRCHG 

FSCHG 

FSQRT 

FTRC 

FTRV 

FSCA 

FSRRA 

FPCHG 

CO AND.B #imm,@(R0,GBR)

ICBI 

LDC Rm,DBR 

LDC Rm,SGR 

LDC Rm,SR 

LDC.L @Rm+,DBR 

LDC.L @Rm+,SGR 

LDC.L @Rm+,SR 

LDTLB 

MAC.L 

MAC.W 

MOVCO 

MOVLI 

OR.B #imm,@(R0,GBR) 

PREFI 

RTE 

SLEEP 

STC SR,Rn 

STC.L SR,@-Rn 

SYNCO 

TAS.B 

TRAPA 

TST.B #imm,@(R0,GBR) 

XOR.B #imm,@(R0,GBR) 

【記号説明】 R ：Rm/Rn 

  @adr ：アドレス 

  SR1 ：MACH/MACL/PR 

  SR2 ：FPUL/FPSCR 

  CR1 ：GBR/Rp_BANK/SPC/SSR/VBR 

  CR2 ：CR1/DBR/SGR 

  FR ：FRm/FRn/DRm/DRn/XDm/XDn 

 

2命令の同時実行は次の場合に限ります。 

1. addr（先行）とaddr+2（後行）の2命令で1Kバイト（最小のページサイズ）をまたがないこと 

2. 表2.21（先行・後行掛け合わせ表）で同時実行可能である（○となっている）こと 

3. addrにある命令がそれ以前の命令とデータコンフリクトがないこと 

4. addr+2にある命令がそれ以前の命令とデータコンフリクトがないこと 

5. 2命令とも有効であること 
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表 2.21 先行・後行掛け合わせ表 

先行命令（addr）  

EX MT BR LS FE CO 

EX × ○ ○ ○ ○ 

MT ○ ○ ○ ○ ○ 

BR ○ ○ × ○ ○ 

LS ○ ○ ○ × ○ 

FE ○ ○ ○ ○ × 

 後行命令 

（addr+2） 

CO  × 
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2.4.3 発行レートと実行ステート 

命令の発行レートと実行ステートを表 2.22に示します。表 2.22中の命令グループは表 2.20における分類に対

応します。また、本節に示す発行レートと実行ステートでは、パイプラインストールによるペナルティサイクル

は考慮していません。 
 
（1）発行レート

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

発行レート：3

E2S2 E3S3 WB

発行レートは、命令の発行と次の命令の発行の間隔を示します。

（例）AND.B命令

E1S1

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

MS
S2 S3 WBS1

ID
ID

ID

（I1） （ID）（I2） （I3）次命令

M3M2
発行レート：2

（I1） （I3） （ID）（I2）次命令

（例）MAC.W命令

実行ステートは、命令がパイプラインを占有するサイクル数を次の基準で示します。

・CPU命令
（例）AND.B命令

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

実行ステート：3

E2S2 E3S3 WBE1S1ID
ID

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

MS
S2 S3 WBS1ID

M3M2

（例）MAC.W命令
実行ステート：4

・FPU命令
（例）FMUL命令

実行ステート：14
（例）FDIV命令

（2）実行ステート

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FS
FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID

I1 I2 I3 ID
除算器占有サイクル

FS

実行ステート：3

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
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表 2.22 発行レートと実行ステート 

機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

1 EXTS.B Rm,Rn EX 1 1 2-1 

2 EXTS.W Rm,Rn EX 1 1 2-1 

3 EXTU.B Rm,Rn EX 1 1 2-1 

4 EXTU.W Rm,Rn EX 1 1 2-1 

5 MOV Rm,Rn MT 1 1 2-4 

6 MOV #imm,Rn MT 1 1 2-3 

7 MOVA @(disp,PC),R0 LS 1 1 2-2 

8 MOV.W @(disp,PC),Rn LS 1 1 3-1 

9 MOV.L @(disp,PC),Rn LS 1 1 3-1 

10 MOV.B @Rm,Rn LS 1 1 3-1 

11 MOV.W @Rm,Rn LS 1 1 3-1 

12 MOV.L @Rm,Rn LS 1 1 3-1 

13 MOV.B @Rm+,Rn LS 1 1 3-1 

14 MOV.W @Rm+,Rn LS 1 1 3-1 

15 MOV.L @Rm+,Rn LS 1 1 3-1 

16 MOV.B @(disp,Rm),R0 LS 1 1 3-1 

17 MOV.W @(disp,Rm),R0 LS 1 1 3-1 

18 MOV.L @(disp,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

19 MOV.B @(R0,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

20 MOV.W @(R0,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

21 MOV.L @(R0,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

22 MOV.B @(disp,GBR),R0 LS 1 1 3-1 

23 MOV.W @(disp, GBR),R0 LS 1 1 3-1 

24 MOV.L @(disp, GBR),R0 LS 1 1 3-1 

25 MOV.B Rm,@Rn LS 1 1 3-1 

26 MOV.W Rm,@Rn LS 1 1 3-1 

27 MOV.L Rm,@Rn LS 1 1 3-1 

28 MOV.B Rm,@-Rn LS 1 1 3-1 

29 MOV.W Rm,@-Rn LS 1 1 3-1 

30 MOV.L Rm,@-Rn LS 1 1 3-1 

31 MOV.B R0,@(disp,Rn) LS 1 1 3-1 

32 MOV.W R0,@(disp,Rn) LS 1 1 3-1 

33 MOV.L Rm,@(disp,Rn) LS 1 1 3-1 

34 MOV.B Rm,@(R0,Rn) LS 1 1 3-1 

データ 

転送命令 

35 MOV.W Rm,@(R0,Rn) LS 1 1 3-1 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

36 MOV.L Rm,@(R0,Rn) LS 1 1 3-1 

37 MOV.B R0,@(disp,GBR) LS 1 1 3-1 

38 MOV.W R0,@(disp,GBR) LS 1 1 3-1 

39 MOV.L R0,@(disp,GBR) LS 1 1 3-1 

40 MOVCA.L R0,@Rn LS 1 1 3-4 

41 MOVCO.L R0,@Rn CO 1 1 3-9 

42 MOVLI.L @Rm,R0 CO 1 1 3-8 

43 MOVUA.L @Rm,R0 LS 2 2 3-10 

44 MOVUA.L @Rm+,R0 LS 2 2 3-10 

45 MOVT Rn EX 1 1 2-1 

46 OCBI @Rn LS 1 1 3-4 

47 OCBP @Rn LS 1 1 3-4 

48 OCBWB @Rn LS 1 1 3-4 

49 PREF @Rn LS 1 1 3-4 

50 SWAP.B Rm,Rn EX 1 1 2-1 

51 SWAP.W Rm,Rn EX 1 1 2-1 

データ 

転送命令 

52 XTRCT Rm,Rn EX 1 1 2-1 

53 ADD Rm,Rn EX 1 1 2-1 

54 ADD #imm,Rn EX 1 1 2-1 

55 ADDC Rm,Rn EX 1 1 2-1 

56 ADDV Rm,Rn EX 1 1 2-1 

57 CMP/EQ #imm,R0 EX 1 1 2-1 

58 CMP/EQ Rm,Rn EX 1 1 2-1 

59 CMP/GE Rm,Rn EX 1 1 2-1 

60 CMP/GT Rm,Rn EX 1 1 2-1 

61 CMP/HI Rm,Rn EX 1 1 2-1 

62 CMP/HS Rm,Rn EX 1 1 2-1 

63 CMP/PL Rn EX 1 1 2-1 

64 CMP/PZ Rn EX 1 1 2-1 

65 CMP/STR Rm,Rn EX 1 1 2-1 

66 DIV0S Rm,Rn EX 1 1 2-1 

67 DIV0U  EX 1 1 2-1 

68 DIV1 Rm,Rn EX 1 1 2-1 

69 DMULS.L Rm,Rn EX 1 2 5-6 

70 DMULU.L Rm,Rn EX 1 2 5-6 

71 DT Rn EX 1 1 2-1 

固定小数点 

算術命令 

72 MAC.L @Rm+,@Rn+ CO 2 5 5-9 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

73 MAC.W @Rm+,@Rn+ CO 2 4 5-8 

74 MUL.L Rm,Rn EX 1 2 5-6 

75 MULS.W Rm,Rn EX 1 1 5-5 

76 MULU.W Rm,Rn EX 1 1 5-5 

77 NEG Rm,Rn EX 1 1 2-1 

78 NEGC Rm,Rn EX 1 1 2-1 

79 SUB Rm,Rn EX 1 1 2-1 

80 SUBC Rm,Rn EX 1 1 2-1 

固定小数点 

算術命令 

81 SUBV Rm,Rn EX 1 1 2-1 

82 AND Rm,Rn EX 1 1 2-1 

83 AND #imm,R0 EX 1 1 2-1 

84 AND.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

85 NOT Rm,Rn EX 1 1 2-1 

86 OR Rm,Rn EX 1 1 2-1 

87 OR #imm,R0 EX 1 1 2-1 

88 OR.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

89 TAS.B @Rn CO 4 4 3-3 

90 TST Rm,Rn EX 1 1 2-1 

91 TST #imm,R0 EX 1 1 2-1 

92 TST.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

93 XOR Rm,Rn EX 1 1 2-1 

94 XOR #imm,R0 EX 1 1 2-1 

論理命令 

95 XOR.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

96 ROTL Rn EX 1 1 2-1 

97 ROTR Rn EX 1 1 2-1 

98 ROTCL Rn EX 1 1 2-1 

99 ROTCR Rn EX 1 1 2-1 

100 SHAD Rm,Rn EX 1 1 2-1 

101 SHAL Rn EX 1 1 2-1 

102 SHAR Rn EX 1 1 2-1 

103 SHLD Rm,Rn EX 1 1 2-1 

104 SHLL Rn EX 1 1 2-1 

105 SHLL2 Rn EX 1 1 2-1 

106 SHLL8 Rn EX 1 1 2-1 

107 SHLL16 Rn EX 1 1 2-1 

108 SHLR Rn EX 1 1 2-1 

シフト命令 

109 SHLR2 Rn EX 1 1 2-1 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

110 SHLR8 Rn EX 1 1 2-1 シフト命令 

111 SHLR16 Rn EX 1 1 2-1 

112 BF disp BR 1+0～2 1 1-1 

113 BF/S disp BR 1+0～2 1 1-1 

114 BT disp BR 1+0～2 1 1-1 

115 BT/S disp BR 1+0～2 1 1-1 

116 BRA disp BR 1+0～2 1 1-1 

117 BRAF Rm BR 1+3 1 1-2 

118 BSR disp BR 1+0～2 1 1-1 

119 BSRF Rm BR 1+3 1 1-2 

120 JMP @Rn BR 1+3 1 1-2 

121 JSR @Rn BR 1+3 1 1-2 

分岐命令 

122 RTS  BR 1+0～3 1 1-3 

123 NOP  MT 1 1 2-3 

124 CLRMAC  EX 1 1 5-7 

125 CLRS  EX 1 1 2-1 

126 CLRT  EX 1 1 2-1 

127 ICBI @Rn CO 8+5+3 13 3-6 

128 SETS  EX 1 1 2-1 

129 SETT  EX 1 1 2-1 

130 PREFI @Rn CO 5+5+3 10 3-7 

131 SYNCO  CO 不定 不定 3-4 

132 TRAPA #imm CO 8+5+1 13 1-5 

133 RTE  CO 4+1 4 1-4 

134 SLEEP  CO 不定 不定 1-6 

135 LDTLB  CO 1 1 3-5 

136 LDC Rm,DBR CO 4 4 4-2 

137 LDC Rm,SGR CO 4 4 4-2 

138 LDC Rm,GBR LS 1 1 4-3 

139 LDC Rm,Rp_BANK LS 1 1 4-1 

140 LDC Rm,SR CO 4+3 4 4-4 

141 LDC Rm,SSR LS 1 1 4-1 

142 LDC Rm,SPC LS 1 1 4-1 

143 LDC Rm,VBR LS 1 1 4-1 

144 LDC.L @Rm+,DBR CO 4 4 4-6 

システム制御 

命令 

145 LDC.L @Rm+,SGR CO 4 4 4-6 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

146 LDC.L @Rm+,GBR LS 1 1 4-7 

147 LDC.L @Rm+,Rp_BANK LS 1 1 4-5 

148 LDC.L @Rm+,SR CO 6+3 4 4-8 

149 LDC.L @Rm+,SSR LS 1 1 4-5 

150 LDC.L @Rm+,SPC LS 1 1 4-5 

151 LDC.L @Rm+,VBR LS 1 1 4-5 

152 LDS Rm,MACH LS 1 1 5-1 

153 LDS Rm,MACL LS 1 1 5-1 

154 LDS Rm,PR LS 1 1 4-13 

155 LDS.L @Rm+,MACH LS 1 1 5-2 

156 LDS.L @Rm+,MACL LS 1 1 5-2 

157 LDS.L @Rm+,PR LS 1 1 4-14 

158 STC DBR,Rn LS 1 1 4-9 

159 STC SGR,Rn LS 1 1 4-9 

160 STC GBR,Rn LS 1 1 4-9 

161 STC Rp_BANK,Rn LS 1 1 4-9 

162 STC SR,Rn CO 1 1 4-10 

163 STC SSR,Rn LS 1 1 4-9 

164 STC SPC,Rn LS 1 1 4-9 

165 STC VBR,Rn LS 1 1 4-9 

166 STC.L DBR,@-Rn LS 1 1 4-11 

167 STC.L SGR,@-Rn LS 1 1 4-11 

168 STC.L GBR,@-Rn LS 1 1 4-11 

169 STC.L Rp_BANK,@-Rn LS 1 1 4-11 

170 STC.L SR,@-Rn CO 1 1 4-12 

171 STC.L SSR,@-Rn LS 1 1 4-11 

172 STC.L SPC,@-Rn LS 1 1 4-11 

173 STC.L VBR,@-Rn LS 1 1 4-11 

174 STS MACH,Rn LS 1 1 5-3 

175 STS MACL,Rn LS 1 1 5-3 

176 STS PR,Rn LS 1 1 4-15 

177 STS.L MACH,@-Rn LS 1 1 5-4 

178 STS.L MACL,@-Rn LS 1 1 5-4 

システム制御 

命令 

179 STS.L PR,@-Rn LS 1 1 4-16 

180 FLDI0 FRn LS 1 1 6-13 

181 FLDI1 FRn LS 1 1 6-13 

単精度 

浮動小数点 

命令 
182 FMOV FRm,FRn LS 1 1 6-9 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

183 FMOV.S @Rm,FRn LS 1 1 6-9 

184 FMOV.S @Rm+,FRn LS 1 1 6-9 

185 FMOV.S @(R0,Rm),FRn LS 1 1 6-9 

186 FMOV.S FRm,@Rn LS 1 1 6-9 

187 FMOV.S FRm,@-Rn LS 1 1 6-9 

188 FMOV.S FRm,@(R0,Rn) LS 1 1 6-9 

189 FLDS FRm,FPUL LS 1 1 6-10 

190 FSTS FPUL,FRn LS 1 1 6-11 

191 FABS FRn LS 1 1 6-12 

192 FADD FRm,FRn FE 1 1 6-14 

193 FCMP/EQ FRm,FRn FE 1 1 6-14 

194 FCMP/GT FRm,FRn FE 1 1 6-14 

195 FDIV FRm,FRn FE 1 14 6-15 

196 FLOAT FPUL,FRn FE 1 1 6-14 

197 FMAC FR0,FRm,FRn FE 1 1 6-14 

198 FMUL FRm,FRn FE 1 1 6-14 

199 FNEG FRn LS 1 1 6-12 

200 FSQRT FRn FE 1 30 6-15 

201 FSUB FRm,FRn FE 1 1 6-14 

202 FTRC FRm,FPUL FE 1 1 6-14 

203 FMOV DRm,DRn LS 1 1 6-9 

204 FMOV @Rm,DRn LS 1 1 6-9 

205 FMOV @Rm+,DRn LS 1 1 6-9 

206 FMOV @(R0,Rm),DRn LS 1 1 6-9 

単精度 

浮動小数点 

命令 

207 FMOV DRm,@Rn LS 1 1 6-9 

 208 FMOV DRm,@-Rn LS 1 1 6-9 

 209 FMOV DRm,@(R0,Rn) LS 1 1 6-9 

倍精度 210 FABS DRn LS 1 1 6-12 

浮動小数点 211 FADD DRm,DRn FE 1 1 6-16 

命令 212 FCMP/EQ DRm,DRn FE 1 1 6-16 

 213 FCMP/GT DRm,DRn FE 1 1 6-16 

 214 FCNVDS DRm,FPUL FE 1 1 6-16 

 215 FCNVSD FPUL,DRn FE 1 1 6-16 

 216 FDIV DRm,DRn FE 1 14 6-18 

 217 FLOAT FPUL,DRn FE 1 1 6-16 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

倍精度 218 FMUL DRm,DRn FE 1 3 6-17 

浮動小数点 219 FNEG DRn LS 1 1 6-12 

命令 220 FSQRT DRn FE 1 30 6-18 

 221 FSUB DRm,DRn FE 1 1 6-16 

 222 FTRC DRm,FPUL FE 1 1 6-16 

FPU 223 LDS Rm,FPUL LS 1 1 6-1 

システム制御 224 LDS Rm,FPSCR LS 1 1 6-5 

命令 225 LDS.L @Rm+,FPUL LS 1 1 6-3 

 226 LDS.L @Rm+,FPSCR LS 1 1 6-7 

 227 STS FPUL,Rn LS 1 1 6-2 

 228 STS FPSCR,Rn LS 1 1 6-6 

 229 STS.L FPUL,@-Rn LS 1 1 6-4 

 230 STS.L FPSCR,@-Rn LS 1 1 6-8 

231 FMOV DRm,XDn LS 1 1 6-9 

232 FMOV XDm,DRn LS 1 1 6-9 

233 FMOV XDm,XDn LS 1 1 6-9 

234 FMOV @Rm,XDn LS 1 1 6-9 

235 FMOV @Rm+,XDn LS 1 1 6-9 

236 FMOV @(R0,Rm),XDn LS 1 1 6-9 

237 FMOV XDm,@Rn LS 1 1 6-9 

238 FMOV XDm,@-Rn LS 1 1 6-9 

239 FMOV XDm,@(R0,Rn) LS 1 1 6-9 

240 FIPR FVm,FVn FE 1 1 6-19 

241 FRCHG  FE 1 1 6-14 

242 FSCHG  FE 1 1 6-14 

243 FPCHG  FE 1 1 6-14 

244 FSRRA FRn FE 1 1 6-21 

245 FSCA FPUL,DRn FE 1 3 6-22 

グラフィクス 

強化命令 

246 FTRV XMTRX,FVn FE 1 4 6-20 
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2.5 例外処理 

2.5.1 概要 

例外処理とは、リセット、一般例外、割り込みが検出されたときに、通常とは異なるプログラムで必要な処理

を行うことをいいます。たとえば、実行中の命令の異常終了が発生した場合、適切な処置をすることで、元のプ

ログラムに復帰したり、異常を報告して終了するといった制御が必要になります。このような機能をサポートす

るために、異常終了に対して、例外処理要求を発生させ、ユーザが作成した例外処理ルーチンに制御の流れが渡

ることなどを総称して例外処理と呼びます。 

SH-4Aの例外処理は、リセット、一般例外、割り込みの 3つに分類されます。 

2.5.2 レジスタの説明 

例外処理に関するレジスタ構成を表 2.23に示します。 
 

表 2.23 レジスタ構成 

名称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

TRAPA例外レジスタ TRA R/W H'FF00 0020 H'1F00 0020 32 

例外事象レジスタ EXPEVT R/W H'FF00 0024 H'1F00 0024 32 

割り込み事象レジスタ INTEVT R/W H'FF00 0028 H'1F00 0028 32 

非サポート検出例外レジスタ EXPMASK R/W H'FF2F 0004 H'1F2F 0004 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 2.24 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

TRAPA例外レジスタ TRA 不定 不定 保持 保持 不定 

例外事象レジスタ EXPEVT H'0000 0000 H'0000 0020 保持 保持 H'0000 0000 

割り込み事象レジスタ INTEVT 不定 不定 保持 保持 不定 

非サポート検出 

例外レジスタ 

EXPMASK 初期値 

（H'0000 0013） 

初期値 

（H'0000 0013）

保持 保持 初期値 

（H'0000 0013） 
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（1） TRAPA例外レジスタ（TRA） 

TRAPA例外レジスタ（TRA）は、TRAPA命令の 8ビットイミディエイトデータ（imm）が設定されるレジス

タです。TRAは TRAPA命令実行時にハードウェアにより自動的に設定されます。TRAはソフトウェアからも変

更が可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― TRACODE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― 0 0初期値：
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R RR/W：

― ―

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

9～2 TRACODE 不定 R/W TRAPAコード 

TRAPA命令の 8ビットイミディエイトデータが設定されます。 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

 

（2） 例外事象レジスタ（EXPEVT） 

例外事象レジスタ（EXPEVT）には、12ビットのリセットと一般例外事象による例外コードが設定されます。

例外コードは例外受け付け時にハードウェアにより自動的に設定されます。EXPEVTはソフトウェアからも変更

が可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― EXPCODE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0/1 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

11～0 EXPCODE H'000 

または 

H'020 

R/W 例外コード 

リセット、一般例外の例外コードが設定されます。詳細は表 2.25を参照し

てください。 

 

（3） 割り込み事象レジスタ（INTEVT） 

割り込み事象レジスタ（INTEVT）には、14ビットの割り込み要求による例外コードが設定されます。例外コ

ードは例外受け付け時にハードウェアにより自動的に設定されます。INTEVTはソフトウェアからも変更が可能

です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― INTCODE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

13～0 INTCODE 不定 R/W 例外コード 

割り込みの例外コードが設定されます。詳細は表 2.25を参照してくださ

い。 
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（4） 非サポート検出例外レジスタ（EXPMASK） 

EXPMASKレジスタは、下記 1.～3.に該当する機能が使用された場合に例外を発生および抑止することができま

す。この 1.～3.に該当する機能は、今後の SuperHシリーズでサポートされなくなる可能性があります。あらかじ

め EXPMASKレジスタの例外発生機能を用いることで、ソフトウェアがこれらの機能を用いているかを調べるこ

とが可能となり、今後の SuperHシリーズで本機能が未サポートになった場合に容易にソフトウェアの移行を行う

ことが可能となります。 

1. RTE命令の遅延スロットがNOP命令以外である場合 

2. 分岐命令の遅延スロットがSLEEP命令である場合 

3. IC/OCメモリ割り付け連想書き込みを実行した場合 

 

非サポート検出例外レジスタ（EXPMASK）の値により、1.～2.はスロット不当命令例外、3.はデータアドレス

エラー例外をそれぞれ発生させることができます。 

EXPMASKレジスタの該当ビットに 1を書き込むことにより例外の発生を抑止できますが、今後の互換性を維

持するため、上記機能を使用しないプログラムを作成することを強く推奨します。 

EXPMASKレジスタの更新は CPUのストア命令で行ってください。更新後一度レジスタを読み出した後、以下

の操作のどちらかを実行してください。この操作をすることによって、更新後のレジスタ値で動作することが保

証されます。 

• RTE命令を実行 

• 任意アドレス（キャッシング不可領域でも良い）に対するICBI命令を実行 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1
R R R R R R R R R R R R/W R R R/W R/W

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － MM
CAW － － BRDS

SLP
RTE
DS

－ － － －
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

4 MMCAW 1 R/W メモリ割り付けキャッシュ連想ライト 

0：メモリ割り付け連想書き込みを禁止します。（データアドレスエラー

例外発生） 

1：メモリ割り付け連想書き込みを許可します。 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

1 BRDSSLP 1 R/W 遅延スロット SLEEP命令 

0：遅延スロットにある SLEEP命令を禁止します。 

（SLEEP命令をスロット不当命令とします） 

1：遅延スロットにある SLEEP命令を許可します。 

0 RTEDS 1 R/W RTE遅延スロット 

0：RTE命令の遅延スロットにある NOP命令以外を禁止します。 

（NOP命令以外をスロット不当命令とします） 

1：RTE命令の遅延スロットにある NOP命令以外を許可します。 
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2.5.3 例外処理の機能 

（1） 例外処理の流れ 

例外処理では、プログラムカウンタ（PC）、ステータスレジスタ（SR）、R15の内容がそれぞれ退避プログラ

ムカウンタ（SPC）、退避ステータスレジスタ（SSR）、退避ジェネラルレジスタ（SGR）に退避され、ベクタア

ドレスに従って対応する例外処理ルーチンの実行を開始します。例外処理ルーチンとは、ユーザによって、個々

の例外の内容に応じて作成されたプログラムです。例外処理ルーチンを終了させ、元のプログラムに戻るために

は、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行します。本命令によって、PCと SRの内容が復帰し、例外などが発

生した時点での通常処理ルーチンに戻ることができます。なお、SGRの内容は RTE命令では R15に書き戻されま

せん。 

基本的な例外処理の流れは次のようになります。SRのビットの意味の詳細は、「2.2 プログラミングモデル」

を参照してください。 

1. PC、SRおよびR15の内容がそれぞれSPC、SSRおよびSGRに退避されます。 

2. SRのブロックビット（BL）が1に設定されます。 

3. SRのモードビット（MD）が1に設定されます。 

4. SRのレジスタバンクビット（RB）が1に設定されます。 

5. リセット時、SRのFPUディスエーブルビット（FD）が0に設定されます。 

6. 例外コードは、例外要因の例外事象レジスタ（EXPEVT）、または割り込み事象レジスタ（INTEVT）のビッ

ト13～0に書き込まれます。 

7. 決められた例外処理のベクタアドレスに分岐して、例外処理ルーチンを開始します。 

 

（2） 例外処理ベクタアドレス 

リセットベクタアドレスは H'A000 0000に固定されています。例外、割り込みのベクタアドレスはベクタベー

スアドレスに各事象のオフセット値を加えたアドレスです。ベクタベースアドレスはベクタベースレジスタ

（VBR）にソフトウェアで設定します。たとえば、TLBミス例外のオフセットは H'0000 0400ですから、VBRに

H'9C08 0000を設定しておくと、例外処理ベクタアドレスは H'9C08 0400になります。例外処理ベクタアドレスで

さらに例外が発生すると、二重例外となり、回復が困難になりますので、ベクタアドレスはアドレス変換の対象

とならない P1、P2領域のアドレスを指定してください。 
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2.5.4 例外の種類と優先順位 

表 2.25に、例外の種類、優先順位、ベクタアドレス、および例外／割り込みコードを示します。 
 

表 2.25 例外一覧 

例外遷移先 例外 

区分 

実行 

形態 

例外 優先 

レベル

優先

順位 ベクタベース オフセット 

例外 

コード 

パワーオンリセット 1 1 H'A000 0000 － H'000 

マニュアルリセット 1 2 H'A000 0000 － H'020 

H-UDIリセット 1 1 H'A000 0000 － H'000 

命令 TLB多重ヒット例外 1 2 H'A000 0000 － H'140 

リセット 中断型 

データ TLB多重ヒット例外 1 3 H'A000 0000 － H'140 

命令実行前ユーザブレーク* 2 0 （VBR/DBR） H'100/－ H'1E0 

命令アドレスエラー 2 1 （VBR） H'100 H'0E0 

命令 TLBミス例外 2 2 （VBR） H'400 H'040 

命令 TLB保護違反例外 2 3 （VBR） H'100 H'0A0 

一般不当命令例外 2 4 （VBR） H'100 H'180 

スロット不当命令例外 2 4 （VBR） H'100 H'1A0 

一般 FPU抑止例外 2 4 （VBR） H'100 H'800 

スロット FPU抑止例外 2 4 （VBR） H'100 H'820 

データアドレスエラー（読み出し） 2 5 （VBR） H'100 H'0E0 

データアドレスエラー（書き込み） 2 5 （VBR） H'100 H'100 

データ TLBミス例外（読み出し） 2 6 （VBR） H'400 H'040 

データ TLBミス例外（書き込み） 2 6 （VBR） H'400 H'060 

データ TLB保護違反例外（読み出し） 2 7 （VBR） H'100 H'0A0 

データ TLB保護違反例外（書き込み） 2 7 （VBR） H'100 H'0C0 

FPU例外 2 8 （VBR） H'100 H'120 

再実行型 

初期ページ書き込み例外 2 9 （VBR） H'100 H'080 

無条件トラップ（TRAPA） 2 4 （VBR） H'100 H'160 

一般例外 

完了型 

命令実行後ユーザブレーク* 2 10 （VBR/DBR） H'100/－ H'1E0 

ノンマスカブル割り込み 3 － （VBR） H'600 H'1C0 割り込み 完了型 

一般割り込み要求 4 － （VBR） H'600 － 

優先度 ：まず優先レベルで順位付けし、同一レベル内を優先順位で順位付けします（より小さい数値が、優先度が高くなり

ます）。 

例外遷移先 ：リセットでは H'A000 0000、その他では（VBR＋オフセット）へ制御が移ります。 

例外コード ：リセット、一般例外では EXPEVT、割込みでは INTEVTに格納されます。 

 

【注】 * CBCR.UBDE=1のとき PC=DBR。その他は PC=VBR+H'100 
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2.5.5 例外フロー 

（1） 例外フロー 

図 2.20に、命令実行と例外処理の基本動作を概念的に示します。ここでは説明の都合上、命令を 1命令ずつ逐

次的に実行することを基本として説明しています。図 2.20には、例外種別（リセット、一般例外、割り込み）間

の優先順位が表されています。なお図 2.20では、例外成立時のレジスタ設定を SSR、SPC、SGR、EXPEVT/INTEVT、

SR、および PCに限っていますが、例外によってはこの他にもハードウェアによって自動的に設定されるレジス

タがあります。詳細は、「2.5.6 各例外の説明」を参照してください。また、遅延分岐命令と遅延スロット命令

を実行中の例外処理や、2回データアクセスが発生する命令については「2.5.6（4）複数回の例外が発生する場合

の優先順位」を参照してください。 

リセットが
要求されている

次の命令を実行

一般例外が
要求されている

最優先の
例外は再実行型

割り込みが
要求されている

命令実行結果を取り消す

No

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

SSR←SR
SPC←PC
SGR←R15
EXPEVT/INTEVT←例外コード
SR.{MD,RB,BL}←111
SR.IMASK←受理した割り込みレベル*
PC←(CBCR.UBDE=1&&User_Break?
　　　DBR:(VBR+Offset))

EXPEVT←例外コード
SR.{MD,RB,BL,FD,IMASK}←11101111
PC←H'A000 0000

【注】* 最優先の例外が割り込みのとき。なおIMASKを更新するかしないかをソフトウェアで設定可能です。
 

図 2.20 命令実行と例外処理 
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（2） 例外要因の受け付け 

2つ以上の例外が同時に発生したときに受け付ける例外を決定するため、すべての例外には優先順位が決められ

ています。一般例外の中の一般不当命令例外、スロット不当命令例外、一般 FPU抑止例外、スロット FPU抑止例

外、無条件トラップ例外の 5つは、それぞれの命令解析の過程で検出され、命令パイプラインの中では同時に発

生しない例外です。このため優先順位は同じ値になっています。一般例外は命令実行に従った順序で検出されま

す。しかし、例外処理は命令の流れの順序（プログラム順）に従って処理されます。つまり、先の命令の例外が、

後続の命令の例外よりも優先されて受け付けられます。一般例外の受け付け順序の例を図 2.21に示します。 

TLBミス（データアクセス）パイプラインの流れ：

検出の順序：

命令n

命令n+1

一般不当命令例外（命令n+1)およびTLBミス（命令n+2）を同時に検出

TLBミス（命令n）

例外処理の順序：

TLBミス（命令n）

命令nの再実行

一般不当命令例外（命令n+1）

命令n+1の再実行

TLBミス（命令n+2）

命令n+2の再実行

命令n+3の実行

プログラムの順序

1

命令n+2

命令n+3

一般不当命令例外

I2 I3I1 ID E1 E2 E3 WB

I2I1 ID E1 E2 E3 WB

I2

I3 

I3I1 ID E1 E2 E3 WB

I2 I3I1 ID E1 E2 E3 WB

TLBミス（命令アクセス）

2

3

4

I1、I2、I3
ID
E1、E2、E3
（E2、E3
WB

：命令フェッチ
：命令デコード
：命令実行
：メモリアクセス）
：結果の格納

【記号説明】

 

図 2.21 一般例外の受け付け順序の例 
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（3） 例外要求と BLビット 

SRの BLビットが 0のとき、例外、割り込みを受け付けます。 

SRの BLビットが 1のときに、ユーザブレークを除く例外が発生した場合には、CPUの内部レジスタ、他のモ

ジュールのレジスタは、マニュアルリセット後の状態になり、リセットと同アドレス（H’A000 0000）に分岐しま

す。ユーザブレークが発生した場合の動作については「第 38章 ユーザブレークコントローラ（UBC）」を参照

してください。また、通常の割り込みが発生した場合には、割り込み要求は保留され、ソフトウェアで BLビット

が 0にクリアされてから受け付けられます。ノンマスカブル割り込み（NMI）が発生した場合は、保留するか、

受け付けるかをソフトウェアによって設定可能です。 

このように、通常は例外状態を多重に受け付け可能にするためには、SPCと SSRを退避させ、その後 SRの BL

ビットを 0クリアします。 

（4） 例外処理からの復帰 

例外処理からの復帰は、RTE命令を使用します。RTE命令により、SPCが PCに、SSRが SRに回復され、SPC

のアドレスに分岐して、例外処理ルーチンから復帰します。もし、メモリに SPC、SSRを退避していた場合には、

SRの BLビットを 1にセットしてから、SPCと SSRを回復し、RTE命令を発行してください。 
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2.5.6 各例外の説明 

個別の例外処理動作について、発生要因、発生時の遷移先アドレス、遷移時のプロセッサの動作を説明します。 

（1） リセット 

（a） パワーオンリセット 

• 条件： 

パワーオンリセット要求 

• 動作： 

EXPEVTにH'000を設定し、CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化を行った後リセットベクタ（H'A0000000）

に分岐します。詳細は、各章のレジスタの説明を参照してください。電源投入時には必ずパワーオンリセッ

トを行ってください。 
 

（b） マニュアルリセット 

• 条件： 

マニュアルリセット要求 

• 動作： 

EXPEVTにH'020を設定し、CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化を行った後リセットベクタ（H'A0000000）

に分岐します。パワーオンリセットとマニュアルリセットでは初期化されるレジスタが異なります。詳細は、

各章のレジスタの説明を参照してください。 
 

（c） H-UDIリセット 

• 要因：SDIR. TI[7:4]がB'0110（ネゲート）、またはB'0111（アサート） 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作： 

 例外コードH'000をEXPEVTにセットします。VBR、SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐します。 

 CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化を行います。詳細は、「第39章 ユーザデバッグインタフェース

（H-UDI）」および各章のレジスタの説明を参照してください。 
 

（d） 命令 TLB多重ヒット例外 

• 要因：ITLBのアドレスが多重に一致 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

 例外コードH'140をEXPEVTにセットします。VBR、SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐します。 

CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化をマニュアルリセットの場合と同様に行います。詳細は、各章のレ

ジスタの説明を参照してください。 
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（e） データ TLB多重ヒット例外 

• 要因：UTLBのアドレスが多重に一致 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

 例外コードH'140をEXPEVTにセットします。VBR、SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐します。 

CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化をマニュアルリセットの場合と同様に行います。詳細は、各章のレ

ジスタの説明を参照してください。 

 

（2） 一般例外 

（a） データ TLBミス例外 

• 要因：UTLBのアドレス比較の結果、アドレスが不一致 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0400 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

読み出しの場合は例外コードH'040を、書き込みの場合は例外コードH'060をEXPEVTにセットします。SRの

BLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0400に分岐します。 

TLBミス処理高速化のために、他の例外とオフセットを分けています。 

 
Data_TLB_miss_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = read_access ? H'00000040 : H'00000060; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000400; 

} 
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（b） 命令 TLBミス例外 

• 要因：ITLBのアドレス比較の結果、アドレスが不一致 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0400 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

 例外コードH'040をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0400に分岐します。 

 TLBミス処理高速化のために、他の例外とオフセットを分けています。 

 
ITLB_miss_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000040; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000400; 

} 

 

（c） 初期ページ書き込み例外 

• 要因：ストアアクセスでTLBにヒットしたが、ダーティビットD = 0 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'080をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 
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Initial_write_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000080; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（d） データ TLB保護違反例外 

• 要因：アクセスが表2.26、表2.27に示すUTLBのプロテクション情報（PRビットあるいはEPRビット）に反

する。 

 

表 2.26 UTLBプロテクション情報（TLB互換モードの場合） 

PR 特権モード ユーザモード 

00 読み出しのみ可 アクセス不可 

01 読み出し／書き込み可 アクセス不可 

10 読み出しのみ可 読み出しのみ可 

11 読み出し／書き込み可 読み出し／書き込み可 

 

表 2.27 UTLBプロテクション情報（TLB拡張モードの場合） 

EPR[5] 特権モードでの読み出しの可否 

1 読み出し可 

0 読み出し不可 

 

EPR[4] 特権モードでの書き込みの可否 

1 書き込み可 

0 書き込み不可 

 

EPR[2] ユーザモードでの読み出しの可否 

1 読み出し可 

0 読み出し不可 
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EPR[1] ユーザモードでの書き込みの可否 

1 書き込み可 

0 書き込み不可 

 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

読み出しの場合には例外コードH'0A0を、書き込みの場合には例外コードH'0C0をEXPEVTにセットします。

SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。 

 
Data_TLB_protection_violation_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = read_access ? H'000000A0 : H'000000C0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（e） 命令 TLB保護違反例外 

• 要因：アクセスが表2.28、表2.29に示すITLBのプロテクション情報（PRビット）に反する。 

 

表 2.28 ITLBプロテクション情報（TLB互換モードの場合） 

PR 特権モード ユーザモード 

0 アクセス可 アクセス不可 

1 アクセス可 アクセス可 
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表 2.29 ITLBプロテクション情報（TLB拡張モードの場合） 

EPR[5]、EPR[3] 特権モードでの実行の可否 

11、01 実行可 

10 命令フェッチは実行不可、ICBI の Rn アクセスは実行可 

00 実行不可 

 

EPR[2]、EPR[0] ユーザモードでの実行の可否 

11、01 実行可 

10 命令フェッチは実行不可、ICBI の Rn アクセスは実行可 

00 実行不可 

 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'0A0をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 

 
ITLB_protection_violation_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000000A0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（f） データアドレスエラー 

• 要因： 

- ワードデータをワード境界以外（2n＋1）からアクセス 

- ロングワードデータをロングワードデータ境界以外（4n＋1、4n＋2、4n＋3）からアクセス 

- クワッドワードをクワッドワードデータ境界以外（8n＋1、8n＋2、8n＋3、8n＋4、8n＋5、8n＋6、8n＋7）

からアクセス 

- ユーザモードでの領域H'8000 0000～H'FFFF FFFFへのアクセス 

ただし、H'E000 0000～H'E3FF FFFFおよびH'E500 0000～H'E5FF FFFFは、それぞれユーザモードからアク

セスする設定が可能です。詳しくは「2.7 メモリマネジメントユニット（MMU）」および「2.9 内蔵メ

モリ」を参照してください。 

- EXPMASKレジスタのMMCAWビットが0で、IC/OCメモリ割り付け連想書き込み 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

読み出しの場合は例外コードH'0E0を、書き込みの場合は例外コードH'100をEXPEVTにセットします。SRの

BLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。詳細は「2.7 メモリマ

ネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 

 
Data_address_error() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = read_access? H'000000E0: H'00000100; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（g） 命令アドレスエラー 

• 要因： 

- ワード境界以外（2n＋1）から命令フェッチ 

 - ユーザモードでの領域H'8000 0000～H'FFFF FFFFから命令フェッチ 

ただし、H'E500 0000～H'E5FF FFFFはユーザモードからアクセスする設定が可能です。詳しくは「2.9 内

蔵メモリ」を参照してください。 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'0E0をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。詳細は「2.7 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 

 
Instruction_address_error() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000000E0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（h） 無条件トラップ 

• 要因：TRAPA命令の実行 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

処理完了型の例外のため、TRAPA命令の次の命令のPCをSPCに退避します。TRAPA命令実行時のSR、R15

をSSR、SGRに退避します。TRAPA命令中の8ビットのイミディエイトを4倍して、TRA[9:0]にセットします。

例外コードH'160をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 
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TRAPA_exception() 

{ 

 SPC = PC + 2; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 TRA = imm << 2; 

 EXPEVT = H'00000160; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

（i） 一般不当命令例外 

• 要因：  

- 遅延スロット以外にある未定義命令をデコード 

遅延分岐命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT/S、BF/S 

未定義命令：H'FFFD 

- 遅延スロット以外にある特権命令をユーザモードでデコード 

特権命令：LDC、STC、RTE、LDTLB、SLEEP、 

ただし、LDC、STCでGBRをアクセスする命令を除く 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

 本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

 例外コードH'180をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。なお、H'FFFD以外の未定義コードをデコードした場合には動作を保証しません。 

 
General_illegal_instruction_exception() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000180; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（j） スロット不当命令例外 

• 要因： 

- 遅延スロットにある未定義命令をデコード 

 遅延分岐命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT/S、BF/S 

 未定義命令：H'FFFD 

- 遅延スロット内のPCを書き換える命令をデコード 

 PCを書き換える命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT、BF、BT/S、BF/S、TRAPA、 

 LDC Rm,SR、LDC.L @Rm＋,SR、ICBI、PREFI 

- 遅延スロット内の特権命令をユーザモードでデコード 

 特権命令：LDC、STC、RTE、LDTLB、SLEEP 

 ただし、LDC、STCでGBRをアクセスする命令を除く 

- 遅延スロット内のPC相対MOV命令、MOVA命令をデコード 

- EXPMASKレジスタのBRDSSLPビットが0で、遅延スロットにあるSLEEP命令を実行 

- EXPMASKレジスタのRTEDSビットが0で、遅延スロットにあるNOP以外の命令を実行 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

直前の遅延分岐命令のPCをSPCに退避します。本例外発生時のSR、R15をSSR、SGRに退避します。 

 例外コードH'1A0をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。なお、H'FFFD以外の未定義命令をデコードした場合には動作を保証しません。 

 
Slot_illegal_instruction_exception() 

{ 

 SPC = PC - 2; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000001A0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（k） 一般 FPU抑止例外 

• 要因：遅延スロット以外にあるFPU命令*をSR.FD=1でデコード 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'800をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 

 
General_fpu_disable_exception() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000800; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

【注】 * FPU命令とは命令コードの最初の 4ビットがＦである命令（ただし、未定義命令 H'FFFDを除く）と、FPUL、FPSCR

に対する LDS、STS、LDS.L、STS.L命令です。 

 

（l） スロット FPU抑止例外 

• 要因：遅延スロットにあるFPU命令をSR.FD=1でデコード 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

直前の遅延分岐命令のPCをSPCに退避します。本例外発生時のSR、R15をSSR、SGRに退避します。 

例外コードH'820をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 
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Slot_fpu_disable_exception() 

{ 

 SPC = PC - 2; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000820; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（m）命令実行前ユーザブレーク／命令実行後ユーザブレーク 

• 要因：ユーザブレークポイントコントローラに設定したブレーク条件が成立 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100、またはDBR 

• 遷移時動作： 

命令実行後ブレークの場合、ブレークポイントを設定した命令の直後の命令のPCをSPCに退避します。命令

実行前ブレークの場合、ブレークポイントを設定した命令のPCをSPCに退避します。 

ブレーク発生時のSR、R15をSSR、SGRに退避します。例外コードH'1E0をEXPEVTにセットします。 

 SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。ただし、PC=DBR

に分岐することも可能です。 

 データブレークを設定した場合のPCについてなど、詳細は「第38章 ユーザブレークコントローラ（UBC）」

を参照してください。 

 
User_break_exception() 

{ 

 SPC = (pre_execution break? PC : PC + 2); 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000001E0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = (CBCR.UBDE==1 ? DBR : VBR + H’00000100); 

} 
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（n） FPU例外 

• 要因：浮動小数点演算実行による例外 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。例

外コードH'120をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、

PC=VBR+H'0100に分岐します。 

 
FPU_exception() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000120; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（3） 割り込み 

（a） NMI（ノンマスカブル割り込み） 

• 要因：NMI端子のエッジ検出 

• 遷移先アドレス：VBR＋H'0000 0600 

• 遷移時動作： 

本割り込みを受け付けた命令の直後のPC、SRを、それぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退

避します。 

 例外コードH'1C0をINTEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0600に分岐します。本割り込みは、SRのBLビットが0のときはSRの割り込みマスクビットによって

マスクされず、最優先で受け付けられます。SRのBLビットが1のとき本割り込みがマスクされるか、受け付

けるかをソフトウェアによって設定可能です。詳細は「第7章 割り込みコントローラ（INTC、INTC2）」

を参照してください。 
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NMI() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 INTEVT = H'000001C0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 If(cond)SR.IMASK = B'1111; 

 PC = VBR + H'00000600; 

} 

（b） 一般割り込み要求 

• 要因： 

 SRの割り込みマスクビットが割り込み要求の割り込みレベルより小さく、かつSRのBLが0（命令の切れ目で

受け付けます。） 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0600 

• 遷移時動作： 

受け付けた命令の直後のPCをSPCにセットします。受け付けた時点のSR、R15をSSR、SGRにセットします。 

各割り込み要因に対応したコードをINTEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1に

セットし、VBR＋H'0600に分岐します。詳細は「第7章 割り込みコントローラ（INTC、INTC2）」を参照

してください。 

 
Module_interruption() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 INTEVT = H'00000400 ~ H'00003FE0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 if(cond)SR.IMASK = level_of_accepted_interrupt(); 

 PC = VBR + H'00000600; 

} 
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（4） 複数回の例外が発生する場合の優先順位 

メモリを 2回アクセスする命令や、不可分である遅延付き分岐命令と遅延スロット命令などでは、複数回例外

が発生します。この場合、通常の例外優先順位と異なるので、注意が必要です。 

（a） メモリを 2回アクセスする命令 

MAC命令やメモリ―メモリ間論理演算命令、TAS命令、MOVUA命令は 1つの命令でデータ転送が 2回あるた

め、それぞれのデータ転送時に例外の発生を検出します。そのため、以下の順位で判定します。 

1. 1回目のデータ転送のデータアドレスエラー 

2. 1回目のデータ転送のTLBミス 

3. 1回目のデータ転送のTLB保護違反 

4. 1回目のデータ転送の初期ページ書き込み例外 

5. 2回目のデータ転送のデータアドレスエラー 

6. 2回目のデータ転送のTLBミス 

7. 2回目のデータ転送のTLB保護違反 

8. 2回目のデータ転送の初期ページ書き込み例外 

 

（b） 不可分である遅延付き分岐命令と遅延スロット命令 

遅延付き分岐命令と遅延スロット命令は不可分であるため、1つの命令として扱われます。そのため、それぞれ

の命令における例外についても、優先順位が通常と異なります。遅延スロット命令が 1回のデータ転送しか持た

ない場合の順位を示します。 

1. 遅延付き分岐命令における優先レベル1、2の中断型および再実行型例外をチェックします。 

2. 遅延スロット命令における優先レベル1、2の中断型および再実行型例外をチェックします。 

3. 遅延付き分岐命令における優先レベル2の完了型例外をチェックします。 

4. 遅延スロット命令における優先レベル2の完了型例外をチェックします。 

5. 遅延付き分岐命令における優先レベル3と遅延スロット命令における優先レベル3をチェックします（この2

つの間の優先順位はありません）。 

6. 遅延付き分岐命令における優先レベル4と遅延スロット命令における優先レベル4をチェックします（この2

つの間の優先順位はありません）。 

 

遅延スロット命令が 2回目のデータ転送を持つ場合、2.において、（a）のように 2回チェックを行います。 

なお、受け付けた例外（最も優先度が高い例外）が遅延スロット命令の再実行型例外である場合、分岐命令の

PRレジスタ書き込み動作（BSR、BSRF、JSRの PC→PR動作）は抑止されません。ただし、その場合の PRレジ

スタの内容は保証されません。 
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2.5.7 注意事項 

（1） 例外処理からの復帰 

1. SRのBLビットをソフトウェアでチェックしてください。メモリにSPC、SSRを退避していた場合には、SRの

BLビットを1にしてからそれらを回復してください。 

2. RTE命令を発行してください。RTE命令により、SPCがPCに、SSRがSRにセットされ、SPCのアドレスに分

岐して、例外処理から復帰します。 

 

（2） SR.BL＝1のときに例外または割り込みが発生した場合 

1. 例外 

ユーザブレークを除く例外が発生した場合には例外が発生した命令のPCがSPCにセットされ、マニュアルリ

セットが発生します。このときEXPEVTは、H'0000 0020となり、SSRは不定値となります。 

2. 割り込み 

通常の割り込みが発生した場合には、割り込み要求は保留され、ソフトウェアでSRのBLビットが0にクリア

されてから受け付けられます。ノンマスカブル割り込み（NMI）が発生した場合は、保留するか、受け付け

るかをソフトウェアによって設定可能です。 

ただし、スリープ状態では、SRのBLビットが1であっても、割り込みを受け付けます。 

 

（3） 例外発生時の SPC 

1. 再実行型の例外 

例外が発生した命令のPCがSPCにセットされ、例外処理から復帰後に再実行されます。ただし、遅延スロッ

ト命令で発生した場合、直前の遅延分岐命令の条件が成立する、しないに関係なく遅延分岐命令のPCがSPC

にセットされます。 

2. 完了型の例外、割り込み 

例外が発生した命令の次の命令のPCがSPCにセットされます。ただし、遅延スロット付き分岐命令で発生し

た場合、分岐先のPCがSPCにセットされます。 

 

（4） RTE命令の遅延スロット 

1. RTE命令の遅延スロットに配置された命令は、SSRに退避されていた値がSRに復帰されたのち実行されます。

命令アクセスに関する例外の受け付け判定は復帰前のSRの値に応じて決定され、その他の例外の受け付け判

定は復帰後とのSRによる処理モードやBLビットに依存して決定されます。完了型の例外に関してはRTEの分

岐先の実行前に受け付けられますが、再実行型の例外が発生すると動作が保証されません。 

2. RTE命令の遅延スロットに配置された命令では、ユーザブレークの受け付けは行われません。 
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（5） SRレジスタ値変更と例外の受け付け 

1. LDC命令によりSRレジスタのMDやBLビットを操作した場合は、その次命令から新しいSRレジスタの値で例

外の受け付けを再判定します*。完了型例外では次命令の実行後に例外が受け付けられますが、完了型例外の

うち、割り込みに関しては次命令の実行前に受け付けを行います。 

【注】 * SRに対する LDC命令が実行されると、後続命令への命令フェッチが再び行われ、新しい SRの値で命令フェッチ

例外の再評価が行われます。 
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2.6 浮動小数点ユニット（FPU） 

2.6.1 概要 

FPUには次のような特長があります。 

• IEEE754規格に準拠 

• 32本の単精度浮動小数点レジスタ（16本の倍精度レジスタとしても参照できます） 

• 2つの丸めモード：近傍および0方向への丸め 

• 2つの非正規化数処理モード：0へのフラッシュと非正規化数の扱い 

• 6つの例外要因： 

FPUエラー、無効演算、0による除算、オーバフロー、アンダフロー、不正確 

• 包括命令： 

単精度、倍精度、グラフィックサポート、システム制御 

• SH-4AでSH-4に対して下記の3命令を追加しました。 

FSRRA、FSCA、FPCHG 

 

SRの FDビットを 1にセットすると、浮動小数点ユニット（FPU）は使用できなくなり、FPU命令を実行しよ

うとすると FPU抑止例外（一般 FPU抑止例外またはスロット FPU抑止例外）が発生します。 
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2.6.2 データフォーマット 

（1） 浮動小数点フォーマット 

浮動小数点は次の 3つのフィールドから構成されています。 

• 符号ビット（s） 

• 指数フィ－ルド（e） 

• 小数フィールド（f） 

 

SH-4Aは図 2.22と図 2.23に示すフォーマットを用いて単精度、倍精度浮動小数点を扱うことができます。 
 

31

s e f

30 23 22 0

 

図 2.22 単精度浮動小数点フォーマット 

63

s e f

62 52 51 0

 

図 2.23 倍精度浮動小数点フォーマット 

指数は次のようにバイアス付きで表します。 
 

e＝E＋バイアス 
 

バイアスのない指数 Eの範囲は、Emin - 1から Emax + 1までです。Emin - 1と Emax + 1の 2つの値は次のように区別

します。Emin - 1は 0（正、負両方の符号）と非正規化数を表し、Emax + 1は正または負の無限大または非数（NaN）

を表します。表 2.30に浮動小数点のフォーマットとパラメータを示します。 
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表 2.30 浮動小数点のフォーマットとパラメータ 

パラメータ 単精度 倍精度 

総ビット幅 32ビット 64ビット 

符号ビット（s） 1ビット 1ビット 

指数フィールド（e） 8ビット 11ビット 

小数フィールド（f） 23ビット 52ビット 

精度 24ビット 53ビット 

バイアス +127 +1023 

Emax +127 +1023 

Emin -126 -1022 

 

浮動小数点の数値 vは次のようにして決められます。 

• E = Emax + 1かつf≠0の場合、vは符号sに関係なく非数（NaN）です。 

• E = Emax + 1かつf = 0の場合、vは(-1)s（無限）「正または負の無限」です。 

• Emin ≦ E ≦ Emaxの場合、vは(-1)s 2 E（1.f）「正規化数」です。 

• E = Emin - 1かつf≠0の場合、vは(-1)s 2 Emin（0.f）「非正規化数」です。 

• E = Emin - 1かつf = 0の場合、vは(-1)s 0「正または負の0」です。 

 

表 2.31に 16進数による各タイプの範囲を示します。シグナリング非数とクワイアット非数については、「2.6.2

（2）非数（NaN）」を、非正規化数については「2.6.2（3）非正規化数」を参照してください。 
 

表 2.31 浮動小数点の範囲 

タイプ 単精度 倍精度 

シグナリング非数 H'7FFFFFFF～H'7FC00000 H'7FFFFFFF FFFFFFFF～H'7FF80000 00000000 

クワイアット非数 H'7FBFFFFF～H'7F800001 H'7FF7FFFF FFFFFFFF～H'7FF00000 00000001 

正の無限大 H'7F800000 H'7FF00000 00000000 

正の正規化数 H'7F7FFFFF～H'00800000 H'7FEFFFFF FFFFFFFF～H'00100000 00000000 

正の非正規化数 H'007FFFFF～H'00000001 H'000FFFFF FFFFFFFF～H'00000000 00000001 

正のゼロ H'00000000 H'00000000 00000000 

負のゼロ H'80000000 H'80000000 00000000 

負の非正規化数 H'80000001～H'807FFFFF H'80000000 00000001～H'800FFFFF FFFFFFFF 

負の正規化数 H'80800000～H'FF7FFFFF H'80100000 00000000～H'FFEFFFFF FFFFFFFF 

負の無限大 H'FF800000 H'FFF00000 00000000 

クワイアット非数 H'FF800001～H'FFBFFFFF H'FFF00000 00000001～H'FFF7FFFF FFFFFFFF 

シグナリング非数 H'FFC00000～H'FFFFFFFF H'FFF80000 00000000～H'FFFFFFFF FFFFFFFF 
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（2） 非数（NaN） 

図 2.24に非数（NaN）のビットパターンを示します。次の場合の値は NaNです。 

• 符号ビット ：don't care 

• 指数フィールド：すべてのビットが1 

• 小数フィールド：少なくとも1ビットが1 

 

NaNは、小数フィールドのMSBが 1の場合はシグナリング非数（sNaN）であり、0の場合はクワイアット非数

（qNaN）です。 

31

x 1 1 1 1 1 1 1 1 N x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x

30 23 22 0

N＝1：sNaN

N＝0：qNaN  

図 2.24 単精度の NaNビットパターン 

sNaNをレジスタ・レジスタ間の転送命令 FABSまたは FNEG以外の浮動小数点値を生成する演算の入力データ

とすると、 

• FPSCRレジスタのEN.Vビットが0の場合、演算結果（出力）はqNaNになります。 

• FPSCRレジスタのEN.Vビットが1の場合、無効演算例外が発生します。この場合、演算のデスティネーショ

ンレジスタの内容は変更しません。 

 

レジスタ・レジスタ間の転送命令には、下記の 3命令があります。 

• FMOV FRm,FRn 

• FLDS FRm,FPUL 

• FSTS FPUL,FRn 

 

浮動小数点値を生成する演算で qNaNを入力し、その演算に sNaNを入力していない場合、FPSCRレジスタの

EN.Vビットの設定に関係なく出力は常に qNaNです。この場合、例外は発生しません。 
 

演算結果として SH-4Aが生成する qNaNの値は、常に次のような値になります。 
 

• 単精度qNaN：H'7FBFFFFF 

• 倍精度qNaN：H'7FF7FFFF FFFFFFFF 

 

非数（NaN）を入力した場合の浮動小数点演算の詳細については「SH-4A拡張機能ソフトウェアマニュアル」

の「第 11章 各命令の説明」を参照してください。 
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（3） 非正規化数 

非正規化数の浮動小数点値は、指数フィールドは 0として、小数フィールドは 0以外の値として表現します。 

FPUのステータスレジスタ FPSCRの DNビットが 1の場合、非正規化数（ソースオペランドまたは演算結果）

は、（レジスタ・レジスタ間の転送命令、FNEG、FABS以外の演算の）値を生成する浮動小数点演算で正のゼロ

または負のゼロになります。 

FPSCRの DNビットが 0の場合、非正規化数（ソースオペランドまたは演算結果）はそのまま処理されます。

非正規化数を入力する場合の浮動小数点演算の詳細については、「SH-4A拡張機能ソフトウェアマニュアル」の

「第 11章 各命令の説明」を参照してください。 
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2.6.3 レジスタ 

（1） 浮動小数点レジスタ 

図 2.25に浮動小数点レジスタの構成を示します。32本の 32ビット浮動小数点レジスタがあります。これらは、

2つのバンクで構成され、FPR0_BANK0～FPR15_BANK0、FPR0_BANK1～FPR15_BANK1があります。また、こ

の 32本のレジスタは FR0～FR15、DR0/2/4/6/8/10/12/14、FV0/4/8/12、XF0～XF15、XD0/2/4/6/8/10/12/14、XMTRX

として参照されます。FPRn_BANKiと参照名の対応は FPSCRの FRビットによって決まります。 
 

（a） 浮動小数点レジスタ FPRn_BANKi（32レジスタ） 

FPR0_BANK0～FPR15_BANK0 

FPR0_BANK1～FPR15_BANK1 
 

（b） 単精度浮動小数点レジスタ FRi（16レジスタ） 

FPSCR.FR＝0のとき、FR0～FR15は FPR0_BANK0～FPR15_BANK0に割り当てられます。 

FPSCR.FR＝1のとき、FR0～FR15は FPR0_BANK1～FPR15_BANK1に割り当てられます。 
 

（c） 倍精度浮動小数点レジスタ、または単精度浮動小数点レジスタのペア DRi（8レジスタ） 

DRレジスタは、2つの FRレジスタから構成されます。 

DR0＝{FR0、FR1}、DR2＝{FR2、FR3}、 

DR4＝{FR4、FR5}、DR6＝{FR6、FR7}、 

DR8＝{FR8、FR9}、DR10＝{FR10、FR11}、 

DR12＝{FR12、FR13}、DR14＝{FR14、FR15} 
 

（d） 単精度浮動小数点ベクトルレジスタ FVi（4レジスタ） 

FVレジスタは 4つの FRレジスタから構成されます。 

FV0＝{FR0、FR1、FR2、FR3},  

FV4＝{FR4、FR5、FR6、FR7},  

FV8＝{FR8、FR9、FR10、FR11},  

FV12＝{FR12、FR13、FR14、FR15} 
 

（e） 単精度浮動小数点拡張レジスタ XFi（16レジスタ） 

FPSCR.FR＝0のとき、XF0～XF15は FPR0_BANK1～FPR15_BANK1に割り当てられます。  

FPSCR.FR＝1のとき、XF0～XF15は FPR0_BANK0～FPR15_BANK0に割り当てられます。 
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（f） 単精度浮動小数点拡張レジスタのペア XDi（8レジスタ） 

XDレジスタは 2つの XFレジスタから構成されます。 

XD0＝{XF0、XF1}、XD2＝{XF2、XF3}、 

XD4＝{XF4、XF5}、XD6＝{XF6、XF7}、 

XD8＝{XF8、XF9}、XD10＝{XF10、XF11}、 

XD12＝{XF12、XF13}、XD14＝{XF14、XF15} 
 

（g） 単精度浮動小数点拡張レジスタ行列 XMTRX 

XMTRXは 16本の XFレジスタから構成されます。 

XMTRX＝ XF0   XF4   XF8   XF12  

 XF1   XF5   XF9   XF13  

 XF2   XF6   XF10  XF14  

 XF3   XF7   XF11  XF15 

FPR0 BANK0
FPR1 BANK0
FPR2 BANK0
FPR3 BANK0
FPR4 BANK0
FPR5 BANK0
FPR6 BANK0
FPR7 BANK0
FPR8 BANK0
FPR9 BANK0

FPR10 BANK0
FPR11 BANK0
FPR12 BANK0
FPR13 BANK0
FPR14 BANK0
FPR15 BANK0

XF0
XF1
XF2 
XF3
XF4
XF5
XF6
XF7 
XF8 
XF9 
XF10 
XF11
XF12
XF13
XF14
XF15

FR0
FR1
FR2 
FR3
FR4
FR5
FR6
FR7 
FR8 
FR9 
FR10 
FR11
FR12
FR13
FR14
FR15

DR0

DR2 

DR4

DR6

DR8 

DR10 

DR12

DR14

FV0

FV4

FV8 

FV12

XD0 XMTRX

XD2 

XD4

XD6

XD8 

XD10 

XD12

XD14

FPR0 BANK1
FPR1 BANK1
FPR2 BANK1
FPR3 BANK1
FPR4 BANK1
FPR5 BANK1
FPR6 BANK1
FPR7 BANK1
FPR8 BANK1
FPR9 BANK1

FPR10 BANK1
FPR11 BANK1
FPR12 BANK1
FPR13 BANK1
FPR14 BANK1
FPR15 BANK1

XF0
XF1
XF2 
XF3
XF4
XF5
XF6
XF7 
XF8 
XF9 
XF10 
XF11
XF12
XF13
XF14
XF15

FR0
FR1
FR2 
FR3
FR4
FR5
FR6
FR7 
FR8 
FR9 
FR10 
FR11
FR12
FR13
FR14
FR15

DR0

DR2 

DR4

DR6

DR8 

DR10 

DR12

DR14

FV0

FV4

FV8 

FV12

XD0XMTRX

XD2 

XD4

XD6

XD8 

XD10 

XD12

XD14

FPSCR.FR＝0 FPSCR.FR＝1

 

図 2.25 浮動小数点レジスタ 
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（2） 浮動小数点ステータス／コントロールレジスタ（FPSCR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

初期値：
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

Enable（EN）

FR SZ PR DN

Flag RMCause

Cause

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～22 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

21 FR 0 R/W 浮動小数点レジスタバンク 

0：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0は FR0～FR15に、FPR0_BANK1～

FPR15_BANK1は XF0～XF15に割り当てられます。 

1：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0は XF0～XF15に、FPR0_BANK1～

FPR15_BANK1は FR0～FR15に割り当てられます。 

20 SZ 0 R/W 転送サイズモード 

0：FMOV命令のデータサイズは 32ビットです。 

1：FMOV命令のデータサイズは 32ビットペア、または 64ビットです。 

SZビットおよび PRビットとエンディアンとの関係については、図 2.26

を参照してください。 

19 PR 0 R/W 精度モード 

0：浮動小数点命令を単精度演算として実行します。 

1：浮動小数点命令を倍精度演算として実行します（グラフィックサポー

ト命令は未定義です）。 

PRビットおよび SZビットとエンディアンとの関係については、図 2.26

を参照してください。 

18 DN 1 R/W 非正規化モード 

0：非正規化数を非正規化数として扱います。 

1：非正規化数を 0として扱います。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

17～12 Cause 000000 R/W 

11～7 Enable（EN） 00000 R/W 

6～2 Flag 00000 R/W 

FPU例外要因フィールド 

FPU例外イネーブルフィールド 

FPU例外フラグフィールド 

FPU演算命令を実行すると、FPU例外要因フィールドは最初に 0に設定さ

れます。次に FPU例外が発生すると、FPU例外要因フィールドと FPU例

外フラグフィールドの該当ビットが 1にセットされます。 

FPU例外フラグフィールドは、FPU例外フラグフィールドが最後にクリア

されたそれ以降に発生した例外のステータスを保持します。 

各フィールドのビットの割り付けについては表 2.32を参照してください。 

1、0 RM 01 R/W 丸めモード 

丸めの方法を選択します。 

00：近傍への丸め 

01：0方向への丸め 

10：リザーブ（設定禁止） 

11：リザーブ（設定禁止） 

 

・ビッグエンディアンの場合

・リトルエンディアンの場合

DR（2i）

FR（2i） FR（2i＋1）

8n＋4 8n＋78n 8n＋3

63

63　　　  32 31　 　　 0

浮動小数点レジスタ

浮動小数点レジスタ

メモリ上の位置

メモリ上の位置

DR（2i）

FR（2i） FR（2i＋1）

4n 4m4n＋3 4m＋3

63　　　 32 31　 　　  0

DR（2i）

FR（2i＋1）FR（2i）

8n＋48n＋78n＋3 8n

63　　　  32 31　 　　 0

（1）SZ＝0の場合 （2）SZ＝1、PR＝0の場合

【注】 *1　SZ＝0、PR＝0では、DRレジスタを使用できません。
*2　DRレジスタのビット位置（63～0）は、PR=1のときの（PR＝0ではその後にPR＝1に
　　切り替えた際の）倍精度小数点フォーマットとの対応において意味を持ちます。

63 0

0

63 0

63 0

63 0

63 0

DR（2i）

FR（2i＋1）FR（2i）

8n8n＋38n＋7 8n＋4

63　　　  32 31　 　　 0

（3）SZ＝1、PR＝1の場合

63 0

63 0

*1、*2 *2

 

図 2.26 SZビットとエンディアンの関係 
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表 2.32 FPU例外処理に関連するビットの割り付け 

  FPUエラー

（E） 

無効演算 

（V） 

0除算 

（Z） 

オーバ 

フロー（O）

アンダ 

フロー（U） 

不正確 

（I） 

Cause FPU例外要因 

フィールド 

ビット 17 ビット 16 ビット 15 ビット 14 ビット 13 ビット 12 

Enable FPU例外イネーブル

フィールド 

なし ビット 11 ビット 10 ビット 9 ビット 8 ビット 7 

Flag FPU例外フラグ 

フィールド 

なし ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 

 

（3） 浮動小数点通信レジスタ（FPUL） 

FPUと CPU間の情報伝達は FPULレジスタを介して行われます。FPULレジスタは 32ビットのシステムレジス

タで、LDS、STS命令によって CPUからもアクセスします。たとえば、汎用レジスタ R1に格納した整数を単精

度浮動小数点に変換する処理フローは次のとおりです。 
 

R1 → （LDS命令）→ FPUL → （単精度 FLOAT命令） → FR1 
 

2.6.4 丸め 

浮動小数点命令において、丸めは中間結果から最終演算結果を生成する際に実行されます。したがって、FMAC、

FTRV、FIPRのような組み合わせ命令の結果は、FADD、FSUB、FMULなどの基本命令だけを用いた結果とは異

なります。FMACは 1度、FADD、FSUBおよび FMULは 2度というように丸めの回数が異なるためです。 

丸めには 2つの方法があり、使用する方法は FPSCRの RMフィールドで決まります。 

RM=00：近傍への丸め 

RM=01：0方向への丸め 
 

（1） 近傍への丸め 

演算結果はもっとも近い表現可能な値に丸められます。もっとも近い表現可能な値が 2つある場合、LSBが 0

の方を選択します。 

丸め前の値が 2Emax（2-2-p）以上であれば丸め前と同じ符号の無限となります。ここで Emax、pは単精度でそれ

ぞれ 127、24、倍精度で 1023、53です。 
 

（2） 0方向への丸め 

丸め前の値の丸めビット以下の桁は切り捨てられます。 

ただし、丸め前の値が表現可能な最大絶対値数よりも絶対値が大きい場合、丸め前と同じ符号の表現可能な最

大絶対値の数になります。 
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2.6.5 浮動小数点例外 

FPU関連の例外は次のとおりです。 
 

（1） 一般 FPU抑止／スロット FPU抑止例外 

SR.FD＝1のときに FPU命令を実行すると発生します。FPU命令が遅延スロット以外にある場合は一般 FPU抑

止例外が、FPU命令が遅延スロットにある場合はスロット FPU抑止例外が発生します。 
 

（2） FPU例外 

例外要因は次のとおりです。 

• FPUエラー（E）： 

FPSCR.DN＝0かつ非正規化数の入力時 

• 無効演算（V）： 

NaN入力のような無効な演算の場合 

• 0による除算（Z）： 

除数0による除算 

• オーバフロー（O）： 

演算結果がオーバフローする場合 

• アンダフロー（U）： 

演算結果がアンダフローする場合 

• 不正確例外（I）： 

丸めが発生する場合 

 

FPSCRの FPU例外要因フィールドには上記 E、V、Z、O、U、Iのすべてに該当するビットが含まれ、FPSCR

のフラグおよびイネーブルフィールドには V、Z、O、U、Iに該当するビットが含まれていますが Eに該当するビ

ットは含まれていません。このように FPUエラーはディスエーブルにすることができません。 

FPU例外が発生すると、FPU例外要因フィールドの該当するビットは 1にセットされ FPU例外フラグフィール

ドに該当するビットに 1が累積されます。FPU例外が発生しない場合、FPU例外要因フィールドの該当するビッ

トは 0にクリアされ、FPU例外フラグフィールドに該当するビットは変更されません。 
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（3） FPU例外処理 

FPU例外は次の場合に発生します。 

• FPUエラー（E）： 

FPSCR.DN＝0かつ非正規化数を扱えない命令への非正規化数の入力時 

• 無効演算（V） 

：FPSCR.EN.V＝1かつ（命令=FTRVまたは無効演算）の場合 

• 0による除算（Z） 

：FPSCR.EN.Z＝1かつ除数0による除算またはFSRRAの入力が0の場合 

• オーバフロー（O） 

：FPSCR.EN.O＝1かつ演算結果がオーバフローする可能性のある場合 

• アンダフロー（U） 

：FPSCR.EN.U＝1かつ演算結果がアンダフローする可能性のある場合 

• 不正確例外（I） 

：FPSCR.EN.I＝1かつ演算結果が不正確になる可能性のある命令 

 

FPU例外が発生する場合の詳細については、「SH-4A拡張機能ソフトウェアマニュアル」の「第 11章 各命

令の説明」を参照してください。 

FPU演算に起因するすべての例外事象は、同一の例外事象として割り付けられています。例外の意味内容は、

システムレジスタ FPSCRを読み出して、保持されている情報を解釈することでソフトウェアにより決定します。 

また、いかなる FPU例外処理動作によっても、デスティネーションレジスタは変更されません。 
 

上記以外で FPU例外要因が発生すると、V、Z、O、U、Iに対する該当ビットを 1にセットし、演算結果として

デフォルト値を生成します。 

• 無効演算（V）： 

結果としてqNaNを生成します。 

• 0による除算（Z）： 

丸め前と同じ符号付きの無限大を生成します。 

• オーバフロー（O）： 

0方向への丸めのとき、丸め前と同じ符号付き最大正規化数を生成します。 

近傍への丸めのとき、丸め前と同じ符号付き無限大を生成します。 

• アンダフロー（U）： 

FPSCR.DN＝0のとき、丸め前と同じ符号付き非正規化数、または丸め前と同じ符号付き0を生成します。 

FPSCR.DN＝1のとき、丸め前と同じ符号付き0を生成します。 

•  不正確例外（I）： 

不正確な結果を生成します。 
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2.6.6 グラフィックサポート機能 

SH-4Aは 2種類のグラフィック機能をサポートしています。1つはジオメトリック演算用の命令であり、もう

一つは高速データ転送を可能にするペア単精度転送命令です。 

（1） ジオメトリック演算命令 

ジオメトリック演算命令は最小のハードウェアで高速演算を可能とするため、SH-4Aは 4つの乗算の部分的演

算結果のうち相対的に小さな値を無視します。したがって、演算結果には以下に示す誤差が生じます。 
 

最大誤差＝MAX（各乗算結果×2－MIN（乗数の有効数字桁数－1、被乗数の有効数字桁数－1））＋MAX（結果値×2－23、2－149） 

 

ただし、有効数字桁数は正規化数が 24、非正規化数が 23（小数部のリーディングゼロの桁数）となります。 

将来の SuperHシリーズでの演算誤差は保証しますが、異なるプロセッサコア間の同一の演算結果は保証しませ

ん。 
 

（a） FIPR FVm,FVn（m、n：0、4、8、12） 

この命令の用途例を以下に示します。 
 

• 内積（m≠n）： 

一般的に、この演算はポリゴン表面の輝度や表面／裏面を判定するために使用されます。 

• 各要素の平方和（m=n）： 

一般的に、この演算はベクトルの長さを得るために使用されます。 

 

FIPR命令は不正確例外を検出しないため、命令を実行すると、FPU例外要因フィールドおよび FPU例外フラグ

フィールドの不正確例外（I）ビットが常に 1にセットされます。したがって、FPU例外イネーブルフィールドの

Iビットがセットされていれば、FPU例外処理が実行されます。 
 

（b） FTRV XMTRX、FVn（n：0、4、8、12） 

この命令の用途例を以下に示します。 
 

• 行列（4×4）・ベクトル（4）： 

一般的に、この演算は、視点の変更、角度の変更、または移動といったベクトル変換（4次元）に使用されま

す。基本的に、角度＋平行移動のためのアフィン変換処理は、4×4行列を必要とします。したがって、SH-4A

は4次元演算をサポートしています。 

• 行列（4×4）×行列（4×4）： 

この演算を行うためには、FTRV命令を4回実行する必要があります。 
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FIRV命令は不正確例外を検出しないため、命令を実行すると、FPU例外要因フィールドおよび FPU例外フラ

グフィールドの不正確例外（I）ビットが常に 1にセットされます。したがって、イネーブルフィールドの Iビッ

トがセットされていれば、FPU例外処理が実行されます。また、FTRV命令の実行の際、レジスタ内のすべての

データタイプを実行前にチェックすることができません。FPU例外イネーブルフィールドの Vビットがセットさ

れていると、FPU例外処理が実行されます。 
 

（c） FRCHG 

この命令はバンクレジスタを変更します。たとえば、FTRV命令を使用する場合、背後にあるバンク上に行列

の要素を設定する必要があります。しかし、変換行列の要素自体を作成するには、前面にあるバンクのレジスタ

を使用する方が簡単です。FPSCRに対する LDS命令を使用すると、この命令は FPUの状態を維持するために、4

～5サイクルを費やします。FRCHG命令では FPSCR.FRビットの変更を 1サイクルで行うことができます。 
 

（2） ペア単精度データ転送 

強力なジオメトリック演算命令に加えて、SH-4Aは高速データ転送命令をサポートしています。 

FPSCR.SZ＝1のとき、ペア単精度データ転送命令によるデータ転送を行えます。 
 

• FMOV DRm/XDm、DRn/XDRn（m、n：0、2、4、6、8、10、12、14） 

• FMOV DRm/XDm、@Rn（m：0、2、4、6、8、10、12、14、n：0～15） 

これらの命令により、2つの単精度（2×32ビット）データを転送することができます。つまり、これらの命

令の転送性能が2倍となります。 

 

• FSCHG 

この命令はFPSCRのSZビットの値を変更します。ペア単精度データ転送を行うか行わないかを高速に切り替

えることができます。 
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2.7 メモリマネジメントユニット（MMU） 

SH-4Aは、8ビットのアドレス空間識別子と 32ビットの仮想アドレス空間から 29ビットあるいは 32ビットの

物理アドレス空間を扱うことができます。仮想アドレスから物理アドレスへのアドレス変換は、SH-4Aに内蔵さ

れたメモリマネジメントユニット（MMU：Memory Management Unit）を用いて行います。MMUは変換ルックア

サイドバッファ（TLB：Translation Lookaside Buffer）にユーザ作成のアドレス変換テーブルの情報をキャッシング

することにより、高速にアドレス変換を行います。 

SH-4Aは命令 TLB（ITLB）を 4エントリ、共用 TLB（UTLB）を 64エントリ内蔵しており ITLBには UTLBの

コピーがハードウェアにより格納されます。アドレス変換方式はページング方式です。また特権モード、ユーザ

モードのそれぞれにおいて、仮想アドレス空間へのアクセス権を設定し、記憶保護を行うことができます。 

SH-4AのMMUではいくつかの動作モードがあります。物理アドレスのマッピング範囲に関して、29ビットア

ドレスモードと 32ビットアドレス拡張モードがあります。MMUのフラグ機能に関して、TLB互換モード（ペー

ジサイズ 4種類、保護ビット 4ビット）と TLB拡張モード（ページサイズ 8種類、保護ビット 6ビット）があり

ます。 

TLB互換モードと TLB拡張モードの選択は、ソフトウェアからの制御レジスタ設定（MMUCRレジスタのME

ビット）で行います。物理アドレスのマッピング範囲に関しては、「2.7.1 MMUの概要」～「2.7.7 メモリ割

り付け TLBの構成」を通じて、29ビットアドレスモードで説明し、その後「2.7.8 32ビットアドレス拡張モー

ド」で、32ビットアドレス拡張モードでの差分機能をまとめて説明します。 

MMUのフラグ機能に関しては、TLB互換モード、TLB拡張モードの両方を並列して説明します。 
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2.7.1 MMUの概要 

MMUとは物理メモリを有効に利用するために考え出された機能です。図 2.27（0）に示すように、プロセスの

サイズが物理メモリより少ない場合、プロセスのすべてを物理メモリへマッピングすることが可能です。しかし

プロセスのサイズが増大し、物理メモリに収まらない場合、プロセスを分割して実行に必要な部分を随時物理メ

モリへマッピングする必要が生じます（図 2.27（1））。この物理メモリへのマッピングをプロセス自身が考えな

がら実行していては、プロセスにかかる負担が増大します。この負担を軽減するために物理メモリへのマッピン

グを一括して行おうとして生まれた考え方が仮想記憶方式です（図 2.27（2））。仮想記憶方式では物理メモリに

比べて十分に大きな仮想メモリを用意します。プロセスはこの仮想メモリにマッピングされます。このためプロ

セスは仮想メモリ上での動作だけを考えていればよくなります。仮想メモリから物理メモリへのマッピングには、

MMUが用いられます。通常、OSがMMUを管理しており、プロセスが必要とする仮想メモリを円滑に物理メモ

リへマッピングできるように物理メモリの入れ替えを行います。物理メモリの入れ替えは 2次記憶などとの間で

行われます。 

こうして生まれた仮想記憶方式は、複数のプロセスが同時に走行するタイムシェアリングシステム（TSS）の上

で威力を発揮します（図 2.27（3））。TSS上で走行する複数のプロセスが、おのおの物理メモリへのマッピング

を意識しながら動作していたのでは効率が上がりません。この効率を上げ、各プロセスの負担を減らすために仮

想記憶方式は使われます（図 2.27（4））。この仮想記憶方式ではプロセスごとに仮想メモリが割り当てられます。

MMUは複数の仮想メモリを効率よく物理メモリへマッピングする働きをします。さらに、あるプロセスが別のプ

ロセスの物理メモリに誤ってアクセスしないように、MMUには記憶保護の機能も備わっています。 

MMUを用いて仮想メモリから物理メモリへアドレス変換を行うとき、その変換情報がMMUに登録されていな

かったり、別のプロセスの仮想メモリへ誤ってアクセスしたりすることがあります。そのときMMUは例外を発

生させて、物理メモリのマッピングを変更し、新たなアドレス変換情報を登録します。 

MMUの機能はソフトウェアのみでも実現可能ですが、プロセスが物理メモリへアクセスするたびにソフトウェ

アで変換を行っていたのでは効率が悪くなります。そのためハードウェア上にアドレス変換のためのバッファ

（TLB）を用意し、頻繁に使用されるアドレス変換情報は TLBに置いておきます。TLBはアドレス変換情報のた

めのキャッシュといえます。しかしキャッシュと違いアドレス変換に失敗したとき、つまり例外が発生したとき

のアドレス変換情報の入れ替えは通常ソフトウェアで行います。このためソフトウェアで柔軟にメモリ管理を行

うことが可能となります。 

MMUが仮想メモリから物理メモリへのマッピングをする方式として、固定長のアドレス変換を用いる方式（ペ

ージング方式）と可変長のアドレス変換を用いる方式（セグメント方式）があります。ページング方式では固定

サイズのページと呼ばれるアドレス空間が変換の単位となります。 

以下、SH-4Aでは仮想メモリ上のアドレス空間のことを仮想アドレス空間、物理メモリ上のアドレス空間のこ

とを物理アドレス空間と呼ぶことにします。 
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プロセス1

プロセス1 物理メモリ
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物理メモリプロセス1

プロセス2

プロセス3

仮想メモリ

仮想メモリ

物理
メモリプロセス1

プロセス1

プロセス2
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物理
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図 2.27 MMUの役割 
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（1） アドレス空間 

（a） 仮想アドレス空間 

SH-4Aは 32ビットの仮想アドレス空間をサポートし、4Gバイトのアドレス空間をアクセスできます。仮想ア

ドレス空間は図 2.28、図 2.29に示すとおり、いくつかの領域に分かれています。特権モードでは P0領域から P4

領域の 4Gバイトの空間をアクセスすることが可能です。ユーザモードでは U0領域の 2Gバイトの空間をアクセ

ス可能です。またMMU制御レジスタ（MMUCR）の SQMDビットが 0の場合、ストアキュー領域の 64Mバイト

の空間もアクセス可能になり、内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR）の RMDビットが 1の場合、内蔵メモリ領域

の 16Mバイトの空間もアクセス可能になります。ユーザモードで U0領域、ストアキュー領域、内蔵メモリ領域

以外をアクセスした場合、アドレスエラーとなります。 

MMUCRの ATビットを 1にし、MMUをイネーブルにしたとき、これらの領域のうち、P0、P3、U0領域は、

任意の物理アドレス空間へ 1K/4K/64K/1Mバイトページ単位（TLB互換モード時）、あるいは

1K/4K/8K/64K/256K/1M/4M/64Mバイトページ単位（TLB拡張モード時）でマッピングすることができます。また

8ビットのアドレス空間識別子を用いることにより、P0、P3、U0領域を 256個まで増やすことが可能です。仮想

アドレス空間から 29ビットの物理アドレス空間へのマッピングには TLBを用います。 

エリア0
エリア1
エリア2
エリア3
エリア4
エリア5
エリア6
エリア7

物理アドレス空間

アドレスエラー

アドレスエラー

アドレスエラー

ストアキュー領域

内蔵メモリ領域

ユーザモード特権モード

P1領域
キャッシング可能

P0領域
キャッシング可能

P2領域
キャッシング不可

P3領域
キャッシング可能

P4領域
キャッシング不可

U0領域
キャッシング可能

H'0000 0000

H'8000 0000

H'E000 0000

H'E400 0000

H'E500 0000

H'E600 0000
H'FFFF FFFF

H'0000 0000

H'8000 0000

H'FFFF FFFF

H'A000 0000

H'C000 0000

H'E000 0000

 

図 2.28 仮想アドレス空間（MMUCR.AT＝0） 
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エリア0
エリア1
エリア2
エリア3
エリア4
エリア5
エリア6
エリア7

物理アドレス空間
256256

U0領域
キャッシング可能
アドレス変換可能

アドレスエラー

アドレスエラー

アドレスエラー
ストアキュー領域

P0領域
キャッシング可能
アドレス変換可能

ユーザモード特権モード

P1領域
キャッシング可能
アドレス変換不可

P2領域
キャッシング不可
アドレス変換不可

P3領域
キャッシング可能
アドレス変換可能

P4領域
キャッシング不可
アドレス変換不可

内蔵メモリ領域

H'FFFF FFFF

H'E000 0000
H'E500 0000
H'E400 0000
H'E000 0000

H'E600 0000

H'C000 0000

H'A000 0000

H'8000 0000

H'0000 0000

H'FFFF FFFF

H'8000 0000

H'0000 0000

 

図 2.29 仮想アドレス空間（MMUCR.AT＝1） 

1. P0、P3、U0領域 

P0、P3、U0領域はTLBを用いたアドレス変換とキャッシュを用いたアクセスが可能な領域です。 

MMUがディスエーブルの場合、アドレスの上位3ビットを0にしたものが対応する物理アドレス空間のアドレ

スとなります。キャッシュを用いるか否かはキャッシュコントロールレジスタ（CCR）に従います。キャッ

シュを用いた場合、ライトアクセスにおけるコピーバック方式とライトスルー方式の切り替えは、CCRのWT

ビットに従います。 

MMUがイネーブルの場合、これらの領域はTLBを用いて1K/4K/64K/1Mバイトページ単位（TLB互換モード

時）、あるいは1K/4K/8K/64K/256K/1M/4M/64Mバイトページ単位（TLB拡張モード時）に任意の物理アドレ

ス空間へマッピングできます。CCRがキャッシュイネーブル状態であり、かつTLBエントリの当該ページの

キャッシング可能ビット（Cビット）が1のとき、キャッシュを用いたアクセスが行えます。キャッシュを用

いた場合、ライトアクセスにおけるコピーバック方式とライトスルー方式の切り替えは、TLBのWTビットに

従います。 

これらの領域を、TLBにより物理アドレス空間のエリア7に存在する制御レジスタ領域にマッピングする場

合、当該ページのCビットは0にしてください。 

 

2. P1領域 

P1領域はTLBを用いたアドレス変換が行えませんが、キャッシュを用いたアクセスは可能な領域です。 

MMUがイネーブルか否かにかかわらず、アドレスの上位3ビットを0にしたものが対応する物理アドレス空間

のアドレスとなります。キャッシュを用いるか否かはCCRに従います。キャッシュを用いた場合、ライトア

クセスにおけるコピーバック方式とライトスルー方式の切り替えは、CCRのCBビットに従います。 
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3. P2領域 

P2領域はTLBを用いたアドレス変換とキャッシュを用いたアクセスが行えない領域です。 

MMUがイネーブルか否かにかかわらず、アドレスの上位3ビットを0にしたものが対応する物理アドレス空間

のアドレスとなります。 

 

4. P4領域 

P4領域はSH-4Aの内部リソースにマッピングされる領域です。この領域は、ストアキューと内蔵メモリ領域

を除いてTLBを用いたアドレス変換ができません。また、この領域はキャッシュを用いたアクセスが行えま

せん。P4領域の詳細を図2.30に示します。 

H'E000 0000

H'E400 0000

H'F000 0000

H'F100 0000

H'F200 0000

H'F300 0000

H'F400 0000

H'F500 0000

H'F600 0000

H'F700 0000

H'F800 0000

H'FC00 0000

ストアキュー

リザーブ領域

内蔵メモリ領域

命令キャッシュアドレスアレイ

命令キャッシュデータアレイ

命令TLBアドレスアレイ

命令TLBデータアレイ

オペランドキャッシュアドレスアレイ

オペランドキャッシュデータアレイ

共用TLB/PMBアドレスアレイ

共用TLB/PMBデータアレイ

リザーブ領域

制御レジスタ領域

H'FFFF FFFF

H'E500 0000
H'E600 0000

 

図 2.30 P4領域 

H'E000 0000～H'E3FF FFFFまでは、ストアキュー（SQ）にアクセスするための領域です。ユーザモードでのア

クセス権はMMUCRの SQMDビットで指定します。詳細は「2.8.7 ストアキュー」を参照してください。 

H'E500 0000～H'E5FF FFFFまでは、内蔵メモリをアクセスするための領域です。ユーザモードでのアクセス権

は RAMCRレジスタの RMDビットで指定します。詳細は「2.9 内蔵メモリ」を参照してください。 

H'F000 0000～H'F0FF FFFFまでは、命令キャッシュのアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳

細は「2.8.6（1）ICアドレスアレイ」を参照してください。 
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H'F100 0000～H'F1FF FFFFまでは、命令キャッシュのデータアレイを直接アクセスするための領域 です。詳細

は「2.8.6（2）ICデータアレイ」を参照してください。 

H'F200 0000～H'F2FF FFFFまでは、命令 TLBのアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は

「2.7.7（1）ITLBアドレスアレイ」を参照してください。 

H'F300 0000～H'F37F FFFFまでは、命令 TLBのデータアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は「2.7.7

（2）ITLBデータアレイ（TLB互換モード）」および「2.7.7（3）ITLBデータアレイ（TLB拡張モード）」を参

照してください。 

H'F400 0000～H'F4FF FFFFまでは、オペランドキャッシュのアドレスアレイを直接アクセスするための領域で

す。詳細は「2.8.6（3）OCアドレスアレイ」を参照してください。 

H'F500 0000～H'F5FF FFFFまでは、オペランドキャッシュのデータアレイを直接アクセスするための領域です。

詳細は「2.8.6（4）OCデータアレイ」を参照してください。 

H'F600 0000～H'F60F FFFFまでは、共用 TLBのアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は

「2.7.7（4）UTLBアドレスアレイ」を参照してください。 

H'F610 0000～H'F61F FFFFまでは、PMBのアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は、「2.7.8

（5）メモリ割り付け PMBの構成」を参照してください。 

H'F700 0000～H'F70F FFFFまでは、共用TLBのデータアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は、「2.7.7

（5）UTLBデータアレイ（TLB互換モード）」および「2.7.7（6）UTLBデータアレイ（TLB拡張モード）」を

参照してください。 

H'F710 0000～H'F71F FFFFまでは、PMBのデータアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は、「2.7.8

（5）メモリ割り付け PMBの構成」を参照してください。 

H'FC00 0000～H'FFFF FFFFまでは内蔵周辺モジュールの制御レジスタの領域です。詳細は各章のレジスタ説明

の項を参照してください。 
 

（b） 物理アドレス空間 

SH-4Aは 29ビットの物理アドレス空間をサポートします。物理アドレス空間は図 2.31に示すとおり 8つの領

域に分かれています。エリア 7はリザーブ領域です。詳細は「第 1章 概要」の章を参照してください。 

TLBを用いて物理アドレス空間のエリア 7をアクセスする場合のみ、エリア 7の H'1C00 0000～H'1FFF FFFFま

での領域がリザーブ領域ではなくなり、仮想アドレス空間の P4領域に含まれる制御レジスタ領域と等価になりま

す。 
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H'0000 0000

H'0400 0000

H'0800 0000

H'0C00 0000

H'1000 0000

H'1400 0000

H'1800 0000

H'1C00 0000

H'1FFF FFFF

エリア0

エリア1

エリア2

エリア3

エリア4

エリア5

エリア6

エリア7（リザーブ領域）
 

図 2.31 物理アドレス空間 

（c） アドレス変換 

MMUを使用するとき、仮想アドレス空間はページという単位に分割され、そのページ単位で物理アドレスに変

換されます。外部メモリ上のアドレス変換テーブルには、仮想アドレスに対応する物理アドレスや、記憶保護コ

ードなどの付加情報が格納され、TLBにはアドレス変換の高速化のために、外部メモリ上のアドレス変換テーブ

ルの内容がキャッシングされます。SH-4Aでは命令のアクセスには ITLBを、データのアクセスには UTLBを用

います。P4領域以外へのアクセスが発生するとそのアクセスされた仮想アドレスが物理アドレスへ変換されます。

その仮想アドレスが P1、P2領域に属する場合、TLBをアクセスせずに物理アドレスが一意に決定されます。その

仮想アドレスが P0、U0、P3領域に属する場合には、仮想アドレスで TLBが検索され、その仮想アドレスが TLB

に登録されている場合には、TLBヒットとなり、TLBから対応する物理アドレスが読み出されます。またアクセ

スされた仮想アドレスが TLBに登録されていない場合には、TLBミス例外が発生し、処理が TLBミス例外処理

ルーチンへ移ります。TLBミス例外処理ルーチンでは、外部メモリ上のアドレス変換テーブルを検索し、対応す

る物理アドレス、ページ管理情報を TLBに登録します。そして例外処理ルーチンから復帰後、TLBミス例外を発

生させた命令を再実行します。 
 

（d） 単一仮想記憶モードと多重仮想記憶モード 

仮想記憶方式には、単一仮想記憶方式と多重仮想記憶方式があり、MMUCRの SVビットにより選択が可能で

す。単一仮想記憶方式では、複数のプロセスが仮想アドレス空間を排他的に使用しながら同時に走行し、ある仮

想アドレスに対応する物理アドレスは一意に定まります。多重仮想記憶方式では、複数のプロセスが仮想アドレ

ス空間を共有して使用しながら走行するため、ある仮想アドレスはプロセスにより異なった物理アドレスに変換

され得ます。単一仮想記憶方式と多重仮想記憶方式との動作上の違いは、TLBのアドレス比較の方式（「2.7.3（3）

アドレス変換方式」参照）のみです。 
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（e） アドレス空間識別子（ASID） 

多重仮想記憶モードの場合、8ビットのアドレス空間識別子（ASID）は仮想アドレス空間を共有しながら同時

に走行する複数のプロセスを区別するために用いられます。ASIDは 8ビットで、ソフトウェアがMMU内の PTEH

に現在走行中のプロセスの ASIDをセットすることで設定可能です。また ASIDによってプロセスを切り替えの際

に TLBをパージしないで済みます。 

単一仮想記憶モードの場合、ASID は仮想アドレス空間を排他的に使用しながら同時に走行する複数のプロセ

スの記憶保護のために用いられます。 
 

【注】 単一仮想記憶モードの設定で、ASIDが異なる同一の仮想ページ番号（VPN）を持つエントリを複数同時に TLBに設定

してはいけません。 
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2.7.2 レジスタの説明 

MMU処理に関するレジスタを以下に示します。 
 

表 2.33 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

サイズ 

ページテーブルエントリ上位レジスタ PTEH R/W H'FF00 0000 H'1F00 0000 32 

ページテーブルエントリ下位レジスタ PTEL R/W H'FF00 0004 H'1F00 0004 32 

変換テーブルベースレジスタ TTB R/W H'FF00 0008 H'1F00 0008 32 

TLB例外アドレスレジスタ TEA R/W H'FF00 000C H'1F00 000C 32 

MMU制御レジスタ MMUCR R/W H'FF00 0010 H'1F00 0010 32 

ページテーブルエントリアシスタンスレ

ジスタ 

PTEA R/W H'FF00 0034 H'1F00 0034 32 

物理アドレス空間制御レジスタ PASCR R/W H'FF00 0070 H'1F00 0070 32 

命令再フェッチ抑止制御レジスタ IRMCR R/W H'FF00 0078 H'1F00 0078 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 2.34 各処理状態におけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

ページテーブルエントリ 

上位レジスタ 

PTEH 不定 不定 保持 保持 不定 

ページテーブルエントリ 

下位レジスタ 

PTEL 不定 不定 保持 保持 不定 

変換テーブルベースレジスタ TTB 不定 不定 保持 保持 不定 

TLB例外アドレスレジスタ TEA 不定 保持 保持 保持 不定 

MMU制御レジスタ MMUCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 H'0000 0000 

ページテーブルエントリ 

アシスタンスレジスタ 

PTEA H'0000 xxx0 H'0000 xxx0 保持 保持 H'0000 xxx0 

物理アドレス空間制御レジスタ PASCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 H'0000 0000 

命令再フェッチ抑止制御レジスタ IRMCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 H'0000 0000 
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（1） ページテーブルエントリ上位レジスタ（PTEH） 

PTEHは仮想ページ番号（VPN）とアドレス空間識別子（ASID）から構成されています。VPNはMMU例外ま

たはアドレスエラー例外が発生した際に、ハードウェアにより例外を発生させた仮想アドレスの VPNが設定され

ます。VPNはページサイズによって異なりますが、例外発生時にハードウェアにより設定される VPNは例外を発

生させた仮想アドレスの上位 22ビットとなります。VPNの設定はソフトウェアにより行うことも可能です。ASID

には現在実行中のプロセスの番号をソフトウェアにより設定します。ASIDがハードウェアにより更新されること

はありません。この VPNと ASIDは、LDTLB命令により UTLBに登録されます。 

PTEHレジスタの ASIDフィールドを更新後、更新後の ASID値を使用する P0、P3、U0領域へのアクセス（命

令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1～3のいずれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はP0、P3、U0領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. PTEH更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令の実行は不要

です。しかしこの方法では、PTEH更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処理性能が低

下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31

VPN

VPN ASID

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－ －

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 VPN 不定 R/W 仮想ページ番号 

9、8 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

7～0 ASID 不定 R/W アドレス空間識別子 
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（2） ページテーブルエントリ下位レジスタ（PTEL） 

PTELは LDTLB命令により UTLBへ登録する物理ページ番号とページ管理情報を格納するために使用されます。

本レジスタはソフトウェアの指示がないかぎり内容が変更されることはありません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ―

― V SZ1 PR1 PR0 SZ0 C D SH WT

PPN

PPN

初期値：
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

28～10 PPN 不定 R/W 物理ページ番号 

9 － 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

8 V 不定 R/W 

7 SZ1 不定 R/W 

6 

5 

PR1 

PR0 

不定 

不定 

R/W 

R/W 

4 SZ0 不定 R/W 

3 C 不定 R/W 

2 D 不定 R/W 

1 SH 不定 R/W 

0 WT 不定 R/W 

ページ管理情報 

各ビットの意味は、共用 TLB（UTLB）の対応するビットと同じです。 

詳細は「2.7.3 TLBの機能（TLB互換モード）」および「2.7.4 TLBの

機能（TLB拡張モード）」を参照してください。 

【注】SZ1、PR1、SZ0、PR0は TLB互換モード時のみ有効です。 
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（3） 変換テーブルベースレジスタ（TTB） 

TTBは、現在使用しているページテーブルのベースアドレスの格納用などの用途に使用します。TTBはソフト

ウェアの指示がないかぎり内容が変更されることはありません。本レジスタはソフトウェアで自由に使用可能で

す。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ －

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31

TTB

TTB

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

 
 

（4） TLB例外アドレスレジスタ（TEA） 

TEAは、MMU例外またはアドレスエラー例外発生後に、例外を発生させた仮想アドレスが格納されます。こ

のレジスタはソフトウェアにより変更することは可能です。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ －

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31

MMU例外／アドレスエラーを発生させた仮想アドレス

MMU例外／アドレスエラーを発生させた仮想アドレス

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

TEA

TEA

 
 

（5） MMU制御レジスタ（MMUCR） 

MMUCRの各ビットは以下に示すようにMMUの設定を行います。このためMMUCRの書き換えは P1、P2領

域のプログラムで行うようにしてください。 

MMUCRレジスタを更新後、P0、P3、U0、ストアキュー領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、

以下の 1～3のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はP0、P3、U0領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. MMUCR更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンス

は不要です。しかしこの方法では、MMUCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処

理性能が低下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 

MMUCRはソフトウェアにより変更可能です。ただし LRUIビットと URCビットはハードウェアにより更新さ

れることもあります。 
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ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット：

初期値：
R/W： R/W

LRUI

URC SQMD TI ATSV

URB

R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － －

ME － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 LRUI 000000 R/W 入れ替えを行う ITLBエントリを示す LRUビット 

ITLBミス発生時に入れ替える ITLBのエントリを決めるため、LRU方式

（Least Recently Used）を用います。LRUIビットを用いて ITLBの追い出

すエントリを確定できます。 

LRUIは、以下のアルゴリズムで更新が行われます。 

なお、以下の「x」は更新を行わないことを意味します。 

000xxx：ITLBのエントリ 0を用いたとき 

1xx00x：ITLBのエントリ 1を用いたとき 

x1x1x0：ITLBのエントリ 2を用いたとき 

xx1x11：ITLBのエントリ 3を用いたとき 

xxxxxx：上記以外 

また LRUIが以下の状態のとき、対応する ITLBのエントリが ITLBミスに

より更新されます。なお、下表で設定禁止の値にはソフトウェアの責任で

設定しないようにしてください。またパワーオンリセット、マニュアルリ

セット後に LRUIは 0に初期化されるので、ハードウェアの更新によって

LRUIが設定禁止の値になることはありません。 

なお、以下の「x」は Don't careを意味します。 

111xxx：ITLBのエントリ 0が更新される 

0xx11x：ITLBのエントリ 1が更新される 

x0x0x1：ITLBのエントリ 2が更新される 

xx0x00：ITLBのエントリ 3が更新される 

上記以外：設定禁止 

25、24 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

23～18 URB 000000 R/W 入れ替えを行う UTLBエントリの境界を示すビット 

URB≠0のときに有効となります。 

17、16 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 URC 000000 R/W LDTLB命令により入れ替えを行う UTLBエントリを示すためのランダム

カウンタ 

UTLBへのアクセスが発生するたびにインクリメントされます。ただし

URB＞0の場合、URC＝URBの条件が成立すると URCは 0にクリアされ

ます。またソフトウェアにより URC＞URBとなる値が URCに書き込まれ

た場合、最初は URC＝H'3Fになるまで URBを超えてインクリメントされ

ますので注意してください。なお URCは、LDTLB命令によってカウント

アップされません。 

9 SQMD 0 R/W ストアキューモードビット 

ストアキューへのアクセス権を指定します。 

0：ユーザ／特権アクセスが可能 

1：特権アクセスが可能（ユーザアクセスの場合はアドレスエラー例外） 

8 SV 0 R/W 単一仮想記憶モード／多重仮想記憶モード切り替えビット 

このビットを変更するときは、必ずTIビットにも1を書き込んでください。 

0：多重仮想記憶モード 

1：単一仮想記憶モード 

7 ME 0 R/W TLB拡張モード切り替えビット 

0：TLB互換モード 

1：TLB拡張モード 

MEビットの値を変更する場合には、必ず TIビットに 1を指定して、ITLB、

UTLBの内容を無効化してください。また、MEビットによる TLB動作モ

ード選択は、PMBの機能や動作には影響を与えません。 

6～3 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事

項」を参照してください。 

2 TI 0 R/W TLB無効化ビット 

このビットに 1を書き込むと、UTLB/ITLBの有効ビットをすべて 0にクリ

アします。読み出すと常に 0が読み出されます。 

1 － 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事

項」を参照してください。 

0 AT 0 R/W アドレス変換有効ビット 

MMUのイネーブル（有効）とディスエーブル（無効）を指定します。 

0：MMUディスエーブルにする 

1：MMUイネーブルにする 

ATビットが 0の状態ではMMU例外は発生しません。このためMMUを使

用しないソフトウェアでは ATビットを 0の状態で使用してください。 
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（6） ページテーブルエントリアシスタンスレジスタ（PTEA） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― EPR ESZ ― ― ― ―

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 0 0 0 0初期値：
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R RR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

13～8 EPR 不定 R/W 

7～4 ESZ 不定 R/W 

ページ管理情報 

各ビットの意味は、共用 TLB（UTLB）の対応するビットと同じです。 

詳細は「2.7.4 TLBの機能（TLB拡張モード）」を参照してください。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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（7） 物理アドレス空間制御レジスタ（PASCR） 

PASCRは物理アドレス空間の動作を制御します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

UB

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

7～0 UB H'00 R/W エリア（64Mバイト）ごとのバッファドライト制御 

キャッシュを使わない書き込みのバスアクセスが完了するまで次の CPU

からのバスアクセスを待たせるかをエリアごとに指定します。 

0：CPUは書き込みのバスアクセスの完了を待たずに次のバスアクセス

を行います 

1：CPUは書き込みのバスアクセスの完了を待ってから次のバスアクセ

スを行います 

UB[7]：制御レジスタ領域に対応 

UB[6]：エリア 6に対応 

UB[5]：エリア 5に対応 

UB[4]：エリア 4に対応 

UB[3]：エリア 3に対応 

UB[2]：エリア 2に対応 

UB[1]：エリア 1に対応 

UB[0]：エリア 0に対応 
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（8） 命令再フェッチ抑止制御レジスタ（IRMCR） 

IRMCRは特定のリソースが変更された場合に、次の命令を命令フェッチからやり直すかどうかを制御します。

特定のリソースとは、制御レジスタの一部、TLB、キャッシュを示します。 

初期状態ではリソース変更後、次の命令の命令フェッチをやり直すように設定されています。しかしこの状態

では、リソースの変更を一回行うごとに命令フェッチのやり直しが起こり、CPUの処理性能が低下します。その

ため IRMCRの各ビットを 1に設定し、必要なリソースの変更をまとめて行ったうえで、特定の命令を実行し、変

更後のリソースを使用するプログラムの実行へ移るようにすることを推奨します。 

特定のシーケンスに関しては、各リソースの説明を参照してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― R2 R1 LT MT MC

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事

項」を参照してください。 

4 R2 0 R/W レジスタ変更後再フェッチ抑止 2 

MMUCR、PASCR、CCR、RAMCR、PTEHの各レジスタが変更された場

合に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 

3 R1 0 R/W レジスタ変更後再フェッチ抑止 1 

アドレス H'FF200000～H'FF2FFFFFに存在するレジスタが変更された場

合に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 

2 LT 0 R/W LDTLB実行後再フェッチ抑止 

LDTLB命令を実行後に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御しま

す。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 MT 0 R/W メモリ割り付け TLBライト後再フェッチ抑止 

MMUCR.AT＝1の状態で、メモリ割り付け ITLB/UTLBライトを行った後

に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 

0 MC 0 R/W メモリ割り付け ICライト後再フェッチ抑止 

CCN.ICE＝1の状態で、メモリ割り付け ICライトを行った後に、次命令の

再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 
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2.7.3 TLBの機能（TLB互換モード） 

（1） 共用 TLB（UTLB）の構成 

UTLBは次の 2つの目的のために使用されます。 

1. データアクセスのとき、仮想アドレスを物理アドレスへ変換する。 

2. 命令TLBミスのとき、ITLBへ登録するアドレス変換情報のテーブル。 

 

このため共用 TLBと呼ばれます。UTLBには外部メモリ上に置かれるアドレス変換テーブルの情報がキャッシ

ングされます。アドレス変換テーブルには仮想ページ番号とアドレス空間識別子、それに対応する物理ページ番

号とページ管理情報が格納されています。図 2.32に UTLBの構成を示します。UTLBはフルアソシアティブ方式

の 64エントリで構成されています。図 2.33にページサイズとアドレスの関係を示します。 

PPN[28:10] 

PPN[28:10] 

PPN[28:10]

SZ[1:0] 

SZ[1:0] 

SZ[1:0]

SH

SH

SH

C

C

C

PR[1:0] 

PR[1:0] 

PR[1:0] 

ASID[7:0] 

ASID[7:0] 

ASID[7:0]

VPN[31:10] 

VPN[31:10] 

VPN[31:10]

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

D

D

D

WT

WT

WT

PPN[28:10] SZ[1:0] SH C PR[1:0]ASID[7:0] VPN[31:10] Vエントリ63 D WT
 

図 2.32 UTLBの構成（TLB互換モード） 

【記号説明】 

VPN：仮想ページ番号 1Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 22ビット 

  4Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 20ビット 

  64Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 16ビット 

  1Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 12ビット 
 

ASID：アドレス空間識別子 仮想ページをアクセスできるプロセスを示します。 

 単一仮想記憶モードかつユーザモードか、多重仮想記憶モードのときで、SHビ 

 ットが 0ならアドレス比較の際に PTEH中の ASIDと比較されます。 
 

SH：共有状態ビット 0：複数のプロセスでページを共有しません。 

  1：複数のプロセスでページを共有します。 
 

SZ[1:0]：ページサイズビット ページサイズを指定します。 

 00：1Kバイトページ 

 01：4Kバイトページ 

 10： 64Kバイトページ 

 11：1Mバイトページ 
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V：有効ビット エントリが有効かどうかを示します。 

 0：無効 

 1：有効 

 パワーオンリセット時に 0にクリアされます。 

 マニュアルリセット時には変化しません。 
 

PPN：物理ページ番号 物理アドレスの上位 22ビット 

 1Kバイトページのときは PPN[28:10]が有効です。 

 4Kバイトページのときは PPN[28:12]が有効です。 

 64Kバイトページのときは PPN[28:16]が有効です。 

 1Mバイトページのときは PPN[28:20]が有効です。 

 また PPNの設定においてはシノニム問題に注意してください 

 （「2.7.5（5）シノニム問題の回避」参照）。 
 

PR[1:0]：保護キーデータ ページのアクセス権をコードで表した 2ビットデータ 

 00：特権モードで読み出しのみ可能 

 01：特権モードで読み出し／書き込み可能 

 10：特権／ユーザモードで読み出しのみ可能 

 11：特権／ユーザモードで読み出し／書き込み可能 
 

C：キャッシング可能ビット ページがキャッシング可能かどうか示します。 

 0：キャッシング不可能。 

 1：キャッシング可能。 

 制御レジスタ空間のマッピングを行う場合、このビットは 0にしてください。 
 

D：ダーティビット ページに書き込みが行われたかどうかを示します。 

 0：書き込みが行われていない。 

 1：書き込みが行われた。 
 

WT：ライトスルービット キャッシュへの書き込みモードを指定します。 

 0：コピーバックモード 

 1：ライトスルーモード 
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31

・1Kバイトページ

10 9 0
仮想アドレス

31

・4Kバイトページ

12 11 0
仮想アドレス

31

・64Kバイトページ

16 15 0
仮想アドレス

31

・1Mバイトページ

20 19 0
仮想アドレス

VPN オフセット

VPN オフセット

VPN オフセット

VPN オフセット

28 10 9 0
物理アドレス

28 12 11 0
物理アドレス

28 16 15 0
物理アドレス

28 20 19 0
物理アドレス

PPN オフセット

PPN オフセット

PPN オフセット

PPN オフセット
 

図 2.33 ページサイズとアドレスの関係（TLB互換モード） 

（2） 命令 TLB（ITLB）の構成 

ITLBは命令アクセスのとき、仮想アドレスを物理アドレスへ変換するために用いられます。ITLBには UTLB

上に置かれるアドレス変換テーブルの情報がキャッシングされます。図 2.34に ITLBの構成を示します。ITLBは

フルアソシアティブの 4エントリで構成されています。 

PPN[28:10] 

PPN[28:10] 

PPN[28:10] 

PPN[28:10]

SZ[1:0] 

SZ[1:0] 

SZ[1:0] 

SZ[1:0]

SH

SH

SH

SH

C

C

C

C

PR

PR

PR

PR

ASID[7:0] 

ASID[7:0] 

ASID[7:0] 

ASID[7:0]

VPN[31:10]

VPN[31:10] 

VPN[31:10] 

VPN[31:10]

V

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

エントリ3

【注】　1.　D、WTビットをサポートしません。
　　　　2.　PRビットが1ビットになり、UTLBのPRビットの上位1ビットに対応します。  

図 2.34 ITLBの構成（TLB互換モード） 
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（3） アドレス変換方式 

図 2.35に、UTLBを用いたメモリアクセスのフローを示します。 

SH＝0かつ
（MMUCR.SV＝0または

SR.MD＝0）

VPNs一致かつ
ASIDs一致かつ

V＝1

1エントリのみ一致

SR.MD?

ライトスルーモードで
キャッシュアクセス

データTLB
保護違反例外

初期ページ
書き込み例外

データTLB
保護違反例外

コピーバックモードで
キャッシュアクセス

R/W?R/W?

仮想アドレス（VA）に対するデータアクセス

VAが
P4領域

VA が 
P2領域

VA が 
P1領域

VAが
P0、U0、P3領域

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

Yes

No

1（特権）

PR? PR?

0（ユーザ）

D?

R/W?
WWW

RRR R

W
R/W?

WT?

C＝1かつ
CCR.OCE＝1

1

1

0

0

00 or 
01

10 11 01 or 11 00 or 10

MMUCR.AT＝1

Yes
No

データTLB
多重ヒット例外

データTLB
ミス例外

メモリアクセス
（キャッシング不可）内部リソースアクセス

1
0

CCR.OCE?

1
0

CCR.CB?

0

1

CCR.WT?

VPNs一致かつ
V＝1

1
0

CCR.OCE?

No

 

図 2.35 UTLBを用いたメモリアクセスフロー（TLB互換モード） 

 



 

2. SH-4A 

2-128  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

図 2.36に ITLBを用いたメモリアクセスのフローを示します。 

SH＝0かつ
（MMUCR.SV＝0または

SR.MD＝0）

VPNs一致かつ
ASIDs一致かつ

V＝1

1エントリのみ一致

SR.MD?

命令TLB
保護違反例外

命令TLB
多重ヒット例外

キャッシュアクセス

仮想アドレス（VA）に対する命令アクセス

VAが
P4領域

VA が 
P2領域

VA が 
P1領域

VAが
P0、U0、P3領域

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

1（特権）

UTLBを検索

0（ユーザ）

ハードウェアITLB
ミスハンドリング

一致?

MMUCR.AT＝1

Yes
No

命令TLB
ミス例外

メモリアクセス
（キャッシング不可）内部リソースアクセス

1

0

VPNs一致かつ
V＝1

1
0

CCR.ICE?

Yes

No C＝1かつ
CCR.ICE＝1

No

PR?

ITLBへ登録
Yes

No

 

図 2.36 ITLBを用いたメモリアクセスフロー（TLB互換モード） 
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2.7.4 TLBの機能（TLB拡張モード） 

（1） 共用 TLB（UTLB）の構成 

図 2.37にTLB拡張モード時のUTLBの構成を示します。図 2.38にページサイズとアドレスの関係を示します。 

PPN[28:10]

PPN[28:10]

PPN[28:10]

ESZ[3:0]

ESZ[3:0]

ESZ[3:0]

SH

SH

SH

C

C

C

EPR[5:0]

EPR[5:0]

EPR[5:0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

D

D

D

WT

WT

WT

PPN[28:10] ESZ[3:0] SH C EPR[5:0]ASID[7:0] VPN[31:10] Vエントリ63 D WT
 

図 2.37 UTLBの構成（TLB拡張モード） 

【記号説明】 

VPN：仮想ページ番号 1Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 22ビット 

4Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 20ビット 

8Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 19ビット 

64Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 16ビット 

256Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 14ビット 

1Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 12ビット 

4Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 10ビット 

64Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 6ビット 
 

ASID：アドレス空間識別子 仮想ページをアクセスできるプロセスを示します。 

単一仮想記憶モードかつユーザモードか、多重仮想記憶モードのときで、SHビ 

ットが 0ならアドレス比較の際に PTEH中の ASIDと比較されます。 
 

SH：共有状態ビット 0：複数のプロセスでページを共有しません。 

  1：複数のプロセスでページを共有します。 
 

ESZ：ページサイズビット ページサイズを指定します。 

0000：1Kバイトページ 

0001：4Kバイトページ 

0010：8Kバイトページ 

0100：64Kバイトページ 

0101：256Kバイトページ 

0111：1Mバイトページ 

1000：4Mバイトページ 

1100：64Mバイトページ 

【注】 上記以外の値を登録した場合の動作は保証しません。 
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V：有効ビット エントリが有効かどうかを示します。 

 0：無効 

 1：有効 

 パワーオンリセット時に 0にクリアされます。 

 マニュアルリセット時には変化しません。 
 

PPN：物理ページ番号 物理アドレスの上位 19ビット 

 1Kバイトページのときは PPN[28:10]が有効です。 

 4Kバイトページのときは PPN[28:12]が有効です。 

 8Kバイトページのときは PPN[28:13]が有効です。 

 64Kバイトページのときは PPN[28:16]が有効です。 

 256Kバイトページのときは PPN[28:18]が有効です。 

 1Mバイトページのときは PPN[28:20]が有効です。 

 4Mバイトページのときは PPN[28:22]が有効です。 

 64Mバイトページのときは PPN[28:26]が有効です。 

また PPNの設定においてはシノニム問題に注意してください 

（「2.7.5（5）シノニム問題の回避」参照）。 
 

EPR：保護キーデータ ページのアクセス権をコードで表した 6ビットデータ 

特権モードでの読み出し／書き込み／実行（命令フェッチ）およびユーザモー

ドでの読み出し／書き込み／実行（命令フェッチ）に対する許可を独立に設定

可能です。各ビットそれぞれ 0で不許可、1で許可を示します。 

EPR[5]：特権モードでの読み出し 

EPR[4]：特権モードでの書き込み 

EPR[3]：特権モードでの実行（命令フェッチ） 

EPR[2]：ユーザモードでの読み出し 

EPR[1]：ユーザモードでの書き込み 

 EPR[0]：ユーザモードでの実行（命令フェッチ） 
 

C：キャッシング可能ビット ページがキャッシング可能かどうか示します。 

 0：キャッシング不可能 

 1：キャッシング可能 

 制御レジスタ空間のマッピングを行う場合、このビットは 0にしてください。 
 

D：ダーティビット ページに書き込みが行われたかどうかを示します。 

 0：書き込みが行われていない 

 1：書き込みが行われた 
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WT：ライトスルービット キャッシュへの書き込みモードを指定します。 

 0：コピーバックモード 

 1：ライトスルーモード 
 

仮想アドレス 物理アドレス
31

1Kバイトページ

10 9 0

VPN オフセット

28 10 9 0

PPN オフセット

31

4Kバイトページ

12 11 0

VPN オフセット

28 12 11 0

PPN オフセット

31

64Kバイトページ

16 15 0

VPN オフセット

28 16 15 0

PPN オフセット

31

8Kバイトページ

13 12 0

VPN オフセット

28 13 12 0

PPN オフセット

31

1Mバイトページ

20 19 0

VPN オフセット

28 20 19 0

PPN オフセット

31

4Mバイトページ

22 21 0

VPN オフセット

28 22 21 0

PPN オフセット

31

64Mバイトページ

26 25 0

VPN オフセット

28 26 25 0

PPN オフセット

31

256Kバイトページ

18 17 0

VPN オフセット

28 18 17 0

PPN オフセット

 

図 2.38 ページサイズとアドレスの関係（TLB拡張モード） 
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（2） 命令 TLB（ITLB）の構成 

図 2.39に TLB拡張モード時の ITLBの構成を示します。 

PPN[28:10]

PPN[28:10]

PPN[28:10]

PPN[28:10]

ESZ[3:0]

ESZ[3:0]

ESZ[3:0]

ESZ[3:0]

SH

SH

SH

SH

C

C

C

C

EPR[5]

EPR[5]

EPR[5]

EPR[5]

EPR[3]

EPR[3]

EPR[3]

EPR[3]

EPR[2]

EPR[2]

EPR[2]

EPR[2]

EPR[0]

EPR[0]

EPR[0]

EPR[0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

V

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

エントリ3

【注】　EPR[4]、EPR[1]、D、WTビットをサポートしません。  

図 2.39 ITLBの構成（TLB拡張モード） 

（3） アドレス変換方式 

図 2.40に TLB拡張モード時の UTLBを用いたメモリアクセスのフローを示します。 
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SH＝0かつ
（MMUCR.SV＝0または

SR.MD＝0）

VPNs一致かつ
ASIDs一致かつ

V＝1

1エントリのみ一致

SR.MD?

ライトスルーモードで
キャッシュアクセス

データTLB
保護違反例外

初期ページ
書き込み例外

データTLB
保護違反例外

コピーバックモードで
キャッシュアクセス

EPR[5]?EPR[4]?

仮想アドレス（VA）に対するデータアクセス

VAが
P4領域

VA が 
P2領域

VA が 
P1領域

VAが
P0、U0、P3領域

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

Yes

No

1（特権）

R/W? R/W?

0（ユーザ）

D?

EPR[1]?
0 0

1 1

0

11

0
EPR[2]?

WT?

C＝1かつ
CCR.OCE＝1

0

1

1

0

R W W R

MMUCR.AT＝1

Yes
No

データTLB
多重ヒット例外

データTLB
ミス例外

メモリアクセス
（キャッシング不可）内部リソースアクセス

1
0

CCR.OCE?

1
0

CCR.CB?

0

1

CCR.WT?

VPNs一致かつ
V＝1

1
0

CCR.OCE?

No

 

図 2.40 UTLBを用いたメモリアクセスフロー（TLB拡張モード） 



 

2. SH-4A 

2-134  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

図 2.41に TLB拡張モード時の ITLBを用いたメモリアクセスのフローを示します。 

SH＝0かつ
（MMUCR.SV＝0または

SR.MD＝0）

VPNs一致かつ
ASIDs一致かつ

V＝1

1エントリのみ一致

SR.MD?

命令TLB
保護違反例外

命令TLB
多重ヒット例外

仮想アドレス（VA）に対する命令アクセス

VAが
P4領域

VA が 
P2領域

VA が 
P1領域

VAが
P0、U0、P3領域

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

1（特権）

UTLBを検索

0（ユーザ）

ハードウェアITLB
ミスハンドリング

一致?

MMUCR.AT＝1

Yes
No

命令TLB
ミス例外

メモリアクセス
（キャッシング不可）内部リソースアクセス

VPNs一致かつ
V＝1

1
0

CCR.ICE?

Yes

No C＝1かつ
CCR.ICE＝1

EPR[2]＝0かつ
EPR[0]＝0

EPR[0]？

No
ITLBへ登録

Yes

No

Yes

No

Yes

11

00

No

ICBI or 通常命令アクセス？

ICBI 通常命令アクセス ICBI 通常命令アクセス

ICBI or 通常命令アクセス？

EPR[5]＝0かつ
EPR[3]＝0

EPR[3]？

キャッシュアクセス
 

図 2.41 ITLBを用いたメモリアクセスフロー（TLB拡張モード） 
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2.7.5 MMUの機能 

（1） MMUのハードウェア管理 

SH-4AがサポートするMMUの機能として次のものがあります。 

1. ソフトウェアがアクセスする仮想アドレスをデコードし、MMUCRの設定に従ってUTLB、ITLBを制御して

アドレス変換を行います。 

2. アドレス変換の際に読み出されたページ管理情報をもとに、キャッシュへのアクセス状態を判定します（C、

WTビット）。 

3. データアクセス、命令アクセスにおいて正常にアドレス変換が行われなかった場合、MMU例外の発生により

ソフトウェアに通知します。 

4. 命令アクセスでITLBにアドレス変換情報が登録されていないとき、UTLBを検索します。必要なアドレス変

換情報がUTLBに登録されていた場合、MMUCRのLRUIビットに従い、ITLBにそのアドレス変換情報をコピ

ーします。 

 

（2） MMUのソフトウェア管理 

MMUに対するソフトウェアの処理として次のものがあります。 

1. MMU関連レジスタの設定。一部ハードウェアにより自動的に更新されるものもあります。 

2. TLBエントリの登録、削除、読み出し。UTLBエントリの登録にはLDTLB命令を用いる方法と、メモリ割り

付けUTLBに直接書き込む方法があります。ITLBエントリの登録はメモリ割り付けITLBに直接書き込む方法

しかありません。UTLB、ITLBエントリの削除と読み出しは、メモリ割り付けUTLB、ITLBをアクセスする

ことで可能です。 

3. MMU例外処理。MMU例外が発生したときにハードウェア側から設定された情報を元に処理を行います。 
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（3） MMUの命令（LDTLB） 

UTLBエントリを登録する命令として TLBロード命令（LDTLB）があります。LDTLB命令が発行されると、

SH-4Aは PTEHと PTELの内容を（加えて TLB拡張モードの場合には PTEAの内容を）URCビットが指し示す

UTLBエントリにコピーします。LDTLB命令により ITLBエントリの更新は行われませんので、UTLBエントリ

から追い出されたアドレス変換情報が ITLBエントリに残る可能性があります。LDTLB命令はアドレス変換情報

を変更する命令のため、必ず P1、P2領域のプログラムで発行するようにしてください。LDTLB命令実行後、TLB

が有効な領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1.～3.のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はTLBが有効な領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. LDTLB命令実行前にあらかじめIRMCR.LT=0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンス

は不要です。しかしこの方法では、LDTLB命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処理性能

が低下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3.は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1.または 2.を用いることを推奨します。 

図 2.42、図 2.43に LDTLB命令の動作を示します。 
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図 2.42 LDTLB命令の動作（TLB互換モード） 
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図 2.43 LDTLB命令の動作（TLB拡張モード） 
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（4） ハードウェア ITLBミスハンドリング 

SH-4Aは命令アクセスの際、ITLBを検索して必要なアドレス変換情報を見つけられなかった（ITLBミス）場

合、ハードウェアにより UTLBを検索し、必要なアドレス変換情報があれば ITLBへの登録を行います。これを

ハードウェア ITLBミスハンドリングと呼びます。UTLBを検索しても必要なアドレス変換情報が見つからない場

合、命令 TLBミス例外を発生し、処理をソフトウェアへ移します。 
 

（5） シノニム問題の回避 

TLBエントリに 1K、4Kバイトページを登録するときにシノニム問題が発生する可能性があります。シノニム

問題とは、複数の仮想アドレスが 1つの物理アドレスにマッピングされる場合に、キャッシュの複数のエントリ

に同一の物理アドレスのデータが登録されてしまい、データの一致性を保証できなくなるという問題です。この

問題は命令 TLBや命令キャッシュではデータの読み出ししか行わないため発生しません。SH-4Aではオペランド

キャッシュの高速動作のために仮想アドレスの[12:5]を用いて、エントリの指定を行います。しかし 1Kバイトペ

ージでは仮想アドレスの[12:10]が、4Kバイトページでは仮想アドレスの[12]がアドレス変換の対象になります。

このため変換後の物理アドレスの[12:10]と仮想アドレスの[12:10]が異なる可能性があります。 

このため UTLBエントリへのアドレス変換情報の登録には以下の制限が生じます。 
 

1. 複数の1KバイトページのUTLBエントリが同一の物理アドレスに変換されるアドレス変換情報をUTLBに登

録するとき、VPN[12:10]は必ず等しくなるようにしてください。 

2. 複数の4KバイトページのUTLBエントリが同一の物理アドレスに変換されるアドレス変換情報をUTLBに登

録するとき、VPN[12]は必ず等しくなるようにしてください。 

3. 1KバイトページのUTLBエントリの物理アドレスを、異なるページサイズのUTLBエントリで使用しないでく

ださい。 

4. 4KバイトページのUTLBエントリの物理アドレスを、異なるページサイズのUTLBエントリで使用しないでく

ださい。 

 

上記の制限はキャッシュを用いたアクセスを行う場合に限定されます。 
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2.7.6 MMU例外 

MMU例外には、命令 TLB多重ヒット例外、命令 TLBミス例外、命令 TLB保護違反例外、データ TLB多重ヒ

ット例外、データ TLBミス例外、データ TLB保護違反例外、初期ページ書き込み例外の 7つの例外があります。

各例外の発生条件については図 2.35、図 2.36、図 2.40および図 2.41を参照してください。 
 

（1） 命令 TLB多重ヒット例外 

命令 TLB多重ヒット例外は、命令アクセスした仮想アドレスに一致する ITLBエントリが複数存在した場合に

発生します。ハードウェア ITLBミスハンドリングにより UTLBを検索する際に UTLBで多重ヒットが発生した

場合も、命令 TLB多重ヒット例外となります。 

命令 TLB多重ヒット例外が発生するとリセットになり、キャッシュのコヒーレンシは保証しません。 

• ハードウェア処理 

命令TLB多重ヒット例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

2. 例外コードH'140をEXPEVTに設定します。 

3. リセット処理ルーチン（H'A000 0000）に分岐します。 

 

• ソフトウェア処理（リセットルーチン） 

リセット処理ルーチンで多重ヒットを発生させたITLBエントリを確認します。この例外はプログラムのデバ

ッグ時に用いるためのもので、通常はこの例外を発生させないでください。 

 

（2） 命令 TLBミス例外 

命令 TLBミス例外は、ハードウェア ITLBミスハンドリングにより UTLBエントリに命令アクセスした仮想ア

ドレスに対応するアドレス変換情報が見つからなかったときに発生します。命令 TLBミス例外のハードウェアで

行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次のとおりです。これはデータ TLBミス例外時の処理と同じです。 
 

• ハードウェア処理 

命令TLBミス例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 例外コードH'040を、EXPEVTに設定します。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 
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6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0400を加えたアドレスに分岐し、命令TLBミス例外処理ルーチンを開始しま

す。 

 

• ソフトウェア処理（命令TLBミス例外処理ルーチン） 

外部メモリのページテーブルを検索し、必要なページテーブルエントリを割り当てるのはソフトウェアの責

任です。必要なページテーブルエントリを探して割り当てるために、ソフトウェアでは次のように処理して

ください。 

1. TLB互換モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリの

PPN、PR、SZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値を、PTELに書き込みます。 

TLB拡張モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリの

PPN、EPR、ESZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値をPTEL、PTEAに書き込みます。 

2. エントリ置き換えで置き換えられるエントリをソフトウェアで指定する場合、その値をMMUCRのURCに書

き込みます。このときURCがURBを超えるような場合、LDTLB命令発行後に適切な値に変更してください。 

3. LDTLB命令を実行させ、TLB互換モードの場合、PTEH、PTELの内容をTLBに書き込みます。TLB拡張モー

ドの場合は、PTEH、PTELおよびPTEAの内容をUTLBに書き込みます。 

4. 最後に、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、制御を通常の流れに

戻してください。ただし、LDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 

 

（3） 命令 TLB保護違反例外 

命令 TLB保護違反例外は、命令アクセスした仮想アドレスに一致するアドレス変換情報が ITLBエントリに存

在するにもかかわらず、実際のアクセスタイプが PRあるいは EPRビットで指定されるアクセス権で許されてい

ない場合に発生します。命令 TLB保護違反例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次

のとおりです。 
 

• ハードウェア処理 

命令TLB保護違反例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 例外コードH'0A0をEXPEVTに設定します。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 
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6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、命令TLB保護違反例外処理ルーチンを開始

します。 

 

• ソフトウェア処理（命令TLB保護違反例外処理ルーチン） 

命令TLB保護違反を解決し、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、

制御を通常の流れに戻してください。ただしLDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 

 

（4） データ TLB多重ヒット例外 

データ TLB多重ヒット例外は、データアクセスした仮想アドレスに一致する UTLBエントリが複数存在した場

合に発生します。 

データ TLB多重ヒット例外が発生するとリセットになり、キャッシュのコヒーレンシは保証しません。また例

外発生以前の UTLB内の PPNの内容は壊れることがあります。 
 

• ハードウェア処理 

データTLB多重ヒット例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

2. 例外コードH'140をEXPEVTに設定します。 

3. リセット処理ルーチン（H'A000 0000）に分岐します。 

 

• ソフトウェア処理（リセットルーチン） 

リセット処理ルーチンで多重ヒットを発生させたUTLBエントリを確認します。この例外はプログラムのデ

バッグ時に用いるためのもので、通常はこの例外を発生させないでください。 

 

（5） データ TLBミス例外 

データ TLBミス例外は、データアクセスした仮想アドレスに対応するアドレス変換情報が UTLB内に見つから

なかったときに発生します。データ TLBミス例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は

次のとおりです。 
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• ハードウェア処理 

データTLBミス例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 読み出しのとき例外コードH'040を、書き込みのとき例外コードH'060を、EXPEVTに設定します（OCBP、

OCBWB：読み出し； OCBI、MOVCA.L：書き込み）。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0400を加えたアドレスに分岐し、データTLBミス例外処理ルーチンを開始し

ます。 
 

• ソフトウェア処理（データTLBミス例外処理ルーチン） 

外部メモリのページテーブルを検索し、必要なページテーブルエントリを割り当てるのはソフトウェアの責

任です。必要なページテーブルエントリを探して割り当てるために、ソフトウェアでは次のように処理して

ください。 

1. TLB互換モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリの

PPN、PR、SZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値を、PTELに書き込みます。TLB拡張モードの場合、外部

メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリのPPN、EPR、ESZ、C、D、SH、

V、WTの各ビットの値をPTEL、PTEAに書き込みます。 

2. エントリ置き換えで置き換えられるエントリをソフトウェアで指定する場合、その値をMMUCRのURCに書

き込みます。このときURCがURBを超えるような場合、LDTLB命令発行後に適切な値に変更してください。 

3. LDTLB命令を実行させ、TLB互換モードの場合、PTEH、PTELの内容をUTLBに書き込みます。TLB拡張モー

ドの場合は、PTEH、PTELおよびPTEAの内容をUTLBに書き込みます。 

4. 最後に、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、制御を通常の流れに

戻してください。ただし、LDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 
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（6） データ TLB保護違反例外 

データ TLB保護違反例外は、データアクセスした仮想アドレスに一致するアドレス変換情報が UTLBエントリ

に存在するにもかかわらず、実際のアクセスタイプが PRビットで指定されるアクセス権で許されていない場合に

発生します。データ TLB保護違反例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次のとおり

です。 
 

• ハードウェア処理 

データTLB保護違反例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 読み出しのとき例外コードH'0A0を、書き込みのとき例外コードH'0C0を、EXPEVTに設定します（OCBP、

OCBWB：読み出し； OCBI、MOVCA.L：書き込み）。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、データTLB保護違反例外処理ルーチンを開

始します。 
 

• ソフトウェア処理（データTLB保護違反例外処理ルーチン） 

データTLB保護違反を解決し、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、

制御を通常の流れに戻してください。ただしLDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 
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（7） 初期ページ書き込み例外 

初期ページ書き込み例外は、データアクセス（書き込み）した仮想アドレスに一致するアドレス変換情報がUTLB

エントリに存在し、アクセス権も許されているにもかかわらず、Dビットが 0であった場合に発生します。初期

ページ書き込み例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次のとおりです。 
 

• ハードウェア処理 

初期ページ書き込み例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 例外コードH'080をEXPEVTに設定します。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、初期ページ書き込み例外処理ルーチンを開

始します。 

 

• ソフトウェア処理（初期ページ書き込み例外処理ルーチン） 

ソフトウェアの責任で、次のように処理してください。 

1. 外部メモリから必要なページテーブルエントリを探し出します。 

2. 外部メモリのページテーブルエントリのDビットに1を書き込んでください。 

3. TLB互換モードの場合、外部メモリに記憶されているページテーブルエントリのPPN、PR、SZ、C、D、WT、

SH、Vのビットの値をPTELに書き込みます。TLB拡張モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに

記録されているページテーブルエントリのPPN、EPR、ESZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値をPTEL、

PTEAに書き込みます。 

4. エントリ置き換えで置き換えられるエントリをソフトウェアで指定する場合、その値をMMUCRのURCに書

き込みます。このときURCがURBを超えるような場合、LDTLB命令発行後に適切な値に変更してください。 

5. LDTLB命令を実行させ、TLB互換モードの場合、PTEH、PTELの内容をUTLBに書き込みます。TLB拡張モー

ドの場合は、PTEH、PTELおよびPTEAの内容をUTLBに書き込みます。 

6. 最後に、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、制御を通常の流れに

戻してください。ただし、LDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 
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2.7.7 メモリ割り付け TLBの構成 

ITLBおよび UTLBをソフトウェアで管理するために、特権モードのとき、P2領域のプログラムからMOV命令

によって ITLBおよび UTLBの内容の読み出し、書き込みが可能です。別の領域のプログラムからアクセスする

場合、動作の保証はありません。 

メモリ割り付け TLBアクセス後、P2領域以外へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1～3

のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はP2領域以外でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. メモリ割り付けTLBアクセスの前にあらかじめIRMCR.MT＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の

命令シーケンスは不要です。しかしこの方法では、MMUCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直す

ため、CPUの処理性能が低下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 

ITLBおよび UTLBは仮想アドレス空間の P4領域に割り付けられています。 

TLB互換モードの場合、ITLBでは VPN、V、ASIDをアドレスアレイとして、PPN、V、SZ、PR、C、SHをデ

ータアレイとしてアクセス可能です。UTLBでは VPN、D、V、ASIDをアドレスアレイとして、PPN、V、SZ、

PR、C、D、WT、SHをデータアレイとしてアクセス可能です。Vと Dはアドレスアレイ側からとデータアレイ

側からの両方からアクセスできるようになっています。 

TLB拡張モードの場合、ITLBでは VPN、V、ASIDをアドレスアレイとして、PPN、V、ESZ、EPR、C、SHを

データアレイとしてアクセス可能です。UTLBでは VPN、D、V、ASIDをアドレスアレイとして、PPN、V、ESZ、

EPR、C、D、WT、SHをデータアレイとしてアクセス可能です。Vと Dは、アドレスアレイ側からとデータアレ

イ側からの両方からアクセスできるようになっています。 

TLB互換モード、TLB拡張モードどちらの場合もアクセスサイズはロングワードサイズのみ可能です。この領

域に対して命令フェッチは行えません。リザーブビットに対しては、書き込み値として 0を指定してください。

読み出し値は保証しません。 
 

（1） ITLBアドレスアレイ 

ITLBのアドレスアレイは P4領域の H'F200 0000～H'F2FF FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのア

クセスには、32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）

が必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはアドレスアレイ

に書き込む VPN、V、ASIDを指定します。 

アドレス部は、[31:24]が ITLBアドレスアレイを示す H'F2になっており、[9:8]でエントリを選択するようにな

っています。アドレス部[1:0]はロングワードアクセスのため 0を指定してください。 

データ部は、[31:10]が VPNを、[8]が Vを、[7:0]が ASIDを示します。 

ITLBアドレスアレイに対しては以下の 2種類の操作が可能です。 
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1. ITLBアドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリから、データ部へVPN、V、ASIDを読み出します。 

2. ITLBアドレスアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリに対して、データ部で指定されたVPN、V、ASID

を書き込みます。 

 

アドレス部

31 23 0

1 1 1 1 0 0 1 0 00E

データ部

31 10 9 0

VVPN

VPN：
V：

 E：
*：

24

仮想ページ番号
有効ビット
エントリ
Don't care

10 9 8 7 2 1

9 8 7

ASID

ASID：
：
アドレス空間識別子
リザーブビット
（書き込むときは0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

* * * * * * * * * * * * *

 

図 2.44 メモリ割り付け ITLBアドレスアレイ 

（2） ITLBデータアレイ（TLB互換モード） 

ITLBのデータアレイは P4領域の H'F300 0000～H'F37F FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセ

スには、32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）が

必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデータアレイ 1に

書き込む PPN、V、SZ、PR、C、SHを指定します。 

アドレス部は、[31:23]が ITLBデータアレイを示す H'F30になっており、[9:8]でエントリを選択するようになっ

ています。 

データ部は、[28:10]が PPNを、[8]が Vを、[7]、[4]が SZを、[6]が PRを、[3]が Cを、[1]が SHを示します。 

ITLBデータアレイに対しては以下の 2種類の操作が可能です。 
 

1. ITLBデータアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリから、データ部へPPN、V、SZ、PR、C、SHを読

み出します。 

2. ITLBデータアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリに対して、データ部で指定されたPPN、V、SZ、

PR、C、SHを書き込みます。 
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アドレス部
31 23 0

1 1 1 1 0 0 01 1 00E

データ部

PPN：
V：
E：

SZ：
*：

24

物理ページ番号
有効ビット
エントリ
ページサイズビット
Don't care

10 9 8 7 2 1

PR：
C：

SH：
：

保護キーデータ
キャッシング可能ビット
共有状態ビット
リザーブビット
（書き込むときは0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

V

10 9 8 730 2928 4 36 5

SZ SHPR

CPPN

* * * * * * * * * * * * * * * * * * *

 

図 2.45 メモリ割り付け ITLBデータアレイ（TLB互換モード） 

（3） ITLBデータアレイ（TLB拡張モード） 

TLB拡張モードのとき、ITLBデータアレイは ITLBデータアレイ 1に名称が変更になります。また、ITLBデ

ータアレイ 2が追加となり、EPR、ESZをアクセス可能になります。TLB拡張モードでは、ITLBデータアレイ 1

の PR、SZビットはリザーブビットとなり、書き込み値は 0を指定してください。また、ITLBデータアレイ 1へ

の書き込みを行った場合には、その後必ず同一エントリの ITLBデータアレイ 2の書き込みを行ってください。 

TLB互換モード（MMUCR.ME＝0）のときには、ITLBデータアレイ 2のアクセスは行えません。アクセスした

場合の動作は保証しません。 
 

（a） ITLBデータアレイ 1 

TLB拡張モードでは、互換モードの PR、SZビットに対応するデータ部のビット 7、6、4がリザーブビットに

なります。書き込み時には 0を指定してください。 

アドレス部

データ部

PPN
V
E
*

：物理ページ番号
：有効ビット
：エントリ
：Don't care

C
SH
：キャッシング可能ビット
：共有状態ビット
：リザーブビット
 （書き込むときは0を書き込んでください。
　 読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

V

10 9 8 729 28

2 1

4 3

CPPN

31 0

001 1 1 1 0 0 1 1 0 E

23 22 8 710 9

SH

* * * * * ** **** * * * * * * * *

 

図 2.46 メモリ割り付け ITLBデータアレイ 1（TLB拡張モード） 
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（b） ITLBデータアレイ 2 

ITLBのデータアレイは P4領域の H'F380 0000～H'F3FF FFFFに割り付けられています。データアレイ 2のアク

セスには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）

が必要です。アドレス部にはアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデータアレイ 2

に書き込む EPR、ESZを指定します。 

アドレス部は、[31:23]が ITLBデータアレイ 2を示す H'F38になっており、[9:8]でエントリを選択するようにな

っています。 

データ部は、[13][11][10][8]がそれぞれ EPR[5][3][2][0]を、[7:4]が ESZを示します。ITLBデータアレイ 2に対し

ては以下の 2種類の操作が可能です。 

1. TLBデータアレイ2 読み出し 

アドレス部に指定されたエントリに対応するITLBエントリから、データ部へEPR、ESZを読み出します。 

2. ITLBデータアレイ2 書き込み 

アドレス部に指定されたエントリに対応するITLBエントリに対して、データ部で指定されたEPR、ESZを書

き込みます。 

 

E
EPR
ESZ

*

：エントリ
：保護キーデータ
：ページサイズビット
：Don't care

EPR[5]

EPR[3] EPR[0]

EPR[2]

アドレス部

データ部

：リザーブビット
 （書き込むときは0を書き込んでください。
　 読み出すと不定値が読み出されます。）

31 0

ESZ

10 9 81314 1211 7

2 1

4 3

31 0

001 1 1 1 0 0 1 1 1 E

23 22 8 710 9

* * * * * ** **** * * * * * * * *

 

図 2.47 メモリ割り付け ITLBデータアレイ 2（TLB拡張モード） 
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（4） UTLBアドレスアレイ 

UTLBのアドレスアレイは P4領域の H'F600 0000～H'F60F FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのア

クセスには、32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）

が必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはアドレスアレイ

に書き込む VPN、D、V、ASIDを指定します。 

アドレス部は、[31:20]が UTLBアドレスアレイを示す H'F60になっており、[13:8]でエントリを選択するように

なっています。アドレス部[7]の連想ビット（Aビット）は、UTLBアドレスアレイへの書き込みのときのアドレ

ス比較の有無を指定します。 

データ部は、[31:10]が VPNを、[9]が Dを、[8]が Vを、[7:0]が ASIDを示します。 

UTLBアドレスアレイに対しては以下の 3種類の操作が可能です。 
 

1. UTLBアドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリから、データ部へVPN、D、V、ASIDを読み出し

ます。読み出す場合、アドレス部に指定される連想ビットは1でも0でも連想動作は行いません。 

2. UTLBアドレスアレイ 書き込み（連想なし） 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリに対して、データ部で指定されたVPN、D、V、

ASIDを書き込みます。アドレス部のAビットは0にしてください。 

3. UTLBアドレスアレイ 書き込み（連想あり） 

アドレス部のAビットが1で書き込みのとき、データ部で指定されたVPNとPTEH.ASIDを用い、UTLBの全エ

ントリとの間で比較が行われます。比較は通常のアドレス比較の規則に従いますが、UTLBにミスした場合、

例外は発生せずノーオペレーションとなります。比較によりデータ部で指定したVPNに対応するUTLBエン

トリが存在した場合、そのエントリに対してデータ部で指定したDとVを書き込みます。この連想動作はITLB

に対しても同時に行われ、ITLB内に一致するエントリが存在した場合はそのエントリに対してVを書き込み

ます。UTLBでの比較でノーオペレーションとなってもITLBで一致していればITLB側にのみ書き込みは行い

ます。またUTLBとITLBの両方で一致した場合、UTLBの情報がITLBへも書き込まれます。 

 

アドレス部

データ部

VPN：
V：
E：
D：
*：

仮想ページ番号
有効ビット
エントリ
ダーティビット
Don't care

ASID：
A：
：

アドレス空間識別子
連想ビット
リザーブビット
（書き込むときは0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 0

VD

10 9 8 7

A

8 7 2 1

ASIDVPN

31 23 20 0

1 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0E

24 14 13

* * * * * * * * * **

 

図 2.48 メモリ割り付け UTLBアドレスアレイ 
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（5） UTLBデータアレイ（TLB互換モード） 

UTLBのデータアレイは P4領域の H'F700 0000～H'F70F FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセ

スには、32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）が

必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデータアレイに書

き込む PPN、V、SZ、PR、C、D、SH、WTを指定します。 

アドレス部は、[31:20]が UTLBデータアレイを示す H'F70になっており、[13:8]でエントリを選択するようにな

っています。 

データ部は、[28:10]が PPNを、[8]が Vを、[7]、[4]が SZを、[6:5]が PRを、[3]が Cを、[2]が Dを、[1]が SH

を、[0]がWTを示します。 

UTLBデータアレイに対しては以下の 2種類の操作が可能です。 
 

1. UTLBデータアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリから、データ部へPPN、V、SZ、PR、C、D、SH、

WTを読み出します。 

2. UTLBデータアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリに対して、データ部で指定されたPPN、V、SZ、

PR、C、D、SH、WTを書き込みます。 

 

アドレス部

データ部

PPN：
V：
E：

SZ：
D：
*：

物理ページ番号
有効ビット
エントリ
ページサイズビット
ダーティビット
Don't care

PR：
C：

SH：
WT：
：

保護キーデータ
キャッシング可能ビット
共有状態ビット
ライトスルービット
リザーブビット
（書き込むときは常に0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

V

10 9 8 729 28 4 36 5

PR CPPN

31 0

001 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 E

1920 8 714 13

D

SZ SH WT

* * * * * *** * * * *

2 1

 

図 2.49 メモリ割り付け UTLBデータアレイ（TLB互換モード） 
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（6） UTLBデータアレイ（TLB拡張モード） 

TLB拡張モードのとき、UTLBデータアレイは UTLBデータアレイ 1に名称が変更になります。また、UTLB

データアレイ 2が追加となり、EPR、ESZをアクセス可能になります。TLB拡張モードでは、UTLBデータアレ

イ 1の PR、SZビットはリザーブビットとなり、書き込み値は 0を指定してください。また、UTLBデータアレイ

1への書き込みを行った場合には、その後必ず同一エントリの UTLBデータアレイ 2の書き込みを行ってくださ

い。 

TLB互換モード（MMUCR.ME＝0）のときには、UTLBデータアレイ 2のアクセスは行えません。アクセスし

た場合の動作は保証しません。 
 

（a） UTLBデータアレイ 1 

TLB拡張モードでは、互換モードの PR、SZビットに対応するデータ部のビット 7～4がリザーブビットになり

ます。書き込み時には 0を指定してください。 

アドレス部

データ部

PPN
V
E
D
*

：物理ページ番号
：有効ビット
：エントリ
：ダーティビット
：Don't care

C
SH
WT

：キャッシング可能ビット
：共有状態ビット
：ライトスルービット
：リザーブビット
 （書き込むときは0を書き込んでください。
　 読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

V

10 9 8 729 28

2 1

4 3

C DPPN

31 0

001 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 E

20 19 8 714 13

WTSH

* * * * * ** ** * * *

 

図 2.50 メモリ割り付け UTLBデータアレイ 1（TLB拡張モード） 

（b） UTLBデータアレイ 2 

UTLBのデータアレイは P4領域の H'F780 0000～H'F78F FFFFに割り付けられています。データアレイ 2のアク

セスには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）

が必要です。アドレス部にはアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデータアレイ 2

に書き込む EPR、ESZを指定します。アドレス部は[31:20]が UTLBデータアレイ 2を示す H'F78になっており、

[13:8]でエントリを選択するようになっています。 

データ部は、[13:8]が EPRを、[7:4]が ESZを示します。UTLBデータアレイ 2に対しては以下の 2種類の操作

が可能です。 

1. UTLBデータアレイ2 読み出し 

アドレス部に指定されたエントリに対応するUTLBエントリから、データ部へEPR、ESZを読み出します。 

2. UTLBデータアレイ2 書き込み 

アドレス部に指定されたエントリに対応するUTLBエントリに対して、データ部で指定されたEPR、ESZを書

き込みます。 
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アドレス部

データ部

E
EPR
ESZ

*

：エントリ 
：保護キーデータ
：ページサイズビット
：Don't care

31 08 7

2 1

4 3

31 0

001 1 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 E

2019 8 714

14

13

13

：リザーブビット
 （書き込むときは0を書き込んでください。
　 読み出すと不定値が読み出されます。）

* * * * * ** ** * * *

ESZEPR

 

図 2.51 メモリ割り付け UTLBデータアレイ 2（TLB拡張モード） 
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2.7.8 32ビットアドレス拡張モード 

SH-4Aは PASCRレジスタの SEビットを 1に設定することで、29ビットの物理アドレス空間を扱う 29ビット

アドレスモードから、32ビットの物理アドレス空間を扱う 32ビットアドレス拡張モードに変更することができま

す。 

P1（0.5Gバイト） P1/P2
(1Gバイト)

0.5Gバイト

4Gバイト

U0/P0
（2Gバイト）

U0/P0
（2Gバイト）

P2（0.5Gバイト）

P3（0.5Gバイト） P3（0.5Gバイト）

P4（0.5Gバイト） P4（0.5Gバイト）

仮想アドレス空間 29ビット
アドレス空間

仮想アドレス空間 32ビット
アドレス空間

29ビット物理アドレス空間（通常モード） 32ビット物理アドレス空間（拡張モード）  

図 2.52 物理アドレス空間（32ビットアドレス拡張モード） 

（1） 32ビットアドレス拡張モード概要 

32ビットアドレス拡張モードでは、29ビットアドレスモードではアドレス変換対象外である P1/P2領域の仮想

アドレスを、32ビットの物理アドレス空間にマッピングする特権空間マッピングバッファ（PMB）を導入します。

また、既存の TLB（UTLB/ITLB）のアドレス変換対象領域についても、UTLB/ITLBの PPNフィールドの上位 3

ビットを拡張して、TLB変換後のアドレスが 32ビットの物理アドレスを扱えるようになります。 

また、キャッシュの動作は、29ビットアドレスモードでは固定的に P1領域はキャッシング可能、P2領域はキ

ャッシング不可ですが、32ビットアドレス拡張モードでは P1、P2領域とも PMBの CビットおよびWTビットに

従うようになります。 
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（2） 32ビットアドレス拡張モードへの切り替え 

SH-4Aは、パワーオンリセット後は 29ビットアドレスモードです。PASCRレジスタの SEビットに 1を書き込

むことで、32ビットアドレス拡張モードへと遷移します。32ビットアドレス拡張モードではMMUの動作は次の

ようになります。 

1. MMUCR.AT＝0のとき、U0/P0/P3領域の仮想アドレスはそのまま32ビット物理アドレスとなります。P1/P2領

域のアドレスはPMBマッピング情報に従いアドレス変換されます。PMBの仮想ページ番号の上位2ビット

（VPN[31:30]）には、P1/P2領域を指し示すようにB'10を必ず設定してください。B'10以外の値を設定した場

合の動作は保証しません。 

2. MMUCR.AT＝1のとき、U0/P0/P3領域の仮想アドレスはTLB変換情報に従い32ビット物理アドレスに変換さ

れます。P1/P2領域のアドレスはPMBマッピングの情報に従いアドレス変換されます。PMBの仮想ページ番

号の上位2ビット（VPN[31:30]）には、P1/P2領域を指し示すようにB'10を必ず設定してください。B'10以外

の値を設定した場合の動作は保証しません。 

3. 制御レジスタ領域（H'FC00 0000～H'FFFF FFFF）は、MMUCR.ATにかかわらず、物理アドレスの[31:29]がB'111

となります。制御レジスタ領域をUTLBに登録してアクセスする場合には、PPN[31:29]にはB'111を設定して

ください。 

 

（3） 特権空間マッピングバッファ（PMB）構成 

32ビットアドレス拡張モードでは、P1/P2領域の仮想アドレスは PMBマッピング情報に従いアドレス変換され

ます。PMBは 16エントリで各エントリは以下の構成です。 

PPN[31:24] 

PPN[31:24] 

PPN[31:24]

SZ[1:0] 

SZ[1:0] 

SZ[1:0]

C

C

C

UB

UB

UB

VPN[31:24] 

VPN[31:24] 

VPN[31:24]

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

WT

WT

WT

PPN[31:24] SZ[1:0] C UBVPN[31:24] Vエントリ15 WT
 

図 2.53 PMBの構成 

【記号説明】 

VPN：仮想ページ番号 

 16Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 8ビット 

 64Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 6ビット 

 128Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 5ビット 

 512Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 3ビット 

【注】 VPNの上位 2ビットは、P1/P2領域を指し示すように必ず B'10を設定してください。 
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SZ ：ページサイズビット 

 ページサイズを指定します。 

 00：16Mバイトページ 

 01：64Mバイトページ 

 10：128Mバイトページ 

 11：512Mバイトページ 

V ：有効ビット 

 エントリが有効かどうかを示します。 

 0：無効 

 1：有効 

 パワーオンリセット時に 0にクリアされます。 

 マニュアルリセット時に変化しません。 

PPN：物理ページ番号 

 物理アドレスの上位 8ビット 

 16Mバイトページのとき、PPN[31:24]が有効 

 64Mバイトページのとき、PPN[31:26]が有効 

 128Mバイトページのとき、PPN[31:27]が有効 

 512Mバイトページのとき、PPN[31:29]が有効 

C ：キャッシング可能ビット 

 ページがキャッシング可能かどうかを示します。 

 0：キャッシング不可能 

 1：キャッシング可能 

WT ：ライトスルービット 

 キャッシュへの書き込みモードを指定します。 

 0：コピーバックモード 

 1：ライトスルーモード 

UB ：バッファドライトビット 

 バッファドライトするかどうかを指定します。 

 0：バッファドライト（ライト完了を待たずに後続命令のデータアクセスを開始する） 

 1：アンバッファドライト（ライト完了を待ち後続命令のデータアクセスを開始する） 
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（4） PMBの機能 

SH-4Aがサポートする PMBの機能を以下に示します。 

1. PMBへの書き込みはメモリ割り付けライトでのみ行えます。LDTLBでの登録はできません。 

2. PMBマッピング対象であるP1/P2領域のアクセスするアドレスは必ずPMB登録されていることをソフトウェ

アで保証してください。PMBに変換情報がないP1/P2領域のアドレスにアクセスがあった場合、SH-4AはTLB

リセットとなります。このとき、TEAにはTLBリセットの原因となったP1/P2領域へのアクセスアドレスが、

EXPEVTにはコードH'140が格納されます。 

3. SH-4AはPMBが多重ヒットを起こした場合の動作を保証しません。ソフトウェアは十分注意してPMBマッピ

ング情報を登録してください。 

4. PMBには連想ライトの機能はありません。 

5. PMBにはPRフィールドは存在せず、リード／ライトのプロテクションを施すことはできません。PMBのアド

レス変換対象はP1/P2アドレスなので、ユーザモードでのアクセスではアドレスエラー例外が発生します。 

6. ITLBにはハードウェアITLBミスハンドリングによりUTLBとPMBの両方のエントリが混在して登録されま

す。ただしVPN[31:30]が10か否かで、UTLBから登録されたものかPMBから登録されたものか識別できます。

PMBのエントリがITLBに登録される際に、PMBに存在しないフィールドであるASIDにはH'00、PRには01、

SHには1が登録されます。 
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（5） メモリ割り付け PMBの構成 

PMBをソフトウェアで管理するために、特権モードのとき、P1/P2領域のプログラムからMOV.L命令によって

PMBの内容の読み出し、書き込みが可能です。PMBのアドレスアレイは P4領域の H'F610 0000～H'F61F FFFFに、

PMBのデータアレイは P4領域の H'F710 0000～H'F71F FFFFに割り付けられています。PMBでは VPN、Vをアド

レスアレイとして、PPN、V、SZ、C、WT、UBをデータアレイとしてアクセス可能です。Vはアドレスアレイ側

からとデータアレイ側からの両方からアクセスできるようになっています。PMBメモリ割り付けアクセスを実行

するプログラムは、PMB.C＝0に設定したページの領域に配置してください。 

1. PMBアドレスアレイリード 

アドレスとして[31:20]にPMBアドレスアレイを示すH'F61、[11:8]にエントリを指定してメモリ読み出しを行

うと、[31:24]にVPN、[8]にVが読み出されます。 

2. PMBアドレスアレイライト 

アドレスとして[31:20]にPMBアドレスアレイを示すH'F61、[11:8]にエントリを指定し、データとして[31:24]

にVPN、[8]にVを指定してメモリ書き込みを行うと、指定したエントリに書き込まれます。 

3. PMBデータアレイリード 

アドレスとして[31:20]にPMBデータアレイを示すH'F71、[11:8]にエントリを指定してメモリ読み出しを行う

と、[31:24]にPPN、[9]にUB、[8]にV、[7][4]にSZ、[3]にC、[0]にWTが読み出されます。 

4. PMBデータアレイライト 

アドレスとして[31:20]にPMBデータアレイを示すH'F71、[11:8]にエントリを指定し、データとして[31:24]に

PPN、[9]にUB、[8]にV、[7][4]にSZ、[3]にC、[0]にWTを指定してメモリ書き込みを行うと、指定したエント

リに書き込まれます。 

アドレス部

データ部

VPN：
V：
E：

仮想ページ番号
有効ビット
エントリ

：リザーブビット
（書き込むときは0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 0

V

89 7

8 7

VPN

31 1920 0

1 1 1 1 0 0 0 0 0 01 1 0 1 E

2324

12 11

 

図 2.54 メモリ割り付け PMBアドレスアレイ 
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アドレス部

データ部

PPN：
V：
E：

SZ：

物理ページ番号
有効ビット
エントリ
ページサイズビット

UB：
C：

WT：
：

バッファドライトビット
キャッシング可能ビット
ライトスルービット
リザーブビット
（書き込むときは常に0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

VUB

10 9 8 7 4 36 5

CPPN

31 0

1 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 01 E

2324

1920 8 712 11

SZ WT

 

図 2.55 メモリ割り付け PMBデータアレイ 

（6） 32ビットアドレス拡張モード使用時の注意事項 

32ビットアドレス拡張モードを使用する場合、本章ですでに述べた事項が以下のように拡張または変更されま

すので、注意してください。 
 

（a） PASCR.SE 

制御レジスタ PASCR[31]に SEビットが追加になります。また、UB[6:0]は無効になります（UB[7]は 32ビット

アドレス拡張モードでも有効です）。 

バッファドライトになるか否かは、P1/P2領域に対するライトでは PMBの UBビットにより制御されます。

P0/P3/U0領域に対するライトでは、MMUがイネーブルの場合 TLBの UBビットにより制御され、MMUがディ

スエーブルの場合、常にバッファドライトになります。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 SE 0 R/W アドレスモード 

0：29ビットアドレスモード 

1：32ビットアドレス拡張モード 

30～8 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

7～0 UB すべて 0 R/W エリア（64Mバイト）ごとのバッファドライト制御 

キャッシュを使わない書き込みのバスアクセスが完了するまで次の CPU

からのバスアクセスを待たせるかどうかをエリアごとに指定します。 

0：CPUは書き込みのバスアクセスの完了を待たずに次のバスアクセス

を行います 

1：CPUは書き込みのバスアクセスの完了を待ってから次のバスアクセ

スを行います 

UB [7]：制御レジスタ領域のバッファドライト制御 

UB [6:0]：エリア（64Mバイト）ごとのバッファドライト制御（32ビッ

トアドレス拡張モードでは無効） 
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（b） ITLB 

ITLBの PPNフィールドが[31:10]へ拡張されます。 
 

（c） UTLB 

UTLBの各エントリに PMBの UBビットと同じ意味の UBビットが追加になります。 

UB ：バッファドライトビット 

 バッファドライトするかどうかを指定します。 

 0：バッファドライト（ライト完了を待たずに後続命令のデータアクセスを開始する） 

 1：アンバッファドライト（ライト完了を待ち後続命令のデータアクセスを開始する） 

UBビットはメモリ割り付け TLBアクセスではデータアレイのビット[9]でリード／ライトが行えます。 
 

（d） PTEL 

UTLBと同様に PTELレジスタのビット[9]に PMBの UBビットと同じ意味の UBビットが追加になります。 

この UBビットは LDTLB命令によって UTLBの UBビットへ書き込まれます。また PPNフィールドが[31:10]

に拡張されます。 
 

（e） CCR.CB 

CCRレジスタの CBビットは無効になります。P1領域に対するキャッシャブルライトがコピーバックモードに

なるか、ライトスルーモードになるかは、PMBのWTビットに従います。 
 

（f） IRMCR.MT 

IRMCRのMTビットが、メモリ割り付け PMBライトに対しても有効になります。 
 

（g） QACR0、QACR1 

QACR0、QACR1レジスタの AREA0[4:2]、AREA[4:2]がそれぞれ AREA0[7:2]、AREA1[7:2]に拡張され、物理ア

ドレス 31～26に対応します。 
 

（h） LSA0、LSA1、LDA0、LDA1 

L0SADR、L1SADR、L0DADR、L1DADRがそれぞれ[31:0]に拡張されます。 
 

また、32ビットアドレス拡張モード使用時にはソフトウェアは以下の点に注意してください。 

1. SEビットの切り替えはパワーオンリセットまたはマニュアルリセット後のキャッシュとTLBがオフのブー

トルーチンで0から1への切り替えのみサポートされています。 

2. SEビット切り替え後、そのプログラムの配置されている領域自体がPMBアドレス変換対象となりますので、

SEビットの切り替えに先立ってPMBへの登録が必要です。例外ハンドラなど、P1/P2領域へアクセスされる

可能性のあるアドレスについても必ずPMBへの登録を行ってください。 

3. SEビットを切り替えるMOV.L命令の前にあるオペランドメモリアクセスが外部メモリアクセスを起こす場

合、両アドレスモードでアクセスされる外部メモリ空間アドレスが異ならないようにしてください。 
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4. PMBの登録時にVビットがアドレスアレイとデータアレイの両方にマッピングされていることに注意してく

ださい。すなわち、1回目の一方への書き込みではV＝0を、2回目の他方への書き込みではV＝1を選んでくだ

さい。 

 

2.7.9 32ビットブート機能 

SH-4Aは外部ピンによる指定で、パワーオンリセットおよびマニュアルリセット後のアドレスモードを 29ビッ

トアドレスモード／32ビットアドレス拡張モードのどちらにするかを切り替え可能です。以下、32ビットアドレ

ス拡張モードでブートした場合の変更点を説明します。 
 

（1） PMBの初期エントリ 

外部ピンで 32ビットアドレス拡張モードを指定した場合には、パワーオンリセットおよびマニュアルリセット

後、PMBに以下の初期エントリが登録され、PASCRレジスタの SEビットの初期値が１となります。エントリ 2

～15は Vビットのみ 0に初期化されます。 
 

エントリ VPN[31:24] PPN[31:24] V SZ[1:0] C UB WT 

0 10000000 00000000 1 11 1 0 1 

1 10100000 00000000 1 11 0 0 0 

 

（2） 32ビットブート時の注意点 

パワーオンリセットおよびマニュアルリセット直後から P1/P2領域の PMBマッピングが行われるため、初期エ

ントリとは異なるマッピングを行いたい場合にはブートルーチンでキャッシュと TLBをオン（CCR.ICEと

CCR.OCEとMMUCR.ATを 1）にする前に、以下の手順に従って PMBミス、PMB多重ヒットが発生しないよう

に注意して PMBを操作してください。なお、ブートルーチン以外での PMB登録内容の変更は行わないでくださ

い。 
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（a） P1/P2領域のプログラムで変更する場合 

1. 初期エントリに対してSZビットのみを変更したエントリを上書き登録し、ページサイズの縮小を行います。

このとき、PMBを変更するプログラムは、ページサイズ縮小後のページの先頭1Mバイト以内に配置してくだ

さい。 

2. ITLBに残っているPMBに対応したエントリを無効化するため、MMUCRレジスタのTIビットに1を書き込み

ます。 

3. 1.の操作でPMB変換情報が不在となったP1/P2領域を補うPMBエントリをメモリ割り付けPMBで登録します。 

4. 以下の（i）～（iii）のいずれかを実行します。この操作の前に1.の操作でPMB変換情報が不在となったP1/P2

領域に対する分岐やオペランドアクセスは行わないでください。 

（i）RTE命令による分岐を実行 

（ii）任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対してICBI命令を実行 

（iii）メモリ割り付けPMBアクセスの前にIRMCR.MT＝0（初期値）と設定されていた場合には特定の命令シ

 ーケンスは不要です。 

ただし、方法（iii）は今後のSuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後のSuperHシリーズで

の互換性を保証するためには、（i）または（ii）を用いることを推奨します。 

 

（b） P1/P2領域以外のプログラムで変更する場合 

1. ITLBに残っているPMBに対応したエントリを無効化するため、MMUCRレジスタのTIビットに1を書き込み

ます。 

2. メモリ割り付けPMBでPMBエントリを変更します。 

3. 以下の（i）～（iii）のいずれかを実行します。この操作の前にP1/P2領域に対する分岐やオペランドアクセス

は行わないでください。 

（i）RTE命令による分岐を実行 

（ii）任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対してICBI命令を実行 

（iii）メモリ割り付けPMBアクセスの前にIRMCR.MT＝0（初期値）と設定されていた場合には特定の命令シ

ーケンスは不要です。 

ただし、方法（iii）は今後のSuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後のSuperHシリーズで

の互換性を保証するためには、（i）または（ii）を用いることを推奨します。 
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2.7.10 使用上の注意事項 

（1） LDTLB命令使用上の注意事項 

MMUCR.URCにソフトウェアで書き込まずに、LDTLB命令を実行する場合は、下記の 1.または 2.のどちらか

を行ってください。 

1. 29ビットアドレスモードのときは、次の（a）および（d）の両方を行ってください。32ビットアドレス拡張

モードのときは、（a）から（d）をすべて行ってください。 

（a）TLBミス例外処理ルーチン*1はP1領域、P2領域あるいは内蔵メモリ領域のみに配置し、TLBミス例外処

理ルーチンでの命令アクセス*3はP1領域、P2領域あるいは内蔵メモリ領域のみになるようにしてくださ

い。TLBミス例外処理ルーチンを内蔵メモリ領域に配置する場合は、RAMCRのRPビットを0（初期値）

にしてください。 

（b）TLBミス例外処理ルーチン*1での命令アクセス*3は、PMBの1ページのみを使用してください。かつ、

PMBのページの最後64バイトに置かないでください（32ビットアドレス拡張モードの場合のみ）。 

（c）MMU関係例外*2処理ルーチンでUTLBに登録する際は、次の（i）と（ii）の両方の条件に従ってくださ

い（32ビットアドレス拡張モードの場合のみ）。 

（i）TLBミス例外が発生したときで、アクセス権があるページをUTLBに登録する場合、次の2回の動

作で例外が発生したページをUTLBに登録する方法は行わないでください。 

・ TLBミス例外を発生させた命令を再実行するときに保護違反例外が起こるような保護キーデ

ータを指定して、TLBミス例外が発生したページをUTLBに登録する。 

・ 保護違反例外の例外処理ルーチンで保護違反例外が起こらない保護キーデータを指定して

UTLBに登録し、保護違反例外を発生させた命令を再実行する。 

（ii）初期書き込み例外が発生し、UTLBのダーティビットに1を設定したページが、該当書き込み命令

が完了する前にUTLBから追い出された場合、再度登録する場合は、ダーティビットを1で登録し

てください。 

（d）TLBミス例外処理ルーチンではFDIV命令またはFSQRT命令を使用しないでください。 

2. TLBミス例外が発生した際は、MMUCR.URCに1を加算してからLDTLB命令を実行してください。 

【注】 *1 例外処理ルーチン：例外発生時の VBR＋オフセットの番地から、元のプログラムに復帰する RTEおよび RTEの

遅延スロットに至るまでに実行されるすべての命令を意味します。 

 *2 MMU関係例外：命令 TLBミス例外、命令 TLBミス保護違反例外、データ TLBミス例外、データ TLB保護違反例

外、初期ページ書き込み例外を意味します。 

 *3 命令アクセス：PREFI命令と ICBI命令によるアクセスを含みます。 
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2.8 キャッシュ 

本 LSIは命令用に 32Kバイトの命令キャッシュ（IC）を、データ用に 32Kバイトのオペランドキャッシュ（OC）

を内蔵しています。 
 

2.8.1 特長 

キャッシュの特長を表 2.35に示します。 

SH-4Aでは、外部メモリへの高速な書き込みを行うために 32バイト×2のストアキュー（SQ）をサポートしま

す。SQの特長を表 2.36に示します。 
 

表 2.35 キャッシュの特長 

項目 命令キャッシュ オペランドキャッシュ 

容量 32Kバイトキャッシュ 32Kバイトキャッシュ 

方式 4ウェイセットアソシアティブ、 

仮想アドレスインデックス／物理アドレスタグ 

4ウェイセットアソシアティブ、 

仮想アドレスインデックス／物理アドレスタグ 

ラインサイズ 32バイト 32バイト 

エントリ数 256エントリ／ウェイ 256エントリ／ウェイ 

書き込み方式 － コピーバック／ライトスルー選択可能 

置換方式 LRU（Least Recently Used）アルゴリズム LRU（Least Recently Used）アルゴリズム 

 

表 2.36 ストアキューの特長 

項目 ストアキュー 

容量 2×32バイト 

アドレス H'E000 0000～H'E3FF FFFF 

ライト ストア命令（1サイクルライト） 

ライトバック プリフェッチ命令（PREF命令） 

アクセス権 MMUディスエーブル時：MMU制御レジスタ（MMUCR）の SQMDビットによる 

MMUイネーブル時：個々のページ PRによる 

 

SH-4Aのオペランドキャッシュは 4ウェイセットアソシアティブ方式で、おのおののウェイは 256本のキャッ

シュラインから構成されます。図 2.56にオペランドキャッシュの構成を示します。 

命令キャッシュは 4ウェイセットアソシアティブ方式で、おのおののウェイは 256本のキャッシュラインから

構成されます。図 2.57に命令キャッシュの構成を示します。 

SH-4Aは消費電力を低減するために ICウェイ予測機構を搭載しています。また、非サポート検出例外レジスタ

（EXPMASK）を用いて、メモリ割り付け連想ライト機能を例外として検出することが可能です。詳細は、「2.5 

例外処理」を参照してください。 
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図 2.56 オペランドキャッシュの構成（キャッシュサイズ＝32Kバイトの場合） 



 

2. SH-4A 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  2-165 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

31 5 4 2

LW0

32 bits

LW1

32 bits

LW2

32 bits

LW3

32 bits

LW4

32 bits

LW5

32 bits

LW6

32 bits

LW7

32 bits

MMU

[12:5]

255 19 bits 1 bit

タグ V

アドレスアレイ
（ウェイ0～ウェイ3）

データアレイ
（ウェイ0～ウェイ3）

エントリ選択

ロングワード（LW）選択

仮想アドレス

3
8

22

19

0

読み出しデータ

13 12 10 0

6 bits

LRU

ヒット信号

(ウェイ0～ウェイ3）

比較

 

図 2.57 命令キャッシュの構成（キャッシュサイズ＝32Kバイトの場合） 

（1） タグ 

キャッシュされるデータラインの物理アドレス29ビットの上位19ビットを格納します。タグはパワーオンリ

セット、マニュアルリセットで初期化されません。 

 

（2） Vビット（有効ビット） 

キャッシュラインに有効なデータが格納されているか否かを示します。このビットが1のとき、そのキャッシ

ュラインのデータは有効となります。Vビットはパワーオンリセットで0に初期化されますが、マニュアルリ

セットでは値を保持します。 

 

（3） Uビット（ダーティビット） 

コピーバックモードでキャッシュを使用中に、キャッシュラインへデータを書き込んだとき、Uビットが1に

なります。つまりUビットはキャッシュライン中のデータと外部メモリ中のデータとの不一致を示します。

メモリ割り付けキャッシュ（「2.8.6 メモリ割り付けキャッシュの構成」参照）をアクセスすることによ

りUビットを書き換えないかぎり、ライトスルーモードでキャッシュを使用中はUビットが1になることはあ

りません。Uビットはパワーオンリセットで0に初期化されますが、マニュアルリセットでは値を保持します。 
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（4） データ部 

データ部には1キャッシュラインあたり32バイト（256ビット）のデータが格納されます。データアレイはパ

ワーオンリセット、マニュアルリセットで初期化されません。 

 

（5） LRU部 

4ウェイセットアソシアティブ方式では、エントリアドレスが同じデータを4つまでキャッシュに登録できま

す。エントリを登録するとき、4つのウェイのうち、どのウェイに登録するかをLRUビットが示します。LRU

ビットは各エントリ6ビットから成り、ハードウェアで制御します。ウェイ選択のアルゴリズムとして、最も

以前にアクセスされたウェイを選ぶLRU（Least Recently Used）アルゴリズムを使用しています。LRUビット

は、パワーオンリセットで0に初期化されますが、マニュアルリセットでは初期化されません。LRUビットは、

ソフトウェアでは読み書きできません。 

 

2.8.2 レジスタの説明 

キャッシュに関連するレジスタを以下に示します。 
 

表 2.37 レジスタ構成 

名称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

サイズ 

キャッシュ制御レジスタ CCR R/W H'FF00 001C H'1F00 001C 32 

キューアドレス制御レジスタ 0 QACR0 R/W H'FF00 0038 H'1F00 0038 32 

キューアドレス制御レジスタ 1 QACR1 R/W H'FF00 003C H'1F00 003C 32 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR R/W H'FF00 0074 H'1F00 0074 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 2.38 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

キャッシュ制御レジスタ CCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 H'0000 0000 

キューアドレス制御レジスタ 0 QACR0 不定 不定 保持 保持 不定 

キューアドレス制御レジスタ 1 QACR1 不定 不定 保持 保持 不定 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 H'0000 0000 
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（1） キャッシュ制御レジスタ（CCR） 

CCRは、キャッシュの動作モードの選択、キャッシュの全エントリの無効化、キャッシュへの書き込みモード

の選択を行います。 

CCRの書き換えは、キャッシング不可の P2領域のプログラムまたは ILメモリ上のプログラムで行わなければ

なりません。CCR更新後、キャッシング可能領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1～3

のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はキャッシング可能領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. CCR更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンスは不

要です。しかしこの方法では、CCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処理性能が

低下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 

 

ビット：

初期値：
R/W： R R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ICEICI－ WTCBOCI－ OCE

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － －

R R R

－ － －

R

－

R

－

R

－

R

－

－ － － － － － － － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

11 ICI 0 R/W IC無効化ビット 

このビットに 1を書き込むと ICの全エントリの Vビットを 0にします。

読み出すと常に 0が読み出されます。 

10、9 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

8 ICE 0 R/W IC有効ビット 

ICの使用を選択します。ただしアドレス変換が行われる場合は、ページ管

理情報の Cビットも 1でなければ ICを使用できません。 

0：ICを使用しない 

1：ICを使用する 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

3 OCI 0 R/W OC無効化ビット 

このビットに 1を書き込むと OCの全エントリの V、Uビットを 0にしま

す。読み出すと常に 0が読み出されます。 

2 CB 0 R/W コピーバックビット 

P1領域のキャッシュへの書き込みモードを示します。 

0：ライトスルーモード 

1：コピーバックモード 

1 WT 0 R/W ライトスルーモード 

P0、U0、P3領域のキャッシュへの書き込みモードを示します。ただし、

アドレス変換が行われる場合は、ページ管理情報のWTビットの値を優先

します。 

0：コピーバックモード 

1：ライトスルーモード 

0 OCE 0 R/W OC有効ビット 

OCの使用を選択します。ただしアドレス変換が行われる場合は、ページ

管理情報の Cビットも 1でなければ OCを使用できません。 

0：OCを使用しない 

1：OCを使用する 
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（2） キューアドレス制御レジスタ 0（QACR0） 

QACR0は、MMUがディスエーブルのとき、ストアキュー0（SQ0）がマップされているエリアを設定します。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

AREA0

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－

R

－ － －

R R R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－－ －

R

－

R

－

R

－

R/W

－ － － － － － － － － － － －

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － － 0 0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

4～2 AREA0 不定 R/W MMUがディスエーブルのとき、SQ0に対する物理アドレス 28～26を生成

します。 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

 

（3） キューアドレス制御レジスタ 1（QACR1） 

QACR1は、MMUがディスエーブルのとき、ストアキュー1（SQ1）がマップされているエリアを設定します。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

AREA1

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－

R

－ － －

R R R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－－ －

R

－

R

－

R

－

R/W

－ － － － － － － － － － － －

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － － 0 0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

4～2 AREA1 不定 R/W MMUがディスエーブルのとき、SQ1に対する物理アドレス 28～26を生成

します。 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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（4） 内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR） 

RAMCRは ICおよび OCのウェイ数と ICウェイ予測の制御を行います。 

RAMCRへの書き換えは、キャッシング不可の P2領域のプログラムで行われなければなりません。RAMCR更

新後、キャッシング可能領域または ILメモリ領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1～3

のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はキャッシング可能領域またはILメモリでかま

いません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. RAMCR更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンス

は不要です。しかしこの方法では、RAMCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処

理性能が低下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット名：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RMD RP IC2W OC2W

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

ビット名：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W

0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R R R R R

ICWPD

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

9 RMD 0 R/W 内蔵メモリアクセスモードビット 

詳細は「2.9.4 内蔵メモリの保護機能」を参照してください。 

8 RP 0 R/W 内蔵メモリ保護有効ビット 

詳細は「2.9.4 内蔵メモリの保護機能」を参照してください。 

7 IC2W 0 R/W IC 2ウェイモードビット 

0：ICは 4ウェイ動作 

1：ICは 2ウェイ動作 

詳細は「2.8.4（3）IC 2ウェイモード」を参照してください。 

6 OC2W 0 R/W OC 2ウェイモードビット 

0：OCは 4ウェイ動作 

1：OCは 2ウェイ動作 

詳細は「2.8.3（6）OC 2ウェイモード」を参照してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 ICWPD 0 R/W ICウェイ予測抑止ビット 

ICウェイ予測の使用を選択します。 

0：命令キャッシュはウェイ予測を行う 

1：命令キャッシュはウェイ予測を行わない 

4～0 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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2.8.3 オペランドキャッシュの動作説明 

（1） 読み出し動作 

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE=1）かつキャッシング可能な領域からデータを読み出す場合、

OCは以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、Uビ

ットおよびLRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが0

の場合 → 4. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが1

の場合 → 5. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイのデータ部から、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータをアクセスサイ

ズに応じて読み出します。またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス（書き戻しなし） 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みま

す。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウ

ンド方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPUへ読み出しデータを返します。残り

のキャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッ

シュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を、

Uビットに0を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

5. キャッシュミス（書き戻しあり） 

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータ部をライトバックバッファへ退避します。その後、仮想

アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みます。

データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド

方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPUへ読み出しデータを返します。残りのキ

ャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュ

に1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を、U

ビットに0を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。その後、ライ

トバックバッファのデータを外部メモリへ書き戻します。 
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（2） プリフェッチ動作 

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE=1）かつキャッシング可能な領域からデータを OCにプリフェ

ッチする場合、OCは以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、Uビ

ットおよびLRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが0

の場合 → 4. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが1

の場合 → 5. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス（書き戻しなし） 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みま

す。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウ

ンド方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことはなく、キャッシュ1ライン分の

データが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータ

の読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を、Uビットに0を書き込みま

す。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

5. キャッシュミス（書き戻しあり） 

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータ部をライトバックバッファへ退避します。その後、仮想

アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みます。

データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド

方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことはなく、キャッシュ1ライン分のデー

タが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータの読

み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を、Uビットに0を書き込みます。

また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。その後、ライトバックバッファのデータ

を外部メモリへ書き戻します。 
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（3） 書き込み動作 

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE=1）かつキャッシング可能な領域に対してデータが書き込まれ

る場合、OCは以下のように動作します。 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、Uビ

ットおよびLRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグの比較、

および対象となる領域の属性から、 

 コピーバック ライトスルー 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. → 4. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが0

の場合 → 5. → 7. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが1

の場合 → 6. → 7. 

3. キャッシュヒット（コピーバック） 

ヒットしたウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アク

セスサイズに応じて書き込みます。またUビットに1を書き込み、ヒットしたウェイが最新となるようにLRU

ビットを更新します。 

4. キャッシュヒット（ライトスルー） 

ヒットしたウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アク

セスサイズに応じて書き込むとともに、仮想アドレスに対応する外部メモリに対しても書き込みを行います。

またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。この場合、Uビットは更新されません。 

5. キャッシュミス（コピーバック、書き戻しなし） 

置換対象ウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アクセ

スサイズに応じて書き込みます。また仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキ

ャッシュラインへデータを読み込みます（ただし、すでに書き込み済みのキャッシュミスしたデータを除く）。

データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド

方式で行います。キャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することがで

きます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、

Vビットに1を、Uビットに1を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新しま

す。 

6. キャッシュミス（コピーバック、書き戻しあり） 

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータ部をライトバックバッファへ退避します。その後、置換

対象ウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アクセスサ

イズに応じて書き込みます。また仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッ

シュラインへデータを読み込みます（ただし、すでに書き込み済みのキャッシュミスしたデータを除く）。
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データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド

方式で行います。キャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することがで

きます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、

Vビットに1を、Uビットに1を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新しま

す。その後、ライトバックバッファのデータを外部メモリへ書き戻します。 

7. キャッシュミス（ライトスルー） 

仮想アドレスに対応した外部メモリへ、指定されたアクセスサイズで書き込みを行います。この場合、キャ

ッシュへの書き込みは行われません。タグ、Vビット、Uビット、LRUビットも更新されません。 

 

（4） ライトバックバッファ 

SH-4Aは、キャッシュミスによりダーティなキャッシュのエントリを外部メモリに追い出す必要が生じた場合、

キャッシュへのデータの読み込みを優先させ性能を向上させるために、追い出すキャッシュラインのデータを格

納するためのライトバックバッファを内蔵しています。ライトバックバッファはキャッシュ 1ライン分のデータ

と追い出す先の物理アドレスで構成されます。 

LW7物理アドレス[28:5] LW6LW5LW4LW3LW2LW1LW0
 

図 2.58 ライトバックバッファの構成 

（5） ライトスルーバッファ 

SH-4Aは、ライトスルーモード時のデータの書き込みや、キャッシング不可能な領域に対する書き込み動作に

おいて、書き込みデータを保持するための 64ビットのバッファを内蔵しています。これにより CPUはライトス

ルーバッファへの書き込みが完了すると、外部メモリへの書き込みの完了を待たずに次の動作へ移ります。 

物理アドレス[28:0] LW1LW0
 

図 2.59 ライトスルーバッファの構成 

（6） OC 2ウェイモード 

RAMCRレジスタの OC2Wビットを 1にセットすると、OCのウェイ 0とウェイ 1のみを使用する OC 2ウェイ

モードとなり、消費電力を低減できます。本モードではメモリ割り付け OCアクセスも含め、ウェイ 0とウェイ 1

のみが使用されます。 

OC2Wビットの書き換えは P2領域のプログラムで行ってください。また、書き換える時点ですでに OCに有効

なラインが登録されている場合には、OC2Wビットを書き換える前に、必要に応じてソフトウェアにより書き戻

しを行った後、CCRレジスタの OCIビットに 1を書き込み、OCの全エントリを無効にしてください。 
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2.8.4 命令キャッシュの動作説明 

（1） 読み出し動作 

命令キャッシュ（IC）が有効（CCR.ICE=1）かつキャッシング可能な領域から命令フェッチを行う場合、ICは

以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビットおよび

LRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在しない場合 → 4. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイのデータ部から、仮想アドレスのビット[4:3]でインデックスされるデータを命令として読

み出します。またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのキャッシュ

ラインへデータを読み込みます。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8

バイト）から順にラップアラウンド方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPUへ読

み出しデータを命令として返します。残りのキャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次

の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アド

レスによるタグを登録し、Vビットに1を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビット

を更新します。 

 

（2） プリフェッチ動作 

命令キャッシュ（IC）が有効（CCR.ICE=1）かつキャッシング可能な領域から、命令を ICにプリフェッチする

場合、ICは以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビットおよび

LRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在しない場合 → 4. 
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3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みま

す。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウ

ンド方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことはなく、キャッシュ1ライン分の

データが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータ

の読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を書き込みます。また置換し

たウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

 

（3） IC 2ウェイモード 

RAMCRレジスタの IC2Wビットを 1にセットすると、ICのウェイ 0とウェイ 1のみを使用する IC 2ウェイモ

ードとなり、消費電力を低減できます。本モードではメモリ割り付け ICアクセスも含め、ウェイ 0とウェイ 1の

みが使用されます。 

IC2Wビットの書き換えは P2領域のプログラムで行うようにしてください。また、書き換える時点ですでに IC

に有効なラインが登録されている場合には、IC2Wビットを書き換える前に、CCRレジスタの ICIビットに 1を書

き込み、ICの全エントリを無効化してください。 

（4） 命令キャッシュウェイ予測 

SH-4Aは消費電力を低減するために命令キャッシュ（IC）ウェイ予測機構を内蔵し、予測したウェイのデータ

アレイのみを起動します。ウェイ予測ミスが発生した場合には正しいウェイのデータを再読み出しするため、命

令フェッチ性能が低下することがあります。ICWPDビットを 1にセットすると、ICウェイ予測機構を停止させる

ことができます。本モードではウェイ予測ミスは発生しないため、命令フェッチ性能の低下はありませんが ICの

消費電力が増加します。また、ICWPDビットの切り替えはキャッシング不可の P2領域を走行するプログラムで

行ってください。また、書き換える時点ですでに ICに有効なラインが登録されている場合には、ICWPDビット

を書き換える前に、CCRレジスタの ICIビットに 1を書き込み、ICの全エントリを無効化してください。 
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2.8.5 キャッシュ操作命令 

（1） キャッシュと外部メモリとのコヒーレンシ 

（a） キャッシュ操作命令一覧 

キャッシュと外部メモリとのコヒーレンシはソフトウェアで保証してください。SH-4Aではキャッシュを操作

する命令として次の 6命令をサポートしています。各命令の詳細は「SH-4A拡張機能ソフトウェアマニュアル」

の「第 11章 各命令の説明」を参照してください。 

• オペランドキャッシュインバリデイト命令 ：OCBI @Rn 

オペランドキャッシュの無効化（書き戻しなし） 

• オペランドキャッシュパージ命令 ：OCBP @Rn 

オペランドキャッシュの無効化（書き戻しあり） 

• オペランドキャッシュライトバック命令 ：OCBWB @Rn 

オペランドキャッシュの書き戻し 

• オペランドキャッシュアロケート命令 ：MOVCA.L R0,@Rn 

オペランドキャッシュの確保 

• 命令キャッシュインバリデイト命令 ：ICBI @Rn 

命令キャッシュの無効化 

• オペランドアクセス同期命令 ：SYNCO 

データ転送の完了待ち 

 

（b） コヒーレンシ制御 

オペランドキャッシュのコヒーレンシ制御のために、SuperHywayバスからの PURGE および FLUSH トランザ

クションを受け付けることが可能です。PURGE/FLUSH トランザクションで与えられるアドレスは物理アドレス

です。そのため MMU がイネーブルの場合、キャッシュシノニム問題を回避するため、1Kバイトのページサイ

ズを使用しないでください。 
 

• PURGEトランザクション 

オペランドキャッシュがイネーブルのとき、オペランドキャッシュを検索し、ヒットしたエントリを無効化し

ます。無効化されるラインがダーティであれば外部メモリへ書き戻しを行います。ミスした場合にはノーオペレ

ーションです。 
 

• FLUSHトランザクション 

オペランドキャッシュがイネーブルのとき、オペランドキャッシュを検索し、ヒットしたエントリがあり、か

つダーティであれば外部メモリへ書き戻しを行います。ヒットしたエントリの無効化は行いません。ミスした場

合またはヒットしたエントリがダーティでなかった場合にはノーオペレーションです。 
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（c） コヒーレンシ制御に関連した命令仕様変更 

オペランドキャッシュ操作命令のうち、OCBI、OCBP、OCBWBのコヒーレンシ制御に関連した仕様が、プロ

セッサバージョンレジスタ（PVR）の VERビットの値が H'20の SH-4Aから変更になっています。 

1. インバリデイト命令：OCBI＠Rnの変更点 

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、プロセッサバージョンレジスタ（PVR）のVERビットの

値がH'20のSH-4Aでは本命令はNOPとして動作しましたが、拡張機能を備えたSH-4Aでは、Rn[31:24]がH'F4

（OCアドレスアレイ領域）の場合のみ、ウェイ＝Rn[14:13]、エントリ＝Rn[12:5]で示されるオペランドキャ

ッシュラインを無効化します。このとき無効化されるラインがダーティであっても書き戻しは行いません。

本操作は特権モードでのみ実行可能で、ユーザモードではアドレスエラー例外を発生します。また、TLB関

連例外は発生しません。 

Rn[31:24]がH'F4以外のメモリ割り付けアレイ領域、制御レジスタ領域、およびそのリザーブ領域（H'F0～H'F3、

H'F5～H'FF）への本命令の実行は行わないでください。 

2. パージ命令：OCBP @Rnの変更点 

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、プロセッサバージョンレジスタ（PVR）のVERビットの

値がH'20のSH-4Aでは本命令はNOPとして動作しましたが、拡張機能を備えたSH-4Aでは、Rn[31:24]がH'F4

（OCアドレスアレイ領域）の場合のみ、ウェイ＝Rn[14:13]、エントリ＝Rn[12:5]で示されるオペランドキャ

ッシュラインを無効化します。このとき無効化されるラインがダーティであれば書き戻しを行います。本操

作は特権モードでのみ実行可能で、ユーザモードではアドレスエラー例外を発生します。また、TLB関連例

外は発生しません。 

Rn[31:24]がH'F4以外のメモリ割り付けアレイ領域、制御レジスタ領域、およびそのリザーブ領域（H'F0～H'F3、

H'F5～H'FF）への本命令の実行は行わないでください。 

3. ライトバック命令：OCBWB @Rnの変更点 

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、プロセッサバージョンレジスタ（PVR）のVERビットの

値がH'20のSH-4Aでは本命令はNOPとして動作しましたが、拡張機能を備えたSH-4Aでは、Rn[31:24]がH'F4

（OCアドレスアレイ領域）の場合のみ、ウェイ＝Rn[14:13]、エントリ＝Rn[12:5]で示されるオペランドキャ

ッシュラインがダーティであれば書き戻しを行い、ダーティビットを0の状態にします。本操作は特権モード

でのみ実行可能で、ユーザモードではアドレスエラー例外を発生します。また、TLB関連例外は発生しませ

ん。 

Rn[31:24]がH'F4以外のメモリ割り付けアレイ領域、制御レジスタ領域、およびそのリザーブ領域（H'F0～H'F3、

H'F5～H'FF）への本命令の実行は行わないでください。 

 



 

2. SH-4A 

2-180  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

（2） プリフェッチ動作 

キャッシュミスにより発生するキャッシュフィルのペナルティを削減するために、SH-4Aではプリフェッチ命

令をサポートしています。読み出し動作、書き込み動作によりキャッシュミスの発生することがわかっていた場

合、プリフェッチ命令によりあらかじめキャッシュへデータをフィルしておき、読み出し動作、書き込み動作に

おいてキャッシュミスを発生させないようにできます。これによりソフトウェアの性能が向上します。すでにキ

ャッシュに格納されているデータに対して、プリフェッチ命令を実行したり、プリフェッチしようとしたアドレ

スが UTLBにミスした場合やプロテクションに違反した場合は、ノーオペレーションとなり例外を発生させませ

ん。プリフェッチ命令の詳細は「SH-4A拡張機能ソフトウェアマニュアル」の「第 11章 各命令の説明」を参照

してください。 

• プリフェッチ命令（OC） ：PREF @Rn 

• プリフェッチ命令（IC） ：PREFI @Rn 
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2.8.6 メモリ割り付けキャッシュの構成 

IC、OCをソフトウェアで管理するために、特権モードのとき、P2領域のプログラムからMOV命令によって

ICデータアレイの内容の読み出し／書き込みが可能です。また特権モードのとき P2領域のプログラムあるいは

ILメモリ領域のプログラムからMOV命令によって ICアドレスアレイの内容の読み出し／書き込みが可能です。

他の領域のプログラムからのアクセスは保証しません。この場合、P0、U0、P1、P3領域への分岐は、以下の 1～

3のどれかの方法で行ってください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行した後、P0、U0、P1、P3領域

への分岐を行ってください。 

3. メモリ割り付けICへのアクセスの前に、あらかじめIRMCR.MC＝0（初期値）と設定されていた場合には、

特定の命令シーケンスは不要です。しかしこの方法では、メモリ割り付けICアクセス命令の次命令を命令フ

ェッチからやり直すため、CPUの処理性能が低下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 

また、特権モードのとき、P1、P2領域のプログラムからMOV命令によって OCの内容の読み出し／書き込み

が可能です。他の領域のプログラムからのアクセスは保証しません。IC、OCは仮想アドレス空間の P4領域に割

り付けられています。ICのアドレスアレイ／データアレイ、OCのアドレスアレイ／データアレイともにデータ

アクセスのみ可能でアクセスサイズはロングワード固定です。この領域に対して命令フェッチは行えません。予

約ビットには 0を設定するようにしてください。予約ビットの読み出し値は不定です。 
 

（1） ICアドレスアレイ 

ICのアドレスアレイは P4領域の H'F000 0000～H'F0FF FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのアク

セスには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。ア

ドレス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込みタグと Vビットを指定します。 

アドレス部は[31:24]が ICアドレスアレイを示す H'F0になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定

するようになっています。アドレス部[3]の連想ビット（Aビット）は ICアドレスアレイへの書き込みのときに連

想を行うかどうかを指定します。アクセスはロングワードサイズ固定なのでアドレス部[1:0]は 0を指定してくだ

さい。 

データ部は[31:10]がタグを、[0]が Vビットを示します。ICアドレスアレイのタグは 19ビットのためデータ部

[31:29]は連想を行わない書き込みのときには使用されません。データ部[31:29]は連想を行う書き込みのときのみ

仮想アドレスの指定のため用います。 

ICアドレスアレイに対しては次の 3種類の操作が可能です。 
 

（a） ICアドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリから、データ部へタグとVビットを読み出

します。読み出す場合アドレス部に指定される連想ビットは1でも0でも連想動作は行いません。 
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（b） ICアドレスアレイ 書き込み（連想なし） 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリに対して、データ部で指定されたタグとV

ビットを書き込みます。アドレス部のAビットは0にしてください。 

 

（c） ICアドレスアレイ 書き込み（連想あり） 

アドレス部のAビットが1で書き込みのとき、アドレス部で指定されたエントリに格納されている各ウェイのタ

グとデータ部で指定されたタグとの間で一致判定が行われます。アドレス部[14:13]のウェイ番号は使用されま

せん。このときMMUがイネーブルなら、データ部[31:10]で指定した仮想アドレスをITLBを用い物理アドレスに

変換してから一致判定を行います。アドレスが一致しそのウェイのVビットが1であったなら、データ部で指定

したVビットをICのエントリに書き込みます。それ以外の場合はノーオペレーションとなります。本動作はIC

の特定のエントリの無効化に用いられます。アドレス変換の際にITLBにミスした場合や、一致判定で不一致に

なった場合、例外は発生せずノーオペレーションとなり書き込みは行われません。 

 

【注】 本機能は今後の SuperHシリーズではサポートされない可能性があります。ITLBミスハンドリングや命令 TLBミス例

外の通知を行い、確実に ICの操作が可能な ICBI命令の使用を推奨します。 

 

アドレス部
31 23 12 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 0 0 0 0 00 0 0エントリ A

データ部
31 10 9 1 0

Vタグ

ウェイ

V
A

24 131415

：有効ビット
：連想ビット
：リザーブビット（書き込むときは常に0を書き込んでください。読み出したときの値は不定です）
：Don't care*

* * * * * * * * *

 

図 2.60 メモリ割り付け ICアドレスアレイ（キャッシュサイズ＝32Kバイトの場合） 

（2） ICデータアレイ 

ICのデータアレイは P4領域の H'F100 0000～H'F1FF FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセス

には 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。アドレ

ス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込むロングワードデータを指定します。 

アドレス部は[31:24]が ICデータアレイを示す H'F1になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定す

るようになっています。アドレス部[4:2]はエントリ内のロングワードデータの指定に用います。アクセスはロン

グワードサイズ固定なのでアドレス部[1:0]は 0を指定してください。 

データ部はロングワードデータの指定に用います。 

ICデータアレイに対しては次の 2種類の操作が可能です。 
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（a） ICデータアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビ

ットで指定されたデータから、データ部へロングワードデータを読み出します。 

 

（b） ICデータアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビ

ットで指定されたデータに対して、データ部で指定されたロングワードデータを書き込みます。 

アドレス部
31 23 12 5 4 2 1 0

1 1 1 1 0 0 0 1 エントリ L

データ部
31 0

ロングワードデータ

L
*

24 131415

：ロングワード指定ビット
：Don't care

ウェイ

0 0* * * * * * * * *

 

図 2.61 メモリ割り付け ICデータアレイ（キャッシュサイズ＝32Kバイトの場合） 

（3） OCアドレスアレイ 

OCのアドレスアレイは P4領域の H'F400 0000～H'F4FF FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのアク

セスには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。ア

ドレス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込みタグと Uビットと Vビットを指定

します。 

アドレス部は[31:24]が OCアドレスアレイを示す H'F4になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定

するようになっています。アドレス部[3]の連想ビット（Aビット）は OCアドレスアレイへの書き込みのときに

連想を行うかどうかを指定します。アクセスはロングワードサイズ固定ですのでアドレス部[1:0]は 0を指定して

ください。 

データ部は[31:10]がタグを、[1]が Uビットを、[0]が Vビットを示します。OCアドレスアレイのタグは 19ビ

ットのため、データ部[31:29]は連想を行わない書き込みのときには使用されません。データ部[31:29]は連想を行

う書き込みのときのみ仮想アドレスの指定のため用います。 

OCアドレスアレイに対しては次の 3種類の操作が可能です。 
 

（a） OCアドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリから、データ部へタグとUビットとVビッ

トを読み出します。読み出す場合、アドレス部に指定される連想ビットは1でも0でも連想動作は行いません。 

（b） OCアドレスアレイ 書き込み（連想なし） 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリに対して、データ部で指定されたタグとU

ビットとVビットを書き込みます。アドレス部のAビットは0にしてください。 
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書き込みをUビットが1、Vビットが1のキャッシュラインに対して行った場合、そのキャッシュラインの書き

戻しを行った後、データ部で指定されたタグとUビットとVビットを書き込みます。 

 

（c） OCアドレスアレイ 書き込み（連想あり） 

アドレス部のAビットが1で書き込みのとき、アドレス部で指定されたエントリに格納されている各ウェイの

タグとデータ部で指定されたタグとの間で一致判定が行われます。ビット[14:13]のウェイ番号は使用されま

せん。このときMMUがイネーブルなら、データ部[31:10]で指定した仮想アドレスをUTLBを用い物理アドレ

スに変換してから一致判定を行います。アドレスが一致しそのウェイのVビットが1であったなら、データ部

で指定したUビットとVビットをOCのエントリに書き込みます。それ以外の場合はノーオペレーションとな

ります。本動作はOCの特定のエントリの無効化に用いられます。このときOCのエントリのUビットが1で、

Vビットに0もしくはUビットに0を書き込んだ場合、書き戻しが発生します。アドレス変換の際にUTLBにミ

スした場合や、一致判定で不一致になった場合、例外は発生せずノーオペレーションとなり書き込みは行わ

れません。 

 

【注】 本機能は今後の SuperHシリーズではサポートされない可能性があります。データ TLBミス例外の通知を行い、確実

に OCの操作が可能な OCBI/OCBP/OCBWB命令の使用を推奨します。 

アドレス部
31 23 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 0 1 0 0 エントリ A

データ部
31 10 9 1 0

Vタグ

24 13121415

2

U

V
U
A

：有効ビット
：ダーティビット
：連想ビット
：リザーブビット（書き込むときは常に0を書き込んでください。読み出したときの値は不定です）
：Don't care

ウェイ

00 0 0* * * * * * * * *

*
 

図 2.62 メモリ割り付け OCアドレスアレイ（キャッシュサイズ＝32Kバイトの場合） 

（4） OCデータアレイ 

OCのデータアレイは P4領域の H'F500 0000～H'F5FF FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセス

には 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。アドレ

ス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込むロングワードデータを指定します。 

アドレス部は[31:24]が OCデータアレイを示す H'F5になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定す

るようになっています。アドレス部[4:2]はエントリ内のロングワードデータの指定に用います。アクセスはロン

グワードサイズ固定なのでアドレス部[1:0]は 0を指定してください。 

データ部はロングワードデータの指定に用います。 

OCデータアレイに対しては次の 2種類の操作が可能です。 
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（a） OCデータアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビ

ットで指定されたデータから、データ部へロングワードデータを読み出します。 

 

（b） OCデータアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビ

ットで指定されたデータに対して、データ部で指定されたロングワードデータを書き込みます。この書き込

みによりアドレスアレイ側のUビットは1になりません。 

アドレス部
31 23 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 0 1 0 1 エントリ

データ部
31 0

ロングワードデータ

24 13121415

L
*
：ロングワード指定ビット
：Don't care

ウェイ

0L 0* * * * * * * * *

 

図 2.63 メモリ割り付け OCデータアレイ（キャッシュサイズ＝32Kバイトの場合） 

（5） メモリ割り付け連想ライトの動作 

ICアドレスアレイ、OCアドレスアレイへの連想あり書き込みは、今後の SuperHシリーズではサポートされな

い可能性があります。ITLBミスハンドリング、命令 TLBミス例外の通知やデータ TLBミス例外の通知を行い、

確実に ICまたは OCの操作が可能な ICBI、OCBI、OCBP、OCBWB命令の使用を推奨します。SH-4Aでは過渡的

な措置として本機能を利用した場合にアドレスエラーを発生します。従来製品との互換性を重視する場合には

EXPMASKレジスタ（H'FF2F 0004）のMMCAWビットを 1とすることで本機能を利用することが可能ですが、

今後の SuperHシリーズでの互換性を保証するためには、ICBI、OCBI、OCBP、OCBWB命令を使用してください。 
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2.8.7 ストアキュー 

SH-4Aでは、外部メモリへの高速な書き込みを行うために 32バイト×2のストアキュー（SQ）をサポートしま

す。 

（1） SQの構成 

SQは図 2.64に示すとおり、32バイトの SQ0と 32バイトの SQ1から成り立っています。SQ0、SQ1はそれぞ

れ独立に設定することが可能です。 

SQ0 SQ0[0] SQ0[1] SQ0[2] SQ0[3] SQ0[4] SQ0[5] SQ0[6] SQ0[7]

SQ1 SQ1[0] SQ1[1] SQ1[2] SQ1[3] SQ1[4] SQ1[5] SQ1[6] SQ1[7]

4B 4B 4B 4B 4B 4B 4B 4B  

図 2.64 ストアキューの構成 

（2） SQへの書き込み 

SQへの書き込みは P4領域の H'E000 0000～H'E3FF FFFCに対するストア命令で行うことができます。アクセス

サイズはロングワード、もしくはクワッドワードが可能です。このアドレスは以下の意味を持ちます。 

[31:26] ：111000 ：ストアキュー指定 

[25:6] ：Don't care ：外部メモリへの転送・アクセス権で使用 

[5] ：0/1 ：0：SQ0指定 1：SQ1指定 

[4:2] ：LW指定 ：SQ0、SQ1内のロングワード位置を指定 

[1:0] ：00 ：0固定 
 

（3） 外部メモリへの転送 

SQから外部メモリへの転送は、プリフェッチ命令（PREF）により行えます。PREF命令を P4領域の H'E000 0000

～H'E3FF FFFCに対して発行することにより、SQから外部メモリへの転送が開始します。転送は 32バイト固定

で、開始アドレスは必ず 32バイト境界となります。一方の SQを外部メモリへ転送中に、もう一方の SQへの書

き込みはペナルティサイクルなしに行えますが、外部メモリへ転送中の SQへの書き込みは外部メモリへの転送が

完了するまで待たされます。 

SQの転送先の物理アドレス[28:0]はMMUイネーブル／ディスエーブルにより次のように指定します。 
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（a） MMUイネーブル（MMUCR.AT＝1）の場合 

UTLBのVPNにSQ領域（H'E000 0000～H'E3FF FFFF）を、PPNに転送先の物理アドレスを設定します。ASID、

V、SZ、SH、PR、Dビットは通常のアドレス変換と同様の意味を持ちますが、C、WTビットはこのページに

関しては意味を持ちません。 

SQ領域へのプリフェッチ命令が発行されると、アドレス変換を行い、SZビットの指定に従い物理アドレス

[28:10]を生成します。物理アドレスの[9:5]についてはMMUディスエーブルと同様にアドレス変換前のアドレ

スから生成します。物理アドレスの[4:0]は0固定です。SQから外部メモリへの転送はこのアドレスに対して

行われます。 

 

（b） MMUディスエーブル（MMUCR.AT＝0）の場合 

PREF命令を発行するアドレスにSQ領域（H'E000 0000～H'E3FF FFFF）を指定します。このアドレス[31:0]は

次の意味を持ちます。 

[31:26] ：111000 ：ストアキュー指定 

[25:6] ：アドレス ：転送先物理アドレス[25:6] 

[5] ：0/1 ：0：SQ0指定 1：SQ1指定 かつ 転送先物理アドレス[5] 

[4:2] ：Don't care ：プリフェッチのときは意味を持たない。 

[1:0] ：00 ：0固定 

 

上記のアドレスから生成できない物理アドレス[28:26]は、QACR0、QACR1から生成します。 

QACR0[4:2] ：SQ0に対する物理アドレス[28:26] 

QACR1[4:2] ：SQ1に対する物理アドレス[28:26] 

 

物理アドレスの[4:0]は、バースト転送の開始が32バイト境界のため常に0固定となります。 
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（4） SQアクセスの例外判定 

SQへの書き込み、および外部メモリへの転送（PREF命令）の例外判定はMMUイネーブル／ディスエーブル

により次のように行われます。なお、SQへの書き込みで例外が発生した場合、SQの内容は元の値が保証されま

す。SQから外部メモリへの転送で例外が発生した場合、外部メモリへの転送は抑止されます。 
 

（a） MMUイネーブル（MMUCR.AT＝1）の場合 

UTLBに登録されたアドレス変換情報とSQMDビットに従います。SQへの書き込みはライトタイプ、SQから

外部メモリへの転送（PREF命令）はリードタイプとして例外判定が行われ、TLBミス例外、保護違反例外が

発生します。ただし、SQMDビットによりSQへのアクセスを特権モードのみ許可している場合、ユーザモー

ドでアドレス変換に成功してもアドレスエラーとなります。 

 

（b） MMUディスエーブル（MMUCR.AT＝0）の場合 

SQMDビットに従います。 

0：特権／ユーザアクセス可能 

1：特権アクセス可能 

SQMDビットが1のときに、ユーザモードでSQ領域をアクセスするとアドレスエラーが発生します。 

 

（5） SQからの読み出し 

SH-4Aでは、特権モードのとき、SQからの読み出しを P4領域の H'FF00 1000～H'FF00 103Cに対するロード命

令で行うことができます。アクセスサイズはロングワードでのみアクセス可能です。 

[31:6] ：H'FF00 1000 ：ストアキュー指定 

[5] ：0/1 ：0：SQ0指定、1：SQ1指定 

[4:2] ：LW指定 ：SQ0、SQ1内のロングワード位置を指定 

[1:0] ：00 ：0固定 
 

2.8.8 32ビットアドレス拡張モード使用時の注意事項 

32ビットアドレス拡張モードでは、本章ですでに述べた事項が以下のように拡張されます。 

1. ICおよびOCのタグが、[28:10]の19ビットから[31:10]の22ビットに拡張されます。 

2. ICを操作する命令（メモリ割り付けICアクセスおよびCCR.ICI書き込み）を配置する領域は、P1またはP2領

域とし、PMBの当該エントリのキャッシング可能ビット（Cビット）を0にしてください。 

3. QACR0レジスタのAREA0ビットおよびQACR1レジスタのAREA1ビットがそれぞれ[4:2]の3ビットから[7:2]

の6ビットに拡張されます。 
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2.9 内蔵メモリ 

本 LSIは OLメモリ、ILメモリの 2種類のメモリを内蔵しており、命令やデータを格納することができます。

OLメモリはデータの格納に適しており、ILメモリは命令の格納に適しています。 

2.9.1 特長 

（1） OLメモリ 

• 容量： 

OLメモリは、16Kバイトです。 

• ページ： 

OLメモリは4ページ（ページ0A、0B、1Aおよび1B）に分かれています。 

• メモリマップ： 

OLメモリは、仮想アドレス空間、物理アドレス空間ともに、表2.39に示されるアドレスに配置されています。 

 

表 2.39 OLメモリアドレス 

メモリサイズ ページ 

16Kバイト 

ページ 0A H'E500 E000～ H'E500 EFFF 

ページ 0B H'E500 F000～ H'E500 FFFF 

ページ 1A H'E501 0000～ H'E501 0FFF 

ページ 1B H'E501 1000～ H'E501 1FFF 

 

• ポート： 

各ページは3本の独立した読み出し／書き込みポートを持ち、SuperHywayバス、キャッシュ・RAM内蔵バス、

オペランドバスと接続されています。オペランドアクセスにはオペランドバスが、命令フェッチにはキャッ

シュ・RAM内蔵バスが、SuperHywayバスマスタモジュールからのアクセスにはSuperHywayバスがそれぞれ

使用されます。 

• 優先順位： 

同じページに対して異なるバスから同時にアクセス要求があった場合には、優先順位に従ってアクセスが処

理されます。優先順位は高い順にSuperHywayバス、キャッシュ・RAM内蔵バス、オペランドバス、となりま

す。 
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（2） ILメモリ 

• 容量： 

ILメモリは、16Kバイトです。 

• ページ： 

ILメモリは4ページ（ページ0～ページ3）に分かれています。 

• メモリマップ： 

ILメモリは、仮想アドレス空間、物理アドレス空間ともに、表2.40に示されるアドレスに配置されています。 

 

表 2.40 ILメモリアドレス 

メモリサイズ ページ 

16Kバイト 

ページ 0 H'E520 0000～ H'E520 0FFF 

ページ 1 H'E520 1000～ H'E520 1FFF 

ページ 2 H'E520 2000～ H'E520 2FFF 

ページ 3 H'E520 3000～ H'E520 3FFF 

 

• ポート： 

3本の独立した読み出し／書き込みポートを持ち、SuperHywayバス、キャッシュ・RAM内蔵バス、および命

令バスと接続されています。命令フェッチには命令バスが、オペランドアクセスにはキャッシュ・RAM内蔵

バスが、SuperHywayバスマスタモジュールからのアクセスにはSuperHywayバスがそれぞれ使用されます。 

• 優先順位： 

同じページに対して異なるバスから同時にアクセス要求があった場合には、優先順位に従ってアクセスが処

理されます。優先順位は高い順にSuperHywayバス、キャッシュ・RAM内蔵バス、命令バスとなります。 
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2.9.2 レジスタの説明 

内蔵メモリに関するレジスタは以下のとおりです。 
 

表 2.41 レジスタ構成 

名  称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

サイズ 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR R/W H'FF00 0074 H'1F00 0074 32 

OLメモリ転送元アドレスレジスタ 0 LSA0 R/W H'FF00 0050 H'1F00 0050 32 

OLメモリ転送元アドレスレジスタ 1 LSA1 R/W H'FF00 0054 H'1F00 0054 32 

OLメモリ転送先アドレスレジスタ 0 LDA0 R/W H'FF00 0058 H'1F00 0058 32 

OLメモリ転送先アドレスレジスタ 1 LDA1 R/W H'FF00 005C H'1F00 005C 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 2.42 各処理状態におけるレジスタの状態 

名  称 略称 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 H'0000 0000 

OLメモリ転送元アドレスレジスタ 0 LSA0 不定 不定 保持 保持 不定 

OLメモリ転送元アドレスレジスタ 1 LSA1 不定 不定 保持 保持 不定 

OLメモリ転送先アドレスレジスタ 0 LDA0 不定 不定 保持 保持 不定 

OLメモリ転送先アドレスレジスタ 1 LDA1 不定 不定 保持 保持 不定 
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（1） 内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR） 

RAMCRは内蔵メモリの保護機能の制御を行います。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット名：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RMD RP IC2W OC2W

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

ビット名：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W

0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R R R R R

ICWPD

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

9 RMD 0 R/W 内蔵メモリアクセスモードビット 

仮想アドレス空間からの内蔵メモリへのアクセス権を指定します。 

0：特権アクセスが可能（ユーザアクセスの場合はアドレスエラー例外） 

1：ユーザ／特権アクセスが可能 

8 RP 0 R/W 内蔵メモリ保護有効ビット 

仮想アドレス空間からの内蔵メモリへのアクセスに対して、ITLB、UTLB

を用いた保護機能の使用を選択します。 

0：保護機能を使用しない 

1：保護機能を使用する 

詳細は「2.9.4 内蔵メモリの保護機能」を参照してください。 

7 IC2W 0 R/W IC 2ウェイモードビット 

詳細は「2.8.4（3）IC 2ウェイモード」を参照してください。 

6 OC2W 0 R/W OC 2ウェイモードビット 

詳細は「2.8.3（6）OC 2ウェイモード」を参照してください。 

5 ICWPD 0 R/W ICウェイ予測抑止ビット 

詳細は「2.8.4（4）命令キャッシュウェイ予測」を参照してください。 

4～0 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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（2） OLメモリ転送元アドレスレジスタ 0（LSA0） 

LSA0は、MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のときに、OLメモリページ 0A、0Bへのブロック転送におい

て、転送元の物理アドレスを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

L0SADR

L0SADR L0SSZ

R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット名：

初期値：
R/W：

ビット名：

初期値：
R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

28～10 L0SADR 不定 R/W OLメモリページ 0ブロック転送元アドレス 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、OLメモリページ 0A、0B

に対するブロック転送の転送元となる物理アドレスを指定します。 

9～6 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

5～0 L0SSZ 不定 R/W OLメモリページ 0ブロック転送元アドレス選択ビット 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、OLメモリページ 0A、0B

に対するブロック転送の転送元となる物理アドレスのうちビット 15～10

に関して、オペランドアドレスを使用するか、L0SADRの値を使用するか

を選択します。L0SSZ[5:0]が転送元物理アドレスの[15:10]に対応します。 

0：転送元物理アドレスにオペランドアドレスを使用します。 

1：転送元物理アドレスに L0SADRの値を使用します。 

• 設定可能な値 

111111  転送元の物理アドレスを 1Kバイト単位で設定する場合 

111110  転送元の物理アドレスを 2Kバイト単位で設定する場合 

111100  転送元の物理アドレスを 4Kバイト単位で設定する場合 

111000  転送元の物理アドレスを 8Kバイト単位で設定する場合 

110000  転送元の物理アドレスを 16Kバイト単位で設定する場合 

100000  転送元の物理アドレスを 32Kバイト単位で設定する場合 

000000  転送元の物理アドレスを 64Kバイト単位で設定する場合 

上記以外は設定禁止です。 
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（3） OLメモリ転送元アドレスレジスタ 1（LSA1） 

LSA1は、MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のときに、OLメモリページ 1A、1Bへのブロック転送におい

て、転送元の物理アドレスを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

L1SADR

L1SADR L1SSZ

R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット名：

初期値：
R/W：

ビット名：

初期値：
R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

28～10 L1SADR 不定 R/W OLメモリページ 1ブロック転送元アドレス 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、OLメモリページ 1A、1B

に対するブロック転送の転送元となる物理アドレスを指定します。 

9～6 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

5～0 L1SSZ 不定 R/W OLメモリページ 1ブロック転送元アドレス選択ビット 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、OLメモリページ 1A、1B

に対するブロック転送の転送元となる物理アドレスのうちビット 15～10

に関して、オペランドアドレスを使用するか、L1SADRの値を使用するか

を選択します。L1SSZ[5:0]が転送元物理アドレスの[15:10]に対応します。 

0：転送元物理アドレスにオペランドアドレスを使用します。 

1：転送元物理アドレスに L1SADRの値を使用します。 

• 設定可能な値 

111111  転送元の物理アドレスを 1Kバイト単位で設定する場合 

111110  転送元の物理アドレスを 2Kバイト単位で設定する場合 

111100  転送元の物理アドレスを 4Kバイト単位で設定する場合 

111000  転送元の物理アドレスを 8Kバイト単位で設定する場合 

110000  転送元の物理アドレスを 16Kバイト単位で設定する場合 

100000  転送元の物理アドレスを 32Kバイト単位で設定する場合 

000000  転送元の物理アドレスを 64Kバイト単位で設定する場合 

上記以外は設定禁止です。 
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（4） OLメモリ転送先アドレスレジスタ 0（LDA0） 

LDA0は、MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のときに、OLメモリページ 0A、0Bへのブロック転送におい

て、転送先の物理アドレスを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

L0DADR

L0DADR L0DSZ

R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット名：

初期値：
R/W：

ビット名：

初期値：
R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

28～10 L0DADR 不定 R/W OLメモリページ 0ブロック転送先アドレス 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、OLメモリページ 0A、0B

に対するブロック転送の転送先となる物理アドレスを指定します。 

9～6 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

5～0 L0DSZ 不定 R/W OLメモリページ 0ブロック転送先アドレス選択ビット 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、OLメモリページ 0A、0B

に対するブロック転送の転送先となる物理アドレスのうちビット 15～10

に関して、オペランドアドレスを使用するか、L0DADRの値を使用するか

を選択します。L0DSZ[5:0]が転送先物理アドレスの[15:10]に対応します。 

0：転送先物理アドレスにオペランドアドレスを使用します。 

1：転送先物理アドレスに L0DADRの値を使用します。 

• 設定可能な値 

111111  転送先の物理アドレスを 1Kバイト単位で設定する場合 

111110  転送先の物理アドレスを 2Kバイト単位で設定する場合 

111100  転送先の物理アドレスを 4Kバイト単位で設定する場合 

111000  転送先の物理アドレスを 8Kバイト単位で設定する場合 

110000  転送先の物理アドレスを 16Kバイト単位で設定する場合 

100000  転送先の物理アドレスを 32Kバイト単位で設定する場合 

000000  転送先の物理アドレスを 64Kバイト単位で設定する場合 

上記以外は設定禁止です。 
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（5） OLメモリ転送先アドレスレジスタ 1（LDA1） 

LDA1は、MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のときに、OLメモリページ 1A、1Bへのブロック転送におい

て、転送先の物理アドレスを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

L1DADR

L1DADR L1DSZ

R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット名：

初期値：
R/W：

ビット名：

初期値：
R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

28～10 L1DADR 不定 R/W OLメモリページ 1ブロック転送先アドレス 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、OLメモリページ 1A、1B

に対するブロック転送の転送先となる物理アドレスを指定します。 

9～6 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

5～0 L1DSZ 不定 R/W OLメモリページ 1ブロック転送先アドレス選択ビット 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、OLメモリページ 1A、1B

に対するブロック転送の転送先となる物理アドレスのうちビット 15～10

に関して、オペランドアドレスを使用するか、L1DADRの値を使用するか

を選択します。L1DSZ[5:0]が転送先物理アドレスの[15:10]に対応します。 

0：転送先物理アドレスにオペランドアドレスを使用します。 

1：転送先物理アドレスに L1DADRの値を使用します。 

• 設定可能な値 

111111  転送先の物理アドレスを 1Kバイト単位で設定する場合 

111110  転送先の物理アドレスを 2Kバイト単位で設定する場合 

111100  転送先の物理アドレスを 4Kバイト単位で設定する場合 

111000  転送先の物理アドレスを 8Kバイト単位で設定する場合 

110000  転送先の物理アドレスを 16Kバイト単位で設定する場合 

100000  転送先の物理アドレスを 32Kバイト単位で設定する場合 

000000  転送先の物理アドレスを 64Kバイト単位で設定する場合 

上記以外は設定禁止です。 
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2.9.3 動作説明 

（1） CPUからの命令フェッチアクセス 

（a） ILメモリ 

CPUからの命令フェッチアクセスは、仮想アドレスにより命令バスから直接アクセスを行います。命令バスか

らのアクセスは、ILメモリの同じページに連続してアクセスする場合、かつ競合が発生しない場合に 1サイクル

アクセスになります。 

（b） OLメモリ 

CPUからの命令フェッチアクセスは、キャッシュ・RAM内蔵バスからアクセスを行います。アクセスには複数

サイクルかかります。 
 

（2） CPUからのオペランドアクセスおよび FPUからのアクセス 

（a） ILメモリ 

CPUからのオペランドアクセスおよび FPUからのアクセスは、キャッシュ・RAM内蔵バスからアクセスを行

います。キャッシュ・RAM内蔵バスからのアクセスは複数サイクルかかります。 

（b） OLメモリ 

CPUおよび FPUからのアクセスは仮想アドレスにより、オペランドバスから行います。オペランドバスからの

仮想アドレスによるリードアクセスは、OLメモリの同じページへ連続してアクセスした場合、かつページ競合が

発生しない場合に 1サイクルアクセスになります。オペランドバスからの仮想アドレスによるライトアクセスは

ページ競合が発生しない場合に 1サイクルアクセスになります。 
 

（3） SuperHywayバスマスタモジュールからのアクセス 

DMACなどの SuperHywayバスマスタモジュールからの本メモリへのアクセスは、物理アドレスバスである

SuperHywayバスからのアクセスとなりますが、仮想アドレスと同じアドレスを使用してください。 
 

（4） OLメモリブロック転送 

OLメモリと外部メモリの間で、キャッシュを介さずに、ブロック転送により高速にデータ転送を行うことがで

きます。 

外部メモリから OLメモリへの転送は、プリフェッチ命令（PREF）により行えます。PREF命令を仮想アドレ

ス空間の OLメモリ領域のアドレスに対して発行することにより、外部メモリから OLメモリへのブロック転送が

開始されます。 

OLメモリから外部メモリへの転送は、ライトバック命令（OCBWB）により行えます。OCBWB命令を仮想ア

ドレス空間の OLメモリ領域のアドレスに対して発行することにより、OLメモリから外部メモリへのブロック転

送が開始されます。 

いずれの転送も転送サイズは 32バイト固定で、開始アドレスは必ず 32バイト境界となるため、レジスタ Rnに

より指示されるアドレスの下位 5ビットは無視され、常にすべて 0として扱われます。またいずれの場合もブロ

ック転送中に他のページやキャッシュに対するアクセスが可能ですが、転送中のページにアクセスした場合、転

送が終了するまで CPUはストールします。 
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OLメモリと転送を行う外部メモリの物理アドレス[28:0]はMMUイネーブル／ディスエーブルにより次のよう

に指定します。 

（a） MMUイネーブル（MMUCR.AT＝1）かつ RAMCR.RP＝1の場合 

UTLBの VPNフィールドに OLメモリ領域のアドレスを、PPNフィールドに転送元（PREF命令の場合）また

は転送先（OCBWB命令の場合）の物理アドレスを設定します。ASID、V、SZ、SH、PR、Dビットは通常のアド

レス変換と同様の意味を持ちますが、C、WTビットはこのページに関しては意味を持ちません。 

OLメモリ領域への PREF命令が発行されると、アドレス変換を行い、SZビットの指定に従い物理アドレス

[28:10]を生成します。物理アドレスの[9:5]についてはアドレス変換前の仮想アドレスから生成します。物理アド

レスの[4:0]は0固定です。この物理アドレスで指定される外部メモリからOLメモリへブロック転送が行われます。 

OLメモリ領域への OCBWB命令が発行されると、アドレス変換を行い、SZビットの指定に従い物理アドレス

[28:10]を生成します。物理アドレスの[9:5]についてはアドレス変換前の仮想アドレスから生成します。物理アド

レスの[4:0]は 0固定です。OLメモリからこの物理アドレスで指定される外部メモリへブロック転送が行われます。 

PREF命令、OCBWB命令はリードタイプとしてMMU例外の判定が行われ、必要に応じて TLBミス例外、保

護違反例外が発生します。例外が発生した場合、ブロック転送は抑止されます。 

（b） MMUディスエーブル（MMUCR.AT＝0）または RAMCR.RP＝0の場合 

LSA0レジスタの L0SADRビットに OLメモリページ 0A、0Bへのブロック転送の転送元となる物理アドレスを

設定し、L0SSZビットに、転送元の物理アドレスのビット 15～10として PREF命令で指定された仮想アドレスを

使用するか、L0SADRの値を使用するかをソフトウェアにより設定します。すなわち転送元の領域を 1Kバイト～

64Kバイト単位で設定可能です。 

LDA0レジスタの L0DADRビットに OLメモリページ 0A、0Bからのブロック転送の転送先となる物理アドレ

スを設定し、L0DSZビットに、転送先の物理アドレスのビット 15～10として OCBWB命令で指定された仮想ア

ドレスを使用するか、L0DADRの値を使用するかをソフトウェアにより設定します。すなわち転送先の領域を 1K

バイト～64Kバイト単位で設定可能です。 

OLメモリページ 1A、1Bに対するブロック転送の設定も、ページ 0A、0Bと同様に LSA1および LDA1に対し

て行います。 

OLメモリ領域への PREF命令が発行されると、LSA0レジスタまたは LSA1レジスタの指定に従い物理アドレ

ス[28:10]を生成します。物理アドレスの[9:5]については仮想アドレスから生成します。物理アドレスの[4:0]は 0

固定です。この物理アドレスで指定される外部メモリから OLメモリへブロック転送が行われます。 

OLメモリ領域への OCBWB命令が発行されると、LDA0レジスタまたは LDA1レジスタの指定に従い物理アド

レス[28:10]を生成します。物理アドレスの[9:5]については仮想アドレスから生成します。物理アドレスの[4:0]は 0

固定です。OLメモリからこの物理アドレスで指定される外部メモリへブロック転送が行われます。 
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2.9.4 内蔵メモリの保護機能 

SH-4Aでは、内蔵メモリに対して、内蔵メモリ制御レジスタRAMCRの内蔵メモリアクセスモードビット（RMD）

と内蔵メモリ保護有効ビット（RP）を使用して以下の保護機能を実現します。 

• CPUおよびFPUからのアクセスに対する保護機能 

RAMCR.RMD＝0のとき、ユーザモードでの内蔵メモリ領域へのアクセスをアドレスエラー例外と判定しま

す。 

またMMUCR.AT＝1かつRAMCR.RP＝1のときは、アドレスエラー例外の判定に加えて、P4領域の一部であ

る内蔵メモリ領域もP0/P3/U0領域と同じようにMMU例外の判定を行います。 

以上を表2.43にまとめます。 

 

表 2.43 内蔵メモリへのアクセスに対する保護機能による例外 

MMUCR.AT RAMCR.RP SR.MD RAMCR.RMD 必ず発生する例外 起こり得る例外 

0 アドレスエラー例外 － 0 

1 － － 

0 x 

1 x － － 

0 アドレスエラー例外 － 0 

1 － － 

0 

1 x － － 

0 アドレスエラー例外 － 0 

1 － MMU例外 

1 

1 

1 x － MMU例外 

【記号説明】 x：Don't care 
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2.9.5 使用上の注意事項 

（1） ページ競合 

同じページに対して異なるバスから同時にアクセス要求が発生した場合は、ページ競合となります。各アクセ

スは正しく完了しますが、このような競合はメモリアクセスの性能低下を招きます。したがって、できるだけ競

合が起こらないようにソフトウェアでの対策を推奨いたします。たとえば各バスごとに異なるページをアクセス

すると競合は発生しません。 

（2） ページの切り替わり 

（a） OLメモリ 

オペランドバスからのリードアクセスでは、連続して同じページをアクセスする場合は 1サイクルアクセスに

なりますが、ページをまたぐ場合およびアクセスが OLメモリ以外から OLメモリに切り替わる場合には複数サイ

クル（最大 2サイクルウェイト）かかります。したがって、性能最適化の観点からは、オペランドバスからのリ

ードアクセスアドレスが属するページが頻繁に切り替わることを避けるようにソフトウェアが配慮することを推

奨します。 

（b） ILメモリ 

命令バスからのアクセスでは、連続して同じページをアクセスする場合は 1サイクルアクセスになりますが、

ページをまたぐ場合およびアクセスが ILメモリ以外から ILメモリに切り替わる場合には複数サイクル（最大 2

サイクルウェイト）かかります。したがって、性能最適化の観点からは、命令バスからのアクセスはページが頻

繁に切り替わることを避けるようにソフトウェアが配慮することを推奨します。たとえばページごとに独立した

プログラムを配置すると効率がよくなります。 
 

（3） ILメモリのコヒーレンシ 

ILメモリに命令を配置する場合、ILメモリに命令を書き込んだ後、以下のシーケンスを実行してから書き換え

後の命令への分岐を行ってください。 

• SYNCO 

• ICBI @Rn 

 

この場合、ICBI命令の対象はアドレスエラー例外にならない範囲で任意のアドレスでよく（ILメモリのアドレ

スでもよい）、キャッシュヒット／ミスどちらでもかまいません。 

（4） スリープモード 

スリープモード中は、DMACなどの SuperHywayバスマスタモジュールから OLメモリあるいは ILメモリへの

アクセスは行えません。 
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2.9.6 32ビットアドレス拡張モード使用時の注意事項 

32ビットアドレス拡張モードでは、LSA0レジスタの L0SADRビット、LSA1レジスタの L1SADRビット、LDA0

レジスタの L0DADRビット、LDA1レジスタの L1DADRビットがそれぞれ[28:10]の 19ビットから[31:10]の 22ビ

ットに拡張されます。 
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2.10 製品に関する一般的注意事項 

2.10.1 未定義・リザーブアドレスのアクセス禁止 

未定義・リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

未定義・リザーブアドレスは、将来の機能拡張用の他、テスト用レジスタなどが割り付けられています。 

これらのレジスタをアクセスしたときの動作および継続する動作については、保証できませんので、アクセス

しないようにしてください。 

2.10.2 各レジスタリザーブビットの読み出し／書き込み 

各モジュールで使用されるレジスタのリザーブビットは、その説明記述中に読み出し／書き込み値の指定が特

にないかぎり以下のように取り扱ってください。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む場合は、0を書き込むか、直前に読み出した値を書き込むかいず

れかにしてください。 

直前に読み出した値を書き込むようにしておくと、将来このビットに拡張機能を割り当てることがある場合、

その拡張機能に影響を与えない利点があります。 
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2.11 付録 

2.11.1 CPU動作モードレジスタ（CPUOPM） 

CPUOPMは、CPUの動作モードを切り替えるために使用します。本レジスタは、P4領域の H'FF2F0000あるい

はエリアアドレスの H'1F2F0000から 32ビットサイズで読み出し／書き込みが可能です。本レジスタへ書き込む

際には、必ずリザーブビットに初期値を書き込むようにしてください。リザーブビットに初期値以外の値を書き

込んだ場合の動作は保証されません。 

CPUOPMの更新は、CPU以外の SuperHywayバスマスタからのアクセスでなく、CPUのMOV命令で行ってく

ださい。また、CPUOPM更新後、一度 CPUOPMを読み出した後で、以下の 1.または 2.のどちらかを実行してく

ださい。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

 

1.または 2.の実行後、CPUは更新後の CPUOPMの値を用いて動作することが保証されます。 
 

初期値：
R/W：

— ——INTMU—RABD——————————

0011 000011000000
RRRR/WRR/WRRRRRRRRRR

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

初期値：
R/W：

— ———————————————

0000000000000000
RRRRRRRRRRRRRRRR

ビット： 31 30 29 28 27 2426 25 23 22 21 20 19 1618 17

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 

9～6 － すべて 1 R リザーブビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 

5 RABD 0 R/W サブルーチン復帰投機実行ビット 

0：サブルーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行します。本
ビットを 0に設定する場合は、「2.11.3 サブルーチン復帰投機実行」
を参照してください。 

1：サブルーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行しません。 

4 － 0 R リザーブビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 

3 INTMU 0 R/W 割り込み動作モード切り替えビット 

0：割り込みを受理しても SR.IMASKの値は変化しません。 

1：割り込みを受理した場合、受け付けたレベルを SR.IMASKの値に自
動的に設定します。 

2～0 － 000 R リザーブビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 
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2.11.2 命令プリフェッチとその副作用について 

SH-4Aは、先読みした命令を保持するためのバッファを内部に設けており、常に命令の先読みを行っています。

したがって、各メモリ空間の最終 64バイト領域にプログラムを配置しないでください。その領域にプログラムを

配置した場合、メモリエリアを超えて命令の先読みのためのバスアクセスが発生する場合があります。 

以下にこれが問題となるケースを示します。 

アドレス

PCプログラムカウンタ

命令のプリフェッチアドレス

エリア0 
エリア1

H'03FF FFF8 
H'03FF FFFA 
H'03FF FFFC 
H'03FF FFFE 
H'4000 0000 
H'4000 0002

ADD R1,R4 
JMP @R2 
NOP
NOP

・
・
・

・
・
・

・
・
・

命令

 

図 2.65 命令のプリフェッチ 

 

図 2.65では、PC（プログラムカウンタ）が指し示す命令（ADD）と、H'0400 0002番地の命令フェッチが同時

に行われるケースを想定しています。また、プログラムは、後続の JMP命令、ディレイスロット命令の実行後、

エリア 1以外の領域に分岐するものと仮定します。 

この場合、プログラムのフローから想定し得ないエリア 1へのバスアクセス（命令のプリフェッチ）が発生す

る可能性があります。 
 

（1） 命令のプリフェッチの副作用 

• 命令プリフェッチが引き起こす外部バスアクセスが原因でその領域に接続されたFIFOなどの外部デバイス

が誤動作する場合が考えられます。 

• 命令プリフェッチが引き起こす外部バス要求に応答するデバイスが存在しない場合、ハングアップの原因に

なります。 

 

（2） 回避方法 

• MMUを用いることで、これら不当な命令フェッチを回避することが可能です。 

• 各エリア最終64バイトの領域にプログラムを配置しないことで、回避することが可能です。 
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2.11.3 サブルーチン復帰投機実行 

SH-4Aは、サブルーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行する仕組みを内部に持っています。サブ

ルーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行することにより、復帰時の実行サイクルを短縮することが

できます。この機能は CPU動作モードレジスタ（CPUOPM）のビット 5（RABD）の値を 0に設定すると有効に

なります。しかしサブルーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行すると、プログラム上アクセスする

はずのないアドレスに対する命令フェッチが起きる場合があります。その結果、想定し得ないエリアへのバスア

クセスが発生したり、内部的に命令アドレスエラーが発生して誤動作を引き起こす可能性があります。想定し得

ないエリアへのバスアクセスが発生することによる副作用は、「2.11.2（1） 命令のプリフェッチの副作用」を

参照してください。 
 

• 使用条件： 

サブルーチン復帰投機実行の機能を有効にする場合、サブルーチンからの復帰は JSR/BSR/BSRF命令で PRに設

定した戻りアドレスに対して、RTS命令を使って行うようにしてください。これによりプログラム上アクセスす

るはずのないアドレスに対するアクセスを抑止でき、誤動作を回避することが可能です。 
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2.11.4 バージョンレジスタ（PVR、PRR） 

SH-4Aは、プロセッサコアのバージョンと製品のバージョンを示す読み出し専用のレジスタを内蔵しています。

これらのレジスタの値を用いることにより、ソフトウェアからプロセッサのバージョンおよび製品を区別するこ

とができ拡張性の高いシステムを構築することが可能となります。 

【注】 PVRレジスタのビット 7～ビット 0と PRRレジスタのビット 3～ビット 0の値は必ずマスクをし、ソフトウェアに影

響を与えないようにしてください。 

 

表 2.44 レジスタ構成 

名称 略称 R/W P4領域アドレス エリア 7アドレス サイズ 

プロセッサバージョンレジスタ PVR R H'FF00 0030 H'1F00 0030 32 

プロダクトレジスタ PRR R H'FF00 0044 H'1F00 0044 32 

 

（1） PVR 
 

初期値：
R/W：

— ———————CUT

———— ————00010000
RRRRRRRRRRRRRRRR

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

初期値：
R/W：

VERCHIP

0000110000001000
RRRRRRRRRRRRRRRR

ビット： 31 30 29 28 27 2426 25 23 22 21 20 19 1618 17

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 CHIP H'10 R プロセッサファミリの種別を示します。 

23～16 VER H'30 R プロセッサバージョンを示します。 

15～8 CUT H'0B R プロセッサバージョンを示します。 

7～0 － 不定 R 不定値が読み出されます。 

ソフトウェアからは読み出し後に必ずマスクをして使用してください。 
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（2） PRR 
 

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯001 ⎯0000 10 0 11

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

000000 00000 00 0 00

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

Product CUT ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R すべて 0固定です。 

15～8 Product H'2E R 製品種別を示します。 

H'2E：SH7734 

7～4 CUT H'0 R 製品バージョンを示します。 

1st Cut：0000 

3～0 － 不定 R 不定値が読み出されます。 

ソフトウェアからは読み出し後に必ずマスクをして使用してください。 
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3. リセット、ウォッチドッグタイマ（RESET、WDT） 

リセット、ウォッチドッグタイマ（WDT）は、リセット制御部とウォッチドッグタイマ制御部から構成され、

パワーオンリセット時のシーケンス制御と、本 LSI 内部および外部周辺デバイスのリセットを制御します。WDT

は 1 チャネルのタイマでありウォッチドッグタイマまたはインターバルタイマとしても使用可能です。 
 

3.1 WDT の特長 
• 一定周期でカウントするタイマを使用して、システムの暴走を監視する機能を実現します。 

• WDTには、カウンタオーバフローにより内部をパワーオンリセット、あるいはマニュアルリセットするウォ

ッチドッグタイマモードと、割り込みを発生するインターバルタイマモードがあります。 

• WDTのウォッチドッグタイマモード時、カウンタオーバフローにより内部モジュールをパワーオンリセット

あるいはマニュアルリセットします。 

• WDTのインターバルタイマモード時、カウンタオーバフローによりインターバルタイマ割り込みを発生しま

す。 

• WDT関連のレジスタの一部は、容易に書き換えられないように上位8ビットにコード値を設定しています。 

• カウンタがオーバフローするまでの最大時間は、約1374秒（周辺クロック：clkp=50MHz時）です。 

• PRESET#端子制御 

PRESET#端子のネゲート時をフィルタセルで遅延させる 

• モード端子制御 

モード端子入力をPRESET#端子入力の立ち上がりでラッチ 

クロックモードを選択するモード端子は、リセット中は端子入力をチップ内のモード信号にする 

ラッチしたモード信号を読み出せるレジスタを追加 

• WDT機能 

WDTのオーバフローにより以下のイベントを選択可能 

・パワーオンリセット要求 

・マニュアルリセット要求 

・割り込み要求 

カウントアップ周期は周辺クロック（clkp）1クロック単位で設定可能。 

オーバフローのフラグは2種類 

・ウォッチドッグタイマオーバフローフラグ（リセット要求時にセット） 

・インターバルタイマオーバフローフラグ（割り込み要求時にセット） 
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図 3.1 にリセット、ウォッチドッグタイマ（WDT）のブロック図を示します。 

WDTCSR

PRESETOUT#

WDTCNT

WDTST

WDTBCNT

WDTBST

MRSTn

MODEMR

PRESET#

MD0

MD19

WDTCNT
WDTST
WDTBCNT
WDTBST
WDTCSR
MODEMR
MRSTn

:
:
:
:
:
:
: n n 0 2 4 6

 

図 3.1 ブロック図 
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3.2 入出力端子 
 

表 3.1 入出力端子表 

端子名 入出力 説明 

MD0 

MD1 

MD2 

MD3 

MD4 

MD5 

MD6 

MD7 

MD8 

MD10 

MD11 

MD12 

MD13 

MD14 

MD15 

MD16 

MD17 

MD18 

MD19 

入力 

入力 

入力 

入力 

入力 

入力 

入力 

入力 

入力 

入力 

入力 

入力 

入力 

入力 

入力 

入力 

入力 

入力 

入力 

・モード信号 

 MD0～4、10、11、12、15 は「第 8 章 クロック発振器（CPG）」を参照。 

 MD5、6、7、8、9、13、14 は「第 6B 章 ローカルバスステートコントローラ（LBSC）」

を参照。 

MPMD 入力 「第 39 章 ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）」を参照。 

PRESET# 入力 ・パワーオンリセット信号 

Low レベルを入力することによりパワーオンリセット状態に遷移します。 

PRESETOUT# 出力 ・リセット出力信号 

PRESETOUT#端子のリセットアサート要因は PRESETOUT#端子用レジスタ（以下

MRST2）設定以外にも、「3.4.1 リセット要求」に規定するすべてのパワーオンリセッ

ト要因を含みます。また、MRST2 設定以外の要因では、FLASH ROM のリセット期間、

およびホールド期間を確保します。 

レジスタの初期値は High です。 
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• PRESETOUT#の動作仕様 

PRESET#

CPG

CPG

FLASH ROM

50[usec]

PLL1
FLASH ROM

5[usec]

FLASH ROM

50[usec]

FLASH ROM

50[usec]

FLASH ROM

5[usec]

FLASH ROM

5[usec]
CPU

PRESETOUT#

H-UDI

WDT

 

図 3.2 PRESETOUT#構成 
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3.3 レジスタの説明 
表 3.2 にレジスタ一覧を示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 3.3 に示します。 

 
表 3.2 レジスタ一覧 

名  称 略 称 R/W P4 アドレス 
エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

ウォッチドッグタイマストップタイム 

レジスタ 

WDTST R/W H'FFCC 0000 H'1FCC 0000 32 

ウォッチドッグタイマコントロール／ 

ステータスレジスタ 

WDTCSR R/W H'FFCC 0004 H'1FCC 0004 32 

ウォッチドッグタイマベースストップタイ

ムレジスタ 

WDTBST R/W H'FFCC 0008 H'1FCC 0008 32 

ウォッチドッグタイマカウンタ WDTCNT R H'FFCC 0010 H'1FCC 0010 32 

ウォッチドッグタイマベースカウンタ WDTBCNT R H'FFCC 0018 H'1FCC 0018 32 

動作モード表示レジスタ MODEMR R H'FFCC 0020 H'1FCC 0020 32 

 
表 3.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

パワーオンリセット マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

名  称 略 称 PRESET# 

端子による 

WDT のオーバ

フロー／

H-UDI による

WDT のオーバ

フロー／多重

例外による 

SLEEP 

命令に 

よる 

SLEEP 

命令に 

よる 

― SLEEP 

命令に 

よる 

ウォッチドッグタイマ 

ストップタイムレジスタ 

WDTST H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 ― H'0000 0000 

ウォッチドッグタイマ 

コントロール／ 

ステータスレジスタ 

WDTCSR H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 ― H'0000 0000 

ウォッチドッグタイマ 

ベースストップタイム 

レジスタ 

WDTBST H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 ― H'0000 0000 

ウォッチドッグタイマ 

カウンタ 

WDTCNT H'0000 0000 H'0000 0000 保持* 保持 保持 ― H'0000 0000 

ウォッチドッグタイマ 

ベースカウンタ 

WDTBCNT H'0000 0000 H'0000 0000 保持* 保持 保持 ― H'0000 0000 

動作モード表示レジスタ MODEMR H'000- ---- 保持 保持 保持 保持 ― H'000- ---- 

【注】 上記アドレス以外への書き込みは行わないでください。書き込みを行った場合、動作は保証されません。読み出すと不

定値が読み出されます。 

 * ウォッチドッグタイマカウンタ、ウォッチドッグベースカウンタは WDT のオーバフローにより、初期値（H'0000 

0000）にクリアされます。 
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3.3.1 ウォッチドッグタイマストップタイムレジスタ（WDTST） 

WDTST は、読み出し／書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、WDTCNT のオーバフロー値を設定します。

H'5A00 0001 を設定したときがオーバフローまでの最小時間で、H'5A00 0000 を設定したときがオーバフローまで

の最大時間になります。 

WDTST への書き込みは上位バイトをコード値（H'5A）にしてロングワードサイズで行ってください。コード

値を読み出すと常に 0 が読み出されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

(H'5A)

WDTST

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/W

01234567891011121315 14

⎯

⎯⎯⎯ ⎯

000000000000

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR RR/W

0000000 0

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WR/W

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 コード値 H'00 R/W コード値（H'5A） 

読み出すと常に 0 が読み出されます。 

23～12 － － R リザーブ 

11～0 WDTST H'000 R/W WDTCNT のオーバフロー値 

H'001：最小値 

H'000：最大値 

 



 

3. リセット、ウォッチドッグタイマ（RESET、WDT） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  3-7 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

3.3.2 ウォッチドッグタイマコントロール／ステータスレジスタ（WDTCSR） 

WDTCSR は、読み出し／書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、タイマのモードを選択するビット、オーバ

フローフラグから成ります。 

WDTCSR への書き込みは上位バイトをコード値（H'A5）にしてロングワードサイズで行ってください。 コー

ド値を読み出すと常に 0 が読み出されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

(H'A5)

TME WT/IT RSTS WOVF IOVF

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/W

⎯

0000000 0

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WR/W

01234567891011121315 14

00000

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR RR/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 コード値 H'00 R/W コード値（H'A5） 

読み出すと常に 0 が読み出されます。 

23～8 － － R リザーブ 

7 TME 0 R/W タイマイネーブル 

0：カウントアップ停止 

1：カウントアップ開始 

6 WT/IT 0 R/W タイマモードセレクト 

0：インターバルタイマモード 

1：ウォッチドッグタイマモード 

5 RSTS 0 R/W リセットセレクト 

ウォッチドッグタイマモードで有効。 

0：パワーオンリセット 

1：マニュアルリセット 

4 WOVF 0 R/W ウォッチドッグタイマオーバフロー 

ウォッチドッグタイマモードで有効。 

0：オーバフローなし 

1：WDTCNT がオーバフローした 

3 IOVF 0 R/W インターバルタイマオーバフロー 

インターバルタイマモードで有効。 

0：オーバフローなし 

1：WDTCNT がオーバフローした 

2～0 － － R リザーブ 
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3.3.3 ウォッチドッグタイマベースストップタイムレジスタ（WDTBST） 

WDTBST は、読み出し／書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、H'5500 0001 を設定したときがオーバフロー

までの最小時間で、H'5500 0000 を設定したときがオーバフローまでの最大時間になります。WDTBST への書き込

みは上位バイトをコード値（H'55）にしてロングワードサイズで行ってください。コード値を読み出すと常に 0

が読み出されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

(H'55)

WDTBST

WDTBST

R/W

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WR/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WR/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31~24 コード値 H'00 R/W コード値（H'55） 

読み出すと常に 0 が読み出されます。 

23～0 WDTBST H'000000 R/W WDTBCNT のオーバフロー値 

H'000001：最小値 

H'000000：最大値 

 

3.3.4 ウォッチドッグタイマカウンタ（WDTCNT） 

WDTCNT は、読み出し可能な 32 ビットのレジスタで、WDTBCNT のオーバフローによりカウントアップしま

す。WDTCNT がオーバフローすると、ウォッチドッグタイマモードでは選択したリセットが発生し、インターバ

ルタイマモードでは割り込みが発生します。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

WDTCNT

RRRRRRRRRRRRRRR RR/W

01234567891011121315 14

000000000000

⎯

⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR RR/W  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － － R リザーブ 

11～0 WDTCNT H'000 R カウンタ値。 

WDTBCNT のオーバフローでカウントアップ。 

オーバフローでフラグをセットし、リセット、または割り込みを要求。 

 

3.3.5 ウォッチドッグタイマベースカウンタ（WDTBCNT） 

WDTBCNT は、読み出し可能な 32 ビットのレジスタで、周辺クロック（clkp）によりカウントアップします。

WDTBCNT がオーバフローすると、WDTCNT のカウントアップを行い、WDTBCNT を H'0000 0000 にクリアしま

す。 
 

161718192021222324252627282931 30

00000000

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

WDTBCNT

WDTBCNT

RRRRRRRRRRRRRRR RR/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR RR/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － － R リザーブ 

23～0 WDTBCNT H'000000 R カウンタ値。 

オーバフローで WDTCNT をカウントアップ。 

 

3.3.6 動作モード表示レジスタ（MODEMR） 

MODE 設定値をリードできます。 
 

161718192021222324252627282931 30

MODE 
04

⎯⎯⎯

R/W

MPMD

*****

RRRRRRRRRRRRRRR RR/W

01234567891011121315 14

***00********** *

RRRRRRRRRRRRRRR RR/W

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

MODE 
03

MODE 
19

MODE 
18

MODE 
17

MODE 
16

MODE 
02

MODE 
01

MODE 
00

MODE 
09

MODE 
08

MODE 
07

MODE 
06

MODE 
05

MODE 
14

MODE 
13

MODE 
12

MODE 
11

MODE 
10

MODE 
15
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 － － R リザーブ 

20 MPMD モードに

依存 

R MPMD 端子をラッチした値 

0：H-UDI モード 

1：バウンダリスキャンモード 

19 

18 

17 

16 

15 

14 

13 

12 

11 

10 

9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

MODE19 

MODE18 

MODE17 

MODE16 

MODE15 

MODE14 

MODE13 

MODE12 

MODE11 

MODE10 

MODE09 

MODE08 

MODE07 

MODE06 

MODE05 

MODE04 

MODE03 

MODE02 

MODE01 

MODE00 

モードに

依存 

R MODE19～0 端子をラッチした値 

ビット 19～16：ブートモード 

ビット 15：リザーブ 0 

ビット 14：ブートモード切り替えモード 

1：MMC ブートモードを選択 

0：通常ブートモードを選択 

ビット 13：29/32 ビットモード 

1：32 ビットモード 

0：29 ビットモード 

ビット 12、11：PLL 逓倍率設定値（「第 8 章 クロック発振器（CPG）」

を参照） 

ビット 10：XTAL 入力モード（「第 8 章 クロック発振器（CPG）」

を参照） 

ビット 9、7：エリア分割 

00：エリア 0 64M バイト、エリア 2～5 DDR モード 

01：エリア 0 128M バイト、エリア 2～5 DDR モード 

10：エリア 0 64M バイト、エリア 1～6 DDR モード 

11：設定禁止 

ビット 8：ビッグ／リトルエンディアン 

1：リトルエンディアン 

0：ビッグエンディアン 

ビット 6、5：ExBus のデータ幅 

10：16 ビットバス 

01：8 ビットバス 

ビット 4、3：リザーブ 00 

ビット 2、1：ExBus 側動作周波数（「第 8 章 クロック発振器（CPG）」

を参照） 

ビット 0：自走／ステップアップモード 

1：ステップアップモード 

0：自走モード 
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3.4 動作説明 

3.4.1 リセット要求 

（1） パワーオンリセット 

• 要因： 

1. PRESET#端子からローレベルを入力した場合 

2. WDTCSRのWT/ITビットが1かつWDTCSRのRSTSビットが0の状態で、WDTCNTがオーバフローした場合 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作： 

例外コードH'000をEXPEVTにセットします。VBR、SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐します。 

初期化により、VBRレジスタはH'0000 0000にセットされます。SRは、MD、RB、BLビットが1にセットされ、

FDビットが0にクリアされ、割り込みマスクレベル（IMASK3～IMASK0）がB'1111にセットされます。 

CPUおよび周辺モジュールの初期化を行います。詳細は、各章のレジスタの説明を参照してください。 

電源投入時には必ずPRESET#端子にローレベルを入力してください。また、H-UDIを初期化するために、

TRST#端子にローレベルを入力する必要があります。 
 

（2） マニュアルリセット 

• 要因： 

1. SRのBLビットが1のときユーザブレークを除く一般例外が発生した場合 

2. WDTCSRのWT/ITビットが1かつWDTCSRのRSTSビットが1の状態で、WDTCNTがオーバフローした場合 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作： 

例外コードH'020をEXPEVTにセットします。VBR、SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐します。 

初期化により、VBRレジスタはH'0000 0000にセットされます。SRは、MD、RB、BLビットが1にセットされ、

FDビットが0にクリアされ、割り込みマスクレベル（IMASK3～IMASK0）がB'1111にセットされます。 

CPUおよび周辺モジュールの初期化を行います。詳細は、各章のレジスタの説明を参照してください。 

 

（3） H-UDI リセット 

• 要因： 

H-UDIリセットが発生した場合（詳細は「第39章 ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）」を参照して

ください） 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作： 

PRESETOUT#がアサートされないこと以外はパワーオンリセットと同じ動作になります。 
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3.4.2 WDT でのウォッチドッグタイマモードの使用法 

1. WDTSTのオーバフロー時間を設定する。 

2. WDTCSRのWT/ITビットに1、RSTSビットにリセットのタイプを設定する。 

3. WDTCSRのTMEビットに1を設定すると、WDTカウンタのカウントを開始します。 

4. ウォッチドッグタイマモードでは、WDTCNTがオーバフローしないように定期的にWDTCNT、または

WDTBCNTをクリアしてください。クリア方法は「3.4.5 WDTカウンタのクリア方法」を参照してください。 

5. WDTCNTがオーバフローすると、WDTCSRのWOVFフラグを1にセットし、パワーオンリセット／マニュア

ルリセットを発生します。リセット解除後、WDTCNT、およびWDTBCNTはカウントを再開します。 
 

3.4.3 WDT でのインターバルタイマモードの使用法 

インターバルタイマモードでは、カウンタがオーバフローするたびにインターバルタイマ割り込みを発生しま

す。したがって、一定時間ごとに割り込みを発生させることができます。 

1. WDTSTにWDTCNTのオーバフロー時間を設定する。 

2. WDTCSRのWT/ITビットに0を設定する。 

3. WDTCSRのTMEビットに1を設定すると、WDTカウンタのカウントを開始します。 

WDTCNT がオーバフローすると、WDTCSR の IOVF フラグを 1 にセットし、インターバルタイマ割り込み要求

を発生します。このとき、WDTCNT、および WDTBCNT はカウントを続行しています。 
 

3.4.4 WDT オーバフロー発生までの時間 

WDTCNT と WDTBCNT との関係を図 3.3 に示します。 

図はインターバルタイマモードの例で、WDTCNT のオーバフロー後もカウントアップを継続します。 

ウォッチドッグタイマモードでは、リセット解除後に WDTCNT、WDTBCNT を 0 にクリアしてカウントアップ

を再開します。 
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WDTCNT

WDTBCNT

WDTST

H'0000 0000

WDTBST

H'0000 0000

Pck ( )

TME

WOVF

IOVF

WDTBCNT

0

0

 

図 3.3 WDT のカウントアップ動作（インターバルタイマモードの例） 

 
WDTBCNT は 24 ビットのカウンタで、周辺クロックでカウントアップします。周辺クロック clkp の周期を tPck

（ns）とすると、WDTBCNT のオーバフロー周期は、 

2^24[bit] × tPck[ns] ＝ 16.78 × tPck[ms] 

となります。 

WDTCNT は 12 ビットのカウンタで、WDTBCNT でオーバフローが発生するとカウントアップします。WDTST

の全ビットに 0を書き込んだ場合がオーバフローまでの最大時間になります。周辺クロック clkpの周期を tPck（ns）

とすると、WDTCNT のオーバフロー周期の最大時間は、 

  2^12[bit] ×（16.78 × tPck）[ms] ＝ 68.73 × tPck [s] 

また最小時間は、WDTST に H'5A00 0001 を書き込んだ場合で、WDTBCNT のオーバフロー周期と等しくなりま

す。 

たとえば、周辺クロックが 50MHz の場合、tPck は 20ns となり 

WDTBCNT のオーバフロー周期： 16.78 × 20 ＝ 335.60[ms] 

WDTCNT のオーバフロー周期の最大時間：68.73 × 20 ＝ 1374.6[s] 

となります。 
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3.4.5 WDT カウンタのクリア方法 

1. WDTCNTはWDTSTに設定した値と同じ値をWDTSTに再設定することでクリアされます。 

2. WDTBCNTはWDTBSTに設定した値と同じ値をWDTBSTに再設定することでクリアされます。 
 

上記設定にてオーバフローが発生することはありませんが、オーバフローと上記設定が同時に発生したときは

オーバフローが優先されます。（カウンタはオーバフローによりクリアされます） 
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3.5 リセットタイミング 

3.5.1 PRESET#端子によるパワーオンリセット 

パワーオンリセットは、パワーオンリセット状態に遷移した際に PLL をリセットするため、パワーオン発振安

定時間を確保する必要があります。したがって、パワーオン発振安定時間中に PRESET#端子にハイレベルを入力

しないでください。PRESET#端子入力をローレベルからハイレベルに変化させた後、リセット保持時間を経過す

るまで LSI 内部でリセット状態を継続しています。リセット保持時間は、PRESET#がネゲートされてから周辺ク

ロック（clkp）周期の 40 サイクル以上になります。 
 

（1） 電源投入シーケンス 

電源投入時は、必ず PRESET#端子にローレベルを入力してください。また、H-UDI を初期化するために、TRST#

端子にローレベルを入力する必要があります。 
 

EXTAL入力

VDD

PRESET#入力

内部リセット動作
パワーオン発振安定時間

(tOSC)
リセット保持期間

パワーオン発振安定時間が過ぎてからPRESET#をネゲートする。

CLKOUT 不安定

PRESETOUT#

フラッシュ
リセット時間

(50us)

フラッシュ
ホールド時間

(5us)

 

図 3.4 自走モード 
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EXTAL入力

VDD

PRESET#入力

内部リセット動作

パワーオン発振安定時間
(tOSC) リセット保持期間

パワーオン発振安定時間が過ぎてからPRESET#を
ネゲートする。

ステップアップ待ち時間

step1
 (250us～)

CLKOUT 不安定

1/8または1/12分周値（step1、step2、step3で分周値は変化しません）

step2
 (250us～)

step3
 (250us～)

フラッシュ
リセット時間

(50us)

フラッシュ
ホールド時間

(5us)

PRESETOUT#

 

図 3.5 ステップアップモード 

 
【注】 ステップアップ期間の周波数遷移は、「第 8 章 クロック発振器（CPG）」の「表 8.9 ステップアップによる周波数遷

移（条件：MD2=0、MD1=0）」、「表 8.10 ステップアップによる周波数遷移（条件：MD2=0、MD1=1）」、および

「表 8.11 ステップアップによる周波数遷移（条件：MD2=1、MD1=0）」を参照願います。 
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（2） 内部リセット要因によるリセットタイミング 

図 3.6 が LSI 内部リセット要因*によるリセットタイミングです。50us 期間 PRESETOUT#を Low にします。 

【注】 * LSI 内部の初期化条件は WDT オーバフローおよびパワーオンリセット、WDT オーバフローおよび CPU 内部要因

によるマニュアルリセットです。 
 

EXTAL

VDD

PRESET#

CLKOUT

PRESETOUT#

(50us) (5us)

 

図 3.6 内部リセット要因による動作 

 

（3） H-UDI リセット要因によるリセットタイミング 

図 3.7 が H-UDI リセット要因によるリセットタイミングです。 
 

EXTAL

VDD

PRESET#

CLKOUT

PRESETOUT#

 

図 3.7 H-UDI リセット要因による動作 
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4. メモリコントローラ（DBSC3） 

外部メモリコントローラ（DBSC3）は、DDR2-SDRAMおよび DDR3-SDRAM（以下 SDRAMと略します）をサ

ポートした、SDRAMコントローラです。 

4.1 特長 

DBSC3は、以下のような機能により、SDRAMのバス帯域の最大限の活用を可能にします。 

• マルチバンクオペレーション活用によるページヒット率の向上 

• バースト長4/8にてDDR2-SDRAMを、バースト長8にてDDR3-SDRAMを動作させることによるSDRAMコマン

ド数の削減 

• 後続リクエストに対するバンクプリチャージ・アクティベートコマンドの先行実行 

 

表 4.1に DBSC3の主な機能を示します。 

表 4.1 DBSC3機能（SDRAM共通の機能） 

項目 機   能 

マルチバンク対応 • 8バンクのマルチバンクオペレーションに対応 

バンク数 • 4バンク（DDR2-SDRAM）および 8バンク（DDR2-SDRAM、DDR3-SDRAM）に対応 

外部データバス幅 • 16ビットに対応 

先行プリチャージ・アクティベ

ート機能 

• リクエストキュー中の後続リクエスト内容を判定し、ページミス時に、空きコマンドサイ

クルを見つけて、アクセス対象バンクの先行プリチャージ・アクティベート処理を実施。 

サポート動作モード • バースト長： 

DDR2-SDRAM：8固定／4固定。 

DDR3-SDRAM：8固定 

• バーストタイプ：シーケンシャル（固定） 

• DDR3-SDRAMの DLL OFFモードには対応していません。 

低消費電力モード • セルフリフレッシュモード、パワーダウンモード、SDRAM電源バックアップモード、デ

ィープスタンバイモードをサポートします。なお、パーシャルセルフリフレッシュモード

はサポートしていません。 
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項目 機   能 

タイミング設定 • 以下のタイミングをレジスタにて設定： 

CASレイテンシ、CASライトレイテンシ、ACT-READ/WRITE最小期間、PRE期間、

ACT-ACT/REF最小期間、ACT-PRE最小期間、ACT(A)-ACT(B)最小期間、4Activeウィン

ドウ最小期間、READ-PRE最小期間、ライトリカバリ期間、READ-WRITE最小期間、

WRITE-READ最小期間、REF-ACT/REF最小期間、CKE-Hi最小期間、CKE-Low最小期

間、ショートキャリブレーション期間。アディティブレイテンシ（AL）は 0のみをサポー

トします。 

アドレス並び 

（アドレス変換機能） 

• 上位から、Rowアドレス、Bankアドレス、Columnアドレスの順 

（Bankアドレスの位置はレジスタにて変更可能。） 

接続対象メモリ DDR3-SDRAM JEDEC準拠 

（512Mbit～2Gbit品の×8品 2個接続、×16品 1個接続をサポート。×4品は非サポート、

ライトレベリング機能も非サポート） 

DDR2-SDRAM JEDEC準拠 

（256Mbit～2Gbit品の×8品 2個接続、×16品 1個接続をサポート。×4品は非サポート） 

リフレッシュ動作 • 平均間隔および最大ポスト数をレジスタ設定 

• リクエストの空きサイクルがあれば、先行リフレッシュ動作を実施 

パワーダウン動作 ２種類のパワーダウンモード 

（1）特定サイクル以上アクセスがない場合に、自動的にパワーダウンモードに遷移するオ

ートパワーダウン 

「4.2.40 パワーダウン設定レジスタ（DBPDNCNF）」参照 

（2）任意のタイミングでパワーダウンモードに遷移する手動パワーダウンモード 

「4.2.6 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）」参照 

DDR3-SDRAMキャリブレー 

ション動作 

２種類の動作時キャリブレーション（DDR3-SDRAMのみ） 

（1）自動リフレッシュ時にキャリブレーションを実行する自動キャリブレーション 

「4.2.37 DDR3-SDRAMキャリブレーション設定レジスタ（DBCALCNF）」、「4.2.38 

DDR3-SDRAMキャリブレーションタイミングレジスタ（DBCALTR）」参照 

（2）任意のタイミングでキャリブレーションを実行する手動キャリブレーション 

「4.2.6 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）」参照 
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4.1.1 外部端子 

表 4.2に DBSC3の端子構成を記載します。 
 

表 4.2 DBSC3端子構成 

端子名*1 機  能 入出力 説  明 

MCK0 クロック 出力 クロック出力 

MCK0# クロック 出力 クロック出力 

MCK0の反転クロック出力 

MCKE クロックイネーブル 出力 CKE出力信号 

MCS# チップセレクト 出力 チップセレクト出力信号 

MWE# ライトイネーブル 出力 ライトイネーブル出力信号 

MRAS# ロウアドレスストローブ 出力 ロウアドレスストローブ出力信号 

MCAS# カラムアドレスストローブ 出力 カラムアドレスストローブ出力信号 

MA13～MA0 アドレス 出力 アドレス出力信号 

MBA2, 

MBA1,MBA0 

バンクアドレス 出力 バンクアドレス出力信号 

MDQ15～MDQ0 データ 入出力 データ入出力信号 

MDQS1, MDQS0 入力/出力データストローブ 入出力 データストローブ入出力信号 

MDQS1#, 

MDQS0# 

入力/出力データストローブ 入出力 データストローブ入出力信号 

MDQS1, MDQS0の反転 

MDM1, MDM0 データマスク 出力 データマスク出力信号 

MODT ODTイネーブル 出力 SDRAM内の ODTのイネーブル出力信号 

MZQ キャリブレーション 入出力 キャリブレーション用端子*2 

MRESET# DDR3-SDRAMリセット 出力 DDR3-SDRAM用リセット出力。 

DDR2-SDRAMの場合、オープン状態としてください。 

MBKPRST# 電源バックアップリセット 入力 本端子がローレベルのとき、CKEをローレベルにします。*3 

SDBUP 電源バックアップモニタ 入力 本端子がローレベルのとき、MRESET#端子をローレベルにし

ます。また、ステータスレジスタの BKUPビットに信号値が

反映されます。*4 

SDSELF DDRセルフリフレッシュ通

知 

出力 DDRセルフリフレッシュモードに移行したことを通知しま

す。*5 

MVREFCA リファレンス電圧入力 

（アドレス、コマンド端子） 

入力 入力基準電圧。GNDに接続してください。 

MVREFDQ リファレンス電圧入力 

（データ端子） 

入力 入力基準電圧。VDD_DDR/2の電圧を印加してください。 

【注】 1. #：ローアクティブであることを示します。 

 2. MZQ：120Ω（精度１％以内）の抵抗にて VSSに接続してください。 
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 3. MBKPRST#：電源バックアップリセット端子は、プルアップ機能を持たないので、ボードでのプルアップ処理を

実施してください。このときのプルアップの電源は、VDD_DDR電源でプルアップしてください。また、電源バッ

クアップ機能およびディープスタンバイ機能を使用しない場合は、直接 VDD_DDR電源に接続する処理で問題あ

りません。 

 4. SDBUP：電源バックアップモニタ端子は、DDR3使用時には、ボードでのプルアップ処理を実施してください。

このときのプルアップの電源は、VDD_DDR電源でプルアップしてください。また、DDR3を使用するが電源バッ

クアップ機能およびディープスタンバイ機能を使用しない場合は、直接 VDD_DDR電源に接続する処理で問題あ

りません。DDR2を使用する場合には、ローレベルまたはハイレベルに固定してください。 

 5. SDSELF：DDRセルフリフレッシュ通知端子は、リセット時にはピンファンクションコントローラ（PFC）にあ

るプルアップ制御によるプルアップとなります。電源バックアップ中は不定となり、ディープスタンバイ中は直前

の出力レベルが保持されます。出力電圧など電気的特性は、「第 41章 電気的特性」の「表 41.5 DC特性（3.3V 

IO）」を参照してください。 
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4.1.2 レジスタ構成 

表 4.3（1）に DBSC3レジスタマッピング、表 4.3（2）に各処理状態におけるレジスタの状態を示します。レ

ジスタ番地は、DBSC3のレジスタの先頭アドレスを DB_ADDRとし、そこからのオフセット（16進表記）を加

算した形式で表します。 

特定のレジスタ以外は、パワーオンリセットにより初期化されます。 

DBSC3レジスタは、すべて 32ビットでアクセスしてください。32ビットアクセス以外でアクセスした場合の

動作は保証しません。 

DB_ADDRの値は品種により異なります。本製品では H'FE80 0000となります。 
 

表 4.3（1） DBSC3レジスタ構成 

レジスタ名 略称 アドレス パワーオンリセット

の初期状態 

アクセス 

サイズ 

SHwyバージョンコントロールレジスタ 0 DBSVCR0 DB_ADDR+H'000 H'7F08 4823 32 

SHwyバージョンコントロールレジスタ 1 DBSVCR1 DB_ADDR+H'004 H'0000 0000 32 

DBSC3ステータスレジスタ DBSTATE DB_ADDR+H'00C H'0000 000x 32 

SDRAMアクセス許可レジスタ DBACEN DB_ADDR+H'010 H'0000 0000 32 

自動リフレッシュ許可レジスタ DBRFEN DB_ADDR+H'014 H'0000 0000 32 

手動コマンド発行レジスタ DBCMD DB_ADDR+H'018 H'0000 0000 32 

操作完了待ちレジスタ DBWAIT DB_ADDR+H'01C H'0000 0000 32 

SDRAM種類設定レジスタ DBKIND DB_ADDR+H'020 H'0000 0000 32 

SDRAM構成設定レジスタ DBCONF DB_ADDR+H'024 H'0000 0000 32 

SDRAMタイミングレジスタ 0 DBTR0 DB_ADDR+H'040 H'0000 0000 32 

SDRAMタイミングレジスタ 1 DBTR1 DB_ADDR+H'044 H'0000 0000 32 

SDRAMタイミングレジスタ 2 DBTR2 DB_ADDR+H'048 H'0000 0000 32 

SDRAMタイミングレジスタ 3 DBTR3 DB_ADDR+H'050 H'0000 0000 32 

SDRAMタイミングレジスタ 4 DBTR4 DB_ADDR+H'054 H'0000 0000 32 

SDRAMタイミングレジスタ 5 DBTR5 DB_ADDR+H'058 H'0000 0000 32 

SDRAMタイミングレジスタ 6 DBTR6 DB_ADDR+H'05C H'0000 0000 32 

SDRAMタイミングレジスタ 7 DBTR7 DB_ADDR+H'060 H'0000 0000 32 

SDRAMタイミングレジスタ 8 DBTR8 DB_ADDR+H'064 H'0000 0000 32 

SDRAMタイミングレジスタ 9 DBTR9 DB_ADDR+H'068 H'0000 0000 32 

SDRAMタイミングレジスタ 10 DBTR10 DB_ADDR+H'06C H'0000 0000 32 

SDRAMタイミングレジスタ 11 DBTR11 DB_ADDR+H'070 H'0000 0000 32 

SDRAMタイミングレジスタ 12 DBTR12 DB_ADDR+H'074 H'0000 0000 32 

SDRAMタイミングレジスタ 13 DBTR13 DB_ADDR+H'078 H'0000 0000 32 

SDRAMタイミングレジスタ 14 DBTR14 DB_ADDR+H'07C H'0000 0000 32 

SDRAMタイミングレジスタ 15 DBTR15 DB_ADDR+H'080 H'0000 0000 32 

SDRAMタイミングレジスタ 16 DBTR16 DB_ADDR+H'084 H'0000 0000 32 
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レジスタ名 略称 アドレス パワーオンリセット

の初期状態 

アクセス 

サイズ 

SDRAMタイミングレジスタ 17 DBTR17 DB_ADDR+H'088 H'0000 0000 32 

SDRAMタイミングレジスタ 18 DBTR18 DB_ADDR+H'08C H'0000 0000 32 

SDRAMタイミングレジスタ 19 DBTR19 DB_ADDR+H'090 H'0000 0000 32 

SDRAM動作設定レジスタ DBBL DB_ADDR+H'0B0 H'0000 0000 32 

DBSC3動作調整レジスタ 0 DBADJ0 DB_ADDR+H'0C0 H'0000 0000 32 

DBSC3動作調整レジスタ 1 DBADJ1 DB_ADDR+H'0C4 H'0000 0000 32 

DBSC3動作調整レジスタ 2 DBADJ2 DB_ADDR+H'0C8 H'0000 0000 32 

リフレッシュ設定レジスタ 0 DBRFCNF0 DB_ADDR+H'0E0 H'0000 0000 32 

リフレッシュ設定レジスタ 1 DBRFCNF1 DB_ADDR+H'0E4 H'0000 0000 32 

リフレッシュ設定レジスタ 2 DBRFCNF2 DB_ADDR+H'0E8 H'0000 0000 32 

DDR3-SDRAMキャリブレーション設定 

レジスタ 

DBCALCNF DB_ADDR+H'0F4 H'0000 0000 32 

DDR3-SDRAMキャリブレーションタイミ

ングレジスタ 

DBCALTR DB_ADDR+H'0F8 H'0000 0000 32 

ODT動作設定レジスタ DBRNK0 DB_ADDR+H'100 H'0000 0000 32 

パワーダウン設定レジスタ DBPDNCNF DB_ADDR+H'180 H'0000 0000 32 

DDR-PHY部制御レジスタ 0 DBPDCNT0 DB_ADDR+H'200 H'0000 0000 32 

DDR-PHY部制御レジスタ 1 DBPDCNT1 DB_ADDR+H'204 H'0000 0000 32 

DDR-PHY部制御レジスタ 2 DBPDCNT2 DB_ADDR+H'208 H'0000 0000 32 

DDR-PHY部制御レジスタ 3 DBPDCNT3 DB_ADDR+H'20C H'0000 0000 32 

DDR-PHY部ロックレジスタ DBPDLCK DB_ADDR+H'280 H'0000 0000 32 

DDR-PHY部レジスタアドレスレジスタ DBPDRGA DB_ADDR+H'290 H'0000 0000 32 

DDR-PHY部レジスタアクセスレジスタ DBPDRGD DB_ADDR+H'2A0 H'0000 0000 32 

バス制御部 0制御レジスタ 0 DBBS0CNT0 DB_ADDR+H'300 H'0000 0000 32 

バス制御部 0制御レジスタ 1 DBBS0CNT1 DB_ADDR+H'304 H'0000 0000 32 

 

表 4.3（2） 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

DBSVCR0 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBSVCR1 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBSTATE 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBACEN 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBRFEN 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBCMD 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBWAIT 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBKIND 初期化 保持 保持 保持 初期化 
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略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

DBCONF 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBTR0 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBTR1 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBTR2 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBTR3 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBTR4 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBTR5 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBTR6 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBTR7 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBTR8 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBTR9 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBTR10 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBTR11 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBTR12 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBTR13 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBTR14 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBTR15 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBTR16 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBTR17 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBTR18 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBTR19 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBBL 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBADJ0 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBADJ1 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBADJ2 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBRFCNF0 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBRFCNF1 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBRFCNF2 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBCALCNF 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBCALTR 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBRNK0 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBPDNCNF 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBPDCNT0 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBPDCNT1 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBPDCNT2 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBPDCNT3 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBPDLCK 初期化 保持 保持 保持 初期化 
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略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

DBPDRGA 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBPDRGD 不定 保持 保持 保持 不定 

DBBS0CNT0 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DBBS0CNT1 初期化 保持 保持 保持 初期化 

 

4.2 レジスタの説明 

レジスタ説明で使用される記号は、以下を意味しています。 

初期値 ：リセット後のレジスタ値 

R/W ：読み出しおよび書き込み可。書き込み値を読み出すことができます。 

R ：読み出しのみ可。書き込む値は常に初期値にしてください。 

W ：書き込みのみ可。読み出しは禁止されています。予約ビットの場合、書き込む値は常に初期値にし

てください。 

 

すべてのアクセスは、ロングワードで行われます。 

リザーブビットは、初期値を書いてください。 
 

• 実数xに対し、x以上の最小の整数をceil(x)と表します。 

• 実数xに対し、x以下の最大の整数をfloor(x)と表します。 
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4.2.1 SHwyバージョンコントロールレジスタ 0（DBSVCR0） 

SHwy対応のターゲットモジュールに必須のレジスタです。SHwyから見た、DBSC3のアドレスマップ情報と

モジュール識別子を格納しています。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1
R R R R R R R R R R R R R R R R

TOP_MB BOT_MB

VC_ID

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 TOP_MB H'7F R メモリブロックの上限アドレス（上位 8ビット）指定 

SDRAM領域としてアサインされたアドレス空間の上限アドレス（上位 8

ビット）を示します。 

品種ごとに決められた値が設定されます。 

23～16 BOT_MB H'08 R メモリブロックの下限アドレス（上位 8ビット）指定 

SDRAM領域としてアサインされたアドレス空間の下限アドレス（上位 8

ビット）を示します。 

品種ごとに決められた値が設定されます。 

15～0 VC_ID H'4823 R DBSC3モジュールの識別子 

DBSC3モジュール固有の識別子です。 
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4.2.2 SHwyバージョンコントロールレジスタ 1（DBSVCR1） 

SHwy対応のターゲットモジュールに必須のレジスタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W R R R/W R R R/W R/W R

VC_VERS

－ － － － － － －
IN

ACTIVE － －
BAD

_OPC － －
BAD_
ADDR

ERR
_SNT －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 VC_VERS H'0000 R DBSC3モジュールバージョン情報 

DBSC3モジュールのバージョン情報です。このビットへライトを行っても

書き込まれません。 

15～9 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 INACTIVE 0 R/W エラー要因：SDRAMディスエーブル中の SDRAMへのデータアクセス 

SDRAMアクセス許可レジスタ（DBACEN）の ACENビットが 0（SDRAM

アクセス不許可）のときに SDRAMへのデータアクセスを行った場合、1

になります。このビットに 0を書き込むことで 0にクリアできます。 

7、6 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 BAD_OPC 0 R/W エラー要因：非サポート SHwyコマンド 

DBSC3の制御レジスタ領域やメモリ領域に非サポートのSHwyコマンドを

用いたアクセスがあった場合、1になります。このビットに 0を書き込むこ

とで 0にクリアできます。 

4、3 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 BAD_ADDR 0 R/W エラー要因：未定義レジスタへのアクセス 

DBSC3の制御レジスタ領域内で制御レジスタの無いアドレスへアクセスが

あった場合、1となります。このビットに 0を書き込むことで 0にクリアで

きます。 

1 ERR_SNT 0 R/W エラービット：SHwyへのエラーレスポンス発行 

DBSC3から SHwyに対して、エラーレスポンスを返した場合に、1となり

ます。エラー要因の判定は、INACTIVE、BAD_OPC、BAD_ADDRのレジ

スタ値より解析できます。このビットに 0を書き込むことで 0にクリアで

きます。 

0 ⎯ 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 1. 制御レジスタ領域、メモリ領域のいずれでもないアドレスへのアクセスがあった場合の動作は保証しません。 

 2. 本レジスタに書き込みを行った場合、INACTIVE、BAD_OPC、BAD_ADDR、ERR_SNTの各ビットは、書き込ん

だ値に更新されます。 
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4.2.3 DBSC3ステータスレジスタ（DBSTATE） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 －

R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － ENDN － － － － － － － BKUP

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 ENDN 0 R エンディアンモニタビット 

現在のエンディアン状態をモニタすることができます。 

0：ビッグエンディアン 

1：リトルエンディアン 

7～1 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 BKUP 不定 R 電源バックアップモニタビット 

SDBUP端子の入力レベルが反映され、電源バックアップ状態をモニタする

ことができます。 

0: SDBUP端子にローレベルが入力 

1: SDBUP端子にハイレベルが入力 
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4.2.4 SDRAMアクセス許可レジスタ（DBACEN） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － ACEN

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 ACEN 0 R/W SDRAMアクセスイネーブルビット 

本ビットにより SDRAMへのデータアクセスを許可します。SDRAMへの

データアクセスは、本ビットを 1にしてから実行ください。本ビットが 0

の状態では、SDRAM領域にアクセスしないでください。 

0：SDRAMアクセス不許可 

1：SDRAMアクセス許可 

【注】 1. ACENビットが 0の状態で SDRAM領域にアクセス要求があると、DBSC3はエラーレスポンスを返します。 

 2. 本レジスタに 0を書き込んでアクセス不許可に設定した際、SDRAMに Precharge Allまたは Prechargeコマンド

が自動的に発行される場合があります。 
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4.2.5 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － ARFEN

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 ARFEN 0 R/W 自動リフレッシュ許可ビット 

自動リフレッシュ機能を起動または停止します。 

本ビットに 1を書き込むと、DBSC3内部のリフレッシュカウンタ（リフレ

ッシュの履歴情報）がリセットされ、自動リフレッシュ機能が起動します。 

本ビットの値が 1である間、DBSC3は定期的にリフレッシュコマンドを発

行します。リフレッシュ周期などの設定は、本ビットへ 1を書き込んだ時

点でのリフレッシュ設定レジスタ 0～2（DBRFCNF0～DBRFCNF2）の値

によって決定されます。 

0：自動リフレッシュ機能停止 

1：自動リフレッシュ機能起動 
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4.2.6 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD） 

SDRAMの初期化シーケンス、セルフリフレッシュモードへの移行／解除などを実行するために必要なコマン

ド発行を行うためのレジスタです。本レジスタに書き込みを行うと、OPCビットの値に応じたコマンドが 1回発

行されます。たとえば、リフレッシュコマンドを 2回発行する場合は、OPC=B'001100とした書き込みを 2回行い

ます。なお、SDRAMアクセス許可中（DBACENレジスタの ACEN=1）に本レジスタへの書き込みを行ってはな

りません。 

操作完了のタイミング（指定した SDRAMコマンドが DBSC3から SDRAMに出力されるタイミング）は、本レ

ジスタへの書き込みに対する DBSC3の応答よりも後になる可能性があります。指定した SDRAMコマンドが実際

に SDRAMに出力されるまで待ちたい場合は、後述する DBWAITレジスタへの読み出しを行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － OPC － － － － － － － －

ARG

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

29～24 OPC すべて 0 R/W 操作コードビット 

発行するコマンドの種類を指定するビットです。表 4.4を参照してくださ

い。 

本ビットにWaitを指定した場合は、有効なSDRAMコマンドの出力はなく、

次の操作との間の時間間隔の確保のみを行います。 

23～16 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～0 ARG すべて 0 R/W 引数ビット 

操作コード OPCによって意味が異なります。 

OPCがModeRegisterSet（MRS0～MRS3）である場合は、SDRAMのアド

レス端子（MA）に出力される値を指定します。ARGのビット 0～12で指

定し、ビット 13～15は 0固定としてください。 

OPCがそれ以外の場合は、次のコマンド発行までの最小間隔を SDRAMの

サイクル数で指定します。ただし、ARG=0とした場合は、表 4.4の「間隔」

欄に示すデフォルトの値が使用されます。 

 

本レジスタを使用してコマンド発行を行うと、操作完了の時点（指定した SDRAMコマンドが SDRAMに出力

される時点）から一定期間、後続の SDRAMコマンド発行は遅延されます。これは、複数のコマンドを続けて発

行する際のコマンド間の時間の確保を容易にするための機能です。 
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この期間の長さは、OPCに応じて、表 4.4の「間隔（SDRAMサイクル数）」欄に示す長さが確保されます。

また、ARGビットによってカスタマイズすることも可能です。ただし、OPCがMRS0～MRS3である場合を除き

ます。 
 

表 4.4 手動コマンド発行機能 

OPC 略号 操作内容 間隔（SDRAM

サイクル数）

ARGの機能 

00 0000 Wait Device Deselected発行（待ち時間の挿入） 4 

00 0010 ZQCS ZQ calibration short発行（DDR3のみ） 4 

00 0011 ZQCL ZQ calibration long発行（DDR3のみ） 4 

00 1011 PreA Precharge All発行 TRPA 

00 1100 Ref Refresh発行 TRFC 

01 0000 PDEn Power Down Entry 4 

01 0001 PDXt Power Down Exit 4 

01 1000 SREn Self-Refresh Entry 4 

01 1001 SRXt Self-Refresh Exit TRFC 

10 0000 RstL MRESET#端子を Lowにする（DDR3のみ） 4 

10 0001 RstH MRESET#端子を Highにする（DDR3のみ） 4 

間隔のカスタマイズ（ARG=0

とすると左欄の値を使用） 

10 1000 MRS0 ModeRegisterSet（MRS/MR0）発行 TMOD 

10 1001 MRS1 ModeRegisterSet（EMRS1/MR1）発行 TMOD 

10 1010 MRS2 ModeRegisterSet（EMRS2/MR2）発行 TMOD 

10 1011 MRS3 ModeRegisterSet（EMRS3/MR3）発行 TMOD 

SDRAMのMode Registerに設

定する値を指定 

【注】 1. 「間隔」欄の TRPA、TRFC、TMODは、後述するタイミングレジスタで設定された値が使用されます。 

 2. 本レジスタは、SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN=0）のみ書き込みを行ってください。 

 3. 本レジスタは、自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0）のみ書き込みを行ってください。

ただし、「4.3 DBSC3動作説明」で定義されたシーケンスについては、この限りではありません。自動リフレッ

シュ機能動作中に本レジスタに OPC=Waitの書き込みを行った場合、それによって確保される時間間隔の間に自

動リフレッシュ機能によるリフレッシュコマンドの発行が割り込むことがあります。 
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4.2.7 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT） 

本レジスタを読み出しすると、それまでに DBCMDレジスタによって指示されたコマンド発行がすべて完了し

たあとで CPUに読み出し値が返ります。これにより、CPU動作と SDRAMへのコマンド発行との同期化を行えま

す。 

本レジスタを利用することにより、DBSC3により発行される SDRAMコマンドのタイミングと DBSC3が管理

していないタイミング（たとえば、クロックの制御）の関係を正しく保証することが可能になります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － WAIT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 WAIT 0 R 操作完了待ちビット 

値に意味はありません。常に 0が読み出されます。 
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4.2.8 SDRAM種類設定レジスタ（DBKIND） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － DDCG

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 DDCG 000 R/W SDRAM種類ビット 

SDRAMの種類を設定することができます。品種ごとに決められた値を設定

してください。 

000：初期値（下記（DDR2または DDR3）に設定してください） 

101：DDR2-SDRAM 

111：DDR3-SDRAM 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. 本レジスタは、起動シーケンスの中でのみ書き込みを行ってください。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN=0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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4.2.9 SDRAM構成設定レジスタ（DBCONF） 

使用するメモリ構成を選択します。 

DBSC3がサポートするメモリ構成については、「4.4 SDRAM構成設定レジスタの設定方法」を参照してくだ

さい。SDRAMのアドレス端子と本 LSIの論理アドレスとの関係については、「4.5 SDRAMの外部ピンと論理

アドレスの関係」を参照してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R R/W R R R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R R R R R R R/W R/W

－ － － AWRW0 － － － AWRK0 － － AWBK0

－ － － － AWCL0 － － － － － － DW0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～24 AWRW0 00000 R/W Rowアドレスビット幅ビット 

Rowアドレスのビット幅を指定します。 

00000：初期値（下記（12～14ビット）に設定してください） 

01100：12ビット 

01101：13ビット 

01110：14ビット 

上記以外：設定禁止 

23～21 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

20 AWRK0 0 R/W ランク数ビット 

ランク数を指定します。本製品では、ランク数＝1のみサポートします（ラ

ンク数＝1は、同一データ信号線に対して、１つのメモリデバイスを接続す

ることを示します）。 

0：1ランク 

1：設定禁止 

19、18 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

17、16 AWBK0 00 R/W バンク数ビット 

バンク数を指定します。 

00：初期値（下記（4、8バンク）に設定してください） 

10：4バンク 

11：8バンク 

上記以外：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～8 AWCL0 0000 R/W Columnアドレスビット幅ビット 

Columnアドレスのビット幅を指定します。 

0000：初期値（下記（9、10ビット）に設定してください） 

1001：9ビット 

1010：10ビット 

上記以外：設定禁止 

7～2 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 DW0 00 R/W 外部データバス幅ビット 

外部データバスの幅を設定します。本製品では、16ビットデータバス幅の

みサポートします。 

00：初期値（下記（16ビット）に設定してください） 

01：16ビット 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. サポートするメモリ構成 

1個の 16ビット幅 SDRAMあるいは 2個の 8ビット幅 SDRAMを接続した 16ビットバス構成 

 2. 本レジスタは、起動シーケンスの中でのみ書き込みを行ってください。 

 3. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN=0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 

 4. 接続する SDRAM品種ごとに決められた値を設定してください。 
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4.2.10 SDRAMタイミングレジスタ 0（DBTR0） 

SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － CL

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 CL 0000 R/W CASレイテンシ設定ビット 

本ビットで SDRAMの CASレイテンシを設定します。 

DDR2-SDRAMの場合 CL＝3、4、5、6サイクルのいずれか、DDR3-SDRAM

の場合 CL＝5、6サイクルのいずれかを設定してください。 

0000：初期値（下記（3～6サイクル）に設定してください） 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN=0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 

 3. 接続する SDRAM品種ごとに決められた値を設定してください。 
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4.2.11 SDRAMタイミングレジスタ 1（DBTR1） 

SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － CWL

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 CWL 0000 R/W CASライトレイテンシ設定ビット 

本ビットで SDRAMの CASライトレイテンシを設定します。 

DDR2-SDRAMの場合は CL－1の値を設定してください。 

DDR3-SDRAMの場合は CWL＝5、6サイクルのいずれかを設定してくださ

い。ただし、CL＝5、CWL＝6の設定は禁止です。 

0000：初期値（下記（2～6サイクル）に設定してください） 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN=0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 

 3. 接続する SDRAM品種ごとに決められた値を設定してください。 
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4.2.12 SDRAMタイミングレジスタ 2（DBTR2） 

SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － AL

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 AL 0000 R/W アディティブレイテンシ設定ビット 

本ビットで SDRAMのアディティブレイテンシを設定します。本製品では

AL＝0のみサポートします。 

0000：0サイクル 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN=0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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4.2.13 SDRAMタイミングレジスタ 3（DBTR3） 

SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － TRCD

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 TRCD 0000 R/W ACT-READ/WRITE期間設定ビット 

本ビットで、ACTコマンドからリード／ライトコマンドまでの最小間隔を

設定します。 

0000：初期値（下記（3～10サイクル）に設定してください） 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

： 

1010：10サイクル 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN=0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 

 3. 接続する SDRAM品種ごとに決められた値を設定してください。 
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4.2.14 SDRAMタイミングレジスタ 4（DBTR4） 

SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － TRPA

－ － － － － － － － － － － － TRP

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～20 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

19～16 TRPA 0000 R/W PREA期間設定ビット 

本ビットで、PRE ALL（Precharge all banks）コマンドから ACT/REFコマ

ンドまでの最小間隔を設定します。必ず TRPビットの設定値以上の値を設

定してください。 

0000：初期値（下記（3～10サイクル）に設定してください） 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

： 

1010：10サイクル 

上記以外：設定禁止 

15～4 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 TRP 0000 R/W PRE期間設定ビット 

本ビットで、PRE（Precharge）コマンドから ACT/ REFコマンドまでの最

小間隔を設定します。 

0000：初期値（下記（3～10サイクル）に設定してください） 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

： 

1010：10サイクル 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 設定値は次の条件を満たす必要があります：TRPA≧TRP、TRC－TRP≦32 
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 3. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN=0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 

 4. 接続する SDRAM品種ごとに決められた値を設定してください。 

 

4.2.15 SDRAMタイミングレジスタ 5（DBTR5） 

SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － TRC

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5～0 TRC 000000 R/W ACT-ACT/REF期間設定ビット 

本ビットで、ACTコマンドから ACT（同一バンク）/REFコマンドまでの

最小間隔を設定します。 

000000：初期値（下記（10～38サイクル）に設定してください） 

001010：10サイクル 

001011：11サイクル 

： 

100110：38サイクル 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 設定値は次の条件を満たす必要があります：TRC－TRP≦32 

 3. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN=0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 

 4. 接続する SDRAM品種ごとに決められた値を設定してください。 
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4.2.16 SDRAMタイミングレジスタ 6（DBTR6） 

SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － TRAS

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5～0 TRAS 000000 R/W ACT-PRE期間設定ビット 

本ビットで、ACTコマンドから PREコマンドまでの最小間隔を設定しま

す。 

000000：初期値（下記（7～28サイクル）に設定してください） 

000111：7サイクル 

001000：8サイクル 

： 

011100：28サイクル 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN=0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 

 3. 接続する SDRAM品種ごとに決められた値を設定してください。 
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4.2.17 SDRAMタイミングレジスタ 7（DBTR7） 

SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － TRRD

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 TRRD 0000 R/W ACT(A)-ACT(B)期間設定ビット 

本ビットで、異なるバンクに対するACTコマンドの最小間隔を設定します。 

0000：初期値（下記（2～5サイクル）に設定してください） 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

： 

0101：5サイクル 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN=0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 

 3. 接続する SDRAM品種ごとに決められた値を設定してください。 
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4.2.18 SDRAMタイミングレジスタ 8（DBTR8） 

SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － TFAW

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～0 TFAW H'00 R/W 4 Activateウィンドウ設定ビット 

本ビットで、4 Activateウィンドウの長さを設定します。 

00000000：初期値（下記（8～24サイクル）に設定してください） 

00001000：8サイクル 

00001001：9サイクル 

： 

00011000：24サイクル 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 設定値は次の条件を満たす必要があります：TFAW≧4×TRRD 

 3. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN=0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 

 4. 接続する SDRAM品種ごとに決められた値を設定してください。 
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4.2.19 SDRAMタイミングレジスタ 9（DBTR9） 

SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － TRDPR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 TRDPR 0000 R/W READ-PRE期間設定ビット 

本ビットで、READコマンドから PREコマンドまでの最小間隔を設定しま

す。 

0000：初期値（下記（2～8サイクル）に設定してください） 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

： 

1000：8サイクル 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 設定値は次の条件を満たす必要があります：TRDPR≧BL/2 

 3. JEDEC準拠の SDRAMの場合、設定値は次の式で計算できます。 

TRDPR＝BL/2＋max{ 2, ceil(tRTP / tCK) }－2 

 4. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN=0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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4.2.20 SDRAMタイミングレジスタ 10（DBTR10） 

SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － TWR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 TWR 0000 R/W ライトリカバリ期間設定ビット 

本ビットで、ライトリカバリ期間を設定します。 

0000：初期値（下記（2～12サイクル）に設定してください） 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

  ： 

1100：12サイクル 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN=0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 

 3. 接続する SDRAM品種ごとに決められた値を設定してください。 
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4.2.21 SDRAMタイミングレジスタ 11（DBTR11） 

SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － TRDWR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5～0 TRDWR 000000 R/W READ-WRITE期間設定ビット 

本ビットで、リードコマンドからライトコマンドまでの最小間隔を設定し

ます。*2 

000000：初期値（下記（4～15サイクル）に設定してください） 

000100：4サイクル 

000101：5サイクル 

   ： 

001111：15サイクル 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 以下の条件を満たすように設定してください。 

 

MODT端子使用有無 DDR2-SDRAM DDR3-SDRAM 

MODT端子使用 TRDWR≧BL/2 + 4 TRDWR≧CL－CWL + BL/2 + 4 

MODT端子未使用 TRDWR≧BL/2 + 2 TRDWR≧CL－CWL + BL/2 + 2 

 3. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN=0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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4.2.22 SDRAMタイミングレジスタ 12（DBTR12） 

SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － TWRRD

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5～0 TWRRD 000000 R/W WRITE-READ期間設定ビット 

本ビットで、ライトコマンドからリードコマンドまでの最小間隔を設定し

ます。*2 

000000：初期値（下記（6～18サイクル）に設定してください） 

000110：6サイクル 

000111：7サイクル 

： 

010010：18サイクル 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. DDR2-SDRAM：TWRRD≧CL－1＋BL/2 

DDR3-SDRAM：TWRRD≧CWL＋BL/2 

 3. JEDEC準拠の SDRAMの場合、設定値は次の式で計算できます。 

TWRRD＝CWL＋BL/2＋ceil(tWTR / tCK) 

 4. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN=0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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4.2.23 SDRAMタイミングレジスタ 13（DBTR13） 

SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － TRFC

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～0 TRFC H'00 R/W REF-ACT/REF期間設定ビット 

本ビットで、REF（リフレッシュ）コマンドから、ACT/REFコマンドまで

の最小間隔を設定します。 

H'00：初期値（下記（15～255サイクル）に設定してください） 

H'0F：15サイクル 

H'10：16サイクル 

： 

H'FF：255サイクル 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN=0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 

 3. 接続する SDRAM品種ごとに決められた値を設定してください。 
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4.2.24 SDRAMタイミングレジスタ 14（DBTR14） 

SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － TCKEHDLL

－ － － － － － － － TCKEH

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

23～16 TCKEHDLL H'00 R/W CKEH（DLL-LOCK）期間設定ビット 

本ビットで、CKEが Hになってから次の有効なコマンド（LOCKした DLL

を必要とするもの）が発行されるまでの最小間隔を設定します。 

H'00：初期値（下記（2～15サイクル）に設定してください） 

H'02：2サイクル 

H'03：3サイクル 

： 

H'0F：15サイクル 

上記以外：設定禁止 

15～8 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～0 TCKEH H'00 R/W CKEH期間設定ビット 

本ビットで、CKEが Hになってから次の有効なコマンドが発行されるまで

の最小間隔を設定します。 

設定値は次の条件を満たす必要があります。 

TCKEH≦TCKEHDLL 

H'00：初期値（下記（2～15サイクル）に設定してください） 

H'02：2サイクル 

H'03：3サイクル 

： 

H'0F：15サイクル 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 
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 2. パワーダウンモードを使用する場合は、本レジスタに適切な値を設定してください。 

JEDEC準拠の SDRAMの場合、設定値は次の式で計算できます。 

  （1）DDR3-SDRAMの場合 

  TCKEHDLL = ceil (tXPDLL/tCK) 

  TCKEH = ceil (tXP/tCK)  

  （tXPDLL、tXPが tCKサイクル単位の場合、tCKで割る必要はありません） 

  （2）DDR2-SDRAMの場合 

  TCKEHDLL = tXARDS 

  TCKEH = ceil (tXP/tCK) 

  （tXPが tCKサイクル単位の場合、tCKで割る必要はありません） 

 3. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN＝0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN＝0） 
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4.2.25 SDRAMタイミングレジスタ 15（DBTR15） 

SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － TCKEL

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 TCKEL 0000 R/W CKEL期間設定ビット 

本ビットでMCKE端子を Lowにしてから Highにするまでの期間の下限を

設定します。 

0000：初期値（下記（2～15サイクル）に設定してください） 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

  ： 

1111：15サイクル 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN=0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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4.2.26 SDRAMタイミングレジスタ 16（DBTR16） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R R R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

－ － DQIENLTNCY － － DQLOFFSET － － DQL

－ － DQENLTNCY － － － － － － － － WDQL

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

29、28 DQIENLTNCY 00 R/W dqienltncy設定ビット 

本ビットで、DDR-PHY部へのリードコマンド発行時から dqi_en信号出力

までのレイテンシを設定します。 

本製品では 1サイクルを設定してください。 

00：初期値（下記（1サイクル）に設定してください） 

01：1サイクル 

上記以外：設定禁止 

27、26 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25、24 DQLOFFSET 00 R/W dqltncyオフセット設定ビット 

本ビットで、DDR-PHY部へのリードコマンド発行時に、DBSC3の内部動

作に必要な追加レイテンシを設定します。本製品では 2サイクルを設定し

てください。 

00：初期値（下記（2サイクル）に設定してください） 

10：2サイクル 

上記以外：設定禁止 

23、22 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

21～16 DQL 000000 R/W dqltncy設定ビット 

本ビットで、DDR-PHY部へのリードコマンド発行から DDR-PHY部からリ

ードデータが帰ってくるまでのレイテンシを設定します。設定値は、以下

に従ってください。 

DQL＝CL＋6サイクル 

000000：初期値（下記（9～12サイクル）に設定してください） 

001001：9サイクル 

001010：10サイクル 

001011：11サイクル 

001100：12サイクル 

上記以外：設定禁止 

15、14 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 DQENLTNCY 00 R/W dqenltncy設定ビット 

本ビットで、DDR-PHY部へのライトコマンド発行時から dqi_en信号出力

までのレイテンシを設定します。 

本製品では 1サイクルを設定してください。 

00：初期値（下記（1サイクル）に設定してください） 

01：1サイクル 

上記以外：設定禁止 

11～4 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 WDQL 0000 R/W wdqltncy設定ビット 

本ビットで、ライトコマンド発行からライトデータ出力までのレイテンシ

を設定します。 

本製品では、1サイクルを設定してください。 

0000：初期値（下記（1サイクル）に設定してください） 

0001：1サイクル 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN＝0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN＝0） 

 



 

4. メモリコントローラ（DBSC3） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  4-39 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

4.2.27 SDRAMタイミングレジスタ 17（DBTR17） 

SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － TMOD

－ － － － － － － － － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～22 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21～16 TMOD 000000 R/W MRS期間設定ビット 

本ビットでMRS（Mode Register Set）コマンドから次のコマンドまでの最

小間隔を指定します。 

000000：初期値（下記（2～15サイクル）に設定してください） 

000010：2サイクル 

000011：3サイクル 

   ： 

001111：15サイクル 

上記以外：設定禁止 

15～0 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN=0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 

 3. 接続する SDRAM品種ごとに決められた値を設定してください。 
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4.2.28 SDRAMタイミングレジスタ 18（DBTR18） 

SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R R R R R R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R R R R R R/W R/W R/W

－ － － － － RODTL － － － － － RODTA

－ － － － － WODTL － － － － － WODTA

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～27 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

26～24 RODTL 000 R/W リード時MODT端子アサート期間設定ビット 

本ビットで、リードコマンド出力時に出力するMODT端子のアサート期間

を設定します。対応するリードコマンドのバースト長／2＋サイクルオフセ

ットの値を基本として、＋0～＋7の範囲で設定できます。DDR2の場合、

サイクルオフセットは 1固定、DDR3の場合、サイクルオフセットは 0固

定です。 

000：BL/2＋サイクルオフセット 

001：BL/2＋サイクルオフセット＋1サイクル 

 ： 

111：BL/2＋サイクルオフセット＋7サイクル 

23～19 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18～16 RODTA 000 R/W リード時MODT端子アサート開始タイミング設定ビット 

本ビットで、リードコマンド出力時に出力するMODT端子のアサート開始

タイミングを設定します。対応するリードコマンド出力＋遅延オフセット

のタイミングを基準として、－1～＋3の範囲で設定できます。 

遅延オフセットは以下となります。 

• DDR2：リード時には CL－3となります。 

• DDR3：DBPDCNT0レジスタの db_odt_modeビットで、0サイクルまた

は 1サイクルを指定します。 

000：リードコマンド＋遅延オフセットと同時 

001：リードコマンド＋遅延オフセットの 1サイクル後 

010：リードコマンド＋遅延オフセットの 2サイクル後 

011：リードコマンド＋遅延オフセットの 3サイクル後 

111：リードコマンド＋遅延オフセットの 1サイクル前 

上記以外：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～8 WODTL 000 R/W ライト時MODT端子アサート期間設定ビット 

本ビットで、ライトコマンド出力時に出力するMODT端子のアサート期間

を設定します。対応するライトコマンドのバースト長／2＋サイクルオフセ

ットの値を基本として、＋0～＋7の範囲で設定できます。DDR2の場合、

サイクルオフセットは 1固定、DDR3の場合、サイクルオフセットは 0固

定です。 

000：BL/2＋サイクルオフセット 

001：BL/2＋サイクルオフセット＋1サイクル 

 ： 

111：BL/2＋サイクルオフセット＋7サイクル 

7～3 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 WODTA 000 R/W ライト時MODT端子アサート開始タイミング設定ビット 

本ビットで、ライトコマンド出力時に出力するMODT端子のアサート開始

タイミングを設定します。対応するライトコマンド出力＋遅延オフセット

のタイミングを基準として、－1～＋3の範囲で設定できます。 

遅延オフセットは以下となります。 

• DDR2：ライト時は CWL－2となります。 

• DDR3：DBPDCNT0レジスタの db_odt_modeビットで、0サイクルまた

は 1サイクルを指定します。 

000：ライトコマンド＋遅延オフセットと同時 

001：ライトコマンド＋遅延オフセットの 1サイクル後 

010：ライトコマンド＋遅延オフセットの 2サイクル後 

011：ライトコマンド＋遅延オフセットの 3サイクル後 

111：ライトコマンド＋遅延オフセットの 1サイクル前 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN＝0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN＝0） 
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4.2.29 SDRAMタイミングレジスタ 19（DBTR19） 

SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － TZQCS

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～0 TZQCS H'00 R/W ショートキャリブレーション期間設定ビット 

本ビットで、ZQCS（ショートキャリブレーション）コマンドから次のコマ

ンドまでの最小間隔を指定します。 

DDR3-SDRAMの場合のみ有効となります。本製品では 64サイクルを設定

してください。 

00000000：初期値（下記（64サイクル）に設定してください） 

01000000：64サイクル 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN＝0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN＝0） 
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4.2.30 SDRAM動作設定レジスタ（DBBL） 

メモリのバースト動作モードを設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － BL－ － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 BL 00 R/W バースト長設定ビット 

SDRAMのバースト長を指定します。DDR3-SDRAMでは BL＝B'10（4固

定）は設定禁止です。 

00：8固定 

10：4固定 

上記以外：設定禁止 

【注】  本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN＝0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN＝0） 
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4.2.31 DBSC3動作調整レジスタ 0（DBADJ0） 

DBSC3の動作調整の設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R R R R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － CASHI
FT － － － CAMO

DE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 CASHIFT 0 R/W コマンド／アドレス出力シフト設定ビット 

SDRAMコマンド／アドレスの出力シフトの有無を DDR-PHYに指示しま

す。 

CASHIFT＝1の場合、DDR-PHYはコマンド／アドレス出力の出力を

1/2MCK分後ろにシフトします。 

0：コマンド／アドレス出力タイミングのシフト無し 

1：コマンド／アドレス出力タイミングを 1/2MCK分後ろにシフト 

3～1 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 CAMODE 0 R/W コマンド／アドレス出力モード設定ビット 

SDRAMのコマンド／アドレスの出力モードを設定します。 

CAMODE＝0のとき、DBSC3は 1クロックにつき 1コマンドを出力します。 

CAMODE＝1のとき、DBSC3は 2クロックにつき 1コマンドを出力します。

この際 SDRAMの CS#信号を除くコマンド信号およびアドレス信号を 2ク

ロックの期間一定に保ちます。また CS#信号はこの期間の後半 1クロック

のみ'L'となります。 

0：1クロックにつき 1コマンド出力 

1：2クロックにつき 1コマンド出力 

【注】 本レジスタは、SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN＝0）のみ書き込みを行ってください。 
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4.2.32 DBSC3動作調整レジスタ 1（DBADJ1） 

DBSC3の動作調整の設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － AOOE
N

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 AOOEN 0 R/W アウトオブオーダー処理イネーブルビット 

SDRAMへのコマンド発行順序の入れ替え処理を許可／禁止します。コマン

ド発行順序入れ替え処理を許可した場合、DBSC3は SDRAMのデータバス

使用効率向上のためコマンド発行順序の入れ替え処理を行い、リクエスト

を受け付けた順序とは異なる順序で SDRAMに対してコマンド発行を行い

ます。コマンド発行順序入れ替え処理を禁止した場合、DBSC3はリクエス

トを受け付けた順序どおりに SDRAMに対してコマンド発行を行います。 

SDRAMはリードとライトが混在すると性能が低下するため、それを回避す

るためになるべくリードが連続、ライトが連続するように順番を入れ替え

ることが可能です。これがアウトオブオーダー処理です。アウトオブオー

ダー処理を許可したとき、リードだけで見た場合、順番はリクエスト順と

なり、ライトだけで見た場合も順番はリクエスト順となります。なおこの

入れ替えを行っても同一アドレスに対するリード・ライトの順番は保証し

ます。 

アウトオブオーダー処理を可能とした場合、アウトオブオーダー処理を禁

止とした場合と比較して SDRAMのデータバス使用効率は向上しますがワ

ーストレイテンシが増加します。 

0：コマンド発行順序入れ替え処理禁止 

1：コマンド発行順序入れ替え処理可能 

【注】 本レジスタは、SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN＝0）のみ書き込みを行ってください。 
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4.2.33 DBSC3動作調整レジスタ 2（DBADJ2） 

DBSC3の動作調整の設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

ACAPC － － － － ACAPX

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～8 ACAPC H'00 R/W デバイス制御部受付可能リクエスト数設定ビット 

DBSC3のデバイス制御部内に受付可能なリクエストを 64ビットデータの

アクセス単位で設定します。64ビット未満のデータの場合は 1リクエスト

となります。 

DBSC3は、ページミス時に発生する Precharge-Activateの処理のペナルテ

ィを、現在実行中のリード／ライトにオーバラップさせて実行することで

隠蔽できるような先行 PRE-ACT処理を行っています。このためにある程度

のリクエストをため込む必要があります。設定値が初期値（H'00）の場合、

最大値（H'20）設定と同じ動作になり、最大の先行 PRE-ACT処理を行うこ

とができ、DDRのデータ転送効率（スループット）を最大とすることがで

きます。 

ただし、本設定により受付可能なリクエストを増やした場合、後から発生

した優先順位の高いリクエストの実行は、受付済みのリクエストの処理の

後に実行されるために、優先度の高いリクエストに対するレイテンシが悪

化する可能性があります。この場合、ACAPC設定を下記に示す値以上で調

整し、スループットとレイテンシのバランスを調整してください。下記に

示す値未満では、スループットが悪化することがあります。 

ACAPC設定の最小値：ACAPC＝（TRP＋TRCD）/2 

H'00：初期値（特に設定する必要がない場合、初期値としてください） 

H'01：1リクエスト 

 ： 

H'20：32リクエスト 

上記以外：設定禁止 

7～4 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3～0 ACAPX H'0 R/W デバイス制御部受付可能トランザクション数設定ビット 

DBSC3のデバイス制御部内に受付可能なリクエストをトランザクション単

位で設定します。トランザクションとは CPU、DMAC他からの一連のアク

セス要求を示し、1トランザクションに含まれるリクエスト数は、アクセス

サイズにより 1～16の幅がありますので、トランザクション数のみの制御

ではリクエスト数を制御できません。よって、本ビットでは多めのトラン

ザクション数を設定し、上記の ACAPCビットでリクエスト数の上限を制御

してください。設定値が初期値（H'0）の場合、最大値（H'8）設定と同じ動

作になります。ACAPX設定値が小さい場合、ACAPCの設定を行ってもス

ループットが悪化することがあります。 

H'0：初期値（特に設定する必要がない場合、初期値としてください） 

H'1：1トランザクション 

 ： 

H'8：8トランザクション 

上記以外：設定禁止 

【注】 本レジスタは、SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN＝0）のみ書き込みを行ってください。 
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4.2.34 リフレッシュ設定レジスタ 0（DBRFCNF0） 

SDRAMのリフレッシュ動作のタイミングを設定します。 

自動リフレッシュ機能動作中（DBRFENレジスタの ARFEN=1）に本レジスタの値を変更した場合、新たな設定

値をリフレッシュ動作に反映させるためには自動リフレッシュ機能の再起動が必要です。自動リフレッシュ機能

を再起動するには、DBRFENレジスタの ARFENビットに 1を書き込んでください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － REFTHF

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～0 REFTHF H'000 R/W 強制リフレッシュしきい値設定ビット 

バスリクエストがある場合でも強制的にリフレッシュを実施するタイミン

グを設定します。 

本ビットの設定値は、リフレッシュ間隔の変動の大きさおよびメモリアク

セス性能に影響します。小さくするほどリフレッシュ間隔のバラツキは小

さくなりますが、メモリアクセス性能に悪影響が出る場合があります。リ

フレッシュ間隔の変動幅の詳細については、リフレッシュ設定レジスタ 1

（DBRFCNF1）の説明の中で述べます。 

設定値は次の条件を満たす必要があります。 

REFTHF≧（TCKEL＋TCKEH）＋REFTH0 

（REFTH0 = max（TRDPR, CWL＋BL÷2＋TWR, TRAS, TRC-TRP）＋

TRPA＋24） 

H'000：初期値（下記（128～511サイクル）に設定してください） 

H'080：128サイクル 

 ： 

H'1FF：511サイクル 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタに上記の下限値を下回る値が設定された状態で自動リフレッシュ機能を起動した場合（DBRFENレジ

スタ ARFENビットを 1にした場合）の動作は保証されません。 
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4.2.35 リフレッシュ設定レジスタ 1（DBRFCNF1） 

SDRAMのリフレッシュ動作のタイミングを設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － REFPMAX － － － － － － － －

REFINT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

27～24 REFPMAX 0000 R/W リフレッシュコマンド最大ポスト数設定ビット 

自動リフレッシュ機能により蓄積されるリフレッシュコマンドの数（post

数）の上限を設定します。蓄積されているリフレッシュコマンドの数が

REFPMAXよりも小さい場合、バスリクエストのない期間にリフレッシュ

が発行されます。 

0000：0（リフレッシュコマンド間隔のジッタ最小） 

0001：1 

  ： 

1000：8（リフレッシュコマンド間隔のジッタ最大） 

上記以外：設定禁止 

23～16 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 REFINT H'0000 R/W 平均リフレッシュ間隔設定ビット 

リフレッシュコマンド発行の平均間隔を設定するためのビットです。 

DBRFCNF2レジスタの REFINTSビットが 0の場合、平均間隔は REFINT 

サイクルとなります。REFINTSビットが 1の場合、平均間隔は floor

（REFINT/2）サイクルとなります。 

以下で、この平均間隔を REFINT_Eと表記します。すなわち、

REFINT_E=REFINT >> REFINTSです。 

ここで、「>>」は論理右シフト演算子を表します。 

設定値は次の条件を満たす必要があります。 

REFINT≧（REFTHF×2）<< REFINTS 

H'0000：初期値（下記（128～16383サイクル）に設定してください） 

H'0080：128サイクル 

H'0081：129サイクル 

   ： 

H'3FFF：16383サイクル 

上記以外：設定禁止 

 

自動リフレッシュ機能動作中（DBRFENレジスタの ARFEN=1）に本レジスタの値を変更した場合、新たな設定

値をリフレッシュ動作に反映させるためには自動リフレッシュ機能の再起動が必要です。自動リフレッシュ機能

を再起動するには、DBRFENレジスタの ARFENビットに 1を書き込んでください。 

以下の説明で、「サイクル数」は、特に断らないかぎり、SDRAMのクロックで測ったものを意味します。 

（1） レジスタの設定値とリフレッシュ発行タイミング 

リフレッシュ設定レジスタ 1～2の設定例と、その場合のリフレッシュの発行タイミングについて説明します。 

以下で、a±bは、a－b以上、a＋b以下の範囲を意味します。 

（a） リフレッシュ間隔の変動を最小にする場合 

REFPMAXは、0を設定します。 

この場合、リフレッシュ発行から次のリフレッシュ発行までの時間は、REFINT_E±REFTHFサイクルとなり

ます。より一般に、nをある正整数として、あるリフレッシュ発行からそのn個後のリフレッシュ発行までの

時間は、n×REFINT_E±REFTHFサイクルとなります。ただし、この間、DBRFENレジスタへの書き込みは

ないと仮定しています。 

（b） リフレッシュ間隔に柔軟性を持たせる場合 

REFPMAXは、1以上の値を設定します。 

REFINTは、メモリベンダのデータシートに記載されている平均リフレッシュ間隔（Normal Operating 

Temperature RangeにおけるtREFI）をサイクル数で表し、整数に切り捨てた値を設定します。REFINTSは、温

度によって0または1を設定します。 
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この場合、nをある正整数として、あるリフレッシュ発行からそのn個後のリフレッシュ発行までの時間は、 

n×REFINT_E＋REFPMAX×REFINT_Eサイクル以下となります。ただし、この間、DBRFENレジスタへの書

き込みはないと仮定しています。 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタに上記の下限値を下回る値が設定された状態で自動リフレッシュ機能を起動した場合（DBRFENレジ

スタ ARFENビットを 1にした場合）の動作は保証されません。 

 

4.2.36 リフレッシュ設定レジスタ 2（DBRFCNF2） 

SDRAMのリフレッシュ動作のタイミングを設定します。 

自動リフレッシュ機能動作中（DBRFENレジスタの ARFEN=1）に本レジスタの値を変更した場合、新たな設定

値をリフレッシュ動作に反映させるためには自動リフレッシュ機能の再起動が必要です。自動リフレッシュ機能

を再起動するには、DBRFENレジスタの ARFENビットに 1を書き込んでください。 

以下の説明で、「サイクル数」は、特に断らないかぎり、SDRAMのクロックで測ったものを意味します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － REF
INTS

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 REFINTS 0 R/W 平均リフレッシュ間隔調整ビット 

本ビットに 0を設定すると、リフレッシュコマンド発行の平均間隔は

REFINTサイクルとなります。 

本ビットに 1を設定すると、リフレッシュコマンド発行の平均間隔は floor

（REFINT/2）サイクルとなります。 

0：平均リフレッシュ間隔は REFINT 

1：平均リフレッシュ間隔は REFINTの 1/2 
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4.2.37 DDR3-SDRAMキャリブレーション設定レジスタ（DBCALCNF） 

DDR3-SDRAMのキャリブレーションを定期実行する機能の制御を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － CALEN － － － － － － － －

CALINT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～25 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

24 CALEN 0 R/W DDR3-SDRAMキャリブレーションイネーブルビット 

本ビットが 1である間、定期的に DDR3-SDRAMのキャリブレーションを

実行（ZQCSコマンドを発行）します。 

0：DDR3-SDRAMキャリブレーション不許可 

1：DDR3-SDRAMキャリブレーション許可 

（DDR2-SDRAMの場合、CALEN＝1は設定禁止です） 

23～16 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～0 CALINT H'0000 R/W DDR3-SDRAMキャリブレーション頻度設定ビット 

本ビットで、DDR3-SDRAMキャリブレーション実行の頻度を調整します。

CALINTの設定値を nとすると、自動リフレッシュ機能によってリフレッシ

ュコマンドがn回発行されるごとに1回ZQCSコマンドの発行を行います。 

H'0000：初期値（下記（1～65535回）に設定してください） 

H'0001：自動リフレッシュ 1回ごとに実施 

H'0002：自動リフレッシュ 2回ごとに実施 

 ： 

H'FFFF：自動リフレッシュ 65535回ごとに実施 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. CALEN＝1となっている場合でも、自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN＝0）は、ZQCS

コマンドの発行は行われません。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN＝0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN＝0） 
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4.2.38 DDR3-SDRAMキャリブレーションタイミングレジスタ（DBCALTR） 

DDR3-SDRAMのキャリブレーションを定期実行する際のコマンド間制約を設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － －

－ － － － TCALZR

TCALRZ

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

27～16 TCALRZ H'000 R/W DDR3-SDRAMキャリブレーションタイミング設定（REF-ZQCS期間設定） 

本ビットで、キャリブレーション実行時の REFコマンドから ZQCSコマン

ドまでの最小間隔を設定します。 

H'000：初期値（下記（128～4095サイクル）に設定してください） 

H'080：128サイクル 

： 

H'FFF：4095サイクル 

上記以外：設定禁止 

15～12 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～0 TCALZR H'000 R/W DDR3-SDRAMキャリブレーションタイミング設定（ZQCS-REF期間設定） 

本ビットで、キャリブレーション実行時の ZQCSコマンドから次のオート

リフレッシュによる REFコマンドまでの最小間隔を設定します。 

H'000：初期値（下記（128～4095サイクル）に設定してください） 

H'080：128サイクル 

： 

H'FFF：4095サイクル 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. 設定値は次の条件を満たす必要があります。 

TCALRZ≧max（128, TRFC＋7×TFAW÷4＋tACTANY＋32） 

TCALZR≧max（128, TZQCS＋7×TFAW÷4＋tACTANY＋32） 

REFINT≧（TCALRZ＋TCALZR＋REFTHF×2）<< REFINTS 

（tACTANY＝max（TRCD, TRAS, TRC-TRPA, TFAW）） 

 2. DBCALCNFレジスタの CALEN＝0の場合は本レジスタの値は意味を持ちません。 

 3. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 
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 4. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN＝0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN＝0） 

 

4.2.39 ODT動作設定レジスタ（DBRNK0） 

SDRAMへのMODT端子出力の設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － RODT
OUT0

－ － － － － － － － － － － － － － － WODT
OUT0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～17 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

16 RODTOUT0 0 R/W リード時MODT端子出力許可 

本ビットで、リード時のMODT端子出力を禁止または許可します。許可す

る場合、DBPDCNT0レジスタの db_odt_disビットも 0（許可）に設定する

必要があります。 

リードデータの電圧振幅確保のため、リード時はMODT端子出力を禁止す

る（RODTOUT0＝0）設定を推奨します。 

0：リード時のMODT端子出力を禁止する 

1：リード時のMODT端子出力を許可する 

（DBPDCNT0レジスタの db_odt_disの設定も許可としてください） 

15～1 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 WODTOUT0 0 R/W ライト時MODT端子出力許可 

本ビットで、ライト時のMODT端子出力を禁止または許可します。許可す

る場合、DBPDCNT0レジスタの db_odt_disビットも 0（許可）に設定する

必要があります。 

DDRメモリ側での反射の影響を防ぐため、ライト時はMODT端子出力を許

可する（WODTOUT0＝1）設定を推奨します。 

0：ライト時のMODT端子出力を禁止する 

1：ライト時のMODT端子出力を許可する 

（DBPDCNT0レジスタの db_odt_disの設定も許可としてください） 

【注】 1. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN＝0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN＝0） 
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4.2.40 パワーダウン設定レジスタ（DBPDNCNF） 

自動パワーダウン機能の制御を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R/W R R R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

PDWAIT － － － PDDLL － － PDMODE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～8 PDWAIT H'00 R/W パワーダウンウェイトビット 

メモリアクセスが無くなってからパワーダウンモードに遷移するまでのサ

イクル数を設定します。 

H'00：初期値（下記（2～255サイクル）に設定してください） 

H'02：2サイクル 

 ： 

H'FF：255サイクル 

上記以外：設定禁止 

7～5 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 PDDLL 0 R/W パワーダウン時 DLL制御ビット 

パワーダウンモード遷移時の SDRAMの DLLの on/offを設定します。 

0：プリチャージドパワーダウン時 DLL off 

アクティブパワーダウン時 DLL on 

1：DDR2：パワーダウン時 DLL off 

DDR3：パワーダウン時 DLL on 

3、2 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 PDMODE 00 R/W パワーダウンモードビット 

本ビットが 01のとき、一定期間メモリアクセスがない場合 CKE端子をロ

ーレベルにして SDRAMをパワーダウンモードにします。 

00：自動パワーダウンモード OFF 

01：自動パワーダウンモード ON 

上記以外：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. パワーダウンモードからの復帰にはmax（3, TCKEH）－3サイクルのペナルティが発生します。 
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 3. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN＝0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN＝0） 

 

4.2.41 DDR-PHY部制御レジスタ 0（DBPDCNT0） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R R R R R R R R

－ － － － － － － － － －
db_odt
_mode

db_odt
_dis db_odten_sel db_odt_tsel

db_offset － －－ － － － － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～22 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21 db_odt_ 

mode 

0 R/W MODT端子のタイミング制御 

DDR2-SDRAM：0を設定してください。 

DDR3-SDRAM： 

0：MODT端子出力遅延オフセットを 0サイクルとします。 

1：MODT端子出力遅延オフセットを 1サイクルとします。 

20 db_odt_dis 0 R/W DDR-PHY側 ODT機能、およびMODT端子の disable制御 

DDR-PHY側のリード時の ODT機能、およびMODT端子機能の許可／禁止

の設定 

0：ODT機能の使用を許可します。 

1：ODT機能を使用しません。 

19、18 db_odten_ 

sel 

00 R/W リード時のMODT端子アサート間隔指定 

00：初期値 

上記以外：設定禁止 

17、16 db_odt_tsel 00 R/W DDR-PHY側 ODTの抵抗値制御 

DDR-PHY側 ODTの終端抵抗値を選択します。 

00：150Ω（DDR2）、120Ω（DDR3） 

01：75Ω（DDR2）、60Ω（DDR3） 

上記以外：設定禁止 

15～10 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 db_offset 00 R/W 00：初期値（下記に設定してください） 

10：DDR2/DDR3共通設定 

上記以外：設定禁止 



 

4. メモリコントローラ（DBSC3） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  4-57 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

4.2.42 DDR-PHY部制御レジスタ 1（DBPDCNT1） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － －
db_ewc_close

_offset0
db_ewc_
strength0 db_ewc_open_offset0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6、5 db_ewc_ 

close_offset0

00 R/W EnableWindowネゲート制御 0 

下記以外は設定禁止です。 

00：DDR2/DDR3共通設定 

4 db_ewc_ 

strength0 

0 R/W EnableWindow制御信号ストレングス指定 0 

0：MDQS1、MDQS0タイミング測定端子ストレングス 40Ω 

DDR3使用時は、db_ewc_strength0は 0に設定してください。 

1：MDQS1、MDQS0タイミング測定端子ストレングス 30Ω 

DDR2使用時は、db_ewc_strength0は 1に設定してください。 

3～0 db_ewc_open

_offset0 

0000 R/W EnableWindowアサート制御 0 

0000：初期値（下記に設定してください） 

0100：DDR2/DDR3共通設定 

上記以外：設定禁止 
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4.2.43 DDR-PHY部制御レジスタ 2（DBPDCNT2） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 これらのビットの設定を行う場合、32ビットのリードを行って初期値を調べた後、ライト可能なビット以外は初期値を

設定してください。 
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4.2.44 DDR-PHY部制御レジスタ 3（DBPDCNT3） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R R R R R R R R R R R R

db_
stby_n

db_
comhiz － －

db_io
backup

db_dll
enable2

db_dll
enable1

db_dll
reset_n － － － －

db_add_
strength

db_dqdm_
strength

db_dqs_
strength

db_ck_
strength

－
db_io

enable2
db_io

enable1
db_calib

_start － － － － － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 db_stby_n 0 R/W PLLスタンバイ 

MCK端子、内部 PLLの動作状態を指定します。セルフリフレッシュ状態時

に併用すると消費電力が抑えられます。 

0：MCK端子をスタンバイ状態、内部 PLLを停止 

1：MCK端子、内部 PLLは動作状態。 

0から 1にする場合、PLL発振安定時間（200μ秒以上）の確保が必要です。 

30 db_comhiz 0 R/W HiZ指定 

本信号を Highレベルに設定することにより、MCK0/MCK0#、MCKE、

MRESET#端子を除いた外部 IO端子が HiZ状態となります。セルフリフレ

ッシュ状態時に併用すると消費電力が抑えられます。 

0：外部 IO端子は動作状態 

1：MCK0/MCK0#、MCKE、MRESET#端子を除いた外部 IO端子が HiZ

状態 

29、28 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

27 db_iobackup 0 R/W 電源バックアップ時に使用します。 

「4.3.7 SDRAM電源バックアップ機能」を参照ください。 

26 db_dllenable2 0 R/W DLLの ENABLE2信号 

「4.3 DBSC3動作説明」を参照ください。 

25 db_dllenable1 0 R/W DLLの ENABLE1信号 

「4.3 DBSC3動作説明」を参照ください。 

24 db_dllreset_n 0 R/W DLLの RESET信号 

「4.3 DBSC3動作説明」を参照ください。 

23～20 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

19 db_add_ 

strength 

0 R/W アドレス系端子ストレングス指定 

0：40Ω（DDR3使用時は 40Ωで設定してください） 

1：30Ω（DDR2使用時は 30Ωで設定してください） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

18 db_dqdm_ 

strength 

0 R/W データ系（DQ、DM）端子ストレングス指定 

0：40Ω（DDR3使用時は 40Ωで設定してください） 

1：30Ω（DDR2使用時は 30Ωで設定してください） 

17 db_dqs_ 

strength 

0 R/W データ系（DQS）端子ストレングス指定 

0：40Ω（DDR3使用時は 40Ωで設定してください） 

1：30Ω（DDR2使用時は 30Ωで設定してください） 

16 db_ck_ 

strength 

0 R/W データ系（CK）端子ストレングス指定 

0：40Ω（DDR3使用時は 40Ωで設定してください） 

1：30Ω（DDR2使用時は 30Ωで設定してください） 

15 ⎯ 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 db_ioenable2 0 R/W IOの ENABLE2信号 

「4.3 DBSC3動作説明」を参照ください。 

13 db_ioenable1 0 R/W IOの ENABLE1信号 

「4.3 DBSC3動作説明」を参照ください。 

12 db_calib_ 

start 

0 R/W IOキャリブレーション設定信号 

DBSC3側のキャリブレーションの実施を設定します。 

0：DBSC3側のキャリブレーションを禁止 

1：DBSC3側のキャリブレーションを常時実施 

設定手順については、「4.3 DBSC3動作説明」を参照ください。 

11～0 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 DBSC3側のキャリブレーションは、MCK0/MCK0#端子については常時実施され、その他の端子については REFコマン

ド発行時に実施されます。 
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4.2.45 DDR-PHY部ロックレジスタ（DBPDLCK） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

PLOCK

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 ⎯ すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～0 PLOCK H'0000 R/W MZQ端子の Open/Shortテスト時のみ、H'A55Aをライト。通常動作時は

H'0000に固定し、アクセスしないでください。 

詳細は「4.3.10 MZQ端子の Open/Shortテスト」の説明を参照してくださ

い。 

 

4.2.46 DDR-PHY部レジスタアドレスレジスタ（DBPDRGA） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － PRA

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 ⎯ すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～0 PRA H'00 R/W MZQ端子の Open/Shortテスト時のみ、H'00または H'14をライト。通常動

作時は H'00に固定し、アクセスしないでください。 

詳細は「4.3.10 MZQ端子の Open/Shortテスト」の説明を参照してくださ

い。 
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4.2.47 DDR-PHY部レジスタアクセスレジスタ（DBPDRGD） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

－ － － － － － － － － － － － － － － －
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PRD

PRD

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 PRD 不定 R/W MZQ端子の Open/Shortテスト時のみ H'A5000000をライト、あるいはレ

ジスタ値をリード。通常動作時は H'00000000に固定し、アクセスしないで

ください。 

詳細は「4.3.10 MZQ端子の Open/Shortテスト」の説明を参照してくださ

い。 

 

4.2.48 バス制御部 0設定レジスタ 0（DBBS0CNT0） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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4.2.49 バス制御部 0設定レジスタ 1（DBBS0CNT1） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － BKADB BKADP BKADM

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13～8 BKADB 000000 R/W 上位のバンクアドレスのアドレス位置ビット 

上位のバンクアドレスのアドレス位置を指定します。BKADMにバンクアド

レスを非連続アドレスとして扱うよう設定した場合に有効となります。上

位のバンクアドレスとして BA1のアドレス位置を設定します。 

なお、8バンク品の場合は、BA2は BA1の上位アドレスとして扱われます。 

 000000：BKADMが 00の場合に設定 

 001101：アドレス 13を BA1に設定（アドレス 14を BA2に設定） 

 001110：アドレス 14を BA1に設定（アドレス 15を BA2に設定） 

 001111：アドレス 15を BA1に設定（アドレス 16を BA2に設定） 

 010000：アドレス 16を BA1に設定（アドレス 17を BA2に設定） 

 それ以外：設定禁止 

7～2 BKADP 000000 R/W バンクアドレスのアドレス位置ビット 

バンクアドレスのアドレス位置を指定します。バンクアドレスのアドレス

位置は、使用するメモリ構成に合わせてカラムアドレスの上位をバンクア

ドレスとして扱う場合と、アドレス位置を指定する場合の設定が可能です。 

 000000：カラムアドレス（CAS）の上位 

 001010：1Kバイト（アドレス 10を BA0に設定） 

 001011：2Kバイト（アドレス 11を BA0に設定） 

 001100：4Kバイト（アドレス 12を BA0に設定） 

 それ以外：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 BKADM 00 R/W バンクアドレスの使用方法ビット 

バンクアドレスの使用方法を設定します。バンクアドレスを連続したアド

レスとして扱う方法と、連続していないアドレスとして扱う方法のいずれ

かを設定します。 

バンクアドレスを連続したアドレスとして扱う場合には、バンクアドレス

のアドレス位置を BKADPに設定します。 

バンクアドレスを連続していないアドレスとして扱う場合には、BA0と

BA1を別のアドレスとして扱うことができます。BA0を BKADPに設定し、

BA1を BKADBに設定します。8バンク品の場合、BA2は BA1と連続した

アドレスとして BA1の上位アドレスとして扱います。 

 00：連続アドレス（BA0、BA1、BA2を BKADPで指定） 

 01：非連続アドレス（下位 1ビット） 

（BA0を BKADPで指定、BA1、2を BKADBで指定） 

 10：設定禁止 

 11：設定禁止 

【注】 1. 本レジスタの設定可能な組み合わせについては、「4.6 バンクアドレスのアドレス位置指定」を参照してくださ

い。 

 2. 本レジスタは、起動シーケンスの中でのみ書き込みを行ってください。 

 3. 本レジスタは、SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACEN＝0）の場合のみ書き込みを行ってくださ

い。 
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4.3 DBSC3動作説明 

4.3.1 初期化シーケンス 

パワーオンリセット後、SDRAMへのアクセスを許可する前に、SDRAMを初期化する為に初期化シーケンスを

実施する必要があります。初期化シーケンスは以下の手順に従って実行してください。ステップ間の待ち時間は

例ですので、各メモリベンダのデータシートに記載された値に従ってください。MBKPRST#端子にはハイレベル

が入力されていることを前提としています。 

なお、サイクル数は SDRAMの動作クロックでのクロック数で示します。 

 

（1） DDR2-SDRAM 

1. DDR-PHY部制御レジスタ0、1、3（DBPDCNT0、1、3）の初期化設定を行います。なお、以下の①～③の設

定順序に規定はありません。 

① DDR-PHY部制御レジスタ0（DBPDCNT0）のdb_offset、db_odt_tsel、db_odten_sel、db_odt_dis、db_odt_mode

を設定します。 

② DDR-PHY部制御レジスタ1（DBPDCNT1）のdb_ewc_open_offset0、db_ewc_strength0、db_ewc_close_offset0

を設定します。 

③ DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_calib_start、db_ioenable1、db_ioenable2、db_dllreset_n、

db_dllenable1、db_dllenable2、db_iobackup、db_comhizを0に設定し、db_ck_strength、db_dqs_strength、

db_dqdm_strength、db_add_strength、db_stby_nを1に設定します。 

2. 1.③にてdb_stby_nを0から1に設定した場合には、安定したMCKクロックが出力されるまでの時間200μs以上

だけ待つ必要があります。経過待ち時間は、手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）のWait操作コードと、

操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）での応答待ちで確保してください。以下で述べる経過待ちも同様です。 

3. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_calib_startを1に設定します。 

4. 3.の設定から32サイクル以上経過後に、DBPDCNT3のdb_dllenable1を1に設定します。 

5. 4.の設定から100μs以上経過後、DBPDCNT3のdb_dllenable2を1に設定します。 

6. 5.の設定から16サイクル以上経過後に、DBPDCNT3のdb_dllreset_nを1に設定します。 

7. 3.[6.の必要はありません]の設定から200μs以上経過後、DBPDCNT3のdb_ioenable1を1に設定します。 

8. 7.の設定から1サイクル以上経過後、DBPDCNT3のdb_ioenable2を1に設定します。 

9. 6.の設定から10,000サイクル以上経過するまで待ちます。 

10. SDRAM種類設定レジスタ（DBKIND）によりメモリの種類を設定します。 

11. SDRAM構成設定レジスタ（DBCONF）、SDRAMタイミングレジスタ0～19（DBTR0～DBTR19）、SDRAM

動作設定レジスタ（DBBL）、ODT動作設定レジスタ（DBRNK0）の設定を行います。 

12. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSDRAMのCKE端子をハイレベルにします。レジスタに書き込

む値は、opc = PDXt, arg = 400ns相当のサイクル数とします。 
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13. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりPREA（プリチャージオール）コマンドを発行します。レジス

タに書き込む値は、opc = PreA, arg = 0とします。 

14. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりEMRS（MR2）コマンドを発行します。 

15. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりEMRS（MR3）コマンドを発行します。 

16. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりEMRS（MR1）コマンドを発行します。Additive Latencyは0、

DLL EnableはEnableに設定します。 

17. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりMRS（MR0）コマンドを発行します。 

このとき、動作モードはNormal、DLLリセットはリセット、バースト長はSDRAM動作設定レジスタ（DBBL）

で設定した長さ、バーストタイプはシーケンシャルに設定します。 

また、CAS Latencyの設定はSDRAMタイミングレジスタ0（DBTR0）のCLビットの設定と合わせてください。

WRの設定はSDRAMタイミングレジスタ10（DBTR10）のTWRビットの設定と合わせてください。 

PDの設定はパワーダウン設定レジスタ（DBPDNCNF）のPDDLLビットの設定と合わせてください。 

18. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりPREA（プリチャージオール）コマンドを発行します。レジス

タに書き込む値は、opc = PreA, arg = 0とします。 

19. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりREF（リフレッシュ）コマンドを発行します。レジスタに書き

込む値は、opc = Ref, arg = 0とします。 

20. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりREF（リフレッシュ）コマンドを発行します。レジスタに書き

込む値は、opc = Ref, arg = 0とします。 

21. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりMRS（MR0）コマンドを発行します。この時、DLLリセット

無しで設定してください。 

22. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用して待ち時間を挿入します。レジスタに書き込む値は、opc = 

Wait, arg = 200サイクルとします。 

23. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりEMRS（MR1）コマンドを発行します。この時、OCD calibration 

ProgramはOCD Calibration defaultに、その他は16.と同じ値に設定してください。 

24. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりEMRS（MR1）コマンドを発行します。この時、OCD calibration 

ProgramはOCD Calibration mode exitに、その他は16.と同じ値に設定してください。 

25. 必要に応じて、DBSC3動作調整レジスタ0～2（DBADJ0～DBADJ2）、バス制御部0設定レジスタ0～1

（DBBS0CNT0～DBBS0CNT1）、パワーダウン設定レジスタ（DBPDNCNF）の設定を行います。 

26. リフレッシュ設定レジスタ0～2（DBRFCNF0～DBRFCNF2）の設定を行います。 

27. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを1に設定します。 

28. SDRAMアクセス許可レジスタ（DBACEN）のACENビットを1（アクセス許可）に設定します。 

29. 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）をリードし、応答が返るまで待ちます。 

 



 

4. メモリコントローラ（DBSC3） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  4-67 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

（2） DDR3-SDRAM 

1. パワーオンリセット解除前からSDBUP端子にローレベル信号を与えます。 

2. DDR-PHY部制御レジスタ0、1、3（DBPDCNT0、1、3）の初期化設定を行います。なお、以下の①～③の設

定順序に規定はありません。 

① DDR-PHY部制御レジスタ0（DBPDCNT0）のdb_offset、db_odt_tsel、db_odten_sel、db_odt_dis、db_odt_mode

を設定します。 

② DDR-PHY部制御レジスタ1（DBPDCNT1）のdb_ewc_open_offset0、db_ewc_strength0、db_ewc_close_offset0

を設定します。 

③ DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_calib_start、db_ioenable1、db_ioenable2、db_ck_strength、

db_dqs_strength、db_dqdm_strength、db_add_strength、db_dllreset_n、db_dllenable1、db_dllenable2、

db_iobackup、db_comhizを0に設定します。db_stby_nは1に設定します。 

3. 2.③にてdb_stby_nを0から1に設定した場合には、安定したMCKクロックが出力されるまでの時間200μs以上

だけ待つ必要があります。経過待ち時間は、手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）のWait操作コードと、

操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）での応答待ちで確保してください。以下で述べる経過待ちも同様です。 

4. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_calib_startを1に設定します。 

5. 4.の設定から32サイクル以上経過後に、DBPDCNT3のdb_dllenable1を1に設定します。 

6. 5.の設定から100μs以上経過後、DBPDCNT3のdb_dllenable2を1に設定します。 

7. SDBUP端子にハイレベル信号を与えます。SDBUP端子には、電源投入後のパワーオンリセット解除から

DBPDCNT3のdb_dllenable2を1に設定するまではローレベルを与えます。本シーケンス以降はハイレベルを与

えてください。 

8. 6.の設定から16サイクル以上経過後に、DBPDCNT3のdb_dllreset_nを1に設定します。 

9. 4.[8.の必要はありません]の設定から200μs以上経過後、DBPDCNT3のdb_ioenable1を1に設定します。 

10. 9.の設定から1サイクル以上経過後、DBPDCNT3のdb_ioenable2を1に設定します。 

11. 8.の設定から10,000サイクル以上経過するまで待ちます。 

12. SDRAM種類設定レジスタ（DBKIND）によりメモリの種類を設定します。 

13. SDRAM構成設定レジスタ（DBCONF）、SDRAMタイミングレジスタ0～19（DBTR0～DBTR19）、SDRAM

動作設定レジスタ（DBBL）、ODT動作設定レジスタ（DBRNK0）の設定を行います。 

14. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用して待ち時間を挿入します。レジスタに書き込む値は、opc = 

Wait, arg = 100μs相当のサイクル数とします。 

15. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSDRAMのMRESET#端子をハイレベルにします。レジスタに

書き込む値は、opc = RstH, arg = 100μs相当のサイクル数とします。 

16. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用して待ち時間を挿入します。DBCMDレジスタにopc = Wait, arg 

= 100μs相当のサイクル数を4回書き込んでください。 

17. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSDRAMのMCKE端子をハイレベルにします。レジスタに書き

込む値は、opc = PDXt, arg = tXPR（通常、tRFC + 10ns相当のサイクル数）とします。 
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18. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりMRS（MR2）コマンドを発行します。CWLの設定は、SDRAM

タイミングレジスタ1（DBTR1）のCWLビットの設定と合わせてください。 

19. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりMRS（MR3）コマンドを発行します。MPRはNormal operation

に設定します。 

20. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりMRS（MR1）コマンドを発行します。Additive Latencyは0、

DLL EnableはEnableに設定します。 

21. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりMRS（MR0）コマンドを発行します。このとき、動作モード

はNormal、DLLリセットはリセット、バーストタイプはシーケンシャルに設定します。また、CAS Latency

の設定はSDRAMタイミングレジスタ0（DBTR0）のCLビットの設定と合わせてください。WRの設定は

SDRAMタイミングレジスタ10（DBTR10）のTWRビットの設定と合わせてください。PDの設定はパワーダ

ウン設定レジスタ（DBPDNCNF）のPDDLLビットの設定と合わせてください。 

22. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりZQ Calibration Longコマンドを発行します。レジスタに書き込

む値は、opc = ZQCL, arg = max{tZQinit, tDLLK－tMOD}（通常、512サイクル）とします。 

23. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりREF（リフレッシュ）コマンドを発行します。レジスタに書き

込む値は、opc = Ref, arg = 0とします。 

24. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりREF（リフレッシュ）コマンドを発行します。レジスタに書き

込む値は、opc = Ref, arg = 0とします。 

25. 必要に応じて、DBSC3動作調整レジスタ0～2（DBADJ0～DBADJ2）、バス制御部0設定レジスタ0～1

（DBBS0CNT0～DBBS0CNT1）、パワーダウン設定レジスタ（DBPDNCNF）の設定を行います。 

26. リフレッシュ設定レジスタ0～2（DBRFCNF0～DBRFCNF2）の設定を行います。 

27. DDR3-SDRAMキャリブレーション設定レジスタ（DBCALCNF）の設定を行います。 

28. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを1に設定します。 

29. SDRAMアクセス許可レジスタ（DBACEN）のACENビットを1（アクセス許可）に設定します。 

30. 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）をリードし、応答が返るまで待ちます。 
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4.3.2 セルフリフレッシュ 

SDRAMにアクセスする必要が無い場合、セルフリフレッシュモードに移行することで、SDRAM中のデータ内

容を保持したまま消費電力を抑えることが可能です。 

ここに示すシーケンスは例ですので、各メモリベンダのデータシートに従って設定してください。 

（1） DDR2-SDRAM 

DDR2-SDRAMセルフリフレッシュへの移行時は、以下の手順に従ってください。なお、6.～8.は、同時に設定

可能です。 

1. SDRAMへのデータアクセスはすべて停止してください。割り込み処理によりCPUからSDRAMへのデータア

クセスを発生させないようにするためCPUを割り込み禁止に設定してください。 

2. SDRAM動作許可レジスタ（DBACEN）のACENビットを0（アクセス不許可）に設定します。 

3. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりPREA（プリチャージオール）コマンドを発行します。レジス

タに書き込む値は、opc = PreA, arg = 0とします。 

4. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Entryコマンドを発行します。レジスタに書き込む

値は、opc = SREn, arg = 0とします。 

5. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを0に設定します。 

6. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_dllreset_n, db_dllenable1, db_dllenable2を0に設定することで、

DLLの消費電力を抑えることが可能です。 

7. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_stby_nを0に設定することで、PLLの消費電力を抑え、

MCK0/MCK0#をローレベルにすることが可能です。 

8. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_comhizを1に設定することで、MCK0/MCK0#, MCKEを除く

端子をHiZ状態とし、消費電力を抑えることが可能です。 

9. CPUを割り込み許可に設定します。 

 

DDR2-SDRAMセルフリフレッシュの解除時には、以下の手順に従ってください。 

1. CPUを割り込み禁止に設定します。 

2. PLLの消費電力を抑えるために、DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_stby_nを0に設定した場合

には、db_stby_nを1に設定し、200μs以上待ちます。経過待ち時間は、手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）

のWait操作コードと、操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）での応答待ちで確保してください。以下で述べる

経過待ちも同様です。 

3. DLLの消費電力を抑えるために、DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_dllreset_n, db_dllenable1, 

db_dllenable2を0に設定した場合には、以下の①～④を実施します。 

①db_dllenable1を１に設定します。 

②100μs以上経過後、db_dllenable2を1に設定します。 

③16サイクル以上経過後に、db_dllreset_nを１に設定します。 

④10,000サイクル以上経過するまで待ちます。 
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4. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_comhizを１に設定した場合には、db_comhizを0に設定し、５

サイクル以上待ちます。 

5. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Exitコマンドを発行します。レジスタに書き込む

値は、opc = SRXt, arg = 0とします。 

6. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを1に設定します。 

7. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用してSDRAMへのアクセスが可能になるまでの待ち時間を挿入

します。レジスタに書き込む値は、opc = Wait, arg = 200サイクルとします。 

8. 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）をリードし、応答が返るまで待ちます。 

9. SDRAMアクセス許可レジスタ（DBACEN）のACENビットを1（アクセス許可）に設定します。 

10. CPUを割り込み許可に設定します。 

 

（2） DDR3-SDRAM 

DDR3-SDRAMセルフリフレッシュへの移行時は、以下の手順に従ってください。なお、9.～11.は、同時に設定

可能です。 

1. SDRAMへのデータアクセスはすべて停止してください。割り込み処理によりCPUからSDRAMへのデータア

クセスを発生させないようにするためCPUを割り込み禁止に設定してください。 

2. MBKPRST#端子にハイレベル、SDBUP端子にハイレベル信号を与え続けます。セルフリフレッシュ中、およ

び解除時も同じ状態を保ってください。 

3. SDRAM動作許可レジスタ（DBACEN）のACENビットを0（アクセス不許可）に設定します。 

4. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりPREA（プリチャージオール）コマンドを発行します。レジス

タに書き込む値は、opc = PreA, arg = 0とします。 

5. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Entryコマンドを発行します。レジスタに書き込む

値は、opc = SREn, arg = 0とします。 

6. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを0に設定します。 

7. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用してクロックを停止するまでの待ち時間を挿入します。レジ

スタに書き込む値は、opc = Wait, arg = tCKSRE（通常、max｛5サイクル、10ns相当のサイクル数｝）としま

す。 

8. 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）をリードし、応答が返るまで待ちます。 

9. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_dllreset_n, db_dllenable1, db_dllenable2を0に設定することで、

DLLの消費電力を抑えることが可能です。 

10. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_stby_nを0に設定することで、PLLの消費電力を抑え、

MCK0/MCK0#をローレベルにすることが可能です。 

11. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_comhizを1に設定することで、MCK0/MCK0#、MCKE,MRESET#

を除く端子をHiZ状態とし、消費電力を抑えることが可能です。 

12. CPUを割り込み許可に設定します。 
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DDR3-SDRAMセルフリフレッシュの解除時には、以下の手順に従ってください。 

1. CPUを割り込み禁止に設定します。 

2. PLLの消費電力を抑えるために、DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_stby_nを0に設定した場合

には、db_stby_nを1に設定し、200μs以上待ちます。経過待ち時間は、手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）

のWait操作コードと、操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）での応答待ちで確保してください。以下で述べる

経過待ちも同様です。 

3. DLLの消費電力を抑えるために、DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_dllreset_n, db_dllenable1, 

db_dllenable2を0に設定した場合には、以下の①～④を実施します。 

①db_dllenable1を１に設定します。 

②100μs以上経過後、db_dllenable2を1に設定します。 

③16サイクル以上経過後に、db_dllreset_nを１に設定します。 

④10,000サイクル以上経過するまで待ちます。 

4. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_comhizを１に設定した場合には、db_comhizを0に設定し、５

サイクル以上待ちます。 

5. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用して、セルフリフレッシュ解除までの待ち時間を挿入します。

レジスタに書き込む値は、opc= Wait, arg = tCKSRX（通常、max｛5サイクル、10ns相当のサイクル数｝）と

します。 

6. 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）をリードし、応答が返るまで待ちます。 

7. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Exitコマンドを発行します。レジスタに書き込む

値は、opc = SRXt, arg = 0とします。 

8. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを1に設定します。 

9. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用してSDRAMへのアクセスが可能になるまでの待ち時間を挿入

します。レジスタに書き込む値は、opc = Wait, arg = tXSDLL（通常、512サイクル）とします。 

10. 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）をリードし、応答が返るまで待ちます。 

11. SDRAMアクセス許可レジスタ（DBACEN）のACENビットを1（アクセス許可）に設定します。 

12. CPUを割り込み許可に設定します。 

 

4.3.3 動作中のリフレッシュの設定変更 

DBSC3では、動作中にリフレッシュの設定（リフレッシュ頻度等）を変更することが可能です。 

（1）必要に応じてリフレッシュ設定レジスタ 0～2（DBRFCNF0～DBRFCNF2）に書き込みを行い、設定を変

更します。 

（2）自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）の ARFENビットに 1を書き込みます。 

手順（2）の書き込みの後、手順（1）で書き込んだ新しい設定がリフレッシュ動作に反映されます。 
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4.3.4 オートパワーダウン 

DBSC3では、SDRAMアクセスが行われない期間に、CKE端子をローレベルにして、SDRAMの消費電力を低

減することが可能です。 

パワーダウン設定レジスタ（DBPDNCNF）で、メモリアクセスが無くなってからパワーダウンモードに遷移す

るまでのサイクル数を設定し、PDMODEビットを 01に設定することで、オートパワーダウンが行われます。 

ただし、メモリアクセスが発生した場合には、CKE端子をハイレベルにした後に、アクセスコマンドが発行さ

れますので、オートパワーダウンモードで無い場合に比べて、ペナルティサイクルが発生します。 

 

4.3.5 パワーダウン 

SDRAMにアクセスする必要が無い場合、パワーダウンモードに移行する事で、SDRAMの内部クロックを非活

性にして、デバイスの消費電力を低く抑えることが可能です。なお、パワーダウンモードにおいても、クロック

および電源は供給されている必要があります。 

パワーダウンモードへの移行時は、以下の手順に従ってください。 

（1）SDRAM動作許可レジスタ（DBACEN）の ACENビットを 0（アクセス不許可）に設定します。 

（2）手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）により Power Down Entryコマンドを発行します。レジスタに書き

込む値は、opc = PDEn, arg = 0とします。 

 

パワーダウンモードの解除時には、以下の手順に従ってください。 

（1）手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）により Power Down Exitコマンドを発行します。レジスタに書き

込む値は、opc = PDXt, arg = 0とします。 

（2）SDRAMアクセス許可レジスタ（DBACEN）の ACENビットを 1（アクセス許可）に設定します。 

 

パワーダウンモードにおいて SDRAMのデータを保持し続けるためには、通常動作時と同様に定期的なリフレ

ッシュコマンドの発行が必要です。DBSC3では、自動リフレッシュ機能を稼動させた状態（DBRFENレジスタの

ARFENビット=1）のままパワーダウンモードに入ることにより、パワーダウンモードの間も定期的なリフレッシ

ュを行い、SDRAMのデータを保持することができます。 

パワーダウンモードの間はアクセス不許可状態となっているため、DBSC3に SDRAMへのデータアクセス要求

を投入すると、エラーとなります。 
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4.3.6 ソフトウェアスタンバイ状態での SDRAMメモリの保持 

ソフトウェアスタンバイ状態では、チップ内部のクロックが停止するためチップ全体がスタンバイ状態となり

ますが、以下の処理を行うことで、SDRAMメモリの内容を保持することができます。ソフトウェアスタンバイ機

能、ソフトウェアスタンバイへの遷移、ソフトウェアスタンバイからの復帰については、「第 9章 動作モード、

低消費電力モード」の「9.2 低消費電力モード概要」を参照してください。 

SDRAMのデータを保持するために、ソフトウェアスタンバイ遷移前に実施する手順、および復帰時の手順に

ついて以下に説明します。 

（1） DDR2-SDRAM 

DDR2-SDRAMソフトウェアスタンバイモードへの遷移は、以下の手順に従ってください。 

1. SDRAMへのデータアクセスはすべて停止してください。割り込み処理によりCPUからSDRAMへのデータア

クセスを発生させないようにするためCPUを割り込み禁止に設定してください。 

2. SDRAM動作許可レジスタ（DBACEN）のACENビットを0（アクセス不許可）に設定します。 

3. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりPREA（プリチャージオール）コマンドを発行します。レジス

タに書き込む値は、opc = PreA, arg = 0とします。 

4. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Entryコマンドを発行します。レジスタに書き込む

値は、opc = SREn, arg = 0とします。 

5. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを0に設定します。 

6. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_dllreset_n, db_dllenable1, db_dllenable2, db_stby_nを0に設定、

db_comhizを1に設定します。 

7. ソフトウェアスタンバイモードに遷移します。「第9章 動作モード、低消費電力モード」の「9.2 低消費

電力モード概要」を参照してください。 

 

DDR2-SDRAMソフトウェアスタンバイモードからの復帰は、以下の手順に従ってください。 

1. ソフトウェアスタンバイモードからの復帰処理を行います。「第9章 動作モード、低消費電力モード」の

「9.2 低消費電力モード概要」を参照してください。 

2. CPUを割り込み禁止に設定します。 

3. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_stby_nを1に設定し、200μs以上待ちます。経過待ち時間は、

手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）のWait操作コードと、操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）での応答

待ちで確保してください。以下で述べる経過待ちも同様です。 

4. 以下の①～④を実施します。 

①DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_dllenable1を１に設定します。 

②100μs以上経過後、DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_dllenable2を1に設定します。 

③16サイクル以上経過後に、DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_dllreset_nを１に設定します。 

④10,000サイクル以上経過するまで待ちます。 
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5. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_comhizを0に設定し、５サイクル以上待ちます。 

6. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Exitコマンドを発行します。レジスタに書き込む

値は、opc = SRXt, arg = 0とします。 

7. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを1に設定します。 

8. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用してSDRAMへのアクセスが可能になるまでの待ち時間を挿入

します。レジスタに書き込む値は、opc = Wait, arg = 200サイクルとします。 

9. 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）をリードし、応答が返るまで待ちます。 

10. SDRAMアクセス許可レジスタ（DBACEN）のACENビットを1（アクセス許可）に設定します。 

11. CPUを割り込み許可に設定します。 

 

（2） DDR3-SDRAM 

DDR3-SDRAMソフトウェアスタンバイモードへの遷移は、以下の手順に従ってください。 

1. MBKPRST#端子にハイレベル、SDBUP端子にハイレベル信号を与え続けます。ソフトウェアスタンバイ中、

および解除時も同じ状態を保ってください。 

2. SDRAMへのデータアクセスはすべて停止してください。割り込み処理によりCPUからSDRAMへのデータア

クセスを発生させないようにするためCPUを割り込み禁止に設定してください。 

3. SDRAM動作許可レジスタ（DBACEN）のACENビットを0（アクセス不許可）に設定します。 

4. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりPREA（プリチャージオール）コマンドを発行します。レジス

タに書き込む値は、opc = PreA, arg = 0とします。 

5. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Entryコマンドを発行します。レジスタに書き込む

値は、opc = SREn, arg = 0とします。 

6. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを0に設定します。 

7. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用してクロックを停止するまでの待ち時間を挿入します。レジ

スタに書き込む値は、opc = Wait, arg = tCKSRE（通常、max｛5サイクル、10ns相当のサイクル数｝）としま

す。 

8. 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）をリードし、応答が返るまで待ちます。 

9. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_dllreset_n, db_dllenable1, db_dllenable2, db_stby_nを0に設定、

db_comhizを1に設定します。 

10. ソフトウェアスタンバイモードに遷移します。「第9章 動作モード、低消費電力モード」の「9.2 低消費

電力モード概要」を参照してください。 

 

DDR3-SDRAMソフトウェアスタンバイモードからの復帰は、以下の手順に従ってください。 

1. ソフトウェアスタンバイモードからの復帰処理を行います。「第9章 動作モード、低消費電力モード」の

「9.2 低消費電力モード概要」を参照してください。 

2. CPUを割り込み禁止に設定します。 
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3. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_stby_nを1に設定し、200μs以上待ちます。経過待ち時間は、

手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）のWait操作コードと、操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）での応答

待ちで確保してください。以下で述べる経過待ちも同様です。 

4. 以下の①～④を実施します。 

①DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_dllenable1を１に設定します。 

②100μs以上経過後、DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_dllenable2を1に設定します。 

③16サイクル以上経過後に、DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_dllreset_nを１に設定します。 

④10,000サイクル以上経過するまで待ちます。 

5. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_comhizを0に設定し、５サイクル以上待ちます。 

6. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用して、セルフリフレッシュ解除までの待ち時間を挿入します。

レジスタに書き込む値は、opc= Wait, arg = tCKSRX（通常、max｛5サイクル、10ns相当のサイクル数｝）と

します。 

7. 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）をリードし、応答が返るまで待ちます。 

8. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Exitコマンドを発行します。レジスタに書き込む

値は、opc = SRXt, arg = 0とします。 

9. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを1に設定します。 

10. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用してSDRAMへのアクセスが可能になるまでの待ち時間を挿入

します。レジスタに書き込む値は、opc = Wait, arg = tXSDLL（通常、512サイクル）とします。 

11. 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）をリードし、応答が返るまで待ちます。 

12. SDRAMアクセス許可レジスタ（DBACEN）のACENビットを1（アクセス許可）に設定します。 

13. CPUを割り込み許可に設定します。 

 



 

4. メモリコントローラ（DBSC3） 

4-76  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

4.3.7 SDRAM電源バックアップ機能 

SDRAM電源バックアップ機能とは、SDRAMのセルフリフレッシュ状態を利用して、SDRAMのデータを保持

しつつ、DBSC3を含む大部分（VDD_DDR電源以外）のチップの電源を OFFする機能です。本機能によりシステ

ムの消費電力削減が可能になるだけでなく、SDRAM内に有効データが保存されているので再度データを SDRAM

に転送する時間が削減できます（図 4.1参照）。なお、本機能を実現するためには、本チップとメモリの状態を

監視する外部素子（マイコンなど）などが別途必要です。 

チップ

MCKE

SDBUP SDBUP

SDSELF

SDSELFは不定になります

SDSELF

MBKPRST#

IOセル

内部CKE

DBSC3

外部素子

SDRAM

チップ

MCKE

MBKPRST#

IOセル

内部CKE

DBSC3

Low入力

Low出力

High入力 VDD_DDR
電源オン

VDD_DDR
電源オン

1.0V系
電源オン 1.0V系

電源オフ

通常動作時 SDRAM電源バックアップ時

外部素子

SDRAM

通常
動作中

セルフリフレッシュ状態
であれば内容保持

内容
保持

DDRPADのVDD_DDR電源を除き
ほとんどのモジュールの電源がオフされているため
チップの消費電力の低減が可能  

図 4.1 SDRAM電源バックアップ機能 

電源バックアップ機能実現のためには、VDD_DDR電源以外の電源 OFF時でもMCKEをローレベルに保持する

制御信号MBKPRST#が必要です。また SDBUP信号で DDR3-SDRAMのMRESET#信号のアサート抑止制御を行

います。MBKPRST#信号がローレベルにある時、チップ内部の電源が OFF状態でもMCKE端子はローを保持す

ることができ、SDBUP信号をハイレベルに保持することで、DDR3-SDRAMのMRESET#端子をハイレベルに保

持することができます。SDRAMをセルフリフレッシュ状態にした後、このMBKPRST#信号および SDBUP信号

を使いMCKE信号をローレベル、かつ DDR3-SDRAMの場合MRESET#端子をハイレベルに保てば、チップ内部

の電源が OFFになっても、SDRAMのセルフリフレッシュ状態を保持できます。 

電源バックアップ状態の解除は、パワーオンリセットにより行います。これにより、DBSC3のレジスタは初期

化が行われるため、セルフリフレッシュの制御論理も初期化されます。この状態でも、MBKPRST#信号をローレ

ベルに保持しておくことによりMCKEをローレベルに保持することができ、SDBUP信号をハイレベルに保持し

ておくことで、DDR3-SDRAMのMRESET#端子をハイレベルに保持できます。なお、パワーオンリセットにより

DBSC3は内部 CKE信号をローレベルに確定しますので、パワーオンリセット解除後はMBKPRST#をハイレベル

にします。（電源バックアップ状態ではない場合にはMBKPRST#は常にハイレベルで問題ありません。） 

この様に、電源バックアップ状態の解除をパワーオンリセットにより行う為、ソフトウェアは通常の SDRAM

の初期化シーケンスが必要なのか、それとも電源バックアップ状態の解除からなのかを判断する必要があります。
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この判断のために、DBSC3はセルフリフレッシュ状態となったことを外部に通知する SDSELF信号をハイレベル

にします。マイコンなどの外部素子で SDSELF信号状態をモニタし、電源バックアップ状態からの復帰時、DDR3

使用の場合にはハイレベルの SDBUP信号をチップに与え、DDR2使用の場合は汎用入力端子から状態信号をチッ

プに与えてください。パワーオンリセット後に、ソフトウェアは、外部素子から与えられた状態信号（DDR3な

ら SDBUP信号、DDR2なら汎用入力端子）をモニタし、電源バックアップ状態であったのか SDRAMの初期化が

必要なのかを判断してください。なお、SDSELF信号は電源バックアップ状態では、不定出力となりますのでご

注意ください。 

以下では、その手順を説明します。 
 

（1） DDR2-SDRAM 

DDR2-SDRAM電源バックアップモードへの遷移は、下記の手順に従ってください。 

1. ピンファンクションコントローラ（PFC）の設定により、SDSELF信号が選択されるようにします。 

2. SDRAMへのデータアクセスはすべて停止してください。割り込み処理によりCPUからSDRAMへのデータア

クセスを発生させないようにするためCPUを割り込み禁止に設定してください。 

3. SDRAM動作許可レジスタ（DBACEN）のACENビットを0（アクセス不許可）に設定します。 

4. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりPREA（プリチャージオール）コマンドを発行します。レジス

タに書き込む値は、opc = PreA, arg = 0とします。 

5. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Entryコマンドを発行します。レジスタに書き込む

値は、opc = SREn, arg = 0とします。 

6. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを0に設定します。 

7. 10サイクル以上経過後に、DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_iobackupを1に設定し、30クロッ

ク以上待ちます。経過待ち時間は、手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）のWait操作コードと、操作完了

待ちレジスタ（DBWAIT）での応答待ちで確保してください。 

8. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_dllreset_n, db_dllenable1, db_dllenable2, db_stby_nを0に設定、

db_comhizを1に設定します。 

9. DBSC3は、SDSELF端子をハイレベルにすることでSDRAMがセルフリフレッシュ状態になったことを伝えま

す。外部素子はその連絡を受け、MBKPRST#端子をハイレベルからローレベルにします。 

10. MBKPRST#信号をローレベルに設定後1μs以上経過した後に、VDD_DDR電源を除き不要な電源をOFFしま

す。 

 

DDR2-SDRAM電源バックアップモードからの復帰は、下記の手順に従ってください。 

1. MBKPRST#端子はローレベルのまま、チップの電源をON状態にします。 

2. パワーオンリセットをチップに与えます。 

3. パワーオンリセットの解除後、外部素子はMBKPRST#信号をローレベルからハイレベルにします。ハイレベ

ルにするタイミングは、本チップから出力するPRESETOUT#端子がハイレベルになったことを確認後として

ください。 
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4. 汎用入力端子機能にて、SDRAMのイニシャライズシーケンスなのか、電源バックアップモードからの復帰

なのかを判断します。SDRAMのイニシャライズシーケンスであった場合は「4.3.1 初期化シーケンス」に

記載された内容を実行してください。 

5. DDR-PHY部制御レジスタ0、1、3（DBPDCNT0、1、3）の初期化設定を行います。なお、以下の①～③の設

定順序に規定はありません。 

① DDR-PHY部制御レジスタ0（DBPDCNT0）のdb_offset、db_odt_tsel、db_odten_sel、db_odt_dis、db_odt_mode

を設定します。 

② DDR-PHY部制御レジスタ1（DBPDCNT1）のdb_ewc_open_offset0、db_ewc_strength0、db_ewc_close_offset0

を設定します。 

③ DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_calib_start、db_ioenable1、db_ioenable2、db_dllreset_n、

db_dllenable1、db_dllenable2、db_iobackup、db_comhizを0に設定し、db_ck_strength、db_dqs_strength、

db_dqdm_strength、db_add_strength、db_stby_nを1に設定します。 

6. 安定したMCKクロックが出力されるまでの時間200μs以上を待ちます。経過待ち時間は、手動コマンド発行

レジスタ（DBCMD）のWait操作コードと、操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）での応答待ちで確保してく

ださい。以下で述べる経過待ちも同様です。 

7. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_calib_startを1に設定します。 

8. 7.の設定から32サイクル以上経過後に、DBPDCNT3のdb_dllenable1を1に設定します。 

9. 8.の設定から100μs以上経過後、DBPDCNT3のdb_dllenable2を1に設定します。 

10. 9.の設定から16サイクル以上経過後に、DBPDCNT3のdb_dllreset_nを1に設定します。 

11. 7.の設定から200μs以上経過後、DBPDCNT3のdb_ioenable1を1に設定します。 

12. 11.の設定から1サイクル以上経過後、DBPDCNT3のdb_ioenable2を1に設定します。 

13. 9.の設定後、10,000サイクル経過するまで待ちます。 

14. 以下の①、②の手順により、リフレッシュコマンドを2回発行します。これはDDR-PHYのイニシャライズの

ために必ず必要です。 

① 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）に、opc = Ref、arg = 0を書き込みます。 

② 再度、手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）に、opc = Ref、arg = 0を書き込みます。 

15. SDRAM種類設定レジスタ（DBKIND）によりメモリの種類を設定します。 

16. SDRAM構成設定レジスタ（DBCONF）、SDRAMタイミングレジスタ0～19（DBTR0～DBTR19）、SDRAM

動作設定レジスタ（DBBL）、ODT動作設定レジスタ（DBRNK0）の設定を行います。 

17. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用して、DBSC3にセルフリフレッシュ中であることを認識させ

ます。レジスタに書き込む値は、opc = SREn, arg = 0とします。 

18. 必要に応じて、DBSC3動作調整レジスタ0～2（DBADJ0～DBADJ2）、バス制御部0設定レジスタ0～1

（DBBS0CNT0～DBBS0CNT1）、パワーダウン設定レジスタ（DBPDNCNF）の設定を行います。 

19. リフレッシュ設定レジスタ0～2（DBRFCNF0～DBRFCNF2）の設定を行います。 
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20. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Exitコマンドを発行します。レジスタに書き込む

値は、opc = SRXt, arg = 0とします。 

21. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを1に設定します。 

22. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用してSDRAMへのアクセスが可能になるまでの待ち時間を挿入

します。レジスタに書き込む値は、opc = Wait, arg = 200とします。 

23. SDRAMアクセス許可レジスタ（DBACEN）のACENビットを1（アクセス許可）に設定します。 

24. 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）をリードし、応答が返るまで待ちます。 

 

（2） DDR3-SDRAM 

DDR3-SDRAM電源バックアップモードへの遷移は、下記の手順に従ってください。 

1. ピンファンクションコントローラ（PFC）の設定により、SDSELF信号が選択されるようにします。SDBUP

端子はハイレベルとしておいてください。 

2. SDRAMへのデータアクセスはすべて停止してください。割り込み処理によりCPUからSDRAMへのデータア

クセスを発生させないようにするためCPUを割り込み禁止に設定してください。 

3. SDRAM動作許可レジスタ（DBACEN）のACENビットを0（アクセス不許可）に設定します。 

4. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりPREA（プリチャージオール）コマンドを発行します。レジス

タに書き込む値は、opc = PreA, arg = 0とします。 

5. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Entryコマンドを発行します。レジスタに書き込む

値は、opc = SREn, arg = 0とします。 

6. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを0に設定します。 

7. 10サイクル以上経過後に、DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_iobackupを1に設定し、30クロッ

ク以上待ちます。経過待ち時間は、手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）のWait操作コードと、操作完了

待ちレジスタ（DBWAIT）での応答待ちで確保してください。 

8. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_dllreset_n, db_dllenable1, db_dllenable2, db_stby_nを0に設定、

db_comhizを1に設定します。 

9. DBSC3は、SDSELF端子をハイレベルにすることでSDRAMがセルフリフレッシュ状態になったことを伝えま

す。外部素子はその連絡を受け、MBKPRST#端子をハイレベルからローレベルにします。 

10. MBKPRST#信号をローレベルに設定後1μs以上経過した後に、VDD_DDR電源を除き不要な電源をOFFしま

す。 

 

DDR3-SDRAM電源バックアップモードからの復帰は、下記の手順に従ってください。 

1. MBKPRST#端子はローレベル、SDBUP端子はハイレベルのまま、チップの電源をON状態にします。 

2. パワーオンリセットをチップに与えます。 
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3. パワーオンリセットの解除後、外部素子はMBKPRST#信号をローレベルからハイレベルにします。ハイレベ

ルにするタイミングは、本チップから出力するPRESETOUT#端子がハイレベルになったことを確認後として

ください。なお、SDBUP端子はこの後もハイレベルのままとしてください。 

4. DBSC3ステータスレジスタ（DBSTATE）のBKUPビットを参照して、SDRAMのイニシャライズシーケンス

なのか、電源バックアップモードからの復帰なのかを判断します。DBSTATEのBKUPビットが0のSDRAMイ

ニシャライズシーケンスであった場合は「4.3.1 初期化シーケンス」に記載された内容を実行してください。 

5. DDR-PHY部制御レジスタ0、1、3（DBPDCNT0、1、3）の初期化設定を行います。なお、以下の①～③の設

定順序に規定はありません。 

① DDR-PHY部制御レジスタ0（DBPDCNT0）のdb_offset、db_odt_tsel、db_odten_sel、db_odt_dis、db_odt_mode

を設定します。 

② DDR-PHY部制御レジスタ1（DBPDCNT1）のdb_ewc_open_offset0、db_ewc_strength0、db_ewc_close_offset0

を設定します。 

③ DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_calib_start、db_ioenable1、db_ioenable2、db_ck_strength、

db_dqs_strength、db_dqdm_strength、db_add_strength、db_dllreset_n、db_dllenable1、db_dllenable2、

db_iobackup、db_comhizを0に設定します。db_stby_nは1に設定します。 

6. 安定したMCKクロックが出力されるまでの時間200μs以上を待ちます。経過待ち時間は、手動コマンド発行

レジスタ（DBCMD）のWait操作コードと、操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）での応答待ちで確保してく

ださい。以下で述べる経過待ちも同様です。 

7. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_calib_startを1に設定します。 

8. 7.の設定から32サイクル以上経過後に、DBPDCNT3のdb_dllenable1を1に設定します。 

9. 8.の設定から100μs以上経過後、DBPDCNT3のdb_dllenable2を1に設定します。 

10. 9.の設定から16サイクル以上経過後に、DBPDCNT3のdb_dllreset_nを1に設定します。 

11. 7.の設定から200μs以上経過後、DBPDCNT3のdb_ioenable1を1に設定します。 

12. 11.の設定から1サイクル以上経過後、DBPDCNT3のdb_ioenable2を1に設定します。 

13. 9.の設定後、10,000サイクル経過するまで待ちます。 

14. 以下の①、②の手順により、リフレッシュコマンドを2回発行します。これはDDR-PHYのイニシャライズの

ために必ず必要です。 

① 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）に、opc = Ref、arg = 0を書き込みます。 

② 再度、手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）に、opc = Ref、arg = 0を書き込みます。 

15. SDRAM種類設定レジスタ（DBKIND）によりメモリの種類を設定します。 

16. SDRAM構成設定レジスタ（DBCONF）、SDRAMタイミングレジスタ0～19（DBTR0～DBTR19）、SDRAM

動作設定レジスタ（DBBL）、ODT動作設定レジスタ（DBRNK0）の設定を行います。 

17. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用して、DBSC3にセルフリフレッシュ中であることを認識させ

ると同時にセルフリフレッシュ解除までの待ち時間を挿入します。レジスタに書き込む値は、opc = SREn, arg 

= tCKSRX（通常、max{5サイクル, 10ns相当のサイクル数}）とします。 
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18. 必要に応じて、DBSC3動作調整レジスタ0～2（DBADJ0～DBADJ2）、バス制御部0設定レジスタ0～1

（DBBS0CNT0～DBBS0CNT1）、パワーダウン設定レジスタ（DBPDNCNF）の設定を行います。 

19. リフレッシュ設定レジスタ0～2（DBRFCNF0～DBRFCNF2）の設定を行います。 

20. DDR3-SDRAMキャリブレーション設定レジスタ（DBCALCNF）の設定を行います。 

21. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Exitコマンドを発行します。レジスタに書き込む

値は、opc = SRXt, arg = 0とします。 

22. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを1に設定します。 

23. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用してSDRAMへのアクセスが可能になるまでの待ち時間を挿入

します。レジスタに書き込む値は、opc = Wait, arg = tXSDLL（通常、512サイクル）とします。 

24. SDRAMアクセス許可レジスタ（DBACEN）のACENビットを1（アクセス許可）に設定します。 

25. 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）をリードし、応答が返るまで待ちます。 
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4.3.8 電源バックアップ機能も使用する場合のディープスタンバイ状態での SDRAM

メモリの保持 

ディープスタンバイ状態からの復帰は、チップ内部ではパワーオンリセット相当の状態となりますが、以下の

処理を行うことで、SDRAMメモリの内容を保持することができます。 

なお、ここでは電源バックアップ機能も使用し、かつディープスタンバイ状態での SDRAMメモリ保持も行う

場合について説明します。電源バックアップ機能を使用しない場合には、外部素子不要でディープスタンバイ状

態での SDRAMメモリ保持が可能です。こちらについては「4.3.9 電源バックアップ機能を使用しない場合のデ

ィープスタンバイ状態での SDRAMメモリの保持」を参照してください。 

本機能を実現するためには、SDRAM電源バックアップ機能と同じ外部素子（マイコンなど）が別途必要です。

詳細については、「4.3.7 SDRAM電源バックアップ機能」を参照してください。 

また、ディープスタンバイ機能、ディープスタンバイへの遷移、ディープスタンバイからの復帰については、

「第 9章 動作モード、低消費電力モード」の「9.2 低消費電力モード概要」を参照してください。 

SDRAMのデータを保持するために、ディープスタンバイ遷移前に実施する手順、および復帰時の手順につい

て以下に説明します。 
 

（1） DDR2-SDRAM 

DDR2-SDRAMディープスタンバイモードへの遷移は、以下の手順に従ってください。 

1. ピンファンクションコントローラ（PFC）の設定により、SDSELF信号が選択されるようにします。 

2. SDRAMへのデータアクセスはすべて停止してください。割り込み処理によりCPUからSDRAMへのデータア

クセスを発生させないようにするためCPUを割り込み禁止に設定してください。 

3. SDRAM動作許可レジスタ（DBACEN）のACENビットを0（アクセス不許可）に設定します。 

4. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりPREA（プリチャージオール）コマンドを発行します。レジス

タに書き込む値は、opc = PreA, arg = 0とします。 

5. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Entryコマンドを発行します。レジスタに書き込む

値は、opc = SREn, arg = 0とします。 

6. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを0に設定します。 

7. 10サイクル以上経過後に、DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_iobackupを1に設定し、30クロッ

ク以上待ちます。経過待ち時間は、手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）のWait操作コードと、操作完了

待ちレジスタ（DBWAIT）での応答待ちで確保してください。 

8. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_dllreset_n, db_dllenable1, db_dllenable2, db_stby_nを0に設定、

db_comhizを1に設定します。 

9. DBSC3は、SDSELF端子をハイレベルにすることでSDRAMがセルフリフレッシュ状態になったことを伝えま

す。外部素子はその連絡を受け、MBKPRST#端子をハイレベルからローレベルにします。 

10. MBKPRST#信号をローレベルに設定後1μs以上経過した後に、ディープスタンバイモードに遷移してくださ

い。 
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DDR2-SDRAMディープスタンバイモードからの復帰は、以下の手順に従ってください。 

1. MBKPRST#端子はローレベルのまま、ディープスタンバイ復帰要因を発生させます。 

2. 「第9章 動作モード、低消費電力モード」の「9.2 低消費電力モード概要」の復帰処理を行います。なお、

DSFRレジスタのIOKEEPフラグ状態に関係なく、DDR2-SDRAMアクセスが可能です。 

3. ディープスタンバイの解除後、外部素子はMBKPRST#信号をローレベルからハイレベルにします。ハイレベ

ルにするタイミングは、本チップから出力するPRESETOUT#端子がハイレベルになったことを確認後として

ください。 

4. 汎用入力端子機能にて、SDRAMのイニシャライズシーケンスなのか、ディープスタンバイからの復帰なの

かを判断します。SDRAMのイニシャライズシーケンスであった場合は「4.3.1 初期化シーケンス」に記載

された内容を実行してください。 

5. DDR-PHY部制御レジスタ0、1、3（DBPDCNT0、1、3）の初期化設定を行います。なお、以下の①～③の設

定順序に規定はありません。 

① DDR-PHY部制御レジスタ0（DBPDCNT0）のdb_offset、db_odt_tsel、db_odten_sel、db_odt_dis、db_odt_mode

を設定します。 

② DDR-PHY部制御レジスタ1（DBPDCNT1）のdb_ewc_open_offset0、db_ewc_strength0、db_ewc_close_offset0

を設定します。 

③ DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_calib_start、db_ioenable1、db_ioenable2、db_dllreset_n、

db_dllenable1、db_dllenable2、db_iobackup、db_comhizを0に設定し、db_ck_strength、db_dqs_strength、

db_dqdm_strength、db_add_strength、db_stby_nを1に設定します。 

6. 安定したMCKクロックが出力されるまでの時間200μs以上を待ちます。経過待ち時間は、手動コマンド発行

レジスタ（DBCMD）のWait操作コードと、操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）での応答待ちで確保してく

ださい。以下で述べる経過待ちも同様です。 

7. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_calib_startを1に設定します。 

8. 7.の設定から32サイクル以上経過後に、DBPDCNT3のdb_dllenable1を1に設定します。 

9. 8.の設定から100μs以上経過後、DBPDCNT3のdb_dllenable2を1に設定します。 

10. 9.の設定から16サイクル以上経過後に、DBPDCNT3のdb_dllreset_nを1に設定します。 

11. 7.の設定から200μs以上経過後、DBPDCNT3のdb_ioenable1を1に設定します。 

12. 11.の設定から1サイクル以上経過後、DBPDCNT3のdb_ioenable2を1に設定します。 

13. 9.の設定後、10,000サイクル経過するまで待ちます。 

14. 以下の①、②の手順により、リフレッシュコマンドを2回発行します。これはDDR-PHYのイニシャライズの

ために必ず必要です。 

① 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）に、opc = Ref、arg = 0を書き込みます。 

② 再度、手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）に、opc = Ref、arg = 0を書き込みます。 

15. SDRAM種類設定レジスタ（DBKIND）によりメモリの種類を設定します。 
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16. SDRAM構成設定レジスタ（DBCONF）、SDRAMタイミングレジスタ0～19（DBTR0～DBTR19）、SDRAM

動作設定レジスタ（DBBL）、ODT動作設定レジスタ（DBRNK0）の設定を行います。 

17. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用して、DBSC3にセルフリフレッシュ中であることを認識させ

ます。レジスタに書き込む値は、opc = SREn, arg = 0とします。 

18. 必要に応じて、DBSC3動作調整レジスタ0～2（DBADJ0～DBADJ2）、バス制御部0設定レジスタ0～1

（DBBS0CNT0～DBBS0CNT1）、パワーダウン設定レジスタ（DBPDNCNF）の設定を行います。 

19. リフレッシュ設定レジスタ0～2（DBRFCNF0～DBRFCNF2）の設定を行います。 

20. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Exitコマンドを発行します。レジスタに書き込む

値は、opc = SRXt, arg = 0とします。 

21. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを1に設定します。 

22. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用してSDRAMへのアクセスが可能になるまでの待ち時間を挿入

します。レジスタに書き込む値は、opc = Wait, arg = 200とします。 

23. SDRAMアクセス許可レジスタ（DBACEN）のACENビットを1（アクセス許可）に設定します。 

24. 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）をリードし、応答が返るまで待ちます。 

 

（2） DDR3-SDRAM 

DDR3-SDRAMディープスタンバイモードへの遷移は、以下の手順に従ってください。 

1. ピンファンクションコントローラ（PFC）の設定により、SDSELF信号が選択されるようにします。SDBUP

端子はハイレベルとしておいてください。 

2. SDRAMへのデータアクセスはすべて停止してください。割り込み処理によりCPUからSDRAMへのデータア

クセスを発生させないようにするためCPUを割り込み禁止に設定してください。 

3. SDRAM動作許可レジスタ（DBACEN）のACENビットを0（アクセス不許可）に設定します。 

4. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりPREA（プリチャージオール）コマンドを発行します。レジス

タに書き込む値は、opc = PreA, arg = 0とします。 

5. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Entryコマンドを発行します。レジスタに書き込む

値は、opc = SREn, arg = 0とします。 

6. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを0に設定します。 

7. 10サイクル以上経過後に、DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_iobackupを1に設定し、30クロッ

ク以上待ちます。経過待ち時間は、手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）のWait操作コードと、操作完了

待ちレジスタ（DBWAIT）での応答待ちで確保してください。 

8. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_dllreset_n, db_dllenable1, db_dllenable2, db_stby_nを0に設定、

db_comhizを1に設定します。 

9. DBSC3は、SDSELF端子をハイレベルにすることでSDRAMがセルフリフレッシュ状態になったことを伝えま

す。外部素子はその連絡を受け、MBKPRST#端子をハイレベルからローレベルにします。 
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10. MBKPRST#信号をローレベルに設定後1μs以上経過した後に、ディープスタンバイモードに遷移してくださ

い。 

 

DDR3-SDRAMディープスタンバイモードからの復帰は、以下の手順に従ってください。 

1. MBKPRST#端子はローレベル、SDBUP端子はハイレベルのまま、ディープスタンバイ復帰要因を発生させま

す。 

2. 「第9章 動作モード、低消費電力モード」の「9.2 低消費電力モード概要」の復帰処理を行います。なお、

DSFRレジスタのIOKEEPフラグ状態に関係なく、DDR3-SDRAMアクセスが可能です。 

3. ディープスタンバイの解除後、外部素子はMBKPRST#信号をローレベルからハイレベルにします。ハイレベ

ルにするタイミングは、本チップから出力するPRESETOUT#端子がハイレベルとなったことを確認後として

ください。なお、SDBUP端子はこの後もハイレベルのままとしてください。 

4. DBSC3ステータスレジスタ（DBSTATE）のBKUPビットを参照して、SDRAMのイニシャライズシーケンス

なのか、ディープスタンバイからの復帰なのかを判断します。DBSTATEのBKUPビットが0のSDRAMイニシ

ャライズシーケンスであった場合は「4.3.1 初期化シーケンス」に記載された内容を実行してください。 

5. DDR-PHY部制御レジスタ0、1、3（DBPDCNT0、1、3）の初期化設定を行います。なお、以下の①～③の設

定順序に規定はありません。 

① DDR-PHY部制御レジスタ0（DBPDCNT0）のdb_offset、db_odt_tsel、db_odten_sel、db_odt_dis、db_odt_mode

を設定します。 

② DDR-PHY部制御レジスタ1（DBPDCNT1）のdb_ewc_open_offset0、db_ewc_strength0、db_ewc_close_offset0

を設定します。 

③ DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_calib_start、db_ioenable1、db_ioenable2、db_ck_strength、

db_dqs_strength、db_dqdm_strength、db_add_strength、db_dllreset_n、db_dllenable1、db_dllenable2、

db_iobackup、db_comhizを0に設定します。db_stby_nは1に設定します。 

6. 安定したMCKクロックが出力されるまでの時間200μs以上を待ちます。経過待ち時間は、手動コマンド発行

レジスタ（DBCMD）のWait操作コードと、操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）での応答待ちで確保してく

ださい。以下で述べる経過待ちも同様です。 

7. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_calib_startを1に設定します。 

8. 7.の設定から32サイクル以上経過後に、DBPDCNT3のdb_dllenable1を1に設定します。 

9. 8.の設定から100μs以上経過後、DBPDCNT3のdb_dllenable2を1に設定します。 

10. 9.の設定から16サイクル以上経過後に、DBPDCNT3のdb_dllreset_nを1に設定します。 

11. 7.の設定から200μs以上経過後、DBPDCNT3のdb_ioenable1を1に設定します。 

12. 11.の設定から1サイクル以上経過後、DBPDCNT3のdb_ioenable2を1に設定します。 

13. 9.の設定後、10,000サイクル経過するまで待ちます。 
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14. 以下の①、②の手順により、リフレッシュコマンドを2回発行します。これはDDR-PHYのイニシャライズの

ために必ず必要です。 

① 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）に、opc = Ref、arg = 0を書き込みます。 

② 再度、手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）に、opc = Ref、arg = 0を書き込みます。 

15. SDRAM種類設定レジスタ（DBKIND）によりメモリの種類を設定します。 

16. SDRAM構成設定レジスタ（DBCONF）、SDRAMタイミングレジスタ0～19（DBTR0～DBTR19）、SDRAM

動作設定レジスタ（DBBL）、ODT動作設定レジスタ（DBRNK0）の設定を行います。 

17. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用して、DBSC3にセルフリフレッシュ中であることを認識させ

ると同時にセルフリフレッシュ解除までの待ち時間を挿入します。レジスタに書き込む値は、opc = SREn, arg 

= tCKSRX（通常、max{5サイクル, 10ns相当のサイクル数}）とします。 

18. 必要に応じて、DBSC3動作調整レジスタ0～2（DBADJ0～DBADJ2）、バス制御部0設定レジスタ0～1

（DBBS0CNT0～DBBS0CNT1）、パワーダウン設定レジスタ（DBPDNCNF）の設定を行います。 

19. リフレッシュ設定レジスタ0～2（DBRFCNF0～DBRFCNF2）の設定を行います。 

20. DDR3-SDRAMキャリブレーション設定レジスタ(DBCALCNF）の設定を行います。 

21. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Exitコマンドを発行します。レジスタに書き込む

値は、opc = SRXt, arg = 0とします。 

22. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを1に設定します。 

23. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用してSDRAMへのアクセスが可能になるまでの待ち時間を挿入

します。レジスタに書き込む値は、opc = Wait, arg = tXSDLL（通常、512サイクル）とします。 

24. SDRAMアクセス許可レジスタ（DBACEN）のACENビットを1（アクセス許可）に設定します。 

25. 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）をリードし、応答が返るまで待ちます。 
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4.3.9 電源バックアップ機能を使用しない場合のディープスタンバイ状態での

SDRAMメモリの保持 

ディープスタンバイ状態からの復帰は、チップ内部ではパワーオンリセット相当の状態となりますが、以下の

処理を行うことで、SDRAMメモリの内容を保持することができます。 

ここでは電源バックアップ機能は使用しない条件での、ディープスタンバイ状態での SDRAMメモリ保持につ

いて説明します。電源バックアップ機能も使用する場合は、「4.3.8 電源バックアップ機能も使用する場合のデ

ィープスタンバイ状態での SDRAMメモリの保持」を参照してください。 

電源バックアップ機能を使用しない場合、マイコンなどの外部素子が不要となります。 

なお、ディープスタンバイ機能、ディープスタンバイへの遷移、ディープスタンバイからの復帰については、

「第 9章 動作モード、低消費電力モード」の「9.2 低消費電力モード概要」を参照してください。 
 

（1） SDSELF端子、SDBUP端子、MBKPRST#端子の処理 

DDR2-SDRAM、DDR3-SDRAMどちらの場合でも、SDSELF端子は使用しません。MBKPRST#端子はどちらの

SDRAMの場合でも、ハイレベル固定（VDD_DDR電源にプルアップ接続など）してください。 

DDR2-SDRAM使用時、SDBUP端子はローレベル固定してください。DDR3-SDRAM使用時の SDBUP端子は、

本チップの汎用入出力端子を 1本選択して、ボード上で接続、かつプルダウンしてください。なお、選択する汎

用入出力端子は以下の条件をすべて満たす端子を選んでください。 

• パワーオンリセットで汎用入力機能となる端子 

• パワーオンリセットでプルダウン機能がオフである端子 

• パワーオンリセット時に、モード設定機能とならない端子 

 

（2） SDBUP端子制御のための初期設定 

DDR3-SDRAMを使用する場合には、パワーオンリセット処理で実行する初期化シーケンスの中に SDBUP端子

制御のための初期設定が必要です。「4.3.1（2）DDR3-SDRAM」の 7.の処理を以下の 4ステップに置き換えて実

行してください。ここでは、SDBUP制御に使用する汎用入出力端子の具体例として DACK0端子を選択した例で

説明します。DACK0端子以外を選択の場合、「第 36章 汎用 I/Oポート（GPIO）」および「第 37章 ピンフ

ァンクションコントローラ（PFC）」を参照して選択した端子に該当する制御レジスタを使用してください。な

お、DDR2-SDRAMを使用する場合には、以下の処理は不要です。 

1. DACK0端子の出力を正論理とするために、POSNEG1[3]ビットを0に設定します。 

2. DACK0端子機能を汎用入出力とするために、IOINTSEL1[3]ビットを0に設定します。 

3. DACK0端子からハイレベルを出力するために、OUTDT1[3]ビットを1に設定します。 

4. DACK0端子を汎用出力とするために、INOUTSEL1[3]ビットを1に設定します。 

 

（3） DDR2-SDRAM 

DDR2-SDRAMディープスタンバイモードへの遷移は、以下の手順に従ってください。 
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1. SDRAMへのデータアクセスはすべて停止してください。割り込み処理によりCPUからSDRAMへのデータア

クセスを発生させないようにするためCPUを割り込み禁止に設定してください。 

2. SDRAM動作許可レジスタ（DBACEN）のACENビットを0（アクセス不許可）に設定します。 

3. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりPREA（プリチャージオール）コマンドを発行します。レジス

タに書き込む値は、opc = PreA, arg = 0とします。 

4. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Entryコマンドを発行します。レジスタに書き込む

値は、opc = SREn, arg = 0とします。 

5. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを0に設定します。 

6. 10サイクル以上経過後に、DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_iobackupを1に設定し、30クロッ

ク以上待ちます。経過待ち時間は、手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）のWait操作コードと、操作完了

待ちレジスタ（DBWAIT）での応答待ちで確保してください。 

7. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_dllreset_n, db_dllenable1, db_dllenable2, db_stby_nを0に設定、

db_comhizを1に設定します。 

8. ディープスタンバイモードに遷移してください。 

 

DDR2-SDRAMディープスタンバイモードからの復帰は、以下の手順に従ってください。 

1. ディープスタンバイ復帰要因を発生させます。 

2. 「第9章 動作モード、低消費電力モード」の「9.2 低消費電力モード概要」の復帰処理を行います。この

とき、DSFRレジスタがH’0000ならば、「4.3.1 初期化シーケンス」に記載された内容を実行してください。

H’0000以外の場合、ディープスタンバイからの復帰なので、以下のディープスタンバイ復帰手順を実行して

ください。なお、DSFRレジスタのIOKEEPフラグ状態に関係なく、DDR2-SDRAMアクセスが可能です。 

3. DSFRレジスタのIOKEEPフラグをクリアしてください。 

4. DDR-PHY部制御レジスタ0、1、3（DBPDCNT0、1、3）の初期化設定を行います。なお、以下の①～③の設

定順序に規定はありません。 

① DDR-PHY部制御レジスタ0（DBPCNT0）のdb_offset、db_odt_tsel、db_odten_sel、db_odt_dis、db_odt_mode

を設定します。 

② DDR-PHY部制御レジスタ1（DBPCNT1）のdb_ewc_open_offset0、db_ewc_strength0、db_ewc_close_offset0

を設定します。 

③ DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPCNT3）のdb_calib_start、db_ioenable1、db_ioenable2、db_dllreset_n、

db_dllenable1、db_dllenable2、db_iobackup、db_comhizを0に設定し、db_ck_strength、db_dqs_strength、

db_dqdm_strength、db_add_strength、db_stby_nを1に設定します。 

5. 安定したMCKクロックが出力されるまでの時間200μs以上を待ちます。経過待ち時間は、手動コマンド発行

レジスタ（DBCMD）のWait操作コードと、操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）での応答待ちで確保してく

ださい。以下で述べる経過待ちも同様です。 

6. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_calib_startを1に設定します。 

7. 6.の設定から32サイクル以上経過後に、DBPDCNT3のdb_dllenable1を1に設定します。 
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8. 7.の設定から100μs以上経過後、DBPDCNT3のdb_dllenable2を1に設定します。 

9. 8.の設定から16サイクル以上経過後に、DBPDCNT3のdb_dllreset_nを1に設定します。 

10. 6.の設定から200μs以上経過後、DBPDCNT3のdb_ioenable1を1に設定します。 

11. 10.の設定から1サイクル以上経過後、DBPDCNT3のdb_ioenable2を1に設定します。 

12. 8.の設定後、10,000サイクル経過するまで待ちます。 

13. 以下の①、②の手順により、リフレッシュコマンドを2回発行します。これはDDR-PHYのイニシャライズの

ために必ず必要です。 

① 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）に、opc = Ref、arg = 0を書き込みます。 

② 再度、手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）に、opc = Ref、arg = 0を書き込みます。 

14. SDRAM種類設定レジスタ（DBKIND）によりメモリの種類を設定します。 

15. SDRAM構成設定レジスタ（DBCONF）、SDRAMタイミングレジスタ0～19（DBTR0～DBTR19）、SDRAM

動作設定レジスタ（DBBL）、ODT動作設定レジスタ（DBRNK0）の設定を行います。 

16. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用して、DBSC3にセルフリフレッシュ中であることを認識させ

ます。レジスタに書き込む値は、opc = SREn, arg = 0とします。 

17. 必要に応じて、DBSC3動作調整レジスタ0～2（DBADJ0～DBADJ2）、バス制御部0設定レジスタ0～1

（DBBS0CNT0～DBBS0CNT1）、パワーダウン設定レジスタ（DBPDNCNF）の設定を行います。 

18. リフレッシュ設定レジスタ0～2（DBRFCNF0～DBRFCNF2）の設定を行います。 

19. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Exitコマンドを発行します。レジスタに書き込む

値は、opc = SRXt, arg = 0とします。 

20. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを1に設定します。 

21. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用してSDRAMへのアクセスが可能になるまでの待ち時間を挿入

します。レジスタに書き込む値は、opc = Wait, arg = 200とします。 

22. SDRAMアクセス許可レジスタ（DBACEN）のACENビットを1（アクセス許可）に設定します。 

23. 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）をリードし、応答が返るまで待ちます。 

 

（4） DDR3-SDRAM 

DDR3-SDRAMディープスタンバイモードへの遷移は、以下の手順に従ってください。なお、パワーオンリセッ

トの初期化シーケンスは、「4.3.9（2）SDBUP端子制御のための初期設定」を加えた処理を行っておいてくださ

い。 

1. SDRAMへのデータアクセスはすべて停止してください。割り込み処理によりCPUからSDRAMへのデータア

クセスを発生させないようにするためCPUを割り込み禁止に設定してください。 

2. SDRAM動作許可レジスタ（DBACEN）のACENビットを0（アクセス不許可）に設定します。 

3. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりPREA（プリチャージオール）コマンドを発行します。レジス

タに書き込む値は、opc = PreA, arg = 0とします。 
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4. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Entryコマンドを発行します。レジスタに書き込む

値は、opc = SREn, arg = 0とします。 

5. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを0に設定します。 

6. 10サイクル以上経過後に、DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_iobackupを1に設定し、30クロッ

ク以上待ちます。経過待ち時間は、手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）のWait操作コードと、操作完了

待ちレジスタ（DBWAIT）での応答待ちで確保してください。 

7. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_dllreset_n, db_dllenable1, db_dllenable2, db_stby_nを0に設定、

db_comhizを1に設定します。 

8. ディープスタンバイモードに遷移してください。 

 

DDR3-SDRAMディープスタンバイモードからの復帰は、以下の手順に従ってください。 

1. ディープスタンバイ復帰要因を発生させます。 

2. 「第9章 動作モード、低消費電力モード」の「9.2 低消費電力モード概要」の復帰処理を行います。この

とき、DSFRレジスタがH’0000ならば、「4.3.1 初期化シーケンス」に記載された内容を実行してください。

H’0000以外の場合、ディープスタンバイからの復帰なので、以下のディープスタンバイ復帰手順を実行して

ください。ここでDSFRレジスタのIOKEEPフラグのクリアは、実行しないでください（DSFRレジスタの

IOKEEPフラグ状態に関係なく、DDR3-SDRAM設定は可能です）。 

3. DDR-PHY部制御レジスタ0、1、3（DBPDCNT0、1、3）の初期化設定を行います。なお、以下の①～③の設

定順序に規定はありません。 

① DDR-PHY部制御レジスタ0（DBPDCNT0）のdb_offset、db_odt_tsel、db_odten_sel、db_odt_dis、db_odt_mode

を設定します。 

② DDR-PHY部制御レジスタ1（DBPDCNT1）のdb_ewc_open_offset0、db_ewc_strength0、db_ewc_close_offset0

を設定します。 

③ DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_calib_start、db_ioenable1、db_ioenable2、db_ck_strength、

db_dqs_strength、db_dqdm_strength、db_add_strength、db_dllreset_n、db_dllenable1、db_dllenable2、

db_iobackup、db_comhizを0に設定します。db_stby_nは1に設定します。 

4. 安定したMCKクロックが出力されるまでの時間200μs以上を待ちます。経過待ち時間は、手動コマンド発行

レジスタ（DBCMD）のWait操作コードと、操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）での応答待ちで確保してく

ださい。以下で述べる経過待ちも同様です。 

5. DDR-PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）のdb_calib_startを1に設定します。 

6. 5.の設定から32サイクル以上経過後に、DBPDCNT3のdb_dllenable1を1に設定します。 

7. 6.の設定から100μs以上経過後、DBPDCNT3のdb_dllenable2を1に設定します。 

8. 「4.3.9（2）SDBUP端子制御のための初期設定」の4ステップを実行します。 

9. 7.の設定から16サイクル以上経過後に、DBPDCNT3のdb_dllreset_nを1に設定します。 

10. 5.の設定から200μs以上経過後、DBPDCNT3のdb_ioenable1を1に設定します。 
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11. 10.の設定から1サイクル以上経過後、DBPDCNT3のdb_ioenable2を1に設定します。 

12. 9.の設定後、10,000サイクル経過するまで待ちます。 

13. 以下の①、②の手順により、リフレッシュコマンドを2回発行します。これはDDR-PHYのイニシャライズの

ために必ず必要です。 

①手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）に、opc = Ref、arg = 0を書き込みます。 

②再度、手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）に、opc = Ref、arg = 0を書き込みます。 

14. SDRAM種類設定レジスタ（DBKIND）によりメモリの種類を設定します。 

15. SDRAM構成設定レジスタ（DBCONF）、SDRAMタイミングレジスタ0～19（DBTR0～DBTR19）、SDRAM

動作設定レジスタ（DBBL）、ODT動作設定レジスタ（DBRNK0）の設定を行います。 

16. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用して、DBSC3にセルフリフレッシュ中であることを認識させ

ると同時にセルフリフレッシュ解除までの待ち時間を挿入します。レジスタに書き込む値は、opc = SREn, arg 

= tCKSRX（通常、max{5サイクル, 10ns相当のサイクル数}）とします。 

17. 必要に応じて、DBSC3動作調整レジスタ0～2（DBADJ0～DBADJ2）、バス制御部0設定レジスタ0～1

（DBBS0CNT0～DBBS0CNT1）、パワーダウン設定レジスタ（DBPDNCNF）の設定を行います。 

18. リフレッシュ設定レジスタ0～2（DBRFCNF0～DBRFCNF2）の設定を行います。 

19. DDR3-SDRAMキャリブレーション設定レジスタ（DBCALCNF）の設定を行います。 

20. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Exitコマンドを発行します。レジスタに書き込む

値は、opc = SRXt, arg = 0とします。 

21. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを1に設定します。 

22. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用してSDRAMへのアクセスが可能になるまでの待ち時間を挿入

します。レジスタに書き込む値は、opc = Wait, arg = tXSDLL（通常、512サイクル）とします。 

23. SDRAMアクセス許可レジスタ（DBACEN）のACENビットを1（アクセス許可）に設定します。 

24. 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）をリードし、応答が返るまで待ちます。 

25. DSFRレジスタのIOKEEPフラグをクリアしてください。 

 



 

4. メモリコントローラ（DBSC3） 

4-92  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

4.3.10 MZQ端子の Open/Shortテスト 

MZQ端子は、120Ω（精度 1％以内）の抵抗にて GNDに接続する必要があります。この接続状況は、以下の手

順でレジスタ設定することで、テストすることが可能です。 

1. DDR-PHY部およびコントローラを初期化し、DDRメモリをアクセス可能に設定（「4.3.1 初期化シーケン

ス」参照） 

2. DDR-PHY部ロックレジスタ（DBPDLCK：H'FE800280）にH'0000A55Aをライト（PLOCK＝H'A55A） 

3. DDR-PHY部レジスタアドレスレジスタ（DBPDRGA：H'FE800290）にH'00000000をライト（PRA＝H'00） 

4. DDR-PHY部レジスタアクセスレジスタ（DBPDRGD：H'FE8002A0）にH'A5000000をライト（PRD＝

H'A5000000） 

5. DDR-PHY部レジスタアドレスレジスタ（DBPDRGA：H'FE800290）にH'00000014をライト（PRA＝H'14） 

6. DDR-PHY部レジスタアクセスレジスタ（DBPDRGD：H'FE8002A0）を読み出し、PRD[21:16]、PRD[5:0]から

接続状況を判定 

 

• DDR2設定時 

PRD[21:16]、PRD[5:0]（読み出し値） MZQ端子状態 

PRD[21:16]＜H'0CまたはPRD[5:0]＜H'0E Open（抵抗値大）または電源とShort 

PRD[21:16]＞H'2EまたはPRD[5:0]＞H'2E GNDとShort（抵抗値小） 

H'0C≦PRD[21:16]≦H'2Eかつ 

H'0E≦PRD[5:0]≦H'2E 

正常 

 

• DDR3設定時 

 
PRD[21:16]、PRD[5:0]（読み出し値） MZQ端子状態 

PRD[21:16]＜H'09またはPRD[5:0]＜H'0C Open（抵抗値大）または電源とShort 

PRD[21:16]＞H'34またはPRD[5:0]＞H'34 GNDとShort（抵抗値小） 

H'09≦PRD[21:16]≦H'34かつ 

H'0C≦PRD[5:0]≦H'34 

正常 

 

7. DDR-PHY部レジスタアドレスレジスタ（DBPDRGA：H'FE800290）にH'00000000をライト（PRA＝H'00） 

8. DDR-PHY部レジスタアクセスレジスタ（DBPDRGD：H'FE8002A0）にH'00000000をライト（PRD＝H'00000000） 

9. DDR-PHY部ロックレジスタ（DBPDLCK：H'FE800280）にH'00000000をライト（PLOCK＝H'0000） 

10. MZQ端子テスト終了（通常アクセス可能） 
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4.4 SDRAM構成設定レジスタの設定方法 

SDRAM構成設定レジスタ（DBCONF）の設定値を以下に示します。 

 

4.4.1 DDR2-SDRAM（外部バス 16bit） 

表 4.5 SDRAM構成設定レジスタ（DDR2-SDRAM） 

DBCONFの設定値 メモリ構成 バンク 

[個] 

ロウ 

[bit] 

カラム 

[bit] AWRK0 AWBK0 AWRW0 AWCL0 DW0 

16M×16bit、256Mbit（1個） 4 13 9 0 10 01101 1001 01 

32M×8bit、256Mbit（2個） 4 13 10 0 10 01101 1010 01 

32M×16bit、512Mbit（1個） 4 13 10 0 10 01101 1010 01 

64M×8bit、512Mbit（2個） 4 14 10 0 10 01110 1010 01 

64M×16bit、1Gbit（1個） 8 13 10 0 11 01101 1010 01 

128M×8bit、1Gbit（2個） 8 14 10 0 11 01110 1010 01 

128M×16bit、2Gbit（1個） 8 14 10 0 11 01110 1010 01 

 

4.4.2 DDR3-SDRAM（外部バス 16bit） 

表 4.6 SDRAM構成設定レジスタ（DDR3-SDRAM） 

DBCONFの設定値 メモリ構成 バンク 

[個] 

ロウ 

[bit] 

カラム 

[bit] AWRK0 AWBK0 AWRW0 AWCL0 DW0 

32M×16bit、512Mbit（1個） 8 12 10 0 11 01100 1010 01 

64M×8bit、512Mbit（2個） 8 13 10 0 11 01101 1010 01 

64M×16bit、1Gbit（1個） 8 13 10 0 11 01101 1010 01 

128M×8bit、1Gbit（2個） 8 14 10 0 11 01110 1010 01 

128M×16bit、2Gbit（1個） 8 14 10 0 11 01110 1010 01 
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4.5 SDRAMの外部ピンと論理アドレスの関係 

SDRAMの外部ピンと、SHwyトランザクション上の論理アドレスの関係を示します。 

4.5.1 DDR2-SDRAM 

表 4.7 外部バス幅 16bit時の SDRAMのアドレス端子と論理アドレスの関係 

（16bit幅 SDRAM１個、8bit幅 SDRAM2個接続時） 

種類  MBA2 MBA1 MBA0 MA13 MA12 MA11 MA10 MA9 MA8 MA7 MA6 MA5 MA4 MA3 MA2 MA1 MA0 

ROW － A11 A10 － A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 A12 16M×

16b COL － A11 A10 － － － AP － A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

ROW － A12 A11 － A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 32M×

8b COL － A12 A11 － － － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

ROW － A12 A11 － A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 32M×

16b COL － A12 A11 － － － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

ROW － A12 A11 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 64M×

8b COL － A12 A11 － － － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

ROW A13 A12 A11 － A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 64M×

16b COL A13 A12 A11 － － － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

ROW A13 A12 A11 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 128M×

8b COL A13 A12 A11 － － － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

ROW A13 A12 A11 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 128M×

16b COL A13 A12 A11 － － － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

【注】 1. A31-A0はバイト単位の論理アドレスビットであり、A31がMSB側、A0が LSB側です。 

 2. APはオートプリチャージオプションを示します。 

 3. 64M×16b、128M×8b、128M×16bは 8バンク品を示します。 
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4.5.2 DDR3-SDRAM 

表 4.8 外部バス幅 16bit時の SDRAMのアドレス端子と論理アドレスの関係 

（16bit幅 SDRAM１個、8bit幅 SDRAM2個接続時） 

種類  MBA2 MBA1 MBA0 MA13 MA12 MA11 MA10 MA9 MA8 MA7 MA6 MA5 MA4 MA3 MA2 MA1 MA0 

ROW A13 A12 A11 － － A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 32M×

16b COL A13 A12 A11 － BC# － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

ROW A13 A12 A11 － A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 64M×

8b COL A13 A12 A11 － BC# － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

ROW A13 A12 A11 － A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 64M×

16b COL A13 A12 A11 － BC# － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

ROW A13 A12 A11 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 128M×

8b COL A13 A12 A11 － BC# － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

ROW A13 A12 A11 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 128M×

16b COL A13 A12 A11 － BC# － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

【注】 1. A31-A0はバイト単位の論理アドレスビットであり、A31がMSB側、A0が LSB側です。 

 2. APはオートプリチャージオプションを示します。 

 3. BC#はバーストチョップを示します。 
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4.6 バンクアドレスのアドレス位置指定 

バンクアドレスのアドレス位置の指定に関して説明します。SDRAM構成に依存せずに、バンクアドレスのア

ドレス位置を指定する事ができます。バンクアドレスを連続アドレスとして使用する指定と非連続アドレスとし

て使用する指定が可能です。 

 

4.6.1 バンクアドレス設定組合せ 

バス制御部 0設定レジスタ 1（DBBS0CNT1）に設定可能な値の一覧を以下に示します。 

表 4.9 DBBS0CNT1設定値一覧 

BKADM BKADP BKADB 

00 000000 000000 

00 001010 000000 

00 001011 000000 

00 001100 000000 

01 000000 001101 

01 000000 001110 

01 000000 001111 

01 000000 010000 

01 001010 001101 

01 001010 001110 

01 001010 001111 

01 001010 010000 

01 001011 001101 

01 001011 001110 

01 001011 001111 

01 001011 010000 

01 001100 001101 

01 001100 001110 

01 001100 001111 

01 001100 010000 
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4.6.2 バンクアドレスを連続アドレスとして使用する場合 

連続アドレスとして使用する場合には、BKADMに“00”を設定します。この場合のバンクアドレスの位置は

BKADPにて指定します。バンクアドレスの位置は、カラムアドレスの上位に設定する場合とアドレス位置を指定

する場合が設定できます。アドレス位置を指定する場合は、バンクアドレスの下位ビット（BA0）の位置を指定

します。 

以下では、32M×16bitの DDR2-SDRAM１個をつないだ例で説明します。 

 

表 4.10 BKADM＝“00”、BKADP＝“000000”の場合 

種類  MBA2 MBA1 MBA0 MA13 MA12 MA11 MA10 MA9 MA8 MA7 MA6 MA5 MA4 MA3 MA2 MA1 MA0 

ROW ― A12 A11 ― A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 32M×

16b COL ― A12 A11 ― ― ― AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

 

表 4.11 BKADM＝“00”、BKADP＝“001010”の場合 

種類  MBA2 MBA1 MBA0 MA13 MA12 MA11 MA10 MA9 MA8 MA7 MA6 MA5 MA4 MA3 MA2 MA1 MA0 

ROW ― A11 A10 ― A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 32M×

16b COL ― A11 A10 ― ― ― AP A12 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

 

表 4.12 BKADM＝“00”、BKADP＝“001100”の場合 

種類  MBA2 MBA1 MBA0 MA13 MA12 MA11 MA10 MA9 MA8 MA7 MA6 MA5 MA4 MA3 MA2 MA1 MA0 

ROW ― A13 A12 ― A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A11 32M×

16b COL ― A13 A12 ― ― ― AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 
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4.6.3 バンクアドレスを非連続アドレスとして使用する場合 

非連続アドレスとして使用する場合には、BKADMに“01“を設定します。この場合の下位のバンクアドレス

の位置は BKADPにて、上位のバンクアドレスの位置は BKADBにて指定します。下位のバンクアドレスの位置

は、カラムアドレスの上位に設定する場合とアドレス位置を指定する場合が設定できます。アドレス位置を指定

する場合は、バンクアドレスの下位ビット（BA0）の位置を指定します。上位のバンクアドレスの位置はアドレ

ス位置を設定できます。アドレス位置を指定する場合は、バンクアドレスの上位ビット（BA1）の位置を指定し

ます。８バンク品の場合、BA2は BA1の上位に位置します。 

以下では、64M×16bitの DDR2-SDRAM１個をつないだ例で説明します。 

 

表 4.13 BKADM＝“01”、BKADP＝“000000”、BKADB＝“001101”の場合 

種類  MBA2 MBA1 MBA0 MA13 MA12 MA11 MA10 MA9 MA8 MA7 MA6 MA5 MA4 MA3 MA2 MA1 MA0 

ROW A14 A13 A11 ― A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A12 64M×

16b COL A14 A13 A11 ― ― ― AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

 

表 4.14 BKADM＝“01”、BKADP＝“001100”、BKADB＝“010000”の場合 

種類  MBA2 MBA1 MBA0 MA13 MA12 MA11 MA10 MA9 MA8 MA7 MA6 MA5 MA4 MA3 MA2 MA1 MA0 

ROW A17 A16 A12 ― A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A15 A14 A13 A11 64M×

16b COL A17 A16 A12 ― ― ― AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 
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5. ダイレクトメモリアクセスコントローラ 
（SHwy-DMAC） 

5.1 概要 
Shwyバスに接続されるダイレクトメモリアクセスコントローラ（SHwy-DMAC）は、外部メモリ（DDR-SDRAM）、

内蔵メモリのデータ転送を、CPU に代わって高速に行うことができます。 
 

5.1.1 特長 

• チャネル数：2チャネル 

• アドレス空間：32bit物理アドレス空間に対応する。 

• 転送データ量： 

4バイト（H'0000_0004）～536,870,912バイト（H'2000_0000）までを4バイト単位で設定可能。 

• 転送データサイズ： 

4バイト、8バイト、16バイト、32バイト転送から転送アドレスと残りの転送データサイズにより自動選択し

ます。 

• アドレスモード：デュアルアドレスモード 

• 優先順位：チャネル優先順位固定 

• 割り込み要求： DMA転送終了割り込み（DMATEn）、転送元転送エラー割り込み（DMASEn）、転送先転

送エラー割り込み（DMADEn）を各チャネルごとに発生可能（n=0、1、各チャネルに対応します） 

• データ転送： 

SHwy上のリソース間において、連続領域の転送、ストライド転送およびgather/scatter転送可能 

• コマンドチェイン： 

指定したアドレスに設定されたデータ転送指示に従い、複数のデータ転送を連続実行可能 

• 発行可能なSHwyトランザクション 

LOAD（4/8/16/32バイト転送）、STORE（4/8/16/32バイト転送） 
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5.1.2 ブロック図 

DMAC のブロック図を図 5.1 に示します。 

[5:0]SuperHyway(SHwy)

SHwy-DMAC

SI

SA DC

DMA0 DC0

DMA1 DC1 RG

ST

SD

DMA DMATEn

DMASEn

DMADEn

n 0 1

SI SHwy Initiator

ST SHwy Target

SA SHwy

DMAx DMA

DC DMA

SD SHwy

RG  

図 5.1 DMAC ブロック図 

 

5.1.3 外部端子 
本 DMAC 関係の外部端子はありません。 
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5.2 レジスタの説明 
表 5.1 にレジスタ構成を示します。各チャネルのレジスタについて、ch0 の DMASAR は DMASAR0 のように表

記しています。表中に示したアクセスサイズ以外でレジスタアクセスを実行しないでください。 

表中のアドレス以外への書き込みを行わないでください。書き込みを行った場合、動作は保証されません。 
 

表 5.1 レジスタ構成 

名称 略称 R/W P4 アドレス エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

DMA オペレーションレジスタ DMAOR  R/W H'FE00_0010 H'1E00_0010  32 

DMA ソースアドレスレジスタ

0、1 

DMASAR0、1 R/W ch0 : H'FE00_0020 

ch1 : H'FE00_0120 

ch0 : H'1E00_0020 

ch1 : H'1E00_0120 

32 

DMA デスティネーション 

アドレスレジスタ 0、1 

DMADAR0、1 R/W ch0 : H'FE00_0028 

ch1 : H'FE00_0128 

ch0 : H'1E00_0028 

ch1 : H'1E00_0128 

32 

DMA バイトカウントレジスタ

0、1 

DMABCNTR0、1 R/W ch0 : H'FE00_0030 

ch1 : H'FE00_0130 

ch0 : H'1E00_0030 

ch1 : H'1E00_0130 

32 

DMA ストライドカウント 

レジスタ 0、1 

DMASBCNTR0、1 R/W ch0 : H'FE00_0034 

ch1 : H'FE00_0134 

ch0 : H'1E00_0034 

ch1 : H'1E00_0134 

32 

DMA ストライドレジスタ 

0、1 

DMASTRR0、1 R/W ch0 : H'FE00_0038 

ch1 : H'FE00_0138 

ch0 : H'1E00_0038 

ch1 : H'1E00_0138 

32 

DMA コマンドチェイン 

アドレスレジスタ 0、1 

DMACCAR0、1 R/W ch0 : H'FE00_0040 

ch1 : H'FE00_0140 

ch0 : H'1E00_0040 

ch1 : H'1E00_0140 

32 

DMA チャネルコントロール 

レジスタ 0、1 

DMACHCR0、1 R/W ch0 : H'FE00_0048 

ch1 : H'FE00_0148 

ch0 : H'1E00_0048 

ch1 : H'1E00_0148 

32 

DMA チャネルステータス 

レジスタ 0、1 

DMACHSR0、1 R/(W)* ch0 : H'FE00_004C 

ch1 : H'FE00_014C 

ch0 : H'1E00_004C 

ch1 : H'1E00_014C 

32 

【注】 * SE、DE、TE ビットをクリアするために、1 のみ書き込むことができます。 
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表 5.2 各処理モードにおけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

DMAOR H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

DMASAR0、1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

DMADAR0、1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

DMABCNTR0、1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

DMASBCNTR0、1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

DMASTRR0、1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

DMACCAR0、1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

DMACHCR0、1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

DMACHSR0、1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

【注】 初期化：パワーオンリセット項記載の値となります。 
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5.2.1 DMA オペレーションレジスタ（DMAOR） 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯DM
AE

RRRRRRRRRRRRRRR/W RR/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯

RRRRRRRRRRRRRRR RR/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 DMAE 0 R/W DMA マスタイネーブルビット 

全チャネルの DMA 転送イネーブルを指定します。DMA 転送機能を使用す

る場合には、1 をセットしてください。 

本ビットを 0 にクリアすると、すべてのチャネルの転送を中止します。中

止した場合、再度本ビットを 1 にセットしても、中止した DMA 転送を再開

することはできません。 

転送を中止した場合、DMADAR0、1 の示す値の 2 つ前の転送までは完了し

ていますが、1 つ前と現在のアドレスのデータ値は保証できません。 

30～0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 
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5.2.2 DMA ソースアドレスレジスタ 0、1（DMASAR0、DMASAR1） 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WR/W

01234567891011121315 14

00

⎯ ⎯

0000000000000 0

DMASAR

DMASAR

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WR/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 DMASAR すべて 0 R/W DMA 転送時の転送元アドレスを指定します。 

DMA転送中は、現在SHwy バスに発行している転送元アドレスを示しています。 

32bit 物理アドレス空間に対応しています。 

4 の倍数のみ指定可能であり、本フィールドには指定する数の 4 分の 1（下位 2

ビットを除いた数字）を指定します。 

1、0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 

 

5.2.3 DMA デスティネーションアドレスレジスタ 0、1（DMADAR0、DMADAR1） 

 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WR/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

DMADAR

DMADAR

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WR/W

⎯ ⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 DMADAR すべて 0 R/W DMA 転送時の転送先アドレスを指定します。 

DMA転送中は、現在SHwy バスに発行している転送先アドレスを示しています。 

32bit 物理アドレス空間に対応しています。 

4 の倍数のみ指定可能であり、本フィールドには指定する数の 4 分の 1（下位 2

ビットを除いた数字）を指定します。 

1、0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 
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5.2.4 DMA バイトカウントレジスタ 0、1（DMABCNTR0、DMABCNTR1） 
 

161718192021222324252627282931 30

BCNT

BCNT

⎯

⎯ ⎯

R/W

01234567891011121315 14

⎯ ⎯

000000000000000 0

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WR/W

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR RR/W

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 

28～2 BCNT すべて 0 R/W 転送バイトカウントを指定します。 

0 を指定した場合は、229（=536,870,912）バイトを転送します。 

4 の倍数のみ指定可能であり、本フィールドには指定する数の 4 分の 1（下位

2 ビットを除いた数字）を指定します。 

転送元から転送されたバイト数をカウントします。 

1、0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 
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5.2.5 DMA ストライドカウントレジスタ 0、1（DMASBCNTR0、DMASBCNTR1） 
 

161718192021222324252627282931 30

SBCINI

SBCNT

⎯

R/W

01234567891011121315 14

⎯⎯

⎯

000000000000000 0

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WR/W

000000000000000 0

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WR/W

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 SBCINI すべて 0 R/W 初期ストライドカウンタ 

ストライドカウンタの初期値を指定します。 

ストライド・gather/scatter 転送で一塊として転送されるデータ転送バイト

数の初期値を設定します。 

4 の倍数のみ指定可能であり、本フィールドには指定する数の 4 分の 1（下

位 2 ビットを除いた数字）を指定します。 

17、16 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 

15～2 SBCNT すべて 0 R/W ストライドカウンタ 

ストライドカウンタを指定します。 

ストライド・gather/scatter 転送で一塊として転送されるデータ転送バイト

数のカウンタとなります。データ転送中は、残りの転送バイト数を示して

います。 

BCNT≠0 かつ SBCNT=0 となったときは、SBINI の値をロードしてデータ

転送を継続します。 

4 の倍数のみ指定可能であり、本フィールドには指定する数の 4 分の 1（下

位 2 ビットを除いた数字）を指定します。 

1、0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 
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5.2.6 DMA ストライドレジスタ 0、1（DMASTRR0、DMASTRR1） 
 

161718192021222324252627282931 30

SS

DS

⎯

R/W

01234567891011121315 14

⎯⎯

⎯

000000000000000 0

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WR/W

000000000000000 0

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WR/W

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 SS すべて 0 R/W 転送元アドレスストライド幅 

転送元アドレスのストライド幅を指定します。 

4 の倍数のみ指定可能であり、本フィールドには指定する数の 4 分の 1（下

位 2 ビットを除いた数字）を指定します。 

17、16 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 

15～2 DS すべて 0 R/W 転送先アドレスストライド幅 

転送先アドレスのストライド幅を指定します。 

4 の倍数のみ指定可能であり、本フィールドには指定する数の 4 分の 1（下

位 2 ビットを除いた数字）を指定します。 

1、0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 

 

5.2.7 DMA コマンドチェインアドレスレジスタ 0、1（DMACCAR0、DMACCAR1） 

 
161718192021222324252627282931 30

CCA

CCA

R/W

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

RRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WR/W

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WR/W
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 CCA すべて 0 R/W コマンドチェインアドレス 

コマンドチェインを実行する場合、最初のコマンドチェインのコマンド列の

アドレスを指定してください。 

コマンドチェイン実行中は次に実行するコマンドチェインのアドレスが設定

されます。 

32 バイト境界のみが指定可能であり、本フィールドには下位 5 ビットを除い

た部分を指定します。 

4～0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 

 

5.2.8 DMA チャネルコントロールレジスタ 0、1（DMACHCR0、DMACHCR1） 
 

161718192021222324252627282931 30

CHE CCRE SA 
SRE

DA 
SRE ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/W

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR RR/W

000000000000000 0

RRRRRRRRR/WR/WRRRR/WR/W RR/W

⎯⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 CHE 0 R/W DMA チャネルイネーブル 

チャネルイネーブルを指定します。 

本ビットを1にセットすると該当するチャネルでのデータ転送を開始します。

ただし、転送終了（TE）や転送エラー（DE/SE）を示すビットが 1 となって

いる間は転送を行いません。 

本ビットを 0 にクリアすると、転送を中止します。中止した場合、再度本ビ

ットを 1 にセットしても、中止した DMA 転送を再開することはできません。 

転送を中止した場合、DMADAR0、1 の示す値の 2 つ前の転送までは完了して

いますが、1 つ前と現在のアドレスのデータ値は保証できません。 

本ビットは、コマンドチェイン実行時のコマンド取得のための LOAD 転送に

対するエラーレスポンスが発生した場合を除き、転送終了や中止によって、0

クリアされることはありません。 

0：データ転送を禁止 

1：データ転送を許可 

30 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

29 CCRE 0 R/W コマンドチェインイネーブル 

コマンドチェインイネーブルを指定します。 

本ビットがセットされた状態でデータ転送要求が発生したとき、DMACCAR

に設定されたアドレスからコマンドを読み込んでデータ転送を実施します。 

0：コマンドチェイン無効 

1：コマンドチェイン有効 

28～26 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 

25 SASRE 0 R/W 転送元アドレスストライドイネーブル 

転送元アドレスストライドレジスタイネーブルを指定します。 

0：DMASTRR0、1.SS ビットは無効 

1：DMASTRR0、1.SS ビットは有効 

24 DASRE 0 R/W 転送先アドレスストライドイネーブル 

転送先アドレスストライドレジスタイネーブルを指定します。 

0：DMASTRR0、1.DS ビットは無効 

1：DMASTRR0、1.DS ビットは有効 

23～0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 
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5.2.9 DMA チャネルステータスレジスタ 0、1（DMACHSR0、DMACHSR1） 
 

161718192021222324252627282931 30

SEE DEE

SE DE IE TE

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/W

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

000000000000000 0

R/WC1RRR/WRRRRRR/WC1RR/WC1RRR RR/W

000000000000000 0

RRRRRRRRRR/WRR/WRRR RR/W

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 

27 SEE 0 R/W 転送元転送エラー割り込みイネーブル 

転送元からの転送での転送エラーによる割り込みイネーブルを指定します。 

本ビットを 1 にセットした場合、SE ビットがセットされると、割り込みを

要求します。 

0: 割り込み発生を禁止します。 

1: 割り込み発生を許可します。 

26 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 

25 DEE 0 R/W 転送先転送エラー割り込みイネーブル 

転送先への転送での転送エラーよる割り込みイネーブルを指定します。 

本ビットを 1 にセットした場合、DE ビットがセットされると、割り込みを

要求します。 

0: 割り込み発生を禁止します。 

1: 割り込み発生を許可します。 

24～12 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 

11 SE 0 R/WC1* 転送元転送エラーフラグ 

転送元からの転送で転送エラーが発生したことを示します。 

エラーが発生した場合、実行中の DMA 転送は中止します。 

本ビットが 1 にセットされていると、DMACHCR0、1.CHE ビットを 1 にし

ても転送は行われません。 

【クリア方法】本ビットへの 1 書き込みでフラグはクリアされます。0 書き

込みは無視されます。本ビットをクリアする場合を除いて 0 を書き込むよう

にしてください。 

10 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 DE 0 R/WC1* 転送先転送エラーフラグ 

転送先への転送で転送エラーが発生したことを示します。 

エラーが発生した場合、実行中の DMA 転送は中止します。 

本ビットがセットされていると、DMACHCR0、1.CHE ビットを 1 にしても

転送は行われません。 

【クリア方法】本ビットへの 1 書き込みでフラグはクリアされます。0 書き

込みは無視されます。本ビットをクリアする場合を除いて 0 を書き込むよう

にしてください。 

8～4 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 

3 IE 0 R/W DAM 転送終了割り込みイネーブル 

DMA 転送終了による割り込みイネーブルを指定します。 

本ビットを 1 にセットした場合、TE ビットがセットされると、割り込みを

要求します。 

0：割り込み要求を禁止 

1：割り込み要求を許可 

2、1 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 

0 TE 0 R/WC1* DMA 転送終了フラグ 

転送終了フラグを示します。 

DMABCNTR0、1 の値が 0 になり、データ転送が終了すると、本ビットは 1

にセットされます。転送エラーによって転送が終了した場合、あるいは

DMACHCR0、1.CHE ビットをクリアして転送を強制終了させた場合には、

本ビットは 1 にセットされません。 

また、転送が正常に終了した場合でも、コマンドチェインを使用して

（CCRE=1）、次の転送が指定されている場合は、本ビットは 1 にセットさ

れません。 

本ビットがセットされていると、DMACHCR0、1.CHE ビットを 1 にしても

転送は行われません。 

0：データ転送中またはデータ転送の転送中断 

1：（DMABCNTR0、1＝0 により）データ転送終了 

【クリア方法】本ビットへの 1 書き込みでフラグはクリアされます。0 書き

込みは無視されます。本ビットをクリアする場合を除いて 0 を書き込むよう

にしてください。 

【注】 * R/WC1：リードおよびライト可。1 を書き込むとビットは初期化されますが、0 の書き込みは無視されます。 
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5.3 動作説明 
動作内容とチャネルコントロールレジスタ設定の関係を表 5.3 に示します。 

チャネルコントロールレジスタ 0、1（DMACHCR0、DMACHCR1）のビット 31、29、25、24 の 4 ビットで動

作内容を制御します。 
 

表 5.3 動作内容とチャネルコントロールレジスタ設定の関係 

ビット 31 29 25 24 

ビット名 CHE CCRE SASRE DASRE 

 

 DMA チャネル 

イネーブル 

コマンドチェイン

イネーブル 

転送元アドレス 

ストライドイネーブル

転送先アドレス 

ストライドイネーブル 

動作なし 0 ― ― ― 

連続領域転送 1 0 0 0 

ストライド転送 1 0 1 1 

gather 転送 1 0 1 0/1 

scatter 転送 1 0 0/1 1 

コマンドチェイン 1 1 ― ― 

動作内容 

設定禁止 その他組み合わせ 

【注】 ―： don’t care 
 

gather 転送で DMACHCR.DASRE=0 の場合と、DMACHCR.DASRE=1 でかつ DMASTRR.DS=0 である場合、転送

先の開始アドレスはいずれのブロックでも同じになります。 

同様に scatter転送でDMACHCR.SASRE=0の場合と、DMACHCR.SASRE=1でかつDMASTRR.SS=0である場合、

転送元の開始アドレスはいずれのブロックでも同じになります。 
 

5.3.1 チャネルの優先順 

本 DMAC は、複数のチャネルに対して転送要求があった場合には、一回の転送単位（4 バイト、8 バイト、16

バイトまたは 32 バイト単位）の読み出しサイクル、または書き込みサイクルの転送が終了するたびに、転送可能

なチャネルのうちで最も優先度の高いチャネルの転送が開始されます。 
 

同時に複数のチャネルに対して転送要求があった場合には、決められた優先順位に従って転送を開始します。 

同時転送要求時：CH1＞CH0 
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5.3.2 連続領域転送 

各種レジスタに転送条件を設定後、チャネルコントロールレジスタに連続領域転送の指示を設定すると、以下

の手順でデータ転送を行います。 

以下の手順では ch0 のレジスタ設定を行っています。ch1 を使用する場合も同様の設定です。 
 

1．転送許可状態かどうかをチェックします。 

DMAOR.DMAE=1、DMACHCR0.CHE=1、DMACHSR0.SE=0、DMACHSR0.DE=0、DMACHSR0.TE=0であれ

ば転送許可状態です。 

また、表5.3に従って、連続領域転送の設定をしてください。 

2．転送許可状態ならばデータ転送を開始します。1 回の転送を行うごとに DMABCNTR0 の値をデクリメント

します。 

3．指定されたバイト数の転送を終える（DMABCNTR0=0）と転送を正常終了し、DMACHCR0.TE を 1 にセッ

トします。 

DMACHSR0.IE=1のとき、CPUに対してDMA転送終了割り込みを発生します。 

転送先転送エラー、転送元転送エラーが発生した場合には、データ転送は中断されます。このとき、

DMACHSR0.SEもしくはDMACHSR0.DEが1にセットされます。 

また、DMACHCR0.CHEを0にクリアしてもデータ転送は中止されます。 
 

DMASAR0、1 および DMADAR0、1 で設定したアドレスと、転送中の残りのデータサイズによって転送サイズ

を自動で決定します。 
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DMASAR0

DMADAR0

DMADAR0

DMABCNTR0=0

DMASAR0

DMABCNTR0

DMABCNTR0

 

図 5.2 連続領域転送 
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5.3.3 ストライド/gather/scatter 転送 

各種レジスタに転送条件を設定後、チャネルコントロールレジスタにストライド/gather/scatter 転送の指示を設

定すると、以下の手順でデータ転送を行います。 

以下の手順では ch0 のレジスタ設定を行っています。ch1 を使用する場合も同様の設定です。 
 

1. 転送許可状態かどうかをチェックします。 

DMAOR.DMAE=1、DMACHCR0.CHE=1、DMACHSR0.SE=0、DMACHSR0.DE=0、DMACHSR0.TE=0であれ

ば転送許可状態です。 

また、表5.3に従って、ストライド/gather/scatter転送の設定をしてください。 

2. 転送許可状態ならばデータ転送を開始します。1回の転送を行うごとにDMABCNTR0と

DMASBCNTR0.SBCNTの値をデクリメントします。 

3. DMABCNTR0≠0かつDMASBCNTR0.SBCNT=0となると、DMASAR0にDMASTRR.SS、DMADAR0に

DMASTRR0.DSを加算し、次の転送元、転送先アドレスを求めます。 

そして、DMASBCNTR0.SBCINIに設定された値をDMASBCNTR0.SBCNTに設定し、項番2へ戻ります。 

4. 指定されたバイト数の転送を終える（DMABCNTR0=0）と転送を正常終了し、DMACHSR0.TEを1にセット

します。 

DMACHSR0.IE=1のとき、CPUに対して転送終了割り込みを発生します。 

転送元転送エラー、転送先転送エラーが発生した場合には、データ転送は中止されます。このとき、

DMACHSR0.SEもしくはDMACHSR0.DEがセットされます。 

また、DMACHCR0.CHEを0にクリアしてもデータ転送は中止されます。 
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図 5.3 ストライド転送 
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図 5.4 gather 転送 
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図 5.5 scatter 転送 
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5.3.4 コマンドチェイン 

各種レジスタに転送条件を設定後、チャネルコントロールレジスタにコマンドチェインの指示を設定すると、

以下の手順でデータ転送を行います。 

以下の手順では ch0 のレジスタ設定を行っています。ch1 を使用する場合も同様の設定です。 
 

1. 転送許可状態かどうかをチェックします。 

DMAOR.DMAE=1、DMACHCR0.CHE=1、DMACHSR0.SE=0、DMACHSR0.DE=0、DMACHSR0.TE=0であれ

ば転送許可状態です。 

また、表5.3に従って、コマンドチェインの設定をしてください。 

2. 転送許可状態ならば、DMACCARに設定されたアドレスから、データ転送コマンドを読み出し、各種レジス

タに設定します。 

3. 指定されたデータ転送コマンドを開始します。 

4. 指定されたデータ転送コマンドが正常終了しても、DMACHCR0.CCRE=1のときは次に実行すべきコマンドが

用意されているため、DMACHSR0.TEはセットされませんし、DMACHSR0.IE=1であっても割り込みは発生

しません。 

5. DMACHCR0.CHE=1、DMACHSR0.DE=0、DMACHSR0.SE=0、DMACHSR0.TE=0、DMACHCR0.CCRE=1なら

ば、項番2へ戻ります。 

6. データ転送コマンド終了時、DMACHCR0.CCRE=0となっているとコマンドチェインによる転送を終了しま

す。このとき、DMACHSR0.TEが1にセットされ、DMACHSR0.IE=1の場合、転送終了割り込みが発生します。 

転送元転送エラー、転送先転送エラーが発生した場合には、データ転送は中止されます。このとき、

DMACHSR0.SE もしくは DMACHSR0.DE が 1 にセットされます。 

また、DMACHCR0.CHE を 0 にされてもデータ転送は中止されます。 

項番 2 のデータ転送コマンドの読み出し時にエラーが発生した場合、DMACHSR0.SE が 1 にセットされ、

DMACHCR0.CHE が 0 にクリアされます。 
 

コマンド列のフォーマットを図 5.6 に示します。 

H'00 に設定する CHE は必ず 1 をセットしてください。H'04 はリザーブビットです。H'04 へは H'0000_0008 を

セットしてください。また、コマンドチェインの最後のコマンド列では、H'10 の CCA は必ず 27'H0 をセットして

ください。 
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図 5.6 コマンドチェイン コマンド列フォーマット 

 
コマンドチェインでは、次のコマンドの先頭アドレスを CCA で指し示すことで、図 5.7 のように連続して DMA

転送を実行することができます。 
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図 5.7 コマンドチェイン 
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5.4 使用上の注意事項 
本 DMAC を使用する際は、以下のことに注意してください。 

 

5.4.1 DMA 転送の途中終了について 

以下の場合に DMA 転送を途中終了した場合、後続の転送の再開はできません。 

• DMAOR.DMAEを0にクリアした場合 

• DMACHCRn.CHE（n：0、1）を0にクリアした場合 

• 転送元転送エラー、転送先転送エラー発生した場合 
 

再度 DMA 転送を実行する場合、DMA 転送開始の設定を再度行ってください。 
 

再設定する場合の手順を示します。転送中止時の DMADAR0、1 の値から、再設定値を決めます。 

①DMADAR0、1の値を確認し、DMASAR0、1、DMADAR0、1に再設定する値を求めて、設定してください。 

DMADAR0、1の値から7'h20（転送データ32バイトに対応）を引いた値を、DMADAR0、1に設定してくだ

さい。 

DMASAR0、1をDMADAR0、1に対応したアドレスに設定してください。 

②DMABCNTR0、1に値を設定してください。 

③転送許可状態かどうかをチェックします。 

DMAOR.DMAE=1、DMACHCR0.CHE=1、DMACHSR0.SE=0、DMACHSR0.DE=0、DMACHSR0.TE=0であ

れば転送許可状態ですので転送が開始されます。 
 

5.4.2 DMA 転送の途中終了時の割り込みについて 

DMA 転送中に DMAOR.DMAE を 0 にクリアする場合、および DMACHCRn.CHE（n：0、1）を 0 にクリアする

場合で、DMACHSRn.IE、DMACHSRn.SEE、DMACHSRn.DEE を 1 にしている場合、DMA 転送の中止前に割り込

みが発生する可能性があります。 

発生した割り込みに対して適切なハンドリングをするようにしてください。 
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5.4.3 アクセスサイズ制限のあるモジュールについて 

以下のモジュールに対して DMA 転送を実行する場合、表 5.4 で分類された（3-1）、（3-2）の条件に従ってく

ださい。（n=正の整数、m=0、1） 

以下の条件以外では、対象のモジュールに対して許可されないトランザクションを発行する可能性があります。 

なお、DBG モジュールおよび TMU モジュールへは本 DMAC を使用して転送を実行しないでください。 
 

表 5.4 DMA 転送の条件 

条件 （3-1） （3-2） 

対象モジュール DMA 

HPB 

R-GPVG 

DU 

VIN 

INTC 

USB 

DBSC 

LRAM（SH-4A） 

 

（3-1）4バイト転送を実行します。 

① 連続領域転送の場合 

設定禁止です。 

② ストライド/gather/scatter 転送の場合 

DMASBCNTRm.SBCINI=14'h1、DMASBCNTRm.SBCNT=14'h1 としてください。 
 

（3-2）32バイト転送を実行します。 

① 連続領域転送の場合 

対象モジュールが転送元の場合、DMASARm を 32 バイト境界としてください。 

対象モジュールが転送先の場合、DMADARm を 32 バイト境界としてください。 

DMABCNTRm を 32n バイトとしてください。 

② ストライド/gather/scatter 転送の場合 

対象モジュールが転送元の場合、DMASARm を 32 バイト境界とし、DMASTRRm の SS を（32n/4）バイ

トとしてください。 

対象モジュールが転送先の場合、DMADARm を 32 バイト境界とし、DMASTRRm の DS を（32n/4）バ

イトとしてください。 

DMASBCNTRm の SBCINI、SBCNT を（32n/4）バイトとしてください。 

DMABCNTRm を 32n バイトとしてください。 
 



 

5. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（SHwy-DMAC） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  5-25 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

5.4.4 モジュールストップについて 

本 DMAC 動作中に、CPG のレジスタ設定によるモジュールストップを行わないでください。モジュールストッ

プさせた場合、動作中の転送内容は保証できません。 
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6. バスブリッジ（HPB） 

6.1 概要 
HPB は、CPU（SuperHyway バス）から周辺モジュールインタフェースである HPB バス上への PIO アクセスに

対し、SuperHyway バスプロトコルから HPB バスプロトコルへのインタフェース変換して効率よく転送処理する

機能ブロックです。また、HPB には 28 チャネル HPB-DMAC を内蔵しており、HPB バス上の機能ブロックと、

DDR2_SDRAM/DDR3_SDRAM 間との DMA 転送処理を行います。これらの転送動作を行う HPB は、HPB バス上

の機能ブロックとの間で PIO アクセスのみの機能モジュール接続バス（HPB P1BUS）と HPB-DMAC を使用し

DMA 転送を行うモジュール接続バス（HPB P2BUS～HPB P6BUS、HPB P8BUS）のそれぞれを分離したバス

構成を採っています。したがって、HPB P1BUS 接続モジュールへの PIO アクセスと HPB P2BUS～HPB P6BUS、

HPB P8BUS への DMA 転送が同時に動作する場合、HPB バス上で競合を起こすことがありません。 
 

6.2 特長 
• CPU（SuperHywayバス）アクセス受信機能 

―CPU（SuperHywayバス）からのPIOアクセス（LOAD、STOREトランザクション）受信をサポート 

―CPU（SuperHywayバス）からのPIOアクセス受信バッファを4面内蔵 

―CPU（SuperHywayバス）からのPIOによるHPB内部レジスタアクセス受信機能 
 

• HPBバスアクセス転送機能 

―CPU（SuperHywayバス）からのPIOアクセスに対するエンディアン設定情報やアクセスサイズ情報による

アライメント変換機能 

―CPU（SuperHywayバス）からのPIOアクセスとHPB内蔵DMACからのDMA転送によるHPB上アクセス競合

調停機能 
 

• HPB内蔵DMAC（HPB-DMAC）によるDMA転送機能 

―各HPBバス上機能ブロックと各SuperHyway間（DDR2_SDRAM/DDR3_SDRAM間）のDMA転送機能 

（DMA転送制御については、「第6A章 ローカルバス用、周辺モジュール用ダイレクトメモリアクセス

コントローラ（LBSC-DMAC/HPB-DMAC）」を参照してください。） 
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6.3 ブロック図 
HPB は、HPB 配下に多くの機能モジュールを接続しています。これらの個々の機能モジュールに対し効率よく

データ転送を行うため、バス動作の並列性を高めた内部構成を採っています。 

図 6.1 に HPB 配下の機能モジュールへのアクセスルート図を、並列性を高めた主なポイントを以下に示します。 
 

• PIOアクセスのみのモジュールとHPB-DMACを使用したDMA転送を行うモジュールを独立したHPBバス上

に配置 

• SuperHywayターゲットポート制御（SHwy-IF（Target Port）） 

―SuperHywayからのアクセス用バッファを4面内蔵 

―SuperHywayからのLOAD、STOREトランザクションをサポート 

• SuperHywayイニシエータポート制御（SHwy-IF（Initiator Port）） 

―HPB-DMAC（HPBバスプロトコル）⇒SuperHywayプロトコル変換機能 

• SuperHywayイニシエータポートアクセス調停 

―各HPB内DMACからメモリ（SuperHyway）へのアクセスのバス調停機能 

• ルータ 

―各HPB-DMACから機能モジュールへのアクセス選択機能 

• SuperHyway－HPBバス変換 

―SuperHywayからのエンディアン設定情報（little）、アクセスサイズによるライトデータのアライメント変

換機能 

―SuperHywayからのHPBバスアクセスとHPB内部DMAC（HPB-DMAC）からのHPBバスアクセスのバス調停

機能 

• DMA転送制御 

DMA転送制御については、「第6A章 ローカルバス用、周辺モジュール用ダイレクトメモリアクセスコン

トローラ（LBSC-DMAC/HPB-DMAC）」を参照してください。 
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【注】 矢印はアクセスの方向を示すものです。
 リードのデータは矢印の逆方向に流れます。  

図 6.1 HPB 配下の機能モジュールへのアクセスルート図 
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6.4 サポートエリア 
図 6.2 に HPB 空間のメモリマップを示します。HPB 空間は、H'FFC00000～H'FFFFFFFF 番地に割り付きます。 
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図 6.2 HPB 空間メモリマップ 
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6.5 レジスタの説明 
HPB 内部レジスタはすべて、HPB バス空間にマッピングされます。HPB 内部に存在するレジスタ構成を表 6.1

（1）に示します。さらに HPB 内部レジスタの詳細を示します。HPB 内蔵の HPB-DMAC におけるレジスタの詳

細は「第 6A 章 ローカルバス用、周辺モジュール用ダイレクトメモリアクセスコントローラ

（LBSC-DMAC/HPB-DMAC）」を参照願います。 
 

表 6.1（1） HPB 内部レジスタ構成 

アドレス レジスタ名 略称 アクセスタイプ アクセスサイズ 格納ブロック 

H'FFC004C0 RCAN0 コントロールレジスタ RCAN0CTL RW 32 HPB 

H'FFC004C4 RCAN1 コントロールレジスタ RCAN1CTL RW 32 HPB 

【注】 上記アドレス以外への書き込みは行わないでください。 

 書き込みを行った場合、動作は保証されません。読み出すと不定値が読み出されます。 
 

表 6.1（2） 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオンリセット マニュアルリセット スリープ ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

RCAN0CTL H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 － 初期化 

RCAN1CTL H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 － 初期化 

【注】 初期化：パワーオンリセット項記載の値となります。 
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6.5.1 RCAN0 コントロールレジスタ（RCAN0CTL） 

機能：RCAN0 のクロックモードを設定するレジスタ 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR RR/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ASYNC⎯ ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR RR/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

0 ASYNC 0 R/W RCAN0 同期／非同期モード選択 

0：同期（内部クロック動作） 

1：非同期（外部クロック動作） 

 

6.5.2 RCAN1 コントロールレジスタ（RCAN1CTL） 

機能：RCAN1 のクロックモードを設定するレジスタ 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR RR/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ASYNC⎯ ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR RR/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

0 ASYNC 0 R/W RCAN1 同期／非同期モード選択 

0：同期（内部クロック動作） 

1：非同期（外部クロック動作） 
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6.6 動作説明 

6.6.1 構成と基本動作 

（1） SuperHyway リクエストパケット受信動作 

HPB は SuperHyway バスに接続されており CPU からの PIO アクセスを SuperHyway バス経由で受信します。HPB

の SuperHyway ターゲットポートでは、SuperHyway リクエストパケット内のアドレスにより、対象となる機能モ

ジュールを判別し、HPB 空間のバスプロトコルに変換してバスアクセスを発行します。本リクエストパケット受

信動作では FIFO を 4 段有しており、FIFO の前後で HPB 空間バス周波数に速度変換を行います。またターゲット

ポートではリクエストパケットに対するレスポンスパケットの出力を行います。アクセス用 FIFO がフルの状態に

おいてリクエストパケットを受信した場合は応答を返さずウェイト状態となります。 
 

（2） SuperHyway 受信トランザクション 

リクエストパケットのトランザクションをチェックし、許容できるアクセスのみを受信します。 表 6.2 に HPB

における受信可能なトランザクションを示します。 
 

表 6.2 HPB の受信可能なトランザクション 

トランザクション名 HPB トランザクション名 HPB 

LOAD（1 バイト） ○ STORE（1 バイト） ○ 

LOAD（2 バイト） ○ STORE（2 バイト） ○ 

LOAD（4 バイト） ○ STORE（4 バイト） ○ 

LOAD（8 バイト） × STORE（8 バイト） × 

LOAD（16 バイト） × STORE（16 バイト） × 

LOAD（32 バイト） × STORE（32 バイト） × 

【注】 ○：サポート ×：未サポート 
 

本表における受信可能なトランザクションの中でも HPB 空間の機能モジュールの仕様により、実際に受信可能

なトランザクションは異なります。HPB としては各機能モジュールごとの受信可能なトランザクションは管理し

ておりません。 
 

（3） HPB P1BUS 

HPB バス上の機能モジュールには、PIO 受信動作のみの機能を有し DMA 動作を行わない機能モジュール、ま

たは HPB バス上では DMA 動作を行わずに SuperHyway バスに向かって自律で DMA 動作を行う機能モジュール

が存在します。これらのモジュールにおける HPB バス上での動作はすべて PIO アクセス受信動作に限定され、HPB 

P1BUS バスにマルチ接続されています。 
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（4） HPB P2BUS～HPB P6BUS、HPB P8BUS 

HPB バス上の機能モジュールには、DMA 要求を発行して、HPB 内部 DMAC によって DMA 動作を行うモジュ

ールが存在します。これらのモジュールにおける HPB バス上での動作は、PIO アクセスおよび HPB-DMAC によ

る DMA アクセスが発生し、PIO アクセスと DMA アクセスが同時に発生した場合は、DMA アクセス固定優先に

より競合調停制御を行います。 

これらのモジュールは、HPB 配下の HPB P2BUS～HPB P6BUS、HPB P8BUS のいずれかのバス上で他の機

能モジュールとマルチ接続されています。 
 

（5） DMA 動作 

HPB は、HPB-DMAC を 28 チャネル内蔵しています。本 HPB-DMAC によって HPB バス上の DMA 要求を発行

する機能モジュールに対し、SuperHyway バス間との DMA 動作をサポートします。DMA 動作を行う際には、

HPB-DMAC 内のレジスタ設定によって、サポートする HPB バス上の機能モジュールを選択することが可能とな

ります。また、SuperHyway バス側の転送先としては、DDR2_SDRAM/DDR3_SDRAM を想定していますが、これ

らは、HPB-DMAC に設定する DMA 転送アドレスによって決定されます。HPB-DMAC の起動方法や詳細に関し

ては、「第 6A 章 ローカルバス用、周辺モジュール用ダイレクトメモリアクセスコントローラ

（LBSC-DMAC/HPB-DMAC）」を参照ください。表 6.3 に HPB-DMAC SuperHyway へのアクセストランザクシ

ョンを示します。 
 

表 6.3 HPB-DMAC SuperHyway へのアクセストランザクション 

トランザクション名 HPB トランザクション名 HPB 

LOAD（1 バイト） × STORE（1 バイト） ○ 

LOAD（2 バイト） × STORE（2 バイト） ○ 

LOAD（4 バイト） ○ STORE（4 バイト） ○ 

LOAD（8 バイト） ○ STORE（8 バイト） ○ 

LOAD（16 バイト） ○ STORE（16 バイト） ○ 

LOAD（32 バイト） ○ STORE（32 バイト） ○ 

【注】 ○：サポート ×：未サポート 
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6.6.2 エンディアンとデータアライメント 

（1） PIO アクセス時のエンディアン変換 

SuperHyway はビッグエンディアンとリトルエンディアンをサポートしていますが、HPB バスはビッグエンディ

アン固定となっています。このため、HPB は、エンディアン信号およびアクセスサイズによりエンディアンに応

じたデータアライメント変換を行います。また、同時にバス幅の変換も行います。図 6.3 に HPB バスアクセス時

のデータアライメント変換概念図を示します。 

address = 8n

address = 8n

SuperHyway

SuperHyway

HPB

a) 

D0

63

31 0

0

address = 4n

address = 4 (n + 1)

address = 8n

address = 8n

address = 4n

address = 4 (n + 1)

D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0

63 0

D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

031

D5D4 D6 D7

D1D0 D2 D3

D4 D5 D6 D7 D0 D1 D2 D3

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3

D4 D5 D6 D7

HPB

b)  

図 6.3 HPB バスアクセス時のデータアライメント変換概念 

 
次に実際の HPB バス上でデータアライメントについて記載します。図 6.4 に各バイトイネーブル信号のアサー

ト状態に対応したデータアライメント変換概念図を示します。ライトデータは、HPB にて HPB バス上の全バイト

レーンに有効データをコピーして HPB バス上の機能ブロックがどのバイトレーンからデータを取り込んでもデー

タ受信が可能なようにしています。一方、リードデータは、HPB ではバイトレーンのコピーを行いません。どち
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らのエンディアンにも対応したアライメントでデータ返送を行うためには、各 HPB 配下の機能ブロックも HPB

がライトを行うときのように、全バイトレーンにデータを返送することで両エンディアンに対応したデータ返送

が可能になります。 

4n

SuperHyway (CPU) SuperHyway (CPU)

SuperHyway

HPB

HPB

SuperHyway

HPB

HPB

SuperHyway

HPB

HPB

SuperHyway

HPB

HPB

SuperHyway

HPB

HPB

SuperHyway

HPB

HPB

SuperHyway

HPB

HPB

SuperHyway

HPB

HPB

SuperHyway

HPB

HPB

SuperHyway

HPB

HPB

SuperHyway

HPB

HPB

SuperHyway

HPB

HPB

SuperHyway

HPB

HPB

D0 D1 D2 D3

31-24 23-16 15-8 7-0

D0 D1 D2 D3

31-24 23-16 15-8 7-0

D3 D3 D1 D0

31-24 23-16 15-8 7-0

D3 D2 D1 D0

31-24 23-16 15-8 7-0

4n

4n + 2

4n + 4

4n + 6

4n

4n + 1

4n + 2

4n + 3

4n + 4

4n + 5

4n + 6

4n + 7

D0 D1

31-24 23-16 15-8 7-0

D3 D2

31-24 23-16 15-8 7-0

31-24 23-16 15-8 7-0

D4 D5

31-24 23-16 15-8 7-0

D6 D7

D2 D3

31-24 23-16 15-8 7-0

D1 D0

31-24 23-16 15-8 7-0

D3

31-24 23-16 15-8 7-0

D0

31-24 23-16 15-8 7-0

D2

31-24 23-16 15-8 7-0

D1

31-24 23-16 15-8 7-0

D1

31-24 23-16 15-8 7-0

D2

31-24 23-16 15-8 7-0

D0

31-24 23-16 15-8 7-0

D3

31-24 23-16 15-8 7-0

31-24 23-16 15-8 7-0

D6 D7

31-24 23-16 15-8 7-0

D4 D5

D0 D1

31-24 23-16 15-8 7-0

D0 D1

D3 D2

31-24 23-16 15-8 7-0

D3 D2

D2 D3

31-24 23-16 15-8 7-0

D2 D3

D1 D0

31-24 23-16 15-8 7-0

D1 D0

D6 D7

31-24 23-16 15-8 7-0

D4 D5

31-24 23-16 15-8 7-0

D4 D5

D6 D7

31-24 23-16 15-8 7-0

D6 D7D6 D7

D4 D5

31-24 23-16 15-8 7-0

D4 D5

31-24 23-16 15-8 7-0

D4

31-24 23-16 15-8 7-0

D7D7

31-24 23-16 15-8 7-0

D4

31-24 23-16 15-8 7-0

D0

31-24 23-16 15-8 7-0

D0 D0 D0

D3

31-24 23-16 15-8 7-0

D3 D3 D3

31-24 23-16 15-8 7-0

D5

31-24 23-16 15-8 7-0

D6

31-24 23-16 15-8 7-0

D6

31-24 23-16 15-8 7-0

D5

D1

31-24 23-16 15-8 7-0

D1 D1 D1

D2

31-24 23-16 15-8 7-0

D2 D2 D2

D2

31-24 23-16 15-8 7-0

D2 D2 D2

D1

31-24 23-16 15-8 7-0

D1 D1 D1

31-24 23-16 15-8 7-0

D3 D3 D3

D3

31-24 23-16 15-8 7-0

D0 D0 D0

D0

D4

31-24 23-16 15-8 7-0

D4 D4 D4

D7
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D7 D7 D7

D5
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D5 D5 D5

D6
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D6 D6 D6

D6
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D5
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D5 D5 D5

D7
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図 6.4 各バイトイネーブル信号のアサート状態に対応したデータアライメント変換概念図 



 

6. バスブリッジ（HPB） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  6-11 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

（2） DMA アクセス時のエンディアン変換 

HPB バス上に接続される機能ブロックと SuperHyway バス間の DMA 転送時、HPB バスへの DMA 転送時に

HPB-DMAC 内部でエンディアンや転送バスサイズに応じたデータアライメント変換を行います。詳細は、「第

6A 章 ローカルバス用、周辺モジュール用ダイレクトメモリアクセスコントローラ（LBSC-DMAC/HPB-DMAC）」

を参照してください。 
 

6.6.3 HPB バスタイミングチャート 

（1） SuperHyway バスからの HPB バスアクセスタイミングチャート 

SuperHywayバスからのHPBバスアクセスタイミングチャートを図 6.5に示します。HPBバスは 50MHz/44.4MHz

（HPB P6BUS、HPB P8BUS は 100MHz/88.8MHz）のバスで、SuperHyway バスの 1/4（HPB P6BUS、HPB P8BUS

は 1/2）の速度のバスです。HPB は、HPB_BUS アクセスを行う際にインタフェース変換に加えて、クロック速度

変換を行っています。HPB バス上では、アクセスとアクセスの間隔に最短 1 クロックのインターバルが存在しま

す。また 1 回のバスアクセスは最短で 2 クロックとなります。これに対して、アクセス先の機能ブロックから pwait

信号を受信した場合はバスアクセスを延長しますが、pread 信号は延長されないので注意が必要です。pwait 信号

がネゲートされると次のクロックにてバスアクセスを終了させます。 

HPB

clkp (50MHz/44.4MHz)

pdreq_n

pdrack_n

pwait_n

pread_n

pwrite_n

pms_n

pdack_n

pa[25:0]

psize_n[1:0]

pwdata[31:0]

prdata[31:0]

clkp (50MHz/44.4MHz)

pdreq_n

pdrack_n

pwait_n

pread_n

pwrite_n

pms_n

pdack_n

pa[25:0]

psize_n[1:0]

pwdata[31:0]

prdata[31:0]

HPB

HPB

valid

A1

WAIT

A0

D0 D1

valid

A1

WAIT

A0

D0 D1

valid

valid

 

図 6.5 SuperHyway バスからの HPB バスアクセスタイミングチャート 
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（2） HPB-DMAC からの HPB バスアクセス（DMA 動作）タイミングチャート 

HPB-DMAC からの HPB バスアクセスタイミングチャートを図 6.6 に示します。HPB バス上の DMA アクセス

インタフェースは、通常の PIO 動作で使われるインタフェース信号に加えて pdreq、pdrack、pdack の DMA 用信

号 3 本を追加した構成になっています。HPB-DMAC は HPB バス上の機能ブロックから pdreq を受信すると pdrack

を返送することで HPB バス上の機能ブロックに対して DMA 要求を認識したことを示します。これにより、HPB

バス上の機能ブロックは pdreq をネゲートします。HPB-DMAC は、最短で pdrack のネゲートタイミングから pdack

をアサートするとともにバスアクセスを開始します。図 6.6 では、DMA 動作のみが記載されていますが、PIO 動

作が挿入された場合でも、アクセスとアクセスの間のインターバルは最短で 1 クロックが存在します。また 1 回

の DMA バスアクセスは最短で 2 クロックとなります。これに対して、アクセス先の機能ブロックから pwait 信号

を受信した場合はバスアクセスを延長しますが、pdack と pread 信号は延長されないので注意が必要です。pwait

信号がネゲートされると次のクロックにてバスアクセスを終了させます。 

DMAC-HPB BUS

clkp (50MHz/44.4MHz)

pdreq_n

pdrack_n

pwait_n

pread_n

pwrite_n

pms_n

pdack_n

pa[25:0]

psize_n[1:0]

pwdata[31:0]

prdata[31:0]

clkp (50MHz/44.4MHz)

pdreq_n

pdrack_n

pwait_n

pread_n

pwrite_n

pms_n

pdack_n

pa[25:0]

psize_n[1:0]

pwdata[31:0]

prdata[31:0]

A0

valid valid

A1

D0 D1
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図 6.6 HPB-DMAC からの HPB バスアクセス（DMA 動作）タイミングチャート 
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6.6.4 バス調停 

（1） HPB バス出力時のバス調停 

バス調停回路では、DMA アクセス動作と PIO 動作のバスアクセス競合を調停します。その調停方法は、DMA

アクセス動作を PIO アクセス動作に対し優先して行う固定優先で、バス調停を行います。ただし、DMA 要求を持

たない HPB バス上の機能ブロックは、PIO アクセスのみ受け付ける機能モジュールが接続されている HPB 

P1BUS バスにマルチ接続されているため、HPB P1BUS バスでのバス競合は発生しません。したがって、これら

の機能ブロックは HPB P1BUS マルチ接続されており、HPB バスアクセス発生時のバス調停も存在しません。 
 

（2） SuperHyway バス出力時のバス調停 

HPB には HPB-DMAC が 28 チャネル内蔵されており、並列に動作することが可能です。これらの DMAC は

DDR2_SDRAM/DDR3_SDRAM への転送を行うために SuperHyway バスにアクセスを行います。したがって、これ

らのアクセスは SuperHyway バスに出力する際に HPB 内部でアクセス競合します。このため、ラウンドロビンに

よる均等優先でバス調停を行い、選択されたチャネルから順番に SuperHyway バスへバスアクセスが行われます。 
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6A. ローカルバス用、周辺モジュール用ダイレクトメモリ

アクセスコントローラ（LBSC-DMAC/HPB-DMAC） 

6A.1 概要 
LBSC-DMAC と HPB-DMAC は、基本アーキテクチャーが同一であり、したがって操作方法もほぼ同一の DMA

コントローラです。LBSC-DMAC は、外部バス（EX_BUS）と DDR2-SDRAM/DDR3-SDRAM 間との DMA 転送を

行い、HPB-DMAC は HPB バス上の Peripheral と DDR2-SDRAM/DDR3-SDRAM 間の DMA 転送を行う役割を持っ

ています。LBSC-DMAC は、0ch～2ch、HPB-DMAC は 0ch～28ch（26ch は未使用）のチャネル番号が付与され、

合計 31 チャネルがチップ内部に搭載されております。これらの DMAC はチャネルごとに異なった転送相手を選

択し独立した並列動作を行います。 

各 DMAC のデータ転送モードは、チャネルごとに個別設定可能とします。本章に記載されている[n]は、31 チ

ャネル搭載された DMAC の中の 1 つの DMA チャネルを意味します。 

SuperHyway 

3

HPB

HPB

Peripheral

 

CPU

HPB-DMAC

Peripheral

BSC

DBSC DDR2-SDRAM

SHwy IF

SHwy IF

Peripheral

Peripheral

Peripheral

SuperHyway

SuperHyway

Peripheral

EX_BUS

LBSC

HPB

LBSC-DMAC (SRAM )

28

 

図 6A.1 LBSC-DMAC／HPB-DMAC の位置付け 

 



 

6A. ローカルバス用、周辺モジュール用ダイレクトメモリアクセスコントローラ（LBSC-DMAC/HPB-DMAC） 

6A-2  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

図 6A.1 に LBSC-DMAC と HPB-DMAC の位置付けを示します。各 DMAC は、メモリ（SuperHyway バス）側イ

ンタフェース上に接続される DBSC を介してチップ外部の DDR2-SDRAM/DDR3-SDRAM と接続し、他方の

Peripheral 側インタフェースは HPB バスや外部バスに接続される Peripheral と接続されています。これらの

Peripheral の選択は各 DMAC 内部レジスタの設定により行います。その中で、LBSC-DMAC は、EX_BUS（SRAM

バス）の汎用外部デバイスとの DMA 転送をサポートし、DMA リクエストや DMA アクノリッジ信号によるハン

ドシェイクを行いながら転送を行うことが可能です（ハンドシェイクを行わないオートリクエストモードもサポ

ートします）。 
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6A.2 特長 
LBSC-DMAC および HPB-DMAC の機能について以下に示します。 

• チャネル数 ：LBSC-DMAC 3チャネル（0～2ch）、HPB-DMAC 28チャネル（0～28ch） 

（HPB-DMAC 26chは未使用） 

• アドレス空間 ：物理アドレス空間 

• 転送方向：Peripheral toメモリ（SuperHywayバス）、メモリ（SuperHywayバス）to Peripheral 

• 転送データ長 ： 

－Peripheral側 ：1、2、4バイト 

－メモリ側（SuperHywayバス）： 

DCRレジスタ SWMDビット ：0設定時：メモリ（SuperHyway）側アクセスサイズ 

   （各チャネルのアクセスサイズは、「6A.4.8 DMAコントロール

レジスタ（DCR）」を参照ください。） 

   1設定時：1、2、4バイト 

 PKMDビット ：1設定（パッキング）時の最終端数処理時：1バイト～メモリ（SuperHyway）

側アクセスサイズ 

• 転送バースト長 ：1、8 

（LBSC-DMAC 0、1ch、HPB-DMAC 19、20、23～28chのみバースト長8の転送をサポート） 

• 転送回数 

－最大転送回数 ：16M（16777216回）、64M（67108864回）（LBSC-DMAC 0chのみ64M回の転送をサポート） 

－最小転送回数 ：1回 

• アドレスモード ：デュアルアドレスモード 

－デュアルアドレスモード 

転送元、転送先双方のアドレスをアクセスします。 

転送元、転送先共、DMAC内部のレジスタに設定された値がアクセス対象のアドレスを指します。 

（レジスタに設定された値：DMAソースアドレスレジスタ（DSAR0、1）、DMAデスティネーションアド

レスレジスタ（DDAR0、1）およびDMAコントロールレジスタ（DCR）のSPDAM、DPDAMによります。） 

• 転送要求 ：外部リクエスト、Peripheralリクエスト、オートリクエスト、タイマリクエスト 

－外部リクエスト 

外部DREQ3本。リクエスト信号（DREQ）は、ロー／ハイレベル検出またはエッジ検出の指定が可能（LBSC

レジスタにて指定）。 

リクエストアクノリッジレベル信号（DRACK）、アクノリッジレベル信号（DACK）はハイアクティブま

たはローアクティブの指定が可能（LBSCにて指定）。（DRACKは、LBSC-DMAC 0chのみサポート） 

－Peripheralリクエスト：Peripheralからの転送要求。 
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－オートリクエスト ：DMAC内部タイミングによりDMA転送を行います。 

－タイマリクエスト ：転送要求をDMAC内蔵タイマの設定間隔で発生させます。 

• 転送モード：単転送モード、連続転送モード 

－単転送モード 

DMAトランスファカウントレジスタで指定した転送回数まで転送が終了したとき、転送を終了します。 

－連続転送モード 

全チャネル対応で、DMAトランスファカウントレジスタで指定した転送回数まで転送が終了したとき、次

DMA転送要求（DNXT）がある場合、続けて次のDMA情報を取得しDMA転送を行います。次DMA転送要

求（DNXT）がない場合、次DMA転送要求を設定されるまで待ち続けます。連続転送モードの終了は、DMA

コマンドレジスタ（DCMDR）のDQENDビットによって行います。 

DMA情報設定モードとして、DMA情報設定レジスタ2面のうち1面を繰り返し使用するモードと2面を交互

に使用するモードを持ちます。また、自動連続転送をサポートします。連続転送モード設定（DMAコント

ロールレジスタ（DCR）のCTビット=1）時、自動連続モード設定（DMAコントロールレジスタ（DCR）

のACMDビット=1）により自動連続転送モード有効となります。自動連続転送モード時、次DMA転送要求

（DNXT）の有無にかかわらずDMAトランスファカウントレジスタで指定した転送回数まで転送が終了し

たとき、続けて次のDMA情報を取得しDMA転送を行います。 

連続転送終了は、DMAコマンドレジスタ（DCMDR）のDQENDビットによって行います。 

• 転送終了割り込み ：1DMA情報単位に指定した転送回数終了後発生します。 

• UltraATA DMA動作に対応したDMA動作をサポートします。（LBSC-DMAC 0、1ch） 

－UltraDMA動作における一時待ち合わせ要求のタイマ監視機能、UltraDMAライトデータSetup／Hold設定機

能、CRC表示機能 
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6A.3 LBSC-DMAC/HPB-DMAC における DMA 転送方法 
各チャネルごとの Peripheral 側との関係を示します。各チャネル、転送相手の機能ブロックはさまざまですが、

他方の転送先であるメモリ（SuperHyway バス）側は、設定するアドレスによって DBSC を介した DDR2-SDRAM/ 

DDR3-SDRAM などが転送先になります。 
 

表 6A.1 DMA 転送仕様 

チャネル 用途 転送サポート種別 転送相手（Peripheral 機能）の選択 

LBSC-DMA00 

LBSC-DMA01 

デュアルアドレス転送、 

シングル転送または 8 バースト転送 

DREQ／DACK ハンドシェイク 

DRACK（0ch のみ）を使用可、UltraATA DMA

機能（ch0、1 のみ） 

LBSC-DMA02 

EX_BUS 上の 

汎用デバイスとの 

転送 

デュアルアドレス転送、シングル転送 

DREQ／DACK ハンドシェイク 

DREQ／DACK 番号と DMA チャネ

ル番号が対応します。 

（各 DMAC 割り付け外部空間指

定：LBSC 内部レジスタにて指定） 

HPB-DMA00 

HPB-DMA01 

HPB-DMA02 

HPB-DMA03 

HPB-DMA04 

HPB-DMA05 

HPB-DMA06 

HPB-DMA07 

HPB-DMA08 

HPB-DMA09 

HPB-DMA10 

内蔵 HPB P2BUS 上

の Peripheral との転

送 

デュアルアドレス転送、シングル転送 

DREQ／DACK ハンドシェイク 

各 DMAC の内部レジスタにて転送

相手の内蔵 Peripheral を選択指定し

ます。 

（SCIF0～5、HSPI、FLCTL、ADC、

MTU2 のいずれかを選択可） 

HPB-DMA11 

HPB-DMA12 

HPB-DMA13 

HPB-DMA14 

HPB-DMA15 

HPB-DMA16 

HPB-DMA17 

HPB-DMA18 

内蔵 HPB P4BUS 上

の Peripheral との転

送 

デュアルアドレス転送、シングル転送 

DREQ／DACK ハンドシェイク 

各 DMAC の内部レジスタにて転送

相手の内蔵 Peripheral を選択指定し

ます。 

（SSI0～3、SRC0～1、IIC30～1、

MIMLB のいずれかを選択可） 

HPB-DMA19 

HPB-DMA20 

内蔵 HPB P3BUS 上

の Peripheral との転

送 

デュアルアドレス転送、 

シングル転送または 8 バースト転送【推奨】

DREQ／DACK ハンドシェイク 

各 DMAC の内部レジスタにて転送

相手の内蔵 Peripheral を選択指定し

ます。 

（USB Func0、1 のいずれかを選択

可） 
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チャネル 用途 転送サポート種別 転送相手（Peripheral 機能）の選択 

HPB-DMA21 

HPB-DMA22 

内蔵 HPB P5BUS 上

の Peripheral との転

送 

デュアルアドレス転送、シングル転送 

DREQ／DACK ハンドシェイク 

各 DMAC の内部レジスタにて転送

相手の内蔵 Peripheral を選択指定し

ます。 

（HSCIF を選択可） 

HPB-DMA23 

HPB-DMA24 

HPB-DMA25 

内蔵 HPB P6BUS 上

の Peripheral との転

送 

デュアルアドレス転送、 

シングル転送または 8 バースト転送 

DREQ／DACK ハンドシェイク 

各 DMAC の内部レジスタにて転送

相手の内蔵 Peripheral を選択指定し

ます。 

（SDHI0～2 を選択可） 

HPB-DMA26 未使用（リザーブ） 

HPB-DMA27 

HPB-DMA28 

内蔵 HPB P8BUS 上

の Peripheral との転

送 

デュアルアドレス転送、 

シングル転送または 8 バースト転送 

DREQ／DACK ハンドシェイク 

各 DMAC の内部レジスタにて転送

相手の内蔵 Peripheral を選択指定し

ます。 

（MMC、RSPI、RQSPI を選択可） 
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6A.4 レジスタの説明 
以下のレジスタセットは、SH レジスタマップ空間に割り付けられています。 

本 DMAC は、合計で 31 チャネルの構成を採っていますが、レジスタ構成は、個々の DMAC 個別に有するレジ

スタと全 DMAC 共通で有するレジスタがあります。 
 

• LBSC-DMACレジスタマップ 

表 6A.2（1） LBSC-DMAC レジスタマップ 

アドレス レジスタ名 略称 アクセス 

タイプ 

アクセス 

サイズ 

H'FF801000 + H'40×[n] ［個別］DMA ソースアドレス 0 DSAR0 R/W 32 

H'FF801004 + H'40×[n] ［個別］DMA デスティネーションアドレス 0 DDAR0 R/W 32 

H'FF801008 + H'40×[n] ［個別］DMA トランスファカウント 0 

DMA 

情報 

0 
DTCR0 R/W 32 

H'FF80100C + H'40×[n] ［個別］DMA ソースアドレス 1 DSAR1 R/W 32 

H'FF801010 + H'40×[n] ［個別］DMA デスティネーションアドレス 1 DDAR1 R/W 32 

H'FF801014 + H'40×[n] ［個別］DMA トランスファカウント 1 

DMA 

情報 

1 
DTCR1 R/W 32 

H'FF801018 + H'40×[n] ［個別］DMA ソースアドレスステータス DSASR R 32 

H'FF80101C + H'40×[n] ［個別］DMA デスティネーションアドレスステータス DDASR R 32 

H'FF801020 + H'40×[n] ［個別］DMA トランスファカウントステータス DTCSR R 32 

H'FF801028 + H'40×[n] ［個別］DMA コントロール DCR R/W 32 

H'FF80102C + H'40×[n] ［個別］DMA コマンド DCMDR －/W 32 

H'FF801030 + H'40×[n] ［個別］DMA 強制停止 DSTPR －/W 32 

H'FF801034 + H'40×[n] ［個別］DMA ステータス DSTSR R 32 

H'FF801038 + H'40×[n] ［個別］DMA チャネルデバッグ DDBGR R/W 32 

H'FF80103C + H'40×[n] ［個別］DMA チャネルデバッグ 2 DDBGR2 R/W 32 

H'FF801400 ［LBSC-DMAC 共通］DMA タイマコントロール DTIMR R/W 32 

H'FF801404 ［LBSC-DMAC 共通］DMA リクエストマスクコントロール DRMSKR R/W 32 

H'FF80140C ［LBSC-DMAC 共通］DMA メモリアクセス優先レベルコントロール DMLVLR R/W 32 

H'FF801410 ［LBSC-DMAC 共通］DMA 転送終了割り込み表示 DINTSR R 32 

H'FF801414 ［LBSC-DMAC 共通］DMA 転送終了割り込み表示クリア DINTCR －/W 32 

H'FF801418 ［LBSC-DMAC 共通］DMA 転送終了割り込みイネーブル DINTMR R/W 32 

H'FF801420 ［LBSC-DMAC 共通］DMA 起動状態表示 DACTSR R 32 

H'FF801424～42C ［LBSC-DMAC 共通］DMA0～2 チャネルソフトリセット LSRSTR0～2 R/WC1 32 

H'FF801480 ［LBSC-DMAC 共通］外部 DMA データアライメントコントロール DMALGR R/W 32 

H'FF801490 ［LBSC-DMAC 共通］LBSC-DMA SHwy プライオリティコントロール LBSC-DMASPR R/W 32 

H'FF8014C0 ［LBSC-DMAC 共通］UltraATA DMA モード UATMR R/W 32 

H'FF8014C4 ［LBSC-DMAC 共通］UltraATA ライトサイクル設定 UATWCR R/W 32 

H'FF8014C8 ［LBSC-DMAC 共通］UltraATA タイムアウト時間設定 UATTSR R/W 32 
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アドレス レジスタ名 略称 アクセス 

タイプ 

アクセス 

サイズ 

H'FF8014CC ［LBSC-DMAC 共通］UltraATA エラー表示 UATTER R/W 32 

H'FF8014D0 ［LBSC-DMAC 共通］UltraATA エラー割り込みイネーブル UATIER R/W 32 

H'FF8014D4 ［LBSC-DMAC 共通］UltraATA CRC コード表示 UATCRCR R 32 

H'FF8014E0 ［LBSC-DMAC 共通］UltraATA DMA モード 2 UATMR2 R/W 32 

H'FF8014E4 ［LBSC-DMAC 共通］UltraATA DMA モード 3 UATMR3 R/W 32 

H'FF800030 ［LBSC-DMAC 共通］UltraATA 転送モード UATTMR R/W 32 

【注】 n は LBSC-DMAC のチャネル番号 

 CPU は、上記レジスタをロングワード（32 ビット）でアクセスしてください。バイトアクセスやワードアクセスは禁止

です。 

 上記アドレス以外への書き込みは行わないでください。書き込みを行った場合、動作は保証されません。読み出すと不

定値が読み出されます。 
 

表 6A.2（2） 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

PRESET#端子/ 

WDT/H-UDI 

による 

マニュアル 

リセット 

PRESET#端子/ 

WDT/ 

多重例外による 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

DSAR0 H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DDAR0 H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DTCR0 H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DSAR1 H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DDAR1 H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DTCR1 H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DSASR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DDASR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DTCSR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DCR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DCMDR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DSTPR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DSTSR H'0000_0020 H'0000_0020 保持 保持 － 初期化 

DDBGR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DDBGR2 H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DTIMR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DRMSKR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DMLVLR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DINTSR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 
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略称 パワーオン 

リセット 

PRESET#端子/ 

WDT/H-UDI 

による 

マニュアル 

リセット 

PRESET#端子/ 

WDT/ 

多重例外による 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

DINTCR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DINTMR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DACTSR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

LSRSTR0～2 H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DMALGR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

LBSC-DMASPR H'0000_0888 H'0000_0888 保持 保持 － 初期化 

UATMR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

UATWCR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

UATTSR H'FFFF_FFFF H'FFFF_FFFF 保持 保持 － 初期化 

UATTER H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

UATIER H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

UATCRCR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

UATMR2 H'FFFF_FFFF H'FFFF_FFFF 保持 保持 － 初期化 

UATMR3 H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

UATTMR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

【注】 初期化：パワーオンリセット項記載の値となります。 
 

• HPB-DMACレジスタマップ 

表 6A.3（1） HPB-DMAC レジスタマップ 

アドレス レジスタ名 略称 アクセス 

タイプ 

アクセス 

サイズ 

H'FFC08000 + H'40×[n] ［個別］DMA ソースアドレス 0 DSAR0 R/W 32 

H'FFC08004 + H'40×[n] ［個別］DMA デスティネーションアドレス 0 DDAR0 R/W 32 

H'FFC08008 + H'40×[n] ［個別］DMA トランスファカウント 0 

DMA 

情報 

0 DTCR0 R/W 32 

H'FFC0800C + H'40×[n] ［個別］DMA ソースアドレス 1 DSAR1 R/W 32 

H'FFC08010 + H'40×[n] ［個別］DMA デスティネーションアドレス 1 DDAR1 R/W 32 

H'FFC08014 + H'40×[n] ［個別］DMA トランスファカウント 1 

DMA 

情報 

1 DTCR1 R/W 32 

H'FFC08018 + H'40×[n] ［個別］DMA ソースアドレスステータス DSASR R 32 

H'FFC0801C + H'40×[n] ［個別］DMA デスティネーションアドレスステータス DDASR R 32 

H'FFC08020 + H'40×[n] ［個別］DMA トランスファカウントステータス DTCSR R 32 

H'FFC08024 + H'40×[n] ［個別］DMA ポート選択 DPTR R/W 32 

H'FFC08028 + H'40×[n] ［個別］DMA コントロール DCR R/W 32 
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アドレス レジスタ名 略称 アクセス 

タイプ 

アクセス 

サイズ 

H'FFC0802C + H'40×[n] ［個別］DMA コマンド DCMDR －/W 32 

H'FFC08030 + H'40×[n] ［個別］DMA 強制停止 DSTPR －/W 32 

H'FFC08034 + H'40×[n] ［個別］DMA ステータス DSTSR R 32 

H'FFC08038 + H'40×[n] ［個別］DMA チャネルデバッグ DDBGR R/W 32 

H'FFC0803C + H'40×[n] ［個別］DMA チャネルデバッグ 2 DDBGR2 R/W 32 

H'FFC08800 ［HPB-DMAC 共通］DMA タイマコントロール DTIMR R/W 32 

H'FFC0880C ［HPB-DMAC 共通］DMA 転送終了割り込み表示 DINTSR R 32 

H'FFC08810 ［HPB-DMAC 共通］DMA 転送終了割り込み表示クリア DINTCR －/W 32 

H'FFC08814 ［HPB-DMAC 共通］DMA 転送終了割り込みイネーブル DINTMR R/W 32 

H'FFC08818 ［HPB-DMAC 共通］DMA 起動状態表示 DACTSR R 32 

H'FFC0881C～88C ［HPB-DMAC 共通］HPB-DMA0～28 チャネルソフトリセット HSRSTR0～28 R/WC1 32 

H'FFC08890～89C ［HPB-DMAC 共通］HPB-DMA SHwy プライオリティコントロール 

0～3 

HPB-DMASPR0～3 R/W 32 

H'FFC088A0 ［HPB-DMAC 共通］HPB-DMA アクセス優先レベルコントロール HPB-DMLVLR R/W 32 

【注】 n は HPB-DMAC のチャネル番号 

 CPU は、上記レジスタをロングワード（32 ビット）でアクセスしてください。バイトアクセスやワードアクセスは禁止

です。 

 上記アドレス以外への書き込みは行わないでください。書き込みを行った場合、動作は保証されません。読み出すと不

定値が読み出されます。 
 

表 6A.3（2） 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

PRESET#端子/ 

WDT/H-UDI 

による 

マニュアル 

リセット 

PRESET#端子/ 

WDT/ 

多重例外による 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

DSAR0 H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DDAR0 H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DTCR0 H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DSAR1 H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DDAR1 H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DTCR1 H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DSASR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DDASR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DTCSR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 
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略称 パワーオン 

リセット 

PRESET#端子/ 

WDT/H-UDI 

による 

マニュアル 

リセット 

PRESET#端子/ 

WDT/ 

多重例外による 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

DPTR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DCR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DCMDR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DSTPR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DSTSR H'0000_0020 H'0000_0020 保持 保持 － 初期化 

DDBGR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DDBGR2 H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DTIMR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DINTSR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DINTCR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DINTMR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

DACTSR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

HSRSTR0～28 H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

HPB-DMASPR0 H'8888_8888 H'8888_8888 保持 保持 － 初期化 

HPB-DMASPR1 H'8888_8888 H'8888_8888 保持 保持 － 初期化 

HPB-DMASPR2 H'8888_8888 H'8888_8888 保持 保持 － 初期化 

HPB-DMASPR3 H'0008_8088 H'0008_8088 保持 保持 － 初期化 

HPB-DMLVLR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

【注】 初期化：パワーオンリセット項記載の値となります。 
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6A.4.1 DMA ソースアドレスレジスタ 0、1（DSAR0、DSAR1） 

機能：転送元の DMA スタートアドレスを設定 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

DSA[31:16]

DSA[15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

:

:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

:

:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 DSA 

[31:0] 

すべて 0 R/W DMA 転送元スタートアドレスを設定します。転送元スタートアドレス値は、DMA

コントロールレジスタ（DCR）の SMDL ビットの設定値により、メモリアドレス

か、Peripheral アドレスまたは外部モジュールアドレスのいずれかになります。 

SMDL=0 のとき：転送元アドレス=メモリ（SuperHyway バス）側アドレス 

SMDL=1 のとき：転送元アドレス=Peripheral 側アドレス 

【注】 1. 設定アドレスがメモリアドレス時は、下記表に示すアドレス境界を守って設定してください。 

LBSC-DMAC チャネル No. HPB-DMAC チャネル No. DCR レジスタ

SWMD ビット 0、1 2 4～10 0～3 11～25、27、28 

0 32 バイト境界 16 バイト境界 8 バイト境界 16 バイト境界 32 バイト境界 

1 4 バイト境界 

 2. 設定アドレスが外部モジュールアドレス時で、かつ、DCR の SPDS ビットあるいは DPDS ビットを 16 ビットア

クセスサイズで選択した場合は、16 ビット境界の設定までが可能となります。この場合、8 ビット境界の設定に

関しては、書き込みを行っても下位 1 ビットが無視されます。 

 3. 設定アドレスが外部モジュールアドレス時で、かつ、DCR の SPDS ビットあるいは DPDS ビットを 8 ビットアク

セスサイズで選択した場合は、8 ビット境界の設定までが可能となります。 

 4. 注 2 のケースにおいて、DMAC の外部モジュールデータアクセスサイズが LBSC における外部バス幅の設定値よ

り小さい場合、DMAC の DMALGR により、データアライメント（アドレス値に応じたデータアクセスバイトレー

ン）の変換有無の指定が可能です。 

「6A.4.22 外部 DMA データアライメントコントロールレジスタ（DMALGR）」および「第 6B 章 ローカルバ

スステートコントローラ（LBSC）」を参照ください。 

 5. 設定アドレスが外部モジュールアドレス時の上位アドレスビット 31～26 は、外部バスには接続されていません。

ソフトウェアの設定内容の分かりやすさのための用途として設けられています。また、これらの上位ビットによる

CS1 や EXCS0～5 の空間識別は行いません。 

DMAC のアクセス先の空間は、LBSC の外部用 DMAC チャネルエリア割り付けレジスタにより行います。 

 6. 設定アドレスが Peripheral の場合も、上位アドレスは、ソフトウェアの設定内容の分かりやすさのための用途とし

て設けられているものであり、各 Peripheral 固有のアクセス先の空間識別に使用するものではありません。 
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6A.4.2 DMA デスティネーションアドレスレジスタ 0、1（DDAR0、DDAR1） 

機能：転送先の DMA スタートアドレスを設定 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

DDA[31:16]

DDA[15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 DDA 

[31:0] 

すべて0 R/W DMA 転送先スタートアドレスを設定。転送先スタートアドレス値は、DMA コン

トロールレジスタ（DCR）の DMDL ビットの設定値により、メモリアドレスか

Peripheral アドレスまたは外部モジュールアドレスのいずれかになります。 

DMDL=0 のとき転送先アドレス：メモリアドレス 

DMDL=1 のとき転送先アドレス：Peripheral アドレスまたは外部モジュールア

ドレス 

【注】 DSAR0、DSAR1 の注意事項（【注】1.～6.）を参照ください。同じ注意事項が適応されます。 
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6A.4.3 DMA トランスファカウントレジスタ 0、1（DTCR0、DTCR1） 

機能：DMA 転送回数を設定 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

DTC[15:0]

DTC[25:16]

R/WRRRRR R

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

25～0 DTC 

[25:0] 

すべて 0 R/W DMA 転送回数（バイト数、ワード数、ロングワード数）を設定 

LBSC-DMAC 0ch のみ 

最大転送回数は、DTC=H'000 0000 とし、このときの転送数は 64M（67108864）回 

LBSC-DMAC 0ch 以外 

最大転送回数は、DTC= H'000 0000 とし、このときの転送数は 16M（16777216）回 

【注】 Peripheral→メモリ（SuperHyway バス）、メモリ（SuperHyway バス）→Peripheral 転送の場合、Peripheral 側での転

送回数を指定します。8 バーストの DMA 動作では、8 バーストで 1 回と考えて設定してください。 
 

6A.4.4 DMA ソースアドレスステータスレジスタ（DSASR） 

機能：転送元のアドレス表示 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRR

DSAS[31:16]

DSAS[15:0]

RRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 DSAS 

[31:0] 

すべて 0 R 転送元の現在の DMA 転送完了アドレスを表示 

 



 

6A. ローカルバス用、周辺モジュール用ダイレクトメモリアクセスコントローラ（LBSC-DMAC/HPB-DMAC） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  6A-15 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

6A.4.5 DMA デスティネーションアドレスステータスレジスタ（DDASR） 

機能：転送先のアドレス表示 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRR

DDAS[31:16]

DDAS[15:0]

RRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 DDAS 

[31:0] 

すべて 0 R 転送先の現在の DMA 転送完了アドレスを表示 

 

6A.4.6 DMA トランスファカウントステータスレジスタ（DTCSR） 

機能：転送中の残り転送回数を表示 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRR

DTCS[15:0]

DTCS[25:16]

RRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

25～0 DTCS 

[25:0] 

すべて 0 R DMA 転送残回数（バイト数、ワード数、ロングワード数）を表示 

LBSC-DMAC 0ch のみ[25:0]で表示、LBSC-DMAC 0ch 以外は[23:0]で表示 

転送バイト数は、Peripheral データバス幅に依存する 

【注】 Peripheral（SuperHyway バス）→メモリ、メモリ（SuperHyway バス）→Peripheral 転送の場合 Peripheral 側転送残

回数での表示となります。 
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6A.4.7 DMA ポート選択レジスタ（DPTR） 

機能：DMA 転送を行う Peripheral を選択（HPB-DMAC 専用レジスタ） 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRR

SDPT DDPT

RRR R

R/WR/WR/WR/WR/WRRRR/WR/WR/WR/WR/WRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯⎯ ⎯⎯⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

転送元 Peripheral アクセスポート選択（H'16～H'1F および下表における“－”部

分は設定不可となります。） 

設定値 0～ 

3ch 

4～ 

10ch 

11～ 

18ch 

19、 

20ch 

21、 

22ch 

23～ 

25ch 

27、 

28ch 

H'0 SCIF0 SCIF0 SSI0 USBF0 HSCIF － MMC0 

H'1 SCIF1 SCIF1 SSI1 USBF1 － － MMC1 

H'2 SCIF2 SCIF2 SSI2 － － － RSPI 

H'3 SCIF3 SCIF3 SSI3 － － － － 

H'4 SCIF4 SCIF4 － － － － RQSPI 

H'5 SCIF5 SCIF5 － － － － － 

H'6 － － － － － － － 

H'7 － － － － － － － 

H'8 － － SRC0*1 － － － － 

H'9 － － SRC1*2 － － － － 

H'A HSPI HSPI IIC30 － － － － 

H'B － － IIC31 － － － － 

H'C － － MIMLB*3 － － － － 

H'D － － － － － － － 

H'E FLCTL0 FLCTL0 MIMLB*4 － － － － 

H'F FLCTL1 FLCTL1 － － － － － 

H'10 ADC ADC － － － － － 

H'11 MTU20 MTU20 － － － SDHI0 － 

H'12 MTU21 MTU21 － － － － － 

H'13 MTU22 MTU22 － － － SDHI1 － 

H'14 MTU23 MTU23 － － － － － 

H'15 MTU24 MTU24 － － － SDHI2 － 

12～8 SDPT H'00 R/W 

【注】*1 出力 FIFO フル（変換データ書き戻し） 

*2 出力 FIFO フル（変換データ書き戻し） 

*3 （stream 受信） 

*4 （packet 受信） 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

転送先 Peripheral アクセスポート選択（H'16～H'1F および下表における“－”部

分は設定不可となります。） 

設定値 0～ 

3ch 

4～ 

10ch 

11～ 

18ch 

19、 

20ch 

21、 

22ch 

23～ 

25ch 

27、 

28ch 

H'0 SCIF0 SCIF0 SSI0 USBF0 HSCIF － MMC0 

H'1 SCIF1 SCIF1 SSI1 USBF1 － － MMC1 

H'2 SCIF2 SCIF2 SSI2 － － － RSPI 

H'3 SCIF3 SCIF3 SSI3 － － － － 

H'4 SCIF4 SCIF4 － － － － RQSPI 

H'5 SCIF5 SCIF5 － － － － － 

H'6 － － － － － － － 

H'7 － － － － － － － 

H'8 － － SRC0*1 － － － － 

H'9 － － SRC1*2 － － － － 

H'A HSPI HSPI IIC30 － － － － 

H'B － － IIC31 － － － － 

H'C － － MIMLB*3 － － － － 

H'D － － MIMLB*4 － － － － 

H'E FLCTL0 FLCTL0 － － － － － 

H'F FLCTL1 FLCTL1 － － － － － 

H'10 － － － － － SDHI0 － 

H'11 MTU20 MTU20 － － － － － 

H'12 MTU21 MTU21 － － － SDHI1 － 

H'13 MTU22 MTU22 － － － － － 

H'14 MTU23 MTU23 － － － SDHI2 － 

H'15 MTU24 MTU24 － － － － － 

4～0 DDPT H'00 R/W 

【注】*1 入力 FIFO エンプティ（SRC にデータ引き込み） 

*2 入力 FIFO エンプティ（SRC にデータ引き込み） 

*3 （stream 送信） 

*4 （packet 送信） 

【注】 1. 複数チャネル 同一モジュールを選択し、かつ同一方向の転送を行う設定は禁止です。 

 2. DCR レジスタの SMDL を 0 とした場合（メモリ選択した場合）の SDPT は無効となります。また、DCR レジス

タの DMDL を 0 とした場合（メモリ選択した場合）の DDPT は無効となります。 

 3. 各 ch 設定値に対し、モジュールが割り当てられている設定値以外は設定禁止です。設定した場合の動作は保証し

ません。 
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6A.4.8 DMA コントロールレジスタ（DCR） 

機能：転送動作モードの設定 
 

161718192021222324252627282931 30
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:
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

26 DTAMD 0 R/W DMA におけるメモリアクセス時のデータアライメント変換モードを指定（「6A.5.7 

SuperHyway バスインタフェースにおけるデータアライメント」参照） 

0：入力ピン：little（エンディアンモード）＋Peripheral 側バス幅により変換 

1：DTAC（DMA データアライメント変換） 

＋DTAU（DMA データアライメント単位） 

＋DTAU1（8 バイトに対する 4 バイトの変換）により変換 

25 DTAC 0 R/W DMA におけるメモリアクセス時のデータアライメント変換有無を指定（「6A.5.7 

SuperHyway バスインタフェースにおけるデータアライメント」参照） 

DTAMD=1 のとき、設定値有効 

0：データアライメント変換しない 

1：データアライメント変換する 

24 DTAU 0 R/W データアライメント変換を行う場合の変換単位を指定（「6A.5.7 SuperHyway

バスインタフェースにおけるデータアライメント」参照） 

DTAMD=1 のとき、設定値有効 

0：バイト単位 

1：ワード単位 

23 DTAU1 0 R/W データアライメント変換を行う場合の 8 バイトに対し 4 バイトのアライメントを

指定（「6A.5.7 SuperHyway バスインタフェースにおけるデータアライメント」

参照） 

DTAMD=1 のとき、設定値有効 

0：行わない 

1：行う 

22 SWMD 0 R/W メモリ（SuperHyway）側アクセスサイズの指定 

0：*（DDR2 を指定時は 0 を推奨） 

1：4 バイト（HPB 配下を指定時は 1 を選択） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

21 BTMD 0 R/W バースト転送による DMA を指定（LBSC-DMAC 0、1ch、HPB-DMAC 19、20、

23～28ch のみ有効） 

Peripheral に対しバースト動作で DMA を行います。 

0：バースト転送を行わない 

1：バースト転送を行う（バースト長：8 固定） 

20 PKMD 0 R/W Peripheralから SuperHywayバス側への DMA転送方向時における Peripheral から

のリードデータパッキング機能有効／無効指定 

0：パッキング機能無効 

1：パッキング機能有効 

19 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

18 CT 0 R/W DMA 連続転送設定 

0：DMA 連続転送を行わない 

1：DMA 連続転送を行う 

17 ACMD 0 R/W DMA 自動連続転送設定（CT=1 のときのみ有効） 

0：DMA 自動連続転送を行わない（DCMDR レジスタの DNXT=1 を確認） 

1：DMA 自動連続転送を行う  （DCMDR レジスタの DNXT に無関係に転送） 

16 DIP 0 R/W DMA 情報有効ページを設定 

0：1 面の DMA 情報ページを連続的に使用 

1：2 面の DMA 情報ページを交互に使用 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

13 SMDL 0 R/W 転送元モジュール選択 

0：メモリ（SuperHyway） 

1：Peripheral 

12 SPDAM 0 R/W 転送元 Peripheral アドレス固定／増加を指定 

0：Peripheral アドレスは DSAR0、1 で指定したアドレス固定 

1：Peripheral アドレス増加 

 （8 ビット転送時+1、16 ビット転送時+2、32 ビット転送時+4） 

SMDL=0 の場合、SPDAM ビットを 0 または DPDAM と同じ設定値に設定してく

ださい。 

11、10 SDRMD 00 R/W 転送元 DMA 要求モードを指定 

00：モジュールリクエスト（外部リクエスト、Peripheral リクエスト） 

01：オートリクエスト 

10：タイマリクエスト 

11：設定禁止 

SMDL=0 の場合、SDRMD ビットを 00 または DDRMD と同じ設定値に設定して

ください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9、8 SPDS 00 R/W 転送元 Peripheral データバス幅を指定 

00： 8 ビット 

01：16 ビット 

10：32 ビット 

11：設定禁止 

SMDL=0 の場合、SPDS ビットを 00 または DPDS と同じ設定値に設定してくだ

さい。 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

5 DMDL 0 R/W 転送先モジュール選択 

0：メモリ（SuperHyway バス） 

1：Peripheral 

4 DPDAM 0 R/W 転送先 Peripheral アドレス固定／増加を指定 

0：Peripheral アドレスは DDAR0、1 で指定したアドレス固定 

1：Peripheral アドレス増加 

 （8 ビット転送時+1、16 ビット転送時+2、32 ビット転送時+4） 

DMDL=0 の場合、DPDAM ビットを 0 または SPDAM と同じ設定値に設定してく

ださい。 

3、2 DDRMD 00 R/W 転送先 DMA 要求モードを指定 

00：モジュールリクエスト（外部リクエスト、Peripheral リクエスト） 

01：オートリクエスト 

10：タイマリクエスト 

11：設定禁止 

DMDL=0 の場合、DDRMD ビットを 00 または SDRMD と同じ設定値に設定して

ください。 

1、0 DPDS 00 R/W 転送先 Peripheral データバス幅を指定 

00： 8 ビット 

01：16 ビット 

10：32 ビット 

11：設定禁止 

DMDL=0 の場合、DPDS ビットを 00 または SPDS と同じ設定値に設定してくだ

さい。 

【注】 * SWMD ビット：0 設定時のメモリ（SuperHyway）側アクセスサイズ： 

各チャネル下記表に示すサイズとなります。 

LBSC-DMAC チャネル No. HPB-DMAC チャネル No. DCR レジスタ

SWMD ビット 0、1 2 4～10 0～3 11～25、27、28 

0 32 バイト 16 バイト 8 バイト 16 バイト 32 バイト 

 1. SMDL=1 で DMDL=0 設定時は、Peripheral →メモリ転送です。SMDL=0 で DMDL=1 設定時は、メモリ → 

Peripheral 転送です。 

SMDL=1 で DMDL=1 あるいは SMDL=0 で DMDL=0 設定は禁止です。 
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 2. DMAC として有する個々の機能をすべての Peripheral に対して適用できるとは限りません。それぞれの Peripheral

の仕様に合わせた設定が必要となります。 

 3. EX_BUS のバス幅は 16 ビットのため、LBSC-DMAC では、転送元 Peripheral データバス幅を指定（SPDS）およ

び転送先 Peripheral データバス幅を指定（DPDS）の 10：32 ビットは設定禁止となります。 
 

6A.4.9 DMA コマンドレジスタ（DCMDR） 

機能：DMA の起動／停止を設定 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

7 BDOUT 0 －/W*1 1：Peripheral リードデータを強制的に SuperHyway バス側にライトする 

（転送方向：Peripheral から SuperHyway バス側） 

Peripheral リードデータ強制ライトビット（BDOUT）に 1 ライトすることに

より、SuperHyway バス側への強制ライト終了後、DMA 終了となる 

6 DQSPD 0 －/W*1 1：DMA 情報単位に一時停止させる 

5 DQSPC 0 －/W*1 1：DMA 情報単位の一時停止を解除する 

4 DMSPD 0 －/W*1 1：DMA 転送をバスサイクル単位に一時停止させる 

3 DMSPC 0 －/W*1 1：DMA 転送のバスサイクル単位の一時停止を解除する 

2 DQEND 0 －/W*1 1：DMA 連続転送モード終了 

設定済みの DMA 情報のみを DMA 転送し、連続転送モードを終了する。 

1 DNXT 0 －/W*1 1：次 DMA 転送を要求する 

連続転送モード時、実行中の DMA 情報転送終了後、次の DMA 情報を転送す

る。 

0 DMEN 0 －/W*1 1：DMA を起動する 

【注】 1. ライトのみ可。読み出し値は不定です。 

 2. BDOUT使用については、「6A.5.3 Peripheralまたは外部モジュールからのリードデータパッキング機能」、「6A.5.4 

Peripheral または外部モジュールからのリードデータパッキング機能に関する制限事項」を参照ください。 
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6A.4.10 DMA 強制停止レジスタ（DSTPR） 

機能：DMA の強制停止を設定 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

0 DMSTP 0 －/W* 1：DMA 転送を強制停止する 

転送中のバスサイクル終了後、DMA 転送を停止する。 

（DMA 転送ステータスレジスタ（DSASR、DDASR、DTCSR）の値は残る。） 

【注】 * ライトのみ可。読み出し値は不定です。 
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6A.4.11 DMA ステータスレジスタ（DSTSR） 

機能：DMA の状態表示 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

6 NDP1 0 R 次 DMA 実行転送情報レジスタ表示 1 

0：DMA 情報レジスタ 1 の DMA 情報を次 DMA 情報転送にて行わない 

1：DMA 情報レジスタ 1 の DMA 情報を次 DMA 情報転送にて行う 

5 NDP0 1 R 次 DMA 実行転送情報レジスタ表示 0 

0：DMA 情報レジスタ 0 の DMA 情報を次 DMA 情報転送にて行わない 

1：DMA 情報レジスタ 0 の DMA 情報を次 DMA 情報転送にて行う 

4 DQSPS 0 R DMA 情報更新一時停止状態 

0：通常 

1：DMA 情報の更新一時停止 

3 DMSPS 0 R DMA 転送一時停止状態 

0：通常 

1：DMA 転送を一時停止 

2 DQSTS 0 R DMA 受付終了状態 

0：DMA 情報受付可能 

1：DMA 情報受付停止 

1 DRSTS 0 R DMA 転送要求有無 

0：次 DMA 情報転送要求なし 

1：次 DMA 情報転送要求あり 

0 DMSTS 0 R DMA 状態 

0：DMA 終了状態 

1：DMA 起動状態 

【注】 次 DMA 実行転送情報レジスタ表示 0/1（NDP0/1）は、NDP1 または NDP0 いずれか一方に 1 が表示 
 



 

6A. ローカルバス用、周辺モジュール用ダイレクトメモリアクセスコントローラ（LBSC-DMAC/HPB-DMAC） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  6A-25 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

DMA ステータスレジスタ（DSTSR）各ビット状態遷移条件を以下に示します。 
 

状態表示信号遷移条件  

0 1 0 

NDP1 初期状態 連続転送モードかつ 0/1 面交互使用 

(DMA コントロールレジスタ（DCR）：DIP=1)

 0 面転送中 

連続転送モードかつ 0/1 面交互使用 

(DMA コントロールレジスタ（DCR）：DIP=1) 

 1 面転送中 

NDP0 － (1) 初期状態 

(2) 単転送モード 

 常時 

(3) 連続転送モードかつ 0 面連続使用 

(DMA コントロールレジスタ（DCR）：

DIP=0) 

 常時 

(4) 連続転送モードかつ 0/1 面交互使用 

(DMA コントロールレジスタ（DCR）：

DIP=1) 

 1 面転送中 

連続転送モードかつ 0/1 面交互使用 

(DMA コントロールレジスタ（DCR）：DIP=1) 

 0 面転送中 

DQSPS 初期状態 DMA 転送を情報単位に一時停止 

（DMA コマンドレジスタ（DCMDR） 

：DQSPD=1）を設定し、転送中の転送情報

終了 

DMA 転送を情報単位に一時停止 

解除（DMA コマンドレジスタ（DCMDR） 

：DQSPC=1）を設定 

DMSPS 初期状態 DMA 転送をバスサイクル単位に一時停止 

（DMA コマンドレジスタ（DCMDR） 

：DMSPD=1）を設定し、転送中のバスサイ

クル終了 

DMA 転送をバスサイクル単位に一時停止 

解除（DMA コマンドレジスタ（DCMDR） 

：DMSPC=1）を設定 

連続転送モード 

（DMA コントロールレジスタ（DCR）：

CT=1） 

DMA 転送情報 1面転送中に DMA連続転送終

了 

（DQEND=1） 

DMA 転送情報転送終了 DQSTS 初期状態 

1DMA

DQSTS

DQEND=1

DMA
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状態表示信号遷移条件  

0 1 0 

連続転送モード 

（DMA コントロールレジスタ（DCR）：

CT=1） 

DMA 転送情報 1面転送中に次 DMA転送情報

要求あり 

（DNXT=1） 

次 DMA 転送情報転送開始 DRSTS 初期状態 

1DMA

DRSTS

DNXT=1

DMA

 
DMSTS 初期状態 DMA 起動（DMA コマンドレジスタ

（DCMDR）：DMEN=1） 

終了状態（アイドル状態に留まる） 

(1) 転送終了 

①単転送モード 

1 つの DMA 情報転送完了 

②連続転送モード 

DMA ステータスレジスタ（DSTSR） 

DRSTS=0 かつ DQSTS=1 

で転送中の DMA 情報の転送完了 

(2) 強制停止 

DMA 強制停止レジスタ（DSTPR） 

DMSTP=1 ライトにて、転送中のバスサ

イクル終了後、DMA 転送を終了する 
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6A.4.12 DMA チャネルデバッグレジスタ（DDBGR） 

機能：デバッグ用レジスタ 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

DBG00

R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR/W R

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯

⎯⎯⎯ ⎯ ⎯

R RRRRRR RRRRRRR R

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

DBG01

DBG
02

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 DBG02 0 R/W テストビット 

テストビットのため、書き込み禁止です。 

書き込みを行った場合は動作保証されません。 

30～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

6～4 DBG01 000 R テストビット 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

2～0 DBG00 000 R テストビット 

 

6A.4.13 DMA チャネルデバッグレジスタ 2（DDBGR2） 

機能：デバッグ用レジスタ 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

DBG10

R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRR/WR/WR R/W

⎯⎯ ⎯

R RRRRRR RRRRRRR R

:

:

R/W:

:

:

R/W:

DBG11DBG
12 DBG10

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

30 DBG12 0 R/W テストビット 

テストビットのため、書き込み禁止です。 

書き込みを行った場合は動作保証されません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

29、28 DBG11 00 R/W テストビット 

テストビットのため、書き込み禁止です。 

書き込みを行った場合は動作保証されません。 

27、26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

25～0 DBG10 すべて 0 R テストビット 

 

6A.4.14 DMA タイマコントロールレジスタ（DTIMR） 

機能：DMAC 内蔵タイマ周期設定 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

0123456789

DTIM[15:0]

1011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRR

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

RRRRRRR R

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

15～0 DTIM 

[15:0] 

すべて 0 R/W DMAC 内蔵タイマ周期設定 

リクエストモード：タイマリクエスト時、DMA リクエスト間隔を設定します。 

リクエスト間隔：DTIM×Peripheral 側バスのクロック周期（ns） 

• LBSC-DMAC の Peripheral 側バスのクロック周期（ns）： 

約 22.5ns（CPU533.3MHz 時：EX_BUS 周波数 44.4MHz） 

約 20ns（CPU400MHz 時：EX_BUS 周波数 50MHz） 

• HPB-DMAC の Peripheral 側バスのクロック周期（ns）： 

約 22.5ns（CPU533.3MHz 時：HPB バス周波数 44.4MHz） 

約 20ns（CPU400MHz 時：HPB バス周波数 50MHz） 

• HPB-DMAC の Peripheral 側バスのクロック周期（ns）： 

約 11.25ns（CPU533.3MHz 時：HPB バス周波数 88.8MHz） 

約 10ns（CPU400MHz 時：HPB バス周波数 100MHz） 

【注】タイマリクエストモードであっても DTIM の設定値が 0 の場合は、オート

リクエストモードと同じ動作になります。 
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6A.4.15 DMA リクエストマスクコントロールレジスタ（DRMSKR） 

機能：外部 DMAC DMA リクエスト認識タイミング設定（LBSC-DMAC 専用レジスタ） 
 

161718192021222324252627282931 30

DRMSK2[3:0] DRMSK1[3:0] DRMSK0[3:0]

0000000 0

RRRRRRR R

0000000 0

RRRRRRR R

000 0

RRR R R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

000000000000

:

:

R/W:

:

:

R/W:

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

11～0 DRMSKn 

[3:0] 

H’0 R/W 各フィールドに対応した DMAC チャネル個別に、前 DMA 転送完了（CS#信号ネ

ゲート時刻）から次 DMA リクエスト認識までのクロックサイクル数を指定しま

す。（n は DMA チャネル番号） 

リクエスト認識までの時間：DRMSK×外部バスクロック周期（ns） 

【注】 DRMSK2～0 の設定は、外部からの DREQ 信号をレベルで受信するモード（LBSC の EXDMCRy レジスタで設定します。）

で使用している場合にのみ有効となります。エッジモードで受信する設定の場合は、本レジスタの値を 0 としてくださ

い。 
 

6A.4.16 DMA メモリアクセス優先レベルコントロールレジスタ（DMLVLR） 

機能：DMAC バスアクセス優先レベル（LEVEL1 or 2）設定（LBSC-DMAC 専用レジスタ） 
 

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ DM
LV2

DM
LV1

DM
LV0

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯
:

:

R/W:

⎯⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

2～0 DMLVn 0 R/W 各ビットに対応した 各DMACチャネルの外部バス調停優先順位グループを設定

します。（n は DMA チャネル番号） 

0：LEVEL2（低：グループ 2） 

1：LEVEL1（高：グループ 1） 
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6A.4.17 DMA 転送終了割り込み表示レジスタ（DINTSR） 

機能：DMA 転送終了割り込みを表示 

• LBSC-DMAC専用レジスタ 
 

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ DTE2 DTE1 DTE0

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯
:

:

R/W:

⎯⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

2～0 DTEn 0 R DMA 転送終了割り込み表示 

DMA 転送状態を表示します。（n は DMA チャネル番号） 

0：初期状態および DTCR レジスタ指定回数転送中 

1：DTCR レジスタ指定回数転送終了 

 

• HPB-DMAC専用レジスタ 
 

DTE
10 DTE9 DTE8 DTE7 DTE6 DTE5 DTE4 DTE3 DTE2 DTE1 DTE0

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

DTE
17

DTE
16

DTE
19

DTE
18

DTE
21

DTE
20

DTE
23

DTE
24

DTE
25

DTE
22

DTE
27⎯⎯ ⎯ DTE

28 ⎯
:

:

R/W:

DTE
11

DTE
12

DTE
13

DTE
14

DTE
15

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～

29、26 

－ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

28、27、

25～0 

DTEn 0 R DMA 転送終了割り込み表示 

DMA 転送状態を表示します。（n は DMA チャネル番号） 

0：初期状態および DTCR レジスタ指定回数転送中 

1：DTCR レジスタ指定回数転送終了 
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6A.4.18 DMA 転送終了割り込み表示クリアレジスタ（DINTCR） 

機能：DMA 転送終了割り込み表示クリア 

• LBSC-DMAC専用レジスタ 
 

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ DTE
C2

DTE
C1

DTE
C0

01234567891011121315 14

000000000000000 0

−/W*−/W*−/W*RRRRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯
:

:

R/W:

⎯⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

*  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

2～0 DTECn 0 －/W* DMA 転送終了割り込み表示クリア 

DMA 転送終了割り込み表示をクリアします。（n は DMA チャネル番号） 

該当ビット 1 ライトにより、DMA 転送終了割り込み表示をクリアします。 

0 ライトは無効とする 

レジスタリード時：常時 0 を表示する 

【注】 * ライトのみ可。読み出し値は不定です。 
 

• HPB-DMAC専用レジスタ 
 

DTE
C10

DTE
C9

DTE
C8

DTE
C7

DTE
C6

DTE
C5

DTE
C4

DTE
C3

DTE
C2

DTE
C1

DTE
C0

01234567891011121315 14

000000000000000 0

−/W*−/W*−/W*−/W*−/W*−/W*−/W*−/W*−/W*−/W*−/W*−/W*−/W*−/W*−/W* −/W*

−/W*−/W*−/W*−/W*−/W*−/W*−/W*−/W*−/W*−/W*R−/W*−/W*RR R

:

:

R/W:

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

DTE
C17

DTE
C16

DTE
C19

DTE
C18

DTE
C21

DTE
C20

DTE
C23

DTE
C24

DTE
C25

DTE
C22

DTE
C27

⎯⎯ ⎯ DTE
C28

⎯
:

:

R/W:

DTE
C11

DTE
C12

DTE
C13

DTE
C14

DTE
C15

*  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～

29、26 

－ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

28、27、

25～0 

DTECn 0 －/W* DMA 転送終了割り込み表示クリア 

DMA 転送終了割り込み表示をクリアします。（n は DMA チャネル番号） 

該当ビット 1 ライトにより、DMA 転送終了割り込み表示をクリアします。 

0 ライトは無効とする 

レジスタリード時：常時 0 を表示する 

【注】 * ライトのみ可。読み出し値は不定です。 
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6A.4.19 DMA 転送終了割り込みイネーブルレジスタ（DINTMR） 

機能：DMA 転送終了による割り込み出力制御 

• LBSC-DMAC専用レジスタ 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ DTE
M2

DTE
M1

DTE
M0

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

R/WR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯
:

:

R/W:

:

:

R/W:

⎯⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

2～0 DTEMn 0 R/W DMA 転送終了による割り込み出力制御 

割り込み出力はレベル信号で出力します。（n は DMA チャネル番号） 

0：DMA 転送終了による割り込みを出力しない 

1：DMA 転送終了による割り込みを出力する 

 

• HPB-DMAC専用レジスタ 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

DTEM
10

DTE
M9

DTE
M8

DTE
M7

DTE
M6

DTE
M5

DTE
M4

DTE
M3

DTE
M2

DTE
M1

DTE
M0

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WRR R

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

DTEM
17

DTEM
16

DTEM
19

DTEM
18

DTEM
21

DTEM
20

DTEM
23

DTEM
24

DTEM
25

DTEM
22

DTEM
27⎯⎯ ⎯ DTEM

28 ⎯
:

:

R/W:

:

:

R/W:

DTEM
11

DTEM
12

DTEM
13

DTEM
14

DTEM
15

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～

29、26 

－ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

28、27、

25～0 

DTEMn 0 R/W DMA 転送終了による割り込み出力制御 

割り込み出力はレベル信号で出力します。（n は DMA チャネル番号） 

0：DMA 転送終了による割り込みを出力しない 

1：DMA 転送終了による割り込みを出力する 
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6A.4.20 DMA 起動状態表示レジスタ（DACTSR） 

機能：DMAC 全チャネル起動状態表示 

• LBSC-DMAC専用レジスタ 
 

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ DS2 DS1 DS0

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯
:

:

R/W:

⎯⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

2～0 DSn 0 R DMA チャネル n の状態表示（n は DMA チャネル番号） 

0：IDLE 状態 

1：ACT 状態 

 

• HPB-DMAC専用レジスタ 
 

DS10 DS9 DS8 DS7 DS6 DS5 DS4 DS3 DS2 DS1 DS0

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

DS17 DS16DS19 DS18DS21 DS20DS23DS24DS25 DS22DS27⎯⎯ ⎯ DS28 ⎯
:

:

R/W:

DS15 DS14 DS13 DS12 DS11

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～

29、26 

－ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

28、27、

25～0 

DSn 0 R DMA チャネル n の状態表示（n は DMA チャネル番号） 

0：IDLE 状態 

1：ACT 状態 
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6A.4.21 ソフトリセットレジスタ（LSRSTR0～2、HSRSTR0～28） 

機能：DMA[n]チャネルをリセット 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

SRST

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R

R/WC1*

RRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRR R

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRR

⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

:

:

* 1 0

R/W:

:

:

R/W:

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

0 SRST 0 R/WC1*1 ソフトリセット 

DMA[n]チャネルをリセットする 

1：DMA[n]チャネルをリセットする 

0：無効 

本レジスタリード時、常時 0 を表示する 

【注】 1. リードおよびライト可。1 を書き込むとビットは初期化されますが、0 の書き込みは無視されます。 

 2. DMA 転送状態にかかわらず、1 ライトにより DMAC モジュールをリセットします。 

リセット範囲は、パワーオンリセット、マニュアルリセットと同様です。 

したがって、ソフトリセットはシステムデバッグ時などで DMA 動作が行われていないときのみの実施を想定して

います。動作中の停止は、ソフトリセットでは行わず、強制停止や一時停止指定を行ってください。 

また、チャネル共通レジスタ（DMA 転送終了割り込み表示レジスタ（DINTSR）、DMA 転送終了割り込みイネー

ブルレジスタ（DINTMR））は、ソフトリセット発行チャネル該当ビットのみ初期化されます。 
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6A.4.22 外部 DMA データアライメントコントロールレジスタ（DMALGR） 

機能：外部バス用 DMAC の外部バスアクセス時におけるデータアライメントの変換有無の指定 

    （LBSC-DMAC 専用レジスタ） 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯ ⎯
exbwe exac exbw

DMLG2

exbwe exac exbw

DMLG1

exbwe exac exbw

DMLG0

:

:

R/W:

:

:

R/W:

⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

DMLGn 

exbwe 

0 R/W 各 DMAC の EX_BUS データアライメントの変更有無の指定。（n はチャネル番号） 

→ LBSCに設定されたDMA該当エリアの外部バス幅より、DMAC/DCR設定のDMA

のアクセスバス幅が小さいケースにおいて、 

0：アクセスバイトレーンを固定とする 

1：アクセスバイトレーンを可変とする 

DMLGn 

exac 

0 R/W exbwe ビットを 1 指定した場合のアライメント変換時のエンディアン指定（n はチ

ャネル番号） 

0：ビッグエンディアン 

1：リトルエンディアン 

11～0 

DMLGn 

exbw 

00 R/W exbwe ビットを 1 指定した場合のアライメント変換の単位指定（n はチャネル番号） 

00：8 ビット 

01：16 ビット 

10：32 ビット 

11：無効 

【注】 LBSC へ設定したバス幅と DMAC/DCR へ設定した DMA アクセスサイズが同一の場合は設定不要です。詳細は、「第 6B

章 ローカルバスステートコントローラ（LBSC）」の「6B.6.3（1）LBSC-DMAC アクセス時のデータアライメント」

を参照してください。 
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6A.4.23 LBSC-DMA SHwy プライオリティコントロールレジスタ（LBSC-DMASPR） 

機能：外部 DMAC の SHwy バスアクセス優先レベルの指定 （LBSC-DMAC 専用レジスタ） 
 

161718192021222324252627282931 30

SPRR2 SPRR1 SPRR0

0000000 0

RRRRRRR R

0000000 0

RRRRRRR R

000 0

RRR R R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

000100010001

:

:

R/W:

:

:

R/W:

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

11～0 SPRRn H’8 R/W 各 DMAC の SHwy_BUS アクセス優先レベルの指定。（n はチャネル番号） 

優先度：H’0（最低）～H’F（最高） 

【注】 SHwy バスのアクセス優先レベルを指定し、SHwy バス全体の優先制御に関するため、設定には、他のアクセスモジュー

ルとの優先レベルを確認する必要があります。 
 

6A.4.24 HPB-DMA SHwy プライオリティコントロールレジスタ 0（HPB-DMASPR0） 

機能：HPB-DMAC の SHwy バスアクセス優先レベルの指定（HPB-DMAC 専用レジスタ） 
 

161718192021222324252627282931 30

SPRR7 SPRR6 SPRR5 SPRR4

SPRR3 SPRR2 SPRR1 SPRR0

000100010001001 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000100010001001 0

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 SPRRn H’8 R/W 各 DMAC の SHwy_BUS アクセス優先レベルの指定。（n はチャネル番号） 

優先度：H’0（最低）～H’F（最高） 

【注】 1. SHwy バスのアクセス優先レベルを指定し、SHwy バス全体の優先制御に関するため、設定には、他のアクセスモ

ジュールとの優先レベルを確認する必要があります。 

 2. 本製品では、SPRRn ビット設定値は、H’8 または H’9 を設定してください。 
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6A.4.25 HPB-DMA SHwy プライオリティコントロールレジスタ 1（HPB-DMASPR1） 

機能：HPB-DMAC の SHwy バスアクセス優先レベルの指定（HPB-DMAC 専用レジスタ） 
 

SPRR11 SPRR10 SPRR9 SPRR8

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000100010001001 0

:

:

R/W:

161718192021222324252627282931 30

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

:

:

R/W:

SPRR15 SPRR14 SPRR13 SPRR12

000100010001001 0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 SPRRn H’8 R/W 各 DMAC の SHwy_BUS アクセス優先レベルの指定。（n はチャネル番号） 

優先度：H’0（最低）～H’F（最高） 

【注】 「6A.4.24 HPB-DMA SHwy プライオリティコントロールレジスタ 0（HPB-DMASPR0）」の【注】を参照してくださ

い。 
 

6A.4.26 HPB-DMA SHwy プライオリティコントロールレジスタ 2（HPB-DMASPR2） 

機能：HPB-DMAC の SHwy バスアクセス優先レベルの指定（HPB-DMAC 専用レジスタ） 
 

SPRR19 SPRR18 SPRR17 SPRR16

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000100010001001 0

:

:

R/W:

161718192021222324252627282931 30

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

:

:

R/W:

SPRR23 SPRR22 SPRR21 SPRR20

000100010001001 0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 SPRRn H’8 R/W 各 DMAC の SHwy_BUS アクセス優先レベルの指定。（n はチャネル番号） 

優先度：H’0（最低）～H’F（最高） 

【注】 「6A.4.24 HPB-DMA SHwy プライオリティコントロールレジスタ 0（HPB-DMASPR0）」の【注】を参照してくださ

い。 
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6A.4.27 HPB-DMA SHwy プライオリティコントロールレジスタ 3（HPB-DMASPR3） 

機能：HPB-DMAC の SHwy バスアクセス優先レベルの指定（HPB-DMAC 専用レジスタ） 
 

SPRR28

SPRR25 SPRR24

01234567891011121315 14

000100010000001 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRR/WR/WR/W R/W

:

:

R/W:

161718192021222324252627282931 30

000100000000000 0

R/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRRR R

⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯
:

:

R/W:

⎯⎯⎯ ⎯SPRR27

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～20、

11～8 

－ すべて0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

19～12、

7～0 

SPRRn H’8 R/W 各 DMAC の SHwy_BUS アクセス優先レベルの指定。（n はチャネル番号） 

優先度：H’0（最低）～H’F（最高） 

【注】 「6A.4.24 HPB-DMA SHwy プライオリティコントロールレジスタ 0（HPB-DMASPR0）」の【注】を参照してくださ

い。 
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6A.4.28 HPB-DMA アクセス優先レベルコントロール（HPB-DMLVLR） 

機能：DMAC バスアクセス優先レベル（LEVEL1 or 2）設定（HPB-DMAC 専用レジスタ） 
 

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

:

:

R/W:

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WRR R

⎯⎯ ⎯ DML
V28

DML
V27

DML
V15

DML
V14

DML
V1

DML
V0

DML
V17

DML
V16

DML
V25

DML
V24

DML
V23

DML
V22

DML
V21

DML
V20

DML
V19

DML
V18

DML
V5

DML
V4

DML
V3

DML
V2

DML
V9

DML
V8

DML
V7

DML
V6

DML
V13

DML
V12

DML
V11

DML
V10

⎯
:

:

R/W:

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～

29、26 

－ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

28、27、

25～0 

DMLVn 0 R/W 各ビットに対応した各 DMAC チャネル間の SHwy_BUS および HPB アクセス調

停優先順位グループを設定します。 

0：LEVEL2（低：グループ 2） 

1：LEVEL1（高：グループ 1） 

【注】 HPB-DMAC アクセス競合制御については、「6A.5.11 HPB-DMAC SuperHyway バスおよび HPB バスアクセス優先制

御」を参照ください。 
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6A.4.29 UltraATA DMA モードレジスタ（UATMR） 

機能：UltraATA モードの動作指定、UltraATA モード動作時のデータアライメント指定 

    （LBSC-DMAC 専用レジスタ） 
 

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ UTSLUTDR UTREUTWE UATM

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WRR/WR/WRRR/WR/WRRRRR R

:

:

R/W:

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯
:

:

R/W:

⎯ ⎯⎯ ⎯

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10、

7、6、3 

－ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

9、8 UTDR 00 R/W UltraATA インタフェース DREQ 端子用外部端子選択 

00：外部端子を使用しない 

01：EX_BUS の DREQ0 端子を DREQ（DMARQ）端子として使用 

10：EX_BUS の DREQ1 端子を DREQ（DMARQ）端子として使用 

11：外部端子を使用しない 

5 UTWE 0 R/W UltraATA モードライト動作時のデータアライメント指定 

0：DMA ライト動作時データアライメント無し 

1：DMA ライト動作時データアライメント有り 

（4 バイトに対する 2 バイト単位のデータアライメント） 

4 UTRE 0 R/W UltraATA モードリード動作時のデータアライメント指定 

0：DMA リード動作時データアライメント無し 

1：DMA リード動作時データアライメント有り 

（4 バイトに対する 2 バイト単位のデータアライメント） 

2、1 UTSL 00 R/W UltraATA インタフェース IORDY（DDMARDY/DSTROBE）端子用外部端子選択 

00：外部端子を使用しない 

01：EX_BUS の EX_WAIT0 端子を IORDY（DDMARDY/DSTROBE）端子と

して使用 

10：EX_BUS の EX_WAIT1 端子を IORDY（DDMARDY/DSTROBE）端子と

して使用 

11：EX_BUS の EX_WAIT2 端子を IORDY（DDMARDY/DSTROBE）端子と

して使用 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 UATM 0 R/W UltraATA 動作モード指定 

0：通常の DMA モード 

1：UltraATA DMA モード 

【注】 1. UltraATA DMA の動作は、「第 6B 章 ローカルバスステートコントローラ（LBSC）」を参照してください。 

 2. UltraATA インタフェース IORDY（DDMARDY/DSTROBE）端子用外部端子選択（UTSL）が初期値：00（外部端

子を使用しない）の場合、UltraATA インタフェース IORDY（DDMARDY/DSTROBE）は内部固定値となり正常に

動作しませんので、EX_BUS の EX_WAIT0～2 のいずれかを設定してください。 

 3. UltraATA インタフェース DREQ 端子用外部端子選択（UTDR）が 00、11（外部端子を使用しない）の場合、UltraATA

インタフェース DREQ は内部固定値となり正常に動作しませんので、EX_BUS の DREQ0～1 のいずれかを設定し

てください。 
 

6A.4.30 UltraATA ライトサイクル設定レジスタ（UATWCR） 

機能：UltraATA DMA 動作における HSTROBE 信号 Setup／Hold クロックサイクル数の設定 

    （LBSC-DMAC 専用レジスタ） 
 

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ UATWCYC

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯
:

:

R/W:

⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

2～0 UATWCYC 000 R/W UltraATA DMA 動作時、HSTROBE（DIOR 信号）に対するライトデータの Setup

／Hold クロックサイクル数の設定 

H’0：Setup＝1 バスクロック、Hold＝1 バスクロック 

H’1：Setup＝2 バスクロック、Hold＝1 バスクロック 

H’2：Setup＝2 バスクロック、Hold＝2 バスクロック 

H’3：Setup＝3 バスクロック、Hold＝2 バスクロック 

H’4：Setup＝3 バスクロック、Hold＝3 バスクロック 

H’5：Setup＝4 バスクロック、Hold＝3 バスクロック 

H’6：Setup＝4 バスクロック、Hold＝4 バスクロック 

H’7：Setup＝5 バスクロック、Hold＝4 バスクロック 

【注】 UltraATA DMA の動作は、「第 6B 章 ローカルバスステートコントローラ（LBSC）」を参照してください。 
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6A.4.31 UltraATA タイムアウト時間設定レジスタ（UATTSR） 

機能：UltraATA DMA リード動作において、通信一時停止を受けた場合におけるタイムアウト時間の設定 

    （LBSC-DMAC 専用レジスタ） 
 

161718192021222324252627282931 30

111111111111111 1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

UATOVFT

UATOVFT

R/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

:

:

R/W:

01234567891011121315 14

111111111111111 1

:

:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 UATOVFT H’FFFF

_FFFF

R/W UltraATA DMA リード動作において、通信一時停止（DSTROBE 変化無し状態）

を受けた場合における HOST タイムアウト時間の設定 

タイムアウト時間（ns）＝設定値を 10進数化した値×EX_BUSクロック周期（ns） 

【注】 UltraATA DMA の動作は、「第 6B 章 ローカルバスステートコントローラ（LBSC）」を参照してください。 
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6A.4.32 UltraATA エラー表示レジスタ（UATTER） 

機能：UltraATA DMA 動作において、エラー発生の有無を表示（LBSC-DMAC 専用レジスタ） 
 

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ PER DER

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WRRRRRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯
:

:

R/W:

⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

1 PER 0 R/W UltraATA DMA 動作中に、ATA 空間に割り付けたエリアに対する PIO アクセスの

有無表示 

（UltraATA DMA 動作中に、ATA 空間に割り付けたエリアに対して PIO アクセス

が発生した場合、PIO アクセスは無視されます） 

0：UltraATA DMA 動作中に、ATA 空間に割り付けたエリアに対しての PIO ア

クセス無し 

1：UltraATA DMA 動作中に、ATA 空間に割り付けたエリアに対しての PIO ア

クセス有り 

0 DER 0 R/W UltraATA DMA リード動作において、通信一時停止（DSTROBE 変化無し状態）

を受けた場合のタイムアウトが発生したことを表示。 

タイムアウト時間は、UATTSR、UATMR2 レジスタの設定値による。 

0：タイムアウトエラー無し 

1：タイムアウトエラー発生（UATIER レジスタがイネーブル状態であれば割

り込み） 

UltraATA DMA ライト動作時は、タイムアウト検出無し。 

【注】 UltraATA DMA の動作は、「第 6B 章 ローカルバスステートコントローラ（LBSC）」を参照してください。 
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6A.4.33 UltraATA エラー割り込みイネーブルレジスタ（UATIER） 

機能：UltraATA DMA 動作において、エラー発生時の割り込み通知イネーブルの設定 

    （LBSC-DMAC 専用レジスタ） 
 

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ PERE DERE

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WRRRRRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯
:

:

R/W:

⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

1 PERE 0 R/W UATTER レジスタの PER ビットに 1 が表示されている期間において、割り込み

通知信号を出力するか否かを指定 

0：割り込み通知信号を出力しない 

1：割り込み通知信号を出力する 

0 DERE 0 R/W UATTER レジスタの DER ビットに 1 が表示されている期間において、割り込み

通知信号を出力するか否かを指定 

0：割り込み通知信号を出力しない 

1：割り込み通知信号を出力する 

【注】 UltraATA DMA の動作は、「第 6B 章 ローカルバスステートコントローラ（LBSC）」を参照してください。 
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6A.4.34 UltraATA CRC コード表示レジスタ（UATCRCR） 

機能：UltraATA DMA 動作における通信データの CRC コードを表示（LBSC-DMAC 専用レジスタ） 
 

CRC

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯
:

:

R/W:

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

15～0 CRC H’0000 R UltraATA DMA における転送データから生成した CRC コードを表示 

【注】 UltraATA DMA の動作は、「第 6B 章 ローカルバスステートコントローラ（LBSC）」を参照してください。 
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6A.4.35 UltraATA DMA モードレジスタ 2（UATMR2） 

機能：UltraATA モードの動作指定（LBSC-DMAC 専用レジスタ） 
 

161718192021222324252627282931 30

111111111111111 1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

UATM2

UATM2

R/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

:

:

R/W:

01234567891011121315 14

111111111111111 1

:

:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 UATM2 H’FFFF

_FFFF

R/W UltraATA モードの動作指定ビット 

UltraATA を使用する際は、必ず H’0000_0006 と設定してください。 

H’0000_0006 以外の値の書き込みを行った場合は動作保証されません。 

【注】 詳細は「第 6B 章 ローカルバスステートコントローラ（LBSC）」の「図 6B.20 UltraATA DMA の設定手順」を参照

してください。 
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6A.4.36 UltraATA DMA モードレジスタ 3（UATMR3） 

機能：UltraATA モードの動作指定（LBSC-DMAC 専用レジスタ） 
 

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ UATM3

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

:

:

R/W:

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯
:

:

R/W:

⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

7～4 － すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてください。 

3～0 UATM3 0000 R/W UltraATA モードの動作指定ビット 

UltraATA を使用する際は、必ず H’C と設定してください。 

H’C 以外の値の書き込みを行った場合は動作保証されません。 

【注】 詳細は「第 6B 章 ローカルバスステートコントローラ（LBSC）」の「図 6B.20 UltraATA DMA の設定手順」を参照

してください。 
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6A.4.37 UltraATA 転送モードレジスタ（UATTMR） 

機能：UltraATA DMA 転送モード設定 
 

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯DTCD DBG0

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

:

:

R/W:

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯
:

:

R/W:

⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込む値は常に 0 としてください。読み出し時も 0 が読み出されます。 

15～9 － すべて 0 R/W リザーブビット 

書き込む値は常に 0 としてください。読み出し時も 0 が読み出されます。 

8 DTCD 0 R/W 本ビットは、UltraATA DMA 動作時に連続するデバイスターミネーション動作に

対する動作モードを制御します。 

既存の ATA デバイスの中に、デバイスターミネーションをポーズと同等に扱っ

ているデバイスが存在するため、デバイスターミネーションを受け付けても転送

数に達していない場合は、異常終了せず、次のデバイスからの DREQ（DMARQ）

を待って転送を再開する必要があります。この動作モードを「デバイスターミネ

ーション連続モード」と呼びます。 

1：デバイスターミネーション連続モードの抑止 

0：デバイスターミネーション連続モード 

7～1 － すべて 0 R/W リザーブビット 

書き込む値は常に 0 としてください。読み出し時も 0 が読み出されます。 

0 DBG0 0 R/W テストビット 

テストビットのため、1 書き込み禁止です。 

書き込む値は常に 0 としてください。読み出し時も 0 が読み出されます。 

【注】 UltraATA DMA の動作は、「第 6B 章 ローカルバスステートコントローラ（LBSC）」を参照してください。 
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6A.5 動作説明 

6A.5.1 DMA 転送手順 

DMA 転送フロー図を図 6A.2 に示します。 

【DMA 転送手順】 

① DMAC 初期設定 DMA ポート選択レジスタ（DPTR）に DMA 転送 Peripheral を設定（HPB-DMAC のみ） 

DMA コントロールレジスタ（DCR）に転送条件設定 

② DMA 転送情報設定 

DMA コントロールレジスタ：DIP に従い DMA ソースアドレスレジスタ（DSAR）、DMA デスティネーシ

ョンアドレスレジスタ（DDAR）、DMA トランスファカウントレジスタ（DTCR）を設定 

（入力モード：1 面繰り返し、2 面交互） 

入力モード：1 面繰り返しの場合、DSAR0、DDAR0、DTCR0 を使用します。 

③ DMA 起動 

DMA コマンドレジスタ（DCMDR）：DMEN ビットにて DMA を起動します。 

④ 設定されている DMA 転送情報取得 

設定されている DMA 転送情報を DMA 情報レジスタ 0、1 の順に取り込みます。 

⑤ DMA 転送要求クリア 

DMA 転送要求状態表示信号をクリアします。 

⑥ DMA 転送 

転送要求モードがオートリクエストの場合、転送情報取得後 DMAC の転送タイミングにて自動的に転送を

開始します。 

外部リクエスト、Peripheral リクエストの場合、転送要求を受け付けたとき、1 回（バスアクセス単位）の

DMA 転送を行います。 

タイマリクエストの場合、転送情報取得後 DMAC 内蔵タイマ設定間隔にて自動的に転送を開始します。 

⑦ 指定転送回数終了割り込み 

転送モード：単転送モード時 

指定転送回数終了時、転送を終了します。 

終了を割り込みにて CPU に通知します。 

転送モード：連続転送モード時 

1DMA 転送情報単位に転送終了を割り込みにて、CPU に通知します。 

割り込み信号は、DMA 転送終了割り込みイネーブルレジスタ（DINTMR）によって制御され

ます。 

（⑧）次の DMA 転送情報取得（連続転送モード時） 

次 DMA 転送要求がある場合、次の転送情報を取得し、⑥DMA 転送を行います。 

次 DMA 転送要求がない場合（DRSTS=0）、DQSTS=1 ならば、DMA 連続転送モードを終了とし、DQSTS=0

ならば、次 DMA 転送要求を待ち続けます。 
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（⑨）DMA 転送情報追加（連続転送モード時） 

追加する DMA 転送情報がある場合、次 DMA 転送情報面に、次の DMA 転送情報設定を行います。 

（次 DMA 転送情報面は、DMA ステータスレジスタ（DSTSR）：NDP1/0 ビットにて確認可能） 

追加する転送情報がない場合、DMA コマンドレジスタ（DCMDR）：DQEND に 1 ライトし、連続転送モ

ードを終了します。 

【注】 実際は、ソース側バスとデスティネーション側バスの動作は独立しています。 

 
DPTR DCR

DMA  
DSAR0 DDAR0 DTCR0

DMAC DMEN=1

?
TRUE

FALSE

DRSTS=0?

TRUE
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DMA 
 ?

DQEND=1

FALSE

FALSE

DMA

DNXT=1

FALSE
ACMD=0?

TRUE

DMA ?
NDP1/0

0

1

DMA  
0
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DMA  
1

DSAR1 DDAR1 DTCR1

 

図 6A.2 DMA 転送フロー図（1） 

 



 

6A. ローカルバス用、周辺モジュール用ダイレクトメモリアクセスコントローラ（LBSC-DMAC/HPB-DMAC） 

6A-52  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

DMA
DMEN=1

TRUE DRSTS=1?
and

DQSPS=0

FALSE DQSTS=1? 
or

FALSE

TRUE

DMA

DMA

TRUE

= ?

FALSE

 ?
FALSE

 ?

FALSE

TRUE

TRUE
DMSPS=1

DMA DMA

 
 HPB

32

32

 
HPB

DMA  DMA

 ?

DTCS=0

? ?

FALSE

TRUE

TRUE FALSE

TRUEFALSE

DMA

TRUE

FALSE

 

図 6A.2 DMA 転送フロー図（2） 
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6A.5.2 DMA 連続転送動作 

「6A.5.1 DMA 転送手順」内の【DMA 転送手順】（⑨）に示すソフトウェアによる DMA 転送情報追加動作と

ハードウェアによる DMA 転送情報取動作および転送動作の関係を以下に示します。図 6A.3、図 6A.4 に DMA 情

報レジスタ 0 を連続使用する場合、図 6A.5、図 6A.6 に DMA 情報レジスタ 0／1 を交互に使用する場合を示しま

す。 

1. DMA 0

1 3 1 DNXT DQEND

0

0

0

0

0

0

DMA

DMA

0

0

DMEN=1 DNXT=1

DMA

DMA

DMA

DMA

DMA

DMA DMA DMA

DNXT

DNXT

DNXT

DNXT

DNXTDNXT

DMA DMA

END

DQSTS DRSTS

END

DQSTS DRSTS

DQEND=1

DMA

DMA

DMA

DMA

DMA

DMA

2 3 2 DNXT DQEND

DMEN=1 DNXT=1 DNXT=1

DQEND=1

DRSTS=0

DQSTS=0 DQSTS=0

DMSTS=1

DRSTS=1 DRSTS=0 DRSTS=1

DMSTS=1

DMSTS=1 DMSTS=0

DRSTS=0

DQSTS=1 DQSTS=0

DQSTS=0 DQSTS=1

DRSTS=1 DRSTS=0 DRSTS=1 DRSTS=0

DMSTS=1 DMSTS=0

DRSTS=0

DQSTS=1 DQSTS=0

DMA

DMA

DMA

DMA

DMA

10 10

10
10

10

10

DNXT=1

DMA

0

END

DQSTS DRSTS

0 END

DQSTS DRSTS

0

END

DQSTS DRSTS

0
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DQSTS DRSTS

0
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図 6A.3 DMA 情報面 0 を連続使用する場合（1） 
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図 6A.4 DMA 情報面 0 を連続使用する場合（2） 
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2. DMA 0/1

1 4 1 DMEN DNXT DQEND
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図 6A.5 DMA 情報面 0／1 を交互に使用する場合（1） 
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図 6A.6 DMA 情報面 0／1 を交互に使用する場合（2） 
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6A.5.3 Peripheral または外部モジュールからのリードデータパッキング機能 

通常時の DMA 起動手順における DMA コントロールレジスタ（DCR）設定時に、DCR の PKMD ビットに 1 を

ライトすることで Peripheral または外部モジュール側からのリードデータをパッキングしてメモリ（SuperHyway）

側へライト転送する機能を有効にすることができます。パッキング指定サイズは、DCR の SWMD ビットによっ

て 4 バイトまたは DCR レジスタの【注】に示すバイト単位を選択することが可能ですが、SuperHyway 側の転送

の宛先がメモリ（DDR2-SDRAM/DDR3-SDRAM）である場合は、DCR レジスタの【注】に示すバイト単位でパッ

キング指定することがメモリや SuperHyway バスをより効率良く使用することができるため推奨されます。 

一方、LBSC-DMAC にとって SuperHyway 側の転送先が HPB 配下である場合は、HPB 配下の Peripheral はレジ

スタライトが 4 バイト以下であるため、DCR レジスタ SWMD＝0 設定時アクセスサイズ（各チャネルのアクセス

サイズは、DCR レジスタの【注】を参照してください）のパッキング指定はできません。しかし、HPB-DMAC

にとって、SuperHyway 側の転送の宛先が外部バス上である場合は、そのデバイスが SRAM などであれば、DCR

レジスタ SWMD＝0 設定時アクセスサイズの転送は可能となります。 

パッキング動作では、DMAC が指定された回数の転送を終えた時点で DMAC 内に存在するデータがパッキング

指定サイズ以下であった場合、取り込んだバイト数のデータライトを 1 回行い、DMA 転送終了割り込み表示レジ

スタ（DINTSR）の DTE[n]にて DMA 転送終了を示します。 

一方、指定された回数の転送を終えていないときに、Peripheral または外部モジュールの DMA 要求が完了した

場合、DMA コマンドレジスタ（DCMDR）の BDOUT ビットへ 1 ライトすることにより転送を終了することがで

きますが、そのときに、DMAC にパッキング途中のデータが残っている場合は、そのデータをメモリ（SuperHyway）

側に書き込み、DMA 転送終了割り込み表示レジスタ（DINTSR）の DTE[n]に終了表示が立ち、終了割り込みを発

生します。なお、メモリライト時は 0 パディングは生じません。DMAC にデータが残っていない場合では、メモ

リへのアクセスを行わず転送終了となり、データが残っている場合と同様に終了割り込みが発生します。 

連続転送モード時に BDOUT ビットにより終了した場合は、次 DMA 情報転送要求を DMA コマンドレジスタ

（DCMDR）の DNXT ビットにてあらかじめ指定していれば次 DMA 情報転送を行い、連続転送モードの終了手順

に従って DMA 転送終了となります。 

同モードの場合、BDOUT ビットへの 1 ライトから終了割り込み発生の間、Peripheral または外部モジュールか

らの DMA 要求（dreq）はマスクされます（DMA 要求を受け付けません）。 
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6A.5.4 Peripheral または外部モジュールからのリードデータパッキング機能に関する

制限事項 

• DMACの転送回数は、DMAトランスファカウントレジスタ0、1（DTCR0、DTCR1）にて指定された値とな

ります。 

• 指定された転送回数に達しない状態で、Peripheralまたは外部モジュール側のDMA転送が完了すると、転送中

なのか転送完了なのかの区別がつかないので、DMAC内部のバッファにパッキングサイズに満たないデータ

が残ることがあります。 

ちょうど、パッキングサイズ指定と同じバイト数の場合は、メモリに転送されます。 

• DMAC内部のバッファに残っていても、DMAコマンドレジスタ（DCMDR）のBDOUTビットにより強制ライ

トを実行すると、メモリに転送されます。（転送先がメモリなので0パディングはしません。たとえば、メモ

リに未転送データが3バイトDMAC内にある場合、その3バイトのデータをメモリへライトを行います。） 

• 強制ライト実行のきっかけとしては、Peripheralまたは外部モジュールからの転送完了割り込みがあります。

しかし、転送完了割り込みが上がったときに、Peripheralまたは外部モジュールからのDMAC転送が完了して

いるかは、Peripheralまたは外部モジュールの仕様に依存します。 

そのため、強制ライト実行にあたっては、Peripheralの仕様を確認してください。 
 

6A.5.5 DMA 転送終了通知 

DMAC は、単転送モード時、DMA 転送情報の転送回数終了時、INTC2 経由で CPU に対し終了割り込み信号（レ

ベル信号）を出力し、転送終了を通知します。また連続転送モード時、1 つの DMA 転送情報の指定転送回数終了

のたびに毎回 CPU に対し終了割り込み信号を出力します。DMA 転送終了による割り込み信号は、DMA 転送終了

割り込みイネーブルレジスタ（DINTMR）により制御されます。また、DMA 転送終了割り込み表示クリアレジス

タへの 1 ライトにより、DMA 転送終了信号をクリアします。 
 

6A.5.6 DMA 転送停止、再開手順 

DMA 転送停止、再開手順を以下に示します。 
 
● DMA 動作中に DMA を停止（キャンセル）させる場合 

手順 手順概要 レジスタ操作内容 レジスタライト後の動き 

1 

↓ 

DMAC に強制停止を設定 DMAC（DSTPR [DMSTP]） 

フィールドに 1 ライト 

DMAC は、現在実行中の DMA バスサイクルが終了次

第、DMA を停止させ、アイドルへ移行。 

バッファ内の転送未完了データは破棄。 

レジスタ値は残る。終了割り込み出力はなし。 

2 

↓ 

DMACアイドル状態移行の

確認 

DMAC（DSTSR [DMSTS]） 

が 0 となればアイドル状態 

――――――― 

3 外部デバイスに強制終了を

設定 

（外部デバイス依存） 外部デバイスは DMA 要求を停止 

【注】 手順 2 は手順 3 の後での実施でも可。 
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● DMA 動作中に DMA を一時停止（ポーズ）させ、その後 再開させる場合 

手順 手順概要 レジスタ操作内容 レジスタライト後の動き 

1 

↓ 

DMAC に一時停止を設定 DMAC（DCMDR [DMSPD]） 

フィールドに 1 ライト 

現在実行中の DMA バスサイクルが終了次第、DMA を

一時停止。 

DMAC 内部状態はバッファ内の転送未完了データも含

めそのまま保存される。 

2 

↓ 

DMAC 一時停止状態 

移行の確認 

DMAC（DSTSR [DMSPS]） 

が 1 となれば一時停止状態 

――――――― 

3 

↓ 

任意時間の経過（この間に、LBSC は外部デバイスの DREQ を 1 つ検出するかもしれないが、DMAC は一時停止の状

態が続く。また、外部デバイスは DMA 転送待ちの状態が続く） 

4 DMACに一時停止再開を設

定 

DMAC（DCMDR [DMSPC]） 

フィールドに 1 ライト 

ポーズ状態が解除され LBSC が検出していた DREQ に

対する DMA 動作から再開する。 

【注】 手順 2 は手順 3 と 4 の間での実施でも可。 
 
● DMA 動作中に DMA を一時停止（ポーズ）させ、その後停止（キャンセル）させる場合 

手順 手順概要 レジスタ操作内容 レジスタライト後の動き 

1 

↓ 

DMAC に一時停止を設定 DMAC（DCMDR [DMSPD]） 

フィールドに 1 ライト 

現在実行中の DMA バスサイクルが終了次第、DMA を

一時停止。 

DMAC 内部状態はバッファ内の転送未完了データも含

めそのまま保存される。 

2 

↓ 

DMAC 一時停止状態 

移行の確認 

DMAC ( DSTSR [DMSPS] ) 

が 1 となれば一時停止状態 

――――――― 

3 

↓ 

任意時間の経過（この間に、LBSC は外部デバイスの DREQ を 1 つ検出するかもしれないが、DMAC は一時停止の状

態が続く。また、外部デバイスは DMA 転送待ちの状態が続く） 

4 

↓ 

DMAC に強制停止を設定 DMAC ( DSTPR [DMSTP] ) 

フィールドに 1 ライト 

DMAC は、一時停止状態からアイドル状態へ移行。 

バッファ内の転送未完了データは破棄。 

レジスタ値は残る。終了割り込みは無し。 

5 

↓ 

DMACアイドル状態移行の

確認 

DMAC（DSTSR [DMSTS]） 

が 0 となればアイドル状態 

――――――― 

6 外部デバイスに強制終了を

設定 

（外部デバイス依存） 外部デバイスは DMA 要求を停止 

【注】 1. 手順 2 は手順 3 と 4 の間での実施でも可。 

 2. 手順 5 は手順 6 の後での実施でも可。 
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6A.5.7 SuperHyway バスインタフェースにおけるデータアライメント 

SuperHyway バス側アクセスは、常にアクセス要求～要求許可によるハンドシェイクにより行います。また、

SuperHyway バスを介したメモリへのアクセスにおけるリード／ライトデータのデータアライメント変換を行い

ます。 

データアライメント変換は、DMA コントロールレジスタ（DCR）の DTAMD=0 のとき、エンディアンモード

信号（DMAC 入力信号：little）と Peripheral データバス幅（DMAC コントロールレジスタ（DCR）の SPDS[1:0]

または DPDS[1:0]）により SuperHyway バスデータアライメント変換を行い、DMA コントロールレジスタ（DCR）

の DTAMD=1 のとき、DMA コントロールレジスタ（DCR）の DTAC、DTAU、DTAU1 ビットにて設定された値

により SuperHyway バスデータアライメント変換を行います。DMA コントロールレジスタ（DCR）の DTAMD、

エンディアンモード信号（DMAC 入力信号：little）、Peripheral データバス幅（DMAC コントロールレジスタ（DCR）

の SPDS ビット[1:0]または DPDS ビット[1:0]）、DMA コントロールレジスタ（DCR）の DTAC、DTAU、DTAU1

ビットと、SuperHyway バスデータアライメント制御との対応を表 6A.4 に示します。 
 

表 6A.4 データアライメント制御信号対応表  

番号 DTA 

MD 

Little 

（MD[8]）

PDS 

[1:0] 

DT

AC

DT 

AU 

DT

AU1 

4 バイトに 

対するデータ

アライメント

有無 

4 バイトに 

対するデータ

アライメント

単位 

8 バイトに対する 

4 バイトデータ

アライメント 

有無 

変換 

パターン 

備考 

1 0 0 00( 8bit) * * * 行わない 8bit 行わない CP1③ 

2 0 0 01(16bit) * * * 行わない 16bit 行わない CP2③ 

3 0 0 10(32bit) * * * 行わない 8bit 行わない CP3② 

4 0 1 00( 8bit) * * * 行う 8bit 行う CP1① 

5 0 1 01(16bit) * * * 行う 16bit 行う CP2① 

6 0 1 10(32bit) * * * 行わない 8bit 行う CP3① 

標準的な

変換 

（ソフト

は

PDS[1:0]

のみを意

識） 

7 1 * * 0 0 0 行わない 8bit 行わない CP1③ 

8 1 * * 0 0 1 行わない 8bit 行う CP3① 

9 1 * * 0 1 0 行わない 16bit 行わない CP2③ 

10 1 * * 0 1 1 行わない 16bit 行う CP3① 

11 1 * * 1 0 0 行う 8bit 行わない CP1② 

12 1 * * 1 0 1 行う 8bit 行う CP1① 

13 1 * * 1 1 0 行う 16bit 行わない CP2② 

14 1 * * 1 1 1 行う 16bit 行う CP2① 

変則的な

変換 

（ソフト

にて 

アライメ

ントの 

形式を意

識） 

【注】 *：Don't Care 
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DMAC で行うデータアライメント変換動作を以下に示します。表 6A.4 の変換パターン番号は下記変換動作番

号になります。 

D0

63 56 55 4847 4039 32 31 24 23 1615 8 7 0

D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D4 D5 D6 D7 D0 D1 D2 D3

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

D0

63 56 55 4847 4039 32 31 24 23 1615 8 7 0

D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0

D0

D1

D1

D2

D2

D3

D3

D4

D4

D5

D5

D6

D6

D7

D7

D0

63 56 55 4847 4039 32 31 24 23 1615 8 7 0

D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0

63 56 55 4847 4039 32 31 24 23 1615 8 7 0

D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D4 D5 D6 D7 D0 D1 D2 D3

D6 D7 D4 D5 D2 D3 D0 D1

D0

63 56 55 4847 4039 32 31 24 23 1615 8 7 0

D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0

D1

D1

D0

D2

D3

D3

D2

D4

D5

D5

D4

D6

D7

D7

D6

D0

63 56 55 4847 4039 32 31 24 23 1615 8 7 0

D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0

63 56 55 4847 4039 32 31 24 23 1615 8 7 0

D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D4 D5 D6 D7 D0 D1 D2 D3

D4 D5 D6 D7 D0 D1 D2 D3

D0

63 56 55 4847 4039 32 31 24 23 1615 8 7 0

D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

SHwy8 1 1 CP1

SHwy8 4 3 CP3

SHwy8 2 2 CP2

 
 

6A.5.8 HPB バスインタフェースにおけるデータアライメント 

HPB バス側アクセスは、データバス幅は、DMA コントロールレジスタの SPDS、DPDS ビットで設定されたバ

ス幅でアクセスされ、エンディアンはビッグエンディアン固定となります。 
 

6A.5.9 EX_BUS インタフェースにおけるデータアライメント 

外部バス側アクセス時のアライメントに関してもデフォルトでは HPB バスの考え方と同じですが、DMAC の

DMALGR レジスタの設定により、アライメント変換の考え方を可変に変更することが可能です。可変モード時の

動作内容に関しては、「第 6B 章 ローカルバスステートコントローラ（LBSC）」の「6B.6.3（1）LBSC-DMAC

アクセス時のデータアライメント」を参照ください。 
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6A.5.10 タイミングチャート 

外部バスの SRAM バス動作における DMA 動作のタイミングチャートを示します。タイミングチャート図にお

ける DREQ や DACK の信号極性は負極性で記載されていますが、これらの極性設定や、CS#と DACK 信号のどち

らか一方のみをアサートさせる設定、また DREQ をレベル信号あるいはエッジ検出モードに切り替える設定が可

能です。いずれも LBSC 内部レジスタ設定によって行ってください。 
 

（1） EX_BUS DMA シングルリード動作、ライト動作 

SRAM バス動作では、DREQ を受信すると、DRACK をアサート出力して DMA 要求を検出したことを通知しま

す。LBSC-DMAC 0ch 以外は DRACK 信号が無いので、その場合、DMA 要求元のデバイスは、実際に DMA 転送

が開始されたことを示す DACK 信号によって、該当バス動作が終了するまでに、DREQ 信号をネゲートする必要

があります。DMAC は DMA バス動作が終了した次のクロックから次の DREQ のサンプリングを開始し（次のサ

ンプリング開始を遅らせることが LBSC-DMAC の DMA リクエストマスクコントロールレジスタ（DRMSKR）で

設定可能です）、検出した場合は、次の DMA 転送バス動作を開始します。 

DMA シングルリード、ライト動作では CS#アサートから RD#（または WE#）信号アサートまでのクロックサ

イクル数、RD#（または WE#）パルスのクロックサイクル数、RD#（または WE#）ネゲートから CS#ネゲートま

でのクロックサイクル数が LBSC 内部レジスタの設定で可能です。また、RD#（または WE#）アサート期間中に

DMA 要求元からの WAIT 信号を検出した場合は、WAIT アサートされている期間、RD#（または WE#）パルス幅

が延長されます。WAIT 信号をサンプリングする指定に関しても LBSC 内部レジスタ設定を行ってください。 

CLKOUT

DREQ

A

D

DRACK

CS#

BS#

DACK

RD#

RD/WR#

WE#

D D

A A

 

図 6A.7 外部バス DMA リード動作（SRAM バス シングルリード） 
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図 6A.8 外部バス DMA ライト動作（SRAM バス シングルライト） 

 

（2） EX_BUS DMA 8 バーストリード動作、ライト動作 

DMA 8 バースト動作では、1 回の DREQ の検出にて 8 バーストのバス転送動作を行います。SRAM バス動作で

は、DREQ を受信すると、DRACK をアサート出力して DMA 要求を検出したことを通知します。LBSC-DMAC 0ch

以外は DRACK 信号が無いので、その場合、DMA 要求元のデバイスは、実際に DMA 転送が開始されたことを示

す DACK 信号によって、該当 8 バーストバス動作が終了するまでに、DREQ 信号をネゲートする必要があります。

DMAC は DMA バス動作が終了した次のクロックから次の DREQ のサンプリングを開始し（次のサンプリング開

始を遅らせることが LBSC-DMAC DMA リクエストマスクコントロールレジスタ（DRMSKR）で設定可能です）、

検出した場合は、次の DMA 転送 8 バーストバス動作を開始します。 

DMA 8バースト動作においてもCS#アサートからRD#（またはWE#）信号アサートまでのクロックサイクル数、

RD#（または WE#）パルスのクロックサイクル数、RD#（または WE#）ネゲートから CS#ネゲートまでのクロッ

クサイクル数は、LBSC 内部レジスタにて設定可能です。また、RD#（または WE#）アサート期間中に DMA 要求

元からの WAIT 信号を検出した場合は、WAIT アサートされている期間、RD#（または WE#）パルス幅を延長す

ることも可能です。WAIT 信号制御については、LBSC 内部レジスタにて行ってください。 
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図 6A.9 外部バス DMA リード動作（SRAM バス バーストリード） 
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図 6A.10 外部バス DMA ライト動作（SRAM バス バーストライト） 
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6A.5.11 HPB-DMAC SuperHyway バスおよび HPB バスアクセス優先制御 

HPB-DMAC は、0ch～28ch 間の SuperHyway バスおよび HPB バスへのアクセス競合に対し、HPB-DMAC アク

セス優先レベルコントロールレジスタ（HPB-DMLVLR）の各ビット（DMLV0～28）の設定により 2 つのグルー

プにグルーピングし、それぞれのグループ内においてラウンドロビン方式で優先される HPB-DMAC チャネルを決

定します。HPB-DMAC SuperHyway および HPB バス調停の概念図を図 6A.11 に示します。 

 

SuperHyway  P2BUS

P3BUS

P4BUS

P5BUS

P6BUS

P8BUS

ABT  

HPB-DMAC  
chN HPB-DMAC  

chN  
 

ABT  

ABT  

ABT  

ABT  

ABT  

ABT  

SuperHyway 
競合

HPB-DMAC
チャネルNo.

HPB-DMAC
チャネルNo.

HPB-DMAC
チャネルNo.

HPB-DMAC
チャネルNo.

HPB-DMAC
チャネルNo.

HPB-DMAC
優先順位低グループ
調停結果チャネル

DMACグループ優先
順位高グループ*

DMACグループ優先
順位低グループ*

HPB-DMAC
チャネルNo.

競合論理(ABT)概念図

HPB-DMACアクセス調停（ABT）

HPB-DMAC
ch0-25, 27, 28

HPB P2BUS
ch0-10競合

HPB P3BUS
ch19-20競合

HPB P4BUS
ch11-18競合

HPB P5BUS
ch21-22競合

HPB P6BUS
ch23-25競合

HPB P8BUS
ch27-28競合

【注】* HPB-DMAC優先順位高/低グループ割り付けは、
HPB-DMACアクセス優先レベルコントロールレ
ジスタ（HPB-DMLVLR）の設定により決定しま
す。  

図 6A.11 HPB-DMAC SuperHyway および HPB バス調停の概念図 
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6A.5.12 HSPI DMA 転送時の受信データパッキング機能使用時の制限事項 

HSPI のレジスタ構成は 32 ビットですが、受信データ幅は 8 ビットのため、DMA 転送時にデータパッキング機

能を使用することができます。ただし、以下の使用上の制約事項があります。 

HPB-DMAC（0～10ch）設定時、DMA コントロールレジスタ（DCR）の PKMD ビットを 1 書き込みすることに

よりパッキング機能有効となります。 

パッキング機能を使用する場合 

HPB-DMAC（0～10ch）の DMA ソースアドレスレジスタに下記アドレスを設定してください。 

HSPI： 

H'FFFC 7013（P4 領域アドレス）もしくは、H'1FFC 7013（エリア 7 アドレス）を設定してください。 
 

6A.5.13 リアルタイム性のあるモジュールの DMA 転送時の注意事項 

リアルタイム性のあるモジュール（SSI、HSPI など）の DMA 転送を行う場合、以下調停制御の設定をしてくだ

さい。 

ただし、本設定にて同時に動作させる HPB-DMAC チャネル数を 8 以下としてください。 

1. 「6A.4.28 HPB-DMAアクセス優先レベルコントロール（HPB-DMLVLR）」の該当チャネルビット（DMLVx

（x：0～18））を1（LEVEL1（高：グループ1））に設定してください。 

2. 「6A.4.24 HPB-DMA SHwyプライオリティコントロールレジスタ0（HPB-DMASPR0）」、「6A.4.25 

HPB-DMA SHwyプライオリティコントロールレジスタ1（HPB-DMASPR1）」、「6A.4.26 HPB-DMA SHwy

プライオリティコントロールレジスタ2（HPB-DMASPR2）」の該当チャネルビット（SPRRx（x：0～18））

をH'9（SHwy_BUS優先レベルをH'9）に設定してください。 
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6B. ローカルバスステートコントローラ（LBSC） 

6B.1 概要 

LBSCは、CPU（SuperHywayバス）からのアクセスや LBSC-DMAC0～2chからの DMAアクセスをバス調停の

後にインタフェース変換をして外部バスへ出力します。また外部バスアクセスにおいて、LBSCのコントロールレ

ジスタに各種設定を行うことにより、外部バス上の各エリアごとに接続インタフェース種別を選択したり、リー

ド／ライトイネーブル信号に対するアドレスやチップセレクト信号のセットアップ／ホールドサイクル数を調整

することが可能です。これにより、各エリアに割り付けられた外部デバイスへのアクセス方法に多様性を持たせ

ています。 

外部バスクロック CLKOUT信号の周波数は、CPU動作周波数 533.3MHzの場合、CPU動作周波数の 1/12分周

である 44.4MHz、CPU動作周波数 400MHzの場合、CPU動作周波数の 1/8分周である 50MHzで動作し、LBSCは

CLKOUT信号のクロックに同期してバス信号を出力します。 
 

6B.2 特長 

• エリア0、エリア1、エリア6の空間に対応し、 

―EX_BUSに割り付きSRAM、ATA、バイト制御SRAMバスプロトコルの選択が可能 

―エリア6の空間中、64Mバイトを最大6エリア（各エリア容量は可変）に細分化して管理 

―エリア0の空間中、64Mバイトを最大7エリア（各エリア容量は可変）に細分化して管理 

（MD7端子＝0、MD9端子＝1の場合） 

―各エリアごとに、I/F設定、バス幅設定、ウェイトステート挿入が可能 

―CPU動作周波数533.3MHzの場合、CPU動作周波数の1/12のバスクロック周波数に同期出力 

―CPU動作周波数400MHzの場合、CPU動作周波数の1/8のバスクロック周波数に同期出力 

 

• 外部DMA転送（DMACの詳細な機能については「第6A章 ローカルバス用、周辺モジュール用ダイレクト

メモリアクセスコントローラ（LBSC-DMAC/HPB-DMAC）」のLBSC-DMACを参照ください。） 

―チャネル数：3チャネル 

―DACK付きデバイスのサポート 

―エッジ、レベル外部リクエストのサポート 

―DREQの同期／非同期受信切り替え、DREQ、DACK、DRACKの極性反転をレジスタ設定により可能 
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• SRAMインタフェース 

―ウェイトステート挿入をレジスタ設定で可能 

―EX_WAIT端子によるウェイトステート挿入 

―接続可能バス幅 16ビット、8ビット 

 

• バーストROMインタフェース（エリア0、CPUアクセスのみ対応） 

―ウェイトステート挿入をレジスタ設定で可能 

―バースト回数をレジスタ設定により可能（アドレス分解点到達時は自動判別でアクセスを分割） 

―接続可能バス幅 16ビット、8ビット 

 

• バイト制御SRAMインタフェース（エリア1、6のみ対応） 

―バイト制御可能なSRAMインタフェース 

―ウェイトステート挿入をレジスタ設定で可能 

―EX_WAIT端子によるウェイトステート挿入 

―接続可能バス幅 16ビット、8ビット 

 

• ATAインタフェース（エリア1、6のみ対応） 

―ウェイトステート挿入をレジスタ設定で可能 

―PIOモード0～4をサポート 

―マルチワード転送をサポート 

―UltraDMAモード0～4転送をサポート 

―レディタイムアウト検出（検出時間（ns）= EX_BUS動作周波数（ns）× 100クロック） 
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6B.3 ブロック図 

LBSCブロック図を図 6B.1に示します。LBSCは SuperHywayバス上に位置し、CPUからのアクセスを順次 LBSC

内部のレジスタに設定された内容に従い外部バスに出力します。外部バス（EX_BUS）は SRAMまたは ATAバス

プロトコルが選択可能です。また LBSCは、外部バスと DDR2-SDRAM間の DMA転送を制御する LBSC-DMAC

を 3チャネルとチップ内外の割り込みを制御する INTCおよび INTC2を内蔵しています。LBSC-DMACと INTC

および INTC2に関する詳細な説明は、「第 6A章 ローカルバス用、周辺モジュール用ダイレクトメモリアクセ

スコントローラ（LBSC-DMAC/HPB-DMAC）」および「第 7章 割り込みコントローラ（INTC、INTC2）」を参

照してください。CPU、LBSC-DMACは外部バスに向かってアクセス競合が発生するため、BSCは Arbiter部によ

りこれらアクセスの調停を行います。調停により選択されたアクセス要求は、バスインタフェース部により外部

バス波形に変換され出力されます。外部デバイスは、アクセス受信時の状況に応じて応答の待ち合わせを行うこ

とが可能で、LBSCはこれを可能とするために外部ウェイトコントロール入力を有し、パルス幅のコントロールを

行います。 

CPU (533.3 MHz or 400 MHz)

SuperHyway Bus Router (177.7/200 MHz)

EX_BUS（50/44.4 MHz）
（SRAM/ATAバスプロトコル）

LBSC

割り込み

割り込み

DMAルート

LBSC-DMAC
ch 0-2 

INTC2

INTC

SHwy Target Port
SHwy

Initiater
Port

BSC

Arbiter Bus-If

NMI
IRQ[3:0]#

EX_WAIT[2:0]

DREQ[2:0]
DRACK0
DACK[2:0]

内蔵周辺モジュールからの
各種割り込み

P
IO
ル
ー
ト

BS#
CS0#
CS1#/A26
A[25:0]
D[15:0]
EX_CS[5:0]#
ATACS[1:0]#
RD/WR#
RD#
WE[1:0]#
ATAG#
ATADIR#
ATARD#
ATAWR#

CLKOUT
（他モジュールより）

 

図 6B.1 LBSCブロック図 
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6B.4 LBSCエリア 

6B.4.1 LBSCのサポートエリア 

図 6B.2に CPUから見た LBSCの応答サポートエリアを示します。 

基本として外部空間はエリア 0、エリア 1をサポートし、拡張 I/O空間としてエリア 6をサポートします。エリ

ア 6空間においては最大 6つに細分化が可能で、それぞれの容量は 64Mバイトを最大にレジスタ設定により決定

されます。エリア 6空間の最大容量も 64Mバイトです。エリア 0の空間は、LSIの起動モード（MD7モード端子）

によって、128Mバイト空間とすることが可能です。ただしこの場合のエリア 1はすべてエリア 0の空間として割

り付くことになり、CS1#端子がバスアドレスにおける A[26]相当（アドレス信号 1ビット追加による 64Mバイト

→128Mバイト化）に変わります。また、LSIの起動モードMD7モード端子＝0、MD9モード端子＝1の場合、LBSC

サポートエリアは、エリア 0のみとなり、エリア 0空間を最大 7つに細分化することが可能で、それぞれの容量

は 64Mバイトを最大にレジスタ設定により決定されます。エリア 0空間の最大容量も 64Mバイトです。 

LBSC内部レジスタ空間には、BSC、LBSC-DMAC、INTC、INTC2のレジスタが存在します。 



 

6B. ローカルバスステートコントローラ（LBSC） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  6B-5 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

他モジュール空間他モジュール空間

他モジュール空間他モジュール空間

LBSC応答サポートエリア

[MD7=0　MD9=0の場合] [MD7=1　MD9=0の場合] [MD7=0　MD9=1の場合]

【注】[MD7=1　MD9=1]は設定禁止です。
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図 6B.2 CPUから見た LBSCの応答サポートエリア 
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6B.4.2 エリアごとのサポート機能 

LBSCが、EX_BUS上の各エリアごとにサポートしている機能一覧を表 6B.1に示します。 
 

表 6B.1 EX_BUS上の各エリアごとのサポート機能 

空間 バス幅 容量 動作モード インター 

バルガード

WAIT 

機能 

備考 

エリア 

0 

8ビット、

16ビット 

64／128Mバイト選択 

エリア 0分割 

MD7、MD9端子指定 

SRAM  

DMA 

バースト ROM 

無 有 

エリア 

1 

8ビット、

16ビット 

64Mバイト固定 

エリア0=128Mバイト時

空間なし 

SRAM 

DMA 

ATA（PIO） 

バイト制御 SRAM

有 有 

0 8ビット、

16ビット 

0～64Mバイト 

ただし拡張エリアの全

体でも 64Mバイト 

SRAM 

DMA 

ATA（PIO） 

バイト制御 SRAM

有 有 

1 8ビット、

16ビット 

0～64Mバイト 

ただし拡張エリアの全

体でも 64Mバイト 

SRAM 

DMA 

ATA（PIO） 

バイト制御 SRAM

有 有 

2 8ビット、

16ビット 

0～64Mバイト 

ただし拡張エリアの全

体でも 64Mバイト 

SRAM 

DMA 

ATA（PIO） 

バイト制御 SRAM

有 有 

3 8ビット、

16ビット 

0～64Mバイト 

ただし拡張エリアの全

体でも 64Mバイト 

SRAM 

DMA 

ATA（PIO） 

バイト制御 SRAM

有 有 

4 8ビット、

16ビット 

0～64Mバイト 

ただし拡張エリアの全

体でも 64Mバイト 

SRAM 

DMA 

ATA（PIO） 

バイト制御 SRAM

有 有 

拡 

張 

エ 

リ 

ア 

5 8ビット、

16ビット 

0～64Mバイト 

ただし拡張エリアの全

体でも 64Mバイト 

SRAM 

DMA 

ATA（PIO） 

バイト制御 SRAM

有 有 

• エリア 0のバス幅の設定

は LSIモード端子にて行

います。（MD[6:5]） 

 

• エリア 0を 128Mバイト

モード（MD7）で使用す

る場合はエリア 1は存在

しません。 

 

• エリア 0を分割モード

（MD7、MD9）で使用す

る場合、エリアの容量は、

1つのエリアの最大が

64Mバイトで、かつ、エ

リア全体でも 64Mバイ

トになります。 

 

• 16ビットバス幅選択時

でも EX_BUSアクセス

を行うときはバイトアド

レスとA0を出力します。 

 

• 1つのDMACを 2つのエ

リアに同時に割り付ける

ことはできません。 

 

• 拡張エリアの容量は、1

つのエリアの最大が64M

バイトで、かつ、拡張エ

リア全体でも 64Mバイ

トになります。 
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6B.5 レジスタの説明 

LBSCブロックはレジスタ設定値により、外部に接続されるデバイスごとに、I/F指定、バス幅指定、RD#/WE#

信号のパルス幅サイクル数、RD#/WE#信号に対する CS#信号のセットアップサイクル数および、ホールドサイク

ル数などの設定が可能です。LBSC内レジスタの一覧を表 6B.2に示します。なお本レジスタは、基本的にすべて

外部バスアクセス中の変更についての動作保証は行いません（アクセス中以外については各レジスタ説明の末尾

にある【注】を参照してください）。 

 

表 6B.2 LBSCレジスタ一覧表（1） 

アドレス レジスタ名 略称 アクセス

タイプ 

アクセス 

サイズ 

備考 

H'FF80_0200 エリア 0コントロール CS0CTRL R/W 32  

H'FF80_0204 エリア 1コントロール CS1CTRL R/W 32  

H'FF80_0208～021C 拡張エリア xコントロール ECSxCTRL R/W 32 x=0～5 

H'FF80_0220 エリア 0コントロール 2 CS0CTRL2 R/W 32  

H'FF80_0230 エリア 0 RD/WEパルスコントロール CSWCR0 R/W 32  

H'FF80_0234 エリア 1 RD/WEパルスコントロール CSWCR1 R/W 32  

H'FF80_0238～024C 拡張エリア x RD/WEパルスコントロール ECSWCRx R/W 32 x=0～5 

H'FF80_0250～0258 LBSC-DMACチャネル y RD/WEパルスコント

ロール 

EXDMAWCRy R/W 32 y=0～2 

H'FF80_0280 エリア 0外部ウェイトコントロール CSPWCR0 R/W 32  

H'FF80_0284 エリア 1外部ウェイトコントロール CSPWCR1 R/W 32  

H'FF80_0288～029C 拡張エリア x外部ウェイトコントロール ECSPWCRx R/W 32 x=0～5 

H'FF80_02A0 外部ウェイト入力コントロール EXWTSYNC R/W 32  

H'FF80_02B0 エリア 0バーストコントロール CS0BSTCTL R/W 32  

H'FF80_02B4 エリア 0バーストピッチ設定 CS0BTPH R/W 32  

H'FF80_02C0 エリア 1ガード設定 CS1GDST R/W 32  

H'FF80_02C4～02D8 拡張エリア xガード設定 ECSxGDST R/W 32 x=0～5 

H'FF80_02F0～02F8 LBSC-DMACチャネル yエリア割り付け EXDMASETy R/W 32 y=0～2 

H'FF80_0310～0318 LBSC-DMACチャネル yコントロール EXDMCRy R/W 32 y=0～2 

H'FF80_0330 BSC割り込み要因表示 BCINTSR R 32  

H'FF80_0334 BSC割り込み要因クリア BCINTCR －/W 32  

H'FF80_0338 BSC割り込みイネーブル BCINTMR R/W 32  

H'FF80_0340 EX_BUS優先レベル設定 EXBATLV R/W 32  

H'FF80_0344 外部ウェイト表示レジスタ EXWTSTS R 32  

H'FF80_0380 ATACSコントロールレジスタ ATACSCTRL R/W 32  

【注】 上記アドレス以外への書き込みは行わないでください。書き込みを行った場合、動作は保証されません。読み出すと不

定値が読み出されます。 
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表 6B.2 LBSCレジスタ一覧表（2） 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

CS0CTRL 不定 保持 保持 保持 － 初期化 

CS1CTRL H'0000_0020 保持 保持 保持 － 初期化 

ECSxCTRL H'0000_0020 保持 保持 保持 － 初期化 

CS0CTRL2 H'0000_4000 保持 保持 保持 － 初期化 

CSWCR0 H'077F_077F 保持 保持 保持 － 初期化 

CSWCR1 H'077F_077F 保持 保持 保持 － 初期化 

ECSWCRx H'077F_077F 保持 保持 保持 － 初期化 

EXDMAWCRy H'077F_077F 保持 保持 保持 － 初期化 

CSPWCR0 H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

CSPWCR1 H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

ECSPWCRx H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

EXWTSYNC H'0000_0000 保持 保持 保持 － 初期化 

CS0BSTCTL H'0000_0000 保持 保持 保持 － 初期化 

CS0BTPH H'0000_00F7 保持 保持 保持 － 初期化 

CS1GDST H'0000_0000 保持 保持 保持 － 初期化 

ECSxGDST H'0000_0000 保持 保持 保持 － 初期化 

EXDMASETy H'0000_0000 保持 保持 保持 － 初期化 

EXDMCRy H'0000_0000 保持 保持 保持 － 初期化 

BCINTSR H'0000_0000 保持 保持 保持 － 初期化 

BCINTCR H'0000_0000 保持 保持 保持 － 初期化 

BCINTMR H'0000_0000 保持 保持 保持 － 初期化 

EXBATLV H'0000_0000 保持 保持 保持 － 初期化 

EXWTSTS 不定 不定 保持 保持 － 初期化 

ATACSCTRL H'0000_0000 保持 保持 保持 － 初期化 

【注】 初期化：パワーオンリセット項記載の値となります。 
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6B.5.1 エリア 0コントロールレジスタ（CS0CTRL） 

機能：エリア 0（EX_BUS）のインタフェース設定 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

00000000000⎯ 0

128B CS0SZ CS0IF⎯⎯

⎯⎯

⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/WR/WRRRRRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

:

:

R/W:

END
IAN

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

15 ENDIAN － R エンディアン表示（LSIモードピンMD8の設定値が表示されます） 

0：ビッグエンディアン 

1：リトルエンディアン 

14～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

8 128B － R エリア 0の容量表示（LSIモードピンMD7の設定値が表示されます） 

0：64Mバイト 

1：128Mバイト 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

5、4 CS0SZ － R エリア 0のバス幅表示（LSIモードピンMD6、MD5の設定値が表示されます） 

00：設定禁止 

01：8ビット 

10：16ビット 

11：設定禁止 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

1、0 CS0IF 00 R/W エリア 0のインタフェース選択 

00：標準（SRAM） 

01：バースト ROM 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

【注】 1. バースト ROM選択時、CS0IF＝B'01（バースト ROM選択）を設定しても CS0BSTCTLに設定がないとバースト

ROM動作は行いません。 

バースト ROMインタフェース使用時は、事前に CS0BSTCTLと CS0BTPHの両方を設定してください。 

2. バースト ROM設定有効は CPUアクセスのみになります。エリア 0に対する DMA転送アクセスについては通常

SRAMアクセス（EXDMAWCR/CSPWCR0有効で動作）となります。 
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6B.5.2 エリア 1コントロールレジスタ（CS1CTRL） 

機能：エリア 1（EX_BUS）のインタフェース設定 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000 0

CS1SZ CS1IFCS1
BRM

⎯

01

⎯⎯

0

⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WRR/WR/WRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

:

:

R/W:

⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

16 － 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

15～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

5、4 CS1SZ 10 R/W エリア 1のバス幅選択 

00：設定禁止 

01：8ビット 

10：16ビット 

11：設定禁止 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

2 CS1BRM 0 R/W エリア 1のバイト制御 SRAM モード選択（CS1IF=01のときのみ有効） 

0：CS#と同じサイクル 

1：RD#と同じサイクル 

1、0 CS1IF 00 R/W エリア 1のインタフェース選択 

00：標準（SRAM） 

01：バイト制御 SRAM 

10：ATA 

11：設定禁止 
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6B.5.3 拡張エリア xコントロールレジスタ（ECSxCTRL（x=0～5）） 

機能：拡張エリア 0～5（EX_BUS）のインタフェース設定、および割り当て空間容量設定 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000001000000000 0

ECSxIFECSxSZECSxCP ECSx
BRM

⎯⎯⎯⎯

R/WR/WR/WRR/WR/WRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R/W

:

:

R/W:

:

:

R/W:

⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

16 － 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

14～8 ECSxCP 0000000 R/W 拡張エリア x空間の容量設定（ECS5CTRLには本フィールドはありません。下

記注記参照） 

拡張エリア容量は、設定値×1Mバイトになります。 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

5、4 ECSxSZ 10 R/W 拡張エリア xのバス幅選択 

00：設定禁止 

01：8ビット 

10：16ビット 

11：設定禁止 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

2 ECSxBRM 0 R/W 拡張エリア xのバイト制御 SRAM モード選択（ECSxIF=01のときのみ有効） 

0：CS#と同じサイクル 

1：RD#と同じサイクル 

1、0 ECSxIF 00 R/W 拡張エリア xのインタフェース選択 

00：標準（SRAM） 

01：バイト制御 SRAM 

10：ATA 

11：設定禁止 

【注】 1. ECSxCPの合計値が 64を超えた場合、超えた容量は切り捨てとなります。 

（例：ECS0CP=40Mバイト、ECP1CP=30Mバイト、ECS2CP=20Mバイト、と設定した場合、超えた容量は切
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り捨てとなることから、ECP0CP=40Mバイト、ECS1CP=24Mバイト、ECS2CP=0Mバイトになります。） 

 2. ECS5CTRLには､空間の容量設定（ECS5CP）はありません。 

拡張エリア 5空間は、設定値にかかわらず、拡張エリア 5空間＝64Mバイト－（ECS0CP～ECS4CPの合計値）

となります。 

よって、ECS0CP～ECS4CPの合計値が 64Mバイトを超えた場合、拡張エリア 5の容量は 0Mバイトとなります。 

 3. 途中の空間を 0Mバイトに設定することが可能です。ピンマルチプレクスの排他信号を選択し、CS#信号が使えな

いエリアは 0Mバイトに設定してください。0Mバイト以外を設定した該当エリアは使用できません。 

 4. 拡張エリア容量設定、エリア分割については「6B.6.1（1）アドレス生成、アライメント」を参照してください｡ 

 

6B.5.4 エリア 0 コントロール 2レジスタ（CS0CTRL2） 

機能：エリア 0（EX_BUS）の割り当て空間容量設定（MD7端子=0、MD9端子=1の場合有効） 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 1 

CS0CP ⎯ ⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R/W

⎯⎯ ⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～15 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

14～8 CS0CP H'40 R/W エリア 0空間の容量設定（下記注記参照） 

エリア 0容量は、設定値×1Mバイトになります。 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

【注】 1. CS0CPおよび ECSxCPの合計値が 64を超えた場合、超えた容量は切り捨てとなります。 

（例：CS0CP=20Mバイト、ECS0CP=20Mバイト、ECS1CP=30Mバイト、ECS2CP=20Mバイト、と設定した

場合、超えた容量は切り捨てとなることから、CS0CP=20Mバイト、ECS0CP=20Mバイト、ECS1CP=24Mバイ

ト、ECS2CP=0Mバイトになります。） 

 2. ECS5CTRLには､空間の容量設定（ECS5CP）はありません。 

拡張エリア 5空間は､設定値に関わらず、拡張エリア 5空間＝64Mバイト－（CS0CP、ECS0CP～ECS4CPの合

計値）となります。 

よって、CS0CP、ECS0CP～ECS4CPの合計値が 64Mバイトを超えた場合、拡張エリア 5の容量は 0Mバイトと

なります。 

 3. 途中の空間を 0Mバイトに設定することが可能です。ピンマルチプレクスの排他信号を選択し、CS#信号が使えな

いエリアは 0Mバイトに設定してください。0Mバイト以外を設定した該当エリアは使用できません。 

 4. エリア 0容量設定、拡張エリア容量設定、エリア分割については「6B.6.1（1）アドレス生成、アライメント」を

参照してください｡ 
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6B.5.5 エリア 0 RD/WEパルスコントロールレジスタ（CSWCR0） 

機能：エリア 0（EX_BUS）アクセス時の RD#/WE#パルス幅サイクル数、CS#信号、アドレスに対するセットア

ップサイクル数およびホールドサイクル数指定（ただしバースト ROM設定時のリード設定は無効） 
 

1617181920212223242526

WRITE CS 
HOLD CYCLE

WRITE CS 
SETUP CYCLE WRITE PULSE CYCLE

27282931 30

111111101110000 0

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WR/WRRRR R

01234567891011121315 14

1111

READ PULSE CYCLE

111

READ CS 
HOLD CYCLE

0111

READ CS 
SETUP CYCLE

0000 0

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WR/WRRRR R

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

エリア 0 ライト時のWE#信号に対する CS#信号、アドレスのセットアップサ

イクル数の指定 

26～24 WRITE 

CS 

SETUP 

CYCLE 

111 R/W 

000：セットアップ数 0 

001：セットアップ数 1 

010：セットアップ数 2 

011：セットアップ数 3 

100：セットアップ数 4 

101：セットアップ数 5 

110：セットアップ数 6 

111：セットアップ数 7 

23 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

エリア 0 ライト時のWE#信号に対する CS#信号、アドレスのホールドサイク

ル数の指定 

22～20 WRITE 

CS 

HOLD 

CYCLE 

111 R/W 

000：ホールド数 0 

001：ホールド数 1 

010：ホールド数 2 

011：ホールド数 3 

100：ホールド数 4 

101：ホールド数 5 

110：ホールド数 6 

111：ホールド数 7 

エリア 0 ライト時のWE#パルス幅のサイクル数の指定 19～16 WRITE 

PULSE 

CYCLE 

1111 R/W 

0000：設定禁止 

0001：パルス幅数 1 

0010：パルス幅数 2 

0011：パルス幅数 3 

0100：パルス幅数 4 

0101：パルス幅数 5 

0110：パルス幅数 6 

0111：パルス幅数 7 

1000：パルス幅数 8 

1001：パルス幅数 9 

1010：パルス幅数 10 

1011：パルス幅数 11 

1100：パルス幅数 12 

1101：パルス幅数 13 

1110：パルス幅数 14 

1111：パルス幅数 15 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

エリア 0 リード時の RD#信号に対する CS#信号、アドレスのセットアップサ

イクル数の指定 

10～8 READ 

CS 

SETUP 

CYCLE 

111 R/W 

000：セットアップ数 0 

001：セットアップ数 1 

010：セットアップ数 2 

011：セットアップ数 3 

100：セットアップ数 4 

101：セットアップ数 5 

110：セットアップ数 6 

111：セットアップ数 7 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

エリア 0 リード時の RD#信号に対する CS#信号、アドレスのホールドサイク

ル数の指定 

6～4 READ 

CS 

HOLD 

CYCLE 

111 R/W 

000：ホールド数 0 

001：ホールド数 1 

010：ホールド数 2 

011：ホールド数 3 

100：ホールド数 4 

101：ホールド数 5 

110：ホールド数 6 

111：ホールド数 7 

エリア 0 リード時の RD#パルス幅サイクル数の指定 3～0 READ 

PULSE 

CYCLE 

1111 R/W 

0000：設定禁止 

0001：パルス幅数 1 

0010：パルス幅数 2 

0011：パルス幅数 3 

0100：パルス幅数 4 

0101：パルス幅数 5 

0110：パルス幅数 6 

0111：パルス幅数 7 

1000：パルス幅数 8 

1001：パルス幅数 9 

1010：パルス幅数 10 

1011：パルス幅数 11 

1100：パルス幅数 12 

1101：パルス幅数 13 

1110：パルス幅数 14 

1111：パルス幅数 15 

【注】 1. EX_BUS上の 1アクセス最小クロック数は 2（よって、それ以上に設定してください）。 

1アクセス 2クロック未満となるような設定は想定していません。したがって、このような設定を行った場合の動

作は保証されません。 

（例：CSSetupCycle=B'000、CSHoldCycle=B'000、PulseCycle=B'0001の設定は保証されません。） 

 2. LSI外部端子（EX_WAIT[2:0]）によるウェイト制御を行う場合、PulseCycle=B'0010以上に設定ください。 

PulseCycle=B'0001以下の場合、外部端子によるウェイトは無効となります。 

 3. エリア 0バースト ROM設定時、エリア 0は本レジスタでの READ関連設定は無効となり、CS0BTPHの設定内容

に従います。 

 4. DMA転送アクセスについては､該当LBSC-DMACチャネルのRD/WEパルスコントロールレジスタ（EXDMAWCRy

（y=0～2））の設定によりアクセスされます。 

 5. 詳細については「6B.6.1 SRAMインタフェース（基本機能）」を参照してください｡ 
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6B.5.6 エリア 1 RD/WEパルスコントロールレジスタ（CSWCR1） 

機能：エリア 1（EX_BUS）におけるアクセス時の RD#/WE#パルス幅サイクル数、CS#信号、アドレスに対する

セットアップサイクル数およびホールドサイクル数指定 
 

1617181920212223242526

WRITE CS 
HOLD CYCLE

WRITE CS 
SETUP CYCLE WRITE PULSE CYCLE

27282931 30

111111101110000 0

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WR/WRRRR R

01234567891011121315 14

1111

READ PULSE CYCLE

111

READ CS 
HOLD CYCLE

0111

READ CS 
SETUP CYCLE

0000 0

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WR/WRRRR R

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

エリア 1 ライト時のWE#信号に対する CS#信号、アドレスのセットアップサ

イクル数の指定 

26～24 WRITE 

CS 

SETUP 

CYCLE 

111 R/W 

000：セットアップ数 0 

001：セットアップ数 1 

010：セットアップ数 2 

011：セットアップ数 3 

100：セットアップ数 4 

101：セットアップ数 5 

110：セットアップ数 6 

111：セットアップ数 7 

23 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

エリア 1 ライト時のWE#信号に対する CS#信号、アドレスのホールドサイク

ル数の指定 

22～20 WRITE 

CS 

HOLD 

CYCLE 

111 R/W 

000：ホールド数 0 

001：ホールド数 1 

010：ホールド数 2 

011：ホールド数 3 

100：ホールド数 4 

101：ホールド数 5 

110：ホールド数 6 

111：ホールド数 7 

エリア 1 ライト時のWE#パルス幅サイクル数の指定 19～16 WRITE 

PULSE 

CYCLE 

1111 R/W 

0000：設定禁止 

0001：パルス幅数 1 

0010：パルス幅数 2 

0011：パルス幅数 3 

0100：パルス幅数 4 

0101：パルス幅数 5 

0110：パルス幅数 6 

0111：パルス幅数 7 

1000：パルス幅数 8 

1001：パルス幅数 9 

1010：パルス幅数 10 

1011：パルス幅数 11 

1100：パルス幅数 12 

1101：パルス幅数 13 

1110：パルス幅数 14 

1111：パルス幅数 15 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

エリア 1 リード時の RD#信号に対する CS#信号、アドレスのセットアップサ

イクル数の指定 

10～8 READ 

CS 

SETUP 

CYCLE 

111 R/W 

000：セットアップ数 0 

001：セットアップ数 1 

010：セットアップ数 2 

011：セットアップ数 3 

100：セットアップ数 4 

101：セットアップ数 5 

110：セットアップ数 6 

111：セットアップ数 7 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

エリア 1 リード時の RD#信号に対する CS#信号、アドレスのホールドサイク

ル数の指定 

6～4 READ 

CS 

HOLD 

CYCLE 

111 R/W 

000：ホールド数 0 

001：ホールド数 1 

010：ホールド数 2 

011：ホールド数 3 

100：ホールド数 4 

101：ホールド数 5 

110：ホールド数 6 

111：ホールド数 7 

エリア 1 リード時の RD#パルス幅サイクル数の指定 3～0 READ 

PULSE 

CYCLE 

1111 R/W 

0000：設定禁止 

0001：パルス幅数 1 

0010：パルス幅数 2 

0011：パルス幅数 3 

0100：パルス幅数 4 

0101：パルス幅数 5 

0110：パルス幅数 6 

0111：パルス幅数 7 

1000：パルス幅数 8 

1001：パルス幅数 9 

1010：パルス幅数 10 

1011：パルス幅数 11 

1100：パルス幅数 12 

1101：パルス幅数 13 

1110：パルス幅数 14 

1111：パルス幅数 15 

【注】 1. EX_BUS上の 1アクセス最小クロック数は 2（よって、それ以上に設定してください）。 

アクセス 2クロック未満となるような設定は想定していません。したがって、このような設定を行った場合の動作

は保証されません。 

（例：CSSetupCycle= B'000、CSHoldCycle=B'000、PulseCycle= B'0001の設定は保証されません。） 

 2. LSI外部端子（EX_WAIT[2:0]）によるウェイト制御を行う場合、PulseCycle= B'0010以上に設定ください。 

PulseCycle=B'0001以下の場合、外部端子によるウェイトは無効となります。 

 3. DMA転送アクセスについては、該当LBSC-DMACチャネルのRD/WEパルスコントロールレジスタ（EXDMAWCRy

（y=0～2））の設定によりアクセスされます。 

 4. 詳細については「6B.6.1 SRAMインタフェース（基本機能）」を参照してください｡ 
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6B.5.7 拡張エリア x RD/WEパルスコントロールレジスタ（ECSWCRx（x=0～5）） 

機能：拡張エリア 0～5（EX_BUS）アクセス時の RD#/WE#パルス幅サイクル数、CS#信号、アドレスに対する

セットアップサイクル数およびホールドサイクル数指定 
 

1617181920212223242526

WRITE CS 
HOLD CYCLE

WRITE CS 
SETUP CYCLE WRITE PULSE CYCLE

27282931 30

111111101110000 0

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WR/WRRRR R

01234567891011121315 14

1111

READ PULSE CYCLE

111

READ CS 
HOLD CYCLE

0111

READ CS 
SETUP CYCLE

0000 0

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WR/WRRRR R

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

拡張エリア x ライト時のWE#信号に対する CS#信号、アドレスのセットアッ

プサイクル数の指定 

26～24 WRITE 

CS 

SETUP 

CYCLE 

111 R/W 

000：セットアップ数 0 

001：セットアップ数 1 

010：セットアップ数 2 

011：セットアップ数 3 

100：セットアップ数 4 

101：セットアップ数 5 

110：セットアップ数 6 

111：セットアップ数 7 

23 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

拡張エリア x ライト時のWE#信号に対する CS#信号、アドレスのホールドサ

イクル数の指定 

22～20 WRITE 

CS 

HOLD 

CYCLE 

111 R/W 

000：ホールド数 0 

001：ホールド数 1 

010：ホールド数 2 

011：ホールド数 3 

100：ホールド数 4 

101：ホールド数 5 

110：ホールド数 6 

111：ホールド数 7 

拡張エリア x ライト時のWE#パルス幅サイクル数の指定 19～16 WRITE 

PULSE 

CYCLE 

1111 R/W 

0000：設定禁止 

0001：パルス幅数 1 

0010：パルス幅数 2 

0011：パルス幅数 3 

0100：パルス幅数 4 

0101：パルス幅数 5 

0110：パルス幅数 6 

0111：パルス幅数 7 

1000：パルス幅数 8 

1001：パルス幅数 9 

1010：パルス幅数 10 

1011：パルス幅数 11 

1100：パルス幅数 12 

1101：パルス幅数 13 

1110：パルス幅数 14 

1111：パルス幅数 15 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

拡張エリア x リード時の RD#信号に対する CS#信号、アドレスのセットアッ

プサイクル数の指定 

10～8 READ 

CS 

SETUP 

CYCLE 

111 R/W 

000：セットアップ数 0 

001：セットアップ数 1 

010：セットアップ数 2 

011：セットアップ数 3 

100：セットアップ数 4 

101：セットアップ数 5 

110：セットアップ数 6 

111：セットアップ数 7 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

拡張エリア x リード時の RD#信号に対する CS#信号、アドレスのホールドサ

イクル数の指定 

6～4 READ 

CS 

HOLD 

CYCLE 

111 R/W 

000：ホールド数 0 

001：ホールド数 1 

010：ホールド数 2 

011：ホールド数 3 

100：ホールド数 4 

101：ホールド数 5 

110：ホールド数 6 

111：ホールド数 7 

拡張エリア x リード時の RD#パルス幅サイクル数の指定 3～0 READ 

PULSE 

CYCLE 

1111 R/W 

0000：設定禁止 

0001：パルス幅数 1 

0010：パルス幅数 2 

0011：パルス幅数 3 

0100：パルス幅数 4 

0101：パルス幅数 5 

0110：パルス幅数 6 

0111：パルス幅数 7 

1000：パルス幅数 8 

1001：パルス幅数 9 

1010：パルス幅数 10 

1011：パルス幅数 11 

1100：パルス幅数 12 

1101：パルス幅数 13 

1110：パルス幅数 14 

1111：パルス幅数 15 

【注】 1. EX_BUS上の 1アクセス最小クロック数は 2（よって、それ以上に設定してください）。 

1アクセス 2クロック未満となるような設定は想定していません。したがって、このような設定を行った場合の動

作は保証されません。 

（例：CSSetupCycle=B'000、CSHoldCycle= B'000、PulseCycle=B'0001の設定は保証されません。） 

 2. LSI外部端子（EX_WAIT[2:0]）によるウェイト制御を行う場合、PulseCycle= B'0010以上に設定ください。 

PulseCycle=B'0001以下の場合、外部端子によるウェイトは無効となります。 

 3. DMA転送アクセスについては、該当LBSC-DMACチャネルのRD/WEパルスコントロールレジスタ（EXDMAWCRy

（y=0～2））の設定によりアクセスされます。 

 4. 詳細については「6B.6.1 SRAMインタフェース（基本機能）」を参照してください｡ 
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6B.5.8 LBSC-DMACチャネル y RD/WEパルスコントロールレジスタ 

（EXDMAWCRy（y=0～2）） 

機能：LBSC-DMACチャネル 0～2による EX_BUSアクセス時の RD#/WE#パルス幅サイクル数、CS#信号、ア

ドレスに対するセットアップサイクル数およびホールドサイクル数指定 
 

1617181920212223242526

WRITE CS 
HOLD CYCLE

WRITE CS 
SETUP CYCLE WRITE PULSE CYCLE

27282931 30

111111101110000 0

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WR/WRRRR R

01234567891011121315 14

1111

READ PULSE CYCLE

111

READ CS 
HOLD CYCLE

0111

READ CS 
SETUP CYCLE

0000 0

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WR/WRRRR R

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

チャネル y ライト時のWE#信号に対する CS#信号、アドレスのセットアップ

サイクル数の指定 

26～24 WRITE 

CS 

SETUP 

CYCLE 

111 R/W 

000：セットアップ数 0 

001：セットアップ数 1 

010：セットアップ数 2 

011：セットアップ数 3 

100：セットアップ数 4 

101：セットアップ数 5 

110：セットアップ数 6 

111：セットアップ数 7 

23 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

チャネル y ライト時のWE#信号に対する CS#信号、アドレスのホールドサイ

クル数の指定 

22～20 WRITE 

CS 

HOLD 

CYCLE 

111 R/W 

000：ホールド数 0 

001：ホールド数 1 

010：ホールド数 2 

011：ホールド数 3 

100：ホールド数 4 

101：ホールド数 5 

110：ホールド数 6 

111：ホールド数 7 

チャネル y ライト時のWE#パルス幅指定 19～16 WRITE 

PULSE 

CYCLE 

1111 R/W 

0000：設定禁止 

0001：パルス幅数 1 

0010：パルス幅数 2 

0011：パルス幅数 3 

0100：パルス幅数 4 

0101：パルス幅数 5 

0110：パルス幅数 6 

0111：パルス幅数 7 

1000：パルス幅数 8 

1001：パルス幅数 9 

1010：パルス幅数 10 

1011：パルス幅数 11 

1100：パルス幅数 12 

1101：パルス幅数 13 

1110：パルス幅数 14 

1111：パルス幅数 15 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

チャネル y リード時の RD#信号に対する CS#信号、アドレスのセットアップ

サイクル数の指定 

10～8 READ 

CS 

SETUP 

CYCLE 

111 R/W 

000：セットアップ数 0 

001：セットアップ数 1 

010：セットアップ数 2 

011：セットアップ数 3 

100：セットアップ数 4 

101：セットアップ数 5 

110：セットアップ数 6 

111：セットアップ数 7 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

チャネル y リード時の RD#信号に対する CS#信号、アドレスのホールドサイ

クル数の指定 

6～4 READ 

CS 

HOLD 

CYCLE 

111 R/W 

000：ホールド数 0 

001：ホールド数 1 

010：ホールド数 2 

011：ホールド数 3 

100：ホールド数 4 

101：ホールド数 5 

110：ホールド数 6 

111：ホールド数 7 

チャネル y リード時の RD#パルス幅サイクル数の指定 3～0 READ 

PULSE 

CYCLE 

1111 R/W 

0000：設定禁止 

0001：パルス幅数 1 

0010：パルス幅数 2 

0011：パルス幅数 3 

0100：パルス幅数 4 

0101：パルス幅数 5 

0110：パルス幅数 6 

0111：パルス幅数 7 

1000：パルス幅数 8 

1001：パルス幅数 9 

1010：パルス幅数 10 

1011：パルス幅数 11 

1100：パルス幅数 12 

1101：パルス幅数 13 

1110：パルス幅数 14 

1111：パルス幅数 15 

【注】 1. EX_BUS上の 1アクセス最小クロック数は 2（よって、それ以上に設定してください）。 

1アクセス 2クロック未満となるような設定は想定していません。したがって、このような設定を行った場合の動

作は保証されません。 

（例：CSSetupCycle=B'000、CSHoldCycle= B'000、PulseCycle= B'0001の設定は保証されません。） 

 2. LSI外部端子（EX_WAIT[2:0]）によるウェイト制御を行う場合、PulseCycle= B'0010以上に設定ください。 

PulseCycle=B'0001以下の場合、外部端子によるウェイトは無効となります。 

 3. 外部ウェイト制御に関しては、DMACチャネル 0～2が割り付けられたエリアの外部ウェイトコントロールレジス

タの設定によります。 

 4. DMAインタフェースの詳細については「6B.6.3 LBSC-DMAC→DMAインタフェース」を参照してください｡ 
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6B.5.9 エリア 0外部ウェイトコントロールレジスタ（CSPWCR0） 

機能：エリア 0（EX_BUS） アクセス時の外部ウェイト信号の取り扱いの設定 

（ただし、バースト ROM設定時は無効） 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

EXWT0EXWT1EXWT2WINVRBV⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

5 V 0 R/W エリア 0 外部端子ウェイトの無効・有効の設定 

0：無効 

1：有効 

4 RB 0 R/W エリア 0 READY／BUSY論理設定 

0：BUSY論理 

1：READY論理 

3 WINV 0 R/W エリア 0 外部端子ウェイト信号の極性指定 

0：反転しない 

1：反転する 

2 EXWT2 0 R/W エリア 0 EX_WAIT2の有効指定  

0：無効 

1：有効 

1 EXWT1 0 R/W エリア 0 EX_WAIT1の有効指定  

0：無効 

1：有効 

0 EXWT0 0 R/W エリア 0 EX_WAIT0の有効指定  

0：無効 

1：有効 

【注】 1. 本レジスタを有効（Vフィールド=1）の場合、必ず EXWT0～EXWT2フィールドのいずれかを 1に設定ください。 

EXWT0～EXWT2に対して同時に 1を設定した場合は想定していません。したがって本設定での動作は保証され

ません。 

 2. Vフィールド=0に設定された場合、EXWT0～EXWT2の設定は無視されます。また、エリア 0のバースト ROM

リードアクセス時においては、本レジスタの設定は無効となります。ウェイトに関する詳細については「6B.6.1 

SRAMインタフェース（基本機能）」を参照してください｡ 
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6B.5.10 エリア 1外部ウェイトコントロールレジスタ（CSPWCR1） 

機能：エリア 1（EX_BUS） アクセス時の外部ウェイト入力端子の取り扱いの設定 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

EXWT0EXWT1EXWT2WINVRBV⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

5 V 0 R/W エリア 1 外部端子ウェイトの無効・有効の設定 

0：無効 

1：有効 

4 RB 0 R/W エリア 1 READY／BUSY論理設定 

0：BUSY論理 

1：READY論理 

3 WINV 0 R/W エリア 1 外部端子ウェイト信号の極性指定 

0：反転しない 

1：反転する 

2 EXWT2 0 R/W エリア 1 EX_WAIT2の有効指定  

0：無効 

1：有効 

1 EXWT1 0 R/W エリア 1 EX_WAIT1の有効指定  

0：無効 

1：有効 

0 EXWT0 0 R/W エリア 1 EX_WAIT0の有効指定  

0：無効 

1：有効 

【注】 1. 本レジスタを有効（Vフィールド=1）の場合、必ず EXWT0～EXWT2フィールドのいずれかを 1に設定してくだ

さい。EXWT0～EXWT2に対して同時に 1を設定した場合は想定していません。したがって本設定での動作は保

証されません。 

 2. Vフィールド=0に設定された場合、EXWT0～EXWT2の設定は無視されます。ウェイトの詳細は、「6B.6.1 SRAM

インタフェース（基本機能）」を参照してください｡ 
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6B.5.11 拡張エリア x外部ウェイトコントロールレジスタ（ECSPWCRx（x=0～5）） 

機能：拡張エリア 0～5（EX_BUS）アクセス時の外部ウェイト入力端子の扱いの設定 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
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01234567891011121315 14

000000000000000 0

EXWT0EXWT1EXWT2WINVRBV⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

5 V 0 R/W 拡張エリア x 外部端子ウェイトの無効・有効の設定 

0：無効 

1：有効 

4 RB 0 R/W 拡張エリア x READY／BUSY論理設定 

0：BUSY論理 

1：READY論理 

3 WINV 0 R/W 拡張エリア x 外部端子ウェイト信号の極性指定 

0：反転しない 

1：反転する 

2 EXWT2 0 R/W 拡張エリア x EX_WAIT2の有効指定 

0：無効 

1：有効 

1 EXWT1 0 R/W 拡張エリア x EX_WAIT1の有効指定 

0：無効 

1：有効 

0 EXWT0 0 R/W 拡張エリア x EX_WAIT0の有効指定 

0：無効 

1：有効 

【注】 1. 本レジスタを有効（Vフィールド=1）の場合、必ず EXWT0～EXWT2フィールドのいずれかを 1に設定してくだ

さい。EXWT0～EXWT2に対して同時に 1を設定した場合は想定していません。したがって本設定での動作は保

証されません。 

 2. Vフィールド=0に設定された場合、EXWT0～EXWT2の設定は無視されます。ウェイト制御の詳細については

「6B.6.1 SRAMインタフェース（基本機能）」を参照してください｡ 
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6B.5.12 外部ウェイト入力コントロールレジスタ（EXWTSYNC） 

機能：外部ウェイト端子 EX_WAIT[2:0]を非同期吸収するか否かの設定 
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EXWT
SYNC2

EXWT
SYNC1

EXWT
SYNC0

⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

2 EXWT 

SYNC2 

0 R/W 0：EX_WAIT2を非同期吸収しない（EX_WAIT2は CLKOUTに同期） 

1：EX_WAIT2を非同期吸収する（EX_WAIT2は CLKOUTに非同期） 

1 EXWT 

SYNC1 

0 R/W 0：EX_WAIT1を非同期吸収しない（EX_WAIT1は CLKOUTに同期） 

1：EX_WAIT1を非同期吸収する（EX_WAIT1は CLKOUTに非同期） 

0 EXWT 

SYNC0 

0 R/W 0：EX_WAIT0を非同期吸収しない（EX_WAIT0は CLKOUTに同期） 

1：EX_WAIT0を非同期吸収する（EX_WAIT0は CLKOUTに非同期） 

【注】 ウェイト制御の詳細については「6B.6.1 SRAMインタフェース（基本機能）」を参照してください｡ 
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6B.5.13 エリア 0バーストコントロールレジスタ（CS0BSTCTL） 

機能：エリア 0 バースト ROM設定時のバースト回数指定 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0
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A0BST[2:0] ⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRR/WR/WR/WR R

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

13～11 A0BST[2:0] 000 R/W エリア 0 バースト ROM設定時のバースト回数の設定 

001：4回 

010：8回 

011：16回 

100：32回 

その他：バーストなし 

10～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

【注】 1. 本レジスタは､CS0CTRL/CS0IF=B'01（バースト ROM選択）の場合のみ有効です。 

 2. A0BST[2:0]フィールドへの設定は、（エリア 0のバス幅）×（本設定の回数）が 32バイト以下になるように設定

してください。 

 3. 詳細は、「6B.6.2 CPU（SuperHywayバス）→バースト ROMインタフェース」を参照してください。 
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6B.5.14 エリア 0バーストピッチ設定レジスタ（CS0BTPH） 

機能：エリア 0 バースト ROM設定時の 1サイクル目、2サイクル目以降のバーストピッチを設定 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

111011110000000 0

A0B[2:0]A0W[3:0]A0H ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WRR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRR R

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

8 A0H 0 R/W エリア 0バースト ROM設定時の RD#信号に対する CS#信号、アドレスのホー

ルドサイクル数の指定 

0：ホールドサイクル数 0 

1：ホールドサイクル数 1 

エリア 0 バースト ROM設定時の 1サイクル目のバーストピッチ（挿入ウェ

イト）数の設定 

7～4 A0W[3:0] 1111 R/W 

0000：設定禁止 

0001：設定禁止 

0010：2 

0011：3 

0100：4 

0101：5 

0110：6 

0111：7 

1000：8 

1001：9 

1010：10 

1011：11 

1100：12 

1101：13 

1110：14 

1111：15 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

エリア 0 バースト ROM設定時の 2サイクル目以降のバーストピッチ（挿入

ウェイト）数の設定 

2～0 A0B[2:0] 111 R/W 

000：設定禁止 

001：1 

010：2 

011：3 

100：4 

101：5 

110：6 

111：7 

【注】 1. 本レジスタは、必ず CS0BSTCTL設定前に設定してください。 

 2. 詳細は、「6B.6.2 CPU（SuperHywayバス）→バースト ROMインタフェース」を参照してください。 
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6B.5.15 エリア 1ガード設定レジスタ（CS1GDST） 

機能：エリア 1連続アクセス時のアクセス－アクセス間のインターバルガード（アクセス抑止）設定 
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000000000000000 0
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01234567891011121315 14
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TIMER_SETCS1GD⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

4 CS1GD 0 R/W 0：TIMER_SET設定値無効 

1：TIMER_SET設定値有効 

エリア 1 連続アクセス時のアクセス－アクセス間ガード（アクセス抑止）時

間の設定 

3～0 TIMER 

_SET 

0000 R/W 

0000：0クロック 

0001：1クロック 

0010：2クロック 

0011：3クロック 

0100：4クロック 

0101：5クロック 

0110：6クロック 

0111：7クロック 

1000：8クロック 

1001：9クロック 

1010：10クロック 

1011：11クロック 

1100：12クロック 

1101：13クロック 

1110：14クロック 

1111：15クロック 

【注】 1. CS1GD=0設定時、Timer設定値は無視されます。 

 2. アクセス有無にかかわらず本レジスタは動的な変更は禁止です｡ 

 3. 連続アクセス時の実際の EX_BUS上に見えるインターバルガード時間は、レジスタ設定値＋競合などによるアイ

ドルサイクル分となります。 

 4. 詳細は、「6B.6.1（4）インターバルガードコントロール」を参照してください。 
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6B.5.16 拡張エリア xガード設定レジスタ（ECSxGDST（x=0～5）） 

機能：拡張エリア 0～5連続アクセス時のアクセス－アクセス間のインターバルガード（アクセス抑止）設定 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R
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TIMER_SETECSx 
GD

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

4 ECSxGD 0 R/W 0：TIMER_SET設定値無効 

1：TIMER_SET設定値有効 

拡張エリア x 連続アクセス時のアクセス-アクセス間ガード（アクセス抑止）時

間の設定 

3～0 TIMER 

_SET 

0000 R/W 

0000：0クロック 

0001：1クロック 

0010：2クロック 

0011：3クロック 

0100：4クロック 

0101：5クロック 

0110：6クロック 

0111：7クロック 

1000：8クロック 

1001：9クロック 

1010：10クロック 

1011：11クロック 

1100：12クロック 

1101：13クロック 

1110：14クロック 

1111：15クロック 

【注】 1. ECSxGD=0設定時、Timer設定値は無視されます。 

 2. アクセス有無にかかわらず本レジスタは動的な変更は禁止です｡ 

 3. 連続アクセス時の実際の EX_BUS上に見えるインターバルガード時間は、レジスタ設定値＋競合などによるアイ

ドルサイクル分となります。 

 4. 詳細は、「6B.6.1（4）インターバルガードコントロール」を参照してください。 
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6B.5.17 LBSC-DMACチャネル yエリア割り付けレジスタ（EXDMASETy（y=0～2）） 

機能：LBSC-DMACチャネル 0～2をどのエリアに割り付けるかを設定 
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DMy
ECS4

DMy
ECS3

DMy
ECS2

DMy
ECS1

DMy
ECS0

DMy
CS0

DMy
CS1

DMy
ECS5

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

7 DMyECS5 0 R/W 0：LBSC-DMACチャネル yを拡張エリア 5に割り付けない 

1：LBSC-DMACチャネル yを拡張エリア 5に割り付ける 

6 DMyECS4 0 R/W 0：LBSC-DMACチャネル yを拡張エリア 4に割り付けない 

1：LBSC-DMACチャネル yを拡張エリア 4に割り付ける 

5 DMyECS3 0 R/W 0：LBSC-DMACチャネル yを拡張エリア 3に割り付けない 

1：LBSC-DMACチャネル yを拡張エリア 3に割り付ける 

4 DMyECS2 0 R/W 0：LBSC-DMACチャネル yを拡張エリア 2に割り付けない 

1：LBSC-DMACチャネル yを拡張エリア 2に割り付ける 

3 DMyECS1 0 R/W 0：LBSC-DMACチャネル yを拡張エリア 1に割り付けない 

1：LBSC-DMACチャネル yを拡張エリア 1に割り付ける 

2 DMyECS0 0 R/W 0：LBSC-DMACチャネル yを拡張エリア 0に割り付けない 

1：LBSC-DMACチャネル yを拡張エリア 0に割り付ける 

1 DMyCS1 0 R/W 0：LBSC-DMACチャネル yをエリア 1に割り付けない 

1：LBSC-DMACチャネル yをエリア 1に割り付ける 

0 DMyCS0 0 R/W 0：LBSC-DMACチャネル yをエリア 0に割り付けない 

1：LBSC-DMACチャネル yをエリア 0に割り付ける 

【注】 1. 1つのレジスタに 2ビット以上 1を立てた設定は禁止です。  

（このような設定は、想定外です。したがって設定した場合の動作は保証されません。） 

 2. 容量が 0になる拡張エリアについては、DMACを割り当てないでください。 

 3. 各 LBSC-DMACアクセス前に必ず本レジスタを設定願います｡本レジスタに設定なく､LBSC-DMACからアクセス

が来た場合の動作は想定外です。したがって本アクセスが発生した場合の動作は保証されません。 

 4. CS0空間を 128Mバイトで使用する場合は、DMACを CS1空間に割り当てないでください。 

 5. DMAインタフェースの詳細は「6B.6.3 LBSC-DMAC→DMAインタフェース」を参照してください｡ 
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6B.5.18 LBSC-DMACチャネル yコントロールレジスタ（EXDMCRy（y=0～2）） 

機能：LBSC-DMACが割り当てられたエリアに対しての DREQ[y]、DACK[y]、DRACK[0]の変換設定 
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DAKCTLDRST DSTS DBST EXQL EXDY EXDS EXRS EXRL EXAL⎯⎯⎯⎯⎯

R/WR/WR/WRR/WR/WRRR/WR/WR/WRR/WRW R

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

15 DRST 0 W DACK信号強制ネゲート（DBSTビット＝1のとき有効） 

0：無効 

1：アサートし続けている DACKを強制ネゲート 

14 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

13 DSTS 0 R DACK信号アサート状態表示 

0：アサートしていない状態 

1：アサートしている状態 

12 DBST 0 R/W DMAにおけるバス転送とバス転送のインターバル期間 DREQがアサートし続

けている場合は DACKもアサートし続けるか否かの設定（ATAモード時のみ） 

0：バス転送単位でネゲートする 

1：DREQがアサートされ続けていればバス転送のインターバル期間でも

DACKをアサートし続ける（DREQネゲート検出時はDACKもネゲート）。 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

10 EXQL 0 R/W 0：DREQ[y]をローアクティブで受信 

1：DREQ[y]をハイアクティブで受信 

9 EXDY 0 R/W 0：DREQ[y]信号を非同期吸収しない 

1：DREQ[y]信号を非同期吸収する 

8 EXDS 0 R/W 0：DREQ[y]レベル検出 

1：DREQ[y]エッジ検出 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

5 EXRS 0 R/W 0：DRACK[0]を CS#/DACK[0]アサートの 1クロック前にアサート 

1：DRACK[0]を CS#/DACK[0]アサートの 2クロック前にアサート 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 EXRL 0 R/W 0：DRACK[0]をハイアクティブで出力 

1：DRACK[0]をローアクティブで出力 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

2 EXAL 0 R/W 0：DACK[y]をハイアクティブで出力 

1：DACK[y]をローアクティブで出力 

1、0 DAKCTL 00 R/W LBSC-DMACチャネル yが割り当てられたエリアに対し 

00、11：該当エリアに対し CS#信号と同時に DACK[y]をアサート 

01：該当エリアに対し CS#のみアサート 

10：該当エリアに対し DACK[y]のみアサート 

【注】 1. 本レジスタはアクセス有無にかかわらず動的な変更は禁止です｡ 

 2. EXRL、EXRSは、LBSC-DMACチャネル 0（DRACK[0]）のみ有効です｡ 

LBSC-DMACチャネル 1、2は DRACK信号は有りません。 

 3. DMAインタフェースの詳細は、「6B.6.3 LBSC-DMAC→DMAインタフェース」を参照してください｡ 

 

6B.5.19 BSC割り込み要因表示レジスタ（BCINTSR） 

機能：BSCの割り込み要因表示レジスタ 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ATTE⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

:

:

R/W:

⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

0 ATTE 0 R ATAウェイトタイムアウトエラー表示 

0：ATA I/Fが正常に動作している 

1：ATA I/Fでタイムアウトエラーが発生した 

 （EX_BUSクロック（CLKOUT）100クロックでタイムアウト） 

【注】 1. 本レジスタの該当ビットに 1が表示されただけでは割り込み信号は出力されません。 

割り込み信号を出力するためには BCINTMRレジスタに設定をしてください。 

 2. ATAインタフェースの詳細は「6B.6.5 CPU（SuperHywayバス）→ATAデバイスインタフェース」を参照して

ください。 
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6B.5.20 BSC割り込み要因クリアレジスタ（BCINTCR） 

機能：BSCからの割り込み／表示クリアレジスタ 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ATTEC⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

/W*RRRRRRRRRRRRRR R

:

* 

:

R/W:

⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

0 ATTEC 0 －/W*1 ATAウェイトタイムアウトエラー表示クリア 

0：無効  

1：ATAウェイトタイムアウトエラー表示をクリアする 

【注】 1. ライトのみ可。読み出し値は不定です。 

 2. 本レジスタをリードした場合、常に 0がリードされます。 

 3. ATAインタフェースの詳細は「6B.6.5 CPU（SuperHywayバス）→ATAデバイスインタフェース」を参照して

ください。 
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6B.5.21 BSC割り込みイネーブルレジスタ（BCINTMR） 

機能：BSC割り込みイネーブル設定レジスタ 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ATTEM⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

0 ATTEM 0 R/W ATAウェイトタイムアウトエラー割り込みイネーブル 

0：本要因における割り込みを出力しない。  

1：本要因による割り込みを出力する。 

 

6B.5.22 EX_BUS優先レベル設定レジスタ（EXBATLV） 

機能：EX_BUSのバス調停時の優先レベルを設定 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

EX-BLV⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

0 EX-BLV 0 R/W EX_BUS のバス調停時の優先レベル アクセス選択 

0：高：PIO（SuperHywayバスからのアクセス）、低：LBSC-DMAC 

1：高：LBSC-DMAC、低：PIO（SuperHywayバスからのアクセス） 

【注】 1. 優先レベルは EX-BLVビット設定により PIOと LBSC-DMACとの 2者間固定優先となります。 

 2. 本レジスタは、初期設定時以外の動的な変更は禁止です。 

 3. 外部バス調停の詳細は「6B.6.6 EX_BUSバス調停」を参照してください。 
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6B.5.23 外部ウェイト表示レジスタ（EXWTSTS） 

機能：外部ウェイト端子 EX_WAIT端子の状態を表示するレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯000000000000 0

EXWT2
STS

EXWT1
STS

EXWT0
STS

⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

2 EXWT2 

STS 

－ R EX_WAIT2の端子状態表示 

1 EXWT1 

STS 

－ R EX_WAIT1の端子状態表示 

0 EXWT0 

STS 

－ R EX_WAIT0の端子状態表示 

 



 

6B. ローカルバスステートコントローラ（LBSC） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  6B-35 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

6B.5.24 ATACSコントロールレジスタ（ATACSCTRL） 

機能：ATACS0#、ATACS1#端子設定をするレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ATAECS

0_EN
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRR R

:

:

R/W:

:

:

R/W:

ATAECS

1_EN

ATAECS

2_EN

ATAECS

3_EN

ATAECS

4_EN

ATAECS

5_EN

ATACS

1_EN

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

6 ATAECS5_

EN 

0 R/W 拡張エリア 5 ATAモードにてアクセス時、ATACS信号設定 

0：ATACS信号アサートしない。 

1：ATACS信号アサートする。 

5 ATAECS4_

EN 

0 R/W 拡張エリア 4 ATAモードにてアクセス時、ATACS信号設定 

0：ATACS信号アサートしない。 

1：ATACS信号アサートする。 

4 ATAECS3_

EN 

0 R/W 拡張エリア 3 ATAモードにてアクセス時、ATACS信号設定 

0：ATACS信号アサートしない。 

1：ATACS信号アサートする。 

3 ATAECS2_

EN 

0 R/W 拡張エリア 2 ATAモードにてアクセス時、ATACS信号設定 

0：ATACS信号アサートしない。 

1：ATACS信号アサートする。 

2 ATAECS1_
EN 

0 R/W 拡張エリア 1 ATAモードにてアクセス時、ATACS信号設定 

0：ATACS信号アサートしない。 

1：ATACS信号アサートする。 

1 ATAECS0_
EN 

0 R/W 拡張エリア 0 ATAモードにてアクセス時、ATACS信号設定 

0：ATACS信号アサートしない。 

1：ATACS信号アサートする。 

0 ATACS1_ 
EN 

0 R/W エリア 1 ATAモードにてアクセス時、ATACS信号設定 

0：ATACS信号アサートしない。 

1：ATACS信号アサートする。 

【注】 ATACS0#、ATACS1#端子は、CS1CTRLレジスタ CS1IFビット、ECSxCTRLレジスタ ECSxIFビットにより、ATA

モードを選択し、本レジスタの ATACS1_EN、ATAECSx_ENを 1と設定した場合、EX_BUS出力アドレスビット 4に

より、ATACS0#または ATACS1#をアサートします。 

詳細は、「6B.6.5 CPU（SuperHywayバス）→ATAデバイスインタフェース」を参照ください。 
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6B.6 動作説明 

6B.6.1 SRAMインタフェース（基本機能） 

SuperHywayターゲットポートコントロールブロック内の FIFOに蓄えられた CPUからのアクセスを BSCが読

み出してEX_BUSへ出力します。デフォルト設定では、エリア 0、1および拡張エリア 0～5のすべての空間が SRAM

インタフェースの設定となっています。本 SRAMアクセスインタフェースにおけるアクセス信号のパルス幅はレ

ジスタ設定で可変させることが可能で、EX_BUS上に接続する各種デバイスのアクセス仕様に対応しやすい機能

として提供しています。その他にも低速な外部デバイスに対応するために 1回のバスアクセスごとに間隔を設け

るインターバルガードコントロール機能や外部デバイスからの応答待ち合わせ要求（または、アクセス完了）を

示す信号を同期／非同期可変、極性可変で受信し、バス設計に柔軟に対応します。SuperHyway → EX_BUS変換

における SRAMインタフェースタイムチャートを図 6B.3、図 6B.4に示します。 

EX_BUSインタフェース

リードアクセス
CLKOUT
A[25:0]
BS#
CS0#
RD#
D[15:0]
WE[1:0]#

RD/WR#

ライトアクセス
CLKOUT
A[25:0]
BS#
CS0#

RD#

WE[1:0]#
D[15:0]
RD/WR#

A0

D0

D0

A0

主要なレジスタ設定：CS0CTRL (H'0000 0020)、CSWCR0 (H'0112 0112)  

図 6B.3 SuperHyway → SRAM 基本タイムチャート（エリア 0の例） 
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EX_BUS

CLKOUT

A[25:0]

BS#

CS0#

RD#

D[15:0] 

WE[1:0]#

RD/WR#

CLKOUT

A[25:0]

BS#

CS0#

RD#

WE[1:0]#

D[15:0] 

RD/WR#

A0 A1

D0 D1

A0 A1

D0 D1

( setup=0 hold=0 pulse=2)  

図 6B.4 SuperHyway → SRAM基本タイムチャート（最短パルス幅×最短 PIO連続アクセス） 

 

図 6B.4は、最短パルス幅の SRAMインタフェース基本波形の一例で、この波形が 2回連続で発生しています。 

CPU（SuperHywayバス）からの PIOアクセスが連続した場合は、前後のアクセスが同一エリア､他エリアにか

かわらず上記波形のようにアクセス間隔は 2クロックとなります｡ただし、PIO→DMAや DMA→PIOのような切

り替えが起きる場合のアクセス間隔は 1クロックとなります。 

このアクセス間隔はインターバルガードレジスタにより延長することが可能です。 

 

（1） アドレス生成、アライメント 

LBSCは、SRAMインタフェースとして EX_BUSにアクセスを行う際、レジスタ設定による拡張エリアの空間

分割に応じたエリアへのアクセス判断を行うほか、アドレス生成やデータアライメントの変換も行います。拡張

エリア分割方法を図 6B.5に、アドレス生成、データアライメント､ライトイネーブル変換概要を図 6B.6、図 6B.7

に示します。 



 

6B. ローカルバスステートコントローラ（LBSC） 

6B-38  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

Start address

Start address

Start address

Start address

Start address

adcs0

adcs1

adcs2

adcs3

adcs4

adcs5

H'1800 0000

H'1880 0000

H'1900 0000

H'1980 0000

H'1A00 0000

H'1A80 0000

H'1800 0000

H'1B00 0000

H'1B80 0000

H'1BFF FFFF

H'1BFF FFFF

Start address

Start address

Start address

adcs0

adcs1

adcs2

adcs3

adcs4

adcs5

adcs6

H'0000 0000

H'0080 0000

H'0100 0000

H'0180 0000

H'0200 0000

H'0280 0000

H'0300 0000

H'0000 0000

H'0300 0000

H'0380 0000

H'03FF FFFF

H'03FF FFFF

Start address
H'0000 0000

H'0300 0000

H'0380 0000

H'03FF FFFF

Start address
H'0000 0000

H'0300 0000

H'0380 0000

H'03FF FFFF

H'1800 0000

H'1B00 0000

H'1B80 0000

H'1BFF FFFF

H'1800 0000

H'1B00 0000

H'1B80 0000

H'1BFF FFFF

拡張エリア0 (EXCS0)
 最大64 Mバイト

拡張エリア1 (EXCS1)
 最大64 Mバイト

拡張エリア2 (EXCS2)
 最大64 Mバイト

拡張エリア3 (EXCS3)
 最大64 Mバイト

拡張エリア4 (EXCS4)
 最大64 Mバイト

拡張エリア5 (EXCS5)
 最大64 Mバイト

拡張エリア0 (EXCS0)
8 Mバイト

拡張エリア1 (EXCS1)
8 Mバイト

拡張エリア2 (EXCS2)
8 Mバイト

拡張エリア3 (EXCS3)
8 Mバイト

拡張エリア4 (EXCS4)
8 Mバイト

拡張エリア5 (EXCS5)

拡張エリア0 (EXCS0)
48 Mバイト

拡張エリア1 (EXCS1)
8 Mバイト

16Mバイト

16Mバイト

拡張エリア0 (EXCS0)
48 Mバイト

拡張エリア1 (EXCS1)
8 Mバイト

残容量 ⇒ 拡張エリア5
8Mバイト (EXCS5)に割り当て

CS0
48 Mバイト

拡張エリア1 (EXCS1)
8 Mバイト

CS0
48 Mバイト

 拡張エリア4 (EXCS4)
8 Mバイト

拡張エリア1 (EXCS1)
48 Mバイト

合計
64M
バイト

●拡張エリアスタートアドレス算出方法
adcs0  =ベースアドレス(18000000(h))
adcs1  =adcs0+
ecs0cp(拡張エリア0容量設定値 
(h))*100000(h)
adcs2  =adcs1+
ecs1cp(拡張エリア1容量設定値 
(h))*100000(h)
adcs3  =adcs2+
ecs2cp(拡張エリア2容量設定値 
(h))*100000(h)
adcs4  =adcs3+
ecs3cp(拡張エリア3容量設定値 
(h))*100000(h)
adcs5  =adcs4+
ecs4cp(拡張エリア4容量設定値 
(h))*100000(h)

互換DDR領域：256Mバイトモード
（MD9端子：0）エリア６空間

互換DDR領域：384Mバイトモード
（MD7端子：0,MD9端子：1）

 
設定例①(各エリア8Mバイト設定)

ECS0CP～ECS4CP=8(h)

設定例②(設定値が64Mバイトを超えてしまった場合)
 ECS0CP=30(h)　ECS1CP=8(h)

　ECS2CP=10(h)、ECS3CP～ECS4CP=0(h)

 
設定例③(設定値が64Mバイト未満の場合)

 ECS0CP=30(h)　ECS1CP=8(h)　ECS2CP～ECS4CP=0(h)

CS0
最大64 Mバイト

拡張エリア0 (EXCS0)
 最大64 Mバイト

拡張エリア1 (EXCS1)
 最大64 Mバイト

拡張エリア2 (EXCS2)
最大64 Mバイト

拡張エリア3 (EXCS3)
最大64 Mバイト

拡張エリア4 (EXCS4)
 最大64 Mバイト

拡張エリア5 (EXCS5)
最大64 Mバイト

CS0
8 Mバイト 

拡張エリア0 (EXCS0)
 8 Mバイト

拡張エリア1 (EXCS1)
 8 Mバイト

拡張エリア2 (EXCS2)
8 Mバイト

拡張エリア3 (EXCS3)
8 Mバイト

拡張エリア4 (EXCS4)
 8 Mバイト

CS0
48 Mバイト

拡張エリア0 (EXCS0)
8 Mバイト

拡張エリア1 (EXCS1)

 
●拡張エリアスタートアドレス算出方法
adcs0  =ベースアドレス(00000000(h))
adcs1  =adcs0+
cs0cp(エリア0容量設定値
(h))*100000(h)
adcs2  =adcs1+
ecs0cp(拡張エリア0容量設定値
(h))*100000(h)
adcs3  =adcs2+
ecs1cp(拡張エリア1容量設定値
(h))*100000(h)
adcs4  =adcs3+
ecs2cp(拡張エリア2容量設定値
(h))*100000(h)
adcs5  =adcs4+
ecs3cp(拡張エリア3容量設定値
(h))*100000(h)
adcs6  =adcs5+
ecs4cp(拡張エリア4容量設定値
(h))*100000(h)

設定例①(各エリア8Mバイト設定)
 CS0CP,ECS0CP～ECS4CP=8(h) 

設定例②(設定値が64Mバイトを超えてしまった場合)
 CS0CP=30(h)　ECS0CP=8(h)　 

ECS1CP=10(h)、ECS2CP～ECS4CP=0(h)

 設定例③(設定値が64Mバイト未満の場合)
 CS0CP=30(h)　ECS0CP=8(h)　ECS1CP～ECS4CP=0(h)

設定例④(設定値を0Mバイトにした場合)
 ECS0CP=0(h)　ECS1CP=30(h)　

ECS2CP～ECS3CP=0(h)　ECS4CP=8(h)

設定例④(設定値を0Mバイトにした場合)
 CS0CP=30(h)　ECS0CP～ECS3CP=0(h)　ECS4CP=8(h)

64Mバイトを超えた
8Mバイト分は切り捨て

64Mバイトを超えた
8Mバイト分は切り捨て

拡張エリア2 (EXCS2)

残容量 ⇒ 拡張エリア5
8Mバイト (EXCS5)に割り当て

残容量 ⇒ 拡張エリア5
8Mバイト (EXCS5)に割り当て

残容量 ⇒ 拡張エリア5
8Mバイト (EXCS5)に割り当て

24Mバイト(残量自動付与）
拡張エリア5(EXCS5)

16Mバイト(残量自動付与）

合計
64M
バイト

合計
64M
バイト

合計
64M
バイト

合計
64M
バイト

合計
64M
バイト

合計
64M
バイト

合計
64M
バイト

合計
64M
バイト

合計
64M
バイト

各拡張エリアStartアドレス算出方法 各拡張エリアStartアドレス算出方法

拡張エリア4 (EXCS4)
8 Mバイト

 

図 6B.5 拡張エリア分割方法 
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図 6B.6 CPU（64ビット SuperHywayバス）→外部バスデータ／アドレス／ライトイネーブル変換概要図 

（little='0） 
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図 6B.7 CPU（64ビット SuperHywayバス） →外部バスデータ／アドレス／ライトイネーブル変換概要図 

（little='1） 

 

（2） アクセス信号のパルス幅設定 

BSCは CSWCR0、1または ECSWCR0～5レジスタによってエリアごとに設定された値に従い、EX_BUSへアク

セスする際にWE#信号や RD#信号を基準としてアドレス、RD/WR#、CS#信号のセットアップ時間やホールド時

間、さらにはWE#信号や RD#信号のパルス幅をクロックサイクル数の単位で設定することが可能です（ただし、

バースト ROMリード時は、CSWCR0の設定内容には従わず、CS0BTPHの設定内容に従います。また、DMA動

作時は CSWCR0、1や ECSWCR0～5には従わず、EXDMAWCR0～2の設定内容に従います）。また、レジスタ設

定したWE#信号や RD#信号のパルス幅は、外部からの EX_WAIT信号により延長させることも可能です。設定合

計値の最小は 2クロックとしてください。 
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（3） 外部ウェイトコントロール 

EX_BUS上デバイスからの外部ウェイト信号（EX_WAIT）を外部ウェイトコントロールレジスタ（CSPWCR0、

1、ECSPWCR0～5）､および外部ウェイト入力コントロールレジスタ（EXWTSYNC）の設定値により制御します。

外部ウェイトコントロールレジスタは、外部デバイスからのウェイト信号入力仕様が Ready論理（Ready状態を

通知）で形成されたものなのか、Busy論理（Busy状態を通知）で形成されたものなのか、さらにはそれぞれ信号

極性がどちらなのかなど、どのようなタイプの仕様でも対応可能なように上記 4通りのタイプのインタフェース

の選択設定を可能としています。 

図 6B.8に、入力可能な 4つのパターンのウェイト信号と、レジスタ設定による変換後の BSC内部ウェイト信

号の波形を示します。 

一方、外部ウェイト入力コントロールレジスタは、外部ウェイト入力信号の同期／非同期扱いを切り替え設定

します。デフォルトでは同期扱いとなっています。同期／非同期それぞれの場合における外部ウェイト入力タイ

ミングを図 6B.9に示します。図中において、○の位置が BSCで外部ウェイトの有／無を判断するポイントです。

すなわち、同期の場合は、WE#信号や RD#信号がパルス幅設定により本来ネゲートするポイントの 1クロック手

前です。仮にこの位置で外部ウェイトが有効であった場合､このウェイト状態がレディ状態になるまで、WE#信号

や RD#信号のパルス幅を伸ばし続けます。WE#信号や RD#信号のパルス幅が EX_WAIT信号により延長されたと

き、アドレス、RD/WR#、CS#信号はあらかじめ設定されているホールド時間を満足した時点でネゲートされます。

非同期設定に切り替えた場合、この○の位置より 2クロック前、すなわちWE#信号や RD#信号が本来ネゲートす

るポイントの 3クロック手前に外部ウェイトがないと外部ウェイトは無効になります。 
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CLKOUT

 

WE[1:0]# RD#

WAIT

 

WE[1:0]# RD#
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WE[1:0]# RD#

WAIT

 

WE[1:0]# RD#

WAIT

BSCBSC

READYBUSY = WAIT BUSY = WAIT READY

READY

READY

READYBUSY = WAIT BUSY = WAIT

READYBUSY = WAIT

READY READYBUSY = WAIT BUSY = WAIT

BUSY = WAIT

 WINV_bit = 0 ( ) RB_bit = 0 (BUSY )

RD/WE  READ/WRITE PULSECYCLE_bit = 3

 WINV_bit = 1 ( ) RB_bit = 0 (BUSY )

RD/WE  READ/WRITE PULSECYCLE_bit = 3

 WINV_bit = 0 ( ) RB_bit = 1 (READY )

RD/WE  READ/WRITE PULSECYCLE_bit = 3

 WINV_bit = 1 ( ) RB_bit = 1 (READY )

RD/WE  READ/WRITE PULSECYCLE_bit = 3

 

図 6B.8 外部ウェイトインタフェース変換波形 
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図 6B.9 外部ウェイト入力タイミング波形 
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（4） インターバルガードコントロール 

外部デバイスの中には、リードアクセス終了後から実際に出力データを High-Z状態に移行させるまでに大きな

時間を必要とするタイプのデバイスが存在します。このような場合、次の EX_BUSアクセスが直ちに行われるこ

とによるデータバスファイトの発生を避けるために BSCはバスアクセス間をガードしてインターバルを設ける機

能をサポートしています。この機能は連続的なアクセス受信が困難な外部デバイスが存在するケースでも有効で

す。具体的には各エリアごとに個別に設けたガード設定レジスタ（CS1GDST、ECS0GDST～ECS5GDST）にガー

ドを掛けたいクロックサイクル数を設定してください（ガード設定レジスタの設定値が 0であっても次バスアク

セス発行までのハード処理時間がPIO-PIO間では最小で 2クロック、PIO-DMA間では最小 1クロック存在します。

したがってガードレジスタへの設定クロック数に 1あるいは 2クロックを加えた時間が EX_BUS上のインターバ

ルクロック数になります）。該当エリアのアクセスが発生した後は、次アクセスエリアがどこの空間へのどのよ

うなアクセスであっても、直前の該当レジスタ設定値に従いガード期間が設けられます。ただし、エリア 0のみ

に関しては、ガード設定レジスタが存在しませんので、直後のアクセスにはガード期間は設けられません。エリ

ア 0は ROM、SRAM、Flash-ROMなどの一般的な汎用メモリを接続するエリアとしての使用方法を想定している

ため、ガード期間は不要と考えています。インターバルガードコントロール概念の基本タイムチャートを図 6B.10

に示します｡ 
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図 6B.10 インターバルガード制御概念 
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6B.6.2 CPU（SuperHywayバス）→バースト ROMインタフェース 

EX_BUSのエリア 0においては、Page-Mode Readのバースト ROMインタフェースをサポートしています。バ

ースト ROMインタフェースへの切り替えは CS0CTRLレジスタへの設定により行います。CS0CTRL設定後直ち

にバースト ROMアクセス動作が始まりますので、事前に CS0BTPHと CS0BSTCTLの設定を行っておく必要があ

ります。CS0BTPHレジスタでは、1サイクル目のバーストピッチ、2サイクル目以降のバーストピッチ、および

RD#信号に対するCS#信号のホールドサイクルなどのバーストROMアクセス波形の設定が可能です。CS0BSTCTL

レジスタではバーストアクセス回数（バースト長）の設定が可能です。実際に接続する外部 ROMの部品仕様に合

わせてバーストアクセス回数を設定してください。 

ただし、BSCは設定されたバースト回数未満のバースト回数でアクセスを行う例外ケースが 2つ存在します。1

点目のケースは、アクセス発生源である CPUから要求されたアクセスサイズが設定バースト回数に満たない場合

です。本ケースでは設定バースト回数未満であっても CPUから要求されたバイト数を処理した時点でアクセスを

終了させます。2点目のケースは、設定されているバースト回数の途中でバーストアドレス可変境界を越える場合

です。本ケースでは境界を越える直前で 1度アクセスを終了し、改めて次のバーストアクセスを分割実行します。

これは、バースト ROMデバイスのアドレス可変境界が規定されており、これに対応するためです。表 6B.3に BSC

が行うバーストアクセスの分割方法を示します。 
 

表 6B.3 バーストアクセスの分割方法 

バス幅  

8ビットバス幅のケース 16ビットバス幅のケース 

4回 A2の変化点で分割 A3の変化点で分割（A0は未接続） 

8回 A3の変化点で分割 A4の変化点で分割（A0は未接続） 

16回 A4の変化点で分割 A5の変化点で分割*（A0は未接続） 

CS0BSTCTL 

バースト 

回数設定値 

32回 A5の変化点で分割* （設定禁止） 

【注】 * 32バイトバースト動作の中で A5が変化することはない（32バイトバウンダリ）ため、*の箇所は指定回数分連続

で走り抜きます。 

 

上記のようにバースト ROMアクセスではアクセス分割を行いながら、最大では CPUの Cacheフィルへの対応

動作として 32バイトのアクセスを行いますが、本動作は 32バイトバウンダリでのアクセスとなりますので、バ

ースト ROMのデバイス設定に関しても Continuous Burst動作の設定は行わず、ラップアラウンドの設定をするよ

うにしてください。 

また、バースト ROMの接続形態によっては Synchronous Burstモードでのバースト動作の対応も可能です。

Synchronous Burstモードで使用される場合は、バースト ROMから出力されるウェイト信号は受信せず、バースト

ROMの Configurationレジスタに 1語目データ出力レイテンシを設定し、これと 1語目のピッチを合わせた形で

CS0BTPHを設定ください。また 2語目以降は、バースト ROMの Configurationレジスタおよび CS0BTPHともに

ピッチ数 2を設定ください。バースト ROMの AC特性や、EX_BUSの周波数によってはピッチ数 1とした場合、

バースト ROMのデータ出力遅延時間が 13ns程度あることからデータ受信タイミングが間に合わないことが考え

られます。バースト ROMインタフェースの基本タイムチャートを図 6B.11に示します。 
 



 

6B. ローカルバスステートコントローラ（LBSC） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  6B-47 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

CLKOUT

CS0BTPH 

(H'00000021)

A[25:0]

BS#

CS0#

RD#

D[15:0]

WE[1:0]#

RD/WR#

CS0BTPH 

(H'00000121)

A[25:0]

BS#

CS0#

RD#

D[15:0]

WE[1:0]#

RD/WR#

A0 A1 A2 A3

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

A4 A5 A6 A7

A0 A1 A2 A3 A4 A5 A6 A7

BSC CS0CTRL (H'00000011) CS0BSTCTL (H'00000800)  

図 6B.11 バースト ROMインタフェースタイムチャート 
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6B.6.3 LBSC-DMAC→DMAインタフェース 

EX_BUS上では、LBSC-DMACの 0ch～2chの 3チャネルの DMACを外部端子 DREQ、DRACK、DACKを有す

る DMACとして割り付け、DMA転送動作をサポートします。その内の 0ch、1chに関してはバースト長 8の DMA

もサポートしています。 

DMAはすべてデュアルアドレスモードで動作します。各チャネルごとの DMA関連端子一覧を表 6B.4に示し

ます。 

各チャネルの DMACを動作させるにあたり、まず LBSC-DMACチャネルのエリア割り付けレジスタ

（EXDMASET0～2）にて、各 DMACを適用するエリアに割り付けてください。また、LBSC-DMACチャネル用

の RD/WEパルスコントロールレジスタ（EXDMAWCR0～2）にて、DMAバスアクセス時の波形パルス幅を設定

します（LBSC-DMAC0～2chは、CSWCR0、CSWCR1、ECSWCR0～5のパルス幅設定内容には従わず、EXDMAWCR0

～2の設定内容に従います）。さらに、LBSC-DMACチャネル用のコントロールレジスタ（EXDMCR0～2）にて、

DREQ、DACK、DRACKの信号送受方法を設定してください。 
 

表 6B.4 各チャネルごとの DMA関連端子一覧 

DMAC 

チャネル

番号 

動作モード DREQ、DRACK、DACKの扱い 備考欄 

0ch デュアル 

アドレスモード

(8バースト 

 機能あり) 

DREQ0 

(極性、エッジ／

レベル検出選択)

DRACK0 

（出力タイミン

グ調整、極性選

択） 

DACK0 

（極性選択可）

バースト長の 8回は、アクセスサイ

ズには依存しません。8ビット、16

ビットそれぞれのバス幅で 8回の

連続バスアクセスを実施します。 

1ch デュアル 

アドレスモード

(8バースト 

 機能あり) 

DREQ1 

(極性、エッジ／

レベル検出選択)

－ DACK1 

（極性選択可）

DRACK1は、LSIピンとして存在し

ません。 

バースト長の 8回は、アクセスサイ

ズには依存しません。8ビット、16

ビットそれぞれのバス幅で 8回の

連続バスアクセスを実施します。 

2ch デュアル 

アドレスモード

DREQ2 

(極性、エッジ／

レベル検出選択)

－ DACK2 

（極性選択可）

DRACK2は、LSIピンとして存在し

ません。 

 

（1） LBSC-DMACアクセス時のデータアライメント 

BSCは LBSC-DMACからのアクセスを受信すると、LBSC-DMACインタフェースを EX_BUSプロトコルに変

換します。その際、LBSC-DMACエリア割り付けレジスタ（EXDMASET0～2）の設定値によりアクセス先エリア

の判別を行いチップセレクト信号を生成します。DMACチャネルのデータアライメントに関しては DMACレジス

タへの設定により 2通りのモードから選択が可能です。 
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• アライメント固定モード 

EX_BUS上のデバイスとDMA転送を行う場合､LBSC-DMACからのアクセスサイズが外部デバイスのデータ幅

であると判断する動作モードです（CS0CTRL、CS1CTRL、ECS0CTRL～ECS5CTRLで指定されているバス幅には

従いません）。アライメント固定モードでは BSC内部でアライメント変換は行いません｡LBSC-DMACからのア

ライメントのままで出力します。ただし、LBSC-DMACからのアクセスサイズにより、WE[1:0]#信号は生成しま

す。初期状態では本モードで動作します。表 6B.5にデータ幅とアクセスサイズの関係を示します。 
 

表 6B.5 アライメント固定モードでのデータ幅とアクセスサイズの関係 

データバスリード／ライト位置 

（ビッグ／リトルエンディアン共通）

ライトイネーブル信号出力位置 

（ビッグ／リトルエンディアン共通） 

DMACに設定したアクセスサイズ 

（＝バス幅と考える） 

D15～8 D7～0 WE1# WE0# 

16ビット データ 

15～8 

データ 

7～0 

アサート アサート 

8ビット － データ 

7～0 

－ アサート 

 

• アライメント可変モード 

BSCに設定したバス幅より DMACに設定したアクセスサイズが小さい場合に DMACのレジスタ設定によりア

ライメント可変モードの設定が可能です。この場合、BSCはアクセスアドレスに応じてバイトレーンの切り替え

を行います。表 6B.6と表 6B.7にアライメント可変モードでのデータ幅とアクセスサイズの関係を示します。BSC

のバス幅設定と DMACのアクセスサイズ設定が同じ場合は固定モードと同じ動作になります。 
 

表 6B.6 アライメント可変モードでのデータ幅とアクセスサイズの関係（ビッグエンディアン） 

データバス リード／ライト位置 

（ビッグエンディアン） 

ライトイネーブル信号出力位置 

（ビッグエンディアン） 

BSCに設定した 

バス幅 

DMACに設定した 

アクセスサイズ 

D15～8 D7～0 WE1# WE0# 

16ビット 2nアドレス 2nアドレス 16ビット 

8ビット 2n 

アドレス 

2n+1 

アドレス 

2n 

アドレス 

2n+1 

アドレス 

8ビット 8ビット － n 

アドレス 

－ n 

アドレス 
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表 6B.7 アライメント可変モードでのデータ幅とアクセスサイズの関係（リトルエンディアン） 

データバス リード／ライト位置 

（リトルエンディアン） 

ライトイネーブル信号出力位置 

（リトルエンディアン） 

BSCに設定した 

バス幅 

DMACに設定した 

アクセスサイズ 

D15～8 D7～0 WE1# WE0# 

16ビット 2nアドレス 2nアドレス 16ビット 

8ビット 2n+1 

アドレス 

2n 

アドレス 

2n+1 

アドレス 

2n 

アドレス 

8ビット 8ビット － n 

アドレス 

－ n 

アドレス 

 

（2） 外部デバイス DMA転送要求検出機能 

LBSCでは汎用性を持たせるために､外部デバイス DMA転送要求信号（DREQ）の受信方法として極性やレベ

ル／エッジの選択機能をサポートしています。この選択は、EXDMCR0～2レジスタの設定により行います。この

設定に応じた方法で BSC内部で DREQ信号を受信して LBSC-DMACに対して BSCからの DMA転送要求信号を

出力します。レベル検出設定を行った場合、外部デバイスの DREQ信号がアサートされているかぎり、常に

LBSC-DMACに DMA転送要求信号も出力しつづけます。逆に DREQ信号のエッジ検出を行った場合、外部デバ

イスから DREQ信号がアサートされつづけていても、エッジを検出するまで、LBSC-DMACに対して DMA転送

要求信号を出力しません。またエッジを検出してから DMA転送開始までの間に複数のエッジを検出しても 1回

の転送要求となります。 
 



 

6B. ローカルバスステートコントローラ（LBSC） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  6B-51 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

（3） LBSC-DMACと外部デバイス間の BSCの役割 

LBSC-DMAC→EX_BUS出力変換における基本タイムチャートを図 6B.12に示します。BSCは、DMACからの

アクセスに対してバス競合の調停を行います。LBSC-DMACがバス権を取得すると、LBSC-DMACアクセス時に

対し、BSCが有する LBSC-DMACチャネル RD／WEパルスコントロールレジスタ（EXDMAWCR0～2）の設定

により EX_BUS上に出力する RD#やWE[1:0]#のパルス幅コントロールを行います。 

CLKOUT

A0

D0

D0

EX_BUS

DREQ[2:0]

( )

DRACK0

( )

DACK[2:0]

( )

A[25:0]

CS[1:0]# EX_CS[5:0]#

read

RD/WR#

RD#

D[15:0] (Device )

write

RD/WR#

WE[1:0]#

D[15:0]

BS#

BSC EXDMAWCRy (H'0222 0222) EXDMASETy (H'0000 0002) (y = 0 2)  

図 6B.12 LBSC-DMAC→EX_BUS基本タイムチャート 
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（4） LBSC-DMAC →EX_BUSバーストアクセス 

BSCでは、LBSC-DMACからのバーストアクセス（アクセスサイズにかかわらず 8回の連続転送）動作のEX_BUS

出力機能をサポートします。LBSC-DMACバーストアクセス時のタイムチャートを図 6B.13に示します。

LBSC-DMACのバーストアクセス時の波形は基本的にはシングルアクセスのときの波形が繰り返す波形になって

います。ただし､バーストアクセスが終了するまでの間は外部 DMACのアクセスがバス権を開放しないため、CPU

（SuperHyway）からの PIOアクセスがサイクルスチールすることはありません。また、DMAC自体が 8回分のデ

ータを 1つのパケット単位として考え、相手先との間で転送動作を行うので、転送性能は高くなります。 

CLKOUT

A0 A1 A2 A7

EX_BUS

DREQ[2:0]
( )

DRACK0
( )

DACK[2:0]
( )

A[25:0]

CS[1:0]# EX_CS[5:0]#

read

RD/WR#

RD#

D[15:0] (Device )

write

RD/WR#

WE[1:0]#

D[15:0]

BS#

D0 D1 D2 D7

D0 D1 D2 D7

BSC EXDMAWCRy (H'02220222) EXDMASETy (H'00000002) (y = 0 2)  

図 6B.13 LBSC-DMAC→EX_BUSバーストアクセス基本タイムチャート 
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（5） DREQ受信タイミング 

DMA要求（DREQ）信号をレベル受信モードに設定し、かつ、アサートされた状態が継続したときに、次の DMA

要求と見なすタイミングを下記に示します。また同様に誤って次の DREQと認識しないための DREQネゲートタ

イミングを図 6B.14に示します。 

CLKOUT

DREQ[2:0]

( )

DREQ

(DMAC )

(DRACK[0])

( )

DACK[2:0]

( )

CS[1:0]#

EX_CS[5:0]#

 DREQ

BSC EXDMCR0

1clock 0clock

 EX_BUS

1clock

 DRACK DACK

BSC EXDMCR0 1clock 2clock

2clock

DMAC 0 DRACK 0 1clock

 DREQ

CS# EX_CS# DREQ

1clock

DMAC DRMSKR 0 15clock

DREQ

 DMAC DREQ

CS# EX_CS# DMAC DREQ

DREQ

0 CS# EX_CS# DREQ

DMA DREQ

2clock

(WAIT )

1clock

(in)

(in)

(out)

(out)

(out)

DMAC DREQ DMAC DREQDMAC DREQ

3clock

2clock

BSC

DMAC

 

図 6B.14 EX_BUSにおける次 DREQ信号の認識タイミング 
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6B.6.4 CPU（SuperHywayバス）→バイト制御 SRAMインタフェース 

EX_BUSのエリア 1および拡張エリア 0～5に関しては CPU（SuperHywayバス）からや LBSC-DMAC からのバ

イト制御 SRAMインタフェースをサポートします（エリア 0は非対象です）。バイト制御 SRAMインタフェース

は、リード／ライトいずれのバスサイクルでもバイトセレクトストローブ（WE#）を出力するメモリインタフェ

ースです。バイト制御 SRAMインタフェースのライトタイミングは、SRAMインタフェースと同じです。しかし、

リードアクセスでは、WE#のタイミングが異なります。リードアクセス時は、読み込むバイトのWE#のみ出力さ

れます。アサートタイミングは、CS1CTRLレジスタの CS1BRMビット、ECSxCTRLレジスタの ECSxBRMビッ

トの設定により CS#端子、RD#端子と選択可能です。各空間ともに、デフォルトでは SRAM動作モードとなって

いますので、CS1CTRL、ECS0CTRL～ECS5TRLのうち、該当エリアのレジスタの設定をバイト制御 SRAM空間

するとともにアサートタイミングの設定を行ってください。 
 

（1） バイト制御 SRAMインタフェース 

• WE#アサート期間は、CS1BRM、ECS0BRM～ECS5BRMの設定により「CS#アサート期間と同じ」もしくは

「RD#アサート期間と同じ」と選択可能です。 

• WE#は、リード時も有効アクセスバイトのみアサートします。（たとえば、バイト制御SRAMバス幅が16ビ

ットのデバイスに対し、バイトリードした場合は、WE#のいずれか1ビットがアサートされます。） 

• ライトアクセスは、SRAM波形と同じになります。 

 

（2） 基本タイムチャート 

バイト制御 SRAMインタフェース基本タイムチャートを図 6B.15に示します。 

EX_BUS

CLKOUT

A[25:0]

BS#

CS1# EX_CS[5:0]#

RD#

D[15:0]

RD/WR#

WE[1:0]#

WE[1:0]#

A0

D0

CS1BRM ECS0BRM ECS5BRM=0 

CS1BRM ECS0BRM ECS5BRM=1 

 

図 6B.15 バイト制御 SRAMインタフェース波形 
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6B.6.5 CPU（SuperHywayバス）→ATAデバイスインタフェース 

EX_BUSのエリア 1および拡張エリア 0～5に関しては CPU（SuperHywayバス）からや LBSC-DMACからの

ATAデバイスインタフェースをサポートします（エリア 0は非対象です）。各空間ともに、デフォルトでは SRAM

動作モードとなっていますので、CS1CTRL、ECS0CTRL～ECS5TRLのうち、該当エリアのレジスタの設定を ATA

空間に設定ください。また、ATAマルチワード DMAを行う場合は、EXDMCRy（y=0～2）レジスタ DBSTビッ

トを 1に設定してください。 

ATACSコントロールレジスタ（ATACSCTRL）の設定により、ATACS0#、ATACS1#をアクセス空間 CS#信号

に同期してアサートすることが可能です。 

 

（1） ATACS0#/ATACS1#信号 

ATACSコントロールレジスタ（ATACSCTRL）の ATACS1_EN、ATAECSx_EN（x=0～5）を 1に設定し、CS1CTRL

レジスタ CS1IFビット、ECSxCTRLレジスタ ECSxIFビットにより、ATAモードを選択した場合、該当空間ア

クセス時、該当空間 CS#信号に同期して ATACS0#、ATACS1#をアサートします。（該当空間 CS#信号も同時にア

サートします。） 

ATACS0#、ATACS1#は、EX_BUSアドレス ビット 4（A4端子）により、いずれかの信号がアサートします。 

ATACS0#、ATACS1#アサート条件を CS1空間を ATAインタフェースとした場合を例として以下に示します。 

 

表 6B.8 ATACS0#、ATACS1#アサート条件（エリア CS1：ATAインタフェース） 

ATACS1_EN A4端子 CS1# ATACS0# ATACS1# 

0 * ○ × × 

1 0 ○ × ○ 

1 1 ○ ○ × 

【記号説明】 ○：アサート ×：ディアサート 

【注】 *：Don't care. 

 

（2） ATAインタフェース信号 

ATAデバイスインタフェースにエリアを設定した場合における BSC出力信号を表 6B.9に示します。 
 

表 6B.9 ATAインタフェース 信号一覧 

 ATA I/F信号 LBSC出力信号 入出力 説   明 備考 

1 CS#[0] ATACS0# 出力 チップセレクト（コマンドブロック） 

2 CS#[1] ATACS1# 出力 チップセレクト（コントロールブロック） 

 

3 DMARQ DREQ[2:0] 

（負極性設定可） 

入力 DMAリクエスト 極性設定可 

UltraDMA時は、

DREQ[1:0]のみ 

4 DMACK# DACK[2:0] 

（負極性設定可） 

出力 DMAアクノリッジ 極性設定可 

UltraDMA時は、 

DACK[1:0]のみ 
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 ATA I/F信号 LBSC出力信号 入出力 説   明 備考 

5 A[2:0] A[3:1] 出力 アドレス  

6 DD[15:0] D[15:0] 入出力 データ  

7 DIOW／STOP ATAWR# 出力 ライトイネーブル／ 

STOP信号（UltraDMA時） 

 

8 DIOR／

HDMARDY#／

HSTROBE 

ATARD# 出力 リードイネーブル／ 

ホスト DMAレディ（UltraDMA リード時）／ 

ホストデータストローブ（UltraDMAライト時） 

 

9 IORDY／

DDMARDY／

DSTROBE 

WAIT[2:0]より 

選択 

（負極性設定可） 

入力 I/Oレディ／ 

デバイス DMAレディ（UltraDMAライト時）／ 

デバイスデータストローブ（UltraDMAリード時） 

 

10 － ATAG# 出力 外付けバッファイネーブル  

11 － ATADIR# 出力 外付けバッファ方向制御 ライト時 L出力 

【注】 ATACS0#、ATACS1#使用は、ATACSCTRLレジスタの設定が必要です。 

 

（3） ATAインタフェース接続構成 

EX_BUSを ATAインタフェース選択時、ATAデバイスと LBSCとの接続構成の一例を図 6B.16に示します。 

BSC
ATAデバイス

cs1, ex cs_n[*]

atacs1_en   ataecs*_en

ex_a[25:0]

A[3:1]

ATAWR#

ATAG#

ATADIR#

EX_WAIT*

ex_wdata[15:0]

ex_rdata[15:0]

ex_wait[*]

ex_ena

ata_we_n

ata_rd_n

D[15:0]

CS1#ATACS1#

CS1# or  
EX_CS*#

ATACS0# CS0#

A[2:0]

DIOR/HSTROBE/HDMARDY#

DIOW/STOP

DD[15:0]

ATARD#

INT

RST

a[4]1

3 a[3:1]

SHwy
Router

LBSC-DMAC

GPIO 
汎用ポート

EX_BUS 
バス調停

ATACSCTRL

パルス
生成
回路

LBSC
DMARQ

IORDY/DDMARDY#/
DSTROBE

DMACK#

DREQ*

DACK*

本LSI

 

図 6B.16 EX_BUS ATAデバイス構成例 
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（4） ATAインタフェース（PIOモード、マルチワードモード） 

BSCでの ATAインタフェースサポート機能を以下に示します。 

• ATAデバイスからのIORDY信号によりATAインタフェースのウェイト制御を行います。 

• マルチワードDMA転送サポートとしてATAレジスタへのアクセスはCPUにより行い、データ転送はDMAコ

ントローラがCPUの代わりに行うことを想定し、LBSC-DMAC（EX_BUS メモリ間転送）を割り付け可能

とします。 

• I/Oレディタイムアウト検出としてATAデバイスからのIORDY信号の状態を監視し、ある一定時間を超えて

もATAデバイスのウェイト状態を検出した場合、BSC内レジスタにATAウェイトタイムアウトエラーを表示

しATAインタフェースアクセスを強制的に終了にします。 

検出時間は、EX_BUS動作周波数により決まり、「検出時間[ns]＝EX_BUS動作周波数(ns)×100クロック」と

なります。 

 

（5） 基本タイムチャート（PIOモード、マルチワードモード） 

ATAインタフェース PIO転送基本タイムチャートを図 6B.17に示します。 

CLKOUT

ATACS[1:0]#

A[3:1]

RD# WE0#(or WE1#)

D[15:0] ( )

D[15:0] ( )

EX_WAITn

(n=0or1or2)
— IORDY  — — IORDY —

ValidValid

Valid Valid

ValidValid

t1

t0

t2 t3 t4

 

図 6B.17 ATAインタフェース波形 
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また、ATAインタフェース PIO転送における RD/WEパルスコントロールレジスタ設定例（EX_BUS動作周波

数 50MHzの場合）を表 6B.10に示します。 
 

表 6B.10 ATAインタフェース PIO転送における RD/WEパルスコントロールレジスタ設定例 

（EX_BUS動作周波数：50MHzの例） 

モード CSWCR 

設定値 

サイクル時間 

(t0) 

アドレス 

セットアップ 

(t1) 

DIOR/DIOW 

パルス幅 

(t2) 

アドレス 

ホールド 

(t3) 

アイドル 

サイクル 

(t4) 

0 H'077F077F 600（600） 140（70） 300（290） 140（20） 20（－） 

1 H'031F031F 400（383） 60（50） 300（290） 20（15） 20（－） 

2 H'021F021F 380（330） 40（30） 300（290） 20（10） 20（－） 

3 H'02150215 180（180） 40（30） 100（80） 20（10） 20（－） 

4 H'02150215 180（120） 40（25） 100（70） 20（10） 20（－） 

【注】 単位：ns、（）内数値は ATA規格値 

CSWCR設定値は、ATA規定値≦CSWCR設定値×EX_BUSクロック（CLKOUT）幅 

 

ATAインタフェースマルチワード DMA転送基本タイムチャートを図 6B.18に示します。 

CLKOUT

ATACS[1:0]#
A[3:1]

DACK1
( )

DREQ1
( )

D[15:0] ( )

D[15:0] ( )

RD# WE0#(or WE1#)

Valid Valid Valid

Valid Valid Valid

Valid Valid

t1

t0

t2 t3 t4 t5

 

図 6B.18 ATAインタフェースマルチワード DMA波形 
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また、ATAインタフェースマルチワード DMAにおける RD/WEパルスコントロールレジスタ設定例（EX_BUS

動作周波数 50MHzの場合）を表 6B.11に示します。 
 

表 6B.11 ATAインタフェースマルチワード DMAにおける RD/WEパルスコントロールレジスタ設定例 

（EX_BUS動作周波数：50MHzの例） 

モード EXDMAWCR

設定値 

サイクル 

時間 

(t0) 

CS[1:0] 

セットアップ 

(t1) 

DIOR/DIOW

パルス幅 

(t2) 

DIOWネゲート 

ホールド／ 

DIORネゲート 

パルス幅 

(t3) 

DIOW /DIOR 

DREQ遅延 

(t4) 

DACK 

ホールド 

(t5) 

0 H'067B067B 480（480） 120（50） 220（215） 260（215/50） －（120/40） 140（20） 

1 H'02240224 160（150） 40（30） 80（80） 80（50） －（40） 40（5） 

2 H'02140214 140（120） 40（25） 80（70） 60（25） －（35） 20（5） 

【注】 単位：ns、（）内数値は ATA規格値 

EXDMAWCR設定値は、ATA規定値≦EXDMAWCR設定値×EX_BUSクロック（CLKOUT）幅 

 
 

（6） UltraATA DMAモード 

UltraATA DMAモードは、PIOモードやマルチワードモードとは異なり、ATAデバイスとのインタフェース信

号の個々の機能が変わる規格となっています。このため、LBSCにおいても表 6B.9に示すように UltraATA DMA

モード時は、各インタフェース信号の機能を変えて動作します。ボードの構成は、図 6B.16に示す信号接続形態

で動作可能です。 

UltraATA DMAモードで動作させるには、ATAデバイスを接続した外部バスエリアの動作モードを ATAに設

定します。該当空間に割り付ける LBSC-DMACはチャネル番号 0または 1を指定してください。その上で、

LBSC-DMACの UATMRレジスタ設定を UltraATA DMAモードに設定、その他は通常の DMAC起動と同様に

DMACのレジスタに各情報を設定、そして、DMA起動を行うことで動作します。 

 

UltraATA DMA動作時の特徴を以下に示します。 

• 初期設定、起動、ステータス読み出しなど、ATAデバイスへのレジスタアクセスは、PIOによるATAデバイ

スへの直接アクセスで実施。 

• UltraDMAは、モード4までをサポート。 

• UltraDMAに対応するLBSC-DMACはチャネル0または1。 

• ATAモードを指定したエリアへのPIO R/W動作時、A、D、CS、DIORまたはDIOW、EXWAIT信号を用いて

アクセスを実施。 

• DMAライト動作では、HSTROBE（DIOR）信号のエッジに対するデータのSetup／Hold時間を出力クロック

数で設定可。 

• DMAリード動作では、DSTROBE（IORDY）信号の受信に合わせてデータを受信。受信ビジー時は、HDMARDY

信号を一時的にネゲート。 
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• UltraDMAのDMAバス動作中も他エリアへのPIOや他チャネルのLBSC-DMAのサイクルスチールあり。 

• サイクルスチールは、LSI内部から外部アクセス要求が発生した場合のみ。HDMARDYやDDMARDYの一時

ネゲート中に実施。 

• DMAの設定転送サイズは、1セクタでサイズは任意。ただし、2バイト幅×16バーストを基本単位とし、これ

を整数n回指定することで実現。 

• 1セクタ分のDMA動作中の自エリアへのPIOサイクルスチールは不可。 

 

• CRCチェック機能サポート。 

• セクタDMAデータ転送完了後、CRCコード（生成多項式 X16＋X12＋X5＋1）をデバイスに向かって出力。 

• 出力したCRCコードの値は、LBSC-DMACのレジスタからも読み出し可（デバッグ・機能評価用途）。 

• DMA動作中のタイムアウト監視機能をLBSC-DMACにてサポート。オーバフロー時はタイムアウト割り込み

通知可。 

UltraATA DMAの動作を図 6B.19に示します。 

Out CLKOUT

◆ リード動作リード動作

IN DMARQ1

Out CS[1:0]#

Out DMACK1#

Out STOP 
(DIOW#)

STOP 
(DIOW#)

(IORDY(EX_WAIT))

(IORDY(EX_WAIT))

Out HDMARDY# 
 (DIOR#)

HSTROBE 
 (DIOR#)

IN DD[15:0]

◆ ライト動作ライト動作

IN DMARQ1

Out CS[1:0]#

Out DMACK1#

Out

Out

Out DD[15:0]

DSTROBE

DDMARDY#IN

IN

▲

（一時停止動作）

▲

（一時停止動作）

CRC

CRC

FIFOフル検出

FIFOフル検出

▲

延長

Z

Z

Z

Z

Z

Z

オーバラン
DDMARDY#

STOP（ネゲート）

DMACK1#

DMARQ1

HDMARDY#

STOP（ネゲート）

DMACK1#

DMARQ1

オーバラン

 

図 6B.19 UltraATA DMA動作波形 

 

UltraATA DMAの設定手順を図 6B.20に示します。 
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Start

End

ATAデバイスEX_BUS接続空間バス幅、インタフェース設定：

エリア1コントロールレジスタ（CS1CTRL）または

拡張エリアxコントロールレジスタ（ECSxCTRL（x=0～5））

バス幅選択、インタフェース選択、空間容量（拡張エリアのみ）の設定：インタフェース選択ビットにてATAを選択

ATAデバイスEX_BUS接続空間ATACS割り付け設定：ATACSコントロールレジスタ(ATACSCTRL)

ATACS0#、ATACS1#端子設定

ATAデバイスEX_BUS接続空間パルス幅設定：

エリア1RD/WRパルスコントロールレジスタ（CSWCR1）または

拡張エリアxRD/WRパルスコントロールレジスタ（ECSWCRx（x=0～5））

ATA PIOアクセス　バルス幅設定

ATAデバイスEX_BUS接続空間ウェイト設定：

エリア1ウェイトコントロールレジスタ（CSPWCR1）または

拡張エリアxウェイトコントロールレジスタ（ECSPWCRx（x=0～5））

ATA PIOアクセス　ウェイト幅設定

LBSC-DMAC ch0またはch1 UltraATAモード設定：UltraATA DMAモードレジスタ（UATMR）

UltraATA動作モード：UATM：1（UltraATA DMAモード） 

UltraATAインタフェース　DREQ端子用外部端子選択：UTDRビットにて、EX_BUS DREQ0、１から選択（UltraATA DMAで使用する

 LBSC-DMACに対応したDREQ信号を選択）

UltraATAインタフェース　IORDY(DDMARDY/DSTROBE)端子用外部端子選択：UTSLビットにてEX_BUS　EXWAIT0～2から選択

ライト／リードデータアライメント有無：任意

LBSC-DMAC ch0またはch1 DMA設定：

・DMAソースアドレス設定

・DMAデスティネーションアドレス設定

・DMA転送回数設定

・DMA転送モード設定

：DMAソースアドレスレジスタ0、1（DSAR0、1）にて転送元アドレスを指定  

：DMAデスティネーションアドレスレジスタ0、1（DDAR0、1）にて転送先アドレスを指定

：DMAトランスファカウントレジスタ0、1（DTCR0、1）にて転送回数を設定

（2バイト×16バーストを1回として、転送回数を設定）

：DMAコントロールレジスタ（DCR）にて、DMA転送モードを設定

　バースト転送を有効とする（BTMD=1）

　パッキング機能は無効とする（PKMD=0）

　連続転送モード無効（CT=0）

　EX_BUS側アクセスサイズ設定

　リードアクセス時：SMDL=1、SPDS=10

　ライトアクセス時：DMDL=1、DPDS=10

ATAデバイスEX_BUS接続空間DREQ/DACK設定：LBSC-DMACチャネルyコントロールレジスタ（EXDMCRy（y=0、1））

ATA DREQ/DACK極性、同期／非同期設定

LBSC-DMAC  ch0またはch1  DMA起動：DMAコマンドレジスタ（DCMDR）

LBSC-DMAC  ch0またはch1  DMA起動（DMEN=1）

UltraATA DMAモードレジスタ2（UATMR2）およびUltraATA DMAモードレジスタ3（UATMR3）の設定

UltraATA DMAモードレジスタ2（UATMR2）を H'0000_0006に設定

UltraATA DMAモードレジスタ3（UATMR3）を H'0000_000Cに設定

UltraATAライトサイクル設定：UltraATAライトサイクル設定レジスタ（UATWCR）

UltraATA DMA動作時、HSTROBE（DIOR信号）に対するライトデータのSetup/Holdクロックサイクル数の設定

（基準クロック：EX_BUSクロック）

UltraATAタイムアウト時間設定：UltraATAタイムアウト時間設定レジスタ（UATTSR）

UltraATA DMAリード動作において、通信一時停止（DSTROBE変化無し状態）を受けた場合のタイムアウト時間設定

タイムアウト時間（ns）＝設定値を10進数化した値×EX_BUSクロック周期（ns）

EX_BUS接続ATAデバイス初期設定および起動

 

図 6B.20 UltraATA DMAの設定手順 
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6B.6.6 EX_BUSバス調停 

LBSCは、CPU（SuperHywayバス）からのアクセス、LBSC-DMAC 0ch～2chからのアクセスによる競合に対し、

どちらのアクセスを優先させるか、LBSC内の EXBATLVレジスタにより設定可能です。また LBSC-DMAC 0ch

～2ch間のアクセス競合については、DMAC 3chを LBSC-DMAC内の DMAメモリアクセス優先レベルコントロー

ルレジスタ（DMLVLR）の設定により 2つのグループにグルーピングし、それぞれのグループ内においてラウン

ドロビン方式で優先 DMAC chを決定します。EX_BUSバス調停の概念図を図 6B.21に示します。 

CPUアクセス 

LBSC

EX_BUS優先レベル
設定レジスタ
(EXBATLV)

*1：

CPU

 

 

優先
順位
高

優先
順位
低

優先
順位
高

優先
順位
低

0

EX_BUSへ

1

SEL

S

CPUアクセス-LBSC-DMACアクセス
2→1固定優先調停部

LBSC-DMACアクセス 

0～2chアクセス調停

DMAC優先順位グループの各DMACチャネル
の収容のされ方についてはLBSC-DMACの
DMAメモリアクセス優先レベルコントロール
レジスタ (DMLVLR) の設定により決まります。

ラウンド
ロビン 

ラウンド
ロビン 

DMACグループ優先順位高グループ*1調停 

DMACグループ優先順位低グループ*1調停 

LBSC
-DMAC
チャネル*

LBSC-DMAC
優先順位低グループ 
調停結果チャネル

LBSC
-DMAC
チャネル*

LBSC
-DMAC
チャネル*

LBSC
-DMAC
チャネル*

LBSC
-DMAC
チャネル*

LBSC
-DMAC
チャネル*

*=0 2

*=0 2

 

図 6B.21 EX_BUSバス調停の概念図 
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6B.7 使用上の注意事項 

本 LBSCを使用する際は、以下のことを注意してください。 
 

6B.7.1 ピンマルチ設定 

本 LSI立ち上げ時、必ず LSIピンマルチ設定レジスタにて、ピンマルチ設定を行ってください。 

また、LSIピン PULL_UP制御レジスタにて、ピン PULL_UP設定を行ってください。 

設定値詳細内容は、「第 37章 ピンファンクションコントローラ（PFC）」を参照してください。 
 

6B.7.2 UltraDMAリードアクセス動作 

EX_BUS接続 ATAデバイスに対する UltraDMA転送は、LBSC、LBSC-DMACにて行われます。 

EX_BUSは、複数の外部デバイスを接続することを想定した外部バスであるため、UltraDMA転送時も、外部デ

バイスへのアクセスとの競合制御を行いながら転送を行います（アクセス権取得／解放を行いながら転送が行わ

れます）。そのため、下記の動作になります。 
 

（1） UltraDMAリードアクセス動作 

1. 32バイト単位にHDMARDYをネゲートします（32バイト単位にアクセス権取得／解放）。 

外部デバイスへのアクセスとの競合制御を行いながら転送する必要があり、32バイト単位にアクセス権を解

放（HDMARDYをネゲート）します。 

図6B.22にリードアクセス時のHDMARDY#、DSTROBE信号動作を示します。 

HDMARDY# 32バイトデータ受信により
HDMARDY 'H'に遷移

UATMR2レジスタ
設定期間
（アクセス権解放への
遷移待ち期間）

32バイトデータ受信により
HDMARDY 'H'に遷移

UATMR2レジスタ
設定期間
（アクセス権解放への
遷移待ち期間）

アクセス権取得期間
アクセス権
解放期間

アクセス権
解放期間アクセス権取得期間

DSTROBE

32バイト 
データ受信

32バイト 
データ受信

 

図 6B.22 リードアクセス時の HDMARDY#、DSTROBE信号動作 
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7. 割り込みコントローラ（INTC、INTC2） 

7.1 概要 

割り込みコントローラ（INTC）は、外部端子から入力される NMIを CPUに通知します。また、IRL、IRQの

外部割り込み要因と内蔵周辺モジュールからの割り込みを集約する INTC2からの代表割り込みの優先順位を判定

し、CPUへの割り込み要求を制御します。また、INTCには IRQの各割り込みの優先順位を設定するためのレジ

スタがあり、ユーザがこのレジスタに設定した優先順位に従って割り込み要求を処理します。内蔵周辺モジュー

ルからの割り込みを制御するための各種レジスタは INTC2がサポートします。 
 

7.2 特長 

7.2.1 INTCの特長 

INTCは、ソフトウェアからのレジスタアクセスに対する応答性を上げるために、SuperHywayバス上の LBSC

配下に配置された割り込みコントローラです。LBSC配下に拡張出力されたレジスタインタフェースに接続され

CPUからのアクセスに対する高速応答を行います。INTCには次のような特長があります。 

• NMI、IRQ、IRLの外部割り込みとINTC2からの割り込みを優先順位に従いCPUに通知します。 

• 割り込み優先レベル設定レジスタにより、外部割り込みの優先順位を端子別に15レベルまで設定することが

できます。 

• NMI端子の状態を示すNMI入力レベルビットを持っています。 

割り込み例外処理ルーチンでこのビットを読み出すことにより端子状態を確認でき、ノイズキャンセラとし

て使用できます。 

• SR.BLビットが1にセットされたとき、NMI要求をマスクするかどうかを選択できます。 

• SR.IMASKビットを受け付けた割り込みレベルに自動更新可能です。 

• ユーザモードで動作中、ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ（USERIMASK）に割り込みマスクレベ

ルを設定することにより、設定値以下のレベルの割り込みを禁止することができます。 

• レベル検出IRQおよびIRL割り込み要因の要因保持モードをサポートします。 

レベル検出設定時のIRQ割り込み、およびIRL割り込みについては、外部端子の入力レベルを保持しない場合

でもINTC内部では割り込み要因を一時的に保持するモード（ICR0.LVLMODE = 0）と、INTC内部でも保持

しないモード（ICR0.LVLMODE = 1）の2つのモードがあります。初期値はICR0.LVLMODE = 0ですが、初期

化ルーチン内で、割り込みコントロールレジスタ0（ICR0）の設定を行い、ICR0.LVLMODE = 1として使用

することを推奨します。 
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7.2.2 INTC2の特長 

INTC2は、INTC同様にソフトウェアからのレジスタアクセスに対する応答性を上げるために、SuperHywayバ

ス上の LBSC配下に配置された割り込みコントローラです。LBSC配下に拡張出力されたレジスタインタフェース

に接続され CPUからのアクセスに対する高速応答を行います。 

INTC2には次のような特長があります。 

• 内蔵周辺モジュール、GPIOからの割り込みを受信し、設定された優先順位に従いINTC経由でCPUに通知し

ます。 

• 割り込みの優先順位を要求別に30レベルまで設定することができます。 

• ソフトウェアが内蔵周辺モジュールに対して割り込みクリアを行った時点から割り込み信号のネゲートが

CPU伝わるまでに、再度CPUが同一割り込みを誤り検出してしまうことを防止するために、高速マスク機能

によって割り込み信号のネゲートを高速化させ、誤検出を防ぐことが可能です。 
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7.3 ブロック図 

図 7.1に INTCと INTC2のブロック図を示します。また、図 7.2に INTC入力コントロール部の詳細を示します。 

入力
コント
ロール

外部割り込み
優先順位判定
レベル1～15
の15レベル

USERIMASK.
UIMASK

バス
インタフェース

バス
インタフェース

CPU

レジスタ
バス

レジスタ
バス

INTC

INTC2

LBSC

割り込み
受け付け

INTPRI

比
較
器 比

較
器

SR.IMASKICR0, 1

INT2PRI0～11
INT2HMS

NMI

本LSI

SHwy 
バス

NMI

内蔵周辺
モジュール
割り込み
優先順位判定
レベル2～31
の30レベル

IRQ[3:0]

割り込み
一時高速
マスク
機能

GPIOポート端子

. 

.

.
. 
.
.

. 

.

.

内蔵周辺
モジュール
GPIO

内蔵周辺 
モジュール
DU/
TMU/
RESET･WDT/
RTC/
USB2.0 h/f /
GEther/
SSI/
SRC/IIC3/
H-UDI/ 
SHwy-DMAC/
SCIF、HSCIF/
HSPI/
RSPI/RQSPI/
R-GPVG/2DG/
VIN0/
VIN1/
LBSC-ATA/
RCAN/SDHI/
FLCTL/
LBSC-DMAC/
HPB-DMAC/
MMC4.3/
HIF/
VEU3F/
LCDC/
ADC/
MTU2
MIMLB/IEBus/
STIF/ADMAC

IRL

IRL

IRQ

IRL

 

図 7.1 INTCと INTC2のブロック図 
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NMI

IRQ[3:0]

NMI 
検出回路*4

IRL 
検出回路*2

入力コントロール

INTC

ノイズ
キャンセラ

ノイズ
キャンセラ 
(レベル 
 検出用)

外部
割り込み
優先順位
判定

IRQ 
検出回路*3

IRL/IRQ 
端子モード
制御回路*1

ICR0

ICR1 INTREQ

INTMSK1

INTMSK0

IRL

NMI

IRQ

【注】 *1 ICR0.IRLM0を0に設定した場合、IRQの内部信号を固定し、ICR0.IRLM0を1に設定した場合、
  IRLの内部信号を固定し、端子状態の変化がLSI内部へ伝播するのを抑止します。
 *2 ノイズキャンセル回路を含みます。また、要因保持モード（ICR0.LVLMODE）が 0のときは、
  検出されたIRL割り込み要求の要因保持を行います。ICR0.LVLMODE=1のときはIRL割り込み 
  要因を保持しません。
 *3 IRQ割り込みをレベル検出設定した場合、ICR0.LVLMODE=0のときは本回路内で検出した割
  り込み要因を保持します。ICR0.LVLMODE=1のときはレベル検出IRQの割り込み要因を保持 
  しません。
 *4 NMI割り込み要求の検出を行います。

 

図 7.2 INTC入力コントロール部の詳細 
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7.3.1 割り込み方式 

割り込み発生時の基本的な例外処理の流れは次のようになります。 

例外処理では、プログラムカウンタ（PC）、ステータスレジスタ（SR）、汎用レジスタ 15（R15）の内容がそ

れぞれ退避プログラムカウンタ（SPC）、退避ステータスレジスタ（SSR）、退避ジェネラルレジスタ 15（SGR）

に退避され、ベクタアドレスに従って対応する例外処理ルーチンの実行を開始します。例外処理ルーチンとは、

ユーザによって、個々の例外の内容に応じて作成されたプログラムです。例外処理ルーチンを終了させ、元のプ

ログラムに戻るためには、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行します。本命令によって、PCと SRの内容が

復帰し、例外などが発生した時点での通常処理ルーチンに戻ることができます。なお、SGRの内容は RTE命令で

は R15に書き戻されません。 

割り込み発生時の流れは以下のようになります。 

1. PC、SRおよびR15の内容がそれぞれSPC、SSRおよびSGRに退避されます。 

2. SRのブロックビット（BL）が1に設定されます。 

3. SRのモードビット（MD）が1に設定されます。 

4. SRのレジスタバンクビット（RB）が1に設定されます。 

5. リセット時、SRのFPUディスエーブルビット（FD）が0に設定されます。 

6. 例外コードは割り込み事象レジスタ（INTEVT）のビット13～0に書き込まれます。 

割り込み例外処理ルーチンの先頭番地ベクタベースレジスタ（VBR）＋H'600にジャンプします。 

7. 決められた例外処理のベクタアドレスに分岐して、例外処理ルーチンを開始します。 

 

7.3.2 割り込み要因 

割り込み要因種別を表 7.1に示します。 

INTCは、内蔵周辺モジュール割り込みを集約する INTC2からの割り込みと外部割り込みから優先順位に従い

割り込み選択して、CPUに通知します。 

CPUへの通知は、選択した割り込みに対応する 4ビットの割り込み優先レベルコードと割り込みの要因コード

（INTEVTコード）を合わせて、通知します。また、INTC2も、割り込み優先レベルコードと要因コード（INTEVT

コード）を INTC経由で CPUへ出力します。CPUは割り込みを受け付けると INTEVTレジスタに該当 INTEVTコ

ードを表示します。割り込みハンドラは、CPUの INTEVTコードレジスタを読むことにより、INTCや INTC2の

要因表示レジスタを読み込まなくても割り込み発生元を知ることが可能です。 

IRQや内蔵周辺モジュールからの割り込み優先順位は、INTCや INTC2のレジスタによって設定が可能です。

設定値が同一の優先順位を持つ複数の割り込みが同時に発生した場合は、表 7.1に示す順番で優先順位が定めら

れています。 
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表 7.1 割り込み要因コードと優先順位（1） 

INTC/INTC2 要因 要因数(最大) 優先順位 INTEVT 備考 

NMI 1 － 1C0  

200 IRQ[3:0] 端子=H'0 

220 IRQ[3:0] 端子=H'1 

240 IRQ[3:0] 端子=H'2 

260 IRQ[3:0] 端子=H'3 

280 IRQ[3:0] 端子=H'4 

2A0 IRQ[3:0] 端子=H'5 

2C0 IRQ[3:0] 端子=H'6 

2E0 IRQ[3:0] 端子=H'7 

300 IRQ[3:0] 端子=H'8 

320 IRQ[3:0] 端子=H'9 

340 IRQ[3:0] 端子=H'A 

360 IRQ[3:0] 端子=H'B 

380 IRQ[3:0] 端子=H'C 

3A0 IRQ[3:0] 端子=H'D 

IRL 1 端子入力値の 

反転値順 

（負極性端子の

ため） 

3C0 IRQ[3:0] 端子=H'E 

240 IRQ[0] 

280 IRQ[1] 

2C0 IRQ[2] 

外部割り込み 

（INTC） 

IRQ 4 INTPRIレジスタ

設定値順 

（値が大きいほ

ど優先度高） 
300 IRQ[3] 

割り込み優先レ

ベルが同じ値に

割り付いている

場合は本表の順

番で優先度が高

くなります。 

（高） 
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表 7.1 割り込み要因コードと優先順位（2） 

INTC/INTC2 割り込み内蔵周辺モジュール 詳細 

要因数 

詳細要因 

レジスタ 

INTEVT 

コード 

優先順位 

DU 14 INT2B0 3E0 

TMU 00 1 400 

TMU 10 1 420 

TMU 20 1 440 

TMU 21（Input Capture） 1 

INT2B1 

460 

TMU 30 1 480 

TMU 40 1 4A0 

TMU 50 1 4C0 

TMU 51（Input Capture） 1 4E0 

TMU 60 1 500 

TMU 70 1 520 

TMU 80 1 

INT2B2 

540 

RESET/WDT 1 INT2B3 560 

USB2.0-Host 0,1/Function 0 3 INT2B4 580 

（Reserve） － － 5A0 

（Reserve） － － 5C0 

（Reserve） － － 5E0 

DEBUG（H-UDI） 1 INT2B8 600 

SHwy-DMAC 0,1 6 INT2B9 620 

（Reserve） － － 640 

（Reserve） － － 660 

（Reserve） － － 680 

（Reserve） － － 6A0 

SSI 0 4 INT2B14 6C0 

SSI 1 4 INT2B15 6E0 

SSI 2 4 INT2B16 700 

SSI 3 4 INT2B17 720 

VIN0 8 INT2B18 740 

R-GPVG 4 INT2B10 760 

2DG 4 INT2B20 780 

MMC4.3 2 INT2B7 7A0 

（Reserve） － － 7C0 

HSPI 1 INT2B23 7E0 

LBSC-ATA 1 INT2B24 840 

IIC3 0 5 INT2B25 860 

割り込み優先レ

ベルが同じ値に

割り付いている

場合は本表の順

番で優先度が高

くなります。 

高 

 

内蔵周辺割り込み 

（INTC2） 

RCAN 0 18 INT2B26 880 （次頁へ続く） 



 

7. 割り込みコントローラ（INTC、INTC2） 

7-8  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

INTC/INTC2 割り込み内蔵周辺モジュール 詳細 

要因数 

詳細要因 

レジスタ 

INTEVT 

コード 

優先順位 

MIMLB 5 INT2B50 8A0 

SCIF 0 8 INT2B28 8C0 

SCIF 1 8 INT2B29 8E0 

SCIF 2 8 INT2B30 900 

SCIF 3 8 INT2B31 920 

SCIF 4 8 INT2B32 940 

SCIF 5 8 INT2B33 960 

（Reserve） － － 980 

（Reserve） － － 9A0 

IIC3 1 5 INT2B36 9C0 

LBSC-DMAC 0 1 9E0 

LBSC-DMAC 1 1 A00 

LBSC-DMAC 2 1 

INT2B37 

A20 

（Reserve） － － A40 

RCAN 1 18 INT2B39 A60 

（Reserve） － － A80 

（Reserve） － － AA0 

（Reserve） － － AC0 

SDHI 0 3 INT2B43 AE0 

SDHI 1 3 INT2B44 B00 

IEBus 14 INT2B52 B20 

（Reserve） － － B40 

HPB-DMAC 0～3 4 B60 

HPB-DMAC 4～10 7 B80 

HPB-DMAC 11～18 8 BA0 

HPB-DMAC 19～22 4 BC0 

HPB-DMAC 23～25、27、28 5 

INT2B47 

BE0 

RTC 3 INT2B5 C00 

VIN1 1 INT2B19 C20 

LCDC 6 INT2B6 C40 

SRC 0 3 INT2B41 C60 

SRC 1 3 INT2B42 C80 

GEther 1 INT2B35 CA0 

SDHI 2 3 INT2B45 CC0 

GPIO 0～3 128 INT2B48 CE0 

内蔵周辺割り込み 

（INTC2） 

GPIO 4、5 43 INT2B49 D00 

割り込み優先レ

ベルが同じ値に

割り付いている

場合は本表の順

番で優先度が高

くなります。 

高 

（前頁へ続く） 

 STIF0 1 INT2B21 D20 （次頁へ続く） 
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INTC/INTC2 割り込み内蔵周辺モジュール 詳細 

要因数 

詳細要因 

レジスタ 

INTEVT 

コード 

優先順位 

STIF1 1 INT2B22 D40 

（Reserve） － － D60 

（Reserve） － － D80 

ADMAC 4 INT2B13 DA0 

HIF 2 INT2B27 DC0 

FLCTL 4 INT2B34 DE0 

ADC 1 INT2B12 E00 

MTU2 25 INT2B38 E20 

RSPI 3 INT2B40 E40 

RQSPI 3 INT2B11 E60 

（Reserve） － － E80 

（Reserve） － － EA0 

HSCIF 8 INT2B51 EC0 

（Reserve） － － EE0 

（Reserve） － － F00 

（Reserve） － － F20 

VEU3F（VE3） 1 INT2B46 F40 

（Reserve） － － F60 

（Reserve） － － F80 

（Reserve） － － FA0 

（Reserve） － － FC0 

内蔵周辺割り込み 

（INTC2） 

（Reserve） － － FE0 

割り込み優先レ

ベルが同じ値に

割り付いている

場合は本表の順

番で優先度が高

くなります。 

高 

（前頁へ続く） 

【注】 * INTEVTコード H'800、H'820は、CPU内部の要因コードとして使用しているため INTC2では使用しません。 
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7.4 レジスタの説明 

表 7.2にレジスタ構成を示します。各レジスタはパワーオンリセット、マニュアルリセットで初期化されます。 
 

表 7.2 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

配置 

割り込みコントロールレジスタ 0 ICR0 R/W H'FF802000 32 INTC 

割り込みコントロールレジスタ 1 ICR1 R/W H'FF80201C 32 INTC 

割り込み優先順位設定レジスタ INTPRI R/W H'FF802010 32 INTC 

割り込み要因レジスタ INTREQ R/(W) H'FF802024 32 INTC 

割り込みマスクレジスタ 0 INTMSK0 R/W H'FF802044 32 INTC 

割り込みマスクレジスタ 1 INTMSK1 R/W H'FF802048 32 INTC 

割り込みマスククリアレジスタ 0 INTMSKCLR0 －/W H'FF802064 32 INTC 

割り込みマスククリアレジスタ 1 INTMSKCLR1 －/W H'FF802068 32 INTC 

NMIフラグコントロールレジスタ NMIFCR R/(W) H'FF8020C0 32 INTC 

ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ USERIMASK R/W H'FF803000 32 INTC 

INT2PRI0 R/W H'FF804000 32 INTC2 

INT2PRI1 R/W H'FF804004 32 INTC2 

INT2PRI2 R/W H'FF804008 32 INTC2 

INT2PRI3 R/W H'FF80400C 32 INTC2 

INT2PRI4 R/W H'FF804010 32 INTC2 

INT2PRI5 R/W H'FF804014 32 INTC2 

INT2PRI6 R/W H'FF804018 32 INTC2 

INT2PRI7 R/W H'FF80401C 32 INTC2 

INT2PRI8 R/W H'FF804020 32 INTC2 

INT2PRI9 R/W H'FF804024 32 INTC2 

INT2PRI10 R/W H'FF804028 32 INTC2 

割り込み優先順位設定レジスタ 

INT2PRI11 R/W H'FF80402C 32 INTC2 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響なし） INT2A0 R H'FF804038 32 INTC2 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響あり） INT2A1 R H'FF80403C 32 INTC2 

割り込みマスクレジスタ INT2MSKRG R/W H'FF804040 32 INTC2 

割り込みマスククリアレジスタ INT2MSKCR －/W H'FF804044 32 INTC2 

INT2B0 R H'FF804048 32 INTC2 

INT2B1 R H'FF80404C 32 INTC2 

INT2B2 R H'FF804050 32 INTC2 

INT2B3 R H'FF804054 32 INTC2 

INT2B4 R H'FF804058 32 INTC2 

割り込み詳細要因レジスタ 

INT2B5 R H'FF80405C 32 INTC2 
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名   称 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

配置 

INT2B6 R H'FF804060 32 INTC2 

INT2B7 R H'FF804064 32 INTC2 

INT2B8 R H'FF804068 32 INTC2 

INT2B9  R H'FF80406C 32 INTC2 

INT2B10 R H'FF804070 32 INTC2 

INT2B11 R H'FF804074 32 INTC2 

INT2B12 R H'FF804078 32 INTC2 

INT2B13 R H'FF80407C 32 INTC2 

INT2B14 R H'FF804080 32 INTC2 

INT2B15 R H'FF804084 32 INTC2 

INT2B16 R H'FF804088 32 INTC2 

INT2B17 R H'FF80408C 32 INTC2 

INT2B18 R H'FF804090 32 INTC2 

INT2B19 R H'FF804094 32 INTC2 

INT2B20 R H'FF804098 32 INTC2 

INT2B21 R H'FF80409C 32 INTC2 

INT2B22 R H'FF8040A0 32 INTC2 

INT2B23 R H'FF8040A4 32 INTC2 

INT2B24 R H'FF8040A8 32 INTC2 

INT2B25 R H'FF8040AC 32 INTC2 

INT2B26 R H'FF8040B0 32 INTC2 

INT2B27 R H'FF8040B4 32 INTC2 

INT2B28 R H'FF8040B8 32 INTC2 

INT2B29 R H'FF8040BC 32 INTC2 

INT2B30 R H'FF8040C0 32 INTC2 

INT2B31 R H'FF8040C4 32 INTC2 

INT2B32 R H'FF8040C8 32 INTC2 

INT2B33 R H'FF8040CC 32 INTC2 

INT2B34 R H'FF8040D0 32 INTC2 

INT2B35 R H'FF8040D4 32 INTC2 

INT2B36 R H'FF8040D8 32 INTC2 

INT2B37 R H'FF8040DC 32 INTC2 

INT2B38 R H'FF8040E0 32 INTC2 

INT2B39 R H'FF8040E4 32 INTC2 

INT2B40 R H'FF8040E8 32 INTC2 

INT2B41 R H'FF8040EC 32 INTC2 

割り込み詳細要因レジスタ 

INT2B42 R H'FF8040F0 32 INTC2 
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名   称 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

配置 

INT2B43 R H'FF8040F4 32 INTC2 

INT2B44 R H'FF8040F8 32 INTC2 

INT2B45 R H'FF8040FC 32 INTC2 

INT2B46 R H'FF804100 32 INTC2 

INT2B47 R H'FF804104 32 INTC2 

INT2B48 R H'FF804108 32 INTC2 

INT2B49 R H'FF80410C 32 INTC2 

INT2B50 R H'FF804110 32 INTC2 

INT2B51 R H'FF804114 32 INTC2 

割り込み詳細要因レジスタ 

INT2B52 R H'FF804118 32 INTC2 

割り込み一時高速マスクレジスタ INT2HMS R/W H'FF804200 32 INTC2 

割り込み一時高速マスククリアモード設定レジスタ INT2HMCMS R/W H'FF804204 32 INTC2 

割り込み一時高速マスククリアレジスタ INT2HMCR －/W H'FF804208 32 INTC2 

割り込み一時高速マスク自動クリアステータスレジスタ INT2HMCRS R/W H'FF80420C 32 INTC2 

割り込みサブマスクレジスタ 0 INT2SMSKRG0 R/W H'FF804280 32 INTC2 

割り込みサブマスクレジスタ 1 INT2SMSKRG1 R/W H'FF804284 32 INTC2 

割り込みサブマスクレジスタ 2 INT2SMSKRG2 R/W H'FF804288 32 INTC2 

割り込みサブマスクレジスタ 3 INT2SMSKRG3 R/W H'FF80428C 32 INTC2 

割り込みサブマスクレジスタ 4 INT2SMSKRG4 R/W H'FF804290 32 INTC2 

割り込みサブマスクレジスタ 5 INT2SMSKRG5 R/W H'FF804294 32 INTC2 

割り込みサブマスクレジスタ 6 INT2SMSKRG6 R/W H'FF804298 32 INTC2 

割り込みサブマスククリアレジスタ 0 INT2SMSKCR0 －/W H'FF8042A0 32 INTC2 

割り込みサブマスククリアレジスタ 1 INT2SMSKCR1 －/W H'FF8042A4 32 INTC2 

割り込みサブマスククリアレジスタ 2 INT2SMSKCR2 W H'FF8042A8 32 INTC2 

割り込みサブマスククリアレジスタ 3 INT2SMSKCR3 W H'FF8042AC 32 INTC2 

割り込みサブマスククリアレジスタ 4 INT2SMSKCR4 W H'FF8042B0 32 INTC2 

割り込みサブマスククリアレジスタ 5 INT2SMSKCR5 W H'FF8042B4 32 INTC2 

割り込みサブマスククリアレジスタ 6 INT2SMSKCR6 W H'FF8042B8 32 INTC2 

【注】 上記アドレス以外への書き込みは行わないでください。書き込みを行った場合、動作は保証されません。読み出すと不

定値が読み出されます。 
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表 7.3 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

ICR0 不定 不定 保持 保持 － 初期化 

ICR1 H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

INTPRI H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

INTREQ H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

INTMSK0 H'FF00_0000 H'FF00_0000 保持 保持 － 初期化 

INTMSK1 H'FF00_0000 H'FF00_0000 保持 保持 － 初期化 

INTMSKCLR0 不定 不定 保持 保持 － 初期化 

INTMSKCLR1 不定 不定 保持 保持 － 初期化 

NMIFCR 不定 不定 保持 保持 － 初期化 

USERIMASK H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

INT2PRI0～ 

INT2PRI11 

H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

INT2A0 不定 不定 保持 保持 － 初期化 

INT2A1 H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

INT2MSKRG H'FFFF_FFFF H'FFFF_FFFF 保持 保持 － 初期化 

INT2MSKCR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

INT2B0～ 

INT2B52 

不定 不定 保持 保持 － 初期化 

INT2HMS H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

INT2HMCMS H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

INT2HMCR H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

INT2HMCRS H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

INT2SMSKRG0

～

INT2SMSKRG6 

H'FFFF_FFFF H'FFFF_FFFF 保持 保持 － 初期化 

INT2SMSKCR0

～

INT2SMSKCR6 

H'0000_0000 H'0000_0000 保持 保持 － 初期化 

【注】 初期化：パワーオンリセット項記載の値となります。 



 

7. 割り込みコントローラ（INTC、INTC2） 

7-14  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

7.4.1 INTC／割り込みコントロールレジスタ 0（ICR0） 

割り込みコントロールレジスタ 0（ICR0）は、外部割り込み入力端子や NMI端子の入力信号検出モードを設定

し、NMI端子への入力レベルを示す読み出し一部書き込み可能な 32ビットのレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

00000010000000— 0

⎯⎯⎯⎯⎯LVL
MODE⎯IRLM0NMIENMIB⎯⎯⎯⎯NMIL MAI

RRRRRR/WR/WR/WR/WR/WRRRRR R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 NMIL 不定 R NMI入力レベル 

NMI端子に入力されている信号のレベルが設定されます。 

このビットを読むことによって、NMI端子のレベルを知ることができます。 

0：ローレベルが入力されている 

1：ハイレベルが入力されている 

30 MAI 0 R/W MAI割り込みマスク 

CPUの SR.BLビットにかかわらず、NMI端子の入力レベルがローレベルの

期間すべての割り込みをマスクするかどうかを指定します。 

0：ローレベルでも割り込み許可 

1：ローレベルの期間、割り込み禁止 

29～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25 NMIB 0 R/W NMIブロックモード 

CPUの SR.BLビットが 1のときに NMI割り込みを SR.BLビットが 0にな

るまで保留するか、即時に検出するか選択します。 

0：SR.BLビットが 0になるまで保留する 

1：保留しない 

【注】SR.BL=1のままで割り込みを受け付けると、以前の例外情報（SSR、

SPC、SGR、INTEVT）は失われます。 

24 NMIE 0 R/W NMIエッジセレクト 

NMI端子への割り込み要求信号を、立ち下がりエッジで検出するか、立ち

上がりエッジで検出するかを選択します。 

0：立ち下がりエッジで割り込み選択 

1：立ち上がりエッジで割り込み選択 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23 IRLM0 0 R/W IRL端子モード 0 

IRQ3～IRQ0をエンコードされた割り込み要求として使用するか、独立し

た割り込みとして使用するかどうかを設定します。 

0：エンコードされた割り込み入力 

1：独立した割り込み入力 

22 － 1 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

21 LVLMODE 0 R/W 要因保持モード 

割り込みが CPU受け付け前に取り下げられた場合の動作 

0：レベル入力の割り込み（IRL、IRQの IRQS[1]=1）が CPU受け付け前

に取り下げられた場合でも、割り込み要求を保持します。 

1：レベル入力の割り込み（IRL、IRQの IRQS[1]=1）が CPU受け付け前

に取り下げられた場合、割り込み要求を保持しません（推奨設定値）。 

20～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 1. IRLM0を 0から 1に変更した場合、検出あるいは保持されていた IRL割り込み要因はクリアされます。IRLM0を

1から 0に変更した場合、検出あるいは保持されていた IRQ割り込み要因はクリアされません。 

 2. IRQ3～IRQ0端子をエンコードされた IRL割り込み入力として使用する場合は、それぞれ割り込みマスクレジスタ

0（INTMSK0）の IM00～IM03に 1を書き込んでください。 

 3. LVLMODEビットの書き換えは、IRQ割り込み、IRL割り込みのマスク（INTMSK0, INTMSK1）解除を行う前の初

期化ルーチン内で行い、それ以後はパワーオンリセットまたはマニュアルリセットを行うまで書き換えないでくだ

さい。本ビットの初期値は 0ですが、初期化ルーチンで 1に設定した後、INTCを使用することを推奨します。本

ビットを 0に設定した場合の詳細動作については、「7.5.2 IRQ割り込み」、「7.5.3 IRL割り込み」、「7.8.1 

要因保持モード ICR0.LVLMODEが 0の場合の注意事項」、「7.8.3 IRL割り込み要求および IRQ割り込み要求

のクリア方法」を参照してください。 
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7.4.2 INTC／割り込みコントロールレジスタ 1（ICR1） 

ICR1は、外部割り込み入力端子 IRQ3～IRQ0に対して、立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、ローレベル、

ハイレベルの検出モードを端子ごとに指定する読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。 

ICR0の IRLM0に 1を書き込んで、IRQ3～IRQ0端子を独立した割り込み（IRQ3～IRQ0割り込み）入力として

使用する場合に有効になります。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯IRQ3S1IRQ2S1IRQ0S1 IRQ1S1 ⎯⎯⎯IRQ3S0IRQ2S0IRQ0S0 IRQ1S0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯

⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 IRQ0S1 0 R/W 

30 IRQ0S0 0 R/W 

29 IRQ1S1 0 R/W 

IRQnセンスセレクト 

IRQ3～IRQ0端子に対する割り込み信号を立ち下がりエッジ、立ち上がりエッ

ジ、ローレベル、ハイレベルのどれで検出するか選択します。 

28 IRQ1S0 0 R/W ビット 31-2n ビット 30-2n

27 IRQ2S1 0 R/W IRQnS1 IRQnS0 

 

26 IRQ2S0 0 R/W 

25 IRQ3S1 0 R/W 

0 0 割り込み要求を IRQn入力の 

立ち下がりエッジで検出 

0 1 割り込み要求を IRQn入力の 

立ち上がりエッジで検出 

1 0 割り込み要求を IRQn入力の 

ローレベルで検出 

1 1 割り込み要求を IRQn入力の 

ハイレベルで検出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24 IRQ3S0 0 R/W 

【注】n＝0～3 

23～16 － すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 1. IRQがレベル入力に設定され（IRQnS1=1）、かつ、割り込みコントロールレジスタ 0（ICR0）の要因保持モード

ICR0.LVLMODEが 0の場合、CPUが何らかの割り込みを受け付けるまで要因を保持します（IRQであるとはかぎ

りません）。これにより、SLEEPからの復帰時に、復帰前に割り込み要因が取り下げられた場合でも割り込みハン

ドラに分岐することが保証されます。保持された割り込みは、該当する割り込みのマスクビット（割り込みマスク

レジスタの IMビット）を 1にすることでクリアできます（「7.8.3 IRL割り込み要求および IRQ割り込み要求の

クリア方法」参照）。 
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 2. IRQnSの設定をエッジ検出（IRQnSが 00または 01）からレベル検出（IRQnS が 10または 11）に変更した場合、

エッジ検出されていた IRQ割り込み要因はクリアされます。また、IRQnSの設定をレベル検出（IRQnSが 10また

は 11）からエッジ検出（IRQnSが 00または 01）に変更した場合、検出あるいは保持されていた IRQ割り込み要因

はクリアされます。IRQnSの設定を立ち下がりエッジ検出（IRQnSが 00）から立ち上がりエッジ検出（IRQnSが

01）に変更した場合、または、立ち上がりエッジ検出（IRQnS が 01）から立ち下がりエッジ検出（IRQnSが 00）

に変更した場合、変更前の設定で検出した IRQ割り込み要因はクリアされません。IRQnSの設定をローレベル検出

（IRQnSが 10）からハイレベル検出（IRQnSが 11）に変更した場合、または、ハイレベル検出（IRQnSが 11）か

らローレベル検出（IRQnSが 10）に変更した場合、変更前の設定で検出した IRQ割り込み要因はクリアされません。 

7.4.3 INTC／割り込み優先順位設定レジスタ（INTPRI） 

INTPRIは IRQ3～IRQ0割り込みの優先順位（レベル 15～0）を設定する読み出し／書き込み可能な 32ビットの

レジスタです。 

ICR0の IRLM0に 1を書き込んで、IRQ3～IRQ0端子を独立した割り込み入力として使用する場合に有効になり

ます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

IP03 IP02 IP01 IP00 IP13 IP12 IP11 IP10 IP23 IP22 IP21 IP20

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

IP33 IP32 IP31 IP30

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 IP03～IP00 H'0 R/W IRQ0の独立した割り込み要求の優先順位設定 

27～24 IP13～IP10 H'0 R/W IRQ1の独立した割り込み要求の優先順位設定 

23～20 IP23～IP20 H'0 R/W IRQ2の独立した割り込み要求の優先順位設定 

19～16 IP33～IP30 H'0 R/W IRQ3の独立した割り込み要求の優先順位設定 

15～0 － すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 各 4ビットのフィールドに H'F～H'1の値を設定して割り込み優先順位を定めてください。値が大きいほど優先レベルが

高くなります。 

また、H'0を設定した場合は、割り込み要求がマスクされます（初期値）。 
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7.4.4 INTC／割り込み要因レジスタ（INTREQ） 

割り込み要因レジスタ（INTREQ）は、INTCに独立した割り込み要求信号である IRQ3～IRQ0のどの割り込み

が要求されているかを示す読み出し、条件付き書き込み可能な 32ビットのレジスタです。 

INTPRI、INTMSK0によって割り込みがマスクされても、本レジスタのビットは影響を受けません。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

IR0 IR1 IR2 IR3 ⎯ ⎯ ⎯

RRRRRRRRR/(W)R/(W)R/(W)R/(W)R/(W)R/(W)R/(W) R/(W)

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 IR0 0 R/(W)

30 IR1 0 R/(W)

29 IR2 0 R/(W)

28 IR3 0 R/(W)

• エッジ検出時（IRQ3S～IRQ0S=B'00または B'01） 

読み出し時： 

0：対応する割り込みを検出していません 

1：対応する割り込みを検出しました 

書き込み時： 

0：1を読み出したビットに限り 0にクリアされます 

1：無効 

• レベル検出時 (IRQ3S～IRQ0S=B'10または B'11) 

読み出し時（ICR0.LVLMODE=0の場合）： 

0：対応する割り込み要因が検出されていません 

1：対応する割り込み要因が検出されました 

読み出し時（ICR0.LVLMODE=1の場合）： 

0：対応する割り込み端子がアサートされていません 

1：対応する割り込み端子がアサートされました 

ただし、まだ CPUが受け付けていません 

書き込み時： 

書き込みは無効です 

27～24 － すべて 0 R/(W) リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

23～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 1. クリアしたくないビットが存在する場合は、該当ビットに 1を書き込むようにしてください。 

 2. レベル検出した IRQ割り込み要求のクリア方法については、「7.8.3 IRL割り込み要求および IRQ割り込み要求

のクリア方法」を参照してください。 
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7.4.5 INTC／割り込みマスクレジスタ（INTMSK0、INTMSK1） 

割り込みマスクレジスタ（INTMSK0、INTMSK1）は、各割り込み IRQ3～IRQ0を要求ごとにマスクするかどう

かを設定する読み出し、条件付き書き込み可能な 32ビットのレジスタです。 

割り込みマスクを解除するには、INTMSKCLR0、INTMSKCLR1レジスタの対応するビットに 1を書き込みま

す。INTMSK0、INTMSK1の各ビットに 0を書き込んでも、値は変化しません。なお、本レジスタへの書き込み

後、あるいは INTMSKCLR0、INTMSKCLR1書き込みによるマスククリア後、本レジスタを 1回読み出すことに

より、レジスタ値反映に必要なタイミングが確保されます（マスク状態は読み出した状態を反映したものとなり

ます）。 

IRQ3～IRQ0端子をエンコードされた IRL割り込み入力として使用する場合は、それぞれ IM00～IM03には 1

を書き込んでください。 
 

（1） INTC／割り込みマスクレジスタ 0（INTMSK0） 
 

161718192021222324252627282931 30

000000001111111 1

IM00 IM01 IM02 IM03 ⎯ ⎯ ⎯

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 IM00 1 R/W 

30 IM01 1 R/W 

29 IM02 1 R/W 

28 IM03 1 R/W 

IRQ3（IM03）～IRQ0（IM00）の独立した割り込み要因のマスクセット 

読み出し時： 

0：割り込みを受け付ける 

1：割り込みをマスクする 

書き込み時： 

0：無効 

1：割り込みをマスクする 

27～24 － すべて 1 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

23～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 



 

7. 割り込みコントローラ（INTC、INTC2） 

7-20  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

（2） INTC／割り込みマスクレジスタ 1（INTMSK1） 
 

161718192021222324252627282931 30

000000001111111 1

IM10

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 IM10 1 R/W IRQ3～IRQ0がエンコードされた割り込み入力の場合における IRQ3～

IRQ0の割り込み要因のマスクセット 

読み出し時： 

0：割り込みを受け付ける 

1：割り込みをマスクする 

書き込み時： 

0：無効 

1：割り込みをマスクする 

30～24 － すべて 1 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

23～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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7.4.6 INTC／割り込みマスククリアレジスタ（INTMSKCLR0、INTMSKCLR1） 

割り込みマスククリアレジスタ（INTMSKCLR0、INTMSKCLR1）は、IRQ3～IRQ0の各割り込み要求ごとのマ

スクをクリアするレジスタです。 

INTMSKCLR0、INTMSKCLR1レジスタは、書き込み専用のレジスタです。 

（1） INTC／割り込みマスククリアレジスタ 0（INTMSKCLR0） 
 

161718192021222324252627282931 30

IC00 IC01 IC02 IC03 ⎯ ⎯ ⎯

RRRRRRRRWWWWWWW W

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

00000000

00000000

00000000

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 IC00 不定 W 

30 IC01 不定 W 

29 IC02 不定 W 

28 IC03 不定 W 

IRQ3（IC03）～IRQ0（IC00）の独立した割り込み要因のマスククリア 

読み出し時： 

不定値を返します。 

書き込み時： 

0：無効  

1：割り込みを許可する（マスククリア） 

27～24 － 不定 W リザーブビット 

読み出すと不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

23～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（2） INTC／割り込みマスククリアレジスタ 1（INTMSKCLR1） 
 

161718192021222324252627282931 30

IC10

RRRRRRRRRRRRRRW W

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

00000000000000

00000000000000

00

⎯⎯

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 IC10 不定 W IRQ3～IRQ0がエンコードされた割り込み入力の場合における IRQ3～

IRQ0の割り込み要因のマスククリア 

読み出し時： 

不定値を返します。 

書き込み時： 

0：無効 

1：割り込みを許可する（マスククリア） 

30 － 不定 W リザーブビット 

読み出すと不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

29～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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7.4.7 INTC／NMIフラグコントロールレジスタ（NMIFCR） 

NMIフラグコントロールレジスタ（NMIFCR）は、ソフトウェアにより読み出し、クリアが可能な NMIフラグ

（NMIFLビット）を持つレジスタです。NMIFLビットは、INTCにより NMIが検出されるとハードウェアにより

自動的に 1にセットされます。NMIFLビットは、ソフトウェアにより 0を書き込むことでクリアされます。 

NMIFLビットの値は、CPUの NMI受理には影響を与えません。つまり、INTCにより検出された NMI要求は、

CPUに受け付けられることによりクリアされますが、NMIFLビットは自動的にクリアされません。また、NMI

要求が CPUに受け付けられるより前に NMIFLビットに 0を書き込んだ場合でも、NMI要求はキャンセルされま

せん。 
 

161718192021222324252627282931 30

NMIL NMIFL

R/(W)RRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

000000000000000

0000000000000000

⎯

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 NMIL 不定 R NMI入力レベル 

NMI端子に入力されている信号のレベルが設定されます。本ビットを読み

出すことによって、NMI端子のレベルを知ることができます。書き込みは

無効です。 

0：NMI端子にローレベルが入力されている 

1：NMI端子にハイレベルが入力されている 

30～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

16 NMIFL 0 R/(W) NMIフラグ（NMI割り込み要求検出） 

NMI割り込み要求信号を検出したかどうかを示します。INTCで割り込み要

求を検出した場合、自動的に 1にセットされます。本ビットをクリアする

場合は、0を書き込んでください。1を書き込んだ場合は無視されます。 

読み出し時： 

1：NMIが検出された 

0：NMIが検出されていない 

書き込み時： 

0：NMIフラグをクリア 

1：無効 

15～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 



 

7. 割り込みコントローラ（INTC、INTC2） 

7-24  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

7.4.8 INTC／ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ（USERIMASK） 

ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ（USERIMASK）は、受け付け可能な割り込みレベルを設定します。

エリア 7アドレスにMMUのアドレス変換を使用してアクセスすることにより、本レジスタはユーザモードでア

クセス可能です。INTCのその他のレジスタとは異なる 64KB空間に配置されますので、MMUを使用してエリア

7アドレスにアドレス変換をすることにより、本レジスタのみユーザモードでアクセス可能に設定できます。 

UIMASK設定値以下の割り込みレベルに設定された割り込みはマスクされます。H'Fを設定すると NMI以外の

全割り込みがマスクされます。 

UIMASKより高い割り込みレベルに設定された割り込みは受け付けられますが、割り込みマスクレジスタの対

応する割り込みの割り込みマスクビットが 0（割り込み許可）であること、また SR.IMASKビットがその割り込

みレベルより低く設定されている場合のみ受け付けられます。 

また、割り込みが受け付けられても UIMASKの値は変化しません。 

パワーオンリセット、マニュアルリセット時、H'00000000（全割り込み許可）に初期化されます。 

ソフトバグによる誤書き込みを防止するため、本レジスタへの書き込みは、ビット 31～24が H'A5のときのみ

有効です。 
 

161718192021222324252627282931 30

WKEY

UIMASK

RRRRRRRRWWWWWWW W

RRRRR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

0000000000000000

0000000000000000

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 WKEY H'00 W ビット 7～4に値を書き込むときは、H'A5を書き込んでください。 

常に 0が読み出されます。 

23～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～4 UIMASK H'0 R/W 割り込みマスクレベル 

UIMASK以下のレベルの割り込みはマスクされます。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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• ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタの使用手順 

USERIMASKに割り込みマスクレベルを設定することにより、設定値以下のレベルの割り込みを禁止すること

ができます。本機能を用いることにより、デバイスドライバ中で緊急度の高い処理を行う際に、より緊急度の低

い割り込みを禁止することで完了までの時間を短縮するために使用されることを想定しています。USERIMASK

は、INTCその他のレジスタとは異なる 64KB空間に配置されています。 

ユーザモードで本レジスタをアクセスする場合は、MMUによるアドレス変換によりアクセスします。マルチタ

スク OSの場合、USERIMASKにアクセスできるプロセスはMMUの記憶保護により管理してください。また、そ

のタスクを終了する場合やほかのタスクに切り替える場合は、必ず UIMASKビットを 0にクリアしてください。

誤って UIMASKビットに 0以外の値を設定したままタスクを終了すると、その割り込みレベル以下の割り込みが

禁止されたままとなり、OSのタスク切り替えが行われなくなるなどの不具合を起こすことがあります。 

以下に使用手順の例を示します。 

1. 準備として、割り込みを以下（A）と（B）に分類し、（B）より（A）の割り込みレベルを高く設定する。 

（A）デバイスドライバ中で割り込み受け付けされるべき割り込み（OSで使用する割り込み；タイマ割り込み

など） 

（B）デバイスドライバ中で割り込み禁止されるべき割り込み 

2. 割り込みを禁止したいデバイスドライバにのみUSERIMASKが存在するアドレス空間へのアクセスを許可す

るようにMMUを設定する。 

3. デバイスドライバに分岐する。 

4. ユーザモードで動作するデバイスドライバ中で、（B）の割り込みがマスクされるようにUIMASKビットを

設定する。 

5. デバイスドライバ中で緊急度の高い処理を行う。 

6. UIMASKビットを0にクリアし、デバイスドライバの処理から復帰する。 
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7.4.9 INTC2／割り込み優先順位設定レジスタ（INT2PRI0～INT2PRI11） 

割り込み優先順位設定レジスタ（INT2PRI0～INT2PRI11）は、内蔵周辺モジュール割り込みの優先順位（レベ

ル 31～0）を設定します。 

INT2PRI0～INT2PRI11、それぞれ読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。リセット時は 0に初期

化されます。 

本レジスタでは、個々の割り込み要因を 5ビットで 32通り（H'00と H'01は要求マスク）の優先レベルに割り

付け設定することが可能です。CPUの割り込み受信インタフェースは 4ビットの 16通りですが、INTC2は 1ビッ

ト拡張して各割り込み要因を優先選択し、選択後に最下位 1ビットを切り捨てた 4ビットに変換して通知を行い

ます。たとえば、優先レベル H'1Aと優先レベル H'1Bに設定した 2つの要因はどちらの割り込みであっても出力

する 4ビットの優先レベルは H'Dという同じ値になりますが、両者の割り込みが競合した場合に通知する INTEVT

コードは 5ビットで考えた場合に優先順位が高いH'1Bの割り込みに該当する INTEVTコードが優先出力されます。 

また、両者の優先レベルを同一値に設定した割り込みが競合した場合は、表 7.1に示す優先順位で INTEVTコ

ードが通知されます。 
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W
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R/
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R R/
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161718192021222324252627282931 30 01234567891011121315 14ビット:

初期値:

R/W:
 

 

割り込み要求元と INT2PRI0～INT2PRI11レジスタの各ビットの対応を表 7.4に示します。 
 

表 7.4 割り込み要求元と INT2PRI0～INT2PRI11レジスタ 

ビット レジスタ 

28～24 20～16 12～8 4～0 

INT2PRI0 DU TMU 00 TMU 10 TMU 20、21 

INT2PRI1 TMU 30、40、50、51 TMU 60、70、80 RTC SDHI0～2 

INT2PRI2 DEBUG（H-UDI） SHwy-DMAC 0、1 USB2.0 Host/Function SSI 0～3 

INT2PRI3 VIN0 HSPI/RSPI/RQSPI 2DG LBSC-ATA 

INT2PRI4 SCIF 0～2 SCIF 3～5 HSCIF LCDC 

INT2PRI5 RCAN 0、1 LBSC-DMAC 0、1 LBSC-DMAC 2 MMC4.3 

INT2PRI6 HPB-DMAC 0～3 HPB-DMAC 4～10 HPB-DMAC 11～18 HPB-DMAC 19～22 

INT2PRI7 HPB-DMAC 23～25、

27、28 

I2C 0、1 SRC0 SRC1 

INT2PRI8 ADC VIN1 RESET/WDT HIF 

INT2PRI9 ADMAC FLCTL GPIO 0～3 GPIO 4、5 

INT2PRI10 STIF 0 STIF 1 VEU3F（VE30） GEther 

INT2PRI11 MTU2 R-GPVG MIMLB IEBus 

【注】 設定値は大きい値ほど優先度が高くなります。設定値 H'00と H'01は要求がマスクされていることと同じ状態です。 

詳細は上記本文を参照ください。 
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7.4.10 INTC2／割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響なし）（INT2A0） 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響なし）（INT2A0）は、割り込み発生元のモジュールを表示します。

割り込みマスクレジスタに割り込みマスクが設定されている場合でも、本レジスタは、該当ビットの要因表示を

行います（CPUへの通知は行いません）。割り込みマスクレジスタの状態に応じて要因を非表示としたい場合は、

INT2A1レジスタを使用ください。INT2A0は読み出しのみ可能な 32ビットのレジスタです。 
 

リード時
　0：割り込みなし
　1：割り込み発生

ライト時
　0：無効
　1：無効

【注】 CPU内に通知されたINTEVTコードを直接読むことで、割り込み要因を特定することも可能です。
　　　 その場合、本レジスタ読み出しは不要となります。
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7.4.11 INTC2／割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響あり）（INT2A1） 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響あり）（INT2A1）は、割り込み発生元のモジュールを表示します。

ただし、割り込みマスクレジスタに割り込みマスクが設定されている場合は、該当ビットは表示されません。割

り込みマスクレジスタの状態にかかわらず割り込み発生の有無を確認する場合は、INT2A0レジスタを使用くださ

い。INT2A1は読み出しのみ可能な 32ビットのレジスタです。 
 

リード時
　0：割り込みなし
　1：割り込み発生

ライト時
　0：無効
　1：無効

【注】 CPU内に通知されたINTEVTコードを直接読むことで、割り込み要因を特定することも可能です。
　　　 その場合、本レジスタ読み出しは不要となります。
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7.4.12 INTC2／割り込みマスクレジスタ（INT2MSKRG） 

割り込みマスクレジスタ（INT2MSKRG）は、割り込み要因レジスタに表示される要因に対して、発生元のモジ

ュール別に割り込みマスクを設定することができるレジスタで、該当のモジュールの CPUへの割り込み通知をマ

スクします。INT2MSKRGは、それぞれ読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。リセット時は 1（＝

マスク状態）に初期化されます。 
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リード時
　0：マスク設定なし
　1：マスク設定あり

ライト時
　0：無効
　1：マスク設定

【注】  INTC2では、各モジュールから発生する割り込み個々の詳細要因の単位でのマスク設定や解除を行う
　　　 ことはできません。
　　　 個々の詳細な要因単位でマスクが必要な場合は、該当モジュール内部のレジスタにてマスク設定を行
　　　 ってください。
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7.4.13 INTC2／割り込みマスククリアレジスタ（INT2MSKCR） 

割り込みマスククリアレジスタ（INT2MSKCR）は、割り込みマスクレジスタに設定されたマスクビットを解除

するレジスタです。本レジスタに 1を設定すると該当割り込み要因のマスクがクリアされます。INT2MSKCRは、

書き込み専用の 32ビットのレジスタです。読み出しデータは意味を持ちません。 
 

00 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0

W WW W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W

リード時
　0：Don't care
　1：Don't care

ライト時
　0：無効
　1：マスククリア

【注】 INTC2では、各モジュールから発生する割り込み個々の詳細要因の単位でのマスク設定や解除を
　　　 行うことはできません。
　　　 個々の詳細な要因単位でマスクが必要な場合は、該当モジュール内部のレジスタにてマスク設定
　　　 を行ってください。
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7.4.14 INTC2／割り込み詳細要因レジスタ（INT2B0～INT2B52） 

割り込み詳細要因レジスタ（INT2B0～INT2B52）は、割り込み要因レジスタで表示されているモジュール種別

の要因に対して、さらに詳細の個別要因を表示するレジスタで、これらのレジスタは、割り込みマスク設定レジ

スタのマスク状態に影響を受けない、いずれも読み出しのみ可能な 32ビットのレジスタです（発生元のモジュー

ル内部で割り込み出力マスクを設定している場合は、INTC2の詳細要因レジスタへ表示はされません）。これら

個々の詳細要因に対して個別にマスク設定を行う場合は、該当モジュール内部に有している割り込みマスクレジ

スタ、または割り込みイネーブルレジスタの設定を操作する必要があります。各レジスタ詳細要因の意味に関し

ては、割り込み発生元の内蔵周辺モジュールの章を参照ください。 
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（2） INT2B2レジスタ：TMU 30-80 INTEVT=H'480, 4A0, 4C0, 4E0, 500, 520, 540 (30-80) 
 

——————————————— — ——————————————— —

RRRRRRRRRRRRRRR

— — — — — — — — — — — — — —— — —— — — — —— — — T
IC

P
I 5

1

T
U

N
I 5

0

T
U

N
I 4

0

T
U

N
I 7

0

T
U

N
I 6

0

T
U

N
I 3

0

T
U

N
I 8

0

R RRRRRRRRRRRRRRR R

161718192021222324252627282931 30 01234567891011121315 14ビット:

初期値:

R/W:  
 



 

7. 割り込みコントローラ（INTC、INTC2） 

7-32  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

（3） INT2B3レジスタ：RESET/WDT INTEVT=H'560 
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（7） INT2B7レジスタ：MMC4.3 INTEVT=H'7A0 
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（12） INT2B12レジスタ：ADC INTEVT=H'E00 
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（17） INT2B17レジスタ：SSI 3 INTEVT=H'720 
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（22） INT2B22レジスタ：STIF 1 INTEVT=H'D40 
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（27） INT2B27レジスタ：HIF INTEVT=H'DC0 
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（32） INT2B32レジスタ：SCIF4 INTEVT=H'940 
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（36） INT2B36レジスタ：IIC3 1 INTEVT=H'9C0 
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（37） INT2B37レジスタ：LBSC-DMAC0-2 INTEVT=H'9E0,A00, A20 (0-2ch) 
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（39） INT2B39レジスタ：RCAN 1 INTEVT=H'A60 
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（40） INT2B40レジスタ：RSPI INTEVT=H'E40 
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（41） INT2B41レジスタ：SRC 0 INTEVT=H'C60 
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（42） INT2B42レジスタ：SRC 1 INTEVT=H'C80 
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（43） INT2B43レジスタ：SDHI 0 INTEVT=H'AE0 
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（45） INT2B45レジスタ：SDHI 2 INTEVT=H'CC0 
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（46） INT2B46レジスタ：VEU3F INTEVT=H'F40 
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（47） INT2B47レジスタ：（HPB-DMAC 0-25、27、28） 

INTEVT=H'B60-BE0 
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（48） INT2B48レジスタ：GPIO0-3 INTEVT=H'CE0 
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（49） INT2B49レジスタ：GPIO4-5 INTEVT=H'D00 
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（50） INT2B50レジスタ：MIMLB INTEVT=H'8A0 
 

——————————————— — ——————————————— —

RRRRRRRRRRRRRRR

— — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — S
IN

T

C
IN

T

PA
C

K
E

T

S
Y

S
T

E
M

F
IF

O

R RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

161718192021222324252627282931 30 01234567891011121315 14

 
 



 

7. 割り込みコントローラ（INTC、INTC2） 

7-42  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

（51） INT2B51レジスタ：HSCIF INTEVT=H'EC0 
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（52） INT2B52レジスタ：IEBus INTEVT=H'B20 
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7.4.15 INTC2／割り込み一時高速マスクレジスタ（INT2HMS） 

割り込み一時高速マスクレジスタ（INT2HMS）は、CPUの割り込み入力を直ちにネゲートさせることが可能な

一時的な割り込みマスク設定レジスタです。本レジスタへの設定により、割り込み発生モジュールのレジスタに

て、クリアしたはずの要因を CPUが誤って再度受け付けてしまうことを回避させることが可能です。詳細は「7.6.4 

割り込み一時高速マスク機能」を参照ください。INT2HMSは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタ

です。 

リセット時は 0（＝マスク設定なしの状態）に初期化されます。 
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リード時
　0：一時高速マスクなし
　1：一時高速マスクあり

ライト時
　0：無効
　1：一時高速マスク設定
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7.4.16 INTC2／割り込み一時高速マスククリアモード設定レジスタ（INT2HMCMS） 

割り込み一時高速マスククリアモード設定レジスタ（INT2HMCMS）は、割り込み一時高速マスクレジスタに

て設定した一時的な割り込みマスクのクリア方法を指定するモード設定レジスタです。モジュール種別固有に割

り込みモジュールの割り込み信号がネゲートした時点で自動的にマスク解除される方法と、ソフトウェアによっ

て割り込み一時高速マスククリアレジスタへの書き込みにより解除する方法の 2通りのいずれかを選択指定する

ことができます。詳細は「7.6.4 割り込み一時高速マスク機能」を参照ください。INT2HMCMSは、読み出し／

書き込み可能な 32ビットのレジスタです。 

リセット時は 0（＝ソフトウェアによる解除モード状態）に初期化されます。 
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リード時
　0：ソフトウェアによって割り込み一時高速マスククリアレジスタへの書き込みにより
　　 解除するモードが設定された状態 
　1：割り込みモジュールの割り込み信号がネゲートした時点で自動的にマスク解除する
　　 モードが設定された状態

ライト時
　0：ソフトウェアによって割り込み一時高速マスククリアレジスタへの書き込みにより 
　　 解除するモードを設定
　1：割り込みモジュールの割り込み信号がネゲートした時点で自動的にマスク解除する 
　　 モードを設定
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7.4.17 INTC2／割り込み一時高速マスククリアレジスタ（INT2HMCR） 

割り込み一時高速マスククリアレジスタ（INT2HMCR）は、割り込み一時高速マスククリアモード設定レジス

タで「ソフトウェアによって、割り込み一時高速マスククリアレジスタへの書き込みにより解除する」モードを

設定した場合に本レジスタへのクリア設定で一時的な高速マスク状態を解除するためのクリア設定レジスタです。

詳細は「7.6.4 割り込み一時高速マスク機能」を参照ください。INT2HMCRは、32ビットのレジスタです。本

レジスタの 0ライトは無効です。また読み出しデータは意味を持ちません。 
 

000 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 0 00 00 00
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リード時
　0：Don't care
　1：Don't care

ライト時
　0：無効
　1：一時高速マスク状態をクリア 

【注】 本レジスタは割り込み一時高速マスククリアモード設定レジスタで 「ソフトウェアによって、割り込み一時 
　　　 高速マスククリアレジスタへの書き込みにより解除する」 モードを設定した場合にのみ有効です。
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7.4.18 INTC2／割り込み一時高速マスク自動クリアステータスレジスタ

（INT2HMCRS） 

割り込み一時高速マスク自動クリアステータスレジスタ（INT2HMCRS）は、割り込み一時高速マスク設定レジ

スタのマスク設定状態が自動クリアされたことを履歴表示するレジスタです。自動クリアされた場合に 1に変化

します。この履歴表示により、ソフトによってクリアされたのか、実際の割り込み自動クリア機能によってクリ

アされたのかが明確となり、マルチタスクで動作する中でのソフトデバッグなどを容易にします。本レジスタは、

0ライトで履歴がクリアされますが、仮にクリア処理を省略しても次の割り込み動作に対する高速マスク処理には

影響しません。ただし、次回、本レジスタを読み出した際の履歴表示は、いつの割り込み自動クリアに対応した

履歴であるかの対応付けができなくなります。 
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　0：自動クリア発生の履歴表示をクリア （ビット31は無効）
　1：無効
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7.4.19 INTC2／割り込みサブマスクレジスタ 0（INT2SMSKRG0） 

割り込みサブマスクレジスタ 0（INT2SMSKRG0）は、割り込み要因レジスタ（INT2B40）に表示される要因に

対して発生元の RSPIの割り込みに対し個別に割り込みマスクを設定することができるレジスタで該当モジュー

ルの CPUへの割り込み通知をマスクします。INT2SMSKRG0は、それぞれ読み出し／書き込み可能な 32ビット

のレジスタです。リセット時は 1（＝マスク状態）に初期化されます。 
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リード時
　0：マスク設定なし
　1：マスク設定あり

ライト時
　0：無効
　1：マスク設定

R/W:

初期値:

161718192021222324252627282931 30 01234567891011121315 14ビット:
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7.4.20 INTC2／割り込みサブマスクレジスタ 1（INT2SMSKRG1） 

割り込みサブマスクレジスタ 1（INT2SMSKRG1）は、割り込み要因レジスタ（INT2B46）に表示される要因に

対して発生元の VEU3Fの割り込みに対し個別に割り込みマスクを設定することができるレジスタで該当モジュ

ールの CPUへの割り込み通知をマスクします。INT2SMSKRG1は、それぞれ読み出し／書き込み可能な 32ビッ

トのレジスタです。リセット時は 1（＝マスク状態）に初期化されます。 
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リード時
　0：マスク設定なし
　1：マスク設定あり

ライト時
　0：無効
　1：マスク設定
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初期値:

161718192021222324252627282931 30 01234567891011121315 14ビット:
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7.4.21 INTC2／割り込みサブマスクレジスタ 2（INT2SMSKRG2） 

割り込みサブマスクレジスタ 2（INT2SMSKRG2）は、割り込み要因レジスタ（INT2B25）に表示される要因に

対して発生元の IIC3 0割り込みに対し個別に割り込みマスクを設定することができるレジスタで該当モジュール

の CPUへの割り込み通知をマスクします。INT2SMSKRG2は、それぞれ読み出し／書き込み可能な 32ビットの

レジスタです。リセット時は 1（＝マスク状態）に初期化されます。 
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リード時
　0：マスク設定なし
　1：マスク設定あり

ライト時
　0：無効
　1：マスク設定

R/W:

初期値:

161718192021222324252627282931 30 01234567891011121315 14ビット:
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7.4.22 INTC2／割り込みサブマスクレジスタ 3（INT2SMSKRG3） 

割り込みサブマスクレジスタ 3（INT2SMSKRG3）は、割り込み要因レジスタ（INT2B36）に表示される要因に

対して発生元の IIC3 1割り込みに対し個別に割り込みマスクを設定することができるレジスタで該当モジュール

の CPUへの割り込み通知をマスクします。INT2SMSKRG3は、それぞれ読み出し／書き込み可能な 32ビットの

レジスタです。リセット時は 1（＝マスク状態）に初期化されます。 
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　0：マスク設定なし
　1：マスク設定あり

ライト時
　0：無効
　1：マスク設定

R/W:

初期値:

161718192021222324252627282931 30 01234567891011121315 14ビット:
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7.4.23 INTC2／割り込みサブマスクレジスタ 4（INT2SMSKRG4） 

割り込みサブマスクレジスタ 4（INT2SMSKRG4）は、割り込み要因レジスタ（INT2B12）に表示される要因に

対して発生元の ADCの割り込みに対し個別に割り込みマスクを設定することができるレジスタで該当モジュー

ルの CPUへの割り込み通知をマスクします。INT2SMSKRG4は、それぞれ読み出し／書き込み可能な 32ビット

のレジスタです。リセット時は 1（＝マスク状態）に初期化されます。 
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　0：マスク設定なし
　1：マスク設定あり

ライト時
　0：無効
　1：マスク設定
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初期値:

161718192021222324252627282931 30 01234567891011121315 14ビット:
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7.4.24 INTC2／割り込みサブマスクレジスタ 5（INT2SMSKRG5） 

割り込みサブマスクレジスタ 5（INT2SMSKRG5）は、割り込み要因レジスタ（INT2B38）に表示される要因に

対して発生元のMTU2の割り込みに対し個別に割り込みマスクを設定することができるレジスタで該当モジュー

ルの CPUへの割り込み通知をマスクします。INT2SMSKRG5は、それぞれ読み出し／書き込み可能な 32ビット

のレジスタです。リセット時は 1（＝マスク状態）に初期化されます。 
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7.4.25 INTC2／割り込みサブマスクレジスタ 6（INT2SMSKRG6） 

割り込みサブマスクレジスタ 6（INT2SMSKRG6）は、割り込み要因レジスタ（INT2B11）に表示される要因に

対して発生元の RQSPIの割り込みに対し個別に割り込みマスクを設定することができるレジスタで該当モジュー

ルの CPUへの割り込み通知をマスクします。INT2SMSKRG5は、それぞれ読み出し／書き込み可能な 32ビット

のレジスタです。リセット時は 1（＝マスク状態）に初期化されます。 
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リード時
　0：マスク設定なし
　1：マスク設定あり

ライト時
　0：無効
　1：マスク設定
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初期値:
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7.4.26 INTC2／割り込みサブマスククリアレジスタ 0（INT2SMSKCR0） 

割り込みサブマスククリアレジスタ 0（INT2SMSKCR0）は、割り込みサブマスクレジスタ 0に設定されたマス

クビットを解除するレジスタです。本レジスタに 1を設定すると該当割り込み要因のサブマスクがクリアされま

す。INT2SMSKCR0は、書き込み専用の 32ビットのレジスタです。読み出しデータは意味を持ちません。 
 

00 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0

W WW W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W

リード時
　0：Don't care
　1：Don't care

ライト時
　0：無効
　1：マスククリア

【注】 INTC2では、各モジュールから発生する割り込み個々の詳細要因の単位でのマスク設定や解除を
　　　 行うことはできません。
　　　 個々の詳細な要因単位でマスクが必要な場合は、該当モジュール内部のレジスタにてマスク設定
　　　 を行ってください。

初期値:
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161718192021222324252627282931 30 01234567891011121315 14ビット:

— — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — S
P

R
I_

sm
sk

—
 

S
P

T
I_

sm
sk

S
P

E
I_

sm
sk

— — — —

 

 



 

7. 割り込みコントローラ（INTC、INTC2） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  7-51 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

7.4.27 INTC2／割り込みサブマスククリアレジスタ 1（INT2SMSKCR1） 

割り込みサブマスククリアレジスタ 1（INT2SMSKCR1）は、割り込みサブマスクレジスタ 1に設定されたマス

クビットを解除するレジスタです。本レジスタに 1を設定すると該当割り込み要因のサブマスクがクリアされま

す。INT2SMSKCR1は、書き込み専用の 32ビットのレジスタです。読み出しデータは意味を持ちません。 

 

00 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0

W WW W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W

リード時
　0：Don't care
　1：Don't care

ライト時
　0：無効
　1：マスククリア

初期値:

R/W:

161718192021222324252627282931 30 01234567891011121315 14ビット:
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7.4.28 INTC2／割り込みサブマスククリアレジスタ 2（INT2SMSKCR2） 

割り込みサブマスククリアレジスタ 2（INT2SMSKCR2）は、割り込みサブマスクレジスタ 2に設定されたマス

クビットを解除するレジスタです。本レジスタに 1を設定すると該当割り込み要因のサブマスクがクリアされま

す。INT2SMSKCR2は、書き込み専用の 32ビットのレジスタです。読み出しデータは意味を持ちません。 
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リード時
　0：Don't care
　1：Don't care

ライト時
　0：無効
　1：マスククリア

初期値:
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161718192021222324252627282931 30 01234567891011121315 14ビット:
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7.4.29 INTC2／割り込みサブマスククリアレジスタ 3（INT2SMSKCR3） 

割り込みサブマスククリアレジスタ 3（INT2SMSKCR3）は、割り込みサブマスクレジスタ 3に設定されたマス

クビットを解除するレジスタです。本レジスタに 1を設定すると該当割り込み要因のサブマスクがクリアされま

す。INT2SMSKCR3は、書き込み専用の 32ビットのレジスタです。読み出しデータは意味を持ちません。 
 

00 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0

W WW W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W

リード時
　0：Don't care
　1：Don't care

ライト時
　0：無効
　1：マスククリア

初期値:

R/W:

161718192021222324252627282931 30 01234567891011121315 14ビット:
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7.4.30 INTC2／割り込みサブマスククリアレジスタ 4（INT2SMSKCR4） 

割り込みサブマスククリアレジスタ 4（INT2SMSKCR4）は、割り込みサブマスクレジスタ 4に設定されたマス

クビットを解除するレジスタです。本レジスタに 1を設定すると該当割り込み要因のサブマスクがクリアされま

す。INT2SMSKCR4は、書き込み専用の 32ビットのレジスタです。読み出しデータは意味を持ちません。 
 

00 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0

W WW W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W

リード時
　0：Don't care
　1：Don't care

ライト時
　0：無効
　1：マスククリア

初期値:

R/W:

161718192021222324252627282931 30 01234567891011121315 14ビット:
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7.4.31 INTC2／割り込みサブマスククリアレジスタ 5 （INT2SMSKCR5） 

割り込みサブマスククリアレジスタ 5（INT2SMSKCR5）は、割り込みサブマスクレジスタ 5に設定されたマス

クビットを解除するレジスタです。本レジスタに 1を設定すると該当割り込み要因のサブマスクがクリアされま

す。INT2SMSKCR5は、書き込み専用の 32ビットのレジスタです。読み出しデータは意味を持ちません。 
 

00 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0

W WW W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W

リード時
　0：Don't care
　1：Don't care

ライト時
　0：無効
　1：マスククリア

初期値:

R/W:

161718192021222324252627282931 30 01234567891011121315 14ビット:

— — — — — — — T
G

I4
V

_s
m

sk

T
G

I4
D

_s
m

sk

T
G

I4
C

_s
m

sk

T
G

I4
B

_s
m

sk

T
G

I4
A

_s
m

sk

T
G

I3
V

_s
m

sk

T
G

I3
D

_s
m

sk

T
G

I3
C

_s
m

sk

T
G

I3
B

_s
m

sk

T
G

I3
A

_s
m

sk

T
C

I2
U

_s
m

sk

T
C

I2
V

_s
m

sk

T
G

I2
B

_s
m

sk

T
G

I2
A

_s
m

sk

T
C

I1
U

_s
m

sk

T
C

I1
V

_s
m

sk

T
G

I1
B

_s
m

sk

T
G

I1
A

_s
m

sk

T
G

I0
F

_s
m

sk

T
G

I0
E

_s
m

sk

T
C

I0
V

_s
m

sk

T
G

I0
D

_s
m

sk

T
G

I0
C

_s
m

sk

T
G

I0
B

_s
m

sk

T
G

I0
A

_s
m

sk

 
 

7.4.32 INTC2／割り込みサブマスククリアレジスタ 6（INT2SMSKCR6） 

割り込みサブマスククリアレジスタ 6（INT2SMSKCR6）は、割り込みサブマスクレジスタ 6に設定されたマス

クビットを解除するレジスタです。本レジスタに 1を設定すると該当割り込み要因のサブマスクがクリアされま

す。INT2SMSKCR6は、書き込み専用の 32ビットのレジスタです。読み出しデータは意味を持ちません。 
 

00 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0

W WW W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W

リード時
　0：Don't care
　1：Don't care

ライト時
　0：無効
　1：マスククリア

初期値:

R/W:

161718192021222324252627282931 30 01234567891011121315 14ビット:

— — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — S
P

R
I_

sm
sk

—
 

S
P

T
I_

sm
sk

S
P

E
I_

sm
sk

— — — —

 
 



 

7. 割り込みコントローラ（INTC、INTC2） 

7-54  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

7.5 割り込み要因の説明 

割り込み要因は、NMI、IRQ、IRL、内蔵周辺モジュールの 4つに分類されます。各割り込みの優先順位は割り

込み優先レベル値（16～0）で表され、レベル 16が最高で、レベル 1が最低です。レベル 0に設定すると、その

割り込みはマスクされ、割り込み要求は無視されます。 
 

7.5.1 NMI割り込み 

NMI割り込みは、レベル 16の最優先の割り込みです。CPU内の SRの BLビットが 1にセットされていないか

ぎり、いつでも受け付けられます。ただし、スリープモード中は BLビットが 1でも受け付けられます。また、設

定により BLビットが 1でも NMIを受け付けることができます。NMI端子からの入力はエッジで検出されます。

検出エッジは ICR0の NMIエッジセレクトビット（NMIE）の設定によって、立ち上がりエッジまたは立ち下がり

エッジを選択できます。ICR0の NMIEビットを書き換えた場合、書き換えてから最大 6バスクロック期間 NMI

割り込みを検出しません。 

CPU動作モードレジスタの INTMUビット（CPUOPM.INTMU）が 1 に設定されている場合は、SRの割り込み

マスクレベル（SR.IMASK）は、レベル 15に自動的に設定されます。CPUOPM.INTMUが 0に設定されている場

合は、割り込み受理によって SR.IMASKが影響されることはありません。 
 

7.5.2 IRQ割り込み 

（1） 要因保持モード（ICR0.LVLMODE）の設定に依存しない特長 

IRQ割り込みは、ICR0の IRLM0ビットに 1を書き込んで、IRQ3～IRQ0端子を独立した割り込み要求として使

用する場合に有効になります。ICR1の IRQnS1、IRQnS0（n=3～0）ビットの設定により、立ち下がりエッジ、立

ち上がりエッジ、ローレベル、ハイレベルの検出が可能です。また、割り込み優先レベルは、割り込み優先順位

設定レジスタ（INTPRI）により設定できます。 

IRQ割り込み要求をローレベル、ハイレベルで検出する場合、IRQ割り込みの端子状態は割り込みを受け付け

て割り込み処理を開始するまで、その端子状態を保持してください。 

CPUOPM.INTMUビットが 1に設定されている場合は、SRの割り込みマスクレベル（SR.IMASK）は、受け付

けられた割り込みレベルに自動的に設定されます。CPUOPM.INTMUビットが 0に設定されている場合は、割り

込み受理によって SR.IMASKが影響されることはありません。 
 

（2） 要因保持モード（ICR0.LVLMODE）の設定に依存する特長 

レベル検出設定時の IRQ割り込みについては、要因保持モード（ICR0.LVLMODE）の設定により、以下のよう

な特長があります。 

ICR0.LVLMODEの初期値は 0ですが、1に設定変更してから INTCを使用することを推奨します。 
 

（a） 要因保持モード ICR0.LVLMODEが 0の場合 

レベル検出設定時、IRQ割り込み要求の検出後、CPUが受け付ける前に IRQ割り込みの端子状態を変更して要

求を取り下げても、INTREQで要因を保持しています。CPUが何らかの割り込み（IRQ割り込みとはかぎりませ

ん）を受け付けるか、該当する割り込みマスクビットに 1をセットするまで要因を保持します。INTCで保持され
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たレベル IRQ割り込み要因をクリアするには、割り込み処理ルーチンで IRQ割り込みの端子状態を変更して要求

を取り下げた後、INTREQで保持している要因を 0にクリアしてください。クリア方法の詳細は「7.8.3 IRL割

り込み要求および IRQ割り込み要求のクリア方法」を参照してください。 
 

（b） 要因保持モード ICR0.LVLMODEが 1の場合 

INTCではレベル検出 IRQの割り込み要因を保持しません。 
 

7.5.3 IRL割り込み 

（1） 要因保持モード（ICR0.LVLMODE）の設定に依存しない特長 

IRL割り込みは、IRQ3～IRQ0端子でレベルとして入力される割り込みです。優先レベルは IRQ3～IRQ0端子で

示されるレベルです。IRQ3～IRQ0がすべて Low（ローレベル）のとき、最も高い割り込み要求（割り込み優先レ

ベル 15）を示します。すべて High（ハイレベル）のとき、割り込み要求なし（割り込み優先レベル 0）を示しま

す。表 7.5に IRL端子と割り込みレベルの対応を示します。 
 

表 7.5 IRL割り込み端子 (IRL3#～IRL0#)と割り込みレベル 

IRL3 IRL2 IRL1 IRL0 割り込み優先レベル 割り込み要求 

Low Low Low Low 15 高 レベル 15割り込み要求 

Low Low Low High 14 レベル 14割り込み要求 

Low Low High Low 13 レベル 13割り込み要求 

Low Low High High 12 レベル 12割り込み要求 

Low High Low Low 11 レベル 11割り込み要求 

Low High Low High 10 レベル 10割り込み要求 

Low High High Low 9 レベル 9割り込み要求 

Low High High High 8 レベル 8割り込み要求 

High Low Low Low 7 レベル 7割り込み要求 

High Low Low High 6 レベル 6割り込み要求 

High Low High Low 5 レベル 5割り込み要求 

High Low High High 4 レベル 4割り込み要求 

High High Low Low 3 レベル 3割り込み要求 

High High Low High 2 

 

レベル 2割り込み要求 

High High High Low 1 低 レベル 1割り込み要求 

High High High High 0 割り込み要求なし 

 

IRL割り込みの検出は、ノイズキャンセル機構が内蔵されており、毎バスクロックでサンプリングしたレベル

が 3サイクル続けて同一の値になったとき、初めて行います。これにより、IRL割り込み端子の変化時の誤ったレ

ベルを取り込むことを防止できます。IRL割り込みの優先レベルは、割り込みを受け付けて割り込み処理を開始

するまで、そのレベルを保持してください。ただし、より高い優先レベルに変化させることはかまいません。 

CPU動作モードレジスタの INTMUビット（CPUOPM.INTMU）が 1に設定されている場合は、SRの割り込み

マスクレベル（SR.IMASK）は、受け付けられた割り込みレベルに自動的に設定されます。CPUOPM.INTMUビッ
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トが 0に設定されている場合は、割り込み受理によって SR.IMASKが影響されることはありません。 
 

（2） 要因保持モード（ICR0.LVLMODE）の設定に依存する特長 

（a） 要因保持モード ICR0.LVLMODEが 0の場合 

IRL割り込み要求の検出後、CPUが受け付ける前に、IRL割り込みの端子状態を変更して、割り込み要求が取

り下げられた場合、またはより低い優先レベルに変化した場合は、CPUが何らかの割り込み（IRL割り込みとは

かぎりません）を受け付けるまで、最も高い IRL割り込みを保持します。保持された IRL割り込み要因は、割り

込み処理ルーチンで IRL割り込みの端子状態を変更して、割り込み要求を取り下げた後、該当する割り込みマス

クビットを 1にすることでクリアできます（IRQ3～IRQ0端子の IRL割り込み要求をクリアする場合は、INTMSK1

の IM10ビットに 1を書き込んでください）。 
 

（b） 要因保持モード ICR0.LVLMODEが 1の場合 

INTCでは IRL割り込み要因を保持しません。 
 

7.5.4 内蔵周辺モジュール割り込み 

内蔵周辺モジュール割り込みは、内蔵周辺モジュールで発生する割り込みです。要因ごとに異なる割り込みベ

クタは割り当てられてはいませんが、要因は割り込み事象レジスタ（INTEVT）に反映されますので、例外処理ル

ーチン中で INTEVTの値をオフセットとして分岐することによって、容易に要因が判定できます。 

優先順位は、INTC2の INT2PRI0～INT2PRI11レジスタによって、モジュールごとに優先レベル 31～0の範囲で

設定できます。ただし、CPUに通知するときには、最下位 1ビットを切り捨てた 4ビットに変換します。詳細は、

「7.5.4（1）内蔵周辺モジュール割り込み優先順位」を参照してください。 

CPUOPM.INTMUビットが 1に設定されている場合は、SRの割り込みマスクレベル（SR.IMASK）は、受け付

けられた割り込みレベルに自動的に設定されます。CPUOPM.INTMUビットが 0に設定されている場合は、割り

込み受理によって SR.IMASKが影響されることはありません。 

内蔵周辺モジュールの割り込み要因フラグおよび割り込み許可フラグの更新は、SRの BLビットが 1のとき、

もしくは割り込みマスクの設定にて該当割り込みが起きない状態で行ってください。なお、更新したはずの割り

込み要因による誤った割り込みの受け付けを避けるために、いったん該当フラグを含む内蔵周辺モジュールのレ

ジスタを読み出し、その後、表 7.7で示される内蔵周辺モジュールの優先順位判定時間待ってから（たとえば、

周辺モジュールクロックで動作する INTCのレジスタを 1回読み出す）BLビットを 0にするか、割り込み一時高

速マスク機能を使うか、割り込みマスクの設定を更新して該当割り込みを受け付けられるようにしてください。

これにより、内部的に必要なタイミングが確保されます。複数のフラグを更新する場合は、最後のフラグを更新

した後で、そのフラグを含むレジスタを読み出すだけで問題ありません。 

BLビットが 0のときにフラグの更新を行うと INTEVTの値が 0で割り込み処理ルーチンにジャンプすることが

あります。これはフラグの更新と本 LSI内部での割り込み要求を認識するタイミングとの関係で割り込み処理が

起動したためです。この場合は、RTE命令を実行することにより、問題なく処理を続けることができます。 



 

7. 割り込みコントローラ（INTC、INTC2） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  7-57 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

（1） 内蔵周辺モジュール割り込み優先順位 

内蔵周辺モジュール割り込みは、割り込み時に、要因固有の割り込み例外コードを CPUへ出力します。CPUは

割り込みを受け付けると INTEVTレジスタに該当 INTEVTコードを表示します。割り込みハンドラは、CPUの

INTEVTレジスタを読むことにより、INTC2の要因表示レジスタを読み込まなくても要因を知ることが可能です。

内蔵周辺モジュールの割り込み要因と例外コードの対応は、表 7.1を参照してください。 

また、内蔵周辺モジュール割り込みでは図 7.3に示すように、個々の割り込み要因を 5ビットで 30レベル（H'00

と H'01は割り込み要求をマスク）に設定することが可能です。CPUの割り込みレベル受信インタフェースは 4ビ

ットで 15レベル（H'0は割り込み要求をマスク）ですが、内蔵周辺モジュール割り込みの優先順位は 1ビット拡

張した 5ビットで各割り込み要因を優先選択し、選択後に最下位 1ビットを切り捨てた 4ビットに変換して通知

を行います。たとえば、優先レベル H'1Aと優先レベル H'1Bに設定した 2つの要因は、どちらの割り込みであっ

ても、出力する 4ビットの優先レベルは H'Dとなります。これは同じ値となりますが、両者の割り込みが競合し

た場合に通知する INTEVTコードは、5ビットで考えた場合に優先順位が高いH'1Bの割り込みに該当する INTEVT

コードが優先されます。両者の優先レベルを同一値に設定した割り込みが競合した場合は、表 7.1に示す優先順

位で INTEVTコードが通知されます。 

INTC2での優先順位 

INTC、CPUでの優先順位

優先レベルH'01は
要求マスクと同じです。 低

同じ

高

1 1 0 1

1 1 0 1

1 1 1 0 1

1 1 0 1

0 0 0 0 0

0 0 0 0

1

CPUにとってH'Dレベルの内蔵周辺モジュール割り込み、INTC2内部では
優先レベルH'1AとH'1Bの割り込み要求に分けることができます。

内蔵周辺モジュール割り込み要求が同時に発生した場合は
優先レベルがH'1Bの割り込み要求を発生します。しかし、
外部割り込み要求と同時に発生した場合、外部割り込み処
理要求が優先されるケースがあります。
・NMI割り込み要求が発生
・優先レベルが同じかそれ以上のIRQ、IRL割り込み要求が
　発生（図の例ではH'D以上）

優先レベルH'01は最下位ビットを切り捨てるとH'0になるの
で割り込み要求が発生してもCPUに通知されません。
割り込み優先順位設定レジスタには、H'02からH'1Fまでの
値（30レベル）を設定してください。

 

図 7.3 内蔵周辺モジュール割り込みの優先レベルについて 
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（2） 内蔵周辺モジュールの割り込み 

表 7.6に INTC2へ割り込む内蔵周辺モジュールを示します。これらのモジュールは、INTC2により集約された

後、INTCを中継し、CPUへ通知されます。 
 

表 7.6 INTC2へ割り込み通知する内蔵周辺モジュールと各詳細要因表示レジスタ本数 

内蔵周辺 

モジュール 

詳細要因表示

レジスタ本数

記 事 内蔵周辺 

モジュール 

詳細要因表示

レジスタ本数

記 事 

DU 1 reg  LBSC-ATA 1 reg  

TMU 2 reg TMU00-21で 1 reg 

TMU30-80で 1 reg 

IIC3 0、1 2 reg IIC3 2チャネル対応して 

2 reg（INTEVTは独立） 

RESET/WDT 1 reg  RCAN 0、1 2 reg RCAN2チャネルに対応して

2reg（INTEVTは独立） 

USB2.0 Host0、1 

/Function0 

1 reg  HIF 1 reg  

RTC 1 reg  SCIF 0～5, 

HSCIF 

7 reg SCIF 7チャネルに対して 

7 reg（INTEVTは独立） 

LCDC 1 reg  LBSC-DMAC 

0～2 

1 reg DMAC 3チャネルに対して

1 reg（INTEVTは独立） 

MMC4.3 1 reg  FLCTL 1 reg  

DEBUG（H-UDI） 1 reg   GEther 1 reg － 

SHwy-DMAC 

0、1 

1 reg  MTU2 1 reg   

STIF0、1 2 reg STIF2チャネルに対応

して 2 reg 

（INTEVTは独立） 

RSPI 1 reg  

ADC 1 reg  SDHI 0～2 3 reg SDHI 3チャネルに対して 

3 reg（INTEVTは独立） 

SSI0～3 4reg SSI 4チャネルに対応

して 4 reg 

（INTEVTは独立） 

SRC 0、1 2reg SRC 2チャネルに対して 

2 reg（INTEVTは独立） 

VIN 0 1 reg  VEU3F 1 reg   

VIN 1 1 reg  HPB-DMAC  

0～25、27、28

1 reg DMAC 28チャネルに対して

1 reg 

（INTEVTは 5つにマージ） 

R-GPVG 1 reg  GPIO 0～5 2 reg GPIO 6チャネル全 171ポー

トに対し 4bitごとに reg中

1bitを割り付け 

2DG 1reg  HSPI 1reg  

IEBus 1reg  RQSPI 1reg  

MIMLB 1reg  ADMAC 1reg  
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1. 内蔵周辺モジュールの割り込み詳細要因をINTC2内部レジスタに表示 

チップ内部の各モジュールの割り込み詳細要因をINTC2内部レジスタに表示しています。したがって、内蔵

周辺モジュールの割り込み要因レジスタをリードせずにINTC2のレジスタリードを行えば、要因解析のため

のバスアクセスレイテンシを押さえることが可能となり、解析時間の短縮が可能となります。 

【注】 詳細な要因表示は、割り込み発生元の内蔵周辺モジュールでも行っており、発生元をリードしても不都合は生じません

が要因解析時間を短縮化するために INTC2内レジスタをリードすることを推奨します。ただし、個々の詳細要因に対

するマスク設定や要因クリアに関しては、割り込み発生元モジュールに対して行う必要があります。 

2. INTEVTコードに対する詳細要因表示レジスタを一元化 

CPUへの割り込み通知時に報告するINTEVTコードは、1つのコードに対して1つの詳細要因表示レジスタに

割り付いています。 

したがって、ソフトウェアはINTEVTコードに対応したINTC2内部の詳細要因表示レジスタを1つ読み込めば、

詳細な要因解析を完了させることが可能です。 
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7.6 動作説明 

7.6.1 割り込み動作の流れ 

割り込み発生時の動作の流れを以下に説明します。 
 

1. 割り込みコントローラに対して、各割り込み要求元から割り込み要求信号が送られます。 

2. 割り込みコントローラでは、送られた割り込み要求の中からINTPRI、INT2PRI0～INT2PRI11に従って、最も

優先順位の高い割り込みが選択され、それより優先順位の低い割り込みは保留されます。このとき、同一優

先順位に設定された割り込み、または同一モジュール内の割り込みが複数発生した場合は、表7.1に従って最

も優先順位の高い割り込みが選択されます。 

3. 割り込みコントローラで選択された割り込みの優先レベルとCPUのSRの割り込みマスクレベル（IMASK）と

が比較されます。IMASKビットのレベルより高い優先順位の割り込みだけが受け付けられ、CPUへ割り込み

要求信号が送られます。 

4. CPUは、命令の切れ目で割り込みを受け付けます。 

5. 割り込み事象レジスタ（INTEVT）に割り込み要因コードがセットされます。 

6. ステータスレジスタ（SR）とプログラムカウンタ（PC）が、それぞれSSRとSPCに退避されます。そのとき

のR15をSGRに退避します。 

7. SRのブロックビット（BL）、モードビット（MD）、レジスタバンクビット（RB）が1にセットされます。 

8. 割り込み関連の例外処理ルーチンの先頭番地（ベクタベースレジスタ（VBR）に設定された値とH'0000 0600

の和）にジャンプします。 

 

例外処理ルーチンでは、割り込み要因を識別するために、たとえば INTEVTレジスタの値をオフセットとして

分岐します。これにより、容易に割り込み要因別の処理ルーチンへ分岐できます。 

【注】 1. CPU動作モードレジスタの INTMUビット（CPUOPM.INTMU）が 1に設定されている場合は、SRの割り込みマ

スクレベル（SR.IMASK）は、受け付けられた割り込みレベルに自動的に設定されます。CPUOPM.INTMUビット

が 0に設定されている場合は、割り込み受理によって SR.IMASKが影響されることはありません。 

 2. 割り込み要因フラグは、例外処理ルーチン中でクリアしてください。クリアしたはずの割り込み要因を誤って再度

受け付けないようにするために、クリア後、要因フラグを読み出し、その後、表 7.7で示される時間を待つか、あ

るいは割り込み一時高速マスク機能を使用し、その後 BLビットをクリアするか、RTE命令を実行します。 

 3. IRQ割り込み、IRL割り込み、および内蔵周辺モジュール割り込みは、パワーオンリセットで割り込みマスク状態

に初期化されます。INTMSKCLR0、INTMSKCLR1、INT2MSKCR、INT2SMSKCRを使用して、要因ごとの割り

込みマスク（INTMSK0、INTMSK1、INT2MSKRG、INT2SMSKRG）をクリアする必要があります。 
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7.6.2 多重割り込み 

多重割り込みを行う場合は、割り込み処理ルーチンの構造を以下のようにします。 
 

1. 割り込み要因を判定するために、INTEVTの値をオフセットとして、各割り込み要因の割り込み処理ルーチ

ンに分岐します。 

2. 各割り込み処理ルーチン中で、該当割り込み要因をクリアします。 

3. SPC、SSRをスタックに退避します。 

4. SRのBLビットをクリアします。CPUOPM.INTMU=1のときは、SRレジスタの割り込みマスクレベル（IMASK）

は受け付けた割り込みレベルに自動的に設定されます。CPUOPM.INTMU=0のときは、SRの割り込みマスク

レベル（IMASK）を、ソフトウェアにより受け付けた割り込みレベルに設定します。 

5. この後、実際に行いたい処理を書きます。 

6. SRのBLビットを1にセットします。 

7. SSRとSPCをメモリから復帰します。 

8. RTE命令を実行します。 

 

割り込み処理ルーチンを上記の構造にすることにより、4.の直後の時点で多重割り込みがあった場合、より優先

レベルの高いものは受け付けられます。これにより、緊急度の高い処理については、割り込み応答時間を短縮で

きます。 
 

7.6.3 MAIビットによる割り込みマスク 

ICR0のMAIビットを 1に設定することにより、NMI端子がローレベルの間、SRレジスタの BL、IMASKビッ

トに関係なくすべての割り込みをマスクすることができます。ただし、NMI端子の変化による NMI割り込みだけ

は発生します。 
 

7.6.4 割り込み一時高速マスク機能 

（1） 割り込み一時高速マスク機能の考え方 

INTC2は、内蔵周辺モジュールからの割り込みに関し、CPUへ通知している割り込み信号を高速にネゲートさ

せる「割り込み一時高速マスク機能」を有しています。通常ソフトウェアは割り込み処理ルーチン内で割り込み

発生元のモジュールに対して要因クリアを行い、その後 CPUの SRレジスタにおける BLビットをクリア（＝次

の割り込み受け付け可能状態）しますが、該当の割り込み信号がネゲートされた状態が CPUに伝搬する時刻より

も BLビットをクリアした時刻の方が早い場合、クリアしたはずの要因を誤って再度受け付けてしまう恐れが生じ

ます。従来、ソフトウェアはこれを避けるために、割り込み発生モジュールの要因がクリアされたかをポーリン

グ動作などで確認した後に BLビットをクリアするなどの処理をする必要がありました。INTC2の有する割り込

み一時高速マスク設定機能はこの処理方法を改善することを目的としています。 

ソフトウェアは、まず割り込み処理ルーチン内で INTC2の割り込み高速マスクを設定します。これにより、

INTC2は INTCの割り込み通知信号をネゲートして CPUの割り込み入力をネゲートさせます（次の割り込みが存
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在する場合は直ちに更新します）。ソフトウェアは、割り込み一時高速マスク設定後、続けて割り込み発生元の

モジュールに対して要因クリアを行い、続いて SRレジスタの BLビットをクリアします。これにより、クリアし

た要因を誤って再度受け付けてしまうことがなくなります。なお、設定した割り込み一時高速マスクの設定状態

は、ソフトウェアが割り込み発生元モジュールの要因クリアを行ったことで割り込み信号がネゲートされ、これ

を契機に自動解除されるモードと、ソフトウェアにより高速マスクを直接解除するモードの選択が可能で、ソフ

トウェアは事前に要因ごとにモードを選択しておきます。 

図 7.4に割り込み一時高速マスク機能の概念図を示します。 
 

• 割り込み一時高速マスク機能を使わない場合の割り込み終了処理動作イメージ

伝搬

伝搬
伝搬

伝搬
伝搬

伝搬

伝搬

 同一割り込み動作が再動作する恐れ
（したがってソフトウェアでBL
 ビットクリア時期を遅らせる必
 要あり）

BL=0により、
前割り込みを
誤検出する期間

通常
動作

割り込み
動作

割り込み
動作

発生元
要因クリア

BLビット
クリア

ソフトウェア
の動作

割り込み発生元モジュールの割り込み期間

CPUの割り込み受信期間（BL=1）

通常
動作

ソフトウェア
の動作

• 割り込み一時高速マスク機能を使った場合の割り込み終了処理動作イメージ

通常動作へ
復帰処理

BL=0の時点で、
前割り込みは受信
しておらず、
誤検出は起こらない

BLビット
クリア

発生元
要因クリア

バスウェイト
（ハード自律）

高速マスク
設定

割り込み発生元モジュールの割り込み期間

INTC2→INTCの割り込み通達期間

CPUの割り込み受信期間（BL=1）  （BL=0）

 （BL=0）

INTC→CPUの割り込み通達期間

INTC2→INTCの割り込み通達期間

INTC→CPUの割り込み通達期間

 

図 7.4 割り込み一時高速マスク機能の概念図 
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（2） 割り込み一時高速マスクレジスタの設定条件／解除条件 

割り込み一時高速マスクレジスタへのマスク設定は、割り込みルーチンの終了処理をスムーズに行うために有

効な手段ですが、割り込み要求元のモジュールから連続して割り込みが発行されるような状況下でも確実に 1つ

ずつ処理することができるように割り込み一時高速マスクレジスタの操作を行う必要があり、注意が必要です。 

図 7.5に割り込み一時高速マスクレジスタの構成と、設定条件／解除条件／無効アクセス条件を示します。 

要求元からの
割り込み入力

【高速マスク設定条件】
・割り込み一時高速マスク自動解除モードでは、該当の割り込みが発生している場合に限り'1'セットされます。
・割り込み一時高速マスクのソフトによる解除モードでも、該当の割り込みが発生している場合に限り'1'セットされます。

【高速マスク解除条件】
・割り込み一時高速マスク自動解除モードでは、要求元の割り込みネゲート状態を検出した時点で自動的に解除されます。
　その後、要求元の割り込みのネゲート期間が続いている期間は、常に一時高速マスクビットにはリセットが掛かっています。
　また、割り込み一時高速マスク自動解除モードでは、ソフトからの'0'ライトによる解除はできません。
・割り込み一時高速マスクのソフトによる解除モードでは、要求元からの割り込みの状態にかかわらず解除が可能です。
　ただし、通常は要求元の割り込みをクリアした後に割り込み一時高速マスクビットを解除することを想定しています。

【無効条件】
・割り込み一時高速マスク自動解除モードでも ソフトによる解除モードでも 要求元の割り込みが発生していない状態では、
　割り込み一時高速マスクレジスタへの１設定は無効になります。
・割り込み一時高速マスク自動解除モード時におけるソフトウェアからの解除アクセスは無効になります。
・割り込み一時高速マスクのソフトによる解除モードにおいては要求元の割り込みネゲートが発生しても自動的に割り込み一時
　高速マスクは解除されません。

要求元割り込みクリア
（ソフト設定）

高速マスクビットに
リセットが働いてい
る期間

自動解除

高速マスクビット
（ソフト設定）

高速ネゲート 通常ネゲート

INTC2の
割り込み出力

 

図 7.5 割り込み一時高速マスクレジスタの構成と設定条件／解除条件／無効アクセス条件 

 

自動解除モードでは、割り込み、割り込み間の割り込みが存在しない期間で割り込み一時高速マスクレジスタ

にハード自律でリセットを掛けて解除を行っています。したがって、ソフトウェアが割り込み一時高速マスクレ

ジスタを設定するタイミングより先に割り込み信号がネゲートした場合は、割り込み一時高速マスクレジスタは

設定されませんが、すでにネゲートした割り込み要因に対して割り込み一時高速マスクレジスタを設定する必要

はないため、これは、正しい動作となります。 

同一の割り込み信号における次の割り込みとの間にネゲート期間がまったくないモジュールや、またそのよう

なモジュールの使われ方の中では該当割り込みビットの割り込み一時高速マスク自動クリアは働かないことにな

ります。このようなケースに関しては、ソフトウェアによる割り込み一時高速マスククリアモードを使ってマス

クを解除する必要があります。 
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7.7 割り込み応答時間 

割り込み要求が発生してから、割り込み例外処理が行われ、例外処理ルーチンの先頭命令のフェッチが開始さ

れるまでの時間（割り込み応答時間）を表 7.7に示します。 
 

表 7.7 割り込み応答時間 

ステート数 備 考 

周辺モジュール  

項  目 

NMI IRL IRQ 

GPIO 

以外 

GPIO  

優先順位判定時間 6Bcyc+2Pcyc 8Bcyc+2Pcyc 4Bcyc+2Pcyc 5Pcyc 7Pcyc  

CPUが実行中のシーケンス終了まで

の待ち時間 

S-1(≥0)×Icyc  

割り込み例外処理（SR、PCの退避）

から、例外処理ルーチンの先頭命令 

フェッチの SHwyバスリクエスト発

行までの時間 

11Icyc+1Scyc  

応答時間 合計 (S+10)Icyc 

+1Scyc 

+6Bcyc 

+2Pcyc 

(S+10)Icyc 

+1Scyc 

+8Bcyc 

+2Pcyc 

(S+10)Icyc 

+1Scyc 

+4Bcyc 

+2Pcyc 

(S+10)Icyc

+1Scyc 

+5Pcyc 

(S+10)Icyc 

+1Scyc 

+7Pcyc 

 

【記号説明】 

 Icyc ：CPUなどに供給される内部クロックの 1サイクル期間 

 Scyc ：SHwyクロックの 1サイクル期間 

 Bcyc ：バスクロックの 1サイクル期間 

 Pcyc ：周辺モジュールクロックの 1サイクル期間 

 S ：命令実行ステート数 

 

割り込みの許可／禁止を設定するレジスタ INTMSK0、INTMSK1、INT2MSKRGの設定値を、割り込み禁止状

態から割り込み許可状態に変更した場合に、割り込み例外処理が行われ、例外処理ルーチンの先頭命令のフェッ

チが開始されるまでの時間（割り込み応答時間）を表 7.8に示します。 
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表 7.8 割り込み許可／禁止のレジスタ値変更からの応答時間（割り込み禁止→割り込み許可の場合） 

ステート数 備  考 

IRL IRQ 周辺モジュール  

項  目 

INTMSK1 INTMSK0 INT2MSKRG 割り込みを許可／禁止

するレジスタ 

優先順位判定時間 (【注】) 1Pcyc 1Pcyc 4Pcyc  

CPUが実行中のシーケンス終了

までの待ち時間 

S-1(≥0)×Icyc  

割り込み例外処理（SR、PCの退

避）から例外処理ルーチンの先頭

命令フェッチのSHwyバスリクエ

スト発行までの時間 

11Icyc+1Scyc  

応答時間 合計 (S+10)Icyc 

+1Scyc 

+1Pcyc 

(S+10)Icyc 

+1Scyc 

+1Pcyc 

(S+10)Icyc 

+1Scyc 

+4Pcyc 

 

【記号説明】 

 Icyc ：CPUなどに供給される内部クロックの 1サイクル期間 

 Scyc ：SHwyクロックの 1サイクル期間 

 Bcyc ：バスクロックの 1サイクル期間 

 Pcyc ：周辺モジュールクロックの 1サイクル期間 

 S ：命令実行ステート数 

【注】 INTMSK0、INTMSK1、INT2MSKRGは、それぞれ INTMSKCLR0、INTMSKCLR1、INT2MSKCRレジスタへの書き込み

により、INTMSK0、INTMSK1、INT2MSKRGのマスクビットをクリアして、割り込みを許可します。表 7.8中の優先順

位判定時間は、INTMSK0、INTMSK1、INT2MSKRGの値が変更されてからの時間です。 

 

割り込みの許可／禁止を設定するレジスタ INTMSK0、INTMSK1、INT2MSKRGの設定値を、割り込み許可状

態から割り込み禁止状態に書き換えた場合に、INTCから CPUに対する割り込み要求信号が取り下げられるまで

の時間を表 7.9に示します。 
 

表 7.9 割り込み許可／禁止のレジスタ値変更からの応答時間（割り込み許可→割り込み禁止の場合） 

ステート数 備  考 

IRL IRQ 周辺モジュール  

項  目 

INTMSK1 INTMSK0 INT2MSKRG 割り込みを許可／禁止 

するレジスタ 

応答時間 1Pcyc 1Pcyc 4Pcyc  
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7.8 使用上の注意事項 

7.8.1 要因保持モード ICR0.LVLMODEが 0の場合の注意事項 

要因保持モード ICR0.LVLMODEが 0の場合、IRL割り込み要求およびレベル検出 IRQ割り込み要求は、CPU

が割り込みを受け付けた後も検出を行うため、割り込み処理ルーチンで INTCが保持している割り込み要求をク

リアする必要があります。 

割り込み処理

内部で保持している割り込み要求をクリア
　割り込みマスクビットに1をセットしてINTC
　内部で保持している割り込み要求をクリアし
　てください。

IRL/IRQレベル割り込み処理終了

1) GPIOレジスタまたは外部バス空間に書き込み
2) 書き込みを行ったアドレスを読み出す

1) INTMSK0/1の該当ビットに1をセット
2) INTMSKCLR0/1の該当ビットに1をセット
3) INTMSK0/1を読み出す

IRL/IRQレベル割り込みの要求クリアの待ち
　IRL/IRQ端子に入力している割り込み要求を
　取り下げるまでの時間と、取り下げたこと
　をINTCが検出するまでの時間（バスクロッ
　クで8サイクル）が必要です。

IRL/IRQレベル割り込み処理開始

IRL/IRQレベル割り込みの要求元をクリア
　GPIO端子出力、または外部バス空間を
　使用して外部デバイスに割り込みを受け
　付けたことを通知してください。

 

図 7.6 割り込み処理ルーチンの例 

 

CPUが受け付けた IRL割り込み要求およびレベル検出設定時の IRQ割り込み要求を取り下げるために、割り込

み処理ルーチン内で割り込みを受け付けたことを外部に通知する必要があります。たとえば、受け付けたレベル

や端子を判別できるデータを GPIO端子に出力するか、外部バス空間上の特定のアドレスに書き込むことで外部

のデバイスに通知することができます。その際、GPIOレジスタや外部バス空間への書き込み、同じアドレスの読

み出しは連続して行ってください。 

また、INTC内部で保持している割り込み要求をクリアするために INTCレジスタにデータを書き込んだ後には、

割り込み要求クリアを CPUが検出するまでの待ち時間が必要です。この待ち時間を確保するために、INTMSK0/1

への書き込み、INTMSKCLR0/1への書き込み、INTMSK0/1の読み出しは連続して行ってください。 
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7.8.2 IRQ3～IRQ0端子機能設定時の注意事項 

IRLまたは IRQモードに切り替えるときに、割り込み要求を誤検出して INTC内部で保持する可能性がありま

す。したがって、IRL割り込み要求および IRQ割り込み要求をマスク状態に設定してから、切り替えを行ってく

ださい。 
 

表 7.10 IRQ3～IRQ0端子機能切り替え手順 

手順 項   目 内   容 

1 IRL割り込み要求、IRQ割り込み要求をマスク INTMSK0、INTMSK1の有効ビットに 1を書き込む 

2 IRQ3～IRQ0端子を IRLまたは IRQに設定 ICR0の IRLM0ビットを 0または 1に設定する 

3 IRL割り込み要求、IRQ割り込み要求の検出を開始 INTMSKCLR0、INTMSKCLR1の該当するビットに 1を書き込む 

 

7.8.3 IRL割り込み要求および IRQ割り込み要求のクリア方法 

INTCで保持している割り込み要求をクリアする場合、以下の手順で行ってください。 

（1） 要因保持モード（ICR0.LVLMODE）の設定に依存しない、割り込み要求のクリア方法 

• エッジ検出設定時のIRQ割り込み要求のクリア方法 

エッジ検出設定をしているIRQ3～IRQ0割り込み要求のクリアは、INTREQの該当するビットIR3～IR0から1

を読み出した後、0を書き込んでください。INTMSK0で該当するビットに1を書き込んでも、検出しているIRQ

割り込み要求をクリアすることはできません。 

（2） 要因保持モード（ICR0.LVLMODE）の設定に依存する、割り込み要求のクリア方法 

（a） 要因保持モード ICR0.LVLMODEが 0の場合 

• IRL割り込み要求のクリア方法 

IRQ3～IRQ0端子のIRL割り込み要求をクリアする場合は、INTMSK1のIM10ビットに1を書き込んでくださ

い。 

• レベル検出設定時のIRQ割り込み要求のクリア方法 

レベル検出設定をしているIRQ3～0割り込み要求のクリアは、INTMSK0の該当するビットIM03～IM00に1を

書き込んでください。INTPRIで該当するビットに0を書き込んでも、検出しているIRQ割り込み要求をクリア

することはできません。検出しているIRQ割り込み要求（CPUが割り込みを受け付けるとクリアします）は

INTREQを読み出すことで確認できます。 

（b） 要因保持モード ICR0.LVLMODEが 1の場合 

レベル検出の IRQ割り込み、および IRL割り込み要求を検出しても、INTCは割り込み要因の保持をしません。 
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8. クロック発振器（CPG） 

8.1 概要 

クロック発振器（CPG）モジュールは、プロセッサ内部に供給するクロックの生成と、リセット、スリープと

いったチップ状態の制御を行います。 
 

8.1.1 特長 
 

• 内部クロックを生成 

CPUクロック（clki）、SHwyクロック（clks、clks1）、バスクロック（clkb）、周辺クロック（clkp）を生成

します。 

• 外部クロックを生成 

外部バスクロック（CLKOUT）およびDDRクロック（MCK0/MCK0#/MCK1/MCK1#）を生成します。 

• クロック動作モード 

CPGへのクロック入力について水晶発振子入力か外部クロック入力かを選択します。 

 

【注】 各モジュールで使用しているクロックは、各モジュールの章を参照ください。 
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8.1.2 ブロック図 

CPGのブロック図を図 8.1に示します。 

XTAL

EXTAL

MD10

MD11

MD12

PLL1

x32

x24

x16

x12

x 1/1 

x 1/2 

x 2/3 

x 1/3 

x 1/4 

x 1/6 

x 1/8 

x 1/12

clki

clks

clks1

clkb

clkp

CLKOUT

MCK0

MD1

MD2

MD3

MD4

FRQMR1 CPGSR MSTPCR0,1,3,4,5 MSTPSR1,3,4

CPGM

MD0

MCK0#

MCK1

MCK1#

 

図 8.1 CPGブロック図 
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8.1.3 外部端子 

CPGの端子構成を表 8.1に示します。 
 

表 8.1 入出力端子表 

端子名 入出力 説   明 

MD0 入力 • 自走モード／ステップアップモード切り替え信号 

（表 8.8を参照） 

MD1 

MD2 

MD3 

MD4 

入力 

入力 

入力 

入力 

• 動作周波数を設定。 

MD3=0、MD4=0にそれぞれを固定。 

（表 8.2を参照） 

MD10 入力 • 水晶発振子／発振器の設定。 

（表 8.7を参照） 

MD11 

MD12 

入力 

入力 

• PLL1の逓倍率を設定。 

（表 8.3～表 8.5を参照） 

XTAL 

EXTAL 

出力 

入力 

• 水晶発振子または外部クロック入力端子として使用します。 

（表 8.7を参照） 

CLKOUT 出力 外部バスクロック（MD2、MD1にて周波数変更可能） 

MCK0 

MCK0# 

MCK1 

MCK1# 

出力 

出力 

出力 

出力 

DDRバスクロック 

 

（1） 外部端子機能 

• クロックモード制御 

MD1、MD2、MD3、MD4、MD11、MD12端子の組み合わせにより PLL1の逓倍率および分周比を決めます。 
 

表 8.2 MD2、MD1設定値 

MD2 MD1 クロックモード設定 

0 0 400MHzモード（2） 

0 1 533MHzモード 

1 0 400MHzモード（1） 

1 1 設定禁止 
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表 8.3 PLL1逓倍率（400MHzモード（2）） 

MD 

12 

MD 

11 

PLL1 

逓倍率 

EXTAL入力最小周波数 EXTAL推奨入力周波数 EXTAL入力最大周波数 

0 0 X12 27.77MHz 

(clki=333.33MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

166.66MHz, 

CLKOUT=41.66MHz) 

33.33MHz 

(clki=400.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#=

200.00MHz, 

CLKOUT=50.00MHz) 

33.33MHz 

(clki=400.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

200.00MHz, 

CLKOUT=50.00MHz) 

0 1 X16 20.83MHz 

(clki=333.33MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

166.66MHz, 

CLKOUT=41.66MHz) 

25.00MHz 

(clki=400.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#=

200.00MHz, 

CLKOUT=50.00MHz) 

25.00MHz 

(clki=400.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

200.00MHz, 

CLKOUT=50.00MHz) 

1 0 X24 13.88MHz 

(clki=333.33MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

166.66MHz, 

CLKOUT=41.66MHz) 

16.66MHz 

(clki=400.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#=

200.00MHz, 

CLKOUT=50.00MHz) 

16.66MHz 

(clki=400.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

200.00MHz,  

CLKOUT=50.00MHz) 

1 1 X32 10.41MHz 

(clki=333.33MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

166.66MHz,  

CLKOUT=41.66MHz) 

12.50MHz 

(clki=400.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#=

200.00MHz,  

CLKOUT=50.00MHz) 

12.50MHz 

(clki=400.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

200.00MHz,  

CLKOUT=50.00MHz) 
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表 8.4 PLL1逓倍率（533MHzモード） 

MD 

12 

MD 

11 

PLL1 

逓倍率 

EXTAL入力最小周波数 EXTAL推奨入力周波数 EXTAL入力最大周波数 

0 0 X12 41.66MHz 

(clki=500.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

250.00MHz,  

CLKOUT=41.66MHz) 

44.44MHz 

(clki=533.33MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#=

266.66MHz,  

CLKOUT=44.44MHz) 

44.44MHz 

(clki=533.33MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

266.66MHz,  

CLKOUT=44.44MHz) 

0 1 X16 31.25MHz 

(clki=500.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

250.00MHz,  

CLKOUT=41.66MHz) 

33.33MHz 

(clki=533.33MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#=

266.66MHz,  

CLKOUT=44.44MHz) 

33.33MHz 

(clki=533.33MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

266.66MHz,  

CLKOUT=44.44MHz) 

1 0 X24 20.83MHz 

(clki=500.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

250.00MHz,  

CLKOUT=41.66MHz) 

22.22MHz 

(clki=533.33MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#=

266.66MHz,  

CLKOUT=44.44MHz) 

22.22MHz 

(clki=533.33MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

266.66MHz,  

CLKOUT=44.44MHz) 

1 1 X32 15.62MHz 

(clki=500.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

250.00MHz,  

CLKOUT=41.66MHz) 

16.66MHz 

(clki=533.33MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#=

266.66MHz,  

CLKOUT=44.44MHz) 

16.66MHz 

(clki=533.33MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

266.66MHz,  

CLKOUT=44.44MHz) 
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表 8.5 PLL1逓倍率（400MHzモード（1）） 

MD 

12 

MD 

11 

PLL1 

逓倍率 

EXTAL入力最小周波数 EXTAL推奨入力周波数 EXTAL入力最大周波数 

0 0 X12 50.00MHz 

(clki=400.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

300.00MHz,  

CLKOUT=50.00 MHz) 

51.00MHz 

(clki=408.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#=

306.00MHz,  

CLKOUT=51.00MHz) 

51.00MHz 

(clki=408.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

306.00MHz,  

CLKOUT=51.00MHz) 

0 1 X16 37.50MHz 

(clki=400.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

300.00MHz,  

CLKOUT=50.00MHz) 

38.25MHz 

(clki=408.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#=

306.00MHz,  

CLKOUT=51.00MHz) 

38.25MHz 

(clki=408.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

306.00MHz,  

CLKOUT=51.00MHz) 

1 0 X24 25.00MHz 

(clki=400.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

300.00MHz,  

CLKOUT=50.00MHz) 

25.50MHz 

(clki=408.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#=

306.00MHz,  

CLKOUT=51.00MHz) 

25.50MHz 

(clki=408.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

306.00MHz,  

CLKOUT=51.00MHz) 

1 1 X32 18.75MHz 

(clki=400.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

300.00MHz,  

CLKOUT=50.00MHz) 

19.12MHz 

(clki=408.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#=

306.00MHz,  

CLKOUT=51.00MHz) 

19.12MHz 

(clki=408.00MHz, 

MCK0,MCK0#,MCK1,MCK1#= 

306.00MHz,  

CLKOUT=51.00MHz) 

 

表 8.6 MD4、MD3設定値 

MD4 MD3 MD4、MD3設定 

0 0 MD4、MD3とも必ず 0に設定してください 

0 1 設定禁止 

1 0 設定禁止 

1 1 設定禁止 

 

• クロック入力モード制御 

MD10により外部入力および水晶発振子の選択が可能です。 
 

表 8.7 MD10設定値 

MD10 EXTAL/XTAL端子の説明 

0 EXTAL端子に外部クロックを入力します。 

1 EXTAL/XTAL端子に水晶発振子を接続します。 
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• 自走モードおよびステップアップモード制御 

MD0により自走モードおよびステップアップモードの選択が可能です。自走モードでもステップアップモード

でも PRESET#=L中に PLL1の発振を開始します（PLL1の発振安定時間は PRESET#=Lの中で確保してください）。 

ステップアップモードでは、表 8.9～表 8.11に記載されている各クロックは PRESET#=L中、EXTAL/XTAL端

子からのクロック（PLL1入力クロック）を（step1記載の分周値）×（1/2）分周したクロックとなります。PRESET#=H

となった後、分周器の入力が EXTAL/XTALから PLL1出力クロックに切り替わります（グリッチを発生すること

なく切り替わりますが、分周器の入力クロックが切り替わるので、周波数が急に高くなります。また、切り替え

の際、一時的にデューティの崩れたクロック波形が生成される可能性があります）。その後、各クロックは PLL1

出力を表 8.9～表 8.11に記載されている Step1の分周値で分周したクロックとなった後、Step2へ移行し、最終的

には Step3の状態で動作します。 

一方、自走モードでは、PRESET#=L中から一貫して表 8.9～表 8.11に記載されている Step3の状態から動作を

開始します。 

（ステップアップモードとは LSI内部の周波数を段階的に上げて LSIの消費電力の急激な変化を緩和する機能） 
 

表 8.8 MD0設定値 

MD0 説   明 

0 自走モード 

1 ステップアップモード 

 

表 8.9 ステップアップによる周波数遷移（条件：MD2=0、MD1=0） 

 clki clks clks1 clkb MCK0、MCK0#、MCK1、MCK1# clkp0、clkp1 CLKOUT 

Step1 1/4 1/4 1/8 1/8 1/2 1/8 1/8 

Step2 1/2 1/4 1/4 1/8 1/2 1/8 1/8 

Step3 1/1 1/2 1/4 1/8 1/2 1/8 1/8 

 

表 8.10 ステップアップによる周波数遷移（条件：MD2=0、MD1=1） 

 clki clks clks1 clkb MCK0、MCK0#、MCK1、MCK1# clkp0、clkp1 CLKOUT 

Step1 1/4 1/4 1/12 1/12 1/2 1/12 1/12 

Step2 1/2 1/4 1/6 1/12 1/2 1/12 1/12 

Step3 1/1 1/3 1/6 1/12 1/2 1/12 1/12 

 

表 8.11 ステップアップによる周波数遷移（条件：MD2=1、MD1=0） 

 clki clks clks1 clkb MCK0、MCK0#、MCK1、MCK1# clkp0、clkp1 CLKOUT 

Step1 1/6 1/6 1/12 1/12 1/2 1/12 1/12 

Step2 1/3 1/6 1/6 1/12 1/2 1/12 1/12 

Step3 2/3 1/3 1/6 1/12 1/2 1/12 1/12 
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Step 3

Step 2

Step 1

 

図 8.2 ステップアップによる電流変化 

 

表 8.12 自走モードでの各クロック種の分周比 

MD2 MD1 clki clks clks1 clkb MCK0、MCK0#、MCK1、MCK1# clkp0、clkp1 CLKOUT 

0 0 1/1 1/2 1/4 1/8 1/2 1/8 1/8 

0 1 1/1 1/3 1/6 1/12 1/2 1/12 1/12 

1 0 2/3 1/3 1/6 1/12 1/2 1/12 1/12 

 



 

8. クロック発振器（CPG） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  8-9 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

8.2 レジスタの説明 

表 8.13にレジスタ一覧を示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 8.14に示します。 

表 8.13 レジスタ構成 

名  称 略 称 R/W P4アドレス エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

周波数制御レジスタ 0 FRQCR0 R/W H'FFC8 0000 H'1FC8 0000 32 

周波数制御レジスタ 2 FRQCR2 R/W H'FFC8 0008 H'1FC8 0008 32 

周波数表示レジスタ 1 FRQMR1 R H'FFC8 0014 H'1FC8 0014 32 

周波数表示レジスタ 2 FRQMR2 R H'FFC8 0018 H'1FC8 0018 32 

 

表 8.14 各処理モードにおけるレジスタの状態 

パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

名  称 略 称 

PRESET#端子

/WDT/H-UDIに

よる 

WDTCNT の 

オーバフロー/ 

多重例外による

SLEEP 

命令に 

よる 

SLEEP 

命令に 

よる 

－ SLEEP 

命令に 

よる 

周波数制御レジスタ 0 FRQCR0 H'0000 0000 保持 保持 保持 － H'0000 0000 

周波数制御レジスタ 2 FRQCR2 H'0000 0000 保持 保持 保持 － H'0000 0000 

周波数表示レジスタ 1 FRQMR1 H'x4xx 21xx 保持 保持 保持 － H'x4xx 21xx 

周波数表示レジスタ 2 FRQMR2 H'0000 BFFF 保持 保持 保持 － H'0000 BFFF 

【注】 * 上記アドレス以外への書き込みは行わないでください。 

書き込みを行った場合、動作は保証されません。読み出すと不定値が読み出されます。 
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8.2.1 周波数制御レジスタ 0（FRQCR0） 

FRQCR0は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、各クロックの周波数を変更するためのシーケ

ンスを実行するためのレジスタです。シーケンスを実行した後、自動的に 0にクリアされます。FRQCR0はロン

グワードアクセスのみ可能です。 

FRQCR0への書き込みは上位バイトをコード値（H'CF）にしてロングワードサイズで行ってください。これ以

外のコード値での書き込みは無効です。コード値を読み出すと常に 0が読み出されます。 

本レジスタは PRESET#端子によるパワーオンリセット時、WDTオーバフローによるパワーオンリセット時、

H-UDIによるパワーオンリセット時のみリセットされます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－コード値 (H'CF)

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

FRQE－－－－－－－－－－－－－－ －

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31～24 － すべて 0 R/W コード値（H'CF） 

読み出すと常に 0が読み出されます。本レジスタへの書き込み時は H'CF

を書き込んでください。 

23～1 － すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくださ

い。 

0 FRQE 0 R/W 周波数変更イネーブル 

1 を書き込むと周波数変更を行います。 

周波数変更シーケンス実行後、0 にクリアされます。 
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8.2.2 周波数制御レジスタ 2（FRQCR2） 

本レジスタは、STIFクロック（clks2）の分周値を変更するときに設定します。設定した値は、周波数変更シー

ケンス実行後、自動的にクリアされます。なお、STIFクロックの周波数変更は、本 LSIの初期設定時のみ行って

ください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

S2FC3 S2FC2 S2FC1 S2FC0 － － － － － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31～16 － すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくださ

い。 

15 

14 

13 

12 

S2FC3 

S2FC2 

S2FC1 

S2FC0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

STIFクロック（clks2）の分周値設定 

0000：変更しない 

0101：CPGM内 PLL1出力の 1/6分周に設定 

0110：CPGM内 PLL1出力の 1/8分周に設定 

0111：CPGM内 PLL1出力の 1/9分周に設定 

1000：CPGM内 PLL1出力の 1/12分周に設定 

1001：CPGM内 PLL1出力の 1/16分周に設定 

1010：CPGM内 PLL1出力の 1/18分周に設定 

1011：CPGM内 PLL1出力の 1/24分周に設定 

11～0 － すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくださ

い。 
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8.2.3 周波数表示レジスタ 1（FRQMR1） 

本レジスタは、各内部クロックの分周値を表示するレジスタです。基準となる周波数は、表 8.3～表 8.5に示さ

れる PLL1出力クロックとなります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

－ － 0 － 0 1 0 0 0 0 1 － － － － 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 * － － － 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

IFS3 IFS2 IFS1 IFS0 － － － － SFS3 SFS2 SFS1 SFS0 BFS3 BFS2 BFS1 BFS0

MFS3 MFS2 MFS1 MFS0 － － － － S1FS3 S1FS2 S1FS1 S1FS0 PFS3 PFS2 PFS1 PFS0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31 

30 

29 

28 

IFS3 

IFS2 

IFS1 

IFS0 

0 

0 

0 

1 

R 

R 

R 

R 

CPUクロック（clki）の分周値を表示 

0001：1/1分周値 

1100：2/3分周値 

27 － 0 R リザーブビット 

26 － 1 R リザーブビット 

25、24 － すべて 0 R リザーブビット 

23 

22 

21 

20 

SFS3 

SFS2 

SFS1 

SFS0 

0 

0 

1 

－ 

R 

R 

R 

R 

Shwyクロック（clks）の分周値を表示 

0010：1/2分周値 

0011：1/3分周値 

19 

18 

17 

16 

BFS3 

BFS2 

BFS1 

BFS0 

－ 

－ 

－ 

0 

R 

R 

R 

R 

外部バスクロック（CLKOUT）の分周値を表示 

0110：1/8分周値  

1000：1/12分周値 

15 

14 

13 

12 

MFS3 

MFS2 

MFS1 

MFS0 

0 

0 

1 

0 

R 

R 

R 

R 

DDRクロック（M0CK0/0#/M1CK0/0#）の分周値を表示 

0010：1/2分周値 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

8 － 1 R リザーブビット 

7 

6 

5 

4 

S1FS3 

S1FS2 

S1FS1 

S1FS0 

0 

1 

0 

－ 

R 

R 

R 

R 

Shwy クロック(clks1)の分周値を表示 

0100：1/4 分周値 

0101：1/6 分周値 



 

8. クロック発振器（CPG） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  8-13 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

3 

2 

1 

0 

PFS3 

PFS2 

PFS1 

PFS0 

－ 

－ 

－ 

0 

R 

R 

R 

R 

周辺クロック(clkp)の分周値を表示 

0110：1/8分周値 

1000：1/12分周値 

 

8.2.4 周波数表示レジスタ 2（FRQMR2） 

本レジスタは、clks2クロックの分周値を表示するレジスタです。基準となる周波数は、表 8.3～表 8.5に示さ

れる PLL1出力クロックとなります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － － － － － － －

S2FS3 S2FS2 S2FS1 S2FS0 － － － － － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

15 

14 

13 

12 

S2FS3 

S2FS2 

S2FS1 

S2FS0 

1 

0 

1 

1 

R 

R 

R 

R 

STIFクロック（clks2）の分周値設定 

0101：1/6分周値 

0110：1/8分周値 

0111：1/9分周値 

1000：1/12分周値 

1001：1/16分周値 

1010：1/18分周値 

1011：1/24分周値 

11～0 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 
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8.3 動作説明 

8.3.1 周波数設定変更手順 

下記手順にて STIFクロック（clks2）の周波数を変更することができます。 
 

1. FRQCR2に値を設定。 

2. FRQCR0にH'CF000001を設定。 

3. FRQCR2に書き込んだ値とFRQMR2の値が一致していることを確認。 

 

なお、STIFクロック（clks2）の周波数変更は、本 LSIの初期設定時のみ行ってください。 
 

【プログラム例】STIFクロックを 1/8分周に変更。 

        MOV.L   #FRQCR1,R1 

        MOV.L   #H'00006000,R0       1.に相当。FRQCR1は当該レジスタのアドレス値です。 

        MOV.L   R0,@R1 

 

        MOV.L   #FRQCR0,R1 

        MOV.L   #H'CF000001,R0       2.に相当。FRQCR0は当該レジスタのアドレス値です。 

        MOV.L   R0,@R1 

手順 3.は確認のための比較であり、ここでは省略します。 
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8.4 ボード設計上の注意事項 

8.4.1 水晶発振子使用時の注意 

水晶発振子とコンデンサは、できるだけ EXTAL端子および XTAL端子の近くに置いてください。また、これ

らの端子の信号線に他の信号線を交差させないでください。誘導のために正しい発振ができなくなることがあり

ます。 

水晶発振子周辺の負荷コンデンサ容量やダンピング抵抗値などは、使用する水晶発振子メーカーと評価検討の

上、値を決めてください。 
 

8.4.2 外部クロックを EXTAL端子から入力するときの注意 

XTAL端子には、何も接続しないでください。 
 

8.4.3 PLL発振回路使用時の注意 

VDD-PLLと VSS-PLLは、その他の VDD、VSSとはボードの電源供給元から分離し、VCCQ-PLLと VSSQ-PLL

についても、その他の VCCQ、VSSとはボードの電源供給元からは分離してください。また、これら端子の近く

にノイズフィルタとして抵抗 RCB、バイパスコンデンサ CPB、CBを挿入してください。 

本LSI

VDD-PLL

VSS-PLL

VCCQ-PLL

VSSQ-PLL

RCB1 = RCB2 = 4.7Ω
CPB1 = CPB2 = 1μF （コンデンサ）
CB1 = CB2 = 0.1μF

推奨値：

CB1

CPB1

RCB1

VDD電源

コネクタなど

CB2

CPB2

RCB2

VCCQ電源

コネクタなど

 

図 8.3 PLL発振回路使用時の注意 
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9. 動作モード、低消費電力モード 

9.1 動作モード概要 

本 LSIは、PRESET#=Lのときに BSMODE、MPMD、MD0～MD18、HIFMD（MD19）*を設定することによっ

て動作モードを決定します。 

動作モードでクロックモード、EX_BUSエリア 0データバス幅、エリア分割、エンディアン、アドレスモード、

ブートモードが決定できます。 

また、本 LSIは低消費電力モードとしてスリープモード・ソフトウェアスタンバイモード・ディープスタンバ

イモード・モジュールスタンバイモードの 4種類のモードを持っています。 

【注】 * MD0～MD18、HIFMD（MD19）は周辺モジュール機能ピンとマルチプレクスされています。モードピンの設定値

とバッティングする機能は外部回路でご対処ください。 

リセット制御回路

抵抗×20 MD18、MD19、MD0～MD9、
MD11～MD13

MD10、MD14～MD17

A5～A19*1

本LSI

TX0_A、A24、A25、EX_CS3#、
EX_CS4#*2

VCCQ

VSSQ

PRESET#

【注】 *1 PRESET#をローレベルからハイレベルに変化させた後、端子出力状態に遷移します。
 *2 PRESET#をローレベルからハイレベルに変化させた後、端子入力状態を保持します。  

図 9.1 動作モード制御回路参考図 

 

9.1.1 クロックモード 

クロックモードについては、「第 8章 クロック発振器（CPG）」を参照してください。 
 

9.1.2 EX_BUSエリア 0データバス幅 

MD5、MD6の設定値によって、EX_BUSエリア 0のデータ幅が決まります。 

EX_BUSエリア 0データバス幅については、「第 6B章 ローカルバスステートコントローラ（LBSC）」を参

照してください。 
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9.1.3 エンディアン 

MD8の設定値によって、CPUのエンディアンを選択します。 
 

9.1.4 アドレスモード 

MD13の設定値によって、29/32ビットアドレスモードの切り替えを行います。MD9、MD7の設定値によって、

エリア 0からエリア 6の分割方法を選択します。エリア分割については、「第 6B章 ローカルバスステートコン

トローラ（LBSC）」を参照してください。 
 

9.1.5 ブートモード 

MD14、MD16、MD17、MD18、MD19によってブートモードを選択することができます。 

ブートモードの設定値や各ブートモードの動作については、「9.5 ブートモード」を参照してください。 
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9.2 低消費電力モード概要 

本 LSIは、低消費電力モードとしてスリープモード、ソフトウェアスタンバイモード、ディープスタンバイモ

ード、モジュールスタンバイ機能をサポートしています。低消費電力モードでは、CPU、クロック、内蔵メモリ、

一部内蔵周辺モジュール等の機能を停止したり、電源をオフしたりすることにより、消費電力を低減させること

ができます。低消費電力モードは、リセットまたは割り込み等によって解除されます。 
 

9.2.1 低消費電力モードの種類 

低消費電力モードには、次のようなモード、機能があります。 

1. スリープモード 

2. ソフトウェアスタンバイモード 

3. ディープスタンバイモード 

4. モジュールスタンバイ機能 

 

プログラム実行状態から各モードへ遷移する条件、各モードでの CPUや周辺モジュールなどの状態、および各

モードの解除方法を、表 9.1に示します。 
 

表 9.1 低消費電力モードの状態 

低消費電力 
モード

遷移条件 状　　態 解除方法

スリープ 
モード

ソフトウェア 
スタンバイ 
モード

STBCRのSTBY
ビットが0の状態で
SLEEP命令を実行

STBCRのSTBY
ビットが1、DEEP
ビットが0の状態
でSLEEP命令を
実行

CPG CPU CPU 
レジスタ

ILRAM／
キャッシュ
メモリ

HIF-RAM 内蔵周辺 
モジュール

外部メモリ電源リアル 
タイム 
クロック

動作

停止

停止

停止

保持

保持

動作

停止

動作

停止

動作

動作

動作

動作

オート 
リフレッシュ 
にしてください

セルフ 
リフレッシュ 
にしてください

・割り込み
・パワーオンリセット
・マニュアルリセット
・DMAアドレスエラー

・NMI割り込み 
・IRQ割り込み
・パワーオンリセット

ディープ 
スタンバイ 
モード

STBCRのSTBY
ビットが1、DEEP
ビットが1の状態で
SLEEP命令を実行

停止 停止 停止 停止

（内容は
　保持）

（内容の保持
　or非保持は
　RRAMKP
　にて設定）

停止 動作 停止 セルフ 
リフレッシュ 
にしてください

・NMI割り込み
・パワーオンリセット
・リアルタイムクロック 
 アラーム割り込み
・解除用端子の変化
・GETHERのMagic Packet検出
  割り込み

モジュール 
スタンバイ 
モード

MSTPCR0、
MSTPCR1、
MSTPCR3、
MSTPCR4、
MSTPCR5のMSTP
ビットを1とする

動作 動作 保持 動作

停止

停止
（内容は
　保持）

（内容は 
　非保持）

動作 指定 
モジュール 
が停止

停止 動作 オート 
リフレッシュ 
にしてください

・MSTPビットを0に 
　クリア 
・パワーオンリセット 
  （パワーオンリセット時、
 停止状態に初期化される
 モジュールを除く）

停止
（内容は
　保持）
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9.3 レジスタの説明 

表 9.2にレジスタ一覧を示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 9.3に示します。 
 

表 9.2 レジスタ一覧 

名  称 略 称 R/W P4アドレス エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

モジュールスタンバイ制御レジスタ 0 MSTPCR0 R/W H'FFC8 0030 H'1FC8 0030 32 

モジュールスタンバイ制御レジスタ 1 MSTPCR1 R/W H'FFC8 0034 H'1FC8 0034 32 

モジュールスタンバイ制御レジスタ 3 MSTPCR3 R/W H'FFC8 003C H'1FC8 003C 32 

モジュールスタンバイステータスレジスタ 1 MSTPSR1 R H'FFC8 0044 H'1FC8 0044 32 

モジュールスタンバイステータスレジスタ 3 MSTPSR3 R H'FFC8 004C H'1FC8 004C 32 

モジュールスタンバイステータスレジスタ 4 MSTPSR4 R H'FFC8 0048 H'1FC8 0048 32 

モジュールスタンバイ制御レジスタ 4 MSTPCR4 R/W H'FFC8 0050 H'1FC8 0050 32 

モジュールスタンバイ制御レジスタ 5 MSTPCR5 R/W H'FFC8 0054 H'1FC8 0054 32 

スタンバイコントロールレジスタ STBCR R/W H'FFC8 0020 H'1FC8 0020 32 

保持用内蔵 RAM保持エリア指定レジスタ RRAMKP R/W H'FFC7 F000 H'1FC7 F000 8 

ディープスタンバイコントロールレジスタ DSCTR R/W H'FFC7 F002 H'1FC7 F002 8 

ディープスタンバイ解除要因セレクトレジスタ DSSSR R/W H'FFC7 F004 H'1FC7 F004 16 

ディープスタンバイ解除エッジセレクトレジスタ DSESR R/W H'FFC7 F006 H'1FC7 F006 16 

ディープスタンバイ解除要因フラグレジスタ DSFR R/(W)* H'FFC7 F008 H'1FC7 F008 16 

保持 RAMブートアドレスレジスタ HIAR R/W H'FFC7 F012 H'1FC7 F012 16 

エリア 0ブートアドレスレジスタ Low BARL R/W H'FFC7 F014 H'1FC7 F014 16 

エリア 0ブートアドレスレジスタ High BARH R/W H'FFC7 F016 H'1FC7 F016 16 

【注】 * DSFR以外のレジスタは、ディープスタンバイからの復帰時に初期化されます。 
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表 9.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

略称 初期値 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

MSTPCR0 H'0000 0000 初期化 保持 保持 保持 － 初期化 

MSTPCR1 H'0000 C3C9 初期化 保持 保持 保持 － 初期化 

MSTPCR3 H'C0FF B013 初期化 保持 保持 保持 － 初期化 

MSTPSR1 H'0080 C3C9 初期化 保持 保持 保持 － 初期化 

MSTPSR3 H'C0FF B013 初期化 保持 保持 保持 － 初期化 

MSTPSR4 H'0000 0028 初期化 保持 保持 保持 － 初期化 

MSTPCR4 H'0000 0028 初期化 保持 保持 保持 － 初期化 

MSTPCR5 H'0000 0004 初期化 保持 保持 保持 － 初期化 

STBCR H'0000 0000 初期化 保持 保持 保持 － 初期化 

RRAMKP H'00 初期化 保持 保持 保持 － 初期化 

DSCTR H'00 初期化 保持 保持 保持 － 初期化 

DSSSR H'0000 初期化 保持 保持 保持 － 初期化 

DSESR H'0000 初期化 保持 保持 保持 － 初期化 

DSFR H'0000 初期化*1 保持*2 保持 保持 － 保持 

HIAR H'0000 初期化 保持 保持 保持 － 初期化 

BARL H'0000 初期化 保持 保持 保持 － 初期化 

BARH H'0000 初期化 保持 保持 保持 － 初期化 

【注】 上記アドレス以外への書き込みは行わないでください。 

書き込みを行った場合、動作は保証されません。読み出すと不定値が読み出されます。 

 *1 端子状態保持を解除します。 

 *2 端子状態保持を継続します。 
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9.3.1 モジュールスタンバイ制御レジスタ 0（MSTPCR0） 

本レジスタのビットを操作する場合、対象となるモジュールが動作中でないことを確認してください。対象と

なるモジュールが動作中に本レジスタのビットを操作した場合のモジュール動作は保証できません。“1”はモジ

ュール停止中。“0”はモジュール動作中。 
 

161718192021222324252627282931 30

000

－

000000000000 0

R/WRRR/WRR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR/WR R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－ －MSTP 
030

MSTP 
029

MSTP 
026

MSTP 
025

MSTP 
024

MSTP 
023

MSTP 
022

MSTP 
021 － MSTP 

019 － － MSTP 
016

MSTP 
012

MSTP 
011

MSTP 
010

MSTP 
015

MSTP 
014 － MSTP 

009
MSTP 
008

MSTP 
007 － － － －－－

－

RRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

30 MSTP030 0 R/W IIC3_0のクロック停止 

29 MSTP029 0 R/W IIC3_1のクロック停止 

28、27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

26 MSTP026 0 R/W SCIF0のクロック停止 

25 MSTP025 0 R/W SCIF1のクロック停止 

24 MSTP024 0 R/W SCIF2のクロック停止 

23 MSTP023 0 R/W SCIF3のクロック停止 

22 MSTP022 0 R/W SCIF4のクロック停止 

21 MSTP021 0 R/W SCIF5のクロック停止 

20 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

19 MSTP019 0 R/W HSCIFのクロック停止 

18、17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

16 MSTP016 0 R/W TIMER0のクロック停止 

15 MSTP015 0 R/W TIMER1のクロック停止 

14 MSTP014 0 R/W TIMER2のクロック停止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

12 MSTP012 0 R/W SSI0のクロック停止 

11 MSTP011 0 R/W SSI1のクロック停止 

10 MSTP010 0 R/W SSI2のクロック停止 

9 MSTP009 0 R/W SSI3のクロック停止 

8 MSTP008 0 R/W SSSのクロック停止 

7 MSTP007 0 R/W HSPIのクロック停止 

6～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

【注】 リザーブビットは初期値を変更しないようにターゲットのビットだけ変更するようにしてください。(Read Modify Write) 

 * このビットを操作する場合、対象となるモジュールが動作中でないことを確認してください。対象となるモジュー

ルが動作中にこのビットを操作した場合のモジュール動作は保証できません。 

 

9.3.2 モジュールスタンバイ制御レジスタ 1（MSTPCR1） 

本レジスタはモジュールへの停止要求をするレジスタです。停止したことの確認はモジュールスタンバイステ

ータスレジスタ 1の対象モジュールビットが停止した状態になっていることで確認できます。“1”はモジュール

スタンバイ要求。“0”はモジュール動作要求。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

100100111100001 1

－－－

R/WRRR/WRRR/WR/WR/WR/WRR/WRRR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

－ MSTP 
109－ MSTP 

111
MSTP 
115

MSTP 
114

MSTP 
108

MSTP 
107

MSTP 
103－－MSTP 

106
MSTP 
100

－

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

15 MSTP115 1 R/W ADMACのモジュールスタンバイ制御 

14 MSTP114 1 R/W GETHERのモジュールスタンバイ制御 

13、12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

11 MSTP111 0 R/W DMACのモジュールスタンバイ制御 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

9 MSTP109 1 R/W ビデオ入力 1のモジュールスタンバイ制御 

8 MSTP108 1 R/W ビデオ入力 0のモジュールスタンバイ制御 

7 MSTP107 1 R/W R-GPVGのモジュールスタンバイ制御 

6 MSTP106 1 R/W 2DGのモジュールスタンバイ制御 

5、4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

3 MSTP103 1 R/W 表示のモジュールスタンバイ制御 

2、1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

0 MSTP100 1 R/W USBのモジュールスタンバイ制御 

【注】 リザーブビットは初期値を変更しないようにターゲットのビットだけ変更するようにしてください。(Read Modify Write) 

 

9.3.3 モジュールスタンバイ制御レジスタ 3（MSTPCR3） 

このビットを操作する場合、対象となるモジュールが動作中でないことを確認してください。対象となるモジ

ュールが動作中にこのビットを操作した場合のモジュール動作は保証できません。“1”はモジュール停止中。“0”

はモジュール動作中。 

 
161718192021222324252627282931 30

111111110000001 1

MSTP 
317

MSTP 
318

MSTP 
319

MSTP 
320

MSTP 
321

MSTP 
322

MSTP 
323

－－－－－－MSTP 
331

MSTP 
330

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR/W R/W

:

:

R/W:

01234567891011121315 14

110010000000111 0

MSTP 
301

MSTP 
300

MSTP 
302

MSTP 
313

R/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRR/WR/WR/W R/W

:

:

R/W:

－ －MSTP 
312 －MSTP 

315
MSTP 
314 － － MSTP 

303
MSTP 
304－－

MSTP 
316

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 MSTP331 1 R/W MMCのクロック停止 

30 MSTP330 1 R/W MIMLBのクロック停止 

29～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくださ

い。 

23 MSTP323 1 R/W SDHI0のクロック停止 

22 MSTP322 1 R/W SDHI1のクロック停止 

21 MSTP321 1 R/W SDHI2のクロック停止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

20 MSTP320 1 R/W RQSPIのクロック停止 

19 MSTP319 1 R/W SRC0のクロック停止 

18 MSTP318 1 R/W SRC1のクロック停止 

17 MSTP317 1 R/W RSPIのクロック停止 

16 MSTP316 1 R/W RCAN0のクロック停止 

15 MSTP315 1 R/W RCAN1のクロック停止 

14 MSTP314 0 R/W FLTCLのクロック停止 

13 MSTP313 1 R/W ADCのクロック停止 

12 MSTP312 1 R/W MTUのクロック停止 

11～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくださ

い。 

4 MSTP304 1 R/W IEBusのクロック停止 

3 MSTP303 0 R/W RTCのクロック停止 

【注】 内部の RTCへ供給されるクロックを停止する機能です。 

外部クロックの停止はお客様のシステム上で実装してください。 

2 MSTP302 0 R/W HIFのクロック停止 

1 MSTP301 1 R/W STIF0のクロック停止 

0 MSTP300 1 R/W STIF1のクロック停止 

【注】 リザーブビットは初期値を変更しないようにターゲットのビットだけ変更するようにしてください。(Read Modify Write) 

 

9.3.4 モジュールスタンバイ制御レジスタ 4（MSTPCR4） 

本レジスタはモジュールへの停止要求をするレジスタです。停止したことの確認はモジュールスタンバイステ

ータスレジスタ 1の対象モジュールビットが停止した状態になっていることで確認できます。“1”はモジュール

スタンバイ要求。“0”はモジュール動作要求。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000101000000000 0

－ －－－

RRRR/WRR/WRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

－ －－ －－ － － － MSTP 
403

－MSTP 
405

－

－

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 

5 MSTP405 1 R/W LCDCのクロック停止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 

3 MSTP403 1 R/W LMBのクロック停止 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 

【注】 リザーブビットは初期値を変更しないようにターゲットのビットだけ変更するようにしてください。(Read Modify Write) 

 

9.3.5 モジュールスタンバイ制御レジスタ 5（MSTPCR5） 

このビットを操作する場合、対象となるモジュールが動作中でないことを確認してください。対象となるモジ

ュールが動作中にこのビットを操作した場合のモジュール動作は保証できません。“1”はモジュール停止中。“0”

はモジュール動作中。 

 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

001000000000000 0

－ －－－

RRR/WRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

－ －－ －－ － － － MSTP 
502

－－ －

－

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 

2 MSTP502 1 R/W VEU3F0のクロック停止 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 

【注】 リザーブビットは初期値を変更しないようにターゲットのビットだけ変更するようにしてください。(Read Modify Write) 
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9.3.6 モジュールスタンバイステータスレジスタ 1（MSTPSR1） 

モジュールの動作状態を表示。“1”はスタンバイ状態。“0”は動作状態。 
 

161718192021222324252627282931 30

0000000000000 0

STBY 
120 －

0

－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

10011111001 1

－－STBY 
106

STBY 
111－

0

－

0

－

0

－STBY 
115

STBY 
114

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

STBY 
109

STBY 
108

STBY 
107

STBY 
103

STBY 
100

0

－

0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

20 STBY120 0 R TMUのモジュール動作状態表示 

（TMU0、1、2の全チャネル、および、TMUの内部バスインタフェ

ースがスタンバイ状態のとき、1を表示） 

19～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

15 STBY115 1 R ADMACのモジュール動作状態表示 

14 STBY114 1 R GETHERのモジュール動作状態表示 

13、12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

11 STBY111 0 R DMACのモジュール動作状態表示 

10 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

9 STBY109 1 R VIN1のモジュール動作状態表示 

8 STBY108 1 R VIN0のモジュール動作状態表示 

7 STBY107 1 R R-GPVGのモジュール動作状態表示 

6 STBY106 1 R 2DGのモジュール動作状態表示 

5、4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

3 STBY103 1 R 表示のモジュール動作状態表示 

2、1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

0 STBY100 1 R USBのモジュール動作状態表示 
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9.3.7 モジュールスタンバイステータスレジスタ 3（MSTPSR3） 

モジュールの動作状態を表示します。“1”はスタンバイ状態、“0”は動作状態です。SDHI0-2、RCAN0-1、

STIF0-1以外のモジュールは、MSTPCR3の設定が各モジュールのクロック動作／停止状態に直ちに反映されるの

で、MSTPSR3にはMSTPCR3の設定値がそのまま反映されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

111111110000001 1

STBY 
316

STBY 
317

STBY 
318

STBY 
319

STBY 
320

STBY 
321

STBY 
322

STBY 
323－－－－－－STBY 

331
STBY 
330

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

110010000000111 0

STBY 
301

STBY 
302

STBY 
304－－－STBY 

312
STBY 
313

STBY 
315

STBY 
314

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

－ － － － STBY 
303

STBY 
300

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 STBY331 1 R MMCのモジュール動作状態表示 

30 STBY330 1 R MIMLBのモジュール動作状態表示 

29～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

23 STBY323 1 R SDHI0のモジュール動作状態表示 

22 STBY322 1 R SDHI1のモジュール動作状態表示 

21 STBY321 1 R SDHI2のモジュール動作状態表示 

20 STBY320 1 R RQSPIのモジュール動作状態表示 

19 STBY319 1 R SRC0のモジュール動作状態表示 

18 STBY318 1 R SRC1のモジュール動作状態表示 

17 STBY317 1 R RSPIのモジュール動作状態表示 

16 STBY316 1 R RCAN0のモジュール動作状態表示 

15 STBY315 1 R RCAN1のモジュール動作状態表示 

14 STBY314 0 R FLTCLのモジュール動作状態表示 

13 STBY313 1 R ADCのモジュール動作状態表示 

12 STBY312 1 R MTUのモジュール動作状態表示 

11～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

4 STBY304 1 R IEBusのモジュール動作状態表示 

3 STBY303 0 R RTCのモジュール動作状態表示 

2 STBY302 0 R HIFのモジュール動作状態表示 

1 STBY301 1 R STIF0のモジュール動作状態表示 

0 STBY300 1 R STIF1のモジュール動作状態表示 
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9.3.8 モジュールスタンバイステータスレジスタ 4（MSTPSR4） 

モジュールの動作状態を表示。“1”はスタンバイ状態。“0”は動作状態。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000101000000000 0

－－－STBY 
405－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

－ － － － STBY 
403 －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

5 STBY405 1 R LCDCのモジュール表示 

4 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

3 STBY403 1 R LMBのモジュール表示 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

 

9.3.9 スタンバイコントロールレジスタ（STBCR） 

STBCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、スリープ、ソフトウェアスタンバイ、ディー

プスタンバイの指定ができます。STBCRはロングワードアクセスのみ可能です。 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R R R R R R

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － STBY DEEP － － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

STBY 

DEEP 

0 

0 

R/W 

R/W 

ソフトウェアスタンバイ、ディープスタンバイ 

ソフトウェアスタンバイモード、ディープスタンバイモードへの遷移を指

定します。 

0x：SLEEP命令の実行で、スリープモードへ遷移 

10：SLEEP命令の実行で、ソフトウェアスタンバイモードへ遷移 

11：SLEEP命令の実行で、ディープスタンバイモードへ遷移 

5～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【記号説明】x：Don't care 

 

9.3.10 保持用内蔵 RAM保持エリア指定レジスタ（RRAMKP） 

RRAMKPは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、ディープスタンバイモード時に対象の保持用

内蔵 RAMエリアの内容を保持するかどうかを設定します。 

RRAMKPビットを 1にセットすると、HIF-RAMの内容がディープスタンバイモード時に保持されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W

－ － － － － － RRAM
KP－

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 RRAMKP 0 R/W 保持用内蔵 RAM保持エリア 

0：ディープスタンバイモード時、保持用内蔵 RAMを保持しない 

1：ディープスタンバイモード時、保持用内蔵 RAMを保持する 

 

9.3.11 ディープスタンバイコントロールレジスタ（DSCTR） 

DSCTRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、ディープスタンバイモードから復帰する際の、

外部メモリ制御端子の状態と起動方法を制御します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R R R

－ － －－EBUS
KEEPE

RAM
BOOT

CKO
KEEPE

PRSTO
KEEPE
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 EBUSKEEPE 0 R/W 外部メモリ制御端子状態保持 

0：ディープスタンバイモードから復帰時、外部メモリ制御端子の状態を保持し

ない 

1：ディープスタンバイモードから復帰時、外部メモリ制御端子の状態を IOKEEP

クリアまで保持する* 

6 RAMBOOT 0 R/W ディープスタンバイから復帰後の起動方法選択 

ディープスタンバイから復帰後の起動方法を選択します。 

0：リセット時に設定したブートモードに従います。 

1：保持用内蔵 RAMからプログラムを読み出します（保持 RAMブート）。 

プログラムカウンタ値（PC）：HIF-RAM先頭番地＋HIAR 

5 CKOKEEPE 0 R/W CLKOUT端子状態保持 

0：ディープスタンバイモードから復帰時、CLKOUT端子の状態を保持しない 

1：ディープスタンバイモードから復帰時、CLKOUT端子の状態を IOKEEPクリ

アまで保持する 

4 PRSTOKEEP

E 

0 R/W PRESETOUT#端子状態保持 

0：ディープスタンバイモードから復帰時、PRESETOUT#端子の状態を保持し

ない 

1：ディープスタンバイモードから復帰時、PRESETOUT#端子の状態を IOKEEP

クリアまで保持する 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 * DDR2-SDRAM/DDR3-SDRAM端子の状態保持は DDR-PHY部により行われます。ディープスタンバイ復帰後の

DDR2-SDRAM/DDR3-SDRAMの初期化については「第 4章 メモリコントローラ（DBSC3）」を参照してくださ

い。 

 

9.3.12 ディープスタンバイ解除要因セレクトレジスタ（DSSSR） 

DSSSRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ディープスタンバイの解除要因を選択できま

す。 

DSSSRはワードアクセスのみ可能です。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W R R/W R R R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － GET － RTCAR － － IRQ3 IRQ2 IRQ0IRQ1

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～9 － すべて0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 GET 0 R/W GETHERのMagic Packet検出で解除 

0：GETHERのMagic Packet検出で解除しない 

1：GETHERのMagic Packet検出で解除する 

【注】 ディープスタンバイ遷移時に本ビットが 1の場合、GETHERの電源が ON

のままとなり、待機電流が増加します。ディープスタンバイ状態で

GETHERの電源を ONにする必要が無い場合は本ビットを 0に設定して

ください。 

 また、使用可能な機能ピンに関しては「9.4.3（8） GETHERのMagic 

Packet検出割り込みによるディープスタンバイからの復帰の注意事項」を

参照してください。 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 RTCAR 0 R/W リアルタイムクロックのアラーム割り込みで解除 

0：リアルタイムクロックのアラーム割り込みで解除しない 

1：リアルタイムクロックのアラーム割り込みで解除する 

5、4 － すべて0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 IRQ3 0 R/W IRQ3の変化で解除 

0：IRQ3の変化で解除しない 

1：IRQ3の変化で解除する 

【注】 CAN0_RX_A、CAN1_RX_Aを IRQ0、IRQ1として使用する場合、IRQ3を

復帰要因として使用することはできません。 

2 IRQ2 0 R/W IRQ2の変化で解除 

0：IRQ2の変化で解除しない 

1：IRQ2の変化で解除する 

【注】 CAN0_RX_A、CAN1_RX_Aを IRQ0、IRQ1として使用する場合、IRQ2を

復帰要因として使用することはできません。 

1 IRQ1 0 R/W IRQ1の変化で解除 

0：IRQ1の変化で解除しない 

1：IRQ1の変化で解除する 

【注】 CAN1_RX_Aを IRQ1として使用する場合、PFCを IRQ1_Bとして使用す

るように設定してください。 

0 IRQ0 0 R/W IRQ0の変化で解除 

0：IRQ0の変化で解除しない 

1：IRQ0の変化で解除する 

【注】 CAN0_RX_Aを IRQ0として使用する場合、PFCを IRQ0_Bとして使用す

るように設定してください。 
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9.3.13 ディープスタンバイ解除エッジセレクトレジスタ（DSESR） 

DSESRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ディープスタンバイ解除要因の機能ピンの立

ち上がりエッジ検出、立ち下がりエッジ検出の選択を行うことができます。DSESRはワードアクセスのみ可能で

す。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W R R R R R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － NMIE － － － － IRQ3E IRQ2E IRQ0EIRQ1E

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 NMIE 0 R/W NMIエッジ検出 

0：NMIの立ち下がりエッジで検出する 

1：NMIの立ち上がりエッジで検出する 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 IRQ3E 0 R/W IRQ3エッジ検出 

0：IRQ3の立ち下がりエッジで検出する 

1：IRQ3の立ち上がりエッジで検出する 

2 IRQ2E 0 R/W IRQ2エッジ検出 

0：IRQ2の立ち下がりエッジで検出する 

1：IRQ2の立ち上がりエッジで検出する 

1 IRQ1E 0 R/W IRQ1エッジ検出 

0：IRQ1の立ち下がりエッジで検出する 

1：IRQ1の立ち上がりエッジで検出する 

0 IRQ0E 0 R/W IRQ0エッジ検出 

0：IRQ0の立ち下がりエッジで検出する 

1：IRQ0の立ち上がりエッジで検出する 
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9.3.14 ディープスタンバイ解除要因フラグレジスタ（DSFR） 

DSFRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ディープスタンバイモードがどの要因で解除さ

れたのかを確認するフラグと、ディープスタンバイモード解除後に端子状態の解除を行うビットで構成されます。

DSFRは、ディープスタンバイモードが割り込み（NMI、リアルタイムクロックのアラーム割り込み）および解除

用端子の変化により解除された場合、パワーオンリセット例外処理が実行されますが、本レジスタは前の値を保

持します。ディープスタンバイモードがパワーオンリセットにより解除された場合、本レジスタは H'0000に初期

化されます。 

ディープスタンバイモードに遷移する直前には、すべてのフラグをクリアする必要があります。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/(W)*

【注】* フラグをクリアするため、1を読み出した後に0を書き込むことのみ可能です。

R R R R R R/(W)* R/(W)* R R/(W)* R R R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

IO
KEEP － － － － － GETF NMIF － RTC

ARF － － IRQ3F IRQ2F IRQ1F IRQ0F

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 IOKEEP 0 R/(W)* 端子状態保持解除 

ディープスタンバイモード解除時に端子状態保持を解除するビットです。 

0：端子状態を保持していない 

［クリア条件］ 

• 1リード後の 0ライト 

1：端子状態を保持している 

［セット条件］ 

• ディープスタンバイモードに遷移したとき 

14～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 GETF 0 R/(W)* GETHERフラグ 

0：GETHER Magic Packet検出なし 

1：GETHER Magic Packet検出あり 

8 NMIF 0 R/(W)* NMIフラグ 

0：NMI端子に割り込みなし 

1：NMI端子に割り込みあり 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 RTCARF 0 R/(W)* RTCARフラグ 

0：リアルタイムクロックのアラーム割り込みなし 

1：リアルタイムクロックのアラーム割り込みあり 

5、4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 IRQ3F 0 R/(W)* IRQ3端子フラグ 

0：IRQ3端子変化なし 

1：IRQ3端子変化あり 

2 IRQ2F 0 R/(W)* IRQ2端子フラグ 

0：IRQ2端子変化なし 

1：IRQ2端子変化あり 

1 IRQ1F 0 R/(W)* IRQ1端子フラグ 

0：IRQ1端子変化なし 

1：IRQ1端子変化あり 

0 IRQ0F 0 R/(W)* IRQ0端子フラグ 

0：IRQ0端子変化なし 

1：IRQ0端子変化あり 

【注】 * フラグをクリアするため、1を読み出した後に 0を書き込むことのみ可能です。 

 

9.3.15 HIF-RAM復帰時アドレスレジスタ（HIAR） 

本レジスタはディープスタンバイからの復帰後、保持 RAM復帰（RRAMKPに 1を書き込み）として HIF-RAM

からのブートを行う場合のエリア先頭番地からのオフセット値を設定します。本レジスタはワードアクセスのみ

可能です。本レジスタは、ディープスタンバイからの復帰後に初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R

－ － － － － HIAR[10] HIAR[9] HIAR[8] HIAR[7] HIAR[6] HIAR[5] HIAR[4] HIAR[3] HIAR[2] HIAR[1] －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～1 HIAR[10:1] すべて 0 R/W ディープスタンバイ復帰後のブート開始アドレスのオフセット 10～1ビッ

ト目の値を指定します。保持 RAMブートを行わない場合、本レジスタの設

定は無効となります。 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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9.3.16 ブートアドレスレジスタ（BARL） 

BARLはディープスタンバイからの復帰後、ブートを開始するアドレスのエリアの先頭番地からのオフセット

値の下位 16ビットを設定します。本レジスタは、CS0からのブートを行う場合のエリア先頭番地からのオフセッ

ト値を設定します。本レジスタは、ディープスタンバイからの復帰時に初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R

BAR[15] BAR[14] BAR[13] BAR[12] BAR[11] BAR[10] BAR[9] BAR[8] BAR[7] BAR[6] BAR[5] BAR[4] BAR[3] BAR[2] BAR[1] －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 BAR[15:1] すべて 0 R/W ディープスタンバイ復帰後のブート開始アドレスのオフセット 15～

1ビット目の値を指定します。保持 RAMブートまたは、CS0以外の

外部デバイスからブートを開始する場合、本レジスタの設定は無効

となります。 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 

 

9.3.17 ブートアドレスレジスタ（BARH） 

BARHはディープスタンバイからの復帰後、ブートを開始するアドレスのエリアの先頭番地からのオフセット

値の上位 16ビットを設定します。本レジスタは、CS0からのブートを行う場合のエリア先頭番地からのオフセッ

ト値を設定します。本レジスタは、ディープスタンバイからの復帰時に初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － BAR[23] BAR[22] BAR[21] BAR[20] BAR[19] BAR[18] BAR[17] BAR[16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 

7～0 BAR[23:16] すべて 0 R/W ディープスタンバイ復帰後 CS0からブートを開始する場合の、アド

レスオフセット 23～16ビット目の値を指定します。保持 RAMブー

トまたは、CS0以外の外部デバイスからブートを開始する場合、本

レジスタの設定は無効となります。 
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9.4 動作説明 

9.4.1 スリープモード 

（1） スリープモードへの遷移 

STBCR1の STBYビットが 0の状態で SLEEP命令を実行すると、プログラム実行状態からスリープモードに遷

移します。CPUは SLEEP命令実行後に停止しますが、CPUのレジスタ内容は保持されます。内蔵周辺モジュー

ルは動作を続けます。外部バスクロック（CLKOUT）および DDRクロック（MCK0/MCK0#）のクロック出力は

続行されます。スリープモード時は CPUターゲットアクセスも可能です。 
 

（2） スリープモードの解除 

スリープモードは、割り込み（NMI、IRQ、内蔵周辺）、DMAアドレスエラー、およびリセット（マニュアル

リセット、パワーオンリセット）により解除されます。 

• 割り込みによる解除 

NMI、IRQ、および内蔵周辺の各割り込みが発生すると、スリープモードが解除され割り込み例外処理が実

行されます。発生した割り込みの優先レベルがCPUのステータスレジスタ（SR）に設定されている割り込み

マスクレベル以下の場合、および内蔵周辺モジュールによる割り込みがモジュール側で禁止されている場合

には、割り込み要求は受け付けられず、スリープモードは解除されません。 

• DMAアドレスエラーによる解除 

DMAアドレスエラーが発生するとスリープモードが解除され、DMAアドレスエラー例外処理が実行されま

す。 

• リセットによる解除 

パワーオンリセットおよびマニュアルリセットにより、スリープモードは解除されます。 

 

9.4.2 ソフトウェアスタンバイモード 

（1） ソフトウェアスタンバイモードへの遷移 

STBCR1の STBYビットが 1、DEEPビットが 0の状態で SLEEP命令を実行すると、プログラム実行状態から

ソフトウェアスタンバイモードに遷移します。ソフトウェアスタンバイモードでは、CPUだけでなくクロックや

内蔵周辺モジュールも停止します。外部バスクロック（CLKOUT）および DDRクロック（MCK0/MCK0#）のク

ロック出力も停止します。 

CPUおよびキャッシュのレジスタ内容は保持されます。内蔵周辺モジュールのレジスタに関しては初期化され

るものがあります。ソフトウェアスタンバイモード時の周辺モジュールのレジスタ状態は各モジュールのレジス

タ一覧表を参照してください。 

また、CPUは、1サイクルで STBCRへの書き込みを完了し次の命令処理を実行します。しかし、実際の書き込

みには 1サイクル以上かかります。したがって、CPUから STBCRへの書き込み値を SLEEP命令に確実に反映す

るためには、STBCRを読み出してから SLEEP命令を実行してください。 
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ソフトウェアスタンバイモードへ遷移する手順を以下に示します。 

1. WDTCSRのTMEビットに0を書き込んで、ウォッチドッグタイマ（WDT）を停止します。 

2. WDTBSTに、PLL回路の発振安定後に本LSIが動作を再開するまでの時間を設定します。H'55000001を書き込

んだときが最小で、H'55000000を書き込んだときが最大となります。 

3. STBCRレジスタのSTBYビットに1、DEEPビットに0を設定した後にSTBCRレジスタを読み出します。その後、

SLEEP命令を実行させます。 

 

（2） ソフトウェアスタンバイモードの解除 

ソフトウェアスタンバイモードは、割り込み（NMI、IRQ）およびリセット（パワーオンリセット）により解除

されます。外部バスクロック（CLKOUT）および DDRクロック（MCK0/MCK0#）が出力されます。 

• 割り込みによる解除 

NMI端子の立ち下がりエッジまたは立ち上がりエッジ（割り込みコントローラの割り込みコントロールレジ

スタ0（ICR0）のNMIエッジセレクトビット（NMIE）で選択）、IRQ端子（IRQ3～IRQ0）の立ち下がりエッ

ジまたは立ち上がりエッジ（割り込みコントロールレジスタ1（ICR1）のIRQnセンスセレクトビット（IRQn1S

～IRQn0S）で選択）が検出されると*、クロックの発振が開始されます。このクロックは発振安定時間をカ

ウントする発振安定カウンタ（ウォッチドッグタイマ）にだけ供給されます。これによって、ソフトウェア

スタンバイモードが解除され、NMI割り込み例外処理（IRQの場合、IRQ割り込み例外処理）が実行されます。

発生した割り込みの優先レベルがCPUのステータスレジスタ（SR）に設定されている割り込みマスクレベル

以下の場合、割り込み要求は受け付けられず、ソフトウェアスタンバイモードは解除されません。 

NMI割り込みまたはIRQ割り込みによってソフトウェアスタンバイモードを解除する場合、割り込み検出直

後からソフトウェアスタンバイモードが解除されるまでの間には、CLKOUT端子のクロック出力の位相が不

安定になることがあります。なお、立ち下がりエッジに設定したNMI端子でソフトウェアスタンバイモード

を解除する場合、ソフトウェアスタンバイモードに入るとき（クロック停止時）のNMI端子のレベルがロー

レベルになるようにしてください。また、立ち上がりエッジに設定したNMI端子でソフトウェアスタンバイ

モードを解除する場合、ソフトウェアスタンバイモードに入るとき（クロック停止時）のNMI端子のレベル

がローレベルに、かつソフトウェアスタンバイモード解除時（発振安定後のクロック起動時）のNMI端子の

レベルがハイレベルになるようにしてください（IRQ端子の場合も同様です）。 

【注】 * ICR0の IRLM0の設定値にかかわらず、独立した割り込み入力として解除を検出します。 

• リセットによる解除 

PRESET#端子をローレベルにすると、ソフトウェアスタンバイモードが解除され、パワーオンリセット状態

に遷移し、その後PRESET#端子をハイレベルにするとパワーオンリセット例外処理が開始されます。 

PRESET#端子は、クロックの発振が安定するまでローレベルを保持してください。 

CLKOUT端子には、内部のクロックが出力され続けます。 
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9.4.3 ディープスタンバイモード 

（1） ディープスタンバイモードへの遷移 

STBCRの STBYビットと DEEPビットが 1の状態で SLEEP命令を実行すると、プログラム実行状態からディ

ープスタンバイモードに遷移します。ディープスタンバイモードでは、CPU、クロック、および内蔵周辺モジュ

ールが停止するだけではなく、RRAMKPレジスタの RRAMKPビットの設定により保持となる保持用内蔵 RAM

（HIF-RAM）エリア、リアルタイムクロックを除き電源がオフになり、消費電力を大幅に削減できます。そのた

め CPUおよびキャッシュのレジスタ内容、内蔵周辺モジュールのレジスタに関しても値は保持されません。ただ

し、端子の状態は一部のアナログ機能ピンおよび ET0_GTX_CLK出力を除き、ディープスタンバイモードに遷移

する直前の値を保持することができます。 

また、CPUは、1サイクルで STBCRへの書き込みを完了し次の命令処理を実行します。しかし、実際の書き込

みには 1サイクル以上かかります。したがって、CPUから STBCRへの書き込み値を SLEEP命令に確実に反映す

るためには、STBCRを読み出してから SLEEP命令を実行してください。 

ディープスタンバイモードへ遷移する手順を以下に示します。また、そのフローを図 9.2に示します。 

1. 保持用内蔵RAMエリアを保持する必要がある場合、RRAMKPレジスタのRRAMKPビットを設定し、保持用

内蔵RAMエリアに保持したいプログラムを転送します。 

2. ディープスタンバイモードから復帰するときの起動方法と外部メモリ制御端子状態保持を、DSCTRレジスタ

のEBUSKEEPEビットとRAMBOOTビットで設定します。 

3. ディープスタンバイモードを割り込みで解除する場合、どの端子またはどの条件で解除するかDSSSRの該当

ビットを設定します。このとき解除する端子の入力信号検出モードをDSESRの該当ビットで設定します。 

4. 保持する保持用内蔵RAMの各ページに対し、任意の同一アドレスのリード／ライトを実行します。実行しな

い場合、最後に書かれたデータが保持用内蔵RAMに書き込まれない可能性があります。以後、保持用内蔵

RAMへのライトがある場合には、最後の保持用内蔵RAMライト後に、本処理を実行してください。 

5. STBCRレジスタのSTBYビットとDEEPビットに1を設定します。 

6. DSFRレジスタのフラグをクリアした後に、DSFRレジスタを読み出します。その後、SLEEP命令を実行しま

す。 
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ディープスタンバイモード遷移

STBCRをリード

DSFRのフラグクリア後、
DSFRの読み出し

SLEEP命令実行

必要に応じてDSSSRの 
該当ビットを設定

必要に応じてDSCTRの 
該当ビットを設定

必要に応じてDSESRの 
該当ビットを設定

必要に応じてリアルタイム 
クロックのレジスタを設定 

保持する保持用内蔵RAM
の各ページに対し、任意の
同一アドレスのリード／
ライトを実行

STBCRのSTBY、 
DEEPビットを1にセット

必要に応じてRRAMKPの
RRAMKPビットを設定
保持が必要なデータを
該当エリアに転送

 

図 9.2 ディープスタンバイモード遷移フロー 
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（2） ディープスタンバイモードの解除 

ディープスタンバイモードは、割り込み（NMI、リアルタイムクロックのアラーム割り込み、GETHERのMagic 

Packet検出割り込み）、解除用端子の変化、およびリセット（パワーオンリセット）により解除されます。リア

ルタイムクロックのアラーム割り込み、および GETHERのMagic Packet検出割り込みは、割り込み優先レベルお

よび CPUのステータスレジスタ（SR）に関係なく、ディープスタンバイ解除要因として動作します。リセット以

外の要因によって解除する場合も、割り込み例外処理ではなくパワーオンリセット例外処理が実行されます。デ

ィープスタンバイモード解除のフローを図 9.3に示します。 

割り込み（NMI、リアルタイムクロックのアラーム、
GETHERのMagic Packet） 
検出、解除用端子変化を検出

発振安定時間をカウント

No

Yes

PRESET#検出

発振安定時間の間、
PRESET#端子の
ローレベルを保持

リセット時の
ブートモードに従った
パワーオンリセット

例外処理

初期化ルーチンへ
パワーオンリセット

例外処理
（開始PCをHIF-RAM

先頭番地）

リセット時の
ブートモードに従った
パワーオンリセット

例外処理

DSFRのフラグチェック

解除要因に応じた
例外処理

周辺機能の再設定

DSFRのIOKEEPビットを
クリア（端子状態保持を解除）

ディープスタンバイモード
遷移前の状態へ

ディープスタンバイモード

RAMBOOT＝1？

 

図 9.3 ディープスタンバイモード解除フロー 
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• リセット以外による解除 

NMI端子の立ち下がりエッジまたは立ち上がりエッジ（DSESRの該当ビットで選択）、解除用端子の立ち下

がりエッジまたは立ち上がりエッジ（DSESRの該当ビットで選択）が検出されるか、リアルタイムクロック

のアラーム割り込み（設定方法の詳細は「第26章 リアルタイムクロック」の「26.4.4 アラーム機能」を

参照してください）が発生すると、電源安定待ち時間後、クロックの発振が開始されます。発振安定時間経

過後ディープスタンバイモードが解除され、パワーオンリセット例外処理が実行されます。 

解除要因の検出直後からディープスタンバイモードが解除されるまでの間には、CLKOUT端子のクロック出

力の位相が不安定になることがあります。なお、立ち下がりエッジに設定したNMI端子でディープスタンバ

イモードを解除する場合、ディープスタンバイモードに入るとき（クロック停止時）のNMI端子のレベルが

ハイレベルに、かつディープスタンバイモード解除時（発振安定後のクロック起動時）のNMI端子のレベル

がローレベルになるようにしてください。また、立ち上がりエッジに設定したNMI端子でディープスタンバ

イモードを解除する場合、ディープスタンバイモードに入るとき（クロック停止時）のNMI端子のレベルが

ローレベルに、かつディープスタンバイモード解除時（発振安定後のクロック起動時）のNMI端子のレベル

がハイレベルになるようにしてください（解除用端子の場合も同様です）。CKOKEEPE=1に設定している場

合は、ディープスタンバイ遷移のためにSLEEP命令を発行してから1[ms]はNMI、IRQをネゲート状態にし、

NMI、IRQアサート維持を1[ms]以上としてください。 

• リセットによる解除 

PRESET#端子をローレベルにすると、ディープスタンバイモードが解除され、パワーオンリセット状態に遷

移し、その後PRESET#端子をハイレベルにするとパワーオンリセット例外処理が開始されます。CLKOUT端

子には、PRESET#端子をローレベルにすると内部のクロックが出力され始めます。 

PRESET#端子は、クロックの発振が安定するまでローレベルを保持してください。 

 

（3） ディープスタンバイモード解除後の動作 

DSCTRレジスタのRAMBOOTビット設定により外部メモリ起動か内保持用蔵RAM起動かを選択することがで

きます。EBUSKEEPEビットの設定によりブートモードによらずディープスタンバイモード解除後も外部メモリ

制御端子の状態を保持することができます。各ビットによるディープスタンバイモード解除後の端子状態を表 9.4

に示します。外部メモリ制御端子一覧を表 9.5に示します。 
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表 9.4 DSCTRレジスタ設定によるディープスタンバイ解除後の端子状態と起動方法 

EBUSKEEPE 

ビット 

RAMBOOT 

ビット 

起動方法 ディープスタンバイ解除後の端子状態 

0 0 外部メモリ 外部メモリ制御端子は保持しない。 

その他の端子は IOKEEPビットクリア時に端子保持解除。 

0 1 保持用内蔵 RAM CS0ブートの場合、外部メモリ制御端子は保持しない。 

ディープスタンバイ解除後外部メモリ制御端子は端子保持解除。 

その他の端子は IOKEEPビットクリア時に端子保持解除。 

1 0 － 設定禁止 

1 1 保持用内蔵 RAM 外部メモリ制御端子は保持する。 

外部メモリ制御端子もその他の端子も、IOKEEPビットクリア時に端子

保持解除。 

 

表 9.5 外部メモリ制御端子一覧 

CS0ブート（CS0空間） NANDフラッシュ 

ブート 

（NANDフラッシュ 

メモリ） 

シリアルブート 

（シリアルフラッシュ

メモリ） 

MMCブート 

（MMCフラッシュ 

メモリ） 

eSDブート 

（eSDデバイス） 

A[23:0] 

D[15:0] 

BS#、CS0#、RD# 

NAF[7:0] 

FRE#、FCLE、FALE、

FEW#、FCE#、FRB

RSPCK、SSL、MOSI、

MISO 

MMC_D[7:0] 

MMC_CLK、 

MMC_CMD 

SD0_CLK 

SD0_CMD、 

SD0_DAT[3:0] 

SD0_WP、 

SD0_CD 

 

ディープスタンバイモードが、割り込み（NMI、リアルタイムクロックのアラーム）、解除用端子の変化によ

り解除された場合、どの要因で解除されたのかをディープスタンバイ解除要因フラグレジスタ（DSFR）により確

認することができます。 

ディープスタンバイモードに遷移する際、端子は直前の状態を保持していますが、外部メモリ起動モード時は、

ディープスタンバイモード解除後、外部メモリ制御端子の状態保持を解除してプログラムフェッチ可能とします。

その他の端子は、ディープスタンバイモード解除後も DSFRレジスタの IOKEEPビットの 1を読み出した後に 0

を書き込むまで端子の状態保持を続けます。PRESET#＝L時に NANDフラッシュブート、シリアルブート、MMC

ブート、eSDブートのいずれかに設定した場合、保持用内蔵 RAM起動モード（保持 RAMブート）時はディープ

スタンバイモード解除後、外部メモリ制御端子も DSFRレジスタの IOKEEPビットの 1を読み出した後に 0を書

き込むまで端子の状態保持を続けます。PRESET#＝L時に HIFブートに設定し起動した後、ディープスタンバイ

から復帰した場合も同様に、外部メモリ制御端子は、DSFRレジスタの IOKKEPビットの 1を読み出した後に 0

を書き込むまで端子の状態保持を続けます。 

ディープスタンバイモード遷移前の状態にするには、周辺機能の再設定を行います。周辺機能には、クロック

パルス発振器、割り込みコントローラ、汎用入出力ポート、周辺モジュール等の状態保持が解除されディープス

タンバイモード遷移前の状態になります。 
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（4） ディープスタンバイモード遷移時の注意事項 

ディープスタンバイモード設定後の割り込みは、ディープスタンバイ解除要因セレクトレジスタで設定した以

外の割り込みはマスクされます。ディープスタンバイ解除要因セレクトレジスタで設定した割り込みのみ受け付

けますが、解除要因を複数設定し複数の解除要因が入力された場合、解除要因フラグは複数セットされることに

なります。 

また、ディープスタンバイモード遷移の SLEEP命令と NMI、IRQの割り込みおよびマニュアルリセットが同時

に発生すると、割り込みを受けてディープスタンバイモードが解除される場合があります。 

ディープスタンバイ復帰後の電源・PLL安定待ち時間は EXTALをカウントすることによって確保されます。

そのためディープスタンバイ遷移後も EXTALは動作させるようにしてください。 

ブートで使用する機能ピンに対する PFCの設定をブートモジュール以外のモジュールに選択した場合、ディー

プスタンバイ遷移前にブートモジュールを選択する設定にするようにしてください。 
 

（5） ディープスタンバイ時 HIF-RAM使用の注意事項 

RAMBOOTを 0に設定した状態で、ディープスタンバイ遷移を行った場合、HIF-RAM電源は OFFされるため

外部デバイスからの HIF-RAMへの書き込みはできなくなります。また、RRAMKPを 1に設定した状態の場合、

HIF-RAM電源は ON状態を維持しますがクロック供給を停止するため RRAMKPを 0に設定した状態と同様に

HIF-RAMへの書き込みは行えなくなります。 

HIFを使用して外部から HIF-RAMへの書き込みを行う設定でディープスタンバイを行う場合、以下の手順でデ

ィープスタンバイ遷移・復帰を行ってください。 

1. HIFRDYCRのMASKビット*に 1ライトを行い、HIFRDYをマスク状態にする 

2. HIFRDYCRのMASKビットから 1リードを行い、HIFRDYがマスク状態であることを確認 

3. 図 9.2の処理を行い、ディープスタンバモードに遷移。1.、2.の処理によりディープスタンバイ中 HIFRDY

がマスク状態で固定されます。 

4. IOKEEPクリア後の機能ピンの状態を、HIFRDYをマスク状態にするため、HIFRDYディープスタンバ

イ復帰後、HIFRDYCRのMASKビットに 1ライト、1リードを行う 

5. 図 9.3の処理を行い、ディープスタンバイモードを解除 

6. HIFRDYCRのMASKビットに 0ライトを行い、HIFRDYをアクセス可能状態にし、外部デバイスから、

HIF-RAMへの書き込みを行う。 

また、HIFブートで起動する場合、保持 RAMブート（RAMBOOTを 1に設定）は行わないでください。 

【注】 * HIFRDYCRのMASKビットの機能については、「第 21章 ホストインタフェース（HIF）」の「21.4.12 HIFRDY

コントロールレジスタ（HIFRDYCR）」を参照してください。 

 

（6） ユーザデバッグモード使用時のディープスタンバイ注意事項 

ASEモード等のユーザデバッグモードを使用した状態で、ディープスタンバイ遷移を実行した場合、スタンバ

イ状態に遷移しますが、デバッグ機能を使用可能にしておくため、内部電源は ON状態を維持します。 
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（7） ディープスタンバイ復帰後の注意事項 

ディープスタンバイ復帰後、IOKEEPクリアを行った場合、周辺機能から出力される信号が完全な波形とはな

らず、途中で切り替わる可能性があります。また、CKOKEEPE＝1の設定時の CLKOUTも同様に、ディープスタ

ンバイ復帰後、IOKEEPクリアを行った場合、信号が完全な波形とはならず、途中で切り替わる可能性があります。 

CLKOUTを生成している内蔵 PLLは、ディープスタンバイ復帰直後に発振を開始し、リセット解除前までに発

振が安定します。CKOKEEPE＝0の設定のとき、リセット期間中、一時、発振安定前の波形が CLKOUTから出力

されます。 
 

（8） GETHERのMagic Packet検出割り込みによるディープスタンバイからの復帰の注意事項 

本 LSIは GETHER（制御系）を GroupB#に選択することによって、GETHERのMagic Packet検出割り込みを受

け付け GETFビットへ送る機構が ON状態になり、割り込み発生によりディープスタンバイからの復帰を行うこ

とが可能となります。また、Packetデータの受信は GMII GroupB#かMII GroupB#、または RMII GroupA#を選択す

ることで可能となります。 

GETHERのMagic Packet検出割り込み信号は、ディープスタンバイ復帰時にかかるリセットにより自動的に初

期化されます。そのため、GETHERのMagic Packet検出割り込みが他のディープスタンバイ復帰要因と競合した

場合、Magic Packet検出割り込み受け付け前にリセットが入り GETFに 1が書き込まれなくなることがあります。

同様に、機能ピン上の ET0_MAGICの状態もリセットによりMagic Packet検出時もローレベルを示すことがあり

ます。そのため、ディープスタンバイ復帰後、汎用 IOポート機能などを用いて必要な期間 ET0_MAGICハイレベ

ル状態を確保する必要があります。 
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9.4.4 モジュールスタンバイ機能 

特定のモジュールのクロックを停止します。なお、モジュールスタンバイ機能にてクロック停止／復帰する場

合は、各モジュールのクロック停止／復帰手順を参照してください。 
 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ 0（MSTPCR0） 

本レジスタは、パワーダウン制御信号を持たないモジュールの制御レジスタです。 

したがって、本レジスタにてクロック停止／復帰を行うとモジュールの状態に無関係にクロックが制御されま

す。 

（2） モジュールスタンバイ制御レジスタ 1（MSTPCR1） 

本レジスタは、パワーダウン制御信号を持つモジュールの制御レジスタです。 

したがって、本レジスタにてクロック停止を行うと、まずパワーダウン手順にてモジュールを停止させてから

クロックを停止します。クロック復帰を行うと、クロックを供給してからパワーダウン解除を行いモジュール復

帰させます。 

（3） モジュールスタンバイ制御レジスタ 3（MSTPCR3） 

本レジスタは、パワーダウン制御信号を持たないモジュールの制御レジスタです。 

したがって、本レジスタにてクロック停止／復帰を行うとモジュールの状態に無関係にクロックが制御されま

す。 

（4） モジュールスタンバイ制御レジスタ 4（MSTPCR4） 

本レジスタは、パワーダウン制御信号を持つモジュールの制御レジスタです。 

したがって、本レジスタにてクロック停止を行うと、まずパワーダウン手順にてモジュールを停止させてから

クロックを停止します。クロック復帰を行うと、クロックを供給してからパワーダウン解除を行いモジュール復

帰させます。 

（5） モジュールスタンバイ制御レジスタ 5（MSTPCR5） 

本レジスタは、パワーダウン制御信号を持たないモジュールの制御レジスタです。 

したがって、本レジスタにてクロック停止／復帰を行うとモジュールの状態に無関係にクロックが制御されま

す。 
 

なお、モジュールのクロック停止中にマニュアルリセットを発行した場合表 9.6に示すとおり、リセットが有

効であるモジュールとリセットが有効でないモジュールがあるため、リセットが無効のモジュールを初期化する

場合はクロックを復帰させてからリセットを発行してください。 
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表 9.6 モジュールスタンバイ中のマニュアルリセットの扱い 

モジュールスタンバイ中、リセットは無効 モジュールスタンバイ中、リセットは有効 

SCIF、HSCIF、TMU、SSI*、SSS*、HSPI*、ADMAC*、

SHwy-DMAC、VIN0*、VIN1*、USB、MIMLB*、SRC、RCAN*、

FLCTL、IEBus、HIF、LCDC*、LMB*、VEU3F0* 

IIC3、DU、MMC、SDHI、RQSPI、RSPI、ADC、MTU、GPIO、

RTC、STIF、PFC 

【注】 * モジュールスタンバイ中にマニュアルリセットが発行された場合、モジュール内の回路が一部初期化されます。 

 

（a） モジュールスタンバイモードへの遷移 

モジュールスタンバイモードへ遷移する場合は、下記の各モジュールでの遷移手順を参照してください。 
 

1. IIC3 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ0（MSTPCR0）のMSTP029-030ビット（各ビットはIIC3_1-0の各チャネ

ルに対応）を1にしてください。 

2. SCIF 

（1） 現在進行中の、SCIFがサポートするシリアル通信を完了させます。完了確認方法は、送信時は、シリアルス

テータスレジスタの監視により、トランスミットFIFOデータレジスタにプットした送信データがシリアル通

信端子へ送出されたことを確認します。受信時は、シリアルステータスレジスタの監視により、レシーブFIFO

データレジスタに格納されたシリアル通信端子からの受信データがポップされていることを確認します。 

（2） モジュールスタンバイ制御レジスタ0（MSTPCR0）のMSTP026-021ビット（各ビットはSCIF0-5の各チャネ

ルに対応）を1にしてください。 

3. HSCIF 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ0（MSTPCR0）のMSTP019-018ビット（各ビットはHSCIF0-1の各チャネ

ルに対応）を1にしてください。 

4. TIMER 

（1） タイマスタートレジスタへのビットセットにより、進行していた、タイマのカウント動作を停止させます。 

（2） モジュールスタンバイ制御レジスタ0（MSTPCR0）のMSTP016-14ビット（各ビットはTIMER0-2の各チャネ

ルに対応）を1にしてください。 

5. SSI（0～3） 

（1） SSI0～SSI3のコントロールレジスタ（SSICR）のDMENビット、UIENビット、OIENビット、IIENビット、

DIENビット、ENビットはすべて0（禁止状態）であることを確認してください。 

（2） SSI0～SSI3のステータスレジスタ（SSISR）のIDSTビットは1であることを確認してください。 

（3） SSI0～SSI3のTDMモードレジスタ（SSITDM）のCONTビットは0（禁止状態）であることを確認してくださ

い。 

（4） モジュールスタンバイ制御レジスタ0（MSTPCR0）のMSTP009ビット～MSTP012ビットをすべて1にしてく

ださい。 

【注】 モジュールの動作が完了してアイドル状態にあり、外部端子や他のモジュールからの起動要因もありえない状態で設定

してください。 
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6. SSS 

（1） SSSのインタフェースコントロールレジスタ（IFCTL）レジスタのSDOA_CTLビット、SDIA_CTLビット、

SDOB_CTLビット、SDIB_CTLビットはすべて0であることを確認してください。 

（2） SSSのデータ転送方式設定レジスタ（TRDAT）レジスタのDMA_OBビット、DMA_OAビット、DMA_IBビ

ット、DMA_IAビット、FCL_DMA_OBビット、FCL_DMA_OAビット、FCL_DMA_IBビット、FCL_DMA_IA

ビット、EVENT_OMASKAビット、EVENT_OMASKBビット、EVENT_IMASKAビット、EVENT_IMASKB

ビットはすべて0であることを確認してください。 

（3） SSSのFIFO動作イネーブルレジスタ（STFIFO）レジスタのST_OFIFORBビット、ST_OFIFORAビット、

ST_IFIFORBビット、ST_IFIFORAビット、ST_OUTPBビット、ST_OUTPAビット、ST_INPBビット、ST_INPA

ビット、WT_OFIFORBビット、WT_OFIFORAビット、WT_IFIFORBビット、WT_IFIFORAビット、WT_OUTPB

ビット、WT_OUTPAビット、WT_INPBビット、WT_INPAビットはすべて0であることを確認してください。 

（4） SSSモジュールへのクロック供給を停止してください。 

（5） モジュールスタンバイ制御レジスタ0（MSTPCR0）のMSTP008ビットを1にしてください。 

【注】 モジュールスタンバイモードへの遷移はSSSモジュールの動作完了後にSSSモジュールは停止状態であることを確認

し、外部端子や他のモジュールからの起動要因もありえない状態で設定してください。もし、SSSモジュールの動作

中にモジュールスタンバイ制御レジスタの制御ビットを操作した場合、動作は保証できません。 

【注】 モジュールスタンバイモードへの遷移後は他のモジュールと外部端子へ悪影響が無いように設定してください。 

たとえば、ＤＭＡは起動しない、割込みは発生しない、外部端子の状態など考慮してください 

7. SPI 

（1） すべてのデータ転送が行われたかを確認します。すなわち、トランスミットバッファ（またはFIFO）が空で、

レシーブバッファ（またはFIFO）が空になるまで読み出されている必要があります。 

（2） すべての割り込み要求を禁止します。FIFOモードも無効にします。 

（3） モジュールスタンバイ制御レジスタ0（MSTPCR0）のMSTP007ビットを1にしてください。 

8. ADMAC 

（1） ADMACのすべての動作が停止していることを確認してください。 

（2） モジュールスタンバイ制御レジスタ1（MSTPCR1）のMSTP115ビットを1にしてください。 

（3） モジュールスタンバイステータスレジスタ1（MSTPSR1）のSTBY115ビットが1になっていることを確認し

てください。 

9. GETHER 

（1） 専用のダイレクトメモリアクセスコントローラ（E-DMAC）転送が実行されていない状態で、モジュールス

タンバイ制御レジスタ1（MSTPCR1）のMSTP114ビットを1にしてください。 

（2） モジュールスタンバイステータスレジスタ1（MSTPSR1）のSTBY114ビットが1になっていることを確認し

てください。 
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10. DMAC 

（1） DMA転送が実行されていない状態で、モジュールスタンバイ制御レジスタ1（MSTPCR1）のMSTP111ビッ

トを1にしてください。 

（2） モジュールスタンバイステータスレジスタ1（MSTPSR1）のSTBY111ビットが1になっていることを確認し

てください。 

11. VIN0 

（1） メインコントロールレジスタ（MC）のモジュールイネーブル（ME）ビットとフレームキャプチャレジスタ

（FC）のコンティニアスキャプチャ（CC）ビットおよびシングルキャプチャ（SC）ビットを共に0にし、

ビデオ入力モジュールを停止させます。 

（2） モジュールステータスレジスタ（MS）のキャプチャアクティブ（CA）ビットが0になったことを確認して

ください。 

（3） モジュールスタンバイ制御レジスタ1（MSTPCR1）のMSTP108ビットを1にしてください。 

（4） モジュールスタンバイステータスレジスタ1（MSTPSR1）のSTBY108ビットが1になっていることを確認し

てください。 

12. VIN1 

（1） メインコントロールレジスタ（MC）のモジュールイネーブル（ME）ビットとフレームキャプチャレジスタ

（FC）のコンティニアスキャプチャ（CC）ビットおよびシングルキャプチャ（SC）ビットを共に0にし、

ビデオ入力モジュールを停止させます。 

（2） モジュールステータスレジスタ（MS）のキャプチャアクティブ（CA）ビットが0になったことを確認して

ください。 

（3） モジュールスタンバイ制御レジスタ1（MSTPCR1）のMSTP109ビットを1にしてください。 

（4） モジュールスタンバイステータスレジスタ1（MSTPSR1）のSTBY109ビットが1になっていることを確認し

てください。 

13. R-GPVG 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ1（MSTPCR1）のMSTP107ビットを1にしてください。 

（2） モジュールスタンバイステータスレジスタ1（MSTPSR1）のSTBY107ビットが1になっていることを確認し

てください。 

（3） モジュールリセットレジスタ1（MRST1）のビット7を1にしてください（ビット7以外は必ず0を書き込んで

ください）。 

（4） Pφで100サイクル以上待ってください。 

（5） モジュールリセットレジスタ1（MRST1）のビット7を0にしてください（ビット7以外も必ず0を書き込んで

ください）。 
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14. 2DG 

（1） 2DG動作時は現在実行中のディスプレイリストが終了しているか確認します。 

（2） ステータスレジスタ（SR）のトラップフラグ（TRA）が1になっていることを確認してください。 

（3） システムコントロールレジスタ（SCLR）のソフトウェアリセット（SRES）、レンダリングスタート（RS）

＝1、0にします。 

（4） モジュールスタンバイ制御レジスタ1（MSTPCR1）のMSTP106ビットを1にしてください。 

（5） モジュールスタンバイステータスレジスタ1（MSTPSR1）のSTBY106ビットが1になっていることを確認し

てください。 

15. DU 

（1） DUシステム制御レジスタ（DSYSR）のDUイネーブル（DEN）＝0、DUリセット（DRES）＝0としてDUオ

フの設定を行います。 

（2） 次のVBKフラグを表示ステータスレジスタ（DSSR）のVBKビットで確認します（VBKのタイミングでDU

オフが実行されるため）。モジュールスタンバイ解除後、表示同期動作を止めておきたい場合は、DUリセ

ット（DRES）＝1にしてください。 

（3） モジュールスタンバイ制御レジスタ1（MSTPCR1）のMSTP103ビットを1にしてください。 

（4） モジュールスタンバイステータスレジスタ1（MSTPSR1）のSTBY103ビットが1になっていることを確認し

てください。 

16. USB 

2portとも HOSTの場合：（OHCI制御と EHCI制御の順番は前後しても問題ありません） 

（1） OHCI制御：HcControlレジスタのHost Controller Functional Stateフィールドを00に設定してください。 

（2） EHCI制御：USBCMDレジスタのAsynchronous Schedule Enableビットを0に設定してください。 

（3） EHCI制御：USBSTSレジスタのAsynchronous Schedule Statusビットが0になるのを確認してください。 

（4） EHCI制御：USBCMDレジスタのPeriodic Schedule Enableビットを0に設定してください。 

（5） EHCI制御：USBSTSレジスタのPeriodic Schedule Statusビットが0になるのを確認してください。 

（6） EHCI制御：USBCMDレジスタのRun/Stopビットを0に設定してください。 

（7） EHCI制御：USBSTSレジスタのHCHaltedビットが1になるのを確認してください。 

（8） 共通制御：PORT_CONTROL1レジスタのPHYRSTビットを1に設定してください。 

（9） 共通制御：MSTPCR1レジスタのMSTP100ビットを1に設定してください。 

（10）共通制御：MSTPSR1レジスタのSTBY100ビットが1になるのを確認してください。 

1portが FUNCTIONの場合 

（1） 共通制御：PORT_CONTROL0レジスタのPORT1ビットを0に設定してください。 

（2） 以下2portともHOSTの場合と同じ手順を行ってください。 
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17. MMC 

（1） MMCカードのアクセスが行われていないことを確認してください。 

（2） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP331ビットを1にしてください。 

18. MIMLB 

（1） MIMLBのMOSTコントロール1レジスタ（MOST_CONTROL1）の全ビットがすべて0（転送停止）であるこ

と。 

（2） MIMLBのMOSTコントロール2レジスタ（MOST_CONTROL2）のmlb_enableビットが0（MediaLBと未接続）

であること。 

（3） MIMLBのFIFO割り込みイネーブルレジスタ（FIFO_INT_ENABLE）の全ビットがすべて0（割り込み禁止）

であること。 

（4） MIMLBのSYSTEM割り込みイネーブルレジスタ（SYSTEM_INT_ENABLE）の全ビットがすべて0（割り込

み禁止）であること。 

（5） MIMLBのSYSTEM_MEM割り込みイネーブルレジスタ（SYSTEM_MEM_INT_ENABLE）の全ビットがすべ

て0（割り込み禁止）であること。 

（6） OS62400のDevice Control Cfg Register（DCCR）のMDEビットが0（disable）であること。 

（7） OS62400のSystem Mask Cfg Register（SMCR）の全ビットが1（mask）であること。 

（8） OS62400のChannel n Entry Cfg Register（CECRn）のCEビットが0（disable）、MASK[7:0]ビットが1（mask）

であること。 

（9） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP330ビットを1にしてください。 

19. SDHI（0/1/2） 

（1） SDカードのアクセスが行われていないことを確認してください。 

（2） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP323-321ビット（チャネル0、1、2に対応）を1に

してください。 

20. RQSPI 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP320ビットを1にしてください。 

21. SRC（0/1） 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP319/318ビットを1にしてください。 

22. RSPI 

（1） すべてのデータ転送が行われたかを確認します。すなわち、送信バッファが空で、受信バッファが空になる

まで読み出されている必要があります。 

（2） すべての割り込み要求を禁止します。 

（3） 制御レジスタ：SPEビットが0（本モジュールの機能を無効化する）であることを確認してください。 

（4） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP317ビットを1にしてください。 
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23. RCAN1/0 

（1） 現在進行中の、CANバス通信を完了させます。完了確認方法は、送信時は、割り込みリクエストレジスタ

（IRR）の監視により、送信メールボックスにプットした送信データがCANバスへ送出されたことを確認し

ます。受信時は、割り込みリクエストレジスタ（IRR）の監視により、受信メールボックスに格納されたCAN

バスからの受信データがポップされていることを確認します。 

（2） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP316-315ビットを1にしてください。 

24. FLCTL 

（1） 転送制御レジスタ：TRSTRTビットが0（転送停止）及び共通コントロールレジスタ：CEビットが0（ディス

エーブル（FCE端子にハイレベルを出力します。））であることを確認してください。 

（2） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP314ビットを1にしてください。 

25. ADC 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP313ビットを1にしてください。 

26. MTU 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP312ビットを1にしてください。 

27. IEBus 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP304ビットを1にしてください。 

28. RTC 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP303ビットを1にしてください。 

29. HIF 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP302ビットを1にしてください。 

30. STIF0/1 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP301（STIF0のモジュールスタンバイ時）、MSTP300

（STIF1のモジュールスタンバイ時）ビットを1にしてください。 

31. LCDC 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ4（MSTPCR4）のMSTP405ビットを1にしてください。 

（2） モジュールスタンバイステータスレジスタ4（MSTPSR4）のSTBY405ビットが1になっていることを確認し

てください。 

32. LMB 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ4（MSTPCR4）のMSTP403ビットを1にしてください。 

（2） モジュールスタンバイステータスレジスタ4（MSTPSR4）のSTBY403ビットが1になっていることを確認し

てください。 

33. VEU3F0 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ5（MSTPCR5）のMSTP502ビットを1にしてください。 
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（b） モジュールスタンバイモードの解除と再起動 

モジュールスタンバイへの移行後、モジュールスタンバイを解除する場合は、以下の方法、またはパワーオン

リセットにて解除可能です。 

 

1. IIC3 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ0（MSTPCR0）のMSTP029-030ビット（各ビットはIIC3_1-0の各チャネ

ルに対応）を0にしてください。 

2. SCIF 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ0（MSTPCR0）のMSTP026-021ビット（各ビットはSCIF0-5の各チャネ

ルに対応）を0にしてください。 

（2） パワーオンリセット後の初期化シーケンスと同様な処理を実行してください。 

3. HSCIF 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ0（MSTPCR0）のMSTP019-018ビット（各ビットはHSCIF0-1の各チャネ

ルに対応）を0にしてください。 

4. TIMER 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ0（MSTPCR0）のMSTP016-14ビット（各ビットはTIMER0-2の各チャネ

ルに対応）を0にしてください。 

（2） パワーオンリセット後の初期化シーケンスと同様な処理を実行してください。 

5. SSI（0～3） 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ0（MSTPCR0）のMSTP009ビット～MSTP012ビットをすべて0にしてく

ださい。 

（2） パワーオンリセット後の初期化シーケンスと同様な処理を実行してください。 

6. SSS 

（1） SSSモジュールへのクロック供給を再開してください。 

（2） モジュールスタンバイ制御レジスタ0（MSTPCR0）のMSTP008ビットを0にしてください。 

（3） パワーオンリセット後の初期化シーケンスと同様な処理を実行してください。 

【注】 SSSのモジュール切り替えレジスタ（出力側）（SELOUT）とモジュール切り替えレジスタ（入力側）（SELIN）は

SSSのソフトウェアリセットコントロールレジスタ（SRCTL）でリセット（初期化）されません。 

【注】 SSSのソフトウェアリセットコントロールレジスタ（SRCTL）で SSSモジュールのリセット制御を行った際に SSS

のモジュール切り替えレジスタ（出力側）（SELOUT）とモジュール切り替えレジスタ（入力側）（SELIN）の設定で

SSSモジュールを選択している場合、SSSモジュールの端子は入力（初期）状態になります。 

7. SPI 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ0（MSTPCR0）のMSTP007ビットを0にしてください。 

（2） パワーオンリセット後の初期化シーケンスと同様な処理を実行してください。 
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8. ADMAC 

（1） モジュールスタンバイステータスレジスタ1（MSTPSR1）のSTBY115ビットが1になっていることを確認し

てください。 

（2） モジュールスタンバイ制御レジスタ1（MSTPCR1）のMSTP115ビットを0にしてください。 

（3） モジュールスタンバイステータスレジスタ1（MSTPSR1）のSTBY115ビットが0になっていることを確認し

てください。 

9. GETHER 

（1） モジュールスタンバイステータスレジスタ1（MSTPSR1）のSTBY114ビットが1になっていることを確認し

てください。 

（2） モジュールスタンバイ制御レジスタ1（MSTPCR1）のMSTP114ビットを0にしてください。 

（3） モジュールスタンバイステータスレジスタ1（MSTPSR1）のSTBY114ビットが0になっていることを確認し

てください。 

（4） パワーオンリセット後の初期化シーケンスと同様な処理を実行してください。 

10. DMAC 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ1（MSTPCR1）のMSTP111ビットを0にしてください。 

（2） モジュールスタンバイステータスレジスタ1（MSTPSR1）のSTBY111ビットが0になっていることを確認し

てください。 

（3） パワーオンリセット後の初期化シーケンスと同様な処理を実行してください。 

11. VIN0 

（1） モジュールスタンバイステータスレジスタ1（MSTPSR1）のSTBY108ビットが1になっていることを確認し

てください。 

（2） モジュールスタンバイ制御レジスタ1（MSTPCR1）のMSTP108ビットを0にしてください。 

（3） モジュールスタンバイステータスレジスタ1（MSTPSR1）のSTBY108ビットが0になっていることを確認し

てください。 

（4） メインコントロールレジスタ（MC）のモジュールイネーブル（ME）ビットを1にし、ビデオ入力モジュー

ルを起動させます。 

（5） フレームキャプチャレジスタ（FC）のコンティニアスキャプチャ（CC）ビットまたはシングルキャプチャ

（SC）ビットを1にしてください。 

12. VIN1 

（1） モジュールスタンバイステータスレジスタ1（MSTPSR1）のSTBY109ビットが1になっていることを確認し

てください。 

（2） モジュールスタンバイ制御レジスタ1（MSTPCR1）のMSTP109ビットを0にしてください。 

（3） モジュールスタンバイステータスレジスタ1（MSTPSR1）のSTBY109ビットが0になっていることを確認し

てください。 
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（4） メインコントロールレジスタ（MC）のモジュールイネーブル（ME）ビットを1にし、ビデオ入力モジュー

ルを起動させます。 

（5） フレームキャプチャレジスタ（FC）のコンティニアスキャプチャ（CC）ビットまたはシングルキャプチャ

（SC）ビットを1にしてください。 

13. R-GPVG 

（1） モジュールスタンバイステータスレジスタ1（MSTPSR1）のSTBY107ビットが1になっていることを確認し

てください。 

（2） モジュールスタンバイ制御レジスタ1（MSTPCR1）のMSTP107ビットを0にしてください。 

（3） R-GPVGの初期化シーケンスを実行してください。 

14. 2DG 

（1） モジュールスタンバイステータスレジスタ1（MSTPSR1）のSTBY106ビットが1になっていることを確認し

てください。 

（2） モジュールリセットレジスタ1（MRST1）のビット6を1にしてください（ビット6以外は必ず0を書き込んで

ください）。 

（3） モジュールスタンバイ制御レジスタ1（MSTPCR1）のMSTP106ビットを0にしてください。 

（4） モジュールスタンバイステータスレジスタ1（MSTPSR1）のSTBY106ビットが0になっていることを確認し

てください。 

（5） モジュールリセットレジスタ1（MRST1）のビット6をclkpで4サイクル以上1にしてください。 

（6） モジュールリセットレジスタ1（MRST1）のビット6を0にしてください。 

（7） システムコントロールレジスタ（SCLR）のソフトウェアリセット（SRES）、レンダリングスタート（RS）

=0、0にします。 

（8） 2DGのレジスタを再設定します。 

（9） システムコントロールレジスタ（SCLR）のソフトウェアリセット（SRES）、レンダリングスタート（RS）

=0、1にします。 

15. DU 

（1） モジュールスタンバイステータスレジスタ1（MSTPSR1）のSTBY103ビットが1になっていることを確認し

てください。 

（2） モジュールスタンバイ制御レジスタ1（MSTPCR1）のMSTP103ビットを0にしてください。 

（3） モジュールスタンバイステータスレジスタ1（MSTPSR1）のSTBY103ビットが0になっていることを確認し

てください。 

（4） DUシステム制御レジスタ（DSYSR）のDUイネーブル（DEN）＝1、DUリセット（DRES）＝0として表示オ

ンの設定を行います。 
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16. USB 

2portとも HOSTまたは 1portが FUNCTION両方の設定とも下記共通手順で行ってください。 

（1） 共通制御：MSTPCR1レジスタのMSTP100ビットを0に設定してください。 

（2） 共通制御：MSTPSR1レジスタのSTBY100ビットが0になるのを確認してください。 

（3） パワーオンリセット後の初期化シーケンスと同様な処理を実行してください。 

17. MMC 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP331ビットを0にしてください。 

（2） パワーオンリセット後の初期化シーケンスと同様な処理を実行してください。 

18. MIMLB 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP330ビットを0にしてください。 

（2） パワーオンリセット後の初期化シーケンスと同様な処理を実行してください。 

19. SDHI（0/1/2） 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP323-321ビット（チャネル0、1、2に対応）を0に

してください。 

（2） パワーオンリセット後の初期化シーケンスと同様な処理を実行してください。 

20. RQSPI 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP320ビットを0にしてください。 

21. SRC（0/1） 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP319/318ビットを0にしてください。 

22. RSPI 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP317ビットを0にしてください。 

（2） パワーオンリセット後の初期化シーケンスと同様な処理を実行してください。 

23. RCAN 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP316-315ビットを0にしてください。 

（2） パワーオンリセット後の初期化シーケンスと同様な処理を実行してください。 

24. FLCTL 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP314ビットを0にしてください。 

（2） パワーオンリセット後の初期化シーケンスと同様な処理を実行してください。 

25. ADC 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP313ビットを0にしてください。 

26. MTU 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP312ビットを0にしてください。 
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27. IEBus 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP304ビットを0にしてください。 

28. RTC 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP303ビットを0にしてください。 

29. HIF 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP302ビットを0にしてください。 

30. STIF（0/1） 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ3（MSTPCR3）のMSTP301（STIF0のモジュールスタンバイ解除時）、

MSTP300（STIF1のモジュールスタンバイ解除時）ビットを0にしてください。 

31. LCDC 

（1） モジュールスタンバイステータスレジスタ4（MSTPSR4）のSTBY405ビットが1になっていることを確認し

てください。 

（2） モジュールスタンバイ制御レジスタ4（MSTPCR4）のMSTP405ビットを0にしてください。 

（3） モジュールスタンバイステータスレジスタ4（MSTPSR4）のSTBY405ビットが0になっていることを確認し

てください。 

32. LMB 

（1） モジュールスタンバイステータスレジスタ4（MSTPSR4）のSTBY403ビットが1になっていることを確認し

てください。 

（2） モジュールスタンバイ制御レジスタ4（MSTPCR4）のMSTP403ビットを0にしてください。 

（3） モジュールスタンバイステータスレジスタ4（MSTPSR4）のSTBY403ビットが0になっていることを確認し

てください。 

33. VEU3F0 

（1） モジュールスタンバイ制御レジスタ5（MSTPCR5）のMSTP502ビットを0にしてください。 
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9.5 ブートモード 

本 LSIは、LSI起動時のモード設定によって、CS0空間に接続されたメモリ、NANDフラッシュメモリ、シリ

アルフラッシュメモリ、MMC接続のフラッシュメモリからのブート、および HIFブートによるブートが可能です。 
 

9.5.1 ブートモードと端子機能設定 

本 LSIは、PRESET#=Lの状態の時に外部端子を用いてブートモードを決定することができます。ブートモード

を決定する外部端子設定を表 9.7に示します。 
 

表 9.7 モード設定（HIFMD（MD19）、MD18、MD17、MD16、MD14）とブートモードの関係 

HIFMD 

（MD19） 

MD14 MD18 MD17 MD16 ブートモード 

0 0 0 CS0空間に接続されたメモリからブートします 

（CS0ブート） 

0 0 1 リザーブビット 

0 1 0 NANDフラッシュメモリコントローラに接続された NANDフラッシ

ュメモリからブートします 

（NANDフラッシュブート） 

0 

0 1 1 ルネサスシリアルペリフェラルインタフェースに接続されたフラッ

シュメモリから低速通信でブートします 

（シリアルブート） 

0 0 0 MMCコントローラに接続されたフラッシュメモリからブートします 

（MMCブート） 

0 0 1 リザーブビット 

0 1 0 SDHI0に接続された eSDデバイスからブートします 

（eSDブート） 

0 

1 

0 1 1 リザーブビット 

0 － 1 － － リザーブビット 

1 － － － － HIFRAMを使い、ブートします 

（HIFブート） 
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9.5.2 動作説明 

（1） CS0ブート 

CS0ブートは、CS0空間に接続されたメモリからブートします。このモードのとき、本 LSIは PRESET#=H後、

0xA0000000番地よりプログラムの実行を開始します。 
 

（2） NANDフラッシュブート、シリアルブート、MMCブート、eSDブート 

モード設定がNANDフラッシュブート、シリアルブート、MMCブート、eSDブートのとき、本 LSIは PRESET#=H

後、それぞれのデバイスから先頭 16Kバイトを ILRAMにコピーし、ILRAMの先頭番地よりプログラムの実行を

開始します。 
 

（3） HIFブート 

HIFMD（MD19）=Hとすることで、MD18、MD17、MD16、MD14の設定によらず本 LSIは HIFブートモード

で起動し、PRESET#＝H後、0xFF820000番地よりプログラムの実行を開始します。HIFブートモードについては

「第 21章 ホストインタフェース（HIF）」を参照してください。 
 

（4） 遮断復帰後のブートモード 

電源遮断から復帰後、RRAMKP=Hの場合、本 LSIは HIFMD（MD19）、MD18、MD17、MD16、MD14の設定

によらず HIFRAMを保持 RAMとして使用し、ブートを行います。この場合、電源遮断遷移前に HIFRAMに書き

込んだプログラムを自動で実行するため、外部からの HIFRAMへの書き込みは必要ありません。 

RRAMKP=Lの場合、PRESET#=L時に決定した、HIFMD（MD19）、MD18、MD17、MD16、MD14の値に応じ

たブートを再度実行します。 
 

（5） CS0ブート以外のブートモードおよび遮断復帰後のリセット例外番地ついて 

CS0ブート以外のブートモードでリセット例外が発生すると、表 9.8に示す例外処理ベクタアドレスに遷移し

ます。 
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表 9.8 NANDフラッシュブート、シリアルブート、MMCブート、eSDブート、HIFブート時の 

リセット例外番地と例外コード 

No 例外 例外発生時の 

起動ブートモード 

例外発生前に 

起きた、 

パワーオン、 

H-UDIリセット 

例外の種類 

例外遷移先 例外コード 

    ベクタ 

ベース 

オフセット  

（1） CS0ブート － * 

 HIFブート － H'FF820000 － 

全ブートモードで 

同一の値となります。* 

 eSD／シリアル／ 

NANDフラッシュ 

／MMCブート 

－ H'E5200000 －  

 

パワーオン 

リセット 

（ディープ 

スタンバイ 

復帰時 

発生する 

ものを除く） 
保持 RAMブート － MD19、MD18、MD17、 

MD16、MD14で選択した 

ブートモードで再起動します。 

 

（2） CS0ブート － H'A0000000 BARH/L  

 HIFブート － H'FF820000 －  

 eSD／シリアル／ 

NANDフラッシュ 

／MMCブート 

－ H'E5200000 －  

 

パワーオン 

リセット 

（ディープ 

スタンバイ 

復帰時） 

保持 RAMブート － H'FF820000 HIAR  

（3） CS0ブート （1）、（4） *  

  （2） H'A0000000 BARH/L  

 HIFブート － H'FF820000 －  

 eSD／シリアル／ 

NANDフラッシュ 

／MMCブート 

－ H'E5200000 －  

 

マニュアル 

リセット 

保持 RAMブート － H'FF820000 HIAR  

（4） H-UDIリセット CS0ブート － *  

  HIFブート － H'FF820000 －  

  eSD／シリアル／ 

NANDフラッシュ 

／MMCブート 

－ H'E5200000 －  

  保持 RAMブート － MD19、MD18、MD17、 

MD16、MD14で選択した 

ブートモードで再起動します。 
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No 例外 例外発生時の 

起動ブートモード 

例外発生前に 

起きた、 

パワーオン、 

H-UDIリセット 

例外の種類 

例外遷移先 例外コード 

    ベクタ 

ベース 

オフセット  

（5） CS0ブート （1）、（4） * 

  （2） H'A0000000 BARH/L 

全ブートモードで 

同一の値となります。* 

 HIFブート － H'FF820000 －  

 eSD／シリアル／ 

NANDフラッシュ 

／MMCブート 

－ H'E5200000 －  

 

命令 TLB 

多重ヒット例外 

保持 RAMブート － H'FF820000 HIAR  

（6） CS0ブート （1）、（4） *  

  （2） H'A0000000 BARH/L  

 HIFブート － H'FF820000 －  

 eSD／シリアル／ 

NANDフラッシュ 

／MMCブート 

－ H'E5200000 －  

 

データ TLB 

多重ヒット例外 

保持 RAMブート － H'FF820000 HIAR  

【注】 * 「第 2章 SH-4A」の「表 2.25 例外一覧」を参照してください。 
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9.6 使用上の注意事項 

9.6.1 マニュアルリセット例外発生時の注意事項について 

CS0ブートと HIFブートで起動した場合、ブートで使用する機能ピンを別の機能ピンで使用した状態でマニュ

アルリセットが発生すると、ピンファンクションの設定は保持されたままの状態となります。そのため、LSIは正

常に再起動できません。CS0ブートと HIFブートで起動する場合、ブートで使用するピンファンクションの設定

をブートで使用する機能以外の機能に変更しないようにするか、もしもブートで使用するピンファンクションの

設定を変更した場合はマニュアルリセットを発生させないようにしてください。 
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10. R-GPVG 

本モジュールは、OpenVG用グラフィックスプロセッサです。 

詳細は、弊社の営業担当にご確認ください。 
 

関連モジュール： 

• モジュールスタンバイ（「第9章 動作モード、低消費電力モード」を参照してください） 

• 割り込み（「第7章 割り込みコントローラ（INTC、INTC2）」を参照してください） 

• DU（「第14章 ディスプレイユニット（DU）」を参照してください） 
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11. 2Dグラフィックアクセラレータ（2DG） 

2DGは、2Dグラフィックスの描画を行うモジュールです。 

11.1 特長 

（1） 描画機能 

4頂点面描画 

多角形描画 

線描画 

高機能太線描画 

アンチエイリアス処理 

ラスタオペレーション／αブレンド付きBitBLT 

（2） 色表現 

ソース：1、8、16ビット／画素 

描画：8、16ビット／画素 

ワーク：1ビット／画素 

（3） スクリーン座標 

X方向：0～4,095 

Y方向：0～4,095 

（4） レジスタ設定 

カレントポインタ設定[MOVE/RMOVE] 

ローカルオフセット設定[LCOFS/RLCOFS] 

特定のアドレスマップドレジスタ設定[WPR] 

（5） シーケンス制御 

ジャンプ[JUMP] 

サブルーチン[GOSUB]（ネスティングレベル：1） 
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11.1.1 コマンド、レンダリング属性一覧 

表 11.1 コマンド、レンダリング属性一覧 

OP CODE レンダリング属性 

b 

31 

b 

30 

b 

29 

b 

28 

b 

27 

b 

26

b

25

b

24

b

15

b

14

b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

コマンド 

       CLIP RCLIP STRANS DTRANS

/LINKE

WORK

/LREL

SS REL STYLE

/SRCDIRX

BLKE

/SRCDIRY

NET/EDG

/DSTDIRX

EOS 

/DSTDIRY 

COOF AA 

/αE 

CLKW 

/SαE 

POLYGO

N4A 

0 0 1 0  CLIP RCLIP STRANS  WORK SS REL STYLE BLKE NET EOS COOF αE SαE 

POLYGO

N4B 

0 0 0 1  CLIP RCLIP STRANS  WORK SS REL STYLE BLKE NET EOS COOF αE  

POLYGO

N4C 

1 0 0 0 

0 0 0 0  CLIP RCLIP   WORK    BLKE NET EOS COOF αE  

LINEA 0 0 1 0  CLIP RCLIP STRANS   SS(0) REL STYLE(1)  NET EOS COOF AA  

LINEB 0 0 0 1  CLIP RCLIP STRANS   SS(0) REL STYLE(1)  NET EOS COOF AA  

LINEC 0 0 0 0  CLIP RCLIP  LINKE LREL     NET EOS COOF AA  

LINED 0 0 1 1  CLIP RCLIP  LINKE LREL        AA(1) CLKW 

RLINEA 0 1 1 0  CLIP RCLIP STRANS   SS(0) REL STYLE(1)  NET EOS COOF AA  

RLINEB 0 1 0 1  CLIP RCLIP STRANS   SS(0) REL STYLE(1)  NET EOS COOF AA  

RLINEC 0 1 0 0  CLIP RCLIP  LINKE LREL     NET EOS COOF AA  

RLINED 

1 0 1 1 

0 1 1 1  CLIP RCLIP  LINKE LREL        AA(1) CLKW 

FTRAPC 0 0 0 0  CLIP RCLIP  LINKE LREL    BLKE(1) EDG EOS    

RFTRAPC 

1 1 0 1 

0 1 0 0  CLIP RCLIP  LINKE LREL    BLKE(1) EDG EOS    

CLRWC 1 1 1 0 0 0 0 0  CLIP RCLIP       BLKE(1)      

LINEWC 0 0 0 0  CLIP RCLIP         EOS    

RLINEWC 

1 1 1 1 

0 1 0 0  CLIP RCLIP         EOS    

BitBLTA 0 0 1 0  CLIP RCLIP STRANS DTRANS WORK SS REL SRCDIRX SRCDIRY DSTDIRX DSTDIRY COOF αE SαE 

BitBLTB 0 0 0 1  CLIP RCLIP STRANS DTRANS WORK SS REL SRCDIRX SRCDIRY DSTDIRX DSTDIRY COOF αE  

BitBLTC 

1 0 1 0 

0 0 0 0  CLIP RCLIP  DTRANS WORK     DSTDIRX DSTDIRY COOF αE  

 
OP CODE レンダリング属性 コマンド 

b 

31 

b 

30 

b 

29 

b 

28 

b 

27 

b 

26

b

25

b

24

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

TRAP 0 0 0 0 0 0 0 0                 

NOP/INT 0 0 0 0 1 0 0 0 INT        INT No 

リザーブ 0 0 0 1 0 0 0 0 内部評価用のため、設定しないでください。コマンドエラー(CER)はセットされません。 

WPR 0 0 0 1 1 0 0 0      LINKE LREL      ByteM3 ByteM2 ByteM1 ByteM0 

JUMP 0 0 1 0 1 0 0 0         REL        

GOSUB 0 0 1 1 0 0 0 0         REL       No 

RET 0 0 1 1 1 0 0 0                No 

LCOFS 0 1 0 0 0 0 0 0                 

RLCOFS 0 1 0 0 0 1 0 0                 

MOVE 0 1 0 0 1 0 0 0                 

RMOVE 0 1 0 0 1 1 0 0                 

SYNC 0 0 0 1 0 0 1 0       WCLR WFLSH    TCLR   DCLR DFLSH 

リザーブ 0 1 1 0 0 1 0 0 内部評価用のため、設定しないでください。コマンドエラー(CER)はセットされません。 

リザーブ 0 1 0 1 0 0 0 0 内部評価用のため、設定しないでください。コマンドエラー(CER)はセットされません。 

【注】 網掛け部分は、0を設定してください。 

 REL ：SS=0のときのみ有効。SS=1のときは 0を設定してください。 

 COOF ：16ビット／画素時（GBM=1）のみ有効。8ビット／画素時（GBM=0）は 0を設定してください。 
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 SαE ：ARGBフォーマット時（SPF=DPF=1）のみ有効。RGBフォーマット時（SPF=DPF=0）および 8ビット／画

素時（GBM=0）は 0を設定してください。αE=0のときは、0を設定してください。 

 αE ：16ビット／画素時（GBM=1）のみ有効。8ビット／画素時（GBM=0）は 0を設定してください。POLYGON4A/B/C

コマンドでは BLKE=1のときのみ有効。BLK=0のときは 0を設定してください。 

BitBLTA/B/Cコマンドでは、ROPコード=H'CCのときのみ有効。その他のコードのときは、0を設定してくだ

さい。 

 LREL ：LINKE=1のときのみ有効。LINKE=0のときは 0を設定してください。 

 STYLE ：BLKE=1のときは 1を設定してください。(R)LINEA/Bコマンドでは 1を設定してください。 

 AA ：NET=1のときは 0を設定してください。16ビット／画素時（GBM=1）のみ有効。8ビット／画素時（GBM=0）

は 0を設定してください。(R)LINEDコマンドのときは、1を設定してください。 

 SS ：(R)LINEA/Bコマンドでは 0を設定してください。 

 BLKE ：(R)FTRAPC、CLRWCコマンドでは 1を設定してください。 

 

11.1.2 ブロック図 

コマンド 

フェッチ

アドレス

演算

ピクセル

演算

キャッシュ

2DG
SuperHyway (SHwy)バス  

図 11.1 2DGブロック図 
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11.2 レジスタの説明 

2DGのレジスタ構成を表 11.2に示します。 

レジスタのビット幅は 32ビットで、ロングワードサイズ（32ビット）でアクセスしてください。ロングワード

サイズ以外でレジスタアクセスを行った場合、および表 11.2に示したレジスタ以外をアクセスした場合の動作は

保証しません。 

なお、システムコントロール（SCLR）レジスタ以外は、INTコマンドでの描画停止期間を除いて、レンダリン

グスタートをかけてから TRAPまでの期間、CPU書き込み禁止です。また、特に明記していない場合、「リセッ

ト」はハードウェアリセット（パワーオンリセットとマニュアルリセット）とソフトウェアリセットの両方を示

します。 

各レジスタの値は、ソフトウェアスタンバイ、モジュールスタンバイ、スリープ時は保持されますが、リセッ

ト時、および、ディープスタンバイ時には初期化されます。 
 

表 11.2 レジスタの構成 

（1） システム制御レジスタ 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセス

サイズ 

WPRコマンド

での設定 

WPRコマンド

ByteM制御 

システムコントロールレジスタ SCLR R/W H'FFE8 0000 32 × － 

ステータスレジスタ SR R H'FFE8 0004 32 × － 

ステータスレジスタクリアレジスタ SRCR W H'FFE8 0008 32 × － 

割り込み許可レジスタ IER R/W H'FFE8 000C 32 ○ ○ 

割り込みコマンド IDレジスタ ICIDR R H'FFE8 0010 32 × － 

 

（2） メモリ制御レジスタ 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセス

サイズ 

WPRコマンド

での設定 

WPRコマンド

ByteM制御 

リターンアドレス 0レジスタ RTN0R R/W H'FFE8 0040 32 ○ × 

リターンアドレス 1レジスタ RTN1R R/W H'FFE8 0044 32 ○ × 

ディスプレイリスト開始アドレス 

レジスタ 

DLSAR R/W H'FFE8 0048 32 × － 

2次元ソース領域開始アドレス 

レジスタ 

SSAR R/W H'FFE8 004C 32 ○ × 

描画スタートアドレスレジスタ RSAR R/W H'FFE8 0050 32 ○ × 

ワーク領域開始アドレスレジスタ WSAR R/W H'FFE8 0054 32 ○ × 

ソースストライドレジスタ SSTRR R/W H'FFE8 0058 32 ○ × 

デスティネーションストライド 

レジスタ 

DSTRR R/W H'FFE8 005C 32 ○ × 
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レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセス

サイズ 

WPRコマンド

での設定 

WPRコマンド

ByteM制御 

エンディアン変換コントロール 

レジスタ 

ENDCVR R/W H'FFE8 0060 32 × － 

アドレス拡張レジスタ ADREXTR R/W H'FFE8 006C 32 × － 

 

（3） カラー制御レジスタ 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセス

サイズ 

WPRコマンド

での設定 

WPRコマンド

ByteM制御 

ソース透過色レジスタ STCR R/W H'FFE8 0080 32 ○ × 

デスティネーション透過色レジスタ DTCR R/W H'FFE8 0084 32 ○ × 

アルファ値レジスタ ALPHR R/W H'FFE8 0088 32 ○ × 

カラーオフセットレジスタ COFSR R/W H'FFE8 008C 32 ○ × 

 

（4） レンダリング制御レジスタ 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセス

サイズ 

WPRコマンド

での設定 

WPRコマンド

ByteM制御 

レンダリンクコントロールレジスタ RCLR R/W H'FFE8 00C0 32 ○ ○ 

コマンドステータスレジスタ CSTR R H'FFE8 00C4 32 × － 

カレントポインタレジスタ CURR R H'FFE8 00C8 32 × － 

ローカルオフセットレジスタ LCOR R H'FFE8 00CC 32 × － 

システムクリップエリアMAX 

レジスタ 

SCLMAR R H'FFE8 00D0 32 ○ × 

ユーザクリップエリアMINレジスタ UCLMIR R H'FFE8 00D4 32 ○ × 

ユーザクリップエリアMAXレジスタ UCLMAR R H'FFE8 00D8 32 ○ × 

相対ユーザクリップエリアMIN 

レジスタ 

RUCLMIR R H'FFE8 00DC 32 ○ × 

相対ユーザクリップエリアMAX 

レジスタ 

RUCLMAR R H'FFE8 00E0 32 ○ × 

レンダリングコントロール 2 

レジスタ 

RCL2R R/W H'FFE8 00F0 32 ○ ○ 

パターンオフセットレジスタ POFSR R/W H'FFE8 00F8 32 ○ × 
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11.2.1 システムコントロールレジスタ（SCLR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 - - - - - - - - - - - - - -
R/W R/W R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - 0 - - 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

SRES HRES - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - RS

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 SRES 1 R/W ソフトウェアリセット 

2DGをリセットします。 

0：コマンド処理の実行を許可 

1：リセット状態 

ハードウェアリセットを行うと SRES＝1になります。 

初期化時に 0に設定して使用してください。ソフトウェアで本ビットを 1に設定す

ると、描画動作のリセットを行います。2DGのレジスタ値も初期化されます。

SRES=1の間は、本レジスタ以外のレジスタは書き込みできません。 

【注】描画期間中（レンダリングスタートをかけてから TRAPまでの期間）にソフ

トウェアリセットをかける場合は、以下の手順に従って解除してください。 

（1）SRES＝1にする 

（2）1vsync期間待つ 

（3）HRES＝1にする（CLKPで 4サイクル以上） 

（4）HRES＝0にする 

（5）SRES＝0にする 

30 HRES 0 R/W 2DGにリセットをかけます（ハードウェアリセット相当）。ソフトウェアリセッ

トの解除時のみ使用してください。2DG動作中に使用した場合の動作は保証され

ません。 

29～4 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2、1 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 RS 0 R/W レンダリングスタート 

レンダリングの開始を指定するビットです。描画期間中（レンダリングスタートを

かけてから TRAPまでの期間）は、1書き込み禁止です。 

0：レンダリングを開始しません。 

1：レンダリングを開始します。本ビットはレンダリング開始後 0にクリアされ

ます。 

【注】SRES=1 & RS=1は設定禁止です。 

 

11.2.2 ステータスレジスタ（SR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 1 1 - 0 0 0 - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

VER[3:0] - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - CER INT TRA

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 VER[3:0] 1011 R バージョンフラグ 

B'1011が読み出されます。 

27 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

26～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

23～4 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 CER 0 R コマンドエラーフラグ 

不当なコマンドをフェッチしたことを示します。 

0：正常状態です。SCLRの SRESビットまたは SRCRの CECLビット

により CERフラグをクリアしてから、不当なコマンドをフェッチし

ていないことを示します。不当なコマンドとは、コマンドコードの上

位 8ビットが未定義であるコマンドです。下位 16ビットのレンダリ

ング属性の不当性についてはチェックを行いません。 

1：描画動作停止状態です。SCLRの SRESビットまたは SRCRの CECL

ビットにより CERフラグをクリアしてから、不当なコマンドをフェ

ッチしたため、描画動作を停止したままになっていることを示します。

描画動作を再開するときは、ソフトウェアリセット後、レンダリング

スタートをかけてください。CERフラグは、リセットまたは SRCR

によりクリアされるまで、状態を保持します。 

1 INT 0 R 割り込みフラグ 

NOP/INTコマンドをフェッチしたことを示すフラグです（レンダリング属

性の INTビット=1のときのみ）。 

0：SCLRの SRESビットまたは SRCRの INCLビットにより INTフラグ

をクリアしてから、NOP/INTコマンドフェッチしていないことを示し

ます。 

1：描画動作停止状態です。SCLRの SRESビットまたは SRCRの INCL

ビットにより INTフラグをクリアしてから、NOP/INTコマンドをフェ

ッチしたため、描画動作を停止したままになっていることを示します

（レンダリング属性の INTビット=1のときのみ）。 

SRCRの INCLビットにより INTフラグをクリアすると次のコマンド

から描画を再開します。描画再開後は SCLRレジスタ以外は TRAPま

での期間、CPU書き込みをしないでください。INTフラグは、リセッ

トまたは SRCRによりクリアされるまで状態を保持します。 

【注】 INTコマンドで描画停止期間中にディスプレイリストを書き換えな

いでください。 

0 TRA 0 R トラップフラグ 

コマンド実行が終了したことを示すフラグです。 

0：SCLRの SRESビットまたは SRCRの TRCLビットにより TRAフラ

グをクリアしてから、TRAPコマンドをフェッチしていないことを示

します。 

1：コマンド実行の終了、または現在コマンドを実行していないことを示

します。TRAフラグは、リセットまたは SRCRによりクリアされるま

で状態を保持します。 
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11.2.3 ステータスレジスタクリアレジスタ（SRCR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
W W W W W W W W W W W W W W W W

- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
W W W W W W W W W W W W W W W W

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - CECL INCL TRCL

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 － 不定 W リザーブビット 

3 － 0 W リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。 

2 CECL 0 W コマンドエラーフラグクリア 

SRの CERフラグをクリア／非クリアします。 

0：SRの CERフラグを 0にクリアしません。 

1：SRの CERフラグを 0にクリアします。SRのクリアが終了した後、

内部的に 0にクリアされます。 

1 INCL 0 W 割り込みフラグクリア 

SRの INTフラグをクリア／非クリアします。 

0：SRの INTフラグを 0にクリアしません。 

1：SRの INTフラグを 0にクリアします。SRのクリアが終了した後、

内部的に 0にクリアされます。 

0 TRCL 0 W トラップフラグクリア 

SRの TRAフラグをクリア／非クリアします。 

0：SRの TRAフラグを 0にクリアしません。 

1：SRの TRAフラグを 0にクリアします。SRのクリアが終了した後、

内部的に 0にクリアされます。 
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11.2.4 割り込み許可レジスタ（IER） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - CEE INE TRE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 CEE 0 R/W コマンドエラーフラグイネーブル 

SRの CERフラグによる割り込みを許可／禁止します。 

0：SRの CERフラグによる割り込みを禁止します。 

1：SRの CERフラグによる割り込みを許可します。 

1 INE 0 R/W 割り込みフラグイネーブル 

SRの INTフラグによる割り込みを許可／禁止します。 

0：SRの INTフラグによる割り込みを禁止します。 

1：SRの INTフラグによる割り込みを許可します。 

0 TRE 0 R/W トラップフラグイネーブル 

SRの TRAフラグによる割り込みを許可／禁止します。 

0：SRの TRAフラグによる割り込みを禁止します。 

1：SRの TRAフラグによる割り込みを許可します。 
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11.2.5 割り込みコマンド IDレジスタ（ICIDR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - ICID[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 ICID[7:0] 不定 R 割り込みコマンド ID 

NOP/INTコマンドフェッチ時にレンダリング属性の INTビットに 1が設定

されていれば、レンダリング属性で指定した IDが格納されます。 

 

11.2.6 リターンアドレス 0レジスタ（RTN0R） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - - - - - - -
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

- - - RTN0[28:16]

RTN0[15:2] - -

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

28～2 RTN0[28:2] 不定 R/W リターンアドレス 0（A28～A2） 

GOSUBコマンドにおいて、レンダリング属性の Noビットが 0のときのリ

ターンアドレスが設定されます。RTN0Rで示されるアドレスはロングワー

ドアドレス（A28～A2）となります。 

1、0 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 
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11.2.7 リターンアドレス 1レジスタ（RTN1R） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - - - - - - -
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

- - - RTN1[28:16]

RTN1[15:2] - -

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

28～2 RTN1[28:2] 不定 R/W リターンアドレス 1（A28～A2） 

GOSUBコマンドにおいて、レンダリング属性の Noビットが 1のときのリ

ターンアドレスが設定されます。RTN1Rで示されるアドレスはロングワー

ドアドレス（A28～A2）となります。 

1、0 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

 

11.2.8 ディスプレイリスト開始アドレスレジスタ（DLSAR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - - - - - - -
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

- - - DLSA[28:16]

DLSA[15:4] - -- -

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

28～4 DLSA[28:4] 不定 R/W ディスプレイリスト開始アドレス（A28～A4） 

ディスプレイリストとして使用するメモリの領域を設定します。ディスプ

レイリストの先頭物理アドレス（A28～A0）を 16バイト単位で設定します。

32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスの下位

29ビットのアドレスをビット 28～ビット 0に設定してください。 

3～0 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 
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11.2.9 2次元ソース領域開始アドレスレジスタ（SSAR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - - - - - - -
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

- - - SSA[28:16]

SSA[15:4] - -- -

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

28～4 SSA[28:4] 不定 R/W 2次元ソース領域開始アドレス（A28～A4） 

2次元ソース領域として使用するメモリの領域を設定します。本レジスタに

設定する物理アドレスが、2次元ソース座標の原点物理アドレスとなりま

す。2次元ソース領域の先頭物理アドレス（A28～A0）を 16バイト単位で

設定します。32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットア

ドレスの下位 29ビットのアドレスをビット 28～ビット 0に設定してくだ

さい。 

3～0 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

 

11.2.10 描画スタートアドレスレジスタ（RSAR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - - - - - - -
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

- - - RSA[28:16]

RSA[15:4] - -- -

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

28～4 RSA[28:4] 不定 R/W 描画スタートアドレス（A28～A4） 

描画領域として使用するメモリの領域を設定します。本レジスタに設定す

る物理アドレスが描画座標の原点物理アドレスとなります。描画領域の先

頭物理アドレス（A28～A0）を 16バイト単位で設定します。32ビットア

ドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスの下位 29ビットの

アドレスをビット 28～ビット 0に設定してください。 

描画領域は、ワーク領域と重ならないように設定してください。 

3～0 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

 

11.2.11 ワーク領域開始アドレスレジスタ（WSAR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - - - - - - -
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

- - - WSA[28:16]

WSA[15:4] - -- -

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

28～4 WSA[28:4] 不定 R/W ワーク領域開始アドレス（A28～A4） 

ワーク領域として使用するメモリの領域を設定します。本レジスタに設定

する物理アドレスがワーク座標の原点物理アドレスとなります。ワーク領

域の先頭物理アドレス（A28～A0）を 16バイト単位で設定します。32ビ

ットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスの下位 29ビ

ットのアドレスをビット 28～ビット 0に設定してください。 

ワーク領域へは、ワーク描画コマンド以外のコマンドで描画しないでくだ

さい。CPUからワーク領域へ書き込む場合は、描画期間中（レンダリング

スタートをかけてから TRAPまで（NOP/INTコマンドでの描画停止期間含

む））は行わないでください。また、ワーク描画コマンドで描画した図形

をソースとして使用しないでください。 

3～0 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 
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11.2.12 ソースストライドレジスタ（SSTRR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - SSTR[12:3] - - -

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～13 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

12～3 SSTR[12:3] 不定 R/W ソースストライド（b12～b3） 

2次元ソース領域のストライドを画素数で指定します。 

8≦SSTRR≦4,096の範囲で設定してください（8画素単位）。 

2～0 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

 

11.2.13 デスティネーションストライドレジスタ（DSTRR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - DSTR[12:4] -- - -

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～13 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

12～4 DSTR[12:4] 不定 R/W デスティネーションストライド（b12～b4） 

デスティネーション領域のストライドを画素数で指定します。 

256≦DSTRR≦4,096の範囲で設定してください（64画素単位）。 

【注】ビット 5、ビット 4は 0を設定してください。 

3～0 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 
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11.2.14 エンディアン変換コントロールレジスタ（ENDCVR） 

エンディアンの変換方法は、「11.3.3 エンディアン変換」を参照してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 - - - 0 0 - - 0 0 0 - 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 - 0 0 0 - 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -
LW 

SWAP WSWAP
BYTE 
SWAP

BIT 
SWAP

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

30～28 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

27、26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25、24 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

23～21 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

20 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

19～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

3 LWSWAP 0 R/W ロングワードスワップ 

データをロングワード（32ビット）単位でスワップします。 

0：データをスワップしません。 

1：データをロングワード（32ビット）単位でスワップします。 

2 WSWAP 0 R/W ワードスワップ 

データをワード（16ビット）単位でスワップします。 

0：データをスワップしません。 

1：データをワード（16ビット）単位でスワップします。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 BYTESWAP 0 R/W バイトスワップ 

データをバイト（8ビット）単位でスワップします。 

0：データをスワップしません。 

1：データをバイト（8ビット）単位でスワップします。 

0 BITSWAP 0 R/W ビットスワップ 

データを 1ビット単位でスワップします。 

0：データをスワップしません。 

1：データを 1ビット単位でスワップします。 

 

11.2.15 アドレス拡張レジスタ（ADREXTR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 - - - - - - - - - - - - -
R/W R/W R/W R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

ADREXT[31:29] - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - -

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 ADREXT[31:29] 000 R/W 拡張アドレス（A31～A29） 

SHwyバスに出力するアドレスの上位 3ビット（A31～A29）を設定します。 

28～0 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

 

11.2.16 ソース透過色レジスタ（STCR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - - - - - - -
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - STC1 STC8[7:0]

STC16[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～25 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

24 STC1 不定 R/W ソース透過色 1 

ソース 1ビット／画素時の透過色 

23～16 STC8[7:0] 不定 R/W ソース透過色 8 

ソース 8ビット／画素時の透過色 

15～0 STC16[15:0] 不定 R/W ソース透過色 16 

ソース 16ビット／画素時の透過色 

【注】 ソース 16ビット／画素時は、RCLRレジスタの SPFビットとフォーマットを合わせてください。 

SPF=1（ARGB=1555）の場合は、A値は比較しません。 

 

11.2.17 デスティネーション透過色レジスタ（DTCR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - - - - - - -
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - DTC8[7:0]

DTC16[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

23～16 DTC8[7:0] 不定 R/W デスティネーション透過色 8 

デスティネーション 8ビット／画素時の透過色 

15～0 DTC16[15:0] 不定 R/W デスティネーション透過色 16 

デスティネーション 16ビット／画素時の透過色 

【注】 デスティネーション 16ビット／画素時は、RCLRレジスタの DPFビットとフォーマットを合わせてください。 

DPF=1（ARGB=1555）の場合、A値は比較しません。 

 

11.2.18 アルファ値レジスタ（ALPHR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - ALPH[7:2] - -
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～2 ALPH[7:2] 不定 R/W アルファ値（b7～b2） 

レンダリング属性のαEビットに 1を設定した場合のアルファブレンド値

を設定します。青成分、赤成分のブレンドは、アルファ値の上位 5ビット

が有効です。緑成分は、デスティネーションピクセルフォーマットが RGB

のときは上位 6ビット、ARGBのときは上位 5ビットが有効です。 

デスティネーション≒ソース×ALPH／255＋デスティネーション（1－

ALPH／255） 

（ALPHを 8ビットとしたときの近似式） 

1、0 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

 

11.2.19 カラーオフセットレジスタ（COFSR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R

- - - - - - - - - - - - - - - -
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R

- - - - - - - - COR[7:3] - - -

COG[7:2] - - COB[7:3] - - -

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

23～19 COR[7:3] 不定 R/W カラーオフセット R 

カラーオフセットの赤成分（b7～b3）。符号付整数として扱われますので、

負の場合は 2の補数を設定してください。 

18～16 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

15～10 COG[7:2] 不定 R/W カラーオフセット G 

カラーオフセットの緑成分（b7～b2）。符号付整数として扱われますので、

負の場合は 2の補数を設定してください。ARGBフォーマット時は上位 5

ビットが有効です。 

9、8 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～3 COB[7:3] 不定 R/W カラーオフセット B 

カラーオフセットの青成分（b7～b3）。符号付整数として扱われますので、

負の場合は 2の補数を設定してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

 

11.2.20 レンダリングコントロールレジスタ（RCLR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 - 0 0 - - 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R R R/W R/W R R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

- - - - - - STP DTP - - SPF DPF - GBM SAU AVALUE

- - - - - - - - - - - - - - LPCE COM

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

26 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

25 STP 0 R/W ソース透過色ポラリティ 

ソースデータとソース透過色レジスタの設定値が、一致で透過か、不一致

で透過かを選択します。 

0：一致で透過 

1：不一致で透過 

24 DTP 0 R/W デスティネーション透過色ポラリティ 

デスティネーションとデスティネーション透過色レジスタの設定値が、一

致で透過か、不一致で透過かを選択します。 

0：一致で透過 

1：不一致で透過 

23、22 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

21 SPF 0 R/W ソースピクセルフォーマット 

多値ソースのピクセルフォーマットを指定します。多値ソースが 16ビット

／画素時のみ有効となります。8ビット／画素時は、0を設定してください。

デスティネーションのピクセルフォーマットと合わせてください。 

0：RGB（565フォーマット） 

1：ARGB（1555フォーマット） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

20 DPF 0 R/W デスティネーションピクセルフォーマット 

デスティネーションのピクセルフォーマットを指定します。デスティネー

ションが 16ビット／画素時のみ有効となります。8ビット／画素時は、0

を設定してください。多値ソースのピクセルフォーマットと合わせてくだ

さい。 

0：RGB（565フォーマット） 

1：ARGB（1555フォーマット） 

19 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18 GBM 0 R/W グラフィックビットモード 

多値ソース、デスティネーションのグラフィックビットモードを指定しま

す。 

0：8ビット／画素 

1：16ビット／画素 

17 SAU 0 R/W ソース A値ユース 

ソース、デスティネーションのピクセルフォーマットが ARGBのとき、デ

スティネーションの A値をソースの A値を参照して描画します。 

0：デスティネーションの A値を AVALUEで描画します。 

1：デスティネーションの A値をソースの A値を参照して描画します。 

【注】SAU=1の場合、2値ソースを参照するコマンドでは、コマンドパラ

メータの Color0、Color1の A値を、単色指定のコマンドではコマン

ドパラメータの Colorの A値を参照します。また、LINEDコマンド

時は SAUビット、AVALUEビットの設定にかかわらず、下地（デス

ティネーション）の A値を書き戻します。 

16 AVALUE 0 R/W Aバリュー 

ソース、デスティネーションのピクセルフォーマットが ARGBのとき、デ

スティネーションの A値を 0または 1で描画します。 

0：デスティネーションの A値を 0で描画します。 

1：デスティネーションの A値を 1で描画します。 

15～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 LPCE 0 R/W ラインプリクリッピングイネーブル 

(R)LINE系、(R)LINEW系コマンドで有効です。LPCEに 1を設定すると 2

次元クリップエリア（システムクリップエリア、ユーザクリップエリア、

相対ユーザクリップエリア）で線分単位にプリクリッピングします。ただ

し、途中の線分がプリクリッピングされた場合、パターンは連続しません

（パターンは前に描画した線分の終点から開始します）。 

0：プリクリッピングしません。 

1：2次元クリップエリアで線分単位にプリクリッピングします。 

0 COM 0 R/W コネクション描画マスク 

太線時の連結部分を描画するか、しないかを選択します。 

0：太線時の連結部分を描画します。 

1：太線時の連結部分を描画しません。 

 

11.2.21 コマンドステータスレジスタ（CSTR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - CST[28:16]

CST[15:2] - -

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

28～2 CST[28:2] 不定 R コマンドステータス（A28～A2） 

フェッチしたコマンドワード（オペコードワード）のアドレスを記憶しま

す。CSTRで示されるアドレスは、ロングワードアドレス（A28～2）とな

ります。 

1、0 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 
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11.2.22 カレントポインタレジスタ（CURR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

XC[15:0]

YC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 XC[15:0] 不定 R カレントポインタ X 

カレントポインタの X座標 

15～0 YC[15:0] 不定 R カレントポインタ Y 

カレントポインタの Y座標 

 

11.2.23 ローカルオフセットレジスタ（LCOR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

XO[15:0]

YO[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 XO[15:0] 不定 R ローカルオフセット X 

ローカルオフセットの X座標 

15～0 YO[15:0] 不定 R ローカルオフセット Y 

ローカルオフセットの Y座標 
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11.2.24 システムクリップエリア MAXレジスタ（SCLMAR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - SXMAX[11:0]

- - - - SYMAX[11:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

27～16 SXMAX[11:0] 不定 R システムクリップ XMAX 

システムクリップ座標の XMAX 

15～12 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

11～0 SYMAX[11:0] 不定 R システムクリップ YMAX 

システムクリップ座標の YMAX 

【注】 WPRコマンドで設定時は、描画範囲の最大値を設定してください（最大 4,095、SXMAX＜DSTRRで設定ください）。 
 

11.2.25 ユーザクリップエリア MINレジスタ（UCLMIR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - UXMIN[11:0]

- - - - UYMIN[11:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

27～16 UXMIN[11:0] 不定 R ユーザクリップ XMIN 

ユーザクリップ座標の XMIN 

15～12 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

11～0 UYMIN[11:0] 不定 R ユーザクリップ YMIN 

ユーザクリップ座標の YMIN 



 

11. 2Dグラフィックアクセラレータ（2DG） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  11-25 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

【注】 WPRコマンドで設定時は、0≦UXMIN＜UXMAX≦SXMAX≦4,095、0≦UYMIN＜UYMAX≦SYMAX≦4,095の範囲で設

定してください。 

 

11.2.26 ユーザクリップエリア MAXレジスタ（UCLMAR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - UXMAX[11:0]

- - - - UYMAX[11:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 リザーブ 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

27～16 UXMAX[11:0] 不定 R ユーザクリップ XMAX 

ユーザクリップ座標の XMAX 

15～12 リザーブ 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

11～0 UYMAX[11:0] 不定 R ユーザクリップ YMAX 

ユーザクリップ座標の YMAX 

【注】 WPRコマンドで設定時は、0≦UXMIN＜UXMAX≦SXMAX≦4,095、0≦UYMIN＜UYMAX≦SYMAX≦4,095の範囲で設

定してください。 

 

11.2.27 相対ユーザクリップエリア MINレジスタ（RUCLMIR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - RUXMIN[11:0]

- - - - RUYMIN[11:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

27～16 RUXMIN[11:0] 不定 R 相対ユーザクリップ XMIN 

相対ユーザクリップ座標の XMIN（ローカルオフセットに加算されるオフセ

ット値） 

15～12 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

11～0 RUYMIN[11:0] 不定 R 相対ユーザクリップ YMIN 

相対ユーザクリップ座標の YMIN（ローカルオフセットに加算されるオフセ

ット値） 

【注】 WPRコマンドで設定時は、0≦RUXMIN＜RUXMAX≦SXMAX≦4,095、0≦RUYMIN＜RUYMAX≦SYMAX≦4,095の範

囲で設定してください。 

設定範囲の詳細は、「11.3.4（5） 相対クリッピング指定（RCLIP）」を参照してください。 

 

11.2.28 相対ユーザクリップエリア MAXレジスタ（RUCLMAR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - RUXMAX[11:0]

- - - - RUYMAX[11:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

27～16 RUXMAX[11:0] 不定 R 相対ユーザクリップ XMAX 

相対ユーザクリップ座標の XMAX（ローカルオフセットに加算されるオフ

セット値） 

15～12 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

11～0 RUYMAX[11:0] 不定 R 相対ユーザクリップ YMAX 

相対ユーザクリップ座標の YMAX（ローカルオフセットに加算されるオフ

セット値） 

【注】 WPRコマンドで設定時は、0≦RUXMIN＜RUXMAX≦SXMAX≦4,095、0≦RUYMIN＜RUYMAX≦SYMAX≦4,095の範

囲で設定してください。 

設定範囲の詳細は、「11.3.4（5） 相対クリッピング指定（RCLIP）」を参照してください。 
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11.2.29 レンダリングコントロール 2レジスタ（RCL2R） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - 0 0 - - 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 1 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 -
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - DAE PSTYLE PXSIZE[1:0] PYSIZE[1:0]

- - - - - - - - - - - - - - - -

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

27、26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25、24 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

23、22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21 DAE 0 R/W デスティネーションアルファイネーブル 

アルファブレンドイネーブル（αE）と合わせて使用します。ARGB（1555

フォーマット）のとき、デスティネーション（下地）A値が 1の画素のみ

アルファブレンドします。デスティネーション（下地）A値が 0の画素は

描画しません。 

0：デスティネーション（下地）A値によらずアルファブレンドします。 

1：デスティネーション（下地）A値が 1の画素のみ、アルファブレンド

します。 

【注】 

• RGB（565フォーマット）および 8ビット／画素時は、0を設定してくだ

さい。 

• POLYGON4A/B/Cコマンド以外では、0を設定してください。 

• アルファブレンドイネーブル（αE）=0のときは、0を設定してください。 

• 本ビットはコマンドでデコードしていませんので、該当コマンドごとに設

定および解除を行ってください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

20 PSTYLE 0 R/W パターンスタイルイネーブル 

ソーススタイル指定（STYLE）と合わせて使用します。ソースパターンを

デスティネーション座標を基に、パターンサイズで繰り返し生成します。 

0：パターンスタイル無効 

1：ソースパタンをデスティネーション座標を基に生成 

【注】 

• ソースオフセット TXOFSおよび TYOFSは、0を設定してください。 

• ソーススタイル指定（STYLE）=0のときは、0を設定してください。 

• ソースアドレス指定（SS）=0に設定してください。 

• POLYGON4A/Bコマンド以外では、0を設定してください。 

• 本ビットはコマンドでデコードしていませんので、該当コマンドごとに設

定および解除を行ってください。 

19、18 PXSIZE[1:0] 00 R/W パターン Xサイズ 

パターンスタイルイネーブル（PSTYLE）=1時のパターン Xサイズを指定

します。 

00：8画素 

01：16画素 

10：32画素 

11：64画素 

【注】ソースサイズ TDXには指定したパターン Xサイズ（8、16、32、64）

を設定してください。 

17、16 PYSIZE[1:0] 00 R/W パターン Yサイズ 

パターンスタイルイネーブル（PSTYLE）=1時のパターン Yサイズを指定

します。 

00：8画素 

01：16画素 

10：32画素 

11：64画素 

【注】ソースサイズ TDYには指定したパターン Yサイズ（8、16、32、64）

を設定してください。 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

13、12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

10～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

1 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

 

11.2.30 パターンオフセットレジスタ（POFSR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - POFSX[11:0]

- - - - POFSY[11:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

27～16 POFSX[11:0] H'000 R/W パターンオフセット X 

パターンスタイルイネーブル（PSTYLE）=1時の X方向のパターンオフセ

ット値を 16ビット整数で設定します。負の場合は、2の補数を設定してく

ださい。 

15～12 － 不定 R リザーブビット 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

11～0 POFSY[11:0] H'000 R/W パターンオフセット Y  

パターンスタイルイネーブル（PSTYLE）=1時の Y方向のパターンオフセ

ット値を 16ビット整数で設定します。負の場合は、2の補数を設定してく

ださい。 

 



 

11. 2Dグラフィックアクセラレータ（2DG） 

11-30  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

11.3 動作説明 

11.3.1 基本機能 

（1） 太線描画 

(R)LINEA/B/Cコマンドで線幅Wに 0より大きい値を設定することで、太線を描画することができます。始終

点座標と線幅Wより太線座標 a、b、c、dを求め描画します。Wは整数部 6ビットで与えます。0を設定すると、

線幅 1のラインを描画します。また、連結太線時の連結部分は、RCLRレジスタの COMビットで描画する、しな

いを選択できます。太線指定時は、線分ごとの始終点座標が一致した場合、何も描画しません。 

(0,0)

Y

X

a

b

c

d

e

f

g

W

h

(DX1, DY1)

(DX2, DY2)

(DX3, DY3)

【記号説明】: : 描画方向
: 基準点
: 太る点
: 開始点

 

図 11.2 太線描画 
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（2） アンチエイリアス 

(R)LINEA/B/C/Dコマンドコマンドで使用可能で、エイリアスを低減します。レンダリング属性のアンチエイリ

アスイネーブル（AA）に 1を設定することで、アンチエイリアス処理を実行します。 

【注】 1. (R)LINEA/Bコマンドで破線時は、破線の隙間にはアンチエイリアスが架かりません。 

 2. (R)LINEA/B/Cコマンドは、線分ごとの始終点座標が一致した場合、線幅 1（W=0）のときはアンチエイリアス処

理せずに 1ドット描画し、太線時は何も描画しません。 

 3. (R)LINEDコマンドは、線分ごとの始終点座標が一致した場合は何も描画しません。 

 4. (R)LINEA/B/Cコマンドは、水平、垂直、斜め 45度の線分に対してアンチエイリアス処理を行いません。 

5. (R)LINEDコマンドは、水平、垂直、斜め 45度の線分に対してアンチエイリアス処理を行いません。 

 

 

図 11.3 アンチエイリアス指定例 

 

（3） 座標系 

2DGは、4つの 2次元座標（スクリーン座標、レンダリング座標、2次元ソース座標、ワーク座標）と 1つの 1

次元座標（1次元ソース座標）を持っています。 

スクリーン座標は表示制御の座標であり、スクリーン座標の Xが表示画面の横、Yが縦に対応し、原点が表示

画面の左上となります。スクリーン座標の正の方向は、X軸は右、Y軸は下となります。スクリーン座標の 1座

標のデータ幅は、16ビット（16ビット／画素）と 8ビット（8ビット／画素）から選択します。スクリーン座標

の最大値は X=4,095、Y=4,095です。 

レンダリング座標は、描画制御の座標であり、スクリーン座標に対して描画コマンドで指定するオフセットの

分だけ水平垂直にずれた座標系です。描画コマンドは、この座標で描画動作を行います。レンダリング座標の 1

座標のデータ幅は、16ビット（16ビット／画素）と 8ビット（8ビット／画素）から選択します。 

2次元ソース座標は、描画制御の座標であり、描画コマンド実行時に描画コマンドで指定するソース（矩形）の

座標系で、SS=1のとき使用します。2次元ソース座標の 1座標のデータ幅は、16ビット（16ビット／画素）と 8

ビット（8ビット／画素）から選択します。 

1次元ソース座標は、描画制御の座標であり、描画コマンド実行時に描画コマンドで指定するソース（1次元）

の座標系で、SS=0のとき使用します。1次元ソース座標の 1座標のデータ幅は、1ビット（1ビット／画素）と

16ビット（16ビット／画素）と 8ビット（8ビット／画素）から選択します。1次元ソース 1個につき、1つの物

理アドレス（左上）とその 1次元ソースの横幅と縦幅を指定します。 

ワーク座標は描画制御の座標であり、レンダリング座標に 1：1で対応します。描画コマンド実行時に描画コマ

ンドで指定するワークの座標系です。ワーク座標の 1座標のデータ幅は 1ビットです。 
 



 

11. 2Dグラフィックアクセラレータ（2DG） 

11-32  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

X (Max：4096)

Y
(Max：4096)

X (Min：256)(0, 0)

【注】 デスティネーションストライドレジスタ（DSTRR）に 
 スクリーン座標のストライドを設定します（レジスタ 
 へは画素数で設定します）。

 

図 11.4 スクリーン座標 
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X

X

X

Y

Y

Y

(0, 0)

レンダリング座標

レンダリング座標

レンダリング座標

オフセット

(0, 0)

(0, 0)

オフセット値＝0の場合

オフセット値＝(a, b)の場合

オフセット値によってレンダリング
座標原点からの論理空間の大きさは、
32367を超えることはありません。

オフセット値＝(-a, -b)の場合

オフセット値によってレンダリング
座標原点からの論理空間の大きさは、
-32368を超えることはありません。

-32768

-32768

32767

32767

レンダリング座標原点
スクリーン座標原点

-32768

-32768

32767-b

32767-a

-32768+b

-32768+a

32767

32767

スクリーン座標原点

レンダリング座標原点

スクリーン座標原点

(-a, -b)
オフセット

 

図 11.5 レンダリング座標 
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X

X

X

Y

Y

Y

(0, 0)

物理座標原点
ワーク座標原点

ワーク座標

ワーク座標

ワーク座標

オフセット

ワーク座標原点

(0, 0)

オフセット

(-a, -b)

オフセット値＝0の場合

オフセット値＝(-a, -b)の場合

オフセット値によってワーク座標 
原点からの論理空間の大きさは、
-32368を超えることはありません。

オフセット値＝(a, b)の場合

オフセット値によってワーク座標原点 
からの論理空間の大きさは、
32367を超えることはありません。

物理座標原点

-32768

32767

32767

-32768

-32768+b

-32768+a

32767

32767

-32768

-32768

32767-b

32767-a

ワーク座標原点(a, b)

物理座標原点
(0, 0)

 

図 11.6 ワーク座標 
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X (Max：4096)

Y
(Max：4096)

X (Min：8)(0, 0)

【注】 2次元ソースストライドレジスタ（SSTRR）に
 2次元ソース座標のストライドを設定します
 （レジスタへは画素数で設定します）。

 

図 11.7 2次元ソース座標（SS=1） 

 

X (Max：4088)

Y
(Max：4096)

X (Min：8)(0, 0)

【注】 1次元ソース座標（1次元ソース1つにつき 
 1つの座標系となる）

 

図 11.8 1次元ソース座標（SS=0） 
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11.3.2 データフォーマット 

63
63

56
56

55
55

48
48

47
47

40
40

39
39

32
32

31
31

24
24

23
23

16
16

15
15

8
8

7
7

0

63 5655

63 59 58

63 62 58 57 53 52 42 41 37 36 26 25 21 20 10 9 5 448 47 46 32 31

3263 31

30 16 15 14

53 52 48 47 43 42 37 36 32 31 27 26 21 20 16 15 11 10 5 4

4847 4039 3231 2423 1615 8 7 0

0

0

0

0

7 6 5 4 3 2 1 0

R3

R3A3

G3 B3

B3

R2 G2 B2 R1 G1 B1 R0 G0 B0
3

G3 R2A2 B2G2 R1A1 B1G1 R0A0 B0G0
3 2 1 0

2 1 0

Address 8n+4 Address 8n

1ビット／画素データ

8ビット／画素データ

16ビット／画素データ（RGB）

16ビット／画素データ（ARGB）

32ビットデータ（ディスプレイリスト）

ビット
画素番号

ビット
画素番号

ビット
画素番号

ビット

ビット

画素番号

画素番号は画面の左側が0で、右にいくに従い大きくなります。

画素番号は画面の左側が0で、右にいくに従い大きくなります。

画素番号は画面の左側が0で、右にいくに従い大きくなります。

画素番号は画面の左側が0で、右にいくに従い大きくなります。

 

図 11.9 データフォーマット 
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11.3.3 エンディアン変換 

ENDCVRレジスタでエンディアン変換方法を設定します。 

1ビット／画素データ

63
63

56
56

55
55

48
48

47
47

40
40

39
39

32
32

31
31

24
24

23
23

16
16

15
15

8
8

7
7

0
0

ビット
画素番号

8ビット／画素データ（BITSWAPは無効となります）

63 5655 4847 4039 3231 2423 1615 8 7 0
7 6 5 4 3 2 1 0

ビット
画素番号

16ビット／画素データ（RGB）（BYTESWAP、BITSWAPは無効となります）

63 59 58 53 52 48 47 43 42 37 36 32 31 27 26 21 20 16 15 11 10 5 4 0
R3 G3 B3 R2 G2 B2 R1 G1 B1 R0 G0 B0

3 2 1 0

ビット
画素番号

16ビット／画素データ（ARGB）（BYTESWAP、BITSWAPは無効となります）

63 62 58 57 53 52 42 41 37 36 26 25 21 20 10 9 5 448 47 46 32 31 30 16 15 14 0
R3A3 B3G3 R2A2 B2G2 R1A1 B1G1 R0A0 B0G0

3 2 1 0

ビット
画素番号

32ビットデータ（ディスプレイリスト）（WSWAP、BYTESWAP、BITSWAPは無効となります）

3263 31 0

Address 8n+4 Address 8n
ビット

BYTESWAP

BYTESWAP

LWSWAP

LWSWAP

LWSWAP

LWSWAP

LWSWAP

BITSWAP WSWAP

WSWAP

WSWAP

WSWAP

 

図 11.10 エンディアン変換 

 

11.3.4 レンダリング属性 

（1） ソース透過指定（STRANS） 

ソースデータを参照する場合、透過にするか、非透過にするかを STRANSビットにより描画コマンド単位で選

択できます。透過を選択すると、RCLRレジスタの STPビットが 0の場合、レジスタの値＝ソース色で透過、1

の場合、レジスタの値≠ソース色で透過となり、その画素は描画しません。 

使用できるコマンドは、POLYGON4A/4B、LINEA/B、RLINEA/B、BITBLTA/Bで、その他のコマンドでは STRANS

ビットを 0にしてください。ソースピクセルフォーマットが ARGBのときは A値は比較しません。なお、本ビッ

トを 1に設定した場合、BITBLTA/Bコマンドでは ROPコードによらず必ずソースリードします。 

（2） デスティネーション透過指定（DTRANS） 

デスティネーションデータを参照する場合、透過にするか、非透過にするかを DTRANSビットにより描画コマ
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ンド単位で選択できます。透過を選択すると、RCLRレジスタの DTPビットが 0の場合、レジスタの値＝デステ

ィネーション色で透過、1の場合、レジスタの値≠デスティネーション色で透過となり、その画素は描画しません。 

使用できるコマンドは、BITBLTA/B/Cで、その他のコマンドでは DTRANSビットを 0にしてください。デス

ティネーションピクセルフォーマットが ARGBのときは A値は比較しません。なお、本ビットを 1に設定した場

合、ROPコードによらず必ずデスティネーションリードします。 

（3） ソーススタイル指定（STYLE） 

ソースデータを拡大縮小するか、または繰り返し参照するかを STYLEビットにより描画コマンド単位で選択で

きます。スタイル指定しない場合、ソースデータはレンダリング領域の大きさによって拡大縮小します。スタイ

ル指定した場合、ソースデータはレンダリング領域の大きさによって繰り返し参照します。このため、ハッチパ

ターンのような繰り返し模様を描画する際に本属性を指定します。 

使用できるコマンドは、POLYGON4A/4B、LINEA/B、RLINEA/Bで、その他のコマンドでは STYLEビットを 0

にしてください。POLYGON4A/4B、LINEA/Bおよび RLINEA/Bコマンドで BLKE=1設定時は、必ず STYLE=1を

設定してください。 

LINEA/B、RLINEA/Bコマンド時は、ソースの X方向のみ繰り返し参照します。ソースの Y方向は、線幅に応

じて拡大／縮小されます。 

 

スタイル指定なし（STYLE＝0）

スタイル指定あり（STYLE＝1）

X

X

Y

Y

ソースデータ 描画データ

2倍に拡大

2回繰り返し参照

 

図 11.11 ソーススタイル指定例 
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（4） クリッピング指定（CLIP） 

クリッピング領域管理を行うことができます。クリッピング領域には、システムクリッピング領域、ユーザク

リッピング領域および相対ユーザクリッピング領域があります。 

システムクリッピング領域は、描画範囲固定されるものです。システムクリッピング領域は、属性の指定に関

係なく常に有効となります。 

ユーザクリッピング領域は、システムクリッピング領域内で任意に設定できます。また、その領域内でクリッ

ピングを行うか、行わないかをレンダリング属性の CLIPビットにより描画コマンド単位で選択できます。境界は

描画します。なお、LCOFS、RLCOFSコマンドで設定したローカルオフセット値は加算されません。 

必ず XMIN＜XMAX、YMIN＜YMAXとなる値を設定してください。 

クリッピングは、スクリーン座標で設定します。なお、電源投入後のクリッピング範囲は不定値となりますの

で、最初に実行させるディスプレイリストの先頭でWPRコマンドにより設定してください。また、XMAXは、

デスティネーションストライドで設定した値未満に設定してください。 

 

CLIPビットが1 CLIPビットが0

ユーザクリップ設定領域

システムクリップ設定領域

(0, 0)

(UXMIN, UYMIN)

(UXMAX, UYMAX)

(SXMAX, SYMAX)

 

図 11.12 クリッピング指定例 

 

（5） 相対クリッピング指定（RCLIP） 

クリッピング領域管理を行うことができます。クリッピング領域には、システムクリッピング領域、ユーザク

リッピング領域および相対ユーザクリッピング領域があります。 

システムクリッピング領域は、描画範囲固定されるものです。システムクリッピング領域は、属性の指定に関

係なく常に有効となります。 

相対ユーザクリッピング領域は、システムクリッピング領域内でローカルオフセットからの相対指定で任意に

設定できます。また、その領域内でクリッピングを行うか、行わないかをレンダリング属性の RCLIPビットによ

り描画コマンド単位で選択できます。境界は描画します。LCOFS、RLCOFSコマンドで設定したローカルオフセ

ット値が加算されます。 
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必ず XMIN＜XMAX、YMIN＜YMAXとなる値を設定してください。 

クリッピングは、スクリーン座標で設定します。電源投入後のクリッピング範囲は不定値となりますので、最

初に実行させるディスプレイリストの先頭でWPRコマンドにより設定してください。また、XMAXはデスティ

ネーションストライドで設定した値未満に設定してください。RCLIPと CLIPビットを同時に 1にすると、2つの

クリッピング領域が重なった領域を描画します。 

 

 

 

(0, 0)

(XO＋RUXMAX,
 YO＋RUYMAX)

(XO, YO)

(XO＋RUXMIN,
 YO＋RUYMIN)

システムクリップ設定領域

ユーザクリップ設定領域

相対ユーザクリップ設定領域

描画領域

ローカルオフセット

 

図 11.13 相対ユーザクリッピング指定例 

 

相対ユーザクリッピング領域（XO+RUXMIN、YO+RUYMIN）－（XO+RUXMAX、YO+RUYMAX）がシステ

ムクリッピング領域と交わった場合、以下のように飽和処理をします。 

XO+RUXMIN＜0 → XO+RUXMIN = 0 

XO+RUXMAX＞SXMAX → XO+RUXMAX＝SXMAX 

YO+RUYMIN＜0 → YO+RUYMIN = 0 

YO+RUYMAX＞SYMAX → YO+RUYMAX = SYMAX 

【注】 下記範囲を超えないようにローカルオフセット、相対ユーザクリッピング領域を設定してください。 

-4,096≦XO+RUXMIN≦4,095 

-4,096≦YO+RUYMIN≦4,095 

0≦XO+RUXMAX≦8,191 

0≦YO+RUYMAX≦8,191 

RCLIP=1のとき、相対ユーザクリッピング領域が下記条件のいずれかを満たす場合、相対ユーザクリッピング領域は

2DG内部で無効にします。 

4,095 < XO+RUXMIN 

4,095 < YO+RUYMIN 

XO+RUXMAX < 0 

YO+RUYMAX < 0 
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（6） ネット描画指定（NET） 

ネット描画を行うか、行わないかを NETビットにより描画コマンド単位で選択できます。ネット描画とは、レ

ンダリング座標の X＋Y＝EOS（0：偶数、1：奇数）が真となる座標の画素のみ描画を行う機能です。 

たとえば、EOS＝0なら Y＝0、X＝0、2、4、6、8…、Y＝1、X＝1、3、5、7、9…の座標のみ描画を行います。 

本機能により、描画する図形と下地を半分ずつ重ね合わせることができます。 

使用できるコマンドは、POLYGON4系、LINEA/B/C、RLINEA/B/Cで、その他のコマンドでは NETビットを 0

にしてください。アンチエイリアスイネーブル（AA）ビットとの併用は禁止です。 

（7） イーブンオッドセレクト指定（EOS） 

EOSビット＝0を選択すると偶数画素、EOSビット＝1を選択すると奇数画素が選択されます。 

ネット描画指定（NET）とあわせて使用します。また、LINEWCおよび RLINEWCコマンドでは、EOSビット

＝0を選択すると 0でワーク座標に描画、EOSビット＝1を選択すると 1でワーク座標に描画します。 

（8） ワーク指定（WORK） 

レンダリング座標に POLYGON4系、BITBLT系コマンドで描画する場合、2値ワークデータを参照するか、参

照しないかをWORKビットにより描画コマンド単位で選択できます。 

2値ワークデータ参照を選択した場合、レンダリング座標に対応する画素のワークデータが 1ならば描画され、

0ならば描画されません。したがって、ワーク座標に描画された図形と同じ形で、レンダリング座標に描画を行う

ことができます。 

ワーク座標への描画は、FTRAPC、RFTRAPC、LINEWC、RLINEWC、CLRWCコマンドによる描画を想定して

います。使用できるコマンドは POLYGON4系、BITBLT系で、その他のコマンドではWORKビットを 0にして

ください。 

（9） ソースアドレス指定（SS） 

ソースを 2次元ソース領域から参照するか、ディスプレイリストの Base Addressパラメータで示すアドレスか

ら参照するかをを SSビットにより選択できます。使用できるコマンドは、POLYGON4A/B、BITBLTA/Bコマン

ドです。SSビットが使用できないコマンドでは 0を設定してください。 

また、オフセット値を設定すると（TXOFS、TYOFS）からソースを参照します。 
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SS＝1 SS＝0ソースストライド (SSTRR)

(TXS, TYS)

(TXOFS, TYOFS) (TXOFS, TYOFS)

Width
Width＝ソースストライド

Hight Hight

Base Address

2次元ソース領域
開始アドレス
（SSAR）

Hight：Polygon4系（TDY）、BitBLT系（TH＋BH＋1） Hight：Polygon4系（TDY）、BitBLT系（TH＋BH＋1）

Width：Polygon4系（TDX）、BitBLT系（LW＋RW＋1） Width：Polygon4系（TDX）、BitBLT系（LW＋RW＋1）

【注】 ソーススタートアドレスは2次元ソース領域 
 開始アドレスレジスタ（SSAR）で与えます。

ソースストライドはソースストライドレジスタ 
（SSTRR）で与えます。

【注】 ソーススタートアドレスはディスプレイリスト中の 
 Base Adderssパラメータで示すアドレスに 
 なります。

ソースストライドはディスプレイリスト中の 
Widthパラメータになります。  

図 11.14 ソースアドレス指定例 

【注】 SS=1時は、0≦TXS≦SSTRR - Width (TDX,LW+RW+1)、0≦TYS≦4,096 - Hight(TDY,TH+BH+1)の範囲で設定してく

ださい。 

 

（10）ソース座標相対アドレス指定（REL） 

POLYGON4A/4B、BITBLTA/B、LINEA/B、RLINEA/B、JUMP、GOSUBコマンドにおいて RELビットを 1にす

ることにより、コマンドコードからの前方または後方に相対アドレスでのソース参照または分岐を行えます。 

POLYGON4A、BITBLTAコマンドのときは、SSビットを 0に設定してください。SSビットが 1のときの動作

は保証されません。 

なお、コマンドコードのアドレスが相対アドレスの原点になります（ロングワードアドレス）。 

【注】 POLYGON4A/4B、BITBLTA/B、LINEA/B、RLINEA/Bコマンド時は、コマンドコードが配置されるアドレス（ロング

ワード：32ビット単位）+ソース開始相対アドレス（ロングワード：32ビット単位）がクワッドワードアドレス（64

ビット）単位になるようにしてください。 

（11）縁どり描画（EDG） 

FTRAP、RFTRAPコマンドにおいて、EDGビットを 1にすることにより、ワーク領域への多角形描画後に、縁

どりのライン群を描画させることができます。このとき、縁どりラインの描画を 0で行うか、1で行うかは EOS

ビットで指定します。 

（12）カラーオフセット（COOF） 

POLYGON4系、LINEA/B/C、RLINEA/B/C、BITBLT系コマンドで使用可能です。デスティネーションが 16ビ

ット／画素のとき、レンダリング属性の COOFビットに 1を設定すると、ソースデータ（2値ソースはカラー展

開後データ、単色指定時は指定カラー）に、COFSRレジスタの値を加えた結果が描画されます。8ビット／画素

のときには、COOFビットは必ず 0に設定してください。ソースピクセルフォーマットが ARGBのときは A値は
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演算されません。 

（13）ソースディレクション X、Y（SRCDIRX、SRCDIRY） 

BITBLTA/Bコマンドで使用可能です。ソースのスキャン方向を選択します。 

（TXS、TYS）または Base Addressは、ソースのスキャン方向によらず、矩形ソースの左上を指定します。 

X

Y

(TXS, TYS) or
Base Address

SRCDIRX 0
SRCDIRY 0

SRCDIRX 1
SRCDIRY 0

SRCDIRX 0
SRCDIRY 1

SRCDIRX 1
SRCDIRY 1

ソース参照方向  

図 11.15 ソースディレクション指定例 

 

（14）デスティネーションディレクション X、Y（DSTDIRX、DSTDIRY） 

BITBLTA/B/Cコマンドで使用可能です。デスティネーション描画の方向を選択します。 

X

Y

DRCDIRX 0
DRCDIRY 0

DRCDIRX 1
DRCDIRY 0

DRCDIRX 0
DRCDIRY 1

DRCDIRX 1
DRCDIRY 1

デスティネーション描画方向  

図 11.16 デスティネーションディレクション指定例 

 

（15）アンチエイリアスイネーブル（AA） 

LINE系、RLINE系コマンドで使用可能です。エイリアスを低減します。 

デスティネーションが 16ビット／画素のときのみ有効です。8ビット／画素のときは 0を設定してください。

LINED、RLINEDコマンドでは必ず 1を設定してください。ネット描画指定（NET）との併用はできません。 
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（16）アルファブレンドイネーブル（αE） 

POLYGON4系、BITBLT系コマンドで使用可能です。 

ソースデータ（2値ソースはカラー展開後データ、単色指定時は指定カラー）と下地データをアルファブレンド

して描画します。アルファ値は ALPHRレジスタに設定します。デスティネーションが 16ビット／画素のときの

み有効です。8ビット／画素のときは 0を設定してください。 

POLYGON4系コマンドでは、BLKE=1のときのみ有効です。BLKE=0のときは 0を設定してください。BITBLT

系コマンドでは ROPコード=H'CC（ソースコピー）のときのみ有効です。他の ROPコードのときは、αE=0にし

てください。 

ARGBフォーマット時の A値は、アルファブレンドされません。A値は、RCLRレジスタの SAUビットおよび

AVALUEビットの設定に従い描画されます。 

（17）ソースアルファイネーブル（SαE） 

POLYGON4A、BITBLTAコマンドで使用可能です。αEと合わせて使用します。 

αE =0のときは 0を設定してください。RCLRレジスタの SPFビットが 1（ARGB）のとき、RCLRレジスタの

SAEPビットが 0のときは、ソースデータの A値が 1の画素のみアルファブレンドします。A値が 0の画素はア

ルファブレンドせず、ソースデータをそのまま描画します。SAEPビットが 1のときは、ソースデータの A値が 0

の画素のみアルファブレンドします。1の画素はアルファブレンドせず、ソースデータをそのまま描画します。 

SPFビットが 1のときのみ有効です。SPFビットが 0のときは 0を設定してください。 

（18）ブロックイネーブル（BLKE） 

POLYGON4系コマンドで有効です。 

BLKE=1のとき、与えられた頂点座標（DXn、DYn）を外接する矩形（DXn'、DYn'）に内部で変換し描画しま

す。BLKE=1の場合の描画方向は、左上から右下固定になります（上下左右反転はできません）。 

CLRW、FTRAPC、RFTRAPCコマンドでは必ず 1を設定してください。 

POLYGON4系で
ワーク参照描画

(DX2, DY2)

(DX4, DY4) (DX4, DY4) 

(DX1, DY1) 

(DX2, DY2) 

(DX3, DY3)

(DX4, DY4) 

多値ソース

ワーク

入力頂点を変換しません。 入力頂点（DXn, DYn）を外接矩形（DX'n, DY'n） 
に変換します。

BLKE＝0 BLKE＝1

デスティネーション領域

(DX1, DY1) 

(DX3, DY3)

(DX2, DY2) 

(DX3, DY3)
(DX1, DY1)

(DX1', DY1')

(DX2', DY2')

(DX3', DY3')(DX4’, DY4')

 

図 11.17 ブロックイネーブル指定例 
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（19）リンク指定イネーブル（LINKE） 

LINEC/D、R LINEC/D、FTRAPC、RFTRAPC、WPRコマンドで使用可能です。 

LINEC/D、R LINEC/D、FTRAPC、RFTRAPCコマンド時は頂点座標を、WPRコマンド時はレジスタライトデー

タを LINK Addressで指定したメモリ上から読み出します。 

LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、LINK Addressで指定するリンク

先アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは指定しないでください。 

（20）リンクアドレス相対指定（LREL） 

LINEC/D、R LINEC/D、FTRAPC、RFTRAPC、WPRコマンドで使用可能で、LINKEと合わせて使用します。 

LINKE=0のときは、0を設定してください。リンク先アドレスを相対アドレスで指定します。コマンドコード

のアドレスが相対アドレスの原点になります。 

LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、コマンドコードが配置されるア

ドレス+ LINK Addressで指定するリンク先アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレス

は指定しないでください。 

（21）クロックワイズ（CLKW） 

LINED、RLINEDコマンドで有効です。 

N頂点の与える順番が時計回りか反時計回りかを指定します。CLKW=1のときは時計回り、CLKW=0のときは

反時計回りを示します。 

（22）ラスタオペレーション（ROP） 

BITBLT系コマンドで使用可能です。BITBLTコマンドパラメータの ROPフィールドで指定します。 
 

表 11.3 ラスタオペレーションコード 

ROPコード オペレーション 

H'00 0 

H'11 ~(S | D) 

H'22 ~S & D 

H'33 ~S 

H'44 S & ~D 

H'55 ~D 

H'66 S ^ D 

H'77 ~(S & D) 

H'88 S & D 

H'99 ~(S ^ D) 

H'AA D 

H'BB ~S | D 

H'CC S 

H'DD S | ~D 

H'EE S | D 

H'FF 1 
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アルファブレンドイネーブル有効時（αE=1）は、H'CCに設定してください。また、ARGBフォーマット時の

A値は、アルファブレンドおよびラスタオペレーションされません。A値は、RCLRレジスタの SAUビットおよ

び AVALUEビットの設定に従い描画されます。 
 

11.3.5 2DG内部キャッシュ構造 

2DGは、コマンドキャッシュ、ソース（テクスチャ）キャッシュ、ワークキャッシュ、デスティネーションキ

ャッシュの 4種類のキャッシュを内蔵しています。これらのキャッシュは、DDRメモリ内に存在するデータを 2DG

が一時的に蓄えるために用い、2DGはこのキャッシュに蓄積されたデータを使用して描画を行います。 

各キャッシュの役割は、以下のとおりです。 

（1） コマンドキャッシュ（64バイト） 

2DGが DDRメモリ上のディスプレイリストを蓄積する際に使用します。本キャッシュは、レンダリングスタ

ートでクリアします。 

ただし、NOPコマンド（INT=1）による停止状態からの再開時はクリアしません。 

（2） ソース（テクスチャ）キャッシュ（8Kバイト） 

2DGが DDRメモリ上のソース（テクスチャ）データを蓄積する際に使用します。本キャッシュは、TRAPコマ

ンド、NOPコマンド（INT=1）でクリアします。 

（3） ワークキャッシュ（1Kバイト） 

2DGが DDRメモリ上のワーク座標に描画およびワーク参照する際に使用します。本キャッシュは、TRAPコマ

ンド、NOPコマンド（INT=1）でフラッシュします。 

（4） デスティネーションキャッシュ（512バイト） 

2DGが DDRメモリ上のレンダリング座標に描画する際に使用します。本キャッシュは、TRAPコマンド、NOP

コマンド（INT=1）でフラッシュします。 

2DGの各内部キャッシュの内容が更新されない場合（各キャッシュの容量以下のデータで同一のアドレスを参

照したり、前回の参照開始位置から各キャッシュの容量以下の位置で参照が終了した場合）、DDRメモリ上のデ

ータを書き換えても前回のキャッシュの内容が使用されてしまいます。このため、各キャッシュ間で領域に重な

りがある場合は、データのコヒーレンシが保たれない場合が生じます。 

これを避けるためには、意図的に各キャッシュの内容を更新させる必要があります。具体的には以下の方法を

実施してください。 

• 各内部キャッシの容量を超える位置のアドレスが参照されるようにしてください。なお、コマンドキャッシ

ュを除く各キャッシュは、SYNCコマンドを使用することで、キャッシュの内容を更新することが可能です。 
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11.4 ディスプレイリスト 

11.4.1 4頂点面描画コマンド 

（1） POLYGON4A 

（a） 機能 

デスティネーション領域に多値（8または 16ビット／画素）ソースを参照しながら、任意の 4頂点描画を行い

ます。 

（b） コマンドフォーマット 

• SS=1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1000 0010 Reserve (all 0) Draw Mode 

0 0 0 0 TXS (0≦TXS≦4,088) 0 0 0 0 TYS (0≦TYS≦4,095) 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4,095) 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4,095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) 0 0 0 0 TYOFS (0≦TYOFS≦TDY – 1) 

符 DX1(-32,768≦DX1≦32,767) 符 DY1(-32,768≦DY1≦32,767) 

符 DX2(-32,768≦DX2≦32,767) 符 DY2(-32,768≦DY2≦32,767) 

符 DX3(-32,768≦DX3≦32,767) 符 DY3(-32,768≦DY3≦32,767) 

符 DX4(-32,768≦DX4≦32,767) 符 DY4(-32,768≦DY4≦32,767) 

【注】 0≦TXS≦SSTRR-TDX、0≦TYS≦4,096-TDY（SSTRR:ソースストライドレジスタ設定値） 

 

• SS=0かつREL=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1000 0010 Reserve (all 0) Draw Mode 

0 0 0 Base Address(quad word address) 0 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4,088) 0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4,095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) 0 0 0 0 TYOFS (0≦TYOFS≦TDY – 1) 

符 DX1(-32,768≦DX1≦32,767) 符 DY1(-32,768≦DY1≦32,767) 

符 DX2(-32,768≦DX2≦32,767) 符 DY2(-32,768≦DY2≦32,767) 

符 DX3(-32,768≦DX3≦32,767) 符 DY3(-32,768≦DY3≦32,767) 

符 DX4(-32,768≦DX4≦32,767) 符 DY4(-32,768≦DY4≦32,767) 
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• SS=0かつREL=1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1000 0010 Reserve (all 0) Draw Mode 

符号拡張 符 Base Address(long word address) 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4,088) 0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4,095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) 0 0 0 0 TYOFS (0≦TYOFS≦TDY – 1) 

符 DX1(-32,768≦DX1≦32,767) 符 DY1(-32,768≦DY1≦32,767) 

符 DX2(-32,768≦DX2≦32,767) 符 DY2(-32,768≦DY2≦32,767) 

符 DX3(-32,768≦DX3≦32,767) 符 DY3(-32,768≦DY3≦32,767) 

符 DX4(-32,768≦DX4≦32,767) 符 DY4(-32,768≦DY4≦32,767) 

【注】 コマンドコードが配置されるアドレス（ロングワード：32ビット単位）+ Base Address（ロングワード：32ビット単

位）が、クワッドワードアドレス（64ビット）単位になるようにしてください。 

 

（c） CODE 

B'10000010 

（d） レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

○  ○ 

（WORK=1のみ）

 ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 CLIP RCLIP STRANS 0固定 WORK SS REL STYLE BLKE NET EOS COOF αE SαE 

 

（e） コマンドパラメータ 

TXS、TYS ：ソース開始点。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

Base Address ：ソース開始絶対アドレス（クワッドワードアドレス、A31～29および A2～A0は 0

を書き込んでください 

ソース開始相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31

～A29は A28の符号を拡張してください。A1～A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット

3を A28～A3に書き込んでください。 

TDX、TDY ：ソースサイズ。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

DXn、DYn（n＝1～4） ：レンダリング座標（絶対座標）。負の数は 2の補数とします。 

TXOFS、TYOFS ：ソースオフセット。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

（f） 説明 

多値（8または 16ビット／画素）のソースデータを任意の四角形でレンダリング座標に転送します。ソースは

必ず水平に走査しますが、描画は外形により斜めに走査することもあります。斜めに走査する描画では、穴埋め
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を行うために 2度書きが生じます。 

なお、SS=0のとき、TDXには 8画素の倍数の画素数を設定してください。SS=1では、TDXに 8画素以上の値

を画素単位で設定してください。TDXが 8画素未満の場合は、多値ソースの参照が正常に行われません。また、

TXOFS、TYOFSを設定するとソースをオフセット分ずらして参照します。TXOFS、TYOFSは画素単位で設定し

ます。 

• レンダリング属性でソーススタイル指定（STYLE＝1）を選択すると、ソースは拡大／縮小せず、繰り返し

参照します。 

• レンダリング属性でワーク指定（WORK＝1）を選択すると、レンダリング座標と同じ座標のワーク座標を

参照しながらワーク座標の画素が1になっているところのみをレンダリング座標に描画します。 

• SS=1のときは、2次元ソース領域からソースを参照し、SS=0のときはディスプレイリストのBase Addressから

ソース参照します。ソースアドレスは、REL＝0のときは絶対アドレスで指定できます。REL＝1のときは、

POLYGON4Aコマンドのコマンドコードが配置されたメモリアドレスからの相対アドレスでソースアドレス

を指定できます。 

• 描画が16ビット／画素のとき、レンダリング属性のCOOFビットに1を設定すると多値ソースデータの値に、

COFSRレジスタの値を加えた結果が描画されます。演算は飽和処理付で行われます。8ビット／画素のとき

には、COOFビットは必ず0に設定してください。 

（g） 例 

2次元ソース座標

ワーク座標

レンダリング座標

レンダリング座標

ワーク指定あり（WORK＝1）

ワーク指定なし

（WORK＝0）

（WORK＝1）

(TXS, TYS) TDX

TDY

(DX1, DY1)

(DX4, DY4)

(DX2, DY2)

(DX3, DY3)

(DX1, DY1)

(DX4, DY4)

(DX2, DY2)

(DX3, DY3)

(DX1, DY1)

(DX4, DY4)

(DX2, DY2)

(DX3, DY3)

 

図 11.18 POLYGON4Aコマンド例 
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（2） POLYGON4B 

（a） 機能 

デスティネーション領域に 2値（1ビット／画素）ソースを参照しながら、任意の 4頂点描画を行います。 

（b） コマンドフォーマット 

• SS=1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1000 0001 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color1 Color0 

0 0 0 0 TXS (0≦TXS≦4,088) 0 0 0 0 TYS (0≦TYS≦4,095) 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4,088) 0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4,095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) 0 0 0 0 TYOFS (0≦TYOFS≦TDY – 1) 

符 DX1(-32,768≦DX1≦32,767) 符 DY1(-32,768≦DY1≦32,767) 

符 DX2(-32,768≦DX2≦32,767) 符 DY2(-32,768≦DY2≦32,767) 

符 DX3(-32,768≦DX3≦32,767) 符 DY3(-32,768≦DY3≦32,767) 

符 DX4(-32,768≦DX4≦32,767) 符 DY4(-32,768≦DY4≦32,767) 

【注】 0≦TXS≦SSTRR-TDX、0≦TYS≦4,096-TDY（SSTRR:ソースストライドレジスタ設定値） 

 

• SS=0かつREL=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1000_0001 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color1 Color0 

0 0 0 Base Address(quad word address) 0 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4,088) 0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4,095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) 0 0 0 0 TYOFS (0≦TYOFS≦TDY – 1) 

符 DX1(-32,768≦DX1≦32,767) 符 DY1(-32,768≦DY1≦32,767) 

符 DX2(-32,768≦DX2≦32,767) 符 DY2(-32,768≦DY2≦32,767) 

符 DX3(-32,768≦DX3≦32,767) 符 DY3(-32,768≦DY3≦32,767) 

符 DX4(-32,768≦DX4≦32,767) 符 DY4(-32,768≦DY4≦32,767) 
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• SS=0かつREL=1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1000 0001 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color1 Color0 

符号拡張 符 Base Address(long word address) 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4,088) 0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4,095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) 0 0 0 0 TYOFS (0≦TYOFS≦TDY – 1) 

符 DX1(-32,768≦DX1≦32,767) 符 DY1(-32,768≦DY1≦32,767) 

符 DX2(-32,768≦DX2≦32,767) 符 DY2(-32,768≦DY2≦32,767) 

符 DX3(-32,768≦DX3≦32,767) 符 DY3(-32,768≦DY3≦32,767) 

符 DX4(-32,768≦DX4≦32,767) 符 DY4(-32,768≦DY4≦32,767) 

【注】 コマンドコードが配置されるアドレス（ロングワード：32ビット単位）+Base Address（ロングワード：32ビット単位）

が、クワッドワードアドレス（64ビット）単位になるようにしてください。 

 

（c） CODE 

B'10000001 

（d） レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

 ○ ○ 

（WORK=1のみ）

 ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 CLIP RCLIP STRANS 0固定 WORK SS REL STYLE BLKE NET EOS COOF αE 0固定 

 

（e） コマンドパラメータ 

TXS、TYS ：ソース開始点。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

Base Address ：ソース開始絶対アドレス（クワッドワードアドレス、A31～29および A2～A0は 0

を書き込んでください 

ソース開始相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31

～A29は A28の符号を拡張してください。A1、A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット

3を A28～A3に書き込んでください。 

TDX、TDY ：ソースサイズ。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

DXn、DYn（n＝1～4） ：レンダリング座標（絶対座標）。負の数は 2の補数とします。 

TXOFS、TYOFS ：ソースオフセット。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

COLOR0、COLOR1 ：8または 16ビット／画素カラー指定。16ビット／画素はデスティネーションのピ

クセルフォーマットに合わせてください。 
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8ビット／画素時は上位、下位バイト共、同じ値を設定してください。 

（f） 説明 

2値（1ビット／画素）のソースデータを任意の四角形で、レンダリング領域に、パラメータの COLOR0およ

び COLOR1で指定した色で描画します。 

8ビット／画素時のカラー指定（COLOR0、COLOR1）には、上位、下位バイトとも同じ 8ビットデータを設定

してください。ソースは必ず水平に走査しますが、描画は外形により斜めに走査することもあります。斜めに走

査する描画では、穴埋めを行うために 2度書きが生じます。TDXの値は SSビットの値によらず、必ず 8画素の

倍数の値を設定してください。また、TXOFS、TYOFSを設定するとソースをオフセット分ずらして参照します。

TXOFS、TYOFSは、画素単位で設定します。 

• レンダリング属性でソーススタイル指定（STYLE＝1）を選択すると、ソースは拡大／縮小せず、繰り返し

参照します。 

• レンダリング属性でワーク指定（WORK＝1）を選択すると、レンダリング座標と同じ座標のワーク座標を

参照しながらワーク座標の画素が1になっているところのみをレンダリング座標に描画します。 

• ソースアドレスは、REL＝0のときは絶対アドレスで指定します。REL＝1のときは、POLYGON4Bコマンド

のコマンドコードが配置されたメモリアドレスからの相対アドレスでソースアドレスを指定します。 

 

（g） 例 

Base  
Address

TDX

TDY

COLOR0

COLOR1

COLOR1

(DX1, DY1)

(DX4, DY4)

(DX3, DY3)

(DX2, DY2)

(DX1, DY1)

(DX4, DY4)

(DX3, DY3)

(DX2, DY2)

1次元ソース座標

透過モード
(STRANS＝1)

非透過モード
(STRANS＝0)

2値ソースの0を透過色
とした場合

レンダリング座標

レンダリング座標
 

図 11.19 POLYGON4Bコマンド例 
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（3） POLYGON4C 

（a） 機能 

レンダリング座標に単色指定で任意の 4頂点描画を行います。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1000 0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

all 0 Color 

符 DX1(-32,768≦DX1≦32,767) 符 DY1(-32,768≦DY1≦32,767) 

符 DX2(-32,768≦DX2≦32,767) 符 DY2(-32,768≦DY2≦32,767) 

符 DX3(-32,768≦DX3≦32,767) 符 DY3(-32,768≦DY3≦32,767) 

符 DX4(-32,768≦DX4≦32,767) 符 DY4(-32,768≦DY4≦32,767) 

 

（c） CODE 

B'10000000 

（d） レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

  ○ 

（WORK=1のみ）

○ ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 CLIP RCLIP 0固定 0固定 WORK 0固定 0固定 0固定 BLKE NET EOS COOF αE 0固定 

 

（e） コマンドパラメータ 

DXn、DYn（n＝1～4） ：レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

COLOR ：8または 16ビット／画素カラー指定。16ビット／画素はデスティネーションのピ

クセルフォーマットに合わせてください。 

8ビット／画素時は上位、下位バイト共、同じ値を設定してください。 

（f） 説明 

任意の四角形をレンダリング領域に、パラメータの COLORで指定した単色で描画します。レンダリング属性

でワーク指定（WORK＝1）を選択した場合、レンダリング座標と同じ座標のワーク座標を参照しながらワーク座

標の画素が 1になっているところのみをレンダリング座標に描画します。 
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（g） 例 

COLOR

COLOR

指定カラー

指定カラー

ワーク指定

ワーク指定なし

レンダリング座標

レンダリング座標

(DX1, DY1)
(DX2, DY2)

(DX3, DY3)

(DX4, DY4)

(DX1, DY1)
(DX2, DY2)

(DX3, DY3)

(DX4, DY4)

(DX1, DY1)
(DX2, DY2)

(DX3, DY3)

(DX4, DY4)

 

図 11.20 POLYGON4Cコマンド例 

 

11.4.2 線描画 

（1） LINEA 

（a） 機能 

デスティネーション領域に多値（8または 16ビット／画素）ソースを参照しながら、任意の太さの折れ線描画

を行います。 

（b） コマンドフォーマット 

• REL=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1011 0010 Reserve (all 0) Draw Mode 

0 0 0 Base Address(quad word address) 0 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4,088) 0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4,095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) n (2≦n≦65,535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符 DX1(-32,768≦DX1≦32,767) 符 DY1(-32,768≦DY1≦32,767) 

符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-32,768≦DXn≦32,767) 符 DYn(-32,768≦DYn≦32,767) 
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【注】 1. W=0のときは、TDY=1に設定してください。 

 2. n=0、1を設定した場合の動作は保証されません。 

 

• REL=1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1011 0010 Reserve (all 0) Draw Mode 

符号拡張 符 Base Address(long word address) 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4,088)  0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4,095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) n (2≦n≦65,535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符 DX1(-32,768≦DX1≦32,767) 符 DY1(-32,768≦DY1≦32,767) 

符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-32,768≦DXn≦32,767) 符 DYn(-32,768≦DYn≦32,767) 

【注】 1. コマンドコードが配置されるアドレス（ロングワード：32ビット単位）+ Base Address（ロングワード：32ビッ

ト単位）が、クワッドワードアドレス（64ビット）単位になるようにしてください。 

 2. W=0のときは、TDY=1に設定してください。 

 3. n=0、1を設定した場合の動作は保証されません。 

（c） CODE 

B'10110010 

（d） レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

○    ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 CLIP RCLIP STRANS 0固定 0固定 SS(0) REL STYLE(1) 0固定 NET EOS COOF AA 0固定 

【注】 1. SS：0を設定してください。 

 2. STYLE：1を設定してください。 

 

（e） コマンドパラメータ 

Base Address ：ソース開始絶対アドレス（クワッドワードアドレス、A31～29および A2～A0は 0

を書き込んでください）。 

ソース開始相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31

～A29は A28の符号を拡張してください。A1、A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット

3を A28～A3に書き込んでください。 

TDX、TDY ：ソースサイズ。未使用ビットは 0を書き込んでください。 
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TXOFS ：ソースオフセット。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

n（n＝2～65535） ：頂点数 

W ：線幅。整数 6ビットで与えます。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

Wに 0を設定すると線幅 1の折れ線を描画します。1は設定禁止です。 

DXn（n＝2～65535） ：レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝2～65535） ：レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

（f） 説明 

頂点 1（DX1、DY1）から頂点 2（DX2、DY2）、…、頂点 n－1（DXn－1、DYn－1）を経由し、頂点 n（DXn、

DYn）まで折れ線を描画します。TDXの値は必ず 8画素の倍数を設定してください。また、TXOFSを設定すると

ソースをオフセット分ずらして参照します。TXOFSは、画素単位で設定します。STYLEのパターン繰り返しは、

ソースの X方向のみ行います。Y方向は線幅に応じて、拡大／縮小されます。 

Wに 1より大きい値を設定すると太線を描画できます。 

【注】 1. 線幅 1のときは 8点法描画、太線時は 4点法も用いて描画します。 

 2. 線分ごとの終点は描画します。線分ごとの始終点が一致した場合、線幅 1のときは 1ドット描画し、太線時は何も

描画しません。 

 3. AA=1のとき 

  ・破線時は、破線の隙間はアンチエイリアスがかかりません。 

  ・線分ごとの始終点座標が一致した場合は、アンチエイリアス処理を行いません。 

 

（2） LINEB 

（a） 機能 

デスティネーション領域に 2値（1ビット／画素）ソースを参照しながら、任意の太さの折れ線描画を行います。 

（b） コマンドフォーマット 

• REL=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1011 0001 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color1 Color0 

0 0 0 Base Address(quad word address) 0 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4,088) 0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4,095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) n (2≦n≦65535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符 DX1(-32,768≦DX1≦32,767) 符 DY1(-32,768≦DY1≦32,767) 

符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-32,768≦DXn≦32,767) 符 DYn(-32,768≦DYn≦32,767) 

【注】 1. W=0のときは、TDY=1に設定してください。 

 2. n=0、1を設定した場合の動作は保証されません。 
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• REL=1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1011 0001 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color1 Color0 

符号拡張 符 Base Address(long word address) 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4,088)  0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4,095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) n (2≦n≦65,535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符 DX1(-32,768≦DX1≦32,767) 符 DY1(-32,768≦DY1≦32,767) 

符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-32,768≦DXn≦32,767) 符 DYn(-32,768≦DYn≦32,767) 

【注】 1. コマンドコードが配置されるアドレス（ロングワード：32ビット単位）+ Base Address（ロングワード：32ビッ

ト単位）が、クワッドワードアドレス（64ビット）単位になるようにしてください。 

 2. W=0のときは、TDY=1に設定してください。 

 3. n=0、1を設定した場合の動作は保証されません。 

（c） CODE 

B'10110001 

（d） レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

 ○   ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 CLIP RCLIP STRANS 0固定 0固定 SS(0) REL STYLE(1) 0固定 NET EOS COOF AA 0固定 

【注】 1. SS：0を設定してください。 

 2. STYLE：1を設定してください。 

 

（e） コマンドパラメータ 

Color0、Color1 ：8または 16ビット／画素カラー指定。16ビット／画素はデスティネーションのピ

クセルフォーマットに合わせてください。 

8ビット／画素時は上位、下位バイト共、同じ値を設定してください。 

Base Address ：ソース開始絶対アドレス（クワッドワードアドレス、A31～29および A2～A0は 0

を書き込んでください）。 

ソース開始相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31

～A29は A28の符号を拡張してください。A1、A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット

3を A28～A3に書き込んでください。 
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TDX、TDY ：ソースサイズ。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

TXOFS ：ソースオフセット。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

n（n＝2～65535） ：頂点数  

W ：線幅。整数 6ビットで与えます。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

Wに 0を設定すると線幅 1の折れ線を描画します。1は設定禁止です。 

DXn（n＝2～65535） ：レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝2～65535） ：レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

（f） 説明 

頂点 1（DX1、DY1）から頂点 2（DX2、DY2）、…、頂点 n－1（DXn－1、DYn－1）を経由し、頂点 n（DXn、

DYn）まで折れ線を描画します。TDXの値は必ず 8画素の倍数を設定してください。また、TXOFSを設定すると

ソースをオフセット分ずらして参照します。TXOFSは、画素単位で設定します。STYLEの場合のパターン繰り返

しは、ソースの X方向のみ行います。Y方向は線幅に応じて、拡大／縮小されます。 

Wに 1より大きい値を設定すると太線を描画できます。 

【注】 1. 線幅 1のときは 8点法描画、太線時は 4点法も用いて描画します。 

 2. 線分ごとの終点は描画します。線分ごとの始終点が一致した場合、線幅 1のときは 1ドット描画し、太線時は何も

描画しません。 

 3. AA=1の時 

  ・破線時は、破線の隙間はアンチエイリアスがかかりません。 

  ・線分ごとの始終点座標が一致した場合は、アンチエイリアス処理を行いません。 

（g） 例 

n＝3

(0, 0)

(DX1, DY1)

(DX2, DY2)

(DX3, DY3)

TDX

Base
Address

1100 1100 1100 1100

L

S S

B

M

B

レンダリング座標

STRANS＝1、STYLE＝1を指定

 

図 11.21 LINEBコマンド例 

 

（3） LINEC 

（a） 機能 

デスティネーション領域に単色指定で、任意の太さの折れ線描画を行います。 
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（b） コマンドフォーマット 

• LINKE=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1011 0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color n (2≦n≦65,535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符 DX1(-32,768≦DX1≦32,767) 符 DY1(-32,768≦DY1≦32,767) 

符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-32,768≦DXn≦32,767) 符 DYn(-32,768≦DYn≦32,767) 

【注】 n=0、1を設定した場合の動作は保証されません。 

 

• LINKE=1かつLREL=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1011 0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color n (2≦n≦65,535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

0 0 0 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n=0、1を設定した場合の動作は保証されません。 

 2. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、LINK Addressで指定するリンク先

アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは指定しないでください。 

 

• LINKE=1かつLREL=1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1011 0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color n (2≦n≦65,535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符号拡張 符 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n=0、1を設定した場合の動作は保証されません。 

 2. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、コマンドコードが配置されるアド

レス+LINK Addressで指定するリンク先アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは

指定しないでください。 

 

（c） CODE 

B'10110000 

（d） レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

   ○ ○  
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Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 CLIP RCLIP 0固定 LINKE LREL 0固定 0固定 0固定 0固定 NET EOS COOF AA 0固定 

 

（e） コマンドパラメータ 

Color ：8または 16ビット／画素カラー指定。16ビット／画素はデスティネーションのピ

クセルフォーマットに合わせてください。 

8ビット／画素時は上位、下位バイト共、同じ値を設定してください。 

n（n＝2～65535   ） ：頂点数。  

W ：線幅。整数 6ビットで与えます。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

Wに 0を設定すると線幅 1の折れ線を描画します。1は設定禁止です。 

DXn（n＝2～65535） ：レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝2～65535） ：レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

LINK Address ：LINK絶対アドレス（ロングワードアドレス、A31～29および A1、A0は 0を書き

込んでください）。 

LINK相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～

A29は A28の符号を拡張してください。A1、A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット

3を A28～A3に書き込んでください。 

（f） 説明 

頂点 1（DX1、DY1）から頂点 2（DX2、DY2）、…、頂点 n－1（DXn－1、DYn－1）を経由し、頂点 n（DXn、

DYn）まで折れ線を描画します。Wに 1より大きい値を設定すると太線を描画できます。また、LINKE=1のとき

は頂点座標を LINK Addressで指定したメモリ上から読み出します。LINK Addressは、LRELビットによって、絶

対アドレスまたは LINECコマンドのコマンドコードが配置されたメモリアドレスからの相対アドレスで指定でき

ます。 

【注】 1. 線幅 1のときは 8点法描画、太線時は 4点法も用いて描画します。 

 2. 線分ごとの終点は描画します。線分ごとの始終点が一致した場合、線幅 1のときは 1ドット描画し、太線時は何も

描画しません。 

 3. AA=1のとき 

  ・線分ごとの始終点座標が一致した場合は、アンチエイリアス処理を行いません。 
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（g） 例 

n＝3

(0, 0)

(DX1, DY1)

(DX2, DY2)

(DX3, DY3)

 

図 11.22 LINECコマンド例 

 

（4） LINED 

（a） 機能 

多角形の外枠にアンチエイリアス処理を行います。本コマンドはデスティネーションが 16ビット／画素時のみ

実行してください。 

（b） コマンドフォーマット 

• LINKE=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1011 0011 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (2≦n≦65,535) 

符 DX1(-32,768≦DX1≦32,767) 符 DY1(-32,768≦DY1≦32,767) 

符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-32,768≦DXn≦32,767) 符 DYn(-32,768≦DYn≦32,767) 

【注】 n=0、1を設定した場合の動作は保証されません。 

 

• LINKE=1かつLREL=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1011 0011 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (2≦n≦65,535) 

0 0 0 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n=0、1を設定した場合の動作は保証されません。 

 2. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、LINK Addressで指定するリンク先

アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは指定しないでください。 
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• LINKE=1かつLREL=1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1011 0011 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (2≦n≦65,535) 

符号拡張 符 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n=0、1を設定した場合の動作は保証されません。 

 2. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、コマンドコードが配置されるアド

レス+LINK Addressで指定するリンク先アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは

指定しないでください。 

 

（c） CODE 

B'10110011 

（d） レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

    ○  

【注】 AA：1を設定してください。 

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 CLIP RCLIP 0固定 LINKE LREL 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 AA(1) CLKW 

 

（e） コマンドパラメータ 

n（n＝2～65535） ：頂点数  

DXn（n＝2～65535） ：レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝2～65535） ：レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

LINK Address ：LINK絶対アドレス（ロングワードアドレス、A31～29および A1、A0は 0を書き

込んでください）。 

LINK相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～

A29は A28の符号を拡張してください。A1、A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット

3を A28～A3に書き込んでください。 

（f） 説明 

ワーク参照で描画した多角形の外枠に対してアンチエイリアス処理をします。 

n頂点を与える順番が時計回りか反時計回りかを CLKWビットで指定します。CLKW=1のときは時計回り、

CLKW=0のときは反時計回りを示します。時計回りのときは、アンチエイリアス処理で描画方向に対して左の画

素を、反時計回りのときは、右の画素を参照します。また、LINKE=1のときは頂点座標を LINK Addressで指定し

たメモリ上から読み出します。LINK Addressは、LRELビットによって、絶対アドレスまたは LINEDコマンドの

コマンドコードが配置されたメモリアドレスからの相対アドレスで指定できます。 
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なお、本コマンドはデスティネーションが 16ビット／画素時のみ実行してください。 

ワーク参照で使用する多角形を(R)FTRAPCコマンド描画する場合は、EDGビット=1かつ EOSビット=1で描画

してください。 

【注】 1. 8点法描画です。 

 2. 線分ごとの終点は描画しません。POLYGON4系コマンドで描画した図形の外枠に対して、アンチエイリアス処理

をする場合は、軌跡が一致しない場合があります。 

 3. 線分ごとの始終点座標が一致した場合、何も描画しません。 

 4. 水平、垂直、斜め 45度の線分は 2DG内部でプリクリッピングするので、アンチエイリアス処理を行いません。 

 5. 画素ごとのクリッピングは、参照画素、描画する画素のどちらか一方でもクリッピングエリア外の場合、クリッピ

ングされ、アンチエイリアス処理を行いません。 

（g） 例 

n＝6のとき

(0, 0)

n＝6のとき

(0, 0)

(DX5, DY5)

(DX4, DY4)

(DX3, DY3)

(DX2, DY2)

(DX6, DY6)
(DX1, DY1)

(DX2, DY2)

(DX3, DY3)

(DX4, DY4)

(DX5, DY5)

(DX6, DY6)
(DX1, DY1)

CLKW＝1 CLKW＝0

レンダリング座標 レンダリング座標

 

図 11.23 LINEDコマンド例 

 

（5） RLINEA 

（a） 機能 

デスティネーション領域に多値（8または 16ビット／画素）ソースを参照しながら、任意の太さの折れ線描画

をカレントポインタからの相対指定で行います。 
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（b） コマンドフォーマット 

• REL=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1011 0110 Reserve (all 0) Draw Mode 

0 0 0 Base Address(quad word address) 0 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4,088) 0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4,095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) n (1≦n≦65,535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符 DX2(-128≦DX2≦127) 符 DY2(-128≦DY2≦127) 符 DX1(-128≦DX1≦127) 符 DY1(-128≦DY1≦127) 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-128≦DXn≦127) 符 DYn(-128≦DYn≦127) 符 DXn-1(-128≦DXn-1≦127) 符 DYn-1(-128≦DYn-1≦127) 

【注】 1. W=0のときは、TDY=1に設定してください。 

 2. n=0を設定した場合の動作は、保証されません。 

 3. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 

 

• REL=1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1011 0110 Reserve (all 0) Draw Mode 

符号拡張 符 Base Address(long word address) 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4,088)  0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4,095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX–1) n (1≦n≦65,535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符 DX2(-128≦DX2≦127) 符 DY2(-128≦DY2≦127) 符 DX1(-128≦DX1≦127) 符 DY1(-128≦DY1≦127) 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-128≦DXn≦127) 符 DYn(-128≦DYn≦127) 符 DXn-1(-128≦DXn-1≦127) 符 DYn-1(-128≦DYn-1≦127) 

【注】 1. コマンドコードが配置されるアドレス（ロングワード：32ビット単位）+ Base Address（ロングワード：32ビッ

ト単位）が、クワッドワードアドレス（64ビット）単位になるようにしてください。 

 2. W=0のときは、TDY=1に設定してください。 

 3. n=0を設定した場合の動作は、保証されません。 

 4. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 

（c） CODE 

B'10110110 

（d） レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

○    ○  
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Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 CLIP RCLIP STRANS 0固定 0固定 SS(0) REL STYLE(1) 0固定 NET EOS COOF AA 0固定 

【注】 1. SS：0を設定してください。 

 2. STYLE：1を設定してください。 

 

（e） コマンドパラメータ 

Base Address ：ソース開始絶対アドレス（クワッドワードアドレス、A31～29および A2～A0は 0

を書き込んでください）。 

ソース開始相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31

～A29は A28の符号を拡張してください。A1、A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット

3を A28～A3に書き込んでください。 

TDX、TDY ：ソースサイズ。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

TXOFS ：ソースオフセット。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

n（n＝1～65535） ：頂点数 

W ：線幅。整数 6ビットで与えます。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

Wに 0を設定すると線幅 1の折れ線を描画します。1は設定禁止です。 

DXn（n＝1～65535） ：レンダリング座標（相対値）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝1～65535） ：レンダリング座標（相対値）、負の数は 2の補数とします。 

（f） 説明 

カレントポインタ（XC、YC）からの相対移動量（DX、DY）で指定した座標への線分(XC、YC)－(XC＋DX1、

YC＋DY1)、(XC＋DX1、YC＋DY1)－(XC＋DX1＋DX2、YC＋DY1＋DY2)、…、(XC＋…＋DXn－1、YC＋…＋

DYn－1)－(XC＋…＋DXn－1＋DXn、YC＋…＋DYn－1＋DYn)まで折れ線を描画します。 

また、座標最終点はカレントポインタ（XC、YC）として記憶されます。TDXの値は、必ず 8画素の倍数を設

定してください。また、TXOFSを設定するとソースをオフセット分ずらして参照します。TXOFSは、画素単位

で設定します。 

STYLEの場合のパターン繰り返しは、ソースの X方向のみ行います。Y方向は、線幅に応じて、拡大／縮小さ

れます。 

Wに 0より大きい値を設定すると、太線を描画できます。 

【注】 1. 線幅 1のときは 8点法描画、太線時は 4点法も用いて描画します。 

 2. 線分ごとの終点は描画します。線分ごとの始終点が一致した場合、線幅 1のときは 1ドット描画し、太線時は何も

描画しません。 

 3. AA=1のとき 

  ・破線時は、破線の隙間はアンチエイリアスがかかりません。 

  ・線分ごとの始終点座標が一致した場合は、アンチエイリアス処理を行いません。 

 4. カレントポインタ（XC、YC）へは、座標最終点が記憶されます。 
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（6） RLINEB 

（a） 機能 

デスティネーション領域に 2値（1ビット／画素）ソースを参照しながら、任意の太さの折れ線描画をカレント

ポインタからの相対指定で行います。 

（b） コマンドフォーマット 

• REL=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1011_0101 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color1 Color0 

0 0 0 Base Address(quad word address) 0 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4,088) 0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4,095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX–1) n (1≦n≦65535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符 DX2(-128≦DX2≦127) 符 DY2(-128≦DY2≦127) 符 DX1(-128≦DX1≦127) 符 DY1(-128≦DY1≦127) 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-128≦DXn≦127) 符 DYn(-128≦DYn≦127) 符 DXn-1(-128≦DXn-1≦127) 符 DYn-1(-128≦DYn-1≦127) 

【注】 1. W=0のときは、TDY=1に設定してください。 

 2. n=0を設定した場合の動作は,、保証されません。 

 3. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 

 

• REL=1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1011 0101 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color1 Color0 

符号拡張 符 Base Address(long word address) 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4,088)  0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4,095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX–1) n (1≦n≦65,535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符 DX2(-128≦DX2≦127) 符 DY2(-128≦DY2≦127) 符 DX1(-128≦DX1≦127) 符 DY1(-128≦DY1≦127) 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-128≦DXn≦127) 符 DYn(-128≦DYn≦127) 符 DXn-1(-128≦DXn-1≦127) 符 DYn-1(-128≦DYn-1≦127) 

【注】 1. コマンドコードが配置されるアドレス（ロングワード：32ビット単位）+ Base Address（ロングワード：32ビッ

ト単位）が、クワッドワードアドレス（64ビット）単位になるようにしてください。 

 2. W=0のときは、TDY=1に設定してください。 

 3. n=0を設定した場合の動作は、保証されません。 

 4. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 
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（c） CODE 

B'10110101 

（d） レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

 ○   ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 CLIP RCLIP STRANS 0固定 0固定 SS(0) REL STYLE(1) 0固定 NET EOS COOF AA 0固定 

【注】 1. SS：0を設定してください。 

 2. STYLE：1を設定してください。 

（e） コマンドパラメータ 

Color0,Color1 ：8または 16ビット／画素カラー指定。16ビット／画素時は、デスティネーション

のピクセルフォーマットに合わせてください。 

8ビット／画素時は、上位、下位バイト共、同じ値を設定してください。 

Base Address ：ソース開始絶対アドレス（クワッドワードアドレス、A31～29および A2～A0は 0

を書き込んでください）。 

ソース開始相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31

～A29は A28の符号を拡張してください。A1、A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット

3を A28～A3に書き込んでください。 

TDX、TDY ：ソースサイズ。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

TXOFS ：ソースオフセット。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

n（n＝1～65,535） ：頂点数 

W ：線幅。整数 6ビットで与えます。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

Wに 0を設定すると、線幅 1の折れ線を描画します。1は設定禁止です。 

DXn（n＝1～65,535） ：レンダリング座標（相対値）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝1～65,535） ：レンダリング座標（相対値）、負の数は 2の補数とします。 

（f） 説明 

カレントポインタ（XC、YC）からの相対移動量（DX、DY）で指定した座標への線分（XC、YC）－（XC＋

DX1、YC＋DY1）、（XC＋DX1、YC＋DY1）－（XC＋DX1＋DX2、YC＋DY1＋DY2）、…、（XC＋…＋DXn

－1、YC＋…＋DYn－1）－（XC＋…＋DXn－1＋DXn、YC＋…＋DYn－1＋DYn）まで折れ線を描画します。ま

た、座標最終点はカレントポインタ（XC、YC）として記憶されます。 

TDXの値は必ず 8画素の倍数を設定してください。また、TXOFSを設定すると、ソースをオフセット分ずらし

て参照します。TXOFSは、画素単位で設定します。 

STYLEの場合のパターン繰り返しは、ソースの X方向のみ行います。Y方向は、線幅に応じて、拡大／縮小さ

れます。 
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Wに 1より大きい値を設定すると、太線を描画できます。 

【注】 1. 線幅 1のときは 8点法描画、太線時は 4点法も用いて描画します。 

 2. 線分ごとの終点は描画します。線分ごとの始終点が一致した場合、線幅 1のときは 1ドット描画し、太線時は何も

描画しません。 

 3. AA=1のとき 

  ・破線時は、破線の隙間はアンチエイリアスがかかりません。 

  ・線分ごとの始終点座標が一致した場合は、アンチエイリアス処理を行いません。 

 4. カレントポインタ（XC、YC）へは、座標最終点が記憶されます。 

（g） 例 

n＝2

(XC, YC)

(0, 0)

(XC＋DX1＋DX2,  
YC＋DY1＋DY2)

(XC＋DX1 YC＋DY1)

DY1 DY2

DX1 DX2

レンダリング座標

TDX

1100 1100 1100 1100

L

S

B

M

S

B

Base  
Address

STRANS=1、STYLE＝1を指定

 

図 11.24 RLINEBコマンド例 

 

（7） RLINEC 

（a） 機能 

デスティネーション領域に、単色指定で、任意の太さの折れ線描画をカレントポインタからの相対指定で行い

ます。 

（b） コマンドフォーマット 

• LINKE=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1011 0100 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color n (1≦n≦65,535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符 DX2(-128≦DX2≦127) 符 DY2(-128≦DY2≦127) 符 DX1(-128≦DX1≦127) 符 DY1(-128≦DY1≦127) 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-128≦DXn≦127) 符 DYn(-128≦DYn≦127) 符 DXn-1(-128≦DXn-1≦127) 符 DYn-1(-128≦DYn-1≦127) 

 



 

11. 2Dグラフィックアクセラレータ（2DG） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  11-69 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

【注】 1. n=0を設定した場合の動作は、保証されません。 

 2. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 

 

• LINKE=1かつLREL=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1011 0100 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color n (1≦n≦65,535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

0 0 0 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n=0を設定した場合の動作は、保証されません。 

 2. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 

 3. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、LINK Addressで指定するリンク先

アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは指定しないでください。 

 

• LINKE=1かつLREL=1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1011 0100 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color n (1≦n≦65,535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符号拡張 符 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n=0を設定した場合の動作は、保証されません。 

 2. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 

 3. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、コマンドコードが配置されるアド

レス+LINK Addressで指定するリンク先アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは

指定しないでください。 

（c） CODE 

B'10110100 

（d） レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

   ○ ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 CLIP RCLIP 0固定 LINKE LREL 0固定 0固定 0固定 0固定 NET EOS COOF AA 0固定 
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（e） コマンドパラメータ 

Color ：8または 16ビット／画素カラー指定。16ビット／画素時は、デスティネーション

のピクセルフォーマットに合わせてください。 

8ビット／画素時は、上位、下位バイト共、同じ値を設定してください。 

n（n＝1～65535） ：頂点数 

W ：線幅。整数 6ビットで与えます。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

Wに 0を設定すると線幅 1の折れ線を描画します。1は設定禁止です。 

DXn（n＝1～65535） ：レンダリング座標（相対値）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝1～65535） ：レンダリング座標（相対値）、負の数は 2の補数とします。 

LINK Address ：LINK絶対アドレス（ロングワードアドレス、A31～29および A1、A0は、0を書き

込んでください）。 

LINK相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～

A29は A28の符号を拡張してください。A1、A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット

3を A28～A3に書き込んでください。 

（f） 説明 

カレントポインタ（XC、YC）からの相対移動量（DX、DY）で指定した座標への線分（XC、YC）－（XC＋

DX1、YC＋DY1）、（XC＋DX1、YC＋DY1）－（XC＋DX1＋DX2、YC＋DY1＋DY2）、…、（XC＋…＋DXn

－1、YC＋…＋DYn－1）－（XC＋…＋DXn－1＋DXn、YC＋…＋DYn－1＋DYn）まで折れ線を描画します。 

Wに 1より大きい値を設定すると、太線を描画できます。また、LINKE=1のときは、頂点座標を LINK Address

で指定したメモリ上から読み出します。LINK Addressは、LRELビットによって、絶対アドレスまたは RLINEC

コマンドのコマンドコードが配置されたメモリアドレスからの相対アドレスで指定できます。 

また、座標最終点はカレントポインタ（XC、YC）として記憶されます。 

【注】 1. 線幅 1のときは 8点法描画、太線時は 4点法も用いて描画します。 

 2. 線分ごとの終点は描画します。線分ごとの始終点が一致した場合、線幅 1のときは 1ドット描画し、太線時は何も

描画しません。 

 3. AA=1のとき 

  ・線分ごとの始終点座標が一致した場合は、アンチエイリアス処理を行いません。 

 4. カレントポインタ（XC、YC）へは、座標最終点が記憶されます。 
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（g） 例 

n＝2

(XC, YC)

(0, 0)

(XC＋DX1＋DX2, YC＋DY1＋DY2)

(XC＋DX1, YC＋DY1)

DY1 DY2

DX1 DX2

 

図 11.25 RLINECコマンド例 

 

（8） RLINED 

（a） 機能 

多角形の外枠にカレントポインタからの相対指定でアンチエイリアス処理を行います。本コマンドは、デステ

ィネーションが 16ビット／画素時のみ実行してください。 

（b） コマンドフォーマット 

• LINKE=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1011 0111 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (1≦n≦65,535) 

符 DX2(-128≦DX2≦127) 符 DY2(-128≦DY2≦127) 符 DX1(-128≦DX1≦127) 符 DY1(-128≦DY1≦127) 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-128≦DXn≦127) 符 DYn(-128≦DYn≦127) 符 DXn-1(-128≦DXn-1≦127) 符 DYn-1(-128≦DYn-1≦127) 

【注】 1. n=0を設定した場合の動作は保証されません。 

 2. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 

 

• LINKE=1かつLREL=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1011 0111 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (1≦n≦65,535) 

0 0 0 LINK Address(long word address) 0 0 
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【注】 1. n=0を設定した場合の動作は、保証されません。 

 2. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 

 3. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、LINK Addressで指定するリンク先

アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは指定しないでください。 

 

• LINKE=1かつLREL=1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1011_0111 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (1≦n≦65,535) 

符号拡張 符 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n=0を設定した場合の動作は、保証されません。 

 2. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 

 3. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、コマンドコードが配置されるアド

レス+LINK Addressで指定するリンク先アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは

指定しないでください。 

 

（c） CODE 

B'10110111 

（d） レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

    ○  

【注】 AA：1を設定してさい。 

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 CLIP RCLIP 0固定 LINKE LREL 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 AA(1) CLKW 

 

（e） コマンドパラメータ 

n（n＝1～65,535） ：頂点数  

DXn（n＝1～65,535） ：レンダリング座標（相対値）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝1～65,535） ：レンダリング座標（相対値）、負の数は 2の補数とします。 

LINK Address ：LINK絶対アドレス（ロングワードアドレス、A31～29および A1、A0は 0を書き

込んでください）。 

LINK相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～

A29は A28の符号を拡張してください。A1、A0は、0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット

3を A28～A3に書き込んでください。 
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（f） 説明 

ワーク参照で描画した多角形の外枠に対して、カレントポインタからの相対指定でアンチエイリアス処理をし

ます。 

n頂点を与える順番が時計回りか反時計回りかを CLKWビットで指定します。CLKW=1のときは時計回り、

CLKW=0のときは反時計回りを示します。時計回りのときは、アンチエイリアス処理で描画方向に対して左の画

素を、反時計回りのときは、右の画素を参照します。また、LINKE=1のときは、頂点座標を LINK Addressで指定

したメモリ上から読み出します。LINK Addressは、LRELビットによって、絶対アドレスまたは RLINEDコマン

ドのコマンドコードが配置されたメモリアドレスからの相対アドレスで指定できます。 

なお、本コマンドは、デスティネーションが 16ビット／画素時のみ実行してください。 

ワーク参照で使用する多角形を(R)FTRAPCコマンド描画する場合は、EDGビット=1かつ EOSビット=1で描画

してください。 

また、座標最終点はカレントポインタ（XC、YC）として記憶されます。 

【注】 1. 8点法描画です。 

 2. 線分ごとの終点は描画しません。POLYGON4系コマンドで、描画した図形の外枠に対してアンチエイリアス処理

をする場合は、軌跡が一致しない場合があります。 

 3. 線分ごとの始終点座標が一致した場合、何も描画しません。 

 4. 水平、垂直、斜め 45度の線分は、2DG内部でプリクリッピングするので、アンチエイリアス処理を行いません。 

 5. 画素ごとのクリッピングは、参照画素、描画する画素のどちらか一方でもクリッピングエリア外の場合、クリッピ

ングされ、アンチエイリアス処理を行いません。 

 6. カレントポインタ（XC、YC）へは、座標最終点が記憶されます。 

（g） 例 

n＝5のとき

(0, 0)

n＝5のとき

(0, 0)

(XC＋DX1＋DX2＋DX3＋DX4＋DX5, 
YC＋DY1＋DY2＋DY3＋DY4＋DY5, )

(XC＋DX1＋DX2＋DX3＋DX4＋DX5, 
YC＋DY1＋DY2＋DY3＋DY4＋DY5, )

(XC＋DX1＋DX2＋DX3＋DX4, 
YC＋DY1＋DY2＋DY3＋DY4)

(XC＋DX1＋DX2＋DX3＋DX4, 
YC＋DY1＋DY2＋DY3＋DY4)

(XC＋DX1＋DX2＋DX3, 
YC＋DY1＋DY2＋DY3)

(XC＋DX1＋DX2＋DX3, 
YC＋DY1＋DY2＋DY3)

(XC＋DX1＋DX2, 
YC＋DY1＋DY2)

(XC＋DX1＋DX2, 
YC＋DY1＋DY2)

(XC＋DX1, YC＋DY1)

(XC＋DX1, YC＋DY1)

(XC, YC) (XC, YC)

 

図 11.26 RLINEDコマンド例 
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11.4.3 ワーク面描画コマンド 

（1） FTRAPC 

（a） 機能 

ワーク座標に多角形を描画します。 

（b） コマンドフォーマット 

• LINKE=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1101 0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (2≦n≦65,535) 

符 Xmin(-32,768≦Xmin≦32,767) 符 Ymin(-32,768≦Ymin≦32,767) 

符 Xmax(-32,768≦Xmax≦32,767) 符 Ymax(-32,768≦Ymax≦32,767) 

符 DX1(-32,768≦DX1≦32,767) 符 DY1(-32,768≦DY1≦32,767) 

符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-32,768≦DXn≦32,767) 符 DYn(-32,768≦DYn≦32,767) 

【注】 n=0、1を設定した場合の動作は、保証されません。 

 

• LINKE=1かつLREL=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1101 0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (2≦n≦65,535) 

符 Xmin(-32,768≦Xmin≦32,767) 符 Ymin(-32,768≦Ymin≦32,767) 

符 Xmax(-32,768≦Xmax≦32,767) 符 Ymax(-32,768≦Ymax≦32,767) 

0 0 0 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n=0、1を設定した場合の動作は、保証されません。 

 2. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、LINK Addressで指定するリンク先

アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは指定しないでください。 

 

• LINKE=1かつLREL=1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1101 0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (2≦n≦65,535) 

符 Xmin(-32,768≦Xmin≦32,767) 符 Ymin(-32,768≦Ymin≦32,767) 

符 Xmax(-32,768≦Xmax≦32,767) 符 Ymax(-32,768≦Ymax≦32,767) 

符号拡張 符 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n=0、1を設定した場合の動作は、保証されません。 

 2. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、コマンドコードが配置されるアド

レス+LINK Addressで指定するリンク先アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは

指定しないでください。 
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（c） CODE 

B'11010000 

（d） レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

     ○ 

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 CLIP RCLIP 0固定 LINKE LREL 0固定 0固定 0固定 BLKE(1) EDG EOS 0固定 0固定 0固定 

【注】 BLKE：1を設定してください。 

 

（e） コマンドパラメータ 

n（n＝2～65535） ：頂点数 

Xmin ：多角形の外接四角形の Xmin値、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とし

ます。 

Ymin ：多角形の外接四角形の Ymin値、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とし

ます。 

Xmax ：多角形の外接四角形の Xmax値、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とし

ます。 

Ymax ：多角形の外接四角形の Ymax値、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とし

ます。 

DXn（n＝2～65535） ：ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝2～65535） ：ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

LINK Address ：LINK絶対アドレス（ロングワードアドレス、A31～29および A1、A0は 0を書き

込んでください）。 

LINK相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～

A29は A28の符号を拡張してください。A1、A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット

3を A28～A3に書き込んでください。 

（f） 説明 

ワーク座標に頂点が n－1個の多角形を描画します。X＝Xminを左側辺、線分（DX1、DY1）－（DX2、DY2）、

（DX2、DY2）－（DX3、DY3）、…、（DXn－1、DYn－1）－（DXn、DYn）を右側辺とする上底および下底が

X軸に平行な台形を n－1個ワーク座標に 2値の EORで塗りつぶします。ただし、下底の描画は行いません。な

お、閉図形になるように（DXn、DYn）＝（DX1、DY1）としてください。レンダリング属性の EDGビットを 1

に設定することにより、塗りつぶした後、縁どりのラインを描画します。ラインの描画データは、EOSビットで

選択します。 
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（g） 例 

n＝5のとき

(0, 0)

(Xmin, Ymin)

(Xmax, Ymax)

(DX4, DY4)

(DX3, DY3)

(DX2, DY2)

(DX1, DY1)

Xmin Xmin Xmin Xmin Xmin

n 

Xmin, Ymin

Xmax, Ymax

DX1, DY1

DX2, DY2

DX3, DY3

DX4, DY4

DX1, DY1 最後に始点を付加してください。

塗りつぶし順序

FTRAPのパラメータ並び順

ワーク座標

 

図 11.27 FTRAPCコマンド例 
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（2） RFTRAPC 

（a） 機能 

ワーク座標に多角形をカレントポインタからの相対指定で描画します。 

（b） コマンドフォーマット 

• LINKE=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1101 0100 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (1≦n≦65,535) 

符 Xmin(-32,768≦Xmin≦32,767) 符 Ymin(-32,768≦Ymin≦32,767) 

符 Xmax(-32,768≦Xmax≦32,767) 符 Ymax(-32,768≦Ymax≦32,767) 

符 DX2(-128≦DX2≦127) 符 DY2(-128≦DY2≦127) 符 DX1(-128≦DX1≦127) 符 DY1(-128≦DY1≦127) 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-128≦DXn≦127) 符 DYn(-128≦DYn≦127) 符 DXn-1(-128≦DXn-1≦127) 符 DYn-1(-128≦DYn-1≦127) 

【注】 1. n=0を設定した場合の動作は、保証されません。 

 2. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 

 

• LINKE=1かつLREL=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1101 0100 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (1≦n≦65,535) 

符 Xmin(-32,768≦Xmin≦32,767) 符 Ymin(-32,768≦Ymin≦32,767) 

符 Xmax(-32,768≦Xmax≦32,767) 符 Ymax(-32,768≦Ymax≦32,767) 

0 0 0 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n=0を設定した場合の動作は、保証されません。 

 2. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 

 3. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、LINK Addressで指定するリンク先

アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは指定しないでください。 

 

• LINKE=1かつLREL=1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1101_0100 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (1≦n≦65,535) 

符 Xmin(-32,768≦Xmin≦32,767) 符 Ymin(-32,768≦Ymin≦32,767) 

符 Xmax(-32,768≦Xmax≦32,767) 符 Ymax(-32,768≦Ymax≦32,767) 

符号拡張 符 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n=0を設定した場合の動作は、保証されません。 

 2. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 
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 3. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、コマンドコードが配置されるアド

レス+LINK Addressで指定するリンク先アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは

指定しないでください。 

（c） CODE 

B'11010100 

（d） レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

     ○ 

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 CLIP RCLIP 0固定 LINKE LREL 0固定 0固定 0固定 BLKE(1) EDG EOS 0固定 0固定 0固定 

【注】 BLKE：1を設定してください。 

 

（e） コマンドパラメータ 

n（n＝1～65,535） ：頂点数 

Xmin ：多角形の外接四角形の Xmin値、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とし

ます。 

Ymin ：多角形の外接四角形の Ymin値、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とし

ます。 

Xmax ：多角形の外接四角形の Xmax値、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とし

ます。 

Ymax ：多角形の外接四角形の Ymax値、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とし

ます。 

DXn（n＝1～65,535） ：ワーク座標（相対座標）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝1～65,535） ：ワーク座標（相対座標）、負の数は 2の補数とします。 

LINK Address ：LINK絶対アドレス（ロングワードアドレス、A31～29および A1、A0は、0を書き

込んでください）。 

LINK相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～

A29は A28の符号を拡張してください。A1、A0は、0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット

3を A28～A3に書き込んでください。 

（f） 説明 

X＝Xminを左側辺、カレントポインタ（XC、YC）からの相対移動量（DX、DY）で指定した座標への線分（XC、

YC）－（XC＋DX1、YC＋DY1）、（XC＋DX1、YC＋DY1）－（XC＋DX1＋DX2、YC＋DY1＋DY2）、…、（XC

＋…＋DXn－1、YC＋…＋DYn－1）－（XC＋…＋DXn－1＋DXn、YC＋…＋DYn－1＋DYn）を右側辺とする上

底および下底が X軸に平行な台形を n個ワーク座標に 2値の EORで塗りつぶします。ただし、下底の描画は行い

ません。 
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また、座標最終点はカレントポインタ（XC、YC）として記憶されます。閉図形となるように DX1＋DX2＋DXn

＝0、DY1＋DY2＋DYn＝0としてください。レンダリング属性の EDGビットを 1に設定することにより、塗りつ

ぶした後、縁取りのラインを描画します。ラインの描画データは、EOSビットで選択します。 

【注】 1. カレントポインタ（XC、YC）へは、座標最終点が記憶されます。 

  

（g） 例 

n＝4のとき

(0, 0)

(Xmin, Ymin)

(Xmax, Ymax)

Xmin Xmin Xmin Xmin Xmin

塗りつぶし順序

ワーク座標

(XC＋DX1＋DX2＋DX3＋DX4, 
YC＋DY1＋DY2＋DY3＋DY4)

(XC＋DX1＋DX2＋DX3, 
YC＋DY1＋DY2＋DY3)

(XC＋DX1＋DX2, YC＋DY1＋DY2)

(XC＋DX1, YC＋DY1)

(XC, YC)

 

図 11.28 RFTRAPCコマンド例 
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（3） CLRWC 

（a） 機能 

ワーク座標をゼロクリアします。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1110 0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

符 Xmin(-32,768≦Xmin≦32,767) 符 Ymin(-32,768≦Ymin≦32,767) 

符 Xmax(-32,768≦Xmax≦32,767) 符 Ymax(-32,768≦Ymax≦32,767) 

 

（c） CODE 

B'11100000 

（d） レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

     ○ 

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 CLIP RCLIP 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 BLKE(1) 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 

【注】 BLKE：1を設定してください。 

 

（e） コマンドパラメータ 

Xmin、Xmax ：左右 X座標値、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

Ymin、Ymax ：上下 Y座標値、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

（f） 説明 

ワーク座標において左上座標（XMIN、YMIN）、右下座標（XMAX、YMAX）で指定された領域をゼロクリア

します。 
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（g） 例 

(XMIN, YMIN)

(0, 0)

(XMAX, YMAX)

ワーク座標  

図 11.29 CLRWCコマンド例 



 

11. 2Dグラフィックアクセラレータ（2DG） 

11-82  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

11.4.4 ワーク線描画 

（1） LINEWC 

（a） 機能 

ワーク座標に 1ドット幅の実線を描画します。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1111 0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (2≦n≦65,535) 

符 DX1(-32,768≦DX1≦32,767) 符 DY1(-32,768≦DY1≦32,767) 

符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-32,768≦DXn≦32,767) 符 DYn(-32,768≦DYn≦32,767) 

【注】 n=0、1を設定した場合の動作は、保証されません。 

 

（c） CODE 

B'11110000 

（d） レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

   ○（2値の EOS）  ○ 

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 CLIP RCLIP 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 EOS 0固定 0固定 0固定 

 

（e） コマンドパラメータ 

n（n＝2～65,535） ：頂点数。 

DXn（n＝2～65,535） ：ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝2～65,535） ：ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

（f） 説明 

頂点 1（DX1、DY1）から頂点 2（DX2、DY2）、…、頂点 n－1（Dxn－1、Dyn－1）を経由し頂点 n（DXn、

DYn）まで折れ線をワーク座標に 2値描画します。0描画か 1描画かの選択は、描画モードの EOSビットで行い

ます。EOSビット＝0を選択すると 0でワーク座標に描画、EOSビット＝1を選択すると 1でワーク座標に描画し

ます。ワーク座標への多角形塗りつぶし描画図形の縁取り描画に使用します。 

【注】 8点法描画です。線分ごとの終点は描画します。 
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（g） 例 

n＝3

(0, 0)

(DX1, DY1)

(DX2, DY2)

(DX3, DY3)

ワーク座標
 

図 11.30 LINEWCコマンド例 

 

（2） RLINEWC 

（a） 機能 

ワーク座標に 1ドット幅の実線をカレントポインタからの相対指定で描画します。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1111 0100 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (1≦n≦65,535) 

符 DX2(-128≦DX2≦127) 符 DY2(-128≦DY2≦127) 符 DX1(-128≦DX1≦127) 符 DY1(-128≦DY1≦127) 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-128≦DXn≦127) 符 DYn(-128≦DYn≦127) 符 DXn-1(-128≦DXn-1≦127) 符 DYn-1(-128≦DYn-1≦127) 

【注】 1. n=0を設定した場合の動作は、保証されません。 

 2. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 

 

（c） CODE 

B'11110100 

（d） レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

   ○（2値の EOS）  ○ 

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 CLIP RCLIP 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 EOS 0固定 0固定 0固定 
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（e） コマンドパラメータ 

n（n＝1～65,535） ：頂点数。 

DXn（n＝1～65,535） ：ワーク座標（相対座標）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝1～65,535） ：ワーク座標（相対座標）、負の数は 2の補数とします。 

（f） 説明 

カレントポインタ（XC、YC）からの相対移動量（DX、DY）で指定した座標への線分（XC、YC）－（XC＋

DX1、YC＋DY1）、（XC＋DX1、YC＋DY1）－（XC＋DX1＋DX2、YC＋DY1＋DY2）、…、（XC＋…＋DXn

－1、YC＋…＋DYn－1）－（XC＋…＋DXn－1＋DXn、YC＋…＋DYn－1＋DYn）まで折れ線をワーク座標に 2

値描画します。0描画か 1描画かの選択は、レンダリング属性の EOSビットで行います。EOSビット＝0を選択

すると 0でワーク座標に描画、EOSビット＝1を選択すると 1でワーク座標に描画します。ワーク座標への多角

形塗りつぶし描画図形の縁取り描画に使用します。 

また、座標最終点はカレントポインタ（XC、YC）として記憶されます。 

【注】 1. 8点法描画です。線分ごとの終点は描画します。 

 2. カレントポインタ（XC、YC）へは、座標最終点が記憶されます。 

（g） 例 

n＝2

(XC, YC)

(0, 0)

(XC＋DX1＋DX2, YC＋DY1＋DY2)

(XC＋DX1, YC＋DY1)

DY1 DY2

DX1 DX2

ワーク座標
 

図 11.31 RLINEWCコマンド例 
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11.4.5 矩形描画コマンド 

（1） BITBLTA 

（a） 機能 

デスティネーション領域に、多値（8または 16ビット／画素）矩形ソースを転送します。 

（b） コマンドフォーマット 

• SS=1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1010 0010 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 ROP 

0 0 0 0 TXS (0≦TXS≦4,088) 0 0 0 0 TYS (0≦TYS≦4,095) 

0 0 0 0 LW (0≦LW≦4,094) 0 0 0 0 RW (0≦RW≦4,094) 

0 0 0 0 TH (0≦TH≦4,094) 0 0 0 0 BH (0≦BH≦4,094) 

符 BXC(-32,768≦BXC≦32,767) 符 BYC(-32,768≦BYC≦32,767) 

【注】 0≦TXS≦SSTRR-(LW+RW+1)、0≦TYS≦4,096-(TH+BH+1)（SSTRR:ソースストライドレジスタ設定値） 

 8≦LW+RW+1≦4,095、1≦TH+BH+1≦4,095 

 -32,768≦BXC-LW≦32,767、-32,768≦BYC-TH≦32,767、-32,768≦BXC+RW≦32,767、-32,768≦BYC+BH≦32,767 

 

• SS=0かつREL=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1010 0010 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 ROP 

0 0 0 Base Address(quad word address) 0 0 0 

0 0 0 0 LW (0≦LW≦4,087) 0 0 0 0 RW (0≦RW≦4,087) 

0 0 0 0 TH (0≦TH≦4,094) 0 0 0 0 BH (0≦BH≦4,094) 

符 BXC(-32,768≦BXC≦32,767) 符 BYC(-32,768≦BYC≦32,767) 

【注】 8≦LW+RW+1≦4,088(8の倍数)、1≦TH+BH+1≦4,095 

 -32,768≦BXC-LW≦32,767、-32,768≦BYC-TH≦32,767、-32,768≦BXC+RW≦32,767、-32,768≦BYC+BH≦32,767 

 

• SS=0かつREL=1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1010 0010 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 ROP 

符号拡張 符 Base Address(long word address) 0 0 

0 0 0 0 LW (0≦LW≦4,087) 0 0 0 0 RW (0≦RW≦4,087) 

0 0 0 0 TH (0≦TH≦4,094) 0 0 0 0 BH (0≦BH≦4,094) 

符 BXC(-32,768≦BXC≦32,767) 符 BYC(-32,768≦BYC≦32,767) 

【注】 8≦LW+RW+1≦4,088(8の倍数)、1≦TH+BH+1≦4,095 

 -32,768≦BXC-LW≦32,767、-32,768≦BYC-TH≦32,767、-32,768≦BXC+RW≦32,767、-32,768≦BYC+BH≦32,767 
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 コマンドコードが配置されるアドレス（ロングワード：32ビット単位）+ Base Address（ロングワード：32ビット単位）

が、クワッドワードアドレス（64ビット）単位になるようにしてください。 

（c） CODE 

B'10100010 

（d） レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

○  ○ 

（WORK=1のみ）

 ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 CLIP RCLIP STRANS DTRANS WORK SS REL SRCDIRX SRCDIRY DSTDIRX DSTDIRY COOF αE SαE 

 

（e） コマンドパラメータ 

TXS、TYS ：ソース開始点。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

Base Address ：ソース開始絶対アドレス（クワッドワードアドレス、A31～29および A2～A0は、0

を書き込んでください）。 

ソース開始相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31

～A29は A28の符号を拡張してください。A1、A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット

3を A28～A3に書き込んでください。 

BXC、BYC ：センターX、Y座標値  レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数としま

す。 

LW、RW ：Left幅、Right幅、（BXC、BYC）からの相対値、レンダリング座標。画素数で設

定してください。 

未使用ビットは 0を書き込んでください。 

TH、BH ：Top高さ、Bottom高さ、（BXC、BYC）からの相対値、レンダリング座標。画素数

で設定してください。 

未使用ビットは 0を書き込んでください。 

ROP ：ラスタオペレーションコード 。 

（f） 説明 

多値（8または 16ビット／画素）の矩形ソースデータをレンダリング座標に転送します。 

なお、SS=0のとき、LW+RW+1が 8の倍数になるように設定してください。SS=1では、LW+RW+1が 8以上

の値になるように設定してください。 

• レンダリング属性でワーク指定（WORK＝1）を選択すると、レンダリング座標と同じ座標のワーク座標を

参照しながら、ワーク座標の画素が1になっているところのみをレンダリング座標に描画します。 

• SS=1のときは、2次元ソース領域からソース参照します。SS=0のときは、ディスプレイリストのBase Address

からソース参照します。ソースアドレスは、REL＝0のときは絶対アドレスで指定できます。REL＝1のとき
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は、BITBLTAコマンドのコマンドコードが配置されたメモリアドレスからの相対アドレスで、ソースアドレ

スを指定できます。 

• 描画が16ビット／画素のとき、レンダリング属性のCOOFビットに1を設定すると、多値ソースデータの値に

COFSRレジスタの値を加えた結果が描画されます。演算は、飽和処理付で行われます。8ビット／画素のと

きには、COOFビットは必ず0に設定してください。 

• SRCDIRX、SRCDIRYビットでソースの参照方向を選択できます。 

• DSTDIRX、DSTDIRYビットで描画方向の選択ができます。 

• αE=1にすると、ソースデータと下地をアルファブレンドして描画します。αE=1にする場合は、ROPコード

＝H'CC（ソースコピー）にしてください。ARGBフォーマット時のA値は、アルファブレンドされません。A

値は、RCLRレジスタのSAUビットおよびAVALUEビットの設定に従い描画されます。16ビット／画素時に

有効です。 

• 16種のラスタオペレーションが可能です。また、ARGBフォーマット時のA値は、ラスタオペレーションされ

ません。A値は、RCLRレジスタのSAUビットおよびAVALUEビットの設定に従い描画されます。 

【注】 システムクリッピング、（相対）ユーザクリッピングは、矩形で行います。 

 

（g） 例 

SS＝1のとき

SS＝0のとき

SSAR

Y

X

(TXS, TYS)
(BXC, BYC)

(BXC－LW, BYC－TH)

(BXC＋RW, BYC＋BH)

LW RW

TH

BH

レンダリング座標

ソースストライド

2次元ソース座標

LW＋RW＋1

LW＋RW＋1

TH＋BH＋1

TH＋BH＋1

Base 
Address

 

図 11.32 BITBLTAコマンド例 
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（2） BITBLTB 

（a） 機能 

デスティネーション領域に 2値（1ビット／画素）矩形ソースをカラー展開して転送します。 

（b） コマンドフォーマット 

• SS=1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1010 0001 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 ROP 

Color1 Color0 

0 0 0 0 TXS (0≦TXS≦4,088) 0 0 0 0 TYS (0≦TYS≦4,095) 

0 0 0 0 LW (0≦LW≦4,087) 0 0 0 0 RW (0≦RW≦4,087) 

0 0 0 0 TH (0≦TH≦4,094) 0 0 0 0 BH (0≦BH≦4,094) 

符 BXC(-32,768≦BXC≦32,767) 符 BYC(-32,768≦BYC≦32,767) 

【注】 0≦TXS≦SSTRR-(LW+RW+1)、0≦TYS≦4,096-(TH+BH+1)（SSTRR:ソースストライドレジスタ設定値） 

 8≦LW+RW+1≦4,088(8の倍数)、1≦TH+BH+1≦4,095 

 -32,768≦BXC-LW≦32,767、-32,768≦BYC-TH≦32,767、-32,768≦BXC+RW≦32,767、-32,768≦BYC+BH≦32,767 

• SS=0かつREL=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1010 0001 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 ROP 

Color1 Color0 

0 0 0 Base Address(quad word address) 0 0 0 

0 0 0 0 LW (0≦LW≦4,087) 0 0 0 0 RW (0≦RW≦4,087) 

0 0 0 0 TH (0≦TH≦4,094) 0 0 0 0 BH (0≦BH≦4,094) 

符 BXC(-32,768≦BXC≦32,767) 符 BYC(-32,768≦BYC≦32,767) 

【注】 8≦LW+RW+1≦4,088（8の倍数）、1≦TH+BH+1≦4,095 

 -32,768≦BXC-LW≦32,767、-32,768≦BYC-TH≦32,767、-32,768≦BXC+RW≦32,767、-32,768≦BYC+BH≦32,767 

 

• SS=0かつREL=1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1010 0001 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 ROP 

Color1 Color0 

符号拡張 符 Base Address(long word address) 0 0 

0 0 0 0 LW (0≦LW≦4,087) 0 0 0 0 RW (0≦RW≦4,087) 

0 0 0 0 TH (0≦TH≦4,094) 0 0 0 0 BH (0≦BH≦4,094) 

符 BXC(-32768≦BXC≦32,767) 符 BYC(-32768≦BYC≦32,767) 
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【注】 8≦LW+RW+1≦4,088（8の倍数）、1≦TH+BH+1≦4,095 

 -32,768≦BXC-LW≦32,767、-32,768≦BYC-TH≦32,767、-32,768≦BXC+RW≦32,767、-32,768≦BYC+BH≦32,767 

 コマンドコードが配置されるアドレス（ロングワード：32ビット単位）+ Base Address（ロングワード：32ビット単位）

が、クワッドワードアドレス（64ビット）単位になるようにしてください。 

 

（c） CODE 

B'10100001 

（d） レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

 ○ ○ 

（WORK=1のみ）

 ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 CLIP RCLIP STRANS DTRANS WORK SS REL SRCDIRX SRCDIRY DSTDIRX DSTDIRY COOF αE 0固定 

 

（e） コマンドパラメータ 

TXS、TYS ：ソース開始点。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

Base Address ：ソース開始絶対アドレス（クワッドワードアドレス、A31～29および A2～A0は、0

を書き込んでください）。 

ソース開始相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31

～A29は A28の符号を拡張してください。A1、A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット

3を A28～A3に書き込んでください。 

BXC、BYC ：センターX、Y座標値  レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数としま

す。 

LW、RW ：Left幅、Right幅、(BXC、BYC)からの相対値、レンダリング座標。画素数で設定し

てください。 

未使用ビットは 0を書き込んでください。 

TH、BH ：Top高さ、Bottom高さ、（BXC、BYC）からの相対値、レンダリング座標。画素数

で設定してください。 

未使用ビットは 0を書き込んでください。 

ROP ：ラスタオペレーションコード 

COLOR0、COLOR1 ：8または 16ビット／画素カラー指定。16ビット／画素時は、デスティネーション

のピクセルフォーマットに合わせてください。 

8ビット／画素時は、上位、下位バイト共、同じ値を設定してください。 
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（f） 説明 

2値（1ビット／画素）の矩形ソースデータをレンダリング座標に転送します。 

LW+RW+1は、SSビットの値によらず、8画素の倍数になるように設定してください。 

• レンダリング属性でワーク指定（WORK＝1）を選択すると、レンダリング座標と同じ座標のワーク座標を

参照しながら、ワーク座標の画素が1になっているところのみをレンダリング座標に描画します。 

• 2値のソースデータは、メモリにリニア配置します。ソースアドレスは、REL＝0のときは絶対アドレスで指

定できます。REL＝1のときは、BITBLTBコマンドのコマンドコードが配置されたメモリアドレスからの相

対アドレスでソースアドレスを指定できます。 

• 描画が16ビット／画素のとき、レンダリング属性のCOOFビットに1を設定すると、2値ソースデータをカラ

ー展開したデータにCOFSRレジスタの値を加えた結果が描画されます。演算は、飽和処理付で行われます。

8ビット／画素のときには、COOFビットは必ず0に設定してください。 

• SRCDIRX、SRCDIRYビットでソースの参照方向を選択できます。 

• DSTDIRX、DSTDIRYビットで描画方向の選択ができます。 

• αE=1にすると、2値ソースデータをカラー展開したデータと下地をアルファブレンドして描画します。αE=1

にする場合は、ROPコード＝H'CC（ソースコピー）にしてください。ARGBフォーマット時のA値は、アル

ファブレンドされません。A値は、RCLRレジスタのSAUビットおよびAVALUEビットの設定に従い描画され

ます。16ビット／画素時に有効です。 

• 16種のラスタオペレーションが可能です。また、ARGBフォーマット時のA値は、ラスタオペレーションされ

ません。A値は、RCLRレジスタのSAUビットおよびAVALUEビットの設定に従い描画されます。 

【注】 システムクリッピング、（相対）ユーザクリッピングは、矩形で行います。 

 

（g） 例 

Y

X

(BXC, BYC)

(BXC－LW, BYC－TH)

(BXC＋RW, BYC＋BH)

LW RW

TH

BH

レンダリング座標

LW＋RW＋1

TH＋BH＋1

Base 
Address

COLOR 1

COLOR 0

 

図 11.33 BITBLTBコマンド例 
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（3） BITBLTC 

（a） 機能 

デスティネーション領域に単色指定で矩形描画します。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=1010 0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 ROP 

Reserve (all 0) Color 

0 0 0 0 LW (0≦LW≦4,094) 0 0 0 0 RW (0≦RW≦4,094) 

0 0 0 0 TH (0≦TH≦4,094) 0 0 0 0 BH (0≦BH≦4,094) 

符 BXC(-32,768≦BXC≦32,767) 符 BYC(-32,768≦BYC≦32,767) 

【注】 1≦LW+RW+1≦4,095、1≦TH+BH+1≦4,095 

 -32,768≦BXC-LW≦32,767、-32,768≦BYC-TH≦32,767、-32,768≦BXC+RW≦32,767、-32,768≦BYC+BH≦32,767 

 

（c） CODE 

B'10100000 

（d） レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

  ○ 

（WORK=1のみ）

○ ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 CLIP RCLIP 0固定 DTRANS WORK 0固定 0固定 0固定 0固定 DSTDIRX DSTDIRY COOF αE 0固定 

 

（e） コマンドパラメータ 

BXC、BYC ：センターX、Y座標値  レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数としま

す。 

LW、RW ：Left幅、Right幅、（BXC、BYC）からの相対値、レンダリング座標。画素数で設

定してください。 

未使用ビットは 0を書き込んでください。 

TH、BH  ：Top高さ、Bottom高さ、（BXC、BYC）からの相対値、レンダリング座標。画素数

で設定してください。 

未使用ビットは 0を書き込んでください。 

COLOR ：8または 16ビット／画素カラー指定。16ビット／画素時は、デスティネーション

のピクセルフォーマットに合わせてください。 

8ビット／画素時は、上位、下位バイト共、同じ値を設定してください。 

ROP ：ラスタオペレーションコード 
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（f） 説明 

デスティネーション領域に、パラメータの COLORで指定した単色で、矩形描画します。 

• レンダリング属性でワーク指定（WORK＝1）を選択すると、レンダリング座標と同じ座標のワーク座標を

参照しながら、ワーク座標の画素が1になっているところのみをレンダリング座標に描画します。 

• 描画が16ビット／画素のとき、レンダリング属性のCOOFビットに1を設定すると、指定カラーの値にCOFSR

レジスタの値を加えた結果が描画されます。演算は、飽和処理付で行われます。8ビット／画素のときには、

COOFビットは必ず0に設定してください。 

• DSTDIRX、DSTDIRYビットで描画方向の選択ができます。 

• αE=1にすると、指定カラーデータと下地をアルファブレンドして描画します。αE=1にする場合は、ROP

コード＝H'CC（ソースコピー）にしてください。ARGBフォーマット時のA値は、アルファブレンドされま

せん。A値は、RCLRレジスタのSAUビットおよびAVALUEビットの設定に従い描画されます。16ビット／画

素時に有効です。 

• 16種のラスタオペレーションが可能です。また、ARGBフォーマット時のA値は、ラスタオペレーションされ

ません。A値は、RCLRレジスタのSAUビットおよびAVALUEビットの設定に従い描画されます。 

【注】 システムクリッピング、（相対）ユーザクリッピングは、矩形で行います。 

 

（g） 例 

Y

X

(BXC, BYC)

(BXC－LW, BYC－TH)

(BXC＋RW, BYC＋BH)

LW RW

TH

BH

レンダリング座標

COLOR

 

図 11.34 BITBLTCコマンド例 
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11.4.6 制御コマンド 

（1） MOVE 

（a） 機能 

カレントポインタを設定します。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=0100 1000 Reserve (all 0) Draw Mode 

XC(-32,768≦XC≦32,767) YC(-32,768≦YC≦32,767) 

 

（c） CODE 

B'01001000 

（d） レンダリング属性 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 

 

（e） コマンドパラメータ 

XC ：レンダリング座標（絶対座標）、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

YC ：レンダリング座標（絶対座標）、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

（f） 説明 

XC、YCに、ローカルオフセット値を加算した値をカレントポインタに設定します。また、XC、YCは、絶対

座標で設定します。なお、カレントポインタは、相対系描画コマンドのみで使用します。MOVEコマンド発行後

は、相対系描画コマンドを連続で使用してください。途中で絶対系描画コマンドを使用した場合、カレントポイ

ンタを内部の演算用レジスタとして使用し、カレントポインタの値を破壊します。そのため、再度、相対系描画

コマンドを使用する場合は、MOVEコマンドを発行してから使用してください。 

（g） 例 

(0, 0)

(XC, YC)

ワーク座標
レンダリング座標

 

図 11.35 MOVEコマンド例 
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（2） RMOVE 

（a） 機能 

カレントポインタを加算します。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=0100 1100 Reserve (all 0) Draw Mode 

XC(-32,768≦XC≦32,767) YC(-32,768≦YC≦32,767) 

 

（c） CODE 

B'01001100 

（d） レンダリング属性 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 

 

（e） コマンドパラメータ 

XC ：レンダリング座標（相対座標）、ワーク座標（相対座標）、負の数は 2の補数とします。 

YC ：レンダリング座標（相対座標）、ワーク座標（相対座標）、負の数は 2の補数とします。 

（f） 説明 

カレントポインタに XC、YCを加算します。 

（g） 例 

(0, 0)

旧（XC, YC）

（旧XC＋XC, 旧YC＋YC）

ワーク座標
レンダリング座標

XC

YC

 

図 11.36 RMOVEコマンド例 
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（3） LCOFS 

（a） 機能 

デスティネーション領域およびワーク領域のオフセット値（ローカルオフセット）を設定します。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=0100 0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

XO(-32,768≦XO≦32,767) YO(-32,768≦YO≦32,767) 

 

（c） CODE 

B'01000000 

（d） レンダリング属性 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 

 

（e） コマンドパラメータ 

XO ：ローカルオフセット値、レンダリング座標（絶対座標）、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の

補数とします。 

YO ：ローカルオフセット値、レンダリング座標（絶対座標）、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の

補数とします。 

（f） 説明 

ローカルオフセットを設定した以降の描画コマンドで指定した座標は、すべてこのオフセット値が加算されま

す。 

ディスプレイリストの先頭で、必ず設定してください（初期値は不定です）。 

カレントポインタにローカルオフセットを反映したい場合は、LCOFSコマンドの後でMOVEコマンドを発行

してください。 
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（g） 例 

(0, 0)

(XO, YO)

(XO＋DX2, YO＋DY2)

(XO＋DX1, YO＋DY1)

ワーク座標
レンダリング座標

LINE

 

図 11.37 LCOFSコマンド例 

 

（4） RLCOFS 

（a） 機能 

ローカルオフセットに XO、YOを加算します。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=0100 0100 Reserve (all 0) Draw Mode 

XO(-32,768≦XO≦32,767) YO(-32,768≦YO≦32,767) 

 

（c） CODE 

B'01000100 

（d） レンダリング属性 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 

 

（e） コマンドパラメータ 

XO ：ローカルオフセット値、レンダリング座標（相対座標）、ワーク座標（相対座標）、負の数は 2の

補数とします。 

YO ：ローカルオフセット値、レンダリング座標（相対座標）、ワーク座標（相対座標）、負の数は 2の

補数とします。 

（f） 説明 

ローカルオフセットに XO、YOを加算した値を、ローカルオフセットとします。これを設定した以降の描画コ

マンドで指定した座標は、すべてこのオフセット値が加算されます。 
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また、カレントポインタにローカルオフセット値を反映したい場合は、LCOFS、RLCOFSコマンドでローカル

オフセットを設定した後に、MOVEコマンドを実行するようにしてください。 

（g） 例 

(0, 0)

旧（XO, YO）

（旧XO＋XO, 旧YO＋YO）

（旧XO＋XO＋DX1, 旧YO＋YO＋DY1）

XO

YO

LINE

ワーク座標
レンダリング座標

 

図 11.38 RLCOFSコマンド例 

 

（5） WPR 

（a） 機能 

特定のアドレスマップドレジスタに値を設定します。 

（b） コマンドフォーマット 

• LINKE=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=0001 1000 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n -1(0≦n-1≦255) 0 0 0 0 W Reg No 

Data0 

・ 

・ 

Data n-1 

 

• LINKE=1かつLREL=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=0001 1000 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n -1(0≦n-1≦255) 0 0 0 0 W Reg No 

0 0 0 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、LINK Addressで指定するリンク先アドレ

スには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは指定しないでください。 
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• LINKE=1かつLREL=1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=0001 1000 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n -1(0≦n-1≦255) 0 0 0 0 W Reg No 

符号拡張 符 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、コマンドコードが配置されるアドレス

+LINK Addressで指定するリンク先アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは指定しない

でください。 

 

（c） CODE 

B'00011000 

（d） レンダリング属性 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 LINKE LREL 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 ByteM3 ByteM2 ByteM1 ByteM0 

 

（e） パラメータ 

W reg No ：レジスタ番号。 

Data n(n=1～256) ：ライトデータ 

n-1 ：ライトデータ数 

LINK Address ：LINK絶対アドレス（ロングワードアドレス、A31～29および A1、A0は、0を書き

込んでください）。 

LINK相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～

A29は A28の符号を拡張してください。A1、A0は、0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット

3を A28～A3に書き込んでください。 

（f） 説明 

アドレスマップドレジスタにデータを書き込みます。レジスタ番号はW reg Noに、書き込むデータは Data nに

設定します。 

また、CPUからのアクセス競合が起こらないようにしてください。 

1. LINKEビットを設定するとメモリ上のLINK Addressからデータを読み出し、レジスタに書き込みます。 

2. LINK Addressは、LRELビットによって、絶対アドレスまたはWPRコマンドのコマンドコードが配置された

メモリアドレスからの相対アドレスで指定できます。 

3. ByteM3～0ビットに1を設定すると、バイト単位でレジスタ書き込みをマスクできます。 

 

（6） JUMP 

（a） 機能 

ディスプレイリストのフェッチ先を変更します。 
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（b） コマンドフォーマット 

• REL=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=0010 1000 Reserve (all 0) Draw Mode 

0 0 0 JUMP Address(long word address)0 0 0 

 

• REL=1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=0010 1000 Reserve (all 0) Draw Mode 

符号拡張 符 JUMP Address(long word address) 0 0 

 

（c） CODE 

B'00101000 

（d） レンダリング属性 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 REL 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 

 

（e） コマンドパラメータ 

JUMP Address ：ジャンプ先絶対アドレス（ロングワードアドレス、A31～29および A1、A0は、0

を書き込んでください）。 

ジャンプ先相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31

～A29は A28の符号を拡張してください。A1、A0は、0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット

3を A28～A3に書き込んでください。 

（f） 説明 

ディスプレイリストのフェッチ先を指定するアドレスに変更します。 

ジャンプ先アドレスは、REL＝0のとき、絶対アドレスで指定できます。REL＝1のときは、コマンドコードが

配置されているメモリアドレスからの相対アドレスで指定できます。 
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（g） 例 

. . . .

ディスプレイリスト領域

レジスタ設定
コマンド

描画コマンド
JUMPコマンド

描画コマンド

描画コマンド

描画起動

 

図 11.39 JUMPコマンド例 

 

（7） GOSUB 

（a） 機能 

ディスプレイリストをサブルーチンコールします。 

（b） コマンドフォーマット 

• REL=0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=0011 0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

0 0 0 GOSUB Address(long word address)0 0 0 

 

• REL=1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=0011 0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

符号拡張 符 GOSUB Address(long word address) 0 0 

 

（c） CODE 

B'00110000 

（d） レンダリング属性 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 REL 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 No 
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（e） コマンドパラメータ 

GOSUB Address ：サブルーチン絶対アドレス（ロングワードアドレス、A31～29および A1、A0は、0

を書き込んでください）。 

サブルーチン相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。

A31～A29は A28の符号を拡張してください。A1、A0は、0を書き込んでくださ

い）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット

3を A28～A3に書き込んでください。 

（f） 説明 

ディスプレイリストのフェッチ先を、指定するサブルーチンアドレスに変更します。RET命令により、フェッ

チアドレスは復帰します。ただし、多重度（ネスト）は 1なので、サブルーチンの中でサブルーチンコールをす

ると復帰できなくなります。 

サブルーチンアドレスは、REL＝0のとき、絶対アドレスで指定できます。REL＝1のときは、コマンドコード

が配置されているメモリアドレスからの相対アドレスで指定できます。 

また、Noビットが 0の場合は RTN0Rレジスタに、1の場合は RTN1Rレジスタに、リターンアドレスが設定さ

れます。 
 

（g） 例 

. . . .

ディスプレイリスト領域

レジスタ設定
コマンド

描画コマンド
GOSUBコマンド

描画コマンド

描画コマンド

描画コマンド
RETコマンド

描画起動

サブルーチン

 

図 11.40 GOSUBコマンド例 
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（8） RET 

（a） 機能 

GOSUBコマンドによるサブルーチンコールから復帰します。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=0011 1000 Reserve (all 0) Draw Mode 

 

（c） CODE 

B'00111000 

（d） レンダリング属性 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 No 

 

（e） 説明 

ディスプレイリストのフェッチ先を、サブルーチンコール元の次アドレスに復帰させます。 

Noビットが 0の場合は RTN0Rレジスタ、1の場合は RTN1Rレジスタのアドレスに復帰します。 
 

（9） NOP/INT 

（a） 機能 

ノーオペレーションを実行します。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=0000 1000 Reserve (all 0) Draw Mode 

 

（c） CODE 

B'00001000 

（d） レンダリング属性 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

INT 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 INT No 

 

（e） 説明 

何の動作もしません。次の命令をフェッチします。ただし、INTビットを設定した場合は、本コマンドフェッ

チ後、SRレジスタの INTビットを 1にセットし、ICIDRレジスタに INT Noを格納した後、描画動作を停止しま

す。SRレジスタの INTビットのクリアで、次のコマンドから描画再開します。割り込み発生時のメインメモリと

内蔵キャッシュのコヒーレンシを保つためには、NOP/INTコマンドの直前に、SYNC（レンダリング属性：0x0111）

コマンドを挿入してください。INTビット＝0のときは SYNCコマンドを挿入する必要はありません。 
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（10）TRAP 

（a） 機能 

ディスプレイリストの終了を示します。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=0000 0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

 

（c） CODE 

B'00000000 

（d） レンダリング属性 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 

 

（e） 説明 

描画動作を停止し、SRレジスタの TRAビットを 1にします。また、IERレジスタの TREビットを 1にした場

合に、CPUに対し割り込みを発生します。割り込み発生時のメインメモリと内蔵キャッシュのコヒーレンシを保

つためには、TRAPコマンドの直前に、SYNC（レンダリング属性：0x0111）コマンドを挿入してください。 

ディスプレイリストの終了に必ず入れてください。 

（f） 例 

. . . .

ディスプレイリスト領域

レジスタ設定
コマンド

描画コマンド

描画コマンド

描画コマンド

TRAPコマンド

描画起動

描画停止

ステータスレジスタ（SR）
のTRAビットを1にセット。
このときTRE＝1であると外部に
割り込みを発生します。

 

図 11.41 TRAPコマンド例 
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（11）SYNC 

（a） 機能 

各キャッシュのクリア／フラッシュ制御を行います。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=0001 0010 Reserve (all 0) Draw Mode 

 

Draw Mode 

b15 B14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 WCLR WFLSH 0固定 0固定 0固定 TCLR 0固定 0固定 DCLR DFLSH 

 

（c） CODE 

B'00010010 

（d） レンダリング属性 

（e） 説明 

各キャッシュを意図的にクリア／フラッシュさせたいときに使用します。レンダリング属性がすべて 0のとき

は、NOP動作します。 

• TCLR=1にすると、ソース（テクスチャ）キャッシュをクリアします。 

• DCLR=1にすると、デスティネーションキャッシュをクリアします。 

• DFLSH=1にすると、デスティネーションキャッシュをフラッシュします。 

• WCLR=1にすると、ワークキャッシュをクリアします。 

• WFLSH=1にすると、ワークキャッシュをフラッシュします。 

【注】 デスティネーションキャッシュ、ワークキャッシュにおいて、クリアとフラッシュを同時に 1にしないでください。 
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12. ビデオ入力 0（VIN0） 

ビデオ入力 0モジュール（VIN0）は、ITU-R BT.601および ITU-R BT.656インタフェースの YCbCr-422データ、

および ITU-R BT.601インタフェースの ITU-R BT.709で色空間定義された RGB-666データを外部メモリに格納可

能なビデオキャプチャモジュールです。 

本モジュールは、外部より入力されるインタレース方式のビデオデータに対し、最大 2048×2048のキャプチャ

領域に対する取り込み制御、および最大 3倍までの垂直スケーリング、2倍までの水平スケーリング処理が可能で

す。キャプチャされたビデオデータは、YCbCr-422から RGB-565のカラースペース変換および、RGB-565から

ARGB-1555フォーマット変換などのフォーマット変換が可能です。 

また、垂直同期信号およびフィールド信号を内部生成することにより、ITU-R BT.1358インタフェースのプログ

レッシブデータなどがキャプチャ可能です。 
 

12.1 特長 

12.1.1 入力インタフェース 

本モジュールは、4種類の入力インタフェースを選択可能です。 

 
インタフェース bit幅 データ形式 

ITU-R BT.601 8bit YCbCr-422データ（UYVY形式） 

ITU-R BT.656 8bit YCbCr-422データ（UYVY形式） 

ITU-R BT.1358 16bit YCbCr-422データ（8bit(Y)+8bit(CbCr)形式） 

ITU-R BT.601 18bit RGB-666データ（ITU-R BT.709色空間形式） 

 

（1） 内部同期信号生成機能 

ビデオデータキャプチャ時、入力同期信号が停止してもフィールド信号を内部生成することが可能です。 
 

（2） キャプチャモード 

キャプチャするインタレース画像に対して以下 4種類のキャプチャモードの選択が可能です。キャプチャモー

ドは、シングルフレームキャプチャおよび連続フレームキャプチャ動作の選択が可能です。 

キャプチャされるフィールド画像およびフレーム画像に合わせトリプルバッファ制御を行い、表示モジュール

のビデオキャプチャモードとの連動制御を行います。 

• 奇数フィールドキャプチャモード 

• 偶数／奇数フィールドキャプチャモード 

• 偶数フィールドキャプチャモード 

• フルインタレースキャプチャモード 
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（3） 垂直および水平方向スケーリング 

垂直方向は最大 3倍、および水平方向は最大 2倍までの任意な拡大および縮小スケーリングが設定可能です。 
 

（4） サイズクリッピング 

最大 2048×2048までの独立なクリッピング回路を 2個搭載し、スケーリング前後の任意な取り込みサイズが設

定可能です（拡大スケーリング設定時は、プレクリッピングは 768×2048 まで対応）。 
 

（5） YC（YCbCr-422）→RGB-565色空間変換機能 

YC（YCbCr-422）形式で格納された画像データを RGB-565 色空間に変換し、外部メモリ格納が可能です。ここ

で、変換係数はレジスタにより任意に色調整が可能です。また、YC（YCbCr-422）形式のまま外部メモリに格納

することも可能です。 
 

（6） フォーマット変換機能 

YCbCr-422→RGB-565色変換機能の他に、以下のデータフォーマット変換機能が設定可能です。 

• RGB-565→ARGB-1555データフォーマット変換機能 

• YCbCr-422→YCbCr-420（NV12形式）データフォーマット変換機能 

• YC分離機能（Y成分とUV成分に分離） 
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12.1.2 ブロック図 

図 12.1に VINのブロック構成図を示します。 
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図 12.1 ブロック図 
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12.2 入出力端子 
表 12.1 入出力端子 

端子名 名  称 入出力 備   考 

VI0_CLK VIN0ビデオクロック 入力 ITU-R BT.601/BT.656/BT.1358インタフェースの外部ビデオクロ

ック 

VI0_FIELD* VIN0フィールド信号 入力 ITU-R BT.601インタフェースのフィールド信号 

VI0_VSYNC#* VIN0垂直同期信号 入力 ITU-R BT.601/BT.1358インタフェースの垂直同期信号 

VI0_HSYNC#* VIN0水平同期信号 入力 ITU-R BT.601/BT.1358インタフェースの水平同期信号 

VI0_CLKENB* VIN0データイネーブル 入力 ITU-R BT.601/BT.1358インタフェースのデータイネーブル 

VI0_R5～0* 

VI0_G5～0* 

VI0_B5～0* 

VIN0ビデオデータ 入力 ITU-R BT.601/BT.656/BT.1358インタフェースのデータ信号 

16Bit/8Bitの YCbCr-422および RGB-666に対応します。 

データ端子接続は、表 12.2を参照してください。 

【注】 * 端子未使用時は、Highまたは Lowで固定してください。 

 

表 12.2 データ端子接続一覧 

VI0_R[5:0] VI0_G[5:0] VI0_B[5:0] 入力データ形式 

5 4 3 2 1 0 5 4 3 2 1 0 5 4 3 2 1 0 

ITU-R BT.601/BT.656 

8bit YCbCr-422 
* * * * * * * * * * ビデオデータ[7:0] 

ITU-R BT.601/BT.1358 

16bit YCbCr-422 
* * Yビデオデータ[7:0] CbCrビデオデータ[7:0] 

ITU-R BT.601 RGB-666 Rビデオデータ[5:0] Gビデオデータ[5:0] Bビデオデータ[5:0] 

【注】 * Highまたは Lowで端子固定してください。 
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12.3 レジスタの説明 

表 12.3にレジスタ構成を、表 12.4に各処理モードにおけるレジスタの状態を示します。 
 

表 12.3 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4アドレス エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

内部更新 

モード 

対応* 

メインコントロールレジスタ MC R/W H'FFC50000 H'1FC50000 32 △ 

モジュールステータスレジスタ MS R H'FFC50004 H'1FC50004 32 × 

フレームキャプチャレジスタ FC R/W H'FFC50008 H'1FC50008 32 × 

前クリップ開始ラインレジスタ SLPrC R/W H'FFC5000C H'1FC5000C 32 ○ 

前クリップ終了ラインレジスタ ELPrC R/W H'FFC50010 H'1FC50010 32 ○ 

前クリップ開始画素レジスタ SPPrC R/W H'FFC50014 H'1FC50014 32 ○ 

前クリップ終了画素レジスタ EPPrC R/W H'FFC50018 H'1FC50018 32 ○ 

後クリップ開始ラインレジスタ SLPoC R/W H'FFC5001C H'1FC5001C 32 ○ 

後クリップ終了ラインレジスタ ELPoC R/W H'FFC50020 H'1FC50020 32 ○ 

後クリップ開始画素レジスタ SPPoC R/W H'FFC50024 H'1FC50024 32 ○ 

後クリップ終了画素レジスタ EPPoC R/W H'FFC50028 H'1FC50028 32 ○ 

画素ストライドレジスタ IS R/W H'FFC5002C H'1FC5002C 32 ○ 

メモリベース 1レジスタ MB1 R/W H'FFC50030 H'1FC50030 32 ○ 

メモリベース 2レジスタ MB2 R/W H'FFC50034 H'1FC50034 32 ○ 

メモリベース 3レジスタ MB3 R/W H'FFC50038 H'1FC50038 32 ○ 

ラインカウントレジスタ LC R H'FFC5003C H'1FC5003C 32 × 

割り込みイネーブルレジスタ IE R/W H'FFC50040 H'1FC50040 32 × 

割り込みステータスレジスタ INTS R/W H'FFC50044 H'1FC50044 32 × 

スキャンライン割り込みレジスタ SI R/W H'FFC50048 H'1FC50048 32 ○ 

メモリ転送制御レジスタ MTC R/W H'FFC5004C H'1FC5004C 32 ○ 

Y方向拡大／縮小レジスタ YS R/W H'FFC50050 H'1FC50050 32 ○ 

X方向拡大／縮小レジスタ XS R/W H'FFC50054 H'1FC50054 32 ○ 

データモードレジスタ DMR R/W H'FFC50058 H'1FC50058 32 ○ 

データモードレジスタ 2 DMR2 R/W H'FFC5005C H'1FC5005C 32 × 

UVアドレスオフセットレジスタ UVAOF R/W H'FFC50060 H'1FC50060 32 ○ 

カラースペース変換係数レジスタ 1 CSCC1 R/W H'FFC50064 H'1FC50064 32 ○ 

カラースペース変換係数レジスタ 2 CSCC2 R/W H'FFC50068 H'1FC50068 32 ○ 

カラースペース変換係数レジスタ 3 CSCC3 R/W H'FFC5006C H'1FC5006C 32 ○ 

係数セットレジスタ 1A C1A R/W H'FFC50080 H'1FC50080 32 × 

係数セットレジスタ 1B C1B R/W H'FFC50084 H'1FC50084 32 × 

係数セットレジスタ 1C C1C R/W H'FFC50088 H'1FC50088 32 × 
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名   称 略称 R/W P4アドレス エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

内部更新 

モード 

対応* 

係数セットレジスタ 2A C2A R/W H'FFC50090 H'1FC50090 32 × 

係数セットレジスタ 2B C2B R/W H'FFC50094 H'1FC50094 32 × 

係数セットレジスタ 2C C2C R/W H'FFC50098 H'1FC50098 32 × 

係数セットレジスタ 3A C3A R/W H'FFC500A0 H'1FC500A0 32 × 

係数セットレジスタ 3B C3B R/W H'FFC500A4 H'1FC500A4 32 × 

係数セットレジスタ 3C C3C R/W H'FFC500A8 H'1FC500A8 32 × 

係数セットレジスタ 4A C4A R/W H'FFC500B0 H'1FC500B0 32 × 

係数セットレジスタ 4B C4B R/W H'FFC500B4 H'1FC500B4 32 × 

係数セットレジスタ 4C C4C R/W H'FFC500B8 H'1FC500B8 32 × 

係数セットレジスタ 5A C5A R/W H'FFC500C0 H'1FC500C0 32 × 

係数セットレジスタ 5B C5B R/W H'FFC500C4 H'1FC500C4 32 × 

係数セットレジスタ 5C C5C R/W H'FFC500C8 H'1FC500C8 32 × 

係数セットレジスタ 6A C6A R/W H'FFC500D0 H'1FC500D0 32 × 

係数セットレジスタ 6B C6B R/W H'FFC500D4 H'1FC500D4 32 × 

係数セットレジスタ 6C C6C R/W H'FFC500D8 H'1FC500D8 32 × 

係数セットレジスタ 7A C7A R/W H'FFC500E0 H'1FC500E0 32 × 

係数セットレジスタ 7B C7B R/W H'FFC500E4 H'1FC500E4 32 × 

係数セットレジスタ 7C C7C R/W H'FFC500E8 H'1FC500E8 32 × 

係数セットレジスタ 8A C8A R/W H'FFC500F0 H'1FC500F0 32 × 

係数セットレジスタ 8B C8B R/W H'FFC500F4 H'1FC500F4 32 × 

係数セットレジスタ 8C C8C R/W H'FFC500F8 H'1FC500F8 32 × 

【注】 上記アドレス以外のアクセスはしないでください。書き込みを行った場合、動作は保証されません。読み出すと不定値

が読み出されます。 

 * 内部更新モードについては、MCレジスタの VUPビット説明を参照してください。 
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表 12.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 
スリープ

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

メインコントロールレジスタ MC H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

モジュールステータスレジスタ MS H'00000018 H'00000018 保持 保持 H'00000018 

フレームキャプチャレジスタ FC H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

前クリップ開始ラインレジスタ SLPrC H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

前クリップ終了ラインレジスタ ELPrC H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

前クリップ開始画素レジスタ SPPrC H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

前クリップ終了画素レジスタ EPPrC H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

後クリップ開始ラインレジスタ SLPoC H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

後クリップ終了ラインレジスタ ELPoC H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

後クリップ開始画素レジスタ SPPoC H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

後クリップ終了画素レジスタ EPPoC H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

画素ストライドレジスタ IS H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

メモリベース 1レジスタ MB1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

メモリベース 2レジスタ MB2 H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

メモリベース 3レジスタ MB3 H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

ラインカウントレジスタ LC H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

割り込みイネーブルレジスタ IE H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

割り込みステータスレジスタ INTS H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

スキャンライン割り込みレジスタ SI H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

メモリ転送制御レジスタ MTC H'0A080008 H'0A080008 保持 保持 H'0A080008 

Y方向拡大／縮小レジスタ YS H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

X方向拡大／縮小レジスタ XS H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

データモードレジスタ DMR H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

データモードレジスタ 2 DMR2 H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

UVアドレスオフセットレジスタ UVAOF H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

CSC係数レジスタ 1 CSCC1 H'01291080 H'01291080 保持 保持 H'01291080 

CSC係数レジスタ 2 CSCC2 H'019800D0 H'019800D0 保持 保持 H'019800D0 

CSC係数レジスタ 3 CSCC3 H'00640204 H'00640204 保持 保持 H'00640204 

係数セットレジスタ 1A C1A H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

係数セットレジスタ 1B C1B H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

係数セットレジスタ 1C C1C H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

係数セットレジスタ 2A C2A H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

係数セットレジスタ 2B C2B H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

係数セットレジスタ 2C C2C H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

係数セットレジスタ 3A C3A H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

係数セットレジスタ 3B C3B H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 
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名   称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 
スリープ

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

係数セットレジスタ 3C C3C H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

係数セットレジスタ 4A C4A H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

係数セットレジスタ 4B C4B H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

係数セットレジスタ 4C C4C H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

係数セットレジスタ 5A C5A H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

係数セットレジスタ 5B C5B H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

係数セットレジスタ 5C C5C H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

係数セットレジスタ 6A C6A H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

係数セットレジスタ 6B C6B H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

係数セットレジスタ 6C C6C H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

係数セットレジスタ 7A C7A H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

係数セットレジスタ 7B C7B H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

係数セットレジスタ 7C C7C H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

係数セットレジスタ 8A C8A H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

係数セットレジスタ 8B C8B H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

係数セットレジスタ 8C C8C H'00000000 H'00000000 保持 保持 H'00000000 

 

【レジスタ説明の記号説明】 

初期値：リセット後のレジスタ値 

－ ：不定値 

R/W ：読み出しおよび書き込み可。書き込み値を読み出すことができます。 

R ：読み出しのみ可。書き込む値は常に 0にしてください。 

リザーブビットは、0を書いてください。 
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12.3.1 メインコントロールレジスタ（MC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0

CLP[1:0]

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R R R R/W R R R/W R R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R R R R/W R/W R/W R/W R R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ FOC ⎯ YCAL INF[2:0]

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

VUP ⎯ ⎯ ⎯ EN EC

⎯ CFSL

IM[1:0] ⎯ BPS ME

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

画素データクリッピング（pixel data CLiPping） 

入力フォーマットが ITU-R BT.601のとき、画素データが ITU-R BT.601で

規定された公証値外である場合に、クリップする値を設定します。 

 輝度 色差 

00 スルー 16以下の場合 16にクリップ 

240以上の場合240にクリップ 

01 16以下の場合 16にクリップ 

240以上の場合 240にクリップ

16以下の場合 16にクリップ 

240以上の場合240にクリップ 

10 スルー 16以下の場合 128にクリップ 

240以上の場合128にクリップ 

11 0以下の場合 1にクリップ  

29、28 CLP[1:0] 00 R/W 

【注】本ビットは内部更新モードに対応します。 

27～25 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

24 CFSL 0 R/W RGBカラーフォーマット選択（rgb Color Format SeLect） 

入力 RGB-666データは、8bitYCbCr-422に変換後、キャプチャ制御を行い

ます。RGB-666データは、ITU-R BT.601/BT.709色空間（カラースペース）

設定に対応するため、入力 RGBデータのカラースペースを設定します。 

0：ITU-R BT.601色空間 RGB-666データ入力 

1：ITU-R BT.709色空間 RGB-666データ入力 

【注】本ビットは内部更新モードに対応します。 

23、22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 



 

12. ビデオ入力 0（VIN0） 

12-10  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

SH7734

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

21 FOC 0 R/W フィールドオーダー制御（Field Order Control） 

フルインタレース取り込み時のフィールドオーダーの変更制御を行いま

す。 

0：トップフィールド=奇数フィールド（フィールド 1） 

1：トップフィールド=偶数フィールド（フィールド 2） 

【注】本ビットは内部更新モードに対応します。 

20 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

19 YCAL 0 R/W YCbCr-422入力データアライメント（YCbCr-422 input data ALignment） 

16bitYCbCr-422入力時のデータアライメント制御を行います。 

0：16bitビデオデータ入力をそのまま入力します。 

1：16bitビデオデータ入力の上位／下位をバイト単位で入れ替えます。 

18～16 INF[2:0] 000 R/W 入力インタフェースフォーマット（INput interface Format） 

本モジュールに入力する入力画像フォーマットを設定します。 

000：ITU-R BT.656/8bitYCbCr-422フォーマットを入力します 

001：ITU-R BT.601/8bitYCbCr-422フォーマットを入力します 

101：ITU-R BT.1358/16bitYCbCr-422フォーマットを入力します 

111：ITU-R BT.601/18bitRGB-666フォーマットを入力します 

上記以外：設定禁止 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10 VUP 0 R/W VINレジスタ内部更新制御（Vin register UPdate control） 

レジスタ設定による内部更新タイミングを設定します。対応レジスタはレ

ジスタ一覧を参照してください。 

0：レジスタライト直後に内部更新されます。 

1：レジスタ値は、ITU-R BT.601の有効フィールド検出および ITU-R 

BT.656のフィールドビット（Fビット）の変化タイミング後に、更

新されます。 

9～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 EN 0 R/W エンディアンタイプ（Endian Type） 

外部メモリに出力するデータのエンディアンタイプを設定します。 

0：画像データをリトルエンディアンにパックして配置します。 

1：画像データをビッグエンディアンにパックして配置します。 

【注】データフォーマットをビッグエンディアンとして配置する場合は、

DMR/BPSMビットを 1に設定してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 EC 0 R/W エラー訂正制御（Error Correct Control） 

ITU-R BT.656入力に対してパリティビットを用いてエラー訂正を行うか

どうかを設定します。 

0：ITU-R BT.656入力に対してエラー訂正を行いません。 

1：ITU-R BT.656入力に対してパリティビットを用いてエラー訂正を行

います。 

以下の場合、エラー訂正を行わないでください。 

• ITU-R BT.601インタフェース取り込みの場合 

• ITU-R BT.656パリティビット規定外のデータが入力された場合  

4、3 IM[1:0] 00 R/W インタレースモード（Interlace Mode） 

キャプチャモードを設定します。取り込み動作中に本ビットは変化させな

いでください。 

00：奇数フィールド（フィールド 1）キャプチャモード 

 奇数フィールドのみをフレームとして外部メモリに格納します。 

01：奇数／偶数フィールドキャプチャモード 

 奇数、偶数フィールドをそれぞれフレームとして外部メモリに格納

します。 

 本モードは連続フレームキャプチャモードのみ設定可能です。 

10：偶数フィールド（フィールド 2）キャプチャモード 

 偶数フィールドのみをフレームとして外部メモリに格納します。 

11：フルインタレースモード 

 奇数、偶数フィールドを外部メモリ上でフレームとして組み合わせ

て格納します。 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 BPS 0 R/W YCbCr-422→RGB-565変換バイパスモード（ycbcr-422→rgb-565 convert 

ByPaSs mode） 

YCbCr-422→RGB-565変換機能を制御します。 

0：YCbCr-422→RGB-565変換を行います 

1：YCbCr-422→RGB-565変換を行いません 

【注】RGB-565変換係数は、CSCC1～3により任意に設定可能です。 

0 ME 0 R/W モジュールイネーブル（Module Enable） 

本モジュールのイネーブルビットです。本ビットを設定後、各種レジスタ

を設定してください。 

0：本モジュールは動作しません。 

1：本モジュールは動作します。 
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12.3.2 モジュールステータスレジスタ（MS） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 1 1 0 0 0
R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R

⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0
R R R R R R R R R R RR R R R R

FBS[1:0] FS AV CA

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4、3 FBS[1:0] 11 R フレームバッファステータス（Frame Buffer Status） 

フレームバッファのステータスを示します。 

00：最新有効フレームバッファは、メモリベース 1レジスタで定義され

たベースアドレスを持つフレームバッファであることを示します。 

01：最新有効フレームバッファは、メモリベース 2レジスタで定義され

たベースアドレスを持つフレームバッファであることを示します。 

10：最新有効フレームバッファは、メモリベース 3レジスタで定義され

たベースアドレスを持つフレームバッファであることを示します。 

11：有効なフレームバッファがないことを示します 

2 FS 0 R フィールドステート（Field Status） 

現在のキャプチャフィールドのフィールドタイプを示します。 

0：現在のフィールドは、奇数フィールド（フィールド 1）であることを

示します。 

1：現在のフィールドは、偶数フィールド（フィールド 2）であることを

示します。 

1 AV 0 R アクティブビデオ領域ステータス（Active Video status） 

プレクリッピングレジスタで定義されたアクティブビデオ領域であること

を示します。 

0：現在のフィールドがアクティブビデオ領域ではないことを示します。 

1：現在のフィールドがアクティブビデオ領域であることを示します。 

【注】入力データが取り込まれない場合は、本ビットは 0になります。 

0 CA 0 R ビデオキャプチャアクティブステータス（video Capture Active Status） 

現在のビデオキャプチャ動作状態を示します。ここで、本ビットはキャプ

チャされたフィールド信号によって更新します。 

0：ビデオキャプチャが動作していないことを示します。 

1：ビデオキャプチャが動作中であることを示します。 

【注】フィールドキャプチャモード時、取り込み動作を行わないフィール

ドでも本ビットは 1設定されます。 
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12.3.3 フレームキャプチャレジスタ（FC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ CC SC

R R R R R R R R R R RR R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 CC 0 R/W 連続フレームキャプチャモード（Continuous frame Capture mode） 

連続フレームキャプチャモードに設定します。連続フレームキャプチャモ

ードに設定したとき、最初のフレームキャプチャをメモリベース 1（MB1）

レジスタで設定したメモリアドレスへライトします。以後、MB2→MB3→

MB1→ MB2-…のサイクルによりキャプチャ動作を繰り返します。連続キ

ャプチャ動作中、本ビットに 0を書き込むと、現在のフレームの終了か、

または現在フレームが取り込まれていない場合は、ただちにキャプチャ動

作を終了します。 

0：連続フレームキャプチャモードに設定しません。 

1：連続フレームキャプチャモードに設定します。 

0 SC 0 R/W シングルフレームキャプチャモード（Single frame Capture mode） 

シングルフレームキャプチャモードに設定します。シングルフレームキャ

プチャモードで取り込まれたフレームは、メモリベース 1レジスタ（MB1）

で設定したメモリアドレスへライトします。ここで、本ビットを 1にセッ

トした後、モジュールステータスレジスタ（MS）の FBSビットがただち

に初期化され、本ビットも 0にセットされます。 

0：シングルフレームキャプチャモードに設定しません。 

1：シングルフレームキャプチャモードに設定します。 

【注】MCレジスタの IM[1:0]ビットが B'01（奇数／偶数フィールドキャプ

チャモード）設定時は、本ビットは設定しないでください。 

【注】 シングルフレームキャプチャモードと連続フレームキャプチャモードの同時設定はしないでください。 
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12.3.4 前クリップ開始ラインレジスタ（SLPrC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0

R R R R R

SLPrC[10:0]

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0
R R R R R R R R R R RR R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～0 SLPrC[10:0] H'000 R/W スタートラインプレクリップ（Start Line Pre-Clip） 

スケーリング処理前のプレクリッピング先頭ライン－1をライン単位に設

定します。本レジスタは、プレクリッピング後のライン数が 2以上になる

ように 0～2046の範囲で設定してください。（0は最初の有効ラインを示

します。） 

 

12.3.5 前クリップ終了ラインレジスタ（ELPrC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0

ELPrC[10:0]

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0
R R R R R R R R R R RR R R R R

R R R R R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～0 ELPrC[10:0] H'000 R/W エンドラインプレクリップ（End Line Pre-Clip） 

スケーリング処理前のクリッピング最終ライン－1をライン単位に設定し

ます。本レジスタは、プレクリッピング後のライン数が 2以上になるよう

に 1～2047の範囲で設定してください。 
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12.3.6 前クリップ開始画素レジスタ（SPPrC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SPPrC[10:0]

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0
R R R R R R R R R R RR R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～0 SPPrC[10:0] H'000 R/W スタートピクセルプレクリップ（Start Pixel Pre-Clip） 

スケーリング処理前のクリッピング先頭画素位置－1を画素単位に設定し

ます。本レジスタは、プレクリッピング後の画素数が 5以上になるように

0～2042の範囲で設定してください。 

【注】・本レジスタは、YCbCr-422フォーマットでのクリッピング処理を

行うために 2の倍数処理となるために LSBは無視され、奇数値を

設定すると設定値-1の偶数値としてクリッピング処理します。 

・拡大水平スケーリング設定時は、EPPrC-SPPrcの設定値が 768

画素以下になるように設定してください。 
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12.3.7 前クリップ終了画素レジスタ（EPPrC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

EPPrC[10:0]

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R R R R R R R R R R RR R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0

R R R

R R R R R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～0 EPPrC[10:0] H'000 R/W エンドピクセルプレクリップ（End Pixel Pre-Clip） 

スケーリング処理前のクリッピング最終画素－1を画素単位に設定しま

す。本レジスタは、プレクリッピング後の画素数が 5以上になるように 5

～2047の範囲で設定してください。 

【注】・本レジスタは、YCbCr-422フォーマットでの 2の倍数でのクリッ

ピング処理を行うために 2の倍数処理となるために LSBは無視さ

れ、偶数値を設定すると設定値+1の奇数値としてクリッピング処

理します。 

・拡大水平スケーリング設定時は、EPPrC-SPPrcの設定値が 768

画素以下になるように設定してください。 
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12.3.8 後クリップ開始ラインレジスタ（SLPoC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0
R R R R R

SLPoC[10:0]

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0
R R R R R R R R R R RR R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～0 SLPoC[10:0] H'000 R/W スタートラインポストクリップ（Start Line Post-Clip） 

スケーリング処理後のポストクリッピング先頭ラインをライン単位に設定

します。本レジスタは、ポストクリッピング後のライン数が 2以上になる

ように 0～2046の範囲で設定してください。（0はスケーリング処理後の

先頭ラインを示します。） 

 

12.3.9 後クリップ終了ラインレジスタ（ELPoC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0

R R R R R R R R R R RR R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0

R R R R R

ELPoC[10:0]

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～0 ELPoC[10:0] H'000 R/W エンドラインポストクリップ（End Line Post-Clip） 

スケーリング処理後のポストクリッピング最終ライン数－1をライン単位

に設定します。本レジスタは、ポストクリッピングのライン数が 2以上に

なるように 1～2047の範囲で設定してください。 
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12.3.10 後クリップ開始画素レジスタ（SPPoC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ SPPoC[10:0]

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R R R R R R R R R R RR R R R R

0 0 0 0 0 0

R R R R R R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～0 SPPoC[10:0] H'000 R/W スタートピクセルポストクリップ（Start Pixel Post-Clip） 

スケーリング処理後のクリッピング先頭画素位置－1を画素単位に設定し

ます。本レジスタは、ポストクリッピング後の画素数が 5以上になるよう

に 0～2042の範囲で設定してください。 

【注】本レジスタは、YCbCr-444フォーマットでのクリッピング処理を行

うために LSBも有効です。 

 

12.3.11 後クリップ終了画素レジスタ（EPPoC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W

R R R R R R R R R R RR R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0

R R R R R

EPPoC[10:0]

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～0 EPPoC[10:0] H'000 R/W エンドピクセルポストクリップ（End Pixel Post-Clip） 

スケーリング処理後のクリッピング最終画素－1を画素単位に設定しま

す。本レジスタは、ポストクリッピング後の画素数が 5以上になるように

5～2047の範囲で設定してください。 

【注】本レジスタは、YCbCr-444フォーマットでのクリッピング処理を行

うために LSBも有効です。 
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【注】 ピクセルポストクリップ処理で奇数切り出しを行っても、YCbCr-422フォーマット出力を行うため、メモリには偶数画

素単位に出力されます。EPPoC-SPPoCクリッピングサイズが奇数の場合、+1した偶数サイズに丸められるので注意し

てください。 

 （例）SPPoC=0、EPPoC=62で設定した場合、実際の処理サイズは、64画素で処理されます。 

  EPPoC－SPPoC＝62－0＝62（63画素）→ 63画素＋1＝64画素 

 

12.3.12 画素ストライドレジスタ（IS） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

0 0 0

IS[8:0]

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12～4 IS[8:0] H'000 R/W イメージストライド（Image Stride） 

転送先のメモリ幅を 16画素～4096画素まで 16画素単位に設定します。

設定値は Postクリップ幅（EPPoC－SPPoC）以上の値を設定してくださ

い。 

16bit/pixelデータは、Wordアドレスとしてアドレス生成を行います。YC

分離モード設定において、8bit/pixelデータは、Byteアドレスとしてアドレ

ス生成します。 

3～0 － すべて 0 R イメージストライドの 16画素単位を示すリザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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12.3.13 メモリベース 1レジスタ（MB1） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R

MB1[24:9]

MB1[8:0] ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 MB1[24:0] H'0000000 R/W メモリベースアドレス 1（Memory Base address 1） 

フレームバッファ 1の転送開始アドレスを設定します。設定値は 128B単

位に[31:7]の物理アドレスを設定してください。 

本モジュールが連続フレームキャプチャモードの場合、フレームバッファ

がMB1→MB2→MB3→MB1→MB2→MB3…のようなキャプチャシーケン

スの中で、MB1アドレスとして使用されます。また、シングルフレームキ

ャプチャモードの場合はキャプチャアドレスとして使用されます。 

ここで、本レジスタには画像サイズに対してアドレスマップ上のエリア境

界をまたがないように開始アドレスを設定してください。 

6～0 － すべて 0 R メモリベースアドレス 1の 128B単位を示すリザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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12.3.14 メモリベース 2レジスタ（MB2） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R

MB2[24:9]

MB2[8:0] ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 MB2[24:0] H'0000000 R/W メモリベースアドレス 2（Memory Base address 2） 

フレームバッファ 2の転送開始アドレスを設定します。設定値は 128B単

位に[31:7]の物理アドレスを設定してください。 

本モジュールが連続フレームキャプチャモードの場合、フレームバッファ

がMB1→MB2→MB3→MB1→MB2→MB3…のようなキャプチャシーケン

スの中で、MB2アドレスとして使用されます。 

ここで、本レジスタには画像サイズに対して、アドレスマップ上のエリア

境界をまたがないように開始アドレスを設定してください。 

6～0 － すべて 0 R メモリベースアドレス 2の 128B単位を示すリザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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12.3.15 メモリベース 3レジスタ（MB3） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R

MB3[24:9]

MB3[8:0] ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 MB3[24:0] H'0000000 R/W メモリベースアドレス 3（Memory Base address 3） 

フレームバッファ 3の転送開始アドレスを設定します。設定値は 128B単

位に[31:7]の物理アドレスを設定してください。 

本モジュールが連続フレームキャプチャモードの場合、フレームバッファ

がMB1→MB2→MB3→MB1→MB2→MB3…のようなキャプチャシーケン

スの中で、MB3アドレスとして使用されます。 

ここで、本レジスタには画像サイズに対して、アドレスマップ上のエリア

境界をまたがないように開始アドレスを設定してください。 

6～0 － すべて 0 R メモリベースアドレス 3の 128B単位を示すリザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

12.3.16 ラインカウントレジスタ（LC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0
R R R R R R R R R R RR R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0

LC[10:0]

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R R R R R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～0 LC[10:0] H'000 R ラインカウント（Line Count） 

現在のキャプチャフィールド中のラインポジションを示します。 
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12.3.17 割り込みイネーブルレジスタ（IE） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0
R/W R R R R/W R/W

0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W

FIE2 ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ VFE VRE

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R

FIE

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 00 0 0 0
R R R R R RR R R R

CEE SIE EFE FOE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 FIE2 0 R/W フィールド割り込みイネーブル 2（Field Interrupt Enable 2） 

フィールド割り込みの INTC出力を許可するか禁止するかを設定します。 

本イネーブルビットによる割り込み信号は、キャプチャが動作していなく

てもアサートされます。 

0：フィールド割り込みを禁止します。 

1：フィールド割り込みを許可します。 

30～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

17 VFE 0 R/W VSYNC立ち下がり検出割り込みイネーブル（Vsync Falling edge detect 

interrupt Enable）  

VSYNC立ち下がりエッジ検出割り込みの許可／禁止を設定します。本イ

ネーブルビットによる割り込み信号は、キャプチャが動作していなくても

アサートされます。 

0：VSYNC立ち下がりエッジ検出割り込みを禁止します 

1：VSYNC立ち下がりエッジ検出割り込みを許可します 

16 VRE 0 R/W VSYNC立ち上がり検出割り込みイネーブル（Vsync Rising edge detect 

interrupt Enable） 

VSYNC立ち上がりエッジ検出割り込みの許可／禁止を設定します。本イ

ネーブルビットによる割り込み信号は、キャプチャが動作していなくても

アサートされます。 

0：VSYNC立ち上がりエッジ検出割り込みを禁止します 

1：VSYNC立ち上がりエッジ検出割り込みを許可します 

15～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 FIE 0 R/W フィールド割り込みイネーブル（Field Interrupt Enable） 

フィールド切り替え割り込みの許可／禁止を設定します。モジュールステ

ータスレジスタ（MS）の CAビットが 1のとき、この割り込みイネーブル

が有効となります。 

0：フィールド切り替え割り込みを禁止します。 

1：フィールド切り替え割り込みを許可します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 CEE 0 R/W 訂正エラー割り込みイネーブル（Correct Error interrupt Enable） 

ITU-R BT.656仕様に記述されたタイミングリファレンスコード

（SAV/EAV）のエラーコレクトによる割り込みを許可／禁止するかを設定

します。モジュールステータスレジスタ（MS）の CAビットが 1のとき、

この割り込みイネーブルが有効となります。 

0：ITU-R BT.656タイミングリファレンスコードエラー割り込みを禁止

します。 

1：ITU-R BT.656タイミングリファレンスコードエラー割り込みを許可

します。 

2 SIE 0 R/W スキャンライン割り込みイネーブル（Scanline Interrupt Enable） 

スキャンライン割り込みの許可／禁止を設定します。 

モジュールステータスレジスタ（MS）の CAビットが 1のとき、この割り

込みイネーブルが有効となります。 

0：スキャンライン割り込みを禁止します。 

1：スキャンライン割り込みを許可します。 

1 EFE 0 R/W 最終フレーム割り込みイネーブル（End of Frame interrupt Enable） 

最終フレーム割り込みの許可／禁止を設定します。 

モジュールステータスレジスタ（MS）の CAビットが 1のとき、この割り

込みイネーブルが有効となります。 

0：最終フレーム割り込みを禁止します。 

1：最終フレーム割り込みを許可します。 

0 FOE 0 R/W FIFOオーバフロー割り込みイネーブル（Fifo Over flow interrupt Enable） 

FIFOオーバフロー割り込みの許可／禁止を設定します。 

モジュールステータスレジスタ（MS）の CAビットが 1のとき、この割り

込みイネーブルが有効となります。 

0：FIFOオーバフロー割り込みを禁止します。 

1：FIFOオーバフロー割り込みを許可します。 
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12.3.18 割り込みステータスレジスタ（INTS） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0
R R R R R R R RR R R R R

0 0 0
R/W R/W R/W

0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W

FIS2 ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ VFS VRS

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

FIS

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

CES SIS EFS FOS

R R R R R R R R R R R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 FIS2 0 R/W フィールド割り込みステータス 2（Field Interrupt Status 2） 

フィールドが変わったことを示します。 

本ビットは、ITU-R BT.601の有効フィールド検出および ITU-R BT.656の

中で定義された Fビットの変化点で 1設定されます。1設定後、1ライト

によって 0クリアします。 

【注】本ビットは、キャプチャが動作していなくても 1設定されます。使

用する際は、必ず 0クリアしてから使用してください。 

30～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

17 VFS 0 R/W VSYNC立ち下がり検出割り込みステータス（Vsync Falling edge detect 

interrupt Status） 

ITU-R BT.601入力信号の VSYNC立ち下がりエッジ検出を示します。1設

定後、1ライトによって 0クリアします。 

【注】本ビットは、キャプチャが動作していなくても 1設定されます。使

用する際は、必ず 0クリアしてから使用してください。 

16 VRS 0 R/W VSYNC立ち上がり検出割り込みステータス（Vsync Rising edge detect 

interrupt Status） 

ITU-R BT.601入力信号の VSYNC立ち上がりエッジ検出を示します。1設

定後、1ライトによって 0クリアします。 

【注】本ビットは、キャプチャが動作していなくても 1設定されます。使

用する際は、必ず 0クリアしてから使用してください。 

15～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 FIS 0 R/W フィールド割り込みステータス（Field Interrupt Status） 

本モジュールのキャプチャアクティブ中にフィールドキャプチャされたこ

とを示します。本ビットは、ITU-R BT.601の有効フィールド検出および

ITU-R BT.656の中で定義された Fビットの変化点で 1設定されます。1設

定後、1ライトによって 0クリアします。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 CES 0 R/W 訂正エラー割り込みステータス（Correct Error interrupt Status） 

本モジュールのキャプチャアクティブ中のタイミングリファレンスコード

に、2ビット以上のエラーが発生したことを示します。1設定後、1ライト

によって 0クリアします。 

本ビットはメインコントロールレジスタ（MC）の ECビットがイネーブル

で、2ビット以上のエラーが発生したときに 1設定されます。もし、1ビ

ットエラーで ECビットがイネーブルの場合、1設定されません。 

2 SIS 0 R/W スキャンライン割り込みステータス（Scanline Interrupt Status） 

本モジュールのキャプチャアクティブ中に、Scanline Interrupt（SI）レジ

スタで設定したラインに達したことを示します。1設定後、1ライトによ

って 0クリアします。 

本ビットは、LCレジスタの値と SIレジスタの設定値が一致した次のライ

ン開始タイミングで、1に設定されます。アサートタイミングを図 12.2に

示します。 

1 EFS 0 R/W 最終フレーム割り込みステータス（End of Frame interrupt Status） 

本モジュールのキャプチャアクティブ中に、最終フレームに達したことを

示します。本ビットは、偶数フィールド（フィールド 2）の終了で 1に設

定されます。1設定後、1ライトによって 0クリアします。 

0 FOS 0 R/W FIFOオーバフロー割り込みステータス（Fifo Over flow interrupt Status） 

本モジュールのキャプチャアクティブ中に、FIFOがオーバフローしたこと

を示します。1設定後、1ライトによって 0クリアします。 

ここで、FIFOがオーバフローした場合、本モジュールでキャプチャされた

ピクセルデータは、FIFO内で上書きされ、フレームバッファに転送されま

す。 

 

VI0_HSYNC#

LC

INTS/SIS

SI SI + 1

SIS SI  

図 12.2 Scanilne Interrupt Status 発生タイミング 
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12.3.19 スキャンライン割り込みレジスタ（SI） 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0
R R R R R R R R R R RR R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0

R R R R R

SI[10:0]

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～0 SI[10:0] H'000 R/W スキャンライン割り込み（Scanline Interrupt） 

IEレジスタの SIEビットを 1設定したとき、各フィールド上において LC

レジスタの値と比較する値を設定します。 

LCレジスタの値と一致した場合に、割り込み信号をアサートします。 
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12.3.20 メモリ転送コントロールレジスタ（MTC） 
 

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

001000 00000 00 0 00

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

001001 00000 00 0 01

R/WR/WR/WR/WRRRRR/WR/WR/WR/WRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ PRIH[3:0] ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ PRIL[3:0]

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

27～24 PRIH[3:0] H'A R/W 高プライオリティ値設定（PRIority High level value） 

メモリ転送時のトランザクション 2語目以降のプライオリティ値を設定し

ます。デフォルト値は 10です。 

23～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

19～16 PRIL[3:0] H'8 R/W 低プライオリティ値設定（PRIority Low level value） 

メモリ転送時のトランザクション開始 1語目のプライオリティ値を設定し

ます。デフォルト値は 8です。 

本ビットは、動作時、常に 9にセットしてください。 

15～0 － H'0008 R リザーブビット 

読み出すと常に H'0008が読み出されます。書き込む値も常に H'0008にし

てください。 

【注】 動作時、本レジスタは H'0A090008にセットして使用してください。 

上記以外の値を設定した場合の動作は、保証できません。 
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12.3.21 Y方向拡大／縮小レジスタ（YS） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

Mantissa Y[3:0] Fraction Y[11:0]

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0
R R R R R R R R R R RR R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～12 Mantissa Y 

[3:0] 

H'0 R/W 

11～0 Fraction Y 

[11:0] 

H'000 R/W 

Y方向の拡大・縮小スケーリング値をそれぞれのmantissaY、fractionYに

より設定します。 

このレジスタ値は、（フィールド当たりのキャプチャライン数）／（フィ

ールド当たりのメモリにライトされたライン数）を示し、下記の式に示す

スケーリング率のmantissaY、fractionYを設定してください。たとえば、

Yスケーリングを 1/2倍にするには、MantissaY=H'2、FractionY=H'000に

設定します。 

Yスケーリング＝4096/ (4096 × MantissaY + FractionY) 

ここで、拡大は最大 3倍までのスケーリングのみ可能です。また、

mantissaY、fractionYがともに 0ならば、スケーリング無効になります。Y

スケーリングが 1倍の場合、スケーリング無効に設定することを推奨しま

す。 
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12.3.22 X方向拡大／縮小レジスタ（XS） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

Mantissa X[3:0] Fraction X[11:0]

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0
R R R R R R R R R R RR R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～12 Mantissa X 

[3:0] 

H'0 R/W 

11～0 Fraction X 

[11:0] 

H'000 R/W 

X方向の拡大・縮小スケーリング値をそれぞれのmantissaX、fractionXに

より設定します。 

このレジスタ値は、（ライン当たりの入力画素数）／（ライン当たりのメ

モリに出力された画素数）を示し下記の式に示すスケーリング率の

mantissaX、fractionXを設定してください。スケーリング設定の際は、係

数セットレジスタ CmA（m=1～8）によるマルチフェーズフィルタによっ

てスケーリングを行うため、必ず係数セットレジスタを設定してください。 

Xスケーリング＝4096/ (4096 × MantissaX + FractionX) 

ここで、拡大は最大 2倍までのスケーリングのみ可能です。また、

mantissaX、fractionX がともに 0ならば、スケーリング無効になります。

スケーリングを 1倍とする場合は、mantissaX、fractionX 共に 0に設定し

てください。 

入力画素 720ピクセルのときの代表的な設定例、および縮小・拡大率を表

12.5に示します。 

 

入力画素 720ピクセルのときの代表的な設定例および縮小・拡大率を以下に示します。 
 

表 12.5 Xスケーリング設定例 

出力画素 縮小・拡大率 設定値 

680 0.943 H'10F8 

800 1.111 H'0E68 

854 1.185 H'0D80 
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12.3.23 データモードレジスタ（DMR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R R R R R R R/W R/W R R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ YMODE ⎯ BPSM⎯ ⎯ ⎯ ⎯ QWSM ABIT DTMD[1:0]⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 YMODE 0 R/W Yデータ転送モード（Y data transfer MODE） 

出力データ変換モード（DTMD）＝B'10（YC分離）設定時の Y/UV(CbCr)

の転送方式を設定します。 

0：Yと UVデータともにメモリに転送します 

1：Yデータのみメモリに転送します 

11～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 QWSM 0 R/W 出力データクアッドワードスワップモード（Quad Word Swap Mode） 

0：出力データの Quad Word（64Bit）入れ替えを行いません 

1：出力データの Quad Word（64Bit）入れ替えを行います 

4 BPSM 0 R/W 出力データバイトスワップモード（Byte Position Swap Mode） 

0：出力データのバイト入れ替えを行いません 

1：出力データのバイト入れ替えを行います 

【注】ビッグエンディアンでYCbCr-422データを出力する場合、通常YUYV

形式での転送となります。UYVY形式で転送する際は本ビットを 1

に設定してください。 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 ABIT 0 R/W アルファビット（Alfa BIT） 

ARGB-1555出力モードのときにデータのアルファ値を設定します。 

0：アルファ値を 0に設定します 

1：アルファ値を 1に設定します 



 

12. ビデオ入力 0（VIN0） 

12-32  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

SH7734

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 DTMD[1:0] 00 R/W データ変換モード（DaTa convert MoDe） 

外部メモリへのデータ変換モードを設定します。 

00：RGB-565または YCbCr-422データとして出力します 

01：ARGB-1555として出力します 

10：YC分離を行い出力します 

11：YCbCr -420として出力します（NV12形式） 

【注】各出力データを選択時は、表 12.6に従い ABIT、YMODE、BPSの

レジスタ値を設定してください。 

 

表 12.6 データ変換設定 

DMR MC 

DTMD[1:0] YMODE BPS 

出力データ形式 備考 

0 RGB-565転送  00 0 

1 YCbCr-422転送  

01 0 0 ARGB-1555転送  

0 1 YC分離転送 Y方向の拡大スケーリングは禁止 10 

1 1 Y転送（モノクロ転送） Y方向の拡大スケーリングは禁止 

11 0 1 YCbCr-420転送 Y方向の拡大スケーリングは禁止 

X方向の取り込みは最大 1024画素 

【注】 上記以外の設定を行った場合の動作は、保証できません。 
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12.3.24 データモードレジスタ 2（DMR2） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R R R R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

VLV[3:0] HLV[11:0]

FPS VPS HPS ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ FTEV FTEHCES ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 FPS 0 R/W フィールド信号極性選択（Field Polarity Select） 

ITU-R BT.601インタフェース入力フィールド信号の極性を設定します。 

0：0=奇数フィールド（フィールド 1）／1=偶数フィールド（フィールド 2） 

1：0=偶数フィールド（フィールド 2）／1=奇数フィールド（フィールド 1） 

30 VPS 0 R/W VSYNC信号極性選択（Vsync Polarity Select） 

ITU-R BT.601インタフェース入力垂直同期信号の極性を選択します。 

0：Lowアクティブ 

1：Highアクティブ 

29 HPS 0 R/W HSYNC信号極性選択（Hsync Polarity Select） 

ITU-R BT.601インタフェース入力水平同期信号の極性を選択します。 

0：Lowアクティブ 

1：Highアクティブ 

28 CES 0 R/W クロックイネーブル極性選択（Clock Enable polarity Select） 

ITU-R BT.601インタフェース入力クロックイネーブルの極性を選択します。 

0：Highアクティブ 

1：Lowアクティブ 

27～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

17 FTEV 0 R/W VSYNCフィールドトグルモードイネーブル（Field Toggle Enable of Vsync） 

VSYNCフィールドトグルモードは、入力 VSYNC信号のアサート回数によ

りキャプチャフィールド信号を変化させるモードです。本モジュールは入力

フィールド信号が変化しないとキャプチャ制御ができないため、プログレッ

シブ画像取り込み時には本モードを設定してください。 

0：VSYNCによるフィールドトグル機能を無効にします。 

1：VSYNCによるフィールドトグル機能を有効にします。トグルまでの期

間は、VLVで設定してください。 

【注】FTEH、FTEVを両方同時に設定しないでください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

16 FTEH 0 R/W HSYNCフィールドトグルカウンタイネーブル（Field Toggle Enable of 

Hsync） 

0：キャプチャアクティブラインによるフィールドトグル機能を無効にし

ます。 

1：キャプチャアクティブラインによるフィールドトグル機能を有効にし

ます。トグルまでの期間は、HLVで設定してください。 

【注】FTEH、FTEVを両方同時に設定しないでください。 

15～12 VLV[3:0] H'0 R/W VSYNCフィールドトグルモード移行期間（Vsync toggle mode Length 

Value） 

VSYNCフィールドトグルモード移行までの垂直同期信号の回数を設定しま

す。VSYNCフィールドトグルモード移行後は、VSYNCタイミングにキャプ

チャフィールド信号をトグル制御します。 

入力フィールド信号の変化点検出により、トグルモードは解除されます。 

H'0：VSYNC単位にフィールド信号を切り替えます 

H'1：VSYNC1回でトグルモードに移行します 

H'2：VSYNC2回でトグルモードに移行します 

H'3：VSYNC3回でトグルモードに移行します 

 ： 

H'E：VSYNC14回でトグルモードに移行します 

H'F：VSYNC15回でトグルモードに移行します 

【注】移行期間カウント中にフィールド信号が変化した場合、回数カウンタ

は初期化されます。 

11～0 HLV[11:0] H'000 R/W HSYNCフィールドトグルカウンタ（Hsync toggLe count Value） 

HSYNCフィールドトグルカウンタは、キャプチャアクティブライン数をカ

ウントし、設定カウント期間に外部フィールド信号が変化しない場合、キャ

プチャフィールド信号をトグル処理します。 

H'000：有効ラインごとにフィールド信号を切り替えます 

H'001：有効ライン 1ラインごとにフィールド信号を切り替えます 

H'002：有効ライン 2ラインごとにフィールド信号を切り替えます 

 ： 

H'FFF：有効ライン 4095ラインごとにフィールド信号を切り替えます 

【注】トグルモードまでの期間は、1VSYNCよりも大きい値を設定してくだ

さい。 
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12.3.25 UVアドレスオフセットレジスタ（UVAOF） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R

UVAOF[24:9]

UVAOF[8:0] ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 UVAOF 

[24:0] 

H'000000 R/W UVデータアドレスオフセット（UV Address OFfset） 

YC分離 YCbCr-422データおよび YCbCr-420データの UVデータに対し、

転送オフセットアドレスを設定します。 

設定値は、128B単位に[31:7]の物理アドレスを設定してください。 

【注】Yの転送容量以上のアドレスを設定してください。容量が不足する

場合、Yデータを上書きしますので注意してください。 

6～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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12.3.26 カラースペース変換係数レジスタ 1（CSCC1） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 0

0 0 0 0 0 0
R R R R R

R/W R/W R/W R/W R/W

R

0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

0 1 0 0 1 0 1 0 0 1

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ YMUL[9:0]

CSUB[7:0]YSUB[7:0]

⎯ ⎯ ⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25～16 YMUL[9:0] H'129 R/W Yデータ乗算係数（Y data MULtiplication coefficient） 

YC (YCbCr-422)→RGB-565色空間変換時の Yデータの乗算係数を設定し

ます。（初期値：1.164/R,G,B共通） 

係数値×256をサインビットなしの 10bit整数値で設定してください。 

15～8 YSUB[7:0] H'10 R/W Yデータ減算係数（Y data SUBtraction coefficient） 

YC (YCbCr-422)→RGB-565色空間変換時の Yの減算係数を設定します。

（初期値：H'16/R,G,B共通） 

サインビットなしで 8bit整数値を設定してください。 

7～0 CSUB[7:0] H'80 R/W CbCrデータ減算係数（CbCr data SUBtraction coefficient） 

YC (YCbCr-422)→RGB-565色空間変換時の Cb/Crの減算係数を設定しま

す。（初期値：H'128/R,G,B共通） 

サインビットなしで 8bit整数値を設定してください。 
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12.3.27 カラースペース変換係数レジスタ 2（CSCC2） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0
R R R R R

R R R R R

R

0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0

0 1 1 0 0 1 1 0 0 0

R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ RCRMUL[9:0]

GCRMUL[9:0]

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25～16 RCRMUL 

[9:0] 

H'198 R/W Rデータ演算時の Cr乗算係数（R CR MULtiplication coefficient） 

YC（YCbCr-422）→RGB-565色空間変換時の Rデータ演算式で Crの乗算

係数を設定します。（初期値：1.596） 

係数値×256をサインビットなしの 10bit整数値で設定してください。 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9～0 GCRMUL 

[9:0] 

H'0D0 R/W Gデータ演算時の Cr乗算係数（G CR MULtiplication coefficient） 

YC（YCbCr-422）→RGB-565色空間変換時の Gデータ演算式で Crの乗算

係数を設定します。（初期値：0.813） 

係数値×256をサインビットなしの 10bit整数値で設定してください。 
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12.3.28 カラースペース変換係数レジスタ 3（CSCC3） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0
R R R R R

R R R R R

R

0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0

0 0 0 1 1 0 0 1 0 0

R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ GCBMUL[9:0]

BCBMUL[9:0]

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25～16 GCBMUL 

[9:0] 

H'064 R/W Gデータ演算時の Cb乗算係数（G CB MULtiplication coefficient） 

YC（YCbCr-422）→RGB-565色空間変換時の Gデータ演算式で Cbの乗

算係数を設定します。（初期値：0.392） 

係数値×256をサインビットなしの 10bit整数値で設定してください。 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9～0 BCBMUL 

[9:0] 

H'204 R/W Bデータ演算時の Cb乗算係数（B CB MULtiplication coefficient） 

YC（YCbCr-422）→RGB-565色空間変換時の Bデータ演算式で Cbの乗

算係数を設定します。（初期値：2.017） 

係数値×256をサインビットなしの 10bit整数値で設定してください。 

 

• CSCC1～3のレジスタの設定値は、下記のYC→RGBカラースペース変換式の各係数になります。 

  R’ = YMUL ( Y – YSUB ) + RCRMUL ( Cr – CSUB ) 

  G’ = YMUL ( Y – YSUB ) – GCRMUL ( Cr – CSUB ) – GCBMUL ( Cb - CSUB ) 

  B’ = YMUL ( Y – YSUB )                              + BCBMUL ( Cb - CSUB ) 

【注】 初期値は ITU-R BT.601規定の係数が設定されます。各係数の設定方法の詳細は、「12.4.7 カラースペース変換」を

参照してください。 
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12.3.29 係数セットレジスタ（CmA、CmB、CmC）（m＝1～8） 

係数セットレジスタは、X Scale（XS）で使用される演算係数です。X Scaleは入力画素に対し 8分解能により

スケーリング処理し、決定された画素を中心とする周辺 9つの演算係数（9タップ）によりスケーリング画素を生

成します。 

以下に 9タップの各係数の概略を示します。各係数はMSBがサインビットです。 

 

表 12.7 タップ係数のビットサイズ 

レジスタ名称（m=1～8） CmA CmB CmC 

9タップ係数 L1 L2 L3 L4 M R4 R3 R2 R1 

ビット幅 10 10 10 10 10 10 10 10 10 

m
=1

m
=2

m
=3

m
=4

m
=5

m
=6

m
=7

m
=8

m
=1

m
=2

m
=7

m
=8

m
=1

m
=2

m
=7

m
=8

m
=1

m
=2

m
=7

m
=8

m
=1

m
=2

m
=7

m
=8... ... ... ...

m
=1

m
=2

m
=7

m
=8

m
=1

m
=2

m
=7

m
=8

m
=1

m
=2

m
=7

m
=8

m
=1

m
=2

m
=7

m
=8... ... ... ...

L1 L2 L3 L4 R1M R2 R3 R4

センタータップ入力画像  

図 12.3 タップ係数のビットサイズ 

 

（1） 係数セットレジスタmA（CmA）（m＝1～8） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ L2[9:6]

L2[5:0] L3[9:0]

L1[9:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

29～20 L1[9:0] H'000 R/W L1係数設定 

19～10 L2[9:0] H'000 R/W L2係数設定 

9～0 L3[9:0] H'000 R/W L3係数設定 
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（2） 係数セットレジスタmB（CmB）（m＝1～8） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ R2[9:6]

R2[5:0] R3[9:0]

R1[9:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

29～20 R1[9:0] H'000 R/W R1係数設定 

19～10 R2[9:0] H'000 R/W R2係数設定 

9～0 R3[9:0] H'000 R/W R3係数設定 

 

（3） 係数セットレジスタmC（CmC）（m＝1～8） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ L4[9:6]

L4[5:0] M[9:0]

R4[9:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

29～20 R4[9:0] H'000 R/W R4係数設定 

19～10 L4[9:0] H'000 R/W L4係数設定 

9～0 M[9:0] H'000 R/W M係数設定 
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12.4 動作説明 

12.4.1 入力インタフェース 

本モジュールは、ITU-R BT.601、ITU-R BT.656および ITU-R BT.1358インタフェースのビデオデータを外部メ

モリへ格納可能なビデオキャプチャモジュールです。 

以下に設定可能なインタフェースおよびデータフォーマットを示します。 
 

表 12.8 ビデオチャネルと対応インタフェース 

ITU-R BT.656 ITU-R BT.601 ITU-R BT.1358 MC/INF[2:0] 

 8bit YCbCr-422  8bit YCbCr-422  18bit RBB-666 16bit YCbCr-422 

000 ○ × × × 

001 × ○ × × 

101 × × × ○ 

111 × × ○ × 

上記以外 × × × × 

【注】 プログレッシブ画像（ITU-R BT.1358）をキャプチャする場合、内部フィールド信号生成機能を必ず設定してください。 

 

各モジュールは、キャプチャ制御を外部からの同期信号により制御します。また、フレーム制御をフィールド

信号により行っており、ITU-R BT.601インタフェースのフィールド信号、および ITU-R BT.656の SAV/EAV（F

ビット）が切り替わらないとフレーム制御ができません。正しいフィールド信号およびタイミングリファレンス

コードを入力してください。 

また、各種インタフェースおよびデータフォーマットは、内部処理において ITU-R BT.656 8bitYCbCr-422に変

換されキャプチャ処理を行います。したがって、メモリに格納されるビデオキャプチャデータは 8bit精度になる

のでご留意ください。 

Input

8

8

8

8

1282416

18

YCbCr-422

YCbCr-422 YCbCr-444

RGB-565
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Converter
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図 12.4 ビデオ入力モジュールのデータフォーマット変換の流れ 
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【注】 本モジュールでは、キャプチャ処理を 8bitYCbCr-422データへ変換してからキャプチャ制御を行うため、入力インタフ

ェースのサンプリング周波数によっては、トラフィック上拡大スケーリング機能が使用できません。「12.5.4（1） 入

力ビデオクロック制約」を参照してください。 

 

（1） ITU-R BT.601/ITU-R BT.656 YCbCr-422 8bitデータフォーマット 

ITU-R BT.601および ITU-R BT.656インタフェースにおける YCbCr-422 8bitデータは多重化された YCbCr= 

4:2:2フォーマットです。データの形式は、UYVY形式（Cb0Y0Cr0Y1形式）に対応します。 

VI_CLK

VI_R5～0

VI_G5～2

VI_G1～0
VI_B5～0 Cb0 Y0 Cr0 Y1 Cb2 Y2 Cr2 Y4

HighまたはLow

HighまたはLow

 

図 12.5 ITU-R BT.601/ITU-R BT656 YCbCr-422 8bitデータフォーマット 

 

（2） ITU-R BT.601 YCbCr-422 16bit インタフェース 

ITU-R BT.601インタフェースにおける YCbCr-422 16bitデータは、8bit（Y）+8bit（CbCr）の YCbCr= 4:2:2フ

ォーマットに対応します。 

VI_CLK

VI_R5～4

VI_R3～0,
VI_G5～2

VI_G1～0,
VI_B5～0

Y0 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7

Cb0 Cr0 Cb2 Cr2 Cb4 Cr4 Cb6 Cr6

HighまたはLow

 

図 12.6 ITU-R BT.601 YCbCr-422 16bitデータフォーマット 

 

16bitデータは、内部サンプリングクロックにより 8bitデータへフォーマット変換（多重化処理）を行ってから

キャプチャ制御を行います。フォーマット変換処理時、メインコントロールレジスタ（MC）/YCALビットを設定

することによりワードスワップ制御が可能です。 
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（3） ITU-R BT.601 RGB-666 18bitインタフェース 

ITU-R BT.601インタフェースにおけるRGB-666 18bitデータは、色変空間が ITU-R BT.601および ITU-R BT.709

で規定された RGB=6:6:6フォーマットに対応します。入力フォーマットは、メインコントロールレジスタ（MC）

/CFSLビットで色空間を設定してください。 

VI_CLK

VI_R5～0

VI_G5～0

VI_B5～0

R0 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

G0 G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7

B0 B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7

 

図 12.7 ITU-R BT.601 RGB-666 18bitデータフォーマット 

 

12.4.2 エラー訂正機能 

ITU-R BT.656によるキャプチャリング時、タイミングリファレンスコード（SAV/EAV）のエラー訂正が可能で

す。ITU-R BT.656のタイミングリファレンスコード（SAV/EAV）は、4つの保護ビットを持ち、これらの保護ビ

ットを用いてインタフェース上の 1ビットエラー訂正のみ可能です。 

ここで、割り込みイネーブルレジスタ（IE）/CEEビットに 1を設定し、本モジュールがエラー訂正できない場

合、割り込みステータスレジスタ（INTS）/CESビットの設定とともに割り込み信号を発生します。エラー訂正で

きる場合は、割り込み信号は発生しません。 
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12.4.3 キャプチャモード 

本モジュールでは、シングルフレームキャプチャモードと、連続フレームキャプチャモードのキャプチャモー

ドの動作モードが選択可能です。 

シングルキャプチャモードは、メインコントロールレジスタ（MC）/IMビットに取り込みフィールド設定後、

フレームキャプチャレジスタ（FC）/SCビットを 1設定により動作します。SCビットライトタイミング（現在の

スキャンライン位置）が前クリップ開始ラインレジスタ（SLPrC）の値より小さい場合は、現在のフレームを取り

込み、それ以外は次のフレームを取り込みます。取り込まれたフレームは、メモリベース 1レジスタ（MB1）に

設定したメモリアドレスへ格納されます。 

連続フレームキャプチャモードは、メインコントロールレジスタ（MC）/IMビットに取り込みフィールド設定

後、FCレジスタ/CCビットを 1に設定により動作します。キャプチャデータは、MB1～MB3レジスタに設定した

アドレスへ、順次転送されます。このとき、最新のキャプチャしたフレーム IDは、モジュールステータスレジス

タ（MS）/FBSビットで参照可能です。 

ここで、メインコントロールレジスタ（MC）/IMビットがフルインタレースモード設定時、取り込み開始フィ

ールドを奇数フィールド（フィールド 1）として、1ラインおきにメモリへ格納し、次フィールドを偶数フィール

ド（フィールド 2）とし、1ラインおきに交互にメモリへ格納することでインタレース合成を行います。取り込み

開始フィールド（トップフィールド）は、メインコントロールレジスタ（MC）/FOCビットにより切り替え可能

です。 

以下に奇数フィールド（フィールド 1）をトップフィールド、メモリ幅を H'200、MB1を H'0000に設定したフ

ルインタレース取り込み概略図を示します。 

Odd Field

Even Field

H'0000

H'0200

H'0400

H'0600

H'0800

H'0A00

H'0C00  

図 12.8 フルインタレース取り込み例 

 

ここで、キャプチャシーケンスは、ITU-R BT.601または 656インタフェースのフレーム信号切り替わりを検出

してから、キャプチャ動作を開始します。フィールド信号が変化しないプログレッシブデータの取り込みには、

内部フィールド信号生成機能を併用し、内部フィールド信号が切り替わるように設定してください。 
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12.4.4 サイズクリッピング 

キャプチャした画像データは、前クリップ開始ラインレジスタ（SLPrC）、前クリップ終了ラインレジスタ

（ELPrC）、前クリップ開始画素レジスタ（SPPrC）および前クリップ終了画素レジスタ（EPPrC）レジスタの設

定値によりプレクリッピングされます。 

水平、垂直スケーリング後、後クリップ開始ラインレジスタ（SLPoC）、後クリップ終了ラインレジスタ（ELPoC）、

後クリップ開始画素レジスタ（SPPoC）、および後クリップ終了画素レジスタ（EPPoC）の設定値によりポストク

リッピングされます。サイズクリッピングの例を図 12.9に示します。 

Input Field

0

0

2047

2047

SPPrC EPPrC

Pre-Clipped Field

Scaled Field

SPPoC EPPoC

00
Nx-1

Ny-1

Post-Clipped Field

To Graphic Memory

Horizontal and Vertical Scaling

SLPrC

ELPrC

SLPoC

ELPoC

 

図 12.9 クリッピングの例 

 

ここで、すべてのポストクリップラインに関して、メモリにライトされる各ラインの長さが画素ストライドレ

ジスタ（IS）で定義され、ポストクリップされたフレーム幅より大きくは設定できますが、小さくはできません。

ISレジスタには、水平方向のポストクリップ幅より大きい値を設定してください。また、図 12.9の Input Fieldは、

ビデオデコーダからの有効な画像領域を示しており、本モジュールではこの画像領域以上の取り込みはできませ

ん。 
 

【注】 前クリップ開始ラインレジスタ（SLPrC）、前クリップ終了ラインレジスタ（ELPrC）、前クリップ開始画素レジスタ

（SPPrC）、および前クリップ終了画素レジスタ（EPPrC）の設定値は、すべて有効画面領域の開始位置からの値にな

ります。 

具体的には、ITU-R BT.601では VI_CLKENBの開始から、ITU-R BT.656では SAV（Start of Active Video）信号を起点

としています。 
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12.4.5 垂直方向スケーリング 

本モジュールの垂直方向スケーリングは、キャプチャされたライン近傍の 2点間補間により垂直方向の拡大／

縮小スケーリングを行いラインを生成します。垂直方向スケーリングは、Y方向拡張／縮小レジスタ（YS）の

mantissaY、fractionYの組み合わせによって、キャプチャラインより生成ラインポジションを選定し、新しいライ

ンを生成します。 

YSレジスタの mantissaY、fractionYともに 0に設定することによって、Yスケーリング機能は無効になります。 

キャプチャラインより少ないラインを生成することにより、縮小スケーリングを実現しています。拡大、縮小

スケーリングの例を図 12.10に示します。 

【注】 フルインタレースキャプチャモードでの垂直拡大スケーリング設定は、フィールド単位の拡大処理後にメモリ上にてフ

ルインタレース合成を行うため、スケーリング率によってはラインの逆転が発生する場合があります。事前に画質を評

価したうえで使用してください。 

Input Line 1

Line 2

Line 3

Line 4

Line 5

Line 6

Line 7

Input Line 1

Line 2

Line 3

Line 4

Line 5

Line 6

Line 7

Output Line 2.4

1.0

3.8

5.2

6.6

mantissa.fraction = 1.4mantissa.fraction = 0.8

1.0

3.4

5.0

6.6

1.8

4.2

5.8

拡大スケーリング 縮小スケーリング

Output Line 2.6

 

図 12.10 垂直方向拡大・縮小スケーリング例 

 

この垂直方向スケーリングブロックによって生成されたライン数は、下記のとおりとなります。 
 

, 
4096 × MantissaY + FractionY

4096 × (ELPrC − SLPrC)

when {4096 × (ELPrC − SLPrC)}%(4096 × MantissaY + FractionY) = 0

−1,
4096 × MantissaY + FractionY

4096 × (ELPrC − SLPrC)

Int

Ny =

 
 

ここで、 

ELPrCは、前クリップ終了ラインレジスタ（ELPrC）の値です。 

SLPrCは、前クリップ開始ラインレジスタ（SLPrC）の値です。 

MantissaYと FractionYは、YSレジスタの値です。 
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12.4.6 水平方向スケーリング 

本モジュールでは、9タップマルチフェーズフィルタにより水平方向の縮小スケーリングを行い、画素を生成し

ます。ここで、水平方向の拡大スケーリングは、取り込んだ入力画素を 2倍にし、9タップマルチフェーズフィル

タの縮小スケーリングにより、2倍までの拡大機能を実現しています。水平方向スケーリングは、X方向拡張／縮

小レジスタ（XS）の mantissaX、fractionXの組み合わせによって設定され、ポリフェーズフィルタにより、新た

な画素の位置を決定します。選択された係数は、8つの係数の内の 1つで、出力画素位置によって決定します。 

図 12.11は、mantissaX、fractionX を 1.2に設定した場合の例です。このケースでは、係数セットの C2が選択

されます。 

Output Pixels

Input Pixels

Simplified impulse
response showing two

different coefficient sets

2.21.0

mantissa.fraction = 1.2

32 541 6

3.4 4.6 5.8

1

2 3 4 5 6 7 8

1

Coefficient Set

 

図 12.11 画素位置と係数セット 

 

図 12.12は、異なる出力画素位置での係数セットの例です。それぞれの係数セットは、9つの係数セットを持ち

ます。全部で 72の係数が水平方向スケーリングで使われます。係数セット内の各係数は、10ビットの幅を持ち、

MSBがサインビットとなります。この水平方向スケーリングは、すべての 8つの係数セットレジスタの中へ同じ

係数を設定することによって、シングルフェーズフィルタとしてマルチフェーズフィルタを使うことができます。 
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Y8Y7Y6Y5Y4Y3Y2Y1Y0

入力画素

C2R1

time

C2R2 C2R3 C2R4 C2M C2L4 C2L3 C2L2 C2L1係数セット

time

Y"

サブサンプル
ポジション

(a) C2係数セットにより算出されるサブサンプルポジション= 1/8

1/13.5MHz

Y8Y7Y6Y5Y4Y3Y2Y1Y0

入力画素

C6R1

time

C6R2 C6R3 C6R4 C6M C6L4 C6L3 C6L2 C6L1係数セット

time

Y"

サブサンプル
ポジション

(b) C6係数セットにより算出されるサブサンプルポジション= 5/8

1/13.5MHz

 

図 12.12 選択された係数セットでの係数の例 

 

本スケーリング機構は、スケーリング比に依存した異なる係数値を必要とします。選択される係数セットの 1

例を下記に示します。係数、CmM、CmLi、および CmRi（m=1, 2, 3, - - - , 8; i=1, 2, 3, and 4）は、以下の式によっ

て決定します。 
 

 ×

4α
2t2

cossin

T = 8 × MantissaX + FractionX [11:9]

T2

T

T

T
h(t)=

CnLi = β⋅h(−(n−1) + 8(5−i))

CnRi = β⋅h(−(n−1) − 8(5−i))

CnM = β⋅h(−(n−1))

απt

πt

πt

1−
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MantissaXと FractionXは、XSレジスタの値です。パラメータβは、標準化パラメータです。方程式上では、h(t)

は余弦特性により、α（0＜α≦1）の場合は、9タップフィルタを用いて実行されます。確実なスケール画像を得

るためには、各係数セットが標準化した次式を用いて満たされる必要があります。これは上式で選択された固有

のβ値によって実行します。 
 

44

i=1i=1
CnM + ∑CnRi + ∑CnLi = 512

 
 

本水平方向スケーリングブロックによって生成した画素数は、次のとおりとなります。 
 

4096 × MantissaX + FractionX

4096 × (EPPrC − SPPrC)
+1Nx = Int

 
 

ここで、 

EPPrCは、前クリップ終了画素レジスタ（EPPrC）の設定値です。 

SPPrCは、前クリップ開始画素レジスタ（SPPrC）の設定値です。 

MantissaXとFractionXは、XSレジスタの値です。 

 

12.4.7 カラースペース変換 

スケーリング処理後の YCbCrデータに対して RGBへのカラースペース変換が可能です。 

カラースペース変換は、内部 8bit YCbCrデータに対して、カラースペース変換係数レジスタ 1～3（CSCC1～

CSCC3）で設定された 3×3のマトリックス係数を用い、R'G'B'-888データへのカラースペース変換（色空間変換）

を行います。 

マトリックス係数は、各係数を可変にすることで入力されるデータレンジに柔軟に対応するとともに、メイン

コントロールレジスタ（MC）/BPSビットにより、RGB変換を行わずにキャプチャデータを YCbCrデータのまま

メモリへ格納することも可能です。 

入力 YCbCrデータに対するカラースペース変換処理のカラースペース変換係数レジスタ 1～3（CSCC1～

CSCC3）の対応を以下に示します。ここで、算出される R'G'B'-888データは内部データフォーマットであり、メ

モリ格納には RGB-565に変換されたデータがメモリ格納されます。 
 

R' = YMUL (Y – YSUB) + RCRMUL (Cr – CSUB) 

G' = YMUL (Y – YSUB) – GCRMUL (Cr – CSUB) – GCBMUL(Cb – CSUB) 

B' = YMUL (Y – YSUB)                    + BCBMUL(Cb – CSUB) 

 

ここで、 

YMUL ：8bitデータレンジ（255）÷Y信号データレベル（219レベル（16≦Y≦235）） 

YSUB ：Yデータの正規化オフセット 

CSUB ：Cb、Crデータの正規化オフセット 

RCRMUL ：赤色用Cr係数 
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GCRMUL ：緑色用Cr係数 

GCBMUL ：緑色用Cb係数 

BCBMUL ：青色用Cb係数 

 

カラースペース変換係数レジスタ 1～3（CSCC1～CSCC3）の設定例を以下に示します。各係数の詳細はレジス

タ項目を参照ください。 
 

表 12.9 カラースペース変換係数レジスタ 1～3（CSCC1～CSCC3）設定例 

CSCC1 CSCC2 CSCC3 カラースペース 

変換例 YMUL YSUB CSUB RCRMUL GCRMUL GCBMUL BCBMUL 

ITU-R BT601(初期値) 

16≦Y≦235、16≦Cb、Cr≦240 

1.164 16 128 1.596 0.813 0.392 2.017 

輝度拡張例 

1≦Y≦254、16≦Cb、Cr≦240 

1.008 1 128 1.596 0.392 0.813 2.017 

 

ここで、加算係数は、全ビットを整数値。また、乗算係数は、256倍した値を設定してください。 

（例）乗算係数が1.164の場合 

 1.164×256=297（設定値：B'0100101001） 

【注】 カラースペース変換係数レジスタ 1～3（CSCC1～CSCC3）は、RGB画像データが 0≦R',G',B'≦255の範囲になるよ

うに設定してください。RGB画像データが 0以下の場合は 0、255以上の場合は 255になります。 

 

12.4.8 ディザリング 

ディザリングは、内部カラースペース変換された R'G'B'-888を RGB-565に変換する際、RGB各下位ビットごと

に加算処理される誤差拡散です。本機能は RGB変換時、常に実行されます。 
 

 

Rn [7:3] <= (R'n[7:0]) + R'n−1[2:0]) >> 3

Gn [7:2] <= (G'n[7:0]) + G'n−1[1:0]) >> 2

Bn [7:3] <= (B'n[7:0]) + B'n−1[2:0]) >> 3  

ここで、 

Rn , Gn , Bn ：出力RGB565画素 

R'n , G'n, B'n ：入力R'G'B'888画素 

R'n-1 , G'n-1 , B'n-1 ：擬似ランダムエラー（累積誤差からのLSB） 
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12.4.9 内部フィールド信号生成機能 

ビデオ入力モジュールは、インタレース方式のキャプチャ制御であり、外部フィールド信号が変化しない場合、

正しいキャプチャ制御ができません。 

内部フィールド信号生成機能は、プログレッシブデータキャプチャなど、入力フィールド信号が切り替わらな

いインタフェースでも、キャプチャフィールド信号を制御しキャプチャ制御を行います。内部フィールド生成機

能は、データモードレジスタ 2（DMR2）/FTEVおよび FTEHビットにより、以下の設定が可能です。 

• VSYNCフィールドトグルモード（データモードレジスタ2（DMR2）/FTEV=1） 

VSYNCフィールドトグルモードは、データモードレジスタ2（DMR2）/VLVビットで設定した入力VSYNC

回数以上、入力フィールド信号が変化しない場合、VSYNCフィールドトグルモードに移行し、キャプチャフ

ィールド信号を制御するモードです。トグルモード移行後、外部フィールド信号の変化点検出により、トグ

ルモードを解除します（入力フィールド信号に従いキャプチャ制御を行います）。 

• HSYNCフィールドトグルカウンタ（データモードレジスタ2（DTMR2）/FTEH=1） 

HSYNCフィールドトグルカウンタは、キャプチャアクティブライン数をカウントし、データモードレジスタ

2（DMR2）/HLVビットの設定範囲内に外部フィールド信号が変化しない場合、キャプチャフィールド信号

を制御します。 

【注】 データモードレジスタ 2（DTMR2）/FTEVおよび FTEHビットを同時設定しないでください。 

 トグルモード解除直後、入力フィールド信号の状態によってはキャプチャ制御が 1VSYNCスキップされます。 

VI_VSYNC#

VI_FIELD

VI_DATA

キャプチャデータ

キャプチャフィールド

VLV=1

1 2 3 4 5 6

1 2 4 5

トグルモード トグルモード解除

取り込み制御が
1VSYNCスキップされます  

図 12.13 VSYNCフィールドトグルモード概略および注意点 
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12.4.10 YUVデータの Yと UVデータへの分離 

YUVデータをメモリ転送する際、Yデータと UV（CbCr）データを分離して、別のアドレス空間へ転送するこ

とができます。 

データモードレジスタ（DMR）/DTMD[1:0]ビットを B'10に設定することで、YUVの分離転送を行います。 

その際、Yデータは、Memory Baseに設定したアドレスに転送され、UVデータはMemory Baseに UVアドレス

オフセットレジスタ（UVAOF）で設定した値を加算したアドレスに転送されます。 

また、データモードレジスタ（DMR）/YMODEビットを 1に設定すると、分離した Y/UVデータのうち Yデー

タのみをメモリに転送します（このモードの場合、UVデータはメモリへ転送されません）。 

【注】 このモードを使用する場合は、Y方向の拡大スケーリングを行わないでください。 

DMR/DTMD=B'10
DMR/YMODE=0

DMR/DTMD=B'10
DMR/YMODE=1

MB1～3 ISMB1～3

U
V

A
O

F

U
V

A
O

F

IS

Y0 Y1 Y2 Y3 … Y0 Y1 Y2 Y3 …

U0 V0 U2 V2 …

 

図 12.14 ビッグエンディアン時の Y/UV分離図 
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12.4.11 YCbCr-422→YCbCr-420変換機能 

データモードレジスタ（DMR）/DTMD[1:0]ビットを B'11に設定することで、YCbCr-422から NV12形式の

YCbCr-420フォーマット変換が可能です。このモードでは、キャプチャフィールドの UV（CbCr）データを基に 2

ライン間平均化データを生成し、2ラインに一度メモリへ転送します。 

Yデータは、YUV分離モード時と同様に毎ライン転送を行います。 

UV（CbCr）データの転送先は、YUV分離モード時と同様に、Memory Baseに UVアドレスオフセットレジス

タ（UVAOF）で設定した値を加算したアドレスに転送されます。 

【注】・このモードを使用する場合は、Y方向の拡大スケーリングを行わないでください。 

・本モードでの X方向の取り込みサイズは、最大 1024画素です。 

 

12.4.12 出力データフォーマット 

本モジュールで出力する画像データには、次の形式があります。各フォーマットは、ユニファイドメモリ上に

リトルエンディアンで配置された場合のデータ構成を示します。 

（1） YC：YCbCr-422 

YC(YCbCr)＝4:2:2形式の YUV画像データです。YCのデータは、DMR/BPSMビットにおいて UYVY形式と

YUYV形式が切り替え可能です。 

ここで、MC/ENビットでビッグエンディアンに設定した場合は、DMR/BPSM=0：YUYV形式／BPSM=1：UYVY

形式となります。 
 

• DMR/BPSM=0：UYVY形式 
YCbCr-422データ（UYVY形式）             

D63～D48 63       56 55       48 

画像データ 3、4 Y3 V2 

                 

D47～D32 47       40 39       32 

画像データ 3、4 Y2 U2 

                 

D31～D16 31       24 23       16 

画像データ 1、2 Y1 V0 

                 

D15～D0 15       8 7       0 

画像データ 1、2 Y0 U0 
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• DMR/BPSM=1：YUYV形式 

YCbCr-422データ（YUYV形式）             

D63～D48 63       56 55       48 

画像データ 3、4 V2 Y3 

                 

D47～D32 47       40 39       32 

画像データ 3、4 U2 Y2 

                 

D31～D16 31       24 23       16 

画像データ 1、2 V0 Y1 

                 

D15～D0 15       8 7       0 

画像データ 1、2 U0 Y0 

 

（2） YC分離：YCbCr-422、YCbCr-420 

YC(YCbCr)＝4:2:2形式および YC(YCbCr)=4:2:0形式の YUV画像データです。UVデータは、NV12形式にのみ

対応します。 

データモードレジスタ（DMR）/DTMD[1:0]ビットを、B'10に設定することで 4:2:2形式に、B'11に設定するこ

とで 4:2:0形式となります。 

UVデータは、Memory Baseに UVアドレスオフセットレジスタ（UVAOF）で設定した値を加算したアドレス

に分離され、Yデータのみ転送モード時、UVデータは転送されません。 

 

Yデータ             

D31～D16 31       24 23       16 

画像データ 3、4 Y3 Y2 

                 

D15～D0 15       8 7       0 

画像データ 1、2 Y1 Y0 

 

Cb、Crデータ             

D31～D16 31       24 23       16 

画像データ 3、4 V2 U2 

                 

D15～D0 15       8 7       0 

画像データ 1、2 V0 U0 
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（3） 16bit/pixel：RGB-565 

RGBのレベルを R：5、G：6、B：5bit で表現します。 
 

16bit/pixelデータ（RGBデータ）フォーマット           

D15～D0 15    11 10     5 4    0 

 R G B 

 

（4） 16bit/pixel：ARGB-1555 

ARGBのレベルを A：1、R：5、G：5、B：5bitで表現します。ARGB-1555データへの変換は、RGB-565デー

タの Gデータ下位 1ビットを削除し、レジスタで指定した A値を付与します。 

ARGB-1555データへの変換は、データモードレジスタ（DMR）/DTMD[1:0]ビットを B'01に設定することで行

い、A値は DMR/ABITで設定します。 
 

16bit/pixelデータ（ARGBデータ）フォーマット          

D15～D0 15 14    10 9    5 4    0 

 A R G B 

 

12.4.13 エンディアン変換 

本モジュールのキャプチャデータは、初期値リトルエンディアンでメモリ格納します。メインコントロールレ

ジスタ（MC）/ENビットを 1に設定することで、ビッグエンディアンにエンディアン変換したメモリ格納が可能

です。 

ここで、エンディアン変換制御は、メインコントロールレジスタ（MC）/ENビットでワード単位の変換制御を

行い、データモードレジスタ（DMR）/BPSMビットによりバイト単位のスワップ制御を行っています。ビッグエ

ンディアン変換を行う際には、データモードレジスタ（DMR）/DTMDビットおよび、メインコントロールレジス

タ（MC）/BPSビットで設定されるデータフォーマットごとに下表のように設定してください。 
 

表 12.10 データフォーマットとビッグエンディアン変換 

データフォーマット DMR/DTMD MC/BPS DMR/BPSM エンディアン変換の単位 

RGB-565 B'00 0 0 ワード単位 

YCbCr-422 B'00 1 1 バイト単位 

ARGB-1555 B'01 0 0 ワード単位 

YC B'10/ B'11 1 0 バイト単位 

 

以下に各単位におけるエンディアン変換を図に示します。 
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127 120 119 112 111 104 103 96

7 0 15 8 23 16 24 31

31 24 23 16 15 8 7

LitteleEndian

LitteleEndian

BigEndian

BigEndian

0

127 112 111 96 31 16 15 0

15 0 31 16 111 96 127 112

103 96 111 104 119 112 127 120

バイト単位のエンディアン変換
・8bit/pixel（YCbCr-422、YC）

ワード単位のエンディアン変換
・16bit/pixel（RGB-565、ARGB-1555）

15 14 13 12

0

7 6

0 1

1 0

6 7

1 2 3

3 2 1 0

12 13 14 15

 

図 12.15 リトル／ビッグエンディアン時のデータアライメント変換図 

 

また、上記エンディアン変換データに対して、データモードレジスタ（DMR）/QWSMビットによりクアッド

ワード（64ビット）単位のスワップ制御が可能です。クアッドワード単位のスワップ制御により、エンディアン

が異なる 64ビットモジュールへの画像データ処理が可能となります。 

以下に 16Bit/pixel形式におけるクアッドワードのデータスワップ変換図を示します。 

LitteleEndian

QuadWord 単位の
BigEndian

127 112 111 96 95 80 79 64 63 48 47 32 31 16 15 0

127 112 111 96 95 80 79 64 63 48 47 32 31 16 15 0

クアッドワード単位のデータスワップ変換
・16bit/pixel（RGB-565、ARGB-1555）

7 6 5 4 3 2 1 0

3 2 1 0 7 6 5 4  

図 12.16 クアッドワード単位のデータスワップ変換図 
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12.5 使用上の注意事項 

12.5.1 モジュールスタンバイモード 

VINに供給するクロックを停止するモジュールスタンバイモードをサポートしています。 

スタンバイモードの期間、VINへのアクセスはしないようにしてください。 
 

12.5.2 モジュールスタンバイモードへの遷移 

1. メインコントロールレジスタ（MC）/MEビットとフレームキャプチャレジスタ（FC）/CCビットおよびSC

ビットをともに0にし、ビデオ入力モジュールを停止させます。 

2. モジュールステータスレジスタ（MS）/CAビットが0になったことを確認してください。 

3. クロックを停止してください。 

 

12.5.3 モジュールスタンバイモードの解除と再起動 

1. クロックを起動してください。 

2. メインコントロールレジスタ（MC）/MEビットを1にし、ビデオ入力モジュールを起動させます。 

3. フレームキャプチャレジスタ（FC）/CC）ビットまたはSCビットを1にしてください。 

 

12.5.4 使用制限 

VINを使用する際に使い方によっては、正常に動作しない場合がありますので注意が必要です。 

以下に注意が必要なケースを示します。 

（1） 入力ビデオクロック制約 

入力ビデオクロックの上限は、クロックモード、取り込みインタフェースおよびスケーリング設定により異な

ります。本モジュール単体でのビデオクロック上限値を下記に示しますが、他モジュールのユースケースにより

その上限値では動作できない可能性があります。特に拡大を行う場合は、十分評価のうえ入力ビデオクロックを

設定してください。 

制限以外の取り込み動作は、保証できません。 

（a） モジュール単体でのビデオクロック上限値 

• 177MHzクロックモード 

垂直スケーリング率 YS 取り込みモード 水平スケーリング率

XS 0.0≦YS≦1.0 1.0＜YS≦2.0 2.0＜YS≦3.0 

0.0≦XS≦1.0 80MHz 80MHz 80MHz ITU-R BT601 YCbCr-422 8bit 

ITU-R BT656 YCbCr-422 8bit 1.0＜XS≦ 2.0 45MHz 45MHz 40MHz 

0.0≦XS≦1.0 40MHz 40MHz 40MHz ITU-R BT601 RGB-666 18bit 

ITU-R BT1358 YCbCr-422 16bit 1.0＜XS≦ 2.0 20MHz 20MHz 15MHz 
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• 200MHzクロックモード 

垂直スケーリング率 YS 取り込みモード 水平スケーリング率

XS 0.0≦YS≦1.0 1.0＜YS≦2.0 2.0＜YS≦3.0 

0.0≦XS≦1.0 80MHz 80MHz 80MHz ITU-R BT601 YCbCr-422 8bit 

ITU-R BT656 YCbCr-422 8bit 1.0＜XS≦ 2.0 52MHz 52MHz 45MHz 

0.0≦XS≦1.0 45MHz 45MHz 45MHz ITU-R BT601 RGB-666 18bit 

ITU-R BT1358 YCbCr-422 16bit 1.0＜XS≦ 2.0 22MHz 22MHz 20MHz 

 

（2） ITU-R BT.601 18ビット RGB-666キャプチャ動作 

ITU-R BT.601 18ビットRGB-666キャプチャ動作では、入力RGB-666画像データを内部YUVデータに変換後、

キャプチャ処理を行います。したがって、入力画像品質より画質低下が発生してしまいますのでご留意ください。 
 

（3） レジスタ更新制約 

キャプチャ動作中にレジスタ更新を行うと、レジスタ更新直後のキャプチャデータは保証できません。レジス

タ更新を行う場合、「表 12.3 レジスタ構成」にて内部更新モード対応レジスタは、MC/VUPビットにより VIN

レジスタ内部更新を設定してください。それ以外のレジスタ更新は、キャプチャ動作を停止してからレジスタの

更新を行ってください。 
 

（4） ビデオ表示動作 

本モジュールを用いたビデオ表示は、表示ユニットとのフレーム更新タイミングは非同期となり、スムーズな

フレーム表示が行えません。 
 

（5） フィールドキャプチャモード画像品質 

MC/IMインタレースモードビット設定による、奇数フィールド、奇数／偶数フィールド、偶数フィールドキャ

プチャ画像は、入力インタレース画像に対して 1ラインおきのフィールド画像品質です。したがって、ビデオ表

示される水平解像度は、フィールド単位の解像度となるので留意ください。 
 

（6） フルインタレースモード画像品質 

フルインタレース合成モードは、インタレース方式上時間軸の異なるフィールドデータをメモリ上でインタレ

ース合成します。したがって、合成画像は、コーミングノイズなどの横縞ノイズが発生するので留意ください。 
 

（7） 垂直スケーリング制約 

垂直拡大スケーリングとフルインタレース合成設定は、拡大処理後メモリ上でインタレース合成処理を行うた

め、スケーリング率によっては取り込みラインの入れ替え現象が起こります。画像を評価した上で使用してくだ

さい。 
 

（8） 割り込みイベントタイミング 

本モジュールよりアサートされる割り込みイベントは、VIN内部の割り込みイベント発生タイミングを示して

おり、キャプチャデータのメモリ転送完了を示すものではありませんので、留意ください。 
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（9） YCbCr-420データフォーマット変換 

• 垂直方向の拡大スケーリング設定時は、YCbCr-420データフォーマット変換はできませんので、注意してく

ださい。 

• フルインタレースモードかつYCbCr-420データフォーマット変換は、本モジュールのキャプチャ方式上、フ

ィールド単位のYCbCr-420フォーマット変換後、メモリ上でインタレース合成処理を行います。したがって、

メモリ上のUVデータは、入力インタレース画像間のUVデータ生成ではありませんので、留意ください。 

 

（10） ピクセルポストクリップ設定 

ピクセルポストクリップ設定されたクリッピングデータは、YCbCr-422データ形式に従いメモリ転送されます。

したがって、EPPoC-SPPoCクリッピングサイズが奇数の場合、クリッピングサイズ+1された偶数サイズに正規化

されるので、注意ください。 
 

（11） カラースペース変換時の係数設定 

カラースペース変換係数レジスタ 1～3（CSCC1～CSCC3）は、生成する RGB画像データが 0≦R', G', B'≦255

の範囲になるように設定してください。0以下の場合は 0、255以上の場合は 255になります。 
 

（12） 拡大スケーリング 

水平および垂直方向の拡大スケーリングを設定した場合、トラフィック増加に伴うメモリ転送量が増大します。

内部バスへの使用率が上がることでシステム全体の転送効率が悪化する可能性があるため、システム全体のトラ

フィック量を考慮したうえで使用してください。 
 

（13） 1ライン中の取り込み画素上限値 

1ライン中の取り込み画素数については、スケーリングや出力データの種類により、以下の上限となります。 

なお、ライン数についての制限はありません。 

1ライン中の取り込み画素上限値 条件 

プレクリップ ポストクリップ 

X方向の拡大スケーリングと Y方向のスケーリングの競合時 768画素 1536画素 

Y方向の拡大スケーリング時（X方向の拡大スケーリングなし） 1536画素 1536画素 

出力データフォーマットが YCbCr-420のとき 2048画素 1024画素 

上記以外 2048画素 2048画素 

 

（14） YC分離機能制約 

• UVデータを格納するUVアドレスオフセットレジスタ（UVAOF）は、YデータとUVデータの格納先が重なら

ないような設定をしてください。YデータとUVデータの格納先が重なる設定をした場合、Yデータが上書き

されてしまいます。 

• 垂直方向の拡大スケーリング設定と、YC分離転送およびY転送設定は、設定禁止です。 
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12.6 付録 

12.6.1 水平方向（x方向）スケーリング時の係数セットレジスタ設定例 

係数セットレジスタの設定は、下表を参照してください。 
 

表 12.11 係数セットレジスタ設定例 

• α＝0.6 and X Scale (XS) = H'00001600 

m CmA CmB CmC 

1 H'00000BDD H'00000BDD H'06519578 

2 H'3FF007DA H'00000BE3 H'03C24973 

3 H'3FF003D9 H'00000BE9 H'01B30D5F 

4 H'3FFFF7DF H'001003F1 H'0003C542 

5 H'000FDFEC H'001003F7 H'3EC4711D 

6 H'000FC400 H'002FFFFD H'3DF504F1 

7 H'001FA81A H'002FFC00 H'3D9578C3 

8 H'002F8C3C H'00100000 H'3DB5C492 

 

• α＝0.6 and X Scale (XS) = H'00002000 

m CmA CmB CmC 

1 H'000FA400 H'000FA400 H'09625902 

2～8 H'00000000 H'00000000 H'00000000 
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13. ビデオ入力 1（VIN1） 

ビデオ入力 1（VIN1）は、ITU-R BT.656インタフェース対応のビデオキャプチャモジュールです。VIN1ではビ

デオデコーダからの偶数・奇数フィールド単位にキャプチャ制御を行い、キャプチャした 4:2:2YCbCr画像データ

を、メモリに格納します。 

ここで、キャプチャ制御するフィールドは最大入力 720 x 480のピクセルサイズに対して水平、垂直方向の拡大

／縮小スケーリングを行い最大 1024 x 960のピクセルサイズまで出力可能です。 

13.1 特長 

• ITU-R BT.656インタフェース 

• スケーリング前／後でのサイズクリッピング可能 

• 9タップマルチフェーズフィルタを使った水平方向（x方向）の拡大（最大2倍まで*）／縮小スケーリング 

【注】 * ただし、水平方向の出力最大画素は 1024画素。 

 

• 2点間補間を使用した垂直方向（y方向）の拡大（最大2倍まで）／縮小スケーリング 

 

図 13.1に VIN1のブロック構成図を示します。 

ITU-R BT.656 
デコーダ

プレクリッピング Yスケール X スケール
ポスト 

クリッピング

SHwyバス 
インタフェース

SHwyバス

ラインメモリ
シングルポートRAM

コントロールブロック

SHwyバスバッファ
2ポートRAM

VIN

レジスタバス

ビデオクロック 
動作部 Pixelクロック動作部

周辺クロック動作部

ITU-R BT.656
インタフェース

 

図 13.1 ブロック図 
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13.2 入出力端子 

表 13.1 入出力端子 

端子名 名  称 入出力 備   考 

VI1_CLK_x*1 ビデオクロック入力 入力 ITU-R BT.656インタフェース 

外部非同期信号 

27MHzクロック（typ） 

VI1_7_x～VI1_0_x*2 ビデオデータ入力 入力 ビデオデータ 

【記号説明】x：Aまたは B（ミラー端子 Aまたはミラー端子 B） 

【注】 *1 未使用時はフローティングにしないでください。ハイレベルもしくはローレベルに固定してください。 

 *2 未使用時はローレベルに固定してください。 

 

13.3 機能概要 

本モジュールの機能概要を以下に示します。 

• ITU-R BT.656インタフェース 

• エラー訂正機能 

• 垂直方向スケーリング 

• 水平方向スケーリング 

• サイズクリッピング 

• キャプチャモード 

• エンディアン変換と出力アドレス 

 

13.3.1 ITU-R BT.656インタフェース 

本モジュールは、ITU-R BT.656仕様に従ったビデオストリームのキャプチャリングが可能です。 

また、VI1_CLKは最大 29.4MHzまで入力できます*。ここで、ITU-R BT.656によるキャプチャリング時、本モ

ジュールはフレーム切り替えを SAV/EAVの Fビットにより判定します。ビデオストリームのキャプチャリング

において、Fビットが切り替わらないと、フィールド取り込み終了しませんので正しいタイミングリファレンスコ

ードを入力してください。 

それぞれの規格外のデータが入力された場合、キャプチャ動作は保証できません。 

【注】 * VI1_CLKの周波数はシステムクロック（clks1）の周波数の 1/3.3倍以下にする制約があります 

（例 システムクロック（clks1）：88.9MHzの場合、VI1_CLK周波数は、26.9MHz以下としてください）。 
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13.3.2 エラー訂正機能 

ITU-R BT.656によるキャプチャリング時、本モジュールはタイミングリファレンスコード（SAV/EAV）でのエ

ラー訂正が可能です。ITU-R BT.656のタイミングリファレンスコード（SAV/EAV）は、4つの保護ビットを持ち、

これらの保護ビットを用いてインタフェース上の 1ビットエラー訂正のみ可能です。 

ここで、Interrupt Enable（IE）レジスタ／CEEビットに 1を設定し、本モジュールがエラー訂正できない場合、

Interrupt Status（INTS）レジスタ／CESビットの設定とともに割り込み信号を発生します。エラー訂正できる場合

は割り込み信号は発生しません。 
 

13.3.3 垂直方向スケーリング 

本モジュールでは、キャプチャされたライン近傍の 2点間補間により垂直方向の拡大／縮小スケーリングを行

いラインを生成します。垂直方向スケーリングは、Y Scaling（YS）レジスタの mantissaY、fractionYの組み合わせ

によって、キャプチャラインより生成ラインポジションを選定し、新しいラインを生成します。 

YSレジスタの mantissaY、fractionYともに 0に設定することによって、Yスケーリング機能は無効になります。 

キャプチャラインより少ないラインを生成することにより縮小スケーリングを実現しています。拡大、縮小ス

ケーリングの例を図 13.2に示します。 

Input Line 1

Line 2

Line 3

Line 4

Line 5

Line 6

Line 7

Input Line 1

Line 2

Line 3

Line 4

Line 5

Line 6

Line 7

Output Line 2.4

1.0

3.8

5.2

6.6

mantissa.fraction = 1.4mantissa.fraction = 0.8

1.0

3.4

5.0

6.6

1.8

4.2

5.8

拡大スケーリング 縮小スケーリング

Output Line 2.6

 

図 13.2 垂直方向拡大・縮小スケーリング例 
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この垂直方向スケーリングブロックによって生成されたライン数は、下記のとおりとなります。 
 

, 
4096 × MantissaY+FractionY

4096 × (ELPrC − SLPrC)

when {4096 × (ELPrC − SLPrC)}%(4096 × MantissaY + FractionY) = 0

−1,
4096 × MantissaY+FractionY

4096 × (ELPrC − SLPrC)

Int

Ny =

 
 

ここで、 

ELPrCは、End Line Pre-Clip（ELPrC）レジスタの値です。 

SLPrCは、Start Line Pre-Clip（SLPrC)レジスタの値です。 

MantissaYと FractionYは、YSレジスタの値です。 
 

13.3.4 水平方向スケーリング 

本モジュールでは、9タップマルチフェーズフィルタにより水平方向の縮小スケーリングを行い画素を生成しま

す。ここで、水平方向の拡大スケーリングは、取り込んだ入力画素を 2倍にし、9タップマルチフェーズフィルタ

の縮小スケーリングにより 2倍までの拡大機能を実現しています。水平方向スケーリングは、X Scale（XS）レジ

スタの mantissaX、fractionXの組み合わせによって設定され、ポリフェーズフィルタにより新たな画素の位置を決

定します。選択された係数は、8つの係数の内の 1つで、出力画素位置によって決定します。 

図 13.3は、mantissaX、fractionX を 1.2に設定した場合の例です。このケースでは、係数セットの C2が選択さ

れます。 

Output Pixels

Input Pixels

Simplified impulse
response showing two

different coefficient sets

2.21.0

mantissa.fraction = 1.2

32 541 6

3.4 4.6 5.8

1

2 3 4 5 6 7 8

1

Coefficient Set

 

図 13.3 画素位置と係数セット 
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図 13.4は、異なる出力画素位置での係数セットの例です。それぞれの係数セットは、9つの係数セットを持ち

ます。全部で 72の係数が水平方向スケーリングで使われます。係数セット内の各係数は、10ビットの幅を持ち、

MSBがサインビットとなります。この水平方向スケーリングは、すべての 8つの係数セットレジスタの中へ同じ

係数を設定することによって、シングルフェーズフィルタとしてマルチフェーズフィルタを使うことができます。 

Y8Y7Y6Y5Y4Y3Y2Y1Y0

入力画素

C2R1

time

C2R2 C2R3 C2R4 C2M C2L4 C2L3 C2L2 C2L1係数セット

time

Y"

サブサンプル
ポジション

(a) C2係数セットにより算出されるサブサンプルポジション= 1/8

1/13.5MHz

Y8Y7Y6Y5Y4Y3Y2Y1Y0

入力画素

C6R1

time

C6R2 C6R3 C6R4 C6M C6L4 C6L3 C6L2 C6L1係数セット

time

Y"

サブサンプル
ポジション

(b) C6係数セットにより算出されるサブサンプルポジション= 5/8

1/13.5MHz

 

図 13.4 選択された係数セットでの係数の例 

本スケーリング機構は、スケーリング比に依存した異なる係数値を必要とします。選択される係数セットの一

例を下記に示します。係数、CnM、CnLi、および CnRi（n=1, 2, 3, - - - , 8; i=1, 2, 3, and 4）は、以下の式によって

決定します。 
 

1−4α2t2

cossin

T=8×MantissaX+FractionX[11:9]

T2

T

T

T
h(t)=

CnLi=β⋅h(−(n−1)+8(5−i))

CnRi=β⋅h(−(n−1)−8(5−i))

CnM=β⋅h(−(n−1))

απt

πt

πt
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MantissaXと FractionXは、XSレジスタの値です。パラメータβは、標準化パラメータです。方程式上では、h(t)

は余弦特性により、α（0＜α≦1）の場合は、9タップフィルターを用いて実行されます。確実なスケール画像を

得るためには、各係数セットが標準化した次式を用いて満たされる必要があります。これは上式で選択された固

有のβ値によって実行します。 
 

44

i=1i=1

CnM+∑CnRi+∑CnLi=512
 

 

本水平方向スケーリングブロックによって生成した画素数は、次のとおりとなります。 
 

4096×MantissaX+FractionX

4096×(EPPrC−SPPrC)
+1Nx=Int

 
 

ここで、EPPrCと SPPrCは、End Pixel Pre-Clip（EPPrC）レジスタと Start Pixel Pre-Clip（SPPrC）レジスタの値

です。MantissaXと FractionXは、XSレジスタの値です。 
 

13.3.5 サイズクリッピング 

キャプチャした画像データは、Start Line Pre-Clip（SLPrC）、End Line Pre-Clip（ELPrC）、Start Pixel Pre-Clip（SPPrC）

および End Pixel Pre-Clip（EPPrC）レジスタの設定値によりプレクリッピングされます。 

水平、垂直スケーリング後、Start Line Post-Clip（SLPoC）、End Line Post-Clip（ELPoC）、Start Pixel Post-Clip

（SPPoC）および End Pixel Post-Clip（EPPoC）レジスタの設定値によりポストクリッピングされます。サイズク

リッピングの例を図 13.5に示します。 

Input Field

0

0

479

719

SPPrC EPPrC
SLPrC

ELPrC

Pre-Clipped Field

Scaled Field

SPPoC EPPoC

SLPoC

ELPoC

00
Nx-1

Ny-1

Post-Clipped Field

To SDRAM

Horizontal and Vertical Scaling

 

図 13.5 クリッピングの例 



 

13. ビデオ入力 1（VIN1） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  13-7 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

ここですべてのポストクリップラインに関して、メモリにライトされる各ラインの長さが Image Stride（IS）レ

ジスタで定義され、ポストクリップされたフレーム幅より大きくは設定できますが、小さくはできません。ISレ

ジスタには、水平方向のポストクリップ幅より大きい値を設定してください。また図 13.5の Input Fieldはビデオ

デコーダからの有効な画像領域を示しており、本モジュールではこの画像領域以上の取り込みはできません。 
 

【注】 Start Line Pre-Clip（SLPrC）、End Line Pre-Clip（ELPrC）、Start Pixel Pre-Clip（SPPrC）および End Pixel Pre-Clip

（EPPrC）レジスタの設定値は、すべて有効画面領域の開始位置からの値になります。 

具体的には、ITU-R BT.656では、SAV（Start of Active Video）信号を起点としています。 

 

13.3.6 キャプチャモード 

本モジュールでは、シングルキャプチャモードと、連続キャプチャモードのいずれかのキャプチャモードが選

択可能です。 

Frame Capture（FC）レジスタ／SCビットを 1に設定したとき、シングルキャプチャモードで動作します。シン

グルキャプチャモードは、Memory Base1（MB1）レジスタに設定したメモリアドレスへキャプチャデータを転送

します。 

また FCレジスタ／CCビットを 1に設定したとき、連続キャプチャモードで動作します。キャプチャされたデ

ータは、MemoryBase1-3レジスタに設定したアドレスへ、順次転送されます。このとき、最新のキャプチャした

フレーム IDを、Module Status（MS）レジスタ／FBSビットへ示します。 

ここで、本モジュールのキャプチャ動作開始は ITU-R BT.656仕様のフレーム切り替わりを検出してからキャプ

チャ動作を開始します。また、フルインタレースモードの取りこみ開始フィールドはフィールド 1（奇数）固定で

す。 
 

13.3.7 エンディアン変換と出力アドレス 

本モジュールでは、MCレジスタ／ENビット設定によりビッグエンディアン／リトルエンディアンの変換が可

能です。MCレジスタ／ENビットを 1に設定することで、キャプチャデータをビッグエンディアンに配置しメモ

リへ出力します。 

また本モジュールでは、Memory Baseレジスタで設定した転送開始アドレスに対してリニアアドレスを生成し、

キャプチャデータをメモリへ出力します。 

初期値はビッグエンディアンです。 



 

13. ビデオ入力 1（VIN1） 

13-8  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

13.4 レジスタの説明 

表 13.2に VIN1のレジスタ構成を示します。 
 

表 13.2 VIN1レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス*1 

エリア 7 

アドレス*1 

アクセス

サイズ 

vsync update 

モード対応*2 

メインコントロールレジスタ MC R/W H'FFC5 1000 H'1FC5 1000 32 × 

モジュールステータスレジスタ MS R H'FFC5 1004 H'1FC5 1004 32 × 

フレームキャプチャレジスタ FC R/W H'FFC5 1008 H'1FC5 1008 32 × 

前クリップ開始ラインレジスタ SLPrC R/W H'FFC5 100C H'1FC5 100C 32 ○ 

前クリップ終了ラインレジスタ ELPrC R/W H'FFC5 1010 H'1FC5 1010 32 ○ 

前クリップ開始画素レジスタ SPPrC R/W H'FFC5 1014 H'1FC5 1014 32 ○ 

前クリップ終了画素レジスタ EPPrC R/W H'FFC5 1018 H'1FC5 1018 32 ○ 

後クリップ開始ラインレジスタ SLPoC R/W H'FFC5 101C H'1FC5 101C 32 ○ 

後クリップ終了ラインレジスタ ELPoC R/W H'FFC5 1020 H'1FC5 1020 32 ○ 

後クリップ開始画素レジスタ SPPoC R/W H'FFC5 1024 H'1FC5 1024 32 ○ 

後クリップ終了画素レジスタ EPPoC R/W H'FFC5 1028 H'1FC5 1028 32 ○ 

画素ストライドレジスタ IS R/W H'FFC5 102C H'1FC5 102C 32 ○ 

メモリベース 1レジスタ MB1 R/W H'FFC5 1030 H'1FC5 1030 32 ○ 

メモリベース 2レジスタ MB2 R/W H'FFC5 1034 H'1FC5 1034 32 ○ 

メモリベース 3レジスタ MB3 R/W H'FFC5 1038 H'1FC5 1038 32 ○ 

ラインカウントレジスタ LC R H'FFC5 103C H'1FC5 103C 32 × 

割り込みイネーブルレジスタ IE R/W H'FFC5 1040 H'1FC5 1040 32 × 

割り込みステータスレジスタ INTS R/W H'FFC5 1044 H'1FC5 1044 32 × 

スキャンライン割り込みレジスタ SI R/W H'FFC5 1048 H'1FC5 1048 32 ○ 

Y方向拡大／縮小レジスタ YS R/W H'FFC5 1050 H'1FC5 1050 32 ○ 

X方向拡大／縮小レジスタ XS R/W H'FFC5 1054 H'1FC5 1054 32 ○ 

係数セットレジスタ 1A C1A R/W H'FFC5 1080 H'1FC5 1080 32 × 

係数セットレジスタ 1B C1B R/W H'FFC5 1084 H'1FC5 1084 32 × 

係数セットレジスタ 1C C1C R/W H'FFC5 1088 H'1FC5 1088 32 × 

係数セットレジスタ 2A C2A R/W H'FFC5 1090 H'1FC5 1090 32 × 

係数セットレジスタ 2B C2B R/W H'FFC5 1094 H'1FC5 1094 32 × 

係数セットレジスタ 2C C2C R/W H'FFC5 1098 H'1FC5 1098 32 × 

係数セットレジスタ 3A C3A R/W H'FFC5 10A0 H'1FC5 10A0 32 × 

係数セットレジスタ 3B C3B R/W H'FFC5 10A4 H'1FC5 10A4 32 × 

係数セットレジスタ 3C C3C R/W H'FFC5 10A8 H'1FC5 10A8 32 × 
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名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス*1 

エリア 7 

アドレス*1 

アクセス

サイズ 

vsync update 

モード対応*2 

係数セットレジスタ 4A C4A R/W H'FFC5 10B0 H'1FC5 10B0 32 × 

係数セットレジスタ 4B C4B R/W H'FFC5 10B4 H'1FC5 10B4 32 × 

係数セットレジスタ 4C C4C R/W H'FFC5 10B8 H'1FC5 10B8 32 × 

係数セットレジスタ 5A C5A R/W H'FFC5 10C0 H'1FC5 10C0 32 × 

係数セットレジスタ 5B C5B R/W H'FFC5 10C4 H'1FC5 10C4 32 × 

係数セットレジスタ 5C C5C R/W H'FFC5 10C8 H'1FC5 10C8 32 × 

係数セットレジスタ 6A C6A R/W H'FFC5 10D0 H'1FC5 10D0 32 × 

係数セットレジスタ 6B C6B R/W H'FFC5 10D4 H'1FC5 10D4 32 × 

係数セットレジスタ 6C C6C R/W H'FFC5 10D8 H'1FC5 10D8 32 × 

係数セットレジスタ 7A C7A R/W H'FFC5 10E0 H'1FC5 10E0 32 × 

係数セットレジスタ 7B C7B R/W H'FFC5 10E4 H'1FC5 10E4 32 × 

係数セットレジスタ 7C C7C R/W H'FFC5 10E8 H'1FC5 10E8 32 × 

係数セットレジスタ 8A C8A R/W H'FFC5 10F0 H'1FC5 10F0 32 × 

係数セットレジスタ 8B C8B R/W H'FFC5 10F4 H'1FC5 10F4 32 × 

係数セットレジスタ 8C C8C R/W H'FFC5 10F8 H'1FC5 10F8 32 × 

データモードレジスタ DMR R/W H'FFC5 2100 H'1FC5 2100 32 × 

【注】 *1 R4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。上記アドレス以外のアクセスはしないでください。 

 *2 vsync updateモードについてはMCレジスタ／VUPビット説明を参照してください。 

 

表 13.3 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

MC 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

MS 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

FC 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

SLPrC 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

ELPrC 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

SPPrC 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

EPPrC 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

SLPoC 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

ELPoC 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

SPPoC 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

EPPoC 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

IS 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

MB1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

MB2 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 
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略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

MB3 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

LC 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

IE 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

INTS 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

SI 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

YS 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

XS 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C1A 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C1B 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C1C 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C2A 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C2B 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C2C 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C3A 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C3B 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C3C 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C4A 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C4B 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C4C 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C5A 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C5B 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C5C 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C6A 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C6B 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C6C 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C7A 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C7B 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C7C 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C8A 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C8B 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

C8C 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

DMR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 
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13.4.1 メインコントロールレジスタ（MC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
R R R R R R/W R R R R/W R/W R/W R/W R R R/W

LCKEN － － － － － － － －

－ － － － － VUP － － － EN EC

－ － － －

IM[1:0]

PRICNT[2:0]

－ － ME

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 LCKEN 0 R/W LCKイネーブル 

VIN1モジュールの SHwyバスの lckビットのイネーブル、ディスエーブル

を設定します。 

0：lckビットディスエーブル 

1：lckビットイネーブル 

本ビットは動作時常に 0にセットして下さい。 

30～28 PRICNT[2:0] 000 R/W PRIコントロール 

VIN1モジュールの SHwyバスの pri[2:0]ビットを設定します。 

本ビットは動作時常に 1にセットしてください。 

（pri[3]ビットは 1固定のため、pri[2:0]＝1のとき pri[3:0]は 9となります） 

27～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10 VUP 0 R/W Vsync更新 

レジスタ設定による内部更新タイミングを設定します。対応レジスタはレ

ジスタ一覧を参照してください。 

0：レジスタライト直後に内部更新されます。 

1：レジスタ値は、ITU-R BT.656のフィールドビット（Fビット）の変

化タイミング後に、更新されます。 

9～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 EN 0 R/W エンディアンタイプ 

メモリ上に出力するデータのエンディアンタイプを設定します。 

0：4:2:2YCbCrデータをビッグエンディアンにパックして配置します。 

1：4:2:2YCbCrデータをリトルエンディアンにパックして配置します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 EC 0 R/W 誤り訂正 

ITU-R BT.656入力に対してパリティビットを用いてエラー訂正を行うか

どうかを設定します。 

0：ITU-R BT.656入力に対してエラー訂正を行いません。 

1：ITU-R BT.656入力に対してパリティビットを用いてエラー訂正を行

います。 

以下の場合、エラー訂正を行わないでください。 

• ITU-R BT.656パリティビット規定外のデータが入力された場合 

4、3 IM[1:0] 00 R/W インタレースモード 

本モジュールのキャプチャモードを設定します。本モジュールは、下記に

示す 4つのフレームキャプチャモードをサポートします。 

また、Frame Capture（FC）レジスタのシングルキャプチャモード、連続

キャプチャモード設定との組み合わせは下記のとおりです。 

00：奇数フィールド（フィールド 1）キャプチャモード 

 奇数フィールドのみを処理します。 

 連続キャプチャモード、シングルキャプチャモードとも設定可能で

す。 

01：奇数／偶数フィールドキャプチャモード 

 奇数、偶数フィールドをそれぞれシングルフレームとして処理しま

す。 

 連続キャプチャモードは設定可能ですが、シングルキャプチャモー

ドは設定できません。 

10：偶数フィールド（フィールド 2）キャプチャモード 

 偶数フィールドのみを処理します。 

 連続キャプチャモード、シングルキャプチャモードとも設定可能で

す。 

11：フルインタレースモード 

 奇数、偶数フィールドを組み合わせ、シングルフレームとして処理

します。 

 連続キャプチャモード、シングルキャプチャモードとも設定可能で

す。 

フルインタレースモードでのキャプチャリングは、奇数フィールドを基準

として 1ラインおきにメモリへ書き込み、奇数フィールド取り込み終了後

に偶数フィールドのラインを奇数フィールドのラインと交互にメモリへ書

き込みます。 

H'200の間隔で、Memory Base1（MB1）を H'0000に設定した例を図 13.6

に示します。 

取り込み動作中に Interlace Mode（IM）ビットは変化させないでください。 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

0 ME 0 R/W モジュールイネーブル 

本モジュールのイネーブルビットです。本ビットを設定後、各種レジスタ

を設定してください。 

0：本モジュールは動作しません。 

1：本モジュールは動作します。 

 

Odd Field

Even Field

0x0000

0x0200

0x0400

0x0600

0x0800

0x0a00

0x0c00  

図 13.6 フルインタレース取り込み例 

13.4.2 モジュールステータスレジスタ（MS） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － －

－ － － － －

FBS[1:0] FS AV CA

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4、3 FBS[1:0] 00 R フレームバッファステータス 

フレームバッファのステータスを示します。 

00：最新有効フレームバッファは、Memory Base 1（MB1）レジスタで

定義されたベースアドレスを持つフレームバッファであることを

示します 

01：最新有効フレームバッファは、Memory Base 2（MB2）レジスタで

定義されたベースアドレスを持つフレームバッファであることを

示します 

10：最新有効フレームバッファは、Memory Base 3（MB3）レジスタで

定義されたベースアドレスを持つフレームバッファであることを

示します 

11：有効なフレームバッファがないことを示します 

2 FS 0 R フィールドステート 

現在のキャプチャフィールドのフィールドタイプを示します。 

0：現在のフィールドは、フィールド 1（奇数）であることを示します 

1：現在のフィールドは、フィールド 2（偶数）であることを示します 

1 AV 0 R 有効ビデオ 

キャプチャ時のカレントポインタが、アクティブビデオ領域かどうかを示

します。 

入力データが取り込まれない場合は、本ビットは 0になります。 

アクティブビデオ領域はプレクリッピングレジスタで定義されます。 

0：現在のフィールドがアクティブビデオ領域ではないことを示します 

1：現在のフィールドがアクティブビデオ領域であることを示します 

0 CA 0 R キャプチャ起動状態 

現在ビデオキャプチャが動作中かどうかを示します。 

ただし Interlace Mode（IM）が 00設定（フィールド 1取り込み）のとき現

在のビデオ入力フィールドがフィールド 2であり、フィールドが取り込ま

れない場合でもこのステータスビットは 1となります。 

本ビットは ITU-R BT.656で定義された Fビットの変化タイミングで更新

されます。 

0：ビデオキャプチャが動作していないことを示します 

1：ビデオキャプチャが動作中であることを示します 
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13.4.3 フレームキャプチャレジスタ（FC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － CC SC

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 CC 0 R/W 連続キャプチャ 

キャプチャモードを連続フレームキャプチャモードにするかどうかを設定

します。 

連続フレームキャプチャモードに設定したとき、最初のキャプチャフレー

ムをMemoryBase1（MB1）レジスタ設定したメモリアドレスへライトし、

続いて次のキャプチャフレームをMemory Base2（MB2）レジスタ設定し

たメモリアドレスへライトします。以後、MB3- MB1- MB2- MB3- MB1…

のサイクルによりキャプチャ動作を繰り返します。 

0：連続フレームキャプチャモードに設定しません 

1：連続フレームキャプチャモードに設定します 

連続キャプチャ動作中、本ビットに 0を書き込むと、現在のフレームの終

了か、または現在フレームが取り込まれていない場合は、ただちにキャプ

チャ動作を終了します。 

0 SC 0 R/W 単一キャプチャ 

キャプチャモードをシングルフレームキャプチャモードにするかどうかを

設定します。 

シングルフレームキャプチャモードに設定したとき、現在のフレームライ

ンカウンタ値が Start Line Pre-Clip（SLPrC）レジスタの値より小さい場合

は、現在のフレームを取り込み、それ以外は次のフレームを取り込みます。

シングルキャプチャモードで取り込まれたフレームを、Memory Base 1

（MB1）レジスタで設定したメモリアドレスへライトします。 

0：シングルフレームキャプチャモードに設定しません 

1：シングルフレームキャプチャモードに設定します 

ここで Frame Capture（FC）設定が、連続キャプチャモードまたは Interlace 

Mode（IM）が 01（奇数／偶数フィールドキャプチャ）モード設定時は 1

設定しないでください。 

シングルキャプチャモードでは、本ビットを 1セットした後、Module 

Statusレジスタの Frame Buffer Status（FBS）ビットがただちに初期化さ

れ、本ビットも 0セットされます。 

【注】 SCビットと CCビットを同時に 1設定しないでください。 
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13.4.4 前クリップ開始ラインレジスタ（SLPrC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － SLPrC[9:0]

－ － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9～0 SLPrC[9:0] H'000 R/W 前クリップ開始ライン 

キャプチャ時に有効となる先頭ラインを設定します。 

レジスタ値は SLPrCと ELPrCの設定値によってプレクリップされるライ

ン数が 2以上になるように、0～478の範囲で設定してください。この値は

スケーリングの前に使用されます。 

ここで、値 0は、ITU-R BT.656の Vビットが、1から 0に変化する最初の

キャプチャ有効ラインを示します。 

 

13.4.5 前クリップ終了ラインレジスタ（ELPrC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － ELPrC[9:0]

－ － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9～0 ELPrC[9:0] H'000 R/W 前クリップ終了ライン 

キャプチャ時に有効となる最終ラインを設定します。 

レジスタ値は SLPrCと ELPrCの設定値によってプレクリップされるライ

ン数が 2以上になるように、1～479の範囲で設定してください。この値は

スケーリングの前に使用されます。 
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13.4.6 前クリップ開始画素レジスタ（SPPrC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － SPPrC[9:0]

－ － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9～0 SPPrC[9:0] H'000 R/W 前クリップ開始画素 

キャプチャ時に有効な現在のライン上にある先頭画素を設定します。 

レジスタ値は SPPrCと EPPrCの設定値によってプレクリップされる画素

数が 5以上になるように、0～715の範囲で設定してください。この値はス

ケーリングの前に使用されます。 

本モジュールでは、ITU-R BT.656入力（4:2:2YCbCr）のフォーマット上、

2の倍数でのプレクリッピングのみを許可するためレジスタの LSBは無視

されます。アドレスを奇数値に設定すると、実際には－1され、偶数アド

レスとして処理します。 

 

13.4.7 前クリップ終了画素レジスタ（EPPrC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － EPPrC[9:0]

－ － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9～0 EPPrC[9:0] H'000 R/W 前クリップ終了画素 

キャプチャ時に有効な現在のライン上にある最終画素を設定します。 

レジスタ値は SPPrCと EPPrCの設定値によってプレクリップされる画素

数が 5以上になるように、4～719の範囲で設定してください。この値はス

ケーリングの前に使用されます。 

本モジュールでは、ITU-R BT.656入力（4:2:2YCbCr）のフォーマット上、

2の倍数でのプレクリッピングのみを許可するためアドレスを偶数値に設

定すると、実際には＋1され、奇数アドレスとして処理します。したがっ

て、レジスタの LSBは無視されます。 

 

13.4.8 後クリップ開始ラインレジスタ（SLPoC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － SLPoC[9:0]

－ － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9～0 SLPoC[9:0] H'000 R/W 後クリップ開始ライン 

メモリにライトされる画像の先頭ラインを設定します。 

レジスタ値はSLPoCと ELPoCの設定値によってポストクリップされるラ

イン数が 2以上になるように、0～958の範囲で設定してください。この値

はスケーリングの後に使用されます。 

値が 0の場合は、スケーリング後の画像の先頭ラインを示します。 
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13.4.9 後クリップ終了ラインレジスタ（ELPoC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － ELPoC[9:0]

－ － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9～0 ELPoC[9:0] H'000 R/W 後クリップ終了ライン 

メモリにライトされる画像の最終ラインを設定します。 

レジスタ値はSLPoCと ELPoCの設定値によってポストクリップされるラ

イン数が 2以上になるように、1～959の範囲で設定してください。この値

はスケーリングの後に使用されます。 

 

13.4.10 後クリップ開始画素レジスタ（SPPoC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － SPPoC[9:0]

－ － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9～0 SPPoC[9:0] H'000 R/W 後クリップ開始画素 

メモリにライトされる画像の各ラインの先頭画素を設定します。 

レジスタ値はSPPoCとEPPoCの設定値によってポストクリップされる画

素数が 5以上になるように、0～1019の範囲で設定してください。この値

はスケーリングの後に使用されます。 

ここで、ポストクリッピングは 4:2:2YCbCrから 4:4:4YCbCrへ変換した後

に実行されるので、ポストクリッピング値を 2の倍数に限定する必要はあ

りません。 
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13.4.11 後クリップ終了画素レジスタ（EPPoC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － EPPoC[9:0]

－ － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9～0 EPPoC[9:0] H'000 R/W 後クリップ終了画素 

メモリにライトされる画像の各ラインの最終画素を設定します。 

レジスタ値はSPPoCとEPPoCの設定値によってポストクリップされる画

素数が 5以上になるように、4～1023の範囲で設定してください。この値

はスケーリングの後に使用されます。 

 

13.4.12 画素ストライドレジスタ（IS） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

－ － － － － － － － － － －

－ － － IS[8:0]

－ － － － －

－ － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12～4 IS[8:0] H'000 R/W 画素ストライド 

転送先のメモリ幅を設定します。 

本レジスタは、メモリコントローラでリニアタイル変換を行わない場合、

転送先のメモリ幅を 16画素～4096画素まで 16画素単位に設定してくだ

さい。メモリコントローラでリニアタイル変換を行う場合、転送先のメモ

リ幅を 512画素、1024画素、2048画素、4096画素のいずれかに設定して

ください。 

ここで、設定値は Postクリップ幅（EPPoC－SPPoC）以上の値を設定し

てください。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

13.4.13 メモリベース 1レジスタ（MB1） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R

－ － － MB1[18:9]

MB1[8:0] － － － － －

MBA1[2:0]

－ － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～26 MBA1[2:0] 000 R/W メモリベースエリア 1 

取り込んだフレームの転送開始を示すメモリのエリアを設定します。 

010：エリア 2 

011：エリア 3 

100：エリア 4 

101：エリア 5 

上記以外の値は設定禁止 

25～7 MB1[18:0] H'00000 R/W メモリベース 1 

取り込んだフレームの転送開始を示すメモリアドレスを設定します。 

設定値は 128バイト単位に設定してください。また本レジスタは、本モジ

ュールが連続キャプチャモードの場合、MB1- MB2- MB3- MB1- MB2- MB3

のように、キャプチャシーケンスの中で使用されます。 

また、シングルキャプチャモードの場合は本レジスタ設定値をスタートメ

モリアドレスとして使用します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

13.4.14 メモリベース 2レジスタ（MB2） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R

－ － － MB2[18:9]

MB2[8:0] － － －

MBA2[2:0]

－ － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～26 MBA2[2:0] 000 R/W メモリベースエリア 2 

連続キャプチャモード時、取り込んだ 2フレーム目の転送開始を示すメモ

リのエリアを設定します。 

010：エリア 2 

011：エリア 3 

100：エリア 4 

101：エリア 5 

上記以外の値は設定禁止 

25～7 MB2[18:0] H'00000 R/W メモリベース 2 

連続キャプチャモード時、取り込んだ 2フレーム目の転送開始を示すメモ

リアドレスを設定します。 

設定値は 128バイト単位に設定してください。また本レジスタは、本モジ

ュールが連続キャプチャモードの場合、MB1- MB2- MB3- MB1- MB2- MB3

のように、キャプチャシーケンスの中で使用されます。 

6～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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13.4.15 メモリベース 3レジスタ（MB3） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R R

－ － － MB3[16:7]

MB3[6:0] － － － － －

MBA3[2:0]

－ － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～26 MBA3[2:0] 000 R/W メモリベースエリア 3 

連続キャプチャモード時、取り込んだ 3フレーム目の転送開始を示すメモ

リのエリアを設定します。 

010：エリア 2 

011：エリア 3 

100：エリア 4 

101：エリア 5 

上記以外の値は設定禁止 

25～9 MB3[16:0] H'00000 R/W メモリベース 3 

連続キャプチャモード時、取り込んだ 3フレーム目の転送開始を示すメモ

リアドレスを設定します。 

設定値は 128バイト単位に設定してください。また本レジスタは、本モジ

ュールが連続キャプチャモードの場合、MB1- MB2- MB3- MB1- MB2- MB3

のように、キャプチャシーケンスの中で使用されます。 

8～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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13.4.16 ラインカウントレジスタ（LC） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － LC[9:0]

－ － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9～0 LC[9:0] H'000 R ラインカウント 

現在のキャプチャフィールドの中のラインポジションを示します。 

 

13.4.17 割り込みステータスレジスタ（INTS） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

FIS2 － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － FIS

－ － － － －

CES SIS EFS FOS

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 FIS2 0 R/W フィールド割り込みステータス 2 

フィールドが変わったことを示します。 

本ビットは ITU-R BT.656の中で定義された Fビットの変化点で 1設定さ

れます。 

本ビットはキャプチャが動作していなくても 1設定されます。 

本ビットを 1ライトすることによってクリアされます。 

30～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 FIS 0 R/W フィールド割り込みステータス 

フィールドキャプチャされたことを示します。 

本ビットは ITU-R BT.656の中で定義された Fビットの変化点で 1設定さ

れます。 

本ビットを 1ライトすることによってクリアされます。 

3 CES 0 R/W タイミングリファレンスコードエラーステータス 

現在のタイミングリファレンスコードに、2ビット以上のエラーが発生し

たことを示します。 

本ビットはMain Control（MC）レジスタの ECビットがイネーブルで、2

ビット以上のエラーが発生したときに 1設定されます。もし、1ビットエ

ラーで ECビットがイネーブルの場合、1設定されません。 

本ビットを 1ライトすることによってクリアされます。 

2 SIS 0 R/W スキャンライン割り込みステータス 

SIレジスタで設定したラインに達したことを示します。 

本ビットが 1設定されるラインは、Scanline Interrupt（SI）レジスタによ

って決定します。 
LCレジスタの値と SIレジスタの設定値が一致した場合に本ビットは 1設

定されます。 

本ビットを 1ライトすることによってクリアされます。 

1 EFS 0 R/W フレーム終了割り込みステータス 

最終フレームに達したことを示します。 

本ビットはフィールド 2（偶数）の終了で 1設定されます。 

本ビットを 1ライトすることによってクリアされます。 

0 FOS 0 R/W ピクセルバスバッファオーバフロー割り込みステータス 

FIFOがオーバフローしたことを示します。 

FIFOは本モジュールがピクセルデータをピクセルバスへ転送するために

使用されます。もし、FIFOがオーバフローした場合、ピクセルデータは失

われます。 

本ビットを 1ライトすることによってクリアされます。 
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13.4.18 割り込みイネーブルレジスタ（IE） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

FIE2 － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － FIE

－ － － － －

CEE SIE EFE FOE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 FIE2 0 R/W field interrupt enable 2 

フィールド割り込みの INTC出力を許可するか禁止するかを設定します。 

本イネーブルビットによる割り込み信号は、キャプチャが動作していなく

てもアサートされます。 

0：フィールド割り込みを禁止します 

1：フィールド割り込みを許可します 

30～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 FIE 0 R/W field interrupt enable 

フィールド切り替え割り込みの INTC出力を許可するか禁止するかを設定

します。 

Module Status（MS）レジスタの CAビットが 1のとき、この割り込みイ

ネーブルが有効となります。 

0：フィールド切り替え割り込みを禁止します 

1：フィールド切り替え割り込みを許可します 

3 CEE 0 R/W timing reference code error enable 

ITU-R BT.656仕様に記述されたタイミングリファレンスコード

（SAV/EAV）のエラーコレクトによる割り込みの INTC出力を許可するか

禁止するかを設定します。 

Module Status（MS）レジスタの CAビットが 1のとき、この割り込みイ

ネーブルが有効となります。 

0：ITU-R BT.656タイミングリファレンスコードエラー割り込みを禁止

します 

1：ITU-R BT.656タイミングリファレンスコードエラー割り込みを許可

します 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 SIE 0 R/W scanline interrupt enable 

スキャンライン割り込みの INTC出力を許可するか禁止するかを設定しま

す。 

Module Status（MS）レジスタの CAビットが 1のとき、この割り込みイ

ネーブルが有効となります。 

0：スキャンライン割り込みを禁止します 

1：スキャンライン割り込みを許可します 

1 EFE 0 R/W end of frame interrupt enable 

最終フレーム割り込みの INTC出力を許可するか禁止するかを設定します。 

Module Status（MS）レジスタの CAビットが 1のとき、この割り込みイ

ネーブルが有効となります。 

0：最終フレーム割り込みを禁止します 

1：最終フレーム割り込みを許可します 

0 FOE 0 R/W FIFO overflow interrupt enable 

FIFOオーバフロー割り込みの INTC出力を許可するか禁止するかを設定し

ます。 

Module Status（MS）レジスタの CAビットが 1のとき、この割り込みイ

ネーブルが有効となります。 

0：FIFOオーバフロー割り込みを禁止します 

1：FIFOオーバフロー割り込みを許可します 

 

13.4.19 スキャンライン割り込みレジスタ（SI） 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － SI[9:0]

－ － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9～0 SI[9:0] H'000 R/W scanline interrupt 

IEレジスタの SIEビットを 1設定したとき、各フィールド上において LC

レジスタの値と比較する値を設定します。 

LCレジスタの値と一致した場合に割り込み信号をアサートします。 
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13.4.20 Y方向拡大／縮小レジスタ（YS） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

Mantissa Y[3:0] Fraction Y[11:0]

－ － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～12 Mantissa Y 

[3:0] 

H'0 R/W mantissaY 

Y方向の拡大・縮小スケーリング値をそれぞれのmantissaY、fractionYに

より設定します。 

このレジスタ値は、（フィールド当たりのキャプチャライン数）／（フィ

ールド当たりのメモリにライトされたライン数）を示し下記の式に従いま

す。 

Yスケーリング＝4096/ (4096 × MantissaY + FractionY) 

ただし、拡大は最大 2倍までのスケーリングのみ可能です。たとえば、Y

スケーリングを 1/2倍にするには、MantissaY=H'2、FractionY=H'000に設

定します。 

スケーリングによる生成ラインは、キャプチャライン近傍の 2点間補間に

よって生成されます。 

mantissaY、fractionYがともに 0ならば、スケーリング無効になります。 

11～0 Fraction Y 

[11:0] 

H'000 R/W fractionY 

 

13.4.21 X方向拡大／縮小レジスタ（XS） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

Mantissa X[3:0] Fraction X[11:0]

－ － － － －
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～12 Mantissa X 

[3:0] 

H'0 R/W mantissaX 

X方向の拡大・縮小スケーリング値をそれぞれのmantissaX、fractionXに

より設定します。 

このレジスタ値は、（ライン当たりの入力画素数）／（ライン当たりのメ

モリに出力された画素数）を示し下記の式に従います。 

Xスケーリング＝4096/ (4096 × MantissaX + FractionX) 

ただし、拡大は最大 2倍までのスケーリングのみ可能です。2倍以上の設

定値は無視されます。 

生成画素は Coefficient Set CnA（n=1～8）レジスタによるマルチフェーズ

フィルタによって生成されます。 

mantissaX、fractionXがともに 0ならば、スケーリング無効になります。 

11～0 Fraction X 

[11:0] 

H'000 R/W fractionX 

 

入力画素 720ピクセルのときの代表的な設定例および縮小・拡大率を以下に示します。 
 

表 13.4 Xスケーリング設定例 

出力画素 縮小・拡大率 設定値 

680 0.943 H'10F8 

800 1.111 H'0E68 

854 1.185 H'0D80 

 

13.4.22 係数セットレジスタ（CnA、CnC、CnB）（n＝1～8） 

10 10 10 10 10 10 10 10 10 No. bits for coefficent

Tap IDL1 L2 L3 L4 M R4 R3 R2 R1

CnA CnC CnB レジスタ名称  

図 13.7 タップ係数のビットサイズ 

図 13.7は 9つのタップの各係数に使用されるビット数を示します。それぞれの 8つの係数は、以下に参照され

る 3種類の 32ビットレジスタからなります。各係数のMSBはサインビットです。 
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• 係数セットレジスタCnA（n=1～8） 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － L2[9:6]

L2[5:0] L3[9:0]

L1[9:0]

 
 

• 係数セットレジスタCnB（n=1～8） 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － R2[9:6]

R2[5:0] R3[9:0]

R1[9:0]

 
 

• 係数セットレジスタCnC（n=1～8） 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － L4[9:6]

L4[5:0] M[9:0]

R4[9:0]

 
 

ここで、nは係数セット番号です。 
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13.4.23 データモードレジスタ（DMR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R R R R

－ － － － － － － － － － －

－ － － －－ － － － － － － － － － －

－ － － － －

BPSM

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 BPSM 0 R/W 出力データバイトスワップモード 

0：出力データのバイト入れ替えを行いません（初期値） 

1：出力データのバイト入れ替えを行います 

【注】 ビッグエンディアンで 422-YCbCrデータを出力する場合、通常 YUYV

形式での転送となります。UYVY形式で転送する際は本ビットを 1に

設定してください。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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13.5 プログラム例 

ビデオ入力モジュール設定のプログラム例を説明します。 

• ビデオ入力レジスタの初期設定 

• X方向フィルタ係数を設定する関数 

 

13.5.1 ビデオ入力 1レジスタの初期設定例 

リスト 1に、ビデオ入力レジスタの初期設定ルーチン例を示します。この例では、NTSC（画像サイズ：720×

480）の動画像を 360×240に縮小し、NTSCのフィールド 1および 2をそれぞれのフレームメモリに取り込みます。

setVideoReg()は、ビデオ入力レジスタを設定する関数です。この関数の第 1引数はビデオ入力レジスタのアドレ

ス、第 2引数はそのアドレスに設定する値です。 
 

リスト 1：ビデオ入力レジスタの初期設定ルーチン例 

1. setVideoReg (vi_mc, 0x000B); 

2. setVideoReg (vi_slprc, 0x0000); // SLPrC = 0 

3. setVideoReg (vi_elprc, 0x00EF); // ELPrC = 239 

4. setVideoReg (vi_spprc, 0x0000); // SPPrC = 0 

5. setVideoReg (vi_epprc, 0x02CF); // EPPoC = 719 

6. setVideoReg (vi_slpoc, 0x0000); // SLPoC = 0 

7. setVideoReg (vi_elpoc, 0x00EF); // ELPoC = 239 

8. setVideoReg (vi_sppoc, 0x0000); // SPPoC = 0 

9. setVideoReg (vi_eppoc, 0x0167); // EPPoC = 359 

10. setVideoReg (vi_xs, 0x2000); 

11. setVideoReg (vi_ys, 0x0000); 

12. setVideoReg (vi_mb1, 0x00300000); 

13. setVideoReg (vi_mb2, 0x00380000); 

14. setVideoReg (vi_mb3, 0x00400000); 

15. setVideoReg (vi_is, 0x0200); 

16. setVideoReg (vi_ie, 0x0000); 

17. setVideoReg (vi_ints, 0x0000); 

18. setVideoReg (vi_si, 0x0001); 

19. //======== video_in coeff registers ======== 

20. setVideoReg (vi_c1a, 0x000fa400); 

21. setVideoReg (vi_c1b, 0x000fa400); 

22. setVideoReg (vi_c1c, 0x09625902); 

23. setVideoReg (vi_c2a, 0x00000000); 

24. setVideoReg (vi_c2b, 0x00000000); 

25. setVideoReg (vi_c2c, 0x00000000); 
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26. setVideoReg (vi_c3a, 0x00000000); 

27. setVideoReg (vi_c3b, 0x00000000); 

28. setVideoReg (vi_c3c, 0x00000000); 

29. setVideoReg (vi_c4a, 0x00000000); 

30. setVideoReg (vi_c4b, 0x00000000); 

31. setVideoReg (vi_c4c, 0x00000000); 

32. setVideoReg (vi_c5a, 0x00000000); 

33. setVideoReg (vi_c5b, 0x00000000); 

34. setVideoReg (vi_c5c, 0x00000000); 

35. setVideoReg (vi_c6a, 0x00000000); 

36. setVideoReg (vi_c6b, 0x00000000); 

37. setVideoReg (vi_c6c, 0x00000000); 

38. setVideoReg (vi_c7a, 0x00000000); 

39. setVideoReg (vi_c7b, 0x00000000); 

40. setVideoReg (vi_c7c, 0x00000000); 

41. setVideoReg (vi_c8a, 0x00000000); 

42. setVideoReg (vi_c8b, 0x00000000); 

43. setVideoReg (vi_c8c, 0x00000000); 

44. //======== Continuous capture starts ======== 

45. setVideoReg (vi_fc, 0x0002); 

【注】 15. setVideoReg (vi_is, 0x0200); は、メモリコントローラでリニアタイル変換を行わない場合は 

15. setVideoReg (vi_is, 0x0168); も可能です。 
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13.5.2 X方向フィルタ係数を設定する関数 

本ビデオ入力モジュールでは、X方向の縮小に用いるフィルタタップは 9つです。このアーキテクチャでは、

十分な画像品質を得るために必要なフィルタ係数は、生成する画素の位置と画像の縮小率により異なります。 

一般に、高品質の縮小画像を得るには、縮小率に応じて周波数帯を制限し、画像のリンギングが発生しないよ

うにします。ローパスフィルタは、一般に、高品質の画像を得るためには非常に多数のタップを必要としますが、

ここでは、限られたタップ数で高品質を達成できるようなフィルタ特性が求められます。二乗余弦関数は、これ

を実現する特性を持つものとして知られています。リスト 2に、この関数を用いた、ビデオ入力モジュールに適

したフィルタ係数を求めるプログラムを示します。 

リスト 2に示す関数 gen_tapは、creg[]、xs、alpha100を引数として用います。フィルタ係数 creg[]、xsは、引数

xsおよび alpha100に値を代入することで、設定することができます。これらの引数の詳細について、下表に示し

ます。 
 

引数 型 説   明 

creg[ ] Unsigned long CnA/CnB/CnCレジスタ（n = 1～8）の設定値。配列の最初の添字は、生成する画

素の位置を示します。2番目の添字は 0は CnA、1は CnB、2は CnCを示します。

たとえば、creg[5][2]は C6Cレジスタを示します。 

xs Unsigned long ビデオ入力モジュールの X方向縮小レジスタ（XS）の値。H'1000から H'FFFF

の範囲で、正の数を指定してください。 

alpha100 Int 二乗余弦関数の<値（減衰比）の 100倍値。0 ≤ alpha100 ≤ 100の範囲で、正の数

を指定してください。 

 

二乗余弦関数の<値（減衰比）が 0に近いほど、ローパスフィルタの特性が、より適切になります。しかし、ビ

デオ入力モジュールで用いるフィルタのタップ数には制限があるため（9タップ）、適切な特性が得られない場合

があり、擬似輪郭が発生します。αが 1に近づくと、周波数特性はローパスフィルタのカットオフ値にむけて曲線

がなだらかになるため、輪郭がぼやけます。 

したがって、<値を 0.6（alpha100＝60）に設定します。 
 

リスト 2：X方向フィルタ係数を設定する関数 

1. #include <stdio.h> 

2. #include <math.h> 

3.  

4. #define MAXBSIZ 255 

5. #define TAPSIDE 4 

6. #define TAPNUM (TAPSIDE*2+1) 

7. #define TAPDIV 8 

8.  

9. #define CLIP 512 

10. #define SCLE 512 

11.  



 

13. ビデオ入力 1（VIN1） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  13-35 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

12. // control option 

13. #define COEFFCLIP 1 

14.  

15. // #define DISPLAY 

16. // doublecoeff[TAPNUM*TAPDIV]; 

17. // intc[TAPDIV][TAPNUM]; 

18.  

19. char 

20. gen_tap( unsigned long creg[][3], unsigned long xs, int alpha100 ) 

21. { 

22. charoverflag; 

23.  

24. inti, iofst j, k; 

25.  

26. doublex, T, tT; 

27. doublecoeff[TAPNUM*TAPDIV]; 

28. intc[TAPDIV][TAPNUM] 

29. doublecoeff_diff; 

30. doublesum; 

31. intsumd; 

32. doublealpha; 

33. // Raised Cosine Charactaristics Mode1 

34. // 0.0 <= alpha <= 1.0 

35. // 0   <= alpha100 <= 100 

36. if ((XS & 0xf000) == 0) //拡大時には XSを 2倍する。 

37.       XS * = 2.0; 

38. alpha = (double)(alpha100)/(double)100; 

39. // 

40. // calc coeff (double order) 

41. // 

42. T = (double)((unsigned long)(xs>>9)); 

43. for ( j = 0; j < TAPDIV; j++) { 

44. for ( I = -TAPSIDE; I <= TAPSIDE; I++) { 

45. k = -j + I * TAPDIV; 

46. iofst = k + (TAPSIDE+1)*TAPDIV-1; 

47. if ( alpha100 == 0 ) { 

48. if ( k == 0 ) coeff[iofst] = 1.0; 

49. else { 



 

13. ビデオ入力 1（VIN1） 

13-36  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

50. x = (double)M_PI*(double)k/T; 

51. coeff[iofst] = sin( x ) / x; 

52. } 

53. } 

54. else { 

55. if ( k == 0 ) coeff[iofst] = 1.0; 

56. else { 

57. x = (double)M_PI* (double)k/T; 

58. sum = (double)4.0 * (double)(alpha100*alpha100) * (double)(k*k); 

59. tT = (double)1.0 – sum/T/T/(double)10000; 

60. /*   */ 

61. /* if tT == 0 -> lim f(tT) = sin(PI/2alpha)/PI/2alpha * PI/4 */ 

62. /* tT -> 0  */ 

63. if ( sum == T*T* (double)10000 ) { 

64. coeff[iofst] = sin((double)M_PI/(2.0*alpha))/((double)M_PI/ 

 (2.0*alpha)) * (double)M_PI/4.0; 

65. } 

66. else { 

67. coeff[iofst] = (sin(x)/x) * (cos(alpha*x)/tT); 

68. } 

69. } 

70. } 

71. } 

72. } 

73.  

74. // 

75. // trans : double -> integer 

76. // 

77. overflag = 0; 

78. for ( j = 0; j < TAPDIV; j++) { 

79. sum = 0.0; 

80. for ( i = -TAPSIDE; i <= TAPSIDE; i++) { 

81. k = -j + i * 8; 

82. k += (TAPSIDE+1) *TAPDIV-1; 

83. sum += coeff[k]; 

84. } 

85.  

86. coeff_diff = 0.0; 
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87. sumd = 0; 

88. for ( i = -TAPSIDE; i < ((j<=(TAPDIV/2))?0：1); i++) { 

89. k = -j + i * 8; 

90. k += (TAPSIDE+1)*TAPDIV-1; 

91. iofst = i+TAPSIDE; 

92. c[j][iofst] = (int)( (double)SCLE*(coeff[k]/sum) + coeff_diff ); 

93.  

94. // for jitter 

95. coeff_diff = (double)SCLE*(coeff[k]/sum)) – (double)c[j][iofst]; 

96. sumd += c[j][iofst]; 

97. if( c[j][iofst] >= CLIP ⏐⏐ c[j][iofst] < -CLIP ) { 

98. overflag = 1; 

99. } 

100. } 

101. coeff_diff = 0.0; 

102. for ( i = TAPSIDE; i >= ((j<=(TAPDIV/2))?0：1); i-- ) { 

103. k = -j + i * 8; 

104. k += (TAPSIDE+1)*TAPDIV-1; 

105. iofst = i+TAPSIDE; 

106. c[j][iofst] = (int)( (double)SCLE*(coeff[k]/sum) + coeff_diff ); 

107.   

108. // for jitter 

109. if ( i != ((j<=(TAPDIV/2))?0：1) ) { 

110. coeff_diff = ((double)SCLE*(coeff[k]/sum)) – (double)c[j][iofst]; 

111. sumd += c[j][iofst]; 

112. } 

113. else { 

114. c[j][iofst] = SCLE – sumd; 

115. } 

116. if( c[j][iofst] >= CLIP ⏐⏐ c[j][iofst] < -CLIP ) { 

117. overflag = 1; 

118. } 

119. } 

120.   

121. // 

122. // when coeff[center] == CLIP && coeff[else] == 0 then coeff 

 [center]-- 

123. // 
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124. if ( COEFFCLIP && overflag == 1) { 

125. for ( i = -TAPSIDE; i <= TAPSIDE; i++) { 

126. iofst = i+TAPSIDE; 

127. if( c[j][iofst] >= CLIP ) { 

128. c[j][iofst] = CLIP-1; 

129. } 

130. else if( c[j][iofst] < -CLIP ) { 

131. c[j][iofst] = -CLIP; 

132. } 

133. } 

134. overflag = 0; 

135. } 

136. } 

137.  

138. for ( j = 0; j < TAPDIV; j++) { 

139. creg[j][0] = ((unsigned long)c[j][8]&0x3ff)<<20; 

140. creg[j][0] ⏐= ((unsigned long)c[j][7]&0x3ff)<<10; 

141. creg[j][0] ⏐= ((unsigned long)c[j][6]&0x3ff); 

142.  

143. creg[j][1] = ((unsigned long)c[j][0]&0x3ff)<<20; 

144. creg[j][1] ⏐= ((unsigned long)c[j][1]&0x3ff)<<10; 

145. creg[j][1] ⏐= ((unsigned long)c[j][2]&0x3ff); 

146.  

147. creg[j][2] = ((unsigned long)c[j][3]&0x3ff)<<20; 

148. creg[j][2] ⏐= ((unsigned long)c[j][5]&0x3ff)<<10; 

149. creg[j][2] ⏐= ((unsigned long)c[j][4]&0x3ff); 

150. } 

151.  

152. return( overflag ); 

153.  

154. } 
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13.6 使用上の注意事項 

13.6.1 拡大スケーリングの注意事項 

本モジュールの拡大機能を使用した場合、ビデオ画像のみの表示を推奨します。 

本モジュールはキャプチャデータをメモリコントローラのアクセス制御に従いメモリに転送します。 

ここで、拡大設定と本モジュール以外のアクセスが混在したとき、メモリコントローラによるリアルタイム性

が満たされない場合があります。詳細はメモリコントローラ項目を参照してください。 
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14. ディスプレイユニット（DU） 

14.1 DU の概要 

14.1.1 特長 

表示チャネル 

表示チャネル数は、1 チャネルです。 
 

プレーン 

従来、フォアグラウンド、バックグラウンドあるいはカーソルと呼んでいた表示面を本章ではプレーンと呼び

ます。プレーンは最大 WXGA（1280×768）が表示可能*です。各プレーンは内蔵レジスタ設定によりパラメータ

の独立設定が可能です。また、内蔵レジスタ設定により表示優先順位の設定が可能です。 

【注】 * 高解像度表示の場合、合成するプレーン面数や表示サイズによりユニファイドメモリのトラフィック量が多くな

り、トラフィック量起因による制限が発生する場合があります。 
 

• 表示サイズ 

• 表示位置 

• 画像データフォーマット（8bit/pixel、16bit/pixel、32bit/pixel、ARGB、YC） 

• プレーンの重ね合わせ 

• スクロール 

• ラップアラウンド 

• ブリンキング 
• バッファ制御 

 
内蔵レジスタ設定により 4 種類の制御モードの選択が可能です。 

• オートレンダリングモード（ダブルバッファ） 

• マニュアルディスプレイチェンジモード（ダブルバッファ） 

• オートディスプレイチェンジモード（ダブルバッファ） 
• ビデオキャプチャモード（トリプルバッファ） 
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プレーンの種類と数 

画像データとアルファ値を兼用しているプレーン（表示プレーン）8 面を使用可能です。 

表示プレーンは、最大 8 画面で重ね合せが可能です。プレーンはチャネル固定ではなくレジスタで任意に選択

することができます。 
 

同期方式 

表示出力タイミングを内蔵レジスタ設定により 3 種類の同期モードの選択が可能です。 

• マスタモード（内部同期モード） 

• TV同期モード（外部同期モード） 

• 同期方式切り替えモード 
 

CRT スキャンモード（CRT 走査方式） 

内蔵レジスタ設定により 3 種類のスキャンモードの選択が可能です。 

• ノンインタレースモード 

• インタレースシンクモード 

• インタレースシンク＆ビデオモード 
 

YC→RGB 色空間変換機能 

YC 形式で格納された画像データを RGB 色空間に変換し、ウィンドウ表示が可能です。変換係数はレジスタ設

定が可能です。（ただし、同時に 2 画素以上を RGB 色空間に変換できません。） 

YUV422 および YUV420 フォーマットを RGB 色空間に変換できます。 
 

カラーパレット 

26 万色中、同時に 256 色の表示可能な 4 面のカラーパレットを内蔵し、プレーンの画像フォーマットにおいて

8bit/pixel データ選択時に、4 面のうち 1 つを選択可能です。また、256 色ごとに 8 ビットのブレンド比を持ってい

ます。 
 

表示キャプチャ 

出力するデジタル RGB888 データまたは RGB666 データを RGB565 データまたは ARGB1555 データに変換しそ

れぞれ別の外部メモリに格納可能です。 
 



 

14. ディスプレイユニット（DU） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  14-3 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

レジスタアクセス制御 

制御レジスタを内蔵し、HPB からの HPB プロトコルに従ったレジスタライト・リードが可能です。アクセスサ

イズは 32 ビット固定です。 
 

ディスプレイアウトコンペア 

表示出力データが期待値どおりのデータとなっているかを検知可能です。本機能は、任意のプレーンの領域を

指定して CRC を計算し、あらかじめ計算された CRC 期待値と比較します。 
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14.1.2 ブロック図 
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図 14.1 DU ブロック図 
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14.1.3 外部端子 
 

表 14.1 端子機能（DU0） 

名称 端子名 入出力 機  能 本章内信号名 

DU0 入力ドットクロック DU0_DOTCLKIN 入力 入力ドットクロック DCLKIN 

DU0 出力ドットクロック DU0_DOTCLKOUT 出力 出力ドットクロック DCLKOUT 

コンポジット同期出力信号（初期値） CSYNC DU0 水平同期出力／ 

DU0 外部水平同期入力 

DU0_HSYNC/ 

DU0_EXHSYNC 

入出力 

水平同期出力／ 

外部水平同期入力 

HSYCN または 

EXHSYNC* 

垂直同期出力／ 

外部垂直同期入力（初期値） 

VSYNC または 

EXVSYNC* 

DU0 垂直同期出力／ 

DU0 外部垂直同期入力 

DU0_VSYNC/ 

DU0_EXVSYNC 

入出力 

コンポジット同期出力信号 CSYNC 

奇数･偶数フィールド（初期値） ODDF または 

EXODDF* 

DU0 奇数･偶数フィールド DU0_ODDF/ 

DU0_EXODDF 

入出力 

CLAMP 出力信号 CLAMP 

表示期間（初期値） DISP 

コンポジット同期出力信号 CSYNC 

DU0 表示期間 DU0_DISP 出力 

DE 出力信号 DE 

DU0 色検出 DU0_CDE 出力 色検出 CDE 

DU0 表示データ DU0_DR0 出力 デジタル 0 Red 0 デジタル RGB 

 DU0_DR1 出力 デジタル 0 Red 1  

 DU0_DR2 出力 デジタル 0 Red 2  

 DU0_DR3 出力 デジタル 0 Red 3  

 DU0_DR4 出力 デジタル 0 Red 4  

 DU0_DR5 出力 デジタル 0 Red 5  

 DU0_DR6 出力 デジタル 0 Red 6  

 DU0_DR7 出力 デジタル 0 Red 7  

 DU0_DG0 出力 デジタル 0 Green 0  

 DU0_DG1 出力 デジタル 0 Green 1  

 DU0_DG2 出力 デジタル 0 Green 2  

 DU0_DG3 出力 デジタル 0 Green 3  

 DU0_DG4 出力 デジタル 0 Green 4  

 DU0_DG5 出力 デジタル 0 Green 5  

 DU0_DG6 出力 デジタル 0 Green 6  

 DU0_DG7 出力 デジタル 0 Green 7  

 DU0_DB0 出力 デジタル 0 Blue 0  

 DU0_DB1 出力 デジタル 0 Blue 1  

 DU0_DB2 出力 デジタル 0 Blue 2  

 DU0_DB3 出力 デジタル 0 Blue 3  



 

14. ディスプレイユニット（DU） 

14-6  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

名称 端子名 入出力 機  能 本章内信号名 

DU0 表示データ DU0_DB4 出力 デジタル 0 Blue 4 デジタル RGB 

 DU0_DB5 出力 デジタル 0 Blue 5  

 DU0_DB6 出力 デジタル 0 Blue 6  

 DU0_DB7 出力 デジタル 0 Blue 7  

【注】 * 入力の信号として説明するときは EXHSYNC、EXVSYNC、EXODDF として表記し、それ以外は HSYNC、VSYNC、

ODDF として表記します。 

  ・デジタル 0 とデジタル 1 を同時に出力する場合はデジタル 0 は出力ドットクロック立ち上がり同期、デジタル 1 

 は立ち下がり同期になります。 

  ・デジタル 0 のみ出力する場合の同期は出力信号タイミング調整レジスタ（OTAR）の設定値に従います。 

  ・本章では特に断らないかぎり、ドットクロックは出力ドットクロックを表します。 
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14.2 レジスタ構成 
Display Unit ではレジスタに設定した値の反映のされ方が外部更新と内部更新の 2 通りあります。 

 

（1） 外部更新 

外部更新とは、CPU によるアドレスマップドレジスタへの設定値が、CPU のアクセス終了後に反映される更新

のことをいいます。また、表示制御に関係するレジスタ（たとえば表示システム制御レジスタ）で、外部更新に

て設定値が更新されるレジスタは、垂直ブランキング期間の開始位置を示す表示ステータスレジスタ（DSSR）に

おける VBK フラグ、および FRM フラグを利用することで、表示のちらつきなく書き換えることが可能です。 
 

（2） 内部更新 

内部更新とは、アドレスマップドレジスタに設定された値が Display Unit の内部の更新タイミングで反映される

更新をいいます。このため、内部更新機能付きレジスタの場合、CPU が表示タイミングを意識せずに表示動作に

関するアドレスマップドレジスタを書き換えても、表示のちらつきを生じさせないようにすることができます。 

内部更新は表示システム制御レジスタ（DSYSR）における表示リセット（DRES）ビット＝1 の期間および毎フ

レームの先頭で行います。毎フレームの先頭で行う内部更新は、表示システム制御レジスタ（DSYSR）／IUPD（内

部更新ディスエーブル）で禁止することができます。 

内部更新のうち表示システム制御レジスタ（DSYSR）の表示リセット（DRES）にセットすることによって内部

更新されるビットはレジスタ一覧表の「内部更新機能を持つビット」欄に明記してあります。 

インタレースシンク＆ビデオモードにおけるプレーン n 開始位置 X,Y レジスタ（PnSPXR、PnSPYR）は、フィ

ールドの先頭においても内部更新されます。 

更新のタイミングは、表示制御レジスタ（DSYSR）の同期方式が、マスタモード（TVM1＝0、TVM0＝0）のと

きは VSYNC の立ち下がり設定時となり、TV 同期モード（TVM1＝1、TVM0＝0）のときは EXVSYNC の立ち下

がり検出時となります。また、同期方式移行モード（TVM1＝0、TVM0＝1）のときは内部更新を行いません。 

ただし、プレーン n 表示領域開始アドレスレジスタ 0、プレーン n 表示領域開始アドレスレジスタ 1 およびプレ

ーン n 表示領域開始レジスタ 2 は、表示動作のとき内部更新となり、ビデオデータおよび描画データをこれらの

レジスタに設定したアドレスに書き込むときは外部更新となります。 

内部更新機能付きのアドレスマップドレジスタを表 14.2～表 14.21 に示します。これらのレジスタの初期設定

は、DRES ビット＝1 の期間に行ってください。 
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（3） 表示制御レジスタ構成 

表 14.2 表示制御レジスタ構成（1） 

名称 略称 R/W P4 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス

サイズ 

内部更新機能を 

持つビット 

表示システム制御 

レジスタ 

DSYSR R/W H'FFF80000 H'1FF80000 32 DSEC（ビット 20） 

DEN（ビット 8） 

表示モードレジスタ DSMR R/W H'FFF80004 H'1FF80004 32 全ビット 

ただし下記ビットは

DRES で更新 

VSPM（ビット 28） 

ODPM（ビット 27） 

DIPM（ビット 26、25） 

CSPM（ビット 24） 

DIL（ビット 19） 

VSL（ビット 18） 

HSL（ビット 17） 

表示ステータスレジスタ DSSR R H'FFF80008 H'1FF80008 32 なし 

表示ステータスレジスタ

クリアレジスタ 

DSRCR W H'FFF8000C H'1FF8000C 32 なし 

表示割り込み許可 

レジスタ 

DIER R/W H'FFF80010 H'1FF80010 32 なし 

カラーパレット制御 

レジスタ 

CPCR R/W H'FFF80014 H'1FF80014 32 全ビット 

表示プレーン優先順位 

レジスタ 

DPPR R/W H'FFF80018 H'1FF80018 32 全ビット 

表示拡張機能制御 

レジスタ 

DEFR R/W H'FFF80020 H'1FF80020 32 下記ビットは 

DRES で更新 

EXSL（ビット 12） 

EXUP（ビット 5） 

VCUP（ビット 4） 

DEFE（ビット 0） 

表示キャプチャ制御 

レジスタ 

DCPCR R/W H'FFF80028 H'FFF80028 32 全ビット 

表示拡張機能制御 

レジスタ 2 

DEFR2 R/W H'FFF80034 H'1FF80034 32 全ビット 

DRES で更新 

表示拡張機能制御 

レジスタ 3 

DEFR3 R/W H'FFF80038 H'1FF80038 32 全ビット 

ただし下記ビットは

DRES で更新 

DEFE3（ビット 0） 
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名称 略称 R/W P4 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス

サイズ 

内部更新機能を 

持つビット 

表示拡張機能制御 

レジスタ 4 

DEFR4 R/W H'FFF8003C H'1FF8003C 32 全ビット 

ただし下記ビットは

DRES で更新 

LRUO（ビット 5） 

SPCE（ビット 4） 

表示ビデオキャプチャ 

ステータスレジスタ 

DVCSR R H'FFF800D0 H'1FF800D0 32 なし 

 

表 14.3 表示制御レジスタ構成（2） 

名称 略称 パワーオン 

リセット／ 

ディープ 

スタンバイ 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

モジュール 

スタンバイ／ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

表示システム制御レジスタ DSYSR H'00000280 H'00000280 保持 

表示モードレジスタ DSMR H'00000000 H'00000000 保持 

表示ステータスレジスタ DSSR H'30000000 H'30000000 保持 

表示ステータスレジスタクリアレジスタ DSRCR 不定 保持 保持 

表示割り込み許可レジスタ DIER H'00000000 H'00000000 保持 

カラーパレット制御レジスタ CPCR H'00000000 H'00000000 保持 

表示プレーン優先順位レジスタ DPPR H'76543210 H'76543210 保持 

表示拡張機能制御レジスタ DEFR H'00000000 H'00000000 保持 

表示キャプチャ制御レジスタ DCPCR H'00000000 H'00000000 保持 

表示拡張機能制御レジスタ 2 DEFR2 H'00000000 H'00000000 保持 

表示拡張機能制御レジスタ 3 DEFR3 H'00000000 H'00000000 保持 

表示拡張機能制御レジスタ 4 DEFR4 H'00000000 H'00000000 保持 

表示ビデオキャプチャステータスレジスタ DVCSR H'00000000 H'00000000 保持 

 

（4） 表示タイミング生成レジスタ構成 

表 14.4 表示タイミング生成レジスタ構成（1） 

名称 略称 R/W P4 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

内部更新機能を 

持つビット 

水平表示開始位置レジスタ HDSR R/W H'FFF80040 H'1FF80040 32 全ビット 

水平表示終了位置レジスタ HDER R/W H'FFF80044 H'1FF80044 32 全ビット 

垂直表示開始位置レジスタ VDSR R/W H'FFF80048 H'1FF80048 32 全ビット 

垂直表示終了位置レジスタ VDER R/W H'FFF8004C H'1FF8004C 32 全ビット 
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名称 略称 R/W P4 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

内部更新機能を 

持つビット 

水平走査周期レジスタ HCR R/W H'FFF80050 H'1FF80050 32 全ビット 

水平同期パルス幅レジスタ HSWR R/W H'FFF80054 H'1FF80054 32 全ビット 

垂直走査周期レジスタ VCR R/W H'FFF80058 H'1FF80058 32 全ビット 

垂直同期位置レジスタ VSPR R/W H'FFF8005C H'1FF8005C 32 全ビット 

等価パルス幅レジスタ EQWR R/W H'FFF80060 H'1FF80060 32 全ビット 

セレーション幅レジスタ SPWR R/W H'FFF80064 H'1FF80064 32 全ビット 

CLAMP 信号開始位置レジス

タ 

CLAMPSR R/W H'FFF80070 H'1FF80070 32 全ビット 

CLAMP 信号幅レジスタ CLAMPWR R/W H'FFF80074 H'1FF80074 32 全ビット 

DE 信号開始位置レジスタ DESR R/W H'FFF80078 H'1FF80078 32 全ビット 

DE 信号幅レジスタ DEWR R/W H'FFF8007C H'1FF8007C 32 全ビット 

 
表 14.5 表示タイミング生成レジスタ構成（2） 

名称 略称 パワーオン 

リセット／ 

ディープ 

スタンバイ 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

モジュール 

スタンバイ／ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

水平表示開始位置レジスタ HDSR 不定 保持 保持 

水平表示終了位置レジスタ HDER 不定 保持 保持 

垂直表示開始位置レジスタ VDSR 不定 保持 保持 

垂直表示終了位置レジスタ VDER 不定 保持 保持 

水平走査周期レジスタ HCR 不定 保持 保持 

水平同期パルス幅レジスタ HSWR 不定 保持 保持 

垂直走査周期レジスタ VCR 不定 保持 保持 

垂直同期位置レジスタ VSPR 不定 保持 保持 

等価パルス幅レジスタ EQWR 不定 保持 保持 

セレーション幅レジスタ SPWR 不定 保持 保持 

CLAMP 信号開始位置レジスタ CLAMPSR 不定 保持 保持 

CLAMP 信号幅レジスタ CLAMPWR 不定 保持 保持 

DE 信号開始位置レジスタ DESR 不定 保持 保持 

DE 信号幅レジスタ DEWR 不定 保持 保持 
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（5） 表示属性レジスタ構成 

表 14.6 表示属性レジスタ構成（1） 

名称 略称 R/W P4 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

内部更新機能を 

持つビット 

カラーパレット 1 透過色 

レジスタ 

CP1TR R/W H'FFF80080 H'1FF80080 32 全ビット 

カラーパレット 2 透過色 

レジスタ 

CP2TR R/W H'FFF80084 H'1FF80084 32 全ビット 

カラーパレット 3 透過色 

レジスタ 

CP3TR R/W H'FFF80088 H'1FF80088 32 全ビット 

カラーパレット 4 透過色 

レジスタ 

CP4TR R/W H'FFF8008C H'1FF8008C 32 全ビット 

表示オフ時出力レジスタ DOOR R/W H'FFF80090 H'1FF80090 32 全ビット 

色検出レジスタ CDER R/W H'FFF80094 H'1FF80094 32 全ビット 

下地色レジスタ BPOR R/W H'FFF80098 H'1FF80098 32 全ビット 

ラスタ割り込みオフセット

レジスタ 

RINTOFSR R/W H'FFF8009C H'1FF8009C 32 全ビット 

表示SuperHywayプライオリ

ティレジスタ 

DSHPR R/W H'FFF800C8 H'1FF800C8 32 全ビット 

DRES で更新 

 
表 14.7 表示属性レジスタ構成（2） 

名称 略称 パワーオン 

リセット／ 

ディープ 

スタンバイ 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

モジュール 

スタンバイ／ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

カラーパレット 1 透過色レジスタ CP1TR H'00000000 H'00000000 保持 

カラーパレット 2 透過色レジスタ CP2TR H'00000000 H'00000000 保持 

カラーパレット 3 透過色レジスタ CP3TR H'00000000 H'00000000 保持 

カラーパレット 4 透過色レジスタ CP4TR H'00000000 H'00000000 保持 

表示オフ時出力レジスタ DOOR 不定 保持 保持 

色検出レジスタ CDER 不定 保持 保持 

下地色レジスタ BPOR 不定 保持 保持 

ラスタ割り込みオフセットレジスタ RINTOFSR 不定 保持 保持 

表示 SuperHyway プライオリティレジスタ DSHPR H'000000A8 H'000000A8 保持 
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（6） 表示プレーンレジスタ構成 

表 14.8 表示プレーンレジスタ構成（1） 

名称 略称 R/W P4 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

内部更新機能を 

持つビット 

プレーン 1 モードレジスタ P1MR R/W H'FFF80100 H'1FF80100 32 全ビット 

プレーン 1 メモリ幅レジスタ P1MWR R/W H'FFF80104 H'1FF80104 32 全ビット 

プレーン 1 ブレンド比レジスタ P1ALPHAR R/W H'FFF80108 H'1FF80108 32 全ビット 

プレーン 1表示サイズXレジスタ P1DSXR R/W H'FFF80110 H'1FF80110 32 全ビット 

プレーン 1表示サイズYレジスタ P1DSYR R/W H'FFF80114 H'1FF80114 32 全ビット 

プレーン 1 表示位置 X レジスタ P1DPXR R/W H'FFF80118 H'1FF80118 32 全ビット 

プレーン 1 表示位置 Y レジスタ P1DPYR R/W H'FFF8011C H'1FF8011C 32 全ビット 

プレーン 1表示領域開始アドレス

0 レジスタ 

P1DSA0R R/W H'FFF80120 H'1FF80120 32 全ビット 

プレーン 1表示領域開始アドレス

1 レジスタ 

P1DSA1R R/W H'FFF80124 H'1FF80124 32 全ビット 

プレーン 1表示領域開始アドレス

2 レジスタ 

P1DSA2R R/W H'FFF80128 H'1FF80128 32 全ビット 

プレーン 1 開始位置 X レジスタ P1SPXR R/W H'FFF80130 H'1FF80130 32 全ビット 

プレーン 1 開始位置 Y レジスタ P1SPYR R/W H'FFF80134 H'1FF80134 32 全ビット 

プレーン 1ラップアラウンド開始

位置レジスタ 

P1WASPR R/W H'FFF80138 H'1FF80138 32 全ビット 

プレーン 1ラップアラウンドメモ

リ幅レジスタ 

P1WAMWR R/W H'FFF8013C H'1FF8013C 32 全ビット 

プレーン 1ブリンキング周期レジ

スタ 

P1BTR R/W H'FFF80140 H'1FF80140 32 全ビット 

プレーン 1 透過色 1 レジスタ P1TC1R R/W H'FFF80144 H'1FF80144 32 全ビット 

プレーン 1 透過色 2 レジスタ P1TC2R R/W H'FFF80148 H'1FF80148 32 全ビット 

プレーン 1 メモリ長レジスタ P1MLR R/W H'FFF80150 H'1FF80150 32 全ビット 

プレーン 1スワップ制御レジスタ P1SWAPR R/W H'FFF80180 H'1FF80180 32 全ビット 

プレーン 1表示データ制御レジス

タ 

P1DDCR R/W H'FFF80184 H'1FF80184 32 全ビット 

プレーン 1表示データ制御レジス

タ 2 

P1DDCR2 R/W H'FFF80188 H'1FF80188 32 全ビット 

プレーン 2 モードレジスタ P2MR R/W H'FFF80200 H'1FF80200 32 全ビット 

プレーン 2 メモリ幅レジスタ P2MWR R/W H'FFF80204 H'1FF80204 32 全ビット 

プレーン 2 ブレンド比レジスタ P2ALPHAR R/W H'FFF80208 H'1FF80208 32 全ビット 

プレーン 2表示サイズXレジスタ P2DSXR R/W H'FFF80210 H'1FF80210 32 全ビット 

プレーン 2表示サイズYレジスタ P2DSYR R/W H'FFF80214 H'1FF80214 32 全ビット 
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名称 略称 R/W P4 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

内部更新機能を 

持つビット 

プレーン 2 表示位置 X レジスタ P2DPXR R/W H'FFF80218 H'1FF80218 32 全ビット 

プレーン 2 表示位置 Y レジスタ P2DPYR R/W H'FFF8021C H'1FF8021C 32 全ビット 

プレーン 2表示領域開始アドレス

0 レジスタ 

P2DSA0R R/W H'FFF80220 H'1FF80220 32 全ビット 

プレーン 2表示領域開始アドレス

1 レジスタ 

P2DSA1R R/W H'FFF80224 H'1FF80224 32 全ビット 

プレーン 2表示領域開始アドレス

2 レジスタ 

P2DSA2R R/W H'FFF80228 H'1FF80228 32 全ビット 

プレーン 2 開始位置 X レジスタ P2SPXR R/W H'FFF80230 H'1FF80230 32 全ビット 

プレーン 2 開始位置 Y レジスタ P2SPYR R/W H'FFF80234 H'1FF80234 32 全ビット 

プレーン 2ラップアラウンド開始

位置レジスタ 

P2WASPR R/W H'FFF80238 H'1FF80238 32 全ビット 

プレーン 2ラップアラウンドメモ

リ幅レジスタ 

P2WAMWR R/W H'FFF8023C H'1FF8023C 32 全ビット 

プレーン 2ブリンキング周期レジ

スタ 

P2BTR R/W H'FFF80240 H'1FF80240 32 全ビット 

プレーン 2 透過色 1 レジスタ P2TC1R R/W H'FFF80244 H'1FF80244 32 全ビット 

プレーン 2 透過色 2 レジスタ P2TC2R R/W H'FFF80248 H'1FF80248 32 全ビット 

プレーン 2 メモリ長レジスタ P2MLR R/W H'FFF80250 H'1FF80250 32 全ビット 

プレーン 2スワップ制御レジスタ P2SWAPR R/W H'FFF80280 H'1FF80280 32 全ビット 

プレーン 2表示データ制御レジス

タ 

P2DDCR R/W H'FFF80284 H'1FF80284 32 全ビット 

プレーン 2表示データ制御レジス

タ 2 

P2DDCR2 R/W H'FFF80288 H'1FF80288 32 全ビット 

プレーン 3 モードレジスタ P3MR R/W H'FFF80300 H'1FF80300 32 全ビット 

プレーン 3 メモリ幅レジスタ P3MWR R/W H'FFF80304 H'1FF80304 32 全ビット 

プレーン 3 ブレンド比レジスタ P3ALPHAR R/W H'FFF80308 H'1FF80308 32 全ビット 

プレーン 3表示サイズXレジスタ P3DSXR R/W H'FFF80310 H'1FF80310 32 全ビット 

プレーン 3表示サイズYレジスタ P3DSYR R/W H'FFF80314 H'1FF80314 32 全ビット 

プレーン 3 表示位置 X レジスタ P3DPXR R/W H'FFF80318 H'1FF80318 32 全ビット 

プレーン 3 表示位置 Y レジスタ P3DPYR R/W H'FFF8031C H'1FF8031C 32 全ビット 

プレーン 3表示領域開始アドレス

0 レジスタ 

P3DSA0R R/W H'FFF80320 H'1FF80320 32 全ビット 

プレーン 3表示領域開始アドレス

1 レジスタ 

P3DSA1R R/W H'FFF80324 H'1FF80324 32 全ビット 

プレーン 3表示領域開始アドレス

2 レジスタ 

P3DSA2R R/W H'FFF80328 H'1FF80328 32 全ビット 



 

14. ディスプレイユニット（DU） 

14-14  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

名称 略称 R/W P4 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

内部更新機能を 

持つビット 

プレーン 3 開始位置 X レジスタ P3SPXR R/W H'FFF80330 H'1FF80330 32 全ビット 

プレーン 3 開始位置 Y レジスタ P3SPYR R/W H'FFF80334 H'1FF80334 32 全ビット 

プレーン 3ラップアラウンド開始

位置レジスタ 

P3WASPR R/W H'FFF80338 H'1FF80338 32 全ビット 

プレーン 3ラップアラウンドメモ

リ幅レジスタ 

P3WAMWR R/W H'FFF8033C H'1FF8033C 32 全ビット 

プレーン 3ブリンキング周期レジ

スタ 

P3BTR R/W H'FFF80340 H'1FF80340 32 全ビット 

プレーン 3 透過色 1 レジスタ P3TC1R R/W H'FFF80344 H'1FF80344 32 全ビット 

プレーン 3 透過色 2 レジスタ P3TC2R R/W H'FFF80348 H'1FF80348 32 全ビット 

プレーン 3 メモリ長レジスタ P3MLR R/W H'FFF80350 H'1FF80350 32 全ビット 

プレーン 3スワップ制御レジスタ P3SWAPR R/W H'FFF80380 H'1FF80380 32 全ビット 

プレーン 3表示データ制御レジス

タ 

P3DDCR R/W H'FFF80384 H'1FF80384 32 全ビット 

プレーン 3表示データ制御レジス

タ 2 

P3DDCR2 R/W H'FFF80388 H'1FF80388 32 全ビット 

プレーン 4 モードレジスタ P4MR R/W H'FFF80400 H'1FF80400 32 全ビット 

プレーン 4 メモリ幅レジスタ P4MWR R/W H'FFF80404 H'1FF80404 32 全ビット 

プレーン 4 ブレンド比レジスタ P4ALPHAR R/W H'FFF80408 H'1FF80408 32 全ビット 

プレーン 4表示サイズXレジスタ P4DSXR R/W H'FFF80410 H'1FF80410 32 全ビット 

プレーン 4表示サイズYレジスタ P4DSYR R/W H'FFF80414 H'1FF80414 32 全ビット 

プレーン 4 表示位置 X レジスタ P4DPXR R/W H'FFF80418 H'1FF80418 32 全ビット 

プレーン 4 表示位置 Y レジスタ P4DPYR R/W H'FFF8041C H'1FF8041C 32 全ビット 

プレーン 4表示領域開始アドレス

0 レジスタ 

P4DSA0R R/W H'FFF80420 H'1FF80420 32 全ビット 

プレーン 4表示領域開始アドレス

1 レジスタ 

P4DSA1R R/W H'FFF80424 H'1FF80424 32 全ビット 

プレーン 4表示領域開始アドレス

2 レジスタ 

P4DSA2R R/W H'FFF80428 H'1FF80428 32 全ビット 

プレーン 4 開始位置 X レジスタ P4SPXR R/W H'FFF80430 H'1FF80430 32 全ビット 

プレーン 4 開始位置 Y レジスタ P4SPYR R/W H'FFF80434 H'1FF80434 32 全ビット 

プレーン 4ラップアラウンド開始

位置レジスタ 

P4WASPR R/W H'FFF80438 H'1FF80438 32 全ビット 

プレーン 4ラップアラウンドメモ

リ幅レジスタ 

P4WAMWR R/W H'FFF8043C H'1FF8043C 32 全ビット 

プレーン 4ブリンキング周期レジ

スタ 

P4BTR R/W H'FFF80440 H'1FF80440 32 全ビット 
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名称 略称 R/W P4 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

内部更新機能を 

持つビット 

プレーン 4 透過色 1 レジスタ P4TC1R R/W H'FFF80444 H'1FF80444 32 全ビット 

プレーン 4 透過色 2 レジスタ P4TC2R R/W H'FFF80448 H'1FF80448 32 全ビット 

プレーン 4 メモリ長レジスタ P4MLR R/W H'FFF80450 H'1FF80450 32 全ビット 

プレーン 4スワップ制御レジスタ P4SWAPR R/W H'FFF80480 H'1FF80480 32 全ビット 

プレーン 4表示データ制御レジス

タ 

P4DDCR R/W H'FFF80484 H'1FF80484 32 全ビット 

プレーン 4表示データ制御レジス

タ 2 

P4DDCR2 R/W H'FFF80488 H'1FF80488 32 全ビット 

プレーン 5 モードレジスタ P5MR R/W H'FFF80500 H'1FF80500 32 全ビット 

プレーン 5 メモリ幅レジスタ P5MWR R/W H'FFF80504 H'1FF80504 32 全ビット 

プレーン 5 ブレンド比レジスタ P5ALPHAR R/W H'FFF80508 H'1FF80508 32 全ビット 

プレーン 5表示サイズXレジスタ P5DSXR R/W H'FFF80510 H'1FF80510 32 全ビット 

プレーン 5表示サイズYレジスタ P5DSYR R/W H'FFF80514 H'1FF80514 32 全ビット 

プレーン 5 表示位置 X レジスタ P5DPXR R/W H'FFF80518 H'1FF80518 32 全ビット 

プレーン 5 表示位置 Y レジスタ P5DPYR R/W H'FFF8051C H'1FF8051C 32 全ビット 

プレーン 5表示領域開始アドレス

0 レジスタ 

P5DSA0R R/W H'FFF80520 H'1FF80520 32 全ビット 

プレーン 5表示領域開始アドレス

1 レジスタ 

P5DSA1R R/W H'FFF80524 H'1FF80524 32 全ビット 

プレーン 5表示領域開始アドレス

2 レジスタ 

P5DSA2R R/W H'FFF80528 H'1FF80528 32 全ビット 

プレーン 5 開始位置 X レジスタ P5SPXR R/W H'FFF80530 H'1FF80530 32 全ビット 

プレーン 5 開始位置 Y レジスタ P5SPYR R/W H'FFF80534 H'1FF80534 32 全ビット 

プレーン 5ラップアラウンド開始

位置レジスタ 

P5WASPR R/W H'FFF80538 H'1FF80538 32 全ビット 

プレーン 5ラップアラウンドメモ

リ幅レジスタ 

P5WAMWR R/W H'FFF8053C H'1FF8053C 32 全ビット 

プレーン 5ブリンキング周期レジ

スタ 

P5BTR R/W H'FFF80540 H'1FF80540 32 全ビット 

プレーン 5 透過色 1 レジスタ P5TC1R R/W H'FFF80544 H'1FF80544 32 全ビット 

プレーン 5 透過色 2 レジスタ P5TC2R R/W H'FFF80548 H'1FF80548 32 全ビット 

プレーン 5 メモリ長レジスタ P5MLR R/W H'FFF80550 H'1FF80550 32 全ビット 

プレーン 5スワップ制御レジスタ P5SWAPR R/W H'FFF80580 H'1FF80580 32 全ビット 

プレーン 5表示データ制御レジス

タ 

P5DDCR R/W H'FFF80584 H'1FF80584 32 全ビット 

プレーン 5表示データ制御レジス

タ 2 

P5DDCR2 R/W H'FFF80588 H'1FF80588 32 全ビット 
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名称 略称 R/W P4 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

内部更新機能を 

持つビット 

プレーン 6 モードレジスタ P6MR R/W H'FFF80600 H'1FF80600 32 全ビット 

プレーン 6 メモリ幅レジスタ P6MWR R/W H'FFF80604 H'1FF80604 32 全ビット 

プレーン 6 ブレンド比レジスタ P6ALPHAR R/W H'FFF80608 H'1FF80608 32 全ビット 

プレーン 6表示サイズXレジスタ P6DSXR R/W H'FFF80610 H'1FF80610 32 全ビット 

プレーン 6表示サイズYレジスタ P6DSYR R/W H'FFF80614 H'1FF80614 32 全ビット 

プレーン 6 表示位置 X レジスタ P6DPXR R/W H'FFF80618 H'1FF80618 32 全ビット 

プレーン 6 表示位置 Y レジスタ P6DPYR R/W H'FFF8061C H'1FF8061C 32 全ビット 

プレーン 6表示領域開始アドレス

0 レジスタ 

P6DSA0R R/W H'FFF80620 H'1FF80620 32 全ビット 

プレーン 6表示領域開始アドレス

1 レジスタ 

P6DSA1R R/W H'FFF80624 H'1FF80624 32 全ビット 

プレーン 6表示領域開始アドレス

2 レジスタ 

P6DSA2R R/W H'FFF80628 H'1FF80628 32 全ビット 

プレーン 6 開始位置 X レジスタ P6SPXR R/W H'FFF80630 H'1FF80630 32 全ビット 

プレーン 6 開始位置 Y レジスタ P6SPYR R/W H'FFF80634 H'1FF80634 32 全ビット 

プレーン 6ラップアラウンド開始

位置レジスタ 

P6WASPR R/W H'FFF80638 H'1FF80638 32 全ビット 

プレーン 6ラップアラウンドメモ

リ幅レジスタ 

P6WAMWR R/W H'FFF8063C H'1FF8063C 32 全ビット 

プレーン 6ブリンキング周期レジ

スタ 

P6BTR R/W H'FFF80640 H'1FF80640 32 全ビット 

プレーン 6 透過色 1 レジスタ P6TC1R R/W H'FFF80644 H'1FF80644 32 全ビット 

プレーン 6 透過色 2 レジスタ P6TC2R R/W H'FFF80648 H'1FF80648 32 全ビット 

プレーン 6 メモリ長レジスタ P6MLR R/W H'FFF80650 H'1FF80650 32 全ビット 

プレーン 6スワップ制御レジスタ P6SWAPR R/W H'FFF80680 H'1FF80680 32 全ビット 

プレーン 6表示データ制御レジス

タ 

P6DDCR R/W H'FFF80684 H'1FF80684 32 全ビット 

プレーン 6表示データ制御レジス

タ 2 

P6DDCR2 R/W H'FFF80688 H'1FF80688 32 全ビット 

プレーン 7 モードレジスタ P7MR R/W H'FFF80700 H'1FF80700 32 全ビット 

プレーン 7 メモリ幅レジスタ P7MWR R/W H'FFF80704 H'1FF80704 32 全ビット 

プレーン 7 ブレンド比レジスタ P7ALPHAR R/W H'FFF80708 H'1FF80708 32 全ビット 

プレーン 7表示サイズXレジスタ P7DSXR R/W H'FFF80710 H'1FF80710 32 全ビット 

プレーン 7表示サイズYレジスタ P7DSYR R/W H'FFF80714 H'1FF80714 32 全ビット 

プレーン 7 表示位置 X レジスタ P7DPXR R/W H'FFF80718 H'1FF80718 32 全ビット 

プレーン 7 表示位置 Y レジスタ P7DPYR R/W H'FFF8071C H'1FF8071C 32 全ビット 
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名称 略称 R/W P4 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

内部更新機能を 

持つビット 

プレーン 7表示領域開始アドレス

0 レジスタ 

P7DSA0R R/W H'FFF80720 H'1FF80720 32 全ビット 

プレーン 7表示領域開始アドレス

1 レジスタ 

P7DSA1R R/W H'FFF80724 H'1FF80724 32 全ビット 

プレーン 7表示領域開始アドレス

2 レジスタ 

P7DSA2R R/W H'FFF80728 H'1FF80728 32 全ビット 

プレーン 7 開始位置 X レジスタ P7SPXR R/W H'FFF80730 H'1FF80730 32 全ビット 

プレーン 7 開始位置 Y レジスタ P7SPYR R/W H'FFF80734 H'1FF80734 32 全ビット 

プレーン 7ラップアラウンド開始

位置レジスタ 

P7WASPR R/W H'FFF80738 H'1FF80738 32 全ビット 

プレーン 7ラップアラウンドメモ

リ幅レジスタ 

P7WAMWR R/W H'FFF8073C H'1FF8073C 32 全ビット 

プレーン 7ブリンキング周期レジ

スタ 

P7BTR R/W H'FFF80740 H'1FF80740 32 全ビット 

プレーン 7 透過色 1 レジスタ P7TC1R R/W H'FFF80744 H'1FF80744 32 全ビット 

プレーン 7 透過色 2 レジスタ P7TC2R R/W H'FFF80748 H'1FF80748 32 全ビット 

プレーン 7 メモリ長レジスタ P7MLR R/W H'FFF80750 H'1FF80750 32 全ビット 

プレーン 7スワップ制御レジスタ P7SWAPR R/W H'FFF80780 H'1FF80780 32 全ビット 

プレーン 7表示データ制御レジス

タ 

P7DDCR R/W H'FFF80784 H'1FF80784 32 全ビット 

プレーン 7表示データ制御レジス

タ 2 

P7DDCR2 R/W H'FFF80788 H'1FF80788 32 全ビット 

プレーン 8 モードレジスタ P8MR R/W H'FFF80800 H'1FF80800 32 全ビット 

プレーン 8 メモリ幅レジスタ P8MWR R/W H'FFF80804 H'1FF80804 32 全ビット 

プレーン 8 ブレンド比レジスタ P8ALPHAR R/W H'FFF80808 H'1FF80808 32 全ビット 

プレーン 8表示サイズXレジスタ P8DSXR R/W H'FFF80810 H'1FF80810 32 全ビット 

プレーン 8表示サイズYレジスタ P8DSYR R/W H'FFF80814 H'1FF80814 32 全ビット 

プレーン 8 表示位置 X レジスタ P8DPXR R/W H'FFF80818 H'1FF80818 32 全ビット 

プレーン 8 表示位置 Y レジスタ P8DPYR R/W H'FFF8081C H'1FF8081C 32 全ビット 

プレーン 8表示領域開始アドレス

0 レジスタ 

P8DSA0R R/W H'FFF80820 H'1FF80820 32 全ビット 

プレーン 8表示領域開始アドレス

1 レジスタ 

P8DSA1R R/W H'FFF80824 H'1FF80824 32 全ビット 

プレーン 8表示領域開始アドレス

2 レジスタ 

P8DSA2R R/W H'FFF80828 H'1FF80828 32 全ビット 

プレーン 8 開始位置 X レジスタ P8SPXR R/W H'FFF80830 H'1FF80830 32 全ビット 

プレーン 8 開始位置 Y レジスタ P8SPYR R/W H'FFF80834 H'1FF80834 32 全ビット 
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名称 略称 R/W P4 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

内部更新機能を 

持つビット 

プレーン 8ラップアラウンド開始

位置レジスタ 

P8WASPR R/W H'FFF80838 H'1FF80838 32 全ビット 

プレーン 8ラップアラウンドメモ

リ幅レジスタ 

P8WAMWR R/W H'FFF8083C H'1FF8083C 32 全ビット 

プレーン 8ブリンキング周期レジ

スタ 

P8BTR R/W H'FFF80840 H'1FF80840 32 全ビット 

プレーン 8 透過色 1 レジスタ P8TC1R R/W H'FFF80844 H'1FF80844 32 全ビット 

プレーン 8 透過色 2 レジスタ P8TC2R R/W H'FFF80848 H'1FF80848 32 全ビット 

プレーン 8 メモリ長レジスタ P8MLR R/W H'FFF80850 H'1FF80850 32 全ビット 

プレーン 8スワップ制御レジスタ P8SWAPR R/W H'FFF80880 H'1FF80880 32 全ビット 

プレーン 8表示データ制御レジス

タ 

P8DDCR R/W H'FFF80884 H'1FF80884 32 全ビット 

プレーン 8表示データ制御レジス

タ 2 

P8DDCR2 R/W H'FFF80888 H'1FF80888 32 全ビット 

 
表 14.9 表示プレーンレジスタ構成（2） 

名称 略称 パワーオン 

リセット／ 

ディープ 

スタンバイ 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

モジュール 

スタンバイ／ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

プレーン 1 モードレジスタ P1MR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 1 メモリ幅レジスタ P1MWR 不定 保持 保持 

プレーン 1 ブレンド比レジスタ P1ALPHAR 不定 保持 保持 

プレーン 1 表示サイズ X レジスタ P1DSXR 不定 保持 保持 

プレーン 1 表示サイズ Y レジスタ P1DSYR 不定 保持 保持 

プレーン 1 表示位置 X レジスタ P1DPXR 不定 保持 保持 

プレーン 1 表示位置 Y レジスタ P1DPYR 不定 保持 保持 

プレーン 1 表示領域開始アドレス 0 レジスタ P1DSA0R 不定 保持 保持 

プレーン 1 表示領域開始アドレス 1 レジスタ P1DSA1R 不定 保持 保持 

プレーン 1 表示領域開始アドレス 2 レジスタ P1DSA2R 不定 保持 保持 

プレーン 1 開始位置 X レジスタ P1SPXR 不定 保持 保持 

プレーン 1 開始位置 Y レジスタ P1SPYR 不定 保持 保持 

プレーン 1 ラップアラウンド開始位置レジスタ P1WASPR 不定 保持 保持 

プレーン 1 ラップアラウンドメモリ幅レジスタ P1WAMWR 不定 保持 保持 

プレーン 1 ブリンキング周期レジスタ P1BTR H'00000101 H'00000101 保持 

プレーン 1 透過色 1 レジスタ P1TC1R 不定 保持 保持 

プレーン 1 透過色 2 レジスタ P1TC2R 不定 保持 保持 
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SH7734 

名称 略称 パワーオン 

リセット／ 

ディープ 

スタンバイ 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

モジュール 

スタンバイ／ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

プレーン 1 メモリ長レジスタ P1MLR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 1 スワップ制御レジスタ P1SWAPR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 1 表示データ制御レジスタ P1DDCR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 1 表示データ制御レジスタ 2 P1DDCR2 H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 2 モードレジスタ P2MR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 2 メモリ幅レジスタ P2MWR 不定 保持 保持 

プレーン 2 ブレンド比レジスタ P2ALPHAR 不定 保持 保持 

プレーン 2 表示サイズ X レジスタ P2DSXR 不定 保持 保持 

プレーン 2 表示サイズ Y レジスタ P2DSYR 不定 保持 保持 

プレーン 2 表示位置 X レジスタ P2DPXR 不定 保持 保持 

プレーン 2 表示位置 Y レジスタ P2DPYR 不定 保持 保持 

プレーン 2 表示領域開始アドレス 0 レジスタ P2DSA0R 不定 保持 保持 

プレーン 2 表示領域開始アドレス 1 レジスタ P2DSA1R 不定 保持 保持 

プレーン 2 表示領域開始アドレス 2 レジスタ P2DSA2R 不定 保持 保持 

プレーン 2 開始位置 X レジスタ P2SPXR 不定 保持 保持 

プレーン 2 開始位置 Y レジスタ P2SPYR 不定 保持 保持 

プレーン 2 ラップアラウンド開始位置レジスタ P2WASPR 不定 保持 保持 

プレーン 2 ラップアラウンドメモリ幅レジスタ P2WAMWR 不定 保持 保持 

プレーン 2 ブリンキング周期レジスタ P2BTR H'00000101 H'00000101 保持 

プレーン 2 透過色 1 レジスタ P2TC1R 不定 保持 保持 

プレーン 2 透過色 2 レジスタ P2TC2R 不定 保持 保持 

プレーン 2 メモリ長レジスタ P2MLR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 2 スワップ制御レジスタ P2SWAPR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 2 表示データ制御レジスタ P2DDCR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 2 表示データ制御レジスタ 2 P2DDCR2 H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 3 モードレジスタ P3MR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 3 メモリ幅レジスタ P3MWR 不定 保持 保持 

プレーン 3 ブレンド比レジスタ P3ALPHAR 不定 保持 保持 

プレーン 3 表示サイズ X レジスタ P3DSXR 不定 保持 保持 

プレーン 3 表示サイズ Y レジスタ P3DSYR 不定 保持 保持 

プレーン 3 表示位置 X レジスタ P3DPXR 不定 保持 保持 

プレーン 3 表示位置 Y レジスタ P3DPYR 不定 保持 保持 
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名称 略称 パワーオン 

リセット／ 

ディープ 

スタンバイ 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

モジュール 

スタンバイ／ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

プレーン 3 表示領域開始アドレス 0 レジスタ P3DSA0R 不定 保持 保持 

プレーン 3 表示領域開始アドレス 1 レジスタ P3DSA1R 不定 保持 保持 

プレーン 3 表示領域開始アドレス 2 レジスタ P3DSA2R 不定 保持 保持 

プレーン 3 開始位置 X レジスタ P3SPXR 不定 保持 保持 

プレーン 3 開始位置 Y レジスタ P3SPYR 不定 保持 保持 

プレーン 3 ラップアラウンド開始位置レジスタ P3WASPR 不定 保持 保持 

プレーン 3 ラップアラウンドメモリ幅レジスタ P3WAMWR 不定 保持 保持 

プレーン 3 ブリンキング周期レジスタ P3BTR H'00000101 H'00000101 保持 

プレーン 3 透過色 1 レジスタ P3TC1R 不定 保持 保持 

プレーン 3 透過色 2 レジスタ P3TC2R 不定 保持 保持 

プレーン 3 メモリ長レジスタ P3MLR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 3 スワップ制御レジスタ P3SWAPR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 3 表示データ制御レジスタ P3DDCR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 3 表示データ制御レジスタ 2 P3DDCR2 H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 4 モードレジスタ P4MR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 4 メモリ幅レジスタ P4MWR 不定 保持 保持 

プレーン 4 ブレンド比レジスタ P4ALPHAR 不定 保持 保持 

プレーン 4 表示サイズ X レジスタ P4DSXR 不定 保持 保持 

プレーン 4 表示サイズ Y レジスタ P4DSYR 不定 保持 保持 

プレーン 4 表示位置 X レジスタ P4DPXR 不定 保持 保持 

プレーン 4 表示位置 Y レジスタ P4DPYR 不定 保持 保持 

プレーン 4 表示領域開始アドレス 0 レジスタ P4DSA0R 不定 保持 保持 

プレーン 4 表示領域開始アドレス 1 レジスタ P4DSA1R 不定 保持 保持 

プレーン 4 表示領域開始アドレス 2 レジスタ P4DSA2R 不定 保持 保持 

プレーン 4 開始位置 X レジスタ P4SPXR 不定 保持 保持 

プレーン 4 開始位置 Y レジスタ P4SPYR 不定 保持 保持 

プレーン 4 ラップアラウンド開始位置レジスタ P4WASPR 不定 保持 保持 

プレーン 4 ラップアラウンドメモリ幅レジスタ P4WAMWR 不定 保持 保持 

プレーン 4 ブリンキング周期レジスタ P4BTR H'00000101 H'00000101 保持 

プレーン 4 透過色 1 レジスタ P4TC1R 不定 保持 保持 

プレーン 4 透過色 2 レジスタ P4TC2R 不定 保持 保持 

プレーン 4 メモリ長レジスタ P4MLR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 4 スワップ制御レジスタ P4SWAPR H'00000000 H'00000000 保持 
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名称 略称 パワーオン 

リセット／ 

ディープ 

スタンバイ 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

モジュール 

スタンバイ／ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

プレーン 4 表示データ制御レジスタ P4DDCR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 4 表示データ制御レジスタ 2 P4DDCR2 H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 5 モードレジスタ P5MR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 5 メモリ幅レジスタ P5MWR 不定 保持 保持 

プレーン 5 ブレンド比レジスタ P5ALPHAR 不定 保持 保持 

プレーン 5 表示サイズ X レジスタ P5DSXR 不定 保持 保持 

プレーン 5 表示サイズ Y レジスタ P5DSYR 不定 保持 保持 

プレーン 5 表示位置 X レジスタ P5DPXR 不定 保持 保持 

プレーン 5 表示位置 Y レジスタ P5DPYR 不定 保持 保持 

プレーン 5 表示領域開始アドレス 0 レジスタ P5DSA0R 不定 保持 保持 

プレーン 5 表示領域開始アドレス 1 レジスタ P5DSA1R 不定 保持 保持 

プレーン 5 表示領域開始アドレス 2 レジスタ P5DSA2R 不定 保持 保持 

プレーン 5 開始位置 X レジスタ P5SPXR 不定 保持 保持 

プレーン 5 開始位置 Y レジスタ P5SPYR 不定 保持 保持 

プレーン 5 ラップアラウンド開始位置レジスタ P5WASPR 不定 保持 保持 

プレーン 5 ラップアラウンドメモリ幅レジスタ P5WAMWR 不定 保持 保持 

プレーン 5 ブリンキング周期レジスタ P5BTR H'00000101 H'00000101 保持 

プレーン 5 透過色 1 レジスタ P5TC1R 不定 保持 保持 

プレーン 5 透過色 2 レジスタ P5TC2R 不定 保持 保持 

プレーン 5 メモリ長レジスタ P5MLR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 5 スワップ制御レジスタ P5SWAPR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 5 表示データ制御レジスタ P5DDCR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 5 表示データ制御レジスタ 2 P5DDCR2 H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 6 モードレジスタ P6MR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 6 メモリ幅レジスタ P6MWR 不定 保持 保持 

プレーン 6 ブレンド比レジスタ P6ALPHAR 不定 保持 保持 

プレーン 6 表示サイズ X レジスタ P6DSXR 不定 保持 保持 

プレーン 6 表示サイズ Y レジスタ P6DSYR 不定 保持 保持 

プレーン 6 表示位置 X レジスタ P6DPXR 不定 保持 保持 

プレーン 6 表示位置 Y レジスタ P6DPYR 不定 保持 保持 

プレーン 6 表示領域開始アドレス 0 レジスタ P6DSA0R 不定 保持 保持 

プレーン 6 表示領域開始アドレス 1 レジスタ P6DSA1R 不定 保持 保持 

プレーン 6 表示領域開始アドレス 2 レジスタ P6DSA2R 不定 保持 保持 
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名称 略称 パワーオン 

リセット／ 

ディープ 

スタンバイ 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

モジュール 

スタンバイ／ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

プレーン 6 開始位置 X レジスタ P6SPXR 不定 保持 保持 

プレーン 6 開始位置 Y レジスタ P6SPYR 不定 保持 保持 

プレーン 6 ラップアラウンド開始位置レジスタ P6WASPR 不定 保持 保持 

プレーン 6 ラップアラウンドメモリ幅レジスタ P6WAMWR 不定 保持 保持 

プレーン 6 ブリンキング周期レジスタ P6BTR H'00000101 H'00000101 保持 

プレーン 6 透過色 1 レジスタ P6TC1R 不定 保持 保持 

プレーン 6 透過色 2 レジスタ P6TC2R 不定 保持 保持 

プレーン 6 メモリ長レジスタ P6MLR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 6 スワップ制御レジスタ P6SWAPR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 6 表示データ制御レジスタ P6DDCR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 6 表示データ制御レジスタ 2 P6DDCR2 H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 7 モードレジスタ P7MR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 7 メモリ幅レジスタ P7MWR 不定 保持 保持 

プレーン 7 ブレンド比レジスタ P7ALPHAR 不定 保持 保持 

プレーン 7 表示サイズ X レジスタ P7DSXR 不定 保持 保持 

プレーン 7 表示サイズ Y レジスタ P7DSYR 不定 保持 保持 

プレーン 7 表示位置 X レジスタ P7DPXR 不定 保持 保持 

プレーン 7 表示位置 Y レジスタ P7DPYR 不定 保持 保持 

プレーン 7 表示領域開始アドレス 0 レジスタ P7DSA0R 不定 保持 保持 

プレーン 7 表示領域開始アドレス 1 レジスタ P7DSA1R 不定 保持 保持 

プレーン 7 表示領域開始アドレス 2 レジスタ P7DSA2R 不定 保持 保持 

プレーン 7 開始位置 X レジスタ P7SPXR 不定 保持 保持 

プレーン 7 開始位置 Y レジスタ P7SPYR 不定 保持 保持 

プレーン 7 ラップアラウンド開始位置レジスタ P7WASPR 不定 保持 保持 

プレーン 7 ラップアラウンドメモリ幅レジスタ P7WAMWR 不定 保持 保持 

プレーン 7 ブリンキング周期レジスタ P7BTR H'00000101 H'00000101 保持 

プレーン 7 透過色 1 レジスタ P7TC1R 不定 保持 保持 

プレーン 7 透過色 2 レジスタ P7TC2R 不定 保持 保持 

プレーン 7 メモリ長レジスタ P7MLR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 7 スワップ制御レジスタ P7SWAPR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 7 表示データ制御レジスタ P7DDCR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 7 表示データ制御レジスタ 2 P7DDCR2 H'00000000 H'00000000 保持 
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名称 略称 パワーオン 

リセット／ 

ディープ 

スタンバイ 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

モジュール 

スタンバイ／ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

プレーン 8 モードレジスタ P8MR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 8 メモリ幅レジスタ P8MWR 不定 保持 保持 

プレーン 8 ブレンド比レジスタ P8ALPHAR 不定 保持 保持 

プレーン 8 表示サイズ X レジスタ P8DSXR 不定 保持 保持 

プレーン 8 表示サイズ Y レジスタ P8DSYR 不定 保持 保持 

プレーン 8 表示位置 X レジスタ P8DPXR 不定 保持 保持 

プレーン 8 表示位置 Y レジスタ P8DPYR 不定 保持 保持 

プレーン 8 表示領域開始アドレス 0 レジスタ P8DSA0R 不定 保持 保持 

プレーン 8 表示領域開始アドレス 1 レジスタ P8DSA1R 不定 保持 保持 

プレーン 8 表示領域開始アドレス 2 レジスタ P8DSA2R 不定 保持 保持 

プレーン 8 開始位置 X レジスタ P8SPXR 不定 保持 保持 

プレーン 8 開始位置 Y レジスタ P8SPYR 不定 保持 保持 

プレーン 8 ラップアラウンド開始位置レジスタ P8WASPR 不定 保持 保持 

プレーン 8 ラップアラウンドメモリ幅レジスタ P8WAMWR 不定 保持 保持 

プレーン 8 ブリンキング周期レジスタ P8BTR H'00000101 H'00000101 保持 

プレーン 8 透過色 1 レジスタ P8TC1R 不定 保持 保持 

プレーン 8 透過色 2 レジスタ P8TC2R 不定 保持 保持 

プレーン 8 メモリ長レジスタ P8MLR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 8 スワップ制御レジスタ P8SWAPR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 8 表示データ制御レジスタ P8DDCR H'00000000 H'00000000 保持 

プレーン 8 表示データ制御レジスタ 2 P8DDCR2 H'00000000 H'00000000 保持 

 

（7） 表示キャプチャレジスタ構成 

表 14.10 表示キャプチャレジスタ構成（1） 

名称 略称 R/W P4 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

内部更新機能 

を持つビット 

表示キャプチャ 1 メモリ幅レジスタ DC1MWR R/W H'FFF8C104 H'1FF8C104 32 全ビット 

表示キャプチャ 1 格納領域開始アド

レスレジスタ 

DC1SAR R/W H'FFF8C120 H'1FF8C120 32 全ビット 

表示キャプチャ 1 メモリ長レジスタ DC1MLR R/W H'FFF8C150 H'1FF8C150 32 全ビット 
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表 14.11 表示キャプチャレジスタ構成（2） 

名称 略称 パワーオン 

リセット／ 

ディープ 

スタンバイ 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

モジュール 

スタンバイ／ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

表示キャプチャ 1 メモリ幅レジスタ DC1MWR 不定 保持 保持 

表示キャプチャ 1 格納領域開始アドレスレジスタ DC1SAR 不定 保持 保持 

表示キャプチャ 1 メモリ長レジスタ DC1MLR H'00000000 H'00000000 保持 

 

（8） カラーパレットレジスタ構成 

表 14.12 カラーパレットレジスタ構成（1） 

名称 略称 R/W P4 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

内部更新機能 

を持つビット 

カラーパレット 1 レジスタ 000 CP1_000R R/W H'FFF81000 H'1FF81000 32 全ビット 

 ～      

カラーパレット 1 レジスタ 255 CP1_255R R/W H'FFF813FC H'1FF813FC 32 全ビット 

カラーパレット 2 レジスタ 000 CP2_000R R/W H'FFF82000 H'1FF82000 32 全ビット 

 ～      

カラーパレット 2 レジスタ 255 CP2_255R R/W H'FFF823FC H'1FF823FC 32 全ビット 

カラーパレット 3 レジスタ 000 CP3_000R R/W H'FFF83000 H'1FF83000 32 全ビット 

 ～      

カラーパレット 3 レジスタ 255 CP3_255R R/W H'FFF833FC H'1FF833FC 32 全ビット 

カラーパレット 4 レジスタ 000 CP4_000R R/W H'FFF84000 H'1FF84000 32 全ビット 

 ～      

カラーパレット 4 レジスタ 255 CP4_255R R/W H'FFF843FC H'1FF843FC 32 全ビット 

 
表 14.13 カラーパレットレジスタ構成（2） 

名称 略称 パワーオン 

リセット／ 

ディープ 

スタンバイ 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

モジュール 

スタンバイ／ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

カラーパレット 1 レジスタ 000 CP1_000R 不定 保持 保持 

 ～    

カラーパレット 1 レジスタ 255 CP1_255R 不定 保持 保持 

カラーパレット 2 レジスタ 000 CP2_000R 不定 保持 保持 

 ～    

カラーパレット 2 レジスタ 255 CP2_255R 不定 保持 保持 
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名称 略称 パワーオン 

リセット／ 

ディープ 

スタンバイ 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

モジュール 

スタンバイ／ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

カラーパレット 3 レジスタ 000 CP3_000R 不定 保持 保持 

 ～    

カラーパレット 3 レジスタ 255 CP3_255R 不定 保持 保持 

カラーパレット 4 レジスタ 000 CP4_000R 不定 保持 保持 

 ～    

カラーパレット 4 レジスタ 255 CP4_255R 不定 保持 保持 

 

（9） 外部同期制御レジスタ構成 

表 14.14 外部同期制御レジスタ構成（1） 

名称 略称 R/W P4 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

内部更新機能 

を持つビット 

外部同期制御レジスタ ESCR R/W H'FFF90000 H'1FF90000 32 なし 

出力信号タイミング調整レジス

タ 

OTAR R/W H'FFF90004 H'1FF90004 32 全ビット 

DRES で更新 

 
表 14.15 外部同期制御レジスタ構成（2） 

名称 略称 パワーオン 

リセット／ 

ディープ 

スタンバイ 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

モジュール 

スタンバイ／ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

外部同期制御レジスタ ESCR H'00000000 H'00000000 保持 

出力信号タイミング調整レジスタ OTAR H'00000000 H'00000000 保持 

 

（10）表示 2 系統出力制御レジスタ構成 

表 14.16 表示 2 系統出力制御レジスタ構成（1） 

名称 略称 R/W P4 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

内部更新機能 

を持つビット 

表示出力系統制御レジスタ DORCR R/W H'FFF91000 H'1FF91000 32 全ビット 

DRES で更新 

表示重ね合せ 1優先順位レジスタ DS1PR R/W H'FFF91020 H'1FF91020 32 全ビット 
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表 14.17 表示 2 系統出力制御レジスタ構成（2） 

名称 略称 パワーオン 

リセット／ 

ディープ 

スタンバイ 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

モジュール 

スタンバイ／ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

表示出力系統制御レジスタ DORCR H'00000000 H'00000000 保持 

表示重ね合せ 1 優先順位レジスタ DS1PR H'00000000 H'00000000 保持 

 

（11）YC-RGB 変換係数レジスタ構成 

表 14.18 YC-RGB 変換係数レジスタ構成（1） 

名称 略称 R/W P4 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセ

ス 

サイズ 

内部更新機能 

を持つビット 

Y 正規化係数レジスタ YNCR R/W H'FFF91080 H'1FF91080 32 全ビット 

Y 正規化オフセットレジスタ YNOR R/W H'FFF91084 H'1FF91084 32 全ビット 

Cr 正規化オフセットレジスタ CRNOR R/W H'FFF91088 H'1FF91088 32 全ビット 

Cb 正規化オフセットレジスタ CBNOR R/W H'FFF9108C H'1FF9108C 32 全ビット 

赤色用 Cr 係数レジスタ RCRCR R/W H'FFF91090 H'1FF91090 32 全ビット 

緑色用 Cr 係数レジスタ GCRCR R/W H'FFF91094 H'1FF91094 32 全ビット 

緑色用 Cb 係数レジスタ GCBCR R/W H'FFF91098 H'1FF91098 32 全ビット 

青色用 Cb 係数レジスタ BCBCR R/W H'FFF9109C H'1FF9109C 32 全ビット 

 
表 14.19 YC-RGB 変換係数レジスタ構成（2） 

名称 略称 パワーオン 

リセット／ 

ディープ 

スタンバイ 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

モジュール 

スタンバイ／ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

Y 正規化係数レジスタ YNCR H'08000800 H'08000800 保持 

Y 正規化オフセットレジスタ YNOR H'00000000 H'00000000 保持 

Cr 正規化オフセットレジスタ CRNOR H'00800080 H'00800080 保持 

Cb 正規化オフセットレジスタ CBNOR H'00800080 H'00800080 保持 

赤色用 Cr 係数レジスタ RCRCR H'0AF00AF0 H'0AF00AF0 保持 

緑色用 Cr 係数レジスタ GCRCR H'05900590 H'05900590 保持 

緑色用 Cb 係数レジスタ GCBCR H'02B002B0 H'02B002B0 保持 

青色用 Cb 係数レジスタ BCBCR H'0DE00DE0 H'0DE00DE0 保持 
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（12）ディスプレイアウトコンペアレジスタ構成 

表 14.20 ディスプレイアウトコンペアレジスタ構成（1） 

名称 略称 R/W P4 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

内部更新機能 

を持つビット 

ディスプレイアウトコンペアコ

ントロールレジスタ 

DOCMCR R/W H'FFF93000 H'1FF93000 32 全ビット 

ディスプレイアウトコンペアス

テータスレジスタ 

DOCMSTR R H'FFF93004 H'1FF93004 32 なし 

ディスプレイアウトコンペアス

テータスクリアレジスタ 

DOCMCLSTR -/W H'FFF93008 H'1FF93008 32 なし 

ディスプレイアウトコンペア割

込み許可レジスタ 

DOCMIENR R/W H'FFF9300C H'1FF9300C 32 なし 

ディスプレイアウトコンペアモ

ードレジスタ 1 

DOCMMDR1 R/W H'FFF93020 H'1FF93020 32 なし 

ディスプレイアウトコンペアパ

ラメータレジスタ 1 

DOCMPMR1 R/W H'FFF93024 H'1FF93024 32 全ビット 

ディスプレイアウトコンペア

CRC 期待値レジスタ 1 

DOCMECRCR1 R/W H'FFF93028 H'1FF93028 32 全ビット 

ディスプレイアウトコンペア

CRC 期待値更新レジスタ 1 

DOCMECRCUR1 R H'FFF9302C H'1FF9302C 32 なし 

ディスプレイアウトコンペア

CRC 期待値保持レジスタ 1 

DOCMECRCHR1 R H'FFF93030 H'1FF93030 32 なし 

ディスプレイアウトコンペア

CRC 計算値レジスタ 1 

DOCMCCRCR1 R H'FFF93034 H'1FF93034 32 なし 

ディスプレイアウトコンペア開

始位置 X レジスタ 1 

DOCMSPXR1 R/W H'FFF93038 H'1FF93088 32 全ビット 

ディスプレイアウトコンペア開

始位置 Y レジスタ 1 

DOCMSPYR1 R/W H'FFF9303C H'1FF9303C 32 全ビット 

ディスプレイアウトコンペアサ

イズ X レジスタ 1 

DOCMSZXR1 R/W H'FFF93040 H'1FF93040 32 全ビット 

ディスプレイアウトコンペアサ

イズ Y レジスタ 1 

DOCMSZYR1 R/W H'FFF93044 H'1FF93044 32 全ビット 

ディスプレイアウトコンペア

CRC 初期値レジスタ 1 

DOCMCRCIR1 R/W H'FFF93048 H'1FF93044 32 なし 
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表 14.21 ディスプレイアウトコンペアレジスタ構成（2） 

名称 略称 パワーオン 

リセット／ 

ディープ 

スタンバイ 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

モジュール 

スタンバイ／ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

ディスプレイアウトコンペアコントロール

レジスタ 

DOCMCR H'00000000 H'00000000 保持 

ディスプレイアウトコンペアステータスレ

ジスタ 

DOCMSTR 不定 不定 保持 

ディスプレイアウトコンペアステータスク

リアレジスタ 

DOCMCLSTR H'00000000 H'00000000 保持 

ディスプレイアウトコンペア割込み許可レ

ジスタ 

DOCMIENR H'00000000 H'00000000 保持 

ディスプレイアウトコンペアモードレジス

タ 1 

DOCMMDR1 H'00000000 H'00000000 保持 

ディスプレイアウトコンペアパラメータレ

ジスタ 1 

DOCMPMR1 H'00000000 H'00000000 保持 

ディスプレイアウトコンペア CRC 期待値

レジスタ 1 

DOCMECRCR1 H'00000000 H'00000000 保持 

ディスプレイアウトコンペア CRC 期待値

更新レジスタ 1 

DOCMECRCUR1 H'00000000 H'00000000 保持 

ディスプレイアウトコンペア CRC 期待値

保持レジスタ 1 

DOCMECRCHR1 H'00000000 H'00000000 保持 

ディスプレイアウトコンペア CRC 計算値

レジスタ 1 

DOCMCCRCR1 H'00000000 H'00000000 保持 

ディスプレイアウトコンペア開始位置 X レ

ジスタ 1 

DOCMSPXR1 H'00000000 H'00000000 保持 

ディスプレイアウトコンペア開始位置 Y レ

ジスタ 1 

DOCMSPYR1 H'00000000 H'00000000 保持 

ディスプレイアウトコンペアサイズ X レジ

スタ 1 

DOCMSZXR1 H'00000000 H'00000000 保持 

ディスプレイアウトコンペアサイズ Y レジ

スタ 1 

DOCMSZYR1 H'00000000 H'00000000 保持 

ディスプレイアウトコンペア CRC 初期値

レジスタ 1 

DOCMCRCIR1 H'FFFFFFFF H'FFFFFFFF 保持 
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14.3 レジスタの説明 
【レジスタ説明の記号説明】 

初期値 ：リセット後のレジスタ値 

― ：不定値 

R/W ：リードおよびライト可。書き込み値を読み出すことができます。 

R/WC0 ：リードおよびライト可。0 を書き込むとビットは初期化されますが、1 の書き込みは無視されます。 

R ：リードのみ可。書き込む値は常に 0 にしてください。 

―/W ：ライトのみ可。読み出し値は不定です。 

プレーン n ：プレーン 1 からプレーン 8 を示します。 

【注】 アドレスマップ上の空き領域にはアクセスしないでください。表 14.2 から表 14.21 に示したレジスタ以外の領域をアク

セスした場合、値を書き換えた場合の動作は保証しません。 
 

14.3.1 表示制御レジスタ 
（1） 表示システム制御レジスタ（DSYSR：Display unit SYStem control Register） 

アドレス：H'FFF80000 
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0
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DRES DEN TVM SCM

R/WR/WR/W
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⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R R R R R R

R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R R R R

R R R R

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31、30 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

29 ILTS 0 R/W なし 入力端子取り込みタイミング選択（Input pad Latch Timing Select） 

ビット 29 を有効にするには表示拡張機能許可レジスタ（DEFR）

／DEFE に 1 を設定してください。初期状態ではビット 29 は 0

固定となります。 

0： 入力端子の信号は DCLKIN の立ち上がりで取り込みます。 

1： 入力端子の信号は DCLKIN の立ち下がりで取り込みます。 

電気的特性は対象外となります。 

28～21 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

20 DSEC 0 R/W あり 表示データエンディアン変換（Display data Endian Change） 

データスワップの詳細に関しては、「14.4.7 エンディアン変換」

を参照してください。 

0： メモリ上の表示データをバイトデータ／ワードデータスワ

ップを行いません。 

1： メモリ上の表示データをバイトデータ／ワードデータスワ

ップを行います。 

19～17 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

16 IUPD 0 R/W なし 内部更新ディスエーブル（Internal UPdating Disable） 

DRES=1 の場合は本ビットに関係なく内部更新します。 

内部更新の詳細に関しては「14.2（2） 内部更新｣を参照してく

ださい。 

0：内部更新は垂直同期信号（VSYNC）アサートごとに行われ

ます。 

1： 本ビットに 1 を設定することにより内部更新を禁止するこ

とができます。 

本ビットに 0 が設定されると、次の垂直同期信号（VSYNC）によ

りレジスタ更新が行われます。 

15～10 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

9 

8 

DRES 

DEN 

1 

0 

R/W 

R/W 

なし 

あり 

表示リセット（Display RESet） 

表示イネーブル（Display ENable） 

00：表示同期動作を開始します。 

未設定のレジスタがある場合、予期せぬ動作をする場合があ

りますので、Display Unit 内のすべてのレジスタ設定後に

DRES=0 にしてください。 

DEN=0 では、表示データは表示オフ時出力レジスタ（DOOR）

に設定された値となります。 

01：表示同期動作を開始します。 

未設定のレジスタがある場合、予期せぬ動作をする場合があ

りますので、Display Unit 内のすべてのレジスタ設定後に

DRES=0、DEN=1 にしてください。 

DEN=1 では、表示データは次のフレームからメモリ上に格納

された値となります。 

10：表示同期動作を停止します。 

表示動作および同期動作が停止します。表示ステータスレジ

スタ（DSSR）の下記ビットを除きレジスタ設定値は保持し

ます。本設定では以下のように動作します。 

(1) 表示データは、すべて 0 が出力されます。 

(2) 表示ステータスレジスタ（DSSR）の下記ビットを 0 ク

リアします。 

・TV 同期信号エラーフラグ（TVR） 

・フレームフラグ（FRM） 

・垂直ブランキングフラグ（VBK） 

・ラスタ割り込みフラグ（RINT） 

・水平ブランキングフラグ（HBK） 

（3）HSYNC、VSYNC、ODDF 端子は入力となります。 

ただし、表示モードレジスタ（DSMR）の ODPM ビット

=1 のとき、ODDF 端子は CLAMP 出力となります。 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

7、6 TVM 10 R/W なし TV 同期モード（TV synchronization Mode） 

00： マスタモード。 

HSYNC、VSYNC、CSYNC を出力します。 

01： 同期方式の切り替えモード。 

TV 同期モードからマスタモード、またはマスタモードか

ら TV 同期モードへの切り替えは、必要な場合、本モード

を経由して行ってください。本モードでは表示系の動作が

強制停止し、DISP 端子は Low レベルを出力します。また、

DCLKIN へのクロック供給を停止（入力は無効）すること

もできます（LSI 内部は High レベル固定）。EXHSYNC、

EXVSYNC、EXODDF は入力となります。 

10：TV 同期モード。 

EXHSYNC、EXVSYNC、EXODDF を入力します。ただし、

表示モードレジスタ（DSMR）／ODPM が 1 のとき、ODDF

端子は出力となります。 

11：設定禁止 

5、4 SCM 00 R/W なし スキャンモード（SCan Mode） 

00：ノンインタレースモード 

01：設定禁止 

10：インタレースシンクモード 

11：インタレースシンク＆ビデオモード 

3～0 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

 

（2） 表示モードレジスタ（DSMR：Display unit Mode Register） 

アドレス：H'FFF80004 
 

161718192021222324252627282931 30

CDEL CDED ODEV CSYCDEM

R/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000

VSPM ODPM DIPM CSPM

R/WR/WR/WR/WR/W
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DIL VSL

R/WR/W

00

HSL DDIS

R/WR/W
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000 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R R

⎯

⎯

R

⎯ ⎯

⎯ ⎯

R R

⎯

⎯

R

R R R

⎯

⎯

R

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

R R R

⎯

⎯

R

⎯

⎯

R

⎯

⎯

R

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～29 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

28 VSPM 0 R/W DRES VSYNC ピンモード（VSync Pin Mode） 

0：VSYNC 端子に VSYNC 信号を出力します。 

1：VSYNC 端子に CSYNC 信号を出力します。 

VSYNC 端子は「表 14.1 端子機能（DU0）」の

DU0_VSYNC/DU0_EXVSYNC 端子に該当します。 

27 ODPM 0 R/W DRES ODDF ピンモード（ODdf Pin Mode） 

0：ODDF 端子に ODDF 信号を出力します。 

1：ODDF 端子に CLAMP 信号を出力します。表示システム制御

レジスタ（DSYSR）／TVM が TV 同期モードの場合でも、

ODDF 端子は出力となります。 

ODDF 端子は「表 14.1 端子機能（DU0）」の

DU0_ODDF/DU0_EXODDF 端子に該当します。 

26、25 DIPM 0 R/W DRES DISP ピンモード（DIsp Pin Mode） 

00：DISP 端子に DISP 信号を出力します。 

01：DISP 端子に CSYNC 信号を出力します。 

10：設定禁止。（0 固定になります。） 

11：DISP 端子に DE 信号を出力します。 

DISP 端子は「表 14.1 端子機能（DU0）」の DU0_DISP 端子に

該当します。 

24 CSPM 0 R/W DRES CSYNC ピンモード（CSync Pin Mode） 

0：CSYNC 端子に CSYNC 信号を出力します。 

1：CSYNC 端子に HSYNC 信号を出力します。 

CSYNC 端子は「表 14.1 端子機能（DU0）」の

DU0_HSYNC/DU0_EXHSYNC 端子に該当します。 

23～20 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

19 DIL 0 R/W DRES DISP 極性選択（DIsp poLarity select） 

0：DISP 信号は表示期間が High レベルとなります。 

1：DISP 信号の極性を逆にします。 

18 VSL 0 R/W DRES Vsync 極性選択（Vsync polarity SeLect） 

0：VSYNC 信号は Low アクティブになります。 

1：VSYNC の極性を逆にします。 

17 HSL 0 R/W DRES Hsync 極性選択（Hsync polarity SeLect） 

0：HSYNC 信号は Low アクティブになります。 

1：HSYNC 信号の極性を逆にします。 

16 DDIS 0 R/W あり DISP 出力ディスエーブル（Disp DISable） 

0：DISP 信号を出力します。 

1：DISP 信号を出力しません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

15 CDEL 0 R/W あり CDE 極性選択（CDE polarity SeLect） 

0： CDE 信号は出力表示データと色検出レジスタ（CDER）が

一致したとき、High レベルとなります。 

1：CDE 信号の極性を逆にします。 

14、13 CDEM 00 R/W あり CDE 出力モード（CDE output Mode） 

00：CDE 信号をそのまま出力します。 

01：CDE 信号をそのまま出力します。 

10：表示期間外は Low レベルを出力します。 

11：表示期間外は High レベルを出力します。 

12 CDED 0 R/W あり CDE ディスエーブル（CDE Disable） 

0：CDE 信号を出力します。 

1：CDE 信号の出力を禁止します。 

11～9 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

8 ODEV 0 R/W あり ODDF 信号極性選択（ODd EVen select for ODDF signal） 

0：インタレース表示の同一フレームにおいて、ODDF=Low レ

ベルにより前半のフィールドを示します。 

1：インタレース表示の同一フレームにおいて、ODDF=High レ

ベルにより前半のフィールドを示します。 

7、6 CSY 00 R/W あり CSYNC モード（CSYnc mode） 

00： VSYNCとHSYNCで排他的論理和をとった波形をCSYNC

として出力します。 

01：設定禁止 

10：VSYNC 立ち下がりから 3 ラスタの期間は等価パルス、そ

の後 3 ラスタはセレーション、その後 3 ラスタは等価パル

ス、それ以外の期間は HSYNC の波形を CSYNC として出

力します。 

11：VSYNC 立ち下がりから 1/2 ラスタ後、2.5 ラスタの期間は

等価パルス、その後 2.5 ラスタはセレーション、その後 2.5

ラスタは等価パルス、それ以外の期間は HSYNC の波形を

CSYNC として出力します。 

5～0 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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（3） 表示ステータスレジスタ（DSSR：DiSplay Unit Status Register） 

アドレス：H'FFF80008 
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R
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31、30 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

29、28 VCFB 11 R なし ビデオキャプチャフレームバッファフラグ（Video Capture Frame 

Buffer Flag） 

00：ビデオキャプチャに設定したプレーンにおいて PnDSA0R

で示されるアドレスを表示領域開始アドレスとして使用中。 

01：ビデオキャプチャに設定したプレーンにおいて PnDSA1R

で示されるアドレスを表示領域開始アドレスとして使用中。 

10：ビデオキャプチャに設定したプレーンにおいて PnDSA2R

で示されるアドレスを表示領域開始アドレスとして使用中。 

11：ビデオキャプチャモジュールが初期状態です。 

27～24 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

23 DFB8 0 R なし ディスプレイフレームバッファ 8 フラグ（Display Frame Buffer 8 

Flag） 

0：プレーン 8 おいて P8DSA0R で示されるアドレスを表示領域

開始アドレスとして使用中。 

1：プレーン 8 において P8DSA1R で示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。 

22 DFB7 0 R なし ディスプレイフレームバッファ 7 フラグ（Display Frame Buffer 7 

Flag） 

0：プレーン 7 において P7DSA0R で示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。 

1：プレーン 7 において P7DSA1R で示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

21 DFB6 0 R なし ディスプレイフレームバッファ 6 フラグ（Display Frame Buffer 6 

Flag） 

0：プレーン 6 において P6DSA0R で示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。 

1：プレーン 6 において P6DSA1R で示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。 

20 DFB5 0 R なし ディスプレイフレームバッファ 5 フラグ（Display Frame Buffer 5 

Flag） 

0：プレーン 5 において P5DSA0R で示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。 

1：プレーン 5 において P5DSA1R で示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。 

19 DFB4 0 R なし ディスプレイフレームバッファ 4 フラグ（Display Frame Buffer 4 

Flag） 

0：プレーン 4 において P4DSA0R で示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。 

1：プレーン 4 において P4DSA1R で示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。 

18 DFB3 0 R なし ディスプレイフレームバッファ 3 フラグ（Display Frame Buffer 3 

Flag） 

0：プレーン 3 において P3DSA0R で示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。 

1：プレーン 3 において P3DSA1R で示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。 

17 DFB2 0 R なし ディスプレイフレームバッファ 2 フラグ（Display Frame Buffer 2 

Flag） 

0：プレーン 2 において P2DSA0R で示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。 

1：プレーン 2 において P2DSA1R で示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。 

16 DFB1 0 R なし ディスプレイフレームバッファ 1 フラグ（Display Frame Buffer 1 

Flag） 

0：プレーン 1 において P1DSA0R で示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。 

1：プレーン 1 において P1DSA1R で示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

15 TVR 0 R なし TV 同期信号エラーフラグ（TV synchronization eRror flag） 

0：表示システム制御レジスタ（DSYSR）の DRES ビットまた

は表示ステータスレジスタクリアレジスタ（DSRCR）の

TVCL ビットにより TVR ビットをクリアしてから、垂直走

査周期レジスタ（VCR）の設定で決まる垂直周期内に、

EXVSYNC の立ち上がりが毎回検出されていることを示し

ます。 

1：TV 同期モード時に、垂直走査周期レジスタ（VCR）の設定

値で決まる垂直周期内に、EXVSYNC の立ち上がりが検出さ

れなかったことを示します。TVR ビットは DRES ビットま

たは TVCL ビットによりクリアされるまで状態を保持しま

す。 

14 FRM 0 R なし フレームフラグ（FRaMe flag） 

0：表示システム制御レジスタ（DSYSR）の DRES ビットまた

は表示ステータスレジスタクリアレジスタ（DSRCR）の

FRCL ビットにより FRM ビットをクリアしてから、ノンイ

ンタレースでは次の表示終了までの期間を示し、インタレー

スシンクまたはインタレースシンク＆ビデオでは次の偶数

フィールドの表示終了までの期間を示します。 

1：DRES ビットまたは FRCL ビットにより FRM ビットをクリ

アした後の最初の偶数フィールドの垂直ブランキング期間

から再度 FRM ビットをクリアするまでの期間を示します。

（フレーム単位） 

13、12 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

11 VBK 0 R なし 垂直ブランキングフラグ（Vertical BlanKing flag） 

0：表示システム制御レジスタ（DSYSR）の DRES ビットまた

は表示ステータスレジスタクリアレジスタ（DSRCR）の

VBCL ビットにより VBK ビットをクリアしてから次の表示

終了までの期間を示します。 

1：DRES ビットまたは VBCL ビットにより VBK ビットをクリ

アした後の最初の垂直ブランキング期間から再度 VBK ビッ

トをクリアするまでの期間を示します。（フィールド単位） 

10 CMPI 0 R なし ディスプレイアウトコンペア割り込みフラグ（rgb CoMPare 

Interrupt flag） 

0：ディスプレイアウトコンペアで、割り込みは発生していませ

ん。 

1：ディスプレイアウトコンペアで、割り込みが発生しました。 

【注】 ディスプレイアウトコンペア機能の割り込みの許可は、デ

ィスプレイアウトコンペア割込み許可レジスタ

（DOCMIENR）で行います。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

9 RINT 0 R なし ラスタ割り込みフラグ（Raster INTerrupt flag） 

0：表示システム制御レジスタ（DSYSR）の DRES ビットまた

は表示ステータスレジスタクリアレジスタ（DSRCR）の

RICL ビットにより RINT ビットをクリアした後、次の表示

開始からラスタ割り込みオフセットレジスタで設定された

ラスタが経過するまでの期間を示します。 

1：DRES ビットまたは RICL ビットにより RINT ビットをクリ

アした後、次の表示開始からラスタ割り込みオフセットレジ

スタで設定されたラスタが経過した後から、再度ビットをク

リアするまでの期間を示します。 

8 HBK 0 R なし 水平ブランキングフラグ（Horizontal Blanking Flag） 

0：表示システム制御レジスタ（DSYSR）の DRES ビットまた

は表示ステータスレジスタクリアレジスタ（DSRCR）の

HBCL ビットにより HBK ビットをクリアしてから次の

HSYNC アサートまでの期間を示します。 

1：DRES ビットまたは HBCL ビットにより HBK ビットをクリ

アした後の最初の水平ブランキング期間から再度 HBK ビッ

トをクリアするまでの期間を示します。 

7 ADC8 0 R なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 8（Auto 

rendering Display Change flag 8） 

0：プレーン 8 のフレームバッファの切り替えが行われていませ

ん。 

1：プレーン 8 のフレームバッファの切り替えが行われたことを

示します。ADC8 ビットはクリアされるまで状態を保持しま

す。 

6 ADC7 0 R なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 7（Auto 

rendering Display Change flag 7） 

0：プレーン 7 のフレームバッファの切り替えが行われていませ

ん。 

1：プレーン 7 のフレームバッファの切り替えが行われたことを

示します。ADC7 ビットはクリアされるまで状態を保持しま

す。 

5 ADC6 0 R なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 6（Auto 

rendering Display Change flag 6） 

0：プレーン 6 のフレームバッファの切り替えが行われていませ

ん。 

1：プレーン 6 のフレームバッファの切り替えが行われたことを

示します。ADC6 ビットはクリアされるまで状態を保持しま

す。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

4 ADC5 0 R なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 5（Auto 

rendering Display Change flag 5） 

0：プレーン 5 のフレームバッファの切り替えが行われていませ

ん。 

1：プレーン 5 のフレームバッファの切り替えが行われたことを

示します。ADC5 ビットはクリアされるまで状態を保持しま

す。 

3 ADC4 0 R なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 4（Auto 

rendering Display Change flag 4） 

0：プレーン 4 のフレームバッファの切り替えが行われていませ

ん。 

1：プレーン 4 のフレームバッファの切り替えが行われたことを

示します。ADC4 ビットはクリアされるまで状態を保持しま

す。 

2 ADC3 0 R なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 3（Auto 

rendering Display Change flag 3） 

0：プレーン 3 のフレームバッファの切り替えが行われていませ

ん。 

1：プレーン 3 のフレームバッファの切り替えがなわれたことを

示します。ADC3 ビットはクリアされるまで状態を保持しま

す。 

1 ADC2 0 R なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 2（Auto 

rendering Display Change flag 2） 

0：プレーン 2 のフレームバッファの切り替えが行われていませ

ん。 

1：プレーン 2 のフレームバッファの切り替えが行われたことを

示します。ADC2 ビットはクリアされるまで状態を保持しま

す。 

0 ADC1 0 R なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 1（Auto 

rendering Display Change flag 1） 

0：プレーン 1 のフレームバッファの切り替えが行われていませ

ん。 

1：プレーン 1 のフレームバッファの切り替えが行われたことを

示します。ADC1 ビットはクリアされるまで状態を保持しま

す。 

 

• ADCについての説明。 

アニメーション表示を行う場合にオートレンダリングモードで動画表示を行うことが可能ですが、このとき、 

1. TRAP割り込みをチェックする。 

2. この後、VBK割り込みをチェック。 
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3. VBK割り込みが発生した後、レンダリングスタートするというように2回フラグチェックを行う必要があり

ます。 

本フラグビット（ADC）を使用することで1回のフラグチェックでADC割り込みを行い、レンダリングスタート

することが可能になります。 
 

（4） 表示ステータスレジスタクリアレジスタ（DSRCR：Display unit Status Register Clear Register） 

アドレス：H'FFF8000C 
 

161718192021222324252627282931 30

TVCL FRCL VBCL RICL HBCL
ADCL

8
ADCL

7
ADCL

6
ADCL

5
ADCL

4
ADCL

3
ADCL

2
ADCL

1

⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W ⎯/W R

R R R R R R R R R R R R R R R R

R ⎯/W

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ CMP
CL

⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～16 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

15 TVCL － －/W なし TV 同期信号エラーフラグクリア 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の TVR フラグを変更し

ません。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の TVR フラグを 0 にク

リアします。 

14 FRCL － －/W なし フレームフラグクリア 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の FRM フラグを変更し

ません。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の FRM フラグを 0 にク

リアします。 

13、12 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

11 VBCL － －/W なし 垂直ブランキングフラグクリア 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の VBK フラグを変更し

ません。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の VBK フラグを 0 にク

リアします。 

10 CMPCL － －/W － ディスプレイアウトコンペア割り込みフラグクリア 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の CMPI フラグを更新し

ません。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の CMPI フラグを 0 クリ

アします。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

9 RICL － －/W なし ラスタ割り込みフラグクリア 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の RINT フラグを変更し

ません。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の RINT フラグを 0 にク

リアします。 

8 HBCL － －/W なし HBK フラグクリア 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の HBK フラグを変更し

ません。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の HBK フラグを 0 にク

リアします。 

7 ADCL8 － －/W なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグクリア 8 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 8 を変更

しません。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 8 を 0 に

クリアします。 

6 ADCL7 － －/W なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグクリア 7 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 7 を変更

しません。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 7 を 0 に

クリアします。 

5 ADCL6 － －/W なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグクリア 6 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 6 を変更

しません。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 6 を 0 に

クリアします。 

4 ADCL5 － －/W なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグクリア 5 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 5 を変更

しません。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 5 を 0 に

クリアします。 

3 ADCL4 － －/W なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグクリア 4 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 4 を変更

しません。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 4 を 0 に

クリアします。 

2 ADCL3 － －/W なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグクリア 3 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 3 を変更

しません。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 3 を 0 に

クリアします。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

1 ADCL2 － －/W なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグクリア 2 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 2 を変更

しません。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 2 を 0 に

クリアします。 

0 ADCL1 － －/W なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグクリア 1 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 1 を変更

しません。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 1 を 0 に

クリアします。 

 

（5） 表示割り込み許可レジスタ（DIER：Display unit Interrupt Enable Register） 

アドレス：H'FFF80010 
 

161718192021222324252627282931 30

TVE FRE VBE RIE HBE ADCE
8

ADCE
7

ADCE
6

ADCE
5

ADCE
4

ADCE
3

ADCE
2

ADCE
1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R RR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R R R R R R R

 
 

表示割り込み許可レジスタ（DIER）は、表示ステータスレジスタ（DSSR）に反映される Display Unit 内部状態

を要因とした、CPU への割り込みを許可するレジスタです。本レジスタに 1 を設定すると、表示ステータスレジ

スタ（DSSR）の同一ビット位置へ 1 を設定された場合に CPU への割り込みを発生します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～16 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

15 TVE 0 R/W なし TV 同期信号エラーフラグ割り込み許可 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の TVR フラグ割り込み

を禁止します。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の TVR フラグ割り込み

を許可します。 

14 FRE 0 R/W なし フレームフラグ割り込み許可 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の FRM フラグ割り込み

を禁止します。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の FRM フラグ割り込み

を許可します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

13、12 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

11 VBE 0 R/W なし 垂直ブランキングフラグ割り込み許可 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の VBK フラグ割り込み

を禁止します。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の VBK フラグ割り込み

を許可します。 

10 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

9 RIE 0 R/W なし ラスタ割り込みフラグ割り込み許可 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の RINT フラグ割り込み

を禁止します。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の RINT フラグ割り込み

を許可します。 

8 HBE 0 R/W なし HBK フラグ割り込み許可 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の HBK フラグ割り込み

を禁止します。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の HBK フラグ割り込み

を許可します。 

7 ADCE8 0 R/W なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 8 割り込み許可 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 8 割り込

みを禁止します。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 8 割り込

みを許可します。 

6 ADCE7 0 R/W なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 7 割り込み許可 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 7 割り込

みを禁止します。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 7 割り込

みを許可します。 

5 ADCE6 0 R/W なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 6 割り込み許可 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 6 割り込

みを禁止します。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 6 割り込

みを許可します。 

4 ADCE5 0 R/W なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 5 割り込み許可 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 5 割り込

みを禁止します。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 5 割り込

みを許可します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

3 ADCE4 0 R/W なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 4 割り込み許可 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 4 割り込

みを禁止します。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 4 割り込

みを許可します。 

2 ADCE3 0 R/W なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 3 割り込み許可 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 3 割り込

みを禁止します。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 3 割り込

みを許可します。 

1 ADCE2 0 R/W なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 2 割り込み許可 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 2 割り込

みを禁止します。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 2 割り込

みを許可します。 

0 ADCE1 0 R/W なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 1 割り込み許可 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 1 割り込

みを禁止します。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADC フラグ 1 割り込

みを許可します。 

 
Display Unit からの割り込み発生は表示ステータスレジスタ（DSSR）と表示割り込み許可レジスタ（DIER）か

ら次の条件となります。 

割り込み発生条件＝a＋b＋c＋d＋e＋f＋g＋h＋i＋j＋k＋l＋m 

• a＝TVR・TVE 

• b＝FRM・FRE 

• c＝VBK・VBE 

• d＝RINT・RIE 

• e＝HBK・HBE 

• f＝ADC6・ADCE6 

• g＝ADC5・ADCE5 

• h＝ADC4・ADCE4 

• i＝ADC3・ADCE3 

• j＝ADC2・ADCE2 

• k＝ADC1・ADCE1 

• l＝ADC8・ADCE8 

• m＝ADC7・ADCE7 
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（6） カラーパレット制御レジスタ（CPCR：Color Palette Control Register） 

アドレス：H'FFF80014 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯ ⎯ CP4
CE

CP3
CE

CP2
CE

CP1
CE

R/WR/WR/WR/WRR

01234567891011121315 14

0000⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～20 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

19 CP4CE 0 R/W あり カラーパレット 4 切り替えイネーブル（Color Palette 4 Change 

Enable） 

0：カラーパレット 4 の切り替えを行いません。 

1：カラーパレット 4 の切り替えを行います。切り替えは表示シ

ステム制御レジスタ（DSYSR）のビット 9（DRES）を 1

から 0 に設定したとき、または、内部更新タイミング時です。

本ビットは 1 設定のみ有効で、0 設定は無効となります。カ

ラーパレット 4 の切り替え後、0 にクリアされます。1 設定

とクリアが同時に発生した場合は 0 クリアが優先します。 

18 CP3CE 0 R/W あり カラーパレット 3 切り替えイネーブル（Color Palette 3 Change 

Enable） 

0：カラーパレット 3 の切り替えを行いません。 

1：カラーパレット 3 の切り替えを行います。切り替えは表示シ

ステム制御レジスタ（DSYSR）のビット 9（DRES）を 1

から 0 に設定したとき、または、内部更新タイミング時です。

本ビットは 1 設定のみ有効で、0 設定は無効となります。カ

ラーパレット 3 の切り替え後、0 にクリアされます。1 設定

とクリアが同時に発生した場合は 0 クリアが優先します。 

17 CP2CE 0 R/W あり カラーパレット 2 切り替えイネーブル（Color Palette 2 Change 

Enable） 

0：カラーパレット 2 の切り替えを行いません。 

1：カラーパレット 2 の切り替えを行います。切り替えは表示シ

ステム制御レジスタ（DSYSR）のビット 9（DRES）を 1

から 0 に設定したとき、または、内部更新タイミング時です。

本ビットは 1 設定のみ有効で、0 設定は無効となります。カ

ラーパレット 2 の切り替え後、0 にクリアされます。1 設定

とクリアが同時に発生した場合は 0 クリアが優先します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

16 CP1CE 0 R/W あり カラーパレット 1 切り替えイネーブル（Color Palette 1 Change 

Enable） 

0：カラーパレット 1 の切り替えを行いません。 

1：カラーパレット 1 の切り替えを行います。切り替えは表示シ

ステム制御レジスタ（DSYSR）のビット 9（DRES）を 1

から 0 に設定したとき、または、内部更新タイミング時です。

本ビットは 1 設定のみ有効で、0 設定は無効となります。カ

ラーパレット 1 の切り替え後、0 にクリアされます。1 設定

とクリアが同時に発生した場合は 0 クリアが優先します。 

15～0 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

 

（7） 表示プレーン優先順位レジスタ（DPPR：Display Plane Priority Register） 

アドレス：H'FFF80018 
 

161718192021222324252627282931 30

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000010000100110 0

DPE8 DPS8 DPE7 DPS7 DPE6 DPS6 DPE5 DPS5

DPE4 DPS4 DPE3 DPS3 DPE2 DPS2 DPE1 DPS1

R/WR/WR/WR/WR/W R/W

0

R/W

00

R/W

00

R/W

000 1

R/W

1

R/W

1

R/W

1

R/W

1

R/W

1

R/W

1

R/W

1

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

• 画面合成の順番と表示ON/OFFを定義します。 

• 表示出力系統制御レジスタ（DORCR）のビット0が0のとき、有効となりプレーン1～8を表示ONできます。 

• 重ね合せ処理部1の優先順位のみを設定します。重ね合せ処理部2は表示出力系統制御レジスタ（DORCR）の

ビット0を1とし、表示重ね合せ2優先順位レジスタで設定します。 

• 「14.3.4 表示プレーンレジスタ」に示すレジスタに所望の値を設定した後に、ビット31、27、23、19、15、

11、7、3の該当するビットに1を設定してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31 DPE8 0 R/W あり 

30～28 DPS8 111 R/W あり 

表示プレーン優先順位 8 許可（Display plane Priority 8 Enable） 

表示プレーン優先順位 8 選択（Display plane Priority 8 Select） 

1000：優先順位 8 にプレーン 1 を選択し、表示します。 

1001：優先順位 8 にプレーン 2 を選択し、表示します。 

1010：優先順位 8 にプレーン 3 を選択し、表示します。 

1011：優先順位 8 にプレーン 4 を選択し、表示します。 

1100：優先順位 8 にプレーン 5 を選択し、表示します。 

1101：優先順位 8 にプレーン 6 を選択し、表示します。 

1110：優先順位 8 にプレーン 7 を選択し、表示します。 

1111：優先順位 8 にプレーン 8 を選択し、表示します。 

0---：優先順位 8 は表示しません。 

27 DPE7 0 R/W あり 

26～24 DPS7 110 R/W あり 

表示プレーン優先順位 7 許可（Display plane Priority 7 Enable） 

表示プレーン優先順位 7 選択（Display plane Priority 7 Select） 

1000：優先順位 7 にプレーン 1 を選択し、表示します。 

1001：優先順位 7 にプレーン 2 を選択し、表示します。 

1010：優先順位 7 にプレーン 3 を選択し、表示します。 

1011：優先順位 7 にプレーン 4 を選択し、表示します。 

1100：優先順位 7 にプレーン 5 を選択し、表示します。 

1101：優先順位 7 にプレーン 6 を選択し、表示します。 

1110：優先順位 7 にプレーン 7 を選択し、表示します。 

1111：優先順位 7 にプレーン 8 を選択し、表示します。 

0---：優先順位 7 は表示しません。 

23 DPE6 0 R/W あり 

22～20 DPS6 101 R/W あり 

表示プレーン優先順位 6 許可（Display plane Priority 6 Enable） 

表示プレーン優先順位 6 選択（Display plane Priority 6 Select） 

1000：優先順位 6 にプレーン 1 を選択し、表示します。 

1001：優先順位 6 にプレーン 2 を選択し、表示します。 

1010：優先順位 6 にプレーン 3 を選択し、表示します。 

1011：優先順位 6 にプレーン 4 を選択し、表示します。 

1100：優先順位 6 にプレーン 5 を選択し、表示します。 

1101：優先順位 6 にプレーン 6 を選択し、表示します。 

1110：優先順位 6 にプレーン 7 を選択し、表示します。 

1111：優先順位 6 にプレーン 8 を選択し、表示します。 

0---：優先順位 6 は表示しません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

19 DPE5 0 R/W あり 

18～16 DPS5 100 R/W あり 

表示プレーン優先順位 5 許可（Display plane Priority 5 Enable） 

表示プレーン優先順位 5 選択（Display plane Priority 5 Select） 

1000：優先順位 5 にプレーン 1 を選択し、表示します。 

1001：優先順位 5 にプレーン 2 を選択し、表示します。 

1010：優先順位 5 にプレーン 3 を選択し、表示します。 

1011：優先順位 5 にプレーン 4 を選択し、表示します。 

1100：優先順位 5 にプレーン 5 を選択し、表示します。 

1101：優先順位 5 にプレーン 6 を選択し、表示します。 

1110：優先順位 5 にプレーン 7 を選択し、表示します。 

1111：優先順位 5 にプレーン 8 を選択し、表示します。 

0---：優先順位 5 は表示しません。 

15 DPE4 0 R/W あり 

14～12 DPS4 011 R/W あり 

表示プレーン優先順位 4 許可（Display plane Priority 4 Enable） 

表示プレーン優先順位 4 選択（Display plane Priority 4 Select） 

1000：優先順位 4 にプレーン 1 を選択し、表示します。 

1001：優先順位 4 にプレーン 2 を選択し、表示します。 

1010：優先順位 4 にプレーン 3 を選択し、表示します。 

1011：優先順位 4 にプレーン 4 を選択し、表示します。 

1100：優先順位 4 にプレーン 5 を選択し、表示します。 

1101：優先順位 4 にプレーン 6 を選択し、表示します。 

1110：優先順位 4 にプレーン 7 を選択し、表示します。 

1111：優先順位 4 にプレーン 8 を選択し、表示します。 

0---：優先順位 4 は表示しません。 

11 DPE3 0 R/W あり 

10～8 DPS3 010 R/W あり 

表示プレーン優先順位 3 許可（Display plane Priority 3 Enable） 

表示プレーン優先順位 3 選択（Display plane Priority 3 Select） 

1000：優先順位 3 にプレーン 1 を選択し、表示します。 

1001：優先順位 3 にプレーン 2 を選択し、表示します。 

1010：優先順位 3 にプレーン 3 を選択し、表示します。 

1011：優先順位 3 にプレーン 4 を選択し、表示します。 

1100：優先順位 3 にプレーン 5 を選択し、表示します。 

1101：優先順位 3 にプレーン 6 を選択し、表示します。 

1110：優先順位 3 にプレーン 7 を選択し、表示します。 

1111：優先順位 3 にプレーン 8 を選択し、表示します。 

0---：優先順位 3 は表示しません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

7 DPE2 0 R/W あり 

6～4 DPS2 001 R/W あり 

表示プレーン優先順位 2 許可（Display plane Priority 2 Enable） 

表示プレーン優先順位 2 選択（Display plane Priority 2 Select） 

1000：優先順位 2 にプレーン 1 を選択し、表示します。 

1001：優先順位 2 にプレーン 2 を選択し、表示します。 

1010：優先順位 2 にプレーン 3 を選択し、表示します。 

1011：優先順位 2 にプレーン 4 を選択し、表示します。 

1100：優先順位 2 にプレーン 5 を選択し、表示します。 

1101：優先順位 2 にプレーン 6 を選択し、表示します。 

1110：優先順位 2 にプレーン 7 を選択し、表示します。 

1111：優先順位 2 にプレーン 8 を選択し、表示します。 

0---：優先順位 2 は表示しません。 

3 DPE1 0 R/W あり 

2～0 DPS1 000 R/W あり 

表示プレーン優先順位 1 許可（Display plane Priority 1 Enable） 

表示プレーン優先順位 1 選択（Display plane Priority 1 Select） 

1000：優先順位 1 にプレーン 1 を選択し、表示します。 

1001：優先順位 1 にプレーン 2 を選択し、表示します。 

1010：優先順位 1 にプレーン 3 を選択し、表示します。 

1011：優先順位 1 にプレーン 4 を選択し、表示します。 

1100：優先順位 1 にプレーン 5 を選択し、表示します。 

1101：優先順位 1 にプレーン 6 を選択し、表示します。 

1110：優先順位 1 にプレーン 7 を選択し、表示します。 

1111：優先順位 1 にプレーン 8 を選択し、表示します。 

0---：優先順位 1 は表示しません。 

 

（8） 表示拡張機能制御レジスタ（DEFR：Display unit Extensional Function enable Register） 

アドレス：H'FFF80020 
 

161718192021222324252627282931 30

EXSL EXUP VCUP DEFE

CODE

⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W ⎯/W

01234567891011121315 14

⎯/W⎯/W

R/W R/W

0 0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

⎯/W

⎯ ⎯ ⎯ EXVL ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W: R R R R R R R R R R R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～16 CODE － －/W なし 表示拡張機能制御レジスタ有効コード（register available CODE） 

表示拡張機能制御レジスタを有効とするために、レジスタライト

時にビット 31～16 を H'7773 に設定してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

15～13 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

12 EXSL 0 R/W DRES 外部 SYNC 信号選択（External Sync Signal Select） 

0：外部 SYNC 信号（EXVSYNC、EXHSYNX）は端子からの信

号を分周後クロックで直接取込みます。 

1：外部 SYNC 信号（EXVSYNC、EXHSYNX）は分周前クロッ

クでいったん取り込んだ信号を分周後クロックで取り込み

ます。 

11 EXVL 0 R/W なし 外部 VSYNC 取り込み選択（External Vsync Latch select） 

0：外部 VSYNC 信号（EXVSYNC）は端子からの信号を毎クロ

ックで取込みます。 

1：外部 VSYNC 信号（EXVSYNC）は端子からの信号を外部

HSYNC 信号（EXHSYNC）の立ち上がりで取り込みます。 

10～6 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

5 EXUP 0 R/W DRES 外部更新モード（External UPdating Mode） 

0：内部更新機能ビットは内部更新されます。 

1： 内部更新機能ビットは内部更新されず、外部更新となりま

す。このビットは表示システム制御レジスタ（DSYSR）／

IUPD より、優先されます。 

4 VCUP 0 R/W DRES 垂直走査周期レジスタ内部更新タイミング選択（Vertical Cycle 

register UPdate timing select） 

0： 垂直走査周期レジスタの内部更新は VSYNC 立ち下がりで

す。 

1： 垂直走査周期レジスタの内部更新は VSYNC 立ち上がりで

す。垂直走査周期レジスタの内部更新を VSYNC の立ち上が

りとすることで、垂直走査周期レジスタの切り替え時に

VSYNC 信号が乱れることはありません。 

3～1 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

0 DEFE 0 R/W DRES 表示拡張機能許可（Display unit Extensional Function Enable） 

0：拡張機能は無効です。 

1：拡張機能が有効となります。有効となる機能は次のとおりで

す。 

・表示領域開始アドレスレジスタ（DSAR）、格納領域開始

アドレスレジスタ（DCSAR）のビット 31～29、表示シス

テム制御レジスタ（DSYSR）のビット 29 が有効となりま

す。 

・プレーン n モードレジスタ（PnMR）のビット 26～24 が

有効となります。 

・表示領域開始アドレスのビット31～29が有効となります。 

・外部同期制御レジスタ（ESCR）のビット 24、ビット 5 が

有効となります。 

・プレーン n ブレンド比レジスタ（PnALPHAR）のビット

10 が有効となります。 

 

（9） 表示キャプチャ制御レジスタ（DCPCR：Display CaPture Control Register） 

アドレス：H'FFF80028 
 

161718192021222324252627282931 30

DCE

CODE

⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W ⎯/W

01234567891011121315 14

⎯/W⎯/W

R/W

0

CDF

R/W

0

CAB

R/W

0

⎯/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯

⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W: R R R/W R/W R R R R/W R R R R R  
 

• 「14.3.5 表示キャプチャレジスタ」に示すレジスタに所望の値を設定した後に、ビット8またはビット0の

該当するビットに1を設定してください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～16 CODE － －/W なし 表示キャプチャ制御レジスタ有効コード（register available 

CODE） 

表示キャプチャ制御レジスタを有効とするために、レジスタライ

ト時にビット 31～16 を H'7773 に設定してください。 

15、14 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

13、12 － － R/W － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

11～9 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

8 － － R/W － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

7、6 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

5 CAB 0 R/W あり 表示キャプチャ A ビット機能選択（display Capture A BIT function 

select） 

ビット 5 を有効にするには表示拡張機能許可レジスタ 2（DEFR2）

／DEFE2G に 1 を設定してください。初期状態ではビット 5 は 0

固定となります。 

0： 表示キャプチャデータフォーマットが ARGB1555 のとき、

A 値は 0 となります。 

1： 表示キャプチャデータフォーマットが ARGB1555 のとき、

A 値は 1 となります。 

4 CDF 0 R/W あり 表示キャプチャデータフォーマット（Display Capture Data 

Format） 

ビット 4 を有効にするには表示拡張機能許可レジスタ 2（DEFR2）

／DEFE2G に 1 を設定してください。初期状態ではビット 4 は 0

固定となります。 

0： 重ね合せ処理部 1 の表示キャプチャのデータは RGB565 と

なります。 

1： 重ね合せ処理部 1 の表示キャプチャのデータは ARGB1555

となります。A 値は本レジスタのビット 5 で指定します。 

3～1 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

0 DCE 0 R/W あり 表示キャプチャ許可（Display Capture Enable） 

0：重ね合せ処理部 1 の表示データをキャプチャしません。 

1：表示システム制御レジスタ（DSYSR）の DRES、DEN が 01

時、重ね合せ処理部 1 の表示データをキャプチャします。1

設定後、次のフレームからキャプチャします。 
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（10）表示拡張機能制御レジスタ 2（DEFR2：Display unit Extensional Function enable Register 2） 

アドレス：H'FFF80034 
 

161718192021222324252627282931 30

DEFE
2G

CODE

⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W ⎯/W

01234567891011121315 14

⎯/W⎯/W

R/W

0

⎯/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯

⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W: R R R R R R R R R R R R R R R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～16 CODE － －/W なし 表示拡張機能制御レジスタ2有効コード（CODE：register available 

CODE） 

表示拡張機能制御レジスタ 2 を有効とするために、レジスタライ

ト時にビット 31～16 を H'7775 に設定してください。 

15～1 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

0 DEFE2G 0 R/W DRES 表示拡張機能許可（Display unit Extensional Function Enable 2G） 

0：拡張機能は無効です。 

1： 拡張機能が有効となります。有効となる機能は次のとおりで

す。 

・プレーン n ブレンド比レジスタ（PnALPHAR）のビット

13、12 が有効となります。 

・表示キャプチャ制御レジスタ（DCPCR）のビット 5、4 が

有効となります。 

 

（11）表示拡張機能制御レジスタ 3（DEFR3：Display unit Extensional Function enable Register 3） 

アドレス：H'FFF80038 
 

161718192021222324252627282931 30

DEFE
3

CODE

⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W ⎯/W

01234567891011121315 14

⎯/W⎯/W

R/W

0

⎯/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0

⎯ ⎯⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W: R R R/W R/W R R R R R R R/W R/W R R R

EVDM VMSM1
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～16 CODE － －/W なし 表示拡張機能制御レジスタ3有効コード（CODE：register available 

CODE） 

表示拡張機能制御レジスタ 3 を有効とするために、レジスタライ

ト時にビット 31～16 を H'7776 に設定してください。 

15、14 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

13、12 EVDM 00 R/W あり プレーン 7、8 拡張ビデオ表示モード（Extensional Video Display 

Mode） 

00：拡張ビデオ表示機能を使用しません。 

01：プレーン 7、8 を使用し、拡張ビデオ表示を行います。ビ

デオインプットモジュールの奇数／偶数フィールドキャプ

チャモードにより取り込まれた画像データを、プレーン 7、

8 に振り分け、常時ブレンド比レジスタ値を用いたαブレ

ンディングを行います。 

10：プレーン 7、8 を使用し、拡張ビデオ表示を行います。ビ

デオインプットモジュールの奇数／偶数フィールドキャプ

チャモードにより取り込まれた画像データを、プレーン 7、

8 に振り分け、ビデオ入力と Display Unit の垂直同期信号

の位相差に従うブレンディングを行います。 

11：プレーン 7、8 を使用し、拡張ビデオ表示を行います。ビ

デオインプットモジュールの奇数／偶数フィールドキャプ

チャモードにより取り込まれた画像データを、プレーン 7、

8 に振り分け、フィールド交互表示を基準に、同一フィー

ルド表示の場合のみ、ブレンド比レジスタ値を用いたαブ

レンディングを行います。 

11～6 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

5、4 VMSM1 00 R/W DRES ビデオインプットマスタモード 1（Video input MaSter Mode 1） 

ビデオインプットマスタモードを有効とするには、表示システム

制御レジスタ（DSYSR）／TVM を 00（マスタモード）に設定し

てください。00 以外では本ビットを設定してもビデオインプット

マスタモードは有効となりません。 

00：タイミング生成回路 1 のビデオインプットマスタモード機

能は無効です。TV 同期モードは表示システム制御レジスタ

（DSYSR）／TVM で指定したモードとなります。 

01：タイミング生成回路 1 のビデオインプットマスタモード機

能が有効となります。HSYNC、VSYNC、CSYNC を出力

します。ビデオインプットが出力する VSYNC に同期した

VSYNC を出力します。HSYNC、ODDF はレジスタ設定値

となります。 

10：設定禁止。 

11：設定禁止。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

3～1 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

0 DEFE3 0 R/W DRES 表示拡張機能許可（Display unit Extensional Function Enable 

sh-navi3） 

0：拡張機能は無効です。 

1： 拡張機能が有効となります。有効となる機能は次のとおりで

す。 

・表示キャプチャ制御レジスタ（DCPCR）のビット 13、12、

8 が有効となります。 

・表示ビデオキャプチャステータスレジスタ（DVCSR）が

有効となります。 

 

（12）表示拡張機能制御レジスタ 4（DEFR4：Display unit Extensional Function enable Register 4） 

アドレス：H'FFF8003C 
 

161718192021222324252627282931 30

CODE

⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W ⎯/W

01234567891011121315 14

⎯/W⎯/W

R

⎯

⎯/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

LRUO SPCE

0 0

⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W: R R R R R R R R R R R R R R R  
 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～16 CODE － －/W なし 表示拡張機能制御レジスタ4有効コード（CODE：register available 

CODE） 

表示拡張機能制御レジスタ 4 を有効とするために、レジスタライ

ト時にビット 31～16 を H'7777 に設定してください。 

15～6 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

5 LRUO 0 R/W DRES LRU 機能 OFF（LRU function Off） 

0： 各プレーンからの SHwy へのリクエストは LRU 方式で調停

します。 

1： 各プレーンからの SHwy へのリクエストは優先方式で調停

します。 

（高）プレーン 1＞プレーン 2＞プレーン 3＞プレーン 4＞プ

レーン 5＞プレーン 6＞プレーン 7＞プレーン 8＞表示キャプ

チャ 1（低）の順に優先順位が高くなります。 

32bit/pixel 表示をする場合は本ビットを 1 に設定してくださ

い。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

4 SPCE 0 R/W DRES SHwy プライオリティ可変許可（Shwy Priority Change Enable） 

0： プレーン n 表示データ制御レジスタ（PnDDCR）のビット

10 が 1 のとき、SHwy プライオリティの低い優先順位のビ

ット 0 が 1 固定になります。 

1： SHwy プライオリティの低い優先順位のビット 0 は表示

SuperHyway プライオリティレジスタ（DSHPR）のビット

0 となります。 

3～0 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

 

（13）表示ビデオキャプチャステータスレジスタ（DVCSR：Display Unit Video Capture Status Register） 

アドレス：H'FFF800D0 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ V1CFB VCFB

RRRRRR

01234567891011121315 14

00⎯⎯⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ 0 0⎯
R R R R R R R R R R

R R R R R R

 
 

本レジスタを有効にするには表示拡張機能許可レジスタ 3（DEFR3）／DEFE3 に 1 を設定してください。初期

状態では読み出しは 0 固定となります。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～8 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

7、6 V1CFB 00 R なし ビデオ 1 キャプチャフレームバッファフラグ（Video1 Capture 

Frame Buffer Flag） 

VIN1 の表示開始アドレスの状態を示します。 

タイミング生成部 1 の内部更新タイミングで更新されます。 

00：ビデオキャプチャに設定したプレーンにおいて PnDSA0R

で示されるアドレスを表示領域開始アドレスとして使用中。 

01：ビデオキャプチャに設定したプレーンにおいて PnDSA1R

で示されるアドレスを表示領域開始アドレスとして使用中。 

10：ビデオキャプチャに設定したプレーンにおいて PnDSA2R

で示されるアドレスを表示領域開始アドレスとして使用中。 

11：ビデオインプットモジュールが初期状態です。 

5～2 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

1、0 VCFB 00 R なし ビデオキャプチャフレームバッファフラグ（Video Capture Frame 

Buffer Flag） 

タイミング生成部 1 の内部更新タイミングで更新されます。 

00：ビデオキャプチャに設定したプレーンにおいて PnDSA0R

で示されるアドレスを表示領域開始アドレスとして使用中。 

01：ビデオキャプチャに設定したプレーンにおいて PnDSA1R

で示されるアドレスを表示領域開始アドレスとして使用中。 

10：ビデオキャプチャに設定したプレーンにおいて PnDSA2R

で示されるアドレスを表示領域開始アドレスとして使用中。 

11：ビデオインプットモジュールが初期状態です。 
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14.3.2 表示タイミング生成レジスタ 

（1） 水平表示開始位置レジスタ（HDSR：Horizontal Display Start Register） 

アドレス：H'FFF80040 
 

161718192021222324252627282931 30

HDS

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～9 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

8～0 HDS － R/W あり 水平表示開始位置（Horizontal Display Start） 

水平表示開始位置をドットクロック単位で設定します。 

リセット時は値を保持します。 

 

（2） 水平表示終了位置レジスタ（HDER：Horizontal Display End Register） 

アドレス：H'FFF80044 
 

161718192021222324252627282931 30

HDE

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R

R R R R R

R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～11 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

10～0 HDE － R/W あり 水平表示終了位置（Horizontal Display End） 

水平表示終了位置をドットクロック単位で設定します。 

リセット時は値を保持します。 
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（3） 垂直表示開始位置レジスタ（VDSR：Vertical Display Start Register） 

アドレス：H'FFF80048 
 

161718192021222324252627282931 30

VDS

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R

R R R R R R R

R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～9 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

8～0 VDS － R/W あり 垂直表示開始位置（Vertical Display Start） 

垂直表示開始位置をラスタライン単位で設定します。 

リセット時は値を保持します。 

 

（4） 垂直表示終了位置レジスタ（VDER：Vertical Display End Register） 

アドレス：H'FFF8004C 
 

161718192021222324252627282931 30

VDE

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯

⎯

⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R

R R R R R R

R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～10 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

9～0 VDE － R/W あり 垂直表示終了位置（Vertical Display End） 

垂直表示終了位置をラスタライン単位で設定します。 

リセット時は値を保持します。 
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（5） 水平走査周期レジスタ（HCR：Horizontal Cycle Register） 

アドレス：H'FFF80050 
 

161718192021222324252627282931 30

HC

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R

R R R R R

R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～11 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

10～0 HC － R/W あり 水平走査周期（Horizontal Cycle） 

水平帰線期間を含めた 1 水平走査周期をドットクロック単位で設

定します。 

TV 同期モード時は、EXHSYNC の周期より、本レジスタによる

HSYNC の周期が同じか、大きくなるように本レジスタを設定し

てください。 

リセット時は値を保持します。 

 

（6） 水平同期パルス幅レジスタ（HSWR：Horizontal Sync Width Register） 

アドレス：H'FFF80054 
 

161718192021222324252627282931 30

HSW

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R

R R R R R R R

R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～9 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

8～0 HSW － R/W あり 水平同期パルス幅（Horizontal Sync Width） 

水平同期信号の Lowレベルパルス幅をドットクロック単位で設定

します。 

リセット時は値を保持します。 
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（7） 垂直走査周期レジスタ（VCR：Vertical Cycle Register） 

アドレス：H'FFF80058 
 

161718192021222324252627282931 30

VC

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R

R R R R R R

R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～10 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

9～0 VC － R/W あり 垂直走査周期（Vertical Cycle） 

垂直帰線期間を含めた垂直走査周期をラスタライン単位で設定し

ます。 

TV 同期モード時は、EXVSYNC の立ち上がりの検出期限時間を設

定します。期限以内に検出されないと TVR フラグに結果を反映し

ます。 

リセット時は値を保持します。 

 

（8） 垂直同期位置レジスタ（VSPR：Vertical Sync Point Register） 

アドレス：H'FFF8005C 
 

161718192021222324252627282931 30

VSP

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R

R R R R R R

R R R R R R R R R R

 
 



 

14. ディスプレイユニット（DU） 

14-62  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～10 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

9～0 VSP － R/W あり 垂直同期位置（Vertical Sync Point） 

垂直同期信号の開始位置をラスタライン単位で設定します。 

TV 同期モード時は、EXVSYNC の立ち下がりより、本レジスタに

よる VSYNC の立ち下がり設定位置が同じか、後になるように本

レジスタを設定してください。 

リセット時は値を保持します。 

 

（9） 等価パルス幅レジスタ（EQWR：EQual pulse Width Register） 

アドレス：H'FFF80060 
 

161718192021222324252627282931 30

EQW

R/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯

⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R

R R R R R R R R R

R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～7 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

6～0 EQW － R/W あり 等価パルス幅（EQual pulse Width） 

CSYNC 信号の等価パルスの Low レベルパルス幅をドットクロッ

ク単位で設定します。 

本設定を有効にするには、表示モードレジスタ（DSMR）／CSYNC

モード（CSY）のビット 7 を 1 に設定してください。 

リセット時は値を保持します。 
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（10）セレーション幅レジスタ（SPWR：Serration Width Register） 

アドレス：H'FFF80064 
 

161718192021222324252627282931 30

SPW

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R

R R R R R R

R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～10 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

9～0 SPW － R/W あり セレーション幅（Serration Width） 

CSYNC 信号のセレーションパルスの Low レベルパルス幅をドッ

トクロック単位で設定します。HC の 1/2 より小さい値を設定して

ください。 

本設定を有効にするには、表示モードレジスタ（DSMR）／CSYNC

モード（CSY）のビット 7 を 1 に設定してください。 

リセット時は値を保持します。 

 

（11）CLAMP 信号開始位置レジスタ（CLAMPSR：CLAMP signal Start Register） 

アドレス：H'FFF80070 
 

161718192021222324252627282931 30

CLAMPS

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R

R R R R R

R R R R R R R R R R R
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～11 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

10～0 CLAMPS － R/W あり CLAMP 信号開始位置（CLAMP signal Start） 

CLAMP 信号の立ち上がり位置を HSYNC 信号の立ち下がりを基

準としてドットクロック単位で設定します。 

HSYNC 信号の立ち下がりから（設定値＋1）サイクル後に CLAMP

信号が立ち上がります。したがって、HSYNC 信号の立ち下がり

と同一サイクルで CLAMP 信号を立ち上げることはできません。 

リセット時は値を保持します。 

 

（12）CLAMP 信号幅レジスタ（CLAMPWR：CLAMP signal Width Register） 

アドレス：H'FFF80074 
 

161718192021222324252627282931 30

CLAMPW

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R

R R R R R

R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～11 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

10～0 CLAMPW － R/W あり CLAMP 信号幅（CLAMP signal Width） 

CLAMP 信号の High レベル幅をドットクロック単位で設定しま

す。 

CLAMP 信号が High レベルのときに HSYNC 信号が立ち下がった

場合、CLAMP 信号も立ち下がります。 

リセット時は値を保持します。 
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（13）DE 信号開始位置レジスタ（DESR：DE signal Start Register） 

アドレス：H'FFF80078 
 

161718192021222324252627282931 30

DES

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R

R R R R R

R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～11 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

10～0 DES － R/W あり DE 信号開始位置（DE signal Start） 

DE 信号の立ち上がり位置を HSYNC 信号の立ち下がりを基準と

してドットクロック単位で設定します。 

HSYNC 信号の立ち下がりから（設定値＋1）サイクル後に DE 信

号が立ち上がります。したがって、HSYNC 信号の立ち下がりと

同一サイクルで DE 信号を立ち上げることはできません。 

垂直ブランキング期間は Low レベル固定になります。 

リセット時は値を保持します。 

 

（14）DE 信号幅レジスタ（DEWR：DE signal Width Register） 

アドレス：H'FFF8007C 
 

161718192021222324252627282931 30

DEW

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R

R R R R R

R R R R R R R R R R R
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～11 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

10～0 DEW － R/W あり DE 信号幅（DE signal Width） 

DE 信号の High レベル幅をドットクロック単位で設定します。 

DE信号がHighレベルのときにHSYNC信号が立ち下がった場合、

DE 信号も立ち下がります。 

リセット時は値を保持します。 

 

14.3.3 表示属性レジスタ 

（1） カラーパレット 1 透過色レジスタ（CP1TR：Color Palette 1 Transparent color Register） 

アドレス：H'FFF80080 
 

161718192021222324252627282931 30

CP1IF CP1IE CP1ID CP1IC CP1IB CP1IA CP1I9 CP1I8 CP1I7 CP1I6 CP1I5 CP1I4 CP1I3 CP1I2 CP1I1 CP1I0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

0000000000

R/WR/WR/WR/W

00000 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～16 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

15 CP1IF 0 R/W あり カラーパレット 1 インデックス F（Color Palette 1 Index F） 

0： カラーパレット 1 のインデックス F のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 1 のインデックス F のカラーを透過色に設

定します。 

14 CP1IE 0 R/W あり カラーパレット 1 インデックス E（Color Palette 1 Index E） 

0： カラーパレット 1 のインデックス E のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 1 のインデックス E のカラーを透過色に設

定します。 

13 CP1ID 0 R/W あり カラーパレット 1 インデックス D（Color Palette 1 Index D） 

0： カラーパレット 1 のインデックス D のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 1 のインデックス D のカラーを透過色に設

定します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

12 CP1IC 0 R/W あり カラーパレット 1 インデックス C（Color Palette 1 Index C） 

0： カラーパレット 1 のインデックス C のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 1 のインデックス C のカラーを透過色に設

定します。 

11 CP1IB 0 R/W あり カラーパレット 1 インデックス B（Color Palette 1 Index B） 

0： カラーパレット 1 のインデックス B のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 1 のインデックス B のカラーを透過色に設

定します。 

10 CP1IA 0 R/W あり カラーパレット 1 インデックス A（Color Palette 1 Index A） 

0： カラーパレット 1 のインデックス A のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 1 のインデックス A のカラーを透過色に設

定します。 

9 CP1I9 0 R/W あり カラーパレット 1 インデックス 9（Color Palette 1 Index 9） 

0： カラーパレット 1 のインデックス 9 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 1 のインデックス 9 のカラーを透過色に設

定します。 

8 CP1I8 0 R/W あり カラーパレット 1 インデックス 8（Color Palette 1 Index 8） 

0： カラーパレット 1 のインデックス 8 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 1 のインデックス 8 のカラーを透過色に設

定します。 

7 CP1I7 0 R/W あり カラーパレット 1 インデックス 7（Color Palette 1 Index 7） 

0： カラーパレット 1 のインデックス 7 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 1 のインデックス 7 のカラーを透過色に設

定します。 

6 CP1I6 0 R/W あり カラーパレット 1 インデックス 6（Color Palette 1 Index 6） 

0： カラーパレット 1 のインデックス 6 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 1 のインデックス 6 のカラーを透過色に設

定します。 

5 CP1I5 0 R/W あり カラーパレット 1 インデックス 5（Color Palette 1 Index 5） 

0： カラーパレット 1 のインデックス 5 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 1 のインデックス 5 のカラーを透過色に設

定します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

4 CP1I4 0 R/W あり カラーパレット 1 インデックス 4（Color Palette 1 Index 4） 

0： カラーパレット 1 のインデックス 4 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 1 のインデックス 4 のカラーを透過色に設

定します。 

3 CP1I3 0 R/W あり カラーパレット 1 インデックス 3（Color Palette 1 Index 3） 

0： カラーパレット 1 のインデックス 3 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 1 のインデックス 3 のカラーを透過色に設

定します。 

2 CP1I2 0 R/W あり カラーパレット 1 インデックス 2（Color Palette 1 Index 2） 

0： カラーパレット 1 のインデックス 2 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 1 のインデックス 2 のカラーを透過色に設

定します。 

1 CP1I1 0 R/W あり カラーパレット 1 インデックス 1（Color Palette 1 Index 1） 

0： カラーパレット 1 のインデックス 1 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 1 のインデックス 1 のカラーを透過色に設

定します。 

0 CP1I0 0 R/W あり カラーパレット 1 インデックス 0（Color Palette 1 Index 0） 

0： カラーパレット 1 のインデックス 0 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 1 のインデックス 0 のカラーを透過色に設

定します。 

 

（2） カラーパレット 2 透過色レジスタ（CP2TR：Color Palette 2 Transparent color Register） 

アドレス：H'FFF80084 
 

161718192021222324252627282931 30

CP2IF CP2IE CP2ID CP2IC CP2IB CP2IA CP2I9 CP2I8 CP2I7 CP2I6 CP2I5 CP2I4 CP2I3 CP2I2 CP2I1 CP2I0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

0000000000

R/WR/WR/WR/W

00000 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～16 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

15 CP2IF 0 R/W あり カラーパレット 2 インデックス F（Color Palette 2 Index F） 

0： カラーパレット 2 のインデックス F のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 2 のインデックス F のカラーを透過色に設

定します。 

14 CP2IE 0 R/W あり カラーパレット 2 インデックス E（Color Palette 2 Index E） 

0： カラーパレット 2 のインデックス E のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 2 のインデックス E のカラーを透過色に設

定します。 

13 CP2ID 0 R/W あり カラーパレット 2 インデックス D（Color Palette 2 Index D） 

0： カラーパレット 2 のインデックス D のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 2 のインデックス D のカラーを透過色に設

定します。 

12 CP2IC 0 R/W あり カラーパレット 2 インデックス C（Color Palette 2 Index C） 

0： カラーパレット 2 のインデックス C のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 2 のインデックス C のカラーを透過色に設

定します。 

11 CP2IB 0 R/W あり カラーパレット 2 インデックス B（Color Palette 2 Index B） 

0： カラーパレット 2 のインデックス B のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 2 のインデックス B のカラーを透過色に設

定します。 

10 CP2IA 0 R/W あり カラーパレット 2 インデックス A（Color Palette 2 Index A） 

0： カラーパレット 2 のインデックス A のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 2 のインデックス A のカラーを透過色に設

定します。 

9 CP2I9 0 R/W あり カラーパレット 2 インデックス 9（Color Palette 2 Index 9） 

0： カラーパレット 2 のインデックス 9 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 2 のインデックス 9 のカラーを透過色に設

定します。 

8 CP2I8 0 R/W あり カラーパレット 2 インデックス 8（Color Palette 2 Index 8） 

0： カラーパレット 2 のインデックス 8 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 2 のインデックス 8 のカラーを透過色に設

定します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

7 CP2I7 0 R/W あり カラーパレット 2 インデックス 7（Color Palette 2 Index 7） 

0： カラーパレット 2 のインデックス 7 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 2 のインデックス 7 のカラーを透過色に設

定します。 

6 CP2I6 0 R/W あり カラーパレット 2 インデックス 6（Color Palette 2 Index 6） 

0： カラーパレット 2 のインデックス 6 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 2 のインデックス 6 のカラーを透過色に設

定します。 

5 CP2I5 0 R/W あり カラーパレット 2 インデックス 5（Color Palette 2 Index 5） 

0： カラーパレット 2 のインデックス 5 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 2 のインデックス 5 のカラーを透過色に設

定します。 

4 CP2I4 0 R/W あり カラーパレット 2 インデックス 4（Color Palette 2 Index 4） 

0： カラーパレット 2 のインデックス 4 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 2 のインデックス 4 のカラーを透過色に設

定します。 

3 CP2I3 0 R/W あり カラーパレット 2 インデックス 3（Color Palette 2 Index 3） 

0： カラーパレット 2 のインデックス 3 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 2 のインデックス 3 のカラーを透過色に設

定します。 

2 CP2I2 0 R/W あり カラーパレット 2 インデックス 2（Color Palette 2 Index 2） 

0： カラーパレット 2 のインデックス 2 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 2 のインデックス 2 のカラーを透過色に設

定します。 

1 CP2I1 0 R/W あり カラーパレット 2 インデックス 1（Color Palette 2 Index 1） 

0： カラーパレット 2 のインデックス 1 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 2 のインデックス 1 のカラーを透過色に設

定します。 

0 CP2I0 0 R/W あり カラーパレット 2 インデックス 0（Color Palette 2 Index 0） 

0： カラーパレット 2 のインデックス 0 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 2 のインデックス 0 のカラーを透過色に設

定します。 
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（3） カラーパレット 3 透過色レジスタ（CP3TR：Color Palette 3 Transparent color Register） 

アドレス：H'FFF80088 
 

161718192021222324252627282931 30

CP3IF CP3IE CP3ID CP3IC CP3IB CP3IA CP3I9 CP3I8 CP3I7 CP3I6 CP3I5 CP3I4 CP3I3 CP3I2 CP3I1 CP3I0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

0000000000

R/WR/WR/WR/W

00000 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～16 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

15 CP3IF 0 R/W あり カラーパレット 3 インデックス F（Color Palette 3 Index F） 

0： カラーパレット 3 のインデックス F のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 3 のインデックス F のカラーを透過色に設

定します。 

14 CP3IE 0 R/W あり カラーパレット 3 インデックス E（Color Palette 3 Index E） 

0： カラーパレット 3 のインデックス E のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 3 のインデックス E のカラーを透過色に設

定します。 

13 CP3ID 0 R/W あり カラーパレット 3 インデックス D（Color Palette 3 Index D） 

0： カラーパレット 3 のインデックス D のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 3 のインデックス D のカラーを透過色に設

定します。 

12 CP3IC 0 R/W あり カラーパレット 3 インデックス C（Color Palette 3 Index C） 

0： カラーパレット 3 のインデックス C のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 3 のインデックス C のカラーを透過色に設

定します。 

11 CP3IB 0 R/W あり カラーパレット 3 インデックス B（Color Palette 3 Index B） 

0： カラーパレット 3 のインデックス B のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 3 のインデックス B のカラーを透過色に設

定します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

10 CP3IA 0 R/W あり カラーパレット 3 インデックス A（Color Palette 3 Index A） 

0： カラーパレット 3 のインデックス A のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 3 のインデックス A のカラーを透過色に設

定します。 

9 CP3I9 0 R/W あり カラーパレット 3 インデックス 9（Color Palette 3 Index 9） 

0： カラーパレット 3 のインデックス 9 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 3 のインデックス 9 のカラーを透過色に設

定します。 

8 CP3I8 0 R/W あり カラーパレット 3 インデックス 8（Color Palette 3 Index 8） 

0： カラーパレット 3 のインデックス 8 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 3 のインデックス 8 のカラーを透過色に設

定します。 

7 CP3I7 0 R/W あり カラーパレット 3 インデックス 7（Color Palette 3 Index 7） 

0： カラーパレット 3 のインデックス 7 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 3 のインデックス 7 のカラーを透過色に設

定します。 

6 CP3I6 0 R/W あり カラーパレット 3 インデックス 6（Color Palette 3 Index 6） 

0： カラーパレット 3 のインデックス 6 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 3 のインデックス 6 のカラーを透過色に設

定します。 

5 CP3I5 0 R/W あり カラーパレット 3 インデックス 5（Color Palette 3 Index 5） 

0： カラーパレット 3 のインデックス 5 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 3 のインデックス 5 のカラーを透過色に設

定します。 

4 CP3I4 0 R/W あり カラーパレット 3 インデックス 4（Color Palette 3 Index 4） 

0： カラーパレット 3 のインデックス 4 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 3 のインデックス 4 のカラーを透過色に設

定します。 

3 CP3I3 0 R/W あり カラーパレット 3 インデックス 3（Color Palette 3 Index 3） 

0： カラーパレット 3 のインデックス 3 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 3 のインデックス 3 のカラーを透過色に設

定します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

2 CP3I2 0 R/W あり カラーパレット 3 インデックス 2（Color Palette 3 Index 2） 

0： カラーパレット 3 のインデックス 2 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 3 のインデックス 2 のカラーを透過色に設

定します。 

1 CP3I1 0 R/W あり カラーパレット 3 インデックス 1（Color Palette 3 Index 1） 

0： カラーパレット 3 のインデックス 1 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 3 のインデックス 1 のカラーを透過色に設

定します。 

0 CP3I0 0 R/W あり カラーパレット 3 インデックス 0（Color Palette 3 Index 0） 

0： カラーパレット 3 のインデックス 0 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 3 のインデックス 0 のカラーを透過色に設

定します。 

 

（4） カラーパレット 4 透過色レジスタ（CP4TR：Color Palette 4 Transparent color Register） 

アドレス：H'FFF8008C 
 

161718192021222324252627282931 30

CP4IF CP4IE CP4ID CP4IC CP4IB CP4IA CP4I9 CP4I8 CP4I7 CP4I6 CP4I5 CP4I4 CP4I3 CP4I2 CP4I1 CP4I0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

0000000000

R/WR/WR/WR/W

00000 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～16 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

15 CP4IF 0 R/W あり カラーパレット 4 インデックス F（Color Palette 4 Index F） 

0： カラーパレット 4 のインデックス F のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 4 のインデックス F のカラーを透過色に設

定します。 

14 CP4IE 0 R/W あり カラーパレット 4 インデックス E（Color Palette 4 Index E） 

0： カラーパレット 4 のインデックス E のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 4 のインデックス E のカラーを透過色に設

定します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

13 CP4ID 0 R/W あり カラーパレット 4 インデックス D（Color Palette 4 Index D） 

0： カラーパレット 4 のインデックス D のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 4 のインデックス D のカラーを透過色に設

定します。 

12 CP4IC 0 R/W あり カラーパレット 4 インデックス C（Color Palette 4 Index C） 

0： カラーパレット 4 のインデックス C のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 4 のインデックス C のカラーを透過色に設

定します。 

11 CP4IB 0 R/W あり カラーパレット 4 インデックス B（Color Palette 4 Index B） 

0： カラーパレット 4 のインデックス B のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 4 のインデックス B のカラーを透過色に設

定します。 

10 CP4IA 0 R/W あり カラーパレット 4 インデックス A（Color Palette 4 Index A） 

0： カラーパレット 4 のインデックス A のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 4 のインデックス A のカラーを透過色に設

定します。 

9 CP4I9 0 R/W あり カラーパレット 4 インデックス 9（Color Palette 4 Index 9） 

0： カラーパレット 4 のインデックス 9 のカラーを透過色に設

定しません。 

1：カラーパレット4のインデックス9のカラーを透過色に設定

します。 

8 CP4I8 0 R/W あり カラーパレット 4 インデックス 8（Color Palette 4 Index 8） 

0： カラーパレット 4 のインデックス 8 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 4 のインデックス 8 のカラーを透過色に設

定します。 

7 CP4I7 0 R/W あり カラーパレット 4 インデックス 7（Color Palette 4 Index 7） 

0： カラーパレット 4 のインデックス 7 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 4 のインデックス 7 のカラーを透過色に設

定します。 

6 CP4I6 0 R/W あり カラーパレット 4 インデックス 6（Color Palette 4 Index 6） 

0： カラーパレット 4 のインデックス 6 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 4 のインデックス 6 のカラーを透過色に設

定します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

5 CP4I5 0 R/W あり カラーパレット 4 インデックス 5（Color Palette 4 Index 5） 

0： カラーパレット 4 のインデックス 5 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 4 のインデックス 5 のカラーを透過色に設

定します。 

4 CP4I4 0 R/W あり カラーパレット 4 インデックス 4（Color Palette 4 Index 4） 

0： カラーパレット 4 のインデックス 4 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 4 のインデックス 4 のカラーを透過色に設

定します。 

3 CP4I3 0 R/W あり カラーパレット 4 インデックス 3（Color Palette 4 Index 3） 

0： カラーパレット 4 のインデックス 3 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 4 のインデックス 3 のカラーを透過色に設

定します。 

2 CP4I2 0 R/W あり カラーパレット 4 インデックス 2（Color Palette 4 Index 2） 

0： カラーパレット 4 のインデックス 2 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 4 のインデックス 2 のカラーを透過色に設

定します。 

1 CP4I1 0 R/W あり カラーパレット 4 インデックス 1（Color Palette 4 Index 1） 

0： カラーパレット 4 のインデックス 1 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 4 のインデックス 1 のカラーを透過色に設

定します。 

0 CP4I0 0 R/W あり カラーパレット 4 インデックス 0（Color Palette 4 Index 0） 

0： カラーパレット 4 のインデックス 0 のカラーを透過色に設

定しません。 

1： カラーパレット 4 のインデックス 0 のカラーを透過色に設

定します。 
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（5） 表示オフ時出力レジスタ（DOOR：Display Off mode Output Register） 

アドレス：H'FFF80090 
 

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

DOR

R/WR/WR/WR/WR/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯

⎯

DOBDOG

R/WR/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R

R R R R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～24 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

23～18 DOR － R/W あり 表示オフ時出力赤（Display Off mode output Red） 

表示オフ時（表示システム制御レジスタ（DSYSR）／DRES･

DEN=00）に出力する赤色表示データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

17、16 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

15～10 DOG － R/W あり 表示オフ時出力緑（Display Off mode output Green） 

表示オフ時（表示システム制御レジスタ（DSYSR）／DRES･

DEN=00）に出力する緑色表示データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

9、8 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

7～2 DOB － R/W あり 表示オフ時出力青（Display Off mode output Blue） 

表示オフ時（表示システム制御レジスタ（DSYSR）／DRES･

DEN=00）に出力する青色表示データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

1、0 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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（6） 色検出レジスタ（CDER：Color DEtection Register） 

アドレス：H'FFF80094 
 

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

CDR

R/WR/WR/WR/WR/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯

⎯ ⎯

CDBCDG

R/WR/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R

R R

R R R R

R R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～24 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

23～18 CDR － R/W あり カラー検出赤（Color Detection Red） 

色検出のための赤色データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

17、16 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

15～10 CDG － R/W あり カラー検出緑（CDGColor Detection Green） 

色検出のための緑色データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

9、8 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

7～2 CDB － R/W あり カラー検出青（Color Detection Blue） 

色検出のための青色データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

1、0 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

 
出力データと本レジスタの設定値が一致したときに CDE 端子より High レベルを出力します。出力カラーデー

タフォーマットについては「14.4.6 表示データおよび表示キャプチャデータフォーマット」を参照してください。 
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（7） 下地色レジスタ（BPOR：Background Plane Output Register） 

アドレス：H'FFF80098 
 

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

BPOR

R/WR/WR/WR/WR/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯

⎯

BPOBBPOG

R/WR/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W: R R R R

R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～24 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

23～18 BPOR － R/W あり 下地色赤（Background Plane Output Red） 

表示サイズあるいは透過色などにより表示するプレーンのない場

合に表示する赤色を設定します。 

リセット時は値を保持します。 

17、16 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

15～10 BPOG － R/W あり 下地色緑（Background Plane Output Green） 

表示サイズあるいは透過色などにより表示するプレーンのない場

合に表示する緑色を設定します。 

リセット時は値を保持します。 

9、8 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

7～2 BPOB － R/W あり 下地色青（Background Plane Output Blue） 

表示サイズあるいは透過色などにより表示するプレーンのない場

合に表示する青色を設定します。 

リセット時は値を保持します。 

1、0 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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（8） ラスタ割り込みオフセットレジスタ（RINTOFSR：Raster INTerrupt OFfSet Register） 

アドレス：H'FFF8009C 
 

161718192021222324252627282931 30

RINTOFS

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R

R R R R R R

R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～10 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

9～0 RINTOFS － R/W あり ラスタ割り込みオフセット（Raster INTerrupt OFfSet） 

垂直表示開始位置レジスタ（VDSR）で設定したラスタ数を基準

とするラスタオフセット値（H 数）を設定します。 

オフセット値を n とすると VDS＋n ラスタ目の水平表示期間後、

HSYNC の立ち下がりで表示ステータスレジスタ（DSSR）の RINT

が 1 にセットされます。 

リセット時は値を保持します。 

 

（9） 表示 SuperHyway プライオリティレジスタ（DSHPR：Display Super Hyway Priority Register） 

アドレス：H'FFF800C8 
 

161718192021222324252627282931 30

CODE

⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W ⎯/W

01234567891011121315 14

⎯/W⎯/W

R/W

0

⎯/W

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ 1 0 1 0 0⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

PRIH PRIL

1 0

⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W: R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～16 CODE － －/W なし 表示 SuperHyway プライオリティレジスタ有効コード（CODE：

register available CODE） 

プレーン n 表示データ制御レジスタ 2 を有効とするために、レジ

スタライト時にビット 31～16 を H'7776 に設定してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

15～8 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

7～4 PRIH 1010 R/W DRES 優先順位高値（Priority High） 

高い優先順位の値を設定します。 

通常時は初期値のまま使用してください。初期値以外の値を設定

した場合の動作は保証できません。 

3～0 PRIL 1000 R/W DRES 優先順位低値（Priority Low） 

低い優先順位の値を設定します。 

通常時は初期値のまま使用してください。32bit/pixel 表示をする

場合のみ H'9 に設定してください。32bit/pixel 表示をしない場合に

上記の値に設定した場合や、初期値および上記以外の値を設定し

た場合の動作は保証できません。 

 

14.3.4 表示プレーンレジスタ 

これより以下にプレーン 1 からプレーン 8 までの各プレーンで同じ機能のレジスタに関する説明をプレーン n

として記載します。説明文の n と#は次の意味を示しています。 
 

n：1、2、3、4、5、6、7、8 を表します。 

#：#＝n（16 進）の関係になります。たとえばプレーン 3 モードレジスタのアドレスは FFF80#00 が FFF80300

となります。 
 

（1） プレーン n モードレジスタ（PnMR：Plane n Mode Register） 

アドレス：H'FFF80#00 
 

161718192021222324252627282931 30

PnDC

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

00000000

Pn
YCDF PnTC

Pn
WAE

R/WR/WR/W

000

000

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ 0 0 ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯

⎯ 0

PnCPSLPnSPIM PnBM PnDDF⎯ ⎯

PnVISL

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R/W R/W R/W R R R R R R R

R R R R R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～29 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

28～26 PnVISL 000 R/W あり プレーン n ビデオインプット選択（Plane n VIdeo Input Select） 

ビット 28～26 を有効にするには表示拡張機能許可レジスタ

（DEFR）／DEFE に 1 を設定してください。初期状態ではビット

28～26 に 1 を設定することができません。 

000：ビデオインプット 0（VIN0）を選択します。 

001：設定禁止 

010：設定禁止 

011：設定禁止 

100：設定禁止 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

25～21 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

20 PnYCDF 0 R/W あり プレーン nYC データ形式（Plane n YC Data Format） 

0：YC データの並びを UYVY 形式に設定します。 

1：YC データの並びを YUYV 形式に設定します。 

19、18 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

17 PnTC 0 R/W あり プレーン n 透過色指定（Plane n Transparent Color） 

0：8bit/pixel 表示設定時、プレーン n 透過色 1 レジスタ（PnTC1R）

値を透過色とします。 

1：8bit/pixel 表示設定時、カラーパレット 1～4 透過色レジスタ

（CPT1R～CPT4R）値を透過色とします。 

8bit/pixel 設定以外のときは無効です。詳細は「14.4.9（2） 透

過色」を参照してください。 

16 PnWAE 0 R/W あり プレーン n ラップアラウンドイネーブル（Plane n Wrap Around 

Enable） 

0：プレーン n のラップアラウンドを行いません。 

1：プレーン n のラップアラウンドを行います。 

15 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

14～12 PnSPIM 000 R/W あり プレーン n 重ね合わせモード（Plane n SuPerImpose Mode） 

000：プレーン n は透過色処理を行います。 

プレーン n が透過色の場合は下位プレーンを表示します。 

001：プレーン n と下位プレーンとのブレンディングを行います。 

プレーン n が透過色の場合はブレンディングを行わず、下

位プレーンを表示します。 

010：プレーン n と下位プレーンとの EOR 演算を行います。 

プレーン n が透過色の場合は EOR 演算を行わず、下位プレ

ーンを表示します。 

011：設定禁止。 

100：プレーン n は透過処理を行いません。 

プレーン n を表示します。 

101：プレーン n と下位プレーンとのブレンディングを行います。 

プレーン n の透過色指定は無視し、プレーン n のすべての

画素と下位プレーンとのブレンディングを行います。 

110：プレーン n と下位プレーンとの EOR 演算を行います。 

プレーン n の透過色指定は無視し、プレーン n のすべての

画素と下位プレーンとの EOR 演算を行います。 

111：設定禁止。 

YC、32bit/pixel データの場合は透過色処理を行うことはできませ

ん。 

11 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

10～8 PnCPSL 000 R/W あり プレーン n カラーパレットセレクト（Plane n Color Palette SeLect） 

ビット 1、0 のプレーン n 表示データフォーマットが 8bit/pixel 設定

時に使用するカラーパレットを指定します。 

000：カラーパレット 1 を選択。 

001：カラーパレット 2 を選択。 

010：カラーパレット 3 を選択。 

011：カラーパレット 4 を選択。 

100：設定禁止 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

7 PnDC 0 R/W あり プレーン n 表示エリアチェンジ（Plane n Display area Change） 

0：マニュアルディスプレイチェンジモード時に、表示を行うフ

レームバッファの切り替えを行いません。 

1：マニュアルディスプレイチェンジモード時に、表示を行うフ

レームバッファの切り替えを行います。 

PnDC=0 のとき、1 を設定が可能です。切り替え単位は、フレーム

単位で行います。 

本ビットはフレームバッファ切り替え後（垂直ブランキング検出

後）、0 クリアされます。 

6 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

5、4 PnBM 00 R/W あり プレーン n バッファモード（Plane n Buffer Mode） 

00：マニュアルディスプレイチェンジモード。 

01：オートレンダリングモード。 

10：オートディスプレイチェンジモード（ブリンキングモード）。 

11：ビデオキャプチャモード。 

マニュアルディスプレイチェンジモード、オートレンダリングモー

ド、オートディスプレイチェンジモード（ブリンキングモード）設

定時は表示領域開始アドレス 0、1 を使用したダブルバッファ制御

を行います。また、ビデオキャプチャモード設定時は、表示ステー

タスレジスタ（DSSR）のビデオキャプチャフレームバッファ

（VCFB）に該当する開始アドレス 0、1、2 を使用したトリプルバ

ッファ制御を行います 

3、2 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

1、0 PnDDF 00 R/W あり プレーン n 表示データフォーマット（Plane n Display Data Format） 

00：8bit/pixel。 

01：16bit/pixel。 

10：ARGB（ARGB1555）。 

11：YC（4:2:2YUV を 8:8:8RGB へ変換します）。 

32bit/pixel データの場合は 01 を設定してください。 
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（2） プレーン n メモリ幅レジスタ（PnMWR：Plane n Memory Width Register） 

アドレス：H'FFF80#04 
 

161718192021222324252627282931 30

PnMWX

R/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/WR/WR/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～13 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

12～4 PnMWX － R/W あり プレーン n メモリ幅 X（Plane n Memory Width X） 

プレーン n のメモリ幅を 16 画素～4096 画素まで 16 画素単位に

設定します。 

リセット時は値を保持します。 

3～0 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

 

（3） プレーン n ブレンド比レジスタ（PnALPHAR：Plane n Blending Ratio Register） 

アドレス：H'FFF80#08 
 

161718192021222324252627282931 30

PnBRSLPnABIT PnALPHA

R/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/WR/WR/WR/WR/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

R/W

⎯

⎯

R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R

R R R

R R R R R R R R R R R
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～14 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

13、12 PnABIT － R/W あり プレーン n A ビット機能選択（Plane n A BIT function select） 

32bit/pixel データの場合は本機能を使うことができません。 

ビット 13、12 を有効にするには表示拡張機能許可レジスタ 2

（DEFR2）／DEFE2G に 1 を設定してください。初期状態ではビ

ット 13、12 に 1 を設定することができません。 

00：プレーン n モードレジスタ （PnMR）／PnDDF が ARGB の

場合、A 値が 1 のときにブレンディングを行います。 

01：プレーン n モードレジスタ （PnMR）／PnDDF が ARGB の

場合、A 値が 0 のときにブレンディングを行います。 

1-：プレーン n モードレジスタ （PnMR）／PnDDF が ARGB の

場合、A 値に関係なくブレンディングを行います。 

リセット時は値を保持します。 

11 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

10～8 PnBRSL － R/W あり プレーン n ブレンド比セレクト（Plane n Blending Ratio SeLect） 

本ビットはプレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnSPIM がブレ

ンディング指定の場合に有効となります。 

32bit/pixel データの場合は本機能を使うことができません。 

ビット 10 を有効にするには表示拡張機能許可レジスタ（DEFR）／

DEFE に 1 を設定してください。初期状態ではビット 10 は 0 固定

となります。 

-00：本レジスタのビット 7～0 をブレンド比とします。 

-01：設定禁止。 

-10：プレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnCPSL で指定した

カラーパレットレジスタのビット 31～24をブレンド比とし

ます。 

【注】プレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnDDF で表示データ

フォーマットを 8bit/pixel に指定した場合のみ有効となりま

す。8bit/pixel 以外の場合は本レジスタのビット 7～0 をブレ

ンド比とします。 

011：本レジスタのビット 2～0 で指定したプレーンの表示データ

をブレンド比とします。 

・ ビット 2～0=000：プレーン 1 面の表示データをブレンド

比とします。 

・ ビット 2～0=001：プレーン 2 面の表示データをブレンド

比とします。 

・ ビット 2～0=010：プレーン 3 面の表示データをブレンド

比とします。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

10～8 PnBRSL － R/W あり ・ ビット 2～0=011：プレーン 4 面の表示データをブレンド

比とします。 

・ ビット 2～0=100：プレーン 5 面の表示データをブレンド

比とします。 

・ ビット 2～0=101：プレーン 6 面の表示データをブレンド

比とします。 

・ ビット 2～0=110：プレーン 7 面の表示データをブレンド

比とします。 

・ ビット 2～0=111：プレーン 8 面の表示データをブレンド

比とします。 

【注】①自プレーンを指定した場合は本レジスタのビット 7～0 を

ブレンド比とします。②指定したプレーンは次の条件を設定

してください。条件を満たさない場合、ブレンド比は不定値

となります。表示プレーン優先順位レジスタ（DPPR）で表

示は ON としてください。表示データフォーマットは

8bit/pixel としてください。表示サイズは自プレーンと同じか

大きくなるようにしてください。表示位置 X,Y は自プレーン

と同じとしてください。 

111：設定禁止 

リセット時は値を保持します。 

7～0 PnALPHA － R/W あり プレーン n ブレンド比レジスタ（Plane n Blending Ratio Register） 

プレーン n のブレンディング比であるアルファ値（α）を設定する

レジスタです。 

32bit/pixel データの場合は本機能を使うことができません。 

ブレンディング結果 ≒ 指定プレーン*α/255+下位プレーン* 

（1－α/255） （近似式） 

【注】上記式でブレンディング結果、α、プレーン n、下位プレー

ンはすべて 8bit データとなります。 

リセット時は値を保持します。 

 

（4） プレーン n 表示サイズ X レジスタ（PnDSXR：Plane n Display Size X Register） 

アドレス：H'FFF80#10 
 

161718192021222324252627282931 30

PnDSX

R/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/WR/WR/WR/WR/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R

R R R R R

R R R R R R R R R R R
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～11 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

10～0 PnDSX － R/W あり プレーン n 表示サイズ X（Plane n Display Size X） 

プレーン n の水平方向の表示サイズを設定するレジスタです。本

レジスタにはドットクロック単位で値を設定してください。 

【注】プレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnDDF で YC モー

ドを設定した場合には偶数値を設定してください。 

リセット時は値を保持します。 

 

（5） プレーン n 表示サイズ Y レジスタ（PnDSYR：Plane n Display Size Y Register） 

アドレス：H'FFF80#14 
 

161718192021222324252627282931 30

PnDSY

R/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/WR/WR/WR/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R

R R R R R R

R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～10 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

9～0 PnDSY － R/W あり プレーン n 表示サイズ Y（Plane n Display Size Y） 

プレーン n の垂直方向の表示サイズを設定するレジスタです。本

レジスタにはラスタライン単位で値を設定してください。 

リセット時は値を保持します。 

 

（6） プレーン n 表示位置 X レジスタ（PnDPXR：Plane n Display Position X Register） 

アドレス：H'FFF80#18 
 

161718192021222324252627282931 30

PnDPX

R/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/WR/WR/WR/WR/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R

R R R R R

R R R R R R R R R R R

 
 



 

14. ディスプレイユニット（DU） 

14-88  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～11 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

10～0 PnDPX － R/W あり プレーン n 表示位置 X（Plane n Display Position X） 

プレーン n の表示モニタに対する水平開始位置を設定するレジス

タです。本レジスタには表示モニタの左上を原点として、ドット

クロック単位で設定してください。 

リセット時は値を保持します。 

 

（7） プレーン n 表示位置 Y レジスタ（PnDPYR：Plane n Display Position Y Register） 

アドレス：H'FFF80#1C 
 

161718192021222324252627282931 30

PnDPY

R/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/WR/WR/WR/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R

R R R R R R

R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～10 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

9～0 PnDPY － R/W あり プレーン n 表示位置 Y（PnDPY：Plane n Display Position Y） 

プレーン n の表示モニタに対する垂直開始位置を設定するレジス

タです。本レジスタには表示モニタの左上を原点として、ラスタ

ライン単位で値を設定してください。 

リセット時は値を保持します。 

 

（8） プレーン n 表示領域開始アドレス 0 レジスタ（PnDSA0R：Plane n Display Area Start Address 0 Register） 

アドレス：H'FFF80#20 
 

161718192021222324252627282931 30

PnDSA0

PnDSA0

R/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W: R R R R  
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～4 PnDSA0 － R/W あり プレーン n 表示領域開始アドレス 0（Plane n Display Area Start 

Address0） 

ビット 31～29 を有効にするには表示拡張機能許可レジスタ

（DEFR）／DEFE に 1 を設定してください。初期状態では有効に

なりません。 

本レジスタは、プレーンのバッファモードがマニュアルディスプ

レイモード／オートレンダリングモード／オートディスプレイチ

ェンジモード／ビデオキャプチャモード時に、フレームバッファ

0 面として使用します。 

【注】 本レジスタは 32 ビットアドレスモードにおいては、指定

するメモリ領域の 32 ビットアドレスの下位 29 ビット中、

25 ビットのアドレス（A28～A4）をビット 28～ビット 4

に指定してください。 

リセット時は値を保持します。 

3～0 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

 

（9） プレーン n 表示領域開始アドレス 1 レジスタ（PnDSA1R：Plane n Display Area Start Address 1 Register） 

アドレス：H'FFF80#24 
 

161718192021222324252627282931 30

PnDSA1

PnDSA1

R/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W: R R R R  
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～4 PnDSA1 － R/W あり プレーン n 表示領域開始アドレス 1（Plane n Display Area Start 

Address1） 

ビット 31～29 を有効にするには表示拡張機能許可レジスタ

（DEFR）／DEFE に 1 を設定してください。初期状態では有効に

なりません。 

本レジスタは、プレーンのバッファモードがマニュアルディスプ

レイモード／オートレンダリングモード／オートディスプレイチ

ェンジモード／ビデオキャプチャモード時に、フレームバッファ

1 面として使用します。 

【注】 本レジスタは 32 ビットアドレスモードにおいては、指定

するメモリ領域の 32 ビットアドレスの下位 29 ビット中、

25 ビットのアドレス（A28～A4）をビット 28～ビット 4

に指定してください。 

リセット時は値を保持します。 

3～0 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

 

（10）プレーン n 表示領域開始アドレス 2 レジスタ（PnDSA2R：Plane n Display Area Start Address 2 Register） 

アドレス：H'FFF80#28 
 

161718192021222324252627282931 30

PnDSA2

PnDSA2

R/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W: R R R R  
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～4 PnDSA2 － R/W あり プレーン n 表示領域開始アドレス 2（Plane n Display Area Start 

Address2） 

ビット 31～29 を有効にするには表示拡張機能許可レジスタ

（DEFR）／DEFE に 1 を設定してください。初期状態では有効に

なりません。 

本レジスタは、プレーンのバッファモードがビデオキャプチャモ

ード時に、フレームバッファ 2 面として使用します。 

【注】 本レジスタは 32 ビットアドレスモードにおいては、指定

するメモリ領域の 32 ビットアドレスの下位 29 ビット中、

25 ビットのアドレス（A28～A4）をビット 28～ビット 4

に指定してください。 

リセット時は値を保持します。 

3～0 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

 

（11）プレーン n 開始位置 X レジスタ（PnSPXR：Plane n Start Position X Register） 

アドレス：H'FFF80#30 
 

161718192021222324252627282931 30

PnSPX

R/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R

R R R R

R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～12 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

11～0 PnSPX － R/W あり プレーン n 開始位置 X（Plane n Start Position X） 

メモリ上におけるプレーン n の開始位置 X を設定します。 

【注】 1. プレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnDDF で YC モ

ードを設定した場合には偶数値を設定してください。 

 2. プレーン n メモリ幅 X（PnMWX）の 2 倍を超える値は

設定禁止です。 

リセット時は値を保持します。 
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（12）プレーン n 開始位置 Y レジスタ（PnSPYR：Plane n Start Position Y Register） 

アドレス：H'FFF80#34 
 

161718192021222324252627282931 30

PnSPY

R/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～16 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

15～0 PnSPY － R/W あり プレーン n 開始位置 Y（Plane n Start Position Y） 

メモリ上におけるプレーン n の開始位置 Y を設定します。 

【注】｛プレーン n ラップアラウンド開始位置 Y（PnWASPY）

＋プレーン n ラップアラウンドメモリ幅 Y（PnWAMWY）

の 2 倍｝を超える値は設定禁止です。 

リセット時は値を保持します。 

 

（13）プレーン n ラップアラウンド開始位置レジスタ（PnWASPR：Plane n Wrap Around Start Position Register） 

アドレス：H'FFF80#38 
 

161718192021222324252627282931 30

PnWASPY

R/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/WR/WR/WR/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～14 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

13～4 PnWAS

PY 

－ R/W あり プレーン n ラップアラウンド開始位置 Y（Plane n Wrap Around 

Start Position Y） 

表示領域開始アドレスレジスタで指定するアドレスを基準に、1

ラップアラウンドエリアの Y 方向開始位置を設定します。 

開始位置は16画素ごとの設定が可能です（ビット3～0は0固定）。 

リセット時は値を保持します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

3～0 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
 

（14）プレーン n ラップアラウンドメモリ幅レジスタ（PnWAMWR：Plane n Wrap Around Memory Width 
Register） 

アドレス：H'FFF80#3C 
 

161718192021222324252627282931 30

PnWAMWY

R/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R

R R R R

R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～12 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

11～0 PnWAM

WY 

－ R/W あり プレーン n ラップアラウンドメモリ幅 Y（Plane n Wrap Around 

Memory Width Y） 

ラップアラウンドの Y 方向メモリ幅を 240 から 4095 ラインの範

囲で任意設定します。 

リセット時は値を保持します。 
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（15）プレーン n ブリンキング周期レジスタ（PnBTR：Plane n Blinking Time Register） 

アドレス：H'FFF80#40 
 

161718192021222324252627282931 30

PnBTBPnBTA

R/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

0000

R/WR/WR/WR/W

10001

R/W

0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～16 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

15～8 PnBTA 00000001 R/W あり プレーン n ブリンキング周期 A（Plane n Blinking Time A） 

7～0 PnBTB 00000001 R/W あり プレーン n ブリンキング周期 B（Plane n Blinking Time B） 

 
プレーン n モードレジスタ（PnMR）／バッファモード（PnBM）がオートディスプレイチェンジモード（ブリ

ンキングモード）に設定されたとき、本レジスタに表示領域 0、1 が表示される期間の長さをフィールド単位で設

定することにより、表示領域アドレス 0、1 を使用したブリンキング動作を行います。 

ここで、本レジスタを 1 に設定すると（0 以外の値を必ず設定してください。）毎フィールド単位にプレーン n

表示領域開始アドレス 0、1(PnDSA0、PnDSA1)を切り替えます。 
 

（16）プレーン n 透過色 1 レジスタ（PnTC1R：Plane n Transparent Color 1 Register） 

アドレス：H'FFF80#44 
 

161718192021222324252627282931 30

PnTC1

R/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/WR/WR/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R

R R R R R R R R

R R R R R R R R
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～8 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

7～0 PnTC1 － R/W あり プレーン n 透過色 1（Plane n Transparent Color 1 for 8bit/pixel） 

8bit/pixel データフォーマットのプレーン n 透過色を指定する場合

に使用します。 

本レジスタに設定した透過色を有効にするためには、プレーン n

モードレジスタ（PnMR）／透過色指定（PnTC）を 0 に設定して

ください。 

リセット時は値を保持します。 

 

（17）プレーン n 透過色 2 レジスタ（PnTC2R：Plane n Transparent Color 2 Register） 

アドレス：H'FFF80#48 
 

161718192021222324252627282931 30

PnTC2

R/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～16 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

15～0 PnTC2 － R/W あり プレーン n 透過色 2（Plane n Transparent Color 2 for 16bit/pixel） 

16bit/pixel、ARGB データフォーマットのプレーン n 透過色を指定

する場合に使用します。 

ARGB の場合、本レジスタのビット 14～0 と比較し、ビット 15

は無視します。 

リセット時は値を保持します。 
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（18）プレーン n メモリ長レジスタ（PnMLR：Plane n Memory Length Register） 

アドレス：H'FFF80#50 
 

161718192021222324252627282931 30

PnMLY

Pn
MLY

R/WR/WR/WR/W

0

0

1234567891011121315 14

0000

R/W

R/W

R/WR/WR/W

0000

R/WR/WR/WR/W

0000

R/WR/WR/WR/W

0000

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～17 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

16～0 PnMLY 0 R/W あり プレーン n メモリ長 Y（Plane n Memory Length Y） 

プレーン n のメモリの長さ（Y 方向のメモリ領域）を設定します。 

表示がこの領域を超えた場合、表示データは下地色レジスタ

（BPOR）のデータとなります。 

設定値が 0（初期値）の場合は領域は無限として扱いますので、

表示データが下地色レジスタになることはありません。 

 

（19）プレーン n スワップ制御レジスタ（PnSWAPR：Plane n SWAP control Register） 

アドレス：H'FFF80#80 
 

161718192021222324252627282931 30

PnS
PBY

CODE

⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W ⎯/W

01234567891011121315 14

⎯/W⎯/W

R/W

0

⎯/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ PnS
PQW

PnS
PLW

PnS
PWD

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ 0 0 0⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ PnD
IGN

⎯ 0

⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W: R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～16 CODE － －/W なし プレーン n スワップ制御レジスタ有効コード（CODE：register 

available CODE） 

プレーン n スワップ制御レジスタを有効とするために、レジスタ

ライト時にビット 31～16 を H'7775 に設定してください。 

15～5 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

4 PnDIGN 0 R/W あり プレーン n 表示データフォーマット無効（Plane n Display data 

format IGNore） 

バイト（8 ビット）単位のスワップを制御するビットです。本レ

ジスタのビット 0 と組み合わせて設定します。本レジスタのビッ

ト 0 を参照してください。 

本ビットの設定値は本レジスタのビット 3～1 に影響しません。 

3 PnSPQW 0 R/W あり プレーン n Quad Word 単位スワップ許可（Plane n SwaP Quad 

Word） 

0： データをスワップしません。 

1： 表示システム制御レジスタ（DSYSR）のビット 20（DSEC）

が 0 のとき、Quad Word（64 ビット）単位にデータをスワ

ップします。 

2 PnSPLW 0 R/W あり プレーン n Long Word 単位スワップ許可（Plane n SwaP Long 

Word） 

0： データをスワップしません。 

1： 表示システム制御レジスタ（DSYSR）のビット 20（DSEC）

が 0 のとき、Long Word（32 ビット）単位にデータをスワ

ップします。 

1 PnSPWD 0 R/W あり プレーン n Word 単位スワップ許可（Plane n SwaP WorD） 

0： データをスワップしません。 

1： 表示システム制御レジスタ（DSYSR）のビット 20（DSEC）

が 0 のとき、Word（16 ビット）単位にデータをスワップし

ます。 

0 PnSPBY 0 R/W あり プレーン n Byte 単位スワップ許可（Plane n SwaP BYte） 

バイト（8 ビット）単位のスワップを制御するビットです。本レ

ジスタのビット 4 と組み合わせて設定し、表示システム制御レジ

スタ（DSYSR）／DSEC が 0 のとき、下記の組み合わせが有効と

なります。 

ビット 

0、4 

00：スワップしません。 

01：スワップしません。 

10：プレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnDDF が 00、11

のときはバイト（8 ビット）単位でスワップします。01、

10 のときはスワップしません。 

11：バイト（8 ビット）単位でスワップします。 

 
表示システム制御レジスタ（DSYSR）／DSEC、プレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnDDF および本レジス

タの機能をまとめると以下になります。 
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表 14.22 エンディアン変換のまとめ 

DSEC PnSPQW PnSPLW PnSPWD PnSPBY PnDIGN PnDDF データ 

フォーマット 

スワップ単位 

00 8bit/pixel 128 ビットでバイト単位 

01 16bit/pixel 

（RGB データ）

128 ビットでワード単位 

10 ARGB 128 ビットでワード単位 

1 － － － － － 

11 YC 128 ビットでバイト単位 

0 0 0 0 － － － 変換なし 

1 － － － － － － 64 ビット単位 

－ 1 － － － － － 32 ビット単位 

－ － 1 － － － － 16 ビット単位 

00 8bit/pixel 8 ビット単位 

01 16bit/pixel 

（RGB データ）

変換なし 

10 ARGB 変換なし 

0 

11 YC 8 ビット単位 

0 

－ － － 1 

1 － － 8 ビット単位 

 

（20）プレーン n 表示データ制御レジスタ（PnDDCR：Plane n Display Data Control Register） 

アドレス：H'FFF80#84 
 

161718192021222324252627282931 30

PnLR
GB1

PnLR
GB0

CODE

⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W ⎯/W

01234567891011121315 14

⎯/W⎯/W

R

⎯

⎯/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ 0 0 ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W: R R R R R/W R/W R R R R R R R R R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～16 CODE － －/W なし プレーン n 表示データ制御レジスタ有効コード（CODE：register 

available CODE） 

プレーン n 表示データ制御レジスタを有効とするために、レジス

タライト時にビット 31～16 を H'7775 に設定してください。 

15～12 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

11 PnLRGB1 0 R/W あり プレーン n 32bit/pixel 表示制御 1（Plane n Long（32bit）R･G･B 1） 

0： 32bit/pixel データとして扱いません。 

1： 32bit/pixel データの下位データ（G：8 ビット、B：8 ビット）

として扱います。 

ビット 11 はビット 10 に 1 設定したプレーンの直後のプレー

ンに設定してください。たとえば、プレーン 1 の本レジスタ

のビット 10 を 1 設定した場合はプレーン 2 の本レジスタの

ビット 11 を 1 設定してください。 

また、プレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnDDF に 01

を設定してください。 

• ビット 11 と 10 を同時に 1 に設定しないでください。 

• ビット 10 が 1 の場合、本ビットが 0 でも 32bit/pixel データとし

て扱いビット 10 が 1 設定の機能となります。 

• 32bit/pixel表示をする場合はプレーン1とプレーン2を使用して

ください。 

• 32bit/pixel データは透過色処理を行うことができませんのでプ

レーン n モードレジスタ（PnMR）／PnSPIM のビット 14 に 1

を設定してください。 

• 32bit/pixel データと下位プレーンをαブレンディングあるいは

EOR 演算する場合は下位プレーンがある領域で実施してくださ

い。αブレンディングあるいは EOR 演算を指定した場合、下位

プレーンがない領域に 32bit/pixel データを表示することはでき

ません。 

10 PnLRGB0 0 R/W あり プレーン n 32bit/pixel 表示制御 0（Plane n Long（32bit）R･G･B 0） 

0： 32bit/pixel データとして扱いません。 

1： 32bit/pixel データの上位データ（A 値：8 ビット、R：8 ビッ

ト）として扱います。A 値：8 ビットがブレンド比となり、

プレーン n ブレンド比レジスタによるブレンド比は選択で

きません。 

また、プレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnDDF に 01

を設定してください。 

• ビット 11 と 10 を同時に 1 に設定しないでください。 

• ビット 11 が 1 の場合、本ビットが 0 でも 32bit/pixel データとし

て扱いビット 11 が 1 設定の機能となります。 

• 32bit/pixel表示をする場合はプレーン1とプレーン2を使用して

ください。 

• 32bit/pixel データは透過色処理を行うことができませんのでプ

レーン n モードレジスタ（PnMR）／PnSPIM のビット 14 に 1

を設定してください。 

9～0 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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32bit/pixel 表示をする場合はプレーン 1 とプレーン 2 を使用してください。 

プレーン 1 とプレーン 2 を使って 32bit/pixel 表示をする場合のレジスタ設定は以下のとおりです。 

• 表示拡張機能制御レジスタ4（DEFR4）のビット5、4を10に設定してください。 

• 本レジスタの設定は以下のとおりです。 

 15 14 13 12 11 10 9 8 

     
PnLRG

B1 

PnLRG

B0 
  

プレーン 1（A、R） － － － － 0 1 － － 

プレーン 2（G、B） － － － － 1 0 － － 

• 本レジスタ以外の表示プレーンレジスタはプレーン1とプレーン2で同じ設定としてください。 

• プレーン1とプレーン2を表示ONにして、プレーン2の優先順位はプレーン1の次にしてください。表示ONに

ついては「14.4.2 表示ON、OFF」を参照してください。 

• 32bit/pixelを指定するプレーンの番号は常に若い番号にしてください。たとえば32bit/pixelと16bit/pixelの重ね

合わせ表示をする場合はプレーン1とプレーン2に32bit/pixelを指定しプレーン3以降に16bit/pixelを指定して

ください。 

• 表示SuperHywayプライオリティレジスタ（DSHPR）のビット7～0にH'A9を設定してください。 

• ビデオインプットモジュールを使用する場合はビデオインプットモジュールのMemory Transfer Control

（MTC）レジスタにH'0A090008を設定してください。 

• ビッグエンディアンの場合はプレーンnスワップ制御レジスタ（PnSWAP）のビット3、2に1を、ビット1、0

に0を設定してください。ビット4は1、0どちらでもかまいません。また、表示システム制御レジスタ（DSYSR）

／DSECに0を設定してください。 
 

（21）プレーン n 表示データ制御レジスタ 2（PnDDCR2：Plane n Display Data Control Register 2） 

アドレス：H'FFF80#88 
 

161718192021222324

CODE

252627282931 30

⎯

⎯ ⎯

⎯/W

⎯

⎯/W⎯/W ⎯/W

⎯

⎯/W

⎯

⎯/W

⎯ ⎯ ⎯

⎯/W

⎯

⎯/W⎯/W ⎯/W

⎯

⎯/W

⎯

⎯/W

⎯

⎯/W

⎯

⎯/W

⎯

⎯/W

⎯

⎯/W

⎯

⎯

R

⎯

⎯

R

⎯

⎯ ⎯
PnNV 

21
PnY 
420 ⎯ ⎯

Pn
DIVU

Pn
DIVY

R

⎯

RR R R

0

R/W

0

R/W

⎯

R

⎯

R

0

R/W

0

R/WR R

01234567891011121315 14

⎯ ⎯

⎯

R

⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～16 CODE － －/W なし プレーン n 表示データ制御レジスタ 2 有効コード（CODE：register 

available CODE） 

プレーン n 表示データ制御レジスタ 2 を有効とするために、レジ

スタライト時にビット 31～16 を H'7776 に設定してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

15～6 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

5 PnNV21 0 R/W あり プレーン n NV21 データフォーマット（Plane n NV21 data format） 

本ビットはビット 1 を 1、ビット 4 を 1 に設定した場合に有効と

なります。 

0：分離してメモリ上に格納した YUV420 の UV は NV12 です。 

1：分離してメモリ上に格納した YUV420 の UV は NV21 です。 

4 PnY420 0 R/W あり プレーン n YUV420 データフォーマット（Plane n YUV420 data 

format） 

本ビットはビット 1 を 1 に設定した場合に有効となります。ビッ

ト 1 が 0 の場合は YUV422 となります。 

0：分離してメモリ上に格納した YUV は YUV422 です。 

1：分離してメモリ上に格納した YUV は YUV420 です。 

• 分離 YUV の表示については「14.4.19 分離 YUV 表示」を参照

してください。 

3、2 － － R － リザーブビット 

1 PnDIVU 0 R/W あり プレーン n 分離 YUV の UV データ（Plane n UVata at Divided  

YUV） 

0：プレーンｎモードレジスタ（PnMR）／PnDDF ビットに従

ったデータフォーマットになります。 

1：プレーンｎモードレジスタ（PnMR）／PnDDF ビットは無

効となり、データフォーマットは YUV データを分離してメ

モリ上に格納した場合の UV データになります。ただし、YC

→RGB 色空間変換機能を有効とするためにプレーン n モー

ドレジスタ（PnMR）／PnDDF は 11（YC）を設定してくだ

さい。 

• ビット 1 と 0 を同時に 1 に設定しないでください。 

• ビット 0 が 1 の場合、本ビットが 0 でもプレーン n モードレジ

スタ（PnMR）／PnDDF に従ったデータフォーマットにはなり

ません。ビット 0 が 1 設定のデータフォーマットになります。 

• 分離 YUV の表示については「14.4.19 分離 YUV 表示」を参照

してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

0 PnDIVY 0 R/W あり プレーン n 分離 YUV の Y データ（Plane n Y data at Divided YUV） 

0：プレーンｎモードレジスタ（PnMR）／PnDDF ビットに従

ったデータフォーマットになります。 

1：プレーンｎモードレジスタ（PnMR）／PnDDF ビットは無

効となり、データフォーマットは YUV データを分離してメ

モリ上に格納した場合の Y データになります。ただし、YC

→RGB 色空間変換機能を有効とするためにプレーン n モー

ドレジスタ（PnMR）／PnDDF は 11（YC）を設定してくだ

さい。 

• ビット 1 と 0 を同時に 1 に設定しないでください。 

• ビット 1 が 1 の場合、本ビットが 0 でもプレーン n モードレジ

スタ（PnMR）／PnDDF に従ったデータフォーマットにはなり

ません。ビット 1 が 1 設定のデータフォーマットになります。 

• 分離 YUV の表示については「14.4.19 分離 YUV 表示」を参照

してください。 

 

14.3.5 表示キャプチャレジスタ 

n：1 を表します。 

#：#＝n（16 進）の関係になります。たとえば表示キャプチャ 1 メモリ幅レジスタのアドレスは FFF8C#04 が

FFF8C104 となります。 
 

（1） 表示キャプチャ n メモリ幅レジスタ（DCnMWR：Display Capture n Memory Width Register） 

アドレス：H'FFF8C#04 
 

161718192021222324252627282931 30

DCnMWX

R/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/WR/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯

⎯

⎯

⎯

⎯

⎯

⎯

⎯

⎯

⎯

⎯

⎯

⎯

⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～13 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

12～4 DCnMWX － R/W あり 表示キャプチャ nメモリ幅X（Display Capture n Memory Width X） 

表示キャプチャ n のメモリ幅を 16 画素～4096 画素まで 16 画素

単位に設定します。 

キャプチャがこの領域を超えた場合、超えた領域はキャプチャさ

れません。 

リセット時は値を保持します。 

3～0 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

 

（2） 表示キャプチャ n 格納領域開始アドレスレジスタ（DCnSAR:Display Capture n Area Start Address 
Register） 

アドレス：H'FFF8C#20 
 

161718192021222324252627282931 30

DCnSA

DCnSA

R/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

⎯

⎯

⎯

⎯

⎯

⎯

⎯

⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W: R R R R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～4 DCnSA － R/W あり 表示キャプチャ n 格納領域開始アドレス（Display Capture n Area 

Start Address） 

ビット 31～29 を有効にするには表示拡張機能許可レジスタ

（DEFR）／DEFE に 1 を設定してください。初期状態では有効に

なりません。 

【注】本レジスタは 32 ビットアドレスモードにおいては、指定す

るメモリ領域の 32 ビットアドレスの下位 29 ビット中、25

ビットのアドレス（A28～A4）をビット 28～ビット 4 に指

定してください。 

リセット時は値を保持します。 

3～0 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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（3） 表示キャプチャ n メモリ長レジスタ（DCnMLR：Display Capture n Memory Length Register） 

アドレス：H'FFF8C#50 
 

161718192021222324252627282931 30

DCnMLY

DCn
MLY

R/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

0

R/W

0

000

R/WR/WR/WR/W

000000

R/WR/WR/W

000

R/WR/WR/W

000

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～17 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

16～0 DCnMLY H'00000 R/W あり 表示キャプチャ n メモリ長 Y（Display Capture n Memory Length 

Y） 

表示キャプチャ n のメモリの長さ（Y 方向のメモリ領域）を設定

します。 

キャプチャがこの領域を超えた場合、超えた領域はキャプチャさ

れません。 

設定値が 0（初期値）の場合、領域は無限として扱います。 
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14.3.6 カラーパレットレジスタ 
（1） カラーパレット 1 レジスタ（CP1(000～255)R：Color Palette 1 (000～255) Register） 

アドレス：H'FFF81000～H'FFF813FC 
 

161718192021222324252627282931 30

.  .  .

012345678910

CP1_000A

CP1_000G

CP1_000R

CP1_000B

11121315 14

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯

⎯

⎯

⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/W R/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/WR/W

161718192021222324252627282931 30

012345678910

CP1_255A

CP1_255G

CP1_255R

CP1_255B

11121315 14

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/W R/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/WR/W

:

:

R/W:

:

:

R/W:

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R

R R

R R

R R R R

R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～24 CP1_000A 

～ 

CP1_255A 

－ R/W あり カラーパレット 1_000～255 ブレンド比（Color Palette 1 000～

255 Blending Ratio） 

プレーン n ブレンド比レジスタ（PnALPHAR）／PnBRSL が 10

のとき、ブレンディング比であるアルファ値となります。 

リセット時は値を保持します。 

23～18 CP1_000R 

～ 

CP1_255R 

－ R/W あり カラーパレット 1_000～255 赤（Color Palette 1 000～255 Red） 

カラーパレット 1 の赤色データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

17、16 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

15～10 CP1_000G

～ 

CP1_255G

－ R/W あり カラーパレット 1_000～255 緑（Color Palette 1 000～255 

Green） 

カラーパレット 1 の緑色データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

9、8 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

7～2 CP1_000B 

～ 

CP1_255B 

－ R/W あり カラーパレット 1_000～255 青（Color Palette 1 000～255 Blue） 

カラーパレット 1 の青色データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

1、0 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

 
RGB 各 6 ビットのカラーを設定する 256 本レジスタ群で、26 万色中同時 256 表示可能なカラーパレットとして

使用します。 

8bit/pixel データの表示時に有効となります。カラーパレット制御レジスタ（CPCR）の CP1CE を 1 にセットす

ることにより、設定した内容が次の VSYNC の立ち下がり（内部更新タイミング）または表示リセット解除で有

効になります。 

なお、カラーパレットを更新する場合は、必ず全面書き換えを行ってください。 

カラーパレットを CPU からリードする場合は、CP1CE ビットを 1 にセットする前に行ってください。 

カラーパレットはロングワードアクセスです。 
 

（2） カラーパレット 2 レジスタ（CP2(000～255)R：Color Palette 2 (000～255) Register） 

アドレス：H'FFF82000～H'FFF823FC 
 

161718192021222324252627282931 30

.  .  .

012345678910

CP2_000A

CP2_000G

CP2_000R

CP2_000B

11121315 14

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/W R/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/WR/W

161718192021222324252627282931 30

012345678910

CP2_255A

CP2_255G

CP2_255R

CP2_255B

11121315 14

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/W R/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/WR/W

:

:

R/W:

:

:

R/W:

:

:

R/W:

:

:

R/W:

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

R R

R R

R R

R R R R

R R
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～24 CP2_000A 

～ 

CP2_255A 

－ R/W あり カラーパレット 2_000～255 ブレンド比（Color Palette 2 000～

255 Blending Ratio） 

プレーン n ブレンド比レジスタ（PnALPHAR）／PnBRSL が"10"

のとき、ブレンディング比であるアルファ値となります。 

リセット時は値を保持します。 

23～18 CP2_000R 

～ 

CP2_255R 

－ R/W あり カラーパレット 2_000～255 赤（Color Palette 2 000～255 Red） 

カラーパレット 2 の赤色データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

17、16 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

15～10 CP2_000G

～ 

CP2_255G

－ R/W あり カラーパレット 2_000～255 緑（Color Palette 2 000～255 

Green） 

カラーパレット 2 の緑色データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

9、8 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

7～2 CP2_000B 

～ 

CP2_255B 

－ R/W あり カラーパレット 2_000～255 青（Color Palette 2 000～255 Blue） 

カラーパレット 2 の青色データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

1、0 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

 
RGB 各 6 ビットのカラーを設定する 256 本レジスタ群で、26 万色中同時 256 表示可能なカラーパレットとして

使用します。 

8bit/pixel データの表示時に有効となります。カラーパレット制御レジスタ（CPCR）の CP2CE を 1 にセットす

ることにより、設定した内容が次の VSYNC の立ち下がり（内部更新タイミング）または表示リセット解除で有

効になります。 

なお、カラーパレットを更新する場合は、必ず全面書き換えを行ってください。 

カラーパレットを CPU からリードする場合は、CP2CE ビットを 1 にセットする前に行ってください。 

カラーパレットはロングワードアクセスです。 
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（3） カラーパレット 3 レジスタ（CP3(000～255)R：Color Palette 3 (000～255) Register） 

アドレス：H'FFF83000～H'FFF833FC 
 

161718192021222324252627282931 30

.  .  .

012345678910

CP3_000A

CP3_000G

CP3_000R

CP3_000B

11121315 14

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/W R/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/WR/W

161718192021222324252627282931 30

012345678910

CP3_255A

CP3_255G

CP3_255R

CP3_255B

11121315 14

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/W R/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/WR/W

:

:

R/W:

:

:

R/W:

:

:

R/W:

:

:

R/W:

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

R R

R R

R R

R R R R

R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～24 CP3_000A 

～ 

CP3_255A 

－ R/W あり カラーパレット 3_000～255 ブレンド比（Color Palette 3 000～

255 Blending Ratio） 

プレーン n ブレンド比レジスタ（PnALPHAR）／PnBRSL が 10

のとき、ブレンディング比であるアルファ値となります。 

リセット時は値を保持します。 

23～18 CP3_000R 

～ 

CP3_255R 

－ R/W あり カラーパレット 3_000～255 赤（Color Palette 3 000～255 Red） 

カラーパレット 3 の赤色データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

17、16 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

15～10 CP3_000G

～ 

CP3_255G

－ R/W あり カラーパレット 3_000～255 緑（Color Palette 3 000～255 

Green） 

カラーパレット 3 の緑色データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

9、8 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

7～2 CP3_000B 

～ 

CP3_255B 

－ R/W あり カラーパレット 3_000～255 青（Color Palette 3 000～255 Blue） 

カラーパレット 3 の青色データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

1、0 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

 
RGB 各 6 ビットのカラーを設定する 256 本レジスタ群で、26 万色中同時 256 表示可能なカラーパレットとして

使用します。 

8bit/pixel データの表示時に有効となります。カラーパレット制御レジスタ（CPCR）の CP3CE を 1 にセットす

ることにより、設定した内容が次の VSYNC の立ち下がり（内部更新タイミング）または表示リセット解除で有

効になります。 

なお、カラーパレットを更新する場合は、必ず全面書き換えを行ってください。 

カラーパレットを CPU からリードする場合は、CP3CE ビットを 1 にセットする前に行ってください。 

カラーパレットはロングワードアクセスです。 
 

（4） カラーパレット 4 レジスタ（CP4(000～255)R：Color Palette 4 (000～255) Register） 

アドレス：H'FFF84000～H'FFF843FC 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～24 CP4_000A 

～ 

CP4_255A 

－ R/W あり カラーパレット 4_000～255 ブレンド比（Color Palette 4 000～

255 Blending Ratio） 

プレーン n ブレンド比レジスタ（PnALPHAR）／PnBRSL が 10

のとき、ブレンディング比であるアルファ値となります。 

リセット時は値を保持します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

23～18 CP4_000R 

～ 

CP4_255R 

－ R/W あり カラーパレット 4_000～255 赤（Color Palette 4 000～255 Red） 

カラーパレット 4 の赤色データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

17、16 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

15～10 CP4_000G

～ 

CP4_255G

－ R/W あり カラーパレット 4_000～255 緑（Color Palette 4 000～255 

Green） 

カラーパレット 4 の緑色データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

9、8 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

7～2 CP4_000B 

～ 

CP4_255B 

－ R/W あり カラーパレット 4_000～255 青（Color Palette 4 000～255 Blue） 

カラーパレット 4 の青色データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

1、0 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

 
RGB 各 6 ビットのカラーを設定する 256 本レジスタ群で、26 万色中同時 256 表示可能なカラーパレットとして

使用します。 

8bit/pixel データの表示時に有効となります。カラーパレット制御レジスタ（CPCR）の CP4CE を 1 にセットす

ることにより、設定した内容が次の VSYNC の立ち下がり（内部更新タイミング）または表示リセット解除で有

効になります。 

なお、カラーパレットを更新する場合は、必ず全面書き換えを行ってください。 

カラーパレットを CPU からリードする場合は、CP4CE ビットを 1 にセットする前に行ってください。 

カラーパレットはロングワードアクセスです。 
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14.3.7 外部同期制御レジスタ 

（1） 外部同期制御レジスタ（ESCR：External Synchronization Control Register） 

アドレス：H'FFF90000 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～21 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

20 DCLKSEL 0 R/W なし 入力ドットクロック選択（DCLKIN SELect） 

0：入力ドットクロックは DCLKIN 端子になります。 

1：入力ドットクロックは CLKS のクロックになります。 

本設定の場合、ドットクロック分周比は 2 分周以上（分周後の周

波数が CLKS の 2 分周以上）となるようにしてください。 

19～17 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

16 DCLKDIS 0 R/W なし 出力ドットクロックディスエーブル（DCLKOUT DISable） 

0：DCLKOUT を出力します。 

1：DCLKOUT を出力しません。DCLKOUT は Low レベル固定

となります。 

15～10 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

9、8 SYNCSEL 00 R/W なし ドットクロック位相合わせ用同期信号選択（SYNC SELect） 

00：位相処理を行いません。 

01：位相処理を行いません。 

10：EXVSYNC 信号により同期を行います。 

11：EXHSYNC 信号により同期を行います。 

7、6 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

5～0 FRQSEL 000000 R/W なし ドットクロック分周比選択（FReQuency SELect） 

ビット 5 を有効にするには表示拡張機能許可レジスタ（DEFR） 

／DEFE に 1 を設定してください。初期状態ではビット 5 は 0 固 

定となります。 

分周比が奇数の場合、分周後ドットクロックのデューティは 50％

になりません。 

分周比は表 14.23 を参照してください。 

 
表 14.23 FRQSEL ビットによるドットクロック分周比 

FRQSEL ビット設定値：分周比 FRQSEL ビット設定値：分周比 

000000：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の分周を行

いません。 

100000：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 33 分周。 

000001：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 2 分周。 100001：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 34 分周。 

000010：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 3 分周。 100010：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 35 分周。 

000011：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 4 分周。 100011：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 36 分周。 

000100：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 5 分周。 100100：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 37 分周。 

000101：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 6 分周。 100101：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 38 分周。 

000110：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 7 分周。 100110：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 39 分周。 

000111：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 8 分周。 100111：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 40 分周。 

001000：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 9 分周。 101000：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 41 分周。 

001001：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 10 分周。 101001：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 42 分周。 

001010：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 11 分周。 101010：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 43 分周。 

001011：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 12 分周。 101011：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 44 分周。 

001100：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 13 分周。 101100：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 45 分周。 

001101：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 14 分周。 101101：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 46 分周。 

001110：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 15 分周。 101110：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 47 分周。 

001111：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 16 分周。 101111：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 48 分周。 

010000：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 17 分周。 110000：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 49 分周。 

010001：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 18 分周。 110001：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 50 分周。 

010010：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 19 分周。 110010：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 51 分周。 

010011：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 20 分周。 110011：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 52 分周。 

010100：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 21 分周。 110100：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 53 分周。 

010101：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 22 分周。 110101：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 54 分周。 

010110：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 23 分周。 110110：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 55 分周。 

010111：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 24 分周。 110111：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 56 分周。 
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FRQSEL ビット設定値：分周比 FRQSEL ビット設定値：分周比 

011000：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 25 分周。 111000：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 57 分周。 

011001：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 26 分周。 111001：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 58 分周。 

011010：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 27 分周。 111010：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 59 分周。 

011011：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 28 分周。 111011：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 60 分周。 

011100：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 29 分周。 111100：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 61 分周。 

011101：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 30 分周。 111101：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 62 分周。 

011110：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 31 分周。 111110：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 63 分周。 

011111：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 32 分周。 111111：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 64 分周。 

 

（2） 出力信号タイミング調整レジスタ（OTAR：Output signal Timing Adjustment Register） 

アドレス：H'FFF90004 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

30～28 DEA 000 R/W なし DE 信号出力タイミング調整（DE output timing Adjustment） 

000：出力タイミングの調整を行いません。 

ドットクロックの立ち上がりで DE 信号を出力し、基準

タイミングとなります。 

001：基準タイミングに対してドットクロック（1）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで DE 信号を出力しま

す。 

010：基準タイミングに対してドットクロック（2）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで DE 信号を出力しま

す。 

011：基準タイミングに対してドットクロック（3）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで DE 信号を出力しま

す。 

100：基準タイミングに対してドットクロック（1/2）サイクル

分速く、立ち下がりタイミングで DE 信号を出力します。 

101：基準タイミングに対してドットクロック（1/2）サイクル

分遅延させ、立ち下がりタイミングで DE 信号を出力し

ます。 

110：基準タイミングに対してドットクロック（1＋1/2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングで DE 信号を出

力します。 

111：基準タイミングに対してドットクロック（2＋1/2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングで DE 信号を出

力します。 

27 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

26～24 CLAMPA 000 R/W なし CLAMP 信号出力タイミング調整（CLAMP output timing 

Adjustment） 

000：出力タイミングの調整を行いません。 

ドットクロックの立ち上がりで CLAMP 信号を出力し、

基準タイミングとなります。 

001：基準タイミングに対してドットクロック（1）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで CLAMP 信号を出力

します。 

010：基準タイミングに対してドットクロック（2）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで CLAMP 信号を出力

します。 

011：基準タイミングに対してドットクロック（3）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで CLAMP 信号を出力

します。 

100：基準タイミングに対してドットクロック（1/2）サイクル

分速く、立ち下がりタイミングで CLAMP 信号を出力し

ます。 

101：基準タイミングに対してドットクロック（1/2）サイクル

分遅延させ、立ち下がりタイミングで CLAMP 信号を出

力します。 

110：基準タイミングに対してドットクロック（1＋1/2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングで CLAMP 信号

を出力します。 

111：基準タイミングに対してドットクロック（2＋1/2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングで CLAMP 信号

を出力します。 

23 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

22～20 DRGBA 000 R/W なし デジタル RGB 信号出力タイミング調整（Digital RGB output 

timing Adjustment） 

000：出力タイミングの調整を行いません。 

ドットクロックの立ち上がりでデジタル RGB 信号を出

力し、基準タイミングとなります。 

001：基準タイミングに対してドットクロック（1）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングでデジタル RGB 信号を

出力します。 

010：基準タイミングに対してドットクロック（2）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングでデジタル RGB 信号を

出力します。 

011：基準タイミングに対してドットクロック（3）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングでデジタル RGB 信号を

出力します。 

100：基準タイミングに対してドットクロック（1/2）サイクル

分速く、立ち下がりタイミングでデジタル RGB 信号を出

力します。 

101：基準タイミングに対してドットクロック（1/2）サイクル

分遅延させ、立ち下がりタイミングでデジタル RGB 信号

を出力します。 

110：基準タイミングに対してドットクロック（1＋1/2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングでデジタル RGB

信号を出力します。 

111：基準タイミングに対してドットクロック（2＋1/2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングでデジタル RGB

信号を出力します。 

出力ドットクロックで表示データを切替える場合は立ち下がりタ

イミング（ビット 22 を 1）に設定しないでください。また、出力

信号タイミング調整レジスタ 2（OTAR2）と同じ値を設定してく

ださい。 

19～11 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

10～8 CDEA 000 R/W なし CDE 信号出力タイミング調整（CDE output timing Adjustment） 

000：出力タイミングの調整を行いません。 

ドットクロックの立ち上がりで CDE 信号を出力し、基準

タイミングとなります。 

001：基準タイミングに対してドットクロック（1）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで CDE 信号を出力しま

す。 

010：基準タイミングに対してドットクロック（2）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで CDE 信号を出力しま

す。 

011：基準タイミングに対してドットクロック（3）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで CDE 信号を出力しま

す。 

100：基準タイミングに対してドットクロック（1/2）サイクル

分速く、立ち下がりタイミングでCDE信号を出力します。 

101：基準タイミングに対してドットクロック（1/2）サイクル

分遅延させ、立ち下がりタイミングで CDE 信号を出力し

ます。 

110：基準タイミングに対してドットクロック（1＋1/2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングで CDE 信号を出

力します。 

111：基準タイミングに対してドットクロック（2＋1/2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングで CDE 信号を出

力します。 

7 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 



 

14. ディスプレイユニット（DU） 

14-118  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

6～4 DISPA 000 R/W なし DISP 信号出力タイミング調整（DISP output timing Adjustment） 

000：出力タイミングの調整を行いません。 

ドットクロックの立ち上がりで DISP 信号を出力し、基準

タイミングとなります。 

001：基準タイミングに対してドットクロック（1）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで DISP 信号を出力しま

す。 

010：基準タイミングに対してドットクロック（2）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで DISP 信号を出力しま

す。 

011：基準タイミングに対してドットクロック（3）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで DISP 信号を出力しま

す。 

100：基準タイミングに対してドットクロック（1/2）サイクル

分速く、立ち下がりタイミングで DISP 信号を出力しま

す。 

101：基準タイミングに対してドットクロック（1/2）サイクル

分遅延させ、立ち下がりタイミングで DISP 信号を出力し

ます。 

110：基準タイミングに対してドットクロック（1＋1/2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングで DISP 信号を出

力します。 

111：基準タイミングに対してドットクロック（2＋1/2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングで DISP 信号を出

力します。 

3 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

2～0 SYNCA 000 R/W なし SYNC（HSYNC、VSYNC、CSYNC、ODDF）信号出力タイミン

グ調整（SYNｃ output timing Adjustment） 

000：出力タイミングの調整を行いません。 

ドットクロックの立ち上がりで SYNC（HSYNC、 

VSYNC、CSYNC、ODDF）信号を出力し、基準タイミン

グとなります。 

001：基準タイミングに対してドットクロック（1）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで SYNC（HSYNC、

VSYNC、CSYNC、ODDF）信号を出力します。 

010：基準タイミングに対してドットクロック（2）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで SYNC（HSYNC、

VSYNC、CSYNC、ODDF）信号を出力します。 

011：基準タイミングに対してドットクロック（3）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで SYNC（HSYNC、

VSYNC、CSYNC、ODDF）信号を出力します。 

100：基準タイミングに対してドットクロック（1/2）サイクル

分速く、立ち下がりタイミングで SYNC（HSYNC、

VSYNC、CSYNC、ODDF）信号を出力します。 

101：基準タイミングに対してドットクロック（1/2）サイクル

分遅延させ、立ち下がりタイミングで SYNC（HSYNC、

VSYNC、CSYNC、ODDF）信号を出力します。 

110：基準タイミングに対してドットクロック（1＋1/2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングで SYNC

（HSYNC、VSYNC、CSYNC、ODDF）信号を出力しま

す。 

111：基準タイミングに対してドットクロック（2＋1/2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングで SYNC

（HSYNC、VSYNC、CSYNC、ODDF）信号を出力しま

す。 

 
立ち下がりタイミングを設定した場合は、電気的特性は対象外となります。 
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14.3.8 表示 2 系統出力制御レジスタ 

（1） 表示出力系統制御レジスタ（DORCR：Display unit Output Route Control Register） 

アドレス：H'FFF91000 
 

161718192021222324252627282931 30
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RR

01234567891011121315 14
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⎯ ⎯
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:
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:

:

R/W:
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R R R R R R R

⎯

⎯
R

⎯

⎯
R R

R

⎯

DPRS⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯
R R R R/W

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～18 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

17、16 PG1D 00 R/W DRES 端子制御部 1 入力データ選択（Pin Generate 1 input Data Select） 

00：端子制御部 1 の入力データは重ね合わせ回路 1 のデータで

す。重ね合わせ回路 1 のタイミングは本レジスタのビット

2 の設定となります。 

01：設定禁止。 

10：端子制御部 1 の入力データは 0 固定です。CDE 端子は 0

固定になります。 

11：端子制御部 1 の入力データは表示オフ時出力レジスタ

（DOOR）の値です。CDE 端子は 0 固定になります。 

重ね合わせデータは表示システム制御レジスタ（DSYSR）の

DRES と DEN の組合せで決まります。 

・DRES/DEN＝00：表示オフ時出力レジスタ（DOOR）の値で

す。 

・DRES/DEN＝01：ユニファイドメモリデータ。 

・DRES/DEN＝10：表示データは 0 です。 

・DRES/DEN＝11：設定禁止（データは 0 です）。 

15～1 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

0 DPRS 0 R/W DRES 表示優先順位レジスタ選択（Display Priority Register Select） 

0：表示の優先順位は表示プレーン優先順位レジスタで設定して

ください。 

表示の重ね合せは重ね合せ処理部 1 で行い、プレーン 1～プ

レーン 8 までが使用可能です。 

1：表示の優先順位は表示重ね合せ 1 優先順位レジスタで設定し

てください。 

表示の重ね合せは重ね合せ処理部 1 で行うことができ、プレ

ーン 1～プレーン 8 までが使用可能です。 

 

（2） 表示重ね合せ 1 優先順位レジスタ（DS1PR：Display Superimpose 1 Priority Register） 

アドレス：H'FFF91020 
 

161718192021222324252627282931 30

R/WR/W

01234567891011121315 14

00

R/WR/W

00

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00

0 0 0 0 0 0 0 0

:

:

R/W:

:

:

R/W: R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0

R/W

0

R/W R/W R/W

0

S1S8 S1S6 S1S5

S1S4 S1S2

S1S7

S1S3 S1S1

R/W

R/WR/W R/WR/WR/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/WR/W R/W R/W R/W

0

0

 
【注】 1. 表示出力系統制御レジスタ（DORCR）のビット 0 が 1 のとき、有効となります。 

 2. 「14.3.4 表示プレーンレジスタ」に示すレジスタに所望の値を設定した後に、該当するプレーンの番号（0001

～1000）を設定してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～28 S1S8 0 R/W あり 表示重ね合せ 1 優先順位 8 選択（Display Superimpose 1 Priority 8 

Select） 

0000：重ね合せ処理部 1 の優先順位 8 は表示しません。 

0001：重ね合せ処理部 1 の優先順位 8 にプレーン 1 を選択し表

示します。 

0010：重ね合せ処理部 1 の優先順位 8 にプレーン 2 を選択し表

示します。 

0011：重ね合せ処理部 1 の優先順位 8 にプレーン 3 を選択し表

示します。 

0100：重ね合せ処理部 1 の優先順位 8 にプレーン 4 を選択し表

示します。 

0101：重ね合せ処理部 1 の優先順位 8 にプレーン 5 を選択し表

示します。 

0110：重ね合せ処理部 1 の優先順位 8 にプレーン 6 を選択し表

示します。 

0111：重ね合せ処理部 1 の優先順位 8 にプレーン 7 を選択し表

示します。 

1000：重ね合せ処理部 1 の優先順位 8 にプレーン 8 を選択し表

示します。 

1001：設定禁止。 

1010：設定禁止。 

1011：設定禁止。 

1100：設定禁止。 

1101：設定禁止。 

1110：設定禁止。 

1111：設定禁止。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

27～24 S1S7 0 R/W あり 表示重ね合せ 1 優先順位 7 選択（Display Superimpose 1 Priority 7 

Select） 

0000：重ね合せ処理部 1 の優先順位 7 は表示しません。 

0001：重ね合せ処理部 1 の優先順位 7 にプレーン 1 を選択し表

示します。 

0010：重ね合せ処理部 1 の優先順位 7 にプレーン 2 を選択し表

示します。 

0011：重ね合せ処理部 1 の優先順位 7 にプレーン 3 を選択し表

示します。 

0100：重ね合せ処理部 1 の優先順位 7 にプレーン 4 を選択し表

示します。 

0101：重ね合せ処理部 1 の優先順位 7 にプレーン 5 を選択し表

示します。 

0110：重ね合せ処理部 1 の優先順位 7 にプレーン 6 を選択し表

示します。 

0111：重ね合せ処理部 1 の優先順位 7 にプレーン 7 を選択し表

示します。 

1000：重ね合せ処理部 1 の優先順位 7 にプレーン 8 を選択し表

示します。 

1001：設定禁止。 

1010：設定禁止。 

1011：設定禁止。 

1100：設定禁止。 

1101：設定禁止。 

1110：設定禁止。 

1111：設定禁止。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

23～20 S1S6 0 R/W あり 表示重ね合せ 1 優先順位 6 選択（Display Superimpose 1 Priority 7 

Select） 

0000：重ね合せ処理部 1 の優先順位 6 は表示しません。 

0001：重ね合せ処理部 1 の優先順位 6 にプレーン 1 を選択し表

示します。 

0010：重ね合せ処理部 1 の優先順位 6 にプレーン 2 を選択し表

示します。 

0011：重ね合せ処理部 1 の優先順位 6 にプレーン 3 を選択し表

示します。 

0100：重ね合せ処理部 1 の優先順位 6 にプレーン 4 を選択し表

示します。 

0101：重ね合せ処理部 1 の優先順位 6 にプレーン 5 を選択し表

示します。 

0110：重ね合せ処理部 1 の優先順位 6 にプレーン 6 を選択し表

示します。 

0111：重ね合せ処理部 1 の優先順位 6 にプレーン 7 を選択し表

示します。 

1000：重ね合せ処理部 1 の優先順位 6 にプレーン 8 を選択し表

示します。 

1001：設定禁止。 

1010：設定禁止。 

1011：設定禁止。 

1100：設定禁止。 

1101：設定禁止。 

1110：設定禁止。 

1111：設定禁止。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

19～16 S1S5 0 R/W あり 表示重ね合せ 1 優先順位 5 選択（Display Superimpose 1 Priority 5 

Select） 

0000：重ね合せ処理部 1 の優先順位 5 は表示しません。 

0001：重ね合せ処理部 1 の優先順位 5 にプレーン 1 を選択し表

示します。 

0010：重ね合せ処理部 1 の優先順位 5 にプレーン 2 を選択し表

示します。 

0011：重ね合せ処理部 1 の優先順位 5 にプレーン 3 を選択し表

示します。 

0100：重ね合せ処理部 1 の優先順位 5 にプレーン 4 を選択し表

示します。 

0101：重ね合せ処理部 1 の優先順位 5 にプレーン 5 を選択し表

示します。 

0110：重ね合せ処理部 1 の優先順位 5 にプレーン 6 を選択し表

示します。 

0111：重ね合せ処理部 1 の優先順位 5 にプレーン 7 を選択し表

示します。 

1000：重ね合せ処理部 1 の優先順位 5 にプレーン 8 を選択し表

示します。 

1001：設定禁止。 

1010：設定禁止。 

1011：設定禁止。 

1100：設定禁止。 

1101：設定禁止。 

1110：設定禁止。 

1111：設定禁止。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

15～12 S1S4 0 R/W あり 表示重ね合せ 1 優先順位 4 選択（Display Superimpose 1 Priority 4 

Select） 

0000：重ね合せ処理部 1 の優先順位 4 は表示しません。 

0001：重ね合せ処理部 1 の優先順位 4 にプレーン 1 を選択し表

示します。 

0010：重ね合せ処理部 1 の優先順位 4 にプレーン 2 を選択し表

示します。 

0011：重ね合せ処理部 1 の優先順位 4 にプレーン 3 を選択し表

示します。 

0100：重ね合せ処理部 1 の優先順位 4 にプレーン 4 を選択し表

示します。 

0101：重ね合せ処理部 1 の優先順位 4 にプレーン 5 を選択し表

示します。 

0110：重ね合せ処理部 1 の優先順位 4 にプレーン 6 を選択し表

示します。 

0111：重ね合せ処理部 1 の優先順位 4 にプレーン 7 を選択し表

示します。 

1000：重ね合せ処理部 1 の優先順位 4 にプレーン 8 を選択し表

示します。 

1001：設定禁止。 

1010：設定禁止。 

1011：設定禁止。 

1100：設定禁止。 

1101：設定禁止。 

1110：設定禁止。 

1111：設定禁止。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

11～8 S1S3 0 R/W あり 表示重ね合せ 1 優先順位 3 選択（Display Superimpose 1 Priority 3 

Select） 

0000：重ね合せ処理部 1 の優先順位 3 は表示しません。 

0001：重ね合せ処理部 1 の優先順位 3 にプレーン 1 を選択し表

示します。 

0010：重ね合せ処理部 1 の優先順位 3 にプレーン 2 を選択し表

示します。 

0011：重ね合せ処理部 1 の優先順位 3 にプレーン 3 を選択し表

示します。 

0100：重ね合せ処理部 1 の優先順位 3 にプレーン 4 を選択し表

示します。 

0101：重ね合せ処理部 1 の優先順位 3 にプレーン 5 を選択し表

示します。 

0110：重ね合せ処理部 1 の優先順位 3 にプレーン 6 を選択し表

示します。 

0111：重ね合せ処理部 1 の優先順位 3 にプレーン 7 を選択し表

示します。 

1000：重ね合せ処理部 1 の優先順位 3 にプレーン 8 を選択し表

示します。 

1001：設定禁止。 

1010：設定禁止。 

1011：設定禁止。 

1100：設定禁止。 

1101：設定禁止。 

1110：設定禁止。 

1111：設定禁止。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

7～4 S1S2 0 R/W あり 表示重ね合せ 1 優先順位 2 選択（Display Superimpose 1 Priority 2 

Select） 

0000：重ね合せ処理部 1 の優先順位 2 は表示しません。 

0001：重ね合せ処理部 1 の優先順位 2 にプレーン 1 を選択し表

示します。 

0010：重ね合せ処理部 1 の優先順位 2 にプレーン 2 を選択し表

示します。 

0011：重ね合せ処理部 1 の優先順位 2 にプレーン 3 を選択し表

示します。 

0100：重ね合せ処理部 1 の優先順位 2 にプレーン 4 を選択し表

示します。 

0101：重ね合せ処理部 1 の優先順位 2 にプレーン 5 を選択し表

示します。 

0110：重ね合せ処理部 1 の優先順位 2 にプレーン 6 を選択し表

示します。 

0111：重ね合せ処理部 1 の優先順位 2 にプレーン 7 を選択し表

示します。 

1000：重ね合せ処理部 1 の優先順位 2 にプレーン 8 を選択し表

示します。 

1001：設定禁止。 

1010：設定禁止。 

1011：設定禁止。 

1100：設定禁止。 

1101：設定禁止。 

1110：設定禁止。 

1111：設定禁止。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

3～0 S1S1 0 R/W あり 表示重ね合せ 1 優先順位 1 選択（Display Superimpose 1 Priority 1 

Select） 

0000：重ね合せ処理部 1 の優先順位 1 は表示しません。 

0001：重ね合せ処理部 1 の優先順位 1 にプレーン 1 を選択し表

示します。 

0010：重ね合せ処理部 1 の優先順位 1 にプレーン 2 を選択し表

示します。 

0011：重ね合せ処理部 1 の優先順位 1 にプレーン 3 を選択し表

示します。 

0100：重ね合せ処理部 1 の優先順位 1 にプレーン 4 を選択し表

示します。 

0101：重ね合せ処理部 1 の優先順位 1 にプレーン 5 を選択し表

示します。 

0110：重ね合せ処理部 1 の優先順位 1 にプレーン 6 を選択し表

示します。 

0111：重ね合せ処理部 1 の優先順位 1 にプレーン 7 を選択し表

示します。 

1000：重ね合せ処理部 1 の優先順位 1 にプレーン 8 を選択し表

示します。 

1001：設定禁止。 

1010：設定禁止。 

1011：設定禁止。 

1100：設定禁止。 

1101：設定禁止。 

1110：設定禁止。 

1111：設定禁止。 

 

14.3.9 YC-RGB 変換係数レジスタ 

（1） Y 正規化係数レジスタ（YNCR：Y Normalization Coefficient Register） 

アドレス：H'FFF91080 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R

01234567891011121315 14

0000000000

R/WR/WRR

01⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

YNC1

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R R R R R R R
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～12 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

11～0 YNC1 H'800 R/W あり Y 正規化係数 1（Y Normalization Coefficient 2） 

重ね合せ処理部 1 に搭載してある YC-RGB 変換回路の YC-RGB

変換時に Y を正規化するための係数です。 

固定小数点 12 ビットでの指定となります。11 ビット目が整数で

あり、10 ビット目から 0 ビット目が小数点以下の値です。 

初期値は 1 です。 

 

（2） Y 正規化オフセットレジスタ（YNOR：Y Normalization Offset Register） 

アドレス：H'FFF91084 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR R

01234567891011121315 14

00000000⎯⎯
RRR RR

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

YNO1

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯
:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～8 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

7～0 YNO1 H'00 R/W あり Y 正規化オフセット 1（Y Normalization Offset 1） 

重ね合せ処理部 1 に搭載してある YC-RGB 変換回路の YC-RGB

変換時に Y を正規化する前に引くオフセットです。 

符号無し整数 8 ビットです。初期値は 0 です。 

 

（3） Cr 正規化オフセットレジスタ（CRNOR：Cr Normalization Offset Register） 

アドレス：H'FFF91088 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR R

01234567891011121315 14

00000001⎯⎯
RRR RR

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

CRNO1

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯
:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R R R R R R R
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～8 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

7～0 CRNO1 H'80 R/W あり Cr 正規化オフセット 1（Cr Normalization Offset 1） 

重ね合せ処理部 1 に搭載してある YC-RGB 変換回路の YC-RGB

変換時に Cr を正規化する前に引くオフセットです。 

符号無し整数 8 ビットです。初期値は 128 です。 

 

（4） Cb 正規化オフセットレジスタ（CBNOR：Cb Normalization Offset Register） 

アドレス：H'FFF9108C 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR R

01234567891011121315 14

00000001⎯⎯
RRR RR

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯

CBNO1

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯
:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～8 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

7～0 CBNO1 H'80 R/W あり Cb 正規化オフセット 1（Cb Normalization Offset 1） 

重ね合せ処理部 1 に搭載してある YC-RGB 変換回路の YC-RGB

変換時に Cb を正規化する前に引くオフセットです。 

符号無し整数 8 ビットです。初期値は 128 です。 

 

（5） 赤色用 Cr 係数レジスタ（RCRCR：Red Cr Coefficient Register） 

アドレス：H'FFF91090 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R

01234567891011121315 14

0000111101

R/WR/WR R/WR

01⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

RCRC1

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯
:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R R R R R R R
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～12 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

11～0 RCRC1 H'AF0 R/W あり 赤色用 Cr 係数 1（Red Cr Coefficient 1） 

重ね合せ処理部 1 に搭載してある YC-RGB 変換回路の YC-RGB

変換時に赤色を生成する際に Cr にかける係数のレジスタです。 

固定小数点 12 ビットでの指定となります。11 ビット目が整数で

あり、10 ビット目から 0 ビット目が小数点以下の値です。 

初期値は 1.37 です。 

 

（6） 緑色用 Cr 係数レジスタ（GCRCR：Green Cr Coefficient Register） 

アドレス：H'FFF91094 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R

01234567891011121315 14

0000100110

R/WR/WR R/WR

10⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

GCRC1

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯
:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～12 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

11～0 GCRC1 H'590 R/W あり 緑色用 Cr 係数 1（Green Cr Coefficient 1） 

重ね合せ処理部 1 に搭載してある YC-RGB 変換回路の YC-RGB

変換時に緑色を生成する際に Cr にかける係数のレジスタです。 

固定小数点 12 ビットでの指定となります。11 ビット目が整数で

あり、10 ビット目から 0 ビット目が小数点以下の値です。 

初期値は 0.698 です。 
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（7） 緑色用 Cb 係数レジスタ（GCBCR：Green Cb Coefficient Register） 

アドレス：H'FFF91098 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R

01234567891011121315 14

0000110101

R/WR/WR R/WR

00⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

GCBC1

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯
:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～12 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

11～0 GCBC1 H'2B0 R/W あり 緑色用 Cb 係数 1（Green Cb Coefficient 2） 

重ね合せ処理部 1 に搭載してある YC-RGB 変換回路の YC-RGB

変換時に緑色を生成する際に Cb にかける係数のレジスタです。 

固定小数点 12 ビットでの指定となります。11 ビット目が整数で

あり、10 ビット目から 0 ビット目が小数点以下の値です。 

初期値は 0.336 です。 

 

（8） 青色用 Cb 係数レジスタ（BCBCR：Blue Cb Coefficient Register） 

アドレス：H'FFF9109C 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R

01234567891011121315 14

0000011110

R/WR/WR R/WR

11⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

BCBC1

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯
:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R R R R R R R
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説     明 

31～12 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

11～0 BCBC1 H'DE0 R/W あり 青色用 Cb 係数 1（Blue Cb Coefficient 1） 

重ね合せ処理部 1 に搭載してある YC-RGB 変換回路の YC-RGB

変換時に青色を生成する際に Cb にかける係数のレジスタです。 

固定小数点 12 ビットでの指定となります。11 ビット目が整数で

あり、10 ビット目から 0 ビット目が小数点以下の値です。 

初期値は 1.73 です。 

 

14.3.10 ディスプレイアウトコンペアレジスタ 

（1） ディスプレイアウトコンペアコントロールレジスタ（DOCMCR） 

アドレス：H'FFF93000 
 

161718192021222324252627282931 30

CMP
R1U

RR

01234567891011121315 14

⎯⎯

R/WRRR

0

R

0

⎯⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯

⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R

R R R R R R R

⎯

⎯

R

⎯

⎯

R R

R

⎯

CMP
R1

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯

R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～17 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

16 CMPR1U 0 R － ディスプレイアウトコンペア実行 1 更新値 

ディスプレイアウトコンペア実行 1（CMPR1）の内部更新を反映

した値です。 

15～1 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

0 CMPR1 0 R/W あり ディスプレイアウトコンペア実行 1 

ディスプレイアウトコンペア 1 を動作させます。 

0：ディスプレイアウトコンペア停止（初期値）。 

1：ディスプレイアウトコンペア動作。 
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（2） ディスプレイアウトコンペアステータスレジスタ（DOCMSTR） 

アドレス：H'FFF93004 
 

161718192021222324252627282931 30

CMP
VS

RR

01234567891011121315 14

⎯⎯

RRRR

0

R

⎯⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯

⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯

⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R R R R R R R R R R

R R R R R R R

⎯

⎯

R

⎯

⎯

R R

R

⎯

CMP
ST1⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯

R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31 CMPVS － R － Vsync ステータス 

0：Vsync（内部信号）の立下り検出なし。 

1：Vsync（内部信号）の立下り検出あり。 

30～1 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

0 CMPST1 0 R なし ディスプレイアウトコンペアステータス 1 

0：ディスプレイアウトコンペア 1 で相違検出なし。 

1：ディスプレイアウトコンペア 1 で相違検出あり。 

 

（3） ディスプレイアウトコンペアステータスクリアレジスタ（DOCMCLSTR） 

アドレス：H'FFF93008 
 

161718192021222324252627282931 30

CMP
CLVS

RR

01234567891011121315 14

⎯⎯

⎯/WRRR

⎯

R

⎯⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯

⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯

⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

⎯/W R R R R R R R R R

R R R R R R R

⎯

⎯

R

⎯

⎯

R R

R

⎯

CMC
LST1⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯

R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31 CMPCLVS － －/W なし Vsync ステータスクリア 

0：ディスプレイアウトステータスレジスタ（DOCMSTR）の

CMPVS を変更しません。 

1：ディスプレイアウトステータスレジスタ（DOCMSTR）の

CMPVS を 0 クリアします。 

30～1 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

0 CMPCLST1 － －/W なし ディスプレイアウトコンペアステータス 1 クリア 

0：ディスプレイアウトステータスレジスタ（DOCMSTR）の

CMPST1 を変更しません。 

1：ディスプレイアウトステータスレジスタ（DOCMSTR）の

CMPST1 を 0 クリアします。 

 

（4） ディスプレイアウトコンペア割込み許可レジスタ（DOCMIENR） 

アドレス：H'FFF9300C 
 

161718192021222324252627282931 30

RR

01234567891011121315 14

⎯⎯

R/WRRR

0

R

⎯⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯

⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯

⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R

⎯

R R R R R R R R R

R R R R R R R

⎯

⎯

R

⎯

⎯

R R

R

⎯

CMPI
EN1⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯

R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～1 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

0 CMPIEN1 － R/W なし ディスプレイアウトコンペア割り込み許可 1 

0：ディスプレイアウトステータスレジスタ（DOCMSTR）の

CMPST1 の割込みを禁止します。 

1：ディスプレイアウトステータスレジスタ（DOCMSTR）の

CMPST1 の割込みを許可します。 

 

（5） ディスプレイアウトコンペアモードレジスタ（DOCMMDR1） 

アドレス：H'FFF93020 
 

161718192021222324252627282931 30

RR

01234567891011121315 14

⎯⎯

RR

R

⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯

⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯

⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R

⎯

R R R R R R R R R

R R R R R R R

⎯

⎯

R

⎯

⎯

R R

R

⎯

R/W

0

CRC
UMD⎯ ⎯ ⎯

R

⎯

⎯⎯

⎯

R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～2 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

1 CRCUMD 0 R/W なし ディスプレイアウトコンペア CRC 期待値内部更新モード 

（CRC 期待値以外は、CMPUMD で更新モードを変更します） 

0：Vsync 同期で CRC 期待値を内部更新します。 

1：レジスタライト同期で CRC 期待値を内部更新します。 

0 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

 

（6） ディスプレイアウトコンペアパラメータレジスタ（DOCMPMR1） 

アドレス：H'FFF93024 
 

161718192021222324252627282931 30

R/WR/W

01234567891011121315 14

00

R/WR/W

R

00

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00

0 0 0 0 0 0 0 0

:

:

R/W:

:

:

R/W:

RR R R R R R R R R

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0

R/W

0

R/W R/W

R

R/W

0

CMPDFAU
CMPD
AUFU

CMPD
FFU

CMPD
AUF

CMP
DFF

CMPCVFU CMPSELPU

CMPDFA CMPCVF CMPSELP

R/W

0

0

R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～24 CMPDFAU H'00 R － ディスプレイアウトコンペアデフォルトアルファ値更新値 

ディスプレイアウトコンペアデフォルトアルファ値（CMPDFA）

の内部更新を反映した値です。 

23 CMPDAUF

U 

0 R － ディスプレイアウトコンペアデフォルトアルファ値利用フラグ更

新値 

ディスプレイアウトコンペアデフォルトアルファ値利用フラグ

（CMPDAUF）の内部更新を反映した値です。 

22、21 CMPCVFU 00 R － ディスプレイアウトコンペアデータ変換フラグ更新値 

ディスプレイアウトコンペアデータ変換フラグ（CMPCVF）の内

部更新を反映した値です。 

20 CMPDFFU 0 R － ディスプレイアウトコンペアデータフォーマットフラグ更新値 

ディスプレイアウトコンペアデフォルトアルファ値利用フラグ

（CMPCVF）の内部更新を反映した値です。 

19～16 CMPSELPU H'0 R － ディスプレイアウトコンペア選択プレーン更新値 

ディスプレイアウトコンペア選択プレーン（CMPSELP）の内部

更新を反映した値です。 

15～8 CMPDFA H'00 R/W あり ディスプレイアウトコンペアデフォルトアルファ値 

CMPDAUF=1 のときに用いるアルファ値（CRC の計算に用いる

値） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

7 CMPDAUF 0 R/W あり ディスプレイアウトコンペアデフォルトアルファ値利用フラグ 

0：デフォルトアルファ値（CMPDFA）を使用しません。メモ

リから読み出された値が使用されます。 

1：デフォルトアルファ値（CMPDFA）を使用します。 

6、5 CMPCVF 00 R/W あり ディスプレイアウトコンペアデータ変換フラグ 

RGB666 のフォーマットで CRC を計算する場合に用います。 

00：RGB888 に変換する場合、下位 2 ビットに 0 を入れます。 

01：RGB888 に変換する場合、下位 2 ビットに 1 を入れます。 

10：RGB888 に変換する場合、下位 2 ビットにビット 3 の値を

入れます。 

11：RGB888 に変換する場合、下位 2 ビットに最上位ビットの

値を入れます。 

4 CMPDFF 0 R/W あり ディスプレイアウトコンペアデータフォーマットフラグ 

32bit/pixel 時のデータフォーマットを指定します。 

0：RGB888 または ARGB8888。 

1：RGB666。 

3～0 CMPSELP H'0 R/W あり ディスプレイアウトコンペア選択プレーン 

比較の対象となるプレーンを選択します 

H'0：非選択。 

H'1～8：プレーン 1～9 の表示データを選択 

H'9：ブレンド後の表示データを選択 

 

（7） ディスプレイアウトコンペア CRC 期待値レジスタ（DOCMECRCR1） 

アドレス：H'FFF93028 
 

161718192021222324252627282931 30

R/WR/W

01234567891011121315 14

00

R/WR/W

00

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00

0 0 0 0 0 0 0 0

:

:

R/W:

:

:

R/W: R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0

R/W

0

R/W R/W R/W

0

CMPECRC

CMPECRC

R/W

R/WR/W R/WR/WR/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/WR/W R/W R/W R/W

0

0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～0 CMPECRC H'00000000 R/W あり ディスプレイアウトコンペア CRC 期待値 

選択されたプレーン、領域に対する CRC の期待値。 
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（8） ディスプレイアウトコンペア CRC 期待値更新レジスタ（DOCMECRCUR1） 

アドレス：H'FFF9302C 
 

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

00 00

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00

0 0 0 0 0 0 0 0

:

:

R/W:

:

:

R/W:

00 0

CMPECRCU

CMPECRCU

0

0

RRR R R R R R R R R R R R R R

RRR R R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～0 CMPECRCU H'00000000 R なし ディスプレイアウトコンペア CRC 期待値更新値 

ディスプレイアウトコンペア CRC 期待値レジスタ

（DOCMECRCR）の内部更新を反映した値です。 

 

（9） ディスプレイアウトコンペア CRC 期待値保持レジスタ（DOCMECRCHR1） 

アドレス：H'FFF93030 
 

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

00 00

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00

0 0 0 0 0 0 0 0

:

:

R/W:

:

:

R/W:

00 0

CMPECRCH

CMPECRCH

0

0

RRR R R R R R R R R R R R R R

RRR R R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～0 CMPECRCH H'00000000 R なし ディスプレイアウトコンペア CRC 期待値保持値 

ディスプレイアウトコンペアで比較に使用された CRC

期待値です。 
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（10）ディスプレイアウトコンペア CRC 計算値レジスタ（DOCMCCRCR1） 

アドレス：H'FFF93034 
 

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

00 00

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00

0 0 0 0 0 0 0 0

:

:

R/W:

:

:

R/W:

00 0

CMPCCRC

CMPCCRC

0

0

RRR R R R R R R R R R R R R R

RRR R R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～0 CMPCCRC H'00000000 R なし ディスプレイアウトコンペア CRC 計算値 

選択されたプレーン、領域に対する CRC の計算値。 

 

（11）ディスプレイアウトコンペア開始位置 X レジスタ（DOCMSPXR1） 

アドレス：H'FFF93038 
 

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R

⎯

R R R R R R R R R

R R R R R

R

CMPSPX

CMPSPXU

R R R R

R/WR/W

00

R/WR/W

000 0 0

R/W R/W

0

R/W

0

R/W R/W R/W

0

R/W

0

00 000 0 000 0 0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～27 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

26～16 CMPSPXU H'000 R なし ディスプレイアウトコンペア開始位置 X 更新値 

ディスプレイアウトコンペ開始位置 X （CMPSPX）の内部更新を

反映した値です。 

15～11 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

10～0 CMPSPX H'000 R/W あり ディスプレイアウトコンペア開始位置 X 

ディスプレイアウトコンペアの比較対象となる領域の水平方向開

始位置。選択したプレーン n 表示サイズ X レジスタ（PnDSXR）

の設定値以下の値を設定してください。 
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（12）ディスプレイアウトコンペア開始位置 Y レジスタ（DOCMSPYR1） 

アドレス：H'FFF9303C 
 

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R

⎯

R R R R R R R R R

R R R R R

R

CMPSPY

CMPSPYU

R R R R

R/WR/W

00

R/WR/W

00⎯ 0 0

R R/W

0

R/W

0

R/W R/W R/W

0

R/W

0

00 00⎯ 0 000 0 0

⎯

⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～26 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

25～16 CMPSPYU H'000 R なし ディスプレイアウトコンペア開始位置 Y 更新値 

ディスプレイアウトコンペ開始位置 Y （CMPSPY）の内部更新を

反映した値です。 

15～10 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

9～0 CMPSPY H'000 R/W あり ディスプレイアウトコンペア開始位置 Y 

ディスプレイアウトコンペアの比較対象となる領域の垂直方向開

始位置。選択したプレーン n 表示サイズ Y レジスタ（PnDSYR）

の設定値以下の値を設定してください。 

 

（13）ディスプレイアウトコンペアサイズ X レジスタ（DOCMSZX1R） 

アドレス：H'FFF93040 

 
161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R

⎯

R R R R R R R R R

R R R R R

R

CMPSZX

CMPSZXU

R R R R

R/WR/W

00

R/WR/W

000 0 0

R/W R/W

0

R/W

0

R/W R/W R/W

0

R/W

0

00 000 0 000 0 0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～27 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

26～16 CMPSZXU H'000 R なし ディスプレイアウトコンペアサイズ X 更新値 

ディスプレイアウトコンペサイズ X （CMPSZX）の内部更新を反

映した値です。 

15～11 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

10～0 CMPSZX H'000 R/W あり ディスプレイアウトコンペアサイズ X 

ディスプレイアウトコンペアの比較対象となる領域の水平方向の

サイズ。ディスプレイアウトコンペア開始位置 X（CMPSPX）＋

ディスプレイアウトコンペアサイズ X（CMPSZX）が選択したプ

レーン n 表示サイズ X レジスタ（PnDSXR）の設定値以下の値を

設定してください。 

 

（14）ディスプレイアウトコンペアサイズ Y レジスタ（DOCMSZYR1） 

アドレス：H'FFF93044 
 

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

:

:

R/W:

:

:

R/W:

R

⎯

R R R R R R R R R

R R R R R

R

CMPSZY

CMPSZYU

R R R R

R/WR/W

00

R/WR/W

00⎯ 0 0

R R/W

0

R/W

0

R/W R/W R/W

0

R/W

0

00 00⎯ 0 000 0 0

⎯

⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～26 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

25～16 CMPSZYU H'000 R なし ディスプレイアウトコンペアサイズ Y 更新値 

ディスプレイアウトコンペサイズ Y （CMPSZY）の内部更新を反

映した値です。 

15～10 － － R － リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

9～0 CMPSZY H'000 R/W あり ディスプレイアウトコンペアサイズ Y 

ディスプレイアウトコンペアの比較対象となる領域の垂直方向の

サイズ。ディスプレイアウトコンペア開始位置 Y （CMPSPY）＋

ディスプレイアウトコンペアサイズ Y （CMPSZY）が選択したプ

レーン n 表示サイズ Y レジスタ（PnDSYR）の設定値以下の値を

設定してください。 
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（15）ディスプレイアウトコンペア CRC 初期値レジスタ（DOCMCRCIR1） 

アドレス：H'FFF93048 
 

161718192021222324252627282931 30

R/WR/W

01234567891011121315 14

R/WR/W

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

:

:

R/W:

:

:

R/W: R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/WR/W R/W R/W

CRCINI

CMPCCRC

R/W

R/WR/W R/WR/WR/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/WR/W R/W R/W R/W

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～0 CRCINI H'FFFFFFFF R/W なし ディスプレイアウトコンペア CRC 初期値 

選択されたプレーン、領域に対する CRC の初期値。 
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14.4 表示機能 

14.4.1 出力画面構造 

Display Unit は、最大 8 階層表示でウィンドウ表示を行います。それぞれのウィンドウをプレーンと呼び、プレ

ーンごとの重ね合わせ順序は任意に設定可能です。各プレーンは、表示 ON/OFF や画像データフォーマット

（8bit/pixel、16bit/pixel、ARGB、YC、32bit/pixel）、ブレンディング機能などの独自設定が可能です。 

各プレーンはダブルバッファ（ビデオキャプチャ指定プレーンのみトリプルバッファ）構成となり、スムーズ

な表示が可能です。 

【注】 高解像度表示の場合、合成するプレーン面数や表示サイズによりユニファイドメモリのトラフィック量が多くなり、ト

ラフィック量起因による制限が発生する場合がありますが、表示機能には制限がありません。 
 

表 14.24 プレーンの表示機能 

画像データフォーマット  表示 ON/ 

OFF 8bit/

pixel

16bit/

pixel

ARGB YC 32bit/ 

pixel 

重ね合わせ ブリン

キング

サイズ スクロール ラップ 

アラウンド 

アルファ値 

プレーン 

プレーン 1 ○ ○*1
○ ○ ○*2

○*4 αブレンド

透過色*5 

EOR 演算 

○ X,Y 任意 ○ ○ ○ 

プレーン 2 ○ ○*1
○ ○ ○*2

○*4 ↑ ○ ↑ ○ ○ ○ 

プレーン 3 ○ ○*1
○ ○ ○*2

○*4 ↑ ○ ↑ ○ ○ ○ 

プレーン 4 ○ ○*1
○ ○ ○*2

○*4 ↑ ○ ↑ ○ ○ ○ 

プレーン 5 ○ ○*1
○ ○ ○*2

○*4 ↑ ○ ↑ ○ ○ ○ 

プレーン 6 ○ ○*1
○ ○ ○*2

○*4 ↑ ○ ↑ ○ ○ ○ 

プレーン 7 ○ ○*1
○ ○ ○*2

○*4 ↑ ○ ↑ ○ ○ ○ 

プレーン 8 ○ ○*1
○ ○ ○*2

○*4 ↑ ○ ↑ ○ ○ ○ 

下地色*3 × × × × × × × × × × × × 

【注】 *1 カラーパレット 1、カラーパレット 2、カラーパレット 3、カラーパレット 4 のいずれかを選択。 

 *2 YC→RGB 変換は、最も上位のプレーンの YUV データのみ変換可能です。 

 *3 下地色は RGB666 のデータフォーマットとなります。 

 *4 32bit/pixel の表示はプレーンを 2 面使用します。たとえばプレーン 1 と 2 を組み合わせて 32bit/pixel を表示します。 

 *5 32bit/pixel データの場合は透過色処理を行うことはできません。 
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(

 

1 
 

2 
 

 4   
 

 

) 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

1 

 

図 14.2 プレーン構成および重ね合わせ概略 

 

14.4.2 表示 ON、OFF 

すべての表示 ON、OFF は、表示システム制御レジスタ（DSYSR）／DEN で設定します。DEN が 0 の場合は表

示オフ時出力レジスタ（DOOR）に設定された表示データを表示します。 

表示出力系統制御レジスタ（DORCR）のビット 0 が 0 のとき、プレーン 1～8 の表示 ON、OFF は、表示プレー

ン優先順位レジスタ（DPPR）で設定します。表示出力系統制御レジスタ（DORCR）のビット 0 が 1 のとき 、プ

レーン 1～8 の表示 ON、OFF は、表示重ね合せ 1 優先順位レジスタ（DS1PR）、表示重ね合せ 2 優先順位レジス

タ（DS2PR）で設定します。 

下記のような表示条件の場合は下地色レジスタ（BPOR）に設定された表示データを表示します。 

1. プレーン1～8がすべて表示OFF 

2. 表示サイズと表示位置により表示するプレーンのない領域 

3. 表示するプレーンの画素がすべて透過色である場合 
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表 14.25 プレーン 1～8 の表示 ON/OFF（表示出力系統制御レジスタ（DORCR）のビット 0 が 0 のとき） 

表示面 表示プレーン優先順位レジスタ（DPPR） 

プレーン 1 優先順位 1～8 のいずれかにプレーン 1 を選択し、当該許可ビットに 1 を設定 

プレーン 2 優先順位 1～8 のいずれかにプレーン 2 を選択し、当該許可ビットに 1 を設定 

プレーン 3 優先順位 1～8 のいずれかにプレーン 3 を選択し、当該許可ビットに 1 を設定 

プレーン 4 優先順位 1～8 のいずれかにプレーン 4 を選択し、当該許可ビットに 1 を設定 

プレーン 5 優先順位 1～8 のいずれかにプレーン 5 を選択し、当該許可ビットに 1 を設定 

プレーン 6 優先順位 1～8 のいずれかにプレーン 6 を選択し、当該許可ビットに 1 を設定 

プレーン 7 優先順位 1～8 のいずれかにプレーン 7 を選択し、当該許可ビットに 1 を設定 

プレーン 8 優先順位 1～8 のいずれかにプレーン 8 を選択し、当該許可ビットに 1 を設定 

 
表 14.26 プレーン 1～8 の表示 ON/OFF（表示出力系統制御レジスタ（DORCR）のビット 0 が 1 のとき） 

表示面 
表示重ね合せ 1 優先順位レジスタ（DS1PR） 

表示重ね合せ 2 優先順位レジスタ（DS2PR） 

プレーン 1 優先順位 1～8 のいずれかにプレーン 1 を選択（設定データ：0001） 

プレーン 2 優先順位 1～8 のいずれかにプレーン 2 を選択（設定データ：0010） 

プレーン 3 優先順位 1～8 のいずれかにプレーン 3 を選択（設定データ：0011） 

プレーン 4 優先順位 1～8 のいずれかにプレーン 4 を選択（設定データ：0100） 

プレーン 5 優先順位 1～8 のいずれかにプレーン 5 を選択（設定データ：0101） 

プレーン 6 優先順位 1～8 のいずれかにプレーン 6 を選択（設定データ：0110） 

プレーン 7 優先順位 1～8 のいずれかにプレーン 7 を選択（設定データ：0111） 

プレーン 8 優先順位 1～8 のいずれかにプレーン 8 を選択（設定データ：1000） 

【注】 表示プレーン優先順位レジスタ（DPPR）あるいは表示重ね合せ 1 優先順位レジスタ（DS1PR）、表示重ね合せ 2 優先

順位レジスタ（DS2PR）で表示 ON としても、次の条件の場合は表示 OFF として扱われ、該当プレーンは表示しません。 

 1. プレーン n 表示位置 X レジスタ（PnDPXR）に設定した値が画面サイズ｛水平表示終了位置レジスタ（HDE）－水

平表示開始位置レジスタ（HDS）｝より大きいプレーン。 

 2. プレーン n 表示位置 Y レジスタ（PnDPYR）に設定した値が画面サイズ｛垂直表示終了位置レジスタ（VDE）－垂

直表示開始位置レジスタ（VDS）｝より大きいプレーン。 

 3. プレーン n 表示サイズ X レジスタ（PnDSXR）に設定した値が 0 であるプレーン。 

 4. プレーン n 表示サイズ Y レジスタ（PnDSYR）に設定した値が 0 であるプレーン。 

 5. プレーン n メモリ幅レジスタ（PnMWR）に設定した値が 0 であるプレーン。 

 6. プレーン n 開始位置 X レジスタ（PnSPXR）に設定した値がプレーンｎメモリ幅レジスタ（PnMWR）に設定した値

の 2 倍以上であるプレーン。 
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14.4.3 プレーンパラメータ 

プレーンでは表示領域開始位置・メモリ幅・表示開始位置・表示サイズをレジスタによって設定します。 

プレーンに関係する各種開始位置およびサイズの概念図と各種開始位置とサイズの設定に関するレジスタを以

下に示します。 

SH7734
SH7734

 MWX
 DSA

 SPX

 SPY

 DSX

 DSY

 WASPY

 WAMWY
 DSX

 DSY

 DPX

 DPY

 ( )

 MLY

 

図 14.3 パラメータ 
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表 14.27 メモリパラメータ・モニタパラメータ設定レジスタ 

No 図中の名称 レジスタ略称 説明 

① MWX 

（プレーンメモリ幅） 

PnMWXR プレーンの X 方向のメモリ幅を 16 画素～4096 画素まで 16 画

素単位に設定します。 

② DSA 

（表示領域開始位置） 

PnDSA0R 

～ 

PnDSA2R 

メモリ領域におけるプレーンの開始アドレスを設定します。 

③ WASPY 

（ラップアラウンド開始位置） 

PnWASPR DSA で設定したアドレスを基準に、ラップアラウンドエリア

の Y 方向開始位置をライン単位で設定します。 

④ WAMWY 

（ラップアラウンドメモリ幅） 

PnWAMWR ラップアラウンドの Y 方向のメモリ幅を 240～4095 ラインの

範囲でライン単位で設定します。 

⑤ SPX 

（開始位置 X） 

PnSPXR DSA で設定したアドレスを原点として表示開始位置までの X

方向の距離を画素単位で設定します。 

⑥ SPY 

（開始位置 Y） 

PnSPYR DSA で設定したアドレスを原点として表示開始位置までの Y

方向の距離をラスタライン単位で設定します。 

⑦ DSX 

（表示サイズ X） 

PnDSXR プレーンの X 方向の表示サイズをドットクロック単位で設定

します。 

⑧ DSY 

（表示サイズ Y） 

PnDSYR プレーンの Y 方向の表示サイズをラスタライン単位で設定し

ます。 

⑨ DPX 

（表示位置 X） 

PnDPXR モニタの左上を原点として表示位置までの X 方向の距離をド

ットクロック単位で設定します。 

⑩ DPY 

（表示位置 Y） 

PnDPYR モニタの左上を原点として表示位置までの Y 方向の距離をラ

スタライン単位で設定します。 

⑪ MLY 

（メモリ長 Y） 

PnMLR プレーンの Y 方向のメモリ領域をライン単位で設定します。 

 

14.4.4 メモリ割り付け 

各プレーンは表示面、描画面 1 およびビデオ表示のための描画面 2 の表示領域開始アドレスを個別に設定する

ことができます。表示領域開始アドレスレジスタには、使用するメモリ領域の先頭アドレスをおのおのに設定し

ます。 

Display Unit では、表示プレーンがビデオキャプチャでは、それぞれのプレーンごとの表示領域開始アドレス 0、

1 および 2 を使用してトリプルバッファ制御を行い、ビデオキャプチャ以外では、プレーンごとの表示領域開始ア

ドレス 0 および 1 を使用してダブルバッファ制御を行い各プレーンを表示します。 

表示キャプチャでは格納する領域を 1 つのみ設定することができます。 

各プレーンで使用する、表示領域開始アドレスレジスタ一覧を以下に示します。 
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表 14.28 メモリ割り付け設定レジスタ 

表示面 設定レジスタ名称 

プレーン n プレーン n 表示領域開始アドレスレジスタ 0 PnDSA0 

 プレーン n 表示領域開始アドレスレジスタ 1 PnDSA1 

 プレーン n 表示領域開始アドレスレジスタ 2 PnDSA2 

表示キャプチャ 表示キャプチャ格納領域開始アドレスレジスタ DCSAR 

【注】 n：1、2、3、4、5、6、7、8 
 

14.4.5 画像データフォーマット 

Display Unit に入力する画像データには次の形式があります。 

ユニファイドメモリ上にリトルエンディアンで配置された場合のデータ構成を示します。 
 

（1） 8bit/pixel 

カラーパレットのインデックスです。カラーパレットによって RGB 各 6 ビット（RGB666）の画像データに変

換して表示します。 
 

8bit/pixel データ（インデックスカラー）          

D15～D0 15      8 7      0 

画素番号 1 0 

 

（2） 16bit/pixel：RGB 

RGB のレベルを R：5、G：6、B：5 ビット（RGB565）で表現します。 
 

16bit/pixel データ（RGB データ）フォーマット          

D15～D0 15   11 10     5 4   0 

 R G B 

 

（3） 16bit/pixel：ARGB 

ARGB のレベルを A：1、R：5、G：5、B：5 ビット（ARGB1555）で表現します。RGB の値のほかにαブレン

ディングの制御を設定します。本章では特に断らないかぎり ARGB は ARGB1555 を表し ARGB8888 は 32bit/pixel

と表します。 

A 値によるブレンディング制御はプレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnSPIM がブレンディングを行う設定

の場合に有効となります。プレーン n ブレンド比レジスタ（PnALPHAR）／PnABIT が 00 の場合、A 値＝1 でα

ブレンディングを行います。PnABIT が 01 の場合、A 値＝0 でαブレンディングを行います。PnABIT が 10 ある

いは 11 の場合は A 値の値によらずαブレンデングを行います。PnSPIM がブレンディング設定でないとき A 値の

値によらずブレンディングを行いません。 
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16bit/pixel データ（ARGB データ）フォーマット         

D15～D0 15 14   10 9    5 4   0 

 A R G B 

 

（4） YC：YUV422 

YC（YCbCr）＝4:2:2 形式の画像データです。演算回路により RGB 各 8 ビット（RGB888）の画像データに変換

して表示します。透過色処理を行うことはできません。 

YC のデータ並びは UYVY 形式と YUYV 形式に対応しています。UYVY 形式と YUYV 形式はプレーン n モー

ドレジスタ（PnMR）／PnYCDF にて選択できます。 

YC-RGB の変換式は下記のとおりで、アンダラインの係数をレジスタ設定できます。 

R= YNC×(Y-YNO)+RCRC×(Cr-CRNO) 

G= YNC×(Y-YNO)-GCRCR×(Cr-CRNO)-GCBC×(Cb-CBNO) 

B= YNC×(Y-YNO)+BCBC ×(Cb-CBNO) 

初期状態の変換式は下記になります。 

R=Y+1.37 ×(Cr-128) 

G=Y-0.698×(Cr-128)-0.336×(Cb-128) 

B=Y+1.73 ×(Cb-128) 
 
（a） UYVY 形式 
 

D63～D48 63      56 55      48 

画像データ 3、4 Y3 V2 

           

D47～D32 47      40 39      32 

画像データ 3、4 Y2 U2 

           

D31～D16 31      24 23      16 

画像データ 1、2 Y1 V0 

           

D15～D0 15      8 7      0 

画像データ 1、2 Y0 U0 
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（b） YUYV 形式 
 

D63～D48 63      56 55      48 

画像データ 3、4 V2 Y3 

           

D47～D32 47      40 39      32 

画像データ 3、4 U2 Y2 

           

D31～D16 31      24 23      16 

画像データ 1、2 V0 Y1 

           

D15～D0 15      8 7      0 

画像データ 1、2 U0 Y0 

 
（c） RGB 色空間変換時のフォーマット 
 

 23     16 15     8 7     0 

画像データ 4   Y3     U2     V2   

                   

 23     16 15     8 7     0 

画像データ 3   Y2     U2     V2   

                   

 23     16 15     8 7     0 

画像データ 2   Y1     U0     V0   

                   

 23     16 15     8 7     0 

画像データ 1   Y0     U0     V0   

 

（5） YC：YUV420 

YC(YCbCr)＝4:2:0 形式の画像データです。演算回路により RGB 各 8 ビット （RGB888）の画像データに変換

して表示します。透過色処理を行うことはできません。 

UV データの並びは NV12 形式と NV21 形式に対応しています。NV12 形式と NV21 形式はプレーン n 表示デー

タ制御レジスタ 2（PnDDCR2 ）／PnNV21 にて選択できます。 

YC-RGB の変換式は YC：YUV422 と同じです。 
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（a） Y データ 
 

D63～D48 63      56 55      48 

画像データ 8、7 Y7 Y6 

           

D47～D32 47      40 39      32 

画像データ 6、5 Y5 Y4 

           

D31～D16 31      24 23      16 

画像データ 4、3 Y3 Y2 

           

D15～D0 15      8 7      0 

画像データ 2、1 Y1 Y0 

 
（b） UV データ（NV12） 
 

D63～D48 63      56 55      48 

画像データ 8、7 V6 U6 

           

D47～D32 47      40 39      32 

画像データ 6、5 V4 U4 

           

D31～D16 31      24 23      16 

画像データ 4、3 V2 U2 

           

D15～D0 15      8 7      0 

画像データ 2、1 V0 U0 
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（c） UV データ（NV21） 
 

D63～D48 63      56 55      48 

画像データ 8、7 U6 V6 

           

D47～D32 47      40 39      32 

画像データ 6、5 U4 V4 

           

D31～D16 31      24 23      16 

画像データ 4、3 U2 V2 

           

D15～D0 15      8 7      0 

画像データ 2、1 U0 V0 

 
（d） RGB 色空間変換時のフォーマット 
 

 23     16 15     8 7     0 

画像データ 4 

（Line0） 

  Y3 

（Line0） 

    U2 

（Line0）

    V2 

（Line0） 

  

                   

 23     16 15     8 7     0 

画像データ 3 

（Line0） 

  Y2 

（Line0） 

    U2 

（Line0）

    V2 

（Line0） 

  

                   

 23     16 15     8 7     0 

画像データ 2 

（Line0） 

  Y1 

（Line0） 

    U0 

（Line0）

    V0 

（Line0） 

  

                   

 23     16 15     8 7     0 

画像データ 1 

（Line0） 

  Y0 

（Line0） 

    U0 

（Line0）

    V0 

（Line0） 
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 23     16 15     8 7     0 

画像データ 4 

（Line1） 

  Y3 

（Line1） 

    U2 

（Line0）

    V2 

（Line0） 

  

                   

 23     16 15     8 7     0 

画像データ 3 

（Line1） 

  Y2 

（Line1） 

    U2 

（Line0）

    V2 

（Line0） 

  

                   

 23     16 15     8 7     0 

画像データ 2 

（Line1） 

  Y1 

（Line1） 

    U0 

（Line0）

    V0 

（Line0） 

  

                   

 23     16 15     8 7     0 

画像データ 1 

（Line1） 

  Y0 

（Line1） 

    U0 

（Line0）

    V0 

（Line0） 

  

 

（6） 32bit/pixel：ARGB8888 

ARGB のレベルを A：8、R：8、G：8、B：8 ビット（ARGB8888）で表現します。RGB の値の他にアルファ値

を設定します。本章では特に断らないかぎり本フォーマットは 32bit/pixel と表します。 

プレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnSPIM がブレンディングを行う設定の場合に A 値をブレンド比として

ブレンディングを行い、プレーン n ブレンド比レジスタ（PnALPHAR）によるアルファ値は選択できません。 

透過色処理を行うことはできません。 

αブレンディングと EOR 演算は下位プレーンがある領域で実施してください。PnSPIM がαブレンディングあ

るいは EOR 演算を行う設定の場合かつ下位プレーンがない場合、32bit/pixel データを重ね合わせをせずに表示す

ることはできません。 
 

32bit/pixel データ（ARGB8888 データ）フォーマット          

D31～D0 31    24 23    16 15    8 7    0 

 A R G B 
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14.4.6 表示データおよび表示キャプチャデータフォーマット 

Display Unit からデジタル RGB 出力する場合、各画像データのフォーマットを R･G･B 8･8･8 に展開した後にα

ブレンディングおよび EOR 演算の重ね合せを行い出力します。表示キャプチャデータは Red および Blue 端子出

力の上位 5 ビット、Green 端子出力の 6 ビットを格納します。R･G･B 8･8･8 に展開時の補完フォーマットと表示デ

ータのフォーマットを下表に記します。 
 

表 14.29 表示データフォーマット 

 Red Green Blue 

 7 6 5 4 3 2 1 0 7 6 5 4 3 2 1 0 7 6 5 4 3 2 1 0 

カラーパレット 

変換後 

8bit/pixel 

R（6 ビット） 0 0 G（6 ビット） 0 0 B（6 ビット） 0 0 

16bit/pixel R（5 ビット） 0 0 0 G（6 ビット） 0 0 B（5 ビット） 0 0 0 

ARGB R（5 ビット） 0 0 0 G（5 ビット） 0 0 0 B（5 ビット） 0 0 0 

RGB 変換後 YC R（8 ビット）  G（8 ビット） B（8 ビット）  

展

開

後

デ

ー

タ 

32bit/pixel R（8 ビット）  G（8 ビット） B（8 ビット）  

重ね合わせ後 R（8 ビット）  G（8 ビット） B（8 ビット）  

DU0 表示データ R（8 ビット）  G（8 ビット） B（8 ビット）  

表示キャプチャ R（5 ビット）   G（6 ビット） B（5 ビット）    

 R（5 ビット）   G（5 ビット）  B（5 ビット）    

 

14.4.7 エンディアン変換 

Display Unit は、表示システム制御レジスタ（DSYSR）／DSEC の設定によりビッグエンディアン／リトルエン

ディアンの変換が可能です。画像データが 32bit/pixel の場合はプレーン n スワップ制御レジスタ（PnSWAP）を使

って変換します。 

Display Unit 内部はリトルエンディアン固定となっており、表示システム制御レジスタ（DSYSR）／DSEC ビッ

トを 1 に設定することで、ユニファイドメモリ上にビッグエンディアンで配置された画像データをリトルエンデ

ィアンに変換して読み出しが行えます。 

エンディアン変換の単位（バイト／ワード）は、プレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnDDF の設定に従い

ます。 
 

表 14.30 エンディアン変換単位 

PnMR/PnDDF データフォーマット エンディアン変換の単位 

0 0 8bit/pixel バイト単位 

0 1 16bit/pixel ワード単位 

1 0 ARGB ワード単位 

1 1 YC バイト単位 
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以下に各単位におけるエンディアン変換を図に示します。 

PnMR/PnDDF=00: 8 bit/pixel

PnMR/PnDDF=11: YC

7 0 15 8 23 16 24 31 103 96 111 104119 112127 120

0 1 2 3 12 13 14 15 Big Endian

127 120119 112111 104103 96 31   24 23   1615 8 7 0

15 14 13 12 3 2 1 0 Littele Endian

PnMR/PnDDF=01: 16 bit/pixel

PnMR/PnDDF=10: ARGB

15 0 31 16 111   96 127 112

0 1 .  .  .

.  .  .

.  .  .

.  .  .

6 7 Big Endian

127  112111 96 31   16 15 0

7 6 1 0 Littele Endian  

図 14.4 エンディアン変換 

 
32bit/pixel の場合はプレーン n スワップ制御レジスタ（PnSWAP）のビット 3、2 に 1 を、ビット 1、0 に 0 を設

定することで、図 14.5 のようにエンディアン変換を行います。ビット 4 は 1、0 どちらでもかまいません。この

とき、表示制御レジスタ（DSYSR）／DSEC ビットは 0 を設定してください。 

31 0 127 96

0 3 Big Endian

127 96 31 0

3 0 Littele Endian.  .  .

.  .  .

 

図 14.5 ARGB888 のエンディアン変換 
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14.4.8 カラーパレット 

8bit/pixel データはカラーパレットを使用します。カラーパレットは Display Unit で 4 つ搭載し、カラーパレット

は重ね合せ処理部 1 のみアクセスできます。各カラーパレットをカラーパレット 1、カラーパレット 2、カラーパ

レット 3、カラーパレット 4 と呼びます。 

各プレーンで使用するカラーパレットは、プレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnCPSL でカラーパレット 1、

カラーパレット 2、カラーパレット 3、カラーパレット 4 のいずれかに設定します。それぞれのカラーパレットは

2 面の交替バッファで構成されており、一方が表示面、他方が CPU アクセス面となります。各カラーパレットの

設定後、カラーパレット制御レジスタ（CPCR）のカラーパレット切り替えイネーブルビット（CP4CE、CP3CE、

CP2CE、CP1CE）を 1 にセットすることにより、次の VSYNC の立ち下がり（内部更新タイミング）、または表

示リセット解除（表示システム制御レジスタ（DSYSR）／DRES を 1→0）で設定したカラーパレットが有効にな

ります。 
 

（1） カラーパレット使用上の注意 

1. 交替バッファで構成されているため、カラーパレットの更新時には全面書き換えが必要です。ただし、カラ

ーパレットの更新内容を管理している場合は、該当部分のみの書き換えでも問題ありません。 

2. カラーパレットの設定終了時には、必ず切り替えイネーブルビットを1に設定してください。 

3. カラーパレットをCPUからリードする場合は、切り替えイネーブルビットを1にセットする前に行ってくださ

い。 
 

（2） カラーパレット設定手順 

（a） 初期状態からの切り替え手順 

初期状態（パワーオンリセット後）は表示リセット状態です。 

1. 表示システム制御レジスタを設定。 

2. カラーパレット1、カラーパレット2、カラーパレット3、カラーパレット4を設定。 

3. カラーパレット設定完了後、カラーパレット切り替えイネーブルに1を設定。 

4. 表示リセットを解除。 
 
（b） 表示状態からの切り替え手順 

表示状態は表示システム制御レジスタの DRES=0、DEN=1 の状態です。 

1. カラーパレット切り替えイネーブルの0を確認。 

2. カラーパレット1、カラーパレット2、カラーパレット3、カラーパレット4を設定。 

3. カラーパレット設定完了後、カラーパレット切り替えイネーブルに1を設定。 
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14.4.9 プレーンの重ね合わせ表示 

各プレーンは、αブレンディング、透過色、EOR 演算の 3 種類を組み合わせた重ね合わせ表示が可能です。プ

レーン n モードレジスタ（PnMR）／PnSPIM を設定することで重ね合わせ表示を選択します。 

ただし、同一プレーンに対しαブレンディングと EOR 演算を同時に行うことはできません。 

YC データは透過色処理を行うことはできません。 

32bit/pixel データの重ね合わせ表示には下記の制限があります。 

1. 透過色処理を行うことはできません。PnSPIMのビット2は1に設定してください。 

2. αブレンディングあるいはEOR演算を指定し下位プレーンがすべて表示OFFのとき32bit/pixelデータを表示

できません。 

3. アルファ値は32bit/pixelデータの上位8ビット（A値）のみとなります。 
 

表 14.31 重ね合わせ表示 

PnSPIM 重ね合わせ表示 YC、32bit/pixel 

000 指定プレーンは透過処理を行います。 

指定プレーンが透過色の場合は下位プレーンを表示します。（初期値） 

設定禁止 

001 指定プレーンと下位プレーンとのブレンディングを行います。 

指定プレーンが透過色の場合はブレンディングを行わず、下位プレーンを表示します。 

設定禁止 

010 指定プレーンと下位プレーンとの EOR 演算を行います。 

指定プレーンが透過色の場合は EOR 演算を行わず、下位プレーンを表示します。 

設定禁止 

011 設定禁止。（下位プレーンを表示します） 設定禁止 

100 指定プレーンは透過処理を行いません。 

指定プレーンを表示します。 

設定可能 

101 指定プレーンと下位プレーンとのブレンディングを行います。 

指定プレーンの透過色指定は無視し、指定プレーンのすべての画素と下位プレーンとのブレンディ

ングを行います。 

設定可能* 

110 指定プレーンと下位プレーンとの EOR 演算を行います。 

指定プレーンの透過色指定は無視し、指定プレーンのすべての画素と下位プレーンとの EOR 演算

を行います。 

設定可能* 

111 設定禁止。（下位プレーンを表示します） 設定禁止 

【注】 * 下位プレーンがすべて表示 OFF のとき 32bit/pixel データを表示できません。 
 

αブレンディングおよび EOR 演算は画像データフォーマットを R・G・B 8：8：8 に展開した後に行います。 

各画像データフォーマットの補完フォーマットは表 14.29 を参照してください。 
 

αブレンディングおよび EOR 演算は下位のプレーンから上位のプレーンの順に処理を行っていきます。これを

ブロック図化したものを図 14.6 に示します。 
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4 PnSPIM

2

3

4

5

6

7
5 PnSPIM

6 PnSPIM

7 PnSPIM

3 PnSPIM

2 PnSPIM

PnSPIM

 

図 14.6 αブレンディング・EOR 演算時のプレーン処理順序 

 
αブレンディングあるいは EOR 演算する表示データのデータフォーマットが 8bit/pixel の場合は、あらかじめ

使用するカラーパレットの選択を行ってからαブレンディングあるいは EOR 演算の ON/OFF を設定してください。

このときαブレンディングあるいは EOR 演算する両プレーンが同一のカラーパレットを選択している場合（カラ

ーパレット競合）、αブレンディングあるいは EOR 演算されず指定プレーンのみ表示されます。下位プレーンが

すべて表示 OFF のとき、指定プレーンを表示します。つまり、下地色レジスタ（BPOR）に指定された画像デー

タと指定プレーンとのブレンディングあるいは EOR 演算は行いません。 
 

（1） αブレンディング 

αブレンディングは、次の 3 種類から選択できるアルファ値（α）に従いブレンディング処理を行います。 

• プレーンnブレンド比レジスタ（PnALPHAR）／PnALPHA 

• カラーパレット内のブレンド比ビット 

• 表示プレーンの表示データ 

• 32bit/pixelデータの場合、アルファ値は32bit/pixelデータの上位8ビット（A値）のみとなります。 
 

ブレンディング結果 ≒ 指定プレーン＊α/255 + 下位プレーン＊（1－α/255）   （近似式） 

【注】 上記式でブレンディング結果、α、指定プレーン、下位プレーンはすべて 8 ビットデータとなります。 
 

アルファ値を H'00 に設定した場合は下位プレーンのみを、H'FF に設定した場合は指定プレーンのみを表示しま

す。ここで、プレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnDDF が ARGB モードに設定かつ、プレーン n モードレジ

スタ（PnMR）／PnSPIM がブレンディングを行う設定の場合、ARGB データフォーマットの A 値に従い、プレー

ン n ブレンド比レジスタ（PnALPHAR）／PnALPHA で設定されたアルファ値によりαブレンディングが行われま

す。 
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プレーン n ブレンド比レジスタ（PnALPHAR）／PnABIT が 00 の場合、A 値＝1 でαブレンディングを行いま

す。PnABIT が 01 の場合、A 値＝0 でαブレンディングを行います。PnABIT が 10 あるいは 11 の場合は A 値の値

によらずαブレンディングを行います。 
 

（2） 透過色 

各プレーンは、プレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnSPIM のビット 2 を 0 に設定することで指定面と下位

プレーンとの透過色処理が可能です。ただし、YC および 32bit/pixel データの場合は透過色処理は行うことはでき

ません。 
 

• 8bit/pixelの場合 

プレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnTC＝0（初期値）のときプレーン n 透過色 1 レジスタ（PnTC1R）設

定に従い透過色処理を行います。プレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnTC＝1 のとき、カラーパレット 1～4

透過色レジスタ（CPT1R～CPT4R）の設定に従った各カラーパレット 1、カラーパレット 2 、カラーパレット 3 、

カラーパレット 4 の最大同時 16 色を透過色に指定できます。透過色に指定できるのはインデックス H'00～H'0F

のみで、H'10～H'FF は透過色に指定できません。 

カラーパレット 1～4 透過色レジスタはプレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnCPSL ビットで選択します。 
 

• 16bit/pixel、ARGBの場合 

プレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnTC の設定に関係なくプレーン n 透過色 2 レジスタ（PnTC2R）に従い

透過色処理を行います。 

ARGB の場合、プレーン n 透過色 2 レジスタ（PnTC2R）のビット 14～0 と比較し、ビット 15 は無視します。 
 

以上をまとめ、下表に PnTC＝0、1 のそれぞれの場合に有効となる透過色指定レジスタを示します。 
 

表 14.32 透過色指定レジスタ 

データフォーマット 透過色指定ビット カラーパレットセレクトビット 透過色指定レジスタ 

― （PnMR）／PnTC （PnMR）／PnCPSL  

0 ― PnTC1R 

1 000 CP1TR 

1 001 CP2TR 

1 010 CP3TR 

8bit/pixel 

1 011 CP4TR 

16bit/pixel ― ― PnTC2R 

ARGB ― ― PnTC2R 

 

（3） EOR 演算 

指定プレーンと下位プレーンとの EOR 演算を行います。 
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14.4.10 表示の競合 

（1） カラーパレットの競合 

αブレンディングおよび EOR 演算を行う場合、画像データフォーマットが 8bit/pixel のプレーン間において同

一のカラーパレットを選択しているとカラーパレットの競合が発生する場合があります。これは競合判定をプレ

ーンの面単位ではなく、画素単位に行うためです。 

下図に、プレーン 1、プレーン 2、プレーン 3 が 8bit/pixel、プレーン 1 はαブレンディング、プレーン 2 は EOR

演算を指定し、各プレーンが同一カラーパレットを選択していた場合の競合を示します（プレーン 1、プレーン 2、

プレーン 3 に透過色の画素がないものとします）。 

競合が発生した場合は、αブレンディングおよび EOR 演算は無効となり最も上の位置にあるプレーンが表示さ

れます。 

A

1

2 EOR

3

P1 1

P2 2

P3 3
P1

P1 P2

P1

P1 P2 P3

P1

P2 P3

P2 P3

 

図 14.7 カラーパレットの競合（複数プレーンにおける同一カラーパレット選択） 

 
また、図 14.7 の表示区間 A において、カラーパレットの競合と透過色を組み合わせた場合の表示結果を図 14.8

にまとめます。 

• P1αP2はプレーン1とプレーン2のαブレンディングを示します。 

• P2◎P3はプレーン2とプレーン3のEOR演算を示します。 

• P1α（P2◎P3）はプレーン2とプレーン3のEOR演算結果とプレーン1とのαブレンディングを示します。 

• BPORは下地色レジスタの表示データを示します。 
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P1

P2

P3

P1 P2 P3

P1 P1 P1  P2 P1  P2 P1 (P2  P3)

P1 P1 P1  P2 P1  P2 P1  P2

P1 P1  P3 P1 P1  P3 P1  P3

P1 P1 P1 P1 P1

P2 P2  P3 P2  P3 P2 P2  P3

P2 P2 P2 P2 P2

P3 P3 P3 P3 P3

BPOR BPOR BPOR BPOR BPOR  

図 14.8 カラーパレットの競合と透過色を組み合わせた場合の表示結果 

 

（2） YC データの競合 

Display Uint 内には YC-RGB 変換回路を 1 セットのみ有していますので、同時に 2 プレーン以上の YC-RGB 変

換を行うことができません。同時に 2 プレーン以上の YC-RGB 変換の必要な画素があった場合は、最も上にある

プレーンの画素を YC-RGB 変換し、下位のプレーンは表示されません。 

図 14.9 に 3 プレーンが YC データの場合の YC-RGB 変換するプレーンを示します。 

1 YC

2 YC

3 YC

YC-RGB 1 1 1 2 3

 

図 14.9 YC データの競合図 
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（3） プレーンの優先順位 

各プレーンの表示優先順位は表示プレーン優先順位レジスタ（DPPR）または表示重ね合せ 1 優先順位レジスタ

（DS1PR）と表示重ね合せ 2 優先順位レジスタ（DS2PR）にて設定しますが、1 つのプレーンが 2 つ以上の順位に

設定された場合は、最も上の順位を選択します。 

たとえば、表示プレーン優先順位（DPPR）レジスタの設定値が H'00CB_D888 の場合、優先順位と表示 ON/OFF

の結果は次のとおりになります。 
 
最上位プレーン プレーン 1 

順位 2 プレーン 該当プレーンなし 

順位 3 プレーン 該当プレーンなし 

順位 4 プレーン プレーン 6 

順位 5 プレーン プレーン 4 

最下位プレーン プレーン 5 

表示 OFF プレーン プレーン 2、プレーン 3、プレーン 7、プレーン 8 

 

14.4.11 ブリンキング 

各プレーンは、表示領域開始アドレス 0 および 1 を使用してブリンキング動作が可能です。各プレーンは通常

プレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnBM の設定に従いダブルバッファ制御を行いますが、プレーン n モード

レジスタ（PnMR）／PnBM をオートディスプレイ（ブリンキングモード）＝10 に設定することにより、プレーン

n ブリンキング周期レジスタ（PnBTR）／PnBTA、PnBTB で設定した周期でブリンキングを行います。 

ここで、ブリンキング周期を 1 に設定すると毎 VSYNC 単位に表示領域開始アドレス 0、1 を切り替えることが

可能で、旧 Q2SD のオートディスプレイチェンジモードと同様の機能が実現可能です。 

【注】 プレーン n ブリンキング周期レジスタ（PnBTR）／PnBTA、PnBTB には 0 以外の値を設定してください。 

n-1 n 1 2

VSYNC

Display Unit A0 A1

A0 n 0

A1 n 1

BTA A0

BTB A1

BTA-1 BTA 0 1  

図 14.10 ブリンキング動作 
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14.4.12 スクロール表示 

各プレーンは、表示領域と表示画面のサイズおよび開始位置をプレーンごと独立に設定することにより、スム

ースなスクロール処理がプレーン独立に可能です。 

スクロール表示を行うためには、各プレーンの表示領域開始アドレス 0～2 レジスタ（PnDSA0～2R）で指定し

たメモリの先頭を原点として、プレーン n 表示開始位置（プレーン n 開始位置 X レジスタ（PnSPXR）およびプレ

ーン n 開始位置 Y レジスタ（PnSPYR）で指定された座標）をサイクリックに設定することにより可能です。 

スクロール表示概要を図 14.11 に示します。表示開始位置を A から B に設定することによりスクロール表示を

行います。 

【注】 各プレーンの表示サイズなどの領域設定は、メモリ構成領域外を表示しないように設定してください。 

1

A

B

8

A

B

 

図 14.11 スクロール機能概略図 
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14.4.13 ラップアラウンド表示 

各プレーンは、スクロール表示に加えて、球面スクロールを実現できるラップアラウンド表示ができます。ラ

ップアラウンド表示を有効にする場合、プレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnWAE に 1 を設定します。スク

ロール表示のため、プレーン n 表示開始位置（プレーン n 開始位置 X レジスタ（PnSPXR）およびプレーン n 開始

位置 Y レジスタ（PnSPYR）で指定された座標）を変化させた結果、プレーン n がラップアラウンドエリアをはみ

出した場合でも、ラップアラウンド表示では、図 14.12 のようにラップアラウンドエリアを球面に見立てて、は

み出した部分を補完して表示します。ラップアラウンドエリアの指定方法を以下に示します。 
 

1. プレーンn表示領域開始アドレス0～2レジスタ（PnDSA0～2R）にプレーンnで使用するメモリの先頭アドレ

スを指定します。 

2. 指定したメモリの先頭を原点として、プレーンnラップアラウンド開始位置レジスタ（PnWASPR）でラップ

アラウンドエリアの左上座標を指定します。ラップアラウンドエリアのX方向幅は、プレーンnメモリ幅レジ

スタ（PnMWR）で設定するメモリ幅です。 

3. ラップアラウンドエリアのY方向幅は、プレーンnラップアラウンドメモリ幅レジスタ（PnWAMWR）で設定

します。 

n

n

Y
n

n

 

図 14.12 ラップアラウンド機能概略図 

 
【注】 ラップアラウンド表示が無効な場合（プレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnWAE ビット=0）、ラップアラウンドエ

リアをはみ出した部分は下地色レジスタ（BPOR）で指定した色となり、この色にて重ね合わせ処理を行います。 
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14.4.14 左上はみ出し表示 

各プレーンは、メモリ上の表示開始位置（プレーン n 開始位置 X レジスタ（PnSPXR）、プレーン n 開始位置 Y

レジスタ（PnSPYR））と表示サイズ（プレーン n 表示サイズ X レジスタ（PnDSXR）、プレーン n 表示サイズ Y

レジスタ（PnDSYR））を任意に設定できるので、これらのレジスタを組み合わせて使うことにより、メモリ上の

表示データを書き換えることなく、モニタの原点（左上）に対して左上へのはみ出し表示ができます。 

もとの絵のサイズが（DSX,DSY）、開始位置が（SPX,SPY）の絵に対して、サイズを（DSX-⊿X、DSY-⊿Y）、

開始位置を（SPX+⊿X、SPY+⊿Y）に設定することにより、左側に⊿X、上側に⊿Y 分はみ出して表示すること

ができます。このとき、表示位置（プレーン n 表示位置 X レジスタ（PnDPXR）、プレーン n 表示位置 Y レジス

タ（PnDPYR））は 0 固定にしておきます。 

SPY

SPX
DSY

DSX

SPY+ Y

SPX+ X DSY - Y

DSX - X

DSY

DSX

DSY- Y

DSX - X

Y

X

(DPX,DPY) (0,0)

(DPX,DPY) (0,0)

 

図 14.13 左上はみ出し表示概略図 
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14.4.15 ダブルバッファ制御 

Display Unit のダブルバッファ制御は、描画が終了するまで表示を切り替えないオートレンダリングモード、表

示や描画の切り替えをすべてソフトウェアで制御するマニュアルディスプレイチェンジモード、ブリンキングを

実現するオートディスプレイチェンジモードおよびビデオインプット（VIN0、VIN1）モジュールのフレーム ID

に従うビデオキャプチャモードの 4 種類の機能を備えています。 

オートレンダリングモードとマニュアルディスプレイチェンジモードの場合、ディスプレイチェンジは、ノン

インタレースおよびインタレースシンクのとき、フレーム単位で行われ、インタレースシンク＆ビデオのとき、

フィールド単位で行われます。オートディスプレイチェンジモードの場合はすべてフィールド単位となり、ビデ

オキャプチャモードの場合はすべてフレーム単位となります。 
 

（1） オートレンダリングモード 

オートレンダリングモードは、描画が終了するまで表示の切り替えを行わないモードです。1 フレーム以内に描

画が終了しなくても、そのまま描画は続行されます。 
 

（2） マニュアルディスプレイチェンジモード 

マニュアルディスプレイチェンジモードは、表示のフレーム切り替えと描画開始をソフトウェアで制御するモ

ードです。表示の切り替えはソフトウェアによってプレーン n モードレジスタ（PnMR）／PnDC で切り替えを行

うか、表示ステータスレジスタ（DSSR）の DFBn で示されるプレーン n 表示領域開始アドレスレジスタ（PnDSA0

～1R）にバッファ 0 またはバッファ 1 の開始アドレスを設定することで行えます。 

描画の開始はレンダリングスタートビットで制御します。これらの制御タイミングは表示ステータスレジスタ

（DSSR）／VBK とトラップフラグによる割り込みを用います。 

なお、本モードから他のモードへ移行するときは必ず PnDC ビットに 1 を設定した後に行ってください。 

VSYNC

B0 B0 B1

1 2 3

V
B

K

B0 B1

B1 B0

V
B

K

D
C

1

D
S

A
R

T
R

A D
C

2DG

CPU

B0 n 0

B1 n 1

PnDC PnDSA0 1R

VSYNC

 

図 14.14 マニュアルディスプレイチェンジモード 
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（3） オートディスプレイチェンジモード 

オートディスプレイチェンジモードは「14.4.11 ブリンキング」を参照してください。 
 

（4） ビデオキャプチャモード 

ビデオキャプチャモードは、ビデオインプット（VIN0、VIN1）モジュールからの最新キャプチャフレームを示

すフレーム ID に従い、フレーム単位にて、表示フレームバッファを切り替えます。 
 

14.4.16 同期方式 

外部機器との同期動作を容易にするため、マスタモードのほかに TV 同期機能を備えています。マスタモード、

TV 同期モードの選択は、表示システム制御レジスタ（DSYSR）／TVM（TV 同期モード）で行います。マスタモ

ード（内部同期モード）の場合は垂直同期位置レジスタ（VSPR）で設定される垂直同期信号（VSYNC）の立ち

下がり位置を検出し、TV 同期モード（外部同期モード）の場合は EXVSYNC 信号の立ち下がり位置を検出し、表

示ステータスレジスタ（DSSR）／FRM、VBK に反映します。 
 

（1） マスタモード（内部同期モード） 

表示タイミング生成レジスタに、水平、垂直同期信号（HSYNC、VSYNC）の周期、パルス幅を設定することで、

その波形を出力します。また、それに同期して表示データを出力します。 

インタレースシンクモード、インタレースシンク＆ビデオモードの場合は、ODDF 端子に奇数フィールド／偶

数フィールドを示す信号を出力します。 
 

（2） TV 同期モード（外部同期モード） 

TV 同期モードは TV、ビデオなどの外部の同期信号発生回路から入力される水平同期信号、垂直同期信号

（EXHSYNC、EXVSYNC）に同期して表示データを出力します。EXHSYNC 信号の立ち下がりエッジおよび

EXVSYNC の立ち上がりエッジを基準として表示データを出力します。 

外部の同期信号発生回路から水平同期信号、垂直同期信号およびクロックを、EXHSYNC、EXVSYNC、DCLKIN

端子にそれぞれ入力してください。CSYNC は High レベルを出力します。インタレースシンクモード、インタレ

ースシンク＆ビデオモードの場合は、EXODDF 端子に奇数フィールド／偶数フィールドを示す信号を入力してく

ださい。ノンインタレースモードの場合は EXODDF 端子を Low レベルまたは High レベルに固定してください。 

また、TV 同期モードで動作させる際にも、「14.3.2 表示タイミング生成レジスタ」の HSWR、HCR、VSPR、

VCR の設定は必須です。 

Display Unit に設定した表示サイズ分の表示完了前であっても後であっても、EXVSYNC 信号が入力されると、

Display Unit は垂直表示完了動作を行い次画面の制御に移行します。EXVSYNC 信号が入力されない場合は、垂直

帰線期間のまま EXVSYNC 信号を待ち続けます（自走制御は行いません）。同様に EXHSYNC 信号が入力される

と、Display Unit は水平表示完了動作を行い次ラスタの制御に移行します。EXHSYNC 信号が入力されない場合は、

水平帰線期間のまま EXHSYNC 信号を待ち続けます（自走制御は行いません）。 
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TV

HSYNC# R G B
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 DCLKIN  EXHSYNC# R

G

B

CDE

2

1

CDE R G B 2

R G B 1

Mux

VSYNC#

ODDF#EXVSYNC#

 

図 14.15 TV 同期モード時の信号の流れ 

 

（3） 同期方式切り替えモード 

マスタモードから TV 同期モード、または TV 同期モードからマスタモードに切り替える際に、必要な場合は、

本モードを経由して切り替えてください。本モードを経由しなくても、同期方式を切り替えることは可能です。 

本モードでは Display Unit に接続する入出力端子が入力になるため、端子の衝突を避けることができます。また、

内部ドットクロックを停止するので、入力するクロックが乱れても表示動作に影響を与えません。 
 

14.4.17 表示キャプチャ 

合成後の表示データ、つまり端子へ出力するデジタル RGB666 データを RGB565 または ARGB1555 のデータに

変換しリードと同じ構成の Buffer に格納し、SuperHyway 経由で表示キャプチャ格納領域開始アドレスレジスタ

（DCSAR）で指定した領域へ格納します。表示データをキャプチャする場合は表示キャプチャ制御レジスタ

（DCPCR）のビット 0 またはビット 8 に 1 を設定してください。設定後の次フレームからキャプチャ動作が開始

します。表示キャプチャの仕様は次のとおりです。 
 

データフォーマット：「表 14.29 表示データフォーマット」を参照してください。ARGB1555 の A 値は表示

キャプチャ制御レジスタ（DCPCR）で指定します。 

キャプチャ領域開始アドレス：1 アドレスのみ設定可能 

キャプチャサイズ X：モニタサイズと同じ（水平表示終了位置（HDE）－水平表示開始位置（HDS）） 

キャプチャサイズ Y：モニタサイズと同じ（垂直表示終了位置（VDE）－垂直表示開始位置（VDS）） 

メモリ幅 X：レジスタ指定。メモリ幅を超えた時点で Buffer へのライトを終了。 

メモリ長 Y：レジスタ指定。メモリ長（ライン）を超えた時点でメモリへの格納を終了。 
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14.4.18 ディスプレイアウトコンペア 

ディスプレイアウトコンペアには、任意のプレーンの領域の CRC を計算する機能があり、事前に計算された

CRC 期待値と比較することで、期待値どおりの表示出力が得られているかを検知することが可能です。本機能は

以下の設定が可能です。 

• プレーン1～8の任意のプレーン 

• 選択したプレーン内の任意の矩形領域 

• 32bit/pixel （ARGB8888 / RGB888 / RGB666）もしくは 16bit/pixel （RGB565）（これ以外のフォーマットは

サポート外） 

• 比較結果が不一致の場合の割込み 

ディスプレイアウトコンペアユニットは、図 14.16 に示すように構成されます。この図に示すように CRC の比

較は、重ね合せ前のプレーンのデータに対して行われます。 
 

Display Unit

Plane1

Plane8

重ね合わせ
処理部

表示
タイミング、
端子制御

表示データ

ディスプレイアウトコンペアユニット

プレーン
選択
レジスタ

タイミング
制御

CRC32
計算

CRC期待値
レジスタ

比較器

割り込み信号

 

図 14.16 ディスプレイアウトコンペアユニットブロック図 
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（1） CRC 計算方法 

ディスプレイアウトコンペアユニットでは、次の式を用いて 32bit の CRC を生成します。（RFC2083 で定義さ

れている多項式） 

    x32 + x26 + x23 + x22 + x16 + x12 + x11 + x10 + x8 + x7 + x5 + x4 + x2 + x + 1 

        初期値：H'FFFFFFFF、出力時（すべてのデータの計算終了後）にビットを反転します。 

CRC の計算は、ピクセル単位で CRC を計算します（LSB から順に入力されると仮定して計算します）。つま

り、32bit/pixel の場合は 32bit 単位、16bit/pixel の場合は 16bit 単位で計算します。また、CRC 計算されるデータの

順番としては、走査線（左上→右下）の順にピクセルのデータを取り込んで計算します。 
 
（a） プレーン、表示色の指定 

プレーンの指定は、ディスプレイアウトコンペアパラメータレジスタ（DOCMPMR1、2）を用いて設定します。 

また、各表示色のディスプレイアウトコンペアパラメータレジスタ（DOCMPMR1、2）の設定例を、表 14.33

に示します。（Display Unit では、RGB888、RGB666 はサポートしていないため、表 14.33 に従ってください。） 
 

表 14.33 ディスプレイアウトコンペアパラメータレジスタの設定例 

DOCMPMR1、2 のビット CMPDFF CMPCVF CMPDAUF CMPDFA 

ARGB8888 0 － 0 － 

RGB888 0 － 0/1* 任意 

32bit/pixel 

RGB666 1 任意 0/1* 任意 

16bit/pixel RGB565 － － － － 

【注】 * CMPDAUF＝0 のときは、RAM から読み出された値がα値として使用されます。 

任意と記述のあるビットには、CRC 期待値を計算するときに用いた値を設定してください。 
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（b） CRC 計算に用いるピクセルフォーマット 
 

b0b7b8b15b16b23b24b31

Red 8bitAlpha 8bit Green 8bit Blue 8bit

ARGB8888 32bit/pixel

*1 CMPDAUF= 0 RAM

 = 1 CMPDFA

*2 CMPCVF

b0b7b8b15b16b23b24b31

Red 8bit*
1

*
1

*
2

*
2

*
2

Green 8bit Blue 8bit

RGB888 32bit/pixel

b0b7b8b9b10b15b16b17b18b23b24b31

Red 6bit Green 6bit Blue 6bit

b1b2

RGB666 32bit/pixel

b0b4b5b10b11b15

Green 6bitRed 5bit Blue 5bit

RGB565 16bit/pixel

 
 
（c） 領域の設定 

比較対象となる領域は、比較開始位置、比較サイズをレジスタによって指定します。 

領域の設定に関するパラメータの関係と設定に関するレジスタを以下に示します。 
 

（1）DSX

（2）DSY

（5）CMPSPX

（6）CMPSPY

（3）CMPSZX

（4）CMPSZY比較領域

 

図 14.17 比較領域設定パラメータ 
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表 14.34 比較領域パラメータ設定レジスタ 

No 図中の名称 設定レジスタ名 説明 

（1） DSX 

（表示サイズ X） 

PnDSXR プレーンの X 方向の表示サイズをドットクロック単位で設定します。 

（本レジスタは、表示プレーンレジスタです） 

（2） DSY 

（表示サイズ Y） 

PnDSYR プレーンの Y 方向の表示サイズをラスタライン単位で設定します。 

（本レジスタは、表示プレーンレジスタです） 

（3） CMPSZX 

（比較サイズ X） 

DOCMSZXR1 

DOCMSZXR2 

プレーンの左上を原点として比較位置までの X 方向の距離をドットクロッ

ク単位で設定します。 

DSX ≧ CMPSPX + CMPSZX となるように設定してください。 

（4） CMPSZY 

（比較サイズ Y） 

DOCMSZYR1 

DOCMSZYR2 

プレーンの左上を原点として比較位置までの Y 方向の距離をライン単位で

設定します。 

DSY ≧ CMPSPY + CMPSZY となるように設定してください。 

（5） CMPSPX 

（比較開始位置 X）

DOCMSPXR1 

DOCMSPXR2 

比較領域の X 方向のサイズをドットクロック単位で設定します。 

（6） CMPSPY 

（比較開始位置 Y）

DOCMSPYR1 

DOCMSPYR2 

比較領域の Y 方向のサイズをライン単位で設定します。 

 

（2） CRC 比較タイミング 

比較を実行するタイミングの例を以下に示します。 

VSYNC

1 2 3

1 2 3

1 2 3

4

F.F.

 

図 14.18 CRC 比較タイミング例 

 
図 14.18 に示す例では次のような動作になります。 

• フレーム1 

フレーム1で比較開始の設定（CMPR1=1）をした場合、フレーム1での比較は行われません。ディスプレイア

ウトコンペアユニットでは、レジスタ値を二重管理しており、実際の動作に使用する値は、内部VSYNCの立

下りエッジで内部F.F.に取り込まれた値を使用するためです（二重管理しているレジスタは、ディスプレイ

アウトレジスタの内部更新ありのレジスタです）。 
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ただし、ディスプレイアウトコンペアCRC期待値レジスタ（DOCMECRCR1、DOCMECRCR2）は、ディス

プレイアウトコンペアモードレジスタ（DOCMMDR1、DOCMMDR2）のCRCUMDビットに1を設定すること

で、レジスタライトに同期して、対応する内部F.F.に取り込むことが可能です。この場合は、VSYNCの立下

りの1ライン前までに設定を完了してください。 

• フレーム2 

フレーム2では、フレーム1のVSYNCの立下りで取り込んだ値を使用するため、設定1を用いてCRCを計算し、

フレーム2のVSYNCの立下りで比較を実行します。内部F.F.への取り込みタイミングは、比較を実行するタイ

ミングより後になります。したがって、フレーム1のVSYNCの立下りでは、比較は実行されません。この例

では、CRCの比較を実行後、設定2の値を内部F.F.に取り込みます。 

• フレーム3 

フレーム3では、設定2を用いてCRCが計算され、ムレーム3のVSYNCの立下りで比較が実行されれます。こ

のとき、設定2で割込みが許可されていて、CRC比較の結果が不一致の場合、割込みがアサートされます。割

込みは、ステータスレジスタもしくは割込み許可レジスタがクリアされるまでアサートされ続けます。 
 

このように、設定値を二重に管理することで、フレームごとにプレーンや比較領域を変更することが可能にな

ります。 
 

14.4.19 分離 YUV 表示 

メモリ上に分離して格納された Y データと UV データを 2 つのプレーンを使用して、YUV422 あるいは YUV420

の画像データとして表示することができます。 

プレーンm表示領域開始アドレス
（UVデータ）

プレーンn画像データ

YC-RGB

RGB

プレーンm画像データ

V0 U0Y1 Y0

Y1 V0 U0
Y0 V0 U0

プレーンn表示領域開始アドレス
（Yデータ）

画像データ2
画像データ1

 

図 14.19 分離 YUV 表示機能概要（リトルエンディアン時） 
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（1） 画像データフォーマット 

メモリ上にリトルエンディアンで分離して格納された場合の YUV422 データの構成を示します。YUV420 デー

タの構成は YC：YUV420 と同じになります。 

YC-RGB の変換式は「14.4.5（4） YC：YUV422」と同じになります。 

（a） Y データ 
D31～D16 31       24 23       16 

画像データ 4、3 Y3 Y2 

                 
D15～D0 15       8 7       0 

画像データ 2、1 Y1 Y0 

 
（b） UV データ 

D31～D16 31       24 23       16 

画像データ 4、3 V2 U2 

                 
D15～D0 15       8 7       0 

画像データ 2、1 V0 U0 

 

（2） レジスタ設定例 

分離 YUV データを表示する場合は 2 つのプレーンを使用します。プレーン 1 に Y データを指定し、プレーン 2

に UV データを指定して分離 YUV データを表示する場合の指定方法を以下に示します。 

1. プレーンn表示データ制御レジスタ2（PnDDCR2）の設定は、以下のとおりです。 

• YUV422データの場合 

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

   PnNV21 PnY420   PnDIVU PnDIVY 

プレーン 1（Y データ） － － 0 0 － － 0 1 

プレーン 2（UV データ） － － 0 0 － － 1 0 

 

• YUV420データの場合 

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

   PnNV21 PnY420   PnDIVU PnDIVY 

プレーン 1（Y データ） － － 0 0 － － 0 1 

プレーン 2（UV データ） － － 0/1 1 － － 1 0 

 

2. プレーン1表示領域開始アドレス0～2レジスタ（P1DSA0～2R）には、Yデータの開始アドレスを設定してく

ださい。 

3. プレーン2表示領域開始アドレス0～2レジスタ（P2DSA0～2R）には、UVデータの開始アドレスを設定して

ください。 
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4. 1～3で設定したレジスタ以外の表示プレーンレジスタは、プレーン1とプレーン2で同じ値を設定してくださ

い。プレーンnモードレジスタ（PnMR）／PnDDFは、11（YC）を設定してください。 

5. ビッグエンディアンで格納されている場合は、表示システム制御レジスタ（DSYSR）／DSECを1に設定して

ください。 

6. プレーン1とプレーン2を表示ONにして、プレーン2の優先順位はプレーン1の次にしてください。表示ONに

ついては、「14.4.2 表示ON、OFF」を参照してください。 
 

（3） プレーンの組み合わせ 

Y データと UV データを指定可能なプレーンの組み合わせは、以下のとおりです。UV データのプレーンの優先

順位は、Y データのプレーンの直下になるように優先順位を指定してください。 
 

表 14.35 Y データと UV データを指定可能なプレーン 

分離 YUV の Y データ 分離 YUV の UV データ 

プレーン 1 プレーン 2 

プレーン 2 プレーン 3 

プレーン 3 プレーン 4 

プレーン 4 プレーン 5 

プレーン 5 プレーン 6 

プレーン 6 プレーン 7 

プレーン 7 プレーン 8 

プレーン 8 プレーン 1 
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14.5 表示制御 

14.5.1 表示タイミング生成 

Display Unit では表示画面の水平方向および垂直方向表示タイミングを生成します。表示タイミングは「14.3.2 

表示タイミング生成レジスタ」で設定します。図 14.20 にノンインタレースモード時の表示タイミングを示しま

す。またここでは表示画面を表 14.36 に示す変数で定義します。 
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図 14.20 表示画面の水平方向および垂直方向のタイミング生成図 

 
表 14.36 表示画面で定義した変数 

変数 内容 単位 

hc*1 水平走査周期 ドットクロック 

hsw 水平同期パルス幅 ドットクロック 

xs HSYNC の立ち上がりから表示画面水平方向の表示開始位置まで ドットクロック 

xw 表示画面の 1 ラスタ当たりの表示幅 ドットクロック 

vc*2 垂直走査周期 ラスタライン数 

vsw 垂直同期パルス幅 ラスタライン数 

ys VSYNC の立ち上がりから表示画面垂直方向の表示開始位置まで ラスタライン数 

yw 表示画面の垂直表示期間 ラスタライン数 

【注】 *1 hsw+xs+xw<hc 

 *2 vsw+ys+yw<vc 
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表示タイミング生成レジスタは、走査方式､および同期方式により設定値が異なります。そのため表示タイミン

グ生成レジスタの設定は表 14.37 に示すような計算を行った上で設定します。 
 

表 14.37 表示画面のレジスタ設定値対応表 

  同期方式 

レジスタ名称 ビット名称 マスタモード TV 同期モード 

水平表示開始位置レジスタ（HDSR） HDS hsw + xs - 19 hsw + xs – 25 *2 

水平表示終了位置レジスタ（HDER） HDE hsw + xs - 19 + xw hsw + xs - 25 + xw *2 

垂直表示開始位置レジスタ（VDSR） VDS ys - 2 *3 ys - 2 *3 

垂直表示終了位置レジスタ（VDER） VDE ys - 2 + yw ys - 2 + yw 

水平同期パルス幅レジスタ（HSWR） HSW hsw - 1 hsw - 1 

水平走査周期レジスタ（HCR） HC hc - 1 hc - 1 

垂直同期位置レジスタ（VSPR） VSP vc - vsw - 1 vc - vsw - 1 

垂直走査周期レジスタ（VCR） VC vc -1 vc -1 

【注】 *1 すべての走査モードで、VDS、VDE、VSP、VC の設定値は 1 フィールド単位の設定になります。 

 *2 HDS、HDE の規定は EXHSYNC の立ち下がりを、DCLKOUT の立ち上がりで検出し、さらに DCLKOUT の 4 つ

目の立ち上がりからの値です。 
 

DCLKIN

EXHSYNC#

DCLKOUT

(1 )

hsw + xs

D0 D1 D2

 
 *3 VDS は、1 以上にしてください。 

 *4 HC は、HC＞HDE の条件を満たすように設定してください。 
 

14.5.2 CSYNC 

マスタモードの場合、コンポジット同期信号（CSYNC）を出力します。等価パルス幅レジスタ（EQWR）で、

CSYNC の等価パルスの Low レベルパルス幅を設定します。セレーション幅レジスタ（SPWR）で、CSYNC のセ

レーションパルスの Low レベルパルス幅を設定します。 

CSYNC 波形の選択は表示モードレジスタ（DSMR）／CSY（CSYNC モード）で行います。 
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図 14.21 CSYNC タイミングチャート 

 

14.5.3 走査方式 

走査方式をノンインタレースモード、インタレースシンクモード、およびインタレースシンク＆ビデオモード

から選択できます。モード選択は、表示システム制御レジスタ（DSYSR）／SCM（スキャンモード）で行います。 
 

1. ノンインタレースモード 

1フィールドで1フレームを構成する走査方式です。 

2. インタレースシンクモード 

2フィールドで1フレームを構成する走査方式です。2フィールドは、偶数フィールドと奇数フィールドで、同

じデータを表示します。 
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3. インタレースシンク＆ビデオモード 

2フィールドで1フレームを構成する走査方式です。2フィールドは、偶数フィールドと奇数フィールドで、異

なるデータを表示します。 
 

表示モードレジスタ（DSMR）の ODEV ビットで、インタレースシンクモード、インタレースシンク＆ビデオ

モードにおけるフィールドの表示順を設定します。ODEV ビットが 0 のとき、1 フレームは、奇数フィールド、偶

数フィールドの表示順となり、ODEV ビットが 1 のとき、1 フレームは偶数フィールド、奇数フィールドの順にな

ります。 

マスタモードのときは、ODDF 端子より偶数フィールド表示中は High レベルを、奇数フィールド表示中は Low

レベルを出力します。TV 同期モードのときは、EXODDF 端子に偶数フィールドを表示させたい場合は High レベ

ルを、奇数フィールドを表示させたい場合は Low レベルを入力します。 

【注】 TV同期モードでノンインタレースモードの場合はEXODDF端子をLowレベルまたはHighレベルに固定してください。 
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図 14.22 各走査方式による表示イメージ図 
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（1） 垂直走査周期例 

ノンインタレース ：1／60秒フィールド、1／30秒フィールド 

インタレースシンク ：1／30秒フレーム 

インタレースシンク＆ビデオ ：1／30秒フレーム 
 

（2） ノンインタレース方式の表示 

入力される画像信号の間を空けずに、一度に全ライン表示する方式です。 

高解像度表示のできるモニタなどの入力方式です。 
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図 14.23 ノンインタレース方式の表示 

 

（3） インタレース方式の表示 

入力される画像信号を走査周期VCごとに、偶数ラインと奇数ラインを切り替えて交互に表示し、2VC周期で

1画面（1フレーム）を合成（先の1VCのデータは残像）して表示する方式です。これは通常のTVやビデオの

入力方式です。 
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図 14.24 インタレース方式の表示 

 

14.5.4 色検出 

出力表示データと、色検出レジスタ（CDER）に設定したカラーが一致したとき、CDE 端子より High レベルを

出力します。 

表示モードレジスタ（DSMR）／CDEM ビットにより、表示期間外のレベルを固定することができます。また、

表示モードレジスタ（DSMR）／CDEL ビットにより、出力レベルの極性を選択できます。 
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表 14.38 CDE 端子の出力レベル 

表示期間中の CDE 端子 表示期間外の CDE 端子 

出力表示データと色検出レジスタとの比較結果 色検出レジスタの値* 

CDEL CDEM 

一致 不一致 0 0 以外 

0 00 High Low High Low 

0 01 High Low High Low 

0 10 High Low Low Low 

0 11 High Low High High 

1 00 Low High Low High 

1 01 Low High Low High 

1 10 Low High High High 

1 11 Low High Low Low 

【注】 * 表示期間外は出力表示データが 0 となります。 
 

14.5.5 外部同期制御 

Display Unit は、TV 同期モード時、外部から入力ドットクロック（逓倍用クロック：DCLKIN）を入力すること

により外部同期信号（EXHSYNC、EXVSYNC）に従ったドットクロック（出力ドットクロック：DCLKOUT）生

成が可能です。 

外部より入力ドットクロック（逓倍用クロック：DCLKIN）を入力し以下の各パラメータを設定してください。 
 

表 14.39 外部同期制御パラメータ 

変数 内容 

ESCR／SYNCSEL ドットクロック位相あわせ用同期信号選択（EXHSYNC、EXVSYNC） 

ESCR／FRQSEL ドットクロック分周比選択 

 

1. ESCR/SYNCSELビットにより生成する内部ドットクロック（出力ドットクロック：DCLKOUT）の同期タイ

ミングを設定。 

2. ESCR/FRQSELビットにより内部ドットクロック生成のための分周比を設定してください。 
 

以下に EXHSYNC に同期した入力ドットクロックを 4 分周比した内部ドットクロックタイミングを示します。 
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図 14.25 EXHSYNC に同期した DCLKIN を 4 分周比した DCLKOUT タイミング図 

 

14.5.6 出力信号タイミング調整 

Display Unit は、それぞれの出力信号（HSYNC、VSYNC、CSYNC、ODDF の同期信号 4 本ならびに、DISP、

CDE、CLAMP、DE、DigitalRGB）のドットクロックに対する出力タイミングを選択可能です。タイミングの選択

は出力信号タイミング調整レジスタ（OTAR）で設定します。 
 

表 14.40 出力信号のタイミング設定パラメータ 

変数 内容 

SYNCA HSYNC、VSYNC、CSYNC、ODDF 信号の出力タイミングを設定します。 

DISPA DISP 信号の出力タイミングを設定します。 

CDEA CDE 信号の出力タイミングを設定します。 

DRGBA DigitalRGB 信号の出力タイミングを設定します。 

CLAMPA CLAMP 信号の出力タイミングを設定します。 

DEA DE 信号の出力タイミングを設定します。 
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図 14.26 出力タイミング調整可能範囲 
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14.6 使用上の注意 

14.6.1 モジュールスタンバイモード 

DisplayUnit に供給するクロックを停止するモジュールスタンバイモードをサポートしています。 

DisplayUni がスタンバイモードに入ってもレジスタ内容は保持されます。また、スタンバイモードの期間、

DisplayUni へのアクセスはしないようにしてください。 
 

14.6.2 モジュールスタンバイモードへの遷移 

1. 表示システム制御レジスタ（DSYSR）の表示イネーブル（DEN）＝0、表示リセット（DRES）＝0としてSHwy

アクセス停止の設定を行います。 

2. 次のVBKフラグを表示ステータスレジスタ（DSSR）のVBKビットで確認します（VBKのタイミングで1.の

設定が有効になり、SHwyのアクセスが停止します。表示データは表示オフ時出力レジスタ（DOOR）に設定

された値となります）。  

3. クロックを停止してください。 
 

14.6.3 モジュールスタンバイモードの解除と表示起動 

1. クロックを起動してください。 

2. 表示システム制御レジスタ（DSYSR）／DEN＝1、DRES＝0として表示ONの設定を行います。 
 

14.6.4 外部 SYNC 信号の取り込み 

表示タイミングを生成するための外部 SYNC 信号は 3 通りの取り込み方法があります。 
 

1. DCLKIN（分周する場合は分周後クロック）の立ち上がりで取り込む。 

2. DCLKIN（分周する場合は分周後クロック）の立ち下がりで取り込む。 

3. 分周を前提として、分周前クロックで取り込んだSYNC信号を分周後クロックで取り込む。 
 

外部 SYNC 信号の取り込みに関する電気的特性（AC スペック）の保証は 1.の場合のみとなります。2.、3.の電

気的特性（AC スペック）は保証しません。 
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図 14.27 表示タイミング生成用外部 SYNC 信号の取り込み回路図 

 

14.6.5 外部 SYNC 信号の同時変化制約 

外部 SYNC 信号の取り込みに関する電気的特性（AC スペック）を満たさない場合、外部 SYNC 信号である

EXHSYNC と EXVSYNC を変化させる場合は 2 サイクル以上空けて変化させてください。サイクルの基準となる

クロックは表示拡張機能制御レジスタ（DEFR）の EXSL（ビット 12）が 0 の場合は分周後ドットクロック、1 の

場合は分周前ドットクロックとなります。 
 

14.6.6 レジスタ設定の注意点 

Display Unit 内のレジスタにはリセットにより値が確定するレジスタと値が確定しないレジスタがあります。値

が確定しないレジスタは電源 ON 後の初期状態でレジスタ値が 0、1 どちらになるかは不明です。 

電源 ON 後の初期状態から表示同期動作を開始*1する場合は Display Unit 内のすべてのレジスタに所望の値を設

定後に表示同期動作を開始してください。 

値を設定せずに不明なレジスタ値の状態で表示 ON*2、キャプチャ ON*3のいずれかを実行しますと Display Unit

から予期せぬ領域にアクセスし誤動作となる場合があります（Display Unit はすべての領域にアクセスすることが

できます）。 

【注】 *1 表示同期動作の開始 

下記（1）あるいは（2）の設定。 

（1）表示システム制御レジスタ（DSYSR）／DRES、DEN に 00 を設定。 

（2）表示システム制御レジスタ（DSYSR）／DRES、DEN に 01 を設定。 

 *2 表示 ON 

（1）表示出力系統制御レジスタ（DORCR）／DPRS が 0 のとき 

  上記*1－（2）、かつ、表示プレーン優先順位レジスタ（DPPR）／DPE8～DPE1 のいずれかに 1 を設定。 

（2）表示出力系統制御レジスタ（DORCR）／DPRS が 1 のとき 

  上記*1－（2）、かつ、表示重ね合せ 1 優先順位レジスタ（DS1PR）／S1S8～S1S1 または表示重ね合せ 2 

  優先順位レジスタ（DS2PR）／S2S8～S2S1 に 0001～1000 を設定。 
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 *3 キャプチャ ON 

上記*1－（2）、かつ、表示キャプチャ制御レジスタ（DCPCR）／DC2E または DCE のいずれかに 1 を設定。 
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15. LCDコントローラ（LCDC） 

LCDコントローラ（LCDC）は、表示用の画像をシステムメモリに格納するユニファイドメモリアーキテクチ

ャをとっています。LCDCモジュールはシステムメモリからデータを読み出し、パレットメモリを使って色を決

定した後、LCDパネルに送ります。マイコンバスインタフェース方式、NTSC/PAL方式、LVDSインタフェース

の液晶モジュール*などの液晶モジュールは接続できません。 

【注】 * LVDS変換 LSIを接続することで、LVDSインタフェースに接続可能です。 

15.1 特長 

LCDCは次のような特長があります。 

• パネルインタフェース 

STN/Dual STN/TFTパネル（8/12/16/18ビットバス幅）のデータフォーマットをサポート*1 

• 4/8/15/16 bpp（ビットパーピクセル）カラーモードをサポート 

• 1/2/4/6bppグレイスケールモードをサポート 

• 16×1～1024×1024までの液晶パネルサイズをサポート*2 

• 24ビットカラーパレットメモリ（24ビット中、16ビットが有効 R:5 / G:6 / B:5） 

• RGB各8ビットの、24ビットの空間変調FRCにより、ちらつき、シャドーイングが起こりやすいSTN/DSTNパ

ネルでのちらつきの少ない65536の色制御を実現 

• CPUに接続されたメモリ（エリア2、3）の一部をLCDCの表示データ格納用VRAMとして使用することで、

専用の表示用メモリが不要 

• 2.4Kバイトの大きなサイズのラインバッファにより、安定した表示を実現 

• 液晶パネルの信号極性に合わせる、出力信号、出力信号のレベル反転機能をサポート 

• 各種のデータフォーマット（バイト内のエンディアン設定、バックドピクセル方式）をレジスタにより選択

的にサポート可能 

• ユーザ指定位置で割り込みを発生可能（VRAMの更新開始タイミングを制御することによりティアリング（ち

らつき）を回避） 

 

【注】 *1 18ビットバス幅の TFTパネル接続時は、未結線となる下位ビットの信号を GND、またはデータが出力される最

下位ビットに接続してください。 

 *2 詳細は「15.4.1 LCDCで表示可能な液晶モジュールのサイズについて」を参照してください。 
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図 15.1に LCDCのブロック図を示します。 
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2.4Kバイト

4バイト×256エントリ
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LCD_CL2
LCD_FLM
LCD_D15～0
LCD_DON
LCD_VCPWC
LCD_VEPWC
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レジスタバス

DOTCLK

SHwyバス  

図 15.1 LCDCのブロック図 
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15.2 入出力端子 

表 15.1に LCDCの端子構成を示します。 

LCDC端子の選択は、PFCのピンマルチ設定で行います。 
 

表 15.1 端子構成 

端子名 入出力 機   能 

LCD_D15～0_x 出力 LCD_DATA15～0_x 

LCDパネル用データ。LCD_D15～0_xと略記。 

LCD_DON_x 出力 表示開始信号（DON） 

LCD_CL1_x 出力 シフトクロック 1（STN/DSTN）／水平同期信号（HSYNC） 

LCD_CL2_x 出力 シフトクロック 2（STN/DSTN）／ドットクロック（DOTCLK） 

LCD_M_DISP_x 出力 液晶交流化信号／DISP信号 

LCD_FLM_x 出力 ファーストラインマーカ／垂直同期信号（VSYNC）（TFT） 

LCD_VCPWC_x 出力 液晶モジュール電源制御（VCC） 

LCD_VEPWC_x 出力 液晶モジュール電源制御（VEE） 

LCD_CLK_x 入力 LCDクロックソース外部入力 

外部クロックを入力してください。水晶発振子を接続することはできません。 

【記号説明】x：Aまたは B（ミラー端子 Aまたはミラー端子 B） 

【注】 液晶モジュールとの結線仕様に関しては、「15.5 クロックと LCDデータ信号例」と、液晶モジュール側の仕様をよく

確認の上、決定してください。 
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15.3 レジスタの説明 

LCDCのレジスタ構成を表 15.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 15.3に示しま

す。 
 

表 15.2 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

パレットデータレジスタ 00～FF LDPR00～

LDPRFF 

R/W H'FFC6 0000～

H'FFC6 03FC 

H'1FC6 0000～ 

H'1FC6 03FC 

32 

LCDCインプットクロックレジスタ LDICKR R/W H'FFC6 0400 H'1FC6 0400 16 

LCDCモジュールタイプレジスタ LDMTR R/W H'FFC6 0402 H'1FC6 0402 16 

LCDCデータフォーマットレジスタ LDDFR R/W H'FFC6 0404 H'1FC6 0404 16 

LCDC上部表示パネル用データ取り込み 

開始アドレスレジスタ 

LDSARU R/W H'FFC6 0408 H'1FC6 0408 32 

LCDC下部表示パネル用データ取り込み 

開始アドレスレジスタ 

LDSARL R/W H'FFC6 040C H'1FC6 040C 32 

LCDC表示パネル用取り込みデータ 

ラインアドレスオフセットレジスタ 

LDLAOR R/W H'FFC6 0410 H'1FC6 0410 16 

LCDCパレットコントロールレジスタ LDPALCR R/W H'FFC6 0412 H'1FC6 0412 16 

LCDC水平キャラクタナンバーレジスタ LDHCNR R/W H'FFC6 0414 H'1FC6 0414 16 

LCDC水平同期信号レジスタ LDHSYNR R/W H'FFC6 0416 H'1FC6 0416 16 

LCDC垂直表示ラインナンバーレジスタ LDVDLNR R/W H'FFC6 0418 H'1FC6 0418 16 

LCDC垂直総ラインナンバーレジスタ LDVTLNR R/W H'FFC6 041A H'1FC6 041A 16 

LCDC垂直同期信号レジスタ LDVSYNR R/W H'FFC6 041C H'1FC6 041C 16 

LCDC ACモジュレーション信号トグル 

ラインナンバーレジスタ 

LDACLNR R/W H'FFC6 041E H'1FC6 041E 16 

LCDC割り込みコントロールレジスタ LDINTR R/W H'FFC6 0420 H'1FC6 0420 16 

LCDCパワーマネジメントモードレジスタ LDPMMR R/W H'FFC6 0424 H'1FC6 0424 16 

LCDC電源シーケンス期間レジスタ LDPSPR R/W H'FFC6 0426 H'1FC6 0426 16 

LCDCコントロールレジスタ LDCNTR R/W H'FFC6 0428 H'1FC6 0428 16 

LCDCユーザ指定割り込みコントロール 

レジスタ 

LDUINTR R/W H'FFC6 0434 H'1FC6 0434 16 

LCDCユーザ指定割り込みラインナンバー 

レジスタ 

LDUINTLNR R/W H'FFC6 0436 H'1FC6 0436 16 

LCDCメモリアクセスインターバル 

ナンバーレジスタ 

LDLIRNR R/W H'FFC6 0440 H'1FC6 0440 16 
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表 15.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

マニュアル 

リセット 

LDPR00～

LDPRFF 

不定 不定 保持 保持 保持 不定 

LDICKR H'1101 H'1101 保持 保持 保持 H'1101 

LDMTR H'0109 H'0109 保持 保持 保持 H'0109 

LDDFR H'000C H'000C 保持 保持 保持 H'000C 

LDSARU H'04000000 H'04000000 保持 保持 保持 H'04000000 

LDSARL H'04000000 H'04000000 保持 保持 保持 H'04000000 

LDLAOR H'0280 H'0280 保持 保持 保持 H'0280 

LDPALCR H'0000 H'0000 保持 保持 保持 H'0000 

LDHCNR H'4F52 H'4F52 保持 保持 保持 H'4F52 

LDHSYNR H'0050 H'0050 保持 保持 保持 H'0050 

LDVDLNR H'01DF H'01DF 保持 保持 保持 H'01DF 

LDVTLNR H'01DF H'01DF 保持 保持 保持 H'01DF 

LDVSYNR H'01DF H'01DF 保持 保持 保持 H'01DF 

LDACLNR H'000C H'000C 保持 保持 保持 H'000C 

LDINTR H'0000 H'0000 保持 保持 保持 H'0000 

LDPMMR H'0010 H'0010 保持 保持 保持 H'0010 

LDPSPR H'F60F H'F60F 保持 保持 保持 H'F60F 

LDCNTR H'0000 H'0000 保持 保持 保持 H'0000 

LDUINTR H'0000 H'0000 保持 保持 保持 H'0000 

LDUINTLNR H'004F H'004F 保持 保持 保持 H'004F 

LDLIRNR H'0000 H'0000 保持 保持 保持 H'0000 
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15.3.1 LCDCインプットクロックレジスタ（LDICKR） 

LCDCは、LCDCの動作クロック供給源として、周辺クロックまたは外部クロックを選択できます。また、1/1

～1/32までの分周器を内蔵し、分周したクロックを LCDCの動作クロック（DOTCLK）として使用可能です。LCDC

から出力されるクロックは本レジスタで選択された動作クロックから液晶パネル用の同期クロック出力

（LCD_CL2）を生成します。TFTパネルの場合は LCD_CL2＝DOTCLKとなり、STN、DSTNパネルの場合は

LCD_CL2＝（DOTCLK／液晶パネルへの出力データバス幅）の周波数のクロックが出力されます。LCD_CL2に

かかわらず、LCDCへの入力クロックが周辺クロック（clks1）以下となるように、LDICKRを設定してください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
R R R/W R/W R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － ICKSEL[1:0] DCDR[5:0]－ － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

13、12 ICKSEL[1:0] 01 R/W 入力クロック選択 

DOTCLKの供給源を設定します。 

00：設定禁止 

01：周辺クロックを選択（clks1） 

10：外部クロックを選択（LCD_CLK） 

11：設定禁止 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

8 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

5～0 DCDR[5:0] 000001 R/W クロック分周比 

入力クロック分周比を設定します。 

設定の詳細については表 15.4を参照してください。 
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表 15.4 入出力クロック周波数と分周比 

入出力クロック周波数（MHz） DCDR[5:0] クロック分周比 

100.000*1 54.000*2 

000001 1/1 100.000 54.000 

000010 1/2 50.000 27.000 

000011 1/3 33.333 18.000 

000100 1/4 25.000 13.500 

000110 1/6 16.666 9.000 

001000 1/8 12.500 6.750 

001100 1/12 8.333 4.500 

010000 1/16 6.250 3.375 

011000 1/24 4.166 2.250 

100000 1/32 3.125 1.688 

【注】 上記以外の設定の場合はクロック分周比 1/1（初期値）となります。 

 *1 周辺クロック＝100MHzのケース（EXTAL周波数、クロックモード設定により変化します） 

 *2 外部クロック＝54MHzのケース 

 

15.3.2 LCDCモジュールタイプレジスタ（LDMTR） 

LDMTRは、接続される液晶モジュールの信号極性に合わせ、LCDCより出力される制御信号、およびデータ信

号の極性を設定します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1
R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

FLM
POL

CL1
POL

DISP
POL DPOL － MCNT CL1CNT CL2CNT MIFTYP[5:0]－ －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 FLMPOL 0 R/W FLM（垂直同期）極性選択 

液晶モジュールの LCD_FLM（垂直同期信号、ファーストラインマーカ）

の極性を選択します。 

0：LCD_FLMパルスはハイアクティブ 

1：LCD_FLMパルスはローアクティブ 

14 CL1POL 0 R/W CL1（水平同期）極性選択 

液晶モジュールの LCD_CL1（水平同期信号）の極性を選択します。 

0：LCD_CL1パルスはハイアクティブ 

1：LCD_CL1パルスはローアクティブ 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13 DISPPOL 0 R/W DISP（表示許可）極性選択 

液晶モジュールの LCD_M_DISP（表示許可）の極性を選択します。 

0：LCD_M_DISPはハイアクティブ 

1：LCD_M_DISPはローアクティブ 

12 DPOL 0 R/W 表示データ極性選択 

液晶モジュールの LCD_D15～0（表示データ）の極性を選択します。液

晶モジュールの反映をサポートしています。 

0：LCD_D15～0はハイアクティブ。透過型液晶パネル 

1：LCD_D15～0はローアクティブ。反射型液晶パネル 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

10 MCNT 0 R/W M信号制御 

液晶モジュールの液晶交流化信号の出力を設定します。 

0：M（ACラインモジュレーション）信号を出力する 

1：M信号は出力しない 

9 CL1CNT 0 R/W CL1（水平同期）制御 

垂直帰線期間中の LCD_CL1出力を設定します。 

0：垂直帰線期間中、LCD_CL1は出力する 

1：垂直帰線期間中、LCD_CL1は出力しない 

8 CL2CNT 1 R/W CL2（液晶モジュールのドットクロック）制御 

垂直水平帰線期間中の LCD_CL2出力を設定します。 

0：垂直水平帰線期間中、LCD_CL2は出力する 

1：垂直水平帰線期間中、LCD_CL2は出力しない 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5～0 MIFTYP[5:0] 001001 R/W モジュールインタフェースタイプ選択 

液晶パネルのタイプと、液晶パネルへの出力データバス幅を設定します。

液晶パネルのタイプは STN、DSTN、TFTの 3種類から選択します。液晶

パネルへの出力データバス幅は 4ビット、8ビット、12ビット、16ビッ

トから選択します。TFTの液晶パネルの要求データバス幅が 16ビット以

上のときは、パネル側に存在するデータバスに合わせて接続してくださ

い。TFTと異なり、STN、DSTNの液晶パネルにおいては表示色数、表示

解像度と出力データバス幅の設定は一対一で対応しないため、16bppの表

示色数であっても 8ビットのデータバス幅であったり、4bppの表示色数

であっても 12ビットのデータバス幅であることがあります。これは、

STN、DSTNの表示色数はデータバスのビット数ではなく、データバスへ

のデータの載せ方により決まるためです。STN、DSTNの場合のデータ仕

様については、使用する液晶パネルの仕様書を参照してください。また、

出力データバス幅は液晶パネルの機械的なインタフェース仕様に従って

設定してください。 

STN、または DSTNタイプが液晶パネルのタイプとして選択された場合、

色表示、階調表示の階調設定にかかわらず LCDCに内蔵された RGB各 8

ビットの24ビット空調変調FRCにより表示制御が行われます。そのため、

STN、または DSTNの表示においては 1600万色から DSPCOLOR指定の

色、階調が選択されて表示されます。パレットを使用する場合は、パレッ

トで設定された色が表示されます。 

000000：STNモノクロ 4ビットデータバスモジュール 

000001：STNモノクロ 8ビットデータバスモジュール 

001000：STNカラー4ビットデータバスモジュール 

001001：STNカラー8ビットデータバスモジュール 

001010：STNカラー12ビットデータバスモジュール 

001011：STNカラー16ビットデータバスモジュール 

010001：DSTNモノクロ 8ビットデータバスモジュール 

010011：DSTNモノクロ 16ビットデータバスモジュール 

011001：DSTNカラー8ビットデータバスモジュール 

011010：DSTNカラー12ビットデータバスモジュール 

011011：DSTNカラー16ビットデータバスモジュール 

101011：TFTカラー16ビットデータバスモジュール 

上記以外の設定：設定禁止 
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15.3.3 LCDCデータフォーマットレジスタ（LDDFR） 

LDDFRは、表示用のドライバソフトウェアの仕様に合わせるために、1バイト内のデータのビットアラインメ

ント、および表示に使用するデータの型と色数を設定します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
R R R R R R R R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － PABD DSPCOLOR[6:0]－

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

8 PABD 0 R/W バイトデータピクセルアライメント 

1バイトデータ内のピクセルデータのアライメント種類を設定します。ア

ラインメントされた 1ピクセル当たりのデータそれぞれの内容は、このビ

ットの内容にかかわらず同一になります。たとえば、H'05というデータ

は 2進数の B'0101か B'1010かを選ぶのではなく、CPUがMOV命令で

通常扱う形の H'05（B'0101）としてください。 

0：バイトデータ内をビッグエンディアンに設定 

1：バイトデータ内をリトルエンディアンに設定 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

6～0 DSPCOLOR

[6:0] 

0001100 R/W 表示カラー選択 

ディスプレイの表示色数を設定します（アンパレット 4、5、6bpp上位ビ

ットを 0で埋めることで対応）。 

（パレット経由）との記述のある表示カラーについては、実際にはカラー

パレットに設定した色が、表示データにより選択されて表示されます。 

回転表示時にサポート可能な色数は、表示解像度によって制限されます。 

0000000：モノクロ、2グレイスケール、1bpp（パレット経由） 

0000001：モノクロ、4グレイスケール、2bpp（パレット経由） 

0000010：モノクロ、16グレイスケール、4bpp（パレット経由） 

0000100：モノクロ、64グレイスケール、6bpp（パレット経由） 

0001010：カラー、16色、4bpp（パレット経由） 

0001100：カラー、256色、8bpp（パレット経由） 

0011101：カラー、32k色（RGB：5-5-5）、15bpp 

0101101：カラー、64k色（RGB：5-6-5）、16bpp 

上記以外の設定：設定禁止 
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15.3.4 LCDC上部表示パネル用データ取り込み開始アドレスレジスタ（LDSARU） 

LDSARUは、液晶パネルに表示するデータを LCDCに取り込み開始するアドレスを指定します。DSTN型の液

晶パネルを使用する場合、本レジスタは上部のパネルの取り込み開始アドレスを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

－ － － － SAU[27:16]

SAU[15:4] － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

27 SAU[27] 0 R/W 

26 SAU[26] 1 R/W 

25～4 SAU[25:4] すべて 0 R/W 

上部パネル表示データの取り込み開始アドレス 

表示データの取り込み開始アドレスはエリア 2、3のメモリ領域内に設定

します。 

SAU[27]＝'0'は設定禁止（初期値を書き換えて使用してください） 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

【注】 LDSARUの最小のアラインメント単位は 512バイトです。下位 9ビットには 0を設定してください。 
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15.3.5 LCDC下部表示パネル用データ取り込み開始アドレスレジスタ（LDSARL） 

LDSARLは、DSTN型の液晶パネルを使用する場合、下部のパネルの取り込み開始アドレスを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

－ － － － SAL[27:16]

SAL[15:4] － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

27 SAL[27] 0 R/W 

26 SAL[26] 1 R/W 

25～4 SAL[25:4] すべて 0 R/W 

下部パネル表示データの取り込み開始アドレス 

表示データの取り込み開始アドレスはエリア 2、3のメモリ領域内に設定

します。 

STN、TFT：使用しません 

DSTN：下部パネルに対応する表示データの取り込み開始アドレス 

SAL[27]＝'0'は設定禁止（初期値を書き換えて使用してください） 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

【注】 LDSARLの最小アラインメント単位は 32バイトです。下位５ビットには 0を設定してください。 
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15.3.6 LCDC表示パネル用取り込みデータラインアドレスオフセットレジスタ 

（LDLAOR） 

LDLAORは、グラフィックスドライバにより認識されている画像イメージを LCDCが読み出すための Y座標イ

ンクリメントのアドレス幅を指定します。Y座標方向に 1増えた際に何バイト分アドレスを移動してメモリから

データを読むかを指定するレジスタであり、液晶パネルの横幅と同一である必要はありません。2次元の画像イメ

ージ上の点（X、Y）のメモリアドレスが Ax＋By＋Cで計算される場合、本レジスタはこの式の Bと等しくなり

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

LAO[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 LAO[15:0] H'0280 R/W ラインアドレスオフセット 

最小のアライメント単位は 32バイトです。32バイト単位の処理となるの

で、各レジスタ書き込み値の下位 5ビットは 0としてください。また、レ

ジスタ値を読み出すと下位 5ビットは 0が読み出されます。初期値は、

VGA（640×480ドット）表示データをライン間でアドレスを飛ばさずに

連続、稠密的に配置するための設定値（×解像度＝640）となっています。 

LDLAORの値としては、ソフトウェアの動作速度面を考慮し、画像イメ

ージの横幅以上の 2のべき乗の値を推奨します。 
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15.3.7 LCDCパレットコントロールレジスタ（LDPALCR） 

LDPALCRは、パレットメモリの CPUからのアクセス、または LCDCからのアクセスを選択します。パレット

メモリを使用して表示動作中は、通常表示モードに、パレットメモリの内容を書き換える際はカラーパレット設

定モードに設定してください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － － PALS － － － PALEN

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

4 PALS 0 R パレット状態 

パレットのアクセス権の状態を示します。 

0：LCDCがパレットを使用。通常表示モード 

1：ホスト（CPU）がパレットを使用。カラーパレット設定モード 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

0 PALEN 0 R/W パレット読み出し／書き込みイネーブル 

パレットアクセス権を要求します。 

0：通常表示モードへの遷移要求 

1：カラーパレット設定モードへの遷移要求 
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15.3.8 パレットデータレジスタ 00～FF（LDPR00～LDPRFF） 

LDPRは、メモリ空間上に直接配置（4バイト×256アドレス）されたパレットデータをアクセスするためのレ

ジスタです。パレットメモリへのアクセスは、本レジスタ（LDPR00～LDPRFF）の中の該当するレジスタに対し

てアクセスしてください。一つ一つのパレットレジスタは RGBそれぞれ 8ビットずつの領域を有する 32ビット

のレジスタです。本カラーパレットの詳細仕様に関しては、「15.4.2 カラーパレット仕様について」を参照して

ください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

－ － － － － － － － － － － － － － － －
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － PALDnn[23:16]

PALDnn[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － － R リザーブビット 

23～0 PALDnn[23:0] － R/W パレットデータ 

ビット 18～16、9、8、2～0は、RGB各パレット内のリザーブビットで

す。設定できませんが、上位ビットに従って拡張して使用できます。 

【注】 nn＝H'00～H'FF 
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15.3.9 LCDC水平キャラクタナンバーレジスタ（LDHCNR） 

LDHCNRは、液晶モジュールの横方向（スキャン方向）のサイズ、および水平帰線期間を含めた全体のスキャ

ン幅を指定するレジスタです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 1 0 0 1 1 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

HDCN[7:0] HTCN[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 HDCN[7:0] 01001111 R/W 水平表示キャラクタナンバー 

水平画面方向の表示キャラクタ数を設定します（キャラクタ＝8ドット単

位）。 

（表示キャラクタ数）－1の値を設定してください。 

（例）横幅 640pixelの液晶モジュールを使用する場合 

   HDCN＝(640/8)－1＝79＝H'4F 

7～0 HTCN[7:0] 01010010 R/W 水平総キャラクタナンバー 

水平画面方向の総キャラクタ数を設定します（キャラクタ＝8ドット単

位）。 

（総キャラクタ数）－1の値を設定してください。 

ただし、最小の水平帰線期間は 3キャラクタ（24ドット）です。 

（例）横幅 640pixelの液晶モジュールを使用する場合 

   HTCN＝[(640/8)－1]＋3＝82＝H'52 

   この場合、水平総ドット数は 664ドット、水平帰線期間は 24 

   ドットになります。 

【注】 1. HDCN、HTCNの設定値は、HTCN＞＝HDCNの関係を必ず満足してください。また、HTCNは総キャラクタ数を

偶数としてください（設定値は -1値設定のため奇数となります）。 

 2. HDCNの設定は、使用するディスプレイの解像度によって下記としてください。 

  1bppの場合：（16の倍数）－1[1ラインが 128pixelの倍数] 

  2bppの場合：（8の倍数）－1[1ラインが 64pixelの倍数] 

  4bppの場合：（4の倍数）－1[1ラインが 32pixelの倍数] 

  6bpp/8bppの場合：（2の倍数）－1[1ラインが 16pixelの倍数] 
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15.3.10 LCDC水平同期信号レジスタ（LDHSYNR） 

LDHSYNRは、液晶パネルモジュールの横方向（スキャン方向）の同期信号のタイミングを指定するレジスタ

です。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

HSYNW[3:0] HSYNP[7:0]－ － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 HSYNW[3:0] すべて 0 R/W 水平同期信号幅 

水平画面方向の同期信号（CL1、Hsync）幅を設定します（キャラクタ＝8

ドット単位）。 

（水平同期信号幅）－1の値を設定してください。 

（例）水平同期信号幅を 8ドットとする場合 

   HSYNW＝（8ドット／8ドット／キャラクタ）－1＝0＝H'0 

11～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

7～0 HSYNP[7:0] 01010000 R/W 水平同期信号出力位置 

水平画面方向の同期信号の出力位置を設定します（キャラクタ＝8ドット

単位）。 

（水平同期信号出力位置）－1の値を設定してください。 

（例）横幅 640pixelの液晶モジュールを使用する場合 

   HSYNP＝[(640/8)＋1]－1＝80＝H'50 

   この場合、648ドット目から 655ドット目まで水平同期信号が 

   アクティブになります。 

【注】 HTCN＞＝HSYNP＋HSYNW＋1 

 HSYNP＞＝HDCN＋1の関係を満足してください。 
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15.3.11 LCDC垂直表示ラインナンバーレジスタ（LDVDLNR） 

LDVDLNRは、液晶パネルモジュールの縦方向（スキャン方向と垂直方向）のサイズを指定するレジスタです。

DSTNの場合は上下のパネルの大きさにかかわらず、パネルモジュールとしての縦方向サイズ以上の偶数を指定

してください（例：640×480のパネルの場合は 480）。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － VDLN[10:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

10～0 VDLN[10:0] 00111011111 R/W 垂直表示ラインナンバー 

垂直画面方向の表示ライン数を設定します（ライン単位）。 

（表示ライン数）－1の値を設定してください。 

（例）480ラインの液晶モジュールを使用する場合 

   VDLN＝480－1＝479＝H'1DF 

 

15.3.12 LCDC垂直総ラインナンバーレジスタ（LDVTLNR） 

LDVTLNRは、液晶パネルモジュールの垂直帰線期間を含めた全体の縦方向の長さを指定するレジスタです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － VTLN[10:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

10～0 VTLN[10:0] 00111011111 R/W 垂直総ラインナンバー 

垂直画面方向の総ライン数を設定します（ライン単位）。 

（総ライン数）－1の値を設定してください。 

最小の垂直総ライン数は 2ラインです。 

VTLN＞＝VDLN、VTLN＞＝1を満足してください。 

（例）480ラインの液晶モジュールを使用し、垂直帰線期間が 0ライン 

   の場合 

   VTLN＝(480＋0)－1＝479＝H'1DF 
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15.3.13 LCDC垂直同期信号レジスタ（LDVSYNR） 

LDVSYNRは、液晶モジュールの縦方向（スキャン方向と垂直方向）の同期信号のタイミングを指定するレジ

スタです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

VSYNW[3:0] － VSYNP[10:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 VSYNW[3:0] すべて 0 R/W 垂直同期信号幅 

垂直画面方向の同期信号（FLM、Vsync）幅を設定します（ライン単位）。 

（垂直同期信号幅）－1の値を設定してください。 

（例）垂直同期信号幅を 1ラインとする場合 

   VSYNW＝(1－1)＝0＝H'0 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

10～0 VSYNP[10:0] 00111011111 R/W 垂直同期信号出力位置 

垂直画面方向の同期信号（FLM、Vsync）の出力位置を設定します（ライ

ン単位）。 

（垂直同期信号出力位置）－2の値を設定してください。 

DSTNの場合は奇数値を設定してください。(設定値＋1)/2として扱われ

ます。 

（例）480ラインの液晶モジュールを使用し、帰線期間が 0ライン、 

   つまり VTLN＝479のときに 1ライン目に垂直同期信号をアク 

   ティブにする場合 

• シングルディスプレイの場合 

VSYNP＝[(1－1)＋VTLN]mod(VTLN＋1)＝[(1－1)＋479mod(479＋1) 

＝479mod480=479 

＝H'1DF 

• デュアルディスプレイの場合 

VSYNP＝[(1－1)×2＋VTLN]mod(VTLN＋1)＝[(1－1)×2＋479]mod(479＋1) 

＝479mod480=479 

＝H'1DF 
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15.3.14 LCDC ACモジュレーション信号トグルラインナンバーレジスタ（LDACLNR） 

LDACLNRは、液晶モジュールの ACモジュレーション信号（液晶交流化信号）をトグルするタイミングを指

定するレジスタです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － ACLN[4:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

4～0 ACLN[4:0] 01100 R/W ACラインナンバー 

液晶モジュール交流化信号をトグルする行数を設定します（ライン単位）。 

（トグルする行数）－1の値を設定してください。 

（例）13ラインごとにトグルさせる場合 

   ACLN＝13－1＝12＝H'0C 

【注】 パネルの総ライン数が偶数の場合、必ず奇数行でトグルするように偶数を設定してください。 
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15.3.15 LCDC割り込みコントロールレジスタ（LDINTR） 

LDINTRは、Vsync割り込みの開始点を指定するレジスタです。割り込みについては、「15.3.19 LCDCユー

ザ指定割り込みコントロールレジスタ（LDUINTR）」および「15.3.20 LCDCユーザ指定割り込みラインナンバ

ーレジスタ（LDUINTLNR）」も参照してください。なお、本レジスタの設定による作用と、LCDCユーザ指定割

り込みコントロールレジスタ（LDUINTR）の設定による作用は独立です。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R

MINT
EN

FINT
EN

VSINT
EN

VEINT
EN MINTS FINTS VSINTS VEINTS － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 MINTEN 0 R/W メモリアクセス割り込みイネーブル 

LCDCによる VRAMアクセスの垂直帰線期間の開始点で割り込みを発生

するか否かを設定します。 

0：VRAMアクセスの垂直帰線期間の開始点で割り込みを発生しません。 

1：VRAMアクセスの垂直帰線期間の開始点で割り込みを発生します。 

14 FINTEN 0 R/W フレーム終了割り込みイネーブル 

液晶パネルにフレームの最終ピクセルを出力したときに割り込みを発生

するか否かを設定します。 

0：液晶パネルにフレームの最終ピクセルを出力したときに割り込みを

発生しません。 

1：液晶パネルにフレームの最終ピクセルを出力したときに割り込みを

発生します。 

13 VSINTEN 0 R/W Vsync開始割り込みイネーブル 

LCDC Vsyncの開始時に割り込みを発生するか否かを設定します。 

0：LCDC Vsyncの開始時に割り込みを発生しません。 

1：LCDC Vsyncの開始時に割り込みを発生します。 

12 VEINTEN 0 R/W Vsync終了割り込みイネーブル 

LCDC Vsyncの終了時に割り込みを発生するか否かを設定します。 

0：LCDC Vsyncの終了時に割り込みを発生しません。 

1：LCDC Vsyncの終了時に割り込みを発生します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11 MINTS 0 R/W メモリアクセス割り込み状態 

メモリアクセス割り込みの処理状態を表します。 

このビットは、LCDCメモリアクセス割り込みが発生した時点で 1を示し

ます（セット状態）。メモリアクセス割り込みに対する処理ルーチンの中

で、レジスタへの 0書き込みでクリアしてください。 

0：LCDCがメモリアクセス割り込みを発生していないか、またはメモ

リアクセス割り込み発生に対して処理済の通知を受けた状態を表し

ます。 

1：LCDCがメモリアクセス割り込みを発生し処理済の通知を受けてい

ない状態を表します。 

10 FINTS 0 R/W フレーム終了割り込み状態 

フレーム終了割り込みの処理状態を表します。 

このビットは、LCDCフレーム終了割り込みが発生した時点で 1を示しま

す（セット状態）。フレーム終了割り込みに対する処理ルーチン中で、レ

ジスタへの 0書き込みでクリアしてください。 

0：LCDCがフレーム終了割り込みを発生していないか、またはフレー

ム終了割り込み発生に対して処理済の通知を受けた状態を表しま

す。 

1：LCDCがフレーム終了割り込みを発生し処理済の通知を受けていな

い状態を表します。 

9 VSINTS 0 R/W Vsync開始割り込み状態 

LCDC Vsync開始割り込みの処理状態を表します。 

このビットは、LCDC Vsync開始割り込みが発生した時点で 1を示します

（セット状態）。Vsync開始割り込みに対する処理ルーチン中で、レジス

タへの 0書き込みでクリアしてください。 

0：LCDCが Vsync開始割り込みを発生していないか、または Vsync開

始割り込み発生に対して処理済の通知を受けた状態を表します。 

1：LCDCが Vsync開始割り込みを発生し処理済の通知を受けていない

状態を表します。 

8 VEINTS 0 R/W Vsync終了割り込み状態 

LCDC Vsync終了割り込みの処理状態を表します。 

このビットは、LCDC Vsync終了割り込みが発生した時点で 1を示します

（セット状態）。Vsync終了割り込みに対する処理ルーチン中で、レジス

タへの 0書き込みでクリアしてください。 

0：LCDCが Vsync終了割り込みを発生していないか、または Vsync終

了割り込み発生に対して処理済の通知を受けた状態を示します。 

1：LCDCが Vsync終了割り込みを発生し処理済の通知を受けていない

状態を表します。 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 
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15.3.16 LCDCパワーマネジメントモードレジスタ（LDPMMR） 

LDPMMRは、液晶パネルモジュールに電源を供給する電源回路を制御する機能の設定を行うレジスタです。

LCD_VCPWCと LCD_VEPWCの 2種類の電源制御端子を使用するかしないか、電源投入機能オン／オフを設定し

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R R R

ONC[3:0] OFFD[3:0] － VCPE VEPE DONE － － LPS[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 ONC[3:0] すべて 0 R/W LCDC電源投入シーケンス期間 

LCDモジュールの電源投入シーケンスにおいてLCD_VEPWC端子のアサ

ートから LCD_DON端子のアサートまでの期間をフレーム周期単位設定

します。（期間）－1の値を設定してください。 

図 15.4～図 15.7の「電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態」

の（c）期間に当たります。詳細な方法は、表 15.5を参照してください（設

定方法は ONA、ONB、OFFD、OFFE、OFFFの各レジスタに共通です）。 

11～8 OFFD[3:0] すべて 0 R/W LCDC電源遮断シーケンス期間 

LCDモジュールの電源遮断シーケンスにおいて LCD_DON端子のネゲー

トから LCD_VEPWC端子のネゲートまでの期間をフレーム周期単位で設

定します。（期間）－1の値を設定してください。 

図 15.4～図 15.7の「電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態」

の（d）期間に当たります。 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

6 VCPE 0 R/W LCD_VCPWC端子イネーブル 

LCD_VCPWC端子を用いた電源制御シーケンス処理の有無を設定します 

0：（処理無）LCD_VCPWC端子出力はマスクされロー固定 

1：（処理有）LCD_VCPWC端子出力は所定のシーケンスに従いアサー

ト、ネゲートする 

5 VEPE 0 R/W LCD_VEPWC端子イネーブル 

LCD_VEPWC端子を用いた電源制御シーケンス処理の有無を設定しま

す。 

0：（処理無）LCD_VEPWC端子出力はマスクされロー固定 

1：（処理有）LCD_VEPWC端子出力は所定のシーケンスに従いアサー

ト、ネゲートする 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 DONE 1 R/W LCD_DON端子イネーブル 

LCD_DON端子を用いた電源制御シーケンス処理の有無を設定します。 

0：（処理無）LCD_DON端子出力はマスクされロー固定 

1：（処理有）LCD_DON端子出力は所定のシーケンスに従いアサート、

ネゲートする 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

1、0 LPS[1:0] すべて 0 R 液晶モジュール電源入力状態 

電源、制御機能を使用しているときの液晶モジュールの電源投入状態を示

します。 

00：液晶モジュール電源遮断 

11：液晶モジュール電源投入 
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15.3.17 LCDC電源シーケンス期間レジスタ（LDPSPR） 

LDPSPRは、液晶モジュールに電源を供給する電源回路を制御する機能の設定を行うレジスタです。

LCD_VEPWC、LCD_VCPWC端子とそれに伴うタイミング信号の出力開始タイミングを指定します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ONA[3:0] ONB[3:0] OFFE[3:0] OFFF[3:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 ONA[3:0] 1111 R/W LCDC電源投入シーケンス期間 

LCDモジュールの電源投入シーケンスにおいてLCD_VCPWC端子のアサ

ートから表示データ（LCD_D15～0）とタイミング信号（LCD_FLM、

LCD_CL1、LCD_CL2、LCD_M_DISP）の出力開始までの期間をフレーム

周期単位で設定します。（期間）－1の値を設定してください。 

図 15.4～図 15.7「電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態」の

（a）期間に当たります。 

11～8 ONB[3:0] 0110 R/W LCDC電源投入シーケンス期間 

LCDモジュールの電源投入シーケンスにおいて表示データ（LCD_D15～

0）とタイミング信号（LCD_FLM、LCD_CL1、LCD_CL2、LCD_M_DISP）

の出力開始から LCD_VEPWC端子のアサートまでの期間をフレーム周期

単位で設定します。（期間）－1の値を設定してください。 

図 15.4～図 15.7「電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態」の

（b）期間に当たります。 

7～4 OFFE[3:0] 0000 R/W LCDC電源遮断シーケンス期間 

液晶モジュールの電源遮断シーケンスにおいて LCD_VEPWC端子ネゲー

トから表示データ（LCD_D15～0）とタイミング信号（LCD_FLM、

LCD_CL1、LCD_CL2、LCD_M_DISP）の出力停止までの期間をフレーム

周期単位で設定します。（期間）－1の値を設定してください。 

図 15.4～図 15.7「電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態」の

（e）期間に当たります。 

3～0 OFFF[3:0] 1111 R/W LCDC電源遮断シーケンス期間 

液晶モジュールの電源遮断シーケンスにおいて表示データ（LCD_D15～

0）とタイミング信号（LCD_FLM、LCD_CL1、LCD_CL2、LCD_M_DISP）

の出力停止から LCD_VCPWC端子のネゲートまでの期間をフレーム周期

単位で設定します。（期間）－1の値を設定してください。 

図 15.4～図 15.7「電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態」の

（f）期間に当たります。 
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15.3.18 LCDCコントロールレジスタ（LDCNTR） 

LDCNTRは、LCDCによる表示動作の開始／終了を指定します。 

DON2ビットと DONビットにそれぞれ 1を書き込んだとき、LCDCは表示動作を開始します。次に、LDPMMR

および LDCNTRで設定されたシーケンスに従って液晶モジュールの電源を投入します。LPS1、LPS0ビットが B'00

から B'11になれば所定のシーケンスは終了です。なお、所定のシーケンスが終了するまで次の DONビットの操

作を行わないでください。 

LCDCの表示動作を終了するときは、DONビットを 0に設定します。LDPMMRおよび LDCNTRで設定された

シーケンスに従って液晶モジュールの電源を遮断します。LCDCの動作を停止します。LPS[1:0]が B'11から B'00

になれば所定のシーケンスは終了です。なお所定のシーケンスが終了するまで次の DONビットの操作を行わない

でください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R R R R/W

－ － － － － － － － － － － DON2 － － － DON

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

4 DON2 0 R/W ディスプレイオン 2 

LCDCによる表示動作開始を指示します。 

0：LCDC動作／終了中 

1：動作開始 

このビットを読み出すと常に 0が読み出されます。表示動作開始時のみ 1

を書き込んでください。表示動作開始時以外で 1を書いた場合の動作は保

証されません。書き込んだ 1は 0に自動的に復帰するので、1をクリアす

るために 0を書き込む必要はありません。 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

0 DON 0 R/W ディスプレイオン 

LCDCによる表示動作の開始／終了を指示します。 

制御シーケンスの状態はLDPMMRの LPS[1:0]値を参照することで確認で

きます。 

0：LCDC非動作。表示オフモード 

1：LCDC動作。表示オンモード 

【注】 1. 表示開始時は H'0011を LDCNTRに、表示終了時は H'0000を LDCNTRに書き込んでください。これ以外の値は

書き込まないでください。 

 2. DON2ビットに 1を書き込むとパレット RAMデータが不定になるので、DON2ビットに 1を書き込んでからパレ

ット RAMにデータを設定してください。 

 3. LDCNTR書き込み後に LCDCの別のレジスタにアクセスを行う場合は、周辺クロック（Pck）4サイクル以上間を

空けるか LCDC以外の 32ビットレジスタのダミーリードを 1回行ってください。 
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15.3.19 LCDCユーザ指定割り込みコントロールレジスタ（LDUINTR） 

LDUINTRは、ユーザ指定割り込みの発生有無を設定し、その状態を表示するレジスタです。本割り込みは、LCDC

が LCDCユーザ指定割り込みラインナンバーレジスタ（LDUINTLNR）で設定したラインの画像データを VRAM

から読み終えた時点で発生します。 

本 LCDCが発行する割り込み（LCDCI）は、本レジスタによるユーザ指定割り込みと LCDC割り込みコントロ

ールレジスタ（LDINTR）によるメモリアクセス、Vsync割り込みとの OR出力となります。なお、本レジスタと

LCDC割り込みコントロールレジスタ（LDINTR）の設定は、割り込み動作に対して独立に作用します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － － － － UINTSUINTEN －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

8 UINTEN 0 R/W ユーザ指定割り込みイネーブル 

LCDCユーザ指定割り込みを発生するか否かを設定します。 

0：LCDCユーザ指定割り込みを発生しません。 

1：LCDCユーザ指定割り込みを発生します。 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

0 UINTS 0 R/W ユーザ指定割り込み状態 

このビットは、LCDCユーザ指定割り込みが発生した時点で 1を示します

（セット状態）。ユーザ指定割り込みに対する処理ルーチン中で、レジス

タへの 0書き込みでクリアしてください。 

0：LCDCがユーザ指定割り込みを発生していないか、またはユーザ指

定割り込み発生に対して処理済の通知を受けた状態を表します。 

1：LCDCがユーザ指定割り込みを発生し処理済の通知を受けていない

状態を表します。 

【注】 割り込み処理の流れ 

 1. 割り込み信号入力 

 2. LDINTRのリード 

 3. もしMINTSまたは FINTSまたは VSINTSまたは VEINTS＝1ならば、その割り込みはメモリアクセスあるいはフ

レーム終了割り込みあるいは Vsync立ち上がり割り込みあるいは Vsync立ち下がり割り込み。それぞれの割り込

みに対する処理を行う。 

 4. もしMINTS＝FINTS＝VSINTS＝VEINTS＝0ならば、その割り込みはメモリアクセス、フレーム終了、Vsync立

ち上がり割り込み、および Vsync立ち下がり割り込みではない。 

 5. UINTSのリード 

 6. もし UINTS＝1ならば、その割り込みはユーザ指定割り込み。ユーザ指定割り込みに対する処理を行う。 

 7. もし UINTS＝0ならば、その割り込みはユーザ指定割り込みではない。他の処理を行う。 
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15.3.20 LCDCユーザ指定割り込みラインナンバーレジスタ（LDUINTLNR） 

LDUINTLNRは、ユーザ指定割り込みを発生する位置を設定するレジスタです。設定は水平ライン単位で行う

ことができます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 1
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － UINTLN[10:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

10～0 UINTLN[10:0] 0000100

1111 

R/W ユーザ指定割り込み発生ラインナンバー 

ユーザ指定割り込みを発生するラインを設定します（ライン単位）。 

（割り込み発生ライン数）－1の値を設定してください。 

（例）80ライン目にユーザ指定割り込みを発生する場合： 

 HINTLN＝160/2－1＝79＝H'04F 

【注】 1. STN/TFTの液晶モジュールを使用する場合、本レジスタの設定値は LDVDLNRの垂直表示ラインナンバー（VDLN）

以下にしてください。 

 2. DSTN液晶モジュールを使用する場合、本レジスタの設定値は LDVDLNRの垂直表示ラインナンバー（VDLN）の

1/2以下に設定してください。このとき、ユーザ指定割り込みは LCDCが下部画面の画像データを本レジスタに設

定したライン数分 VRAMから読み終えた時点で発生します。 
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15.3.21 LCDCメモリアクセスインターバルナンバレジスタ（LDLIRNR） 

LDLIRNRは、LCDCが VRAMを読み出す際のバスサイクルの間隔を制御します。LDLIRNRに H'00以外の値

を設定した場合には、SDRAMのクロック数をカウントし LDLIRNRの設定値と一致するまで、LCDCは VRAM

をアクセスしません。LDLIRNRに H'00を設定した場合（初期値）には、LCDCの VRAMアクセスの 1クロック

後に、LCDCが VRAMアクセスを行います。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － LIRN[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

7～0 LIRN[7:0] すべて 0 R/W LCDCの VRAM読み出しクロックサイクル間隔 

LCDCが VRAMを読み出すバスサイクルの間の SDRAMのクロックサイ

クル数を指定します。 

H'00：1クロックサイクル 

H'01：1クロックサイクル 

H'02：2クロックサイクル 

 ： 

H'FE：254クロックサイクル 

H'FF：255クロックサイクル 
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15.4 動作説明 

15.4.1 LCDCで表示可能な液晶モジュールのサイズについて 

LCDCは、機能としては 1024×1024ドット、16bpp（ビットパーピクセル）の表示を行うことが可能です。し

かし、表示される画像のイメージは CPUと共有である VRAMに格納されており、本 LCDCは表示に間に合うよ

うに VRAMからデータの読み出しを行う必要があります。 

本 LSIでは、最大 64バイトのメモリリードと 2.4kバイトのラインバッファ内蔵により、表示の破綻が起こりに

くいのですが、組み合わせによっては、表示が困難になることがあります。フレームレート 60Hzとした場合の推

奨するサイズとしては、16bpp時 320×240ドット、もしくは 8bpp時 640×480ドットです。 

下記よりバス占有率を算出することができます。 
 

バス占有率［％］＝

（                            ）オーバヘッド係数×表示総ピクセル数（HDCN＋1）×8×（VDLN＋1） 
×フレームレート（Hz）×色数（bpp））

DDR-SDRAM MCK×バス幅（＝16bit）
×100

 
 

オーバヘッド係数は、DDR-SDRAMの CL（CASレイテンシ）＝3のときに 1.75、4のときに 1.8125、5のとき

に 1.875となります（いずれもベストケースの理想値になります）。 

図 15.2に有効な表示と帰線期間について示します。 

H
syn

c T
im

e

L
e
ft B

o
rd

e
r H Addressable Video

R
ig

h
t B

o
rd

e
r

F
ro

n
t P

o
rch

Vsync Time

Top Border

V Addressable
 Video

Bottom Border

Front Porch

H Total Time

V
 T

o
ta

l T
im

e

Back Porch

B
a
ck P

o
rch

Hsync Signal V
syn

c S
ig

n
a
l

Active Video = Top/ Left Border + Addressable Video + Bottom/ Right Border
Total H Blank = Hsync Time + Back Porch + Front Porch
Total V Blank = Vsync Time + Back Porch + Front Porch
 
HTCN = H Total Time
HDCN = H Addressable Video
HSYNP = H Addressable Video + Right Border + Front Porch
HSYNW = Hsync Time
 
VTLN = V Total Time
CDLN = V Addressable Video
VSYNP = V Addressable Video + Bottom Border + Front Porch
VSYNW = Vsync Time  

図 15.2 有効な表示と帰線期間 
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15.4.2 カラーパレット仕様について 

（1） カラーパレットレジスタ 

本LCDCは1エントリにつき24ビットデータ出力で256エントリ同時使用可能なカラーパレットを有しており、

本カラーパレットを利用することで 16M色中 256色同時発色が可能です。 

また、本カラーパレットは以下の手順によって、ユーザにより随時設定可能です。 
 

1. LDPALCRのPALENビット＝0（初期値）：通常表示動作 

2. LDPALCRにアクセスしPALEN＝1を設定：カラーパレット設定モードに移行は周辺クロックの3サイクル後 

3. LDPALCRにアクセスしPALS＝1を確認 

4. LDPR00～FFにアクセスしPALD00～FFに必要な値を書き込む 

5. LDPALCRにアクセスしPALEN＝0を設定：通常表示モードに移行は周辺クロックの1サイクル後 

 

なお、LDPALCRの PALS＝1の間、LCDC表示データ出力（LCD_D15～0）は 0値出力となります。 

カラー

モノクロ

07152331

G6 G5 G4 G3 G2 G1 G0G7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0B7R6 R5 R4 R3 R2 R1 R0R7

M6 M5 M4 M3 M2 M1 M0M7  

図 15.3 カラーパレットデータフォーマット 

PALDnnの色／階調データは上記のように設定してください。 

カラー表示の場合、PALDnn[23:16]には Rデータを、PALDnn[15:8]には Gデータを、PALDnn[7:0]には Bデータ

を設定します。ただし、PALDnn[18:16]、PALDnn[9:8]、PALDnn[2:0]にはレジスタのビットは存在しますが、それ

に対応するメモリが存在しません。そのため、PALDnn[18:16]、PALDnn[9:8]、PALDnn[2:0]はパレットのデータを

保存することができないため、R:5ビット、G:6ビット、B:5ビットが有効となります。実際に使用する際は、24

ビット（R:8ビット、G:8ビット、B:8ビット）のデータを書き込んでください。PALDnn[23:19]、PALDnn[15:10]、

PALDnn[7:3]の値が 0でないときは、PALDnn[18:16]、PALDnn[9:8]、PALDnn[2:0]を 0または 1で埋め、PALDnn[23:19]、

PALDnn[15:10]、PALDnn[7:3]の値が 0のときは PALDnn[18:16]、PALDnn[9:8]、PALDnn[2:0]を 0で埋めることで

24ビットに拡張します。 

モノクロ表示の場合、PALDnn[7:3]に階調データを設定します。PALDnn[23:8]は don’t careです。PALDnn[7:3]

の値が 0でないときは PALDnn[2:0]を 1で埋め、PALDnn[7:3]の値が 0のときは PALDnn[2:0]を 0で埋めることで

8ビットに拡張します。 

【記号説明】nn：H'00～H'FF 
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15.4.3 データフォーマット 
 

1.Packed 1bpp（Pixel Alignment in Byte is Big Endian）［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

MSB LSB ↓Top Left Pixel

P00

P08

P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10

P18

P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

7 6 5 4 3 2 1 0

…

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

…

Display Memory

4.Packed 1bpp（Pixel Alignment in Byte is Little Endian）

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

MSB LSB

P07

P08

P06 P05 P04 P03 P02 P01 P00

P17

P18

P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

2.Packed 2bpp（Pixel Alignment in Byte is Big Endian）［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

MSB LSB

P00 P01 P02 P03

P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13

P14 P15 P16 P17

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

3.Packed 4bpp（Pixel Alignment in Byte is Big Endian）［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

（Byte2）

MSB LSB

P00 P01

P02 P03

P10 P11

P12 P13

P04 P05

P14 P15

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

Display

Pn: Put 1bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn: Put 1bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［1:0］: Put 2bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［3:0］: Put 4bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0
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5.Packed 2bpp（Pixel Alignment in Byte is Little Endian）

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

MSB LSB

P03 P02 P01 P00

P07 P06 P05 P04

P13 P12 P11 P10

P17 P16 P15 P14

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

6.Packed 4bpp（Pixel Alignment in Byte is Little Endian）

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

（Byte2）

MSB LSB

P01 P00

P03 P02

P11 P10

P13 P12

P05 P04

P15 P14

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

7.Unpacked 4bpp［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

（Byte2）

MSB LSB

P00

P01

P10

P11

P02

P12

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

8.Unpacked 5bpp［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

（Byte2）

MSB LSB

P00

P01

P10

P11

P02

P12

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［1:0］: Put 2bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［3:0］: Put 4bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［3:0］: Put 4bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［4:0］: Put 5bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0
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9.Unpacked 6bpp［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

（Byte2）

MSB LSB

P00

P01

P10

P11

P02

P12

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

10.Packed 8bpp［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

（Byte2）

MSB LSB

P00

P01

P10

P11

P02

P12

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

11.Unpacked color 15bpp（RGB 555）［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+02 

+04

+06

…

+LAO+00 

+LAO+02

+LAO+04 

+LAO+06

… 

［Bit］

（Word0）

（Word2）

（Word4）

MSB LSB

P00R

P01R

P10R

P11R

P02R

P12R

P00G

P01G

P10G

P11G

P02G

P12G

P00B

P01B

P10B

P11B

P02B

P12B

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

12.Packed color 16bpp（RGB 565）［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+02 

+04

+06

…

+LAO+00 

+LAO+02

+LAO+04 

+LAO+06

… 

［Bit］

（Word0）

（Word2）

（Word4）

MSB LSB

P00R

P01R

P10R

P11R

P02R

P12R

P00G

P01G

P10G

P11G

P02G

P12G

P00B

P01B

P10B

P11B

P02B

P12B

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［5:0］: Put 6bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［7:0］: Put 8bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

Display

PrR=PrR［4.0］.Pr 5bit RED data

PrG=PrG［4.0］.Pr 5bit GREEN data

PrB=PrB［4.0］.Pr 5bit BLUE data

Pr=（PrR,PrG,PrB） .Pr 15bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

Display

PrR=PrR［4.0］.Pr 5bit RED data

PrG=PrG［5.0］.Pr 6bit GREEN data

PrB=PrB［4.0］.Pr 5bit BLUE data

Pr=（PrR,PrG,PrB） .Pr 16bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0
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15.4.4 表示解像度の設定 

表示解像度は LDHCNR、LDHSYNR、LDVDLNR、LDVTLNR、LDVSYNRで設定します。LDACLNRで STN

または DSTN表示時の液晶交流化周期を設定します。これらのレジスタの初期値は VGA（640×480ドット）、

STNまたは DSTN表示に典型的な解像度設定値となっています。 

LDICKRで使用するクロックを設定します。液晶モジュールのフレームレートは、サイズに関係するレジスタ

で設定された 1画面分の表示画面＋帰線期間（非表示期間）と使用するクロックの周波数により決定されます。

また本 LCDCは、垂直帰線期間の開始点（正確には最終表示ラインの次のライン開始点）ごとに割り込みを発生

する Vsync割り込み機能を有しています。LDINTRを用いて、その機能を設定します。 
 

15.4.5 電源制御シーケンス処理 

通常、液晶モジュールは電源の投入遮断に関して特定のシーケンス処理を必要としています。LDPMMR、

LDPSPR、LDCNTRを設定することにより、液晶電源制御端子（LCD_VCPWC、LCD_VEPWC、LCD_DON）を使

用して、液晶モジュールの要求に応じた多用な電源制御シーケンス処理を実行できます。 

電源制御シーケンスの概略タイミングチャートを図 15.4～図 15.7に、設定可能な電源制御シーケンス期間の説

明を表 15.5に示します。 

電源投入開始 電源遮断開始

任意不定 不定

00 ≠00b,11b ≠00b,11bb 00b11b

(a)=0fr (b)=1fr (c)=1fr (d)=1fr (e)=1fr (f)=0fr

(液晶モジュール動作)(液晶モジュール停止) (液晶モジュール停止)

VCPE=ON

(1) STN,DSTN電源制御  

VEPE=ON

DONE=ON

(in) DONレジスタ

(out) LCD_VCPWC端子

(out)表示データ、

    タイミング信号

(out)LPSレジスタ

(out) LCD_VEPWC端子

(out) LCD_DON 端子

レジスタコントロール

シーケンス

 

図 15.4 電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態 
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00 ≠00b,11b ≠00b,11bb 00b11b

(a)=0fr

(b)=0fr

(c)=1fr (d)=1fr

(e)=0fr

(f)=0fr

VCPE=OFF

(2) STN,DSTN以外の電源制御 

VEPE=OFF

DONE=ON

(in) DONレジスタ

(out) LCD_VCPWC端子

(out)表示データ、 

    タイミング信号

 (out)LPSレジスタ

(out) LCD_VEPWC端子

(out) LCD_DON端子

レジスタコントロール

シーケンス

電源投入開始 電源遮断開始

任意不定 不定

(液晶モジュール動作)(液晶モジュール停止) (液晶モジュール停止)

（内部信号）

（内部信号）

 

図 15.5 電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態 

 

VCPE=ON

(3) TFT 電源制御

VEPE=ON

DONE=OFF

00b 00b11b

(a)=1fr (b)=6fr (c)=0fr (d)=0fr (e)=1fr (f)=1fr

(in) DONレジスタ

(out) LCD_ VCPWC 端子

(out) 表示データ、

    タイミング信号

(out)LPSレジスタ

 (out) LCD_VEPWC端子

(out) LCD_DON端子

レジスタコントロール

シーケンス

(液晶モジュール停止)

不定

電源投入開始 電源遮断開始

任意 不定

(液晶モジュール動作) (液晶モジュール停止)

（内部信号）

≠00b,11b ≠00b,11b

 

図 15.6 電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態 
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00b 00b11b

(a)=0fr

(b)=0fr

(c)=0fr (d)=0fr

(e)=0fr

(f)=0fr

VCPE=OFF

VEPE=OFF

DONE=OFF

電源投入開始 電源遮断開始

任意不定 不定

（液晶モジュール動作）(液晶モジュール停止) （液晶モジュール停止）

(4) TFT以外の電源制御 

(in) DONレジスタ

(out) LCD_VCPWC端子

(out) 表示データ、

    タイミング信号

(out)LPSレジスタ

(out) LCD_VEPWC端子

(out) LCD_DON端子

レジスタコントロール
シーケンス

（内部信号）

（内部信号）

（内部信号）

 

図 15.7 電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態 

 

表 15.5 代表的なフレームレートにおいて設定可能な電源制御シーケンス期間 

フレームレート ONX、OFFX 

レジスタ設定値 120Hz 60Hz 

H'F (-1+1)/120 ＝    0.00(ms) (-1+1)/60 ＝    0.00(ms) 

H'0  (0+1)/120 ＝    8.33(ms)  (0+1)/60 ＝   16.67(ms) 

H'1  (1+1)/120 ＝   16.67(ms)  (1+1)/60 ＝   33.33(ms) 

H'2  (2+1)/120 ＝   25.00(ms)  (2+1)/60 ＝   50.00(ms) 

H'3  (3+1)/120 ＝   33.33(ms)  (3+1)/60 ＝   66.67(ms) 

H'4  (4+1)/120 ＝   41.67(ms)  (4+1)/60 ＝   83.33(ms) 

H'5  (5+1)/120 ＝   50.00(ms)  (5+1)/60 ＝  100.00(ms) 

H'6  (6+1)/120 ＝   58.33(ms)  (6+1)/60 ＝  116.67(ms) 

H'7  (7+1)/120 ＝   66.67(ms)  (7+1)/60 ＝  133.33(ms) 

H'8  (8+1)/120 ＝   75.00(ms)  (8+1)/60 ＝  150.00(ms) 

H'9  (9+1)/120 ＝   83.33(ms)  (9+1)/60 ＝  166.67(ms) 

H'A (10+1)/120 ＝   91.67(ms) (10+1)/60 ＝  183.33(ms) 

H'B (11+1)/120 ＝  100.00(ms) (11+1)/60 ＝  200.00(ms) 

H'C (12+1)/120 ＝  108.33(ms) (12+1)/60 ＝  216.67(ms) 

H'D (13+1)/120 ＝  116.67(ms) (13+1)/60 ＝  233.33(ms) 

H'E (14+1)/120 ＝  125.00(ms) (14+1)/60 ＝  250.00(ms) 
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ONA、ONB、ONC、OFFD、OFFE、OFFFの各レジスタはフレーム周期単位で 0～15フレームまでの電源制御

シーケンス期間を設定可能です。レジスタ設定は（－1値）設定であり、H'0～H'E設定でおのおの 1～15フレー

ム、H'F設定で 0フレームを意味します。 

実際のシーケンス時間はレジスタ設定値と表示フレーム周波数に依存します。下表は代表的な液晶モジュール

の表示フレーム周波数での電源制御シーケンス期間です。 
 

• 表示フレーム周波数120HzにおいてONBレジスタにH'6を設定した場合 

表示フレーム周波数が 120Hzなので、1フレームの時間は 8.33（ms）＝1/120（sec） 

ONBレジスタは（－1値）設定なので電源投入シーケンス期間は 7フレーム。 

したがって、この場合のシーケンス時間は 58.33（ms）＝8.33（ms）×7となります。 
 

表 15.6 LCDC動作モード 

モード 機   能 

表示 ON 

（LCDC動作） 
レジスタ設定：DON＝1 

所定の解像度、色数による表示データ、タイミング信号を液

晶モジュールに出力 

表示 OFF 

（LCDC停止） 
レジスタ設定：DON＝0 

レジスタアクセスは可能。 

所定の解像度、色数による表示データ、タイミング信号を液

晶モジュールに出力しない 

 

表 15.7 液晶モジュール電源状態 

（STN、DSTNモジュールの場合） 

状  態 ロジック系電源 表示データ 

タイミング信号 

高圧系電源 DON信号 

対応する制御端子 LCD_VCPWC 
LCD_CL2、LCD_CL1、LCD_FLM、

LCD_M_DISP、LCD_D15～0 
LCD_VEPWC LCD_DON 

動作状態 供給 供給 供給 供給 

供給 供給 供給  

供給 供給   （過渡状態） 

供給    

停止状態     
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（TFTモジュールの場合） 

状  態 ロジック系電源 表示データ 

タイミング信号 

高圧系電源 

対応する制御端子 LCD_VCPWC 

LCD_CL2、LCD_CL1、

LCD_FLM、LCD_M_DISP、

LCD_D15～0 

LCD_VEPWC 

動作状態 供給 供給 供給 

供給 供給  
（過渡状態） 

供給   

停止状態    

 

上記は、一般的と思われる液晶モジュールの動作状態、停止状態での電源および表示データ、タイミング信号

の供給状態です。ただし、モジュールによっては高圧系電源をロジック系電源電圧からモジュール内部で生成す

るものもあり必ずしも示した電源の供給を必要としているとは限りません。 
 

表示 OFFモード（LCDC停止）の注意事項 

本 LCDCによる液晶モジュール電源制御シーケンス処理を使用している場合、表示 ON モードのまま電源の遮

断を行った場合の LCDCの正常動作は保証できません。また、最悪の場合、接続している液晶モジュールが破損

する恐れがあります。 
 

15.5 クロックと LCDデータ信号例 

DOTCLK

1) STNモノクロ4ビットデータバスモジュール

LCD_CL2

LCD_D0

LCD_D1

LCD_D2

LCD_D3 B0

B1

B2

B3

B4

B5

B6

B7

B8

B9

B10

B11

B12

B13

B14

B15

LCD_D4～15 LOW  

図 15.8 クロックと LCDデータ信号例（STNモノクロ 4ビットデータバスモジュール） 
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DOTCLK

2) STNモノクロ8ビットデータバスモジュール 

LCD_CL2

LCD_D0

LCD_D1

LCD_D2

LCD_D3

B0

B1

B2

B3

B4

B5

B6

B7

B8

B9

B10

B11

LCD_D8～15 LOW

LCD_D4

LCD_D5

LCD_D6

LCD_D7

B12

B13

B14

B15

 

図 15.9 クロックと LCDデータ信号例（STNモノクロ 8ビットデータバスモジュール） 

 

DOTCLK

3) STNカラー4ビットデータバスモジュール

LCD_CL2

R0

G0

B0

R1

LCD_D4～15 LOW

LCD_D0

LCD_D1

LCD_D2

LCD_D3 G1

B1

R2

G2

B2

R3

G3

B3

R4

G4

B4

R5

G5

B5

R6

G6

B6

R7

G7

B7

R8

G8

B8

R9

G9

B9

R10

G10

B10

R11

G11

B11

B14

R15

G15

B15

R12

G12

B12

R13

G13

B13

R14

G14

 

図 15.10 クロックと LCDデータ信号例（STNカラー4ビットデータバスモジュール） 
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DOTCLK

4) STNカラー8ビットデータバスモジュール

LCD_CL2

LCD_D0

LCD_D1

LCD_D2

LCD_D3

R0

G0

B0

R1

G1

R2

G2

LCD_D8～15 LOW

LCD_D4

LCD_D5

LCD_D6

LCD_D7

B1

B2

R3

G3

R4

G4

B3

R5

B4

G5

B5

R6

G6

R7

G7

B6

B7

R8

G8

B8

R9

G9

R10

G10

B9

B10

R11

G11

R12

G12

B11

R13

B12

G13

B13

R14

G14

R15

G15

B14

B15

 

図 15.11 クロックと LCDデータ信号例（STNカラー8ビットデータバスモジュール） 

 

DOTCLK

5) STNカラー12ビットデータバスモジュール

LCD_CL2

LCD_D0

LCD_D1

LCD_D2

LCD_D3

R0

G0

B0

R1

G1

R2

G2

LCD_D12～15 LOW

LCD_D4

LCD_D5

LCD_D6

LCD_D7

B1

B2

R3

G3

R4

G4

B3

R5

B4

G5

B5

R6

G6

R7

G7

B6

B7

R8

G8

B8

R9

G9

R10

G10

B9

B10

R11

G11

R12

G12

B11

R13

B12

G13

B13

R14

G14

R15

G15

B14

B15

LCD_D8

LCD_D9

LCD_D10

LCD_D11

 

図 15.12 クロックと LCDデータ信号例（STNカラー12ビットデータバスモジュール） 
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DOTCLK

6) STNカラー16ビットデータバスモジュール

LCD_CL2

LCD_D0

LCD_D1

LCD_D2

LCD_D3

R0

G0

B0

R1

G1

R2

G2

LCD_D4

LCD_D5

LCD_D6

LCD_D7

B1

B2

R3

G3

R4

G4

B3

R5

B4

G5

B5

R6

G6

R7

G7

B6

B7

R8

G8

B8

R9

G9

R10

G10

B9

B10

R11

G11

R12

G12

B11

R13

B12

G13

B13

R14

G14

R15

G15

B14

B15

LCD_D8

LCD_D9

LCD_D10

LCD_D11

LCD_D12

LCD_D13

LCD_D14

LCD_D15

 

図 15.13 クロックと LCDデータ信号例（STNカラー16ビットデータバスモジュール） 

DOTCLK

7) DSTNモノクロ8ビットデータバスモジュール 

LCD_CL2

LCD_D0

LCD_D1

LCD_D2

LCD_D3

UB0

UB1

UB2

UB3

LB0

LB1

LB2

LB3

UB4

UB5

UB6

UB7

LCD_D8～15 LOW

LCD_D4

LCD_D5

LCD_D6

LCD_D7

LB4

LB5

LB6

LB7

 

図 15.14 クロックと LCDデータ信号例（DSTNモノクロ 8ビットデータバスモジュール） 
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DOTCLK

8) DSTNモノクロ16ビットデータバスモジュール

LCD_CL2

LCD_D0

LCD_D1

LCD_D2

LCD_D3

LCD_D4

LCD_D5

LCD_D6

LCD_D7

UB0

UB1

UB2

UB4

UB5

UB3

UB7

UB6

LB0

LB1

LB2

LB3

LB5

LB6

LB4

LB7

LCD_D8

LCD_D9

LCD_D10

LCD_D11

LCD_D12

LCD_D13

LCD_D14

LCD_D15

 

図 15.15 クロックと LCDデータ信号例（DSTNモノクロ 16ビットデータバスモジュール） 

 

DOTCLK

9)  DSTNカラー8ビットデータバスモジュール

LCD_CL2

LCD_D0

LCD_D1

LCD_D2

LCD_D3

UR0

UG0

UB0

UR1

UG1

UR2

UG2

LCD_D8 15 LOW

LCD_D4

LCD_D5

LCD_D6

LCD_D7

UB1

UB2

UR3

UG3

UR4

UG4

UB3 UR5

UB4

UG5

UB5

UR6

UG6

UR7

UG7

UB6

UB7

LR0

LG0

LB0

LR1

LG1

LR2

LG2

LB1

LB2

LR3

LG3

LR4

LG4

LB3 LR5

LB4

LG5

LB5

LR6

LG6

LR7

LG7

LB6

LB7

 

図 15.16 クロックと LCDデータ信号例（DSTNカラー8ビットデータバスモジュール） 
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DOTCLK

10)  DSTNカラー12ビットデータバスモジュール

LCD_CL2

LCD_D8

LCD_D9

LCD_D10

LCD_D11 UR0

UG0

UB0

UR1

UR2

UG2

UB2

UR3

UR4

UG4

UB4

UR5

UR6

UG6

UB6

UR7

LCD_D12～15 Low

LCD_D4

LCD_D5

LCD_D6

LCD_D7 UG1

UB1

LR0

LG0

UG3

UB3

LR2

LG2

UG5

UB5

LR4

LG4

UG7

UB7

LR6

LG6

LCD_D0

LCD_D1

LCD_D2

LCD_D3 LB0

LR1

LG1

LB1

LB2

LR3

LG3

LB3

LB4

LR5

LG5

LB5

LB6

LR7

LG7

LB7

 

図 15.17 クロックと LCDデータ信号例（DSTNカラー12ビットデータバスモジュール） 
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DOTCLK

11) DSTNカラー16ビットデータバスモジュール

LCD_CL2

LCD_D0

LCD_D1

LCD_D2

LCD_D3

UR0

UG0

UB0

UR1

UG1

UR2

UG2

LCD_D4

LCD_D5

LCD_D6

LCD_D7

UB1

UB2

UR3

UG3

UR4

UG4

UB3

UR5

UB4

UG5

UB5

UR6

UG6

UR7

UG7

UB6

UB7LCD_D8

LCD_D9

LCD_D10

LCD_D11

LCD_D12

LCD_D13

LCD_D14

LCD_D15

LR0

LG0

LB0

LR1

LG1

LR2

LG2

LB1

LB2

LR3

LG3

LR4

LG4

LB3

LR5

LB4

LG5

LB5

LR6

LG6

LR7

LG7

LB6

LB7

 

図 15.18 クロックと LCDデータ信号例（DSTNカラー16ビットデータバスモジュール） 
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DOTCLK

12)  TFTカラー12ビットデータバスモジュール

LCD_CL2

LCD_D0

LCD_D1

LCD_D2

B00

B01

B02

LCD_D4

LCD_D5

LCD_D6

LCD_D8

LCD_D9

LCD_D10

LCD_D12 15 LOW

G00

G01

G02

R00

R01

R02

B10

B11

B12

G10

G11

G12

R10

R11

R12

B20

B21

B22

G20

G21

G22

R20

R21

R22

B30

B31

B32

G30

G31

G32

R30

R31

R32

LCD_D3 B03 B13 B23 B33

LCD_D7 G03 G13 G23 G33

LCD_D11 R03 R13 R23 R33

 

図 15.19 クロックと LCDデータ信号例（TFTカラー12ビットデータバスモジュール） 
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DOTCLK

13) TFTカラー16ビットデータバスモジュール

LCD_CL2

LCD_D0

LCD_D1

LCD_D2

B01

B02

B03

B04LCD_D3

LCD_D4

LCD_D5

LCD_D6

B05

LCD_D7

LCD_D8

LCD_D9

LCD_D10

LCD_D11

LCD_D12

LCD_D13

LCD_D14

LCD_D15

G00

G01

G02

G03

G04

G05

R01

R02

R03

R04

R05

B11

B12

B13

B14

B15

G10

G11

G12

G13

G14

G15

R11

R12

R13

R14

R15

B21

B22

B23

B24

B25

G20

G21

G22

G23

G24

G25

R21

R22

R23

R24

R25

B31

B32

B33

B34

B35

G30

G31

G32

G33

G34

G35

R31

R32

R33

R34

R35

 

図 15.20 クロックと LCDデータ信号例（TFTカラー16ビットデータバスモジュール） 
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14) 8ビットインタフェースカラー640×480

STN-LCD

DOTCLK

LCD_CL2

LCD_D0

LCD_D1

LCD_D2

LCD_D3

R0

G0

B0

R1

G1

R2

G2

LCD_D8 15 LOW

LCD_D4

LCD_D5

LCD_D6

LCD_D7

B1

B2

R3

G3

R4

G4

B3

R5

B4

G5

B5

R6

G6

R7

G7

B6

B7

R8

G8

B8

R9

G9

R10

G10

B9

G637

B637

R638

G638

R639

G639

B638

B639

R0

G0

B0

R1

G1

R2

G2

B1

LCD_CL1

one Horizontal time ( ex. 640 + 8 x 3 (:3character) =  664 DCLK)  

one Horizontal Display time  ( 640 x DCLK)

Horizontal Sync Position Horizontal Sync Width

Horizontal Retrace  time

LCD_CL1

VALIDLCD_D0 15 VALID VALID VALID VALID VALID

one Horizontal time

LCD_FLM

1st line DATA 2nd line DATA

one FLAME time ( 480 x CL1)

1st  line DATA

LCD_CL2

2nd line DATA 480th line DATA

next FLAME time ( 480 x CL1)

no Vertical retrace

one Vertical retrace

LCD_CL1

VALIDLCD_D0 15 VALID VALID VALID VALID

one Horizontal time

LCD_FLM

1st line DATA 2nd line DATA 

one FLAME time ( 481 x CL1)

1st  line DATA

LCD_CL2

2nd line DATA 480th line DATA 

next FLAME time ( 480 x CL1)

 Vertical retrace time

 (one Horizontal time)  

水平波形

 

図 15.21 クロックと LCDデータ信号例（8ビットインタフェースカラー640×480） 
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15) 16ビットインタフェースカラー640×480

       TFT-LCD

DOTCLK

LCD_CL2

LCD_D0

LCD_D1

LCD_D2

LCD_D3

B0、3 B1、3

B1、4

B1、5

B1、6

B1、7

G1、2

B0、4

B0、5

B0、6

B0、7

G0、2

G0、3 G1、3

G1、4

G1、5

G1、6

G1、7

R1、3

G0、4

G0、5

G0、6

G0、7

R0、3

R0、4 R1、4

R1、5

R1、6

R1、7

R0、5

R0、6

R0、7

LCD_D4

LCD_D5

LCD_D6

LCD_D7

LCD_CL1

one Horizontal time ( ex. 640 + 8 x 3 (:3character) =  664 DCLK)  

one Horizontal Display time  ( 640 x DCLK)

Horizontal Sync Position Horizontal Sync Width

Horizontal Retrace  time

LCD_CL1

VALIDLCD_D0 15 VALID VALID VALID VALID VALID

one Horizontal time

LCD_FLM

1st line DATA 2nd line DATA

one FLAME time ( 480 x CL1)

1st line DATA

LCD_CL2

2nd line DATA 480th line DATA

next FLAME time ( 480 x CL1)

no Vertical retrace

水平波形

B639,3

B639,4

B639,5

B639,6

B639,7

G639,2

G639,3

G639,4

G639,5

G639,6

G639,7

R639,3

R639,4

R639,5

R639,6

R639,7

LCD_D8

LCD_D9

LCD_D10

LCD_D11

LCD_D12

LCD_D13

LCD_D14

LCD_D15

B0、3

B0、4

B0、5

B0、6

B0、7

G0、2

G0、3

G0、4

G0、5

G0、6

G0、7

R0、3

R0、4

R0、5

R0、6

R0、7

8DCLK 8DCLK 8DCLK

LCD_M_DISP

LCD_M_DISP

 

図 15.22 クロックと LCDデータ信号例（16ビットインタフェースカラー640×480） 
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15.6 使用上の注意事項 

15.6.1 表示データ格納用 VRAM（エリア 2、3）アクセスの停止手順について 

表示データ格納用 VRAM（エリア 2、3）アクセスの停止手順は、以下のフローに従ってください。 
 

• 表示データ格納用VRAMアクセスの停止手順 

1. 現在の状態がLDPMMRのLPS1とLPS0ビットが1であることを確認します。 

2. LDCNTRのDONビットを0（表示オフモード）に設定します。 

3. LDPMMRののLPS1とLPS0ビットが0になることを確認します。 

4. 1フレームの表示時間を待ちます。 

 

表示データ格納用 VRAM（エリア 2、3）をセルフリフレッシュにする前、スタンバイモード、モジュールスタ

ンバイ等に入る前には、この停止手順が必要です。 
 

15.6.2 表示開始時の注意事項について 

表示を開始する場合は以下手順で LCDCの状態を確認してください。 

1. DON2、DONビットに'11'を書き込み、モジュールスタンバイ制御レジスタ4を1回ダミーリードした後、

LDCNTRレジスタをn回ダミーリードして、LPS[0]ビットが'1'に変化する時間を待ちます。 

2. LPS［0］が'1'に変化していない場合は、再度LDCNTRレジスタへの書き込みを行ってください。 

【注】 表示を停止する場合（DON2、DONビットに'00'を設定する場合）の手順に変更はありません。 
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DON2＝1、DON＝1を設定

モジュールスタンバイ制御レジスタ4を1回ダミーリードし
てください。

n回のダミーリードによりLPSビットが変化する時間を待ちます。
Nについては、表15.4を参照してください。

LPS[0]が1に変化していれば正常に表示動作を開始しています。
1に変化していない場合は再度LDCNTRの設定を行ってください。

LPS[0]がB'1になれば
液晶モジュールへの電源投入シーケンス完了です。

LDPMMR.LPS[0]＝1？

Yes

No

開始

各LCDCレジスタの設定

MSTPCR4を1回ダミーリード

LDCCNTRをn回ダミーリード

LDCNTRにH'0011を設定

LDPMMR.LPSビットをリード

終了

 n（ダミーリード回数）＝INT（N/2×P/L）＋2［回］
 N：分周設定（N＝1、2、3、4、6、8、12、24、32）
 P：Pφ周波数（MHz）、L：外部LCD入力周波数（MHz）
（例）N：3分周、
 P：周辺クロック＝100MHz、L：LCDCLK＝54MHzの場合
 3/2×100MHz/54MHz＋2＝4.7＝5回（小数点以下切り上げ）

 

図 15.23 表示開始時の手順 
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16. シリアルサウンドインタフェース 
クロックセレクタ（SSS） 

16.1 特長 

シリアルサウンドインタフェースクロックセレクタ（SSS）のブロック図を示します。SSSは、SSIモジュール

を 4つと Audio_clk生成のためのボーレートジェネレータを 2つ内蔵します。なお、本文中の clksは SHwy用ク

ロック（clks）に対応します。また、clkpは周辺モジュール用クロック（clkp）に対応します。 
 

SSI 3
(slave mode only)

BRGA

BRGB

SSI 2

SSI 1

CLK_FS

SSICKR

SSICKR

SSICKR

SSICKR

SSICKR

SSICKR clk_porta

clk_portb

clk_brga

clk_brgbSSICKR

SSICKR

AUDIO_CLKA
AUDIO_CLKB
AUDIO_CLKC

AUDIO_CLKOUT

CLKS(from CPG)

SSI0 module
stop signal

SSI1 module
stop signal

SSI2 module
stop signal

CLK_FS

CLK_FS

SSI 0

SSS
SCK_IP

SCK_OP

WS_IP
WS_OP

WS_IP
WS_OP

WS_IP

SD_IP
SD_OP

SD_IP
SD_OP

SCK_IP
SCK_OP

WS_IP
WS_OP

SD_IP
SD_OP

SD_IP
SD_OP

SCK_IP
SCK_OP

SCK_IP

SSI_SCK0

SSI_SCK23

SSI_WS0

SSI_WS23

SSI_WS1

SSI_SDATA0

SSI_SDATA1

SSI_SDATA2

SSI_SDATA3

SSI_SCK1

 

図 16.1 SSSモジュールのブロック図 
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16.2 入出力端子 

SSSに関係する端子構成を表 16.1に示します。 
 

表 16.1 端子構成 

名称 本数 入出力 機   能 

SSI_SCK0 1 入出力 シリアルビットクロック 

SSI_WS0 1 入出力 ワード選択（L/Rクロック） 

SSI_SDATA0 1 入出力 シリアルデータ入出力 

SSI_SCK1 1 入出力 シリアルビットクロック 

SSI_WS1 1 入出力 ワード選択（L/Rクロック） 

SSI_SDATA1 1 入出力 シリアルデータ入出力 

SSI_SCK23 1 入出力 シリアルビットクロック（SSI2、3共通） 

SSI_WS23 1 入出力 ワード選択（L/Rクロック）（SSI2、3共通） 

SSI_SDATA2 1 入出力 シリアルデータ入出力 

SSI_SDATA3 1 入出力 シリアルデータ入出力 

AUDIO_CLKA 1 入力 AUDIO_CLK（オーバサンプルクロック。SSIモジュールには 256/384/512fs

の CLKを入力してください。） 

AUDIO_CLKB 1 入力 AUDIO_CLK（オーバサンプルクロック。SSIモジュールには 256/384/512fs

の CLKを入力してください。） 

AUDIO_CLKC 1 入力 AUDIO_CLK（オーバサンプルクロック。SSIモジュールには 256/384/512fs

の CLKを入力してください。） 

AUDIO_CLKOUT 1 出力 分周クロック clk_brgaまたは clk_brgbを出力 

【注】 1. SSI0と SSI1は、専用端子を有します。 

 2. SSI2と SSI3は、ワード選択（SSI_WS23）とシリアルビットクロック（SSI_SCK23）は兼用端子です。また、

シリアルデータ入出力（SSI_SDATA2、SSI_SDATA3）は専用端子です。 
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16.3 接続構成表 

SSSに関係する接続構成表を表 16.2に示します。 

表 16.2 SSSに関係する接続構成表 

端子系統 端子名 入出力 SSI0 SSI1 SSI2 SSI3 備考 

out 
out 
out 

master（送信） － － － 

out 
out 
in 

master（受信） － － － 

in 
in 

out 

slave（送信） － － － 

in 
in 

SSI0系 SSI_SCK0 

SSI_WS0 

SSI_SDATA0

in 

slave（受信） － － － 

どれか一つを選択してくだ

さい。 

out 
out 
out 

－ master（送信） － － 

out 
out 
in 

－ master（受信） － － 

in 
in 

out 

－ slave（送信） － － 

in 
in 

SSI1系 SSI_SCK1 

SSI_WS1 

SSI_SDATA1

in 

－ slave（受信） － － 

どれか一つを選択してくだ

さい。 

out 
out 
out 
out 

－ － master（送信） slave（送信）

out 
out 
out 
in 

 
－ 

 
－ 

master（送信） slave（受信）

out 
out 
in 

out 

 
－ 

 
－ 

master（受信） slave（送信）

out 
out 
in 
in 

－ － master（受信） slave（受信）

in 
in 

out 
out 

 
－ 

 
－ 

slave（送信） slave（送信）

in 
in 

out 
in 

－ － slave（送信） slave（受信）

in 
in 
in 

out 

 
－ 

 
－ 

slave（受信） slave（送信）

in 
in 
in 

SSI2,3系 SSI_SCK23 

SSI_WS23 

SSI_SDATA2

SSI_SDATA3

in 

 
－ 

 
－ 

slave（受信） slave（受信）

どれか一つを選択してくだ

さい。 

赤枠は、一つとしても選択で

きます。 

【注】 －は、接続がありません。 
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16.4 レジスタの説明 

ボーレートジェネレータのレジスタ構成を表 16.3に示します。 
 

表 16.3（1） ボーレートジェネレータレジスタ構成 

レジスタ名 略称 初期値 アドレス アクセスサイズ 

BRGAボーレート設定レジスタ BRRA H’0000_00FF H’FFFE 0104  32 bit 

BRGBボーレート設定レジスタ BRRB H’0000_00FF H’FFFE 010C  32 bit 

クロック選択レジスタ SSICKR H’2300_0000 H’FFFE 0118  32 bit 

 

表 16.3（2） ボーレートジェネレータレジスタ初期化条件 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

BRRA 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

BRRB 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

SSICKR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 
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16.4.1 BRGAボーレート設定レジスタ（BRRA） 

BRRAは、読み出し、書き込み可能な 32ビットのレジスタで、clk_portaを元にボーレートを設定します。 
 

161718192021222324252627282931 30

0 00000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

111111110000000 0

BRRA[7:0]CKS[1:0]⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 CKS[1:0] 00 R/W 内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択します。 

00：clk_porta    

01：clk_porta/4 

10：clk_porta/16 

11：clk_porta/64 

7～0 BRRA[7:0] H’FF R/W 分周比を設定します。 

詳細は、表 16.4を参照してください。 

 

BRGAの分周比は、表 16.4のとおりとなります。 
 

表 16.4 BRGAの分周比 

BRGA動作クロック（CKS[1:0]） 分周比 BRRA（N = 0～255） 計算式 

clk_porta 1/2 、 1/4 、 1/6 ～ 1/512 1/(2(N+1)) 

clk_porta/4 1/8 、 1/16 、 1/24 ～ 1/2048 1/(8(N+1)) 

clk_porta/16 1/32 、 1/64 、 1/96 ～ 1/8192 1/(32(N+1)) 

clk_porta/64 1/128 、 1/256 、 1/384 ～ 1/32768 1/(128(N+1)) 
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16.4.2 BRGBボーレート設定レジスタ（BRRB） 

BRRBは、読み出し、書き込み可能な 32ビットのレジスタで、clk_portbを元にボーレートを設定します。 
 

161718192021222324252627282931 30

0 00000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

111111110000000 0

BRRB[7:0]CKS[1:0]⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 CKS[1:0] 00 R/W 内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択します。 

00：clk_portb    

01：clk_portb/4 

10：clk_portb/16 

11：clk_portb/64 

7～0 BRRB[7:0] H’FF R/W 分周比を設定します。 

詳細は、表 16.5を参照してください。 

 

BRGBの分周比は、表 16.5のとおりとなります。 
 

表 16.5 BRGBの分周比 

BRGB動作クロック（CKS[1:0]） 分周比 BRRB（N = 0～255） 計算式 

clk_portb 1/2 、 1/4 、 1/6 ～ 1/512 1/(2(N+1)) 

clk_portb/4 1/8 、 1/16 、 1/24 ～ 1/2048 1/(8(N+1)) 

clk_portb/16 1/32 、 1/64 、 1/96 ～ 1/8192 1/(32(N+1)) 

clk_portb/64 1/128 、 1/256 、 1/384 ～ 1/32768 1/(128(N+1)) 
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16.4.3 クロック選択レジスタ（SSICKR） 

SSICKRの設定により、SSSに入力／出力されるクロックを選択します。 
 

161718192021222324252627282931 30

0 00000001100010 0

SSICKR[18:16]⎯SSICKR[22:20]⎯SSICKR[26:24]⎯SSICKR[30:28]

R/WR/WR/WRR/WR/WR/WRR/WR/WR/WRR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

⎯
01234567891011121315 14

000000000000000 0

SSICKR[10:8] SSICKR[6:4]⎯SSICKR[14:12]⎯

SSICK 
R[31]

RRRRR/WR/WR/WRR/WR/WR/WRR/WR/WR R/W

ビット:

初期値:

R/W:

⎯⎯⎯⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

31 SSICKR[31] 0 R/W 外部端子 AUDIO_CLKOUTに出力するクロックを選択します。 

0：BRGA出力クロック 

1：BRGB出力クロック 

30～28 SSICKR 

[30:28] 

010 R/W FSI用 Audio_clk（clk_audio_ai）に入力するクロックを選択します。 

000：AUDIO_CLKA 

001：AUDIO_CLKB 

010：BRGA出力クロック 

011：BRGB出力クロック 

100：AUDIO_CLKC 

101：0 

11x：0 

27 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

26～24 SSICKR 

[26:24] 

011 R/W FSI用 Audio_clk（clk_audio_bi）に入力するクロックを選択します。 

000：AUDIO_CLKA 

001：AUDIO_CLKB 

010：BRGA出力クロック 

011：BRGB出力クロック 

100：AUDIO_CLKC 

101：0 

11x：0 

23 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

22～20 SSICKR 

[22:20] 

000 R/W BRGAに入力するクロックを選択します。 

000：AUDIO_CLKA 

001：AUDIO_CLKB 

01x：clks 

100：AUDIO_CLKC 

101：0 

11x：0 

19 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18～16 SSICKR 

[18:16] 

000 R/W BRGBに入力するクロックを選択します。 

000：AUDIO_CLKA 

001：AUDIO_CLKB 

01x：clks 

100：AUDIO_CLKC 

101：0 

11x：0 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14～12 SSICKR 

[14:12] 

000 R/W SSI0に入力するクロックを選択します。 

000：BRGA出力クロック 

001：BRGB出力クロック 

010：AUDIO_CLKA 

011：AUDIO_CLKB 

100：AUDIO_CLKC 

101：0 

11x：0 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～8 SSICKR 

[10:8] 

000 R/W SSI1に入力するクロックを選択します。 

000：BRGA出力クロック 

001：BRGB出力クロック 

010：AUDIO_CLKA 

011：AUDIO_CLKB 

100：AUDIO_CLKC 

101：0 

11x：0 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

6～4 SSICKR[6:4] 000 R/W SSI2に入力するクロックを選択します。 

000：BRGA出力クロック 

001：BRGB出力クロック 

010：AUDIO_CLKA 

011：AUDIO_CLKB 

100：AUDIO_CLKC 

101：0 

11x：0 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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16A. シリアルサウンドインタフェース（SSI） 

シリアルサウンドインタフェース（SSI）モジュールは、Philips 方式と互換性のあるさまざまなデバイスと音声

データの送受信を行うモジュールです。ほかの一般的フォーマットだけでなく、バーストとマルチチャネルモー

ドにも対応しています。 
 

16A.1 特長 
SSI には次のような特長があります。 

 

• チャネル数：4チャネル（最大） 

• 動作モード：圧縮モード、非圧縮モード 

圧縮モードは、連続ビットストリームの転送に使用されます。 

非圧縮モードは、チャネルに分割されるシリアルオーディオストリームをサポートします。 

• SSIモジュールは、トランスミッタまたはレシーバのいずれとしても動作できます。また、圧縮モードと非圧

縮モードのどちらでもシリアルバスフォーマットを使用できます。 

• データバッファとシフトレジスタ間は非同期転送 

• シリアルバスインタフェースで使用されるクロックの分周比が選択可能です。 

• DMACまたは割り込みで、データ送受信を制御できます。 

• TDMモードをサポートします。 

• TDMモードは、44.1kHz、48kHzのサンプルレートにて動作します。 

• WS信号を停止せず動作するモード（WSコンティニュモード）をサポートします。 
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図 16A.1 に SSI モジュール単体のブロック図を示します。 

SD_OP

SD_IP

WS_IP

WS_OP

SCK_OP

SCK_IP

CLK_FS

SSICR

SSISR

SSITDR

SSIRDR

SSITDM

SSI

DMA

LSBMSB

 

図 16A.1 SSI のブロック図 
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16A.2 レジスタの説明 
SSI には以下のレジスタがあります。また本文中では、モジュールによる区別を省略して説明しています。 

 
表 16A.1（1） レジスタ構成 

モジュール 名称 略称 R/W アドレス サイズ 

コントロールレジスタ 0 SSICR0 R/W H'FFE0 0000 32 

ステータスレジスタ 0 SSISR0 R/W* H'FFE0 0004 32 

トランスミットデータレジスタ 0 SSITDR0 R/W H'FFE0 0008 32 

レシーブデータレジスタ 0 SSIRDR0 R H'FFE0 000C 32 

0 

TDM モードレジスタ 0 SSITDM0 R/W H'FFE0 0020 32 

コントロールレジスタ 1 SSICR1 R/W H'FFE1 0000 32 

ステータスレジスタ 1 SSISR1 R/W* H'FFE1 0004 32 

トランスミットデータレジスタ 1 SSITDR1 R/W H'FFE1 0008 32 

レシーブデータレジスタ 1 SSIRDR1 R H'FFE1 000C 32 

1 

TDM モードレジスタ 1 SSITDM1 R/W H'FFE1 0020 32 

コントロールレジスタ 2 SSICR2 W H'FFE2 0000 32 

ステータスレジスタ 2 SSISR2 R/W* H'FFE2 0004 32 

トランスミットデータレジスタ 2 SSITDR2 R/W H'FFE2 0008 32 

レシーブデータレジスタ 2 SSIRDR2 R H'FFE2 000C 32 

2 

TDM モードレジスタ 2 SSITDM2 R/W H'FFE2 0020 32 

コントロールレジスタ 3 SSICR3 R/W H'FFE3 0000 32 

ステータスレジスタ 3 SSISR3 R/W* H'FFE3 0004 32 

トランスミットデータレジスタ 3 SSITDR3 R/W H'FFE3 0008 32 

レシーブデータレジスタ 3 SSIRDR3 R H'FFE3 000C 32 

3 

TDM モードレジスタ 3 SSITDM3 R/W H'FFE3 0020 32 

【注】 上記アドレス以外への書き込みは行わないでください。書き込みを行った場合、動作は保証されません。 

読み出すと不定値が読み出されます。 

 * 本レジスタの 26、27 ビットは読み出し／書き込み可能で、それ以外は読み出し専用です、詳細は、「16A.2.2 ス

テータスレジスタ（SSISRn）（n＝0～3）」を参照してください。 
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表 16A.1（2） 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 

（n はチャネル数） 

初期値 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット

スリープ ソフトウェア

スタンバイ

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

SSICRn H'00000000 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

SSISRn ビット 28/27/26/

24/3/2＝0、 

ビット 1＝1 

（他は不定） 

初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

SSITDRn H'00000000 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

SSIRDRn H'00000000 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

SSITDMn H'00000000 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

 
【レジスタ説明の記号説明】 

初期値 ：リセット後のレジスタ値 

― ：不定値 

R/W ：リードおよびライト可。書き込み値を読み出すことができます。 

R/WC0  ：リードおよびライト可。0 を書き込むとビットは初期化されますが、1 の書き込みは無視されます。 

R ：リードのみ可。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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16A.2.1 コントロールレジスタ（SSICRn）（n＝0～3） 

SSICR は、読み出し／書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、IRQ の制御、各極性の状態の選択、動作モード

の設定を行います。 
 

161718192021222324252627282931 30

00 0

SCKD SWSD SCKP SWSP

DMEN UIEN OIEN IIEN DIEN CHNL[1:0] DWL[2:0] SWL[2:0]

SPDP SDTA PDTA DEL BREN CKDV[2:0] MUEN CPEN TRMD EN

RR R

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

:

:

R/W:

01234567891011121315 14

0000000000000

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

0000000000000

00 0

⎯ ⎯ ⎯

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － 0 R リザーブビット 

読み出し値は 0 です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

28 DMEN 0 R/W DMA イネーブル 

DMA 要求を許可／禁止します。 

0：DMA 要求を禁止 

1：DMA 要求を許可 

27 UIEN 0 R/W アンダフロー割り込みイネーブル 

0：アンダフロー割り込みを禁止 

1：アンダフロー割り込みを許可 

26 OIEN 0 R/W オーバフロー割り込みイネーブル 

0：オーバフロー割り込みを禁止 

1：オーバフロー割り込みを許可 

25 IIEN 0 R/W アイドルモード割り込みイネーブル 

0：アイドルモード割り込みを禁止 

1：アイドルモード割り込みを許可 

24 DIEN 0 R/W データ割り込みイネーブル 

0：データ割り込みを禁止 

1：データ割り込みを許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23、22 CHNL[1:0] 00 R/W チャネル 

各システムワードのチャネル数を示します。CPEN＝1 のとき、これらのビ

ットは無視されます。 

00：各システムワードは 1 チャネルで構成されています。 

01：各システムワードは 2 チャネルで構成されています。 

10：各システムワードは 3 チャネルで構成されています。 

11：各システムワードは 4 チャネルで構成されています。 

 

TDM モードレジスタの TDM＝1 のときは、下記の設定に変わります。 

00：設定禁止 

01：TDM フレームに対して 4 システムワードで構成されています。 

10：TDM フレームに対して 6 システムワードで構成されています。 

11：TDM フレームに対して 8 システムワードで構成されています。 

21～19 DWL[2:0] 000 R/W データワード長 

データワードのビット数を示します。CPEN＝1 のとき、これらのビットは

無視されます。 

000：8 ビット 

001：16 ビット 

010：18 ビット 

011：20 ビット 

100：22 ビット 

101：24 ビット 

110：32 ビット 

111：設定禁止 

18～16 SWL[2:0] 000 R/W システムワード長 

システムワードのビット数を示します。CPEN＝1 のとき、これらのビット

は無視されます。 

000：8 ビット 

001：16 ビット 

010：24 ビット 

011：32 ビット 

100：48 ビット 

101：64 ビット 

110：128 ビット 

111：256 ビット 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 SCKD 0 R/W シリアルビットクロック方向 

0：シリアルビットクロック入力、スレーブモード 

1：シリアルビットクロック出力、マスタモード 

【注】 非圧縮モード（CPEN=0）の場合、SSI0～2 は、(SCKD,SWSD)=(0,0)

と(1,1)の設定のみ可能です。SSI3 は、(SCKD,SWSD)=(0,0)の設定

のみ可能です。それ以外の設定は禁止です。 

14 SWSD 0 R/W シリアル WS 方向 

0：シリアルワード選択入力、スレーブモード 

1：シリアルワード選択出力、マスタモード 

【注】 非圧縮モード（CPEN=0）の場合、SSI0～2 は、(SCKD,SWSD)=(0,0)

と(1,1)の設定のみ可能です。SSI3 は、(SCKD,SWSD)=(0,0)の設定

のみ可能です。それ以外の設定は禁止です。 

13 SCKP 0 R/W シリアルビットクロック極性 

0： SSI_WS と SSI_SDATA は SSI_SCK の立ち下がりエッジで変化

（SCK 立ち上がりエッジでサンプリング） 

1： SSI_WS と SSI_SDATA は SSI_SCK の立ち上がりエッジで変化

（SCK 立ち下がりエッジでサンプリング） 

 SCKP＝0 SCKP＝1 

受信時（TRMD＝0）SSI_SDATA 
入力サンプリングタイミング 

SSI_SCK 
立ち上がりエッジ 

SSI＿SCK 
立ち下がりエッジ 

送信時（TRMD＝1）SSI_SDATA 

出力変化タイミング 

SSI＿SCK 

立ち下がりエッジ 

SSI_SCK 

立ち上がりエッジ 

スレーブモード時（SWSD＝0） 

SSI_WS 入力サンプリングタイミング

SSI_SCK 

立ち上がりエッジ 

SSI＿SCK 

立ち下がりエッジ 

マスタモード時（SWSD＝1） 

SSI_WS 出力変化タイミング 

SSI＿SCK 

立ち下がりエッジ 

SSI_SCK 

立ち上がりエッジ  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12 SWSP 0 R/W シリアル WS 極性 

このビットの機能は SSI モジュールが非圧縮モードか圧縮モードであるか

によって異なります。 

[CPEN＝0（非圧縮モード）のとき] 

0：SSI_WS は第 1 チャネルではローレベル、第 2 チャネルではハイレベ

ル 

1：SSI_WS は第 1 チャネルではハイレベル、第 2 チャネルではローレベ

ル 

[CPEN＝1（圧縮モード）のとき] 

0：SSI_WS はアクティブハイフロー制御。WS がハイレベルのときデー

タは転送され、WS がローレベルのときデータは転送されません。 

1：SSI_WS はアクティブローフロー制御。WS がローレベルのときデー

タは転送され、WS がハイレベルのときデータは転送されません。 

 

TDM モードレジスタの TDM＝1 のときは、このビットは 0 にセットしてく

ださい。SYNC パルスはシステムワード 1 の区間のみハイレベル、それ以

外はローレベルでのみ動作します。 

【注】 EN＝1 のときに変更しないでください。 

11 SPDP 0 R/W シリアルパディング極性 

CPEN＝1 のとき、このビットは無視されます。 

0：パディングビットはローレベル 

1：パディングビットはハイレベル 

MUEN=1 のとき、パディングビットはローレベルになります。（MUTE 機

能が優先されます） 

10 SDTA 0 R/W シリアルデータアラインメント 

CPEN＝1 のとき、このビットは無視されます。 

0：シリアルデータ、パディングビットの順に送受信 

1：パディングビット、シリアルデータの順に送受信 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 PDTA 0 R/W パラレルデータアラインメント 

CPEN＝1 のとき、このビットは無視されます。データワード長が 32、16、

8 ビットのとき、このビットは意味を持ちません。 

このビットは、受信モード時の SSIRDR と送信モード時の SSITDR に適用

します。 

0：パラレルデータ（SSITDR、SSIRDR）を左詰め 

1：パラレルデータ（SSITDR、SSIRDR）を右詰め 

• DWL＝000（データワード長 8 ビット時）、PDTA 設定は無視 

SSIRDR か SSITDR の全データビットがシリアルオーディオバス上で使

用されます。各 32ビットアクセスには 4データワードが送受信されます。

ビット 7～0 には第 1 のデータワード、ビット 15～8 には第 2 のデータワ

ード、ビット 23～16 には第 3 のデータワード、そしてビット 31～24 に

は第 4 のデータワードが格納されています。 

• DWL＝001（データワード長 16 ビット時）、PDTA 設定は無視 

SSIRDR か SSITDR の全データビットがシリアルオーディオバス上で使

用されます。各 32ビットアクセスには 2データワードが送受信されます。

ビット 15～0 には第 1 のデータワード、そしてビット 31～16 には第 2

のデータワードが格納されています。 

• DWL＝010、011、100、101（データワード長 18、20、22、24 ビット時）、

PDTA＝0（左詰め） 

SSIRDRかSSITDRのデータビットで使用されるのは以下のビットです。 

ビット 31～ビット（32－DWL によって設定されたデータワード長のビ

ット数） 

つまり、DWL＝011 のとき、データワード長は 20 ビットになり、SSIRDR

か SSITDR のビット 31～12 が使用されます。他のすべてのビットは無視

されるかリザーブビットになります。 

• DWL＝010、011、100、101（データワード長 18、20、22、24 ビット時）、

PDTA＝1（右詰め） 

SSIRDRかSSITDRのデータビットで使用されるのは以下のビットです。 

ビット（DWL によって設定されたデータワード長のビット数－1）～ビ

ット 0 

つまり、DWL＝011 のとき、データワード長は 20 ビットになり、SSIRDR

か SSITDR のビット 19～0 が使用されます。他のすべてのビットは無視

されるかリザーブビットになります。 

• DWL＝110（データワード長 32 ビット時）、PDTA 設定は無視 

SSIRDR か SSITDR の全データビットがシリアルオーディオバス上で使

用されます。 

8 DEL 0 R/W シリアルデータディレイ 

0：SSI_WS と SSI_SDATA 間で 1 クロックサイクルの遅延 

1：SSI_WS と SSI_SDATA 間の遅延なし 

CPEN＝1 のとき、このビットは 1 にセットしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 BREN 0 R/W バーストモードイネーブル 

0：バーストモードを禁止 

1：バーストモードを許可 

CPEN＝0 のとき、このビットは 0 にセットしてください。 

バーストモードは圧縮モード（CPEN＝1）でのみ使用可能です。バースト

モードが許可されているとき、SSI_SCK 信号は出力制御されます。

SSI_SDATA に有効なシリアルデータが出力されている期間中のみクロッ

クパルスを出力します。 

6～4 CKDV[2:0] 000 R/W シリアルオーバサンプルクロック分周比 

オーバサンプルクロック CLK_FS とシリアルビットクロックの分周比を設

定します。SCKD＝0 のとき、このビットは無視されます。 

シリアルビットクロックはシフトレジスタで使われ、SSI_SCK 端子から供

給されます。 

000：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／1 

001：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／2 

010：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／4 

011：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／8 

100：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／16 

101：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／6 

110：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／12 

111：設定禁止 

なお、TDMモードレジスタのTDM=1またはCONT=1の場合は、CKDV=000

の設定は使用できません。 

3 MUEN 0 R/W シリアルデータ出力ディスエーブルビット 

0：SSI モジュールはミュート状態でない 

1：SSI モジュールはミュート状態 

【注】 本ビットは、出力を停止（Low 出力）または、出力を許可すること

ができますが、SSI_WS 信号の変化には同期していません。 

2 CPEN 0 R/W 圧縮モードイネーブル 

0：圧縮モードを禁止 

1：圧縮モードを許可 

【注】 圧縮モード（CPEN=1）の場合、スレーブトランスミッタ 

（SWSD＝0 かつ TRMD＝1）以外の動作でご使用ください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 TRMD 0 R/W 送信／受信モード選択 

0：SSI モジュールは受信モード 

1：SSI モジュールは送信モード 

0 EN 0 R/W SSI モジュールイネーブル 

0：SSI モジュール動作を禁止 

1：SSI モジュール動作を許可 

 

16A.2.2 ステータスレジスタ（SSISRn）（n＝0～3） 

SSISR は、SSI モジュールの動作状態を示すステータスフラグと、現在のチャネル番号とワード番号を示すビッ

トで構成されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

CHNO[1:0] SWNO IDST

RRRRRRRRRR R

RRRR

:

:

R/W:

01234567891011121315 14

⎯100

DMRQ UIRQ OIRQ IIRQ

RR/WC0R/WC0R

⎯

DIRQ

R

0000

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
RRRRRRRRRRR R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － － R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

28 DMRQ 0 R DMA 要求ステータスフラグ 

本ステータスフラグにより、CPU は SSI モジュールの DMA リクエストの

状態を知ることができます。 

[TRMD＝0（受信モード）のとき] 

• DMRQ＝1 のとき、SSIRDR に未読データがあります。 

• SSIRDR が読み出された場合、次の未読データがくるまで DMRQ＝0 に

なります。 

[TRMD＝1（送信モード）のとき] 

• DMRQ＝1 のとき、SSITDR は、シリアルオーディオバス上の送信を継

続できるようデータの書き込みを要求します。 

• SSITDR にデータが書き込まれた場合、次の送信データの要求があるま

で DMRQ＝0 になります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

27 UIRQ 0 R/WC0 アンダフローエラー割り込みステータスフラグ 

本ステータスフラグは要求レートより低いレートでデータが供給された

ことを示します。 

このビットは、UIEN ビットの設定にかかわらず 1 にセットされます。0

にクリアするには、0 を書き込んでください。 

UIRQ＝1 かつ UIEN＝1 のとき、割り込みが発生します。 

[TRMD＝0（受信モード）のとき] 

UIRQ＝1 のとき、DMRQ や DIRQ ビットが新しい未読データの存在を

示す前に、SSIRDR が読み出されたことを示しています。このとき、同

じ受信データがホストによって 2 回格納される可能性があり、マルチチ

ャネルデータの破壊につながる恐れがあります。 

[TRMD＝1（送信モード）のとき] 

UIRQ＝1 のとき、送信する前に SSITDR に送信データが書き込まれな

かったことを示しています。これにより同じデータが 1 回多く送信され

る可能性があり、マルチチャネルデータの破壊につながる恐れがありま

す。結果として間違った SSI データが出力されるため、このエラーは、

受信モードのアンダフローより深刻です。 

【注】 アンダフローエラーが発生すると、次のデータが書き込まれるま

で、データバッファ中にあるデータが送信されます。 

26 OIRQ 0 R/WC0 オーバフローエラー割り込みステータスフラグ 

本ステータスフラグは要求レートより高いレートでデータが供給された

ことを示します。 

このビットは OIEN ビットの設定にかかわらず 1 にセットされます。0 に

クリアするには、0 を書き込んでください。 

OIRQ＝1 かつ OIEN＝1 のとき、割り込みが発生します。 

[TRMD＝0（受信モード）のとき] 

OIRQ＝1 のとき、SSIRDR に、新しい未読データが書き込まれる前に以前

の未読データが読み出されなかったことを示しています。これによりデー

タが損失される可能性があり、マルチチャネルデータの破壊につながる恐

れがあります。 

【注】 オーバフローエラーが発生すると、データバッファ中にあるデータ

は、SSI インタフェースから送られてくる次のデータに上書きされ

ます。 

[TRMD＝1（送信モード）のとき] 

OIRQ＝1 のとき、SSITDR 中のデータがシフトレジスタに転送される前

に SSITDR にデータが書き込まれたことを示しています。これによりデ

ータが損失される可能性があり、マルチチャネルデータの破壊につなが

る恐れがあります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

25 IIRQ － R アイドルモード割り込みステータスフラグ 

本ステータスフラグはSSIモジュールがアイドル状態であるかどうかを示

します。ポーリングを可能にするため、このビットは、IIEN ビットの設定

にかかわらず 1 にセットされます。 

アイドル状態とは、SSI モジュール起動した後、シリアルバスが停止した

状態をいいます。 

割り込みは、IIEN ビットを 0 にクリアすることでマスクできますが、この

ビットに 0 を書き込んでも割り込みをクリアできません。 

IIRQ＝1 かつ IIEN＝1 のとき、割り込みが発生します。 

0：SSI モジュールはアイドル状態でない 

1：SSI モジュールはアイドル状態 

24 DIRQ 0 R データ割り込みステータスフラグ 

本ステータスフラグはSSIモジュールがデータの読み出しか書き込みを必

要としていることを示します。 

ポーリングを可能にするため、このビットは、DIEN ビットの設定にかか

わらず 1 にセットされます。 

割り込みは、DIEN ビットを 0 にクリアすることでマスクできますが、こ

のビットに 0 を書き込んでも割り込みをクリアできません。 

DIRQ＝1 かつ DIEN＝1 のとき、割り込みが発生します。 

[TRMD＝0（受信モード）のとき] 

0：SSIRDR に未読データなし 

1：SSIRDR に未読データあり 

[TRMD＝1（送信モード）のとき] 

0：送信バッファはフル 

1：送信バッファは空で、SSITDR へのデータ書き込みを要求していま

す 

23～4 － － R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 CHNO[1:0] 00 R チャネル番号 

現在のチャネルを示します。なお、データワード長が 8、16 ビットの場合

は、このビットは意味を持ちません。 

00：1 チャネル 

01：2 チャネル 

10：3 チャネル 

11：4 チャネル 

[TRMD＝0（受信モード）のとき] 

このビットは、SSIRDR 内の現在のデータがどのチャネルのものかを表

します。シフトレジスタからの転送により SSIRDR 中のデータが更新さ

れるとこの値は変化します。 

[TRMD＝1（送信モード）のとき] 

このビットは、SSITDR にどのチャネルのデータを書き込むべきかを表

わします。データがシフトレジスタにコピーされると、SSITDR に書き

込まれたかどうかにかかわらず、この値は変化します。 

 

なお、TDM モードレジスタの TDM=1 または CONT=1 の場合は、本ビッ

トは使用できません。 

1 SWNO 1 R シリアルワード番号 

現在のワード番号を示します。なお、データワード長が 8、16 ビットの場

合は、このビットは意味を持ちません。 

[TRMD＝0（受信モード）のとき] 

このビットは、SSIRDR 内の現在のデータがどちらのシステムワードで

あるかを表します。SSIRDR が読み出されたかどうかにかかわらず、シ

フトレジスタからの転送により SSIRDR 中のデータが更新されるとこ

の値は変化します。 

[TRMD＝1（送信モード）のとき] 

このビットは、SSITDR にどちらのシステムワードを書き込むべきかを

表します。データがシフトレジスタにコピーされると、SSITDR に書き

込まれたかどうかにかかわらず、この値は変化します。 

 

なお、TDM モードレジスタの TDM=1 または CONT=1 の場合は、本ビッ

トは使用できません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 IDST － R アイドルモードステータスフラグ 

本ステータスフラグはシリアルバスが停止した状態であることを示しま

す。 

EN＝1 かつシリアルバスが動作中のとき、このビットはクリアされます。 

このビットは以下の条件のときに自動的に 1 にセットされます。 

[SSI がマスタトランスミッタ（SWSD＝1 かつ TRMD＝1）のとき] 

EN ビットがクリアされ、SSITDR に書き込まれているデータがシリア

ルデータ入出力端子（SSI_SDATA）から出力を完了すると、このビッ

トは 1 にセットされます。 

[SSI がマスタレシーバ（SWSD＝1 かつ TRMD＝0）のとき] 

EN ビットがクリアされ、現在のシステムワードが終了すると、このビ

ットは 1 にセットされます。 

[SSI がスレーブトランスミッタ／レシーバ（SWSD＝0）のとき] 

EN ビットがクリアされ、現在のシステムワードが終了すると、このビ

ットは 1 にセットされます。 

【注】 現在のシステムワードが終了する前に外部デバイスがシリアルバ

スクロックを停止すると、このビットはセットされません。 

 

16A.2.3 トランスミットデータレジスタ（SSITDRn）（n＝0～3） 

SSITDR は、32 ビットのレジスタで、送信するデータを格納します。 

本レジスタに書き込まれたデータは、送信の要求があると、シフトレジスタに転送されます。データワード長

が 32 ビット未満のとき、アラインメントは SSICR の PDTA コントロールビットの設定に従って行われます。 

本レジスタを読むことで、バッファ内のデータが得られます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

:

:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

:

:

R/W:  
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16A.2.4 レシーブデータレジスタ（SSIRDRn）（n＝0～3） 

SSIRDR は、32 ビットのレジスタで、受信したデータを格納します。 

本レジスタのデータは、データワードが受信されるごとにシフトレジスタから転送されます。データワード長

が 32 ビット未満のとき、アラインメントは SSICR の PDTA コントロールビットの設定に従って行われます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

:

:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

:

:

R/W:  
 

16A.2.5 TDM モードレジスタ（SSITDM） 

SSITDM は、読み出し／書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、TDM モードの設定、WS コンティニュモード

の設定を行います。 
 

161718192021222324252627282931

⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

R/WRRRRRRRR/WRRRR

CONT TDM

RR R

:

:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は 0 です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

8 CONT 0 R/W WS コンティニュモード 

0：WS コンティニュモードを禁止 

1：WS コンティニュモードを許可 

【注】非圧縮モード（SSICR.CPEN=0）でかつ、マスタモード

（SSICR.SCKD=1、SSICR.SWSD=1）の場合のみ設定可能です。 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は 0 です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

0 TDM 0 R/W TDM モード 

0：TDM モードを禁止 

1：TDM モードを許可 
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16A.3 動作説明 

16A.3.1 バスフォーマット 

SSI モジュールは、トランスミッタとレシーバのいずれとしても動作でき、どちらのモードにおいても、多くの

シリアルバスフォーマットを使用できます。 

バスフォーマットは表 16A.2 に示す 11 の主要なモードから選択できます。 
 

表 16A.2 SSI モジュールのバスフォーマット 

 

TR
M

D
 

C
P

EN
 

S
C

KD
 

S
W

S
D

 

E
N

 

M
U

EN
 

D
IE

N
 

IIE
N

 

O
IE

N
 

U
IE

N
 

D
E

L 

P
D

TA
 

S
D

TA
 

S
P

D
P

 

S
W

S
P

 

S
C

K
P

 

S
W

L 
[2

:0
] 

D
W

L 
[2

:0
] 

C
H

N
L 

[1
:0

] 

TD
M

 

C
O

N
T 

非圧縮スレーブレシーバ 0 0 0 0 

非圧縮スレーブトランスミッタ 1 0 0 0 

非圧縮マスタレシーバ 0 0 1 1 

非圧縮マスタトランスミッタ 1 0 1 1 

コントロールビット コンフィギュレーションビット 0/1 

 

圧縮スレーブレシーバ 0 1 0/1 0 

圧縮マスタレシーバ 0 1 0/1 1 

圧縮マスタトランスミッタ 1 1 0/1 1 

コントロールビット 1 無視され

ます 

コン

フィ

ギュ

レー

ショ

ンビ

ット

無視され

ます 

0 

 

0 

TDM スレーブレシーバ 0 0 0 0 

TDM スレーブトランスミッタ 1 0 0 0 

TDM マスタレシーバ 0 0 1 1 

TDM マスタトランスミッタ 1 0 1 1 

コントロールビット コンフィギュ

レーションビ

ット 

0 コンフィギュ

レーションビ

ット 

1 0/1 
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16A.3.2 非圧縮モード 

非圧縮モードは、チャネルに分割されるシリアルオーディオストリームをサポートします。Philips、Sony また

は松下モードだけでなく、多数の改良版にも対応しています。 
 

（1） スレーブレシーバ 

このモードでは、別のデバイスからシリアルデータを受信できます。シリアルデータストリームに使われるク

ロックとワード選択信号は外部デバイスから供給されます。これらの信号が SSI モジュールに設定されたフォー

マットと一致しないとき、動作は保証されません。 
 

（2） スレーブトランスミッタ 

このモードでは、別のデバイスにシリアルデータを送信できます。シリアルデータストリームに使われるクロ

ックとワード選択信号は外部デバイスから供給されます。これらの信号が SSI モジュールに設定されたフォーマ

ットと一致しないとき、動作は保証されません。 
 

（3） マスタレシーバ 

このモードでは、別のデバイスからシリアルデータを受信できます。クロックとワード選択信号は CLK_FS 入

力クロックから内部生成されます。これらの信号のフォーマットは SSI モジュールの設定に従います。別デバイ

スから送信されるデータが、設定されたフォーマットと一致しないとき、動作は保証されません。 
 

（4） マスタトランスミッタ 

このモードでは、別のデバイスにシリアルデータを送信できます。クロックとワード選択信号は CLK_FS 入力

クロックから内部生成されます。これらの信号のフォーマットは SSI モジュールのコンフィギュレーションビッ

トの設定に従います。 
 

（5） 動作設定（ワード長関連） 

非圧縮モードでは、SSICR のワード長に関するすべてのビットが有効です。SSI モジュールは多数のコンフィギ

ュレーションをサポートできますが、ここでは Philips、Sony、松下のフォーマットについて説明します。 
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1. Philipsフォーマット 

図 16A.2、図 16A.3 に、パディングありとパディングなしの Philips フォーマットをそれぞれ示します。データ

ワード長がシステムワード長より短いときにパディングが発生します。 

prev. sample MSB LSB+1 LSB MSB LSB+1 LSB next sample

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

2

2 

SCKP=0 SWSP=0 DEL=0 CHNL=00

1

1

SSICR

 

図 16A.2 Philips フォーマット（パディングなし） 

 

MSB LSB MSB LSB next

SCKP=0 SWSP=0 DEL=0 CHNL=00 SPDP=0 SDTA=0

1 2

1 2

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SSICR

 

図 16A.3 Philips フォーマット（パディングあり） 
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図 16A.4 に Sony フォーマットを、図 16A.5 に松下のフォーマットを示します。2 つともパディングありの例で

すが、システムワード長とデータワード長が同じだった場合はパディングなしとなることもあります。 
 

2. Sonyフォーマット 

MSB LSB MSB LSB next

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SCKP=0 SWSP=0 DEL=1 CHNL=00 SPDP=0 SDTA=0

1 2

1 2

SSICR

 

図 16A.4 Sony フォーマット（シリアルデータ、パディングビットの順に送受信） 

 

3. 松下フォーマット 

MSB LSB MSB LSBprev

SCKP=0 SWSP=0 DEL=1 CHNL=00 SPDP=0 SDTA=1

1 2

1 2

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SSICR

 

図 16A.5 松下フォーマット（パディングビット、シリアルデータの順に送受信） 

 

（6） マルチチャネルフォーマット 

Philips仕様の定義を拡張し、2システムワード中に2より多いチャネルの転送を行うデバイスタイプもあります。 

SSI モジュールは、CHNL、SWL および DWL ビットを使って、2、3、および 4 チャネルの転送を実行します。

ただし、システムワード長（SWL）が、データワード長（DWL）にチャネル数（CHNL）を掛けたもの以上の長

さの場合に限ります。 
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表 16A.3 に有効な設定とパディングビット数を示します。有効ではない設定には数字の代わりに「－」が記入

されています。 

表 16A.3 有効な設定とパディングビット数 

システムワードごとのパディングビット数 DWL[2：0] 000 001 010 011 100 101 110 

CHNL 

[1：0] 

システムワードごとに 

デコードされるチャネル

SWL 

[2：0] 

デコードされた

ワード長 

8 16 18 20 22 24 32 

000 8 0 － － － － － － 

001 16 8 0 － － － － － 

010 24 16 8 6 4 2 0 － 

011 32 24 16 14 12 10 8 0 

100 48 40 32 30 28 26 24 16 

101 64 56 48 46 44 42 40 32 

110 128 120 112 110 108 106 104 96 

00 1 

111 256 248 240 238 236 234 232 224 

000 8 － － － － － － － 

001 16 0 － － － － － － 

010 24 8 － － － － － － 

011 32 16 0 － － － － － 

100 48 32 16 12 8 4 0 － 

101 64 48 32 28 24 20 16 0 

110 128 112 96 92 88 84 80 64 

01 2 

111 256 240 224 220 216 212 208 192 

000 8 － － － － － － － 

001 16 － － － － － － － 

010 24 0 － － － － － － 

011 32 8 － － － － － － 

100 48 24 0 － － － － － 

101 64 40 16 10 4 － － － 

110 128 104 80 74 68 62 56 32 

10 3 

111 256 232 208 202 196 190 184 160 

000 8 － － － － － － － 

001 16 － － － － － － － 

010 24 － － － － － － － 

011 32 0 － － － － － － 

100 48 16 － － － － － － 

101 64 32 0 － － － － － 

110 128 96 64 56 48 40 32 0 

11 4 

111 256 224 192 184 176 168 160 128 
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SSI モジュールがトランスミッタとして動作する場合、SSITDR に書き込まれた各ワードは書き込まれた順にシ

リアルオーディオバスに送信されます。SSI モジュールがレシーバとして動作する場合、シリアルオーディオバス

が受信した各ワードは SSIRDR から受信した順に読み出されます。 

図 16A.6～図 16A.8 に、2、3 および 4 チャネルのデータがどのようにシリアルオーディオバスに転送されるか

を示します。図 16A.6 はパディングビットがない場合、図 16A.7 は左詰めの場合、図 16A.8 は右詰めの場合を示

します。これらの例は、すべて任意の例です。 

MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSBLSB MSB

SCKP=0 SWSP=0 DEL=1 CHNL=01 SPDP=Don't care SDTA=Don't care

2

1 2 3 4

1 2

1 2 3 4

3 4

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SSICR

 

図 16A.6 マルチチャネルフォーマット（2 チャネル、パディングなし） 

 

MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSBMSB LSB MSB LSB MSB LSB

SCKP=0 SWSP=0 DEL=1 CHNL=10 SPDP=1 SDTA=0

3

1 2 3 4 5 6

1 2

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SSICR

 

図 16A.7 マルチチャネルフォーマット（3 チャネル、High パディング） 

 



 

16A. シリアルサウンドインタフェース（SSI） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  16A-23 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB

SCKP=0 SWSP=0 DEL=1 CHNL=11 SPDP=0 SDTA=1

4

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SSICR

 

図 16A.8 マルチチャネルフォーマット 
（4 チャネル、パディングビット、シリアルデータの順に送受信、パディングあり） 

 

（7） 動作設定フォーマット設定ビット 

非圧縮モードの他のコンフィギュレーションビットを以下に示します。これらのビットはお互いに排他的では

ありませんが、組み合わせによっては実用でない設定があります。 

図 16A.9 の基本のフォーマット例を参照しながら、これらのコンフィギュレーションビットを以下に説明しま

す。 

0000 00

0

1

TDn

TD28 TD31TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SWL=6 SSI

DWL=4 SSI

CHNL=00 SCKP=0 SWSP=0 SPDP=0 SDTA=0 PDATA=0 DEL=0 MUEN=0

SSITDR 4

1 2

SSITDR n

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SSICR

 

図 16A.9 基本フォーマット例（送信モード、任意のシステム／データワード長） 

 
図 16A.9 の例では、6 ビットのシステムワードと 4 ビットのデータワードが使用されます。これらの設定は SSI

モジュールでは実現不可能ですが、その他の設定ビットの説明のためにここでは例として用いています。 
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1. 反転クロック 

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA 0000 00TD28 TD31TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SCKP=1

 1  2

SSICR

 

図 16A.10 反転クロック 

 

2. 反転ワード選択信号 

0000 00TD28 TD31TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SWSP=1

 1  2

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SSICR

 

図 16A.11 反転ワード選択信号 

 

3. 反転パディング極性 

TD28 TD311 1 1 1 1 1TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SPDP=1

 1  2

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SSICR

 

図 16A.12 反転パディング極性 
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4. パディングビット、シリアルデータの順に送受信、遅延あり 

000TD28 0 0TD30 TD29 TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SDTA=1

 1  2

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SSICR

 

図 16A.13 パディングビット、シリアルデータの順に送受信、遅延あり 

 

5. パディングビット、シリアルデータの順に送受信、遅延なし 

000TD28 0 0TD29 0TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SDTA=1 DEL=1

 1  2

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SSICR

 

図 16A.14 パディングビット、シリアルデータの順に送受信、遅延なし 

 

6. シリアルデータ、パディングビットの順に送受信、遅延なし 

0000 0 0 TD31 TD30TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

DEL=1

 1  2

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SSICR

 

図 16A.15 シリアルデータ、パディングビットの順に送受信、遅延なし 
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7. パラレルデータの右詰め、遅延あり 

0000 0 0 TD3TD0 TD3 TD2 TD1 TD0 TD3 TD2 TD1 TD0

PDTA=1

 1  2

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SSICR

 

図 16A.16 パラレルデータの右詰め、遅延あり 

 

8. ミュート有効 

0000 0 00 00 00 00 00 000

MUEN=1 TD

 1  2

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SSICR

 

図 16A.17 ミュート有効 

 

16A.3.3 圧縮モード 

圧縮モードは、連続ビットストリームの転送に使用されます。このモードでは、受信側で圧縮されたビットス

トリームからデータを抽出する操作を必要とします。 

ストリームモード（バーストモード無効）のとき、データワードという概念は存在しません。しかし、送信と

受信を行うには、シリアルバスとメモリ間の転送が必要です。送信／受信時のワードバウンダリ設定は任意です

ので、別の手段で処理しなくてはなりません。バーストモード有効時、送信されているデータビットは、出力す

るワードが存在するときにのみシリアルビットクロック出力が有効であり、各 32 ビットワードを出力するのに必

要なクロックパルス数しか生成されないことで認識されます。シリアルビットクロックは、SSICR.SCKP＝0 のと

きローレベル、SSICR.SCKP＝1 のときハイレベルで停止します。SSI モジュールがトランスミッタの場合にのみ

バーストモードは有効になるので注意してください。このモジュールはバーストモードデータを受信できません。 

データの送信と受信は 32 ビットのブロック単位で行われ、メモリに保存する際には、最初に送信された／受信

したビットがビット 31 になります。 

非圧縮モードと違って、このモードでのワード選択端子からの出力はシステムワード開始信号ではなく、レシ

ーバが次のデータバーストを受信できる状態にあることやトランスミッタが次のデータバーストを送信できる状

態にあることを示すのに使用されます。 

図 16A.18、図 16A.19 では、バーストモード無効時と有効時の圧縮モードデータ転送をそれぞれ示します。 
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MSB LSB MSB LSBMSB LSB

TRMD 1 CPEN 1 SCKD 1 SWSD 1 SWSP 0 BREN 0

1 2 3

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SSICR

 

図 16A.18 圧縮データフォーマット、マスタトランスミッタ、バーストモード無効 

MSB LSB MSB LSBMSB LSB

TRMD 1 CPEN 1 SCKD 1 SWSD 1 SWSP 0 BREN 1

1 2 3

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SSICR

 

図 16A.19 圧縮データフォーマット、マスタトランスミッタ、バーストモード有効 

 

（1） スレーブレシーバ 

このモードでは、別のデバイスからシリアルビットストリームを受信し、メモリに保存できます。シフトレジ

スタクロックは外部デバイスか内部クロックから供給されます。 

ワード選択端子は入力フロー制御に使われます。SSICR.SWSP＝0 のとき、SSI_WS がハイレベルなら、1 クロ

ックサイクルに 1 データビットのタイミングで、32 ビットのブロック単位でビットストリームを受信します。

SSI_WS がローレベルになった場合、現在の 32 ビットブロックが終了した時点で受信を停止します。SSI_WS が

再びハイレベルになったときに受信を再開します。 
 

（2） スレーブトランスミッタ 

このモードは、使用しないでください。 
 

（3） マスタレシーバ 

このモードでは、別のデバイスからシリアルビットストリームを受信し、メモリに保存できます。シフトレジ

スタクロックは外部デバイスか内部クロックから供給されます。 

ワード選択端子は出力フロー制御に使われます。データを続けて受信できることを示すために、ワード選択端

子は常にアサートされています。データの損失が起きないタイミングで SSI モジュールにデータを送信するのは

送信デバイスの責任です。 
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（4） マスタトランスミッタ 

このモードでは、メモリから別のデバイスにシリアルビットストリームを転送できます。シフトレジスタクロ

ックは外部デバイスか内部クロックから供給されます。 

ワード選択端子は出力フロー制御に使われます。データを続けて送信することを示すために、ワード選択端子

は常にアサートされています。ただし、ワード選択端子は最初のワードの転送準備ができるまではアサートされ

ません。データの損失が起きないタイミングでシリアルデータを受信するのは受信デバイスの責任です。 
 

データ転送用にコンフィギュレーションが終了したら、SSI モジュールは最小限の CPU とのやりとりで動作で

きます。CPU は、SSI モジュールと DMAC の設定をし、必要に応じてオーバフローやアンダフロー割り込みを処

理します。 
 

16A.3.4 TDM モード 

TDM モードは、TDM 対応のマルチチャネル・デバイスと接続するためのモードです。このモードは TDM モー

ドレジスタ（SSITDM）の TDM ビットにて設定できます。このモードに設定すると、SSI_WS 信号はシステムワ

ード 1 の区間のみ High レベルとなり、それ以外の区間は Low レベルになります。この SSI_WS 信号に発生するパ

ルスを SYNC パルスと定義します。なお、SYNC パルスは、正極性（システムワード 1 の区間のみ High レベル）

のみで動作します。 

図 16A.20にパディングなしの TDMフォーマットと図 16A.21にパディングありの TDMフォーマットを示しま

す。 

MSB LSB MSBMSB LSB LSBMSB

SCKP 0 SWSP 0 DEL 1 CHNL 10 SPDP Don't care SDTA Don't care TDM 1

1
1

2 
2

3 
3

4 
4

TDM

5 
5

6 
6

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA MSBLSB MSBLSBMSBLSB

SSICR

 

図 16A.20 TDM フォーマット（6 システムワード、パディングなし） 
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MSB LSB

SCKP 0 SWSP 0 DEL 1 CHNL 10 SPDP 1 SDTA 0 TDM 1

1

1

MSB LSB

4

4

MSB LSB

5

5

MSB LSB MSB

6

6

MSB LSB

3

3

MSB LSB

2

2

TDM

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SSICR

 

図 16A.21 TDM フォーマット（6 システムワード、パディングあり） 

 
下記に、各モードにおける動作を説明します。 

 

（1） マスタトランスミッタ 

• 転送開始の合図（コントロールレジスタのENビットを1に設定）により、SYNCパルスに同期して送信データ

をシステムワード1より送信します。 

• 転送停止の合図（コントロールレジスタのENビットを0に設定）により、転送中のシステムワードが終了次

第、送信は停止されSDATA信号はSSICR.SPDPの設定値（もしSPDP=0ならLow出力）に従い出力します。 
 

送信中に SSI モジュール内で送信すべきデータが準備できていないと、アンダフローが発生します。アンダフ

ローが発生した場合は、SYNC パルスに出力すべきデータが判別できなくなるため、一度転送は停止し、再度転

送の準備を行ってください。 
 

（2） マスタレシーバ 

• 転送開始の合図（コントロールレジスタのENビットを1に設定）により、SSIモジュールがSYNCパルスを認

識した時点よりシステムワード1のデータの受信を開始します。 

• 転送の停止の合図（コントロールレジスタのENビットを0に設定）により、転送中のシステムワードが終了

次第、データ受信を停止します。 
 

レシーブデータレジスタにデータがない状態で、読み出さないでください。読み出した場合、アンダフローが

発生します。アンダフローが発生した場合は、一度転送は停止し、再度転送の準備を行ってください。 

レシーブデータレジスタは次のデータが上書きされることなく読み出してください。上書きされると、オーバ

フローが発生します。オーバフローが発生した場合は、一度転送は停止し、再度転送の準備を行ってください。 
 

（3） スレーブトランスミッタ 

• 転送開始の合図（コントロールレジスタのENビットを1に設定）により、SYNCパルスに同期して送信データ

をシステムワード1より送信します。 

• 転送の停止の合図（コントロールレジスタのENビットを0に設定）により、転送中のシステムワードが終了

次第、送信は停止されSDATA信号はSSICR.SPDPの設定値（もしSPDP=0ならLow出力）に従い出力します。 
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送信中に SSI モジュール内で送信すべきデータが準備できていないと、アンダフローが発生します。アンダフ

ローが発生した場合は、SYNC パルスに出力すべきデータが判別できなくなるため、一度転送は停止し、再度転

送の準備を行ってください。 

転送中に、SCK 信号と SYNC パルスが SSI モジュールに供給されないと転送できなくなりますので注意してく

ださい。 
 

（4） スレーブレシーバ 

• 転送開始の合図（コントロールレジスタのENビットを1に設定）により、SSIモジュールがSYNCパルスを認

識した時点よりシステムワード1のデータの受信を開始します。 

• 転送の停止の合図（コントロールレジスタのENビットを0に設定）により、転送中のシステムワードが終了

次第、データ受信を停止します。 
 

レシーブデータレジスタにデータがない状態で、読み出さないでください。読み出した場合、アンダフローが

発生します。アンダフローが発生した場合は、一度転送は停止し、再度転送の準備を行ってください。 

レシーブデータレジスタは次のデータが上書きされることなく読み出してください。上書きされると、オーバ

フローが発生します。オーバフローが発生した場合は、一度転送は停止し、再度転送の準備を行ってください。 

転送中に、SCK 信号と SYNC パルスが SSI モジュールに供給されないと転送できなくなりますので注意してく

ださい。 
 

16A.3.5 WS コンティニュモード 

WS コンティニュモードは、データ転送の許可／禁止に関係なく SSI_WS 信号を出力し続けるモードです。この

モードは TDM モードレジスタ（SSITDM）の CONT ビットにて設定できます。このモードは非圧縮モードと TDM

モードに対応しています。このモードを許可すると、SSICR.EN ビットを 0 に設定（転送停止）しても SSI_WS 信

号は停止せず動作し続けます。一方、このモードを禁止すると、SSICR.EN ビットに同期して SSI_WS 信号が動作

します。 

図 16A.22、図 16A.23 に WS コンティニュモードの許可／禁止設定の動作を示します。 

MSB LSB MSB LSB LSBMSB

SSICR SCKP 0 SWSP 0 DEL 1 CHNL 00 SPDP Don't care SDTA Don't care

SSITDM CONT 1

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SSICR.EN

MSBLSB MSBLSBMSB

 

図 16A.22 WS コンティニュモード（モードの許可設定時） 
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MSB LSB MSB LSB LSBMSB

SSICR SCKP 0 SWSP 0 DEL 1 CHNL 00 SPDP Don't care SDTA Don't care

SSITDM CONT 0

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SSICR.EN

MSBLSB MSBLSBMSB

 

図 16A.23 WS コンティニュモード（モードの禁止設定時） 

 

16A.3.6 動作モード 

コンフィギュレーション、有効および無効の 3 つの動作モードがあります。図 16A.24 に動作モードの遷移図を

示します。 

EN = 1

(IDST = 0)

EN = 0

(IDST = 0)

EN = 0

(IDST = 1)

tx/rx

 

図 16A.24 動作モード遷移図 

 

（1） コンフィギュレーションモード 

リセット解除後にこのモードになります。SSI モジュールが EN ビットのセットで有効になる前に、このモード

でコントロールレジスタに必要な設定をする必要があります。 

EN ビットをセットすると、SSI モジュールはモジュール有効モードに遷移します。 
 

（2） モジュール有効モード 

このモードの動作は選択された動作モードに依存しています。詳細については「16A.3.7 送信動作」と「16A.3.8 

受信動作」を参照してください。 
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16A.3.7 送信動作 

送信は DMA か割り込みで制御できます。 

CPU 負荷を低減するという点では、DMA 制御の方が優れています。DMA 制御モードでは、データのアンダフ

ローやオーバフローの発生時、または DMAC の転送終了は、割り込みによって通知されます。 

別の制御方法としては、必要に応じて SSI モジュールがデータ供給のために生成する割り込みを用いる方法が

あります。SSI モジュールは単にダブルバッファ構造であり、少なくともシステムワードごとにデータの書き込み

を必要とするため、割り込み制御モードの方が高い負荷が生じます。 

SSI モジュールを無効にする場合、SSISR.IIRQ ビットが SSI のアイドル状態を示すまで SSI クロック*は供給さ

れ続けなければなりません。 

図 16A.25 に DMA 制御モードの送信動作を、図 16A.26 に割り込み制御モードの送信動作を示します。 
 
【注】 * SCKD＝0 のとき SSI_SCK 端子からの入力クロック 

  SCKD＝1 のとき CLK_FS 端子からの入力クロック 
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（1） DMA コントローラを使用した送信 

Yes

No

No

Yes

Yes

Yes

No

EN = 1、
DMEN = 1、
UIEN = 1、OIEN = 1

DMEN = 0
UIEN = 0、OIEN = 0、
IIEN = 1

EN = 0

開始

リセット解除
SSICRの

コンフィギュレーションビット
を設定

必要に応じて送信用の
データを供給するように

DMAのセットアップ

SSIモジュールをイネーブル
 DMAをイネーブル

 エラー割り込みを許可

DMACやSSIからの割り込み待ち

SSIモジュールからの
アイドル割り込み待ち

SSI
 エラー割り込み?

DMAC
 Txデータの終了?

No
1?

送信するデータが
残っている?

DMAをディスエーブル
 エラー割り込みを禁止

 アイドル割り込みを許可

SSIモジュールをディスエーブル

終了*

【注】*　SSIエラー割り込み（アンダフロー／オーバフロー）が発生した場合は、
 再度開始フローから実行してください。

TRMD、EN、SCKD、SWSD、
MUEN、DEL、PDTA、SDTA、
SPDP、SWSP、SCKP、SWL、
DWL、CHNLの設定

 

図 16A.25 DMA コントローラを使用した送信 
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（2） 割り込みデータフロー制御を使用した送信 

No

Yes

Yes

No

EN = 1、
DIEN = 1、
UIEN = 1、OIEN = 1

EN = 0、
DIEN = 0
UIEN = 0、OIEN = 0、
IIEN = 1

SSIステータスレジスタビットで
アンダフロー／オーバフロー
後にデータの再アラインメント

開始

リセット解除
SSICRの

コンフィギュレーション
ビットを設定

SSIモジュールをイネーブル
データ割り込みをイネーブル
エラー割り込みを許可

SSIからの割り込み待ち

SSI 
エラー割り込み?

データをロード

送信するデータが
残っている?

SSIモジュールをディスエーブル
データ割り込みをディスエーブル

エラー割り込みを禁止
アイドル割り込みを許可

SSIモジュールからの
アイドル割り込み待ち

終了

TRMD、EN、SCKD、SWSD、
MUEN、DEL、PDTA、SDTA、
SPDP、SWSP、SCKP、SWL、
DWL、CHNLの設定

 

図 16A.26 割り込みデータフロー制御を使用した送信 

 

16A.3.8 受信動作 

送信同様、受信も DMA または割り込みで制御できます。 

図 16A.27、図 16A.28 にそれぞれの動作フローチャートを示します。 

SSI モジュールを無効にする場合、SSISR.IIRQ ビットが SSI のアイドル状態を示すまで SSI クロック*は供給さ

れ続けなければなりません。 

【注】 * SCKD＝0 のとき SSI_SCK 端子からの入力クロック 

  SCKD＝1 のとき CLK_FS 端子からの入力クロック 
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（1） DMA コントローラを使用した受信 

Yes

No

No

Yes

Yes

No

EN = 1

DMEN = 1

UIEN = 1 OIEN = 1

EN = 0

DMEN = 0

UIEN = 0 OIEN = 0

IIEN = 1

SSICR

SSI

DMA

SSI

DMA

DMAC SSI

SSI

?

DMAC

Rx ?

?

SSI

DMA

 

 

SSI

*

TRMD EN SCKD SWSD

MUEN DEL PDTA SDTA

SPDP SWSP SCKP SWL

DWL CHNL

* SSI

 

図 16A.27 DMA コントローラを使用した受信 
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（2） 割り込みデータフロー制御を使用した受信 

Yes

No

Yes

No

EN = 1

DIEN = 1

UIEN = 1 OIEN = 1

EN = 0

DIEN = 0

UIEN = 0 OIEN = 0

IIEN = 1

SSICR

SSI

SSI

SSI

?

?

SSI

SSI

TRMD EN SCKD SWSD

MUEN DEL PDTA SDTA

SPDP SWSP SCKP SWL

DWL CHNL

SSI

 

図 16A.28 割り込みデータフロー制御を使用した受信 

 
アンダフローやオーバフロー条件が一致した場合、SSISR.CHNO[1:0]ビットと SSISR.SWNO ビットを使って SSI

モジュールを一致する前の状態に回復できます。アンダフローやオーバフローが発生したら、ホスト CPU はチャ

ネル数とシステムワード数を読み出すことで、シリアルオーディオストリームの到達した位置を知ることができ

ます。トランスミッタとして動作する場合、SSI モジュールが次に送信する予定のデータに到達するまでホスト

CPU は送信データをスキップすることが可能です。これにより、オーディオデータストリームと再び同期できま

す。レシーバとして動作する場合、SSI モジュールが次に受信すると示しているデータを格納できるようになるま

でホスト CPU はヌルデータを格納することにより、受信データ数の整合性をとり、オーディオデータストリーム

と再び同期できます。 
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16A.3.9 シリアルビットクロックコントロール 

シリアルビットクロック機能を用いて、シリアルバスインタフェースで使われるクロックの制御と選択を行っ

ています。 

シリアルビットクロック方向が入力に設定されている場合（SSICR.SCKD＝0）、SSI モジュールはクロックス

レーブモードであり、シフトレジスタが使うビットクロックは SSI_SCK 端子に入力されたクロックです。 

シリアルビットクロック方向が出力に設定されている場合（SSICR.SCKD＝1）、SSI モジュールはクロックマ

スタモードであり、シフトレジスタが使うビットクロックは CLK_FS 入力端子から入力されたクロックまたはそ

れを分周したクロックです。CLK_FS 端子から入力されたクロックは、SSICR のシリアルオーバサンプルクロッ

ク分周比（CKDV）ビットで設定された比率で分周された後でシフトレジスタのビットクロックとして使われま

す。 

上記のいずれの場合でも、SSI_SCK 端子の出力はビットクロックと同じになります。 
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16A.4 使用上の注意事項 

16A.4.1 受信 DMA 動作中にオーバフローが起こった場合の制限事項 

受信 DMA 動作中にオーバフローが起こった場合、モジュールの再起動が必要です。SSI 内の受信バッファは L

チャネルと R チャネルが共用の 32 ビットのレジスタで構成しています。そのため、たとえばコントロールレジス

タ（SSICR）のデータワード長（DWL2～0）が 32 ビットの設定で、システムワード長（SWL2～0）が 32 ビット

の設定の場合、オーバフローが一度発生すると、L チャネルで受信すべきデータが、R チャネルで受信してしまう

ことがあります。 

そこで、オーバフローエラー割り込みまたはオーバフローエラーステータスフラグ（SSISR.OIRQ）によりオー

バフローを確認した場合、SSICR の EN ビットおよび DMEN ビットに 0 を書き込むことにより、SSI モジュール

の DMA を禁止して動作を停止させてください（このとき DMA コントローラの設定も停止させてください）。そ

の後、SSISR.OIRQ ビットに 0 を書き込み、オーバフローステータスをクリアし、再度 DMA の設定を行い転送を

再開してください。 
 

16A.4.2 SSI2 と SSI3 の端子兼用化に伴うモード設定の組み合わせと制限事項 

表 16A.4 に SSI2 と SSI3 の使用可能な動作モードの組み合わせを示します。動作モードは、SSI2 と SSI3 のコン

トロールレジスタ（SSICR）にて設定を行ってください。 
 

表 16A.4 SSI2 と SSI3 の使用可能な動作モードの組み合わせ 

動作モード 外部デバイスの動作モー

ド 

No 

SSI2 SSI3 SSI2 側 SSI3 側 

機能 

master slave 

slave master 

1 slave slave 

slave slave 

入力される SSI_W23 と SSI_SCK23 に同期して SSI2 と SSI3 が動作し

ます。 

2 master slave slave slave SSI2 の WS と SCK に同期して SSI3 と外部デバイスが動作します。 

3 slave master – – 設定禁止 

4 master master – – 設定禁止 

 
表 16A.4 の動作モードの組み合わせにおいて、下記の制限事項があります。 

• 表16A.4のNo1の設定を行う場合、SSI2とSSI3のどちらかがデータ転送を開始する前にSSI_WS23とSSI_SCK23

を入力しておく必要があります。 

• 表16A.4のNo2の設定を行う場合、master側であるSSI2を先に転送動作を開始し、SSI_WS23とSSI_SCK23を出

力した状態でslave側であるSSI3を使用してください。また、master側の転送動作を停止するとSSI_WS23が出

力されませんのでslave側であるSSI3も停止してください。 
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16A.4.3 スレーブモードで動作させる場合の制限事項 

本 LSI をスレーブモードで使用される場合において、データ転送を終了する際には、入力するワード選択信号

（SSI_WS）が停止する前に本 LSI のデータ転送を終了（SSICR.EN=0）してください。 

スレーブモードの場合、SSICR.EN がクリア（転送停止の設定）され、ワード選択信号（SSI_WS）の立ち下が

りエッジを検出することでデータ転送を終了する構成になっています。入力するワード選択信号が停止するとワ

ード選択信号の立ち下がりエッジが検出できなくなり、データ転送が正常に終了できなくなります。 
 

16A.4.4 設定変更時の制限事項 

コントロールレジスタ（SSICR）のコンフィギュレーションビットと TDM モードレジスタ（SSITDM）の設定

を切り替える場合、切り替え直後の SSI_SCK 信号、SSI_WS 信号の動作は保証されません。接続するデバイスに

影響する場合は、動的に設定を切り替えないでください。 
 

16A.4.5 TDM モードの制限事項 

TDM モードにおいて、以下の制限事項があります。 
 

（1） スレーブモードの送信設定の場合に、転送開始後の送信データが、sync パルス（SSI_WS）に同期しない

場合があります。 

（2） スレーブモードの受信設定の場合に、転送開始後の受信データが、sync パルス（SSI_WS）に同期しない

場合があります。 

（3） マスタモードで WS Continue モードが禁止の受信設定の場合に、転送開始後の sync パルス幅が規定値より

短くなる場合があります。 
 

制限事項が発生する設定は以下です。 
 
◆コントロールレジスタ（SSICR） 

 

◆TDM モードレジスタ（SSITDM） 

ビット 23,22 15 14 12 7 2 1 その他 

ビット名 CHNL SCKD SWSD SWSP BREN CPEN TRMD - 

(1) 00 以外 0 0 0 0 0 1 Don’t Care 

(2) 00 以外 0 0 0 0 0 0 Don’t Care 

(3) 00 以外 1 1 0 0 0 0 Don’t Care 

ビット 8 0 その他 

ビット名 CONT TDM - 

(1) Don’t Care 1 Don’t Care 

(2) Don’t Care 1 Don’t Care 

(3) 0 1 Don’t Care 
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制限事項の回避方法を以下に示します。 
 

1. 停止後（SSICR.EN=0）、アイドル状態（SSISR.IDST=1）になることを確認してください。 

2. 2フレーム期間（*）を固定時間で待ってください。 

3. 転送の再開が可能です。 

（*）1 フレームは、SSI_WS の立ち上がりから次の SSI_WS の立ち上がりまでの期間を指します。 
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17. I2Cバスインタフェース 3 

I2Cバスインタフェース 3は、フィリップス社が提唱する I2Cバス（Inter IC Bus）インタフェース方式をサポー

トしており、サブセット機能を備えています。ただし I2Cバスを制御するレジスタの構成が一部フィリップス社と

異なりますので注意してください。 

なお、チャネル数は 2チャネルあります。 
 

17.1 特長 

• I2Cバスフォーマットまたはクロック同期式シリアルフォーマットを選択可能 

• 連続送信／受信可能 

シフトレジスタ、送信データレジスタ、受信データレジスタがそれぞれ独立しているため、連続送信／受信

が可能 

 

I2Cバスフォーマット 

• マスタモードでは開始条件、停止条件の自動生成 

• 受信時、アクノリッジの出力レベルを選択可能 

• 送信時、アクノリッジビットを自動ロード 

• ビット同期機能内蔵 

マスタモードではビットごとにSCLの状態をモニタして自動的に同期を取ります。転送準備ができていない

場合には、SCLをLowレベルにして待機させます。 

• 割り込み要因：6種類 

送信データエンプティ（スレーブアドレス一致時を含む）、送信終了、受信データフル（スレーブアドレス

一致時を含む）、アービトレーションロスト、NACK検出、停止条件検出 

• 送信データエンプティ割り込みと受信データフル割り込みにより、ダイレクトメモリアクセスコントローラ

を起動させてデータの転送を行うことができます。 

• バスを直接駆動可能 

SCL、SDAの2端子は、バス駆動機能選択時NMOSオープンドレイン出力 

 

クロック同期式シリアルフォーマット 

• 割り込み要因：4種類 

送信データエンプティ、送信終了、受信データフル、オーバランエラー 

• 送信データエンプティ割り込みと受信データフル割り込みにより、ダイレクトメモリアクセスコントローラ

を起動させてデータの転送を行うことができます。 
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図 17.1にブロック図を示します。 

SCL

ICCR1

ICCR2

ICMR

アドレス比較回路

転送クロック 
生成回路

アービトレーション
判定回路

バス状態
判定回路

ノイズ
除去回路

出力
制御

ノイズ
除去回路

出力
制御

送信/受信
制御回路

ICSR

ICIER

ICDRR

ICDRS

ICDRT

割り込み
発生回路

割り込み要求【記号説明】
ICCR1
ICCR2
ICMR
ICSR
ICIER
ICDRT
ICDRR
ICDRS
SAR
NF2CYC

：I2Cバスコントロールレジスタ1
：I2Cバスコントロールレジスタ2
：I2Cバスモードレジスタ
：I2Cバスステータスレジスタ
：I2Cバスインタラプトイネーブルレジスタ
：I2Cバス送信データレジスタ
：I2Cバス受信データレジスタ
：I2Cバスシフトレジスタ
：スレーブアドレスレジスタ
：NF2CYCレジスタ

SAR
SDA

周

辺

バ

ス

NF2CYC

 

図 17.1 ブロック図 
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17.2 入出力端子 

表 17.1に端子構成を示します。 
 

表 17.1 端子構成 

名称 端子名 入出力 機   能 

シリアルクロック端子 SCL0、SCL1 入出力 I2Cシリアルクロック入出力端子 

シリアルデータ端子 SDA0、SDA1 入出力 I2Cシリアルデータ入出力端子 

 

図 17.2に入出力端子の外部回路接続例を示します。 

PVcc* PVcc*

SCL in  

SCL out

SCL

SDA in  

SDA out

（マスタ）

SDA

SCL

SDA

SCL in  

SCL out

S
C

L

SDA in  

SDA out

（スレーブ1）

S
D

A

SCL in  

SCL out

S
C

L

SDA in  

SDA out

（スレーブ2）

S
D

A

【注】*  I2Cバス電源と本LSIのPVccのオン／オフは同時に制御してください。  

図 17.2 入出力端子の外部回路接続例 



 

17. I2Cバスインタフェース 3 

17-4  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

17.3 レジスタの説明 

表 17.2（1）にレジスタ構成を、表 17.2（2）にレジスタの状態を示します。 
 

表 17.2（1） レジスタ構成 

チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

I2Cバスコントロールレジスタ 1 ICCR1_0 R/W H'00 H'FFC70000 8 

I2Cバスコントロールレジスタ 2 ICCR2_0 R/W H'7D H'FFC70001 8 

I2Cバスモードレジスタ ICMR_0 R/W H'38 H'FFC70002 8 

I2Cバスインタラプトイネーブルレジスタ ICIER_0 R/W H'00 H'FFC70003 8 

I2Cバスステータスレジスタ ICSR_0 R/W H'00 H'FFC70004 8 

スレーブアドレスレジスタ SAR_0 R/W H'00 H'FFC70005 8 

I2Cバス送信データレジスタ ICDRT_0 R/W H'FF H'FFC70006 8 

I2Cバス受信データレジスタ ICDRR_0 R/W H'FF H'FFC70007 8 

0 

NF2CYCレジスタ NF2CYC_0 R/W H'00 H'FFC70008 8 

I2Cバスコントロールレジスタ 1 ICCR1_1 R/W H'00 H'FFC71000 8 

I2Cバスコントロールレジスタ 2 ICCR2_1 R/W H'7D H'FFC71001 8 

I2Cバスモードレジスタ ICMR_1 R/W H'38 H'FFC71002 8 

I2Cバスインタラプトイネーブルレジスタ ICIER_1 R/W H'00 H'FFC71003 8 

I2Cバスステータスレジスタ ICSR_1 R/W H'00 H'FFC71004 8 

スレーブアドレスレジスタ SAR_1 R/W H'00 H'FFC71005 8 

I2Cバス送信データレジスタ ICDRT_1 R/W H'FF H'FFC71006 8 

I2Cバス受信データレジスタ ICDRR_1 R/W H'FF H'FFC71007 8 

1 

NF2CYCレジスタ NF2CYC_1 R/W H'00 H'FFC71008 8 
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表 17.2（2） 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

ICCR1_0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

ICCR2_0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

ICMR_0 初期化 初期化 保持 保持 保持* 初期化 

ICIER_0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

ICSR_0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

SAR_0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

ICDRT_0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

ICDRR_0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

NF2CYC_0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

ICCR1_1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

ICCR2_1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

ICMR_1 初期化 初期化 保持 保持 保持* 初期化 

ICIER_1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

ICSR_1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

SAR_1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

ICDRT_1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

ICDRR_1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

NF2CYC_1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

【注】 * ICMR_0、ICMR_1の BC[2:0]ビットは初期化 
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17.3.1 I2Cバスコントロールレジスタ 1（ICCR1） 

ICCR1は、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、I2Cバスインタフェース 3の動作／停止、送信／

受信制御、マスタモード／スレーブモード、送信／受信、マスタモード転送クロック周波数の選択を行います。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ICE RCVD MST TRS CKS[3:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ICE 0 R/W I2Cバスインタフェース 3イネーブル 

0：SCL/SDAの出力禁止（SCL/SDAへの入力は有効） 

1：本モジュールは転送動作可能状態（SCL/SDAはバス駆動状態） 

6 RCVD 0 R/W 受信ディスエーブル 

TRS＝0の状態で ICDRRをリードしたときに次の動作の継続／禁止を設定しま

す。 

0：次の受信動作を継続 

1：次の受信動作を禁止 

5 

4 

MST 

TRS 

0 

0 

R/W 

R/W 

マスタ／スレーブ選択 

送信／受信選択 

I2Cバスフォーマットのマスタモードでバス競合負けをすると、MST、TRSと

もにハードウェアによってリセットされてスレーブ受信モードに変わります。

なお TRSの変更は転送フレーム間で行ってください。 

また、スレーブ受信モードで開始条件後の 7ビットが SARに設定したスレーブ

アドレスと一致し、8ビット目が 1の場合、TRSが自動的に 1にセットされま

す。クロック同期式シリアルフォーマットのマスタ受信モードでオーバランエ

ラーが発生した場合、MSTは 0にクリアされ、スレーブ受信モードに変わりま

す。 

MSTと TRSとの組み合わせにより、以下の動作モードになります。またクロ

ック同期式シリアルフォーマットを選択した場合、MST＝1のとき、クロック

出力となります。 

00：スレーブ受信モード 

01：スレーブ送信モード 

10：マスタ受信モード 

11：マスタ送信モード 

3～0 CKS[3:0] 0000 R/W 転送クロック選択 

マスタモードのとき、必要な転送レート（表 17.3参照）にあわせて設定してく

ださい。 
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表 17.3 転送レート 

NF2CYC ICCR1 転送レート（kHz） 

ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

CKS4 CKS[3] CKS[2] CKS[1] CKS[0] 

クロック 

Pφ= 

20.0MHz

Pφ= 

24.0MHz

Pφ= 

32.0MHz

Pφ= 

36.0MHz 

Pφ= 

50.0MHz 

0 Pφ/44 455 545 727 818 1136 0 

1 Pφ/52 385 462 615 692 962 

0 Pφ/64 313 375 500 563 781 

0 

1 

1 Pφ/72 278 333 444 500 694 

0 Pφ/84 238 286 381 429 595 0 

1 Pφ/92 217 261 348 391 543 

0 Pφ/100 200 240 320 360 500 

0 

1 

1 

1 Pφ/108 185 222 296 333 463 

0 Pφ/176 114 136 182 205 284 0 

1 Pφ/208 96.2 115 154 173 240 

0 Pφ/256 78.1 93.8 125 141 195 

0 

1 

1 Pφ/288 69.4 83.3 111 125 174 

0 Pφ/336 59.5 71.4 95.2 107 149 0 

1 Pφ/368 54.3 65.2 87.0 97.8 136 

0 Pφ/400 50.0 60.0 80.0 90.0 125 

0 

1 

1 

1 

1 Pφ/432 46.3 55.6 74.1 83.3 116 

0 Pφ/352 56.8 68.2 90.9 102 142 0 

1 Pφ/416 48.1 57.7 76.9 86.5 120 

0 Pφ/512 39.1 46.9 62.5 70.3 97.7 

0 

1 

1 Pφ/576 34.7 41.7 55.6 62.5 86.8 

0 Pφ/672 29.8 35.7 47.6 53.6 74.4 0 

1 Pφ/736 27.2 32.6 43.5 48.9 67.9 

0 Pφ/800 25.0 30.0 40.0 45.0 62.5 

0 

1 

1 

1 Pφ/864 23.1 27.8 37.0 41.7 57.9 

0 Pφ/704 28.4 34.1 45.5 51.1 71.0 0 

1 Pφ/832 24.0 28.8 38.5 43.3 60.1 

0 Pφ/1024 19.5 23.4 31.3 35.2 48.8 

0 

1 

1 Pφ/1152 17.4 20.8 27.8 31.3 43.4 

0 Pφ/1344 14.9 17.9 23.8 26.8 37.2 0 

1 Pφ/1472 13.6 16.3 21.7 24.5 34.0 

0 Pφ/1600 12.5 15.0 20.0 22.5 31.3 

1 

1 

1 

1 

1 Pφ/1728 11.6 13.9 18.5 20.8 28.9 

【注】 1. 外部仕様を満足するように設定してください。 

 2. Pφは HPBバスクロックを示します。 

 



 

17. I2Cバスインタフェース 3 

17-8  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

17.3.2 I2Cバスコントロールレジスタ 2（ICCR2） 

ICCR2は、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、開始／停止条件発行、SDA端子の操作、SCL端

子のモニタ、I2Cバスのコントロール部のリセットを制御します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 1 1 1 1 1 0 1
R/W R/W R/W R/W R R R/W R

BBSY SCP SDAO SDAOP SCLO - IICRST -

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 BBSY 0 R/W バスビジー 

I2Cバスの占有／解放状態を示すフラグ機能とマスタモードの開始／停止条件

発行機能の 2つがあります。クロック同期式シリアルフォーマットの場合、本

ビットをリードすると常に 0が読み出されます。I2Cバスフォーマットの場合、

SCL＝Highレベルの状態で SDAが Highレベルから Lowレベルに変化すると、

開始条件が発行されたと認識して 1にセットされます。SCL＝Highレベルの状

態で SDAが Lowレベルから Highレベルに変化すると、停止条件が発行された

と認識して 0にクリアされます。開始条件を発行する場合は BBSYに 1、SCP

に 0をライトします。開始条件再送時も同様に行います。停止条件の発行は

BBSYに 0、SCPに 0をライトすることで行います。 

6 SCP 1 R/W 開始／停止条件発行禁止 

SCPビットはマスタモードで開始条件／停止条件の発行を制御します。開始条

件を発行する場合、BBSYに 1、SCPに 0をライトします。開始条件の再送信

時も同様に行います。停止条件の発行は BBSYに 0、SCPに 0をライトするこ

とで行います。本ビットはリードすると常に 1が読み出されます。1をライト

してもデータは格納されません。 

5 SDAO 1 R/W SDA出力値制御 

SDAOは SDAの出力レベルを変更する場合に、ビット 4の SDAOPと組み合

わせて使用します。なお本ビットの操作は転送中に行わないでください。 

0：リード時、SDA端子出力が Lowレベル 

ライト時、SDA端子出力を Lowレベルに変更 

1：リード時、SDA端子出力が Highレベル 

ライト時、SDA端子出力を Hi-Zに変更（外部プルアップ抵抗により High

 レベル出力） 

4 SDAOP 1 R/W SDAOライトプロテクト 

SDAOビット書き換えによる SDA端子の出力レベルの変更を制御します。出

力レベルを変更する場合には SDAOに 0かつ SDAOPに 0、または SDAOに 1

かつ SDAOPに 0をライトします。本ビットは読み出すと常に 1が読み出され

ます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 SCLO 1 R SCL出力レベル 

SCLOは SCLの出力レベルをモニタします。リード時にSCLOが 1の場合 SCL

端子出力は Highレベル、SCLOが 0の場合 SCL端子出力は Lowレベルとなり

ます。 

2 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

1 IICRST 0 R/W コントロール部リセット 

IICRSTは ICMRの BC[2:0]ビットと内部回路をリセットします。I2Cバスの動

作中に通信不具合等によりハングアップしたとき、IICRSTビットを 1にセッ

トすると ICMRの BC[2:0]ビットと内部回路をリセットすることができます。 

0 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

 

17.3.3 I2Cバスモードレジスタ（ICMR） 

ICMRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、MSBファースト／LSBファーストの選択、転送

ビット数の選択を行います。 

ICCR2の IICRSTにより BC[2:0]が H'0に初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 1 1 1 0 0 0
R/W R R R R/W R/W R/W R/W

MLS - - - BCWP BC[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 MLS 0 R/W MSBファースト／LSBファースト選択 

0：MSBファースト 

1：LSBファースト 

I2Cバスフォーマットで使用するときは 0に設定してください。 

6 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

3 BCWP 1 R/W BCライトプロテクト 

BC[2:0]の書き込みを制御します。BC[2:0]を書き換える場合は、本ビットを 0

に設定してください。なおクロック同期式シリアルフォーマットでは BC[2:0]

の書き換えは行わないでください。 

0：ライト時、BC[2:0]の値を設定 

1：リード時、常に 1をリード 

ライト時、BC[2:0]設定値は無効 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

ビットカウンタ 

次に転送するデータのビット数を指定します。リードすると残りの転送ビット

数を知ることができます。I2Cバスフォーマットでは、データにアクノリッジ 1

ビットが加算されて転送されます。設定は転送フレーム間で行ってください。

また、B'000以外の値を設定する場合は、SCLが Low状態で行ってください。

これらのビットはアクノリッジを含むデータ転送終了後、自動的に B'000に戻

ります。また、停止条件検出後は自動的に B'111になります。また本ビットは、

パワーオンリセット、モジュールスタンバイモード、および ICCR2の IICRST

を 1セットすることによりクリアされます。クロック同期式シリアルフォーマ

ットを選択した場合は書き換えないでください。 

I2Cバスフォーマット クロック同期式シリアルフォーマット 

2～0 BC[2:0] 000 R/W 

000：9ビット 

001：2ビット 

010：3ビット 

011：4ビット 

100：5ビット 

101：6ビット 

110：7ビット 

111：8ビット 

000：8ビット 

001：1ビット 

010：2ビット 

011：3ビット 

100：4ビット 

101：5ビット 

110：6ビット 

111：7ビット 
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17.3.4 I2Cバスインタラプトイネーブルレジスタ（ICIER） 

ICIERは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、各種割り込み要因の許可、アクノリッジの有効／

無効の選択、送信アクノリッジの設定および受信アクノリッジの確認を行います。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W

TIE TEIE RIE NAKIE STIE ACKE ACKBR ACKBT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TIE 0 R/W 送信インタラプトイネーブル 

ICSRの TDREがセットされたとき、送信データエンプティ割り込み（TXI）を

許可／禁止します。 

0：送信データエンプティ割り込み要求（TXI）の禁止 

1：送信データエンプティ割り込み要求（TXI）の許可 

6 TEIE 0 R/W 送信エンドインタラプトイネーブル 

TEIEは、ICSRの TDREが 1の状態で 9クロック目が立ち上がったとき、送信

終了割り込み（TEI）の許可／禁止を選択します。なお TEIは、TENDを 0に

クリアするか、TEIEを 0にクリアすることで解除できます。 

0：送信終了割り込み要求（TEI）の禁止 

1：送信終了割り込み要求（TEI）の許可 

5 RIE 0 R/W 受信インタラプトイネーブル 

RIEは受信データが ICDRSから ICDRRに転送され、ICSRの RDRFが 1にセ

ットされたとき、受信データフル割り込み要求（RXI）の許可／禁止を選択し

ます。なお RXIは、RDRFを 0にクリアするか、または RIEを 0にクリアする

ことで解除できます。 

0：受信データフル割り込み要求（RXI）の禁止 

1：受信データフル割り込み要求（RXI）の許可 

4 NAKIE 0 R/W NACK受信インタラプトイネーブル 

NAKIEは、ICSRの NACKFまたは AL/OVEがセットされたとき、NACK検出

兼アービトレーションロスト／オーバランエラー割り込み要求（NAKI）の許可

／禁止を選択します。なお NAKIは、NACKFまたは AL/OVEを 0にクリアす

るか、NAKIEを 0にクリアすることで解除できます。 

0：NACK受信割り込み要求（NAKI）の禁止 

1：NACK受信割り込み要求（NAKI）の許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 STIE 0 R/W 停止条件検出インタラプトイネーブル 

STIEは、ICSRのSTOPがセットされたとき、停止条件検出割り込み要求（STPI）

の許可／禁止を選択します。 

0：停止条件検出割り込み要求（STPI）の禁止 

1：停止条件検出割り込み要求（STPI）の許可 

2 ACKE 0 R/W アクノリッジビット判定選択 

0：受信アクノリッジの内容を無視して連続的に転送を行う 

1：受信アクノリッジが 1の場合、転送を中断する 

1 ACKBR 0 R 受信アクノリッジ 

送信モード時、受信デバイスから受け取ったアクノリッジビットの内容を格納

しておくビットです。ライトは無効です。また本ビットは、ICCR2の BBSYを

1にセットするとクリアされます。 

0：受信アクノリッジ＝0 

1：受信アクノリッジ＝1 

0 ACKBT 0 R/W 送信アクノリッジ 

受信モード時、アクノリッジのタイミングで送出するビットを設定します。 

0：アクノリッジのタイミングで 0を送出 

1：アクノリッジのタイミングで 1を送出 
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17.3.5 I2Cバスステータスレジスタ（ICSR） 

ICSRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、各種割り込み要求フラグおよびステータスの確認

を行います。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TDRE TEND RDRF NACKF STOP AL/OVE AAS ADZ

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TDRE 0 R/W 送信データエンプティ 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

• ICDRTへデータをライトしたとき 

［セット条件］ 

• ICDRTから ICDRSにデータ転送が行われ、ICDRTがエンプティになったとき 

• TRSをセットしたとき 

• 開始条件（再送含む）を発行したとき 

• スレーブモードで受信モードから送信モードになったとき 

6 TEND 0 R/W 送信エンド 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

• ICDRTへデータをライトしたとき 

［セット条件］ 

• I2Cバスフォーマットの場合、TDREが 1の状態で SCLの 9クロック目が立ち

上がったとき 

• クロック同期式シリアルフォーマットの場合、送信フレームの最終ビットを送

出したとき 

5 RDRF 0 R/W 受信データフル 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

• ICDRRをリードしたとき 

［セット条件］ 

• ICDRSから ICDRRに受信データが転送されたとき 

4 NACKF 0 R/W ノーアクノリッジ検出フラグ 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

［セット条件］ 

• ICIERの ACKE＝1の状態で、送信時、受信デバイスからアクノリッジがなか

ったとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 STOP 0 R/W 停止条件検出フラグ 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

［セット条件］ 

• フレームの転送の完了後に停止条件を検出したとき 

2 AL/OVE 0 R/W アービトレーションロストフラグ／オーバランエラーフラグ 

AL/OVEは、I2Cバスフォーマットの場合、マスタモード時にバス競合負けをし

たことを示します。またクロック同期式シリアルフォーマットの場合、RDRF

＝1の状態で最終ビットを受信したことを示します。 

複数のマスタがほぼ同時にバスを占有しようとしたときに I2Cバスインタフェ

ース 3は SDAをモニタし、自分が出したデータと異なった場合、ALフラグを

1にセットしてバスが他のマスタによって占有されたことを示します。 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

［セット条件］ 

• マスタ送信モードの場合、SCLの立ち上がりで内部 SDAと SDA端子のレベ

ルが不一致のとき 

• マスタモードの場合、開始条件検出時、SDA端子が Highレベルのとき 

• クロック同期式シリアルフォーマットの場合、RDRF＝1の状態で最終ビット

を受信したとき 

1 AAS 0 R/W スレーブアドレス認識フラグ 

スレーブ受信モードで開始条件直後の第一フレームが SARの SVA6～SVA0と

一致した場合にセットされます。 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

［セット条件］ 

• スレーブ受信モードでスレーブアドレスを検出したとき 

• スレーブ受信モードでゼネラルコールアドレスを検出したとき 

0 ADZ 0 R/W ゼネラルコールアドレス認識フラグ 

I2Cバスフォーマットのスレーブ受信モードのとき有効 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

［セット条件］ 

• スレーブ受信モードかつゼネラルコールアドレスを検出したとき 
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17.3.6 スレーブアドレスレジスタ（SAR） 

SARは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、フォーマットの選択、スレーブアドレスを設定し

ます。I2Cバスフォーマットでスレーブモードの場合、開始条件後に送られてくる第 1フレームの上位 7ビットと

SARの上位 7ビットが一致したとき、スレーブデバイスとして動作します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SVA[6:0] FS

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～1 SVA[6:0] 0000000 R/W スレーブアドレス 

I2Cバスにつながる他のスレーブと異なるユニークなアドレスを設定します。 

0 FS 0 R/W フォーマットセレクト 

0：I2Cバスフォーマット選択 

1：クロック同期式シリアルフォーマット選択 

 

17.3.7 I2Cバス送信データレジスタ（ICDRT） 

ICDRTは、送信データを格納する 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、シフトレジスタ（ICDRS）

の空きを検出すると ICDRTに書き込まれた送信データを ICDRSに転送し、データ送信を開始します。ICDRSの

データ送信中に、次に送信するデータを ICDRTにライトしておくと、連続送信が可能です。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  
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17.3.8 I2Cバス受信データレジスタ（ICDRR） 

ICDRRは、受信データを格納する 8ビットのレジスタです。1バイトのデータの受信が終了すると、受信した

データを ICDRSから ICDRRへ転送し、次のデータを受信可能にします。なお ICDRRは受信専用レジスタですの

で、CPUからライトできません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  

 

17.3.9 I2Cバスシフトレジスタ（ICDRS） 

ICDRSは、データを送信／受信するためのレジスタです。送信時は ICDRTから送信データが ICDRSに転送さ

れ、データが SDA端子から送出されます。受信時は 1バイトのデータの受信が終了すると、データが ICDRSか

ら ICDRRへ転送されます。なお本レジスタは CPUから直接リードできません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - -
- - - - - - - -  
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17.3.10 NF2CYCレジスタ（NF2CYC） 

NF2CYCは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、転送クロック選択、SCL端子、SDA端子のノ

イズ除去幅を選択することができます。詳細動作については、「17.4.7 ノイズ除去回路」を参照してください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R R R/W R/W

- - - CKS4 - - PRS NF2
CYC

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 CKS4 0 R/W 転送クロック選択 

マスタモードのとき、必要な転送レート（表 17.3参照）にあわせて設定してく

ださい。 

本ビットは 1MB版ではリザーブビットで読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込む値も常に 0にしてください。 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 PRS 0 R/W パルス幅比率選択 

SCLの High幅と Low幅の比率を指定します。 

0：High：Low＝0.5：0.5 

1：High：Low≒0.4：0.6 

0 NF2CYC 0 R/W ノイズ除去幅選択 

0：周辺クロックで 1サイクル周期以内のノイズを除去することができます 

1：周辺クロックで 2サイクル周期以内のノイズを除去することができます 
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17.4 動作説明 

I2Cバスインタフェース 3には、SARの FSの設定により、I2Cバスフォーマットとクロック同期式シリアルフ

ォーマットで通信することができます。 
 

17.4.1 I2Cバスフォーマット 

I2Cバスフォーマットを図 17.3に、I2Cバスのタイミングを図 17.4に示します。開始条件に続く第 1フレーム

は必ず 8ビット構成となります。 

S ASLA

7 n

R/W DATA A

1

1 m

1 11

A/A

1

P

1 転送ビット数
（n＝1～8）

転送フレーム数
（m＝1～）

S SLA

7 n1 7

R/W A DATA

1 1

1 m1

1

A/A

1

S

1

SLA R/W

1

1 m2

A

1

DATA

n2

A/A

1

P

1

上段：転送ビット数（n1、n2＝1～8）

下段：転送フレーム数（m1、m2＝1～）

（a）I2Cバスフォーマット（FS＝0）

（b）I2Cバスフォーマット（開始条件再送時、FS＝0）

 

図 17.3 I2Cバスフォーマット 

SDA

SCL

S SLA R/W A

981-7 981-7 981-7

DATA A DATA A P  

図 17.4 I2Cバスタイミング 

【記号説明】 

 S ：開始条件。マスタデバイスが SCL＝Highレベルの状態で SDAを Highレベルから Lowレベルに変化させます。 

 SLA ：スレーブアドレス 

 R/W ：送受信の方向を示します。1のときスレーブデバイスからマスタデバイスへ、0のときマスタデバイスからスレ 

ーブデバイスへデータを送信します。 

 A ：アクノリッジ。受信デバイスが SDAを Lowレベルにします。 

 DATA ：送受信データ 

 P ：停止条件。マスタデバイスが SCL＝Highレベルの状態で SDAを Lowレベルから Highレベルに変化させます。 
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17.4.2 マスタ送信動作 

マスタ送信モードでは、マスタデバイスが送信クロックと送信データを出力し、スレーブデバイスがアクノリ

ッジを返します。マスタ送信モードの動作タイミングについては図 17.5と図 17.6を参照してください。以下に

マスタ送信モードの送信手順と動作を示します。 

1. ICCR1のICEビットを1に設定します。また、ICCR1のCKS[3:0]等を設定します（初期設定）。 

2. ICCR2のBBSYフラグをリードしてバスが解放状態であることを確認後、ICCR1のMST、TRSをマスタ送信モ

ードに設定します。その後、BBSY＝1とSCP＝0をライトします（開始条件発行）。これにより開始条件を生

成します。 

3. ICSRのTDREがセットされたことを認識した後、ICDRTに送信データ（1バイト目はスレーブアドレスとR/W

を示すデータ）をライトします。このときTDREは自動的に0にクリアされ、ICDRTからICDRSにデータが転

送されて、再びTDREがセットされます。 

4. TDREがセットされた状態で1バイト送信が完了し、送信クロックの9クロック目の立ち上がりでICSRのTEND

がセットされます。ICIERのACKBRをリードし、スレーブデバイスが選択されたことを認識した後、2バイ

ト目のデータをICDRTにライトします。ACKBRが1のときはスレーブデバイスが認識されていないため、停

止条件を発行します。停止条件の発行はBBSY＝0とSCP＝0を、ライトすることにより行います。なおデータ

の準備ができるまで、または停止条件を発行するまではSCLがLowレベルに固定されます。 

5. 2バイト目以降の送信データは、TDREがセットされるたびにICDRTにデータをライトします。 

6. 送信するバイト数をICDRTにライトしたら、その後はTDREがセットされた状態でTENDがセット（最終バイ

ト送出完了）されるまで待ちます。または、ICIERのACKEをセットした状態で受信デバイスからのNACK

（ICSRのNACKF＝1）を待ちます。その後、停止条件を発行してTEND、あるいはNACKFをクリアします。 

7. ICSRのSTOPがセットされたらスレーブ受信モードに戻します。 
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SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

TDRE

TEND

ICDRT

ICDRS

ユーザの処理

1

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 ビット7 ビット6

2 1 23 4 5 6 7 8 9

A

R/W

SCL
（マスタ出力）

スレーブアドレス

アドレス+R/W データ1 データ2

アドレス+R/W データ1

[2]開始条件発行命令

[3]ICDRTにデータライト（1バイト目）

[4]ICDRTにデータライト（2バイト目）

[5]ICDRTにデータライト（3バイト目） 

図 17.5 マスタ送信モード動作タイミング（1） 

SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

TDRE

TEND

ICDRT

ICDRS

ユーザの処理

19

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0

2 3 4 5 6 7 8 9

A A/A

SCL
（マスタ出力）

データn

データn

[5]ICDRTにデータライト [6]停止条件発行、TENDクリア

[7]スレーブ受信モードに設定  

図 17.6 マスタ送信モード動作タイミング（2） 
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17.4.3 マスタ受信動作 

マスタ受信モードでは、マスタデバイスが受信クロックを出力し、スレーブデバイスからデータを受信してア

クノリッジを返します。マスタ受信モードの動作タイミングについては図 17.7と図 17.8を参照してください。 

以下にマスタ受信モードの受信手順と動作を示します。 

1. ICSRのTENDをクリア後、ICCR1のTRSをクリアしてマスタ送信モードからマスタ受信モードに切り替えま

す。その後、TDREをクリアします。 

2. ICDRRをダミーリードすると受信を開始*し、内部クロックに同期して受信クロックを出力し、データを受

信します。マスタデバイスは受信クロックの9クロック目にICIERのACKBTに設定したレベルをSDAに出力し

ます。 

3. 1フレームのデータ受信が終了し、受信クロックの9クロック目の立ち上がりでICSRのRDRFがセットされま

す。このとき、ICDRRをリードすることにより、受信したデータを読み出すことができ、同時にRDRFはク

リアされます。 

4. RDRFがセットされるたびにICDRRをリードすることにより、連続的に受信できます。なお別処理でRDRFが

セットされた状態でICDRRのリードが遅れて8クロック目が立ち下がった場合、ICDRRをリードするまでSCL

がLowレベルに固定されます。 

5. 次の受信が最終フレームの場合、ICDRRをリードする前にICCR1のRCVDをセットします。これにより次の

受信後、停止条件発行可能状態になります。 

6. 受信クロックの9クロック目の立ち上がりでRDRFがセットされたら、停止条件を発行します。 

7. ICSRのSTOPがセットされたらICDRRをリードします。その後、RCVDをクリアします。 

8. スレーブ受信モードに戻します。 

 

【注】 * 1バイトだけ受信したい場合は、ICCR1の RCVDセット後、ICDRRのダミーリードを行ってください。 
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SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

TDRE

TEND

ICDRS

ICDRR

ユーザの処理

1

ビット7A ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 ビット7

2 13 4 5 6 7 8 99

A

SCL
（マスタ出力）

マスタ送信モード マスタ受信モード

データ1

TRS

RDRF

データ1

[1]TEND、TRSクリア後、
TDREクリア

[2]ICDRRダミーリード [3]ICDRRリード

 

図 17.7 マスタ受信モード動作タイミング（1） 

SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

RDRF

RCVD

ICDRS

ICDRR

ユーザの処理

19

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0

2 3 4 5 6 7 8 9

A A/A

SCL
（マスタ出力）

データn-1 データn

[5]RCVDセット後、ICDRRリード [7]ICDRRリードし、
     RCVDをクリア

[6]停止条件発行

[8]スレーブ受信
　　モードに設定

データn-1 データn

 

図 17.8 マスタ受信モード動作タイミング（2） 
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17.4.4 スレーブ送信動作 

スレーブ送信モードでは、スレーブデバイスが送信データを出力し、マスタデバイスが受信クロックを出力し

てアクノリッジを返します。スレーブ送信モードの動作タイミングについては図 17.9と図 17.10を参照してくだ

さい。 

以下にスレーブ送信モードの送信手順と動作を示します。 

1. ICCR1のICEビットを1にセットします。また、ICCR1のCKS[3:0]等を設定します（初期設定）。ICCR1のMST、

TRSをスレーブ受信モードにしてスレーブアドレスが一致するまで待ちます。 

2. 開始条件を検出した後の第1フレームでスレーブアドレスが一致したとき、9クロック目の立ち上がりでスレ

ーブデバイスはSDAにICIERのACKBTに設定したレベルを出力します。このとき、8ビット目のデータ（R/W）

が1のとき、ICCR1のTRSおよびICSRのTDREがセットされ、自動的にスレーブ送信モードに切り替わります。

TDREがセットされるたびにICDRTに送信データをライトすると、連続送信が可能です。 

3. 最終送信データをICDRTにライトした後にTDREがセットされたとき、TDRE＝1の状態で、ICSRのTENDが

セットされるまで待ちます。TENDがセットされたら、TENDをクリアします。 

4. 終了処理のためTRSをクリアし、ICDRRをダミーリードします。これによりSCLを開放します。 

5. TDREをクリアします。 
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SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

TDRE

TEND

ICDRS

ICDRR

ユーザの処理

1

ビット7A ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 ビット7

2 13 4 5 6 7 8 99

A

SCL
（マスタ出力）

スレーブ受信モード スレーブ送信モード

データ1 データ2 データ3

データ2データ1

SCL
（スレーブ出力）

TRS

ICDRT

[2]ICDRTにデータライト
　（データ1）

[2]ICDRTにデータライト
　（データ2）

[2]ICDRTにデータライト
　（データ3）  

図 17.9 スレーブ送信モード動作タイミング（1） 
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SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

TDRE

TEND

ICDRS

ICDRR

ユーザの処理

19

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0

2 3 4 5 6 7 8 9
SCL

（マスタ出力）

TRS

ICDRT

[4]TRSクリア後
 ICDRRダミーリード

[5]TDREクリア[3]TENDクリア

SCL
（スレーブ出力）

A A

データn

スレーブ送信モード

スレーブ受信
モード

 

図 17.10 スレーブ送信モード動作タイミング（2） 

17.4.5 スレーブ受信動作 

スレーブ受信モードでは、マスタデバイスが送信クロック、送信データを出力し、スレーブデバイスがアクノ

リッジを返します。スレーブ動作モードタイミングについては図 17.11と図 17.12を参照してください。以下に

スレーブ受信モードの受信手順と動作を示します。 

1. ICCR1のICEビットを1にセットします。また、ICCR1のCKS[3:0]等を設定します（初期設定）。ICCR1のMST、

TRSをスレーブ受信モードにしてスレーブアドレスが一致するまで待ちます。 

2. 開始条件を検出後の第一フレームでスレーブアドレスが一致したとき、9クロック目の立ち上がりでスレーブ

デバイスはSDAにICIERのACKBTに設定したレベルを出力します。同時にICSRのRDRFがセットされますの

で、ICDRRをダミーリード（リードデータはスレーブアドレス＋R/Wを示すので不要）します。 

3. RDRFがセットされるたびにICDRRをリードします。RDRFがセットされた状態で8クロック目が立ち下がる

とICDRRをリードするまでSCLをLowに固定します。ICDRRをリードする前に行ったマスタデバイスに返す

アクノリッジの設定変更は次の転送フレームに反映されます。 

4. 最終バイトのリードも同様にICDRRのリードにより行います。 
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SDA
（マスタ出力）

SCL
（スレーブ出力）

SDA
（スレーブ出力）

ICDRS

ICDRR

ユーザの処理

1 2 13 4 5 6 7 8 99

AA

SCL
（マスタ出力）

データ2データ1

RDRF

データ1

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 ビット7

[2]ICDRRダミーリード [2]ICDRRリード  

図 17.11 スレーブ受信モード動作タイミング（1） 

SDA
（マスタ出力）

SCL
（スレーブ出力）

SDA
（スレーブ出力）

ICDRS

ICDRR

ユーザの処理

1 2 3 4 5 6 7 8 99

AA

SCL
（マスタ出力）

データ2データ1

RDRF

データ1

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0

[4]ICDRRリード[3]ICDRRリード  

図 17.12 スレーブ受信モード動作タイミング（2） 
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17.4.6 クロック同期式シリアルフォーマット 

本モジュールは、SARの FSを 1にセットすることにより、クロック同期式シリアルフォーマットとして動作

させることができます。ICCR1のMST＝1のとき SCLから転送クロック出力となり、MST＝0のとき転送クロッ

ク入力となります。 
 

（1） データ転送フォーマット 

クロック同期式シリアルフォーマットの転送フォーマットを図 17.13に示します。 

転送データは SCLクロックの立ち下がりから立ち下がりまで出力され、SCLクロックの立ち上がりエッジでデ

ータの確定が保証されます。データの転送順は ICMRのMLSにより、MSBファーストか LSBファーストかを選

択可能です。また ICCR2の SDAOにより、転送待機中に SDAの出力レベルを変更することができます。 

SDA ビット0 ビット1 ビット2 ビット3 ビット4 ビット5 ビット6 ビット7

SCL

 

図 17.13 クロック同期式シリアルフォーマットの転送フォーマット 

（2） 送信動作 

送信モードでは転送クロックの立ち下がりに同期して送信データを SDAから出力します。転送クロックは

ICCR1のMST＝1のとき出力、MST＝0のとき入力となります。送信モード動作タイミングは図 17.14を参照し

てください。以下に送信モードの手順と動作を示します。 

1. ICCR1のICEビットを1にセットします。またICCR1のMST、CKS[3:0]などを設定します（初期設定）。 

2. ICCR1のTRSを設定して送信モードにします。これにより、ICSRのTDREがセットされます。 

3. TDREがセットされていることを認識したら、ICDRTに送信データをライトします。これによりICDRTから

ICDRSにデータが転送され、自動的にTDREがセットされます。TDREがセットされるたびにICDRTにデータ

をライトすると連続送信が可能です。なお送信モードから受信モードに切り替える場合、TDREがセットさ

れた状態でTRSをクリアしてください。 
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SDA
（出力） ビット0

1 2 7 8 1 7 8 1

データ1 データ2 データ3

データ1 データ2 データ3

ビット1 ビット6 ビット7 ビット0 ビット6 ビット7 ビット0

SCL

TRS

TDRE

ICDRT

ICDRS

ユーザの処理

[2]TRSセット

[3]ICDRTに
 データライト

[3]ICDRTに
 データライト

[3]ICDRTに
 データライト

[3]ICDRTに
 データライト

 

図 17.14 送信モード動作タイミング 

（3） 受信動作 

受信モードでは転送クロックの立ち上がりでデータをラッチします。転送クロックは ICCR1のMST＝1のとき

出力、MST＝0のとき入力となります。受信モード動作タイミングについては図 17.15を参照してください。以下

に受信モードの手順と動作を示します。 

1. ICCR1のICEビットを1にセットします。またICCR1のCKS[3:0]等を設定します（初期設定）。 

2. 転送クロックを出力時、MST＝1にします。これにより受信クロックの出力を開始します。 

3. 受信が完了すると、ICDRSからICDRRにデータが転送され、ICSRのRDRFがセットされます。MST＝1のとき

は次バイトが受信可能状態のため、連続してクロックを出力します。RDRFがセットされるたびにICDRRを

リードすることにより連続的に受信可能です。RDRFがセットされた状態で8クロック目が立ち上がるとオー

バランを検出し、ICSRのAL/OVEがセットされます。このときICDRRの値は前の受信データを保持します。 

4. MST＝1のとき、受信を停止するためには、ICCR1のRCVDをセットしてから、ICDRRをリードします。これ

により次バイトの受信完了後、SCLがHighレベルに固定されます。 

 

【注】 MST＝1で 1バイトだけ受信したい場合は下記手順で行ってください。動作タイミングについては図 17.16を参照して

ください。 

 1. ICCR1の ICEビットを 1セットします。また ICCR1の CKS[3:0]等を設定します（初期設定）。 

 2. ICCR1の RCVDビットが 0の状態で、MST＝1にセットします。これにより受信クロックの出力を開始します。 

 3. ICMRの BC[2]ビットが 1セットされたことを確認後、ICCR1の RCVDビットを 1にセットしてください。これ

により受信クロックを 1バイト分出力した後、SCLが Highレベルに固定されます。 
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SDA
（入力） ビット0

1 2 7 8 1 7 8 1 2

データ1 データ2 データ3

データ1 データ2

ビット1 ビット6 ビット7 ビット0 ビット6 ビット7 ビット0 ビット1

SCL

MST

TRS

RDRF

ICDRS

ICDRR

ユーザの処理 [2]MSTセット
 （クロック出力時）

[3]ICDRRリード [3]ICDRRリード

 

図 17.15 受信モード動作タイミング 

SDA
（入力） ビット0

1 2 3 4 5 6 7 8

000

ビット1 ビット2 ビット3 ビット4 ビット5 ビット6 ビット7

SCL

MST

RCVD

BC2～0

[2]MSTセット

111 110 101 100 011 010 001 000

[3]BC2=1確認後、RCVDセット  

図 17.16 1バイト受信動作タイミング（MST＝1） 
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17.4.7 ノイズ除去回路 

SCL端子および SDA端子の状態はノイズ除去回路を経由して内部に取り込まれます。図 17.17にノイズ除去回

路のブロック図を示します。 

ノイズ除去回路は 3段直列に接続されたラッチ回路と一致検出回路で構成されます。SCL端子入力信号（また

は SDA端子入力信号）が周辺クロックでサンプリングされ、NF2CYCレジスタが 0のときは、2つのラッチ出力

が一致したときに後段へレベルを伝えます。また NF2CYCレジスタが 1のときは、3つのラッチ出力が一致した

ときに後段へレベルを伝えます。一致しない場合は前の値を保持します。 

SCL入力信号
または

SDA入力信号
内部SCL信号
または

内部SDA信号

サンプリングクロック

サンプリング
クロック

周辺クロック
周期

C

ラッチ
QD

C

ラッチ
QD

一致検出
回路

C

ラッチ
Q

1

0

D

一致検出
回路

NF2CYC

 

図 17.17 ノイズ除去回路のブロック図 
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17.4.8 使用例 

I2Cバスインタフェース 3を使用する場合の各モードでのフローチャート例を図 17.18～図 17.21に示します。 

開始

終了

初期設定

ICCR2のBBSYリード

ICSRのTENDリード

ICIERのACKBRリード

ICSRのSTOPリード

ICSRのTENDクリア

ICSRのTDREクリア

ICSRのTDREリード

ICDRTに送信データをライト

ICDRTに送信データをライト

マスタ受信モード

MST＝1、TRS＝1
（ICCR1）を設定

MST＝0、TRS＝0
（ICCR1）を設定

BBSY＝1、SCP＝0
をライト

BBSY＝0、SCP＝0を
ライト

ICDRTに送信データを
ライト

BBSY＝0？
No

TEND＝1？
No

Yes

Yes

ACKBR＝0？
No

Yes

送信モード？

TDRE＝1？

最終バイト？

STOP＝1？

No

No

No

No

No

Yes

Yes

ICSRのTENDリード

TEND＝1？

Yes

Yes

Yes

（1）　SCL、SDAラインの状態判定

（2）　マスタ送信モードに設定

（3）　開始条件発行

（4）　第１バイト（スレーブアドレス+R/W）の
　　　  送信データの設定

（9）　最終バイトの送信データの設定

（10）　最終バイトの送信終了待ち

（6）　指定したスレーブデバイスからの
  　　　アクノリッジの判定

（5）　1バイト送信終了待ち

（8）　ICDRTエンプティ待ち

（11）　TENDフラグクリア

（12）　STOPフラグクリア

（14）　停止条件生成待ち

（15）　スレーブ受信モードに設定
 TDREをクリア

（13）　停止条件発行

（7）　2バイト目以降（最終バイトを除く）の送信
 データの設定

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）

（11）

ICSRのSTOPクリア （12）

（13）

（14）

（15）

 

図 17.18 マスタ送信モードのフローチャート例 
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終了

ICSRのTENDクリア

ICDRRリード

ICDRRリード

RCVD＝1（ICCR1）を
設定

ACKBT＝0（ICIER）を
設定

ICDRRダミーリード

ICSRのTDREをクリア

TRS＝0（ICCR1）を設定

MST＝0（ICCR1）を
設定

BBSY＝0、SCP＝0を
ライト

最後の受信-1？

No

Yes

ICSRのRDRFリード

RDRF＝1？
No

Yes

ICSRのRDRFリード

RDRF＝1？

No

Yes

ACKBT＝1（ICIER）を
設定

ICDRRリード

RCVD＝0（ICCR1）を
設定

（4）　1バイト受信完了待ち*2

（1）　TENDをクリア、マスタ受信モードに設定
　　　 その後TDREをクリア*1

（2）　送信デバイスへのアクノリッジを設定*1

（7）　最終バイトのアクノリッジ設定。
 連続受信禁止（RCVD＝1）に設定*2

（3）　ICDRRダミーリード*1

（5）　（最後の受信－1）判定*2

（8）　（最終バイト－1）の受信データをリード

（9）　最終バイトの受信完了待ち

（11）　停止条件発行

（12）　停止条件生成待ち

（13）　最終バイトの受信データをリード

（14）　RCVDをクリア

（10）　STOPフラグクリア

（15）　スレーブ受信モードに設定

（6）　受信データをリード

マスタ受信モード

ICSRのSTOPリード

STOP＝1？
No

Yes

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

ICSRのSTOPクリア （10）

（9）

（11）

（12）

（13）

（14）

（15）

【注】 *1  （1）～（3）の処理中に割り込みが入ら
  ないようにしてください。
 *2 最後の受信-1時（（5）成立時）に、 
  （4）（5）（7）の処理中に割り込みが 
  入らないようにしてください。   

【補足】 1バイト受信の場合は（1）の後、（2）～
　　　　 （6）を省略し、（7）の処理へジャンプし
　　　　 ます。（8）はICDRRダミーリードとなり
　　　　 ます。

 

図 17.19 マスタ受信モードのフローチャート例 
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終了

ICDRTに送信データを
ライト

ICSRのTDREクリア

ICSRのTENDリード

ICSRのTENDクリア

TRS＝0（ICCR1）を設定

ICDRRダミーリード

ICSRのTDREリード

TDRE＝1？

Yes

Yes

No

No

No

（1）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（2）

（3）

スレーブ送信モード

ICDRTに送信データを
ライト

Yes

最終バイト？

TEND＝1？

ICSRのAASクリア

（1）　AASフラグクリア

（6）　TENDフラグクリア

（9）　TDREフラグクリア

（8）　SCLを開放するため、ICDRRダミーリード

（3）　ICDRTエンプティ待ち

（4）　最終バイトの送信データの設定

（5）　最終バイトの送信終了待ち

（7）　スレーブ受信モードに設定

（2）　ICDRT送信データ（最終バイトを除く）
 の設定

 

図 17.20 スレーブ送信モードのフローチャート例 
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終了

ICSRのAASクリア

ICDRRリード

ICDRRリード

ACKBT＝0（ICIER）を
設定

ICDRRダミーリード

最後の受信-1？

No

Yes

ICSRのRDRFリード

RDRF＝1？
No

Yes

ICSRのRDRFリード

RDRF＝1？

No

Yes

ACKBT＝1（ICIER）を
設定

ICDRRリード

（4）　1バイト受信完了待ち

（1）　 AASフラグクリア

（2）　送信デバイスへのアクノリッジを設定

（7）　最終バイトのアクノリッジ設定

（3）　ICDRRダミーリード

（5）　（最後の受信－1）判定

（8）　（最終バイト－1）の受信データをリード

（9）　最終バイトの受信完了待ち

（10） 最終バイトの受信データをリード

（6）　受信データをリード

スレーブ受信モード

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）

【補足】 1バイト受信の場合は（1）の後、（2）～
　　　　 （6）を省略し、（7）の処理へジャンプし
　　　　 ます。（8）はICDRRダミーリードとな
         ります。

 

図 17.21 スレーブ受信モードのフローチャート例 
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17.5 割り込み要求 

本モジュールの割り込み要求には、送信データエンプティ、送信終了、受信データフル、NACK検出、停止条

件検出、アービトレーションロスト／オーバランエラーの 6種類があります。表 17.4に各割り込み要求の内容を

示します。 
 

表 17.4 割り込み要求一覧 

割り込み要求 略称 割り込み条件 I2Cバス 

フォーマット 

クロック同期式 

シリアル 

フォーマット 

送信データエンプティ TXI (TDRE＝1)・(TIE＝1) ○ ○ 

送信終了 TEI (TEND＝1)・(TEIE＝1) ○ ○ 

受信データフル RXI (RDRF＝1)・(RIE＝1) ○ ○ 

停止条件検出 STPI (STOP＝1)・(STIE＝1) ○ × 

NACK検出 ○ × 

アービトレーションロスト／

オーバランエラー 

NAKI {(NACKF＝1)＋(AL＝1)}・(NAKIE＝1)

○ ○ 

 

表 17.4の割り込み条件が 1のとき、CPUは割り込み例外処理を実行します。なお TXIと RXIは、ダイレクト

メモリアクセスコントローラの起動設定を行っている場合は、ダイレクトメモリアクセスコントローラを起動で

きます。その場合、CPUへの割り込みは発生しません。例外処理の中でそれぞれの割り込み要因をクリアしてく

ださい。ただし TDRE、TENDは ICDRTに送信データをライトすることで、RDRFは ICDRRをリードすることで

自動的にクリアされますので注意してください。特に TDREは ICDRTに送信データをライトしたとき同時に再度

TDREがセットされ、さらに TDREをクリアすると、余分に 1バイト送信する場合があります。 
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17.6 ビット同期回路 

本モジュールはマスタモード設定時に、 

• スレーブデバイスによりSCLがLowレベルに引っ張られた場合 

• SCLラインの負荷（負荷容量、プルアップ抵抗）によりSCLの立ち上がりがなまった場合 

の 2つの状態で Highレベル期間が短くなる可能性があるため、SCLをモニタしてビットごとに同期をとりながら

通信を行います。 

ビット同期回路のタイミングを図 17.22に、SCLを Low出力→Hi-Zにしてから SCLをモニタするまでの時間

を表 17.5に示します。 
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同期クロック*1

SCL端子

内部SCLモニタ

同期クロック*1

SCL端子

内部SCLモニタ

同期クロック*1

SCL端子

内部SCLモニタ

V
IH

内部遅延*2

内部遅延*2

モニタ値はローレベル

SCLをローレベル 
出力しない

SCLをローレベル出力しない

SCLモニタ時間

V
IH

内部遅延*2

V
IH

モニタ値はローレベル
モニタ値は 
ハイレベル

SCLモニタ時間 SCLモニタ時間 SCLモニタ時間

設定した周波数と
異なります。

スレーブ
ローレベル出力

モニタ値はハイレベル

内部遅延*2

V
IH

SCLモニタ時間

モニタ値はハイレベル

【注】 *1 「表17.3　転送レート」で設定したクロック。
 *2 NF2CYC（NF2CYC）のNF2CYCビットが0のときは3～4 tpcyc、1のときは4～5 tpcyc。

（a） 正常な場合

（b） 最初スレーブデバイスがローレベルに引っ張った場合

（c） SCLの立ち上がりがなまった場合

 

図 17.22 ビット同期回路のタイミング 
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表 17.5 SCLをモニタする時間 

CKS4 CKS[3] CKS[2] SCLをモニタする時間 

0 9tpcyc 0 

1 21tpcyc 

0 39tpcyc 

0 

1 

1 87tpcyc 

0 79tpcyc 0 

1 175tpcyc 

0 159tpcyc 

1 

1 

1 351tpcyc 

【注】 * tpcycは HPBバスクロック（Pφ）の同期を示します。 
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17.7 使用上の注意事項 

17.7.1 マルチマスタで使用時の注意 

マルチマスタで使用し、本モジュール転送レートの設定（ICCR1 CKS[3:0]）が他のマスタより遅いとき、まれ

に SCLに予期しない幅の SCLが出力される場合があります。 

他のマスタの一番速い転送レートより 1/1.8以上の転送レートを設定する必要があります。 
 

17.7.2 マスタ受信モード時の注意 

8クロック目の立ち下がり付近で ICDRRをリードした場合、受信データが取れなくなる場合があります。 

また、受信バッファフルかつ 8クロック目の立ち下がり付近で RCVD＝1に設定すると、停止条件の発行ができ

なくなる場合があります。 

以下の、1.か 2.の方法どちらかで対応してください。 

1. マスタ受信モードでICDRRをリードする処理は8クロックの立ち上がりまでに行ってください。 

2. マスタ受信モードはRCVD＝1にし、1バイトごとの通信で処理を行ってください。 

 

17.7.3 マスタ受信モード、ACKBT設定時の注意 

マスタ受信モード動作時、連続転送している最終データの 8つ目の SCLが立ち下がる前に ACKBTを設定して

ください。スレーブ送信側デバイスがオーバランする恐れがあります。 
 

17.7.4 アービトレーションロスト時の MSTと TRNビットの状態についての注意 

マルチマスタで使用時、MST、TRSを順次ビット操作しマスタ送信に設定した場合、TRSのビット操作命令実

行中のアービトレーションロストが発生するタイミングによっては、ICSRの AL＝1かつマスタ送信モード（MST

＝1、TRS＝1）のように矛盾した状態になっている場合があります。 

この現象を回避するためには下記の方法があります。 

• マルチマスタで使用時、MST、TRSの設定はMOV命令で行ってください。 

• アービトレーションロストした場合、MST＝0、TRS＝0を確認してください。 

万一、MST＝0、TRS＝0以外の状態の場合、MST＝0、TRS＝0を設定し直してください。 
 

17.7.5 I2Cバスインタフェースモードのマスタ受信モード時の注意事項 

マスタ受信完了後、SCLの 9クロック目の立ち下がりを確認してから、停止条件を発行または開始条件を再発

行してください。 
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17.7.6 IICRST、BBSYビットに関する注意事項 

ICCR2の IICRSTビットに 1をライトすると、本 LSIは SCL、SDA端子を解放します。そのとき、端子が SCL

＝Highレベルの状態で SDAが Lowレベルから Highレベルに変化すると、停止条件と認識して ICCR2の BBSY

ビットが 0にクリアされます。 
 

17.7.7 マスタ送信モード、停止条件発行時の注意事項 

（1） 現象 

マスタ送信モードかつ I2Cバスインタラプトイネーブルレジスタ（ICIER）の ACKEビット＝1設定で停止条件

を発行したとき、発行するタイミングにより停止条件が正常に出力されないことがあります。 
 

（2） 対策 

マスタ送信モードかつ I2Cバスインタラプトイネーブルレジスタ（ICIER）の ACKEビット＝1設定時における

停止条件の発行は、9クロック目の立ち下がりを認識してから行ってください。9クロック目の立ち下がりは、I2C

コントロールレジスタ 2（ICCR2）の SCLOビットをチェックすることにより認識することができます。 
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18. シリアルペリフェラルインタフェース（HSPI） 

18.1 概要 

本 LSIは、シリアルペリフェラルインタフェース（HSPI）を 1チャネル内蔵しています。 
 

18.1.1 特長 

HSPIには次のような特長があります。 

• 動作モード：マスタモード、スレーブモード 

• 送信部と受信部はダブルバッファ構造で、全二重通信が可能 

• 内部バスクロック分周機能により、広範囲のビットレートをサポート 

• クロックのレジスタ設定により、2種類の送信プロトコルを設定でき、シリアルビットクロックの立ち上がり

エッジまたは立ち下がりエッジのいずれかと同期した送信／受信機能を実現しています。 

• 受信エラーに関しては、レシーブバッファのオーバフローを検出できます。 

• マスタ設定のとき、データ転送中に自動的に、または手動でコントロールすることにより、スレーブモジュ

ールに対するチップセレクト信号を生成できます。 

• 送信データと受信データの両方を2つのDMAチャネルを経由して独立してDMA転送することが可能です。 
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図 18.1に HSPIのブロック図を示します。 

なお、本文中の内部バスクロック、周辺クロックは周辺モジュール用クロック（clkp）に対応します。 
 

バスインタフェース

レジスタ
システム
コントロール

シフトレジスタ

クロック分周

極性選択 シリアルビット
クロック生成器

SPCR
SPSR

SPSCR
SPTBR
SPRBR

LSB MSBHSPI_RX

内部バスクロック 
（SHwyクロックclks）

HSPI_TX

HSPI_CS#

HSPI_CLK

内部バス

クロック分周2

 

図 18.1 HSPIのブロック図 

 

18.1.2 外部端子 

表 18.1に HSPIの端子構成を示します。 

表 18.1 端子構成 

名称 端子名 入出力 機   能 

シリアルクロック端子 HSPI_CLK 入出力 クロック入出力 

送信データ端子 HSPI_TX 出力 送信データ出力 

受信データ端子 HSPI_RX 入力 受信データ入力 

チップセレクト端子 HSPI_CS# 入出力 チップセレクト 
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18.1.3 レジスタ構成 

HSPIのレジスタベースアドレスは次のとおりです。 
 

HSPIベースアドレス：H'FFFC7000 
 

表 18.2（1） レジスタ構成 

名称 略称 R/W ベースアドレスからの

オフセットアドレス 

サイズ 

コントロールレジスタ SPCR R/W H'00 32 

ステータスレジスタ SPSR R* H'04 32 

システムコントロールレジスタ SPSCR R/W H'08 32 

トランスミットバッファレジスタ SPTBR R/W H'0C 32 

レシーブバッファレジスタ SPRBR R H'10 32 

【注】 上記アドレス以外への書き込みは行わないでください。書き込みを行った場合、動作は保証されません。読み出すと不

定値が読み出されます。 

 * ビット 4、3はフラグをクリアするための 0書き込みが可能です。 

 

表 18.2（2） 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

SPCR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

SPSR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

SPSCR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

SPTBR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

SPRBR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

 

18.2 レジスタ説明 

【レジスタ説明の記号説明】 

初期値 ：リセット後のレジスタ値 

― ：不定値 

R/W ：リードおよびライト可。書き込み値を読み出すことができます。 

R/WC0 ：リードおよびライト可。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。 

R ：リードのみ可。書き込む値は常に 0にしてください。 

―/W ：ライトのみ可。読み出し値は不定です。 
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18.2.1 コントロールレジスタ（SPCR） 

SPCRは、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、転送データのシフトタイミングの制御、クロッ

ク極性、およびクロック周波数を設定します。 
 

161718192021222324252627282931 30

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －
RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

00000000－－－

IDIV CLK
C4

CLK
C0CLKPFBS－－－－－－－ －

－－－－ －
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

CLK
C1

CLK
C2

CLK
C3

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － － R リザーブビット 

読み出したときの値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7 FBS 0 R/W ファーストビットスタート 

リードおよびライト可。書き込み値を読み出すことができます。 

各ビットの転送されたデータとシリアルビットクロックの間のタイミングを

制御します。 

0：HSPIから転送された最初のビットが、HSPI_CS#端子がローレベルに

なった後の最初の HSPI_CLKエッジで受信デバイスによりサンプルさ

れるように設定します。同様に、受信した最初のビットが HSPI_CS#端

子がローレベルになった後の最初の HSPI_CLKエッジでサンプルされ

ます。 

1：HSPIから転送された最初のビットが、HSPI_CS#端子がローレベルに

なった後の2番目のHSPI_CLKエッジで受信デバイスによりサンプルさ

れるように設定します。同様に、受信した最初のビットが HSPI_CS#端

子がローレベルになった後の2番目のHSPI_CLKエッジでサンプルされ

ます。 

6 CLKP 0 R/W シリアルクロック極性 

0：HSPI_CLK信号は反転されず、インアクティブ期間中はローレベルです。 

1：HSPI_CLK信号は反転され、インアクティブ期間中はハイレベルです。 

5 IDIV 0 R/W 初期クロック分周比 

0：初期化時、インタミディエイト周波数を生成するために内部バスクロッ

ク（clks）は 16で分周され、マスタモード用のシリアルビットクロック

を生成するためにさらに分周されます。 

1：初期化時、インタミディエイト周波数を生成するために内部バスクロッ

ク（clks）は 128で分周され、マスタモード用のシリアルビットクロッ

クを生成するためにさらに分周されます。 



 

18. シリアルペリフェラルインタフェース（HSPI） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  18-5 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 

3 

2 

1 

0 

CLKC4 

CLKC3 

CLKC2 

CLKC1 

CLKC0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

クロック分周カウント 

シリアルビットクロックがハイレベルとローレベルの期間中のインタミディ

エイト周波数サイクル数を設定します。 

00000：1インタミディエイト周波数サイクル。 

シリアルビットクロック周波数は、インタミディエイト周波数/2 

00001：2インタミディエイト周波数サイクル。 

シリアルビットクロック周波数は、インタミディエイト周波数/4 

00010：3インタミディエイト周波数サイクル。 

シリアルビットクロック周波数は、インタミディエイト周波数/6 

：： 

11111：32インタミディエイト周波数サイクル。 

シリアルビットクロック周波数は、インタミディエイト周波数/64 

 

シリアルビットクロック周波数は以下の計算式で求められます。 
 

周辺クロック周波数

（初期クロック分周比×（クロック分周カウント＋1）×2） 
シリアルビットクロック周波数＝

 
 

HSPIがスレーブとして動作する場合、IDIVと CLKCビットは無視され、HSPIは外部から供給されたシリアル

ビットクロックと同期します。 

動作可能な外部シリアルビットクロックの最大値は、内部バスクロック周波数（clks）/ 32です。 

FBSまたは CLKP、IDIV、CLKCビットのいずれかが変更された場合、HSPIはソフトリセットされます。 
 

18.2.2 ステータスレジスタ（SPSR） 

SPSRのステータスフラグにより、システムが正しく動作しているかどうかを確認できます。 

SPSCRの ROIEビットが 1に設定されている場合、レシーブバッファオーバラン発生やレシーブバッファオー

バラン警告により割り込み要求を発生します。SPSCRの TFIEビットが 1に設定されている場合、送信完了フラ

グにより割り込み要求を発生します。SPSCRの該当イネーブルビットが 1に設定されている場合、受信 FIFOハ

ーフウェイや受信 FIFOフル、送信 FIFOエンプティ、送信 FIFOハーフウェイフラグにより割り込み要求を発生

します。SPSCRの RNIEビットが 1に設定されていると、受信 FIFOが空ではない場合に割り込み要求を発生しま

す。 
 

161718192021222324252627282931 30

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －
RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

00000100100

TXFLTXFNRXFLRXOWRXOORXEMRXHARXFUTXEMTXHATXFU－－－－ －

－－－－ －
RRRR/WC0R/WC0RRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － － R リザーブビット 

読み出したときの値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

10 TXFU 0 R 送信 FIFOフルフラグ 

本ステータスフラグは FIFOモード時の動作にのみ適用されます。送信 FIFOが送

信データでいっぱいになり、次の送信データを受け付けなくなったときにこのフラ

グはセットされます。送信データが転送のために HSPIバスに出力されたときにこ

のフラグはクリアされます。 

9 TXHA 0 R 送信 FIFOハーフウェイフラグ 

本ステータスフラグは FIFOモード時の動作にのみ適用されます。送信 FIFOが中

間点に到達したとき、つまり、4バイトに送信データを格納し、4バイトが空いて

いる状態のときにこのフラグはセットされます。送信 FIFOにさらにデータが書き

込まれたときにこのフラグはクリアされます。次に続く FIFOレベルが中間点より

下回っても、このフラグは中間点より上回るまではセットされたままです。 

TXHA=1かつ THIE=1のとき、irq=1となります。 

8 TXEM 1 R 送信 FIFOエンプティフラグ 

本ステータスフラグは FIFOモード時の動作にのみ適用されます。送信 FIFOに送

信データが入ってないときにこのフラグはセットされます。送信 FIFOにデータが

書き込まれたときにこのフラグはクリアされます。 

TXEM=1かつ TEIE=1のとき、irq=1となります。 

7 RXFU 0 R 受信 FIFOフルフラグ 

本ステータスフラグは FIFOモード時の動作にのみ適用されます。受信 FIFOが受

信データでいっぱいになり、次の受信データを受けつけなくなったときにこのフラ

グはセットされます。受信 FIFOからデータが読み出されたときにこのフラグはク

リアされます。 

RXFU=1かつ RFIE=1のとき、irq=1となります。 

6 RXHA 0 R 受信 FIFOハーフウェイフラグ 

本ステータスフラグは FIFOモード時の動作にのみ適用されます。受信 FIFOが中

間点に到達したとき、つまり、4バイトに受信データを格納し、4バイトが空いて

いる状態のときにこのフラグはセットされます。受信 FIFOを読み出し、4バイト

（中間点）を下回った場合にフラグはクリアされます。 

RXHA=1かつ RHIE=1のとき、irq=1となります。 

5 RXEM 1 R 受信 FIFOエンプティフラグ 

本ステータスフラグは FIFOモード時の動作にのみ適用されます。受信 FIFOに受

信データが入ってないときにこのフラグはセットされます。受信 FIFOにデータが

書き込まれたときにこのフラグはクリアされます。 

RXEM=0かつ RNIE=1のとき、irq=1となります。 

4 RXOO 0 R/WC0 レシーブバッファオーバラン発生フラグ 

新しいデータを受信したが、前の受信データが HSPIの SPRBRからまだ読み出さ

れてないときにこのフラグはセットされます。新しく受信したデータは、前に受信

したデータを上書きしません。RXOOフラグは、対応するビット位置への 0の書き

込みでリセットされるまで、ハイレベルのままです。 

RXOO=1かつ ROIE=1のとき、irq=1となります。 



 

18. シリアルペリフェラルインタフェース（HSPI） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  18-7 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 RXOW 0 R/WC0 レシーブバッファオーバラン警告フラグ 

新しいシリアルデータ転送が開始されたのに、前の受信データが HSPIの SPRBR

からまだ読み出されてないときにこのフラグはセットされます。RXOWフラグは、

対応するビット位置への 0の書き込みでリセットされるまで、ハイレベルのままで

す。 

RXOW=1かつ ROIE=1のとき、irq=1となります。 

2 RXFL 0 R レシーブバッファフルステータスフラグ 

本ステータスフラグは、SPRBRに読み出されていない新しいデータが格納されて

いることを示します。シリアルバス転送の終わりの方で、シフトレジスタ内容がレ

シーブバッファにロードされた時点でこのフラグはセットされます。SPRBRを読

み出すことで、このビットをリセットできます。 

1 TXFN 0 R 送信完了ステータスフラグ 

本ステータスフラグは、最後の転送が完了したことを示します。SPTBRが内部バ

スからデータを受信できるようになったときにこのフラグはセットされます。

SPTBRにデータを書き込むことで、このビットをリセットできます。 

TXFN=1かつ TFIE=1のとき、irq=1となります。 

0 TXFL 0 R トランスミットバッファフルステータスフラグ 

本ステータスフラグは、SPTBRに送信していないデータがあることを示します。

内部バスからのデータが SPTBRに書き込まれたときにこのフラグはセットされま

す。SPTBRが内部バスからのデータを受信できるようになったときにこのビット

はリセットされます。 

 

18.2.3 システムコントロールレジスタ（SPSCR） 

SPSCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、割り込みまたは FIFOモードの制御、データを

送受信するときの LSB／MSBファーストの選択、ソフトリセットの発生を行うことができます。 

FFENまたは LMSB、CSA、MASLビットのいずれかが変更された場合、HSPIはソフトリセットされます。 
 

161718192021222324252627282931 30

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －
RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

00000010000

MASLROIETFIE TXDERXDECSACSVLMSBFFENRFIERHIERNIETHIETEIE－ －

000－ －
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WWWR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出したときの値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13 TEIE 0 W 送信 FIFOエンプティ割り込みイネーブル 

0：送信 FIFOエンプティ割り込みを禁止 

1：送信 FIFOエンプティ割り込みを許可 

このレジスタは書き込みのみ可能なレジスタです。読み出し値は不定です。 

12 THIE 0 W 送信 FIFOハーフウェイ割り込みイネーブル 

0：送信 FIFOハーフウェイ割り込みを禁止 

1：送信 FIFOハーフウェイ割り込みを許可 

このレジスタは書き込みのみ可能なレジスタです。読み出し値は不定です。 

11 RNIE 0 R/W 受信 FIFOノットエンプティ割り込みイネーブル 

0：受信 FIFOノットエンプティ割り込みを禁止 

1：受信 FIFOノットエンプティ割り込みを許可 

10 RHIE 0 R/W 受信 FIFOハーフウェイ割り込みイネーブル 

0：受信 FIFOハーフウェイ割り込みを禁止 

1：受信 FIFOハーフウェイ割り込みを許可 

9 RFIE 0 R/W 受信 FIFOフル割り込みイネーブル 

0：受信 FIFOフル割り込みを禁止 

1：受信 FIFOフル割り込みを許可 

8 FFEN 0 R/W FIFOモードイネーブル 

FIFOモードを許可／禁止します。FIFOモードが許可されているとき、送信データ

と受信データのためにそれぞれ 1つずつ 8エントリ FIFOが使用可能になります。 

これらの FIFOは、SPTBRと SPRBR経由で読み出しと書き込みができます。 

FIFOモードが禁止されているとき、存在する SPTBRと SPRBRが直接使われるた

め、HSPIバス上のすべての転送ごとに新しいデータを SPTBRに書き込んだり、

SPRBRから読み出したりする必要があります。 

SPTBRと SPRBRのために DMA要求が使われる場合、FIFOモードを禁止してお

く必要があります。 

0：FIFOモードを禁止 

1：FIFOモードを許可 

7 LMSB 0 R/W LSB／MSBファーストコントロール 

0：データの送受信はMSBファースト 

1：データの送受信は LSBファースト 

6 CSV 1 R/W チップセレクト値 

HSPIがマスタで、チップセレクト生成が”手動”選択されているとき、このビットが

チップセレクト出力値をコントロールします。 

0：チップセレクト出力がローレベル 

1：チップセレクト出力がハイレベル 

5 CSA 0 R/W 自動／手動チップセレクト 

0：チップセレクト出力をデータ転送中に自動生成 

1：チップセレクト出力を手動でコントロールし、CSVビットが値を決定 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 TFIE 0 R/W 送信完了割り込みイネーブル 

0：送信完了割り込みを禁止 

1：送信完了割り込みを許可 

3 ROIE 0 R/W レシーブオーバラン発生／警告割り込みイネーブル 

0：レシーブオーバラン発生／警告割り込みを禁止 

1：レシーブオーバラン発生／警告割り込みを許可 

2 RXDE 0 R/W レシーブ DMAイネーブル 

0：レシーブ DMAの転送要求を禁止 

1：レシーブ DMAの転送要求を許可 

1 TXDE 0 R/W トランスミット DMAイネーブル 

0：トランスミット DMAの転送要求を禁止 

1：トランスミット DMAの転送要求を許可 

0 MASL 0 R/W マスタ／スレーブセレクト 

0：HSPIはスレーブとして動作 

1：HSPIはマスタとして動作 

 

18.2.4 トランスミットバッファレジスタ（SPTBR） 

SPTBRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、送信するデータを格納します。 
 

161718192021222324252627282931 30

－－－－－－－－－－－－－－－ －

－－－－－－－－－－－－－－－ －
RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

00000000－－－

TD－－－－－－－ －

－－－－ －
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － － R リザーブビット 

読み出したときの値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 TD すべて 0 R/W 送信データ 

これらのビットに書き込まれたデータは送信のためのシフトレジスタに転送

されます。 

読み出し時には、送信バッファに格納されているデータが読み出されます。 
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18.2.5 レシーブバッファレジスタ（SPRBR） 

SPRBRは、読み出し専用の 32ビットのレジスタで、受信したデータ数を格納します。 
 

161718192021222324252627282931 30

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

00000000000

RD－－－－－－－ －

0000 0

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出したときの値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 RD すべて 0 R 受信データ 

前回受信したデータの読み出しが完了しているならば、1バイトを受信するごと

にシフトレジスタからデータがこれらのビットに格納されます。 
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18.3 動作説明 

18.3.1 DMAを使用しない場合の動作（FIFOモード無効時の動作）の動作 

図 18.2に送信／受信動作の手順フローを示します。 

開始

終了

No

No

SPSCRのMASLビットを設定し、

マスタモードかスレーブモードを選択

SPSCRのTFIE、ROIEビットを設定し、

必要な割り込みを許可

HSPI_TXとスレーブ間の

データのやりとり

SPSRの
TXFLビットを読み出し

SPTBRが空かを
確認

Yes

別の送信要求
Yes

システムリセット

SPTBRへデータの書き込み

 

図 18.2 動作フローチャート 
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マスタは SPCRの設定により HSPI_CLKの立ち下がりか立ち上がりエッジでスレーブにデータを送信し、反対

のエッジでスレーブからのデータをサンプリングします。マスタとスレーブ間のデータ転送は、SPSRの TXFNビ

ット（送信完了ステータスフラグ）が 1にセットされたときに終了します。HSPIモジュールが受信専用（ヌルデ

ータ送信中）に設定されている場合にでも、TXFNビットを使えば、HSPI転送イベント（バイト送信とバイト受

信）がいつ発生したかを調べることができます。データ送信方式のデフォルトはMSBファーストですが、SPSCR

の LMSBビットの設定によっては、LSBファーストも可能です。 

送信動作中のスレーブは、マスタからの HSPI_CLK出力と同期して、マスタにデータを送信しています。スレ

ーブから送信されたデータはサンプリングされたあとでシフトレジスタに転送され、送信完了時には SPRBRに転

送されます。 

HSPIがスレーブとして動作する場合、HSPI_CS#端子を用いて HSPIを選択し、外部マスタからのデータを受信

できるように準備します。SPCRの FBSビットが 0のとき、バイトデータとバイトデータの間は HSPI_CS#端子を

ハイレベルに保持する必要があります（1バイト転送後には、HSPI_CS#端子をハイレベルにする必要があります）。

FBS＝1のとき、数バイトの送信期間なら、HSPI_CS#端子がローレベルでも問題ありません。常に FBS＝1となる

ようにシステムが構成されている場合、HSPI_CS#端子をグランドに固定できます（ただし、HSPIがスレーブとし

て動作する場合にのみ限られます）。 
 

18.3.2 DMAを使用する場合の動作 

HSPIの動作は、DMAを使わないときより DMAを使ってデータの送受信を行うときの方が簡略化されます。

HSPIは、DMAを使わない転送の場合と同じように設定されます。FIFOモードは必ず無効にしてください。次に、

DMAコントローラ（DMAC）が要求されたデータ量を転送するように設定します。これにより、DMA要求は HSPI

で有効になり、さらに操作しなくても転送が実行されます。 

DMACがすべての転送が終了したことを通知してきたら、残っている DMA要求をクリアするために HSPIの

DMA要求信号を無効にしなくてはなりません。これを行わないと、HSPIは常に送信するデータを要求し続けま

す。 
 

18.3.3 FIFOモード有効時の動作 

DMAモードを使用しない場合のプロセッサの割り込みオーバヘッドを低減するために FIFOモードが用意され

ています。FIFOモード有効時、送信前に最大 8バイトのデータが書き込みでき、受信 FIFOからの読み出し前に

最大 8バイトのデータを受信できます。HSPIモジュールと外部デバイス間で、決められたデータ量を転送する場

合、以下の手順に従ってください。 

1. 要求されたHSPI転送特性（マスタ／スレーブ、クロック極性など）を満足できるようにモジュールをセット

アップし、FIFOモードを有効にします。 

2. SPTBR経由で送信FIFOにバイトデータを書き込みます。8バイトより多いデータを送信する場合は、データ

送信時のFIFOレベルが分かるように送信FIFOハーフウェイ割り込みを許可します。 

3. 送信FIFOハーフウェイ割り込みが発生したら、送信FIFOにさらにデータを書き込み、SPRBR経由で受信FIFO

からデータを読み出します。 
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4. すべての送信データを送信FIFOに書き込んだら、送信FIFOハーフウェイ割り込みを禁止し、受信FIFOが空に

なるまでデータを読み出します。送信された最後のバイトデータがいつ受信されたかが分かるように受信

FIFOノットエンプティ割り込みを許可します。 

5. 予定されているデータの受信が完了するまでは、受信FIFOノットエンプティ割り込みには対処します。 

6. 次に使うときまでモジュールを無効にします。 

 

アプリケーションによっては、外部のHSPIデバイスから未定量のデータを受信することもあります。この場

合は、以下の手順に従ってください。 

1. 要求されたHSPI転送特性（マスタ／スレーブ、クロック極性など）を満足できるようにモジュールをセット

アップし、FIFOモードを有効にします。 

2. 送信するデータを送信FIFOに書き込みます。受信FIFOノットエンプティ割り込みを許可します。 

3. 受信FIFOノットエンプティ割り込みに対処し、受信FIFOが空になるまでデータを読み出します。必要に応じ

て、もっとデータを送信FIFOに書き込みます。 

4. 送信が停止するときにモジュールを無効にします。 

 

18.3.4 タイミング図 

HSPIのシフトとサンプリング処理におけるタイミング関係を以下の図で示します。図 18.3に SPCRの FBSビ

ットが 0のときの状態、図 18.4に SPCRの FBSビットが 1のときの状態を示します。これらの図からも分かるよ

うに、SPCRの CLKPビットが 0のとき、送信データは HSPI_CLKの立ち下がりエッジでシフトされ、受信デー

タは立ち上がりエッジでサンプリングされます。逆のことが、CLKPビットが 1のときに起こります。 
 

1 2 3 4 5 6 7 8
sck_cycle

HSPI_CLK（CLKP＝0）

HSPI_CLK（CLKP＝1）

HSPI_TX

HSPI_RX

HSPI_CS#

6 5 4 3 2 1 LSBMSB

6 5 4 3 2 1 *LSBMSB

 

図 18.3 FBS=0のときのタイミング 
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1 2 3 4 5 6 7 8
sck_cycle

HSPI_CLK（CLKP＝0）

HSPI_CLK（CLKP＝1）

HSPI_TX

HSPI_RX

HSPI_CS#

6 5 4 3 2 1 LSBMSB

6* 5 4 3 2 1 LSBMSB

 

図 18.4 FBS=1のときのタイミング 

 

18.3.5 ソフトリセット 

ソフトリセットにより、モジュールを決められた状態に戻し、受信と送信 FIFOポインタを初期化することがで

きます。SPCRと SPSCRの割り込み／DMAイネーブルビットとチップセレクト値（CSV）ビットを除いたコント

ロールビットが変化したときにソフトリセットは発生します。 

HSPI がスレーブモード時にマスタデバイスがデータ転送中の場合を除いて HSPI_CS#をローレベルにする場合、

ソフトリセット後に CSV/CSAを設定し直してください。これにより、データの誤った受信を防ぐことができます。 
 

18.3.6 クロック極性と送信制御 

SPCRを使って、転送データのシフトタイミングと極性を設定できます。SPCRの FBSビットで異なる 2つの転

送方式から選択できます。MSBまたは LSBは、HSPI_CS#の立ち下がりエッジで有効になります。SPCRの CLKP

ビットを使って、マスタとスレーブで HSPI_CLKの立ち上がりエッジと立ち下がりエッジのどちらでデータをシ

フトしてサンプリングするかを制御する極性選択ブロックを制御できます。 
 

18.3.7 送信と受信ルーチン 

接続されたマスタとスレーブは、HSPI_CLKに同期した巡回シフトレジスタとして機能すると考えることがで

きます。マスタからの送信バイトは、8 HSPI_CLKサイクルでスレーブからの受信バイトと交換されます。送信部、

および受信部ともにダブルバッファ構造になっていますので連続読み出し／書き込みができます。FIFOモード有

効時、送信データと受信データのために 8エントリ FIFOがあります。 
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19. FIFO内蔵シリアルコミュニケーション 
インタフェース（SCIF） 

19.1 概要 

FIFOバッファ内蔵のシリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF：Serial Communication Interface with 

FIFO）です。SCIFは、調歩同期式通信とクロック同期式通信の 2方式でシリアル通信ができます。 

送受信用に FIFOバッファをおのおの 16段内蔵しており、効率の良い高速連続通信を行うことができます。 

本 LSIにおけるチャネルごとの SCIFの機能は、以下のとおりです。 
 

チャネル 名称 機能 端子 ベースアドレス 備考 

0 SCIF-0 調歩同期式モード 

（モデムコントロール機能

あり） 

クロック同期式モード 

RX0、TX0、SCK0、

RTS0#、CTS0# 

H'FFE4 0000 送受信クロックソース

を外部から供給可能

（SCK0端子より） 

1 SCIF-1 調歩同期式モード 

（モデムコントロール機能

あり） 

クロック同期式モード 

RX1、TX1、SCK1、

RTS1#、CTS1# 

H'FFE4 1000 送受信クロックソース

を外部から供給可能

（SCK1端子より） 

2 SCIF-2 調歩同期式モード 

クロック同期式モード 

RX2、TX2、SCK2 H'FFE4 2000 送受信クロックソース

を外部から供給可能

（SCK2端子より） 

3 SCIF-3 調歩同期式モード RX3、TX3 H'FFE4 3000 － 

4 SCIF-4 調歩同期式モード RX4、TX4 H'FFE4 4000 － 

5 SCIF-5 調歩同期式モード RX5、TX5 H'FFE4 5000 － 
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19.1.1 特長 

SCIFには次のような特長があります。 
 

• 調歩同期式シリアル通信 

キャラクタ単位で同期を取る調歩同期方式でシリアルデータの通信を行います。Universal Asynchronous 

Receiver/Transmitter（UART）やAsynchronous Communication Interface Adapter（ACIA）など標準の調歩同期式

通信用LSIとのシリアルデータ通信ができます。シリアルデータ通信フォーマットを8種類のフォーマットか

ら選択できます。 

―データ長 ：7ビット、または8ビット 

―ストップビット長 ：1ビット、または2ビット 

―パリティ ：偶数パリティ、奇数パリティ、またはパリティなし 

―受信エラーの検出 ：パリティエラー、フレーミングエラー、オーバランエラーを検出 

―ブレークの検出 ：フレーミングエラーが発生し、引き続き1フレーム長以上スペース0（ローレベル）の

場合、ブレークを検出します。また、フレーミングエラー発生時にRX端子のレベル

をシリアルポートレジスタ（SCSPTR）から直接読み出すことによってもブレークを

検出できます。 

• クロック同期式シリアル通信 

クロックに同期してシリアルデータ通信を行います。クロック同期式通信機能を持つほかのLSIとのシリアル

データ通信ができます。シリアルデータ通信フォーマットは1種類です。 

―データ長 ：8ビット 

―受信エラーの検出 ：オーバランエラーを検出 

• 全二重通信が可能 

独立した送信部と受信部を備えているので、送信と受信を同時に行うことができます。また、送信部および

受信部ともに16段のFIFOバッファ構造になっているので、シリアルデータの連続送信、連続受信ができます。 

• 内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能 

送受信クロックソースを、LSI内部クロックを基準に内蔵ボーレートジェネレータが供給するクロックか、ま

たは外部クロックから選択可能です。 

• 8種類の割り込み要因 

レシーブデータレディ、レシーブFIFOデータフル、ブレーク検出、トランスミットFIFOデータエンプティ、

トランスミットエンド、レシーブエラー、オーバランエラー、タイムアウトの8種類の割り込み要因があり、

それぞれ独立に要求することができます。 

• DMAデータ転送 

送信FIFOデータエンプティ時と受信FIFO内に受信データがあるとき、DMA転送要求を出すことにより、DMA

コントローラ（DMAC）を起動させてデータの転送を行うことができます。 

• チャネル0、チャネル1の調歩同期式モードにおいてモデムコントロール機能（RTS#、CTS#）を内蔵してい

ます。 
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• 送受信FIFOレジスタ内のデータ数および受信FIFOレジスタ内の受信データの受信エラー数を知ることがで

きます。 

• 調歩同期式モードにおいて、受信時、レシーブデータレディ（DR）、タイムアウトエラー（TO）を検出で

きます。 

 

19.1.2 ブロック図 

図 19.1に SCIFのブロック図を示します。 

clkp

clkp

SCFRDR(16段)

モジュールデータバス
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送受信コントロール

ボーレート
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【記号説明】
SCRSR : レシーブシフトレジスタ 
SCFRDR : レシーブFIFOデータレジスタ
SCTSR : トランスミットシフトレジスタ  
SCFTDR : トランスミットFIFOデータレジスタ
SCSMR : シリアルモードレジスタ   
SCSCR : シリアルコントロールレジスタ  

SCFSR : シリアルステータスレジスタ
SCBRR : ビットレートレジスタ
SCSPTR : シリアルポートレジスタ
SCFCR : FIFOコントロールレジスタ
SCFDR : FIFOデータ数レジスタ
SCLSR : ラインステータスレジスタ

SCFTDR(16段) SCBRR
SCLSR
SCFDR
SCFCR
SCFSR
SCSCR

SCSPTR

SCRSR SCTSR

SCIF_CLK

ORER

clks1

RDF
DR
TO

INTC2へ
割り込み要求

 

図 19.1 SCIFのブロック図 
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19.1.3 端子構成 

SCIFの端子構成を表 19.1に示します。 

各端子は、チャネルごとの機能により異なっています。また、これらの端子は他機能の端子とピンマルチプレ

クスされており、ピンマルチプレクスの設定によっては使用できる端子に制限があります。 
 

表 19.1 SCIFの端子構成 

略称 名称 入出力 機  能 

シリアルクロック端子 SCK 入出力 同期クロック入出力 

レシーブデータ端子 RX 入力 受信データ入力 

トランスミットデータ端子 TX 出力 送信データ出力 

モデムコントロール端子 CTS# 入出力 送信可 

モデムコントロール端子 RTS# 入出力 送信要求 

ボーレート生成クロック端子 SCIF_CLK 入力 外部クロック用ボーレートジェネレータへ入力す

るクロック 

【注】 SCIFの動作設定を SCSMRの C/A#ビット、SCSCRの TE、RE、CKE1、CKE0ビットおよび SCFCRのMCEビットで

行うことにより、シリアル端子として機能します。ブレーク状態の送出、検出は、SCIFの SCSPTRによって行うこと

ができます。 
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19.1.4 レジスタ構成 

SCIFのレジスタ構成を表 19.2に示します。 
 

表 19.2 レジスタ構成 

名称 略称 R/W ベースアドレスからの 

オフセット 

アクセス 

サイズ 

シリアルモードレジスタ SCSMR R/W H'00 16 

ビットレートレジスタ SCBRR R/W H'04 8 

シリアルコントロールレジスタ SCSCR R/W H'08 16 

トランスミット FIFOデータレジスタ SCFTDR W H'0C 8 

シリアルステータスレジスタ SCFSR R/W*1 H'10 16 

レシーブ FIFOデータレジスタ SCFRDR R H'14 8 

FIFOコントロールレジスタ SCFCR R/W H'18 16 

FIFOデータ数レジスタ SCFDR R H'1C 16 

シリアルポートレジスタ SCSPTR R/W H'20 16 

ラインステータスレジスタ SCLSR R/W*2 H'24 16 

【注】 *1 フラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。ビット 15～8、3、2は読み出し専用であり書き込むことは

できません。 

 *2 フラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。ビット 15～3、1は読み出し専用であり書き込むことはでき

ません。 
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調歩同期、調歩同期（モデム機能あり）、クロック同期の各モードで使用するレジスタは、以下のとおりです。

対応しないモードに関するビットには、初期値と同じ値を設定してください。初期値と違う値を設定した場合は、

誤動作する場合があります。また、下記レジスタ以外への書き込みは行わないでください。書き込みを行った場

合、動作は保証されません。読み出すと不定値が読み出されます。 
 

表 19.3 各モードで使用するレジスタ 

ビット 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

SCFRDR － － － － － － － － * * * * * * * * 

SCFTDR － － － － － － － － * * * * * * * * 

SCSMR 0 0 0 0 0 0 0 0 C A A A A 0 * * 

SCSCR 0 0 0 0 * 0 0 0 * * * * * A * * 

SCFSR A A A A A A A A A * * A A A * A 

SCBRR － － － － － － － － * * * * * * * * 

SCFCR 0 0 0 0 0 M M M * * * * M * * M 

SCFDR 0 0 0 * * * * * 0 0 0 * * * * * 

SCSPTR 0 0 0 0 0 0 0 0 M M M M C C * * 

SCLSR 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 A 0 * 

DL * * * * * * * * * * * * * * * * 

CKS * * 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

【記号説明】 

 * ：すべてのモードで使用 

 A ：調歩同期式モードで使用 

 M ：調歩同期式モード（モデム機能あり）で使用（Aに追加で使用） 

 C ：クロック同期式モードで使用 

 0 ：予約ビット（常に 0を書き込んでください。） 

 － ：未定義 
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19.2 レジスタの説明 

19.2.1 レシーブシフトレジスタ（SCRSR） 

SCRSRは、シリアルデータを受信するためのレジスタです。 

SCIFは、SCRSRに RX端子から入力されたシリアルデータを LSB（ビット 0）から受信した順にセットし、パ

ラレルデータに変換します。1バイトのデータ受信を終了すると、データは自動的に SCFRDRへ転送されます。 

SCRSRは、CPUから直接読み出し／書き込みすることはできません。 
 

01234567

————————

————————

ビット：

初期値：

R/W：  
 

19.2.2 レシーブ FIFOデータレジスタ（SCFRDR） 

SCFRDRは、受信したシリアルデータを格納する 16段 FIFOレジスタです。 

SCIFは、1バイトのシリアルデータの受信が終了すると、SCRSRから SCFRDRへ受信したシリアルデータを

転送して格納し、受信動作を完了します。この後、SCRSRは受信可能になり、SCFRDRがいっぱいになる 16バ

イトデータまで連続した受信動作が可能です。 

SCFRDRは、読み出し専用レジスタであり、CPUから書き込むことはできません。 

また、SCFRDRに受信データが空の状態で読み出した値は不定値になります。SCFRDR内の受信データが満杯

の状態になると、以降のシリアルデータは失われます。 

SCFRDRは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ時に不定となります。 
 

—

ビット：

初期値：

R/W：

01234567

RRRRRRRR
———————
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19.2.3 トランスミットシフトレジスタ（SCTSR） 

SCTSRは、シリアルデータを送信するためのレジスタです。 

SCIFは、SCFTDRから送信データをいったん SCTSRに転送し、LSB（ビット 0）から順に TX端子に送り出す

ことでシリアルデータ送信を行います。1バイトのデータ送信を終了すると、自動的に SCFTDRから SCTSRへ次

の送信データを転送し、送信を開始します。 

SCTSRは、CPUから直接読み出し／書き込みすることはできません。 
 

01234567

－－－－－－－－
－－－－－－－－

ビット：

初期値：

R/W：  
 

19.2.4 トランスミット FIFOデータレジスタ（SCFTDR） 

SCFTDRは、シリアル送信するデータを格納する 8ビット長の 16段 FIFOレジスタです。 

SCIFは、送信データが SCFTDRに書き込まれたとき、SCTSRが空ならば、SCFTDRに書き込まれた送信デー

タを SCTSRに転送してシリアル送信を開始します。 

SCFTDRは、書き込み専用レジスタであり、CPUから読み出すことはできません。SCFTDR内の送信データが

16バイトで満杯のときは次のデータを書き込むことはできません。書き込んだデータは無視されます。 

SCFTDRは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ時に不定となります。 
 

－－－－－－－－

ビット：

初期値：

R/W：

01234567

WWWWWWWW  
 

19.2.5 シリアルモードレジスタ（SCSMR） 

SCSMRは、SCIFのシリアル通信フォーマットの設定と、ボーレートジェネレータのクロックソースを選択す

るための 16ビットのレジスタです。 

SCSMRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 

SCSMRは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ時に H'0000に初期化されます。 
 

0

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000

CKS0CKS1－STOPO/E#PECHRC/A#－－－－－－－ －

R/WR/WRR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 C/A# 0 R/W コミュニケーションモード 

SCIFの動作モードを調歩同期式モードまたはクロック同期式モードのい

ずれかから選択します。 

0：調歩同期式モード 

1：クロック同期式モード 

【注】クロック同期を選択できないチャネルがあります。 

6 CHR 0 R/W キャラクタレングス 

調歩同期式モードのデータ長を 7ビット／8ビットデータのいずれかから

選択します。クロック同期式モードでは、CHRの設定にかかわらず、デー

タ長は 8ビットデータ固定です。7ビットデータを選択した場合、SCFTDR

のMSB（ビット 7）は送信されません。 

0：8ビットデータ 

1：7ビットデータ 

5 PE 0 R/W パリティイネーブル 

調歩同期式モードでは、送信時にパリティビットの付加を、受信時にパリ

ティビットのチェックを行うかどうかを選択します。クロック同期式モー

ドでは、PEビットの設定にかかわらずパリティビットの付加およびチェッ

クは行いません。 

PEビットに 1をセットすると、送信時には、O/E#ビットで指定した偶数、

または奇数パリティを送信データに付加して送信します。受信時には、受

信したパリティビットが O/E#ビットで指定した偶数、または奇数パリティ

になっているかどうかをチェックします。 

0：パリティビットの付加、およびチェックを禁止 

1：パリティビットの付加、およびチェックを許可 

4 O/E# 0 R/W パリティモード 

パリティの付加やチェックを偶数パリティ、または奇数パリティのいずれ

で行うかを選択します。 

O/E#ビットの設定は、調歩同期式モードで PEビットに 1を設定しパリテ

ィビットの付加やチェックを許可したときのみ有効になります。クロック

同期式モードや、調歩同期式モードでパリティの付加やチェックを禁止し

ている場合には、O/E#ビットの指定は無効です。 

0：偶数パリティ 

1：奇数パリティ 

偶数パリティに設定すると送信時には、パリティビットと送信キャラクタ

を合わせて、その中の 1の数の合計が偶数になるようにパリティビットを

付加して送信します。受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合

わせて、その中の 1の数の合計が偶数であるかどうかをチェックします。 

奇数パリティに設定すると送信時には、パリティビットと送信キャラクタ

を合わせて、その中の 1の数の合計が奇数になるようにパリティビットを

付加して送信します。受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合

わせて、その中の 1の数の合計が奇数であるかどうかをチェックします。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 STOP 0 R/W ストップビットレングス 

調歩同期式モードでのストップビットの長さを 1ビット／2ビットのいず

れかから選択します。 

ストップビットの設定は、調歩同期式モードでのみ有効です。クロック同

期式モードに設定した場合には、ストップビットは付加されませんので、

このビットの設定は無効です。 

受信時には、STOPビットの設定にかかわらず、受信したストップビット

の 1ビット目のみをチェックします。ストップビットの 2ビット目が 1の

場合はストップビットとして扱いますが、0の場合は、次の送信キャラク

タのスタートビットとして扱います。 

0：1ストップビット*1 

1：2ストップビット*2 

【注】*1 送信時には、送信キャラクタの最後尾に 1ビットの 1（ストッ

プビット）を付加して送信します。 

*2 送信時には、送信キャラクタの最後尾に 2ビットの 1（ストッ

プビット）を付加して送信します。 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 

0 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックセレクト 1、0 

内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択します。 

CKS1、CKS0ビットの設定で P1φ、P1φ/4、P1φ/16、P1φ/64の 4種類

からクロックソースを選択できます。 

P1φは、周辺モジュール用クロックで clkpです。 

00：P1φクロック 

01：P1φ/4クロック 

10：P1φ/16クロック 

11：P1φ/64クロック 

 

19.2.6 シリアルコントロールレジスタ（SCSCR） 

SCSCRは、SCIFの送信／受信動作、割り込み要求の許可／禁止、および送信／受信クロックソースの選択を行

うレジスタです。 

SCSCRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 

SCSCRは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ時に H'0000に初期化されます。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

－

01234567891011121315 14

000000000000000 0

CKE0CKE1TOIEREIERETERIETIE－－－TEIE－－－

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRR/WRRR R  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11 TEIE 0 R/W トランスミットエンドインタラプトイネーブル 

TIEで許可されたとき、割り込み要求の要因として、SCFSRの TDFEフラ

グがセットされたときか、SCFSRの TENDフラグがセットされたときか、

を選択します。 

0：トランスミット FIFOデータエンプティ（TDFE）割り込み要求を使

用します。 

1：トランスミットエンド（TEND）割り込み要求を使用します。 

10～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 TIE 0 R/W トランスミットインタラプトイネーブル 

SCSCRの TEIEビットが 0の場合、SCFTDRから SCTSRへシリアル送信

データが転送され、SCFTDR内のデータ数が送信トリガ設定数以下になり、

SCFSRの TDFEフラグが 1にセットされたときに、トランスミット FIFO

データエンプティ割り込み（TDFE）要求の発生を許可／禁止します。 

SCSCRの TEIEビットが 1の場合、SCTSRの送信キャラクタの最後尾ビ

ットの送信時に SCFTDRに有効なデータがなく送信を終了し、SCFSRの

TENDフラグが 1にセットされたときに、トランスミットエンド割り込み

（TEND）要求の発生を許可／禁止します。 

0：TEIE = 0のとき、TDFE要求を禁止 

TEIE = 1のとき、TEND要求を禁止 

1： TEIE = 0のとき、TDFE要求を許可 

TEIE = 1のとき、TEND要求を許可 

6 RIE 0 R/W レシーブインタラプトイネーブル 

SCFSRの RDFフラグが 1にセットされたときのレシーブ FIFOデータフ

ル割り込み要求、SCFSRの DRフラグが 1にセットされたときのレシーブ

データレディ割り込み要求、SCFSRの ERフラグが 1にセットされたとき

のレシーブエラー割り込み要求、SCFSRの BRKフラグが 1にセットされ

たときのブレーク検出割り込み要求、SCLSRの ORERフラグが 1にセッ

トされたときのオーバランエラー割り込み要求の発生を許可／禁止しま

す。 

0：レシーブ FIFOデータフル割り込み（RDF）要求、レシーブデータレ

ディ割り込み（DR）要求、レシーブエラー割り込み（ER）要求、ブ

レーク検出割り込み（BRK）要求、オーバランエラー割り込み（ORER）

要求を禁止 

1：レシーブ FIFOデータフル割り込み（RDF）要求、レシーブデータレ

ディ割り込み（DR）要求、レシーブエラー割り込み（ER）要求、ブ

レーク検出割り込み（BRK）要求、オーバランエラー割り込み（ORER）

要求を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 TE 0 R/W トランスミットイネーブル 

SCIFのシリアル送信動作の開始を許可／禁止します。 

TEビットが 1のときに、SCFTDRに送信データを書き込むとシリアル送

信を開始します。 

TEビットを 1にセットする前に、必ず SCSMR、SCFCRの設定を行い、

送信フォーマットを決定し、送信 FIFOをリセットしてください。 

0：送信動作を禁止 

1：送信動作を許可 

4 RE 0 R/W レシーブイネーブル 

SCIFのシリアル受信動作の開始を許可／禁止します。 

REビットが 1のときに、調歩同期式モードの場合はスタートビットを、ク

ロック同期式モードでは同期クロック入力をそれぞれ検出すると、シリア

ル受信を開始します。 

REビットを 0にクリアしても、DR、ER、BRK、RDF、FER、PER、TO、

ORERの各フラグは影響を受けず、状態を保持します。 

REビットを 1にセットする前に、必ず SCSMR、SCFCRの設定を行い、

受信フォーマットを決定し、受信 FIFOをリセットしてください。 

0：受信動作を禁止 

1：受信動作を許可 

3 REIE 0 R/W レシーブエラーインタラプトイネーブル 

レシーブエラー割り込み（ER）要求、ブレーク検出割り込み（BRK）要求、

オーバランエラー割り込み（ORER）要求の発生を許可／禁止します。 

RIEを 0に設定しても、REIEを 1に設定すれば、ER、BRK、ORER割り

込み要求は発生します。DMA転送時に ER、BRK、ORER割り込み要求を

割り込みコントローラへ通知したいときに設定します。 

0：ER要求、BRK要求、ORER要求を禁止 

1：ER要求、BRK要求、ORER要求を許可 

2 TOIE 0 R/W タイムアウトインタラプトイネーブル 

SCLSRのTOフラグが1にセットされたときのタイムアウト割り込み（TO）

要求の発生を許可／禁止します。 

0：TO要求の発生を禁止 

1：TO要求の発生を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 

0 

CKE1 

CKE0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックイネーブル 1、0 

SCIFのクロックソースの選択、および SCK端子からのクロック出力の許

可／禁止を設定します。 

CKE1ビットと CKE0ビットの組み合わせによって、SCK端子をシリアル

クロック出力端子にするか、またはシリアルクロック入力端子にするかが

決まります。クロック同期式モードで同期クロック出力に設定する場合は、

SCSMRの C/A#ビットを 1に設定してから CKE1、CKE0ビットを設定し

てください。なお、クロック同期式モードを選択できないチャネルがあり

ます。 

ビットの設定内容は、表 19.4を参照してください。 

 

表 19.4 クロック選択 

ビット 1 ビット 0 説明 

CKE1 CKE0 モード クロックソース SCK端子 

調歩同期式モード SCK端子を使用しません。 

SCK端子は入力端子（入力信号は無視） （初期値） 

0 

クロック同期式 

モード 

SCK端子は同期クロック出力（初期値） 

調歩同期式モード SCK端子はクロック出力 

（ビットレートの 16倍のクロックを出力） 

0 

1 

クロック同期式 

モード 

内部クロック（P1φ、 

P1φ/4、P1φ/16、 

P1φ/64）を使用します。

SCK端子は同期クロック出力 

SC_CLK選択時： 

SCK端子は入力端子（入力信号は無視） 

BRGCLKがビットレートの 16倍の周波数になるよう

に、SC_CLKの周波数を設定。 

調歩同期式モード 外部クロック用ボーレ

ートジェネレータ出力

または SCKを使用 

SCK選択時： 

SCK端子はクロック入力 

（ビットレートの 16倍のクロックを入力） 

0 

クロック同期式 

モード 

SCK* SCK選択時： 

SCK端子は同期クロック入力。 

1 

1 禁止   

【注】 * SC_CLKを入力とした同期通信はできません。 
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19.2.7 シリアルステータスレジスタ（SCFSR） 

SCFSRは 16ビット長のレジスタです。下位 8ビットは SCIFの動作状態を示すステータスフラグを、上位 8ビ

ットは SCFRDR内のデータの受信エラー数を示します。 

SCFSRは、常に CPUから読み出し／書き込みができます。ただし、ER、TEND、TDFE、BRK、RDF、DRの各

フラグへ 1を書き込むことはできません。また、FERフラグ、および PERフラグは読み出し専用であり、書き込

むことはできません。 

SCFSRは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ時に H'0060に初期化されます。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000001100000000 0

DRRDFPERFERBRKTDFETENDER

R/W*R/W*RRR/W*R/W*R/W*R/W*RRRRRRR R

PER0PER1PER2PER3 FER0FER1FER2FER3

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 PER[3:0] H’0 R パリティエラー数 

SCFRDRに格納されている受信データでパリティエラーの発生している

データ数を示します。 

SCFSRの ERビットがセットされた後、PER[3:0]で示される値がパリティ

エラー発生データ数を表示します。SCFRDRの 16バイトの受信データす

べてがパリティエラーを伴う場合、PER[3:0]は 0を表示します。 

11～8 FER[3:0] H’0 R フレーミングエラー数 

SCFRDRに格納されている受信データでフレーミングエラーの発生して

いるデータ数を示します。 

SCFSRの ERビットがセットされた後、FER[3:0]で示される値がフレーミ

ングエラーの発生しているデータ数を表示します。SCFRDRの 16バイト

の受信データすべてがフレーミングエラーを伴う場合、FER[3:0]は 0を表

示します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ER 0 R/W* レシーブエラー 

受信時にフレーミングエラー、パリティエラーが発生したことを示します。

SCSCRの REビットを 0にクリアしたときには、ERフラグは影響を受け

ず以前の状態を保持します。レシーブエラーが発生しても受信データは

SCFRDRに転送され、受信動作を続けます。SCFRDRから読み出すデー

タに受信エラーがあるかどうかは、SCFSRの FER、PERビットで判定で

きます。 

0：受信時にフレーミングエラーまたはパリティエラーが発生していない

ことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ時 

• 0を書き込んだとき 

1：受信時にフレーミングエラーまたはパリティエラーが発生したことを

表示 

［セット条件］ 

• 受信終了時に受信データの最後尾のストップビットが 1であるかど

うかをチェックし、ストップビットが 0であったとき* 

• 受信時の受信データとパリティビットを合わせた 1の数が、SCSMR

の O/E#ビットで指定した偶数／奇数パリティの設定と一致しなかっ

たとき 

【注】* 2ストップモードのときは、1ビット目のストップビットが 1で

あるかどうかのみを判定し、2ストップビット目のストップビッ

トはチェックしません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 TEND 1 R/W* トランスミットエンド 

送信キャラクタの最後尾ビットの送信後に SCFTDRに有効なデータがな

く、送信を終了したことを示します。 

0：送信中であることを表示 

［クリア条件］ 

• SCFTDRに送信データを書き込み、TENDフラグに 0を書き込んだ

とき 

• DMACで SCFTDRへデータを書き込んだとき 

1：送信を終了したことを表示 

［セット条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ時 

• SCSCRの TEビットが 0のとき 

• 1バイトのシリアル送信キャラクタの最後尾ビットの送信時に

SCFTDRに送信データがないとき 

【注】 クロック同期式モードにおいて、DMACを使用し、SCFTDRへデ

ータを書き込んだ場合、TENDフラグがクリアされない場合があり

ます。そのため、クロック同期式モードにおいて、DMAC使用時は、

下記手順にて TENDフラグの読み出しを行ってください。  

 1. DMACにてデータ転送終了を確認 

 2. TENDフラグを読み出し 

 3. TENDフラグが 1の場合、0クリア 

 4. 再度 TENDフラグを読み出し 

 5. 2度目に読み出した TENDフラグを使用 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 TDFE 1 R/W* トランスミット FIFOデータエンプティ 

SCFTDRから SCTSRにデータ転送が行われ、SCFTDR内のデータ数が

SCFCRの TTRG[1:0]ビットで設定した送信トリガデータ数以下になり、

SCFTDRに送信データを書き込むことが可能になったことを示します。 

SCFTDRは 16バイトの FIFOレジスタです。TDFE＝1で書き込むことが

できる最大データ数は、16－（送信トリガ設定数）になります。これより

多くデータを書き込んだ場合は、無視されます。また、SCFTDR内のデー

タ数は、SCFDRの上位ビットに示されます。 

TDFEフラグは、SCFTDRに書き込まれているデータ数が送信トリガ数以

下の場合には、1を読み出し後、0にクリアしても再び 1にセットされます。

TDFEのクリアは、送信トリガ数より多い送信データが SCFTDRに格納さ

れたときに行ってください。 

0：SCFTDR内に送信トリガ設定数より多い送信データが書き込まれて

いることを表示 

［クリア条件］ 

• SCFTDRに送信トリガ設定数を超える送信データを書き込み、TDFE

に 0を書き込んだとき 

• DMACで SCFTDRに送信トリガ設定数を超えるデータを書き込んだ

とき 

1：SCFTDRの送信データ数が送信トリガ設定数以下であることを表示 

［セット条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ時 

• SCFTDRの送信データ数が送信動作によって送信トリガ設定数以下

になったとき 

4 BRK 0 R/W* ブレーク検出 

受信データのブレーク信号を検出して示します。ブレーク検出すると受信

データ（H'00）の SCFRDR転送は停止します。ブレークが終了し、受信信

号がマーク 1に戻ると受信データの転送が再開します。 

0：ブレーク信号を受信していないことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ時 

• 0を書き込んだとき 

1：ブレーク信号を受信したことを表示 

［セット条件］ 

• フレーミングエラーを伴うデータを受信したとき、引き続き 1フレー

ム長以上スペース 0（ローレベル）の場合 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 FER 0 R フレーミングエラー表示 

調歩同期式モードで、次に SCFRDRから読み出すデータにフレーミングエ

ラーがあったかどうかを表示します。 

0：次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーが発生

しなかったことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ時 

• 次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーなし 

1：次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーが発生

したことを表示 

［セット条件］ 

• 次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーあり 

2 PER 0 R パリティエラー表示 

調歩同期式モードで、次に SCFRDRから読み出すデータにパリティエラー

があったかどうかを表示します。 

0：次に SCFRDRから読み出す受信データにパリティエラーが発生しな

かったことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ時 

• 次に SCFRDRから読み出す受信データにパリティエラーなし 

1：次に SCFRDRから読み出す受信データにパリティエラーが発生した

ことを表示 

［セット条件］ 

• 次に SCFRDRから読み出すデータにパリティエラーあり 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 RDF 0 R/W* レシーブ FIFOデータフル 

受信したデータが SCRSRから SCFRDRに転送され、SCFRDR内の受信

データ数が、SCFCRの RTRG[1:0]ビットで設定した受信トリガデータ数以

上になったことを示します。 

SCFRDRは 16バイトの FIFOレジスタです。RDF＝1で少なくとも受信ト

リガ設定数のデータを読み出すことができます。SCFRDRが空の状態でデ

ータを読み出すと、不定値が読み出されます。なお、SCFRDR内の受信デ

ータ数は、SCFDRの下位ビットに示されます。 

読み出し後も SCFRDR内のデータ数がトリガ数以上の場合、RDFフラグ

を 0にクリアしても再び 1にセットされるので、SCFRDR内のデータ数が

トリガ数より少なくなるように受信データを読み出した後、RDFフラグの

1を読み出し 0にクリアしてください。 

0：SCFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数より少ないことを表

示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ時 

• SCFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数より少なくなるまで

SCFRDRを読み出し、RDF に 0を書き込んだとき 

• DMACでSCFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数より少なく

なるまで SCFRDRを読み出したとき 

1：SCFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数以上であることを表

示 

［セット条件］ 

• SCFRDRに受信トリガ設定数以上の受信データが格納されたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 DR 0 R/W* レシーブデータレディ 

調歩同期式モードでは、SCFRDRに受信トリガ設定数未満のデータがあ

り、かつ最後に受信したデータのストップビットから 15ETU時間以上、次

のデータが来ないことを示します。クロック同期式モードに設定した場合

はセットされません。 

0：受信中または正常に受信完了して SCFRDRに受信データが残ってい

ないことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ時 

• SCFRDR内の受信データをすべて読み出し、0を書き込んだとき 

• DMACで SCFRDR内の受信データをすべて読み出したとき 

1：次の受信データが来ないことを表示 

［セット条件］ 

• SCFRDRに受信トリガ設定数未満のデータがあり、かつ最後に受信

したデータのストップビットから 15ETU時間以上次のデータが来な

いとき 

【記号説明】ETU（Elementary Time Unit：1ビットの転送期間の略） 

【注】 15ETU時間は、8ビット長 1ストップビットフォーマット時の 1.5

フレーム時間に相当します。 

【注】 * フラグをクリアするために 0を書き込むことのみ可能です。 
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19.2.8 ビットレートレジスタ（SCBRR） 

SCBRRは、SCSMRの CKS1、CKS0ビットで選択されるボーレートジェネレータの動作クロックと合わせて、

シリアル送信／受信のビットレートを設定する 8ビットのレジスタです。本ボーレートジェネレータは、P1φ、

P1φ/4、P1φ/16、P1φ/64用です。外部クロック用ボーレートジェネレータについては、「19.6 外部クロック用

ボーレートジェネレータ（BRG）」を参照してください。 

SCBRRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 

SCBRRは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ時に H'FFに初期化されます。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

01234567

11111111

－－－－－－－－

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W  
 

SCBRRの設定値は以下の計算式で求められます。 

〔調歩同期式モード〕 
 

  
N ＝ ×106－1

P1φ

64×22n－1×B  
 

〔クロック同期式モード〕 
 

  
N＝ ×106－1

P1φ

8×22n－1×B  
 

B：ビットレート（bit/s） 

N：ボーレートジェネレータの SCBRRの設定値（0≦N≦255）（電気的特性を満足する値としてください。） 

P1φ：周辺モジュール用動作周波数（MHz） 

n：0、1、2、3 

（nとボーレートジェネレータ入力クロックの関係は、表 19.5を参照してください） 
 

表 19.5 SCSMRの設定値 

SCSMRの設定値 n ボーレートジェネレータ

入力クロック CKS1 CKS0 

0 P1φ 0 0 

1 P1φ/4 0 1 

2 P1φ/16 1 0 

3 P1φ/64 1 1 

【注】 調歩同期式モードのビットレート誤差は、以下の計算式で求められます。 

 

   

誤差（％）＝ －1      ×100
P1φ×106

（N + 1）×B×64×22n－1
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19.2.9 FIFOコントロールレジスタ（SCFCR） 

SCFCRは、送信／受信の各 FIFOレジスタのデータ数のリセットおよびトリガデータ数の設定を行うレジスタ

です。また、ループバックテストの許可ビットを含みます。 

SCFCRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 

SCFCRは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ時に H'0000に初期化されます。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

－

01234567891011121315 14

000000000000000 0

LOOPRFRSTTFRSTMCE TTRG[1:0]RTRG[1:0]RSTRG[2:0]－－－－

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～8 RSTRG[2:0] 000 R/W RTS#出力アクティブトリガ 

SCFRDR内に格納された受信データ数が以下に示すトリガ設定数以上に

なったとき、RTS#信号はハイレベルになります。 

000：15 

001：1 

010：4 

011：6 

100：8 

101：10 

110：12 

111：14 

7、6 RTRG[1:0] 00 R/W レシーブ FIFOデータ数トリガ 

SCFSRのデータフル（RDF）フラグをセットする受信データ数を設定する

ビットです。 

SCFRDRに格納された受信データ数が以下に示すトリガ設定数以上にな

ったとき RDFフラグをセットします。 

• 調歩同期式モード 

00：1 

01：4 

10：8 

11：14 

• クロック同期式モード 

00：1 

01：2 

10：8 

11：14 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5、4 TTRG[1:0] 00 R/W トランスミット FIFOデータ数トリガ 

SCFSRのトランスミット FIFOデータレジスタエンプティ（TDFE）フラ

グをセットする残りの送信データ数を設定するビットです。 

送信動作により SCFTDR内の送信データ数が、以下に示すトリガ設定数以

下になったとき TDFEフラグをセットします。 

00：8（8） 

01：4（12） 

10：2（14） 

11：0（16） 

【注】（ ）内の値はフラグ発生時の SCFTDRの空き数を示します。 

3 MCE 0 R/W モデムコントロールイネーブル 

モデムコントロール信号 CTS#、RTS#を有効にします。クロック同期モー

ドではMCEビットを常に 0にしてください。モデム機能を選択できない

チャネルがあります。 

0：モデム信号を無効* 

1：モデム信号を有効 

【注】* CTS#、RTS#は、ポート機能となります。 

2 TFRST 0 R/W トランスミット FIFOデータレジスタリセット 

SCFTDR内の送信データを無効とし、空の状態にリセットします。 

0：リセット動作を禁止* 

1：リセット動作を許可 

【注】* パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ

時には、リセット動作が行われます。 

1 RFRST 0 R/W レシーブ FIFOデータレジスタリセット 

SCFRDR内の受信データを無効とし、空の状態にリセットします。 

0：リセット動作を禁止* 

1：リセット動作を許可 

【注】* パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ

時には、リセット動作が行われます。 

0 LOOP 0 R/W ループバックテスト 

送信出力端子（TX）と受信入力端子（RX）、RTS#端子と CTS#端子を内

部で接続し、ループバックテストを可能にします。 

0：ループバックテストを禁止 

1：ループバックテストを許可 
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19.2.10 FIFOデータ数レジスタ（SCFDR） 

SCFDRは、SCFTDRおよび SCFRDR内に格納されているデータ数を示す 16ビット長のレジスタです。上位 8

ビットで SCFTDR内の送信データ数を、下位 8ビットで SCFRDR内の受信データ数を示します。 

SCFDRは常に CPUから読み出しができます。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

－

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R[4:0]－－－T[4:0]－－

RRRRRRRRRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12～8 T[4:0] 00000 R SCFTDR内に格納されている未送信のデータ数を示します。 

H'00は送信データがないことを、H'10は SCFTDRに満杯の送信データが

格納されていることを示します。 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4～0 R[4:0] 00000 R SCFRDR内に格納されている受信データ数を示します。 

H'00は受信データがないことを、H'10は SCFRDRに満杯の受信データが

格納されていることを示します。 

 

19.2.11 シリアルポートレジスタ（SCSPTR） 

SCSPTRは、SCIFの端子にマルチプレクスされたポートの入出力およびデータを制御します。 

ビット 1、0によって RX端子から入力データを読み出し、TX端子へ出力データを書き込むことができ、シリ

アル送受信のブレークを制御します。 

ビット 3およびビット 2で、SCK端子に対してデータの読み込みおよび出力データを書き込むことができます。 

ビット 5およびビット 4で、CTS#端子に対してデータの読み込みおよび出力データを書き込むことができます。 

ビット 7およびビット 6で、RTS#端子に対してデータの読み込みおよび出力データを書き込むことができます。 

SCSPTRレジスタは 16ビットで、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 

パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ時に、ビット 6、4、2、0を除いたすべてのビ

ットが 0に初期化されます。ビット 6、4、2、0は不定です。 

【注】 モデムコントロール機能を選択できないチャネルがあります。 

 
ビット：

初期値：

R/W：

—

01234567891011121315 14

—0—0—0—00000000 0

SPB2 
DT

SPB2 
IO

SCK 
DT

SCK 
IO

CTS
DT

CTS
IO

RTS
DT

RTS
IO———————

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 RTSIO 0 R/W シリアルポート RTS#ポート入出力 

シリアルポートの RTS#端子の入出力を指定します。 

実際にRTS#端子をポート出力端子としてRTSDTビットで設定した値を出

力する場合は、SCFCRのMCEビットを 0に設定してください。 

0：RTS#端子に RTSDTビットの値を出力しないことを示します。 

1：RTS#端子に RTSDTビットの値を出力することを示します。 

6 RTSDT 不定 R/W シリアルポート RTS#ポートデータ 

シリアルポートの RTS#端子の入出力データを指定します。 

入力か出力かは RTSIOビットで指定します。出力の場合、RTSDTビット

の値がRTS#端子に出力されます。RTSIOビットの値にかかわらず、RTSDT

ビットからは RTS#端子の値が読み出されます。 

パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ後の初期

値は、不定です。 

0：入出力データがローレベルであることを示します。 

1：入出力データがハイレベルであることを示します。 

5 CTSIO 0 R/W シリアルポート CTS#ポート入出力 

シリアルポートの CTS#端子の入出力を指定します。 

実際にCTS#端子をポート出力端子としてCTSDTビットで設定した値を出

力する場合は、SCFCRのMCEビットを 0に設定してください。 

0：CTS#端子に CTSDTビットの値を出力しないことを示します。 

1：CTS#端子に CTSDTビットの値を出力することを示します。 

4 CTSDT 不定 R/W シリアルポート CTS#ポートデータ 

シリアルポートの CTS#端子の入出力データを指定します。 

入力か出力かは CTSIOビットで指定します。出力の場合、CTSDTビット

の値がCTS#端子に出力されます。CTSIOビットの値にかかわらず、CTSDT

ビットからは CTS#端子の値が読み出されます。 

パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ後の初期

値は、不定です。 

0：入出力データがローレベルであることを示します。 

1：入出力データがハイレベルであることを示します。 

3 SCKIO 0 R/W シリアルポートクロックポート入出力 

シリアルポートの SCK端子の入出力を指定します。 

実際に SCK端子をポート出力端子として SCKDTビットで設定した値を出

力する場合は、SCSCRの CKE1、CKE0ビットを 0に設定してください。 

0：SCK端子に SCKDTビットの値を出力しないことを示します。 

1：SCK端子に SCKDTビットの値を出力することを示します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 SCKDT 不定 R/W シリアルポートクロックポートデータ 

シリアルポートの SCK端子の入出力データを指定します。 

入力か出力かは SCKIOビットで指定します。出力の場合、SCKDTビット

の値が SCK端子に出力されます。SCKIOビットの値にかかわらず、SCKDT

ビットからは SCK端子の値が読み出されます。 

パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ後の初期

値は、不定です。 

0：入出力データがローレベルであることを示します。 

1：入出力データがハイレベルであることを示します。 

1 SPB2IO 0 R/W シリアルポートブレーク入出力 

シリアルポートの TX端子の出力条件を指定します。 

実際に TX端子をポート出力端子として SPB2DTビットで設定した値を出

力する場合は、SCSCRの TEビットを 0に設定してください。 

0：TX端子に SPB2DTビットの値を出力しないことを示します。 

1：TX端子に SPB2DTビットの値を出力することを示します。 

0 SPB2DT 不定 R/W シリアルポートブレークデータ 

シリアルポートのRX端子の入力データおよびTX端子の出力データを指定

します。 

TX端子の出力条件は SPB2IOビットで指定します。TX端子を出力に設定

した場合、SPB2DTビットの値が TX端子に出力されます。SPB2IOビッ

トの値にかかわらず、SPB2DTビットからは RX端子の値が読み出されま

す。 

パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ後の初期

値は、不定です。 

0：入出力データがローレベルであることを示します。 

1：入出力データがハイレベルであることを示します。 
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SCIFの I/Oポートのブロック図を図 19.2～図 19.6に示します。 

リセット

内部データバス

SPTRW

D7RQ D
RTSIO

C

リセット

SPTRW

D6RQ D
RTSDT

C

SPTRR

SPTRW

RTS#

RTS#信号

：SCSPTR書き込み
SPTRR：SCSPTR読み出し

【注】  *  SCFCRのMCEビットで、RTS#端子の機能をモデムコントロールに設定する信号です。

モデムコントロール
イネーブル信号*

 

図 19.2 RTS#端子 

 

SPTRW：SCSPTR書き込み
SPTRR：SCSPTR読み出し

【注】  *  SCFCRのMCEビットで、CTS#端子の機能をモデムコントロールに設定する信号です。

SPTRW

SPTRR

SPTRW

CTS#

CTS#信号

モデムコントロールイネーブル信号*

内部データバス

リセット

D5RQ D
CTSIO

C

リセット

D4RQ D
CTSDT

C

 

図 19.3 CTS#端子 
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SCK

クロック出力イネーブル信号*

シリアルクロック出力信号*

シリアルクロック入力信号*

シリアル入力イネーブル信号*

SPTRR

SPTRW：SCSPTR書き込み
SPTRR：SCSPTR読み出し

内部データバス

【注】  * SCSMRのC/A#ビットおよびSCSCRのCKE0、CKE1ビットで、SCK端子の機能・内部クロック出力、
または外部クロック入力に設定する信号です。

SPTRW

SPTRW

リセット

D3RQ D
SCKIO

C

リセット

D2RQ D
SCKDT

C

 

図 19.4 SCK端子 

 

内部データバス

TX

SPTRW ：SCSPTR書き込み

送信イネーブル信号

シリアル送信データ

SPTRW

SPTRW

リセット

D1RQ D
SPB2IO

C

リセット

D0RQ D
SPB2DT

C

 

図 19.5 TX端子 
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内部データバス

RX

SPTRR

シリアル受信データ

SPTRR：SCSPTR読み出し  

図 19.6 RX端子 

 

19.2.12 ラインステータスレジスタ（SCLSR） 
 
ビット：

初期値：

R/W：

—

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ORER—TO————————————

R/W*RR/W*RRRRRRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 TO 0 R/W* タイムアウト 

調歩同期式モードで、SCFRDRに受信トリガ設定数未満のデータがあり、

かつ最後に受信したデータのストップビットから 15ETU時間以上、次のデ

ータが来ないことを示します。 

クロック同期式モードに設定した場合は、セットされません。 

0：受信中または正常に受信完了して SCFRDRに受信データが残ってい

ないことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ

時 

• SCFRDR内の受信データをすべて読み出し、0を書き込んだとき 

1：次の受信データが来ないことを表示（受信タイムアウト） 

［セット条件］ 

• SCFRDRに受信トリガ設定数未満のデータがあり、かつ最後に

受信したデータのストップビットから 15ETU時間以上次のデー

タが来ないとき 

【記号説明】ETU（Elementary Time Unit：1ビットの転送期間の略） 

【注】 15ETU時間は、8ビット長 1ストップビットフォーマット時の 1.5

フレーム時間に相当します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 ORER 0 R/W* オーバランエラー 

受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを示します。 

SCFRDRではオーバランエラーが発生する前の受信データを保持し、後か

ら受信したデータが失われます。さらに、ORER＝1にセットされた状態で、

以降のシリアル受信を続けることはできません。 

ORERフラグをクリアして受信を再開する場合、受信 FIFOからのデータ

読み出し（または受信 FIFOクリア）と受信エラー処理を行った後で、ORER

フラグをクリアしてください。 

0：受信中、または正常に受信を完了したことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ

時 

• 0を書き込んだとき 

1：受信時にオーバランエラーが発生したことを表示 

［セット条件］ 

• SCFRDRが最大数（16バイト）のデータを受信した状態で次の

シリアル受信を完了したとき 

【注】SCSCRの REビットを 0にクリアしたときには、ORERフラグは

影響を受けず以前の状態を保持します。 

【注】 * フラグをクリアするために 0を書き込むことのみ可能です。 
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19.3 動作説明 

19.3.1 調歩同期式モード時の動作 

調歩同期式モードは、通信開始を意味するスタートビットと通信終了を意味するストップビットとをデータに

付加したキャラクタを送信／受信し、1キャラクタ単位で同期を取りながらシリアル通信を行うモードです。 

調歩同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 19.7に示します。 

調歩同期式シリアル通信では、通信回線は通常、マーク状態（ハイレベル）に保たれています。SCIFは通信回

線を監視し、スペース（ローレベル）になったところをスタートビットとみなしてシリアル通信を開始します。 

シリアル通信の 1キャラクタは、スタートビット（ローレベル）から始まり、データ（LSBファースト：最下

位ビットから）、パリティビット（ハイ／ローレベル）、最後にストップビット（ハイレベル）の順で構成され

ています。 

調歩同期式モードでは、SCIFは受信時にスタートビットの立ち下がりエッジで同期化を行います。また、SCIF

はデータを 1ビット期間の 16倍の周波数のクロックの 8番目でサンプリングするので、各ビットの中央で通信デ

ータが取り込まれます。 

D00 1 1

11

スタート
ビット

ビット
パリティ
ビット

ストップ
ビット

1ビット
7ビットまたは8ビット 1ビット

または
なし

1ビット
または
2ビット

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）

アイドル状態（マーク状態）

送信／受信データ

シリアル
データ

D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/1

 

図 19.7 調歩同期式通信のデータフォーマット 

（8ビットデータ／パリティあり／2ストップビットの例） 
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（1） 送信／受信フォーマット、クロック 

設定可能な送信／受信フォーマットを、表 19.6に示します。 

送信／受信フォーマットは 8種類あり、SCSMRの設定により選択できます。 

SCIFの送受信クロックは、SCSCRの CKE1、CKE0ビットの設定により、内蔵ボーレートジェネレータの生成

した内部クロック、または外部クロック用ボーレートジェネレータの生成した外部クロックの 2種類から選択で

きます。 
 

表 19.6 シリアル送信／受信フォーマット（調歩同期式モード） 

1 2 3CHR PE STOP

STOP0 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

1

0 

0 

1 

1 

0 

0 

1 

1

0 

1 

0 

1 

0 

1 

0 

1

4 5 6

シリアル送信／受信フォーマットとフレーム長

【記号説明】
S 
STOP 
P

：スタートビット
：ストップビット
：パリティビット

SCSMRの設定

7 8 9 10 11 12

S 8ビットデータ

STOPS 8ビットデータ STOP

STOPP

STOP STOP

S 8ビットデータ

S 8ビットデータ

S 7ビットデータ

S 7ビットデータ

S 7ビットデータ

S 7ビットデータ

P

STOP

STOP STOP

STOPP

STOP STOPP

 
 

（2） データの送信／受信動作 

• SCIFの初期化（調歩同期式） 

データの送信／受信前、動作モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には、図 19.8に示す SCIFの

初期化フローチャートの例を参考に SCIFの初期化を行ってください。 
 

【注意事項】 

TEビットを 0にクリアすると、SCTSRが初期化されます。TE、REビットを 0にクリアしても、SCFSR、SCFTDR、

および SCFRDRの内容は保持されるので注意してください。 

TEビットの 0クリアは、送信データをすべて送信し SCFSRの TENDフラグがセットされた後に行ってくださ

い。送信中でも 0クリア可能ですが、送信中のデータは 0クリア後、マーク状態になります。また、再度 TEビッ

トを 1にセットして送信開始する前に SCFCRの TFRSTビットをいったん 1にセットして、SCFTDRをリセット

してください。 
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外部クロックを使用している場合には、動作が不確実になるので、初期化を含めた動作中にクロックを止めな

いでください。また、外部クロック用ボーレートジェネレータを使用する場合は、下記の初期化フローより前に

外部クロック用ボーレートジェネレータの設定を行ってください。 

No

Wait

Yes

［1］

［2］

［3］

［4］

SCSCRのTE、REビットを０にクリア

SCFCRのTFRST、RFRSTビットを1にセット

SCFSRのER、DR、BRK、RDF、SCLSRの
TO、ORERの各フラグを読み出した後

0書き込みでクリア

SCSCRのCKE1、CKE0ビットを設定
（TIE、RIE、TE、RE、TOIEビットは0）

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定

SCBRRに値を設定

SCFCRのRTRG[1:0]、TTRG[1:0]、MCEビットを
設定しTFRST、RFRSTビットを０にクリア

SCSCRのTE、REビットを１にセットおよび
TIE、RIE、REIE、TOIEビットを設定

1ビット期間経過

［1］ SCSCRにクロック選択を設定してください。なお、TIE、
RIE、TE、RE、TOIEビットは必ず0を設定してください。

［2］ SCSMRに送信／受信フォーマットを設定します。

［3］ SCBRRにビットレートに対応する値を書き込みます。ただ
し、外部クロックを使用する場合には必要ありません。

［4］ 少なくとも1ビット期間待ってから、SCSCRのTEビットまた
は、REビットを1にセットします。また、TIE、RIE、
REIE、TOIEビットを設定してください。TEビットを設定す
ることによりTX、RX端子が使用可能になります。

 送信時にはマーク状態となり、受信時にはスタートビット待
ちのアイドル状態になります。

終了

初期化

 

図 19.8 SCIFの初期化フローチャート 
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• シリアルデータ送信（調歩同期式） 

図 19.9にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータ送信は、SCIFを送信動作可能状態に設定した後、以下の手順を参考に行ってください。 

送信開始

送信終了

SCFSRのTDFEビットを読み出し

SCFSRのTENDビットを読み出し

SCSCRのTEビットを0にクリア

SPB2DTを0にクリア
SPB2IOを1にセット

SCFTDRに送信データを書き込み

TDFE=1?

全データ 
書き込み完了？

TEND=1?

ブレーク出力？

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

［1］

［2］

［3］

［1］ SCIFの状態を確認して、送信データを書き込み：
 SCFSRを読み出して、TDFE=1であることを確認した後、

SCFTDRに送信データを書き込み、TDFE、TENDを０にクリア
します。 
書き込み可能な送信データ数は、16-（送信トリガ設定数）にな
ります。

［2］ シリアル送信の継続手順：
 シリアル送信を続けるときには、必ずTDFEフラグの１を 

読み出して書き込み可能であることを確認した後に、SCFTDRに
データを書き込み、続いてTDFEフラグを０にクリアしてくださ
い。

［3］ シリアル送信時にブレーク出力：
 シリアル送信時にブレークを出力するときには、SCSPTRの

SPB2DTビットを０にクリアし、SPB2IOビットを１にセットし
た後に、SCSCRのTEビットを0にクリアしてください。

　なお、［1］および［2］では、SCFDRの上位8ビットに示される
SCFTDR内の送信データ数から書き込み可能なデータ数を知ることが
できます。

 

図 19.9 シリアル送信のフローチャートの例 
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SCIFは、シリアル送信時に以下のように動作します。 
 

1. SCIFは、SCFTDRにデータが書き込まれると、SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、送信を開始します。

SCFTDRにはSCFSRのTDFEフラグが1であることを確認して送信データを書き込んでください。書き込み可

能なデータ数は、少なくとも16－（送信トリガ設定数）です。 

 

2. SCFTDRからSCTSRへデータが転送され、送信を開始すると、SCFTDRに送信データがなくなるまで連続し

て送信動作を続けます。途中、SCFTDR内の送信データ数がSCFCRで設定した送信トリガ数以下になったと

き、TDFEフラグをセットします。このとき、SCSCRのTIEビットが1、TEIEビットが0にセットされていると、

トランスミットFIFOデータエンプティ割り込み（TDFE）要求を発生します。 

シリアル送信データは、以下の順にTX端子から送り出されます。 

（a）スタートビット：1ビットの0が出力されます。 

（b）送信データ：8ビット、または7ビットのデータがLSBから順に出力されます。 

（c）パリティビット（偶数パリティ、または奇数パリティ）が出力されます。 

なお、パリティビットを出力しないフォーマットも選択できます。 

（d）ストップビット：1ビットまたは2ビットの1（ストップビット）が出力されます。 

（e）マーク状態：次の送信を開始するスタートビットを送り出すまで1を出力し続けます。 

 

3. SCIFは、ストップビットを送出するタイミングでSCFTDRの送信データをチェックします。データがあると

SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、ストップビットを送り出した後、次フレームのシリアル送信を開始

します。送信データがないとSCFSRのTENDフラグに1をセットし、ストップビットを送り出した後、1を出

力するマーク状態になります。このとき、SCSCRのTIEビットが1、TEIEビットが1にセットされていると、

トランスミットエンド（TEND）割り込み要求を発生します。 
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調歩同期式モードでの送信時の動作例を図 19.10に示します。 

D00 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 1

11

アイドル状態
（マーク状態）

シリアル
データ

スタート
ビット

データ データパリティ
ビット

ストップ
ビット

パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

1フレーム

TDFE割り込み処理ルーチンで
SCFTDRにデータを書き込み、
TDFEフラグの1リード後0にクリア

TDFE割り込み
要求の発生

TDFE割り込み
要求の発生

TDFE

TEND

 

図 19.10 送信時の動作例 

（8 ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 

 

4. モデムコントロールイネーブル時は、CTS#入力値によって送信動作を停止／再開することができます。CTS#

が1になると、現在送信中のときは1フレーム送信終了後マーク状態になります。CTS#を0にすると、再びス

タートビットから次の送信データを出力します。 

 

モデムコントロール時の動作例を図 19.11に示します。 

D00 D1 D7 0/1 0 D0 D1 D7 0/1
シリアルデータ

スタート
ビット

パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

TX

CTS#

ストップビットより前に立ち上げてください。  

図 19.11 モデムコントロール（CTS#）時の動作例 
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• シリアルデータ受信（調歩同期式） 

図 19.12、図 19.13にシリアル受信フローチャートの例を示します。 

シリアルデータ受信は、SCIFを受信動作可能状態に設定した後、以下の手順に従い行ってください。 

SCFSRのER、DR、BRK、SCLSRの
TO、ORERの各フラグを読み出し

SCFRDRの受信データを読み出し、
SCFSRのRDFフラグを0にクリア

SCFSRのRDFフラグを読み出し

SCSCRのREビットを0にクリア

ER or DR or
BRK or ORER or  

TO=1?

RDF=1?

全数受信？

受信開始

受信終了

エラー処理

Yes

No

Yes

Yes

No

No

［1］ 受信エラー処理とブレーク検出：
 SCFSRのDR、ER、BRKフラグ、SCLSRのTO、ORERフラグを

読み出してエラーを判定し、所定のエラー処理を行った後、DR、
ER、BRK、TO、ORERの各フラグを０にクリアしてください。

 フレーミングエラー時に、RX端子を読み出すことでもブレークの
検出ができます。

［2］ SCIFの状態を確認して受信データを読み出し： 
SCFSRを読み出してRDF=1であることを確認した後、SCFRDRの
受信データを読み出し、RDFフラグの1を読み出した後、0にクリ
アします。

 RDFフラグが0から1への変化は、RDF割り込みによっても知るこ
とができます。

［3］ シリアル受信の継続手順：
 シリアル受信を続けるときには、SCFRDR内のデータを少なくと

も受信トリガ設定数読み出して、RDFフラグの1を読み出した後、
０を書き込んでください。

 SCFRDR内の受信データ数は、SCFDRの下位ビットを読み出すこ
とで知ることができます。

［1］

［2］

［3］

 

図 19.12 シリアル受信のフローチャートの例（1） 
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エラー処理

終了

オーバランエラー処理

受信エラー処理

ブレーク処理

SCFRDRの受信データ読み出し

SCFSRのDR、ER、BRKを0にクリア
SCLSRのTO、ORERフラグを0にクリア

ORER=1?

ER=1?

BRK=1?

DR or TO = 1?

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

・ SCFRDRから読み出した受信データにフレーミン
グエラー、パリティエラーが発生しているかどうか
は、SCFSRのFER、PERビットで知ることができ
ます。

 

図 19.13 シリアル受信のフローチャートの例（2） 
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SCIFは、受信時に以下のように動作します。 
 

1. SCIFは通信回線を監視し、スタートビットの0を検出すると内部を同期化し、受信を開始します。 

2. 受信したデータをSCRSRのLSBからMSBの順に格納します。 

3. パリティビットおよびストップビットを受信します。受信後、SCIFは以下のチェックを行います。（b）、

（c）、（d）のチェックがパスしたとき、SCFRDRに受信データが格納されます。 

【注】 パリティエラー、フレーミングエラーが発生しても受信動作を続けます。 

 

（a）ストップビットチェック：ストップビットが1であるかをチェックします。 

ただし、2ストップビットの場合、1ビット目のストップビットのみをチェックします。 

（b）受信データをSCRSRからSCFRDRに転送できる状態であるかをチェックします。 

（c）オーバランエラーチェック：ORERフラグが0であり、オーバランエラーが発生していないことをチェ

ックします。 

（d）ブレークチェック：BRKフラグが0であり、ブレーク状態でないことをチェックします。 

 

4. SCSCRのRIEビットが1にセットされていてRDFフラグが1になったとき、レシーブFIFOデータフル割り込み

（RDF）要求を発生します。SCSCRのRIEビットが1にセットされていてDRフラグが1になったとき、レシー

ブデータレディ割り込み（RDF）要求を発生します。SCSCRのTOIEビットが1にセットされていてTOフラグ

が1になったとき、タイムアウト割り込み（TO）要求を発生します。 

また、ERフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットまたはREIEビットが1にセットされているとレシーブ

エラー割り込み（ER）要求を発生します。 

さらに、BRKフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットまたはREIEビットが1にセットされていると、ブ

レーク検出割り込み（BRK）要求を発生します。ORERフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットまたは

REIEビットが1にセットされていると、オーバランエラー割り込み（ORER）要求を発生します。 
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調歩同期式モード受信時の動作例を図 19.14に示します。 

D00 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 0 0/1

1

シリアル
データ

スタート
ビット

データ データパリティ
ビット

ストップ
ビット

パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

1フレーム

RDF割り込み処理ルーチンで
データを読み出し、RDFフラグ
の1を読み出した後0にクリア

RDF割り込み
要求の発生 レシーブエラーでER

割り込み要求の発生

RDF

ER

 

図 19.14 SCIFの受信時の動作例 

（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 

 

5. モデムコントロールイネーブル時は、SCFRDRの空き状況によってRTS#信号を出力します。RTS#が0のとき

は、受信可能状態です。RTS#が1のときは、SCFRDR内のデータ数がRTS#出力アクティブトリガ設定数以上

であることを示します。 

 

モデムコントロール時の動作例を図 19.15に示します。 

D00 D1 D7 0/1 0
シリアルデータ

スタート
ビット

パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

RX

RTS#  

図 19.15 モデムコントロール（RTS#）の動作例 
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19.3.2 クロック同期式モード時の動作 

クロック同期式モードは、クロックパルスに同期してデータを送信／受信するモードで、高速シリアル通信に

適しています。 

クロック同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 19.16に示します。 

クロック同期式シリアル通信では、通信回線のデータは同期クロックの立ち下がりから次の立ち下がりまで出

力されます。また、クロックの立ち上がりでデータの確定が保証されます。 

シリアル通信の 1キャラクタは、LSBから始まり最後にMSBが出力されます。最終データ出力後の通信回線の

状態は最終データの状態を保ちます。 

クロック同期式モードでは、SCIFは同期クロックの立ち上がりに同期してデータを受信します。 

ビット0 ビット1 ビット2 ビット3 ビット4 ビット5 ビット6 ビット7 Don't care

同期
クロック

シリアル
データ

【注】* 連続送信／受信のとき以外はハイレベル

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）

MSBLSB

Don't care

* *

 

図 19.16 クロック同期式通信のデータフォーマット 

 

（1） 送信／受信フォーマット、クロック 

8ビット固定です。パリティビットの付加はできません。 

SCSMRの C/A#ビットと SCSCRの CKE1、CKE0ビットの設定により内蔵ボーレートジェネレータの生成した

内部クロック、または、SCK端子から入力された外部同期クロックの 2種類から選択できます。 

内部クロックで動作させるとき、SCK端子から同期クロックが出力されます。同期クロックは 1キャラクタの

送受信で 8パルス出力され、送信／受信を行わないときにはハイレベルに固定されます。受信動作のみの場合、

内部クロックを選択すると SCSCRの REビットが 1の間、受信 FIFO内データ数が受信トリガ設定数に達するま

でクロックパルスが出力されます。 
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（2） データの送信／受信動作 

• SCIFの初期化（クロック同期式） 

データの送信／受信前、モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には必ず、SCSCRの TEおよび RE

ビットを 0にクリアした後、図 19.17に示す初期化フローチャート例を参考に、SCIFの初期化を行ってください。 

【注】 TEビット 0にクリアすると、SCTSRが初期化されます。REビットを 0にクリアしても、RDF、PER、FER、ORER

の各フラグ、および SCRDRの内容は保持されるので注意してください。 

No

Wait

Yes

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

SCSCRのTE、REビットを０にクリア

SCFCRのTFRST、RFRSTビットを1に
セットし、FIFOバッファをクリア

SCFSRのER、DR、BRK、RDF、SCLSRの
TO、ORERの各フラグを読み出した後、

0書き込みでクリア

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定

SCSCRのCKE1、CKE0ビットを設定
（TE、RE、TIE、RIEビットは0）

SCBRRに値を設定

SCFCRのRTRG[1:0]、TTRG[1:0]を設定し、
TFRST、RFRSTビットを0にクリア

SCSCRのTE、REビットを１にセット、
およびTIE、RIE、REIEビットを設定

1ビット期間経過

終了

初期化

［1］ 初期化終了の直前まで、TE、REビットは０にしてください。

［2］ SCSMRに送信／受信フォーマットを設定します。

［3］ CKE1、CKE0ビットを設定します。

［4］ SCBRRにビットレートに対応する値を書き込みます。ただし、外
部クロックを使用する場合には必要ありません。本設定後は少なく
とも１ビット期間待ってください。

［5］ SCSCRのTEビットまたは、REビットを1にセットします。
 また、TIE、RIE、REIEビットを設定してください。この時点
 でTX、RX、SCK端子が使用可能になります。
 送信時にはTX端子はマーク状態となります。クロック同期式
 モード受信でかつ、同期クロック出力（クロックマスタ）設定
 の場合、この時点でSCK端子からクロックが出力され始めます。

 

図 19.17 SCIF初期化フローチャートの例 
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• シリアルデータ送信（クロック同期式） 

図 19.18にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータの送信は、SCIFを送信動作可能状態に設定した後、以下の手順で行ってください。 

送信開始

終了

初期化

SCFSRのTDFEビットを読み出し

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFEビット、TENDビットを

0にクリア

SCFSRのTENDフラグを読み出し

SCSCRのTEビットを0にクリア

TDFE=1?

全データ 
書き込み完了？

TEND=1?

No

Yes

No

Yes

No

Yes

［1］

［2］

［3］

［1］ SCIFの初期化：
 図19.17を参照ください。

［2］ SCIFの状態を確認して、送信データを書き込み：
 SCFSRを読み出して、TDFE=1であることを確認した後、

SCFTDRに送信データを書き込み、TDFEフラグを0にクリ
アしてください。

［3］ シリアル送信の継続手順：
 シリアル送信を続けるときには、必ずTDFEフラグの1を 

読み出して書き込み可能であることを確認した後に
SCFTDRにデータを書き込み、続いてTDFEフラグを0に 
クリアしてください。

 

図 19.18 シリアル送信のフローチャートの例 
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SCIFは、シリアル送信時に、以下のように動作します。 
 

1. SCIFは、SCFTDRにデータが書き込まれると、SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、送信を開始します。

SCFTDRにはSCFSRのTDFEフラグが1であることを確認して送信データを書き込んでください。書き込み可

能なデータ数は、少なくとも｛16-（送信トリガ設定数）｝です。 

2. SCFTDRからSCTSRへデータが転送され、送信を開始すると、SCFTDRに送信データがなくなるまで連続し

て送信動作を続けます。途中、SCFTDR内の送信データ数がSCFCRで設定したトリガ数以下になったとき、

TDFEフラグをセットします。このとき、SCSCRのTIEビットが1、TEIEビットが0にセットされていると、ト

ランスミットFIFOデータエンプティ割り込み（TDFE）要求を発生します。外部クロックに設定したときに

は、入力クロックに同期してデータを出力します。シリアル送信データは、LSBから順にTX端子から送り出

されます。 

3. SCIFは、最終ビットを送り出すタイミングでSCFTDRの送信データをチェックします。送信データがあると

SCTSRにデータを転送し、次のフレームのシリアル送信を開始します。送信データがないと、SCFSRのTEND

フラグを1にセットし、最終ビットを送り出した後、トランスミットデータ端子（TX端子）は状態を保持し

ます。このとき、SCSCRのTIEビットが1、TEIEビットが1にセットされていると、トランスミットエンド

（TEND）割り込み要求を発生します。 

4. シリアル送信終了後、SCK端子はハイレベル固定になります。 

 

【注】 クロック同期式モードにおいて、DMACを使用し SCFTDRへデータを書き込んだ場合、TENDフラグがクリアされな

い場合があります。そのため、クロック同期式モードにおいて、DMAC使用時は、下記手順にて TENDフラグの読み

出しを行ってください。 

 （a） DMACにてデータ転送終了を確認 

 （b） TENDフラグを読み出し 

 （c） TENDフラグが 1の場合、0クリア 

 （d） 再度 TENDフラグを読み出し 

 （e） 2度目に読み出した TENDフラグを使用 
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図 19.19に SCIFの送信時の動作例を示します。 

ビット0 ビット1 ビット7 ビット0 ビット1 ビット6 ビット7

同期
クロック

シリアル
データ

MSBLSB

1フレーム

TDFE/TEND割り込み処理
ルーチンでSCFTDRに
データを書き込み、
TDFEフラグを0にクリア

TDFE/TEND
割り込み
要求の発生

TDFE/TEND
割り込み
要求の発生

TDFE

TEND

 

図 19.19 SCIFの送信時の動作例 
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• シリアルデータ受信（クロック同期式） 

図 19.20、図 19.21にシリアル受信のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータの受信は、SCIFを受信動作可能状態に設定した後、以下の手順に従って行ってください。 

SCIFの初期化を行わずに、動作モードを調歩同期式モードからクロック同期式モードに切り替える際には、必

ず、ORER、PER3～0、FER3～0の各フラグが 0にクリアされていることを確認してください。 

受信開始

エラー処理

終了

初期化

SCLSRのORERフラグを読み出し

SCFSRのRDFフラグを読み出し

SCFRDRの受信データを読み出し、
SCFSRのRDFフラグを0にクリア

SCSCRのREビットを0にクリア

ORER=1?

RDF=1?

全数受信？

Yes

No

No

Yes

No

Yes

［1］

［2］

［3］

［4］

［1］ SCIFの初期化：
 図19.17を参照ください。

［2］ 受信エラー処理
 受信エラーが発生したときには、SCLSRのORER
 フラグを読み出してから、所定のエラー処理を行っ
 た後、ORERフラグを0にクリアしてください。
 ORERフラグが1にセットされた状態では受信を再開
 できません。

［3］ SCIFの状態を確認して受信データを読み出し、
 SCFSRを読み出してRDF=1であることを確認した後、

SCFRDRの受信データを読み出し、RDFフラグを0にク
リアします。

 RDFフラグが0から1への変化はRDF割り込みによって
 も知ることができます。

［4］ シリアル受信の継続手順：
 シリアル受信を続けるときには、SCFRDR内のデー
 タを少なくとも受信トリガ設定数読み出して、RDF
 フラグの1を読み出した後、0を書き込んでください。

SCFRDR内の受信データ数は、SCFDRの下位ビットを
読み出すことで知ることができます。ただし、RDF

 割り込みでDMACを起動し、SCFRDRの値を読み出
 す場合には、RDFビットクリアは自動的に行われるの

で必要ありません。

 

図 19.20 シリアル受信のフローチャートの例 
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エラー処理

終了

オーバランエラー処理

SCLSRのORERフラグを0にクリア

ORER=1?

Yes

No

 

図 19.21 シリアル受信のフローチャートの例 

 

SCIFは、シリアル受信時に、以下のように動作します。 
 

1. SCIFは、同期クロックの入力または出力に同期して受信を開始します。 

2. 受信したデータをSCRSRのLSBからMSBの順に格納します。 

受信後、SCIFは受信データをSCRSRからSCFRDRに転送できる状態であるかをチェックし、このチェックが

パスしたときSCFRDRに受信データが格納されます。 

エラーチェックでオーバランエラーを検出すると、以後の受信動作ができません。 

3. RDFフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットが1にセットされていると、レシーブFIFOデータフル割り

込み（RDF）要求を発生します。また、ORERフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットまたはREIEビッ

トが1にセットされていると、ブレーク割り込み（BRI）要求を発生します。 
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図 19.22に SCIFの受信時の動作例を示します。 

ビット7 ビット0 ビット7 ビット0 ビット1 ビット6 ビット7

同期
クロック

シリアル
データ

MSBLSB

1フレーム

RDF/ORER割り込
み処理ルーチンで
SCFRDRのデータ
を読み出し、RDF
フラグを0にクリア

RDF/ORER
割り込み
要求の発生

RDF/ORER
割り込み
要求の発生

RDF

ORER

オーバランエラーで
BRI割り込み要求の発生

 

図 19.22 SCIFの受信時の動作例 
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• シリアルデータ送受信同時動作（クロック同期式） 

図 19.23にシリアル送受信同時動作のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータの送受信同時動作は、SCIFを送受信動作可能状態に設定した後、以下の手順に従って行ってく

ださい。 

送受信開始

終了

初期化

SCFSRのTDFEビットを読み出し

SCLSRのORERフラグを読み出し

SCFSRのRDFフラグを読み出し

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFEフラグを0にクリア

SCFRDRの受信データを読み出し、
SCFSRのRDFフラグを0にクリア

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

TDFE=1?

ORER=1?

RDF=1?

全数受信？

No

Yes

No

No

No

Yes

Yes

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

エラー処理

Yes

［1］ SCIFの初期化：
 図19.17を参照ください。

［2］ SCIFの状態確認と受信データの書き込み：
 SCFSRを読み出して、TDFE=1であることを確認した 

後、SCFTDRに送信データを書き込み、TDFEフラグ 
を0にクリアします。TDFEフラグの0から1への変化
は、TDFE/TEND割り込みによっても知ることができま
す。

［3］ 受信エラー処理
 受信エラーが発生したときには、SCLSRのORERフラ
 グを読み出してから、所定のエラー処理を行った後、

ORERフラグを0にクリアしてください。ORERフラグ
 が1にセットされた状態では受信を再開できません。

［4］ SCIFの状態を確認して受信データを読み出し、
 SCFSRを読み出してRDF=1であることを確認した後、

SCFRDRの受信データを読み出し、RDFフラグを０に 
クリアします。RDFフラグが０から１への変化はRXI 
割り込みによっても知ることができます。

［5］ シリアル送受信の継続手順
 シリアル送受信を続けるときには、現在のフレームの 

MSBを受信する前に、RDFフラグとSCFRDRの読み
 出し、RDFフラグの0クリアを終了しておいてくださ

い。
 また、現在のフレームのMSBを送信する前に、TDFE

フラグの1を読み出して、書き込み可能であることを確
認してください。さらにSCFTDRにデータを書き込
み、TDFEフラグを0にクリアしておいてください。

【注】送信、または受信動作から同時送受信に切り替えると
 きには、TEビットとREビットを0にクリアしてから、

TEビットとREビットを同時に1にセットしてくださ
い。

 

図 19.23 シリアル送受信のフローチャートの例 
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19.4 SCIF割り込み要因と DMAC 

DMACを使って送受信を行う場合は、先に DMACを設定し、イネーブル状態にしてから、SCIFの設定を行っ

てください。 

（1） 送信系割り込みと DMA転送 

TIEビットにより TDFE/TENDが許可されている場合、SCFSRの TDFE/TENDフラグが 1にセットされると、

TDFE/TEND割り込み要求と送信 FIFOデータエンプティ DMA転送要求が発生します。TIEビットにより

TDFE/TENDが禁止されている場合、TDFE/TENDフラグが 1にセットされると、送信 FIFOデータエンプティDMA

転送要求のみが発生します（SCSCRの TEIEビットが 0の場合は TDFEフラグ、TEIEビットが 1の場合は TEND

フラグがセットされたときに発生します。DMA転送要求は TEIEの影響を受けません）。 

TDFE/TEND割り込み要求を出す設定にした場合、割り込み要求は割り込み処理プログラムとは無関係にDMAC

によってクリアされます。 
 

（2） 受信系割り込みと DMA転送 

RIEビットにより RDF/DRが許可されている場合、SCFSRの RDF/DRフラグが 1にセットされると、RDF/DR

割り込み要求が発生します。また、RDF/DRフラグが 1にセットされると、受信 FIFOデータフル DMA転送要求

が発生します。RIEビットにより RDF/DRが禁止されている場合、RDF/DRフラグが 1にセットされると、受信

FIFOデータフル DMA転送要求のみが発生し、DMAC を起動してデータ転送を行うことができます。 

SCSCRの RIEビットを 0に設定し、REIEビットを 1に設定すると、RDF/DR割り込み要求を出さずに

ER/BRK/ORER割り込み要求を出すことができます。SCFSRの BRKフラグまたは SCLSRの ORERフラグが 1に

セットされると、BRK/ORER割り込み要求が発生します。 

TOIEビットにより TOが許可されている場合、SCLSRの TOフラグが 1にセットされると、TO割り込み要求

が発生します。 

DRフラグまたは TOフラグが 1にセットされたことによる DR/TO割り込みまたは受信 FIFOデータフル DMA

転送要求は、調歩同期モード時のみ発生します。 

DR/TO割り込み要求を出す設定にした場合、DRフラグによる割り込み要求は割り込み処理プログラムとは無

関係にDMACによってクリアされます。TOフラグによる割り込み要求はDMACによってクリアされませんので、

割り込み処理プログラムによるクリア処理が必要です（DRフラグと TOフラグのセットは同時に行われ、クリア

は個別処理となります）。 
 

表 19.7 SCIF割り込み要因 

割り込み要因 DMACの起動 リセット解除時の優先順位 

レシーブエラー（ER）による割り込み 不可 

レシーブ FIFOデータフル（RDF）またはレシーブデータレディ（DR）

タイムアウト（TO）による割り込み* 

可 

ブレーク（BRK）またはオーバランエラー（ORER）による割り込み 不可 

トランスミット FIFOデータエンプティ（TDFE）による割り込み 可 

高 

 

 

 

低 

【注】 * DR、TOによる割り込みは、調歩同期モード時のみ 
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19.5 使用上の注意事項 

SCIFを使用する際は、以下のことに注意してください。 
 

（1） ブレークの検出と処理について 

フレーミングエラー（FER）検出時に RX端子の値を直接読み出すことによっても、ブレークを検出できます。

ブレークでは、RX端子からの入力がすべて 0になりますので、FERフラグがセットされ、またパリティエラー

（PER）もセットされる場合があります。 

SCIFは、ブレークを検出すると、SCFRDRへの受信データの転送は停止しますが、受信動作は続けています。 
 

（2） ブレークの送り出し 

TX端子は、SCSPTRの SPB2IO、SPB2DTビットで入出力条件とレベルを決めることができます。これを使っ

てブレークの送り出しができます。 

シリアル送信の初期化から TEビットを 1にセット（送信可能）するまでは、TX端子として機能しません。こ

の間は、マーク状態は SPB2DTビットの値で代替えされます。このため、最初は SPB2IOと SPB2DTビットを 1

に設定（出力、ハイレベル）しておきます。 

シリアル送信時にブレークを送り出したいときは、SPB2DTビットを 0（ローレベル）にクリアした後、TEビ

ットを 0にクリア（送信停止）します。TEビットを 0にクリアすると、現在の送信状態とは無関係に送信部は初

期化され、TX端子からは 0が出力されます。 
 

（3） 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミングと受信マージン 

調歩同期式モードでは、SCIF は転送レートの 16倍の周波数の基本クロックで動作しています。 

受信時に SCIFは、スタートビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして、内部を同期化します。ま

た、受信データを基本クロックの 8クロック目の立ち上がりエッジで内部に取り込みます。 

これを図 19.24に示します。 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 1415 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 0 1 2 3 4 5

スタートビット

-7.5クロック +7.5クロック

D1D0

8クロック

16クロック

基本クロック

受信データ
（RX）

同期化
サンプリング
タイミング

データ
サンプリング
タイミング  

図 19.24 受信データサンプリングタイミング 
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したがって、調歩同期式モードでの受信マージンは式（1）のように表すことができます。 
 

 
M＝  （0.5－　　 ）－（L－0.5）F－ 　　　　 （1＋F） ×100％……式（1）　　

1

2N

｜D－0.5｜

N  
 

M：受信マージン（％） 

N：クロックに対するビットレートの比（N＝16） 

D：クロックデューティ（D＝0～1.0） 

L：フレーム長（L＝9～12） 

F：クロック周波数の偏差の絶対値 
 

式（1）で、F＝0、D＝0.5とすると、受信マージンは式（2）より 46.875％となります。 
 

D＝0.5、F＝0のとき 

M＝（0.5－1/（2×16））×100％ 

＝46.875％ ……式（2） 
 

ただし、この値はあくまでも計算上の値ですので、システム設計の際には 20～30％の余裕を持たせてください。 
 

（4） 受信マージンとボーレート誤差 

式（2）の 46.875%は、ボーレート誤差が 0（F=0）のときの受信マージンです。つまり、受信と送信のボーレー

トに誤差がなければ、約 1/2ビット分のずれがあっても受信可能です。送信と受信のボーレートに誤差があると、

ストップビット受信までの誤差が蓄積されることになり受信マージンが低下します。ボーレートの許容誤差を求

めるために、式（1）を Fについて変形します。D=0.5とすると、式（3）になります。 
 

F=｛（15/32－M）/（L－0.5）｝×100（%） ……式（3） 
 

式（3）から、フレーム長 L=12の場合の許容誤差－受信マージンは、以下のようになります。 
 

許容誤差（%） 4.07 3.64 3.20 2.33 1.46 

受信マージン（%） 0 5 10 20 30 
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19.6 外部クロック用ボーレートジェネレータ（BRG） 

19.6.1 概要 

外部クロック用ボーレートジェネレータ（以下、BRGと略します）は、SCIFに内蔵され、外部クロック SC_CLK

（SCIF_CLK、clks1の 2つより選択）に対し、1から 2の 16乗－1の範囲で分周することにより、SCIFモジュー

ルへサンプリングクロック（BRGCLK）を供給します。また、外部クロック SCKと分周クロックとの出力の切り

替えも行います。 
 

19.6.2 各ブロックの説明 

図 19.25に、BRGのブロック図を示します。 

（1） リセット制御 

制御レジスタ、ベースカウンタ、トリガジェネレータのリセットを制御します。 

（2） 制御レジスタ 

分周レジスタ、クロックセレクトレジスタを保持します。 

（3） ベースカウンタ 

16ビットの CLK同期カウンタ。 

分周クロック生成の際、タイミングを決めるために基準となるカウンタです。 

（4） トリガジェネレータ 

分周レジスタ値およびベースカウンタの値でタイミングを取り、分周クロックの立ち上がり／立ち下がりエッ

ジのトリガを生成します。これにより、分周クロックを生成します。 

また、SCK（外部クロック入力）と分周クロックとの出力の切り替えも行います。 
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CKS[XIN]

SCIFコア

BRGCLK

I/OバッファブロックHPB IF

SCK

BRGブロック

SCIF

ベース
カウンタ

リセット
制御

制御レジスタ

トリガ
ジェネレータ

reset_brg

SCIF_CLK

clks1

 

図 19.25 BRGブロック図 

 

19.6.3 レジスタ仕様 

本ブロックには表 19.8に示す内部レジスタがあります。 
 

表 19.8 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W 初期値 相対アドレス アクセスサイズ 

分周レジスタ DL R/W H'00 H'30 16 

クロックセレクトレジスタ CKS R/W H'00 H'34 16 
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（1） 分周レジスタ（DL） 
 
ビット：

初期値：

R/W：

DL15

01234567891011121315 14

000000000000000 0

DL0DL1DL2DL3DL4DL5DL6DL7DL8DL9DL10DL11DL12DL13DL14

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 DL[15:0] H’0000 R/W BRGで生成する分周クロックの分周値を指定します。DLは、16ビットの

バイナリフォーマットで、1～65,535の範囲で設定可能です。なお、DLの

値が H'0000の場合、分周クロックはローレベル出力となります。分周値は、

以下の計算式により求められます。 

分周値＝クロック入力周波数／（要求するボーレート×16） 

表 19.9に、3.6864MHzの水晶発振子を使用した場合のボーレートジェネレ

ータの使用方法を示します。 

 

（2） クロックセレクトレジスタ（CKS） 
 
ビット：

初期値：

R/W：

CKS

01234567891011121315 14

000000000000000 0

——————————————XIN

RRRRRRRRRRRRRRR/W R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 CKS 0 R/W 分周クロック（SC_CLK）と外部クロック（SCK）との出力を切り替えます。 

0：分周クロックを選択します。 

1：外部クロックを選択します。 

14 XIN 0 R/W 外部クロック用ボーレートジェネレータクロックソースを選択します。

SCIF_CLKと clks1の 2種類のクロックソースを選択できます。 

0：外部クロック（SCIF_CLK）を選択します。 

1：内部クロック（clks1）を選択します。 

13～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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表 19.9 ボーレート（3.6864MHzクロック） 

ボーレート 分周値 エラー率* 

50 4,608 － 

75 3,072 － 

110 2,095 －0.022 

134.5 1,713 0.001 

150 1,536 － 

300 768 － 

600 384 － 

1,200 192 － 

1,800 128 － 

2,000 115 0.174 

2,400 96 － 

3,600 64 － 

4,800 48 － 

7,200 32 － 

9,600 24 － 

14,400 16 － 

19,200 12 － 

38,400 6 － 

76,800 3 － 

115,200 2 － 

【注】 * －：エラー率＝0を示します。 

 



 

19. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  19-57 

2012.06.12  

 

SH7734 

19.6.4 分周レジスタ設定時の注意事項 

1. リセット後、本レジスタへの最初の設定の際には、クロック安定時間を保証するため、1ビット期間以上、待

ち時間が必要です。 

（例）DL＝2の1ビット期間 

3.68（MHz）×1/2×1/16＝0.115（MHz）→8695（ns） 

 

2. 上記1.での設定以降、本レジスタ値を再度書き換える場合は、最大ビットレート（DL＝65,535）の1ビット期

間以上、待ち時間が必要です。SCIFレジスタとBSGレジスタは、以下のように設定してください。 

 

• 調歩同期式モード（SC_CLK外部入力） 

SCIF レジスタ.ビット名 設定値 BRG レジスタ名 設定値 

SCSMR.C/A# 0 CKS H'0000  

SCSCR.CKE1、CKE0 10 

 

DL H'1～H'FFFF 

 

• 調歩同期式モード（SCK外部入力） 

SCIF レジスタ.ビット名 設定値 BRG レジスタ名 設定値 

SCSMR.C/A# 0 CKS H'8000  

SCSCR.CKE1、CKE0 10 

 

DL Don't care 

 

• クロック同期式モード（外部入力） 

SCIF レジスタ.ビット名 設定値 BRG レジスタ名 設定値 

SCSMR.C/A# 1 CKS H'8000  

SCSCR.CKE1、CKE0 B'10 

 

DL Don’t care 

 

3. 外部クロック用ボーレートジェネレータのレジスタ設定は、SCIFの初期化フローの前に行ってください。 
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19A. IrDA 

19A.1 概要 

IrDAモジュールは、SCIF-3chと共に使用し、シリアルコミュニケーションインタフェースのデータフォーマッ

トを、IrDA赤外線通信用のデータフォーマットに変調、復調する機能を持ちます。 
 

19A.2 レジスタ構成 

IrDAモジュールのレジスタベースアドレスは次のとおりです。 

H'FFE4 3000 

表 19A.1 レジスタ一覧 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 オフセットアドレス アクセスサイズ 

シリアルモードレジスタ SCSMRIR R/W H'0000 H'0040 16ビット 

 

19A.2.1 シリアルモードレジスタ（SCSMRIR） 

SCSMRIRは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイ時に H'0000に初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R R

— — — — — — EDGEN LOOP IRMOD — — — — — — —

 
【注】 * ビット 6～2は、ライトの場合は、0をライトしてください。1はライトしないでください。 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

9 EDGEN 0 R/W RX3サンプリングモード 

0：Rx3をエッジでサンプリング 

1：Rx3をエッジ＋レベルの 2回でサンプリング 

8 LOOP 0 R/W IrDAループバックテスト 

0：通常動作 

1：Tx3→Rx3ループバック動作 

7 IRMOD 0 R/W IrDAモード 

0：SCIFのチャネル 3を SCIFとして動作 

1：SCIFのチャネル 3を IrDAとして動作 

6～2 － すべて 0 R/W* リザーブビット 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 
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19A.3 インタフェース 

19A.3.1 データ送受信形式 

Tx3 from SCIF3

IrDA

Rx3 to SCIF

・Rx3受信形式

・Tx3送信形式

SCK 16サイクル

SCK 3サイクル

SCK 16サイクル

SCK 3サイクル

IrDA入力

 

図 19A.1 データ送受信形式 
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19A.3.2 データセレクタ部動作 

データセレクタ部

Tx

Rx
s_rxd

s_txd

SCIF

IRMOD

p_txd

s_txd

s_txd

i_txd_n

i_txd_n

変　調

ポート論理部

Tx

Rx

IRMOD

LOOP

p_rxd p_rxd

p_rxd

i_rxd i_rxdp_n
復　調

0

1

1

0

1

0

 

図 19A.2 データセレクタ部ブロック図 

データセレクタ部は、SCIFに入力される受信データ（図 19A.2の s_rxd）およびポート論理部に出力される送

信データ（図 19A.2の p_txd）のデータセレクトを行います。 

SCSMRIRの IRMODビットが 1のときは、IrDAの変調／復調後のデータを入力／出力します。 

SCSMRIRの IRMODビットが 0のときは、SCIFとポート論理部は直結され、変調／復調は行われません。 

SCSMRIRの LOOPビットがアクティブのときは、SCIFからの送信データを変調したもの（図 19A.2の i_txd_n）

がデータセレクト部の復調回路に入力されます（ループバックテスト用）。 

これらのセレクタ論理にはクロックは使用されていません。このため、リセット後やスタンバイ中などのセレ

クト状態は、SCSMRIRレジスタの値のみに依存します。 

 

【注】 本モジュールは､受信時においてチャタリングのような短いパルスについても検出してしまいますので、IrDA規格で示

されている最短パルス幅を確保するようにしてください。 
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20. ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース 

本モジュールは、全二重同期式のシリアル通信ができます。 
 

20.1 特長 

本 LSIの本モジュールには次のような特長があります。 

• SPI転送機能 

MOSI（Master Out Slave In）、MISO（Master In Slave Out）、SSL（Slave Select）、RSPCK（SPI Clock）信号

を使用して、SPI動作（4線式）でシリアル通信が可能。 

マスタ／スレーブモードでのシリアル通信が可能。 

モードフォルトエラー検出が可能（SPIスレーブモード設定時のみ）。 

オーバランエラー検出が可能（SPIスレーブモード設定時のみ）。 

シリアル転送クロックの極性を変更可能。 

シリアル転送クロックの位相を変更可能。 

• データフォーマット 

MSBファースト／LSBファーストの切り替え可能。 

転送ビット長を8、16、32ビットに変更可能。  

• ビットレート 

マスタ時のRSPCKは、最大4096分周 

内蔵ボーレートジェネレータでBφを分周してRSPCKを生成。 

外部入力クロックをシリアルクロックとして使用。 

• バッファ構成 

送信用バッファ8Byte、受信用バッファ32Byte。 
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• SSL制御機能 

1チャネルあたり1本のSSL信号あり。 

マスタ設定時には、SSL信号を出力。 

スレーブ設定時には、SSL信号を入力。 

SSL出力のアサートからRSPCK動作までの遅延（RSPCK遅延）を設定可能。 

設定範囲：1～8 RSPCK 設定単位：1 RSPCK 

RSPCK停止からSSL出力のネゲートまでの遅延（SSLネゲート遅延）を設定可能。 

設定範囲：1～8 RSPCK 設定単位：1 RSPCK 

次アクセスのSSL出力アサートのウェイト（次アクセス遅延）を設定可能。 

設定範囲：1～8 RSPCK 設定単位：1 RSPCK 

SSL極性変更機能。 

• マスタ転送時の制御方式 

最大4コマンドで構成された転送をシーケンシャルにループ実行可能。 

各コマンドに設定可能な項目は以下のとおり。 

SSL信号値、ビットレート、RSPCK極性／位相、転送データ長、LSB/MSBファースト、バースト、RSPCK遅

延、SSLネゲート遅延、次アクセス遅延。 

送信バッファへのライトで転送を起動可能。 

SPTEFビットクリアで転送を起動可能。 

SSLネゲート時のMOSI信号値を設定可能。 

• 割り込み要因 

マスカブルな割り込み要因あり。 

受信割り込み（受信バッファフル）。 

送信割り込み（送信バッファエンプティ）。 

エラー割り込み（モードフォルト、オーバラン）。 

• その他 

ループバックモードあり。 

ディスエーブル（初期化）機能あり。 
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バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
｜
ス

モジュールデータバス

【記号説明】

送受信
コントロール

クロック

ボーレート
ジェネレータ

SPCR

SSLP

SPPCR

SPSR

SPDCR

SPCKD

SSLND

SPND

SPCMD

SPBFCR

SPBFDR

MOSI

MISO

SPCR
SSLP
SPPCR
SPSR
SPSCR
SPSSR
SPDCR
SPCKD
SSLND
SPND
SPCMD
SPBR
SPTX
SPRX
SPBFCR
SPBFDR
SPTI
SPRI
SPEI

：RSPI制御レジスタ
：RSPIスレーブセレクト極性レジスタ
：RSPI端子制御レジスタ
：RSPIステータスレジスタ
：RSPIシーケンス制御レジスタ
：RSPIシーケンスステータスレジスタ
：RSPIデータコントロールレジスタ
：RSPIクロック遅延レジスタ
：RSPIスレーブセレクトネゲート遅延レジスタ
：RSPI次アクセス遅延レジスタ
：RSPIコマンドレジスタ
：RSPIビットレートレジスタ
：RSPI送信バッファ（RSPIデータレジスタのライト側）
：RSPI受信バッファ（RSPIデータレジスタのリード側）
：RSPIバッファコントロールレジスタ
：RSPIバッファデータカウントセットレジスタ
：RSPI送信割り込み
：RSPI受信割り込み
：RSPIエラー割り込み

シフトレジスタ

セレクタ

マスタ

スレーブ

通常

マスタ通常

通常

周辺バス

SPTI

SPRI

SPEISSL

RSPCK

Bφ

ループバック

スレーブループバック

ループバック

SPBRSPRX
（FIFO構造）

32Byte

SPTX
（FIFO構造）

8Byte

 

図 20.1 ブロック図 



 

20. ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース 

20-4  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

20.2 入出力端子 

表 20.1に端子構成を示します。SSL端子の入出力方向は、マスタ設定の場合には出力、スレーブ設定の場合に

は入力に、本モジュールが自動的に切り替えます。RSPCK、MOSI、MISOの入出力方向は、マスタ／スレーブ設

定と SSL入力レベルに応じて、本モジュールが自動的に切り替えます（「20.4.2 端子の制御」を参照）。 
 

表 20.1 端子構成 

名称 端子名 入出力 機   能 

クロック端子 D6（RSPCK） 入出力 クロック入出力 

マスタ送出データ端子 D10（MOSI） 入出力 マスタ送出データ 

スレーブ送出データ端子 D11（MISO） 入出力 スレーブ送出データ 

スレーブセレクト端子 D7（SSL） 入出力 スレーブセレクト 
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20.3 レジスタの説明 

表 20.2にレジスタ構成を示します。これらのレジスタにより、マスタ／スレーブモードの指定、転送フォーマ

ットの指定、および送信部／受信部の制御を行うことができます。 

表中のアドレス以外への書き込みを行わないでください。書き込みを行った場合、動作は保証されません。読

み出すと不定値が読み出されます。 
 

表 20.2（1） レジスタ構成 

名称 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

制御レジスタ SPCR R/W H'FFFC2000 8、16 

スレーブセレクト極性レジスタ SSLP R/W H'FFFC2001 8、16 

端子制御レジスタ SPPCR R/W H'FFFC2002 8、16 

ステータスレジスタ SPSR R/(W)* H'FFFC2003 8、16 

データレジスタ SPDR R/W H'FFFC2004 8、16、32 

シーケンス制御レジスタ SPSCR R/W H'FFFC2008 8、16 

シーケンスステータスレジスタ SPSSR R H'FFFC2009 8、16 

ビットレートレジスタ SPBR R/W H'FFFC200A 8、16 

データコントロールレジスタ SPDCR R/W H'FFFC200B 8、16 

クロック遅延レジスタ SPCKD R/W H'FFFC200C 8、16 

スレーブセレクトネゲート遅延 

レジスタ 

SSLND R/W H'FFFC200D 8、16 

次アクセス遅延レジスタ SPND R/W H'FFFC200E 8 

コマンドレジスタ 0 SPCMD0 R/W H'FFFC2010 16 

コマンドレジスタ 1 SPCMD1 R/W H'FFFC2012 16 

コマンドレジスタ 2 SPCMD2 R/W H'FFFC2014 16 

コマンドレジスタ 3 SPCMD3 R/W H'FFFC2016 16 

バッファコントロールレジスタ SPBFCR R/W H'FFFC2020 8、16 

バッファデータカウントセット 

レジスタ 

SPBFDR R/W H'FFFC2022 16 

【注】 * フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。 
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表 20.2（2） 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

SPCR H'00 H'00 保持 保持 保持 初期化 

SSLP H'00 H'00 保持 保持 保持 初期化 

SPPCR H'00 H'00 保持 保持 保持 初期化 

SPSR H'60 H'60 保持 保持 保持 初期化 

SPDR 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

SPSCR H'00 H'00 保持 保持 保持 初期化 

SPSSR H'00 H'00 保持 保持 保持 初期化 

SPBR H'FF H'FF 保持 保持 保持 初期化 

SPDCR H'20 H'20 保持 保持 保持 初期化 

SPCKD H'00 H'00 保持 保持 保持 初期化 

SSLND H'00 H'00 保持 保持 保持 初期化 

SPND H'00 H'00 保持 保持 保持 初期化 

SPCMD0 H'070D H'070D 保持 保持 保持 初期化 

SPCMD1 H'070D H'070D 保持 保持 保持 初期化 

SPCMD2 H'070D H'070D 保持 保持 保持 初期化 

SPCMD3 H'070D H'070D 保持 保持 保持 初期化 

SPBFCR H'00 H'00 保持 保持 保持 初期化 

SPBFDR H'0000 H'0000 保持 保持 保持 初期化 

【注】 初期化：パワーオンリセット項記載の値となります。 
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20.3.1 制御レジスタ（SPCR） 

SPCRは、動作モードを設定するためのレジスタです。SPEビットが 1で本モジュールの機能がイネーブルであ

る状態において、MSTRビット、MODFENビットの設定値を書き換えた場合には、以降の動作は保証されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

SPRIE SPE SPTIE SPEIE MSTR MOD 
FEN - -

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SPRIE 0 R/W 受信割り込みイネーブル 

受信バッファ（SPRX）の受信データ数が指定受信トリガ数以上になり、ス

テータスレジスタ（SPSR）の SPRFフラグが 1にセットされたとき、受

信割り込み（SPRI）要求の発生の許可／禁止を設定します。 

0：受信割り込み要求の発生を禁止する 

1：受信割り込み要求の発生を許可する 

6 SPE 0 R/W 機能イネーブル 

本ビットを 1にすることにより、本モジュールの機能が有効になります。

ステータスレジスタ（SPSR）のMODFビットが 1の場合には、SPEビッ

トを 1に設定することはできません（「20.4.6 エラー検出」を参照）。

SPEビットを 0にすると、本モジュールの機能は無効化されて、モジュー

ル機能の一部が初期化されます（「20.4.7 初期化」を参照）。 

0：本モジュールの機能を無効化する 

1：本モジュールの機能を有効化する 

5 SPTIE 0 R/W 送信割り込みイネーブル 

送信バッファ（SPTX）の送信データ数が指定送信トリガ数以下になり、ス

テータスレジスタ（SPSR）の SPTEFフラグが 1にセットされたとき、送

信割り込み（SPTI）要求の発生の許可／禁止を設定します。 

0：送信割り込み要求の発生を禁止する 

1：送信割り込み要求の発生を許可する 

4 SPEIE 0 R/W エラー割り込みイネーブル 

本モジュールがモードフォルトエラーを検出してステータスレジスタ

（SPSR）のMODFビットを 1にした場合、または本モジュールがオーバ

ランエラーを検出して SPSRのOVRFビットを 1にした場合のエラー割り

込み要求の発生を許可／禁止するためのビットです（「20.4.6 エラー検出」

を参照）。 

0：エラー割り込み要求の発生を禁止する 

1：エラー割り込み要求の発生を許可する 

【注】 SPIスレーブモード設定時のみ有効となります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 MSTR 0 R/W マスタ／スレーブモード選択 

マスタ／スレーブモードを選択するためのビットです。また、本モジュー

ルはMSTRビットの設定に従って、RSPCK、MOSI、MISO、SSL端子の

方向を決定します。 

0：スレーブモード 

1：マスタモード 

2 MODFEN 0 R/W モードフォルトエラー検出イネーブル 

モードフォルトエラーの検出を許可／禁止するためのビットです

（「20.4.6 エラー検出」を参照）。 

0：モードフォルトエラー検出を禁止する 

1：モードフォルトエラー検出を許可する 

【注】 SPIスレーブモード設定時のみ有効となります。 

 また、MSTRビットをマスタモード設定する場合は必ず、

 MODFENビットを 0に設定してください。 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。1を書き込んだ場合の動作は保証しま

せん。 
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20.3.2 スレーブセレクト極性レジスタ（SSLP） 

SSLPは、SSL信号の極性を設定するためのレジスタです。制御レジスタ（SPCR）の SPEビットが 1で本モジ

ュールの機能がイネーブルである状態において、SSL0Pビットを書き換えた場合には、以降の動作は保証されま

せん。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W

- - - - - - - SSL0P

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。1を書き込んだ場合の動作は保証しま

せん。 

0 SSL0P 0 R/W SSL信号極性設定 

SSL信号の極性を設定するためのビットです。SSL0Pの設定値が、SSL信

号のアクティブ極性を示します。 

0：SSL信号は 0アクティブ 

1：SSL信号は 1アクティブ 
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20.3.3 端子制御レジスタ（SPPCR） 

SPPCRは、端子モードを設定するために使用されるレジスタです。SPCRの SPEビットが 1で本モジュールの

機能がイネーブルである状態において、SPPCRを書き換えた場合には、以降の動作は保証されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R R R R/W

- - MOIFE MOIFV - - - SPLP

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。1を書き込んだ場合の動作は保証しま

せん。 

5 MOIFE 0 R/W MOSIアイドル値固定イネーブル 

マスタモードの本モジュールが、SSLネゲート期間（バースト転送におけ

る SSL保持期間を含む）にMOSI出力値を固定するために使用するビット

です。MOIFEが 0の場合には、本モジュールは SSLネゲート期間中に前回

のシリアル転送の最終データをMOSIに出力します。MOIFEが 1の場合に

は、本モジュールはMOIFVビットに設定された固定値をMOSIに出力し 

ます。 

0：MOSI出力値は前回転送の最終データ 

1：MOSI出力値はMOIFVビットの設定値 

4 MOIFV 0 R/W MOSIアイドル固定値 

マスタモードでMOIFEビットが 1の場合には、本モジュールはMOIFVビ

ットの設定に従って、SSLネゲート期間（バースト転送における SSL保持

期間を含む）のMOSI信号値を決定します。 

0：MOSIアイドル固定値は 0 

1：MOSIアイドル固定値は 1 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。1を書き込んだ場合の動作は保証しま

せん。 

0 SPLP 0 R/W ループバック 

SPLPビットを 1にすると、本モジュールはMISO端子とシフトレジスタ

間、MOSI端子とシフトレジスタ間の経路を遮断し、シフトレジスタの入力

経路と出力経路（反転）を接続します。 

0：通常モード 

1：ループバックモード 
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20.3.4 ステータスレジスタ（SPSR） 

SPSRは、動作状態を示すフラグを格納したレジスタです。 
 

【注】 * フラグをクリアするため、1を読み出した後に0を書き込むことのみ可能です。

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 1 1 0 0 0 0 0
R R R R R R/(W)* R R/(W)*

SPRF TEND SPTEF - - MODF - OVRF

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SPRF 0 R 受信バッファフルフラグ 

受信バッファ（SPRX）の受信データ数がバッファコントロールレジスタ

（SPBFCR）の受信バッファデータ数トリガ（RXTRG）で指定した値以上

になったことを示すビットです。 

0：受信バッファの受信データ数が受信バッファデータ数トリガで指定し

 た値未満である 

1：受信バッファの受信データ数が受信バッファデータ数トリガで指定し

 た値以上である 

SPRFビットを 0にクリアするための条件は以下のとおりです。 

• 受信バッファの受信データ数が受信バッファデータ数トリガで指定した

値未満まで受信バッファを読み出したとき 

• 受信バッファデータリセットを有効にしたとき 

• パワーオンリセット 

SPRFビットを 1にセットするための条件は以下のとおりです。 

• 受信バッファの受信データ数が受信バッファデータ数トリガで指定した

値以上のとき 

6 TEND 1 R 送信終了 

送信終了したことを示すビットです。TENDビットが 1の場合、送信終了

したことを示し、TENDビットが 0の場合、送信未終了であることを示し

ます。 

TENDビットを 0にクリアする条件は以下のとおりです。 

• 送信レジスタからシフトレジスタへ送信データが転送されたとき 

TENDビットを 1にセットする条件は以下のとおりです。 

• シリアル転送終了時に送信バッファ（SPTX）のデータ格納数が空である

とき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 SPTEF 1 R 送信バッファエンプティフラグ 

送信バッファ（SPTX）の送信データ数がバッファコントロールレジスタ

（SPBFCR）の送信バッファデータ数トリガ（TXTRG）で指定した値以下

になったことを示すビットです。 

0：送信バッファの送信データ数が送信バッファデータ数トリガで指定し

 た値以上である 

1：送信バッファの送信データ数が送信バッファデータ数トリガで指定し

 た値未満である 

SPTEFビットを 0にクリアする条件は以下のとおりです。 

• 送信バッファの送信データ数が送信バッファデータ数トリガで指定した

値より多くなるまで送信バッファに書き込んだとき 

SPTEFビットに 1をセットする条件は以下のとおりです。 

• 送信バッファの送信データ数が送信バッファデータ数トリガで指定した

値未満になったとき 

• 送信バッファデータリセットを有効にしたとき 

• パワーオンリセット 

4、3 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。1を書き込んだ場合の動作は保証しま

せん。 

2 MODF 0 R/(W)* モードフォルトエラーフラグ 

モードフォルトエラーの発生状況を示すビットです。本モジュールがスレ

ーブモードの場合にMODFENビットに 1を設定すると、データ転送に必要

な RSPCKサイクルが終了する前に SSL端子がネゲートされると、本モジ

ュールがモードフォルトエラーを検出します。なお、SSL信号のアクティ

ブレベルは、スレーブセレクト極性レジスタ（SSLP）の SSL0Pビットに

よって決定されます。MODFビットのクリア条件は以下のとおりです。 

• MODFが 1にされた状態の SPSRを読み出した後、MODFに 0を書き 

込む 

• パワーオンリセット 

0：モードフォルトエラーなし 

1：モードフォルトエラー発生 

【注】 SPIスレーブモード設定時のみ有効となります。 

1 － 0 R リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。1を書き込んだ場合の動作は保証しま

せん。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 OVRF 0 R/(W)* オーバランエラーフラグ 

オーバランエラーの発生状況を示すビットです。受信バッファ（SPRX）に

受信データ長の空きがない状態でシリアル転送が完了した場合に、本モジ

ュールはオーバランエラーを検出し、OVRFビットを 1にします。OVRF

ビットのクリア条件は、以下のとおりです。 

• OVRFが 1にされた状態の SPSRを読み出した後、OVRFに 0を書き 

込む 

• パワーオンリセット 

0：オーバランエラーなし 

1：オーバランエラー発生 

【注】 SPIスレーブモード設定時のみ有効となります。 

【注】 * フラグをクリアするため、1を読み出した後に 0を書き込むことのみ可能です。 
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20.3.5 データレジスタ（SPDR） 

SPDRは、送受信用のデータを格納するバッファです。 

送信用バッファ（SPTX）と受信用バッファ（SPRX）は独立したバッファで、これらのバッファが SPDRにマ

ッピングされています。 

SPDRへのリード／ライトは、データコントロールレジスタ（SPDCR）のアクセス幅設定ビット（SPLW）の設

定によって、バイト／ワード／ロングワードで行ってください。 

SPDRの使用するビット長はコマンドレジスタ（SPCMD）のデータ長設定ビット（SPB3～0）によって決定さ

れます。 

SPDRへの書き込みは、送信バッファに SPDRアクセス幅長の空きがあると、SPDRから送信バッファへデータ

を書き込みます。送信バッファに SPDRアクセス幅長の空きがないと、書き込みを行いません。書き込みを試み

てもデータは無視されます。 

SPDRからデータを読み出すと、受信バッファにある受信データを読み出すことができます。受信バッファに受

信データがない状態で読み出すと不定値となります。 

また、SPDRにロングワード／ワード／バイトのアクセス幅で書き込みを行う場合、下記のビットに送信データ

を書き込んでください。下記のビット以外に書き込んだ場合のデータは保証しません。 
 

•  ロングワード：31～0ビット 

•  ワード：31～16ビット 

•  バイト：31～24ビット 

 

SPDRからロングワード／ワード／バイトのアクセス幅で読み込みを行う場合、下記のビットから受信データを

読み込んでください。下記のビット以外から読み込んだ場合のデータは不定値となります。 
 

•  ロングワード：31～0ビット 

•  ワード：31～16ビット 

•  バイト：31～24ビット 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SPD31 SPD30 SPD29 SPD28 SPD27 SPD26 SPD25 SPD24 SPD23 SPD22 SPD21 SPD20 SPD19 SPD18 SPD17 SPD16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SPD15 SPD14 SPD13 SPD12 SPD11 SPD10 SPD9 SPD8 SPD7 SPD6 SPD5 SPD4 SPD3 SPD2 SPD1 SPD0
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20.3.6 シーケンス制御レジスタ（SPSCR） 

SPSCRは、本モジュールがマスタ動作する場合のシーケンス制御方式を設定するためのレジスタです。制御レ

ジスタ（SPCR）のMSTRビットと SPEビットが 1で、マスタモードの本モジュール機能がイネーブルである状

態において、SPSCRを書き換えた場合には、以降の動作は保証されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W

- - - - - - SPS 
LN1

SPS 
LN0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。1を書き込んだ場合の動作は保証しま

せん。 

1 

0 

SPSLN1 

SPSLN0 

0 

0 

R/W 

R/W 

シーケンス長設定 

マスタモードの本モジュールがシーケンス動作する場合のシーケンス長を

設定するためのビットです。マスタモードの本モジュールは SPSLN1、

SPSLN0に設定されたシーケンス長に応じて、参照するコマンドレジスタ 0

～3（SPCMD0～3）と参照順を変更します。SPSLN1、SPSLN0の設定値

とシーケンス長、本モジュールが参照する SPCMD0～3の関係は以下のと

おりです。なお、スレーブモードの本モジュールでは、常に SPCMD0が参

照されます。 

   シーケンス長  参照する SPCMDレジスタ（番号） 

00： 1 0→0→… 

01： 2 0→1→0→… 

10： 3 0→1→2→0→… 

11： 4 0→1→2→3→0→… 
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20.3.7 シーケンスステータスレジスタ（SPSSR） 

SPSSRは、本モジュールがマスタ動作する場合のシーケンス制御の状態を示すレジスタです。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

- - - - - - SPCP1 SPCP0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。1を書き込んだ場合の動作は保証しま

せん。 

1 

0 

SPCP1 

SPCP0 

0 

0 

R 

R 

コマンドポインタ 

シーケンス制御で、現在ポインタで指されているコマンドレジスタ 0～3

（SPCMD0～3）を示すビットです。SPCP1、SPCP0の値と SPCMD0～

SPCMD3の対応は以下のとおりです。 

なお、シーケンス制御については、「20.4.8（1）（c）シーケンス制御」を

参照してください。 

00：SPCMD0 

01：SPCMD1 

10：SPCMD2 

11：SPCMD3 
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20.3.8 ビットレートレジスタ（SPBR） 

SPBRは、マスタモード時のビットレート設定に使用するレジスタです。制御レジスタ（SPCR）のMSTRビッ

トと SPEビットが 1で、マスタモードの本モジュールの機能がイネーブルである状態において、SPBRを書き換

えた場合には、以降の動作は保証されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SPR7 SPR6 SPR5 SPR4 SPR3 SPR2 SPR1 SPR0

 
 

本モジュールをスレーブモードで使用する場合には、SPBR、BRDVの設定に関係なく、入力クロックのビット

レートに依存します。 

ビットレートは SPBRの設定値とコマンドレジスタ（SPCMD0～3）の BRDV1～0ビットの設定値の組み合わせ

で決定されます。ビットレートの計算式は下記のとおりです。計算式中で nは SPBRの設定値（0、1、2、……、

255）、Nは BRDV1～0ビットの設定値（0、1、2、3）です。 
 

ビットレート＝
f（Bφ）

2×（n＋1）×2N  
 

SPBRレジスタ、BRDV1～0ビットの設定値とビットレートの関係の例を表 20.3に示します。 
 

表 20.3 SPBRレジスタ、BRDV1～0ビットの設定値とビットレート 

ビットレート SPBRの 

設定値（n） 

BRDV1～0の 

設定値（N） 
分周比 

Bφ＝100MHz 

0 0 2 50.0Mbps 

1 0 4 25.0Mbps 

2 0 6 16.67Mbps 

3 0 8 12.50Mbps 

4 0 10 10.00Mbps 

5 0 12 8.33Mbps 

5 1 24 4.17Mbps 

5 2 48 2.08Mbps 

5 3 96 1042kbps 

255 3 4096 24.41kbps 
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20.3.9 データコントロールレジスタ（SPDCR） 

SPDCRは、SPDRレジスタへのアクセス幅をバイトアクセス／ロングワードアクセス／ワードアクセスに設定、

本モジュールがマスタモード設定時、ダミーデータ送信イネーブル（TXDMY）の許可設定をするためのレジスタ

です。 

ステータスレジスタ（SPCR）の TENDビットが送信未終了の状態のときに SPDCRを書き換えた場合には、以

降の動作は保証されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 1 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R R R R R

TXDMY SPLW1 SPLW0 - - - - -

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TXDMY 0 R/W ダミーデータ送信イネーブル 

ダミーデータ送信の許可／禁止を設定するためのビットです。 

TXDMYを 1にセットにし通信を行った場合、送信バッファに送信データが

ない場合でも、MOSI端子からダミーデータを送信し、シリアル通信をする

ことが可能となります。 

送信バッファに送信データがなく、TXDMYに 1がセットされている場合

に、ダミーデータをシフトレジスタへ転送します。ダミーデータは端子か

ら送信された直前のデータとなります。また、初期化後に TXDMYを 1に

セットし、転送を行った場合、送信されるダミーデータは不定値となりま

す。 

0：ダミーデータ送信を禁止にする 

1：ダミーデータ送信を許可にする 

【注】 本モジュールがマスタ設定時のみ有効となります。 

6 

5 

SPLW1 

SPLW0 

0 

1 

R/W 

R/W 

アクセス幅設定 

データレジスタ（SPDR）へのアクセス幅を設定します。データレジスタ

（SPDR）への転送データ長と SPLWのアクセス幅設定が異なる場合の動

作は保証しません。 

00：設定禁止 

01：SPDRレジスタへバイトアクセス 

10：SPDRレジスタへはワードアクセス 

11：SPDRレジスタへはロングワードアクセス 

【注】 HPB-DMACのバースト転送を使用してデータレジスタ（SPDR）へ

書き込みを行う場合は、10、11の設定は禁止となります。 

4～0 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。1を書き込んだ場合の動作は保証しま

せん。 
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20.3.10 クロック遅延レジスタ（SPCKD） 

SPCKDは、コマンドレジスタ（SPCMD）の SCKDENビットが 1の状態における、SSL信号アサート開始から

RSPCK発振までの期間（RSPCK遅延）を設定するためのレジスタです。制御レジスタ（SPCR）のMSTRビット

と SPEビットが 1で、マスタモードの本モジュールがイネーブルである状態において、SPCKDを書き換えた場合

には、以降の動作は保証されません。 

本モジュールをスレーブモードで使用する場合には、SCKDL2～SCKDL0に B'000を設定してください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W

- - - - - SCK 
DL2

SCK 
DL1

SCK 
DL0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。1を書き込んだ場合の動作は保証しま

せん。 

2 

1 

0 

SCKDL2 

SCKDL1 

SCKDL0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

RSPCK遅延設定 

SPCMDの SCKDENビットが 1の場合の RSPCK遅延値を設定するための

ビットです。 

SCKDL2～SCKDL0の設定値と RSPCK遅延値の関係は以下のとおりです。 

000：1RSPCK 

001：2RSPCK 

010：3RSPCK 

011：4RSPCK 

100：5RSPCK 

101：6RSPCK 

110：7RSPCK 

111：8RSPCK 
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20.3.11 スレーブセレクトネゲート遅延レジスタ（SSLND） 

SSLNDは、マスタモードの本モジュールがシリアル転送の最終 RSPCKエッジを送出してから SSL信号をネゲ

ートするまでの期間（SSLネゲート遅延）を設定するためのレジスタです。制御レジスタ（SPCR）のMSTRビッ

トと SPEビットが 1で、マスタモードの本モジュールがイネーブルである状態において、SSLNDを書き換えた場

合には、以降の動作は保証されません。 

本モジュールをスレーブモードで使用する場合には、SLNDL2～SLNDL0に B'000を設定してください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W

- - - - - SLN 
DL2

SLN 
DL1

SLN 
DL0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。1を書き込んだ場合の動作は保証しま

せん。 

2 

1 

0 

SLNDL2 

SLNDL1 

SLNDL0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

SSLネゲート遅延設定 

SPCMDのSLNDENビットが 1の場合のSSLネゲート遅延を設定するため

のビットです。 

SLNDL2～SLNDL0の設定値と SSLネゲート遅延値の関係は以下のとおり

です。 

000：1RSPCK 

001：2RSPCK 

010：3RSPCK 

011：4RSPCK 

100：5RSPCK 

101：6RSPCK 

110：7RSPCK 

111：8RSPCK 
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20.3.12 次アクセス遅延レジスタ（SPND） 

SPNDは、コマンドレジスタ（SPCMD）の SPNDENビットが 1の状態における、シリアル転送終了後の SSL

信号の非アクティブ期間（次アクセス遅延）を設定するためのレジスタです。制御レジスタ（SPCR）のMSTRビ

ットと SPEビットが 1で、マスタモードの本モジュールがイネーブルである状態において、SPNDを書き換えた

場合には、以降の動作は保証されません。 

本モジュールをスレーブモードで使用する場合には、SPNDL2～SPNDL0に B'000を設定してください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W

- - - - - SPN 
DL2

SPN 
DL1

SPN 
DL0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。1を書き込んだ場合の動作は保証しま

せん。 

2 

1 

0 

SPNDL2 

SPNDL1 

SPNDL0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

次アクセス遅延設定 

SPCMDの SPNDENビットが 1の場合の次アクセス遅延を設定するための

ビットです。 

SPNDL2～SPNDL0の設定値と次アクセス遅延値の関係は以下のとおりで

す。 

000：1RSPCK＋2Bφ 

001：2RSPCK＋2Bφ 

010：3RSPCK＋2Bφ 

011：4RSPCK＋2Bφ 

100：5RSPCK＋2Bφ 

101：6RSPCK＋2Bφ 

110：7RSPCK＋2Bφ 

111：8RSPCK＋2Bφ 
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20.3.13 コマンドレジスタ（SPCMD） 

1チャネルにコマンドレジスタ（SPCMD）が 4本あります（SPCMD0～SPCMD3）。SPCMD0～SPCMD3は、

マスタモードの転送フォーマットを設定するために使用されます。また、SPCMD0の一部のビットは、スレーブ

モードの転送フォーマットを設定するためにも使用されます。マスタモードの本モジュールはシーケンス制御レ

ジスタ（SPSCR）の SPSLN1、SPSLN0ビットの設定に従ってシーケンシャルに SPCMD0～3を参照し、参照した

SPCMDに設定されたシリアル転送を実行します。 

ステータスレジスタ（SPSR）のTENDビットが送信未終了の状態のときに、本モジュールが参照しているSPCMD

を書き換えた場合には、本モジュールの以降の動作は保証されません。マスタモードの本モジュールが参照して

いる SPCMDは、シーケンスステータスレジスタ（SPSSR）の SPCP1、0ビットにより確認できます。また、スレ

ーブモードの本モジュールがイネーブルな状態において、SPCMD0を書き換えた場合には、以降の動作は保証さ

れません。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SCK 
DEN

SLN 
DEN

SPN 
DEN LSBF SPB3 SPB2 SPB1 SPB0

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 1 1 0 1
R/W R R R R/W R/W R/W R/W

SSLKP - - - BRDV1 BRDV0 CPOL CPHA

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 SCKDEN 0 R/W RSPCK遅延設定イネーブル 

マスタモードの本モジュールが、SSL信号をアクティブにしてから RSPCK

を発振するまでの期間（RSPCK遅延）を設定するためのビットです。

SCKDENが 0の場合には、本モジュールは RSPCK遅延を 1RSPCKにし

ます。SCKDENが 1の場合には、本モジュールはクロック遅延レジスタ

（SPCKD）の設定に従った RSPCK遅延で RSPCKの発振を開始します。 

本モジュールをスレーブモードで使用する場合には、SCKDENに 0を設定

してください。 

0：RSPCK遅延は 1RSPCK 

1：RSPCK遅延は RSPCK遅延レジスタ（SPCKD）の設定値 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 SLNDEN 0 R/W SSLネゲート遅延設定イネーブル 

マスタモードの本モジュールが、RSPCKを発振停止してから SSL信号を

非アクティブにするまでの期間（SSLネゲート遅延）を設定するためのビ

ットです。SLNDENが 0の場合には、本モジュールは SSLネゲート遅延を

1RSPCKにします。SLNDENが 1の場合には、本モジュールはスレーブセ

レクトネゲート遅延レジスタ（SSLND）の設定に従った RSPCK遅延で SSL

をネゲートします。 

本モジュールをスレーブモードで使用する場合には、SLNDENに 0を設定

してください。 

0：SSLネゲート遅延は 1RSPCK 

1：SSLネゲート遅延はスレーブセレクトネゲート遅延レジスタ

（SSLND）の設定値 

13 SPNDEN 0 R/W 次アクセス遅延イネーブル 

マスタモードの本モジュールがシリアル転送を終了して SSL信号を非アク

ティブにしてから、次アクセスの SSL信号アサートを可能にするまでの期

間（次アクセス遅延）を設定するためのビットです。SPNDENが 0の場合

には、本モジュールは次アクセス遅延を 1RSPCK＋2Bφにします。

SPNDENが1の場合には、本モジュールは次アクセス遅延レジスタ（SPND）

の設定に従った次アクセス遅延を挿入します。 

本モジュールをスレーブモードで使用する場合には、SPNDENに 0を設定

してください。 

0：次アクセス遅延は 1RSPCK＋2Bφ 

1：次アクセス遅延は次アクセス遅延レジスタ（SPND）の設定値 

12 LSBF 0 R/W LSBファースト 

マスタモード／スレーブモードのデータフォーマットを、MSBファースト

／LSBファーストに設定するためのビットです。 

0：MSBファースト 

1：LSBファースト 

11 

10 

9 

8 

SPB3 

SPB2 

SPB1 

SPB0 

0 

1 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

データ長設定 

マスタモード／スレーブモードの転送データ長を設定するためのビット 

です。 

0100～0111：8ビット 

1111：16ビット 

0010、0011：32ビット 

その他：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SSLKP 0 R/W SSL信号レベル保持 

マスタモードの本モジュールがシリアル転送する場合に、現コマンドに対

応するSSLネゲートタイミングから次コマンドに対応するSSLアサートタ

イミングの間に、現コマンドの SSL信号レベルを保持するか、ネゲートす

るかを設定するビットです。 

本モジュールをスレーブモードで使用する場合には、SSLKPに 0を設定し

てください。 

0：転送終了時に SSL信号をネゲート 

1：転送終了後から次アクセス開始まで SSL信号レベルを保持 

6～4 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。1を書き込んだ場合の動作は保証しま

せん。 

3 

2 

BRDV1 

BRDV0 

1 

1 

R/W 

R/W 

ビットレート分周設定 

ビットレートを決定するために使用するレジスタです。BRDV1、0ビット

とビットレートレジスタ（SPBR）の設定値の組み合わせでビットレートを

決定します（「20.3.8 ビットレートレジスタ（SPBR）」を参照）。SPBR

の設定値は、ベースとなるビットレートを決定します。BRDV1～0ビット

の設定値は、ベースのビットレートに対して分周なし／2分周／4分周／8

分周したビットレートを選択するために使用します。SPCMD0～3にはそ

れぞれ異なる BRDV1、0の設定を行うことができます。このため、コマン

ドごとに異なるビットレートでシリアル転送を実行することが可能です。 

00：ベースのビットレートを選択 

01：ベースのビットレートの 2分周を選択 

10：ベースのビットレートの 4分周を選択 

11：ベースのビットレートの 8分周を選択 

1 CPOL 0 R/W RSPCK極性設定 

マスタモード／スレーブモードの RSPCK極性を設定するためのビットで

す。本モジュール間のデータ通信を行う場合、モジュール間で同一の

RSPCK極性を設定する必要があります。 

0：アイドル時の RSPCKが 0 

1：アイドル時の RSPCKが 1 

0 CPHA 1 R/W RSPCK位相設定 

マスタモード／スレーブモードの RSPCK位相を設定するためのビットで

す。本モジュール間のデータ通信を行う場合、モジュール間で同一の

RSPCK位相を設定する必要があります。 

0：奇数エッジでデータサンプル、偶数エッジでデータ変化 

1：奇数エッジでデータ変化、偶数エッジでデータサンプル 
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20.3.14 バッファコントロールレジスタ（SPBFCR） 

SPBFCRは、送信バッファ（SPTX）／受信バッファ（SPRX）のデータ数のリセット、トリガデータ数の設定

を行うレジスタです。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

TXRST RXRST TXTRG[1:0] - RXTRG[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TXRST 0 R/W 送信バッファデータリセット 

送信バッファ内の送信データを無効にし、データが何もない状態にリセッ

トします。 

0：リセット動作を禁止* 

1：リセット動作を許可 

【注】 * パワーオンリセット時にはリセット動作が行われます。 

6 RXRST 0 R/W 受信バッファデータリセット 

受信バッファ内の受信データを無効にし、データが何もない状態にリセッ

トします。 

0：リセット動作を禁止* 

1：リセット動作を許可 

【注】 * パワーオンリセット時にはリセット動作が行われます。 

5、4 TXTRG 00 R/W 送信バッファデータ数トリガ 

ステータスレジスタの SPTEFフラグの基準となる、送信バッファエンプテ

ィタイミングの設定をします。送信バッファ（SPTX）に格納されたデータ

バイト数が以下に示す設定トリガ数以下になったときSPTEFフラグは1に

セットされます。 

00：7Byte（1）* 

01：6Byte（2）* 

10：4Byte（4）* 

11：0Byte（8）* 

【注】 * （）内の数値は送信バッファ（SPTX）の空きバイト数を示します。 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 RXTRG 000 R/W 受信バッファデータ数トリガ 

ステータスレジスタの SPRFフラグの基準値となる、受信バッファフルタ

イミングの設定をします。受信バッファ（SPRX）に格納されたデータバイ

ト数が以下に示す設定トリガ数以上になったときに SPRFフラグは 1にセ

ットされます。 

000：1Byte（31）* 

001：2Byte（30）* 

010：4Byte（28）* 

011：8Byte（24）* 

100：16Byte（16）* 

101：24Byte（8）* 

110：32Byte（0）* 

111：5Byte（27）* 

【注】 * （）内の数値は受信バッファ（SPRX）の空きバイト数を示します。 
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20.3.15 バッファデータカウントセットレジスタ（SPBFDR） 

SPBFDRは、送信バッファ（SPTX）と受信バッファ（SPRX）に格納されているデータ数を示します。 

上位 8ビットで SPTXの送信データバイト数を、下位 8ビットで SPRXの受信データバイト数を示します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

- - - - T[3:0]

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

- - R[5:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も 0にしてください。 

11～8 T[3:0] 0000 R SPTXに格納されている未送信データバイト数を示します。 

B'0000は SPTXがエンプティ状態であることを示します。 

B'1000は SPTXがフル状態であることを示します。 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も 0にしてください。 

5～0 R[5:0] 000000 R SPRXに格納されている受信データバイト数を示します。 

B'000000は SPRXがエンプティ状態であることを示します。 

B'100000は SPRXがフル状態であることを示します。 
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20.4 動作説明 

本章では、シリアル転送期間という用語を、有効データのドライブ開始から最終有効データの取り込みまでの

期間を意味する用語として使用しています。 
 

20.4.1 動作の概要 

本モジュールは、スレーブモード、マスタモードのシリアル転送が可能です。モードは、制御レジスタ（SPCR）

のMSTRビットによって設定可能です。表 20.4にモードと SPCR設定の関係および各モードの概要を下記に示し

ます。 
 

表 20.4 モードと SPCR設定の関係および各モードの概要 

モード スレーブ（SPI動作） マスタ（SPI動作） 

MSTRビットの設定 0 1 

MODFENビットの設定 0 or 1 0 

RSPCK信号 入力 出力 

MOSI信号 入力 出力 

MISO信号 出力／Hi-Z 入力 

SSL信号 入力 出力 

SSL極性変更機能 あり あり 

転送レート ～Bφ/8 ～Bφ/2 

クロックソース RSPCK入力 内蔵ボーレートジェネレータ 

クロック極性 2種 2種 

クロック位相 2種 2種 

先頭転送ビット MSB／LSB MSB／LSB 

転送データ長 8、16、32ビット 8、16、32ビット 

バースト転送 可能（CPHA=1） 可能（CPHA=0、1） 

RSPCK遅延制御 なし あり 

SSLネゲート遅延制御 なし あり 

次アクセス遅延制御 なし あり 

転送起動方法 SSL入力アクティブ 

または RSPCK発振 

SPE=1で送信 

バッファ書き込み 

シーケンス制御 なし あり 

送信バッファエンプティ検出 あり あり 

受信バッファフル検出 あり あり 

オーバランエラー検出 あり なし 

モードフォルトエラー検出 あり（MODFEN=1） なし 
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20.4.2 端子の制御 

本モジュールは、制御レジスタ（SPCR）のMSTRビットの設定に従って、端子方向と出力モードを自動的に切

り替えます。端子状態と各ビットの設定値の関係を表 20.5に示します。 
 

表 20.5 端子の状態と制御ビット設定値の関係 

モード 端子 端子状態 

RSPCK CMOS出力 

SSL CMOS出力 

MOSI CMOS出力 

マスタ（SPI動作）（MSTR＝1） 

MISO 入力 

RSPCK 入力 

SSL 入力 

MOSI 入力 

スレーブ（SPI動作）（MSTR＝0） 

MISO* CMOS出力／Hi-Z 

【注】 * SSLが非アクティブレベルまたは SPCRの SPEビットが 0の場合、端子状態が Hi-Zになります。 

 



 

20. ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース 

20-30  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

マスタモード（SPI動作）の本モジュールは、SPPCRのMOIFEビットとMOIFVビットの設定に従って、SSL

ネゲート期間（バースト転送における SSL保持期間を含む）のMOSI信号値を表 20.6のように決定します。 
 

表 20.6 SSLネゲート期間のMOSI信号値の決定方法 

MOIFE MOIFV SSLネゲート期間のMOSI信号値 

0 0、1 前回転送の最終データ 

1 0 常に 0 

1 1 常に 1 

 

20.4.3 システム構成例 

（1） マスタ／スレーブ（本 LSI＝マスタ） 

図 20.2に、本 LSIをマスタとして使用した場合のマスタ／スレーブのシステムの構成例を示します。マスタ／

スレーブの構成では、本 LSI（マスタ）の SSL出力は使用しません。スレーブの SSL入力は 0レベルに固定して、

スレーブを常にセレクト状態にします。制御レジスタ（SPCR）の CPHAビットが 0の場合に相当する転送フォー

マットでは、SSL信号をアクティブレベルに固定することができないスレーブデバイスも存在します。SSL信号

を固定にできない場合には、本 LSIの SSL出力をスレーブデバイスの SSL入力に接続してください。 

本 LSI（マスタ）は、RSPCKとMOSIを常にドライブします。スレーブは、MISOを常にドライブします。 

本LSI（マスタ） スレーブ

RSPCK

MOSI

MISO

SSL

RSPCK

MOSI

MISO

SSL

 

図 20.2 マスタ／スレーブの構成例（本 LSI＝マスタ） 



 

20. ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  20-31 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

（2） マスタ／スレーブ（本 LSI＝スレーブ） 

図 20.3に、本 LSIをスレーブとして使用した場合のマスタ／スレーブのシステム構成例を示します。本 LSIを

スレーブとして使用する場合には、SSL端子を SSL入力として使用します。マスタは、RSPCKとMOSIを常にド

ライブします。本 LSI（スレーブ）は、MISOを常にドライブします。SSLが非アクティブレベルの場合、端子状

態が Hi-Zになります。 

コマンドレジスタ（SPCMD）の CPHAビットを 1に設定したシングルスレーブ構成の場合には、本 LSI（スレ

ーブ）の SSL入力を 0レベルに固定して本 LSI（スレーブ）を常に選択状態とし、シリアル転送を実行すること

も可能です（図 20.4）。 

本LSI（スレーブ）

RSPCK

MOSI

MISO

SSL

マスタ

RSPCK

MOSI

MISO

SSL

 

図 20.3 マスタ／スレーブの構成例（本 LSI＝スレーブ） 

本LSI（スレーブ、CPHA＝1）

RSPCK

MOSI

MISO

SSL

マスタ

RSPCK

MOSI

MISO

SSL

 

図 20.4 マスタ／スレーブの構成例（本 LSI＝スレーブ、CPHA＝1） 
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（3） マスタ／マルチスレーブ（本 LSI＝スレーブ） 

図 20.5に、本 LSIをスレーブとして使用した場合のマスタ／マルチスレーブのシステム構成例を示します。図

20.5の例では、マスタと 2つの本 LSI（スレーブ X、スレーブ Y）からシステムを構成しています。 

マスタの RSPCK出力とMOSI出力は、本 LSI（スレーブ X、スレーブ Y）の RSPCK入力とMOSI入力に接続

します。本 LSI（スレーブ X、スレーブ Y）のMISO出力は、マスタのMISO入力に接続します。マスタの SSLX

出力、SSLY出力は、本 LSI（スレーブ X、スレーブ Y）の SSL入力に接続します。 

マスタは、RSPCK、MOSI、SSLX、SSLYを常にドライブします。本 LSI（スレーブ X、スレーブ Y）のうち、

SSL0入力に 0レベルを入力されているスレーブが、MISOをドライブします。 

本LSI（スレーブX）マスタ

RSPCK

MOSI

MISO

SSL

本LSI（スレーブY）

RSPCK

MOSI

MISO

SSL

RSPCK

MOSI

MISO

SSLX

SSLY

 

図 20.5 シングルマスタ／マルチスレーブの構成例（本 LSI＝スレーブ） 
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20.4.4 転送フォーマット 

（1） CPHA＝0の場合 

図 20.6にコマンドレジスタ（SPCMD）の CPHAビットが 0の場合に、8ビットのデータをシリアル転送した場

合の転送フォーマット例を示します。図 20.6において、RSPCK（CPOL＝0）は SPCMDの CPOLビットが 0の場

合、RSPCK（CPOL＝1）は CPOLビットが 1の場合の RSPCK信号波形です。サンプリングタイミングは、本モ

ジュールがシフトレジスタにシリアル転送データを取り込むタイミングを示しています。各信号の入出力方向は、

本モジュールの設定に依存します。詳細は「20.4.2 端子の制御」を参照してください。 

CPHAビットが 0の場合には、SSL信号のアサートタイミングで、MOSI信号とMISO信号への有効データのド

ライブが開始されます。SSL信号のアサート後に発生する最初の RSPCK信号変化タイミングが最初の転送データ

取り込みタイミングになり、このタイミング以降 1RSPCK周期ごとにデータがサンプリングされます。MOSI信

号とMISO信号の変化タイミングは、常に転送データ取り込みタイミングの 1/2RSPCK周期後になります。CPOL

ビットの設定値は、RSPCK信号の動作タイミングには影響を与えず、信号極性のみに影響を与えます。 

t1は、SSL信号のアサートから RSPCK発振までの期間（RSPCK遅延）です。t2は、RSPCK発振停止から SSL

信号のネゲートまでの期間（SSLネゲート遅延）です。t3は、シリアル転送終了後に次転送のための SSL信号ア

サートを抑制するための期間（次アクセス遅延）です。t1、t2、t3は、システム上のマスタデバイスによって制御

されます。本モジュールがマスタモードである場合の t1、t2、t3については、「20.4.3（1）マスタ／スレーブ（本

LSI＝マスタ）」を参照してください。 

シリアル転送期間

1 2 3 4 5 6 7 8
RSPCK
周期

開始 終了

RSPCK  
（CPOL＝0）

RSPCK  
（CPOL＝1）

サンプリング
タイミング

MOSI

MISO

SSL

t1 t2 t3  

図 20.6 転送フォーマット（CPHA＝0） 
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（2） CPHA＝1の場合 

図 20.7コマンドレジスタ（SPCMD）の CPHAビットが 1の場合に、8ビットのデータをシリアル転送した場合

の転送フォーマット例を示します。図 20.7において、RSPCK（CPOL＝0）は SPCMDの CPOLビットが 0の場合、

RSPCK（CPOL＝1）は CPOLビットが 1の場合の RSPCK信号波形です。サンプリングタイミングは、本モジュ

ールがシフトレジスタにシリアル転送データを取り込むタイミングを示しています。各信号の入出力方向は、モ

ード（マスタ／スレーブ）に依存します。詳細は「20.4.2 端子の制御」を参照してください。 

CPHAビットが 1の場合には、SSL信号のアサートタイミングで、MOSI信号とMISO信号に無効データのドラ

イブが開始されます。SSL信号のアサート後に発生する最初の RSPCK信号変化タイミングで、MOSI信号とMISO

信号への有効データのドライブが開始され、このタイミング以降 1RSPCK周期ごとにデータが更新されます。転

送データの取り込みは、常にこのタイミングの 1/2RSPCK周期後になります。CPOLビットの設定値は RSPCK信

号の動作タイミングには影響を与えず、信号極性のみに影響を与えます。 

t1、t2、t3の内容は、CPHA＝0の場合と同様です。本モジュールがマスタモードである場合の t1、t2、t3につ

いては、「20.4.3（1）マスタ／スレーブ（本 LSI＝マスタ）」を参照してください。 

シリアル転送期間

1 2 3 4 5 6 7 8
RSPCK
周期

開始 終了

RSPCK  
（CPOL＝0）

RSPCK  
（CPOL＝1）

サンプリング
タイミング

MOSI

MISO

SSL

t1 t2 t3  

図 20.7 転送フォーマット（CPHA＝1） 
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20.4.5 データフォーマット 

データフォーマットは、コマンドレジスタ（SPCMD）の設定値に依存します。MSB／LSBファーストにかかわ

らず、本モジュールはデータレジスタ（SPDR）の LSBから設定データ長分の範囲を転送データとして扱います。 
 

（1） MSBファースト転送（32ビットデータ） 

図 20.8に、本モジュールがデータ長 32ビットのMSBファースト転送を実施する場合の送信バッファ（SPTX）

とシフトレジスタの動作内容を示します。 

CPUまたはダイレクトメモリアクセスコントローラは、SPDRの送信バッファに T31～T00を書き込みます。シ

フトレジスタがエンプティであれば、本モジュールが送信バッファのデータをシフトレジスタにコピーし、シフ

トレジスタをフルにします。シリアル転送が開始されると、本モジュールはシフトレジスタのMSB（ビット 31）

からデータを出力し、シフトレジスタの LSB（ビット 0）からデータをシフトインします。32ビット分のシリア

ル転送に必要な RSPCK周期を経過すると、シフトレジスタにはデータ R31～R00が格納されます。この状態で、

本モジュールはシフトレジスタから受信バッファにデータをコピーし、シフトレジスタをエンプティにします。

また、シフトレジスタから受信バッファに受信データをコピーした後、受信バッファに受信データ長の空きがな

い場合、次のシリアル転送は開始されません。次のシリアル転送を開始するために、受信バッファから受信デー

タ長分のデータを読み、受信バッファに空きを確保してください。 

なお、CPUまたはダイレクトメモリアクセスコントローラが送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送

が起動されると、受信データ R31～R00がシフトレジスタからシフトアウトされます。 
 

ビット31

＜転送開始＞

＜転送完了＞

【注】出力＝MOSI（マスタ）／MISO（スレーブ）、入力＝MISO（マスタ）／MOSI（スレーブ）

ビット0

ビット31 ビット0

ビット31 ビット0

ビット31 ビット0

T31 T30 T29 T28 T27 T26 T25 T24 T23 T06 T05 T04 T03 T02 T01 T00

T31 T30 T29 T28 T27 T26 T25 T24 T23 T06 T05 T04 T03 T02 T01 T00

R31 R30 R29 R28 R27 R26 R25 R24 R23 R06 R05 R04 R03 R02 R01 R00

R31 R30 R29 R28 R27 R26 R25 R24 R23 R06 R05

T08 T07

T08 T07

R08 R07

R08 R07 R04 R03 R02 R01 R00

受信バッファ（SPRX）

送信バッファ（SPTX）

シフトレジスタ

コピー

シフトレジスタ

入力

出力

コピー

 

図 20.8 MSBファースト転送（32ビットデータ） 
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（2） MSBファースト転送（16ビットデータ） 

図 20.9に、本モジュールが 16ビットのデータ転送を実施する場合の送信バッファ（SPTX）とシフトレジスタ

の動作内容を示します。 

CPUまたはダイレクトメモリアクセスコントローラは、送信バッファに T15～T00を書き込みます。シフトレ

ジスタがエンプティであれば、本モジュールが送信バッファのデータをシフトレジスタにコピーし、シフトレジ

スタをフルにします。シリアル転送が開始されると、本モジュールはシフトレジスタのビット 15からデータを出

力し、シフトレジスタの LSB（ビット 0）からデータをシフトインします。16ビット分のシリアル転送に必要な

RSPCK周期を経過すると、シフトレジスタのビット 15～0には受信データ R15～R00が格納されます。シリアル

転送完了後のシフトレジスタのビット 31～16には、転送前のデータが保持されています。この状態で、本モジュ

ールがシフトレジスタから受信バッファにデータをコピーし、シフトレジスタをエンプティにします。また、シ

フトレジスタから受信バッファに受信データをコピーした後、受信バッファに受信データ長の空きがない場合、

次のシリアル転送は開始されません。次のシリアル転送を開始するために、受信バッファから受信データ長分の

データを読み、受信バッファに空きを確保してください。 

なお、CPUまたはダイレクトメモリアクセスコントローラが送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送

が起動されると、受信データ R15～R00がシフトレジスタからシフトアウトされます。 

ビット15

ビット31 ビット16

ビット16

ビット0

ビット31 ビット0

コピー

コピー

＜転送完了＞

【注】出力＝MOSI（マスタ）／MISO（スレーブ）、入力＝MOSI（マスタ）／MISO（スレーブ）

＜転送開始＞
ビット0

T15 T14 T13 T12 T11 T03 T02 T01 T00

T15 T14 T13 T12 T11 T03 T02 T01 T00 T15 T14 T13 T12 T11 T03 T02 T01 T00

シフトレジスタ

受信バッファ（SPRX）

シフトレジスタ

送信バッファ（SPTX）

T15 T14 T13 T12 T11 T03 T02 T01 T00 R15 R14 R13 R12 R11 R03 R02 R01 R00

R15 R14 R13 R12 R11 R03 R02 R01 R00

出力

入力

 

図 20.9 MSBファースト転送（16ビットデータ） 
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（3） MSBファースト転送（8ビットデータ） 

図 20.10に、本モジュールが 8ビットのデータ転送を実施する場合のデータレジスタ（SPDR）とシフトレジス

タの動作内容を示します。 

CPUまたはダイレクトメモリアクセスコントローラは、送信バッファに T07～T00を書き込みます。シフトレ

ジスタがエンプティであれば、本モジュールが送信バッファのデータをシフトレジスタにコピーし、シフトレジ

スタをフルにします。シリアル転送が開始されると、本モジュールはシフトレジスタのビット 7からデータを出

力し、シフトレジスタの LSB（ビット 0）からデータをシフトインします。8ビット分のシリアル転送に必要な

RSPCK周期を経過すると、シフトレジスタのビット 7～0には受信データ R07～R00が格納されます。シリアル転

送完了後のシフトレジスタのビット 31～8には、転送前のデータが保持されています。この状態で、本モジュー

ルはシフトレジスタから受信バッファにデータをコピーし、シフトレジスタをエンプティにします。また、シフ

トレジスタから受信バッファに受信データをコピーした後、受信バッファに受信データ長の空きがない場合、次

のシリアル転送は開始されません。次のシリアル転送を開始するために、受信バッファから受信データ長分のデ

ータを読み、受信バッファに空きを確保してください。 

なお、CPUまたはダイレクトメモリアクセスコントローラが送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送

が起動されると、受信データ R07～R00がシフトレジスタからシフトアウトされます。 

ビット15

ビット31 ビット8 ビット0

コピー

コピー

＜転送完了＞

【注】出力＝MOSI（マスタ）／MISO（スレーブ）、入力＝MOSI（マスタ）／MISO（スレーブ）

＜転送開始＞
ビット0

T07 T06 T05 T04 T03 T02 T01 T00

T07 T06 T05 T00 T07 T06 T01 T00 T00 T01 T00 T07 T06 T11 T01 T00

シフトレジスタ

シフトレジスタ

受信バッファ（SPRX）

送信バッファ（SPTX）

ビット31 ビット8 ビット0
T07 T06 T05 T04 T03 T02 T01 T00 R07 R06 R05 R04 R03 R02 R01 R00

R07 R06 R05 R04 R03 R02 R01 R00

入力

出力

 

図 20.10 MSBファースト転送（8ビットデータ） 
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（4） LSBファースト転送（32ビットデータ） 

図 20.11に、本モジュールがデータ長 32ビットの LSBファースト転送を実施する場合の送信バッファ（SPTX）

とシフトレジスタの動作内容を示します。 

CPUまたはダイレクトメモリアクセスコントローラは、送信バッファに T31～T00を書き込みます。シフトレ

ジスタがエンプティであれば、本モジュールが送信バッファの送信データをシフトレジスタにビット順を逆転し

てコピーし、シフトレジスタをフルにします。シリアル転送が開始されると、本モジュールはシフトレジスタの

MSB（ビット 31）から送信データを出力し、シフトレジスタの LSB（ビット 0）から受信データをシフトインし

ます。32ビット分のシリアル転送に必要な RSPCK周期を経過すると、シフトレジスタには受信データ R00～R31

が格納されます。この状態で、本モジュールはシフトレジスタから受信バッファにビット順を逆転したデータを

コピーし、シフトレジスタをエンプティにします。 

また、シフトレジスタから受信バッファに受信データをコピーした後、受信バッファに受信データ長の空きが

ない場合、次のシリアル転送は開始されません。次のシリアル転送を開始するために、受信バッファから受信デ

ータ長分のデータを読み、受信バッファに空きを確保してください。 

なお、CPUまたはダイレクトメモリアクセスコントローラが SPDRの送信バッファを書き込む前に、次のシリ

アル転送が起動されると、受信データ R00～R31がシフトレジスタからシフトアウトされます。 

＜転送開始＞

＜転送完了＞

【注】出力＝MOSI（マスタ）／MISO（スレーブ）、入力＝MISO（マスタ）／MOSI（スレーブ）

ビット31

T31 T30 T29 T28 T27 T26 T25 T24 T23 T06 T05 T04 T03 T02 T01 T00T08 T07

R31 R30 R29 R28 R27 R26 R25 R24 R23 R06 R05 R04 R03 R02 R01 R00R08 R07

送信バッファ（SPTX）

シフトレジスタ

入力

出力

コピー

T00 T01 T02 T03 T04 T05 T06 T07 T23 T25 T26 T27 T28 T29 T30 T31T23 T24

ビット31

R00 R01 R02 R03 R04 R05 R06 R07 R22 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31R23 R24

受信バッファ（SPPX）

コピー

シフトレジスタ

 

図 20.11 LSBファースト転送（32ビットデータ） 
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（5） LSBファースト転送（16ビットデータ） 

図 20.12に、本モジュールが 16ビットのデータ転送を実施する場合の送信バッファ（SPTX）とシフトレジス

タの動作内容を示します。 

CPUまたはダイレクトメモリアクセスコントローラは、送信バッファに T15～T00を書き込みます。シフトレ

ジスタがエンプティであれば、本モジュールが送信バッファのデータをシフトレジスタにビット順を逆転してコ

ピーし、シフトレジスタをフルにします。シリアル転送が開始されると、本モジュールはシフトレジスタのMSB

（ビット 31）からデータを出力し、シフトレジスタのビット 16からデータをシフトインします。16ビット分の

シリアル転送に必要な RSPCK周期を経過すると、シフトレジスタのビット 31～16には受信データ R00～R15が

格納されます。シリアル転送完了後のシフトレジスタのビット 15～0には、転送前のデータが保持されています。

この状態で、本モジュールがシフトレジスタからSPDRの受信バッファにビット順を逆転したデータをコピーし、

シフトレジスタをエンプティにします。また、シフトレジスタから受信バッファに受信データをコピーした後、

受信バッファに受信データ長の空きがない場合、次のシリアル転送は開始されません。次のシリアル転送を開始

するために、受信バッファから受信データ長分のデータを読み、受信バッファに空きを確保してください。 

なお、CPUまたはダイレクトメモリアクセスコントローラが SPDRの送信バッファを書き込む前に、次のシリ

アル転送が起動されると、受信データ R00～R15がシフトレジスタからシフトアウトされます。 

ビット31

＜転送開始＞

＜転送完了＞

【注】出力＝MOSI（マスタ）／MISO（スレーブ）、入力＝MISO（マスタ）／MOSI（スレーブ）

ビット0

ビット31 ビット15 ビット0

T15 T14 T13 T12 T11 T03 T02 T01 T00

T00 T01 T02 T03 T04 T12 T13 T14 T15 T02 T03 T11 T12 T13 T14 T15T00 T01

送信バッファ（SPTX）

シフトレジスタ

出力

ビット31

ビット16

ビット0

R00 R01 R02 R03 R04 R12 R13 R14 R15 T02 T03 T11 T12 T13 T14 T15T00 T01

シフトレジスタ

R15 R14 R13 R12 R11 R03 R02 R01 R00

受信バッファ（SPRX）

入力

コピー

コピー

 

図 20.12 LSBファースト（16ビットデータ） 
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（6） LSBファースト転送（8ビットデータ） 

図 20.13に、本モジュールが 8ビットのデータ転送を実施する場合の送信バッファ(SPTX)とシフトレジスタの

動作内容を示します。 

CPUまたはダイレクトメモリアクセスコントローラは、送信バッファに T07～T00を書き込みます。シフトレ

ジスタがエンプティであれば、本モジュールが送信バッファの送信データをシフトレジスタにビット順を逆転し

てコピーし、シフトレジスタをフルにします。シリアル転送が開始されると、本モジュールはシフトレジスタの

MSB（ビット 31）からデータを出力し、シフトレジスタのビット 24からデータをシフトインします。8ビット分

のシリアル転送に必要な RSPCK周期を経過すると、シフトレジスタのビット 31～24には受信データ R00～R07

が格納されます。シリアル転送完了後のシフトレジスタのビット 23～0には、転送前のデータが保持されていま

す。この状態で、本モジュールがシフトレジスタから SPDRの受信バッファにビット順を逆転したデータをコピ

ーし、シフトレジスタをエンプティにします。また、シフトレジスタから受信バッファに受信データをコピーし

た後、受信バッファに受信データ長の空きがない場合、次のシリアル転送は開始されません。次のシリアル転送

を開始するために、受信バッファから受信データ長分のデータを読み、受信バッファに空きを確保してください。 

なお、CPUまたはダイレクトメモリアクセスコントローラが SPDRの送信バッファを書き込む前に、次のシリ

アル転送が起動されると、受信データ R00～R07がシフトレジスタからシフトアウトされます。 
 

ビット31

＜転送開始＞

＜転送完了＞

【注】出力＝MOSI（マスタ）／MISO（スレーブ）、入力＝MISO（マスタ）／MOSI（スレーブ）

ビット0

ビット31 ビット15 ビット0

T07 T06 T05 T04 T03 T02 T01 T00

T00 T01 T00 T07 T00 T05 T06 T07 T05 T00 T01 T11 T06 T07T06 T07

送信バッファ（SPTX）

シフトレジスタ

出力

ビット31 ビット0

R00 R01 R02 R03 R04 R05 R06 R07 T00 T03 T04 T05 T06 T07T01 T02

シフトレジスタ

ビット24

R07 R06 R05 R04 R03 R02 R01 R00

受信バッファ（SPRX）

入力

コピー

コピー

 

図 20.13 LSBファースト（8ビットデータ） 
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20.4.6 エラー検出 

通常のシリアル転送では、データレジスタ（SPDR）の送信バッファに書き込んだデータがシリアル送信され、

シリアル受信されたデータを SPDRの受信バッファから読み出すことができます。SPDRへアクセスした場合の送

受信バッファの状態やシリアル転送の開始／終了時の状態によっては、通常以外の転送が実行される場合があり

ます。 

一部の通常以外の転送動作が発生した場合には、本モジュールはオーバランエラーまたはモードフォルトエラ

ーとして検出します。表 20.7に、通常以外の転送動作とエラー検出機能の関係を示します。 
 

表 20.7 通常以外の転送の発生条件とエラー検出機能 

 発生条件 動作 エラー検出 

A 送信バッファがいっぱいの状態で SPDRを書き込み。 書き込みデータ欠落。 なし 

B スレーブモードで送信データをシフトレジスタにセッ

トしていない状態で、シリアル転送開始。 

前回シリアル転送時の受信 

データをシリアル送信。 

なし 

C 受信バッファに受信データが 1 つもない状態で SPDR

を読み出し。 

不定出力 なし 

D 受信バッファが受信データでいっぱいの状態で、シリ

アル転送が終了。 

シリアル受信データ欠落。 オーバランエラー検出 

（スレーブモードのみ） 

E スレーブモードでシリアル転送中に SSL入力信号が 

ネゲート。 

シリアル転送中断。 

送受信データ欠落。 

動作ディスエーブル。 

モードフォルトエラー検出 

 

表 20.7の Aに示した動作に対しては、本モジュールはエラーを検出しません。SPDRへの書き込みが可能であ

るかについては、バッファデータカウントセットレジスタ（SPBFDR）の T[3:0]ビットで確認することができます。 

Bに示した動作に対しても、本モジュールはエラーを検出しません。本モジュールでは、シフトレジスタの更

新前に起動されたシリアル転送において、前回シリアル転送時の受信データを送信し、Bに示した動作をエラー

として扱いません。なお、前回シリアル転送時の受信データは SPDRの受信バッファに保持されているので、正

しく読み出されます。 

Cに示した動作に対しても、本モジュールはエラーを検出しません。不要なデータを読み出さないためには、

バッファデータカウントセットレジスタ（SPBFDR）の R[5:0]ビットで受信バッファに格納されている受信データ

数を確認してください。 

Dに示したオーバランエラーについては、「20.4.6（1）オーバランエラー」で詳しく説明します。また、Eに

示したモードフォルトエラーについては、「20.4.6（2）モードフォルトエラー」で説明します。 
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（1） オーバランエラー 

データレジスタ（SPDR）の受信バッファフル状態でシリアル転送が終了すると、本モジュールはオーバランエ

ラーを検出して SPSRの OVRFビットを 1にします。OVRFビットが 1の状態では、本モジュールはシフトレジ

スタのデータを受信バッファにコピーしないので、受信バッファにはエラー発生前のデータが保持されます。

SPSRの OVRFビットを 0にするためには、パワーオンリセットを実施するか、OVRFビットが 1にセットされた

状態の SPSRを読み出した後に、OVRFに 0を書き込む必要があります。 

図 20.14に、SPSRの SPRFビットとOVRFビットの動作を示します。図 20.14に記載した SPSRアクセスと SPDR

アクセスは、それぞれのアクセス状況を示しています。Iはアイドル状態、Wは書き込みサイクル、Rは読み出し

サイクルを示しています。図 20.14の例では、コマンドレジスタ（SPCMD）の CPHAが 1、CPOLが 0の設定で、

本モジュールが 8ビットのシリアル転送を実行しています。RSPCK波形の下に記載した数字は RSPCKサイクル

数（＝転送ビット数）を示しています。 

SPDRアクセス

SPRF

OVRF

RSPCK  
（CPHA＝1、

CPOL＝0） 87654321 87654321

（4）（3）（2）（1）

I

I

IR

SPSRアクセス I WR

 

図 20.14 SPRF、OVRFビットの動作例 

以下に、図中の（1）～（4）に示したタイミングでのフラグの動作内容を説明します。 

1. 受信バッファに受信データ長の空きがない状態でシリアル転送が終了すると、本モジュールがオーバランエ

ラーを検出し、OVRFビットを1にします。本モジュールはシフトレジスタのデータを受信バッファにコピー

しません。 

2. SPDRを読み出し、バッファコントロールレジスタ（SPBFCR）の受信バッファデータ数トリガ（RXTRG）

ビットで設定したトリガ数以下になってもOVRFビットはクリアされません。 

3. オーバランエラー発生状態で、シリアル転送が終了すると本モジュールはシフトレジスタをエンプティであ

ると判定し、送信バッファからシフトレジスタへのデータ転送は可能な状態になります。 

4. OVRFビットが1の状態でSPSRを読み出した後、OVRFに0を書き込むと、本モジュールはOVRFビットをクリ

アします。 
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オーバランの発生は、SPSRの読み出しあるいはエラー割り込みと SPSRの読み出しによって確認できます。エ

ラー割り込みを利用する場合には、制御レジスタ（SPCR）の SPEIEビットを 1にしてください。エラー割り込み

を利用せずにシリアル転送を実行する場合には、SPDRの読み出し直後に SPSRを読み出すなどの方法で、オーバ

ランエラー発生を早期に検出できるように対処してください。 

OVRFビットを 0にクリアする条件は以下のとおりです。 

• OVRFが1にされた状態のSPSRを読み出した後、OVRFに0を書き込む 

• パワーオンリセット 

【注】 オーバランエラーが発生している状態で、受信バッファに受信データ格納領域がある場合、本モジュールは受信データを

受信します。 

 

（2） モードフォルトエラー 

MSTRビットが 0の場合には、本モジュールはスレーブモードで動作します。スレーブモードでMODFENビッ

トが 1の場合、シリアル転送期間（有効データのドライブ開始から最終有効データの取り込みまで）に SSL入力

信号がネゲートされると、本モジュールはモードフォルトエラーを検出します。 

本モジュールはモードフォルトエラーを検出すると出力信号のドライブ停止および SPCRレジスタの SPEビッ

トのクリアを実施します。SPEビットが 0になると本モジュールの機能が無効化され、本モジュールによる外部

信号のドライブは停止します。SPEビットを 0にすることによる本モジュール機能の無効化については「20.4.7 

初期化」を参照してください。 

モードフォルトエラーの発生は、SPSRの読み出し、あるいはエラー割り込みと SPSRの読み出しによって確認

できます。エラー割り込みを利用する場合には、制御レジスタ（SPCR）の SPEIEビットを 1にしてください。エ

ラー割り込みを利用せずにモードフォルトエラーを検出するためには、SPSRをポーリングする必要があります。 

MODFビットが 1の状態では、SPEビットへの 1の書き込みを無視します。モードフォルトエラー検出後に本

モジュールの機能を有効にするためには、必ずMODFビットを 0にしてください。MODFビットを 0にクリアす

る条件は以下のとおりです。 

• MODFが1にされた状態のSPSRを読み出した後、MODFに0を書き込む 

• パワーオンリセット 
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20.4.7 初期化 

制御レジスタ（SPCR）の SPEビットに 0を書き込んだ場合、またはモードフォルトエラー検出により本モジュ

ールが SPEビットを 0にクリアした場合には、本モジュールは機能を無効化し、モジュール機能の一部を初期化

します。また、パワーオンリセットが発生した場合には、本モジュールはモジュール機能をすべて初期化します。

以下に、SPEビットのクリアによる初期化とパワーオンリセットによる初期化について説明します。 
 

（1） SPEビットのクリアによる初期化 

SPCRの SPEビットがクリアされた場合、本モジュールは以下に示す初期化を実施します。 

• 実行中のシリアル転送を中断 

• スレーブモードの場合、出力信号のドライブ停止（Hi-Z） 

• 内部ステートの初期化 

• SPSRのTENDビットの初期化 

 

SPEビットのクリアによる初期化では、本モジュールの制御ビットは初期化されません。このため、SPEビッ

トに 1を再設定すれば初期化前と同じ転送モードで本モジュールを起動できます。 
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20.4.8 SPI動作 

（1） マスタモード動作 

マルチマスタモード動作について説明します。 

（a） シリアル転送の開始 

シリアル転送の開始条件は送信バッファからシフトレジスタへ送信データをコピーし、シフトレジスタがフル

になり、かつ受信バッファに受信データ長の空きがある場合にシリアル転送を開始します。また、シフトレジス

タに送信データが書き込まれていた場合、送信バッファからシフトレジスタへのコピーは行われません。 

なお、転送フォーマットの詳細については「20.4.4 転送フォーマット」を参照してください。 

（b） シリアル転送の終了 

コマンドレジスタ（SPCMD）の CPHAビットにかかわらず、本モジュールは最終サンプリングタイミングに対

応する RSPCKエッジを送出するとシリアル転送を終了します。シリアル転送終了後にシフトレジスタから受信デ

ータを受信バッファにコピーします。また、シフトレジスタから受信バッファに受信データをコピーした後、受

信バッファに受信データ長の空きがない場合、次のシリアル転送は開始されません。次のシリアル転送を開始す

るために、受信バッファから受信データ長分のデータを読み、受信データ長の空きを確保してください。 

なお、最終サンプリングタイミングは転送データのビット長に依存して変化します。マスタモードのデータ長

は、コマンドレジスタ（SPCMD）の SPB3～SPB0ビットの設定値に依存します。転送フォーマットの詳細につい

ては「20.4.4 転送フォーマット」を参照してください。 
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（c） シーケンス制御 

マスタモード時の転送フォーマットは、シーケンス制御レジスタ（SPSCR）、コマンドレジスタ 0～3（SPCMD0

～3）、ビットレートレジスタ（SPBR）、クロック遅延値レジスタ（SPCKD）、スレーブセレクトネゲート遅延

レジスタ（SSLND）、次アクセス遅延値レジスタ（SPND）によって決定されます。 

SPSCRは、マスタモードの本モジュールで実行するシリアル転送のシーケンス構成を決定するためのレジスタ

です。SPCMD0～3には、SSL出力信号値、MSB／LSBファースト、データ長、ビットレート設定の一部、RSPCK

極性／位相、SPCKDの参照要否、SSLNDの参照要否、SPNDの参照要否が設定されています。SPBRにはビット

レート設定の一部、SPCKDにはクロック遅延値、SSLNDには SSLネゲート遅延、SPNDには次アクセス遅延値

が設定されています。 

本モジュールは、SPSCRに設定されたシーケンス長に従って、SPCMD0～3の一部／全部からなるシーケンス

を構成します。本モジュールには、シーケンスを構成している SPCMDに対するポインタが存在します。このポ

インタの値は、シーケンスステータスレジスタ（SPSSR）の SPCP1、0ビットを読み出すことで確認が可能です。

制御レジスタ（SPCR）の SPEビットを 1にして本モジュールの機能をイネーブルにすると、本モジュールはコマ

ンドに対するポインタを SPCMD0にセットし、シリアル転送の開始時に SPCMD0の設定内容を転送フォーマット

に反映します。本モジュールは、各データ転送の次アクセス遅延期間が終了するたびにポインタをインクリメン

トします。シーケンスを構成している最終コマンドに対応するシリアル転送が終了すると、本モジュールはポイ

ンタを SPCMD0にセットするので、シーケンスは繰り返し実行されます。 

シーケンスの決定

ポインタ
SPCP1、0

転送フォーマット決定 SCKD、SSLND、SPND参照（必要な場合）

SPCMD0

SPCMD1

SPCMD2

SPCMD3

SPSCR

SPCMD0～SPCMD2で
シーケンス形成

RSPCK遅延
＝2 RSPCK

SSLネゲート遅延
＝1 RSPCK

次アクセス遅延
＝3 RSPCK＋2Bφ

SCKD、SSLND、SPNDの参照必要
MSBファースト、8ビット、

SSL2アサート、ベースの分周比＝1
CPOL＝0、CPHA＝0

SCKD SSLND SPND

H'02 H'01

H'E720

H'00 H'02

 

図 20.15 マスタモードでのシリアル転送方式の決定方法 
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（d） バースト転送 

本モジュールが現在のシリアル転送で参照しているコマンドレジスタ（SPCMD）の SSLKPビットが 1の場合

には、本モジュールはシリアル転送中の SSL信号レベルを次のシリアル転送の SSL信号アサート開始まで保持し

ます。次のシリアル転送での SSL信号レベルが、現在のシリアル転送での SSL信号レベルと同じであれば、本モ

ジュールは SSL信号アサート状態を保持したまま連続的にシリアル転送を実行することができます（バースト転

送）。 

図 20.16に、SPCMD0、1の設定を使用してバースト転送を実現した場合の SSL信号動作例を示します。図 20.16

に記載した（1）～（7）の動作内容について、以下に説明します。なお、SSL出力信号の極性は、スレーブセレ

クト極性レジスタ（SSLP）の設定値に依存します。 

1. SPCMD0に従ったSSL信号のアサートとRSPCK遅延の挿入を実施します。 

2. SPCMD0に従ったシリアル転送を実行します。 

3. SSLネゲート遅延を挿入します。 

4. SPCMD0のSSLKPビットが1であるため、SPCMD0でのSSL信号値を保持します。この期間は、最短の場合に

はSPCMD0の次アクセス遅延と同じだけ継続されます。最短期間を経過後にシフトレジスタがエンプティの

場合には、次転送のための送信データがシフトレジスタに格納されるまで、この期間を継続します。 

5. SPCMD1に従ったSSL信号のアサートとRSPCK遅延の挿入を実施します。 

6. SPCMD1に従ったシリアル転送を実行します。 

7. SPCMD1のSSLKPビットが0であるため、SSL信号をネゲートします。また、SPCMD1に従った次アクセス遅

延が挿入されます。 

RSPCK  
（CPHA＝1、

CPOL＝0）

SSL

（4）（3） （6） （7）（5）（2）（1）  

図 20.16 SSLKPビットを利用したバースト転送動作の例 

SSLKPビットに 1を設定した SPCMDでの SSL信号出力設定と、次転送で使用する SPCMDでの SSL信号出力

設定が異なる場合、本モジュールは次転送のコマンドに対応した SSL信号のアサート時（図 20.16の（5））に

SSL信号状態を切り替えます。このような SSL信号の切り替えが発生した場合、MISOをドライブするスレーブ

が競合して信号レベルの衝突が発生する可能性があるので注意してください。 

マスタモードの本モジュールは、SSLKPを使用しない場合の SSL信号動作をモジュール内部で参照しています。

SPCMDの CPHAビットが 0の場合でも、本モジュールは内部で検出した次転送の SSL信号のアサートを使用し

てシリアル転送を正確に開始できます。このため、マスタモードのバースト転送は、CPHAビットの設定値にか

かわらず実行できます（「20.4.8（2）スレーブモード動作」を参照）。 
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（e） RSPCK遅延（t1） 

マスタモードの RSPCK遅延値は、コマンドレジスタ（SPCMD）の SCKDENビットの設定とクロック遅延レジ

スタ（SPCKD）の設定に依存します。本モジュールは、シリアル転送で参照する SPCMDをポインタ制御によっ

て決定し、選択した SPCMDの SCKDENビットと SPCKDを使用して、表 20.8のようにシリアル転送時の RSPCK

遅延値を決定します。なお、RSPCK遅延の定義については、「20.4.4 転送フォーマット」を参照してください。 
 

表 20.8 SCKDEN、SPCKDと RSPCK遅延値の関係 

SCKDEN SPCKD RSPCK遅延値 

0 000～111 1RSPCK 

000 1RSPCK 

001 2RSPCK 

010 3RSPCK 

011 4RSPCK 

100 5RSPCK 

101 6RSPCK 

110 7RSPCK 

1 

111 8RSPCK 

 

（f） SSLネゲート遅延（t2） 

マスタモードの SSLネゲート遅延値は、コマンドレジスタ（SPCMD）の SLNDENビットの設定と SSLネゲー

ト遅延レジスタ（SSLND）の設定に依存します。本モジュールは、シリアル転送で参照する SPCMDをポインタ

制御によって決定し、選択した SPCMDの SLNDENビットと SSLNDを使用して、表 20.9のようにシリアル転送

時の SSLネゲート遅延値を決定します。なお、SSLネゲート遅延の定義については、「20.4.4 転送フォーマッ

ト」を参照してください。 
 

表 20.9 SSLNDと SSLネゲート遅延値の関係 

SLNDEN SSLND SSLネゲート遅延値 

0 000～111 1RSPCK 

000 1RSPCK 

001 2RSPCK 

010 3RSPCK 

011 4RSPCK 

100 5RSPCK 

101 6RSPCK 

110 7RSPCK 

1 

111 8RSPCK 
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（g） 次アクセス遅延（t3） 

マスタモードの次アクセス遅延は、コマンドレジスタ（SPCMD）の SPNDENビットの設定と次アクセス遅延レ

ジスタ（SPND）の設定に依存します。本モジュールは、シリアル転送で参照する SPCMDをポインタ制御によっ

て決定し、選択した SPCMDの SPNDENビットと SPNDを使用して、表 20.10のようにシリアル転送時の RSPCK

遅延を決定します。なお、次アクセス遅延の定義については、「20.4.4 転送フォーマット」を参照してください。 
 

表 20.10 SPNDEN、SPNDと次アクセス遅延値の関係 

SPNDEN SPND 次アクセス遅延値 

0 000～111 1RSPCK＋2Bφ 

000 1RSPCK＋2Bφ 

001 2RSPCK＋2Bφ 

010 3RSPCK＋2Bφ 

011 4RSPCK＋2Bφ 

100 5RSPCK＋2Bφ 

101 6RSPCK＋2Bφ 

110 7RSPCK＋2Bφ 

1 

111 8RSPCK＋2Bφ 
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（h） 初期化フロー 

図 20.17に、SPI動作時、本モジュールをマスタモードで使用する場合の初期化フローの例を示します。なお、

割り込みコントローラ、ダイレクトメモリアクセスコントローラ、入出力ポートの設定方法については各ブロッ

クの説明を参照してください。 

端子制御レジスタ
（SPPCR）の設定

ビットレートレジスタ
（SPBR）の設定

データコントロールレジスタ
（SPDCR）の設定

RSPCK遅延レジスタ
（SPCKD）の設定

スレーブセレクトネゲート
遅延レジスタ（SSLND）の設定

次アクセス遅延レジスタ
（SPND）の設定

コマンドレジスタ0～3
（SPCMD0～3）の設定

制御レジスタ 
（SPCR）の設定

割り込みコントローラの設定

ダイレクトメモリアクセス 
コントローラの設定

マスタモード 
初期設定開始

・転送アイドル時のMOSI信号値の設定

・SSL信号レベルの設定
・RSPCK遅延イネーブルの設定
・SSLネゲート遅延イネーブルの設定
・次アクセス遅延イネーブルの設定
・MSB／LSBファーストの設定
・データ長の設定
・転送ビットレートの設定
・クロック位相の設定
・クロック極性の設定

・SSLネゲート遅延値の設定

・次アクセス遅延値の設定

・マスタモードの設定
・割り込みマスクの設定

（割り込み使用時）

（ダイレクトメモリアクセスコントローラ使用時）

・転送ビットレートの設定

・アクセス幅設定

・RSPCK遅延値の設定

マスタモード 
初期設定終了  

図 20.17 マスタモード時の初期化フロー例 
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（i） 転送動作フロー 

図 20.18に、SPI動作時、マスタモードの転送動作フローを示します。 

 

送信データのコピー 
送信バッファ→シフトレジスタ

受信データのコピー 
シフトレジスタ→受信バッファ

シリアル転送の
継続

受信バッファに
受信データ長の空き

あり

受信バッファに
受信データ長の空き

あり

送信バッファに
送信データあり

シリアル転送開始

RSPCK停止

No

Yes

No

No

YES

YES

YES

YES

No

No

＜データ長

＝データ長

コマンドポインタ更新

マスタモード 
初期設定終了

転送動作終了

RSPCKサイクル数

受信バッファに
受信データ長の空き

あり

 

図 20.18 マスタモード時の転送動作フロー 
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（2） スレーブモード動作 

（a） シリアル転送の開始 

コマンドレジスタ 0（SPCMD0）の CPHAビットが 0の場合、本モジュールは SSL入力信号のアサートを検出

すると、MISO出力信号への有効データのドライブを開始する必要があります。このため、CPHAが 0の場合には、

SSL入力信号のアサートがシリアル転送開始のトリガになります。 

CPHAビットが 1の場合には、本モジュールは SSL入力信号のアサート状態で最初の RSPCKエッジを検出す

ると、MISO出力信号への有効データのドライブを開始する必要があります。このため、CPHAが 1の場合には、

SSL信号アサート状態における最初の RSPCKエッジがシリアル転送開始のトリガになります。 

本モジュールは、シフトレジスタがエンプティの状態でシリアル転送の開始を検出した場合、シフトレジスタ

の状態をフルに変更し、シリアル転送中に送信バッファからシフトレジスタにデータがコピーできないようにし

ます。シリアル転送の開始よりも前にシフトレジスタがフルであった場合、本モジュールはシフトレジスタの状

態をフルのまま変更しません。 

CPHAビットの設定に依存せず、本モジュールがMISO出力信号のドライブを開始するタイミングは、SSL信

号アサートタイミングです。CPHAビットの設定によって、本モジュールが出力するデータの有効／無効が異な

ります。 

なお、本モジュールの転送フォーマットの詳細については、「20.4.4 転送フォーマット」を参照してください。

SSL入力信号の極性は、スレーブセレクト極性レジスタ（SSLP）の SSLPビットの設定値に依存します。 

（b） シリアル転送の終了 

コマンドレジスタ 0（SPCMD0）の CPHAビットにかかわらず、本モジュールは最終サンプリングタイミング

に相当する RSPCKエッジを検出するとシリアル転送を終了します。受信バッファに受信データを保存することが

できる空きがある場合には、シリアル転送の終了後に、本モジュールはシフトレジスタからデータレジスタ

（SPDR）の受信バッファに受信データをコピーします。また、SPRFビットの値にかかわらず、本モジュールは

シリアル転送の終了後にシフトレジスタの状態をエンプティに変更します。シリアル転送開始からシリアル転送

終了の間に本モジュールが SSL入力信号のネゲートを検出するとモードフォルトエラーが発生します（「20.4.6 

エラー検出」を参照）。 

なお、最終サンプリングタイミングは転送データのビット長に依存して変化します。スレーブモードのデータ

長は SPCMD0の SPB3～SPB0ビットの設定値に依存します。SSL入力信号の極性は、スレーブセレクト極性レジ

スタ（SSLP）の SSLPビットの設定値に依存します。転送フォーマットの詳細については、「20.4.4 転送フォ

ーマット」を参照してください。 

（c） スレーブ時の注意点 

コマンドレジスタ 0（SPCMD0）の CPHAビットが 0の場合には、本モジュールは SSL入力信号のアサートエ

ッジを検出するとシリアル転送を開始します。図 20.4の例に示したような構成で本モジュールをスレーブで使用

する場合には、SSL入力信号が常にアクティブ状態に固定されるため、CPHAを 0に設定した本モジュールでは

シリアル転送を正しく開始できません。SSL入力信号をアクティブ状態に固定する構成で、スレーブモードの送

受信を正しく実行するためには、CPHAビットを 1にしてください。CPHAビットを 0にする必要がある場合に

は、SSL入力信号を固定しないでください。 
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（d） バースト転送 

コマンドレジスタ 0（SPCMD0）の CPHAビットが 1の場合には、SSL入力信号のアサート状態を保持したまま

で連続的なシリアル転送（バースト転送）を実行することが可能です。CPHAビットが 1の場合には、SSL入力

信号アクティブ状態における最初の RSPCKエッジから最終ビット受信のためのサンプリングタイミングまでが、

シリアル転送期間に相当します。SSL入力信号がアクティブレベルのままであっても、アクセスの開始を検出可

能であるので、バースト転送に対応可能です。 

CPHAビットが 0の場合には、「20.4.8（2）（c）スレーブ時の注意点」と同じ理由のために、バースト転送の

2回目以降のシリアル転送を正しく実行できません。 

（e） 初期化フロー 

図 20.19に、SPI動作時、本モジュールをスレーブモードで使用する場合の初期化フローの例を示します。なお、

割り込みコントローラ、ダイレクトメモリアクセスコントローラ、入出力ポートの設定方法については各ブロッ

クの説明を参照してください。 

・アクセス幅設定

端子制御レジスタ 
（SPPCR）の設定

スレーブセレクト極性 
レジスタ（SSLP）の設定

データコントロールレジスタ
（SPDCR）の設定

ダイレクトメモリアクセス 
コントローラの設定

制御レジスタ 
（SPCR）の設定

割り込みコントローラの設定

スレーブモード 
初期設定開始

スレーブモード 
初期設定終了

・SSL0入力極性の設定

・クロック極性の設定

・スレーブモードの設定
・モードフォルトエラー検出の設定
・割り込みマスクの設定

（割り込み使用時）

（ダイレクトメモリアクセスコントローラ使用時）

・クロック位相の設定
・データ長の設定
・MSB／LSBファーストの設定

コマンドレジスタ0 
（SPCMD0）の設定

 

図 20.19 スレーブモード時の初期化フロー例 
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（f） 転送動作フロー（CPHA＝0） 

図 20.20に、SPI動作時、コマンドレジスタ 0（SPCMD0）の CPHAビットを 0に設定したスレーブモードの転

送動作フローを示します。 

受信データのコピー 
シフトレジスタ→受信バッファ

モードフォルト 
エラー検出

RSPCKサイクル数

受信バッファ状態

SSL入力レベル

オーバラン 
エラー状態

SSL入力レベル

SSL入力レベル

MISO Hi-Z

ネゲート

ネゲート

ネゲート

エンプティ

エラーあり

フル

アサート

アサート

アサート

エラーなし

エラーなし

＜データ長

＝データ長

シリアル転送開始

スレーブモード 
初期設定終了

エラー処理

シリアル転送の
継続

転送動作終了

オーバラン 
エラー状態

エラーあり

エラー処理

No

Yes

 

図 20.20 スレーブモード時の転送動作フロー（CPHA＝0） 
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（g） 転送動作フロー（CPHA＝1） 

図 20.21に、SPI動作時、コマンドレジスタ 0（SPCMD0）の CPHAビットを 1、制御レジスタ（SPCR）のMODFEN

ビットを 1に設定したスレーブモードの転送動作フローを示します。MODFENビットを 0に設定した状態でシリ

アル転送を開始し、RSPCKサイクル数がデータ長より短い状態で SSL入力レベルがネゲートされた場合、以降の

動作は保証されません。 

転送動作終了

No

Yes

エラー処理

エラーあり
受信データのコピー 

シフトレジスタ→受信バッファ

モードフォルト 
エラー検出

RSPCKサイクル数

RSPCK入力レベル

受信バッファ状態

オーバラン 
エラー状態

SSL入力レベル

ネゲート

エンプティ

エラーあり

エラーなし

フル

変化なし

変化あり

エラーなし

＜データ長

＝データ長

シリアル転送開始

MISO出力

SSL入力レベル

MISO Hi-Z

ネゲート

アサート

スレーブモード 
初期設定終了

オーバラン 
エラー状態

エラー処理

データ転送継続

アサート

 

図 20.21 スレーブモード時の転送動作フロー（CPHA＝1） 
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20.4.9 エラー処理 

図 20.22、図 20.23に、エラー処理を示します。マスタモード、スレーブモードで発生したエラーは、以下のエ

ラー処理を行うことでエラー状態から復帰できます。 

オーバランエラー発生

ユーザ処理

OVRFビットのクリア

オーバランエラー発生前の
受信データをリード

OVRFビット、SPRFビットが
0であることを確認

オーバランエラー処理完了  

図 20.22 エラー処理（オーバランエラー） 

モードフォルトエラー発生

ユーザ処理

MODFビットのクリア

SPEビットを1にセット

モードフォルトエラー
処理完了  

図 20.23 エラー処理（モードフォルトエラー） 
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20.4.10 ループバックモード 

端子制御レジスタ（SPPCR）の SPLPビットに 1を書き込むと、本モジュールはMISO端子とシフトレジスタ間、

MOSI端子とシフトレジスタ間の経路を遮断し、シフトレジスタの入力経路と出力経路（反転）を接続します。こ

れをループバックモードと呼びます。ループバックモードでシリアル転送を実行すると、送信データが受信デー

タになります。図 20.24に、マスタモードの本モジュールをループバックモードに設定した場合のシフトレジス

タ入出力経路の構成を示します。 

MOSI

MISO

シフトレジスタ

セレクタ

マスタ

スレーブ

通常

マスタ通常

ループバック

スレーブループバック

ループバック

通常

 

図 20.24 ループバックモード時のシフトレジスタ入出力構成（マスタモード） 
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20.4.11 割り込み要因 

割り込み要因には、受信バッファフル、送信バッファエンプティ、モードフォルト、オーバランがあります。

また、受信バッファフル、送信バッファエンプティの割り込み要求でダイレクトメモリアクセスコントローラを

起動し、データ転送を行うことができます。 

表 20.11に、割り込み要因を示します。 

表 20.11の割り込み条件が成立すると、割り込みが発生します。CPUまたはダイレクトメモリアクセスコント

ローラ（HPB-DMAC）によるデータ転送で割り込み要因をクリアしてください。 
 

表 20.11 割り込み要因 

名称 割り込み要因 略称 割り込み条件 

ダイレクトメモリアクセス

コントローラ

（HPB-DMAC）起動 

SPRI 受信バッファフル RXI (SPRIE=1)・(SPRF=1) ○ 

SPTI 送信バッファエンプティ TXI (SPTIE=1)・(SPTEF=1) ○ 

モードフォルト MOI (SPEIE=1)・(MODF=1) － SPEI 

オーバラン OVI (SPEIE=1)・(OVRF=1) － 
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21. ホストインタフェース（HIF） 

本 LSIはシステムバスを共有できない外部デバイスと高速にデータ転送を行うためのホストインタフェース

（HIF：Host Interface）を内蔵しています。 

HIFを用いることにより、外部デバイスから本 LSIに内蔵された 4KB（2KB×2バンク）の HIF用内蔵 RAM

（HIFRAM）に対して 32ビット単位のリード／ライトが可能となります。さらに外部デバイスから本 LSIへの割

り込み、本 LSIから外部デバイスへの割り込み、および本 LSIから外部デバイスへの DMA転送要求をサポート

します。この HIFRAMと割り込み機能を用いることにより、ソフトウェア的に外部デバイスと本 LSI間のデータ

転送が可能となり、バス権を開放しない外部デバイスとの接続が可能となります。 

また HIFRAMを使って本 LSIを起動することができる HIFブートモードをサポートします。 

21.1 特長 

HIFには、次のような特長があります。 

• 外部デバイスからは、HIFの端子を介して、HIFRAMに32ビット単位でリード／ライトが可能です（8／16ビ

ット単位のアクセスはできません）。本LSIのCPUからは、内部周辺バスを介して、HIFRAMに8／16／32ビ

ット単位でリード／ライトが可能です。また、2つのHIFRAMアクセスモード（バンクモード、非バンクモー

ド）が選べます。 

• 外部デバイスが、HIFの端子を介して、HIFRAMをアクセスする場合、HIF内部レジスタの設定により、アド

レスの自動インクリメントやエンディアンの設定が可能となります。 

• 外部デバイスからHIF内部レジスタの特定ビットへライトを行うこと、あるいは外部デバイスがHIFRAM最終

アドレスをアクセスすることで、本LSIのCPUに割り込み（内部割り込み）をかけることができます。また逆

に本LSIのCPUからHIF内部レジスタの特定ビットへライトを行うことで、外部デバイスに対して割り込み

（外部割り込み）、あるいはDMAC転送要求をかけることも可能です。 

• 割り込み要因ビットを内部割り込み／外部割り込み用にそれぞれ7ビットサポートします。これにより128と

おりの割り込みの制御がソフトウェアから可能となり、割り込みを用いたデータ転送を高速に行うことが可

能となります。 

• ブートモード時に、外部デバイスがHIFRAMに命令コードを格納しておくことで、HIFRAMからブート可能

です。 
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図 21.1に HIFのブロック図を示します。 
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【記号説明】

HIFIDX
HIFGSR
HIFSCR
HIFMCR
HIFIICR
HIFEICR

：HIFインデックスレジスタ
：HIF汎用ステータスレジスタ
：HIFステータス／コントロールレジスタ
：HIFメモリ制御レジスタ
：HIF内部割り込み制御レジスタ
：HIF外部割り込み制御レジスタ

：HIFアドレスレジスタ
：HIFデータレジスタ
：HIFブート制御レジスタ
：HIFDREQトリガレジスタ
：HIFバンク割り込み制御レジスタ
：HIFRDYコントロールレジスタ
：HIF割り込み（内部割り込み）
：HIFバンク割り込み（内部割り込み）
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図 21.1 HIFブロック図 
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21.2 入出力端子 

HIFの端子構成を表 21.1に示します。 
 

表 21.1 端子構成 

名称 略称 入出力 機   能 

HIFデータ端子 HIFD15～

HIFD00 

入出力 HIFへのアドレス／データ／コマンド入出力 

HIFチップセレクト HIFCS 入力 HIFへのチップセレクト入力 

HIFレジスタセレクト HIFRS 入力 HIFへのアクセス種別切り替え 

0：通常アクセス（下記以外） 

1：インデックスレジスタライト 

HIFライト HIFWR 入力 ライトストローブ信号。外部デバイスが HIFへデータを書き込む場合、

ローレベルを入力します。 

HIFリード HIFRD 入力 リードストローブ信号。外部デバイスが HIFからデータを読み出す場

合、ローレベルを入力します。 

HIF割り込み HIFINT 出力 HIFから外部デバイスへの割り込み要求 

HIFモード HIFMD 入力 HIFブートをするか、しないかを指定します。ハイレベルを入力した

状態でパワーオンリセット解除することで、本 LSIは HIFブートモー

ドで起動します。 

HIFDMAC転送要求 HIFDREQ 出力 外部デバイスに対して HIFRAMへの DMAC転送を要求します。 

HIFブートレディ HIFRDY 出力 本 LSI内部で、HIFモジュールのリセットが解除され、外部デバイス

から HIFモジュールへのアクセスを受け付け可能になったことを示し

ます。 

ディープスタンバイ時に HIFRDYを RDY状態（HIFRDY＝Low）にし

たい場合は HIFRDYコントロールレジスタで設定してください。 

HIF端子イネーブル HIFEBL 入力 ハイレベルを入力することで、本端子以外の HIF端子を活性化します。 
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21.3 パラレルアクセス 

21.3.1 動作説明 

HIFへのアクセスは HIFCS、HIFRS、HIFWR、HIFRDの各端子を組み合わせることで行います。表 21.2にこれ

らの信号の組み合わせと動作との対応を示します。 
 

表 21.2 HIF動作 

HIFCS HIFRS HIFWR HIFRD 動   作 

1 * * * ノーオペレーション（NOP） 

0 1 0 1 インデックスレジスタ（HIFIDX[7:0]）へのライト 

0 0 0 1 HIFIDX[7:0]で指定されるレジスタへのライト 

0 * 1 0 HIFIDX[7:0]で指定されるレジスタからのリード 

0 * 1 1 ノーオペレーション（NOP） 

0 * 0 0 設定禁止 

【注】 * ：Don’t Care 

 

21.3.2 接続方法 

HIFを外部デバイスに接続する場合は、たとえば図 21.2に示すような方法で接続してください。 

外部デバイス

CS

A02 

WR

RD

D15～D00

HIF

HIFCS

HIFRS

HIFWR

HIFRD

HIFD15～HIFD00
 

図 21.2 HIF接続参考例 
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21.4 レジスタの説明 

表 21.3（1）にレジスタ構成を、表 21.3（2）にレジスタの状態を示します。 
 

表 21.3（1） レジスタ構成 

レジスタ名 略称 アドレス アクセス 

サイズ 

HIFインデックスレジスタ HIFIDX H'FF830000 32 

HIF汎用ステータスレジスタ HIFGSR H'FF830004 32 

HIFステータス／コントロールレジスタ HIFSCR H'FF830008 32 

HIFメモリ制御レジスタ HIFMCR H'FF83000C 32 

HIF内部割り込み制御レジスタ HIFIICR H'FF830010 32 

HIF外部割り込み制御レジスタ HIFEICR H'FF830014 32 

HIFアドレスレジスタ HIFADR H'FF830018 32 

HIFデータレジスタ HIFDATA H'FF83001C 32 

HIFDREQトリガレジスタ HIFDTR H'FF830020 32 

HIFバンク割り込み制御レジスタ HIFBICR H'FF830024 32 

HIFブート制御レジスタ HIFBCR H'FF830040 32 

HIFRDYコントロールレジスタ HIFRDYCR H'FF830080 32 

 

表 21.3（2） 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

HIFIDX 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HIFGSR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HIFSCR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HIFMCR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HIFIICR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HIFEICR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HIFADR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HIFDATA 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HIFDTR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HIFBICR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HIFBCR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HIFRDYCR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 
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21.4.1 HIFインデックスレジスタ（HIFIDX） 

HIFIDXは、32ビットのレジスタで、HIFRS端子がローレベルのときに外部デバイスがリード／ライトするレ

ジスタを指定するために用います。本 LSIの CPUからはリードのみ可能です。外部デバイスからは HIFRS端子を

ハイレベルにした状態でライトのみ可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — REG5 REG4 REG3 REG2 REG1 REG0 BYTE1 BYTE0

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

REG5 

REG4 

REG3 

REG2 

REG1 

REG0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

HIF内蔵レジスタ選択 

外部デバイスが、HIFGSR、HIFSCR、HIFMCR、HIFIICR、HIFEICR、HIFADR、

HIFDATA、HIFBCRのうち、どれをアクセスするかを指定するためのビットで

す。 

000000：HIFGSR 000001：HIFSCR 

000010：HIFMCR 000011：HIFIICR 

000100：HIFEICR 000101：HIFADR 

000110：HIFDATA 001111：HIFBCR 

上記以外：リザーブビット 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 

0 

BYTE1 

BYTE0 

0 

0 

R/W 

R/W 

内蔵レジスタ内バイト指定 

外部デバイスが、HIFGSR、HIFSCR、HIFMCR、HIFIICR、HIFEICR、HIFADR、

HIFDATA、HIFBCRのいずれかをアクセスする前に、あらかじめターゲットと

なるワード位置を指定しておくためのビットです。「21.8 アライメント制御」

も併せて参照してください。 

HIFSCR.BO＝0の場合 

00：レジスタのビット[31:16] 

01：設定しないでください 

10：レジスタのビット[15:0] 

11：設定しないでください 

HIFSCR.BO＝1の場合 

00：レジスタのビット[15:0] 

01：設定しないでください 

10：レジスタのビット[31:16] 

11：設定しないでください 

ただし REG5～REG0で HIFDATAが選択された場合には、HIFDATAへのリー

ド／ライトが発生するたびに BYTE1、BYTE0が以下の規則で変化します。 

00 → 10 → 00 → 10 ………繰り返し 

 

21.4.2 HIF汎用ステータスレジスタ（HIFGSR） 

HIFGSRは、32ビットのレジスタで、HIFに接続される外部デバイスと本 LSI上のソフトウェアとの間でハン

ドシェイクをとるために自由に用いることができるレジスタです。本 LSIの CPUからはリードもライトも可能で

す。外部デバイスからのアクセスは、HIFIDXの REG5～REG0ビットで本レジスタを指定し、HIFRS端子をロー

レベルにした状態で行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

STATUS[15:0]

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～0 STATUS 

[15:0] 

すべて 0 R/W 汎用ステータス。 

HIFに接続された外部デバイスからも、本 LSIの CPUからもリード／ライト

可能なレジスタです。パワーオンリセット時にのみ初期化されます。 
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21.4.3 HIFステータス／コントロールレジスタ（HIFSCR） 

HIFSCRは、32ビットのレジスタで、HIFRAMのアクセスモード制御やエンディアン制御を行います。本 LSI

の CPUからはリードもライトも可能です。外部デバイスからのアクセスは、HIFIDXの REG5～REG0ビットで本

レジスタを指定し、HIFRS端子をローレベルにした状態で行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0/1 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R R R R R R/W R/W R/W

— — — — DMD DPOL BMD BSEL — — MD1 — — WBSWP EDN BO

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11 

10 

DMD 

DPOL 

0 

0 

R/W 

R/W 

DREQモード 

DREQポラリティ 

HIFDREQ端子のアサートモードを制御します。ネゲートタイミング等の詳細

は、「21.7 外部 DMACインタフェース」を参照してください。 

00：外部デバイスへ DMAC転送要求をする場合、HIFDREQ端子にローレベ

ルを生成します。HIFDREQはデフォルトハイレベル出力です。 

01：外部デバイスへ DMAC転送要求をする場合、HIFDREQ端子にハイレベ

ルを生成します。HIFDREQはデフォルトローレベル出力です。 

10：外部デバイスへ DMAC転送要求をする場合、HIFDREQ端子に立ち下が

エッジを生成します。HIFDREQはデフォルトハイレベル出力です。 

11：外部デバイスへ DMAC転送要求をする場合、HIFDREQ端子に立ち上が

りエッジを生成します。HIFDREQはデフォルトローレベル出力です。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 

8 

BMD 

BSEL 

0 

0 

R/W 

R/W 

HIFRAMバンクモード 

HIFRAMバンクセレクト 

HIFRAMのアクセスモードを設定します。 

00：外部デバイス、本 LSIの CPUともにバンク 0をアクセス可能です。両

者のアクセスが競合した場合、たとえアクセスアドレスが異なっても、

外部デバイスのアクセス、本 LSIの CPUのアクセスの順に処理されま

す。バンク 1はアクセスできません。 

01：外部デバイス、本 LSIの CPUともにバンク 1をアクセス可能です。両

者のアクセスが競合した場合、例えアクセスアドレスが異なっても、外

部デバイスのアクセス、本 LSIの CPUのアクセスの順に処理されます。

バンク 0はアクセスできません。 

10：外部デバイスはバンク 0のみを、本 LSIの CPUはバンク 1のみをアク

セス可能です。 

11：外部デバイスはバンク 1のみを、本 LSIの CPUはバンク 0のみをアク

セス可能です。 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み値も常に 0にしてください。 

6 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込み値も常に 1にしてください。 

5 MD1 0/1 R HIFモード 1 

本 LSIを HIFブートモードで起動したか、非 HIFブートモードで起動したかを

示します。本ビットはパワーオンリセット時にサンプリングされた HIFMD端

子への入力レベルが格納されます。 

0：非 HIFブートモードで起動（エリア 0に接続しているメモリからブート）

した。 

1：HIFブートモードで起動（HIFRAMからブート）した。 

4、3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 WBSWP 0 R/W HIFDATAをアクセスする時のバイトオーダー 

外部デバイスが HIFDATAをアクセスする場合のバイトオーダーを指定しま

す。「21.8 アライメント制御」も併せて参照してください。 

0：BOビットにしたがってアライメントされます。 

1：ビッグエンディアンの状態からワード単位のスワップをし、さらに各ワ

ード内でバイト単位のスワップをします。BOビットの設定は無視されま

す。 

1 EDN 0 R/W HIFRAMアクセス時のエンディアン 

本 LSIのCPUがHIFRAMをアクセスする場合のバイトオーダーを指定します。 

0：ビッグエンディアン（MSBファースト） 

1：リトルエンディアン（LSBファースト） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 BO 0 R/W HIFDATAを含め HIFの全レジスタをアクセスするときのバイトオーダー 

外部デバイスが HIFDATAを含め HIFの全レジスタをアクセスする場合のバイ

トオーダーを指定します。ただし、HIFDATAのアライメントについては、

WBSWP＝0のときのみ、本ビットが参照され、WBSWP＝1のときは、本ビッ

トの参照は無視されます。「21.8 アライメント制御」も併せて参照してくだ

さい。 

0：ビッグエンディアン（MSBファースト） 

1：リトルエンディアン（LSBファースト） 

 

21.4.4 HIFメモリ制御レジスタ（HIFMCR） 

HIFMCRは、32ビットのレジスタで、HIFRAMの制御を行います。本 LSIの CPUからはリードのみ可能です。

外部デバイスからのアクセスは、HIFIDXの REG5～REG0ビットで本レジスタを指定し、HIFRS端子をローレベ

ルにした状態で行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W* R R/W* R R/W* R R R/W*

— — — — — — — — LOCK — WT — RD — — AI/AD

— — — — — — — — — — — — — — — —

【注】　* HIFSCRのBMDビット、BSELビットにより、外部デバイスからアクセス可能なHIFRAMのバンクを変更しても、
本ビットの設定は影響を受けません。  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 LOCK 0 R/W* ロック 

外部デバイスが、HIFDATA経由で HIFRAMを連続アクセスする場合、アクセ

ス方向（リード、またはライト）をロックするためのビットです。本ビットへ

1を書き込むと同時に設定した RDビット、WTビットの値が、次に本ビット

を 0クリアするまで保持されます。RDビットと本ビットに同時に 1を書き込

んだ場合は連続読み出しモード、WTビットと本ビットに同時に 1を書き込ん

だ場合は連続書き込みモードとなります。RDビットとWTビットは同時に 1

にしないでください。 

6 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 WT 0 R/W* ライト 

本ビットに 1を書き込むと HIFDATAの値が、HIFADRに対応する HIFRAMの

位置へ書き込まれます。 

本ビットへ 1を書き込むのと同時に LOCKビットに対して 1を書き込むと

HIFRAMへの連続書き込み状態となり、高速なデータ転送が可能となります。

この場合、本ビットの値は、次に０を書き込むか、LOCKビットを 0にするま

で保持されます。 

LOCKビットに対して同時に 1を書き込まない場合は、HIFRAMに対して 1度

だけ書き込みが発生し、その後、本ビットの値は自動的に 0クリアされます。 

4 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 RD 0 R/W* リード 

本ビットに 1を書き込むとHIFADRに対応するHIFRAMのデータが、HIFDATA

に読み出されます。 

本ビットへ 1を書き込むのと同時に LOCKビットに対して 1を書き込むと

HIFRAMへの連続読み出し状態となり、高速なデータ転送が可能となります。

この場合、本ビットの値は、次に 0を書き込むか、LOCKビットを 0にするま

で保持されます。 

LOCKビットに対して同時に 1を書き込まない場合は、HIFRAMに対して 1度

だけ読み出しが発生し、その後、本ビットの値は自動的に 0クリアされます。 

2、1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 AI/AD 0 R/W* アドレスオートインクリメント／デクリメント。 

LOCKビットが 1のときのみ有効なビットです。HIFRAMへのリードもしくは

ライトが発生するたびごとに、HIFADRの値が自動的に＋4もしくはー4しま

す。 

0：オートインクリメントモード（＋4） 

1：オートデクリメントモード（－4） 

【注】 * HIFSCRの BMDビット、BSELビットにより、外部デバイスからアクセス可能な HIFRAMのバンクを変更しても、

本ビットの設定は影響を受けません。 

 

21.4.5 HIF内部割り込み制御レジスタ（HIFIICR） 

HIFIICRは、32ビットのレジスタで、HIFに接続された外部デバイスから本 LSIの CPUに対して割り込みを発

生させるためのレジスタです。外部デバイスからのアクセスは、HIFIDXの REG5～REG0ビットで本レジスタを

指定し、HIFRS端子をローレベルにした状態で行ってください。 
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31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — IIC6 IIC5 IIC4 IIC3 IIC2 IIC1 IIC0 IIR

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

IIC6 

IIC5 

IIC4 

IIC3 

IIC2 

IIC1 

IIC0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

内部割り込み要因 

IIR割り込みの要因を指定するためのビットです。本ビットは外部デバイスから

も本 LSIの CPUからも書き込みが可能です。本ビットを用いることにより割

り込みハンドラの処理を高速に行うことが可能となります。このビットは完全

にソフトウェア制御であり、本ビットの値が本 LSIの動作に影響を与えること

はありません。 

0 IIR 0 R/W 内部割り込みリクエスト 

このビットが 1の期間、本 LSIの CPUに対して割り込み要求（HIFI）が発生し

ます。 

 

21.4.6 HIF外部割り込み制御レジスタ（HIFEICR） 

HIFEICRは、32ビットのレジスタで、本 LSIから HIFに接続された外部デバイスに対して割り込みを発生させ

るためのレジスタです。外部デバイスからのアクセスは、HIFIDXの REG5～REG0ビットで本レジスタを指定し、

HIFRS端子をローレベルにした状態で行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — EIC6 EIC5 EIC4 EIC3 EIC2 EIC1 EIC0 EIR

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 



 

21. ホストインタフェース（HIF） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  21-13 

2012.06.12  

 

SH7734 

ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

EIC6 

EIC5 

EIC4 

EIC3 

EIC2 

EIC1 

EIC0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

外部割り込み要因 

EIR割り込みの要因を指定するためのビットです。本ビットは外部デバイスか

らも本 LSIの CPUからも書き込みが可能です。本ビットを用いることにより

割り込みハンドラの処理を高速に行うことが可能となります。このビットは完

全にソフトウェア制御であり、本ビットの値が本 LSIの動作に影響を与えるこ

とはありません。 

0 EIR 0 R/W 外部割り込みリクエスト 

このビットが 1の期間、本 LSIから外部デバイスに対して HIFINT端子をアサ

ートして割り込みを要求します。 

 

21.4.7 HIFアドレスレジスタ（HIFADR） 

HIFADRは、32ビットのレジスタで、外部デバイスが HIFRAMをアクセスする際のアドレスを示します。

HIFMCRの LOCKビットの設定により HIFRAMへの連続アクセスが指定されているときは、HIFMCRの AI/AD

ビットの設定に従い、アドレスのオートインクリメント（＋4）もしくはオートデクリメント（－4）が HIFRAM

へのアクセスのたびに自動的に行われ、HIFADRが更新されます。本 LSIの CPUからはリードのみ可能です。外

部デバイスからのアクセスは、HIFIDXの REG5～REG0ビットで本レジスタを指定し、HIFRS端子をローレベル

にした状態で行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

— — — — — A[10:2] — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～2 A[10:2] すべて 0 R/W HIFRAMアドレス指定。 

外部デバイスが HIFRAMをアクセスする際のアドレスを 32ビット境界で

指定します。 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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21.4.8 HIFデータレジスタ（HIFDATA） 

HIFDATAは、32ビットのレジスタで、外部デバイスから HIFRAMへのライトデータや、HIFRAMからの外部

デバイスへのリードデータを保持するレジスタです。HIFRAMへのアクセスで HIFDATAを用いない場合は、HIF

に接続されている外部デバイスと、本 LSIの CPUとのデータ転送に用いることも可能です。本 LSIの CPUから、

リードもライトも可能です。外部デバイスからのアクセスは、HIFIDXの REG5～REG0ビットで本レジスタを指

定し、HIFRS端子をローレベルにした状態で行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

D[15:0]

D[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 D[31:0] すべて 0 R/W 32ビットデータ 

 

21.4.9 HIFブート制御レジスタ（HIFBCR） 

HIFBCRは、32ビットのレジスタで、HIFRAMアクセスに関して、外部デバイスと本 LSIの CPUとの排他制御

を行うレジスタです。本 LSIの CPUからは、リードのみ可能です。外部デバイスからのアクセスは、HIFIDXの

REG5～REG0ビットで本レジスタを指定し、HIFRS端子をローレベルにした状態で行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0/1
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — — — — — — AC

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～1 － すべて 0 R/W ACビット書き込み用補助 

ATビットに 1を設定するためのビットパターン（H’A5）書き込みに使用しま

す。読み出すと常に 0が読み出されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 AC 0/1 R/W HIFRAMアクセス排他制御 

HIFSCRの BMDビット、BSELビットによって選択された、本 LSIがアクセス

可能な HIFRAMのバンクに対して、本 LSIの CPUからのアクセス制御を行い

ます。 

0：本 LSIの CPUから HIFRAMへリード／ライトが可能です。 

1：本 LSIの CPUから HIFRAMへのリード／ライトが発生すると、CPUは

待機状態となり、本ビットが 0になるまで命令の実行を停止します。 

非 HIFブートモードで起動した場合、ACビットの初期値は 0です。 

HIFブートモードで起動した場合、ACビットの初期値は 1です。外部デバイ

スが HIF経由で HIFRAMにブートプログラムを格納した後、本ビットをクリア

することで、本 LSIの CPUは HIFRAMからブートします。 

外部デバイスが本ビットへ 1に設定する場合は、誤書き込み防止のため、

HIFBCR[7:0]に H'A5を書き込んでください。 

 

21.4.10 HIFDREQトリガレジスタ（HIFDTR） 

HIFDTRは、32ビットのレジスタで、本 LSIの CPUが本レジスタにライト動作を行うことで、HIFDREQ端子

がアサートされます。外部デバイスからのアクセスはできません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

— — — — — — — — — — — — — — — DTRG

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 DTRG 0 R/W HIFDREQトリガ 

本ビットに 1をライトすると、HIFSCRの DMDビット、DPOLビットの設定

に従って、HIFDREQ端子がアサートされます。また、本ビットは HIFDREQ

端子のネゲートに同期して、自動的にクリアされます。 

本 LSIの CPUからは、本ビットのセットはできますが、クリアはできません。 

HIFDREQ端子のネゲートによる本ビットのクリアと、本 LSIの CPUによるセ

ットが競合しないように、本 LSIの CPUによるセットの前に、必ずクリアさ

れていることを確認してください。 

0ライトは無効です。 
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21.4.11 HIFバンク割り込み制御レジスタ（HIFBICR） 

HIFBICRは、32ビットのレジスタで、HIFバンク割り込みの制御を行います。外部デバイスからのアクセスは

できません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

— — — — — — — — — — — — — — BIE BIF

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 BIE 0 R/W バンク割り込みイネーブル 

本 LSIの CPUに対して、バンク割り込み要求（HIFBI）を禁止するか、許可す

るかを設定します。 

0：HIFBIを禁止します。 

1：HIFBIを許可します。 

0 BIF 0 R/W バンク割り込み要求フラグ 

本ビットが 1の期間、BIEの設定に従って、本 LSIの CPUに対してバンク割り

込み要求（HIFBI）を発生します。 

本ビットは、オートインクリメントモード（HIFMCRの AI/ADビット＝0）時

には、外部デバイスが HIFRAMの最後尾の 32ビットデータのアクセスを完了

し、HIFCSがネゲートされたときに自動的にセットされます。 

オートデクリメントモード（HIFMCRの AI/ADビット＝1）時には、外部デバ

イスが HIFRAMの先頭の 32ビットデータのアクセスを完了し、HIFCSがネゲ

ートされたときに自動的にセットされます。 

本 LSIの CPUからは、本ビットのクリアはできますが、セットはできません。 

外部デバイスの HIFRAMアクセスによる本ビットのセットと、本 LSIの CPU

によるクリアが競合しないように、ソフトウェアで保証してください。 

1書き込みはできません。 
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21.4.12 HIFRDYコントロールレジスタ（HIFRDYCR） 

HIFRDYCRは、32ビットのレジスタで、本 LSIの CPUが本レジスタにライト動作を行うことで、HIFRDY端

子をマスク出来ます。外部デバイスからのアクセスはできません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

— — — — — — — — — — — — — — — MASK

— — — — — — — — — — — — — — — —

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 MASK 0 R/W HIFRDYマスク 

HIFRDY端子は、HIFモジュールのリセットが解除され、外部デバイスから HIF

モジュールへのアクセスを受け付け可能になったことを示す端子ですが、 

本ビットに 1をライトする事により、アクセス可能状態（HIFRDY=High）を 

マスク（HIFRDY＝Low）する事が可能です。本ビットのクリアは、0を書き込

んでください。 

 

21.5 メモリマップ 

表 21.4に HIFRAMのメモリマップを示します。 
 

表 21.4 メモリマップ 

分類 開始アドレス 終了アドレス サイズ 

外部デバイスからみたマップ* H'0000 H'07FF 2KB 

本 LSIの CPUからみたマップ* H'FF82_0000 H'FF82_07FF 2KB 

【注】 * HIFRAMの 1バンクあたりのマップです。外部デバイスや本 LSIの CPUがどちらのバンクをアクセスするかは、

HIFSCRの BMDビット、BSELビットに依存し、マッピングアドレスはバンク間で共通です。 
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21.6 インタフェース 

21.6.1 基本シーケンス 

図 21.3に基本シーケンスを示します。HIFRDのローレベル期間と HIFCSのローレベル期間のオーバラップ期

間でリードを規定し、HIFWRのローレベル期間と HIFCSのローレベル期間のオーバラップ期間でライトを規定し

ます。また HIFRS信号は、当該アクセスが通常アクセスなのか、インデックスレジスタアクセスなのかを示し、

ローレベルならば通常アクセス、ハイレベルであればインデックスレジスタアクセスとなります。 

HIFCS

HIFRS

ライトサイクル リードサイクル

HIFRD

HIFWR

HIFD15～HIFD00 WT_D RD_D

 

図 21.3 HIFインタフェース基本タイミング 

 

21.6.2 HIFIDXと HIFIDX以外の HIFレジスタのリード／ライト 

図 21.4に示すように、HIFIDXと HIFIDX以外の HIFレジスタへのリード／ライトは最初 HIFRSをハイレベル

にした状態で HIFIDXに書き込みを行うことでアクセスするレジスタとバイト位置を選びます。その後 HIFRSを

ローレベルにして HIFIDXで選択したレジスタにリード／ライトを行ってください。 

インデックス
ライト

レジスタ選択

レジスタ
ライト

レジスタ
リード

HIFCS

HIFRS

HIFRD

HIFWR

HIFD15～HIFD00 WT_DHIFIDX RD_D

 

図 21.4 HIFレジスタ設定 
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21.6.3 外部デバイスから HIFRAMへの連続データ書き込み 

図 21.5に外部デバイスから HIFRAMへの連続データ転送のタイミングチャートを示します。本タイミングチ

ャートで示すとおり、開始アドレスと最初の書き込みデータを設定すれば、それ以降は連続してデータを転送す

ることが可能となります。 

HIFCS

HIFRS

HIFRD

HIFWR

HIFD15～HIFD00 0016 AHAL 0018 D0D1 001A D2D3 000A 00A0 0018 D4D5 D8D9D6D7

HIFADR設定
[15:8]＝AH
[7:0]＝AL

HIFDATA 
選択

連続DATA書き込みHIFMCR設定
連続ライト
オートインク 
リメント

初回書き込みデータを 
HIFDATAに設定

[31:24]＝D0、[23:16]＝D1、
[15:8]＝D2、[7:0]＝D3

ハイレベル

 

図 21.5 HIFRAMへの連続データ書き込み 

 

21.6.4 HIFRAMから外部デバイスへの連続読み出し 

図 21.6に HIFRAMから外部デバイスへの連続データ読み出しのタイミングチャートを示します。本タイミン

グチャートに示すとおり、開始アドレスを設定すれば、それ以降は連続してデータを読み出すことが可能となり

ます。 

HIFCS

HIFRS

HIFRD

HIFWR

HIFD15～HIFD00 0016 AHAL 000A 0088 0018 D0D1 D2D3 D4D5 D6D7 D8D9 DCDDDADB

HIFADR設定
[15:8]＝AH
[7:0]＝AL

HIFDATA 
選択

連続DATA読み出しHIFMCR設定
連続リード
オートインク 
リメント  

図 21.6 HIFRAMからの連続データ読み出し 
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21.7 外部 DMACインタフェース 

図 21.7～図 21.10に HIFDREQ出力タイミングを示します。HIFDREQのアサート開始は、HIFDTRの DTRGビ

ットへの 1ライトに同期します。HIFDREQネゲートタイミング、アサートレベルは、それぞれ HIFSCRの DMD

ビット、DPOLビットによって決まります。 

外部 DMACが HIFDREQをローアクティブでレベル検出する場合、DMD＝0、DPOL＝0を設定します。DTRG

に 1ライトしてから HIFIDXで指定されるレジスタへのリード／ライトを検出するまで、HIFDREQはローレベル

を保持します。インデックスレジスタ（HIFIDX）へのライトでは、ネゲートされません。 

DTRGビット

DPOLビット

HIFDREQ

本LSIのCPUによるDTRGビット
セットに同期してアサート

HIFDREQネゲートと同時に
DTRGビットをクリア

HIFIDXで指定されるレジスタへのリード／ライトを
検出するとネゲート。
レイテンシはtPCYC（周辺クロック周期）×5CYC以内。

HIFCS

HIFRS   

図 21.7 HIFDREQタイミング（DMD＝0、DPOL＝0の場合） 

 

外部 DMACが HIFDREQをハイアクティブでレベル検出する場合、DMD＝0、DPOL＝1を設定します。DPOL

＝1を設定した時点で、HIFDREQはローレベルとなります。その後、DTRGに 1ライトしてから HIFIDXで指定

されるレジスタへのリード／ライトを検出するまで、HIFDREQはハイレベルを保持します。インデックスレジス

タ（HIFIDX）へのライトでは、ネゲートされません。 

DTRGビット

DPOLビット

HIFDREQ

本LSIのCPUによるDPOLビット
セットに同期してネゲート

本LSIのCPUによるDTRGビット
セットに同期してアサート

HIFDREQネゲートと同時に
DTRGビットをクリア

HIFIDXで指定されるレジスタへのリード／ライトを
検出するとネゲート。
レイテンシはtPCYC（周辺クロック周期）×5CYC以内。

HIFCS

HIFRS   

図 21.8 HIFDREQタイミング続き（DMD＝0、DPOL＝1の場合） 
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外部 DMACが HIFDREQを立ち下がりエッジ検出する場合、DMD＝1、DPOL＝0を設定します。HIFDREQに

は、DTRGに 1ライトしてから周辺クロック換算で 32サイクル幅のローパルスが生成されます。 

DTRGビット

DPOLビット

HIFDREQ

本LSIのCPUによるDTRGビット
セットに同期してアサート

HIFDREQネゲートと同時に
DTRGビットをクリア

アサート後、 
tPCYC（周辺クロック周期）×32cyc
経過するとネゲート  

図 21.9 HIFDREQタイミング続き（DMD＝1、DPOL＝0の場合） 

 

外部 DMACが HIFDREQを立ち上がりエッジ検出する場合、DMD＝1、DPOL＝1を設定します。DPOL＝1を

設定した時点で、HIFDREQはローレベルとなります。その後、HIFDREQには、DTRGに 1ライトしてから周辺

クロック換算で 32サイクル幅のローパルスが生成されます。 

DTRGビット

DPOLビット

HIFDREQ

本LSIのCPUによるDTRGビット
セットに同期してアサート

本LSIのCPUによるDPOLビット
セットに同期してネゲート

HIFDREQネゲートと同時に
DTRGビットをクリア

アサート後、 
tPCYC（周辺クロック周期）×32cyc
経過するとネゲート  

図 21.10 HIFDREQタイミング続き（DMD＝1、DPOL＝1の場合） 
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外部 DMACが間欠動作モード（ブロック転送モード）をサポートしている場合、HIFRAMの連続アクセス機能

とバンク機能を利用して、効率の良いデータ転送が可能です。 
 

表 21.5 外部 DMACによる HIFRAMへの連続ライト手順例 

外部デバイス 本 LSI 番号 

CPU DMAC HIF CPU 

1 HIF初期設定      HIF初期設定 

2 DMAC初期設定       

3 HIFADRを（HIFRAMの

最終アドレス－8）に設

定 

      

4 HIFDATAを選択し、

HIFDATAにダミーデー

タ（4バイト）書き込み

      

5 HIFMCRでアドレスイ

ンクリメントの

HIFRAM連続ライトを

設定 

      

6 HIFDATA選択し、

HIFRAMにダミーデー

タ（4バイト）書き込み

→  → HIFバンク割り込み発生 → HIFバンク割り込みハ

ンドラで HIFRAMバン

ク切り替え（外部デバイ

スはバンク 1アクセス、

本 LSIの CPUはバンク

0をアクセス） 

7   DMAC起動 ← HIFDREQアサート ← DTRGビットをセット 

8   HIFRAMバンク 1にデ

ータ連続書き込み 

    

9   HIFRAMバンク 1の最

終アドレスへの書き込

み完了し、いったん停止

→ HIFバンク割り込み発生 → HIFバンク割り込みハ

ンドラで HIFRAMバン

ク切り替え（外部デバイ

スはバンク 0アクセス、

本 LSIの CPUはバンク

1をアクセス） 

10   DMAC再起動 ← HIFDREQアサート ← DTRGビットをセット 

11   HIFRAMバンク 0にデ

ータ連続書き込み 

   HIFRAMバンク 1のデ

ータを読み出し 

12   HIFRAMバンク 0の最

終アドレスへの書き込

み完了し、いったん停止

→ HIFバンク割り込み発生 → HIFバンク割り込みハ

ンドラで HIFRAMバン

ク切り替え（外部デバイ

スはバンク 1アクセス、

本 LSIの CPUはバンク

0をアクセス） 
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外部デバイス 本 LSI 番号 

CPU DMAC HIF CPU 

13  DMAC再起動 ← HIFDREQアサート ← DTRGビットをセット 

以降 11番～13番の繰り返し。HIFDATA以外のレジスタをアクセスすると（ただし、HIFRS＝ローレベル状態での HIFGSR

リードは除く）、HIFRAM連続ライトが途切れ、再度 3番～6番の手続きが必要となります。 

 

表 21.6 外部 DMACによる HIFRAMからの連続リード手順例 

外部デバイス 本 LSI 番号 

CPU DMAC HIF CPU 

1 HIF初期設定     HIF初期設定 

2 DMAC初期設定      

3 HIFADRを（HIFRAMの

先頭）に設定 

     

4 HIFMCRでアドレスイ

ンクリメントの

HIFRAM連続リードを

設定 

     

5 HIFDATA選択      

6      HIFRAMバンク 1にデ

ータを書き込み 

7      HIFRAMバンク 1の最

終アドレスにデータ書

き込み後、HIFRAMバン

ク切り替え（外部デバイ

スはバンク 1アクセス、

本 LSIの CPUはバンク

0をアクセス） 

8  DMAC起動 ← HIFDREQアサート ← DTRGビットをセット 

9  HIFRAMバンク1からデ

ータ連続読み出し 

   HIFRAMバンク 0にデ

ータを書き込み 

10  HIFRAMバンク1の最終

アドレスからの読み出

し完了し、いったん停止

→ HIFバンク割り込み発生 → HIFバンク割り込みハ

ンドラで HIFRAMバン

ク切り替え（外部デバイ

スはバンク 0アクセス、

本 LSIの CPUはバンク

1をアクセス） 

11  DMAC再起動 ← HIFDREQアサート ← DTRGビットをセット 

12  HIFRAMバンク0からデ

ータ連続読み出し 

   HIFRAMバンク 1にデ

ータを書き込み 
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外部デバイス 本 LSI 番号 

CPU DMAC HIF CPU 

13  HIFRAMバンク0の最終

アドレスからの読み出

し完了し、いったん停止

→ HIFバンク割り込み発生 → HIFバンク割り込みハ

ンドラで HIFRAMバン

ク切り替え 

（外部デバイスはバン

ク 1アクセス、 

本 LSIの CPUはバンク

0をアクセス） 

14  DMAC再起動 ← HIFDREQアサート ← DTRGビットをセット 

以降 12番～14番の繰り返し。HIFDATA以外のレジスタをアクセスすると（ただし、HIFRS＝ローレベル状態での HIFGSR

リードは除く）、HIFRAM連続リードが途切れ、再度 3番～5番の手続きが必要となります。 

 

21.8 アライメント制御 

表 21.7、表 21.8に外部デバイスが HIFDATA、HIFDATA以外の HIFレジスタをアクセスするときのアライメ

ント制御を示します。 
 

表 21.7 外部デバイスによるアクセス時の HIFDATAアライメント 

HIFDATA内データ WBSWPビット BOビット BYTE[1:0]ビット HIFD[15:0]端子上のアライメント 

B'00 H'7654 
0 

B'10 H'3210 

B'00 H'3210 
0 

1 
B'10 H'7654 

B'00 H'1032 
0 

B'10 H'5476 

B'00 H'5476 

H'76543210 

1 

1 
B'10 H'1032 

 

表 21.8 外部デバイスによるアクセス時の HIFレジスタ（HIFDATA除く）アライメント 

HIFDATA内データ WBSWPビット BOビット BYTE[1:0]ビット HIFD[15:0]端子上のアライメント 

B'00 H'7654 
0 

B'10 H'3210 

B'00 H'3210 
H'76543210 Don’t Care 

1 
B'10 H'7654 
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21.9 外部デバイス電源遮断時のインタフェース 

本モジュールとインタフェースをとる外部デバイスの電源が遮断された場合、本モジュールの入力端子に中間

電位が印加されたり、本モジュールの出力端子が通電されていないデバイスをドライブしたりすることがあり、

これはデバイス破壊の原因となります。これを防ぐため、HIFEBL端子を設けています。システム電源監視ブロッ

クが、外部デバイスの電源遮断に同期して本端子を制御することで、HIFMDを除く本モジュールの全端子をハイ

インピーダンス状態にできます。図 21.11にハイインピーダンス制御のイメージを示します。また、表 21.9に

HIF端子の入出力制御をまとめます。 

HIFCS

HIFWR

HIFRD

HIFD15～HIFD00

HIFRS

HIFINT

HIFDREQ

HIFRDY

HIFEBL  

図 21.11 HIFEBLによる HIF端子ハイインピーダンス制御イメージ 
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表 21.9 HIF端子の入出力制御 

LSI状態 RES端子によるリセット中 RES端子によるリセットを解除した

後 

RES端子によるリセットを解除した

後 

HIFMD 

(MD19) 

入力レベル 

High入力 

 

（ブートモード指定） 

HIF機能選択 

High入力の状態で 

RES端子によるリセットを解除した

（ブートモード確定） 

HIF機能選択 

Low入力の状態で 

RES端子によるリセットを解除した 

（非ブートモード確定） 

その後、PFC設定で HIF機能選択 

HIFEBL 

入力レベル 

Low High Low High Low High 

HIFRDY 

出力制御 

出力バッファ 

ON（Low出力）

出力バッファ 

ON（Low出力）

出力バッファ

OFF 

出力バッファ ON 

（シーケンス出力） 

出力バッファ

OFF 

出力バッファ ON 

（シーケンス出力） 

HIFINT 

出力制御 

出力バッファ 

OFF 

出力バッファ 

OFF 

出力バッファ

OFF 

出力バッファ ON 

（シーケンス出力） 

出力バッファ

OFF 

出力バッファ ON 

（シーケンス出力） 

HIFDREQ 

出力制御 

出力バッファ 

OFF 

出力バッファ 

OFF 

出力バッファ

OFF 

出力バッファ ON 

（シーケンス出力） 

出力バッファ

OFF 

出力バッファ ON 

（シーケンス出力） 

HIFD15～ 

HIFD0 

入出力制御 

入出力バッファ

OFF 

入出力バッファ

OFF 

入出力バッフ

ァ OFF 

HIFCS/HIFWR/ 

HIFRDへの入力レ

ベルに従って入出力

バッファ制御 

入出力バッフ

ァ OFF 

HIFCS/HIFWR/ 

HIFRDへの入力レ

ベルに従って入出力

バッファ制御 

HIFCS 

入力制御 

入力バッファ 

OFF 

入力バッファ 

OFF 

入力バッファ

OFF 

入力バッファ ON 入力バッファ

OFF 

入力バッファ ON 

HIFRS 

入力制御 

入力バッファ 

OFF 

入力バッファ 

OFF 

入力バッファ

OFF 

入力バッファ ON 入力バッファ

OFF 

入力バッファ ON 

HIFWR 

入力制御 

入力バッファ 

OFF 

入力バッファ

OFF 

入力バッファ

OFF 

入力バッファ ON 入力バッファ

OFF 

入力バッファ ON 

HIFRD 

入力制御 

入力バッファ 

OFF 

入力バッファ 

OFF 

入力バッファ

OFF 

入力バッファ ON 入力バッファ

OFF 

入力バッファ ON 

【注】 PFC設定で HIFEBL端子を選択しないで、本端子を HIF端子として選択した場合は、入出力バッファは OFFのままとな

ります。このような設定はしないでください。 
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22. コントローラエリアネットワーク（RCAN-TL1） 

ルネサスコントローラエリアネットワーク（RCAN-TL1：以下、RCANと略します）は自動車および産業機器

システムなどでのリアルタイム通信を目的とした CAN（Controller Area Network）を制御するためのモジュールで

す。 

本 LSIには 2チャネルの（RCAN0、RCAN1）を備えています。本文中では、チャネルによる区別を省略して説

明します。本章は RCANのプログラムインタフェースについて説明します。 

また CANのデータリンクコントローラの機能については下記参考文献を参照してください。 

 

［参考文献］ 

1. CAN Specification Version 2.0 part A, Robert Bosch GmbH, 1991 

2. CAN Specification Version 2.0 part B, Robert Bosch GmbH, 1991 

3. Implementation Guide for the CAN Protocol, CAN Specification 2.0 Addendum, CAN In Automation, Erlangen, 

Germany, 1997 

4. Road vehicles-Controller area network（CAN）: Part 1: Data link layer and physical signaling 

（ISO-CD-11898-1, 2003） 

5. CAN Licence Specification, Robert Bosch GmbH, 1992 

 

22.1 特長 

• 本LSIのRCANには次のような特長があります。 

• CAN規格2.0B対応 

• 2チャネルのRCAN（RCAN0、RCAN1）を搭載 

• ビットタイミングはISO-11898-1規格に準拠 

• 32個のメールボックス 

• プログラム可能な31個の送受信用メールボックスおよび1個の受信用メールボックス 

• 低消費電力のCANスリープモードおよびCANバスアクティビティを検出してCANスリープモードを自動解

除 

• すべてのメールボックスにも対応したプログラム可能な受信フィルタマスク（スタンダードIDおよびエクス

テンデッドID） 

• 最大1Mbpsのプログラム可能なCANデータレート 

• リアルタイムアプリケーション起因による優先順位逆転防止のために、優先順位の内部区分機能を備えた転
送メッセージのキューを用意 

• 豊富な割り込み要因 
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• テストモードを内蔵（受信専用モード、エラーパッシブモード） 

• 16ビットのフリーランニングタイマ（多様なクロックソース、プリスケーラ、3個のタイマコンペアマッチレ

ジスタ） 

• タイマのコンペアマッチレジスタによる割り込み 

• タイマカウンタのクリアおよび設定が可能 

• SOFでのフレキシブルなタイムスタンプ機能を送信、受信ともにサポート 

• イベントトリガ送信に加え、定周期送信もサポート 

• 外部クロック同期モードをサポート（入力可能な外部クロックの周波数：16MHz～50MHz） 

【注】 パワーオン時の RCANの立ち上がり時間（リセット後から実際に動作開始するまでの時間）は、使用している OSお

よびお客様のソフトウェアの実行時間に依存しますので、例えば反応時間に制限のあるアプリケーション（用途）に利

用される場合は、慎重な検討が必要ですので、注意してください。 
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図 22.1に RCANモジュールのブロック図を示します。 

RCANは、CAN2.0B Activeと ISO-11898-1をサポートする CANフレームを構成、制御する柔軟性の高い高度な

方法を提供します。RCANは機能的に、マイクロプロセッサインタフェース（MPI）、メールボックス（RAMと

レジスタ）、メールボックスコントロール、タイマ、および CANインタフェースの 5種類のブロックからなりま

す。 

IRR

GSR

32ビット
周辺バス

MCR

IrQs

prd_can

pa

pwd

clkp

scan_mode
preset_n

pms_can_n
p_read_n
p_write_n
psize_n

pwait_can_n

IMR

メールボックス0～31（RAM）

Mailbox8
Mailbox9
Mailbox10
Mailbox11
Mailbox12
Mailbox13
Mailbox14
Mailbox15

Mailbox16
Mailbox17
Mailbox18
Mailbox19
Mailbox20
Mailbox21
Mailbox22
Mailbox23

Mailbox24
Mailbox25
Mailbox26
Mailbox27
Mailbox28
Mailbox29
Mailbox30
Mailbox31

Mailbox0
Mailbox1
Mailbox2
Mailbox3
Mailbox4
Mailbox5
Mailbox6
Mailbox7

メールボックス0～31（レジスタ）

Mailbox8
Mailbox9
Mailbox10
Mailbox11
Mailbox12
Mailbox13
Mailbox14
Mailbox15

Mailbox16
Mailbox17
Mailbox18
Mailbox19
Mailbox20
Mailbox21
Mailbox22
Mailbox23

Mailbox24
Mailbox25
Mailbox26
Mailbox27
Mailbox28
Mailbox29
Mailbox30
Mailbox31

Mailbox0
Mailbox1
Mailbox2
Mailbox3
Mailbox4
Mailbox5
Mailbox6
Mailbox7

メールボックスコントロール

マイクロプロセッサ
インタフェース
（MPI）

TTCR0 TSR

TCNTRCYCTR

TCMR0 TCMR1

TCMR2

コントロール0 
LAFM／データ

CANインタフェース 

CAN_TXCAN_RX

TXPR

TXCR

RXPR

TXACK

ABACK

MBIMR

TECREC

コントロール1
タイムスタンプ
送信トリガタイム
TTコントロール 

RFPR

UMSR

32
ビ
ッ
ト
内
部
バ
ス
シ
ス
テ
ム

送信バッファ 受信バッファ コント
ロール
信号

ステータス
信号

CANコア

BCR

16ビットタイマ

H
P

B

【注】外部端子：CAN_RX（CAN0_RX、CAN1_RX）、CAN_TX（CAN0_TX、CAN1_TX）  

図 22.1 RCANのブロック図 
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図 22.2に外部クロック同期モードの概念図を示します。 

HPBアドレス空間に存在する RCAN0CTLレジスタ（RCAN0用）と RCAN1CTLレジスタ（RCAN1用）を制御

することにより、CPGからの内部クロック clkp、あるいは外部端子 CAN_CLKからの外部クロック入力のどちら

かより、RCANの動作クロックを選択することが可能です。 

初期状態は clkpが選択されております。外部クロック入力を選択する場合は、RCANへのアクセスの前に

RCAN0CTLレジスタあるいは RCAN1CTLレジスタを設定してください。また、外部クロック使用時は入力クロ

ックの発振安定後、RCANへのレジスタにアクセス開始してください。RCAN動作途中での RCAN0CTLレジスタ

と RCAN1CTLレジスタの設定変更は禁止です。RCAN0CTLレジスタと RCAN1CTLレジスタに関する詳細は、「第

6章 バスブリッジ（HPB）」を参照してください。 
 

なお、本文中で「周辺バスクロック」と記載がある場合は、内部クロック同期モードでは clkp、外部クロック

同期モードでは CAN_CLKのことを示します。 
 

HPB

RCAN

Async Bridge

CPG

CAN_CLK

RCAN0CTL/RCAN1CTL

sync/async select register

0

1

clkp

 

図 22.2 外部クロック同期モード概念図 
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22.1.1 各ブロックの機能 

（1） マイクロプロセッサインタフェース（MPI） 

MPIは、CPUと RCANのレジスタやメールボックスとの間の通信を可能にし、メモリインタフェースを制御し

ます。またMPIは CANバスのアクティブを検出し、MPI自身や RCANの他のモジュールにも CANバスのアクテ

ィブを通知するウェイクアップコントロールロジックを持っているので、RCANは自動的に CANスリープモード

を解除することができます。なおMPIのレジスタには、MCR、IRR、GSR、および IMRがあります。 
 

（2） メールボックス 

メールボックスは、メッセージバッファとして RAMおよびレジスタに配列されています。 

RAMとレジスタ内には、それぞれ 32個のメールボックスがあり、以下の情報を格納します。 
 

（a） ［RAM］ 

• CANメッセージコントロール（ID、RTR、IDEなど） 

• CANメッセージデータ（CANデータフレーム用） 

• 受信用のローカルアクセプタンスフィルタマスク（LAFM） 

（b） ［レジスタ］ 

• CANメッセージコントロール（DLCなど） 

• メッセージ送信/受信用タイムスタンプ 

• 3ビットのメールボックスコンフィギュレーション、自動再送信無効ビット、リモートリクエスト用自動送信

ビット、ニューメッセージコントロールビット 

 

（3） メールボックスコントロール 

メールボックスコントロールは以下のような機能を持ちます。 

• メッセージ受信時は、IDを比較しCANインタフェースからのメッセージをメールボックスに格納するための

RAMアドレスとデータを生成し、対応するレジスタをセット／クリアします。 

• イベントトリガメッセージ送信時は、内部アービトレーションを動作させて正しい優先順位のメッセージを

選択し、メールボックスからCANインタフェースの送信バッファにメッセージをロードします。その後、対

応するレジスタをセット／クリアします。 

• CPUとメールボックスコントロール間のメールボックスアクセスのアービトレーションを行います。 

• レジスタは、TXPR、TXCR、TXACK、ABACK、RXPR、RFPR、MBIMR、およびUMSRがあります。 
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（4） タイマ 

本タイマは、特定の時間枠でメッセージを送信し、結果を記録するための機能ブロックです。16ビットのフリ

ーランニングアップカウンタで、CPUで制御することができます。ローカルタイムと比較する 16ビットのコンペ

アマッチレジスタが 1個と、サイクルタイムと比較するコンペアマッチレジスタが 2個あります。これらのコン

ペアマッチレジスタは、割り込み信号を発生し、カウンタをクリアすることができます。本タイマのクロックは、

システムクロックから生成する多数のクロック周期から選択することができますが、CANバスの 1ビットタイミ

ングでカウントするようにプログラムすることも可能です。本タイマのレジスタには、TCNTR、TTCR0、TSR、

CYCTR、TCMR0、TCMR1、および TCMR2があります。 
 

（5） CANインタフェース 

本ブロックは参考文献[2]と[4]の CANバスデータリンクコントローラ仕様をサポートしています。これは ISO

モデルで規定されるデータリンクコントローラの全機能を満たしています。また、CANバスに特化したレジスタ

やロジックも備えています。具体的には、受信エラーカウンタ、送信エラーカウンタ、ビットコンフィギュレー

ションレジスタ、多様なテストモードなどです。さらに、CANデータリンクコントローラの送受信を格納する機

能もあります。 
 

22.2 端子構成 

RCANの端子構成を表 22.1に示します。 
 

表 22.1 端子構成 

機能 端子名 入出力 説   明 

送信データ端子 CAN0_TX、CAN1_TX 出力 CANバス送信用端子です。 

受信データ端子 CAN0_RX、CAN1_RX 入力 CANバス受信用端子です。 

外部クロック入力 CAN_CLK 入力 外部クロック同期モード用クロック入力です。 
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22.3 レジスタの説明 

表 22.2にレジスタ一覧、表 22.3にレジスタ構成、表 22.4に各処理モードにおけるレジスタの状態を示します。 

下記アドレス以外への書き込みは行わないでください。書き込みを行った場合、動作は保証されません。読み

出すと不定値が読み出されます。 
 

【レジスタ説明の記号説明】 

初期値 ：リセット後のレジスタ値 

― ：不定値 

R/W ：リードおよびライト可。書き込み値を読み出すことができます。 

R ：リード専用ビットです。書き込む値（Read Modify Writeする場合）は、各ビットの説明に従ってく

ださい。 

R/WC1 ：リードおよびライト可。1を書き込むとビットは初期化されますが、0の書き込みは無視されます。 

 

表 22.2 レジスタ一覧 

レジスタ名 略称 機能 

マスタコントロールレジスタ MCR RCANまたはテストモードの設定 

ジェネラルステータスレジスタ GSR RCANのステータスレジスタ 

ビットコンフィギュレーションレジスタ 1、0 BCR1、BCR0 ボーレート設定のタイミング設定 

割り込みリクエストレジスタ IRR 割り込み要求ステータス 

割り込みマスクレジスタ IMR 割り込み要求マスク 

コント 

ロール 

レジスタ 

送信エラーカウンタ／受信エラーカウンタ TEC/REC テスト専用 

送信待ちレジスタ TXPR1、TXPR0 送信リクエスト 

送信キャンセルレジスタ TXCR1、TXCR0 送信アボート要求 

送信アクノリッジレジスタ TXACK1、TXACK0 送信成功フラグ 

アボートアクノリッジレジスタ ABACK1、ABACK0 送信アボートフラグ 

データフレーム受信待ちレジスタ RXPR1、RXPR0 データフレーム受信フラグ 

リモートフレーム受信待ちレジスタ RFPR1、RFPR0 リモートフレーム受信フラグ 

メールボックス割り込みマスクレジスタ MBIMR1、MBIMR0 メールボックス関連割り込み用マスク 

メール 

ボックス 

コントロール 

レジスタ 

未読メッセージステータスレジスタ UMSR1、UMSR0 オーバライトメッセージフラグ 

タイムトリガコントロールレジスタ 0 TTCR0 タイマ設定 

タイマステータスレジスタ TSR タイマ用ステータスフラグ 

タイマカウンタレジスタ TCNTR カレントタイム値 

サイクルタイムレジスタ CYCTR CYCTR=TCNTR 

タイマ 

レジスタ 

タイマコンペアマッチレジスタ TCMRi（i＝0～2） タイマコンペア値 

 



 

22. コントローラエリアネットワーク（RCAN-TL1） 

22-8  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

SH7734

RCANのレジスタベースアドレスは次のとおりです。 

RCAN0：H'FFFD0000 

RCAN1：H'FFFD1000 
 

表 22.3 レジスタ構成 

名  称 略称 R/W ベースアドレスからの

オフセットアドレス 

アクセス 

サイズ 

マスタコントロールレジスタ MCR R/W H'000 16 

ジェネラルステータスレジスタ GSR R H'002 16 

ビットコンフィギュレーションレジスタ 1 BCR1 R/W H'004 16 

ビットコンフィギュレーションレジスタ 0 BCR0 R/W H'006 16 

割り込みリクエストレジスタ IRR R/W H'008 16 

割り込みマスクレジスタ IMR R/W H'00A 16 

送信エラーカウンタ／受信エラーカウンタ TEC/REC R/W H'00C 16 

送信待ちレジスタ 1 TXPR1 R/W H'020 32 

送信待ちレジスタ 0 TXPR0 R/W H'022 － 

送信キャンセルレジスタ 1 TXCR1 R/W H'028 16/32 

送信キャンセルレジスタ 0 TXCR0 R/W H'02A 16 

送信アクノリッジレジスタ 1 TXACK1 R/WC1 H'030 16/32 

送信アクノリッジレジスタ 0 TXACK0 R/WC1 H'032 16 

アボートアクノリッジレジスタ 1 ABACK1 R/WC1 H'038 16/32 

アボートアクノリッジレジスタ 0 ABACK0 R/WC1 H'03A 16 

データフレーム受信待ちレジスタ 1 RXPR1 R/WC1 H'040 16/32 

データフレーム受信待ちレジスタ 0 RXPR0 R/WC1 H'042 16 

リモートフレーム受信待ちレジスタ 1 RFPR1 R/WC1 H'048 16/32 

リモートフレーム受信待ちレジスタ 0 RFPR0 R/WC1 H'04A 16 

メールボックス割り込みマスクレジスタ 1 MBIMR1 R/W H'050 16/32 

メールボックス割り込みマスクレジスタ 0 MBIMR0 R/W H'052 16 

未読メッセージステータスレジスタ 1 UMSR1 R/WC1 H'058 16/32 

未読メッセージステータスレジスタ 0 UMSR0 R/WC1 H'05A 16 

タイムトリガコントロールレジスタ 0 TTCR0 R/W H'080 16 

タイマステータスレジスタ TSR R H'088 16 

タイマカウンタレジスタ TCNTR R/W* H'08C 16 

サイクルタイムレジスタ CYCTR R H'090 16 

タイマコンペアマッチレジスタ 0 TCMR0 R/W H'098 16 

タイマコンペアマッチレジスタ 1 TCMR1 R/W H'09C 16 

タイマコンペアマッチレジスタ 2 TCMR2 R/W H'0A0 16 

【注】 * ビットをクリアするために 1のみ書き込むことができます。 
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表 22.4 各処理モードにおけるレジスタの状態（チャネル 0、1共通） 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

MCR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

GSR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

BCR1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

BCR0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

IRR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

IMR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TEC/REC 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TXPR1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TXPR0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TXCR1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TXCR0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TXACK1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TXACK0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

ABACK1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

ABACK0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

RXPR1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

RXPR0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

RFPR1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

RFPR0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

MBIMR1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

MBIMR0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

UMSR1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

UMSR0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TTCR0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TSR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCNTR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

CYCTR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCMR0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCMR1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCMR2 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

 

22.3.1 メモリマップ 

メモリマップを図 22.3に示します。 

なお、以後本文中ではメモリアドレスはオフセットアドレスで表記します。 
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H'000

H'002

H'004

H'006

H'008

H'00A

H'00C

H'020

H'022

H'028

H'02A

H'030

H'032

H'038

H'03A

H'040

H'042

H'048

H'04A

H'050

H'052

H'058

H'05A 

H'080 

H'088 

H'08C

H'090 

H'098 

H'09C 

H'0A0 

H'0FF

ビット15 ビット0

マスタコントロールレジスタ（MCR）

ジェネラルステータスレジスタ（GSR）

ビットコンフィギュレーションレジスタ1（BCR1）

ビットコンフィギュレーションレジスタ0（BCR0）

割り込みリクエストレジスタ（IRR）

割り込みマスクレジスタ（IMR）

送信待ちレジスタ1（TXPR1）

送信待ちレジスタ0（TXPR0）

送信キャンセルレジスタ0（TXCR0）

送信キャンセルレジスタ1（TXCR1）

送信アクノリッジレジスタ0（TXACK0）

アボートアクノリッジレジスタ0（ABACK0）

データフレーム受信待ちレジスタ0（RXPR0）

リモートフレーム受信待ちレジスタ0（RFPR0）

メールボックス割り込みマスクレジスタ0（MBIMR0）

未読メッセージステータスレジスタ0（UMSR0）

送信アクノリッジレジスタ1（TXACK1）

アボートアクノリッジレジスタ1（ABACK1）

データフレーム受信待ちレジスタ1（RXPR1）

タイムトリガコントロールレジスタ0（TTCR0）

タイマステータスレジスタ（TSR）

タイマカウンタレジスタ（TCNTR）

サイクルタイムレジスタ（CYCTR）

タイマコンペアマッチレジスタ0（TCMR0）

タイマコンペアマッチレジスタ1（TCMR1）

タイマコンペアマッチレジスタ2（TCMR2）

リモートフレーム受信待ちレジスタ1（RFPR1）

メールボックス割り込みマスクレジスタ1（MBIMR1）

未読メッセージステータスレジスタ1（UMSR1）

送信エラーカウンタ（TEC） 受信エラーカウンタ（REC）

【注】 ：未使用領域はリザーブビットです。  

図 22.3 RCANのメモリマップ（1） 
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H'100

H'104

H'108

H'110

H'112

H'120
H'140
H'160
H'180
H'1A0
H'1C0
H'1E0
H'200
H'220
H'240
H'260
H'280
H'2A0
H'2C0
H'2E0

H'300

H'304

H'308

H'310

H'320
H'340
H'360
H'380
H'3A0
H'3C0
H'3E0

H'400

H'404

H'408

H'410

H'420
H'440
H'460
H'480
H'4A0

H'4C0

H'4C4

H'4C8

H'4D0

H'4E0

H'4E4

H'4E8

H'FFF

ビット15 ビット0

メッセージコントロールフィールド0

ローカルアクセプタンスフィルタマスクフィールド（LAFM）

メッセージデータフィールド（0バイト～7バイト）

メッセージコントロールフィールド1

タイムスタンプフィールド

【注】 ：未使用領域はリザーブビットです。

メッセージコントロールフィールド0

ローカルアクセプタンスフィルタマスクフィールド（LAFM）

メッセージデータフィールド（0バイト～7バイト）

メッセージコントロールフィールド1

メッセージコントロールフィールド0

ローカルアクセプタンスフィルタマスクフィールド（LAFM）

メッセージデータフィールド（0バイト～7バイト）

メッセージコントロールフィールド1

メッセージコントロールフィールド0

ローカルアクセプタンスフィルタマスクフィールド（LAFM）

メッセージデータフィールド（0バイト～7バイト）

メッセージコントロールフィールド1

メッセージコントロールフィールド0

ローカルアクセプタンスフィルタマスクフィールド（LAFM）

メッセージデータフィールド（0バイト～7バイト）

MB0

（メールボックス0）

（MB0と同じ構成）
MB1～MB15

（MB16と同じ構成）
MB17～MB23

（MB24と同じ構成）
MB25～MB29

MB16

MB24

MB30

MB31

 

図 22.3 RCANのメモリマップ（2） 
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22.4 メールボックス 

22.4.1 メールボックスの構成 

メールボックスは CANフレームを送受信するためのメッセージバッファとして動作します。各メールボックス

は、メッセージコントロール、ローカルアクセプタンスフィルタマスク（LAFM）、メッセージデータの 3個の格

納フィールドからなります。さらに、タイムスタンプのフィールドを持つメールボックスもあります。 

表 22.5に各メールボックスに対するメッセージコントロール 0および 1、LAFM、メッセージデータ、タイム

スタンプのアドレスマップを示します。 

表中のアドレスはオフセットアドレスです。実アドレスは、ベースアドレスを足してください。 
 

表 22.5 各メールボックスのアドレスマップ（1チャネルあたり） 

アドレス 

RAM レジスタ 

メッセージ 

コントロール 0 

LAFM メッセージ 

データ 

メッセージ 

コントロール 1 

タイム 

スタンプ 

メール 

ボックス（MB） 

4バイト 4バイト 8バイト 2バイト 2バイト 

MB 0 

（受信のみ） 

100－103 104－107 108－10F 110－111 112－113 

MB 1 120－123 124－127 128－12F 130－131 132－133 

MB 2 140－143 144－147 148－14F 150－151 152－153 

MB 3 160－163 164－167 168－16F 170－171 172－173 

MB 4 180－183 184－187 188－18F 190－191 192－193 

MB 5 1A0－1A3 1A4－1A7 1A8－1AF 1B0－1B1 1B2－1B3 

MB 6 1C0－1C3 1C4－1C7 1C8－1CF 1D0－1D1 1D2－1D3 

MB 7 1E0－1E3 1E4－1E7 1E8－1EF 1F0－1F1 1F2－1F3 

MB 8 200－203 204－207 208－20F 210－211 212－213 

MB 9 220－223 224－227 228－22F 230－231 232－233 

MB 10 240－243 244－247 248－24F 250－251 252－253 

MB 11 260－263 264－267 268－26F 270－271 272－273 

MB 12 280－283 284－287 288－28F 290－291 292－293 

MB 13 2A0－2A3 2A4－2A7 2A8－2AF 2B0－2B1 2B2－2B3 

MB 14 2C0－2C3 2C4－2C7 2C8－2CF 2D0－2D1 2D2－2D3 

MB 15 2E0－2E3 2E4－2E7 2E8－2EF 2F0－2F1 2F2－2F3 

MB 16 300－303 304－307 308－30F 310－311 − 

MB 17 320－323 324－327 328－32F 330－331 − 

MB 18 340－343 344－347 348－34F 350－351 − 

MB 19 360－363 364－367 368－36F 370－371 − 

MB 20 380－383 384－387 388－38F 390－391 − 

MB 21 3A0－3A3 3A4－3A7 3A8－3AF 3B0－3B1 − 
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アドレス 

RAM レジスタ 

メッセージ 

コントロール 0 

LAFM メッセージ 

データ 

メッセージ 

コントロール 1 

タイム 

スタンプ 

メール 

ボックス（MB） 

4バイト 4バイト 8バイト 2バイト 2バイト 

MB 22 3C0－3C3 3C4－3C7 3C8－3CF 3D0－3D1 − 

MB 23 3E0－3E3 3E4－3E7 3E8－3EF 3F0－3F1 − 

MB 24 400－403 404－407 408－40F 410－411 − 

MB 25 420－423 424－427 428－42F 430－431 − 

MB 26 440－443 444－447 448－44F 450－451 − 

MB 27 460－463 464－467 468－46F 470－471 − 

MB 28 480－483 484－487 488－48F 490－491 − 

MB 29 4A0－4A3 4A4－4A7 4A8－4AF 4B0－4B1 − 

MB 30 4C0－4C3 4C4－4C7 4C8－4CF 4D0－4D1 4D2－4D3 

（ローカル 

タイム） 

MB 31 4E0－4E3 4E4－4E7 4E8－4EF 4F0－4F1 4F2－4F3 

（ローカル 

タイム） 

 

メールボックス 0は受信専用です。他のすべてのメールボックスは、メッセージコントロールのMBC（メール

ボックス構成）ビットの設定により、送信、受信ともに可能です。メールボックスの構成の詳細を図 22.4～図 22.6

に示します。 
 

表 22.6 メールボックスの役割 

 イベントトリガ 備考 

メールボックス（MB） 送信（Tx） 受信（Rx） タイムスタンプフィールド 

MB0 − 設定可 有 

MB15～MB1 設定可 設定可 有 

MB23～MB16 設定可 設定可 − 

MB29～MB24 設定可 設定可 − 

MB30 設定可 設定可 有 

MB31 設定可 設定可 有 
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TimeStamp[15:0] (CYCTR[15:0] at SOF)

【記号説明】N：0（メールボックス番号）

【記号説明】N：15～1（メールボックス番号）

【注】 *1 メールボックス0は受信専用のため、MBC[2:0]ビットのMBC[1]=1固定に設定しています。また、メールボックス0のMBC[2:0]設定値は 
  限られています。
 *2 コントロール0とLAFMのグレー表示のビットは、リザーブビットです。読み出し値は不定です。書き込む値は常に0としてください。
 *3 ATXとDARTは送信機能を持ったビットのため、メールボックス0ではサポートされません（メールボックス0ではリザーブビット）。
 *4 マスタコントロールレジスタのID並び替えビット（MCR.MCR15）は、メッセージコントロール0とLAFMのSTDID、RTR、IDEおよび 
  EXTIDの順序を変更できます。 
  上記の図は、MCR.MCR15=B'1（初期値）の場合の順序です。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0RTRIDE

0 0 NMC 0 0 DLC[3:0]

EXTID[15:0]

STDID[10:0] EXTID[17:16]

MBC[2:0]*1

MSG_DATA_1

MSG_DATA_3

MSG_DATA_5

MSG_DATA_7

MSG_DATA_0 （最初のRx/Tx バイト）

MSG_DATA_2

MSG_DATA_4

MSG_DATA_6

EXTID_
LAFM[17:16]

IDE_
LAFM 0 0

アドレス データバス アクセスサイズ フィールド名

H'100+N×32 

H'102+N×32 

H'104+N×32 

H'106+N×32 

H'108+N×32 

H'10A+N×32 

H'10C+N×32 

H'10E+N×32 

H'110+N×32 

H'112+N×32

STDID_LAFM[10:0]

16/32

16

16/32

16

8/16/32

8/16

8/16/32

8/16

8/16 

16

コントロール0*2*4

LAFM*2*4

データ

コントロール1*3

タイムスタンプ

・ MB0（タイムスタンプ付き受信用メールボックス）

・ MB15～1（タイムスタンプ付きメールボックス）

EXTID_LAFM[15:0]

0 0 0 0

TimeStamp[15:0] (CYCTR[15:0] at SOF)

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0RTRIDE

0 0 NMC ATX DART DLC[3:0]

EXTID[15:0]

STDID[10:0] EXTID[17:16]

MBC[2:0]

MSG_DATA_1

MSG_DATA_3

MSG_DATA_5

MSG_DATA_7

MSG_DATA_0 （最初のRx/Tx バイト）

MSG_DATA_2

MSG_DATA_4

MSG_DATA_6

EXTID_
LAFM[17:16]

IDE_
LAFM 0 0

アドレス データバス アクセスサイズ フィールド名

H'100+N×32 

H'102+N×32 

H'104+N×32 

H'106+N×32 

H'108+N×32 

H'10A+N×32 

H'10C+N×32 

H'10E+N×32 

H'110+N×32 

H'112+N×32

STDID_LAFM[10:0]

16/32

16

16/32

16

8/16/32

8/16

8/16/32

8/16

8/16 

16

コントロール0*2*4

LAFM*2*4

データ

コントロール1 

タイムスタンプ

EXTID_LAFM[15:0]

0 0 0 0

 

図 22.4 メールボックス 0～15（MB0～MB15）の構成 
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【注】 *1  コントロール0とLAFMのグレー表示のビットは、リザーブビットです。読み出し値は不定です。書き込む値は常に0としてください。
  *2  マスタコントロールレジスタのID並び替えビット（MCR.MCR15）は、メッセージコントロール0とLAFMのSTDID、RTR、IDEおよび 
  EXTIDの順序を変更できます。 
  上記の図は、MCR.MCR15=B'1（初期値）の場合の順序です。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0RTRIDE

0 0 NMC ATX DART DLC[3:0]

リザーブ

EXTID[15:0]

STDID[10:0] EXTID[17:16]

MBC[2:0]

MSG_DATA_1

MSG_DATA_3

MSG_DATA_5

MSG_DATA_7

MSG_DATA_0 （最初のRx/Tx バイト）

MSG_DATA_2

MSG_DATA_4

MSG_DATA_6

EXTID_
LAFM[17:16]

IDE_
LAFM 0 0

アドレス データバス アクセスサイズ フィールド名

H'100+N×32 

H'102+N×32 

H'104+N×32 

H'106+N×32 

H'108+N×32 

H'10A+N×32 

H'10C+N×32 

H'10E+N×32 

H'110+N×32

STDID_LAFM[10:0]

16/32

16

16/32

16

8/16/32

8/16

8/16/32

8/16

8/16

コントロール0*1*2

LAFM*1*2

データ

コントロール1

・ MB23～16（メールボックス：タイムスタンプなし）

H'100+N×32 

H'102+N×32 

H'104+N×32 

H'106+N×32 

H'108+N×32 

H'10A+N×32 

H'10C+N×32 

H'10E+N×32 

H'110+N×32 

H'112+N×32

16/32

16

16/32

16

8/16/32

8/16

8/16/32

8/16

8/16

⎯

コントロール0*1*2

LAFM*1*2

データ

コントロール1 

⎯

・ MB29～24

EXTID_LAFM[15:0]

0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0RTRIDE

0 0 NMC ATX DART DLC[3:0]

EXTID[15:0]

STDID[10:0] EXTID[17:16]

MBC[2:0]

MSG_DATA_1

MSG_DATA_3

MSG_DATA_5

MSG_DATA_7

MSG_DATA_0 （最初のRx/Tx バイト）

MSG_DATA_2

MSG_DATA_4

MSG_DATA_6

EXTID_
LAFM[17:16]

IDE_
LAFM 0 0

アドレス データバス アクセスサイズ フィールド名

STDID_LAFM[10:0]

EXTID_LAFM[15:0]

0 0 0 0

【記号説明】N：29～24（メールボックス番号）

【記号説明】N：23～16（メールボックス番号）

 

図 22.5 メールボックス 16～29（MB16～MB29）の構成 
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【注】 *1  コントロール0とLAFMのグレー表示のビットは、リザーブビットです。読み出し値は不定です。書き込む値は常に0としてください。
  *2  マスタコントロールレジスタのID並び替えビット（MCR.MCR15）は、メッセージコントロール0とLAFMのSTDID、RTR、IDEおよび 
  EXTIDの順序を変更できます。 
  上記の図は、MCR.MCR15=B'1（初期値）の場合の順序です。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0RTRIDE

0 0 NMC ATX DART DLC[3:0]

EXTID[15:0]

STDID[10:0] EXTID[17:16]

MBC[2:0]

MSG_DATA_1

MSG_DATA_3

MSG_DATA_5

MSG_DATA_7

MSG_DATA_0 （最初のRx/Tx バイト）

MSG_DATA_2

MSG_DATA_4

MSG_DATA_6

EXTID_
LAFM[17:16]

IDE_
LAFM 0 0

アドレス データバス アクセスサイズ フィールド名

H'100+N×32 

H'102+N×32 

H'104+N×32 

H'106+N×32 

H'108+N×32 

H'10A+N×32 

H'10C+N×32 

H'10E+N×32 

H'110+N×32

STDID_LAFM[10:0]

16/32

16

16/32

16

8/16/32

8/16

8/16/32

8/16

8/16

コントロール0*1*2

LAFM*1*2

データ

コントロール1

・ MB30

・ MB31

EXTID_LAFM[15:0]

0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0RTRIDE

EXTID[15:0]

STDID[10:0] EXTID[17:16]

MSG_DATA_1

MSG_DATA_3

MSG_DATA_5

MSG_DATA_7

MSG_DATA_0 （最初のRx/Tx バイト）

MSG_DATA_2

MSG_DATA_4

MSG_DATA_6

EXTID_
LAFM[17:16]

IDE_
LAFM 0 0

アドレス データバス アクセスサイズ フィールド名

H'100+N×32 

H'102+N×32 

H'104+N×32 

H'106+N×32 

H'108+N×32 

H'10A+N×32 

H'10C+N×32 

H'10E+N×32 

STDID_LAFM[10:0]

16/32

16

16/32

16

8/16/32

8/16

8/16/32

8/16

コントロール0*1*2

LAFM*1*2

データ

EXTID_LAFM[15:0]

【記号説明】N：31（メールボックス番号）

【記号説明】N：30（メールボックス番号）

 

図 22.6 メールボックス 30、31（MB30、MB31）の構成 
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22.4.2 メッセージコントロールフィールド 

（1） メッセージコントロール 0 

• メールボックスNメッセージコントロール0（MB[N].CONTROL0H+MB[N].CONTROL0L）（N=0～31） 

レジスタ名 アドレス ビット ビット名 説   明 

MB[N]. 

CONTROL0H 

H'100+N×32 15 IDE ID拡張 

CANデータフレームとリモートフレームのフォーマットが標準か拡

張かを区別します。 

0：標準フォーマット 

1：拡張フォーマット 

  14 RTR リモート送信リクエスト 

データフレームとリモートフレームを区別します。データフレームか

リモートフレームかによって受信CANフレームがこのビットを書き

換えます。 

【重要】MBC[2:0]=B'001でデータフレーム自動送信（ATX）ビットを

セットすると RTRはセットできません。リモートフレームを

受信すると、CPUは対応する RFPRビットまたは IRR2（リモ

ートフレーム受信割り込み）ビットによって通知されますが、

RCANは現在のメッセージをデータフレームとして送信する

必要があるので RTRビットは変化しません。 

【重要】MBC[2:0]=B'001で ATX=1を設定し、リモートフレームを受信

したメールボックスは自動的に送信設定されます。そのときデ

ータフレームが送信されるように、RTRは 0に設定しなけれ

ばなりません。 

0：データフレーム 

1：リモートフレーム 

  13 － リザーブビット 

初期値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

  12～2 STDID 

[10:0] 

スタンダード ID 

データフレームとリモートフレームの ID（スタンダード ID）を設定

するビットです。 

  1、0 EXTID 

[17:16]

MB[N]. 

CONTROL0L 

H'102+N×32 15～0 EXTID 

[15:0] 

エクステンデッド ID 

データフレームとリモートフレームの ID（エクステンデッド ID）を

設定するビットです。 

【記号説明】 N：0～31（メールボックス番号） 
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（2） メッセージコントロール 1 

• メールボックス0メッセージコントロール1（MB0.CONTROL1） 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R R R/W R R/W R R R R R/W R/W R/W R/W

NMC MBC[2:0] DLC[3:0]－ － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － 00 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

13 NMC 0 R/W ニューメッセージコントロール 

このビットが 0にセットされると、RXPRあるいは RFPRがすでにセットされ

ているメールボックスは新しいメッセージを格納せず、前のメッセージを保持し

UMSRの対応するビットをセットします。 

このビットが 1にセットされると、RXPRあるいは RFPRがすでにセットされ

ているメールボックスは新しいメッセージをオーバライトし、UMSRの対応す

るビットをセットします。 

【重要】もしリモートフレームがデータフレームで書き換えられたり、あるいはそ

の逆の場合には、RXPRおよび RFPRフラグは（USMRと一緒に）同一

メールボックスにセットされる可能性があります。この場合、メールボッ

クスコントロールフィールド内にある RTRビットも上書きされます。 

0：オーバランモード 

1：オーバライトモード 

12、11 － 00 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

10 

9 

8 

MBC[2] 

MBC[1] 

MBC[0] 

1 

1 

1 

R/W 

R 

R/W 

メールボックスコンフィギュレーション 

これらのビットは各メールボックスの機能を表 22.7のように設定します。本ビ

ットが B'111（初期値）のとき、メールボックスはアクティブでなくなります。

つまり TXPRやその他の設定にかかわらずメッセージの送受信を行いません。 

本ビットが受信に設定されているとき、TXPRはセットしないでください。 

ハードウェア保護機能はなく、TXPRはセットされたままになります。メールボ

ックス 0のMBC[1]は受信専用のため、ハードウェアによって 1に固定されてい

ます。 

x0x：設定禁止 

010：メールボックス 0使用可能 

011：メールボックス 0使用可能 

110：設定禁止 

111：メールボックスインアクティブ（初期値） 

【注】x=不定 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3～0 DLC[3:0] 0000 R/W データ長コード 

データフレームで送信されるデータのバイト数（0～8）をエンコードします。 

0000：データ長 0バイト 

0001：データ長 1バイト 

0010：データ長 2バイト 

0011：データ長 3バイト 

0100：データ長 4バイト 

0101：データ長 5バイト 

0110：データ長 6バイト 

0111：データ長 7バイト 

1xxx：データ長 8バイト 

【注】x：Don't care 

【注】 MBC[2:0]のうち、ビット 9（MBC[1]）の値は常に 1です。 

 

• メールボックス1～31メッセージコントロール1（MB1.CONTROL1～MB31.CONTROL1） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W

NMC ATX DART MBC[2:0] DLC[3:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － 00 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

13 NMC 0 R/W ニューメッセージコントロール 

このビットが 0にセットされると、RXPRあるいは RFPRがすでにセットされ

ているメールボックスは新しいメッセージを格納せず、前のメッセージを保持し

UMSRの対応するビットをセットします。 

このビットが 1にセットされると、RXPRあるいは RFPRがすでにセットされ

ているメールボックスは新しいメッセージをオーバライトし、UMSRの対応す

るビットをセットします。 

【重要】もしリモートフレームがデータフレームで書き換えられたり、あるいはそ

の逆の場合には、RXPRおよび RFPRフラグは（USMRと一緒に）同一

メールボックスにセットされる可能性があります。この場合、メールボッ

クスコントロールフィールド内にある RTRビットも上書きされます。 

0：オーバランモード 

1：オーバライトモード 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12 ATX 0 R/W データフレーム自動送信 

本ビットが 1にセットされ、リモートフレームがメールボックスで受

信されると、DLCが格納され、TXPRは自動的にセットされます。同

じメールボックスから書き換えられた DLCを使用し、自動的にデータ

フレームが送信されます。 

自動送信設定されたメールボックスは、メッセージ送信プライオリテ

ィビット（MCR2）の設定に従って、ID優先順位あるいはメールボッ

クス優先順位にスケジューリングされます。本機能を使用するには

MBC[2:0]=B'001に設定してください。この機能を用いて送信を行うと

き、用いるデータ長コード（DLC）は受信されたものが使用されます。

これを適用するには、リモートフレームの DLCは要求されているデー

タフレームの DLCに対応したものであることが必要です。 

【重要】 

• 本ビットが使用され、MBC[2:0]=B'001のとき、リモートフレームの

IDは、応答メッセージの場合と同じく、データフレームの IDと完全

に同じでなくてはならないため、IDEビットのフィルタは使用できま

せん。 

• 本機能を使用する場合、リモートフレームを受信するにもかかわら
ず、RTRビットはセットされません。リモートフレームを受信する

と CPUはセット済み RFPRによって通知されますが、RCANは現在

のメッセージをデータフレームとして送信する必要があるので RTR

ビットは変更されません。 

• リモートフレームの自動送信が開始されないこともあります。オーバ
ランの状態（NMC=0のときの UMSRセット）に注意してください。 

• ATX＝1に設定されたメールボックスがリモートフレームによりオー

バラン状態になった場合、旧メッセージの自動送信の要求が受け付け

られる場合があります。 

0：データフレームの自動送信無効 

1：データフレームの自動送信有効 

【注】 本ビットはメールボックス 1～31にのみあります。メールボッ

クス 0ではリザーブビットとなります。 

11 DART 0 R/W 自動再送信無効 

このビットが 1にセットされると、CANバスエラーのイベントが発生

した場合や、CANバスのアービトレーションで負けた場合、メッセー

ジの自動再送信を無効にします。実際に、本機能が使用されるときは、

対応する TXCRビットが送信の最初に自動的にセットされます。この

ビットが 0にセットされると、RCANは、TXCRで送信リクエストを

キャンセルされるか、送信が正常終了されるまで送信をリクエストし

ます。 

0：再送信有効 

1：再送信無効 

【注】 本ビットはメールボックス 1～31にのみあります。メールボッ

クス 0ではリザーブビットとなります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10～8 MBC[2:0] 111 R/W メールボックスコンフィギュレーション 

これらのビットは各メールボックスの機能を表 22.7のように設定しま

す。本ビットが B'111のとき、メールボックスはアクティブでなくな

ります。つまり TXPRやその他の設定にかかわらずメッセージの送受

信を行いません。 

本ビットを B'100、B'101、B'110に設定することは禁止されています。

本ビットの値を B'000とそれ以外に設定すれば、LAFMフィールドは使

用可能となります。 

本ビットが受信に設定されているとき、TXPRはセットしないでくださ

い。 

ハードウェア保護機能はなく、TXPRはセットされたままになります。

メールボックス 0のMBC[1]は受信専用のため、ハードウェアによって

1に固定されています。 

詳細は「表 22.7 メールボックスの機能の設定」を参照してください。 

7～4 － すべて

0 

－ リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてくだ

さい。 

3～0 DLC[3:0] 0000 R/W データ長コード 

データフレームで送信されるデータのバイト数（0～8）をエンコード

します。 

0000：データ長 0バイト（初期値） 

0001：データ長 1バイト 

0010：データ長 2バイト 

0011：データ長 3バイト 

0100：データ長 4バイト 

0101：データ長 5バイト 

0110：データ長 6バイト 

0111：データ長 7バイト 

1xxx：データ長 8バイト 

【注】 x：不定 
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表 22.7 メールボックスの機能の設定 

MBC2 MBC1 MBC0 データ 

フレーム送信

リモート 

フレーム送信

データ 

フレーム受信

リモート 

フレーム受信

説明 

0 0 0 可 可 不可 不可 • メールボックス 0は

使用不可能 

0 0 1 可 可 不可 可 • ATXで使用可能* 

• メールボックス 0は

使用不可能 

• LAFMは使用可能 

0 1 0 不可 不可 可 可 • メールボックス 0は

使用可能 

• LAFMは使用可能 

0 1 1 不可 不可 可 不可 • メールボックス 0は

使用可能 

• LAFMは使用可能 

1 0 0 設定禁止 

1 0 1 設定禁止 

1 1 0 設定禁止 

1 1 1 メールボックスインアクティブ（初期値） 

【注】 * 自動再送信をサポートするために、MBCが B'001で ATXが 1のとき RTRは 0にしてください。ATXが 1の設定で

使用するときは IDEのフィルタは使用しないでください。 
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22.4.3 ローカルアクセプタンスフィルタマスク（LAFM） 

MBC[2:0]が B'001、B'010、B'011の値の場合、このフィールドは受信用の LAFMとして使用されます。LAFM

はメールボックスが複数の受信 IDを受け入れることを許可します。LAFMは、図 22.7に示すとおり、2つの 16

ビットの読み出し／書き込み可能なエリアから成ります。 

16/32

16

H'104+N×32 

H'106+N×32
LAFM

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0アドレス アクセスサイズ フィールド名

EXTID_
LAFM[17:16]

IDE_
LAFM 0 0 STDID_LAFM[10:0]

EXTID_LAFM[15:0]

レジスタ名

MB[N].LAFMH

MB[N].LAFML

【記号説明】N：31～0（メールボックス番号）  

図 22.7 ローカルアクセプタンスフィルタマスク（LAFM） 

1つのビットが LAFMにセットされている場合、RCANが一致する CAN-IDでメールボックスを検索するとき、

受信された CANの IDの対応するビットは無視されます。ビットがクリアされている場合、受信された CANの

IDの対応するビットは格納されるメールボックスに設定されている STDID/IDE/EXTIDと一致していなくてはな

りません。LAFMの構造はメールボックスのメッセージコントロールと同じです。この機能を使用しない場合は 0

で埋める必要があります。 

【注】 1. RCANは、メールボックス 31からメールボックス 0まで、一致する IDの検索を行います。RCANは一致する ID

を検知すると、そのメッセージは NMCや RXPR/RFPRフラグによらず、ただちに検索を終了します。これは、LAFM

を使用していても受信メッセージは 1つのメールボックスにのみ格納されることを示します。 

 2. 1つのメッセージが受信され一致するメールボックスが見つかると、メッセージ全体がメールボックスに格納され

ます。LAFMを使用している場合、STDID、RTR、IDE、EXTIDは受信されたメッセージの STDID、RTR、IDE、

EXTIDに更新されるので、受信前に設定されていたものと異なることがあります。 

 

レジスタ名 アドレス ビット ビット名 説   明 

MB[N]. 

LAFMH 

H'104+N×32 15 IDE_LAFM IDEビットのフィルタマスクビット 

0：対応する IDEビットが有効 

1：対応する IDEビットが無効 

  14、13 － リザーブビット 

初期値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

  12～2 STDID_LAFM 

[10:0] 

STDID[10:0]のフィルタマスクビット 

0：対応する STDIDビットが有効 

1：対応する STDIDビットが無効 

  1、0 EXTID_LAFM 

[17:16] 

MB[N]. 

LAFML 

H'106+N×32 15～0 EXTID_LAFM 

[15:0] 

EXTID[17:0]のフィルタマスクビット 

0：対応する EXTIDビットが有効 

1：対応する EXTIDビットが無効 

【記号説明】 N：15～0（メールボックス番号） 

 



 

22. コントローラエリアネットワーク（RCAN-TL1） 

22-24  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

SH7734

22.4.4 メッセージデータフィールド 

送受信される CANメッセージを格納します。MSG_DATA_0は送受信が行われる最初のデータバイトに対応し

ます。CANバス上のビットの並び順はビット 7からビット 0です。 
 

22.4.5 タイムスタンプ 

送信／受信メッセージに記録されたタイムスタンプを格納します。タイムスタンプは、メッセージがスケジュ

ールどおりに送信／受信されたかどうかモニタするのに役立ちます。 
 

（1） タイムスタンプ 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

TS15 TS14 TS13 TS12 TS11 TS7 TS6 TS5TS10 TS9 TS8 TS4 TS3 TS2 TS1 TS0

 
 

（2） メッセージ受信 

メールボックス 0～15の受信メッセージのタイムスタンプには、CYCTR[15:0]（サイクルタイムレジスタ）の値

が受信メッセージの SOFでキャプチャされ、タイムスタンプに格納されます。 

メールボックス 30、31の受信メッセージのタイムスタンプには、タイマカウンタレジスタ（TCNTR）の値が受

信メッセージの SOFでキャプチャされ、タイムスタンプに格納されます。 
 

（3） メッセージ送信 

メールボックス 1～15の送信メッセージのタイムスタンプには、CYCTR[15:0]（サイクルタイムレジスタ）の値

が送信メッセージの SOFでキャプチャされ、タイムスタンプに格納されます。 

メールボックス 30、31の送信メッセージのタイムスタンプには、タイマカウンタレジスタ（TCNTR）の値が送

信メッセージの SOFでキャプチャされ、タイムスタンプに格納されます。 
 

【重要】 タイムスタンプはテンポラリレジスタに格納されます。送信または受信が正常に行われると、その値がメールボックス

のフィールドにコピーされます。また、オーバランによって UMSR[N]がセットされるのと同時に CPUが

RXPR[N]/RFPR[N]をクリアしたとき、タイムスタンプのみが更新されることがあります。したがって、

RXPR[N]/RFPR[N]がクリアされる前の正しいタイムスタンプ値をリードすることができます。 

【記号説明】N：31、30、15～0（メールボックス番号） 
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22.5 RCANのコントロールレジスタ 

RCANのコントロールレジスタについて説明します。RCANのコントロールレジスタはワードサイズ（16ビッ

ト）でのみアクセスできます。 

表 22.8に RCANのコントロールレジスタを示します。 
 

表 22.8 RCANのコントロールレジスタの構成 

レジスタ名 略称 アドレス アクセスサイズ（ビット） 

マスタコントロールレジスタ MCR H'000 16 

ジェネラルステータスレジスタ GSR H'002 16 

ビットコンフィギュレーションレジスタ 1 BCR1 H'004 16 

ビットコンフィギュレーションレジスタ 0 BCR0 H'006 16 

割り込みリクエストレジスタ IRR H'008 16 

割り込みマスクレジスタ IMR H'00A 16 

送信エラーカウンタ／受信エラーカウンタ TEC/REC H'00C 16 

 

22.5.1 マスタコントロールレジスタ（MCR） 

MCRは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、RCANを制御します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W

MCR15 MCR14 TST[2:0] MCR7 MCR6 MCR5 MCR2 MCR1 MCR0－ －－－ －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 MCR15 1 R/W メールボックスの ID並べ替え 

本ビットはメッセージコントロール 0フィールドの ID（STDID、RTR、IDE、

EXTID）および LAFMフィールドの ID（STDID_LAFM、RTR_LAFM、

IDE_LAFM、EXTID_LAFM）の順序を設定できます。なお本ビットはリセッ

トモードでのみ変更可能です。ID並び替えの順序については図 22.8を参照し

てください。 

14 MCR14 0 R/W 自動バスオフホルト 

本ビットとMCR6ビットがともに設定された場合、RCANがバスオフ状態に

入るとMCR1ビットはただちに自動的にセットされます。本ビットはリセッ

トモードでのみ変更可能です。 

0：通常の復帰シーケンス（128×11レセッシブビット）で RCANバスオ

フ状態を維持 

1：MCR6ビットがセットされると RCANはバスオフ状態のあと、ただち

にホルトモードに入ります 

13～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10～8 TST[2:0] 000 R/W テストモード 

本ビットはテストモードを有効／無効にします。テストモードを起動する前

に、RCANをホルトモードあるいはリセットモードにする必要がありますの

で注意してください。これは、テストモードへの遷移が進行中の送受信に影

響することを回避するためです。詳細については｢22.8.2 テストモードの設

定｣を参照してください。 

テストモードは診断およびテストのためだけに用いるもので、RCANが通常

動作時には使用できません。 

000：通常モード（初期値） 

001：受信専用モード 

010：セルフテストモード 1（外部） 

011：セルフテストモード 2（内部） 

100：ライトエラーカウンタ 

101：エラーパッシブモード 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

7 MCR7 0 R/W 自動ウェイクモード 

本ビットは CANスリープモードの自動ウェイクモードを有効／無効にしま

す。本ビットが設定されると、RCANは CANバスアクティビティ（ドミナン

トビット）を検出して自動的に CANスリープモードビット（MCR5）を解除

します。本ビットがクリアされると RCANは自動的には CANスリープモー

ドを解除しません。 

RCANは、RCANをウェイクアップしたメッセージを格納できません。 

0：CANバスのアクティビティによる自動ウェイクモードが無効 

1：CANバスのアクティビティによる自動ウェイクモードが有効 

【注】 CANスリープモード中は本ビットを変更できません。 

6 MCR6 0 R/W バスオフ時ホルト 

本ビットは、バスオフ時にMCR1がセットされるとただちにホルトモードに

入ることを有効にするか無効にするかを設定します。本ビットはリセットあ

るいはホルトモードでのみ変更可能です。バスオフ時にホルトモードに入っ

た場合、CANコントローラもただちにエラーアクティブモードに復帰するの

で注意してください。 

0：バスオフ時にホルトモードには入らず、復帰シーケンスが終了するのを

待ちます 

1：バスオフ時にMCR1設定によるホルトモード遷移を有効にします 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 MCR5 0 R/W CANスリープモード 

本ビットは CANスリープモードへの遷移を有効／無効にします。RCANがホ

ルトモード時に本ビットがセットされると、CANスリープモードへの遷移が

有効になります。本ビットの設定は、ホルトモードに入った後に許可されま

す。2つのエラ－カウンタ（REC、TEC）は CANスリープモードの間は変化

しません。CANスリープモードを解除するには 2つの方法があります。 

（1）MCR5ビットに 0を書き込む 

（2）MCR7が有効の場合、CANバス上のドミナントビットを検出する 

自動スリープ解除モードが無効であれば、CANスリープモードが終了するま

で RCANはすべての CANバスの動作を無視します。CANスリープモードを

解除するときは、RCANは CANバス動作に入る前に 11レセッシブビットを

チェックすることで CANバスと同期を取ります。これは 2番目の方法が使用

されているときに RCANが最初のメッセージを受信できないことを意味しま

す。同様に CANトランシーバもスタンバイモードを終了するときには最初の

メッセージを受信できませんので、ソフトウェアはこの方法で設計する必要

があります。 

CANスリープモード中はMCR、GSR、IRR、IMRレジスタだけがアクセス可

能です。詳細は「22.8.1（3） CANスリープモード」を参照してください。 

0：CANスリープモードが解除されています 

1：CANスリープモードへの遷移が有効です 

【注】 RCANは、最初にホルトモードに設定してから CANスリープモードに

遷移できます。これにより、CANスリープモードに遷移する前に CPU

が待ち状態のすべての割り込みをクリアすることができます。すべての

割り込みがクリアされてしまうと同時に RCANはホルトモードから

CANスリープモードに遷移しなければなりません。（具体的には本ビ

ットに 1を、MCR1ビットに 0を同時に書き込みます。） 

4、3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 



 

22. コントローラエリアネットワーク（RCAN-TL1） 

22-28  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

SH7734

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 MCR2 0 R/W メッセージ送信プライオリティ 

本ビットはペンディング中の送信データの送信順序を選択します。本ビット

を 1にセットした場合、送信データは送信待ちレジスタ（TXPR）のビット順

で送信されます。 

送信はメールボックス 31を最優先で開始し、メールボックス 1まで続けます

（メールボックスが送信用に設定されている場合）。 

もし本ビットがクリアされると、すべての送信メッセージは（内部アービト

レーションを走らせることにより）ID優先順位どおり送信されます。最優先

のメッセージは最小の数字のアービトレーションフィールド（STDID + IDE

ビット+ EXTID（IDE＝1の場合）+ RTRビット）を持ち、最初に送信されま

す。 

内部アービトレーションは RTRビットと IDEビットを含みます（内部アービ

トレーションは、2つの CANノード間の CANバス上にあるアービトレーシ

ョンが同時に遷移を開始するのと同じ方法で動作します）。 

本ビットはリセットあるいはホルトモードでのみ変更可能です。 

0：メッセージ ID優先順に送信 

1：メールボックス番号順（メールボックス 31→メールボックス 1）に送信 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 MCR1 0 R/W ホルトリクエスト 

本ビットをセットするとCANコントローラは現在の動作を終了したのちホル

トモードに入ります（ここで CANバスからは切り離されます）。RCANは本

ビットがクリアされるまでホルトモードのままになります。 

ホルトモード中、CANインタフェースは CANバス動作に関係せず、メッセ

ージの格納や送信も行いません。ホルト状態を CPUに通知するための IRR0

と GSR4を除き、ユーザレジスタ（メールボックスの内容および TEC/REC

を含みます）の内容は保持されます。 

CANバスがアイドルまたはインタミッション状態の場合は、MCR6にかかわ

りなく RCANは 1ビット時間内にホルトモードになります。MCR6がセット

されていると、バスオフ中のホルトリクエストも 1ビット時間内に動作しま

す。それ以外ではバスオフ復帰シーケンスが完了するまではホルトモードに

入りません。ホルトモードになると IRR0と GSR4によって通知されます。 

MCR14とMCR6がセットされていると、本ビットは RCANがバスオフ状態

に遷移するとすぐに自動的にセットされます。 

ホルトモード中、RCANはバス動作に関係しないため、ビットタイミング設

定を除き RCANの構成を変更することができます。CANバス動作に再び参加

するには、本ビットを 0にクリアする必要があります。クリア後、RCANは

11レセッシブビットが検出されるまで待ち、CANバスに参加します。 

0：ホルトモードリクエストをクリア 

1：ホルトモード遷移リクエスト 

【注】 1. ホルトリクエストが発行された後は、CPUはホルトモードへの

遷移が完了するまで（IRR0と GSR4で通知されます）TXPRと

TXCRにアクセスおよび本ビットをクリアすることができませ

ん。MCR1がセットされた後、この状態はホルトモードに入って

からか、（ソフトウェアまたハードウェアでの）リセット動作で

のみ解除できます。 

 2. ホルトモードへのあるいはホルトモードからの遷移が可能なの

は、BCR1と BCR0レジスタが適切なボーレートに設定されてい

るときだけです。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 MCR0 1 R/W リセットリクエスト 

本ビットは RCANモジュールのリセットを制御します。本ビットが 0から 1

に変わったとき、RCANコントローラはリセットルーチンに入り、内部ロジ

ックを初期化して、リセットモードを通知するため GSR3と IRR0をセット

します。すべてのユーザレジスタが初期化されます。 

本ビットがセットされている間、RCANは再構成することができます。CAN

バスに参加するために本ビットは 0をライトしてクリアする必要があります。

クリア後、RCANモジュールは、11レセッシブビットの検出を待って CAN

バスに参加します。 

CANバス上の値をサンプリングするためにボーレートを適切な値にセットす

る必要があります。パワーオンリセット後には、このビットと GSR3は常に

セットされます。これはリセットがリクエストされ RCANを構成する必要が

あることを示します。 

リセットリクエストはパワーオンリセットに相当しますがソフトウェアで制

御されます。 

0：リセットモードリクエストをクリア 

［クリア条件］RCANをリセットした後に 0が書き込まれたとき 

1：CANインタフェースのリセットモード遷移リクエスト 

 

IED

IDE_
LAFM

0

STDID[10:0]

EXTID[15:0]

EXTID[17:16]H'100+N*32 

H'102+N*32 

H'104+N*32 

H'106+N*32

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

STDID_LAFM[10:0]

EXTID_LAFM[15:0]

EXTID_LAFM
[17:16]

・ MCR15（ID並べ替え）＝1

アドレス

16/32

16

コントロール0

16/32

16

LAFMフィールド

アクセスサイズ フィールド名

RTR 0

0

0

0 0

STDID[10:0]

EXTID[15:0]

RTR IDE EXTID[17:16]H'100+N*32 

H'102+N*32 

H'104+N*32 

H'106+N*32

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

STDID_LAFM[10:0]

EXTID_LAFM[15:0]

IDE_
LAFM

EXTID_LAFM
[17:16]

・ MCR15（ID並べ替え）＝0

アドレス

16/32

16

コントロール0

16/32

16

LAFMフィールド

アクセスサイズ フィールド名

【記号説明】N：31～0（メールボックス番号）

【記号説明】N：31～0（メールボックス番号）  

図 22.8 ID並べ替え 
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22.5.2 ジェネラルステータスレジスタ（GSR） 

GSRは、16ビットの読み出し専用レジスタで、RCANの状態を示します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

GSR5 GSR4 GSR3 GSR2 GSR1 GSR0－ － － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

5 GSR5 0 R エラーパッシブステータス 

CANインタフェースがエラーパッシブかどうかを示します。本ビットは

RCANがエラーパッシブ状態になるとすぐに 1にセットされ、再びエラーア

クティブ状態になるとクリアされます。これは、エラーパッシブ中とバスオ

フ中は、GSR5は 1を保持することを意味します。したがって、正確な状態

を知るには GSR5と GSR0の両方を調べてください。 

0：RCANはエラーパッシブあるいはバスオフ状態ではありません 

［クリア条件］RCANがエラーアクティブ状態の間 

1：RCANがエラーパッシブ（ただし GSR0＝0の場合）あるいはバスオフ

（ただし GSR0＝1の場合）です 

［セット条件］TEC≧128または REC≧128またはテストモードでエラ

ーパッシブモード選択された場合 

4 GSR4 0 R ホルト／スリープステータス 

CANコントローラがホルト／スリープかどうかを示します。本フラグのクリ

ア時間は IRR12のセッティング時間とは同じではありませんので注意してく

ださい。このフラグは CANコントローラの状態を反映するもので、RCANの

状態をフルに反映するものではありません。RCANは CANスリープモードを

終了しMCR5がクリアされるとアクセス可能になります。CANコントローラ

の CANスリープモードは、転送クロック 2ビット分経過後に終了します。 

0：RCANはホルトモードでも CANスリープモードでもありません 

1：ホルトモード（MCR1＝1の場合）または CANスリープモード（MCR 

5＝1の場合）です 

［セット条件］MCR1がセットされ CANバスがインタミッションまた

はアイドルの場合、またはMCR5がセットされ RCAN

がホルトモードのとき、またはMCR14とMCR6が両者

ともセットされて RCANがバスオフへ遷移したとき 

3 GSR3 1 R リセットステータス 

RCANがリセット状態かどうかを示します。 

0：RCANはリセット状態ではありません 

1：RCANがリセット状態です 

［セット条件］RCANのソフトウェアまたはハードウェアリセットの後 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 GSR2 1 R メッセージ送信中フラグ 

RCANがバスオフ状態にあるのか、メッセージを送信中なのかまたは送信中

に検出されたエラー起因によるエラー／オーバロードのフラグを送信中なの

かを CPUに示すフラグです。TXACKをセットするタイミングと GSR2をク

リアするタイミングとは異なります。TXACKは EOFの 7番目のビットにセ

ットされます。GSR2については、送信待ちのメッセージがない場合には、

インタミッションの 3番目のビットでセットされます。また、アービトレー

ションロスト、バスアイドル、受信、リセット、ホルト遷移でもセットされ

ます。 

0：RCANはバスオフ状態またはメッセージを送信中です 

1：［セット条件］バスオフ状態でない、またはメッセージを送信中でない 

1 GSR1 0 R 送信／受信ワーニングフラグ 

エラーワーニングを示すフラグです。 

0：［クリア条件］TEC < 96かつ REC < 96またはバスオフのとき 

1：［セット条件］96≦TEC < 256または 96≦REC < 256のとき 

【注】 RECは、バスオフ復帰シーケンスに必要な 11レセッシブビットの繰り

返し回数をカウントするために、バスオフ中は増加します。ただし、本

ビットはバスオフ中にはセットされません。 

0 GSR0 0 R バスオフフラグ 

RCANがバスオフ状態であることを示します。 

0：［クリア条件］バスオフ状態から復帰またはハードウェアあるいはソフ

トウェアリセットの後 

1：［セット条件］TEC≧256（バスオフ状態） 
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22.5.3 ビットコンフィギュレーションレジスタ 0、1（BCR0、BCR1） 

BCR0、BCR1は、それぞれ 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、CANビットタイミングパラメ

ータと CANインタフェースのボーレートプリスケーラを設定します。 

以下、タイムクォンタを以下のとおり定義します。 
 

タイムクォンタ＝2 ×  (BRP + 1) / fclk 
 

fclkは周辺バスクロック周波数です。 
 

（1） BCR1 

TSEG1と TSEG2の設定については表 22.9を参照してください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R R/W R/W R R R R/W

TSG1[3:0] TSG2[2:0] SJW[1:0] BSP－ －－－ － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 TSG1[3:0] 0000 R/W タイムセグメント 1 

これらのビットは、CANバス上のエッジをポジティブフェーズエラーで補償

するため、セグメント TSEG1（＝PRSEG + PHSEG1）を設定することに使

用します。4～16タイムクォンタが設定できます。 

0000：設定禁止 

0001：設定禁止 

0010：設定禁止 

0011：PRSEG + PHSEG1＝4タイムクォンタ 

0100：PRSEG + PHSEG1＝5タイムクォンタ 

  ：                       ： 

1111：PRSEG + PHSEG1＝16タイムクォンタ 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10～8 TSG2[2:0] 000 R/W タイムセグメント 2 

これらのビットは、CANバス上のエッジをネガティブフェーズエラーで補償

するため、セグメント TSEG2（＝PRSEG2）を設定することに使用します。

2～8タイムクォンタが設定できます。 

000：設定禁止 

001：PHSEG2＝2タイムクォンタ 

（条件によっては設定禁止です。表 22.9を参照してください） 

010：PHSEG2＝3タイムクォンタ 

011：PHSEG2＝4タイムクォンタ 

100：PHSEG2＝5タイムクォンタ 

101：PHSEG2＝6タイムクォンタ 

110：PHSEG2＝7タイムクォンタ 

111：PHSEG2＝8タイムクォンタ 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

5、4 SJW[1:0] 00 R/W 再同期ジャンプ幅 

同期ジャンプ幅を設定します。 

00：同期ジャンプ幅＝1タイムクォンタ 

01：同期ジャンプ幅＝2タイムクォンタ 

10：同期ジャンプ幅＝3タイムクォンタ 

11：同期ジャンプ幅＝4タイムクォンタ 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

0 BSP 0 R/W ビットサンプルポイント 

データがサンプリングされるポイントを設定します。 

0：1か所でビットサンプリングが行われます（タイムセグメント 1の最後） 

1：3か所でビットサンプリングが行われます（PHSEG1の最終 3クロック

サイクルの立ち上がりエッジ） 
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（2） BCR0 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

BRP[7:0]－ － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 BRP[7:0] 0000000 R/W ボーレートプリスケーラ 

これらのビットは、1タイムクォンタに対応する周辺バスクロック数を設定し

ます。 

0000000：2×周辺バスクロック 

0000001：4×周辺バスクロック 

0000010：6×周辺バスクロック 

   ：   ：2×（レジスタ値+1）×周辺バスクロック 

1111111：512×周辺バスクロック 

 

（3） ビットコンフィギュレーションレジスタについて 

1ビットタイム（8～25 タイムクォンタ）

SYNC_SEG PRSEG PHSEG1

TSEG1

1 4-16 2-8

TSEG2

PHSEG2

タイムクォンタ 

図 22.9 1ビットタイムの構成 

SYNC_SEG ：CANバス上のノードの同期をするセグメント 

（通常のビットエッジ遷移がこのセグメントで発生します） 

PRSEG ：ネットワーク間の物理的な遅延を調整するセグメント 

PHSEG1 ：フェーズドリフト（正方向）のバッファセグメント（同期または再同期の際、拡張されます） 

PHSEG2 ：フェーズドリフト（負方向）のバッファセグメント（同期または再同期の際、縮小されます） 

TSEG1 ：TSG1 + 1 

TSEG2 ：TSG2 + 1 
 

RCANビットレートは以下のとおり計算されます。 
 

ビットレート＝fclk / (2 × (BRP + 1) × (TSEG1 + TSEG2 + 1) ) 
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BRPはレジスタ値で与えられ、また TSEG1および TSEG2は上述の表から算出した値であって実際の設定値で

はありません。前記ビットレート計算式のタイムセグメントの｢+1｣は SYNC_SEGの 1タイムクォンタであること

によります。 

fclk = 周辺バスクロック 

BCR設定上の制約となる事項 

 TSEG1（Min.）> TSEG2≧SJW（Max.）       （SJW＝1～4） 

 8≦TSEG1 + TSEG2 + 1≦25タイムクォンタ（TSEG1 + TSEG2 + 1＝7は不可） 

 TSEG2≧2 

ビットコンフィギュレーションレジスタの TSEG1および TSEG2の値が表 22.9に示される設定値の範囲であれ

ば、上述の制限事項を満たします。表 22.9の値は SJWの設定可能値を示したものです。｢不可｣で示されたとこ

ろは TSEG1と TSEG2との組み合わせがとれません。 
 

表 22.9 TSGと TSEGの設定 

001 010 011 100 101 110 111 TSG2  

2 3 4 5 6 7 8 TSEG2 

TSG1 TSEG1  

0011 4 不可 1-3 不可 不可 不可 不可 不可 

0100 5 1-2 1-3 1-4 不可 不可 不可 不可 

0101 6 1-2 1-3 1-4 1-4 不可 不可 不可 

0110 7 1-2 1-3 1-4 1-4 1-4 不可 不可 

0111 8 1-2 1-3 1-4 1-4 1-4 1-4 不可 

1000 9 1-2 1-3 1-4 1-4 1-4 1-4 1-4 

1001 10 1-2 1-3 1-4 1-4 1-4 1-4 1-4 

1010 11 1-2 1-3 1-4 1-4 1-4 1-4 1-4 

1011 12 1-2 1-3 1-4 1-4 1-4 1-4 1-4 

1100 13 1-2 1-3 1-4 1-4 1-4 1-4 1-4 

1101 14 1-2 1-3 1-4 1-4 1-4 1-4 1-4 

1110 15 1-2 1-3 1-4 1-4 1-4 1-4 1-4 

1111 16 1-2 1-3 1-4 1-4 1-4 1-4 1-4 

 

 

例：fclkが 50MHzでビットレートを 500kbpsとする場合、BRP = 1、TSEG1 = 16、TSEG2 = 8が条件を満たしま

す。この場合、BCR1には H'F700、BCR0には H'0001をライトすることになります。 
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22.5.4 割り込みリクエストレジスタ（IRR） 

IRRは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、各種割り込み要因のステータスフラグで構成され

ています。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
R/W R/W R/W R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W

IRR15 IRR14 IRR13 IRR12 IRR11 － IRR9 IRR8 IRR7 IRR6 IRR5 IRR4 IRR3 IRR2 IRR1 IRR0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 IRR15 0 R/W タイマコンペアマッチ割り込み 1 

タイマコンペアマッチレジスタ 1（TCMR1）のコンペアマッチが発生したこ

とを示します。TCMR1の設定値がサイクルタイムと一致すると

（TCMR1=CYCTR）、本ビットがセットされます。 

0：TCMR1のタイマコンペアマッチが発生していない 

［クリア条件］1を書き込む 

1：TCMR1のタイマコンペアマッチが発生 

［セット条件］TCMR1がサイクルタイムと一致（TCMR1=CYCTR） 

14 IRR14 0 R/W タイマコンペアマッチ割り込み 0 

タイマコンペアマッチレジスタ 0（TCMR0）のコンペアマッチが発生したこ

とを示します。TCMR0の設定値がローカルタイムと一致すると

（TCMR0=TCNTR）、本ビットがセットされます。 

0：TCMR0のタイマコンペアマッチが発生していない 

［クリア条件］1を書き込む 

1：TCMR0のタイマコンペアマッチが発生 

［セット条件］TCMR0がタイマ値と一致（TCMR0=TCNTR） 

13 IRR13 0 R/W タイマオーバラン割り込み／メッセージエラー割り込み 

本割り込みは RCANのモードにより異なった意味を持ち、以下の状態を示し

ます。 

• イベントトリガモード（テストモードを含む）で動作中、タイマ（TCNTR）

オーバランが発生。 

• テストモードでメッセージエラーが発生。ただし、テストモード中にメッセ
ージオーバロード条件が発生しても、本ビットはセットされません。 

0：イベントトリガモード（テストモードを含む）でタイマ（TCNTR）オー

バランが発生していない 

テストモードでメッセージエラーが発生していない 

［クリア条件］1を書き込む 

1：［セット条件］イベントトリガモード（テストモードを含む）でタイマ

（TCNTR）オーバランが発生し、H'FFFFから H'0000に変化 

テストモードでメッセージエラーが発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12 IRR12 0 R/W CANスリープモード時バスアクティビティ 

本ビットは CANバスアクティビティの存在を示します。RCANが CANスリ

ープモードのとき、CANバス上でドミナントビットを検出すると、本ビット

がセットされます。本ビットに 1を書き込むと割り込みがクリアされます。0

を書き込むと無視されます。オートウェイクアップ機能を使用せず本割り込

みを受け付けない場合は、対応するマスクビットで必ず本割り込みを無効に

してください。オートウェイクアップ機能不使用時に本割り込みが要求され

た場合は、CANスリープモードから復帰した後に本ビットをクリアしてくだ

さい。これは、受信ライン上の新しい立ち下がりエッジにより、再び割り込

みがセットされるのを防ぐためです。 

本割り込みのセット時間は、GSR4のクリア時間と異なりますので注意してく

ださい。 

0：バスアイドル状態 

［クリア条件］1を書き込む 

1：CANバスアクティビティを CANスリープモード中に検出 

［セット条件］CANスリープモード中に CAN_RX上でドミナントへの

ビット状態変化を検出 

11 IRR11 0 R/W タイマコンペアマッチ割り込み 2 

タイマコンペアマッチレジスタ 2（TCMR2）のコンペアマッチが発生したこ

とを示します。TCMR2の設定値がサイクルタイムと一致すると

（TCMR2=CYCTR）、本ビットがセットされます。 

0：TCMR2のタイマコンペアマッチが発生していない 

［クリア条件］1を書き込む 

1：TCMR2のタイマコンペアマッチが発生 

［セット条件］TCMR2がサイクルタイムと一致（TCMR2=CYCTR） 

10 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 IRR9 0 R メッセージオーバラン／オーバライト割り込みフラグ 

本ビットは、メッセージを受信したが、対応する RXPRまたは RFPRがすで

に 1にセットされているためメールボックス内のメッセージが読み出されず、

CPUによってクリアされていないことにより新しく受信されたメッセージは

NMCビットの設定によって、捨てられる（オーバラン）か上書き（オーバラ

イト）されたことを示します。本ビットは UMSRレジスタの対応するビット

に 1を書き込むとクリアされます。また、MBIMRの対応するすべてのビット

に 1を書き込むことでもクリアできます。本ビットに対する書き込みは無効

です。 

0：メッセージオーバラン／オーバライト通知がない 

［クリア条件］UMSRのすべてのビットがクリアまたはセットされたすべ

ての UMSRに対応するMBIMRがセット 

1：オーバランが発生したため、受信メッセージが捨てられた。または 

メッセージがオーバライトされた 

［セット条件］対応する PXPRまたは RFPR＝1かつMBIMR＝0のときに

メッセージを受信 

8 IRR8 0 R メールボックスエンプティ割り込みフラグ 

送信用に設定されたメッセージの 1つが正常に送信（対応する TXACKフラグ

がセット）または送信アボート（送信キャンセルが実行されたメッセージに

対応する ABACKフラグがセット）されると、本ビットがセットされます。 

このときイベントトリガモードでは、対応する TXPRがクリアされ、メール

ボックスが次の送信用のメッセージデータを受け入れられるようになりま

す。 

実際には、本ビットはMBIMRフラグによってマスクされていない TXACKと

ABACKビットの ORを取った信号によってセットされます。したがって、す

べての TXACKおよび ABACKビットがクリアされると、本ビットは自動的に

クリアされます。また、MBIMRの対応するすべてのビットに 1を書き込むこ

とでもクリアできます。本ビットに対する書き込みは無効です。 

0：送信または送信キャンセルするメッセージが処理中でない 

［クリア条件］すべての TXACKおよび ABACKビットがクリアまたは、 

セットされたすべての TXACKおよび ABACKビットに対応

するMBIMRがセット 

1：メッセージが送信または送信アボート（送信キャンセル）され、次のメ

ッセージの格納が可能となった 

［セット条件］TXACKまたは ABACKビットがセットされたとき（対応す

るMBIMR＝0の場合） 

7 IRR7 0 R/W オーバロードフレーム 

RCANがオーバロードフレーム送信を検出したことを示すフラグです。IRR7

に 1を書き込むとクリアされます。0を書き込むと無視されます。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：［セット条件］オーバロード条件を検出 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 IRR6 0 R/W バスオフ割り込みフラグ 

本ビットは、RCANがバスオフ状態になったとき、またはバスオフ状態から

エラーアクティブ状態に戻ったときセットされます。したがって、ノードの

TEC ≥ 256、バスオフ復帰シーケンスの終了（11レセッシブビットを 128回

連続受信）またはバスオフから停止状態への遷移（オートまたはマニュアル）

が要因となります。 

本ビットは RCANがバスオフ解除となった後もセットされた状態となります

ので、ソフトウェアでクリアする必要があります。ソフトウェアで GSR0を

リードして、RCANがバスオフ状態かエラーアクティブ状態か判定してくだ

さい。本ビットはノードがまだバスオフ状態であっても 1を書き込むとクリ

アされます。0を書き込むと無視されます。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：送信エラーによりバスオフ状態に遷移した、またはバスオフ状態から 

エラーアクティブ状態に復帰した 

［セット条件］TEC ≥ 256または 11レセッシブビットを 128回連続受信し

た後バスオフ終了またはバスオフから停止状態へ遷移 

5 IRR5 0 R/W エラーパッシブ割り込みフラグ 

受信または送信エラーカウンタによるエラーパッシブ状態、またはテストモ

ードによって強制的にエラーパッシブ状態になったことを示します。本ビッ

トに 1を書き込むとクリアされ、0を書き込むと無視されます。本ビットがク

リアされてもノードはエラーパッシブ状態のままとなる場合があります。ソ

フトウェアで GSR0および GSR5をチェックし、RCANがエラーパッシブ状

態であるかバスオフ状態であるか判定する必要があります。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：送信／受信エラーによるエラーパッシブ状態 

［セット条件］TEC ≥ 128または REC ≥ 128またはエラーパッシブテスト

モードを使用 

4 IRR4 0 R/W 受信エラーカウンタワーニング割り込みフラグ 

RCANがバスオフ状態でないときに受信エラーカウンタ（REC）が 95を超え

るとセットされます。本ビットに 1を書き込むと割り込みはクリアされ、0を

書き込むと無視されます。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：受信エラーによるエラーワーニング状態 

［セット条件］RCANがバスオフ状態以外で REC ≥ 96 

3 IRR3 0 R/W 送信エラーカウンタワーニング割り込みフラグ 

RCANがバスオフ状態でないときに送信エラーカウンタ（TEC）が 95を超え

るとセットされます。本ビットに 1を書き込むと割り込みはクリアされ、0を

書き込むと無視されます。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：送信エラーによるエラーワーニング状態 

［セット条件］TEC ≥ 96 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 IRR2 0 R リモートフレーム受信割り込みフラグ 

メールボックスがリモートフレームを受信したことを示します。対応する

MBIMRがセットされていない少なくとも 1つのメールボックスに、リモート

フレーム送信リクエストが格納されているとセットされます。本ビットは、

リモートフレーム受信完了レジスタ（RFPR）のすべてのビットがクリアされ

るとクリアされます。また、MBIMRの対応するすべてのビットに 1を書き込

むとクリアされます。本ビットに対する書き込みは無効です。 

0：［クリア条件］RFPRのすべてのビットがクリア 

1：少なくとも 1つのリモートフレームリクエストが処理待ち状態 

［セット条件］対応するMBIMR＝0のときリモートフレームを受信 

1 IRR1 0 R データフレーム受信割り込みフラグ 

処理待ち状態の受信データフレームが存在することを示します。本ビットが 1

のとき、少なくとも 1つのメールボックスに未処理のメッセージが格納され

ています。本ビットは、データフレーム受信完了レジスタ（RXPR）のすべて

のビットがクリアされると（どの受信メールボックスにも未処理のメッセー

ジがない）クリアされます。MBIMRが 0でない各受信メールボックスのRXPR

フラグの論理和が設定されます。 

また、MBIMRの対応するすべてのビットに 1を書き込むとクリアされます。

本ビットに対する書き込みは無効です。 

0：［クリア条件］RXPRのすべてのビットがクリア 

1：データフレームを受信しメールボックスに格納した 

［セット条件］対応するMBIMR＝0のときデータを受信 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 IRR0 1 R/W リセット／ホルト／スリープ割り込みフラグ 

下記の 3つの要因によってセットされます。 

• ソフトウェアリセット（MCR0）またはハードウェアリセット後、リセット

モードに遷移 

• ホルトリクエスト（MCR1）の後、ホルトモードに遷移 

• ホルトモードでスリープリクエスト（MCR5）発行後、CANスリープモー

ドに遷移 

本ビットがセットされた後 GSRをリードして、RCANの状態を知ることがで

きます。 

【注】 スリープモードリクエストを発行する必要がある場合、事前にホルトモ

ードを使用してください。MCR5の説明および図 22.12「状態遷移図」

を参照してください。 

IRR0は GSR3または GSR4が 0から 1に変化したとき、またはホルト

モードから CANスリープモードに遷移したときにセットされます。し

たがって、RCANがホルトモード解除の直後に再びホルトモードに遷移

した場合は GSR4がクリアされないため、IRR0はセットされません。

同様に、CANスリープモードからホルトモードに直接遷移した場合も

IRR0はセットされません。ホルトモード／CANスリープモードから送

信／受信動作に遷移する際、GSR4がクリアされるまでに[1ビット時間

－TSEG2]～[1ビット時間×2－TSEG2] の時間が必要です。 

リセットモードの場合、IRR0はセットされますが初期化によって IMR0

が自動的にセットされるため、CPUへの割り込みはアサートされませ

ん。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：ソフトウェアリセットモードまたはホルトモードまたは CANスリープ

モードへ遷移 

［セット条件］リセット（MCR0またはハードウェア）またはホルトモー

ド（MCR1）または CANスリープモード（MCR5）リクエ

ストの後、リセット／ホルト／CANスリープモードへの遷

移が完了 

 

22.5.5 割り込みマスクレジスタ（IMR） 

IMRは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、割り込みリクエストレジスタ（IRR）の各ビット

に対応する割り込みの IRQ出力信号の生成をマスクします。ビットを 1に設定すると対応する割り込み要求がマ

スクされます。IMRは IRQの生成を直接制御しますが、IRRの対応するビットのセットを禁止しません。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

IMR15 IMR14 IMR13 IMR12 IMR11 － IMR9 IMR8 IMR7 IMR6 IMR5 IMR4 IMR3 IMR2 IMR1 IMR0
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 IMR[15:11] すべて 1 R/W IRR[15:11]の各ビットに対応する割り込み要因マスク 

本ビットをセットすると、IRRの対応するビットがセットされてもその割り

込み信号は生成されません。 

0：対応する IRRをマスクしない（割り込み要因が発生すると IRQが生成

される） 

1：IRRの対応する割り込みをマスクする 

10 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値は常に 1にしてください。 

9～0 IMR[9:0] すべて 1 R/W IRR[9:0]の各ビットに対応する割り込み要因マスク 

本ビットをセットすると、IRRの対応するビットがセットされてもその割り

込み信号は生成されません。 

0：対応する IRRをマスクしない（割り込み要因が発生すると IRQが生成

される） 

1：IRRの対応する割り込みをマスクする 

 

22.5.6 送信エラーカウンタ（TEC）／受信エラーカウンタ（REC） 

TECおよび RECは、読み出し／条件付き書き込み可能な 16ビットのレジスタで、CANインタフェースにおけ

る送信／受信メッセージエラー数を示すカウンタです。カウント値は前述した参考文献の[1]、[2]、[3]、[4]に規定

されています。ライトエラーカウンタテストモード以外では本レジスタはリード専用で、CANインタフェースに

よってのみ書き換え可能です。本レジスタは、リセットリクエスト（MCR0）またはバスオフ状態への遷移によっ

てクリアされます。 

ライトエラーカウンタテストモード（TST[2:0]＝B'100）では、本レジスタへの書き込みが可能です。TECおよ

び RECには同じ値しか書き込めません。TECに書き込まれた値は TECおよび RECに設定されます。本レジスタ

に書き込む際は、RCANをホルトモードにする必要があります。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

TEC7 TEC6 TEC5 TEC4 TEC3 TEC2 TEC1 TEC0 REC7 REC6 REC5 REC4 REC3 REC2 REC1 REC0

 
【注】 * MCRの TST[2:0]＝B'100によるテストモードのときのみ書き込み可能です。RECはバスオフ状態において、バスオ

フ復帰シーケンスに必要な 11レセッシブビットの受信回数をカウントします。 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 TEC[7:0] すべて 0 R/W* 送信エラーカウンタ 

送信中にCAN仕様に基づくエラーが検出されると本レジスタの値はインクリ

メントされます。 

7～0 REC[7:0] すべて 0 R/W* 受信エラーカウンタ 

受信中にCAN仕様に基づくエラーが検出されると本レジスタの値はインクリ

メントされます。 

【注】 * MCRの TST[2:0]＝B'100によるテストモードのときのみ書き込み可能です。RECはバスオフ状態において、バスオ

フ復帰シーケンスに必要な 11レセッシブビットの受信回数をカウントします。 
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22.6 RCANのメールボックスレジスタ 

RCANのメールボックスレジスタについて説明します。RCANのメールボックスレジスタは、各メールボック

スを制御し、メールボックスの状態を示します。表 22.10に RCANのメールボックスレジスタを示します。 
 

表 22.10 RCANのメールボックスレジスタ 

レジスタ名 略称 アドレス アクセスサイズ（ビット） 

送信待ちレジスタ 1 TXPR1 H'020 32 

送信待ちレジスタ 0 TXPR0 H'022 － 

  H'024  

  H'026  

送信キャンセルレジスタ 1 TXCR1 H'028 16／32 

送信キャンセルレジスタ 0 TXCR0 H'02A 16 

  H'02C  

  H'02E  

送信アクノリッジレジスタ 1 TXACK1 H'030 16／32 

送信アクノリッジレジスタ 0 TXACK0 H'032 16 

  H'034  

  H'036  

アボートアクノリッジレジスタ 1 ABACK1 H'038 16／32 

アボートアクノリッジレジスタ 0 ABACK0 H'03A 16 

  H'03C  

  H'03E  

データフレーム受信完了レジスタ 1 RXPR1 H'040 16／32 

データフレーム受信完了レジスタ 0 RXPR0 H'042 16 

  H'044  

  H'046  

リモートフレーム受信完了レジスタ 1 RFPR1 H'048 16／32 

リモートフレーム受信完了レジスタ 0 RFPR0 H'04A 16 

  H'04C  

  H'04E  

メールボックス割り込みマスクレジスタ 1 MBIMR1 H'050 16／32 

メールボックス割り込みマスクレジスタ 0 MBIMR0 H'052 16 

  H'054  

  H'056  

未読メッセージステータスレジスタ 1 UMSR1 H'058 16／32 

未読メッセージステータスレジスタ 0 UMSR0 H'05A 16 

  H'05C  

  H'05E  
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22.6.1 送信待ちレジスタ 1、0（TXPR1、TXPR0） 

TXPR1と TXPR0は連結され、CANモジュールの送信待ちフラグを格納する 32ビットのレジスタを構成します。 

TXPR1レジスタはメールボックス 31～16を制御し、TXPR0レジスタはメールボックス 15～1を制御します。

CPUはビットに 1を書き込むことで対応する送信メッセージに対して操作することができます。0書き込みは無

効で、TXPRをクリアするには TXCRの対応するビットをセットしなければなりません。CPUは TXPRをリード

して、送信待ちのメールボックスおよび送信中のメールボックスを知ることができます。実際には、メールボッ

クス 0以外のすべてのメールボックスについて送信待ちビットが存在します。また、送信に設定されていないメ

ールボックスに対するビットに 1を書き込むことは禁止されています。 

イベントトリガモードでは、メッセージが正常に送信された後または TXCRからの送信アボートが行われた後、

RCANは対応する送信待ちフラグをクリアします。TXPRのフラグは、CANノードがアービトレーションに負け

たり CANバス上にエラーが発生したために、メッセージが送信されなかった場合はクリアされません。このとき

対応するメールボックスのメッセージコントロールフィールドの DART（自動再送信無効）ビットがセットされ

ていなければ、RCANは自動的に再送信を試みます。DARTがセットされていると送信はクリアされ、メールボ

ックスエンプティ割り込みフラグ（IRR8）とアボートアクノリッジレジスタ（ABACK）の対応するビットによっ

て CPUに通知されます。 

TXPRの状態が変化したときは、バスアービトレーションに負けたり CANバス上にエラーが発生した場合でも、

IDが示す優先順位（MCR2＝0）が最も高いメッセージが常に送信されるように処理します。詳細については「22.8 

動作説明」を参照してください。 

RCANが TXPRのビットの状態を 0に変更したとき、メールボックスエンプティ割り込みフラグ（IRR8）が生

成されることがあります。これはメールボックスの送信が正常終了したかアボートされたことを示します。メッ

セージの送信が正常終了した場合は、TXACKに示され、メッセージ送信がアボートされた場合は ABACKに示さ

れます。これらのレジスタをチェックすることによって対応するメールボックスのメッセージデータフィールド

の内容を次の送信用に書き換えることができます。 
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（1） TXPR1 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

TXPR1[15:0]

 
【注】 * 送信用に設定されたメールボックスに対応するビットには、1のみ書き込むことができます。 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 TXPR1[15:0] H'0000 R/W 対応するメールボックスに対して CANフレーム送信をリクエストします。ビ

ット 15～0はメールボックス 31～16に対応しています。複数のビットがセッ

トされた場合の送信順序は、MCR2ビットの設定によりメッセージ ID優先順

またはメールボックス番号順に送信されます。 

0：対応するメールボックスが送信メッセージアイドル状態 

［クリア条件］メッセージ送信終了（イベントトリガメッセージの場合）

またはメッセージ送信アボート（自動的にクリアされます） 

1：対応するメールボックスに送信リクエストが発生 

 

（2） TXPR0 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R

TXPR0[15:1] －

 
【注】 * 送信用に設定されたメールボックスに対応するビットには、1のみ書き込むことができます。 

TXPR1/TXPR0の読み出し／書き込みは、必ずロングワードアクセスで行ってください。 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 TXPR0[15:1] すべて

0 

R/W 対応するメールボックスにCANフレーム送信リクエストが発生していること

を示します。ビット 15～1はメールボックス 15～1に対応しています。複数

のビットがセットされた場合の送信順序は、MCR2ビットの設定によりメッ

セージ ID優先順またはメールボックス番号順に送信されます。 

0：対応するメールボックスが送信メッセージアイドル状態 

［クリア条件］メッセージ送信終了（イベントトリガメッセージの場合）

またはメッセージ送信アボート（自動的にクリアされます） 

1：対応するメールボックスに送信リクエストが発生 

0 － 0 Ｒ リザーブビット 

受信専用メールボックスのため、本ビットは常に 0となります。1を書き込む

と無視されます。読み出し値は 0です。 
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22.6.2 送信キャンセルレジスタ 1、0（TXCR1、TXCR0） 

TXCR１と TXCR0は、16ビットの読み出し／条件付き書き込み可能なレジスタで、TXCR1はメールボックス

31～16を制御し、TXCR0はメールボックス 15～1を制御します。CPUは TXCRを使用して、TXPRの送信リク

エストをキャンセルします。TXPRのビットをクリアするには、CPUから対応する TXCRのビットに 1を書き込

んでください。0を書き込むと無視されます。 

アボートが正常に行われると、CANコントローラは対応する TXPRと TXCRのビットをクリアし、ABACKの

ビットをセットします。しかし、メールボックスが送信を開始した後は、本レジスタのビットでキャンセルする

ことはできません。このような場合、送信が正常終了すると CANコントローラは TXPRと TXCRのビットをク

リアし、TXACKのビットをセットします。しかし、アービトレーションに負けたりバス上にエラーが発生したこ

とによって送信が行われなかった場合は、CANコントローラは対応する TXPRと TXCRのビットをクリアし、対

応する ABACKのビットをセットします。CPUが送信待ち状態でないメールボックスの送信をクリアしようとし

ても無視されます。この場合、CPUは TXCRのフラグをセットすることはできません。 
 

（1） TXCR1 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

TXCR1[15:0]

 
【注】 * 送信リクエストを受けた送信メールボックスに対応するビットには 1のみ書き込むことができます。 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 TXCR1[15:0] H'0000 R/W 送信用キューに入っているメールボックスに対し、送信キャンセルをリクエ

ストします。ビット 15～0はメールボックス 31～16（および TXPR1[15:0]）

に対応しています。 

0：対応するメールボックスが送信メッセージキャンセルアイドル状態 

［クリア条件］送信メッセージキャンセルが終了 

（自動的にクリアされます） 

1：対応するメールボックスに対して送信キャンセルを要求 
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（2） TXCR0 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R

－TXCR0[15:1]

 
【注】 * 送信リクエストを受けた送信メールボックスに対応するビットには 1のみ書き込むことができます。 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 TXCR0[15:1] すべて

0 

R/W 送信用キューに入っているメールボックスに対し、送信キャンセルをリクエ

ストします。ビット 15～1はメールボックス 15～1（および TXPR0[15:1]）

に対応しています。 

0：対応するメールボックスが送信メッセージキャンセルアイドル状態 

［クリア条件］送信メッセージキャンセルが終了 

（自動的にクリアされます） 

1：対応するメールボックスに対して送信キャンセルを要求 

0 － 0 R リザーブビット 

受信専用メールボックスのため、本ビットは常に 0となります。1を書き込む

と無視され、読み出し値は常に 0です。 

 

22.6.3 送信アクノリッジレジスタ 1、0（TXACK1、TXACK0） 

TXACK1と TXACK0は、16ビットの読み出し／条件付き書き込み可能なレジスタで、メールボックスの送信

が正常に行われたことを CPUに通知するために使用します。送信が正常に行われると、RCANは TXACKレジス

タの対応するビットをセットします。CPUは、1を書き込むことによって TXACKのビットをクリアすることが

できます。0を書き込むと無視されます。 
 

（1） TXACK1 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1

TXACK1[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 TXACK1[15:0] H'0000 R/WC1 対応するメールボックスに要求された送信が正常に行われたことを通知しま

す。ビット 15～0はメールボックス 31～16に対応しています。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：対応するメールボックスのメッセージ（データフレームまたはリモー 

トフレーム）が正常に送信された 

［セット条件］対応するメールボックスのメッセージ送信が完了 
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（2） TXACK0 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R

－TXACK0[15:1]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 TXACK0[15:1] すべて

0 

R/WC1 対応するメールボックスに要求された送信が正常に行われたことを通知しま

す。ビット 15～1はメールボックス 15～1に対応しています。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：対応するメールボックスのメッセージ（データフレームまたはリモー 

トフレーム）が正常に送信された 

［セット条件］対応するメールボックスのメッセージ送信が完了 

0 － 0 R リザーブビット 

受信専用メールボックスのため、本ビットは常に 0となります。1を書き込む

と無視され、読み出し値は常に 0です。 

 

22.6.4 アボートアクノリッジレジスタ 1、0（ABACK1、ABACK0） 

ABACK1と ABACK0は、16ビットの読み出し／条件付き書き込み可能なレジスタで、要求に応じてメールボ

ックスの送信がアボートされたことを CPUに通知するために使用します。アボートが行われると、RCANは

ABACKレジスタの対応するビットをセットします。CPUは、1を書き込むことによって ABACKのビットをクリ

アすることができます。0を書き込むと無視されます。RCANが ABACKのビットをセットすることにより、対応

する TXCRビットによって TXPRビットがクリアされたことを認識します。 

（1） ABACK1 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1

ABACK1[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 ABACK1[15:0] H'0000 R/WC1 対応するメールボックスに要求された送信キャンセルが正常に行われたこと

を通知します。ビット 15～0はメールボックス 31～16に対応しています。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：対応するメールボックスのメッセージ（データフレームまたはリモー 

トフレーム）の送信がキャンセルされた 

［セット条件］対応するメールボックスのメッセージ送信をキャンセル 
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（2） ABACK0 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0
R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1

－ABACK0[15:1]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 ABACK0[15:1] H'0000 R/WC1 対応するメールボックスに要求された送信キャンセルが正常に行われたこと

を通知します。ビット 15～1はメールボックス 15～1に対応しています。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：対応するメールボックスのメッセージ（データフレームまたはリモー 

トフレーム）の送信がキャンセルされた 

［セット条件］対応するメールボックスのメッセージ送信をキャンセル 

0 － 0 R リザーブビット 

受信専用メールボックスのため、本ビットは常に 0となります。1を書き込む

と無視され、読み出し値は常に 0です。 

 

22.6.5 データフレーム受信待ちレジスタ 1、0（RXPR1、RXPR0） 

RXPR1と RXPR0は、16ビットの読み出し／条件付き書き込み可能なレジスタで、受信用に設定されたメール

ボックスがデータフレームを受信したことを示すフラグで構成されています。CANデータフレームが正常に受信

メールボックスに格納されると、RXPRの対応するビットがセットされます。1を書き込むと対応するビットがク

リアされます。0を書き込むと無効とされます。ただし、メールボックスがMBC（メールボックスコンフィギュ

レーション）によってデータフレームを受信するように設定されている場合のみビットがセットされます。RXPR

のビットがセットされると、対応するMBIMRがセットされていなければ IRR1（データフレーム受信割り込みフ

ラグ）もセットされ、さらに IMR1がセットされていなければ割り込み信号が生成されます。本レジスタのビッ

トはデータフレームの受信によってのみセットされ、リモートフレーム受信ではセットされません。 
 

（1） RXPR1 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1

RXPR1[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 RXPR1[15:0] H'0000 R/WC1 ビット15～0はメールボックス番号31～16の受信用に設定されたメールボッ

クスに対応します。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：対応するメールボックスが CANデータフレームを受信した 

［セット条件］対応するメールボックスのデータフレーム受信終了 
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（2） RXPR0 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1

RXPR0[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 RXPR0[15:0] H'0000 R/WC1 ビット 15～0はメールボックス番号 15～0の受信用に設定されたメールボッ

クスに対応します。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：対応するメールボックスが CANデータフレームを受信した 

［セット条件］対応するメールボックスのデータフレーム受信終了 

 

22.6.6 リモートフレーム受信待ちレジスタ 1、0（RFPR1、RFPR0） 

RFPR1と RFPR0は、16ビットの読み出し／条件付き書き込み可能なレジスタで、受信用に設定されたメール

ボックスがリモートフレームを受信したことを示すフラグで構成されています。CANリモートフレームが正常に

受信メールボックスに格納されると、RFPRの対応するビットがセットされます。1を書き込むと対応するビット

がクリアされます。0を書き込むと無効となります。すべてのメールボックスに対してビットが存在しますが、メ

ールボックスがMBC（メールボックスコンフィギュレーション）によってリモートフレームを受信するように設

定されている場合のみビットがセットされます。RFPRのビットがセットされると、対応するMBIMRがセットさ

れていなければ IRR2（リモートフレーム受信割り込みフラグ）もセットされ、さらに IMR2がセットされていな

ければ割り込み信号が生成されます。本レジスタのビットはリモートフレームの受信によってのみセットされ、

データフレーム受信ではセットされません。 
 

（1） RFPR1 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1

RFPR1[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 RFPR1[15:0] H'0000 R/WC1 メールボックス 31～16のリモートリクエスト受信フラグです。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：対応するメールボックスが CANリモートフレームを受信した 

［セット条件］対応するメールボックスのリモートフレーム受信終了 
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（2） RFPR0 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1

RFPR0[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 RFPR0[15:0] H'0000 R/WC1 メールボックス 15～0のリモートリクエスト受信フラグです。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：対応するメールボックスが CANリモートフレームを受信した 

［セット条件］対応するメールボックスのリモートフレーム受信終了 

 

22.6.7 メールボックス割り込みマスクレジスタ 1、0（MBIMR1、MBIMR0） 

MBIMR1とMBIMR0は、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。MBIMRは、メールボックスの

動作に関連する IRR（IRR1：データフレーム受信割り込み、IRR2：リモートフレーム受信割り込み、IRR8：メー

ルボックスエンプティ割り込み、IRR9：メッセージオーバラン／オーバライト割り込み）をマスクするレジスタ

です。メールボックスが受信に設定されている場合、受信割り込みフラグ（IRR1、IRR2、IRR9）による割り込み

をマスクします。RXPR、RFPR、UMSRビットのセットには影響しません。メールボックスが送信に設定されて

いる場合は、送信や送信アボート（IRR8）による割り込みやメールボックスエンプティ割り込みをマスクします。

送信による TXPR/TXCRビットのクリアと TXACKビットのセット、送信アボートによる TXPR/TXCRビットの

クリアと ABACKビットのセットには影響しません。 

マスクするメールボックスに対応するビットに 1を書き込むことでマスクが設定されます。リセット時はすべ

てのメールボックス割り込みがマスクされます 
 

（1） MBIMR1 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MBIMR1[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 MBIMR1[15:0] H'FFFF R/W メールボックス 31～16からの割り込み要求を許可／禁止します。 

0：IRR1、IRR2、IRR8、IRR9の割り込み要求を許可 

1：IRR1、IRR2、IRR8、IRR9の割り込み要求を禁止 
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（2） MBIMR0 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MBIMR0[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 MBIMR0[15:0] H'FFFF R/W メールボックス 15～0からの割り込み要求を許可／禁止します。 

0：IRR1、IRR2、IRR8、IRR9の割り込み要求を許可 

1：IRR1、IRR2、IRR8、IRR9の割り込み要求を禁止 

 

22.6.8 未読メッセージステータスレジスタ 1、0（UMSR1、UMSR0） 

UMSR1と UMSR0は、16ビットの読み出し／条件付き書き込み可能なレジスタで、新しいメッセージを受信す

る際に CPUによって内容がアクセスされていない受信メールボックスを記録します。メールボックスの新しいメ

ッセージを受信するときに、RXPRまたは RFPRの対応するビットが CPUによってクリアされていないと、UMSR

のビットがセットされます。1を書き込むとクリアされます。0を書き込むと無効とされます。 

メールボックスが送信に設定されている場合は、対応する UMSRのビットはセットされません。 
 

（1） UMSR1 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1

UMSR1[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 UMSR1[15:0] H'0000 R/WC1 メールボックス 31～16の未読受信メッセージがオーバライトされたかオー

バランが発生したことを示します。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：未読受信メッセージが新しいメッセージでオーバライトされた、また 

はオーバランが発生した 

［セット条件］RXPRまたは RFPRがクリアされる前に新しいメッセージ

を受信 
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（2） UMSR0 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1

UMSR0[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 UMSR0[15:0] H'0000 R/WC1 メールボックス 15～0の未読受信メッセージがオーバライトされたかオーバ

ランが発生したことを示します。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：未読受信メッセージが新しいメッセージでオーバライトされた、また 

はオーバランが発生した 

［セット条件］RXPRまたは RFPRがクリアされる前に新しいメッセージ

を受信 

 

22.7 タイマレジスタ 

RCANのタイマは 16ビットのタイマで、数種のクロックソースをサポートしています。プリスケールカウンタ

により、クロックの速度を落とすことができます。また、3個のコンペアマッチレジスタ（TCMR2、TCMR1、TCMR0）

を備えています。アドレスマップを以下に示します。 

【重要】タイマレジスタはすべてワード（16ビット）アクセスのみ可能です。 

 

表 22.11 RCANのタイマレジスタの構成 

レジスタ名 略称 アドレス アクセスサイズ（ビット） 

タイムトリガコントロールレジスタ 0 TTCR0 H'080 16 

タイマステータスレジスタ TSR H'088 16 

タイマカウンタレジスタ TCNTR H'08C 16 

サイクルタイムレジスタ CYCTR H'090 16 

タイマコンペアマッチレジスタ 0 TCMR0 H'098 16 

タイマコンペアマッチレジスタ 1 TCMR1 H'09C 16 

タイマコンペアマッチレジスタ 2 TCMR2 H'0A0 16 
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22.7.1 タイムトリガコントロールレジスタ 0（TTCR0） 

TTCR0は、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。 

タイマの動作を制御します。定周期送信や監視用レジスタの設定は、本レジスタを設定し、タイマを動作させ

てから行ってください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R/W R/W R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TCR15 － TCR13 TCR12 TCR11 － TCR6 TPSC5TCR10 － － TPSC4 TPSC3 TPSC2 TPSC1 TPSC0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 TCR15 0 R/W タイマイネーブル 

本ビットをセットすると TCNTRは動作し、クリアすると TCNTRがクリアさ

れます。 

0：TCNTRをクリアし、動作停止 

1：タイマ動作 

14 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。1

を書き込んだ場合の動作は保証しません。 

13 TCR13 0 R/W TCMR2によるキャンセル 

本ビットおよびビット 12がセットされた状態で、RCANがホルトモード以外

でコンペアマッチが発生したときに、当該 TXPRビットに対応するすべての

TXCRビットを自動セットします。それにより送信キュー内のメッセージを

キャンセルします。 

0：TCMR2のコンペアマッチによる送信キャンセル禁止 

1：TCMR2のコンペアマッチによる送信キャンセル許可 

12 TCR12 0 R/W コンペアマッチイネーブル 

本ビットをセットすると TCMR2のコンペアマッチで IRR11がセットされま

す。 

0：TCMR2のコンペアマッチで IRR11がセットされない 

1：TCMR2のコンペアマッチで IRR11がセットされる 

11 TCR11 0 R/W コンペアマッチイネーブル 

本ビットをセットすると TCMR1のコンペアマッチで IRR15がセットされま

す。 

0：TCMR1のコンペアマッチで IRR15がセットされない 

1：TCMR1のコンペアマッチで IRR15がセットされる 

10 TCR10 0 R/W コンペアマッチイネーブル 

本ビットをセットすると TCMR0のコンペアマッチで IRR14がセットされま

す。 

0：TCMR0のコンペアマッチで IRR14がセットされない 

1：TCMR0のコンペアマッチで IRR14がセットされる 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

6 TCR6 0 R/W TCMR0によるタイマクリア制御 

TCNTRが TCMR0 と一致したときにタイマを H'0000にクリアするか指定し

ます。また、TCMR0は IRR14により CPUに対して割り込み信号を発生する

こともできます。 

0：TCMR0でタイマクリアしない 

1：TCMR0でタイマクリア 

5～0 TPSC5～

TPSC0 

すべて 0 R/W タイマプリスケーラ 

本ビットの設定により、タイマのソースクロック（4×[RCANのシステムクロ

ック]）を分周して使用することができます。プリスケーラはイベントトリガ

モードでのみ有効です。 

ソースクロック周期とタイマ周期の関係を以下に示します。 

000000：1X ソースクロック 

000001：2X ソースクロック 

000010：3X ソースクロック 

000011：4X ソースクロック 

000100：5X ソースクロック 

： 

111111：64X ソースクロック 

 

22.7.2 タイマステータスレジスタ（TSR） 

TSRは、16ビットの読み出し専用レジスタで、これにより CPUはタイマコンペアマッチ状態およびタイマオー

バラン状態を監視することができます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － －－ － － － TSR3 TSR2 TSR1 TSR0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 TSR3 0 R* タイマコンペアマッチフラグ 2 

タイマコンペアマッチレジスタ 2（TCMR2）のコンペアマッチが発生したこ

とを示します。TCMR2に設定した値がサイクルタイムレジスタと一致

（TCMR2=CYCTR）したとき、TTCR0のビット 12が 1に設定されていれば

本ビットがセットされます。本ビットは読み出し専用で、IRR11（タイマコン

ペアマッチ割り込み 2フラグ）がクリアされるとクリアされます。 

0：TCMR2のタイマコンペアマッチが発生していない 

［クリア条件］ 

IRR11（タイマコンペアマッチ割り込み 2フラグ）に 1を書き込む 

1：TCMR2のタイマコンペアマッチが発生 

［セット条件］ 

TTCR0のビット 12が 1のとき TCMR2がサイクルタイムと一致

（TCMR2=CYCTR） 

2 TSR2 0 R* タイマコンペアマッチフラグ 1 

タイマコンペアマッチレジスタ 1（TCMR1）のコンペアマッチが発生したこ

とを示します。TCMR1に設定した値がサイクルタイムレジスタと一致

（TCMR1=CYCTR）したとき、TTCR0のビット 11が 1に設定されていれば

本ビットがセットされます。本ビットは読み出し専用で、IRR15（タイマコン

ペアマッチ割り込み 1フラグ）がクリアされるとクリアされます。 

0：TCMR1のタイマコンペアマッチが発生していない 

［クリア条件］ 

IRR15（タイマコンペアマッチ割り込み 1フラグ）に 1を書き込む 

1：TCMR1のタイマコンペアマッチが発生 

［セット条件］ 

TTCR0のビット 11が 1のとき TCMR1がサイクルタイムと一致

（TCMR1=CYCTR） 

1 TSR1 0 R* タイマコンペアマッチフラグ 0 

タイマコンペアマッチレジスタ 0（TCMR0）のコンペアマッチが発生したこ

とを示します。TCM02に設定した値がタイマ値と一致（TCMR0=TCNTR）

したとき、TTCR0のビット 10が 1に設定されていれば本ビットがセットさ

れます。本ビットは読み出し専用で、IRR14（タイマコンペアマッチ割り込み

0フラグ）がクリアされるとクリアされます。 

0：TCMR0のタイマコンペアマッチが発生していない 

［クリア条件］ 

IRR14（タイマコンペアマッチ割り込み 0フラグ）に 1を書き込む 

1：TCMR0のタイマコンペアマッチが発生 

［セット条件］ 

TTCR0のビット 10が 1のとき TCMR0がタイマ値と一致

（TCMR0=TCNTR） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 TSR0 0 R* タイマオーバラン／メッセージエラー 

本フラグは 2つの異なる機能が割り付けられています。イベントトリガモー

ドで動作中にタイマオーバランが発生、およびテストモード中に CANバス上

で検出されたエラーが発生したことを示します。テストモードは他の設定よ

りも高い優先度を持ちます。 

0：イベントトリガモードでタイマ（TCNTR）オーバランが発生していな

い 

テストモードでメッセージエラーが発生していない 

［クリア条件］ 

IRR13に 1を書き込む 

1：［セット条件］ 

イベントトリガモードでタイマ（TCNTR）オーバランが発生し、H'FFFF

から H'0000に変化 

テストモードでメッセージエラーが発生 

【注】 * 本ビットは読み出し専用で、CPUはサイクルカウンタ、タイマ、およびコンペアマッチレジスタの状態を監視する

ことができます。本ビットに対する書き込みは無効です。 

 

22.7.3 タイマカウンタレジスタ（TCNTR） 

TCNTRは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。 

TCNTRはフリーランニングタイマカウンタです。TTCR0[15]=1に設定することでタイマがカウントします。 

タイマカウンタのプリスケーラは、TTCR0[5:0]の TPSC値です。 

TTCR0[6]=1を設定時、TCNTRの値がタイマコンペアマッチレジスタ 0（TCMR0）と一致すると、TCNTRは

H'0000にクリアされカウントアップします。 

【注】 1. TTCR0[15]=0の場合、TCNTRは常に H'0000です。 

 2. タイマをイネーブル設定（TTCR0[15]=1）してから TCNTRがカウントを開始するまで、数クロックサイクルの遅

延があります。これはプリスケーラの内部論理に起因するものです。 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

TCNTR[15:0]

 
【注】 * 本レジスタへの書き込みは、タイマイネーブル設定（TTCR0[15]=1）されたときのみ可能です。 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 TCNTR[15:0] H'0000 R/W フリーランニングタイマの値を示します。 
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22.7.4 サイクルタイムレジスタ（CYCTR） 

本レジスタは TCNTRのコピーとなります。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

CYCTR[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 CYCTR[15:0] H'0000 R サイクルタイムを示します。 

 

22.7.5 タイマコンペアマッチレジスタ 0～2（TCMR0～2） 

TCMR0～2は、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。 

割り込み信号の発生、タイマ値のクリア（TCMR0のみサポート）、送信リクエストのクリア（TCMR2のみサ

ポート）を行うことが可能です。 

TCMR0は TCNTRと比較し、TCMR1と TCMR2は CYCTRと比較します。各コンペアマッチレジスタの比較値

はそれぞれ独立に設定することができます。コンペアマッチのフラグをセットするには、TTCR0のビット 12～10

をセットする必要があります。 
 

（1） 割り込み機能 

各レジスタの割り込みフラグは、TTCR0のビット 12、ビット 11、ビット 10を設定することで許可します。 

コンペアマッチが発生すると、IRRの対応する割り込みフラグ（ビット 11、ビット 15、ビット 14）をセットし

ます。 

割り込み信号の発生は、IMRのビット 11、ビット 15、ビット 14で抑止することができます。 

コンペアマッチ発生時に IRR11（または IRR15か IRR14）がセットされると、タイマステータスレジスタ（TSR）

のビット 3、ビット 2、またはビット 1もセットされます。また、IRRのビットをクリアすると、対応する TSRの

ビットもクリアされます。 
 

（2） タイマクリア機能 

TCMR0のみコンペアマッチによるタイマ値（TCNTR）のクリア機能があります。TTCR0[6]=1設定時に有効で

す。TCMR1と TCMR2には本機能はありません。 
 

（3） 送信リクエストされたメッセージのキャンセル機能 

TCMR2は、TTCR0[13:12]=B'11設定時に、ホルトモード以外で TCMR2のコンペアマッチ発生時に TXPR設定

に対応する TXCR設定を行います。したがって、送信中のメッセージを除き、送信待ちリクエストをキャンセル

します。 

TCMR1と TCMR0には本機能はありません。 
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• TCMR0 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TCMR0[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 TCMR0[15:0] H'FFFF R/W タイマコンペアマッチレジスタ 

コンペアマッチ発生時の TCNTRの値を示します。 

 

• TCMR1 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TCMR1[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 TCMR1 [15:0] H'FFFF R/W タイマコンペアマッチレジスタ 

コンペアマッチ発生時の CYCTRの値を示します。 

 

• TCMR2 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 TCMR2[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 TCMR2[15:0] H'FFFF R/W タイマコンペアマッチレジスタ 

コンペアマッチ発生時の CYCTRの値を示します。 
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22.8 動作説明 

22.8.1 RCANの設定 

ハードウェアリセット（パワーオンリセット）またはソフトウェアリセット（MCR0）後のコンフィギュレーシ

ョンモードおよびホルトモード時の RCANの設定について説明します。どちらの場合も RCANは CANバスアク

ティビティに参加できません。また、RCANの設定の変更がCANバス上の通信に影響を与えることはありません。 
 

（1） リセットシーケンス 

図 22.10にソフトウェアリセットまたはハードウェアリセット後の RCANの設定手順を示します。リセット後

すべてのレジスタは初期化されます。したがって、CANバスアクティビティに参加する前に RCANを設定する必

要があります。詳細については図中の注を参照してください。 
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【注】 *1
*2

*3

*4

パワーオン／
ソフトウェアリセット*1

MCR[0]＝1（ハードウェア
リセット時のみ自動的にセット）

MCR[15]を設定

必要なIMRビットをクリア

RCAN-TL1タイマレジスタ設定

ビットタイミングを設定
（BCR）

MCR[0]をクリア

IRR[0]＝1、GSR[3]＝1
（自動設定）

メールボックス設定
（STDID、EXTID、LAFM、DLC、

RTR、IDE、MBC、MBIMR、
DART、ATX、NMC、
メッセージデータ）*2

IRR[0]をクリア

GSR[3]=0?
No

Yes

11レセッシブビットを検出して
CANバス通信に参加

送信*3受信*3
タイマ
スタート*4

RCAN-TL1は送受信モード
TXPRを設定して送信開始

または受信のためのアイドル状態保持

リセットシーケンス

コンフィギュレーションモード

送受信モード

ソフトウェアリセットは、MCR[0]＝1を設定することによりいつでも実行できます。
メールボックスはRAMで構成されていますので、未使用であってもMBCで有効にしたすべての
メールボックスを初期化してください。
TXPRビットが1つもセットされていないとRCAN-TL1は次のメッセージの受信をします。TXPR
が設定されているとRCAN-TL1はメッセージの送信を開始し、CANバスによってアービトレーシ
ョンされます。アービトレーションに負けると受信状態になります。
タイマコントロールレジスタを設定した後、タイマはいつでも動作を開始することができます。  

図 22.10 リセットシーケンス 
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（2） ホルトモード 

RCANはホルトモードのとき、CANバスアクティビティに参加することができません。したがってユーザは、

CANバス上の通信に影響を与えることなく必要なレジスタの設定を変更することができます。ここで重要なのは、

レジスタを変更する前に RCANがホルトモードになるまで待つことです。ホルトモードへの遷移はかならずしも

即時に行われるとはかぎりません（CANバスがアイドルまたは休止状態のときに遷移します）。RCANがホルト

モードに遷移すると GSR4ビットがセットされます。 

レジスタ設定終了後はホルトリクエストを解除する必要があります。ホルトリクエスト解除後（MCR1=0か

GSR4=0）に RCANは CANバス上で 11レセッシブビットを検出した後 CANバスアクティビティに参加します。 
 

（3） CANスリープモード 

CANスリープモード中では、RCANの主要なモジュールのクロックは消費電流を低減するために停止しますが、

MCR、GSR、IRR、および IMRレジスタのみアクセスできます。なお、送信と受信に関連する割り込みは、CAN

スリープモード中ではクリアできませんので、あらかじめクリアしてください。 

図 22.11に RCANの CANスリープモードのフローチャートを示します。 
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スリープモード

送信／受信モード

GSR4 = 1? ユーザによる監視

ユーザによる監視

Yes

IRR0 = 1

MCR1に1を書き込み

IRR0に1を書き込み

：ハードによる処理 

：ユーザによる設定 

IRR0 = 1

IRR0 = 0

IRR12 = 1

IRR0に1を書き込み

IRR0 = 0

MCR5 = 0

IRR12に1を書き込み

IRR12 = 0

Write MCR[1] = 0 & MCR[5] = 1

ホルトリクエスト

スリープリクエスト

IRR12に1を書き込み

IRR12 = 0

MCR5に0を書き込み

No

CANバス
アクティビティあり？

Yes

No

GSR4 = 0?

Yes

No

MCR7 = 1?

Yes

No

クロック
停止

MCR、GSR、IRR、
IMRレジスタのみ
アクセス可能

 

図 22.11 CANスリープモードのフローチャート 



 

22. コントローラエリアネットワーク（RCAN-TL1） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  22-65 

2012.06.12  

 

SH7734 

図 22.12に可能な状態遷移を示します。 

なお、ホルトモード以外でMCR5（CANスリープモード）ビットをセットしないでください。 

また、MCR1ビットをセットした後は、MCR1をクリアする前に必ず GSR4のセットを確認して RCANをホル

トモードにしてください。 

パワーオン／ソフトウェアリセット

リセット
（コンフィギュレーションモード）

MCR0をクリア
GSR3＝0

MCR1とMCR5をクリア 送信／受信
（エラーアクティブ、

エラーパッシブ、バスオフ）

MCR1をセット*3

ホルトリクエスト

MCR6＝0なら送信／受信／バスオフ以外
MCR6＝1ならバスオフまたは送信／受信以外

ホルトモード

MCR5をクリア*1

MCR5をクリア
MCR1をセット*4

CANスリープモード
MCR5をセット

MCR1をクリア*2

【注】*1   MCR5は、MCR7がセットされた状態でCANバス上にドミナントビットを検出すると自動的にクリア
          されます。また、0を書き込んでもクリアできます。
           *2   MCR1はソフトウェアでクリアします。MCR1のクリアおよびMCR5のセットは同じ命令で行う
          必要があります。
           *3   MCR1はGSR4がセットされる前にソフトウェアでクリアしないでください。MCR14およびMCR6が
          ともにセットされた状態でRCAN-TL1がバスオフモードに遷移すると、MCR1はハードウェアで
          自動的にセットされます。
           *4   MCR5のクリアとMCR1のセットを同時に行うと、RCAN-TL1はホルトリクエスト状態になります。
          その直後、送受信せずにホルトモードに遷移します。  

図 22.12 状態遷移図 
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各モードでのアクセスを許可する条件を表 22.12に示します。 
 

表 22.12 アクセス可能なレジスタ 

レジスタ ステータス 

モード MCR、 

GSR 

IRR、

IMR 

BCR MBIMR

タイマ 

フラグ 

レジスタ 

メール 

ボックス 

（コント 

ロール 0、 

LAFM） 

メール 

ボックス 

（データ） 

メール 

ボックス 

（コント 

ロール 1） 

リセット Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

送信／ 

受信 

Yes Yes No Yes Yes No Yes* Yes* No Yes* 

ホルト 

リクエスト 

Yes Yes No Yes Yes No Yes* Yes* No Yes* 

ホルト 

モード 

Yes Yes No Yes Yes Yes Yes Yes 

CAN 

スリープ 

モード 

Yes Yes No No No No No No 

【記号説明】 Yes：アクセスを許可するレジスタ 

  No：アクセスを禁止するレジスタ 

【注】 * TXPR0がセットされていない場合 
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22.8.2 テストモードの設定 

RCANには種々のテストモードがあります。テストモードの選択はMCRレジスタのTST[2:0]ビットで行います。

RCANは、デフォルト（初期値）ではノーマルモードで動作します。 

表 22.13にテストモード設定を示します。 

テストモードの選択はコンフィギュレーションモードでのみ可能です。選択したテストモードを実行するには、

テストモードを選択した後コンフィギュレーションモードを解除（BCR0/BCR1が設定されていることを確認）し

てください。 

表 22.13 テストモードの設定 

ビット 10 

TST2 

ビット 9 

TST1 

ビット 8 

TST0 

モード 

0 0 0 ノーマルモード 

0 0 1 受信専用モード 

0 1 0 セルフテストモード 1（外部） 

0 1 1 セルフテストモード 2（内部） 

1 0 0 ライトエラーカウンタ 

1 0 1 エラーパッシブモード 

1 1 0 設定禁止 

1 1 1 設定禁止 

 

• ノーマルモード 

RCANは通常の動作をします。 

• リスンオンリモード 

ボーレート検出用にISO-11898で要求されているモードです。エラーカウンタはクリアされた後に動作禁止と

なり、TEC/RECの値が増加しないようになります。また、TX出力を禁止し、RCANによるエラーフレームや

アクノリッジビットの生成を抑止します。メッセージエラーが発生するとIRR13がセットされます。 

• セルフテストモード1（外部） 

RCAN自身でアクノリッジビットを生成し、必要ならばメッセージをRCANの受信メールボックスに格納し

ます。RX/TX端子は必ずCANバスに接続してください。 

• セルフテストモード2（内部）  

RCAN自身でアクノリッジビットを生成し、必要ならばメッセージをRCANの受信メールボックスに格納し

ます。内部CTXが内部CRXにループバックされるため、CRX/CTX端子をCANバスその他の外部デバイスに接

続する必要はありません。CTX端子はレセッシブビットのみ出力し、CRX端子は無効となります。 

• ライトエラーカウンタ 

TEC/RECは本モードで書き込み可能です。エラーカウンタに127より大きい値を書き込むことにより、RCAN

を強制的にエラーパッシブモードにすることができます。TECに書き込まれた値はRECに書き込まれるので、

TECとRECは常に同じ値に設定されます。同様に、95より大きい値を書き込むことにより、RCANを強制的

にエラーワーニングモードにすることができます。 
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TEC/RECに書き込む際はRCANがホルトモードでなければなりません（エラーカウンタ書き込み時にMCR1

＝1）。さらにCAN仕様により、ホルトモードを解除する前に本テストモードを解除してTEC/RECを再び動

作可能にする必要があります。 

• エラーパッシブモード 

RCANは強制的にエラーパッシブモードにすることができます。 

エラーパッシブモードを実行することによってRECの値が変わることはありませんが、一度エラーパッシブ

モードで動作すると、エラーを受信すればRECの値は通常どおり増加します。本モードでは、TECの値が256

に達するとRCANはバスオフ状態になりますが、本モードを使用するとRCANはエラーアクティブになるこ

とができません。したがってRCANはバスオフ復帰シーケンスの最後に、エラーアクティブではなくエラー

パッシブに遷移します。 

 

メッセージエラー発生時には、すべてのテストモードで IRR13ビットがセットされます。 
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22.8.3 メッセージ送信シーケンス 

（1） メッセージ送信リクエスト 

バス上に CANフレームを送信するシーケンスの例を図 22.13に示します。 

No

No

No

Yes

Yes

Yes

RCAN-TL1が送受信モード
（MBC[N]=0）

任意のタイミングで
TXPR[N]ビットに1を書き込み

内部
アービトレーション

'N'が最優先？

送信開始

【記号説明】N：31～1（メールボックス番号）

メールボックス[N]が
次の送信用に更新可能状態

TXACK[N]をクリア

再割り込み監視

再割り込み監視

TXACK[N]はセット
されている?

CANバス
アービトレーション

アクノリッジビット

CANバス

IRR8はセット
されている?

メールボックス[N]の
メッセージデータ更新

 

図 22.13 メッセージ送信リクエスト 

 

レジスタの章で説明したとおり、TXACKまたは ABACKビットのいずれかがセットされると、IRR8がセット

されることに注意してください。これはいずれかのメールボックスが送信または送信アボートを終了し、次の送

信用に更新可能状態であることを意味しています。一方、GSR2は現在送信リクエストが発生していない（すべて

の TXPRフラグがセットされていない）ことを示しています。 
 

（2） 送信用内部アービトレーション 

図 22.14は、RCANがどのようにしてメッセージ IDに従った順序で送信リクエストされたメッセージのスケジ

ューリングを行うかを説明しています。内部アービトレーションでは、送信リクエストされたメッセージのうち

最も優先度の高いものを取り出します。 
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SOFEOF IntermSOF SOFEOF Interm

RCAN-TL1
スケジューラ

スケジューラ
スタートポイント

TXPR/TXCR/エラー/
アービトレーション
ロストセットポイント

Interm        ：インタミッションフィールド
SOF           ：Start Of Frame
EOF           ：End Of Frame
メッセージ：アービトレーション＋コントロール＋データ＋CRC＋ACK

送信
フレーム1

受信
フレーム2

送信
フレーム3

メッセージバスアイドルCANバス メッセージ

フレーム1
Txアービト
レーション

フレーム1
Tx/Rxアービト
レーション

フレーム3/2
Tx/Rxアービト
レーション

フレーム3
Txアービト
レーション

フレーム3
Txアービト
レーション

フレーム3
Tx/Rxアービト
レーション

1-1 1-2 2-1 2-2 3-1 3-2

 

図 22.14 送信用内部アービトレーション 

 

1-1 ：CANバスがアイドル状態のとき TXPRビットがセットされると、ただちに内部アービトレーション

を実行し、送信を開始します。 

1-2 ：SOFで送信、受信の両方の動作を開始します。受信フレームでないため、RCANは送信を行います｡ 

2-1 ：CRCのデリミタで内部アービトレーションが開始し、次に送信するメッセージを探します。 

2-2 ：SOFで送信、受信の両方の動作を開始します。優先度の高い受信フレームであるため、RCANは受

信を行います。このため、フレーム 3を送信せずに受信を行います。 

3-1 ：CRCのデリミタで内部アービトレーションが開始し、次に送信するメッセージを探します。 

3-2 ：SOFで送信、受信の両方の動作を開始します。送信フレームの優先度が受信フレームよりも高いた

め、RCANは送信を行います。 

 

CANバス上でエラーが検出された場合、次の送信用の内部アービトレーションは各エラーデリミタの先頭でも

行われます。また、オーバロードフレームの後のエラーデリミタの先頭でも行われます。 

送信用アービトレーションは CRCのデリミタで行われるため、ATX＝1のメールボックスがリモートフレーム

リクエストを受信した場合、そのリクエストに応えて送信するメッセージが送信用アービトレーションに参加す

るタイミングは、その後のバスアイドルまたは CRCデリミタまたはエラーデリミタになります。 

CANバスの状態により、TXCRがセットされてから最大 1CANフレームの遅延後に対応するメッセージのアボ

ート処理が行われます。 
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（3） タイマ動作 

図 22.15にタイマのタイミング図を示します。 

nTCMR0

TCNTR

TCMR0/1/2

TCNTR

割り込みフラグ

nn-1n-2 2 310

n

nn-1n-2 n+3 n+4n+2n+1

（1）TCMR0コンペアマッチによるTCNTRクリア（イベントトリガモード）

（2）TCMR0、1、2による割り込み発生（イベントトリガモード）

 

図 22.15 タイマのタイミング図 
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22.8.4 メッセージ受信シーケンス 

メッセージ受信シーケンスを図 22.16に示します。 

CANバス

RCAN-TL1

End Of Arbitration Field End Of Frame

アイドル

有効なCAN-IDを受信

IDをメールボックス[N]＋
LAFM[N]と比較（MBCが
受信に設定されている場合）

メールボックスナンバ[N]を
格納し、アイドルステートに戻る

･オーバライトによる
 メッセージの格納
･UMSR設定
･IRR9セット（MBIMR[N]＝0の場合）
･割り込み信号生成
（IMR9＝0の場合）
･RXPR[N]をセット（RFPR[N]）
･IRR1(IRR2)をセット
（MBIMR[N]＝0の場合）
･割り込み信号生成
（IMR1(IMR2)＝0の場合）

･メッセージを拒否
･UMSR設定
･IRR9セット（MBIMR[N]＝0の場合）
･割り込み信号生成
（IMR9＝0の場合）
･RXPR[N]（RFPR[N]）をセット*1

･メッセージを格納
･RXPR[N]（RFPR[N]）をセット
･IRR1（IRR2）をセット
（MBIMR[N]＝0の場合）
･割り込み信号生成
（IMR1（IMR2）＝0の場合）

有効なCANフレーム受信

RXPR[N]
に1を書き込む

UMSR[N]*2を
判定してクリアする

メールボックス[N]
を読み出す

割り込みサービスルーチンをぬける

RXPR[N]＝1
を読み出す

IRR[1]が1？

IRRを読み出す

MSG
オーバライト

or オーバラン？
（NMC）

オーバライト

オーバラン

N＝0?

N＝N-1

No

No

No

No

Yes

Yes

Yes

RFPR[N]
に1を書き込む

メールボックス[N]
を読み出す

RFPR[N]＝1
を読み出す

Yes

CPUメッセージ受信による割り込み

【注】
【記号説明】N：31～0（メールボックス番号）

UMSRがオーバランによってセットされるのと同時に、CPUがRXPR[N]/RFPR[N]をクリアする場合のみ、メッセージが更新されていなく
てもRXPR[N]/RFPR[N]は再度セットされます。タイムスタンプは更新されますが、メールボックスを読み出すとRXPR[N]/RFPR[N]を
クリアする前の正しい値を読むことができます。
メールボックスNがオーバライトに設定されている場合（NMC＝1）、UMSR[N]が1のときメッセージを読み捨ててください。
UMSR[N]はクリアされ、すべての割り込みサービスルーチンを抜けます。オーバランに設定されている場合（NMC＝0）、UMSR[N]が
1のときRXPR[N]/RFPR[N]/UMSR[N]をクリアしメッセージは使われていないと見なしてください。

*1

*2

RXPR[N] 
（RFPR[N]）は
すでにセットされて

いる？

ID一致？

割り込み信号 割り込み信号割り込み信号

Loop（N＝31; N≥0; N＝N-1） 

UMSR[N]*2を
判定してクリアする

 

図 22.16 メッセージ受信シーケンス 
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メッセージを受信中に RCANがアービトレーションフィールドの最後を認識すると、受信した IDとメールボ

ックスに設定された IDの比較を始めます。比較する順序はメールボックス 31からメールボックス 0の順です。

まずMBCをチェックし、メールボックスが受信に設定されているか調べます。その後 LAFMを読み込み、続い

てメールボックス 31（受信用に設定されている場合）の IDを読み込み、受信した IDと比較します。一致しない

場合は、メールボックス 30（受信用に設定されている場合）に対して同じチェックを行います。一致する IDを見

つけると RCANはそのメールボックス番号（N）を内部バッファに格納し、サーチを停止した後アイドル状態に

戻り EOF（End Of Frame）を待ちます。EOFの 6ビット目が通知されると、受信メッセージは NMCビットの設定

により書き込まれるか廃棄されます。 

通信中に RCANのメッセージ IDと LAFMの設定を変更することはできません。設定変更する手段の 1つとし

てホルトモードおよびコンフィギュレーションモードがあります。受信メッセージを対応するメールボックスに

書き込むときに、メッセージ IDを含めて書き込まれるため、LAFMを使用するときは CAN-IDが異なる CAN-ID

でオーバライトされることがあります。これはまた、受信したメッセージの IDが複数のメールボックスの ID + 

LAFMと一致する場合には、受信メッセージは常にメールボックス番号の一番大きいメールボックスに格納され、

小さい番号のメールボックスにはメッセージが格納されなくなってしまうことを意味しています。したがって、

IDと LAFMの設定値は注意深く選択する必要があります。 

図 22.16に示すデータおよびリモートフレームの受信で、IRRをリードした後に UMSRフラグをクリアするの

は、割り込みサービスルーチンの実行中にメッセージが同じメールボックスに格納された新しいメッセージでオ

ーバライトされること（NMCが 1のとき）を検出するためです。UMSRの最後のチェック中にオーバライトが検

出された場合、メッセージを破棄し再度読み込む必要があります。 

メールボックスがオーバランに（NMC＝0）設定されているときは、UMSRがセットされた場合のメッセージ

は有効です。しかし、CANバスでモニタされた最新のメッセージではなく古いメッセージです。メッセージの読

み出しは、関連する RXPR/RFPRフラグをクリアする前に行ってください。 

受信したリモートフレームがデータフレームでオーバライトされた場合、リモートフレーム受信割り込み

（IRR2）およびデータフレーム受信割り込み（IRR1）がセットされ、受信フラグ（RXPR、RFPR）もセットされ

ますので、注意してください。同様にデータフレームがリモートフレームでオーバライトされた場合も IRR2と

IRR1がセットされます。 

メッセージを受信しメールボックスに格納すると、受信されなかったデータフィールドはすべて 0として格納

されます。スタンダード IDを受信した場合も同様です。エクステンデッド ID（EXTID[17:0]）には 0が書き込ま

れます。 
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22.8.5 メールボックスの再設定 

メールボックスの再設定が必要な場合は、下記の手順に従ってください。 

（1） 送信ボックスの設定変更 

下記の 2つの場合があります。 

• ID、RTR、IDE、LAFM、データ、DLC、NMC、ATX、DARTの変更 

MBC[2:0]＝B'000の場合のみ変更可能です。対応するTXPRビットがセットされていないことを確認してくだ

さい。設定（MBCを除く）はいつでも変更することができます。 

• 送信ボックスから受信ボックスへの設定変更 

対応するTXPRビットがセットされていないことを確認してください。ホルトモードまたはリセット状態で

のみ変更可能です。RCANがメッセージを受信中または送信中の場合、ホルト状態に遷移するのに時間がか

かることがあります（受信／送信が終了するのを待ってからホルト状態に遷移するためです）。また、ホル

ト状態ではメッセージの送受信ができませんので注意してください。 

RCANがバスオフ状態の場合、ホルト状態への遷移はMCRレジスタのビット6およびビット14の設定に従いま

す。 

 

（2） 受信ボックスの ID、RTR、IDE、LAFM、データ、DLC、NMC、ATX、DART、MBCの設定変更および受

信ボックスから送信ボックスへの変更 

設定変更はホルトモードでのみ可能です。メッセージが CANバス上にあり RCANが受信モードの場合、その

メッセージを逃すことはありません。RCANは現在行っている受信を完了してからホルトモードに遷移します。

RCANがメッセージを受信中または送信中の場合、ホルト状態に遷移するのに時間がかかることがあります（受

信／送信が終了するのを待ってからホルト状態に遷移するためです）。また、ホルト状態ではメッセージの送受

信ができませんので注意してください。 

RCANがバスオフ状態の場合、ホルト状態への遷移はMCRレジスタのビット 6およびビット 14の設定に従い

ます。 
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ホルトモードによる方法

RCAN-TL1が送受信モード

MCR1をセット（ホルトモード）

RCAN-TL1は
送信中、受信中または
バスオフ状態？

割り込み生成（IRR0 ）

IRR0とGSR4が1
であることを読み出し

RCAN-TL1がホルトモード

ID またはメールボックスの
MBCを変更

MCR1をクリア

RCAN-TL1が送受信モード

Yes

No

【注】 グレー表示のボックスはソフトウェア（CPU）で行ってください。

現在の
セッション
終了

 

図 22.17 受信ボックスの ID変更／受信ボックスから送信ボックスへの変更 
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22.9 RCANの割り込み要因 

RCANには表 22.14に示す割り込み要因があります。これらの要因はマスクすることができます。マスクには、

メールボックス割り込みマスクレジスタ（MBIMR1、MBIMR0）および割り込みマスクレジスタ（IMR）を使用し

ます。各割り込み要求の割り込みベクタについては「第 7章 割り込みコントローラ（INTC、INTC2）」を参照

してください。 
 

表 22.14 RCAN0、RCAN1の割り込み要因 

モジュール名 種類 割り込み要因 割り込みフラグ

（IRRレジスタ） 

エラーパッシブ（TEC≧128または REC≧128） IRR5 

バスオフ（TEC≧256）／バスオフからの復帰 IRR6 

送信エラーワーニング（TEC≧96） IRR3 

エラー処理 

受信エラーワーニング（REC≧96） IRR4 

リセット／ホルト／CANスリープ遷移 IRR0 

オーバロードフレーム送信 IRR7 

未読メッセージのオーバライト（オーバラン） IRR9 

TCMR2コンペアマッチ IRR11 

CANスリープ中 CANバス動作の検出 IRR12 

タイマオーバラン／メッセージエラー IRR13 

TCMR0コンペアマッチ IRR14 

オーバラン処理 

TCMR1コンペアマッチ IRR15 

データフレーム受信 IRR1*2 メールボックス 0 

受信（MB0）*3） リモートフレーム受信 IRR2*1 

データフレーム受信 IRR1*2 メールボックス 1～31 

受信（MB1～MB31）*4 リモートフレーム受信 IRR2*1 

RCAN0 

RCAN1共通 

メールボックス処

理 

メッセージの送信／送信取り消し（スロットエンプティ） IRR8 

【注】 *1 IRR2はメールボックス 31～0のリモートフレーム受信フラグ（RFPR1[15:0]、RFPR0[15:0]）による割り込みで

す。 

 *2 IRR1はメールボックス 31～0のデータフレーム受信フラグ（RXPR1[15:0]、RXPR0[15:0]）による割り込みです。 

 *3 メールボックス 0のリモートフレーム受信またはデータフレーム受信に関する割り込みを示します。 

詳細は「第 7章 割り込みコントローラ（INTC、INTC2）」の「7.4.14 INTC2／割り込み詳細要因レジスタ（INT2B0

～INT2B52）」を参照してください。 

 *4 メールボックス 31～1のリモートフレーム受信またはデータフレーム受信に関する割り込みを示します。 

詳細は「第 7章 割り込みコントローラ（INTC、INTC2）」の「7.4.14 INTC2／割り込み詳細要因レジスタ（INT2B0

～INT2B52）」を参照してください。 
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23. USB 

USBモジュールは、USB-LINK(EHCI/OHCI/FUNCTION)/PHY、各インタフェースおよび共通レジスタ（REGS）

によって構成されています。 

本章では、共通レジスタ（REGS）および USB-PHY外付け回路の説明を行います。 

USB-LINK（EHCI/OHCI/FUNCTION）レジスタについては、「第 23A章 USB2.0-HOSTコントローラ」、「第

23B章 USB1.1 ホストモジュール（USB1.1H）」、および「第 23C章 USB2.0 ファンクションモジュール

（USBF）」を参照してください。 

23.1 特長 

下記の制御が可能です。 

• USBモジュール内部の初期化 

• Host/Functionのポート切り替え 

• OVC/VBUSの極性切り替え 
 

図 23.1にブロック図を示します。 

HPB (Function用)

SHwy (OHCI用)

HPB (Host用)

64ビット/100MHz

SHwy (EHCI用)

USB

USB2.0-Host
(EHCI)

parallel port

serial port

Port 0 (PHY)

 serial port

parallel port

Port 1(PHY)

PLL

Common
(PHY)

USB2.0-Function

USB1.1-Host
(OHCI)

REGs

AHB master

AHB master

AHB slave

専用バス

専用バス

B
rid

ge

R
oo

t-
H

ub
R
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t-

H
ub

B
rid

ge
I/F

I/F

64ビット/200MHz

OVC1/VBUS1

PENC0

USB_OVC0

OVC0/VBUS0

DP0

DM0

USB_EXTAL

USB_XTAL

REFRIN

DP1

DM1

PENC1

USB_OVC1

 

図 23.1 USBブロック図 
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23.2 入出力端子 
表 23.1 入出力端子 

端子名 入出力 説   明 

USB_EXTAL 入力 

USB_XTAL 出力 

USB用水晶発振子を接続します。 

また、USB_EXTAL端子は外部クロックを入力することもできます。 

DP0 入出力 USB port0 D+ 

DM0 入出力 USB port0 D- 

PENC0 出力 PortEnable0（Host時：電源 IC管理、1=電源 ON、0=電源 OFF） 

初期状態は 0（電源 OFF） 

OVC0/VBUS0 入力 5V入力 

OverCurrent0（Host時：過電流検出） 

初期状態は LowActiveで、レジスタ設定により切り替え可能。 

USB_OVC0 入力 3.3V入力 

OverCurrent0（Host：過電流検出） 

初期状態は LowActiveで、レジスタ設定により切り替え可能。 

DP1 入出力 USB port1 D+ 

DM1 入出力 USB port1 D- 

PENC1 出力 PortEnable1（Host時：電源 IC管理、1=電源 ON、0=電源 OFF、Function時：Port出力機能） 

初期状態は 0 

OVC1/VBUS1 入力 5V入力 

OverCurrent1/VBUS1（Host時：過電流検出、Function時：ケーブル接続／切断の検出） 

初期状態は HostModeの LowActiveで、レジスタ設定により切り替え可能。 

USB_OVC1 入力 3.3V入力 

OverCurrent1（Host時：過電流検出） 

初期状態は HostModeの LowActiveで、レジスタ設定により切り替え可能。 

REFRIN 入出力 外部抵抗接続用端子 

【注】 PENC1端子の初期状態は GPIOが選択されています。PENC1機能として使用する場合は、PENC1機能に切り替え後、

USBファンクションデバイスを接続してください。 

PENC1機能切り替えは、LSIピンマルチ設定レジスタにて、ピンマルチ設定を行ってください。 

設定値詳細内容は、「第 37章 ピンファンクションコントローラ（PFC）」を参照してください。 
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23.3 レジスタの説明 

CPUアクセスのみ許可。CPU以外のアクセスでの動作は保証しません。レジスタのビット幅は 32ビットで、

ロングワードサイズ（32ビット）でアクセスしてください。ロングワードサイズ以外でレジスタアクセスを行っ

た場合の動作は保証しません。 
 

表 23.2（1） レジスタ一覧 

レジスタ名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス

サイズ 

Port Control 0 USBPCTRL0 R/W H'0000 0000 H'FFE7 0800 32 

Port Control 1 USBPCTRL1 R/W H'0000 0000 H'FFE7 0804 32 

Port Status USBST R H'0000 0000 H'FFE7 0808 32 

EHCI Control 0 USBEH0 R/W H'0000 0000 H'FFE7 080C 32 

OHCI Control 0 USBOH0 R/W H'0000 0000 H'FFE7 081C 32 

USB Control 0 USBCTL0 R/W H'0000 0224 H'FFE7 0858 32 

【注】 上記アドレス以外への書き込みは、行わないでください。 

 書き込みを行った場合、動作は保証されません。読み出すと不定値が読み出されます。 

 

表 23.2（2） 各処理状態におけるレジスタの状態 

略 称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

USBPCTRL0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化* 

USBPCTRL1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化* 

USBST H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化* 

USBEH0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化* 

USBCTL0 H'00000224 H'00000224 保持 保持 保持 初期化* 

USBOH0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化* 

【注】 * 初期化：パワーオンリセット項記載の値となります。 

 

【レジスタ説明の記号説明】 

初期値 ：リセット後のレジスタ値 

― ：不定値 

R/W ：リードおよびライト可。書き込み値を読み出すことができます。 

R/WC1 ：リードおよびライト可。1を書き込むとビットは初期化されますが、0の書き込みは無視されます。 

R ：読み出し専用ビットです。書き込み（Read Modify Write（読み出し修正後書き込み））を行う場合

は、各ビットの説明に従ってください。 

―/W ：ライトのみ可。読み出し値は不定です。 
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23.3.1 Port Control 0（USBPCTRL0） 

Portの機能割り当てレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯

OVC1/
VBUS1

OVC0/
VBUS0 PENC PORT1OVC0 OVC1

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

R/WR/WRR/WR/WRRRR/WR/WRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 ― 不定 R リザーブビット 

必ず 0を書き込んでください。 

9 OVC1/VBUS1 0 R/W Port1 OVC入力切り替え 

0：OVC1/VBUS1端子からの入力を使用 

1：USB_OVC1端子からの入力を使用 

本ビットを 1に設定した場合は、必ず OVC1/VBUS1端子に 5Vを入力してく

ださい。 

Function時は、必ず本ビットを 0に設定してください。 

8 OVC0/VBUS0 0 R/W Port0 OVC入力切り替え 

0：OVC0/VBUS0端子からの入力を使用 

1：USB_OVC0端子からの入力を使用 

本ビットを 1に設定した場合は、必ず OVC0/VBUS0端子に 5Vを入力してく

ださい。 

7～5 ― 不定 R リザーブビット 

必ず 0を書き込んでください。 

4 PENC 0 R/W Functionを選択した PENC1用レジスタ 

0：Low出力 

1：High出力 

3 OVC0 0 R/W Host時：OVC0極性切り替え 

0：Low Active 

1：High Active 

2 ― 不定 R リザーブビット 

必ず 0を書き込んでください。 

1 OVC1 0 R/W Host時：OVC1極性切り替え 

0：Low Active 

1：High Active 

Function時は必ず本ビットを 1に設定してください 

（0で切断検出、1で接続検出）。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 PORT1 0 R/W Port1 Host/Function切り替え 

0：Host 

1：Function 

 

23.3.2 Port Control 1（USBPCTRL1） 

Portの機能割り当ておよび USB初期化レジスタです。RSTビットを使用した場合に初期化されるレジスタは、

USBPCTRL0、USBPCTRL1、USBEH0、USBOH0、USBCTL0、USBSTを除く、すべての USBレジスタが対象に

なります。  
 

161718192021222324252627282931 30

0

RST

PHY
ENB

PLL 
ENB

PHY
RST

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR/W R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

00⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

0⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 RST 0 R/W USBモジュールの初期化を行います。 

本ビットは 1設定中リセットをアサートし続けます。 

起動させたい場合は 0を設定してください。 

0：ネゲート 

1：アサート 

30～3 ― 不定 R リザーブビット 

必ず 0を書き込んでください。 

2 PHYRST 0 R/W USB-PHYのリセット 

USBを使用する場合は、PHYENBを 1、PLLENBを 1に設定し、PLLの発振

安定期間後、1を設定してください。 

0：アサート 

1：ネゲート 

1 PLLENB 0 R/W USB-PHY内部の PLLイネーブル 

USBを使用する場合は、PHYENBを 1に設定した後、1を設定してください。 

0：ディスエーブル 

1：イネーブル 

0 PHYENB 0 R/W USB-PHYのイネーブル 

USBを使用する場合は、1を設定してください。 

0：ディスエーブル 

1：イネーブル 
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USBモジュールを使用する場合の手順は、以下のようになります。 

1. USBPCTRL1レジスタのPHYENBビットに1を設定。 

2. USBPCTRL1レジスタのPLLENBビットに1を設定。 

3. USBSTレジスタのPLLビット、ACTビットがともに1になっているのを確認。 

4. USBPCTRL1レジスタのPHYRSTビットに1を設定。 
 

23.3.3 USB Status（USBST） 

USBモジュールの状態を示すレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯

ACT PLL ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯

⎯⎯

⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 ACT 不定*1 R USBモジュールの状態を示します。 

レジスタ設定を行う場合は、ACTビット、PLLビットがともに 1になってい

ることを確認してから実行してください。 

0：初期化中 

1：動作中 

30 PLL 不定*2 R USB用 PLLの状態を示します。 

レジスタ設定を行う場合は、ACTビット、PLLビットがともに 1になってい

ることを確認してから実行してください。 

0：発振不安定 

1：発振安定 

29～0 ― 不定 R リザーブビット 

必ず 0を書き込んでください。 

【注】 *1 LSIが起動してから約 1ms以内に読み出した場合は、0が読み出されます。 

 *2 USBクロックを入力しなければ、発振安定にはなりません。 
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23.3.4 EHCI Control 0（USBEH0） 

本レジスタは、EHCI側 Bridge部のデータアライメントを制御するレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30ビット：

R/W：

01234567891011121315 14ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

USBEH0

USBEH0

R/WR/W R/W

初期値：

R/W：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 USBEH0 H'0000

0000 

R/W バスアライメント制御レジスタです。 

詳細は「23.4 初期設定」を参照してください。 

 

23.3.5 USB Control0（USBCTL0） 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

00

⎯⎯

0001

⎯⎯⎯⎯

⎯

11000 00 0 00

0 00 0 00 0 00 0 00 0 00 0

⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

CLK
SEL

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 ― すべて 0 R リザーブ 

0以外の書き込み禁止 

9 ― 1 R リザーブ 

1以外の書き込み禁止 

8 ― 0 R リザーブ 

0以外の書き込み禁止 

7 CLKSEL 0 R/W USBクロックモード 

0：水晶発振子モード 

1：外部クロックモード 

6 ― 0 R リザーブ 

0以外の書き込み禁止 

5 ― 1 R リザーブ 

1以外の書き込み禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4、3 ― すべて 0 R リザーブ 

0以外の書き込み禁止 

2 ― 1 R リザーブ 

1以外の書き込み禁止 

1、0 ― すべて 0 R リザーブ 

0以外の書き込み禁止 

 

23.3.6 OHCI Control 0（USBOH0） 

本レジスタは OHCI側 Bridge部のデータアライメントを制御するレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30ビット：

R/W：

01234567891011121315 14ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

USBOH0

USBOH0

R/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 USBOH0 H'00000

000 

R/W バスアライメント制御レジスタです。 

詳細は「23.4 初期設定」を参照願います。 
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23.4 初期設定 

EHCI/OHCIレジスタおよび Functionレジスタへアクセスするには、下記の手順を行った後、実行してください。 

• 設定1 

アドレス ：H'FFE7 0804（USBPCTRL1） 

書き込みデータ ：H'0000 0001（PHYENBに1を設定し、USB-PHYをスタンバイ状態から解除する） 

• 設定2 

アドレス ：H'FFE7 0804（USBPCTRL1） 

書き込みデータ ：H'0000 0003（PLLENBに1を設定し、USB-PHY内部のPLLを動作させる） 

• 確認 

アドレス ：H'FFE7 0808（USBST） 

確認ビット ：ACT=1（USBが動作状態であることを示す） 

確認ビット ：PLL = 1（USB用PLLが発振安定状態であることを示す） 

• 設定3 

アドレス ：H'FFE7 0804（USBPCTRL1） 

書き込みデータ ：H'0000 0007（PHYRSTに1を設定し、USB-PHY内部ロジックのリセットを解除する） 

 

USB機能を使用する場合、下記の設定を行う必要があります。 

• 設定1 

アドレス ：H'FFE7 0094 

初期値データ ：H'0040 0040 

書き込みデータ ：H'00FF 0040 

• 設定2 

アドレス ：H'FFE7 009C 

初期値データ ：H'0000 0000 

書き込みデータ ：H'0000 0001 
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バスアライメント処理として、下記の値を設定してください。 
 

EHCI側バスアライメント処理 

• 設定 

アドレス ：H'FFE7 080C（USBEH0） 

初期値データ ：H'0000 0000 

書き込みデータ ：下記表参照 

 

エンディアン スワップ設定 レジスタ値 備考 

スワップなし H'0000 0003 通常はこの値を設定してください。 

バイトスワップ H'0000 0002  

ワードスワップ H'0000 0001  

ビッグ 

ワードバイトスワップ H'0000 0000  

スワップなし H'0000 0000 通常はこの値を設定してください。 

バイトスワップ H'0000 0001  

ワードスワップ H'0000 0002  

リトル 

ワードバイトスワップ H'0000 0003  

 

OHCI側バスアライメント処理 

•  設定 

アドレス ：H'FFE7 081C（USBOH0） 

初期値データ ：H'0000 0000 

書き込みデータ ：下記表参照 

 

エンディアン スワップ設定 レジスタ値 備考 

スワップなし H'8800 0003 通常はこの値を設定してください。 

バイトスワップ H'8800 0002  

ワードスワップ H'8800 0001  

ビッグ 

ワードバイトスワップ H'8800 0000  

スワップなし H'0000 0000 通常はこの値を設定してください。 

バイトスワップ H'0000 0001  

ワードスワップ H'0000 0002  

リトル 

ワードバイトスワップ H'0000 0003  
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23.5 未使用時の接続例 

未使用端子の処理について説明します。 
 

23.5.1 DP/DMの接続例 

未使用時は、両ポートとも Openにしてください。 
 

23.5.2 OVC/PENCの接続例 

OVCは、HOSTでは NotActive状態に、Functionでは切断状態になるようにしてください。 

例：HOST時に LowActive設定ならば Pull-Up処理 
 

PENCは Openにしてください。 
 

なお、OVC/PENCは GPIO設定が可能です。 

GPIO設定時は、GPIOの処理に従ってください。 
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23.6 基板設計ガイドライン 

23.6.1 はじめに 

本資料は、USB2.0ホスト／ファンクションモジュールの端子名を用いて説明しています。表 23.3に USB2.0ホ

スト／ファンクションモジュールの端子概要を示します。 
 

表 23.3 USB2.0ホスト/ファンクションモジュールの端子概要 

使用端子名 入出力 名称 機能 

DP0/1 入出力 USB D+データ USBバスの D+データです。 

DM0/1 入出力 USB D-データ USBバスの D-データです。 

OVC0/VBUS0、

OVC1/VBUS1 

入力 VBUS入力 USBバスの VBUSに接続ください。 

REFRIN 入力 リファレンス入力 5.6kΩ ±1% 抵抗を介して AG端子に接続してください。 

USB_EXTAL 入力 

USB_XTAL 出力 

USB水晶発振子／ 

外部クロック 

USB用水晶発振子を接続します。また、USB_EXTAL端子は外部クロ

ックを入力することもできます。 

AV33 電源 トランシーバ部 

アナログ端子電源 

端子用 3.3Vアナログ電源 

AV12 電源 トランシーバ部 

アナログコア電源 

コア用 1.2Vアナログ電源 

AG 電源 トランシーバ部 

アナログコア／ 

端子グランド 

コア用 1.2V／端子用 3.3Vアナロググランド 

VCCQ* 電源 入出力回路用電源 入出力端子用 3.3V電源 

VSSQ* 電源 入出力回路用グランド 入出力端子用 3.3Vグランド 

VDD* 電源 電源 内部用コア 1.2V電源 

VSS* 電源 グランド 内部用コア 1.2Vグランド 

【注】 * VCCQ、VSSQ、VDD、VSS電源端子は、USB以外の LSI IO電源、コア電源です。 
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23.6.2 USB伝送線路 

USB伝送線路とは、USBコネクタと USBトランシーバを接続する配線パターンを表します。 

USB2.0には、Hi-Speed、Full-Speed、Low-Speedの通信モードがあります。この中で Hi-Speedは 480Mbpsの通

信速度であるため、USB伝送線路は高周波回路として設計する必要があります。USB伝送線路は、インピーダン

スコントロールが必要です。 

以下に USB伝送線路のパターン配線設計時の注意点について説明します。 

• USB Hi-Speed伝送線路に要求される特性インピーダンスは、差動インピーダンス90Ω±15%です。 

• インピーダンスコントロールは、基板の厚さ、材質、層構成などによりパターン幅、パターン間隔が異なり

ます。詳細は、基板メーカにご相談ください。 

• LSIからUSBコネクタまでのUSB伝送線路の配線パターン長は、USB規格で規定されている最大遅延時間を超

えないように設計する必要があります。表23.4に、一般的な材料のプリント配線板によるUSB伝送線路の推

奨パターン設計値を示します。 

 

表 23.4 USB伝送線路の配線パターン設計推奨値 

 最大遅延時間（USB規格） 配線長 D+、D-の配線長の差 

ホストコントローラ 3ns 150mm以下 2.5mm以下 

ファンクションコントローラ 1ns 50mm以下 2.5mm以下 

 

• USB伝送線路の下の層は、ベタグランドにしてください。ベタグランドは、USB伝送線路より外側へ2mm以

上確保してください。 

• USB伝送線路近くに他の信号線を配置しないでください。特にクロックやデータバスなど変化の激しい信号

は、USB伝送線路から離してください。また、USB伝送線路と他の信号が交差しないようにしてください。 

• USB伝送線路と同一層（表層）では、伝送線路より外側へ2mm程度離してグランドでガードリングすること

を推奨します。 

• USB伝送線路は、ビアを通さず同じ階層で配線してください。また、USB伝送線路は、分岐配線しないでく

ださい。 

• USB伝送線路の間隔は、すべて一定になるように配線してください。 

• USB伝送線路は、発振器、電源回路、他のIOコネクタから離すようにしてください。 

• USB伝送線路は可能な限り直線で配線してください。レイアウト上、USB伝送線路を曲げる場合は、135°も

しくは円弧を用いて緩やかに曲げてください。USB伝送線路は急角度（直角）に曲げないでください。 

• クロック、リセット、リード、ライト、チップセレクト信号は、グランドでガードリングすることを推奨し

ます。 

 

図 23.2にホストコントローラ時の USB伝送線路パターン設計例を、図 23.3にファンクションコントローラ時

の USB伝送線路パターン設計例を示します。 



 

23. USB 

23-14  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

SH7734

DP0/1
DM0/1

2mm

2mm

USB伝送経路は、差動インピーダンス90Ω±15％、
配線長は150mm以下にする。

USB伝送経路と同一層（表層）は、伝送経路より外側へ
2mm程度離してグランドでガードリングする。

USB伝送経路の下の層は、
ベタグランドにする。
ベタグランドは伝送経路より 
外側へ2mm以上確保する。

端子用3.3Vデジタルグランド

シリーズAレセプタクル150mm

本LSI

 

図 23.2 ホストコントローラ時の USB伝送線路パターン設計例 

 

DP0/1
DM0/1

2mm

2mm

USB伝送経路は、差動インピーダンス90Ω±15％、
配線長は50mm以下にする。

USB伝送経路と同一層（表層）は、伝送経路より外側へ
2mm程度離してグランドでガードリングする。

USB伝送経路の下の層は、
ベタグランドにする。
ベタグランドは伝送経路より 
外側へ2mm以上確保する。

端子用3.3Vデジタルグランド

シリーズBレセプタクル50mm

2.5mm
本LSI

 

図 23.3 ファンクションコントローラ時の USB伝送線路パターン設計例 
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23.6.3 電源、グランドパターン 

以下に、電源、グランドパターン設計時の注意点について説明します。 

• 電源、グランドは、デジタルとアナログに分離してください。表23.5、表23.6に電源とグランドの分類を示

します。 

表 23.5 USB電源分類 

電源の分類 端子名 

アナログ電源（1.2V） デジタル電源（1.2V） アナログ電源（3.3V） デジタル電源（3.3V） 

AV12 ○    

AV33   ○  

VDD  ○   

VCCQ    ○ 

【注】 ○：使用する電源を示します。 

 

表 23.6 USBグランド分類 

グランドの分類 端子名／USBコネクタ 

アナロググランド（AGND） デジタルグランド（DGND） 

AG ○  

VSS  ○ 

VSSQ  ○ 

USBコネクタグランド 

（フレームグランドを含む） 

 ○ 

【注】 ○：使用するグランドを示します。 

 

• LSI内部で接続されている端子に対しても、基板上、低インピーダンスで接続してください。 

• 電源、グランドは、できる限り広い面の層となるようにパターン設計してください。 

• 電源のコンデンサは、高周波特性の良いセラミックコンデンサまたは、タンタルコンデンサを推奨します。 

• アルミ電解コンデンサは、EYEパターン測定時のジッタ値に影響があるので、十分な設計、テストの上、使

用ください。 

• デカップリングコンデンサの容量値としては、0.001μF、0.01μF、0.1μF、10μFの容量をUSB電源端子の直

近に配置することを推奨します。図23.4にデカップリングコンデンサの配置例を示します。 
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本LSI

AV12

AG
0.001 F 0.01 F 0.1 F 10 F

AV33
0.001 F 0.01 F 0.1 F 10 F

アナロググランド
（AGND）

アナログ1.2V

アナログ3.3V

【注】USB電源端子直近に容量の小さい順に配置してください。  

図 23.4 デカップリングコンデンサ配置例 

 

23.6.4 発振回路 

以下に発振回路設計時の注意点について説明します。 

• 発振回路は、USB用クロック入力端子USB_EXTALの近くに配置してください。USB_EXTALは、グランドで

ガードリングすることを推奨します。 

• 発振部品は、周波数スペックが48MHz±100ppmを満たすものを使用してください。 

• 水晶振動子を使用する場合は、水晶振動子メーカと相談の上、回路定数を決定してください。 

 

図 23.5に水晶振動子の接続例を、図 23.6に発振器の接続例を示します。 
 

USB_EXTAL USB_XTAL

【注】帰還抵抗、制限抵抗および負荷容量の定数は、使用する水晶振動子にて
 発振特性のマッチング評価を行ったうえで決定してください。
 発振特性によっては、帰還抵抗および制限抵抗は必要ない場合があります。

帰還抵抗

制限抵抗

負荷容量負荷容量

デジタルグランド
（DGND）

 

図 23.5 水晶振動子接続例 
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USB_EXTAL USB_XTAL

【注】発振器部品によっては、オーバーシュート、アンダー
 シュートが発生する場合があるため、ダンピング抵抗を
 実装できるパターンを設けておくことを推奨します。

発振器接続時、USB_XTAL端子は
開放にしてください。

デジタルグランド
（DGND）

デジタル電源
（3.3V）

ダンピング抵抗

本LSI 

発振器

Vcc GND

 

図 23.6 発振器接続例 

 

23.6.5 VBUS電源回路 

以下に、VBUS電源回路設計時の注意点について説明します。 

• ホストコントローラとして使用する場合、VBUSラインの付加容量が120μF以上になるように設計してくだ

さい。 

• ファンクションコントローラとして使用する場合、VBUSラインの付加容量が1.0μF～10μF以内になるよう

に設計してください。 

• VBUSラインには、USBケーブル接続時にインピーダンスの不整合によって、オーバーシュートが発生する

場合があるため、フィルタ回路を設けてください。フィルタ回路として、容量1.0μF～10μFと抵抗100Ω～

1kΩを付けてください。最終的な定数は、基板上でオーバーシュートが発生しないことを確認した上で決定

してください。なお、1kΩ以上の抵抗は付けないでください。 

• ホストコントローラとして使用する場合、ファンクション機器に対して、VBUS電源を供給する必要があり

ます。VBUS電源の制御には、USB電源バス用過電流制限機能付きパワースイッチIC（以降USB電源スイッ

チICと記載）を使用することを推奨します。 

VBUS電源ラインの電流の制限値は、適用するシステムの電源、通信するUSBファンクション機器が必要と

する電流値をもとに検討してください。また、VBUS電源制御回路は、使用するUSB電源スイッチICのデー

タシートに記載されている回路例等を参考に設計してください。 
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• ホストコントローラとして使用する場合、LSI電源OFF時は、ホストコントローラとして使用する

OVCn/VBUSn（n=0,1）端子の入力もOFFしてください。 

ファンクションコントローラとして使用する場合は、LSI電源OFF時であっても、ファンクションコントロー

ラとして使用するOVCn/VBUSn（n=0,1）端子に、USBホストからのVBUS電圧印加を許容します。 

 

図 23.7、図 23.8、図 23.9にホストコントローラとして使用する場合の VBUS電源回路例を、図 23.10にファ

ンクションコントローラとして使用する場合の VBUS電源回路例を示します。 

ホストコントローラとして使用する例（図 23.7、図 23.8）では、USB_OVC0/1端子は 3.3V I/Oのため、Low時

0V、High時 3.3Vを入力してください。 

USB_OVC0/1

USB電源
スイッチIC

USBコネクタ

OVCn/VBUSn
(n=0,1)

PENC0/1

3.3V
5V

120μF以上

0 or 3.3V

デジタルグランド
（DGND）

フィルタ回路

システム電源 システム電源

本LSI 

1.0μF～10μF

100Ω～1kΩ
VBUS

 

図 23.7 ホストコントローラ VBUS回路例（OVCn/VBUSn（n=0,1）端子と USB_OVC0/1を別端子として使用 1） 

USB_OVC0/1

USB電源
スイッチIC

USBコネクタ

OVCn/VBUSn
(n=0,1)

PENC0/1

3.3V 5V

120μF以上

0 or 3.3V

システム電源

システム電源

システム電源

本LSI 

5V

VBUS

 

図 23.8 ホストコントローラ VBUS回路例（OVCn/VBUSn（n=0,1）端子と USB_OVC0/1を別端子として使用 2） 

 



 

23. USB 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  23-19 

2012.06.12  

 

SH7734 

ホストコントローラとして使用する例（図 23.9）では、USB_OVC0/1端子は 5V I/Oのため、Low時 0V、High

時 5Vを入力してください。また、VBUS端子内部にはプルダウン抵抗が存在するため、OVC検出信号は、一端、

5V標準ロジック等を介して入力してください。 

USB電源
スイッチIC USBコネクタ

OVCn/VBUSn
(n=0,1)

PENC0/1 PowerEn

OVC

5V5V 5V

120μF以上

0 or 5V

システム電源システム電源

標準ロジック等
5V品

システム電源

本LSI 

VBUS

 

図 23.9 ホストコントローラ VBUS回路例（OVCn/VBUSn(n=0,1)端子を OVC機能として使用） 

 

USBコネクタ

OVCn/VBUSn
(n=0,1)

デジタルグランド
（DGND）

フィルタ回路
本LSI 

1.0μF～10μF

100Ω～1kΩ
VBUS

 

図 23.10 ファンクションコントローラ VBUS回路例 
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23.6.6 REFRIN端子 

以下に REFRIN端子周辺回路設計時の注意点について説明します。 

• REFRIN端子とAGの間に5.6kΩ±1%の抵抗（以降 基準抵抗と記載）を接続してください。 

• 基準抵抗は、LSIに可能な限り近くに配置してください。 

• REFRIN端子と基準抵抗とAGは、太いパターンで、かつ最短で接続してください。 

• 基準抵抗とAGを専用のパターンで接続し、その先でアナロググランドに接続してください。他の信号と共通

インピーダンスを持たないようにパターン設計する必要があります。 

• クロストークを避けるため、基準抵抗の近くとそのパターンの近くには、変化の激しい信号（DP0/1、DM0/1、

クロック、アドレス、データ、コントロール信号等）を交差または並行しないようにしてください。基準抵

抗とそのパターンは、グランドでガードリングすることを推奨します。 

 

図 23.11に REFRIN端子周辺の接続図およびパターン設計例を示します。 

AG

5.6k

REFRIN

本LSI 

AG

REFRIN

アナロググランド
（AGND）

アナロググランド
（AGND）

デジタルグランド
（DGND）で
ガードリング

5.6k

接続例 パターン設計例

 

図 23.11 REFRIN端子周辺の接続図およびパターン設計例 
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23.6.7 EMI/ESD対策 

以下に EMI、ESD対策時の注意点について説明します。 

• コイルやダイオードなどのEMI、ESD対策用部品をUSB伝送線路に実装する場合は、USB伝送線路の近くに

配置し、配線は可能な限り短くしてください。 

• EMI、ESD対策用部品は、必ずUSB2.0対応品を使用してください。なお、EMI、ESD対策用部品を実装する

ことで、USB伝送線路のインピーダンスに不整合が生じ、波形が乱れることがあるので、十分に評価した上

で使用する部品を決定してください。 

 

図 23.12に､EMI、ESD対策用部品使用時の接続図の例を示します。 
 

DP0/1

DM0/1

本LSI 

デジタルグランド
（DGND）

EMI対策用コイル ESD対策用ダイオード USBコネクタ

D+

D-

EMI、ESD対策用部品を実装する場合は、
USB伝送経路近くに配置し、部品実装
パターンまでの配線は限りなく短くする。  

図 23.12 EMI、ESD対策用部品使用時の接続例 
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23.7 使用上の注意事項 

23.7.1 ファンクションコントローラ時の注意事項 

ファンクションコントローラ時、USBケーブル長が 1.5mを超えると、接続が確立されない場合があります。こ

のため、使用する USBケーブルのケーブル長は、1.5m以下としてください。 
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23A. USB2.0-HOSTコントローラ 

本章では、EHCI規格について説明します。 

EHCI規格の詳細については、「Enhanced Host Controller Interface Specification for Universal Serial Bus Revision 1.0」

を参照してください。 
 

23A.1 レジスタの説明 

CPUアクセスのみ許可します。CPU以外のアクセスでの動作は保証しません。 

レジスタのビット幅は 32ビットで、ロングワードサイズ（32ビット）でアクセスしてください。ロングワード

サイズ以外でレジスタアクセスを行った場合の動作は保証しません。 
 

表 23A.1 レジスタ一覧 

• Host Controller Capability Registers 

アドレスは、H'FFE7 0000 + Offsetになります。 

レジスタ名 R/W Offset アクセスサイズ 

HCIVERSION/CAPLENGTH R 0 32 

HCSPARAMS R 4 32 

HCCPARAMS R 8 32 

HCSP-PORTROUTE R C 32 

• Host Controller Operational Registers 

アドレスは、H'FFE7 0010 + Offsetになります。 

レジスタ名 R/W Offset アクセスサイズ 

USBCMD R/W 0 32 

USBSTS R/W 4 32 

USBINTR R/W 8 32 

FRINDEX R/W C 32 

CTRLDSSEGMENT R/W 10 32 

PERIODICLISTBASE R/W 14 32 

ASYNCLISTADDR R/W 18 32 

CONFIGFLAG R/W 40 32 

PORTSC（1～N_PORT） R/W 44 32 

【注】 上記アドレス以外への書き込みは行わないでください。 

 書き込みを行った場合、動作は保証されません。読み出すと不定値が読み出されます。 
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表 23A.2 各処理状態におけるレジスタの状態 

レジスタ 

アドレス 

レジスタ名 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフト 

ウェア 

スタン 

バイ 

モジュ 

ール 

スタン 

バイ 

ディープ 

スタン 

バイ 

H'FFE7 0000 HCIVERSION/CAPLENGTH H'0100 xx10 H'0100 xx10 保持 保持 保持 初期化 

H'FFE7 0004 HCSPARAMS H'xx00 1212 H'xx00 1212 保持 保持 保持 初期化 

H'FFE7 0008 HCCPARAMS H'xxxx A016 H'xxxx A016 保持 保持 保持 初期化 

H'FFE7 000C HCSP-PORTROUTE H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 初期化 

H'FFE7 0010 USBCMD H'xx08 xB00 H'xx08 xB00 保持 保持 保持 初期化 

H'FFE7 0014 USBSTS H'xxxx 1x00 H'xxxx 1x00 保持 保持 保持 初期化 

H'FFE7 0018 USBINTR H'xxxx xx00 H'xxxx xx00 保持 保持 保持 初期化 

H'FFE7 001C FRINDEX H'xxxx 0000 H'xxxx 0000 保持 保持 保持 初期化 

H'FFE7 0020 CTRLDSSEGMENT H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 初期化 

H'FFE7 0024 PERIODICLISTBASE H'0000 0xxx H'0000 0xxx 保持 保持 保持 初期化 

H'FFE7 0028 ASYNCLISTADDR H'0000 00xx H'0000 00xx 保持 保持 保持 初期化 

H'FFE7 0050 CONFIGFLAG H'xxxx xxx0 H'xxxx xxx0 保持 保持 保持 初期化 

H'FFE7 0054 PORTSC（1～N_PORT） H'xx00 2000 H'xx00 2000 保持 保持 保持 初期化 
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23A.1.1 HCIVERSION/CAPLENGTH 

このレジスタは、ホストコントローラがサポートする EHCI規格のバージョンおよび Capabilityレジスタ領域全

体のサイズを示します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — —

HCIVERSION

CAPLENGTH— — —

— — — — —— — —

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 HCIVERSION H'0100 R Host Controller Interface Version Number 

ホストコントローラがサポートする EHCI規格のバージョンを示します

（BCD表示）。 

15～8 ― 不定 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 CAPLENGTH H'10 R Capability Register Length  

Capabilityレジスタ領域のサイズを示します。 

Operationalレジスタ領域は、Capabilityレジスタ領域の直後に配置されるの

で、このレジスタの値をオフセットとして使うことで Operationalレジスタ領

域の位置を知ることができます。 

 

23A.1.2 HCSPARAMS 

このレジスタは、ポートの数など、ホストコントローラの構造パラメータ群を示します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 10 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

N_CC N_PCC PRR

DPN

PCC N_PORTS

P_INDI— — — — —— — —

— —

— —

— — —

— — —— — — — —— — —

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 ― 不定 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～20 DPN H'0 R Debug Port Number  

N_PORTS個あるポートの中で、デバッグポートであるポートを示します。 

H'0：デバッグポートが存在しない。 

上記以外：デバッグポートが存在する。このビットの値がそのままポート番

号になる。 

DPNビットの値は、N_PORTSより大きい値の設定は不可です。 

19～17 ― 不定 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

16 P_INDI 0 R Port Indicator 

ポートが Port Indicator Control機能をサポートしているかどうかを示します。 

0：Port Indicator Controlをサポートしない。 

1：Port Indicator Controlをサポートする。 

この場合、PORTSCレジスタのPICビットでPort Indicatorの制御が可能です。 

15～12 N_CC H'1 R Number of Companion Controller 

搭載している USB1.1 Companion Host Controllerの個数を示します。 

H'0：Companion Host Controllerは搭載していません。EHCI Host Controller

のみです。 

上記以外：このビットで示された値だけ、Companion Host Controllerを搭

載しています。 

11～8 N_PCC H'2 R Number of Ports per Companion Controller 

一つの Companion Host Controllerが持つポートの数を示します。 

7 PRR 0 R Port Routing Rule 

それぞれのポートをどの Companion Host Controllerに割り当てるかを定める

ルーティングルールを指定します。 

0：N_PCC個数分ずつ、Companion Host Controllerの若い番号順に割り当

てる。 

N_PORT=8、N_CC=2、N_PCC=4とすると、No.1～No.4のポートは最

初の Companion Host Controllerに、No.5～No.8のポートは 2番目の

Companion Host Controllerに割り当てる。 

1：HCSP-PORTROUTEレジスタで割り当てルールを定義し、それに従って

割り当てる 

6、5 ― 不定 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

4 PCC 1 R Port Power Control 

ポート電源の ON、OFFを切り替え可能かを示します。 

0：ポート電源は切り替え不可 

1：ポート電源は切り替え可能 

1の場合、PORTSCレジスタの PPビットで切り替え可能です。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3～0 N_PORTS H'2 R ホストコントローラが持つダウンストリームポートの数を示します。 

この値によって Operationalレジスタ空間の PORTSCレジスタの個数も決ま

ります。 

H'1～H'Fの範囲で指定します。 

 

23A.1.3 HCCPARAMS 

このレジスタは、ホストコントローラの能力に関するパラメータ群を示します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 11 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

EECP IST ASPC PFLF 64AC

— — — — —— — — —— — — — — — —

—

—

—

— — —— — — — —— — — —— — —

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 ― 不定 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

15～8 EECP H'A0 R EHCI Extended Capabilities Pointer 

追加の Capability情報を設定したい場合、PCI Configuration領域に追加

Capability領域を確保することができます。このビットで、その追加した

Capability領域へのオフセットを指定します。 

7～4 IST 0001 R Isochronous Scheduling Threshold  

Isochronous Scheduleデータのキャッシングモードを示します。 

7Bit目=0：マイクロフレームキャッシング 

[6：4]でキャッシングするマイクロフレームを指定。 

7Bit目=1：フレームキャッシング 

一つのフレーム分をキャッシング。 

1000：1フレーム分丸ごとキャッシングするので、今のフレーム対応するデ

ータ構造体は修正できない。次のフレーム以後のデータ構造体は修

正可能。 

0010：2マイクロフレーム分キャッシングするので、3マイクロフレーム先

以後のデータ構造体は修正可能である。 

0000：データ構造体をキャッシングせず、各マイクロフレームでその都度

データ構造体を取得する。そのため、次のマイクロフレーム以後の

データ構造体が修正可能である。 

3 ― 不定 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 ASPC 1 R Asynchronous Schedule Park Capability  

Asynchronous Schedule内の HS用 QHに対する Park機能を有効にするかを

指定します。 

0：Park機能はサポートしない。 

1：Park機能をサポートする。 

この場合、USBCMDレジスタの ASPME、ASPMCビットにより Park

機能を使うことができる。 

1 PFLF 1 R Programmable Frame List Flag  

Frame Listのサイズが可変かどうかを指定します。 

0：Frame Listの要素数は 1024で固定。 

この場合、USBCMDレジスタの FLSビットは 0読み出しのみとなり、

書き込みは無効となる。 

1：Frame Listの要素数を変更できる（512、256に変更することができる）。 

USBCMDレジスタの FLSビットにより変更できる。 

0 64AC 0 R 64-Bit Addressing Capability 

各種データ構造体アクセスする際のアドレッシングモードを指定します。 

0：32ビットアドレッシング 

1：64ビットアドレッシング 

 

23A.1.4 HCSP-PORTROUTE 

このレジスタは、各 Down Streamポートをどの Companion Host Controllerに割り当てるかを指定します。 

このレジスタは、HCSPARAMSレジスタの PRRビットが 1である場合のみ有効です。 
 

484950515253545556575859606163 62

000000000

HCSP-PORTROUTE

HCSP-PORTROUTE

0

0000000000

00

⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯ ⎯
RRRRRRRRRR

RRRRRRRRRR

RRRRRR

ビット：

初期値：

R/W：

323334353637383940414243444547 46

00000 0

RRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

161718192021222324252627282931 30ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14ビット：

初期値：

R/W：

HCSP-PORTROUTE

0000000000

RRRRRRRRRR

00000 0

RRRRR R

HCSP-PORTROUTE

0000000000

RRRRRRRRRR

00000 0

RRRRR R  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

63～60 ― 不定 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

59～0 HCSP- 

PORTROUTE

すべて 0 R N_PORTS個のポートのそれぞれが、何番目の Companion Host Controllerに

対応するかを示します。 

Companion Host Controller の番号を 4ビットで指定します。N_PORTSは最

大 15であり、本レジスタは 15×4=60ビット長となります。 

たとえば、H'0、H'1、H'0、H'1･･･となっていれば、対応する Companion Host 

Controllerの番号は、それぞれ 1、2、1、2･･･となります。 

 

23A.1.5 USBCMD 

このレジスタは、ホストコントローラ自体の ON/OFF設定、ホストコントローラリセットの制御、Schedule処

理の ON/OFFなどを設定できます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 01

1 0 0 000 0 0

1 1 00 0 0
R R R R R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ASPME LHCR IAAD ASE PSEASPMC

ITC

FLS HCR RS

— — — — —— — —

— — — —

— — — —

— — — —

—— —

—

—

—

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 ― 不定 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

23～16 ITC H'08 R/W Interrupt Threshold Control 

ホストコントローラがハードウェア割り込みを発生させる頻度（割り込みの最

大間隔）を示します。 

H'01：1マイクロフレーム 

H'02：2マイクロフレーム 

H'04：4マイクロフレーム 

H'08：8マイクロフレーム（初期値、1ms） 

H'10：16マイクロフレーム（2ms） 

H'20：32マイクロフレーム（4ms） 

H'40：64マイクロフレーム（8ms） 

本ビットは、USBSTSレジスタの HCHビットが 0の場合は、設定禁止です。 

15～12 ― 不定 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11 ASPME 1 R/W Asynchronous Schedule Park Mode Enable  

Asynchronous Scheduleの Parkモードを有効にします。 

0：Parkモードは無効 

1：Parkモードは有効 

本ビットは、HCCPARAMSレジスタの ASPCビットが 1にセットされていな

ければ 0固定で読み出し専用となります。 

逆に ASPCビットが 1にセットされていれば、初期値が 1で、読み出し／書

き込み可能となります。 

10 ― 不定 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

9、8 ASPMC 11 R/W Asynchronous Schedule Park Mode Count  

Asynchronous Schedule中の一つの QHから、一度に発行するトランザクショ

ンの数を設定します。 

たとえば、3と設定されている場合、フェッチした QHから 3回バストランザ

クションを実行してから、次の QHをフェッチします。 

ASPMビットを 1に設定した場合、本ビットを 0に設定してはいけません。 

本ビットは、HCCPARAMSレジスタの ASPCビットが 1にセットされていな

ければ 0固定で読み出し専用となります。 

逆に、ASPCビットが 1にセットされていれば、初期値が 3で、読み出し／書

き込み可能となります。 

7 LHCR 0 R/W Light Host Controller Reset 

ポートの状態、ポートのオーナーシップの関係に影響を与えることなく、EHCI 

ホストコントローラをリセットします。つまり、PORTSCレジスタ、CFレジ

スタを初期化することなく、ほかのレジスタを初期化します。 

本ビットに 1をセットすることで、Light Host Controller Resetを実行するこ

とができます。そして、本ビットを読み出して 0であれば、リセット完了した

ことが分かります。1であれば、まだリセット中です。 

6 IAAD 0 R/W Interrupt on Async Advance Doorbell 

ソフトウェアがホストコントローラに対して、Asynchronous Scheduleの処理

を進めたときに割り込みを発生させるように依頼するためのビットです。 

本ビットがセットされると、ホストコントローラは、キャッシングしている

Asynchronous Scheduleデータをクリアし、USBSTSレジスタの IAAビット

をセットします。このとき、USBINTRレジスタの I AAEビットがセットされ

ていたら、ホストコントローラは、次の Interrupt Thresholdで割り込みを発生

させます。 

5 ASE 0 R/W Asynchronous Schedule Enable 

ホストコントローラが Asynchronous Scheduleを実行するか、もしくは実行

しないでスキップするかを指定します。 

0：Asynchronous Scheduleを処理しない。 

1：ASYNCLISTADDRレジスタを使って、Asynchronous Scheduleを処理

する。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 PSE 0 R/W Periodic Schedule Enable 

ホストコントローラが Periodic Scheduleを実行するか、もしくは実行しない

でスキップするかを指定します。 

0：Periodic Scheduleを処理しない。 

1：PERIODICLISTBASEレジスタを使って、Periodic Scheduleを処理する。 

3、2 FLS 00 R/W Frame List Size  

Frame Listのサイズを規定します。 

このビットで規定した Frame Listのサイズによって、FRINDEXレジスタのど

のビットを Frame List Current Indexのために使うかが決まります。 

HCCPARAMSレジスタの PFLFフラグがセットされているときのみ、本ビッ

トに書き込みできます。 

00：1024 Elements（4096バイト） 

01：512 Elements（2048バイト） 

10：256 Elements（1024バイト） 

1 HCR 0 R/W Host Controller Reset 

ホストコントローラをリセットします。 

本ビットによりホストコントローラがリセットされた場合、ルートハブのレジ

スタについては、チップのハードウェアリセットと同様の動作になります。 

本ビットがセットされた場合、ホストコントローラは、ホストコントローラ内

の Pipeline、Timer、Counter、State Machineなどをリセットし、初期値をセ

ットします。また、その時点で行われているすべての転送をすぐに終了させま

す。Downstreamポートには、このリセットはドライブされません。 

リセットによって、PCI Configurationレジスタ領域の各レジスタは初期化され

ませんが、Operationalレジスタ領域の全レジスタは、ポートのレジスタ、ポ

ートの State Machineも含めて、すべて初期値に戻されます。ポートのオーナ

ーシップは Companion Host Controllerに戻されます。そのため、リセット後

ソフトウェアはオーナーシップを再度動作状態に戻すために、ホストコントロ

ーラを、再度、初期化する必要があります。 

このビットのクリアは（つまり 1がセットされた後、再び 0に戻すのは）、ホ

ストコントローラが行います。リセット処理が完了したときにホストコントロ

ーラがクリアします。リセット処理中に、ソフトウェアがこのビットをクリア

してリセット処理を中断させることはできません。 

また、ソフトウェアは USBSTSレジスタの HCHビットが 0のときは、本ビ

ットをセットすることはできません。ホストコントローラが実行状態のときは

USBRESETしないでください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 RS 0 R/W Run/Stop 

ホストコントローラ全体の ON/OFFを制御します。 

0：ホストコントローラは、現在実行中のすべての通信を完了させて、動作

を停止する。 

ホストコントローラは、ソフトウェアがこのビットをクリアしてから 16

マイクロフレーム以内に動作を停止しないといけない。 

USBSTSレジスタの HCHビットで、ホストコントローラが実行中の転

送を完了させて、Stop状態に遷移したかを確認できる。 

1：1である間、ホストコントローラは Scheduleを実行し続ける。 

ソフトウェアはホストコントローラが Halt状態のとき（USBSTSレジスタの

HCH=1のとき）には、本ビットを 1にセットしないでください。 

 

23A.1.6 USBSTS 

このレジスタは、割り込みや Scheduleなどの各種のステータス情報を示します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 0 0— 00 0 0
R R R R R R R R R R R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

ASS PSS R HCH IAA HSE FLR PCD UEI UI

— — — — —— — — — — — — —— — —

— — — — —— —

— — — — —

— — — —

—

—

—

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R

— — — — —— — —

R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 ― 不定 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

15 ASS 0 R Asynchronous Schedule Status  

Asynchronous Scheduleの現状の（実際の）状態を示します。 

0：Asynchronous Scheduleが Disable 

1：Asynchronous Scheduleが Enable 

ソフトウェアが USBCMDレジスタの ASEビットをセット／クリアして

Asynchronous Scheduleを Enable/Disableにした場合、ホストコントローラ

は、すぐに Asynchronous Scheduleを Enable/Disableにする必要はありませ

ん（ソフトウェアの要求をすぐには反映する必要性はありません）。 

本ビットとUSBCMDレジスタのASEビットが一致していれば、Asynchronous 

Scheduleが Enable/Disableであると分かります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 PSS 0 R Periodic Schedule Status  

Periodic Scheduleの現状の（実際の）状態を示します。 

0：Periodic Scheduleが Disable 

1：Periodic Scheduleが Enable 

ソフトウェアが USBCMDレジスタの PSEビットを Enable/Disableにした場

合、ホストコントローラはすぐに Periodic Scheduleを Enable/Disableにする

必要はありません（ソフトウェアの要求をすぐには反映する必要性はありませ

ん）。 

本ビットと USBCMDレジスタの PSEビットが一致していれば、Periodic 

Scheduleが Enable/Disableであると分かります。 

13 R 0 R Reclamation  

Asynchronous Scheduleが空の状態を検出した場合にセットされます。 

12 HCH 1 R HCHalted 

ホストコントローラの状態を示します。 

0：USBCMDレジスタの RSビットが 1である場合 

1：RSビットがクリアされて、ホストコントローラが停止した場合 

RSビットのクリアは、ソフトウェアからも行われるし、ハードウェアからも

行われます（InternalErrorなどの場合）。 

11～6 ― 不定 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

5 IAA 0 R/W* Interrupt on Async Advance 

ソフトウェアは USBCMDの I AADビットをセットすることにより、ホストコ

ントローラに Asynchronous Scheduleを進めたときに、割り込みを発生させ

ることを強制することができます。本ビットは、これによりホストコントロー

ラが Asynchronous Scheduleを進めたことを示します。 

本ビットはステータスビットであり、この割り込み要因によって割り込みが発

生したことを示します。 

本割り込みは、Asynchronous Scheduleから Queue Headを削除する場合に使

用します。 

4 HSE 0 R/W* Host System Error 

ホストシステムがホストコントローラモジュールを伴うアクセスを行ってい

る最中に、重大なエラーが起こった場合に、ホストコントローラが本ビットを

セットします。 

PCI システムでは、このビットがセットされる場合は、「PCI Parity Error」「PCI 

Master Abort」「PCI Target Abort」の状態を含みます。 

これらのエラーが起こった場合、ホストコントローラはRSビットを 0にして、

スケジュールされている TDが実行されないようにします。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 FLR 0 R/W* Frame List Rollover  

FRINDEXレジスタが最大値から 0へ Roll Overした場合に、ホストコントロ

ーラが本ビットをセットします。 

どの値で Roll Overするかは Frame List Size（USBCMDレジスタの FLSビッ

ト）に依存します。 

Frame List Sizeが 1024に設定されていれば、FRINDEX[13]がトグルするたび

に Role Overします。同様に、512なら、FRINDEX[12]がトグルするたびに

Role Overします。 

2 PCD 0 R/W* Port Change Detect 

本ビットは、以下の場合にホストコントローラがセットします。 

• POビット＝0であるポートで、POビット＝1になった場合。 

• サスペンド中のポートで、J-Kの遷移を検出し、FPRビットが 0から 1に変

化した場合。 

• ソフトウェアが、POビットに 1を書き込み、ポートのオーナーシップを放

棄した場合。 

1 UEI 0 R/W* USB Error Interrupt 

エラーとして USB転送が完了（Error Counterがアンダフローした場合）した

場合に、ホストコントローラがこのビットをセットします。 

ioc＝1となった TDがエラーで転送完了した場合は、このビットと UIビット

の両方がセットされます。 

0 UI 0 R/W* USB Interrupt  

ioc＝1となって TDがリタイアして USB転送が完了した際に、ホストコント

ローラがこのビットをセットします。 

Short Packetを受信した場合（受信したデータサイズが、期待していたサイズ

以下であった場合）にもセットします。 

【注】 * 本ビットは 1書き込みによるクリアのみ有効で、0書き込みは無効となります。 
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23A.1.7 USBINTR 

このレジスタでは、ハードウェア割り込みの ON／OFFを設定できます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PCDE UEIE UIEIAAE HSEE FLRE

— — — — —— — — —— — — — — — —

— — — —— — — — —— — — —— —

— — — — —— — — — —

— — — — —— — — — —

—

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 ― 不定 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

5 IAAE 0 R/W Interrupt on Async Advance Enable 

本ビットがセットされて、かつ USBSTSレジスタの I AAビットがセットされ

ていれば、ホストコントローラはハードウェア割り込みを発生させます。 

4 HSEE 0 R/W Host System Error Enable 

本ビットがセットされ、かつ USBSTSレジスタの HSEビットがセットされて

いれば、ホストコントローラはハードウェア割り込みを発生させます。 

3 FLRE 0 R/W Frame List Rollover Enable 

本ビットがセットされ、かつ USBSTSレジスタの FLRビットがセットされて

いれば、ホストコントローラはハードウェア割り込みを発生させます。 

2 PCDE 0 R/W Port Change Detect Enable 

本ビットがセットされ、かつ USBSTSレジスタの PCDビットがセットされて

いれば、ホストコントローラはハードウェア割り込みを発生させる。 

1 UEIE 0 R/W USB Error Interrupt Enable 

本ビットがセットされ、かつ USBSTSレジスタの UEIビットがセットされて

いれば、ホストコントローラはハードウェア割り込みを発生させます。 

0 UIE 0 R/W USB Interrupt Enable 

本ビットがセットされ、かつ USBSTSレジスタの UIビットがセットされてい

れば、ホストコントローラはハードウェア割り込みを発生させます。 
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23A.1.8 FRINDEX 

このレジスタは、現在のフレーム番号を示します。125μsごとにアップデートされ、ホストコントローラが

Periodic Frame Listを参照するときに使われます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W R/WR/W R/W R/W R/W R/W R/W

FI

— — — — —— — — —— — — — — — —

— — — —— — — — —— — — —— —

— —

— —

—

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 ― 不定 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

13～0 FI H'0000 R/W Frame Index 

それぞれのマイクロフレームの最後に、この値がインクリメントされます。

Bit[N:3]は Frame Listの Current Indexのために使用されます。つまり、Frame 

Listのそれぞれの場所は、8マイクロフレーム（1フレーム）ごとにアクセス

されます。 

FLSビット

（USBCMD）

Number Element N Frame Listの実サイズ 

00 1024 12 212 = 4096 

01 512 11 211 = 2048 

10 256 10 210 = 1024 
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23A.1.9 CTRLDSSEGMENT 

このレジスタは、ホストコントローラが 64ビット版データ構造体をアクセスする際の上位 32ビット（[63:32]）

を示します。 
 

161718192021222324252627282931 30ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

000000000000000 0

R/W R/W R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

CTRLDSSEGMENT

CTRLDSSEGMENT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/W R/W R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CTRLDSSE

GMENT 

H'0000 

0000 

R/W Control Data Structure Data Segment  

EHCIの各データ構造体を 64ビットでアクセスする際の上位 32ビット

（[63:32]）を指定します。 

HCCPARAMSレジスタの 64ACビットが 0なら、このビットは無効となりま

す。1であれば、EHCIの各データ構造体を 64ビットでアクセスすることがで

きます。 

データ構造体は、同じ 4Gバイト境界内に置く必要があります。 

 

23A.1.10 PERIODICLISTBASE 

このレジスタは、Periodic Frame Listのベースアドレスを示します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0
R/W R/W

0 0
R/W R/W

0 0
R/W R/W

0 0
R/W R/W

0 0
R/W R/W

0 0
R/W R/W

0 0
R/W R/W

0 0
R/W R/W

0 0
R/W R/W

0 0
R/W R/W

BA

BA

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

—— — — —— — — — — — —

— — — ——— — — —— — —

R R R R R R R R R R R R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 BA H'0 0000 R/W Base Address 

メモリ上に用意した Periodic Frame Listの先頭アドレスを指定します。 

ソフトウェアは、ホストコントローラが Periodic Scheduleを実行する前にこ

のレジスタをロードします。 

本レジスタと FRINDEXレジスタによって、ホストコントローラは Periodic 

Frame Listを順序どおりに処理できます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11～0 ― 不定 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

 

23A.1.11 ASYNCLISTADDR 

このレジスタは、Asynchronous Schedule中の Queue Headへポインタを示します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0
R/W R/W

0 0
R/W R/W

0 0
R/W R/W

0 0
R/W R/W

0 0
R/W R/W

0 0
R/W R/W

0 0
R/W R/W

0 0
R/W

0 0
R/W R/W

0 0
R/W R/W

0 0
R/W R/W

0
R/W

R/W
0 0

R/W R/W
0 0

R/W R/W

LPL

LPL

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

— — — — —

— — — ——

R R R R R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 LPL H'000 

0000 

R/W Link Pointer Low  

Asynchronous Schedule中の次に実行する Queue Headを指定します。Queue 

Headは 32ビット境界に配置されているので、上位 27ビットのみの定義とな

ります。 

4～0 ― 不定 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

 

23A.1.12 CONFIGFLAG 

このレジスタは、全ポートのオーナーシップを示します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0
R R R/W

CF

— — — — —— — — —— — — — — — —

— — — —— — — — —— — — —— —

— —

— —

—

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R

— — —— — —— — — —— — —

— — —— — —— — — —— — —

R R R R R R R R R R R R R

R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 ― 不定 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 CF 0 R/W Config Flag 

全ポートのルーティングルールを規定します。 

0：それぞれのポートは、それぞれ対応の cHCにルーティングされる。 

1：全ポートは、eHCにルーティングされる。 

 

23A.1.13 PORTSC（1～N_PORT） 

このレジスタでは、ポートに対して各種の制御や、状態モニタを行うことができます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 00 01 0 0 0 0
R/W* R R/W* R/W R/W* RR RR/W R/W

0 0
R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 00
R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W

CCS

WOE WDE WCE PTC

CSCPEDPEDCOAOCFPRSPRLSPPPOPIC

— — — — —— — — —

— — — — —— — — —

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R

—

—

R

R R

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～23 ― 不定 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

22 WOE 0 R/W Wake on Over-Current Enable (WKOC_E) 

サスペンドからレジュームさせるWakeUpイベントとして、ポートの

Over-Current検出を有効にします。 

21 WDE 0 R/W Wake on Disconnect Enable (WKDSCNNT_E) 

サスペンドからレジュームさせるWakeUpイベントとして、デバイスの

Disconnect検出を有効にします。 

20 WCE 0 R/W Wake on Connect Enable (WKCNNT_E) 

サスペンドからレジュームさせるWakeUpイベントとして、Device Connect

検出を有効にします。 

19～16 PTC 0000 R/W Port Test Control 

ポートのテストモードを制御します。 

0000：テストモードが有効ではない。 

0001：Test J-STATE 

0010：Test K-STATE 

0011：Test SE0_NAK 

0100：Test Packet 

0101：Test FORCE_ENABLE 

上記以外：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PIC 00 R/W Port Indicator Control 

ポートのインディケータを制御します。 

00：ポートのインディケータ機能は OFF 

01：Amber 

10：Greed 

HCSPARAMSレジスタの P_INDI=0であれば、本ビットは無効になります。 

13 PO 1 R/W Port Owner 

ポートのオーナーシップを制御します。 

0：このポートのオーナーシップは EHCI Host Controller 

1：このポートのオーナーシップは Companion Host Controller 

接続されたデバイスがHigh-Speedデバイスでなかった場合、ソフトウェアは、

本ビットをセットし、オーナーシップを解放します。 

CONFIGFLAGレジスタの CFビットが 0→1になった場合は、本ビットは無条

件で 0になります。逆に CFビットが 0になった場合は、本ビットは無条件で

1になります。 

12 PP 0 R/W Port Power 

ポート電源を制御します。 

本ビットは HCSPARAMSレジスタの PPCビットに依存します。 

PPC PP 

0 1（Read Only）。ポート電源は常に ONで、本ビットは常に 1。 

1 0/1（Read/Write可能）。ポート電源は切り替え可能。 

0=OFF、1=ONを示す。 

本ビットが 0、つまりポート電源が OFFの場合は、ポートが機能しないので、

接続・切断の検知なども行われません。 

Over-Currentが検出された場合、PPC=1であるときは、そのポートの PPビ

ットはホストコントローラによって 1から 0にクリアされ、ポート電源がOFF

にされます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11、10 LS 00 R Line Status 

現在の D+/D-の論理レベルを示します。 

D+が 11ビット目、D-が 10ビット目に示されます。 

本ビットはポートリセット／ポートイネーブル処理に先立って、Low Speed

デバイスの接続を検知するために使用されます。 

本ビットの値は、PED=0かつ CCS=1である場合のみ有効です。つまり、接続

を検出してポートをイネーブルにするまでの間だけ有効であり、接続検出し

て、その接続されたデバイスが Low Speedデバイスか否かを判定するために

使用します。 

LS 状態 説明 

00 SE0 Not Low-Speed Device, perform EHCI reset 

01 J-State Not Low-Speed Device, perform EHCI reset 

10 K-State Low-Speed Device, release ownership of port 

11 SE1 Not Low-Speed Device, perform EHCI reset 

  

9 ― 不定 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 PR 0 R/W Port Reset 

ポートリセット処理を制御します。 

0：ポートはリセット中ではない 

1：ポートはリセット中である 

ソフトウェアが本ビットをセットすると、USB2.0仕様書で規定されたバスリ

セット処理が開始されます。ソフトウェアは、バスリセット処理を完了するた

めに、本ビットに 0書き込みしないといけません。ソフトウェアは、USB2.0

仕様書で規定されたリセット期間が完了するまで、本ビットを 1に保ち続ける

必要があります。 

【注】1. 本ビットを 0→1にする場合は、PEDビットを 0にしないといけま

せん。 

 2. ソフトウェアが本ビットを 0にしても、本ビットが 0になるのは多

少遅延します。 

本ビットを読み出しても、リセット処理が完了するまでは、0が読

み出されません。ポートが High-Speedモードの場合で、リセット

が完了した場合は、ホストコントローラは自動的にポートを有効に

します（PED=1）。ホストコントローラは、ソフトウェアが本ビッ

トを 0にセットしてから 2ms以内に、リセットを完了させてポー

トを安定させないといけません。たとえば、ポートリセット中に

High-Speedデバイスの接続を検知した場合、ソフトウェアが本ビ

ットを 0にセットしてから 2ms以内に、ポートを有効にしないと

いけません。 

 3. ソフトウェアがこのビットを使う際には、USBSTSレジスタの

HCHビットを 0にしないといけません。ホストコントローラは、

USBSTSレジスタの HCH=1である間は、本ビットを 1にアサート

し続けないといけません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 S 0 R/W Suspend 

ポートのサスペンド処理を制御します。 

0：ポートはサスペンド状態ではない 

1：ポートはサスペンド状態である 

PEDビットと Sビットの設定により、ポートの状態は以下のようになります。 

PED, Sビット ポートの状態 

00、01 Disable 

10 Enable 

11 Suspend 

サスペンド状態では、このポートの Down Streamへのデータの伝播はブロッ

クされます。ただし、ポートリセットは伝わります。もし、転送が行われてい

る最中である場合、現在の転送が完了後、データのブロックが行われます。 

サスペンド状態では、ポートはレジュームを検出できます。 

【注】1. サスペンド状態に遷移後および、現在の転送が処理中でサスペンド

遷移待ちであるとき、このビットの状態は変化しない。 

 2. ソフトウェアがこのビットをクリアしても HCに無視される。 

ホストコントローラは、以下の条件が成立したら無条件でこのビッ

トをクリアする。 

 ・ソフトウェアが FPRビットを 0→1にセット 

 ・ソフトウェアが PRビットを 0→1にセット 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 FPR 0 R/W Force Port Resume 

ポートのレジューム処理を制御します。 

0：ポートはレジューム（K状態）を検知していないし、ドライブもしてい

ない。 

1：ポートがレジュームしたことを検知したとき。もしくは、ポートがレジ

ュームをドライブしていることを検知したとき。 

つまりは、ポートがレジューム状態にあるということ。 

本ビットは、Sビットの状態に依存します。たとえば、ポートがサスペンド状

態ではない（Sビット＆PEDビットがともに 1であればサスペンドですが、

そうなっていない）場合は、本ビットをセットしても、どういう状態になるか

は未定義です。 

ソフトウェアが本ビットをセットした場合、レジュームをドライブします。つ

まり、ソフトウェア自身がレジュームをドライブしたいときに、本ビットをセ

ットします。 

ホストコントローラが本ビットをセットする場合は、ポートがサスペンド状態

にいるときに、J→Kへの遷移を検出した場合です。つまり、ホストコントロ

ーラはレジュームを検知したら、自身でこのビットをセットします。J→Kの

遷移を検知してこのビットをセットするので、その際は、USBSTSレジスタ

の PCDビットもセットしないといけません。ただ、ソフトウェアが本ビット

をセットした場合は、ホストコントローラは PCDビットをセットしてはいけ

ません。 

【注】ソフトウェアがセットする場合 

EHCIがポートのオーナーである場合は、レジュームの処理は USB2.0

仕様書に従います。このビットが 1である間中、レジューム信号

（Full-Speed K）をドライブし続けます。ソフトウェアは適切な時間だ

けレジュームして、十分な時間レジュームした後、本ビットに 0をセッ

トしないといけません。 

本ビットを 1→0にセットすると、ポートは High-Speedモードに戻り

ます（バスを High-Speedのアイドル状態にフォースします）。本ビッ

トは、High-Speedのアイドル状態にスイッチできるまでは 0を書き込

まれても 1であり続けます。ホストコントローラは、ソフトウェアが本

ビットに 0を書き込んでから 2ms以内にこのスイッチを完了しないと

いけません。 

5 OC 0 R/W* Over-Current Change 

ポートの Over-Current状態の変化を示します。 

0：状態に変化なし 

1：ポートの Over-Current状態が非 Activeから Active状態に変化したこと

を示す。 

ソフトウェアは、本ビットに 1を書き込むことで、本ビットをクリアできます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 OA 0 R Over-Current Active 

ポートの Over-Current状態を示します。 

0：ポートは Over-Current状態にはない 

1：ポートは Over-Current状態にある 

本ビットは Over-Current状態が取り除かれたら、自動的に 0へとクリアされ

ます。 

3 PEDC 0 R/W* Port Enable/Disable Change 

ポートの Enable/Disable状態の変化を示します。 

0：状態に変化なし。 

1：ポートの Enable/Disableの状態が変化したことを示す。 

本ビットが 1にセットされるのは、EOF2の時点でポートが無効になるような

条件が存在していて、ポートが無効になった場合のみです（USB2.0仕様書 11

章 PortErrorの部分を参照）。 

2 PED 0 R/W Port Enabled/Disabled 

ポートの Enable/Disableを示します。 

0：ポートが無効 

1：ポートが有効 

ポートが有効になるのは、ポートリセットを行ったときのみであり、ソフトウ

ェアが本ビットをセットすることでポートを有効にすることはできません。ポ

ートを有効にできるホストコントローラだけです。 

ホストコントローラは、リセットシーケンスによって接続デバイスが

High-Speedデバイスであると確定したときのみ、本ビットをセットできます。 

ポートは、Fault Conditionになった場合（Disconnect発生やその他 Fault 

Event）、もしくはソフトウェアによってのみ無効にされます。 

【注】1. ポートの状態が本当に変化するまでは、このビットの状態は変化し

ません。 

ホストコントローラの別の処理やバスの処理などで、ポートが

Enable/Disableになるのが遅れる場合があります。 

 2. 本ビットが 0でポートが無効のときは、Down Streamにデータは伝

播しません。 

ただし、リセットは伝わります。 

1 CSC 0 R/W* Connect Status Change  

Connect Statusの変化を示します。 

0：変化なし 

1：Current Connect Statusが変化した 

ソフトウェアが本ビットをクリアしていなくても、ポートのデバイス接続状態

なんらかの変化が起これば、ホストコントローラは本ビットをセットします。

ソフトウェアは、本ビットに 1を書き込むことで、本ビットをクリアできます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 CCS 0 R Current Connect Status 

0：デバイスがポートに存在していない 

1：デバイスがポートに存在している 

本ビットは、ポートの状態を反映するものであり、CSCビットがセットされ

るようなイベントが発生しても、それに直接は影響されません。 

【注】 * 本ビットは 1書き込みによるクリアのみ有効で、0書き込みは無効となります。 
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23B. USB1.1 ホストモジュール（USB1.1H） 

23B.1 概要 
本 LSI は、USB ホストインタフェースを内蔵しており、ルートハブと 2 ポートの USB トランシーバを備え、

FullSpeed で動作します。また、OpenHCI インタフェースとレジスタも内蔵しています。 

ソフトウェア開発に際しては、OpenHCI 仕様も参照してください。 

23B.1.1 特長 

• OpenHCIインタフェースをサポート 

• USBホストインタフェースをサポート 

• ルートハブ機能 

• FullSpeed（12Mbps）およびLowSpeed（1.5Mbps）モードで動作 

• 過電流検出機能および電源イネーブル管理機能を内蔵 
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23B.2 レジスタの説明 
本モジュールのレジスタ一覧を表 23B.1 に示します。 

USB ホストのレジスタは、I/O バスのアドレス空間に割り当てられます。なお、本和文は、Open HCI Rev.1.0 を

参考にしています。詳細は、原文（英文）を参照してください。レジスタのビット幅は 32 ビットで、ロングワー

ドサイズ（32 ビット）でアクセスしてください。ロングワードサイズ以外でレジスタアクセスを行った場合の動

作は保証しません。 
 

表 23B.1（1） Open HCI レジスタ一覧 

レジスタアドレス レジスタ名 R/W アクセスサイズ 

H'FFE70400 HcRevision レジスタ R 32 

H'FFE70404 HcControl レジスタ R/W 32 

H'FFE70408 HcCommandStatus レジスタ R/W 32 

H'FFE7040C HcInterruptStatus レジスタ R/W 32 

H'FFE70410 HcInterruptEnable レジスタ R/W 32 

H'FFE70414 HcInterruptDisable レジスタ R/W 32 

H'FFE70418 HcHCCA レジスタ R/W 32 

H'FFE7041C HcPeriodCurrentED レジスタ R/W 32 

H'FFE70420 HcControlHeadED レジスタ R/W 32 

H'FFE70424 HcControlCurrentED レジスタ R/W 32 

H'FFE70428 HcBulkHeadED レジスタ R/W 32 

H'FFE7042C HcBulkCurrentED レジスタ R/W 32 

H'FFE70430 HcDoneHead レジスタ R/W 32 

H'FFE70434 HcFmInterval レジスタ R/W 32 

H'FFE70438 HcFmRemaining レジスタ R 32 

H'FFE7043C HcFmNumber レジスタ R 32 

H'FFE70440 HcPeriodicStart レジスタ R/W 32 

H'FFE70444 HcLSThreshold レジスタ R/W 32 

H'FFE70448 HcRhDescriptorA レジスタ R/W 32 

H'FFE7044C HcRhDescriptorB レジスタ R/W 32 

H'FFE70450 HcRhStatus レジスタ R/W 32 

H'FFE70454 HcRhPortStatus1 レジスタ R/W 32 

H'FFE70458 HcRhPortStatus2 レジスタ R/W 32 

【注】 上記アドレス以外への書き込みは行わないでください。書き込みを行った場合、動作は保証されません。読み出すと不

定値が読み出されます。 
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表 23B.1（2） 各処理状態におけるレジスタの状態 

レジスタ名 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

HcRevision レジスタ H'xxxxxx10 H'xxxxxx10 保持 保持 保持 初期化 

HcControl レジスタ H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

HcCommandStatus レジスタ H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

HcInterruptStatus レジスタ H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

HcInterruptEnable レジスタ H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

HcInterruptDisable レジスタ H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

HcHCCA レジスタ H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

HcPeriodCurrentED レジスタ H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

HcControlHeadED レジスタ H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

HcControlCurrentED レジスタ H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

HcBulkHeadED レジスタ H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

HcBulkCurrentED レジスタ H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

HcDoneHead レジスタ H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

HcFmInterval レジスタ H'00002EDF H'00002EDF 保持 保持 保持 初期化 

HcFmRemaining レジスタ H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

HcFmNumber レジスタ H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

HcPeriodicStart レジスタ H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

HcLSThreshold レジスタ H'00000628 H'00000628 保持 保持 保持 初期化 

HcRhDescriptorA レジスタ H'FF000902 H'FF000902 保持 保持 保持 初期化 

HcRhDescriptorB レジスタ H'00060000 H'00060000 保持 保持 保持 初期化 

HcRhStatus レジスタ H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

HcRhPortStatus1 レジスタ H'00000100 H'00000100 保持 保持 保持 初期化 

HcRhPortStatus2 レジスタ H'00000100 H'00000100 保持 保持 保持 初期化 

【注】 初期化：パワーオンリセット項記載の値となります。 
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【レジスタ説明の記号説明】 

初期値 ：リセット後のレジスタ値 

⎯ ：読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

R/W ：リードおよびライト可。 

R ：リードのみ可。書き込む値は常に 0 にしてください。 

【注】 レジスタは、48MHz のクロックが入力されているときに設定することができます。 
 

設定コントロールレジスタ以外のレジスタは、Open HCI 仕様に適合しています。 

設定コントロールレジスタは、本 LSI 専用のレジスタです。 
 

23B.2.1 HcRevision レジスタ 

• アドレス：H'FFE70400 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～8 ⎯ ⎯ リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0 にしてください。 

7～0 H'10 R Revision 

ハードウェアがサポートする Open HCI 仕様のリビジョン番号を示します。（X.Y

＝XYh） 

本 USB ホストコントローラ（HC）は、Open HCI 1.0 仕様をサポートしています。 

 

23B.2.2 HcControl レジスタ 

• アドレス：H'FFE70404 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～11 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

10 0 R/W Remote Wakeup Connected Enable 

リモートウェイクアップ信号をサポートしている場合、このビットでリモートウ

ェイクアップ機能を有効にします。USB ホストモジュールではリモートウェイク

アップ信号をサポートしていないので、このビットは無視されます。 

9 0 R/W Remote Wakeup Connected 

ホストコントローラ（HC）がリモートウェイクアップ信号をサポートするかどう

かを示します。 

8 0 R/W Interrupt Routing 

割り込みの通知先を指定します。 

0：割り込みを通常の割り込み処理部（INTC2）に通知します。 

1：割り込みを SMI に通知します。 



 

23B. USB1.1ホストモジュール（USB1.1H） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  23B-5 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

ビット 初期値 R/W 説   明 

7、6 00 R/W Host Controller Functional State 

ホストコントローラの状態を設定します。以下の 4 種類の状態があります。 

00：UsbReset 

01：UsbResume 

10：UsbOperational 

11：UsbSuspend 

ホストコントローラは、ダウンストリームのポートから送信された再開信号を検

出すると、強制的に UsbSuspend 状態を UsbResume 状態に切り替えます。 

5 0 R/W Bulk List Enable 

このビットをセットすると、バルクリストの処理を有効にします。 

4 0 R/W Control List Enable 

このビットをセットすると、コントロールリストの処理を有効にします。 

3 0 R/W Isochronous Enable 

周期リストが有効なとき、このビットをクリアすると、アイソクロナスリストを

無効にします（したがって、インタラプト ED の処理が可能です）。周期リスト

処理中に、HC はアイソクロナス ED を見つけると、このビットの状態をチェック

します。 

2 0 R/W Periodic List Enable 

このビットをセットすると、周期リスト（インタラプトリストとアイソクロナス

リスト）の処理を有効にします。フレーム内の周期転送を行う前に、HC はこの

ビットの状態をチェックします。 

1、0 00 R/W Control Bulk Service Ratio 

バルクエンドポイント 1 個に対し、いくつのコントロールエンドポイントを処理

するかを指定します。処理するコントロールエンドポイント数−1 の値を指定して

ください（例：00：コントロールエンドポイント 1 個、11：コントロールエンド

ポイント 4 個）。 
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23B.2.3 HcCommandStatus レジスタ 

• アドレス：H'FFE70408 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～18 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

17、16 00 R Schedule Overrun Count 

HcInterruptStatus レジスタの Scheduling Overrun ビットがセットされるたびに、

このビットの値がインクリメントされます。カウント値 11 のあとにインクリメン

トが起こると、値は 00 に戻ります。 

15～4 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

3 0 R/W Ownership Change Request 

ソフトウェアでこのビットをセットすると、HcInterruptStatus レジスタの

Ownership Change ビットがセットされます。このビットは、ソフトウェアでク

リアできます。 

2 0 R/W Bulk List Filled 

このビットがセットされているとき、バルクリストにアクティブ ED があること

を示します。このビットは、ソフトウェアとホストコントローラのどちらからも

セットできます。ホストコントローラは、バルクリストの先頭から処理を開始す

るたびに、このビットをクリアします。 

1 0 R/W Control List Filled 

このビットがセットされているとき、コントロールリストにアクティブ ED があ

ることを示します。このビットは、ソフトウェアとホストコントローラのどちら

からもセットできます。ホストコントローラは、コントロールリストの先頭から

処理を開始するたびに、このビットをクリアします。 

0 0 R/W Host Controller Reset 

このビットをセットすると、ソフトウェアリセットを開始します。リセット動作

が完了すると、ホストコントローラがこのビットをクリアします。 
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23B.2.4 HcInterruptStatus レジスタ 

このレジスタのすべてのビットは、セットはハードウェアが行い、クリアはソフトウェアが行います。 

ビットをクリアするときは、対応するビットに 1 を書き込んでください。 

• アドレス：H'FFE7040C 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

30 0 R/W Ownership Change 

HcCommand Status レジスタの Ownership Change Request ビットがセットされ

ると、このビットがセットされます。 

29～7 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

6 0 R/W Root Hub Status Change 

HcRhStatus レジスタまたは HcRhPortStatus レジスタの値が変化すると、このビ

ットがセットされます。 

5 0 R/W Frame Number Overflow 

Frame Number のビット 15 の値が 0 から 1 へ、または 1 から 0 へ変化すると、

このビットがセットされます。 

4 0 R/W Unrecoverable Error 

HC が USB に関わらないシステムエラーを検出すると、このビットがセットされ

ます。 

3 0 R/W Resume Detected 

HC がダウンストリームポートからの開始信号を検出すると、このビットがセット

されます。 

2 0 R/W Start of Frame 

フレームマネージャが Start of Frame（フレーム開始）のイベントを通知すると、

このビットがセットされます。 

1 0 R/W Writeback Done Head 

HC が HcDoneHead レジスタの値を HccaDoneHead に書き込むと、このビット

がセットされます。 

0 0 R/W Scheduling Overrun 

リストプロセッサが、スケジュールオーバランが発生したと判断すると、このビ

ットがセットされます。 
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23B.2.5 HcInterruptEnable レジスタ 

このレジスタのビットに 1 を書き込むと、対応するビットがセットされます。ただし、0 を書き込んでもビット

の値は変化しません。 

• アドレス：H'FFE70410 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31 0 R/W Master Interrupt Enable 

割り込み全体を有効にするビットです。1 を書き込むと、以下のビットで有効にし

た割り込みの発生を許可します。 

30 0 R/W Ownership Change Enable 

0：無視されます。 

1：所有権の変更（Ownership Change）による割り込みを有効にします。 

29～7 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

6 0 R/W Root Hub Status Change Enable 

0：無視されます。 

1：ルートハブ状態の変更（Root Hub Status Change）による割り込みを有効に

します。 

5 0 R/W Frame Number Overflow Enable 

0：無視されます。 

1：フレーム番号のオーバフロー（Frame Number Overflow）による割り込みを

有効にします。 

4 0 R/W Unrecoverable Error Enable 

この機能はサポートしていません。値を書き込んでも無視されます。 

3 0 R/W Resume Detected Enable 

0：無視されます。 

1：開始信号の検出（Resume Detected）による割り込みを有効にします。 

2 0 R/W Start of Frame Enable 

0：無視されます。 

1：フレームの開始（Start of Frame）による割り込みを有効にします。 

1 0 R/W Writeback Done Head Enable 

0：無視されます。 

1：Writeback Done Head による割り込みを有効にします。 

0 0 R/W Scheduling Overrun Enable 

0：無視されます。 

1：スケジュールオーバラン（Scheduling Overrun）による割り込みを有効にし

ます。 
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23B.2.6 HcInterruptDisable レジスタ 

このレジスタのビットに 1 を書き込むと、HcInterruptEnable レジスタの対応するビットがクリアされます。ただ

し、0 を書き込んでもビットの値は変化しません。 

• アドレス：H'FFE70414 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31 0 R/W Master Interrupt Disable 

割り込み全体を無効にするビットです。1 を書き込むと、すべての割り込みの発生

を禁止します。 

30 0 R/W Ownership Change Disable 

0：無視されます。 

1：ホストコントローラ所有権の変更（Ownership Change）による割り込みを

禁止します。 

29～7 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

6 0 R/W Root Hub Status Change Disable 

0：無視されます。 

1：ルートハブ状態の変更（Root Hub Status Change）による割り込みを禁止し

ます。 

5 0 R/W Frame Number Overflow Disable 

0：無視されます。 

1：フレーム番号のオーバフロー（Frame Number Overflow）による割り込みを

禁止します。 

4 0 R/W Unrecoverable Error Disable 

この機能はサポートしていません。値を書き込んでも無視されます。 

3 0 R/W Resume Detected Disable 

0：無視されます。 

1：開始信号の検出（Resume Detected）による割り込みを禁止します。 

2 0 R/W Start of Frame Disable 

0：無視されます。 

1：フレームの開始（Start of Frame）による割り込みを禁止します。 

1 0 R/W Writeback Done Head Disable 

0：無視されます。 

1：Writeback Done Head による割り込みを禁止します。 

0 0 R/W Scheduling Overrun Disable 

0：無視されます。 

1：スケジュールオーバラン（Scheduling Overrun）による割り込みを禁止しま

す。 
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23B.2.7 HcHCCA レジスタ 

• アドレス：H'FFE70418 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～8 すべて 0 R/W HCCA 

HCCA 基底アドレスへのポインタ（Unified Memory 空間内） 

7～0 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

 

23B.2.8 HcPeriodCurrentED レジスタ 

• アドレス：H'FFE7041C 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～4 すべて 0 R Period Current ED 

現在の周期リスト ED へのポインタ（Unified Memory 空間内） 

3～0 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

 

23B.2.9 HcControlHeadED レジスタ 

• アドレス：H'FFE70420 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～4 すべて 0 R/W Control Head ED 

コントロールリストの先頭 ED へのポインタ（Unified Memory 空間内） 

3～0 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

 

23B.2.10 HcControlCurrentED レジスタ 

• アドレス：H'FFE70424 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～4 すべて 0 R/W Control Current ED 

現在のコントロールリスト ED へのポインタ（Unified Memory 空間内） 

3～0 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 
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23B.2.11 HcBulkHeadED レジスタ 

• アドレス：H'FFE70428 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～4 すべて 0 R/W Bulk Head ED 

バルクリストの先頭 ED へのポインタ（Unified Memory 空間内） 

3～0 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

 

23B.2.12 HcBulkCurrentED レジスタ 

• アドレス：H'FFE7042C 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～4 すべて 0 R/W Bulk Current ED 

現在のバルクリスト ED へのポインタ（Unified Memory 空間内） 

3～0 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

 

23B.2.13 HcDoneHead レジスタ 

• アドレス：H'FFE70430 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～4 すべて 0 R Done Head 

現在の完了リストの先頭 ED へのポインタ（Unified Memory 空間内） 

3～0 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 
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23B.2.14 HcFmInterval レジスタ 

• アドレス：H'FFE70434 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31 0 R/W Frame Interval Toggle 

新しい値を Frame Interval ビットにロードするたびに、ホストコントローラドラ

イバ（HCD）がこのビットの値を反転します。 

30～16 すべて 0 R/W FS Largest Data Packet 

各フレームの最初で最大データパケットカウンタ（Largest Data Packet Counter）

にロードする値を指定します。 

15、14 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

13～0 H'2EDF R/W Frame Interval 

フレーム長を（ビット時間―1）の形で指定します。1 フレームあたり 12,000 ビッ

ト時間の場合、11,999 を指定します。 

 

23B.2.15 HcFrameRemaining レジスタ 

• アドレス：H'FFE70438 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31 0 R Frame Remaining Toggle 

Frame Remaining ビットに値がロードされると、このビットに Frame Interval 

Toggle ビットの値がロードされます。 

30～14 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

13～0 すべて 0 R Frame Remaining 

このビットは 14 ビットのダウンカウンタで、フレームのタイミングを決めるため

に用います。ホストコントローラが UsbOperational 状態にあるとき、このカウン

タは、12 MHz のクロックごとにデクリメントします。カウンタ値が 0 になったと

きが、フレームの終わりです。このとき、カウンタには Frame Interval ビットの

値がリロードされます。また、ホストコントローラの状態が UsbOperational に遷

移するタイミングでも、このカウンタはリロードされます。 

 



 

23B. USB1.1ホストモジュール（USB1.1H） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  23B-13 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

23B.2.16 HcFmNumber レジスタ 

• アドレス：H'FFE7043C 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～16 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

15～0 すべて 0 R Frame Number 

このビットは、16 ビットのアップカウンタです。Frame Remaining ビットへのロ

ードと同時に、値をインクリメントします。カウンタ値は、H'FFFF を超えると

H'0000 に戻ります。 

 

23B.2.17 HcPeriodicStart レジスタ 

• アドレス：H'FFE70440 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～14 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

13～0 すべて 0 R/W Periodic Start 

リストプロセッサが、フレーム中のどこから周期リスト処理を開始するのかを判

断するために必要な値を設定します。 

 

23B.2.18 HcLSThreshold レジスタ 

• アドレス：H'FFE70444 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～12 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

11～0 H'628 R/W LS Threshold 

フレームマネージャが、現在のフレームで低速トランザクションを行えるかどう

かを判断するために必要な値を設定します。 
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23B.2.19 HcRhDescriptorA レジスタ 

このレジスタは、パワーオンリセットでのみリセットされます。システムの初期化時に、ルートハブを設定す

るために、このレジスタに書き込みます。通常の動作中には、このレジスタに書き込まないでください。 

• アドレス：H'FFE70448 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～24 H'FF R/W Power-on to Power Good Time 

USB ホストコントローラの電源切り替えは、2ms で有効になります。このビット

の値は、2ms 単位で指定します。 

ビット 25 と 24 のみ、リードおよびライト可能です。他のビットはリードのみ可

能で、読み出し値は 0 です。これらのビットに H'1 以外の値を書き込むことは想

定されていません。限られた範囲で、インプリメンテーション特有の機能用にの

み、書き込むことが可能です。これらのビットには、常に 0 以外の値を書き込ん

でください。 

23～13 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

12 0 R/W No Over Current Protection 

USB ホストコントローラが全体の過電流通知を行うかどうかを指定します。 

0：過電流状態を通知します。 

1：過電流状態を通知しません。 

このビットは、外部システムポートの過電流検出のインプリメンテーションに合

わせて、値を設定してください。 

11 1 R/W Over Current Protection Mode 

USB ホスト全体の過電流通知を行うかどうかを指定します。 

0：全体の過電流を通知します。 

1：個別の過電流を通知します。 

このビットの設定は、No Over Current Protection ビットがクリアされているとき

にのみ有効です。 

10 0 R Device Type 

USB ホストコントローラが複合デバイスでないことを示します。 

9 0 R/W No Power Switching 

USB ホストコントローラが全体の電源切り替えをサポートしているかどうかを指

定します。 

0：ポートの電源切り替えは可能です。 

1：ポートは常に電源オン状態です。 

このビットは、外部システムポートの電源切り替えのインプリメンテーションに

合わせて、値を設定してください。 
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ビット 初期値 R/W 説   明 

8 1 R/W Power Switching Mode 

USB ホストコントローラが全体の電源切り替えをサポートしているかどうかを指

定します。 

0：全体の電源を切り替えます。 

1：個別に電源を切り替えます。 

このビットの設定は、No Power Switching ビットがクリアされているときのみ有

効です。 

7～0 H'02 R Number Downstream Ports 

USB ホストコントローラが 1 つのダウンストリームポートをサポートしているこ

とを示します。 
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23B.2.20 HcRhDescriptorB レジスタ 

このレジスタは、パワーオンリセットでのみリセットされます。システムの初期化時に、ルートハブを設定す

るために、このレジスタに書き込みます。通常の動作中には、このレジスタに書き込まないでください。 

• アドレス：H'FFE7044C 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～16 H'0006 R/W Port Power Control Mask 

USB ホストコントローラが全体の電源切り替えをサポートするかどうかを指定し

ます。このビットは、No Power Switching ビットがクリアされ、Power Switching 

Mode ビットがセットされているとき（個別のポート切り替え時）のみ、有効です。

このビットをセットすると、ポートは個別ポート電源切り替えコマンド

（Set/ClearPortPower）でのみ切り替えられます。このビットをクリアすると、ポ

ートは全体（グローバル）ポート電源切り替えコマンド（Set/ClearGlobalPower）

でのみ切り替えられます。 

0：デバイスは取り外し不可です。 

1：グローバル電源切り替えをマスクします 

ビットとポートの対応 

ビット 16：リザーブ 

ビット 17：ポート 1 

ビット 18：ポート 2 

        ... 

ビット 31：ポート 15 

システムで使用しないポートに対応するビットはリザーブビットとなり、読み出

し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

15～0 H'0000 R/W Device Removable 

USB ホストコントローラのポートは、デフォルトでは取り外し可能です。 

0：デバイスは取り外し可能です。 

1：デバイスは取り外し不可です。 

ビットとポートの対応 

ビット 0：リザーブ 

ビット 1：ポート 1 

ビット 2：ポート 2 

        ... 

ビット 15：ポート 15 

システムで使用しないポートに対応するビットはリザーブビットとなり、読み出

し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 
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23B.2.21 HcRhStatus レジスタ 

このレジスタは UsbReset 状態でリセットされます。 

• アドレス：H'FFE70450 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31 ⎯ W （ライト時）Clear Remote Wakeup Enable 

1 を書き込むと、Device Remote Wakeup Enable ビットをクリアします。0 を書

き込んでも変化しません。 

30～18 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

17 0 R/W Over Current Indicator Change 

Over Current Indicator ビットが変化すると、このビットがセットされます。1 を

書き込むとビットをクリアします。0 を書き込んでも変化しません。 

16 0 R/W （リード時）Local Power Status Change 

本 LSI ではサポートしません。読み出し値は常に 0 です。 

（ライト時）Set Global Power 

1 を書き込むと、ポートに SetGlobalPower コマンドを発行します。0 を書き込ん

でも変化しません。 

15 0 R/W （リード時）Device Remote Wakeup Enable 

ポートの Connect Status Change をリモートウェイクアップイベントとして有効

にします。 

0：無効 

1：有効 

（ライト時）Set Remote Wakeup Enable 

1 を書き込むと Device Remote Wakeup Enable ビットをセットします。0 を書き

込んでも変化しません。 

14～2 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

1 0 R Over Current Indicator 

OVRCUR 端子の状態を示します。No Over Current Protection と Over Current 

Protection Mode ビットがクリアされているときのみ有効です。 

0：過電流状態は検出されていません。 

1：過電流状態です。 

0 0 R/W （リード時）Local Power Status 

本 LSI ではサポートしません。読み出し値は常に 0 です。 

（ライト時）ClearGlobalPower 

1 を書き込むと、ポートに ClearGlobalPower コマンドを発行します。0 を書き込

んでも変化しません。 
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23B.2.22 HcRhPortStatus1、2 レジスタ 

このレジスタは UsbReset 状態でリセットされます。 

• HcRhPortStatus1 アドレス：H'FFE70454 

• HcRhPortStatus2 アドレス：H'FFE70458 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～21 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

20 0 R/W Port Reset Status Change 

ポートリセットが完了したことを示します。 

0：ポートリセットは未完了です。 

1：ポートリセットは完了しています。 

19 0 R/W Port Over Current Indicator Change 

Over Current Indicator ビットが変化すると、このビットがセットされます。1 を

書き込むとビットをクリアします。0 を書き込んでも変化しません。 

18 0 R/W Port Suspend Status Change 

ポートの選択的再開シーケンスが完了したことを示します。 

0：ポートは再開されていません。 

1：ポートの再開が完了しています。 

17 0 R/W Port Enable Status Change 

ハードウェアのイベントにより、ポートが無効になっている（Port Enable Status

ビットがクリアされている）ことを示します。 

0：ポートは無効になっていません。 

1：Port Enable Status ビットがクリアされています。 

16 0 R/W Connect Status Change 

接続あるいは切断イベントが検出されたことを示します。1 を書き込むとビットを

クリアします。0 を書き込んでも変化しません。 

0：接続／切断イベントは発生していません。 

1：接続／切断イベントをハードウェアで検出しました。 

【注】Device Removeable ビットがセットされると、このビットは 1 にリセット 

されます。 

15～10 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 
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ビット 初期値 R/W 説   明 

9 X R/W （リード時）Low Speed Device Attached 

接続されているデバイスのスピード（およびバスアイドル）を示します。Current 

Connect Status ビットがセットされているときのみ有効です。 

0：高速デバイス 

1：低速デバイス 

（ライト時）Clear Port Power 

1 を書き込むと、Port Power Status ビットをクリアします。0 を書き込んでも変化

しません。 

8 0 R/W （リード時）Port Power Status 

電源切り替えモードにかかわらず、ポートの電源状態を示します。 

0：ポートの電源はオフ。 

1：ポートの電源はオン。 

【注】No Power Switching ビットがセットされていると、このビットの読み出し

値は常に 1 です。 

（ライト時）Set Port Power 

1 を書き込むと、Port Power Status ビットをセットします。0 を書き込んでも変化

しません。 

7～5 すべて 0 ⎯ リザーブビット 

読み出し値は常に 0 です。書き込む値も常に 0 にしてください。 

4 0 R/W （リード時）Port Reset Status 

0：ポートリセット信号はアクティブではありません。 

1：ポートリセット信号はアクティブです。 

（ライト時）Set Port Reset 

1 を書き込むと、Port Reset Status ビットをセットします。0 を書き込んでも変化

しません。 

3 0 R/W （リード時）Port Over Current Indicator 

USB ホストコントローラは全体の過電流通知機能をサポートしています。このビ

ットは、対応するポートの OVRCUR 端子の状態を示します。No Over Current 

Protection ビットがクリアされ Over Current Protection Mode ビットがセットされ

ているときのみ有効です。 

0：過電流状態は検出されていません。 

1：過電流状態が検出されています。 

（ライト時）Clear Suspend Status 

1 を書き込むと、対応するポートの選択的再開シーケンスを開始します。0 を書き

込んでも変化しません。 
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ビット 初期値 R/W 説   明 

2 0 R/W （リード時）Port Suspend Status 

0：ポートは中断されていません。 

1：ポートは選択的に中断されています。 

（ライト時）Set Port Suspend 

1 を書き込むと、Port Suspend Status ビットをセットします。0 を書き込んでも

変化しません。 

1 0 R/W （リード時）Port Enable Status 

0：ポートは無効です。 

1：ポートは有効です。 

（ライト時）Set Port Enable 

1 を書き込むと、Port Enable Status ビットをセットします。0 を書き込んでも変

化しません。 

0 0 R/W （リード時）Current Connect Status 

0：デバイスが接続されていません。 

1：デバイスが接続されています。 

【注】Device Removeable ビットがセットされていると（取り外し不可）、この

ビットの読み出し値は常に 1 です。 

（ライト時）Clear Port Enable 

1 を書き込むと、Port Enable Status ビットをクリアします。0 を書き込んでも変

化しません。 

【注】 X：トランシーバの状態に影響します。 
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23C. USB2.0 ファンクションモジュール（USBF） 

本モジュールは、ペリフェラル機能を備えた USB コントローラです。 

USB 規格 Rev.2.0 の Hi-Speed 転送、Full-Speed 転送に対応しています。 

本コントローラは、USB 規格で定義されている全転送タイプに対応しています。また、データ転送用に最大 4K

バイトのバッファメモリを内蔵でき、最大 10 本のパイプを使用できます。また、パイプ 1～9 に対しては、通信

を行うペリフェラル機器やユーザシステムに合わせた、任意のエンドポイント番号の割り付けが可能です。CPU

バスインタフェースとは独立したローカルバスインタフェース（DMA インタフェース専用）を備え、高速大容量

データ転送を要求されるシステムに適しています。 
 

23C.1 特長 
（1） USB Hi-Speed 対応のペリフェラルコントローラを内蔵 

• UTMI＋Spec1.0のインタフェース仕様に対応（UTMI＋level3。ただし、On-the-Go機能は未対応） 
 

（2） USB 全転送タイプに対応 

• アイソクロナス転送対応を含むUSB全転送タイプに対応 

－ コントロール転送 

－ バルク転送 

－ インタラプト転送（High Bandwidthは非対応） 

－ アイソクロナス転送（High Bandwidthは非対応） 
 

（3） バスインタフェース 

• バス幅32bitのHPBに準拠 

• DMAインタフェースを2チャネル内蔵可能 

（CPUとは独立したDMACインタフェースを選択可能） 

• 内蔵FIFOへのアクセスは60Mバイト／秒の高速データ転送が可能（UTMI+ 8bitモード選択時） 
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（4） パイプコンフィグレーション 

• USB通信用バッファメモリを最大4Kバイトまで対応可能 

• 最大10本のパイプを選択可能（デフォルトコントロールパイプを含む） 

• プログラマブルなパイプ構成 

• パイプ1～9は、任意のエンドポイント番号を割り付け可能 

• 各パイプの設定可能な転送条件 

－ パイプ0：コントロール転送、64バイト固定シングルバッファ 

－ パイプ1～2：バルク転送／アイソクロナス転送、連続転送モード 

 バッファサイズはプログラマブル（最大1Kバイトでダブルバッファ指定可能） 

－ パイプ3～5：バルク転送、連続転送モード 

 バッファサイズはプログラマブル（最大1Kバイトでダブルバッファ指定可能） 

－ パイプ6～9：インタラプト転送、64バイト固定シングルバッファ 
 

（5） ペリフェラル機能の特長 

• Hi-Speed転送（480Mbps）とFull-Speed転送（12Mbps）に対応 

• リセットハンドシェイク自動応答によるHi-Speed動作、もしくはFull-Speed動作自動認識 

• コントロール転送ステージ管理機能 

• デバイスステート管理機能 

• SET_ADDRESSリクエストに対する自動応答機能 

• NAK応答割り込み機能（NRDY） 

• SOF補間機能 
 

（6） その他の機能 

• バイトエンディアンスワップ機能により、ビッグエンディアン、リトルエンディアンのどちらのデータ形式

にも対応可能 

• トランザクションカウントによるトランスファー終了機能 

• 外部トリガ（TEND信号またはWREND信号）によるDMA転送の終了機能 

• SOFパルス出力機能 

• BRDY割り込みイベント通知タイミング変更機能（BFRE） 

• DnFIFOポートで指定したパイプのデータ読み出し後自動バッファメモリクリア機能（DCLRM） 

• トランスファー終了による応答PIDのNAK設定機能（SHTNAK） 
 

（7） 用途 

ナビゲーションシステム、DVD レコーダ、セットトップボックス、オーディオ機器、プリンタ、外部ストレー

ジ機器、その他 USB 搭載の機器全般 
 



 

23C. USB2.0ファンクションモジュール（USBF） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  23C-3 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

23C.1.1 ブロック図 

図 23C.1 に本コントローラのブロック図を示します。 

低消費電力制御 テスト制御

HPBクロック
制御

H
P

B
 M

aster

Local Bus I/F

CPU IF

DMA1 CLK制御部

DMA1-FIFO IF

UBIU

(HPBIPU)

USB20CORE

hph23usbhst_itmi（LINK部IP）

DMA0 CLK制御部

DMA0-FIFO IF

1port-SRAM(64bit幅)

UTMICLK制御部

CPUレジスタ

CPU-FIFO IF

UTMICLK制御部

プロトコルエンジン部

HPBクロック

UTMIクロック
（8bit:60MHz、16bit:30MHz）

U
TM

I w
rapper

UTMICLK制御部

FIFOコントロール
部

デバイス制御部
割り込み制御部

FS制御部

DMA0 IF

DMA1 IF

UTMI+IP

 

図 23C.1 ブロック図 

 
USB バス上に接続されているホストコントローラとデータ送受信を行う場合は、パイプごとに割り当てを行っ

たバッファメモリを使用します。本コントローラが、バッファメモリに格納されているデータを USB データパケ

ットに変換し、USB バス上にシリアル出力を行い、また、USB バス上のデータパケットを入力し、バッファメモ

リへデータ格納することで、相互通信が可能となります。 
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23C.1.2 機能概要 

（1） コントローラ機能 

ハードウェアが、USB 転送 Speed を自動認識します。 
 

（2） バスインタフェース 

本コントローラは、バス幅 32bit の HPB に準拠しています。 

（a） FIFO バッファメモリアクセス方法 

本コントローラは、USB データ転送用の FIFO バッファメモリへのアクセス方法として下記の 2 種類に対応し

ています。CPU（DMAC）から FIFO ポートアクセス（読み出し／書き込み）を行うことにより、FIFO バッファ

メモリからの読み出し（または FIFO バッファメモリへの書き込み）を行うことができます。 

• CPUアクセス 

FIFOポートアドレスを指定し、データをFIFOバッファメモリに書き込み、もしくはFIFOバッファメモリから

読み出してください。 

• DMAアクセス 

CPU内蔵DMAC、もしくは専用DMACから、FIFOポートアドレスを指定し、データを本コントローラのFIFO

バッファメモリに書き込み、もしくはFIFOバッファメモリから読み出してください。 

USBデータ通信は、リトルエンディアンで行われます。FIFOポートアクセスにはバイトエンディアンスワッ

プ機能があり、16bit/32bitアクセスの場合には、レジスタ設定によるエンディアン切り替えができます。 

（b） ローカルバスからの FIFO バッファメモリアクセス方法 

CPU バスインタフェースとは独立したローカルバスインタフェース（DMA インタフェース専用）を選択するこ

とができ、高速大容量データ転送の FIFO バッファアクセスが可能になります。 
 

（3） USB イベント 

本コントローラは、USB 動作上のイベントを割り込みによりユーザシステムに通知します。また、DMA インタ

フェースを選択したパイプのバッファメモリへのアクセスが可能なことを、UCL_Dx_DREQ 信号をアサートする

ことにより通知します。 

ソフトウェアの設定により、種類別、要因別に割り込み通知の可否を選択することができます。 
 

（4） USB データ転送 

本コントローラは、USB 通信のコントロール転送、バルク転送、インタラプト転送、およびアイソクロナス転

送の全種類のデータ転送が可能です。各転送タイプに対するパイプのリソースは、下記のとおりです。 

• コントロール転送専用パイプ：1本 

• インタラプト転送専用パイプ：4本 

• バルク転送専用パイプ：3本 

• バルク転送もしくはアイソクロナス転送選択パイプ：2本 
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各パイプは、ユーザシステムに合わせて転送タイプ、エンドポイント番号、マックスパケットサイズ等の USB

転送に必要な設定を行ってください。 

また、本コントローラは、最大 4K バイトのバッファメモリを内蔵できます。バルク転送専用パイプ、およびバ

ルク転送もしくはアイソクロナス転送選択パイプに対しては、ユーザシステムによるバッファメモリの割り当て

やバッファ動作モードなどの設定を行ってください。バッファ動作モード設定は、ダブルバッファ構成やデータ

パケットの連続転送機能により、少ない割り込み回数で、高速なデータ転送が可能です。 

ユーザシステムの制御用 CPU、および DMA コントローラからのバッファメモリへのアクセスは、3 本の FIFO

ポートレジスタを通して行います。 
 

（5） DMAC（ダイレクトメモリアクセスコントローラ）からのアクセス用機能 

本コントローラは、2 チャネルの DMA インタフェースを備えており、下記のような機能を有しています。 

• 転送終了信号によるトランスファー終了通知機能（ローカルバス選択時のみ） 

• Zero-Lengthパケット受信時のFIFOバッファ自動クリア機能 

• トランザクションカウンタ機能によるトランスファー終了機能 
 

（6） SOF パルス出力機能 

SOF パケットの送受信タイミングを通知する SOF パルス出力機能を備えています。 

SOF パケットの受信時に SOF パルス出力をアサートします。SOF パケット破損時も SOF 補間タイマにより、

一定間隔でパルスを出力します。 
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23C.2 レジスタの説明 
表 23C.1 に本コントローラのレジスタ一覧表を示します。 

 
表 23C.1（1） レジスタ一覧表 

名   称 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

システムコンフィグレーションコントロールレジスタ SYSCFG0 R/W H'FFE6 0000 16 

CPU バスウェイト設定レジスタ BUSWAIT R/W H'FFE6 0002 16 

システムコンフィグレーションステータスレジスタ SYSSTS0 R H'FFE6 0004 16 

デバイスステートコントロールレジスタ DVSTCTR0 R/W H'FFE6 0008 16 

テストモードレジスタ TESTMODE R/W H'FFE6 000C 16 

CFIFO ポートレジスタ CFIFO R/W H'FFE6 0014 8、16、32 

D0FIFO ポートレジスタ D0FIFO R/W H'FFE6 0018 8、16、32 

D1FIFO ポートレジスタ D1FIFO R/W H'FFE6 001C 8、16、32 

CFIFO ポート選択レジスタ CFIFOSEL R/W H'FFE6 0020 16 

CFIFO ポートコントロールレジスタ CFIFOCTR R/W H'FFE6 0022 16 

D0FIFO ポート選択レジスタ D0FIFOSEL R/W H'FFE6 0028 16 

D0FIFO ポートコントロールレジスタ D0FIFOCTR R/W H'FFE6 002A 16 

D1FIFO ポート選択レジスタ D1FIFOSEL R/W H'FFE6 002C 16 

D1FIFO ポートコントロールレジスタ D1FIFOCTR R/W H'FFE6 002E 16 

割り込み許可レジスタ 0 INTENB0 R/W H'FFE6 0030 16 

BRDY 割り込み許可レジスタ BRDYENB R/W H'FFE6 0036 16 

NRDY 割り込み許可レジスタ NRDYENB R/W H'FFE6 0038 16 

BEMP 割り込み許可レジスタ BEMPENB R/W H'FFE6 003A 16 

SOF ピンコンフィグレーションレジスタ SOFCFG R/W H'FFE6 003C 16 

割り込みステータスレジスタ 0 INTSTS0 R/W H'FFE6 0040 16 

BRDY 割り込みステータスレジスタ BRDYSTS R/W H'FFE6 0046 16 

NRDY 割り込みステータスレジスタ NRDYSTS R/W H'FFE6 0048 16 

BEMP 割り込みステータスレジスタ BEMPSTS R/W H'FFE6 004A 16 

フレームナンバレジスタ FRMNUM R/W H'FFE6 004C 16 

μフレームナンバレジスタ UFRMNUM R H'FFE6 004E 16 

USB アドレスレジスタ USBADDR R H'FFE6 0050 16 

USB リクエストタイプレジスタ USBREQ R H'FFE6 0054 16 

USB リクエストバリューレジスタ USBVAL R H'FFE6 0056 16 

USB リクエストインデックスレジスタ USBINDX R H'FFE6 0058 16 

USB リクエストレングスレジスタ USBLENG R H'FFE6 005A 16 

DCP マックスパケットサイズレジスタ DCPMAXP R/W H'FFE6 005E 16 

DCP コントロールレジスタ DCPCTR R/W H'FFE6 0060 16 
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名   称 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

パイプウィンドウ選択レジスタ PIPESEL R/W H'FFE6 0064 16 

パイプコンフィグレーションレジスタ PIPECFG R/W H'FFE6 0068 16 

パイプバッファ指定レジスタ PIPEBUF R/W H'FFE6 006A 16 

パイプマックスパケットサイズレジスタ PIPEMAXP R/W H'FFE6 006C 16 

パイプ周期制御レジスタ PIPEPERI R/W H'FFE6 006E 16 

PIPE1 コントロールレジスタ PIPE1CTR R/W H'FFE6 0070 16 

PIPE2 コントロールレジスタ PIPE2CTR R/W H'FFE6 0072 16 

PIPE3 コントロールレジスタ PIPE3CTR R/W H'FFE6 0074 16 

PIPE4 コントロールレジスタ PIPE4CTR R/W H'FFE6 0076 16 

PIPE5 コントロールレジスタ PIPE5CTR R/W H'FFE6 0078 16 

PIPE6 コントロールレジスタ PIPE6CTR R/W H'FFE6 007A 16 

PIPE7 コントロールレジスタ PIPE7CTR R/W H'FFE6 007C 16 

PIPE8 コントロールレジスタ PIPE8CTR R/W H'FFE6 007E 16 

PIPE9 コントロールレジスタ PIPE9CTR R/W H'FFE6 0080 16 

PIPE1 トランザクションカウンタ許可レジスタ PIPE1TRE R/W H'FFE6 0090 16 

PIPE1 トランザクションカウンタレジスタ PIPE1TRN R/W H'FFE6 0092 16 

PIPE2 トランザクションカウンタ許可レジスタ PIPE2TRE R/W H'FFE6 0094 16 

PIPE2 トランザクションカウンタレジスタ PIPE2TRN R/W H'FFE6 0096 16 

PIPE3 トランザクションカウンタ許可レジスタ PIPE3TRE R/W H'FFE6 0098 16 

PIPE3 トランザクションカウンタレジスタ PIPE3TRN R/W H'FFE6 009A 16 

PIPE4 トランザクションカウンタ許可レジスタ PIPE4TRE R/W H'FFE6 009C 16 

PIPE4 トランザクションカウンタレジスタ PIPE4TRN R/W H'FFE6 009E 16 

PIPE5 トランザクションカウンタ許可レジスタ PIPE5TRE R/W H'FFE6 00A0 16 

PIPE5 トランザクションカウンタレジスタ PIPE5TRN R/W H'FFE6 00A2 16 

UTMI サスペンドモードレジスタ SUSPMODE R/W H'FFE6 0102 16 

【注】 上記アドレス以外への書き込みは行わないでください。書き込みを行った場合、動作は保証されません。読み出すと不

定値が読み出されます。 
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表 23C.1（2） 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

SYSCFG0 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

BUSWAIT 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

SYSSTS0 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

DVSTCTR0 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

TESTMODE 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

CFIFO H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 初期化 

D0FIFO H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 初期化 

D1FIFO H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 初期化 

CFIFOSEL 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

CFIFOCTR 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

D0FIFOSEL 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

D0FIFOCTR 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

D1FIFOSEL 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

D1FIFOCTR 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

INTENB0 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

BRDYENB 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

NRDYENB 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

BEMPENB 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

SOFCFG 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

INTSTS0 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

BRDYSTS 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

NRDYSTS 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

BEMPSTS 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

FRMNUM 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

UFRMNUM 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

USBADDR 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

USBREQ H'0000 H'0000 保持 保持 保持 初期化 

USBVAL H'0000 H'0000 保持 保持 保持 初期化 

USBINDX H'0000 H'0000 保持 保持 保持 初期化 

USBLENG H'0000 H'0000 保持 保持 保持 初期化 

DCPMAXP 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

DCPCTR 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

PIPESEL 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

PIPECFG 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

PIPEBUF 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

PIPEMAXP 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 
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略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

PIPEPERI 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

PIPE1CTR 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

PIPE2CTR 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

PIPE3CTR 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

PIPE4CTR 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

PIPE5CTR 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

PIPE6CTR 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

PIPE7CTR 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

PIPE8CTR 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

PIPE9CTR 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

PIPE1TRE 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

PIPE1TRN H'0000 H'0000 保持 保持 保持 初期化 

PIPE2TRE 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

PIPE2TRN H'0000 H'0000 保持 保持 保持 初期化 

PIPE3TRE 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

PIPE3TRN H'0000 H'0000 保持 保持 保持 初期化 

PIPE4TRE 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

PIPE4TRN H'0000 H'0000 保持 保持 保持 初期化 

PIPE5TRE 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

PIPE5TRN H'0000 H'0000 保持 保持 保持 初期化 

SUSPMODE 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

【注】初期化：パワーオンリセット項記載の値となります。 
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23C.2.1 システムコンフィグレーションコントロールレジスタ（SYSCFG0） 
 

ビット：

初期値：

－ － － － － － － － HSE － DPRPU － － － USBE

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ － － － － － － － 0 － － 0 － － － 0

R R R R R R R R R/W R R R/W R R R R/W

－

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

7 HSE 0 R/W Hi-Speed 動作許可 

本ビットを 1 に設定することにより、Hi-Speed 動作を許可します。HSE=1

を設定した場合、本コントローラはReset Handshakeの結果に従いHi-Speed

または Full-Speed 動作させます。 

本ビットの書き換えは、DPRPU=0 のときに行ってください。 

0：Hi-Speed 動作禁止（Full-Speed） 

1：Hi-Speed 動作許可（コントローラが通信 Speed を検出） 

6、5 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

4 DPRPU 0 R/W D+ライン抵抗制御 

D+ライン Pull Up の禁止／許可を指定します。 

0：Pull Up 禁止 

1：Pull Up 許可 

本ビットを 1 に設定すると、本コントローラは D+ラインを 3.3V に Pull Up

し、USB ホストに対してアタッチを通知することができます。 

また、本ビットを 1 から 0 に変更することにより、本コントローラは D+ラ

インの Pull Up を解消しするので、USB ホストに対してデタッチしたと見せ

ることができます。 

3～1 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

0 USBE 0 R/W USB ブロック動作許可 

USB ブロックの動作禁止／許可を指定します。 

0：USB ブロック動作禁止 

1：USB ブロック動作許可 

USBE=1 から USBE=0 に変更した場合には、本コントローラは表 23C.2 に

示すビットを初期化します。 

本ビットの変更は、SuspendM=1、かつ UTMI クロックが発振された後に行

ってください。 

【注】 本レジスタへの書き込みは、UTMI クロックが停止時でも可能です。しかし、UTMI クロックが停止時に設定された値は、

UTMI クロックが発振されてから、設定値が反映されます。 
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表 23C.2 USBE=0 書き込みにより初期化されるレジスタ一覧 

レジスタ名 ビット名 

SYSSTS0 LNST 

DVSTCTR0 RHST 

INTSTS0 DVSQ 

USBADDR USBADDR 

USBREQ bRequest、bmRequestType 

USBVAL wValue 

USBINDX wIndex 

USBLENG wLength 

 

23C.2.2 CPU バスウェイト設定レジスタ（BUSWAIT） 
 

ビット：

初期値：

－ － － － － － － － － － － BWAIT

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ － － － － － － － － － － － 1 1 1 1

R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

－

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～4 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

3～0 BWAIT 1111 R/W CPU バスウェイト 

本モジュールに対するアクセスウェイト数を設定します。 

0000：設定禁止 

0001：1 ウェイト（アクセスサイクル 3） 

0010～1110：設定禁止 

1111：15 ウェイト（アクセスサイクル 17）（初期値） 

【注】 本モジュールの初期化ルーチンで本ビットを必ず、B'0001 に設定し

てください。 
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23C.2.3 システムコンフィグレーションステータスレジスタ（SYSSTS0） 
 

ビット：

初期値：

－ － － － － － － － － － － LNST[1:0]

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 － 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 － －

R R R R R R R R R R R R R R R R

－

R/W：

－ －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 ⎯ 0 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

14 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

13～11 ⎯ 0 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

10 ⎯ 1 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 1 を書き込んでください。 

9～2 ⎯ 0 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

1、0 LNST 00* R USB データラインステータスモニタ 

USB データバスのラインステータス（D+ラインおよび D-ライン）が表示さ

れます。LNST ビットの参照は、USBE=1 設定後、アタッチ処理（DPRPU=1

設定）以後に行ってください。 

【注】 * USB バスリセット時の初期値は不定となります。 
 

表 23C.3 USB データバスラインステータス表 

LNST[1] LNST[0] Full-Speed 動作時 Hi-Speed 動作時 Chirp 動作時 

0 0 SE0 Squelch Squelch 

0 1 J State Unsquelch Chirp J 

1 0 K State Invalid Chirp K 

1 1 SE1 Invalid Invalid 

【記号説明】 

 Chirp ：Hi-Speed 動作許可の状態（SYSCFG.HSE=1）で、リセットハンドシェイクプロトコル実行中 

Squelch ：SE0 または Idle 状態 

Unsquelch ：Hi-Speed J State または Hi-Speed K State 

Chirp J ：Chirp J State 

Chirp K ：Chirp K State 

Invalid ：無効 
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23C.2.4 デバイスステートコントロールレジスタ（DVSTCTR0） 
 

ビット：

初期値：

－ － － － － － － WKUP － － － － RHST

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ － － － － － － 0 － － － － － 0 0 0

R R R R R R R R/W R R R R R R R R

－

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～9 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

8 WKUP 0 R/W ウェイクアップ出力 

リモートウェイクアップ（レジューム信号出力）禁止／許可を指定します。 

0：リモートウェイクアップ信号非出力 

1：リモートウェイクアップ信号出力 

本コントローラは、USB バスへのリモートウェイクアップ信号出力と出力時

間を管理しています。ソフトウェアが WKUP ビットに 1 を設定すると、本

コントローラは 10ms の K-State を出力し、その後、WKUP=0 にします。 

USB 規格では、リモートウェイクアップ信号の送信までに最短 5ms の USB

バスアイドル状態を保持する必要があります。このため、サスペンド状態を

検出した直後に WKUP=1 を書き込んでも、本コントローラは 2ms 待ってか

ら K-State を出力します。 

WKUP ビットへの 1 書き込みは、デバイスステートがサスペンド

（DVSQ=B'1xx）であり、かつ USB ホストからリモートウェイクアップが許

可されている場合にのみ行ってください。 

WKUP ビットを 1 に設定する場合は、サスペンド中であっても内部クロック

を停止しないでください（SUSPMODE.SUSPM=1 の状態で、WKUP=1 を書

き込んでください）。 

7～3 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 RHST 000 R リセットハンドシェイク 

本コントローラは、Reset Handshake の結果を本ビットに表示します。 

000：Powered 時または Disconnect 時 

010：Full-Speed 接続時 

011：Hi-Speed 接続時 

100：Reset Handshake 中 

HSE=1 を設定している場合、本コントローラが USB バスリセットを検出す

ると、本ビットは B'100 を示します。その後、本コントローラが ChirpK を

出力し、USB ホストからの ChirpJK を 3 回検出した時点で本ビットは B'011

を示します。ChirpK 出力後、2.5ms 以内に Hi-Speed に確定しなければ、本

ビットは B'010 を示します。 

HSE=0 を設定している場合、本コントローラが USB バスリセットを検出す

ると、本ビットは B'010 を示します。本コントローラが USB バスリセット

を検出後、RHST ビットが B'010 または B'011 に確定した時点で、DVST 割

り込みが発生します。 

 

23C.2.5 テストモードレジスタ（TESTMODE） 
 

ビット：

初期値：

－ － － － － － － － － － － UTST

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ － － － － － － － － － － － 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

－

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～4 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

3～0 UTST 0000 R/W テストモード 

本レジスタに値を書き込むことにより、本コントローラは Hi-Speed 動作時

の USB テスト信号出力を行います。 

0000：通常動作 

0001：Test_J 

0010：Test_K 

0011：Test_SE0_NAK 

0100：Test_Packet 

0101～0111：リザーブ 

Hi-Speed 通信時の USB ホストからの SetFeature リクエストに従って、本ビ

ットを書き込んでください。本ビットに B'0001～B'0100 を設定していると

きには、本コントローラはサスペンド状態へ遷移しません。 
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23C.2.6 FIFO ポートレジスタ（CFIFO、D0FIFO、D1FIFO） 

本コントローラの送受信バッファメモリは、FIFO 構造（FIFO バッファ）となっています。FIFO バッファへの

アクセスは FIFO ポートレジスタを使用してください。 

FIFO ポートは、CFIFO ポート、D0FIFO ポート、および D1FIFO ポートの 3 ポートがあります。各 FIFO ポート

は FIFO バッファへのデータ読み書きを行うポートレジスタ（CFIFO、D0FIFO、および D1FIFO）、FIFO ポート

に割り当てるパイプを選択するレジスタ（CFIFOSEL、D0FIFOSEL、および D1FIFOSEL）、コントロールレジス

タ（CFIFOCTR、D0FIFOCTR、および D1FIFOCTR）で構成されます。 

各 FIFO ポートには、下記に示す特長があります。 

1. DCP用FIFOバッファへのアクセスはCFIFOポートを通して行ってください。 

2. DMA転送によるFIFOバッファアクセスは、DnFIFOポートを通して行ってください。 

3. CPUによるDnFIFOポートアクセスも可能です。 

4. FIFOポート固有の機能を使用する場合は、CURPIPEビットに設定するパイプ番号（選択パイプ）を変更でき

ません（DMA関連端子への信号入出力など） 

5. FIFOポートを構成するレジスタ群は、他のFIFOポートに影響を与えることはありません。 

6. 同一パイプを別々のFIFOポートへ割り当てないでください。 

7. FIFOバッファの状態には、アクセス権がCPU側にある場合とSIE側にある場合の2種類があります。バッファ

メモリのアクセス権がSIE側にある場合は、CPUからのアクセスはできません。 
 

ビット：

初期値：

FIFOPORT(High)

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

ビット：

初期値：

FIFOPORT(Low)

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 FIFOPORT H'0000 

0000 

R/W FIFO ポート 

本ビットにアクセスすることにより、FIFO バッファからの受信データ読み

出し、もしくは FIFO バッファへの送信データの書き込みを行います。 

ソフトウェアが本レジスタにアクセスを行うことにより、本コントローラは

各選択レジスタ（CFIFOSEL、D0FIFOSEL、または D1FIFOSEL）の CURPIPE

ビットに設定したパイプ番号に割り当てた FIFO バッファへのアクセスを行

います。 

本レジスタへのアクセスは、各コントロールレジスタ（CFIFOCTR、

D0FIFOCTR、または D1FIFOCTR）の FRDY ビットが 1 を示しているとき、

または本コントローラが UCL_Dx_DREQ 出力をアサートしているときのみ

可能です。 

本レジスタの有効ビットは、MBW ビットの設定値、および BIGEND ビット

の設定値により異なります。有効ビットを、表 23C.4～表 23C.6 に示します。 

 
表 23C.4 32bit アクセス（CFIFOSEL.MBW=B'10）時のエンディアン動作表 

BIGEND b31～b24 b23～b16 b15～b8 b7～b0 

0 N+3 アドレス N+2 アドレス N+1 アドレス N+0 アドレス 

1 N+0 アドレス N+1 アドレス N+2 アドレス N+3 アドレス 

 
表 23C.5 16bit アクセス（CFIFOSEL.MBW=B'01）時のエンディアン動作表 

BIGEND b31～b24 b23～b16 b15～b8 b7～b0 

0 
書き込み：無効 

読み出し：禁止* 
奇数アドレス 偶数アドレス 

1 偶数アドレス 奇数アドレス 
書き込み：無効 

読み出し：禁止* 

【注】 * 無効レジスタへのワードリードまたはバイトリードは禁止です。 
 

表 23C.6 8bit アクセス（CFIFOSEL.MBW=B'00）時のエンディアン動作表 

BIGEND b31～b24 b23～b16 b15～b8 b7～b0 

0 
書き込み：無効 

読み出し：禁止* 

書き込み：有効 

読み出し：有効 

1 
書き込み：有効 

読み出し：有効 

書き込み：無効 

読み出し：無効* 

【注】 * 無効レジスタへのワードリードまたはバイトリードは禁止です。 
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23C.2.7 CFIFO ポート選択レジスタ（CFIFOSEL） 
 

ビット：

初期値：

RCNT REW － － MBW － BIGEND － － － CURPIPE

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 － － 0 0 － 0 － － 0 － 0 0 0 0

R/W R/W R R R/W R/W R R/W R R R/W R R/W R/W R/W R/W

ISEL

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 RCNT 0 R/W リードカウントモード 

CFIFOCTR の DTLN の読み出しモードを指定します。 

0：全受信データ読み出しで DTLN ビットクリア 

1：受信データ読み出しごとに DTLN ビットカウントダウン 

本ビットに 0 を設定した場合、CURPIPE ビットに指定したパイプ（指定パ

イプ）に割り付けた FIFO バッファの全受信データ読み出し終了時（ダブル

バッファの場合は1面分の読み出し終了時）に、本コントローラはCFIFOCTR

レジスタの DTLN ビットを 0 にクリアします。 

本ビットに 1 を設定した場合、指定パイプに割り付けた FIFO バッファから

受信データ読み出しごとに、本コントローラは CFIFOCTR レジスタの DTLN

ビットをカウントダウンします。 

14 REW 0 R/W バッファポインタリワインド 

バッファポインタのリワインドを行う場合に 1 を指定します。 

0：バッファポインタリワインドしない 

1：バッファポインタリワインドする 

指定パイプが受信方向の場合に、FIFO バッファの読み出し中に本ビットに 1

を設定すると、FIFO バッファの最初のデータから読み出しを行うことがで

きます（ダブルバッファの場合は、読み出し中の 1 面の最初のデータからの

再読み出し可能状態になります）。 

REW=1 設定と CURPIPE ビットの設定変更を同時に行わないでください。 

REW=1 設定を実行するときには、必ず FRDY=1 であることを確認してから

実施してください。 

送信方向のパイプに対して FIFO バッファの最初のデータから書き込みをや

り直す場合は、BCLR ビットを使用してください。 

13、12 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11、10 MBW 00 R/W CFIFO ポートアクセスビット幅 

CFIFO ポートへのアクセスビット幅を指定します。 

00：8 ビット幅 

01：16 ビット幅 

10：32 ビット幅 

11：設定禁止 

CURPIPE ビットに指定したパイプが受信方向の場合、本ビットを設定後読

み出しを開始したときには、すべてのデータの読み出しが完了するまで

MBW ビットの変更を行わないでください。また、指定パイプが受信方向の

場合、CURPIPE ビットと MBW ビットを同時に設定してください。 

指定パイプが送信方向の場合、バッファメモリへの書き込み処理実行中に 8

ビット幅から 16 ビット幅／32 ビット幅、または 16 ビット幅から 32 ビット

幅へのビット幅切り替えは行えません。 

16 ビット／32 ビット幅の設定でも、バイトアクセス制御することにより、

奇数バイトの書き込みは可能です。 

9 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

8 BIGEND 0 R/W FIFO ポートエンディアン制御 

CFIFO ポートのバイトエンディアンを指定します。 

詳細は、「23C.2.6 FIFO ポートレジスタ（CFIFO、D0FIFO、D1FIFO）」

を参照してください。 

0：リトルエンディアン 

1：ビッグエンディアン 

7、6 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

5 ISEL 0 R/W DCP 選択時の FIFO ポートアクセス方向指定 

CURPIPE ビットに DCP 選択時の FIFO ポートアクセス方向を指定します。 

0：バッファメモリ読み出し選択 

1：バッファメモリ書き込み選択 

指定パイプが DCP の場合に、本ビットを変更するときは、本ビットへの書

き込み後、読み出しを行い、書き込み値と読み出し値が一致することを確認

してから、次の処理に進んでください。 

FIFO バッファへのアクセスの途中で本ビットの設定を変更した場合、それ

までのアクセスを保持し、本ビットの設定を書き戻し後、続けてアクセスす

ることができます。 

本ビットの設定は、CURPIPE ビットの設定と同時に行ってください。 

4 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3～0 CURPIPE 0000 R/W FIFO ポートアクセスパイプ指定 

CFIFO ポート経由で、データの読み出しまたは書き込みを行いたいパイプ番

号を設定してください。 

0000：DCP 

0001：パイプ 1 

0010：パイプ 2 

： ： 

1000：パイプ 8 

1001：パイプ 9 

本ビットを変更するときは、本ビットへの書き込み後、読み出しを行い、書

き込み値と読み出し値が一致することを確認してから、次の処理に進んでく

ださい。 

CFIFOSEL、D0FIFOSEL および D1FIFOSEL レジスタの CURPIPE ビットに

同じパイプを設定しないでください。 

FIFO バッファへのアクセスの途中で本ビットの設定を変更した場合、それ

までのアクセスを保持し、本ビットの書き戻し後、続けてアクセスすること

ができます。 

 

23C.2.8 DnFIFO ポート選択レジスタ（D0FIFOSEL、D1FIFOSEL） 
 

ビット：

初期値：

RCNT REW DCLRM DREQE MBW － BIGEND － － － CURPIPE

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 － 0 － － － － 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R R R R R/W R/W R/W R/W

－

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 RCNT 0 R/W リードカウントモード 

Dx_FIFOCTR DTLN の読み出しモードを指定します。 

0：全受信データ読み出しで DTLN ビットクリア 

1：受信データ読み出しごとに DTLN ビットカウントダウン 

本ビットに 0 を設定した場合、CURPIPE ビットに指定したパイプ（指定パ

イプ）に割り付けた FIFO バッファの全受信データ読み出し終了時（ダブル

バッファの場合は 1 面分の読み出し終了時）に、本コントローラは

DnFIFOCTR レジスタの DTLN ビットを 0 にクリアします。 

本ビットに 1 を設定した場合、指定パイプに割り付けた FIFO バッファから

の受信データ読み出しごとに、本コントローラは DnFIFOCTR レジスタの

DTLN ビットをカウントダウンします。 

BFRE ビットに 1 を設定して DnFIFO にアクセスを行う場合は、本ビットに

0 を設定してください。 



 

23C. USB2.0ファンクションモジュール（USBF） 

23C-20  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 REW 0 R/W バッファポインタリワインド 

バッファポインタのリワインドを行う場合に 1 を指定します。 

0：バッファポインタリワインドしない 

1：バッファポインタリワインドする 

指定パイプが受信方向の場合に、FIFO バッファの読み出し中に本ビットに 1

を設定すると、FIFO バッファの最初のデータから読み出しを行うことがで

きます（ダブルバッファの場合は、読み出し中の 1 面の最初のデータからの

再読み出し可能状態になります）。ソフトウェアが本ビットに 1 を書き込ん

だ後、本コントローラは本ビットを 0 に戻します。 

REW=1 設定と CURPIPE ビットの設定変更を同時に行わないでください。 

REW=1 設定を実行するときには、かならず FRDY=1 であることを確認して

から実施してください。 

BFRE ビットに 1 を設定して DnFIFO にアクセスを行う場合は、ショートパ

ケットデータを読み出し終えた状態で本ビットに 1 を設定しないでくださ

い。 

送信方向のパイプに対して FIFO バッファの最初のデータから書き込みをや

り直す場合は、BCLR ビットを使用してください。 

13 DCLRM 0 R/W 指定パイプのデータ読み出し後自動バッファメモリクリアモード 

指定パイプのデータ読み出し後自動バッファメモリクリアの禁止／許可を指

定します。 

0：自動バッファクリアモード禁止 

1：自動バッファクリアモード許可 

本ビットに 1 を設定した場合、指定パイプに割り当てた FIFO バッファが空

の状態で Zero-Length packet を受信したとき、または、BFRE=1 設定時にシ

ョートパケット受信しデータ読み出しを完了時に、FIFO バッファへの

BCLR=1 処理を本コントローラが行います。 

BRDYM=1 に設定して本コントローラを使用するときには、必ず本ビットに

0 を設定してください。 

12 DREQE 0 R/W DMA 転送要求許可 

DMA 転送要求発行の禁止／許可を指定します。 

0：DMA 転送要求禁止 

1：DMA 転送要求許可 

DMA 転送要求発行を許可する場合、CURPIPE ビット設定後に本ビットに 1

を設定してください。 

CURPIPE ビット設定を変更するときには、本ビットに 0 を設定した後で変

更を行ってください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11、10 MBW 00 R/W FIFO ポートアクセスビット幅 

本ビットに DnFIFO ポートへのアクセスビット幅を設定してください。 

詳細は、「23C.2.6 FIFO ポートレジスタ（CFIFO、D0FIFO、D1FIFO）」

を参照してください。 

00：8 ビット幅 

01：16 ビット幅 

10：32 ビット幅 

11：設定禁止 

9 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

8 BIGEND 0 R/W FIFO ポートエンディアン制御 

各 FIFO ポートのバイトエンディアンを指定します。 

詳細は、「23C.2.6 FIFO ポートレジスタ（CFIFO、D0FIFO、D1FIFO）」

を参照してください。 

0：リトルエンディアン 

1：ビッグエンディアン 

7～4 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

3～0 CURPIPE 0000 R/W FIFO ポートアクセスパイプ指定 

DnFIFO ポート経由で、データの読み出しまたは書き込みを行いたいパイプ

番号を設定してください。 

0000：指定なし 

0001：パイプ 1 

0010：パイプ 2 

： ： 

1000：パイプ 8 

1001：パイプ 9 

本ビットを変更するときは、本ビットへの書き込み後、読み出しを行い、書

き込み値と読み出し値が一致することを確認してから、次の処理に進んでく

ださい。 

CFIFOSEL、D0FIFOSEL および D1FIFOSEL レジスタの CURPIPE ビットに

同じパイプを設定しないでください。 

FIFO バッファへのアクセスの途中で本ビットの設定を変更した場合、それ

までのアクセスを保持し、本ビットの書き戻し後、続けてアクセスすること

ができます。 
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23C.2.9 CFIFO、DnFIFO ポートコントロールレジスタ（CFIFOCTR、D0FIFOCTR、

D1FIFOCTR） 
 

ビット：

初期値：

BVAL BCLR FRDY － DTLN

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R R R R R R R R R R R R R RR/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 BVAL 0 R/W バッファメモリ有効フラグ 

CURPIPE に指定したパイプ（当該パイプ）の CPU 側の FIFO バッファの書

き込み終了時に 1 を指定します。 

0：無効 

1：書き込み終了 

CURPIPE ビットに指定したパイプ（指定パイプ）が送信方向のとき、以下

の場合に本ビットに 1 を設定してください。本コントローラは CPU 側の

FIFO バッファを SIE 側にし、送信可能状態にします。 

• ショートパケットの送信を行いたいとき、データ書き込み終了時に本ビッ

トに 1 を設定 

• Zero-Length パケットの送信を行いたいとき、FIFO へデータを書き込む前

に本ビットに 1 を設定 

• 非連続転送モードのパイプに対して、MaxPacketSize の自然数倍かつ

BufferSize 未満のデータ書き込み後に本ビットに 1 を設定 

連続転送モードのパイプに対して MaxPacketSize 分のデータを書き込むと、

本コントローラが本ビットを 1 にし、CPU 側の FIFO バッファを SIE 側にし

て、送信可能状態にします。 

本ビットへの 1 書き込みは、本コントローラが FRDY=1 を示しているときに

実施してください。指定パイプが受信方向のときには、本ビットへの 1 書き

込みを行わないでください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 BCLR 0 R/W CPU バッファクリア 

当該パイプの CPU 側の FIFO バッファをクリアする場合に 1 を指定します。 

0：無効 

1：CPU 側バッファメモリクリア 

本ビットに 1 を設定すると、本コントローラは指定パイプにアサインされて

いる FIFO バッファのうち、CPU 側の FIFO バッファをクリアします。 

指定パイプにアサインされている FIFO バッファがダブルバッファ設定の場

合で、両面共に読み出し可能状態である場合でも、本コントローラは片面の

FIFO バッファのみをクリアします。 

指定パイプが DCP の場合は、FIFO バッファが CPU 側、SIE 側にかかわら

ず、BCLR=1 設定により本コントローラは FIFO バッファをクリアします。

SIE 側のバッファをクリアするときには、DCP の PID ビットを必ず NAK に

設定した後で BCLR=1 を行ってください。 

指定パイプが送信方向の場合、BVAL ビットと BCLR ビットへ同時に 1 を書

き込んだ場合には、本コントローラはそれ以前に書き込んだデータをクリア

し、Zero-Length パケットを送信可能な状態にします。 

指定パイプが DCP 以外の場合、本ビットへの 1 書き込みは、本コントロー

ラが FRDY=1 を示しているときに実施してください。 

13 FRDY 0 R FIFO ポートレディ 

CPU（DMAC）からの FIFO ポートへのアクセス可否を表示します。 

0：FIFO ポートアクセス不可 

1：FIFO ポートアクセス可能 

以下の場合には、本コントローラは FRDY=1 を表示しますが、読み出すべき

データがないため FIFO ポートからのデータ読み出しはできません。これら

のケースでは、BCLR=1 を設定して FIFO バッファのクリアを行い、次のデ

ータ送受信を行える状態にしてください。 

• 指定パイプにアサインされているFIFOバッファが空の状態でZero-Length

パケット受信した場合 

• BFRE=1 設定時に、ショートパケットを受信し、データ読み出しを完了し

たとき 

12 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11～0 DTLN H'000 R 受信データ長 

本コントローラは、本ビットに受信データ長を表示します。FIFO バッファ

読み出し中の本ビットの値は、RCNT ビットの設定値によって以下のように

異なります。 

• RCNT=0 設定時： 

CPU（DMAC）が FIFO バッファ 1 面分の受信データを読み出し完了する

まで、本コントローラは受信データ長を本ビットに表示します。 

BFRE=1 設定時には、読み出しが完了しても BCLR=1 を行うまでは本コン

トローラは受信データ長を保持します。 

• RCNT=1 設定時： 

読み出しごとに本コントローラは DTLNビットの表示をダウンカウントし

ます（MBW=0 設定時は-1、MBW=1 設定時は-2 ずつダウンカウント）。 

1 面分の FIFO バッファ読み出し完了時に、本コントローラは DTLN=0 を

表示します。ただし、ダブルバッファ設定時かつ FIFO バッファ 1 面分の

受信データの読み出しを完了する前にもう 1 面分の FIFO バッファに受信

完了した場合は、先の 1 面分の読み出し完了時に後の 1 面分の受信データ

長を DTLN ビットに表示します。 

RCNT=1 設定時に、FIFO バッファ読み出し途中で本ビットの値を読み出

すときには、FIFO ポートへのリードサイクル後 150ns 後までに、本コン

トローラは本ビットの更新値を表示します。 

 

23C.2.10 割り込み許可レジスタ 0（INTENB0） 
 

ビット：

初期値：

VBSE RSME SOFE DVSE CTRE BEMPE NRDYE BRDYE － － － － － － －

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 － － － － － － － －

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R

－

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 VBSE 0 R/W VBUS 割り込み許可 

VBINT 割り込み検出時の USB 割り込み要求の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

14 RSME 0 R/W レジューム割り込み許可 

RESM 割り込み検出時の USB 割り込み要求の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

13 SOFE 0 R/W フレーム番号更新割り込み許可 

SOF 割り込み検出時の USB 割り込み要求の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12 DVSE 0 R/W デバイスステート遷移割り込み許可 

DVST 割り込み検出時の USB 割り込み要求の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

11 CTRE 0 R/W コントロール転送ステージ遷移割り込み許可 

CTRT 割り込み検出時の USB 割り込み要求の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

10 BEMPE 0 R/W バッファエンプティ割り込み許可 

BEMP 割り込み検出時の USB 割り込み要求の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

9 NRDYE 0 R/W バッファノットレディ応答割り込み許可 

NRDY 割り込み検出時の USB 割り込み要求の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

8 BRDYE 0 R/W バッファレディ割り込み許可 

BRDY 割り込み検出時の USB 割り込み要求の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

7～0 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず"0"を書き込んでください。 
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23C.2.11 BRDY 割り込み許可レジスタ（BRDYENB） 
 

ビット：

初期値：

－ － － － － － PIPEBRDYE

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ － － － － － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

9～0 PIPEBRDYE H'000 R/W 各パイプの BRDY 割り込み許可 

各パイプの BRDY 割り込み検出時に BRDY ビットを 1 にするかどうかの禁

止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

【注】ビット番号がパイプ番号に該当します。 

ソフトウェアが本レジスタに 1 を設定したパイプに対して、本コントローラ

が BRDY 割り込みを検出した場合に、本コントローラは BRDYSTS レジスタ

のPIPEBRDYビットの対応するビットと INTSTS0レジスタのBRDYビット

に 1 を表示し、割り込み要求します。 

BRDYSTS レジスタの PIPEBRDY ビットの少なくとも一つのビットが 1 を

示している状態で、ソフトウェアが本レジスタの対応する割り込み許可ビッ

トを 0 から 1 に変更すれば、本コントローラは、割り込み要求します。 
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23C.2.12 NRDY 割り込み許可レジスタ（NRDYENB） 
 

ビット：

初期値：

－ － － － － － PIPENRDYE

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ － － － － － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

9～0 PIPENRDYE H'000 R/W 各パイプの NRDY 割り込み許可 

各パイプの NRDY 割り込み検出時に NRDY ビットを 1 にするかどうかの禁

止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

【注】ビット番号がパイプ番号に該当します。 

ソフトウェアが本レジスタに 1 を設定したパイプに対して、本コントローラ

が NRDY 割り込みを検出した場合に、本コントローラは NRDYSTS レジス

タの PIPENRDY ビットの対応するビットと INTSTS0 レジスタの NRDY ビ

ットに 1 を表示し、割り込み要求します。 

NRDYSTS レジスタの PIPENRDY ビットの少なくとも一つのビットが 1 を

示している状態で、ソフトウェアが本レジスタの対応する割り込み許可ビッ

トを 0 から 1 に変更すれば、本コントローラは、割り込み要求します。 
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23C.2.13 BEMP 割り込み許可レジスタ（BEMPENB） 
 

ビット：

初期値：

－ － － － － － PIPEBEMPE

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ － － － － － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

9～0 PIPEBEMPE H'000 R/W 各パイプの BEMP 割り込み許可 

各パイプの BEMP 割り込み検出時に BEMP ビットを 1 にするかどうかの禁

止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

【注】ビット番号がパイプ番号に該当します。 

ソフトウェアが本レジスタに 1 を設定したパイプに対して、本コントローラ

が BEMP 割り込みを検出した場合に、本コントローラは BEMPSTS レジス

タの PIPEBEMP ビットの対応するビットと INTSTS0 レジスタの BEMP ビ

ットに 1 を表示し、割り込み要求します。 

BEMPSTS レジスタの PIPEBEMP ビットの少なくとも一つのビットが 1 を

示している状態で、ソフトウェアが本レジスタの対応する割り込み許可ビッ

トを 0 から 1 に変更すれば、本コントローラは、割り込み要求します。 
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23C.2.14 SOF ピンコンフィグレーションレジスタ（SOFCFG） 
 

ビット：

初期値：

－ － － － － － － － － BRDYM － －

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ － － － － － － － － 0 0 － － － － －

R R R R R R R R R R/W R/W R R R R RR/W：

－ －－ －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～7 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

6 BRDYM 0 R/W PIPEBRDY 割り込みステータスクリアタイミング設定 

PIPEBRDY 割り込みステータスをクリアするタイミングを指定します。 

0：ソフトウェアがステータスをクリア 

1： FIFOバッファの読み出しまたはFIFOバッファへの書き込み動作によ

りハードウェアがステータスをクリア 

5 ⎯ 0 R/W リザーブビット 

直前に読み出した値を書き込むようにしてください。 

【注】 パワーオンリセット直後の初期値は 0 ですが、本モジュールの初期

化ルーチンで必ず 1 に設定してください。 

4～0 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

 

23C.2.15 割り込みステータスレジスタ 0（INTSTS0） 
 

ビット：

初期値：

VBINT RESM SOFR DVST CTRT BEMP NRDY BRDY VBSTS DVSQ VALID CTSQ

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R/W R R RR/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 VBINT 0 R/W VBUS 変化検出割り込みステータス 

VBUS 変化検出割り込みステータスが表示されます。 

0：VBUS 割り込み非発生 

1：VBUS 割り込み発生 

本コントローラが VBUS 端子入力値の変化（High から Low への変化、およ

び Low から High への変化）を検出したときに、本ビットに 1 を表示します。

本コントローラは、VBUS 端子の入力値を VBSTS ビットに表示します。

VBINT 割り込み発生時は、ソフトウェアで VBSTS ビット読み出しの数度一

致を行い、チャタリング除去を実施してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 RESM 0 R/W レジューム割り込みステータス 

レジューム検出割り込みステータスが表示されます。 

0：レジューム割り込み非発生 

1：レジューム割り込み発生 

本コントローラが Suspend 状態（DVSQ=B'1xx）であり、かつ、DP 端子の

立ち下がりを検出したときに、本ビットに 1 を表示します。 

13 SOFR 0 R/W フレーム番号更新割り込みステータス 

フレーム番号更新割り込みステータスが表示されます。 

0：SOF 割り込み非発生 

1：SOF 割り込み発生 

本コントローラが本ビットに 1 を表示する条件は、以下のとおりです。 

・フレームナンバーの更新時に、本コントローラは本ビットに 1 を表示しま 

 す（本割り込みは、1ms ごとに検出します）。 

・USB HOST からの SOF パケットが破損したときでも、内部補間により、 

本コントローラは SOFR 割り込みを検出します。 

12 DVST 0*1 R/W デバイスステート遷移割り込みステータス 

デバイスステート遷移割り込みが表示されます。 

0：デバイスステート遷移割り込み非発生 

1：デバイスステート遷移割り込み発生 

本コントローラがデバイスステートの変化を検出したときに、本コントロー

ラは DVSQ の値を更新し、本ビットに 1 を表示します。 

本割り込みが発生したときには、本コントローラが次のデバイスステート遷

移を検出する前に、ステータスクリアを実施してください。 

11 CTRT 0 R/W コントロール転送ステージ遷移割り込みステータス 

コントロール転送ステージ遷移割り込みステータスが表示されます。 

0：コントロール転送ステージ遷移割り込み非発生 

1：コントロール転送ステージ遷移割り込み発生 

本コントローラがコントロール転送のステージ遷移を検出したときに、本コ

ントローラは CTSQ の値を更新し、本ビットに 1 を表示します。 

本割り込みが発生したときには、本コントローラがコントロール転送の次の

ステージ遷移を検出するまでに、ステータスクリアを実施してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 BEMP 0 R バッファエンプティ割り込みステータス 

BEMP 割り込みステータスが表示されます。 

0：BEMP 割り込み非発生 

1：BEMP 割り込み発生 

BEMPENBレジスタのPIPEBEMPEビットに1を設定したパイプに対応する

BEMPSTS レジスタの PIPEBEMP ビットのうち、少なくとも一つが 1 の状

態になったとき（ソフトウェアが BEMP 割り込み通知を許可したパイプのう

ち少なくとも一つに対し、本コントローラが BEMP 割り込み状態を検出した

とき）に、本コントローラは本割り込みステータスに 1 を表示します。 

PIPEBEMP ステータスのアサート条件は、PIPEBEMP レジスタを参照くだ

さい。 

ソフトウェアが、PIPEBEMPE ビットで許可を設定しているパイプに対応す

る PIPEBEMP ビットすべてに 0 を書き込むと、本コントローラは本ビット

を 0 にクリアします。 

ソフトウェアが本ビットに対して 0 を書き込んでも、本ビットの 0 クリアを

行うことはできません。 

9 NRDY 0 R バッファノットレディ割り込みステータス 

NRDY 割り込みステータスが表示されます。 

0：NRDY 割り込み非発生 

1：NRDY 割り込み発生 

NRDYENBレジスタのPIPENRDYEビットに1を設定したパイプに対応する

BNRDYSTS レジスタの PIPENRDY ビットのうち、少なくとも一つが 1 の状

態になったとき（ソフトウェアが NRDY 割り込み通知を許可したパイプのう

ち、少なくとも一つに対し、本コントローラが NRDY 割り込み状態を検出し

たとき）に、本コントローラは本割り込みステータスに 1 を表示します。 

PIPENRDY ステータスのアサート条件は、PIPENRDY レジスタを参照くだ

さい。 

ソフトウェアが、PIPENRDYE ビットで許可を設定しているパイプに対応す

る PIPENRDY ビットのすべてに 0 を書き込むと、本コントローラは本ビッ

トを 0 にクリアします。ソフトウェアが本ビットに対して 0 を書き込んでも、

本ビットの 0 クリアを行うことはできません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 BRDY 0 R バッファレディ割り込みステータス 

BRDY 割り込みステータスが表示されます。 

0：BRDY 割り込み非発生 

1：BRDY 割り込み発生 

BRDYENBレジスタのPIPEBRDYEビットに 1を設定したパイプに対応する

BRDYSTS レジスタの PIPEBRDY ビットのうち、少なくとも一つが 1 の状

態になったとき（ソフトウェアが BRDY 割り込み通知を許可したパイプのう

ち、少なくとも一つに対し、本コントローラが BRDY 割り込み状態を検出し

たとき）に、本コントローラは本割り込みステータスに 1 を表示します。 

PIPEBRDY ステータスのアサート条件は、PIPEBRDY レジスタを参照くだ

さい。 

ソフトウェアがPIPEBRDYEビットで許可を設定しているパイプに対応する

PIPEBRDY ビットのすべてに 0 を書き込むと、本コントローラは本ビットを

0 にクリアします。ソフトウェアが本ビットに対して 0 を書き込んでも、本

ビットの 0 クリアを行うことはできません。 

7 VBSTS 不定 R VBUS 入力ステータス 

VBUS 端子の入力状態が表示されます。 

本ビットの値を有効にするには USBPCTRL0 レジスタの OVC1 ビットを 1

に設定してください。 

0：VBUS 端子が Low レベル 

1：VBUS 端子が High レベル 

6～4 DVSQ 000*2 R デバイスステート 

デバイスステートが表示されます。 

000：Powered ステート 

001：Default ステート 

010：Address ステート 

011：Configured ステート 

1xx：Suspended ステート 

3 VALID 0 R/W USB リクエスト受信 

USB リクエスト受信検出有無が表示されます。 

0：未検出 

1：セットアップパケット受信 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 CTSQ 000 R コントロール転送ステージ 

コントロール転送ステージが表示されます。 

000：アイドルまたはセットアップステージ 

001：コントロールリードデータステージ 

010：コントロールリードステータスステージ 

011：コントロールライトデータステージ 

100：コントロールライトステータスステージ 

101：コントロールライト（NoData）ステータスステージ 

110：コントロール転送シーケンスエラー 

111：リザーブ 

【注】 1. VBINT ビット、RESM ビット、SOFR ビット、DVST ビット、または CTRT ビットが示すステータスをクリアす

る場合は、クリアしたいビットのみに 0 を、他のビットには 1 を書き込んでください。0 を示しているステータス

ビットへの 0 書き込みを行わないでください。 

 2. 本コントローラは、本レジスタの VBINT ビット、RESM ビットが示すステータス変化をクロック停止中でも検出

し、対応する割り込みが許可されていれば割り込みを通知します。ソフトウェアによるステータスのクリアはクロ

ック許可後に行ってください。 

 *1 USB バスリセット時に 1 に初期化されます。 

 *2 USB バスリセット時に 001 に初期化されます。 
 

23C.2.16 BRDY 割り込みステータスレジスタ（BRDYSTS） 

本コントローラがあるパイプに対して BRDY 割り込みを検出した場合に、本コントローラは BRDYSTS レジス

タの PIPEBRDY ビットの対応するビットに 1 を表示します。このとき、ソフトウェアによって BRDYENB レジス

タの対応するビットに 1 が設定されている場合、本コントローラは INTSTS0 レジスタの BDY ビットに 1 を表示

し、割り込み要求します。 

BRDY 割り込みは、BRDYM ビットおよび各パイプの BFRE ビットの設定により、発生条件およびクリア方法

が異なります。 

（1） BRDYM=0 かつ BFRE=0 設定時 

この設定の場合、BRDY 割り込みは FIFO ポートにアクセス可能になったことを示す割り込みになります。 

本コントローラは、下記に示す条件の場合に、内部 BRDY 割り込み要求トリガを発生させ、要求トリガ発生パ

イプに対応する PIPEBRDY ビットに 1 を表示します。 

（a） 送信方向に設定したパイプの場合 

• ソフトウェアがDIRビットを0から1に変更したとき 

• 当該パイプに割り付けたFIFOバッファへのCPUからの書き込みが不可状態のとき（BSTSビット読み出し値が

0のとき）に、本コントローラが当該パイプのパケット送信を完了したとき。 

連続送受信モードに設定した場合には、FIFOバッファ1面分のデータの送信完了時に要求トリガが発生しま

す。 
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• FIFOバッファをダブルバッファに設定しているときで、FIFOバッファ書き込み完了時にもう一方のFIFOバッ

ファが空であったとき 

FIFOバッファ書き込み中にもう一方が送信完了になっても、現在書き込み中の面が書き込み完了になるまで

は要求トリガは発生しません。 

• 転送TYPEがアイソクロナスのパイプにおいて、ハードウェアによるバッファフラッシュが発生したとき 

• ACLRMビットに1を書き込むことより、FIFOバッファが書き込み不可状態から書き込み可能状態になったと

き 

DCP に対しては（すなわち、コントロール転送でのデータ送信においては）要求トリガは発生しません。 

（b） 受信方向に設定したパイプの場合 

• 当該パイプに割り付けたFIFOバッファへのCPUからの読み出しが不可状態のとき（BSTSビット読み出し値が

0のとき）に、パケット受信が正常に完了し、FIFOバッファが読み出し可能状態になったとき。 

データPIDミスマッチのトランザクションに対しては、要求トリガは発生しません。 

連続送受信モードの場合には、MaxPacketSizeのデータサイズで、かつまだバッファに空きがある場合には要

求トリガは発生しません。 

ショートパケットを受信した場合には、FIFOバッファに空きがあっても要求トリガが発生します。 

トランザクションカウンタを使用している場合には、設定値分のパケットを受信時に要求トリガが発生しま

す。 

このとき、FIFOバッファにまだ空きがあっても要求トリガが発生します。 

• FIFOバッファをダブルバッファに設定しているときで、FIFOバッファ読み出し完了時にもう一方のFIFOバッ

ファも読み出し可能状態であったとき 

読み出し中にもう一方が受信完了しても、現在読み出し中の面が読み出し完了になるまで要求トリガは発生

しません。 

コントロール転送のステータスステージでの通信では、本割り込みは発生しません。 

ソフトウェアは、本ビットの該当パイプに対応するビットに 0 を書き込むことにより、該当パイプの PIPEBRDY

割り込みステータスを 0 にクリアすることができます。このとき、他のパイプに対応するビットには 1 を書き込

んでください。 

本割り込みステータスのクリアは、必ず FIFO バッファへのアクセスを行う前に実施してください。 
 

（2） BRDYM=0 かつ BFRE=1 設定時 

この設定の場合、本コントローラは、受信パイプにおいて 1 トランスファー分の全データ読み出し完了時に、

BRDY 割り込み発生と判断し、本レジスタの該当パイプに対応するビットに 1 を表示します。 

本コントローラは、以下のいずれかのときに 1トランスファーにおける最後のデータを受信したと判定します。 

• Zero-Lengthパケットを含むショートパケットを受信したとき 

• トランザクションカウンタ（TRNCNTビット）を使用し、TRNCNTビット設定値分のパケットを受信したと

き 

上記判定条件を満たした後、そのデータの読み出しが完了したときに、本コントローラは 1 トランスファー分

の全データ読み出し完了と判断します。 
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FIFO バッファが空の状態で Zero-Length パケット受信した場合は、Zero-Length パケットデータが CPU 側へトグ

ルされた時点で、本コントローラは 1 トランスファー分の全データ読み出し完了と判断します。 

この場合、次のトランスファーを開始するためには、対応する FIFOCTR レジスタの BCLR ビットにソフトウェ

アで 1 を書き込んでください。 

本設定の場合には、本コントローラは送信パイプに対して BRDY 割り込みを検出しません。 

ソフトウェアは、本ビットの該当パイプに対応するビットに 0 を書き込むことにより、該当パイプの PIPEBRDY

割り込みステータスを 0 にクリアすることができます。このとき、他のパイプに対応するビットには 1 を書き込

んでください。 

本モードを使用するときには、トランスファー分の処理を終了するまで BFRE ビットの設定値を変更しないで

ください。途中で BFRE ビットを変更する場合には、ACLRM ビットにより対応するパイプの FIFO バッファをす

べてクリアしてください。 
 

（3） BRDYM=1 かつ BFRE=0 設定時 

この設定の場合、本ビットの値は各パイプの BSTS ビットに連動します。すなわち、BRDY 割り込みステータ

スは FIFO バッファの状態によって、本コントローラが 1、0 を表示します。 

（a） 送信方向に設定したパイプの場合 

FIFOポートにデータが書き込み可能な状態であれば1を表示し、書き込み不可の状態になれば0を表示します。 

ただし、DCP の送信パイプが書き込み可能であっても、BRDY 割り込みはアサートされません。 

（b） 受信方向に設定したパイプの場合 

FIFO ポートにデータが読み出し可能な状態であれば 1 を表示し、すべてのデータを読み出したら（読み出し不

可の状態になったら）0 を表示します。 

FIFO バッファが空で Zero-Length パケットを受信した場合、ソフトウェアが BCLR=1 を書き込むまで該当ビッ

トには 1 が表示され、BRDY 割り込みはアサートされ続けます。 

本設定時、ソフトウェアは、本ビットの 0 クリアを行うことはできません。 

BRDYM=1 設定時は、BFRE ビットは必ずすべて（全パイプ）0 に設定してください。 

BRDYM=1 設定時は、INTL ビットは必ず 1（レベル制御）に設定してください。 
 

ビット：

初期値：

－ － － － － － PIPEBRDY

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ － － － － － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

9～0 PIPEBRDY H'000 R/W 各パイプの BRDY 割り込みステータス 

各パイプの BRDY 割り込みステータスが表示されます。 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 
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【注】 1. ビット番号がパイプ番号に該当します。 

 2. BRDYM=0 の設定の場合、本レジスタの各ビットが示すステータスをクリアする場合は、クリアしたいビットのみ

に 0 を、他のビットには 1 を書き込んでください。 

 3. BRDYM=0 の設定の場合、本割り込みのクリアは、必ず FIFO アクセスを行う前に実施してください。 
 

23C.2.17 NRDY 割り込みステータスレジスタ（NRDYSTS） 

ソフトウェアが PID=BUF に設定したパイプに対して、本コントローラが内部 NRDY 割り込み要求を発生させ

た場合に、本コントローラは NRDYSTS レジスタの PIPENRDY ビットの対応するビットに 1 を表示します。この

とき、ソフトウェアによって NRDYENB レジスタの対応するビットに 1 が設定されている場合、本コントローラ

は INTSTS0 レジスタの NRDY ビットに 1 を表示し、割り込み要求します。 

本コントローラが、あるパイプに対して内部 NRDY 割り込み要求を発生させる条件を以下に述べます。 

コントロール転送ステータスステージ実行時は、割り込み要求を発生させません。 

（1） 送信方向パイプの場合 

• FIFOバッファに送信データがない状態でIN Tokenを受信したとき 

IN Token受信時に本コントローラはNRDY割り込み要求を発生させPIPENRDYビットに1を表示します。割り

込み発生パイプの転送TYPEがアイソクロナスの場合、本コントローラはZero-Lengthパケットを送信し、

OVRNビットに1を表示します。 
 

（2） 受信方向パイプの場合 

• FIFOバッファに空きがない状態でOUTトークンを受信したとき 

割り込み発生パイプの転送TYPEがアイソクロナスの場合、OUTトークン受信時に本コントローラはNRDY

割り込み要求を発生させ、PIPENRDYビットに1を表示し、OVRNビットに1を表示します。 

割り込み発生パイプの転送TYPEがアイソクロナス以外の場合、本コントローラは、OUTトークンに続くデ

ータ受信後NAK Handshakeを送信するときにNRDY割り込み要求を発生させ、PIPENRDYビットに1を表示し

ます。 

ただし、再送時（DATA-PIDミスマッチ発生時）には、NRDY割り込み要求を発生させません。また、DATA

パケットにエラーがある場合にも、発生させません。 

• FIFOバッファに空きがない状態でPINGトークンを受信したとき 

PINGトークン受信時に、本コントローラはNRDY割り込み要求を発生させ、PIPENRDYビットに1を表示し

ます。 

• 転送TYPEがアイソクロナスのパイプにおいて、インターバルフレーム内に正常受信されなかったとき 

SOF受信のタイミングで本コントローラは、NRDY割り込み要求を発生させ、PIPENRDYビットに1を表示し

ます。 
 

ビット：

初期値：

－ － － － － － PIPENRDY

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ － － － － － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

9～0 PIPENRDY H'000 R/W 各パイプの NRDY 割り込みステータス 

各パイプの NRDY 割り込みステータスが表示されます。 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

【注】 1. ビット番号がパイプ番号に該当します。 

 2. 本レジスタの各ビットが示すステータスをクリアする場合は、クリアしたいビットのみに 0 を、他のビットには 1

を書き込んでください。 
 

23C.2.18 BEMP 割り込みステータスレジスタ（BEMPSTS） 

ソフトウェアが PID=BUF に設定したパイプに対して、本コントローラが、BEMP 割り込みを検出した場合に、

本コントローラは BEMPSTS レジスタの PIPEBEMP ビットの対応するビットに 1 を表示します。このとき、ソフ

トウェアによって BEMPENB レジスタの対応するビットに 1 が設定されている場合、本コントローラは INTSTS0

レジスタの BEMP ビットに 1 を表示し、割り込み要求します。 

以下の場合に、本コントローラは内部 BEMP 割り込み要求を発生させます。 

（1） 送信方向パイプにおいて、送信完了時（Zero-Length パケットの送信時を含む）に対応するパイプの FIFO
バッファが空のとき。 

シングルバッファ設定時は、DCP 以外のパイプに対しては BRDY 割り込みと同時に内部 BEMP 割り込み要求を

発生させます。ただし、以下の場合は、内部 BEMP 割り込み要求を発生させません。 

• ダブルバッファ設定時に、1面分のデータ送信完了時にソフトウェア（DMAC）がCPU側のFIFOバッファに

対する書き込みを開始している場合 

• また、ACLRMビットまたはBCLRビットに1を書き込むことによるバッファクリア（エンプティ） 

• コントロール転送StatusステージのIN転送（Zero-Lengthパケット送信）時 
 

（2） 受信方向パイプの場合 

MaxPacketSize の設定値より大きなデータサイズを正常受信したとき 

この場合、本コントローラは、BEMP 割り込み要求を発生させ、PIPEBEMP ビットの対応するビットに 1 を表

示し、受信データを破棄し、対応するパイプの PID ビットを STALL（B'11）に変更します。このとき、本コント

ローラは、STALL 応答を行います。ただし、以下の場合、内部 BEMP 割り込み要求を発生させません。 

• 受信データにCRCエラー、またはビットスタッフィングエラーなどを検出したとき 

• SETUPトランザクション実行時 
 

本ビットに 0 を書き込むことにより、ステータスをクリアすることができます。本ビットに 1 を書き込んでも、

何もしません。 
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ビット：

初期値：

－ － － － － － PIPEBEMP

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ － － － － － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

9～0 PIPEBEMP H'000 R/W 各パイプの BEMP 割り込みステータス 

各パイプの BEMP 割り込みステータスが表示されます。 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

【注】 1. ビット番号がパイプ番号に該当します。 

 2. 本レジスタの各ビットが示すステータスをクリアする場合は、クリアしたいビットのみに 0 を、他のビットには 1

を書き込んでください。 
 

23C.2.19 フレームナンバレジスタ（FRMNUM） 
 

ビット：

初期値：

OVRN CRCE － － － FRNM

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 － － － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R R R R R R R R R R R R R RR/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 OVRN* 0 R/W オーバーラン／アンダーラン検出ステータス 

転送 TYPE がアイソクロナスのパイプにおいて、本コントローラがオーバー

ランまたはアンダーランを検出したときに、本ビットに 1 を表示します。 

0：エラーなし 

1：エラー発生 

オーバーランまたはアンダーラン検出時には、本コントローラは内部 NRDY

割り込み要求を発生させます。詳細は、「23C.2.17 NRDY 割り込みステー

タスレジスタ（NRDYSTS）」を参照してください。 

ソフトウェアは、本ビットに 0 を書き込むことにより、本ビットを 0 にクリ

アすることができます。このとき、本レジスタの他のビットには 1 を書き込

んでください。 

以下のいずれかの場合に、本コントローラが本ビットに 1 を表示します。 

(1) 転送 TYPE がアイソクロナスの送信方向パイプにおいて、FIFO バッファ

に送信データの書き込みが完了していないのに IN Token を受信したと

き。 

(2) 転送 TYPE がアイソクロナスの受信方向パイプにおいて、少なくとも 1

面分の FIFO バッファの空がない状態で、OUTトークンを受信したとき。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 CRCE 0 R/W CRC エラー検出ステータス 

アイソクロナス転送を行っているパイプに対する CRC エラー検出ステータ

スが表示されます。 

0：エラーなし 

1：エラー発生 

転送 TYPE がアイソクロナスのパイプにおいて、本コントローラが CRC エ

ラーやビットスタッフィングエラーを検出したときに、本ビットに 1 を表示

します。 

ソフトウェアは、本ビットに 0 を書き込むことにより、本ビットを 0 にクリ

アすることができます。このとき、本レジスタの他のビットには 1 を書き込

んでください。 

CRC エラーの検出時には、本コントローラは内部 NRDY 割り込み要求を発

生させしません。 

13～11 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

10～0 FRNM H'000 R フレーム番号 

最新のフレーム番号が表示されます。 

本コントローラは 1ms に 1 回の SOF 発行タイミング、または、SOF 受信時

に本ビットを更新し、フレーム番号を表示します。 

ソフトウェアで本ビットを読み出す場合には、2 度一致を行ってください。 

【注】 * OVRN ビットはデバッグ用のビットです。システムとしてはオーバーラン／アンダーランが発生しないようにタ

イミング設計を行ってください。 
 

23C.2.20 μフレームナンバレジスタ（UFRMNUM） 
 

ビット：

初期値：

－ － － － － － － － － － － － UFRNM

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ － － － － － － － － － － － － 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

－

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～3 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

2～0 UFRNM 000 R マイクロフレーム 

マイクロフレーム番号が表示されます。 

Hi-Speed 通信の場合、本コントローラは本ビットにマイクロフレーム番号を

表示します。Hi-Speed 状態以外の場合、本コントローラは本ビットに H'0 を

表示します。 

ソフトウェアで本ビットを読み出す場合には、2 度一致を行ってください。 
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23C.2.21 USB アドレスレジスタ（USBADDR） 
 

ビット：

初期値：

－ － － － － － － － － USBADDR

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ － － － － － － － － 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～7 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

6～0 USBADDR H'00* R USB アドレス 

Host から割り付けられた USB アドレス確認が表示されます。 

本コントローラが SetAddress リクエストを正常に処理したときに、本ビッ

トに受信した USB アドレスを表示します。 

本コントローラが USB リセットを検出したときに、本コントローラは本ビ

ットに H'00 を表示します。 

【注】 * USB バスリセット時、H'00 を表示します。 
 

23C.2.22 USB リクエストタイプレジスタ（USBREQ） 

USB リクエストレジスタは、コントロール転送のセットアップリクエストを格納するためのレジスタです。受

信した USB リクエストの値が格納されます。 
 

ビット：

初期値：

bRequest bmRequestType

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 bRequest H'00* R リクエスト 

USB リクエスト bRequest の値 

本コントローラがSETUPトランザクションで受信したUSBリクエストデー

タ値を、このビットに表示します。ソフトウェアによる本ビットへの書き込

みは無効です。 

7～0 bmRequest 

Type 

H'00* R リクエストタイプ 

USB リクエスト bmRequestType の値 

本コントローラがSETUPトランザクションで受信したUSBリクエストデー

タ値を、このビットに表示します。ソフトウェアによる本ビットへの書き込

みは無効です。 

【注】 * USB バスリセット時、H'00 を表示します。 
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23C.2.23 USB リクエストバリューレジスタ（USBVAL） 
 

ビット：

初期値：

wValue

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 wValue H'0000* R バリュー 

USB リクエスト wValue の値を読み出すためのビットです。b7-0 が下位バイ

トです。 

本コントローラが SETUP トランザクションで受信した USB リクエスト

wValue の値を、このビットに表示します。ソフトウェアによる本ビットへ

の書き込みは無効です。 

【注】 * USB バスリセット時、H'0000 を表示します。 
 

23C.2.24 USB リクエストインデックスレジスタ（USBINDX） 
 

ビット：

初期値：

wIndex

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 wIndex H'0000* R インデックス 

USB リクエスト wIndex の値を読み出すためのビットです。b7-0 が下位バイ

トです。 

本コントローラが SETUP トランザクションで受信した USB リクエスト

wIndex の値を、このビットに表示します。ソフトウェアによる本ビットへの

書き込みは無効です。 

【注】 * USB バスリセット時、H'0000 を表示します。 
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23C.2.25 USB リクエストレングスレジスタ（USBLENG） 
 

ビット：

初期値：

wLength

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 wLength H'0000* R レングス 

USB リクエスト wLength の値を読み出すためのビットです。b7-0 が下位バ

イトです。 

本コントローラが SETUP トランザクションで受信した USB リクエスト

wLength の値を、このビットに表示します。ソフトウェアによる本ビットへ

の書き込みは無効です。 

【注】 * USB バスリセット時、H'0000 を表示します。 
 

23C.2.26 DCP マックスパケットサイズレジスタ（DCPMAXP） 
 

ビット：

初期値：

－ － － － － － － － － MXPS

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ － － － － － － － － 1 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～7 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

6～0 MXPS H'40 R/W マックスパケットサイズ 

DCP の最大データペイロード（マックスパケットサイズ）を指定します。 

初期値は、H'40（64Bytes）です。 

MXPS ビットの設定は、USB 規格に準拠した値を設定してください。 

MXPS ビットの設定は、PID=NAK、および CURPIPE ビットに未設定時に実

施してください。 

対応するパイプの PID ビットを BUF から NAK へ変更してから本ビットを変

更する場合には、PBUSY=0 を確認してから本ビットを変更してください。

ただし、本コントローラが PID ビットを NAK に変更した場合には、ソフト

ウェアによる PBUSY ビットの確認は必要ありません。 

MXPS=0 の設定での FIFO バッファへの書き込み、または PID=BUF の設定

は行わないでください。 
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23C.2.27 DCP コントロールレジスタ（DCPCTR） 
 

ビット：

初期値：

BSTS － － － － － － SQCLR SQSET SQMON － － CCPL PID

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 － － － － － － 0 0 1 0 － － 0 0 0

R R R R R R R R/W R/W R R R R R/W R/W R/W

PBUSY

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 BSTS 0 R バッファステータス 

DCP に割り付けた FIFO バッファへの CPU からのアクセスが可能かどうか

が表示されます。 

0：バッファアクセス不可 

1：バッファアクセス可 

本ビットの意味は、ISEL ビットの設定値により以下のように異なります。 

• ISEL=0 のとき：受信データの読み出しが可能かどうかを表示します。 

• ISEL=1 のとき：送信データの書き込みが可能かどうかを表示します。 

14～9 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

8 SQCLR 0 R/W トグルビットクリア 

DCP の転送において、次のトランザクションのシーケンストグルビットの期

待値を DATA0 に設定します。 

0：無効 

1：DATA0 指定 

本コントローラは、常に本ビットに 0 を表示します。 

SQCLR ビットと SQSET ビットに同時に 1 を設定しないでください。 

本ビットへの 1 設定は、PID=NAK 時に実施してください。 

対応するパイプの PID ビットを BUF から NAK へ変更してから本ビットに 1

を設定する場合には、PBUSY=0 を確認してから本ビットを変更してくださ

い。ただし、本コントローラが PID ビットを NAK に変更した場合には、ソ

フトウェアによる PBUSY ビットの確認は必要ありません。 

7 SQSET 0 R/W トグルビットセット 

DCP の転送において、次のトランザクションのシーケンストグルビットの期

待値を DATA1 に設定します。 

0：無効 

1：DATA1 指定 

本コントローラは、常に本ビットに 0 を表示します。 

SQCLR ビットと SQSET ビットに同時に 1 を設定しないでください。 

本ビットへの 1 設定は、PID=NAK 時に実施してください。 

対応するパイプの PID ビットを BUF から NAK へ変更してから本ビットに 1

を設定する場合には、PBUSY=0 を確認してから本ビットを変更してくださ

い。ただし、本コントローラが PID ビットを NAK に変更した場合には、ソ

フトウェアによる PBUSY ビットの確認は必要ありません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 SQMON 1 R シーケンストグルビットモニタ 

DCP の転送において、次のトランザクションのシーケンストグルビットの期

待値が表示されます。 

0：DATA0 

1：DATA1 

トランザクションが正常処理すると本コントローラは本ビットをトグルさせ

ます。ただし、受信方向転送時の DATA-PID ミスマッチ発生時には、本ビッ

トをトグルさせません。 

SETUP パケット正常受信時に、本コントローラは本ビットを 1 にセット（期

待値を DATA1 に設定）します。 

本コントローラは、ステータスステージの IN/OUT トランザクションでは本

ビットを参照しません。また、正常終了してもトグルさせません。 

5 SPBUSY 0 R パイプビジー 

DCP の PID ビットを BUF から NAK に変更した場合に、DCP の実際の通信

が NAK 状態に遷移したかどうかが表示されます。 

0：NAK に遷移未完了 

1：NAK に遷移完了 

本コントローラは、当該パイプの USB トランザクションを開始したときに

本ビットを 0 から 1 に変更します。一つのトランザクションが終了したとき

に本ビットを 1 から 0 に変更します。 

ソフトウェアが PID=NAK を設定した後、本ビットを読み出すことにより、

パイプ設定変更が可能になったかどうかを確認することができます。 

4、3 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

2 CCPL 0*1 R/W コントロール転送終了許可 

本ビットを 1 にすることによりコントロール転送のステータスステージの終

了許可を設定します。 

読み出し時は 0 が読み出されます。0 書き込みは無効です。 

0：無効 

1：コントロール転送終了許可 

対応する PID ビットが BUF のときにソフトウェアが本ビットに 1 を設定す

ると、本コントローラはコントロール転送のステージを完了させます。 

すなわち、コントロールリード転送時では USB Host からの OUT トランザク

ションに対して ACK Handshake を送信し、コントロールライトおよびノー

データコントロール転送時ではUSB Hostからの INトランザクションに対し

て Zero-Length パケットを送信します。ただし、SET_ADDRESS リクエス

ト検出時は、本ビットの設定値に関係なく本コントローラは SETUP ステー

ジからステータスステージ完了まで自動応答を行います。 

新たな SETUP パケットを受信したときに、本コントローラは本ビットを 1
から 0 に変更します。 

VALID=1 のとき、ソフトウェアは本ビットへの 1 書き込みを行うことができ

ません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 PID 00*2 R/W 応答 PID 

本ビットによりコントロール転送における本コントローラの応答を制御しま

す。 

00：NAK 応答 

01：BUF 応答（バッファ状態に従う） 

10：STALL 応答 

11：STALL 応答 

本ビットに対し、コントロール転送のデータステージ、またはステータスス

テージ実行時、ソフトウェアで本ビットを NAK から BUF に変更してくださ

い。 

以下の場合には、本コントローラが本ビットの値を変更します。 

• 本コントローラが SETUP パケットを受信したときに、本コントローラは

本ビットを NAK（B'00）に変更します。このとき、本コントローラは

VALID=1 を表示し、ソフトウェアで VALID=0 を設定するまではソフトウ

ェアは本ビットの変更を行うことはできません。 

• ソフトウェアが本ビットに BUF を設定しているときに、本コントローラが

MaxPacketSize を超えるデータを受信した場合、本コントローラは

PID=STALL（B'11）を表示します。 

• 本コントローラがコントロール転送シーケンスエラーを検出した場合、

PID=STALL（B'1x）を表示します。 

• 本コントローラが USB バスリセットを検出した場合、PID=NAK を表示し

ます。 

SET_ADDRESS リクエスト処理（自動処理）時には、本コントローラは本

ビットの設定値を参照しません。 

【注】 *1 USB バスリセット時、0 に初期化されます。 

 *2 USB バスリセット時、00 に初期化されます。 
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23C.2.28 パイプウィンドウ選択レジスタ（PIPESEL） 

パイプ1～9の設定は、PIPESELレジスタ、PIPECFGレジスタ、PIPEBUFレジスタ、PIPEMAXPレジスタ、PIPEPERI

レジスタ、PIPEnCTR レジスタ、PIPEnTRE レジスタおよび PIPEnTRN レジスタで行ってください。 

PIPESEL レジスタにて使用するパイプを選択した後、PIPECFG レジスタ、PIPEBUF レジスタ、PIPEMAXP レジ

スタ、および PIPEPERI レジスタに、各パイプの機能設定を行います。なお、PIPEnCTR レジスタ、PIPEnTRE レ

ジスタおよび PIPEnTRN レジスタは、PIPESEL レジスタによるパイプ選択とは無関係に設定可能です。 
 

ビット：

初期値：

－ － － － － － － － － － － PIPESEL

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ － － － － － － － － － － － 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

－

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～4 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

3～0 PIPESEL 0000 R/W パイプウィンドウ選択 

PIPECFG、PIPEBUF、PIPEMAXP、および PIPEPERI レジスタに対するパ

イプ指定を行います。 

0000：未選択 

0001：パイプ 1 

0010：パイプ 2 

0011：パイプ 3 

0100：パイプ 4 

0101：パイプ 5 

0110：パイプ 6 

0111：パイプ 7 

1000：パイプ 8 

1001：パイプ 9 

ソフトウェアが本ビットに B'0001～B'1001 を設定すると、本コントローラ

は、PIPECFG、PIPEBUF、および PIPEMAXP レジスタに対応するパイプの

情報、および設定値を表示します。本ビットへのパイプ指定設定後、ソフト

ウェアが PIPECFG、PIPEBUF、および PIPEMAXP レジスタに設定する値

は、本コントローラによって対応するパイプの転送方法に反映されます。 

ソフトウェアが本ビットに B'0000 を設定すると、本コントローラは

PIPECFG、PIPEBUF、および PIPEMAXP レジスタにすべて 0 を表示します。

このとき、ソフトウェアによる PIPECFG、PIPEBUF、および PIPEMAXP

レジスタへの書き込みは無効です。 
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23C.2.29 パイプコンフィグレーションレジスタ（PIPECFG） 
 

ビット：

初期値：

TYPE － － － BFRE DBLB CNTMD SHTNAK － DIR EPNUM

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 － － － 0 0 0 0 － － 0 0 0 0 0

R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W

－

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 TYPE 00 R/W 転送タイプ 

PIPESEL ビットに指定したパイプ（当該パイプ）の USB 転送タイプを指定

します。 

00：パイプ使用不可 

01：バルク転送 

10：インタラプト転送 

11：アイソクロナス転送 

選択パイプと本ビットに設定可能な転送タイプの一覧を表 23C.7 に示しま

す。 

PID=BUF に設定（することにより選択パイプを使用した USB 通信を開始）

する前に、必ず本ビットを B'00 以外の値に設定してください。 

本ビットの変更は、選択パイプの PID ビットが NAK 状態のときに行ってく

ださい。選択パイプの PID ビットを BUF から NAK へ変更してから本ビット

を変更する場合には、PBUSY=0 を確認してから本ビットを変更してくださ

い。ただし、本コントローラが PID ビットを NAK に変更した場合には、ソ

フトウェアによる PBUSY ビットの確認は必要ありません。 

13～11 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 BFRE 0 R/W BRDY 割り込み動作指定 

本コントローラからの当該パイプに関する BRDY 割り込みの通知タイミン

グを指定します。 

0：データ送受信時に BRDY 割り込み通知 

1：データ読み出し完了時に BRDY 割り込み通知 

本ビットは、選択パイプがパイプ 1～パイプ 5 の場合に有効なビットです。 

ソフトウェアが本ビットに 1 を設定し、かつ、選択パイプを受信方向で使用

している（すなわち、DIR ビット=0 に設定しているとき）場合、本コントロ

ーラは、トランスファーの終了を検出し、そのパケットを読み出し終えたと

きに BRDY 割り込みを発行します。 

この設定で BRDY 割り込みが発生したときには、ソフトウェアは BCLR=1

の書き込み処理を行う必要があります。BCLR=1 を行うまでは、選択パイプ

に割り付けられた FIFO バッファは受信可能状態になりません。 

ソフトウェアが本ビットに 1 を設定し、かつ、選択パイプを送信方向で使用

している（すなわち、DIR ビット=1 に設定しているとき）場合、本コントロ

ーラは BRDY 割り込みを発生させません。 

詳細は、「23C.2.16 BRDY 割り込みステータスレジスタ（BRDYSTS）」

を参照してください。 

本ビットの変更は、PID=NAK、および CURPIPE ビットにパイプ未設定の状

態のときに実施してください。 

また、選択パイプを使用した USB 通信を行った後、本ビットの設定を変更

する場合には、上記 3 つのレジスタの状態に加え、ソフトウェアで

ACLRM=1、ACLRM=0 を連続して書き込み、選択パイプに割り付けられた

FIFO バッファのクリアを実行してください。 

選択パイプの PID ビットを BUF から NAK へ変更してから本ビットを変更す

る場合には、PBUSY=0 を確認してから本ビットを変更してください。ただ

し、本コントローラが PID ビットを NAK に変更した場合には、ソフトウェ

アによる PBUSY ビットの確認は必要ありません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 DBLB 0 R/W ダブルバッファモード 

当該パイプが使用する FIFO バッファがシングルバッファかダブルバッファ

かを指定します。 

0：シングルバッファ 

1：ダブルバッファ 

本ビットは、選択パイプがパイプ 1～パイプ 5 の場合に有効なビットです。 

ソフトウェアが本ビットに 1 を設定している場合、本コントローラは選択パ

イプに対し、PIPEBUF レジスタの BUFSIZE ビットで指定した FIFO バッフ

ァサイズを 2 面分割り当てます。 

すなわち、本コントローラが選択パイプに対して割り当てる FIFO バッファ

の容量は以下のとおりです。 

(BUFSIZE+1)×64×(DBLB+1) [バイト] 

本ビットの変更は、PID=NAK、および CURPIPE ビットにパイプ未設定の状

態のときに実施してください。 

また、選択パイプを使用した USB 通信を行った後、本ビットの設定を変更

する場合には、上記 3 つのレジスタの状態に加え、ソフトウェアで

ACLRM=1、ACLRM=0 を連続して書き込み、選択パイプに割り付けられた

FIFO バッファのクリアを実行してください。 

選択パイプの PID ビットを BUF から NAK へ変更してから本ビットを変更す

る場合には、PBUSY=0 を確認してから本ビットを変更してください。ただ

し、本コントローラが PID ビットを NAK に変更した場合には、ソフトウェ

アによる PBUSY ビットの確認は必要ありません。 

8 CNTMD 0 R/W 連続転送モード 

当該パイプを連続転送モードで通信させるかどうかを指定します。 

0：非連続転送モード 

1：連続転送モード 

本ビットは、選択パイプがパイプ 1～パイプ 5 であり、かつ、選択パイプの

転送タイプを bulk に設定している場合に有効なビットです。 

本ビットの設定値によって、本コントローラは選択パイプに割り当てられた

FIFOバッファに対する送受信完了判定を表 23C.8に示すとおりに行います。 

本ビットの変更は、PID=NAK、および CURPIPE ビットにパイプ未設定の状

態のときに実施してください。 

また、選択パイプを使用した USB 通信を行った後、本ビットの設定を変更

する場合には、上記 3 つのレジスタの状態に加え、ソフトウェアで

ACLRM=1、ACLRM=0 を連続して書き込み、選択パイプに割り付けられた

FIFO バッファのクリアを実行してください。 

選択パイプの PID ビットを BUF から NAK へ変更してから本ビットを変更す

る場合には、PBUSY=0 を確認してから本ビットを変更してください。ただ

し、本コントローラが PID ビットを NAK に変更した場合には、ソフトウェ

アによる PBUSY ビットの確認は必要ありません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SHTNAK 0 R/W トランスファー終了時のパイプ禁止 

当該パイプが受信方向の場合に、トランスファー終了時に PID を NAK に変

更するかどうかを指定します。 

0：トランスファー終了時にパイプ継続 

1：トランスファー終了時にパイプ禁止 

本ビットは、選択パイプがパイプ 1～パイプ 5 であり、かつ、受信方向であ

る場合に有効なビットです。 

受信方向パイプに対してソフトウェアが本ビットに 1 を設定している場合、

本コントローラは、選択パイプに対しトランスファーの終了を判定したとき

に選択パイプに対応する PID ビットを NAK に変更します。本コントローラ

は、以下のいずれかの条件が満たされたときにトランスファー終了と判定し

ます。 

• ショートパケットデータ（Zero-Length パケットを含む）を正常に受信した

とき 

• トランザクションカウンタを使用し、トランザクションカウンタ分のパケ

ットを正常受信したとき 

本ビットの変更は、PID=NAK の状態のときに実施してください。選択パイ

プの PID ビットを BUF から NAK へ変更してから本ビットを変更する場合に

は、PBUSY=0 を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本コ

ントローラが PID ビットを NAK に変更した場合には、ソフトウェアによる

PBUSY ビットの確認は必要ありません。 

送信方向パイプに対しては、本ビットを 0 に設定してください。 

6、5 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

4 DIR 0 R/W 転送方向 

当該パイプの転送方向を指定します。 

0：受信方向 

1：送信方向 

ソフトウェアが本ビットに 0 を設定している場合、本コントローラは選択パ

イプを受信方向に、本ビットに 1 を設定している場合、本コントローラは選

択パイプを送信方向に使用します。 

本ビットの変更は、PID=NAK、および CURPIPE ビットにパイプ未設定の状

態のときに実施してください。 

また、選択パイプを使用した USB 通信を行った後、本ビットの設定を変更

する場合には、上記 3 つのレジスタの状態に加え、ソフトウェアで

ACLRM=1、ACLRM=0 を連続して書き込み、選択パイプに割り付けられた

FIFO バッファのクリアを実行してください。 

選択パイプの PID ビットを BUF から NAK へ変更してから本ビットを変更す

る場合には、PBUSY=0 を確認してから本ビットを変更してください。ただ

し、本コントローラが PID ビットを NAK に変更した場合には、ソフトウェ

アによる PBUSY ビットの確認は必要ありません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3～0 EPNUM 0000 R/W エンドポイント番号 

当該パイプのエンドポイント番号を指定します。 

ソフトウェアで本ビットに選択パイプに対するエンドポイント番号を設定し

てください。 

ただし、B'0000 の設定は、未使用パイプを意味します。 

本ビットの変更は、PID=NAK、および CURPIPE ビットにパイプ未設定の状

態のときに実施してください。 

選択パイプの PID ビットを BUF から NAK へ変更してから本ビットを変更す

る場合には、PBUSY=0 を確認してから本ビットを変更してください。ただ

し、本コントローラが PID ビットを NAK に変更した場合には、ソフトウェ

アによる PBUSY ビットの確認は必要ありません。 

DIR ビットと EPNUM ビットの設定の組み合わせが他のパイプ設定と重複し

ないようにして設定してください。 

EPNUM=B'000（選択パイプは未使用）の設定は、重複可能です。 

 
表 23C.7 選択パイプと TYPE ビットに設定可能な転送タイプの一覧 

選択パイプ TYPE ビット USB 転送 TYPE 

パイプ 1、またはパイプ 2 B'01、または B'11 バルク転送、またはアイソクロナス転送 

パイプ 3～パイプ 5 B'01 バルク転送 

パイプ 6～パイプ 9 B'10 インタラプト転送 

 
表 23C.8 CNTMD ビット設定値と FIFO バッファに対する送受信完了判定方法の関係 

CNTMD ビット 

設定値 

読み出し可能状態、送信可能の判定方法 

受信方向設定時（DIR＝0）FIFO バッファ読み出し可能状態になる条件； 

• 本コントローラが 1 パケット受信したとき 

0 

送信方向設定時（DIR＝1）FIFO バッファ送信可能状態になる条件； 

以下のいずれかを満たしたとき 

• ソフトウェア（または DMAC）がマックスパケットサイズ分のデータを FIFO バッファに書き込んだ。 

• ソフトウェア（または DMAC）がショートパケット分のデータ（0 バイトの場合を含む）を FIFO バッフ

ァに書き込み、BVAL=1 を書き込んだ。 

1 受信方向設定時（DIR＝0）FIFO バッファ読み出し可能状態になる条件； 

• 選択パイプに割り当てられた FIFO バッファに受信したデータのバイト数と、割り当てられたバイト数 

((BUFSIZE+1)×64)が等しくなったとき 

• 本コントローラが Zero-Length パケット以外のショートパケットを受信したとき 

• 選択パイプに割り当てられた FIFO バッファにすでにデータが格納されている状態で、本コントローラが

Zero-Length パケットを受信したとき 

• ソフトウェアが選択パイプに対して設定したトランザクションカウンタ回数分のパケットを受信したと

き 
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CNTMD ビット 

設定値 

読み出し可能状態、送信可能の判定方法 

1 送信方向設定時（DIR＝1）FIFO バッファ送信可能状態になる条件； 

以下のいずれかを満たしたとき 

• ソフトウェア（または DMAC）が書き込んだデータ数が、選択パイプに割り当てられた FIFO バッファサ

イズ 1 面分と等しくなったとき 

• ソフトウェア（または DMAC）が、選択パイプに割り当てられた FIFO バッファサイズ 1 面分よりも小さ

いデータ数（0 バイトの場合を含む）を FIFO バッファに書き込み、BVAL=1 を書き込んだとき 

• ソフトウェア（または DMAC）が、選択パイプに割り当てられた FIFO バッファサイズ 1 面分よりも小さ

いデータ数（0 バイトの場合を含む）を FIFO バッファに書き込み、最後の書き込みと同時に DENDx_N

信号をアサートしたとき 

 

23C.2.30 パイプバッファ指定レジスタ（PIPEBUF） 
 

ビット：

初期値：

－ BUFSIZE － － BUFNMB

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ 0 0 0 0 0 － － 0 0 0 0 0 0 0 0

R R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

14～10 BUFSIZE H'00 R/W バッファサイズ 

PIPESEL ビットに指定したパイプ（当該パイプ）の FIFO バッファサイズを

指定します。 

H'00：64 バイト 

H'01：128 バイト 

： ： 

H'0F：1K バイト 

単位はブロック数であり、1 ブロックは 64 バイトです。 

ソフトウェアが DBLB=1 を設定している場合、本コントローラは選択パイプ

に対し、本ビットで指定した FIFO バッファサイズを 2 面分割り当てます。 

本コントローラが選択パイプに対して割り当てる FIFO バッファの容量は、

以下のとおりです。 

(BUFSIZE+1)×64×(DBLB+1) [バイト] 

本ビットへは、以下の範囲の値を設定してください。 

• 選択パイプがパイプ 1～パイプ 5 の場合：H'00～H'0F の値を設定可能です。 

• 選択パイプがパイプ 6～パイプ 9 の場合：H'00 のみを設定可能です。 

CNTMD=1 で使用する場合には、BUFSIZE ビットには MaxPacketSize の整

数倍の値を設定してください。 

9、8 － 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 BUFNMB H'00 R/W バッファ番号 

当該パイプに割り付ける FIFO バッファのうち、先頭のブロック番号を指定

してください（H'04～H'87）。 

本コントローラが選択パイプに対して割り当てる FIFO バッファのブロック

は、以下のとおりです。 

ブロック番号：BUFNMB～ブロック番号：BUFNMB+(BUFSIZE+1)×

(DBLB+1)-1 

本ビットへは、搭載メモリサイズの範囲を超えないように設定してください

（8.5K バイトの場合は、0 [H'00]～8640 [H'87]）。 

ただし、以下の条件を守ってください。 

H'00～H'03 は DCP 専用です。DCP の CNTMD を 0（非連続）にて使用する

場合には、H'01～H'03 は他パイプで使用可能です。 

H'04 はパイプ 6 専用です。ただし、パイプ 6 を使用しない場合は、他のパイ

プで使用可能です。また、選択パイプがパイプ 6 の場合、本ビットへの書き

込みは無効です。本コントローラは、パイプ 6 に対し BUFNMB=H'04 を自動

的に割り付けます。 

H'05 はパイプ 7 専用です。ただし、パイプ 7 を使用しない場合は、他のパイ

プで使用可能です。また、選択パイプがパイプ 7 の場合、本ビットへの書き

込みは無効です。本コントローラは、パイプ 7 に対し BUFNMB=H'05 を自動

的に割り付けます。 

H'06 はパイプ 8 専用です。ただし、パイプ 8 を使用しない場合は、他のパイ

プで使用可能です。また、選択パイプがパイプ 8 の場合、本ビットへの書き

込みは無効です。本コントローラは、パイプ 8 に対し BUFNMB=H'06 を自動

的に割り付けます。 

H'07 はパイプ 9 専用です。ただし、パイプ 9 を使用しない場合は、他のパイ

プで使用可能です。また、選択パイプがパイプ 9 の場合、本ビットへの書き

込みは無効です。本コントローラは、パイプ 9 に対し BUFNMB=H'07 を自動

的に割り付けます。 

【注】 1. 本レジスタの各ビットの変更は、ソフトウェアが PID=NAK、および CURPIPE ビットにパイプ未設定の状態のと

きに実施してください。 

 2. 選択パイプの PID ビットを BUF から NAK へ変更してから本ビットを変更する場合には、PBUSY=0 を確認してか

ら本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PID ビットを NAK に変更した場合には、ソフトウェ

アによる PBUSY ビットの確認は必要ありません。 
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23C.2.31 パイプマックスパケットサイズレジスタ（PIPEMAXP） 
 

ビット：

初期値：

－ － － － － MXPS

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ － － － － 0 0 0 0 0/1 0 0 0 0 0 0

R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

10～0 MXPS H'040/

H'000*

R/W マックスパケットサイズ 

当該パイプの最大データペイロード（マックスパケットサイズ）を指定しま

す。 

パイプ 1、2 に対しては、1 バイト（H'001）～1024 バイト（H'400）の値を

設定可能です。 

パイプ 3～5 に対しては 8 バイト（H'008）、16 バイト（H'010)、32 バイト

（H'020)、64 バイト（H'040）、512 バイト（H'200）の値を設定可能です（[2:0]

のビットはありません）。 

パイプ 6～9 に対しては、1 バイト（H'001）～64 バイト（H'040）の値を設

定可能です。 

初期値は、H'040（64 バイト）です。 

MXPS ビットの設定は、転送タイプごとに USB 規格に準拠した値を設定し

てください。 

アイソクロナス-PIPE を Split-Transaction で通信する場合には、MXPS ビッ

トには 188 バイト以下の値を設定してください。 

MXPS ビットの設定は、PID=NAK、および CURPIPE ビットに未設定時に実

施してください。 

対応するパイプの PID ビットを BUF から NAK へ変更してから本ビットを変

更する場合には、PBUSY=0 を確認してから本ビットを変更してください。

ただし、本コントローラが PID ビットを NAK に変更した場合には、ソフト

ウェアによる PBUSY ビットの確認は必要ありません。 

MXPS=0 の設定での FIFO バッファへの書き込み、または PID=BUF の設定

は行わないでください。 

【注】 * MXPS ビットの初期値は、PIPESEL レジスタの PIPESEL ビットでパイプを選択していないときは H'000、パイプ

を選択しているときは H'040 が表示されます。 
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23C.2.32 パイプ周期制御レジスタ（PIPEPERI） 
 

ビット：

初期値：

－ － － IFIS － － － － － － － － IITV

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ － － 0 － － － － － － － － － 0 0 0

R R R R/W R R R R R R R R R R/W R/W R/W

－

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

12 IFIS 0 R/W アイソクロナス IN バッファフラッシュ 

PIPESEL ビットに指定したパイプ（当該パイプ）がアイソクロナス IN 転送

の場合に、バッファフラッシュ有無を指定します。 

0：バッファフラッシュしない 

1：バッファフラッシュする 

選択パイプの転送 TYPE がアイソクロナス、かつ転送方向が IN 転送の場合

において、IITV ビットに設定した Interval ごとの（マイクロ）フレーム中に

USB HOST から IN-Token を本コントローラが受信しなかった場合に、本コ

ントローラが自動的に FIFO バッファをクリアする機能です。 

ダブルバッファ設定時（DBLB=1 設定時）は、本コントローラがクリアする

のは古い方の 1 面分データのみです。 

FIFO バッファクリアのタイミングは、IN-Token を受信するはずの（マイク

ロ）フレーム直後の SOF パケット受信時です。また、SOF パケットが破損

した場合でも、内部補間機能により SOF を受信すべきタイミングにクリア

を行います。 

選択パイプの転送 TYPE がアイソクロナス以外の場合は、本ビットへは 0 を

設定してください。 

11～3 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

2～0 IITV 000 R/W インターバルエラー検出間隔 

当該パイプの転送インターバルタイミングをフレームタイミングの 2 の n 乗

で指定します。 

本ビットの設定は、PID=NAK、および CURPIPE ビットに未設定時に実施し

てください。 

対応するパイプの PID ビットを BUF から NAK へ変更してから本ビットを変

更する場合には、PBUSY=0 を確認してから本ビットを変更してください。

ただし、本コントローラが PID ビットを NAK に変更した場合には、ソフト

ウェアによる PBUSY ビットの確認は必要ありません。 

本ビットを設定し、USB 通信を行った後で別の値に変更する場合には、

PID=NAK 設定後、ACLRM=1 をセットし、Interval タイマの初期化を行って

ください。パイプ 3～5 に対しては、本ビットは存在しません。パイプ 3～5

に対応する本ビットの位置には 0 を設定してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 IITV 000 R/W 選択パイプの転送 TYPE がアイソクロナスの場合に、IITV ビットへの設定が

可能です。 

• 選択パイプがアイソクロナス-OUT 転送パイプの場合 

IITV ビットに設定した Interval ごとの（マイクロ）フレーム中に DATA パ

ケットを受信しなかったとき、本コントローラは NRDY 割り込みを発生さ

せます。 

DATA パケットに CRC エラーなどのエラーが発生したために受信できな

かったとき、または、（ソフトウェア（DMAC）が FIFO バッファからデ

ータを読み出すのが遅いなどの原因で）FIFO バッファがフルのために本コ

ントローラがデータを受信できなかったときにもNRDY割り込みを発生さ

せます。 

NRDY 割り込みの発生のタイミングは、SOF パケット受信時です。また、

SOF パケットが破損した場合でも内部補間機能により SOF を受信すべき

タイミングに割り込みを発生させます。 

ただし、IITV=0 以外のときには、インターバルのカウント開始後のインタ

ーバルごとの SOF パケット受信時に NRDY 割り込みを発生させます。 

インターバルタイマ起動後、ソフトウェアで PID ビットを NAK に設定し

た場合、本コントローラは SOF パケットを受信しても NRDY 割り込みを

発生させません。 

インターバルのカウント開始条件は、IITV ビットの設定値により異なりま

す（図 23C.2、図 23C.3 参照）。 

• 選択パイプがアイソクロナス-IN 転送パイプの場合 

IFIS=1 と組み合わせて使用します。IFIS=0 の場合には IITV ビットへの設

定値とは関係なく、受信した Token に応答してデータパケットを送信しま

す。 

IFIS=1 を設定している場合、FIFO バッファに送信可能なデータが存在し

ている状態で、IITV ビットに設定した Interval ごとの（マイクロ）フレー

ム中に IN-Token を受信しなかったとき、本コントローラは FIFO バッファ

をクリアします。 

IN-Token に CRC エラーなどのバスエラーが発生したために本コントロー

ラが正常受信できなかった場合にもクリアを行います。 

FIFO バッファクリアのタイミングは、SOF パケット受信時です。また、

SOF パケットが破損した場合でも内部補間機能により SOF を受信すべき

タイミングに FIFO バッファクリアを行います 

インターバルのカウント開始条件は、IITV ビットの設定値により異なりま

す（OUT 時と同様です）。 

インターバルカウント条件は、以下 (1)、(2) または (3) の場合です。 

(1) 本コントローラがハードウェアリセットされた場合（このとき、IITV

ビットへの設定値も 0 にクリアされます） 

(2) ソフトウェアが ACLRM=1 を設定した場合 

(3) 本コントローラが USB リセットを検出した場合 
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• IITV=0のとき：選択パイプのPIDビットをBUFに変更した次の（マイクロ）フレームからインターバルのカ

ウントを開始します。 

PIDビット設定値

（マイクロ）
フレーム

Token受信期待有無

（0：受信を期待
－：非受信を期待）

インターバル
カウント開始

S
O
F

S
O
F

S
O
F

D
A
T
A
0

O
U
T

S
O
F

D
A
T
A
0

O
U
T

N A K B U F B U F B U F

－ － 0 0

 

図 23C.2 IITV=0 の場合の（マイクロ）フレームと Token 受信期待有無の関係 

 

• IITV=0以外のとき：選択パイプのPIDビットをBUFに変更した後、最初のDATAパケット正常受信完了時点か

らインターバルのカウントを開始します。 

PIDビット設定値

（マイクロ）

フレーム

Token受信期待有無

（0：受信を期待

　　　－：非受信を期待）

インターバル

カウント開始

S
O
F

S
O
F

S
O
F

D
A
T
A
0

O
U
T

S
O
F

S
O
F

D
A
T
A
0

O
U
T

S
O
F

S
O
F

D
A
T
A
0

O
U
T

N A K B U F B U F B U F B U F B U F B U F

－ － 0 － 0 － 0

 

図 23C.3 IITV=0 の場合の（マイクロ）フレームと Token 受信期待有無の関係 
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23C.2.33 PIPEn コントロールレジスタ（PIPEnCTR）（n=1～5） 
 

ビット：

初期値：

BSTS INBUFM － － － ATREPM ACLRM SQCLR SQSET SQMON － － － PID

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 － － － 0 0 0 0 0 0 － － － 0 0

R R R R R R/W R/W R/W R/W R R R R R R/W R/W

PBSY

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 BSTS 0 R バッファステータス 

当該パイプに割り付けたFIFOバッファへのCPUからのアクセスが可能かど

うかが表示されます。 

0：バッファアクセス不可 

1：バッファアクセス可 

本ビットの意味は、DIR ビット、BFRE ビットおよび DCLRM ビットの設定

値により表 23C.9 のように異なります。 

14 INBUFM 0 R 送信バッファモニタ 

当該パイプが送信方向の場合に、当該パイプの FIFO バッファステータスが

表示されます。 

0：FIFO バッファに送信可能データなし 

1：FIFO バッファに送信可能データあり 

当該パイプを送信方向（DIR＝1）に設定している場合に、ソフトウェア（ま

たは DMAC）が少なくとも 1 面分のデータを FIFO バッファに書き込み完了

したときに、本コントローラは本ビットに 1 を表示します。 

書き込みが完了している面の FIFO バッファ上のデータを本コントローラが

すべて送信完了したときに、本コントローラは本ビットに 0 を表示します。

ダブルバッファ使用時（DBLB=1 設定時）には、本コントローラが 2 面分の

データを送信完了し、かつソフトウェア（または DMAC）が 1 面分のデータ

書き込みを完了していないときに、本ビットに 0 を表示します。 

当該パイプを受信方向（DIR=0）に設定している場合には、本ビットは BSTS

ビットと同じ値を示します。 

13～11 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 ATREPM 0 R/W 自動応答モード 

当該パイプの自動応答禁止／許可を指定します。 

0：自動応答禁止 

1：自動応答許可（当該パイプの FIFO バッファの状態にかかわらず、送

信時 Zero-length Packet 応答、受信時 NAK 応答し NRDY 割り込み発

生） 

当該パイプの転送 TYPE を Bulk に設定している場合、本ビットへの 1 設定

が可能です。 

本ビットに 1 を設定した場合、USB HOST からの Token に対し、本コント

ローラは以下のように応答します。 

• 当該パイプが Bulk-IN 転送（TYPE=B'01 かつ DIR=1 を設定）の場合 

ATREPM=1 かつ PID=BUF を設定している場合、IN-Token に対して本コン

トローラは Zero-Length パケットを送信します。 

USB Host からの ACK 受信の度に（1 トランザクションは IN-Token 受信

→Zero Length パケット送信→ACK 受信）、本コントローラはシーケンス

トグルビット（DATA-PID）の更新（トグル）を行います。 

BRDY 割り込み、BEMP 割り込みは発生させません。 

• 当該パイプが Bulk-OUT 転送（TYPE=B'01 かつ DIR=0 を設定）の場合 

ATREPM=1 かつ PID=BUF を設定している場合、OUT-Token（または

PING-Token）に対して本コントローラは NAK 応答を行い、NRDY 割り込

みを発生させます。 

本ビットの変更は、PID=NAK 設定時に実施してください。 

対応するパイプの PID ビットを BUF から NAK へ変更してから本ビットを

変更する場合には、PBUSY=0 を確認してから本ビットを変更してくださ

い。ただし、本コントローラが PID ビットを NAK に変更した場合には、

ソフトウェアによる PBUSY ビットの確認は必要ありません。 

本ビットを 1 に設定して USB 通信を行う場合、FIFO バッファは必ず空の状

態で設定を行ってください。本ビットを 1 に設定して USB 通信を行ってい

る期間は、FIFO バッファへの書き込みを行わないでください。 

当該パイプの転送 TYPE がアイソクロナス転送の場合、本ビットには必ず 0

を設定してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 ACLRM 0 R/W 自動バッファクリアモード 

当該パイプの自動バッファクリアモードの禁止／許可を指定します。 

0：禁止 

1：許可（全バッファ初期化） 

当該パイプに割り付けた FIFO バッファの内容をすべて削除したい場合に、

ACLRM ビットに 1、0 を連続して書き込んでください。 

本ビットに 1、0 を連続して設定した場合に本コントローラがクリアする内

容と、当該項目のクリアが必要なケースについて表 23C.10 に示します。 

本ビットの変更は、PID=NAK、および当該パイプを CURPIPE ビットに未設

定時に実施してください。 

対応するパイプの PID ビットを BUF から NAK へ変更してから本ビットを変

更する場合には、PBUSY=0 を確認してから本ビットを変更してください。

ただし、本コントローラが PID ビットを NAK に変更した場合には、ソフト

ウェアによる PBUSY ビットの確認は必要ありません。 

8 SQCLR 0 R/W トグルビットクリア 

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグルビットの期待

値を DATA0 にクリアするときに 1 を指定します。 

0：無効 

1：DATA0 指定 

ソフトウェアが本ビットに 1 を設定すると、本コントローラは当該パイプの

シーケンストグルビットの期待値を DATA0 に設定します。本コントローラ

は、常に本ビットに 0 を表示します。 

SQCLR ビットへの 1 設定は、PID=NAK に実施してください。 

対応するパイプの PID ビットを BUF から NAK へ変更してから本ビットに 1

を設定する場合には、PBUSY=0 を確認してから本ビットを変更してくださ

い。ただし、本コントローラが PID ビットを"NAK"に変更した場合には、ソ

フトウェアによる PBUSY ビットの確認は必要ありません。 

7 SQSET 0 R/W トグルビットセット 

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグルビットの期待

値を DATA1 にセットするときに 1 を指定します。 

0：無効 

1：DATA1 指定 

本コントローラは、常に本ビットに 0 を表示します。 

SQSET ビットへの 1 設定は、PID=NAK 設定時に実施してください。 

対応するパイプの PID ビットを BUF から NAK へ変更してから本ビットに 1

を設定する場合には、PBUSY=0 を確認してから本ビットを変更してくださ

い。ただし、本コントローラが PID ビットを NAK に変更した場合には、ソ

フトウェアによる PBUSY ビットの確認は必要ありません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 SQMON 0 R トグルビット確認 

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグルビットの期待

値が表示されます。 

0：DATA0 

1：DATA1 

当該パイプの転送 TYPE がアイソクロナス転送以外の場合、トランザクショ

ンが正常処理すると本コントローラは本ビットをトグルさせます。ただし、

受信方向転送時の DATA-PID ミスマッチ発生時には、本ビットをトグルさせ

ません。 

5 PBUSY 0 R パイプビジー 

当該パイプを現在 USB バスで使用中かどうかが表示されます。 

0：当該パイプを USB バスにて未使用 

1：当該パイプを USB バスにて使用 

本コントローラは、当該パイプの USB トランザクションを開始したときに

本ビットを 0 から 1 に変更します。一つのトランザクションが終了したとき

に本ビットを 1 から 0 に変更します。 

ソフトウェアが PID=NAK を設定した後、本ビットを読み出すことにより、

パイプ設定変更が可能になったかどうかを確認することができます。 

4～2 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 PID 00* R/W 応答 PID 

当該パイプの次回トランザクションにおける応答方法を指定します。 

00：NAK 応答 

01：BUF 応答（バッファ状態に従う） 

10：STALL 応答 

11：STALL 応答 

本ビットのデフォルト値は NAK です。当該パイプで USB 転送を行う場合に

は本ビットを BUF に変更してください。PID ビットの設定値ごとの本コント

ローラの基本動作（通信パケットにエラーがない場合の動作）は、表 23C.11

のとおりです。 

当該パイプが USB 通信中であるときに、ソフトウェアで本ビットを BUF か

ら NAK に変更する場合、NAK を書き込んだ後、実際に当該パイプの USB 転

送が NAK 状態に遷移したことを確認するために PBUSY=0 であることを確

認してください。ただし、本コントローラが本ビットを NAK に変更した場

合には、ソフトウェアによる PBUSY ビットの確認は必要ありません。 

本コントローラが当該パイプにおいて Split トランザクションの S-Split 発行

後にソフトウェアが本ビットを NAK に変更しても、終了までトランザクシ

ョンを実行します。 

以下の場合には、本コントローラが本ビットの値を変更します。 

• 当該パイプが受信方向の場合、かつソフトウェアが当該パイプの SHTNAK

ビットに 1 を設定している場合、本コントローラがトランスファー終了を

認識したときに、PID=NAK を表示します。 

• 当該パイプに対し、MaxPacketSize を超えるペイロードのデータパケット

を受信した場合、本コントローラは PID=STALL（B'11）を表示します。 

• USB バスリセットを検出した場合、本コントローラは PID=NAK を表示し

ます。 

PID=NAK（B'00）の状態から PID=STALL 状態にする場合には、B'10 を書き

込んでください。BUF（B'01）状態から STALL 状態にする場合には、B'11

を書き込んでください。STALL（B'11）から NAK 状態にする場合には、い

ったん B'10 を書き込んでから B'00 を書き込んでください。 

STALL 状態から BUF 状態に変更する場合は、いったん NAK 状態に変更し、

その後、BUF 状態に変更してください。 

【注】 * USB バスリセット時、00 に初期化されます。 
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表 23C.9 BSTS ビットの動作  

DIR ビット 

設定値 

BFRE ビット

設定値 

DCLRM ビット

設定値 

BSTS ビットの意味 

0 FIFO バッファからの受信データの読み出しが可能になったときに 1 を表示

し、データの読み出しが完了したときに 0 を表示します。 

0 

1 この組み合わせは設定禁止です。 

0 FIFO バッファからの受信データの読み出しが可能になったときに 1 を表示

し、データの読み出しが完了した後でソフトウェアが BCLR=1 を書き込んだ

ときに 0 を表示します。 

0 

1 

1 FIFO バッファからの受信データの読み出しが可能になったときに 1 を表示

し、データの読み出しが完了したときに 0 を表示します。 

0 FIFO バッファへの送信データの書き込みが可能になったときに 1 を表示し、

データの書き込みが完了したときに 0 を表示します。 

0 

1 この組み合わせは設定禁止です。 

0 この組み合わせは設定禁止です。 

1 

1 

1 この組み合わせは設定禁止です。 

 
表 23C.10 ACLRM=1 設定時に本コントローラがクリアされる内容 

番号 ACLRM ビット操作によるクリア内容 クリアが必要なケース 

(1) 当該パイプに割り付けた FIFO バッファのすべての内容（ダ

ブルバッファ設定時は FIFO バッファを 2 面ともクリア） 

 

(2) 当該パイプの転送 TYPE がアイソクロナス転送の場合、イン

ターバルカウント値 

インターバルカウント値のリセットを行いたい場合 

(3) BFRE ビットに関する内部フラグ BFRE ビットの設定値変更時 

(4) FIFO バッファトグル制御 DBLB ビットの設定値変更時 

(5) トランザクションカウントに関する内部フラグ トランザクションカウント機能の強制終了実行時 
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表 23C.11 PID ビットによる本コントローラの動作一覧 

PID ビット 

設定値 

転送 TYPE 

（TYPE ビット設定値） 

転送方向 

（DIR ビット設定値）

本コントローラの動作 

バルク(TYPE=B'01)、 

または 

インタラプト (TYPE=B'10) 

設定値に依存しない USB Host からの Token に NAK 応答を行う。 B'00(NAK) 

アイソクロナス 

(TYPE=B'11) 

設定値に依存しない USB Host からの Token に無応答を行う 

バルク(TYPE=B'01) 受信方向（DIR=0） USB Host からの OUT Token に対し、当該パイプに

対応する FIFO バッファが受信可能な状態ならばデ

ータを受信し ACK 応答を行う。受信可能な状態で

なければ NAK 応答を行う。 

USB Host からの PING Token に対し、当該パイプ

に対応する FIFO バッファが受信可能な状態ならば

ACK 応答を行う。受信可能な状態でなければ NAK

応答を行う。 

インタラプト (TYPE=B'10) 受信方向（DIR=0） USB Host からの OUT Token に対し、当該パイプに

対応する FIFO バッファが受信可能な状態ならばデ

ータを受信し ACK 応答を行う。受信可能な状態で

なければ NAK 応答を行う。 

バルク(TYPE=B'01)、 

または 

インタラプト (TYPE=B'10) 

送信方向（DIR=1） 対応する FIFO バッファが送信可能な状態ならば

USB Host からの Token に対しデータを送信する。

送信可能でなければ NAK 応答を行う。 

受信方向（DIR=0） USB Host からの OUT Token に対し、当該パイプに

対応する FIFO バッファが受信可能な状態ならばデ

ータを受信する。受信可能な状態でなければデータ

を破棄する。 

B'01(BUF) 

アイソクロナス 

(TYPE=B'11) 

送信方向（DIR=1） 対応する FIFO バッファが送信可能な状態ならば

USB Host からの Token に対しデータを送信する。

送信可能でなければ Zero-Lengthパケットを送信す

る。 

バルク(TYPE=B'01)、 

または 

インタラプト (TYPE=B'10) 

設定値に依存しない USB Host からの Token に STALL 応答を行う B'10(STALL)、 

または 

B'11(STALL) 

アイソクロナス 

(TYPE=B'11) 

設定値に依存しない USB Host からの Token に無応答を行う 
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23C.2.34 PIPEn コントロールレジスタ（PIPEnCTR）（n=6～9） 
 

ビット：

初期値：

BSTS － － － － － ACLRM SQCLR SQSET SQMON － － － PID

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 － － － － － 0 0 0 0 0 － － － 0 0

R R R R R R R/W R/W R/W R R R R R R/W R/W

PBSY

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 BSTS 0 R バッファステータス 

当該パイプに割り付けたFIFOバッファへのCPUからのアクセスが可能かど

うかが表示されます。 

0：バッファアクセス不可 

1：バッファアクセス可 

「23C.2.33 PIPEn コントロールレジスタ（PIPEnCTR）（n=1～5）」を参

照ください。 

14～10 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

9 ACLRM 0 R/W 自動バッファクリアモード 

当該パイプの自動バッファクリアモードの禁止／許可を指定します。 

0：自動バッファクリアモード禁止 

1：自動バッファクリアモード許可（全バッファ初期化） 

当該パイプに割り付けた FIFO バッファの内容をすべて削除したい場合に、

ACLRM ビットに 1、0 を連続して書き込んでください。 

本ビットに 1、0 を連続して設定した場合に本コントローラがクリアする内

容と、当該項目のクリアが必要なケースについて表 23C.12 に示します。 

本ビットの変更は、PID=NAK、および当該パイプを CURPIPE ビットに未設

定時に実施してください。 

対応するパイプの PID ビットを BUF から NAK へ変更してから本ビットを変

更する場合には、PBUSY=0 を確認してから本ビットを変更してください。

ただし、本コントローラが PID ビットを NAK に変更した場合には、ソフト

ウェアによる PBUSY ビットの確認は必要ありません。 

8 SQCLR 0 R/W トグルビットクリア 

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグルビットの期待

値を DATA0 にクリアするときに 1 を指定します。 

0：無効 

1：DATA0 指定 

「23C.2.33 PIPEn コントロールレジスタ（PIPEnCTR）（n=1～5）」を参

照ください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SQSET 0 R/W トグルビットセット 

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグルビットの期待

値を DATA1 にセットするときに 1 を指定します。 

0：無効 

1：DATA1 指定 

「23C.2.33 PIPEn コントロールレジスタ（PIPEnCTR）（n=1～5）」を参

照ください。 

6 SQMON 0 R トグルビット確認 

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグルビットの期待

値が表示されます。 

0：DATA0 

1：DATA1 

「23C.2.33 PIPEn コントロールレジスタ（PIPEnCTR）（n=1～5）」を参

照ください。 

5 PBUSY 0 R パイプビジー 

当該パイプを現在 USB バスで使用中かどうかが表示されます。 

0：当該パイプを USB バスにて未使用 

1：当該パイプを USB バスにて使用 

「23C.2.33 PIPEn コントロールレジスタ（PIPEnCTR）（n=1～5）」を参

照ください。 

4～2 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

1、0 PID 00* R/W 応答 PID 

当該パイプの次回トランザクションにおける応答方法を指定します。 

00：NAK 応答 

01：BUF 応答（バッファ状態に従う） 

10：STALL 応答 

11：STALL 応答 

「23C.2.33 PIPEn コントロールレジスタ（PIPEnCTR）（n=1～5）」を参

照ください。 

【注】 * USB バスリセット時、00 に初期化されます。 
 

表 23C.12 ACLRM=1 設定時に本コントローラがクリアされる内容 

番号 ACLRM ビット操作によるクリア内容 クリアが必要なケース 

(1) 当該パイプに割り付けた FIFO バッファのすべての内容 － 

(2) － インターバルカウント値のリセットを行いたい場合 

(3) BFRE ビットに関する内部フラグ BFRE ビットの設定値変更時 

(4) トランザクションカウントに関する内部フラグ トランザクションカウント機能の強制終了実行時 

 



 

23C. USB2.0ファンクションモジュール（USBF） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  23C-67 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

23C.2.35 PIPEn トランザクションカウンタ許可レジスタ（PIPEnTRE）（n=1～5） 
 

ビット：

初期値：

－ － － － － － TRENB TRCLR － － － － － － －

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ － － － － － 0 0 － － － － － － － －

R R R R R R R/W R/W R R R R R R R R

－

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

9 TRENB 0 R/W トランザクションカウンタ許可 

トランザクションカウンタ無効／有効を指定します。 

0：トランザクションカウンタ機能無効 

1：トランザクションカウンタ機能有効 

受信パイプに対して、ソフトウェアで TRNCNT ビットに総パケット数を設

定した後で本ビットに 1 を設定すると、本コントローラは TRNCNT ビット

の設定値と同数のパケット受信を終了したときに以下の制御を行います。 

• 連続送受信モード使用（CNTMD=1 設定）時、受信完了時に FIFO バッフ

ァがフルの状態でなくても、CPU 側にトグルさせます。 

• SHTNAK=1 設定時、TRNCNT ビットの設定値と同数のパケット受信を終

了時点で対応するパイプの PID ビットを NAK に変更します。 

• DENDE=1 かつ PKTMD=0 設定時、TRNCNT ビットの設定値と同数のパケ

ット受信を終了し最後のデータを読み出すときに、DEND 信号をアサート

します。 

• BFRE=1 設定時、TRNCNT ビットの設定値と同数のパケット受信を終了し

最後のデータを読み出し終えたときに、BRDY 割り込みをアサートします。 

送信パイプについては、本ビットに 0 を設定してください。 

トランザクションカウント機能を使用しない場合は、本ビットに 0 を設定し

てください。トランザクションカウント機能を使用する場合、本ビットに 1
を設定する前に TRNCNT ビットの設定を行ってください。また、トランザ

クションカウントの対象となる最初のパケットを受信する前に本ビットに 1
を設定してください。 

8 TRCLR 0 R/W トランザクションカウンタクリア 

本ビットに 1 を設定すると、本コントローラは当該パイプに対応するトラン

ザクションカウンタの現在のカウント値をクリアし、本ビットに 0 を表示し

ます。 

0：無効 

1：カレントカウンタクリア 

7～0 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

【注】 本レジスタの各ビットの変更は、PID=NAK 時に実施してください。 

対応するパイプの PID ビットを BUF から NAK へ変更したあとで各ビットの設定値を変更する場合には、PBUSY=0 を

確認してから本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PID ビットを NAK に変更した場合には、ソフト

ウェアによる PBUSY ビットの確認は必要ありません 
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23C.2.36 PIPEn トランザクションカウンタレジスタ（PIPEnTRN）（n=1～5） 

受信パイプに対して、ソフトウェアで本ビットに受信すべき総パケット数を設定した後で TRENB ビットに 1

を設定すると、本コントローラは「23C.2.35 PIPEn トランザクションカウンタ許可レジスタ（PIPEnTRE）（n=1

～5）」に述べる制御を行います。 

• 本コントローラは、受信時の状態が以下(a)から(c)をすべて満たしたときにTRNCNTビットの表示を1インク

リメントします。 

(a) TRENB=1である 

(b) パケット受信時に（TRNCNT設定値≠現在のカウント値+1）である 

(c) 受信したパケットのペイロードがMXPSビットへの設定値と一致した 

• 本コントローラは、以下(1)、(2)、または(3)のいずれかの条件が満たされたときにTRNCNTビットの表示を0

にクリアします。 

(1) 以下の条件が満たされたとき 

パケット受信時に（TRNCNT設定値＝現在のカウント値+1）である 

(2) 以下(a)および(b)の条件がすべて満たされたとき 

(a) TRENB=1である 

(b) ショートパケットを受信した 

(3) 以下(a)および(b)の条件がすべて満たされたとき 

(a) TRENB=1である 

(b) ソフトウェアがTRCLRビットに1を設定した 

送信パイプについては、本ビットに 0 を設定してください。 

トランザクションカウント機能を使用しない場合は、本ビットに 0 を設定してください。 

本ビットの変更は、PID=NAK、かつ TRENB=0 設定時に実施してください。 

対応するパイプの PID ビットを BUF から NAK へ変更してから本ビットを変更する場合には、PBUSY=0 を確認

してから本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PID ビットを NAK に変更した場合には、ソフ

トウェアによる PBUSY ビットの確認は必要ありません。 

本ビットの値を変更する場合は、TRENB=1 を設定する前に TRCLR=1 を実施してください。 
 

ビット：

初期値：

TRNCNT

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 TRNCNT H'0000 R/W トランザクションカウンタ 

• 書き込み時： 

DMA 転送のトランザクション回数を設定します。 

• 読み出し時： 

TRENB=0 の場合：設定したトランザクション回数が表示されます。 

TRENB=1 の場合：カウント中のトランザクション回数が表示されます。 
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23C.2.37 UTMI サスペンドモードレジスタ（SUSPMODE） 
 

ビット：

初期値：

－ SUSPM － － － － － － － － － － － － －

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ 0 － － － － － － － － － － － － － －

R R/W R R R R R R R R R R R R R R

－

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 

14 SUSPM 0 R/W UTMI SuspendM 制御 

UTMI への SuspendM 信号の制御をします。 

0：UTMI サスペンドモード 

1：UTMI 通常モード 

初期値は 0 であり、UTMI はサスペンドモードとなっています。本コントロ

ーラを動作させるときには、本ビットに 1 を設定してください。 

UTMI 規格では、通常 SuspendM 信号によりクロック出力制御を行っており、

SuspendM=0 の状態では LINK へのクロックが停止されます。 

詳細は、搭載する UTMI の仕様を参照してください。 

SUSPM ビットが 0 のとき（UTMI クロックが停止しているとき）には、本

コントローラへの書き込みはできません。読み出しは可能です。ただし、以

下に示すレジスタは、SUSPM ビットが 0 のときでも書き込み可能です。 

SYSCFG0 

BUSWAIT 

SUSPMODE 

ただし、UTMI クロックが停止（SUSPM=0）時に SYSCFG0 レジスタへ書

き込んだ設定値は、UTMI クロックが発振（SUSPM=1）されてから、設定値

が反映されます。 

13～0 ⎯ 不定 R リザーブビット 

書き込むときは、必ず 0 を書き込んでください。 
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23C.3 動作説明 

23C.3.1 システム制御および発振制御 

本コントローラの初期設定に必要なレジスタ操作、および消費電力制御を行うために必要なレジスタの説明に

ついて述べます。 

（1） リセット 

表 23C.13 に本コントローラのリセット種別の一覧表を示します。なお、各リセット動作後のレジスタ初期化状

態については、「23C.2 レジスタの説明」を参照してください。 
 

表 23C.13 リセット種別一覧表 

名称 操作 

ハードウェアリセット PRESET#端子からの Low レベル入力 

USB バスリセット 本コントローラが D+、D-ラインから自動検出 

 

（2） USB データバス抵抗制御 

本コントローラは、D+信号のプルアップ抵抗の切り替え制御を行います。SYSCFG0 レジスタの DPRPU ビット

の設定により各信号のプルアップを設定してください。 

また、PC と通信中に SYSCFG0 レジスタの DPRPU ビットに 0 を設定した場合は、USB データラインのプルア

ップ抵抗（もしくは終端抵抗）をディスエーブルにするので、ホストコントローラにデバイス切断を通知するこ

とができます。 
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23C.3.2 割り込み機能 

（1） 割り込み機能概要 

表 23C.14 に本コントローラの割り込み機能一覧表を示します。 
 

表 23C.14 割り込み機能一覧表 

ビット 割り込み名称 割り込み要因 関連 

ステータス 

VBINT VBUS 割り込み • VBUS 入力端子の状態変化を検出したとき 

（Low→High、High→Low の両方の変化） 

VBSTS 

RESM レジューム割り込

み 

• サスペンド状態において USB バスの状態変化を検出したとき 

（J-State→K-State、もしくは J-State→SE0） 

－ 

SOFR フレーム番号更新 

割り込み 

• フレーム番号の異なる SOF パケットを受信したとき － 

DVST デバイスステート 

遷移割り込み 

• デバイスステートの遷移を検出したとき 

USB バスリセット検出 

サスペンド状態検出 

Set Address リクエストの受信 

Set Configuration リクエストの受信 

DVSQ 

CTRT コントロール転送 

ステージ遷移割り

込み 

• コントロール転送のステージ遷移を検出したとき 

セットアップステージ完了 

コントロールライト転送ステータスステージ遷移 

コントロールリード転送ステータスステージ遷移 

コントロール転送完了 

コントロール転送シーケンスエラー発生 

CTSQ 

BEMP バッファエンプテ

ィ割り込み 

• バッファメモリ中の全データを送信し、バッファが空になったとき 

• マックスパケットサイズを超えたパケットを受信したとき 

PIPEBEMP 

NRDY バッファノット 

レディ割り込み 

• IN トークン／OUT トークン／PING トークンに対して NAK 応答したとき 

• アイソクロナス転送でデータ受信時にインターバルエラーが発生したと

き 

• アイソクロナス転送時のオーバーラン／アンダーランが発生したとき 

PIPENRDY 

BRDY バッファレディ 

割り込み 

• バッファがレディ（リード、もしくはライト可能状態）になったとき PIPEBRDY 

BCHG バス変化割り込み • USB バスステートの変化を検出したとき － 
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図 23C.4 に本コントローラの割り込み関連図を示します。 
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図 23C.4 割り込み関連図 
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（2） デバイスステート遷移割り込み（Peripheral Controller 機能） 

図 23C.5 に本コントローラのデバイスステート遷移図を示します。本コントローラは、デバイスステートを管

理し、デバイスステート遷移割り込みが発生します。ただし、サスペンドからの復帰（レジューム信号検出）は、

レジューム割り込みで検出します。デバイスステート遷移割り込みは、INTENB0 レジスタで割り込みの許可、も

しくは禁止を設定することができます。また、遷移したデバイスステートは、INTSTS0 レジスタの DVSQ ビット

にて確認できます。 

Default ステートに遷移する場合には、リセットハンドシェイクプロトコルの終了後に、デバイスステート遷移

割り込みが発生します。 

Powered
ステート

（DVSQ＝"000"）

Suspended
ステート

（DVSQ＝"100"）

Default
ステート

（DVSQ＝"001"）

Suspended
ステート

（DVSQ＝"101"）

Address
ステート

（DVSQ＝"010"）

Suspended
ステート

（DVSQ＝"110"）

Configured
ステート

（DVSQ＝"011"）

Suspended
ステート

（DVSQ＝"111"）

サスペンド検出

USBバスリセット検出

サスペンド検出

サスペンド検出

Set Address実行

Set Address実行

（Address＝
"0"）

サスペンド検出

Set Configuration実行（Configration Value≠0）
Set Configuration実行

（Configuration Value＝"0"）
 

レジューム（RESMが"1"にセット）

USBバスリセット検出

レジューム（RESMが"1"にセット）

レジューム（RESMが"1"にセット）

レジューム（RESMが"1"にセット）

 

図 23C.5 デバイスステート遷移図 
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（3） コントロール転送ステージ遷移割り込み 

図 23C.6 に本コントローラのコントロール転送ステージ遷移図を示します。本コントローラは、コントロール

転送のシーケンスを管理し、コントロール転送ステージ遷移割り込みが発生します。コントロール転送ステージ

遷移割り込みは、INTENB0 レジスタで割り込みの許可、もしくは禁止を設定することができます。また、遷移し

た転送ステージは INTSTS0 レジスタの CTSQ ビットにて確認できます。 

コントロール転送のシーケンスエラーを下記に示します。エラーが発生した場合は、DCPCTR レジスタの PID

ビットが B'1x（STALL）になります。 

（a） コントロールリード転送時 

• データステージのINトークンに対して、一度もデータ転送していない状態でOUT、もしくはPINGトークンを

受信 

• ステータスステージでINトークン受信 

• ステータスステージでデータパケットがDATAPID=DATA0のパケットを受信 

（b） コントロールライト転送時 

• データステージのOUTトークンに対して、一度もACK応答していない状態でINトークンを受信 

• データスステージで最初のデータパケットがDATAPID=DATA0のパケットを受信 

• ステータスステージでOUT、もしくはPINGトークン受信 

（c） コントロールライトノーデータ転送時 

• ステータスステージでOUTまたはPINGトークン受信 
 

なお、コントロールライト転送データステージで、受信データ数が USB リクエストの wLength 値を超えた場合

は、コントロール転送シーケンスエラーと認識できません。また、コントロールリード転送ステータスステージ

で、Zero-Length パケット以外のパケット受信には、ACK 応答を行い正常終了します。 

シーケンスエラーによる CTRT 割り込み発生時は、CTSQ=B'110 の値がユーザシステムから CTRT=0 書き込み

（割り込みステータスクリア）するまで保持されます。このため、CTSQ=B'110 が保持されている状態では、新し

い USB リクエストを受信しても、セットアップステージ完了の CTRT 割り込みは発生しません。セットアップス

テージ完了は、本コントローラで保持されており、ソフトウェアによる割り込みステータスクリア後に、セット

アップステージ完了割り込みが発生します。 
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1
CTSQ＝"001"

コントロールリード
データステージ

2
CTSQ＝"010"

コントロールリード
ステータスステージ

4
CTSQ＝"000"

アイドル
ステージ

3
CTSQ＝"100"

コントロールライト
ステータスステージ

1

CTSQ＝"101"
コントロールライト

ノーデータ
ステータスステージ

5
CTSQ＝"110"

コントロール転送
シーケンスエラー

CTSQ＝"000"
セットアップ

ステージ

1
CTSQ＝"011"

コントロールライト
データステージ

セットアップ
トークン受信

セットアップ
トークン受信

セットアップ
トークン受信

エラー検出

OUTトークン

INトークン

ACK送信

ACK受信

ACK受信ACK送信

ACK送信

ACK送信

【注】

CTRT割り込み
① セットアップステージ完了
② コントロールリード転送ステータスステージ遷移
③ コントロールライト転送ステータスステージ遷移
④ コントロール転送完了
⑤ コントロール転送シーケンスエラー

4

枠内全ステージでエラー検出
とSetupトークン受信が有効

 

図 23C.6 コントロール転送ステージ遷移図 

 



 

23C. USB2.0ファンクションモジュール（USBF） 

23C-76  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

23C.3.3 パイプコントロール 

表 23C.15 に本コントローラのパイプ設定項目一覧表を示します。USB データ転送は、エンドポイントと呼ば

れる論理パイプにて、データ通信を行います。本コントローラには、データ転送用に 10 本のパイプがあります。

各パイプは、ユーザシステムの仕様に合わせて設定を行ってください。 
 

表 23C.15 パイプ設定項目一覧表 

レジスタ名 ビット名 設定内容 備考 

TYPE 転送 Type を指定 パイプ 1～9：設定可 

BFRE BRDY 割込モードを選択 パイプ 1～5：設定可 

DBLB ダブルバッファを選択 パイプ 1～5：設定可 

CNTMD 連続転送もしくは非連続転

送を選択 
パイプ 1、2：バルク転送選択時のみ設定可 

パイプ 3～5：設定可 

DIR 転送方向を選択 IN または OUT 設定可 

EPNUM エンドポイント番号 パイプ 1～9：設定可 

パイプ使用時は B'0000 以外に設定 

DCPCFG 

PIPECFG 

SHTNAK トランスファー終了時のパ

イプ禁止選択 
パイプ 1、2：バルク転送選択時のみ設定可 

パイプ 3～5：設定可 

BUFSIZE バッファメモリサイズ DCP：設定不可（256 バイト固定） 

パイプ 1～5：設定可（最大 1K バイトまで指定可） 

パイプ 6～9：設定不可（64 バイト固定） 

PIPEBUF 

BUFNMB バッファメモリ番号 DCP：設定不可（領域 H'0～H'3 固定） 

パイプ 1～5：設定可（領域 H'8～H'87 で指定可） 

パイプ 6～9：設定不可（領域 H'4～H'7 固定） 

DCPMAXP 

PIPEMAXP 

MXPS マックスパケットサイズ USB 規格に準拠した設定 

IFIS バッファフラッシュ パイプ 1、2：アイソクロナス転送選択時のみ設定可 

パイプ 3～5：設定不可 

パイプ 6～9：設定不可 

PIPEPERI 

IITV インターバルカウンタ パイプ 1、2：アイソクロナス転送選択時のみ設定可 

パイプ 3～5：設定不可 

パイプ 6～9：設定不可 

BSTS バッファステータス DCP は ISEL ビットにより、受信／送信バッファ状態の切り替え 

INBUFM IN バッファモニタ パイプ 3～5 のみ搭載 

ATREPM 自動応答モード パイプ 1～5：設定可 

ACLRM 自動バッファクリア パイプ 1～9：設定可 

SQCLR シーケンスクリア データトグルビットのクリア 

SQSET シーケンスセット データトグルビットのセット 

DCPCTR 

PIPEnCTR 

SQMON シーケンス確認 データトグルビットの確認 

PBUSY パイプビジー確認  DCPCTR 

PIPEnCTR PID 応答 PID  
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レジスタ名 ビット名 設定内容 備考 

TRENB トランザクションカウント

許可 
パイプ 1～5：設定可 PIPEnTRE 

TRCLR カレントトランザクション

カウンタのクリア 
パイプ 1～5：設定可 

PIPEnTRN TRNCNT トランザクションカウンタ パイプ 1～5：設定可 

 

（1） パイプコントロールレジスタの切り替え手順 

パイプコントロールレジスタの以下のビットは、USB 通信が不許可（PID=NAK）であるときのみ書き換えが可

能です。図 23C.7 に USB 通信許可（PID=BUF）状態からパイプコントロールレジスタの切り替え手順を示します。 
 

USB 通信許可（PID=BUF）状態では、設定禁止であるレジスタ 

• DCPCFGレジスタ、DCPMAXPレジスタの各ビット 

• DCPCTRレジスタのSQCLRビット、SQSETビット 

• PIPECFGレジスタ、PIPEBUFレジスタ、PIPEMAXPレジスタ、PIPEPERIレジスタの各ビット 

• PIPEnCTRレジスタのATREPMビット、ACLRMビット、SQCLRビット、SQSETビット 

• PIPEnTREレジスタ、PIPEnTRNレジスタの各ビット 

パイプ情報変更要求

パイプ情報変更開始

当該パイプのPIDを"NAK"に
設定

当該パイプのPBUSYビット

が"0"になるまでWait

 

図 23C.7 USB 通信許可（PID=BUF）状態からのパイプ情報変更手順 

 
また、パイプコントロールレジスタの以下のビットは、CPU/DMA0/DMA1-FIFO-PORT のいずれの CURPIPE に

も設定されていないパイプ情報のみ書き換えが可能です。 
 

FIFO-PORT の CURPIPE に設定中に設定禁止であるレジスタ 

• DCPCFGレジスタ、DCPMAXPレジスタの各ビット 

• PIPECFGレジスタ、PIPEBUFレジスタ、PIPEMAXPレジスタ、PIPEPERIレジスタの各ビット 
 

パイプ情報を変更する場合には、CURPIPE の設定を変更パイプ以外にしてください。なお、DCP についてはパ

イプ情報修正後、BCLR にてバッファのクリア処理をしてください。 
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23C.3.4 FIFO バッファ 

本コントローラに内蔵する FIFO バッファに関する動作を説明します。 

（1） FIFO バッファ割り当て 

図 23C.8 に本コントローラの FIFO バッファのメモリマップ例を示します。FIFO バッファはユーザシステムの

制御用 CPU と本コントローラが共用する領域です。FIFO バッファの状況には、アクセス権がユーザシステム（CPU

側）にある場合と、本コントローラ（SIE 側）にある場合があります。 

FIFO バッファは、パイプごとに独立した領域を設定します。メモリ領域は、64 バイトを 1 ブロックとして、ブ

ロック先頭番号とブロック数（PIPEBUF レジスタの BUFNMB ビット、および BUFSIZE ビットで指定）で設定し

ます。PIPEnCFG レジスタの CNTMD ビットにて連続転送モードを選択した場合には、BUFSIZE ビットの設定は、

必ずマックスパケットサイズの整数倍になるように設定してください。また、PIPEnCFG レジスタの DBLB ビッ

トにてダブルバッファを選択した場合には、同一パイプに対して PIPEBUF レジスタの BUFSIZE ビットにて指定

したメモリ領域を 2 面分割り当てられます。 

FIFO バッファへのアクセス（データ読み書き）は 3 本の FIFO ポートを使用します。FIFO ポートに割り当てる

パイプは、C/DnFIFOSEL レジスタの CURPIPE ビットにてパイプ番号を指定します。 

各パイプのFIFOバッファステータスは、DCPCTRレジスタ、およびPIPEnCTRレジスタのBSTSビット、INBUFM

ビットで確認できます。また、FIFO ポートのアクセス権は、C/DnFIFOCTR レジスタの FRDY ビットで確認でき

ます。 

BUFNMB＝0、BUFSIZE＝3

BUFNMB＝4、BUFSIZE＝0

BUFNMB＝5、BUFSIZE＝0

BUFNMB＝6、BUFSIZE＝3

BUFNMB＝10、BUFSIZE＝7

BUFNMB＝18、BUFSIZE＝3

BUFNMB＝22、BUFSIZE＝7

BUFNMB＝30、BUFSIZE＝2

パイプ0

CURPIPE＝1

CURPIPE＝3

CURPIPE＝6

CFIFOポート 

D0FIFOポート

D1FIFOポート

FIFOポート FIFOバッファ PIPEBUFレジスタ 

パイプ8、9は未使用の場合：BUFSIZEなどは未設定

パイプ6

パイプ7

パイプ5

パイプ1

パイプ2

パイプ3

パイプ4

 

図 23C.8 FIFO バッファのメモリマップ例 
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（2） FIFO バッファクリア 

表 23C.16 に本コントローラによる FIFO バッファのクリア一覧表を示します。FIFO バッファは下記の 3 ビッ

トによってクリアできます。 
 

表 23C.16 FIFO バッファクリア一覧表 

ビット名 BCLR DCLRM ACLRM 

レジスタ CFIFOCTR レジスタ 

DnFIFOCTR レジスタ 

DnFIFOSEL レジスタ PIPEnCTR レジスタ 

機能 CPU 側 FIFO バッファをクリア

します 

指定パイプのデータを読み出し

た後で、自動で FIFO バッファを

クリアするモードです。 

受信したパケットをすべて破棄する

自動バッファクリアモードです。 

クリア方法 1 ライトでクリア 1：モード有効 

0：モード無効 

1：モード有効 

0：モード無効 

 

23C.3.5 FIFO ポートの機能 

FIFO ポートに関する機能の説明をします。表 23C.17 に本コントローラの FIFO ポート機能設定表を示します。

データ書き込みアクセス時は、バッファフル（非連続転送時はマックスパケットサイズ数）まで書き込みを行う

と、自動的に USB バスに送信可能な状態となります。バッファフル（非連続転送時はマックスパケットサイズ数）

未満のデータを送信可能状態にするには、C/DnFIFOCTR レジスタの BVAL ビットによる書き込み終了設定（DMA

転送時には TEND 信号）が必要です。また、Zero-Length パケットの送信は、同レジスタの BCLR ビットによるバ

ッファクリアの上、BVAL ビットによる書き込み終了設定が必要です。 

読み出しアクセス時は、すべてのデータを読み出すと、自動的に新しいパケット受信可能状態になります。た

だし、Zero-Length パケット受信時（DTLN=0）は、データは読み出せませんので、同レジスタの BCLR ビットに

よるバッファクリアが必要です。受信データ長は、C/DnFIFOCTR レジスタの DTLN ビットにて確認します。 
 

表 23C.17 FIFO ポート機能設定表 

レジスタ名 ビット名 機能 備考 

RCNT DTLN 読み出しモード選択  

REW バッファメモリリワインド（再読み出し、再書き込み）  

DCLRM 指定パイプの受信データ読み出し後自動クリア DnFIFO 専用 

DREQE DREQ 信号アサート DnFIFO 専用 

MBW FIFO ポートアクセスビット幅  

BIGEND FIFO ポートエンディアン選択  

ISEL FIFO ポートアクセス方向 DCP 専用 

C/DnFIFOSEL 

CURPIPE カレントパイプ選択  

BVAL バッファメモリ書き込み終了  

BCLR CPU 側バッファメモリクリア  

FRDY FIFO ポートレディーモニタ  

C/DnFIFOCTR 

DTLN 受信データ長確認  
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（1） FIFO ポート選択 

表 23C.18 に各 FIFO ポートで選択可能なパイプを示します。C/DnFIFOSEL レジスタの CURPIPE ビットにて、

アクセスするパイプを選択します。パイプ選択後、書き込んだ CURPIPE 値が正しく読み出せたのを確認してから

（前回のパイプ番号が読み出された場合には、本コントローラがパイプ変更処理中であることを示します）、

FRDY=1 を確認し FIFO ポートへアクセスしてください。 

また、MBW ビットでアクセスするバス幅を選択してください。バッファメモリアクセス方向は、DCP の場合

は ISEL ビットの設定に従います。その他のパイプは PIPEnCFG レジスタの DIR ビットに従います。 
 

表 23C.18 パイプ別 FIFO ポートアクセス表 

パイプ アクセス方法 使用可能なポート 

DCP CPU アクセス CFIFO ポートレジスタ 

CPU アクセス CFIFO ポートレジスタ 

DnFIFO ポートレジスタ 

パイプ 1～パイプ 9 

DMA アクセス DnFIFO ポートレジスタ 

 

（2） DnFIFO 自動クリアモード（DnFIFO ポート読み出し方向） 

本コントローラは、DnFIFOSEL レジスタの DCLRM ビットに 1 を設定することで、バッファメモリからのデー

タ読み出しを完了した場合に、当該パイプのバッファメモリを自動的にクリアします。 

表 23C.19 に各設定でのパケット受信とソフトウェアによるバッファメモリクリア処理の関連表を示します。 

表 23C.19 に示すように、BFRE ビットの設定値によりバッファクリア条件が異なりますが、クリアが必要など

のような状態においても、DCLRM ビットを使用することでソフトウェアによるバッファクリアが不要になり、ソ

フトウェアを介在させない DMA 転送が可能となります。 

なお、本機能はバッファメモリ読み出し方向のみ設定できます。 
 

表 23C.19 パケット受信とソフトウェアによるバッファメモリクリア処理の関連表 

レジスタ設定 

DCLRM=0 DCLRM=1 

パケット受信時のバッファ状態 

BFRE=0 BFRE=1 BFRE=0 BFRE=1 

バッファフル クリア不要 クリア不要 クリア不要 クリア不要 

Zero-Length パケット受信 クリア必要 クリア必要 クリア不要 クリア不要 

通常のショートパケット受信 クリア不要 クリア必要 クリア不要 クリア不要 

トランザクションカウント終了 クリア不要 クリア必要 クリア不要 クリア不要 
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（3） BRDY 割り込みタイミング選択機能 

PIPECFG レジスタの BFRE ビットの設定により、マックスパケットサイズのデータパケットを受信時に BRDY

割り込みを発生させないようにすることができます。 

この機能により DMA 転送を使用している場合に、最終データを受信したときのみに割り込みを発生させるこ

とができます。最終データとはショートパケットの受信、またはトランザクションカウントの終了を示します。

BFRE=1 に設定してる場合は、受信したデータを読み出した後で、BRDY 割り込みが発生します。DnFIFOCTR レ

ジスタの DTLN ビットを読み出すことにより、BRDY 割り込みの発生時に最後に受信したデータパケットの受信

データ長を確認することができます。 

表 23C.20 に本コントローラの BRDY 割り込み発生タイミングを示します。 
 

表 23C.20 BRDY 割り込み発生タイミング表 

レジスタ設定 パケット受信時のバッファ状態 

BFRE=0 BFRE=1 

バッファフル（通常のパケット受信） パケット受信時 発生しない 

Zero-Length パケット受信 パケット受信時 パケット受信時 

通常のショートパケット受信 パケット受信時 バッファメモリから、受信データの 

読み出し完了時 

トランザクションカウント終了 パケット受信時 バッファメモリから、受信データの 

読み出し完了時 

【注】 BFRE ビット機能はバッファメモリから読み出し方向のみ有効です。書き込み方向の場合には BFRE ビットは 0 に固定

してください。 
 

23C.3.6 コントロール転送（DCP） 

コントロール転送のデータステージのデータ転送は、デフォルトコントロールパイプ（DCP）を使用します。

DCP のバッファメモリは、コントロールリード、およびコントロールライト共用の固定領域で 256 バイトシング

ルバッファです。バッファメモリへのアクセスは、CFIFO ポートのみ可能です。 

本コントローラは、本コントローラに対する正常なセットアップパケットに対して、必ず ACK 応答します。セ

ットアップステージでの本コントローラの動作を以下に示します。 

• 新しいセットアップパケットを受信すると、本コントローラは以下のビットをセットします。 

INTSTS0レジスタのVALIDビットを1にセット 

DCPCTRレジスタのPIDビットをNAKにセット 

DCPCTRレジスタのCCPLビットを0にセット 

• セットアップパケットに引き続き、データパケット受信すると、本コントローラは、USBリクエストのパラ

メータを、USBREQレジスタ、USBVALレジスタ、USBINDXレジスタ、およびUSBLENGレジスタに格納し

ます。 
 

コントロール転送に対する応答処理は、必ず VALID=0 を設定後に行ってください。VALID=1 状態では PID=BUF

設定が行えず、データステージを終了することができません。 
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VALID ビットの機能により、本コントローラは、コントロール転送中に新しい USB リクエストを受信した場

合には処理中のリクエスト処理を中断し、最新のリクエストに対する応答を行うことができます。 

また、本コントローラは、受信した USB リクエストの方向ビット（bmRequestType の bit8）、およびリクエス

トデータ長（wLength）を自動判別し、コントロールリード転送、コントロールライト転送、およびコントロール

ライトノーデータ転送を識別し、ステージ遷移を管理します。間違ったシーケンスに対しては、コントロール転

送ステージ遷移割り込みのシーケンスエラーが発生し、ソフトウェアに通知します。本コントローラのステージ

管理については図 23C.6 を参照ください。 

（1） データステージ 

受信した USB リクエストに対応したデータ転送を DCP にて行ってください。DCP バッファメモリへアクセス

する前に、CFIFOSEL レジスタの ISEL ビットにてアクセス方向指定を行ってください。 

転送データが DCP バッファメモリのサイズより大きい場合には、コントロールライト転送では BRDY 割り込み

を、コントロールリード転送では BEMP 割り込みを使用してデータ転送を行ってください。 

Hi-Speed 動作時のコントロールライト転送では、バッファメモリの状況に応じて NYET ハンドシェイク応答を

行います。 
 

（2） ステータスステージ 

DCPCTR レジスタの PID ビットが PID=BUF の状態で、CCPL ビットに 1 を設定することによりコントロール転

送を終了します。 

上記設定後、セットアップステージで確定したデータ転送方向に従い、本コントローラが自動的にステータス

ステージを実行します。具体的には下記のとおりです。 

• コントロールリード転送の場合： 

 本コントローラはZero-Lengthパケットの送信を行い、USB Host ControllerからのACK応答を受信します。 

• コントロールライト転送、ノーデータコントロール転送の場合： 

 USBホストからのZero-Lengthパケットを受信し、ACK応答を送信します。 
 

（3） コントロール転送自動応答機能 

本コントローラは、正常な SET_ADDRESS リクエストに自動応答します。SET_ADDRESS リクエストに下記の

エラーがある場合は、ソフトウェアによる応答が必要です。 

• コントロールライト転送以外の場合： bmRequestType  ≠ H'00 

• リクエストエラーの場合： wIndex  ≠ H'00 

• ノーデータコントロール転送以外の場合： wLength  ≠ H'00 

• リクエストエラーの場合： wValue  ＞ H'7F 

• デバイスステートエラーのコントロール転送： DVSQ ＝ B'011（Configured） 
 

SET_ADDRESS以外のすべてのリクエストには、対応するソフトウェアによる応答が必要です。 
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23C.3.7 バルク転送（パイプ 1～5） 

バルク転送は、バッファメモリの使用方法（シングル/ダブルバッファ設定、もしくは連続／非連続転送モード

設定）の選択ができます。バッファメモリサイズは、最大 1K バイトまで設定可能です。バッファメモリの状態は

コントローラが管理し、PING パケット／NYET ハンドシェイクには自動応答します。 
 

23C.3.8 インタラプト転送（パイプ 6～9） 

本コントローラは、ホストコントローラが管理している周期に従ってインタラプト転送を行います。インタラ

プト転送の場合、PING パケットに対しては無視（無応答になる）します。また、NYET ハンドシェイクを送信せ

ず、ACK、NAK、STALL 応答を行います。 

また、本コントローラは、インタラプト転送の High-Bandwidth 転送には対応していません。 
 

23C.3.9 アイソクロナス転送（パイプ 1、2） 

本コントローラは、アイソクロナス転送に対して下記の機能を備えています。 

• アイソクロナス転送のエラー情報通知 

• インターバルカウンタ（IITVビット指定） 

• アイソクロナスIN転送データセットアップコントロール（IDLY機能） 

• アイソクロナスIN転送バッファフラッシュ機能（IFISビット指定） 

• SOFパルス出力機能 
 

本コントローラは、アイソクロナス転送の High-Bandwidth 転送には対応していません。 
 

（1） インターバルカウンタ 

PIPEPERI レジスタの IITV ビットによりアイソクロナス転送のインターバルを設定できます。インターバルカ

ウンタにより、表 23C.21 の機能を実現します。 
 

表 23C.21 インターバルカウンタの機能 

転送方向 機能 検出条件 

IN 送信バッファフラッシュ機能 アイソクロナス IN 転送でインターバルフレームに IN トークンを正常受信で

きない 

OUT トークン未受信の通知 アイソクロナス OUT 転送でインターバルフレームに OUT トークンを正常受

信できない 

 
インターバルのカウントは、SOF の受信または補完された SOF で行いますので、SOF が破損しても等時性を保

つことができます。設定できるフレーム間隔は 2IITV（μ）フレームです。 

本コントローラは、下記の条件でインターバルカウンタを初期化します。 

• ハードウェアリセット 

IITVビットが初期化されます。 
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• ACLRMビットによるバッファメモリのクリア 

IITVビットは初期化されませんが、カウントは初期化されます。ACLRMビットを0にすることにより、IITV

の設定値からカウントを開始します。 
 

インターバルカウンタが初期化された後は、正常にパケットを転送したあとに、下記の条件でインターバルの

カウントを開始します。 

• PID=BUF状態で、INトークンに対してデータを送信後のSOF受信 

• PID=BUF状態で、OUTトークンのデータを受信後のSOF受信 
 

なお、下記の条件ではインターバルカウンタは初期化されません。 

• PIDをNAKまたはSTALLに設定した場合 

インターバルタイマは停止しません。次のインターバルにトランザクションの実行を試みます。 

• USBバスリセット、USBサスペンド 

IITVビットは初期化されません。SOFを受信すると、受信前の値からカウントを開始します。 
 

（2） アイソクロナス転送送信データセットアップ 

本コントローラのアイソクロナスデータ送信では、バッファメモリにデータ書き込み後、SOF パケットを検出

した次のフレームでデータパケットの送出が可能になります。この機能をアイソクロナス転送送信データセット

アップ機能と呼びます。 

バッファメモリをダブルバッファで使用している場合で、両方のバッファの書き込みが終了している場合も、

転送可能状態になるバッファメモリは先に書き込みを終了した 1 面だけとなります。このため同一フレームで、

複数の IN トークンを受信しても、送出されるバッファメモリはただ 1 パケット分となります。 

IN トークンの受信時に、バッファメモリが送信可能状態であればデータ転送し正常応答します。しかし、バッ

ファメモリが送信不能状態であれば、Zero-Length パケットを送出しアンダーランエラーとなります。 

Zero-Length パケット送出は、図中で網掛け Null と表示しています。 

図 23C.9 に本コントローラで、IITV=0（毎フレーム）を設定した場合のアイソクロナス転送送信データセット

アップ機能による送信例を示します。 
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図 23C.9 データセットアップ機能動作例 

 

（3） アイソクロナス転送送信バッファフラッシュ 

本コントローラは、アイソクロナスデータ送信でインターバルフレームに IN トークンを受信せず、次フレーム

の(μ)SOF パケットを受信した場合は、IN トークン破損として扱い、送信可能状態となっているバッファをクリア

し、そのバッファを書き込み可能状態とします。 

また、このときにダブルバッファで使用しており両方のバッファの書き込みが終了している場合は、破棄した

バッファメモリを同インターバルフレームで送信されたものとみなして、(μ)SOF パケット受信で破棄されていな

いバッファメモリを転送可能状態とします。 

バッファフラッシュ機能は、IITV ビット設定値により、動作開始タイミングが異なります。 

• IITV=0の場合 

パイプが有効となった次のフレームからバッファフラッシュ動作します。 

• IITV=0以外の場合 

最初の正常なトランザクション以降バッファフラッシュ動作します。 
 

図 23C.10 に本コントローラのバッファフラッシュ機能の動作例を示します。ただし、設定されたインターバル

間隔外（インターバルフレーム前のトークン）に対しては、データセットアップ状態に従い、書き込みデータの

送出もしくはアンダーランエラーとして Zero-Length パケットを送出します。 
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図 23C.10 バッファフラッシュ機能動作例 

 
図 23C.11 に本コントローラのインターバルエラー発生例を示します。インターバルエラーは、図に示す 5 種類

です。図中の①タイミングでインターバルエラーが発生し、バッファフラッシュ機能が動作します。 

インターバルエラーは、IN 転送時にバッファフラッシュ機能が動作し、OUT 転送時は NRDY 割り込みが発生

します。 

受信パケットエラーなどの NRDY 割り込みとオーバーランエラーとの区別は、OVRN ビットで判定してくださ

い。 

図中網掛けのトークンに対しては、バッファメモリの状態に応じた応答になります。 

• IN方向： 

バッファ転送可能状態であれば、データ転送し、正常応答 

バッファ転送不能状態であれば、Zero-Lengthパケット送信し、アンダーランエラー 

• OUT方向： 

バッファ受信可能状態であれば、データ受信し、正常応答 

バッファ受信不能状態であれば、データ破棄し、オーバーランエラー 
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図 23C.11 IITV=1 のときのインターバルエラー発生例 
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23C.3.10 SOF 補間機能 

SOF パケットの破損、もしくは欠落のために 1ms（Full-Speed 動作時）または 125μs（Hi-Speed 動作時）間隔で

受信できなかった場合に、コントローラ内部で SOF を補間します。SOF 補間動作の開始は、USBE=1 かつ

SUSPMODE.SUSPM=1 かつ SOF パケット受信となります。また、下記の条件で補間機能が初期化されます。 

• ハードウェアリセット 

• USBバスリセット 

• サスペンド検出 
 

また、SOF 補間は、次の仕様で動作します。 

• フレーム間隔（125μsまたは1ms）は、リセットハンドシェイクプロトコルの結果に従う。 

• SOFパケット受信までは補間機能は動作しない。 

• 最初のSOFパケット受信後は、内部クロック48MHzで125μsもしくは1msをカウントし補間する。 

• 2回目以降のSOFパケットを受信後は、前回の受信間隔を用いて補間する。 

• サスペンド時およびUSBバスリセット受信中は補間しない。 

（Hi-Speed動作時のサスペンド移行では、最終パケットから3ms間は補間を継続します） 
 

SOF 補間機能は、次の機能で動作します。 

• フレーム番号、およびマイクロフレーム番号の更新 

• SOFR割り込み、およびμSOFロック 

• アイソクロナス転送インターバルカウント 

 
Full-Speed動作時にSOFパケットが欠落した場合には、FRMNUM0レジスタのFRNMビットは更新されません。

Hi-Speed 動作時にμSOF パケットが欠落した場合には、FRMNUM1 レジスタの UFRNM ビットが更新されます。 

ただし、μFRNM=B'000 のμSOF パケットが欠落した場合には、FRNM ビットは更新されません。この場合は、

継続するμFRNM=B'000 以外のμSOF パケットが正常に受信されても、FRNM ビットは更新されません。 
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24. ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER） 

本 LSIは、イーサネットあるいは IEEE802.3のMAC（Media Access Control）層規格をサポートしたギガビット

イーサネットコントローラ（GETHER）を内蔵しています。GETHERは、同規格に合致する物理層 LSI（PHY-LSI）

と接続することにより、イーサネット／IEEE802.3フレームの送受信を行うことができます。本 LSI内蔵のイーサ

ネットコントローラはMAC層インタフェースを 1系統内蔵しており、送信および受信動作をさせることができま

す。 

GETHERは、専用のダイレクトメモリアクセスコントローラ（E-DMAC）を内蔵しており、送受信するイーサ

ネットフレームデータを、メモリ上の送受信バッファとの間で高速に転送することが可能です。 

24.1 特長 

• MAC（Media Access Control）機能 

データフレームの組み立て／分解（IEEE802.3, 2000Edition準拠フレーム形式） 

 10Mbps、100Mbps、および1000Mbps転送に対応 

 全二重モードおよび半二重モード対応 

1チャネル内蔵（GETHER0） 

IEEE802.3x準拠のフロー制御が可能 

 3種のIEEE802.3準拠PHYインタフェースをサポート 

 GMII（Gigabit Media Independent Interface） 

 MII（Media Independent Interface） 

 RMII（Reduced Media Independent interface） 

上位プロトコルサポート（サムチェック）機能 

• E-DMAC（イーサネットコントローラダイレクトメモリアクセスコントローラ）機能 

GETHERと外部／内部メモリ間転送可能 

1チャネル内蔵 

32バイトバースト転送可能 

1フレーム／1ディスクリプタ、1フレーム／複数ディスクリプタ方式（マルチバッファ）対応可能 

転送データ幅：32ビット 

送受信FIFO搭載（送信用：2Kバイト、受信用：4Kバイト） 

インテリジェントチェックサム値計算機能 
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図24.1にGETHERの構成を示します。 

E-MAC
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図 24.1 GETHERの構成 
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24.2 入出力端子 

GETHERの端子構成を表 24.1に示します。 
 

表 24.1 端子構成 

名  称 系 記号 入出力 機   能 

送信クロック 0 ET0_TX-CLK* 入力 ET0_TX-EN、ET0_ETXD3～ET0_ETXD0、ET0_TX-ER

のタイミング参照信号 

送信イネーブル  ET0_TX-EN* 出力 ET0_ETXD3～ET0_ETXD0上に送信データが準備でき

たことを示す信号 

MII/GMII送信データ  ET0_ETXD3～

ET0_ETXD0* 

出力 MIIの4ビットあるいはGMIIの下位 4ビットの送信デー

タ 

GMII送信データ GET0_ETXD7～

GET0_ETXD4 

出力 GMIIの上位 4ビットの送信データ 

衝突検出 ET0_COL* 入力 衝突検出信号 

送信エラー ET0_TX-ER* 出力 送信中のエラーを PHY-LSIに通知 

受信クロック ET0_RX-CLK* 入力 ET0_RX-DV、ET0_ERXD3～ET0_ERXD0、ET0_RX-ER

のタイミング参照信号 

受信データ有効 ET0_RX-DV* 入力 有効な受信データが ET0_ERXD3～ET0_ERXD0上にあ

ることを示す信号 

MII/GMII受信データ ET0_ERXD3～

ET0_ERXD0* 

入力 MIIおよび GMIIの下位 4ビットの受信データ（MIIおよ

び GMII) 

GMII受信データ GET0_ERXD7～

GET0_ERXD4 

入力 GMIIの上位 4ビットの受信データ 

受信エラー ET0_RX-ER* 入力 データ受信中に発生したエラー状態を認識 

キャリア検出 ET0_CRS* 入力 キャリア検出信号 

管理用データクロック ET0_MDC* 出力 ET0_MDIOによる情報転送用の参照クロック信号 

管理用データ入出力 ET0_MDIO* 入出力 STAと PHYとの間で管理情報を交換するための双方向

信号 

RMII管理用データクロック RMII0_MDC 出力 RMIIモード時、RMII0_MDIOによる情報転送用の参照ク

ロック信号 

RMII管理用データ入出力 RMII0_MDIO 入出力 RMIIモード時、STAと PHYとの間で管理情報を交換す

るための双方向信号 

RMII管理用データクロック

(ミラー0端子) 

RMII0M0_MDC 出力 RMIIモード時、RMII0M0_MDIOによる情報転送用の参

照クロック信号（ミラー0端子） 

RMII管理用データ入出力

（ミラー0端子） 

RMII0M0_MDIO 入出力 RMIIモード時、STAと PHYとの間で管理情報を交換す

るための双方向信号（ミラー0端子） 

RMII管理用データクロック

(ミラー1端子) 

RMII0M1_MDC 出力 RMIIモード時、RMII0M1_MDIOによる情報転送用の参

照クロック信号（ミラー1端子） 

RMII管理用データ入出力

（ミラー1端子） 

RMII0M1_MDIO 入出力 RMIIモード時、STAと PHYとの間で管理情報を交換す

るための双方向信号（ミラー1端子） 
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名  称 系 記号 入出力 機   能 

リンクステータス 0 ET0_LINKSTA 入力 PHY-LSIからのリンク状態入力 

ウェイク・オン・ラン ET0_WOL 出力 Magic Packet受信を示す信号 

PHY割り込み ET0_PHY-INT 入力 PHYからの割り込み信号 

GMII送信クロック GET0_GTX-CLK 出力 GMIIモード時、送信信号タイミング参照信号 

RMIIキャリア検出 RMII0_CRS_DV 入力 RMIIモード時、キャリア検出信号 

RMII受信エラー RMII0_RX_ER 入力 RMIIモード時のデータ受信中に発生したエラー状態を

認識 

RMII受信データ RMII0_RXD0 入力 RMIIモード時、2ビットの受信データ 

RMII受信データ RMII0_RXD1 入力 RMIIモード時、2ビットの受信データ 

RMII送信イネーブル RMII0_TXD_EN 出力 RMIIモード時、RMII0_TXD0～1に送信データが準備で

きたことを示す信号 

RMII送信データ RMII0_TXD0 出力 RMIIモード時、2ビットの送信データ 

RMII送信データ RMII0_TXD1 出力 RMIIモード時、2ビットの送信データ 

125MHz基準クロック REF125CK 入力 GMIIモード時送信クロック生成信号 

50MHz基準クロック 

共

通 REF50CK 入力 RMIIモード時の送受信信号タイミング参照信号 

【注】 * IEEE802.3u準拠のMII信号 
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24.3 レジスタの説明 

GETHERのレジスタ構成を表 24.2に示します。また各処理状態におけるレジスタの状態を表 24.3に示します。 
 

表 24.2 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

ソフトウェアリセットレジスタ ARSTR R/W H'FEE0 1800 H'1EE0 1800 32 

E-MACモードレジスタ ECMR0 R/W H'FEE0 0500 H'1EE0 0500 32 

E-MACステータスレジスタ ECSR0 R/W H'FEE0 0510 H'1EE0 0510 32 

E-MAC割り込み許可レジスタ ECSIPR0 R/W H'FEE0 0518 H'1EE0 0518 32 

PHY部インタフェースレジスタ PIR0 R/W H'FEE0 0520 H'1EE0 0520 32 

MACアドレス上位設定レジスタ MAHR0 R/W H'FEE0 05C0 H'1EE0 05C0 32 

MACアドレス下位設定レジスタ MALR0 R/W H'FEE0 05C8 H'1EE0 05C8 32 

受信フレーム長上限レジスタ RFLR0 R/W H'FEE0 0508 H'1EE0 0508 32 

PHY部ステータスレジスタ PSR0 R H'FEE0 0528 H'1EE0 0528 32 

PHY_INT極性設定レジスタ PIPR0 R/W H'FEE0 052C H'1EE0 052C 32 

送信リトライオーバカウンタレジスタ TROCR0 R/W H'FEE0 0700 H'1EE0 0700 32 

遅延衝突検出カウンタレジスタ CDCR0 R/W H'FEE0 0708 H'1EE0 0708 32 

キャリア消失カウンタレジスタ LCCR0 R/W H'FEE0 0710 H'1EE0 0710 32 

CRCエラーフレーム受信カウンタレジスタ CEFCR0 R/W H'FEE0 0740 H'1EE0 0740 32 

フレーム受信エラーカウンタレジスタ FRECR0 R/W H'FEE0 0748 H'1EE0 0748 32 

64バイト未満フレーム受信カウンタレジスタ TSFRCR0 R/W H'FEE0 0750 H'1EE0 0750 32 

指定バイト超フレーム受信カウンタレジスタ TLFRCR0 R/W H'FEE0 0758 H'1EE0 0758 32 

端数ビットフレーム受信カウンタレジスタ RFCR0 R/W H'FEE0 0760 H'1EE0 0760 32 

キャリア拡張消失カウンタレジスタ CERCR0 R/W H'FEE0 0768 H'1EE0 0768 32 

キャリア拡張エラーカウンタレジスタ CEECR0 R/W H'FEE0 0770 H'1EE0 0770 32 

マルチキャストアドレスフレーム受信カウンタ 

レジスタ 

MAFCR0 R/W H'FEE0 0778 H'1EE0 0778 32 

自動 PAUSEフレーム設定レジスタ APR0 R/W H'FEE0 0554 H'1EE0 0554 32 

手動 PAUSEフレーム設定レジスタ MPR0 R/W H'FEE0 0558 H'1EE0 0558 32 

自動 PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ TPAUSER0 R/W H'FEE0 0564 H'1EE0 0564 32 

PAUSEフレーム送信カウンタ PFTCR0 R H'FEE0 055C H'1EE0 055C 32 

PAUSEフレーム受信カウンタ PFRCR0 R H'FEE0 0560 H'1EE0 0560 32 

GETHERモードレジスタ GECMR0 R/W H'FEE0 05B0 H'1EE0 05B0 32 

バーストサイクル回数上限設定レジスタ BCULR0 R/W H'FEE0 05B4 H'1EE0 05B4 32 

TSUカウンタリセットレジスタ TSU_CTRST R/W H'FEE0 1804 H'1EE0 1804 32 
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名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

転送機能設定レジスタ（共通） TSU_FWSLC R/W H'FEE0 1838 H'1EE0 1838 32 

VLANtag設定レジスタ TSU_VTAG0 R/W H'FEE0 1858 H'1EE0 1858 32 

CAMエントリテーブル設定ビジーレジスタ TSU_ADSBSY R H'FEE0 1860 H'1EE0 1860 32 

CAMエントリテーブルイネーブル設定レジスタ TSU_TEN R/W H'FEE0 1864 H'1EE0 1864 32 

CAMエントリテーブル POST設定 1レジスタ TSU_POST1 R/W H'FEE0 1870 H'1EE0 1870 32 

CAMエントリテーブル POST設定 2レジスタ TSU_POST2 R/W H'FEE0 1874 H'1EE0 1874 32 

CAMエントリテーブル POST設定 3レジスタ TSU_POST3 R/W H'FEE0 1878 H'1EE0 1878 32 

CAMエントリテーブル POST設定 4レジスタ TSU_POST4 R/W H'FEE0 187C H'1EE0 187C 32 

CAMエントリテーブル 0Hレジスタ TSU_ADRH0 R/W H'FEE0 1900 H'1EE0 1900 32 

CAMエントリテーブル 1Hレジスタ TSU_ADRH1 R/W H'FEE0 1908 H'1EE0 1908 32 

CAMエントリテーブル 2Hレジスタ TSU_ADRH2 R/W H'FEE0 1910 H'1EE0 1910 32 

CAMエントリテーブル 3Hレジスタ TSU_ADRH3 R/W H'FEE0 1918 H'1EE0 1918 32 

CAMエントリテーブル 4Hレジスタ TSU_ADRH4 R/W H'FEE0 1920 H'1EE0 1920 32 

CAMエントリテーブル 5Hレジスタ TSU_ADRH5 R/W H'FEE0 1928 H'1EE0 1928 32 

CAMエントリテーブル 6Hレジスタ TSU_ADRH6 R/W H'FEE0 1930 H'1EE0 1930 32 

CAMエントリテーブル 7Hレジスタ TSU_ADRH7 R/W H'FEE0 1938 H'1EE0 1938 32 

CAMエントリテーブル 8Hレジスタ TSU_ADRH8 R/W H'FEE0 1940 H'1EE0 1940 32 

CAMエントリテーブル 9Hレジスタ TSU_ADRH9 R/W H'FEE0 1948 H'1EE0 1948 32 

CAMエントリテーブル 10Hレジスタ TSU_ADRH10 R/W H'FEE0 1950 H'1EE0 1950 32 

CAMエントリテーブル 11Hレジスタ TSU_ADRH11 R/W H'FEE0 1958 H'1EE0 1958 32 

CAMエントリテーブル 12Hレジスタ TSU_ADRH12 R/W H'FEE0 1960 H'1EE0 1960 32 

CAMエントリテーブル 13Hレジスタ TSU_ADRH13 R/W H'FEE0 1968 H'1EE0 1968 32 

CAMエントリテーブル 14Hレジスタ TSU_ADRH14 R/W H'FEE0 1970 H'1EE0 1970 32 

CAMエントリテーブル 15Hレジスタ TSU_ADRH15 R/W H'FEE0 1978 H'1EE0 1978 32 

CAMエントリテーブル 16Hレジスタ TSU_ADRH16 R/W H'FEE0 1980 H'1EE0 1980 32 

CAMエントリテーブル 17Hレジスタ TSU_ADRH17 R/W H'FEE0 1988 H'1EE0 1988 32 

CAMエントリテーブル 18Hレジスタ TSU_ADRH18 R/W H'FEE0 1990 H'1EE0 1990 32 

CAMエントリテーブル 19Hレジスタ TSU_ADRH19 R/W H'FEE0 1998 H'1EE0 1998 32 

CAMエントリテーブル 20Hレジスタ TSU_ADRH20 R/W H'FEE0 19A0 H'1EE0 19A0 32 

CAMエントリテーブル 21Hレジスタ TSU_ADRH21 R/W H'FEE0 19A8 H'1EE0 19A8 32 

CAMエントリテーブル 22Hレジスタ TSU_ADRH22 R/W H'FEE0 19B0 H'1EE0 19B0 32 

CAMエントリテーブル 23Hレジスタ TSU_ADRH23 R/W H'FEE0 19B8 H'1EE0 19B8 32 

CAMエントリテーブル 24Hレジスタ TSU_ADRH24 R/W H'FEE0 19C0 H'1EE0 19C0 32 

CAMエントリテーブル 25Hレジスタ TSU_ADRH25 R/W H'FEE0 19C8 H'1EE0 19C8 32 

CAMエントリテーブル 26Hレジスタ TSU_ADRH26 R/W H'FEE0 19D0 H'1EE0 19D0 32 

CAMエントリテーブル 27Hレジスタ TSU_ADRH27 R/W H'FEE0 19D8 H'1EE0 19D8 32 
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CAMエントリテーブル 28Hレジスタ TSU_ADRH28 R/W H'FEE0 19E0 H'1EE0 19E0 32 

CAMエントリテーブル 29Hレジスタ TSU_ADRH29 R/W H'FEE0 19E8 H'1EE0 19E8 32 

CAMエントリテーブル 30Hレジスタ TSU_ADRH30 R/W H'FEE0 19F0 H'1EE0 19F0 32 

CAMエントリテーブル 31Hレジスタ TSU_ADRH31 R/W H'FEE0 19F8 H'1EE0 19F8 32 

CAMエントリテーブル 0Lレジスタ TSU_ADRL0 R/W H'FEE0 1904 H'1EE0 1904 32 

CAMエントリテーブル 1Lレジスタ TSU_ADRL1 R/W H'FEE0 190C H'1EE0 190C 32 

CAMエントリテーブル 2Lレジスタ TSU_ADRL2 R/W H'FEE0 1914 H'1EE0 1914 32 

CAMエントリテーブル 3Lレジスタ TSU_ADRL3 R/W H'FEE0 191C H'1EE0 191C 32 

CAMエントリテーブル 4Lレジスタ TSU_ADRL4 R/W H'FEE0 1924 H'1EE0 1924 32 

CAMエントリテーブル 5Lレジスタ TSU_ADRL5 R/W H'FEE0 192C H'1EE0 192C 32 

CAMエントリテーブル 6Lレジスタ TSU_ADRL6 R/W H'FEE0 1934 H'1EE0 1934 32 

CAMエントリテーブル 7Lレジスタ TSU_ADRL7 R/W H'FEE0 193C H'1EE0 193C 32 

CAMエントリテーブル 8Lレジスタ TSU_ADRL8 R/W H'FEE0 1944 H'1EE0 1944 32 

CAMエントリテーブル 9Lレジスタ TSU_ADRL9 R/W H'FEE0 194C H'1EE0 194C 32 

CAMエントリテーブル 10Lレジスタ TSU_ADRL10 R/W H'FEE0 1954 H'1EE0 1954 32 

CAMエントリテーブル 11Lレジスタ TSU_ADRL11 R/W H'FEE0 195C H'1EE0 195C 32 

CAMエントリテーブル 12Lレジスタ TSU_ADRL12 R/W H'FEE0 1964 H'1EE0 1964 32 

CAMエントリテーブル 13Lレジスタ TSU_ADRL13 R/W H'FEE0 196C H'1EE0 196C 32 

CAMエントリテーブル 14Lレジスタ TSU_ADRL14 R/W H'FEE0 1974 H'1EE0 1974 32 

CAMエントリテーブル 15Lレジスタ TSU_ADRL15 R/W H'FEE0 197C H'1EE0 197C 32 

CAMエントリテーブル 16Lレジスタ TSU_ADRL16 R/W H'FEE0 1984 H'1EE0 1984 32 

CAMエントリテーブル 17Lレジスタ TSU_ADRL17 R/W H'FEE0 198C H'1EE0 198C 32 

CAMエントリテーブル 18Lレジスタ TSU_ADRL18 R/W H'FEE0 1994 H'1EE0 1994 32 

CAMエントリテーブル 19Lレジスタ TSU_ADRL19 R/W H'FEE0 199C H'1EE0 199C 32 

CAMエントリテーブル 20Lレジスタ TSU_ADRL20 R/W H'FEE0 19A4 H'1EE0 19A4 32 

CAMエントリテーブル 21Lレジスタ TSU_ADRL21 R/W H'FEE0 19AC H'1EE0 19AC 32 

CAMエントリテーブル 22Lレジスタ TSU_ADRL22 R/W H'FEE0 19B4 H'1EE0 19B4 32 

CAMエントリテーブル 23Lレジスタ TSU_ADRL23 R/W H'FEE0 19BC H'1EE0 19BC 32 

CAMエントリテーブル 24Lレジスタ TSU_ADRL24 R/W H'FEE0 19C4 H'1EE0 19C4 32 

CAMエントリテーブル 25Lレジスタ TSU_ADRL25 R/W H'FEE0 19CC H'1EE0 19CC 32 

CAMエントリテーブル 26Lレジスタ TSU_ADRL26 R/W H'FEE0 19D4 H'1EE0 19D4 32 

CAMエントリテーブル 27Lレジスタ TSU_ADRL27 R/W H'FEE0 19DC H'1EE0 19DC 32 

CAMエントリテーブル 28Lレジスタ TSU_ADRL28 R/W H'FEE0 19E4 H'1EE0 19E4 32 

CAMエントリテーブル 29Lレジスタ TSU_ADRL29 R/W H'FEE0 19EC H'1EE0 19EC 32 

CAMエントリテーブル 30Lレジスタ TSU_ADRL30 R/W H'FEE0 19F4 H'1EE0 19F4 32 

CAMエントリテーブル 31Lレジスタ TSU_ADRL31 R/W H'FEE0 19FC H'1EE0 19FC 32 
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送信フレーム数カウンタレジスタ 

（正常送信のみ） 

TXNLCR0 R H'FEE0 1880 H'1EE0 1880 32 

送信フレーム数カウンタレジスタ 

（正常および障害発生を含むすべて） 

TXALCR0 R H'FEE0 1884 H'1EE0 1884 32 

受信フレーム数カウンタレジスタ 

（正常受信のみ） 

RXNLCR0 R H'FEE0 1888 H'1EE0 1888 32 

受信フレーム数カウンタレジスタ 

（正常および障害発生を含むすべて） 

RXALCR0 R H'FEE0 188C H'1EE0 188C 32 

E-DMAC起動レジスタ EDSR0 W H'FEE0 0000 H'1EE0 0000 32 

E-DMACモードレジスタ EDMR0 R/W H'FEE0 0400 H'1EE0 0400 32 

E-DMAC送信要求レジスタ EDTRR0 R/W H'FEE0 0408 H'1EE0 0408 32 

E-DMAC受信要求レジスタ EDRRR0 R/W H'FEE0 0410 H'1EE0 0410 32 

E-MAC/E-DMACステータスレジスタ EESR0 R/W H'FEE0 0428 H'1EE0 0428 32 

E-MAC/E-DMACステータス割り込み許可 

レジスタ 

EESIPR0 R/W H'FEE0 0430 H'1EE0 0430 32 

送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ TDLAR0 R/W H'FEE0 0010 H'1EE0 0010 32 

送信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ TDFAR0 R/W H'FEE0 0014 H'1EE0 0014 32 

送信ディスクリプタ処理済アドレスレジスタ TDFXR0 R/W H'FEE0 0018 H'1EE0 0018 32 

送信ディスクリプタ最終フラグレジスタ TDFFR0 R/W H'FEE0 001C H'1EE0 001C 32 

受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ RDLAR0 R/W H'FEE0 0030 H'1EE0 0030 32 

受信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ RDFAR0 R/W H'FEE0 0034 H'1EE0 0034 32 

受信ディスクリプタ処理済アドレスレジスタ RDFXR0 R/W H'FEE0 0038 H'1EE0 0038 32 

受信ディスクリプタ最終フラグレジスタ RDFFR0 R/W H'FEE0 003C H'1EE0 003C 32 

送受信ステータスコピー指示レジスタ TRSCER0 R/W H'FEE0 0438 H'1EE0 0438 32 

ミスドフレームカウンタレジスタ RMFCR0 R/W H'FEE0 0440 H'1EE0 0440 32 

送信 FIFOしきい値指定レジスタ TFTR0 R/W H'FEE0 0448 H'1EE0 0448 32 

FIFO容量指定レジスタ FDR0 R/W H'FEE0 0450 H'1EE0 0450 32 

受信方式制御レジスタ RMCR0 R/W H'FEE0 0458 H'1EE0 0458 32 

受信データパディング挿入設定レジスタ RPADIR0 R/W H'FEE0 0460 H'1EE0 0460 32 

オーバフロー予告 FIFOしきい値設定レジスタ FCFTR0 R/W H'FEE0 0468 H'1EE0 0468 32 

インテリジェントチェックサムモードレジスタ CSMR R/W H'FEE0 04E4 H'1EE0 04E4 32 

インテリジェントチェックサムスキップ済み 

バイト数モニタレジスタ 

CSSBM R H'FEE0 04E8 H'1EE0 04E8 32 

インテリジェントチェックサム機能モニタ 

レジスタ 

CSSMR R H'FEE0 04EC H'1EE0 04EC 32 

RMII_MII選択バイト RMII_MII R/W H'FEE0 0790 H'1EE0 0790 32 
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表 24.3 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

ARSTR H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

ECMR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

ECSR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

ECSIPR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

PIR0 H'0000000x H'0000000x 保持 保持 保持 初期化 

MAHR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

MALR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

RFLR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

PSR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

PIPR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TROCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

CDCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

LCCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

CEFCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

FRECR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSFRCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TLFRCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

RFCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

CERCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

CEECR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

MAFCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

APR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

MPR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

PFTCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

PFRCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TPAUSER0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

GECMR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

BCULR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_CTRST H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_FWSLC H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_VTAG0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADSBSY H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_TEN H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 
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略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

TSU_POST1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_POST2 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_POST3 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_POST4 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH2 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH3 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH4 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH5 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH6 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH7 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH8 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH9 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH10 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH11 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH12 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH13 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH14 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH15 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH16 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH17 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH18 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH19 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH20 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH21 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH22 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH23 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH24 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH25 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH26 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH27 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH28 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH29 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH30 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRH31 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 
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略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

TSU_ADRL0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL2 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL3 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL4 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL5 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL6 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL7 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL8 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL9 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL10 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL11 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL12 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL13 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL14 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL15 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL16 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL17 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL18 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL19 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL20 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL21 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL22 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL23 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL24 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL25 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL26 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL27 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL28 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL29 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL30 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TSU_ADRL31 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TXNLCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TXALCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

RXNLCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

RXALCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 
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略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

EDSR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

EDMR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

EDTRR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

EDRRR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

EESR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

EESIPR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TDLAR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TDFAR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TDFXR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TDFFR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

RDLAR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

RDFAR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

RDFXR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

RDFFR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TRSCER0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

RMFCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

TFTR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

FDR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

RMCR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

RPADIR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

FCFTR0 H'001700FF H'001700FF 保持 保持 保持 初期化 

CSMR H'C000001A H'C000001A 保持 保持 保持 初期化 

CSSBM H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

CSSMR H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

RMII_MII H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

【注】 初期化：パワーオンリセット項記載の値となります。 
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24.3.1 ソフトウェアリセットレジスタ（ARSTR） 

ARSTRは、GETHERすべてのブロック（E-MAC、TSUおよび E-DMAC）をリセットします。本レジスタの ARST

ビットに 1を書き込むことにより、GETHERのすべてのブロックに対しソフトウェアリセットが発行されます（外

部バスクロック Bckで 256サイクル間）。ARSTビットにリード動作をすると常に 0が読み出されます。ソフト

ウェアリセットの発行期間中は、GETHERのすべてのブロックに対するレジスタアクセスを禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － ARST

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 ARST 0 R/W ソフトウェアリセット 

本ビットに 1を書き込むと、GETHERのすべてのブロックに対しソフトウェア

リセットが発行されます（外部バスクロック Bckで 256サイクル間）。0を書

き込んでも何も行われません。読み出し時は常に 0が読み出されます。ソフト

ウェアリセットの発行期間中は、GETHERのすべてのブロックに対するレジス

タアクセスを禁止します。また、以下のレジスタは、ソフトウェアリセットで

は初期化されません。 

TSU_ADRH0～TSU_ADRH31、TSU_ADRL0～TSU_ADRL31、TXNLCR0、

TXALCR0、RXNLCR0、RXALCR0 

 



 

24. ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER） 

24-14  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

24.3.2 E-MACモードレジスタ（ECMR） 

ECMRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、GETHERの動作モードを指定するレジスタ

です。通常、本レジスタの設定は、リセット後の初期設定時に行います。 

動作モードの設定は、送信および受信機能が有効な状態で書き換えることを禁止します。動作モードを切り替

える場合には、EDMR内にある SWRTおよび SWRRビットにより、E-MACおよび E-DMACを初期状態に戻して

から再設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R R R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R R R R/W R R R/W R/W R R/W R R/W R/W

－ － － RCSC － DPAD RZPF ZPF PFR RXF TXF

－ － MCT － － － MPDE － － RE TE －

－ － TRCCM － －

ILB － DM PRM

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

26 TRCCM 0 R/W カウンタクリアモード 

カウンタレジスタのクリア方法を設定します。各レジスタの説明を参照してく

ださい。 

0：当該レジスタに、H'11111111を書き込むことで 0クリアされます。 

1：当該レジスタの読み出し時に 0クリアされます。 

25、24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

23 RCSC 0 R/W サムチェック計算 

受信フレームデータ部のサムチェックの自動計算（ハードウェア計算）を行う

かどうかを指定します。 

0：サムチェック自動計算を行いません。 

1：サムチェック自動計算を行います。 

ただし、VLANtagを含むフレームに対するサムチェック自動計算はサポートし

ておりません。詳しくは「24.6.1 イーサネットフレームのサムチェック計算」

を参照してください。 

22 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

21 DPAD 0 R/W データパディング 

0：60バイト未満のデータにパディングを行い、60バイトのデータとして送

信します 

1：60バイト未満のデータにパディングを行わず、そのまま送信します 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

20 RZPF 0 R/W 0TIMEPAUSEフレーム受信 

0：TIMEパラメータ値が 0の PAUSEフレームの受信が無効です 

1：TIMEパラメータ値が 1の PAUSEフレームの受信が有効です 

19 ZPF 0 R/W 0TIMEPAUSEフレーム使用許可／キャリア消失エラー検出許可 

• 0TIMEPAUSEフレーム使用許可（全二重モード時） 

0：TIMEパラメータ値が 0の PAUSEフレーム制御を無効にする 

Timer値の示す時間が経過するまで、次のフレーム送信を行いません。

Timer値の示す時間が 0の PAUSEフレームを受信した場合、PAUSEフ

レームを破棄します。 

1：TIMEパラメータ値が 0の PAUSEフレーム制御を有効にする 

Timer値の示す時間が経過していない状態で、受信 FIFOのデータ量が

FCFTRレジスタ設定値未満になると Timer値が 0の自動 PAUSEフレー

ムを送信します。Timer値の示す時間が 0の PAUSEフレームを受信した

場合、送信待ち状態を解除します。 

• キャリア消失エラー検出許可（半二重モード時） 

0：フレーム送信時、キャリア消失エラーのチェックを行います 

1：フレーム送信時、キャリア消失エラーのチェックを行いません 

EX_TX_ENがハイアクティブになってから ET0_CRS＝1検出までの時間が、

63BT*以下の場合にのみキャリア消失エラー検出を有効に設定することが可

能です。 

EX_TX_ENがハイアクティブになってから ET0_CRS＝1検出までの時間が、

63BT*を超える場合か、ET0_CRS信号のタイミングが不明な場合は本ビット

を 0にしないでください。 

【注】 1BT＝1nS（1000Mbps）、1BT＝10nS（100Mbps）、1BT＝100nS

 （10Mbps） 

18 PFR 0 R/W PAUSEフレーム受信モード 

0：PAUSEフレームを E-DMACに転送しません 

1：PAUSEフレームを E-DMACに転送します 

17 RXF 0 R/W 受信系フロー制御動作モード 

0：PAUSEフレームの検出機能が無効になります 

1：受信時系のフロー制御機能が有効になります 

16 TXF 0 R/W 送信系フロー制御動作モード 

0：送信系のフロー制御機能が無効になります 

（自動 PAUSEフレームは送信されません。） 

1：送信系のフロー制御機能が有効になります 

（必要に応じて自動 PAUSEフレームが送信されます。） 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13 MCT 0 R/W マルチキャストアドレスフレーム受信モード 

0：CAMエントリテーブル 0～31（H/L）レジスタで設定したマルチキャスト

アドレス以外のフレームのみ受信します。ただし、内蔵 CAMエントリテ

ーブル参照が無効になっているときは、マルチキャストアドレスフレーム

をすべて受信します。 

1：CAMエントリテーブル 0～31（H/L）レジスタで設定したマルチキャスト

アドレスのみ受信します。 

12～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

9 MPDE 0 R/W Magic Packet検出許可 

イーサネットからの起動を有効にするため、ハードウェアによるMagic Packet

の検出機能を許可するかしないかの選択を行います。 

0：Magic Packetの検出を許可しません 

1：Magic Packetの検出を許可する 

8、7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

6 RE 0 R/W 受信許可 

本ビットを受信機能有効（RE＝1）から無効（RE＝0）としたときに受信中の

フレームがあれば、当該フレームの受信終了まで受信機能は有効となります。 

0：受信機能を無効にする 

1：受信機能を有効にする 

5 TE 0 R/W 送信許可 

本ビットを送信機能有効（TE＝1）から無効（TE＝0）としたときに送信中のフ

レームがあれば、当該フレームの送信終了まで送信機能は有効となります。 

0：送信機能を無効にする 

1：送信機能を有効にする 

4 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

3 ILB 0 R/W 内部ループバックモード 

GETHER内部でのループバックモードを指定します。 

0：通常のデータ送受信を行う  

1：DM＝1のとき、GETHER内の E-MAC内部でのデータの折り返しを行う 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1 DM 0 R/W デュプレックスモード 

GETHERの転送方式を指示します。 

0：半二重転送方式を指定する 

1：全二重転送方式を指定する 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 PRM 0 R/W プロミスキャスモード 

本ビットを設定すると、すべてのイーサネットフレームを受信することができ

ます。このときすべてのイーサネットフレームとは、宛先アドレス、ブロード

キャストアドレス、マルチキャストビットなどの相違や有無にかかわらず、受

信可能なすべてのフレームを表します。 

0：GETHERは、通常動作を行う 

1：GETHERは、プロミスキャスモード動作を行う 

【注】 TEおよび REビットを除くすべてのビットは、送信機能が無効（TE＝0）かつ受信機能が無効（RE＝0）の状態で書き

換えてください。 

 

24.3.3 E-MACステータスレジスタ（ECSR） 

ECSRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-MAC内のステータスを表示するレジスタ

です。本ステータスは、割り込みによって CPUに通知することが可能です。PFROI、LCHNG、MPD、ICDに 1

を書き込むと、対応するフラグをクリアできます。0を書き込んだ場合は、フラグに影響を与えません。また割り

込みを発生するビットは、ECSIPRの対応するビットによって割り込みを許可または禁止することができます。

PHYIへの 1あるいは 0の書き込みは無効です。 

本ステータスレジスタが要因で発生する割り込みは、E-DMACの EESRレジスタ ECIビットに反映されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － PFROI

－ － － － －

PHYI LCHNG MPD ICD

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 PFROI 0 R/W PAUSEフレーム再送リトライオーバ 

フロー制御を用いる際の PAUSEフレームの再送において、再送回数が PAUSE

フレーム再送回数設定レジスタ（TPAUSER）に設定した再送上限値を超えた

ことを表します。 

0：PAUSEフレーム再送信回数が上限値を超えていない 

1：PAUSEフレーム再送信回数が上限値を超えた 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 PHYI 0 R ET0_PHY-INT割り込み 

PHY-LSIから入力される ET0_PHY-INT端子の状態を示します。 

0：ET0_PHY-INT端子はアサートされていません。 

1：ET0_PHY-INT端子はアサートされています。 

ET0_PHY-INT端子の信号極性は、PIPRレジスタで設定することができます。 

2 LCHNG 0 R/W リンク信号変化 

PHY-LSIから入力される ET0_LINKSTA信号が、ハイレベルからローレベルに

あるいはローレベルからハイレベルに変化したことを表します。ただし、

ET0_LINKSTA機能の端子を選択したタイミングで、信号の変化を検出する場

合があります。 

現在の Link状態を確認するには、PHY部ステータスレジスタ（PSR）の LMON

ビットを参照してください。 

0：ET0_LINKSTA信号の変化を検出していない  

1：ET0_LINKSTA信号の変化（ハイレベル→ローレベルあるいはローレベル

→ハイレベル）を検出した 

1 MPD 0 R/W Magic Packet検出 

回線上からMagic Packetを検出したことを表します。 

0：Magic Packetを検出していない 

1：Magic Packetを検出した 

0 ICD 0 R/W 不正キャリア検出 

回線上で PHY-LSIが不正なキャリアを検出したことを表します。ただし、

PHY-LSIから入力される信号の変化がソフトウェアの認識時間よりも早く変化

するような場合は、正しい情報が得られないことがあります。採用する PHY-LSI

のタイミングを参照してください。 

0：PHY-LSIは、回線上で不正キャリアを検出していない  

1：PHY-LSIは、回線上で不正キャリアを検出した 
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24.3.4 E-MAC割り込み許可レジスタ（ECSIPR） 

ECSIPRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、ECSRによって報告される割り込み要因

の許可を指示します。各ビットは、ECSRのビットに対応する割り込みを許可することができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － PFRO 
IP

－ － － － －

PHYIP LCHN
GIP MPDIP ICDIP

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 PFROIP 0 R/W PAUSEフレーム再送割り込み許可ビット 

0：PFROIの割り込み通知を禁止 

1：PFROIの割り込み通知を許可 

3 PHYIP 0 R/W ET0_PHY-INT端子割り込み許可ビット 

0：PHYIの割り込み通知を禁止 

1：PHYIの割り込み通知を許可 

2 LCHNGIP 0 R/W リンク信号変化割り込み許可ビット 

0：LCHNGの割り込み通知を禁止 

1：LCHNGの割り込み通知を許可 

1 MPDIP 0 R/W Magic Packet検出割り込み許可ビット 

0：MPDの割り込み通知を禁止 

1：MPDの割り込み通知を許可 

0 ICDIP 0 R/W 不正キャリア検出割り込み許可ビット 

0：ICDの割り込み通知を禁止 

1：ICDの割り込み通知を許可 
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24.3.5 PHY部インタフェースレジスタ（PIR） 

PIRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、GMII/MII/RMIIを経由して PHY-LSI内部のレ

ジスタにアクセスする手段を提供します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － MDI

－ － － － －

MDO MMD MDC－

－
 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

3 MDI 不定 R GMII/MII/RMIIマネジメントデータイン 

ET0_MDIO端子のレベルを表します。 

2 MDO 0 R/W GMII/MII/RMIIマネジメントデータアウト 

MMDビットが 1のとき、本ビットに設定された値を ET0_MDIO端子より出力

します。 

1 MMD 0 R/W GMII/MII/RMIIマネジメントモード 

GMII/MII/RMIIとのデータのリード／ライト方向を規定します。 

0：リード方向を規定 

1：ライト方向を規定 

0 MDC 0 R/W GMII/MII/RMIIマネジメントデータクロック 

本ビットに設定された値を ET0_MDC端子より出力し、GMII/MII/RMIIへのマネ

ジメントデータクロックを供給します。GMII/MII/RMIIレジスタへのアクセス方

法については、「24.5.4 MIIレジスタのアクセス方法」を参照してください。 
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24.3.6 MACアドレス上位設定レジスタ（MAHR） 

MAHRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、48ビットのMACアドレスの上位 32ビッ

トを設定します。通常、本レジスタの設定は、リセット後の初期設定時に行います。MACアドレスの設定は、送

信および受信機能が有効な状態で書き換えることを禁止します。EDMRの SWRTおよび SWRRビットにより

E-MACおよび E-DMACを初期状態に戻してから再設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MA[31:16]

MA[47:32]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 MA 

[47:16] 

すべて 0 R/W MACアドレスビット 47～16 

MACアドレスの上位 32ビットを設定します。 

MACアドレスが 01-23-45-67-89-AB（16進数表示）である場合、本レジスタに

は H'01234567を設定します。 
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24.3.7 MACアドレス下位設定レジスタ（MALR） 

MALRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、48ビットのMACアドレスの下位 16ビッ

トを設定します。通常、本レジスタの設定は、リセット後の初期設定時に行います。MACアドレスの設定は、送

信または受信機能が有効な状態で書き換えることを禁止します。EDMRの SWRTおよび SWRRビットにより

E-MACおよび E-DMACを初期状態に戻してから再設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

MA[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 MA[15:0] すべて 0 R/W MACアドレスビット 15～0 

MACアドレスの下位 16ビットを設定します。 

MACアドレスが 01-23-45-67-89-AB（16進数表示）である場合、本レジスタに

は H'000089ABを設定します。 
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24.3.8 受信フレーム長上限レジスタ（RFLR） 

RFLRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、本 LSIが受信することのできる最大フレー

ム長をバイト単位で指定します。本レジスタは、受信機能が有効な状態での書き換えを禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － －－ － － － － RFL[17:16]

RFL[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

17～0 RFL[17:0] すべて 0 R/W 受信フレームデータ長 

ここでのフレームデータは、宛先アドレスから CRCデータまでを含んだ範囲と

なりますが、実際には、宛先アドレスからデータまでがメモリ上に転送されま

す。CRCデータは含まれません。ここで指定された値を超えたデータを受信し

たとき、設定された値を超えた分のデータは破棄されます。 

H'00000～H'005EE：1,518バイト 

H'005EF：1,519バイト 

H'005F0：1,520バイト 

：    ： 

H'007FF：2,047バイト 

H'00800：2,048バイト 

：    ： 

H'01000：4,096バイト 

：    ： 

H'10000：65,536バイト 

：    ： 

H'20000～H'3FFFF：131,072バイト 
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24.3.9 PHY部ステータスレジスタ（PSR） 

PSRは、読み出し専用のレジスタで、PHY-LSIからのインタフェース信号を読み込むことができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － LMON

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 LMON 0 R ET0_LINKSTA端子状態 

ET0_LINKSTA端子にPHY-LSIから出力される Link信号を接続することによっ

て、Link状態を読み込むことができます。極性については、接続する PHY-LSI

の仕様を参照してください。 

 

24.3.10 PHY_INT極性設定レジスタ（PIPR） 

PIPRは、ET0_PHY-INT端子の極性を設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － PHYIP

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 PHYIP 0 R/W ET0_PHY-INT入力端子極性 

0：ET0_PHY-INT端子はローアクティブとする（ローで割り込み状態） 

1：ET0_PHY-INT端子はハイアクティブとする（ハイで割り込み状態） 

極性については、接続する PHY-LSIの仕様を参照してください。 
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24.3.11 送信リトライオーバカウンタレジスタ（TROCR） 

TROCRは、送信時に再送を合わせて 16回の試行で送信できなかったフレーム数を示す 16ビットのカウンタで

す。送信を 16回失敗すると、本レジスタは 1カウントアップします。本レジスタの値が、H'0000FFFFになると

カウントアップを停止します。本レジスタは、ECMR.TRCCM＝1の場合、読み出し時に 0クリアされます。

ECMR.TRCCM＝0の場合、本レジスタへ H'11111111を書き込むことにより 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

TROC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 TROC 

[15:0] 

すべて 0 R/W 送信リトライオーバカウント 

送信時に、再送を合わせて 16回の試行で送信できなかったフレームのカウント

数を表します。 

【注】 本レジスタのカウント値は、カウントアップとカウントクリアが同時の場合、カウントクリアが優先されます。 
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24.3.12 遅延衝突検出カウンタレジスタ（CDCR） 

CDCRは、送信開始以降すべての回線上の衝突回数を示す 16ビットのカウンタで、H'0000FFFFになるとカウ

ントアップを停止します。本レジスタは、ECMR.TRCCM＝1の場合、読み出し時に 0クリアされます。

ECMR.TRCCM＝0の場合、本レジスタへ H'11111111を書き込むことにより 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

COSDC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 COSDC 

[15:0] 

すべて 0 R/W 衝突検出カウント 

送信開始からのすべての衝突の回数を表します。 

【注】 本レジスタのカウント値は、カウントアップとカウントクリアが同時の場合、カウントクリアが優先されます。 

 

24.3.13 キャリア消失カウンタレジスタ（LCCR） 

LCCRは、データの送信中にキャリアが消失した回数を示す 16ビットのカウンタで、H'0000FFFFになるとカウ

ントアップを停止します。本レジスタは、ECMR.TRCCM＝1の場合、読み出し時に 0クリアされます。

ECMR.TRCCM＝0の場合、本レジスタへ H'11111111を書き込むことにより 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

LCC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 LCC[15:0] すべて 0 R/W キャリア消失カウント 

データ送信中にキャリアが消失した回数を表します。 

【注】 本レジスタのカウント値は、カウントアップとカウントクリアが同時の場合、カウントクリアが優先されます。 
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24.3.14 CRCエラーフレーム受信カウンタレジスタ（CEFCR） 

CEFCRは、CRCエラーとなったフレームの受信回数を示す 16ビットのカウンタで、H'0000FFFFになるとカウ

ントアップを停止します。本レジスタは、ECMR.TRCCM＝1の場合、読み出し時に 0クリアされます。

ECMR.TRCCM＝0の場合、本レジスタへ H'11111111を書き込むことにより 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

CEFC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 CEFC 

[15:0] 

すべて 0 R/W CRCエラーフレームカウント 

CRCエラーとなったフレームを受信した回数を表します。 

【注】 本レジスタのカウント値は、カウントアップとカウントクリアが同時の場合、カウントクリアが優先されます。 
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24.3.15 フレーム受信エラーカウンタレジスタ（FRECR） 

FRECRは、PHY-LSIから入力される ET0_RX-ER端子により受信エラーとなったフレームの個数を示す 16ビッ

トのカウンタです。ET0_RX-ER端子がアクティブになるごとに 1カウントアップします。本レジスタの値が

H'0000FFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタは、ECMR.TRCCM＝1の場合、読み出し時に 0

クリアされます。ECMR.TRCCM＝0の場合、本レジスタへ H'11111111を書き込むことにより 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

FREC[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 FREC 

[15:0] 

すべて 0 R/W フレーム受信エラーカウント 

フレームを受信中にエラーとなった回数を表します。 

【注】 本レジスタのカウント値は、カウントアップとカウントクリアが同時の場合、カウントクリアが優先されます。 
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24.3.16 64バイト未満フレーム受信カウンタレジスタ（TSFRCR） 

TSFRCRは、64バイト未満のフレームを受信した回数を示す 16ビットのカウンタです。本レジスタの値が

H'0000FFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタは、ECMR.TRCCM＝1の場合、読み出し時に 0

クリアされます。ECMR.TRCCM＝0の場合、本レジスタへ H'11111111を書き込むことにより 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

TSFC[15:0]

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 TSFC 

[15:0] 

すべて 0 R/W 64バイト未満フレーム受信カウント 

64バイト未満のフレームを受信した回数を表します。 

【注】 本レジスタのカウント値は、カウントアップとカウントクリアが同時の場合、カウントクリアが優先されます。 
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24.3.17 指定バイト超フレーム受信カウンタレジスタ（TLFRCR） 

TLFRCRは、受信フレーム長上限レジスタ（RFLR）で指定した値を超えるフレームを受信した回数を示す 16

ビットのカウンタです。本レジスタの値が H'0000FFFFになるとカウントアップを停止します。端数ビットを含む

フレームを受信した場合は、本レジスタはカウントアップしません。この場合は、端数ビットフレーム受信カウ

ンタレジスタ（RFCR）に反映されます。本レジスタは、ECMR.TRCCM＝1の場合、読み出し時に 0クリアされ

ます。ECMR.TRCCM＝0の場合、本レジスタへ H'11111111を書き込むことにより 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

TLFC[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 TLFC 

[15:0] 

すべて 0 R/W 指定バイト超フレーム受信カウント 

RFLRの値を超えるフレームを受信した回数を表します。 

【注】 本レジスタのカウント値は、カウントアップとカウントクリアが同時の場合、カウントクリアが優先されます。 
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24.3.18 端数ビットフレーム受信カウンタレジスタ（RFCR） 

RFCRは、8ビットに満たない端数ビットデータを含むフレームを受信した回数を示す 16ビットのカウンタで、

H'0000FFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタは、ECMR.TRCCM＝1の場合、読み出し時に 0

クリアされます。ECMR.TRCCM＝0の場合、本レジスタへ H'11111111を書き込むことにより 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

RFC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 RFC[15:0] すべて 0 R/W 端数ビットフレーム受信カウント 

端数ビットデータを含むフレームを受信した回数を表します。 

【注】 本レジスタのカウント値は、カウントアップとカウントクリアが同時の場合、カウントクリアが優先されます。 
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24.3.19 キャリア拡張消失カウンタレジスタ（CERCR） 

CERCRは、キャリア拡張を消失したフレームを受信した回数を示す 16ビットのカウンタで、H'0000FFFFにな

るとカウントアップを停止します。本レジスタは、ECMR.TRCCM＝1の場合、読み出し時に 0クリアされます。

ECMR.TRCCM＝0の場合、本レジスタへ H'11111111を書き込むことにより 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

CERC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 CERC 

[15:0] 

すべて 0 R/W キャリア拡張消失フレーム受信カウント 

キャリア拡張を消失したフレームを受信した回数を表します。 

【注】 本レジスタのカウント値は、カウントアップとカウントクリアが同時の場合、カウントクリアが優先されます。 

 



 

24. ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  24-33 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

24.3.20 キャリア拡張エラーカウンタレジスタ（CEECR） 

CEECRは、キャリア拡張が不正なフレームを受信した回数を示す 16ビットのカウンタで、H'0000FFFFになる

とカウントアップを停止します。本レジスタは、ECMR.TRCCM＝1の場合、読み出し時に 0クリアされます。

ECMR.TRCCM＝0の場合、本レジスタへ H'11111111を書き込むことにより 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

CEEC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 CEEC 

[15:0] 

すべて 0 R/W キャリア拡張エラーカウント 

キャリア拡張が不正なフレームを受信した回数を表します。 

【注】 本レジスタのカウント値は、カウントアップとカウントクリアが同時の場合、カウントクリアが優先されます。 
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24.3.21 マルチキャストアドレスフレーム受信カウンタレジスタ（MAFCR） 

MAFCRは、マルチキャストアドレスを指定するフレームを受信した回数を示す 16ビットのカウンタで、

H'0000FFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタの 0クリア方法は、本レジスタは、ECMR.TRCCM

＝1の場合、読み出し時に 0クリアされます。ECMR.TRCCM＝0の場合、本レジスタへ H'11111111を書き込むこ

とにより 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

MAFC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 MAFC 

[15:0] 

すべて 0 R/W マルチキャストアドレスフレームカウント 

マルチキャストフレームを受信した回数を表します。 

【注】 本レジスタのカウント値は、カウントアップとカウントクリアが同時の場合、カウントクリアが優先されます。 
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24.3.22 自動 PAUSEフレーム設定レジスタ（APR） 

APRは、自動 PAUSEフレームの TIMEパラメータ値を設定します。自動 PAUSEフレームを送信するときに、

このレジスタに設定した値を PAUSEフレームの TIMEパラメータとして使用します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

AP[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 AP[15:0] すべて 0 R/W 自動 PAUSE 

自動 PAUSEフレームの TIMEパラメータ値を設定します。このとき 1ビット

は、512ビット時間を表します。 

送信時のフロー制御機能（PAUSEフレーム送信）を有効とした場合

（ECMR.TXF=1）、本ビットには H'0000以外の値を設定してください。 

H'0000：－ 

H'0001：512×1ビット時間 

H'0002：512×2ビット時間 

：    ： 

H'FFFF：512×65535ビット時間 

【注】ビット時間は、転送速度に応じて以下のようになります。 

1000Mbps時：1ビット時間＝1ns 

100Mbps時：1ビット時間＝10ns 

10Mbps時：1ビット時間＝100ns 
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24.3.23 手動 PAUSEフレーム設定レジスタ（MPR） 

MPRは、手動 PAUSEフレームの TIMEパラメータ値を設定します。手動 PAUSEフレームを送信するときに、

このレジスタに設定した値を PAUSEフレームの TIMEパラメータとして使用します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

MP[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 MP[15:0] すべて 0 R/W 手動 PAUSE 

手動 PAUSEフレームの TIMEパラメータ値を設定します。このとき 1ビット

は、512ビット時間を表します。 

H'0000：－ 

H'0001：512×1ビット時間 

H'0002：512×2ビット時間 

：    ： 

H'FFFF：512×65535ビット時間 

【注】ビット時間は、転送速度に応じて以下のようになります。 

1000Mbps時：1ビット時間＝1ns 

100Mbps時：1ビット時間＝10ns 

10Mbps時：1ビット時間＝100ns 
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24.3.24 自動 PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ（TPAUSER） 

TPAUSERは、自動 PAUSEフレームの再送回数の上限値を設定します。本レジスタは、送信機能が有効な状態

での書き換えを禁止します。本レジスタは、送信機能が有効な状態で書き換えることを禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

TPAUSE[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 TPAUSE 

[15:0] 

すべて 0 R/W 自動 PAUSEフレーム再送回数上限値 

H'0000：再送回数無制限 

H'0001：再送回数は、1回 

：    ： 

H'FFFF：再送回数は、65535回 
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24.3.25 PAUSEフレーム送信カウンタレジスタ（PFTCR） 

PFCTRは、PAUSEフレームを送信した回数を示す 16ビットのカウンタです。本レジスタは、読み出し時に 0

クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

PFTXC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 PFTXC 

[15:0] 

すべて 0 R PAUSEフレーム送信カウント 

自動 PAUSEフレームと手動 PAUSEフレームの送信回数をあわせて表します。 

【注】 本レジスタのカウント値は、カウントアップとカウントクリアが同時の場合、カウントクリアが優先されます。 

 

24.3.26 PAUSEフレーム受信カウンタレジスタ（PFRCR） 

PFCTRは、PAUSEフレームを受信した回数を示す 16ビットのカウンタです。本レジスタは、読み出し時に 0

クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

PFRXC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 PFRXC 

[15:0] 

すべて 0 R PAUSEフレーム受信カウント 

受信時のフロー制御機能有効（ECMR.RXF＝1）時、PAUSEフレームを受信し

た回数を表します。 

【注】 本レジスタのカウント値は、カウントアップとカウントクリアが同時の場合、カウントクリアが優先されます。 
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24.3.27 GETHERモードレジスタ（GECMR） 

GECMRは、GETHERの動作モードを設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－
SPEED

[0]
SPEED

[1] BSE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

2 SPEED[1] 0 R/W 転送速度 

SPEED[0]ビットとの組み合わせで、転送速度を設定します。SPEED[0]ビット

を参照してください。 

1 BSE 0 R/W バースト転送許可 

0：バースト転送を行いません。 

1：転送速度が 1Gbpsで、半二重転送モード（ECMR.DM=0）時、バースト

転送を行います。 

0 SPEED[0] 0 R/W 転送速度 

転送速度を、SPEED[1]と SPEED[0]ビットとの組み合わせで指定します。 

SPEED[1:0] 

00：10Mbps転送 

01：1Gbps転送 

10：100Mbps転送 

11：設定禁止 

 

24.3.28 バーストサイクル回数上限設定レジスタ（BCULR） 

BCULRは、バーストサイクル回数の上限値を設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － －

－ － － － －

BSTLMT[11:0]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11～0 BSTLMT 

[11:0] 

すべて 0 R/W バーストサイクル上限値 

バーストサイクルの上限値を設定します。バーストタイマが本レジスタの設定

値を超えるとバースト転送を終了します。フレームの転送中に、バーストタイ

マが本レジスタの設定値を超えたとき、転送中のフレームの転送終了を待って

バースト転送を終了します。 

H'000～H'100：バーストサイクル数は、256サイクル 

H'101：バーストサイクル数は、257サイクル 

：    ： 

H'FFE：バーストサイクル数は、4094サイクル 

H'FFF：バーストサイクル数は、4095サイクル 

【注】 1サイクル＝32nsです。 

 

24.3.29 TSUカウンタリセットレジスタ（TSU_CTRST） 

TSU_CTRSTは、送信、受信、および転送フレーム数カウンタを 0にクリアします。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － CTRST － － － －

－ － － － －

－ － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

8 CTRST 0 R/W TSUカウンタリセット 

本ビットに 1を書き込むと、TXNLCR0、TXALCR0、RXNLCR0、RXALCR0の

各レジスタの値が 0にクリアされます。0書き込みしても何も行われません。

読み出すと常に 0が読み出されます。 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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24.3.30 転送機能設定レジスタ（共通）（TSU_FWSLC） 

CAMを使用する場合は、TSU_POST1～TSU_POST4レジスタにより、CAMエントリテーブル中の参照する部

分（一部または全部）を指定することができます。TSU_FWSLCは、TSU_POST1～TSU_POST4レジスタによる

設定のイネーブルを設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － －

－ －
POST
ENL － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － －
POST
ENU

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

13 POSTENU 0 R/W CAMエントリテーブル 0～15の POSTフィールド設定（TSU_POST1および

TSU_POST2レジスタによる設定）を有効にします。 

0：POSTフィールド設定無効 

1：POSTフィールド設定有効（CAMエントリテーブル参照条件は、POST

フィールド設定に従う） 

12 POSTENL 0 R/W CAMエントリテーブル 16～31の POSTフィールド設定（TSU_POST3および

TSU_POST4レジスタによる設定）を有効にします。 

0：POSTフィールド設定無効 

1：POSTフィールド設定有効（CAMエントリテーブル参照条件は、POST

フィールド設定に従う） 

11～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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24.3.31 VLANtag設定レジスタ（TSU_VTAG0） 

TSU_VTAG0は、受信動作で、VLAN番号によるフレームの受信／破棄判定機能を有効にするか、また、その

ときの VLAN番号を設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － －

－ － － －

－ － － － －VTAG
0

VID0[11:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 VTAG0 0 R/W 0系 VLANtag判定機能 

0：VLAN番号によるフレームの受信／破棄判定機能を無効にします 

1：VLAN番号によるフレームの受信／破棄判定機能を有効にします 

30～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11～0 VID0 すべて 0 R/W V-LAN ID設定（VID） 

受信フレームの受信する VLAN番号を設定します。 
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24.3.32 CAMエントリテーブル設定ビジーレジスタ（TSU_ADSBSY） 

CAMエントリテーブルレジスタ（TSU_ADRH0～TSU_ADRH31、TSU_ADRL0～TSU_ADRL31）をレジスタ書

き込みで設定すると、本レジスタの ADSBSYビットが 1にセットされます（TSU内部で CAMエントリテーブル

レジスタの内容を CAM制御部へ反映させる作業が完了すると、ADSBSYビットは自動的に 0に復帰します）。

本レジスタの ADSBSYビットが 1にセットされている期間は、TSU_ADRH0～TSU_ADRH31および TSU_ADRL0

～TSU_ADRL31へのアクセスを禁止します。本レジスタは、読み出し専用のステータスレジスタです。書き込み

は禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － －
ADS
BSY

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み動作は禁止します。 

0 ADSBSY 0 R CAMエントリテーブル設定ビジー 

TSU_ADRH0～TSU_ADRH31および TSU_ADRL0～TSU_ADRL31をレジスタ

ライトで設定すると、1にセットされます。TSU内部で CAMエントリテーブ

ルレジスタの内容を CAM制御部へ反映させる作業が完了すると、ADSBSYビ

ットは自動的に 0に復帰します。本ビットが 1にセットされている期間は、

TSU_ADRH0～TSU_ADRH31および TSU_ADRL0～TSU_ADRL31へのアクセ

スを禁止します。本レジスタへの書き込み動作は、禁止します。 
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24.3.33 CAMエントリテーブルイネーブル設定レジスタ（TSU_TEN） 

TSU_TENは、TSU_ADRH0～TSU_ADRH31および TSU_ADRL0～TSU_ADRL31の有効または無効を設定する

レジスタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TEN0 TEN1 TEN2 TEN8 TEN9 TEN10 TEN11 TEN12 TEN13 TEN14 TEN15

TEN16 TEN17 TEN18 TEN19 TEN20 TEN21 TEN22 TEN23 TEN24 TEN25 TEN26 TEN27

TEN3 TEN4 TEN5 TEN6 TEN7

TEN28 TEN29 TEN30 TEN31

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 TEN0 0 R/W CAMエントリテーブル 0（TSU_ADRH0、TSU_ADRL0）設定 

0：無効 

1：有効 

30 TEN1 0 R/W CAMエントリテーブル 1（TSU_ADRH1、TSU_ADRL1）設定 

0：無効 

1：有効 

29 TEN2 0 R/W CAMエントリテーブル 2（TSU_ADRH2、TSU_ADRL2）設定 

0：無効 

1：有効 

28 TEN3 0 R/W CAMエントリテーブル 3（TSU_ADRH3、TSU_ADRL3）設定 

0：無効 

1：有効 

27 TEN4 0 R/W CAMエントリテーブル 4（TSU_ADRH4、TSU_ADRL4）設定 

0：無効 

1：有効 

26 TEN5 0 R/W CAMエントリテーブル 5（TSU_ADRH5、TSU_ADRL5）設定 

0：無効 

1：有効 

25 TEN6 0 R/W CAMエントリテーブル 6（TSU_ADRH6、TSU_ADRL6）設定 

0：無効 

1：有効 

24 TEN7 0 R/W CAMエントリテーブル 7（TSU_ADRH7、TSU_ADRL7）設定 

0：無効 

1：有効 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23 TEN8 0 R/W CAMエントリテーブル 8（TSU_ADRH8、TSU_ADRL8）設定 

0：無効 

1：有効 

22 TEN9 0 R/W CAMエントリテーブル 9（TSU_ADRH9、TSU_ADRL9）設定 

0：無効 

1：有効 

21 TEN10 0 R/W CAMエントリテーブル 10（TSU_ADRH10、TSU_ADRL10）設定 

0：無効 

1：有効 

20 TEN11 0 R/W CAMエントリテーブル 11（TSU_ADRH11、TSU_ADRL11）設定 

0：無効 

1：有効 

19 TEN12 0 R/W CAMエントリテーブル 12（TSU_ADRH12、TSU_ADRL12）設定 

0：無効 

1：有効 

18 TEN13 0 R/W CAMエントリテーブル 13（TSU_ADRH13、TSU_ADRL13）設定 

0：無効 

1：有効 

17 TEN14 0 R/W CAMエントリテーブル 14（TSU_ADRH14、TSU_ADRL14）設定 

0：無効 

1：有効 

16 TEN15 0 R/W CAMエントリテーブル 15（TSU_ADRH15、TSU_ADRL15）設定 

0：無効 

1：有効 

15 TEN16 0 R/W CAMエントリテーブル 16（TSU_ADRH16、TSU_ADRL16）設定 

0：無効 

1：有効 

14 TEN17 0 R/W CAMエントリテーブル 17（TSU_ADRH17、TSU_ADRL17）設定 

0：無効 

1：有効 

13 TEN18 0 R/W CAMエントリテーブル 18（TSU_ADRH18、TSU_ADRL18）設定 

0：無効 

1：有効 

12 TEN19 0 R/W CAMエントリテーブル 19（TSU_ADRH19、TSU_ADRL19）設定 

0：無効 

1：有効 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11 TEN20 0 R/W CAMエントリテーブル 20（TSU_ADRH20、TSU_ADRL20）設定 

0：無効 

1：有効 

10 TEN21 0 R/W CAMエントリテーブル 21（TSU_ADRH21、TSU_ADRL21）設定 

0：無効 

1：有効 

9 TEN22 0 R/W CAMエントリテーブル 22（TSU_ADRH22、TSU_ADRL22）設定 

0：無効 

1：有効 

8 TEN23 0 R/W CAMエントリテーブル 23（TSU_ADRH23、TSU_ADRL23）設定 

0：無効 

1：有効 

7 TEN24 0 R/W CAMエントリテーブル 24（TSU_ADRH24、TSU_ADRL24）設定 

0：無効 

1：有効 

6 TEN25 0 R/W CAMエントリテーブル 25（TSU_ADRH25、TSU_ADRL25）設定 

0：無効 

1：有効 

5 TEN26 0 R/W CAMエントリテーブル 26（TSU_ADRH26、TSU_ADRL26）設定 

0：無効 

1：有効 

4 TEN27 0 R/W CAMエントリテーブル 27（TSU_ADRH27、TSU_ADRL27）設定 

0：無効 

1：有効 

3 TEN28 0 R/W CAMエントリテーブル 28（TSU_ADRH28、TSU_ADRL28）設定 

0：無効 

1：有効 

2 TEN29 0 R/W CAMエントリテーブル 29（TSU_ADRH29、TSU_ADRL29）設定 

0：無効 

1：有効 

1 TEN30 0 R/W CAMエントリテーブル 30（TSU_ADRH30、TSU_ADRL30）設定 

0：無効 

1：有効 

0 TEN31 0 R/W CAMエントリテーブル 31（TSU_ADRH31、TSU_ADRL31）設定 

0：無効 

1：有効 
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24.3.34 CAMエントリテーブル POST設定 1レジスタ（TSU_POST1） 

CAMを使用する場合は、TSU_POST1～TSU_POST4レジスタにより、各 CAMエントリテーブルごとにそのエ

ントリテーブルを参照する条件を指定することができます。TSU_POST1は、TSU_ADRH0～TSU_ADRH7および

TSU_ADRL0～TSU_ADRL7を参照する条件を指定します。本レジスタの設定は、TSU_FWSLCの POSTENUビッ

トが 1のとき有効になります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R

POST0 － － POST2 － － － POST3 － － －

POST4 － － － POST5 － － － POST6 － － －

－ POST1 － － －

POST7 － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 POST0 0 R/W CAMエントリテーブル 0を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST0：受信時に CAMエントリテーブル 0を参照 

30～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

27 POST1 0 R/W CAMエントリテーブル 1を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST1：受信時に CAMエントリテーブル 1を参照 

26～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

23 POST2 0 R/W CAMエントリテーブル 2を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST2：受信時に CAMエントリテーブル 2を参照 

22～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

19 POST3 0 R/W CAMエントリテーブル 3を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST3：受信時に CAMエントリテーブル 3を参照 

18～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15 POST4 0 R/W CAMエントリテーブル 4を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST4：受信時に CAMエントリテーブル 4を参照 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11 POST5 0 R/W CAMエントリテーブル 5を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST5：受信時に CAMエントリテーブル 5を参照 

10～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7 POST6 0 R/W CAMエントリテーブル 6を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST6：受信時に CAMエントリテーブル 6を参照 

6～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

3 POST7 0 R/W CAMエントリテーブル 7を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST7：受信時に CAMエントリテーブル 7を参照 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

 

24.3.35 CAMエントリテーブル POST設定 2レジスタ（TSU_POST2） 

CAMを使用する場合は、TSU_POST1～TSU_POST4レジスタにより、各 CAMエントリテーブルごとにそのエ

ントリテーブルを参照する条件を指定することができます。TSU_POST2は、TSU_ADRH8～TSU_ADRH15および

TSU_ADRL8～TSU_ADRL15を参照する条件を指定します。本レジスタの設定は、TSU_FWSLCの POSTENUビ

ットが 1のとき有効になります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R

POST8 － － POST10 － － － POST11 － － －

POST12 － － － POST13 － － － POST14 － － －

－ POST9 － － －

POST15 － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 POST8 0 R/W CAMエントリテーブル 8を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST8：受信時に CAMエントリテーブル 8を参照 

30～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

27 POST9 0 R/W CAMエントリテーブル 9を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST9：受信時に CAMエントリテーブル 9を参照 

26～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

23 POST10 0 R/W CAMエントリテーブル 10を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST10：受信時に CAMエントリテーブル 10を参照 

22～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

19 POST11 0 R/W CAMエントリテーブル 11を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST11：受信時に CAMエントリテーブル 11を参照 

18～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15 POST12 0 R/W CAMエントリテーブル 12を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST12：受信時に CAMエントリテーブル 12を参照 

14～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11 POST13 0 R/W CAMエントリテーブル 13を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST13：受信時に CAMエントリテーブル 13を参照 

10～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7 POST14 0 R/W CAMエントリテーブル 14を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST14：受信時に CAMエントリテーブル 14を参照 

6～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

3 POST15 0 R/W CAMエントリテーブル 15を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST15：受信時に CAMエントリテーブル 15を参照 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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24.3.36 CAMエントリテーブル POST設定 3レジスタ（TSU_POST3） 

CAMを使用する場合は、TSU_POST1～TSU_POST4レジスタにより、各 CAMエントリテーブルごとにそのエ

ントリテーブルを参照する条件を指定することができます。TSU_POST3は、TSU_ADRH16～TSU_ADRH23およ

び TSU_ADRL16～TSU_ADRL23を参照する条件を指定します。本レジスタの設定は、TSU_FWSLCの POSTENL

ビットが 1のとき有効になります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R

POST16 － － POST18 － － － POST19 － － －

POST20 － － － POST21 － － － POST22 － － －

－ POST17 － － －

POST23 － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 POST16 0 R/W CAMエントリテーブル 16を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST16：受信時に CAMエントリテーブル 16を参照 

30～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

27 POST17 0 R/W CAMエントリテーブル 17を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST17：受信時に CAMエントリテーブル 17を参照 

26～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

23 POST18 0 R/W CAMエントリテーブル 18を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST18：受信時に CAMエントリテーブル 18を参照 

22～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

19 POST19 0 R/W CAMエントリテーブル 19を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST19：受信時に CAMエントリテーブル 19を参照 

18～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15 POST20 0 R/W CAMエントリテーブル 20を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST20：受信時に CAMエントリテーブル 20を参照 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11 POST21 0 R/W CAMエントリテーブル 21を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST21：受信時に CAMエントリテーブル 21を参照 

10～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7 POST22 0 R/W CAMエントリテーブル 22を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST22：受信時に CAMエントリテーブル 22を参照 

6～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

3 POST23 0 R/W CAMエントリテーブル 23を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST23：受信時に CAMエントリテーブル 23を参照 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

 

24.3.37 CAMエントリテーブル POST設定 4レジスタ（TSU_POST4） 

CAMを使用する場合は、TSU_POST1～TSU_POST4レジスタにより、各 CAMエントリテーブルごとにそのエ

ントリテーブルを参照する条件を指定することができます。TSU_POST4は、TSU_ADRH24～TSU_ADRH31およ

び TSU_ADRL24～TSU_ADRL31を参照する条件を指定します。本レジスタの設定は、TSU_FWSLCの POSTENL

ビットが 1のとき有効になります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R

POST24 － － POST26 － － － POST27 － － －

POST28 － － － POST29 － － － POST30 － － －

－ POST25 － － －

POST31 － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 POST24 0 R/W CAMエントリテーブル 24を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST24：受信時に CAMエントリテーブル 24を参照 

30～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

27 POST25 0 R/W CAMエントリテーブル 25を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST25：受信時に CAMエントリテーブル 25を参照 

26～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

23 POST26 0 R/W CAMエントリテーブル 26を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST26：受信時に CAMエントリテーブル 26を参照 

22～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

19 POST27 0 R/W CAMエントリテーブル 27を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST27：受信時に CAMエントリテーブル 27を参照 

18～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15 POST28 0 R/W CAMエントリテーブル 28を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST28：受信時に CAMエントリテーブル 28を参照 

14～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11 POST29 0 R/W CAMエントリテーブル 29を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST29：受信時に CAMエントリテーブル 29を参照 

10～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7 POST30 0 R/W CAMエントリテーブル 30を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST30：受信時に CAMエントリテーブル 30を参照 

6～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

3 POST31 0 R/W CAMエントリテーブル 31を参照する条件を設定します。 

1にセットすることにより、条件を選択することが可能です。 

POST31：受信時に CAMエントリテーブル 31を参照 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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24.3.38 CAMエントリテーブル 0～31Hレジスタ（TSU_ADRH0～TSU_ADRH31） 

TSU_ADRH0～TSU_ADRH31は、受信または転送の際に CAMに参照されるエントリテーブルです。本レジス

タでは 48ビットのMACアドレスの上位 32ビットを設定します。最大 32エントリのMACアドレスを登録する

ことができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ADRHn[15:0]（n:0～31）

ADRHn[31:16]（n:0～31）

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 ADRHn 

[31:0] 

(n：0～31) 

すべて 0 R/W MACアドレスビット 

MACアドレスの上位 32ビットを設定します。 

MACアドレスが 01-23-45-67-89-AB（16進数表示）である場合、本レジスタに

は H'01234567を設定します。 

【注】 CAMエントリテーブルは下記の手順に従って設定してください。 

 1. TSU_ADSBSYの ADSBSYビットが 0であることを確認します。 

 2. TSU_ADRH0～TSU_ADRH31により、MACアドレスの上位 32ビットを設定します。 

 3. TSU_ADRL0～TSU_ADRL31により、MACアドレスの下位 16ビットを設定します。 
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24.3.39 CAMエントリテーブル 0～31Lレジスタ（TSU_ADRL0～TSU_ADRL31） 

TSU_ADRL0～TSU_ADRL31は、受信または転送の際に CAMに参照されるエントリテーブルです。本レジスタ

では 48ビットのMACアドレスの下位 16ビットを設定します。最大 32エントリのMACアドレスを登録するこ

とができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

ADRLn[15:0]（n:0～31）

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 ADRLn15～

ADRLn0 

(n：0～31) 

すべて 0 R/W MACアドレスビット 

MACアドレスの下位 16ビットを設定します。 

MACアドレスが 01-23-45-67-89-AB（16進数表示）である場合、本レジスタに

は H'000089ABを設定します。 

【注】 CAMエントリテーブルは下記の手順に従って設定してください。 

 1. TSU_ADSBSYの ADSBSYビットが 0であることを確認します。 

 2. TSU_ADRH0～TSU_ADRH31により、MACアドレスの上位 32ビットを設定します。 

 3. TSU_ADRL0～TSU_ADRL31により、MACアドレスの下位 16ビットを設定します。 
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24.3.40 送信フレーム数カウンタレジスタ（正常送信のみ）（TXNLCR0） 

TXNLCR0は、E-MACにて正常に送信が完了したフレーム数を示す 32ビットのカウンタです。値が H'FFFFFFFF

になるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によってカウンタの値は、0にクリアされます。

本レジスタへの書き込みはできません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

NTC0[15:0]

NCT0[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 NTC0[31:0] すべて 0 R 送信フレームカウンタビット 

正常に送信が完了したフレームのカウント数を表します。 

【注】 本レジスタのカウント値は、カウントアップとカウントクリアが同時の場合、カウントクリアが優先されます。 

 

24.3.41 送信フレーム数カウンタレジスタ（正常および障害発生を含むすべて）

（TXALCR0） 

TXALCR0は、E-MACにて障害が発生した送信フレーム数を含んだ送信フレーム数を示す 32ビットのカウンタ

です。値が H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によってカウンタの

値は、0にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

TC0[15:0]

TC0[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TC0[31:0] すべて 0 R 送信フレームカウンタビット 

正常に送信された送信フレームおよび障害が発生した送信フレームのカウント

数を表します。 

【注】 本レジスタのカウント値は、カウントアップとカウントクリアが同時の場合、カウントクリアが優先されます。 
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24.3.42 受信フレーム数カウンタレジスタ（正常受信のみ）（RXNLCR0） 

RXNLCR0は、E-MACにて正常に受信が完了したフレーム数を示す 32ビットのカウンタです。値が H'FFFFFFFF

になるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によってカウンタの値は、0にクリアされます。

本レジスタへの書き込みはできません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

NRC0[15:0]

NRC0[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 NRC0[31:0] すべて 0 R 受信フレームカウンタビット 

正常に受信が完了したフレームのカウント数を表します。 

【注】 本レジスタのカウント値は、カウントアップとカウントクリアが同時の場合、カウントクリアが優先されます。 

 

24.3.43 受信フレーム数カウンタレジスタ（正常および障害発生を含むすべて）

（RXALCR0） 

RXALCR0は、E-MACにて障害が発生した送信フレーム数を含んだ送信フレーム数を示す 32ビットのカウンタ

です。値が H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によってカウンタの

値は、0にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

RC0[15:0]

RC0[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RC0[31:0] すべて 0 R 受信フレームカウンタビット 

正常に受信された受信フレームおよび障害が発生した受信フレームのカウント

数を表します。 

【注】 本レジスタのカウント値は、カウントアップとカウントクリアが同時の場合、カウントクリアが優先されます。 
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24.3.44 E-DMAC起動レジスタ（EDSR） 

EDSRは、E-DMACの送信部、受信部の起動を指定します。本レジスタは書き込みのみ可能で読み出しは無効

です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R W W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － ENT ENR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1 ENT 0 W E-DMAC送信部起動 

0：E-DMAC送信部を停止します。 

1：E-DMAC送信部を起動します。 

0 ENR 0 W E-DMAC受信部起動 

0：E-DMAC受信部を停止します。 

1：E-DMAC受信部を起動します。 
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24.3.45 E-DMACモードレジスタ（EDMR） 

EDMRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-DMACのリセット指示および送受信デ

ィスクリプタ長を指定します。本レジスタの設定は、送信機能、受信機能が有効になる前（EDTRRの TRビット

または、EDRRRの RRビットを 1とする以前）に行います。ただし、SWRRと SWRTビットは、送信機能、受信

機能が有効になった後でも書き込むことが可能です。データ送信中に本レジスタによってソフトウェアリセット

を実行すると、回線上に異常データを送出する可能性があります。本レジスタによる送受信ディスクリプタ長の

指定、TDLAR、RDLAR等の設定値、ECMR（E-MACモードレジスタ）の設定値、他 E-DMAC、E-MACの動作

に関わるレジスタ設定値を変更するには、本レジスタのソフトウェアリセットを実行後設定します。 

本レジスタのソフトウェアリセットを実行する場合は、必ず、SWRTビットと SWRRビットに同時に 1を書き

込んでください。SWRTビットと SWRRビットに 1をライトすることにより E-DMACの TDLAR、RDLAR、RMFCR

を除く E-DMACの各レジスタと、E-MACの各レジスタを初期化することができます。TSUのレジスタ（レジス

タ名が TSU_で始まるレジスタ）は初期化されません。EDMR0の SWRTおよび SWRRビットでは E-DMACと

E-MAC関係の各レジスタが初期化されます。なお、ソフトウェアリセットの発行期間中（内部バスクロック Bck

で 64サイクル間）は、イーサネット関係のすべてのモジュールに対するレジスタアクセスを禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R/W R/W R/W R R R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － DE DL[1:0]

－ － － － －

－ － SWRT SWRR

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

6 DE 0 R/W 送受信フレームエンディアン 

送受信 FIFO・送受信バッファ間のフレームデータ DMA転送時のエンディアン

を設定します。 

0：ビッグエンディアンモード（ロングワードアクセス） 

1：リトルエンディアンモード（ロングワードアクセス） 

5、4 DL[1:0] 00 R/W 送受信ディスクリプタ長 

ディスクリプタ長を指定します（「24.4.1 ディスクリプタとディスクリプタ

リスト」参照）。 

00：16バイト 

01：32バイト 

10：64バイト 

11：リザーブ（設定不可） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1 SWRT 0 R/W 送信 FIFO制御部ソフトウェアリセット 

［書き込み時］ 

0：無効 

1：ソフトウェアリセット起動 

［読み出し時］ 

0：ソフトウェアリセット未実行（あるいは完了） 

1：ソフトウェアリセット実行中 

0 SWRR 0 R/W 受信 FIFO制御部ソフトウェアリセット 

［書き込み時］ 

0：無効 

1：ソフトウェアリセット起動 

［読み出し時］ 

0：ソフトウェアリセット未実行（あるいは完了） 

1：ソフトウェアリセット実行中 
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24.3.46 E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR） 

EDTRRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-DMACに送信指示を行います。本レジ

スタの TRビットに 11を書き込んだ後、E-DMACは TDLARに指示されているアドレスの送信ディスクリプタを

読み込みます。この送信ディスクリプタの TACTビットが 1（有効）であれば、E-DMACによる送信 DMA転送

が開始します。以降、最初の送信ディスクリプタによる DMA転送が完了すると、E-DMACは次の送信ディスク

リプタを読み込み TACTビットが有効であれば、送信 DMA動作を継続します。また、送信ディスクリプタの TACT

ビットが 0（無効）の場合は、TRビットをクリアして送信 DMACの動作を停止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － TR[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1、0 TR 00 R/W 送信要求 

00、01、10：送信停止状態 

00、01、あるいは 10を書き込んだ場合、E-DMACは、現在処理中の送

信ディスクリプタの DMA転送を終了し、その次の送信ディスクリプタを

読み込んだ後に、TRビットをクリアします（それまでに検出した有効な

送信ディスクリプタに対してはライトバックまで完了させます）。 

また、E-DMACは、送信ディスクリプタの枯渇あるいは送信完了を検出

した場合、TRビットをクリアします（それまでに検出した有効な送信デ

ィスクリプタに対してはライトバックまで完了させます）。 

11：E-DMACによる送信 DMA動作中 

11を書き込んだ後は、E-DMACは送信ディスクリプタの読み込みを開始

します。 
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24.3.47 E-DMAC受信要求レジスタ（EDRRR） 

EDRRRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-DMACに受信指示を行います。本レジ

スタの RRビットに 1を書き込んだ後、E-DMACは RDLARに指示されているアドレスの受信ディスクリプタを

読み込みます。この受信ディスクリプタの RACTビットが 1（有効）で受信 FIFOに受信したフレームがあれば、

E-DMACによる受信 DMA転送が開始します。以降、最初の受信ディスクリプタによる DMA転送が完了すると、

E-DMACは次の受信ディスクリプタを読み込み RACTビットが有効であれば、受信 DMA動作を継続します。た

だし、受信 FIFOに受信データがない場合には、E-DMACは受信 DMA動作を待機状態にします。また、受信ディ

スクリプタの RACTビットが 0（無効）の場合は、RRビットをクリアして受信 DMACの動作を停止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － RR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 RR 0 R/W 受信要求 

0：受信機能を無効にする* 

0を書き込んだ場合、E-DMACは、1フレームの DMA転送を終了した時

点で受信機能を停止し、RRビットをクリアします。 

また、受信ディスクリプタの枯渇を検出した場合、E-DMACは、RRビッ

トをクリアします。 

1：受信ディスクリプタを読み込み、E-DMAC受信可能状態となる 

【注】 * フレームの受信中に受信機能を無効にした場合、受信ディスクリプタのライトバックが正常に動作せず、以降の受

信ディスクリプタの読み込みポインタが異常となるため、E-DMACは正常な動作ができなくなります。この場合、

再度 E-DMACを受信可能状態とするためには、EDMR0の SWRTおよび SWRRビットによりソフトウェアリセッ

トを実行してください。E-DMACをソフトウェアリセットせずに受信機能を無効とするには、ECMR0の REビット

により受信機能を無効とします。次に、E-DMACの受信が完了し受信ディスクリプタのライトバックが確認できた

後、本レジスタの受信機能を無効にしてください。 
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24.3.48 送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（TDLAR） 

TDLARは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、送信ディスクリプタリストの先頭アドレ

スを設定します。各ディスクリプタは、EDMRの DLビットで示すディスクリプタ長に合致する境界構成としま

す。送信中に本レジスタを書き換えることは、禁止します。本レジスタの書き換えは、E-DMAC送信要求レジス

タ（EDTRR）の TRビット（＝00）による送信停止状態で行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TDLA[15:0]

TDLA[31:15]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TDLA[31:0] すべて 0 R/W 送信ディスクリプタの先頭アドレス 

指定したディスクリプタ長によって下位ビットを以下のように設定します。 

16バイトバウンダリ：TDLA[3:0]＝0000 

32バイトバウンダリ：TDLA[4:0]＝00000 

64バイトバウンダリ：TDLA[5:0]＝000000 

 

24.3.49 受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（RDLAR） 

RDLARは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、受信ディスクリプタリストの先頭アドレ

スを設定します。各ディスクリプタは、EDMRの DLビットで示すディスクリプタ長に合致する境界構成としま

す。受信中に本レジスタを書き換えることは禁止します。本レジスタの書き換えは、E-DMAC受信要求レジスタ

（EDRRR）の RRビット（＝0）による受信停止状態で行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

RDLA[15:0]

RDLA[31:15]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RDLA 

[31:0] 

すべて 0 R/W 受信ディスクリプタの先頭アドレス 

指定したディスクリプタ長によって下位ビットを以下のように設定します。 

16バイトバウンダリ：RDLA[3:0]＝0000 

32バイトバウンダリ：RDLA[4:0]＝00000 

64バイトバウンダリ：RDLA[5:0]＝000000 

 

24.3.50 E-MAC/E-DMACステータスレジスタ（EESR） 

EESRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-MACと E-DMACを合わせた通信ステー

タスを表示します。本レジスタは、割り込み要因として報告されます。各ビットは、1を書き込むことでクリアさ

れます（ただし、ビット 22（ECI）はリード専用で、1を書き込んでもクリアされません）。0を書き込んでも、

各ビットの状態には影響しません。各割り込み要因は E-MAC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ

（EESIPR）の当該ビットによってマスクすることが可能です。 

本ステータスレジスタが要因で発生する割り込みは、GEINT0となります。割り込みの優先順位については、「第

7章 割り込みコントローラ（INTC、INTC2）」の「7.3.2 割り込み要因」を参照ください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TWB[1:0] TC[1] － ECI TC[0] TDE TFUF FR RDE RFE

－ － － － CEEFDLC CD TRO RMAF－ RRF

TUC ROC TABT RABT RFCOF

RTLF RTSF PRE CERFCELF

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 TWB[1:0] 00 R/W ライトバック完了 

フレーム送信完了後の E-DMACからの当該ディスクリプタへのライトバック

が完了したことを示します。本動作は、送信フレームの最後を含む送信ディス

クリプタの TWBIビットが 1にセットされているときのみ有効です。 

00：ライトバック未完了または送信未指示 

11：ライトバック完了 

その他：無効 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

29 TC[1] 0 R/W フレーム送信完了 

TC[0]ビットとの組み合わせで、送信ディスクリプタによって指定されたデータ

をすべて E-MAC部から送信したことを示します。1フレーム／1ディスクリプ

タでは、1フレームの送信が完了し次のディスクリプタ内の送信ディスクリプ

タ有効ビット（TACT）がセットされていなかった場合、また 1フレーム／複

数ディスクリプタであるマルチバッファフレーム処理ではフレーム最後のデー

タを送信し、次のディスクリプタ内の送信ディスクリプタ有効ビット（TACT）

がセットされていなかった場合に送信完了とみなし、本ビットが 1となります。

フレーム送信完了後は、E-DMACは送信状態を当該ディスクリプタにライトバ

ックします。 

TC[1:0] 

00：送信未完了または送信未指示 

11：送信完了 

その他：無効 

28 TUC 0 R/W 送信アンダフローフレームライトバック完了 

0：送信アンダフローを起こしたフレームのライトバックが完了していない 

1：送信アンダフローを起こしたフレームのライトバックが完了した 

27 ROC 0 R/W 受信オーバフローフレームライトバック完了 

0：受信アンダフローを起こしたフレームのライトバックが完了していない 

1：受信アンダフローを起こしたフレームのライトバックが完了した 

26 TABT 0 R/W 送信中断検出 

フレーム送信時、障害等により E-MACがフレーム送信を中断したことを示し

ます。 

0：フレーム送信中断未発生または送信未指示 

1：フレーム送信中断発生 

25 RABT 0 R/W 受信中断検出 

フレーム受信時、障害等により E-MACがフレーム受信を中断したことを示し

ます。 

0：フレーム受信中断未発生または受信未指示 

1：フレーム受信中断発生 

24 RFCOF 0 R/W 受信フレームカウンタオーバフロー 

受信 FIFO内のフレームカウンタがオーバフローしたことを示します。 

0：受信フレームカウンタがオーバフローしていない 

1：受信フレームカウンタがオーバフローした 

23 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

22 ECI 0 R E-MACステータスレジスタ要因 

本ビットは、リード専用です。ECSRの要因がクリアされると、本ビットもク

リアされます。 

0：E-MACステータス割り込み要因未検出 

1：E-MACステータス割り込み要因検出 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

21 TC[0] 0 R/W フレーム送信完了 

TC[1]ビットとの組み合わせで、送信ディスクリプタによって指定されたデータ

をすべて E-MAC部から送信したことを示します。詳しくは、TC[1]ビットの説

明を参照してください。 

20 TDE 0 R/W 送信ディスクリプタ枯渇 

1フレーム／複数ディスクリプタであるマルチバッファフレーム処理で前ディ

スクリプタがフレームの最終でない場合は、E-DMACが送信ディスクリプタを

読み込んだときに、ディスクリプタ内の送信ディスクリプタ有効ビット（TACT）

がセットされていなかったことを示します。結果として不完全なフレームを送

出する場合があります。 

0：送信ディスクリプタ有効ビット TACT＝1を検出 

1：送信ディスクリプタ有効ビット TACT＝0を検出 

送信ディスクリプタ枯渇（TDE＝1）が発生した場合は、ソフトウェアリセット

してから送信起動をかけてください。このとき、送信ディスクリプタリスト先

頭アドレスレジスタ（TDLAR）に格納されているアドレスからの開始となりま

す。 

19 TFUF 0 R/W 送信 FIFOアンダフロー 

フレームを送信中に送信 FIFOにアンダフローが発生したことを示します。回

線上には、不完全なデータが送出されます。 

0：アンダフロー未発生 

1：アンダフロー発生 

18 FR 0 R/W フレーム受信 

フレームを受信し、受信ディスクリプタを更新したことを示します。本ビット

は、1フレームを受信するたびに 1にセットされます。 

0：フレーム未受信 

1：フレーム受信済み 

17 RDE 0 R/W 受信ディスクリプタ枯渇 

E-DMACが受信 DMAのため読み込んだ受信ディスクリプタの RACTビットが

0（無効）であったことを示します。 

受信ディスクリプタ枯渇（RDE＝1）が発生した場合は、RACTビット＝0とな

っていた受信ディスクリプタを RACT＝1に設定し EDRRRの RRビットに 1

を書き込むことで、受信を再開することができます。 

0：受信ディスクリプタ有効ビット RACT＝1を検出 

1：受信ディスクリプタ有効ビット RACT＝0を検出 

16 RFOF 0 R/W 受信 FIFOオーバフロー 

フレームを受信中に受信 FIFOがオーバフローしたことを示します。 

0：オーバフロー未発生 

1：オーバフロー発生 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込み時は常に 0を書き込んでください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 DLC 0 R/W キャリア消失検出 

フレームを送信中にキャリア消失を検出したことを示します。 

0：キャリア消失未検出 

1：キャリア消失検出 

9 CD 0 R/W 遅延衝突検出 

フレームを送信中に遅延衝突を検出したことを示します。 

0：遅延衝突未検出 

1：遅延衝突検出 

8 TRO 0 R/W 送信リトライオーバ 

フレームを送信中にリトライオーバが発生したことを示します。これは、

E-MACが送信を開始後、バックオフアルゴリズムに基づく 15回の再送をあわ

せ全部で 16回の送信試行に失敗したことを示します。 

0：送信リトライオーバ未検出 

1：送信リトライオーバ検出 

7 RMAF 0 R/W マルチキャストアドレスフレーム受信 

0：マルチキャストアドレスフレーム未受信 

1：マルチキャストアドレスフレーム受信 

6 CEEF 0 R/W キャリア拡張エラー 

1ギガビット／半二重転送モード時、フレームを受信中にキャリア拡張エラー

が発生したことを示します。 

0：キャリア拡張エラー未発生 

1：キャリア拡張エラー発生 

5 CELF 0 R/W キャリア拡張消失 

1ギガビット／半二重転送モード時、キャリア拡張が消失したことを示します。

フレームとキャリア拡張の長さの合計が SLOT_TIME（4096bit）未満であるこ

とを示します。 

0：キャリア拡張消失未発生 

1：キャリア拡張消失発生 

4 RRF 0 R/W 端数ビットフレーム受信 

0：端数ビットフレーム未受信 

1：端数ビットフレーム受信 

3 RTLF 0 R/W ロングフレーム受信エラー 

RFLRで設定した受信フレーム長上限値を超えるバイト数のフレームを受信し

たことを示します。 

0：ロングフレーム未受信 

1：ロングフレーム受信 

2 RTSF 0 R/W ショートフレーム受信エラー 

64バイト未満のフレームを受信したことを示します。 

0：ショートフレーム未受信 

1：ショートフレーム受信 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 PRE 0 R/W PHY-LSI受信エラー 

0：PHY-LSI受信エラー未検出 

1：PHY-LSI受信エラー検出 

0 CERF 0 R/W 受信フレーム CRCエラー 

0：CRCエラー未検出 

1：CRCエラー検出 

 

24.3.51 E-MAC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ（EESIPR） 

EESIPRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-MAC/E-DMACステータスレジスタ

（EESR）の各ビットに対応する割り込み許可レジスタです。各ビットは、1をライトすることで割り込みが許可

されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TWB1
IP

TWB0
IP

TC1
IP －

ECI
IP

TC0
IP

TDE
IP

TFUF
IP

FR
IP

RDE
IP

RFE
IP

－ － － －
DLC
IP

CD
IP

TRO
IP

RMAF
IP－

RRF
IP

TUC
IP

ROC
IP

TABT
IP

RABT
IP

RFCOF
IP

RTLF
IP

RTSF
IP

PRE
IP

CERF
IP

CEEF
IP

CELF
IP

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 TWB1IP 0 R/W ライトバック完了割り込み許可 

0：ライトバック完了割り込み禁止 

1：ライトバック完了割り込み許可 

30 TWB0IP 0 R/W ライトバック完了割り込み許可 

0：ライトバック完了割り込み禁止 

1：ライトバック完了割り込み許可 

29 TC1IP 0 R/W フレーム送信完了割り込み許可 

0：フレーム送信完了割り込み禁止 

1：フレーム送信完了割り込み許可 

28 TUCIP 0 R/W 送信アンダフローフレームライトバック完了 

0：送信アンダフローフレームライトバック完了割り込み禁止 

1：送信アンダフローフレームライトバック完了割り込み許可 

27 ROCIP 0 R/W 受信オーバフローフレームライトバック完了 

0：送信オーバフローフレームライトバック完了割り込み禁止 

1：送信オーバフローフレームライトバック完了割り込み許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

26 TABTIP 0 R/W 送信中断検出割り込み許可 

0：受信中断検出割り込み禁止 

1：受信中断検出割り込み許可 

25 RABTIP 0 R/W 受信中断検出割り込み許可 

0：受信中断検出割り込み禁止 

1：受信中断検出割り込み許可 

24 RFCOFIP 0 R/W 受信フレームカウンタオーバフロー割り込み許可 

0：受信フレームカウンタオーバフロー割り込み禁止 

1：受信フレームカウンタオーバフロー割り込み許可 

23 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

22 ECIIP 0 R/W E-MACステータスレジスタ要因割り込み許可 

0：E-MACステータス割り込み禁止 

1：E-MACステータス割り込み許可 

21 TC0IP 0 R/W フレーム送信完了割り込み許可 

0：フレーム送信完了割り込み禁止 

1：フレーム送信完了割り込み許可 

20 TDEIP 0 R/W 送信ディスクリプタ枯渇割り込み許可 

0：送信ディスクリプタ枯渇割り込み禁止 

1：送信ディスクリプタ枯渇割り込み許可 

19 TFUFIP 0 R/W 送信 FIFOアンダフロー割り込み許可 

0：アンダフロー割り込み禁止 

1：アンダフロー割り込み許可 

18 FRIP 0 R/W フレーム受信割り込み許可 

0：フレーム受信割り込み禁止 

1：フレーム受信割り込み許可 

17 RDEIP 0 R/W 受信ディスクリプタ枯渇割り込み許可 

0：受信ディスクリプタ枯渇割り込み禁止 

1：受信ディスクリプタ枯渇割り込み許可 

16 RFOFIP 0 R/W 受信 FIFOオーバフロー割り込み許可 

0：オーバフロー割り込み禁止 

1：オーバフロー割り込み許可 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

10 DLCIP 0 R/W キャリア消失検出割り込み許可 

0：キャリア消失検出割り込み禁止 

1：キャリア消失検出割り込み許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 CDIP 0 R/W 遅延衝突検出割り込み許可 

0：遅延衝突割り込み禁止 

1：遅延衝突割り込み許可 

8 TROIP 0 R/W 送信リトライオーバ割り込み許可 

0：送信リトライオーバ割り込み禁止 

1：送信リトライオーバ割り込み許可 

7 RMAFIP 0 R/W マルチキャストアドレスフレーム受信割り込み許可 

0：マルチキャストアドレスフレーム受信割り込み禁止 

1：マルチキャストアドレスフレーム受信割り込み許可 

6 CEEFIP 0 R/W キャリア拡張エラー割り込み許可 

0：キャリア拡張エラー割り込み禁止 

1：キャリア拡張エラー割り込み許可 

5 CELFIP 0 R/W キャリア拡張消失割り込み許可 

0：キャリア拡張消失割り込み禁止 

1：キャリア拡張消失割り込み許可。 

4 RRFIP 0 R/W 端数ビットフレーム受信割り込み許可 

0：端数ビットフレーム受信割り込み禁止 

1：端数ビットフレーム受信割り込み許可 

3 RTLFIP 0 R/W ロングフレーム受信エラー割り込み許可 

0：ロングフレーム受信エラー割り込み禁止 

1：ロングフレーム受信エラー割り込み許可 

2 RTSFIP 0 R/W ショートフレーム受信エラー割り込み許可 

0：ショートフレーム受信エラー割り込み禁止 

1：ショートフレーム受信エラー割り込み許可 

1 PREIP 0 R/W PHY-LSI受信エラー割り込み許可 

0：PHY-LSI受信エラー割り込み禁止 

1：PHY-LSI受信エラー割り込み許可 

0 CERFIP 0 R/W 受信フレーム CRCエラー割り込み許可 

0：CRCエラー割り込み禁止 

1：CRCエラー割り込み許可 
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24.3.52 送受信ステータスコピー指示レジスタ（TRSCER） 

TRSCERは、E-MAC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）のビット 26、25、およびビット 10からビット 0

で報告される、送信および受信ステータス情報を当該ディスクリプタの TFEまたは RFEビットに反映するか否か

を指示します。本レジスタの各ビットは、EESRのビット 26、25、およびビット 10からビット 0に対応します。

各ビットに 0を設定すると、送信ステータス（EESRのビット 26およびビット 10からビット 8）は送信ディスク

リプタの TFEビットに、また受信ステータス（EESRのビット 25およびビット 7からビット 0）は受信ディスク

リプタの RFEビットに、各ステータスビットのいずれかの 1状態を TFEまたは RFEの 1状態として反映します。

1を設定すると、該当する要因が発生してもディスクリプタに反映されません。LSIのリセット後は、各ビットは

0に設定されています。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－

－ － － －
DLC
CE

CD
CE

TRO
CE

RMAF
CE－

RRF
CE

RTLF
CE

RTSF
CE

PRE
CE

CERF
CE

－ － － － － － － － － － － － － TABT
CE

RABT
CE

CEEF
CE

CELF
CE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

17 TABTCE 0 R/W TABTビットコピー指示 

0：TABTビットのステータスを送信ディスクリプタの TFEビットに反映し

ます 

1：該当する要因が発生しても送信ディスクリプタの TFEビットに反映しま

せん 

16 RABTCE 0 R/W RABTビットコピー指示 

0： RABTビットのステータスを受信ディスクリプタの RFEビットに反映し

ます 

1：該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFEビットに反映しま

せん 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

10 DLCCE 0 R/W DLCビットコピー指示 

0： DLCビットのステータスを送信ディスクリプタの TFEビットに反映しま

す 

1： 該当する要因が発生しても送信ディスクリプタの TFEビットに反映しま

せん 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 CDCE 0 R/W CDビットコピー指示 

0： CDビットのステータスを送信ディスクリプタの TFEビットに反映しま

す 

1： 該当する要因が発生しても送信ディスクリプタの TFEビットに反映しま

せん 

8 TROCE 0 R/W TROビットコピー指示 

0： TROビットのステータスを送信ディスクリプタのTFEビットに反映しま

す 

1： 該当する要因が発生しても送信ディスクリプタの TFEビットに反映しま

せん 

7 RMAFCE 0 R/W RMAFビットコピー指示 

0： RMAFビットのステータスを受信ディスクリプタの RFEビットに反映し

ます 

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFEビットに反映しま

せん 

6 CEEFCE 0 R/W CEEFビットコピー指示 

0： CEEFビットのステータスを受信ディスクリプタの RFEビットに反映し

ます 

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFEビットに反映しま

せん 

5 CELFCE 0 R/W CELFビットコピー指示 

0： CELFビットのステータスを受信ディスクリプタの RFEビットに反映し

ます 

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFEビットに反映しま

せん 

4 RRFCE 0 R/W RRFビットコピー指示 

0： RRFビットのステータスを受信ディスクリプタのRFEビットに反映しま

す 

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFEビットに反映しま

せん 

3 RTLFCE 0 R/W RTLFビットコピー指示 

0： RTLFビットのステータスを受信ディスクリプタの RFEビットに反映し

ます 

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFEビットに反映しま

せん 

2 RTSFCE 0 R/W RTSFビットコピー指示 

0： RTSFビットのステータスを受信ディスクリプタの RFEビットに反映し

ます 

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFEビットに反映しま

せん 



 

24. ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER） 

24-72  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 PRECE 0 R/W PREビットコピー指示 

0： PRFビットのステータスを受信ディスクリプタのRFEビットに反映しま

す 

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFEビットに反映しま

せん 

0 CERFCE 0 R/W CERFビットコピー指示 

0： CERFビットのステータスを受信ディスクリプタの RFEビットに反映し

ます 

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFEビットに反映しま

せん 

 

24.3.53 ミスドフレームカウンタレジスタ（RMFCR） 

RMFCRは、受信時に受信バッファに収容しきれずに破棄されたフレーム数を示す 16ビットのカウンタです。

受信 FIFOがオーバフローすると、この FIFO内にある受信フレームは破棄されます。このときに破棄するフレー

ムの数をカウントアップします。本レジスタの値が H'FFFFになるとカウントアップを停止します。カウンタの値

をクリアする際は、本レジスタに H'0000を書き込んでください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

MCF[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 MFC 

[15:0] 

すべて 0 R/W ミスドフレームカウンタ 

受信時に、受信バッファに転送しきれずに破棄されたフレーム数を示します。 
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24.3.54 送信 FIFOしきい値指定レジスタ（TFTR） 

TFTRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、最初の送信を開始するまでの送信 FIFOの

しきい値を指定します。実際のしきい値は、設定した数値の 4倍の値に相当します。E-MACは送信 FIFO内のデ

ータ数が本レジスタで指定されたバイト数を超えるか、送信 FIFOが満杯、または 1フレーム分のデータ書き込み

が行われると送信を開始します。なお送信動作中（EDTRR.TR[1:0]=11）の本レジスタへの書き込みは禁止です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － － －

TFT[10:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

10～0 TFT[10:0] すべて 0 R/W 送信 FIFOしきい値 

送信 FIFOのしきい値は、必ず FDRで指定した FIFO容量値より小さい 32バ

イト単位の値で設定してください。 

H'000：ストア＆フォワードモード 

H'008：32バイト 

H'010：64バイト 

H'018：128バイト 

：   ： 

H'07F：508バイト 

H'080：512バイト 

：   ： 

H'0FF：1020バイト 

H'100：1024バイト 

：   ： 

H'1FF：2044バイト 

H'200：2048バイト 

【注】 1フレーム分のデータ書き込みが完了する以前に送信を開始する場合には、アンダフローの発生に注意が必要です。 
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24.3.55 FIFO容量指定レジスタ（FDR） 

FDRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、送信および受信 FIFOの容量を指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － －

－ － － － －

TFD[2:0] RFD[4:0]－ － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

10～8 TFD[2:0] すべて 0 R/W 送信 FIFO容量 

最大 2Kバイトある送信 FIFOの容量を 256バイトから 2Kバイトまで、256バ

イト単位で指定します。256～2048バイト設定としてください。送受信開始後

は、設定値を変更することを禁止します。 

H'00：256バイト（初期値） 

H'01：512バイト 

：   ： 

H'07：2048バイト 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4～0 RFD[4:0] すべて 0 R/W 受信 FIFO容量 

最大 4Kバイトある受信 FIFOの容量を 256バイトから 4Kバイトまで、256バ

イト単位で指定します。256～4096バイト設定としてください。送受信開始後

は、設定値を変更することを禁止します。 

H'00：256バイト（初期値） 

H'01：512バイト 

：   ： 

H'0F：4096バイト 
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24.3.56 受信方式制御レジスタ（RMCR） 

RMCRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、フレームを受信時の ECMR内にある RE

ビットの制御の方法を指定します。なお本レジスタの設定は、受信停止状態で行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － RNC

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 RNC 0 R/W 受信許可制御 

フレーム受信を継続する／しないを設定します。 

0：1つのフレームを受信完了すると、E-DMACは受信ステータスをディスク

リプタに書き込んで EDRRRの RRビットを 0とします。 

1：1つのフレームを受信完了すると、E-DMACは受信ステータスをディスク

リプタに書き込み（ライトバック）します。さらに E-DMACは次のディ

スクリプタを読み込み、次のフレームの受信に備えます。 
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24.3.57 受信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ（RDFAR） 

RDFARは、E-DMACが受信ディスクリプタからディスクリプタ情報をフェッチする際に必要となるディスクリ

プタ先頭アドレスを格納します。本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることにより、E-DMACがどの受

信ディスクリプタ情報をもとに処理を実行しているかを認識できます。E-DMACが実行しているディスクリプタ

フェッチ処理とレジスタの読み出しの値が一致していない場合もあります。初期設定の際は、処理を開始する受

信ディスクリプタのアドレスを設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

RDFA[15:0]

RDFA[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RDFA 

[31:0] 

すべて 0 R/W 受信ディスクリプタフェッチアドレス 

受信中に本レジスタへの書き込みは禁止です。 

 

24.3.58 受信ディスクリプタ処理済アドレスレジスタ（RDFXR） 

RDFXRは、E-DMACが、直前にライトバック処理を完了した受信ディスクリプタ先頭アドレスを格納します。

本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることにより、E-DMACがどの受信ディスクリプタまで処理を実行

したか認識できます。初期設定の際は、RDFARレジスタ設定値の１つ前の受信ディスクリプタのアドレスを設定

してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

RDFX[15:0]

RDFX[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RDFX 

[31:0] 

すべて 0 R/W 受信ディスクリプタ処理済アドレス 

受信中に本レジスタへの書き込みは禁止です。 
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24.3.59 受信ディスクリプタ最終フラグレジスタ（RDFFR） 

RDFFRは、RDFXでアドレスされる、直前にライトバック処理を完了した受信ディスクリプタが受信ディスデ

ィスクリプタ列（ディスクリプタリスト）の最終であるかどうかを示します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － RDLF

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 RDLF 0 R/W 受信ディスクリプタ列最終フラグ 

RDFXRでアドレスされる、直前にライトバック処理を完了した受信ディスク

リプタが受信ディスディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）の最終である

かどうかを示します。 

0：受信ディスクリプタ列の最終でない 

1：受信ディスクリプタ列の最終である 
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24.3.60 送信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ（TDFAR） 

E-DMACが送信ディスクリプタからディスクリプタ情報をフェッチする際に必要となるディスクリプタ先頭ア

ドレスを格納します。本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることにより、E-DMACがどの送信ディスク

リプタ情報をもとに処理を実行しているか認識できます。E-DMACが実行しているディスクリプタフェッチ処理

とレジスタの読み出しの値が一致していない場合もあります。初期設定の際は、処理を開始する送信ディスクリ

プタのアドレスを設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TDFA[15:0]

TDFA[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TDFA 

[31:0] 

すべて 0 R/W 送信ディスクリプタフェッチアドレス 

送信中に本レジスタへの書き込みは禁止です。 

 

24.3.61 送信ディスクリプタ処理済アドレスレジスタ（TDFXR） 

TDFXRは、E-DMACが、直前にライトバック処理を完了した送信ディスクリプタ先頭アドレスを格納します。

本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることにより、E-DMACがどの送信ディスクリプタまで処理を実行

したか認識できます。初期設定の際は、TDFARレジスタレジスタ設定値の 1つ前の送信ディスクリプタのアドレ

スを設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TDFX[15:0]

TDFX[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TDFX 

[31:0] 

すべて 0 R/W 送信ディスクリプタ処理済アドレス 

送信中に本レジスタへの書き込みは禁止です。 
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24.3.62 送信ディスクリプタ最終フラグレジスタ（TDFFR） 

TDFFRは、TDFXR でアドレスされる、直前にライトバック処理を完了した送信ディスクリプタが送信ディス

ディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）の最終であるかどうかを示します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － TDLF

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 TDLF 0 R/W 送信ディスクリプタ列最終フラグ 

TDFXRでアドレスされる、直前にライトバック処理を完了した送信ディスクリ

プタが送信ディスディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）の最終であるか

どうかを示します。 

0：送信ディスクリプタ列の最終でない 

1：送信ディスクリプタ列の最終である 
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24.3.63 オーバフロー予告 FIFOしきい値設定レジスタ（FCFTR） 

FCFTRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-MACのフロー制御の設定を行います。

受信 FIFOデータ容量（RFD[7:0]）、受信フレーム数（RFF[4:0]）によるしきい値を設定できます。 

RFDの設定条件によりフロー制御をオンにするとき、FIFO容量設定レジスタ（FDR）で設定した受信 FIFO容

量値と同じ設定である場合は、（FIFOデータ容量－64）バイトでフロー制御をオンにします。たとえば FDRの

RFD＝7、FCFTRの RFD＝7の場合は、受信 FIFO内に（2,048－64）バイトのデータを格納されたとき、フロー制

御がオンになります。なお本レジスタの RFDの設定値は、FDRの RFDの設定値と同じか小さい値を設定してく

ださい。 

フロー制御のオンは、RFF[4:0]または RFD[7:0]のいずれかの設定条件を満たしたときになります。フロー制御

のオフは、いずれの設定条件も満たしていない（解除）ときになります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － RFF[4:0]

RFD[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

20～16 RFF[4:0] H'17 R/W 受信 FIFOオーバフロー予告信号送出しきい値 

H'00：受信フレームを受信 FIFO内に 1フレーム格納完了時 

H'01：受信フレームを受信 FIFO内に 2フレーム格納完了時 

：   ： 

H'16：受信フレームを受信 FIFO内に 23フレーム格納完了時 

H'17：受信フレームを受信 FIFO内に 24フレーム格納完了時 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7～0 RFD[7:0] H'FF R/W 受信 FIFOオーバフロー予告信号送出しきい値 

H'00：受信 FIFO内に 256－32バイトのデータ容量を格納時 

H'01：受信 FIFO内に 512－32バイトのデータ容量を格納時 

：   ： 

H'06：受信 FIFO内に 1,792－32バイトのデータ容量を格納時 

H'07：受信 FIFO内に 2,048－64バイトのデータ容量を格納時 
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24.3.64 受信データパディング挿入設定レジスタ（RPADIR） 

RPADIRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、受信データのパディングの挿入を行うレ

ジスタです。本レジスタを再設定するときは、E-DMACモードレジスタ（EDMR）の SWRTおよび SWRRビット

でソフトウェアリセットしてから行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － －－ － － － － PADS[4:0]

PADR[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

20～16 PADS 

[4:0] 

H'00 R/W パディングサイズ 

H'00：パディング挿入なし 

H'01：1バイト挿入 

：   ： 

H'1F：31バイト挿入 

15～0 PADR 

[15:0] 

H'0000 R/W パディング範囲 

H'0000：1バイト目にパディングサイズ分挿入 

H'0001：2バイト目にパディングサイズ分挿入 

 ：     ： 

H'FFFF：64Kバイト目にパディングサイズ分挿入 
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24.3.65 インテリジェントチェックサムモードレジスタ（CSMR） 

CSMRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、インテリジェントチェックサムの動作モー

ドを指定します。なお本レジスタの設定は、受信停止状態で行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

CSEBL CSMD

SB[5:0]

－ － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 CSEBL 1 R/W インテリジェントチェックサム計算機能の動作設定 

0：チェックサム計算結果を受信ディスクリプタにライトバックしません。 

1：チェックサム計算結果を受信ディスクリプタにライトバックします。 

30 CSMD 1 R/W インテリジェントチェックサム計算モードの設定 

0：MACレイヤパケットの先頭から SB[5:0]に設定されたバイト数分をスキ 

ップした残りのすべてのデータについてチェックサムを計算します。 

1：MAC/IPレイヤパケットを解析しながら、TCP/UDPなど上位レイヤのパ

ケットのチェックサムを計算します。 

29～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

5～0 SB[5:0]* 011010 R/W インテリジェントチェックサム機能チェックサム計算スキップバイト 

受信MACの先頭から起算したスキップバイト数を指定します。 

パディング挿入する場合は、パディングサイズ／パディング範囲を含めてチェ

ックサム計算開始位置を設定してください。 

H'00：0バイト目（受信MACパケットの先頭からチェックサム計算開始） 

H'02：2バイト目 

 ：   ： 

H'1A：26バイト目 

 ：   ： 

H'3E：62バイト目 

【注】 * CSEBL＝1、CSMD＝0のときのみ設定可能です。左記以外のときは H'00を設定してください。 
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24.3.66 インテリジェントチェックサム機能スキップ済みバイト数モニタレジスタ

（CSSBM） 

CSSBMは、読み出し専用の 32ビットのレジスタで、E-DMACで処理中の受信パケットのスキップ済みバイト

数を格納します。本レジスタに表示される値をモニタすることにより、スキップ済みバイト数を認識できます。

E-DMACが受信しているデータとスキップ済みバイト数が一致していない場合もあります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － SBM[5:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

5～0 SBM[5:0] 000000 R スキップ済みバイト数 

本ビットは読み出し専用です。書き込みは禁止です。 

受信パケットの先頭で 0に初期化します。 

【注】 * CSEBL＝1、CSMD＝0のときのみ有効な値です。 
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24.3.67 インテリジェントチェックサム機能モニタレジスタ（CSSMR） 

CSSMRは、読み出し専用の 32ビットのレジスタで、E-DMACで処理中の受信パケットのチェックサム値を格

納します。本レジスタに表示される値をモニタすることにより、チェックサム値を認識できます。E-DMACが受

信しているデータとチェックサム値が一致していない場合もあります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － － － － － － －

CS[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 CS[15:0] 0 R チェックサム値 

本ビットは読み出し専用です。書き込みは禁止です。 

受信パケットの先頭で 0に初期化します。 

【注】 * CSEBL＝1、CSMD＝0のときのみ有効な値です。 
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24.3.68 RMII_MII選択バイト（RMII_MII） 

RMII_MIIは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、GMII、MII、RMIIのモードを選択する

レジスタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － rmii_st[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1、0 rmii_st 

[1:0] 

00 R/W RMII_MII選択バイト 

RMII/MII/GMIIのモードを設定してください。 

H'0：RMII 

H'1：MII 

H'2：GMII 

H'3：リザーブ 
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24.4 動作説明 

GETHERは、以下の 3つの機能から構成されています。 

• DMA転送制御部（E-DMAC）：メモリ上の送受信バッファと送受信FIFO間のDMA転送 

• MAC制御部（E-MAC）：送信／受信FIFOとGMII/MII/RMII間の送信／受信処理 

• 転送制御部（TSU）：転送処理およびCAM処理 

 

E-DMACは、E-DMACに内蔵されているダイレクトメモリアクセス（DMA）機能を使用し、ユーザが指定する

イーサネットフレームデータの格納先（アクセス可能なメモリ空間：送信バッファ／受信バッファ）と送信／受

信 FIFOとの間でフレームデータの転送を行います。ユーザが CPUを介して直接送信／受信 FIFOのデータを読み

書きすることはできません。 

E-DMACが DMA転送を行うためには、ディスクリプタと呼ぶ送信／受信データの格納アドレス等が書かれた

情報（データ）が必要になります。E-DMACは、ディスクリプタに書かれた情報に従って送信データを送信バッ

ファから読み出す、あるいは受信データを受信バッファへ書き込みます。このディスクリプタは、読み書き可能

なメモリ空間に配置されます。ディスクリプタを複数個並べ、ディスクリプタ列（リスト）化することによって、

複数のイーサネットフレームデータの送信／受信を連続的に行うことができます。 

E-MACは、送信 FIFOに書き込まれたデータからイーサネットフレームを構成し、GMII/MII/RMIIへ送信しま

す。また、GMII/MII/RMIIから受信したイーサネットフレームの CRCチェックを行った後、分解し受信 FIFOに

書き込みます。本 LSIの外部に接続する PHI-LSIとのインタフェースフォーマットとして、MII、GMII、RMIIの

3種類をサポートしています。 

TSUは、E-DMACと E-MACの間に位置し、CAMエントリテーブルを参照しながら、E-MACに入力されたイ

ーサネットフレームの DA（宛先アドレス）を元に、以下のいずれかの処理を選択します。 

1. 受信し受信FIFOに書き込む 

2. 破棄する 
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図 24.2にフレームデータ経路と各種設定の概要を示します。 

TSU

PHY
GMII/MII/RMII

CAM 制御

CAMエントリテーブル

E-DMAC

受信許可
ECMR0.RE＝1

送信許可
ECMR0.TE＝1

（参照設定：TSU_TEN、
　　　　　　TSU_FWSLCレジスタ）

CAM参照

E-MAC

（32エントリ×48ビット）

送信要求
EDTRR0.TR=11

受信要求
EDRRR0.RR=1

送信部起動
EDSR0.ENT=1

受信部起動
EDSR0.ENR=1

送信／受信
ディスクリプタ

送信FIFO 受信FIFO

送信データ
バッファ

ディスクリプタ
アクセスDMA転送

受信データ
バッファ

SuperHyway（SHwy）ブリッジバス

メモリ上

GETHER

 

図 24.2 GETHERのデータ経路と各種設定 
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24.4.1 ディスクリプタとディスクリプタリスト 

E-DMACは、メモリ空間上に書き込まれたディスクリプタと呼ぶ情報（データ）に従って DMA転送を行いま

す。ディスクリプタには、送信ディスクリプタと受信ディスクリプタの 2種類があります。DMA転送を起動する

前に、ソフトウェアで、送信／受信フレームデータの格納アドレス等の DMA転送に関する情報を設定しておく

必要があります。 

E-DMACは、EDTRRの TRビットが 11／EDRRRの RRビットが 1になると、送信／受信ディスクリプタを自

律的に読み込み、ディスクリプタに記述された情報に従って、送信／受信バッファと送信／受信 FIFOの間で、フ

レームデータの DMA伝送を行います。フレームデータの送信／受信が完了した後には、E-DMACがディスクリ

プタの有効／無効ビットを無効とし、送信／受信の結果をディスクリプタ上のステータスビットに反映します。 

ディスクリプタは、読み書き可能なメモリ空間に配置し、先頭ディスクリプタ（E-DMACが最初に読み込むデ

ィスクリプタ）のアドレスを TDLAR/RDLARに設定します。複数のディスクリプタをディスクリプタ列（ディス

クリプタリスト）として用意する場合には、EDMRの DL[0:1]ビットに設定したディスクリプタ長に従って連続し

たアドレス（メモリ番地）に配置します。 
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（1） 送信ディスクリプタ 

図 24.3に送信ディスクリプタの構成と送信バッファの関係を示します。 

送信ディスクリプタは、データの先頭から 32ビット単位に TD0、TD1、TD2およびパディングで構成されます。

最後のパディングは EDMRの DL[1:0]ビットで指定するディスクリプタ長に従い長さが決まります。 

TD0は、送信ディスクリプタの有効／無効、ディスクリプタの構成情報およびステータス情報を示します。TD1

は、そのディスクリプタで指示する転送すべき送信バッファのデータ長（TDL）を示します。TD2は、転送する

送信バッファの先頭アドレス（TBA）を示します。 

本ディスクリプタの指示内容により、ディスクリプタ 1個で 1フレームの送信データを全部指定すること（1

フレーム／1バッファ）あるいはディスクリプタ複数個で 1フレームの送信データを指定すること（1フレーム／

マルチバッファ）が可能です。1フレーム／マルチバッファの具体例としては、イーサネットフレーム中毎回の送

信で固定的に使われるデータ部分を複数のディスクリプタで参照するという方法があります。たとえば、イーサ

ネットフレーム中の宛先アドレス、送信元アドレスのデータを複数のディスクリプタで共有して、残りのデータ

を各々別のバッファに格納するという方法が考えられます。 

送信ディスクリプタ 送信バッファ

有効送信データ

T
A
C
T

T
D
L
E

T
F
P

T
W
B
I

TFS[11:0]TD0

TDLTD1

TBA

パディング（4/20/52バイト）*

【注】　*   EDMRのDL[1:0]ビットに設定したディスクリプタ長によりパディングサイズは以下の値になります。
16バイトのとき：パディング＝ 4バイト
32バイトのとき：パディング＝20バイト
64バイトのとき：パディング＝52バイト

TD2

31 30 29 28 27 26 25                         1211                      0
T
F
E

31                                     16

31                                                                                     0

リザーブ

 

図 24.3 送信ディスクリプタと送信バッファの関係 
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（a） 送信ディスクリプタ 0（TD0） 

TD0は、EDTRRの TRビット＝11とする以前に、ユーザがあらかじめディスクリプタの有効／無効ビットの設

定やディスクリプタの構成を設定します。イーサネットフレームの送信が完了した後に、E-DMACがディスクリ

プタの有効／無効ビットを無効にし、ステータス情報を書き込みます。これをライトバックと呼びます。 

使用にあたっては、ユーザがあらかじめビット 31～28、26にディスクリプタの構成に従った値を書き込んでく

ださい。またビット 27、25～0には 0を書き込んでください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 TACT 0 R/W 送信ディスクリプタ有効／無効 

当該ディスクリプタが有効または無効であることを示します。本ビットを有効

とする際には、あらかじめ送信データを送信バッファ（ユーザの指定する送信

データ格納先）に格納した後、本ビットに 1を書き込みます。また、E-DMAC

はデータの転送を完了すると本ビットを 0クリアします。 

0：本送信ディスクリプタが無効 

初期値の状態か 0を書き込んだ後の状態、またはユーザが 1を書き込ん

だ後の場合には E-DMACのデータ転送処理終了により本ビットが 0クリ

アされたことを示します。 

E-DMACのディスクリプタ読み込みの際に、本状態が認識されると

E-DMACは EDTRRの TRビットを 0クリアし、E-DMACの送信に関わ

る転送動作は停止します。 

1：本送信ディスクリプタが有効 

ユーザが 1を書き込んだ後、まだデータ転送を行っていないか、あるいは

データ転送中であることを示します。 

E-DMACは連続する複数個のディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）

が存在する場合に、連続するディスクリプタの本ビットが有効であること

により動作を継続することができます。 

30 TDLE 0 R/W 送信ディスクリプタリスト最終 

本ディスクリプタがディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）の最終である

かどうかを示します。 

0：最終のディスクリプタリストではない 

E-DMACは本ディスクリプタの転送が完了した後、連続するディスクリ

プタリストの次のディスクリプタを読み込みます。 

1：最終のディスクリプタリストである 

E-DMACは本ディスクリプタの転送が完了した後、TDLARが示すアドレ

スにあるディスクリプタを読み込みます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

29、28 TFP[1:0] 00 R/W 送信フレーム内位置 

本ディスクリプタの情報が送信フレームの先頭かその途中または最終かを示し

ます。 

00：本ディスクリプタの情報はフレームの中間である 

01：本ディスクリプタの情報はフレームの最後である 

10：本ディスクリプタの情報はフレームの先頭である 

11：本ディスクリプタの情報はフレームの先頭と最後を含む 

（1フレーム／1ディスクリプタ（1バッファ）である） 

【参考】 

1フレームを分割して使用する際の分割数に応じたディスクリプタ列における

本ビットの指定要領を示します。 

• 1フレーム／1ディスクリプタの場合 

1番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 11 

• 1フレーム／2ディスクリプタの場合 

1番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 10 

2番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 01 

• 1フレーム／3ディスクリプタの場合 

1番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 10 

2番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 00 

3番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 01 

以降、分割数が多い場合には、中間の TFP[1:0] = 00であるディスクリプタを追

加していくことでディスクリプタ列を構成します。 

27 TFE 0 R/W 送信フレームエラー発生 

送信フレームに何らかのエラーが発生したことを示します。 

0：TFS[11:0]のすべてのビットの値が 0 

1：TFS[11:0]のいずれかのビットの値が 1 

TRSCERレジスタで、TFS[8:0]の要因単位にマスクすることができます。ただ

し、TFS[11:9]はマスクすることができません。 

本ビットは E-DMACによってライトバックされます。 

26 TWBI 0 R/W ライトバック完了割り込み通知 

0：ライトバック完了割り込みを通知しません。 

1：本ディスクリプタへのライトバック完了後、EESRレジスタの TWB[1:0]

ビットに 11をセットし、CPUにライトバック完了割り込みを通知します。 

本ビットは、送信フレームの最後を含むディスプリプタ（TFP＝01あるいは 11）

でのみ有効です。本ビットはライトバックによって 0に書き換わります。 

25～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11～0 TFS[11:0] すべて 0 R/W 送信フレームステータス 

当該フレームのステータスを示します。以下のビットは、E-DMACによりライ

トバックされ、1で当該の事象が発生したことを示します。 

• TFS[11:10]：リザーブ（書き込み値は 0としてください） 

• TFS[9]：送信 FIFOアンダフロー（EESRの TUCビットに相当） 

• TFS[8]：送信中断検出（EESRの TABTビットに相当） 

• TFS[7:3]：リザーブ（書き込み値は 0としてください） 

• TFS[2]：キャリア損失検出（EESRの DLCビットに相当） 

• TFS[1]：遅延衝突検出（EESRの CDビットに相当） 

• TFS[0]：送信タイムアウト（EESRの TROビットに相当） 

 

（b） 送信ディスクリプタ 1（TD1） 

TD1は、当該ディスクリプタが使用する送信バッファのデータ長を示します。 

ユーザが E-DMACの読み込み開始前に設定してください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 TDL 

[15:0] 

すべて 0 R/W 送信バッファデータ長（単位：バイト） 

当該送信バッファのデータ長をバイト単位で設定します。最大長は 64K－32

（H'FFE0）バイトです。 

15～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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（c） 送信ディスクリプタ 2（TD2） 

TD2は、32ビット幅の当該送信バッファの先頭アドレスを示します。アドレス値はロングワード境界としてく

ださい。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TBA 

[31:0] 

すべて 0 R/W 送信バッファ先頭アドレス 

当該送信バッファの先頭アドレスを 16バイト境界で設定します。 

 

ディスクリプタの設定で以下のような設定を行った場合、E-DMACはシステムリセットを行うまで、正常動作

に復帰しませんので注意してください。 

• TFP（送信フレーム内位置）が論理的に間違った設定 

例：あるディスクリプタAでTFP＝11と設定し、次のディスクリプタBでTFP＝01と設定した。 

ディスクリプタBが示す送信フレームの先頭部を示すディスクリプタが存在しないことになります。 

• TBL（送信バッファ長）を0とした設定 

 

送信フレームを 3つ以上の送信ディスクリプタに分割した場合、E-DMACは以下のようにライトバックします。 

• 送信フレームの先頭を含む送信ディスクリプタ（TFP＝10あるいはTFP＝11）と送信フレームの最後を含む送

信ディスクリプタ（TFP＝01あるいはTFP＝11）に対してのみライトバックをします。 

• 送信フレームの中間に対応する送信ディスクリプタ（TFP＝00）に対してはライトバックしません。 

 

ただし、TFE（送信フレームエラー発生）や TFS（送信フレームステータス）は、送信フレームの最後を含む送

信ディスクリプタ（TFP＝01あるいは TFP＝11）にのみライトバックされます。 

また、ソフトウェアで送信ディスクリプタを再設定する場合は、未処理の送信ディスクリプタの上書き（再設

定）を防ぐために、送信フレームの最後を含む送信ディスクリプタ（TFP＝01あるいは TFP＝11）がライトバッ

クされている（TACT＝0になっている）ことを再設定の前にあらかじめ確認する必要があります。 
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（2） 受信ディスクリプタ 

図 24.4に受信ディスクリプタと受信バッファの関係を示します。 

受信ディスクリプタは、データの先頭から 32ビット単位に RD0、RD1、RD2、およびパディングで構成されま

す。最後のパディングは EDMRの DL[0:1]ビットで指定するディスクリプタ長に従い長さが決まります。 

RD0は、受信ディスクリプタの有効／無効、ディスクリプタの構成情報、およびステータス情報を示します。

RD1は、そのディスクリプタで指示する受信可能な受信バッファのデータ長（RBL）と受信したフレームのデー

タ長（RDL）を示します。RD2は、受信データを格納する受信バッファの先頭アドレス（RBA）を示します。 

本ディスクリプタの指示内容により、ディスクリプタ 1個で 1フレームの受信データ全部を受信バッファに格

納すること（1フレーム／1バッファ）あるいはディスクリプタ複数個で 1フレームの受信データを受信バッファ

に格納すること（1フレーム／マルチバッファ）が可能です。1フレーム／マルチバッファのケースとしては、あ

らかじめ複数のディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）を用意しておき、各ディスクリプタの RBLを 500バ

イトとしたときに 1514バイトのイーサネットフレームを受信したとします。この場合、受信したイーサネットフ

レームは最初のディスクリプタから順に 500バイトずつバッファに転送され、最後の 14バイトだけが 4つ目のバ

ッファに転送されます。このように E-DMACは、受信したフレームがディスクリプタの RBLを超える長さのフ

レームを受信した場合には、連続する次のディスクリプタを使用していくことによって受信バッファに転送して

いきます。また、1フレーム／マルチバッファの効率的な具体例としては、イーサネットフレーム中の処理レイヤ

の異なる情報をバッファによって分離するという方法があります。たとえば、イーサネットフレーム中の宛先ア

ドレス、送信元アドレス、およびタイプフィールドのデータをバッファ 1（RBLを 14バイトに指定）に格納し、

残りのデータをバッファ 2（RBLを 1500バイトに指定）に格納するという方法があります。もちろん、複数のデ

ィスクリプタを用意してすべてのディスクリプタの RBLを 1514バイト（イーサネットフレームの最大長）以上

にすれば、すべての受信フレームを 1バッファに収めることができます。 

受信ディスクリプタ 受信バッファ

有効受信データ

R
A
C
T

R
D
L
E

R
F
P

R
F
E

RCS[15:0]RD0

RBL
RDLRD1

RBA

パディング（4/20/52バイト）*

RD2

31 30 29 28 27 26 25       1615                                        0

31                                     16
31                                                                                     0

15                                        0

R
C
S
E

RFS[9:0]

【注】　*   EDMRのDL[0:1]ビットに設定したディスクリプタ長によりパディングサイズは以下の値になります。
16バイトのとき：パディング＝ 4バイト
32バイトのとき：パディング＝20バイト
64バイトのとき：パディング＝52バイト  

図 24.4 受信ディスクリプタと受信バッファの関係 
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（a） 受信ディスクリプタ 0（RD0） 

RD0は、EDRRRの RRビット＝1後の E-DMACがディスクリプタ情報の読み込みを開始する以前に、ユーザが

あらかじめディスクリプタの有効／無効ビットの設定、およびディスクリプタリストが最終か否かを設定します。

イーサネットフレームの受信バッファへの DMA転送が完了した後、E-DMACがディスクリプタの有効／無効ビ

ットを無効とし、ステータス情報を書き込みます。これをライトバックと呼びます。 

使用にあたっては、ユーザがあらかじめビット 31、30にディスクリプタの構成に従った値を書き込んでくださ

い。また、ビット 29～0には 0を書き込んでください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 RACT 0 R/W 受信ディスクリプタ有効／無効 

本ディスクリプタが有効または無効であることを示します。本ビットを有効と

する際には、あらかじめ受信バッファ（ユーザの指定する受信データ格納先）

を用意した後、本ビットに 1を書き込みます。また、E-DMACはデータの転送

を完了すると本ビットを 0クリアします。 

0：本受信ディスクリプタが無効 

初期値の状態か 0を書き込んだ後の状態、またはユーザが 1を書き込ん

だ後の場合には E-DMACのデータ転送処理終了により本ビットが 0クリ

アされたことを示します。 

E-DMACのディスクリプタ読み込みの際に、本状態が認識されると

E-DMACは EDRRRの RRビットを 0クリアし、E-DMACの受信にかか

わる転送動作は停止します。 

1：本受信ディスクリプタが有効 

ユーザが 1を書き込んだ後、まだデータ転送を行っていないか、あるいは

データ転送中であることを示します。 

E-DMACは連続する複数個のディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）

が存在する場合に、連続するディスクリプタの本ビットが有効であること

により動作を継続することができます。 

30 RDLE 0 R/W 受信ディスクリプタリスト最終 

本ディスクリプタがディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）の最終である

かどうかを示します。 

0：最終のディスクリプタリストではない 

 E-DMACは本ディスクリプタの転送が完了した後、連続するディスクリ

プタリストの次のディスクリプタを読み込みます。 

1：最終のディスクリプタリストである 

 E-DMACは本ディスクリプタの転送が完了した後、RDLARが示すアドレ

スにあるディスクリプタを読み込みます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

29、28 RFP[1:0] 00 R/W 受信フレーム内位置 

本ディスクリプタの情報が受信フレームの先頭かその途中または最終かを 

E-DMACがライトバックによって示します。 

00：本ディスクリプタの情報はフレームの中間である 

01：本ディスクリプタの情報はフレームの最後である 

10：本ディスクリプタの情報はフレームの先頭である 

11：本ディスクリプタの情報はフレームの先頭と最後を含む 

（1フレーム／1ディスクリプタ（1バッファ）である） 

【参考】 

1フレームを受信した後のフレームとディスクリプタの関係を示します。 

• 1フレーム／1ディスクリプタの場合 

1番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 11 

• 1フレーム／2ディスクリプタの場合 

1番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 10 

2番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 01 

• 1フレーム／3ディスクリプタの場合 

1番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 10 

2番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 00 

3番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 01 

以降、分割数が多い場合には、中間の RFP[1:0] = 00であるディスクリプタが

増えることになります。 

27 RFE 0 R/W 受信フレームエラー発生 

受信フレームに何らかのエラーが発生したことを示します。 

0：RFS[11:0]のすべてのビットの値が 0 

1：RFS[11:0]のいずれかのビットの値が 0 

TRSCERレジスタで、RFS[8:0]の要因単位にマスクすることができます。ただ

し、RFS[11:9]はマスクすることができません。 

本ビットは E-DMACによってライトバックされます。 

26 RCSE 0 R/W インテリジェントチェックサム機能 受信パケットチェックサム値判定 

CSEBL＝1、CSMD＝1のとき、受信パケットや受信データにより、表 24.4の

ように設定されます。 

上記以外の設定での動作時、本ビットの情報は無効になります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

25～16 RFS[9:0] すべて 0 R/W 受信フレームステータス 

フレーム受信中のエラーステータスを表示します。 

• PFS9：受信 FIFOオーバフロー（EESRの RFOFビットに相当） 

• RFS8：予約（書き込み時は 0としてください） 

• RFS7：マルチキャストアドレスフレームを受信（EESRの RMAFビットに

相当） 

• RFS6：CAMエントリ未登録フレームを受信（EESRの RUAFビットに相当） 

• RFS5：予約（書き込み時は 0としてください） 

• RFS4：端数ビットフレーム受信エラー（EESRの RRFビットに相当） 

• RFS3：ロングフレーム受信エラー（EESRの RTLFビットに相当） 

• RFS2：ショートフレーム受信エラー（EESRの RTSFビットに相当） 

• RFS1：PHY-LSI受信エラー（EESRの PREビットに相当） 

• RFS0：受信フレーム CRCエラー検出（EESRの CERFビットに相当） 

15～0 RCS 

[15:0] 

すべて 0 R/W インテリジェントチェックサム機能 受信パケットチェックサム値 

 

表 24.4 受信パケット種と受信データにおける RCSEの状態 

フレーム種 データ正常時 データ異常時 

IP version オプション、拡張ヘッダ RCS[15:0] RCSE RCS[15:0] RCSE 

なし H'FFFF 

H'0000 

0 不定 1 

フラグメント 不定 不定 不定 不定 

IPv4 

オプション H'FFFF 

H'0000 

0 不定 1 

なし H'FFFF 

H'0000 

0 不定 1 

ホップバイホップ H'FFFF 

H'0000 

0 不定 1 

ルーティング H'FFFF 

H'0000 

0 不定 1 

終点オプション H'FFFF 

H'0000 

0 不定 1 

AH H'FFFF 

H'0000 

0 不定 1 

フラグメント 不定 不定 不定 不定 

ESP H'0000 1 H'0000 1 

MobileIPv6 H'0000 1 H'0000 1 

IPv6 

その他 H'0000 1 H'0000 1 

IPv4、IPv6以外 H'0000 0 H'0000 0 
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（b） 受信ディスクリプタ 1（RD1） 

RD1は、当該ディスクリプタが使用できる受信バッファのデータ長をユーザが指定し、フレーム受信後には

E-DMACが受信したフレーム長を示します。 

ユーザが E-DMACの読み込み開始前に設定してください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 RBL 

[15:0] 

すべて 0 R/W 受信バッファデータ長（単位：バイト、32バイト境界で指定） 

当該受信バッファの受信可能なデータ長を 32バイトの整数倍で設定します。 

最大長は 64K－32（H'FFE0）バイトです。 

15～0 RDL 

[15:0] 

すべて 0 R 受信データ長 

受信バッファに格納された受信フレームのデータ長を示します。 

受信バッファに転送される受信データには、フレームの最後である CRCデー

タ（4バイト）が含まれていません。また、受信フレーム長は、この CRCデー

タを含めない（有効データバイト）語数が報告されます。 

1フレーム／複数バッファ（ディスクリプタ）となった場合には、最終ディス

クリプタの本受信データ長のみが有効です。途中のディスクリプタの受信デー

タ長は意味を持ちません。 

受信可能な最大受信データ長は以下のようになります。 

パディング機能無効時：64K－1（H'FFFF）バイト 

パディング機能有効時：64K－32（H'FFE0）バイト 
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（c） 受信ディスクリプタ 2（RD2） 

RD2は、当該受信バッファの先頭アドレスを示します。受信バッファの開始アドレスの設定は、32バイトを境

界として設定してください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RBA 

[31:0] 

すべて 0 R/W 受信バッファ先頭アドレス 

当該受信バッファの先頭アドレスを 32バイト境界で設定します。 

 

E-DMACは、RBA（受信バッファアドレス）に設定されたアドレスから 32バイト単位で受信フレームを受信バ

ッファへ DMA転送します。したがって、RBL（受信バッファ長）へは 32バイトの整数倍を設定してください。 

以下のようにデータが 32バイトに満たない場合は、無効なデータが書き込まれます。 

【転送例】 

受信フレーム長＝170バイト、必要な受信バッファ容量＝192バイト（32バイト×6）の場合、6回目の DMA

において、無効なデータも受信バッファに DMA転送されます（DMAデータ 32バイト中、前半の 10バイトは有

効データで後半の 22バイトは無効データ）。 
 

受信データパディング挿入設定レジスタ（RPADIR）を設定することで、受信フレームの任意の位置に 1か所だ

け値 0をパディングすることが可能です。パディングサイズは 1バイト単位で任意であり、最小 1バイト、最大

31バイトです。受信フレームにパディングを行う場合は、「受信フレーム長＋パディングサイズ」分の受信バッ

ファ領域が必要です。なお、RPADIRの設定はすべての受信フレームに対して有効です。 

RFE（受信フレームエラー発生）、PV（パディング挿入）、RFS（受信フレームステータス）、および RFL（受

信フレーム長）は、受信フレームの最後を含む受信ディスクリプタ（RFP＝01あるいは 11）にのみライトバック

されます。 

ソフトウェアで受信ディスクリプタを再設定する場合は、未処理の受信ディスクリプタの上書き（再設定）を

防ぐために、受信ディスクリプタがライトバックされている（RACT＝0になっている）ことを再設定の前にあら

かじめ確認する必要があります。 
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（3） ディスクリプタと送受信バッファ 

（a） 送信 

送信ディスクリプタごとに 1つの送信バッファを保持します。E-DMACは、送信ディスクリプタで示された送

信バッファに格納されている送信フレームを送信 FIFOへ転送します。また、複数の送信ディスクリプタで示され

た各送信バッファに格納されている送信フレームをそれぞれ連結して 1つの送信フレームとして送信FIFOへ転送

することも可能です。 

図 24.5に送信ディスクリプタと送信バッファとの関係を示します。 

送信バッファ1

（メモリから送信FIFOへDMA転送された送信データ
　をMAC部でフレームに構成しGMII/MII/RMIIへ出力）

送信バッファ1

送信バッファ5、6を連結し、一つの送信フレームＣ
としてGMII/MII/RMIIへ出力する。

送信フレームE

送信ディスクリプタ1
1 0 1 1

（送信フレームA）

送信ディスクリプタ2
1 0 1 0

（送信フレームB）

送信ディスクリプタ3
1 0 0 0

（送信フレームB）

送信ディスクリプタ4
1 0 0 1

（送信フレームB）

送信ディスクリプタ5
1 0 1 0

（送信フレームC）

送信ディスクリプタ6
1 0 0 1

（送信フレームC）

送信ディスクリプタ7
1 0 1 1

（送信フレームD）

送信ディスクリプタ8
1 1 1 1

（送信フレームE）

送信バッファ2

送信バッファ4

送信バッファ5

送信バッファ6

送信バッファ8

送信バッファ4  送信バッファ3  送信バッファ2 

送信バッファ6  送信バッファ5

送信バッファ7

送信バッファ8

送信フレームD

送信フレームA

送信フレームB

送信フレームC

送信バッファ送信ディスクリプタリング 送信フレームデータ
（メモリ上） （メモリ上）

送信バッファ2、3、4を連結し、一つの送信フレ
ームＣとしてGMII/MII/RMIIへ出力する。

TACT
TDL
TFP[1:0]

4バイト

送信バッファ3

送信バッファ7

 

図 24.5 送信ディスクリプタと送信バッファとの関係 



 

24. ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  24-101 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

（b） 受信 

受信ディスクリプタごとに 1つの受信バッファを保持します。E-DMACは、受信ディスクリプタで示された受

信バッファへ受信 FIFOから受信したフレームを格納します。ここで、受信フレームのサイズが受信バッファのサ

イズをオーバする場合は、別の受信ディスクリプタで示された受信バッファへ当該受信フレームのオーバした部

分を格納します。このように、1つの受信フレームを複数の受信バッファに分けて格納することも可能です。 

図 24.6に受信ディスクリプタと受信バッファとの関係を示します。 

（パディングデータ）（パディングデータ）

受信フレームA

（GMII/MII/RMIIから入力したフレーム
　は受信FIFOへ書き込まれます。
　受信FIFOからメモリ上の受信バッファ
　へDMA転送されます。）

29バイト長

パディングを受信フレームの先頭に挿入
した場合、受信フレームはメモリの任意
のバイト境界から書き込まれます。

受信ディスクリプタ1
0 0 1 1

（受信フレームA）

受信ディスクリプタ2
0 0 1 0

（受信フレームB）

受信ディスクリプタ3
0 0 0 1

（受信フレームB）

受信ディスクリプタ4
0 0 1 1

（受信フレームC）

受信ディスクリプタ5
0 0 1 1

（受信フレームD）

受信ディスクリプタ6
1 0 -  -

（受信フレーム待ち）

受信ディスクリプタ7
1 0 -  -

（受信フレーム待ち）

受信ディスクリプタ8
1 1 -  -

（受信フレーム待ち）

受信フレームB

（後半35バイト）

二つのディスクリプタに分割して格納
されます。

受信フレームA

受信フレームB

受信バッファ受信ディスクリプタリング 受信フレームデータ

（メモリ上） （メモリ上）

受信フレーム長が32で割り切れない
場合は、不定値が書き込まれます。

RACT
RDL
RFP[1:0]

受信フレームB

受信フレームC

受信フレームD

受信フレームD

（前半29バイト）

63バイト長

受信フレームC
53バイト長

受信フレームD

64バイト長

パディングを受信フレームの内部に挿入
した場合、二分割された後半側のデータ
が受信バッファの４バイト境界から書き
込まれる様に、RPADIRを設定する必要
があります。

4バイト

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

32バイト

境界

（29バイト）

（32バイト未使用）

（前半32バイト）

（後半31バイト）

（53バイト）

（パディングデータ）

（パディングデータ）

（不定値）

 

図 24.6 受信ディスクリプタと受信バッファとの関係 
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（4） ディスクリプタポインタ 

E-DMACは、送信ディスクリプタおよび受信ディスクリプタのメモリ上のアドレスや処理順序を以下に示すレ

ジスタを用いて制御します。 

1. 送信ディスクリプタ関連 

• TDLARレジスタ：送信ディスクリプタリストの先頭ディスクリプタのアドレス 

• TDFARレジスタ：処理すべき送信ディスクリプタのアドレス 

• TDFXRレジスタ：処理を最後に完了した（ライトバックした）送信ディスクリプタのアドレス 

• TDFFRレジスタ（DLビット）：TDFXRで示された送信ディスクリプタのTDLE値が1かどうかを指示  

2. 受信ディスクリプタ関連 

• RDLARレジスタ：受信ディスクリプタリストの先頭ディスクリプタのアドレス  

• RDFARレジスタ：処理すべき受信ディスクリプタのアドレス 

• RDFXRレジスタ：処理を最後に完了した（ライトバックした）受信ディスクリプタのアドレス  

• RDFFRレジスタ（DLビット）：RDFXRで示された受信ディスクリプタのRDLE値が1かどうかを指示  

 

送信ディスクリプタおよび受信ディスクリプタはそれぞれリング構成をとっています。処理した送信ディスク

リプタ（受信ディスクリプタ）の TDLE（RDLE）値が 0であった場合、当該ディスクリプタの次に位置するディ

スクリプタを処理します。次に位置するディスクリプタとは、処理した送信ディスクリプタ（受信ディスクリプ

タ）のアドレスに、E-DMACモードレジスタ（EDMR）のディスクリプタ長ビット（DL）で指定されたディスク

リプタ長を加算して得られたアドレスに存在する送信ディスクリプタ（受信ディスクリプタ）です。一方、処理

した送信ディスクリプタ（受信ディスクリプタ）の TDLE（RDLE）値が 1であった場合、次に処理するディスク

リプタは TDLAR（RDLAR）で示された送信ディスクリプタ（受信ディスクリプタ）です。図 24.7に送信／受信

ディスクリプタリングとリードポインタの関係の例を示します。 

送信ディスクリプタに関しては、必ず送信フレームを 5つ以上ポイントすることができる大きさのリスト構成

にしてください。送信フレームを 4つ以下しかポイントできないリスト構成の場合、E-DMACの動作保証はいた

しません（すなわち、4つ以下の送信フレームでリング内のすべての送信ディスクリプタを使用するという設定は

行わないでください）。一方、受信ディスクリプタリストについては、このような制約はありません。たとえば、

1つの受信フレームでリスト内のすべての受信ディスクリプタを使用しても問題ありません。 

初期設定では、ソフトウェアでディスクリプタリストの先頭アドレスを、TDLAR（RDLAR）レジスタと TDFAR

（RDFAR）に、ディスクリプタリストの最終ディスクリプタのアドレスを TDFXR（RDFXR）に設定してくださ

い。 

E-DMACは、ディスクリプタを処理するごとに、TDFAR（RDFAR）、TDFXR（RDFXR）、TDFFR.DLビット

（RDFFR.DLビット）をそれぞれ更新します。 
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送信ディスクリプタ1
1 0

送信ディスクリプタ2
1 0

送信ディスクリプタ3
0 0

送信ディスクリプタ4
0 0

送信ディスクリプタ5
1 0

送信ディスクリプタ6
1 0

送信ディスクリプタ7
1 0

送信ディスクリプタ8
1 1 

送信ディスクリプタリング（メモリ上）

TACT
TDLE

送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ
（TDLAR）

送信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ
（TDFAR）

送信ディスクリプタ処理済アドレスレジスタ
（TDFXR）

受信ディスクリプタ1
1 0 

受信ディスクリプタ2
1 0

受信ディスクリプタ3
1 0

受信ディスクリプタ4
1 0

受信ディスクリプタ5
1 0

受信ディスクリプタ6
0 0

受信ディスクリプタ7
0 0

受信ディスクリプタ8
0 1 

受信ディスクリプタリング（メモリ上）

RACT
RDLE

受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ
（RDLAR）
受信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ
（RDFAR）

受信ディスクリプタ処理済アドレスレジスタ
（RDFXR）

H'0000

H'0010

H'0070

H'0060

H'0050

H'0040

H'0030

H'0020

H'0000

H'0010

H'0070

H'0060

H'0050

H'0040

H'0030

H'0020

送信ディスクリプタ最終フラグレジスタ
（TDFFR）には、H'0000 0000が設定
されています。

【注】   ディスクリプタリスト図中のアドレスは、ディスクリプタ長が16バイトの場合のアドレス例です

受信ディスクリプタ最終フラグレジスタ
（RDFFR）には、H'0000 0001が
設定されています。

（処理中）

（処理中）

 

図 24.7 送受信ディスクリプタとディスクリプタポイントレジスタとの関連 
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24.4.2 送信動作 

（1） 送信手順とフロー 

E-DMACモードレジスタ（ECMR）の TEビットが 1の状態で E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR）の送信要

求ビット（TR）に 11が書き込まれたときに、送信 FIFOに 32バイト以上の空きがあれば、E-DMACは送信ディ

スクリプタリストから前回使用したディスクリプタの次のディスクリプタ（初回起動時は送信ディスクリプタ先

頭アドレスレジスタ（TDLAR）で示すディスクリプタ）を読み込みます。 

読み込んだディスクリプタの TACTビットが 1（有効）の場合は、E-DMACは TD2で指定される送信バッファ

先頭アドレスから順次送信フレームデータを読み出して送信 FIFOに転送します。E-MACは送信フレームを作成

し GMII/MII/RMIIに向けて送信を開始します。ディスクリプタ内で指示されるバッファ長分の DMA転送後、TFP

の値によって以下のような処理を行います。 

• TFP＝10（フレーム開始） 

DMA転送後、ディスクリプタのライトバック（TACTビットの0書き込み）を行います。 

• TFP＝01 or 11（フレーム終了） 

フレームの送信完了後、ディスクリプタのライトバック（TACTビットの0およびステータスの書き込み）を

行います。 

• TFP＝00（フレーム継続） 

ディスクリプタのライトバックは行いません。TACTビットは1のままですので注意してください。 

 

読み込んだディスクリプタの TACTビットが 1（有効）の間は、E-DMACはディスクリプタの読み込みとフレ

ームの送信を継続します。 

読み込んだディスクリプタの TACTビットが 0（無効）の場合は、E-DMACは以下の処理を行った後、送信処

理を終了します。 

• E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR）のTRビットに00を書き込みます。 

• E-MAC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）のTCビットに11を書き込み、CPUに対して割り込みを発生さ

せます。 

なお、E-DMACは、送信 FIFOに最大で 4フレーム分のデータを格納することが可能です。 
 

E-MAC送信処理部は、以下の条件が成立すると、送信 FIFOから送信データを読み出しフレームに組み立てて

GMII/MII/RMIIへ送信します。 

• 送信FIFOに送信FIFOしきい値指定レジスタ（TFTR）で設定したバイト数以上のデータが格納された。 

• 送信FIFOに1フレーム以上のデータが格納された。 

• 送信FIFOに空き領域がなくなった。（GMII/MII/RMIIへの送信待ちデータでフルになっている） 

 



 

24. ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  24-105 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

図 24.8に、送信フローの例を示します。 

本LSI＋メモリ

送信フロー

【記号説明】

GETHER初期化
送信ディスクリプタ、
送信バッファ設定

送信起動
送信ディスクリプタ読み込み
送信データ転送
送信ディスクリプタライトバック

：EDMRのSWRTビット1によるソフトウェアリセットを実行します。

：送信ディスクリプタ、送信バッファ設定の他、E-MAC、E-DMACのレジスタ
　設定を行います。最後にECMRのTEビット1、EDTRRのTRビット11の書き
　込みを行います。
：ECMRのTEビット1、EDTRRのTRビット11の書き込みにより発生します。
：E-DMACが送信ディスクリプタを読み込みます。
：E-DMACのDMA転送により送信データを送信FIFOに書き込みます。
：E-DMACがTACTビットに0および送信ステータスを送信ディスクリプタに
　書き込みます。

E-DMAC E-MAC
Ethernet

GMII/MII/RMII送信FIFO

GETHER初期化

送信ディスクリプタ
送信バッファ設定

送信起動

送信ディスクリプタ読み込み

送信ディスクリプタ
ライトバック

送信ディスクリプタ
ライトバック

送信完了

送信ディスクリプタ読み込み

送信データ転送

フレーム送信

送信データ転送

 

図 24.8 送信フローの例（1フレーム／2ディスクリプタ） 
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E-MAC送信部の状態遷移図を図 24.9に示します。 

1. E-MACモードレジスタ（ECMR）の送信許可ビット（TE）がセットされると、送信アイドル状態に遷移しま

す。 

2. 送信E-DMACから送信要求があると、E-MACはキャリア検出、フレーム間隔時間の送信延期を経てプリアン

ブルをGMII/MII/RMIIに送信します。キャリア検出を必要としない全二重転送方式を選択しているときには、

送信E-DMACから送信要求があると即座にプリア ンブルを送出します。 

3. SFD、データ、CRCを順次送信します。送信を終了すると送信E-DMACが送信終了割り込み（TC）を発生し

ます。 データ送信中に衝突発生あるいはキャリア未検出状態となるとそれぞれを割り込み要因として報告し

ます。 

4. フレーム間隔時間を経た後は、アイドル状態に遷移し、以後送信データがあれば送信を継続します。 

リセット

TEセット 全二重転送時

全二重
転送時

【注】*1

　　　*2

再送処理には衝突検出にともなうジャムの送信、およびバックオフアルゴリズムによる
送信時間間隔の調整が含まれます。
512 ビット以下（プリアンブル、SFD含む）のデータ送出中のみ再送処理を行います。
512 ビットを越えるデータの送出中に衝突を検出した場合は、ジャムの送出のみを行い、
バックオフアルゴリズムによる再送処理を行いません。

TEリセット

再送15回失敗
or

512 ビット時間
以後の衝突

衝突

衝突

正常送信

キャリア検出

キャリア検出

SFD送信

データ送信

CRC送信

再送処理*1

キャリア
検出

送信開始
（プリアンブル送出）アイドル

キャリア
未検出

キャリア
未検出

キャリア
検出

半二重転送時

再送
起動

送信停止

エラー検出

エラー

エラー

エラー

エラー報告

衝突*2

      衝突*2

半二重
転送時

 

図 24.9 E-MAC送信部状態遷移図 
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（2） 送信エラー処理 

（a） 送信アボート 

送信 FIFOから GMII/MII/RMIIへのフレーム送信中に送信エラーを検出すると、送信 FIFOから GMII/MII/RMII

への該当フレームのデータ送出を中断します。また、送信バッファから送信 FIFOへの当該フレームの DMA転送

がまだ終了していない場合は、本 DMA転送も同様に中断します。 

送信エラー終了した送信フレームに関連する送信ディスクリプタのライトバックの終了後、E-MAC/E-DMACス

テータスレジスタ（EESR）の送信中断検出ビット（TABT）に 1を書き込み、CPUへ割り込みを発生します。以

降の送信ディスクリプタに対する動作は、通常動作と同様となります。 

（b） 送信 FIFOのアンダフロー 

送信 FIFOから GMII/MII/RMIIへのフレーム送信中に送信 FIFOが空（送信 FIFOのアンダフロー）になると、

E-MACは、当該送信フレームの GMII/MII/RMIIへの送信を強制的に中断します。このとき、E-MACが E-DMAC

から受信した当該フレームは途中で切断されたフレームとなります。そして E-MACは以下の動作を行います。 

• E-MAC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）の送信FIFOアンダフロービット（TFUF）に1を書き込み、CPU

へ割り込みを発生します。 

• 該当送信フレームに対する送信ディスクリプタにライトバック 

• 上記ライトバックの終了後、E-MAC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）の送信FIFOアンダフローライト

バック完了ビット（TUC）に1を書き込み、CPUへ割り込みを発生します。 

以降の送信ディスクリプタに対する動作は、通常動作と同様となります。 

E-MACは、送信 FIFOに送信 FIFOしきい値指定レジスタ（TFTR）で設定したバイト数以上のデータが格納さ

れるまで送信 FIFOから GMII/MII/RMIIへのフレーム送信を開始しません。本 TFTRを有効利用することにより、

送信 FIFOのアンダフローの発生頻度を制御することが可能です。 

（c） 送信ディスクリプタの枯渇 

読み込んだ送信ディスクリプタの TACTビットが 0（無効）の場合で、前回処理したディスクリプタの TFPビ

ットが 00あるいは 10の場合、送信ディスクリプタが枯渇したと判断し、E-MAC/E-DMACステータスレジスタ

（EESR）の送信ディスクリプタ枯渇（TDE）に 1を書き込み、CPUへ割り込みを発生します。 

送信ディスクリプタ枯渇が発生したときは、ソフトウェアリセットを実行した後に送信処理を起動してくださ

い。 
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24.4.3 受信動作 

（1） 受信手順とフロー 

E-MAC受信部は、GMII/MII/RMIIから入力したフレームを、プリアンブル、SFD、データおよび CRCデータに

分解し、DA（宛先アドレス）からデータまでを受信 FIFOに書き込みます。受信 FIFOには最大 24フレームまで

書き込むことが可能です。E-MAC受信部の状態遷移図を図 24.10に示します。 

1. E-MACモードレジスタ（ECMR）の受信許可ビット（RE）が1にセットされると、受信アイドル状態に遷移

します。 

2. 受信パケットのプリアンブルに続くSFD（スタートフレームデリミタ）を検出すると受信処理を開始します。

不当パターンの場合は、フレームを破棄します。 

3. 通常モードでは、フレームのDA（宛先アドレス）が本LSI宛の場合、ブロードキャストフレームの場合、ま

たはマルチキャストフレームの場合にデータ受信を開始します。プロミスキャスモードでは、フレームの種

類にかかわらずデータ受信を開始します。 

4. GMII/MII/RMIIからのデータ受信後、フレームデータ部のCRCチェックを行います。結果は受信FIFOへフレ

ームデータをライトした後、ディスクリプタ内にステータスとして反映されます。異常時は、エラーステー

タスを報告します。 

 

フレームを受信後、ECMR内の REビットが 1に設定されていると、次のフレーム受信に備えます。 
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リセット

REセット

REリセット

【記号説明】
　SFD：Start Frame
　　　  Delimiter

【注】*  エラーフレームもバッファに対しデータ転送を行います。

プリアンブル
検出

プロミスキャス
and 他局宛アドレス

SFD受信

Rx-DVネゲート

自局宛アドレス
or  ブロードキャスト
or  マルチキャスト
or  プロミスキャス

受信終了

エラー報告*

受信エラー
検出

受信エラー
検出

正常受信

受信停止

不正キャリア
検出

アイドル
フレーム
受信開始

DA（宛先アドレス）受信

エラー検出 データ受信

CRC受信

SFD受信
待ち

 

図 24.10 E-MAC受信部状態遷移図 

また、受信時のフレーム処理では CAMの判定を参照することができます（CAM機能を使用する場合について

は、「24.4.5 CAM機能」を参照してください）。 

ECMRの REビットが 1の状態で E-DMAC受信要求レジスタ（EDRRR）の受信要求ビット（RR）に 1を書き

込むと、E-DMACは受信ディスクリプタリストから前回使用したディスクリプタの次のディスクリプタ（初回起

動時は受信ディスクリプタ先頭アドレスレジスタ（RDLAR）で示すディスクリプタ）を読み込んだ後に受信待機

状態となります。E-DMACは、受信 FIFOに 32バイト以上のデータ格納されているか、受信フレームの最終バイ

トが格納されている場合、受信ディスクリプタの RACTビットが 1（有効）の受信ディスクリプタに従い受信 FIFO

のデータを RD2で指定される受信バッファに転送します。 

受信したフレームのデータ長が RD1で与えられるバッファ長よりも大きい場合は、E-DMACはバッファが満了

となった時点でディスクリプタにライトバック（RFP＝10 or 00）を行った後、次のディスクリプタを読み込みま

す。そして新たな RD2によって指定される受信バッファに引き続きデータを転送します。 

以下の条件が成立すると、当該ディスクリプタにライトバック（RFP＝11 or 01）を行った後に、E-MAC/E-DMAC

ステータスレジスタ（EESR）のフレーム受信完了ビット（FR）に 11を書き込み、CPUに割り込みを発生します。 
 

• 受信バッファがDMA転送でフルになった。 

• 受信フレームの最終バイトの受信バッファへのDMA転送が終了した。 
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当該フレームの受信処理が終了した後、次のディスクリプタを読み込み受信待機状態となります。このとき、

受信 FIFOに 32バイト以上のデータが格納されているか、受信フレームの最終バイトが格納されている場合、続

けて次の受信ディスクリプタの処理を行います。 

読み込んだ受信ディスクリプタの TACTビットが 0（無効）の場合は、受信ディスクリプタが枯渇したと判断

し、E-MAC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）の受信ディスクリプタ枯渇（PDE）に 1を書き込み、CPUへ

割り込みを発生します。 

なお、連続してフレームを受信するには、受信方式制御レジスタ（RMCR）内の受信コントロールビット（RNC）

を 1に設定してください。初期値は 0です。 
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図 24.11に、受信フローの例を示します。 

本LSI＋メモリ

受信フロー

E-DMAC E-MAC受信FIFO
Ethernet

GMII/MII/RMII

GETHER初期化

受信ディスクリプタ
受信バッファ設定

受信完了

受信データ転送

受信データ転送

フレーム受信

受信起動

受信ディスクリプタ読み込み

受信ディスクリプタ
ライトバック

受信ディスクリプタ
ライトバック

受信ディスクリプタ読み込み
（次フレーム受信準備）

受信ディスクリプタ読み込み

【記号説明】

GETHER初期化
受信ディスクリプタ、
受信バッファ設定

受信起動
受信ディスクリプタ読み込み
受信データ転送
受信ディスクリプタライトバック

：EDMRのSWRRビット1によるソフトウェアリセットを実行します。

：受信ディスクリプタ、受信バッファ設定の他、E-MAC、E-DMACのレジスタ
　設定を行います。最後にECMRのREビット1、EDRRRのRRビット1の書き
　込みを行います。
：ECMRのREビット1、EDRRRのRRビット1の書き込みにより発生します。
：E-DMACが受信ディスクリプタを読み込みます。
：E-DMACのDMA転送により受信データを受信FIFOから受信バッファに書き込みます。
：E-DMACがRACTビットに0を書き込み、受信ディスクリプタに受信ステータスを
　書き込みます。  

図 24.11 受信フローの例（1フレーム／2ディスクリプタ） 
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（2） 受信エラー処理 

（a） 受信エラー 

受信エラーが発生した場合、受信エラーフレームに関連する受信ディスクリプタのライトバックの終了後、

E-MAC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）のフレーム受信完了ビット（FR）および受信中断検出ビット（RABT）

に 1を設定し、CPUへ割り込みを発生します。 

なお、GMII/MII/RMIIから受信したフレームのバイト長が 32バイト未満のときに受信エラーが発生した場合は、

当該フレームの受信バッファへの DMA転送は行いません。この場合、E-DMAC内部で当該受信フレームを破棄

します（フラッシュ機能）。ただし、受信データパディング挿入設定レジスタ（RPADIR）により受信フレームに

パディング挿入した場合は、パディングバイト数を含めた長さが 32バイト未満であるときに本フラッシュ機能が

働きます。 

（b） 受信 FIFOのオーバフロー 

下記どちらかの状態のときは、E-MACは GMII/MII/RMIIからの受信フレームを格納する領域がないため

GMII/MII/RMIIからフレームを受信することができません。この状態では E-MACへ新たに転送してきた受信フレ

ームは、すべて E-MAC内部で破棄されます（受信 FIFOのオーバフロー）。 

• 受信FIFOがDMA転送待ちデータでフルになった（受信FIFOに空き領域がない） 

• DMA転送待ち受信フレーム数が計24になった（受信フレーム情報管理領域に空きがない：最大管理フレーム

数は24） 

前者によりオーバフローした場合、EESRレジスタの受信 FIFOオーバフロービット（RFE）に 1をセットし、

CPUへ割り込みを発生します。一方、後者によりオーバフローした場合、EESRレジスタの受信フレームカウン

タオーバフロービット（RFCOF）に 1をセットし、CPUへ割り込みを発生します。また、オーバフローで受信フ

レームを 1つ破棄するごとに、ミスドフレームカウンタレジスタ（RMFCR）をカウントアップします。ただし、

受信 FIFO空き容量不足により途中で切断された受信フレームについては、RMFCRのカウントアップの対象外で

す。なお、受信 FIFO空き容量不足により受信フレームを途中で切断した（途中までは受信 FIFOに格納した）場

合、E-DMACは以下の動作を行います。 

• 受信FIFOに格納済みの切断フレームを受信バッファへDMA転送 

• 上記DMA転送の終了後、該当受信ディスクリプタをライトバック 

• 上記ライトバックの終了後、EESRの受信FIFOオーバフローフレームライトバック完了ビット（ROC）に1を

セットし、CPUへ割り込みを発生 

受信 FIFOが DMA転送待ちデータでフルの場合、受信 FIFOから受信バッファへの DMA転送が行われ、受信

FIFOに 32バイト以上の空き領域が生じると、GMII/MII/RMIIからのフレーム受信が再び可能になります。一方、

DMA転送待ち受信フレーム数が計 24の場合、受信 FIFOから受信バッファへの 1フレーム以上の DMA転送が完

了すると、GMII/MII/RMIIからのフレーム受信が再び可能になります。なお、GMII/MII/RMIIからのフレーム受信

を再開する際、E-DMACはフレームの先頭からのみ受信を再開します。 
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（c） フロー制御 

E-DMACは、受信 FIFOの受信データ量あるいは受信フレーム数が以下の状態になった場合、E-MACへ通知し、

E-MACから受信 FIFOへの書き込みを制御することができます 

• 受信FIFOの使用容量が、オーバフロー予告FIFOしきい値設定レジスタ（FCFTR）で設定したデータ容量を超

えた場合 

• 受信FIFOの受信フレーム数が、FCFTRで設定したフレーム数を超えた場合 

受信データ量のしきい値は、256～65536バイト（256バイト刻み）が設定可能です。 

受信フレームのしきい値は、1～24フレーム（1フレーム刻み）が設定可能です。 

（d） 受信ディスクリプタの枯渇 

読み込んだディスクリプタの RACTビットが 0（無効）の場合は、受信ディスクリプタが枯渇したと判断し、

DMA転送処理を停止し、以下の動作を行います。 

• EDRRRのRRビットに0を書き込む 

• EESRの受信ディスクリプタ枯渇ビット（RDE）に1をセットし、CPUへ割り込みを発生 

再度、受信バッファへの DMA転送を行うためには、ソフトウェアが割り込み要因をクリアし、受信ディスク

リプタを再設定し、EDRRRの RRビットに 1を書き込む必要があります。 

なお、受信ディスクリプタが枯渇した場合においても、受信 FIFO容量や受信フレーム情報管理領域に空きがあ

れば、GMII/MII/RMII受信 FIFOへのフレーム受信は継続します。したがって、受信ディスクリプタが枯渇した場

合でも、オーバフローする前に受信バッファへの DMA転送を再開させることができれば、GMII/MII/RMIIからの

受信フレームを破棄することなく受信バッファへ DMA転送することが可能です。 

 

24.4.4 転送動作 

（1） 転送手順とフロー 

GETHERは、転送動作が有効になっている場合は、E-MACから入力されたフレームは TSU部で転送 FIFOと受

信 FIFOの双方に送られ、受信系では受信するか否か、転送系では転送するか否かをそれぞれ独立に判定します。

マルチキャストフレームと宛先が本 LSI以外のフレームについては、転送時のフレーム処理に CAMの判定を参照

することができます（CAM機能についての詳細は、「24.4.5 CAM機能」を参照してください）。 
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24.4.5 CAM機能 

E-MAC部分に入力されたフレームは、次の 4種類に分類されます。（1）本 LSI宛ユニキャスト、（2）ブロー

ドキャスト、（3）マルチキャスト、および（4）他宛ユニキャスト。このうち、（1）および（2）のMACアドレ

スは固定であり、レジスタ設定のみで判定を行います。したがって、CAMを用いて受信するかどうかの判定を行

うのは、（3）マルチキャスト、（4）他宛ユニキャストのみです（ユニキャストフレームのうち、当該フレーム

内の宛先MACアドレスが本 LSIと一致するフレームを本 LSI宛ユニキャストフレーム、一致しないフレームを他

宛ユニキャストフレームと称しています）。 

さらに、TSUでは CAMを利用する他宛ユニキャストおよびマルチキャストフレームの受信の判定を TSU内蔵

の CAMエントリテーブルを参照して行います。本機能を使用することにより、受信不要なフレームデータの蓄積

による受信 FIFOのオーバフローを未然に防ぎ、受信判定要否のための CPU処理を低減できます。 

また、POSTテーブルは、当該ビットが 1のとき CAM判定結果を受信判定に使用します。 

内蔵 CAMは 32エントリのMACアドレスを登録できるエントリテーブルを有しており、その内容は

TSU_ADRH0～TSU_ADRH31および TSU_ADRL0～TSU_ADRL31で設定することができます。内蔵 CAMエント

リテーブル参照の有効／無効の設定は、CAM判定を行うかどうかを設定する CAMエントリテーブルイネーブル

設定レジスタと CAM判定結果を受信判定に使用するかを設定する CAMエントリテーブル POST設定レジスタに

より行います。受信時の内蔵 CAMエントリテーブル参照が有効になっている場合は、フレームの中の宛先アドレ

スと CAMエントリテーブルに登録されたMACアドレスを比較することにより、E-MACに入力されたフレーム

を E-DMACに引き渡す（E-DMACにフレームを受信させる）か破棄するかが判定されます。また、転送動作が有

効でかつ転送時の内蔵 CAMエントリテーブル参照が有効になっているとき、マルチキャストフレームと宛先が本

LSI以外のフレームについては、フレームの中の宛先アドレスと CAMエントリテーブルに登録されたMACアド

レスを比較することにより該当フレームを転送するか破棄するかを判定することができます。表 24.5に E-MAC

→E-DMAC受信動作時のフレームの種類に対する処理方法（受信または破棄）の対応を示します。 
 

表 24.5 受信フレーム処理 

通常モード プロミスキャスモード CAMエントリ 

テーブル参照結果 

フレーム種類 

MCT＝0 MCT＝1 MCT＝0 MCT＝1 

本 LSI宛フレーム 破棄 破棄 CAMヒット 

（アドレス一致） ブロードキャストフレーム 破棄 破棄 

 マルチキャストフレーム 破棄 受信 破棄 受信 

 本 LSI以外を宛先とするフレーム 受信 破棄 

本 LSI宛フレーム 受信 受信 CAMミスヒット 

（アドレス不一致） ブロードキャストフレーム 受信 受信 

 マルチキャストフレーム 受信 破棄 受信 破棄 

 本 LSI以外を宛先とするフレーム 破棄 受信 

【記号説明】 

MCT（ECMRレジスタのビット 13）：マルチキャスト受信モード（0：CAMミスヒット時受信、1：CAMヒット時受信） 
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24.4.6 マルチバッファフレーム（1フレーム／複数ディスクリプタ）の送受信処理に

ついて 

（1） マルチバッファフレームの送信処理 

マルチバッファフレームの送信中にエラーが発生した場合は、E-DMACは図 24.12に示す処理を行います。 

図中で送信ディスクリプタが無効（TACTビットが 0）である部分は、すでにバッファデータを正常に送信した

部分を、送信ディスクリプタが有効（TACTビットが 1）である部分は、バッファデータが未送信であることを示

します。送信ディスクリプタが有効（TACTビットが 1）である最初のディスクリプタ部分でフレーム送信エラー

が発生した場合は、即座に送信を停止して TACTビットを 0クリアします。その後、次のディスクリプタをリー

ドし、送信フレーム内の位置を TFP1、TFP0ビットをもとに判断していきます（継続[B'00]または終了[B'01]）。

継続ディスクリプタである場合は、TACTビットを 0クリアするのみで、すぐに次ディスクリプタのリードを行

います。最終ディスクリプタである場合は、TACTビットを 0クリアするのみでなく、TFEおよび TFSビットへ

のライトバックも同時に行います。エラー発生後から最終ディスクリプタへのライトバックまでの間は、バッフ

ァ上のデータは送信しません。E-MAC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ（EESIPR）でエラー割り込み

が許可されている場合は、最終ディスクリプタのライトバック直後に割り込みが発生します。 
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図 24.12 送信エラー発生後の E-DMAC動作 
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（2） マルチバッファフレームとなるケースの受信処理 

受信フレームが複数のバッファに分割されマルチバッファフレームとなるケースでの受信中にエラーが発生し

た場合は、E-DMACは図 24.13に示す処理を行います。 

図中で受信ディスクリプタが無効（RACTビットが 0）である部分はすでにバッファに格納されるデータを正常

に受信した部分を、受信ディスクリプタが有効（RACTビットが 1）である部分は未受信バッファであることを示

します。図中のディスクリプタ部分でフレーム受信エラーが発生した場合は、該当するディスクリプタにステー

タスのライトバックを行います。 

EESIPRでエラー割り込みを許可している場合は、ライトバック直後に割り込みが発生します。新しいフレーム

の受信要求がある場合には、エラーが発生したバッファの次のバッファから引き続き受信を行います。 
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図 24.13 受信エラー発生後の E-DMAC動作 
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24.4.7 受信データへのパディング挿入について 

E-DMACは、受信データ処理能力の向上のため、受信データの任意のバイト位置に 1～3バイトのパディングを

挿入できます。この機能を使用することで、たとえば、イーサネットフレームのMACヘッダ（14バイト）の後

に 2バイトのパディングを挿入することによって以降のデータを 4バイト境界の先頭に置くことができます。 

【パディングなし】

受信バッファエリア

16バイト境界

16バイト境界で分離するための
パディング

4バイト

MACヘッダ（14バイト）

MACヘッダ（14バイト）

MACヘッダ（14バイト）

16バイト境界

16バイト境界

16バイト境界で分離するための
パディング

【パディングあり】

受信バッファエリア

14バイト目の後に2バイトのパディング挿入

16バイト境界

MACヘッダの後に挿入した
2バイトのパディング

4バイト

MACヘッダ（14バイト）

MACヘッダ（14バイト）

MACヘッダ（14バイト）

16バイト境界

16バイト境界

 

図 24.14 受信データへのパディング挿入 
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24.4.8 割り込み動作 

（1） 割り込み要因 

GETHERから CPUに対して発行する割り込みは、送受信割り込み（GEINT0）のみとなります。 

GEINT0は、送受信動作に関連して発生する割り込みです。割り込み要因が発生すると EESR0レジスタにセッ

トされるとともに CPUに対して割り込みを発行します。ただし、割り込み要因によっては、レジスタへのセット

／割り込みの発行が、割り込み要因を検出した直後ではなく、ディスクリプタへのライトバックが完了した時点

のものもあります。E-MACステータスレジスタ要因（ECIビット）を除く各割り込みの要因は、対応する要因ビ

ットに 1を書き込むことによりクリアされます。E-MACステータスレジスタ要因（ECIビット）の割り込み要因

は、ECSRレジスタの対応するビットに 1を書き込むことによりクリアされます。これらの割り込み要因は、クリ

アされるまではその値を保持します。GEINT0の各割り込み要因は、EESIPR0レジスタの対応するビットをセッ

トすることにより割り込みを発行することが許可されます。また、E-MACステートレジスタ要因（ECIビット）

に含まれる個々の割り込み要因は、ECSIPRレジスタの対応するビットをセットすることにより割り込みを発行す

ることが許可されます。許可ビットの初期値は割り込み禁止の状態になっています。 

表 24.6に、割り込みとそれぞれの割り込みの要因、割り込み要因が発生したときに設定される割り込みステー

タスレジスタ／ビット、および割り込み発生タイミングを示します。 
 

表 24.6 GETHERC割り込み一覧 

割り込み種類 割り込み要因 レジスタ、ビット名 割り込み発生 

タイミング 

ライトバック完了 EESR0.TWB ライトバック後 

送信アンダフローフレームライトバック完了 EESR0.TUC ライトバック後 

受信オーバフローフレームライトバック完了 EESR0.ROC ライトバック後 

送信中断検出 EESR0.TABT ライトバック後 

受信中断検出 EESR0.RABT ライトバック後 

受信フレームカウンタオーバフロー EESR0.RFCOF 割り込み要因検出時 

E-MACステータスレジスタ要因 EESR0.ECI 割り込み要因検出時 

フレーム送信完了 EESR0.TUC ライトバック後 

0系送受信 

割り込み

（GEINT0） 

送信ディスクリプタ枯渇 EESR0.TDE 割り込み要因検出時 

送信 FIFOアンダフロー EESR0.TFUF 割り込み要因検出時 

フレーム受信 EESR0.FR ライトバック後 

受信ディスクリプタ枯渇 EESR0.RDE 割り込み要因検出時 

受信 FIFOオーバフロー EESR0.RFOF 割り込み要因検出時 

キャリア消失検出 EESR0.DLC 割り込み要因検出時 

遅延衝突検出 EESR0.CD 割り込み要因検出時 

送信リトライオーバ EESR0.TRO 割り込み要因検出時 

0系送受信 

割り込み 

マルチキャストアドレスフレーム受信 EESR0.RMAF ライトバック後 
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割り込み種類 割り込み要因 レジスタ、ビット名 割り込み発生 

タイミング 

キャリア拡張エラー EESR0.CEEF ライトバック後 

キャリア拡張消失 EESR0.CELF ライトバック後 

端数ビットフレーム受信 EESR0.RRF ライトバック後 

ロングフレーム受信エラー EESR0.RTLF ライトバック後 

ショートフレーム受信エラー EESR0.RTSF ライトバック後 

PHY-LSI受信エラー EESR0.PRE ライトバック後 

0系送受信 

割り込み 

受信フレーム CRCエラー EESR0.CERF ライトバック後 
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24.4.9 起動手順 

以下の手順で GETHERを起動してください。 
 

（1） リセット 

1. パワーオンリセット 

2. E-DMAC送信部／受信部の起動（ディスクリプタエンジン起動） 

• E-DMAC起動レジスタ（EDSR）の設定：ENT=1、ENR=1 

3. ソフトウェアリセット 

• E-DMACモードレジスタ（EDMR）の設定：SWRR=1、SWRT=1（同時に設定のこと） 

4. ディスクリプタエントリテーブルの初期化 

5. ソフトウェアリセットの解除確認 

• E-DMACモードレジスタ（EDMR）の確認：SWRR=0、SWRT=0に戻っていること 

 

（2） 端子、動作モード設定 

1. 端子設定 

• PFCの章を参照してください。 

2. 動作モード設定 

• GETHERモードレジスタ（GECMR）の設定：転送速度等 

• RMII_MII選択バイト（RMII_MII）の設定：インタフェース選択 

 

（3） ディスクリプタリング登録 

メモリに構成されたディスクリプタリングのアドレスをディスクリプタエントリテーブルに登録します。 

1. 送信ディスクリプタの設定 

• 送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（TDLAR）の設定 

• 送信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ（TDFAR）の設定 

• 送信ディスクリプタ処理済アドレスレジスタ（TDFXR）の設定 

• 送信ディスクリプタ最終フラグレジスタ（TDFFR）の設定：TDFXRが示すディスクリプタがディスクリプタ

リストの最終である場合、H'0000 0001を設定 

2. 受信ディスクリプタの設定 

• 受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（RDLAR）の設定 

• 受信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ（RDFAR）の設定 

• 受信ディスクリプタ処理済アドレスレジスタ（RDFXR）の設定 
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• 受信ディスクリプタ最終フラグレジスタ（RDFFR）の設定：RDFXRが示すディスクリプタがディスクリプタ

リストの最終である場合、H'0000 0001を設定 

 

（4） レジスタ設定 

必要に応じて以下のレジスタを設定してください。 

1. E-DMAC関連レジスタの設定 

• E-DMACモードレジスタ（EDMR）の設定：動作モード他 

• E-MAC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ（EESIPR）の設定：割り込みマスク 

• 送受信ステータスコピー指示レジスタ（TRSCER）の設定：エラーマスク 

• 送信FIFOしきい値指定レジスタ（TFTR）の設定：送信FIFOしきい値 

• FIFO容量指定レジスタ（FDR）の設定：外部FIFO容量値 

• 受信方式制御レジスタ（RMCR）の設定：受信起動リセット方法 

• 受信データパディング挿入設定レジスタ（RPADIR）の設定：受信データへのパディング挿入 

• オーバフロー予告FIFOしきい値設定レジスタ（FCFTR）の設定：受信BSY送出しきい値 

2. E-MAC関連レジスタの設定 

• E-MACモードレジスタ（ECMR）の設定：送信、受信仕様 

• E-MAC割り込み許可レジスタ（ECSIPR）の設定：割り込みマスク 

• MACアドレス上位設定レジスタ（MAHR）の設定：MACアドレス 

• MACアドレス下位設定レジスタ（MALR）の設定：MACアドレス 

• 受信フレーム長上限レジスタ（RFLR）の設定：受信フレーム長上限 

• PHY-INT極性設定レジスタ（PIPR）の設定：ET0_PHY-INT端子の極性 

• 自動PAUSEフレーム設定レジスタ（APR）の設定：自動PAUSEフレームTIMEパラメータ値 

• 手動PAUSEフレーム設定レジスタ（MPR）の設定：手動PAUSEフレームTIMEパラメータ値 

• 自動PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ（TPAUSER）の設定：PAUSEフレーム再送回数上限値 

• バーストサイクル回数上限設定レジスタ（BCULR）の設定：バーストサイクル上限値 

 

（5） 起動 

1. E-DMAC送受信機能の起動 

• E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR）の設定：TR＝11 

• E-DMAC受信要求レジスタ（EDRRR）の設定：RR＝1 

2. E-MAC送受信機能の起動 

• E-MACモードレジスタ（ECMR）の設定：TE＝1、RE=1 
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24.4.10 フロー制御 

GETHERは、全二重動作時に、IEEE802.3x準拠のフロー制御をサポートしています。フロー制御は、受信と送

信の双方の動作に対して適用することができます。フロー制御をするときの PAUSEフレームの送信には、次の（1）、

（2）の方法があります。 
 

（1） 自動 PAUSEフレーム送信 

受信フレームに対しては、受信 FIFOに書き込まれたデータ量が、オーバフロー予告 FIFOしきい値設定レジス

タ（FCFTR）に設定された値に達すると PAUSEフレームを自動的に送信します。このときの PAUSEフレームに

含まれる TIMEパラメータ値は、自動 PAUSEフレーム設定レジスタ（APR）で設定します。PAUSEフレームの

再送回数上限を規定しない場合、自動 PAUSEフレームの送信は、受信 FIFO内のデータが読み出されてデータ量

が FCFTR設定値未満になるまで繰り返されます。また、PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ（TPAUSER）に

より PAUSEフレームの再送信回数の上限値を 1～65535回の範囲で設定することができます。この場合は、自動

PAUSEフレームの送信は、受信 FIFO内のデータ量が FCFTR設定値未満になるか、送信回数が TPAUSERの設定

値に達するまで繰り返されます。送信回数カウンタは、いったん受信 FIFO内のデータ量が FCFTR設定値未満に

なった後、次の PAUSEフレームが送信される時点で 0クリアされます。 

自動 PAUSEフレームの送信は、E-MACモードレジスタ（ECMR）の TXFビットが 1の場合に有効になります。 
 

（2） 手動 PAUSEフレーム送信 

ソフトウェアからの指示により、PAUSEフレームを送信することができます。手動 PAUSEフレーム設定レジ

スタ（MPR）へ Timer値を書き込むと、手動 PAUSEフレームの送信を開始します。この手順による PAUSEフレ

ームの送信は 1回（1フレーム）のみです。 
 

（3） PAUSEフレーム受信 

PAUSEフレームを受信した場合、TIMEパラメータ値の示す時間が経過するまで、次のフレーム送信を待ちま

す。送信中のフレームについては、送信を継続します。PAUSEフレームの受信は E-MACモードレジスタ（ECMR）

の RXFビットが 1の場合に有効となります。PAUSEフレーム受信回数をカウントします。 
 

（4） 0 TIME PAUSEフレーム制御 

TIMEパラメータ値が 0の PAUSEフレームによるフロー制御を行うことができます。TIMEパラメータ値が 0

の PAUSEフレーム制御を有効／無効するかを、E-MACモードレジスタ（ECMR）の ZPFビットで指定すること

ができます。 

• TIMEパラメータ値が0のPAUSEフレーム制御有効時 

TIMEパラメータ値の示す時間が経過していない状態で、受信FIFOの容量がオーバフロー予告FIFOしきい値

設定レジスタ（FCFTR）の設定値未満になると、TIMEパラメータ値が0のPAUSEフレームを送信します。 

TIMEパラメータ値が0のPAUSEフレームを受信した場合、フレーム送信待ち状態を解除します。 
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• TIMEパラメータ値が0のPAUSEフレーム制御無効時 

TIMEパラメータ値が0のPAUSEフレームを送信しません。また、TIMEパラメータ値が0のPAUSEフレームを

受信した場合は、そのPAUSEフレームを破棄します。 

 

24.4.11 Magic Packetの検出 

GETHERは、Magic Packetの検出機能を有しています。本機能は、ホスト装置などから LANに接続される各種

周辺装置を起動する機能（WOL：Wake-On-LAN）を提供します。これによって、ホスト装置などから送出される

Magic Packetを周辺装置が受信し、周辺装置がみずから起動するシステムを構築できます。Magic Packetを検出し

たときには、それ以前に受信していたブロードキャストパケット等によって受信 FIFOにはデータが蓄積され、

E-MACには受信ステータスなどが報告されています。本割り込み処理から通常の動作に復帰するためには、ソフ

トウェアリセットレジスタ（ARSTR）の ARSTビットにより E-MAC、TSU、および E-DMACの初期化を実行し

てください。 

Magic Packetにおいては、宛先アドレスにかかわらず受信を行います。結果として、Magic Packet内のフォーマ

ットで指定される宛先に合致する場合のみ有効となり ET0_WOL端子が有効となります。Magic Packetに関する詳

細については、AMD社の技術資料を参照してください。 

本 LSIを用いてWOLを利用するには、以下のような設定順序で行います。 

1. 各種割り込み許可／マスクレジスタによって割り込み要因の出力を禁止します。 

2. E-MACモードレジスタ（ECMR）のMagic Packet検出許可ビット（MPDE）を設定します。 

3. E-MAC割り込み許可レジスタ（ECSIPR）のMagic Packet検出割り込み許可ビット（MPDIP）をイネーブルに

設定します。 

4. E-MAC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ（EESIPR）のE-MACステータスレジスタ要因割り込み許

可ビット（ECIIP）を設定します。 

5. 必要ならCPUの動作モードをスリープモードに設定します。 

6. Magic Packetを検出すると、CPUには割り込みが通知されます。また、周辺LSIに対しては、ET0_WOL端子に

よりMagic Packetを検出したことを通知します。 

【注】 ディープスタンバイ時のMagic Packetの検出に関しては、「第 9章 動作モード、低消費電力モード」を参照してく

ださい。 
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24.4.12 インテリジェントチェックサム計算機能 

受信パケットに対するチェックサム演算をアクセラレートします。下記の 2つのモードがあります。 

• MAC/IPパケット解析型インテリジェントチェックサム計算モード 

• スキップバイト数指定型全データインテリジェントチェックサム計算モード 

（1） MAC/IPパケット解析型インテリジェントチェックサム計算モード（CSMRレジスタ CSEBL＝1、CSMD

＝1） 

受信パケットが下表に含まれるものであれば、計算の対象となります。 
 

IPver 項   目 

オプションなし 

オプションあり 

IPv4 

フラグメント*1 

拡張ヘッダなし 

ホップバイホップオプション拡張ヘッダ長 

ルーティング拡張ヘッダ長 

フラグメント拡張ヘッダ長*1 

終点オプション拡張ヘッダ長 

AH拡張ヘッダ長 

ESP拡張ヘッダ長*2 

IPv6 

MobileIPv6用拡張ヘッダ長*2 

【注】 *1 計算の対象となりますが、データが正常な場合でも RD0.RCS[15:0]＝不定となり、RD0.RCSE＝不定となります。 

 *2 RD0.RCS[15:0]の計算は行わずに RD0.RCSE＝1にセットされます。 

 

以下に IPv4パケットの計算対象となる領域を示します。網掛け部分が計算対象になります。 
 

0

IPv4 IPv6  IHL*

IP

IP IP

IP

No. 31 16 15 11 8 7 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

*

8'h00 No.[7:0]  
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以下に IPv6パケットの計算対象となる領域を示します。網掛け部分が計算対象になります。 
 

0

*
1

*
1

*
2

IPv4 IPv6  

IPIP

IP

IP

IP

IP

IP

IP

IP

IP

No. 31 16 15 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

*1 TCP/UDP 8'h00, [7:0]
*2   

 

（2） スキップバイト数指定型全データインテリジェントチェックサム計算モード（CSMRレジスタ CSEBL＝1、

CSMD＝0） 

CSMRレジスタ SB[5:0]で指定したバイト数分だけ、パケットの先頭からデータをスキップした後、以降の全有

効データをチェックサムの対象として計算を行います。（例：14バイトスキップ） 
 

0

SB[5:0] OE

No. 31 16 15 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11  
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24.5 PHY-LSIとの接続 

24.5.1 MIIフレームタイミング 

各種MIIフレームのタイミングを図 24.15～図 24.20に示します。 

ET_TX-CLK

ET_TX-EN

ET_TXD3～0

ET_TX-ER

ET_CRS

ET_COL

SFDPreamble Data CRC

 

図 24.15 MIIフレーム送信タイミング（正常時） 

ET_TX-CLK

ET_TX-EN

ET_TXD3～0

ET_TX-ER

ET_CRS

ET_COL

Preamble JAM

 

図 24.16 MIIフレーム送信タイミング（衝突発生） 

ET_TX-CLK

ET_TX-EN

ET_TXD3～0

ET_TX-ER

ET_CRS

ET_COL

SFDPreamble Data

 

図 24.17 MIIフレーム送信タイミング（送信エラー発生） 
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ET_RX-CLK

ET_RX-DV

ET_RXD3～0

ET_RX-ER

Preamble Data CRCSFD

 

図 24.18 MIIフレーム受信タイミング（正常受信） 

ET_RX-CLK

ET_RX-DV

ET_RXD3～0

ET_RX-ER

Preamble Data XXXXSFD

 

図 24.19 MIIフレーム受信タイミング（受信エラー（1）） 

ET_RX-CLK

ET_RX-DV

ET_RXD3～0

ET_RX-ER

XXXX 1110 XXXX

 

図 24.20 MIIフレーム受信タイミング（受信エラー（2）） 
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24.5.2 GMII/MIIフレームタイミング 

各種 GMII/MIIフレームのタイミングを図 24.21～図 24.26に示します。 

ET_RX-CLK

ET_RX-DV

ET_ERXD3～0

ET_RX-ER

ET_RX-CRS

Preamble Data CRCSFDGET_ERXD7～4

 

図 24.21 GMII/MIIフレーム受信タイミング（正常時） 

0FCRC

ET_RX-CLK

ET_RX-DV

ET_ERXD3～0

ET_RX-ER

ET_RX-CRS

GET_ERXD7～4

 

図 24.22 GMII/MIIフレーム受信タイミング（キャリア拡張あり時） 

0FCRC

ET_RX-CLK

ET_RX-DV

ET_ERXD3～0

ET_RX-ER

ET_RX-CRS

GET_ERXD7～4 Preamble

 

図 24.23 GMII/MIIフレーム受信タイミング（バースト受信時） 
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ET_RX-CLK

ET_RX-DV

ET_ERXD3～0

ET_RX-ER

ET_RX-CRS

Preamble SFDGET_ERXD7～4 X

 

図 24.24 GMII/MIIフレーム受信タイミング（受信エラー時） 

1FCRC

ET_RX-CLK

ET_RX-DV

ET_ERXD3～0

ET_RX-ER

ET_RX-CRS

GET_ERXD7～4

 

図 24.25 GMII/MIIフレーム受信タイミング（キャリア拡張中のエラー時） 

ET_RX-CLK

ET_RX-DV

ET_ERXD3～0

ET_RX-ER

GET_ERXD7～4 X

 

図 24.26 GMII/MIIフレーム受信タイミング（False Carrier Indication） 
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24.5.3 RMIIフレームタイミング 

各種 RMIIフレームのタイミングを図 24.27～図 24.29に示します。 

REF50CK

RMII_CRS_DV

RMII_RXD1

RMII_RXD0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 A B C D E F G H I J 0

0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 A B C D E F G H I J 0

nibble boundary

/J/ /K/ Preamble SFD Data  

図 24.27 RMIIフレーム受信タイミング（100Mbps正常受信時） 

REF50CK

False Carrier detected

RMII_CRS_DV

RMII_RXD1

RMII_RXD0

0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 

図 24.28 RMIIフレーム受信タイミング（False Carrierを伴う 100Mbps受信時） 

REF50CK

RMII_TX_EN

RMII_TXD1

RMII_TXD0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 A B C D E F G H I J 0

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 A B C D E F G H I J 0

Preamble SFD Data  

図 24.29 RMIIフレーム送信タイミング（100Mbps正常送信時） 
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24.5.4 MIIレジスタのアクセス方法 

PHY-LSI内にあるMIIレジスタへは、本 LSIの PHY部インタフェースレジスタ（PIR）を経由してアクセスし

ます。IEEE802.3uで規定されるMIIフレームフォーマットに従い、シリアルインタフェースとして接続します。 
 

（1） MII管理フレームのフォーマット 

MII管理フレームのフォーマットを図 24.30に示します。MIIレジスタをアクセスするには、（2）で示す手順

に従う管理フレームをプログラムによって実現します。 

アクセス種別 MII管理フレーム

項目

ビット数

リード

ライト

PRE

32

1..1

1..1

ST

2

01

01

OP

2

10

01

PHYAD

5

00001

00001

REGAD

5

RRRRR

RRRRR

TA

2

Z0

10

DATA

16

D..D

D..D

IDLE

X

PRE
ST
OP
PHYAD

REGAD

TA

DATA

IDLE

：32個の連続した1
：フレームの先頭を示す01のライト
：アクセス種別を示すコードのライト
：PHY-LSIのアドレスが1番の場合、0001をライト（MSBから順次ライト）。このビットは、
　PHY-LSIアドレスによって可変となる。
：レジスタアドレスが1番の場合、0001をライト（MSBから順次ライト）。このビットは、
　PHY-LSIのレジスタアドレスによって可変となる。
：MIIインタフェース上でデータの送信元を切り換える時間
　（a）ライト時は10をライト
　（b）リード時は、「バス解放」（Z0と表記）を行う
：16ビットのデータ。MSBから順次ライトあるいはリード
　（a）ライト時は、16ビットデータのライト
　（b）リード時は、16ビットデータのリード
：次のMII管理フォーマット入力までの待機時間
　（a）ライト時は、「単独バス解放」（Xと表記）を行う
　（b）リード時は、すでにTA時にバス解放済みであり制御不要

【記号説明】

 

図 24.30 MII管理フレームフォーマット 
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（2） MIIレジスタアクセス手順 

プログラムは、PHY部インタフェースレジスタ（PIR）を経由してMIIレジスタをアクセスします。アクセス

は、1ビット単位のデータライト、1ビット単位のデータをリードし、バスの解放および単独バス解放の組み合わ

せによって実現します。MIIレジスタアクセスタイミング例を図 24.31に示します。アクセスタイミングは、

PHY-LSIの種類によって異なります。 

ET_MDC

ET_MDO

1ビットデータのライトと
タイミングの関係

（1） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MMD＝1
ET_MDO＝ライトデータ
ET_MDC＝0

（2） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MMD＝1
ET_MDO＝ライトデータ
ET_MDC＝1

（3） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MMD＝1
ET_MDO＝ライトデータ
ET_MDC＝0

（1）（2） （3）

 

図 24.31（1） 1ビットデータのライトフロー 

ET_MDC

ET_MDO

バス解放とタイミングの関係

（1） PHY部インタフェース
レジスタへのライト 

ET_MMD＝0
ET_MDC＝0

（2） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MMD＝0
ET_MDC＝1

（3） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MMD＝0
ET_MDC＝0

（1）（2） （3）

 

図 24.31（2） バス解放フロー（図 24.30中のリード時の TA） 
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1ビットデータのリードと
タイミングの関係

（1） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MMD＝0
ET_MDC＝1

（2） PHY部インタフェース
レジスタのリード
ET_MMD＝0
ET_MDC＝1
ET_MDIをリード
データとする

（3） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MMD＝0
ET_MDC＝0

ET_MDC

ET_MDI

（1） （3）（2）

 

図 24.31（3） 1ビットデータのリードフロー 

単独バス解放とタイミングの関係

（1） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MMD＝0
ET_MDC＝0

ET_MDC

ET_MDO

（1）

 

図 24.31（4） 単独バス解放フロー（図 24.30のライト時の IDLE） 
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24.5.5 MII-RMIIインタフェース変換 

本 LSIは、RMIIインタフェースをサポートしています。RMIIインタフェースは、MII-RMII変換回路で、MII

インタフェースを変換して作成されます。 
 

（1） クロック 

RMIIインタフェースからの REF50CK（50MHz）を分周し、ET0_TX-CLK/ET0_RX-CLK（25MHz、2.5MHz）を

出力します。 
 

（2） 受信 

RMIIインタフェースからの受信波形をMIIインタフェースに変換して出力します（10Mbps、100Mbps）。 

RMIIインタフェースからのフォルスキャリア検知をMIIインタフェースに変換して出力します。 

RMIIインタフェースからの RMII_RX-ER信号をMIIインタフェースに出力します。 

【注】 フォルスキャリア検知は、プリアンブル検出から受信が終了する（ET0_RX-DVネゲート）まで発生しません。 

 

（3） 送信 

MIIインタフェースからの送信波形を RMIIインタフェースに変換して出力します（10Mbps、100Mbps）。 

コリジョン信号（ET0_COL）を CRSと ET0_TX-ENの ANDで生成します。 
 

（4） 全二重／半二重の選択 

全二重転送モード時は、COLアサートを抑止します。 

図 24.32に、変換回路の概略図を示します。 
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RMII_CRS-DV

MII-RMII変換

ET_TX-EN RMII_TX-EN

RMII_TXD1
RMII_TXD0

4ビット→
2ビット変換

ET_ETXD3～
ET_ETXD0

ET_COL

ET_CRS

2ビット→
4ビット変換

CRS、
RX_DV
生成

フォルス
キャリア検知

クロック
　生成

ET_RX-DV

ET_ERXD3～
ET_ERXD0

ET_TX-ER

REF50CK

RMII_RXD1
RMII_RXD0

RMII_RX-ER

D

D

半2重／全2重

ET_TX-CLK

ET_RX-CLK

 

図 24.32 MII-RMII変換回路 
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24.6 使用上の注意事項 

24.6.1 イーサネットフレームのサムチェック計算 

本 LSIでは、受信フレームのサムチェックデータを計算することができます。サムチェックの計算対象は、イ

ーサネットフレームのデータ部分（長さ／タイプフィールドの直後から、CRCデータの直前まで）です。図 24.33

にイーサネットフレームの計算対象の箇所を示す概念図を示します。計算方法は、16ビットごとの加算のみで、

ビットの反転は行っていません。なお、サムチェックデータ有効時は CRCデータ（4バイト）は受信フレームと

しては転送されず、サムチェックデータ（Sum Data）が自動的につきます。図 24.34にサムチェックデータが付

加された後のイーサネットフレームの概念図を示します。 

【注】 VLANTagが挿入されたフレームに対しても、先頭 15バイト目以降、CRCデータの直前までを計算対象としますので

ご注意ください。 

サムチェック
計算の対象
データ

デスティネーションアドレス

ソースアドレス

（6バイト）

（6バイト）

タイプ（2バイト）

CRC（4バイト）

データ（46～1500バイト）
サムチェック
計算の対象
データ

デスティネーションアドレス

ソースアドレス

（6バイト）

（6バイト）

VLANtag
（4バイト）

タイプ（2バイト）

CRC（4バイト）

データ（60バイト）

イーサネットフレーム概念図
　　（VLANtag有り）

イーサネットフレーム概念図
　　（VLANtagなし）  

図 24.33 サムチェック計算の対象データ 
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デスティネーションアドレス

ソースアドレス

（6バイト）

（6バイト）

タイプ（2バイト）

Sum Data
（2バイト）

データ（46～1500バイト）

デスティネーションアドレス

ソースアドレス

（6バイト）

（6バイト）

VLANtag
（4バイト）

タイプ（2バイト）

データ（60バイト）

イーサネットフレーム概念図
　　（VLANtag有り）

イーサネットフレーム概念図
　　（VLANtagなし）

Sum Data
（2バイト）

 

図 24.34 サムチェックデータ付加後のデータ 

 

24.6.2 TSU使用時の注意 

本 LSIの TSUは、100BASE-Tのデータ転送まで対応した仕様となっております。1000BASE-Tで TSUを使用し

た場合もデータ転送に関しては、転送性能は 100BASE-T相当となりますのでご注意ください。 
 

24.6.3 インテリジェントチェックサム機能の使用時の注意 

インテリジェントチェックサム機能のチェックサム計算は、受信データパディング挿入設定レジスタ（RPADIR）

によるパディング挿入の影響を受けません。これは、チェックサム計算が、受信データを E-MACから E-DMAC

に転送する際に行われるのに対し、受信データパディングが、受信データを E-DMACからメモリ上の受信バッフ

ァに転送する際に行われるためです。 
 

24.6.4 RMII選択時の ET0_RX-ER端子入力について 

RMII選択時、PHYから受け取る受信エラー信号の幅が RMIIのリファレンスクロック 50MHzの 1サイクル分

しか出ない場合、エラー信号として認識しません。 
 



 

24. ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER） 

24-138  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

 



 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  25-1 

2012.06.12  

  

25. タイマユニット（TMU） 

本 LSI は 9 チャネル（チャネル 0～8）の 32 ビットタイマにより構成される 32 ビットタイマユニット（TMU：

TiMer Unit）を内蔵しています。 
 

25.1 特長 
TMU には次のような特長があります。 

 

• 各チャネルとも、オートリロード方式の32ビットダウンカウンタを搭載 

• チャネル2、5のみ、インプットキャプチャ機能を搭載 

• チャネル0、1、2、3、4、5のみ外部クロック選択時もしくはインプットキャプチャ機能使用時には、外部ク

ロックの入力エッジとして立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジ選択可能 

• 各チャネルとも、任意の時点で読み出し／書き込み可能なオートリロード用の32ビットタイマコンスタント

レジスタおよび32ビットダウンカウンタを搭載 

• チャネル0、1、2、3、4、5のみ、6種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

外部クロック（TCLK）、5種類の周辺クロック（clkp/4、clkp/16、clkp/64、clkp/256、clkp/1024）（ただし、

clkpは周辺クロック） 

• チャネル6、7、8は、5種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

5種類の周辺クロック（clkp/4、clkp/16、clkp/64、clkp/256、clkp/1024）（ただし、clkpは周辺クロック） 

• 2種類の割り込み要因 

アンダフロー×1要因（各チャネル）、インプットキャプチャ×1要因（チャネル2、5）があります。 
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図 25.1 に TMU のブロック図を示します。 

TMU

TCLK 

0 5

 

TCOR TCNTTCR

TSTR

0 1 3 4

6 7 8 2 5

TUNI0 TUNI1

TUNI3 TUNI4

TUNI6 TUNI7

TUNI8

TUNI2

TUNI5STBY

CPI2

CPI5

TCLK0

TCLK1

TCR TCOR TCNT TCPR

TSTR

TCOR

TCNT

TCR

TCPR 2 2 5

clkp/4 clkp/16 clkp/64

SHwy

 

図 25.1 TMU のブロック図 
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25.2 入出力端子 
表 25.1 に TMU の端子構成を示します。 

 
表 25.1 端子構成 

名称 略称 入出力 機   能 

クロック入力 0 TCLK0 入力 チャネル 0、1、2 外部クロック入力端子／ 

チャネル 2 インプットキャプチャ制御入力端子 

クロック入力 1 TCLK1 入力 チャネル 3、4、5 外部クロック入力端子／ 

チャネル 5 インプットキャプチャ制御入力端子 

 

25.3 レジスタの説明 
TMU には以下のレジスタがあります。下記アドレス以外への書き込みは行わないでください。書き込みを行っ

た場合、動作は保証されません。読み出すと不定値が読み出されます。 
 

表 25.2（1） レジスタ構成 

チャネル 名称 略称 R/W P4 アドレス サイズ 

0、1、2 共通 タイマスタートレジスタ 0 TSTR0 R/W H'FFD80004 8 

タイマコンスタントレジスタ 0 TCOR0 R/W H'FFD80008 32 

タイマカウンタ 0 TCNT0 R/W H'FFD8000C 32 

0 

タイマコントロールレジスタ 0 TCR0 R/W H'FFD80010 16 

タイマコンスタントレジスタ 1 TCOR1 R/W H'FFD80014 32 

タイマカウンタ 1 TCNT1 R/W H'FFD80018 32 

1 

タイマコントロールレジスタ 1 TCR1 R/W H'FFD8001C 16 

タイマコンスタントレジスタ 2 TCOR2 R/W H'FFD80020 32 

タイマカウンタ 2 TCNT2 R/W H'FFD80024 32 

タイマコントロールレジスタ 2 TCR2 R/W H'FFD80028 16 

2 

インプットキャプチャレジスタ 2 TCPR2 R H'FFD8002C 32 

3、4、5 共通 タイマスタートレジスタ 1 TSTR1 R/W H'FFD81004 8 

タイマコンスタントレジスタ 3 TCOR3 R/W H'FFD81008 32 

タイマカウンタ 3 TCNT3 R/W H'FFD8100C 32 

3 

タイマコントロールレジスタ 3 TCR3 R/W H'FFD81010 16 

タイマコンスタントレジスタ 4 TCOR4 R/W H'FFD81014 32 

タイマカウンタ 4 TCNT4 R/W H'FFD81018 32 

4 

タイマコントロールレジスタ 4 TCR4 R/W H'FFD8101C 16 
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チャネル 名称 略称 R/W P4 アドレス サイズ 

タイマコンスタントレジスタ 5 TCOR5 R/W H'FFD81020 32 

タイマカウンタ 5 TCNT5 R/W H'FFD81024 32 

タイマコントロールレジスタ 5 TCR5 R/W H'FFD81028 16 

5 

インプットキャプチャレジスタ 5 TCPR5 R H'FFD8102C 32 

6、7、8 共通 タイマスタートレジスタ 2 TSTR2 R/W H'FFD82004 8 

タイマコンスタントレジスタ 6 TCOR6 R/W H'FFD82008 32 

タイマカウンタ 6 TCNT6 R/W H'FFD8200C 32 

6 

タイマコントロールレジスタ 6 TCR6 R/W H'FFD82010 16 

タイマコンスタントレジスタ 7 TCOR7 R/W H'FFD82014 32 

タイマカウンタ 7 TCNT7 R/W H'FFD82018 32 

7 

タイマコントロールレジスタ 7 TCR7 R/W H'FFD8201C 16 

タイマコンスタントレジスタ 8 TCOR8 R/W H'FFD82020 32 

タイマカウンタ 8 TCNT8 R/W H'FFD82024 32 

8 

タイマコントロールレジスタ 8 TCR8 R/W H'FFD82028 16 

 
表 25.2（2） 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

TSTR0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCOR0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCNT0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCR0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCOR1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCNT1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCR1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCOR2 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCNT2 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCR2 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCPR2 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TSTR1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCOR3 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCNT3 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCR3 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCOR4 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCNT4 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCR4 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 
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略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

TCOR5 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCNT5 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCR5 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCPR5 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TSTR2 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCOR6 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCNT6 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCR6 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCOR7 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCNT7 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCR7 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCOR8 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCNT8 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCR8 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 
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25.3.1 タイマスタートレジスタ（TSTRn）（n＝0～2） 

TSTR は、読み出し／書き込み可能な 8 ビットのレジスタです。TCNT を動作させるか、停止させるかを選択し

ます。 
 

• TSTR0 
0123457 6

0000000 0

      

R/WR/WR/W

STR2 STR1 STR0

RRRR R

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 

2 STR2 0 R/W カウンタスタート 2 

TCNT2 を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT2 のカウント動作は停止 

1：TCNT2 はカウント動作する 

1 STR1 0 R/W カウンタスタート 1 

TCNT1 を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT1 のカウント動作は停止 

1：TCNT1 はカウント動作する 

0 STR0 0 R/W カウンタスタート 0 

TCNT0 を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT0 のカウント動作は停止 

1：TCNT0 はカウント動作する 

 

• TSTR1 
0123457 6

0000000 0

      

R/WR/WR/W

STR5 STR4 STR3

RRRR R

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 

2 STR5 0 R/W カウンタスタート 5 

TCNT5 を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT5 のカウント動作は停止 

1：TCNT5 はカウント動作する 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 STR4 0 R/W カウンタスタート 4 

TCNT4 を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT4 のカウント動作は停止 

1：TCNT4 はカウント動作する 

0 STR3 0 R/W カウンタスタート 3 

TCNT3 を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT3 のカウント動作は停止 

1：TCNT3 はカウント動作する 

 

• TSTR2 
0123457 6

0000000 0

        

R/WR/WR/W

STR8 STR7 STR6

RRRR R

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 

2 STR8 0 R/W カウンタスタート 8 

TCNT8 を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT8 のカウント動作は停止 

1：TCNT8 はカウント動作する 

1 STR7 0 R/W カウンタスタート 7 

TCNT7 を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT7 のカウント動作は停止 

1：TCNT7 はカウント動作する 

0 STR6 0 R/W カウンタスタート 6 

TCNT6 を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT6 のカウント動作は停止 

1：TCNT6 はカウント動作する 
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25.3.2 タイマコンスタントレジスタ（TCORn）（n＝0～8） 

TCOR は、読み出し／書き込み可能な 32 ビットレジスタです。TCNT のカウントダウンの結果、アンダフロー

が発生すると、この TCOR の値が TCNT にセットされ、TCNT はセットされた値からカウントダウンを続けます。 
 

161718192021222324252627282931 30

111111111111111 1

111111111111111 1

                                

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

                                

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
 

25.3.3 タイマカウンタ（TCNTn）（n＝0～8） 

TCNT は、読み出し／書き込み可能な 32 ビットレジスタです。TCNT は、TCR の TPSC2～TPSC0 ビットにより

選択した入力クロックにより、カウントダウン動作を行います。 

TCNT のカウントダウン動作の結果、アンダフローが発生すると、対応するチャネルの TCR の UNF がセット

されます。また、同時に TCNT には、TCOR の値がセットされ、セットされた値からカウントダウン動作を続け

ます。 
 

161718192021222324252627282931 30

111111111111111 1

111111111111111 1

                                

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

:

:

R/W:

01234567891011121315 14

                                

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

:

:

R/W:  
 



 

25. タイマユニット（TMU） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  25-9 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

25.3.4 タイマコントロールレジスタ（TCRn）（n＝0～8） 

TCR は、読み出し／書き込み可能な 16 ビットレジスタです。カウントクロックの選択、外部クロック選択時の

エッジの選択、TCNT のアンダフロー発生を示すフラグが 1 にセットされたときの割り込み発生の制御を行いま

す。また、チャネル 2、5 の TCR はインプットキャプチャ機能の制御およびインプットキャプチャ時の割り込み

発生の制御を行います。 
 

• TCR0、TCR1、TCR3、TCR4、TCR6、TCR7、TCR8 
 

000000000000000 0

01234567891011121315 14

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR/W

UNF UNIE CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0

RRRRRR R

:

:

R/W:  
 

• TCR2、TCR5 
 

000000000000000 0

01234567891011121315 14

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

UNFICPF ICPE1 ICPE0 UNIE CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0

R/WRRRRR R

:

:

R/W:  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 

9 ICPF*1 0 R/W インプットキャプチャ割り込みフラグ 

チャネル 2、5 のみの機能で、インプットキャプチャレジスタ発生を示すス

テータスフラグです。 

0：インプットキャプチャが発生していないことを示します 

［クリア条件］ICPF に 0 を書き込んだとき 

1：インプットキャプチャが発生したことを示します 

［セット条件］インプットキャプチャが発生したとき*2 

8 UNF 0 R/W アンダフローフラグ 

TCNT のアンダフローの発生を示すステータスフラグです。 

0：TCNT がアンダフローを起こしていないことを示します 

［クリア条件］UNF に 0 を書き込んだとき 

1：TCNT がアンダフローを起こしたことを示します 

［セット条件］TCNT がアンダフローを起こしたとき*2 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

ICPE1*1 

ICPE0*1 

0 

0 

R/W 

R/W 

インプットキャプチャ制御 

チャネル 2、5 のみの機能で、インプットキャプチャ機能を使用するかどう

かおよび使用時の割り込み発生を許可するかどうかを制御します。 

TCLK 端子の立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジのいずれかを使って

TCPR2、5 に TCNT2、5 の値をセットするかは、CKEG ビットで設定します。 

TCR2、5 の ICPF ビットが 0 のときのみ、TCNT2、5 の値が TCPR2、5 に

セットされます。ICPF ビットが 1 のときは、インプットキャプチャが発生

しても TCPR2、5 はセットされません。 

00：インプットキャプチャ機能を使用しないことを示します 

01：リザーブ（設定禁止） 

10：インプットキャプチャ機能を使用するが、インプットキャプチャによ

る割り込み（TICPI2、TICPI5）を許可しないことを示します。 

11：インプットキャプチャ機能を使用し、またインプットキャプチャによ

る割り込み（TICPI2、TICPI5）を許可することを示します。 

5 UNIE 0 R/W アンダフロー割り込み制御 

TCNT のアンダフローの発生を示すステータスフラグ UNF が 1 にセットさ

れたときに割り込み発生を許可するかどうかを制御します。 

0：アンダフローによる割り込み（TUNI）を許可しない 

1：アンダフローによる割り込み（TUNI）を許可する 

4 

3 

CKEG1 

CKEG0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックエッジ 1、0 

外部クロック選択時もしくはインプットキャプチャ機能使用時に、外部クロ

ックの入力エッジを選択します。 

00：立ち上がりエッジでカウント／インプットキャプチャレジスタセット 

01：立ち下がりエッジでカウント／インプットキャプチャレジスタセット 

1X：立ち上がり／立ち下がりの両エッジでカウント／インプットキャプチ

ャレジスタセット 

2 

1 

0 

TPSC2 

TPSC1 

TPSC0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

タイマプリスケーラ 2～0 

TCNT のカウントクロックを選択します。 

000：clkp/4 でカウント 

001：clkp/16 でカウント 

010：clkp/64 でカウント 

011：clkp/256 でカウント 

100：clkp/1024 でカウント 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：外部クロック（TCLK）でカウント（ch6、7、8 は使用できません） 

【注】 X：Don't care 

 *1 チャネル 0、1、3、4、6、7、8 ではリザーブビットです（初期値 0、リードのみ）。 

 *2 1 を書き込むと元の値が保持されます。 
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25.3.5 インプットキャプチャレジスタ 2、5（TCPR2、TCPR5） 

TCPR2、5 は、チャネル 2、5 のみに内蔵されているインプットキャプチャ機能用の読み出し専用の 32 ビットレ

ジスタです。TCR2、5 の ICPE ビットおよび CKEG ビットによって、インプットキャプチャ機能を制御します。

インプットキャプチャが発生すると、TCNT2 の値が TCPR2 に、TCNT5 の値が TCPR5 にコピーされます。TCR2、

5 の ICPF ビットが 0 のときのみ TCPR2、5 にセットします。 
 

161718192021222324252627282931 30

                              

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

                                

:

:

R/W:

:

:

R/W:  
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25.4 動作説明 
各チャネルには、32 ビットのタイマカウンタ（TCNT）と 32 ビットのタイマコンスタントレジスタ（TCOR）

があります。TCNT は、カウントダウン動作を行います。オートリロード機能によって周期カウント動作または

外部イベントカウント動作が可能です。また、チャネル 2、5 には、インプットキャプチャ機能があります。 
 

25.4.1 カウンタの動作 

TSTR0～TSTR2 の STR8～STR0 ビットを 1 にセットすると、対応するチャネルの TCNT はカウント動作を開始

します。TCNT がアンダフローすると対応する TCR の UNF フラグがセットされます。このとき、TCR の UNIE

ビットが 1 ならば、CPU に割り込みを要求します。また、このとき TCNT には TCOR から値がコピーされ、カウ

ントダウン動作を継続します（オートリロード機能）。 
 

（1） カウント動作の設定手順例 

図 25.2 にカウント動作の設定手順例を示します。 

<

>

(1)

(2)

(4)

(5)

(6)

(3)

(1) TCR TPSC2 TPSC0

 TCLK

 TCR CKEG1 CKEG0

(2)  TCR UNIE TCNT

(3)  

TCR ICPE

(4) TCOR

(5) TCNT

(6) TSTR STR 1

 

  

図 25.2 カウント動作設定手順例 
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（2） オートリロードカウント動作 

図 25.3 に TCNT のオートリロード動作を示します。 

TCNT

TCOR

H'0000 0000

STR0 STR2

UNF

TCOR

TCNT

 

図 25.3 TCNT のオートリロード動作 

 

（3） TCNT のカウントタイミング 

• 内部クロック動作の場合 

TCR の TPSC2～TPSC0 ビットにより、カウントクロックとして周辺クロックを分周した 5 種類のクロック

（clkp/4、clkp/16、clkp/64、clkp/256、clkp/1024）を選択できます。 

このときのタイミングを図 25.4 に示します。 

Clkp

TCNT N + 1 N N - 1

 

図 25.4 内部クロック動作時のカウントタイミング 

 

• 外部クロック動作の場合 

TCR の TPSC2～TPSC0 ビットにより、タイマ用クロックとして外部クロック端子（TCLK）を選択できます。

また、TCR の CKEG1､CKEG0 ビットにより検出エッジを選択できます。外部クロックの検出は、立ち上がり／立

ち下がり／両エッジの選択が可能です。 

図 25.5 に両エッジ検出時のタイミングを示します。 
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Clkp

TCNT N + 1 N N - 1

 

図 25.5 外部クロック動作時のカウントタイミング 

 

25.4.2 インプットキャプチャ機能 

チャネル 2、5 には、インプットキャプチャ機能があります。 

インプットキャプチャ機能を使用する場合、 

1. TCRのTPSC2～TPSC0ビットでのタイマの動作クロックを内部クロックに設定します。 

2. TCRのICPE1、ICPE0ビットでインプットキャプチャ機能の使用および使用の際に割り込みを発生させるかを

指定します。 

3. TCRのCKEG1、CKEG0ビットでTCLK端子の立ち上がり／立ち下がりのどのエッジを使用してTCPR2、5に

TCNTの値をセットするかを指定します。 
 

インプットキャプチャ発生時、TCR2、5 の ICPF ビットが 0 のときのみ、TCNT2 の値を TCPR2 に、TCNT5 の

値を TCPR5 にセットします。 

図 25.6 にインプットキャプチャ機能使用時の動作タイミングを示します（TCLK の立ち上がりエッジ使用）。 

TCOR

H'0000 0000

TCLK

TCPR2 TCPR5

TICPI2 TICPI5

TCNT
TCOR

TCNT

TCNT

 

図 25.6 インプットキャプチャ機能使用時の動作タイミング 
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25.5 割り込み 
TMU の割り込み要因は、アンダフロー割り込みおよびインプットキャプチャ機能使用時のインプットキャプチ

ャ割り込みです。アンダフロー割り込みは各チャネルで、インプットキャプチャ割り込みはチャネル 2、5 のみで

発生します。 

UNF ビットが 1 であり、そのチャネルの割り込み許可ビットが 1 のとき、アンダフロー割り込み要求を発生し

ます（チャネルごと）。 

インプットキャプチャ機能使用時、インプットキャプチャ要求が発生すると TCR2、5の ICPFビットが 1で TCR2、

5 のインプットキャプチャ制御ビット（ICPE1、ICPE0）が 11 の場合に割り込み要求が発生します。 

表 25.3 に TMU の割り込み要因を示します。 
 

表 25.3 TMU の割り込み要因 

チャネル 割り込み要因 内   容 

0 TUNI0 アンダフロー割り込み 0 

1 TUNI1 アンダフロー割り込み 1 

TUNI2 アンダフロー割り込み 2 2 

TICPI2 インプットキャプチャ割り込み 2 

3 TUNI3 アンダフロー割り込み 3 

4 TUNI4 アンダフロー割り込み 4 

TUNI5 アンダフロー割り込み 5 5 

TICPI5 インプットキャプチャ割り込み 5 

6 TUNI6 アンダフロー割り込み 6 

7 TUNI7 アンダフロー割り込み 7 

8 TUNI8 アンダフロー割り込み 8 
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25.6 使用上の注意事項 

25.6.1 レジスタの書き込みについて 

TMU のレジスタに書き込むときには、必ず TSTR の該当チャネルのスタートビット（STR8～STR0）をクリア

して、タイマのカウント動作を停止させてください。 

ただし、TSTR の書き込み、TCR の UNF、ICPF ビットのクリアは、カウント動作中に行うことができます。カ

ウント動作中にフラグ（UNF、ICPF）をクリアする際は、クリアするビット以外は変更しないようにしてくださ

い。 
 

25.6.2 TCNT レジスタの読み出しについて 

TCNT レジスタの読み出し時に、タイマのカウント動作との同期処理を行っています。タイマカウント動作と

レジスタの読み出し処理が同時に行われた場合は、同期処理により TCNT カウンタのカウントダウン動作前の値

が読み出されます。 
 

25.6.3 外部クロック周波数について 

各チャネルへ入力する外部クロック（TCLK）の周波数は clkp/4 を超えないようにしてください。 
 

25.6.4 リセット中のレジスタアクセスについて 

システム停止の危険性がありますので、リセット中にレジスタアクセスは実行しないでください。 
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26. リアルタイムクロック 

本 LSIは、リアルタイムクロックおよび 32.768kHz水晶発振器を内蔵しています。 
 

26.1 特長 

• 時計・カレンダ機能（BCD表示）を搭載 

秒、分、時、曜日、日、月、年をカウント 

• 1～64Hzタイマ（バイナリ表示）を搭載 

64Hzカウンタが、分周回路のうち64Hz～1Hzの状態を示します。 

• スタート／ストップ機能 

• 30秒調整機能 

• アラーム割り込み 

アラーム割り込み条件として、秒、分、時、曜日、日、月、年のいずれと比較するか選択可能 

• 周期割り込み 

割り込み周期として、1/64秒、1/16秒、1/4秒、1/2秒、1秒、2秒周期から選択可能 

• 桁上げ割り込み 

秒カウンタ桁上げ、または64Hzカウンタの読み出し時に64Hzカウンタ桁上げが発生したことを示す桁上げ割

り込み機能 

• うるう年自動補正機能 

• アラーム割り込みによる、ディープスタンバイ復帰が可能 
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図 26.1にブロック図を示します。 

RHRCNT

RSECCNT
RMINCNT
RHRCNT
RWKCNT
RDAYCNT
RMONCNT
RYRCNT
R64CNT

：秒カウンタ
：分カウンタ
：時カウンタ
：週カウンタ
：日カウンタ
：月カウンタ
：年カウンタ
：64Hzカウンタ

RMINCNT

割り込み
制御部

RDAYCNT

RYRCNT

RMONCNT

水晶
発振器

RTC_X1

RTC_X2

RWKCNT

RHRAR

RMINAR

RDAYAR

RWKAR

プリスケーラ
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RDAYAR
RMONAR
RYRAR
RCR1
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：秒アラームレジスタ
：分アラームレジスタ
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：コントロールレジスタ1
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26.2 入出力端子 

表 26.1に端子構成を示します。 
 

表 26.1 端子構成 

名称 端子名 入出力 機   能 

RTC_X1 入力 リアルタイムクロック用水晶

発振子端子／外部クロック RTC_X2 出力 

本モジュール用に 32.768kHzの水晶発振子を接続します。 

また RTC_X1端子は外部クロックを入力することもできます。 

 

26.3 レジスタの説明 

表 26.2（1）にレジスタ構成を示します。 
 

表 26.2（1） レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

64Hzカウンタ R64CNT R H'xx H'FFFC5000 8 

秒カウンタ RSECCNT R/W H'xx H'FFFC5002 8 

分カウンタ RMINCNT R/W H'xx H'FFFC5004 8 

時カウンタ RHRCNT R/W H'xx H'FFFC5006 8 

曜日カウンタ RWKCNT R/W H'0x H'FFFC5008 8 

日カウンタ RDAYCNT R/W H'xx H'FFFC500A 8 

月カウンタ RMONCNT R/W H'xx H'FFFC500C 8 

年カウンタ RYRCNT R/W H'xxxx H'FFFC500E 16 

秒アラームレジスタ RSECAR R/W H'xx H'FFFC5010 8 

分アラームレジスタ RMINAR R/W H'xx H'FFFC5012 8 

時アラームレジスタ RHRAR R/W H'xx H'FFFC5014 8 

曜日アラームレジスタ RWKAR R/W H'xx H'FFFC5016 8 

日アラームレジスタ RDAYAR R/W H'xx H'FFFC5018 8 

月アラームレジスタ RMONAR R/W H'xx H'FFFC501A 8 

年アラームレジスタ RYRAR R/W H'xxxx H'FFFC5020 16 

コントロールレジスタ 1 RCR1 R/W H'xx H'FFFC501C 8 

コントロールレジスタ 2 RCR2 R/W H'09 H'FFFC501E 8 

コントロールレジスタ 3 RCR3 R/W H'x0 H'FFFC5024 8 
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表 26.2（2） 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

R64CNT 

RSECCNT 

RMINCNT 

RHRCNT 

RWKCNT 

RDAYCNT 

RMONCNT 

RYRCNT 

保持*1 保持*1 保持*1 保持*1 保持*2 保持*1 

RSECAR 

RMINAR 

RHRAR 

RWKAR 

RDAYAR 

RMONAR 

RYRAR 

保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RCR1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

RCR2 初期化 初期化*3 保持 保持 保持 初期化 

RCR3 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

【注】 *1 カウントアップ続行 

 *2 モジュールストップ前に、コントロールレジスタ 2（RCR2）の RTCENビットを 0に設定する必要があります。 

 *3 RTCEN、STARTビットは保持 
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26.3.1 64Hzカウンタ（R64CNT） 

R64CNTは、分周回路のうち、64Hz～1Hzの状態を示します。 

128Hz分周段からの桁上げが発生したときに、このレジスタを読み出すと、コントロールレジスタ 1（RCR1）

の CFビットが 1にセットされ、桁上げと 64Hzカウンタ読み出しが重なったことを示します。この場合、読み出

した値は有効ではないため、RCR1の CFビットに 0を書き込んでクリアした後、R64CNTを再度読み出す必要が

あります。 

コントロールレジスタ 2（RCR2）の RESETビットを 1にセットするか、RCR2の ADJビットを 1にセットす

ると、分周回路が初期化され、R64CNTは初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0

-

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R R R R R R R R

1Hz 2Hz 4Hz 8Hz 16Hz 32Hz 64Hz

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 1Hz 不定 R 

5 2Hz 不定 R 

4 4Hz 不定 R 

3 8Hz 不定 R 

2 16Hz 不定 R 

1 32Hz 不定 R 

0 64Hz 不定 R 

分周回路のうち、1Hz～64Hzの状態を示します。 
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26.3.2 秒カウンタ（RSECCNT） 

RSECCNTは、BCDコード化された秒部分の設定・カウント用のカウンタであり、64Hzカウンタの 1秒ごとの

キャリーによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 00～59です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、

書き込みの処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行ってください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0

-

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

10秒 1秒

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～4 10秒 不定 R/W 秒十位カウント 

秒十位は 0から 5をカウントして、60秒のカウントを行います。 

3～0 1秒 不定 R/W 秒一位カウント 

秒一位は 1秒ごとに 0から 9をカウントします。桁上がりを発生すると、

秒十位が＋1されます。 

 

26.3.3 分カウンタ（RMINCNT） 

RMINCNTは、BCDコード化された分部分の設定・カウント用のカウンタであり、秒カウンタの 1分ごとのキ

ャリーによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 00～59です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、

書き込みの処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行ってください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0

-

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

10分 1分

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～4 10分 不定 R/W 分十位カウント 

分十位は 0から 5をカウントして、60分のカウントを行います。 

3～0 1分 不定 R/W 分一位カウント 

分一位は 1分ごとに 0から 9をカウントします。桁上がりを発生すると、

分十位が＋1されます。 
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26.3.4 時カウンタ（RHRCNT） 

RHRCNTは、BCDコード化された時部分の設定・カウント用のカウンタであり、分カウンタの 1時間ごとのキ

ャリーによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 00～23です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、

書き込みの処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行ってください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0

-

0 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- 10時間 1時間

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 10時間 不定 R/W 時十位カウント 

時十位は 0から 2をカウントします。 

3～0 1時間 不定 R/W 時一位カウント 

時一位は 1時間ごとに 0から 9をカウントします。桁上がりを発生すると、

時十位が＋1されます。 
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26.3.5 曜日カウンタ（RWKCNT） 

RWKCNTは、BCDコード化された曜日部分の設定・カウント用のカウンタであり、時カウンタの 1日ごとの

キャリーによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 0～6です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書

き込みの処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行ってください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0

- - - - -

不定 不定 不定
R R R R R R/W R/W R/W

曜日

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 曜日 不定 R/W 曜日カウント 

バイナリコードで曜日を表します。 

000：日 

001：月 

010：火 

011：水 

100：木 

101：金 

110：土 

111：予約（設定禁止） 
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26.3.6 日カウンタ（RDAYCNT） 

RDAYCNTは、BCDコード化された日部分の設定・カウント用のカウンタであり、時カウンタの 1日ごとのキ

ャリーによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 01～31です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、

書き込みの処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行ってください。 

RDAYCNTの設定範囲は、月ごとおよびうるう年によって変化しますので、確認の上、設定してください。う

るう年は年カウンタ（RYRCNT）を西暦として、400、100、4で割り切れるかどうかにより計算されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0

-

0 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- 10日 1日

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 10日 不定 R/W 日十位カウント 

3～0 1日 不定 R/W 日一位カウント 

日一位は 1日ごとに 0～9をカウントします。桁上がりを発生すると日十

位が＋1されます。 

 

26.3.7 月カウンタ（RMONCNT） 

RMONCNTは、BCDコード化された月部分の設定・カウント用のカウンタであり、日カウンタの月ごとのキャ

リーによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 01～12です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、

書き込みの処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行ってください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0

- -

0 0 不定 不定 不定 不定 不定
R R R R/W R/W R/W R/W R/W

- 10月 1月

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 10月 不定 R/W 月十位カウント 

3～0 1月 不定 R/W 月一位カウント 

月一位は 1月ごとに 0～9をカウントします。桁上がりを発生すると月十

位が＋1されます。 

 



 

26. リアルタイムクロック 

26-10  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

26.3.8 年カウンタ（RYRCNT） 

RYRCNTは、BCDコード化された年部分の設定・カウント用のカウンタであり、月カウンタの 1年ごとのキャ

リーによって、カウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 0000～9999です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。ま

た、書き込みの処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行ってください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

1000年 100年 10年 1年

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 1000年 不定 R/W 年千位カウント 

11～8 100年 不定 R/W 年百位カウント 

7～4 10年 不定 R/W 年十位カウント 

3～0 1年 不定 R/W 年一位カウント 

 

26.3.9 秒アラームレジスタ（RSECAR） 

RSECARは、BCDコード化された秒部分のカウンタ RSECCNTに対応するアラームレジスタです。ENBビット

が 1にセットされていると、RSECCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、RHRAR、

RWKAR、RDAYAR、RMONAR、RCR3）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウンタとア

ラームレジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットされます。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 00～59＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作し

ません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

不定

ENB

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

10秒 1秒

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 不定 R/W 1にセットされていると、RSECCNTの値と比較を行います。 

6～4 10秒 不定 R/W 秒十位の設定値 

3～0 1秒 不定 R/W 秒一位の設定値 
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26.3.10 分アラームレジスタ（RMINAR） 

RMINARは、BCDコード化された分部分のカウンタ RMINCNTに対応するアラームレジスタです。ENBビッ

トが 1にセットされていると、RMINCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、RHRAR、

RWKAR、RDAYAR、RMONAR、RCR3）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウンタとア

ラームレジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットされます。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 00～59＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作し

ません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

不定

ENB

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

10分 1分

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 不定 R/W 1にセットされていると、RMINCNTの値と比較を行います。 

6～4 10分 不定 R/W 分十位の設定値 

3～0 1分 不定 R/W 分一位の設定値 

 

26.3.11 時アラームレジスタ（RHRAR） 

RHRARは、BCDコード化された時部分のカウンタ RHRCNTに対応するアラームレジスタです。ENBビット

が 1にセットされていると、RHRCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、RHRAR、

RWKAR、RDAYAR、RMONAR、RCR3）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウンタとア

ラームレジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットされます。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 00～23＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作し

ません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

不定

ENB

0 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- 10時間 1時間

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 不定 R/W 1にセットされていると、RHRCNTの値と比較を行います。 

6 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 10時間 不定 R/W 時十位の設定値 

3～0 1時間 不定 R/W 時一位の設定値 
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26.3.12 曜日アラームレジスタ（RWKAR） 

RWKARは、BCDコード化された曜日部分のカウンタ RWKCNTに対応するアラームレジスタです。ENBビッ

トが 1にセットされていると、RWKCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、RHRAR、

RWKAR、RDAYAR、RMONAR、RCR3）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウンタとア

ラームレジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットされます。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 0～6＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作しま

せん。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

不定 0 0 0 0

ENB - - - -

不定 不定 不定
R/W R R R R R/W R/W R/W

曜日

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 不定 R/W 1にセットされていると、RWKCNTの値と比較を行います。 

6～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 曜日 不定 R/W 曜日の設定値 

000：日 

001：月 

010：火 

011：水 

100：木 

101：金 

110：土 

111：予約（設定禁止） 

 



 

26. リアルタイムクロック 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  26-13 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

26.3.13 日アラームレジスタ（RDAYAR） 

RDAYARは、BCDコード化された日部分のカウンタ RDAYCNTに対応するアラームレジスタです。ENBビッ

トが 1にセットされていると、RDAYCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、RHRAR、

RWKAR、RDAYAR、RMONAR、RCR3）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウンタとア

ラームレジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットされます。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 01～31＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作し

ません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

不定

ENB

0 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- 10日 1日

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 不定 R/W 1にセットされていると、RDAYCNTの値と比較を行います。 

6 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 10日 不定 R/W 日十位の設定値 

3～0 1日 不定 R/W 日一位の設定値 

 

26.3.14 月アラームレジスタ（RMONAR） 

RMONARは、BCDコード化された月部分のカウンタ RMONCNTに対応するアラームレジスタです。ENBビッ

トが 1にセットされていると、RMONCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、RHRAR、

RWKAR、RDAYAR、RMONAR、RCR3）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウンタとア

ラームレジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットされます。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 01～12＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作し

ません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

不定

ENB -

0 0 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W

- 10月 1月

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 不定 R/W 1にセットされていると、RMONCNTの値と比較を行います。 

6、5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 10月 不定 R/W 月十位の設定値 

3～0 1月 不定 R/W 月一位の設定値 
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26.3.15 年アラームレジスタ（RYRAR） 

RYRARは、BCDコード化された年部分のカウンタ RYRCNTに対応するアラームレジスタです。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 0000～9999であり、それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

1000年 100年 10年 1年

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 1000年 不定 R/W 年千位の設定値 

11～8 100年 不定 R/W 年百位の設定値 

7～4 10年 不定 R/W 年十位の設定値 

3～0 1年 不定 R/W 年一位の設定値 

 

26.3.16 コントロールレジスタ 1（RCR1） 

RCR1は、桁上げおよびアラームフラグに関するレジスタです。また、おのおののフラグについて、割り込みを

発生するかどうか選択できます。 

CFフラグは、分周回路がリセット（RCR2の RESETビットと ADJビットを 1にセット）されるまでは不定に

なります。CFフラグを使用する場合は、使用前に必ず分周回路をリセットしてください。 

AFフラグは、アラームレジスタとカウンタに値がセットされるまでは不定になります。AFフラグを使用する

場合には、使用前に必ずアラームレジスタとカウンタを設定してください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

不定

CF

0 0 0 0 0 0 不定
R/W R R R/W R/W R R R/W

- - CIE AIE - - AF
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CF 不定 R/W 桁上げフラグ 

このフラグが 1にセットされた場合、秒カウンタ桁上げ、または 64Hzカウ

ンタ読み出し時に 64Hzカウンタ桁上げが発生したことを示し、この時点で

読み出したカウントレジスタの値は、保証されません。再度の読み出しが必

要です。 

0：秒カウンタ桁上げおよび 64Hzカウンタ読み出し時の 64Hzカウンタ

桁上げなし 

［クリア条件］CFに 0を書き込んだとき 

1：秒カウンタ桁上げおよび 64Hzカウンタ読み出し時の 64Hzカウンタ

桁上げあり 

［セット条件］秒カウンタ桁上げまたは 64Hzカウンタ桁上げ時の読み出

し時の 64Hzカウンタ桁上げあり、または CFに 1を書き

込んだとき 

6、5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 CIE 0 R/W 桁上げ割り込みイネーブルフラグ 

桁上げフラグ（CF）が 1にセットされているとき、割り込み発生を許可す

るビットです。 

0：CFフラグが 1にセットされたとき、桁上げ割り込みを発生させない 

1：CFフラグが 1にセットされたとき、桁上げ割り込みを発生させる 

3 AIE 0 R/W アラーム割り込みイネーブルフラグ 

アラームフラグ（AF）が 1にセットされているとき、割り込み発生を許可

するビットです。 

0：AFフラグが 1にセットされたとき、アラーム割り込みを発生させな

い 

1：AFフラグが 1にセットされたとき、アラーム割り込みを発生させる 

2、1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 AF 不定 R/W アラームフラグ 

アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、RHRAR、RWKAR、RDAYAR、

RMONAR、RYRAR）で設定したアラーム時刻（ENBビットを 1に設定し

たレジスタのみ）とカウンタが一致したとき 1にセットされるフラグです。 

0：アラームレジスタとカウンタは不一致 

［クリア条件］AFに 0を書き込んだとき 

1：アラームレジスタとカウンタは一致* 

［セット条件］アラームレジスタ（ENBビットを 1に設定したレジスタ

のみ）とカウンタが一致したとき 

【注】* 1を書き込むと、元の値が保持されます。 
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26.3.17 コントロールレジスタ 2（RCR2） 

RCR2は、周期割り込み制御、30秒調整、分周回路リセット、カウント制御に関するレジスタです。 

パワーオンリセットおよびディープスタンバイモード時は初期化されます。マニュアルリセット時は、RTCEN

ビットおよび STARTビット以外が初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0

PEF

0 0 0 1 0 0 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PES[2:0] RTCEN ADJ RESET START

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PEF 0 R/W 周期割り込みフラグ 

PES2～PES0ビットで設定された周期で割り込み発生を示すフラグです。

このフラグが 1にセットされた場合、周期割り込みを発生します。 

0：PES2～PES0ビットで設定された周期で割り込み発生なし 

［クリア条件］PEFに 0を書き込んだとき 

1：PES2～PES0ビットで設定された周期で割り込み発生あり 

［セット条件］PES2～PES0ビットで設定された周期で割り込みが発生

したとき、または PEFに 1を書き込んだとき 

6～4 PES[2:0] 000 R/W 割り込みイネーブルフラグ 

周期割り込みの周期を設定します。 

000：周期割り込み発生なし 

001：設定禁止 

010：周期割り込み発生の周期を 1/64秒ごとにする 

011：周期割り込み発生の周期を 1/16秒ごとにする 

100：周期割り込み発生の周期を 1/4秒ごとにする 

101：周期割り込み発生の周期を 1/2秒ごとにする 

110：周期割り込み発生の周期を 1秒ごとにする 

111：周期割り込み発生の周期を 2秒ごとにする 

3 RTCEN 1 R/W RTC_X1クロック制御 

RTC_X1端子の機能を制御します。 

0：内蔵水晶発振器を停止／外部クロック入力禁止 

1：内蔵水晶発振器を動作／外部クロック入力許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 ADJ 0 R/W 30秒調整 

30秒調整用であり、1が書き込まれることによって、29秒以前は 00秒に

切り捨て、30秒以降は 1分に桁上げします。このとき、分周回路（プリス

ケーラおよび R64CNT）も同時にリセットされます。自動的にこの ADJビ

ットは 0になりますので、とくに 0を書き込む必要はなく、ビットの読み

出しは常に 0が読み出されます。 

0：通常の時計動作 

1：30秒の調整を行う 

1 RESET 0 R/W リセット 

1を書き込むことによって、分周回路および R64CNTレジスタ、アラーム

レジスタ、RCR3レジスタ、RCR1レジスタの CF､AFビット、RCR2レジ

スタの PEFビットが初期化されます。なお、1が書き込まれた場合、上記

レジスタがリセットされた後、自動的にこの RESETビットは 0になります

ので、とくに 0を書き込む必要はなく、ビットの読み出しは常に 0が読み

出されます。 

0：通常の時計動作 

1：分周回路をリセット 

0 START 1 R/W STARTビット 

カウンタ（時計）動作を停止させたり、再起動をかけるビットです。 

0：秒、分、時、日、曜日、月、年カウンタは停止 

1：秒、分、時、日、曜日、月、年カウンタは通常動作 

 

26.3.18 コントロールレジスタ 3（RCR3） 

RCR3は、ENBビットが 1にセットされていると、RYRCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、

RMINAR、RHRAR、RWKAR、RDAYAR、RMONAR、RCR3）のうち、ENBビットが 1にセットされているもの

のみ、カウンタとアラームレジスタの比較を行い、それぞれがすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1

にセットされます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R R R R

ENB - - - - - - -

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 不定 R/W 1にセットされていると、RYRCNTの値と比較を行います。 

6～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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26.4 動作説明 

本モジュールの使用例を示します。 
 

26.4.1 電源投入後のレジスタの初期設定 

電源投入後すべてのレジスタを初期設定してください。 
 

26.4.2 時刻設定手順 

時刻設定手順例を図 26.2に示します。 

時計停止
分周回路リセット

秒、分、時間、日、
曜日、月、年を設定

時計動作開始 RCR2レジスタのSTARTビットを1にセット

RCR2レジスタのSTARTビットを0にクリア
RCR2レジスタのRESETビットを1にセット

順序不問

 

図 26.2 時刻設定手順 
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26.4.3 時刻読み出し手順 

時刻読み出し手順を図 26.3に示します。 

（a）割り込みを使用しないで時刻を読み出す方法

桁上げ割り込みディスエーブル

桁上げフラグクリア

カウンタレジスタ読み出し

桁上げフラグ＝1
Yes

No

（b）割り込みを使用して時刻を読み出す方法

カウンタレジスタ読み出し

割り込み
発生

発生せず

桁上げ割り込みディスエーブル

RCR1レジスタを読み出し
CFフラグをチェック

RCR1レジスタのCFを0にクリア
（アラームフラグをクリアしないように
　RCR1レジスタのAFは1を書き込む）

RCR1レジスタのCFを0にクリア
（アラームフラグをクリアしないように
　RCR1レジスタのAFは1を書き込む）

RCR1レジスタのCIEビットを1にセット

RCR1レジスタのCIEビットを0にクリア

RCR1レジスタのCIEビットを0にクリア

桁上げフラグクリア

桁上げ割り込みイネーブル

桁上げフラグクリア

 

図 26.3 時刻読み出し手順 

時刻読み出し中に桁上げが起こると正しい時刻が得られないため、再度読み出す必要があります。割り込みを

使用しない方法を図 26.3の（a）に、桁上げ割り込みを使用する方法を図 26.3の（b）に示します。通常、プロ

グラムを容易にするために、割り込みを使用しない方法を利用します。 
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26.4.4 アラーム機能 

アラーム機能の使用例を図 26.4に示します。 

アラーム割り込みイネーブル

アラーム時刻設定

誤割り込みを避けるために、
RCR1レジスタのAIEビットを0にクリア

アラーム時刻監視
（割り込みを待つ、または
  アラームチェックフラグ）

アラーム割り込みディスエーブル

時計動作中

アラームフラグクリア
アラーム時刻設定中にフラグが設定
されたことを考慮して必ずリセットする

RCR1レジスタのAIEビットを1にセット

 

図 26.4 アラーム機能の使用方法 

アラームは、秒、分、時、曜日、日、月、年のいずれか、あるいは組み合わせで発生させることができます。

アラームの対象とするアラームレジスタの ENBビットに 1を書き込み、下位ビットにアラーム時刻を設定します。

アラームの対象外のレジスタは、ENBビットに 0を書き込みます。 

カウンタとアラーム時刻が一致した場合は、RCR1レジスタの AFビットに 1がセットされます。アラームの検

出はこのビットを読み出すことにより確認できますが、通常は割り込みで行います。RCR1レジスタの AIEビッ

トに 1が書き込まれている場合、アラーム割り込みが発生し、アラームを検出することができます。 

アラームフラグは、カウンタとアラーム時刻が一致しているとセットされます。しかし、アラームフラグに 0

を書き込むとクリアされます。 
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26.5 使用上の注意事項 

26.5.1 カウント動作時のレジスタ書き込みについて 

カウント動作時（RCR2レジスタの STARTビット＝1のとき）は、以下のレジスタに書き込みができません。 
 

RSECCNT、RMINCNT、RHRCNT、RDAYCNT、RWKCNT、RMONCNT、RYRCONT 
 

上記のレジスタへ書き込みを行う場合は、一度カウント動作を停止してから書き込んでください。 
 

26.5.2 リアルタイムクロックの周期割り込みの使用について 

周期割り込みの使用方法を図 26.5に示します。 

周期割り込みは、RCR2レジスタの PES[2:0]ビットで設定した周期で定期的に割り込みを発生させることができ

ます。PES[2:0]ビットで設定した時間が経過すると PEFが 1にセットされます。 

PEFは、PES[2:0]ビット設定時および周期割り込み発生時に 0にクリアします。周期割り込みの発生は、このビ

ットを読み出すことで確認できますが、通常は割り込み機能を使用します。 

周期セット、PEFクリア

周期設定時間経過

PEFクリア PEFを0にクリア

RCR2レジスタのPES[2:0]ビットを設定し、 
PEFを0にクリア

 

図 26.5 周期割り込み機能の使用方法 

26.5.3 レジスタ設定後のスタンバイ遷移について 

本モジュール内のレジスタ設定後にスタンバイ状態へ遷移すると、正しくカウントできない場合があります。

必ずレジスタ設定後は、設定したレジスタのダミーリードを行ってからスタンバイ状態に遷移してください。 
 

26.5.4 レジスタ書き込み／読み出し時の注意事項 

• 秒カウンタなど、カウントレジスタの書き込み後の読み出しは、「時刻読み出し手順」に従ってください。 

•  RCR2レジスタの書き込み後の読み出しは、ダミーリードを2回行った後にリードしてください。2回のダミー

リードでは、書き込み前の値が読み出せます。3回目のリードで書き込み値が反映されます。 

• 上記以外のレジスタは、書き込み直後の読み出しで書き込み値が反映されます。 
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27. マルチファンクションタイマパルスユニット 2 

本 LSIは、5チャネルの 16ビットタイマにより構成されるマルチファンクションタイマパルスユニット 2を内

蔵しています。 

27.1 特長 

• 最大16本のパルス入出力が可能 

• 各チャネルごとに8種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

• 次の動作を設定可能：コンペアマッチによる波形出力、インプットキャプチャ機能、カウンタクリア動作、

複数のタイマカウンタ（TCNT）への同時書き込み、コンペアマッチ／インプットキャプチャによる同時ク

リア、カウンタの同期動作による各レジスタの同期入出力、同期動作と組み合わせることによる最大12相の

PWM出力 

• チャネル0、3、4はバッファ動作を設定可能 

• チャネル1、2はそれぞれ独立に位相計数モードを設定可能 

• カスケード接続動作 

• 28種類の割り込み要因 

• レジスタデータの自動転送が可能 

• A/D変換器の変換スタートトリガを生成可能 

• モジュールスタンバイモードの設定可能 

• CH3、4連動動作により相補PWM、リセットPWM3相のポジ、ネガ計6相波形出力設定可能 

• CH0、3、4を連動して、相補PWM、リセットPWMを用いたAC同期モータ（ブラシレスDCモータ）駆動モー

ドが設定可能で、2種（チョッピング、レベル）の波形出力が選択可能 

• 相補PWMモード時、カウンタの山／谷での割り込み、およびA/D変換器の変換スタートトリガを間引くこと

が可能 

【注】 本章の Pφとは、HPB P2バス（32ビット／50MHz）のクロックを示します。本モジュール内は 16ビットバスでアク

セスできます。 
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表 27.1 マルチファンクションタイマパルスユニット 2の機能一覧 

項   目 チャネル 0 チャネル 1 チャネル 2 チャネル 3 チャネル 4 

カウントクロック Pφ／1 

Pφ／4 

Pφ／16 

Pφ／64 

TCLKA 

TCLKB 

TCLKC 

TCLKD 

Pφ／1 

Pφ／4 

Pφ／16 

Pφ／64 

Pφ／256 

TCLKA 

TCLKB 

Pφ／1 

Pφ／4 

Pφ／16 

Pφ／64 

Pφ／1024 

TCLKA 

TCLKB 

TCLKC 

Pφ／1 

Pφ／4 

Pφ／16 

Pφ／64 

Pφ／256 

Pφ／1024 

TCLKA 

TCLKB 

Pφ／1 

Pφ／4 

Pφ／16 

Pφ／64 

Pφ／256 

Pφ／1024 

TCLKA 

TCLKB 

ジェネラルレジスタ（TGR） TGRA_0 

TGRB_0 

TGRE_0 

TGRA_1 

TGRB_1 

TGRA_2 

TGRB_2 

TGRA_3 

TGRB_3 

TGRA_4 

TGRB_4 

ジェネラルレジスタ／ 

バッファレジスタ 

TGRC_0 

TGRD_0 

TGRF_0 

－ － TGRC_3 

TGRD_3 

TGRC_4 

TGRD_4 

入出力端子 TIOC0A 

TIOC0B 

TIOC0C 

TIOC0D 

TIOC1A 

TIOC1B 

TIOC2A 

TIOC2B 

TIOC3A 

TIOC3B 

TIOC3C 

TIOC3D 

TIOC4A 

TIOC4B 

TIOC4C 

TIOC4D 

カウンタクリア機能 TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

コンペア 0出力 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

マッチ出力 1出力 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

 トグル出力 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

インプットキャプチャ機能 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

同期動作 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

PWMモード 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

PWMモード 2 ◯ ◯ ◯ － － 

相補 PWMモード － － － ◯ ◯ 

リセット PWMモード － － － ◯ ◯ 

AC同期モータ駆動モード ◯ － － ◯ ◯ 

位相計数モード － ◯ ◯ － － 

バッファ動作 ◯ － － ◯ ◯ 
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項   目 チャネル 0 チャネル 1 チャネル 2 チャネル 3 チャネル 4 

ダイレクトメモリアクセス 

コントローラの起動 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャと

TCNT 

オーバフロー／ 

アンダフロー 

A/D変換開始トリガ TGRA_0の 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRE_0の 

コンペアマッチ

TGRA_1の 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRA_2の 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRA_3の 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRA_4の 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

相補 PWM 

モード時

TCNT_4の 

アンダフロー

（谷） 

割り込み要因 7要因 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

0A 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

0B 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

0C 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

0D 

• コンペアマッ

チ 0E 

• コンペアマッ

チ 0F 

• オーバフロー 

 

4要因 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

1A 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

1B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• オーバフロー 

• アンダフロー 

4要因 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

2A 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

2B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• オーバフロー 

• アンダフロー 

5要因 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

3A 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

3B 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

3C 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

3D 

 

 

 

 

• オーバフロー 

 

5要因 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

4A 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

4B 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

4C 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

4D 

 

 

 

 

• オーバフロー

／アンダフロー 
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項   目 チャネル 0 チャネル 1 チャネル 2 チャネル 3 チャネル 4 

A/D変換開始要求 

ディレイド機能 

－ － － － • TADCORA_4

と TCNT_4の

一致で、A/D変

換開始要求 

• TADCORB_4

と TCNT_4の

一致で、A/D変

換開始要求 

割り込み間引き機能 － － － • TGRA_3のコ

ンペアマッチ

割り込みを間

引き 

• TCIV_4割り込

みを間引き 

【記号説明】 

◯：可能 

－：不可 
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図 27.1にブロック図を示します。 

［入出力端子］
チャネル3: TIOC3A　

 TIOC3B　
 TIOC3C　
 TIOC3D　

チャネル4: TIOC4A　
 TIOC4B　
 TIOC4C　
 TIOC4D　

［割り込み要求信号］
チャネル3: TGIA_3　

  TGIB_3　
  TGIC_3　
  TGID_3　
  TCIV_3　

チャネル4: TGIA_4　
  TGIB_4　
  TGIC_4　
  TGID_4　
  TCIV_4　

［クロック入力］
 内部クロック:Pφ/1　

 Pφ/4　
 Pφ/16　
 Pφ/64　
Pφ/256　

 Pφ/1024　
　外部クロック:TCLKA　

 TCLKB　
 TCLKC　
 TCLKD　

［割り込み要求信号］
チャネル0: TGIA_0　

  TGIB_0　
  TGIC_0　
  TGID_0　
  TGIE_0　
  TGIF_0　
TCIV_0　

チャネル1: TGIA_1　
  TGIB_1　
  TCIV_1　
  TCIU_1　

チャネル2: TGIA_2　
  TGIB_2　
  TCIV_2　
  TCIU_2　

［入出力端子］
チャネル0: TIOC0A

  TIOC0B
  TIOC0C
  TIOC0D

チャネル1: TIOC1A
  TIOC1B

チャネル2: TIOC2A
  TIOC2B

周辺バス

A/D変換開始要求信号

T
C

N
T

T
G

R
A

T
G

R
B

T
G

R
C

T
G

R
DT

M
D

R
T

C
R

T
IO

R
L

T
IO

R
H

T
S

R
T

IE
R

チ
ャ
ネ
ル

 3

T
C

N
T

T
G

R
A

T
G

R
B

T
G

R
C

T
G

R
DT

M
D

R
T

C
R

T
IO

R
L

T
IO

R
H

T
S

R
T

IE
R

チ
ャ
ネ
ル

 4

T
C

N
T

S

T
C

B
R

T
D

D
R

T
C

D
R

T
O

E
R

T
O

C
R

T
G

C
R

B
U

S
 I/

F

共
通

T
C

N
T

T
G

R
A

T
G

R
BT
M

D
R

T
C

R

T
IO

R

T
S

R
T

IE
R

T
S

Y
R

T
S

T
R

チ
ャ
ネ
ル

 2

T
C

N
T

T
G

R
A

T
G

R
BT
M

D
R

T
C

R

T
IO

R

T
S

R
T

IE
R

チ
ャ
ネ
ル

 1

T
C

N
T

T
G

R
A

T
G

R
B

T
G

R
C

T
G

R
D

T
G

R
E

T
G

R
FT
M

D
R

T
C

R

T
IO

R
L

T
IO

R
H

T
S

R
T

IE
R

チ
ャ
ネ
ル

 0

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ロ
ジ
ッ
ク

モ
ジ
ュ
ー
ル
デ
ー
タ
バ
ス

チ
ャ
ネ
ル

0～
2

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ロ
ジ
ッ
ク

チ
ャ
ネ
ル

3,
4

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ロ
ジ
ッ
ク

【記号説明】

TSTR ：タイマスタートレジスタ
TSYR ：タイマシンクロレジスタ
TCR ：タイマコントロールレジスタ
TMDR ：タイマモードレジスタ
TIOR        ：タイマI/Oコントロールレジスタ
TIORH ：タイマI/OコントロールレジスタH
TIORL ：タイマI/OコントロールレジスタL
TIER ：タイマインタラプトイネーブルレジスタ
TGCR ：タイマゲートコントロールレジスタ
TOER ：タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタ
TOCR ：タイマアウトプットコントロールレジスタ
TSR ：タイマステータスレジスタ
TCNT ：タイマカウンタ
TCNTS ：タイマサブカウンタ

TCDR ：タイマ周期データレジスタ
TCBR ：タイマ周期バッファレジスタ
TDDR ：タイマデッドタイムデータレジスタ
TGRA ：タイマジェネラルレジスタA
TGRB ：タイマジェネラルレジスタB
TGRC ：タイマジェネラルレジスタC
TGRD ：タイマジェネラルレジスタD
TGRE ：タイマジェネラルレジスタE
TGRF ：タイマジェネラルレジスタF

 

図 27.1 ブロック図 
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27.2 入出力端子 

表 27.2に端子構成を示します。 
 

表 27.2 端子構成 

チャネル 端子名 入出力 機   能 

TCLKA 入力 外部クロック A入力端子（チャネル 1の位相計数モード A相入力） 

TCLKB 入力 外部クロック B入力端子（チャネル 1の位相計数モード B相入力） 

TCLKC 入力 外部クロック C入力端子（チャネル 2の位相計数モード A相入力） 

共通 

TCLKD 入力 外部クロック D入力端子（チャネル 2の位相計数モード B相入力） 

TIOC0A 入出力 TGRA_0のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

TIOC0B 入出力 TGRB_0のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

TIOC0C 入出力 TGRC_0のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

0 

TIOC0D 入出力 TGRD_0のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

TIOC1A 入出力 TGRA_1のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

1 

TIOC1B 入出力 TGRB_1のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

TIOC2A 入出力 TGRA_2のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

2 

TIOC2B 入出力 TGRB_2のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

TIOC3A 入出力 TGRA_3のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

TIOC3B 入出力 TGRB_3のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

TIOC3C 入出力 TGRC_3のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

3 

TIOC3D 入出力 TGRD_3のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

 



 

27. マルチファンクションタイマパルスユニット 2 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  27-7 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

チャネル 端子名 入出力 機   能 

TIOC4A 入出力 TGRA_4のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

TIOC4B 入出力 TGRB_4のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

TIOC4C 入出力 TGRC_4のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

4 

TIOC4D 入出力 TGRD_4のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

【注】 相補 PWMモードの端子構成は、「27.4.8 相補 PWMモード」の表 27.52を参照してください。 
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27.3 レジスタの説明 

表 27.3にレジスタ構成を示します。各チャネルのレジスタ名についてはチャネル 0の TCRは TCR_0と表記し

てあります。 
 

表 27.3（1） レジスタ構成 

チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

タイマコントロールレジスタ_0 TCR_0 R/W H'00 H'FFFC6300 8 

タイマモードレジスタ_0 TMDR_0 R/W H'00 H'FFFC6301 8 

タイマ I/Oコントロールレジスタ H_0 TIORH_0 R/W H'00 H'FFFC6302 8 

タイマ I/Oコントロールレジスタ L_0 TIORL_0 R/W H'00 H'FFFC6303 8 

タイマインタラプトイネーブル 

レジスタ_0 

TIER_0 R/W H'00 H'FFFC6304 8 

タイマステータスレジスタ_0 TSR_0 R/W H'C0 H'FFFC6305 8 

タイマカウンタ_0 TCNT_0 R/W H'0000 H'FFFC6306 16 

タイマジェネラルレジスタ A_0 TGRA_0 R/W H'FFFF H'FFFC6308 16 

タイマジェネラルレジスタ B_0 TGRB_0 R/W H'FFFF H'FFFC630A 16 

タイマジェネラルレジスタ C_0 TGRC_0 R/W H'FFFF H'FFFC630C 16 

タイマジェネラルレジスタ D_0 TGRD_0 R/W H'FFFF H'FFFC630E 16 

タイマジェネラルレジスタ E_0 TGRE_0 R/W H'FFFF H'FFFC6320 16 

タイマジェネラルレジスタ F_0 TGRF_0 R/W H'FFFF H'FFFC6322 16 

タイマインタラプトイネーブル 

レジスタ 2_0 

TIER2_0 R/W H'00 H'FFFC6324 8 

タイマステータスレジスタ 2_0 TSR2_0 R/W H'C0 H'FFFC6325 8 

0 

タイマバッファ動作転送モード 

レジスタ_0 

TBTM_0 R/W H'00 H'FFFC6326 8 

タイマコントロールレジスタ_1 TCR_1 R/W H'00 H'FFFC6380 8 

タイマモードレジスタ_1 TMDR_1 R/W H'00 H'FFFC6381 8 

タイマ I/Oコントロールレジスタ_1 TIOR_1 R/W H'00 H'FFFC6382 8 

タイマインタラプトイネーブル 

レジスタ_1 

TIER_1 R/W H'00 H'FFFC6384 8 

タイマステータスレジスタ_1 TSR_1 R/W H'C0 H'FFFC6385 8 

タイマカウンタ_1 TCNT_1 R/W H'0000 H'FFFC6386 16 

タイマジェネラルレジスタ A_1 TGRA_1 R/W H'FFFF H'FFFC6388 16 

タイマジェネラルレジスタ B_1 TGRB_1 R/W H'FFFF H'FFFC638A 16 

1 

タイマインプットキャプチャ 

コントロールレジスタ 

TICCR R/W H'00 H'FFFC6390 8 
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チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

タイマコントロールレジスタ_2 TCR_2 R/W H'00 H'FFFC6000 8 

タイマモードレジスタ_2 TMDR_2 R/W H'00 H'FFFC6001 8 

タイマ I/Oコントロールレジスタ_2 TIOR_2 R/W H'00 H'FFFC6002 8 

タイマインタラプトイネーブル 

レジスタ_2 

TIER_2 R/W H'00 H'FFFC6004 8 

タイマステータスレジスタ_2 TSR_2 R/W H'C0 H'FFFC6005 8 

タイマカウンタ_2 TCNT_2 R/W H'0000 H'FFFC6006 16 

タイマジェネラルレジスタ A_2 TGRA_2 R/W H'FFFF H'FFFC6008 16 

2 

タイマジェネラルレジスタ B_2 TGRB_2 R/W H'FFFF H'FFFC600A 16 

タイマコントロールレジスタ_3 TCR_3 R/W H'00 H'FFFC6200 8 

タイマモードレジスタ_3 TMDR_3 R/W H'00 H'FFFC6202 8 

タイマ I/Oコントロールレジスタ H_3 TIORH_3 R/W H'00 H'FFFC6204 8 

タイマ I/Oコントロールレジスタ L_3 TIORL_3 R/W H'00 H'FFFC6205 8 

タイマインタラプトイネーブル 

レジスタ_3 

TIER_3 R/W H'00 H'FFFC6208 8 

タイマステータスレジスタ_3 TSR_3 R/W H'C0 H'FFFC622C 8 

タイマカウンタ_3 TCNT_3 R/W H'0000 H'FFFC6210 16 

タイマジェネラルレジスタ A_3 TGRA_3 R/W H'FFFF H'FFFC6218 16 

タイマジェネラルレジスタ B_3 TGRB_3 R/W H'FFFF H'FFFC621A 16 

タイマジェネラルレジスタ C_3 TGRC_3 R/W H'FFFF H'FFFC6224 16 

タイマジェネラルレジスタ D_3 TGRD_3 R/W H'FFFF H'FFFC6226 16 

3 

タイマバッファ動作転送モード 

レジスタ_3 

TBTM_3 R/W H'00 H'FFFC6238 8 

タイマコントロールレジスタ_4 TCR_4 R/W H'00 H'FFFC6201 8 

タイマモードレジスタ_4 TMDR_4 R/W H'00 H'FFFC6203 8 

タイマ I/Oコントロールレジスタ H_4 TIORH_4 R/W H'00 H'FFFC6206 8 

タイマ I/Oコントロールレジスタ L_4 TIORL_4 R/W H'00 H'FFFC6207 8 

タイマインタラプトイネーブル 

レジスタ_4 

TIER_4 R/W H'00 H'FFFC6209 8 

タイマステータスレジスタ_4 TSR_4 R/W H'C0 H'FFFC622D 8 

タイマカウンタ_4 TCNT_4 R/W H'0000 H'FFFC6212 16 

タイマジェネラルレジスタ A_4 TGRA_4 R/W H'FFFF H'FFFC621C 16 

タイマジェネラルレジスタ B_4 TGRB_4 R/W H'FFFF H'FFFC621E 16 

タイマジェネラルレジスタ C_4 TGRC_4 R/W H'FFFF H'FFFC6228 16 

タイマジェネラルレジスタ D_4 TGRD_4 R/W H'FFFF H'FFFC622A 16 

4 

タイマバッファ動作転送モード 

レジスタ_4 

TBTM_4 R/W H'00 H'FFFC6239 8 
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チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

タイマ A/D変換開始要求コントロール 

レジスタ 

TADCR R/W H'0000 H'FFFC6240 16 

タイマ A/D変換開始要求周期設定 

レジスタ A_4 

TADCORA_4 R/W H'FFFF H'FFFC6244 16 

タイマ A/D変換開始要求周期設定 

レジスタ B_4 

TADCORB_4 R/W H'FFFF H'FFFC6246 16 

タイマ A/D変換開始要求周期設定 

バッファレジスタ A_4 

TADCOBRA_4 R/W H'FFFF H'FFFC6248 16 

4 

タイマ A/D変換開始要求周期設定 

バッファレジスタ B_4 

TADCOBRB_4 R/W H'FFFF H'FFFC624A 16 

タイマスタートレジスタ TSTR R/W H'00 H'FFFC6280 8 

タイマシンクロレジスタ TSYR R/W H'00 H'FFFC6281 8 

共通 

タイマリードライトイネーブル 

レジスタ 

TRWER R/W H'01 H'FFFC6284 8 

タイマアウトプットマスタイネーブル 

レジスタ 

TOER R/W H'C0 H'FFFC620A 8 

タイマアウトプットコントロール 

レジスタ 1 

TOCR1 R/W H'00 H'FFFC620E 8 

タイマアウトプットコントロール 

レジスタ 2 

TOCR2 R/W H'00 H'FFFC620F 8 

タイマゲートコントロールレジスタ TGCR R/W H80 H'FFFC620D 8 

タイマ周期データレジスタ TCDR R/W H'FFFF H'FFFC6214 16 

タイマデッドタイムデータレジスタ TDDR R/W H'FFFF H'FFFC6216 16 

タイマサブカウンタ TCNTS R H'0000 H'FFFC6220 16 

タイマ周期バッファレジスタ TCBR R/W H'FFFF H'FFFC6222 16 

タイマ割り込み間引き設定レジスタ TITCR R/W H'00 H'FFFC6230 8 

タイマ割り込み間引き回数カウンタ TITCNT R H'00 H'FFFC6231 8 

タイマバッファ転送設定レジスタ TBTER R/W H'00 H'FFFC6232 8 

タイマデッドタイムイネーブル 

レジスタ 

TDER R/W H'01 H'FFFC6234 8 

タイマ波形コントロールレジスタ TWCR R/W H'00 H'FFFC6260 8 

3/4共通 

タイマアウトプットレベルバッファ 

レジスタ 

TOLBR R/W H'00 H'FFFC6236 8 

 

表 27.3（2） 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

全レジスタ 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 
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27.3.1 タイマコントロールレジスタ（TCR） 

TCRは、各チャネルの TCNTを制御する 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。本モジュールに

は、チャネル 0～4に各 1本、計 5本の TCRがあります。TCRの設定は、TCNTの動作が停止した状態で行って

ください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

CCLR[2:0] CKEG[1:0] TPSC[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 CCLR[2:0] 000 R/W カウンタクリア 2、1、0 

TCNTのカウンタクリア要因を選択します。詳細は表 27.4、表 27.5を参

照してください。 

4、3 CKEG[1:0] 00 R/W クロックエッジ 1、0 

入力クロックのエッジを選択します。内部クロックを両エッジでカウン

トすると、入力クロックの周期が 1／2になります（例：Pφ／4の両エ

ッジ＝Pφ／2の立ち上がりエッジ）。チャネル 1、2で位相計数モード

を使用する場合は、本設定は無視され、位相計数モードの設定が優先さ

れます。内部クロックのエッジ選択は、入力クロックが Pφ／4もしくは

それより遅い場合に有効です。入力クロックに Pφ／1、あるいは他のチ

ャネルのオーバフロー／アンダフローを選択した場合、値は書き込めま

すが、動作は初期値となります。 

00：立ち上がりエッジでカウント 

01：立ち下がりエッジでカウント 

1x：両エッジでカウント 

2～0 TPSC[2:0] 000 R/W タイマプリスケーラ 2、1、0 

TCNTのカウンタクロックを選択します。各チャネル独立にクロックソー

スを選択することができます。詳細は表 27.6～表 27.9を参照してくださ

い。 

【記号説明】x：Don't care 
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表 27.4 CCLR2～CCLR0（チャネル 0、3、4） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 チャネル 

CCLR2 CCLR1 CCLR0 

説   明 

0 0 0 TCNTのクリア禁止 

0 0 1 TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア 

0 1 0 TGRBのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア 

0 1 1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリア

で TCNTをクリア*1 

1 0 0 TCNTのクリア禁止 

1 0 1 TGRCのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア*2 

1 1 0 TGRDのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア*2 

0、3、4 

1 1 1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリア

で TCNTをクリア*1 

【注】 *1 同期動作の設定は、TSYRの SYNCビットを 1にセットすることにより行います。 

 *2 TGRCまたは TGRDをバッファレジスタとして使用している場合は、バッファレジスタの設定が優先され、コン

ペアマッチ／インプットキャプチャが発生しないため、TCNTはクリアされません。 

 

表 27.5 CCLR2～CCLR0（チャネル 1、2） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 チャネル 

 リザーブ*2 CCLR1 CCLR0 

説   明 

0 0 0 TCNTのクリア禁止 

0 0 1 TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア 

0 1 0 TGRBのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア 

1、2 

0 1 1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリア

で TCNTをクリア*1 

【注】 *1 同期動作の設定は、TSYRの SYNCビットを 1にセットすることにより行います。 

 *2 チャネル 1、2ではビット 7はリザーブです。読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 
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表 27.6 TPSC2～TPSC0（チャネル 0） 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説   明 

0 0 0 内部クロック：Pφ／1でカウント 

0 0 1 内部クロック：Pφ／4でカウント 

0 1 0 内部クロック：Pφ／16でカウント 

0 1 1 内部クロック：Pφ／64でカウント 

1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

1 0 1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

1 1 0 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント 

0 

1 1 1 外部クロック：TCLKD端子入力でカウント 

 

表 27.7 TPSC2～TPSC0（チャネル 1） 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説   明 

0 0 0 内部クロック：Pφ／1でカウント 

0 0 1 内部クロック：Pφ／4でカウント 

0 1 0 内部クロック：Pφ／16でカウント 

0 1 1 内部クロック：Pφ／64でカウント 

1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

1 0 1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

1 1 0 内部クロック：Pφ／256でカウント 

1 

1 1 1 TCNT_2のオーバフロー／アンダフローでカウント 

【注】 チャネル 1が位相計数モード時、この設定は無効になります。 

 

表 27.8 TPSC2～TPSC0（チャネル 2） 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説   明 

0 0 0 内部クロック：Pφ／1でカウント 

0 0 1 内部クロック：Pφ／4でカウント 

0 1 0 内部クロック：Pφ／16でカウント 

0 1 1 内部クロック：Pφ／64でカウント 

1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

1 0 1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

1 1 0 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント 

2 

1 1 1 内部クロック：Pφ／1024でカウント 

【注】 チャネル 2が位相計数モード時、この設定は無効になります。 
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表 27.9 TPSC2～TPSC0（チャネル 3、4） 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説   明 

0 0 0 内部クロック：Pφ／1でカウント 

0 0 1 内部クロック：Pφ／4でカウント 

0 1 0 内部クロック：Pφ／16でカウント 

0 1 1 内部クロック：Pφ／64でカウント 

1 0 0 内部クロック：Pφ／256でカウント 

1 0 1 内部クロック：Pφ／1024でカウント 

1 1 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

3、4 

1 1 1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

 

27.3.2 タイマモードレジスタ（TMDR） 

TMDRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、各チャネルの動作モードの設定を行います。本

モジュールには、チャネル 0～4に各 1本、計 5本の TMDRがあります。TMDRの設定は、TCNTの動作が停止

した状態で行ってください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- BFE BFB BFA MD[3:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 BFE 0 R/W バッファ動作 E 

TGRE_0と TGRF_0を通常動作またはバッファ動作させるかどうかを選択し

ます。 

TGRFをバッファレジスタとして使用した場合も、TGRFのコンペアマッチは

発生します。 

チャネル 1、2、3、4ではリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出さ

れます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0：TGRE_0と TGRF_0は通常動作 

1：TGRE_0と TGRF_0はバッファ動作 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 BFB 0 R/W バッファ動作 B 

TGRBを通常動作させるか、TGRBと TGRDを組み合わせてバッファ動作さ

せるかを設定します。TGRDをバッファレジスタとして使用した場合、相補

PWMモード以外ではTGRDのインプットキャプチャ／アウトプットコンペア

は発生しません。 

TGRDを持たないチャネル 1、2ではこのビットはリザーブビットになります。

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0：TGRBと TGRDは通常動作 

1：TGRBと TGRDはバッファ動作 

4 BFA 0 R/W バッファ動作 A 

TGRAを通常動作させるか、TGRAと TGRCを組み合わせてバッファ動作さ

せるかを設定します。TGRCをバッファレジスタとして使用した場合、相補

PWMモード以外ではTGRCのインプットキャプチャ／アウトプットコンペア

は発生しませんが、相補 PWMモード時は TGRCのコンペアマッチが発生し

ます。また、チャネル 4のコンペアマッチが相補 PWMモードの Tb区間に発

生した場合は TGFCがセットされますので、タイマインタラプトイネーブル

レジスタ_4（TIER_4）の TGIECビットは 0にしてください。 

TGRCを持たないチャネル 1、2ではこのビットはリザーブビットになります。

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0：TGRAと TGRCは通常動作 

1：TGRAと TGRCはバッファ動作 

3～0 MD[3:0] 0000 R/W モード 3～0 

MD3～MD0はタイマの動作モードを設定します。 

詳細は表 27.10を参照してください。 
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表 27.10 MD3～MD0ビットによる動作モードの設定 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0

MD3 MD2 MD1 MD0 

説   明 

0 0 0 0 通常動作 

0 0 0 1 設定禁止 

0 0 1 0 PWMモード 1 

0 0 1 1 PWMモード 2*1 

0 1 0 0 位相計数モード 1*2 

0 1 0 1 位相計数モード 2*2 

0 1 1 0 位相計数モード 3*2 

0 1 1 1 位相計数モード 4*2 

1 0 0 0 リセット同期 PWMモード*3 

1 0 0 1 設定禁止 

1 0 1 x 設定禁止 

1 1 0 0 設定禁止 

1 1 0 1 相補 PWMモード 1（山で転送）*3 

1 1 1 0 相補 PWMモード 2（谷で転送）*3 

1 1 1 1 相補 PWMモード 3（山・谷で転送）*3 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 *1 チャネル 3、4では、PWMモード 2の設定はできません。 

 *2 チャネル 0、3、4では、位相計数モードの設定はできません。 

 *3 リセット同期 PWMモード、相補 PWMモードの設定は、チャネル 3のみ可能です。 

チャネル 3をリセット同期 PWMモードまたは相補 PWMモードに設定した場合、チャネル 4の設定は無効となり

自動的にチャネル 3の設定に従います。ただし、チャネル 4にはリセット同期 PWMモード、相補 PWMモードを

設定しないでください。 

チャネル 0、1、2では、リセット同期 PWMモード、相補 PWMモードの設定はできません。 

 

27.3.3 タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR） 

TIORは、TGRを制御する 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。本モジュールには、チャネル 0、

3、4に各 2本、チャネル 1、2に各 1本、計 8本の TIORがあります。 

TIORは TMDRの設定が、通常動作、PWMモード、位相係数モードの場合に設定します。 

TIORで指定した初期出力はカウンタ停止した（TSTRのCSTビットを 0にクリアした）状態で有効になります。

また、PWMモード 2の場合にはカウンタが 0にクリアされた時点での出力を指定します。 

TGRC、あるいは TGRDをバッファ動作に設定した場合は、本設定は無効となり、バッファレジスタとして動

作します。 



 

27. マルチファンクションタイマパルスユニット 2 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  27-17 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

• TIORH_0、TIOR_1、TIOR_2、TIORH_3、TIORH_4 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

IOB[3:0] IOA[3:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 IOB[3:0] 0000 R/W I/Oコントロール B3～B0 

IOB3～IOB0ビットは TGRBの機能を設定します。 

下記の表を参照してください。 

TIORH_0：表 27.11  TIOR_1：表 27.13  TIOR_2：表 27.14 

TIORH_3：表 27.15  TIORH_4：表 27.17 

3～0 IOA[3:0] 0000 R/W I/Oコントロール A3～A0 

IOA3～IOA0は TGRAの機能を設定します。 

下記の表を参照してください。 

TIORH_0：表 27.19  TIOR_1：表 27.21  TIOR_2：表 27.22 

TIORH_3：表 27.23  TIORH_4：表 27.25 

 

• TIORL_0、TIORL_3、TIORL_4 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

IOD[3:0] IOC[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 IOD[3:0] 0000 R/W I/Oコントロール D3～D0 

IOD3～IOD0ビットは TGRDの機能を設定します。 

下記の表を参照してください。 

TIORL_0：表 27.12  TIORL_3：表 27.16  TIORL_4：表 27.18 

3～0 IOC[3:0] 0000 R/W I/Oコントロール C3～C0 

IOC3～IOC0ビットは TGRCの機能を設定します。 

下記の表を参照してください。 

TIORL_0：表 27.20  TIORL_3：表 27.24  TIORL_4：表 27.26 
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表 27.11 TIORH_0（チャネル 0） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 TGRB_0の機能 TIOC0B端子の機能 

0 0 0 0 出力保持* 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 x 両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 x x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

キャプチャ入力元はチャネル 1／カウントクロック 

TCNT_1のカウントアップ／カウントダウンでイン

プットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 
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表 27.12 TIORL_0（チャネル 0） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 TGRD_0の機能 TIOC0D端子の機能 

0 0 0 0 出力保持*1 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ*2 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 x 両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 x x 

インプットキャプチャ

レジスタ*2 

キャプチャ入力元はチャネル 1／カウントクロック 

TCNT_1のカウントアップ／カウントダウンでイン

プットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 *1 パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 

 *2 TMDR_0の BFBビットを 1にセットして TGRD_0をバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効に

なり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 
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表 27.13 TIOR_1（チャネル 1） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 TGRB_1の機能 TIOC1B端子の機能 

0 0 0 0 出力保持* 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

TGRB_1はアウトプッ

トコンペアレジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 x 両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 x x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

TGRC_0のコンペアマッチ／インプットキャプチャ

の発生でインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 
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表 27.14 TIOR_2（チャネル 2） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 TGRB_2の機能 TIOC2B端子の機能 

0 0 0 0 出力保持* 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 

TGRB_2はアウトプッ

トコンペアレジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 x 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 1 x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 
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表 27.15 TIORH_3（チャネル 3） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 TGRB_3の機能 TIOC3B端子の機能 

0 0 0 0 出力保持* 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 x 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 1 x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 
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表 27.16 TIORL_3（チャネル 3） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 TGRD_3の機能 TIOC3D端子の機能 

0 0 0 0 出力保持*1 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ*2 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 x 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 1 x 

インプットキャプチャ

レジスタ*2 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 *1 パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 

 *2 TMDR_3の BFBビットを 1にセットして TGRD_3をバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効に

なり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 
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表 27.17 TIORH_4（チャネル 4） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 TGRB_4の機能 TIOC4B端子の機能 

0 0 0 0 出力保持* 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペマッチで 1出力 

0 1 1 1 

TGRB_4はアウトプッ

トコンペアレジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペマッチでトグル出力 

1 x 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 1 x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 
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表 27.18 TIORL_4（チャネル 4） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 TGRD_4の機能 TIOC4D端子の機能 

0 0 0 0 出力保持*1 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ*2 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 x 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 1 x 

インプットキャプチャ

レジスタ*2 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 *1 パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 

 *2 TMDR_4の BFBビットを 1にセットして、TGRD_4をバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効に

なりインプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 
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表 27.19 TIORH_0（チャネル 0） 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 TGRA_0の機能 TIOC0A端子の機能 

0 0 0 0 出力保持* 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 x 両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 x x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

キャプチャ入力元はチャネル 1／カウントクロック 

TCNT_1のカウントアップ／カウントダウンでイン

プットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 
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表 27.20 TIORL_0（チャネル 0） 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IOC3 IOC2 IOC1 IOC0 TGRC_0の機能 TIOC0Cの端子の機能 

0 0 0 0 出力保持*1 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ*2 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 x 両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 x x 

インプットキャプチャ

レジスタ*2 

キャプチャ入力元はチャネル 1／カウントクロック 

TCNT_1のカウントアップ／カウントダウンでイン

プットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 *1 パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 

 *2 TMDR_0の BFAビットを 1にセットして TGRC_0をバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効に

なり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 
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表 27.21 TIOR_1（チャネル 1） 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 TGRA_1の機能 TIOC1A端子の機能 

0 0 0 0 出力保持* 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 x 両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 x x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

TGRA_0のコンペアマッチ／インプットキャプチャ

の発生でインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 
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表 27.22 TIOR_2（チャネル 2） 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 TGRA_2の機能 TIOC2A端子の機能 

0 0 0 0 出力保持* 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 x 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 1 x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 
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表 27.23 TIORH_3（チャネル 3） 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 TGRA_3の機能 TIOC3A端子の機能 

0 0 0 0 出力保持* 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 x 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 1 x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 
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表 27.24 TIORL_3（チャネル 3） 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IOC3 IOC2 IOC1 IOC0 TGRC_3の端子 TIOC3C端子の機能 

0 0 0 0 出力保持*1 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ*2 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 x 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 1 x 

インプットキャプチャ

レジスタ*2 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 *1 パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 

 *2 TMDR_3の BFAビットを 1にセットして TGRC_3をバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効に

なり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 
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表 27.25 TIORH_4（チャネル 4） 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 TGRA_4の機能 TIOC4A端子の機能 

0 0 0 0 出力保持* 

 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1  初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 x 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 1 x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 
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表 27.26 TIORL_4（チャネル 4） 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IOC3 IOC2 IOC1 IOC0 TGRC_4の機能 TIOC4C端子の機能 

0 0 0 0 出力保持*1 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ*2 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 x 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 1 x 

インプットキャプチャ

レジスタ*2 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 *1 パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 

 *2 TMDR_4の BFAビットを 1にセットして、TGRC_4をバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効に

なり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 
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27.3.4 タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER） 

TIERは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、各チャネルの割り込み要求の許可、禁止を制御し

ます。本モジュールには、チャネル 0に 2本、チャネル 1～4に各 1本、計 6本の TIERがあります。 
 

• TIER_0、TIER_1、TIER_2、TIER_3、TIER_4 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TTGE TTGE2 TCIEU TCIEV TGIED TGIEC TGIEB TGIEA

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TTGE 0 R/W A/D変換開始要求イネーブル 

TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチによるA/D変換器開始要求の

発生を許可または禁止します。 

0：A/D変換開始要求の発生を禁止 

1：A/D変換開始要求の発生を許可 

6 TTGE2 0 R/W A/D変換開始要求イネーブル 2 

相補 PWMモードで、TCNT_4のアンダフロー（谷）による A/D変換要求の発

生を許可または禁止します。 

チャネル 0～3ではリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込む値も常に 0にしてください。 

0：TCNT_4のアンダフロー（谷）による A/D変換要求を禁止 

1：TCNT_4のアンダフロー（谷）による A/D変換要求を許可 

5 TCIEU 0 R/W アンダフローインタラプトイネーブル 

チャネル 1、2で TSRの TCFUフラグが 1にセットされたとき、TCFUフラグ

による割り込み要求（TCIU）を許可または禁止します。 

チャネル 0、3、4ではリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出されま

す。書き込む値も常に 0にしてください。 

0：TCFUによる割り込み要求（TCIU）を禁止 

1：TCFUによる割り込み要求（TCIU）を許可 

4 TCIEV 0 R/W オーバフローインタラプトイネーブル 

TSRの TCFVフラグが 1にセットされたとき、TCFVフラグによる割り込み要

求（TCIV）を許可または禁止します。 

0：TCFVによる割り込み要求（TCIV）を禁止 

1：TCFVによる割り込み要求（TCIV）を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

3 TGIED 0 R/W TGRインタラプトイネーブル D 

チャネル 0、3、4で TSRの TGFDビットが 1にセットされたとき、TGFDビ

ットによる割り込み要求（TGID）を許可または禁止します。 

チャネル 1、2ではリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込む値も常に 0にしてください。 

0：TGFDビットによる割り込み要求（TGID）を禁止 

1：TGFDビットによる割り込み要求（TGID）を許可 

2 TGIEC 0 R/W TGRインタラプトイネーブル C 

チャネル 0、3、4で TSRの TGFCビットが 1にセットされたとき、TGFCビ

ットによる割り込み要求（TGIC）を許可または禁止します。 

チャネル 1、2ではリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込む値も常に 0にしてください。 

0：TGFCビットによる割り込み要求（TGIC）を禁止 

1：TGFCビットによる割り込み要求（TGIC）を許可 

1 TGIEB 0 R/W TGRインタラプトイネーブル B 

TSRの TGFBビットが 1にセットされたとき、TGFBビットによる割り込み要

求（TGIB）を許可または禁止します。 

0：TGFBビットによる割り込み要求（TGIB）を禁止 

1：TGFBビットによる割り込み要求（TGIB）を許可 

0 TGIEA 0 R/W TGRインタラプトイネーブル A 

TSRの TGFAビットが 1にセットされたとき、TGFAビットによる割り込み要

求（TGIA）を許可または禁止します。 

0：TGFAビットによる割り込み要求（TGIA）を禁止 

1：TGFAビットによる割り込み要求（TGIA）を許可 
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• TIER2_0 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R R R/W R/W

TTGE2 - - - - - TGIEF TGIEE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TTGE2 0 R/W A/D変換開始要求イネーブル 2 

TCNT_0と TGRE_0のコンペアマッチによる A/D変換開始要求の発生を許可

または禁止します。 

0：TCNT_0と TGRE_0のコンペアマッチによる A/D変換開始要求を禁止 

する 

1：TCNT_0と TGRE_0のコンペアマッチによる A/D変換開始要求を許可 

する 

6～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 TGIEF 0 R/W TGRインタラプトイネーブル F 

TCNT_0とTGRF_0のコンペアマッチによる割り込み要求の発生を許可または

禁止します。 

0：TGFEビットによる割り込み要求（TGIF）を禁止 

1：TGFEビットによる割り込み要求（TGIF）を許可 

0 TGIEE 0 R/W TGRインタラプトイネーブル E 

TCNT_0とTGRE_0のコンペアマッチによる割り込み要求の発生を許可または

禁止します。 

0：TGEEビットによる割り込み要求（TGIE）を禁止 

1：TGEEビットによる割り込み要求（TGIE）を許可 
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27.3.5 タイマステータスレジスタ（TSR） 

TSRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、各チャネルのステータスの表示を行います。本モ

ジュールには、チャネル 0に 2本、チャネル 1～4に各 1本、計 6本の TSRがあります。 
 

• TSR_0、TSR_1、TSR_2、TSR_3、TSR_4 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 0 0 0 0 0 0
R R R/(W)*1R/(W)*1R/(W)*1R/(W)*1R/(W)*1R/(W)*1

【注】  フラグをクリアするため、1を読み出した後に0を書き込むことのみ可能です。*1

TCFD - TCFU TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TCFD 1 R カウント方向フラグ 

チャネル 1～4の TCNTのカウント方向を示すステータスフラグです。 

チャネル 0ではリザーブビットです。読み出すと常に 1が読み出されます。書き込

む値も常に 1にしてください。 

0：TCNTはダウンカウント 

1：TCNTはアップカウント 

6 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

5 TCFU 0 R/(W)*1 アンダフローフラグ 

チャネル 1、2が位相計数モードのとき、TCNTのアンダフローの発生を示すステ

ータスフラグです。フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

チャネル 0、3、4ではリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込む値も常に 0にしてください。 

［クリア条件］ 

• TCFU＝1の状態で TCFUをリード後、TCFUに 0をライトしたとき*2 

［セット条件］ 

• TCNTの値がアンダフロー（H'0000→H'FFFF）したとき 

4 TCFV 0 R/(W)*1 オーバフローフラグ 

TCNTのオーバフローの発生を示すステータスフラグです。フラグをクリアするた

めの 0ライトのみ可能です。 

［クリア条件］ 

• TCFV＝1の状態で TCFVをリード後、TCFVに 0をライトしたとき*2 

［セット条件］ 

• TCNTの値がオーバフローしたとき（H'FFFF→ H'0000） 

チャネル 4では相補 PWMモードで TCNT_4の値がアンダフロー（H'0001→

H'0000）したときにも本フラグがセットされます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 TGFD 0 R/(W)*1 インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ D 

チャネル 0、3、4の TGRDのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生

を示すステータスフラグです。フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。

チャネル 1、2ではリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出されます。書

き込む値も常に 0にしてください。 

［クリア条件］ 

• TGFD＝1の状態で TGFDをリード後、TGFDに 0をライトしたとき*2 

［セット条件］ 

• TGRDがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT＝

TGRDになったとき 

• TGRDがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ

信号により TCNTの値が TGRDに転送されたとき 

2 TGFC 0 R/(W)*1 インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ C 

チャネル 0、3、4の TGRCのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生

を示すステータスフラグです。フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。

チャネル 1、2ではリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出されます。書

き込む値も常に 0にしてください。 

［クリア条件］ 

• TGFC＝1の状態で TGFCをリード後、TGFCに 0をライトしたとき*2 

［セット条件］ 

• TGRCがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT＝

TGRCになったとき 

• TGRCがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ

信号により TCNTの値が TGRCに転送されたとき 

1 TGFB 0 R/(W)*1 インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ B 

TGRBのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフ

ラグです。フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

［クリア条件］ 

• TGFB＝1の状態で TGFBをリード後、TGFBに 0をライトしたとき*2 

［セット条件］ 

• TGRBがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT＝TGRB

になったとき 

• TGRBがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ

信号により TCNTの値が TGRBに転送されたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 TGFA 0 R/(W)*1 インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ A 

TGRAのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフ

ラグです。フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

［クリア条件］ 

• TGIA割り込みによりダイレクトメモリアクセスコントローラが起動されたとき 

• TGFA＝1の状態で TGFAをリード後、TGFAに 0をライトしたとき*2 

［セット条件］ 

• TGRAがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT＝TGRA

になったとき 

• TGRAがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ

信号により TCNTの値が TGRAに転送されたとき 

【注】 *1 フラグをクリアするため、1を読み出した後に 0を書き込むことのみ可能です。 

 *2 1を読み出した後、0を書き込む前に次のフラグセットが発生した場合は、0を書き込んでもフラグはクリアされ

ません。再度 1を読み出して 0を書き込んでください。 
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• TSR2_0 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/(W)*1R/(W)*1

【注】  フラグをクリアするため、1を読み出した後に0を書き込むことのみ可能です。*1

- - - - - - TGFF TGFE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

5～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 TGFF 0 R/(W)*1 コンペアマッチフラグ F 

TCNT_0と TGRF_0のコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 

［クリア条件］ 

• TGFF＝1の状態で TGFFをリード後、TGFFに 0をライトしたとき*2 

［セット条件］ 

• TGRF_0をコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT_0＝TGRF_0

になったとき 

0 TGFE 0 R/(W)*1 コンペアマッチフラグ E 

TCNT_0と TGRE_0のコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 

［クリア条件］ 

• TGFE＝1の状態で TGFEをリード後、TGFEに 0をライトしたとき*2 

［セット条件］ 

• TGRE_0をコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT_0＝TGRE_0

になったとき 

【注】 *1 フラグをクリアするため、1を読み出した後に 0を書き込むことのみ可能です。 

 *2 1を読み出した後、0を書き込む前に次のフラグセットが発生した場合は、0を書き込んでもフラグはクリアされ

ません。再度 1を読み出して 0を書き込んでください。 
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27.3.6 タイマバッファ動作転送モードレジスタ（TBTM） 

TBTMは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、PWMモード時のバッファレジスタからタイマジ

ェネラルレジスタへの転送タイミングの設定を行います。本モジュールには、チャネル 0、3、4に各 1本、計 3

本の TBTMがあります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W

- - - - - TTSE TTSB TTSA

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 TTSE 0 R/W タイミングセレクト E 

バッファ動作時の TGRF_0から TGRE_0への転送タイミングを設定します。

チャネル 3、4ではリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込む値も常に 0にしてください。 

なお、チャネル 0を PWMモード以外で使用する場合は、本ビットを 1に設定

しないでください。 

0：チャネル 0のコンペアマッチ E発生時 

1：TCNT_0クリア時 

1 TTSB 0 R/W タイミングセレクト B 

各チャネルのバッファ動作時の TGRDから TGRBへの転送タイミングを設定

します。 

なお、PWMモード以外で使用するチャネルでは、本ビットを 1に設定しない

でください。 

0：各チャネルのコンペアマッチ B発生時 

1：各チャネルの TCNTクリア時 

0 TTSA 0 R/W タイミングセレクト A 

各チャネルのバッファ動作時の TGRCから TGRAへの転送タイミングを設定

します。 

なお、PWMモード以外で使用するチャネルでは、本ビットを 1に設定しない

でください。 

0：各チャネルのコンペアマッチ A発生時 

1：各チャネルの TCNTクリア時 
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27.3.7 タイマインプットキャプチャコントロールレジスタ（TICCR） 

TICCRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、TCNT_1と TCNT_2のカスケード接続時のイン

プットキャプチャ条件を制御します。本モジュールには、チャネル 1に 1本の TICCRがあります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W

- - - - I2BE I2AE I1BE I1AE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 I2BE 0 R/W インプットキャプチャイネーブル 

TGRB_1のインプットキャプチャ条件にTIOC2B端子を追加する／しないを選

択します。 

0：TIOC2B端子を TGRB_1のインプットキャプチャ条件に追加しない 

1：TIOC2B端子を TGRB_1のインプットキャプチャ条件に追加する 

2 I2AE 0 R/W インプットキャプチャイネーブル 

TGRA_1のインプットキャプチャ条件にTIOC2A端子を追加する／しないを選

択します。 

0：TIOC2A端子を TGRA_1のインプットキャプチャ条件に追加しない 

1：TIOC2A端子を TGRA_1のインプットキャプチャ条件に追加する 

1 I1BE 0 R/W インプットキャプチャイネーブル 

TGRB_2のインプットキャプチャ条件にTIOC1B端子を追加する／しないを選

択します。 

0：TIOC1B端子を TGRB_2のインプットキャプチャ条件に追加しない 

1：TIOC1B端子を TGRB_2のインプットキャプチャ条件に追加する 

0 I1AE 0 R/W インプットキャプチャイネーブル 

TGRA_2のインプットキャプチャ条件にTIOC1A端子を追加する／しないを選

択します。 

0：TIOC1A端子を TGRA_2のインプットキャプチャ条件に追加しない 

1：TIOC1A端子を TGRA_2のインプットキャプチャ条件に追加する 

 



 

27. マルチファンクションタイマパルスユニット 2 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  27-43 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

27.3.8 タイマ A/D変換開始要求コントロールレジスタ（TADCR） 

TADCRは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、A/D変換開始要求の許可／禁止の設定と、割

り込み間引きと A/D変換開始要求を連動する／しないを設定します。本モジュールには、チャネル 4に 1本の

TADCRがあります。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0* 0 0* 0* 0* 0* 0*
R/W R/W R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

BF[1:0] - - - - - - UT4AE DT4AE UT4BE DT4BE ITA3AE ITA4VE ITB3AE ITB4VE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 BF[1:0] 00 R/W TADCOBRA/B_4転送タイミングセレクト 

TADCOBRA/B_4から TADCORA/B_4への転送タイミングを選択します。 

詳細は表 27.27を参照してください。 

13～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 UT4AE 0 R/W アップカウント TRG4ANイネーブル 

TCNT_4のアップカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4AN）の許可／禁止

を設定します。 

0：TCNT_4のアップカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4AN）を禁止 

1：TCNT_4のアップカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4AN）を許可 

6 DT4AE 0* R/W ダウンカウント TRG4ANイネーブル 

TCNT_4のダウンカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4AN）の許可／禁止

を設定します。 

0：TCNT_4のダウンカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4AN）を禁止 

1：TCNT_4のダウンカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4AN）を許可 

5 UT4BE 0 R/W アップカウント TRG4BNイネーブル 

TCNT_4のアップカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4BN）の許可／禁止

を設定します。 

0：TCNT_4のアップカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4BN）を禁止 

1：TCNT_4のアップカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4BN）を許可 

4 DT4BE 0* R/W ダウンカウント TRG4BNイネーブル 

TCNT_4のダウンカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4BN）の許可／禁止

を設定します。 

0：TCNT_4のダウンカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4BN）を禁止 

1：TCNT_4のダウンカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4BN）を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 ITA3AE 0* R/W TGIA_3割り込み間引き連動イネーブル 

A/D変換の開始要求（TRG4AN）を TGIA_3割り込み間引き機能と連動する／

しないを選択します。 

0：TGIA_3割り込み間引き機能と連動しない 

1：TGIA_3割り込み間引き機能と連動する 

2 ITA4VE 0* R/W TCIV_4割り込み間引き連動イネーブル 

A/D変換の開始要求（TRG4AN）を TCIV_4割り込み間引き機能と連動する／

しないを選択します。 

0：TCIV_4割り込み間引き機能と連動しない 

1：TCIV_4割り込み間引き機能と連動する 

1 ITB3AE 0* R/W TGIA_3割り込み間引き連動イネーブル 

A/D変換の開始要求（TRG4BN）を TGIA_3割り込み間引き機能と連動する／

しないを選択します。 

0：TGIA_3割り込み間引き機能と連動しない 

1：TGIA_3割り込み間引き機能と連動する 

0 ITB4VE 0* R/W TCIV_4割り込み間引き連動イネーブル 

A/D変換の開始要求（TRG4BN）を TCIV_4割り込み間引き機能と連動する／

しないを選択します。 

0：TCIV_4割り込み間引き機能と連動しない 

1：TCIV_4割り込み間引き機能と連動する 

【注】 1. TADCRの 8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に 16ビット単位でアクセスしてください。 

 2. 割り込み間引きが禁止のとき（タイマ割り込み間引き設定レジスタ（TITCR）の T3AEN、T4VENビットを 0に設

定したとき、または TITCRの間引き回数設定ビット（3ACOR、4VCOR）を 0に設定したとき）は、必ず割り込

み間引き機能と連動しない（タイマ A/D変換開始要求コントロールレジスタ（TADCR）の ITA3AE、ITA4VE、

ITB3AE、ITB4VEビットを 0に設定）設定にしてください。 

 3. 割り込み間引きが禁止のときに、割り込み間引きと連動する設定にした場合、A/D変換の開始要求が行われません。 

 * 相補 PWMモード以外では、1に設定しないでください。 
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表 27.27 BF1、BF0ビットによる転送タイミングの設定 

ビット 7 ビット 6 

BF1 BF0 

説   明 

0 0 周期設定バッファレジスタから周期設定レジスタへ転送しない 

0 1 TCNT_4の山で周期設定バッファレジスタから周期設定レジスタへ転送する*1 

1 0 TCNT_4の谷で周期設定バッファレジスタから周期設定レジスタへ転送する*2 

1 1 TCNT_4の山と谷で周期設定バッファレジスタから周期設定レジスタへ転送する*2 

【注】 *1 相補 PWMモードでは TCNT_4の山、リセット同期 PWMモードでは TCNT_3が TGRA_3とコンペアマッチした

とき、PWMモード 1／通常動作モードでは TCNT_4が TGRA_4とコンペアマッチしたときに、周期設定バッフ

ァレジスタから周期設定レジスタへ転送します。 

 *2 相補 PWMモード以外では設定禁止です。 

 

27.3.9 タイマ A/D変換開始要求周期設定レジスタ（TADCORA/B_4） 

TADCORA/B_4は、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。TCNT_4と一致したとき、対応する

A/D変換開始要求を発生します。 

TADCORA/B_4の初期値は H'FFFFです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

【注】 TADCORA/B_4の8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に16ビット単位でアクセスしてください。

                

 
 

27.3.10 タイマ A/D変換開始要求周期設定バッファレジスタ（TADCOBRA/B_4） 

TADCOBRA/B_4は、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。TADCORA/B_4のバッファレジス

タから山か谷で TADCORA/B_4に転送します。 

TADCOBRA/B_4の初期値は H'FFFFです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

【注】 TADCOBRA/B_4の8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に16ビット単位でアクセスしてください。
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27.3.11 タイマカウンタ（TCNT） 

TCNTは、16ビットの読み出し／書き込み可能なカウンタです。チャネル 0～4に各 1本、計 5本の TCNTがあ

ります。 

TCNTの 8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に 16ビット単位でアクセスしてください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

【注】 TCNTの8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に16ビット単位でアクセスしてください。

                

 
 

27.3.12 タイマジェネラルレジスタ（TGR） 

TGRは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。チャネル 0に 6本、チャネル 1、2に各 2本、

チャネル 3、4に各 4本、計 18本のジェネラルレジスタがあります。 

TGRA、TGRB、TGRC、TGRDはアウトプットコンペア／インプットキャプチャ兼用のレジスタです。チャネ

ル 0、3、4の TGRCと TGRDは、バッファレジスタとして動作設定することができます。TGRとバッファレジス

タの組み合わせは、TGRA－TGRC、TGRB－TGRDになります。 

TGRE_0、TGRF_0はコンペアレジスタとして機能し、TCNT_0と TGRE_0が一致したとき、A/D変換開始要求

を発生することができます。TGRFは、バッファレジスタとして動作設定することができます。TGRとバッファ

レジスタの組み合わせは、TGRE－TGRFになります。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

【注】 TGRの8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に16ビット単位でアクセスしてください。TGRの初期値は、H'FFFFです。
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27.3.13 タイマスタートレジスタ（TSTR） 

TSTRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、チャネル 0～4の TCNTの動作／停止を選択しま

す。 

TMDRへ動作モードを設定する場合や TCRへ TCNTのカウントクロックを設定する場合は、TCNTのカウンタ

動作を停止してから行ってください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R R R R/W R/W R/W

CST4 CST3 - - - CST2 CST1 CST0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CST4 0 R/W 

6 CST3 0 R/W 

カウンタスタート 4、3 

TCNTの動作または停止を選択します。 

TIOC端子を出力状態で動作中に、CSTビットに 0をライトするとカウンタは停

止しますが、TIOC端子のアウトプットコンペア出力レベルは保持されます。

CSTビットが 0の状態で TIORへのライトを行うと、設定した初期出力値に端

子の出力レベルが更新されます。 

0：TCNT_4、TCNT_3のカウント動作は停止 

1：TCNT_4、TCNT_3はカウント動作 

5～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 CST2 0 R/W 

1 CST1 0 R/W 

0 CST0 0 R/W 

カウンタスタート 2～0 

TCNTの動作または停止を選択します。 

TIOC端子を出力状態で動作中に、CSTビットに 0をライトするとカウンタは停

止しますが、TIOC端子のアウトプットコンペア出力レベルは保持されます。

CSTビットが 0の状態で TIORへのライトを行うと、設定した初期出力値に端

子の出力レベルが更新されます。 

0：TCNT_2～TCNT_0のカウント動作は停止 

1：TCNT_2～TCNT_0はカウント動作 
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27.3.14 タイマシンクロレジスタ（TSYR） 

TSYRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、チャネル 0～4の TCNTの独立動作または同期動

作を選択します。対応するビットを 1にセットしたチャネルが同期動作を行います。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R R R R/W R/W R/W

SYNC4 SYNC3 - - - SYNC2 SYNC1 SYNC0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SYNC4 0 R/W 

6 SYNC3 0 R/W 

タイマ同期 4、3 

他のチャネルとの独立動作または同期動作を選択します。 

同期動作を選択すると、複数の TCNTの同期プリセットや、他チャネルのカウ

ンタクリアによる同期クリアが可能となります。 

同期動作の設定には、最低 2チャネルの SYNCビットを 1にセットする必要が

あります。同期クリアの設定には、SYNCビットの他に TCRの CCLR2～CCLR0

ビットで、TCNTのクリア要因を設定する必要があります。 

0：TCNT_4、TCNT_3は独立動作（TCNTのプリセット／クリアは他チャネ

ルと無関係） 

1：TCNT_4、TCNT_3は同期動作 

TCNTの同期プリセット／同期クリアが可能 

5～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 SYNC2 0 R/W 

1 SYNC1 0 R/W 

0 SYNC0 0 R/W 

タイマ同期 2～0 

他のチャネルとの独立動作または同期動作を選択します。 

同期動作を選択すると、複数の TCNTの同期プリセットや、他チャネルのカウ

ンタクリアによる同期クリアが可能となります。 

同期動作の設定には、最低 2チャネルの SYNCビットを 1にセットする必要が

あります。同期クリアの設定には、SYNCビットの他に TCRの CCLR2～CCLR0

ビットで、TCNTのクリア要因を設定する必要があります。 

0：TCNT_2～TCNT_0は独立動作（TCNTのプリセット／クリアは他チャネ

ルと無関係） 

1：TCNT_2～TCNT_0は同期動作 

TCNTの同期プリセット／同期クリアが可能 
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27.3.15 タイマリードライトイネーブルレジスタ（TRWER） 

TRWERは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。チャネル 3、4の誤書き込み防止の対象レジ

スタ／カウンタのアクセス許可／禁止を設定します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1
R R R R R R R R/W

- - - - - - - RWE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 RWE 1 R/W リードライトイネーブル 

誤書き込み防止のレジスタへのリードライト許可／禁止を設定します。 

0：レジスタのリードライトを禁止する 

1：レジスタのリードライトを許可する 

［クリア条件］ 

• RWE＝1の状態で RWEをリード後、RWEに 0をライトしたとき 

 

• 誤書き込み防止の対象レジスタ／カウンタ 

TCR_3、4、TMDR_3、4、TIORH_3、4、TIORL_3、4、TIER_3、4、TGRA_3、4、TGRB_3、4、TOER、TOCR1、

TOCR2、TGCR、TCDR、TDDRと TCNT_3、4の計 22レジスタです。 
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27.3.16 タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタ（TOER） 

TOERは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、出力端子の TIOC4D、TIOC4C、TIOC3D、TIOC4B、

TIOC4A、TIOC3Bの出力設定の許可／禁止を行います。これらの端子は TOERの各ビットの設定をしないと正し

く出力されません。チャネル 3、4において、TOERはチャネル 3、4の TIOR設定の前に値をセットしてください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - OE4D OE4C OE3D OE4B OE4A OE3B

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

5 OE4D 0 R/W マスタイネーブル TIOC4D 

TIOC4D端子の本モジュール出力を許可／禁止します。 

0：本モジュール出力禁止（非アクティブレベル）* 

1：本モジュール出力許可 

4 OE4C 0 R/W マスタイネーブル TIOC4C 

TIOC4C端子の本モジュール出力を許可／禁止します。 

0：本モジュール出力禁止（非アクティブレベル）* 

1：本モジュール出力許可 

3 OE3D 0 R/W マスタイネーブル TIOC3D 

TIOC3D端子の本モジュール出力を許可／禁止します。 

0：本モジュール出力禁止（非アクティブレベル）* 

1：本モジュール出力許可 

2 OE4B 0 R/W マスタイネーブル TIOC4B 

TIOC4B端子の本モジュール出力を許可／禁止します。 

0：本モジュール出力禁止（非アクティブレベル）* 

1：本モジュール出力許可 

1 OE4A 0 R/W マスタイネーブル TIOC4A 

TIOC4A端子の本モジュール出力を許可／禁止します。 

0：本モジュール出力禁止（非アクティブレベル）* 

1：本モジュール出力許可 

0 OE3B 0 R/W マスタイネーブル TIOC3B 

TIOC3B端子の本モジュール出力を許可／禁止します。 

0：本モジュール出力禁止（非アクティブレベル）* 

1：本モジュール出力許可 

【注】 * 非アクティブレベルは、タイマアウトプットコントロールレジスタ 1/2（TOCR1/2）の設定によります。詳細は、

「27.3.17 タイマアウトプットコントロールレジスタ 1（TOCR1）」、「27.3.18 タイマアウトプットコントロー

ルレジスタ 2（TOCR2）」を参照してください。なお、相補 PWMモード／リセット同期 PWMモード以外で本モ

ジュール出力する場合は 1に設定してください。0に設定した場合はローレベルが出力されます。 
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27.3.17 タイマアウトプットコントロールレジスタ 1（TOCR1） 

TOCR1は、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、相補 PWMモード／リセット同期 PWMモード

の PWM周期に同期したトグル出力の許可／禁止、および PWM出力の出力レベル反転の制御を行います。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R R R/(W)*3 R/W R/W R/W

- PSYE - - TOCL TOCS OLSN OLSP

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 PSYE 0 R/W PWM同期出力イネーブル 

PWM周期に同期したトグル出力の許可／禁止を設定します。 

0：トグル出力を禁止 

1：トグル出力を許可 

5、4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 TOCL 0 R/(W)*3 TOCレジスタ書き込み禁止ビット*1 

TOCR1レジスタの TOCSビット、OLSNビット、OLSPビットへの書き込み

禁止／許可の設定をします。 

0：TOCSビット、OLSNビット、OLSPビットへの書き込みを許可 

1：TOCSビット、OLSNビット、OLSPビットへの書き込みを禁止 

2 TOCS 0 R/W TOCセレクトビット 

相補 PWMモード／リセット同期 PWMモードの出力レベルの設定を TOCR1

と TOCR2のどちらの設定を有効にするか選択します。 

0：TOCR1の設定を有効にする 

1：TOCR2の設定を有効にする 

1 OLSN 0 R/W 出力レベルセレクト N*2 

リセット同期 PWMモード／相補 PWMモード時に、逆相の出力レベルを選択

します。表 27.28を参照してください。 

0 OLSP 0 R/W 出力レベルセレクト P*2 

リセット同期 PWMモード／相補 PWMモード時に、正相の出力レベルを選択

します。表 27.29を参照してください。 

【注】 *1 TOCLビットを 1に設定することにより、CPU暴走時の誤書き込みを防止することができます。 

 *2 TOCSビットを 0に設定することにより、本設定が有効になります。 

 *3 パワーオンリセット後、1回のみ 1を書き込みできます。1を書き込み後は、0を書き込むことはできません。 
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表 27.28 出力レベルセレクト機能 

ビット 1 機   能 

コンペアマッチ出力 OLSN 初期出力 アクティブ 

レベル アップカウント ダウンカウント 

0 ハイレベル ローレベル ハイレベル ローレベル 

1 ローレベル ハイレベル ローレベル ハイレベル 

【注】 逆相波形の初期出力値は、カウント開始後デッドタイム経過後にアクティブレベルに変化します。 

 

表 27.29 出力レベルセレクト機能 

ビット 0 機   能 

コンペアマッチ出力 OLSP 初期出力 アクティブ 

レベル アップカウント ダウンカウント 

0 ハイレベル ローレベル ローレベル ハイレベル 

1 ローレベル ハイレベル ハイレベル ローレベル 

 

OLSN=1、OLSP=1の場合の相補 PWMモードの出力例（1相分）を図 27.2に示します。 

TCNT_3、TCNT_4の値

TGRA_3

TGRA_4

TDDR

H'0000 時間

TCNT_4

TCNT_3

正相出力

逆相出力

アクティブレベル

コンペアマッチ出力
（アップカウント）

初期出力

初期出力

アクティブ
レベル

コンペアマッチ出力
（ダウンカウント）

コンペアマッチ出力
（ダウンカウント）

コンペアマッチ出力
（アップカウント） アクティブレベル

 

図 27.2 相補 PWMモードの出力レベルの例 
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27.3.18 タイマアウトプットコントロールレジスタ 2（TOCR2） 

TOCR2は、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、相補 PWMモード／リセット同期 PWMモード

における PWM出力の出力レベル反転の制御を行います。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

BF[1:0] OLS3N OLS3P OLS2N OLS2P OLS1N OLS1P

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 BF[1:0] 00 R/W TOLBRバッファ転送タイミングセレクト 

TOLBRから TOCR2へのバッファ転送タイミングを選択します。 

詳細は表 27.30を参照してください。 

5 OLS3N 0 R/W 出力レベルセレクト 3N* 

リセット同期 PWMモード／相補 PWMモード時に、TIOC4Dの出力レベルを

選択します。表 27.31を参照してください。 

4 OLS3P 0 R/W 出力レベルセレクト 3P* 

リセット同期 PWMモード／相補 PWMモード時に、TIOC4Bの出力レベルを

選択します。表 27.32を参照してください。 

3 OLS2N 0 R/W 出力レベルセレクト 2N* 

リセット同期 PWMモード／相補 PWMモード時に、TIOC4Cの出力レベルを

選択します。表 27.33を参照してください。 

2 OLS2P 0 R/W 出力レベルセレクト 2P* 

リセット同期 PWMモード／相補 PWMモード時に、TIOC4Aの出力レベルを

選択します。表 27.34を参照してください。 

1 OLS1N 0 R/W 出力レベルセレクト 1N* 

リセット同期 PWMモード／相補 PWMモード時に、TIOC3Dの出力レベルを

選択します。表 27.35を参照してください。 

0 OLS1P 0 R/W 出力レベルセレクト 1P* 

リセット同期 PWMモード／相補 PWMモード時に、TIOC3Bの出力レベルを

選択します。表 27.36を参照してください。 

【注】 * TOCR1の TOCSビットを 1に設定することにより、本設定が有効になります。 
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表 27.30 BF1、BF0ビットの設定 

ビット 7 ビット 6 説   明 

BF1 BF0 相補 PWMモード時 リセット PWMモード時 

0 0 バッファレジスタ（TOLBR）から TOCR2へ

転送しない 

バッファレジスタ（TOLBR）から TOCR2へ

転送しない 

0 1 TCNT_4の山でバッファレジスタ（TOLBR）

から TOCR2へ転送する 

TCNT_3/4カウンタクリア時にバッファレジ

スタ（TOLBR）から TOCR2へ転送する 

1 0 TCNT_4の谷でバッファレジスタ（TOLBR）

から TOCR2へ転送する 

設定禁止 

1 1 TCNT_4の山と谷でバッファレジスタ

（TOLBR）から TOCR2へ転送する 

設定禁止 

 

表 27.31 TIOC4D出力レベルセレクト機能 

ビット 5 機   能 

コンペアマッチ出力 OLS3N 初期出力 アクティブ 

レベル アップカウント ダウンカウント 

0 ハイレベル ローレベル ハイレベル ローレベル 

1 ローレベル ハイレベル ローレベル ハイレベル 

【注】 逆相波形の初期出力値は、カウント開始後デッドタイム経過後にアクティブレベルに変化します。 

 

表 27.32 TIOC4B出力レベルセレクト機能 

ビット 4 機   能 

コンペアマッチ出力 OLS3P 初期出力 アクティブ 

レベル アップカウント ダウンカウント 

0 ハイレベル ローレベル ローレベル ハイレベル 

1 ローレベル ハイレベル ハイレベル ローレベル 

 

表 27.33 TIOC4C出力レベルセレクト機能 

ビット 3 機   能 

コンペアマッチ出力 OLS2N 初期出力 アクティブ 

レベル アップカウント ダウンカウント 

0 ハイレベル ローレベル ハイレベル ローレベル 

1 ローレベル ハイレベル ローレベル ハイレベル 

【注】 逆相波形の初期出力値は、カウント開始後デッドタイム経過後にアクティブレベルに変化します。 
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表 27.34 TIOC4A出力レベルセレクト機能 

ビット 2 機   能 

コンペアマッチ出力 OLS2P 初期出力 アクティブ 

レベル アップカウント ダウンカウント 

0 ハイレベル ローレベル ローレベル ハイレベル 

1 ローレベル ハイレベル ハイレベル ローレベル 

 

表 27.35 TIOC3D出力レベルセレクト機能 

ビット 1 機   能 

コンペアマッチ出力 OLS1N 初期出力 アクティブ 

レベル アップカウント ダウンカウント 

0 ハイレベル ローレベル ハイレベル ローレベル 

1 ローレベル ハイレベル ローレベル ハイレベル 

【注】 逆相波形の初期出力値は、カウント開始後デッドタイム経過後にアクティブレベルに変化します。 

 

表 27.36 TIOC4B出力レベルセレクト機能 

ビット 0 機   能 

コンペアマッチ出力 OLS1P 初期出力 アクティブ 

レベル アップカウント ダウンカウント 

0 ハイレベル ローレベル ローレベル ハイレベル 

1 ローレベル ハイレベル ハイレベル ローレベル 
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27.3.19 タイマアウトプットレベルバッファレジスタ（TOLBR） 

TOLBRは TOCR2のバッファレジスタで、相補 PWMモード／リセット同期 PWMモードにおける PWM出力

レベルの設定を行います。TOLBRレジスタは 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - OLS3N OLS3P OLS2N OLS2P OLS1N OLS1P

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 OLS3N 0 R/W TOCR2の OLS3Nビットにバッファ転送する値を設定してください。 

4 OLS3P 0 R/W TOCR2の OLS3Pビットにバッファ転送する値を設定してください。 

3 OLS2N 0 R/W TOCR2の OLS2Nビットにバッファ転送する値を設定してください。 

2 OLS2P 0 R/W TOCR2の OLS2Pビットにバッファ転送する値を設定してください。 

1 OLS1N 0 R/W TOCR2の OLS1Nビットにバッファ転送する値を設定してください。 

0 OLS1P 0 R/W TOCR2の OLS1Pビットにバッファ転送する値を設定してください。 

 

PWM出力レベルの設定をバッファ動作で行う場合の設定手順例を図 27.3に示します。 

TOCSビットの設定

TOCR2の設定

TOLBRの設定

［1］

［2］

［3］

［1］ TOCR1のTOCSビットを1に設定し、TOCR2の設定を
      有効にします。

［2］ TOCR2のBF1、BF0ビットで、TOLBRのバッファ転送
      タイミングを選択します。OLS3N/2N/1N、OLS3P/2P/1P
      ビットでPWMの出力レベルを設定します。

［3］ TOLBRの初期設定は、TOCR2のOLS3N/2N/1N、
          OLS3P/2P/1Pビットと同じ値を設定してください。

 

図 27.3 PWM出力レベルの設定をバッファ動作で行う場合の設定手順例 
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27.3.20 タイマゲートコントロールレジスタ（TGCR） 

TGCRは、リセット同期 PWMモード／相補 PWMモード時、ブラシレス DCモータ制御に必要な波形出力の制

御を行います。TGCRレジスタは 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。相補 PWMモード／リセッ

ト同期 PWMモード以外では、本レジスタの設定は無効です。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- BDC N P FB WF VF UF

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

6 BDC 0 R/W ブラシレス DCモータ 

本レジスタの機能を有効にするか、無効にするかを選択します。 

0：通常出力 

1：本レジスタの機能を有効 

5 N 0 R/W 逆相出力（N）制御 

逆相端子（TIOC3D端子、TIOC4C端子、TIOC4D端子）を出力時、レベル出

力するか、リセット同期 PWM／相補 PWM出力するかの選択をします。 

0：レベル出力 

1：リセット同期 PWM／相補 PWM出力 

4 P 0 R/W 正相出力（P）制御 

正相端子の出力（TIOC3B端子、TIOC4A端子、TIOC4B端子）を出力時、レ

ベル出力をするか、リセット同期 PWM／相補 PWM出力するかを選択します。 

0：レベル出力 

1：リセット同期 PWM／相補 PWM出力 

3 FB 0 R/W 外部フィードバック信号許可 

正相／逆相の出力の切り替えを本モジュール／チャネル 0の TGRA、TGRB、

TGRCのインプットキャプチャ信号で自動的に行うか、TGCRのビット 2～0

に 0または 1を書き込むことによって行うかを選択します。 

0：出力の切り替えは、外部入力 （入力元は、チャネル 0の TGRA、TGRB、

TGRCのインプットキャプチャ信号） 

1：出力の切り替えはソフトウェアで行う（TGCRの UF、VF、WFの設定 

値） 

2 WF 0 R/W 

1 VF 0 R/W 

0 UF 0 R/W 

出力相切り替え 2～0 

正相／逆相の出力相の ON、OFFを設定します。これらのビットの設定は本レ

ジスタの FBビットが 1のときのみ有効です。このときは、ビット 2～0の設定

が、外部入力の代りになります。表 27.37を参照してください。 
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表 27.37 出力レベルセレクト機能 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 機   能 

TIOC3B TIOC4A TIOC4B TIOC3D TIOC4C TIOC4D WF VF UF 

U相 V相 W相 U相 V相 W相 

0 0 0 OFF OFF OFF OFF OFF OFF 

0 0 1 ON OFF OFF OFF OFF ON 

0 1 0 OFF ON OFF ON OFF OFF 

0 1 1 OFF ON OFF OFF OFF ON 

1 0 0 OFF OFF ON OFF ON OFF 

1 0 1 ON OFF OFF OFF ON OFF 

1 1 0 OFF OFF ON ON OFF OFF 

1 1 1 OFF OFF OFF OFF OFF OFF 

 

27.3.21 タイマサブカウンタ（TCNTS） 

TCNTSは、相補 PWMモードに設定したときのみ使用される 16ビットの読み出し専用カウンタです。TCNTS

の初期値は H'0000です。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

【注】 TCNTSの8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に16ビット単位でアクセスしてください。

                

 
 

27.3.22 タイマデッドタイムデータレジスタ（TDDR） 

TDDRは、相補 PWMモード時のみ使用される 16ビットのレジスタで、相補 PWMモード時 TCNT_3と TCNT_4

カウンタのオフセット値を設定します。相補 PWMモード時に TCNT_3、TCNT_4カウンタをクリアして再スター

トするときは、TDDRレジスタの値が TCNT_3カウンタにロードされカウント動作を開始します。TDDRの初期

値は H'FFFFです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

【注】 TDDRの8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に16ビット単位でアクセスしてください。
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27.3.23 タイマ周期データレジスタ（TCDR） 

TCDRは、相補 PWMモード時のみ使用される 16ビットのレジスタです。TCDRレジスタの値は PWMキャリ

ア周期の 1/2の値を設定してください。本レジスタは、相補 PWMモード時 TCNTSカウンタと常時比較され、一

致すると TCNTSカウンタはカウント方向を切り替えます（ダウンカウント→アップカウント）。TCDRの初期値

は H'FFFFです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

【注】 TCDRの8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に16ビット単位でアクセスしてください。

                

 
 

27.3.24 タイマ周期バッファレジスタ（TCBR） 

TCBRは、相補 PWMモード時のみ使用される 16ビットのレジスタで、TCDRレジスタのバッファレジスタと

して機能します。TMDRレジスタで設定した転送タイミングで TCBRレジスタの値が TCDRレジスタに転送され

ます。TCBRの初期値は H'FFFFです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

【注】 TCBRの8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に16ビット単位でアクセスしてください。
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27.3.25 タイマ割り込み間引き設定レジスタ（TITCR） 

TITCRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、割り込み間引きの禁止／許可、割り込み間引き

回数の設定を制御します。本モジュールには 1本の TITCRがあります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

T3AEN 3ACOR[2:0] T4VEN 4VCOR[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 T3AEN 0 R/W T3AEN 

TGIA_3割り込みの間引きの禁止／許可を設定します。 

0：TGIA_3割り込みの間引きを禁止する 

1：TGIA_3割り込みの間引きを許可する 

6～4 3ACOR[2:0] 000 R/W TGIA_3割り込みの間引き回数を 0～7回で設定します。* 

詳細は表 27.38を参照してください。 

3 T4VEN 0 R/W T4VEN 

TCIV_4割り込みの間引きの禁止／許可を設定します。 

0：TCIV_4割り込みの間引きを禁止する 

1：TCIV_4割り込みの間引きを許可する 

2～0 4VCOR[2:0] 000 R/W TCIV_4割り込みの間引き回数を 0～7回で設定します。* 

詳細は表 27.39を参照してください。 

【注】 * 割り込み間引き回数に 0を設定すると間引きは行いません。 

また、割り込み間引き回数の変更前に、必ず T3AEN、T4VENビットを 0に設定して間引き回数カウンタ（TITCNT）

をクリアしてください。 

 

表 27.38 3ACOR2～3ACOR0ビットによる割り込み間引き回数の設定 

ビット 6 ビット 5 ビット 4 

3ACOR2 3ACOR1 3ACOR0 

説   明 

0 0 0 TGIA_3の割り込み間引きを行わない 

0 0 1 TGIA_3の割り込み間引き回数を 1回に設定 

0 1 0 TGIA_3の割り込み間引き回数を 2回に設定 

0 1 1 TGIA_3の割り込み間引き回数を 3回に設定 

1 0 0 TGIA_3の割り込み間引き回数を 4回に設定 

1 0 1 TGIA_3の割り込み間引き回数を 5回に設定 

1 1 0 TGIA_3の割り込み間引き回数を 6回に設定 

1 1 1 TGIA_3の割り込み間引き回数を 7回に設定 
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表 27.39 4VCOR2～4VCOR0ビットによる割り込み間引き回数の設定 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 

4VCOR2 4VCOR1 4VCOR0 

説   明 

0 0 0 TCIV_4の割り込み間引きを行わない 

0 0 1 TCIV_4の割り込み間引き回数を 1回に設定 

0 1 0 TCIV_4の割り込み間引き回数を 2回に設定 

0 1 1 TCIV_4の割り込み間引き回数を 3回に設定 

1 0 0 TCIV_4の割り込み間引き回数を 4回に設定 

1 0 1 TCIV_4の割り込み間引き回数を 5回に設定 

1 1 0 TCIV_4の割り込み間引き回数を 6回に設定 

1 1 1 TCIV_4の割り込み間引き回数を 7回に設定 

 

27.3.26 タイマ割り込み間引き回数カウンタ（TITCNT） 

TITCNTは、8ビットの読み出し可能なカウンタです。本モジュールには 1本の TITCNTがあります。TITCNT

は、TCNT_3および TCNT_4のカウント動作停止後も、値を保持します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

- 3ACNT[2:0] - 4VCNT[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

6～4 3ACNT[2:0] 000 R TGIA_3割り込みカウンタ 

TITCRの T3AENビットに 1を設定時、TGIA_3割り込み要因が発生したときに

1カウントアップします。 

［クリア条件］ 

• TITCRの 3ACOR2～3ACOR0と TITCNTの 3ACNT2～3ACNT0が一致したと

き 

• TITCRの T3AENビットが 0のとき 

• TITCRの 3ACOR2～3ACOR0が 0のとき 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 4VCNT[2:0] 000 R TCIV_4割り込みカウンタ 

TITCRの T4VENビットに 1を設定時、TCIV_4割り込み要因が発生したときに

1カウントアップします。 

［クリア条件］ 

• TITCRの 4VCOR2～4VCOR0と TITCNTの 4VCNT2～4VCNT0が一致したと

き 

• TITCRの T4VENビットが 0のとき 

• TITCRの 4VCOR2～4VCOR0が 0のとき 

【注】 TITCNTの値をクリアするには、TITCRの T3AENビットと T4VENビットを 0にクリアしてください。 

 

27.3.27 タイマバッファ転送設定レジスタ（TBTER） 

TBTERは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、相補 PWMモードで使用するバッファレジスタ*

からテンポラリレジスタへの転送を抑止する／しない、または割り込み間引き機能と連動する／しないを設定し

ます。本モジュールには 1本の TBTERがあります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W

- - - - - - BTE[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 BTE[1:0] 00 R/W 相補 PWMモードで使用するバッファレジスタ*からテンポラリレジスタへの転

送を抑止する／しない、または割り込み間引き機能と連動する／しないを設定

します。詳細は表 27.40を参照してください。 

【注】 * 対象バッファレジスタ 

TGRC_3、TGRD_3、TGRC_4、TGRD_4、TCBR 
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表 27.40 BTE1、BTE0ビットの設定 

ビット 1 ビット 0 

BTE1 BTE0 

説   明 

0 0 バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送を抑止しない*1 

また、割り込み間引き機能と連動しない 

0 1 バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送を抑止する 

1 0 バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送を割り込み間引き機能と連動する*2 

1 1 設定禁止 

【注】 *1 TMDRのMD3～MD0の設定に従い転送します。詳細は「27.4.8 相補 PWMモード」を参照してください。 

 *2 割り込み間引きが禁止のとき（タイマ割り込み間引き設定レジスタ（TITCR）の T3AEN、T4VENビットを 0に設

定したとき、または TITCRの間引き回数設定ビット（3ACOR、4VCOR）を 0に設定したとき）は、必ずバッフ

ァ転送を割り込み間引きと連動しない設定（タイマバッファ転送レジスタ（TBTER）の BTE1を 0に設定）にし

てください。 

割り込み間引きが禁止のときに、バッファ転送を割り込み間引きと連動する設定にした場合、バッファ転送は行わ

れません。 

 

27.3.28 タイマデッドタイムイネーブルレジスタ（TDER） 

TDERは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。チャネル 3に 1本あり、相補 PWMモードのデ

ッドタイム生成を制御できます。本モジュールには 1本の TDERがあります。TDERの設定は、TCNTの動作が

停止した状態で行ってください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1
R R R R R R R R/(W)

- - - - - - - TDER

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 TDER 1 R/(W) デッドタイムイネーブルレジスタ 

デッドタイムの生成をする／しないを設定します。 

0：デッドタイムを生成しない 

1：デッドタイムを生成する* 

［クリア条件］ 

• TDER＝1の状態で TDERをリード後、TDERに 0をライトしたとき 

【注】 * TDDR≧1に設定してください。 
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27.3.29 タイマ波形コントロールレジスタ（TWCR） 

TWCRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。相補 PWMモードで TNCT_3、TNCT_4の同期

カウンタクリアが発生した場合の出力波形の制御と、TGRA_3のコンペアマッチによるカウンタクリアをする／

しないを設定します。TWCRの CCEビット、WREビットの設定は、TCNTの動作が停止した状態で行ってくだ

さい。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0* 0 0 0 0 0 0 0
R/(W) R R R R R R R/(W)

CCE - - - - - - WRE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CCE 0* R/(W) コンペアマッチクリアイネーブル 

相補 PWMモードで、TGRA_3のコンペアマッチによるカウンタクリアをする

／しないを設定します。 

0：TGRA_3のコンペアマッチによるカウンタクリアをしない 

1：TGRA_3のコンペアマッチによるカウンタクリアをする 

［セット条件］ 

• CCE＝0の状態で CCEをリード後、CCEに 1をライトしたとき 

6～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 WRE 0 R/(W) 初期出力抑止イネーブル 

相補 PWMモードで同期カウンタクリアが起きたときの出力波形を選択します。 

本機能によって初期出力が抑止されるのは、相補 PWMモードの谷の Tb区間で

同期クリアが発生したときのみです。それ以外のときに同期クリアが発生した

場合は、WREビットの設定によらず、TOCRレジスタで設定した初期値を出力

します。また、TCNT_3、TCNT_4スタート直後の谷の Tb区間で同期クリアが

発生した場合も、TOCRレジスタで設定した初期値を出力します。 

相補 PWMモードの谷の Tb区間については、図 27.40を参照してください。 

0：TOCRレジスタで設定した初期出力値を出力 

1：初期出力を抑止する 

［セット条件］ 

• WRE＝0の状態でWREをリード後、WREに 1をライトしたとき 

【注】 * 相補 PWMモード 1のとき以外は、1に設定しないでください。 
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27.3.30 バスマスタとのインタフェース 

タイマカウンタ（TCNT）、ジェネラルレジスタ（TGR）、タイマサブカウンタ（TCNTS）、タイマ周期バッフ

ァレジスタ（TCBR）、タイマデッドタイムデータレジスタ（TDDR）、タイマ周期データレジスタ（TCDR）、

タイマ A/D変換開始要求コントロールレジスタ（TADCR）、タイマ A/D変換開始要求周期設定レジスタ（TADCOR）、

およびタイマ A/D変換開始要求周期設定バッファレジスタ（TADCOBR）は 16ビットのレジスタです。バスマス

タとの間のデータバスは 16ビット幅なので、16ビット単位での読み出し／書き込みが可能です。8ビット単位で

の読み出し／書き込みはできません。常に 16ビット単位でアクセスしてください。 

上記以外のレジスタは 8ビットのレジスタです。CPUとの間のデータバスは 16ビット幅なので、16ビット単

位での読み出し／書き込みが可能です。また、8ビット単位での読み出し／書き込みもできます。 
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27.4 動作説明 

27.4.1 基本動作 

各チャネルには、TCNTと TGRがあります。TCNTは、アップカウント動作を行い、フリーランニング動作、

周期カウンタ動作、または外部イベントカウント動作が可能です。 

TGRは、それぞれインプットキャプチャレジスタまたはアウトプットコンペアレジスタとして使用することが

できます。 

本モジュールの外部端子の機能設定は汎用入出力ポートで行ってください。 
 

（1） カウンタの動作 

TSTRの CST0～CST4ビットを 1にセットすると、対応するチャネルの TCNTはカウント動作を開始します。

フリーランニングカウンタ動作、周期カウンタ動作などが可能です。 
 

（a） カウント動作の設定手順例 

カウント動作の設定手順例を図 27.4に示します。 

カウンタクロックの選択

動作選択

カウンタクリア要因の選択

周期カウンタ

周期設定

アウトプットコンペア
レジスタの選択

カウント動作開始

〈周期カウンタ〉

［1］

［2］

［4］

［3］

［5］

フリーランニングカウンタ

カウント動作開始

〈フリーランニングカウンタ〉

［5］

［1］TCRのTPSC2～TPSC0
ビットでカウンタクロッ
クを選択してください。
同時にTCRのCKEG1、
CKEG0ビットで入力ク
ロックのエッジを選択し
てください。

［2］周期カウント動作の場合
TCRのCCLR2～CCLR0
ビットでTCNTのクリア
要因とするTGRを選択し
てください。

［3］［2］で選択したTGRを
TIORにより、アウトプッ
トコンペアレジスタに設
定してください。

［4］ ［2］で選択したTGRに周
期カウンタの周期を設定
してください。

［5］TSTRのCSTビットを1に
セットしてカウント動作
を開始してください。  

図 27.4 カウンタ動作設定手順例 
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（b） フリーランニングカウント動作と周期カウント動作 

本モジュールの TCNTは、リセット直後はすべてフリーランニングカウンタの設定となっており、TSTRの対

応するビットを 1にセットするとフリーランニングカウンタとしてアップカウント動作を開始します。TCNTが

オーバフロー（H'FFFF→H'0000）すると、TSRの TCFVビットが 1にセットされます。このとき、対応する TIER

の TCIEVビットが 1ならば、本モジュールは割り込みを要求します。TCNTはオーバフロー後、H'0000からアッ

プカウント動作を継続します。 

フリーランニングカウンタの動作を図 27.5に示します。 

TCNTの値

H'FFFF

H'0000

CSTビット

TCFV

時間

 

図 27.5 フリーランニングカウンタの動作 

TCNTのクリア要因にコンペアマッチを選択したときは、対応するチャネルの TCNTは周期カウント動作を行

います。周期設定用の TGRをアウトプットコンペアレジスタに設定し、TCRの CCLR2～CCLR0ビットによりコ

ンペアマッチによるカウンタクリアを選択します。設定後、TSTRの対応するビットを 1にセットすると、周期カ

ウンタとしてアップカウント動作を開始します。カウント値が TGRの値と一致すると、TSRの TGFビットが 1

にセットされ、TCNTは H'0000にクリアされます。 

このとき対応する TIERの TGIEビットが 1ならば、本モジュールは割り込みを要求します。TCNTはコンペア

マッチ後、H'0000からアップカウント動作を継続します。 

周期カウンタの動作を図 27.6に示します。 
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TCNTの値

TGR

H'0000

CSTビット

TGF

時間

TGRのコンペアマッチで
カウンタクリア

ソフトウェアまたはDMACの
起動によるフラグクリア

 

図 27.6 周期カウンタの動作 

（2） コンペアマッチによる波形出力機能 

本モジュールは、コンペアマッチにより対応する出力端子から 0出力／1出力／トグル出力を行うことができま

す。 
 

（a） コンペアマッチによる波形出力動作の設定手順例 

コンペアマッチによる波形出力動作の設定手順例を図 27.7に示します。 

波形出力モードの選択

出力選択

出力タイミングの設定

カウント動作開始

〈波形出力〉

［1］

［2］

［3］

［1］ TIORにより初期値の0出力／1出
力とコンペアマッチ出力値の0出
力／1出力／トグル出力を選択し
てください。最初のコンペアマッ
チが発生するまでの期間、TIOC
端子には設定した初期値が出力さ
れます。

［2］ TGRにコンペアマッチを発生させ
るタイミングを設定してくださ
い。

［3］ TSTRのCSTビットを1にセット
してカウント動作を開始してくだ
さい。

 

図 27.7 コンペアマッチによる波形出力動作例 



 

27. マルチファンクションタイマパルスユニット 2 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  27-69 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

（b） 波形出力動作例 

0出力／1出力例を図 27.8に示します。 

TCNTをフリーランニングカウント動作とし、コンペアマッチ Aにより 1出力、コンペアマッチ Bにより 0出

力となるように設定した場合の例です。設定したレベルと端子のレベルが一致した場合には、端子のレベルは変

化しません。 

TCNTの値

H'FFFF

H'0000

TIOCA

TIOCB

時間

TGRA

TGRB

変化しません 変化しません

変化しません 変化しません

1出力

0出力
 

図 27.8 0出力／1出力の動作例 

トグル出力の例を図 27.9に示します。 

TCNTを周期カウント動作（コンペアマッチ Bによりカウンタクリア）に、コンペアマッチ A、Bともトグル

出力となるように設定した場合の例です。 

TCNTの値

H'FFFF

H'0000

TIOCB

TIOCA

時間

TGRB

TGRA

トグル出力

トグル出力

TGRBのコンペアマッチでカウンタクリア

 

図 27.9 トグル出力の動作例 
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（3） インプットキャプチャ機能 

TIOC端子の入力エッジを検出して TCNTの値を TGRに転送することができます。 

検出エッジは立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジ／両エッジから選択できます。また、チャネル 0、1は別の

チャネルのカウンタ入力クロックやコンペアマッチ信号をインプットキャプチャの要因とすることもできます。 

【注】 チャネル 0、1で別のチャネルのカウンタ入力クロックをインプットキャプチャ入力とする場合は、インプットキャプ

チャ入力とするカウンタ入力クロックに Pφ／1を選択しないでください。Pφ／1を選択した場合は、インプットキ

ャプチャは発生しません。 

 

（a） インプットキャプチャ動作の設定手順例 

インプットキャプチャ動作の設定手順例を図 27.10に示します。 

インプットキャプチャ入力の選択

入力選択

カウント動作開始

〈インプットキャプチャ動作〉

［1］

［2］

［1］TIORによりTGRをインプットキャ
プチャレジスタに設定し、イン
プットキャプチャ要因と入力信号
のエッジを立ち上がりエッジ／立
ち下がりエッジ／両エッジから選
択してください。

［2］TSTRのCSTビットを1にセットし
てカウント動作を開始してくださ
い。

 

図 27.10 インプットキャプチャ動作の設定例 
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（b） インプットキャプチャ動作例 

インプットキャプチャ動作例を図 27.11に示します。 

TIOCA端子のインプットキャプチャ入力エッジは立ち上がり／立ち下がりの両エッジ、また TIOCB端子のイ

ンプットキャプチャ入力エッジは立ち下がりエッジを選択し、TCNTは TGRBのインプットキャプチャでカウン

タクリアされるように設定した場合の例です。 

TCNTの値

H'0180

H'0000

TIOCA

TGRA

時間

H'0010

H'0005

TIOCBの入力（立ち下がりエッジ）
でカウンタクリア

H'0160

H'0005 H'0160 H'0010

TGRB H'0180

TIOCB

 

図 27.11 インプットキャプチャ動作例 
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27.4.2 同期動作 

同期動作は、複数の TCNTの値を同時に書き換えることができます（同期プリセット）。また、TCRの設定に

より複数の TCNTを同時にクリアすることができます（同期クリア）。 

同期動作により、1つのタイムベースに対して動作する TGRの本数を増加することができます。 

チャネル 0～4はすべて同期動作の設定が可能です。 

チャネル 5は同期動作できません。 
 

（1） 同期動作の設定手順例 

同期動作の設定手順例を図 27.12に示します。 

同期動作の設定

同期動作選択

TCNTの設定

同期プリセット

〈同期プリセット〉

［1］

［2］

同期クリア

カウンタクリア要因の選択

〈カウンタクリア〉

［3］

カウント動作の開始 ［5］

カウンタ同期クリア設定

〈同期クリア〉

［4］

カウント動作の開始 ［5］

クリア要因発生
チャネル？

No

Yes

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

同期動作に設定するチャネルに対応したTSYRのSYNCビットを1にセットしてください。

同期動作に設定したチャネルのいずれかのTCNTにライトすると、他のTCNTにも同じ値が同時
にライトされます。

TCRのCCLR2～CCLR0ビットで、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアなどでTCNT
をクリアするように設定してください。

TCRのCCLR2～CCLR0ビットで、カウンタクリア要因を同期クリアに設定してください。

対象となるチャネルに対応するTSTRのCSTビットを1にセットしてカウント動作を開始してく
ださい。  

図 27.12 同期動作の設定手順例 
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（2） 同期動作の例 

同期動作の例を図 27.13に示します。 

チャネル 0～2を同期動作かつ PWMモード 1に設定し、チャネル 0のカウンタクリア要因を TGRB_0のコンペ

アマッチ、またチャネル 1、2のカウンタクリア要因を同期クリアに設定した場合の例です。 

3相の PWM波形を TIOC0A、TIOC1A、TIOC2A端子から出力します。このとき、チャネル 0～2の TCNTは同

期プリセット、TGRB_0のコンペアマッチによる同期クリアを行い、TGRB_0に設定したデータが PWM周期とな

ります。 

PWMモードについては、「27.4.5 PWMモード」を参照してください。 

TCNT_0～TCNT_2の値

H'0000

TIOC0A

TIOC1A

時間

TGRB_0

TGRB_0のコンペアマッチで同期クリア

TGRA_2

TGRA_1

TGRB_2

TGRA_0

TGRB_1

TIOC2A
 

図 27.13 同期動作の動作例 
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27.4.3 バッファ動作 

バッファ動作は、チャネル 0、3、4が持つ機能です。TGRCと TGRDをバッファレジスタとして使用すること

ができます。また、チャネル 0は TGRFもバッファレジスタとして使用することができます。 

バッファ動作は、TGRをインプットキャプチャレジスタに設定した場合と、コンペアマッチレジスタに設定し

た場合のそれぞれで動作内容が異なります。 

【注】 TGRE_0はインプットキャプチャレジスタに設定できません。コンペアマッチレジスタとしてのみ動作します。 

表 27.41にバッファ動作時のレジスタの組み合わせを示します。 
 

表 27.41 レジスタの組み合わせ 

チャネル タイマジェネラルレジスタ バッファレジスタ 

TGRA_0 TGRC_0 

TGRB_0 TGRD_0 

0 

TGRE_0 TGRF_0 

TGRA_3 TGRC_3 3 

TGRB_3 TGRD_3 

TGRA_4 TGRC_4 4  

TGRB_4 TGRD_4 

 

•  TGRがアウトプットコンペアレジスタの場合 

コンペアマッチが発生すると、対応するチャネルのバッファレジスタの値がタイマジェネラルレジスタに転送

されます。 

この動作を図 27.14に示します。 

バッファ
レジスタ

タイマジェネラル
レジスタ

TCNT比較器

コンペアマッチ信号

 

図 27.14 コンペアマッチバッファ動作 
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•  TGRがインプットキャプチャレジスタの場合 

インプットキャプチャが発生すると、TCNTの値を TGRに転送すると同時に、それまで格納されていた TGR

の値をバッファレジスタに転送します。 

この動作を図 27.15に示します。 

バッファ
レジスタ

タイマジェネラル
レジスタ

TCNT

インプット
キャプチャ信号

 

図 27.15 インプットキャプチャバッファ動作 

（1） バッファ動作の設定手順例 

バッファ動作の設定手順例を図 27.16に示します。 

TGRの機能の選択

バッファ動作

バッファ動作の設定

カウント動作開始

〈バッファ動作〉

［1］

［2］

［3］

［1］TIORによりTGRをインプットキャプチャ
レジスタまたはアウトプットコンペアレジ
スタに設定してください。

［2］TMDRのBFA、BFBビットにより、TGRを
バッファ動作に設定してください。

［3］TSTRのCSTビットを1にセットしてカウン
ト動作を開始してください。

 

図 27.16 バッファ動作の設定手順例 
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（2） バッファ動作例 

（a） TGRがアウトプットコンペアレジスタの場合 

チャネル 0を PWMモード 1に設定し、TGRAと TGRCをバッファ動作に設定した場合の動作例を図 27.17に

示します。TCNTはコンペアマッチ Bによりクリア、出力はコンペアマッチ Aで 1出力、コンペアマッチ Bで 0

出力に設定した例です。この例では、TBTMの TTSAビットは 0に設定しています。 

バッファ動作が設定されているため、コンペアマッチ Aが発生すると出力を変化させると同時に、バッファレ

ジスタ TGRCの値がタイマジェネラルレジスタ TGRAに転送されます。この動作は、コンペアマッチ Aが発生す

る度に繰り返されます。 

PWMモードについては、「27.4.5 PWMモード」を参照してください。 

TCNTの値

TGRB_0

H'0000

TGRC_0

時間

TGRA_0

H'0200 H'0520

TIOCA

H'0200

H'0450 H'0520

H'0450

TGRA_0 H'0450H'0200

転送

 

図 27.17 バッファ動作例（1） 

（b） TGRがインプットキャプチャレジスタの場合 

TGRAをインプットキャプチャレジスタに設定し、TGRAと TGRCをバッファ動作に設定したときの動作例を

図 27.18に示します。 

TCNTは TGRAのインプットキャプチャでカウンタクリア、TIOCA端子のインプットキャプチャ入力エッジは

立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジの両エッジが選択されています。 

バッファ動作が設定されているため、インプットキャプチャ Aにより TCNTの値が TGRAに格納されると同時

に、それまで TGRAに格納されていた値が TGRCに転送されます。 
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TCNTの値

H'09FB

H'0000

TGRC

時間

H'0532

TIOCA

TGRA H'0F07H'0532

H'0F07

H'0532

H'0F07

H'09FB

 

図 27.18 バッファ動作例（2） 

（3） バッファ動作時のバッファレジスタからタイマジェネラルレジスタへの転送タイミング選択 

バッファ動作転送モードレジスタ（TBTM_0、TBTM_3、TBTM_4）を設定することで、チャネル 0では PWM

モード 1、2時の、チャネル 3、4では PWMモード 1時の、バッファレジスタからタイマジェネラルレジスタへ

の転送タイミングを選択できます。選択できるバッファ転送タイミングは、コンペアマッチ発生時（初期値）と

TCNTクリア時のいずれか一方です。ここで TCNTのクリア時とは次の条件のいずれかが成立したときです。 
 

• TCNTがオーバフローしたとき（H'FFFF→H'0000） 

• カウンタ動作中、TCNTにH'0000がライトされたとき 

• TCRのCCLR2～CCLR0ビットで設定したクリア要因で、TCNTがH'0000になったとき 

【注】 TBTMの設定は TCNTが停止した状態で行ってください。 

 

チャネル 0を PWMモード 1に設定し、TGRA_0と TGRC_0をバッファ動作に設定した場合の動作例を図 27.19

に示します。TCNT_0はコンペアマッチ Bによりクリア、出力はコンペアマッチ Aで 1出力、コンペアマッチ B

で 0出力、TBTM_0の TTSAビットは 1に設定しています。 
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TCNT_0の値

H'0000

TGRA_0

時間

TIOCA

TGRC_0 H'0520

H'0520

H'0450

H'0450

H'0200

H'0520H'0450H'0200

H'0200

TGRB_0

TGRA_0

転送

 

図 27.19 TGRC_0から TGRA_0のバッファ転送タイミングを TCNT_0クリア時に選択した場合の動作例 

27.4.4 カスケード接続動作 

カスケード接続動作は、2チャネルの 16ビットカウンタを接続して 32ビットカウンタとして動作させる機能で

す。 

この機能は、チャネル 1のカウンタクロックを TCRの TPSC2～TPSC0ビットで TCNT_2のオーバフロー／ア

ンダフローでカウントに設定することにより動作します。 

アンダフローが発生するのは、下位 16ビットの TCNTが位相計数モードのときのみです。 

表 27.42にカスケード接続の組み合わせを示します。 
 

【注】 チャネル 1を位相計数モードに設定した場合は、カウンタクロックの設定は無効となり、独立して位相計数モードで動

作します。 

表 27.42 カスケード接続組み合わせ 

組み合わせ 上位 16ビット 下位 16ビット 

チャネル 1とチャネル 2 TCNT_1 TCNT_2 

 

カスケード動作時に、TCNT_1と TCNT_2の同時インプットキャプチャをする場合、インプットキャプチャコ

ントロールレジスタ（TICCR）で設定することで、インプットキャプチャ条件となる入力端子を追加することが

できます。カスケード接続時のインプットキャプチャについては「27.7.22 カスケード接続における TCNT_1、

TCNT_2同時インプットキャプチャ」を参照してください。 

TICCR設定値とインプットキャプチャ入力端子の対応を表 27.43に示します。 
 



 

27. マルチファンクションタイマパルスユニット 2 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  27-79 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

表 27.43 TICCR設定値とインプットキャプチャ入力端子の対応 

対象となるインプットキャプチャ TICCR設定値 インプットキャプチャ入力端子 

I2AEビット＝0（初期値） TIOC1A TCNT_1から TGRA_1への 

インプットキャプチャ I2AEビット＝1 TIOC1A、TIOC2A 

I2BEビット＝0（初期値） TIOC1B TCNT_1から TGRB_1への 

インプットキャプチャ I2BEビット＝1 TIOC1B、TIOC2B 

I1AEビット＝0（初期値） TIOC2A TCNT_2から TGRA_2への 

インプットキャプチャ I1AEビット＝1 TIOC2A、TIOC1A 

I1BEビット＝0（初期値） TIOC2B TCNT_2から TGRB_2への 

インプットキャプチャ I1BEビット＝1 TIOC2B、TIOC1B 

 

（1） カスケード接続動作の設定手順例 

カスケード接続動作の設定手順例を図 27.20に示します。 

カスケード接続設定

カスケード接続動作

カウンタ動作開始

〈カスケード接続動作〉

［1］

［2］

［1］チャネル1のTCRのTPSC2～
TPSC0ビットをB'111に設定し
て、TCNT_2のオーバフロー／ア
ンダフローでカウントを選択して
ください。

［2］上位、下位のチャネルに対応する
TSTRのCSTビットを1にセットし
てカウント動作を開始してくださ
い。

 

図 27.20 カスケード接続動作設定手順 

（2） カスケード接続動作例（a） 

TCNT_1は TCNT_2のオーバフロー／アンダフローでカウント、チャネル 2を位相計数モードに設定したとき

の動作を図 27.21に示します。 

TCNT_1は、TCNT_2のオーバフローでアップカウント、TCNT_2のアンダフローでダウンカウントされます。 

TCLKC

TCNT_2 FFFD

TCNT_1 0001

TCLKD

FFFE FFFF 0000 0001 0002 0001 0000 FFFF

0000 0000  

図 27.21 カスケード接続動作例（a） 
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（3） カスケード接続動作例（b） 

TCNT_1、TCNT_2をカスケード接続し、TICCRの I2AEビットに 1をセットして、TIOC2A端子を TGRA_1の

インプットキャプチャ条件に追加した場合の動作を図 27.22に示します。この例では TIOR_1の IOA0～IOA3の

設定は、（TIOC1Aの）立ち上がりエッジでインプットキャプチャに設定しています。また、TIOR_2の IOA0～IOA3

の設定は、（TIOC2Aの）立ち上がりエッジでインプットキャプチャに設定しています。 

この場合、TIOC1Aと TIOC2Aの両方の立ち上がりエッジが TGRA_1のインプットキャプチャ条件に設定され

ます。また、TGRA_2のインプットキャプチャ条件は TIOC2Aの立ち上がりエッジとなります。 

TCNT_2の値

H'0000

TGRA_1

TGRA_2

時間

TIOC1A

TIOC2A

TCNT_1 H'0514H'0513H'0512

H'0513H'0512

H'C256

H'C256

H'FFFF

H'6128

TICCR / I1AE = 0のため、TIOC1AではTGRA_2にインプットキャプチャしません。  

図 27.22 カスケード接続動作例（b） 

（4） カスケード接続動作例（c） 

TCNT_1、TCNT_2をカスケード接続し、TICCRの I2AEビットと I1AEに 1をセットして、TIOC2A端子をTGRA_1

のインプットキャプチャ条件に追加し、TIOC1A端子を TGRA_2のインプットキャプチャ条件に追加した場合の

動作を図 27.23に示します。この例では TIOR_1、TIOR_2の IOA0～IOA3の設定は、どちらも両エッジでインプ

ットキャプチャに設定しています。この場合、TIOC1Aと TIOC2A入力の ORが TGRA_1および TGRA_2のイン

プットキャプチャ条件となります。 
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TCNT_2の値

H'0000

TGRA_1

TGRA_2

時間

TIOC1A

TIOC2A

TCNT_1 H'0514

H'0514

H'0513H'0512

H'0513H'0512

H'C256

H'C256

H'FFFF

H'6128

H'6128

H'2064

H'2064

H'9192

H'9192  

図 27.23 カスケード接続動作例（c） 

（5） カスケード接続動作例（d） 

TCNT_1、TCNT_2をカスケード接続し、TICCRの I2AEビットに 1をセットして、TIOC2A端子を TGRA_1の

インプットキャプチャ条件に追加した場合の動作を図 27.24に示します。この例では TIOR_1の IOA0～IOA3の

設定は、TGRA_0のコンペアマッチ／インプットキャプチャの発生でインプットキャプチャに設定しています。

また、TIOR_2の IOA0～IOA3の設定は、（TIOC2Aの）立ち上がりエッジでインプットキャプチャに設定してい

ます。 

この場合、TIOR_1の設定が TGRA_0のコンペアマッチ／インプットキャプチャの発生でインプットキャプチ

ャのため、TICCRの I2AEビットを 1にセットしても TIOC2Aのエッジが TGRA_1のインプットキャプチャ条件

になることはありません。 
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TCNT_2の値

H'0000

H'0000

TGRA_1

TGRA_2

時間

TIOC1A

TIOC2A

TCNT_1 H'0513H'0512

H'0513

H'D000

H'FFFF

H'D000

TCNT_0の値

時間

TGRA_0

TCNT_0とTGRA_0のコンペアマッチ

 

図 27.24 カスケード接続動作例（d） 

27.4.5 PWMモード 

PWMモードは出力端子よりそれぞれ PWM波形を出力するモードです。各 TGRのコンペアマッチによる出力

レベルは 0出力／1出力／トグル出力の中から選択可能です。 

各 TGRの設定により、デューティ 0～100%の PWM波形が出力できます。 

TGRのコンペアマッチをカウンタクリア要因とすることにより、そのレジスタに周期を設定することができま

す。全チャネル独立に PWMモードに設定できます。同期動作も可能です。 

PWMモードは次に示す 2種類あります。 
 

• PWMモード1  

TGRAとTGRB、TGRCとTGRDをペアで使用して、TIOCA、TIOCC端子からPWM出力を生成します。TIOCA、

TIOCC端子からコンペアマッチA、CによってTIORのIOA3～IOA0、IOC3～IOC0ビットで指定した出力を、

また、コンペアマッチB、DによってTIORのIOB3～IOB0、IOD3～IOD0ビットで指定した出力を行います。

初期出力値はTGRA、TGRCに設定した値になります。ペアで使用するTGRの設定値が同一の場合、コンペア

マッチが発生しても出力値は変化しません。 

PWMモード1では、最大8相のPWM出力が可能です。 
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• PWMモード2  

TGRの1本を周期レジスタ、他のTGRをデューティレジスタに使用してPWM出力を生成します。コンペアマ

ッチによって、TIORで指定した出力を行います。また、同期レジスタのコンペアマッチによるカウンタのク

リアで各端子の出力値はTIORで設定した初期値が出力されます。周期レジスタとデューティレジスタの設定

値が同一の場合、コンペアマッチが発生しても出力値は変化しません。 

PWMモード2では、同期動作と併用することにより最大8相のPWM出力が可能です。 

PWM出力端子とレジスタの対応を表27.44に示します。 

 

表 27.44 各 PWM出力のレジスタと出力端子 

出力端子 チャネル レジスタ 

PWMモード 1 PWMモード 2  

TGRA_0 TIOC0A 

TGRB_0 

TIOC0A 

TIOC0B 

TGRC_0 TIOC0C 

0 

TGRD_0 

TIOC0C 

TIOC0D 

TGRA_1 TIOC1A 1 

TGRB_1 

TIOC1A 

TIOC1B 

TGRA_2 TIOC2A 2 

TGRB_2 

TIOC2A 

TIOC2B 

TGRA_3 

TGRB_3 

TIOC3A 

TGRC_3 

3 

TGRD_3 

TIOC3C 

TGRA_4 

TGRB_4 

TIOC4A 

TGRC_4 

4 

TGRD_4 

TIOC4C 

設定できません 

【注】 PWMモード 2のとき、周期を設定した TGRの PWM出力はできません。 
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（1） PWMモードの設定手順例 

PWMモードの設定手順例を図 27.25に示します。 

カウンタクロックの選択

PWMモード

カウンタクリア要因の選択

波形出力レベルの選択

〈PWMモード〉

［1］

［2］

［3］

TGRの設定 ［4］

PWMモードの設定 ［5］

カウント動作開始 ［6］

［1］TCRのTPSC2～TPSC0ビットで
カウンタクロックを選択してくだ
さい。同時にTCRのCKEG1、
CKEG0ビットで入力クロックの
エッジを選択してください。

［2］TCRのCCLR2～CCLR0ビットで
TCNTのクリア要因とするTGRを
選択してください。

［3］TIORによりアウトプットコンペ
アレジスタに設定し、初期値と出
力値を選択してください。

［4］ ［2］で選択したTGRに周期を設
定し、他のTGRにデューティを
設定してください。

［5］TMDRのMD3～MD0ビットで
PWMモードを選択してくださ
い。

［6］TSTRのCSTビットを1にセットし
てカウント動作を開始してくださ
い。

 

図 27.25 PWMモードの設定手順例 

（2） PWMモードの動作例 

PWMモード 1の動作例を図 27.26に示します。 

この図は、TCNTのクリア要因を TGRAのコンペアマッチとし、TGRAの初期出力値と出力値を 0、TGRBの出

力値を 1に設定した場合の例です。 

この場合、TGRAに設定した値が周期となり、TGRBに設定した値がデューティになります。 

TCNTの値

TGRA

H'0000

TIOCA

時間

TGRB

TGRAのコンペアマッチで
カウンタクリア

 

図 27.26 PWMモードの動作例 
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PWMモード 2の動作例を図 27.27に示します。 

この図は、チャネル 0と 1を同期動作させ、TCNTのクリア要因を TGRB_1のコンペアマッチとし、他の TGR

（TGRA_0～TGRD_0、TGRA_1）の初期出力値を 0、出力値を 1に設定して 5相の PWM波形を出力させた場合の

例です。 

この場合、TGRB_1に設定した値が周期となり、他の TGRに設定した値がデューティになります。 

TCNTの値

TGRB_1

H'0000

TIOC0A

TGRB_1のコンペアマッチで
カウンタクリア

時間

TGRA_1
TGRD_0
TGRC_0
TGRB_0
TGRA_0

TIOC0B

TIOC0C

TIOC0D

TIOC1A
 

図 27.27 PWMモードの動作例 

PWMモードで、デューティ 0％、デューティ 100％の PWM波形を出力する例を図 27.28に示します。 
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TCNTの値

TGRA

H'0000

TIOCA

時間

TGRB

デューティ0%

TGRB書き換え

TGRB書き換え
TGRB書き換え

TCNTの値

TGRA

H'0000

TIOCA

時間

TGRB

デューティ100%

TGRB書き換え

TGRB書き換え

TGRB書き換え

周期レジスタとデューティレジスタのコンペアマッチ
が同時に発生すると出力は変化しません

TCNTの値

TGRA

H'0000

TIOCA

時間

TGRB

デューティ100%

TGRB書き換え

TGRB書き換え

TGRB書き換え

周期レジスタとデューティレジスタのコンペアマッチ
が同時に発生すると出力は変化しません

デューティ0%
 

図 27.28 PWMモード動作例 
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27.4.6 位相計数モード 

位相計数モードは、チャネル 1、2の設定により、2本の外部クロック入力の位相差を検出し、TCNTをアップ

／ダウンカウントします。 

位相計数モードに設定すると、TCRの TPSC2～TPSC0ビット、CKEG1、CKEG0ビットの設定にかかわらずカ

ウンタ入力クロックは外部クロックを選択し、TCNTはアップ／ダウンカウンタとして動作します。ただし、TCR

の CCLR1、CCLR0ビット、TIOR、TIER、TGRの機能は有効ですので、インプットキャプチャ／コンペアマッチ

機能や割り込み機能は使用することができます。 

2相エンコーダパルスの入力として使用できます。 

TCNTがアップカウント時、オーバフローが発生すると TSRの TCFVフラグがセットされます。また、ダウン

カウント時にアンダフローが発生すると、TCFUフラグがセットされます。 

TSRの TCFDビットはカウント方向フラグです。TCFDフラグをリードすることにより、TCNTがアップカウ

ントしているかダウンカウントしているかを確認することができます。 

表 27.45に外部クロック端子とチャネルの対応を示します。 
 

表 27.45 位相計数モードクロック入力端子 

外部クロック端子 チャネル 

A相 B相 

チャネル 1を位相計数モードとするとき TCLKA TCLKB 

チャネル 2を位相計数モードとするとき TCLKC TCLKD 

 

（1） 位相計数モードの設定手順例 

位相計数モードの設定手順例を図 27.29に示します。 

位相計数モードの選択

位相計数モード

カウント動作開始

〈位相計数モード〉

［1］

［2］

［1］TMDRのMD3～MD0ビットで位
相計数モードを選択してくださ
い。

［2］TSTRのCSTビットを1にセット
してカウント動作を開始してく
ださい。

 

図 27.29 位相計数モードの設定手順例 
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（2） 位相計数モードの動作例 

位相計数モードでは、2本の外部クロックの位相差で TCNTがアップ／ダウンカウントします。また、カウン

ト条件により 4つのモードがあります。 
 

（a） 位相計数モード 1  

位相計数モード 1の動作例を図 27.30に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 27.46に示します。 

TCNTの値

時間

ダウンカウントアップカウント

TCLKA（チャネル1）
TCLKC（チャネル2）

TCLKB（チャネル1）
TCLKD（チャネル2）

 

図 27.30 位相計数モード 1の動作例 

表 27.46 位相計数モード 1のアップ／ダウンカウント条件 

TCLKA（チャネル 1） 

TCLKC（チャネル 2） 

TCLKB（チャネル 1） 

TCLKD（チャネル 2） 

動作内容 

Highレベル  アップカウント 

Lowレベル   

 Lowレベル  

 Highレベル  

Highレベル  ダウンカウント 

Lowレベル   

 Highレベル  

 Lowレベル  

【記号説明】 
：立ち上がりエッジ 

：立ち下がりエッジ 
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（b） 位相計数モード 2  

位相計数モード 2の動作例を図 27.31に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 27.47に示します。 

TCNTの値

時間

ダウンカウントアップカウント

TCLKA（チャネル1）
TCLKC（チャネル2）

TCLKB（チャネル1）
TCLKD（チャネル2）

 

図 27.31 位相計数モード 2の動作例 

表 27.47 位相計数モード 2のアップ／ダウンカウント条件 

TCLKA（チャネル 1） 

TCLKC（チャネル 2） 

TCLKB（チャネル 1） 

TCLKD（チャネル 2） 

動作内容 

Highレベル  カウントしない（Don't care） 

Lowレベル  カウントしない（Don't care） 

 Lowレベル カウントしない（Don't care） 

 Highレベル アップカウント 

Highレベル  カウントしない（Don't care） 

Lowレベル  カウントしない（Don't care） 

 Highレベル カウントしない（Don't care） 

 Lowレベル ダウンカウント 

【記号説明】 

：立ち上がりエッジ 

：立ち下がりエッジ 
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（c） 位相計数モード 3 

位相計数モード 3の動作例を図 27.32に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 27.48に示します。 

TCNTの値

時間

アップカウント

TCLKA（チャネル1）
TCLKC（チャネル2）

TCLKB（チャネル1）
TCLKD（チャネル2）

ダウンカウント

 

図 27.32 位相計数モード 3の動作例 

表 27.48 位相計数モード 3のアップ／ダウンカウント条件 

TCLKA（チャネル 1） 

TCLKC（チャネル 2） 

TCLKB（チャネル 1） 

TCLKD（チャネル 2） 

動作内容 

Highレベル  カウントしない（Don't care） 

Lowレベル  カウントしない（Don't care） 

 Lowレベル カウントしない（Don't care） 

 Highレベル アップカウント 

Highレベル  ダウンカウント 

Lowレベル  カウントしない（Don't care） 

 Highレベル カウントしない（Don't care） 

 Lowレベル カウントしない（Don't care） 

【記号説明】 

：立ち上がりエッジ 

：立ち下がりエッジ 
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（d） 位相計数モード 4 

位相計数モード 4の動作例を図 27.33に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 27.49に示します。 

TCNTの値

時間

TCLKA（チャネル1）
TCLKC（チャネル2）

TCLKB（チャネル1）
TCLKD（チャネル2）

アップカウント
ダウンカウント

 

図 27.33 位相計数モード 4の動作例 

表 27.49 位相計数モード 4のアップ／ダウンカウント条件 

TCLKA（チャネル 1） 

TCLKC（チャネル 2） 

TCLKB（チャネル 1） 

TCLKD（チャネル 2） 

動作内容 

Highレベル  アップカウント 

Lowレベル   

 Lowレベル カウントしない（Don't care） 

 Highレベル  

Highレベル  ダウンカウント 

Lowレベル   

 Highレベル カウントしない（Don't care） 

 Lowレベル  

【記号説明】 

：立ち上がりエッジ 

：立ち下がりエッジ 
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（3） 位相計数モード応用例 

チャネル 1を位相計数モードに設定し、チャネル 0と連携してサーボモータの 2相エンコーダパルスを入力し

て位置または速度を検出する例を図 27.34に示します。 

チャネル 1は位相計数モード 1に設定し、TCLKAと TCLKBにエンコーダパルスの A相、B相を入力します。 

チャネル 0は TCNTを TGRC_0のコンペアマッチでカウンタクリアとして動作させ、TGRA_0と TGRC_0はコ

ンペアマッチ機能で使用して、速度制御周期と位置制御周期を設定します。TGRB_0はインプットキャプチャ機

能で使用し、TGRB_0と TGRD_0をバッファ動作させます。TGRB_0のインプットキャプチャ要因は、チャネル 1

のカウンタ入力クロックとし、2相エンコーダの 4逓倍パルスのパルス幅を検出します。 

チャネル 1の TGRA_1と TGRB_1は、インプットキャプチャ機能に設定し、インプットキャプチャ要因はチャ

ネル 0の TGRA_0と TGRC_0のコンペアマッチを選択し、それぞれの制御周期時のアップ／ダウンカウンタの値

を格納します。 

これにより、正確な位置／速度検出を行うことができます。 

TCNT_1

TCNT_0

チャネル1

TGRA_1（速度周期キャプチャ）

TGRA_0（速度制御周期）

TGRB_1（位置周期キャプチャ）

TGRC_0（位置制御周期）

TGRB_0（パルス幅キャプチャ）

TGRD_0（バッファ動作）

チャネル0

TCLKA

TCLKB

エッジ
検出回路

+
-

+
-

 

図 27.34 位相計数モードの応用例 
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27.4.7 リセット同期 PWMモード 

リセット同期 PWMモードは、チャネル 3、4を組み合わせることにより、一方の波形変化点が共通の関係とな

る PWM波形（正相・逆相）を 3相出力します。 

リセット同期 PWMモードに設定すると、TIOC3B、TIOC3D、TIOC4A、TIOC4C、TIOC4B、および TIOC4D端

子は PWM出力端子となり、タイマカウンタ 3（TCNT_3）はアップカウンタとして機能します。 

使用される PWM出力端子を表 27.50に、使用するレジスタの設定を表 27.51に示します。 
 

表 27.50 リセット同期 PWMモード時の出力端子 

チャネル 出力端子 説   明 

TIOC3B
 

PWM出力端子 1 3 

TIOC3D
 

PWM出力端子 1'（PWM出力 1の逆相波形） 

TIOC4A PWM出力端子 2 

TIOC4C PWM出力端子 2'（PWM出力 2の逆相波形） 

TIOC4B
 

PWM出力端子 3 

4
 

TIOC4D
 

PWM出力端子 3'（PWM出力 3の逆相波形） 

 

表 27.51 リセット同期 PWMモード時のレジスタ設定 

レジスタ 設定内容 

TCNT_3 H'0000を初期設定 

TCNT_4 H'0000を初期設定 

TGRA_3
 

TCNT_3のカウント周期を設定 

TGRB_3
 

TIOC3B、TIOC3D端子より出力される PWM波形の変化点を設定 

TGRA_4 TIOC4A、TIOC4C端子より出力される PWM波形の変化点を設定 

TGRB_4 TIOC4B、TIOC4D端子より出力される PWM波形の変化点を設定 
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（1） リセット同期 PWMモードの設定手順例 

リセット同期 PWMモードの設定手順例を図 27.35に示します。 

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［7］

［8］

［10］

タイマスタートレジスタ（TSTR）のCST3、CST4ビットを0にクリアし、
タイマカウンタ（TCNT）のカウント動作を停止してください。リセッ
ト同期PWMモードの設定はTCNT_3、TCNT_4が停止した状態で行って
ください。

タイマコントロールレジスタ3（TCR_3）のTPSC2～TPSC0ビットと　
CKEG1、CKEG0ビットでチャネル3のカウンタクロックとクロックのエッ
ジを設定してください。CCLR2～CCLR0ビットでカウンタクリア要因
をTGRAのコンペアマッチに設定してください。

ブラシレスDCモータ用の制御をする場合、タイマゲートコントロール
レジスタ（TGCR）のBDCビットをセットし、フィードバック信号の入
力元と出力のチョッピングまたはゲート信号直接出力を設定してくださ
い。

TGRA_3は周期レジスタです。TGRA_3には周期を設定してください。
TGRB_3、TGRA_4、TGRB_4にはPWM出力波形変化タイミングを設
定してください。ただし、設定値はTCNT_3とコンペアマッチする範囲
で設定してください。

タイマアウトプットコントロールレジスタ（TOCR1）のPSYEビット
でPWM周期に同期したトグル出力の許可／禁止を選択し、OLSP、
OLSNビットでPWM出力レベルを設定してください。TOCR2、TOLBR
レジスタにより、PWM出力レベルの設定をバッファ動作で行う場合は、
図27.3を参照してください。

タイマモードレジスタ3（TMDR_3）のMD3～MD0ビットをB'1000に
セットしてリセット同期PWMモードを設定してください。
TMDR_4には設定しないでください。

タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタ（TOER）でPWM波形
出力端子の出力の許可／禁止を設定してください。

［9］ポートコントロールレジスタとポートI/Oレジスタの設定をしてくださ
い。

TSTRのCST3ビットを1にセットして、カウント動作を開始してください。

TCNT_3、TCNT_4はH'0000としてください。

X≦TGRA_3 （X：設定値）

【注】 X=TGRA_3すなわち周期＝デューティの設定を行うと出力波形は
TCNT_3=TGRA_3=Xのポイントでトグル動作します。

リセット同期PWMモード

カウント動作停止

カウンタクロック、
カウンタクリア要因の選択

ブラシレスDCモータ制御
の設定

TCNTの設定

TGRの設定

PWM周期出力の許可、
PWM出力レベルの設定

リセット同期PWM
モード設定

波形出力の許可

カウント動作開始

＜リセット同期PWMモード＞

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［7］

［8］

PFCの設定 ［9］

［10］

 

図 27.35 リセット同期 PWMモードの設定手順例 
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（2） リセット同期 PWMモードの動作例 

リセット同期 PWMモードの動作例を図 27.36に示します。 

リセット同期 PWMモードでは、TCNT_3と TCNT_4はアップカウンタとして動作します。TCNT_3が TGRA_3

とコンペアマッチするとカウンタはクリアされ H'0000からカウントアップを再開します。PWM出力端子は、そ

れぞれ TGRB_3、TGRA_4、TGRB_4のコンペアマッチおよびカウンタクリアが発生する度にトグル出力を行いま

す。 

TCNT_3、TCNT_4の値

TGRA_3

TGRB_3

TGRA_4

TGRB_4

H'0000

TIOC3B

TIOC4A

TIOC4B

TIOC4C

TIOC4D

TIOC3D

時間

 

図 27.36 リセット同期 PWMモードの動作例（TOCRの OLSN＝1、OLSP＝1に設定した場合） 
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27.4.8 相補 PWMモード 

相補 PWMモードは、チャネル 3、4を組み合わせることにより、正相と逆相がノンオーバラップの関係にある

PWM波形を 3相出力します。ノンオーバラップ時間を持たない設定も可能です。 

相補 PWMモードに設定すると、TIOC3B、TIOC3D、TIOC4A、TIOC4B、TIOC4C、TIOC4D端子は PWM出力

端子となり、TIOC3A端子は PWM周期に同期したトグル出力として設定することが可能です。 

また、TCNT_3と TCNT_4はアップ／ダウンカウンタとして機能します。 

使用される PWM出力端子を表 27.52に、使用するレジスタの設定を表 27.53に示します。 

また、PWM出力を外部信号により直接 OFFする機能が、ポートの機能としてサポートされています。 
 

表 27.52 相補 PWMモード時の出力端子 

チャネル 出力端子 説   明 

TIOC3A PWM周期に同期したトグル出力（または入出力ポート） 

TIOC3B PWM出力端子 1 

TIOC3C 入出力ポート* 

3 

TIOC3D PWM出力端子 1'（PWM出力 1とノンオーバラップ関係にある逆相波形。ノンオーバラップ

時間を持たない設定も可能） 

TIOC4A PWM出力端子 2 

TIOC4C PWM出力端子 2'（PWM出力 2とノンオーバラップ関係にある逆相波形。ノンオーバラップ

時間を持たない設定も可能） 

TIOC4B PWM出力端子 3 

4 

TIOC4D PWM出力端子 3'（PWM出力 3とノンオーバラップ関係にある逆相波形。ノンオーバラップ

時間を持たない設定も可能） 

【注】 * TIOC3C端子は相補 PWMモード時、タイマ入出力端子に設定しないでください。 

 

表 27.53 相補 PWMモード時のレジスタ設定 

チャネル カウンタ／

レジスタ 

説   明 CPUからの 

読み出し／書き込み 

TCNT_3 デッドタイムレジスタに設定した値からカウン

トアップスタート 

TRWERの設定*によりマスク可能 

TGRA_3 TCNT_3 の上限値を設定（キャリア周期の 1/2＋

デッドタイム） 

TRWERの設定*によりマスク可能 

TGRB_3 PWM出力 1のコンペアレジスタ TRWERの設定*によりマスク可能 

TGRC_3 TGRA_3のバッファレジスタ 常に読み出し／書き込み可能 

3 

TGRD_3 PWM出力 1/TGRB_3のバッファレジスタ 常に読み出し／書き込み可能 

TCNT_4 H'0000を初期設定しカウントアップスタート TRWERの設定*によりマスク可能 

TGRA_4 PWM出力 2のコンペアレジスタ TRWERの設定*によりマスク可能 

TGRB_4 PWM出力 3のコンペアレジスタ TRWERの設定*によりマスク可能 

TGRC_4 PWM出力 2/TGRA_4のバッファレジスタ 常に読み出し／書き込み可能 

4 

TGRD_4 PWM出力 3/TGRB_4のバッファレジスタ 常に読み出し／書き込み可能 
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チャネル カウンタ／

レジスタ 

説   明 CPUからの 

読み出し／書き込み 

タイマデッドタイムデータ 

レジスタ（TDDR） 

TCNT_4と TCNT_3のオフセット値（デッドタイ

ムの値）を設定 

TRWERの設定*によりマスク可能 

タイマ周期データレジスタ

（TCDR） 

TCNT_4 の上限値の値を設定（キャリア周期の

1/2） 

TRWERの設定*によりマスク可能 

タイマ周期バッファレジスタ

（TCBR） 

TCDRのバッファレジスタ 常に読み出し／書き込み可能 

サブカウンタ（TCNTS） デッドタイム生成のためのサブカウンタ 読み出しのみ可能 

テンポラリレジスタ 1

（TEMP1） 

PWM出力 1/TGRB_3のテンポラリレジスタ 読み出し／書き込み不可 

テンポラリレジスタ 2

（TEMP2） 

PWM出力 2/TGRA_4のテンポラリレジスタ 読み出し／書き込み不可 

テンポラリレジスタ 3

（TEMP3） 

PWM出力 3/TGRB_4のテンポラリレジスタ 読み出し／書き込み不可 

【注】 * TRWER（タイマリードライトイネーブルレジスタ）の設定によりアクセスの許可／禁止が可能です。 
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部
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PWM出力1

PWM出力2

PWM出力3

PWM出力4

PWM出力5

PWM出力6

：常にCPUから読み出し／書き込み可能なレジスタ

：CPUからの読み出し／書き込み不可（TCNTSはリードのみ可）

：CPUから読み出し／書き込み可能なレジスタ
　（ただし、TRWERでアクセス禁止設定可能）

T
G

R
A

_3
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ン
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ア
マ
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チ
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り
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図 27.37 相補 PWMモード時のチャネル 3、4ブロック図 
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（1） 相補 PWMモードの設定手順例 

相補 PWMモードの設定手順例を図 27.38に示します。 

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［8］

［9］

［10］

タイマスタートレジスタ（TSTR）のCST3、CST4ビットを0にクリアし、
タイマカウンタ（TCNT）のカウント動作を停止してください。相補
PWMモードの設定はTCNT_3、TCNT_4が停止した状態で行ってくださ
い。

タイマコントロールレジスタ（TCR）のTPSC2～TPSC0ビットと
CKEG1、CKEG0ビットでチャネル3、4に同一のカウンタクロックとク
ロックのエッジを設定してください。CCLR2～CCLR0ビットは相補
PWMモードの動作中に他チャネルからの同期クリアで再スタートさせ
る場合のみ同期クリアを設定してください。

ブラシレスDCモータ用の制御をする場合、タイマゲートコントロール
レジスタ（TGCR）のBDCビットをセットし、フィードバック信号の入
力元と出力のチョッピングまたはゲート信号直接出力を設定してくださ
い。

相補PWMモードの動作中に他チャネルからの同期クリアで再スタート
させる場合のみ設定してください。このときタイマシンクロレジスタ
（TSYR）でチャネル3、4と同期クリアを発生するチャネルを同期させ
てください。

出力するPWMデューティをデューティレジスタ（TGRB_3、TGRA_4、
TGRB_4）とバッファレジスタ（TGRD_3、TGRC_4、TGRD_4）に設
定します。各対応するTGRには同じ初期値を設定してください。

デッドタイムレジスタ（TDDR）にデッドタイムを設定し、キャリア周
期データレジスタ（TCDR）、キャリア周期バッファレジスタ
（TCBR）にキャリア周期の1/2を、TGRA_3とTGRC_3にキャリア周期
の1/2にデッドタイム分加えた値を設定してください。デッドタイムを
生成しない設定をした場合は、TDDRに1、TGRA_3とTGRC_3にキャリ
ア周期の1/2+1を設定してください。

［7］デッドタイムを生成しない場合のみ設定してください。タイマデッドタ
イムイネーブルレジスタ（TDER）でデッドタイムを生成しないを選択
します。

タイマアウトプットコントロールレジスタ（TOCR1）のPSYEビットで
PWM周期に同期したトグル出力の許可／禁止を選択し、OLSP、OLSN
ビットでPWM出力レベルを設定してください。
TOCR_2、TOLBRレジスタにより、PWM出力レベルの設定をバッファ
動作で行う場合は、図27.3を参照してください。

タイマモードレジスタ3（TMDR_3）で相補PWMモードを選択してくだ
さい。TMDR_4には設定しないでください。

［11］タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタ（TOER）でPWM波形出
力端子の出力の許可／禁止を設定してください。

［13］TSTRのCST3、CST4ビットを1にセットして、カウント動作を開始して
ください。

［12］ポートコントロールレジスタとポートI/Oレジスタの設定をしてください。

TCNT_3にはデッドタイムを設定してください。TCNT_4はH'0000とし
てください。

相補PWMモード

カウント動作停止

カウンタクロック、
カウンタクリア要因の選択

ブラシレスDCモータ制御
の設定

TCNTの設定

チャネル間の同期設定

TGRの設定

デッドタイム、
キャリア周期の設定

PWM周期出力の許可、
PWM出力レベルの設定

相補PWMモード設定

［13］

［11］

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［8］

デッドタイム生成の
有無を設定

［7］

［9］

［10］

波形出力の許可

カウント動作開始

［12］PFCの設定

＜相補PWMモード＞

 

図 27.38 相補 PWMモードの設定手順例 



 

27. マルチファンクションタイマパルスユニット 2 

27-100  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

（2） 相補 PWMモードの動作概要 

相補 PWMモードでは、6相の PWM出力が可能です。図 27.39に相補 PWMモードのカウンタの動作を示しま

す。図 27.40に相補 PWMモードの動作例を示します。 
 

（a） カウンタの動作 

相補 PWMモードでは、TCNT_3、TCNT_4および TCNTSの 3本のカウンタがアップダウンカウント動作を行

います。 

TCNT_3は、相補 PWMモードに設定され TSTRの CSTビットが 0のとき、TDDRに設定された値が自動的に

初期値として設定されます。 

CSTビットが 1に設定されると、TGRA_3に設定された値までアップカウント動作を行い、TGRA_3と一致

するとダウンカウントに切り替わります。その後、TDDRと一致するとアップカウントに切り替わり、この動作

を繰り返します。 

また、TCNT_4は、初期値として H'0000を設定します。 

CSTビットが 1に設定されると、TCNT_3に同期して動作しアップカウントを行い、TCDRと一致するとダ

ウンカウントに切り替わります。この後、H'0000と一致するとアップカウントに切り替わり、この動作を繰り返

します。 

TCNTSは、読み出しのみ可能なカウンタです。初期値を設定する必要はありません。 

TCNT_3、4がアップダウンカウント時、TCNT_3が TCDRと一致するとダウンカウントを開始し、TCNTSが

TCDRと一致するとアップカウントに切り替わります。また、TGRA_3と一致すると H'0000にクリアされます。 

TCNT_3、TCNT_4がダウンカウント時、TCNT_4が TDDRと一致するとアップカウントを開始し、TCNTS

が TDDRと一致するとダウンカウントに切り替わります。また、H'0000に一致すると TCNTSは TGRA_3の値が

設定されます。 

TCNTSは、カウント動作をしている期間だけ PWMデューティが設定されているコンペアレジスタおよびテン

ポラリレジスタと比較されます。 

カウンタ値

TGRA_3

TCDR

TDDR

H'0000

TCNT_4 TCNTS

TCNT_3

TCNT_3

TCNT_4

TCNTS

時間 

図 27.39 相補 PWMモードのカウンタ動作 
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（b） レジスタの動作 

相補 PWMモードでは、コンペアレジスタ、バッファレジスタおよびテンポラリレジスタの 9本のレジスタを

使用します。図 27.40に相補 PWMモードの動作例を示します。 

PWM出力を行うためにカウンタと常に比較されているレジスタが、TGRB_3、TGRA_4、TGRB_4です。これ

らのレジスタとカウンタが一致するとタイマアウトプットコントロールレジスタ（TOCR）の OLSN、OLSPビッ

トで設定した値が出力されます。 

これらのコンペアレジスタのバッファレジスタが、TGRD_3、TGRC_4、TGRD_4です。 

また、バッファレジスタとコンペアレジスタの間にはテンポラリレジスタがあります。テンポラリレジスタは、

CPUからアクセスできません。 

コンペアレジスタのデータを変更するためには、対応するバッファレジスタに変更するデータを書き込んでく

ださい。バッファレジスタは、常時読み出し／書き込みが可能です。 

バッファレジスタに書き込まれたデータは、Ta区間では常時テンポラリレジスタに転送されます。また Tb区

間では、テンポラリレジスタには転送されません。この区間でバッファレジスタに書き込まれたデータは Tb区間

が終了後テンポラリレジスタに転送されます。 

テンポラリレジスタに転送された値は、Tb区間が終了する TCNTSがアップカウント時に TGRA_3が一致した

とき、またはダウンカウント時に H'0000と一致したときにコンペアレジスタに転送されます。この、テンポラリ

レジスタからコンペアレジスタに転送するタイミングは、タイマモードレジスタ（TMDR）のMD3～MD0ビット

で選択できます。図 27.40は、谷で変更するモードを選択した例です。 

テンポラリレジスタへのデータの転送が行われない Tb（図 27.40では Tb1）区間では、テンポラリレジスタは、

コンペアレジスタと同じ機能を持ち、カウンタと比較されます。このため、この区間では、1相の出力に対して 2

本のコンペアマッチレジスタを持つことになり、コンペアレジスタには変更前のデータ、テンポラリレジスタに

は新しく変更するデータが入っています。この区間では、TCNT_3、4および TCNTSの 3本のカウンタとコンペ

アレジスタ、テンポラリレジスタの 2本のレジスタが比較され、PWM出力を制御します。 
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TGRA_3

TCDR

TGRA_4

TGRC_4

TDDR

H'0000

バッファレジスタTGRC_4

テンポラリレジスタTEMP2

コンペアレジスタTGRA_4

出力波形

出力波形

Tb2 Ta Tb1 Ta Tb2 Ta

TCNT_3

TCNT_4

TCNTS

（出力波形はアクティブローです）

H'6400 H'0080

H'6400

H'6400 H'0080

H'0080

テンポラリレジスタから
コンペアレジスタへ転送

テンポラリレジスタから
コンペアレジスタへ転送

 

図 27.40 相補 PWMモード動作例 

（c） 初期設定 

相補 PWMモードでは、初期設定の必要なレジスタが 6本あります。また、デッドタイム生成の有無を設定す

るレジスタが 1本あります（デッドタイムを生成しない場合のみ設定してください）。 

タイマモードレジスタ（TMDR）のMD3～MD0ビットで相補 PWMモードに設定する前に、次のレジスタの初

期値を設定してください。 

TGRC_3は TGRA_3のバッファレジスタとして動作し、PWMキャリア周期の 1/2＋デッドタイム Tdを設定し

ます。タイマ周期バッファレジスタ（TCBR）は、タイマ周期データレジスタ（TCDR）のバッファレジスタとし

て動作し、PWMキャリア周期の 1/2を設定します。また、タイマデッドタイムデータレジスタ（TDDR）には、

デッドタイム Tdを設定します。 
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デッドタイムを生成しない場合は、タイマデッドタイムイネーブルレジスタ（TDER）の TDERビットを 0に設

定し、TGRC_3、TGRA_3には、PWMキャリア周期の 1/2+1を、TDDRには 1を設定します。 

バッファレジスタ TGRD_3、TGRC_4、TGRD_4の 3本には、それぞれ PWMデューティの初期値を設定します。 

TDDRを除く 5本のバッファレジスタに設定した値は、相補 PWMモードに設定すると同時にそれぞれ対応す

るコンペアレジスタに転送されます。 

また、TCNT_4は、相補 PWMモードに設定する前に H'0000に設定してください。 
 

表 27.54 初期設定の必要なレジスタとカウンタ 

レジスタ／カウンタ 設定値 

TGRC_3 PWMキャリア周期の 1/2＋デッドタイム Td 

（TDERでデッドタイム生成をなしに設定した場合は PWMキャリア周期の 1/2+1） 

TDDR デッドタイム Td（TDERでデッドタイム生成をなしに設定した場合 1） 

TCBR PWMキャリア周期の 1/2 

TGRD_3、TGRC_4、TGRD_4 各相の PWMデューティの初期値 

TCNT_4 H'0000 

【注】 TGRC_3の設定値は、必ず、TCBRに設定する PWMキャリア周期の 1/2の値と TDDRに設定するデッドタイム Tdの値

の和としてください。ただし、TDERでデッドタイム生成をなしに設定した場合は、PWMキャリア周期の 1/2+1として

ください。 

 

（d） PWM出力レベルの設定 

相補 PWMモードでは、PWMパルスの出力レベルをタイマアウトプットコントロールレジスタ 1（TOCR1）の

OLSN、OLSPビット、または、タイマアウトプットコントロールレジスタ 2（TOCR2）の OLS1P～OLS3P、OLS1N

～OLS3Nビットで設定します。 

出力レベルは、6相出力の正相の 3相、逆相の 3相ごとに設定できます。 

なお、出力レベルの設定／変更は、相補 PWMモードを解除した状態で行ってください。 
 

（e） デッドタイムの設定 

相補 PWMモードでは、正相と逆相がノンオーバラップの関係にある PWMパルスを出力します。また、このノ

ンオーバラップ時間をデッドタイム時間と呼びます。 

ノンオーバラップ時間は、タイマデッドタイムデータレジスタ（TDDR）に設定します。TDDRに設定した値が、

TCNT_3のカウンタスタート値となり、TCNT_3と TCNT_4のノンオーバラップを生成します。TDDRの内容変更

は、相補 PWMモードを解除した状態で行ってください。 
 

（f） デッドタイムを生成しない設定 

デッドタイムを生成しない設定は、タイマデッドタイムイネーブルレジスタ（TDER）の TDERビットを 0に設

定します。TDERは、TDER＝1の状態で TDERをリード後、TDERに 0をライトしたときのみ、0に設定できま

す。 

TGRA_3、TGRC_3には PWMキャリア周期の 1/2+1を設定し、タイマデッドタイムデータレジスタ（TDDR）

には 1を設定します。 
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デッドタイムを生成しない設定にすると、デッドタイムなしの PWM波形を出力できます。図 27.41にデッド

タイムを生成しない場合の動作例を示します。 

TGRA_3=TCDR+1

TCDR

TGRA_4

TGRC_4

TDDR=1

H'0000

バッファレジスタTGRC_4

テンポラリレジスタTEMP2

コンペアレジスタTGRA_4

出力波形

出力波形

Ta Tb1 Ta Tb2 Ta

TCNT_3

TCNT_4

TCNTS

（出力波形はアクティブローです）

Data1 Data2

Data1 Data2

Data1 Data2

テンポラリレジスタから
コンペアレジスタへ転送

テンポラリレジスタから
コンペアレジスタへ転送

 

図 27.41 デッドタイムを生成しない場合の動作例 

（g） PWM周期の設定 

相補 PWMモードでは、PWMパルスの周期を TCNT3の上限値を設定する TGRA_3と TCNT_4の上限値を設定

する TCDRの 2つのレジスタに設定します。これらの 2つのレジスタの関係は、次の関係になるよう設定してく

ださい。 
 

デッドタイム生成あり：TGRA_3の設定値＝TCDRの設定値＋TDDRの設定値 

デッドタイム生成なし：TGRA_3の設定値＝TCDRの設定値＋1 
 

また、TGRA_3、TCDRの設定は、バッファレジスタの TGRC_3、TCBRに値を設定することで行ってください。
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TGRC_3、TCBRに設定した値は、タイマモードレジスタ（TMDR）のMD3～MD0で選択した転送タイミングで

TGRA_3、TCDRに同時に転送されます。 

変更した PWM周期は、データ更新が山で行われる場合は次の周期から、谷で行われる場合はその周期から反

映されます。図 27.42に PWM周期を山で変更する場合の動作例を示します。 

なお、各バッファレジスタのデータの更新方法については、次の「（h）レジスタデータの更新」の項を参照し

てください。 

カウンタ値
TGRC_3変更 TGRA_3変更

TGRA_3

TCNT_3

TCNT_4

時間 

図 27.42 PWM周期の変更例 

（h） レジスタデータの更新 

相補 PWMモードでは、コンペアレジスタのデータを更新する場合はバッファレジスタを使用します。更新デ

ータは、バッファレジスタに常時書き込むことができます。また、バッファレジスタを持った動作中に変更可能

なレジスタは、PWMデューティ用およびキャリア周期用の 5本あります。 

これらのレジスタとバッファレジスタの間には、それぞれテンポラリレジスタがあります。サブカウンタTCNTS

がカウント動作していない期間では、バッファレジスタのデータが更新されるとテンポラリレジスタの値も書き

換ります。TCNTSがカウント動作中は、バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送は行われず、TCNTS

が停止後、バッファレジスタに書かれている値が転送されます。 

テンポラリレジスタの値は、タイマモードレジスタ（TMDR）のMD3～MD0ビットで設定したデータ更新タイ

ミングでコンペアレジスタへ転送されます。図 27.43に相補 PWMモード時のデータ更新例を示します。この図

は、カウンタの山と谷の両方でデータが更新されるモードの例です。 

また、バッファレジスタのデータを書き換える場合は、最後に必ず TGRD_4への書き込みを行ってください。

バッファレジスタからテンポラリレジスタへのデータ転送は、TGRD_4に書き込みした後、5本すべてのレジスタ

同時に行われます。 

なお、5本すべてのレジスタの更新を行わない場合、または TGRD_4のデータを更新しない場合も、更新する

レジスタのデータを書き込んだ後、必ず TGRD_4に書き込み動作を行ってください。またこのとき、TGRD_4に

書き込むデータは、書き込み動作以前と同じデータを書き込んでください。 
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図 27.43 相補 PWMモードのデータ更新例 
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（i） 相補 PWMモードの初期出力 

相補 PWMモードでは、タイマアウトプットコントロールレジスタ 1（TOCR1）の OLSN、OLSPビットの設定

または、タイマアウトプットコントロールレジスタ 2（TOCR2）の OLS1N～OLS3N、OLS1P～OLS3Pビットの設

定で、初期出力が決まります。 

この初期出力は、PWMパルスのノンアクティブレベルで、タイマモードレジスタ（TMDR）で相補 PWMモー

ドを設定してから TCNT_4がデッドタイムレジスタ（TDDR）に設定された値より大きくなるまで出力されます。

図 27.44に相補 PWMモードの初期出力例を示します。 

また、PWMデューティの初期値が TDDRの値より小さい場合の波形例を図 27.45に示します。 

●タイマアウトプットコントロールレジスタの設定

OLSNビット／0（初期出力：ハイレベル、アクティブレベル：ローレベル）
OLSPビット／0（初期出力：ハイレベル、アクティブレベル：ローレベル）

TCNT_3,4の値

TGRA_4

TDDR

TCNT_3

TCNT_4

初期出力 デッドタイム
時間

アクティブレベル

アクティブレベル

TCNT_3,4
カウントスタート
（TSTR設定）

相補PWMモード
（TMDR設定）

正相出力

逆相出力

 

図 27.44 相補 PWMモードの初期出力例（1） 
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●タイマアウトプットコントロールレジスタの設定

OLSNビット／0（初期出力：ハイレベル、アクティブレベル：ローレベル）
OLSPビット／0（初期出力：ハイレベル、アクティブレベル：ローレベル）

TCNT_3,4の値

TGRA_4
TDDR

TCNT_3

TCNT_4

初期出力
時間

アクティブレベル

TCNT_3,4
カウントスタート
（TSTR設定）

相補PWMモード
（TMDR設定）

正相出力

逆相出力

 

図 27.45 相補 PWMモードの初期出力例（2） 

（j） 相補 PWMモードの PWM出力生成方法 

相補 PWMモードでは、正相と逆相がノンオーバラップ時間を持った PWM波形を 3相出力します。このノンオ

ーバラップ時間をデッドタイムと呼びます。 

PWM波形は、カウンタとデータレジスタのコンペアマッチが発生したとき、タイマアウトプットコントロー

ルレジスタで選択した出力レベルが出力されることで生成されます。また、TCNTSがカウント動作する期間では、

0～100%まで連続した PWMパルスを作るため、データレジスタの値とテンポラリレジスタの値が同時に比較され

ます。このとき、ON、OFFのコンペアマッチが発生するタイミングが前後することがありますが、デッドタイム

を確保し正相／逆相の ON時間が重ならないようにするため、各相を OFFするコンペアマッチが優先されます。

図 27.46～図 27.48に相補 PWMモードの波形生成例を示します。 
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正相／逆相の OFFタイミングは、実線のカウンタとのコンペアマッチで生成され、ONタイミングは実線のカウ

ンタからデッドタイム分遅れて動作している点線のカウンタとのコンペアマッチで生成されます。ここで、T1期

間では、逆相を OFFする aのコンペアマッチが最優先され、aより先に発生したコンペアマッチは無視されます。

また、T2期間では、正相を OFFする cのコンペアマッチが最優先され、cより先に発生したコンペアマッチは無

視されます。 

また、図 27.46に示すように通常の場合のコンペアマッチは、a→b→c→d（または c→d→a'→b'）の順番で発生

します。 

コンペアマッチが a→b→c→dの順番からはずれる場合は、逆相の OFFされている時間がデッドタイムの 2倍よ

り短いため、正相が ONしないことを示します。または c→d→a'→b'の順番からはずれる場合は、正相の OFFされ

ている時間がデッドタイムの 2倍より短いため、逆相が ONしないことを示します。 

図 27.47に示すように aのコンペアマッチの次に cのコンペアマッチが先に発生した場合は、bのコンペアマッ

チを無視して dのコンペアマッチで、逆相を OFFします。これは、正相の ONタイミングである bのコンペアマ

ッチより正相の OFFである cのコンペアマッチが先に発生することにより、正相を OFFすることが優先されるた

めです（ゆえに正相は OFFから OFFのため波形は変化しません）。 

同様に、図 27.48に示す例では、cのコンペアマッチより前にテンポラリレジスタの新しいデータとのコンペア

マッチ a'が発生しますが、正相を OFFする cが起こるまで他のコンペアマッチは無視されます。このため、逆相

は ONしません。 

このように、相補 PWMモードでは、OFFするタイミングのコンペアマッチが優先され、ONするタイミングの

コンペアマッチが OFFより先に発生しても無視されます。 

T2期間T1期間 T1期間

a b

c

a' b'

d

TGRA_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相出力

逆相出力  

図 27.46 相補 PWMモード波形出力例（1） 
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T2期間T1期間 T1期間

TGRA_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相出力

逆相出力

c d

a

a

b

b

 

図 27.47 相補 PWMモード波形出力例（2） 

a b

c

a' b'

d

T1期間 T2期間 T1期間

TGRA_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相出力

逆相出力  

図 27.48 相補 PWMモード波形出力例（3） 
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a b

c d

a' b'

T2期間T1期間 T1期間

TGRA_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相出力

逆相出力  

図 27.49 相補 PWMモード 0%、100%波形出力例（1） 

T2期間T1期間 T1期間

TGRA_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相出力

逆相出力

a

c d

a b

b

 

図 27.50 相補 PWMモード 0%、100%波形出力例（2） 
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T2期間T1期間 T1期間

a b

c d
TGRA_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相出力

逆相出力  

図 27.51 相補 PWMモード 0%、100%波形出力例（3） 

TGRA_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相出力

逆相出力

T2期間T1期間 T1期間

a b

c  b' d  a'

 

図 27.52 相補 PWMモード 0%、100%波形出力例（4） 



 

27. マルチファンクションタイマパルスユニット 2 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  27-113 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

c a d b
T2期間T1期間 T1期間

TGRA_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相出力

逆相出力  

図 27.53 相補 PWMモード 0%、100%波形出力例（5） 

（k） 相補 PWMモードのデューティ 0%、100%出力 

相補 PWMモードでは、デューティ 0%、100%を任意に出力可能です。図 27.49～図 27.53に出力例を示します。 

デューティ 100%出力は、データレジスタの値を H'0000に設定すると出力されます。このときの波形は、正相

が 100%ON状態の波形です。また、デューティ 0%出力は、データレジスタの値を TGRA_3の値と同じ値を設定

すると出力されます。このときは、正相が 100%OFF状態の波形です。 

このとき、コンペアマッチは ON、OFF同時に発生しますが、同じ相の ONするコンペアマッチと OFFするコ

ンペアマッチが同時に発生すると、両方のコンペアマッチとも無視をされ波形は変化しません。 
 

（l） PWM周期に同期したトグル出力 

相補 PWMモードでは、タイマアウトプットコントロールレジスタ（TOCR）の PSYEビットを 1にセットする

ことにより PWMキャリア周期に同期したトグル出力が可能です。トグル出力の波形例を図 27.54に示します。 

この出力は、TCNT_3と TGRA_3のコンペアマッチと TCNT4とH'0000のコンペアマッチでトグルを行います。 

このトグル出力の出力端子は、TIOC3A端子です。また、初期出力は 1出力です。 
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TGRA_3

H'0000

トグル出力

TIOC3A端子

TCNT_4

TCNT_3

 

図 27.54 PWM出力に同期したトグル出力波形例 

（m）他のチャネルによるカウンタクリア 

相補 PWMモード時、タイマシンクロレジスタ（TSYR）により他のチャネルとの同期モードに設定し、またタ

イマコントロールレジスタ（TCR）の CCLR2～CCLR0により同期クリアを選択することにより他のチャネルによ

る TCNT_3、TCNT_4および TCNTSのクリアをすることが可能です。 

図 27.55に動作例を示します。 

この機能を使うことによって、外部信号によるカウンタクリアおよび再スタートが可能です。 

TGRA_3

TCDR

TDDR

H'0000

チャネル1
インプットキャプチャA

TCNT_1

TCNT_3

TCNT_4

TCNTS

●チャネル1のインプットキャプチャAでカウンタの同期クリア設定  

図 27.55 他のチャネルに同期したカウンタクリア 
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（n） 相補 PWMモードでの同期カウンタクリア時出力波形制御 

TWCRレジスタのWREビットを 1に設定することにより、相補 PWMモードの谷の Tb区間で同期カウンタウ

リアが起こった場合の初期出力を抑止することができます。これにより、同期カウンタクリア時の急激なデュー

ティの変化を抑止することができます。 

WREビットを 1に設定することで初期出力を抑止することができるのは、同期クリアが図 27.56の⑩、⑪のよ

うな谷の Tb区間で入ってきたときのみです。それ以外のタイミングで同期クリアが起こった場合は、TOCRレジ

スタの OLSビットで設定した初期値が出力されます。また、谷の Tb区間であっても、図 27.56の①で示すカウ

ンタスタート直後の初期出力期間で同期クリアが起こった場合には、初期出力の抑止は行いません。 

初期出力を抑止する場合、コンペアレジスタ TGRB_3、TGRA_4、TGRB_4のすべてが、デットタイムデータレ

ジスタ TDDRの 2倍以上になるように設定してください。TDDRが 2倍未満の状態で同期クリアすると、PWM出

力のデッドタイムが短くなる（消失）、もしくは、初期出力の抑止期間中に PWM逆相出力から、不正なアクテ

ィブレベルが出力される場合があります。詳細は、「27.7.23 相補 PWMモードでの同期カウンタクリア時出力

波形制御における注意事項」を参照してください。 

Tb区間Tb区間 Tb区間

TGRA_3

TGRB_3

TCDR TCNT_3

TCNT_4

TDDR

H'0000

正相

逆相

（出力波形はアクティブローです）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

カウンタ
スタート

 

図 27.56 同期カウンタクリアタイミング 
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• 相補PWMモードでの同期カウンタクリア時出力波形制御の設定手順例 

相補 PWMモードでの同期カウンタクリア時出力波形制御の設定手順例を図 27.57に示します。 

カウント動作停止

同期カウンタクリア時
出力波形制御機能

TWCR設定と
相補PWMモードの設定

カウント動作開始

同期カウンタクリア時
出力波形制御機能

［1］

［2］

［3］

［1］ タイマスタートレジスタ（TSTR）の
CST3、CST4ビットを0にクリアし、
カウント動作を停止してください。
TWCRの設定は、TCNT_3、TCNT_4
が停止した状態で行ってください。

［2］ TWCRのWREビットをいったんリー
ドした後、1を書き込んで、カウンタ
クリア時初期出力抑止を有効にしま
す。

［3］ TSTRのCST3、CST4ビットを1に
セットしてカウント動作を開始して
ください。

 

図 27.57 相補 PWMモードでの同期カウンタクリア時出力波形制御の設定手順例 

• 相補PWMモードでの同期カウンタクリア時出力波形制御動作例 

図 27.58～図 27.61に、TWCRのWREビットを 1に設定した状態で本モジュールを相補 PWM動作をさせ、同

期カウンタクリアをした場合の動作例を示します。ここで、図 27.58～図 27.61の同期カウンタクリアのタイミン

グは、それぞれ図 27.56の③、⑥、⑧、⑪で示したタイミングです。 
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TGRA_3

TGRB_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相

逆相

（出力波形はアクティブローです）

同期クリア

TCNT_3
（MTU2）

TCNT_4
（MTU2）

WREビット＝1

 

図 27.58 アップカウント中のデッドタイム時に同期クリアが発生した場合 

（図 27.56のタイミング③、本モジュールの TWCRレジスタのWREビット＝1） 

TCNT_3
（MTU2）

TCNT_4
（MTU2）

WREビット＝1

TGRA_3

TGRB_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相

逆相

（出力波形はアクティブローです）

同期クリア

 

図 27.59 山の Tb区間で同期クリアが発生した場合 

（図 27.56のタイミング⑥、本モジュールの TWCRレジスタのWREビット＝1） 
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TCNT_3
（MTU2）

TCNT_4
（MTU2）

WREビット＝1

TGRA_3

TGRB_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相

逆相

（出力波形はアクティブローです）

同期クリア

 

図 27.60 ダウンカウント中のデッドタイム時に同期クリアが発生した場合 

（図 27.56のタイミング⑧、TWCRレジスタのWREビット＝1） 

TGRA_3

TGRB_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相

逆相

（出力波形はアクティブローです）

同期クリア

初期出力は抑止されます

TCNT_3
（MTU2）

TCNT_4
（MTU2）

WREビット＝1

 

図 27.61 谷の Tb区間で同期クリアが発生した場合 

（図 27.56のタイミング⑪、TWCRレジスタのWREビット＝1） 
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（o） TGRA_3のコンペアマッチによるカウンタクリア 

相補 PWMモードでは、タイマ波形コントロールレジスタ（TWCR）の CCEビットを設定することにより、

TGRA_3のコンペアマッチで TCNT_3、TCNT_4および TCNTSをクリアすることが可能です。 

図 27.62に動作例を示します。 

【注】 1. 相補 PWMモード 1（山で転送）でのみ使用してください。 

 2. 他のチャネルとの同期クリア機能に設定しないでください。（タイマシンクロレジスタ（TSYR）の SYNC0～

SYNC4ビットを 1に設定しないでください） 

 3. PWMデューティは、H'0000を設定しないでください。 

 4. タイマアウトプットコントロールレジスタ 1（TOCR1）の PSYEビットを 1に設定しないでください。 

TGRA_3

TGRB_3

TCDR

TDDR

H'0000

出力波形

出力波形

（出力波形はアクティブハイです）

TGRA_3のコンペアマッチで
カウンタをクリア

 

図 27.62 TGRA_3のコンペアマッチにおけるカウンタクリアの動作例 

（p） AC同期モータ（ブラシレス DCモータ）の駆動波形出力例 

相補 PWMモードでは、タイマゲートコントロールレジスタ（TGCR）を使ってブラシレス DCモータを簡単に

制御することができます。図 27.63～図 27.66にTGCRを使用したブラシレスDCモータの駆動波形例を示します。 

3相ブラシレス DCモータの出力相の切り替えに、ホール素子などで検出した外部信号で行う場合、TGCRの

FBビットを 0に設定します。この場合、磁極位置を示す外部信号をチャネル 0のタイマ入力端子TIOC0A、TIOC0B、

TIOC0C端子に入力します（汎用入出力ポートで設定してください）。TIOC0A、TIOC0B、TIOC0C端子の 3つの

端子にエッジが発生すると、出力の ON/OFFが自動的に切り替わります。 

FBビットが 1の場合は、TGCRのUF、VF、WFビットの各ビットに 0または 1を設定すると、出力の ON/OFFが

切り替わります。 

駆動波形の出力は、相補 PWMモードの 6相出力端子から出力されます。 
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この 6相出力は Nビットまたは Pビットを 1に設定することにより、ON出力時、相補 PWMモードの出力を

使用し、チョッピング出力を行うことが可能です。Nビットまたは Pビットが 0の場合は、レベル出力になりま

す。 

また、6相出力のアクティブレベル（ON出力時レベル）は、Nビットおよび Pビットの設定にかかわらず、タ

イマアウトプットコントロールレジスタ（TOCR）の OLSNビット、OLSPビットで設定できます。 

外部入力 TIOC0A端子

TIOC0B端子

TIOC0C端子

TIOC3B端子

TIOC3D端子

TIOC4A端子

TIOC4C端子

TIOC4B端子

TIOC4D端子

6相出力

■BDC=1、N=0、P=0、FB=0、出力のアクティブレベル；Highの場合 

図 27.63 外部入力による出力相の切り替え動作例（1） 

外部入力 TIOC0A端子

TIOC0B端子

TIOC0C端子

TIOC3B端子

TIOC3D端子

TIOC4A端子

TIOC4C端子

TIOC4B端子

TIOC4D端子

6相出力

■BDC=1、N=1、P=1、FB=0、出力のアクティブレベル；Highの場合  

図 27.64 外部入力による出力相の切り替え動作例（2） 
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TGCR UFビット

VFビット

WFビット

TIOC3B端子

TIOC3D端子

TIOC4A端子

TIOC4C端子

TIOC4B端子

TIOC4D端子

6相出力

■BDC=1、N=0、P=0、FB=1、出力のアクティブレベル；Highの場合 

図 27.65 UF、VF、WFビット設定による出力相の切り替え動作例（1） 

TGCR UFビット

VFビット

WFビット

TIOC3B端子

TIOC3D端子

TIOC4A端子

TIOC4C端子

TIOC4B端子

TIOC4D端子

6相出力

■BDC=1、N=1、P=1、FB=1、出力のアクティブレベル；Highの場合  

図 27.66 UF、VF、WFビット設定による出力相の切り替え動作例（2） 

（q） A/D変換開始要求の設定 

相補 PWMモード時、A/D変換の開始要求は TGRA_3のコンペアマッチ、TCNT_4のアンダフロー（谷）、チ

ャネル 3、4以外のチャネルのコンペアマッチを使用して行うことが可能です。 

TGRA_3のコンペアマッチを使用して開始要求を設定すると、TCNT_3の山で A/D変換をスタートさせること

ができます。 

A/D変換の開始要求は、タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER）の TTGEビットを 1にセットするこ

とで設定できます。TCNT_4のアンダフロー（谷）の A/D変換の開始要求は、TIER_4の TTGE2ビットを 1にセ

ットすることで設定できます。 
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（3） 相補 PWMモードの割り込み間引き機能 

チャネル 3とチャネル 4の TGIA_3（山の割り込み）、および TCIV_4（谷の割り込み）は、タイマ割り込み間

引き設定レジスタ（TITCR）を設定することにより、最大で 7回まで割り込みを間引くことが可能です。 

タイマバッファ転送レジスタ（TBTER）を設定することにより、バッファレジスタからテンポラリレジスタ／

コンペアレジスタへの転送を連動して間引くことが可能です。バッファレジスタとの連動については、「（c） 割

り込み間引きと連動したバッファ転送制御」を参照してください。 

タイマ A/D変換要求コントロールレジスタ（TADCR）を設定することにより、A/D変換開始要求ディレイド機

能の A/D変換開始要求を連動して間引くことが可能です。A/D変換開始要求ディレイド機能との連動については

「27.4.9 A/D変換開始要求ディレイド機能」を参照してください。 

タイマ割り込み間引き設定レジスタ（TITCR）の設定は、TIER_3、TIER_4レジスタの設定で TGIA_3と TCIV_4

割り込み要求を禁止した状態、かつコンペアマッチによる TGFA_3、TCFV_4フラグセットが発生しない状態で行

ってください。また、間引き回数の変更前に、必ず T3AEN、T4VENビットを 0にして、間引きカウンタをクリ

アしてください。 
 

（a） 割り込み間引き機能の設定手順例 

割り込み間引き機能の設定手順例を図 27.67に示します。また、割り込み間引き回数の変更可能期間を図 27.68

に示します。 

間引きカウンタのクリア

割り込み間引き機能

間引き回数の設定と
間引き機能の許可設定

＜割り込み間引き＞

［1］

［2］

［1］ タイマ割り込み間引き設定レジスタ（TITCR）
のT3AEN、T4VENビットを0に設定し、間引き
カウンタをクリアしてください。

［2］ TITCRの3ACOR2～3ACOR0および、4VCOR2
～4VCOR0ビットには0～7回の割り込み間引き
回数を設定し、T3AEN、T4VENビットで割り
込み間引き機能を許可します。

【注】TITCRの設定はTIER_3、TIER_4レジスタの設
定でTGIA_3とTCIV_4割り込み要求を禁止した
状態、かつコンペアマッチによるTGFA_3、
TCFV_4フラグセットが発生しない状態で行っ
てください。また、間引き回数の変更前に、必
ずT3AEN、T4VENビットを0に設定して、間引
きカウンタをクリアしてください。  

図 27.67 割り込み間引き機能の設定手順例 
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TCNT_3

TCNT_4

間引き回数
変更可能期間

間引き回数
変更可能期間

間引き回数
変更可能期間

間引き回数
変更可能期間

 

図 27.68 割り込み間引き回数の変更可能期間 

（b） 割り込み間引き機能の動作例 

タイマ割り込み間引き設定レジスタ（TITCR）の 3ACORビットで割り込みの間引き回数を 3回に設定し、T3AEN

ビットを 1に設定した場合の、TGIA_3割り込み間引きの動作例を図 27.69に示します。 

TGIA_3割り込み
フラグセット信号

間引きカウンタ

TGFA_3フラグ

割り込み間引き期間

00 01 02 03 00 01 02 03

割り込み間引き期間

 

図 27.69 割り込み間引き機能の動作例 

（c） 割り込み間引きと連動したバッファ転送制御 

タイマバッファ転送設定レジスタ（TBTER）レジスタの BTE1、BTE0ビットを設定することで、相補 PWMモ

ード時、バッファレジスタからテンポラリレジスタへのバッファ転送をする／しない、または割り込み間引きと

連動する／しないを選択することが可能です。 

バッファ転送を抑止する設定（BTE1＝0、BTE0＝1）にした場合の動作例を図 27.70に示します。設定期間中は、

バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送を行いません。 

バッファ転送を割り込み間引きと連動する設定（BTE1＝1、BTE0＝0）にした場合の動作例を図 27.71に示しま

す。この設定にした場合は、バッファ転送許可期間以外ではバッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送

を行いません。割り込み発生からバッファレジスタの書き換えタイミングにより、バッファレジスタからテンポ

ラリレジスタおよびテンポラリレジスタからジェネラルレジスタへの転送タイミングが 2種類あります。 

なお、タイマ割り込み間引き設定レジスタ（TITCR）の T3AENビットを 1に設定した場合、T4VENビットを 1

に設定した場合、T3AEN/T4VENビットを 1に設定した場合で、それぞれバッファ転送許可期間が異なります。

TITCRの T3AEN、T4VENビットの設定とバッファ転送許可期間の関係を図 27.72に示します。 
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【注】 本機能は、割り込み間引き機能と組み合わせて使用してください。 

 割り込み間引きが禁止のとき（タイマ割り込み間引き設定レジスタ（TITCR）の T3AEN、T4VENビットを 0に設定し

たとき、または TITCRの間引き回数設定ビット（3ACOR、4VCOR）を 0に設定したとき）は、必ずバッファ転送を

割り込み間引きと連動しない設定（タイマバッファ転送設定レジスタ（TBTER）の BTE1を 0に設定）してください。 

 割り込み間引きが禁止のときに、バッファ転送を割り込み間引きと連動する設定にした場合、バッファ転送は行われま

せん。 

バッファレジスタ

テンポラリレジスタ

ジェネラルレジスタ

TCNT_3

TCNT_4

Data1 Data2

Data* Data2

Data* Data2

【注】 *     山でのバッファ転送を選択時

data1

TBTER/BTE1ビット

TBTER/BTE0ビット

①　バッファ転送を抑止期間中（TBTERのBTE1/0ビットを0、1に設定）
　　は、バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送をしない。

②　バッファ転送を抑止期間中も、テンポラリレジスタからジェネラ
　　ルレジスタへの転送は行われる。

③　バッファ転送を抑止解除後に、バッファレジスタからテンポラリ
　　レジスタへの転送が行われる。

【記号説明】

 

図 27.70 バッファ転送を抑止する設定（BTE1＝0、BTE0＝1）にした場合の動作例 
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（1）TGIA_3割り込みから1キャリア以内にバッファレジスタの書き換えを行ったとき

バッファレジスタの書き換えタイミング

TGIA_3割り込み発生 TGIA_3割り込み発生

バッファレジスタの書き換えタイミング
バッファ転送
許可期間

TITCR[6:4]

TCNT_3

0

Data Data1 Data2

Data Data1 Data2

Data Data1 Data2

1 0 12

2

TCNT_4

TITCNT[6:4]

バッファレジスタ

テンポラリレジスタ

ジェネラルレジスタ

（2）TGIA_3割り込みから1キャリア経過後にバッファレジスタの書き換えを行ったとき

TMDR_3のMD[3:0]=1101、山でのバッファ転送を選択。
間引き回数を2回に設定。
T3AENを1、T4VENを0に設定。

【注】

バッファレジスタの書き換えタイミング

TGIA_3割り込み発生 TGIA_3割り込み発生

バッファ転送
許可期間

TITCR[6:4]

TCNT_3

0

Data Data1

Data Data1

Data Data1

1 0 12

2

TCNT_4

TITCNT[6:4]

バッファレジスタ

テンポラリレジスタ

ジェネラルレジスタ

 

図 27.71 バッファ転送を割り込み間引きと連動する設定（BTE1＝1、BTE0＝0）にした場合の動作例 
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間引き回数カウンタ
3ACNT

間引き回数カウンタ
4VCNT

バッファ転送許可期間
(T3AENを1に設定)

バッファ転送許可期間
(T4VENを1に設定)

バッファ転送許可期間
(T3AEN/T4VENを1に設定)

TMDR_3のMD[3:0]=1111、山と谷でのバッファ転送を選択。
間引き回数を3回に設定。
T3AENを1、T4VENを1に設定。

【注】

0 1 2 3 0 1 2 3

0 01 2 3 0 1 2 3

 

図 27.72 タイマ割り込み間引き設定レジスタ（TITCR）の T3AEN、T4VENビットの設定と 

バッファ転送許可期間の関係 
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（4） 相補 PWMモードの出力保護機能 

相補 PWMモードの出力は、次の保護機能をもっています。 
 

（a） レジスタ、カウンタの誤書き込み防止機能 

相補 PWMモードで使用するレジスタ、カウンタのうち常に書き換えを行うバッファレジスタを除くモードレ

ジスタ、コントロールレジスタ、コンペアレジスタおよびカウンタは、タイマリードライトイネーブルレジスタ

（TRWER）の RWEビットの設定により CPUからのアクセスの許可／禁止を選択することが可能です。対象とな

るレジスタはチャネル 3および 4のレジスタの一部が対象となっており、次のレジスタに適用されます。 

TCR_3および TCR_4、TMDR_3および TMDR_4、TIORH_3および TIORH_4、TIORL_3および TIORL_4、 

TIER_3および TIER_4、TCNT_3および TCNT_4、TGRA_3および TGRA_4、TGRB_3および TGRB_4、 

TOER、TOCR、TGCR、TCDR、TDDR 計 21レジスタ 

この機能で、モードレジスタ、コントロールレジスタやカウンタを CPUからアクセス禁止に設定することによ

り、CPUの暴走による誤書き込みを防止することが可能です。アクセス禁止状態では、対象レジスタの読み出し

時は不定値が読み出され、書き込みは無効です。 
 

27.4.9 A/D変換開始要求ディレイド機能 

チャネル 4のタイマ A/D変換開始要求コントロールレジスタ（TADCR）、タイマ A/D起動要求用周期レジス

タ（TADCORA_4、TADCORB_4）、タイマ A/D起動要求用周期バッファレジスタ（TADCOBRA_4、TADCOBRB_4）

を設定することで、A/D変換の開始要求を行うことが可能です。 

A/D変換開始要求ディレイド機能は、TCNT_4とTADCORA_4、TADCORB_4を比較し、TCNT_4とTADCORA_4、

TADCORB_4が一致したとき、それぞれの A/D変換の開始要求（TRG4AN、TRG4BN）を行います。 

また、TADCRの ITA3AE、ITA4VE、ITB3AE、ITB4VEビットの設定により、割り込み間引き機能と連動して

A/D変換の開始要求（TRG4AN、TRG4BN）を間引くことが可能です。 
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• A/D変換開始要求ディレイド機能の設定手順例 

A/D変換開始要求ディレイド機能の設定手順例を図27.73に示します。 

A/D起動要求周期の設定

A/D変換開始要求
ディレイド機能

・周期設定バッファレジスタの
  転送タイミングを設定
・割り込み間引きとの連動を
  設定
・A/D変換開始要求ディレイド
  機能の許可

A/D変換開始要求
ディレイド機能

［1］

［2］

［1］ タイマA/D起動要求用周期バッファレジスタ
（TADCOBRA/B_4）とタイマA/D起動要求用周期レ
ジスタ（TADCORA/B_4）に、周期を設定します。
（初期設定は、周期バッファレジスタと周期レジスタ
には同じ値を設定してください。）

［2］ タイマA/D変換開始要求コントロールレジスタ
（TADCR）のBF1、BF2ビットには、タイマA/D起動
要求用周期バッファレジスタからA/D起動要求用周期
レジスタへのバッファ転送タイミングを設定します。

　　　・ITA3AE、ITA4VE、ITB3AE、ITB4VEビットで、割 
              り込み間引き機能と連動するか設定します。
　　　・UT4AE、DT4AE、UT4BE、DT4BEビットを設定
              し、A/D変換の開始要求（TRG4AN、TRG4BN）を
              許可します。

【注】 1.  TADCRの設定は、TCNT_4が停止した状態で    
行ってください。

            2.  相補PWMモード以外では、BF1を1に設定しない
でください。

            3.  相補PWMモード以外では、ITA3AE/4VE、
ITB3AE/4VE、DT4AE/4BEを1に設定しないでく
ださい。  

図 27.73 A/D変換開始要求ディレイド機能の設定手順例 

• A/D変換開始要求ディレイド機能の基本動作例 

バッファ転送タイミングをTCNT_4の谷に設定し、TCNT_4のダウンカウント時にA/D変換の開始要求信号

（TRG4AN）を出力する設定にした場合の、A/D変換の開始要求信号（TRG4AN）の基本動作例を図27.74に

示します。 

TADCORA_4

TADCOBRA_4

TCNT_4

周期バッファレジスタから
周期レジスタへ転送

周期バッファレジスタから
周期レジスタへ転送

周期バッファレジスタから
周期レジスタへ転送

A/D変換の開始要求
（TRG4AN）

（相補PWMモード）  

図 27.74 A/D変換の開始要求信号（TRG4AN）の基本動作例 



 

27. マルチファンクションタイマパルスユニット 2 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  27-129 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

• バッファ転送 

タイマA/D起動要求用周期設定レジスタ（TADCORA/B_4）のデータ更新は、タイマA/D起動要求用周期設定

バッファレジスタ（TADCOBRA/B_4）にデータを書き込むことにより行います。タイマA/D起動要求用周期

設定バッファレジスタからタイマA/D起動要求用周期設定レジスタへの転送タイミングは、タイマA/D変換開

始要求コントロールレジスタ（TADCR_4）のBF1、BF0ビットを設定することにより選択することができま

す。 

 

• 割り込み間引き機能と連動したA/D変換開始要求ディレイド機能 

タイマA/D変換開始要求コントロールレジスタ（TADCR）のITA3AE、ITA4VE、ITB3AE、ITB4VEビットの

設定により、割り込み間引き機能と連動してA/D変換の開始要求（TRG4AN、TRG4BN）を行うことが可能

です。TCNT_4のアップカウント時、およびダウンカウント時にTRG4AN出力を許可する設定にし、割り込

み間引き機能と連動した場合のA/D変換の開始要求信号（TRG4AN）の動作例を図27.75に示します。 

また、TCNT_4のアップカウント時にTRG4AN出力を許可する設定にし、割り込み間引き機能と連動した場

合のA/D変換の開始要求信号（TRG4AN）の動作例を図27.76に示します。 

 

【注】 本機能は割り込み間引き機能と組み合わせて使用してください。 

割り込み間引きが禁止のとき（タイマ割り込み間引き設定レジスタ（TITCR）の T3AEN、T4VENビットを 0に設定し

たとき、または TITCRの間引き回数設定ビット（3ACOR、4VCOR）を 0に設定したとき）は、必ず割り込み間引き

機能と連動しない（タイマ A/D変換開始要求コントロールレジスタ（TADCR）の ITA3AE、ITA4VE、ITB3AE、ITB4VE

ビットを 0に設定）設定にしてください。 

TADCORA_4

TCNT_4

A/D変換の開始要求（TRG4AN）

【注】 *    割り込み間引き回数が2回の場合

TGIA_3割り込みの
間引きカウンタ

TCIV_4割り込みの
間引きカウンタ

TGIA_3のA/D要求
許可期間

TCIV_4のA/D要求
許可期間

TGIA_3、TCIV_4割り込み間引きと
連動する設定にした場合

TGIA_3割り込み間引きと
連動する設定にした場合

TCIV_4割り込み間引きと
連動する設定にした場合

00 01 00 0102

00 01 00 0102

（UT4AE/DT4AE＝1）

 

図 27.75 割り込み間引き機能と連動した場合の A/D変換の開始要求信号（TRG4AN）の動作例 
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TADCORA_4

TCNT_4

A/D変換の開始要求（TRG4AN）

【注】 *    割り込み間引き回数が2回の場合

TGIA_3割り込みの
間引きカウンタ

TCIV_4割り込みの
間引きカウンタ

TGIA_3のA/D要求
許可期間

TCIV_4のA/D要求
許可期間

TGIA_3、TCIV_4割り込み間引きと
連動する設定にした場合

TGIA_3割り込み間引きと
連動する設定にした場合

TCIV_4割り込み間引きと
連動する設定にした場合

00 01 00 0102

00 01 00 0102

UT4AE＝1
DT4AE＝0

 

図 27.76 割り込み間引き機能と連動した場合の A/D変換の開始要求信号（TRG4AN）の動作例 



 

27. マルチファンクションタイマパルスユニット 2 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  27-131 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

27.4.10 相補 PWMの「山／谷」での TCNTキャプチャ動作 

相補 PWM動作時、TCNTの値を「山、谷、山谷」で TGRへ保存します。TGRに取り込むタイミングの切り替

えは、TIORで選択します。 

図 27.77は TCNTはフリーランでクリアせずに使用し、設定した「山、谷」で TGRにキャプチャを行った動作

例です。 

Tdead

Tdelay

上アーム信号

下アーム信号

インバータ出力モニタ信号

デッドタイム遅れ信号

TGRA_4

3DE7 3E5B

3E5B

3ED3

3ED3

3F37

3F37

3FAF

3FAF3DE7

TCNT[15:0]

TGR[15:0]

カウンタUp/Down信号udflg

 

図 27.77 相補 PWMの「山／谷」での TCNTキャプチャ動作 
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27.5 割り込み要因 

27.5.1 割り込み要因と優先順位 

本モジュールの割り込み要因には、TGRのインプットキャプチャ／コンペアマッチ、TCNTのオーバフロー、

アンダフローの 3種類があります。各割り込み要因は、それぞれ専用のステータスフラグと、許可／禁止ビット

を持っているため、割り込み要求信号の発生を独立に許可または禁止することができます。 

割り込み要因が発生すると、TSRの対応するステータスフラグが 1にセットされます。このとき TIERの対応

する許可／禁止ビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。ステータスフラグを 0にクリアする

ことで割り込み要求は解除されます。 

チャネル間の優先順位は、SH2A製品とは違い、すべて同列で割り込みコントローラにより取り扱われます。詳

細は「第 7章 割り込みコントローラ（INTC、INTC2）」を参照してください。 

表 27.55に本モジュールの割り込み要因の一覧を示します。 
 

表 27.55 マルチファンクションタイマパルスユニット 2割り込み要因 

チャネル 名称 割り込み要因 割り込みフラグ ダイレクト 

メモリアクセス

コントローラの

起動 

0 TGIA_0 TGRA_0のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFA_0 可 

 TGIB_0 TGRB_0のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFB_0 不可 

 TGIC_0 TGRC_0のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFC_0 不可 

 TGID_0 TGRD_0のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFD_0 不可 

 TCIV_0 TCNT_0のオーバフロー TCFV_0 不可 

 TGIE_0 TGRE_0のコンペアマッチ TGFE_0 不可 

 TGIF_0 TGRF_0のコンペアマッチ TGFF_0 不可 

1 TGIA_1 TGRA_1のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFA_1 可 

 TGIB_1 TGRB_1のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFB_1 不可 

 TCIV_1 TCNT_1のオーバフロー TCFV_1 不可 

 TCIU_1 TCNT_1のアンダフロー TCFU_1 不可 

2 TGIA_2 TGRA_2のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFA_2 可 

 TGIB_2 TGRB_2のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFB_2 不可 

 TCIV_2 TCNT_2のオーバフロー TCFV_2 不可 

 TCIU_2 TCNT_2のアンダフロー TCFU_2 不可 

3 TGIA_3 TGRA_3のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFA_3 可 

 TGIB_3 TGRB_3のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFB_3 不可 

 TGIC_3 TGRC_3のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFC_3 不可 

 TGID_3 TGRD_3のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFD_3 不可 

 TCIV_3 TCNT_3のオーバフロー TCFV_3 不可 
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チャネル 名称 割り込み要因 割り込みフラグ ダイレクト 

メモリアクセ

スコントロー

ラの起動 

4 TGIA_4 TGRA_4のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFA_4 可 

 TGIB_4 TGRB_4のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFB_4 不可 

TGIC_4 TGRC_4のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFC_4 不可  

 TGID_4 TGRD_4のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFD_4 不可 

 TCIV_4 TCNT_4のオーバフロー／アンダフロー TCFV_4 不可 

【注】 リセット直後の初期状態について示しています。チャネル間の優先順位は割り込みコントローラにより変更可能です。 

 

（1） インプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込み 

各チャネルの TGRのインプットキャプチャ／コンペアマッチの発生により、TSRの TGFフラグが 1にセット

されたとき、TIERの TGIEビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。TGFフラグを 0にクリア

することで割り込み要求は解除されます。本モジュールには、チャネル 0に 6本、チャネル 3、4に各 4本、チャ

ネル 1、2に各 2本、計 18本のインプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込みがあります。チャネル 0のTGFE_0、

TGFF_0フラグは、インプットキャプチャではセットされません。 
 

（2） オーバフロー割り込み 

各チャネルの TCNTのオーバフローの発生により、TSRの TCFVフラグが 1にセットされたとき、TIERのTCIEV

ビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。TCFVフラグを 0にクリアすることで割り込み要求は

解除されます。本モジュールには、各チャネルに 1本、計 5本のオーバフロー割り込みがあります。 
 

（3） アンダフロー割り込み 

各チャネルの TCNTのアンダフローの発生により、TSRの TCFUフラグが 1にセットされたとき、TIERのTCIEU

ビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。TCFUフラグを 0にクリアすることで割り込み要求は

解除されます。本モジュールには、チャネル 1、2に各 1本、計 2本のアンダフロー割り込みがあります。 
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27.5.2 ダイレクトメモリアクセスコントローラの起動 

各チャネルの TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込みによって、ダイレクトメモリアクセス

コントローラを起動することができます。詳細は「第 6A章 ローカルバス用、周辺モジュール用ダイレクトメモ

リアクセスコントローラ（LBSC-DMAC/HPB-DMAC）」を参照してください。 

本モジュールでは、チャネル 0～4の各チャネル 1本、計 5本の TGRAレジスタのインプットキャプチャ／コン

ペアマッチ割り込みをダイレクトメモリアクセスコントローラの起動要因とすることができます。 
 

27.5.3 A/D変換器の起動 

本モジュールでは、次の 3種類の方法で A/D変換器を起動することができます。 

各割り込み要因と A/D変換開始要求の対応を、表 27.56に示します。 
 

（1） TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチと、相補 PWMモード時の TCNT_4の谷での A/D起動 

各チャネルの TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチによって、A/D変換器を起動することができま

す。また、TIER_4のTTGE2ビットに 1をセットした状態で、相補 PWM動作をさせた場合は、TCNT_4が谷（TCNT_4

＝H'0000）になったときも A/D変換器を起動することができます。 

次に示す条件で、A/D変換器に対して A/D変換開始要求 TRGANを発生します。 

• 各チャネルのTGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチの発生により、TSRのTGFAフラグが1にセッ

トされたとき、TIERのTTGEビットが1にセットされていた場合 

• TIER_4のTTGE2ビットに1をセットした状態で、相補PWM動作をさせ、TCNT_4が谷（TCNT_4＝H'0000）に

なった場合 

これらのとき A/D変換器側で本モジュールの変換開始トリガ TRGANが選択されていれば、A/D変換が開始さ

れます。 
 

（2） TCNT_0と TGRE_0のコンペアマッチによる A/D起動 

チャネル 0の TCNT_0と TGRE_0のコンペアマッチによって、A/D変換開始要求 TRG0Nを発生し、A/D変換

器を起動することができます。 

チャネル 0の TCNT_0と TGRE_0のコンペアマッチの発生により、TSR2_0の TGFEフラグが 1にセットされ

たとき、TIER2_0の TTGE2ビットが 1にセットされていれば、A/D変換器に対して A/D変換開始要求 TRG0Nを

発生します。このとき、A/D変換器側で本モジュールの変換開始トリガ TRG0Nが選択されていれば、A/D変換が

開始されます。 
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（3） A/D変換開始要求ディレイド機能による A/D起動 

A/D変換開始要求コントロールレジスタ（TADCR）の UT4AE、DT4AE、UT4BE、DT4BEビットに 1をセット

した場合、TADCORA、TADCORBと TCNT_4の一致によって、TRG4AN、TRG4BNを発生し、A/D変換器を起

動することができます。詳細は「27.4.9 A/D変換開始要求ディレイド機能」を参照してください。 

TRG4ANが発生したとき、A/D変換器側で本モジュールの変換開始トリガ TRG4ANが選択されていれば、A/D

変換が開始されます。また、TRG4BNが発生したとき、A/D変換器側で本モジュールの変換開始トリガ TRG4BN

が選択されていれば、A/D変換が開始されます。 
 

表 27.56 各割り込み要因と A/D変換開始要求の対応 

対   象 割り込み要因 A/D変換開始要求 

TGRA_0と TCNT_0 

TGRA_1と TCNT_1 

TGRA_2と TCNT_2 

TGRA_3と TCNT_3 

TGRA_4と TCNT_4 

インプットキャプチャ／コンペアマッチ 

TCNT_4 相補 PWMモード時の TCNT_4の谷 

TRGAN 

TGRE_0と TCNT_0 TRG0N 

TADCORAと TCNT_4 TRG4AN 

TADCORBと TCNT_4 

コンペアマッチ 

TRG4BN 
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27.6 動作タイミング 

27.6.1 入出力タイミング 

（1） TCNTのカウントタイミング 

内部クロック動作の場合の TCNTのカウントタイミングを図 27.78に示します。また、外部クロック動作（ノ

ーマルモード）の場合の TCNTのカウントタイミングを図 27.79に、外部クロック動作（位相計数モード）の場

合の TCNTのカウントタイミングを図 27.80に示します。 

Pφ

内部クロック

TCNT入力

TCNT

クロック

立ち下がりエッジ 立ち上がりエッジ

N-1 N N+1  

図 27.78 内部クロック動作時のカウントタイミング 

Pφ

外部クロック

TCNT入力

TCNT

クロック

立ち下がりエッジ 立ち上がりエッジ

N-1 N N+1  

図 27.79 外部クロック動作時のカウントタイミング 

Pφ

外部クロック

TCNT入力

TCNT

クロック

立ち下がりエッジ立ち上がりエッジ

N-1 N N-1  

図 27.80 外部クロック動作時のカウントタイミング（位相計数モード） 
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（2） アウトプットコンペア出力タイミング 

コンペアマッチ信号は、TCNTと TGRが一致した最後のステート（TCNTが一致したカウント値を更新するタ

イミング）で発生します。コンペアマッチ信号が発生したとき、TIORで設定した出力値がアウトプットコンペア

出力端子（TIOC端子）に出力されます。TCNTと TGRが一致した後、TCNT入力クロックが発生するまで、コン

ペアマッチ信号は発生しません。 

アウトプットコンペア出力タイミング（ノーマルモード、PWMモード）を図 27.81に、アウトプットコンペア

出力タイミング（相補 PWMモード、リセット同期 PWMモード）を図 27.82に示します。 

Pφ

TCNT入力

TCNT

クロック

N N+1

TGR

コンペア
マッチ信号

TIOC端子

N

 

図 27.81 アウトプットコンペア出力タイミング（ノーマルモード、PWMモード） 
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Pφ

TCNT入力

TCNT

クロック

N N+1

TGR

コンペア
マッチ信号

TIOC端子

N

 

図 27.82 アウトプットコンペア出力タイミング（相補 PWMモード、リセット同期 PWMモード） 

（3） インプットキャプチャ信号タイミング 

インプットキャプチャのタイミングを図 27.83に示します。 

TCNT

インプット
キャプチャ
入力

Pφ

N N＋1 N＋2

N N＋2TGR

インプット
キャプチャ
信号

 

図 27.83 インプットキャプチャ入力信号タイミング 
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（4） コンペアマッチ／インプットキャプチャによるカウンタクリアタイミング 

コンペアマッチの発生によるカウンタクリアを指定した場合のタイミングを図 27.84に示します。 

インプットキャプチャの発生によるカウンタクリアを指定した場合のタイミングを図 27.85に示します。 

TCNT

カウンタクリア
信号

コンペア
マッチ信号

Pφ

TGR N

N H'0000

 

図 27.84 カウンタクリアタイミング（コンペアマッチ） 

TCNT

カウンタクリア
信号

インプット
キャプチャ
信号

Pφ

TGR

N H'0000

N
 

図 27.85 カウンタクリアタイミング（インプットキャプチャ） 
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（5） バッファ動作タイミング 

バッファ動作の場合のタイミングを図 27.86～図 27.88に示します。 

TGRA、
TGRB

コンペアマッチ
バッファ信号

TCNT

Pφ

TGRC、
TGRD

n N

N

n n＋1

 

図 27.86 バッファ動作タイミング（コンペアマッチ） 

TGRA、
TGRB

TCNT

インプット
キャプチャ
信号

Pφ

TGRC、
TGRD

N

n

n N＋1

N

N N＋1

 

図 27.87 バッファ動作タイミング（インプットキャプチャ） 
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TGRA、TGRB、
TGRE

TCNT
クリア信号

バッファ転送
信号

TCNT

Pφ

TGRC、TGRD、
TGRF

n N

N

n H'0000

 

図 27.88 バッファ動作タイミング（TCNTクリア時） 

（6） バッファ転送タイミング（相補 PWMモード時） 

相補 PWMモード時のバッファ転送のタイミングを図 27.89～図 27.91に示します。 

バッファ
レジスタ

TGRD_4
ライト信号

テンポラリレジスタ
転送信号

TCNTS

Pφ

テンポラリ
レジスタ

n N

n N

H'0000

 

図 27.89 バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送タイミング（TCNTS停止中） 
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バッファ
レジスタ

TGRD_4
ライト信号

TCNTS

Pφ

テンポラリ
レジスタ

n N

n N

P－x P H'0000

 

図 27.90 バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送タイミング（TCNTS動作中） 

テンポラリ
レジスタ

バッファ転送
信号

TCNTS

Pφ

コンペア
レジスタ

N

n N

P－1 P H'0000

 

図 27.91 テンポラリレジスタからコンペアレジスタへの転送タイミング 
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27.6.2 割り込み信号タイミング 

（1） コンペアマッチ時の TGFフラグのセットタイミング 

コンペアマッチの発生による TSRの TGFフラグのセットタイミングと、TGI割り込み要求信号のタイミングを

図 27.92に示します。 

TGR

TCNT

TCNT入力
クロック

Pφ

N

N N＋1

コンペア
マッチ信号

TGFフラグ

TGI割り込み
 

図 27.92 TGI割り込みタイミング（コンペアマッチ） 
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（2） インプットキャプチャ時の TGFフラグのセットタイミング 

インプットキャプチャの発生による TSRの TGFフラグのセットタイミングと、TGI割り込み要求信号のタイミ

ングを図 27.93に示します。 

TGR

TCNT

インプット
キャプチャ
信号

Pφ

N

N

TGFフラグ

TGI割り込み
 

図 27.93 TGI割り込みタイミング（インプットキャプチャ） 

（3） TCFVフラグ／TCFUフラグのセットタイミング 

オーバフローの発生による TSRの TCFVフラグのセットタイミングと、TCIV割り込み要求信号のタイミング

を図 27.94に示します。 

アンダフローの発生による TSRの TCFUフラグのセットタイミングと、TCIU割り込み要求信号のタイミング

を図 27.95に示します。 

オーバフロー
信号

  TCNT
（オーバフロー）

TCNT入力
クロック

Pφ

H'FFFF H'0000

TCFVフラグ

TCIV割り込み

 

図 27.94 TCIV割り込みのセットタイミング 
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アンダフロー
信号

  TCNT
（アンダフロー）

TCNT入力
クロック

Pφ

H'0000 H'FFFF

TCFUフラグ

TCIU割り込み
 

図 27.95 TCIU割り込みのセットタイミング 

（4） ステータスフラグのクリアタイミング 

ステータスフラグは CPUが 1の状態をリードした後、0をライトするとクリアされます。ダイレクトメモリア

クセスコントローラを起動する場合は、自動的にクリアすることもできます。CPUによるステータスフラグのク

リアタイミングを図 27.96に、ダイレクトメモリアクセスコントローラによるステータスフラグのクリアのタイ

ミングを図 27.97に示します。 

ステータス
フラグ

ライト信号

アドレス

Pφ

TSRアドレス

割り込み
要求信号

TSRライトサイクル
T1 T2

 

図 27.96 CPUによるステータスフラグのクリアタイミング 
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割り込み
要求信号

ステータス
フラグ

アドレス

Pφ、Bφ

ソースアドレス

フラグクリア
信号

ダイレクトメモリ 
アクセスコントローラ 
リードサイクル

デスティネーションアドレス

ダイレクトメモリ 
アクセスコントローラ 
ライトサイクル

 

図 27.97 ダイレクトメモリアクセスコントローラの起動によるステータスフラグのクリアタイミング 
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27.7 使用上の注意事項 

27.7.1 モジュールスタンバイモードの設定 

本モジュールは、スタンバイコントロールレジスタにより、本モジュールの動作禁止／許可を設定することが

可能です。初期値では、本モジュールの動作は停止します。モジュールスタンバイモードを解除することにより、

レジスタのアクセスが可能になります。詳細は、「第 9章 動作モード、低消費電力モード」を参照してくださ

い。 
 

27.7.2 入力クロックの制限事項 

入力クロックのパルス幅は、単エッジの場合は 1.5ステートクロック以上、両エッジの場合は 2.5ステート以上

が必要です。これ以下のパルス幅では正しく動作しませんのでご注意ください。 

位相計数モードの場合は、2本の入力クロックの位相差およびオーバラップはそれぞれ 1.5ステート以上、パル

ス幅は 2.5ステート以上必要です。位相計数モードの入力クロックの条件を図 27.98に示します。 

オーバラップ 位相差 位相差オーバラップ

TCLKA
（TCLKC）

TCLKB
（TCLKD）

パルス幅 パルス幅

パルス幅 パルス幅

位相差、オーバラップ
パルス幅

：1.5ステート以上
：2.5ステート以上

【注】
 

図 27.98 位相計数モード時の位相差、オーバラップ、およびパルス幅 

27.7.3 周期設定上の注意事項 

コンペアマッチによるカウンタクリアを設定した場合、TCNTは TGRの値と一致した最後のステート（TCNT

が一致したカウント値を更新するタイミング）でクリアされます。このため、実際のカウンタの周波数は次の式

のようになります。 
 

（N＋1）

Pφ
f＝

 
 

f ：カウンタ周波数 

Pφ ：本モジュール用の周辺クロック動作周波数 

N ：TGRの設定値 
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27.7.4 TCNTのライトとクリアの競合 

TCNTのライトサイクル中の T2ステートで、カウンタクリア信号が発生すると、TCNTへのライトは行われず

に、TCNTのクリアが優先されます。 

このタイミングを図 27.99に示します。 

カウンタクリア
信号

ライト信号

アドレス

Pφ

TCNTアドレス

TCNT

TCNTライトサイクル
T1 T2

N H'0000
 

図 27.99 TCNTのライトとクリアの競合 

27.7.5 TCNTのライトとカウントアップの競合 

TCNTのライトサイクル中の T2ステートで、カウントアップが発生しても、カウントアップされず、TCNTへ

のライトが優先されます。 

このタイミングを図 27.100に示します。 

TCNT
入力クロック

ライト信号

アドレス

Pφ

TCNTアドレス

TCNT

TCNTライトサイクル
T1 T2

N M

TCNTライトデータ  

図 27.100 TCNTのライトとカウントアップの競合 
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27.7.6 TGRのライトとコンペアマッチの競合 

TGRのライトサイクル中の T2ステートでコンペアマッチが発生した場合、TGRのライトが実行され、コンペ

アマッチ信号も発生します。 

このタイミングを図 27.101に示します。 

コンペア
マッチ信号

ライト信号

アドレス

Pφ

TGRアドレス

TCNT

TGRライトサイクル
T1 T2

N M

TGRライトデータ

TGR

N N＋1

 

図 27.101 TGRのライトとコンペアマッチの競合 
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27.7.7 バッファレジスタのライトとコンペアマッチの競合 

TGRのライトサイクル中の T2ステートでコンペアマッチが発生すると、バッファ動作によって TGRに転送さ

れるデータは書き込み前のデータです。 

このタイミングを図 27.102に示します。 

Pφ

アドレス

ライト信号

コンペアマッチ
信号

コンペアマッチ
バッファ信号

TGRライトサイクル

T1 T2

バッファレジスタの
アドレス

N

N M

バッファレジスタライトデータ

バッファレジスタ

TGR  

図 27.102 バッファレジスタのライトとコンペアマッチの競合 
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27.7.8 バッファレジスタのライトと TCNTクリアの競合 

バッファ転送モードレジスタ（TBTM）でバッファ転送タイミングを TCNTクリア時に設定した場合、TGRの

ライトサイクル中の T2ステートで TCNTクリアが発生すると、バッファ動作によって転送されるデータは書き込

み前のデータです。 

このタイミングを図 27.103に示します。 

Pφ

アドレス

ライト信号

TCNTクリア信号

バッファ転送信号

TGRライトサイクル

T1 T2

バッファレジスタの
アドレス

N

N M

バッファレジスタライトデータ

バッファレジスタ

TGR  

図 27.103 バッファレジスタのライトと TCNTクリアの競合 



 

27. マルチファンクションタイマパルスユニット 2 

27-152  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

27.7.9 TGRのリードとインプットキャプチャの競合 

TGRのリードサイクル中の T1ステートでインプットキャプチャ信号が発生すると、リードされるデータは、

インプットキャプチャ転送前のデータとなります。 

このタイミングを図 27.104に示します。 

インプット
キャプチャ信号

読み出し信号

アドレス

Pφ

TGRリードサイクル
T1 T2

NTGR M

N内部データバス

TGRアドレス

 

図 27.104 TGRのリードとインプットキャプチャの競合 
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27.7.10 TGRのライトとインプットキャプチャの競合 

TGRのライトサイクル中の T2ステートでインプットキャプチャ信号が発生すると、TGRへのライトは行われ

ず、インプットキャプチャが優先されます。 

このタイミングを図 27.105に示します。 

インプット
キャプチャ信号

ライト信号

アドレス

Pφ

TCNT

TGRライトサイクル
T1 T2

MTGR

M

TGRアドレス

 

図 27.105 TGRのライトとインプットキャプチャの競合 
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27.7.11 バッファレジスタのライトとインプットキャプチャの競合 

バッファのライトサイクル中の T2ステートでインプットキャプチャ信号が発生すると、バッファレジスタへの

ライトは行われず、バッファ動作が優先されます。 

このタイミングを図 27.106に示します。 

インプット
キャプチャ信号

ライト信号

アドレス

Pφ

TCNT

バッファレジスタライトサイクル
T1 T2

NTGR

N

M

Mバッファ
レジスタ

バッファレジスタ
のアドレス

 

図 27.106 バッファレジスタのライトとインプットキャプチャの競合 

27.7.12 カスケード接続における TCNT_2のライトとオーバフロー／アンダフローの 

競合 

タイマカウンタ（TCNT_1と TCNT_2）をカスケード接続し、TCNT_1がカウントする瞬間（TCNT_2がオーバ

フロー／アンダフローする瞬間）と TCNT_2の書き込みサイクル中の T2ステートが競合すると、TCNT_2への書

き込みが行われ、TCNT_1のカウント信号が禁止されます。このとき、TGRA_1がコンペアマッチレジスタとし

て動作し TCNT_1の値と一致していた場合、コンペアマッチ信号が発生します。 

また、チャネル 0のインプットキャプチャ要因に TCNT_1カウントクロックを選択した場合には、TGRA_0～

D_0はインプットキャプチャ動作します。さらに TGRB_1のインプットキャプチャ要因に TGRC_0のコンペアマ

ッチ／インプットキャプチャを選択した場合には、TGRB_1はインプットキャプチャ動作します。 

このタイミングを図 27.107に示します。 

また、カスケード接続動作で TCNTのクリア設定を行う場合には、チャネル 1とチャネル 2の同期設定を行っ

てください。 
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TCNTライトサイクル

T1 T2

Pφ

アドレス

書き込み信号

TCNT_2

TCNT_1
入力クロック

TCNT_1

TGRA_1

TGRB_1

TCNT_0

TGRA_0～D_0

チャネル2コンペアマッチ信号A～B

チャネル1インプットキャプチャ信号B

チャネル0インプットキャプチャ信号A～D

チャネル1コンペアマッチ信号A

TGRA_2～B_2

TCNT_2アドレス

H'FFFE H'FFFF

H'FFFF

N N+1

TCNT_2書き込みデータ

禁止されます

M

M

N

P

Q P

M

 

図 27.107 カスケード接続における TCNT_2のライトとオーバフロー／アンダフローの競合 
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27.7.13 相補 PWMモード停止時のカウンタ値 

TCNT_3、TCNT_4が相補 PWMモードで動作している時にカウント動作を停止すると、TCNT_3はタイマデッ

ドタイムレジスタ（TDDR）の値、TCNT_4は H'0000になります。 

相補 PWMを再スタートすると自動的に初期状態からカウントを開始します。 

この説明図を図 27.108に示します。 

また、他の動作モードでカウントを開始する場合は TCNT_3、TCNT_4にカウント初期値の設定を行ってくださ

い。 

TGRA_3

TCDR

TDDR

H'0000

TCNT_3

TCNT_4

相補PWMモード動作 相補PWMモード動作

カウント動作停止 相補PWM再スタート  

図 27.108 相補 PWMモード停止時のカウンタ値 

27.7.14 相補 PWMモードでのバッファ動作の設定 

相補 PWMモードでは、PWM周期設定レジスタ（TGRA_3）、タイマ周期データレジスタ（TCDR）、デュー

ティ設定レジスタ（TGRB_3、TGRA_4、TGRB_4）の書き換えは、バッファ動作で行ってください。 

相補 PWMモード時のチャネル 3および 4のバッファ動作は、TMDR_3の BFA、BFBビットの設定に従い動作

します。TMDR_3の BFAビットを 1にセットした場合、TGRC_3は TGRA_3のバッファレジスタとして機能しま

す。同時に TGRC_4は TGRA_4のバッファレジスタとして機能し、さらに TCBRは TCDRのバッファレジスタと

して機能します。 
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27.7.15 リセット同期 PWMモードのバッファ動作とコンペアマッチフラグ 

リセット同期 PWMモードでバッファ動作を設定する場合には、TMDR_4の BFA、BFBビットを 0に設定して

ください。TMDR_4の BFAビットを 1に設定すると、TIOC4C端子の波形出力ができなくなります。 

リセット同期 PWMモード時のチャネル 3および 4のバッファ動作は TMDR_3の BFA、BFBビットの設定に従

い動作します。たとえば、TMDR_3の BFAビットを 1にセットした場合、TGRC_3は TGRA_3のバッファレジス

タとして機能します。同時に TGRC_4は TGRA_4のバッファレジスタとして機能します。 

TSR_3および TSR_4の TGFCビットと TGFDビットは TGRC_3、TGRD_3がバッファレジスタとして動作して

いる場合、セットされることはありません。 

TMDR_3の BFA、BFBビットを 1にセットし、TMDR_4の BFA、BFBビットを 0にセットした場合の TGR_3、

TGR_4、TIOC3、TIOC4の動作例を図 27.109に示します。 

TGRA_3

TGRC_3

TGRB_3,TGRA_4
TGRB_4

TGRD_3,TGRC_4
TGRD_4

H'0000

TIOC3A

TIOC3B

TIOC3D

TIOC4A

TIOC4C

TIOC4B

TIOC4D

TGFC

TGFD

TCNT3

a点

b点

コンペアマッチA3でバッファ転送

TGRA_3,
TGRC_3

TGRB_3,TGRD_3
TGRA_4,TGRC_4
TGRB_4,TGRD_4

セットされません

セットされません
 

図 27.109 リセット同期 PWMモードのバッファ動作とコンペアマッチフラグ 
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27.7.16 リセット同期 PWMモードのオーバフローフラグ 

リセット同期 PWMモードを設定し、TSTRの CST3ビットを 1に設定すると、TCNT_3と TCNT_4のカウント

動作が開始します。このとき、TCNT_4のカウントクロックソースとカウントエッジは TCR_3の設定に従います。 

リセット同期 PWMモードで周期レジスタ TGRA_3の設定値を H'FFFFとし、カウンタクリア要因に TGRA_3

のコンペアマッチを指定した場合、TCNT_3、TCNT_4がアップカウントし H'FFFFになると、TGRA_3とのコン

ペアマッチが発生し、TCNT_3、TCNT_4ともにカウントクリアされます。このとき、TSRのオーバフローフラグ

TCFVビットはセットされません。 

リセット同期 PWMモードで周期レジスタ TGRA_3の設定値を H'FFFFとし、カウンタクリア要因に TGRA_3

のコンペアマッチを指定し、同期設定していない場合の TCFVビットの動作例を図 27.110に示します。 

TGRA_3
(H'FFFF)

H'0000

TCFV_3

TCFV_4

コンペアマッチ3Aでカウンタクリア

セットされません

セットされません

TCNT_3=TCNT_4

 

図 27.110 リセット同期 PWMモードのオーバフローフラグ 
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27.7.17 オーバフロー／アンダフローとカウンタクリアの競合 

オーバフロー／アンダフローとカウンタクリアが同時に発生すると、TSRの TCFV／TCFUフラグはセットされ

ず、TCNTのクリアが優先されます。 

TGRのコンペアマッチをクリア要因とし、TGRに H'FFFFを設定した場合の動作タイミングを図 27.111に示し

ます。 

カウンタクリア
信号

  TCNT

TCNT入力
クロック

Pφ

H'FFFF H'0000

TGF

TCFV 禁止されます
 

図 27.111 オーバフローとカウンタクリアの競合 

27.7.18 TCNTのライトとオーバフロー／アンダフローの競合 

TCNTのライトサイクル中の T2ステートで、カウントアップ／カウントダウンが発生し、オーバフロー／アン

ダフローが発生しても、TCNTへのライトが優先され、TSRの TCFV／TCFUフラグはセットされません。 

TCNTのライトとオーバフロー競合時の動作タイミングを図 27.112に示します。 

禁止されます

ライト信号

アドレス

Pφ

TCNTアドレス

TCNT

TCNTライトサイクル
T1 T2

H'FFFF M

TCNTライトデータ

TCFVフラグ
 

図 27.112 TCNTのライトとオーバフローの競合 
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27.7.19 通常動作または PWMモード 1からリセット同期 PWMモードへ遷移する場合

の注意事項 

チャネル3、4の通常動作またはPWMモード1からリセット同期PWMモードへ遷移する場合、出力端子（TIOC3B、

TIOC3D、TIOC4A、TIOC4C、TIOC4B、TIOC4D）をハイレベルの状態にしたままカウンタを止め、リセット同期

PWMモードに遷移して動作させると、端子の初期出力が正しく出力されませんのでご注意ください。 

通常動作からリセット同期 PWMモードに遷移する場合には、TIORH_3、TIORL_3、TIORH_4、TIORL_4レジ

スタに H'11を書いて出力端子をローレベルに初期化した後、レジスタの初期値 H'00を設定してからモード遷移を

行ってください。 

PWMモード 1からリセット同期 PWMモードに遷移する場合には、いったん通常動作に遷移してから出力

端子をローレベルへ初期化した後、レジスタの初期値 H'00を設定してからリセット同期 PWMモードに遷移して

ください。 
 

27.7.20 相補 PWMモード、リセット同期 PWMモードの出力レベル 

チャネル 3、4が相補 PWMモードまたはリセット同期 PWMモードの場合、PWM波形の出力レベルはタイマ

アウトプットコントロールレジスタ（TOCR）の OLSP、OLSNビットで設定します。相補 PWMモードまたはリ

セット同期 PWMモードの場合、TIORは H'00としてください。 
 

27.7.21 モジュールスタンバイ時の割り込み 

割り込みが要求された状態でモジュールスタンバイになると、CPUの割り込み要因、またはダイレクトメモリ

アクセスコントローラの起動要因のクリアができません。 

事前に割り込みをディスエーブルするなどしてからモジュールスタンバイモードとしてください。  
 

27.7.22 カスケード接続における TCNT_1、TCNT_2同時インプットキャプチャ 

タイマカウンタ 1、2（TCNT_1と TCNT_2）をカスケード接続して、32ビットカウンタとして動作させている

場合、TIOC1Aと TIOC2A、または TIOC1Bと TIOC2Bに同時にインプットキャプチャ入力を行っても、TCNT_1、

TCNT_2に入力される外部からのインプットキャプチャ信号を、内部クロックに同期させて内部に取り込む際に、

TIOC1A、TIOC2A、または TIOC1Bと TIOC2Bの取り込みタイミングにずれが生じ、カスケードカウンタ値を正

常にキャプチャできない可能性があります。 

例として、TCNT_1（上位 16ビットのカウンタ）が TCNT_2（下位 16ビットのカウンタ）のオーバフローによ

るカウントアップ値をキャプチャすべきところを、カウントアップ前のカウント値をキャプチャします。その場

合、正しくは TCNT_1=H'FFF1、TCNT_2=H'0000の値を TGRA_1と TGRA_2、もしくは TGRB_1と TGRB_2に転

送すべきところを誤って TCNT_1=H'FFF0、TCNT_2=H'0000の値を転送します。 
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27.7.23 相補 PWMモードでの同期カウンタクリア時出力波形制御における注意事項 

相補 PWMモードにて、同期カウンタクリア時出力波形制御を有効（TWCRレジスタのWRE=1）とした状態で、

条件（1）、条件（2）のいずれかを満たすと、下記の現象が発生します。 

• PWM出力端子のデッドタイムが短くなる（もしくは消失）。 

• PWM逆相出力端子から、アクティブレベル出力期間以外でアクティブレベルが出力される。 

 

条件（1） 初期出力の抑止期間⑩にて、PWM出力がデッドタイム期間中に、同期クリアする（図 27.113）。 

条件（2） 初期出力の抑止期間⑩、⑪にて、TGRB_3≦TDDR、TGRA_4≦TDDR、TGRB_4≦TDDRのいずれ

かが成立する状態で、同期クリアする（図 27.114）。 

Tb期間Tb期間
TCNT3

TCNT4

TDDR

TGRA_3

TGR
TDDR

PWM出力（逆相）

PWM出力（正相）

0

同期クリア

初期出力抑止
デッドタイムが短くなる

デッドタイム

※PWM出力はLowアクティブ

⑩ ⑪⑩ ⑪

 

図 27.113 条件（1）の同期クリア例 
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Tb期間Tb期間

同期クリア

⑩ ⑪⑩ ⑪

初期出力抑止

デッドタイム消失

デッドタイム

アクティブレベル出力期間は存在しないのに、
同期クリアでアクティブレベル出力する

※PWM出力はLowアクティブ

TCNT3

TCNT4

TGRA_3

TGR
TDDR

PWM出力（逆相）

PWM出力（正相）

0

 

図 27.114 条件（2）の同期クリア例 

本現象は下記の方法により、回避することができます。 

コンペアレジスタ TGRB_3、TGRA_4、TGRB_4のすべてが、デットタイムデータレジスタ TDDRの 2倍以上に

なるように設定した状態で、同期クリアする。 
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27.8 マルチファンクションタイマパルスユニット 2出力端子の 
初期化方法 

27.8.1 動作モード 

本モジュールには以下の 6つの動作モードがあり、いずれのモードでも波形出力することができます。 

• ノーマルモード（チャネル0～4） 

• PWMモード1（チャネル0～4） 

• PWMモード2（チャネル0～2） 

• 位相計数モード1～4（チャネル1、2） 

• 相補PWMモード（チャネル3、4） 

• リセット同期PWMモード（チャネル3、4） 

ここでは、各モードでの本モジュール出力端子の初期化方法について示します。 
 

27.8.2 リセットスタート時の動作 

本モジュールの出力端子（TIOC*）はリセットまたはスタンバイモード時に Lに初期化されます。本モジュー

ルの端子機能の選択は汎用入出力ポートで行うため、汎用入出力ポートが設定された時点でそのときの本モジュ

ールの端子の状態がポートに出力されます。リセット直後に汎用入出力ポートで本モジュールの出力を選択した

場合、ポート出力には本モジュール出力の初期状態 Lがそのまま出力されます。アクティブレベルが Lの場合、

ここでシステムが動作してしまうため、汎用入出力ポートの設定は本モジュールの出力端子の初期設定終了後に

行ってください。 

【注】 * チャネル番号+ポート記号が入ります。 

 



 

27. マルチファンクションタイマパルスユニット 2 

27-164  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

27.8.3 動作中の異常などによる再設定時の動作 

本モジュールの動作中に異常が発生した場合、システムで本モジュールの出力を遮断してください。遮断は端

子の出力を汎用入出力ポートでポート出力に切り替え、アクティブレベルの反転を出力することにより行います。

以下、動作中の異常などによる再設定時の端子の初期化手順と、再設定後別の動作モードで再スタートする場合

の手順について示します。 

本モジュールには前述のように 6つの動作モードがあります。モード遷移の組み合わせは 36通りとなりますが

チャネルとモードの組み合わせ上存在しない遷移が存在します。この一覧表を表 27.57に示します。 
 

ただし、下記の表記を使用します。 

 Normal：ノーマルモード  PWM1：PWMモード 1  PWM2：PWMモード 2 

 PCM：位相計数モード 1～4  CPWM：相補 PWMモード  RPWM：リセット同期 PWMモード 
 

表 27.57 モード遷移の組み合わせ 

 Normal PWM1 PWM2 PCM CPWM RPWM 

Normal （1） （2） （3） （4） （5） （6） 

PWM1 （7） （8） （9） （10） （11） （12） 

PWM2 （13） （14） （15） （16） none none 

PCM （17） （18） （19） （20） none none 

CPWM （21） （22） none none （23）（24） （25） 

RPWM （26） （27） none none （28） （29） 

 

27.8.4 動作中の異常などによる端子の初期化手順、モード遷移の概要 

• タイマI/Oコントロールレジスタ（TIOR）の設定で端子の出力レベルを選択するモード（Normal、PWM1、

PWM2、PCM）に遷移する場合はTIORの設定により端子を初期化してください。 

• PWMモード1ではTIOC*B（TIOC*D）端子に波形が出力されないため、TIORを設定しても端子は初期化され

ません。初期化したい場合にはノーマルモードで初期化した後、PWMモード1に遷移してください。 

• PWMモード2では周期レジスタの端子に波形が出力されないため、TIORを設定しても端子は初期化されませ

ん。初期化したい場合にはノーマルモードで初期化した後、PWMモード2遷移してください。 

• ノーマルモードまたはPWMモード2ではTGRC、TGRDがバッファレジスタとして動作している場合、TIOR

を設定してもバッファレジスタの端子は初期化されません。初期化したい場合にはバッファモードを解除し

て初期化した後、バッファモードを再設定してください。 

• PWMモード1ではTGRC、TGRDのいずれか一方がバッファレジスタとして動作している場合、TIORを設定

してもTGRCの端子は初期化されません。TGRCの端子を初期化したい場合にはバッファモードを解除して初

期化した後、バッファモードを再設定してください。 
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• タイマアウトプットコントロールレジスタ（TOCR）の設定で端子の出力レベルを選択するモード（CPWM、

RPWM）に遷移する場合は、ノーマルモードに遷移しTIORで初期化、TIORを初期値に戻したのちタイマア

ウトプットマスタイネーブルレジスタ（TOER）でチャネル3、4を一度出力禁止としてください。その後モ

ード設定手順（TOCR設定、TMDR設定、TOER設定）に従い動作させてください。 

 

【注】 本項記述中の*にはチャネル番号が入ります。 

 

以下、表 27.57の組み合わせ No.に従い端子の初期化手順を示します。なお、アクティブレベルは Lとします。 

（1） ノーマルモードで動作中に異常が発生し、ノーマルモードで再スタートする場合の動作 

ノーマルモードで異常が発生し、再設定後ノーマルモードで再スタートする場合の説明図を図 27.115に示しま

す。 

(1)
リセット

(2)
TMDR

(normal)

(3)
TOER

(1)

(5)
PFC

(MTU2)

(4)
TIOR
(1 init
0 out)

(6)
TSTR

(1)

(7)
match

(8)
異常
発生

(9)
PFC

(ポート)

(10)
TSTR

(0)

(11)
TMDR

(normal)

(12)
TIOR
(1 init
0 out)

(13)
PFC

(MTU2)

(14)
TSTR

(1)

MTU2モジュール出力

TIOC*A

TIOC*B

PORT出力

PEn

PEn

n＝0～15

High-Z

High-Z

 

図 27.115 ノーマルモードで異常が発生し、ノーマルモードで復帰する場合 

（1）リセットにより本モジュール出力はローレベル、ポートはハイインピーダンスになります。 

（2）リセットにより TMDRはノーマルモード設定になります。 

（3）チャネル 3、4では TIORで端子を初期化する前に TOERで出力を許可してください。 

（4）TIORで端子を初期化してください（例は初期出力はハイレベル、コンペアマッチでローレベル出力です）。 

（5）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（6）TSTRでカウント動作を開始します。 

（7）コンペアマッチの発生によりローレベルを出力します。 

（8）異常が発生しました。 

（9）汎用入出力ポートでポート出力とし、アクティブレベルの反転を出力してください。 

（10）TSTRでカウント動作を停止します。 

（11）ノーマルモードで再スタートする場合は必要ありません。 

（12）TIORで端子を初期化してください。 

（13）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 
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（2） ノーマルモードで動作中に異常が発生し、PWMモード 1で再スタートする場合の動作 

ノーマルモードで異常が発生し、再設定後 PWMモード 1で再スタートする場合の説明図を図 27.116に示しま

す。 
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図 27.116 ノーマルモードで異常が発生し、PWMモード 1で復帰する場合 

（1）～（10）は図 27.115と共通です。 

（11）PWMモード 1を設定します。 

（12）TIORで端子を初期化してください（PWMモード 1では TIOC*B側は初期化されません。初期化したい

場合はノーマルモードで初期化した後、PWMモード 1に遷移してください）。 

（13）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 
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（3） ノーマルモードで動作中に異常が発生し、PWMモード 2で再スタートする場合の動作 

ノーマルモードで異常が発生し、再設定後 PWMモード 2で再スタートする場合の説明図を図 27.117に示しま

す。 
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図 27.117 ノーマルモードで異常が発生し、PWMモード 2で復帰する場合 

（1）～（10）は図 27.115と共通です。 

（11）PWMモード 2を設定します。 

（12）TIORで端子を初期化してください（PWMモード 2では周期レジスタの端子は初期化されません。初期

化したい場合にはノーマルモードで初期化した後 PWMモード 2に遷移してください）。 

（13）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 

【注】 PWMモード 2はチャネル 0～2でのみ設定可能です。したがって TOERの設定は不要です。 
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（4） ノーマルモードで動作中に異常が発生し、位相計数モードで再スタートする場合の動作 

ノーマルモードで異常が発生し、再設定後位相計数モードで再スタートする場合の説明図を図 27.118に示しま

す。 
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図 27.118 ノーマルモードで異常が発生し、位相計数モードで復帰する場合 

（1）～（10）は図 27.115と共通です。 

（11）位相計数モードを設定します。 

（12）TIORで端子を初期化してください。 

（13）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 

【注】 位相計数モードはチャネル 1、2でのみ設定可能です。したがって TOERの設定は不要です。 
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（5） ノーマルモードで動作中に異常が発生し、相補 PWMモードで再スタートする場合の動作 

ノーマルモードで異常が発生し、再設定後相補 PWMモードで再スタートする場合の説明図を図 27.119に示し

ます。 
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図 27.119 ノーマルモードで異常が発生し、相補 PWMモードで復帰する場合 

（1）～（10）は図 27.115と共通です。 

（11）TIORでノーマルモードの波形生成部を初期化してください。 

（12）TIORでノーマルモードの波形生成部の動作を禁止してください。 

（13）TOERでチャネル 3、4の出力を禁止してください。 

（14）TOCRで相補 PWMの出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してください。 

（15）相補 PWMを設定します。 

（16）TOERでチャネル 3、4の出力を許可してください。 

（17）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（18）TSTRで再スタートします。 
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（6） ノーマルモードで動作中に異常が発生し、リセット同期 PWMモードで再スタートする場合の動作 

ノーマルモードで異常が発生し、再設定後リセット同期 PWMモードで再スタートする場合の説明図を図

27.120に示します。 
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図 27.120 ノーマルモードで異常が発生し、リセット同期 PWMモードで復帰する場合 

（1）～（13）は図 27.115と共通です。 

（14）TOCRでリセット同期 PWMの出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してください。 

（15）リセット同期 PWMを設定します。 

（16）TOERでチャネル 3、4の出力を許可してください。 

（17）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（18）TSTRで再スタートします。 
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（7） PWMモード 1で動作中に異常が発生し、ノーマルモードで再スタートする場合の動作 

PWMモード 1で異常が発生し、再設定後ノーマルモードで再スタートする場合の説明図を図 27.121に示しま

す。 
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図 27.121 PWMモード 1で異常が発生し、ノーマルモードで復帰する場合 

（1）リセットにより本モジュール出力はローレベル、ポートはハイインピーダンスになります。 

（2）PWMモード 1を設定してください。 

（3）チャネル 3、4では TIORで端子を初期化する前に TOERで出力を許可してください。 

（4）TIORで端子を初期化してください（例は初期出力はハイレベル、コンペアマッチでローレベル出力です。

PWMモード 1では TIOC*B側は初期化されません）。 

（5）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（6）TSTRでカウント動作を開始します。 

（7）コンペアマッチの発生により Lを出力します。 

（8）異常が発生しました。 

（9）汎用入出力ポートでポート出力とし、アクティブレベルの反転を出力してください。 

（10）TSTRでカウント動作を停止します。 

（11）ノーマルモードを設定してください。 

（12）TIORで端子を初期化してください。 

（13）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 
 



 

27. マルチファンクションタイマパルスユニット 2 

27-172  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

（8） PWMモード 1で動作中に異常が発生し、PWMモード 1で再スタートする場合の動作 

PWMモード 1で異常が発生し、再設定後 PWMモード 1で再スタートする場合の説明図を図 27.122に示しま

す。 
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図 27.122 PWMモード 1で異常が発生し、PWMモード 1で復帰する場合 

（1）～（10）は図 27.121と共通です。 

（11）PWMモード 1で再スタートする場合には必要ありません。 

（12）TIORで端子を初期化してください（PWMモード 1では TIOC*B側は初期化されません）。 

（13）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 
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（9） PWMモード 1で動作中に異常が発生し、PWMモード 2で再スタートする場合の動作 

PWMモード 1で異常が発生し、再設定後 PWMモード 2で再スタートする場合の説明図を図 27.123に示しま

す。 
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図 27.123 PWMモード 1で異常が発生し、PWMモード 2で復帰する場合 

（1）～（10）は図 27.121と共通です。 

（11）PWMモード 2を設定します。 

（12）TIORで端子を初期化してください（PWMモード 2では周期レジスタの端子は初期化されません）。 

（13）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 

【注】 PWMモード 2はチャネル 0～2でのみ設定可能です。したがって TOERの設定は不要です。 
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（10）PWMモード 1で動作中に異常が発生し、位相計数モードで再スタートする場合の動作 

PWMモード 1で異常が発生し、再設定後位相計数モードで再スタートする場合の説明図を図 27.124に示しま

す。 
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図 27.124 PWMモード 1で異常が発生し、位相計数モードで復帰する場合 

（1）～（10）は図 27.121と共通です。 

（11）位相計数モードを設定します。 

（12）TIORで端子を初期化してください。 

（13）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 

【注】 位相計数モードはチャネル 1、2でのみ設定可能です。したがって TOERの設定は不要です。 
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（11）PWMモード 1で動作中に異常が発生し、相補 PWMモードで再スタートする場合の動作 

PWMモード 1で異常が発生し、再設定後相補 PWMモードで再スタートする場合の説明図を図 27.125に

示します。 
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図 27.125 PWMモード 1で異常が発生し、相補 PWMモードで復帰する場合 

（1）～（10）は図 27.121と共通です。 

（11）波形生成部の初期化のためノーマルモードを設定してください。 

（12）TIORで PWMモード 1の波形生成部を初期化してください。 

（13）TIORで PWMモード 1の波形生成部の動作を禁止してください 

（14）TOERでチャネル 3、4の出力を禁止してください。 

（15）TOCRで相補 PWMの出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してください。 

（16）相補 PWMを設定します。 

（17）TOERでチャネル 3、4の出力を許可してください。 

（18）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（19）TSTRで再スタートします。 
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（12）PWMモード 1で動作中に異常が発生し、リセット同期 PWMモードで再スタートする場合の動作 

PWMモード 1で異常が発生し、再設定後リセット同期 PWMモードで再スタートする場合の説明図を図 27.126

に示します。 
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図 27.126 PWMモード 1で異常が発生し、リセット同期 PWMモードで復帰する場合 

（1）～（14）は図 27.125と共通です。 

（15）TOCRでリセット同期 PWMの出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してください。 

（16）リセット同期 PWMを設定します。 

（17）TOERでチャネル 3、4の出力を許可してください。 

（18）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（19）TSTRで再スタートします。 
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（13）PWMモード 2で動作中に異常が発生し、ノーマルモードで再スタートする場合の動作 

PWMモード 2で異常が発生し、再設定後ノーマルモードで再スタートする場合の説明図を図 27.127に示しま

す。 
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図 27.127 PWMモード 2で異常が発生し、ノーマルモードで復帰する場合 

（1）リセットにより本モジュール出力はローレベル、ポートはハイインピーダンスになります。 

（2）PWMモード 2を設定してください。 

（3）TIORで端子を初期化してください（例は初期出力はハイレベル、コンペアマッチでローレベル出力です。

PWMモード 2では周期レジスタの端子は初期化されません。例は TIOC*Aが周期レジスタの場合です）。 

（4）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（5）TSTRでカウント動作を開始します。 

（6）コンペアマッチの発生によりローレベルを出力します。 

（7）異常が発生しました。 

（8）汎用入出力ポートでポート出力とし、アクティブレベルの反転を出力してください。 

（9）TSTRでカウント動作を停止します。 

（10）ノーマルモードを設定してください。 

（11）TIORで端子を初期化してください。 

（12）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（13）TSTRで再スタートします。 
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（14）PWMモード 2で動作中に異常が発生し、PWMモード 1で再スタートする場合の動作 

PWMモード 2で異常が発生し、再設定後 PWMモード 1で再スタートする場合の説明図を図 27.128に示しま

す。 
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図 27.128 PWMモード 2で異常が発生し、PWMモード 1で復帰する場合 

（1）～（9）は図 27.127と共通です。 

（10）PWMモード 1を設定します。 

（11）TIORで端子を初期化してください（PWMモード 1では TIOC*B側は初期化されません）。 

（12）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（13）TSTRで再スタートします。 
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（15）PWMモード 2で動作中に異常が発生し、PWMモード 2で再スタートする場合の動作 

PWMモード 2で異常が発生し、再設定後 PWMモード 2で再スタートする場合の説明図を図 27.129に示しま

す。 
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図 27.129 PWMモード 2で異常が発生し、PWMモード 2で復帰する場合 

（1）～（9）は図 27.127と共通です。 

（10）PWMモード 2で再スタートする場合には必要ありません。 

（11）TIORで端子を初期化してください（PWMモード 2では周期レジスタの端子は初期化されません）。 

（12）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（13）TSTRで再スタートします。 
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（16）PWMモード 2で動作中に異常が発生し、位相計数モードで再スタートする場合の動作 

PWMモード 2で異常が発生し、再設定後位相計数モードで再スタートする場合の説明図を図 27.130に示しま

す。 
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図 27.130 PWMモード 2で異常が発生し、位相計数モードで復帰する場合 

（1）～（9）は図 27.127と共通です。 

（10）位相計数モードを設定します。 

（11）TIORで端子を初期化してください。 

（12）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（13）TSTRで再スタートします。 
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（17）位相計数モードで動作中に異常が発生し、ノーマルモードで再スタートする場合の動作 

位相計数モードで異常が発生し、再設定後ノーマルモードで再スタートする場合の説明図を図 27.131に示しま

す。 
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図 27.131 位相計数モードで異常が発生し、ノーマルモードで復帰する場合 

（1）リセットにより本モジュール出力はローレベル、ポートはハイインピーダンスになります。 

（2）位相計数モードを設定してください。 

（3）TIORで端子を初期化してください（例は初期出力はハイレベル、コンペアマッチでローレベル出力です）。 

（4）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（5）TSTRでカウント動作を開始します。 

（6）コンペアマッチの発生によりローレベルを出力します。 

（7）異常が発生しました。 

（8）汎用入出力ポートでポート出力とし、アクティブレベルの反転を出力してください。 

（9）TSTRでカウント動作を停止します。 

（10）ノーマルモードで設定してください。 

（11）TIORで端子を初期化してください。 

（12）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（13）TSTRで再スタートします。 
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（18）位相計数モードで動作中に異常が発生し、PWMモード 1で再スタートする場合の動作 

位相計数モードで異常が発生し、再設定後 PWMモード 1で再スタートする場合の説明図を図 27.132に示しま

す。 
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図 27.132 位相計数モードで異常が発生し、PWMモード 1で復帰する場合 

（1）～（9）は図 27.131と共通です。 

（10）PWMモード 1を設定します。 

（11）TIORで端子を初期化してください（PWMモード 1では TIOC*B側は初期化されません）。 

（12）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（13）TSTRで再スタートします。 
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（19）位相計数モードで動作中に異常が発生し、PWMモード 2で再スタートする場合の動作 

位相計数モードで異常が発生し、再設定後 PWM2モードで再スタートする場合の説明図を図 27.133に示しま

す。 
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図 27.133 位相計数モードで異常が発生し、PWMモード 2で復帰する場合 

（1）～（9）は図 27.131と共通です。 

（10）PWMモード 2を設定します。 

（11）TIORで端子を初期化してください（PWMモード 2では周期レジスタの端子は初期化されません）。 

（12）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（13）TSTRで再スタートします。 
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（20）位相計数モードで動作中に異常が発生し、位相計数モードで再スタートする場合の動作 

位相計数モードで異常が発生し、再設定後位相計数モードで再スタートする場合の説明図を図 27.134に示しま

す。 
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図 27.134 位相計数モードで異常が発生し、位相計数モードで復帰する場合 

（1）～（9）は図 27.131と共通です。 

（10）位相計数モードで再スタートする場合には必要ありません。 

（11）TIORで端子を初期化してください。 

（12）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（13）TSTRで再スタートします。 
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（21）相補 PWMモードで動作中に異常が発生し、ノーマルモードで再スタートする場合の動作 

相補 PWMモードで異常が発生し、再設定後ノーマルモードで再スタートする場合の説明図を図 27.135に示し

ます。 
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図 27.135 相補 PWMモードで異常が発生し、ノーマルモードで復帰する場合 

（1）リセットにより本モジュール出力はローレベル、ポートはハイインピーダンスになります。 

（2）TOCRで相補 PWMの出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してください。 

（3）相補 PWMを設定します。 

（4）TOERでチャネル 3、4の出力を許可してください。 

（5）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（6）TSTRでカウント動作を開始します。 

（7）コンペアマッチの発生により相補 PWM波形を出力します。 

（8）異常が発生しました。 

（9）汎用入出力ポートでポート出力とし、アクティブレベルの反転を出力してください。 

（10）TSTRでカウント動作を停止します（本モジュール出力は相補 PWM出力初期値となります）。 

（11）ノーマルモードを設定してください（本モジュール出力はローレベルとなります）。 

（12）TIORで端子を初期化してください。 

（13）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 
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（22）相補 PWMモードで動作中に異常が発生し、PWMモード 1で再スタートする場合の動作 

相補 PWMモードで異常が発生し、再設定後 PWMモード 1で再スタートする場合の説明図を図 27.136に示し

ます。 
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図 27.136 相補 PWMモードで異常が発生し、PWMモード 1で復帰する場合 

（1）～（10）は図 27.135と共通です。 

（11）PWMモード 1を設定してください（本モジュール出力はローレベルとなります）。 

（12）TIORで端子を初期化してください（PWMモード 1では TIOC*B側は初期化されません）。 

（13）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 
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（23）相補 PWMモードで動作中に異常が発生し、相補 PWMモードで再スタートする場合の動作 

相補 PWMモードで異常が発生し、再設定後相補 PWMモードで再スタートする場合の説明図を図 27.137に示

します（周期、デューティ設定をカウンタを止めた時の値から再スタートする場合）。 
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図 27.137 相補 PWMモードで異常が発生し、相補 PWMモードで復帰する場合 

（1）～（10）は図 27.135と共通です。 

（11）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（12）TSTRで再スタートします。 

（13）コンペアマッチの発生により相補 PWM波形を出力します。 
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（24）相補 PWMモードで動作中に異常が発生し、相補 PWMモードで新たに再スタートする場合の動作 

相補 PWMモードで異常が発生し、再設定後相補 PWMモードで再スタートする場合の説明図を図 27.138に示

します（周期、デューティ設定を全く新しい設定値で再スタートする場合）。 
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図 27.138 相補 PWMモードで異常が発生し、相補 PWMモードで復帰する場合 

（1）～（10）は図 27.135と共通です。 

（11）ノーマルモードを設定し新しい設定値を設定してください（本モジュール出力はローレベルとなります）。 

（12）TOERでチャネル 3、4の出力を禁止してください。 

（13）TOCRで相補 PWMモードの出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してください。 

（14）相補 PWMを設定します。 

（15）TOERでチャネル 3、4の出力を許可してください。 

（16）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（17）TSTRで再スタートします。 
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（25）相補 PWMモードで動作中に異常が発生し、リセット同期 PWMモードで再スタートする場合の動作 

相補 PWMモードで異常が発生し、再設定後リセット同期 PWMモードで再スタートする場合の説明図を図

27.139に示します。 
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図 27.139 相補 PWMモードで異常が発生し、リセット同期 PWMモードで復帰する場合 

（1）～（10）は図 27.135と共通です。 

（11）ノーマルモードを設定してください（本モジュール出力はローレベルとなります）。 

（12）TOERでチャネル 3、4の出力を禁止してください。 

（13）TOCRでリセット同期 PWMモードの出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してください。 

（14）リセット同期 PWMを設定します。 

（15）TOERでチャネル 3、4の出力を許可してください。 

（16）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（17）TSTRで再スタートします。 
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（26）リセット同期 PWMモードで動作中に異常が発生し、ノーマルモードで再スタートする場合の動作 

リセット同期 PWMモードで異常が発生し、再設定後ノーマルモードで再スタートする場合の説明図を図

27.140に示します。 
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図 27.140 リセット同期 PWMモードで異常が発生し、ノーマルモードで復帰する場合 

（1）リセットにより本モジュール出力はローレベル、ポートはハイインピーダンスになります。 

（2）TOCRでリセット同期 PWMの出力レべルと周期出力の許可禁止を選択してください。 

（3）リセット同期 PWMを設定します。 

（4）TOERでチャネル 3、4の出力を許可してください。 

（5）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（6）TSTRでカウント動作を開始します。 

（7）コンペアマッチの発生によりリセット同期 PWM波形を出力します。 

（8）異常が発生しました。 

（9）汎用入出力ポートでポート出力とし、アクティブレベルの反転を出力してください。 

（10）TSTRでカウント動作を停止します（本モジュール出力はリセット同期 PWM出力初期値となります）。 

（11）ノーマルモードを設定してください（本モジュール出力は正相側がローレベル、逆相側がハイレベルと

なります）。 

（12）TIORで端子を初期化してください。 

（13）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 
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（27）リセット同期 PWMモードで動作中に異常が発生し、PWMモード 1で再スタートする場合の動作 

リセット同期 PWMモードで異常が発生し、再設定後 PWMモード 1で再スタートする場合の説明図を図 27.141

に示します。 
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図 27.141 リセット同期 PWMモードで異常が発生し、PWMモード 1で復帰する場合 

（1）～（10）は図 27.140と共通です。 

（11）PWMモード 1を設定してください（本モジュール出力は正相側がローレベル、逆相側がハイレベルとな

ります）。 

（12）TIORで端子を初期化してください（PWMモード 1では TIOC*B側は初期化されません）。 

（13）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 
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（28）リセット同期 PWMモードで動作中に異常が発生し、相補 PWMモードで再スタートする場合の動作 

リセット同期 PWMモードで異常が発生し、再設定後相補 PWMモードで再スタートする場合の説明図を図

27.142に示します。 
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図 27.142 リセット同期 PWMモードで異常が発生し、相補 PWMモードで復帰する場合 

（1）～（10）は図 27.140と共通です。 

（11）TOERでチャネル 3、4の出力を禁止してください。 

（12）TOCRで相補 PWMの出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してください。 

（13）相補 PWMを設定します（本モジュールの周期出力端子はローレベルになります）。 

（14）TOERでチャネル 3、4の出力を許可してください。 

（15）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（16）TSTRで再スタートします。 
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（29）リセット同期 PWMモードで動作中に異常が発生し、リセット同期 PWMモードで再スタートする場合の

動作 

リセット同期 PWMモードで異常が発生し、再設定後リセット同期 PWMモードで再スタートする場合の説明図

を図 27.143に示します。 
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図 27.143 リセット同期 PWMモードで異常が発生し、リセット同期 PWMモードで復帰する場合 

（1）～（10）は図 27.140と共通です。 

（11）汎用入出力ポートで本モジュール出力としてください。 

（12）TSTRで再スタートします。 

（13）コンペアマッチの発生によりリセット同期 PWM波形を出力します。 
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28. A/D変換器 

本 LSIは 10ビット精度の逐次比較方式 A/D変換器を内蔵しています。最大 8チャネルのアナログ入力を選択す

ることができます。 

28.1 特長 

• 分解能：10ビット 

• 入力チャネル：8チャネル 

• 最小変換時間：1チャネル当たり6.0μs 

• 絶対精度：±5LSB 

• 動作モード：3種類 

シングルモード：1チャネルのA/D変換 

マルチモード：1～4チャネルのA/D変換または1～8チャネルのA/D変換 

スキャンモード：1～4チャネルの連続A/D変換または1～8チャネルの連続A/D変換 

• データレジスタ：8本 

変換結果を各チャネルに対応した16ビットデータレジスタに保持 

• サンプル＆ホールド機能付き 

• A/D変換開始方法：3種類 

ソフトウェア 

マルチファンクションタイマパルスユニット2による変換開始トリガ 

外部トリガ信号 

• 割り込み要因 

A/D変換終了時に、A/D変換終了割り込み（ADI）要求を発生可能 

• モジュールスタンバイモードの設定可能 
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図 28.1にブロック図を示します。 

10ビット
D/A

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

モジュールデータバス

アナログ
マルチ
プレクサ

コントロール回路

逐
次
比
較
レ
ジ
ス
タ

+

–

コンパレータ

サンプル＆
ホールド回路

ADI 
割り込み信号

AVSS 

AN4

AN5

AN6

AN7

AN0

AN1

AN2

AN3

A
D

C
S

R

AVCC

AVref

ADCSR
ADDRA
ADDRB
ADDRC
ADDRD

ADDRE
ADDRF
ADDRG
ADDRH

：A/Dコントロール／ステータスレジスタ
：A/DデータレジスタA
：A/DデータレジスタB
：A/DデータレジスタC
：A/DデータレジスタD

：A/DデータレジスタE
：A/DデータレジスタF
：A/DデータレジスタG
：A/DデータレジスタH

レジスタバス

ADTRG、マルチファンクション 
タイマパルスユニット2からの
変換開始トリガ

A
D

D
R

E

A
D

D
R

F

A
D

D
R

G

A
D

D
R

H

A
D

D
R

A

A
D

D
R

B

A
D

D
R

C

A
D

D
R

D

【記号説明】

A/D変換器

 

図 28.1 ブロック図 
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28.2 入出力端子 

表 28.1に端子構成を示します。 
 

表 28.1 端子構成 

名称 端子名 入出力 機   能 

アナログ電源端子 AVcc 入力 アナログ部の電源端子 

アナロググランド端子 AVss 入力 アナログ部のグランド端子および A/D変換の基準グランド 

アナログ基準電圧端子 AVref 入力 A/D変換器の基準電圧端子 

アナログ入力端子 0 AN0 入力 

アナログ入力端子 1 AN1 入力 

アナログ入力端子 2 AN2 入力 

アナログ入力端子 3 AN3 入力 

アナログ入力端子 4 AN4 入力 

アナログ入力端子 5 AN5 入力 

アナログ入力端子 6 AN6 入力 

アナログ入力端子 7 AN7 入力 

アナログ入力 

A/D外部トリガ入力端子 ADTRG 入力 A/D変換開始のための外部トリガ入力 
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28.3 レジスタの説明 

表 28.2（1）にレジスタ構成を示します。 
 

表 28.2（1） レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

A/Dデータレジスタ A ADDRA R H'0000 H'FFFCB800 16 

A/Dデータレジスタ B ADDRB R H'0000 H'FFFCB802 16 

A/Dデータレジスタ C ADDRC R H'0000 H'FFFCB804 16 

A/Dデータレジスタ D ADDRD R H'0000 H'FFFCB806 16 

A/Dデータレジスタ E ADDRE R H'0000 H'FFFCB808 16 

A/Dデータレジスタ F ADDRF R H'0000 H'FFFCB80A 16 

A/Dデータレジスタ G ADDRG R H'0000 H'FFFCB80C 16 

A/Dデータレジスタ H ADDRH R H'0000 H'FFFCB80E 16 

A/Dコントロール／ステータスレジスタ ADCSR R/W H'0000 H'FFFCB820 16 

 

表 28.2（2） 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

ADDRA 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 

ADDRB 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 

ADDRC 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 

ADDRD 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 

ADDRE 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 

ADDRF 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 

ADDRG 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 

ADDRH 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 

ADCSR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 
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28.3.1 A/Dデータレジスタ A～H（ADDRA～ADDRH） 

ADDRは、A/D変換された結果を格納する 16ビットの読み出し専用レジスタで、ADDRA～ADDRHの 8本が

あります。 

A/D変換されたデータは 10ビットデータで、変換されたチャネルに対応する ADDRのビット 15～6に転送さ

れ、保持されます。ビット 5～0は読み出すと常に 0が読み出されます。 

ADDRの 8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に 16ビット単位でアクセスしてください。 

アナログ入力チャネルと ADDRの対応を表 28.3に示します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R

- - - - - -

R R R R R R R R R R R R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～6  すべて 0 R ビットデータ（10ビット） 

5～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

表 28.3 アナログ入力チャネルと ADDRの対応 

アナログ入力チャネル 変換結果が格納される A/Dデータレジスタ 

AN0 ADDRA 

AN1 ADDRB 

AN2 ADDRC 

AN3 ADDRD 

AN4 ADDRE 

AN5 ADDRF 

AN6 ADDRG 

AN7 ADDRH 
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28.3.2 A/Dコントロール／ステータスレジスタ（ADCSR） 

ADCSRは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、動作モードの選択、A/D変換の動作制御、お

よび外部トリガ入力による A/D変換開始の許可または禁止の選択を行います。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/(W)*1 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

【注】 フラグをクリアするため、1を読み出した後に0を書き込むことのみ可能です。*1

ADF ADIE ADST TRGS[3:0] CKS[2:0] MDS[2:0] CH[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 ADF 0 R/(W)*1 A/Dエンドフラグ 

A/D変換の終了を示すステータスフラグです。 

［クリア条件］ 

• ADF＝1の状態で ADFフラグを読み出した後、ADFフラグに 0を書き込ん

だとき 

• ADI割り込みによりダイレクトメモリアクセスコントローラが起動され、

ADDRを読み出したとき 

［セット条件］ 

• シングルモードで A/D変換が終了したとき 

• マルチモードで選択されたすべてのチャネルの A/D変換が終了したとき 

• スキャンモードで選択されたすべてのチャネルの A/D変換が終了したとき 

14 ADIE 0 R/W A/Dインタラプトイネーブル 

A/D変換の終了による割り込み（ADI）要求の許可または禁止を選択します。

ADIEビットの設定は変換停止中に行ってください。 

0：A/D変換の終了による割り込み（ADI）要求を禁止 

1：A/D変換の終了による割り込み（ADI）要求を許可 

13 ADST 0 R/W A/Dスタート 

A/D変換の開始または停止を選択します。A/D変換中は 1を保持します。 

0：A/D変換を停止 

1：シングルモード時：A/D変換を開始。指定したチャネルの A/D変換が終

了すると自動的にクリア。 

マルチモード時：A/D変換を開始。指定したすべてのチャネルを一巡し

て A/D変換が終了すると自動的に 0にクリア。 

スキャンモード時：A/D変換を開始。ソフトウェア、パワーオンリセッ

トなどにより 0にクリアされるまで連続変換しま

す。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12～9 TRGS[3:0] 0000 R/W タイマトリガセレクト 

トリガ信号による A/D変換開始の許可または禁止を選択します。 

0000：外部トリガによる A/D変換開始を禁止 

0001：マルチファンクションタイマパルスユニット 2からの変換トリガ

 TRGANによる A/D変換開始 

0010：マルチファンクションタイマパルスユニット 2からの変換トリガ

 TRG0Nによる A/D変換開始 

0011：マルチファンクションタイマパルスユニット 2からの変換トリガ

 TRG4ANによる A/D変換開始 

0100：マルチファンクションタイマパルスユニット 2からの変換トリガ

 TRG4BNによる A/D変換開始 

1001：ADTRGによる A/D変換開始 

上記以外：設定禁止 

8～6 CKS[2:0] 000 R/W クロックセレクト 

A/D変換時間の設定を行います*2。変換時間の設定は変換停止中（ADST＝0）

に行ってください。 

000：変換時間＝412 tcyc（最大値） 

001：変換時間＝480 tcyc（最大値） 

010：変換時間＝548 tcyc（最大値） 

上記以外：設定禁止 

5～3 MDS[2:0] 000 R/W マルチスキャンモード 

A/D変換の動作モードを選択します。 

0xx：シングルモード 

100：マルチモード。1～4チャネルの A/D変換 

101：マルチモード。1～8チャネルの A/D変換 

110：スキャンモード。1～4チャネルの A/D変換 

111：スキャンモード。1～8チャネルの A/D変換 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 CH[2:0] 000 R/W チャネルセレクト 

ADCSRのMDSビットとともにアナログ入力を選択します。 

 MDS＝0xxのとき MDS＝100または MDS＝101または 

  MDS＝110のとき MDS＝111のとき 

 000：AN0 000：AN0 000：AN0 

 001：AN1 001：AN0、AN1 001：AN0、AN1 

 010：AN2 010：AN0～AN2 010：AN0～AN2 

 011：AN3 011：AN0～AN3 011：AN0～AN3 

 100：AN4 100：AN4 100：AN0～AN4 

 101：AN5 101：AN4、AN5 101：AN0～AN5 

 110：AN6 110：AN4～AN6 110：AN0～AN6 

 111：AN7 111：AN4～AN7 111：AN0～AN7 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 *1 フラグをクリアするため、1を読み出した後に 0を書き込むことのみ可能です。 

  ただし、以下の場合も 0書き込みによるクリアとなりますのでご注意ください。 

  （1）CPUで ADF＝1の状態を読み出す 

  （2）DMACによる ADDR読み出しによる ADFクリア 

  （3）A/D変換終了による ADFフラグセット 

  （4）CPUで ADFフラグに 0書き込み 

 *2 A/D変換器特性の絶対精度を満足するためには、最小変換時間以上となるよう設定してください。 
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28.4 動作説明 

A/D変換器は逐次比較方式で分解能は 10ビットです。動作モードにはシングルモードとマルチモードとスキャ

ンモードがあります。動作モードやアナログ入力チャネルの切り替えは、誤動作を避けるため ADCSRの ADST

ビットが 8の状態で行ってください。動作モードやアナログ入力チャネルの変更と ADSTビットのセットは同時

に行うことができます。 
 

28.4.1 シングルモード 

シングルモードは、1チャネルのみの A/D変換を行う場合に選択します。 

シングルモードは、指定された 1チャネルのアナログ入力を以下のように 1回 A/D変換します。 

1. ソフトウェア、マルチファンクションタイマパルスユニット2、または外部トリガ入力によってADCSRの

ADSTビットが1にセットされると、選択されたチャネルのA/D変換を開始します。 

2. A/D変換が終了すると、A/D変換結果がそのチャネルに対応するA/Dデータレジスタに転送されます。 

3. A/D変換終了後、ADCSRのADFビットが1にセットされます。このとき、ADIEビットが1にセットされている

と、ADI割り込み要求を発生します。 

4. ADSTビットはA/D変換中は1を保持し、変換が終了すると自動的に0にクリアされてA/D変換器は待機状態に

なります。 

 

A/D変換中に、モードやアナログ入力チャネルの切り替えを行う場合は、誤動作を避けるために ADSTビット

を 0にクリアして、A/D変換を停止した状態で行ってください。更新した後、ADSTビットを 1にセットすると

（モードおよびチャネルの変換と ADSTビットのセットは同時に行うことができます）、再び A/D変換を開始し

ます。 
 

シングルモードでチャネル 1（AN1）が選択された場合の動作例を以下に示します。また、このときの動作タイ

ミングを図 28.2に示します（動作例におけるビットの指定は ADCSRレジスタです）。 

1. 動作モードをシングルモードに、入力チャネルをAN1に（CH[2:0]＝001）、A/D割り込み要求許可（ADIE＝1）

に設定して、A/D変換を開始（ADST＝1）します。 

2. A/D変換が終了すると、A/D変換結果がADDRBに転送されます。同時に、ADF＝1、ADST＝0となり、A/D変

換器は変換待機となります。 

3. ADF＝1、ADIE＝1となっているため、ADI割り込み要求が発生します。 

4. A/D割り込み処理ルーチンが開始されます。 

5. ADF=1を読み出した後、ADFに0を書き込みます。 

6. A/D変換結果（ADDRB）を読み出して、処理します。 

7. A/D割り込み処理ルーチンの実行を終了します。この後、ADSTビットを1にセットするとA/D変換が開始さ

れ2.～7.を行います。 
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図 28.2 A/D変換器の動作例（シングルモード、チャネル 1選択時） 

 



 

28. A/D変換器 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  28-11 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

28.4.2 マルチモード 

マルチモードは、複数チャネル（1チャネルを含む）のアナログ入力をそれぞれ 1回順次変換します。 

マルチモードは指定された最大 8チャネルのアナログ入力を以下のように 1回 A/D変換します。 

1. ソフトウェア、マルチファンクションタイマパルスユニット2、または外部トリガ入力によってADCSRの

ADSTビットが1にセットされると、アナログ入力チャネル番号の小さい順（たとえばAN0、AN1…AN3）に

A/D変換を実行します。 

2. それぞれのチャネルのA/D変換が終了すると、A/D変換結果は順次そのチャネルに対応するA/Dデータレジス

タに転送されます。 

3. 選択されたすべてのチャネルのA/D変換が終了すると、ADCSRのADFビットが1にセットされます。このと

きADIEビットが1にセットされていると、ADI割り込み要求を発生します。 

4. ADSTビットはA/D変換中は1を保持し、変換が終了すると自動的に0にクリアされてA/D変換器は待機状態に

なります。A/D変換中にADSTビットを0にクリアすると変換を中止し、A/D変換器は待機状態になります。

ADFビットは、ADF＝1を読み出した後、ADFビットに0を書き込むとクリアされます。 
 

A/D変換は、指定したすべてのチャネルを一巡して変換します。変換された結果は、各チャネルに対応した

ADDRに転送され保持されます。 

A/D変換中に、モードやアナログ入力チャネルの切り替えを行う場合は、誤動作を避けるために ADSTビット

を 0にクリアして、A/D変換を停止した状態で行ってください。変更した後、ADSTビットに 1をセットすると

（モードおよびチャネルの変更と ADSTビットのセットは同時に行うことができます）、第 1チャネルが選択さ

れ、再び A/D変換を開始します。 

マルチモードで 3チャネル（AN0～AN2）を選択して A/D変換を行う場合の動作例を以下に示します。また、

このときの動作タイミングを図 28.3に示します。 

1. 動作モードをマルチモード（MDS[2]＝1、MDS[1]＝0）に、アナログ入力チャネルをAN0～AN2（CH[2:0]＝

010）に設定してA/D変換を開始（ADST＝1）します。 

2. 第1チャネル（AN0）のA/D変換が開始され、A/D変換が終了すると、変換結果をADDRAに転送します。 

3. 次に第2チャネル（AN1）が自動的に選択され、変換を開始します。 

4. 同様に第3チャネル（AN2）まで変換を行います。 

5. 選択されたすべてのチャネル（AN0～AN2）の変換が終了すると、ADF＝1となり、ADSTビットを0にして変

換を終了します。 

6. このときADIEビットが1であると、A/D変換終了後、ADI割り込みを発生します。 
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図 28.3 A/D変換器の動作例（マルチモード、AN0～AN2の 3チャネル選択時） 
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28.4.3 スキャンモード 

スキャンモードは、複数チャネル（1チャネルを含む）のアナログ入力を常にモニタするようなシステムに適し

ます。スキャンモードは、指定された最大 8チャネルのアナログ入力を以下のように順次連続して A/D変換しま

す。 

1. ソフトウェア、マルチファンクションタイマパルスユニット2、または外部トリガ入力によってADCSRの

ADSTビットが1にセットされると、アナログ入力チャネル番号の小さい順（たとえばAN0、AN1…AN3）に

A/D変換を実行します。 

2. それぞれのチャネルのA/D変換が終了すると、A/D変換結果は順次そのチャネルに対応するA/Dデータレジス

タに転送されます。 

3. 選択されたすべてのチャネルのA/D変換が終了すると、ADCSRのADFビットが1にセットされます。このと

きADIEビットが1にセットされていると、ADI割り込み要求を発生します。A/D変換器は再びチャネル番号の

小さい順にA/D変換を実行します。 

4. ADSTビットは自動的にクリアされず、1にセットされている間は2.～3.を繰り返します。ADSTビットを0に

クリアするとA/D変換を中止し、A/D変換器は待機状態になります。 

ADFビットは、ADF＝1を読み出したあと、ADFビットに0を書き込むとクリアされます。 
 

A/D変換中に、モードやアナログ入力チャネルの切り替えを行う場合は、誤動作を避けるために ADSTビット

を 0にクリアして、A/D変換を停止した状態で行ってください。変更した後、ADSTビットに 1をセットすると

（モードおよびチャネルの変更と ADSTビットのセットは同時に行うことができます）、第 1チャネルが選択さ

れ、再び A/D変換を開始します。 

スキャンモードで 3チャネル（AN0～AN2）を選択して A/D変換を行う場合の動作例を以下に示します。また、

このときの動作タイミングを図 28.4に示します。 

1. 動作モードをスキャンモード（MDS[2]＝1、MDS[1]＝1）に、アナログ入力チャネルをAN0～AN2（CH[2:0]

＝010）に設定してA/D変換を開始（ADST＝1）します。 

2. 第1チャネル（AN0）のA/D変換が開始され、A/D変換が終了すると、変換結果をADDRAに転送します。 

3. 次に第2チャネル（AN1）が自動的に選択され、変換を開始します。 

4. 同様に第3チャネル（AN2）まで変換を行います。 

5. 選択されたすべてのチャネル（AN0～AN2）の変換が終了すると、ADF＝1となり、再び、第1チャネル（AN0）

を選択し、連続して変換が行われます。このときADIEビットが1であると、A/D変換（第3チャネルの変換）

終了後、ADI割り込みを発生します。 

6. ADSTビットは自動的にクリアされず、ADSTビットが1にセットされている間は2.～4.を繰り返します。繰り

返している間はADF＝1を保持しています。ADSTビットを0にクリアすると、A/D変換が停止します。ADF

ビットは、ADF＝1を読み出した後、ADFビットに0を書き込むとクリアされます。 
 

2.～4.を繰り返している間 ADF＝1で ADIE＝1の場合、常に ADI割り込みを発生します。第 3チャネルの変換

終了時点で割り込みを発生させたい場合は、割り込み発生後、ADFビットを 0にクリアしてください。 
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図 28.4 A/D変換器の動作例（スキャンモード、AN0～AN2の 3チャネル選択時） 
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28.4.4 外部トリガ、マルチファンクションタイマパルスユニット 2による 

A/D変換器の起動 

外部トリガ、マルチファンクションタイマパルスユニット 2からの A/D変換要求によって、A/D変換器を独立

に起動することができます。外部トリガ、マルチファンクションタイマパルスユニット 2から A/D変換器を起動

するときには、A/Dトリガイネーブルビット（TRGS3～TRGS0）の設定を行います。この状態で外部トリガ、マ

ルチファンクションタイマパルスユニット 2の A/D変換要求が発生すると、ADSTビットを 1にセットします。

これで、A/D変換が開始されます。変換を行うチャネルは、ADCSRの CH2～CH0ビットで決まります。ADSTビ

ットが 1にセットされてから、A/D変換が開始されるまでのタイミングは、ソフトウェアで ADSTビットに 1を

書き込んだ場合と同じです。 
 

28.4.5 入力サンプリングと A/D変換時間 

A/D変換器には、サンプル＆ホールド回路が内蔵されています。A/D変換器は、ADCSRの ADSTビットが 1に

セットされてから A/D変換開始遅延時間（tD）経過後、入力のサンプリングを行い、その後変換を開始します。

A/D変換のタイミングを図 28.5に示します。また、A/D変換時間を表 28.4に示します。 

A/D変換時間（tCONV）は、図 28.5に示すように、tDと入力サンプリング時間（tSPL）を含めた時間となります。

ここで tDは、ADCSRへのライトタイミングにより決まり、一定値とはなりません。そのため、変換時間は表 28.4

に示す範囲で変化します。 

マルチモードおよびスキャンモードの変換時間は、表 28.4に示す値が 1回目の変換時間となります。2回目以

降の変換時間は表 28.5に示す値となります。 
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（1）

（2）

clkp

ADF

アドレス

ライト信号

入力サンプリング
タイミング

tD tSPL

tCONV

【記号説明】

（1）

（2）

tD
tSPL

tCONV

：ADCSRライトサイクル

：ADCSRのアドレス

：A/D変換開始遅延時間

：入力サンプリング時間

：A/D変換時間  

図 28.5 A/D変換タイミング 
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表 28.4 A/D変換時間（シングルモード） 

CKS2＝0 

CKS1＝0 CKS1＝1 

CKS0＝0 CKS0＝1 CKS0＝0 

項目 記号 

Min. Typ. Max. Min. Typ. Max. Min. Typ. Max. 

A/D変換開始遅延

時間 

tD 15 － 26 17 － 30 19 － 34 

入力サンプリング

時間 

tSPL － 97 － － 113 － － 129 － 

A/D変換時間 tCONV 401 － 412 467 － 480 533 － 548 

【注】 表中の数値の単位は tcycです。 

 

表 28.5 A/D変換時間（マルチモード／スキャンモード） 

CKS2 CKS1 CKS0 変換時間（tcyc） 

0 384（固定） 0 

1 448（固定） 

0 

1 0 512（固定） 

【注】 表中の数値の単位は tcycです。 
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28.4.6 外部トリガ入力タイミング 

A/D変換は、外部トリガ入力により開始することも可能です。外部トリガ入力は、ADCSRの TRGS3～TRGS0

ビットがB'1001にセットされているとき、ADTRG端子から入力されます。ADTRGの立ち下がりエッジで、ADCSR

の ADSTビットが 1にセットされ、A/D変換が開始されます。その他の動作は、シングルモード／マルチモード

／スキャンモードによらず、ソフトウェアによって ADSTビットを 1にセットした場合と同じです。このタイミ

ングを図 28.6に示します。 

clkp

ADST
A/D変換

ADTRG

内部トリガ信号

 

図 28.6 外部トリガ入力タイミング 
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28.5 割り込み要因と DMA転送要求 

A/D変換器は、A/D変換が終了すると、A/D変換割り込み（ADI）を発生します。ADI割り込み要求は、A/D変

換終了後 ADCSRの ADFが 1にセットされ、このとき ADIEビットが 1にセットされていると ADI割り込み要求

を発生します。なお、ADI割り込みは、ダイレクトメモリアクセスコントローラの設定により、ダイレクトメモ

リアクセスコントローラの起動ができます。このとき、CPUへの割り込み要求は発生されません。ダイレクトメ

モリアクセスコントローラの起動設定を行わない場合は、CPUへの割り込み要求が発生します。ダイレクトメモ

リアクセスコントローラを使用して ADI割り込みで変換されたデータのリードを行うと、連続変換がソフトウェ

アの負担なく実現できます。 

シングルモードでは、ADI割り込みによる DMA転送は 1回となるように設定してください。スキャンモード

またはマルチモードによる複数チャネルの A/D変換では DMA転送回数を 1回に設定すると、1チャネルのデータ

転送のみで DMA転送が終了してしまいます。ダイレクトメモリアクセスコントローラによりすべての変換デー

タを転送するには、転送元アドレスが A/D変換データ格納先の ADDRとなるように設定し、転送回数を変換チャ

ネル数に設定してください。 

ADIでダイレクトメモリアクセスコントローラを起動する場合、DMA転送時に ADCSRの ADFビットは自動

的にクリアされます。 
 

表 28.6 割り込み要因と DMA転送要求の関係 

名称 割り込み要因 割り込みフラグ ダイレクトメモリアクセス 

コントローラの起動 

ADI A/D変換終了 ADCSRの ADF 可 
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28.6 A/D変換精度の定義 

A/D変換器は、アナログ入力チャネルから入力されたアナログ値をアナログ基準電圧と比較しながら、10ビッ

トのデジタル値に変換します。このときの A/D変換の絶対精度、すなわち、入力アナログ値と出力デジタル値と

の偏差は、以下の誤差を含んでいます。 

1. オフセット誤差 

2. フルスケール誤差 

3. 量子化誤差 

4. 非直線性誤差 
 

図 28.7に沿って、上記 1.～4.の誤差を説明します。ただし、図ではわかりやすいように、10ビットの A/D変換

器を 3ビットの A/D変換器に単純化しています。オフセット誤差とは、デジタル出力値が最小値（ゼロ電圧）

B'0000000000（図では 000）から B'0000000001（図では 001）に変化するときの、実際の A/D変換特性と理想 A/D

変換特性との偏差（図 28.7（1））です。フルスケール誤差とはデジタル出力値が B'1111111110（図では 110）か

ら最大値（フルスケール電圧）B'1111111111（図では 111）に変化するときの、実際の A/D変換特性と理想 A/D

変換特性との偏差（図 28.7（2））です。量子化誤差とは、A/D変換器が本質的に有する誤差であり、1/2LSBで

表されます（図 28.7（3））。非直線性誤差とは、ゼロ電圧からフルスケール電圧までの間の実際の A/D変換特

性と理想 A/D変換特性との偏差（図 28.7（4））です。ただし、オフセット誤差、フルスケール誤差、量子化誤

差は含みません。 

0 FS

111

110

101

100

011

010

001

000

アナログ
入力電圧

（3）量子化誤差

（4）非直線性誤差

（2）フルスケール誤差

理想A/D変換特性

デジタル出力

FS：フルスケール電圧

FS
アナログ
入力電圧

実際のA/D変換特性

（1）オフセット誤差

理想A/D変換特性

デジタル出力

1024
1

1024
2

1024
1022

1024
1023

【記号説明】

 

図 28.7 A/D変換精度の定義 
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28.7 使用上の注意事項 

A/D変換器を使用する際は、以下のことに注意してください。 
 

28.7.1 モジュールスタンバイモードの設定 

スタンバイコントロールレジスタにより、A/D変換器の動作禁止／許可を設定することが可能です。初期値で

は、A/D変換器の動作は停止します。モジュールスタンバイモードを解除することにより、レジスタのアクセス

が可能になります。詳細は、「第 9章 動作モード、低消費電力モード」の「9.2 低消費電力モード概要」を参

照してください。 
 

28.7.2 アナログ電圧の設定 

以下に示す電圧の設定範囲を超えて LSIを使用した場合、LSIの信頼性に悪影響をおよぼすことがあります。 

1. アナログ入力電圧の範囲 

A/D変換中、アナログ入力端子ANnに印加する電圧はAVss≦ANn≦AVccの範囲としてください。（n＝0～7） 

2. AVcc、AVss入力電圧 

AVcc、AVss入力電圧は、PVcc－0.3V≦AVcc≦PVcc、AVss＝Vssとしてください。さらに、A/D変換器を使

用しないときやソフトウェアスタンバイモード時でも、AVcc、AVss端子をオープンにしないでください。

使用しないときは、必ずAVccは電源（PVcc）に、AVssはグランド（Vss）に接続してください。 

3. AVrefの設定範囲 

AVref端子によるリファレンス電圧範囲は3.0V≦AVref≦AVccにしてください。 

 

28.7.3 ボード設計上の注意 

ボード設計時には、デジタル回路とアナログ回路をできるだけ分離してレイアウトしてください。また、デジ

タル回路の信号配線とアナログ回路の信号配線を交差させたり、近接させるようなレイアウトは極力避けてくだ

さい。誘導などにより、アナログ回路の誤動作や、A/D変換値に悪影響を及ぼします。 

なお、アナログ入力信号（AN0～AN7）、アナログ基準電圧（AVref）、アナログ電源（AVcc）は、アナロググ

ランド（AVss）で、デジタル回路を分離してください。さらに、アナロググランド（AVss）は、ボード上の安定

したデジタルグランド（Vss）に一点接続してください。 
 

28.7.4 アナログ入力端子の取り扱い 

アナログ入力端子（AN0～AN7）には、過大サージなどの異常電圧による破壊を防ぐために、図 28.8のような

保護回路を接続してください。この図の回路は、ノイズによる誤差を抑える CRフィルタの機能も兼ねています。

なお、図の回路はあくまでも設計例ですので、実際の使用条件を考慮の上、回路定数を決めてください。 

図 28.9にアナログ入力端子の等価回路を、表 28.7にアナログ入力端子の規格を示します。 
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本LSI

AVref

AVcc

AN0～AN7

AVss

100Ω

*1

*1 *1

*2

*2

【注】　数値は参考値です。

0.1μF

10μF 0.01μF

Rin：入力インピーダンス

Rin

 

図 28.8 アナログ入力端子の保護回路例 

 

AN0～AN7

3kΩ

20pF

A/D変換器へ

【注】　数値は参考値です。  

図 28.9 アナログ入力端子の等価回路 

 

表 28.7 アナログ入力端子の規格 

項目 Min. Max. 単位 

アナログ入力容量 － 20 pF 

許容信号源インピーダンス － 5 kΩ 
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28.7.5 許容信号源インピーダンス 

本 LSIのアナログ入力は、信号源インピーダンスが 5kΩ以下の入力信号に対し、変換精度が保証される設計と

なっております。これは A/D変換器のサンプル&ホールド回路の入力容量をサンプリング時間内に充電するため

の規格で、センサの出力インピーダンスが 5kΩを超える場合、充電不足が生じて、A/D変換精度が保証できなく

なります。シングルモードで変換を行うときに外部に大容量を設けている場合、入力の負荷は実質的に内部入力

抵抗の 3kΩだけになりますので、信号源インピーダンスは不問となります。ただし、ローパスフィルタとなりま

すので、微分係数の大きなアナログ信号（たとえば 5mV/μs以上）には追従できないことがあります（図 28.10）。

高速のアナログ信号を変換する場合やスキャンモードで変換を行う場合には、低インピーダンスのバッファを入

れてください。 

センサ入力

本LSI
A/D変換器の等価回路センサの

出力インピーダンス

ローパルス
フィルタ

C～0.1µF

～5kΩ

Cin＝
15pF

20pF

3kΩ

【注】　数値は参考値です。  

図 28.10 アナログ入力回路の例 

28.7.6 絶対精度への影響 

容量を付加することにより、GNDとのカップリングを受けることになります。GNDにノイズがあると絶対精

度が悪化する可能性がありますので、必ず AVss等は電気的に安定な GNDに接続してください。 

またフィルタ回路が実装基板上でデジタル信号と交渉したり、アンテナとならないように注意してください。 
 

28.7.7 ディープスタンバイモード時の A/D変換 

ディープスタンバイモードに遷移する場合は、ADSTビットを 0にクリアして A/D変換を禁止してください。

A/D変換を許可した状態で本 LSIがディープスタンバイモードになると A/Dの端子状態は保証されません。 
 

28.7.8 スキャンモードおよびマルチモード使用時の注意 

スキャンモードおよびマルチモードの停止直後に変換を開始した場合、誤った変換結果を示すことがあります。 

連続して変換を行う場合は、ADST＝0とした後、1チャネル分の A/D変換時間以上経過してから起動（ADST

＝1）するようにしてください（1チャネル分の変換時間は分周レジスタ設定により異なります）。 
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28.7.9 シングルモードおよびマルチモード使用時の注意 

シングルモードおよびマルチモードの変換終了直後に、同一モードまたは違うモードで変換を開始した場合、

誤った変換動作をすることがあります。 

連続して変換を行う場合は、ADCSRに対して 2回ダミーリードを行ってから、ADSTを 1にセットしてくださ

い。 
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29. SDホストインタフェース（SDHI） 

本章は、守秘契約を結んでいただいたうえで公開致します。 

詳細は、弊社の営業担当にご確認ください。 
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30. マルチメディアカードインタフェース（MMC） 

30.1 特長 

（1） MMCインタフェースとしての機能 

• バス幅1/4/8ビットに対応 

• Boot Operationに対応 

• MMCクロック周波数≦1/2×clks1クロック周波数 

• Boot Operation時のMMCクロック周波数切り替えに対応 

• エラーチェック機能：CRC7、CRC16 

• 割り込み要求：通常動作割り込み、エラー／タイムアウト割り込み 

• DMA転送要求：バッファライト、バッファリード 

• MMCモードに対応（SPIモード非対応） 

（2） CE-ATAインタフェースとしての機能 

• CE-ATA Digital Protocolに対応 

• バス幅1/4/8ビットに対応 

• MMCクロック周波数≦1/2×clks1クロック周波数 

• エラーチェック機能：CRC7、CRC16 

• 割り込み要求：通常動作割り込み、エラー／タイムアウト割り込み 

• DMA転送要求：バッファライト、バッファリード 

• CCS（Command Completion Signal）、CCSD（Command Completion Signal Disable）に対応 
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ブロック図を図 30.1に示します。 

MMCMMC_CLK

MMC_CMD

MMC_D[7:0]

MMC

RAM（128w*32b）×2

内部バス

MMC
モジュール

 

図30.1 MMCのブロック図 

 

30.2 入出力端子 

本モジュールの端子構成を表 30.1に示します。 
 

表 30.1 端子構成 

名称 端子名 入出力 機能 

MMCCLK D8（MMC_CLK） 出力 MMCクロック 

MMCCMD D9（MMC_CMD） 入出力 MMCコマンド／レスポンス 

MMCDAT[7:0] D0（MMC_D0）、D1（MMC_D1）、 

D2（MMC_D2）、D3（MMC_D3）、 

D4（MMC_D4）、D5（MMC_D5）、 

D6（MMC_D6）、D7（MMC_D7） 

入出力 MMCデータ[7:0] 
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30.3 レジスタの説明 

本モジュールのレジスタ構成を表 30.2（1）に示します。 

ベースアドレスは、H'FFE4_F000（P4アドレス）、H'1FE4_F000（エリア 7アドレス）です。 
 

表 30.2（1） レジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W ベースアドレスからの 

オフセットアドレス 

アクセス 

サイズ 

コマンド設定レジスタ CE_CMD_SET R/W H'00 16/32 

アーギュメントレジスタ CE_ARG R/W H'08 16/32 

自動 CMD12アーギュメントレジスタ CE_ARG_CMD12 R/W H'0C 16/32 

コマンド制御レジスタ CE_CMD_CTRL R/W H'10 16/32 

転送ブロック設定レジスタ CE_BLOCK_SET R/W H'14 16/32 

クロックコントロールレジスタ CE_CLK_CTRL R/W H'18 16/32 

バッファアクセス設定レジスタ CE_BUF_ACC R/W H'1C 16/32 

レスポンスレジスタ 3 CE_RESP3 R/W H'20 16/32 

レスポンスレジスタ 2 CE_RESP2 R/W H'24 16/32 

レスポンスレジスタ 1 CE_RESP1 R/W H'28 16/32 

レスポンスレジスタ 0 CE_RESP0 R/W H'2C 16/32 

自動 CMD12レスポンスレジスタ CE_RESP_CMD12 R/W H'30 16/32 

データレジスタ CE_DATA R/W H'34 16*/32 

Boot Operation設定レジスタ CE_BOOT R/W H'3C 16/32 

割り込みフラグレジスタ CE_INT R/W H'40 16/32 

割り込みイネーブルレジスタ CE_INT_EN R/W H'44 16/32 

ステータスレジスタ 1 CE_HOST_STS1 R/W H'48 16/32 

ステータスレジスタ 2 CE_HOST_STS2 R/W H'4C 16/32 

バージョンレジスタ CE_VERSION R/W H'7C 16/32 

【注】 上記以外のアドレスには、アクセスしないでください。書き込みを行った場合、動作は保証されません。読み出すと不

定値が読み出されます。 

 * 16ビットアクセス時は（H'34）のみアクセス可能です。 
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表 30.2（2） 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

CE_CMD_SET H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 初期化 

CE_ARG H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 初期化 

CE_ARG_CMD12 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 初期化 

CE_CMD_CTRL H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 初期化 

CE_BLOCK_SET H'0000 0200 H'0000 0200 保持 保持 保持 初期化 

CE_CLK_CTRL H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 初期化 

CE_BUF_ACC H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 初期化 

CE_RESP3 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 初期化 

CE_RESP2 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 初期化 

CE_RESP1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 初期化 

CE_RESP0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 初期化 

CE_RESP_CMD12 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 初期化 

CE_DATA H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 初期化 

CE_BOOT H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 初期化 

CE_INT H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 初期化 

CE_INT_EN H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 初期化 

CE_HOST_STS1 不定 不定 保持 保持 保持 初期化 

CE_HOST_STS2 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 初期化 

CE_VERSION H'0000 0002 H'0000 0002 保持 保持 保持 初期化 

【注】 初期化：パワーオンリセット項記載の値となります。 
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30.3.1 コマンド設定レジスタ（CE_CMD_SET） 

CE_CMD_SETは、コマンドシーケンスを設定するレジスタです。 

各種設定と共にコマンドインデックスを設定すると、コマンドシーケンスがスタートします。16ビットアクセ

スの場合は、ビット 31～16を設定するとコマンドシーケンスがスタートします。なお、コマンドシーケンス中

（CE_HOST_STS1の CMDSEQビットが 1のとき）は、CE_CMD_SETにライトできない仕様となっています。

CE_CMD_SETに設定する値については、「30.7.17 CE_CMD_SET設定値」に従い設定してください。 
 

R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RIDXC[1:0]

BOOT

RCRC7C[1:0] — BOOT
ACK

CRC 
16C

CRC
STE TBIT OPDM CCSH — — — DATW[1:0]

— CMD[5:0] RTYP[1:0] RBSY CCSEN WDAT DWEN CMLTE CMD12
EN

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

30 BOOT 0 R/W Boot Operation 

0：Boot Operation以外のコマンドシーケンス 

1：Boot Operationのコマンドシーケンス 

29～24 CMD[5:0] H'00 R/W コマンドインデックス 

【注】コマンドインデックスを設定すると、コマンドシーケンスがスター

トします。 

23、22 RTYP[1:0] 00 R/W レスポンスタイプ 

00：レスポンス無し 

01：6バイトのレスポンス（R1、R1b、R3、R4、R5） 

10：17バイトのレスポンス（R2） 

11：設定禁止 

21 RBSY 0 R/W レスポンスビジーあり／なし 

レスポンス受信時のビジーの有無を選択します。 

0：レスポンスビジーなし 

1：レスポンスビジーあり（R1b） 

20 CCSEN 0 R/W CCS受け付け 

0：CCSの受け付けを禁止 

1：CCSの受け付けを許可 

19 WDAT 0 R/W データあり／なし 

0：データなし 

1：データあり 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

18 DWEN 0 R/W リード／ライト（データありのとき有効） 

0：カードからリード 

1：カードへライト 

17 CMLTE 0 R/W シングルブロック転送／マルチブロック転送選択（データありのとき有効） 

0：シングルブロック転送 

1：マルチブロック転送 

16 CMD12EN 0 R/W 自動 CMD12発行設定（マルチブロック転送時有効） 

0：CMD12を自動発行しない 

1：CMD12を自動発行する 

自動 CMD12発行については、「30.6.2 自動 CMD12発行について」を参

照してください。 

【注】転送ブロックサイズ=512バイトに設定してください。 

15、14 RIDXC[1:0] 00 R/W レスポンスインデックスチェック 

00：インデックスチェック 

01：check bitsチェック 

10：チェック無し 

11：設定禁止 

13、12 RCRC7C[1:0] 00 R/W レスポンス CRC7チェック 

00：CRC7チェック 

（レスポンスタイプを 01に設定してください） 

01：check bitsチェック 

（レスポンスタイプを 01に設定してください） 

10：internal CRC7チェック（R2専用） 

（レスポンスタイプを 10に設定してください） 

11：チェック無し 

11 － 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10 CRC16C 0 R/W 受信時 CRC16チェック 

0：CRC16をチェックする 

1：CRC16をチェックしない（CMD14時に使用） 

9 BOOTACK 0 R/W Boot Acknowledge受信（Boot Operationのとき有効） 

0：Boot Acknowledgeを受信しない 

1：Boot Acknowledgeを受信する 

8 CRCSTE 0 R/W CRC status受信（データあり、かつ、ライトのとき有効） 

0：CRC statusを受信する 

1：CRC statusを受信しない（CMD19時に使用） 

7 TBIT 0 R/W トランスミッションビット設定 

0：トランスミッションビットを Hにする 

1：トランスミッションビットを Lにする 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 OPDM 0 R/W オープンドレイン出力モード設定 

0：通常出力 

1：オープンドレイン出力 

【注】MMCCMD線のみ有効となります。 

5 CCSH 0 R/W CCS受信後 H出力設定 

0：CCS受信後 3サイクル目に Hを出力する 

1：CCS受信後に Hを出力しない 

4～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 DATW[1:0] 00 R/W データバス幅設定（データありのとき有効） 

00：1ビット 

01：4ビット 

10：8ビット 

11：設定禁止 

 

30.3.2 アーギュメントレジスタ（CE_ARG） 

CE_ARGは、送信するコマンドのアーギュメントを設定するレジスタです。CE_CMD_SETの CMD[5:0]ビット

を設定する前に設定してください。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ARG[15:0]

ARG[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 ARG[31:0] H'0000 0000 R/W アーギュメント 31～0を設定 

【注】自動 CMD12のアーギュメントは、CE_ARG_CMD12で設定してく

ださい。 
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30.3.3 自動 CMD12アーギュメントレジスタ（CE_ARG_CMD12） 

CE_ARG_CMD12は、マルチブロック転送における CMD12を自動発行する際に、自動 CMD12のアーギュメン

トを設定するレジスタです。CE_CMD_SETの CMD[5:0]ビットを設定する前に設定してください。 

自動 CMD12については、「30.6.2 自動 CMD12発行について」を参照ください。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

C12ARG[15:0]

C12ARG[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 C12ARG 

[31:0] 

H'0000 0000 R/W アーギュメント 31～0を設定 

 

30.3.4 コマンド制御レジスタ（CE_CMD_CTRL） 

CE_CMD_CTRLは、強制終了を行う際に設定するレジスタです。また、CCSDの発行は、CE-ATAデバイスを

接続している場合に有効です。MMCと接続している際は、CCSDを発行しないでください。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — CCSD BREAK

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 CCSD 0 R/W CCSD発行 

0の状態から 1をライトすると、CCSDを発行します。 

CE_INTの CCSDEが 1になってから、CCSDを 0ライトし戻してくださ

い。 

【注】CCSDを発行する前に、CE_HOST_STS1の CMDSEQビットが 0

であることを確認してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 BREAK 0 R/W コマンドシーケンス強制終了 

0の状態から 1をライトし、その後、0をライトするとコマンドシーケンス

を中断します。 

【注】上記設定後、CE_HOST_STS1の CMDSEQビットが 0になること

を確認してください。その後次の処理が可能となります。 

また、「30.8.2 強制終了について」を参照してください。 

 

30.3.5 転送ブロック設定レジスタ（CE_BLOCK_SET） 

CE_BLOCK_SETは、転送するデータのブロックサイズとブロック数を設定するレジスタです。CE_CMD_SET

の CMD[5:0]ビットを設定する前に設定してください。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

BLKSIZ[15:0]

BLKCNT[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 BLKCNT 

[15:0] 

H'0000 R/W 転送ブロック数 

【注】マルチブロック転送のとき、有効となります。 

15～0 BLKSIZ[15:0] H'0200 R/W 転送ブロックサイズ 

【注】転送ブロックサイズは、 

• シングルブロック転送設定時：1～512バイト 

• マルチブロック転送設定時：512バイト 

に設定してください。 
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30.3.6 クロックコントロールレジスタ（CE_CLK_CTRL） 

CE_CLK_CTRLは、MMCクロックの制御とタイムアウト値を設定するレジスタです。なお、コマンドシーケン

ス中は再設定しないでください。 
 

R R R R R R R R/W R R R R R/W R/W R/W R/W

R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — SRSPTO[1:0] SRBSYTO[3:0] SRWDTO[3:0] SCCSTO[3:0]

— — — — — — — CLKEN — — — — CLKDIV[3:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～25 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

24 CLKEN 0 R/W MMCクロック出力制御 

0：MMCクロックを出力しない（L固定） 

1：MMCクロックを出力する 

23～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

19～16 CLKDIV[3:0] 0000 R/W MMCクロック周波数設定 

0000：clks1/2^1 

0001：clks1/2^2 

： 

0111：clks1/2^8 

1000：clks1/2^9 

1001～1111：設定禁止 

Boot Operation時については、「30.6.6 Boot Operation時のMMCクロッ

ク周波数について」および「30.3.11 Boot Operation設定レジスタ

（CE_BOOT）」を参照してください。 

15 － 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 SRSPTO[1:0] 00 R/W レスポンスタイムアウト設定 

CE_INTの RSPTOの期間を設定します。 

00：64×MMCクロック周期 

01：128×MMCクロック周期 

10：256×MMCクロック周期 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11～8 SRBSYTO 

[3:0] 

0000 R/W レスポンスビジータイムアウト設定 

CE_INTの RBSYTOの期間を設定します。 

0000：2^14×MMCクロック周期 

0001：2^15×MMCクロック周期 

： 

1110：2^28×MMCクロック周期 

1111：2^29×MMCクロック周期 

7～4 SRWDTO[3:0] 0000 R/W ライトデータタイムアウト／リードデータタイムアウト設定 

CE_INTのWDATTO、RDATTOの期間を設定します。 

0000：2^14×MMCクロック周期 

0001：2^15×MMCクロック周期 

： 

1110：2^28×MMCクロック周期 

1111：2^29×MMCクロック周期 

3～0 SCCSTO[3:0] 0000 R/W CCSタイムアウト設定 

CE_INTの CCSTOの期間を設定します。 

0000：2^14×MMCクロック周期 

0001：2^15×MMCクロック周期 

： 

1110：2^28×MMCクロック周期 

1111：2^29×MMCクロック周期 

 

30.3.7 バッファアクセス設定レジスタ（CE_BUF_ACC） 

CE_BUF_ACCは、データレジスタのアクセス方法と DMAの転送方法を設定するレジスタです。 

CE_CMD_SETの CMD[5:0]ビットを設定する前に設定してください。バッファの説明については「30.6.3 バ

ッファの構造について」を参照してください。 
 

R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — DMAW 
EN

DMAR 
EN — — — — — — BUSW ATYP

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

26 － 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25 DMAWEN 0 R/W バッファライト DMA転送要求イネーブル 

0：バッファライト DMA転送要求を禁止 

1：バッファライト DMA転送要求を許可 

24 DMAREN 0 R/W バッファリード DMA転送要求イネーブル 

0：バッファリード DMA転送要求を禁止 

1：バッファリード DMA転送要求を許可 

23、22 － すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

17 BUSW 0 R/W データレジスタアクセス幅選択 

0：CE_DATAに 32ビットでアクセスする場合 

1：CE_DATAに 16ビットでアクセスする場合 

16 ATYP 0 R/W バッファアクセス選択 

0：バイト単位差し替えなし 

1：バイト単位差し替えあり 

【注】バッファへのアクセスについては「30.6.4 CE_DATAアクセス時の

バッファアクセス選択機能について」を参照してください。 

15～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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30.3.8 レスポンスレジスタ 3～0（CE_RESP3～0） 

CE_RESP3～0は、受信したレスポンス値が格納されるレジスタです。 

レスポンス値のフォーマットについては、「30.6.1 コマンド／レスポンスのフォーマットについて」を参照し

てください。 

• CE_RESP3 

 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RSP[111:96]

RSP[127:112]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RSP[127:96] H'0000 0000 R R2レスポンス[127:96] 

 

• CE_RESP2 

 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RSP[79:64]

RSP[95:80]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RSP[95:64] H'0000 0000 R R2レスポンス[95:64] 

 

• CE_RESP1 

 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RSP[47:32]

RSP[63:48]

 
 



 

30. マルチメディアカードインタフェース（MMC） 

30-14  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RSP[63:32] H'0000 0000 R R2レスポンス[63:32] 

 

• CE_RESP0 

 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RSP[15:0]

RSP[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RSP[31:0] H'0000 0000 R レスポンス[31:0]もしくは R2レスポンス[31:0] 

 

30.3.9 自動 CMD12レスポンスレジスタ（CE_RESP_CMD12） 

CE_RESP_CMD12は、CMD12を自動発行した際に、CMD12に対するレスポンス値が格納されるレジスタです。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RSP12[15:0]

RSP12[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RSP12[31:0] H'0000 0000 R CMD12レスポンス[31:0] 

 

30.3.10 データレジスタ（CE_DATA） 

CE_DATAは、バッファにアクセスするためのレジスタです。 

16ビットアクセス時は、DATA[31:16]ビットのみアクセス可能です。ライトデータ／リードデータのフォーマ

ットについては、「30.6.5 データのフォーマットについて」を参照してください。 
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R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

DATA[15:0]

DATA[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 DATA[31:0] H'0000 0000 R/W バッファライト／リード[31:0] 

 

30.3.11 Boot Operation設定レジスタ（CE_BOOT） 

CE_BOOTは、Boot Operation時のMMCクロック周波数とタイムアウト値を設定するレジスタです。 

コマンドシーケンスが実行中は再設定しないでください。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — — —

BTCLKDIV SBTACKTO S1STBTDATTO SBTDATTO

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 BTCLKDIV[3:0] H'0 R/W Bootモード時MMCクロック周波数設定 

0000：モジュールクロック/2^1 

0001：モジュールクロック/2^2 

0010：モジュールクロック/2^3 

0011：モジュールクロック/2^4 

0100～1111：設定禁止 

BTCLKDIVは、CE_CLK_CTRLの CLKDIV以下の値を設定してく

ださい。 

Bootモード時MMCクロック周波数については、「30.6.6 Boot 

Operation時のMMCクロック周波数について」を参照してくださ

い。 

27～24 SBTACKTO[3:0] H'0 R/W Boot Acknowledgeタイムアウト設定 

0000：2^14×MMCクロック周期 

0001：2^15×MMCクロック周期 

| 

1110：2^28×MMCクロック周期 

1111：2^29×MMCクロック周期 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～20 S1STBTDATTO[3:0] H'0 R/W 1st Bootデータタイムアウト設定 

0000：2^14×MMCクロック周期 

0001：2^15×MMCクロック周期 

| 

1110：2^28×MMCクロック周期 

1111：2^29×MMCクロック周期 

19～16 SBTDATTO[3:0] H'0 R/W Bootデータ間タイムアウト設定 

0000：2^14×MMCクロック周期 

0001：2^15×MMCクロック周期 

| 

1110：2^28×MMCクロック周期 

1111：2^29×MMCクロック周期 

15～0 － H'0000 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にして

ください。 

 

30.3.12 割り込みフラグレジスタ（CE_INT） 

CE_INTは、コマンドシーケンス中の各種ステータスを表すレジスタです。各ビットは、セット条件を満たすと

1にセットされます。フラグをクリアする際は、クリアするビットのみ 0を設定し、それ以外のビットは 1を設定

してください。 

エラー、タイムアウト発生時の動作については、「30.6.7 エラー、タイムアウト発生時の動作について」を参

照してください。 
 

R R R/WC0 R R R/WC0 R/WC0 R/WC0 R/WC0 R/WC0 R/WC0 R/WC0 R/WC0 R R/WC0 R/WC0

R/WC0 R/WC0 R R R/WC0 R/WC0 R/WC0 R/WC0 R R R/WC0 R/WC0 R/WC0 R/WC0 R/WC0 R/WC0

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CMD 
VIO

BUF 
VIO — — WDAT 

ERR
RDAT 
ERR

RIDX 
ERR

RSP 
ERR — — CCS

TO
CRCS

TO
WDAT

TO
RDAT

TO
RBSY 

TO
RSP 
TO

— — CCSDE — — CMD12 
DRE

CMD12 
RBE

CMD12 
CRE

DTRAN 
E

BUFR 
E

BUFW 
EN

BUFR 
EN

CCS 
RCV — RBSY

E
CRSP

E

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 1にしてください。 

29 CCSDE 0 R/WC0* CCSD発行完 

セット条件：CCSD発行完 

クリア条件：0ライト 

28、27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 1にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

26 CMD12DRE 0 R/WC0* 自動 CMD12＆バッファリード完 

セット条件：自動 CMD12のレスポンスビジーとバッファリードが完了

したとき 

クリア条件：0ライト 

【注】CMD12DRE がセットされた際は、CMD12RBE 、CMD12CRE、

BUFREもセットされているので、クリアしてください。 

25 CMD12RBE 0 R/WC0* 自動 CMD12レスポンスビジー完 

セット条件：自動 CMD12のレスポンス受信とレスポンスビジーが完了

したとき 

クリア条件：0ライト 

【注】CMD12RBE がセットされた際は、CMD12CREもセットされている

ので、クリアしてください。また、マルチブロックライトのときに

CMD12RBEがセットされた際は、DTRANEもセットされているの

で、クリアしてください。 

24 CMD12CRE 0 R/WC0* 自動 CMD12コマンドレスポンス完 

セット条件：自動 CMD12のレスポンスを受信したとき 

クリア条件：0ライト 

23 DTRANE 0 R/WC0* データ送信完 

セット条件：全ブロックの全データの送信が完了したとき 

• CRC statusを受信する設定の場合： 

CRC status後のビジー（データビジー）が完了したとき 

• CRC statusを受信しない設定の場合： 

データの送信が完了したとき 

クリア条件：0ライト 

22 BUFRE 0 R/WC0* バッファリード完 

セット条件： 

• Boot Operation以外 

全ブロックの全データの受信が完了し 

バッファからリードし終わったとき 

• Boot Operationのとき 

全ブロックの全データの受信が完了し 

バッファからリードし終わったとき、かつ、MMCCMDが 0から 1

に変化し、48×MMCクロック周期経過したとき 

クリア条件：0ライト 

21 BUFWEN 0 R/WC0* バッファライト可 

セット条件：バッファが空でライト可能になったとき 

クリア条件：0ライト 

【注】バッファライト DMA転送要求を許可している場合は、セットされま

せん 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

20 BUFREN 0 R/WC0* バッファリード可 

セット条件：バッファに転送ブロックサイズ分のデータが格納されリー

ド可能になったとき 

クリア条件：0ライト 

【注】バッファリード DMA転送要求を許可している場合は、セットされま

せん 

19 CCSRCV 0 R/WC0* CCS受信完 

セット条件：CCSを受信したとき 

クリア条件：0ライト 

18 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 1にしてください。 

17 RBSYE 0 R/WC0* レスポンスビジー完 

セット条件：レスポンスの受信とレスポンスビジーの受信が完了したと

き 

クリア条件：0ライト 

【注】RBSYEがセットされた際は、CRSPEもセットされているので、ク

リアしてください。また、自動 CMD12のレスポンスとレスポンス

ビジーについては、CMD12RBEに反映されます。 

16 CRSPE 0 R/WC0* コマンドレスポンス完 

• セット条件： 

Boot Operation以外 

‐レスポンス無し設定の場合： 

コマンドの送信が完了したとき 

‐6バイトまたは 17バイトのレスポンス設定の場合： 

レスポンスを受信したとき 

• Boot Operationかつ Boot Acknowledge受信設定のとき 

Boot Acknowledgeを受信したとき  

クリア条件：0ライト 

【注】自動 CMD12のレスポンスについては、CMD12CREに反映されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 CMDVIO 0 R/WC0* コマンド発行エラー 

セット条件：CE_CMD_SET、CE_BLOCK_SETへの設定に不正があった

とき 

• コマンドシーケンスが実行中の場合： 

CE_CMD_SETの CMD[5:0]ビットへライトしたとき 

（コマンドシーケンスは自動停止しません） 

• コマンドシーケンス開始時の場合： 

レジスタの設定が、下記のいずれかの組み合わせの状態で

CE_CMD_SETの CMD[5:0] ビットへライトしたとき 

‐レスポンス無し＋レスポンスビジーあり 

‐レスポンス無し＋データあり＋Boot Operation以外 

‐レスポンス無し＋CCSの受け付けを許可 

‐データ無し＋CMD12を自動発行する 

‐データあり＋シングル＋CMD12を自動発行する 

‐データあり＋CMD12を自動発行する＋CCSの受け付けを許可 

‐データあり＋レスポンスビジーあり＋CMD12を自動発行する 

‐データあり＋転送ブロックサイズ=0 

‐データあり＋転送ブロックサイズ≧513 

‐データあり＋マルチブロック転送＋転送ブロック数=0 

‐Boot Operation＋データ無し 

‐Boot Operation＋ライト 

‐Boot Operation＋レスポンスビジーあり 

‐Boot Operation＋CMD12を自動発行する 

‐Boot Acknowledge受信あり＋Boot Operation以外 

クリア条件：0ライト 

14 BUFVIO 0 R/WC0* バッファアクセスエラー 

セット条件：バッファアクセスに不正があったとき 

• CE_BLOCK_SETの BLKSIZ[15:0]ビットに設定したブロックサイズ

より多く CE_DATAへアクセスしたとき 

• カードからデータをリード中の場合： 

BUFRENがセットされていない（DMA時は、バッファリード DMA

転送要求が出ていない）にもかかわらず、CE_DATAへアクセスした

とき 

• カードへデータをライト中の場合： 

BUFWENがセットされていない（DMA時は、バッファライト DMA

転送要求が出ていない）にもかかわらず、CE_DATAへアクセスした

とき 

クリア条件：0ライト 

【注】BUFVIOがセットされた際は、コマンドシーケンスは自動停止しま

せん。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13、12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 1にしてください。 

11 WDATERR 0 R/WC0* ライトデータエラー 

セット条件： 

• ライトデータにエラーがあったとき 

• CRC statusのステータスにエラーがあるとき 

• CRC statusのエンドビットにエラーがあるとき 

クリア条件：0ライト 

【注】WDATERRがセットされた際は、コマンドシーケンスが自動停止し

ます。 

10 RDATERR 0 R/WC0* リードデータエラー 

セット条件：リードデータにエラーがあったとき 

• リードデータの CRC16にエラーがあるとき 

• リードデータのエンドビットにエラーがあるとき 

クリア条件：0ライト 

【注】RDATERRがセットされた際は、コマンドシーケンスが自動停止し

ます。 

9 RIDXERR 0 R/WC0* レスポンスインデックスエラー 

セット条件： 

• 6バイトレスポンス（自動 CMD12含む）の[45:40]、または、17バイ

トレスポンスの[133:128]にエラーがあったとき 

（チェック内容は、CE_CMD_SETの RIDXCに設定） 

クリア条件：0ライト 

【注】RIDXERRがセットされた際は、コマンドシーケンスが自動停止しま

す。 

8 RSPERR 0 R/WC0* レスポンスエラー 

セット条件： 

• レスポンスのトランスミッションビットが 1のとき 

• レスポンスのエンドビットにエラーがあったとき 

• 6バイトレスポンス（自動 CMD12含む）、または、17バイトレスポ

ンスの[7:1]にエラーがあったとき 

（チェック内容は、CE_CMD_SETの RCRC7Cに設定） 

• Boot Acknowledgeの Patternにエラーがあったとき 

• Boot Acknowledgeのエンドビットにエラーがあったとき 

クリア条件：0ライト 

【注】RSPERRがセットされた際は、コマンドシーケンスが自動停止しま

す。 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 1にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 CCSTO 0 R/WC0* CCSタイムアウト 

セット条件：CE_CLK_CTRLの SCCSTOの期間を超え、CCSを受信で

きなかったとき 

クリア条件：0ライト 

【注】CCSTOがセットされても、コマンドシーケンスは停止しません。 

4 CRCSTO 0 R/WC0* CRC statusタイムアウト 

セット条件：CRC statusを受信できなかったとき 

クリア条件：0ライト 

【注】CRCSTOがセットされても、コマンドシーケンスは停止しません。 

3 WDATTO 0 R/WC0* ライトデータタイムアウト 

セット条件：CRC status受信後、CE_CLK_CTRLの SRWDTOの期間を

超えビジーが続いたとき 

クリア条件：0ライト 

【注】WDATTOがセットされても、コマンドシーケンスは停止しません。 

2 RDATTO 0 R/WC0* リードデータタイムアウト 

セット条件： 

• Boot Operation以外 

‐リードコマンド送信後、CE_CLK_CTRLの SRWDTOの期間を超え 

リードデータを受信できなかったとき 

‐リードデータ受信後、CE_CLK_CTRLの SRWDTOの期間を超え 

リードデータを受信できなかったとき 

• Boot Operationのとき 

‐CE_BOOTの S1STBTDATTOの期間を超え、最初のリードデータを受

信できなかったとき 

‐リードデータ受信後、CE_BOOTの SBTDATTOの期間を超え、リード

データを受信できなかったとき  

クリア条件：0ライト 

【注】RDATTOがセットされても、コマンドシーケンスは停止しません。 

1 RBSYTO 0 R/WC0* レスポンスビジータイムアウト 

セット条件：コマンド（自動 CMD12含む）送信後、CE_CLK_CTRLの

SRBSYTOの期間を超えビジーが続いたとき 

クリア条件：0ライト 

【注】RBSYTOがセットされても、コマンドシーケンスは停止しません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 RSPTO 0 R/WC0* レスポンスタイムアウト 

セット条件： 

• Boot Operation以外 

コマンド（自動 CMD12含む）送信後、CE_CLK_CTRLの SRSPTO

の期間を超えレスポンスを受信できなかったとき 

• Boot Operationかつ Boot Acknowledge受信設定のとき、CE_BOOT

の SBTACKTOの期間を超え、Boot Acknowledgeを受信できなかった

とき 

クリア条件：0ライト 

【注】RSPTOがセットされても、コマンドシーケンスは停止しません。 

【注】 * リードおよびライト可。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。 

 

30.3.13 割り込みイネーブルレジスタ（CE_INT_EN） 

CE_INT_ENは、CE_INTの割り込み出力を制御するレジスタです。1に設定したビットに対応する CE_INTの

フラグが 1となっていた場合に、割り込みを出力します。割り込み要求の詳細については、「30.4 割り込み要

求の説明」を参照してください。 
 

R R R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W

R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

MCMD 
VIO

MBUF 
VIO — — MWDAT 

ERR
MRDAT 

ERR
MRIDX 
ERR

MRSP 
ERR — — MCCS

TO
MCRC
STO

MWDA
TTO

MRDA
TTO

MRBS
YTO

MRSP 
TO

— — MC 
CSDE — — MCMD 

12DRE
MCMD 
12RBE

MCMD 
12CRE

MDT
RANE

MBUF 
RE

MBUF 
WEN

MBUF 
REN

MCCS 
RCV — MRBSY 

E
MCRSP 

E

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

29 MCCSDE 0 R/W CCSDE割り込みマスクフラグ 

0：CCSDEフラグによる割り込み出力を禁止 

1：CCSDEフラグにより割り込み出力を許可 

28、27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

26 MCMD12DRE 0 R/W CMD12DRE割り込みマスクフラグ 

0：CMD12DREフラグによる割り込み出力を禁止 

1：CMD12DREフラグにより割り込み出力を許可 

25 MCMD12RBE 0 R/W CMD12RBE割り込みマスクフラグ 

0：CMD12RBEフラグによる割り込み出力を禁止 

1：CMD12RBEフラグにより割り込み出力を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

24 MCMD12CRE 0 R/W CMD12CRE割り込みマスクフラグ 

0：CMD12CREフラグによる割り込み出力を禁止 

1：CMD12CREフラグにより割り込み出力を許可 

23 MDTRANE 0 R/W DTRANE割り込みマスクフラグ 

0：DTRANEフラグによる割り込み出力を禁止 

1：DTRANEフラグにより割り込み出力を許可 

22 MBUFRE 0 R/W BUFRE割り込みマスクフラグ 

0：BUFREフラグによる割り込み出力を禁止 

1：BUFREフラグにより割り込み出力を許可 

21 MBUFWEN 0 R/W BUFWEN割り込みマスクフラグ 

0：BUFWENフラグによる割り込み出力を禁止 

1：BUFWENフラグにより割り込み出力を許可 

20 MBUFREN 0 R/W BUFREN割り込みマスクフラグ 

0：BUFRENフラグによる割り込み出力を禁止 

1：BUFRENフラグにより割り込み出力を許可 

19 MCCSRCV 0 R/W CCSRCV割り込みマスクフラグ 

0：CCSRCVフラグによる割り込み出力を禁止 

1：CCSRCVフラグにより割り込み出力を許可 

18 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

17 MRBSYE 0 R/W RBSYE割り込みマスクフラグ 

0：RBSYEフラグによる割り込み出力を禁止 

1：RBSYEフラグにより割り込み出力を許可 

16 MCRSPE 0 R/W CRSPE割り込みマスクフラグ 

0：CRSPEフラグによる割り込み出力を禁止 

1：CRSPEフラグにより割り込み出力を許可 

15 MCMDVIO 0 R/W CMDVIO割り込みマスクフラグ 

0：CMDVIOフラグによる割り込み出力を禁止 

1：CMDVIOフラグにより割り込み出力を許可 

14 MBUFVIO 0 R/W BUFVIO割り込みマスクフラグ 

0：BUFVIOフラグによる割り込み出力を禁止 

1：BUFVIOフラグにより割り込み出力を許可 

13、12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11 MWDATERR 0 R/W WDATERR割り込みマスクフラグ 

0：WDATERRフラグによる割り込み出力を禁止 

1：WDATERRフラグにより割り込み出力を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 MRDATERR 0 R/W RDATERR割り込みマスクフラグ 

0：RDATERRフラグによる割り込み出力を禁止 

1：RDATERRフラグにより割り込み出力を許可 

9 MRIDXERR 0 R/W RIDXERR割り込みマスクフラグ 

0：RIDXERRフラグによる割り込み出力を禁止 

1：RIDXERRフラグにより割り込み出力を許可 

8 MRSPERR 0 R/W RSPERR割り込みマスクフラグ 

0：RSPERRフラグによる割り込み出力を禁止 

1：RSPERRフラグにより割り込み出力を許可 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 MCCSTO 0 R/W CCSTO割り込みマスクフラグ 

0：CCSTOフラグによる割り込み出力を禁止 

1：CCSTOフラグにより割り込み出力を許可 

4 MCRCSTO 0 R/W CRCSTO割り込みマスクフラグ 

0：CRCSTOフラグによる割り込み出力を禁止 

1：CRCSTOフラグにより割り込み出力を許可 

3 MWDATTO 0 R/W WDATTO割り込みマスクフラグ 

0：WDATTOフラグによる割り込み出力を禁止 

1：WDATTOフラグにより割り込み出力を許可 

2 MRDATTO 0 R/W RDATTO割り込みマスクフラグ 

0：RDATTOフラグによる割り込み出力を禁止 

1：RDATTOフラグにより割り込み出力を許可 

1 MRBSYTO 0 R/W RBSYTO割り込みマスクフラグ 

0：RBSYTOフラグによる割り込み出力を禁止 

1：RBSYTOフラグにより割り込み出力を許可 

0 MRSPTO 0 R/W RSPTO割り込みマスクフラグ 

0：RSPTOフラグによる割り込み出力を禁止 

1：RSPTOフラグにより割り込み出力を許可 
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30.3.14 ステータスレジスタ 1（CE_HOST_STS1） 

CE_HOST_STS1は、転送完了したブロック数、MMCCMDとMMCDATの状態、受信したレスポンスのインデ

ックス、コマンドシーケンス中の状態を表すレジスタです。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 － 0 0 0 0 0 0 － － － － － － － －

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RCVBLK[15:0]

CMD
SEQ

CMD
SIG RSPIDX[5:0] DATSIG[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 CMDSEQ 0 R コマンドシーケンス中表示 

0：コマンドシーケンスが初期状態にあるとき 

1：コマンドシーケンスが実行中であるとき 

30 CMDSIG 不定 R CMD状態表示 

CMD線の状態を表示します。 

29～24 RSPIDX[5:0] H'00 R レスポンスインデックス表示 

6バイトレスポンスの[45:40]、または、17バイトレスポンスの[133:128]を

表示します。 

23～16 DATSIG[7:0] 不定 R DAT[7:0]状態表示 

MMCDAT[7:0]の状態を表示します。 

【注】通信エラーまたはタイムアウトが発生すると、MMCDAT[0]が 0の状

態のままの場合があります。 

15～0 RCVBLK 

[15:0] 

H'0000 R 転送完了ブロック数表示 

転送完了したブロック数を表示します。 

CE_CMD_SETの DWENが 0のとき：カードからリードしたブロック数 

CE_CMD_SETの DWENが 1のとき：カードへライトしたブロック数 

 

30.3.15 ステータスレジスタ 2（CE_HOST_STS2） 

CE_HOST_STS2は、各種タイムアウト、各種エラーの状態を表すレジスタです。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

STCC
STO

STRD
ATTO

DATBS 
YTO

CRCST 
TO

AC12 
BSYTO

RSPBS 
YTO

AC12 
RSPTO

STRS
PTO

BTAC
KTO

1STBT
DATTO

BTDA
TTO — — — — —

CRC 
STE

CRC 
16E

AC12 
CRCE

RSP 
CRC7E

CRC 
STEBE

RDAT 
EBE

AC12R 
EBE

RSP 
EBE

AC12 
IDXE

RSP 
IDXE

BTACK
PATE

BTACK
EBE — CRCST[2:0]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 CRCSTE 0 R CRC statusエラー 

CRC status値にエラーがあった場合、1になります。 

30 CRC16E 0 R リードデータ CRC16エラー 

リードデータの CRC16にエラーがあった場合、1になります。 

29 AC12CRCE 0 R 自動 CMD12レスポンス CRC7エラー 

自動 CMD12に対するレスポンスの[7:1]にエラーがあった場合、1になりま

す。 

【注】チェック内容は、CE_CMD_SETの RCRC7Cに設定 

28 RSPCRC7E 0 R コマンドレスポンス CRC7エラー（自動 CMD12以外） 

6バイトレスポンス、または、17バイトレスポンスの[7:1]にエラーがあっ

た場合、1になります。 

【注】チェック内容は、CE_CMD_SETの RCRC7Cに設定 

27 CRCSTEBE 0 R CRC statusエンドビットエラー 

CRC statusのエンドビットにエラーがあった場合、1になります。 

26 RDATEBE 0 R リードデータエンドビットエラー 

リードデータのエンドビットにエラーがあった場合、1になります。 

25 AC12REBE 0 R 自動 CMD12レスポンスエンドビットエラー 

自動 CMD12レスポンスのエンドビットにエラーがあった場合、1になりま

す。 

24 RSPEBE 0 R コマンドレスポンスエンドビットエラー（自動 CMD12以外） 

レスポンスのエンドビットにエラーがあった場合、1になります。 

23 AC12IDXE 0 R 自動 CMD12レスポンスインデックスエラー 

自動 CMD12に対するレスポンスの[45:40]にエラーがあった場合、1になり

ます。 

【注】チェック内容は、CE_CMD_SETの RIDXCに設定。 

22 RSPIDXE 0 R コマンドレスポンスインデックスエラー（自動 CMD12以外） 

6バイトレスポンスの[45:40]、または、17バイトレスポンスの[133:128]に

エラーがあった場合、1になります。 

【注】チェック内容は、CE_CMD_SETの RIDXCに設定。 

21 BTACKPATE 0 R Boot Acknowledge Patternエラー 

Boot Acknowledgeの Patternにエラーがあった場合、1になります。 

20 BTACKEBE 0 R Boot Acknowledgeエンドビットエラー 

Boot Acknowledgeのエンドビットにエラーがあった場合、1になります。 

19 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18～16 CRCST[2:0] 000 R CRC status表示 

受信した CRC statusのステータス値を表示します 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 STCCSTO 0 R CCSタイムアウト 

CE_CLK_CTRLの SCCSTOの期間を超え CCSを受信できなかった場合、

1になります。 

14 STRDATTO 0 R リードデータタイムアウト（Boot Operation以外のとき有効） 

• リードコマンド送信後、CE_CLK_CTRLの SRWDTOの期間を超え 

リードデータを受信できなかった場合、1になります。 

• リードデータ受信後、CE_CLK_CTRLの SRWDTOの期間を超え 

リードデータを受信できなかった場合、1になります。 

13 DATBSYTO 0 R データビジータイムアウト 

CRC status受信後、CE_CLK_CTRLの SRWDTOの期間を超えビジーが続

いた場合、1になります。 

12 CRCSTTO 0 R CRC statusタイムアウト 

CRC statusが受信できなかった場合、1になります。 

11 AC12BSYTO 0 R 自動 CMD12レスポンスビジータイムアウト 

自動 CMD12送信後、CE_CLK_CTRLの SRBSYTOの期間を超えビジーが

続いた場合、1になります。 

10 RSPBSYTO 0 R レスポンスビジータイムアウト 

コマンド（自動 CMD12以外）送信後、CE_CLK_CTRLの SRBSYTOの期

間を超えビジーが続いた場合、1になります。 

9 AC12RSPTO 0 R 自動 CMD12レスポンスタイムアウト 

自動 CMD12送信後、CE_CLK_CTRLの SRSPTOの期間を超えレスポンス

を受信できなかった場合、1になります。 

8 STRSPTO 0 R レスポンスタイムアウト 

コマンド（自動 CMD12以外）送信後、CE_CLK_CTRLの SRSPTOの期間

を超えレスポンスを受信できなかった場合、1になります。 

7 BTACKTO 0 R Boot Acknowledgeタイムアウト 

Boot Operationのとき、CE_BOOTの SBTACKTOの期間を超え、Boot 

Acknowledgeを受信できなかった場合、1になります。 

6 1STBTDATTO 0 R 1st Bootデータタイムアウト 

Boot Operationのとき、CE_BOOTの S1STBTDATTOの期間を超え、最初

のリードデータを受信できなかった場合、1になります。 

5 BTDATTO 0 R Bootデータ間タイムアウト 

Boot Operationのとき、リードデータ受信後、CE_BOOTの SBTDATTOの

期間を超え、リードデータを受信できなかった場合、1になります。 

4～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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30.3.16 バージョンレジスタ（CE_VERSION） 
 

R/W R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

VERSION[15:0]

SW 
RST — — — — — — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 SWRST 0 R/W ソフトリセット 

0：ソフトリセット解除（通常動作） 

1：ソフトリセット中 

30～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

23～16 － すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～0 VERSION 

[15:0] 

H'0002 R バージョン表示 

本モジュールのバージョン値を表示します。 
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30.4 割り込み要求の説明 

本モジュールには通常動作割り込み、エラー／タイムアウト割り込みの 2種類の割り込み要求があります。 

割り込みフラグは、CE_INTに表示されます。フラグレジスタのビットが 1かつイネーブルレジスタのビットが

1であるとき割り込み要求に反映されます。各割り込み要求の仕様を表 30.3に示します。 
 

表 30.3 割り込み要求の仕様 

フラグレジスタ ビット イネーブルレジスタ ビット 割り込み要求 

CCSDE MCCSDE 

CMD12DRE MCMD12DRE 

CMD12RBE MCMD12RBE 

CMD12CRE MCMD12CRE 

DTRANE MDTRANE 

BUFRE MBUFRE 

BUFWEN MBUFWEN 

BUFREN MBUFREN 

CCSRCV MCCSRCV 

RBSYE MRBSYE 

CRSPE MCRSPE 

通常動作割り込み 

CMDVIO MCMDVIO 

BUFVIO MBUFVIO 

WDATERR MWDATERR 

RDATERR MRDATERR 

RIDXERR MRIDXERR 

RSPERR MRSPERR 

CCSTO MCCSTO 

CRCSTO MCRCSTO 

WDATTO MWDATTO 

RDATTO MRDATTO 

RBSYTO MRBSYTO 

CE_INT 

RSPTO 

CE_INT_EN 

MRSPTO 

エラー／タイムアウト 

割り込み 
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30.5 DMA仕様 

本モジュールは、バッファリード用とバッファライト用 2チャネルの DMA転送要求を持っています。 

DMAの転送方式は、CE_BUF_ACCで設定してください。 

30.5.1 バッファライト DMAの説明 

CE_BUF_ACCの DMAWENビットを 1に設定し、バッファが空であるとき、バッファライト DMA転送要求が

アサートされます。 

DMA転送要求は、BLKSIZ（CE_BLOCK_SETに設定したブロックサイズ）×BLKCNT（CE_BLOCK_SETに設

定した転送ブロック数）分アサートされ、最終ブロックの転送が終わるとネゲートされます。この際、CE_INTの

BUFWENビットはアサートされませんので、注意してください。 

DMA転送中にエラーが発生するか強制終了を実行すると、コマンドシーケンスが自動停止するため、DMA転

送要求はネゲートされます。 
 

30.5.2 バッファリード DMAの説明 

CE_BUF_ACCの DMARENビットを 1に設定し、CE_BLOCK_SETに設定した転送ブロックサイズ分のデータ

がたまっているとき、バッファリード DMA転送要求がアサートされます。 

DMA転送要求は、BLKSIZ（CE_BLOCK_SETに設定したブロックサイズ）×BLKCNT（CE_BLOCK_SETに設

定した転送ブロック数）分アサートされ、最終ブロックの転送が終わるとネゲートされます。この際、CE_INTの

BUFRENはアサートされませんので、注意してください。 

DMA転送中にエラーが発生するか強制終了を実行すると、コマンドシーケンスが自動停止するため、DMA転

送要求はネゲートされます。 
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30.6 動作説明 

コマンド／レスポンスのフォーマット、自動 CMD12発行のタイミング、バッファの構造、バッファアクセス選

択機能、エラー発生時の動作について説明します。 

30.6.1 コマンド／レスポンスのフォーマットについて 

送信するコマンドのフォーマットを図 30.2に示します。CE_CMD_SETの CMD[5:0]ビットに設定したコマンド

インデックスと CE_ARGの ARG[31:0]ビットに設定したアーギュメントが反映されます。 

MMCCMD

MMCCLK

CE_CMD_SET

CMD[5:0]

CE_ARG

ARG[31:0]

コマンド

S T 5 4 3 2 1 0 31 30 29 28 3 2 1 0 6 5 1 0 E

31 29 24 0 31 0

INDEX ARG CRC

 

図30.2 コマンドのフォーマット 

 

6バイトレスポンス受信時のフォーマットを図 30.3に、17バイトレスポンス（R2）受信時のフォーマットを図

30.4に示します。CE_HOST_STS1の RSPIDX[5:0]ビットにレスポンスインデックスが格納され、CE_RESP0もし

くは CE_RESP3～0にレスポンスのステータス値が格納されます。 

MMCCMD

MMCCLK

CE_HOST_STS1 CE_RESP0

RSP[31:0]

レスポンス（6バイト長）

S T 5 4 3 2 1 0 31 30 29 28 3 2 1 0 6 5 1 0 E

31 29 24 0 31 0

INDEX STATUS CRC

CMDIDX[5:0]

 

図30.3 6バイトレスポンスのフォーマット 
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MMCCMD

MMCCLK

CE_HOST_STS1

RSP[127:96]

レスポンス（17バイト長）

S T 5 4 3 2 1 0 127 96 95 64 63 32 31 8 7 6

31 29 24 0 31 0

INDEX STATUS (internal CRC)

CMDIDX[5:0]

2 1 E

CE_RESP3 CE_RESP2 CE_RESP1 CE_RESP0

RSP[95:64]

31 0

RSP[63:32]

31 0

RSP[31:0]

31 0

 

図30.4 17バイトレスポンスのフォーマット（R2） 

 

30.6.2 自動 CMD12発行について 

本モジュールは、CE_CMD_SETの CMD12ENをセットしマルチブロック転送を行うと、CMD12を自動発行す

る機能を持っています。マルチブロックリード時とマルチブロックライト時に CMD12を自動発行するタイミング

について説明します。 

図 30.5に、マルチブロックリード時の自動 CMD12発行タイミングを示します。CMD12は、最終ブロック受信

中に、データのエンドビットから 2ビット前にコマンドのエンドビットが来るように発行されます。 

2ビット前
MMCCMD

 MMCCLK

MMCDAT[0]

リードデータの
最終ブロック

自動発行した
CMD12

CMD12の
レスポンス

S T 5

INDEX

4 8

ARG CRC

7 6 5 4 3 1 0 E

1 15

ARG

14 13 12 3 1 0 E2033 32 31 30 2935 34

S T

 

図30.5 マルチブロックリード時の自動 CMD12発行タイミング（1ビットモード時） 

 

図 30.6に、マルチブロックライト時の自動 CMD12発行タイミングを示します。CMD12は、最終ブロックの送

信後のデータビジーが終了した後に発行されます。 

データビジー

MMCCMD

 MMCCLK

MMCDAT[0]

ライトデータの
最終ブロック

自動発行した
CMD12

0

CRCstatusCRC

INDEX

1 0 E

S T

514 1 0 E0 15

5 4

 

図30.6 マルチブロックライト時の自動 CMD12発行タイミング（1ビットモード時） 
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30.6.3 バッファの構造について 

本モジュールは図 30.7に示すように、512バイトの RAMを 2つ持っており、ダブルバッファとして用いてい

ます。転送ブロックサイズを 4×n+1もしくは 4×n+3と設定した場合、16ビットアクセス時は 4×n+2バイトも

しくは 4×(n+1)バイト分、32ビットアクセス時は 4×(n+1)バイト分アクセスしてください（n=0、1、2、3、…、

127）。 

D4 D5 D6 D7

D8 D9 D10 D11

D12 D13 D14 D15

D16 D17 D18 D19

D24 D21 D22 D23

D24 D25 D26 D27

D104 D105 D106 D107

D108 D109 D110 D111

D112 D113 D114 D115

D116 D117 D118 D119

D120 D121 D122 D123

D124 D125 D126 D127

D0
31 24

D1
23 16

D2
15 8 7 0

D3h'34:CE_DATA

バッファ

32ビットアクセス

25
6ワ
ー
ド

24 23 16 15 8

バッファA

バッファB

D0
31 24

D1
23 16

h'34:CE_DATA

バッファ

16ビットアクセス

25
6ワ
ー
ド

バッファA

バッファB

15 8 7 0

D106

D25

D0 D1 D2 D3

D4 D5 D6 D7

D8 D9 D10 D11

D12 D13 D14 D15

D16 D17 D18 D19

D20 D21 D22 D23

D24 D26 D27

D104 D105 D107

D108 D109 D110 D111

D112 D103 D114 D115

D116 D117 D118 D119

D120 D121 D122 D123

D124 D125 D126 D127

D4 D5 D6 D7

D8 D9 D10 D11

D12 D13 D14 D15

D16 D17 D18 D19

D24 D21 D22 D23

D24 D25 D26 D27

D104 D105 D106 D107

D108 D109 D110 D111

D112 D113 D114 D115

D116 D117 D118 D119

D120 D121 D122 D123

D124 D125 D126 D127

24 23 16 15 8

D106

D25

D0 D1 D2 D3

D4 D5 D6 D7

D8 D9 D10 D11

D12 D13 D14 D15

D16 D17 D18 D19

D20 D21 D22 D23

D24 D26 D27

D104 D105 D107

D108 D109 D110 D111

D112 D103 D114 D115

D116 D117 D118 D119

D120 D121 D122 D123

D124 D125 D126 D127

 

図30.7 ダブルバッファの構造 

 

30.6.4 CE_DATAアクセス時のバッファアクセス選択機能について 

本モジュールは、CE_BUF_ACCのバッファアクセス選択機能により、CE_DATAにライト、リードするデータ

を 1バイト単位で差し替え、バッファにアクセスすることができます。 

図 30.8に、32ビット／16ビットアクセス時の仕様を示します。 
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D3 D2

D1 D0

D3 D2

D1 D0

D2 D3

D0 D1

D0 D1

D2 D3

D0 D1 D2 D3

D0 D1

D2 D3

D0 D1 D2 D3

＜CE_DATAリード時＞

【1バイト単位で差し替え】

＜CE_DATAライト時＞

31 24 23 16 15 8

7 0

7 0

7 0

h'34:CE_DATA

31 24 23 16 15 8 7 0
バッファ

31 24 23 16 15 8 7 0
h'34:CE_DATA

D2
31 24

D3
23 16 15 8 7 0

バッファ

<2n+1回目
アクセス>

<2n回目
アクセス>

31 24 23 16 15 8 7 0
h'34:CE_DATA

31 24 23 16 15 8 7 0
バッファ

31 24 23 16 15 8 7 0
h'34:CE_DATA

D2
31 24

D3
23 16 15 8 7 0

バッファ

<2n+1回目
アクセス>

<2n回目
アクセス>

31 24 23 16 15 8 7 0
h'34:CE_DATA

＜CE_DATAリード時＞

【デフォルト設定時】

31 24 23 16 15 8 7 0
バッファ

＜CE_DATAライト時＞

31 24 23 16 15 8 7 0
h'34:CE_DATA

D2
31 24

D3
23 16 15 8 7 0

バッファ

<2n+1回目
アクセス>

<2n回目
アクセス>

31 24 23 16 15 8 7 0
h'34:CE_DATA

31 24 23 16 15 8 7 0
バッファ

31 24 23 16 15 8 7 0
h'34:CE_DATA

31 24 23 16 15 8 7 0
バッファ

<2n+1回目
アクセス>

<2n回目
アクセス>

D0
31 24

D1
23 16

D2
15 8 7 0

7 0

7 0

7 0

D3h'34:CE_DATA

＜CE_DATAリード時＞

【デフォルト設定時】

D0
31 24

D1
23 16

D2
15 8

D3バッファ

D0
31 24

D1
23 16

D2
15 8

D3h'34:CE_DATA

＜CE_DATAライト時＞

D0
31 24

D1
23 16

D2
15 8

D3バッファ

D3
31 24

D2
23 16

D1
15 8

D0h'34:CE_DATA

＜CE_DATAリード時＞

【1バイト単位で差し替え】

D0
31 24

D1
23 16

D2
15 8

D3バッファ

D3
31 24

D2
23 16

D1
15 8

D0h'34:CE_DATA

＜CE_DATAライト時＞

D0
31 24

D1
23 16

D2
15 8

D3バッファ

32ビットアクセス

16ビットアクセス

D0 D1

D0 D1

D0 D1 D2 D3

D0 D1 D2 D3

D1D0

n＝0、1、2、…、255  

図30.8 32ビット／16ビットアクセス時の 1バイト単位差し替えの仕様 

 

30.6.5 データのフォーマットについて 

データのフォーマットを図 30.9～図 30.11に示します。データを送信する場合は、バッファに書き込んだ値が

反映され、データを受信する場合は、バッファに値が格納されます。 
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MMCDAT[0]

MMCCLK

1ブロックデータ

S 31 30 29 28 27 26 25 24 2223 20 19 18 17 16 15 15 14 1

DATA CRC

0 E

バッファ
31 2324 01516 78

D3D2D0 D1

 

図30.9 データのフォーマット（1ビットモード） 

 

MMCDAT[3]

MMCCLK

バッファ

1ブロックデータ

S 31 27 23 19 15 11 7 3 15 14 1 0 E

31 2324 0

DATA CRC

1516 78

D3D2D0 D1

MMCDAT[2] S 30 26 22 18 14 10 6 2 15 14 1 0 E

DATA CRC

MMCDAT[1] S 29 25 21 17 13 9 5 1 15 14 1 0 E

DATA CRC

MMCDAT[0] S 28 24 20 16 12 8 4 0 15 14 1 0 E

DATA CRC

 

図30.10 データのフォーマット（4ビットモード） 
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MMCDAT[7]

MMCCLK

バッファ

1ブロックデータ

S 31 23 15 7 15 14 1 0 E

31 2324 0

DATA CRC

1516 78

D3D2D0 D1

MMCDAT[6] S 30 22 14 6 15 14 1 0 E

DATA CRC

MMCDAT[5] S 29 21 13 5 15 14 1 0 E

DATA CRC

MMCDAT[4] S 28 20 12 4 15 14 1 0 E

DATA CRC

MMCDAT[3] S 27 19 11 3 15 14 1 0 E

DATA CRC

MMCDAT[2] S 26 18 10 2 15 14 1 0 E

DATA CRC

MMCDAT[1] S 25 17 9 1 15 14 1 0 E

DATA CRC

MMCDAT[0] S 24 16 8 0 15 14 1 0 E

DATA CRC

 

図30.11 データのフォーマット（8ビットモード） 

30.6.6 Boot Operation時の MMCクロック周波数について 

図 30.12に Boot Operation時のMMCクロック周波数が切り替わる動作を示します。Boot Operation時には、

MMCCMDが 1から 0に変化してから、74×MMCクロック周期後に CE_BOOTの BTCLKDIVに対応したMMC

クロック周波数に切り替わります。また、MMCCMDが 0から 1に変化した後、48×MMCクロック周期後に

CE_CLK_CTRLの CLKDIVに対応したMMCクロック周波数に戻ります。 

MMCCLK

MMCCMD 

74×MMCクロック周期 48×MMCクロック周期

CE_CLK_CTRLのCLKDIVに対応 CE_CLK_CTRLのCLKDIVに対応CE_BOOTのBTCLKDIVに対応

 

図 30.12 Boot operation時のMMCクロック周波数 

30.6.7 エラー、タイムアウト発生時の動作について 

エラー発生時にバッファに格納されていた送信データ、受信データは保証されません。 

また、エラー確認後の動作は、ステータスレジスタ 1を確認し、コマンドシーケンス中であれば強制終了を行

ってください。その後、本モジュールを初期化し、コマンドシーケンスをやり直してください。 

タイムアウト発生時に、本モジュールは停止しません。タイムアウト発生時にコマンドシーケンスが正常に終

了せず、ステータスレジスタ 1を確認し、コマンドシーケンス中のままとなってしまった場合は、強制終了を行

い、本モジュールを初期化してください。 

強制終了に関しては、「30.8 使用上の注意事項」を参照してください。 
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30.7 設定例 

代表的なコマンドシーケンスを実行する手順について説明します。 

30.7.1 凡例の説明 

図中記載の記号についての凡例を、図 30.13に示します。 

INT CMD:S

RSP:R

DAT:S

DAT:R

BUSY:RCCSD:S

CCS:R

CRCST:R

：割り込み ：コマンド送信

：レスポンス受信

：CCSD送信

：CCS受信

：データ送信

：CRCstatus受信

：ビジー受信

：データ受信

BA:R ：Boot Acknowledge受信

BUF:W

BUF:R

：バッファライト

：バッファリード

INT

割り込み、バッファ状態 CMD線、DAT線状態

HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

フローチャート&レジスタ設定例

：初期状態

：レジスタアクセス

：処理待ち状態

：条件分岐

 

図30.13 図中記載記号の凡例 

 



 

30. マルチメディアカードインタフェース（MMC） 

30-38  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

30.7.2 コマンド送信設定例 

INT

INT

CMD:S

Write(CE_INT , H'0000_0000);

Write(CE_INT_EN , H'0001_CF3F);

Write(CE_ARG , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET , H'0000_0000);

Write(CE_CLK_CTRL , H'0100_0000);

スタート

Read(CE_INT);

Write(CE_INT , H'FFFE_FFFF);

HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

コマンド
送信設定

コマンド
レスポンス完
フラグ待ち

フラグチェック

コマンド送信前
設定

アイドル

 

図30.14 コマンド送信設定例（CMD0） 
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30.7.3 コマンド送信→レスポンス受信設定例 

INT

CMD:S

RSP:R

スタート

コマンド送信前
設定

コマンド
送信設定

コマンド
レスポンス完
フラグ待ち

フラグチェック

Write(CE_INT , H'0000_0000);

Write(CE_INT_EN , H'0001_CF3F);

Write(CE_ARG , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET , H'0D40_0000);

Read(CE_INT);

Write(CE_CLK_CTRL , H'0100_0000);

Write(CE_INT , H'FFFE_FFFF);

エラー／
タイムアウト

処理

エラー設定

レスポンス
チェック

Read(CE_RESP0);

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

アイドル

 

図30.15 コマンド送信→レスポンス受信設定例（CMD3） 

 



 

30. マルチメディアカードインタフェース（MMC） 

30-40  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

30.7.4 コマンド送信→レスポンス受信（レスポンスビジーあり）設定例 

• ビジー時間がCE_CLK_CTRLのSRBSYTOの設定未満の場合 

INT

INT

CMD:S

RSP:R

スタート

コマンド
送信前設定

コマンド
送信設定

コマンド
レスポンス
完フラグ待ち

フラグチェック

Write(CE_INT , H'0000_0000);

Write(CE_INT_EN , H'0001_CF3F);

Write(CE_ARG , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET , H'0660_0000);

Read(CE_INT);

Write(CE_CLK_CTRL , H'0100_0*00);

Write(CE_INT , H'FFFD_FFFF);

Read(CE_INT);

Write(CE_INT , H'FFFE_FFFF);

Write(CE_INT_EN , H'0002_CF3F);

エラー／
タイムアウト

処理

レスポンスビジー
完フラグ待ち

BUSY:R

レスポンスチェック

イネーブル設定

フラグチェック

Read(CE_RESP0);

エラー判定

エラー判定

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

アイドル

 

図30.16 コマンド送信→レスポンス受信（レスポンスビジーあり）設定例（CMD6） 
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• ビジー時間がCE_CLK_CTRLのSRBSYTOの設定以上になることがある場合 

INT

INT

CMD:S

RSP:R

スタート

コマンド
送信前設定

コマンド
送信設定

コマンド
レスポンス
完フラグ待ち

フラグチェック

CMD13

Write(CE_INT , H'0000_0000);

Write(CE_INT_EN , H'0001_CF3F);

Write(CE_ARG , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET , H'2660_0000);

Read(CE_INT);

Write(CE_CLK_CTRL , H'0100_0F00);

Write(CE_INT

エラー

, H'FFFD_FFFF);

Read(CE_INT);

Write(CE_INT , H'FFFE_FFFF);

Write(CE_INT_EN , H'0002_CF3F);

エラー／
タイムアウト

処理

レスポンスビジー
完フラグ待ち

BUSY:R

レスポンスチェック

イネーブル設定

強制終了

タイマの設定値が超えるまで確認

本モジュール以外のタイマを設定＆起動

（ビジー時間の判定に、本モジュール内の
 タイマで対応できないため）

レスポンスビジータイムアウトフラグのみ

レスポンスビジー
完フラグのみ

フラグチェック

Read(CE_RESP0);

エラー判定

判定

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

アイドル

 

図 30.17 コマンド送信→レスポンス受信（レスポンスビジーあり）設定例（CMD38） 
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30.7.5 シングルブロックリード設定例 

INT

CMD:S

RSP:R

DAT:R

BUF:R

スタート

コマンド送信
前設定

コマンド
送信設定

コマンド
レスポンス
完フラグ待ち

フラグチェック

Write(CE_INT , H'0000_0000);

Write(CE_INT_EN , H'0001_CF3F);

Write(CE_ARG , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET , H'1148_0002);

Read(CE_INT);

Write(CE_CLK_CTRL , H'0100_0000);

Write(CE_BUF_ACC , H'0000_0000);

Write(CE_INT , H'FFFE_FFFF);

Write(CE_INT_EN , H'0050_CF3F);

フラグチェック

イネーブル設定

INT

バッファリード可
フラグ待ち

エラー／
タイムアウト
処理

エラー判定

バッファリード
（ブロックサイズ分）

フラグチェック

INT

Read(CE_INT);

Read(CE_DATA);

Read(CE_INT);

Write(CE_BLOCK_SET , H'0000_0***);

Write(CE_INT , H'FFEF_FFFF);

Write(CE_INT , H'FFBF_FFFF);

エラー判定

エラー判定

Read(CE_RESP0);レスポンスチェック

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

バッファリード
完フラグ待ち

アイドル

 

図30.18 シングルブロックリード設定例（CMD17） 
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30.7.6 マルチブロックリード設定例 

INT

CMD:S

RSP:R

DAT:R

BUF:R

スタート

コマンド送信
前設定

コマンド
送信設定

コマンド
レスポンス
完フラグ待ち

フラグチェック

Write(CE_INT , H'0000_0000);

Write(CE_INT_EN , H'0001_CF3F);

Write(CE_ARG , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET , H'124A_0002);

Read(CE_INT);

Write(CE_CLK_CTRL , H'0100_0000);

Write(CE_BUF_ACC , H'0000_0000);

Write(CE_INT , H'FFFE_FFFF);

Write(CE_INT_EN , H'0050_CF3F);

フラグチェック

イネーブル設定

INT

バッファリード可
フラグ待ち

エラー／
タイムアウト
処理

エラー判定

最終ブロック
リード終了

バッファリード
（ブロックサイズ分）

フラグチェック

INT

Read(CE_INT);

Read(CE_DATA);

Read(CE_INT);

Write(CE_BLOCK_SET , H'****_0200);

Write(CE_INT , H'FFEF_FFFF);

Write(CE_INT , H'FFBF_FFFF);

エラー判定

エラー判定

Read(CE_RESP0);レスポンスチェック

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

バッファリード
完フラグ待ち

アイドル

 

図 30.19 マルチブロックリード設定例（CMD18 Pre-defined） 
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30.7.7 マルチブロックリード（自動 CMD12あり）設定例 

INT

CMD:S

RSP:R

DAT:R

BUF:R

スタート

コマンド送信
前設定

コマンド送信
設定

コマンドレスポンス
完フラグ待ち

フラグチェック

Write(CE_INT  , H'0000_0000);

Write(CE_CLK_CTRL  , H'0100_0000); 

Write(CE_BUF_ACC  , H'0000_0000);

Write(CE_INT_EN , H'0001_CF3F);

Write(CE_BLOCK_SET  , H'****_0200);

Write(CE_ARG  , H'****_****);

Write(CE_ARG_CMD12  , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET  , H'124B_0002);

Read(CE_INT);

Write(CE_INT  , H'FFFE_FFFF);

Read(CE_RESP0);

Write(CE_INT_EN  , H'0410_CF3F);

フラグチェック

イネーブル設定

INT

バッファリード可
フラグ待ち

エラー／
タイムアウト
処理

エラー判定

バッファリード
ブロックサイズ分

最終ブロック
リード終了

フラグチェック

自動CMD12&
バッファリード
完フラグ待ち

INT

Read(CE_INT);

Read(CE_DATA);

Read(CE_INT);

Write(CE_INT , H'FFEF_FFFF);

Write(CE_INT , H'F8BF_FFFF);

CMD:S

RSP:R

エラー判定

レスポンスチェック

エラー判定

Read(CE_RESP_CMD12);レスポンスチェック

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

最終ブロック転送時 
CMD12自動発行

アイドル

 

図30.20 マルチブロックリード（自動 CMD12あり）設定例（CMD18 Open-ended） 
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30.7.8 シングルブロックライト設定例 

INT

CMD:S

RSP:R

スタート

コマンド送信前
設定

コマンド送信
設定

コマンドレスポンス
完フラグ待ち

バッファライト可
フラグ待ち

データ送信完
フラグ待ち

フラグチェック

フラグチェック

Read(CE_INT);

Write(CE_INT , H'FFFE_FFFF);

INT

エラー／
タイムアウト

処理

バッファライト
（ブロックサイズ分）

INT

Read(CE_INT);

Write(CE_DATA , H'****_****);

Read(CE_INT);

Write(CE_INT , H'FFDF_FFFF);

Write(CE_INT , H'FF7F_FFFF);

DAT:S

BUSY:R

CRCST:R

BUF:W

エラー判定

エラー判定

Read(CE_RESP0);レスポンスチェック

イネーブル設定

フラグチェック

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

Write(CE_INT  , H'0000_0000);

Write(CE_CLK_CTRL  , H'0100_0000); 

Write(CE_BUF_ACC  , H'0000_0000); 

Write(CE_INT_EN  , H'0001_CF3F);

Write(CE_BLOCK_SET  , H'0000_0***);

Write(CE_ARG  , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET  , H'184C_0002);

Write(CE_INT_EN , H'00A0_CF3F);

アイドル

 

図30.21 シングルブロックライト設定例（CMD24） 
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30.7.9 マルチブロックライト設定例 

INT

CMD:S

RSP:R

スタート

コマンド送信前
設定

コマンド送信
設定

コマンドレスポンス
完フラグ待ち

バッファライト可
フラグ待ち

データ送信完
フラグ待ち

Read(CE_INT);

Write(CE_INT , H'FFFE_FFFF);

INT

エラー／
タイムアウト

処理

バッファライト
（ブロックサイズ分）

INT

Read(CE_INT);

Write(CE_DATA , H'****_****);

Read(CE_INT);

Write(CE_INT , H'FFDF_FFFF);

Write(CE_INT , H'FF7F_FFFF);

DAT:S

BUSY:R

CRCST:R

BUF:W

エラー判定

最終ブロック
ライト終了

エラー判定

エラー判定

Read(CE_RESP0);レスポンスチェック

イネーブル設定

フラグチェック

フラグチェック

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

Write(CE_INT  , H'0000_0000);

Write(CE_CLK_CTRL  , H'0100_0000);

Write(CE_BUF_ACC  , H'0000_0000); 

Write(CE_INT_EN  , H''h0001_CF3F);

Write(CE_BLOCK_SET  , H'****_0200);

Write(CE_ARG  , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET  , H'194E_0002);

Write(CE_INT_EN , H'00A0_CF3F);

フラグチェック

アイドル

 

図 30.22 マルチブロックライト設定例（CMD25 Pre-defined） 
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30.7.10 マルチブロックライト（自動 CMD12あり）設定例 

スタート

コマンド送信前
設定

コマンド送信
設定

コマンドレスポンス
完フラグ待ち

イネーブル設定

エラー／
タイムアウト
処理

エラー判定

バッファライト
（ブロックサイズ分）

最終ブロック
ライト終了

フラグチェック

エラー判定

Read(CE_RESP0);レスポンスチェック

レスポンスチェック

エラー判定

INT

CMD:S

RSP:R

INT

INT

DAT:S

BUSY:R

CRCST:R

BUF:W

CMD:S

RSP:R BUSY:R

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)
Write(CE_INT  , H'0000_0000);

Write(CE_CLK_CTRL  , H'0100_0000);

Write(CE_BUF_ACC  , H'0000_0000);

Write(CE_INT_EN , H'0001_CF3F);

Write(CE_BLOCK_SET  , H'****_0200);

Write(CE_ARG  , H'****_****);

Write(CE_ARG_CMD12  , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET  , H'194F_0002);

Read(CE_INT);

Write(CE_INT  , H'FFDF_FFFF);

Write(CE_INT_EN  , H'0220_CF3F);

Read(CE_INT);

Write(CE_INT  , H'FFFE_FFFF);

Write(CE_DATA  , H'****_****);

Read(CE_INT);

Write(CE_INT  , H'FC7F_FFFF);

Read(CE_RESP_CMD12);

バッファライト可
フラグ待ち

フラグチェック

フラグチェック

自動CMD12レス
ポンスビジー完
フラグ待ち

最終ブロック転送後
CMD12自動発行

アイドル

 

図30.23 マルチブロックライト（自動 CMD12あり）設定例（CMD25 Open-ended） 
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30.7.11 Boot Operation設定例 

BA:R

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

バッファリード
可判定

エラー／タイムアウト

フラグセット無し

フラグセット無し

フラグ
セット無し

エラー／タイムアウト

エラー／タイムアウト

フラグクリア要

DAT:R

BUF:R

Low送信
開始

Low送信
終了

スタート

コマンド送信前
設定

コマンド送信
設定

エラー／
タイムアウト
処理

バッファリード
（ブロックサイズ分）

最終ブロック
リード終了

フラグチェック

コマンドレスポンス
完判定

Write(CE_INT  , H'FFFE_FFFF);フラグクリア

フラグチェック

フラグクリア

バッファリード
完判定

Write(CE_INT  , H'0000_0000);

Write(CE_CLK_CTRL  , H'0108_0000);

Write(CE_BOOT  , H'1000_0000);

Write(CE_BUF_ACC  , H'0000_0000);

Write(CE_INT_EN  , H'0000_0000);

Write(CE_BLOCK_SET  , H'****_0200);

Write(CE_CMD_SET  , H'400A_0202);

Read(CE_INT);

Write(CE_INT  , H'FFBF_FFFF);

Read(CE_INT);

Read(CE_INT);

Read(CE_DATA);

Write(CE_INT  , H'FFEF_FFFF);

フラグチェック

フラグクリア

アイドル

 

図 30.24 Boot Operation設定例（Boot Acknowledgeあり） 
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30.7.12 強制終了設定例 

ソフトリセット
実行

Write(CE_VERSION , H'8000_0000);

Write(CE_VERSION , H'0000_0000);

コマンド
シーケンス
実行中

コマンド
シーケンス
強制終了設定

Write(CE_CMD_CTRL , H'0000_0001);

コマンド
シーケンス中
チェック

Read(CE_HOST_STS1);

終了判定

Write(CE_CMD_CTRL , H'0000_0000);

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

Write(CE_INT_EN , H'0000_0000);イネーブル設定

アイドル

 

図30.25 強制終了設定例 
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30.7.13 コマンド送信→レスポンス受信（レスポンスビジー、CCS受信あり）設定例 

INT

CMD:S

RSP:R

スタート

コマンド送信前
設定

コマンド送信
設定

コマンドレスポンス
完フラグ待ち

レスポンスビジー
完フラグ待ち

CCS受信完
フラグ待ち

フラグチェック

Write(CE_INT , H'0000_0000);

Write(CE_INT_EN , H'0009_CF3F);

Write(CE_ARG , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET , H'3D70_0000);

Read(CE_INT);

Write(CE_CLK_CTRL , H'0100_0*00);

Write(CE_INT , H'FFFE_FFFF);

エラー／
タイムアウト
処理

Write(CE_INT_EN , H'000A_CF3F);イネーブル設定

INT

INT

BUSY:R

フラグチェック
Read(CE_INT);

Write(CE_INT , H'FFFD_FFFF);

Read(CE_INT);

Write(CE_INT , H'FFF7_FFFF);

CCS:R

エラー判定

フラグチェック

エラー判定

レスポンスチェック Read(CE_RESP0);

エラー判定

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

アイドル

 

図30.26 コマンド送信→レスポンス受信（レスポンスビジー、CCS受信あり）設定例（CMD61） 
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30.7.14 マルチブロックリード（CCS受信あり）設定例 

スタート

コマンド送信前
設定

コマンド送信
設定

コマンドレスポンス
完フラグ待ち

Write(CE_INT , H'0000_0000);

Write(CE_BUF_ACC , H'0000_0000);

Write(CE_ARG , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET , H'3D5A_0002);

Read(CE_INT);

Write(CE_CLK_CTRL , H'0100_0000);

Write(CE_INT , H'FFFE_FFFF);

Write(CE_INT_EN , H'0058_CF3F);イネーブル設定

バファリード可
フラグ待ち

バファリード完
フラグ待ち

CCS受信完
フラグ待ち

エラー／
タイムアウト
処理

エラー判定

バッファリード
（ブロックサイズ分）

最終ブロック
リード終了

フラグチェック

Read(CE_INT);

Read(CE_DATA);

Read(CE_INT);

Write(CE_INT_EN , H'0009_CF3F);

Write(CE_BLOCK_SET , H'****_0200);

Write(CE_INT , H'FFEF_FFFF);

Write(CE_INT , H'FFBF_FFFF);

エラー判定

Read(CE_INT);

Write(CE_INT , H'FFF7_FFFF);

エラー判定

Read(CE_RESP0);レスポンスチェック

エラー判定

INT

CMD:S

RSP:R

DAT:R

BUF:R

INT

INT

INT

CCS:R

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

フラグチェック

フラグチェック

フラグチェック

アイドル

 

図30.27 マルチブロックリード（CCS受信あり）設定例（CMD61） 



 

30. マルチメディアカードインタフェース（MMC） 

30-52  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

30.7.15 マルチブロックライト（レスポンスビジー、CCS受信あり）設定例 

コマンド送信前
設定

コマンド送信
設定

バッファライト可
フラグ待ち

フラグチェック

フラグチェック

フラグチェック

フラグチェック

Write(CE_INT , H'0000_0000);

Write(CE_BUF_ACC , H'0000_0000);

Write(CE_ARG , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET , H'3D7E_0002);

Read(CE_INT);

Write(CE_CLK_CTRL , H'0100_0000);

Write(CE_INT , H'FFFC_FFFF);

Write(CE_INT_EN , H'00A8_CF3F);イネーブル設定

エラー／
タイムアウト

処理

データ送信完
フラグ待ち

CCS受信完
フラグチェック

エラー判定

バッファライト
（ブロックサイズ分）

最終ブロック
ライト終了

Read(CE_INT);

Write(CE_DATA , H'****_****);

Read(CE_INT);

Write(CE_INT_EN , H'000A_CF3F);

Write(CE_BLOCK_SET , H'****_0200);

Write(CE_INT , H'FFDF_FFFF);

Write(CE_INT , H'FF7F_FFFF);

レスポンスビジー
完フラグ待ち

エラー判定

Read(CE_INT);

Write(CE_INT , H'FFF7_FFFF);

エラー判定

Read(CE_RESP0);レスポンスチェック

エラー判定

INT

CMD:S

RSP:R

INT

INT

DAT:S

BUSY:R

CRCST:R

BUF:W

INT

CCS:R

BUSY:R

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

スタート

アイドル

 

図30.28 マルチブロックライト（レスポンスビジー、CCS受信あり）設定例（CMD61） 
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30.7.16 強制終了→CCSD発行設定例 

CCSD送信前
設定

CCSD発行設定

CCSD発行完
フラグ待ち

CCSD送信完
フラグチェック

Write(CE_INT , H'0000_0000);

Write(CE_INT_EN , H'2000_CF3F);

Read(CE_INT);

Write(CE_CLK_CTRL , H'0100_0000);

Write(CE_INT , H'DFFF_FFFF);

ソフトリセット実行
Write(CE_VERSION , H'8000_0000);

Write(CE_VERSION , H'0000_0000);

CCSD:S

コマンド
シーケンス
実行中

コマンド
シーケンス
強制終了設定

Write(CE_CMD_CTRL , H'0000_0001);

コマンド
シーケンス中
チェック

Read(CE_HOST_STS1);

終了判定

Write(CE_CMD_CTRL , H'0000_0000);

Write(CE_CMD_CTRL , H'0000_0002);

Write(CE_CMD_CTRL , H'0000_0000);CCSD発行設定
解除

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

Write(CE_INT_EN , H'0000_0000);イネーブル設定

INT

アイドル

 

図30.29 強制終了→CCSD発行設定例 
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30.7.17 CE_CMD_SET設定値 

コマンドを発行する際の設定値一覧を、表 30.4～表 30.6に示します。 
 

表 30.4 CE_CMD_SET設定値 1（MMC/Boot Operation以外のコマンドシーケンス） 

CE_CMD_SET設定値 
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備考 

CMD0 － 0 0 000000 00 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 00  

CMD1 R3 0 0 000001 01 0 0 0 0 0 0 01 01 0 0 0 0 0 0 0 000 00  

CMD2 R2 0 0 000010 10 0 0 0 0 0 0 01 10 0 0 0 0 0 0 0 000 00  

CMD3 R1 0 0 000011 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 00  

CMD4 － 0 0 000100 00 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 00  

CMD5 R1b 0 0 000101 01 1 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 00  

CMD6 R1b 0 0 000110 01 1 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 00  

R1 0 0 000111 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 00  CMD7 

R1b 0 0 000111 01 1 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 00  

CMD8 R1 0 0 001000 01 0 0 1 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 **  

CMD9 R2 0 0 001001 10 0 0 0 0 0 0 01 10 0 0 0 0 0 0 0 000 00  

CMD10 R2 0 0 001010 10 0 0 0 0 0 0 01 10 0 0 0 0 0 0 0 000 00  

R1 0 0 001100 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 00  CMD12 

R1b 0 0 001100 01 1 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 00  

CMD13 R1 0 0 001101 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 00  

CMD14 R1 0 0 001110 01 0 0 1 0 0 0 00 00 0 1 0 0 0 0 0 000 **  

CMD15 － 0 0 001111 00 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 00  

CMD16 R1 0 0 010000 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 00  

CMD17 R1 0 0 010001 01 0 0 1 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 **  

R1 0 0 010010 01 0 0 1 0 1 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 ** Pre-defined CMD18 

R1 0 0 010010 01 0 0 1 0 1 1 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 ** Open-ended 

CMD19 R1 0 0 010011 01 0 0 1 1 0 0 00 00 0 0 0 1 0 0 0 000 **  

CMD23 R1 0 0 010111 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 00  

CMD24 R1 0 0 011000 01 0 0 1 1 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 **  

R1 0 0 011001 01 0 0 1 1 1 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 ** Pre-defined CMD25 

R1 0 0 011001 01 0 0 1 1 1 1 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 ** Open-ended 

CMD26 R1 0 0 011010 01 0 0 1 1 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 **  

CMD27 R1 0 0 011011 01 0 0 1 1 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 **  

CMD28 R1b 0 0 011100 01 1 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 00  

CMD29 R1b 0 0 011101 01 1 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 00  



 

30. マルチメディアカードインタフェース（MMC） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  30-55 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

CE_CMD_SET設定値 
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備考 

CMD30 R1 0 0 011110 01 0 0 1 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 **  

CMD35 R1 0 0 100011 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 00  

CMD36 R1 0 0 100100 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 00  

CMD38 R1b 0 0 100110 01 1 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 00  

CMD39 R4 0 0 100111 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 00  

R5 0 0 101000 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 00 Send CMD CMD40 

R5 0 0 101000 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 1 1 0 000 00 Send RSP 

CMD42 R1 0 0 101010 01 0 0 1 1 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 **  

CMD55 R1 0 0 110111 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 00  

R1 0 0 111000 01 0 0 1 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 ** Read CMD56 

R1 0 0 111000 01 0 0 1 1 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 ** Write 

【注】 本MMCは、CMD11と CMD20には対応していません。 

 

表 30.5 CE_CMD_SET設定値 2（MMC/Boot Operationコマンドシーケンス） 
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備考 

有 0 1 000000 00 0 0 1 0 1 0 00 00 0 0 1 0 0 0 0 000 **  － 

無 0 1 000000 00 0 0 1 0 1 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 **  

 

表 30.6 CE_CMD_SET設定値 3（CE-ATA専用コマンドシーケンス） 

CE_CMD_SET設定値 
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備考 

R1 0 0 111100 01 0 0 1 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 ** Read CMD60 

R1b 0 0 111100 01 1 0 1 1 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 ** Write 

R1b 0 0 111101 01 1 1 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 0 * 000 ** No data 

R1 0 0 111101 01 0 1 1 0 1 0 00 00 0 0 0 0 0 0 * 000 ** Read 

CMD61 

R1b 0 0 111101 01 1 1 1 1 1 0 00 00 0 0 0 0 0 0 * 000 ** Write 
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30.8 使用上の注意事項 

30.8.1 レスポンスビジー出力タイミング 

MMC規格（The MultiMediaCard System Specification）にて、コマンド発行後のレスポンスビジー（R1b）出力タ

イミング（Nst）は 2サイクル固定と決められていますが、一部のデバイス（カードおよび組み込み用フラッシュ

メモリ）にて、レスポンスビジー出力タイミングが 1サイクル遅い現象が見つかっています。 

本MMCは、MMC規格に対応して 2サイクルのタイミングでレスポンスビジーを検出しています。そのため、

上記のデバイスと接続した場合には、デバイスがビジー状態にもかかわらず、（レスポンスビジーが終了したと

判断して）次のコマンドを発行してしまうことが考えられます。しかも、このときに発行したコマンドはデバイ

スに受け付けてもらえません。 

これを回避するため、レスポンスビジーを持つコマンドシーケンス（CMD38、CMD12など）が終了した後、

Card Statusの CURRENT_STATE値が期待する状態（デバイスがビジーでない状態）になるまで、CMD13を発行

して確認するようにしてください。 

30.8.2 強制終了について 

コマンドシーケンスを強制終了する場合、CE_CMD_CTRLレジスタの BREAKビットの設定タイミングによっ

てはコマンドシーケンスが終了しない場合があります。このため、コマンドシーケンスを強制終了する場合、以

下の 2つの方法のいずれかで処理をしてください。 

1. コマンドシーケンスを強制終了するときは、CE_CMD_CTRLレジスタのBREAKビットを使用しないで、ソフ

トリセットする。 

2. R1bレスポンスのコマンドを発行した後に、下記の状態でコマンドシーケンスを強制終了する場合のみ、

CE_CMD_CTRLレジスタのBREAKビットを使用しないで、ソフトリセットする。 

― レスポンスビジーのタイムアウト 

― レスポンス値の異常 
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31. NANDフラッシュメモリコントローラ（FLCTL） 

NANDフラッシュメモリコントローラは、外付けの NAND型フラッシュメモリとのメモリインタフェースを提

供します。 
 

31.1 特長 

（1） NAND型フラッシュメモリのメモリインタフェース 

• NAND型フラッシュメモリとの直結が可能なインタフェース 

• セクタ（512＋16バイト）単位のリードライト。 

• バイト単位のリードライト 

• ラージブロック（2048＋64）サイズのフラッシュメモリに対応* 

• 5バイトアドレスへの拡張により2Gビット超のアドレスに対応 

 

【注】 * 本モジュールは、512+16バイトを 1セクタとして扱います。1ページ 2048＋64バイトの製品に関しては、512+16

バイトごと（1ページを 4セクタ）に分割して処理します。 

 

（2） アクセスモード：本モジュールでは次の 2つのアクセスモードが選択できます。 

• コマンドアクセスモード：本モジュールからフラッシュメモリに対して発行するコマンド、アドレス、入出

力するデータサイズをレジスタに指定することで一連のアクセスを行います。 

• セクタアクセスモード：セクタアドレスを指定することで、セクタ単位のリードライトを実行します。セク

タ数を指定することで、連続するセクタに対するリードライトを実行できます。 
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（3） セクタと管理コード 

• セクタはアクセスの基本単位で、512バイトのデータと16バイトの管理コードから構成されます。 

• 管理コードには、ユーザ情報を書き込むことができます。 

 

（4） データエラー時 

• プログラム／イレースエラー発生時、エラー要因フラグに反映されます。独立要因の割り込みが指定可能で

す。 

 

（5） データ転送用 FIFOとデータレジスタ 

• フラッシュメモリのデータ転送用に224バイトのデータFIFOレジスタ（FLDTFIFO）を内蔵 

• 管理コードのデータ転送用に32バイトの管理コードFIFOレジスタ（FLECFIFO）を内蔵 

 

（6） DMA転送 

• ダイレクトメモリアクセスコントローラにフラッシュメモリのデータと管理コードの転送先を個別に指定す

ることにより、異なる領域にデータと管理コードを転送できます。 

 

（7） アクセスタイム 

• NAND型フラッシュメモリ端子側の動作クロック（FCLK）は、周辺クロック（Pφ）を分周して使用します。

分周率は、共通コントロールレジスタ（FLCMNCR）のQTSELビットにより指定可能です。 

• CPGの設定を変更する場合は、本モジュールをモジュールストップにより停止させた状態で行ってください。 

• NAND型フラッシュメモリでは、FRE端子、FWE端子がFCLKの動作周波数で動作します。接続するメモリの

最大動作周波数を超えないように設定してください。 
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図 31.1にブロック図を示します。 
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【注】FCLK：フラッシュメモリとのインタフェース信号の動作クロック。
　　      FLCMNCRで分周設定します。
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図 31.1 ブロック図 
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31.2 入出力端子 

表 31.1に端子構成を示します。 
 

表 31.1 端子構成 

対応するフラッシュ

メモリの端子 

端子名 入出力 

NAND型 

機   能 

FCE 出力 CE フラッシュメモリチップイネーブル 

本 LSIに接続されたフラッシュメモリをイネーブルにします。 

NAF7～0 入出力 I/O7～I/O0 フラッシュメモリデータ 

コマンド、アドレス、データの入出力端子です。 

FCLE 出力 CLE フラッシュメモリコマンドラッチイネーブル 

コマンド出力時にアサートします。 

FALE 出力 ALE フラッシュメモリアドレスラッチイネーブル 

アドレス出力時にアサートします。 

データ入出力時にネゲートします。 

FRE 出力 RE フラッシュメモリリードイネーブル 

REの立ち下がりエッジでデータリードします。 

FWE 出力 WE フラッシュメモリライトイネーブル 

WEの立ち上がりエッジでフラッシュメモリがコマンド、アドレスおよび

データをラッチします。 

FRB 入力 R/B フラッシュメモリレディ／ビジー 

ハイレベルでレディ状態を、ローレベルでビジー状態を示します。 

－* － WP ライトプロテクト／リセット 

ローレベルで電源投入切断時の偶発的消去／プログラムから保護します。 

－* － SE スペアエリアイネーブル 

スペアエリアアクセス可能にする端子です。セクタアクセスモードを使う

場合は、ローレベル固定にしてください。 

【注】 * 本 LSIでは、サポートしていません。 
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31.3 レジスタの説明 

表 31.2（1）にレジスタ構成を示します。 

表中のアドレス以外への書き込みを行わないでください。書き込みを行った場合、動作は保証されません。読

み出すと不定値が読み出されます。 
 

表 31.2（1） レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

共通コントロールレジスタ FLCMNCR R/W H'FFFCA000 32 

コマンド制御レジスタ FLCMDCR R/W H'FFFCA004 32 

コマンドコードレジスタ FLCMCDR R/W H'FFFCA008 32 

アドレスレジスタ FLADR R/W H'FFFCA00C 32 

アドレスレジスタ 2 FLADR2 R/W H'FFFCA03C 32 

データレジスタ FLDATAR R/W H'FFFCA010 32 

データカウンタレジスタ FLDTCNTR R/W H'FFFCA014 32 

割り込み DMA制御レジスタ FLINTDMACR R/W H'FFFCA018 32 

レディビジータイムアウト設定レジスタ FLBSYTMR R/W H'FFFCA01C 32 

レディビジータイムアウトカウンタ FLBSYCNT R H'FFFCA020 32 

データ FIFOレジスタ FLDTFIFO R/W H'FFFCA050 32 

管理コード FIFOレジスタ FLECFIFO R/W H'FFFCA060 32 

転送制御レジスタ FLTRCR R/W H'FFFCA02C 8 

モードレジスタ FLMODE R/W H'FFFCA038 32 
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表 31.2（2） 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

FLCMNCR H'00100001 H'00100001 保持 保持 保持 初期化 

FLCMDCR H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

FLCMCDR H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

FLADR H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

FLADR2 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

FLDATAR H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

FLDTCNTR H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

FLINTDMACR H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

FLBSYTMR H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

FLBSYCNT H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

FLDTFIFO H'xxxxxxxx H'xxxxxxxx 保持 保持 保持 初期化 

FLECFIFO H'xxxxxxxx H'xxxxxxxx 保持 保持 保持 初期化 

FLTRCR H'00 H'00 保持 保持 保持 初期化 

FLMODE H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 初期化 

【注】 初期化：パワーオンリセット項記載の値となります。 
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31.3.1 共通コントロールレジスタ（FLCMNCR） 

FLCMNCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、アクセスモードなどを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
R R R R R/W R/W R/W R R R R R R/W R R R

- - - - - - - - - - - - - SNAND QT
SEL -

- - - - ACM[1:0] NAND
WF - - - - - CE - - -

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

20 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

19 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18 SNAND 0 R/W 大容量 NANDフラッシュメモリ選択ビット 

1Gビット以上のフラッシュメモリのうち、1ページの構成が 2048＋64バ

イトである NANDフラッシュメモリのために使用します。 

0：1ページ構成が 512＋16バイトのフラッシュメモリ使用時は 0に設

定してください。 

1：1ページ構成が 2048＋64バイトの NAND型フラッシュメモリ使用

時は 1に設定してください。 

17 QTSEL 0 R/W フラッシュクロック分周選択ビット 

フラッシュメモリ内で使用するクロック FCLKの分周選択ビットです。 

0：CPGからのクロック（Pφ）を 2分の 1に分周して FCLKとして使

用します。 

1：CPGからのクロック（Pφ）を 4分の 1に分周して FCLKとして使

用します。 

16～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11、10 ACM[1:0] 00 R/W アクセスモード指定ビット 1、0 

アクセスモードを指定します。 

00：コマンドアクセスモード 

01：セクタアクセスモード 

10：設定禁止 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 NANDWF 0 R/W NANDウェイト挿入動作ビット 

0：アドレス、データの入出力が 1FCLKサイクルで行われます 

1：アドレス、データの入出力が 2FCLKサイクルで行われます 

8～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 CE 0 R/W チップイネーブルビット 

0：ディスエーブル（FCE端子にハイレベルを出力します。） 

1：イネーブル（FCE端子にローレベルを出力します。） 

2、1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

【注】 共通コントロールレジスタ（FLCMNCR）の SNANDビット使用時は、コマンド制御レジスタ（FLCMDCR）の DOCMD1、

DOCMD2ビットの設定によらず、第 1コマンド、第 2コマンドのみの対応となります。 

コマンド発行なし、もしくは第 1コマンドのみを発行する場合、SNANDビットには 0を設定してください。 
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31.3.2 コマンド制御レジスタ（FLCMDCR） 

FLCMDCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、コマンドアクセスモードでのコマンド発行、

アドレス発行の有無やデータの入出力先の指定ができます。セクタアクセスモードでは、セクタ転送回数の指定

ができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ADR
CNT2 SCTCNT[19:16] ADR

MD
CDS
RC DOSR - - SEL

RW
DOA
DR ADRCNT[1:0] DOC

MD2
DOC
MD1

SCTCNT[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 ADRCNT2 0 R/W アドレス発行バイト数指定ビット 2 

アドレスステージで発行するアドレスデータのバイト数を指定します。

ADRCNT[1:0]ビットとあわせて使用します。 

0：ADRCNT[1:0]で指定したバイト数だけアドレスを発行します。 

1：5バイトのアドレスを発行 

ADRCNT[1:0]は 00に設定してください。 

30～27 SCTCNT 

[19:16] 

0000 R/W セクタ転送回数指定ビット[19:16] 

セクタ転送回数指定ビット SCTCNT[15:0]の拡張ビットです。 

SCTCNT[19:16]とSCTCNT[15:0]はあわせてSCTCNT[19:0]の20ビットの

カウンタとして動作します。 

26 ADRMD 0 R/W セクタアクセスアドレス指定ビット 

コマンドアクセスモード時は、このビットは無効です。セクタアクセスモ

ード時のみ有効となります。 

0：アドレスレジスタの値はセクタアドレスとして処理されます。セク

タアクセス時は通常こちらを使用してください。 

1：アドレスレジスタの値がそのまま、フラッシュメモリのアドレスと

して出力されます。 

【注】連続セクタアクセス時は、0に設定してください。 

25 CDSRC 0 R/W データバッファ指定ビット 

コマンドアクセスモード時、データステージのリード／ライトするデータ

バッファを指定します。 

0：データバッファとして FLDATARを指定 

1：データバッファとして FLDTFIFOを指定 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

24 DOSR 0 R/W ステータスリードチェックビット 

コマンドアクセスモード時、第 2コマンド発行後、ステータスリードを行

うか指定します。 

0：ステータスリードを行わない 

1：ステータスリードを実行する 

23、22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21 SELRW 0 R/W データリードライト指定ビット 

データステージでのリードライト方向を指定します。 

0：リード 

1：ライト 

20 DOADR 0 R/W アドレスステージ実行指定ビット 

コマンドアクセスモード時、アドレスステージを実行するかどうかを指定

します。 

0：アドレスステージを実行しない 

1：アドレスステージを実行する 

19、18 ADRCNT[1:0] 00 R/W アドレス発行バイト数指定ビット 1、0 

アドレスステージで発行するアドレスデータのバイト数を指定します。 

00：1バイトのアドレスを発行 

01：2バイトのアドレスを発行 

10：3バイトのアドレスを発行 

11：4バイトのアドレスを発行 

17 DOCMD2 0 R/W 第 2コマンドステージ実行指定ビット 

コマンドアクセスモード時、第 2コマンドステージを実行するかどうかを

指定します。 

0：第 2コマンドステージを実行しない 

1：第 2コマンドステージを実行する 

16 DOCMD1 0 R/W 第 1コマンドステージ実行指定ビット 

コマンドアクセスモード時、第 1コマンドステージを実行するかどうかを

指定します。 

0：第 1コマンドステージを実行しない 

1：第 1コマンドステージを実行する 

15～0 SCTCNT[15:0] H'0000 R/W セクタ転送回数指定ビット[15:0] 

セクタアクセスモードで連続して読み出すセクタ数を指定します。1セク

タ転送終了ごとにカウントダウンし、0になると停止します。 

SCTCNT[19:16]と合わせて使用します。 

コマンドアクセスモード時は、動作中 H'0 0001になります。 
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31.3.3 コマンドコードレジスタ（FLCMCDR） 

FLCMCDRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、コマンドアクセス、セクタアクセス時に発

行するコマンドの値を指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - - - - - - -

CMD2[7:0] CMD1[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～8 CMD2[7:0] H'00 R/W 第 2コマンドデータビット 

第 2コマンドステージに発行するコマンドコードを指定します。 

7～0 CMD1[7:0] H'00 R/W 第 1コマンドデータビット 

第 1コマンドステージに発行するコマンドコードを指定します。 
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31.3.4 アドレスレジスタ（FLADR） 

FLADRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、アドレスとして出力する値を指定します。ADR1

から順にコマンドレジスタで指定されたバイト数がバイト単位でアドレスとして出力されます。なお、コマンド

制御レジスタのセクタアクセスアドレス指定ビット（ADRMD）で、アドレスデータビットに指定されたセクタ番

号がアドレスに変換された値を出力するかどうかを指定できます。 
 

• ADRMD＝1のとき 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ADR4[7:0] ADR3[7:0]

ADR2[7:0] ADR1[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 ADR4[7:0] H'00 R/W 第 4アドレスデータビット 

ADRMD＝1のときにアドレスとしてフラッシュメモリに 4番目に出力さ

れるデータを指定します。 

23～16 ADR3[7:0] H'00 R/W 第 3アドレスデータビット 

ADRMD＝1のときにアドレスとしてフラッシュメモリに 3番目に出力さ

れるデータを指定します。 

15～8 ADR2[7:0]  H'00 R/W 第 2アドレスデータビット 

ADRMD＝1のときにアドレスとしてフラッシュメモリに 2番目に出力さ

れるデータを指定します。 

7～0 ADR1[7:0] H'00 R/W 第 1アドレスデータビット 

ADRMD＝1のときにアドレスとしてフラッシュメモリに最初に出力され

るデータを指定します。 
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• ADRMD＝0のとき 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - ADR[25:16]

ADR[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25～0 ADR[25:0] H'0000000 R/W セクタアドレス指定ビット 

ADRMD＝0のとき、アクセスするセクタ番号を指定します。セクタ番号

は、アドレスに変換されてフラッシュメモリに出力されます。FLCMDCR

の ADRCNT2ビットが 1のときは、ADR[25:0]、ADRCNT2ビットが 0の

ときは ADR[17:0]が有効になります。詳細は図 31.11を参照してください。 

• ラージブロック品（2048＋64バイト） 

ADR[25:2]でページアドレス、ADR[1:0]でセクタ単位のカラムアドレス

を指定できます。 

ADR[1:0]＝00：0バイト目（0セクタ） 

ADR[1:0]＝01：512＋16バイト目（1セクタ） 

ADR[1:0]＝10：1024＋32バイト目（2セクタ） 

ADR[1:0]＝11：1536＋48バイト目（3セクタ） 

• スモールブロック品（512＋16バイト） 

ページアドレスのみの指定となります。 
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31.3.5 アドレスレジスタ 2（FLADR2） 

FLADR2は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、FLCMDCRの ADRCNT2ビットが 1のとき有

効になります。コマンドアクセスモードでアドレスとして出力する値を指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - ADR5[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～0 ADR5[7:0] H'00 R/W 第 5アドレスデータビット 

ADRMD＝1のときにアドレスとしてフラッシュメモリに 5番目に出力され

るデータを指定します。 
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31.3.6 データカウンタレジスタ（FLDTCNTR） 

FLDTCNTRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。コマンドアクセスモード時に、リード

ライトするバイト数を指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ECFLW[7:0]

- - - -

DTFLW[7:0]

DTCNT[11:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 ECFLW[7:0] H'00 R FLECFIFOアクセス数ビット 

FLECFIFOのリードライト可能なロングワード数を示します。 

CPUによる FLECFIFOリードライト時に利用できます。 

FLECFIFOリード時は、FLECFIFO内の読み出し可能なデータのロングワ

ード数を示します。 

FLECFIFOライト時は、FLECFIFO内の書き込み可能な空きロングワード

数を示します。 

23～16 DTFLW[7:0] H'00 R FLDTFIFOアクセス数ビット 

FLDTFIFOのリードライト可能なロングワード数を示します。 

CPUによる FLDTFIFOリードライト時に利用できます。 

FLDTFIFOリード時は、FLDTFIFO内の読み出し可能なデータのロングワ

ード数を示します。 

FLDTFIFOライト時は、FLDTFIFO内の書き込み可能な空きロングワード

数を示します。 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～0 DTCNT[11:0] H'000 R/W データ数指定ビット 

コマンドアクセスモードで、リードライトするデータのバイト数を指定し

ます（2048＋64バイトまで指定可能です）。 
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31.3.7 データレジスタ（FLDATAR） 

FLDATARは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。 

コマンドアクセスモードで FLCMDCRの CDSRCビットに 0を設定した場合に使用される入出力データ格納用

レジスタです。5バイト以上の連続データのリードライト時には使用できません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

DT4[7:0] DT3[7:0]

DT2[7:0] DT1[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 DT4[7:0]  H'00 R/W 第 4データビット 

NAF7～0から 4番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します。 

読み出し時：読み出しデータが格納されます。 

23～16 DT3[7:0] H'00 R/W 第 3データビット 

NAF7～0から 3番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します。 

読み出し時：読み出しデータが格納されます。 

15～8 DT2[7:0]  H'00 R/W 第 2データビット 

NAF7～0から 2番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します。 

読み出し時：読み出しデータが格納されます。 

7～0 DT1[7:0] H'00 R/W 第 1データビット 

NAF7～0から 1番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します。 

読み出し時：読み出しデータが格納されます。 
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31.3.8 割り込み DMA制御レジスタ（FLINTDMACR） 

FLINTDMACRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送要求および割り込みの許可

／禁止を設定します。本モジュールからダイレクトメモリアクセスコントローラに対する転送要求は、各アクセ

スモードの動作開始後発生します。 

また、ビット 8～5は、フラッシュメモリアクセス時の各種エラーおよび FIFOからの転送要求の有無を表示す

るフラグビットで、0書き込みのみ可能なビットです。フラグをクリアする場合、クリアするフラグビットに 0、

それ以外のフラグビットに 1を書き込んでください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - -- - - FIFOTRG
[1:0]

AC1
CLR

AC0
CLR

DREQ1
EN

DREQ0
EN

- - - - - - - ST
ERB

BTO
ERB

TRR
EQF1

TRR
EQF0

STER
INTE

RBER
INTE

TE
INTE

TR
INTE1

TR
INTE0

【注】 *  0書き込みのみ有効です。  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21、20 FIFOTRG[1:0] 00 R/W FIFOトリガ設定ビット 

FLDTFIFO、FLECFIFOの転送要求発生条件（バイト数）を設定します。 

• フラッシュメモリ読み出し時 

FLDTFIFO（FLECFIFO）の格納バイト数が以下に示す値以上になった

とき CPUに割り込み、または DMA転送要求を発生。 

00：4（4） 

01：16（16） 

10：128（4） 

11：128（16） 

• フラッシュメモリ書き込み時 

FLDTFIFO（FLECFIFO）の空きバイト数が以下に示す値以上になった

とき CPUに割り込み、または DMA転送要求を発生。 

00：4（4） 

01：16（16） 

10：128（4） 

11：128（16） 

【注】DMA転送を行う場合、”00” 設定以外は禁止。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

19 AC1CLR 0 R/W FLECFIFOクリアビット 

FLECFIFOをクリアします。 

0：FLECFIFOの値を保持します。フラッシュメモリアクセス時は 0に

設定してください。 

1：FLECFIFOをクリアします。クリア後は 0に設定してください。 

18 AC0CLR 0 R/W FLDTFIFOクリアビット 

データ領域 FLDTFIFOをクリアします。 

0：FLDTFIFOの値を保持します。フラッシュメモリアクセス時は 0に

設定してください。 

1：FLDTFIFOの値をクリアします。クリア後は 0に設定してください。 

17 DREQ1EN 0 R/W FLECFIFODMAリクエストイネーブルビット 

FLECFIFO領域からの DMA転送要求発行許可／禁止を選択します。 

0：FLECFIFO領域からの DMA転送要求発行を禁止します 

1：FLECFIFO領域からの DMA転送要求発行を許可します 

16 DREQ0EN 0 R/W FLDTFIFODMAリクエストイネーブルビット 

FLDTFIFO領域からの DMA転送要求発行許可／禁止を選択します。 

0：FLDTFIFO領域からの DMA転送要求発行を禁止します 

1：FLDTFIFO領域からの DMA転送要求発行を許可します 

15～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 STERB 0 R/(W)* ステータスエラービット 

ステータスリードの結果を示します。ステータスリードした場合、

FLBSYCNTの STAT[7:0]ビットの特定ビットが 1であれば、本ビットに 1

がセットされます。 

本ビットはフラグビットであるため、1は書き込めません。フラグをクリ

アするための 0書き込みのみ可能です。 

0：ステータスエラーなし（FLBSYCNTの STAT[7:0]ビットの特定ビッ

トが 0であったことを示します） 

1：ステータスエラーが発生したことを示します。 

特定ビットに関しては「31.4.6 ステータスリード」を参照してくだ

さい。 

7 BTOERB 0 R/(W)* R/Bタイムアウトエラービット 

R/Bタイムアウトエラーが発生した（FLBSYCNTの RBTIMCNT[19:0]ビッ

トがカウントダウン後 0になった）とき、本ビットに 1がセットされます。 

本ビットはフラグビットであるため、1は書き込めません。フラグをクリ

アするための 0書き込みのみ可能です。 

0：R/Bタイムアウトエラーなし 

1：R/Bタイムアウトエラーが発生したことを示します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 TRREQF1 0 R/(W)* FLECFIFO転送要求フラグビット 

FLECFIFOからの転送要求が発生したことを示します。 

本ビットはフラグビットであるため、1は書き込めません。フラグをクリ

アするための 0書き込みのみ可能です。 

0：FLECFIFOからの転送要求は発生していません 

1：FLECFIFOからの転送要求が発生したことを示します 

5 TRREQF0 0 R/(W)* FLDTFIFO転送要求フラグビット 

FLDTFIFOからの転送要求が発生したことを示します。 

本ビットはフラグビットであるため、1は書き込めません。フラグをクリ

アするための 0書き込みのみ可能です。 

0：FLDTFIFOからの転送要求は発生していません 

1：FLDTFIFOからの転送要求が発生したことを示します 

4 STERINTE 0 R/W ステータスエラー発生時の割り込み許可ビット 

ステータスエラーによる CPUに対する割り込みの許可／禁止を選択しま

す。 

0：ステータスエラーによる CPUに対する割り込み禁止 

1：ステータスエラーによる CPUに対する割り込み許可 

3 RBERINTE 0 R/W R/Bタイムアウトエラー発生時の割り込み許可ビット 

R/Bタイムアウトエラーによる CPUに対する割り込みの許可／禁止を選

択します。 

0：R/Bタイムアウトエラーによる CPUに対する割り込み禁止 

1：R/Bタイムアウトエラーによる CPUに対する割り込み許可 

2 TEINTE 0 R/W 転送終了割り込み許可ビット 

転送終了（FLTRCRの TRENDビット）による CPUに対する割り込みの

許可／禁止を選択します。 

0：転送終了による CPUに対する割り込み禁止 

1：転送終了による CPUに対する割り込み許可 

1 TRINTE1 0 R/W CPUへの FLECFIFO転送要求許可ビット 

FLECFIFOからの転送要求による CPUに対する割り込みの許可／禁止を

選択します。 

0：FLECFIFOからの転送要求による CPUに対する割り込み禁止 

1：FLECFIFOからの転送要求による CPUに対する割り込み許可 

DMA転送をイネーブルにしている時は、本ビットを 0に設定してくだ

さい。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 TRINTE0 0 R/W CPUへの FLDTFIFO転送要求許可ビット 

FLDTFIFOからの転送要求による CPUに対する割り込みの許可／禁止を

選択します。 

0：FLDTFIFOからの転送要求による CPUに対する割り込み禁止 

1：FLDTFIFOからの転送要求による CPUに対する割り込み許可 

DMA転送をイネーブルにしている時は、本ビットを 0に設定してくだ

さい。 

【注】 * 0書き込みのみ有効です。 

 

31.3.9 レディビジータイムアウト設定レジスタ（FLBSYTMR） 

FLBSYTMRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、FRB端子がビジー状態のときのタイムア

ウト時間を設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - - - RBTMOUT[19:16]

RBTMOUT[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

19～0 RBTMOUT[19:0] H'00000 R/W レディビジータイムアウトビット 

ビジー状態のタイムアウトまでの時間を（Pφのクロック数で）設定しま

す。0に設定した場合、タイムアウトは発生しません。 
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31.3.10 レディビジータイムアウトカウンタ（FLBSYCNT） 

FLBSYCNTは、読み出し専用の 32ビットのレジスタです。 

ステータスリード動作で読み出したフラッシュメモリのステータスを STAT[7:0]に格納します。 

FRB端子がビジー状態になると、FLBSYTMRの RBTMOUT[19:0]ビットに設定したタイムアウト時間を

RBTIMCNT[19:0]ビットにコピーしカウントダウンを開始します。RBTIMCNT[19:0]ビットの値が 0になると

FLINTDMACRの BTOERBビットに 1をセットしタイムアウトエラーが発生したことを通知します。このとき

FLINTDMACRの RBERINTEビットで割り込みを許可していれば、FLSTE割り込みを発行することができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

STAT[7:0] - - - - RBTIMCNT[19:16]

RBTIMCNT[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 STAT[7:0] H'00 R フラッシュメモリからステータスリードした値を表示します。 

23～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

19～0 RBTIMCNT[19:0] H'00000 R レディビジータイムアウトカウンタビット 

FRB端子がビジー状態になったとき、FLBSYTMRの RBTMOUT[19:0]ビ

ットの設定値が本ビットにコピーされます。 

その後 FRB端子がビジー状態の間、本ビットの値はカウントダウンされ、

0になるとタイムアウトエラーが発生します。 
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31.3.11 データ FIFOレジスタ（FLDTFIFO） 

FLDTFIFOは、データ FIFO領域に対するリードライト用レジスタです。 

DMA転送時は、本レジスタをデータの転送先（転送元）に指定してください。 

FLCMDCRの SELRWビットで指定したリードライト方向と本レジスタのリードライトアクセスの向きは一致

させてください。また、リードライト方向を変更する場合、FLINTDMACRの AC0CLRビットで FLDTFIFOをク

リアしてから使用してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

DTFO[31:16]

DTFO[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 DTFO[31:0] H'xxxxxxxx R/W データ FIFO領域へのリードライト用レジスタ 

書き込み時：データ FIFO領域にデータが書き込まれます。 

読み出し時：データ FIFO領域のデータが読み出されます。 

 

31.3.12 管理コード FIFOレジスタ（FLECFIFO） 

FLECFIFOは、管理コード FIFO領域に対するリードライト用レジスタです。 

DMA転送時は、本レジスタを管理コードの転送先（転送元）に指定してください。 

FLCMDCRの SELRWビットで指定したリードライト方向と本レジスタのリードライトアクセスの向きは一致

させてください。また、リードライト方向を変更する場合、FLINTDMACRの AC1CLRビットで FLECFIFOをク

リアしてから使用してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ECFO[31:16]

ECFO[15:0]

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 ECFO[31:0] H'xxxxxxxx R/W 管理コード FIFO領域へのリードライト用レジスタ 

書き込み時：管理コード FIFO領域にデータが書き込まれます。 

読み出し時：管理コード FIFO領域のデータが読み出されます。 
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31.3.13 転送制御レジスタ（FLTRCR） 

TRSTRTビットを 1にすることによりフラッシュメモリへのアクセスを開始させます。TRENDビットによりア

クセスの終了を確認できます。転送中（TRSTRTビットを 1にセットしてから TRENDビットに 1がセットされる

までの間）には強制終了（TRSTRTビットを 0にセット）は行わないでください。また、フラッシュメモリ読み

出し時は、フラッシュメモリからの読み出しが終了した時点で TRENDがセットされます。FIFOに読み出しデー

タが残っている場合は、FIFOの読み出しが終了するまで強制終了は行わないでください。また、TRENDがセッ

トされ転送終了するまで、SLEEP命令を実行しないでください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W

- - - - - TR 
STAT

TR
END

TR
STRT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 TRSTAT 0 R 転送状態ビット 

本モジュールが外部バスのバス権を獲得し、転送が実際に行われているこ

とを示します。 

0：転送は開始されていません。 

1：転送中、転送終了 

1 TREND 0 R/W 処理終了フラグビット 

指定したアクセスモードによる処理が終了したことを示します。 

書き込むときは、0を書き込んでください。 

0 TRSTRT 0 R/W 転送開始ビット 

TRENDが 0のときに TRSTRを 0から 1にセットすることで、アクセス

モード指定ビット ACM[1:0]で指定したアクセスモードでの処理を開始し

ます。 

0：転送停止 

1：転送開始 
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31.3.14 モードレジスタ（FLMODE） 

本コントローラのモード設定レジスタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

- - - - - - -- - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

- -

- - - MODE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 MODE 0 R/W モード設定 

0：モード 0 

1：モード 1 

【注】本製品では、NANDフラッシュメモリとの転送を行う前に必ずモー

ド 1に設定してください。 
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31.4 動作説明 

31.4.1 アクセス手順 

本モジュールのアクセスは、一連のアクセス手順を分割して、独立したステージに分かれています。 

たとえば、NAND型フラッシュメモリの書き込み時は、以下の 5つのステージからなります。 

• 第1コマンド発行ステージ（ライトセットアップコマンド） 

• アドレス発行ステージ（ライトアドレス） 

• データステージ（出力） 

• 第2コマンド発行ステージ（ライトスタートコマンド） 

• ステータスリード 

 

一連のアクセスはこの 5つのステージを順に実行することにより実現され、最後のステージ（この場合ステー

タスリード）が終了した時点でフラッシュメモリへのアクセスが終了します。 

第1コマンド

コマンド／
アドレス

データ入力 プログラム開始

ALE

WE

RE

アドレス データ

プログラム

第2コマンド

H'80 A1 A2 A3 A4 H'10 H'70

ステータスリード

CLE

 

図 31.2 NAND型フラッシュメモリのライト動作をステージに区分した例 

詳細および NAND型フラッシュメモリのリード動作については、「31.4.4 コマンドアクセスモード」を参照

してください。 
 

31.4.2 動作モード 

動作モードには、 

• コマンドアクセスモード 

• セクタアクセスモード 

の 2モードがあります。ECCの生成／エラーチェックは、セクタアクセスモードで実行されます。 
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31.4.3 レジスタ設定手順 

図 31.3にフラッシュメモリとのアクセスに必要なレジスタ設定フローを示します。 

Yes

No

開始

終了

FLCMNCR設定

FLCMDCR設定

FLCMCDR設定

FLADR設定

FLDTCNTR設定

FLDATAR設定

FLINTDMACR設定

FLBSYTMR設定

FLMODEにH'00000001を設定

FLTRCR以外、
レジスタ設定は終了?

Yes

転送中であれば転送終了まで
設定は行わない

No
FLTRCRはすべて0?

FLTRCRにH'01を設定

FLTRCRにH'00を設定

Yes

No
FLTRCR.TREND＝1?

セクタアクセス時は設定不要

リード時は設定不要
FLDTFIFO使用時は設定不要

コマンドアクセス時に第5アドレスを
出力する場合、FLADR2も設定

FLCMNCRからFLBSYTMRまでのレジスタ設定順は、必ずしもフロー図の順番で設定する必要はありません。

転送終了まで待機

転送開始

 

図 31.3 レジスタ設定フロー 
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31.4.4 コマンドアクセスモード 

コマンドアクセスモードは、レジスタにフラッシュメモリに対して発行するコマンド、アドレス、データ、リ

ード／ライト方向および回数等を設定することにより、フラッシュメモリにアクセスを行うモードです。入出力

データは、FLDTFIFOを用い DMA転送が可能です。 
 

（1） NAND型フラッシュメモリのアクセス 

図 31.4に NAND型フラッシュメモリに対して読み出し動作を行った例を示します。本例は、第 1コマンドに

H'00を指定、アドレス長は 3バイトを指定。リードバイト数としてデータカウンタに 8バイトを指定した場合の

動作です。 

CLE

ALE

WE

RE

I/O7～I/O0

R/B

H'00 A2A1 A3 1 2 3 4 5 8

 

図 31.4 NAND型フラッシュメモリの読み出し動作タイミング 
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次に図 31.5、図 31.6に NAND型フラッシュメモリに対して書き込み動作を行った場合の波形を示します。 

CLE

ALE

WE

RE

I/O7～I/O0

R/B

H'80 A2A1 A3 1 2 3 4 5 8

 

図 31.5 NAND型フラッシュメモリの書き込み動作タイミング（1） 

CLE

ALE

WE

RE

I/O7～I/O0

R/B

H'10 H'70

ステータス

 

図 31.6 NAND型フラッシュメモリの書き込み動作タイミング（2） 
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（2） NAND型フラッシュメモリ（2048＋64バイト）のアクセス 

図 31.7に NAND型フラッシュメモリ（2048＋64バイト）に対して読み出し動作を行った例を示します。本例

は、第 1コマンドに H'00、第 2コマンドに H'30を指定、アドレス長は 4バイトを指定。リードバイト数としてデ

ータカウンタに 4バイトを指定した場合の動作です。 

CLE

ALE

WE

RE

I/O7～I/O0

R/B

H'00

A1 A2 A3 A4 1 2 3 4

H'30

 

図 31.7 NAND型フラッシュメモリの読み出し動作タイミング 
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次に図 31.8、図 31.9に NAND型フラッシュメモリ（2048＋64バイト）に対して書き込み動作を行った場合の

波形を示します。 

CLE

ALE

WE

RE

I/O7～I/O0

R/B

H'80

A1 A2 A3 A4 1 2 3 4

H'10

 

図 31.8 NAND型フラッシュメモリの書き込み動作タイミング（1） 

CLE

ALE

WE

RE

I/O7～I/O0

R/B

H'10 H'70

ステータス

 

図 31.9 NAND型フラッシュメモリの書き込み動作タイミング（2） 



 

31. NANDフラッシュメモリコントローラ（FLCTL） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  31-31 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

31.4.5 セクタアクセスモード 

セクタアクセスモードでは、アクセスするセクタ番号を指定することによりセクタ単位のリードライトが可能

です。 

512バイトのデータは FLDTFIFOに、16バイトの管理コードは FLECFIFOに格納されるので、FLINTDMACR

の DREQ1EN、DREQ0ENを設定しそれぞれ DMA転送が行えます。 

フラッシュメモリ内のセクタ（データ＋管理コード）とアドレス空間上のメモリとのDMA転送の関係を図31.10

に示します。 

データ
(512バイト)

フラッシュメモリ

管理コード
(16バイト)

本モジュール

FLDT FIFO

FLEC FIFO

DMA(0ch)転送

DMA(1ch)転送

アドレス空間

データ領域

管理コード領域

 

図 31.10 DMA転送とセクタ（データ、管理コード）とメモリと DMA転送の関連模式図 
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（1） セクタアドレス 

NAND型フラッシュメモリの物理セクタアドレスとフラッシュメモリのアドレスの関係を図31.11に示します。 

Row2

Row3

Row1 Col1
0 0 0 0 0 0

Col2
000000

NANDのI/Oへのアドレス出力順

Col Col2 Row1 Row2

NANDのI/Oへのアドレス出力順

Col Col2 Row1 Row2 Row3

ADRCNT2=1のとき（ビット[25:18]まで有効になります。）

FLADR[1:0]よりカラムアドレスの境界アドレス 
（512＋16バイト）ごとのアドレスを生成するため、
NAND型フラッシュメモリ（2048＋64バイト）使用時は、
  00：0バイト目
  01：512＋16バイト目 
  10：1024＋32バイト目 
  11：1536＋48バイト目 
をFLADR[1:0]に設定してください。

【注】
ビット25 ビット0

NAND型フラッシュメモリ（2048＋64バイト）の場合

物理セクタアドレス

ビット17 ビット0物理セクタアドレスビット（FLADR[25:0]）

Row3 Row2 Row1 Col

【記号説明】
Col : カラムアドレス 
Row : ロウアドレス（ページアドレス）

【注】FADRCNT2=1の場合、FLADR[25:18]まで有効になります。
 フラッシュメモリサイズに応じて、不要ビットは0に
 セットしてください。

ADRCNT2=0のとき

 

図 31.11 セクタ番号と NAND型フラッシュメモリのアドレスの展開例 
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（2） 連続セクタアクセス 

NAND型フラッシュメモリの先頭のセクタアドレスとセクタ転送回数を指定することにより、連続したセクタ

のリード／ライトが可能になります。途中に不良セクタが存在し、物理セクタが不連続である 0～40までの論理

セクタを転送する場合の物理セクタ指定レジスタとセクタ転送回数指定レジスタの設定例を図 31.12にまとめま

す。 

物理 論理

物理セクタ指定
（FLADR、ADR17～0）

CPUがレジスタに設定する値

セクタ転送回数
（FLCMDCR、SCTCNT）

転送開始 0～11セクタを転送

13～40セクタを転送

12セクタを転送

00 12

0 0

11 11
12 ＊＊＊

13 13

40 40

300 12

転送開始

転送開始

300 1

13 28

 

図 31.12 不良セクタがある場合のセクタアクセス例 
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（3） セクタアクセスモード時のフラッシュメモリアクセス 

図 31.13、図 31.14にセクタアクセスモード時、NAND型フラッシュメモリに対して書き込みおよび読み出し

動作を行った際の波形を示します。 

図 31.13は、メモリ容量：1Gビットのラージブロック品への書き込み波形になります。複数ページにまたがる

連続セクタアクセス実行時は、1ページ（2048＋64バイト）ごとに、図 31.13の波形でフラッシュメモリに値を

書き込みます。 

CE

CLE

80h 10h 70h Status read
0 1 M-1 M

CA CA PA PA

(0-7) (8-11) (0-7) (8-15)

WE

ALE

RE

IO

R/B

Mは264個目のデータになります。  

図 31.13 NAND型フラッシュメモリの書き込み動作タイミング 
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図 31.14は、メモリ容量：1Gビットのラージブロック品への読み出し波形になります。複数ページにまたがる

連続セクタアクセス実行時は、1ページ（2048+64バイト）ごとに、図 31.14の波形でフラッシュメモリからデー

タを読み出します。 

CE

CLE

WE

ALE

RE

IO

R/B

00h 30h 0 1 M-1 M

CA CA PA PA

(0-7) (8-11) (0-7) (8-15)

 
Mは264個目のデータになります。

 

図 31.14 NAND型フラッシュメモリからの読み出しタイミング（セクタアクセスモード） 
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31.4.6 ステータスリード 

本モジュールは NAND型フラッシュメモリのステータスレジスタの値を読み出すことができます。ステータス

レジスタの値は I/O7～0から入力され FLBSYCNTの STAT[7:0]ビットに格納され、CPUからの読み出しが可能で

す。ステータスレジスタの値が FLBSYCNTの STAT[7:0]ビットに格納されたときに書き込みエラーやイレースエ

ラーを検出した場合、FLINTDMACRの STERBビットに 1がセットされ、FLINTDMACRの STERINTEビットが

許可されていれば CPUに対し割り込みを発生させます。また、連続セクタアクセスの途中でステータスエラーが

発生した場合、FLTRCRの TRENDビットに 1がセットされ、処理が終了します。 
 

（1） NAND型フラッシュメモリのステータスリード 

NAND型フラッシュメモリのステータスリードは、NAND型フラッシュメモリに対し、コマンド H'70を入力す

ることで実現できます。FLCMDCRの DOSRビットを 1にセットし、コマンドアクセスモードまたはセクタアク

セスモードで書き込みを実行すれば、本モジュールは自動的に H'70を NAND型フラッシュメモリに入力し、ステ

ータスリードを行います。NAND型フラッシュメモリステータスリード時、I/O7～0から入力されるステータスレ

ジスタ各ビットの意味を表 31.3に示します。 
 

表 31.3 NAND型フラッシュメモリのステータスリード 

I/O 状態（definition） 説   明 

I/O7 書き込み保護 0：書き込み不可 

1：書き込み可 

I/O6 レディ／ビジー 0：ビジー状態 

1：レディ状態 

I/O5～1 リザーブ － 

I/O0 書き込み／消去 0：Pass（成功） 

1：Fail（失敗） 
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31.5 割り込み処理 

本モジュールには 5種類の割り込み要因（ステータスエラー、レディ／ビジータイムアウトエラー、転送終了、

FIFO0転送要求、FIFO1転送要求）があります。すべての割り込み要因は独立した割り込みフラグを持っており、

割り込みイネーブルビットにより許可されていれば、CPUに対し独立した割り込み要求が発生します。ステータ

スエラーとレディ／ビジータイムアウトエラーは、CPUに対して共通の FLSTE割り込みを使用します。 
 

表 31.4 割り込み要求 

割り込み要因 割り込みフラグ 許可ビット 意味 優先順位 

STERB STERINTE ステータスエラー FLSTE割り込み 

BTOERB RBERINTE レディ／ビジータイムアウトエラー 

FLTEND割り込み TREND TEINTE 転送終了 

FLTRQ0割り込み TRREQF0 TRINTE0 FIFO0転送要求 

FLTRQ1割り込み TRREQF1 TRINTE1 FIFO1転送要求 

高 

 

 

 

低 

 

31.6 DMA転送の設定 

本モジュールはデータ領域 FLDTFIFOと管理コード領域 FLECFIFOから個別に DMA転送要求を出すことがで

きます。各アクセスモードでの DMA転送の可／不可を表 31.5に示します。 
 

表 31.5 DMA転送の設定 

 セクタアクセスモード コマンドアクセスモード 

FLDTFIFO 可能 可能 

FLECFIFO 可能 不可 

 

ダイレクトメモリアクセスコントローラ（HPB-DMAC）の設定については「第 6A章 ローカルバス用、周辺

モジュール用ダイレクトメモリアクセスコントローラ（LBSC-DMAC/HPB-DMAC）」を参照してください。 
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32. 高速 FIFO内蔵シリアルコミュニケーション 
インタフェース（HSCIF） 

32.1 概要 

FIFOバッファ内蔵の高速シリアルコミュニケーションインタフェース（HSCIF：High speed Serial Communication 

Interface with FIFO）です。HSCIFは、調歩同期式通信でシリアル通信ができます。送受信用に FIFOバッファを各々

128段内蔵しており、効率の良い高速連続通信を行うことができます。 
 

32.1.1 特長 

HSCIFには次のような特長があります。 
 

• 調歩同期式シリアル通信 

キャラクタ単位で同期をとる調歩同期方式でシリアルデータの通信を行います。Universal Asynchronous 

Receiver/Transmitter（UART）やAsynchronous Communication Interface Adapter（ACIA）など標準の調歩同期式

通信用LSIとのシリアルデータ通信が可能です。シリアルデータ通信フォーマットを8種類のフォーマットか

ら選択できます。 

―データ長 ：7ビット、または8ビット 

―ストップビット長 ：1ビット、または2ビット 

―パリティ ：偶数パリティ、奇数パリティ、またはパリティなし 

―受信エラー検出 ：パリティエラー、フレーミングエラー、オーバランエラーを検出 

―ブレーク検出 ：フレーミングエラーが発生し、引き続き1フレーム長以上スペース0（ローレベル）の

場合、ブレークを検出します。また、フレーミングエラー発生時にHRX端子のレベ

ルをシリアルポートレジスタ（HSSPTR）から直接読み出すことによってもブレーク

を検出できます。 

―サンプリングレート ：可変（8～32の整数値） 

• 全二重通信が可能 

独立した送信部と受信部を備えているので、送信と受信を同時に行うことができます。また、送信部、およ

び受信部ともに128段のFIFOバッファ構造になっていますのでシリアルデータの連続送信、連続受信ができ

ます。 

• 内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能 

送受信クロックソースを、LSI内部クロックを基準に内蔵ボーレートジェネレータが供給するクロックか、ま

たは外部クロックから選択可能です。 
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• 8種類の割り込み要因 

レシーブデータレディ、レシーブFIFOデータフル、ブレーク検出、トランスミットFIFOデータエンプティ、

トランスミットエンド、レシーブエラー、オーバランエラー、タイムアウトの8種類の割り込み要因があり、

それぞれ独立に要求することができます。 

• DMAデータ転送 

送信FIFOデータエンプティ時と受信FIFO内に受信データがあるとき、DMA転送要求を出すことにより、DMA 

コントローラ（DMAC）を起動させてデータの転送を行うことができます。 

• モデムコントロール機能（HRTS#、HCTS#）を内蔵しています。 

• 送受信FIFOレジスタ内のデータ数および受信FIFOレジスタ内の受信データの受信エラー数を知ることがで

きます。 

• レシーブデータレディ、タイムアウトエラー（DR、TO）を検出できます。 
 

32.1.2 ブロック図 

図 32.1に HSCIFのブロック図を示します。 

clks

clks

HSFRDR(128段)

モジュールデータバス

HSLSR

送受信コントロール

ボーレート
ジェネレータ

送受信クロック

TDFE
TEND
ER
BRK

外部クロック

パリティ発生

パリティチェック

clks/4
clks/16
clks/64

HTX

HRX

HSCIF

BRGCLK

外部クロック用
ボーレートジェネレータ

(BRG)HSCK

SC_CLK

HRTS#
HCTS#

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

内
部
デ
ー
タ
バ
ス

【記号説明】
HSRSR : レシーブシフトレジスタ 
HSFRDR : レシーブFIFOデータレジスタ
HSTSR : トランスミットシフトレジスタ  
HSFTDR : トランスミットFIFOデータレジスタ
HSSMR : シリアルモードレジスタ   
HSSCR : シリアルコントロールレジスタ 
HSFSR : シリアルステータスレジスタ
HSBRR : ビットレートレジスタ
 

HSSPTR : シリアルポートレジスタ
HSFCR : FIFOコントロールレジスタ
HSFDR : FIFOデータ数レジスタ
HSLSR : ラインステータスレジスタ 
HSSRR :  サンプリングレートレジスタ
HSRER :  シリアルエラーレジスタ
HSRTGR :  RTS出力アクティブトリガレジスタ
HSRTRGR : レシーブFIFOデータ数トリガレジスタ
HSTTRGR : トランスミットFIFOデータ数トリガレジスタ

HSFTDR(128段) HSBRR
HSFCR
HSSCR
HSSRR
HSRTG

HSTTRG

HSSMR

HSFDR
HSFSR

HSSPTR
HSRER

HSRTRG
HSRSR HSTSR

SCIF_CLK

ORER

clks

RDF
DR
TO

INTC2へ
割り込み要求

 

図 32.1 HSCIFブロック図 
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32.1.3 端子構成 

HSCIFの端子構成を表 32.1に示します。これらの端子は他機能の端子とピンマルチプレクスされており、ピン

マルチプレクスの設定によっては使用できる端子に制限があります。 
 

表 32.1 端子構成 

名称 略称 入出力 機   能 

シリアルクロック端子 HSCK0 入出力 クロック入出力 

レシーブデータ端子 HRX0 入力 受信データ入力 

トランスミットデータ端子 HTX0 出力 送信データ出力 

モデムコントロール端子 HCTS0# 入出力 送信可 

モデムコントロール端子 HRTS0# 入出力 送信要求 

ボーレート生成クロック端子 SCIF_CLK 入力 外部クロック用ボーレートジェネレータへ入力するクロック 

【注】 HSCIFの動作設定を、HSSCRの TE、RE、CKE1、CKE0ビットおよび HSFCRのMCEビットで行うことにより、シ

リアル端子として機能します。ブレーク状態の送出、検出は、HSSPTRによって行うことができます。 
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32.1.4 レジスタ構成 

HSCIFには表 32.2に示す内部レジスタがあります。下記レジスタ以外への書き込みは行わないでください。書

き込みを行った場合、動作は保証されません。読み出すと不定値が読み出されます。 

HSCIFのベースアドレスは以下のとおりです。 

HSCIF0：H'FFE4_8000 
 

表 32.2（1） 内部レジスタ構成 

名称 略称 R/W ベースアドレスからの

オフセット 

アクセスサイズ 

シリアルモードレジスタ HSSMR R/W H'00 16 

ビットレートレジスタ HSBRR R/W H'04 8 

シリアルコントロールレジスタ HSSCR R/W H'08 16 

トランスミット FIFOデータレジスタ HSFTDR W H'0C 8 

シリアルステータスレジスタ HSFSR R/W*1 H'10 16 

レシーブ FIFOデータレジスタ HSFRDR R H'14 8 

FIFOコントロールレジスタ HSFCR R/W H'18 16 

FIFOデータ数レジスタ HSFDR R H'1C 16 

シリアルポートレジスタ HSSPTR R/W H'20 16 

ラインステータスレジスタ HSLSR R/W*2 H'24 16 

サンプリングレートレジスタ HSSRR R/W H'40 16 

シリアルエラーレジスタ HSRER R H'44 16 

RTS出力アクティブトリガ数レジスタ HSRTGR R/W H'50 16 

レシーブ FIFOデータ数トリガレジスタ HSRTRGR R/W H'54 16 

トランスミット FIFOデータ数トリガレジスタ HSTTRGR R/W H'58 16 

【注】 *1 フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。ビット 15～8、3、2は読み出し専用であり書き込むこ

とはできません。 

 *2 フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。ビット 15～3、1は読み出し専用であり書き込むことは

できません。 
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表 32.2（2） 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

HSSMR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HSBRR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HSSCR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HSFTDR 不定 不定 保持 保持 保持 不定 

HSFSR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HSFRDR 不定 不定 保持 保持 保持 不定 

HSFCR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HSFDR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HSSPTR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HSLSR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HSSRR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HSRER 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HSRTGR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HSRTRGR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

HSTTRGR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

 



 

32. 高速 FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（HSCIF） 

32-6  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

32.2 レジスタの説明 

32.2.1 レシーブシフトレジスタ（HSRSR） 

レシーブシフトレジスタ（HSRSR）は、シリアルデータを受信するためのレジスタです。 

HSCIFは、HSRSRに HRX端子から入力されたシリアルデータを LSB（ビット 0）から受信した順にセットし、

パラレルデータに変換します。1バイトのデータ受信を終了すると、データは自動的にレシーブ FIFOレジスタ

（HSFRDR）へ転送されます。 

CPUから直接、HSRSRの読み出し／書き込みをすることはできません。 
 

01234567

————————

————————

ビット：

初期値：

R/W：  
 

32.2.2 レシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR） 

レシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）は、受信したシリアルデータを格納する 128段の FIFOレジスタで

す。 

HSCIFは、1バイトのシリアルデータの受信が終了すると、レシーブシフトレジスタ（HSRSR）から HSFRDR

へ受信したシリアルデータを転送して格納し、受信動作を完了します。この後、HSRSRは受信可能になり、レシ

ーブ FIFOレジスタが一杯になる 128データまで連続した受信動作が可能です。 

HSFRDRは、読み出し専用レジスタであり、CPUから書き込むことはできません。 

レシーブ FIFOレジスタ内の受信データが空の状態で読み出した値は不定値になります。 

レシーブ FIFOレジスタ内の受信データが満杯の状態になると、以降のシリアルデータは失われます。 

HSFRDRは、パワーオンリセット、マニュアルリセット時に不定となります。 
 

—

ビット：

初期値：

R/W：

01234567

RRRRRRRR
———————
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32.2.3 トランスミットシフトレジスタ（HSTSR） 

トランスミットシフトレジスタ（HSTSR）は、シリアルデータを送信するためのレジスタです。 

HSCIFは、トランスミット FIFOデータレジスタ（HSFTDR）から送信データをいったん HSTSRに転送し、LSB

（ビット 0）から順に HTX端子に送り出すことでシリアルデータ送信を行います。1バイトのデータ送信を終了

すると自動的に HSFTDRから HSTSRへ次の送信データを転送し、送信を開始します。 

CPUから直接、HSTSRの読み出し／書き込みをすることはできません。 
 

01234567

－－－－－－－－
－－－－－－－－

ビット：

初期値：

R/W：  
 

32.2.4 トランスミット FIFOデータレジスタ（HSFTDR） 

トランスミット FIFOデータレジスタ（HSFTDR）は、シリアル送信するデータを格納する 8ビット長の 128段

FIFOレジスタです。 

HSCIFは、送信データが HSFTDRに書き込まれたとき、トランスミットシフトレジスタ（HSTSR）が空ならば、

HSFTDRに書き込まれた送信データを HSTSRに転送してシリアル送信を開始します。 

HSFTDRは、書き込み専用レジスタであり、CPUから読み出すことはできません。 

HSFTDR内の送信データが満杯のときは、次のデータを書き込むことはできません。書き込んだデータは無視

されます。 

HSFTDRは、パワーオンリセット、マニュアルリセット時に不定となります。 
 

－－－－－－－－

ビット：

初期値：

R/W：

01234567

WWWWWWWW  
 

32.2.5 シリアルモードレジスタ（HSSMR） 

シリアルモードレジスタ（HSSMR）は、HSCIFのシリアル通信フォーマットの設定と、ボーレートジェネレー

タのクロックソースを選択するための 16ビットのレジスタです。 

HSSMRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 

HSSMRは、パワーオンリセット、マニュアルリセット時に H'0000に初期化されます。 
 

0

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000

CKS0CKS1－STOPO/E#PECHR－－－－－－－－ －

R/WR/WRR/WR/WR/WR/WRRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 CHR 0 R/W キャラクタレングス 

データ長を 7ビット／8ビットデータのいずれかから選択します。 

0：8ビットデータ 

1：７ビットデータ* 

【注】* 7ビットデータを選択した場合、トランスミット FIFOデータレジス

タ（HSFTDR）のMSB（ビット 7）は送信されません。 

5 PE 0 R/W パリティイネーブル 

送信時にパリティビットの付加を、受信時にパリティビットのチェックを

行うかどうかを選択します。 

PEビットに 1をセットすると送信時には、O/E#ビットで指定した偶数、

または奇数パリティを送信データに付加して送信します。受信時には、受

信したパリティビットが O/E#ビットで指定した偶数、または奇数パリティ

になっているかどうかをチェックします。 

0：パリティビットの付加、およびチェックを禁止 

1：パリティビットの付加、およびチェックを許可 

4 O/E# 0 R/W パリティモード 

パリティの付加やチェックを偶数パリティ、または奇数パリティのいずれ

で行うかを選択します。 

O/E#ビットの設定は、PEビットに 1を設定しパリティビットの付加やチ

ェックを許可したときのみ有効になります。パリティの付加やチェックを

禁止している場合には、O/E#ビットの指定は無効です。 

0：偶数パリティ*1 

1：奇数パリティ*2 

【注】 *1 偶数パリティに設定すると送信時には、パリティビットと送信

キャラクタを合わせて、その中の 1の数の合計が偶数になるよ

うにパリティビットを付加して送信します。受信時には、パリ

ティビットと受信キャラクタを合わせて、その中の 1の数の合

計が偶数であるかどうかをチェックします。 

 *2 奇数パリティに設定すると送信時には、パリティビットと送信

キャラクタを合わせて、その中の 1の数の合計が奇数になるよ

うにパリティビットを付加して送信します。受信時には、パリ

ティビットと受信キャラクタを合わせて、その中の 1の数の合

計が奇数であるかどうかをチェックします。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 STOP 0 R/W ストップビットレングス 

ストップビットの長さを 1ビット／2ビットのいずれかから選択します。 

受信時には STOP ビットの設定にかかわらず、受信したストップビットの

1ビット目のみをチェックします。ストップビットの 2ビット目が 1の場

合はストップビットとして扱いますが、0の場合は、次の送信キャラクタ

のスタートビットとして扱います。 

0：1ストップビット*1 

1：2ストップビット*2 

【注】*1 送信時には、送信キャラクタの最後尾に 1ビットの 1（ストッ

プビット）を付加して送信します。 

*2 送信時には、送信キャラクタの最後尾に 2ビットの 1（ストッ

プビット）を付加して送信します。 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 

0 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックセレクト 1、0 

内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択します。 

CKS1、CKS0ビットの設定で clks、clks/4、clks/16、clks/64の 4種類から

クロックソースを選択できます。 

00：clksクロック 

01：clks/4クロック 

10：clks/16クロック 

11：clks/64クロック 

 

32.2.6 シリアルコントロールレジスタ（HSSCR） 

シリアルコントロールレジスタ（HSSCR）は、HSCIFの送信／受信動作、割り込み要求の許可／禁止、および

送信／受信クロックソースの選択を行うレジスタです。 

HSSCRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 

HSSCRは、パワーオンリセット、マニュアルリセット時に H'0000に初期化されます。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

TOT1

01234567891011121315 14

000000000000000 0

CKE0CKE1TOIEREIERETERIETIE－－－TEIE－－TOT0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRR/WRRR/W R/W  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

TOT1 

TOT0 

0 

0 

R/W 

R/W 

タイムアウト時間 1、0 

調歩同期モードで、データレディ（DR）、タイムアウト（TO）がセットさ

れるまでの時間を設定します。 

00：15ETU(*) 

01：31ETU 

10：47ETU 

11：63ETU 

【注】* 8ビット長 1ストップビットフォーマット時の 1.5フレーム時間に相

当します。 

ETU（Elementary Time Unit）：1ビットの転送期間の略。 

13、12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11 TEIE 0 R/W トランスミットエンドインタラプトイネーブル 

TIEで許可されたとき、割り込み要求の要因として、シリアルステータスレ

ジスタ（HSFSR）の TDFEフラグがセットされたときか、HSFSRの TEND

フラグがセットされたときか、を選択します。 

0：送信 FIFOデータエンプティ（TDFE）割り込み要求を使用します。 

1：トランスミットエンド（TEND）割り込み要求を使用します。 

10～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 TIE 0 R/W トランスミットインタラプトイネーブル 

シリアルコントロールレジスタ（HSSCR）の TEIEビットが 0の場合、ト

ランスミット FIFOデータレジスタ（HSFTDR）からトランスミットシフト

レジスタ（HSTSR）へシリアル送信データが転送され、送信 FIFOレジス

タ内のデータ数が送信トリガ設定数以下になり、シリアルステータスレジ

スタ（HSFSR）の TDFEフラグが 1にセットされたときに、トランスミッ

ト FIFOデータエンプティ割り込み（TDFE）要求の発生を許可／禁止しま

す。 

シリアルコントロールレジスタ（HSSCR）の TEIEビットが 1の場合、ト

ランスミットシフトレジスタ（HSTSR）の送信キャラクタの最後尾ビット

の送信時に HSFTDRに有効なデータがなく送信を終了し、シリアルステー

タスレジスタ（HSFSR）の TENDフラグが 1にセットされたときに、トラ

ンスミットエンド割り込み（TEND）要求の発生を許可／禁止します。 

0：TEIE = 0 のとき トランスミット FIFOデータエンプティ（TDFE）

要求を禁止 

TEIE = 1 のとき トランスミットエンド（TEND）要求を禁止 

1：TEIE = 0 のとき トランスミット FIFOデータエンプティ（TDFE）

要求を許可 

TEIE = 1 のとき トランスミットエンド（TEND）要求を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 RIE 0 R/W レシーブインタラプトイネーブル 

HSFSRの RDFフラグが 1にセットされたときのレシーブ FIFOデータフ

ル割り込み要求、HSFSRの DRフラグが 1にセットされたときのレシーブ

データレディ割り込み要求、HSFSRの ERフラグが 1にセットされたとき

のレシーブエラー割り込み要求、HSFSRの BRKフラグが 1にセットされ

たときのブレーク検出割り込み要求、HSLSRの ORERフラグが 1にセッ

トされたときのオーバランエラー割り込み要求の発生を許可／禁止しま

す。 

0：レシーブ FIFOデータフル割り込み（RDF）要求、レシーブデータレ

ディ割り込み（DR）要求、レシーブエラー割り込み（ER）要求、ブ

レーク検出割り込み（BRK）要求、オーバランエラー割り込み（ORER）

要求を禁止 

1：レシーブ FIFOデータフル割り込み（RDF）要求、レシーブデータレ

ディ割り込み（DR）要求、レシーブエラー割り込み（ER）要求、ブ

レーク検出割り込み（BRK）要求、オーバランエラー割り込み（ORER）

要求を許可 

5 TE 0 R/W トランスミットイネーブル 

HSCIFのシリアル送信動作の開始を許可／禁止します。TEビットが 1の状

態で、HSFTDRに送信データを書き込むとシリアル送信を開始します。TE

ビットを 1にセットする前に必ずシリアルモードレジスタ（HSSMR）、FIFO

コントロールレジスタ（HSFCR）の設定を行い、送信フォーマットを決定

し、送信 FIFOをリセットしてください。 

0：送信動作を禁止 

1：送信動作を許可 

4 RE 0 R/W レシーブイネーブル 

HSCIFのシリアル受信動作の開始を許可／禁止します。REビットが 1の

状態で、スタートビットを検出するとシリアル受信を開始します。REビッ

トを 1にセットする前に必ずシリアルモードレジスタ（HSSMR）、FIFO

コントロールレジスタ（HSFCR）の設定を行い、受信フォーマットを決定

し、受信 FIFOをリセットしてください。 

0：受信動作を禁止* 

1：受信動作を許可 

【注】* REビットを 0にクリアしても DR、ER、BRK、RDF、FER、PER、

TO、ORERの各フラグは影響を受けず、状態を保持します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 REIE 0 R/W レシーブエラーインタラプトイネーブル 

レシーブエラー割り込み（ER）要求、ブレーク検出割り込み（BRK）要求、

オーバランエラー割り込み（ORER）要求の発生を許可／禁止します。 

0：レシーブエラー割り込み（ER）要求、ブレーク検出割り込み（BRK）

要求、オーバランエラー割り込み（ORER）要求を禁止* 

1：レシーブエラー割り込み（ER）要求、ブレーク検出割り込み（BRK）

要求、オーバランエラー割り込み（ORER）要求を許可 

【注】* RIEを 0に設定しても、REIEを 1に設定すれば、ER、BRK、ORER

割り込み要求は発生します。DMAC転送時に ER、BRK、ORER

割り込み要求を割り込みコントローラへ通知したいときに設定し

ます。 

2 TOIE 0 R/W タイムアウトインタラプトイネーブル 

HSSCLSRの TOフラグが 1にセットされたときのタイムアウト割り込み

（TO）要求の発生を許可／禁止します。 

0：タイムアウト割り込み（TO）要求を禁止 

1：タイムアウト割り込み（TO）要求を許可 

1 

0 

CKE1 

CKE0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックイネーブル 1、0 

HSCIFのクロックソースの選択、および HSCK端子からのクロック出力の

許可／禁止を設定します。 

CKE1ビットと CKE0ビットの組合わせによって HSCK端子をシリアルク

ロック出力端子にするか、またはシリアルクロック入力端子にするかが決

まります。 

ビットの設定内容は、表 32.3を参照してください。 
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表 32.3 クロック選択 

ビット 1 ビット 0 説明 

CKE1 CKE0 クロックソース HSCK端子 

0 HSCK端子を使用しない。 

HSCK端子は入力端子（入力信号は無視） 

0 

1 

内部クロック（clks、clks/4、

clks/16、clks/64）を使用 

HSCK端子はクロック出力（ビットレートにサンプリングレート

を乗じたクロックを出力） 

SC_CLK選択時： 

HSCK端子は入力端子（入力信号は無視）。BRGCLKがビットレ

ートにサンプリングレートを乗じた周波数になるように、

SC_CLKの周波数を設定。 

0 外部クロック用ボーレートジ

ェネレータ出力、または

HSCKを使用 

HSCK選択時： 

HSCK端子はクロック入力（ビットレートにサンプリングレート

を乗じたクロックを入力） 

1 

1 禁止  

【注】 * SC_CLKを入力とした同期通信はできません。 

 

32.2.7 シリアルステータスレジスタ（HSFSR） 

シリアルステータスレジスタ（HSFSR）は 16ビット長のレジスタです。下位 8ビットは、HSCIFの動作状態を

示すステータスフラグを表示します。上位 8ビットは予約ビットです。HSFSRは常に CPUから読み出し／書き込

みができます。ただし、ER、TEND、TDFE、BRK、RDF、DRの各フラグへ 1を書き込むことはできません。ま

た、FERフラグ、および PERフラグは読み出し専用であり、書き込むことはできません。 

HSFSRは、パワーオンリセット、マニュアルリセット時に H'0060に初期化されます。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000001100000000 0

DRRDFPERFERBRKTDFETENDER

R/W*R/W*RRR/W*R/W*R/W*R/W*RRRRRRR R

－－－ －－－－－

 
【注】 * フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ER 0 R/W* レシーブエラー 

受信時にフレーミングエラー、パリティエラーが発生したことを示します。 

HSSCRの REビットを 0にクリアしたときには、ERフラグは影響を受け

ず以前の状態を保持します。 

レシーブエラーが発生しても受信データは HSFRDRに転送され、受信動作

を続けます。 

HSFRDRから読み出したデータに受信エラーがあるかどうかは、HSFSR

の FER、PERビットで判定できます。 

0：受信時にフレーミングエラーまたはパリティエラーが発生していない

ことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• 0を書き込んだとき 

1：受信時にフレーミングエラーまたはパリティエラーが発生したことを表示 

［セット条件］ 

• 受信終了時に受信データの最後尾のストップビットが１であるかど

うかをチェックし、ストップビットが 0であったとき* 

• 受信時の受信データとパリティビットを合わせた１の数がシリアル

モードレジスタ（HSSMR）の O/Eビットで指定した偶数／奇数パリ

ティの設定と一致しなかったとき 

【注】* 2ストップモードのときは 1ビット目のストップビットが 1であ

るかどうかのみを判定し、2ストップビット目のストップビット

はチェックしません。 

6 TEND 1 R/W* トランスミットエンド 

送信キャラクタの最後尾ビットの送信時にトランスミット FIFOデータレ

ジスタ（HSFTDR）に有効なデータがなく、送信を終了した事を示します。 

0：送信中であることを表示 

［クリア条件］ 

• トランスミット FIFOデータレジスタ（HSFTDR）に送信データを書

き込み、0を書き込んだとき 

• DMACでトランスミット FIFOデータレジスタ（HSFTDR）へデータ

を書き込んだとき 

1：送信を終了したことを表示 

［セット条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• シリアルコントロールレジスタ（HSSCR）の TEビットが 0のとき 

• 1バイトのシリアル送信キャラクタの最後尾ビットの送信時にトラン

スミット FIFOデータレジスタ（HSFTDR）に送信データがないとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 TDFE 1 R/W* トランスミット FIFOデータエンプティ 

トランスミット FIFOデータレジスタ（HSFTDR）からトランスミットシ

フトレジスタ（HSTSR）にデータ転送が行われ、HSFTDR内のデータ数が

トランスミット FIFOデータ数トリガレジスタ（HSTTRGR）で設定した送

信トリガデータ数以下になり、HSFTDRに送信データを書き込むことが可

能になったことを示します。 

トランスミット FIFOデータレジスタ（HSFTDR）は 128バイトの FIFO

レジスタです。TDFE＝1で書き込むことができる最大データ数は、128-（送

信トリガ設定数）です。これより多くデータを書き込んだ場合は無視され

ます。また、HSFTDR内のデータ数は FIFOデータ数レジスタ（HSFDR）

の上位ビットに示されます。 

TDFEフラグはトランスミット FIFOデータレジスタ（HSFTDR）に書き込

まれているデータ数が送信トリガ数以下の場合には、1を読み出し後、0 に

クリアしても再び 1にセットされます。TDFEのクリアは送信トリガ数よ

り多い送信データがトランスミット FIFOデータレジスタ（HSFTDR）に

格納されたときに行ってください。 

0：トランスミット FIFOデータレジスタ（HSFTDR）に送信トリガ設定

数より多い送信データが書き込まれていることを表示 

［クリア条件］ 

• トランスミット FIFOデータレジスタ（HSFTDR）に送信トリガ設定

数を超える送信データを書き込み、TDFEに 0を書き込んだとき 

• DMACでトランスミット FIFOデータレジスタ（HSFTDR）に送信ト

リガ設定数を超えるデータを書き込んだとき 

1：トランスミット FIFOデータレジスタ（HSFTDR）の送信データ数が

送信トリガ設定数以下であることを表示 

［セット条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• トランスミット FIFOデータレジスタ（HSFTDR）の送信データ数が

送信動作によって送信トリガ設定数以下になったとき 

4 BRK 0 R/W* ブレーク検出 

受信データのブレーク信号を検出して示します。 

ブレーク検出すると受信データ（H'00）のレシーブ FIFOデータレジスタ

（HSFRDR）転送は停止します。ブレークが終了し、受信信号がマーク 1

に戻ると受信データの転送が再開します。 

0：ブレーク信号を受信していないことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• 0を書き込んだとき 

1：ブレーク信号を受信したことを表示 

［セット条件］ 

• フレーミングエラーを伴うデータを受信し、引き続き 1フレーム長以

上スペース 0（ローレベル）の場合 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 FER 0 R フレーミングエラー表示 

次にレシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）から読み出すデータにフ

レーミングエラーがあったかどうかを表示します。 

0：次にレシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）から読み出す受信デ

ータにフレーミングエラーが発生しなかったことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• 次のレシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）読み出しデータにフ

レーミングエラーなし 

1：次にレシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）から読み出す受信デ

ータにフレーミングエラーが発生したことを表示 

［セット条件］ 

• 次のレシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）読み出しデータにフ

レーミングエラーあり 

2 PER 0 R パリティエラー表示 

次にレシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）から読み出すデータにパ

リティエラーがあったかどうかを表示します。 

0：次にレシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）から読み出す受信デ

ータにパリティエラーが発生しなかったことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• 次のレシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）読み出しデータにパ

リティエラーなし 

1：次にレシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）から読み出す受信デ

ータにパリティエラーが発生したことを表示 

［セット条件］ 

• 次のレシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）読み出しデータにパ

リティエラーあり 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 RDF 0 R/W* レシーブ FIFOデータフル 

受信したデータがレシーブシフトレジスタ（HSRSR）からレシーブ FIFO

データレジスタ（HSFRDR）に転送され、HSFRDR内の受信データ数が、

レシーブ FIFOデータ数トリガレジスタ（HSRTRGR）で設定した受信トリ

ガデータ数以上になったことを示します。 

レシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）は 128バイトの FIFOレジス

タです。 

RDF＝1で少なくとも受信トリガ設定数のデータを読み出すことができま

す。 

HSFRDRが空の状態でデータを読み出すと不定値が読み出されます。 

HSFRDR内の受信データ数は FIFOデータ数レジスタ（HSFDR）の下位ビ

ットに示されます。 

読み出し後もレシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）内のデータ数が

トリガ数以上の場合、RDFフラグを 0にクリアしても再び 1にセットされ

ますので、レシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）内のデータ数がト

リガ数より少なくなるように受信データを読み出した後、RDFフラグの 1

を読み出し 0にクリアしてください。 

0：レシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）の受信データ数が受信ト

リガ設定数より少ないことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• レシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）内の受信データ数が受信

トリガ設定数より少なくなるまで HSFRDRを読み出し、RDFに 0を

書き込んだとき 

• DMACでレシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）内の受信データ

数が受信トリガ設定数より少なくなるまで HSFRDRを読み出したと

き 

1：レシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）の受信データ数が受信ト

リガ設定数以上であることを表示 

［セット条件］ 

• レシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）に受信トリガ設定数以上

の受信データが格納されたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 DR 0 R/W* レシーブデータレディ 

レシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）に受信トリガ設定数未満のデ

ータがあり、かつ最後に受信したデータのストップビットから

HSSCR[15:14]で設定した時間（*）以上、次のデータが来ないことを示し

ます。 

0：受信中または正常に受信完了してレシーブ FIFOデータレジスタ

（HSFRDR）に受信データが残っていないことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• HSFRDR内の受信データをすべて読み出し、0を書き込んだとき 

• DMACで HSFRDR内の受信データをすべて読み出したとき  

1：次の受信データが来ないことを表示 

［セット条件］ 

レシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）に受信トリガ設定数未満のデ

ータがあり、かつ最後に受信したデータのストップビットから

HSSCR[15:14]で設定した時間以上次のデータが来ないとき* 

【注】* 設定値が 15ETUの場合、8ビット長 1ストップビットフォーマット

時の 1.5フレーム時間に相当。 

ETU（Elementary Time Unit）：1ビットの転送期間の略。 
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32.2.8 ビットレートレジスタ（HSBRR） 
 

ビット：

初期値：

R/W：

01234567

11111111

－－－－－－－－

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W  
 

ビットレートレジスタ（HSBRR）は、シリアルモードレジスタ（HSSMR）の CKS1、CKS0ビットで選択され

るボーレートジェネレータの動作クロックと合わせて、シリアル送信／受信のビットレートを設定する 8ビット

のレジスタです。本ボーレートジェネレータは、clks、clks/4、clks/16、clks/64用です。外部クロック用ボーレー

トジェネレータについては、「32.6 外部クロック用ボーレートジェネレータ（BRG）」を参照してください。 

HSBRRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 

HSBRRは、パワーオンリセット、マニュアルリセット時に H'FFに初期化されます。 
 

HSBRRの設定値は以下の計算式で求められます。 
 

N ＝ ×106－1
clks

Sr×22n+1×B  
 

B ビットレート（bit/s） 

N ボーレートジェネレータの SCBRRの設定値（0 ≦ N ≦255）（電気的特性を満足する設定値として

ください） 

clks SHwyバスクロック動作周波数（MHz） 

n ボーレートジェネレータ入力クロック（n＝0、1、2、3）（nとクロックの関係は、下表を参照してく

ださい） 

Sr サンプリングレート（8～32） 
 

SCSMR の設定値 n クロック 

CKS1 CKS0 

0 clks 0 0 

1 clks/4 0 1 

2 clks/16 1 0 

3 clks/64 1 1 

 

ビットレート誤差は、以下の計算式で求められます。 
 

誤差（％）＝ －1      ×100
clks×106

（N + 1）×B×Sr×22n+1
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32.2.9 FIFOコントロールレジスタ（HSFCR） 

FIFOコントロールレジスタ（HSFCR）は送信、受信各 FIFOレジスタのデータ数リセットを行うレジスタです。 

また、モデムコントロールとループバックテストの許可ビットを含んでいます。 

HSFCRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 

HSFCRは、パワーオンリセット、マニュアルリセット時に H'0000に初期化されます。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

－

01234567891011121315 14

000000000000000 0

LOOPRFRSTTFRSTMCE －－－－

R/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRRR R

－－－ －－ －－

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 MCE 0 R/W モデムコントロールイネーブル 

モデムコントロール信号 HCTS#、HRTS#を有効にします。 

0：モデム信号を無効* 

1：モデム信号を有効 

【注】* HCTS#、HRTS#はポート機能となります。 

2 TFRST 0 R/W トランスミット FIFOデータレジスタリセット 

トランスミット FIFOデータレジスタ内の送信データを無効とし、空の状

態にリセットします。 

0：リセット動作を禁止* 

1：リセット動作を許可 

【注】* パワーオンリセット、マニュアルリセット時にはリセット動作が行われま

す。 

1 RFRST 0 R/W レシーブ FIFOデータレジスタリセット 

レシーブ FIFOデータレジスタ内の受信データを無効とし、空の状態にリ

セットします。 

0：リセット動作を禁止* 

1：リセット動作を許可 

【注】* パワーオンリセット、マニュアルリセット時にはリセット動作が行われま

す。 

0 LOOP 0 R/W ループバックテスト 

送信出力端子（HTX）と受信入力端子（HRX）、HRTS#端子と HCTS#端

子を内部で接続し、ループバックテストを可能にします。 

0：ループバックテストを禁止 

1：ループバックテストを許可 
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32.2.10 FIFOデータ数レジスタ（HSFDR） 

トランスミット FIFOデータレジスタ（HSFTDR）および、レシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）内に格

納されているデータ数を示す 16ビット長のレジスタです。 

上位 8ビットで HSFTDR内の送信データ数を、下位 8ビットで HSFRDR内の受信データ数を示します。 

HSFDRは常に CPUから読み出しができます。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R[7:0]T[7:0]

RRRRRRRRRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 T[7:0] H'00 R HSFTDR内に格納されている未送信のデータ数を示します。H'00は送信デ

ータがないことを示します。H’80は HSFTDRに満杯の送信データが格納

されていることを示します。 

7～0 R[7:0] H'00 R HSFRDR内に格納されている受信データ数を示します。H'00は受信データ

がないことを示します。H’80は HSFRDRに満杯の受信データが格納され

ていることを示します。 

 

32.2.11 シリアルポートレジスタ（HSSPTR） 

シリアルポートレジスタ（HSSPTR）は、高速 FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（HSCIF）

の端子にマルチプレクスされたポートの入出力およびデータを制御します。 

ビット 1、0によって HRX端子から入力データを読み出し、HTX端子へ出力データを書き込むことができ、シ

リアル送受信のブレークを制御します。 

ビット 3およびビット 2でHSCK端子に対してデータの読み込みおよび出力データを書き込むことができます。 

ビット 5およびビット 4でHCTS#端子に対してデータの読み込みおよび出力データを書き込むことができます。 

ビット 7およびビット 6でHRTS#端子に対してデータの読み込みおよび出力データを書き込むことができます。 

HSSPTRレジスタは 16ビットで、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 

パワーオンリセット、マニュアルリセット時にビット 6、4、2、0を除いたすべてのビットが 0に初期化されま

す。ビット 6、4、2、0は不定です。 

【注】 モデムコントロール機能を選択できないチャネルがあります。 

 
ビット：

初期値：

R/W：

—

01234567891011121315 14

—0—0—0—00000000 0

SPB2 
DT

SPB2 
IO

SCK 
DT

SCK 
IO

CTS
DT

CTS
IO

RTS
DT

RTS
IO———————

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 RTSIO 0 R/W シリアルポート RTSポート入出力 

シリアルポートの HRTS#端子の入出力を指定します。実際に HRTS#端子

をポート出力端子として RTSDTビットで設定した値を出力する場合は、

FIFOコントロールレジスタ（HSFCR）のMCEビットを 0に設定してくだ

さい。 

0：HRTS#端子に RTSDTビットの値を出力しないことを示します。 

1：HRTS#端子に RTSDTビットの値を出力することを示します。 

6 RTSDT 不定 R/W シリアルポート RTSポートデータ 

シリアルポートの HRTS#端子の入出力データを指定します。入力か出力か

は RTSIOビットで指定します。出力の場合、RTSDTビットの値が HRTS#

端子に出力されます。RTSIOビットの値にかかわらず、RTSDTビットか

らは HRTS#端子の値が読み出されます。 

パワーオンリセット、マニュアルリセット後の初期値は不定です。 

0：入出力データがローレベルであることを示します。 

1：入出力データがハイレベルであることを示します。 

5 CTSIO 0 R/W シリアルポート CTSポート入出力 

シリアルポートの HCTS#端子の入出力を指定します。実際に HCTS#端子

をポート出力端子として CTSDTビットで設定した値を出力する場合は、

FIFOコントロールレジスタ（HSFCR）のMCEビットを 0に設定してくだ

さい。 

0：HCTS#端子に CTSDTビットの値を出力しないことを示します。 

1：HCTS#端子に CTSDTビットの値を出力することを示します。 

4 CTSDT 不定 R/W シリアルポート CTSポートデータ 

シリアルポートの HCTS#端子の入出力データを指定します。入力か出力か

は CTSIOビットで指定します。出力の場合、CTSDTビットの値が HCTS#

端子に出力されます。CTSIOビットの値にかかわらず、CTSDTビットか

らは HCTS#端子の値が読み出されます。 

パワーオンリセット、マニュアルリセット後の初期値は不定です。 

0：入出力データがローレベルであることを示します。 

1：入出力データがハイレベルであることを示します。 

3 SCKIO 0 R/W シリアルポートクロックポート入出力 

シリアルポートの HSCK端子の入出力を指定します。実際に HSCK端子を

ポート出力端子として SCKDTビットで設定した値を出力する場合は、シ

リアルコントロールレジスタ（HSSCR）の CKE1、CKE0 ビットを 0に設

定してください。 

0：HSCK端子に SCKDTビットの値を出力しないことを示します。 

1：HSCK端子に SCKDTビットの値を出力することを示します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 SCKDT 不定 R/W シリアルポートクロックポートデータ 

シリアルポートの HSCK端子の入出力データを指定します。入力か出力か

は SCKIOビットで指定します。出力の場合、SCKDTビットの値が HSCK

端子に出力されます。SCKIOビットの値にかかわらず、SCKDTビットか

らは HSCK端子の値が読み出されます。 

パワーオンリセット、マニュアルリセット後の初期値は不定です。 

0：入出力データがローレベルであることを示します。 

1：入出力データがハイレベルであることを示します。 

1 SPB2IO 0 R/W シリアルポートブレーク入出力 

シリアルポートの HTX端子の出力条件を指定します。実際に HTX端子を

ポート出力端子として SPB2DTビットで設定した値を出力する場合は、シ

リアルコントロールレジスタ（HSSCR）の TEビットを 0に設定してくだ

さい。 

0：HTX端子に SPB2DTビットの値を出力しないことを示します。 

1：HTX端子に SPB2DTビットの値を出力することを示します。 

0 SPB2DT 不定 R/W シリアルポートブレークデータ 

シリアルポートの HRX端子の入力データおよび HTX端子の出力データを

指定します。HTX端子の出力条件は SPB2IOビットで指定します。HTX端

子を出力に設定した場合、SPB2DTビットの値がHTX端子に出力されます。

SPB2IOビットの値にかかわらず、SPB2DTビットからは HRX端子の値が

読み出されます。 

パワーオンリセット、マニュアルリセット後の初期値は不定です。 

0：入出力データがローレベルであることを示します。 

1：入出力データがハイレベルであることを示します。 

 

32.2.12 ラインステータスレジスタ（HSLSR） 
 
ビット：

初期値：

R/W：

—

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ORER—TO————————————

R/W*RR/W*RRRRRRRRRRRR R  
【注】 * フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 TO 0 R/W* タイムアウト 

レシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）に受信トリガ設定数未満のデ

ータがあり、かつ最後に受信したデータのストップビットから

HSSCR[15:14]で設定した時間(*)以上、次のデータが来ないことを示しま

す。 

0：受信中または正常に受信完了してレシーブ FIFOデータレジスタ

（HSFRDR）に受信データが残っていないことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• HSFRDR内の受信データをすべて読み出し、0を書き込んだとき 

1：次の受信データが来ないことを表示（受信タイムアウト） 

［セット条件］ 

• レシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）に受信トリガ設定数未満

のデータがあり、かつ最後に受信したデータのストップビットから

HSSCR[15:14]で設定した時間(*)以上次のデータが来ないとき* 

【注】* 設定値が 15ETUの場合、8ビット長 1ストップビットフォーマッ

ト時の 1.5フレーム時間に相当。 

ETU（Elementary Time Unit）：1ビットの転送期間の略。 

1 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 ORER 0 R/W* オーバランエラー 

受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを示します。 

レシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）ではオーバランエラーが発生

する前の受信データを保持し、後から受信したデータが失われます。ORER

＝1にセットされた状態で、以降のシリアル受信を続けることはできませ

ん。ORERフラグをクリアして受信を再開する場合、受信 FIFOからのデ

ータ読み出し（または受信 FIFOクリア）と受信エラー処理を行った後で、

ORERフラグをクリアしてください。 

0：受信中、または正常に受信完了したことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• 0を書き込んだとき 

1：受信時にオーバランエラーが発生したことを表示 

［セット条件］ 

• 受信 FIFOが 128バイト満杯の状態で次のシリアル受信を完了したと

き 

【注】* シリアルコントロールレジスタ（HSSCR）の REビットを 0にクリ

アしたときには、ORERフラグは影響を受けず以前の状態を保持し

ます。 

 



 

32. 高速 FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（HSCIF） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  32-25 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

32.2.13 サンプリングレートレジスタ（HSSRR） 
 
ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

111100000000000 0

SRC
YC4

SRC
YC3

SRC
YC2

SRC
YC1

SRC
YC0SRHP1 SRHP0SRHP2SRDESRE SRHP3 —————

R/WR/WR/WR/WR/WRRRR/WR/WR/WR/WRRR/W R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 SRE 0 R/W サンプリングレートレジスタイネーブルビット 

本ビットに 1を設定することで SRCYC4～0の設定が有効となります。本

ビットに 0を設定した場合、SRCYC4～0の設定を 15（初期値）としてく

ださい。 

14 SRDE 0 R/W サンプリングポイントレジスタイネーブルビット 

本ビットに 1を設定することで SRHP3～0の設定が有効となります。本ビ

ットに 0を設定した場合、SRHP3～0に設定は無効となり、サンプリング

ポイントは、サンプリングレート(S)が奇数のときは (S+1)/2、偶数の場合

は S/2となります。 

13、12 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～8 SRHP[3:0] 0 R サンプリングポイントレジスタ 

SRDEビットに 1を設定し、本フィールドに値を設定することでサンプリ

ングポイントをずらすことができます。通常、サンプリングポイントは、

サンプリングレートがSの場合、S/2または(S+1)/2のポイントとなります。

本フィールドに符号付 4ビットの整数値を設定することにより、このポイ

ントからサンプリングポイントを設定したサンプリングクロック分だけず

らすことができます。これにより、受信マージンを向上することが可能で

す。 

本フィールドに値を設定する場合、サンプリングポイントが負の値になっ

たり、サンプリングレートを超えないように注意してください。また、ず

らしたサンプリングポイントがセットアップマージンおよびホールドマー

ジンを満足するようにしてください。 

7～5 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4～0 SRCYC 

[4:0] 

01111 R/W サンプリングレートレジスタ 

SREビットに 1を設定し、本フィールドに値を設定することで、任意のサ

ンプリングレートでの転送が可能となります。サンプリングレートを”S”と

したい場合、本フィールドには”S-1”を設定してください。また、サンプリ

ングレートは 8～32（本フィールドへの設定値は 7～31）としてください。

SREビットが 0の場合の設定値は 15（初期値）としてください。 
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32.2.14 シリアルエラーレジスタ（HSRER） 
 
ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

FER4 FER3 FER2 FER1 FER0PER1 PER0PER2PER6 PER3 FER5FER6—PER4PER5—

RRRRRRRRRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14～8 PER[6:0] H'00 R パリティエラー数 

レシーブ FIOFデータレジスタ（HSFRDR）に格納されている受信データ

でパリティエラーの発生しているデータ数を表示します。 

HSFSRの ERビットがセットされた後、ビット 14～8で示される値がパリ

ティエラー発生データ数を表示します。HSFRDRの 128バイトの受信デー

タすべてがパリティエラーを伴う場合、PER6～PER0は 0を表示します。 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～0 FER[6:0] H'00 R フレーミングエラー数 

レシーブ FIOFデータレジスタ（HSFRDR）に格納されている受信データ

でフレーミングエラーの発生しているデータ数を表示します。 

HSFSRの ERビットがセットされた後、ビット 6～0で示される値がフレ

ーミングエラー発生データ数を表示します。HSFRDRの 128バイトの受信

データすべてがフレーミングエラーを伴う場合、PER6～PER0は 0を表示

します。 

 

32.2.15 RTS出力アクティブトリガ数レジスタ（HSRTGR） 
 
ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

111100000000000 0

RST
RG4

RST
RG3

RST
RG2

RST
RG1

RST
RG0— ——— — RST

RG5
RST
RG6————

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～0 RSTRG 

[6:0] 

H'0F R/W RTS出力アクティブトリガ数 

レシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）内に格納された受信データ数

が、本フィールドで設定する値以上になったとき、HRTS#信号はハイレベ

ルになります。初期値は”15”です。 
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32.2.16 レシーブ FIFOデータ数トリガレジスタ（HSRTRGR） 
 
ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

100000000000000 0

RT
RG4

RT
RG3

RT
RG2

RT
RG1

RT
RG0— ——— — RT

RG5
RT

RG6————

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～0 RSTRG 

[6:0] 

H'01 R レシーブ FIFOデータ数トリガ 

シリアルステータスレジスタ（HSFSR）のレシーブデータフル（RDF）フ

ラグをセットする受信データ数を設定するフィールドです。レシーブ FIFO

データレジスタ（HSFRDR）内に格納された受信データ数が、本フィール

ドで設定する値以上になったとき、RDFフラグをセットします。初期値

は”1”です。 

 

32.2.17 トランスミット FIFOデータ数トリガレジスタ（HSTTRGR） 
 
ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000100000000000 0

TT
RG4

TT
RG3

TT
RG2

TT
RG1

TT
RG0— ——— — TT

RG5
TT

RG6————

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～0 RSTRG 

[6:0] 

H'08 R/W トランスミット FIFOデータ数トリガ 

シリアルステータスレジスタ（HSFSR）のトランスミット FIFOデータレ

ジスタエンプティ（TDFE）フラグをセットする残りの送信データ数を設定

するフィールドです。送信動作によりトランスミット FIFOデータレジス

タ（HSFTDR）内の送信データ数が、本フィールドで設定する値以下にな

ったとき TDFEフラグをセットします。初期値は”8”です。 
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32.3 動作説明 

32.3.1 調歩同期通信の動作 

調歩同期式通信は、通信開始を意味するスタートビットと通信終了を意味するストップビットとをデータに付

加したキャラクタを送信／受信し、1キャラクタ単位で同期をとりながらシリアル通信を行います。 

調歩同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 32.2に示します。調歩同期式シリアル通信では、通信回

線は通常、マーク状態（ハイレベル）に保たれています。HSCIFは通信回線を監視し、スペース（ローレベル）

になったところをスタートビットとみなしてシリアル通信を開始します。シリアル通信の 1キャラクタは、スタ

ートビット（ローレベル）から始まり、データ（LSBファースト：最下位ビットから）、パリティビット（ハイ

／ローレベル）、最後にストップビット（ハイレベル）の順で構成されています。調歩同期式モードでは、HSCIF

は受信時にスタートビットの立ち下がりエッジで同期化を行います。また、HSCIFはデータを 1ビット期間に対

し、サンプリングレートレジスタ（HSSRR）で設定したサンプリングレートを Sとすると、S倍の周波数のクロ

ックの S/2番目でサンプリングしますので、各ビットの中央で通信データが取り込まれます（サンプリングレー

トが奇数の場合は(S+1)/2番目でサンプリングされます）。また、SRDEビットを有効にし、サンプリングポイン

トレジスタを設定した場合には意図的に各ビットの中央からデータの取り込みポイントをずらすことができます。 
 

D00 1 1

11

スタート
ビット

ビット
パリティ
ビット

ストップ
ビット

1ビット
7ビットまたは8ビット 1ビット

または
なし

1ビット
または
2ビット

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）

アイドル状態（マーク状態）

送信／受信データ

シリアル
データ

D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/1

 

図 32.2 調歩同期式通信のデータフォーマット 

（8ビットデータ／パリティあり／2ストップビットの例） 
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（1） 送信／受信フォーマット、クロック 

設定可能な送信／受信フォーマットを、表 32.4に示します。送信／受信フォーマットは 8種類あり、シリアル

モードレジスタ（HSSMR）の設定により選択できます。 

送信／受信クロックは、シリアルコントロールレジスタ（HSSCR）の CKE1、CKE0ビットの設定により、内蔵

ボーレートジェネレータの生成した内部クロックまたは、外部クロック用ボーレートジェネレータの生成した外

部クロックの 2種類から選択できます。 
 

表 32.4 シリアル送信／受信フォーマット（調歩同期式モード） 

1 2 3CHR PE STOP

STOP0 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

1

0 

0 

1 

1 

0 

0 

1 

1

0 

1 

0 

1 

0 

1 

0 

1

4 5 6

シリアル送信／受信フォーマットとフレーム長

【記号説明】
S 
STOP 
P

：スタートビット
：ストップビット
：パリティビット

SCSMRの設定

7 8 9 10 11 12

S 8ビットデータ

STOPS 8ビットデータ STOP

STOPP

STOP STOP

S 8ビットデータ

S 8ビットデータ

S 7ビットデータ

S 7ビットデータ

S 7ビットデータ

S 7ビットデータ

P

STOP

STOP STOP

STOPP

STOP STOPP

 
 

（2） データの送信／受信動作 

• HSCIFの初期化（調歩同期式） 

データの送信／受信前、動作モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には、図 32.3に示す、HSCIF

の初期化フローチャートの例を参考に、HSCIFの初期化を行ってください。 
 

【注意事項】 

TEビットを 0にクリアすると、トランスミットシフトレジスタ（HSTSR）が初期化されます。 

TE、REビットを 0にクリアしても、シリアルステータスレジスタ（HSFSR）、トランスミット FIFOデータレ

ジスタ（HSFTDR）および、レシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）の内容は保持されます。 

TEビットの 0クリアは、送信データをすべて送信し HSFSRの TENDフラグがセットされた後に行ってくださ

い。送信中でも 0クリア可能ですが、送信中のデータは 0クリア後、マーク状態になります。また、再度 TEビッ

トを 1にセットして送信開始する前に FIFOコントロールレジスタ（HSFCR）の TFRSTビットをいったん 1にセ
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ットして HSFTDRをリセットしてください。 

外部クロックを使用している場合には、動作が不確実になりますので、初期化を含めた動作中にクロックを止

めないでください。また、外部クロック用ボーレートジェネレータを使用する場合は、下記の初期化フローより

前に外部クロック用ボーレートジェネレータの設定を行ってください。 

No

Wait

Yes

［1］

［2］

［3］

［4］

HSSCRのTE、REビットを０にクリア

HSFCRのTFRST、RFRSTビットを1にセット

HSFSRのER、DR、BRK、RDF、HSLSRの
TO、ORERの各フラグを読み出した後

0書き込みでクリア

HSSCRのCKE1、CKE0ビットを設定
（TIE、RIE、TE、RE、TOIEビットは0）

HSSMRに送信／受信フォーマットを設定

HSBRR、HSSRRに値を設定

HSRTGR、HSRTRGT、HSTTRGR、HSFCRの
MCEビットを設定しTFRST、RFRSTビットを

0にクリア

HSSCRのTE、REビットを１にセットおよび
TIE、RIE、REIE、TOIEビットを設定

1ビット期間経過

［1］ シリアルコントロールレジスタ（HSSCR）にクロック選択を   
設定してください。なお、TIE、RIE、TE、RE、TOIEビット
は必ず0を設定してください。

［2］ シリアルモードレジスタ（HSSMR）に送信／受信フォーマ
ットを設定します。

［3］ ビットレートレジスタ（HSBRR）にビットレートに対応する
値を書き込みます。ただし、外部クロックを使用する場合に
は必要ありません。また、HSSRRにサンプリングレート、サ
ンプリングポイントを設定します。

［4］ 少なくとも１ビット期間待ってから、シリアルコントロール
レジスタ（HSSCR）のTEビットまたは、REビットを１にセ
ットします。またTIE、RIE、REIE、TOIEビットを設定して
ください。TEビットを設定することによりHTX、HRX端子が
使用可能になります。送信時にはマーク状態となり、受信時
にはスタートビット待ちのアイドル状態になります。

終了

初期化

 

図 32.3 HSCIFの初期化フローチャート 
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• シリアルデータ送信（調歩同期式） 

図 32.4にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータ送信は、HSCIFを送信動作可能状態に設定した後、以下の手順を参考に行ってください。 

送信開始

送信終了

HSFSRのTDFEビットを読み出し

HSFSRのTENDビットを読み出し

HSSCRのTEビットを0にクリア

SPB2DTを0にクリア
SPB2IOを1にセット

HSFTDRに送信データを書き込み

TDFE=1?

全データ 
書き込み完了？

TEND=1?

ブレーク出力？

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

［1］

［2］

［3］

［1］ HSCIFの状態を確認して、送信データを書き込み： 
シリアルステータスレジスタ（HSFSR）を読み出して、TDFE=1
であることを確認した後、トランスミットFIFOデータレジスタ
（HSFTDR）に送信データを書き込み、TDFE、TENDを０にク
リアします。書き込み可能な送信データ数は128-（送信トリガ設
定数）になります。

［2］ シリアル送信の継続手順： 
シリアル送信を続けるときには、必ずTDFEフラグの1を読み出し
て書き込み可能であることを確認した後にランスミットFIFOデ
ータレジスタ（HSFTDR）にデータを書き込み、続いてTDFEフ
ラグを０にクリアしてください。

［3］ シリアル送信時にブレーク出力： 
シリアル送信時にブレークを出力するときには、シリアルポート
レジスタ（HSSPTR）のSPB2DTビットを0にクリアし、SPB2IO
ビットを1にセットした後にシリアルコントロールレジスタ
（HSSCR）のTEビットを０にクリアしてください。

　なお、【１】および【２】では、FIFOデータレジスタ（HSFDR）の
上位８ビットに示されるトランスミットFIFOデータレジスタ
（HSFTDR）内の送信データ数から書き込み可能なデータ数を知るこ
とができます。

 

図 32.4 シリアル送信のフローチャートの例 
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HSCIFは、シリアル送信時に以下のように動作します。 
 

1. HSCIFは、トランスミットFIFOデータレジスタ（HSFTDR）にデータが書き込まれると、HSFTDRからトラ

ンスミットシフトレジスタ（HSTSR）にデータを転送し、送信を開始します。HSFTDRにはシリアルステー

タスレジスタ（HSFSR）のTDFEフラグが1であることを確認して送信データを書き込んでください。書き込

み可能なデータ数は、少なくとも128-（送信トリガ設定数）です。 

 

2. トランスミットFIFOデータレジスタ（HSFTDR）からトランスミットシフトレジスタ（HSTSR）へデータが

転送され、送信を開始すると、HSFTDRに送信データがなくなるまで連続して送信動作を続けます。途中、

HSFTDR内の送信データ数がトランスミットFIFOデータ数トリガレジスタ（HSTTRGR）で設定した送信ト

リガ数以下になったとき、TDFEフラグをセットします。このとき、シリアルコントロールレジスタ（HSSCR）

のTIEビットが1、TEIEビットが0にセットされているとトランスミットFIFOデータエンプティ割り込み

（TDFE）要求を発生します。シリアル送信データは、以下の順にHTX端子から送り出されます。 

（a） スタートビット：1ビットの0が出力されます。 

（b） 送信データ：8ビット、または7ビットのデータがLSBから順に出力されます。 

（c） パリティビット（偶数パリティ、または奇数パリティ）が出力されます。なお、パリティビットを出

力しないフォーマットも選択できます。 

（d） ストップビット：1ビットまたは2ビットの1（ストップビット）が出力されます。 

（e） マーク状態：次の送信を開始するスタートビットを送り出すまで1を出力し続けます。 

 

3. HSCIFは、ストップビットを送出するタイミングでトランスミットFIFOデータレジスタ（HSFTDR）の送信

データをチェックします。データがあるとHSFTDRからトランスミットシフトレジスタ（HSTSR）にデータ

を転送し、ストップビットを送り出した後、次フレームのシリアル送信を開始します。送信データがないと

シリアルステータスレジスタ（HSFSR）のTENDフラグに1をセットし、ストップビットを送り出した後、1

を出力するマーク状態になります。このとき、シリアルコントロールレジスタ（HSSCR）のTIEビットが1、

TEIEビットが1にセットされているとトランスミットエンド（TEND）割り込み要求を発生します。 
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調歩同期式モードでの送信時の動作例を図 32.5に示します。 

D00 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 1

11

アイドル状態
（マーク状態）

シリアル
データ

スタート
ビット

データ データパリティ
ビット

ストップ
ビット

パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

1フレーム

TDFE割り込み処理ルーチンで
SCFTDRにデータを書き込み、
TDFEフラグの1リード後0にクリア

TDFE割り込み
要求の発生

TDFE割り込み
要求の発生

TDFE

TEND

 

図 32.5 送信時の動作例（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 

 

4. モデムコントロールイネーブル時はHCTS#入力値によって送信動作を停止／再開することができます。

HCTS#が1になると現在送信中のときは1フレーム送信終了後マーク状態になります。HCTS#を0にすると再

びスタートビットから次の送信データを出力します。モデムコントロール時の動作例を図32.6に示します。 

D00 D1 D7 0/1 0 D0 D1 D7 0/1
シリアルデータ

スタート
ビット

パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

HTX

HCTS#

ストップビットより前に立ち上げてください。  

図 32.6 モデムコントロール（HCTS#）時の動作例 
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• シリアルデータ受信（調歩同期式） 

図 32.7、図 32.8にシリアル受信フローチャートの例を示します。 

シリアルデータ受信は、HSCIFを受信動作可能状態に設定した後、以下の手順に従い行ってください。 

HSFSRのER、DR、BRK、HSLSRの
TO、ORERの各フラグを読み出し

HSFRDRの受信データを読み出し、
HSFSRのRDFフラグを0にクリア

HSFSRのRDFフラグを読み出し

HSSCRのREビットを0にクリア

ER or DR or
BRK or ORER or  

TO=1?

RDF=1?

全数受信？

受信終了

エラー処理

Yes

No

Yes

Yes

No

No

［1］ 受信エラー処理とブレーク検出： 
シリアルステータスレジスタ（HSFSR）のDR、ER、BRK、ライ
ンステータスレジスタ（HSLSR）のTO、ORERフラグを読み出し
てエラーを判定し、所定のエラー処理を行った後、DR、ER、
BRK、TO、ORERの各フラグを０にクリアしてください。 
フレーミングエラー時にHRX端子を読み出すことでもブレークの
検出ができます。

［2］ HSCIFの状態を確認して受信データを読み出し： 
シリアルステータスレジスタ（HSFSR）を読み出してRDF=1であ
ることを確認した後、レシーブFIFOデータレジスタ(HSFRDR）
の受信データを読み出し、RDFフラグの１を読み出した後、０に
クリアします。 
RDFフラグが０から１への変化はRDF割込みによっても知ること
ができます。

［3］ シリアル受信の継続手順： 
シリアル受信を続けるときには、レシーブFIFOデータレジスタ
（HSFRDR）内のデータを少なくとも受信トリガ設定数読み出し
て、RDFフラグの１を読み出した後０を書き込んでください。 
レシーブFIFOデータレジスタ（HSFRDR）内の受信データ数は
FIFOデータ数レジスタ（HSFDR）の下位ビットを読み出すことで
知ることができます。

［1］

［2］

［3］

受信開始

 

図 32.7 シリアル受信のフローチャートの例（1） 
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エラー処理

終了

オーバランエラー処理

受信エラー処理

ブレーク処理

HSFRDRの受信データ読み出し

HSFSRのDR、ER、BRKを0にクリア
HSLSRのTO、ORERフラグを0にクリア

ORER=1?

ER=1?

BRK=1?

DR or TO = 1?

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

・ レシーブFIFOデータレジスタ（HSFRDR）から読
み出した受信データにフレーミングエラー、パリテ
ィエラーが発生しているかどうかは、シリアルエラ
ーレジスタ(HSRER)で知ることができます。

 

図 32.8 シリアル受信のフローチャートの例（2） 
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HSCIFは、受信時に以下のように動作します。 
 

1. HSCIFは通信回線を監視し、スタートビットの0を検出すると内部を同期化し、受信を開始します。 

2. 受信したデータをレシーブシフトレジスタ（HSRSR）のLSBからMSBの順に格納します。 

3. パリティビット、およびストップビットを受信します。受信後、HSCIFは以下のチェックを行います。（b）、

（c）、（d）のチェックがパスしたとき、HSFRDRに受信データが格納されます。 

【注】 パリティエラー、フレーミングエラーが発生しても受信動作を続けます。 

 

（a） ストップビットチェック：ストップビットが1であるかをチェックします。ただし、2ストップビット

の場合、1ビット目のストップビットのみをチェックします。 

（b） 受信データをレシーブシフトレジスタ（HSRSR）からHSFRDRに転送できる状態であるかをチェック

します。 

（c） オーバランエラーチェック：ORERフラグが0であり、オーバランエラーが発生していないことをチェ

ックします。 

（d） ブレークチェック：BRKフラグが0であり、ブレーク状態でないことをチェックします。 

 

4. シリアルコントロールレジスタ（HSSCR）のRIEビットが1にセットされていてRDFフラグが1になったとき、

レシーブFIFOデータフル割り込み（RDF）要求を発生します。シリアルコントロールレジスタ（HSSCR）の

RIEビットが1にセットされていてDRフラグが1になったとき、レシーブデータレディ割り込み（RDF）要求

を発生します。シリアルコントロールレジスタ（HSSCR）のTOIEビットが1にセットされていてTOフラグが

1になったとき、タイムアウト割り込み（TO）要求を発生します。 

また、ERフラグが1になったとき、HSSCRのRIEビットまたはREIEビットが1にセットされているとレシーブ

エラー割り込み（ER）要求を発生します。 

さらに、BRKフラグが1になったとき、HSSCRのRIEビットまたはREIEビットが1にセットされていると、ブ

レーク検出割り込み（BRK）要求を発生します。ORERフラグが1になったとき、HSSCRのRIEビットまたは

REIEビットが1にセットされていると、オーバランエラー割り込み（ORER）要求を発生します。 
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調歩同期式モード受信時の動作例を図 32.9に示します。 

D00 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 0 0/1

1

シリアル
データ

スタート
ビット

データ データパリティ
ビット

ストップ
ビット

パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

1フレーム

RDF割り込み処理ルーチンで
データを読み出し、RDFフラグ
の1を読み出した後0にクリア

RDF割り込み
要求の発生 レシーブエラーでER

割り込み要求の発生

RDF

ER

 

図 32.9 HSCIFの受信時の動作例 

（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 

 

5. モデムコントロールイネーブル時は、レシーブFIFOデータレジスタ（HSFRDR）の空き状況によってHRTS#

信号を出力します。HRTS#が0のときは受信可能状態です。HRTS#が1のときはHSFRDR内のデータ数が

HRTS#出力アクティブトリガ設定数以上であることを示します。 

 

モデムコントロール時の動作例を図 32.10に示します。 

D00 D1 D7 0/1 0
シリアルデータ

スタート
ビット

パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

HRX

HRTS#  

図 32.10 モデムコントロール（HRTS#）の動作例 
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32.4 HSCIF割り込み要因と DMAC 

DMACを使って送受信を行う場合は、先に DMACを設定し、イネーブル状態にしてから HSCIFの設定を行っ

てください。 

（1） 送信系割り込みと DMA転送 

TIEビットにより TDFE/TENDが許可されている場合、シリアルステータスレジスタ（HSFSR）の TDFE/TEND

フラグが 1にセットされると、TDFE/TEND割り込み要求と送信 FIFOデータエンプティ DMA転送要求が発生し

ます。TIEビットにより TDFE/TENDが禁止されている場合、TDFE/TENDフラグが 1にセットされると、送信 FIFO

データエンプティ DMA転送要求のみが発生します。（HSSCRの TEIEビットが 0の場合は TDFEフラグ、TEIE

ビットが 1の場合はTENDフラグがセットされたときに発生します。DMA転送要求はTEIEの影響を受けません。） 

TDFE/TEND割り込み要求を出す設定にした場合、割り込み要求は割り込み処理プログラムとは無関係にDMAC

によってクリアされます。 
 

（2） 受信系割り込みと DMA転送 

RIEビットにより RDF/DRが許可されている場合、シリアルステータスレジスタ（HSFSR）の RDF/DRフラグ

が 1にセットされると、RDF/DR割り込み要求が発生します。また、RDF/DRフラグが 1にセットされると、受信

FIFOデータフル DMA転送要求が発生します。RIEビットにより RDF/DRが禁止されている場合、RDF/DRフラ

グが 1にセットされると、受信 FIFOデータフル DMA転送要求のみが発生し、DMACを起動してデータ転送を行

うことができます。 

HSSCRの RIEビットを 0に設定し、REIEビットを 1に設定すると、RDF/DR割り込み要求を出さずに

ER/BRK/ORER割り込み要求を出すことができます。シリアルステータスレジスタ（HSFSR）の BRKフラグまた

はラインステータスレジスタ（HSLSR）の ORERフラグが 1にセットされると、BRK/ORER割り込み要求が発生

します。 

TOIEビットにより TOが許可されている場合、ラインステータスレジスタ（HSLSR）の TOフラグが 1にセッ

トされると、TO割り込み要求が発生します。 

DR/TO割り込み要求を出す設定にした場合、DRフラグによる割り込み要求は割り込み処理プログラムとは無

関係にDMACによってクリアされます。TOフラグによる割り込み要求はDMACによってクリアされませんので、

割り込み処理プログラムによるクリア処理が必要です（DRフラグと TOフラグのセットは同時に行われ、クリア

は個別処理となります）。 
 

表 32.5 HSCIF割り込み要因 

割り込み要因 DMACの起動 リセット解除時の優先順位 

レシーブエラー（ER）による割り込み 不可 

レシーブ FIFOデータフル（RDF）またはレシーブデータレディ（DR）

タイムアウト（TO）による割り込み 

可 

ブレーク（BRK）またはオーバランエラー（ORER）による割り込み 不可 

送信 FIFOデータエンプティ（TDFE）による割り込み 可 

高 

 

 

 

低 
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32.5 使用上の注意事項 

HSCIFを使用する際は、以下のことに注意してください。 
 

（1） ブレークの検出と処理について 

フレーミングエラー（FER）検出時に HRX端子の値を直接読み出すことによっても、ブレークを検出できます。

ブレークでは、HRX端子からの入力がすべて 0になりますので、FERフラグがセットされ、またパリティエラー

（PER）もセットされる場合があります。 

HSCIFは、ブレークを検出するとレシーブ FIFOデータレジスタ（HSFRDR）への受信データの転送は停止しま

すが、受信動作は続けています。 
 

（2） ブレークの送り出し 

HTX端子は、シリアルポートレジスタ（HSSPTR）の SPB2IO、SPB2DTビットで入出力条件とレベルを決める

ことができます。これを使ってブレークの送り出しができます。 

シリアル送信の初期化から TEビットを 1にセット（送信可能）するまでは、HTX端子として機能しません。

この間は、マーク状態は SPB2DTビットの値で代替えされます。このため、最初は SPB2IOと SPB2DTビットを 1

に設定（出力、ハイレベル）しておきます。 

シリアル送信時にブレークを送り出したいときは SPB2DTビットを 0（ローレベル）にクリアした後、TEビッ

トを 0にクリア（送信停止）します。TEビットを 0にクリアすると現在の送信状態とは無関係に送信部は初期化

され、HTX端子からは 0が出力されます。 
 

（3） 受信データサンプリングタイミングと受信マージン 

HSCIFは転送レートに対し、サンプリングレートとして設定した値倍の周波数の基本クロックで動作していま

す。 

受信時に HSCIFは、スタートビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして、内部を同期化します。

また、受信データを、サンプリングレートを Sとしたとき、基本クロックの、S/2（Sが偶数のとき）または(S+1)/2(S

が奇数のとき）クロック目の立ち上がりエッジで内部に取り込みます。 

S=16の場合の例を図 32.11に示します。 
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 1415 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 0 1 2 3 4 5

スタートビット

-7.5クロック +7.5クロック

D1D0

8クロック

16クロック

基本クロック

受信データ
（HRX）

同期化
サンプリング
タイミング

データ
サンプリング
タイミング  

図 32.11 受信データサンプリングタイミング 

 

したがって、調歩同期式モードでの受信マージンは式（1）のように表すことができます。 
 

M＝  （0.5－　　 ）－（L－0.5）F－ 　　　　 （1＋F） ×100％……式（1）　　
1

2N

｜D－0.5｜

N  
 

M：受信マージン（％） 

N：クロックに対するビットレートの比（N＝サンプリングレート） 

D：クロックデューティ（D＝0～1.0） 

L：フレーム長（L＝9～12） 

F：クロック周波数の偏差の絶対値 
 

式（1）で、F＝0、D＝0.5、サンプリングレートを 16とすると、受信マージンは式（2）より 46.875％となりま

す。 
 

D＝0.5、F＝0のとき 

M＝（0.5－1/（2×16））×100％ 

＝46.875％ ……式（2） 
 

ただし、この値はあくまでも計算上の値ですので、システム設計の際には 20～30％の余裕を持たせてください。 
 

（4） 受信マージンとボーレート誤差 

式（2）の 46.875％は、ボーレート誤差が 0（F=0）のときの受信マージンです。つまり、受信と送信のボーレ

ートに誤差がなければ、約 1/2ビット分のずれがあっても受信可能です。送信と受信のボーレートに誤差があると、

ストップビット受信までの誤差が蓄積されることになり受信マージンが低下します。ボーレートの許容誤差を求

めるために、式（1）を Fについて変形します。D=0.5とすると、式（3）になります。 
 

F=｛（15/32－M）/（L－0.5）｝×100（％）……式（3） 
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式（3）から、フレーム長 L=12の場合の許容誤差－受信マージンは以下のようになります。 
 

許容誤差（％） 4.07 3.64 3.20 2.33 1.46 

受信マージン（％） 0 5 10 20 30 

 

（5） SRHPフィールドの使い方 

サンプリングレートレジスタの SRHPフィールドの使い方について説明します。 

4cycle4cycle

データ

 

図 32.12 SRHPフィールド無効時のサンプリング 

図 32.12に SRHPフィールド無効時のサンプリング例を示します（サンプリングレート=8）。この場合、HSCIF

はサンプリングレートの半分、つまり 4クロック目の立ち上がりでデータをサンプリングします。これにより、

セットアップ、ホールド側のマージンをそれぞれ 50%確保することができます。 

しかしながら、ボーレートと、サンプリングクロックの比が 1:1でない場合、1フレーム内の受信でセットアッ

プまたはホールドのいずれかのマージンが削られます。セットアップのマージンが削れた場合はホールドマージ

ンが増加します。逆に、ホールドのマージンが削れた場合はセットアップのマージンが増加します。この例を図

32.13および図 32.14に示します。 

start D0 D1 stopDn

・・・ボーレート:サンプリングクロックの比が
          1:1の場合のサンプリングポイント

・・・

・・・ボーレートよりサンプリングクロックの
      方が遅い場合のサンプリングポイント  

図 32.13 ボーレートよりサンプリングクロックの方が遅い場合のサンプリングポイント 
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star t D 0 D1 stopDn・・・

・・・ボーレート:サンプリングクロックの比が
           1:1の場合のサンプリングポイント

・・・ボーレートよりサンプリングクロックの方
      が速い場合のサンプリングポイント  

図 32.14 ボーレートよりサンプリングクロックの方が速い場合のサンプリングポイント 

 

ボーレートとサンプリングクロックの比がわかっていれば、セットアップ/ホールドマージンのどちらが削られ、

どちらが増加するかわかるため、削られるほうのマージンをあらかじめ多くとっておくことにより、1フレーム内

のマージンを増加させることが可能です。そこで、SRHPフィールドに値を設定することでサンプリングポイント

をずらすことが可能です。図 32.15に例を示します。 

 

SRHP=-3

SRHP=-2

SRHP=-1 SRHP=1

SRHP=2

SRHP=3

データ

 

図 32.15 SRHPフィールドによりずらしたサンプリングポイント 

 

（6） サンプリングレート及びビットレートの設定とマージン 

HSCIFではボーレートを設定するために、クロックの分周を設定する以外に、ビットレートレジスタ（HSBRR）、

サンプリングレートレジスタ（HSSRR）の二つのレジスタを設定する必要があります。これらのレジスタには

32.5(3)の式(1)で求まるマージンが十分となる値を設定してください。 

HSCIFで使用する分周されたクロック周波数をサンプリングレートで割った値が設定したいボーレートに近い

とき、ビットレート誤差が小さくなります。同じビットレート誤差となるビットレートとサンプリングレートの

組み合わせが多数ある場合には、サンプリングレートが大きくなる組み合わせを選ぶとマージンを大きくするこ

とができます。これは、32.5(3)の式(1)でビットレート誤差が一定の場合、つまり“クロック周波数の偏差の絶対

値(F)”が一定の場合、”サンプリングレート(N)”が大きくなると”マージン(M)”が大きくなるためです。 

ビットレート誤差が異なるビットレートとサンプリングレートの組み合わせではサンプリングレートを大きく

すると、ビットレート誤差が大きくなり、従って 32.5(3)の式(1)の右辺の”クロック周波数の偏差の絶対値(F)”が大

きくなり、”マージン(M)”が小さくなる場合があります。 

サンプリングレート及びビットレートの設定値を選択するには以下の手順を参考にしてください。 

1. 8～32の各サンプリングレートに対して最もビットレート誤差が小さくなるビットレートを求めます 

2. 上記、1.で求めた各サンプリングレートとビットレートの組み合わせでのマージンを32.5(3)の式(1)で計算し

ます 

3. サンプリングレートとビットレートの組み合わせのうち、求まったマージンが大きい組み合わせを選びます 
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32.6 外部クロック用ボーレートジェネレータ（BRG） 

32.6.1 概要 

外部クロック用ボーレートジェネレータ（以下、BRGと略）は HSCIFに内蔵され、外部クロック

SC_CLK(SCIF_CLK,clksの 2つより選択）に対し、1から 2の 16乗―1の範囲で分周することにより、HSCIFコ

アへサンプリングクロック（BRGCLK）を供給します。また、外部クロック HSCKと分周クロックとの出力の切

り替えも行います。 
 

32.6.2 各ブロックの説明 

図 32.16に、BRGのブロック図を示します。 

（1） リセット制御 

制御レジスタ、ベースカウンタ、トリガジェネレータのリセットを制御します。 

（2） 制御レジスタ 

分周レジスタ、クロックセレクトレジスタを保持します。 

（3） ベースカウンタ 

16bitの CLK同期カウンタ。分周クロック生成の際のタイミングを決めるのに基準となるカウンタです。 

（4） トリガジェネレータ 

分周レジスタ値、及びベースカウンタの値でタイミングを取り、分周クロックの rise/fallエッジのトリガを生成

します。これにより、分周クロックを生成します。また、HSCK（外部クロック入力）と分周クロックとの出力の

切り替えも行います。 
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CKS[XIN]

HSCIFコア

BRGCLK

I/OバッファブロックHPB IF

HSCK

BRGブロック

HSCIF

ベース
カウンタ

リセット
制御

制御レジスタ

トリガ
ジェネレータ

reset_brg

SCIF_CLK

clks

セ
レ
ク
タ

 

図 32.16 BRGブロック図 

 

32.6.3 レジスタ仕様 

本ブロックには表 32.6に示す内部レジスタがあります。 
 

表 32.6 レジスタ一覧 

名称 略称 R/W 初期値 ベースアドレス 

からの 

オフセット 

アクセスサイズ 

分周レジスタ DL R/W H'00 H'30 16 

クロックセレクトレジスタ CKS R/W H'00 H'34 16 

【注】 ベースアドレスは、「32.1.4 レジスタ構成」を参照のこと。 
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（1） 分周レジスタ（DL） 
 
ビット：

初期値：

R/W：

DL15

01234567891011121315 14

000000000000000 0

DL0DL1DL2DL3DL4DL5DL6DL7DL8DL9DL10DL11DL12DL13DL14

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 DL[15:0] H’0000 R/W BRGで生成する分周クロックの分周値を設定します。DLは、16ビットのバイナ

リフォーマットで、1～65535の範囲で設定可能です。なお、DLの値が H'0000

の場合、分周クロックはローレベル出力となります。分周値は、以下の計算式に

より求められます。 

分周値＝クロック入力周波数／（要求するボーレート×サンプリングレート） 

表 32.7に、3.6864MHzの水晶発振子を使用させた場合のボーレート・ジェネレ

ータの使用方法を示します。また、表 32.8には 26MHzの水晶発振子を使用させ

た場合のボーレート・ジェネレータの使用方法を示します。 

 

（2） クロックセレクトレジスタ（CKS） 
 
ビット：

初期値：

R/W：

CKS

01234567891011121315 14

000000000000000 0

——————————————XIN

RRRRRRRRRRRRRRR/W R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 CKS 0 R/W 分周クロック（SC_CLK）と外部クロック（HSCK）との出力を切り替えま

す。 

0：分周クロックを選択します。 

1：外部クロックを選択します。 

14 XIN 0 R/W 外部クロック用ボーレートジェネレータ用クロックソースを選択します。

SCIF_CLK、clksの 2種類のクロックソースを選択できます。 

0：外部クロック（SCIF_CLK）を選択します。 

1：内部クロック（clks）を選択します。 

13～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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表 32.7 ボーレート（3.6864MHzクロック） 

ボーレート 分周値 サンプリングレート エラー率* 

50 4608 16 ― 

75 3072 16 ― 

110 4189 8 －0.002 

134.5 1713 16 0.001 

150 1536 16 ― 

300 768 16 ― 

600 384 16 ― 

1200 192 16 ― 

1800 128 16 ― 

2000 123 15 0.098 

2400 96 16 ― 

3600 64 16 ― 

4800 48 16 ― 

7200 32 16 ― 

9600 24 16 ― 

14400 16 16 ― 

19200 12 16 ― 

38400 6 16 ― 

76800 3 16 ― 

115200 2 16 ― 

【注】 * ―：エラー率=0を示す。 

 

表 32.8 ボーレート（26MHzクロック） 

ボーレート 分周値 サンプリングレート エラー率* 

9600 129 21 0.025 

19200 52 26 -0.160 

38400 26 26 -0.160 

57600 15 30 -0.309 

115200 9 25 -0.309 

230400 4 28 -0.756 

460800 2 28 -0.756 

921600 1 28 -0.756 

1843200 1 14 -0.756 

3250000 1 8 ― 

【注】 * ―：エラー率=0を示す。 
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32.6.4 分周レジスタ設定時の注意事項 

1. リセット後、本レジスタへの最初の設定の際には、クロック安定時間を保証するため、1ビット期間以上、待

ち時間が必要です。 

（例）DL＝2の1ビット期間 

3.68（MHz）×1/2×1/16＝0.115（MHz）→8695（ns） 

 

2. 上記1.での設定以降、本レジスタ値を再度書き換える場合は、最大ビットレート（DL＝65535）の1ビット期

間以上、待ち時間が必要です。HSCIFレジスタと本モジュールレジスタは、以下のように設定してください。 

 

• [調歩同期式モード]（SC_CLK外部入力） 

HSCIF レジスタ名 設定値 BRG レジスタ名 設定値 

 HSSCR.CKE1、CKE0 10 CKS H'0000 

   

 

DL H'1～FFFF 

 

• [調歩同期式モード]（SCK外部入力） 

HSCIF レジスタ名 設定値 BRG レジスタ名 設定値 

 HSSCR.CKE1、CKE0 10 CKS H'8000 

   

 

DL Don't care 

 

3. 外部クロック用ボーレートジェネレータのレジスタ設定は、HSCIFの初期化フローの前に行ってください。 
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33. サンプリングレートコンバータ（SRC） 

サンプリングレートコンバータ（SRC）は、WMA/MP3/AACなどの各種デコーダで生成されたデータのサンプ

リングレートを変換するモジュールです。 
 

33.1 特長 

• データ形式：16ビット（ステレオ／モノラル） 

• サンプリングレート 

入力：8kHz、11.025kHz、12kHz、16kHz、22.05kHz、24kHz、32kHz、44.1kHz、48kHzから選択可能 

出力：32kHz、44.1kHz、48kHzから選択可能 

• 処理性能：1サンプルの出力間隔は最大約10μs（周辺バスクロック＝51MHz） 

• SNR：93db以上 

• 割り込み要因：3種類 

入力データFIFOエンプティ、出力データFIFOフル、出力データFIFOオーバライト 

• DMA転送要因：2種類 

入力データFIFOエンプティ、出力データFIFOフル 

• モジュールスタンバイモード 

不使用時にSRCへのクロック供給を停止することにより、消費電力の低減が可能 
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図 33.1に SRCのブロック図を示します。 

周辺バス

【記号説明】
SRCID ：SRC入力データレジスタ
SRCOD ：SRC出力データレジスタ
SRCIDCTRL ：SRC入力データ制御レジスタ

SRCODCTRL ：SRC出力データ制御レジスタ
SRCCTRL ：SRC制御レジスタ
SRCSTAT ：SRCステータスレジスタ

SRCOD SRCIDCTRL

SRCODCTRL

SRCCTRL

SRCSTAT

入出力制御部

割り込み／DMA転送要求

出力データFIFO
32ビット×8段

係数ROM レジスタ

入力バッファメモリ
16ビット×64ワード×2

中間バッファメモリ
16ビット×64ワード×2

ch0

ch1

ch0

ch1

SRCID

入力データFIFO
32ビット×16段

 

図 33.1 SRCのブロック図 
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33.2 レジスタの説明 

SRCには以下のレジスタがあります。 
 

表 33.1 レジスタ構成 

チャネル レジスタ名 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

SRC入力データレジスタ SRCID_0 R/W H'FFF2 0000 H'1FF2 0000 16、32 

SRC出力データレジスタ SRCOD_0 R H'FFF2 0004 H'1FF2 0004 16、32 

SRC入力データ制御レジスタ SRCIDCTRL_0 R/W H'FFF2 0008 H'1FF2 0008 16 

SRC出力データ制御レジスタ SRCODCTRL_0 R/W H'FFF2 000A H'1FF2 000A 16 

SRC制御レジスタ SRCCTRL_0 R/W H'FFF2 000C H'1FF2 000C 16 

0 

SRCステータスレジスタ SRCSTAT_0 R/(W)* H'FFF2 000E H'1FF2 000E 16 

SRC入力データレジスタ SRCID_1 R/W H'FFF3 0000 H'1FF3 0000 16、32 

SRC出力データレジスタ SRCOD_1 R H'FFF3 0004 H'1FF3 0004 16、32 

SRC入力データ制御レジスタ SRCIDCTRL_1 R/W H'FFF3 0008 H'1FF3 0008 16 

SRC出力データ制御レジスタ SRCODCTRL_1 R/W H'FFF3 000A H'1FF3 000A 16 

SRC制御レジスタ SRCCTRL_1 R/W H'FFF3 000C H'1FF3 000C 16 

1 

SRCステータスレジスタ SRCSTAT_1 R/(W)* H'FFF3 000E H'1FF3 000E 16 

【注】 * ビット 15～3は読み出しのみ可能です。また、ビット 2～0は 1を読み出した後の 0書き込みのみ可能です。 

ビット 2については、それをクリアしない場合、常に 1を書き込んでください。ビット 2～0への 1書き込みは、各

ビットの値に影響を与えません。 

 

表 33.2 各処理モードにおけるレジスタの状態（各チャネル共通） 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

SRCID H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 H'0000 0000 

SRCOD H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 H'0000 0000 

SRCIDCTRL H'0000 H'0000 保持 保持 保持 H'0000 

SRCODCTRL H'0000 H'0000 保持 保持 保持 H'0000 

SRCCTRL H'0000 H'0000 保持 保持 保持 H'0000 

SRCSTAT H'0002 H'0002 保持 保持 保持 H'0002 
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33.2.1 SRC入力データレジスタ（SRCID） 

SRCIDは、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、サンプリングレート変換前のデータの入力に用

います。すべてのビットは読み出すと 0が読み出されます。SRCIDへ書き込まれたデータは、16段の入力データ

FIFOに格納されます。入力データ FIFOのデータ数が 16のときは、SRCIDへの書き込みは無効になります。ステ

レオデータの場合、ビット 31～16には ch0のデータ、ビット 15～0には ch1のデータを格納します。モノラルデ

ータの場合、ビット 31～16に格納されたデータが有効となり、ビット 15～0に格納されたデータは無効となりま

す。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  

 

変換処理の対象となるデータは、SRCIDCTRLの IEDビットの設定値によりアラインメントが異なります。表

33.3に SRCIDCTRLの IEDビットの設定値とデータのアラインメントの関係を示します。 
 

表 33.3 変換データのアラインメント 

IED ch0[15:8] ch0[7:0] ch1[15:8] ch1[7:0] 

0 SRCID[31:24] SRCID[23:16] SRCID[15:8] SRCID[7:0] 

1 SRCID[23:16] SRCID[31:24] SRCID[7:0] SRCID[15:8] 
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33.2.2 SRC出力データレジスタ（SRCOD） 

SRCODは、32ビットの読み出し可能なレジスタで、サンプリングレート変換後のデータの出力に用います。8

段の出力データ FIFOに格納されたデータを SRCODから読み出すことができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3

R R R R R R R R R R R R R R R R

0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3

R R R R R R R R R R R R R R R R  
 

SRCODの内容は、SRCODCTRLの OCH、OEDビットの設定値によりアラインメントが異なります。表 33.4

に SRCODCTRLの OCH、OEDビットの設定値と SRCODに格納されるデータのアラインメントの関係を示しま

す。 

表 33.4 SRCODのアラインメント 

OCH OED SRCOD[31:24] SRCOD[23:16] SRCOD[15:8] SRCOD[7:0] 

0 ch0[15:8] ch0[7:0] ch1[15:8]*2 ch1[7:0]*2 0 

1 ch0[7:0] ch0[15:8] ch1[7:0]*2 ch1[15:8]*2 

0 ch1[15:8] ch1[7:0] ch0[15:8] ch0[7:0] 1*1 

1 ch1[7:0] ch1[15:8] ch0[7:0] ch0[15:8] 

【注】 *1 モノラルデータを処理する場合は設定しないでください。 

 *2 モノラルデータを処理する場合は無効なデータとなります。 

 *3 SRCCTRLレジスタ CLビットに 1を書き込んだ後、読み出すと 0が読み出されます。CLビットに 1を書き込む

前に読み出すと値は保証されません。 
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33.2.3 SRC入力データ制御レジスタ（SRCIDCTRL） 

SRCIDCTRLは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、入力データのエンディアン形式、割り込

み要求の許可／禁止、トリガデータ数を設定します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R R R R R R R/W R/W

- - - - - - IED IEN - - - - - - IFTRG[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 IED 0 R/W 入力データエンディアン指定 

入力データのエンディアン形式を指定します。 

0：ビッグエンディアン 

1：リトルエンディアン 

8 IEN 0 R/W 入力データエンプティインタラプトイネーブル 

入力 FIFOのデータ数が IFTRG[1:0]ビットで設定されたトリガ数以下にな

り、SRCステータスレジスタ（SRCSTAT）の IINTビットが 1にセットさ

れたときに、入力データエンプティ割り込み要求の発生を許可／禁止しま

す。 

0：入力データエンプティ割り込み要求を禁止 

1：入力データエンプティ割り込み要求を許可 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 IFTRG[1:0] 00 R/W 入力 FIFOデータ数トリガ 

SRCステータスレジスタ（SRCSTAT）の IINTビットをセットする条件を

指定します。入力 FIFOに格納された入力データ数が以下に示す設定トリ

ガ数以下になったとき、IINTビットは 1にセットされます。 

00：0 

01：4 

10：8 

11：12 
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33.2.4 SRC出力データ制御レジスタ（SRCODCTRL） 

SRCODCTRLは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、出力データのチャネル入れ替え、エンデ

ィアン形式、割り込み要求の許可／禁止、トリガデータ数を設定します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R R R R R R R/W R/W

- - - - - OCH OED OEN - - - - - - OFTRG[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10 OCH 0 R/W 出力データチャネルスワップ 

SRC出力データレジスタ（SRCOD）のチャネル入れ替えを指定します。

モノラルデータを変換する場合は 1に設定しないでください。 

0：チャネルを入れ替えない（入力データの順と同じにする） 

1：チャネルを入れ替える（入力データの順と逆にする） 

9 OED 0 R/W 出力データエンディアン指定 

出力データのエンディアン形式を指定します。 

0：ビッグエンディアン 

1：リトルエンディアン 

8 OEN 0 R/W 出力データフルインタラプトイネーブル 

出力FIFOのデータ数がOFTRG[1:0]ビットで設定されたトリガ数以上にな

り、SRCステータスレジスタ（SRCSTAT）の OINTビットがセットされ

たときに、出力データフル割り込み要求の発生を許可／禁止します。 

0：出力データフル割り込み要求を禁止 

1：出力データフル割り込み要求を許可 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 OFTRG[1:0] 00 R/W 出力 FIFOデータ数トリガ 

SRCステータスレジスタ（SRCSTAT）の OINTビットをセットする条件

を指定します。出力 FIFOに格納された出力データ数が以下に示す設定ト

リガ数以上になったとき、OINTビットは 1にセットされます。 

00：1 

01：2 

10：4 

11：6 
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33.2.5 SRC制御レジスタ（SRCCTRL） 

SRCCTRLは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、モジュール動作の許可／禁止、割り込み要

求の許可／禁止、フラッシュ処理、内部ワークメモリのクリア処理、入力および出力サンプリングレートを設定

します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W

- - - SRCEN - EEN FL CL IFS[3:0] - - OFS[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 SRCEN 0 R/W SRCモジュールイネーブル 

SRCのモジュール動作の許可／禁止を設定します。 

0：SRCモジュール動作を禁止 

1：SRCモジュール動作を許可 

【注】SRCEN＝1のときは、下記ビットの設定値を変更しないでください。 

レジスタ名 ビット ビット名  

SRCIDCTRL 9 IED  

SRCODCTRL 10、9 OCH、OED  

SRCCTRL 7～4、0 IFS[3:0]、OFS  
 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10 EEN 0 R/W 出力 FIFOオーバライトインタラプトイネーブル 

出力 FIFOのデータが読み出される前に上書きが発生し、SRCステータス

レジスタ（SRCSTAT）の OVFビットが 1にセットされたときに、出力

FIFOオーバライト割り込み要求の発生を許可／禁止します。 

0：出力 FIFOオーバライト割り込み要求を禁止 

1：出力 FIFOオーバライト割り込み要求を許可 

9 FL 0 R/W 内部ワークメモリフラッシュ 

1を書き込むと、入力 FIFO、入力バッファメモリ、および中間バッファメ

モリに格納されたすべてのデータに対するサンプリングレート変換の実行

（フラッシュ処理）を開始します。読み出すと常に 0が読み出されます。

SRCEN＝0のときは、1を書き込んでもフラッシュ処理を実行しません。 

また、入力バッファメモリ内のデータ数が 64未満の状態で FLビットに 1

を書き込んだ場合は、有効な出力データが得られないため、フラッシュ処

理を実行しません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 CL 0 R/W 内部ワークメモリクリア 

1を書き込むと、入力 FIFO、出力 FIFO、入力バッファメモリ、中間バッ

ファメモリ、およびアキュムレータをクリアします。読み出すと常に 0が

読み出されます。 

SRC実行前に 1を書き込んで、SRC内部をクリアしてください。 

なお、本ビットを 1とした後、クリア処理のために周辺バスブロックで

32cyc待った後、次の処理をしてください。本ビットを1とする際、IFS[3:0]、

OFSを設定してください。 

7～4 IFS[3:0] 0000 R/W 入力サンプリングレート 

入力サンプリングレートを設定します。 

0000：8.0kHz 

0001：11.025kHz 

0010：12.0kHz 

0011：設定禁止 

0100：16.0kHz 

0101：22.05kHz 

0110：24.0kHz 

0111：設定禁止 

1000：32.0kHz 

1001：44.1kHz 

1010：48.0kHz 

1011：設定禁止 

1100：設定禁止 

1101：設定禁止 

1110：設定禁止 

1111：設定禁止 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 OFS[1:0] すべて 0 R/W 出力サンプリングレート 

出力サンプリングレートを設定します。 

00：44.1kHz 

01：48.0kHz 

10：32kHz 

11：設定禁止 
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変換結果として得られる出力データ数は、以下に示す式（A）または式（B）から求められます。表 33.5に IFS、

OFS[1:0]ビットの設定値と適用される計算式の関係を示します。 
 

出力データ数＝入力データ数×
出力サンプリングレート 

入力サンプリングレート

出力データ数＝入力データ数×
出力サンプリングレート 

入力サンプリングレート
－1

...（A）

...（B）

 
 

表 33.5 サンプリングレート設定と出力データ数の関係 

IFS[3:0]設定値（入力サンプリングレート[kHz]） OFS[1:0]設定値 

（出力サンプリ

ングレート

[kHz]） 

0000 

（8.0）

0001 

（11.025） 

0010 

（12.0）

0100 

（16.0）

0101 

（22.05）

0110 

（24.0）

1000 

（32.0） 

1001 

（44.1） 

1010 

（48.0） 

00（44.1） B A A B A A B － A 

01（48.0） B B A B B A B B － 

10（32.0） A B B A B A － B A 
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33.2.6 SRCステータスレジスタ（SRCSTAT） 

SRCSTATは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、出力 FIFOおよび入力 FIFOのデータ数、各

割り込み要因の発生状態、フラッシュ処理の実行状態を示します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 1 0
R R R R R R/(W)* R/(W)* R/(W)*

【注】 1を読み出した後の0書き込みのみ可能です。*

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

OFDN[3:0] IFDN[4:0] - - FLF - OVF IINT OINT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 OFDN[3:0] 0000 R 出力 FIFOデータカウント 

出力 FIFOに格納されたデータの数を示します。 

11～7 IFDN[4:0] 00000 R 入力 FIFOデータカウント 

入力 FIFOに格納されたデータの数を示します。 

6、5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 FLF 0 R フラッシュ処理ステータスフラグ 

フラッシュ処理の実行中であることを示します。 

［クリア条件］ 

• フラッシュ処理が終了したとき 

• SRCCTRLの CLビットに 1を書き込んだとき 

［セット条件］ 

• SRCCTRLの FLビットに 1を書き込んだとき 

3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 OVF 0 R/(W)* 出力 FIFOオーバライト割り込み要求フラグ 

出力 FIFOのデータ数が 8のときに、次のデータの変換処理が終了したこ

とを示します。このとき、SRC出力データレジスタ（SRCOD）の読み出

しによって出力データ FIFOに空きができるまで、変換処理は停止します。 

［クリア条件］ 

• OVF＝1の状態で OVFを読み出し後、OVFに 0を書き込んだとき（ただ

し、OVFをクリアしない場合は、常に 1を書き込んでください。OVFへ

の 1書き込みは OVFの値に影響を与えません） 

• SRCCTRLの CLビットに 1を書き込んだとき 

［セット条件］ 

• 出力 FIFOのデータ数が 8の状態で、次のデータの変換処理が終了した

とき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 IINT 1 R/(W)* 入力 FIFOエンプティ割り込み要求フラグ 

入力 FIFOに格納されたデータ数が SRC入力データ制御レジスタ

（SRCIDCTRL）の IFTRG[1:0]ビットで設定されたトリガ数以下になった

ことを示します。 

［クリア条件］ 

• IINT＝1の状態で IINTを読み出した後、IINTに 0を書き込んだとき 

• DMA転送により、入力 FIFOのデータ数が設定されたトリガ数を上回っ

たとき 

［セット条件］ 

• 入力 FIFOに格納されたデータ数が設定されたトリガ数以下になったと

き 

• SRCCTRLの CLビットに 1を書き込んだとき 

0 OINT 0 R/(W)* 出力 FIFOフル割り込み要求フラグ 

出力 FIFOに格納されたデータ数が SRC出力データ制御レジスタ

（SRCODCTRL）の OFTRG[1:0]ビットで設定されたトリガ数以上になっ

たことを示します。 

［クリア条件］ 

• OINT＝1の状態で OINTを読み出した後、OINTに 0を書き込んだとき 

• DMA転送により、出力 FIFOのデータ数が設定されたトリガ数を下回っ

たとき 

［セット条件］ 

• 出力 FIFOに格納されたデータ数が設定されたトリガ数以上になったと

き 

【注】 * 1を読み出した後の 0書き込みのみ可能です。 
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33.3 動作説明 

33.3.1 初期設定 

図 33.2に初期設定の手順を示します。 

レジスタ

SRCCTRL EEN

IFS[3:0]

OFS

SRCIDCTRL IED

IEN

IFTRG[1:0]

SRCODCTRL OCH

OED

OEN

OFTRG[1:0]

OVF割り込みの許可／禁止

入力サンプリングレート

出力サンプリングレート

入力データエンディアン

IDE割り込みの許可／禁止

入力データFIFOトリガ数

出力データチャネル入れ替え

出力データエンディアン

ODF割り込みの許可／禁止

出力データFIFOトリガ数

ビット 設定項目初期設定開始

各種パラメタの設定

SRCCTRLのSRCENに1を設定

初期設定終了

 

図 33.2 初期設定手順の例 
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33.3.2 データ入力 

図 33.3にデータ入力の手順を示します。 

データ入力開始

SRCSTATのIINTフラグの読み出し

SRCIDへ変換データを書き込み、
SRCSTATのIINTビットを0にクリア

SRCCTRLのFLビットに1をセット

データ入力終了

IINT＝1？
No

No

Yes

Yes

全データの入力終了？

 

図 33.3 データ入力手順の例 

（1） CPUへの割り込みを使用する場合 

1. SRCIDCTRLのIENビットに1を設定します。 

2. 割り込みコントローラの設定をします。 

3. SRCSTATのIINTビットに1が設定されると、IDE割り込み要求を発生します。割り込み処理ルーチンで

SRCSTATのIINTビットが1であることを読み出した後、SRCIDへデータを書き込み、SRCSTATのIINTビット

に0を書き込みます。その後、割り込み処理ルーチンから復帰します。 

4. 3.を繰り返し、すべてのデータ入力が終わったら、SRCCTRLのFLビットに1を書き込みます。 

 

（2） 割り込みにより DMACを起動する場合 

1. DMACのいずれかのチャネルをSRCのIDEIに割り当てます。 

2. SRCIDCTRLのIENビットに1を設定します。 

3. SRCSTATのIINTビットに1が設定されると、IDE割り込み要求を発生し、DMACを起動します。DMA転送に

より、SRCIDへデータが書き込まれ、入力データFIFOのデータ数がSRCIDCTRLのIFTRG[1:0]ビットで設定し

たトリガ数を上回ると、SRCSTATのIINTビットがクリアされます。 
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4. 3.を繰り返し、すべてのデータ入力が終わったら、SRCCTRLのFLビットに1を書き込みます。 

 

33.3.3 データ出力 

図 33.4にデータ出力の手順を示します。 

データ出力開始

SRCSTATのOINTビットの読み出し

SRCODから変換データを読み出し、
SRCSTATのOINTビットを0にクリア

SRCSTATのFLFビットの読み出し

データ出力終了

OINT＝1？
No

No

No

Yes

Yes

Yes

FLF＝0？

フラッシュ処理開始？

 

図 33.4 データ出力手順の例 

（1） CPUへの割り込みを使用する場合 

1. SRCODCTRLのOENビットに1を設定します。 

2. 割り込みコントローラの設定をします。 

3. SRCSTATのOINTビットに1が設定されると、ODF割り込み要求を発生します。割り込み処理ルーチンで

SRCSTATのOINTビットが1であることを読み出した後、SRCODからデータを読み出し、SRCSTATのOINT

ビットに0を書き込みます。その後、割り込み処理ルーチンから復帰します。 

4. フラッシュ処理開始後、SRCSTATのFLFビットが0であることを読み出すまで、3.を繰り返します。 

 

（2） 割り込みにより DMACを起動する場合 

1. DMACのいずれかのチャネルをSRCのODFIに割り当てます。 
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2. SRCODCTRLのOENビットに1を設定します。 

3. SRCSTATのOINTビットに1が設定されると、ODF割り込み要求を発生し、DMACを起動します。DMA転送

により、SRCODからデータが読み出され、出力データFIFOのデータ数がSRCODCTRLのOFTRG[1:0]ビット

で設定したトリガ数を下回ると、SRCSTATのOINTビットがクリアされます。 

4. フラッシュ処理開始後、SRCSTATのFLFビットが0であることを読み出すまで、3.を繰り返します。 

 

33.4 割り込み 

SRCの割り込み要因には、入力 FIFOデータエンプティ（IDEI）、出力 FIFOデータフル（ODFI）、出力 FIFO

オーバライト（OVF）の 3種類があります。表 33.6に割り込みの種類と発生条件を示します。 
 

表 33.6 割り込み要求の種類と発生条件 

割り込み要求 略称 発生条件 DMAC 起動 

入力データ FIFOエンプティ IDEI (IINT＝1)・(IEN＝1)・(SRCEN＝1) 可 

出力データ FIFOフル ODFI (OINT＝1)・(OEN＝1)・(SRCEN＝1) 可 

出力データ FIFOオーバライト OVF (OVF＝1)・(EEN＝1)・(SRCEN＝1) 不可 

 

割り込み発生条件が成立すると、CPUは割り込み例外処理を実行します。割り込み要因フラグは、割り込み例

外処理ルーチン内でクリアしてください。 

IDEI割り込みと ODFI割り込みは、DMACの設定により、DMACを起動することができます。DMA転送によ

り SRCIDにデータが書き込まれ、入力データ FIFOのデータ数が設定トリガ数を上回った場合、IINTはクリアさ

れます。同様に、SRCODからデータが読み出され、出力データ FIFOのデータ数が設定トリガ数を下回った場合、

OINTはクリアされます。 
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33.5 使用上の注意事項 

33.5.1 レジスタアクセス時の注意 

SRCCTRLの FLビットに 1を書き込んだ場合、SRCSTATの FLFビットがセットされるまでに周辺クロック（P

φ）で 3サイクルかかります。一方、CPUはレジスタ書き込み完了を待たずに後続の命令を実行するため、SRCCTRL

への書き込み命令の直後の命令では、FLFがセットされた状態を読み出すことはできません。フラッシュ処理の

実行状態確認する場合は、SRCCTRLへの書き込み命令の後に SRCCTRLまたは SRCSTATをダミーリードし、FLF

ビットがセットされるのを待ってください。 
 

33.5.2 フラッシュ処理に関する注意 

SRC制御レジスタ（SRCCTRL）の FLビットに 1が書き込まれると、SRCはそれまでに入力されたデータの終

点以降に 0データを付加しながら、変換処理を続行します。フラッシュ処理は、オーディオデータの終点となる

データの入力が完了し、後続するデータが存在しない場合に行ってください。 

また、フラッシュ処理を実行した後に再度変換処理を行う場合は、下記のいずれかの動作によって内部ワーク

メモリをクリアしてください。 

• SRCCTRLのCLビットに1を書き込む 

• SRCCTRLのSRCENビットに0を書き込んだ後に1を書き込む 

 

33.5.3 OVFフラグビットのクリアについて 

SRCステータスレジスタ（SRCSTAT）の OVFビットが 1にセットされるタイミングで、CPUによる読み出し

を行うと、CPUには 0が返されますが、SRC内部論理は CPUに 1を返したと認識することがあります。このため、

その後、CPUが本フラグに 0を書き込むと、1読み出し後の 0書き込みの条件が成立し、本フラグが誤ってクリ

アされることがあります。 

これを回避するため、本フラグのクリアを意図しない SRCSTATへの書き込みでは、OVFフラグビットに 1を

書き込んでください（OVFフラグビットへの 1書き込みはフラグの値に影響を与えません）。本フラグのクリア

を意図する SRCSTATへの書き込みでのみ、OVFフラグビットに 0を書き込んでください。
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34. ストリームインタフェース（STIF） 

詳細は、STIF関連の別冊マニュアルに記載されています。 
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35. ビデオエンジンユニット（VEU3F） 

ビデオエンジンユニット（VEU3F、以下 VEUと略す）は、バスブリッジモジュールを経由したバス接続を前提

とするモジュールです。VEUは指定されたメモリ領域の画像を読み込み、指定されたアドレスへ書き戻す機能を

提供します。 

35.1 特長 

VEUは、以下の機能を持ちます。 

• RGB⇔YCbCr変換機能によるフォーマット変換 

• フィルタ機能による画像の拡大縮小 

• 減色処理（量子化）を行い、RGBを32ビット単位にパック 

• RGBの減色時にディザ処理を実行 

• ローパスフィルタ機能による高周波成分の除去 

• ローパスフィルタをブロック境界のみに適用するデブロッキングフィルタ機能を実現 

• メディアンフィルタ機能を実現 

• 画像のエッジ強調（エンハンサ機能） 
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35.2 機能概要 

表 35.1に VEUの機能概要を示します。また、VEUでは、1回の起動で同時に実現ができる機能とできない機

能があります。これを表 35.2に示します。 

なお、本文中の機能説明と表 35.1の機能説明との間に相違があった場合は、「35.4 使用上の注意事項」を優

先します。 
 

表 35.1 機能概要 

項目 実現機能 説明 特記事項 

入力フォーマット YCbCr（4:4:4／4:2:2／4:2:0） 

RGBパック 

  

出力フォーマット YCbCr（4:4:4／4:2:2／4:2:0） 

RGBパック 

  

読み出しモード 通常読み出し 

バンドル読み出し 

バンドル読み出しライン数 

8ライン～960ライン設定可 

 

ローパスフィルタ 高周波成分の除去   

デブロッキングフィルタ ブロック境界のみの高周波成分

の除去 

  

エンハンサ 画像強調   

メディアンフィルタ 砂状ノイズ除去   

上下／左右反転 独立に指定可 組み合わせにより、180°回

転を実現可能 

画像回転／反転 

90°／270°回転 時計回りに回転  

拡大縮小等倍 メモリ画面の拡大縮小 ×1/16～×16の任意倍率  

フォーマット変換 YCbCr⇔RGB変換 YCbCr形式と RGB形式の双

方向変換 

 

24 bpp Full Color（1677万色） ディザ処理不可 

18 bpp 26万色 ディザ処理不可 

16 bpp High Color（65536色）  

12 bpp 4096色  

ディザ処理（減色処理） 

8 bpp 256色  

最大画像サイズ 16M画素 4092 pixel×4092 line  

最小画像サイズ 16×16画素 16pixel×16line  

【注】 フィルタの拡大倍率は、1/16倍～16倍の間で設定できます。詳細は、「35.3.11 VEUリサイズフィルタ制御レジスタ

（VRFCR）」、「35.3.12 VEUリサイズフィルタサイズクリップレジスタ（VRFSR）」を参照してください。 
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表 35.2 1回の起動内の同時実現機能一覧 

 バンドル 

モード 

色変換 ローパス 

フィルタ 

デブロッキ

ング 

フィルタ

メディアン

フィルタ

エンハンサ 上下／ 

左右反転

90°／

270° 

回転 

拡大縮小 

バンドル 

モード 

－ ○ × × × ○ ○ × ○ 

色変換 ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ローパス 

フィルタ 

× ○ － × × × ○ ○ × 

デブロッキング

フィルタ 

× ○ × － ○* × ○ ○ × 

メディアン 

フィルタ 

× ○ × ×* － × ○ ○ × 

エンハンサ ○ ○ × × × － ○ × ○ 

上下／左右反転 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 

90°／270° 

回転 

× ○ ○ ○ ○ × ○ － × 

拡大縮小 ○ ○ × × × ○ ○ × － 

【記号説明】 ○：可能、×：不可 

【注】 本表の各項目に対応するレジスタ値を下記に示します。 

 バンドルモード ：VESTR.VBE 

 色変換 ：VTRCR.TE 

 ローパスフィルタ ：VFMCR.LPHV 

 デブロッキングフィルタ ：VFMCR.LPHV&&VFMCR.DBLK 

 メディアンフィルタ ：VFMCR.MED 

 エンハンサ ：VENHR.ENHH||VENHR.ENHV 

 上下／左右反転 ：VFMCR.VMRR/VFMCR.HMRR 

 90度／270度回転 ：VFMCR.POTR/VFMCR.POTL 

 拡大／縮小 ：VRFCR! =0 

 * デブロッキングフィルタ → メディアンフィルタの順は可、逆は不可 
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VEUのブロック図を図 35.1に示します。 

SuperHywayバス

バスインタフェース

画像読み出し 画像書き込み

LMB

VEU

 

図 35.1 VEUのブロック図 

【注】 図 35.1において、反転とは左右反転および上下反転を表し、回転とは 90度回転または 270度回転を表します。 

拡大縮小後の反転回路では左右反転、上下反転、およびこの 2つの反転の複合である 180度回転を実行することができ

ます。 

メディアンフィルタ後の回転、反転回路では拡大縮小後の反転回路で可能な動作に加え 90度回転、270度回転および 90

度回転＋左右反転の複合、90度回転＋上下反転の複合が可能です。 
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• 動作説明 

VEUの演算処理順序を図 35.2に示します。VEUは様々な機能を有していますが、表 35.2に示すように一回の

起動で同時に行うことができない機能が存在します。図 35.2に示す経路 1、経路 2のいずれかの経路となります

ので別の経路にある処理は実行できません。 

1. VESTR.VBE||（VENHR.ENHH||VENHR.ENHV）||（VRFCR!＝0）の条件を満たし、かつVFMCR.FLTPI＝0の

場合は経路2となります。 

2. 1.以外の場合は経路1となります。 

 

経路1 経路2

回転（VFMCR.ROTR | VFMCR.ROTL）

バンドル読み出し
（VESTR.VBE）

色変換
（VTRCR.TE）

ローパスフィルタ
（VFMCR.LPHV）

デブロッキング
フィルタ

（VFMCR.DBLK）

エッジ強調
（VENHR.ENHH |
 VENHR.ENHV）

メディアンフィルタ
（VFMCR.MED）

左右反転
（VFMCR.HMRR）

上下反転
（VFMCR.VMRR）

ディザ
（VTRCR.DITH）

色置換
（VAPCR.APCON）

拡大縮小
（VRFCR）

 

図 35.2 VEUのレジスタ設定と処理フロー、同時実現機能 
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35.3 レジスタの説明 

（1） レジスタの R/W制限 

レジスタの R/W制限について示します。以下のレジスタ操作が保証されない場合、動作破綻する可能性があり

ます。 

1. すべてのレジスタの読み出し専用ビットおよびリザーブ領域に対しては、1書き込みを禁止します。指定され

ている設定値以外の値を設定しないでください。 

2. 読み出し専用ビットは、0以外の値が読み出されることがありますが、この値は書き変えないでください。 

3. 動作中のレジスタ書き込み禁止を規定しているレジスタ（ビット）に関しては、動作中のレジスタ書き込み

を禁止します（読み出しは可）。VEUの動作状態は、VEU起動レジスタ（VESTR）のVEビットを読み出す

ことで判定可能です。レジスタの書き換えは、このビットが0を示しているときに書き換えてください。 

4. VEUのレジスタは、すべて非キャッシュ領域に配置してください。 

 

（2） 本文中で使用されている語句、略語 

本文中で使用されている語句について説明します。 

1. 「ソフトウェアリセット」とは、VEUの処理動作の処理中断を表し、現在の処理を中止します。ソフトウェ

アリセットを行ったフレームの画像処理結果は、保証されません。 

2. 「モジュールリセット」は、VEU内部回路への強制リセットを示します。動作としては、モジュールリセッ

トは、ハードウェアの状態を一切考慮せずにリセット動作を行います。このため、VEUが正常動作中にモジ

ュールリセットを適用すると、VEU周辺のハードウェアが動作不能状態になる可能性があります。 

3. 本文中の「動作中」とは、VEU起動レジスタ（VESTR）のVEビットが1となっている状態を示します。 

4. 本文中のレジスタのビット名を参照する場合、レジスタ名.ビット名の形式で表します。 

（例）VESTR.VE 

 

（3） 注意事項 

VEUで使用可能なレジスタのアドレスは、表 35.3に示すアドレスです。表 35.3に示すレジスタ以外のアドレ

スにアクセスした場合，動作保証できません。 
 



 

35. ビデオエンジンユニット（VEU3F） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  35-7 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

（4） レジスタ一覧 

VEUのレジスタ構成を表 35.3に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 35.4に示します。 
 

表 35.3 VEUのレジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

VEU起動レジスタ VESTR R/W H'FD12 0000 32 

VEUソースメモリ幅レジスタ VESWR R/W H'FD12 0010 32 

VEUソースサイズレジスタ VESSR R/W H'FD12 0014 32 

VEUソースアドレス Yレジスタ VSAYR R/W H'FD12 0018 32 

VEUソースアドレス Cレジスタ VSACR R/W H'FD12 001C 32 

VEUバンドルソースサイズレジスタ VBSSR R/W H'FD12 0020 32 

VEUデスティネーションメモリ幅レジスタ VEDWR R/W H'FD12 0030 32 

VEUデスティネーションアドレス Yレジスタ VDAYR R/W H'FD12 0034 32 

VEUデスティネーションアドレス Cレジスタ VDACR R/W H'FD12 0038 32 

VEU変換制御レジスタ VTRCR R/W H'FD12 0050 32 

VEUリサイズフィルタ制御レジスタ VRFCR R/W H'FD12 0054 32 

VEUリサイズフィルタサイズクリップレジスタ VRFSR R/W H'FD12 0058 32 

VEUエンハンスレジスタ VENHR R/W H'FD12 005C 32 

VEUリサイズフィルタサブ制御レジスタ VRSCR R/W H'FD12 0064 32 

VEUリサイズフィルタサイズクリップオフセット

レジスタ 

VRSOR R/W H'FD12 0068 32 

VEUフィルタモード制御レジスタ VFMCR R/W H'FD12 0070 32 

VEU垂直タップ係数レジスタ VVTCR R/W H'FD12 0074 32 

VEU水平タップ係数レジスタ VHTCR R/W H'FD12 0078 32 

VEU指定色レジスタ VAPCR R/W H'FD12 0080 32 

VEU変換色レジスタ VECCR R/W H'FD12 0084 32 

VEUフィル色指定レジスタ VFLCR R/W H'FD12 0088 32 

VEUアドレス固定レジスタ VAFXR R/W H'FD12 0090 32 

VEUスワッピングレジスタ VSWPR R/W H'FD12 0094 32 

VEUイベント割り込みイネーブルレジスタ VEIER R/W H'FD12 00A0 32 

VEUイベントレジスタ VEVTR R/W H'FD12 00A4 32 

VEUステータスレジスタ VSTAR R H'FD12 00B0 32 

VEUモジュールリセットレジスタ VBSRR R/W H'FD12 00B4 32 

VEUリサイズ通過帯域設定レジスタ VRPBR R/W H'FD12 00C8 32 
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表 35.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

レジスタ略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

VESTR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VESWR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VESSR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VSAYR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VSACR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VBSSR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VEDWR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VDAYR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VDACR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VTRCR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VRFCR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VRFSR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VENHR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VFMCR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VVTCR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VHTCR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VAPCR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VECCR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VFLCR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VAFXR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VSWPR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VEIER 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VEVTR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VSTAR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VBSRR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

VRPBR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 
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35.3.1 VEU起動レジスタ（VESTR） 

VESTRは、VEUの起動、処理のソフトウェアリセットを制御するレジスタです。VESTRによる処理の起動前

には、VEUに関するすべてのレジスタが設定されていなければなりません。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R/W R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — VBE — — — — — — — VE

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

8 VBE 0 R/W バンドル読み出しモード（Nライン読み出しモード）設定 

VEUでは、1フレームの画像を VBSSRで設定したライン数で分けて読み出

し処理を行うモードとして、バンドル読み出しモード（Nライン読み出しモ

ード）があります。バンドル読み出し（Nライン読み出し）モードでの起動

時は、回転処理、デブロッキングフィルタ処理、ローパスフィルタ処理、メ

ディアンフィルタ処理は実行できません（左右反転、上下反転、左右上下反

転は可）。 

0：通常読み出しモード 

1：バンドル読み出し（Nライン読み出し）モードの設定 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

0 VE 0 R/W VEU処理開始および処理のソフトウェアリセット（処理動作の中断）制御 

VEUが停止状態で本ビットを 1とすると、VEUはレジスタ設定値に従って

メモリ上の画像処理を開始し、本ビットは 1となります。また、本ビットが

1の状態で 0を書き込んだ場合、現在処理中の VEU処理を即座に中止する

ことができます。 

ソフトウェアリセット処理の終了は、ソフトウェアリセットを VEUに対し

て発行した後、本ビットが 0になることで確認可能です。ソフトウェアリセ

ット処理後に再起動する場合は、VEビット＝0を確認後に行ってください。 

0：NOP 

（本ビットが 1のときに 0を書き込むとソフトウェアリセット動作） 

1：VEUの処理開始 
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VEUの起動の際に、VBEビットが B'1の状態で VEビットに B'1を書き込むとバンドル読み出しモード（Nラ

イン読み出しモード）となります。バンドル読み出しモードでは、2つのメモリ領域から、VBSSRの VBSSビッ

トで設定したライン数を交互に読み込みます。VEUがVBSSRで設定したライン数の読み込みを完了した時点で、

1フレームすべての読み出しを終えていなければバンドル終了割り込み（VEVTR.VBEND）が発生し、読み出し再

起動待ち状態となります。読み出しの再起動をかけるときは、バンドル終了割り込みの要因をクリア後に、再び

VEビットに B'1書き込みを行ってください（VBEビットが B'1のまま書き込む）。これを繰り返し、1フレーム

すべてを終えた時点で 1フレーム終了割り込み（VEVTR.VEEND）を発生します。バンドル読み出し処理の処理

イメージを図 35.5に示します。通常画像処理、バンドル読み出しモードでの読み出し処理、およびバンドル読み

出しモードでの読み出し再起動待ちの状態は、VESTARで確認可能です。 

【ソフトウェアリセット時の注意】 

 1. VEUソフトウェアリセット発行のタイミングによっては、VEU終了割り込みフラグ（VEVTR.VEEND）が B'1と

なる場合がありますが、ソフトウェアリセットを発行したフレームの処理画像は保証されません。 

 2. VEUソフトウェアリセット後、VEENDフラグが B'1とならない場合でも、VEENDフラグは必ず B'0クリアして

ください。 

 3. バンドル読み出しモードにおいてソフトウェアリセットをかける際は、バンドル終了割り込み後の再起動をかける

前までに行ってください。 

CLK
VESTR = 
H'0000 0001

VESTR.VE

VESTR.VEEND

 

図 35.3 VEビットと各ステータスの動作タイミング 

CLK
VESTR = 
H'0000 0001

内部リセット

（ソフトウェア
リセット）

VESTR.VE

VESTR = 
H'0000 0000

VEU起動禁止期間

 

図 35.4 ソフトウェアリセットと各ステータスの動作タイミング 
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読み出し領域1

メモリ領域読み出し画像

読み出し領域2

フィルムイメージで出力

VEU

VBSSR.VBSS

VBSSR.VBSS

 

図 35.5 バンドル読み出しモードの処理イメージ図 

 

35.3.2 VEUソースメモリ幅レジスタ（VESWR） 

VESWRは、VEUのソースメモリ領域のメモリ幅を設定するレジスタです。 

本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

VSW[15:0]

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

15～2 

1、0 

VSW[15:2] 

VSW[1:0] 

H'0000 R/W 

R 

VEUのソースメモリ領域の幅を設定（4画素単位） 

VTRCRの RPKF＝0、1、3、7、13のときは、2画素単位となります。 
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VSWビットには、VEUの処理において、ソース画像が配置されているソースメモリ領域の横幅をバイト数で指

定してください。設定はソース画像 4画素に相当するバイト数単位で設定してください。読み込み画像が YCbCr

のときは、Y成分に合わせた設定にしてください。YCbCr 4:2:0、YCbCr 4:2:2、および YCbCr 4:4:4読み込みにお

ける C成分のソースメモリ領域の横幅は、それぞれ VSW、VSW、および VSW×2の値が適用されます。VTRCR

の RPKF＝0、1、3、7、13（RGB 2byte/pixelまたは RGB 4byte/pixel）のときは、ソース画像 2画素に相当するバ

イト数単位で設定することが可能です。図 35.6 (A)に示すように、画像をメモリ領域から切り出す場合は、あるラ

インの画像の右端アドレスとその次のライン画像左端アドレスは不連続となります。これに対して、図 35.6 (B)

は VEUに入力する画像の水平サイズがメモリの水平アドレス長と同じ場合を表しており、この場合は画像の右端

アドレスと次のラインの左端アドレスが連続値になります。 

Source Memory

02:02

Source Memory

02:02

（A） （B）

VESWR.VSW VESWR.VSW

 

図 35.6 画像の切り出し幅と VESWRの関係 
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35.3.3 VEUソースサイズレジスタ（VESSR） 

VESSRは、VEUが読み込む画像の縦横サイズ（画素数）を設定するレジスタです。 

本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — VHSS[11:0]

— — — — VVSS[11:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

27～16 VVSS[11:0] H'000 R/W VEUの垂直方向の読み込み画素数を設定 

本ビットには、VEUが読み込むソース画像の垂直方向の読み込み画素数を

設定してください（図 35.7参照）。 

• 拡大縮小、エンハンサ、およびバンドル読み出しなしの場合（図 35.7参

照） 

読み込みフォーマット、書き込みフォーマットともに RGBで、かつ

VTRCR.RPKFが 3（RGB 2byte/pixel）、0、1、7、13（RGB 4byte/pixel）、

いずれかでかつ VTRCR.WPKFが 1、2、6（RGB 2byte/pixel）、14、19、

20、22、23（RGB 4byte/pixel）のいずれかの場合は、2画素単位の指定

が可能です。それ以外では、4画素単位に指定してください。 

• 拡大縮小、エンハンサ、およびバンドル読み出しありの場合（図 35.7参

照） 

1画素単位の指定が可能です。 

ただし、YCbCr 4:2:0フォーマットの場合には、2画素単位に切り上げた

範囲までのデータがメモリ上に配置されている必要があります。 

最大設定値は 4092画素となります。 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11～0 VHSS[11:0] H'000 R/W VEUの水平方向の読み込み画素数を設定 

本ビットには、VEUが読み込むソース画像の水平方向の読み込み画素数を

設定してください（図 35.7）。 

• 拡大縮小、エンハンサ、およびバンドル読み出しなしの場合（図 35.7参

照） 

読み込みフォーマット、書き込みフォーマットともに RGBで、かつ

VTRCR.RPKFが 3（RGB 2byte/pixel）、0、1、7、13（RGB 4byte/pixel）、

いずれかでかつ VTRCR.WPKFが 1、2、6（RGB 2byte/pixel）、14、19、

20、22、23（RGB 4byte/pixel）のいずれかの場合は、2画素単位の指定

が可能です。それ以外では、4画素単位に指定してください。 

• 拡大縮小、エンハンサ、およびバンドル読み出しありの場合（図 35.7参

照） 

1画素単位の指定が可能です。 

ただし、VESWR.VSW[15:0]には、（VHSS[11:0]を 4画素単位に切り上げ

た値）×4/（使用フォーマットの P_density_y）以上の値を設定してくだ

さい。 

ただし、YCbCr 4:2:0、YCbCr4:2:2フォーマットの場合には、VHSS[11:0]

を 2画素単位に切り上げた範囲までのデータがメモリ上に配置されてい

る必要があります。 

最大設定値は 4092画素となります。 

 

Source Memory

02:02

VESSR.VHSS

VESSR.VVSS

 

図 35.7 読み込みサイズと VESSRの関係 
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35.3.4 VEUソースアドレス Yレジスタ（VSAYR） 

VSAYRは、VEUが読み込む画像の Y/RGBプレーンの先頭アドレスを設定するレジスタです。 

本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。ただし、Nライン読み出しモード時の再起動待ち状態（VSTAR

＝H'0000 1001の状態）では、本レジスタへの書き込みは可能です。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

VSAY[15:0]

VSAY[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

VSAY[31:2] 

VSAY[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

VEUのY/RGBプレーンの読み込み先頭アドレスを設定（ロングワード単位） 

 

VSAYビットには、図 35.8のように VEUの Y/RGBプレーン画像先頭アドレスを設定します。YCbCr形式の画

像を読み込む場合には Yプレーンの先頭アドレスを指定し、RGB形式の画像を読み込む場合には RGBプレーン

の先頭アドレス（読み込む画像領域の左上端アドレス）を設定してください。YCbCr形式の Yプレーンの入力フ

ォーマットは図 35.8のようになります。RGB形式の場合の入力フォーマットは、表 35.8を参照してください。 

【注】 バンドル読み出しモード時は、VEVTR.VBEND割り込みごとに 2つのアドレスを交互に設定してください。 

Source Memory

02:02
VSAYR.VSAY

Y0 Y1 Y2 Y3

31 0
MSB LSB

 

図 35.8 VSAYRの設定アドレスと Yプレーンのフォーマット 
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35.3.5 VEUソースアドレス Cレジスタ（VSACR） 

VSACRは、VEUが読み込む画像の Cプレーンの先頭アドレスを設定するレジスタです。 

本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。ただし、Nライン読み出しモード時の再起動待ち状態（VSTAR

＝H'0000 1001の状態）では、本レジスタへの書き込みは可能です。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

VSAC[15:0]

VSAC[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

VSAC[31:2] 

VSAC[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

VEUの Cプレーンの読み込み先頭アドレスを指定（1ロングワード単位、

YCbCr 4:4:4のときは 2ロングワード単位） 

 

VSACビットには、図 35.9のように VEUのソース画像の Cプレーン先頭アドレスを設定します。YCbCr形式

の画像を読み込む場合には、Cプレーンの先頭アドレス（読み込む画像領域の左上端アドレス）を指定してくだ

さい。Cプレーンの入力フォーマットは、図 35.9のようになります。RGB形式の画像を読み込む場合は、VSACR

は使用しません。また、YCbCr 4:2:0、YCbCr 4:2:2フォーマットでは 1ロングワード単位ですが、YCbCr 4:4:4フ

ォーマットのときは 2ロングワード単位となります。 

【注】 バンドル読み出しモード時は、VEVTR.VBEND割り込みごとに 2つのアドレスを交互に設定してください。 

Source Memory

02:02
VSACR.VSAC

Cb0 Cr0 Cb2 Cr2

31 0
MSB

YCbCr 4:2:0
YCbCr 4:2:2

YCbCr 4:4:4

LSB

Cb0 Cr0 Cb1 Cr1

 

図 35.9 VSACRの設定アドレスと Cプレーンのフォーマット 
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35.3.6 VEUバンドルソースサイズレジスタ（VBSSR） 

VBSSRは、バンドル読み出しモード（Nライン読み出しモード）時に VEUが 1回の起動で読み込む画像のラ

イン数（画素数）を設定するレジスタです。本レジスタは、バンドル読み出しモード以外では設定の必要はあり

ません。 

本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — VBSS[11:0]

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

11～3 

2～0 

VBSS[11:3] 

VBSS[2:0] 

H'000 R/W 

R 

バンドル読み出しモード（Nライン読み出しモード）時の 1回の起動で読み

出すライン数（8ライン単位） 

 

VBSSビットには、バンドル読み出しモード時に VEUが 1回の処理に読み込むソース画像のライン数を設定し

てください。設定の単位は、8ライン単位、最大設定値は 960ラインとなります。 

処理1読み出し領域
バンドル読み出し終了割り込み

40ライン

VEUの起動

VESSR.VVSS = 144 
VBSSR.VBSS = 40

VSAY(C)R

処理2読み出し領域
バンドル読み出し終了割り込み

40ライン

処理2の起動

VSAY(C)R

処理3読み出し領域
バンドル読み出し終了割り込み

40ライン

処理3の起動

VSAY(C)R

処理4読み出し領域
VEU終了割り込み

24ライン

処理4の起動

VSAY(C)R

 

図 35.10 バンドル読み出しモード時の読み込み画像と各処理の読み込み画像の関係 
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35.3.7 VEUデスティネーションメモリ幅レジスタ（VEDWR） 

VEDWRは、VEUのデスティネーションメモリ領域のメモリ幅を設定するレジスタです。 

本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

VDW[15:0]

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

15～2 

1、0 

VDW[15:2] 

VDW[1:0] 

H'0000 R/W 

R 

VEUのデスティネーションメモリ領域の幅を設定（ロングワード単位） 

 

 

VDWビットには、デスティネーション画像が配置されるデスティネーションメモリ領域の横幅をバイト数で指

定します。設定はデスティネーション画像 4画素に相当するバイト数の単位で設定してください。書き込み画像

が YCbCrのときは Y成分に合わせた設定にしてください。YCbCr 4:2:0、YCbCr 4:2:2、および YCbCr 4:4:4書き込

みにおける C成分のデスティネーションメモリ領域の横幅は、それぞれ VDW、VDW、および VDW×2の値が適

用されます。VTRCRのWPKF＝1、2、6（RGB 2byte/pixel）および 8～14、19、20、22、23（RGB 4byte/pixel）の

ときは、デスティネーション画像 2画素に相当するバイト数の単位で設定することが可能です。図 35.11 (A)に示

すように、画像をメモリ上の背景画面等に貼り付ける場合は、あるラインの画像の右端アドレスとその次のライ

ン画像左端アドレスは不連続となります。これに対して、図 35.11 (B)は VEUが出力する画像の水平サイズがメ

モリの水平方向のメモリ幅と同じ場合を表しており、この場合は画像の右端アドレスと次のラインの左端アドレ

スが連続値となります。 
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Destination Memory

02:02

Destination Memory

02:02

（A） （B）

VEDWR.VDW VEDWR.VDW

 

図 35.11 画像の貼り付け幅と VEDWRの関係 

 

35.3.8 VEUデスティネーションアドレス Yレジスタ（VDAYR） 

VDAYRは、VEUが書き出す画像の Y/RGBプレーンの先頭アドレスを設定するレジスタです。 

本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

VDAY[15:0]

VDAY[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

VDAY[31:2] 

VDAY[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

VEUのY/RGBプレーンの書き出し先頭アドレスを設定（ロングワード単位） 
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VDAYビットには、図 35.12のように VEUのデスティネーション画像先頭アドレス（出力画像領域の左上端の

アドレス）を設定します。YCbCr形式の画像を書き出す場合には Yプレーンの先頭アドレスを指定し、RGB形式

の画像を書き出す場合には RGBプレーンの先頭アドレスを設定してください。 

VTRCR.WPKF＝6（RGB 16bppパック）では、ワード単位で設定することが可能です。 

Destination Memory

02:02
VDAYR.VDAY

 

図 35.12 VDAYRの設定アドレス 

 

VDAYRに指定するアドレスは、画像を回転／反転する場合に指定するポイントが変化します。この指定ポイ

ントについて表 35.5に各処理に対応するアドレスの指定ポイントを表します。図 35.13にブロック処理の場合の

アドレス指定ポイント、図 35.14にライン処理の場合のアドレス指定ポイントを図示します。灰色の四角形が出

力画像とすると☆印の場所がアドレス設定ポイントとなります。 

拡大縮小、エンハンサ、バンドル読み出しモードのいずれも使用しない、かつ VFMCR.FLTPI＝0ときの各アド

レス指定ポイントは、デスティネーションへの出力画像を 16×16画素のブロックに分割したとき、上下左右のコ

ーナー部分に位置するブロックの左上端のアドレスとなっています。また、拡大縮小、エンハンサ、バンドル読

み出しモードのいずれかも使用しない、かつ VFMCR.FLTPI＝1のとき、もしくは拡大縮小、エンハンサ、バンド

ル読み出しモードのいずれかを使用するとき、各アドレス指定ポイントは出力画像の 4隅のいずれかになります。 
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表 35.5 VDAYRへのアドレス指定ポイント 

 回転／ 

反転なし

90°回転 270°回転 90°回転+

水平反転

90°回転+

垂直反転

水平反転 垂直反転 水平反転+

垂直反転 

（ブロック処理） 

拡大縮小、エンハンサ、

バンドル読み出しなし、

かつ 

FLTPI=0 

－ D E F G A B C 

（ライン処理） 

拡大縮小、エンハンサ、

バンドル読み出しなし、

かつ 

VFMCR.FLTPI=1、 

もしくは拡大縮小、 

エンハンサ、バンドル 

読み出しあり 

－ × × × × H J K 

 

F

上下

H

H H

H

V

V V

V

B

左右

上下 左右

上下270˚ 180˚

A

C

V

H

E

V

H

V

H

90˚

D

V
H

G

 

図 35.13 VDAYRへのアドレス指定ポイント位置（ブロック処理） 
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上下

H

H H

H

V

V V

V

J
左右

上下180˚

H

K

 

図 35.14 VDAYRへのアドレス指定ポイント位置（ライン処理） 

 

YCbCr形式の画像を書き出す場合には Yプレーンのアドレスを指定し、RGB形式の画像を書き出す場合には

RGBプレーンのアドレスを設定してください。 

アドレス設定式を以下に示します。 

Offset_ad 出力画像の左上端のアドレス位置となります。 

yuv420out 書き込みフォーマットが YCbCr4:2:0 1：VTRCR.CHDS＝0のとき 

  0：VTRCR.CHDS＝1または 2のとき 

clip_hsize ライン処理出力横サイズ  VRFSR.VHCLP 

clip_vsize ライン処理出力縦サイズ VRFSR.VVCLP 

clip_vsize_c ライン処理出力縦サイズ(C) (clip_vsize+1)/2：VTRCR.CHDS＝0のとき（切り捨て） 

  clip_vsize：VTRCR.CHDS＝1または 2のとき 

dest_width 書き込みメモリ幅 VEDWR.VDW 

dest_width_c 書き込みメモリ幅(C) dest_width：VTRCR.CHDS＝0または 1のとき 

  dest_width×2：VTRCR.CHDS＝2のとき 

src_hblk 横ブロック数 VESSR.VHSS/16（切り上げ） 

src_vblk 縦ブロック数 VESSR.VVSS/16（切り上げ） 

src_sideh 右端ブロック横サイズ (VESSR.VHSS+15)%16+1 

src_sidev 下端ブロック縦サイズ (VESSR.VVSS+15)%16+1 

< > 負の数を 0とする演算子 < >の中が 0以下の場合は 0、それ以外は< >内の値 
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RGB出力のときの P_density_yは、表 35.6を参照してください。また、YCbCr出力の場合の P_density_yおよび

P_density_cは表 35.7を参照してください。 

【Y成分出力アドレス】 

0 VDAYR=offset_ad  

F VDAYR=offset_ad  

D VDAYR=offset_ad＋<((src_vblk－2)×16＋src_sidev)>×(4／P_density_y)  

A VDAYR=offset_ad＋<((src_hblk－2)×16＋src_sideh)>×(4／P_density_y)  

E VDAYR=offset_ad＋<((src_hblk－2)×16＋src_sideh)>×dest_width  

B VDAYR=offset_ad＋<((src_vblk－2)×16＋src_sidev)>×dest_width  

G VDAYR=offset_ad＋<((src_hblk－2)×16＋src_sideh)>×dest_width＋<((src_vblk－2)×16＋src_sidev)>× 

(4／P_density_y)  

C VDAYR=offset_ad＋<((src_vblk－2)×16＋src_sidev)>×dest_width＋<((src_hblk－2)×16＋src_sideh)>× 

(4／P_density_y) 

H VDAYR=offset_ad＋clip_hsize×(4／P_density_y) 

J VDAYR=offset_ad＋(clip_vsize－1)×dest_width 

K VDAYR=offset_ad＋(clip_vsize－1)×dest_width＋clip_hsize×(4／P_density_y) 

 

【C成分出力アドレス】 

0 VDACR=offset_ad 

F VDACR=offset_ad 

D VDACR=offset_ad＋<((src_vblk－2)×16＋src_sidev)>×(4/P_density_c) 

A VDACR=offset_ad＋<((src_hblk－2)×16＋src_sideh)>×(4/P_density_c) 

E VDACR=offset_ad＋<((src_hblk－2)×16＋src_sideh)>/(1＋yuv420out)×dest_width_c 

B VDACR=offset_ad＋<((src_vblk－2)×16＋src_sidev)>/(1＋yuv420out)×dest_width_c 

G VDACR=offset_ad＋<((src_hblk－2)×16＋src_sideh)>/(1＋yuv420out)×dest_width_c＋<((src_vblk－2)×16＋

src_sidev)>×(4/P_density_c) 

C VDACR=offset_ad＋<((src_vblk－2)×16＋src_sidev)>/(1＋yuv420out)×dest_width_c＋<((src_hblk－2)×16＋

src_sideh)>×(4/P_density_c) 

H VDACR=offset_ad＋clip_hsize×(4/P_density_c) 

J VDACR=offset_ad＋(clip_vsize_c－1)×dest_width_c 

K VDACR=offset_ad＋(clip_vsize_c－1)×dest_width_c＋clip_hsize×(4/P_density_c) 
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35.3.9 VEUデスティネーションアドレス Cレジスタ（VDACR） 

VDACRは、VEUが書き出す画像の Cプレーンの先頭アドレスを設定するレジスタです。 

本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

VDAC[15:0]

VDAC[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

VDAC[31:2] 

VDAC[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

VEUの Cプレーンの書き出し先頭アドレスを指定（1ロングワード単位、

YCbCr 4:4:4のときは 2ロングワード単位） 

 

VDACビットには、図 35.15のように VEUのデスティネーション画像先頭アドレス（出力画像領域の左上端の

アドレス）を設定します。YCbCr形式の画像を書き出す場合には、Cプレーンの先頭アドレスを指定してくださ

い。RGB形式の画像を書き出す場合は、VDACRは使用しません。 

VDACRに指定するアドレスは、画像を回転／反転する場合に指定するポイントが変化します。この指定ポイン

トについては VDAYRと同様ですので、図 35.13と表 35.5を参照してください。ただし、YCbCr 4:2:0で出力す

る場合には、C成分の垂直方向の出力ライン数が Y成分の場合や RGB出力時に比べて 1/2倍になります。垂直方

向へのアドレス計算時に（メモリ幅×垂直方向のライン数）として計算する場合には、ライン数が 1/2となること

に注意してください（「35.3.8 VEUデスティネーションアドレス Yレジスタ（VDAYR）」の説明を参照）。 

Destination Memory

02:02
VDACR.VDAC

 

図 35.15 VDACRの設定アドレス 
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35.3.10 VEU変換制御レジスタ（VTRCR） 

VTRCRは、主に VEUの色変換、入出力データフォーマットに関する処理内容の設定を行います。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CHRR[1:0] RPKF[3:0] — —— DITH TM2 TM1 TE RY

PAD[7:0] CHDS[1:0] — WPKF[4:0]

——

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 PAD[7:0] H'00 R/W VEUの出力データが RGB形式のとき、出力データ中に埋め込む PAD値を

設定 

RGBの出力データパックの型には、図 35.16のように PADを含むものがあ

ります（表 35.6参照）。PADには、任意の 8ビットのデータを付加するこ

とができます。本ビットには、この PADの部分に埋め込むデータを設定し

てください。 

23、22 CHDS[1:0] 00 R/W VEUの出力データが YCbCr形式のとき、出力フォーマット形式を選択 

YCbCr形式出力時には、表 35.7のパックパターンで出力を行います。YCbCr 

4:4:4から YCbCr 4:2:2形式、YCbCr 4:2:0形式への変換は、左右は 2画素

の平均値により行い、垂直方向は単純間引きとなります。 

メモリ出力先は Yと Cで別プレーンとなります。したがって、Y:Cのメモ

リ領域の比は、YCbCr 4:2:0のときは 2:1、YCbCr 4:2:2のときは 2:2、YCbCr 

4:4:4のときは 2:4となります。 

00：YCbCrモードのとき YCbCr 4:2:0で出力 

01：YCbCrモードのとき YCbCr 4:2:2で出力 

10：YCbCrモードのとき YCbCr 4:4:4で出力 

11：設定禁止 

21 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

20～16 WPKF[4:0] 00000 R/W VEUの出力データが RGB形式のとき、出力データパック形式を設定 

VEUでは出力するデータを 32ビットにパックします。このときのデータフ

ォーマットは、RGB形式で出力する場合は表 35.6、YCbCr形式で出力する

場合は、表 35.7に示すパターンでパックを行います。RGB形式出力時の場

合は、表 35.6のWPKFの欄に示した値を、本ビットに設定してください。 

RGBのスタッフィング出力パック（WPKF＝H'10、H'11、H'12、H'15）時

には、ラインの先頭は必ず表 35.6に示した phase0のパック形式になりま

す。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 CHRR[1:0] 00 R/W VEUの入力画像形式を選択 

YCbCr形式入力時には、表 35.7のパックパターンで出力を行います。 

00：入力画像形式を YCbCr 4:2:0として読み込む 

01：入力画像形式を YCbCr 4:2:2として読み込む 

10：入力画像形式を YCbCr 4:4:4として読み込む 

00：設定禁止 

13、12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

11～8 RPKF[3:0] 0000 R/W VEUの入力が RGB形式のとき、RGBの入力データバック形式を設定 

本ビットの設定による RGBのフォーマットと入力形式の関係は、表 35.8

のようになっています。RGB形式で VEUに入力する場合は、表 35.8の

RPKFの欄に示した値を本ビットに設定してください。 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

4 DITH 0 R/W RGB画像の減色処理時のディザ処理の有無 

VEUには RGB画像を減色する機能があります。減色後の色数はWPKFビ

ットの設定に依存します。RGB画像の減色処理は、量子化処理により行う

ため、量子化処理により減色後の画像には擬似輪郭が発生します。この現象

は色数を少なくする程顕著になり、一般的に画質劣化の原因となります。

VEUではこの画質劣化を抑制するためのディザ処理を行うことが可能で

す。 

0：VEUの出力画像が RGB形式のとき減色時にディザ処理を適用しない 

1：VEUの出力画像が RGB形式のとき減色時にディザ処理を適用する 

3 

2 

TM2 

TM1 

0 

0 

R/W 

R/W 

TM1ビットは色変換回路の色変換式を ITU-R BT.601もしくは BT.709に設

定するビットです。TM2ビットは色変換において R/G/Bと Y/Cb/Crの 8-bit

デジタル値の変換範囲を設定します。 

00：色変換式は ITU-R BT.601に準拠し、値域 RGB(0,255)⇔Y(16,235)、

CbCr(16,240)の変換を行う 

01：色変換式は ITU-R BT.601に準拠し、値域 RGB(0,255)⇔YCbCr(0,255)

の変換を行う 

10：色変換式は ITU-R BT.709に準拠し、値域 RGB(0,255)⇔Y(16,235)、

CbCr(16,240)の変換を行う 

11：色変換式は ITU-R BT.709に準拠し、値域 RGB(16,235)⇔Y(16,235)、

CbCr(16,240)の変換を行う 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 

0 

TE 

RY 

0 

0 

R/W 

R/W 

TEビットは RGB⇔YCbCr変換回路のオン／オフを設定します。 

RYビットは入力形式が RGBであるか YCbCrであるかを設定します。 

表 35.9に TEビットと RYビットの設定と入出力のデータ形式の関係を示

します。 

00：ソース画像を YCbCr形式として読み込み、YCbCr→RGB変換を行わ

ない 

01：ソース画像を RGB形式として読み込み、RGB→YCbCr変換を行わ

ない 

10：ソース画像を YCbCr形式として読み込み、YCbCr→RGB変換を行う 

11：ソース画像を RGB形式として読み込み、RGB→YCbCr変換を行う 

 

MSB

MSB

LSB

LSB

31

31

24 23 0

08 7

PAD

PADPixel Data

Pixel Data

 

図 35.16 PADを含むデータパックの型 

表 35.6 RGBデータの出力パック形式 

B'00000

B'00001 

B'00010 

B'00110 

B'01000 

B'01010 

B'01101 

B'01110 

B'10000

B'10001

B'10010

B'10011 

B'10100 

B'10101 

B'10110 

B'10111

0 

1 

2 

6 

8 

10 

13 

14 

16

17

18

19 

20 

21

22 

23

R0 

0 

R0 

R0 

R0 

R0 

R0 

G1 

B2 

0

0

0

R0 

G1 

B2 

R0 

R0 

G1 

B2 

0 

0

R0 

0 

R0 

R0 

R0 

R0 

R0 

G1 

B2 

0

0

0

R0 

G1 

B2 

R0 

R0 

G1 

B2 

0 

0

R0 

0 

R0 

R0 

R0 

R0 

R0 

G1 

0 

R0 

G1 

B2 

R0 

G1 

B2 

R0 

R0 

G1 

B2 

0 

0

G0 

0

R0 

R0 

R0 

R0 

R0 

G1 

0

R0 

G1 

B2 

R0 

G1 

B2 

R0 

R0 

G1 

B2 

0 

0

G0 

R0 

G0 

R0 

R0 

R0 

R0 

B1 

0 

R0 

G1 

B2 

R0

G1 

B2 

R0 

R0

G1 

B2 

0 

0

G0 

R0 

G0 

G0 

R0 

R0 

R0 

B1 

0 

R0 

G1 

B2 

R0 

G1 

B2 

R0 

R0

G1 

B2 

0 

0

B0 

R0 

G0 

G0 

G0 

0 

G0 

B1 

0 

R0 

G1 

B2 

0 

0 

0 

R0 

R0 

G1 

B2 

0 

0

B0 

R0 

G0 

G0 

G0 

0 

G0 

B1 

0 

R0 

G1 

B2 

0 

0 

0 

R0 

R0 

G1 

B2 

R0 

0

R1 

G0 

B0 

G0 

G0 

R0 

R0 

G0 

G0 

B1 

R3 

0

0

0

G0 

B1 

R3 

R0 

G0 

G0 

B1 

R3 

R0 

0

R1 

G0 

B0 

G0 

G0 

R0 

R0 

G0 

G0 

B1 

R3 

0 

0

0

G0 

B1 

R3 

R0 

G0 

G0 

B1 

R3 

R0 

0

R1 

G0 

B0 

G0 

G0 

R0 

R0 

G0 

G0 

0

R3 

G0 

B1 

R3 

G0 

B1 

R3 

R0 

G0 

G0 

B1 

R3 

R0 

0

G1 

G0 

B0 

G0 

G0 

R0 

R0 

G0 

G0 

0 

R3 

G0 

B1 

R3 

G0 

B1 

R3 

R0 

G0 

G0 

B1 

R3 

R0 

0

G1 

B0 

0 

G0 
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R0 
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表 35.7 YCbCrデータのパック形式 
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表 35.8 RGBデータの入力パック形式 
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表 35.9 VTRCRの TEビット、RYビットと入出力のデータ形式の関係 

TEビット RYビット 入力 出力 

0 0 YCbCr形式 YCbCr形式 

0 1 RGB形式 RGB形式 

1 0 YCbCr形式 RGB形式 

1 1 RGB形式 YCbCr形式 
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35.3.11 VEUリサイズフィルタ制御レジスタ（VRFCR） 

VRFCRは、画像拡大縮小フィルタの拡大率／縮小率の設定を行います。拡大縮小処理を実行する場合は、他の

いくつかの処理は同時に行うことができません（表 35.2参照）。 

本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

VHMNT[3:0] VHFRC[11:0]

VVMNT[3:0] VVFRC[11:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 VVMNT[3:0] H'0 R/W 垂直方向の拡大縮小率の倍数部 

VVMNTビットでは、垂直方向の倍率設定を行います。設定範囲は H'0～H'F

です。VVMNTビットを H'0、VVFRCビットを H'000に設定した場合には、

等倍出力となります。 

27～16 VVFRC[11:0] H'000 R/W 垂直方向の縮小率の端数部 

VVFRCビットでは、垂直方向の倍率設定を行います。設定範囲は H'000～

H'FFFです。 

15～12 VHMNT[3:0] H'0 R/W 水平方向の拡大縮小率の倍数部 

VHMNTビットでは、水平方向の倍率設定を行います。設定範囲は H'0～H'F

です。VHMNTビットを H'0、VHFRCビットを H'000に設定した場合には、

等倍出力となります。 

11～0 VHFRC[11:0] H'000 R/W 水平方向の縮小率の端数部 

VHFRCビットでは、水平方向の倍率設定を行います。設定範囲は H'000～

H'FFFです。 

 

VEUでは図 35.17に示すように、画像拡大縮小フィルタによる画像拡大または縮小が可能です。VRFCRを設

定したときは、メディアンフィルタ、デブロッキングフィルタ、ローパスフィルタ、および回転との同時動作は

禁止されるので、VFMCRの HMRR（左右反転）および VMRR（上下反転）以外のビットには B'0を設定してく

ださい。 

拡大縮小の倍率は、1/16～16倍の範囲で設定可能です。 
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図 35.17 VEUによる画像の拡大縮小 

 

倍率、入力画素数から拡大縮小フィルタの出力画素数を求める式を示します。 

α =MANT×4096+FRAC … 数式1 

SCL=4096/α … 数式2 

数値 Aの小数点以下を切り捨てる演算 <A> 

入力サイズを Sin、出力サイズを SIZEと表します。 

【注】 水平：Sin=VESSR.VHSS 

 垂直：Sin=VESSR.VVSS 

 

【縮小】 

SIZE=<1+ ( <1+ (Sin–1) /MANTpre> –1)×MANTpre×SCL> [1/16<SCL≦1] … 数式3 

MANTpre=1[1≦MANT<4] 

 =2[4≦MANT<8] 

 =4[8≦MANT<16] 

【拡大】 

SIZE=<1+ (Sin–1)×SCL> [1<SCL<16,VRSCR.AMD=0] … 数式5 

SIZE=<Sin×SCL> [1<SCL<16,VRSCR.AMD=1] … 数式6 

【注】 VRSCR.AMDに関しては VRSCRを参照 
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• 例：88画素を352画素に拡大（VRSCR.AMD=0） 

倍率=352/88=4であり、SCL=4と仮定し、数式1、数式2にあてはめ、MANT=0、FRAC=1024と仮決めします。

数式5へ代入すると、SIZE（出力画素数）=349を得ることができます。所望の出力画素数352よりも小さいた

め、SCL（数式1）の値をこれより大きい値でかつ最小の値（MANT=0、FRAC=H'3FF）に設定します。これ

により出力画素=349となりますが、まだ所望の画素数より小さいため、これを繰り返します。MANT=0、

FRAC=H'3F7で所望の画素数352を得ることができるので、88画素を352画素に拡大（VRSCR.AMD=0）する

ために、MANT=0、FRAC=H'3F7を設定してください。 

 

表 35.10に VEUで拡大／縮小を行う際の本レジスタの設定値の例を示します。 
 

表 35.10 拡大／縮小フィルタの水平方向の各倍率設定例 

FRAC 倍率 AMD 

10進 16進 

MANT 

8 0 508 H'1FC 0 

4 0 1017 H'3F9 0 

2 0 2039 H'7F7 0 

1.5 0 2723 H'AA3 0 

8 1 512 H'200 0 

4 1 1024 H'400 0 

2 1 2048 H'800 0 

1.5 1 2730 H'AAA 0 

7/8 0 585 H'249 1 

3/4 0 1365 H'555 1 

5/8 0 2457 H'999 1 

1/2 0 0 H'0 2 

1/4 0 0 H'0 4 

1/8 0 0 H'0 8 

 



 

35. ビデオエンジンユニット（VEU3F） 

35-32  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

35.3.12 VEUリサイズフィルタサイズクリップレジスタ（VRFSR） 

VRFSRは、フィルタの端数出力画素について、クリップ（切り捨て）の設定を行います。VRFCRと合わせて

設定してください。本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

VHCLP[11:0] 

VVCLP[11:0]— — — —

— — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

27～17 

16 

VVCLP[11:1]

VVCLP[0] 

H'000 

H’0 

R/W 

R 

拡縮後の縦クリップサイズを画素数で指定（1画素単位） 

ただし、YCbCr 4:2:0のときは、2画素単位で設定してください。 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

11～1 

0 

VHCLP[11:1]

VHCLP[0] 

H'000 R/W 

R 

拡縮後の横クリップサイズを画素数で指定（4画素単位） 

ただし、VTRCR.WPKF（書き込みパック）=1、2、6、8～14、19、20、22、

23のときは、2画素単位で設定してください。 

 

VRFSR.VVCLP、VRFSR.VHCLPは、ライン処理（拡大縮小またはエンハンサまたはバンドル読み出しあり）の

場合の出力サイズを設定するレジスタです。VRFSRは横方向 4画素単位、縦方向 1画素単位（YCbCr 4:2:0出力

の場合は 2画素単位）で指定可能です。ただし、RGB 2byte/pixel（VTRCR.WPKF=1、2、6）と RGB 4byte/pixel

（VTRCR.WPKF=8～14、19、20、22、23）は横方向 2画素単位の設定が可能です。 

最大設定値は VRFSR.VVCLPおよび VRFSR.VHCLPともに 4092画素となり、最小設定値は VRFSR.VVCLPお

よび VRFSR.VHCLPともに 16画素となります。ただし、VRFSR.VHCLP＋VRSOR.VHCLOFS≦4092となるように

設定してください。 
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図 35.18 VEU拡大縮小フィルタ出力画像のクリッピング 
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02:02

 

図 35.19 VEU拡大縮小フィルタ出力画像の押し出し 

 

本設定値をフィルタ出力画素数より小さく設定すると、図35.18に示すように出力画像をクリッピングします。

出力する画素数は、VRSOR.VHCLOFSで設定したオフセット画素だけ右方向へずらした位置からのカウントとな

ります。設定した画素数よりも右側、設定したライン数よりも下側にある画素については、画像クリップ機能に

より切り捨てられます。 

本設定値をフィルタ出力画素数よりも大きく設定した場合、VRSCR.FMDビットの値に従い、VRSOR.VHCLOFS

で設定したオフセット画素だけ右方向へずらした位置から画素数をカウントし、設定した画素数まで画素を補完

出力します（図 35.19）。 
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ただし、水平方向に関しては、VRFSRに設定した画素数が実際の拡大縮小フィルタ出力画素数を 16の倍数ま

で切り上げた値よりも大きい場合には、補完機能は動作しません。この場合、VEUがハングアップする可能性が

あるので、必ず、数式 1～数式 6を用いて求めた画素数を 16の倍数に切り上げた値以下の数値を VRFSRに設定

してください。 

数式 1～数式 6から求まるフィルタ出力画素数が 16M＋N（N=1～16）の場合、VRFSR.VV(H)CLP≦16M+16 

なお、拡大または縮小処理をする以外は、VRFSR.VHCLP=VESSR.VHSS、VRFSR.VVCLP=VESSR.VVSSの設定

としてください。 
 

35.3.13 VEUエンハンスレジスタ（VENHR） 

VENHRは、画像のエッジ強調フィルタ（エンハンサ）の設定を行います。エッジ強調処理を実行する場合は、

他のいくつかの処理は同時に行うことができません（表 35.2参照）。本レジスタは、動作中の書き込みは禁止で

す。 

VENHRを設定したときは、メディアンフィルタ、デブロッキングフィルタ、ローパスフィルタ、および回転と

の同時動作は禁止となるので、VFMCRの HMRR（左右反転）および VMRR（上下反転）以外のビットには 0を

設定してください。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R/W R/W

ENSCL[2:0]

R/W R R R R R R R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — ENHV ENHH

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

10～8 ENSCL[2:0] 010 R/W エッジ強調の倍率を設定 

001：強調レベル 1（最大） 

010：強調レベル 2 

011：強調レベル 3 

100：強調レベル 4（最小） 

上記以外：設定禁止 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

1 ENHV 0 R/W 垂直方向のエッジ強調の有無 

0：垂直方向のエッジ強調を行わない 

1：垂直方向のエッジ強調を行う 

0 ENHH 0 R/W 水平方向のエッジ強調の有無 

0：水平方向のエッジ強調を行わない 

1：水平方向のエッジ強調を行う 
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35.3.14 VEUリサイズフィルタサブ制御レジスタ（VRSCR） 

VRSCRは、ライン処理（拡大縮小またはエンハンサまたはバンドル読み出しあり）での拡大縮小フィルタの調

整を行うレジスタです。ブロック処理（拡大縮小およびエンハンサおよびバンドル読み出しなし）では、本設定

値は初期値（すべて 0）を設定してください。 

本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — —

AMD FMD LC[1:0] — — — —

— — —

— — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 AMD 0 R/W VEUの拡大縮小フィルタが拡大時に生成する画素数を指定します。AMD=1

を設定すると、AMD=0にて生成される出力画像の上下、左右に画素を補完

することにより int(n*拡大率)の画素数が生成されます。 

0：拡大時、得られる画素数は 1+int((n-1)*拡大率)になる 

1：拡大時、得られる画素数が int(n*拡大率)になるようにする 

30 FMD 0 R/W VEUの拡大縮小フィルタがクリップサイズに満たない画像を出力した際、

クリップサイズまで画素を補間します。FMDは補間方法を指定します。

FMD=0の場合、右端（下端）の画素値をコピーして画素値を補完します。

FMD=1の場合、フィル色指定レジスタ（VFLCR）にて指定した色で右端（下

端）の画素を補完します。 

0：最終生成画素／最終生成ラインを繰り返して出力 

1：変換色指定レジスタ（VFLCR）で指定された色を繰り返し出力 

29、28 LC[1:0] 00 R/W ソース画像の水平左端の切り取り画素数指定 

0～3まで指定可能 

ソースアドレスレジスタの VSAYR、VSACRともにロングワード単位なの

で、たとえば、入力フォーマットが YCbCrの場合は、背景画面からの水平

切り出し開始位置は 4画素単位となります。そのため、左端 4M+LC（M：

整数、LC：0～3の整数）の画素位置から背景画面の切り出しを行いたい場

合は、4Mを読み取り先頭アドレス VSAYRで調整し、下位 2ビットを本ビ

ット（LC）で調整します。 

本ビットに値を設定した場合、拡大縮小フィルタへの入力は、水平

VESSR.VHSS－VRSCR.LC、垂直 VESSR.VVSSとなります。 

27～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 
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Source Memory

Background Image

Cut Image

VESSR.VHSS

4M LC
VESSR.VVSS

VDAYR.VDAY

VESWR.VSW

 

図 35.20 背景画面と切り出し画素位置の関係 

 

35.3.15 VEUリサイズフィルタサイズクリップオフセットレジスタ（VRSOR） 

VRSORは、フィルタ出力画素のクリップ動作時における、画面左側のクリップオフセットの設定を行います。

オフセット位置の詳細については図 35.18および図 35.19を参照してください。なお、図 35.2に示す経路 2にお

いて、拡大縮小後の出力画像の横画素数よりも小さく設定してください。 

また、VRFSR.VHCLP＋VRSOR.VHCLOFS≦4092となるように設定してください。 

本レジスタを設定する場合は、VRFCR、VRFSRレジスタと合わせて設定してください。また、「35.2 機能概

要」で説明している経路 2（ライン処理（拡大縮小またはエンハンサまたはバンドル読み出しあり））の動作を行

う際の出力サイズ設定となりますので、拡大縮小を行わない場合にも設定を行ってください。 

本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — VHCLOFS[7:0]

— — — — —

—

— — —

— — —

— — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 VHCLOFS 

[7:0] 

H'00 R/W 拡大縮小後の横方向のクリップオフセットを画素数で指定（1画素単位）し

てください。 
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35.3.16 VEUフィルタモード制御レジスタ（VFMCR） 

VFMCRは、フィルタ処理をする際の動作モードを設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R/W R/W R R R R R R R R/W

R R R R/W R R R/W R/W R R R/W R/W R R R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — TPN — — DBLK LPHV — — VMRR HMRR — — ROTL ROTR

— — — — — — MED
FST

FLTPI — — — — — — — MED

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

25 MEDFST 0 R/W MEDFSTは、FLTPIが 1に設定された場合に、メディアンフィルタおよび

LPF/デブロッキングフィルタの処理順序を変更するビットです。 

0：LPF/デブロッキングフィルタ、メディアンフィルタの順序で処理を行

う 

1：メディアンフィルタ、LPF/デブロッキングフィルタの順序で処理を行

う 

24 FLTPI 0 R/W FLTPIは、LPF、デブロッキングフィルタおよびメディアンフィルタの高速

処理を制御するビットです。 

0：LPF/デブロッキングフィルタ、メディアンフィルタの高速処理を行わ

ない 

1：LPF/デブロッキングフィルタ、メディアンフィルタの高速処理を行う 

FLTPIに 1を設定する場合は、設定制約があるので、必ず以下を設定してく

ださい。 

(1)VFMCR.ROTR=0 

(2)VFMCR.ROTL=0 

(3)VESTR.VBE=0 

(4)VRSOR.VHCLOFS=0 

(5)VRFSR.VVCLP=VSSR.VVSS 

(6)VRFSR.VHCLP=VSSR.VHSS 

23～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

16 MED 0 R/W メディアンフィルタ適用 

メディアンフィルタを適用する場合は、拡大縮小処理との同時動作、エッジ

強調フィルタとの同時動作、およびバンドル読み出しモードとの同時動作は

行うことができません。したがって、本ビットを 1に設定したときは、

VRFCR、VENHR、および VESTRの VBEビットには 0を設定してくださ

い（拡大縮小処理、エッジ強調処理、バンドル読み出しモードとの同時動作

禁止）。 

本ビットとフィルタ動作の関係は、表 35.11を参照してください。 

0：メディアンフィルタを使用しない 

1：入力画像に対してメディアンフィルタを適用する 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

12 TPN 0 R/W ローパスフィルタ（LPF）のタップ数設定 

0：LPFのタップ数を 3タップに設定する 

1：LPFのタップ数を 5タップに設定する 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

9 DBLK 0 R/W デブロッキングモード適用 

デブロッキングフィルタを適用する場合は、拡大縮小処理との同時動作、エ

ッジ強調フィルタとの同時動作、およびバンドル読み出しモードとの同時動

作は行うことができません。したがって、本ビットを 1に設定したときは、

VRFCR、VENHR、および VESTRの VBEビットには 0を設定してくださ

い（拡大縮小処理、エッジ強調処理、バンドル読み出しモードとの同時動作

禁止）。 

本ビットとフィルタ動作の関係は、表 35.11を参照してください。 

0：LPFを入力画像全体に対して適用（通常モード） 

1：LPFを入力画像の 8×8画素ブロックの境界のみに対して適用（デブ

ロッキングモード） 

8 LPHV 0 R/W ローパスフィルタ適用 

ローパスフィルタを適用する場合は、拡大縮小処理との同時動作、エッジ強

調フィルタとの同時動作、およびバンドル読み出しモードとの同時動作は行

うことができません。したがって、本ビットを 1に設定したときは、VRFCR、

VENHR、および VESTRの VBEビットには 0を設定してください（拡大縮

小処理、エッジ強調処理、バンドル読み出しモードとの同時動作禁止）。 

本ビットとフィルタ動作の関係は、表 35.11を参照してください。 

0：NOP 

1：入力画像に対してローパスフィルタ（LPF）を適用 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 VMRR 0 R/W 垂直反転（水平軸対称）フィルタ適用 

本ビットと回転／反転動作の関係は、表 35.12を参照してください。 

0：NOP 

1：入力画像に対して垂直反転（水平軸対称）フィルタを適用 

4 HMRR 0 R/W 水平反転（垂直軸対称）フィルタ適用 

本ビットと回転／反転動作の関係は、表 35.12を参照してください。 

0：NOP 

1：入力画像に対して水平反転（垂直軸対称）フィルタを適用 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

1 ROTL 0 R/W 270°回転（時計回り）フィルタ適用 

回転処理を適用する場合は、拡大縮小処理との同時動作、エッジ強調フィル

タとの同時動作、およびバンドル読み出しモードとの同時動作は行うことが

できません。したがって、本ビットを 1に設定したときは、VRFCR、VENHR、

および VESTRの VBEビットには 0を設定してください（拡大縮小処理、

エッジ強調処理、バンドル読み出しモードとの同時動作禁止）。 

本ビットと回転／反転動作の関係は、表 35.12を参照してください。 

0：NOP 

1：入力画像に対して 270°回転（時計回り）フィルタを適用 

0 ROTR 0 R/W 90°回転（時計回り）フィルタ適用 

回転処理を適用する場合は、拡大縮小処理との同時動作、エッジ強調フィル

タとの同時動作、およびバンドル読み出しモードとの同時動作は行うことが

できません。したがって、本ビットを 1に設定したときは、VRFCR、VENHR、

および VESTRの VBEビットには 0を設定してください（拡大縮小処理、

エッジ強調処理、バンドル読み出しモードとの同時動作禁止）。 

本ビットと回転／反転動作の関係は、表 35.12を参照してください。 

0：NOP 

1：入力画像に対して 90°回転（時計回り）フィルタを適用 

 

表 35.11 MED、DBLK、LPHVビットとフィルタ動作の関係 

MEDビット DBLKビット LPHVビット フィルタ動作 

0 0 0 スルー 

0 0 1 ローパスフィルタ 

0 1 1 デブロッキングフィルタ 

1 1 1 デブロッキングフィルタ＋メディアンフィルタ* 

1 0 0 メディアンフィルタ 

 その他  設定禁止 

【注】 * デブロッキングフィルタ→メディアンフィルタの順番は変更できません。 
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表 35.12 VMRR、VHRR、ROTL、ROTRビットと回転／反転動作の関係 

VMRRビット HMRRビット ROTLビット ROTRビット 回転/反転動作 

0 0 0 0 回転反転なし 

0 0 0 1 時計回りに 90°回転 

0 0 1 0 時計回りに 270°回転 

0 1 0 1 時計回りに 90°回転後、水平反転 

1 0 0 1 時計回りに 90°回転後、垂直反転 

0 1 0 0 水平反転 

1 0 0 0 垂直反転 

1 1 0 0 180°回転 

 その他  設定禁止 
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「270°回転後、水平反転」と「270°回転後、垂直反転」は、それぞれ「90°回転後、垂直反転」および「90°

回転後、水平反転」で実現できます。 

各回転／反転機能を使用したときの処理後の画像と原画との関係を、図 35.21、図 35.22に示します。 

水平反転

90°回転+垂直反転
（270°回転+水平反転）

90°回転

90°回転

270°回転

270°回転+垂直反転
（90°回転+水平反転）

270°回転

原画

02:02

02:02

02
:0
2

02
:0

2

02:02

水平反転

垂直反転 垂直反転

 

図 35.21 回転／反転の組み合わせ画像と原画との関係 
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原画

垂直反転

垂直反転＋水平反転＝180°回転

水平反転

02:02

 

図 35.22 反転画像と原画像の関係 

 

35.3.17 VEU垂直タップ係数レジスタ（VVTCR） 

VVTCRは、ローパスフィルタ適用の際の垂直タップ係数を設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

VTPC3[3:0] VTPC2[3:0] VTPC1[3:0] VTPC0[3:0]

— — — — — — — — — VSHFT[2:0] VTPC4[3:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～23 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

22～20 VSHFT[2:0] 000 R/W 垂直タップ演算後のシフト量指定 

垂直方向の各タップの合計値を足した後、右にシフトする数を設定します。

VTPC0～VTPC4ビットの合計値に対応した設定を行ってください。 

表 35.13に VVTCR.VTPCの合計値に対応した値を示します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

19～16 VTPC4[3:0] H'0 R/W 垂直タップ係数 4設定（3TAPフィルタの場合は 0設定にしてください） 

5TAPのローパスフィルタを掛ける場合、2画素右の成分の寄与を設定しま

す。3TAPのローパスフィルタを掛ける場合は 0に設定してください。 

15～12 VTPC3[3:0] H'0 R/W 垂直タップ係数 3設定 

ローパスフィルタを掛ける場合、1画素右の成分の寄与を設定します。 

11～8 VTPC2[3:0] H'0 R/W 垂直タップ係数 2設定 

ローパスフィルタを掛ける場合、その位置の成分の寄与を設定します。 

7～4 VTPC1[3:0] H'0 R/W 垂直タップ係数 1設定 

ローパスフィルタを掛ける場合、1画素左の成分の寄与を設定します。 

3～0 VTPC0[3:0] H'0 R/W 垂直タップ係数 0設定（3TAPフィルタの場合は 0設定にしてください） 

5TAPのローパスフィルタを掛ける場合、2画素左の成分の寄与を設定しま

す。3TAPのローパスフィルタを掛ける場合は 0に設定してください。 

 

表 35.13 VTPC4～VTPC0の合計とシフト量（VSHFT）の設定 

ΣVVTCR.VTPC VVTCR.VSHFT 

4 2 

8 3 

16 4 

32 5 

64 6 

 

以下に VVTCRの設定例を示します。VTPC4ビットが H'0、VTPC0ビットが H'0のときは、3TAPのローパスフ

ィルタなので、VFMCRの TPNビットに B'0を設定してください。また、それ以外は 5TAPのローパスフィルタ

なので、TPNビットに B'1を設定してください。 
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表 35.14 VVTCR設定例 

ビット名 VSHFTビット VTPC4ビット VTPC3ビット VTPC2ビット VTPC1ビット VTPC0ビット 

2 0 1 2 1 0 

3 0 1 6 1 0 

3 1 2 2 2 1 

3 1 1 4 1 1 

4 0 1 14 1 0 

4 0 3 10 3 0 

4 0 5 6 5 0 

4 1 1 12 1 1 

4 1 2 10 2 1 

4 1 3 8 3 1 

4 1 4 6 4 1 

4 2 3 6 3 2 

4 3 3 4 3 3 

5 0 9 14 9 0 

5 1 8 14 8 1 

5 1 9 12 9 1 

5 1 10 10 10 1 

5 2 7 14 7 2 

5 2 9 10 9 2 

5 3 6 14 6 3 

5 3 7 12 7 3 

5 3 8 10 8 3 

5 4 5 14 5 4 

5 4 7 10 7 4 

5 5 5 12 5 5 

5 5 6 10 6 5 

5 5 7 8 7 5 

5 5 5 12 5 5 

5 5 6 10 6 5 

5 5 7 8 7 5 

6 11 14 14 14 11 

設定値 

6 12 13 14 13 12 

【注】 水平タップ数と垂直タップ数は同一にする必要があります。 
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35.3.18 VEU水平タップ係数レジスタ（VHTCR） 

VHTCRは、ローパスフィルタ適用の際の水平タップ係数を設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

HTPC3[3:0] HTPC2[3:0] HTPC1[3:0] HTPC0[3:0]

— — — — — — — — — HSHFT[2:0] HTPC4[3:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～23 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

22～20 HSHFT[2:0] 000 R/W 水平タップ演算後のシフト量指定 

水平方向の各タップの合計値を足した後、右にシフトする数を設定します。

設定は VVTCRの VSHFTビットの項を参照してください。 

表 35.15に VHTCR.HTPCの合計値に対応した値を示します。 

19～16 HTPC4[3:0] H'0 R/W 水平タップ係数 4設定 

5TAPのローパスフィルタを掛ける場合、2画素右の成分の寄与を設定しま

す。3TAPのローパスフィルタを掛ける場合は 0に設定してください。 

15～12 HTPC3[3:0] H'0 R/W 水平タップ係数 3設定 

ローパスフィルタを掛ける場合、1画素右の成分の寄与を設定します。 

11～8 HTPC2[3:0] H'0 R/W 水平タップ係数 2設定 

ローパスフィルタを掛ける場合、その位置の成分の寄与を設定します。 

7～4 HTPC1[3:0] H'0 R/W 水平タップ係数 1設定 

ローパスフィルタを掛ける場合、1画素左の成分の寄与を設定します。 

3～0 HTPC0[3:0] H'0 R/W 水平タップ係数 0設定 

5TAPのローパスフィルタを掛ける場合、2画素左の成分の寄与を設定しま

す。3TAPのローパスフィルタを掛ける場合は 0に設定してください。 

 

表 35.15 HTPC4～HTPC0の合計とシフト量（HSHFT）の設定 

ΣVHTCR.HTPC VHTCR.HSHFT 

4 2 

8 3 

16 4 

32 5 

64 6 
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以下に VHTCRの設定例を示します。HTPC4ビットと HTPC0ビットがともに H'0のときは、3TAPのローパス

フィルタなので、VFMCRの TPNビットに B'0を設定してください。また、それ以外は 5TAPのローパスフィル

タなので、TPNビットに B'1を設定してください。 
 

表 35.16 VHTCR設定例 

ビット名 HSHFTビット HTPC4ビット HTPC3ビット HTPC2ビット HTPC1ビット HTPC0ビット 

2 0 1 2 1 0 

3 0 1 6 1 0 

3 1 2 2 2 1 

3 1 1 4 1 1 

4 0 1 14 1 0 

4 0 3 10 3 0 

4 0 5 6 5 0 

4 1 1 12 1 1 

4 1 2 10 2 1 

4 1 3 8 3 1 

4 1 4 6 4 1 

4 2 3 6 3 2 

4 3 3 4 3 3 

5 0 9 14 9 0 

5 1 8 14 8 1 

5 1 9 12 9 1 

5 1 10 10 10 1 

5 2 7 14 7 2 

5 2 9 10 9 2 

5 3 6 14 6 3 

5 3 7 12 7 3 

5 3 8 10 8 3 

5 4 5 14 5 4 

5 4 7 10 7 4 

5 5 5 12 5 5 

5 5 6 10 6 5 

5 5 7 8 7 5 

5 5 5 12 5 5 

5 5 6 10 6 5 

5 5 7 8 7 5 

6 11 14 14 14 11 

設定値 

6 12 13 14 13 12 

【注】 水平タップ数と垂直タップ数は同一にする必要があります。 



 

35. ビデオエンジンユニット（VEU3F） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  35-47 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

35.3.19 VEU指定色レジスタ（VAPCR） 

VAPCRは、指定色指定レジスタです。 

VEUの処理画像の任意の画素が本レジスタで指定した指定色と等しい場合、VCCRで指定した変換色と置き換

えます。RGB出力の場合は、有効ビット以外の下位ビットは 0に設定してください。YCbCr出力モードでは、YCbCr 

4:4:4出力のみ対応しています。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

GAPC[7:0] BAPC[7:0]

— — — — — — — AP
CON RAPC[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～25 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

24 APCON 0 R/W 指定色置換 

0：VEUの処理画像をそのまま出力 

1：VEUの処理画像の指定色と等しい画素を変換色で置き換えて出力 

23～16 RAPC[7:0] H'00 R/W 指定色の R（Cb）成分を指定 

15～8 GAPC[7:0] H'00 R/W 指定色の G（Y）成分を指定 

7～0 BAPC[7:0] H'00 R/W 指定色の B（Cr）成分を指定 

 

入力画像 処理画像

：指定透過色
：指定変換色

フィルタ色変換
ディザ 透過色変換

出力画像

【記号説明】

 

図 35.23 VEU処理画像の指定色画素の変換色への置き換え 
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35.3.20 VEU変換色レジスタ（VECCR） 

VECCRは、変換色指定レジスタです。 

VEUの処理画像の任意の画素が VAPCRで指定した指定色と等しい場合、本レジスタで指定した変換色と置き

換えます。RGB出力の場合は、有効ビット以外の下位ビットは 0に設定してください。YCbCr出力モードでは、

YCbCr 4:4:4出力のみ対応しています。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

GCHGC[7:0] BCHGC[7:0]

— — — — — — — — RCHGC[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

23～16 RCHGC[7:0] H'00 R/W 変換色の R（Cb）成分を指定 

15～8 GCHGC[7:0] H'00 R/W 変換色の G（Y）成分を指定 

7～0 BCHGC[7:0] H'00 R/W 変換色の B（Cr）成分を指定 

 

35.3.21 VEUフィル色指定レジスタ（VFLCR） 

VFLCRは、フィル色指定レジスタです。 

VRSCR.FMD=1のとき、VEUの拡大縮小フィルタが生成した画素領域からクリップサイズレジスタにより指定

したクリップ領域までの間にフィルされる色を指定します。RGB出力の場合は、有効ビット以外の下位ビットは

0に設定してください。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

GFILC[7:0] BFILC[7:0]

— — — — — — — — RFILC[7:0]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

23～16 RFILC[7:0] H'00 R/W フィル色の R（Cb）成分を指定 

15～8 GFILC[7:0] H'00 R/W フィル色の G（Y）成分を指定 

7～0 BFILC[7:0] H'00 R/W フィル色の B（Cr）成分を指定 

 

35.3.22 VEUアドレス固定レジスタ（VAFXR） 

VAFXRは、VEUから出力するデータのアドレスを固定モード出力に設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — — VAFIX

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

0 VAFIX 0 R/W 出力アドレス固定モード 

本ビットが 1のときは、VEUの画像書き込み先アドレスを VDAYRに設定

した値に固定します。本ビットが 0のときは、出力アドレスはデータと

VEDWRに応じてインクリメントします。 

アドレス固定モードは、VEUの出力画像形式が RGBモードのときみ有効で

す。出力画像形式が YCbCrモードのときは、本ビットを 0に設定してくだ

さい。アドレス固定モードを使用する場合は、VFMCRのMED、LPHV、

ROTL、ROTRビットをすべて 0（メディアンフィルタ、ローパスフィルタ、

回転の禁止）、VRFCRを 0（等倍出力）、VDAYRおよび VRFSRの下位 3

ビットを 0（バースト転送以外を不可）に設定してください。 

0：出力アドレスをアドレス固定モードにしない 

1：出力アドレスをアドレス固定モードにする 
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35.3.23 VEUスワッピングレジスタ（VSWPR） 

VSWPRは、VEUのデータ入出力部で 64ビットデータ内の入れ替え（スワッピング）を設定するレジスタです。 

アドレスを 64ビットで区切った場合、 

• すべての入出力をロングワード単位で入れ替える場合 ：H'0000 0044 

• すべての入出力をワード単位で入れ替える場合 ：H'0000 0022 

• すべての入出力をバイト単位で入れ替える場合 ：H'0000 0011 

• すべての入出力をMSBからLSBにわたってバイト単位で入れ替える場合 ：H'0000 0077 

を設定します。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — VEOLS VEOWS VEOBS — VEILS VEIWS VEIBS

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

6 VEOLS 0 R/W 出力ロングワードスワップ設定 

出力ロングワードスワップは、VEUの出力部で、64ビットのデータに対し

MSB側 32ビットと LSB側 32ビットをロングワード単位で入れ替えます

（図 35.24）。 

0：出力ロングワードスワップをしない 

1：出力ロングワードスワップをする 

5 VEOWS 0 R/W 出力ワードスワップ設定 

出力ワードスワップは、VEUの出力部で、64ビットのデータに対しMSB

側 32ビット内と LSB側 32ビット内をワード単位で入れ替えます（図

35.25）。 

0：出力ワードスワップをしない 

1：出力ワードスワップをする 

4 VEOBS 0 R/W 出力バイトスワップ設定 

出力バイトスワップは、VEUの出力部で、64ビットのデータに対し各 16

ビット内において、バイト単位でデータを入れ替えます（図 35.26）。 

0：出力バイトスワップをしない 

1：出力バイトスワップをする 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

2 VEILS 0 R/W 入力ロングワードスワップ設定 

入力ロングワードスワップは、VEUの入力部で、64ビットのデータに対し

MSB側 32ビットと LSB側 32ビットをロングワード単位で入れ替えます

（図 35.24）。 

0：入力ロングワードスワップをしない 

1：入力ロングワードスワップをする 

1 VEIWS 0 R/W 入力ワードスワップ設定 

入力ワードスワップは、VEUの入力部で、64ビットのデータに対しMSB

側 32ビット内と LSB側 32ビット内において、ワード単位でデータを入れ

替えます（図 35.25）。 

0：入力ワードスワップをしない 

1：入力ワードスワップをする 

0 VEIBS 0 R/W 入力バイトスワップ設定 

入力バイトスワップは、VEUの入力部で、64ビットのデータに対し各 16

ビット内において、バイト単位でデータを入れ替えます（図 35.26）。 

0：入力バイトスワップをしない 

1：入力バイトスワップをする 

 

63 32 31 0

63 3231 0

 

図 35.24 ロングワードスワップ時のデータスワップ前後の関係 

 

63 48 47 32

63 4847 32

31 16 15 0

31 1615 0

 

図 35.25 ワードスワップ時のデータスワップ前後の関係 
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63 56 55 48

63 5655 48

47 40 39 32

47 4039 32

31 24 23 16

31 2423 16

15 8 7 0

15 87 0

 

図 35.26 バイトスワップ時のデータスワップ前後の関係 

 

35.3.24 VEUイベント割り込みイネーブルレジスタ（VEIER） 

VEIERは、VEVTRのフラグを割り込み信号として出力することを禁止／許可設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R/W R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — VB
ENDE — — — — — — — VE

ENDE

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

8 VBENDE 0 R/W VEVTR.VBENDの割り込み信号出力の禁止／許可を設定 

VEIER.VBENDE=1の場合は VEVTR.VBEND=1となった場合、割り込み信

号が出力されます。VEIER.VBENDE=0の場合は VEVTR.VBEND=1となっ

た場合でも、割り込み信号は出力されません。 

0：VEVTR.VBENDの割り込み信号出力を禁止 

1：VEVTR.VBENDの割り込み信号出力を許可 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

0 VEENDE 0 R/W VEVTR.VEENDの割り込み信号出力の禁止／許可を設定 

VEIER.VEENDE=1の場合は VEVTR.VEEND=1となった場合、割り込み信

号が出力されます。VEIER.VEENDE=0の場合は VEVTR.VEEND=1となっ

た場合でも、割り込み信号は出力されません。 

0：VEVTR.VEENDの割り込み信号出力を禁止 

1：VEVTR.VEENDの割り込み信号出力を許可 
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35.3.25 VEUイベントレジスタ（VEVTR） 

VEVTRは、VEU内部で割り込みが発生した場合に、その要因を表すレジスタです。VEVTRの各要因の割り込

み信号への出力許可／禁止は VEIERで設定します。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R/W R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — VB
END — — — — — — — VE

END

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

8 VBEND 0 R/W 本フラグは、VEUのバンドル読み出し（Nライン読み出し）モード時、VEUが

1回の読み出し処理（VBSSRに設定したライン数の読み出し）が終了したとき

に 1となります。本フラグが発生した場合は、VEUは読み出し再起動待ち状態

となりますので、割り込み要因のクリアを行った後にアドレスレジスタの切り

替えを行い、読み出し再起動（VESTR＝H'0000 0011）を行ってください。 

【読み出しの場合】 

0：バンドル読み出し処理時の読み出し処理状態または VBENDフラグクリア

後の状態 

1：バンドル読み出し処理時の再起動待ちを表すステータス 

【書き込みの場合】 

0：VBENDフラグの 0クリアを行う 

1：現在の値を保持 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

0 VEEND 0 R/W 本フラグは、VEUの処理がすべて終了したときに 1となります。本フラグは、

処理終了後 0クリアしなければ 0にはなりません。このため、次の VEUの起

動前に必ず本フラグに 0を書き込み、0クリアする必要があります。 

【読み出しの場合】 

0：VEUの処理が終了していない状態または VEENDフラグクリア後の状態 

1：VEUの処理が終了したことを表すステータス 

【書き込みの場合】 

0：VEENDフラグの 0クリアを行う 

1：現在の値を保持 
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35.3.26 VEUステータスレジスタ（VSTAR） 

VSTARは、VEU内部のステータスおよび内部信号の状態を表示するレジスタです。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — VB
PRC — — — VB

READ — — — — — — — VE
PRC

— — — — — — — INTL — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～25 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

24 INTL 0 R VEUの CPUへの割り込み信号のアサート状態を表示 

0：VEUの割り込み信号ポートに、割り込み信号がアサートされていない

ことを表す 

1：VEUの割り込み信号ポートに、割り込み信号がアサートされているこ

とを表す 

23～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

12 VBPRC 0 R VEUのバンドル読み出しモード動作状態。詳しくは表 35.17を参照してく

ださい。 

0：VEUがバンドル読み出し（Nライン読み出し）モードで動作を行って

いないことを表す 

1：VEUがバンドル読み出し（Nライン読み出し）モードで動作している

ことを表す 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

8 VBREAD 0 R 詳しくは表 35.17を参照してください。 

0：バンドル読み出し（Nライン読み出し）モードで動作中に VEUが再

起動待ちであることを示す 

1：バンドル読み出し（Nライン読み出し）モードで動作中に VEUが読

み出し処理中であることを示す 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

0 VEPRC 0 R VESTRの VEビットと同じ値を示します。詳しくは表 35.17を参照してく

ださい。 

0：VEUがレディー（停止状態）であることを表す 

1：VEUがビジー（動作状態）であることを表す 
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VEUでの動作は、通常動作モードおよびバンドル読み出しモードの 2つがあります。通常動作モードでは起動

から処理終了までレジスタ書き換えはありません。バンドル読み出しモードでは動作中に 2つの状態として、読

み出し処理状態およびソフトによる再起動待ち状態があります。各状態と VSTARを読み出したときの値は表

35.17のようになります。また、通常動作モードにおける VSTARの状態遷移を図 35.27、バンドル読み出しモー

ドにおける VSTARの状態遷移を図 35.28に示します。 
 

表 35.17 各状態で VSTARを読み出したときのレジスタ値 

動作モード VBPRCビット VBREADビット VEPRCビット 

停止中 0 0 0 通常動作 

動作中 0 0 1 

停止中 0 0 0 

読み出し処理中 1 1 1 

Nライン読み出しモード 

再起動待ち 1 0 1 

 

CLK
VESTR = 
H'0000 0001

VSTAR.VBPRC

VSTAR.VBREAD

VSTAR.VEPRC

VEVTR.VEEND

VEU起動

動作中

 

図 35.27 通常動作モードにおける VSTARの状態遷移 

読み出し処理状態 読み出し処理状態

再起動待ち状態 再起動待ち状態

読み出し処理状態

CLK
VESTR = 
H'0000 0011

VSTAR.VBPRC

VSTAR.VBREAD

VSTAR.VEPRC

VEVTR.VBEND

VEVTR.VEEND

VEU起動 VEU再起動 VEU再起動

動作中

 

図 35.28 バンドル読み出しモードにおける VSTARの状態遷移 
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35.3.27 VEUモジュールリセットレジスタ（VBSRR） 

VBSRRは、VEUに対してモジュールリセットを行うレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 

動作中にモジュールリセットを行った場合、CPUバスとハンドシェイクしている論理回路等に強制リセットが

適用されるため、動作破綻が VEU外部に及ぶ可能性がありあります。CPUバスとのハンドシェイクを正常に行っ

て終了させる場合は、「35.3.1 VEU起動レジスタ（VESTR）」を参照してください。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R W R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — ALL
RST — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

8 ALLRST 0 W モジュールリセット 

ALLRSTビットに 1を書き込むと、VEUの内部のすべての制御信号に対し

てリセットが適用されます。 

0：設定禁止 

1：VEU内部のリセットを行う 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

 

35.3.28 VEUリサイズ通過帯域設定レジスタ（VRPBR） 

VRPBRレジスタは、拡大縮小時の信号通過帯域を設定します。VRFCR、VRFSRレジスタと合わせて設定して

ください。本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

HBW[6:0]

— — — — — — — — —

— — — — — — — — —

VBW[6:0]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～23 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

22～16 VBW[6:0] H'00 R/W 拡大縮小時の縦方向の信号通過帯域を設定します。 

15～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

6～0 HBW[6:0] H'00 R/W 拡大縮小時の横方向の信号通過帯域を設定します。 

 

縦方向の拡大時（VRFCR.VMNTが 0の場合）は、VRPBR.VBWに 64を設定してください。 

縦方向の縮小時（VRFCR.VMNTが 0以外の場合）については、以下の式に従い VRPBR.VBWを設定してくだ

さい。 

VSPBR.VBW =
4096× VRFCR.VMNT＋VRFCR.VFRC

4096× VMANTpre
64× ( ) 

ただし、VMANTpreは 

4(8≦VRFCR.VMNT<16) 

2(4≦VRFCR.VMNT<8) 

1(1≦VRFCR.VMNT<4) 

となります。また、<A>は数値 Aの小数点以下を切り捨てる演算です。 
 

横方向の拡大時（VRFCR.HMNTが 0の場合）は、VRPBR.HBWに 64を設定してください。 

横方向の縮小時（VRFCR.HMNTが 0以外の場合）については、以下の式に従い VRPBR.HBWを設定してくだ

さい。 

VSPBR.HBW =
4096× VRFCR.HMNT＋VRFCR.HFRC

4096× HMANTpre
64× ( ) 

ただし、HMANTpreは 

4(8≦VRFCR.HMNT<16) 

2(4≦VRFCR.HMNT<8) 

1(1≦VRFCR.HMNT<4) 

となります。また、<A>は数値 Aの小数点以下を切り捨てる演算です。 
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35.4 使用上の注意事項 

（1） 動作中の制限事項 

VEUの動作中に、CSTP（クロックストップ）またはMSTP（モジュールストップ）を行わないでください。 
 

（2） 入力制限事項 

本文中の制限事項と本表の制限事項の間に相違があった場合は、本表の制限事項を優先します。 
 

表 35.18 入出力制限事項 

項目 パック 制限事項 

RGB565、 

4 byte/pixel 

• 入力開始アドレスはロングワード単位で指定する。 

• 原画像（メモリ）の横幅は、ソース画像 2画素に相当するバイト数で指定する。 

入力 

その他 • 入力開始アドレスはロングワード単位で指定する。ただし、スタッフィングの RGBパック入力時は、

phase0のパックから読み出しを開始するようアドレスを指定する。 

• 原画像（メモリ）の横幅は、ソース画像 4画素に相当するバイト数の単位で指定する。 

RGB565 

4 byte/pixel 

• 出力アドレスはロングワード単位で指定する。 

• 出力先画像（メモリ）の横幅は、デスティネーション画像 2画素に相当するバイト数で指定する。 

出力 

その他 • 出力アドレスはロングワード単位で指定する。 

• 出力先画像（メモリ）の横幅は、デスティネーション画像 4画素に相当するバイト数の単位で指定

する。 
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36. 汎用 I/Oポート（GPIO） 

36.1 概要 

GPIOブロックは、汎用入出力と割り込み入力のポートを 32チャネルサポートする機能ブロックです。GPIOブ

ロックが 6個搭載されます。（合計のポート数は最大 171チャネルで、そのうち 12チャネルは汎用入力と割り込

み入力専用です。ただしピンマルチプレクスされています。）汎用出力に関しては、レジスタへの書き込みによ

り汎用ポート端子へ信号が出力され、汎用入力に関しては、汎用ポート端子への入力により、レジスタに信号入

力の有無が表示されます。更に汎用ポート端子へ割り込み入力した場合は、レジスタに割り込み入力の有無が表

示されると共に、割り込み制御ブロックを経由して SH-4Aコアに割り込みを要求します。これらの機能はレジス

タへの設定により 32チャネルのポートごとに使用する機能を選択することが可能です。また、各ポートではそれ

ぞれ信号の正論理／負論理、エッジ／レベルを設定することも可能です。特に、0チャネル～3チャネルの 4つの

ポートでは入力ポートに設定時に外部からのチャタリングを防止するフィルタリング機能を使用することも可能

です。 
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36.1.1 GPIOブロック図 
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・
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・
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・
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・・・・・ ・

・・・・・ ・

・・・・・ ・

・・・・・ ・ ・・・・・ ・

・・・・・ ・

・

・

・
・

エッジ／レベル設定レジスタ

汎用出力レジスタ

正／負論理
設定レジスタ

正／負論理変換
および入出力
切り替え回路0 チャタリング

防止回路0

正／負論理変換
および入力出力
切り替え回路3 チャタリング

防止回路3

正／負論理変換
および入出力
切り替え回路4

正／負論理変換
および入出力
切り替え回路31

汎用入力レジスタ

GPIO-n-0（外部端子）

GPIO-n-3（外部端子）

GPIO-n-4（外部端子）

GPIO-n-15（外部端子）

GPIO-n-16（外部端子）

GPIO-n-31（外部端子）

EXT0_INT（to INTC2）

（割り込み制御ブロックへ）

汎用入／出力 
切り替えレジスタ

①

①

②

②

③

汎用入出力／割り込み
切り替えレジスタ

③

割り込みクリアレジスタ

HPB
インタフェース回路

HPB

 （各レジスタへ）

割り込み表示レジスタ

割り込みマスクレジスタ

割り込みマスククリアレジスタ

チャタリング防止ON/OFF設定レジスタ

EXT31_INT（to INTC2）
:

（n＝0～5）

 

図 36.1 GPIOブロック構成図 
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36.1.2 GPIOブロック端子一覧 

表 36.1に GPIOの端子構成を示します。 
 

表 36.1 GPIO端子構成 

信号名 端子名 入出力 説明 

入出力／割り込み入力兼用ポート GP-0-0～GP-5-31 入出力 汎用入出力、割り込み入力 

 

36.1.3 モード切り替え操作方法 

GPIOブロックの汎用入出力／割り込み入力兼用ピン（GPIO-n-0～GPIO-n-31）のモード切り替え操作は、いず

れも 32チャネル分、個別ビットで対応している 2種類のレジスタを用いて行います。まず、1つ目のレジスタで

ある「汎用入出力／割り込み切り替えレジスタ」に対して、各チャネルごとに汎用入出力として使用するのか、

あるいは割り込み入力として使用するのかを設定します。汎用入出力モードとして設定した場合は、2つ目のレジ

スタである「汎用入／出力切り替えレジスタ」の該当ビットの状態に従います。具体的には、「汎用入／出力切

り替えレジスタ」の該当ビットが汎用出力モード設定であれば、そのポート端子を出力方向に向けて、「汎用出

力レジスタ」の該当ビットの設定値が端子に出力されるルートを形成します。汎用入力モードとして設定した場

合は、そのポート端子を入力方向に向けると共に、受信した信号が「汎用入力レジスタ」に表示されるルートを

形成します。一方、割り込み入力モードとして使用するように該当ポートのビット設定を行った場合、GPIOブロ

ックは、そのポート端子を入力方向に向けると共に、受信した信号が「割り込み表示レジスタ」に表示されるル

ートを形成します。この場合、2つ目のレジスタである「汎用入／出力切り替えレジスタ」の設定値は意味を持ち

ません。 
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36.2 ポート端子の仕様 

汎用入出力／外部割り込み入力の兼用ポートとして 32チャネル分の 32本を用意します。各端子の機能を表 36.2

に示します。 

表 36.2 ポート端子の仕様（1/6） 

モジュール 番号 名 称 機 能 備 考 

1 GP-0-0 入出力／割り込み入力兼用ポート A0 

2 GP-0-1 入出力／割り込み入力兼用ポート A1 

3 GP-0-2 入出力／割り込み入力兼用ポート A2 

4 GP-0-3 入出力／割り込み入力兼用ポート A3 

5 GP-0-4 入出力／割り込み入力兼用ポート A4 

6 GP-0-5 入出力／割り込み入力兼用ポート A5 

7 GP-0-6 入出力／割り込み入力兼用ポート A6 

8 GP-0-7 入出力／割り込み入力兼用ポート A7 

9 GP-0-8 入出力／割り込み入力兼用ポート A8 

10 GP-0-9 入出力／割り込み入力兼用ポート A9 

11 GP-0-10 入出力／割り込み入力兼用ポート A10

12 GP-0-11 入出力／割り込み入力兼用ポート A11

13 GP-0-12 入出力／割り込み入力兼用ポート A12

14 GP-0-13 入出力／割り込み入力兼用ポート A13

15 GP-0-14 入出力／割り込み入力兼用ポート A14

16 GP-0-15 入出力／割り込み入力兼用ポート A15

17 GP-0-16 入出力／割り込み入力兼用ポート A16

18 GP-0-17 入出力／割り込み入力兼用ポート A17

19 GP-0-18 入出力／割り込み入力兼用ポート A18

20 GP-0-19 入出力／割り込み入力兼用ポート A19

21 GP-0-20 入出力／割り込み入力兼用ポート A20

22 GP-0-21 入出力／割り込み入力兼用ポート A21

23 GP-0-22 入出力／割り込み入力兼用ポート A22

24 GP-0-23 入出力／割り込み入力兼用ポート A23

25 GP-0-24 入出力／割り込み入力兼用ポート A24

26 GP-0-25 入出力／割り込み入力兼用ポート A25

27 GP-0-26 入出力／割り込み入力兼用ポート A26

28 GP-0-27 入出力／割り込み入力兼用ポート A27

29 GP-0-28 入出力／割り込み入力兼用ポート A28

30 GP-0-29 入出力／割り込み入力兼用ポート A29

31 GP-0-30 入出力／割り込み入力兼用ポート A30

GPIO－0 

 

対象レジスタ 

IOINTSEL0 

INOUTSEL0 

OUTDT0 

INDT0 

INTDT0 

INTCLR0 

INTMSK0 

MSKCLR0 

POSNEG0 

EDGLEVEL0 

FILONOFF0 

32 GP-0-31 入出力／割り込み入力兼用ポート A31

• 汎用入出力と割り込み入力の

モード切り替えは、各ポート

ごとに個別設定可。 

 

• 汎用入力モード時、入力の信

号極性は、各ポートごとに個

別設定可。 

 

• 汎用出力モード時、出力の信

号極性は、各ポートごとに個

別設定可。 

 

• 割り込み入力モード時、割り

込みの信号極性は、各ポート

ごとに個別設定可。 

 

• 割り込み入力モード時、割り

込み信号検出条件は、各ポー

トごとにエッジ／レベルの個

別設定可。 
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表 36.2 ポート端子の仕様（2/6） 

モジュール 番号 名 称 機 能 備 考 

33 GP-1-0 入出力／割り込み入力兼用ポート A0 

34 GP-1-1 入出力／割り込み入力兼用ポート A1 

35 GP-1-2 入出力／割り込み入力兼用ポート A2 

36 GP-1-3 入出力／割り込み入力兼用ポート A3 

37 GP-1-4 入出力／割り込み入力兼用ポート A4 

38 GP-1-5 入出力／割り込み入力兼用ポート A5 

39 GP-1-6 入出力／割り込み入力兼用ポート A6 

40 GP-1-7 入出力／割り込み入力兼用ポート A7 

41 GP-1-8 入出力／割り込み入力兼用ポート A8 

42 GP-1-9 入出力／割り込み入力兼用ポート A9 

43 GP-1-10 入出力／割り込み入力兼用ポート A10

44 GP-1-11 入出力／割り込み入力兼用ポート A11

45 GP-1-12 入出力／割り込み入力兼用ポート A12

46 GP-1-13 入出力／割り込み入力兼用ポート A13

47 GP-1-14 入出力／割り込み入力兼用ポート A14

48 GP-1-15 入出力／割り込み入力兼用ポート A15

49 GP-1-16 入出力／割り込み入力兼用ポート A16

50 GP-1-17 入出力／割り込み入力兼用ポート A17

51 GP-1-18 入出力／割り込み入力兼用ポート A18

52 GP-1-19 入出力／割り込み入力兼用ポート A19

53 GP-1-20 入出力／割り込み入力兼用ポート A20

54 GP-1-21 入出力／割り込み入力兼用ポート A21

55 GP-1-22 入出力／割り込み入力兼用ポート A22

56 GP-1-23 入出力／割り込み入力兼用ポート A23

57 GP-1-24 入出力／割り込み入力兼用ポート A24

58 GP-1-25 入出力／割り込み入力兼用ポート A25

59 GP-1-26 入出力／割り込み入力兼用ポート A26

60 GP-1-27 入出力／割り込み入力兼用ポート A27

61 GP-1-28 入出力／割り込み入力兼用ポート A28

62 GP-1-29 入出力／割り込み入力兼用ポート A29

63 GP-1-30 入出力／割り込み入力兼用ポート A30

GPIO－1 

 

対象レジスタ 

IOINTSEL1 

INOUTSEL1 

OUTDT1 

INDT1 

INTDT1 

INTCLR1 

INTMSK1 

MSKCLR1 

POSNEG1 

EDGLEVEL1 

FILONOFF1 

64 GP-1-31 入出力／割り込み入力兼用ポート A31

 

• 汎用入出力と割り込み入力の

モード切り替えは、各ポート

ごとに個別設定可。 

 

• 汎用入力モード時、入力の信

号極性は、各ポートごとに個

別設定可。 

 

• 汎用出力モード時、出力の信

号極性は 

• 各ポートごとに個別設定可。 

 

• 割り込み入力モード時、割り

込みの信号極性は、各ポート

ごとに個別設定可。 

 

• 割り込み入力モード時、割り

込み信号検出条件は、各ポー

トごとにエッジ／レベルの個

別設定可。 
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表 36.2 ポート端子の仕様（3/6） 

モジュール 番号 名 称 機 能 備 考 

65 GP-2-0 入出力／割り込み入力兼用ポート A0 

66 GP-2-1 入出力／割り込み入力兼用ポート A1 

67 GP-2-2 入出力／割り込み入力兼用ポート A2 

68 GP-2-3 入出力／割り込み入力兼用ポート A3 

69 GP-2-4 入出力／割り込み入力兼用ポート A4 

70 GP-2-5 入出力／割り込み入力兼用ポート A5 

71 GP-2-6 入出力／割り込み入力兼用ポート A6 

72 GP-2-7 入出力／割り込み入力兼用ポート A7 

73 GP-2-8 入出力／割り込み入力兼用ポート A8 

74 GP-2-9 入出力／割り込み入力兼用ポート A9 

75 GP-2-10 入出力／割り込み入力兼用ポート A10

76 GP-2-11 入出力／割り込み入力兼用ポート A11

77 GP-2-12 入出力／割り込み入力兼用ポート A12

78 GP-2-13 入出力／割り込み入力兼用ポート A13

79 GP-2-14 入出力／割り込み入力兼用ポート A14

80 GP-2-15 入出力／割り込み入力兼用ポート A15

81 GP-2-16 入出力／割り込み入力兼用ポート A16

82 GP-2-17 入出力／割り込み入力兼用ポート A17

83 GP-2-18 入出力／割り込み入力兼用ポート A18

84 GP-2-19 入出力／割り込み入力兼用ポート A19

85 GP-2-20 入出力／割り込み入力兼用ポート A20

86 GP-2-21 入出力／割り込み入力兼用ポート A21

87 GP-2-22 入出力／割り込み入力兼用ポート A22

88 GP-2-23 入出力／割り込み入力兼用ポート A23

89 GP-2-24 入出力／割り込み入力兼用ポート A24

90 GP-2-25 入出力／割り込み入力兼用ポート A25

91 GP-2-26 入出力／割り込み入力兼用ポート A26

92 GP-2-27 入出力／割り込み入力兼用ポート A27

93 GP-2-28 入出力／割り込み入力兼用ポート A28

94 GP-2-29 入出力／割り込み入力兼用ポート A29

95 GP-2-30 入出力／割り込み入力兼用ポート A30

GPIO－2 

 

対象レジスタ 

IOINTSEL2 

INOUTSEL2 

OUTDT2 

INDT2 

INTDT2 

INTCLR2 

INTMSK2 

MSKCLR2 

POSNEG2 

EDGLEVEL2 

FILONOFF2 

96 GP-2-31 入出力／割り込み入力兼用ポート A31

 

• 汎用入出力と割り込み入力の

モード切り替えは、各ポート

ごとに個別設定可。 

 

• 汎用入力モード時、入力の信

号極性は、各ポートごとに個

別設定可。 

 

• 汎用出力モード時、出力の信

号極性は、各ポートごとに個

別設定可。 

 

• 割り込み入力モード時、割り

込みの信号極性は、各ポート

ごとに個別設定可。 

 

• 割り込み入力モード時、割り

込み信号検出条件は、各ポー

トごとにエッジ／レベルの個

別設定可。 
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表 36.2 ポート端子の仕様（4/6） 

モジュール 番号 名 称 機 能 備 考 

97 GP-3-0 入出力／割り込み入力兼用ポート A0 

98 GP-3-1 入出力／割り込み入力兼用ポート A1 

99 GP-3-2 入出力／割り込み入力兼用ポート A2 

100 GP-3-3 入出力／割り込み入力兼用ポート A3 

101 GP-3-4 入出力／割り込み入力兼用ポート A4 

102 GP-3-5 入出力／割り込み入力兼用ポート A5 

103 GP-3-6 入出力／割り込み入力兼用ポート A6 

104 GP-3-7 入出力／割り込み入力兼用ポート A7 

105 GP-3-8 入出力／割り込み入力兼用ポート A8 

106 GP-3-9 入出力／割り込み入力兼用ポート A9 

107 GP-3-10 入出力／割り込み入力兼用ポート A10

108 GP-3-11 入出力／割り込み入力兼用ポート A11

109 GP-3-12 入出力／割り込み入力兼用ポート A12

110 GP-3-13 入出力／割り込み入力兼用ポート A13

111 GP-3-14 入出力／割り込み入力兼用ポート A14

112 GP-3-15 入出力／割り込み入力兼用ポート A15

113 GP-3-16 入出力／割り込み入力兼用ポート A16

114 GP-3-17 入出力／割り込み入力兼用ポート A17

115 GP-3-18 入出力／割り込み入力兼用ポート A18

116 GP-3-19 入出力／割り込み入力兼用ポート A19

117 GP-3-20 入出力／割り込み入力兼用ポート A20

118 GP-3-21 入出力／割り込み入力兼用ポート A21

119 GP-3-22 入出力／割り込み入力兼用ポート A22

120 GP-3-23 入出力／割り込み入力兼用ポート A23

121 GP-3-24 入出力／割り込み入力兼用ポート A24

122 GP-3-25 入出力／割り込み入力兼用ポート A25

123 GP-3-26 入出力／割り込み入力兼用ポート A26

124 GP-3-27 入出力／割り込み入力兼用ポート A27

125 GP-3-28 入出力／割り込み入力兼用ポート A28

126 GP-3-29 入出力／割り込み入力兼用ポート A29

127 GP-3-30 入出力／割り込み入力兼用ポート A30

GPIO－3 

 

対象レジスタ 

IOINTSEL3 

INOUTSEL3 

OUTDT3 

INDT3 

INTDT3 

INTCLR3 

INTMSK3 

MSKCLR3 

POSNEG3 

EDGLEVEL3 

FILONOFF3 

128 GP-3-31 入出力／割り込み入力兼用ポート A31

 

• 汎用入出力と割り込み入力の

モード切り替えは、各ポート

ごとに個別設定可。 

 

• 汎用入力モード時、入力の信

号極性は、各ポートごとに個

別設定可。 

 

• 汎用出力モード時、出力の信

号極性は、各ポートごとに個

別設定可。 

 

• 割り込み入力モード時、割り

込みの信号極性は、各ポート

ごとに個別設定可。 

 

• 割り込み入力モード時、割り

込み信号検出条件は、各ポー

トごとにエッジ／レベルの個

別設定可。 
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表 36.2 ポート端子の仕様（5/6） 

モジュール 番号 名 称 機 能 備 考 

129 GP-4-0 入出力／割り込み入力兼用ポート A0 

130 GP-4-1 入出力／割り込み入力兼用ポート A1 

131 GP-4-2 入出力／割り込み入力兼用ポート A2 

132 GP-4-3 入出力／割り込み入力兼用ポート A3 

133 GP-4-4 入出力／割り込み入力兼用ポート A4 

134 GP-4-5 入出力／割り込み入力兼用ポート A5 

135 GP-4-6 入出力／割り込み入力兼用ポート A6 

136 GP-4-7 入出力／割り込み入力兼用ポート A7 

137 GP-4-8 入出力／割り込み入力兼用ポート A8 

138 GP-4-9 入出力／割り込み入力兼用ポート A9 

139 GP-4-10 入出力／割り込み入力兼用ポート A10

140 GP-4-11 入出力／割り込み入力兼用ポート A11

141 GP-4-12 入出力／割り込み入力兼用ポート A12

142 GP-4-13 入出力／割り込み入力兼用ポート A13

143 GP-4-14 入出力／割り込み入力兼用ポート A14

144 GP-4-15 入出力／割り込み入力兼用ポート A15

145 GP-4-16 入出力／割り込み入力兼用ポート A16

146 GP-4-17 入出力／割り込み入力兼用ポート A17

147 GP-4-18 入出力／割り込み入力兼用ポート A18

148 GP-4-19 入出力／割り込み入力兼用ポート A19

149 GP-4-20 入出力／割り込み入力兼用ポート A20

150 GP-4-21 入出力／割り込み入力兼用ポート A21

151 GP-4-22 入力／割り込み入力兼用ポート A22 

152 GP-4-23 入力／割り込み入力兼用ポート A23 

153 GP-4-24 入力／割り込み入力兼用ポート A24 

154 GP-4-25 入力／割り込み入力兼用ポート A25 

155 GP-4-26 入出力／割り込み入力兼用ポート A26

156 GP-4-27 入出力／割り込み入力兼用ポート A27

157 GP-4-28 入出力／割り込み入力兼用ポート A28

158 GP-4-29 入出力／割り込み入力兼用ポート A29

159 GP-4-30 入出力／割り込み入力兼用ポート A30

GPIO－4 

 

対象レジスタ 

IOINTSEL4 

INOUTSEL4 

OUTDT4 

INDT4 

INTDT4 

INTCLR4 

INTMSK4 

MSKCLR4 

POSNEG4 

EDGLEVEL4 

FILONOFF4 

160 GP-4-31 入出力／割り込み入力兼用ポート A31

 

• 汎用入出力と割り込み入力の

モード切り替えは、各ポート

ごとに個別設定可。 

 
• 汎用入力モード時、入力の信

号極性は、各ポートごとに個

別設定可。 

 
• 汎用出力モード時、出力の信

号極性は、各ポートごとに個

別設定可。 

 
• 割り込み入力モード時、割り

込みの信号極性は、各ポート

ごとに個別設定可。 

 
• 割り込み入力モード時、割り

込み信号検出条件は、各ポー

トごとにエッジ／レベルの個

別設定可。 
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表 36.2 ポート端子の仕様（6/6） 

モジュール 番号 名 称 機 能 備 考 

161 GP-5-0 入出力／割り込み入力兼用ポート A0 

162 － － 

163 GP-5-2 入力／割り込み入力兼用ポート A2 

164 GP-5-3 入力／割り込み入力兼用ポート A3 

165 GP-5-4 入力／割り込み入力兼用ポート A4 

166 GP-5-5 入力／割り込み入力兼用ポート A5 

167 GP-5-6 入力／割り込み入力兼用ポート A6 

168 GP-5-7 入力／割り込み入力兼用ポート A7 

169 GP-5-8 入力／割り込み入力兼用ポート A8 

170 GP-5-9 入力／割り込み入力兼用ポート A9 

171 GP-5-10 入出力／割り込み入力兼用ポート A10

172 GP-5-11 入出力／割り込み入力兼用ポート A11

173 － － 

174 － － 

175 － － 

176 － － 

177 － － 

178 － － 

179 － － 

180 － － 

181 － － 

182 － － 

183 － － 

184 － － 

185 － － 

186 － － 

187 － － 

188 － － 

189 － － 

190 － － 

191 － － 

GPIO－5 

 

対象レジスタ 

IOINTSEL5 

INOUTSEL5 

OUTDT5 

INDT5 

INTDT5 

INTCLR5 

INTMSK5 

MSKCLR5 

POSNEG5 

EDGLEVEL5 

FILONOFF5 

192 － － 

 

• 汎用入出力と割り込み入力の

モード切り替えは、各ポート

ごとに個別設定可。 

 
• 汎用入力モード時、入力の信

号極性は、各ポートごとに個

別設定可。 

 
• 汎用出力モード時、出力の信

号極性は、各ポートごとに個

別設定可。 

 
• 割り込み入力モード時、割り

込みの信号極性は、各ポート

ごとに個別設定可。 

 
• 割り込み入力モード時、割り

込み信号検出条件は、各ポー

トごとにエッジ／レベルの個

別設定可。 
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36.3 各モードの動作 

36.3.1 汎用入出力モード 

任意のポートに対して、対応する「汎用入出力／割り込み切り替えレジスタ」の該当ビットを汎用入出力モー

ドに設定した場合、本ポートは汎用入出力モードとして動作します。更に汎用入出力モード時における入力モー

ドと出力モードとの切り替えは、「汎用入／出力切り替えレジスタ」の該当ビットの設定により行います。汎用

出力モードとして設定されたポートは、「汎用出力レジスタ」の該当ビットの値がポート端子に反映されます。

ただし、このときの出力信号極性としては、「正／負論理設定レジスタ」の該当ビットの設定により決定します。

出力信号を停止させる場合は、「汎用出力レジスタ」の該当ビットをクリアしてください。また、汎用入力モー

ドとして設定されたポートに関しても「正／負論理設定レジスタ」の該当ビットの設定により入力信号極性が決

定され、これを元にアクティブな極性の入力信号を受信した場合に、「汎用入力レジスタ」に受信したことが表

示されます。「汎用入力レジスタ」は、FFによる入力信号保持は行いません。 
 

36.3.2 割り込み入力モード 

任意のポートに対して、対応する「汎用入出力／割り込み切り替えレジスタ」の該当ビットを割り込み入力モ

ードに設定した場合、本ポートは割り込み入力モードとして動作し、外部からの割り込みに対して「割り込み表

示レジスタ」の該当ビットに割り込みを表示して、割り込み制御ブロックに割り込み信号を出力します。割り込

み入力モードでは、外部からの入力信号に対して、信号極性や、エッジまたはレベルの受信条件をポートごとに

設定できます。それぞれ「正／負論理設定レジスタ」と「エッジ／レベル設定レジスタ」の該当ビットを設定く

ださい。 

「エッジ／レベル設定レジスタ」をエッジ設定とした場合、「割り込み表示レジスタ」の該当ビットは、外部

からの入力がパルスであっても、この入力を FFで保持し、割り込み制御ブロックへの割り込み信号出力はレベル

で行います。この割り込み信号の出力は、「割り込み表示レジスタ」における割り込み表示中の全ビットに対し、

「割り込みクリアレジスタ」の該当ビットをすべてクリア設定することにより停止します。ただし、「エッジ／

レベル設定レジスタ」をレベル設定として、外部からの入力信号もレベルの場合、「割り込み表示レジスタ」の

該当ビットは、FFで保持しない構成となります。 

「割り込み表示レジスタ」に表示された割り込みは、「割り込みマスクレジスタ」でビット対応に個別でマス

クが可能です。割り込み表示が点火しているすべてのビットがマスク設定されている時、割り込み制御ブロック

へ出力する割り込み信号は出力されません。なお、マスクの解除は、「割り込みマスククリアレジスタ」への該

当ビットライトで解除できます。 
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36.4 GPIOブロック内部レジスタ 

全部で 11本のレジスタからなる GPIOブロック内部のレジスタは、それぞれが 32ビットの構成を採っていま

す。また、これらのレジスタは、HPBインタフェースからのアクセスが可能です。以下に各レジスタの機能を説

明します。 
 

• GPIO－0 

アドレス レジスタ名 略称 

H'FFC40000 GPIO－0 汎用入出力／割り込み切り替えレジスタ IOINTSEL0 

H'FFC40004  GPIO－0 汎用入／出力切り替えレジスタ INOUTSEL0 

H'FFC40008 GPIO－0 汎用出力レジスタ OUTDT0 

H'FFC4000C GPIO－0 汎用入力レジスタ INDT0 

H'FFC40010 GPIO－0 割り込み表示レジスタ INTDT0 

H'FFC40014 GPIO－0 割り込みクリアレジスタ INTCLR0 

H'FFC40018 GPIO－0 割り込みマスクレジスタ INTMSK0 

H'FFC4001C GPIO－0 割り込みマスククリアレジスタ MSKCLR0 

H'FFC40020 GPIO－0 正／負論理設定レジスタ POSNEG0 

H'FFC40024 GPIO－0 エッジ／レベル設定レジスタ EDGLEVEL0 

H'FFC40028 GPIO－0 チャタリング防止 ON/OFF設定レジスタ FILONOFF0 

 

• GPIO－1 
アドレス レジスタ名 略称 

H'FFC41000 GPIO－1 汎用入出力／割り込み切り替えレジスタ IOINTSEL1 

H'FFC41004 GPIO－1 汎用入／出力切り替えレジスタ INOUTSEL1 

H'FFC41008 GPIO－1 汎用出力レジスタ OUTDT1 

H'FFC4100C GPIO－1 汎用入力レジスタ INDT1 

H'FFC41010 GPIO－1 割り込み表示レジスタ INTDT1 

H'FFC41014 GPIO－1 割り込みクリアレジスタ INTCLR1 

H'FFC41018 GPIO－1 割り込みマスクレジスタ INTMSK1 

H'FFC4101C GPIO－1 割り込みマスククリアレジスタ MSKCLR1 

H'FFC41020 GPIO－1 正／負論理設定レジスタ POSNEG1 

H'FFC41024 GPIO－1 エッジ／レベル設定レジスタ EDGLEVEL1 

H'FFC41028 GPIO－1 チャタリング防止 ON/OFF設定レジスタ FILONOFF1 
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• GPIO－2 

アドレス レジスタ名 略称 

H'FFC42000 GPIO－2 汎用入出力／割り込み切り替えレジスタ IOINTSEL2 

H'FFC42004 GPIO－2 汎用入／出力切り替えレジスタ INOUTSEL2 

H'FFC42008 GPIO－2 汎用出力レジスタ OUTDT2 

H'FFC4200C GPIO－2 汎用入力レジスタ INDT2 

H'FFC42010 GPIO－2 割り込み表示レジスタ INTDT2 

H'FFC42014 GPIO－2 割り込みクリアレジスタ INTCLR2 

H'FFC42018 GPIO－2 割り込みマスクレジスタ INTMSK2 

H'FFC4201C GPIO－2 割り込みマスククリアレジスタ MSKCLR2 

H'FFC42020 GPIO－2 正／負論理設定レジスタ POSNEG2 

H'FFC42024 GPIO－2 エッジ／レベル設定レジスタ EDGLEVEL2 

H'FFC42028 GPIO－2 チャタリング防止 ON/OFF設定レジスタ FILONOFF2 

 

• GPIO－3 

アドレス レジスタ名 略称 

H'FFC43000 GPIO－3 汎用入出力／割り込み切り替えレジスタ IOINTSEL3 

H'FFC43004 GPIO－3 汎用入／出力切り替えレジスタ INOUTSEL3 

H'FFC43008 GPIO－3 汎用出力レジスタ OUTDT3 

H'FFC4300C GPIO－3 汎用入力レジスタ INDT3 

H'FFC43010 GPIO－3 割り込み表示レジスタ INTDT3 

H'FFC43014 GPIO－3 割り込みクリアレジスタ INTCLR3 

H'FFC43018 GPIO－3 割り込みマスクレジスタ INTMSK3 

H'FFC4301C GPIO－3 割り込みマスククリアレジスタ MSKCLR3 

H'FFC43020 GPIO－3 正／負論理設定レジスタ POSNEG3 

H'FFC43024 GPIO－3 エッジ／レベル設定レジスタ EDGLEVEL3 

H'FFC43028 GPIO－3 チャタリング防止 ON/OFF設定レジスタ FILONOFF3 
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• GPIO－4 

アドレス レジスタ名 略称 

H'FFC44000 GPIO－4 汎用入出力／割り込み切り替えレジスタ IOINTSEL4 

H'FFC44004 GPIO－4 汎用入／出力切り替えレジスタ INOUTSEL4 

H'FFC44008 GPIO－4 汎用出力レジスタ OUTDT4 

H'FFC4400C GPIO－4 汎用入力レジスタ INDT4 

H'FFC44010 GPIO－4 割り込み表示レジスタ INTDT4 

H'FFC44014 GPIO－4 割り込みクリアレジスタ INTCLR4 

H'FFC44018 GPIO－4 割り込みマスクレジスタ INTMSK4 

H'FFC4401C GPIO－4 割り込みマスククリアレジスタ MSKCLR4 

H'FFC44020 GPIO－4 正／負論理設定レジスタ POSNEG4 

H'FFC44024 GPIO－4 エッジ／レベル設定レジスタ EDGLEVEL4 

H'FFC44028 GPIO－4 チャタリング防止 ON/OFF設定レジスタ FILONOFF4 

 

• GPIO－5 

アドレス レジスタ名 略称 

H'FFC45000 GPIO－5 汎用入出力／割り込み切り替えレジスタ IOINTSEL5 

H'FFC45004 GPIO－5 汎用入／出力切り替えレジスタ INOUTSEL5 

H'FFC45008 GPIO－5 汎用出力レジスタ OUTDT5 

H'FFC4500C GPIO－5 汎用入力レジスタ INDT5 

H'FFC45010 GPIO－5 割り込み表示レジスタ INTDT5 

H'FFC45014 GPIO－5 割り込みクリアレジスタ INTCLR5 

H'FFC45018 GPIO－5 割り込みマスクレジスタ INTMSK5 

H'FFC4501C GPIO－5 割り込みマスククリアレジスタ MSKCLR5 

H'FFC45020 GPIO－5 正／負論理設定レジスタ POSNEG5 

H'FFC45024 GPIO－5 エッジ／レベル設定レジスタ EDGLEVEL5 

H'FFC45028 GPIO－5 チャタリング防止 ON/OFF設定レジスタ FILONOFF5 

【注】 上記 GPIO-0～5記載のアドレス以外への書き込みは行わないでください。 

書き込みを行った場合、動作は保証されません。読み出すと不定値が読み出されます。 
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• GPIO－0 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

IOINTSEL0 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INOUTSEL0 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

OUTDT0 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INDT0 ポート端子の

状態 

保持 保持 保持 － 初期化 

INTDT0 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INTCLR0 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INTMSK0 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

MSKCLR0 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

POSNEG0 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

EDGLEVEL0 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

FILONOFF0 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

 

• GPIO－1 各処理状態におけるレジスタの状態 
略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

IOINTSEL1 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INOUTSEL1 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

OUTDT1 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INDT1 ポート端子の

状態 

保持 保持 保持 － 初期化 

INTDT1 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INTCLR1 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INTMSK1 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

MSKCLR1 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

POSNEG1 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

EDGLEVEL1 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

FILONOFF1 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 
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• GPIO－2 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

IOINTSEL2 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INOUTSEL2 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

OUTDT2 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INDT2 ポート端子の

状態 

保持 保持 保持 － 初期化 

INTDT2 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INTCLR2 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INTMSK2 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

MSKCLR2 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

POSNEG2 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

EDGLEVEL2 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

FILONOFF2 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

 

• GPIO－3 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

IOINTSEL3 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INOUTSEL3 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

OUTDT3 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INDT3 ポート端子の

状態 

保持 保持 保持 － 初期化 

INTDT3 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INTCLR3 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INTMSK3 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

MSKCLR3 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

POSNEG3 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

EDGLEVEL3 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

FILONOFF3 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 
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• GPIO－4 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

IOINTSEL4 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INOUTSEL4 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

OUTDT4 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INDT4 ポート端子の

状態 

保持 保持 保持 － 初期化 

INTDT4 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INTCLR4 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INTMSK4 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

MSKCLR4 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

POSNEG4 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

EDGLEVEL4 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

FILONOFF4 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

 

• GPIO－5 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

IOINTSEL5 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INOUTSEL5 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

OUTDT5 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INDT5 ポート端子の

状態 

保持 保持 保持 － 初期化 

INTDT5 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INTCLR5 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

INTMSK5 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

MSKCLR5 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

POSNEG5 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

EDGLEVEL5 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

FILONOFF5 H'00000000 保持 保持 保持 － 初期化 

【注】 初期化：パワーオンリセット項記載の値となります。 
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36.4.1 GPIO－n 汎用入出力／割り込み切り替えレジスタ（IOINTSEL0-5） 

本レジスタは、GPIOモジュールの全 32チャネルの各ポートを汎用入出力モードで使用するか、あるいは割り

込み入力モードで使用するかをポート単位に設定します。汎用入出力モード設定をしたポートに関しては、更に

「汎用入／出力切り替えレジスタ」の該当ビットを汎用入力モードで使用するか、汎用出力モードで使用するか

を設定する必要があります。一方、割り込み入力モードを設定した場合は、「汎用入／出力切り替えレジスタ」

の設定は無視されます。 

［ハードデフォルト値：00000000(H)＝全ポート汎用入出力モード］ 

略称：IOINTSEL 初期値：00000000(H) 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

IOINT
SEL30

IOINT
SEL31

IOINT
SEL29

IOINT
SEL28

IOINT
SEL27

IOINT
SEL26

IOINT
SEL25

IOINT
SEL24

IOINT
SEL23

IOINT
SEL22

IOINT
SEL21

IOINT
SEL20

IOINT
SEL19

IOINT
SEL18

IOINT
SEL17

IOINT
SEL16

IOINT
SEL14

IOINT
SEL15

IOINT
SEL13

IOINT
SEL12

IOINT
SEL11

IOINT
SEL10

IOINT
SEL9

IOINT
SEL8

IOINT
SEL7

IOINT
SEL6

IOINT
SEL5

IOINT
SEL4

IOINT
SEL3

IOINT
SEL2

IOINT
SEL1

IOINT
SEL0

 
 

ビット ビット名 説明 数値の意味 

31～0 IOINTSEL 

[31:0] 

各ポートを汎用入出力モードで使用するか 

割り込み入力モードで使用するかを選択する 

0：汎用入出力モード 

1：割り込み入力モード 

【注】 未使用ビットは初期値の状態にしてください。 
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36.4.2 GPIO－n 汎用入／出力切り替えレジスタ（INOUTSEL0-5） 

本レジスタは、「汎用入出力／割り込み切り替えレジスタ」において、汎用入出力モードが設定されたポート

にのみ、意味を持つレジスタです。具体的には、この場合において、ポート番号に対応する本レジスタの該当ビ

ットの設定により、汎用入力モードか汎用出力モードかが設定できます。本レジスタは汎用入出力／割り込み切

り替えレジスタが 0の時のみライトできます。なお、汎用出力モードから割り込み入力モードに切り替えた時、

設定は保持されていますがリードした場合は割り込み入力モードでガイドされ０が読み出されます。 

［ハードデフォルト値：00000000(H)＝全ポート汎用入力モード］ 

略称：INOUTSEL 初期値：00000000(H) 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

INOUT
SEL30

INOUT
SEL31

INOUT
SEL29

INOUT
SEL28

INOUT
SEL27

INOUT
SEL26

INOUT
SEL25

INOUT
SEL24

INOUT
SEL23

INOUT
SEL22

INOUT
SEL21

INOUT
SEL20

INOUT
SEL19

INOUT
SEL18

INOUT
SEL17

INOUT
SEL16

INOUT
SEL14

INOUT
SEL15

INOUT
SEL13

INOUT
SEL12

INOUT
SEL11

INOUT
SEL10

INOUT
SEL9

INOUT
SEL8

INOUT
SEL7

INOUT
SEL6

INOUT
SEL5

INOUT
SEL4

INOUT
SEL3

INOUT
SEL2

INOUT
SEL1

INOUT
SEL0

 
 

ビット ビット名 説明 数値の意味 

31～0 INOUTSEL 

[31:0] 

ポート番号に対応する該当ビットで汎用入力モードか 

汎用出力モードかを選択する 

0：汎用入力モード 

1：汎用出力モード 

【注】 未使用ビットは初期値の状態にしてください。 
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36.4.3 GPIO－n 汎用出力レジスタ（OUTDT0-5） 

本レジスタは、「汎用入出力／割り込み切り替えレジスタ」において、汎用入出力モードが設定され、更に「汎

用入／出力切り替えレジスタ」において汎用出力モードが設定されたポートにのみ意味を持つレジスタです。具

体的には、ポート番号に対応する本レジスタの該当ビットの値が、「正／負論理設定レジスタ」に従い、正転／

反転され該当ポート端子から信号が出力されます。なお、出力信号の極性設定は、予め「正／負論理設定レジス

タ」の該当ビットの設定を行ってください。 

［ハードデフォルト値：00000000(H)＝全ポート 0出力信号状態］ 

略称：OUTDT 初期値：00000000(H) 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

OUT
DT30

OUT
DT31

OUT
DT29

OUT
DT28

OUT
DT27

OUT
DT26

OUT
DT25

OUT
DT24

OUT
DT23

OUT
DT22

OUT
DT21

OUT
DT20

OUT
DT19

OUT
DT18

OUT
DT17

OUT
DT16

OUT
DT14

OUT
DT15

OUT
DT13

OUT
DT12

OUT
DT11

OUT
DT10

OUT
DT9

OUT
DT8

OUT
DT7

OUT
DT6

OUT
DT5

OUT
DT4

OUT
DT3

OUT
DT2

OUT
DT1

OUT
DT0

 
 

ビット ビット名 説明 数値の意味 

31～0 OUTDT 

[31:0] 

36.4.1,4.2設定によるポート番号に対応する該当ビットの値を出力 0：0出力 

1：1出力 

【注】 GPIO端子からの出力信号は、本レジスタでの設定値がそのまま出力されるのではなく、さらに「正／負論理設定レジス

タ」の設定が反映されて出力されます。 

未使用ビットは初期値の状態にしてください。 
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36.4.4 GPIO－n 汎用入力レジスタ（INDT0-5） 

本レジスタは、「汎用入出力／割り込み切り替えレジスタ」において、汎用入出力モードを設定し、かつ「汎

用入／出力切り替えレジスタ」において汎用入力モードが設定されたポートのみ意味を持つレジスタです。ポー

トに対応する該当ビットに信号の受信が表示され、常に LSIの端子状態が本レジスタの該当ビットに表示されま

す。 

ただし該当ビットの正／負論理設定レジスタのビットが'1'に設定されている場合は反転された値が表示されま

す。 
 

［ハードデフォルト値：ポート端子の信号入力状態］ 

略称：INDT 初期値：ポート端子の信号入力状態 
 

161718192021222324252627282931 30

RRRRRRRRRRRRRRR R
*************** *

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

RRRRRRRRRRRRRRR R
*************** *

ビット:

初期値:

R/W:

INDT
30

INDT
31

INDT
29

INDT
28

INDT
27

INDT
26

INDT
25

INDT
24

INDT
23

INDT
22

INDT
21

INDT
20

INDT
19

INDT
18

INDT
17

INDT
16

INDT
14

INDT
15

INDT
13

INDT
12

INDT
11

INDT
10

INDT
9

INDT
8

INDT
7

INDT
6

INDT
5

INDT
4

INDT
3

INDT
2

INDT
1

INDT
0

 
【注】 *：ポート端子の信号入力状態 

 

ビット ビット名 説明 数値の意味 

31～0 INDT 

[31:0] 

ポート番号に対応する該当ビットに信号の受信が表示される 0：信号受信なし状態 

1：信号受信中状態 

【注】 未使用ビットは初期値の状態にしてください。 
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36.4.5 GPIO－n 割り込み表示レジスタ（INTDT0-5） 

本レジスタは、「汎用入出力／割り込み切り替えレジスタ」において、割り込み入力モードが設定されている

場合にのみ意味を持つレジスタです。具体的には、この場合において、ポート端子から割り込み入力があると、

本レジスタのポートに対応する該当ビットに割り込み入力が表示されます。割り込み入力モードでは、外部から

の入力信号に対して、信号極性や、エッジまたはレベルの受信条件をポートごとに設定できます。それぞれ「正

／負論理設定レジスタ」と「エッジ／レベル設定レジスタ」の該当ビットを事前に設定してください。 

「エッジ／レベル設定レジスタ」をエッジ設定とした場合、本レジスタの該当ビットは、外部からの入力がパ

ルスであっても、この入力を FFで保持し、割り込み制御ブロックへの割り込み信号出力はレベルで行います。こ

の割り込み信号の出力は、本レジスタにおける割り込み表示中の全ビットに対し、「割り込みクリアレジスタ」

の該当ビットをすべてクリア設定することにより停止します。ただし、「エッジ／レベル設定レジスタ」をレベ

ル設定として、外部からの入力信号もレベルの場合、本レジスタの該当ビットは、FFで保持しない構成となりま

す。したがって、外部からの入力信号が停止すれば、本レジスタの該当ビットも自動的にクリアされます。本レ

ジスタのすべてのビットの表示が消えた場合、GPIOブロックが出力している割り込み信号は停止します。 

［ハードデフォルト値：00000000(H)＝全ポート割り込み信号出力なし状態］ 

略称：INTDT 初期値：00000000(H) 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

INTDT
30

INTDT
31

INTDT
29

INTDT
28

INTDT
27

INTDT
26

INTDT
25

INTDT
24

INTDT
23

INTDT
22

INTDT
21

INTDT
20

INTDT
19

INTDT
18

INTDT
17

INTDT
16

INTDT
14

INTDT
15

INTDT
13

INTDT
12

INTDT
11

INTDT
10

INTDT
9

INTDT
8

INTDT
7

INTDT
6

INTDT
5

INTDT
4

INTDT
3

INTDT
2

INTDT
1

INTDT
0

 
 

ビット ビット名 説明 数値の意味 

31～0 INTDT 

[31:0] 

ポート番号に対応する該当ビットに割り込み入力が

表示される 

0：割り込み信号出力なし 

1：割り込み信号出力あり 

【注】 未使用ビットは初期値の状態にしてください。 

 

割り込み表示条件 

1. レベル設定時（EDGLEVEL=0） 

• 外部入力信号をモニタリングしています。（負論理設定時は外部信号の反転した値を出力します。） 

2. エッジ設定時（EDGLEVEL=1） 

• クリア条件は、正／負論理設定レジスタに関係なく割り込みクリアレジスタをクリア設定します。 

• セット条件は、正論理設定時（POSNEG=0）は外部入力の立ち上がりエッジを検出します。 

（負論理設定時は立ち下がりエッジを検出） 
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36.4.6 GPIO－n 割り込みクリアレジスタ（INTCLR0-5） 

本レジスタは、割り込み入力モードで、且つ、「エッジ／レベル設定レジスタ」をエッジに設定したポートか

らの割り込み入力を「割り込み表示レジスタ」が表示している場合、この表示をクリアする場合に用います。具

体的には、本レジスタのポート番号に対応した該当ビットに１をライトすることで、対応する「割り込み表示レ

ジスタ」の該当ビットがクリアされます。ただし、「エッジ／レベル設定レジスタ」をレベルに設定したポート

からの割り込みが「割り込み表示レジスタ」に表示されている場合、この表示を、本レジスタの該当ビットでク

リアしても「割り込み表示レジスタ」の該当ビットはクリアされません。本レジスタは、1ライトのみ有効でリー

ドしても常に０が読めます。 

［ハードデフォルト値：00000000(H)＝全ポート割り込みクリアなし状態］ 

略称：INTCLR 初期値：00000000(H) 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

INTC
LR30

INTC
LR31

INTC
LR29

INTC
LR28

INTC
LR27

INTC
LR26

INTC
LR25

INTC
LR24

INTC
LR23

INTC
LR22

INTC
LR21

INTC
LR20

INTC
LR19

INTC
LR18

INTC
LR17

INTC
LR16

INTC
LR14

INTC
LR15

INTC
LR13

INTC
LR12

INTC
LR11

INTC
LR10

INTC
LR9

INTC
LR8

INTC
LR7

INTC
LR6

INTC
LR5

INTC
LR4

INTC
LR3

INTC
LR2

INTC
LR1

INTC
LR0

 
 

ビット ビット名 説明 数値の意味 

31～0 INTCLR 

[31:0] 

ポート番号に対応した該当ビットに 1ライトすることで、対応

する「割り込み表示レジスタ」の該当ビットがクリアされる 

0：クリアなし状態 

1：割り込み表示レジスタクリア 

【注】 未使用ビットは初期値の状態にしてください。 
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36.4.7 GPIO－n 割り込みマスクレジスタ（INTMSK0-5） 

本レジスタは、「割り込み表示レジスタ」に表示された割り込みに対する通知をマスクする為に使用します。

個々の割り込みは、本レジスタによりビット対応に個別でマスクが可能です。割り込み表示が点火しているすべ

てのビットがマスク設定されている時、割り込み制御ブロックへ出力する割り込み信号は出力されません。なお、

マスクの解除は、「割り込みマスククリアレジスタ」への該当ビットライトで解除します。本レジスタは 0ライ

トのみ有効です。 

［ハードデフォルト値：00000000(H)＝全ポートマスク状態］ 

略称：INTMSK 初期値：00000000(H) 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

INTM
SK30

INTM
SK31

INTM
SK29

INTM
SK28

INTM
SK27

INTM
SK26

INTM
SK25

INTM
SK24

INTM
SK23

INTM
SK22

INTM
SK21

INTM
SK20

INTM
SK19

INTM
SK18

INTM
SK17

INTM
SK16

INTM
SK14

INTM
SK15

INTM
SK13

INTM
SK12

INTM
SK11

INTM
SK10

INTM
SK9

INTM
SK8

INTM
SK7

INTM
SK6

INTM
SK5

INTM
SK4

INTM
SK3

INTM
SK2

INTM
SK1

INTM
SK0

 
 

ビット ビット名 説明 数値の意味 

31～0 INTMSK 

[31:0] 

マスク設定時は、割り込み制御ブロックへ出力する 

割り込み信号は出力されない 

0：マスクする 

1：マスクしない 

【注】 未使用ビットは初期値の状態にしてください。 
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36.4.8 GPIO－n 割り込みマスククリアレジスタ（MSKCLR0-5） 

本レジスタは、「割り込みマスクレジスタ」に設定されているマスクを解除するために用います。本レジスタ

へのライトにより、ビット対応に個別で割り込みマスクのクリアが可能です。本レジスタは、1ライトのみ有効で

リードしても常に０が読めます。 

［ハードデフォルト値：00000000(H)＝全ポートクリア設定なし状態］ 

略称：MSKCLR 初期値：00000000(H) 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

MSK
CLR30

MSK
CLR31

MSK
CLR29

MSK
CLR28

MSK
CLR27

MSK
CLR26

MSK
CLR25

MSK
CLR24

MSK
CLR23

MSK
CLR22

MSK
CLR21

MSK
CLR20

MSK
CLR19

MSK
CLR18

MSK
CLR17

MSK
CLR16

MSK
CLR14

MSK
CLR15

MSK
CLR13

MSK
CLR12

MSK
CLR11

MSK
CLR10

MSK
CLR9

MSK
CLR8

MSK
CLR7

MSK
CLR6

MSK
CLR5

MSK
CLR4

MSK
CLR3

MSK
CLR2

MSK
CLR1

MSK
CLR0

 
 

ビット ビット名 説明 数値の意味 

31～0 MSKCLR 

[31:0] 

「割り込みマスクレジスタ」に設定されているマスクを解

除する 

0：クリア設定なし 

1：クリア設定 

【注】 未使用ビットは初期値の状態にしてください（ピンマルチ設定で、GPIOを非選択としている時に、割り込みマスクを解

除しないでください）。 
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36.4.9 GPIO－n 正／負論理設定レジスタ（POSNEG0-5） 

汎用入力モードや汎用出力モード、および割り込み入力モードにおける端子の極性をポート単位で個別に設定

するレジスタです。本レジスタは、モードを設定する前に設定を行ってください。 

［ハードデフォルト値：00000000(H)＝全ポート正論理状態］ 

略称：POSNEG 初期値：00000000(H) 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

POS
NEG30

POS
NEG31

POS
NEG29

POS
NEG28

POS
NEG27

POS
NEG26

POS
NEG25

POS
NEG24

POS
NEG23

POS
NEG22

POS
NEG21

POS
NEG20

POS
NEG19

POS
NEG18

POS
NEG17

POS
NEG16

POS
NEG14

POS
NEG15

POS
NEG13

POS
NEG12

POS
NEG11

POS
NEG10

POS
NEG9

POS
NEG8

POS
NEG7

POS
NEG6

POS
NEG5

POS
NEG4

POS
NEG3

POS
NEG2

POS
NEG1

POS
NEG0

 
 

ビット ビット名 説明 数値の意味 

31～0 POSNEG 

[31:0] 

端子の極性をポート単位で個別に設定する 0：正論理状態 

1：負論理状態 

【注】 未使用ビットは初期値の状態にしてください。 
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36.4.10 GPIO－n エッジ／レベル設定レジスタ（EDGLEVEL0-5） 

本レジスタは、「汎用入出力／割り込み切り替えレジスタ」において、割り込み入力モードが設定されたポー

トにのみ意味を持つレジスタです。すなわち、割り込み入力モードが設定されたポート端子の割り込み入力をエ

ッジ検出とするか、レベル検出とするかをポート単位で設定するためのレジスタです。本レジスタは、割り込み

入力モードを設定する前に設定を行ってください。 

［ハードデフォルト値：00000000(H)＝全ポートレベル状態］ 

略称：EDGLEVEL 初期値：00000000(H) 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

EDGLE
VEL30

EDGLE
VEL31

EDGLE
VEL29

EDGLE
VEL28

EDGLE
VEL27

EDGLE
VEL26

EDGLE
VEL25

EDGLE
VEL24

EDGLE
VEL23

EDGLE
VEL22

EDGLE
VEL21

EDGLE
VEL20

EDGLE
VEL19

EDGLE
VEL18

EDGLE
VEL17

EDGLE
VEL16

EDGLE
VEL14

EDGLE
VEL15

EDGLE
VEL13

EDGLE
VEL12

EDGLE
VEL11

EDGLE
VEL10

EDGLE
VEL9

EDGLE
VEL8

EDGLE
VEL7

EDGLE
VEL6

EDGLE
VEL5

EDGLE
VEL4

EDGLE
VEL3

EDGLE
VEL2

EDGLE
VEL1

EDGLE
VEL0

 
 

ビット ビット名 説明 数値の意味 

31～0 EDGLEVEL 

[31:0] 

割り込み入力モードが設定されたポート端子の割り込み

入力をエッジ検出か、レベル検出かを設定する 

0：レベル状態 

1：エッジ状態 

【注】 未使用ビットは初期値の状態にしてください。 
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36.4.11 GPIO－n チャタリング防止 ON／OFF設定レジスタ（FILONOFF0-5） 

本レジスタは、ポート端子の 0チャネル～3チャネルの 4ポートに関して、チャタリング入力回避を設定するた

めのレジスタです。詳細は、「36.5 ポート端子の入力信号処理」を参照してください。 

［ハードデフォルト値：0(H)＝全ポートチャタリング防止 OFF状態］ 

略称：FILONOFF 初期値：0(H) 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

FILON
OFF0

FILON
OFF1

FILON
OFF2

FILON
OFF3

 
 

ビット ビット名 説明 数値の意味 

31～4 － リザーブビット  

3～0 FILONOFF 

[3:0] 

チャタリング入力回避を設定する 0：チャタリング防止 OFF状態 

1：チャタリング防止 ON状態 

【注】 未使用ビットは初期値の状態にしてください。 
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36.5 ポート端子の入力信号処理 

36.5.1 チャタリング 

ポート端子の 0チャネル～3チャネルの 4ポートに関しては、汎用入力モード時と割り込み入力モード時に外部

から入力されるチャタリングを回避するフィルタリング機能の使用が可能です。具体的には、「チャタリング防

止 ON／OFF設定レジスタ」において、ポート端子に対応した該当ビットを設定することにより、GPIO内部で生

成する 500usecクロックで入力を 4回サンプリングし、すべて入力が検出できなければ入力をキャンセルします。

したがって、0チャネル～3チャネルの 4ポートに関しては、フィルタリング機能を使用した場合の入力信号は、

500usecサンプリングで 4クロック長以上を必要とします。（周辺クロック（clkp）周波数=50MHz時、サンプリ

ングクロック=500usec） 

外部入力信号＝Hを4回検出後、
サンプリングクロックで1回
叩いてから、周辺クロック
(clkp)で同期化しサンプリング
出力信号＝H出力

外部入力信号＝Lを4回検出後、
サンプリングクロックで1回
叩いてから、周辺クロック
(clkp)で同期化しサンプリング
出力信号＝L出力

外部入力信号＝Hを4回検出
できなかったので、サンプリング
出力信号＝L出力のまま

サンプリングクロック

外部入力信号

サンプリングﾞ出力

① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④

 

図 36.2 サンプリングタイムチャート 

 

36.5.2 クロック同期化 

ポート端子の全チャネルのポートに関し、汎用入力モード時と割り込み入力モード時には外部から入力される

信号に対するクロック同期化を行います。 
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36.6 割り込み表示タイミングチャート 

下記に割り込み表示タイムチャートおよび注意事項を示します。それぞれの状態は正論理設定、エッジ設定で

す。 

①、②の状態を検出し③で割り込み表示を1にセットする。

周辺クロック
（clkp）

外部入力信号

割り込み表示
① ② ③

 

図 36.3 割り込み表示タイムチャート 

割り込みクリア

周辺クロック 
（clkp）

外部入力信号

モジュールセレクト
信号（内部信号）

割り込み表示

① ② ③

割り込み表示レジスタの該当ビットがセットされるときに 
割り込みクリアレジスタの該当ビットが1にセットされる
と、割り込み表示レジスタの該当ビットは1にセットされ
ません。 
割り込み表示レジスタの該当ビットが1であることを確認 
してから、割り込みクリアレジスタのビットをセットする 
ことで、この問題を回避できます。  

図 36.4 割り込み表示タイム注意事項 
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36.7 使用説明 

以下に本 GPIOの使用説明をいたします。このフロー以外の操作については動作を保証できませんので注意し

てください。 
 

36.7.1 エッジ割り込み入力モード設定 

割り込み入力モード（エッジ入力）の設定については、以下の手順内容を参考にしてください。 

なお、本フロー内での①、②、③の設定を変更すると、モジュール内部で予期しない割り込みを生成する 

可能性があります。設定変更の際は④、⑤を実行してください。 

① 割り込み入力の要因条件を正レベルか
 負レベルかの設定をします。
  0：正論理／1：負論理

①

略称：POSNEG

② 割り込み入力の要因条件を
 エッジ（1に設定）に設定をします。
  0：レベル／1：エッジ

②

略称：EDGLEVEL

③ 割り込み入力モードに設定します。
  0：汎用入出力モード／1：割り込み入力モード③

略称：IOINTSEL

④ エッジ設定時の場合に割り込み表示を
 クリア（1ライト）し初期化します。
  0：設定なし／1：割り込み表示レジスタクリア

④

略称：INTCLR

⑤ 割り込みマスク（1ライト）を解除します。
  0：設定なし／1：マスク解除（クリア）

⑤

略称：MSKCLR

スタート

エンド

正／負論理設定
レジスタ

汎用入出力／割り込み
切り替えレジスタ

割り込みクリア
レジスタ

割り込みマスククリア
レジスタ

エッジ／レベル設定
レジスタ

 

図 36.5 GPIOエッジ割り込み設定フロー図 
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36.7.2 レベル割り込み入力モード設定 

割り込み入力モード（レベル入力）の設定については、以下の手順内容を参考にしてください。 

なお、レベル入力割り込みは外部入力から割り込み入力が停止されますと自動的に割り込みは解除されます。 

またレベル設定時は割り込みクリアレジスタは無効になります。 

①　割り込み入力の要因条件を正レベルか
 負レベルかの設定をします。
  0：正論理／1：負論理

①

略称：POSNEG

②　割り込み入力の要因条件を
 レベル（0に設定）に設定をします。
  0：レベル／1：エッジ

②

略称：EDGLEVEL

③　割り込み入力モードに設定します。
  0：汎用入出力モード／1：割り込み入力モード③

略称：IOINTSEL

④　割り込みマスク（1ライト）を解除します。
  0：設定なし／1：マスク解除（クリア）④

略称：MSKCLR

スタート

割り込みマスククリア
レジスタ

エンド

正／負論理設定
レジスタ

エッジ／レベル設定
レジスタ

汎用入出力／割り込み
切り替えレジスタ

 

図 36.6 GPIOレベル割り込み設定フロー図 
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36.7.3 汎用出力モード設定 

汎用出力モードの設定については、以下の手順内容を参考にしてください。 

①　出力ポートの初期値を設定します。
 正レベルか負レベルかの設定をします。
  0：初期値出力Low／1：初期値出力High

①

略称：POSNEG

②　汎用入出力モードに設定します。
  0：汎用入出力モード／1：割り込み入力モード
  （0：初期値）

②

略称：IOINTSEL

③

④

エンド

正／負論理設定
レジスタ

スタート

汎用入出力／割り込み
切り替えレジスタ

③　汎用出力モードに設定することでポートから出力されます。
  0：汎用入力モード／1：汎用出力モード
  （0：初期値）

略称：INOUTSEL

汎用入／出力切り替え
レジスタ

④　ポート出力後、出力状態を変化させたいときに設定します。
  0：0出力
  1：1出力
  出力ポートの値は、上記設定値にさらに正／負論理設定レジスタ
  での設定が反映されます略称：OUTDT

汎用出力
レジスタ

 

図 36.7 GPIO汎用出力モード設定フロー図 
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36.7.4 汎用入力モード設定 

汎用入力モードの設定については、以下の手順内容を参考にしてください。 

①　入力信号の扱いを正レベル（正転）か負レベル
 （反転）かの設定をします。
  0：正論理／1：負論理

①

略称：POSNEG

②　汎用入出力モードに設定します。
  0：汎用入出力モード／1：割り込み入力モード
  （0：初期値）

②

略称：IOINTSEL

③　汎用入力モードに設定します。
  0：汎用入力モード／1：汎用出力モード
  （0：初期値）

③

略称：INOUTSEL

④　ポート端子の信号状態をモニタします。
  0：外部端子Lowをリード（POSNEG＝0設定時）
  1：外部端子Highをリード（POSNEG＝0設定時）

④

略称：INDT

汎用入力
レジスタ

エンド

スタート

正／負論理設定
レジスタ

汎用入出力／割り込み
切り替えレジスタ

汎用入／出力切り替え
レジスタ

 

図 36.8 GPIO汎用入力モード設定フロー図 
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37. ピンファンクションコントローラ（PFC） 

37.1 概要 

PFC（pin function control）は、LSIピンマルチ設定および PULL UP制御のためのレジスタモジュールです。 

37.1.1 特長 

• HPBバスインタフェースによるレジスタアクセス 

• LSIピンマルチ設定機能 

PFCモジュール内レジスタにより本LSIピンの選択機能 

（PFCモジュール内GPIO周辺機能選択レジスタ0～5（GPSR0～5）、周辺機能選択レジスタ0～11（IPSR0～

11）にてLSIピン機能を選択。詳細は「37.2.2 GPIO周辺機能選択レジスタ0（GPSR0）」～「37.2.19 周

辺機能選択レジスタ11（IPSR11）」を参照ください。） 

• Module選択機能 

MODULE選択レジスタ（MOD_SEL）、MODULE選択レジスタ2（MOD_SEL2）により選択。詳細は「37.2.20 

MODULE選択レジスタ（MOD_SEL）」、「37.2.21 MODULE選択レジスタ2（MOD_SEL2）」を参照く

ださい。 

• LSIピンPULL UP制御機能 

PFCモジュール内レジスタにより本LSIピンのPULL UP制御機能 

（PFCモジュール内LSIピンPULL UP制御レジスタ0～5（PUPCTL0～5）にてLSIピン機能を選択。詳細は

「37.2.22 LSIピンPULL UP制御レジスタ0（PUPCTL0）」～「37.2.27 LSIピンPULL UP制御レジスタ5

（PUPCTL5）」を参照ください。） 

37.1.2 レジスタ構成 

PFCレジスタはすべて HPBバス空間にマッピングされます。PFC内部に存在するレジスタ構成を表 37.1に、

各処理状態でのレジスタ状態を表 37.2に示します。さらに PFC内部レジスタの詳細を「37.2 レジスタの説明」

に示します。 
 

表 37.1 PFC内部レジスタ構成 

アドレス レジスタ名 名称 パワーオン 

リセット 

マニュアル

リセット 

アクセス 

サイズ 

格納 

ブロック 

H'FFFC 0000 LSIピンマルチマスクレジスタ PMMR H'0000 0000 保持 32 PFC 

H'FFFC 0004 GPIO周辺機能選択レジスタ 0 GPSR0 H'F9FF FFFF 保持 32 PFC 

H'FFFC 0008 GPIO周辺機能選択レジスタ 1 GPSR1 H'73A0 7FF1 保持 32 PFC 

H'FFFC 000C GPIO周辺機能選択レジスタ 2 GPSR2 H'0000 0000 保持 32 PFC 
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アドレス レジスタ名 名称 パワーオン 

リセット 

マニュアル

リセット 

アクセス 

サイズ 

格納 

ブロック 

H'FFFC 0010 GPIO周辺機能選択レジスタ 3 GPSR3 H'0000 0000 

（通常時） 

H'007F FFFF 

（HIFブート時）

保持 32 PFC 

H'FFFC 0014 GPIO周辺機能選択レジスタ 4 GPSR4 H'1400 0000 

（通常時） 

H'1600 0000 

（HIFブート時）

保持 32 PFC 

H'FFFC 0018 GPIO周辺機能選択レジスタ 5 GPSR5 H'0000 0000 保持 32 PFC 

H'FFFC 001C 周辺機能選択レジスタ 0 IPSR0 H'0000 0000 保持 32 PFC 

H'FFFC 0020 周辺機能選択レジスタ 1 IPSR1 H'0000 0000 保持 32 PFC 

H'FFFC 0024 周辺機能選択レジスタ 2 IPSR2 H'0000 0000 保持 32 PFC 

H'FFFC 0028 周辺機能選択レジスタ 3 IPSR3 H'0000 0000 保持 32 PFC 

H'FFFC 002C 周辺機能選択レジスタ 4 IPSR4 H'0000 0000 保持 32 PFC 

H'FFFC 0030 周辺機能選択レジスタ 5 IPSR5 H'0000 0000 保持 32 PFC 

H'FFFC 0034 周辺機能選択レジスタ 6 IPSR6 H'0000 0000 

（通常時） 

H'0097 FFED 

（HIFブート時）

保持 32 PFC 

H'FFFC 0038 周辺機能選択レジスタ 7 IPSR7 H'0000 0000 

（通常時） 

H'5C92 4924 

（HIFブート時）

保持 32 PFC 

H'FFFC 003C 周辺機能選択レジスタ 8 IPSR8 H'0000 0000 

（通常時） 

H'0000 000A 

（HIFブート時）

保持 32 PFC 

H'FFFC 0040 周辺機能選択レジスタ 9 IPSR9 H'0000 0000 保持 32 PFC 

H'FFFC 0044 周辺機能選択レジスタ 10 IPSR10 H'0000 0000 保持 32 PFC 

H'FFFC 0048 周辺機能選択レジスタ 11 IPSR11 H'0000 0000 

（通常時） 

H'0000 0004 

（HIFブート時）

保持 32 PFC 

H'FFFC 004C MODULE選択レジスタ MOD_SEL H'0000 0000 保持 32 PFC 

H'FFFC 0050 MODULE選択レジスタ 2 MOD_SEL2 H'0000 0000 保持 32 PFC 

H'FFFC 0100 LSIピン PULL UP制御レジスタ 0 PUPCTL0 H'0000 0000 保持 32 PFC 

H'FFFC 0104 LSIピン PULL UP制御レジスタ 1 PUPCTL1 H'DE29 C000 保持 32 PFC 

H'FFFC 0108 LSIピン PULL UP制御レジスタ 2 PUPCTL2 H'7FFF FDEF 保持 32 PFC 

H'FFFC 010C LSIピン PULL UP制御レジスタ 3 PUPCTL3 H'7F00 0000 保持 32 PFC 
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アドレス レジスタ名 名称 パワーオン 

リセット 

マニュアル

リセット 

アクセス 

サイズ 

格納 

ブロック 

H'FFFC 0110 LSIピン PULL UP制御レジスタ 4 PUPCTL4 H'0ACF FFFE 保持 32 PFC 

H'FFFC 0114 LSIピン PULL UP制御レジスタ 5 PUPCTL5 H'0000 01F1 保持 32 PFC 

H'FFFC 0118 LSIピンドライブ能力切り替えレ

ジスタ 

DRV_SEL H'0000 0000 保持 32 PFC 

【注】 上記アドレス以外への書き込みは行わないでください。書き込みを行った場合、動作は保証されません。読み出すと不

定値が読み出されます。 

 

表 37.2 各処理状態におけるレジスタ状態 

名称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

PMMR 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

GPSR0 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

GPSR1 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

GPSR2 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

GPSR3 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

GPSR4 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

GPSR5 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

IPSR0 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

IPSR1 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

IPSR2 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

IPSR3 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

IPSR4 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

IPSR5 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

IPSR6 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

IPSR7 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

IPSR8 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

IPSR9 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

IPSR10 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

IPSR11 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

MOD_SEL 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

MOD_SEL2 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

PUPCTL0 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

PUPCTL1 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

PUPCTL2 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

PUPCTL3 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

PUPCTL4 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 
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名称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

PUPCTL5 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

DRV_SEL 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 

 

37.2 レジスタの説明 

レジスタ説明で使用される記号は以下を意味しています。 
 

初期値 ：リセット後のレジスタ値 

― ：不定値 

R/W ：リードおよびライト可。書き込み値を読み出すことができます。 

R ：リードのみ可。書き込む値は常に 0にしてください。 

R/WC0 ：リードおよびライト可。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。 

R/WC1 ：リードおよびライト可。1を書き込むとビットは初期化されますが、0の書き込みは無視されます。 

W ：ライトのみ可。リードは禁止されています。予約ビットの場合、書き込む値は常に 0にしてください。 

―/W ：ライトのみ可。読み出し値は不定です。 
 

すべてのビットは記載のない場合アクティブハイで、リセットするとインアクティブになります。 

すべてのアクセスはロングワードで行われます。 

リザーブビットは 0を書いてください。 
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37.2.1 LSIピンマルチマスクレジスタ（PMMR） 

機能：ピンマルチ設定マスク 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

MPM

MPM

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～0 H'0000 0000 R/W ピンマルチ設定マスク。 

GPIO周辺機能選択レジスタ、周辺機能選択レジスタ、MODULE選択レ

ジスタへの書き込みは、書き込む値の反転値を事前に本レジスタに書き込

んでおくことで有効となります。 

【注】 GPIO周辺機能選択レジスタ 0～5、周辺機能選択レジスタ 0～11、MODULE選択レジスタ、MODULE選択レジスタ 2

の個々のレジスタ設定前には毎回必ず設定してください。 

 

37.2.2 GPIO周辺機能選択レジスタ 0（GPSR0） 

機能：マルチプレクスされた LSIピンの切り替え制御 
 

161718192021222324252627282931 30

111111111001111 1

GP0
[2]

GP0
[1]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

111111111111111 1

GP0
[25]

GP0
[15]

GP0
[31]

GP0
[14]

GP0
[13]

GP0
[12]

GP0
[30]

GP0
[29]

GP0
[28]

GP0
[27]

GP0
[26]

GP0
[19]

GP0
[24]

GP0
[23]

GP0
[22]

GP0
[21]

GP0
[20]

GP0
[16]

GP0
[9]

GP0
[11]

GP0
[10]

GP0
[3]

GP0
[8]

GP0
[7]

GP0
[6]

GP0
[5]

GP0
[4]

GP0
[0]

GP0
[18]

GP0
[17]

ビット:

初期値:

R/W:  
 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～0 H'F9FF FFFF R/W 下表に従い LSIピン機能を選択設定します。 

【注】 本レジスタ設定直前に、必ずピンマルチマスク（PMMR）レジスタを設定してマスク解除を行ってください。 

 

ビット名称 GPIO（設定値=H'0） 周辺機能（設定値=H'1） 

GP0[0] GP-0-0 IP1[9:8]で選択される周辺機能 

GP0[1] GP-0-1 IP1[11:10]で選択される周辺機能 

GP0[2] GP-0-2 IP1[13:12]で選択される周辺機能 

GP0[3] GP-0-3 IP1[15:14]で選択される周辺機能 
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ビット名称 GPIO（設定値=H'0） 周辺機能（設定値=H'1） 

GP0[4] GP-0-4 IP0[7:6]で選択される周辺機能 

GP0[5] GP-0-5 IP0[9:8]で選択される周辺機能 

GP0[6] GP-0-6 IP0[11:10]で選択される周辺機能 

GP0[7] GP-0-7 IP0[13:12]で選択される周辺機能 

GP0[8] GP-0-8 IP0[15:14]で選択される周辺機能 

GP0[9] GP-0-9 IP0[17:16]で選択される周辺機能 

GP0[10] GP-0-10 IP0[19:18]で選択される周辺機能 

GP0[11] GP-0-11 IP0[21:20]で選択される周辺機能 

GP0[12] GP-0-12 IP0[23:22]で選択される周辺機能 

GP0[13] GP-0-13 IP0[25:24]で選択される周辺機能 

GP0[14] GP-0-14 IP0[27:26]で選択される周辺機能 

GP0[15] GP-0-15 IP0[29:28]で選択される周辺機能 

GP0[16] GP-0-16 IP0[31:30]で選択される周辺機能 

GP0[17] GP-0-17 IP1[1:0]で選択される周辺機能 

GP0[18] GP-0-18 IP1[3:2]で選択される周辺機能 

GP0[19] GP-0-19 IP1[5:4]で選択される周辺機能 

GP0[20] GP-0-20 IP1[7:6]で選択される周辺機能 

GP0[21] GP-0-21 IP11[28]で選択される周辺機能 

GP0[22] GP-0-22 IP0[1:0]で選択される周辺機能 

GP0[23] GP-0-23 IP0[3:2]で選択される周辺機能 

GP0[24] GP-0-24 IP0[5:4]で選択される周辺機能 

GP0[25] GP-0-25 IP1[17:16]で選択される周辺機能 

GP0[26] GP-0-26 IP1[19:18]で選択される周辺機能 

GP0[27] GP-0-27 IP1[22:20]で選択される周辺機能 

GP0[28] GP-0-28 IP1[25:23]で選択される周辺機能 

GP0[29] GP-0-29 IP1[28:26]で選択される周辺機能 

GP0[30] GP-0-30 IP1[31:29]で選択される周辺機能 

GP0[31] GP-0-31 IP2[2:0]で選択される周辺機能 
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37.2.3 GPIO周辺機能選択レジスタ 1（GPSR1） 

機能：マルチプレクスされた LSIピンの切り替え制御 
 

161718192021222324252627282931 30

000001011100110 1

GP1
[2]

GP1
[1]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

100011111111110 1

GP1
[25]

GP1
[15]

GP1
[31]

GP1
[14]

GP1
[13]

GP1
[12]

GP1
[30]

GP1
[29]

GP1
[28]

GP1
[27]

GP1
[26]

GP1
[19]

GP1
[24]

GP1
[23]

GP1
[22]

GP1
[21]

GP1
[20]

GP1
[16]

GP1
[9]

GP1
[11]

GP1
[10]

GP1
[3]

GP1
[8]

GP1
[7]

GP1
[6]

GP1
[5]

GP1
[4]

GP1
[0]

GP1
[18]

GP1
[17]

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～0 H'73A0 7FF1 R/W 下表に従い LSIピン機能を選択設定します。 

【注】 本レジスタ設定直前に、必ずピンマルチマスク（PMMR）レジスタを設定してマスク解除を行ってください。 

 

ビット名称 GPIO（設定値=H'0） 周辺機能（設定値=H'1） 

GP1[0] GP-1-0 IP3[20]で選択される周辺機能 

GP1[1] GP-1-1 IP3[29:27]で選択される周辺機能 

GP1[2] GP-1-2 IP11[20:19]で選択される周辺機能 

GP1[3] GP-1-3 IP11[22:21]で選択される周辺機能 

GP1[4] GP-1-4 IP2[16:14]で選択される周辺機能 

GP1[5] GP-1-5 IP2[19:17]で選択される周辺機能 

GP1[6] GP-1-6 IP2[22:20]で選択される周辺機能 

GP1[7] GP-1-7 IP2[24:23]で選択される周辺機能 

GP1[8] GP-1-8 IP2[27:25]で選択される周辺機能 

GP1[9] GP-1-9 IP2[30:28]で選択される周辺機能 

GP1[10] GP-1-10 IP3[1:0]で選択される周辺機能 

GP1[11] GP-1-11 CLKOUT 

GP1[12] GP-1-12 BS# 

GP1[13] GP-1-13 CS0# 

GP1[14] GP-1-14 IP3[2]で選択される周辺機能 

GP1[15] GP-1-15 EX_CS0# 

GP1[16] GP-1-16 IP3[5:3]で選択される周辺機能 

GP1[17] GP-1-17 IP3[8:6]で選択される周辺機能 

GP1[18] GP-1-18 IP3[11:9]で選択される周辺機能 

GP1[19] GP-1-19 IP3[14:12]で選択される周辺機能 

GP1[20] GP-1-20 IP3[17:15]で選択される周辺機能 

GP1[21] GP-1-21 RD# 

GP1[22] GP-1-22 IP3[19:18]で選択される周辺機能 
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ビット名称 GPIO（設定値=H'0） 周辺機能（設定値=H'1） 

GP1[23] GP-1-23 WE0# 

GP1[24] GP-1-24 WE1# 

GP1[25] GP-1-25 IP2[4:3]で選択される周辺機能 

GP1[26] GP-1-26 IP3[23:21]で選択される周辺機能 

GP1[27] GP-1-27 IP3[26:24]で選択される周辺機能 

GP1[28] GP-1-28 IP2[7:5]で選択される周辺機能 

GP1[29] GP-1-29 IP2[10:8]で選択される周辺機能 

GP1[30] GP-1-30 IP2[13:11]で選択される周辺機能 

GP1[31] GP-1-31 IP11[25:23]で選択される周辺機能 

 

37.2.4 GPIO周辺機能選択レジスタ 2（GPSR2） 

機能：マルチプレクスされた LSIピンの切り替え制御 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

GP2
[2]

GP2
[1]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

GP2
[25]

GP2
[15]

GP2
[31]

GP2
[14]

GP2
[13]

GP2
[12]

GP2
[30]

GP2
[29]

GP2
[28]

GP2
[27]

GP2
[26]

GP2
[19]

GP2
[24]

GP2
[23]

GP2
[22]

GP2
[21]

GP2
[20]

GP2
[16]

GP2
[9]

GP2
[11]

GP2
[10]

GP2
[3]

GP2
[8]

GP2
[7]

GP2
[6]

GP2
[5]

GP2
[4]

GP2
[0]

GP2
[18]

GP2
[17]

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～0 H'0000 0000 R/W 下表に従い LSIピン機能を選択設定します。 

【注】 本レジスタ設定直前に、必ずピンマルチマスク（PMMR）レジスタを設定してマスク解除を行ってください。 

 

ビット名称 GPIO（設定値=H'0） 周辺機能（設定値=H'1） 

GP2[0] GP-2-0 IP11[6:4]で選択されている周辺機能 

GP2[1] GP-2-1 IP11[9:7]で選択されている周辺機能 

GP2[2] GP-2-2 IP11[11:10]で選択されている周辺機能 

GP2[3] GP-2-3 IP4[2:0]で選択される周辺機能 

GP2[4] GP-2-4 IP8[29:28]で選択される周辺機能 

GP2[5] GP-2-5 IP11[27:26]で選択される周辺機能 

GP2[6] GP-2-6 IP8[22:20]で選択される周辺機能 

GP2[7] GP-2-7 IP8[25:23]で選択される周辺機能 

GP2[8] GP-2-8 IP11[12]で選択されている周辺機能 

GP2[9] GP-2-9 IP8[27:26]で選択される周辺機能 

GP2[10] GP-2-10 IP4[5:3]で選択される周辺機能 

GP2[11] GP-2-11 IP4[8:6]で選択される周辺機能 
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ビット名称 GPIO（設定値=H'0） 周辺機能（設定値=H'1） 

GP2[12] GP-2-12 IP4[11:9]で選択される周辺機能 

GP2[13] GP-2-13 IP4[14:12]で選択される周辺機能 

GP2[14] GP-2-14 IP4[17:15]で選択される周辺機能 

GP2[15] GP-2-15 IP4[19:18]で選択される周辺機能 

GP2[16] GP-2-16 IP4[21:20]で選択される周辺機能 

GP2[17] GP-2-17 IP4[23:22]で選択される周辺機能 

GP2[18] GP-2-18 IP4[25:24]で選択される周辺機能 

GP2[19] GP-2-19 IP4[27:26]で選択される周辺機能 

GP2[20] GP-2-20 IP4[29:28]で選択される周辺機能 

GP2[21] GP-2-21 IP4[31:30]で選択される周辺機能 

GP2[22] GP-2-22 IP5[2:0]で選択される周辺機能 

GP2[23] GP-2-23 IP5[5:3]で選択される周辺機能 

GP2[24] GP-2-24 IP5[8:6]で選択される周辺機能 

GP2[25] GP-2-25 IP5[11:9]で選択される周辺機能 

GP2[26] GP-2-26 IP5[14:12]で選択される周辺機能 

GP2[27] GP-2-27 IP5[17:15]で選択される周辺機能 

GP2[28] GP-2-28 IP5[20:18]で選択される周辺機能 

GP2[29] GP-2-29 IP5[22:21]で選択される周辺機能 

GP2[30] GP-2-30 IP5[24:23]で選択される周辺機能 

GP2[31] GP-2-31 IP5[26:25]で選択される周辺機能 

 

37.2.5 GPIO周辺機能選択レジスタ 3（GPSR3） 

機能：マルチプレクスされた LSIピンの切り替え制御 
 

161718192021222324252627282931 30

*******00000000 0

GP3
[2]

GP3
[1]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

*************** *

GP3
[25]

GP3
[15]

GP3
[31]

GP3
[14]

GP3
[13]

GP3
[12]

GP3
[30]

GP3
[29]

GP3
[28]

GP3
[27]

GP3
[26]

GP3
[19]

GP3
[24]

GP3
[23]

GP3
[22]

GP3
[21]

GP3
[20]

GP3
[16]

GP3
[9]

GP3
[11]

GP3
[10]

GP3
[3]

GP3
[8]

GP3
[7]

GP3
[6]

GP3
[5]

GP3
[4]

GP3
[0]

GP3
[18]

GP3
[17]

ビット:

初期値:

R/W:  
【注】 * 通常起動時／HIFブート時で初期値が異なる（通常時：0、HIFブート時：1）ので注意してください。 

 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～0 H'0000 0000（通常時） 

H'007F FFFF（HIFブート時） 

R/W 下表に従い LSIピン機能を選択設定します。 

【注】 本レジスタ設定直前に、必ずピンマルチマスク（PMMR）レジスタを設定してマスク解除を行ってください。 
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ビット名称 GPIO（設定値=H'0） 周辺機能（設定値=H'1） 

GP3[0] GP-3-0 IP6[2:0]で選択される周辺機能 

GP3[１] GP-3-1 IP6[5:3]で選択される周辺機能 

GP3[2] GP-3-2 IP6[7:6]で選択される周辺機能 

GP3[3] GP-3-3 IP6[9:8]で選択される周辺機能 

GP3[4] GP-3-4 IP6[11:10]で選択される周辺機能 

GP3[5] GP-3-5 IP6[13:12]で選択される周辺機能 

GP3[6] GP-3-6 IP6[15:14]で選択される周辺機能 

GP3[7] GP-3-7 IP6[17:16]で選択される周辺機能 

GP3[8] GP-3-8 IP6[20:18]で選択される周辺機能 

GP3[9] GP-3-9 IP6[23:21]で選択される周辺機能 

GP3[10] GP-3-10 IP7[2:0]で選択される周辺機能 

GP3[11] GP-3-11 IP7[5:3]で選択される周辺機能 

GP3[12] GP-3-12 IP7[8:6]で選択される周辺機能 

GP3[13] GP-3-13 IP7[11:9]で選択される周辺機能 

GP3[14] GP-3-14 IP7[14:12]で選択される周辺機能 

GP3[15] GP-3-15 IP7[17:15]で選択される周辺機能 

GP3[16] GP-3-16 IP7[20:18]で選択される周辺機能 

GP3[17] GP-3-17 IP7[23:21]で選択される周辺機能 

GP3[18] GP-3-18 IP7[26:24]で選択される周辺機能 

GP3[19] GP-3-19 IP7[28:27]で選択される周辺機能 

GP3[20] GP-3-20 IP7[30:29]で選択される周辺機能 

GP3[21] GP-3-21 IP8[1:0]で選択される周辺機能 

GP3[22] GP-3-22 IP8[3:2]で選択される周辺機能 

GP3[23] GP-3-23 IP8[5:4]で選択される周辺機能 

GP3[24] GP-3-24 IP8[7:6]で選択される周辺機能 

GP3[25] GP-3-25 IP8[9:8]で選択される周辺機能 

GP3[26] GP-3-26 IP8[11:10]で選択される周辺機能 

GP3[27] GP-3-27 IP8[13:12]で選択される周辺機能 

GP3[28] GP-3-28 IP8[15:14]で選択される周辺機能 

GP3[29] GP-3-29 IP8[17:16]で選択される周辺機能 

GP3[30] GP-3-30 IP8[19:18]で選択される周辺機能 

GP3[31] GP-3-31 IP9[1:0]で選択される周辺機能 
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37.2.6 GPIO周辺機能選択レジスタ 4（GPSR4） 

機能：マルチプレクスされた LSIピンの切り替え制御 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000*10100 0

GP4
[2]

GP4
[1]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

GP4
[25]

GP4
[15]

GP4
[31]

GP4
[14]

GP4
[13]

GP4
[12]

GP4
[30]

GP4
[29]

GP4
[28]

GP4
[27]

GP4
[26]

GP4
[19]

GP4
[24]

GP4
[23]

GP4
[22]

GP4
[21]

GP4
[20]

GP4
[16]

GP4
[9]

GP4
[11]

GP4
[10]

GP4
[3]

GP4
[8]

GP4
[7]

GP4
[6]

GP4
[5]

GP4
[4]

GP4
[0]

GP4
[18]

GP4
[17]

ビット:

初期値:

R/W:  
【注】 * 通常起動時／HIFブート時で初期値が異なる（通常時：0、HIFブート時：1）ので注意してください。 

 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～0 H'1400 0000（通常時） 

H'1600 0000（HIFブート時） 

R/W 下表に従い LSIピン機能を選択設定します。 

【注】 本レジスタ設定直前に、必ずピンマルチマスク（PMMR）レジスタを設定してマスク解除を行ってください。 

 

ビット名称 GPIO（設定値=H'0） 周辺機能（設定値=H'1） 

GP4[0] GP-4-0 IP9[19:18]で選択される周辺機能 

GP4[1] GP-4-1 IP9[21:20]で選択される周辺機能 

GP4[2] GP-4-2 IP9[23:22]で選択される周辺機能 

GP4[3] GP-4-3 IP9[25:24]で選択される周辺機能 

GP4[4] GP-4-4 IP9[11:10]で選択される周辺機能 

GP4[5] GP-4-5 IP9[13:12]で選択される周辺機能 

GP4[6] GP-4-6 IP9[15:14]で選択される周辺機能 

GP4[7] GP-4-7 IP9[17:16]で選択される周辺機能 

GP4[8] GP-4-8 IP9[3:2]で選択される周辺機能 

GP4[9] GP-4-9 IP9[5:4]で選択される周辺機能 

GP4[10] GP-4-10 IP9[7:6]で選択される周辺機能 

GP4[11] GP-4-11 IP9[9:8]で選択される周辺機能 

GP4[12] GP-4-12 IP9[27:26]で選択される周辺機能 

GP4[13] GP-4-13 IP9[29:28]で選択される周辺機能 

GP4[14] GP-4-14 IP10[2:0]で選択される周辺機能 

GP4[15] GP-4-15 IP10[5:3]で選択される周辺機能 

GP4[16] GP-4-16 IP10[8:6]で選択される周辺機能 

GP4[17] GP-4-17 IP10[11:9]で選択される周辺機能 

GP4[18] GP-4-18 IP10[14:12]で選択される周辺機能 

GP4[19] GP-4-19 IP10[15]で選択される周辺機能 

GP4[20] GP-4-20 IP10[18:16]で選択される周辺機能 
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ビット名称 GPIO（設定値=H'0） 周辺機能（設定値=H'1） 

GP4[21] GP-4-21 IP10[21:19]で選択される周辺機能 

GP4[22] GP-4-22 IP11[0]で選択されている周辺機能 

GP4[23] GP-4-23 IP11[1]で選択されている周辺機能 

GP4[24] GP-4-24 SCL0 

GP4[25] GP-4-25 IP11[2]で選択されている周辺機能 

GP4[26] GP-4-26 PENC0 

GP4[27] GP-4-27 IP11[15:13]で選択される周辺機能 

GP4[28] GP-4-28 USB_OVC0 

GP4[29] GP-4-29 IP11[18:16]で選択される周辺機能 

GP4[30] GP-4-30 IP10[22]で選択される周辺機能 

GP4[31] GP-4-31 IP10[24:23]で選択される周辺機能 
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37.2.7 GPIO周辺機能選択レジスタ 5（GPSR5） 

機能：マルチプレクスされた LSIピンの切り替え制御 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

GP5
[2]

GP5
[1]

RRRRRRRRRRRRRRR R

R/WR/WR/WR/WRRRRRRR/WR/WRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯

⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯GP5
[11]

GP5
[10]

GP5
[3]

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ GP5
[0]

⎯ ⎯

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～12 すべて 0 R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11、10 H'0 R/W 下表に従い LSIピン機能を選択設定します。 

9～4 すべて 0 R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 H'0 R/W 下表に従い LSIピン機能を選択設定します。 

【注】 本レジスタ設定直前に、必ずピンマルチマスク（PMMR）レジスタを設定してマスク解除を行ってください。 

 

ビット名称 GPIO（設定値=H'0） 周辺機能（設定値=H'1） 

GP5[0] GP-5-0 IP10[25]で選択される周辺機能 

GP5[1] GP-5-1 IP11[3]で選択される周辺機能 

GP5[2] GP-5-2 IRQ2_B 

GP5[3] GP-5-3 IRQ3_B 

GP5[10] GP-5-10 IP10[27:26]で選択される周辺機能 

GP5[11] GP-5-11 IP10[29:28]で選択される周辺機能 

【注】 GPIOch5 port 4～9は ADC/AN2～7とピンマルチしておりますが、ADC向けに使用している専用 IOセルのデジタル入

力を使用し、ADCのアナログ入力とは混在しておりません。したがって、本 GPIO周辺機能選択レジスタ設定によるピ

ン機能切り替えは不要となります。 
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37.2.8 周辺機能選択レジスタ 0（IPSR0） 

機能：マルチプレクスされた LSIピンの切り替え制御 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

IP0
[28]

IP0
[27]

IP0
[26]

IP0
[25]

IP0
[24]

IP0
[23]

IP0
[22]

IP0
[21]

IP0
[20]

IP0
[19]

IP0
[18]

IP0
[17]

IP0
[16]

IP0
[15]

IP0
[14]

IP0
[13]

IP0
[12]

IP0
[11]

IP0
[10]

IP0
[9]

IP0
[8]

IP0
[7]

IP0
[6]

IP0
[5]

IP0
[4]

IP0
[3]

IP0
[2]

IP0
[1]

IP0
[0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット:

初期値:

R/W:

IP0
[31]

IP0
[30]

IP0
[29]

 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～0 H'0000 0000 R/W 下表に従い LSIピン機能を選択設定します。 

【注】 本レジスタ設定直前に、必ずピンマルチマスク（PMMR）レジスタを設定してマスク解除を行ってください。 

 

ビット名称 機能 1（設定値=H'0） 機能 2（設定値=H'1） 機能 3（設定値=H'2） 機能 4（設定値=H'3） 

IP0[1:0] A0 ST0_CLKIN LCD_DATA0_A TCLKA_C 

IP0[3:2] A1 ST0_REQ LCD_DATA1_A TCLKB_C 

IP0[5:4] A2 ST0_SYC LCD_DATA2_A TCLKC_C 

IP0[7:6] A3 ST0_VLD LCD_DATA3_A TCLKD_C 

IP0[9:8] A4 ST0_D[0] LCD_DATA4_A TIOC0A_C 

IP0[11:10] A5 ST0_D[1] LCD_DATA5_A TIOC0B_C 

IP0[13:12] A6 ST0_D[2] LCD_DATA6_A TIOC0C_C 

IP0[15:14] A7 ST0_D[3] LCD_DATA7_A TIOC0D_C 

IP0[17:16] A8 ST0_D[4] LCD_DATA8_A TIOC1A_C 

IP0[19:18] A9 ST0_D[5] LCD_DATA9_A TIOC1B_C 

IP0[21:20] A10 ST0_D[6] LCD_DATA10_A TIOC2A_C 

IP0[23:22] A11 ST0_D[7] LCD_DATA11_A TIOC2B_C 

IP0[25:24] A12 LCD_DATA12_A TIOC3A_C 設定禁止 

IP0[27:26] A13 LCD_DATA13_A TIOC3B_C 設定禁止 

IP0[29:28] A14 LCD_DATA14_A TIOC3C_C 設定禁止 

IP0[31:30] A15 ST0_VCO_CLKIN LCD_DATA15_A TIOC3D_C 
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37.2.9 周辺機能選択レジスタ 1（IPSR1） 

機能：マルチプレクスされた LSIピンの切り替え制御 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

IP1
[31]

IP1
[30]

IP1
[29]

IP1
[28]

IP1
[27]

IP1
[26]

IP1
[25]

IP1
[24]

IP1
[23]

IP1
[22]

IP1
[21]

IP1
[20]

IP1
[19]

IP1
[18]

IP1
[17]

IP1
[16]

IP1
[15]

IP1
[14]

IP1
[13]

IP1
[12]

IP1
[11]

IP1
[10]

IP1
[9]

IP1
[8]

IP1
[7]

IP1
[6]

IP1
[5]

IP1
[4]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット:

初期値:

R/W:

IP1
[0]

IP1
[3]

IP1
[2]

IP1
[1]

 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～0 H'0000 0000 R/W 下表に従い LSIピン機能を選択設定します。 

【注】 本レジスタ設定直前に、必ずピンマルチマスク（PMMR）レジスタを設定してマスク解除を行ってください。 

 

ビット名称 機能 1（設定値=H'0） 機能 2（設定値=H'1） 機能 3（設定値=H'2） 機能 4（設定値=H'3） 機能 5（設定値=H'4） 

IP1[1:0] A16 ST0_PWM LCD_DON_A TIOC4A_C 設定禁止 

IP1[3:2] A17 ST1_VCO_CLKIN LCD_CL1_A TIOC4B_C 設定禁止 

IP1[5:4] A18 ST1_PWM LCD_CL2_A TIOC4C_C 設定禁止 

IP1[7:6] A19 ST1_CLKIN LCD_CLK_A TIOC4D_C 設定禁止 

IP1[9:8] A20 ST1_REQ LCD_FLM_A 設定禁止 設定禁止 

IP1[11:10] A21 ST1_SYC LCD_VCPWC_A 設定禁止 設定禁止 

IP1[13:12] A22 ST1_VLD LCD_VEPWC_A 設定禁止 設定禁止 

IP1[15:14] A23 ST1_D[0] LCD_M_DISP_A 設定禁止 設定禁止 

IP1[17:16] A24 RX2_D ST1_D[1] 設定禁止 設定禁止 

IP1[19:18] A25 TX2_D ST1_D[2] 設定禁止 設定禁止 

IP1[22:20] D0 SD0_DAT0_A MMC_D0_A ST1_D[3] NAF0_A 

IP1[25:23] D1 SD0_DAT1_A MMC_D1_A ST1_D[4] NAF1_A 

IP1[28:26] D2 SD0_DAT2_A MMC_D2_A ST1_D[5] NAF2_A 

IP1[31:29] D3 SD0_DAT3_A MMC_D3_A ST1_D[6] NAF3_A 
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37.2.10 周辺機能選択レジスタ 2（IPSR2） 

機能：マルチプレクスされた LSIピンの切り替え制御 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

IP2
[14]

IP2
[15]

IP2
[13]

IP2
[12]

IP2
[11]

IP2
[10]

IP2
[9]

IP2
[30]⎯ IP2

[29]
IP2
[28]

IP2
[27]

IP2
[26]

IP2
[25]

IP2
[7]

IP2
[6]

IP2
[5]

IP2
[4]

IP2
[3]

IP2
[2]

IP2
[1]

IP2
[0]

IP2
[23]

IP2
[8]

IP2
[24]

IP2
[22]

IP2
[21]

IP2
[20]

IP2
[19]

IP2
[18]

IP2
[17]

IP2
[16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31 0 R 読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

30～0 H'0000 0000 R/W 下表に従い LSIピン機能を選択設定します。 

【注】 本レジスタ設定直前に、必ずピンマルチマスク（PMMR）レジスタを設定してマスク解除を行ってください。 

 

ビット名称 機能 1 

（設定値=H'0）

機能 2 

（設定値=H'1）

機能 3 

（設定値=H'2）

機能 4 

（設定値=H'3）

機能 5 

（設定値=H'4） 

機能 6 

（設定値=H'5） 

IP2[2:0] D4 SD0_CD_A MMC_D4_A ST1_D[7] NAF4_A 設定禁止 

IP2[4:3] D5 SD0_WP_A MMC_D5_A NAF5_A 設定禁止 設定禁止 

IP2[7:5] D6 RSPI_RSPCK_A MMC_D6_A QSPCLK_A NAF6_A 設定禁止 

IP2[10:8] D7 RSPI_SSL_A MMC_D7_A QSSL_A NAF7_A 設定禁止 

IP2[13:11] D8 SD0_CLK_A MMC_CLK_A QIO2_A FCE#_A ET0_GTX_CLK_B 

IP2[16:14] D9 SD0_CMD_A MMC_CMD_A QIO3_A FCLE_A ET0_ETXD1_B 

IP2[19:17] D10 RSPI_MOSI_A 設定禁止 QMO / QIO0_A FALE_A ET0_ETXD2_B 

IP2[22:20] D11 RSPI_MISO_A 設定禁止 QMI / QIO1_A FRE#_A ET0_ETXD3_B 

IP2[24:23] D12 設定禁止 FWE#_A ET0_ETXD5_B 設定禁止 設定禁止 

IP2[27:25] D13 RX2_B 設定禁止 FRB_A ET0_ETXD6_B 設定禁止 

IP2[30:28] D14 TX2_B 設定禁止 設定禁止 ET0_TX_CLK_B 設定禁止 
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37.2.11 周辺機能選択レジスタ 3（IPSR3） 

機能：マルチプレクスされた LSIピンの切り替え制御 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

IP3
[28]

IP3
[27]

IP3
[26]

IP3
[25]

IP3
[24]

IP3
[23]

IP3
[22]

IP3
[21]

IP3
[20]

IP3
[19]

IP3
[18]

IP3
[17]

IP3
[16]

IP3
[15]

IP3
[14]

IP3
[13]

IP3
[12]

IP3
[11]

IP3
[10]

IP3
[9]

IP3
[8]

IP3
[7]

IP3
[6]

IP3
[5]

IP3
[4]

IP3
[3]

IP3
[2]

IP3
[1]

IP3
[0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット:

初期値:

R/W:

⎯ ⎯ IP3
[29]

 
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31、30 すべて 0 R 読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

29～0 H'0000 0000 R/W 下表に従い LSIピン機能を選択設定します。 

【注】 本レジスタ設定直前に、必ずピンマルチマスク（PMMR）レジスタを設定してマスク解除を行ってください。 

 

ビット名称 機能 1 

（設定値=H'0）

機能 2 

（設定値=H'1）

機能 3 

（設定値=H'2）

機能 4 

（設定値=H'3）

機能 5 

（設定値=H'4） 

機能 6 

（設定値=H'5） 

IP3[1:0] D15 SCK2_B 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

IP3[2] CS1#/A26 QIO3_B 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

IP3[5:3] EX_CS1# RX3_B ATACS0# QIO2_B ET0_ETXD0 設定禁止 

IP3[8:6] EX_CS2# TX3_B ATACS1# QSPCLK_B ET0_GTX_CLK_A 設定禁止 

IP3[11:9] EX_CS3# SD1_CD_A ATARD# QMO / QIO0_B ET0_ETXD1_A 設定禁止 

IP3[14:12] EX_CS4# SD1_WP_A ATAWR# QMI / QIO1_B ET0_ETXD2_A 設定禁止 

IP3[17:15] EX_CS5# SD1_CMD_A ATADIR# QSSL_B ET0_ETXD3_A 設定禁止 

IP3[19:18] RD/WR# TCLK0 CAN_CLK_B ET0_ETXD4 設定禁止 設定禁止 

IP3[20] EX_WAIT0 TCLK1_B 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

IP3[23:21] EX_WAIT1 SD1_DAT0_A DREQ2 CAN1_TX_C ET0_LINK_C ET0_ETXD5_A 

IP3[26:24] EX_WAIT2 SD1_DAT1_A DACK2 CAN1_RX_C ET0_MAGIC_C ET0_ETXD6_A 

IP3[29:27] DRACK0 SD1_DAT2_A ATAG# TCLK1_A ET0_ETXD7 設定禁止 
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37.2.12 周辺機能選択レジスタ 4（IPSR4） 

機能：マルチプレクスされた LSIピンの切り替え制御 
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000000000000000 0

IP4
[14]

IP4
[15]

IP4
[13]

IP4
[12]

IP4
[11]

IP4
[10]

IP4
[9]

IP4
[30]

IP4
[31]

IP4
[29]

IP4
[28]

IP4
[27]

IP4
[26]

IP4
[25]

IP4
[7]

IP4
[6]

IP4
[5]

IP4
[4]

IP4
[3]

IP4
[2]

IP4
[1]

IP4
[0]

IP4
[23]

IP4
[8]

IP4
[24]

IP4
[22]

IP4
[21]

IP4
[20]

IP4
[19]

IP4
[18]

IP4
[17]

IP4
[16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～0 H'0000 0000 R/W 下表に従い LSIピン機能を選択設定します。 

【注】 本レジスタ設定直前に、必ずピンマルチマスク（PMMR）レジスタを設定してマスク解除を行ってください。 

 

ビット名称 機能 1 

（設定値=H'0）

機能 2 

（設定値=H'1）

機能 3 

（設定値=H'2） 

機能 4 

（設定値=H'3） 

機能 5 

（設定値=H'4） 

機能 6 

（設定値=H'5） 

IP4[2:0] HCTS0#_A CTS1#_A VI0_FIELD RMII0_RXD1_A ET0_ERXD7 設定禁止 

IP4[5:3] HRTS0#_A RTS1#_A VI0_HSYNC# RMII0_TXD_EN_A ET0_RX_DV 設定禁止 

IP4[8:6] HSCK0_A SCK1_A VI0_VSYNC# RMII0_RX_ER_A ET0_RX_ER 設定禁止 

IP4[11:9] HRX0_A RX1_A VI0_DATA0/VI0_B0 RMII0_CRS_DV_A ET0_CRS 設定禁止 

IP4[14:12] HTX0_A TX1_A VI0_DATA1/VI0_B1 RMII0_MDC_A ET0_COL 設定禁止 

IP4[17:15] 設定禁止 CTS0#_B VI0_DATA2/VI0_B2 RMII0_MDIO_A ET0_MDC 設定禁止 

IP4[19:18] 設定禁止 RTS0#_B VI0_DATA3/VI0_B3 ET0_MDIO_A 設定禁止 設定禁止 

IP4[21:20] 設定禁止 SCK1_B VI0_DATA4/VI0_B4 ET0_LINK_A 設定禁止 設定禁止 

IP4[23:22] 設定禁止 RX1_B VI0_DATA5/VI0_B5 ET0_MAGIC_A 設定禁止 設定禁止 

IP4[25:24] 設定禁止 TX1_B VI0_DATA6/VI0_G0 ET0_PHY_INT_A 設定禁止 設定禁止 

IP4[27:26] 設定禁止 CTS1#_B VI0_DATA7/VI0_G1 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

IP4[29:28] 設定禁止 RTS1#_B VI0_G2 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

IP4[31:30] 設定禁止 SCK2_A VI0_G3 設定禁止 設定禁止 設定禁止 
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37.2.13 周辺機能選択レジスタ 5（IPSR5） 

機能：マルチプレクスされた LSIピンの切り替え制御 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

IP5
[14]

IP5
[15]

IP5
[13]

IP5
[12]

IP5
[11]

IP5
[10]

IP5
[9]

⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ IP5
[26]

IP5
[25]

IP5
[7]

IP5
[6]

IP5
[5]

IP5
[4]

IP5
[3]

IP5
[2]

IP5
[1]

IP5
[0]

IP5
[23]

IP5
[8]

IP5
[24]

IP5
[22]

IP5
[21]

IP5
[20]

IP5
[19]

IP5
[18]

IP5
[17]

IP5
[16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～27 すべて 0 R 読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

26～0 H'000 0000 R/W 下表に従い LSIピン機能を選択設定します。 

【注】 本レジスタ設定直前に、必ずピンマルチマスク（PMMR）レジスタを設定してマスク解除を行ってください。 

 

ビット名称 機能 1 

（設定値=H'0） 

機能 2 

（設定値=H'1） 

機能 3 

（設定値=H'2） 

機能 4 

（設定値=H'3） 

機能 5 

（設定値=H'4） 

IP5[2:0] SD2_CLK_A RX2_A VI0_G4 設定禁止 ET0_RX_CLK_B 

IP5[5:3] SD2_CMD_A TX2_A VI0_G5 設定禁止 ET0_ERXD2_B 

IP5[8:6] SD2_DAT0_A RX3_A VI0_R0 設定禁止 ET0_ERXD3_B 

IP5[11:9] SD2_DAT1_A TX3_A VI0_R1 設定禁止 ET0_MDIO_B 

IP5[14:12] SD2_DAT2_A RX4_A VI0_R2 設定禁止 ET0_LINK_B 

IP5[17:15] SD2_DAT3_A TX4_A VI0_R3 設定禁止 ET0_MAGIC_B 

IP5[20:18] SD2_CD_A RX5_A VI0_R4 設定禁止 ET0_PHY_INT_B 

IP5[22:21] SD2_WP_A TX5_A VI0_R5 設定禁止 設定禁止 

IP5[24:23] REF125CK ADTRG# RX5_C 設定禁止 設定禁止 

IP5[26:25] REF50CK CTS1#_E HCTS0#_D 設定禁止 設定禁止 
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37.2.14 周辺機能選択レジスタ 6（IPSR6） 

機能：マルチプレクスされた LSIピンの切り替え制御 
 

161718192021222324252627282931 30

***0*00*0000000 0

IP6
[14]

IP6
[15]

IP6
[13]

IP6
[12]

IP6
[11]

IP6
[10]

IP6
[9]

⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

IP6
[7]

IP6
[6]

IP6
[5]

IP6
[4]

IP6
[3]

IP6
[2]

IP6
[1]

IP6
[0]

IP6
[23]

IP6
[8]

⎯ IP6
[22]

IP6
[21]

IP6
[20]

IP6
[19]

IP6
[18]

IP6
[17]

IP6
[16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

*0**0********** *

ビット:

初期値:

R/W:  
【注】 * 通常起動時／HIFブート時で初期値が異なる（通常時：0、HIFブート時：1）ので注意してください。 

 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～24 すべて 0 R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にして

ください。 

23～0 H'00 0000（通常時） 

H'97 FFED（HIFブート時） 

R/W 下表に従い LSIピン機能を選択設定します。 

【注】 本レジスタ設定直前に、必ずピンマルチマスク（PMMR）レジスタを設定してマスク解除を行ってください。 

 

ビット名称 機能 1 

（設定値=H'0）

機能 2 

（設定値=H'1） 

機能 3 

（設定値=H'2）

機能 4 

（設定値=H'3）

機能 5 

（設定値=H'4） 

機能 6 

（設定値=H'5） 

IP6[2:0] DU0_DR0 SCIF_CLK_B HRX0_D IETX_A TCLKA_A HIFD00 

IP6[5:3] DU0_DR1 SCK0_B HTX0_D IERX_A TCLKB_A HIFD01 

IP6[7:6] DU0_DR2 RX0_B TCLKC_A HIFD02 設定禁止 設定禁止 

IP6[9:8] DU0_DR3 TX0_B TCLKD_A HIFD03 設定禁止 設定禁止 

IP6[11:10] DU0_DR4 CTS0#_C TIOC0A_A HIFD04 設定禁止 設定禁止 

IP6[13:12] DU0_DR5 RTS0#_C TIOC0B_A HIFD05 設定禁止 設定禁止 

IP6[15:14] DU0_DR6 SCK1_C TIOC0C_A HIFD06 設定禁止 設定禁止 

IP6[17:16] DU0_DR7 RX1_C TIOC0D_A HIFD07 設定禁止 設定禁止 

IP6[20:18] DU0_DG0 TX1_C HSCK0_D IECLK_A TIOC1A_A HIFD08 

IP6[23:21] DU0_DG1 CTS1#_C HRTS0#_D TIOC1B_A HIFD09 設定禁止 
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37.2.15 周辺機能選択レジスタ 7（IPSR7） 

機能：マルチプレクスされた LSIピンの切り替え制御 
 

161718192021222324252627282931 30

0*00*00*00***00 *

IP7
[14]

IP7
[15]

IP7
[13]

IP7
[12]

IP7
[11]

IP7
[10]

IP7
[9]

IP7
[30]⎯ IP7

[29]
IP7
[28]

IP7
[27]

IP7
[26]

IP7
[25]

IP7
[7]

IP7
[6]

IP7
[5]

IP7
[4]

IP7
[3]

IP7
[2]

IP7
[1]

IP7
[0]

IP7
[23]

IP7
[8]

IP7
[24]

IP7
[22]

IP7
[21]

IP7
[20]

IP7
[19]

IP7
[18]

IP7
[17]

IP7
[16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

00*00*00*00*000 *

ビット:

初期値:

R/W:  
【注】 * 通常起動時／HIFブート時で初期値が異なる（通常時：0、HIFブート時：1）ので注意してください。 

 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31 0 R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にして

ください。 

30～0 H'0000 0000（通常時） 

H'5C92 4924（HIFブート時）

R/W 下表に従い LSIピン機能を選択設定します。 

【注】 本レジスタ設定直前に、必ずピンマルチマスク（PMMR）レジスタを設定してマスク解除を行ってください。 

 

ビット名

称 

機能 1 

（設定値=H'0）

機能 2 

（設定値=H'1）

機能 3 

（設定値=H'2） 

機能 4 

（設定値=H'3）

機能 5 

（設定値=H'4） 

機能 6 

（設定値=H'5） 

IP7[2:0] DU0_DG2 RTS1#_C RMII0_MDC_B TIOC2A_A HIFD10 設定禁止 

IP7[5:3] DU0_DG3 SCK2_C RMII0_MDIO_B TIOC2B_A HIFD11 設定禁止 

IP7[8:6] DU0_DG4 RX2_C RMII0_CRS_DV_B TIOC3A_A HIFD12 設定禁止 

IP7[11:9] DU0_DG5 TX2_C RMII0_RX_ER_B TIOC3B_A HIFD13 設定禁止 

IP7[14:12] DU0_DG6 RX3_C RMII0_RXD0_B TIOC3C_A HIFD14 設定禁止 

IP7[17:15] DU0_DG7 TX3_C RMII0_RXD1_B TIOC3D_A HIFD15 設定禁止 

IP7[20:18] DU0_DB0 RX4_C RMII0_TXD_EN_B TIOC4A_A HIFCS 設定禁止 

IP7[23:21] DU0_DB1 TX4_C RMII0_TXD0_B TIOC4B_A HIFRS 設定禁止 

IP7[26:24] DU0_DB2 RX5_B RMII0_TXD1_B TIOC4C_A HIFWR 設定禁止 

IP7[28:27] DU0_DB3 TX5_B TIOC4D_A HIFRD 設定禁止 設定禁止 

IP7[30:29] DU0_DB4 SD2_CLK_B HIFINT 設定禁止 設定禁止 設定禁止 
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37.2.16 周辺機能選択レジスタ 8（IPSR8） 

機能：マルチプレクスされた LSIピンの切り替え制御 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

IP8
[14]

IP8
[15]

IP8
[13]

IP8
[12]

IP8
[11]

IP8
[10]

IP8
[9]

⎯⎯ IP8
[29]

IP8
[28]

IP8
[27]

IP8
[26]

IP8
[25]

IP8
[7]

IP8
[6]

IP8
[5]

IP8
[4]

IP8
[3]

IP8
[2]

IP8
[1]

IP8
[0]

IP8
[23]

IP8
[8]

IP8
[24]

IP8
[22]

IP8
[21]

IP8
[20]

IP8
[19]

IP8
[18]

IP8
[17]

IP8
[16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

0*0*00000000000 0

ビット:

初期値:

R/W:  
【注】 * 通常起動時／HIFブート時で初期値が異なる（通常時：0、HIFブート時：1）ので注意してください。 

 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31、30 すべて 0 R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

29～0 H'0000 0000（通常時） 

H'0000 000A（HIFブート時） 

R/W 下表に従い LSIピン機能を選択設定します。 

【注】 本レジスタ設定直前に、必ずピンマルチマスク（PMMR）レジスタを設定してマスク解除を行ってください。 

 

ビット名称 機能 1 

（設定値=H'0） 

機能 2 

（設定値=H'1）

機能 3 

（設定値=H'2）

機能 4 

（設定値=H'3） 

機能 5 

（設定値=H'4） 

IP8[1:0] DU0_DB5 SD2_CMD_B HIFDREQ 設定禁止 設定禁止 

IP8[3:2] DU0_DB6 SD2_DAT0_B HIFRDY 設定禁止 設定禁止 

IP8[5:4] DU0_DB7 SD2_DAT1_B SSI_SCK0_B HIFEBL_B 設定禁止 

IP8[7:6] DU0_DOTCLKIN SD2_DAT2_B HSPI_CS#_C SSI_WS0_B 設定禁止 

IP8[9:8] DU0_DOTCLKOUT SD2_DAT3_B HSPI_CLK_C SSI_SDATA0_B 設定禁止 

IP8[11:10] DU0_EXHSYNC/DU0_HSYNC SD2_CD_B HSPI_TX_C SSI_SCK1_B 設定禁止 

IP8[13:12] DU0_EXVSYNC/DU0_VSYNC SD2_WP_B HSPI_RX_C SSI_WS1_B 設定禁止 

IP8[15:14] DU0_EXODDF/DU0_ODDF CAN0_RX_B HSCK0_B SSI_SDATA1_B 設定禁止 

IP8[17:16] DU0_DISP CAN0_TX_B HRX0_B AUDIO_CLKA_B 設定禁止 

IP8[19:18] DU0_CDE HTX0_B AUDIO_CLKB_B LCD_VCPWC_B 設定禁止 

IP8[22:20] IRQ0_A 設定禁止 HSPI_TX_B RX3_E ET0_ERXD0 

IP8[25:23] IRQ1_A 設定禁止 HSPI_RX_B TX3_E ET0_ERXD1 

IP8[27:26] IRQ2_A CTS0#_A HCTS0#_B ET0_ERXD2_A 設定禁止 

IP8[29:28] IRQ3_A RTS0#_A HRTS0#_B ET0_ERXD3_A 設定禁止 
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37.2.17 周辺機能選択レジスタ 9（IPSR9） 

機能：マルチプレクスされた LSIピンの切り替え制御 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

IP9
[14]

IP9
[15]

IP9
[13]

IP9
[12]

IP9
[11]

IP9
[10]

IP9
[9]

⎯⎯ IP9
[29]

IP9
[28]

IP9
[27]

IP9
[26]

IP9
[25]

IP9
[7]

IP9
[6]

IP9
[5]

IP9
[4]

IP9
[3]

IP9
[2]

IP9
[1]

IP9
[0]

IP9
[23]

IP9
[8]

IP9
[24]

IP9
[22]

IP9
[21]

IP9
[20]

IP9
[19]

IP9
[18]

IP9
[17]

IP9
[16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31、30 すべて 0 R 読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

29～0 H'0000 0000 R/W 下表に従い LSIピン機能を選択設定します。 

【注】 本レジスタ設定直前に、必ずピンマルチマスク（PMMR）レジスタを設定してマスク解除を行ってください。 

 

ビット名称 機能 1（設定値=H'0） 機能 2（設定値=H'1） 機能 3（設定値=H'2） 機能 4（設定値=H'3） 

IP9[1:0] VI1_CLK_A 設定禁止 NAF0_B LCD_DATA0_B 

IP9[3:2] VI1_0_A 設定禁止 NAF1_B LCD_DATA1_B 

IP9[5:4] VI1_1_A 設定禁止 NAF2_B LCD_DATA2_B 

IP9[7:6] VI1_2_A 設定禁止 NAF3_B LCD_DATA3_B 

IP9[9:8] VI1_3_A 設定禁止 NAF4_B LCD_DATA4_B 

IP9[11:10] VI1_4_A 設定禁止 NAF5_B LCD_DATA5_B 

IP9[13:12] VI1_5_A 設定禁止 NAF6_B LCD_DATA6_B 

IP9[15:14] VI1_6_A 設定禁止 NAF7_B LCD_DATA7_B 

IP9[17:16] VI1_7_A FCE#_B LCD_DATA8_B 設定禁止 

IP9[19:18] SSI_SCK0_A TIOC1A_B LCD_DATA9_B 設定禁止 

IP9[21:20] SSI_WS0_A TIOC1B_B LCD_DATA10_B 設定禁止 

IP9[23:22] SSI_SDATA0_A VI1_0_B TIOC2A_B LCD_DATA11_B 

IP9[25:24] SSI_SCK1_A VI1_1_ B TIOC2B_B LCD_DATA12_B 

IP9[27:26] SSI_WS1_A VI1_2_ B LCD_DATA13_B 設定禁止 

IP9[29:28] SSI_SDATA1_A VI1_3_ B LCD_DATA14_B 設定禁止 
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37.2.18 周辺機能選択レジスタ 10（IPSR10） 

機能：マルチプレクスされた LSIピンの切り替え制御 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

IP10
[14]

IP10
[15]

IP10
[13]

IP10
[12]

IP10
[11]

IP10
[10]

IP10
[9]

⎯⎯ IP10
[29]

IP10
[28]

IP10
[27]

IP10
[26]

IP10
[25]

IP10
[7]

IP10
[6]

IP10
[5]

IP10
[4]

IP10
[3]

IP10
[2]

IP10
[1]

IP10
[0]

IP10
[23]

IP10
[8]

IP10
[24]

IP10
[22]

IP10
[21]

IP10
[20]

IP10
[19]

IP10
[18]

IP10
[17]

IP10
[16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31、30 すべて 0 R 読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

29～0 H'0000 0000 R/W 下表に従い LSIピン機能を選択設定します。 

【注】 本レジスタ設定直前に、必ずピンマルチマスク（PMMR）レジスタを設定してマスク解除を行ってください。 

 

ビット名称 機能 1 

（設定値=H'0） 

機能 2 

（設定値=H'1）

機能 3 

（設定値=H'2） 

機能 4 

（設定値=H'3）

機能 5 

（設定値=H'4） 

機能 6 

（設定値=H'5） 

IP10[2:0] SSI_SCK23 VI1_4_B RX1_D FCLE_B LCD_DATA15_B 設定禁止 

IP10[5:3] SSI_WS23 VI1_5_B TX1_D HSCK0_C FALE_B LCD_DON_B 

IP10[8:6] SSI_SDATA2 VI1_6_B 設定禁止 HRX0_C FRE#_B LCD_CL1_B 

IP10[11:9] SSI_SDATA3 VI1_7_B 設定禁止 HTX0_C FWE#_B LCD_CL2_B 

IP10[14:12] AUDIO_CLKA_A VI1_CLK_B SCK1_D IECLK_B LCD_FLM_B 設定禁止 

IP10[15] AUDIO_CLKB_A LCD_CLK_B 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

IP10[18:16] AUDIO_CLKC SCK1_E 設定禁止 HCTS0#_C FRB_B LCD_VEPWC_B 

IP10[21:19] AUDIO_CLKOUT TX1_E 設定禁止 HRTS0#_C 設定禁止 LCD_M_DISP_B 

IP10[22] CAN_CLK_A RX4_D 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

IP10[24:23] CAN0_TX_A TX4_D MLB_CLK 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

IP10[25] CAN1_RX_A IRQ1_B 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

IP10[27:26] CAN0_RX_A IRQ0_B MLB_SIG 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

IP10[29:28] CAN1_TX_A TX5_C MLB_DAT 設定禁止 設定禁止 設定禁止 
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37.2.19 周辺機能選択レジスタ 11（IPSR11） 

機能：マルチプレクスされた LSIピンの切り替え制御 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

IP11
[14]

IP11
[15]

IP11
[13]

IP11
[12]

IP11
[11]

IP11
[10]

IP11
[9]

⎯⎯ ⎯ IP11
[28]

IP11
[27]

IP11
[26]

IP11
[25]

IP11
[7]

IP11
[6]

IP11
[5]

IP11
[4]

IP11
[3]

IP11
[2]

IP11
[1]

IP11
[0]

IP11
[23]

IP11
[8]

IP11
[24]

IP11
[22]

IP11
[21]

IP11
[20]

IP11
[19]

IP11
[18]

IP11
[17]

IP11
[16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

00*000000000000 0

ビット:

初期値:

R/W:  
【注】 * 通常起動時／HIFブート時で初期値が異なる（通常時：0、HIFブート時：1）ので注意してください。 

 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～29 すべて 0 R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～0 H'0000 0000（通常時） 

H'0000 0004（HIFブート時） 

R/W 下表に従い LSIピン機能を選択設定します。 

【注】 本レジスタ設定直前に、必ずピンマルチマスク（PMMR）レジスタを設定してマスク解除を行ってください。 

 

ビット名称 機能 1 

（設定値=H'0） 

機能 2 

（設定値=H'1） 

機能 3 

（設定値=H'2） 

機能 4 

（設定値=H'3） 

機能 5 

（設定値=H'4） 

IP11[0] SCL1 SCIF_CLK_C 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

IP11[1] SDA1 RX1_E 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

IP11[2] SDA0 HIFEBL_A 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

IP11[3] SDSELF RTS1#_E 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

IP11[6:4] SCIF_CLK_A HSPI_CLK_A VI0_CLK RMII0_TXD0_A ET0_ERXD4 

IP11[9:7] SCK0_A HSPI_CS#_A VI0_CLKENB RMII0_TXD1_A ET0_ERXD5 

IP11[11:10] RX0_A HSPI_RX_A RMII0_RXD0_A ET0_ERXD6 設定禁止 

IP11[12] TX0_A HSPI_TX_A 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

IP11[15:13] PENC1 TX3_D CAN1_TX_B TX5_D IETX_B 

IP11[18:16] USB_OVC1 RX3_D CAN1_RX_B RX5_D IERX_B 

IP11[20:19] DREQ0 SD1_CLK_A ET0_TX_EN 設定禁止 設定禁止 

IP11[22:21] DACK0 SD1_DAT3_A ET0_TX_ER 設定禁止 設定禁止 

IP11[25:23] DREQ1 HSPI_CLK_B RX4_B ET0_PHY_INT_C ET0_TX_CLK_A 

IP11[27:26] DACK1 HSPI_CS#_B TX4_B ET0_RX_CLK_A 設定禁止 

IP11[28] PRESETOUT# ST_CLKOUT 設定禁止 設定禁止 設定禁止 
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機能信号から見た GPIO切り替えレジスタの設定表を表 37.3に示します。 

表 37.3 機能から見たレジスタ対応表 

GPIO-周辺切り替え 

周辺モジュール（GP設定値=1） 

IP切り替え 

GPIO-周辺 

切り替え 

（GP設定

値＝0） 

機能 1 

IP設定値=0 

機能 2 

IP設定値=1 

機能 3 

IP設定値=2 

機能 4 

IP設定値=3 

機能 5 

IP設定値=4

機能 6 

IP設定値=5 

GPIO- 

周辺 

切り替え 

信号 

周辺 

切り替え 

信号 

GP-0-0 A20 ST1_REQ LCD_FLM_A 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP0[0] IP1[9:8] 

GP-0-1 A21 ST1_SYC LCD_VCPWC_A 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP0[1] IP1[11:10] 

GP-0-2 A22 ST1_VLD LCD_VEPWC_A  設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP0[2] IP1[13:12] 

GP-0-3 A23 ST1_D[0] LCD_M_DISP_A 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP0[3] IP1[15:14] 

GP-0-4 A3 ST0_VLD LCD_DATA3_A TCLKD_C 設定禁止 設定禁止 GP0[4] IP0[7:6] 

GP-0-5 A4 ST0_D[0] LCD_DATA4_A TIOC0A_C 設定禁止 設定禁止 GP0[5] IP0[9:8] 

GP-0-6 A5 ST0_D[1] LCD_DATA5_A TIOC0B_C 設定禁止 設定禁止 GP0[6] IP0[11:10] 

GP-0-7 A6 ST0_D[2] LCD_DATA6_A TIOC0C_C 設定禁止 設定禁止 GP0[7] IP0[13:12] 

GP-0-8 A7 ST0_D[3] LCD_DATA7_A TIOC0D_C 設定禁止 設定禁止 GP0[8] IP0[15:14] 

GP-0-9 A8 ST0_D[4] LCD_DATA8_A TIOC1A_C 設定禁止 設定禁止 GP0[9] IP0[17:16] 

GP-0-10 A9 ST0_D[5] LCD_DATA9_A TIOC1B_C 設定禁止 設定禁止 GP0[10] IP0[19:18] 

GP-0-11 A10 ST0_D[6] LCD_DATA10_A TIOC2A_C 設定禁止 設定禁止 GP0[11] IP0[21:20] 

GP-0-12 A11 ST0_D[7] LCD_DATA11_A TIOC2B_C 設定禁止 設定禁止 GP0[12] IP0[23:22] 

GP-0-13 A12 LCD_DATA12_A TIOC3A_C 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP0[13] IP0[25:24] 

GP-0-14 A13 LCD_DATA13_A TIOC3B_C 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP0[14] IP0[27:26] 

GP-0-15 A14 LCD_DATA14_A TIOC3C_C 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP0[15] IP0[29:28] 

GP-0-16 A15 ST0_VCO_CLKIN LCD_DATA15_A TIOC3D_C 設定禁止 設定禁止 GP0[16] IP0[31:30] 

GP-0-17 A16 ST0_PWM LCD_DON_A TIOC4A_C 設定禁止 設定禁止 GP0[17] IP1[1:0] 

GP-0-18 A17 ST1_VCO_CLKIN LCD_CL1_A TIOC4B_C 設定禁止 設定禁止 GP0[18] IP1[3:2] 

GP-0-19 A18 ST1_PWM LCD_CL2_A TIOC4C_C 設定禁止 設定禁止 GP0[19] IP1[5:4] 

GP-0-20 A19 ST1_CLKIN LCD_CLK_A TIOC4D_C 設定禁止 設定禁止 GP0[20] IP1[7:6] 

GP-0-21 PRESETOUT# ST_CLKOUT 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP0[21] IP11[28] 

GP-0-22 A0 ST0_CLKIN LCD_DATA0_A TCLKA_C 設定禁止 設定禁止 GP0[22] IP0[1:0] 

GP-0-23 A1 ST0_REQ LCD_DATA1_A TCLKB_C 設定禁止 設定禁止 GP0[23] IP0[3:2] 

GP-0-24 A2 ST0_SYC LCD_DATA2_A TCLKC_C 設定禁止 設定禁止 GP0[24] IP0[5:4] 

GP-0-25 A24 RX2_D ST1_D[1] 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP0[25] IP1[17:16] 

GP-0-26 A25 TX2_D ST1_D[2] 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP0[26] IP1[19:18] 

GP-0-27 D0 SD0_DAT0_A MMC_D0_A ST1_D[3] NAF0_A 設定禁止 GP0[27] IP1[22:20] 

GP-0-28 D1 SD0_DAT1_A MMC_D1_A ST1_D[4] NAF1_A 設定禁止 GP0[28] IP1[25:23] 

GP-0-29 D2 SD0_DAT2_A MMC_D2_A ST1_D[5] NAF2_A 設定禁止 GP0[29] IP1[28:26] 

GP-0-30 D3 SD0_DAT3_A MMC_D3_A ST1_D[6] NAF3_A 設定禁止 GP0[30] IP1[31:29] 

GP-0-31 D4 SD0_CD_A MMC_D4_A ST1_D[7] NAF4_A 設定禁止 GP0[31] IP2[2:0] 



 

37. ピンファンクションコントローラ（PFC） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  37-27 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

GPIO-周辺切り替え 

周辺モジュール（GP設定値=1） 

IP切り替え 

GPIO-周辺 

切り替え 

（GP設定

値＝0） 

機能 1 

IP設定値=0 

機能 2 

IP設定値=1 

機能 3 

IP設定値=2 

機能 4 

IP設定値=3 

機能 5 

IP設定値=4

機能 6 

IP設定値=5 

GPIO- 

周辺 

切り替え 

信号 

周辺 

切り替え 

信号 

GP-1-0 EX_WAIT0 TCLK1_B 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP1[0] IP3[20] 

GP-1-1 DRACK0 SD1_DAT2_A ATAG# TCLK1_A ET0_ETXD7 設定禁止 GP1[1] IP3[29:27] 

GP-1-2 DREQ0 SD1_CLK_A ET0_TX_EN 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP1[2] IP11[20:19] 

GP-1-3 DACK0 SD1_DAT3_A ET0_TX_ER 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP1[3] IP11[22:21] 

GP-1-4 D9 SD0_CMD_A MMC_CMD_A QIO3_A FCLE_A ET0_ETXD1_

B 

GP1[4] IP2[16:14] 

GP-1-5 D10 RSPI_MOSI_A 設定禁止 QMO / QIO0_A FALE_A ET0_ETXD2_

B 

GP1[5] IP2[19:17] 

GP-1-6 D11 RSPI_MISO_A 設定禁止 QMI / QIO1_A FRE#_A ET0_ETXD3_

B 

GP1[6] IP2[22:20] 

GP-1-7 D12 設定禁止 FWE#_A ET0_ETXD5_B 設定禁止 設定禁止 GP1[7] IP2[24:23] 

GP-1-8 D13 RX2_B 設定禁止 FRB_A ET0_ETXD6_B 設定禁止 GP1[8] IP2[27:25] 

GP-1-9 D14 TX2_B 設定禁止 設定禁止 ET0_TX_CLK_

B 

設定禁止 GP1[9] IP2[30:28] 

GP-1-10 D15 SCK2_B 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP1[10] IP3[1:0] 

GP-1-11 CLKOUT 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP1[11] 設定禁止 

GP-1-12 BS# 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP1[12] 設定禁止 

GP-1-13 CS0# 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP1[13] 設定禁止 

GP-1-14 CS1#/A26 QIO3_B 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP1[14] IP3[2] 

GP-1-15 EX_CS0# 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP1[15] 設定禁止 

GP-1-16 EX_CS1# RX3_B ATACS0# QIO2_B ET0_ETXD0 設定禁止 GP1[16] IP3[5:3] 

GP-1-17 EX_CS2# TX3_B ATACS1# QSPCLK_B ET0_GTX_CLK

_A 

設定禁止 GP1[17] IP3[8:6] 

GP-1-18 EX_CS3# SD1_CD_A ATARD# QMO / QIO0_B ET0_ETXD1_A 設定禁止 GP1[18] IP3[11:9] 

GP-1-19 EX_CS4# SD1_WP_A ATAWR# QMI / QIO1_B ET0_ETXD2_A 設定禁止 GP1[19] IP3[14:12] 

GP-1-20 EX_CS5# SD1_CMD_A ATADIR# QSSL_B ET0_ETXD3_A 設定禁止 GP1[20] IP3[17:15] 

GP-1-21 RD# 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP1[21] 設定禁止 

GP-1-22 RD/WR# TCLK0 CAN_CLK_B ET0_ETXD4 設定禁止 設定禁止 GP1[22] IP3[19:18] 

GP-1-23 WE0# 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP1[23] 設定禁止 

GP-1-24 WE1# 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP1[24] 設定禁止 

GP-1-25 D5 SD0_WP_A MMC_D5_A NAF5_A 設定禁止 設定禁止 GP1[25] IP2[4:3] 

GP-1-26 EX_WAIT1 SD1_DAT0_A DREQ2 CAN1_TX_C ET0_LINK_C ET0_ETXD5_

A 

GP1[26] IP3[23:21] 

GP-1-27 EX_WAIT2 SD1_DAT1_A DACK2 CAN1_RX_C ET0_MAGIC_C ET0_ETXD6_

A 

GP1[27] IP3[26:24] 
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GPIO-周辺切り替え 

周辺モジュール（GP設定値=1） 

IP切り替え 

GPIO-周辺 

切り替え 

（GP設定

値＝0） 

機能 1 

IP設定値=0 

機能 2 

IP設定値=1 

機能 3 

IP設定値=2 

機能 4 

IP設定値=3 

機能 5 

IP設定値=4

機能 6 

IP設定値=5 

GPIO- 

周辺 

切り替え 

信号 

周辺 

切り替え 

信号 

GP-1-28 D6 RSPI_RSPCK_A MMC_D6_A QSPCLK_A NAF6_A 設定禁止 GP1[28] IP2[7:5] 

GP-1-29 D7 RSPI_SSL_A MMC_D7_A QSSL_A NAF7_A 設定禁止 GP1[29] IP2[10:8] 

GP-1-30 D8 SD0_CLK_A MMC_CLK_A QIO2_A FCE#_A ET0_GTX_CL

K_B 

GP1[30] IP2[13:11] 

GP-1-31 DREQ1 HSPI_CLK_B RX4_B ET0_PHY_INT_

C 

ET0_TX_CLK_

A 

設定禁止 GP1[31] IP11[25:23] 

GP-2-0 SCIF_CLK_A HSPI_CLK_A VI0_CLK RMII0_TXD0_A ET0_ERXD4 設定禁止 GP2[0] IP11[6:4] 

GP-2-1 SCK0_A HSPI_CS#_A VI0_CLKENB RMII0_TXD1_A ET0_ERXD5 設定禁止 GP2[1] IP11[9:7] 

GP-2-2 RX0_A HSPI_RX_A RMII0_RXD0_A ET0_ERXD6 設定禁止 設定禁止 GP2[2] IP11[11:10] 

GP-2-3 HCTS0#_A CTS1#_A VI0_FIELD RMII0_RXD1_A ET0_ERXD7 設定禁止 GP2[3] IP4[2:0] 

GP-2-4 IRQ3_A RTS0#_A HRTS0#_B ET0_ERXD3_A 設定禁止 設定禁止 GP2[4] IP8[29:28] 

GP-2-5 DACK1 HSPI_CS#_B TX4_B ET0_RX_CLK_

A 

設定禁止 設定禁止 GP2[5] IP11[27:26] 

GP-2-6 IRQ0_A 設定禁止 HSPI_TX_B RX3_E ET0_ERXD0 設定禁止 GP2[6] IP8[22:20] 

GP-2-7 IRQ1_A 設定禁止 HSPI_RX_B TX3_E ET0_ERXD1 設定禁止 GP2[7] IP8[25:23] 

GP-2-8 TX0_A HSPI_TX_A 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP2[8] IP11[12] 

GP-2-9 IRQ2_A CTS0#_A HCTS0#_B ET0_ERXD2_A 設定禁止 設定禁止 GP2[9] IP8[27:26] 

GP-2-10 HRTS0#_A RTS1#_A VI0_HSYNC# RMII0_TXD_EN

_A 

ET0_RX_DV 設定禁止 GP2[10] IP4[5:3] 

GP-2-11 HSCK0_A SCK1_A VI0_VSYNC# RMII0_RX_ER_

A 

ET0_RX_ER 設定禁止 GP2[11] IP4[8:6] 

GP-2-12 HRX0_A RX1_A VI0_DATA0/VI0_B0 RMII0_CRS_DV

_A 

ET0_CRS 設定禁止 GP2[12] IP4[11:9] 

GP-2-13 HTX0_A TX1_A VI0_DATA1/VI0_B1 RMII0_MDC_A ET0_COL 設定禁止 GP2[13] IP4[14:12] 

GP-2-14 設定禁止 CTS0#_B VI0_DATA2/VI0_B2 RMII0_MDIO_A ET0_MDC 設定禁止 GP2[14] IP4[17:15] 

GP-2-15 設定禁止 RTS0#_B VI0_DATA3/VI0_B3 ET0_MDIO_A 設定禁止 設定禁止 GP2[15] IP4[19:18] 

GP-2-16 設定禁止 SCK1_B VI0_DATA4/VI0_B4 ET0_LINK_A 設定禁止 設定禁止 GP2[16] IP4[21:20] 

GP-2-17 設定禁止 RX1_B VI0_DATA5/VI0_B5 ET0_MAGIC_A 設定禁止 設定禁止 GP2[17] IP4[23:22] 

GP-2-18 設定禁止 TX1_B VI0_DATA6/VI0_G

0 

ET0_PHY_INT_

A 

設定禁止 設定禁止 GP2[18] IP4[25:24] 

GP-2-19 設定禁止 CTS1#_B VI0_DATA7/VI0_G

1 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP2[19] IP4[27:26] 

GP-2-20 設定禁止 RTS1#_B VI0_G2 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP2[20] IP4[29:28] 

GP-2-21 設定禁止 SCK2_A VI0_G3 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP2[21] IP4[31:30] 
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GPIO-周辺切り替え 

周辺モジュール（GP設定値=1） 

IP切り替え 

GPIO-周辺 

切り替え 

（GP設定

値＝0） 

機能 1 

IP設定値=0 

機能 2 

IP設定値=1 

機能 3 

IP設定値=2 

機能 4 

IP設定値=3 

機能 5 

IP設定値=4

機能 6 

IP設定値=5 

GPIO- 

周辺 

切り替え 

信号 

周辺 

切り替え 

信号 

GP-2-22 SD2_CLK_A RX2_A VI0_G4 設定禁止 ET0_RX_CLK_

B 

設定禁止 GP2[22] IP5[2:0] 

GP-2-23 SD2_CMD_A TX2_A VI0_G5 設定禁止 ET0_ERXD2_B 設定禁止 GP2[23] IP5[5:3] 

GP-2-24 SD2_DAT0_A RX3_A VI0_R0 設定禁止 ET0_ERXD3_B 設定禁止 GP2[24] IP5[8:6] 

GP-2-25 SD2_DAT1_A TX3_A VI0_R1 設定禁止 ET0_MDIO_B 設定禁止 GP2[25] IP5[11:9] 

GP-2-26 SD2_DAT2_A RX4_A VI0_R2 設定禁止 ET0_LINK_B 設定禁止 GP2[26] IP5[14:12] 

GP-2-27 SD2_DAT3_A TX4_A VI0_R3 設定禁止 ET0_MAGIC_B 設定禁止 GP2[27] IP5[17:15] 

GP-2-28 SD2_CD_A RX5_A VI0_R4 設定禁止 ET0_PHY_INT

_B 

設定禁止 GP2[28] IP5[20:18] 

GP-2-29 SD2_WP_A TX5_A VI0_R5 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP2[29] IP5[22:21] 

GP-2-30 REF125CK ADTRG# RX5_C 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP2[30] IP5[24:23] 

GP-2-31 REF50CK CTS1#_E HCTS0#_D 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP2[31] IP5[26:25] 

GP-3-0 DU0_DR0 SCIF_CLK_B HRX0_D IETX_A TCLKA_A HIFD00 GP3[0] IP6[2:0] 

GP-3-1 DU0_DR1 SCK0_B HTX0_D IERX_A TCLKB_A HIFD01 GP3[1] IP6[5:3] 

GP-3-2 DU0_DR2 RX0_B TCLKC_A HIFD02 設定禁止 設定禁止 GP3[2] IP6[7:6] 

GP-3-3 DU0_DR3 TX0_B TCLKD_A HIFD03 設定禁止 設定禁止 GP3[3] IP6[9:8] 

GP-3-4 DU0_DR4 CTS0#_C TIOC0A_A HIFD04 設定禁止 設定禁止 GP3[4] IP6[11:10] 

GP-3-5 DU0_DR5 RTS0#_C TIOC0B_A HIFD05 設定禁止 設定禁止 GP3[5] IP6[13:12] 

GP-3-6 DU0_DR6 SCK1_C TIOC0C_A HIFD06 設定禁止 設定禁止 GP3[6] IP6[15:14] 

GP-3-7 DU0_DR7 RX1_C TIOC0D_A HIFD07 設定禁止 設定禁止 GP3[7] IP6[17:16] 

GP-3-8 DU0_DG0 TX1_C HSCK0_D IECLK_A TIOC1A_A HIFD08 GP3[8] IP6[20:18] 

GP-3-9 DU0_DG1 CTS1#_C HRTS0#_D TIOC1B_A HIFD09 設定禁止 GP3[9] IP6[23:21] 

GP-3-10 DU0_DG2 RTS1#_C RMII0_MDC_B TIOC2A_A HIFD10 設定禁止 GP3[10] IP7[2:0] 

GP-3-11 DU0_DG3 SCK2_C RMII0_MDIO_B TIOC2B_A HIFD11 設定禁止 GP3[11] IP7[5:3] 

GP-3-12 DU0_DG4 RX2_C RMII0_CRS_DV_B TIOC3A_A HIFD12 設定禁止 GP3[12] IP7[8:6] 

GP-3-13 DU0_DG5 TX2_C RMII0_RX_ER_B TIOC3B_A HIFD13 設定禁止 GP3[13] IP7[11:9] 

GP-3-14 DU0_DG6 RX3_C RMII0_RXD0_B TIOC3C_A HIFD14 設定禁止 GP3[14] IP7[14:12] 

GP-3-15 DU0_DG7 TX3_C RMII0_RXD1_B TIOC3D_A HIFD15 設定禁止 GP3[15] IP7[17:15] 

GP-3-16 DU0_DB0 RX4_C RMII0_TXD_EN_B TIOC4A_A HIFCS 設定禁止 GP3[16] IP7[20:18] 

GP-3-17 DU0_DB1 TX4_C RMII0_TXD0_B TIOC4B_A HIFRS 設定禁止 GP3[17] IP7[23:21] 

GP-3-18 DU0_DB2 RX5_B RMII0_TXD1_B TIOC4C_A HIFWR 設定禁止 GP3[18] IP7[26:24] 

GP-3-19 DU0_DB3 TX5_B TIOC4D_A HIFRD 設定禁止 設定禁止 GP3[19] IP7[28:27] 

GP-3-20 DU0_DB4 SD2_CLK_B HIFINT 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP3[20] IP7[30:29] 

GP-3-21 DU0_DB5 SD2_CMD_B HIFDREQ 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP3[21] IP8[1:0] 
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GPIO-周辺切り替え 

周辺モジュール（GP設定値=1） 

IP切り替え 

GPIO-周辺 

切り替え 

（GP設定

値＝0） 

機能 1 

IP設定値=0 

機能 2 

IP設定値=1 

機能 3 

IP設定値=2 

機能 4 

IP設定値=3 

機能 5 

IP設定値=4

機能 6 

IP設定値=5 

GPIO- 

周辺 

切り替え 

信号 

周辺 

切り替え 

信号 

GP-3-22 DU0_DB6 SD2_DAT0_B HIFRDY 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP3[22] IP8[3:2] 

GP-3-23 DU0_DB7 SD2_DAT1_B SSI_SCK0_B HIFEBL_B 設定禁止 設定禁止 GP3[23] IP8[5:4] 

GP-3-24 DU0_DOTCLKI

N 

SD2_DAT2_B HSPI_CS#_C SSI_WS0_B 設定禁止 設定禁止 GP3[24] IP8[7:6] 

GP-3-25 DU0_DOTCLKO

UT 

SD2_DAT3_B HSPI_CLK_C SSI_SDATA0_B 設定禁止 設定禁止 GP3[25] IP8[9:8] 

GP-3-26 DU0_EXHSYNC

/DU0_HSYNC 

SD2_CD_B HSPI_TX_C SSI_SCK1_B 設定禁止 設定禁止 GP3[26] IP8[11:10] 

GP-3-27 DU0_EXVSYNC

/DU0_VSYNC 

SD2_WP_B HSPI_RX_C SSI_WS1_B 設定禁止 設定禁止 GP3[27] IP8[13:12] 

GP-3-28 DU0_EXODDF/

DU0_ODDF 

CAN0_RX_B HSCK0_B SSI_SDATA1_B 設定禁止 設定禁止 GP3[28] IP8[15:14] 

GP-3-29 DU0_DISP CAN0_TX_B HRX0_B AUDIO_CLKA_

B 

設定禁止 設定禁止 GP3[29] IP8[17:16] 

GP-3-30 DU0_CDE HTX0_B AUDIO_CLKB_B LCD_VCPWC_

B 

設定禁止 設定禁止 GP3[30] IP8[19:18] 

GP-3-31 VI1_CLK_A 設定禁止 NAF0_B LCD_DATA0_B 設定禁止 設定禁止 GP3[31] IP9[1:0] 

GP-4-0 SSI_SCK0_A TIOC1A_B LCD_DATA9_B 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP4[0] IP9[19:18] 

GP-4-1 SSI_WS0_A TIOC1B_B LCD_DATA10_B 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP4[1] IP9[21:20] 

GP-4-2 SSI_SDATA0_A VI1_0_B TIOC2A_B LCD_DATA11_

B 

設定禁止 設定禁止 GP4[2] IP9[23:22] 

GP-4-3 SSI_SCK1_A VI1_1_ B TIOC2B_B LCD_DATA12_

B 

設定禁止 設定禁止 GP4[3] IP9[25:24] 

GP-4-4 VI1_4_A 設定禁止 NAF5_B LCD_DATA5_B 設定禁止 設定禁止 GP4[4] IP9[11:10] 

GP-4-5 VI1_5_A 設定禁止 NAF6_B LCD_DATA6_B 設定禁止 設定禁止 GP4[5] IP9[13:12] 

GP-4-6 VI1_6_A 設定禁止 NAF7_B LCD_DATA7_B 設定禁止 設定禁止 GP4[6] IP9[15:14] 

GP-4-7 VI1_7_A FCE#_B LCD_DATA8_B 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP4[7] IP9[17:16] 

GP-4-8 VI1_0_A 設定禁止 NAF1_B LCD_DATA1_B 設定禁止 設定禁止 GP4[8] IP9[3:2] 

GP-4-9 VI1_1_A 設定禁止 NAF2_B LCD_DATA2_B 設定禁止 設定禁止 GP4[9] IP9[5:4] 

GP-4-10 VI1_2_A 設定禁止 NAF3_B LCD_DATA3_B 設定禁止 設定禁止 GP4[10] IP9[7:6] 

GP-4-11 VI1_3_A 設定禁止 NAF4_B LCD_DATA4_B 設定禁止 設定禁止 GP4[11] IP9[9:8] 

GP-4-12 SSI_WS1_A VI1_2_ B LCD_DATA13_B 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP4[12] IP9[27:26] 

GP-4-13 SSI_SDATA1_A VI1_3_ B LCD_DATA14_B 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP4[13] IP9[29:28] 

GP-4-14 SSI_SCK23 VI1_4_B RX1_D FCLE_B LCD_DATA15_

B 

設定禁止 GP4[14] IP10[2:0] 

GP-4-15 SSI_WS23 VI1_5_B TX1_D HSCK0_C FALE_B LCD_DON_B GP4[15] IP10[5:3] 
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GPIO-周辺切り替え 

周辺モジュール（GP設定値=1） 

IP切り替え 

GPIO-周辺 

切り替え 

（GP設定

値＝0） 

機能 1 

IP設定値=0 

機能 2 

IP設定値=1 

機能 3 

IP設定値=2 

機能 4 

IP設定値=3 

機能 5 

IP設定値=4

機能 6 

IP設定値=5 

GPIO- 

周辺 

切り替え 

信号 

周辺 

切り替え 

信号 

GP-4-16 SSI_SDATA2 VI1_6_B 設定禁止 HRX0_C FRE#_B LCD_CL1_B GP4[16] IP10[8:6] 

GP-4-17 SSI_SDATA3 VI1_7_B 設定禁止 HTX0_C FWE#_B LCD_CL2_B GP4[17] IP10[11:9] 

GP-4-18 AUDIO_CLKA_A VI1_CLK_B SCK1_D IECLK_B LCD_FLM_B 設定禁止 GP4[18] IP10[14:12] 

GP-4-19 AUDIO_CLKB_A LCD_CLK_B 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP4[19] IP10[15] 

GP-4-20 AUDIO_CLKC SCK1_E 設定禁止 HCTS0#_C FRB_B LCD_VEPWC

_B 

GP4[20] IP10[18:16] 

GP-4-21 AUDIO_CLKOU

T 

TX1_E 設定禁止 HRTS0#_C 設定禁止 LCD_M_DISP

_B 

GP4[21] IP10[21:19] 

GP-4-22 SCL1 SCIF_CLK_C 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP4[22] IP11[0] 

GP-4-23 SDA1 RX1_E 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP4[23] IP11[1] 

GP-4-24 SCL0 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP4[24] 設定禁止 

GP-4-25 SDA0 HIFEBL_A 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP4[25] IP11[2] 

GP-4-26 PENC0 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP4[26] 設定禁止 

GP-4-27 PENC1 TX3_D CAN1_TX_B TX5_D IETX_B 設定禁止 GP4[27] IP11[15:13] 

GP-4-28 USB_OVC0 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP4[28] 設定禁止 

GP-4-29 USB_OVC1 RX3_D CAN1_RX_B RX5_D IERX_B 設定禁止 GP4[29] IP11[18:16] 

GP-4-30 CAN_CLK_A RX4_D 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP4[30] IP10[22] 

GP-4-31 CAN0_TX_A TX4_D MLB_CLK 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP4[31] IP10[24:23] 

GP-5-0 CAN1_RX_A IRQ1_B 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP5[0] IP10[25] 

GP-5-1 SDSELF RTS1#_E 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP5[1] IP11[3] 

GP-5-2 IRQ2_B 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP5[2] 設定禁止 

GP-5-3 IRQ3_B 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP5[3] 設定禁止 

GP-5-10 CAN0_RX_A IRQ0_B MLB_SIG 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP5[10] IP10[27:26] 

GP-5-11 CAN1_TX_A TX5_C MLB_DAT 設定禁止 設定禁止 設定禁止 GP5[11] IP10[29:28] 
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37.2.20 MODULE選択レジスタ（MOD_SEL） 

機能：複数の LSIピンにマルチされているモジュールピンを使用するグループ選択 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

mmc
_sel

intc
_sel

flctl_
sel

audioa_
sel

audiob_
sel

ssi0_
sel

ssi1_
sel

 sdhi0
_sel

sdhi1
_sel

sdhi2
_sel

rcan0_
sel

rcan1_
sel[0]

hscif
_sel[0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR R

R/W R/WR/W R/WR/W R/WR/W R/WR/W R/WR/WR/W R/WR/WR/WR/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

hif
_sel

hscif
_sel[1]

⎯

rcan_clk
_sel

rcan1_
sel[1]

⎯ ⎯ iebus
_sel

rqspi
_sel

vin_
sel

get_rmii
_sel

rspi
_sel

lcd
_sel

get_et0
_ctl_sel[1]

get_et0
_ctl_sel[0]

get_et0
_sel

hspi0
_sel[0]

tmu
_sel

hspi0
_sel[1]

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～29 すべて 0 R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～0 H'0000 0000 R/W 下表に従い、マルチ選択を設定します。 

【注】 本レジスタ設定直前に、必ずピンマルチマスク（PMMR）レジスタを設定してマスク解除を行ってください。 

 

INTC、FLCTL、RCAN（ch0/ch1、CLK）、SDHI（ch2）、HSCIF（ch0）、SSS（ch0/ch1、AUDIO_CLKA/AUDIO_CLKB）、

HSPI、TMU、GETHER（RMII/ET0）、LCDC、HIF、VIN ch1、RQSPI、IEBusは 2ヶ所以上に設定されています。

前記モジュール端子を使用する場合、どちらか一方を選択してから使用してください。非選択側のモジュール端

子の使用は禁止します。非選択側のモジュール端子を使用した場合、動作は保証できません。 

（2箇所以上設定されている端子でも出力端子には選択信号はありません。該当する周辺選択レジスタにていず

れかの端子を選択してください。） 
 

ビット名 機能 1 

（設定値=H'0） 

機能 2 

（設定値=H'1） 

機能 3 

（設定値=H'2） 

機能 4 

（設定値=H'3） 

intc_sel Group A側の INTCを選択 Group B側の INTCを選択 設定禁止 設定禁止 

mmc_sel Group A側のMMCを選択 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

flctl_sel Group A側の FLCTLを選択 Group B側の FLCTLを選択 設定禁止 設定禁止 

audioa_sel Group A側の AUDIO_CLKAを選択 Group B側の AUDIO_CLKAを選択 設定禁止 設定禁止 

audiob_sel Group A側の AUDIO_CLKBを選択 Group B側の AUDIO_CLKBを選択 設定禁止 設定禁止 

ssi0_sel Group A側の SSI0を選択 Group B側の SSI0を選択 設定禁止 設定禁止 

ssi1_sel Group A側の SSI1を選択 Group B側の SSI1を選択 設定禁止 設定禁止 

sdhi0_sel Group A側の SDHI ch0を選択 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

sdhi1_sel Group A側の SDHI ch1を選択 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

sdhi2_sel Group A側の SDHI ch2を選択 Group B側の SDHI ch2を選択 設定禁止 設定禁止 

rcan0_sel Group A側の RCAN 0を選択 Group B側の RCAN0を選択 設定禁止 設定禁止 

rcan1_sel[1:0] Group A側の RCAN1を選択 Group B側の RCAN1を選択 Group C側の

RCAN1を選択 

設定禁止 

rcan_clk_sel Group A側の RCAN CLKを選択 Group B側の RCAN CLKを選択 設定禁止 設定禁止 
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ビット名 機能 1 

（設定値=H'0） 

機能 2 

（設定値=H'1） 

機能 3 

（設定値=H'2） 

機能 4 

（設定値=H'3） 

hscif_sel[1:0] Group A側の HSCIFを選択 Group B側の HSCIFを選択 Group C側の

HSCIFを選択 

Group D側の

HSCIFを選択 

hspi0_sel[1:0] Group A側の HSPIを選択 Group B側の HSPIを選択 Group C側の

HSPIを選択 

設定禁止 

tmu_sel Group A側の TMUを選択 Group B側の TMUを選択 設定禁止 設定禁止 

get_rmii_sel Group A側の GETHER（RMII）を選

択 

Group B側の GETHER（RMII）を選

択 

設定禁止 設定禁止 

get_et0_sel Group A側の GETHER（ET0）*1を

選択 

Group B側の GETHER（ET0）*1を

選択 

設定禁止 設定禁止 

get_et0_ctl_s

el[1:0] 

Group A側の GETHER（ET0）*2を

選択 

Group B側の GETHER（ET0）*2を

選択 

GroupC側の

GETHER（ET0）

*2を選択 

設定禁止 

lcd_sel Group A側の LCDCを選択 Group B側の LCDCを選択 設定禁止 設定禁止 

rspi_sel Group A側の RSPIを選択 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

hif_sel Group A側の HIFを選択 Group B側の HIFを選択 設定禁止 設定禁止 

vin_sel Group A側の VIN1を選択 Group B側の VIN1を選択 設定禁止 設定禁止 

rqspi_sel Group A側の RQSPIを選択 Group B側の RQSPIを選択 設定禁止 設定禁止 

iebus_sel Group A側の IEBusを選択 Group B側の IEBusを選択 設定禁止 設定禁止 

【注】 *1 ET0_TX_CLK、ET0_RX_CLK、ET0_ERXD2、ET0_ERXD3、ET0_MDIO端子です。 

 *2 ET0_LINK、ET0_PHY_INT端子です。 
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37.2.21 MODULE選択レジスタ 2（MOD_SEL2） 

機能：複数の LSIピンにマルチされているモジュールピンを使用するグループ選択 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

scif_clk
_sel[0]

scif0
_sel[0]

scif1
_sel[1]

scif1
_sel[2]

scif0
_sel[1]

scif1
_sel[0]

scif_clk
_sel[1]

scif2
_sel[0]

scif2
_sel[1]

scif3
_sel[0]

scif3
_sel[1]

scif3
_sel[2]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

R/W R/WR/W R/WR/W R/WR/W R/WR/W R/WR/WR/W R/WR/WR/WR/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯

scif4
_sel[0]

scif4
_sel[1]

scif5
_sel[0]

scif5
_sel[1]

mtu3
_sel

mtu4
_sel

mtuclk
_sel

mtu1
_sel[1]

mtu2
_sel[0]

mtu0
_sel

mtu1
_sel[0]

mtu2
_sel[1]⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット:

初期値:

R/W:  
 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～24 すべて 0 R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

23～0 H'00 0000 R/W 下表に従い、マルチ選択を設定します。 

【注】 本レジスタ設定直前に、必ずピンマルチマスク（PMMR）レジスタを設定してマスク解除を行ってください。 

 

SCIF（CLK、ch1/ch2/ch3/ch4/ch5）、MTU2（ch0/ch1/ch2/ch3/ch4、CLK）は 2ヶ所以上に設定されています。前

記モジュール端子を使用する場合、どちらか一方を選択してから使用してください。非選択側のモジュール端子

の使用は禁止します。非選択側のモジュール端子を使用した場合、動作は保証できません。 

（2箇所以上設定されている端子でも出力端子には選択信号はありません。該当する周辺選択レジスタにていず

れかの端子を選択してください。） 
 

ビット名 機能 1 

（設定値=H'0） 

機能 2 

（設定値=H'1） 

機能 3 

（設定値=H'2） 

機能 4 

（設定値=H'3） 

機能 5 

（設定値=H'4） 

scif_clk_sel[1:0] Group A側の

SCIF_CLKを選択 

Group B側の

SCIF_CLKを選択 

Group C側の

SCIF_CLKを選択 

設定禁止 設定禁止 

scif0_sel[1:0] GroupA側のSCIF0

を選択 

Group B側の SCIF0

を選択 

Group C側の SCIF0

を選択 

設定禁止 設定禁止 

scif1_sel[2:0] GroupA側のSCIF1

を選択 

Group B側の SCIF1

を選択 

Group C側の SCIF1

を選択 

Group D側の

SCIF1を選択 

Group E側の

SCIF1を選択 

scif2_sel[1:0] GroupA側のSCIF2

を選択 

Group B側の SCIF2

を選択 

Group C側の SCIF2

を選択 

GroupD側の

SCIF2を選択 

設定禁止 

scif3_sel[2:0] GroupA側のSCIF3

を選択 

Group B側の SCIF3

を選択 

Group C側の SCIF3

を選択 

Group D側の

SCIF3を選択 

Group E側の

SCIF3を選択 

scif4_sel[1:0] GroupA側のSCIF4

を選択 

Group B側の SCIF4

を選択 

Group C側の SCIF4

を選択 

GroupD側の

SCIF4を選択 

設定禁止 

scif5_sel[1:0] GroupA側のSCIF5

を選択 

Group B側の SCIF5

を選択 

Group C側の SCIF5

を選択 

Group D側の

SCIF5を選択 

設定禁止 

mtu0_sel GroupA側のMTU2 

ch0を選択 

GroupC側のMTU2 

ch0を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 
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ビット名 機能 1 

（設定値=H'0） 

機能 2 

（設定値=H'1） 

機能 3 

（設定値=H'2） 

機能 4 

（設定値=H'3） 

機能 5 

（設定値=H'4） 

mtu1_sel[1:0] GroupA側のMTU2 

ch1を選択 

GroupB側のMTU2 

ch1を選択 

GroupC側のMTU2 

ch1を選択 

設定禁止 設定禁止 

mtu2_sel[1:0] GroupA側のMTU2 

ch2を選択 

GroupB側のMTU2 

ch2を選択 

GroupC側のMTU2 

ch2を選択 

設定禁止 設定禁止 

mtu3_sel GroupA側のMTU2 

ch3を選択 

GroupC側のMTU2 

ch3を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

mtu4_sel GroupA側のMTU2 

ch4を選択 

GroupC側のMTU2 

ch4を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

mtuclk_sel GroupA側のMTU2 

CLKを選択 

GroupC側のMTU2 

CLKを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 
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表 37.4 複数の LSIピンにマルチされているモジュールピンのグループ選択まとめ表 

対象ピン名 Group A Group B Group C Group D Group E 

IRQ0 IRQ0_A端子を選択 CAN0_RX_A端子と

マルチしている IRQ0

を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

IRQ1 IRQ1_A端子を選択 CAN1_RX_A端子と

マルチしている IRQ1

を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

IRQ2 IRQ2_A端子を選択 AN0端子とマルチし

ている IRQ2を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

IRQ3 IRQ3_A端子を選択 AN1端子とマルチし

ている IRQ3端子を

選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

MMC_D0 D0端子とマルチして

いるMMC_D0を選択

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

MMC_D1 D1端子とマルチして

いるMMC_D1を選択

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

MMC_D2 D2端子とマルチして

いるMMC_D2を選択

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

MMC_D3 D3端子とマルチして

いるMMC_D3を選択

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

MMC_D4 D4端子とマルチして

いるMMC_D4を選択

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

MMC_D5 D5端子とマルチして

いるMMC_D5を選択

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

MMC_D6 D6端子とマルチして

いるMMC_D6を選択

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

MMC_D7 D7端子とマルチして

いるMMC_D7を選択

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

MMC_CMD D9端子とマルチして

いるMMC_CMDを選

択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

NAF0 D0端子とマルチして

いる NAF0を選択 

VI1_CLK_A端子とマ

ルチしている NAF0

を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

NAF1 D1端子とマルチして

いる NAF1を選択 

VI1_0_A端子とマル

チしている NAF1を

選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

NAF2 D2端子とマルチして

いる NAF2を選択 

VI1_1_A端子とマル

チしている NAF2を

選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 
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対象ピン名 Group A Group B Group C Group D Group E 

NAF3 D3端子とマルチして

いる NAF3を選択 

VI1_2_A端子とマル

チしている NAF3を

選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

NAF4 D4端子とマルチして

いる NAF4を選択 

VI1_3_A端子とマル

チしている NAF4を

選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

NAF5 D5端子とマルチして

いる NAF5を選択 

VI1_4_A端子とマル

チしている NAF5を

選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

NAF6 D6端子とマルチして

いる NAF6を選択 

VI1_5_A端子とマル

チしている NAF6を

選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

NAF7 D7端子とマルチして

いる NAF7を選択 

VI1_6_A端子とマル

チしている NAF7を

選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

FRB D13端子とマルチし

ている FRBを選択 

AUDIO_CLKC端子と

マルチしている FRB

を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

AUDIO_CLK

A 

AUDIO_CLKA_A端

子を選択 

DU0_DISP端子とマ

ルチしている

AUDIO_CLKAを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

AUDIO_CLK

B 

AUDIO_CLKB_A端

子を選択 

DU0_CDE端子とマ

ルチしている

AUDIO_CLKBを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SSI_SCK0 SSI_SCK0_A端子を

選択 

DU0_DB7端子とマ

ルチしている

SSI_SCK0を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SSI_WS0 SSI_WS0_A端子を

選択 

DU0_DOTCLKIN端

子とマルチしている

SSI_ WS0を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SSI_SDATA

0 

SSI_SDATA0_A端子

を選択 

DU0_DOTCLKOUT

端子とマルチしてい

るSSI_ SDATA0を選

択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SSI_SCK1 SSI_SCK1_A端子を

選択 

DU0_EXHSYNC/DU

0_HSYNC端子とマ

ルチしている

SSI_SCK1を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SSI_WS1 SSI_WS1_A端子を

選択 

DU0_EXVSYNC/DU

0_VSYNC端子とマ

ルチしている SSI_ 

WS1を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 
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対象ピン名 Group A Group B Group C Group D Group E 

SSI_SDATA

1 

SSI_SDATA1_A端子

を選択 

DU0_EXODDF/DU0_

ODDF端子とマルチ

している

SSI_SDATA1を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SD0_CMD D9端子とマルチして

いる SD0_CMDを選

択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SD0_DAT0 D0端子とマルチして

いる SD0_DAT0を選

択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SD0_DAT1 D1端子とマルチして

いる SD0_DAT1を選

択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SD0_DAT2 D2端子とマルチして

いる SD0_DAT2を選

択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SD0_DAT3 D3端子とマルチして

いるSD0_DAT 3を選

択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SD0_CD D4端子とマルチして

いる SD0_CDを選択

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SD0_WP D5端子とマルチして

いる SD0_WPを選択

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SD1_CMD EX_CS5#端子とマル

チしている

SD1_CMDを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SD1_DAT0 EX_WAIT1端子とマ

ルチしている

SD1_DAT0を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SD1_DAT1 EX_WAIT2端子とマ

ルチしている

SD1_DAT1を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SD1_DAT2 DRACK0端子とマル

チしている

SD1_DAT2を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SD1_DAT3 DACK0端子とマルチ

している SD1_DAT 3

を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SD1_CD EX_CS3#端子とマル

チしている SD1_CD

を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 
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対象ピン名 Group A Group B Group C Group D Group E 

SD1_WP EX_CS4#端子とマル

チしている SD1_WP

を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SD2_CMD SD2_CMD_A端子を

選択 

DU0_DB5端子とマ

ルチしている

SD2_CMDを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SD2_DAT0 SD2_DAT0_A端子を

選択 

DU0_DB6端子とマ

ルチしている

SD2_DAT0を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SD2_DAT1 SD2_DAT1_A端子を

選択 

DU0_DB7端子とマ

ルチしている

SD2_DAT1を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SD2_DAT2 SD2_DAT2_A端子を

選択 

DU0_DOTCLKIN端

子とマルチしている

SD2_DAT2を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SD2_DAT3 SD2_DAT3_A端子を

選択 

DU0_DOTCLKOUT

端子とマルチしてい

る SD2_DAT3を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SD2_CD SD2_CD_A端子を選

択 

DU0_EXHSYNC/DU

0_HSYNC端子とマ

ルチしている

SD2_CDを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SD2_WP SD2_WP_A端子を選

択 

DU0_EXVSYNC/DU

0_VSYNC端子とマ

ルチしている

SD2_WPを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

CAN0_RX CAN0_RX_A端子を

選択 

DU0_EXODDF/DU0_

ODDF端子とマルチ

している CAN0_RX

を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

CAN1_RX CAN1_RX_A端子を

選択 

USB_OVC1端子とマ

ルチしている

CAN1_RXを選択 

EX_WAIT2端子とマ

ルチしている

CAN1_RXを選択 

設定禁止 設定禁止 

CAN_CLK CAN_CLK_A端子を

選択 

RD/WR#端子とマル

チしている

CAN_CLKを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

HCTS0# HCTS0#_A端子を選

択 

IRQ2_A端子とマル

チしている HCTS0#

を選択 

SSI_WS23端子とマ

ルチしている

HCTS0#を選択 

REF50CK端子とマ

ルチしている

HCTS0#を選択 

設定禁止 

HRTS0# HRTS0#_A端子を選

択 

IRQ3_A端子とマル

チしている HRTS0#

を選択 

SSI_SDATA2端子と

マルチしている

HRTS0#を選択 

DU0_DG1端子とマ

ルチしている

HRTS0#を選択 

設定禁止 
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対象ピン名 Group A Group B Group C Group D Group E 

HSCK0 HSCK0_A端子を選

択 

DU0_EXODDF/DU0_

ODDF端子とマルチ

している HSCK0を

選択 

AUDIO_CLKC端子と

マルチしている

HSCK0を選択 

DU0_DG0端子とマ

ルチしている HSCK0

を選択 

設定禁止 

HRX0 HRX0_A端子を選択 DU0_DISP端子とマ

ルチしている HRX0

を選択 

AUDIO_CLKOUT端

子とマルチしている

HRX0を選択 

DU0_DR0端子とマ

ルチしている HRX0

を選択 

設定禁止 

HSPI_CLK SCIF_CLK_A端子と

マルチしている

HSPI_CLKを選択 

DREQ1端子とマルチ

している HSPI_CLK

を選択 

DU0_DOTCLKOUT

端子と 

マルチしている 

HSPI_CLKを選択 

設定禁止 設定禁止 

HSPI_CS# SCK0_A端子とマル

チしている

HSPI_CS#を選択 

DACK1端子とマルチ

している HSPI_CS#

を選択 

DU0_DOTCLKIN子

とマルチしている

HSPI_CS#を選択 

設定禁止 設定禁止 

HSPI_RX RX0_A端子とマルチ

しているHSPI_RXを

選択 

IRQ1_A端子とマル

チしている HSPI_RX

を選択 

DU0_EXVSYNC/DU

0_VSYNC端子とマ

ルチしている

HSPI_RXを選択 

設定禁止 設定禁止 

TCLK1 DRACK0端子とマル

チしている TCLK1を

選択 

EX_WAIT0端子とマ

ルチしている TCLK1

を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

RMII0_RXD

0 

RX0_A端子とマルチ

している

RMII0_RXD0を選択

DU0_DG6端子とマ

ルチしている

RMII0_RXD0を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

RMII0_RXD

1 

HCTS0#_A端子とマ

ルチしている

RMII0_RXD1を選択

DU0_DG7端子とマ

ルチしている

RMII0_RXD1を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

RMII0_MDI

O 

HRTS0#_A端子とマ

ルチしている

RMII0_MDIOを選択

DU0_DG3端子とマ

ルチしている

RMII0_MDIOを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

RMII0_RX_

ER 

HSCK0_A端子とマ

ルチしている

RMII0_RX_ERを選

択 

DU0_DG5端子とマ

ルチしている

RMII0_RX_ERを選

択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

RMII0_CRS

_DV 

HRX0_A端子とマル

チしている

RMII0_CRS_DVを選

択 

DU0_DG4端子とマ

ルチして 

いる RMII0_CRS_DV

を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

ET0_TX_CL

K 

DREQ1端子とマルチ

している

ET0_TX_CLKを選択

D14端子とマルチし

ている ET0_TX_CLK

を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 
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対象ピン名 Group A Group B Group C Group D Group E 

ET0_RX_CL

K 

DACK1端子とマルチ

している

ET0_RX_CLKを選択

SD2_CLK_A端子と

マルチしている

ET0_RX_CLKを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

ET0_ERXD2 IRQ2_A端子とマル

チしている

ET0_ERXD2を選択

SD2_CLK_A端子と

マルチしている

ET0_ERXD2を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

ET0_ERXD3 IRQ3_A端子とマル

チしている

ET0_ERXD3を選択

SD2_DAT0_A端子と

マルチしている

ET0_ERXD3を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

ET0_MDIO RTS0#_B端子とマル

チしている

ET0_MDIOを選択 

SD2_DAT1_A端子と

マルチしている

ET0_MDIOを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

ET0_LINK SCK1_B端子とマル

チしている

ET0_LINKを選択 

SD2_DAT2_A端子と

マルチしている

ET0_LINKを選択 

EX_WAIT1端子とマ

ルチしている

ET0_LINKを選択 

設定禁止 設定禁止 

ET0_PHY_I

NT 

TX1_B端子とマルチ

している

ET0_PHY_INTを選

択 

SD2_CD_A端子とマ

ルチしている

ET0_PHY_INTを選

択 

DREQ1端子とマルチ

している

ET0_PHY_INTを選

択 

設定禁止 設定禁止 

LCD_CLK A19端子とマルチし

ている LCD_CLKを

選択 

AUDIO_CLKB_A端

子とマルチしている

LCD_CLKを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

RSPI_RSPC

K 

D6端子とマルチして

いる RSPI_RSPCK

を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

RSPI_SSL D7端子とマルチして

いる RSPI_SSLを選

択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

RSPI_MOSI D10端子とマルチし

ている RSPI_MOSI

を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

RSPI_MISO D11端子とマルチし

ている RSPI_MISO

を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 設定禁止 

HIFEBL SDA0端子とマルチ

している HIFEBLを

選択 

DU0_DB7端子とマ

ルチしている

HIFEBLを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

VI1_CLK VI1_CLK_A端子を選

択 

AUDIO_CLKA_A端

子とマルチしている

VI1_CLKを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

VI1_0 VI1_0_A端子を選択 SSI_SDATA0_A端子

とマルチしている

VI1_0を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 
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対象ピン名 Group A Group B Group C Group D Group E 

VI1_1 VI1_1_A端子を選択 SSI_SCK1_A端子と

マルチしている

VI1_1を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

VI1_2 VI1_2_A端子を選択 SSI_WS1_A端子と

マルチしている

VI1_2を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

VI1_3 VI1_3_A端子を選択 SSI_SDATA1_A端子

とマルチしている

VI1_3を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

VI1_4 VI1_4_A端子を選択 SSI_SCK23端子とマ

ルチしている VI1_4

を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

VI1_5 VI1_5_A端子を選択 SSI_WS23端子とマ

ルチしている VI1_5

を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

VI1_6 VI1_6_A端子を選択 SSI_SDATA2端子と

マルチしている

VI1_6を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

VI1_7 VI1_7_A端子を選択 SSI_SDATA3端子と

マルチしている

VI1_7を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

QSPCLK D6端子とマルチして

いる QSPCLKを選択

EX_CS2#端子とマル

チしている QSPCLK

を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

QSSL D7端子とマルチして

いる QSSLを選択 

EX_CS5#端子とマル

チしている QSSLを

選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

QIO2 D8端子とマルチして

いる QIO2を選択 

EX_CS1#端子とマル

チしている QIO2を

選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

QIO3 D9端子とマルチして

いる QIO3を選択 

CS1#/A26端子とマ

ルチしている QIO3

を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

QMO / QIO0 D10端子とマルチし

ている QMO / QIO0

を選択 

EX_CS3#端子とマル

チしている QMO / 

QIO0を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

QMI / QIO1 D11端子とマルチし

ている QMI / QIO1を

選択 

EX_CS4#端子とマル

チしている QMI / 

QIO1を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

IERX DU0_DR1端子とマ

ルチしている IERX

を選択 

USB_OVC1端子とマ

ルチしている IERX

を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 
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対象ピン名 Group A Group B Group C Group D Group E 

IECLK DU0_DG0端子とマ

ルチしている IECLK

を選択 

AUDIO_CLKA_A端

子とマルチしている

IECLKを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

SCIF_CLK SCIF_CLK_A端子を

選択 

DU0_DR0端子とマ

ルチしている

SCIF_CLK端子を選

択 

SCL1端子とマルチ

している SCIF_CLK

を選択 

設定禁止 設定禁止 

SCK0 SCK0_A端子を選択 DU0_DR1端子とマ

ルチしている SCK0

を選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

RX0 RX0_A端子を選択 DU0_DR2端子とマ

ルチしている RX0を

選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

CTS0# IRQ2_A端子とマル

チしている CTS0#を

選択 

CTS0#_B端子を選択 DU0_DR4端子とマ

ルチしている CTS0#

を選択 

設定禁止 設定禁止 

RTS0# IRQ3_A端子とマル

チしている RTS0#を

選択 

RTS0#_B端子を選択 DU0_DR5端子とマ

ルチしている RTS0#

を選択 

設定禁止 設定禁止 

SCK1 HSCK0_A端子とマ

ルチしている SCK1

を選択 

SCK1_B端子を選択 DU0_DR6端子とマ

ルチしている SCK1

を選択 

AUDIO_CLKA_A端

子とマルチしている

SCK1を選択 

AUDIO_CLKC端子と

マルチしている

SCK1を選択 

RX1 HRX0_A端子とマル

チしている RX1を選

択 

RX1_B端子を選択 DU0_DR7端子とマ

ルチしている RX1を

選択 

SSI_SCK23端子とマ

ルチしている RX1を

選択 

SDA1端子とマルチ

している RX1を選択 

CTS1# HCTS0#_A端子とマ

ルチしている CTS1#

を選択 

CTS1#_B端子を選択 DU0_DG1端子とマ

ルチしている CTS1#

を選択 

設定禁止 REF50CK端子とマ

ルチしている CTS1#

を選択 

RTS1# HRTS0#_A端子とマ

ルチしている RTS1#

を選択 

RTS1#_B端子を選択 DU0_DG2端子とマ

ルチしている RTS1#

を選択 

設定禁止 SDSELF端子とマル

チしている RTS1#を

選択 

SCK2 SCK2_A端子を選択 D15端子とマルチし

ている SCK2を選択 

DU0_DG3端子とマ

ルチしている SCK2

を選択 

設定禁止 設定禁止 

RX2 SD2_CLK_A端子と

マルチしている RX2

を選択 

D13端子とマルチし

ている RX2を選択 

DU0_DG4端子とマ

ルチしている RX2を

選択 

A24端子とマルチし

ている RX2を選択 

設定禁止 

RX3 SD2_DAT0_A端子と

マルチしている RX3

を選択 

EX_CS1#端子とマル

チしている RX3を選

択 

DU0_DG6端子とマ

ルチしている RX3を

選択 

USB_OVC1端子とマ

ルチしている RX3を

選択 

IRQ0_A端子とマル

チしている RX3を選

択 

RX4 SD2_DAT2_A端子と

マルチしている RX4

を選択 

DREQ1端子とマルチ

している RX4を選択 

DU0_DB0端子とマ

ルチしている RX4を

選択 

CAN_CLK_A端子と

マルチしている RX4

を選択 

設定禁止 
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対象ピン名 Group A Group B Group C Group D Group E 

RX5 SD2_CD_A端子とマ

ルチしている RX5を

選択 

DU0_DB2端子とマ

ルチしている RX5を

選択 

REF125CK端子とマ

ルチしている RX5を

選択 

USB_OVC1端子とマ

ルチしている RX5を

選択 

設定禁止 

TCLKA DU0_DR0端子とマ

ルチしている TCLKA

を選択 

A0端子とマルチして

いる TCLKAを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

TCLKB DU0_DR1端子とマ

ルチしている TCLKB

を選択 

A1端子とマルチして

いる TCLKBを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

TCLKC DU0_DR2端子とマ

ルチしている TCLKC

を選択 

A2端子とマルチして

いる TCLKCを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

TCLKD DU0_DR3端子とマ

ルチしている TCLKD

を選択 

A3端子とマルチして

いる TCLKDを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

TIOC0A DU0_DR4端子とマ

ルチしている

TIOC0Aを選択 

A4端子とマルチして

いる TIOC0Aを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

TIOC0B DU0_DR5端子とマ

ルチしている

TIOC0Bを選択 

A5端子とマルチして

いる TIOC0Bを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

TIOC0C DU0_DR6端子とマ

ルチしている

TIOC0Cを選択 

A6端子とマルチして

いる TIOC0Cを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

TIOC0D DU0_DR7端子とマ

ルチしている

TIOC0Dを選択 

A7端子とマルチして

いる TIOC0Dを選択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

TIOC1A DU0_DG0端子とマ

ルチしている

TIOC1Aを選択 

SSI_SCK0_A端子と

マルチしている

TIOC1Aを選択 

A8端子とマルチして

いる TIOC1Aを選択

設定禁止 設定禁止 

TIOC1B DU0_DG1端子とマ

ルチしている

TIOC1Bを選択 

SSI_WS0_A端子と

マルチしている

TIOC1Bを選択 

A9端子とマルチして

いる TIOC1Bを選択

設定禁止 設定禁止 

TIOC2A DU0_DG2端子とマ

ルチしている

TIOC2Aを選択 

SSI_SDATA0_A端子

とマルチしている

TIOC2Aを選択 

A10端子とマルチし

ている TIOC2Aを選

択 

設定禁止 設定禁止 

TIOC2B DU0_DG3端子とマ

ルチしている

TIOC2Bを選択 

SSI_SCK1_A端子と

マルチしている

TIOC2Bを選択 

A11端子とマルチし

ている TIOC2Bを選

択 

設定禁止 設定禁止 

TIOC3A DU0_DG4端子とマ

ルチしている

TIOC3Aを選択 

A12端子とマルチし

ている TIOC3Aを選

択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 
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対象ピン名 Group A Group B Group C Group D Group E 

TIOC3B DU0_DG5端子とマ

ルチしている

TIOC3Bを選択 

A13端子とマルチし

ている TIOC3Bを選

択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

TIOC3C DU0_DG6端子とマ

ルチしている

TIOC3Cを選択 

A14端子とマルチし

ている TIOC3Cを選

択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

TIOC3D DU0_DG7端子とマ

ルチしている

TIOC3Dを選択 

A15端子とマルチし

ている TIOC3Dを選

択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

TIOC4A DU0_DB0端子とマ

ルチしている

TIOC4Aを選択 

A16端子とマルチし

ている TIOC4Aを選

択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

TIOC4B DU0_DB1端子とマ

ルチしている

TIOC4Bを選択 

A17端子とマルチし

ている TIOC4Bを選

択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

TIOC4C DU0_DB2端子とマ

ルチしている

TIOC4Cを選択 

A18端子とマルチし

ている TIOC4Cを選

択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 

TIOC4D DU0_DB3端子とマ

ルチしている

TIOC4Dを選択 

A19端子とマルチし

ている TIOC4Dを選

択 

設定禁止 設定禁止 設定禁止 
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37.2.22 LSIピン PULL UP制御レジスタ 0（PUPCTL0） 

機能：ピン PULL UP制御 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 － H'0000 0000 R/W LSI各信号ピンの内蔵 PULL UP機能の ON／OFF制御を信号単位に行い

ます。 

0：PULL UP機能 無効 

1：PULL UP機能 有効 

 

37.2.23 LSIピン PULL UP制御レジスタ 1（PUPCTL1） 

機能：ピン PULL UP制御 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 － H'DE29 C000 R/W LSI各信号ピンの内蔵 PULL UP機能の ON／OFF制御を信号単位に

行います。 

0：PULL UP機能 無効 

1：PULL UP機能 有効 
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37.2.24 LSIピン PULL UP制御レジスタ 2（PUPCTL2） 

機能：ピン PULL UP制御 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 

30～0 － H'7FFF FDEF R/W LSI各信号ピンの内蔵 PULL UP機能の ON／OFF制御を信号単位に

行います。 

0：PULL UP機能 無効 

1：PULL UP機能 有効 

 

37.2.25 LSIピン PULL UP制御レジスタ 3（PUPCTL3） 

機能：ピン PULL UP制御 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

30～0 － H'7F00 0000 R/W LSI各信号ピンの内蔵PULL UP機能のON／OFF制御を信号単位に行います。 

0：PULL UP機能 無効 

1：PULL UP機能 有効 
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37.2.26 LSIピン PULL UP制御レジスタ 4（PUPCTL4） 

機能：ピン PULL UP制御 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

27～0 － H'ACF FFFE R/W LSI各信号ピンの内蔵 PULL UP機能の ON／OFF制御を信号単位に行い

ます。 

0：PULL UP機能 無効 

1：PULL UP機能 有効 

 

37.2.27 LSIピン PULL UP制御レジスタ 5（PUPCTL5） 

機能：ピン PULL UP制御 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～0 － H'1F1 R/W LSI各信号ピンの内蔵 PULL UP機能のON／OFF制御を信号単位に行いま

す。 

0：PULL UP機能 無効 

1：PULL UP機能 有効 
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37.2.28 LSIピンドライブ能力切り替えレジスタ（DRV_SEL） 

機能：LSIピンのドライブ能力切り替え 
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ビット 初期値 R/W 説   明 

31～4 すべて 0 R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 0 R/W PRESETOUT#端子のドライバビリティ設定が可能です。 

0：6mA 

1：8mA 

2 0 R/W D8、D9、D10、D11、D12、D13端子のドライバビリティ設定が可能です。 

0：6mA 

1：8mA 

1 0 R/W EX_CS2#、EX_CS3#、EX_CS4#、EX_CS5#、EX_WAIT1、EX_WAIT2端子のドライバ

ビリティ設定が可能です。 

0：6mA 

1：8mA 

0 0 R/W EX_CS1#、RD/WR#、DRACK0、DREQ0、DACK0端子のドライバビリティ設定が可能で

す。 

0：6mA 

1：8mA 
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37.3 動作説明 

37.3.1 ピンマルチ設定 

GPIO周辺機能選択レジスタ 0～5（GPSR0～5）、周辺機能選択レジスタ 0～11（IPSR0～11）およびMODULE

選択レジスタ（MOD_SEL）、MODULE選択レジスタ 2（MOD_SEL2）の設定をする場合、必ず各レジスタごと

に LSIピンマルチマスクレジスタ（PMMR）の設定が必要となります。LSIピンマルチマスクレジスタにはマルチ

設定値の反転したデータを設定してください。設定しない場合は、GPIO周辺機能選択レジスタ 0～5（GPSR0～5）、

周辺機能選択レジスタ 0～11（IPSR0～11）およびMODULE選択レジスタ（MOD_SEL）、MODULE選択レジス

タ 2（MOD_SEL2）には値を設定することはできません。 

また、ピンマルチ設定で INTC、MMC、FLCTL、RCAN（ch0/ch1、CLK）、SDHI（ch0/ch1/ch2）、HSCIF（ch0）、

SSS（ch0/ch1、AUDIO_CLKA/AUDIO_CLKB）、HSPI、TMU、GETHER（RMII/ET0）、LCDC、RSPI、SCIF（SCIF_CLK、

ch1/ch2/ch3/ch4/ch5）、HIF、MTU2（ch0/ch1/ch2/ch3/ch4、CLK）、VIN（ch1）、RQSPI、IEBusを設定する場合は、

先にMODULE選択レジスタおよびMODULE選択レジスタ 2を設定してからピンマルチの設定をしてください。 

なお、端子の機能を周辺機能から GPIOへ切り替えるとき、GPIOから周辺機能へ切り替えるとき、もしくは、

周辺機能から周辺機能へ切り替えるときに、周辺機能から出力される信号が完全な波形とはならず、途中で切り

替わる可能性があります。 

（1） GPIOから周辺機能への設定変更 

LSIピンマルチマスクレジスタ設定

LSIピンマルチマスクレジスタ設定

GPIO周辺機能選択レジスタ(GP)を周辺機能に設定

LSIピンマルチマスクレジスタ設定

周辺機能選択レジスタ(IP)設定

(clkp1)

GP：GPIO周辺機能選択レジスタビット
IP ：周辺機能選択レジスタビット

端子

GP 0

GPIO 周辺機能

周辺機能選択値

1

IP

MODULE選択レジスタ／MODULE選択レジスタ2設定

 

図 37.1 GPIOから周辺機能への設定変更手順 

 



 

37. ピンファンクションコントローラ（PFC） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  37-51 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

（2） 周辺機能から GPIOへの設定変更 

LSIピンマルチマスクレジスタ設定

GPIO周辺機能選択レジスタ(GP)をGPIOに設定

(clkp1)

端子

GP 1

GPIO周辺機能

周辺機能選択値

0

IP

【記号説明】
　　GP：GPIO周辺機能選択レジスタビット
　　IP ：周辺機能選択レジスタビット  

図 37.2 周辺機能から GPIOへの設定変更手順 

 

（3） 周辺機能から周辺機能への設定変更 1 

LSIピンマルチマスクレジスタ設定

LSIピンマルチマスクレジスタ設定

GPIO周辺機能選択レジスタ(GP)をGPIOに設定

LSIピンマルチマスクレジスタ設定

周辺機能選択レジスタ(IP)設定

クロック(clkp1)

端子

GP 01

GPIO 変更後周辺機能変更前周辺機能

変更後設定値変更前設定値

1

IPMODULE選択レジスタ／MODULE選択レジスタ2設定

LSIピンマルチマスクレジスタ設定

GPIO周辺機能選択レジスタ(GP)を周辺機能に設定

GP：GPIO周辺機能選択レジスタビット
IP ：周辺機能選択レジスタビット

 

図 37.3 周辺機能から周辺機能への設定変更手順（GPIOを経由する設定） 
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（4） 周辺機能から周辺機能への設定変更 2 

LSIピンマルチマスクレジスタ設定

LSIピンマルチマスクレジスタ設定

周辺機能選択レジスタ(IP)設定

クロック(clkp1)

端子

GP

変更後設定値変更前設定値

変更後周辺機能変更前周辺機能

1

IP

MODULE選択レジスタ設定

GP：GPIO周辺機能選択レジスタビット
IP ：周辺機能選択レジスタビット

選択ビットが2ビット以上の場合、切り替え時 

にハザードが発生する可能性があります。  

図 37.4 周辺機能から周辺機能への設定変更手順（GPIOを経由しない設定） 

 

37.3.2 PULL UP設定 

端子の PULL UPの設定は LSIピン PULL UP制御レジスタ 0～5（PUPCTL0～5）で制御します。 
 

37.4 注意事項 

PENC1端子は初期状態が PULL UPです。 

PENC1機能として使用する場合、PUPCTL4レジスタのビット 25にて PULL UP機能を無効とする前まで PENC1

はイネーブル状態となりますので、ディスエーブル状態となるように適切な抵抗値の外付けプルダウン抵抗を設

置してください。 
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38. ユーザブレークコントローラ（UBC） 

ユーザブレークコントローラ（UBC）は、プログラムデバッグを容易にする機能を提供します。この機能を使

用することにより、セルフモニタデバッガを容易に作成でき、インサーキットエミュレータを使用しなくても、

本 LSI単体で手軽にプログラムをデバッグできます。 

UBCに設定できるブレーク条件には、命令フェッチまたはオペランドの読み出し書き込み、オペランドのサイ

ズ、データの内容、アドレスの値、および命令フェッチのときの停止タイミングがあります。 

38.1 特長 

1. 次のようなブレーク比較条件を設定できます 

ブレークチャネル数：2チャネル（チャネル 0と 1） 

ユーザブレークは、チャネル 0、1独立に、または連続した（シーケンシャル）1つの条件として設定するこ

とができます（シーケンシャルブレーク設定：チャネル 0のブレーク条件が一致した後チャネル 1のブレー

ク条件の一致が発生、またはチャネル 1のブレーク条件が一致した後チャネル 0のブレーク条件の一致が発

生し、しかも両者が同じバスサイクルで発生しないとき）。 

• アドレス 

ASIDとアドレス 32ビットから構成された 40ビットの比較において、ASIDは全ビット比較または全ビット

マスクのいずれかを選択できます。 

アドレス 32ビットの比較はビットごとにマスク可能で、ユーザは下位 12ビット（4Kバイトページ）、下位

10ビット（1Kバイトページ）、あるいは任意の大きさのページ等でアドレスをマスク可能です。 

• データ 

チャネル 1のみ、32ビットマスク可能。 

• バスサイクル 

命令フェッチでのブレーク（PCブレーク）またはオペランドアクセスでのブレーク 

• 読み出しまたは書き込み 

• オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード、およびクワッドワードをサポート 

2. ユーザ指定のユーザブレーク条件例外処理ルーチンを実行可能。 

3. PCブレークにおいて、ブレークを命令の実行の前に設定するか、後に設定するかを指定可能。 

4. ブレーク条件（チャネル 1に対してのみ）として、最大 212－1回まで繰り返し回数を指定可能。 
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図 38.1に UBCのブロック図を示します。 

SAB
内部バス

アクセス
コンパレータ

アドレス
コンパレータ

チャネル0
動作制御

チャネル1
動作制御

アクセス
コンパレータ

アドレス
コンパレータ

データ
コンパレータ

制御

CBR0

CAR0

CAMR0

CRR0

CBR1

CAR1

CAMR1

CDR1

CDMR1

CETR1

CRR1

CCMFR

CBCR

ユーザブレーク要求

SDB
アクセス
制御

CBR0
CRR0
CAR0
CAMR0
CBR1
CRR1
CAR1

CAMR1
CDR1
CDMR1
CETR1
CCMFR
CBCR
SAB
SDB

【記号説明】

ASID
コンパレータ

ASID
コンパレータ

ASID

：マッチ条件設定レジスタ0
：マッチ動作設定レジスタ0
：マッチアドレス設定レジスタ0
：マッチアドレスマスク設定レジスタ0
：マッチ条件設定レジスタ1
：マッチ動作設定レジスタ1
：マッチアドレス設定レジスタ1

：マッチアドレスマスク設定レジスタ1
：マッチデータ設定レジスタ1
：マッチデータマスク設定レジスタ1
：実行回数ブレークレジスタ1
：チャネルマッチフラグレジスタ
：ブレークコントロールレジスタ
：オペランドアドレスバス
：オペランドデータバス  

図 38.1 UBCのブロック図 
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38.2 レジスタの説明 

UBCのレジスタ構成を表 38.1に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 38.2に示します。 

下記アドレス以外への書き込みは行わないでください。書き込みを行った場合、動作は保証されません。 
 

表 38.1 レジスタ構成 

名称 略称 R/W P4アドレス* エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

マッチ条件設定レジスタ 0 CBR0 R/W H'FF20 0000 H'1F20 0000 32 

マッチ動作設定レジスタ 0 CRR0 R/W H'FF20 0004 H'1F20 0004 32 

マッチアドレス設定レジスタ 0 CAR0 R/W H'FF20 0008 H'1F20 0008 32 

マッチアドレスマスク設定レジスタ 0 CAMR0 R/W H'FF20 000C H'1F20 000C 32 

マッチ条件設定レジスタ 1 CBR1 R/W H'FF20 0020 H'1F20 0020 32 

マッチ動作設定レジスタ 1 CRR1 R/W H'FF20 0024 H'1F20 0024 32 

マッチアドレス設定レジスタ 1 CAR1 R/W H'FF20 0028 H'1F20 0028 32 

マッチアドレスマスク設定レジスタ 1 CAMR1 R/W H'FF20 002C H'1F20 002C 32 

マッチデータ設定レジスタ 1 CDR1 R/W H'FF20 0030 H'1F20 0030 32 

マッチデータマスク設定レジスタ 1 CDMR1 R/W H'FF20 0034 H'1F20 0034 32 

実行回数ブレークレジスタ 1 CETR1 R/W H'FF20 0038 H'1F20 0038 32 

チャネルマッチフラグレジスタ CCMFR R/W H'FF20 0600 H'1F20 0600 32 

ブレークコントロールレジスタ CBCR R/W H'FF20 0620 H'1F20 0620 32 

【注】 * P4アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物理

アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 38.2 各処理状態におけるレジスタの状態 

名称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル

リセット

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

マッチ条件設定レジスタ 0 CBR0 H'2000 0000 保持 保持 保持 H'2000 0000 

マッチ動作設定レジスタ 0 CRR0 H'0000 2000 保持 保持 保持 H'0000 2000 

マッチアドレス設定レジスタ 0 CAR0 不定 保持 保持 保持 不定 

マッチアドレスマスク設定レジスタ 0 CAMR0 不定 保持 保持 保持 不定 

マッチ条件設定レジスタ 1 CBR1 H'2000 0000 保持 保持 保持 H'2000 0000 

マッチ動作設定レジスタ 1 CRR1 H'0000 2000 保持 保持 保持 H'0000 2000 

マッチアドレス設定レジスタ 1 CAR1 不定 保持 保持 保持 不定 

マッチアドレスマスク設定レジスタ 1 CAMR1 不定 保持 保持 保持 不定 

マッチデータ設定レジスタ 1 CDR1 不定 保持 保持 保持 不定 

マッチデータマスク設定レジスタ 1 CDMR1 不定 保持 保持 保持 不定 

実行回数ブレークレジスタ 1 CETR1 不定 保持 保持 保持 不定 

チャネルマッチフラグレジスタ CCMFR H'0000 0000 保持 保持 保持 H'0000 0000 

ブレークコントロールレジスタ CBCR H'0000 0000 保持 保持 保持 H'0000 0000 
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アクセスサイズは、コントロールレジスタのサイズと同じでなければなりません。サイズが異なると、レジス

タの書き込み動作で書き込みが実行されず、読み出し動作は不定な値を返します。コントロールレジスタを書き

換える命令を実行してから実際にその値が反映されるまでの期間は、所望のブレークが発生しない場合がありま

す。コントロールレジスタが変更されるタイミングを知るためには、最後に書き込んだデータを読み出してくだ

さい。それ以降の命令は、新しく書き込んだレジスタ値に対して有効です。 
 

38.2.1 マッチ条件設定レジスタ 0、1（CBR0、CBR1） 

CBR0、CBR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、それぞれチャネル 0、チャネル 1の

ブレーク条件を指定します。設定可能なブレーク条件は、（1）マッチフラグの有無、（2）ASIDの有無とその値、

（3）データ値の有無、（4）オペランドサイズ、（5）実行回数の有無、（6）バス、（7）命令フェッチまたはオ

ペランドアクセス、（8）読み出しまたは書き込みです。 
 

• CBR0 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

MFE AIE MFI AIV

― SZ ― ― ― ― CD ID ― RW CE

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 MFE 0 R/W マッチフラグイネーブル 

マッチ条件に本レジスタのMFIビットで指定したマッチフラグの値を含め

るかどうかを指定します。指定したマッチフラグの値が 1のとき、条件一

致となります。 

0：マッチフラグはマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件にマッチフラグを含める 

30 AIE 0 R/W ASIDイネーブル 

マッチ条件に本レジスタの AIVビットで指定した ASIDを含めるかどうか

を指定します。 

0：ASIDはマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件に ASIDを含める 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

29～24 MFI 100000 R/W マッチフラグ指定 

マッチ条件とするマッチフラグを指定します。 

000000：CCMFRレジスタのMF0ビット 

000001：CCMFRレジスタのMF1ビット 

その他：リザーブ（設定禁止） 

【注】 初期値はリザーブ（設定禁止）の状態になりますが、CBR1[0]に 1

を書き込む際に必ず000000あるいは000001を設定してください。

また、CCMRFレジスタのMF0ビットが 0の状態で、本レジスタ

のMFEビットを 1に、MFIビットを 000000に設定するとチャネ

ル 0でヒットしなくなりますので注意してください。 

23～16 AIV H'00 R/W ASID指定 

マッチ条件とする ASID値を指定します。 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14～12 SZ 000 R/W オペランドサイズセレクト 

マッチ条件とするオペランドサイズを指定します。本ビットは、オペラン

ドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。 

000：オペランドサイズはマッチ条件に含まれず、チェックされない 

（すべてのサイズが対象となる）*1 

001：バイトアクセスを対象とする 

010：ワードアクセスを対象とする 

011：ロングワードアクセスを対象とする 

100：クワッドワードアクセスを対象とする*3 

その他：リザーブ（設定禁止） 

11～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7、6 CD 00 R/W バスセレクト 

マッチ条件とするバスを指定します。本ビットは、オペランドアクセスサ

イクルを対象とする場合のみ有効です。 

00：オペランドアクセスにおいてオペランドバスを対象とする 

その他：リザーブ（設定禁止） 

5、4 ID 00 R/W 命令フェッチ／オペランドアクセスセレクト 

マッチ条件として、命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイ

クルを指定します。 

00：命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 

01：命令フェッチサイクルを対象とする 

10：オペランドアクセスサイクルを対象とする 

11：命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2、1 RW  00 R/W バスコマンドセレクト 

マッチ条件として、読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを指定しま

す。本ビットは、オペランドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効

です。 

00：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

01：読み出しサイクルを対象とする 

10：書き込みサイクルを対象とする 

11：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

0 CE 0 R/W チャネルイネーブル 

チャネルを有効にするかどうかを指定します。本ビットに 0を設定した場

合、ほかのビットの設定はすべて無効です。 

0：本チャネルは無効 

1：本チャネルは有効 
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• CBR1 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

MFE AIE MFI AIV

DBE SZ ETBE ― ― ― CD ID ― RW CE

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 MFE 0 R/W マッチフラグイネーブル 

マッチ条件に本レジスタのMFIビットで指定したマッチフラグの値を含め

るかどうかを指定します。指定したマッチフラグの値が 1のとき、条件一

致となります。 

0：マッチフラグはマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件にマッチフラグを含める 

30 AIE 0 R/W ASIDイネーブル 

マッチ条件に本レジスタの AIVビットで指定した ASIDを含めるかどうか

を指定します。 

0：ASIDはマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件に ASIDを含める 

29～24 MFI 100000 R/W マッチフラグ指定 

マッチ条件とするマッチフラグを指定します。 

000000：CCMFRレジスタのMF0ビット 

000001：CCMFRレジスタのMF1ビット 

その他：リザーブ（設定禁止） 

【注】 初期値はリザーブ（設定禁止）の状態になりますが、CBR1[0]に 1

を書き込む際に必ず 000000あるいは 000001を設定してくださ

い。また、CCMRFレジスタのMF1ビットが 0の状態で、本レジ

スタのMFEビットを 1に、MFIビットを 000001に設定するとチ

ャネル 1でヒットしなくなりますので注意してください。 

23～16 AIV H'00 R/W ASID指定 

マッチ条件とする ASID値を指定します。 

15 DBE 0 R/W データ値イネーブル*2 

マッチ条件にデータ値を含めるかどうかを指定します。本ビットは、オペ

ランドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。 

0：データ値はマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件にデータ値を含める 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14～12 SZ 000 R/W オペランドサイズセレクト 

マッチ条件とするオペランドサイズを指定します。本ビットは、オペラン

ドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。 

000：オペランドサイズはマッチ条件に含まれず、チェックされない（す

べのサイズが対象となる）*1 

001：バイトアクセスを対象とする 

010：ワードアクセスを対象とする 

011：ロングワードアクセスを対象とする 

100：クワッドワードアクセスを対象とする*3 

その他：リザーブ（設定禁止） 

11 ETBE 0 R/W 実行回数値イネーブル 

マッチ条件に実行回数値を含めるかどうかを指定します。このビットが 1

の場合、マッチ条件が成立した回数が CETR1 レジスタで指定した値と等

しくなったとき、CRR1レジスタで指定した動作が発生します。 

0：実行回数値はマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件に実行回数値を含める 

10～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7、6 CD 00 R/W バスセレクト 

マッチ条件とするバスを指定します。本ビットは、オペランドアクセスサ

イクルを対象とする場合のみ有効です。 

00：オペランドアクセスにおいてオペランドバスを対象とする 

その他：リザーブ（設定禁止） 

5、4 ID 00 R/W 命令フェッチ／オペランドアクセスセレクト 

マッチ条件として、命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイ

クルを指定します。 

00：命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 

01：命令フェッチサイクルを対象とする 

10：オペランドアクセスサイクルを対象とする 

11：命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2、1 RW 00 R/W バスコマンドセレクト 

マッチ条件として、読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを指定しま

す。本ビットは、オペランドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効

です。 

00：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

01：読み出しサイクルを対象とする 

10：書き込みサイクルを対象とする 

11：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

0 CE 0 R/W チャネルイネーブル 

チャネルを有効にするかどうかを指定します。本ビットに 0を設定した場

合、ほかのビットの設定はすべて無効です。 

0：本チャネルは無効 

1：本チャネルは有効 

【注】 *1 データ値をマッチ条件に含める場合は、オペランドサイズを指定してください。 

 *2 OCBI命令はデータ値のないロングワード書き込み、PREF、OCBP、OCBWB命令はデータ値のないロングワー

ド読み出しとして扱います。これらの命令に対してマッチ条件を設定する場合、データ値を含めないようにしてく

ださい。 

 *3 クワッドワードアクセスを指定しかつデータ値をマッチ条件に含めた場合、64ビットデータの上位 32ビットまた

は下位 32ビットそれぞれについて、マッチデータ設定レジスタおよびマッチデータマスク設定レジスタによる設

定内容との比較が行われます。 
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38.2.2 マッチ動作設定レジスタ 0、1（CRR0、CRR1） 

CRR0、CRR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、それぞれチャネル 0、チャネル 1が

マッチ条件を満たした場合の動作を指定します。設定可能な動作内容は、（1）命令フェッチサイクルに対するブ

レークタイミング、（2）ブレーク要求の有無です。 
 

• CRR0 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― PCB BIE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13 ― 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

12～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 PCB 0 R/W PCブレークセレクト 

命令フェッチサイクルのブレークタイミングが命令実行の前か後かを指定

します。命令フェッチサイクル以外のブレークに対して、本ビットは無効

です。 

0：PCブレークを命令実行前に設定する 

1：PCブレークを命令実行後に設定する 

0 BIE 0 R/W ブレークイネーブル 

チャネルのマッチ条件が成立したときに、ブレークを要求するかどうかを

指定します。 

0：ブレーク要求しない 

1：ブレークを要求する 
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• CRR1 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― PCB BIE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13 ― 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

12～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 PCB 0 R/W PCブレークセレクト 

命令フェッチサイクルのブレークタイミングが命令実行の前か後かを指定

します。命令フェッチサイクル以外のブレークに対して、本ビットは無効

です。 

0：PCブレークを命令実行前に設定する 

1：PCブレークを命令実行後に設定する 

0 BIE 0 R/W ブレークイネーブル 

チャネルのマッチ条件が成立したときに、ブレークを要求するかどうかを

指定します。 

0：ブレーク要求しない 

1：ブレークを要求する 
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38.2.3 マッチアドレス設定レジスタ 0、1（CAR0、CAR1） 

CAR0、CAR1は、それぞれ読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、チャネル 0、チャネル 1の

ブレーク条件とする仮想アドレスを指定します。 
 

• CAR0 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

CA

CA

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CA 不定 R/W 比較アドレス 

ブレーク条件とするアドレスを指定します。 

CBR0レジスタによりオペランドバスを指定した場合は、CA[31:0]に SAB

のアドレスを指定します。 

 

• CAR1 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

CA

CA

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CA 不定 R/W 比較アドレス 

ブレーク条件とするアドレスを指定します。 

CBR1レジスタによりオペランドバスを指定した場合は、CA[31:0]に SAB

のアドレスを指定します。 
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38.2.4 マッチアドレスマスク設定レジスタ 0、1（CAMR0、CAMR1） 

CAMR0、CAMR1は、それぞれ読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、対応するチャネルのマ

ッチアドレス設定レジスタによって指定されるアドレスビットのうち、マスクするビットを指定します（マスク

するビットに 1を設定します）。 
 

• CAMR0 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

CAM

CAM

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CAM 不定 R/W 比較アドレスマスク 

CAR0 レジスタによって指定されるアドレスビットのうちマスクするビッ

トを指定します（マスクするビットに 1を指定します）。 

0：アドレスビット CA[n]は、ブレーク条件に含まれる 

1：アドレスビット CA[n]はマスクされ、ブレーク条件に含まれない 

【注】n＝31～0 

 

• CAMR1 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

CAM

CAM

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CAM 不定 R/W 比較アドレスマスク 

CAR1 レジスタによって指定されるアドレスビットのうちマスクするビッ

トを指定します（マスクするビットに 1を指定します）。 

0：アドレスビット CA[n]は、ブレーク条件に含まれる 

1：アドレスビット CA[n]はマスクされ、ブレーク条件に含まれない 

【注】n＝31～0 
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38.2.5 マッチデータ設定レジスタ 1（CDR1） 

CDR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、チャネル 1のブレーク条件とするデータ値

を指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

CD

CD

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CD 不定 R/W 比較データ値 

ブレーク条件とするデータ値を指定します。 

CBR1レジスタによりオペランドバスを指定した場合は、CD[31:0]に SDB

のデータ値を指定します。 

 

表 38.3 マッチデータ設定レジスタの指定 

CBR1でのバスセレクト CD[31:24] CD[23:16] CD[15:8] CD[7:0] 

オペランドバス（バイト） Don't care SDB7～0 

オペランドバス（ワード） Don't care SDB15～0 

オペランドバス（ロングワード） SDB31～0 

【注】 1. データ値をマッチ条件に含める場合は、オペランドサイズを指定してください。 

 2. OCBI命令はデータ値のないロングワード書き込み、PREF、OCBP、OCBWB命令はデータ値のないロングワー

ド読み出しとして扱います。これらの命令に対してマッチ条件を設定する場合、データ値を含めないようにしてく

ださい。 

 3. クワッドワードアクセスを指定しかつデータ値をマッチ条件に含めた場合、64ビットデータの上位 32ビットまた

は下位 32ビットそれぞれについて、マッチデータ設定レジスタおよびマッチデータマスク設定レジスタによる設

定内容との比較が行われます。 
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38.2.6 マッチデータマスク設定レジスタ 1（CDMR1） 

CDMR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、マッチデータよって指定されるデータ値

のうちマスクするビットを指定します（マスクするビットに 1を設定します）。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

CDM

CDM

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CDM 不定 R/W 比較データ値マスク 

CDR1 レジスタによって指定されるデータ値のうちマスクするビットを指

定します（マスクするビットに 1を指定します）。 

0：データ値ビット CD[n]は、ブレーク条件に含まれる 

1：データ値ビット CD[n]はマスクされ、ブレーク条件に含まれない 

【注】n＝31～0 

 

38.2.7 実行回数ブレークレジスタ 1（CETR1） 

CETR1 は、読み出し／書き込み可能な 32 ビットのレジスタであり、ブレークが発生するまでのチャネルヒッ

ト回数を指定します。指定できる最大値は 212－1 です。マッチ条件設定レジスタによりマッチ条件に実行回数値

を含めた場合、チャネルがヒットするごとに本レジスタ値は 1 ずつデクリメントされ、レジスタ値が H'001 にな

った後、さらにヒットするとブレークが発生します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― CET

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～0 CET 不定 R/W 実行回数 

ブレーク条件とする実行回数を指定します。 
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38.2.8 チャネルマッチフラグレジスタ（CCMFR） 

CCMFRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、各チャネルのマッチ条件が成立したかど

うかを示します。チャネルのマッチ条件が成立した場合、対応するフラグビットに 1 が設定されます。フラグの

クリアは、クリアしたいビットを 0、それ以外のビットを 1にしたデータを本レジスタに書き込むことで行います

（書き込み値と現在値の論理積が書き込まれます）。本マッチフラグを用いることで、複数チャネルによるシー

ケンシャル動作を実現できます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― MF1 MF0

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 MF1 0 R/W チャネル 1条件一致フラグ 

チャネル 1にセットしたマッチ条件が成立すると、このフラグは 1にセッ

トされます。フラグをクリアするには、このビットに 0を書き込みます。 

0：チャネル 1のマッチ条件不一致 

1：チャネル 1のマッチ条件一致 

0 MF0 0 R/W チャネル 0条件一致フラグ 

チャネル 0にセットしたマッチ条件が成立すると、このフラグは 1にセッ

トされます。フラグをクリアするには、このビットに 0を書き込みます。 

0：チャネル 0のマッチ条件不一致 

1：チャネル 0のマッチ条件一致 
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38.2.9 ブレークコントロールレジスタ（CBCR） 

CBCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、ユーザブレークデバッグサポート機能を使

用するかどうかを指定します。ユーザブレークデバッグサポート機能の詳細については、「38.3.7 ユーザブレー

クデバッグサポート機能」を参照してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― UBDE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 UBDE 0 R/W ユーザブレークデバッグサポート機能イネーブル 

ユーザブレークデバッグサポート機能を使用するかどうかを指定します。 

0：デバッグサポート機能を使用しない 

1：デバッグサポート機能を使用する 
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38.3 動作説明 

38.3.1 アクセスに関する用語の説明 

命令フェッチとは、命令を取得するアクセスを指します。たとえば、分岐命令の実行による分岐先命令のフェ

ッチは命令アクセスです。オペランドアクセスとは、命令実行による任意のメモリアクセスを指します。たとえ

ば、命令MOV.W @(disp,PC),Rnのアドレス（PC＋disp×2＋4）に対するアクセスはオペランドアクセスです。「デ

ータ」という用語は「アドレス」との対比で使用します。 

すべてのオペランドアクセスは、読み出しアクセスまたは書き込みアクセスのいずれかに分類されます。次の

命令は特別の注意が必要です。 
 

• PREF、OCBPおよび OCBWB命令：読み出しアクセスとして扱います。 

• MOVCA.Lおよび OCBI命令 ：書き込みアクセスとして扱います。 

• TAS.B命令 ：1つの読み出しアクセス、1つの書き込みアクセスとして扱います。 

 

PREF、OCBP、OCBWB、OCBI命令によるオペランドアクセスはデータ値のないアクセスです。これらの命令

に対してマッチ条件を設定する場合、データ値を含めないようにしてください。 
 

すべてのオペランドアクセスは、オペランドサイズが定義されます。オペランドサイズには、バイト、ワード、

ロングワード、クワッドワードがあります。PREF、OCBP、OCBWB、MOVCA.L、OCBI 命令によるオペランド

アクセスにおいては、オペランドサイズはロングワードとして定義されます。 
 

38.3.2 ユーザブレーク動作の流れ 

ブレーク条件の設定からユーザブレーク例外処理までの動作の流れは、次のとおりです。 
 

1. マッチ条件とするオペランドサイズ、バス、命令フェッチ／オペランドアクセス、読み出し／書き込み条件

を、マッチ条件設定レジスタ（CBR0またはCBR1）により指定します。ブレークアドレスをマッチアドレス

設定レジスタ（CAR0、CAR1）、アドレスのマスク条件をマッチアドレスマスク設定レジスタ（CAMR0、

CAMR1）により指定します。マッチ条件にASIDを含める場合は、マッチ条件設定レジスタのAIEビットをセ

ットし、AIVビットによりASIDを指定します。マッチ条件にデータ値を含める場合は、マッチ条件設定レジ

スタのDBEビットをセットし、ブレークデータをマッチデータ設定レジスタ（CDR1）、データのマスク条

件をマッチデータマスク設定レジスタ（CDMR1）により指定します。マッチ条件に実行回数を含める場合は、

マッチ条件設定レジスタのETBEビットをセットし、実行回数条件を実行回数ブレークレジスタ（CETR1）

により指定します。シーケンシャルブレークを設定する場合、マッチ条件設定レジスタのMFEビットをセッ

トし、シーケンス元チャネル番号をMFIにより指定します。 
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2. マッチ条件が成立した場合のブレーク要求の有無、命令フェッチによる条件成立の場合のブレーク位置を、

マッチ動作設定レジスタ（CRR0、CRR1）により指定します。ほかのすべてのレジスタ、およびマッチ条件

設定レジスタの CE ビットを除くビットの設定が終了したのち、マッチ条件設定レジスタの CE ビットをセ

ットし、再度マッチ条件設定レジスタを読み出してください。この手順により、コントロールレジスタの設

定値が直後の後続命令から有効となることを保証できます。リセット後、初期状態のコントロールレジスタ

からマッチ条件設定レジスタの CE ビットをセットした場合、意図しないブレークが発生する場合がありま

す。 

3. マッチ条件が成立すると、チャネルマッチフラグレジスタ（CCMFR）の該当する条件一致フラグ（MF1、

MF0）がセットされます。さらに、マッチ動作設定レジスタ（CRR0、CRR1）の設定内容により、CPUへの

ブレーク要求が発生します。SR レジスタの BL ビットにより、ブレーク要求に対する CPU の動作が異なり

ます。BLビットが 0のとき、ブレーク要求は受理され所定の例外処理が行われますが、BLビットが 1の場

合例外処理は行われません。 

4. マッチ条件の一致または不一致をチェックするため、該当する条件一致フラグ（MF1、MF0）を使用するこ

とができます。フラグは条件一致によりセットされますが、自動的にクリアされません。フラグを再び使用

できるようにするためには、チャネルマッチフラグレジスタ（CCMFR）に対するメモリストア命令により 0

を書き込んでください。 

5. チャネル 0およびチャネル 1で設定したブレークがほぼ同時に発生する場合があります。CPUに対するブレ

ーク要求は 1つだけであっても、これらのブレークに対する条件一致フラグが 2つともセットされる場合が

あります。 

6. SRレジスタの BLビットが 1の期間は、すべてのブレーク要求は受理されません。ただし、条件判定は行わ

れ、一致した場合は条件一致フラグがセットされます。 

7. シーケンシャル条件指定時、各チャネルのマッチ条件が成立するごとに該当する条件一致フラグがセットさ

れます。シーケンス元チャネルのマッチ条件が成立し、シーケンス先チャネルのマッチ条件が未成立のとき

にシーケンス元チャネルのマッチ状態をクリアするには、シーケンス元チャネルの条件一致フラグをクリア

してください。 
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38.3.3 命令フェッチサイクルブレーク 

1. マッチ条件設定レジスタ（CBR0またはCBR1）に命令フェッチが設定されると、マッチ条件は命令フェッチ

となります。マッチ条件によりブレーク要求を発生させる場合、該当するチャネルに対するマッチ動作レジ

スタ（CRR0またはCRR1）のBIEビットをセットしてください。ブレークのタイミングを命令実行の前にす

るか後にするかは、PCBビットで指定できます。マッチ条件として命令フェッチサイクルを指定する場合、

マッチアドレス設定レジスタ（CAR0またはCAR1）のLSBを0にクリアしてください。このビットが1にセッ

トされているとブレークは発生しません。 

2. 命令フェッチサイクルにおいて命令実行前ブレークを指定すると、命令がフェッチされ実行することが確定

した時点でブレーク要求が発生します。したがって、この機能はオーバラン（分岐または割り込みの遷移中

にフェッチされ、しかも実行されない命令）によってフェッチされる命令には使用できません。命令実行前

ブレークとほかの例外との優先順位については、「第2章 SH-4A」の「2.5 例外処理」を参照してくださ

い。遅延分岐命令の遅延スロットに対して実行前ブレークが指定されると、遅延分岐命令の実行前にブレー

クが発生します。ただし、RTE命令の遅延スロットには実行前ブレークを指定しないでください。 

3. 命令フェッチサイクルにおいて命令実行後ブレークを指定すると、マッチ条件と一致した命令が実行された

のち、次の命令の実行前にブレークが発生します。実行前のブレークの場合と同様、オーバランによってフ

ェッチされる命令には使用できません。命令実行後ブレークとほかの例外との優先順位については、「第2

章 SH-4A」の「2.5 例外処理」を参照してください。遅延分岐命令およびその遅延スロットに対して実行

後ブレークが指定されると、分岐先の最初の命令までブレークは発生しません。 

4. チャネル1のマッチ条件として命令フェッチサイクルを指定すると、マッチ条件設定レジスタCBR1のDBEビ

ットは無効となり、マッチデータ設定レジスタCDR1およびマッチデータマスク設定レジスタCDMR1の設定

は無視されます。したがって、命令フェッチサイクルのブレークには、データ値を設定することはできませ

ん。 
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38.3.4 オペランドアクセスサイクルブレーク 

1. オペランドアクセスサイクルブレークの場合、マッチ条件設定レジスタ（CBR0またはCBR1）のオペランド

サイズ指定と、条件比較の対象となるアドレスとの関係は、以下のようになります。 

 

表 38.4 オペランドサイズ指定と比較対象アドレス 

オペランドサイズセレクト 比較アドレスビット 

クワッドワード アドレスビット A31～A3 

ロングワード アドレスビット A31～A2 

ワード アドレスビット A31～A1 

バイト アドレスビット A31～A0 

マッチ条件に含まれない クワッドワードアクセス時のアドレスビット A31～A3 

ロングワードアクセス時のアドレスビット A31～A2 

ワードアクセス時のアドレスビット A31～A1 

バイトアクセス時のアドレスビット A31～A0 

 

これは、たとえばマッチアドレス設定レジスタ（CAR0またはCAR1）にアドレスH'00001003を設定するとき、

マッチ条件が成立するオペランドアクセスサイクルには、（ほかのすべての条件が成立すると仮定した場合）

以下が含まれることを意味します。 

 

アドレスH'00001000に対するロングワードアクセス 

アドレスH'00001002に対するワードアクセス 

アドレスH'00001003に対するバイトアクセス 

 

2. チャネル 1のマッチ条件にデータ値が含まれる場合 

データ値をマッチ条件に含める場合は、マッチ条件設定レジスタ（CBR1）のオペランドサイズセレクト（SZ

ビット）によりクワッドワード、ロングワード、ワード、またはバイトを指定し、かつマッチデータ設定レ

ジスタ（CDR1）およびマッチデータマスク設定レジスタ（CDMR1）を設定する必要があります。このとき、

アドレス条件とデータ条件が一致するとマッチ条件が成立します。バイトアクセス、ワードアクセス、ロン

グワードアクセスに対するデータ値およびマスクは、それぞれCDR1およびCDMR1のビット7～0、ビット15

～0、ビット31～0に設定します。クワッドワードアクセスの場合、64ビットデータは上位32ビットと下位32

ビットに分割され、2つの32ビットデータ単位として条件比較が行われます。2つの32ビットデータ単位のい

ずれかがマッチ条件を満足すると、マッチ条件成立となります。 

3. PREF、OCBP、OCBWB、OCBI命令によるオペランドアクセスはデータ値のないアクセスです。これらの命

令に対するマッチ条件としてデータ値を含めた場合、マッチ条件は成立しません。 
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4. オペランドバスを選択している場合、条件が一致した命令の実行を完了し、次の命令を実行する直前にブレ

ークが発生します。ただし、条件にデータ値を含める場合は、条件が一致した命令から数命令実行した後に

なる場合もあり、ブレークが発生する命令を特定することはできません。また、遅延分岐命令やその遅延ス

ロットでこの種のブレークが発生した場合は、分岐先の最初の命令までブレークは発生しません。RTE命令

の遅延スロットには、オペランドブレークを設定しないでください。また、データ値を条件に含める場合は、

RTE命令の 1.～6.命令前でブレークを発生させないでください。 

 

38.3.5 シーケンシャルブレーク 

1. マッチ条件設定レジスタ（CBR0、CBR1）のMFEビットおよびMFI ビットを設定することで、シーケンシャ

ル条件（チャネル0マッチ条件が成立した後チャネル1マッチ条件が成立、またはその逆）を指定することが

できます。シーケンス元チャネルについては、マッチ条件設定レジスタのMFE、およびマッチ動作設定レジ

スタのBIEビットをクリアしてください。シーケンス先チャネルについては、マッチ条件設定レジスタのMFE

ビットをセットし、シーケンス元チャネル番号をMFIで指定します。シーケンシャル条件成立時のブレーク

要求の有無は、シーケンス先マッチ動作設定レジスタのBIEビットにより指定します。シーケンシャル条件

指定時、各チャネルのマッチ条件が成立するごとに該当する条件一致フラグがセットされます。シーケンス

元チャネルのマッチ条件が成立し、シーケンス先チャネルのマッチ条件が未成立のときにシーケンス元チャ

ネルのマッチ状態をクリアするには、シーケンス元チャネルの条件一致フラグをクリアしてください。 

2. シーケンシャル条件指定では、チャネル 1については実行回数ブレーク条件も指定することができます。 

3. シーケンス元チャネルとシーケンス先チャネルのマッチ条件成立タイミングが接近している場合、シーケン

シャル条件が保証されない場合があります。 

 

• シーケンス元チャネル、シーケンス先チャネルとも命令フェッチサイクルでマッチ成立 

命令 Bは命令 Aの 0命令後 同じアドレスを設定するのと等価です。この設定は使用しないでください。 

命令 Bは命令 Aの 1命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 Bは命令 Aの 2命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 

 

• シーケンス元チャネルは命令フェッチサイクルでマッチ成立、シーケンス先チャネルはオペランドアクセス

サイクルでマッチ成立 

命令 Bは命令 Aの 0または 1命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 Bは命令 Aの 2命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 

 

• シーケンス元チャネルはオペランドアクセスサイクルでマッチ成立、シーケンス先チャネルは命令フェッチ

サイクルでマッチ成立 

命令 Bは命令 Aの 0～5命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 Bは命令 Aの 6命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 
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• シーケンス元チャネル、シーケンス先チャネルともオペランドアクセスサイクルでマッチ成立 

命令 Bは命令 Aの 0～5命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 Bは命令 Aの 6命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 

 

38.3.6 退避されるプログラムカウンタの値 

ブレーク発生時は、実行を再開すべき命令のアドレスを SPCに退避し、例外処理状態に移行します。マッチ条

件にデータ値を含む場合を除き、ブレークの発生する命令を一意に決定することができます。 
 

1. 命令フェッチサイクル（命令実行前）をマッチ条件として指定する場合 

SPCには、マッチ条件と一致した命令のアドレスが退避されます。条件が一致した命令は実行されず、その

前にブレークが発生します。ただし、遅延スロット命令で条件が一致した場合は、遅延分岐命令のアドレス

が SPCに退避されます。 

2. 命令フェッチサイクル（命令実行後）をマッチ条件として指定する場合 

SPCには、マッチ条件と一致した命令の次の命令のアドレスが退避されます。条件が一致した命令は実行さ

れ、次の命令の実行前にブレークが発生します。遅延分岐命令やその遅延スロットで一致した場合は、それ

らの命令は実行され、分岐先のアドレスが SPCに退避されます。 

3. オペランドアクセス（アドレスのみ）をマッチ条件として指定する場合 

SPCには、ブレーク条件に一致した命令の直後の命令のアドレスが退避されます。条件に一致した命令が実

行され、次の命令の実行前にブレークが発生します。ただし、遅延スロットで条件が一致した場合は、分岐

先のアドレスが SPCに退避されます。 

4. オペランドアクセス（アドレス＋データ）をマッチ条件として指定する場合 

データ値がマッチ条件に追加されると、マッチ条件に一致した命令は実行を完了します。1 命令後から 6 命

令後までのいずれかの命令の実行前にユーザブレークが発生し、その命令のアドレスが SPC に退避されま

す。ブレークが発生する場所を正確に決定することはできません。遅延スロット命令で条件が一致した場合

は、分岐先アドレスが SPCに退避されます。また、条件に一致した命令の次命令が分岐命令である場合は、

分岐命令や遅延スロットの実行まで完了した後にブレークが発生するときがあります。この場合も、SPCに

は分岐先のアドレスが退避されます。 
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38.3.7 ユーザブレークデバッグサポート機能 

ユーザブレークデバッグサポート機能を用いることにより、CPUがユーザブレーク要求を受理した場合の分岐

先アドレスを変更することができます。ブレークコントロールレジスタ CBCRの UBDEビットを 1にセットする

ことにより、[VBR＋オフセット]で表示されるアドレスへ分岐するかわりに DBRで示されるアドレスへ分岐しま

す。ユーザブレークデバッグサポート機能のフローチャートを図 38.2に示します。 
 

SPC ← PC
SSR ← SR

SR.BL ← B'1

SR.MD ← B'1
SR.RB ← B'1

例外／割り込み
発生

例外 例外／ 
割り込み／トラップ?

トラップ

割り込み

PC ← H'A000 0000PC ← VBR + ベクタオフセット

RTE命令を実行
PC ← SPC
SR ← SSR

SGR ← R15

PC ← DBR

デバッグプログラム

R15 ← SGR
（STC命令）

リセット例外?

（CBCR.UBDE == 1）&&
（ユーザブレーク）?

例外動作の終了

INTEVT ← 割り込みコードEXPEVT ← 例外コード

YesNo

NoYes

ハードウェア動作

例外処理ルーチン

TRA ← TRAPA （imm）

EXPEVT ← H'160

 

図 38.2 ユーザブレークデバッグサポート機能のフローチャート 
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38.3.8 ユーザブレーク使用例 

（1） 命令フェッチサイクルに指定したマッチ条件 

• 例1-1 

レジスタ設定 

CBR0＝H'00000013／CRR0＝H'00002003／CAR0＝H'00000404／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'00000013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'00008010／CAMR1＝H'00000006／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00000404、アドレスマスク：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行後） 

ASIDは条件に含まれない 

【チャネル 1】 

アドレス：H'00008010、アドレスマスク：H'00000006 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASID、データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

ユーザブレークは、アドレス H'00000404 の命令実行後、またはアドレス H'00008010～H'00008016 の命令実

行前に発生します。 

 

• 例1-2 

レジスタ設定 

CBR0＝H'40800013／CRR0＝H'00002000／CAR0＝H'00037226／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'C0700013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'0003722E／CAMR1＝H'00000000／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0 → チャネル 1シーケンシャルモード 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00037226、アドレスマスク：H'00000000、ASID：H'80 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 
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【チャネル 1】 

アドレス：H'0003722E、アドレスマスク：H'00000000、ASID：H'70 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

ASID＝H'80かつアドレス H'00037226の命令が実行された後、ASID＝H'70かつアドレス H'0003722Eの命令

実行前にユーザブレークが発生します。 
 

• 例1-3 

レジスタ設定 

CBR0＝H'00000013／CRR0＝H'00002001／CAR0＝H'00027128／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'00000013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'00031415／CAMR1＝H'00000000／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00027128、アドレスマスク：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASIDは条件に含まれない 

【チャネル 1】 

アドレス：H'00031415、アドレスマスク：H'00000000 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASID、データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

チャネル 0では、アドレス H'00027128の命令実行前に発生します。チャネル 1では、命令フェッチは偶数ア

ドレスに対して実行されるのでユーザブレークは発生しません。 

 

• 例1-4 

レジスタ設定 

CBR0＝H'40800013／CRR0＝H'00002000／CAR0＝H'00037226／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'C0700013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'0003722E／CAMR1＝H'00000000／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0 → チャネル 1シーケンシャルモード 
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【チャネル 0】 

アドレス：H'00037226、アドレスマスク：H'00000000、ASID＝H'80 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

【チャネル 1】 

アドレス：H'0003722E、アドレスマスク：H'00000000、ASID＝H'70 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

ASID＝H'80かつアドレス H'00037226の命令が実行された後、ASID＝H'70かつアドレス H'0003722Eの命令

実行前にブレークが発生します。 

 

• 例1-5 

レジスタ設定 

CBR0＝H'00000013／CRR0＝H'00002001／CAR0＝H'00000500／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'00000813／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'00001000／CAMR1＝H'00000000／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000005／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00000500、アドレスマスク：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASIDは条件に含まれない 

【チャネル 1】 

アドレス：H'00001000、アドレスマスク：H'00000000 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000005 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

実行回数：5回 

ASID、データ値は条件に含まれない 

 

チャネル 0では、ユーザブレークはアドレス H'00000500の命令の実行前に生じます。チャネル 1では、ユー

ザブレークは、アドレス H'00001000の命令を 4回実行した後、5回目の命令実行前に生じます。 
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• 例1-6 

レジスタ設定 

CBR0＝H'40800013／CRR0＝H'00002003／CAR0＝H'00008404／CAMR0＝H'00000FFF／ 

CBR1＝H'40700013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'00008010／CAMR1＝H'00000006／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00008404、アドレスマスク：H'00000FFF、ASID：H'80 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行後） 

【チャネル 1】 

アドレス：H'00008010、アドレスマスク：H'00000006、ASID：H'70 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

ユーザブレークは、ASID＝H'80でアドレス H'00008000～H'00008FFEの命令の実行後、または、ASID＝H'70

でアドレス H'00008010～H'00008016の命令の実行前に生じます。 
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（2） オペランドアクセスサイクルに指定したマッチ条件 

• 例2-1 

レジスタ設定 

CBR0＝H'40800023／CRR0＝H'00002001／CAR0＝H'00123456／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'4070A025／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'000ABCDE／CAMR1＝H'000000FF／ 

CDR1＝H'0000A512／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00123456、アドレスマスク：H'00000000、ASID：H'80 

バスサイクル：オペランドバス／オペランドアクセス／読み出し（オペランドサイズは条件に含まれない） 

【チャネル 1】 

アドレス：H'000ABCDE、アドレスマスク：H'000000FF、ASID：H'70 

データ：H'0000A512、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：オペランドバス／オペランドアクセス／書き込み／ワード 

実行回数は条件に含まれない 

 

チャネル 0では、ユーザブレークは、ASID＝H'80でアドレス H'00123454に対するロングワードの読み出し、

アドレス H'00123456に対するワード読み出し、あるいはアドレス H'00123456 に対するバイト読み出しで生

じます。チャネル 1では、ユーザブレークは ASID＝H'70で H'000ABC00～H'000ABCFEにワード H'A512を

書き込むときに生じます。 

 



 

38. ユーザブレークコントローラ（UBC） 

38-30  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

38.4 使用上の注意事項 

1. UBCのレジスタの値を書き換える命令を実行してから実際にその値が反映されるまでの期間は、所望のブレ

ークが発生しない場合があります。UBCレジスタを変更後、ブレーク対象の命令を実行する前に、以下の（1）

～（3）のいずれかを実行してください。 

（1）変更したレジスタをリードした後、RTE命令による分岐を実行してください（レジスタリードとRTE命

令は連続している必要はありません）。 

（2）変更したレジスタをリードした後、任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI

命令を実行してください（レジスタリードとICBI命令は連続している必要はありません）。 

（3）UBCレジスタの変更前にIRMCR.R1＝0（初期値）と設定しておき、レジスタライト→レジスタリード

→（もう一度同じ値を）レジスタライトというシーケンスでレジスタを更新してください。 

 

なお、複数のUBCレジスタを変更する場合には、それぞれについて上記の手順を踏む必要はありません。最

後に変更するレジスタについてのみ、上記の手順が必要になります。 

2. CRR0および CRR1の PCBビットは、命令フェッチをマッチ条件にしたときのみ有効です。 

3. シーケンシャル条件設定時、シーケンス元チャネルのマッチ条件成立後シーケンス先チャネルのマッチ条件

が成立するとき、シーケンシャル条件が成立します。したがって、同一バスサイクルに対してチャネル 0お

よびチャネル 1の条件一致が同時に発生するようにマッチ条件が設定されてもシーケンシャル条件は成立せ

ず、ブレークは発生しません。 

4. SLEEP命令に対しては、命令フェッチサイクルをマッチ条件とする命令実行後ブレークを発生させないでく

ださい。また、SLEEP 命令の 1～5 命令前では、オペランドアクセスをマッチ条件とするブレークを発生さ

せないでください。 

5. ユーザブレークとほかの例外が同一命令で発生した場合は、定められた優先順位で判定が行われます。優先

順位に関しては、「第 2章 SH-4A」の「2.5 例外処理」を参照してください。より高い優先度の例外が発

生した場合は、ユーザブレークは発生しません。 

• 命令実行前のブレークは他のどの例外よりも優先して受け付けられます。 

• 命令実行後ブレークやデータアクセスブレークは、より優先度の高い再実行型の例外（命令実行前ブレーク

を含む）と同時に発生した場合、再実行型の例外が受け付けられ、条件一致を示すフラグもセットされませ

ん。例外処理により再実行型の例外要因が解消され、同命令が再実行された完了する時点で改めてブレーク

が発生し、フラグがセットされます。 

• 命令実行後ブレークやオペランドアクセスブレークが、より優先度の高い完了型の例外（TRAPA）と同時に

発生した場合は、ブレークは発生しませんが、条件一致を示すフラグはセットされます。 
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6. チャネル 0、チャネル 1において、マッチ条件が同時に独立して成立し、またその結果 SPCの値が両方のブ

レークに対して同じ場合、ユーザブレークは一度だけ発生しますが、条件一致フラグは両チャネルともにセ

ットされます。たとえば、 

アドレス 110の命令（チャネル 0で命令フェッチに対する実行後ブレーク）→SPC＝112、CCMFR.MF0＝1 

アドレス 112の命令（チャネル 1で命令フェッチに対する実行前ブレーク）→SPC＝112、CCMFR.MF1＝1 

7. RTE命令の遅延スロット命令に対して命令実行前ブレークやオペランドブレークを設定しないでください。

またオペランドブレークにデータ値を含める場合には、RTE 命令の 1～6 命令前でブレークを発生させない

でください。 

8. 実行ステートが 2以上の命令において再実行型例外と実行後ブレークが競合した場合、再実行型例外が発生

します。このとき、ブレーク条件の成立に対して、CCMFR.MF0（または CCMFR.MF1）ビットが 1 にセッ

トされる場合と、セットされない場合があります。 
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39. ユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 

39.1 概要 

ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）は、JTAG（IEEE1149.1）にサブセットをサポートしたシリアル入出

力インタフェースであり、エミュレータの接続に使用します。 

39.1.1 特長 

H-UDIは JTAG、IEEE1149.1 ''IEEE Standard Test Access Port and Boundary-Scan Architecture''のサブセットにルネ

サス拡張機能をサポートしたシリアル入出力インタフェースです。H-UDIは、エミュレータとの接続に使用しま

す。エミュレータを使用する場合は本インタフェースの JTAG機能を使用しないでください。なお、エミュレー

タとの接続方法は各エミュレータのマニュアルを参照してください。 

H-UDIは 6本の端子（TCK、TMS、TDI、TDO、TRST#、ASEBRK#/BRKACK）からなります。ASEBRK#/BRKACK

を除く端子機能やシリアル転送プロトコルは、JTAGの規格のサブセットをサポートします。さらにエミュレータ

用端子として 10本の信号（AUDSYNC、AUDCK、AUDATA7～0）、チップモード指定端子として 1本の信号（MPMD）

があります。 

本 LSIの H-UDIはバウンダリスキャン用 TAPコントローラとバウンダリスキャン以外の H-UDIの機能を制御

する TAPコントローラを分離しています。電源投入時を含め、TRST#のアサートによりバウンダリスキャン用 TAP

コントローラが選択されるため、H-UDIの機能を利用するためには切り替えコマンドを入力する必要があります。

また、バウンダリスキャン TAPコントローラは CPUからアクセスすることはできません。 

図 39.1に H-UDIのブロック図を示します。 

H-UDI回路は内部に TAPコントローラと、SDBPR、SDBSR、SDIR、SDINTの計 4本のレジスタを持ちます。

SDBPRは JTAGのバイパスモードをサポートするためのレジスタ、SDBSRは JTAGのバウンダリスキャンモード

をサポートするためのレジスタ、SDIRはコマンド用のレジスタ、SDINTは H-UDI割り込み用のレジスタです。

SDIRは TDI、TDO端子から直接アクセスできます。 

TAP（Test Access Port）コントローラと制御レジスタおよびバウンダリスキャン TAPコントローラはチップの

リセット端子とは独立して、TRST#端子をローレベルにするか、TMSを１に設定して TCKを 5サイクル以上かけ

ることによりリセットがかかります。その他の回路は通常リセット期間中にリセットがかかり初期化されます。 
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39.1.2 ブロック図 
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図 39.1 H-UDIのブロック図 
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39.1.3 外部端子 

H-UDIの端子構成を表 39.1に示します。 
 

表 39.1 H-UDIの端子構成 

名称 端子名 入出力 機  能 未使用時 

クロック端子 TCK*1 入力 JTAGのシリアルクロック入力端子と同じです。この信号に同期

してデータ入力端子 TDIから H-UDI回路にデータを与えるか、

データ出力端子 TDOからデータを読み出します。 

オープン 

モード端子 TMS*1 入力 モードセレクト入力端子。TCKに同期してこの信号を変化させ

ることで、TDIから入力するデータの意味を決定します。そのプ

ロトコルは JTAG(IEEE Std 1149.1)規格のサブセットをサポー

トします。 

オープン 

リセット端子 TRST#*1*2*3 入力 H-UDIをリセットする入力端子。TCKとは非同期に受け付け、

ローレベルで JTAGインタフェース回路に対するリセットがか

かります。JTAGの利用の有無にかかわらず、電源投入時に

TRST#を一定期間ローレベルにしなければなりません。これは

IEEEの規格と異なります。 

エミュレータを使用しないときはローレベルに固定してくださ

い。 

グランド固

定または

PRESET#接

続 

データ入力端

子 

TDI*1 入力 データ入力端子。TCKに同期してこの信号を変化させることで

H-UDI回路にデータを送ります。 

オープン 

データ出力端

子 

TDO 出力 データ出力端子。TCKに同期してこの信号を読むことで、H-UDI

回路からデータを読み取ります。 

オープン 

エミュレータ

用端子 

ASEBRK#/ 

BRKACK*1 

入出力 エミュレータ専用の端子 オープン 

エミュレータ

用端子 

AUDSYNC 

AUDCK 

AUDATA7～0

出力 エミュレータ専用の端子 オープン 

チップモード

指定端子 

MPMD 入力 エミュレーションサポートモードとして動作させる(MPMD=0)

か、本体チップモードとして動作させる(MPMD=1)かを示しま

す。 

3.3V固定 

【注】 *1 チップ内でプルアップされています。エミュレータを使用可能なボードを設計する場合、あるいは H-UDI経由で

割り込み、リセットを利用する場合、外部にプルアップ抵抗を付けても問題ありません。 

 *2 エミュレータを使用可能なボードを設計する場合あるいは H-UDI経由で割り込み／リセットを利用する場合は、

電源投入時に PRESET#と重複する期間 TRST#をローレベルにし、かつ TRST#単独でも制御可能となるようにし

てください。 

 *3 グランド固定または PRESET#と同じ（あるいは同じ挙動の）信号と接続する。ただし、グランド固定の場合には

下記の問題があります。 TRST#はチップ内でプルアップされているため外部からグランドに固定すると微小な電

流が流れます。電流値はポート端子のプルアップ抵抗の規定に従います。本電流はチップの動作には何ら影響を及

ぼしませんが、不要な電力を消費することになります。 
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TCKの周波数が本 LSIの周辺クロックの周波数より低くなるように TCKあるいは本 LSIの CPGの設定を行っ

てください。CPGの設定の詳細は「第 8章 クロック発振器（CPG）」を参照してください。 
 

39.1.4 レジスタ構成 

H-UDIには以下のレジスタがあります。 

下記アドレス以外への書き込みは行わないでください。書き込みを行った場合、動作は保証されません。 
 

表 39.2 レジスタ構成（1） 

CPU側 名称 略称 

R/W アドレス アクセスサイズ 同期クロック 

インストラクションレジスタ SDIR R H'FC11 0000 16 clkp1 

割り込み要因レジスタ SDINT R/W H'FC11 0018 16 clkp1 

バウンダリスキャンレジスタ SDBSR － － － － 

バイパスレジスタ SDBPR － － － － 

 

表 39.3 レジスタ構成（2） 

H-UDI端子側 名称 略称 

R/W アクセスサイズ 同期クロック 

インストラクションレジスタ SDIR R/W*1 32 clkp1 

割り込み要因レジスタ SDINT W*2 32 clkp1 

バウンダリスキャンレジスタ SDBSR R/W － － 

バイパスレジスタ SDBPR R/W 1 － 

【注】 *1 H-UDIからの読み出し値は常に固定値（H'FFFF FFFD）となります。 

 *2 H-UDI割り込みコマンドにより最下位ビットへ 1を書き込むことができます。 

 

表 39.4 各処理状態におけるレジスタの状態 

名称 略称 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

インストラクションレジスタ SDIR H'0EFF 保持 保持 保持 保持 保持* 

割り込み要因レジスタ SDINT H'0000 保持 保持 保持 保持 保持* 

【注】 * MPMD端子＝ロー時。MPMD端子がハイ状態のときは、パワーオンリセットと同じになります。 
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39.2 レジスタの説明 
 

初期値 ：リセット後のレジスタ値 

― ：不定値 

R/W ：リードおよびライト可。書き込み値を読み出すことができます。 

R/WC0 ：リードおよびライト可。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。 

R ：リードのみ可。 
 

39.2.1 インストラクションレジスタ（SDIR） 

SDIRは、CPUから読み出しのみ可能な 16ビットのレジスタです。シリアル入力（TDI）から値（コマンド）

をセットします。TRST#または TAPの Test-Logic-Resetステートで初期状態になります。H-UDIからの書き込み

の場合、CPUのモードとは無関係に書き込みができます。H-UDIからの読み出しの場合は常に固定値（H'FFFF 

FFFD）となります。またリザーブとなっているコマンドをセットした場合の動作は保証しません。 
 

R

ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1
R R R R R R R R R R R R R R R

—TI — — — — — — —

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 TI 00001110 R テストインストラクションビット 7～0 

0110xxxx：H-UDIリセット・ネゲート 

0111xxxx：H-UDIリセット・アサート 

101xxxxx：H-UDI割り込み 

00001110：初期状態 

上記以外：設定禁止 

7～0 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 
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39.2.2 割り込み要因レジスタ（SDINT） 

SDINTは CPUから読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタです。H-UDI端子側からは、SDIRに「H-UDI

割り込み」コマンドをセットした（Update-IR）場合に、INTREQビットが 1になります。SDIRが「H-UDI割り込

み」コマンドの間、H-UDI端子の TDIと TDOの間に SDINTが接続され、32ビットのレジスタとして読み出し可

能です。その場合上位 16ビットが 0に、下位 16ビットが SDINTになります。 

CPU側からは INTREQビットに 0を書き込むことしかできません。このビットが 1の間は割り込み要求が発行

され続けますので、割り込みハンドラ内で必ず 0にクリアし、再度 INTREQを読み出しクリアされたことを確認

してください。このレジスタ値は TRST#または TAPの Test-Logic-Resetステートで初期状態になります。 
 

INT
REQ

R/WC0

ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — — — — — — — — —

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくださ

い。 

0 INTREQ 0 R/WC０ 割り込み要求ビット 

「H-UDI割り込み」コマンドによる割り込み要求の有無を示します。CPU

からはこのビットに 0を書き込むことにより割り込み要求をクリアでき

ます。このビットに 1を書き込んだ場合は、直前の値を保持します。 

 

39.2.3 バイパスレジスタ（SDBPR） 

バイパスレジスタ(SDBPR)は JTAGのバイパスモードをサポートするための 1ビットのレジスタです。バウンダ

リスキャンTAPコントローラにBYPASSコマンドがセットされると、TDIとTDOの間にSDBPRが接続されます。

CPUからのアクセスはできません。このレジスタはパワーオンリセットあるいは TRST#のアサートでも初期化さ

れません。Capture-DRステートでのみ 0に初期化されます。 
 

39.2.4 バウンダリスキャンレジスタ（SDBSR） 

バウンダリスキャンレジスタ（SDBSR）は JTAGのバウンダリスキャンモードをサポートするためのレジスタ

です。本レジスタは外部入出力ピンの制御を行うために PAD上に配置されたシフトレジスタで、

SAMPLE/PRELOAD、EXTESTコマンドを用いて JTAG(IEEE Std1149.1)規格のサブセットをサポートしたバウンダ

リスキャンテストを行うことができます。チップのモードにかかわらず CPUからのアクセスはできません。 
 

表 39.5 バウンダリスキャンレジスタの構成 

番号 ピン名称 タイプ 

From TDI 

641 ASEBRK#/ACK OUTPUT 

番号 ピン名称 タイプ 

640 ASEBRK#/ACK CONTROL 

639 ASEBRK#/ACK INPUT 
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番号 ピン名称 タイプ 

638 GP/CLKOUT OUTPUT 

637 GP/CLKOUT CONTROL 

636 GP/CLKOUT OBSERVE_ONLY 

635 GP/D0/SD0_DAT0_A/MMC_

D0_A/ST1_D[3]/NAF0_A 

OUTPUT 

634 GP/D0/SD0_DAT0_A/MMC_

D0_A/ST1_D[3]/NAF0_A 

CONTROL 

633 GP/D0/SD0_DAT0_A/MMC_

D0_A/ST1_D[3]/NAF0_A 

INPUT 

632 GP/D1/SD0_DAT1_A/MMC_

D1_A/ST1_D[4]/NAF1_A 

OUTPUT 

631 GP/D1/SD0_DAT1_A/MMC_

D1_A/ST1_D[4]/NAF1_A 

CONTROL 

630 GP/D1/SD0_DAT1_A/MMC_

D1_A/ST1_D[4]/NAF1_A 

INPUT 

629 GP/D2/SD0_DAT2_A/MMC_

D2_A/ST1_D[5]/NAF2_A 

OUTPUT 

628 GP/D2/SD0_DAT2_A/MMC_

D2_A/ST1_D[5]/NAF2_A 

CONTROL 

627 GP/D2/SD0_DAT2_A/MMC_

D2_A/ST1_D[5]/NAF2_A 

INPUT 

626 GP/D3/SD0_DAT3_A/MMC_

D3_A/ST1_D[6]/NAF3_A 

OUTPUT 

625 GP/D3/SD0_DAT3_A/MMC_

D3_A/ST1_D[6]/NAF3_A 

CONTROL 

624 GP/D3/SD0_DAT3_A/MMC_

D3_A/ST1_D[6]/NAF3_A 

INPUT 

623 GP/D4/SD0_CD_A/MMC_D

4_A/ST1_D[7]/NAF4_A 

OUTPUT 

622 GP/D4/SD0_CD_A/MMC_D

4_A/ST1_D[7]/NAF4_A 

CONTROL 

621 GP/D4/SD0_CD_A/MMC_D

4_A/ST1_D[7]/NAF4_A 

INPUT 

620 GP/D5/SD0_WP_A/MMC_D

5_A/NAF5_A 

OUTPUT 

619 GP/D5/SD0_WP_A/MMC_D

5_A/NAF5_A 

CONTROL 

618 GP/D5/SD0_WP_A/MMC_D

5_A/NAF5_A 

INPUT 

番号 ピン名称 タイプ 

617 GP/D6/RSPI_RSPCK_A/MM

C_D6_A/QSPCLK_A/NAF6_

A 

OUTPUT 

616 GP/D6/RSPI_RSPCK_A/MM

C_D6_A/QSPCLK_A/NAF6_

A 

CONTROL 

615 GP/D6/RSPI_RSPCK_A/MM

C_D6_A/QSPCLK_A/NAF6_

A 

INPUT 

614 GP/D7/RSPI_SSL_A/MMC_

D7_A/QSSL_A/NAF7_A 

OUTPUT 

613 GP/D7/RSPI_SSL_A/MMC_

D7_A/QSSL_A/NAF7_A 

CONTROL 

612 GP/D7/RSPI_SSL_A/MMC_

D7_A/QSSL_A/NAF7_A 

INPUT 

611 GP/D8/SD0_CLK_A/MMC_

CLK_A/QIO2_A/FCE#_A/ET

0_GTX_CLK_B 

OUTPUT 

610 GP/D8/SD0_CLK_A/MMC_

CLK_A/QIO2_A/FCE#_A/ET

0_GTX_CLK_B 

CONTROL 

609 GP/D8/SD0_CLK_A/MMC_

CLK_A/QIO2_A/FCE#_A/ET

0_GTX_CLK_B 

INPUT 

608 GP/D9/SD0_CMD_A/MMC_

CMD_A/QIO3_A/FCLE_A/E

T0_ETXD1_B 

OUTPUT 

607 GP/D9/SD0_CMD_A/MMC_

CMD_A/QIO3_A/FCLE_A/E

T0_ETXD1_B 

CONTROL 

606 GP/D9/SD0_CMD_A/MMC_

CMD_A/QIO3_A/FCLE_A/E

T0_ETXD1_B 

INPUT 

605 GP/D10/RSPI_MOSI_A/TXC

LK0/QMO/QIO0_A/FALE_A/

ET0_ETXD2_B 

OUTPUT 

604 GP/D10/RSPI_MOSI_A/TXC

LK0/QMO/QIO0_A/FALE_A/

ET0_ETXD2_B 

CONTROL 

603 GP/D10/RSPI_MOSI_A/TXC

LK0/QMO/QIO0_A/FALE_A/

ET0_ETXD2_B 

INPUT 
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番号 ピン名称 タイプ 

602 GP/D11/RSPI_MISO_A/SA

MPOINT0/QMI/QIO1_A/FRE

#_A/ET0_ETXD3_B 

OUTPUT 

601 GP/D11/RSPI_MISO_A/SA

MPOINT0/QMI/QIO1_A/FRE

#_A/ET0_ETXD3_B 

CONTROL 

600 GP/D11/RSPI_MISO_A/SA

MPOINT0/QMI/QIO1_A/FRE

#_A/ET0_ETXD3_B 

INPUT 

599 GP/D12/EN_NEXTQU0/FW

E#_A/ET0_ETXD5_B 

OUTPUT 

598 GP/D12/EN_NEXTQU0/FW

E#_A/ET0_ETXD5_B 

CONTROL 

597 GP/D12/EN_NEXTQU0/FW

E#_A/ET0_ETXD5_B 

INPUT 

596 GP/D13/RX2_B/TXCLK1/FR

B_A/ET0_ETXD6_B 

OUTPUT 

595 GP/D13/RX2_B/TXCLK1/FR

B_A/ET0_ETXD6_B 

CONTROL 

594 GP/D13/RX2_B/TXCLK1/FR

B_A/ET0_ETXD6_B 

INPUT 

593 GP/D14/TX2_B/SAMPOINT

1/ET0_TX_CLK_B 

OUTPUT 

592 GP/D14/TX2_B/SAMPOINT

1/ET0_TX_CLK_B 

CONTROL 

591 GP/D14/TX2_B/SAMPOINT

1/ET0_TX_CLK_B 

INPUT 

590 GP/D15/SCK2_B/EN_NEXT

QU1 

OUTPUT 

589 GP/D15/SCK2_B/EN_NEXT

QU1 

CONTROL 

588 GP/D15/SCK2_B/EN_NEXT

QU1 

INPUT 

587 GP/A0/ST0_CLKIN/LCD_DA

TA0_A/TCLKA_C 

OUTPUT 

586 GP/A0/ST0_CLKIN/LCD_DA

TA0_A/TCLKA_C 

CONTROL 

585 GP/A0/ST0_CLKIN/LCD_DA

TA0_A/TCLKA_C 

INPUT 

584 GP/A1/ST0_REQ/LCD_DAT

A1_A/TCLKB_C 

OUTPUT 

番号 ピン名称 タイプ 

583 GP/A1/ST0_REQ/LCD_DAT

A1_A/TCLKB_C 

CONTROL 

582 GP/A1/ST0_REQ/LCD_DAT

A1_A/TCLKB_C 

INPUT 

581 GP/A2/ST0_SYC/LCD_DAT

A2_A/TCLKC_C 

OUTPUT 

580 GP/A2/ST0_SYC/LCD_DAT

A2_A/TCLKC_C 

CONTROL 

579 GP/A2/ST0_SYC/LCD_DAT

A2_A/TCLKC_C 

INPUT 

578 GP/A3/ST0_VLD/LCD_DAT

A3_A/TCLKD_C 

OUTPUT 

577 GP/A3/ST0_VLD/LCD_DAT

A3_A/TCLKD_C 

CONTROL 

576 GP/A3/ST0_VLD/LCD_DAT

A3_A/TCLKD_C 

INPUT 

575 GP/A4/ST0_D[0]/LCD_DAT

A4_A/TIOC0A_C 

OUTPUT 

574 GP/A4/ST0_D[0]/LCD_DAT

A4_A/TIOC0A_C 

CONTROL 

573 GP/A4/ST0_D[0]/LCD_DAT

A4_A/TIOC0A_C 

INPUT 

572 GP/A5/ST0_D[1]/LCD_DAT

A5_A/TIOC0B_C 

OUTPUT 

571 GP/A5/ST0_D[1]/LCD_DAT

A5_A/TIOC0B_C 

CONTROL 

570 GP/A5/ST0_D[1]/LCD_DAT

A5_A/TIOC0B_C 

INPUT 

569 GP/A6/ST0_D[2]/LCD_DAT

A6_A/TIOC0C_C 

OUTPUT 

568 GP/A6/ST0_D[2]/LCD_DAT

A6_A/TIOC0C_C 

CONTROL 

567 GP/A6/ST0_D[2]/LCD_DAT

A6_A/TIOC0C_C 

INPUT 

566 GP/A7/ST0_D[3]/LCD_DAT

A7_A/TIOC0D_C 

OUTPUT 

565 GP/A7/ST0_D[3]/LCD_DAT

A7_A/TIOC0D_C 

CONTROL 

564 GP/A7/ST0_D[3]/LCD_DAT

A7_A/TIOC0D_C 

INPUT 
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番号 ピン名称 タイプ 

563 GP/A8/ST0_D[4]/LCD_DAT

A8_A/TIOC1A_C 

OUTPUT 

562 GP/A8/ST0_D[4]/LCD_DAT

A8_A/TIOC1A_C 

CONTROL 

561 GP/A8/ST0_D[4]/LCD_DAT

A8_A/TIOC1A_C 

INPUT 

560 GP/A9/ST0_D[5]/LCD_DAT

A9_A/TIOC1B_C 

OUTPUT 

559 GP/A9/ST0_D[5]/LCD_DAT

A9_A/TIOC1B_C 

CONTROL 

558 GP/A9/ST0_D[5]/LCD_DAT

A9_A/TIOC1B_C 

INPUT 

557 GP/A10/ST0_D[6]/LCD_DAT

A10_A/TIOC2A_C 

OUTPUT 

556 GP/A10/ST0_D[6]/LCD_DAT

A10_A/TIOC2A_C 

CONTROL 

555 GP/A10/ST0_D[6]/LCD_DAT

A10_A/TIOC2A_C 

INPUT 

554 GP/A11/ST0_D[7]/LCD_DAT

A11_A/TIOC2B_C 

OUTPUT 

553 GP/A11/ST0_D[7]/LCD_DAT

A11_A/TIOC2B_C 

CONTROL 

552 GP/A11/ST0_D[7]/LCD_DAT

A11_A/TIOC2B_C 

INPUT 

551 GP/A12/LCD_DATA12_A/TI

OC3A_C 

OUTPUT 

550 GP/A12/LCD_DATA12_A/TI

OC3A_C 

CONTROL 

549 GP/A12/LCD_DATA12_A/TI

OC3A_C 

INPUT 

548 GP/A13/LCD_DATA13_A/TI

OC3B_C 

OUTPUT 

547 GP/A13/LCD_DATA13_A/TI

OC3B_C 

CONTROL 

546 GP/A13/LCD_DATA13_A/TI

OC3B_C 

INPUT 

545 GP/A14/LCD_DATA14_A/TI

OC3C_C 

OUTPUT 

544 GP/A14/LCD_DATA14_A/TI

OC3C_C 

CONTROL 

番号 ピン名称 タイプ 

543 GP/A14/LCD_DATA14_A/TI

OC3C_C 

INPUT 

542 GP/BS# OUTPUT 

541 GP/BS# CONTROL 

540 GP/BS# INPUT 

539 GP/A15/ST0_VCO_CLKIN/L

CD_DATA15_A/TIOC3D_C 

OUTPUT 

538 GP/A15/ST0_VCO_CLKIN/L

CD_DATA15_A/TIOC3D_C 

CONTROL 

537 GP/A15/ST0_VCO_CLKIN/L

CD_DATA15_A/TIOC3D_C 

INPUT 

536 GP/A16/ST0_PWM/LCD_D

ON_A/TIOC4A_C 

OUTPUT 

535 GP/A16/ST0_PWM/LCD_D

ON_A/TIOC4A_C 

CONTROL 

534 GP/A16/ST0_PWM/LCD_D

ON_A/TIOC4A_C 

INPUT 

533 GP/A17/ST1_VCO_CLKIN/L

CD_CL1_A/TIOC4B_C 

OUTPUT 

532 GP/A17/ST1_VCO_CLKIN/L

CD_CL1_A/TIOC4B_C 

CONTROL 

531 GP/A17/ST1_VCO_CLKIN/L

CD_CL1_A/TIOC4B_C 

INPUT 

530 GP/CS0# OUTPUT 

529 GP/CS0# CONTROL 

528 GP/CS0# OBSERVE_ONLY 

527 GP/CS1#/A26/QIO3_B OUTPUT 

526 GP/CS1#/A26/QIO3_B CONTROL 

525 GP/CS1#/A26/QIO3_B OBSERVE_ONLY 

524 GP/A18/ST1_PWM/LCD_CL

2_A/TIOC4C_C 

OUTPUT 

523 GP/A18/ST1_PWM/LCD_CL

2_A/TIOC4C_C 

CONTROL 

522 GP/A18/ST1_PWM/LCD_CL

2_A/TIOC4C_C 

INPUT 

521 GP/A19/ST1_CLKIN/LCD_C

LK_A/TIOC4D_C 

OUTPUT 

520 GP/A19/ST1_CLKIN/LCD_C

LK_A/TIOC4D_C 

CONTROL 

519 GP/A19/ST1_CLKIN/LCD_C

LK_A/TIOC4D_C 

INPUT 
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番号 ピン名称 タイプ 

518 GP/A20/ST1_REQ/LCD_FL

M_A 

OUTPUT 

517 GP/A20/ST1_REQ/LCD_FL

M_A 

CONTROL 

516 GP/A20/ST1_REQ/LCD_FL

M_A 

INPUT 

515 GP/A21/ST1_SYC/LCD_VC

PWC_A 

OUTPUT 

514 GP/A21/ST1_SYC/LCD_VC

PWC_A 

CONTROL 

513 GP/A21/ST1_SYC/LCD_VC

PWC_A 

INPUT 

512 GP/A22/ST1_VLD/LCD_VE

PWC_A 

OUTPUT 

511 GP/A22/ST1_VLD/LCD_VE

PWC_A 

CONTROL 

510 GP/A22/ST1_VLD/LCD_VE

PWC_A 

INPUT 

509 GP/A23/ST1_D[0]/LCD_M_

DISP_A 

OUTPUT 

508 GP/A23/ST1_D[0]/LCD_M_

DISP_A 

CONTROL 

507 GP/A23/ST1_D[0]/LCD_M_

DISP_A 

INPUT 

506 GP/A24/RX2_D/ST1_D[1] OUTPUT 

505 GP/A24/RX2_D/ST1_D[1] CONTROL 

504 GP/A24/RX2_D/ST1_D[1] INPUT 

503 GP/A25/TX2_D/ST1_D[2] OUTPUT 

502 GP/A25/TX2_D/ST1_D[2] CONTROL 

501 GP/A25/TX2_D/ST1_D[2] INPUT 

500 GP/TX0_A/HSPI_TX_A OUTPUT 

499 GP/TX0_A/HSPI_TX_A CONTROL 

498 GP/TX0_A/HSPI_TX_A INPUT 

497 GP/RD# OUTPUT 

496 GP/RD# CONTROL 

495 GP/RD# INPUT 

494 GP/WE0# OUTPUT 

493 GP/WE0# CONTROL 

492 GP/WE0# INPUT 

番号 ピン名称 タイプ 

491 GP/EX_CS2#/TX3_B/ATAC

S1#/QSPCLK_B/ET0_GTX_

CLK_A 

OUTPUT 

490 GP/EX_CS2#/TX3_B/ATAC

S1#/QSPCLK_B/ET0_GTX_

CLK_A 

CONTROL 

489 GP/EX_CS2#/TX3_B/ATAC

S1#/QSPCLK_B/ET0_GTX_

CLK_A 

INPUT 

488 GP/RD/WR#/TCLK0/CAN_C

LK_B/ET0_ETXD4 

OUTPUT 

487 GP/RD/WR#/TCLK0/CAN_C

LK_B/ET0_ETXD4 

CONTROL 

486 GP/RD/WR#/TCLK0/CAN_C

LK_B/ET0_ETXD4 

INPUT 

485 GP/EX_CS3#/SD1_CD_A/A

TARD#/QMO/QIO0_B/ET0_

ETXD1_A 

OUTPUT 

484 GP/EX_CS3#/SD1_CD_A/A

TARD#/QMO/QIO0_B/ET0_

ETXD1_A 

CONTROL 

483 GP/EX_CS3#/SD1_CD_A/A

TARD#/QMO/QIO0_B/ET0_

ETXD1_A 

INPUT 

482 GP/WE1# OUTPUT 

481 GP/WE1# CONTROL 

480 GP/WE1# INPUT 

479 GP/EX_CS5#/SD1_CMD_A/

ATADIR#/QSSL_B/ET0_ET

XD3_A 

OUTPUT 

478 GP/EX_CS5#/SD1_CMD_A/

ATADIR#/QSSL_B/ET0_ET

XD3_A 

CONTROL 

477 GP/EX_CS5#/SD1_CMD_A/

ATADIR#/QSSL_B/ET0_ET

XD3_A 

INPUT 

476 GP/EX_WAIT0/TCLK1_B OUTPUT 

475 GP/EX_WAIT0/TCLK1_B CONTROL 

474 GP/EX_WAIT0/TCLK1_B INPUT 

473 GP/EX_CS0# OUTPUT 

472 GP/EX_CS0# CONTROL 
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番号 ピン名称 タイプ 

471 GP/EX_CS0# INPUT 

470 GP/EX_CS1#/RX3_B/ATAC

S0#/QIO2_B/ET0_ETXD0 

OUTPUT 

469 GP/EX_CS1#/RX3_B/ATAC

S0#/QIO2_B/ET0_ETXD0 

CONTROL 

468 GP/EX_CS1#/RX3_B/ATAC

S0#/QIO2_B/ET0_ETXD0 

INPUT 

467 GP/EX_WAIT2/SD1_DAT1_

A/DACK2/CAN1_RX_C/ET0

_MAGIC_C/ET0_ETXD6_A 

OUTPUT 

466 GP/EX_WAIT2/SD1_DAT1_

A/DACK2/CAN1_RX_C/ET0

_MAGIC_C/ET0_ETXD6_A 

CONTROL 

465 GP/EX_WAIT2/SD1_DAT1_

A/DACK2/CAN1_RX_C/ET0

_MAGIC_C/ET0_ETXD6_A 

INPUT 

464 GP/DACK0/SD1_DAT3_A/E

T0_TX_ER 

OUTPUT 

463 GP/DACK0/SD1_DAT3_A/E

T0_TX_ER 

CONTROL 

462 GP/DACK0/SD1_DAT3_A/E

T0_TX_ER 

INPUT 

461 GP/DREQ0/SD1_CLK_A/ET

0_TX_EN 

OUTPUT 

460 GP/DREQ0/SD1_CLK_A/ET

0_TX_EN 

CONTROL 

459 GP/DREQ0/SD1_CLK_A/ET

0_TX_EN 

INPUT 

458 GP/EX_WAIT1/SD1_DAT0_

A/DREQ2/CAN1_TX_C/ET0

_LINK_C/ET0_ETXD5_A 

OUTPUT 

457 GP/EX_WAIT1/SD1_DAT0_

A/DREQ2/CAN1_TX_C/ET0

_LINK_C/ET0_ETXD5_A 

CONTROL 

456 GP/EX_WAIT1/SD1_DAT0_

A/DREQ2/CAN1_TX_C/ET0

_LINK_C/ET0_ETXD5_A 

INPUT 

455 GP/REF125CK/ADTRG#/RX

5_C 

OUTPUT 

454 GP/REF125CK/ADTRG#/RX

5_C 

CONTROL 

番号 ピン名称 タイプ 

453 GP/REF125CK/ADTRG#/RX

5_C 

INPUT 

452 GP/REF50CK/CTS1#_E/HC

TS0#_D 

OUTPUT 

451 GP/REF50CK/CTS1#_E/HC

TS0#_D 

CONTROL 

450 GP/REF50CK/CTS1#_E/HC

TS0#_D 

INPUT 

449 GP/IRQ0_A/PCMOE#/HSPI

_TX_B/RX3_E/ET0_ERXD0 

OUTPUT 

448 GP/IRQ0_A/PCMOE#/HSPI

_TX_B/RX3_E/ET0_ERXD0 

CONTROL 

447 GP/IRQ0_A/PCMOE#/HSPI

_TX_B/RX3_E/ET0_ERXD0 

INPUT 

446 GP/DRACK0/SD1_DAT2_A/

ATAG#/TCLK1_A/ET0_ETX

D7 

OUTPUT 

445 GP/DRACK0/SD1_DAT2_A/

ATAG#/TCLK1_A/ET0_ETX

D7 

CONTROL 

444 GP/DRACK0/SD1_DAT2_A/

ATAG#/TCLK1_A/ET0_ETX

D7 

INPUT 

443 GP/DREQ1/HSPI_CLK_B/R

X4_B/ET0_PHY_INT_C/ET0

_TX_CLK_A 

OUTPUT 

442 GP/DREQ1/HSPI_CLK_B/R

X4_B/ET0_PHY_INT_C/ET0

_TX_CLK_A 

CONTROL 

441 GP/DREQ1/HSPI_CLK_B/R

X4_B/ET0_PHY_INT_C/ET0

_TX_CLK_A 

INPUT 

440 GP/HCTS0#_A/CTS1#_A/VI

0_FIELD/RMII0_RXD1_A/E

T0_ERXD7 

OUTPUT 

439 GP/HCTS0#_A/CTS1#_A/VI

0_FIELD/RMII0_RXD1_A/E

T0_ERXD7 

CONTROL 

438 GP/HCTS0#_A/CTS1#_A/VI

0_FIELD/RMII0_RXD1_A/E

T0_ERXD7 

INPUT 
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番号 ピン名称 タイプ 

437 GP/IRQ1_A/PCMWE#/HSPI

_RX_B/TX3_E/ET0_ERXD1

OUTPUT 

436 GP/IRQ1_A/PCMWE#/HSPI

_RX_B/TX3_E/ET0_ERXD1

CONTROL 

435 GP/IRQ1_A/PCMWE#/HSPI

_RX_B/TX3_E/ET0_ERXD1

INPUT 

434 GP/IRQ2_A/CTS0#_A/HCT

S0#_B/ET0_ERXD2_A 

OUTPUT 

433 GP/IRQ2_A/CTS0#_A/HCT

S0#_B/ET0_ERXD2_A 

CONTROL 

432 GP/IRQ2_A/CTS0#_A/HCT

S0#_B/ET0_ERXD2_A 

INPUT 

431 GP/DACK1/HSPI_CS#_B/T

X4_B/ET0_RX_CLK_A 

OUTPUT 

430 GP/DACK1/HSPI_CS#_B/T

X4_B/ET0_RX_CLK_A 

CONTROL 

429 GP/DACK1/HSPI_CS#_B/T

X4_B/ET0_RX_CLK_A 

INPUT 

428 GP/RX0_A/HSPI_RX_A/RMI

I0_RXD0_A/ET0_ERXD6 

OUTPUT 

427 GP/RX0_A/HSPI_RX_A/RMI

I0_RXD0_A/ET0_ERXD6 

CONTROL 

426 GP/RX0_A/HSPI_RX_A/RMI

I0_RXD0_A/ET0_ERXD6 

INPUT 

425 GP/SCK0_A/HSPI_CS#_A/V

I0_CLKENB/RMII0_TXD1_A

/ET0_ERXD5 

OUTPUT 

424 GP/SCK0_A/HSPI_CS#_A/V

I0_CLKENB/RMII0_TXD1_A

/ET0_ERXD5 

CONTROL 

423 GP/SCK0_A/HSPI_CS#_A/V

I0_CLKENB/RMII0_TXD1_A

/ET0_ERXD5 

INPUT 

422 GP/SCIF_CLK_A/HSPI_CLK

_A/VI0_CLK/RMII0_TXD0_A

/ET0_ERXD4 

OUTPUT 

421 GP/SCIF_CLK_A/HSPI_CLK

_A/VI0_CLK/RMII0_TXD0_A

/ET0_ERXD4 

CONTROL 

420 GP/SCIF_CLK_A/HSPI_CLK

_A/VI0_CLK/RMII0_TXD0_A

/ET0_ERXD4 

INPUT 

番号 ピン名称 タイプ 

419 GP/IRQ3_A/RTS0#_A/HRT

S0#_B/ET0_ERXD3_A 

OUTPUT 

418 GP/IRQ3_A/RTS0#_A/HRT

S0#_B/ET0_ERXD3_A 

CONTROL 

417 GP/IRQ3_A/RTS0#_A/HRT

S0#_B/ET0_ERXD3_A 

INPUT 

416 GP/CTS0#_B/VI0_DATA2/VI

0_B2/RMII0_MDIO_A/ET0_

MDC 

OUTPUT 

415 GP/CTS0#_B/VI0_DATA2/VI

0_B2/RMII0_MDIO_A/ET0_

MDC 

CONTROL 

414 GP/CTS0#_B/VI0_DATA2/VI

0_B2/RMII0_MDIO_A/ET0_

MDC 

INPUT 

413 GP/HRTS0#_A/RTS1#_A/VI

0_HSYNC#/RMII0_TXD_EN

_A/ET0_RX_DV 

OUTPUT 

412 GP/HRTS0#_A/RTS1#_A/VI

0_HSYNC#/RMII0_TXD_EN

_A/ET0_RX_DV 

CONTROL 

411 GP/HRTS0#_A/RTS1#_A/VI

0_HSYNC#/RMII0_TXD_EN

_A/ET0_RX_DV 

INPUT 

410 GP/HSCK0_A/SCK1_A/VI0_

VSYNC#/RMII0_RX_ER_A/

ET0_RX_ER 

OUTPUT 

409 GP/HSCK0_A/SCK1_A/VI0_

VSYNC#/RMII0_RX_ER_A/

ET0_RX_ER 

CONTROL 

408 GP/HSCK0_A/SCK1_A/VI0_

VSYNC#/RMII0_RX_ER_A/

ET0_RX_ER 

INPUT 

407 GP/EX_CS4#/SD1_WP_A/A

TAWR#/QMI/QIO1_B/ET0_

ETXD2_A 

OUTPUT 

406 GP/EX_CS4#/SD1_WP_A/A

TAWR#/QMI/QIO1_B/ET0_

ETXD2_A 

CONTROL 

405 GP/EX_CS4#/SD1_WP_A/A

TAWR#/QMI/QIO1_B/ET0_

ETXD2_A 

INPUT 
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番号 ピン名称 タイプ 

404 GP/RX1_B/VI0_DATA5/VI0_

B5/ET0_MAGIC_A 

OUTPUT 

403 GP/RX1_B/VI0_DATA5/VI0_

B5/ET0_MAGIC_A 

CONTROL 

402 GP/RX1_B/VI0_DATA5/VI0_

B5/ET0_MAGIC_A 

INPUT 

401 GP/TX1_B/VI0_DATA6/VI0_

G0/ET0_PHY_INT_A 

OUTPUT 

400 GP/TX1_B/VI0_DATA6/VI0_

G0/ET0_PHY_INT_A 

CONTROL 

399 GP/TX1_B/VI0_DATA6/VI0_

G0/ET0_PHY_INT_A 

INPUT 

398 GP/RTS0#_B/VI0_DATA3/VI

0_B3/ET0_MDIO_A 

OUTPUT 

397 GP/RTS0#_B/VI0_DATA3/VI

0_B3/ET0_MDIO_A 

CONTROL 

396 GP/RTS0#_B/VI0_DATA3/VI

0_B3/ET0_MDIO_A 

INPUT 

395 GP/HTX0_A/TX1_A/VI0_DA

TA1/VI0_B1/RMII0_MDC_A/

ET0_COL 

OUTPUT 

394 GP/HTX0_A/TX1_A/VI0_DA

TA1/VI0_B1/RMII0_MDC_A/

ET0_COL 

CONTROL 

393 GP/HTX0_A/TX1_A/VI0_DA

TA1/VI0_B1/RMII0_MDC_A/

ET0_COL 

INPUT 

392 GP/SCK1_B/VI0_DATA4/VI

0_B4/ET0_LINK_A 

OUTPUT 

391 GP/SCK1_B/VI0_DATA4/VI

0_B4/ET0_LINK_A 

CONTROL 

390 GP/SCK1_B/VI0_DATA4/VI

0_B4/ET0_LINK_A 

INPUT 

389 GP/HRX0_A/RX1_A/VI0_DA

TA0/VI0_B0/RMII0_CRS_D

V_A/ET0_CRS 

OUTPUT 

388 GP/HRX0_A/RX1_A/VI0_DA

TA0/VI0_B0/RMII0_CRS_D

V_A/ET0_CRS 

CONTROL 

387 GP/HRX0_A/RX1_A/VI0_DA

TA0/VI0_B0/RMII0_CRS_D

V_A/ET0_CRS 

INPUT 

番号 ピン名称 タイプ 

386 GP/CAN1_TX_A/TX5_C/ML

B_DAT 

OUTPUT 

385 GP/CAN1_TX_A/TX5_C/ML

B_DAT 

CONTROL 

384 GP/CAN1_TX_A/TX5_C/ML

B_DAT 

INPUT 

383 GP/CAN_CLK_A/RX4_D OUTPUT 

382 GP/CAN_CLK_A/RX4_D CONTROL 

381 GP/CAN_CLK_A/RX4_D INPUT 

380 NMI INPUT 

379 GP/CAN1_RX_A/IRQ1_B OUTPUT 

378 GP/CAN1_RX_A/IRQ1_B CONTROL 

377 GP/CAN1_RX_A/IRQ1_B INPUT 

376 GP/CAN0_RX_A/IRQ0_B/M

LB_SIG 

OUTPUT 

375 GP/CAN0_RX_A/IRQ0_B/M

LB_SIG 

CONTROL 

374 GP/CAN0_RX_A/IRQ0_B/M

LB_SIG 

INPUT 

373 GP/CAN0_TX_A/TX4_D/ML

B_CLK 

OUTPUT 

372 GP/CAN0_TX_A/TX4_D/ML

B_CLK 

CONTROL 

371 GP/CAN0_TX_A/TX4_D/ML

B_CLK 

INPUT 

370 AN0/IRQ2_B INPUT 

369 AN1/IRQ3_B INPUT 

368 AN2 INPUT 

367 AN3 INPUT 

366 AN4 INPUT 

365 AN5 INPUT 

364 AN6 INPUT 

363 AN7 INPUT 

362 SDA1/RX1_E OUTPUT 

361 SDA1/RX1_E INPUT 

360 SCL1/SCIF_CLK_C OUTPUT 

359 SCL1/SCIF_CLK_C INPUT 

358 SDA0/HIFEBL_A OUTPUT 

357 SDA0/HIFEBL_A INPUT 
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356 SCL0 OUTPUT 

355 SCL0 INPUT 

354 GP/PENC1/TX3_D/CAN1_T

X_B/TX5_D/IETX_B 

OUTPUT 

353 GP/PENC1/TX3_D/CAN1_T

X_B/TX5_D/IETX_B 

CONTROL 

352 GP/PENC1/TX3_D/CAN1_T

X_B/TX5_D/IETX_B 

INPUT 

351 GP/USB_OVC1/RX3_D/CA

N1_RX_B/RX5_D/IERX_B 

OUTPUT 

350 GP/USB_OVC1/RX3_D/CA

N1_RX_B/RX5_D/IERX_B 

CONTROL 

349 GP/USB_OVC1/RX3_D/CA

N1_RX_B/RX5_D/IERX_B 

INPUT 

348 GP/PENC0 OUTPUT 

347 GP/PENC0 CONTROL 

346 GP/PENC0 INPUT 

345 GP/USB_OVC0 OUTPUT 

344 GP/USB_OVC0 CONTROL 

343 GP/USB_OVC0 INPUT 

342 GP/DU0_DR0/SCIF_CLK_B/

HRX0_D/IETX_A/TCLKA_A/

HIFD00 

OUTPUT 

341 GP/DU0_DR0/SCIF_CLK_B/

HRX0_D/IETX_A/TCLKA_A/

HIFD00 

CONTROL 

340 GP/DU0_DR0/SCIF_CLK_B/

HRX0_D/IETX_A/TCLKA_A/

HIFD00 

INPUT 

339 GP/DU0_DR1/SCK0_B/HTX

0_D/IERX_A/TCLKB_A/HIF

D01 

OUTPUT 

338 GP/DU0_DR1/SCK0_B/HTX

0_D/IERX_A/TCLKB_A/HIF

D01 

CONTROL 

337 GP/DU0_DR1/SCK0_B/HTX

0_D/IERX_A/TCLKB_A/HIF

D01 

INPUT 

336 GP/DU0_DR2/RX0_B/TCLK

C_A/HIFD02 

OUTPUT 

番号 ピン名称 タイプ 

335 GP/DU0_DR2/RX0_B/TCLK

C_A/HIFD02 

CONTROL 

334 GP/DU0_DR2/RX0_B/TCLK

C_A/HIFD02 

INPUT 

333 GP/DU0_DR3/TX0_B/TCLK

D_A/HIFD03 

OUTPUT 

332 GP/DU0_DR3/TX0_B/TCLK

D_A/HIFD03 

CONTROL 

331 GP/DU0_DR3/TX0_B/TCLK

D_A/HIFD03 

INPUT 

330 GP/DU0_DR4/CTS0#_C/TI

OC0A_A/HIFD04 

OUTPUT 

329 GP/DU0_DR4/CTS0#_C/TI

OC0A_A/HIFD04 

CONTROL 

328 GP/DU0_DR4/CTS0#_C/TI

OC0A_A/HIFD04 

INPUT 

327 GP/DU0_DR5/RTS0#_C/TI

OC0B_A/HIFD05 

OUTPUT 

326 GP/DU0_DR5/RTS0#_C/TI

OC0B_A/HIFD05 

CONTROL 

325 GP/DU0_DR5/RTS0#_C/TI

OC0B_A/HIFD05 

INPUT 

324 GP/DU0_DR6/SCK1_C/TIO

C0C_A/HIFD06 

OUTPUT 

323 GP/DU0_DR6/SCK1_C/TIO

C0C_A/HIFD06 

CONTROL 

322 GP/DU0_DR6/SCK1_C/TIO

C0C_A/HIFD06 

INPUT 

321 GP/DU0_DR7/RX1_C/TIOC

0D_A/HIFD07 

OUTPUT 

320 GP/DU0_DR7/RX1_C/TIOC

0D_A/HIFD07 

CONTROL 

319 GP/DU0_DR7/RX1_C/TIOC

0D_A/HIFD07 

INPUT 

318 GP/DU0_DG0/TX1_C/HSCK

0_D/IECLK_A/TIOC1A_A/HI

FD08 

OUTPUT 

317 GP/DU0_DG0/TX1_C/HSCK

0_D/IECLK_A/TIOC1A_A/HI

FD08 

CONTROL 
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316 GP/DU0_DG0/TX1_C/HSCK

0_D/IECLK_A/TIOC1A_A/HI

FD08 

INPUT 

315 GP/DU0_DG1/CTS1#_C/HR

TS0#_D/TIOC1B_A/HIFD09

OUTPUT 

314 GP/DU0_DG1/CTS1#_C/HR

TS0#_D/TIOC1B_A/HIFD09

CONTROL 

313 GP/DU0_DG1/CTS1#_C/HR

TS0#_D/TIOC1B_A/HIFD09

INPUT 

312 GP/DU0_DG2/RTS1#_C/RM

II0_MDC_B/TIOC2A_A/HIF

D10 

OUTPUT 

311 GP/DU0_DG2/RTS1#_C/RM

II0_MDC_B/TIOC2A_A/HIF

D10 

CONTROL 

310 GP/DU0_DG2/RTS1#_C/RM

II0_MDC_B/TIOC2A_A/HIF

D10 

INPUT 

309 GP/DU0_DG3/SCK2_C/RMI

I0_MDIO_B/TIOC2B_A/HIF

D11 

OUTPUT 

308 GP/DU0_DG3/SCK2_C/RMI

I0_MDIO_B/TIOC2B_A/HIF

D11 

CONTROL 

307 GP/DU0_DG3/SCK2_C/RMI

I0_MDIO_B/TIOC2B_A/HIF

D11 

INPUT 

306 GP/DU0_DG4/RX2_C/RMII0

_CRS_DV_B/TIOC3A_A/HIF

D12 

OUTPUT 

305 GP/DU0_DG4/RX2_C/RMII0

_CRS_DV_B/TIOC3A_A/HIF

D12 

CONTROL 

304 GP/DU0_DG4/RX2_C/RMII0

_CRS_DV_B/TIOC3A_A/HIF

D12 

INPUT 

303 GP/DU0_DG5/TX2_C/RMII0

_RX_ER_B/TIOC3B_A/HIFD

13 

OUTPUT 

302 GP/DU0_DG5/TX2_C/RMII0

_RX_ER_B/TIOC3B_A/HIFD

13 

CONTROL 

番号 ピン名称 タイプ 

301 GP/DU0_DG5/TX2_C/RMII0

_RX_ER_B/TIOC3B_A/HIFD

13 

INPUT 

300 GP/DU0_DG6/RX3_C/RMII0

_RXD0_B/TIOC3C_A/HIFD1

4 

OUTPUT 

299 GP/DU0_DG6/RX3_C/RMII0

_RXD0_B/TIOC3C_A/HIFD1

4 

CONTROL 

298 GP/DU0_DG6/RX3_C/RMII0

_RXD0_B/TIOC3C_A/HIFD1

4 

INPUT 

297 GP/DU0_DG7/TX3_C/RMII0

_RXD1_B/TIOC3D_A/HIFD1

5 

OUTPUT 

296 GP/DU0_DG7/TX3_C/RMII0

_RXD1_B/TIOC3D_A/HIFD1

5 

CONTROL 

295 GP/DU0_DG7/TX3_C/RMII0

_RXD1_B/TIOC3D_A/HIFD1

5 

INPUT 

294 GP/DU0_DB0/RX4_C/RMII0

_TXD_EN_B/TIOC4A_A/HIF

CS 

OUTPUT 

293 GP/DU0_DB0/RX4_C/RMII0

_TXD_EN_B/TIOC4A_A/HIF

CS 

CONTROL 

292 GP/DU0_DB0/RX4_C/RMII0

_TXD_EN_B/TIOC4A_A/HIF

CS 

INPUT 

291 GP/DU0_DB1/TX4_C/RMII0

_TXD0_B/TIOC4B_A/HIFRS 

OUTPUT 

290 GP/DU0_DB1/TX4_C/RMII0

_TXD0_B/TIOC4B_A/HIFRS 

CONTROL 

289 GP/DU0_DB1/TX4_C/RMII0

_TXD0_B/TIOC4B_A/HIFRS 

INPUT 

288 GP/DU0_DB2/RX5_B/RMII0

_TXD1_B/TIOC4C_A/HIFW

R 

OUTPUT 

287 GP/DU0_DB2/RX5_B/RMII0

_TXD1_B/TIOC4C_A/HIFW

R 

CONTROL 
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286 GP/DU0_DB2/RX5_B/RMII0

_TXD1_B/TIOC4C_A/HIFW

R 

INPUT 

285 GP/DU0_DB3/TX5_B/TIOC4

D_A/HIFRD 

OUTPUT 

284 GP/DU0_DB3/TX5_B/TIOC4

D_A/HIFRD 

CONTROL 

283 GP/DU0_DB3/TX5_B/TIOC4

D_A/HIFRD 

INPUT 

282 GP/DU0_DB7/SD2_DAT1_B

/SSI_SCK0_B/HIFEBL_B 

OUTPUT 

281 GP/DU0_DB7/SD2_DAT1_B

/SSI_SCK0_B/HIFEBL_B 

CONTROL 

280 GP/DU0_DB7/SD2_DAT1_B

/SSI_SCK0_B/HIFEBL_B 

INPUT 

279 GP/DU0_DB6/SD2_DAT0_B

/HIFRDY 

OUTPUT 

278 GP/DU0_DB6/SD2_DAT0_B

/HIFRDY 

CONTROL 

277 GP/DU0_DB6/SD2_DAT0_B

/HIFRDY 

INPUT 

276 GP/DU0_DB5/SD2_CMD_B/

HIFDREQ 

OUTPUT 

275 GP/DU0_DB5/SD2_CMD_B/

HIFDREQ 

CONTROL 

274 GP/DU0_DB5/SD2_CMD_B/

HIFDREQ 

INPUT 

273 GP/DU0_DB4/SD2_CLK_B/

HIFINT 

OUTPUT 

272 GP/DU0_DB4/SD2_CLK_B/

HIFINT 

CONTROL 

271 GP/DU0_DB4/SD2_CLK_B/

HIFINT 

INPUT 

270 GP/DU0_DISP/CAN0_TX_B

/HRX0_B/AUDIO_CLKA_B 

OUTPUT 

269 GP/DU0_DISP/CAN0_TX_B

/HRX0_B/AUDIO_CLKA_B 

CONTROL 

268 GP/DU0_DISP/CAN0_TX_B

/HRX0_B/AUDIO_CLKA_B 

INPUT 

267 GP/DU0_EXHSYNC/DU0_H

SYNC/SD2_CD_B/HSPI_TX

_C/SSI_SCK1_B 

OUTPUT 

番号 ピン名称 タイプ 

266 GP/DU0_EXHSYNC/DU0_H

SYNC/SD2_CD_B/HSPI_TX

_C/SSI_SCK1_B 

CONTROL 

265 GP/DU0_EXHSYNC/DU0_H

SYNC/SD2_CD_B/HSPI_TX

_C/SSI_SCK1_B 

INPUT 

264 GP/DU0_DOTCLKOUT/SD2

_DAT3_B/HSPI_CLK_C/SSI

_SDATA0_B 

OUTPUT 

263 GP/DU0_DOTCLKOUT/SD2

_DAT3_B/HSPI_CLK_C/SSI

_SDATA0_B 

CONTROL 

262 GP/DU0_DOTCLKOUT/SD2

_DAT3_B/HSPI_CLK_C/SSI

_SDATA0_B 

INPUT 

261 GP/DU0_DOTCLKIN/SD2_D

AT2_B/HSPI_CS#_C/SSI_W

S0_B 

OUTPUT 

260 GP/DU0_DOTCLKIN/SD2_D

AT2_B/HSPI_CS#_C/SSI_W

S0_B 

CONTROL 

259 GP/DU0_DOTCLKIN/SD2_D

AT2_B/HSPI_CS#_C/SSI_W

S0_B 

INPUT 

258 GP/RTS1#_B/VI0_G2 OUTPUT 

257 GP/RTS1#_B/VI0_G2 CONTROL 

256 GP/RTS1#_B/VI0_G2 INPUT 

255 GP/DU0_CDE/HTX0_B/AUD

IO_CLKB_B/LCD_VCPWC_

B 

OUTPUT 

254 GP/DU0_CDE/HTX0_B/AUD

IO_CLKB_B/LCD_VCPWC_

B 

CONTROL 

253 GP/DU0_CDE/HTX0_B/AUD

IO_CLKB_B/LCD_VCPWC_

B 

INPUT 

252 GP/DU0_EXODDF/DU0_OD

DF/CAN0_RX_B/HSCK0_B/

SSI_SDATA1_B 

OUTPUT 

251 GP/DU0_EXODDF/DU0_OD

DF/CAN0_RX_B/HSCK0_B/

SSI_SDATA1_B 

CONTROL 
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250 GP/DU0_EXODDF/DU0_OD

DF/CAN0_RX_B/HSCK0_B/

SSI_SDATA1_B 

INPUT 

249 GP/DU0_EXVSYNC/DU0_V

SYNC/SD2_WP_B/HSPI_R

X_C/SSI_WS1_B 

OUTPUT 

248 GP/DU0_EXVSYNC/DU0_V

SYNC/SD2_WP_B/HSPI_R

X_C/SSI_WS1_B 

CONTROL 

247 GP/DU0_EXVSYNC/DU0_V

SYNC/SD2_WP_B/HSPI_R

X_C/SSI_WS1_B 

INPUT 

246 GP/SD2_CLK_A/RX2_A/VI0

_G4/ET0_RX_CLK_B 

OUTPUT 

245 GP/SD2_CLK_A/RX2_A/VI0

_G4/ET0_RX_CLK_B 

CONTROL 

244 GP/SD2_CLK_A/RX2_A/VI0

_G4/ET0_RX_CLK_B 

OBSERVE_ONLY 

243 GP/SCK2_A/VI0_G3 OUTPUT 

242 GP/SCK2_A/VI0_G3 CONTROL 

241 GP/SCK2_A/VI0_G3 INPUT 

240 GP/SD2_DAT0_A/RX3_A/VI

0_R0/ET0_ERXD3_B 

OUTPUT 

239 GP/SD2_DAT0_A/RX3_A/VI

0_R0/ET0_ERXD3_B 

CONTROL 

238 GP/SD2_DAT0_A/RX3_A/VI

0_R0/ET0_ERXD3_B 

OBSERVE_ONLY 

237 GP/CTS1#_B/VI0_DATA7/VI

0_G1 

OUTPUT 

236 GP/CTS1#_B/VI0_DATA7/VI

0_G1 

CONTROL 

235 GP/CTS1#_B/VI0_DATA7/VI

0_G1 

INPUT 

234 GP/SD2_DAT2_A/RX4_A/VI

0_R2/ET0_LINK_B 

OUTPUT 

233 GP/SD2_DAT2_A/RX4_A/VI

0_R2/ET0_LINK_B 

CONTROL 

232 GP/SD2_DAT2_A/RX4_A/VI

0_R2/ET0_LINK_B 

OBSERVE_ONLY 

231 GP/SD2_DAT1_A/TX3_A/VI

0_R1/ET0_MDIO_B 

OUTPUT 

番号 ピン名称 タイプ 

230 GP/SD2_DAT1_A/TX3_A/VI

0_R1/ET0_MDIO_B 

CONTROL 

229 GP/SD2_DAT1_A/TX3_A/VI

0_R1/ET0_MDIO_B 

OBSERVE_ONLY 

228 GP/SD2_WP_A/TX5_A/VI0_

R5 

OUTPUT 

227 GP/SD2_WP_A/TX5_A/VI0_

R5 

CONTROL 

226 GP/SD2_WP_A/TX5_A/VI0_

R5 

OBSERVE_ONLY 

225 GP/SD2_CMD_A/TX2_A/VI0

_G5/ET0_ERXD2_B 

OUTPUT 

224 GP/SD2_CMD_A/TX2_A/VI0

_G5/ET0_ERXD2_B 

CONTROL 

223 GP/SD2_CMD_A/TX2_A/VI0

_G5/ET0_ERXD2_B 

OBSERVE_ONLY 

222 GP/VI1_CLK_A/AUDCK/NA

F0_B/LCD_DATA0_B 

OUTPUT 

221 GP/VI1_CLK_A/AUDCK/NA

F0_B/LCD_DATA0_B 

CONTROL 

220 GP/VI1_CLK_A/AUDCK/NA

F0_B/LCD_DATA0_B 

INPUT 

219 GP/VI1_0_A/AUDSYNC/NA

F1_B/LCD_DATA1_B 

OUTPUT 

218 GP/VI1_0_A/AUDSYNC/NA

F1_B/LCD_DATA1_B 

CONTROL 

217 GP/VI1_0_A/AUDSYNC/NA

F1_B/LCD_DATA1_B 

INPUT 

216 GP/SD2_CD_A/RX5_A/VI0_

R4/ET0_PHY_INT_B 

OUTPUT 

215 GP/SD2_CD_A/RX5_A/VI0_

R4/ET0_PHY_INT_B 

CONTROL 

214 GP/SD2_CD_A/RX5_A/VI0_

R4/ET0_PHY_INT_B 

OBSERVE_ONLY 

213 GP/SD2_DAT3_A/TX4_A/VI

0_R3/ET0_MAGIC_B 

OUTPUT 

212 GP/SD2_DAT3_A/TX4_A/VI

0_R3/ET0_MAGIC_B 

CONTROL 

211 GP/SD2_DAT3_A/TX4_A/VI

0_R3/ET0_MAGIC_B 

OBSERVE_ONLY 
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210 GP/VI1_4_A/AUDATA3/NAF

5_B/LCD_DATA5_B 

OUTPUT 

209 GP/VI1_4_A/AUDATA3/NAF

5_B/LCD_DATA5_B 

CONTROL 

208 GP/VI1_4_A/AUDATA3/NAF

5_B/LCD_DATA5_B 

INPUT 

207 GP/VI1_3_A/AUDATA2/NAF

4_B/LCD_DATA4_B 

OUTPUT 

206 GP/VI1_3_A/AUDATA2/NAF

4_B/LCD_DATA4_B 

CONTROL 

205 GP/VI1_3_A/AUDATA2/NAF

4_B/LCD_DATA4_B 

INPUT 

204 GP/VI1_2_A/AUDATA1/NAF

3_B/LCD_DATA3_B 

OUTPUT 

203 GP/VI1_2_A/AUDATA1/NAF

3_B/LCD_DATA3_B 

CONTROL 

202 GP/VI1_2_A/AUDATA1/NAF

3_B/LCD_DATA3_B 

INPUT 

201 GP/VI1_6_A/AUDATA5/NAF

7_B/LCD_DATA7_B 

OUTPUT 

200 GP/VI1_6_A/AUDATA5/NAF

7_B/LCD_DATA7_B 

CONTROL 

199 GP/VI1_6_A/AUDATA5/NAF

7_B/LCD_DATA7_B 

INPUT 

198 GP/VI1_5_A/AUDATA4/NAF

6_B/LCD_DATA6_B 

OUTPUT 

197 GP/VI1_5_A/AUDATA4/NAF

6_B/LCD_DATA6_B 

CONTROL 

196 GP/VI1_5_A/AUDATA4/NAF

6_B/LCD_DATA6_B 

INPUT 

195 GP/VI1_1_A/AUDATA0/NAF

2_B/LCD_DATA2_B 

OUTPUT 

194 GP/VI1_1_A/AUDATA0/NAF

2_B/LCD_DATA2_B 

CONTROL 

193 GP/VI1_1_A/AUDATA0/NAF

2_B/LCD_DATA2_B 

INPUT 

192 GP/SSI_SDATA1_A/VI1_3_

B/LCD_DATA14_B 

OUTPUT 

191 GP/SSI_SDATA1_A/VI1_3_

B/LCD_DATA14_B 

CONTROL 

番号 ピン名称 タイプ 

190 GP/SSI_SDATA1_A/VI1_3_

B/LCD_DATA14_B 

OBSERVE_ONLY 

189 GP/VI1_7_A/AUDATA6/FCE

#_B/LCD_DATA8_B 

OUTPUT 

188 GP/VI1_7_A/AUDATA6/FCE

#_B/LCD_DATA8_B 

CONTROL 

187 GP/VI1_7_A/AUDATA6/FCE

#_B/LCD_DATA8_B 

INPUT 

186 GP/SSI_SCK0_A/AUDATA7

/TIOC1A_B/LCD_DATA9_B 

OUTPUT 

185 GP/SSI_SCK0_A/AUDATA7

/TIOC1A_B/LCD_DATA9_B 

CONTROL 

184 GP/SSI_SCK0_A/AUDATA7

/TIOC1A_B/LCD_DATA9_B 

OBSERVE_ONLY 

183 GP/SSI_SCK1_A/VI1_1_B/T

IOC2B_B/LCD_DATA12_B 

OUTPUT 

182 GP/SSI_SCK1_A/VI1_1_B/T

IOC2B_B/LCD_DATA12_B 

CONTROL 

181 GP/SSI_SCK1_A/VI1_1_B/T

IOC2B_B/LCD_DATA12_B 

OBSERVE_ONLY 

180 GP/SSI_WS0_A/TIOC1B_B/

LCD_DATA10_B 

OUTPUT 

179 GP/SSI_WS0_A/TIOC1B_B/

LCD_DATA10_B 

CONTROL 

178 GP/SSI_WS0_A/TIOC1B_B/

LCD_DATA10_B 

OBSERVE_ONLY 

177 GP/SSI_WS1_A/VI1_2_B/L

CD_DATA13_B 

OUTPUT 

176 GP/SSI_WS1_A/VI1_2_B/L

CD_DATA13_B 

CONTROL 

175 GP/SSI_WS1_A/VI1_2_B/L

CD_DATA13_B 

OBSERVE_ONLY 

174 GP/SSI_WS23/VI1_5_B/TX1

_D/HSCK0_C/FALE_B/LCD

_DON_B 

OUTPUT 

173 GP/SSI_WS23/VI1_5_B/TX1

_D/HSCK0_C/FALE_B/LCD

_DON_B 

CONTROL 

172 GP/SSI_WS23/VI1_5_B/TX1

_D/HSCK0_C/FALE_B/LCD

_DON_B 

OBSERVE_ONLY 
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番号 ピン名称 タイプ 

171 GP/SSI_SDATA0_A/VI1_0_

B/TIOC2A_B/LCD_DATA11

_B 

OUTPUT 

170 GP/SSI_SDATA0_A/VI1_0_

B/TIOC2A_B/LCD_DATA11

_B 

CONTROL 

169 GP/SSI_SDATA0_A/VI1_0_

B/TIOC2A_B/LCD_DATA11

_B 

OBSERVE_ONLY 

168 GP/SSI_SCK23/VI1_4_B/RX

1_D/FCLE_B/LCD_DATA15

_B 

OUTPUT 

167 GP/SSI_SCK23/VI1_4_B/RX

1_D/FCLE_B/LCD_DATA15

_B 

CONTROL 

166 GP/SSI_SCK23/VI1_4_B/RX

1_D/FCLE_B/LCD_DATA15

_B 

OBSERVE_ONLY 

165 GP/SSI_SDATA2/VI1_6_B/

HRX0_C/FRE#_B/LCD_CL1

_B 

OUTPUT 

164 GP/SSI_SDATA2/VI1_6_B/

HRX0_C/FRE#_B/LCD_CL1

_B 

CONTROL 

163 GP/SSI_SDATA2/VI1_6_B/

HRX0_C/FRE#_B/LCD_CL1

_B 

INPUT 

162 GP/AUDIO_CLKA_A/VI1_C

LK_B/SCK1_D/IECLK_B/LC

D_FLM_B 

OUTPUT 

161 GP/AUDIO_CLKA_A/VI1_C

LK_B/SCK1_D/IECLK_B/LC

D_FLM_B 

CONTROL 

160 GP/AUDIO_CLKA_A/VI1_C

LK_B/SCK1_D/IECLK_B/LC

D_FLM_B 

INPUT 

159 GP/AUDIO_CLKB_A/LCD_C

LK_B 

OUTPUT 

158 GP/AUDIO_CLKB_A/LCD_C

LK_B 

CONTROL 

157 GP/AUDIO_CLKB_A/LCD_C

LK_B 

INPUT 

番号 ピン名称 タイプ 

156 GP/AUDIO_CLKC/SCK1_E/

HCTS0#_C/FRB_B/LCD_VE

PWC_B 

OUTPUT 

155 GP/AUDIO_CLKC/SCK1_E/

HCTS0#_C/FRB_B/LCD_VE

PWC_B 

CONTROL 

154 GP/AUDIO_CLKC/SCK1_E/

HCTS0#_C/FRB_B/LCD_VE

PWC_B 

INPUT 

153 GP/SSI_SDATA3/VI1_7_B/

HTX0_C/FWE#_B/LCD_CL2

_B 

OUTPUT 

152 GP/SSI_SDATA3/VI1_7_B/

HTX0_C/FWE#_B/LCD_CL2

_B 

CONTROL 

151 GP/SSI_SDATA3/VI1_7_B/

HTX0_C/FWE#_B/LCD_CL2

_B 

INPUT 

150 GP/AUDIO_CLKOUT/TX1_E

/HRTS0#_C/LCD_M_DISP_

B 

OUTPUT 

149 GP/AUDIO_CLKOUT/TX1_E

/HRTS0#_C/LCD_M_DISP_

B 

CONTROL 

148 GP/AUDIO_CLKOUT/TX1_E

/HRTS0#_C/LCD_M_DISP_

B 

INPUT 

147 GP/SDSELF/RTS1#_E OUTPUT 

146 GP/SDSELF/RTS1#_E CONTROL 

145 GP/SDSELF/RTS1#_E INPUT 

144 * INTERNAL 

143 * INTERNAL 

142 * INTERNAL 

141 * INTERNAL 

140 * INTERNAL 

139 * INTERNAL 

138 * INTERNAL 

137 * INTERNAL 

136 * INTERNAL 

135 * INTERNAL 

134 * INTERNAL 
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番号 ピン名称 タイプ 

133 * INTERNAL 

132 * INTERNAL 

131 * INTERNAL 

130 * INTERNAL 

129 * INTERNAL 

128 * INTERNAL 

127 * INTERNAL 

126 * INTERNAL 

125 * INTERNAL 

124 * INTERNAL 

123 * INTERNAL 

122 * INTERNAL 

121 * INTERNAL 

120 * INTERNAL 

119 * INTERNAL 

118 * INTERNAL 

117 * INTERNAL 

116 * INTERNAL 

115 * INTERNAL 

114 * INTERNAL 

113 * INTERNAL 

112 * INTERNAL 

111 * INTERNAL 

110 * INTERNAL 

109 * INTERNAL 

108 * INTERNAL 

107 * INTERNAL 

106 * INTERNAL 

105 * INTERNAL 

104 * INTERNAL 

103 * INTERNAL 

102 * INTERNAL 

101 * INTERNAL 

100 * INTERNAL 

99 * INTERNAL 

98 * INTERNAL 

97 * INTERNAL 

96 * INTERNAL 

番号 ピン名称 タイプ 

95 * INTERNAL 

94 * INTERNAL 

93 * INTERNAL 

92 * INTERNAL 

91 * INTERNAL 

90 * INTERNAL 

89 * INTERNAL 

88 * INTERNAL 

87 * INTERNAL 

86 * INTERNAL 

85 * INTERNAL 

84 * INTERNAL 

83 * INTERNAL 

82 * INTERNAL 

81 * INTERNAL 

80 * INTERNAL 

79 * INTERNAL 

78 * INTERNAL 

77 * INTERNAL 

76 * INTERNAL 

75 * INTERNAL 

74 * INTERNAL 

73 * INTERNAL 

72 * INTERNAL 

71 * INTERNAL 

70 * INTERNAL 

69 * INTERNAL 

68 * INTERNAL 

67 * INTERNAL 

66 * INTERNAL 

65 * INTERNAL 

64 * INTERNAL 

63 * INTERNAL 

62 * INTERNAL 

61 * INTERNAL 

60 * INTERNAL 

59 * INTERNAL 

58 * INTERNAL 



 

39. ユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  39-21 

2012.06.12  

 

SH7734 

番号 ピン名称 タイプ 

57 * INTERNAL 

56 * INTERNAL 

55 * INTERNAL 

54 * INTERNAL 

53 * INTERNAL 

52 * INTERNAL 

51 * INTERNAL 

50 * INTERNAL 

49 * INTERNAL 

48 * INTERNAL 

47 * INTERNAL 

46 * INTERNAL 

45 * INTERNAL 

44 * INTERNAL 

43 * INTERNAL 

42 * INTERNAL 

41 * INTERNAL 

40 * INTERNAL 

39 * INTERNAL 

38 * INTERNAL 

37 * INTERNAL 

36 * INTERNAL 

35 * INTERNAL 

34 * INTERNAL 

33 * INTERNAL 

32 * INTERNAL 

31 * INTERNAL 

30 * INTERNAL 

29 * INTERNAL 

28 * INTERNAL 

27 * INTERNAL 

26 * INTERNAL 

番号 ピン名称 タイプ 

25 * INTERNAL 

24 * INTERNAL 

23 * INTERNAL 

22 * INTERNAL 

21 * INTERNAL 

20 * INTERNAL 

19 * INTERNAL 

18 * INTERNAL 

17 * INTERNAL 

16 * INTERNAL 

15 * INTERNAL 

14 * INTERNAL 

13 * INTERNAL 

12 * INTERNAL 

11 * INTERNAL 

10 * INTERNAL 

9 * INTERNAL 

8 * INTERNAL 

7 * INTERNAL 

6 * INTERNAL 

5 * INTERNAL 

4 * INTERNAL 

3 PRESET# OBSERVE_ONLY 

2 GP/PRESETOUT#/ST_CLK

OUT 

OUTPUT 

1 GP/PRESETOUT#/ST_CLK

OUT 

CONTROL 

0 GP/PRESETOUT#/ST_CLK

OUT 

INPUT 

To TDO 

【注】 CONTROLはローアクティブの信号。CONTROLを LOWにすることで、該当ピンを OUTPUT値でドライブする。 
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39.3 動作説明 

39.3.1 バウンダリスキャン TAPコントローラ 

（IDCODE、EXTEST、SAMPLE/PRELOAD、BYPASS） 

本 LSIの H-UDIはバウンダリスキャン用 TAPコントローラと H-UDIリセット、H-UDI割り込み機能を制御す

る TAPコントローラを分離しています。電源投入時を含め、TRST#アサートによりバウンダリスキャン用 TAP

コントローラが活き、JTAGで規定されているバウンダリスキャン機能を利用できます。また、H-UDI切り替えコ

マンドを入力することで、H-UDIリセット、H-UDI割り込み機能が利用できるようになります。ただし本 LSIの

場合、以下の制限事項が存在します。 

• クロック関連信号（EXTAL、XTAL）はバウンダリスキャンの対象から外れます。 

• H-UDI関連信号（TCK、TDI、TDO、TMS、TRST#、MPMD）はバウンダリスキャンの対象から外れます。 

• DDR2/DDR3 IF 関連端子はバウンダリスキャンの対象から外れます。 

• USB IF関連端子（USB_EXTAL、USB_XTAL、REFRIN、DP0、DP1、DM0、DM1、OVC0/VBUS0、OVC1/VBUS1）

はバウンダリスキャンの対象から外れます。 

• バウンダリスキャン（IDCODE、EXTEST、SAMPLE/PRELOAD、BYPASS、H-UDI切り替えコマンド）実行

時、TCKの最大周波数は2MHzです。 

• H-UDI側（外部コントローラ）からバウンダリスキャンTAPコントローラへのアクセスサイズは8ビットです。 

以下に、バウンダリスキャン TAPコントローラのサポートコマンドを示します。 

【注】 バウンダリスキャン利用時は、それぞれ TEST1をローレベル、TEST2をローレベル、BSMODEをハイレベル、MPMD

をハイレベルに固定にしてください。また、エミュレーションサポートモードとして動作させる(MPMD=0)場合、バウ

ンダリスキャン機能を利用することはできません。バウンダリスキャン TAPコントローラから H-UDIへの切り替えシ

ーケンスを図 39.2に示します。 

 

表 39.6 バウンダリスキャン TAPコントローラのサポートコマンド 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

0 1 0 1 0 1 0 1 IDCODE 

1 1 1 1 1 1 1 1 BYPASS 

0 0 0 0 0 0 0 0 EXTEST 

0 1 0 0 0 0 0 0 SAMPLE/PRELOAD 

0 0 0 0 1 0 0 0 H-UDI切り替えコマンド 

上記以外 設定禁止 
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H-UDI切り換えコマンドB'0000 1000
（Shift-IRステート > 8サイクルの場合、
最終8サイクルの入力が有効）
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【注】　ハッチング部が外部端子と接続されている機能を示します。
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図 39.2 バウンダリスキャン TAPコントローラから H-UDIへの切り替えシーケンス 
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39.3.2 TAP制御 

図 39.3に TAP制御回路の内部状態を示します。JTAGで規定されている状態遷移のサブセットをサポートして

います。 

• 遷移条件はTCKの立ち上がりエッジにおけるTMS値です。 

• TDI値はTCKの立ち上がりエッジでサンプリングし、TCKの立ち下がりエッジでシフトします。 

• TDO値はTCKの立ち下がりエッジで変化します。またTDO端子はShift-DR、Shift-IRステート以外ではハイイ

ンピーダンス状態です。 

• TRST#=0への遷移でTCKとは非同期で"Test-Logic-Reset"状態へ遷移します。 

 

Test -Logic-Reset

Capture-DR

Shift-DR

Exit1-DR

Pause-DR

Exit2-DR

Update-DR

Select-DR-ScanRun-Test/Idle

1

0

0

0

0
1 1 1

1

0

0

0

1

1 1

0

1

1

1 0

Capture-IR

Shift-IR

Exit1-IR

Pause-IR

Exit2-IR

Update-IR

Select-IR-Scan

0

0

1

0

0

0

1

0

1

1

1 0

 

図 39.3 TAP制御状態遷移図 
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39.3.3 H-UDIリセット 

SDIRコマンドによりパワーオンリセットをかけられます。H-UDIの端子から H-UDIリセット・アサートコマ

ンドを送り、さらに H-UDIリセット・ネゲートコマンドを送ることでリセットをかけます（図 39.4参照）。H-UDI

リセット・アサートコマンドと H-UDIリセット・ネゲートコマンド間に必要な時間は、パワーオンリセットをか

けるためにリセット端子をローレベルに保つ時間と同じです。H-UDIリセット・アサートコマンドをセット後、

clkp1 4サイクル後にチップ内リセットがアサートされ、H-UDIリセット・ネゲートコマンドをセット後、リセッ

ト保持期間（最小で clkp1 38サイクル、最大で clkp1 73サイクルです）後にチップ内リセットがネゲートされま

す。 

【注】 RST/WDTモジュールは初期化されません。ただし、RST/WDTモジュールのオーバフローカウンタは初期化されます。 

 

リセット保持期間clkp1 4 サイクル

H-UDI端子

チップ内リセット

コマンドセットタイミング コマンドセットタイミング

H-UDI
リセットアサート

H-UDI
リセットネゲート

リセット処理リセット通常

 

図 39.4 H-UDIリセット 

 

39.3.4 H-UDI割り込み 

H-UDI割り込み機能は、H-UDIから SDIRにコマンド値を設定することにより割り込みを発生させる機能です。 

H-UDI割り込みは一般例外/割り込み動作であり、VBRに基づいたアドレスに分岐し、RTE命令で復帰します。

この時、制御レジスタ INTEVTに格納される例外コードは H’600です。また制御レジスタ INT2PRI2のビット 28

～24により H-UDI割り込みの優先度を制御できます。詳細は「第 7章 割り込みコントローラ（INTC、INTC2）」

を参照してください。 

H-UDI割り込みの要求信号は、コマンドセット後（Update-IR）に SDINTレジスタの INTREQビットが 1にな

ることによりアサートされます。ソフトウェアにより INTREQビットに 0を書き込まない限り割り込み要求信号

はネゲートされませんので、割り込み要求を取りこぼすことはありません。H-UDI割り込みコマンドが SDIRに

セットされている間は、TDIと TDOの間に SDINTが接続されます。TDOから読み出される値等は「39.2.2 割

り込み要因レジスタ（SDINT）」を参照してください。 
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39.4 注意事項 

1. 一度設定したSDIRコマンドはTRST#のアサート、またはTAPをTest-Logic-Reset状態にすることによる初期化

以外はH-UDIから他のコマンドを書き込まない限り変化しません。 

2. エミュレータを使用しないときはTRST＃端子をローレベルに固定してください。 

3. エミュレーションサポートモードのときは、スリープモード、ソフトウェアスタンバイモードおよびディー

プスタンバイモードはH-UDI割り込み、H-UDIリセットにより解除され、それらの要求を受け付けます。 

4. H-UDIは、エミュレータの接続に使用されます。したがって、エミュレータを使用する場合には、JTAGの機

能は使用できません。 

5. ディープスタンバイモードのとき、H-UDI割り込み後、命令フェッチが開始するまでの間、H-UDIリセット

を発行しないでください。 
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40. Quad-SPI 

40.1 特長 

本モジュールは以下の特長を持ちます。 

• Single/Dual/Quad-SPI動作でシリアルフラッシュメモリとの通信が可能 

Single-SPI動作 

QMO（MasterOut）、QMI（MasterIn）、QSSL（Slave Select）、QSPCLK（SPI Clock）の4線を用いてシリア

ルフラッシュメモリへアクセスを行う 

QMO端子は出力、QMI端子は入力 

QSSL端子、QSPCLK端子は出力 

Dual-SPI動作 

QIO1-0、QSSL、QSPCLKの4線を用いてシリアルフラッシュメモリへアクセスを行う 

QSSL端子、QSPCLK端子は出力 

QIO1-0端子は双方向 

Quad-SPI動作 

QIO3-0、QSSL、QSPCLKの6線を用いてシリアルフラッシュメモリへアクセスを行う 

QSSL端子、QSPCLK端子は出力 

QIO3-0端子は双方向 

• 転送データ長 

8ビット～128Gビットで転送可能 

ただし、8、16、32ビットの転送を基本の1転送として1～4294967296回繰り返しの連続転送とする 

• ビットレート 

QSPCLK分周比を2～4080で設定可能 

内部ボーレートジェネレータでCLKS1を分周してQSPCLKを生成 

• バッファ構成  

送信バッファ：8ビット×32個 

受信バッファ：8ビット×32個 

• シフトレジスタ 

送信用、受信用それぞれに専用で32ビットずつのシフトレジスタを持つ 
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• QSSL端子制御 

QSSL信号アサートからQSPCLK動作までの遅延（クロック遅延）を設定可能 

設定範囲：0および、1.5～8.5QSPCLK 設定単位：1QSPCLK 

QSPCLK停止からQSSL出力ネゲートまでの遅延（QSSLネゲート遅延）を設定可能 

設定範囲：0～8QSPCLK 設定単位：1QSPCLK 

次のアクセスのQSSL出力アサートのウェイト（次アクセス遅延）を設定可能 

設定範囲：0～8QSPCLK 設定単位：1QSPCLK 

転送終了後から次アクセスまでの間QSSL出力値を保持可能 

QSSL極性変更可能 

• 転送制御  

最大4コマンドで構成された転送方式をシーケンシャルにループ実行可能 

Single-SPIまたはDual/Quad-SPIライト動作：SPI機能有効で送信バッファへのデータライトで転送を起動 

Dual/Quad-SPIリード動作：受信バッファに転送データ長の空きがある状態でSPI機能有効で転送を起動 

QSSLネゲート時期間中、QIO3-0端子出力、およびQMO出力は設定可能 

Single/Dual-SPIモード時、QIO3-2端子出力は設定可能 

• 割り込み要因 

マスク可能な割り込み要因あり 

受信バッファフル割り込み 

送信バッファエンプティ割り込み 

• その他  

ループバックモード 

初期化機能あり 
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40.2 入出力端子 

端子構成を表 40.1に示します。 

 

表 40.1 端子構成 

名称 端子名 入出力 機能 

クロック端子 QSPCLK 出力 クロック出力 

マスタ送出データ端子／データ 0端子*2 QMO/QIO0 入出力 マスタ送出データ／データ 0 

マスタ入力データ端子／データ 1端子*2 QMI/QIO1 入出力 マスタ入力データ／データ 1 

データ 2端子*1 QIO2 入出力 データ 2 

データ 3端子*2 QIO3 入出力 データ 3 

スレーブセレクト端子 QSSL 出力 スレーブセレクト 

【注】 *1 Single-SPIモード時は QMO/QMI、Dual/Quad-SPIモード時は QIO0/QIO1となります。 

 *2 Single/Dual-SPIモード時はレジスタ設定による固定値出力、Quad-SPIモード時は QIO2/QIO3となります。 
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40.3 レジスタの説明 

レジスタ構成を表 40.2に示します。 

アドレスの先頭番地は、H'FFFC 3000です。 
 

表 40.2（1） レジスタ構成 

名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

制御レジスタ SPCR R/W H'00 H'00 8、16、32 

スレーブセレクト極性レジスタ SSLP R/W H'00 H'01 8、16、32 

端子制御レジスタ SPPCR R/W H'06 H'02 8、16、32 

ステータスレジスタ SPSR R/(W)* H'60 H'03 8、16、32 

データレジスタ SPDR R/W 不定 H'04 8、16、32 

シーケンス制御レジスタ SPSCR R/W H'00 H'08 8、16、32 

シーケンスステータスレジスタ SPSSR R H'00 H'09 8、16、32 

ビットレートレジスタ SPBR R/W H'FF H'0A 8、16、32 

データコントロールレジスタ SPDCR R/W H'00 H'0B 8、16、32 

クロック遅延レジスタ SPCKD R/W H'00 H'0C 8、16、32 

スレーブセレクトネゲート遅延レジスタ SSLND R/W H'00 H'0D 8、16、32 

次アクセス遅延レジスタ SPND R/W H'00 H'0E 8、16、32 

コマンドレジスタ 0 SPCMD0 R/W H'E001 H'10 16、32 

コマンドレジスタ 1 SPCMD1 R/W H'E001 H'12 16、32 

コマンドレジスタ 2 SPCMD2 R/W H'E001 H'14 16、32 

コマンドレジスタ 3 SPCMD3 R/W H'E001 H'16 16、32 

バッファコントロールレジスタ SPBFCR R/W H'00 H'18 8、16、32 

バッファデータカウントセットレジスタ SPBDCR R H'0000 H'1A 16、32 

データ長倍数設定レジスタ 0 SPBMUL0 R/W H'00000001 H'1C 32 

データ長倍数設定レジスタ 1 SPBMUL1 R/W H'00000001 H'20 32 

データ長倍数設定レジスタ 2 SPBMUL2 R/W H'00000001 H'24 32 

データ長倍数設定レジスタ 3 SPBMUL3 R/W H'00000001 H'28 32 

【注】 * フラグクリアのための 0ライトのみ有効です。 

 

表 40.2（2） 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

全レジスタ 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 
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40.3.1 制御レジスタ（SPCR） 

制御レジスタ（SPCR）は動作モードを設定するためのレジスタです。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

7

SPRIE

0

R/W

SPTIESPE － － － － －

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R

3

0

R/W

2

0

R

1

0

R

0

0

R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

7 SPRIE 0 R/W 受信割り込みイネーブル 

受信バッファの受信データ数が指定したトリガ以上になり、ステータスレジスタの

フラグが 1になったときの受信割り込み要求を許可／禁止します。 

0：割り込み要求禁止 

1：割り込み要求許可 

6 SPE 0 R/W SPI機能イネーブル 

1に設定で SPIモジュールの機能を有効にします。 

0にすると本モジュールの一部が初期化されます。 

0：機能無効 

1：機能有効 

5 SPTIE 0 R/W 送信割り込みイネーブル 

送信バッファの送信データ数が指定したトリガ以下になり、ステータスレジスタの

フラグが 1になったときの送信割り込み要求を許可／禁止します。 

0：割り込み要求禁止 

1：割り込み要求許可 

4 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 － 0 R/W リザーブビット 

書き込む値は常に 1としてください。0を書き込んだときの動作は保証されません。 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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40.3.2 スレーブセレクト極性レジスタ（SSLP） 

スレーブセレクト極性レジスタ（SSLP）は QSSL信号の極性を設定するためのレジスタです。制御レジスタ

（SPCR）の SPI機能イネーブルビット（SPE）が 1の状態で本レジスタを書き換えた場合、以降の動作は保証さ

れません。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

7

－

0

R

－－ － － － － SSLP

6

0

R

5

0

R

4

0

R

3

0

R

2

0

R

1

0

R

0

0

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 SSLP 0 R/W QSSL信号極性設定 

QSSL信号の極性を設定するビットです。 

0：QSSL信号は Lowアクティブ 

1：QSSL信号は Highアクティブ 

 

40.3.3 端子制御レジスタ（SPPCR） 

端子制御レジスタ（SPPCR）は端子モードを設定するレジスタです。制御レジスタ（SPCR）の SPI機能イネー

ブルビット（SPE）が 1の状態で本レジスタを書き換えた場合、以降の動作は保証されません。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

7

－

0

R

MOIFE－ MOIFV － IO3FV IO2FV SPLP

6

0

R

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R

2

1

R/W

1

1

R/W

0

0

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 MOIFE 0 R/W データ出力アイドル値固定イネーブル 

QSSLネゲート期間またはバースト転送時のQSSL保持期間に出力端子の値を固定

するためのビットです。 

Single-SPIモード時は QMO、Dual-SPIモード時は QIO1-0、Quad-SPIモード時は

QIO3-0について有効です。 

0：出力値は前回転送の最終データ 

1：出力値はMOIFVビットの設定値 

【注】 Dual/Quad-SPIモード時、リード後の QIO1-0/QIO3-0は本ビットの設定に関

わらず Hi-Zとなります。（「40.4.2 端子の制御」参照） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

4 MOIFV 0 R/W データ出力アイドル時固定値 

MOIFEビットが 1の場合、本ビットの設定値に従って QSSLネゲート期間の出力

端子の値を決定します。 

0：出力端子アイドル値は 0 

1：出力端子アイドル値は 1 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 IO3FV 1 R/W Single/Dual-SPI時 QIO3出力固定値 

Single/Dual-SPIモード時、QIO3端子の出力方向を固定するためのビットです。

Single/Dual-SPIモード時のみ有効であり、このときMOIFEビットおよびMOIFV

ビットの値には影響されません。 

0：QIO3は 0固定 

1：QIO3は 1固定 

1 IO2FV 1 R/W Single/Dual-SPI時 QIO2固定値 

Single/Dual-SPIモード時、QIO2端子の出力方向を固定するためのビットです。

Single/Dual-SPIモード時のみ有効であり、このときMOIFEビットおよびMOIFV

ビットの設定値には影響されません。 

0：QIO2は 0固定 

1：QIO2は 1固定 

0 SPLP 0 R/W ループバックモード 

SPLPビットを 1に設定すると、本モジュールはデータ入出力端子と送信用／受信

用シフトレジスタ間の経路を遮断し、送信用／受信用シフトレジスタ間で接続しま

す。 

0：通常モード 

1：ループバックモード 

【注】 Dual/Quad-SPIでループバックモードとする場合、コマンドレジスタ 0～3

（SPCMD0～3）の SPRWは 0（ライト動作）としてください。 
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40.3.4 ステータスレジスタ（SPSR） 

ステータスレジスタ（SPSR）は本モジュールの動作状態を示すフラグを格納したレジスタです。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

7

SPRFF

0

R

SPTEFTEND － － － － －

6

1

R

5

1

R

4

0

R

3

0

R

2

0

R

1

0

R

0

0

R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

7 SPRFF 0 R 受信バッファフルフラグ 

受信バッファの受信データ数がバッファコントロールレジスタの受信バッファデー

タ数トリガで指定した値以上になったことを示します。 

0：受信バッファの受信データ数が受信バッファデータ数トリガで指定した値未

満である 

1：受信バッファの受信データ数が受信バッファデータ数トリガで指定した値以

上である 

［クリア条件］ 

• 受信バッファの受信データ数が受信バッファデータ数トリガで指定した値未満に

なるまで受信バッファを読み出したとき 

• 受信バッファデータリセットを有効にしたとき 

• パワーオンリセット 

［セット条件］ 

• 受信バッファの受信データ数が受信バッファデータ数トリガで指定した値以上に

なったとき 

6 TEND 1 R 通信終了フラグ 

本ビットが 1のとき通信終了したことを示します。0のときは通信未終了です。 

［クリア条件］ 

• 送信レジスタから送信用シフトレジスタへ送信データが転送されたとき 

• Dual/Quad-SPIモードで受信動作を開始したとき 

［セット条件］ 

• シリアル転送終了時に送信バッファのデータ格納数が空であったとき（ダミー送

信許可ビット（TXDMY）が 1にセットされている場合を除く） 

• シリアル転送終了時に受信バッファに次の受信データ長の空きがないとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

5 SPTEF 1 R 送信バッファエンプティフラグ 

送信バッファの送信データ数がバッファコントロールレジスタの送信バッファデー

タ数トリガで指定した値以下になったことを示します。 

0：送信バッファの送信データ数が送信バッファデータ数トリガで指定した値よ

り多い 

1：送信バッファの送信データ数が送信バッファデータ数トリガで指定した値以

下である 

［クリア条件］ 

• 送信バッファの送信データ数が送信バッファデータ数トリガで指定した値より多

くなるまで送信バッファに書き込んだとき 

［セット条件］ 

• 送信バッファの送信データ数が送信バッファデータ数トリガで指定した値以下に

なったとき 

• 送信バッファデータリセットを有効にしたとき 

• パワーオンリセット 

4～0 － すべて

0 

R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

40.3.5 データレジスタ（SPDR） 

データレジスタ（SPDR）は送受信用のデータバッファへアクセスするレジスタです。 

送信バッファ（SPTXB）と受信バッファ（SPRXB）は独立したバッファで、これらのバッファが SPDRにマッ

ピングされています。本レジスタへの書き込みは送信バッファ（SPTXB）へ行われ、本レジスタからの読み込み

は受信バッファ（SPRXB）から行われます。 

本レジスタへのアクセスはバイト／ワード／ロングワードで行ってください。 

各アクセスサイズでの有効データは以下となります。 

ロングワード：31～0ビット 

ワード：31～16ビット 

バイト：31～24ビット 
 

ビット：

初期値：

R/W：

31

SPD31

不定

R/W

SPD29SPD30 SPD28 SPD27SPD26SPD25SPD24

30

不定

R/W

29

不定

R/W

28

不定

R/W

27

不定

R/W

26

不定

R/W

25

不定

R/W

24

不定

R/W

23

SPD23

不定

R/W

SPD21SPD22 SPD20 SPD19SPD18SPD17SPD16

22

不定

R/W

21

不定

R/W

20

不定

R/W

19

不定

R/W

18

不定

R/W

17

不定

R/W

16

不定

R/W

ビット：

初期値：

R/W：

15

SPD15

不定

R/W

SPD13SPD14 SPD12 SPD11SPD10 SPD9 SPD8

14

不定

R/W

13

不定

R/W

12

不定

R/W

11

不定

R/W

10

不定

R/W

9

不定

R/W

8

不定

R/W

7

SPD7

不定

R/W

SPD5SPD6 SPD4 SPD3 SPD2 SPD1 SPD0

6

不定

R/W

5

不定

R/W

4

不定

R/W

3

不定

R/W

2

不定

R/W

1

不定

R/W

0

不定

R/W  
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40.3.6 シーケンス制御レジスタ（SPSCR） 

シーケンス制御レジスタ（SPSCR）は、本モジュールのシーケンス制御方式を設定するためのレジスタです。

制御レジスタ（SPCR）の SPI機能イネーブルビット（SPE）が 1の状態で本レジスタを書き換えた場合、以降の

動作は保証されません。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

7

－

0

R

－－ － － － SPSC1SPSC0

6

0

R

5

0

R

4

0

R

3

0

R

2

0

R

1

0

R/W

0

0

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 

0 

SPSC1 

SPSC0 

0 

0 

R/W 

R/W 

シーケンス制御設定 

本モジュールのシーケンス動作を設定します。 

SPSC[1:0]ビットの設定値に従ってコマンドレジスタ 0～3（SPCMD0～3）を順番

に参照します。 

参照するコマンドレジスタ（SPCMD）番号 

00：0→0→・・・ 

01：0→1→0→・・・ 

10：0→1→2→0→・・・ 

11：0→1→2→3→0→・・・ 
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40.3.7 シーケンスステータスレジスタ（SPSSR） 

シーケンスステータスレジスタ（SPSSR）はシーケンスの状態を示すレジスタです。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

7

－

0

R

－－ － － － SPSS1SPSS0

6

0

R

5

0

R

4

0

R

3

0

R

2

0

R

1

0

R

0

0

R  
 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 

0 

SPSS1 

SPSS0 

0 

0 

R 

R 

シーケンスステータス 

シーケンス制御で現在参照しているコマンドレジスタ 0～3（SPCMD0～3）を示し

ます。 

00：SPCMD0 

01：SPCMD1 

10：SPCMD2 

11：SPCMD3 
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40.3.8 ビットレートレジスタ（SPBR） 

ビットレートレジスタ（SPBR）はビットレートを設定するレジスタです。制御レジスタ（SPCR）の SPI機能

イネーブルビット（SPE）が 1の状態で本レジスタを書き換えた場合、以降の動作は保証されません。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

7

SPBR7

1

R/W

SPBR5SPBR6 SPBR4 SPBR3 SPBR2 SPBR1 SPBR0

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

0

1

R/W  
 

ビットレートは本レジスタの設定値とコマンドレジスタ 0～3（SPCMD0～3）のビットレート分周設定ビット

（BRDV[1:0]）の設定値により決定されます。 

本レジスタを 0に設定すると、1分周となります。 

SPBR≠0のときのビットレートの計算式は以下のとおりです。 

式中の nは本レジスタの設定値（1、…255）、Nはビットレート分周ビット（BRDV[1:0]）の設定値（0、1、2、

3）です。 

ビットレート=
2×n×2N
f(P1φ)

 
SPBRレジスタとBRDV[1:0]ビットの設定値とビットレートの関係を表40.3に示します。 

 

表 40.3 SPBRレジスタ、BRDV[1:0]ビットの設定値とビットレート 

ビットレート SPBRの設定値（n） BRDV[1:0]の設定値（N） 分周比 

CLKS1=100MHz 

0 0 1 （Not supported） 

1 0 2 50Mbps 

2 0 4 25.00Mbps 

3 0 6 16.66Mbps 

4 0 8 12.50Mbps 

5 0 10 10.00Mbps 

6 0 12 8.33Mbps 

6 1 24 4.16Mbps 

6 2 48 2.08Mbps 

6 3 96 1.04Mbps 

255 3 4080 24.51kbps 

【注】 QSPCLKが 2分周以上となるようにビットレートレジスタ（SPBR）とビットレート分周ビット（BRDV）を設定してく

ださい。 
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40.3.9 データコントロールレジスタ（SPDCR） 

データコントロールレジスタ（SPDCR）はダミーデータ送信許可を設定するレジスタです。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

7

TXDMY

0

R/W

－－ － － － － －

6

0

R

5

0

R

4

0

R

3

0

R

2

0

R

1

0

R

0

0

R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

7 TXDMY 0 R/W ダミーデータ送信イネーブル 

Single-SPI動作時、送信バッファに送信データがない場合に QMO端子からダミー

データを出力することを許可／禁止します。 

送信バッファに送信データがなく、TXDMYに 1が設定されているとき、QMO端子

からダミーデータとして 0が出力されます。 

本ビットはステータスレジスタ（SPSR）の通信終了フラグ（TEND）が 1である

ときに変更可能です。それ以外の状態で変更した場合の動作は保証されません。 

0：ダミーデータ送信禁止 

1：ダミーデータ送信許可 

6～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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40.3.10 クロック遅延レジスタ（SPCKD） 

クロック遅延レジスタ（SPCKD）は QSSL信号アサートから QSPCLK発振までの期間（クロック遅延）を設定

するためのレジスタです。コマンドレジスタ 0～3（SPCMD0～3）のクロック遅延設定イネーブルビット（SCKDEN）

が 1のときに本レジスタの設定値が有効になります。制御レジスタ（SPCR）の SPI機能イネーブルビット（SPE）

が 1の状態で本レジスタを書き換えた場合、以降の動作は保証されません。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

7

－

0

R

－－ － － SCKDL2 SCKDL1 SCKDL0

6

0

R

5

0

R

4

0

R

3

0

R

2

0

R/W

1

0

R/W

0

0

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 

1 

0 

SCKDL2 

SCKDL1 

SCKDL0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

クロック遅延設定 

コマンドレジスタ 0～3（SPCMD0～3）の SCKDENビットが 1の場合、QSSL信

号アサートから QSPCLK発振までの期間（クロック遅延）を設定します。 

000：1.5QSPCLK 

001：2.5QSPCLK 

010：3.5QSPCLK 

011：4.5QSPCLK 

100：5.5QSPCLK 

101：6.5QSPCLK 

110：7.5QSPCLK 

111：8.5QSPCLK 
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40.3.11 スレーブセレクトネゲート遅延レジスタ（SSLND） 

スレーブセレクトネゲート遅延レジスタ（SSLND）はシリアル転送の最終 QSPCLKエッジを送出してから QSSL

信号をネゲートするまでの期間（QSSLネゲート遅延）を設定するためのレジスタです。コマンドレジスタ 0～3

（SPCMD0～3）の QSSLネゲート遅延設定イネーブルビット（SLNDEN）が 1のときに本レジスタの設定値が有

効になります。制御レジスタ（SPCR）の SPI機能イネーブルビット（SPE）が 1の状態で本レジスタを書き換え

た場合、以降の動作は保証されません。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

7

－

0

R

－－ － － SLNDL2 SLNDL1 SLNDL0

6

0

R

5

0

R

4

0

R

3

0

R

2

0

R/W

1

0

R/W

0

0

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 

1 

0 

SLNDL2 

SLNDL1 

SLNDL0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

QSSLネゲート遅延設定 

コマンドレジスタ 0～3（SPCMD0～3）の SLNDENビットが 1の場合、シリア

ル転送の最終QSPCLKエッジを送出してからQSSL信号をネゲートするまでの

期間（QSSLネゲート遅延）を設定します。 

000：1QSPCLK 

001：2QSPCLK 

010：3QSPCLK 

011：4QSPCLK 

100：5QSPCLK 

101：6QSPCLK 

110：7QSPCLK 

111：8QSPCLK 

本ビットを 2QSPCLK以上に設定する場合は次アクセス遅延設定レジスタ

（SPND）も必ず 2QSPCLK以上の設定としてください。 
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40.3.12 次アクセス遅延レジスタ（SPND） 

次アクセス遅延レジスタ（SPND）はシリアル転送終了から次のシリアル転送までの期間（次アクセス遅延）を

設定するレジスタです。コマンドレジスタ 0～3（SPCMD0～3）の次アクセス遅延設定イネーブルビット（SPNDEN）

が 1のときに本レジスタの設定値が有効になります。制御レジスタ（SPCR）の SPI機能イネーブルビット（SPE）

が 1の状態で本レジスタを書き換えた場合、以降の動作は保証されません。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

7

－

0

R

－－ － － SPNDL2 SPNDL1 SPNDL0

6

0

R

5

0

R

4

0

R

3

0

R

2

0

R/W

1

0

R/W

0

0

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 

1 

0 

SPNDL2 

SPNDL1 

SPNDL0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

次アクセス遅延設定 

コマンドレジスタ 0～3（SPCMD0～3）の次アクセス遅延設定イネーブルビッ

ト（SPNDEN）が 1の場合、シリアル転送終了から次のシリアル転送開始まで

の期間（次アクセス遅延）を設定します。 

000：1QSPCLK 

001：2QSPCLK 

010：3QSPCLK 

011：4QSPCLK 

100：5QSPCLK 

101：6QSPCLK 

110：7QSPCLK 

111：8QSPCLK 

本ビットを 2QSPCLK以上に設定する場合は QSSLネゲート遅延レジスタ

（SSLND）も必ず 2QSPCLK以上の設定としてください。 
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40.3.13 コマンドレジスタ n（SPCMDn）（n＝0、1、2、3） 

本モジュールは 4本のコマンドレジスタ（SPCMD0～3）を持ちます。これらは転送フォーマットを設定するた

めに使用されます。シーケンス制御レジスタ（SPSCR）の設定に従って SPCMD0～3を参照し、参照したコマン

ドレジスタに設定されたシリアル転送を実行します。 

ステータスレジスタ（SPSR）の通信終了フラグ（TEND）が通信未終了の状態のときに参照しているコマンド

レジスタを書き換えた場合、以降の動作は保証されません。参照しているコマンドレジスタはシーケンスステー

タスレジスタ（SPSSR）により確認できます。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

15

SCKDEN

1

R/W

SPNDENSLNDEN LSBF SPB3 SPB2 SPB1 SPB0

14

1

R/W

13

1

R/W

12

0

R/W

11

0

R/W

10

0

R/W

9

0

R/W

8

0

R/W

7

SSLKP

0

R/W

SPIMOD
0

SPIMOD
1 SPRW BRDV1 BRDV0 CPOL CPHA

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

0

1

R/W

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

15 SCKDEN 1 R/W クロック遅延設定イネーブル 

QSSL信号をアサートしてから QSPCLKを発振するまでの期間（クロック遅延）

を設定します。本ビットが 0の場合、クロック遅延期間は 0QSPCLKになります。

本ビットが 1の場合、クロック遅延レジスタ（SPCKD）の設定値に従って QSPCLK

の発振を開始します。複数のコマンドにわたり QSSLをアサートし続ける連続ア

クセスの 2回目以降の場合のみ 0に設定可能です。それ以外は 1設定としてくだ

さい。 

0：クロック遅延期間は 0QSPCLK 

1：クロック遅延期間はクロック遅延レジスタ（SPCKD）の設定値 

14 SLNDEN 1 R/W QSSLネゲート遅延設定イネーブル 

QSPCLKを発振停止してから QSSL信号をネゲートするまでの期間（QSSLネゲ

ート遅延）を設定します。本ビットが 0の場合、QSSLネゲート遅延期間は

0QSPCLKになります。本ビットが 1の場合、QSSLネゲート遅延レジスタ

（SSLND）の設定値に従って QSSLをネゲートします。複数のコマンドにわたり

QSSLをアサートし続ける連続アクセスで最後のコマンドで無い場合は0に設定可

能です。それ以外は 1設定としてください。 

0：QSSLネゲート遅延期間は 0QSPCLK 

1：QSSLネゲート遅延期間は QSSLネゲート遅延レジスタ（SSLND）の設定値 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

13 SPNDEN 1 R/W 次アクセス遅延設定イネーブル 

シリアル転送を終了して次のシリアル転送を開始するまでの期間（次アクセス遅

延）を設定します。本ビットが 0の場合、次アクセス遅延期間は 0QSPCLKにな

ります。本ビットが 1の場合、次アクセス遅延レジスタ（SPND）の設定値に従っ

て次のシリアル転送を開始します。複数のコマンドにわたり QSSLをアサートし

続ける連続アクセスで最後のコマンドで無い場合は 0に設定可能です。それ以外は

1設定としてください。 

0：次アクセス遅延期間は 0QSPCLK 

1：次アクセス遅延期間は次アクセス遅延レジスタ（SPND）の設定値 

12 LSBF 0 R/W LSBファースト設定 

データフォーマットをMSBファースト／LSBファーストに設定します。 

0：MSBファースト 

1：LSBファースト 

11 

10 

9 

8 

SPB3 

SPB2 

SPB1 

SPB0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

転送データ長設定 

シリアル転送の基本となる転送データ長を設定します。LSBファーストで転送す

る場合、転送データは本ビットで設定されたデータ幅でビット順を反転します。 

実際に転送されるデータ長は本ビットの設定に転送データ長倍数設定レジスタ 0

～3（SPBMUL0～3）の設定値を掛けた値となります。 

0000：8ビット（1バイト） 

0001：16ビット（2バイト） 

0010：32ビット（4バイト） 

0011～1111：設定禁止 

7 SSLKP 0 R/W QSSL信号レベル保持 

現コマンドに対応する転送終了から次コマンドに対応する転送開始までの間に

QSSL信号を保持するか設定します。本ビットを 1に設定することにより、QSSL

信号をアサートしたまま次アクセスへ移行することが可能です。 

0：転送終了後に QSSL信号をネゲート 

1：転送終了後から次アクセス開始まで QSSL信号レベルを保持 

6 

5 

SPIMOD1 

SPIMOD0 

0 

0 

R/W 

R/W 

SPI動作モード設定 

動作モードを設定します。 

動作モードは Single/Dual/Quad-SPIから選びます。 

00：Single-SPI 

01：Dual-SPI 

10：Quad-SPI 

11：設定禁止 

4 SPRW 0 R/W SPIリードライトアクセス設定 

Dual/Quad-SPIモード時のアクセス方向を設定します。 

Single-SPIモード時、本ビットは無効です。 

0：ライト動作（QIO1-0/QIO3-0は出力） 

1：リード動作（QIO1-0/QIO3-0は入力） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

3 

2 

BRDV1 

BRDV0 

0 

0 

R/W 

R/W 

ビットレート分周設定 

本ビットとビットレートレジスタ（SPBR）の設定値の組み合わせでビットレート

を決定します。ビットレートレジスタ（SPBR）の設定値によりベースとなるビッ

トレートを決定します。本ビットの設定値はベースのビットレートに対して分周無

し／2分周／4分周／8分周したビットレートを選択するために使用します。コマ

ンドレジスタ 0～3で、それぞれ異なる BRDV[1:0]の設定を行うことができます。

このため、コマンドごとに異なるビットレートでシリアル転送を実行することが可

能です。 

00：ベースのビットレート 

01：ベースのビットレートの 2分周 

10：ベースのビットレートの 4分周 

11：ベースのビットレートの 8分周 

【注】 QSPCLKが 2分周以上となる組み合わせでビットレートレジスタ（SPBR）

と本ビットを設定してください。 

1 CPOL 0 R/W QSPCLK極性設定 

QSPCLKの極性を設定します。通信を行うモジュール間で同一の極性としてくだ

さい。 

0：正極性（アイドル時に QSPCLKは 0） 

1：負極性（アイドル時に QSPCLKは 1） 

0 CPHA 1 R/W QSPCLK位相設定 

転送データのラッチ／シフトを行う QSPCLKエッジを設定します。通信を行うモ

ジュール間で同一の位相としてください。 

0：奇数エッジでデータラッチ、偶数エッジでデータシフト 

1：奇数エッジでデータシフト、偶数エッジでデータラッチ 

【注】 QSPCLKの最初のエッジを 1番目のエッジとしています。 

【参考】  シリアルフラッシュメモリのデータシートによっては QSPCLKの設定について SPIモード 0～3と表現されてい

るものがあります。この設定を SPIモード[1:0]とした場合、本書における CPOLおよび CPHAはそれぞれ CPOL

＝SPIモード[1]、CPHA＝SPIモード[0]と対応します。 

本モジュールの CPOL/CPHAの初期値は CPOL＝0、CPHA＝1であり、SPIモード 1が初期値となっています。 

【注】 1. クロック遅延期間、QSSLネゲート遅延期間、次アクセス遅延期間のいずれかまたは全部を 0とする場合、必ず

SSLKP＝1として、QSSLをネゲートしない連続アクセスとしてください。それ以外の場合の動作は保証しません。

また、QSSLをネゲートしない連続アクセスでの各遅延期間の設定の仕方は下記を参照してください。 

 2. QSSLをネゲートしない連続アクセスの場合、QSPCLKクロックの停止後、QSSLネゲート遅延期間、次アクセ

ス遅延期間、次のコマンドのクロック遅延期間とつながります。このとき、設定イネーブル（SPCKDEN）、QSSL

ネゲート遅延設定イネーブル（SLNDEN）、次アクセス遅延設定イネーブル（SPNDEN）の設定を 0とする場合、

必ず後ろに来る期間からとしてください。 
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QSPCLK

QSSL

（1） （2）（3）

 

上図において、（1）は QSSLネゲート遅延期間、（2）は次アクセス遅延期間、（3）は次のコマンドのクロッ

ク遅延期間です。これらのうちどれかを 0とする場合、必ず（3）から 0としてください。 

すなわち、｛（1）、（2）、（3）｝＝{0、0、1}、{0、1、1}、{0、1、0}…というように 0の後に 1の設定と

することは禁止です。 

可能な設定は{（1）、（2）、（3）}＝{1、1、1}、{1、1、0}、｛1、0、0｝、｛0、0、0｝です。 

これ以外の設定の場合、動作は保証しません。 
 

【注】 1. QSSLを保持した連続転送にて BRDV[1:0]および CPOLをコマンドごとに変化させる場合、コマンド間の遅延期間

は必ず QSSLネゲート遅延期間、次アクセス遅延期間、クロック遅延期間を挿入してください。それ以外の場合

の動作は保証しません。 

 2. QSSLを保持したまま CPOLを変化させる場合、クロック極性の変化点がクロックエッジとして検出されうるこ

とを考慮してください。 

QSPCLK

QSSL

クロック極性の変化点

 

【注】 QSSLを保持した連続転送にて SPIMOD[1:0]および CPHAをコマンドごとに変化させる場合、コマンド間の遅延期間

は必ず 1サイクル以上挿入してください。それ以外の場合の動作は保証しません。 

（Dual/Quad-SPIのライト／リードを切り換える場合も含みます。） 

なお、下図においてコマンド nが Dual/Quad-SPIライト動作時では、コマンド nの期間中データ線をドライブします。 

QSPCLK

QSSL

遅延期間

コマンドn コマンドn+1  
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40.3.14 バッファコントロールレジスタ（SPBFCR） 

バッファコントロールレジスタ（SPBFCR）は送信バッファ（SPTXB）および受信バッファ（SPRXB）内のデ

ータ数のリセット、トリガデータ数の設定を行うレジスタです。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

7

TXRST

0

R/W

TXTRG1RXRST TXTRG0 － RXTRG2 RXTRG1 RXTRG0

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R

2

0

R/W

1

0

R/W

0

0

R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

7 TXRST 0 R/W 送信バッファリセット 

送信バッファの送信データを無効にし、バッファが空の状態にリセットします。 

0：送信バッファ通常動作 

1：送信バッファリセット 

6 RXRST 0 R/W 受信バッファリセット 

受信バッファの受信データを無効にし、バッファが空の状態にリセットします。 

0：受信バッファ通常動作 

1：受信バッファリセット 

5 

4 

TXTRG1 

TXTRG0 

0 

0 

R/W 

R/W 

送信バッファデータ数トリガ 

ステータスレジスタの送信バッファエンプティフラグ（SPTEF）の基準となる、送

信バッファエンプティタイミングを設定します。送信バッファ（SPTXB）に格納さ

れたデータバイト数が設定トリガ数以下になったとき SPTEFフラグが 1にセット

されます。 

00：31バイト（1バイト空きあり） 

01：30バイト（2バイト空きあり） 

10：28バイト（4バイト空きあり） 

11：0バイト（32バイト空きあり） 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 

1 

0 

RXTRG2 

RXTRG1 

RXTRG0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

受信バッファデータ数トリガ 

ステータスレジスタの受信バッファフルフラグ（SPRFF）の基準となる、受信バッ

ファフルタイミングを設定します。受信バッファ（SPRXB）に格納されたデータバ

イト数が設定トリガ数以上になったとき SPRFFフラグが 1にセットされます。 

000：1バイト（31バイト空きあり） 

001：2バイト（30バイト空きあり） 

010：4バイト（28バイト空きあり） 

011：5バイト（27バイト空きあり） 

100：8バイト（24バイト空きあり） 

101：16バイト（16バイト空きあり） 

110：24バイト（8バイト空きあり） 

111：32バイト（0バイト空きあり） 
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40.3.15 バッファデータカウントセットレジスタ（SPBDCR） 

バッファデータカウントセットレジスタ（SPBDCR）は送信バッファ（SPTXB）と受信バッファ（SPRXB）に

格納されているデータ数を示します。上位 8ビットで送信バッファの送信データバイト数を、下位 8ビットで受

信バッファの受信データバイト数を示します。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

15

－

0

R

TXBC5－ TXBC4 TXBC3 TXBC2 TXBC1 TXBC0

14

0

R

13

0

R

12

0

R

11

0

R

10

0

R

9

0

R

8

0

R

7

－

0

R

RXBC5－ RXBC4 RXBC3 RXBC2 RXBC1 RXBC0

6

0

R

5

0

R

4

0

R

3

0

R

2

0

R

1

0

R

0

0

R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13～8 TXBC[5:0] 000000 R 送信バイト数カウンタ 

送信データバッファ（SPTXB）に格納されているデータバイト数を示します。 

B'000000で SPTXBがエンプティであることを示します。 

B'100000で SPTXBがフルであることを示します。 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5～0 RXBC[5:0] 000000 R 受信バイト数カウンタ 

受信データバッファ（SPRXB）に格納されているデータバイト数を示します。 

B'000000で SPRXBがエンプティであることを示します。 

B'100000で SPRXBがフルであることを示します。 
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40.3.16 転送データ長倍数設定レジスタ n（SPBMULn）（n＝0、1、2、3） 

転送データ長倍数設定レジスタ 0～3（SPBMUL0～3）はコマンドレジスタ 0～3（SPCMD0～3）の転送データ

長設定ビット（SPB[3:0]）で設定されたデータ長の転送の繰り返し回数を設定するレジスタです。本レジスタは 4

本あり、それぞれがコマンドレジスタ 0～3に対応します。 

ステータスレジスタ（SPSR）の通信終了フラグ（TEND）が通信未終了の状態のときに参照しているコマンド

レジスタと対応する本レジスタを書き換えた場合、以降の動作は保証されません。参照しているコマンドレジス

タはシーケンスステータスレジスタ（SPSSR）により確認できます。 
 

ビット：

初期値：

R/W：

31

SPBMUL [31:24]

0

R/W

30

0

R/W

29

0

R/W

28

0

R/W

27

0

R/W

26

0

R/W

25

0

R/W

24

0

R/W

23

0

R/W

SPBMUL [23:16]

22

0

R/W

21

0

R/W

20

0

R/W

19

0

R/W

18

0

R/W

17

0

R/W

16

0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：

15

0

R/W

14

0

R/W

13

0

R/W

12

0

R/W

11

0

R/W

10

0

R/W

9

0

R/W

8

0

R/W

7

0

R/W

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

0

1

R/W

SPBMUL [15:8] SPBMUL [7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

31～0 SPBMUL 

[31:0] 

H'00000001 R/W 転送データ長倍数設定ビット 

転送データ長の倍数を設定します。 

本ビットはコマンドレジスタ（SPCMD0～3）の転送データ長設定ビット

（SPB[3:0]）で設定された転送データ長の繰り返し回数を設定するビット

です。 

転送データ長は SPB[3:0]×SPBMUL[31:0]で決定されます。 

本ビットを H'00000000に設定すると、4,294,967,296回の繰り返し回数と

なります。 
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40.4 動作説明 

本章では有効データのドライブ開始から最終データの取り込みまでの期間をシリアル転送期間と表し、QSSLネ

ゲート期間をアイドル時と表します。 
 

40.4.1 動作の概要 

本モジュールは Single/Dual/Quad-SPIでのシリアル転送が可能です。Single/Dual/Quad-SPIの特長を表 40.4に示

します。 

 

表 40.4 各 SPIモードの特長 

 Single-SPI Dual-SPI Quad-SPI 

データ線本数 入力、出力各 1本 入出力 2本 入出力 4本 

データ線方向 単方向 双方向 双方向 

送受信同時動作 ○ × × 

 

また、動作の概要を表 40.5に示します。 
 

表 40.5 動作の概要 

項 目 特 長 

QSPCLK信号 出力 

QMO信号（Single-SPI） 出力 

QMI信号（Single-SPI） 入力 

QIO1-0（Dual-SPI）/QIO3-0（Quad-SPI） 入出力 

QSSL信号 出力 

QSSL極性変更 ○ 

転送レート ～CLKS1 

クロックソース 内部ボーレートジェネレータ 

クロック極性 正／負 

クロック位相 （立ち上がりラッチ／立ち下がり出力） 

（立ち下がりラッチ／立ち上がり出力） 

転送ビット順 MSBファースト／LSBファースト 

転送データ長 （8/16/32）×（1～4,294,967,296）ビット 

バースト転送 ○ 

QSPCLK遅延制御 ○ 

QSSLネゲート遅延制御 ○ 

次アクセス遅延制御 ○ 

転送起動方法 SPE＝1で送信バッファ書き込み 

SPE＝1で受信バッファ空きあり* 

シーケンス制御 ○ 
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項 目 特 長 

送信バッファエンプティ検出 ○ 

受信バッファフル検出 ○ 

【注】 * Single-SPIおよび Dual/Quad-SPIライト動作時は SPE＝1＆送信バッファ書き込みで転送起動 

Dual/Quad-SPIリード動作時は SPE＝1＆受信バッファに転送データ長の空きありで転送起動 

 

40.4.2 端子の制御 

本モジュールは Single-SPI/Dual/Quad-SPI動作のライト／リード転送後の状態により端子状態を自動的に切り替

えます。アイドル時のデータ端子（QMO/QMI/QIO[3:0]）の状態は端子制御レジスタ（SPPCR）のデータ出力アイ

ドル値固定イネーブルビット（MOIFE）／データ出力アイドル時固定値ビット（MOIFV）および Single/Dual-SPI

時 QIO3出力固定値ビット（IO3FV）／Single/Dual-SPI時 QIO2出力固定値ビット（IO2FV）の設定により異なり

ます。Single-SPIの端子状態を表 40.6に、Dual/Quad-SPIの端子状態を表 40.7に示します。 
 

表 40.6 Single-SPIの端子状態 

 Single-SPI 

QSSL 出力 

QSPCLK 出力 

QMO 出力 

QMI 入力 

アイドル時 QMO MOIFE＝0：最終出力値 

MOIFE＝1：MOIFV設定値 

アイドル時 QMI － 

QIO2 IO2FV設定値出力 or不使用 

QIO3 IO3FV設定値出力 or不使用 

 

表 40.7 Dual/Quad-SPIの端子状態 

 Dual-SPI Quad-SPI 

QSSL 出力 出力 

QSPCLK 出力 出力 

QIO0 入出力 入出力 

QIO1 入出力 入出力 

QIO2 IO2FV設定値出力 or不使用 入出力 

QIO3 IO3FV設定値出力 or不使用 入出力 

アイドル時 QIO0 ライト後： 

MOIFE＝0：最終出力値 

MOIFE＝1：MOIFV設定値 

リード後：Hi-Z 

ライト後： 

MOIFE＝0：最終出力値 

MOIFE＝1：MOIFV設定値 

リード後：Hi-Z 
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 Dual-SPI Quad-SPI 

アイドル時 QIO1 ライト後： 

MOIFE＝0：最終出力値 

MOIFE＝1：MOIFV設定値 

リード後：Hi-Z 

ライト後： 

MOIFE＝0：最終出力値 

MOIFE＝1：MOIFV設定値 

リード後：Hi-Z 

アイドル時 QIO2 IO2FV設定値出力 or不使用 ライト後： 

MOIFE＝0：最終出力値 

MOIFE＝1：MOIFV設定値 

リード後：Hi-Z 

アイドル時 QIO3 IO3FV設定値出力 or不使用 ライト後： 

MOIFE＝0：最終出力値 

MOIFE＝1：MOIFV設定値 

リード後：Hi-Z 

 

40.4.3 転送フォーマット 

SPIではコマンドレジスタ 0～3（SPCMD0～3）の QSPCLK極性設定ビット（CPOL）および QSPCLK位相設定

ビット（CPHA）の設定により 4つのクロック設定が存在します。8ビットMSBファースト転送を例に各設定で

のデータラッチ／シフトタイミングを図 40.1に示します。図中'L'はラッチタイミングを表し、'S'はシフトタイミ

ングを表します。また、DATAは Single-SPIモードでは QMI/QMO、Dual-SPIモードでは QIO1-0、Quad-SPIモー

ドでは QIO3-0に対応します。tckdは SPCMD0～3のクロック遅延設定イネーブルビット（SCKDEN）を 1に設定し

たときのクロック遅延期間です。同様に tslndはSPCMD0～3のQSSLネゲート遅延設定イネーブルビット（SLNDEN）

を 1に設定したときのQSSLネゲート遅延期間、tspndは SPCMD0～3の次アクセス遅延イネーブルビット（SPNDEN）

を 1に設定したときの次アクセス遅延期間です。 
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CPOL＝0（正極性）CPHA＝0（立ち上がりラッチ、立ち下がりシフト）

L S L S L S L S L S L S L S L

CPOL＝0（正極性） CPHA＝1（立ち上がりシフト、立ち下がりラッチ）

S L S L S L S L S L S L S L S L

CPOL＝1（負極性） CPHA＝0（立ち下がりラッチ、立ち上がりシフト）

L S L S L S L S L S L S L S L

CPOL＝1（負極性） CPHA＝1（立ち下がりシフト、立ち上がりラッチ）

S L S L S L S L S L S L S L S L

D6 D5 D4 D3 D2 D1D7 D0

D6 D5 D4 D3 D2 D1D7 D0

D6 D5 D4 D3 D2 D1D7 D0

D6 D5 D4 D3 D2 D1D7 D0

QSPCLK

QSSL

DATA

QSPCLK

QSSL

DATA

QSPCLK

QSSL

DATA

QSPCLK

QSSL

DATA

【注】 QSSL "L"アクティブの場合tckd tslnd tspnd  

図 40.1 SPIクロック設定と転送タイミング 

以下、CPOL＝0、CPHA＝0の設定を例に Single/Dual/Quad-SPIでの 8ビットMSBファースト転送を説明します。 

（1） Single-SPIモード 

Single-SPIモードの転送フォーマットを図 40.2に示します。Single-SPIでは送受信同時に動作します。送受信と

もに 1本ずつのデータ線でシリアル通信するため、転送速度は 1QSPCLK当たり 1ビットとなります。転送デー

タはコマンドレジスタ 0～3（SPCMD0～3）にて設定します。転送データの詳細は「40.4.4 転送データ」を参照

してください。 

T6 T5 T4 T3 T2 T1T7 T0

QSSL

R6 R5 R4 R3 R2 R1R7 R0

QSPCLK

QMO

QMI  

図 40.2 Single-SPIモード転送フォーマット 
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（2） Dual-SPIモード 

Dual-SPIモードの転送フォーマットを図 40.3に示します。Dual-SPIでは送信または受信のどちらか一方向のみ

の動作となります。送信／受信の設定は SPCMD0～3の SPIリードライトアクセス設定ビット（SPRW）にて行い

ます。ライト動作で送信し、リード動作で受信します。QIO1-0はそれぞれの動作で出力と入力が切り替わります。

送受信ともに 2本のデータ線でシリアル通信をするため、通信速度は 1QSPCLK当たり 2ビットとなります。転

送データの先頭ビットは QIO1から転送されます。転送データは SPCMD0～3にて設定します。転送データの詳細

は次項「40.4.4 転送データ」を参照してください。 

D5 D3 D1D7

QSPCLK

QSSL

QIO1

D4 D2 D0D6QIO0  

図 40.3 Dual-SPIモード転送フォーマット 

（3） Quad-SPIモード 

Quad-SPIモードの転送フォーマットを図 40.4に示します。Quad-SPIでは送信または受信のどちらか一方向の

みの動作となります。送信／受信の設定はコマンドレジスタ 0～3（SPCMD0～3）の SPIリードライトアクセス設

定ビット（SPRW）にて行います。ライト動作で送信し、リード動作で受信します。QIO3-0はそれぞれの動作で

出力と入力が切り替わります。送受信ともに 4本のデータ線でシリアル通信をするため、通信速度は 1QSPCLK

当たり 4ビットとなります。転送データの先頭ビットは QIO3から転送されます。転送データは SPCMD0～3にて

設定します。転送データの詳細は次項「40.4.4 転送データ」を参照してください。 

D3D7

QSSL

D2D6

D1D5

D0D4

QSPCLK

QIO3

QIO2

QIO1

QIO0  

図 40.4 Quad-SPIモード転送フォーマット 
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40.4.4 転送データ 

データフォーマットはコマンドレジスタ 0～3（SPCMD0～3）の転送データ長設定ビット（SPB[3:0]）、LSBフ

ァースト設定ビット（LSBF）および転送データ長倍数設定レジスタ 0～3（SPBMUL0～3）により決定されます。

本モジュールではMSB/LSBファーストに関わらず、送信用シフトレジスタのMSBから転送データ長分のデータ

を送信データとし、受信用シフトレジスタの LSBから転送バイト長分のデータを受信データとします。以降、基

本となる転送データ長 32ビット、16ビット、8ビットの転送に沿って説明します。 
 

（1） MSBファースト転送（32ビットデータ） 

32ビットMSBファーストで送受信する場合の送信バッファと送信用シフトレジスタ、受信用シフトレジスタ

と受信バッファの動作を図 40.5に示します。 

送信の場合、CPUまたはダイレクトメモリアクセスコントローラは送信バッファ（SPTXB）に 32ビットの送

信データを書き込みます。送信用シフトレジスタがエンプティの場合、送信データをMSB詰めでコピーし、送信

用シフトレジスタはフルとなります。送信を開始すると送信用シフトレジスタのMSB（ビット 31）からデータを

出力し、32ビット分のシリアル転送に必要な QSPCLK周期が経過すると、送信用シフトレジスタはエンプティと

なります。 

受信の場合、データ端子から受信したデータは受信用シフトレジスタの LSB（ビット 0）から書き込まれます。

32ビット分のシリアル転送に必要な QSPCLK周期が経過すると受信用シフトレジスタはフルとなります。受信バ

ッファ（SPRXB）に 32ビット分の空きがある場合、受信用シフトレジスタの LSBから 32ビットのデータを受信

バッファにコピーし、受信用シフトレジスタはエンプティとなります。受信バッファに 32ビットの空きがない場

合は受信をしません。受信を開始するためには、受信バッファをリードし、32ビットの空きを確保してください。 

実際の転送ではこの動作を転送データ長倍数設定レジスタ 0～3（SPBMUL0～3）の設定数分繰り返します。 

T31 T30 T29 T28 T27 T26 … … … … T05 T04 T03 T00T02 T01

T31 T30 T29 T28 T27 T26 … … … … T05 T04 T03 T00T02 T01

送信バッファ（SPTXB）

送信用シフトレジスタ コピー

R31 R30 R29 R28 R27 R26 … … … … R05 R04 R03 R00R02 R01

R31 R30 R29 R28 R27 R26 … … … … R05 R04 R03 R00R02 R01
受信バッファ（SPRXB）

受信用シフトレジスタ

コピー

入力

出力

 

図 40.5 MSBファースト転送（32ビットデータ） 
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（2） MSBファースト転送（16ビットデータ） 

16ビットMSBファーストで送受信する場合の送信バッファと送信用シフトレジスタ、受信用シフトレジスタ

と受信バッファの動作を図 40.6に示します。 

送信の場合、CPUまたはダイレクトメモリアクセスコントローラは送信バッファ（SPTXB）に 16ビットの送

信データを書き込みます。送信用シフトレジスタがエンプティの場合、送信データをMSB詰めでコピーし、送信

用シフトレジスタはフルとなります。送信を開始すると送信用シフトレジスタのMSB（ビット 31）からデータを

出力し、16ビット分のシリアル転送に必要な QSPCLK周期が経過すると、送信用シフトレジスタはエンプティと

なります。 

受信の場合、データ端子から受信したデータは受信用シフトレジスタの LSB（ビット 0）から書き込まれます。

16ビット分のシリアル転送に必要な QSPCLK周期が経過すると受信用シフトレジスタはフルとなります。受信バ

ッファ（SPRXB）に 16ビット分の空きがある場合、受信用シフトレジスタの LSBから 16ビットのデータを受信

バッファにコピーし、受信用シフトレジスタはエンプティとなります。受信バッファに 16ビットの空きがない場

合は受信をしません。受信を開始するためには、受信バッファをリードし、16ビットの空きを確保してください。 

実際の転送ではこの動作を転送データ長倍数設定レジスタ 0～3（SPBMUL0～3）の設定数分繰り返します。 

T15 T14 T13 … … T02 T01 T00
送信バッファ（SPTXB）

送信用シフトレジスタ コピー

xxx xxx xxx … … xxx xxx xxx R15 R14 R13 … … R00R02 R01

受信バッファ（SPRXB）

受信用シフトレジスタ

コピー

入力

出力 T15 T14 T13 … … T02 T01 T00

R15 R14 R13 … … R00R02 R01

xxx xxx xxx … … xxx xxx xxx

 

図 40.6 MSBファースト転送（16ビット） 

 



 

40. Quad-SPI 

R01UH0233JJ0200  Rev.2.00  40-31 

2012.06.12  

  

 

SH7734 

（3） MSBファースト転送（8ビットデータ） 

8ビットMSBファーストで送受信する場合の送信バッファと送信用シフトレジスタ、受信用シフトレジスタと

受信バッファの動作を図 40.7に示します。 

送信の場合、CPUまたはダイレクトメモリアクセスコントローラは送信バッファ（SPTXB）に 8ビットの送信

データを書き込みます。送信用シフトレジスタがエンプティの場合、送信データをMSB詰めでコピーし、送信用

シフトレジスタはフルとなります。送信を開始すると送信用シフトレジスタのMSB（ビット 31）からデータを出

力し、8ビット分のシリアル転送に必要な QSPCLK周期が経過すると、送信用シフトレジスタはエンプティとな

ります。 

受信の場合、データ端子から受信したデータは受信用シフトレジスタの LSB（ビット 0）から書き込まれます。

8ビット分のシリアル転送に必要な QSPCLK周期が経過すると受信用シフトレジスタはフルとなります。受信バ

ッファ（SPRXB）に 8ビット分の空きがある場合、受信用シフトレジスタの LSBから 8ビットのデータを受信バ

ッファにコピーし、受信用シフトレジスタはエンプティとなります。受信バッファに 8ビットの空きがない場合

は受信をしません。受信を開始するためには、受信バッファをリードし、8ビットの空きを確保してください。 

実際の転送ではこの動作を転送データ長倍数設定レジスタ 0～3（SPBMUL0～3）の設定数分繰り返します。 

T07 T06 T05 T04 T03 T02 T01 T00
送信バッファ（SPTXB）

送信用シフトレジスタ コピー

xxx xxx xxx … … xxx xxx xxx R07 R06 R05 R04 R03 R00R02 R01

受信バッファ（SPRXB）

受信用シフトレジスタ

コピー

入力

出力 xxx xxx xxx … … xxx xxx xxxT07 T06 T05 T04 T03 T02 T01 T00

R07 R06 R05 R04 R03 R00R02 R01  

図 40.7 MSBファースト転送（8ビット） 
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（4） LSBファースト転送（32ビットデータ） 

32ビットデータを LSBファーストで送受信する場合の送信バッファと送信用シフトレジスタ、受信用シフトレ

ジスタと受信バッファの動作を図 40.8に示します。 

送信の場合、CPUまたはダイレクトメモリアクセスコントローラは送信バッファ（SPTXB）に 32ビットの送

信データを書き込みます。送信用シフトレジスタがエンプティの場合、32ビットのビット順を反転した送信デー

タをMSB詰めでコピーし、送信用シフトレジスタはフルとなります。送信を開始すると送信用シフトレジスタの

MSB（ビット 31）からデータを出力し、32ビット分のシリアル転送に必要な QSPCLK周期が経過すると、送信

用シフトレジスタはエンプティとなります。 

受信の場合、データ端子から受信したデータは受信用シフトレジスタの LSB（ビット 0）から書き込まれます。

32ビット分のシリアル転送に必要な QSPCLK周期が経過すると受信用シフトレジスタはフルとなります。受信バ

ッファ（SPRXB）に 32ビット分の空きがある場合、受信用シフトレジスタの LSBから 32ビットのビット順を反

転して受信バッファにコピーし、受信用シフトレジスタはエンプティとなります。受信バッファに 32ビットの空

きがない場合は受信をしません。受信を開始するためには、受信バッファをリードし、32ビットの空きを確保し

てください。 

実際の転送ではこの動作を転送データ長倍数設定レジスタ 0～3（SPBMUL0～3）の設定数分繰り返します。 

T31 T30 T29 T28 T27 T26 … … … … T05 T04 T03 T00T02 T01

T31T30T29T28T27T26… … … …T05T04T03T00 T02T01

送信バッファ（SPTXB）

送信用シフトレジスタ コピー

R31R30R29R28R27R26… … … …R05R04R03R00 R02R01

R31 R30 R29 R28 R27 R26 … … … … R05 R04 R03 R00R02 R01
受信バッファ（SPRXB）

受信用シフトレジスタ

コピー

入力

出力

 

図 40.8 LSBファースト転送（32ビット） 
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（5） LSBファースト転送（16ビットデータ） 

16ビットデータを LSBファーストで送受信する場合の送信バッファと送信用シフトレジスタ、受信用シフトレ

ジスタと受信バッファの動作を図 40.9に示します。 

送信の場合、CPUまたはダイレクトメモリアクセスコントローラは送信バッファ（SPTXB）に 16ビットの送

信データを書き込みます。送信用シフトレジスタがエンプティの場合、16ビットのビット順を反転した送信デー

タをMSB詰めでコピーし、送信用シフトレジスタはフルとなります。送信を開始すると送信用シフトレジスタの

MSB（ビット 31）からデータを出力し、16ビット分のシリアル転送に必要な QSPCLK周期が経過すると、送信

用シフトレジスタはエンプティとなります。 

受信の場合、データ端子から受信したデータは受信用シフトレジスタの LSB（ビット 0）から書き込まれます。

16ビット分のシリアル転送に必要な QSPCLK周期が経過すると受信用シフトレジスタはフルとなります。受信バ

ッファ（SPRXB）に 16ビット分の空きがある場合、受信用シフトレジスタの LSBから 16ビットのビット順を反

転して受信バッファにコピーし、受信用シフトレジスタはエンプティとなります。受信バッファに 16ビットの空

きがない場合は受信をしません。受信を開始するためには、受信バッファをリードし、16ビットの空きを確保し

てください。 

実際の転送ではこの動作を転送データ長倍数設定レジスタ 0～3（SPBMUL0～3）の設定数分繰り返します。 

T15 T14 T13 … … T02 T01 T00
送信バッファ（SPTXB）

送信用シフトレジスタ コピー

xxx xxx xxx … … xxx xxx xxx R15R14R13… …R00 R02R01

受信バッファ（SPRXB）

受信用シフトレジスタ

コピー

入力

出力 T15T14T13… …T02T01T00

R15 R14 R13 … … R00R02 R01

xxx xxx xxx … … xxx xxx xxx

 

図 40.9 LSBファースト転送（16ビット） 
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（6） LSBファースト転送（8ビットデータ） 

8ビットデータを LSBファーストで送受信する場合の送信バッファと送信用シフトレジスタ、受信用シフトレ

ジスタと受信バッファの動作を図 40.10に示します。 

送信の場合、CPUまたはダイレクトメモリアクセスコントローラは送信バッファ（SPTXB）に 8ビットの送信

データを書き込みます。送信用シフトレジスタがエンプティの場合、8ビットのビット順を反転した送信データを

MSB詰めでコピーし、送信用シフトレジスタはフルとなります。送信を開始すると送信用シフトレジスタのMSB

（ビット 31）からデータを出力し、8ビット分のシリアル転送に必要な QSPCLK周期が経過すると、送信用シフ

トレジスタはエンプティとなります。 

受信の場合、データ端子から受信したデータは受信用シフトレジスタの LSB（ビット 0）から書き込まれます。

8ビット分のシリアル転送に必要な QSPCLK周期が経過すると受信用シフトレジスタはフルとなります。受信バ

ッファ（SPRXB）に 8ビット分の空きがある場合、受信用シフトレジスタの LSBから 8ビットのビット順を反転

して受信バッファにコピーし、受信用シフトレジスタはエンプティとなります。受信バッファに 8ビットの空き

がない場合は受信をしません。受信を開始するためには、受信バッファをリードし、8ビットの空きを確保してく

ださい。 

実際の転送ではこの動作を転送データ長倍数設定レジスタ 0～3（SPBMUL0～3）の設定数分繰り返します。 

T07 T06 T05 T04 T03 T02 T01 T00
送信バッファ（SPTXB）

送信用シフトレジスタ コピー

xxx xxx xxx … … xxx xxx xxx R07R06R05R04R03R00 R02R01

受信バッファ（SPRXB）

受信用シフトレジスタ

コピー

入力

出力 xxx xxx xxx … … xxx xxx xxxT07T06T05T04T03T02T01T00

R07 R06 R05 R04 R03 R00R02 R01  

図 40.10 LSBファースト転送（8ビット） 
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40.4.5 通常以外の動作 

通常のシリアル転送では、データレジスタ（SPDR）から送信バッファに書き込んだデータをシリアル送信し、

シリアル受信したデータは SPDRを読むことで受信バッファから読み出すことができます。しかし、SPDRへアク

セスしたときの送信バッファと受信バッファの状態によっては、通常以外の転送が実行される場合があります。 

通常以外の転送動作を表 40.8に示します。 
 

表 40.8 通常以外の転送の発生条件 

 発生条件 動作 

A 送信バッファがフルの状態で SPDRに書き込み 書き込みデータの欠落 

B 受信バッファがエンプティの状態で SPDRを読み出し 不定出力 

 

表 40.8の Aの動作のとき、SPDRへの書き込みが可能であるかについてはバッファデータカウントセットレジ

スタ（SPBDCR）の送信バイト数カウンタビット（TXBC[5:0]）を確認してください。 

また、Bの動作のとき、受信バッファに有効なデータが格納されているかについては SPBDCRの受信バイト数

カウンタビット（RXBC[5:0]）を確認してください。 
 

40.4.6 初期化 

制御レジスタ（SPCR）の SPI機能イネーブルビット（SPE）に 0を書き込んだ場合、本モジュールは機能を無

効化し、一部の機能を初期化します。また、パワーオンリセットが発生した場合、本モジュールはすべての機能

を初期化します。 

SPCRの SPEビットが 0クリアされた場合、以下の初期化を実施します。 

• 実行中のシリアル転送を中断 

• 送信用シフトレジスタおよび受信用シフトレジスタの初期化 

• 内部ステートマシンの初期化 

• シーケンスの初期化 

• SPSRの通信終了ビット（TEND）の初期化 

 

SPEビットの 0クリアによる初期化では、本モジュールの制御ビットと送信／受信バッファは初期化されませ

ん。このため、SPEビットを 1に設定することで、SPEビットの 0クリア前と同じ状態で転送を再開することが

できます。ただし、SPEビットを 0クリアすると送信用シフトレジスタおよび受信用シフトレジスタは初期化さ

れるため、転送途中であった場合の転送データは破棄されます。 
 



 

40. Quad-SPI 

40-36  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

40.4.7 SPI動作 

本モジュールの動作モードは以下のとおりです。 

• Single-SPIモード 

• Dual-SPIモード／Quad-SPIモード 

それぞれの動作について以下に説明します。 

（1） Single-SPIモード 

（a） シリアル転送の開始 

シリアル転送の開始条件は送信バッファに転送データ長のデータがあることと受信バッファに転送データ長の

空きがあることです。 

（b） シリアル転送の終了 

シリアル転送の終了条件はクロック設定に関わらず最終サンプリングタイミングに対応する QSPCLKエッジを

送出することです。シリアル転送が正常に終了すると、受信データが受信用シフトレジスタから受信バッファへ

コピーされます。シリアル転送が終了し、受信用シフトレジスタから受信バッファへ受信データがコピーされた

後、受信バッファに次に転送するデータ長の空きがない場合、次の転送は開始されません。 

（c） シーケンス制御 

Single-SPIモードの場合、シーケンス制御レジスタ（SPSCR）に設定することによりコマンドレジスタ 0～3

（SPCMD0～3）および転送データ長倍数設定レジスタ 0～3（SPBMUL0～3）の一部または全部からなるシーケン

スを構成することができます。また、本モジュールにはコマンドレジスタに対するポインタが存在し、シーケン

スステータスレジスタ（SPSSR）を読むことでこのポインタの値を確認できます。 

制御レジスタ（SPCR）の SPI機能イネーブルビット（SPE）を 1に設定して本モジュールの機能を有効にする

と、コマンドレジスタに対するポインタを SPCMD0にセットし、シリアル転送開始時に SPCMD0と SPBMUL0

の設定内容を転送フォーマットに反映します。本モジュールは参照している SPCMD0～3に対応する転送の次ア

クセス遅延期間が終了するたびにコマンドレジスタ用ポインタをインクリメントします。シーケンスを構成して

いるコマンドの最終のものに対応する転送が終了するとポインタは SPCMD0に戻り、シーケンスは繰り返し実行

されます。 

SPCMD0～3はそれぞれに対して、基本となる転送データ長、MSB/LSBファースト、クロック設定、ビットレ

ートの一部、SPI転送モードおよび転送方向（Dual/Quad-SPIモードのみ）、QSSL保持、クロック遅延期間、QSSL

ネゲート遅延期間、次アクセス遅延期間の設定ができます。ここで設定した基本となる転送データ長に SPBMUL0

～3の設定値を掛けた値がトータルの転送データ長となります。 

シーケンス制御レジスタを H'02に設定し、SPCMD0～2を用いてシーケンスを構成したときの動作例を図 40.11

に示します。図中 QMO/QMIの灰色部は無効データを表します。また、図中（1）～（3）は以下を示します。 

1. クロック遅延期間（SPCKD）設定値＝B'000（1QSPCLK） 

2. QSSLネゲート遅延期間（SSLND）設定値＝B'000（1QSPCLK） 

3. 次アクセス遅延期間（SPND）設定値＝B'000（1QSPCLK） 
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SPCMD0 SPCMD1 SPCMD2

QSSL  
（LowActive）

QMO/QMI

（2）（3）（1）QSPCLK
（CPOL＝0、CPHA＝0）

 

図 40.11 シーケンス制御動作例 

（d） バースト転送 

Single-SPIモードでは 2通りの方法でバースト転送を実行することが可能です。 

一つはコマンドレジスタ 0～3（SPCMD0～3）の転送データ長設定ビット（SPB[3:0]）と転送データ長倍数設定

レジスタ 0～3（SPBMUL0～3）を用いる方法です。SPB[3:0]ビットを 8、16、32ビットに設定し、SPBMUL0～3

を 1～4,294,967,296に設定することにより、SPB[3:0]ビットで設定した長さの転送を 1転送として SPBMUL0～3

に設定した回数だけ連続的に繰り返す転送を実行します。ただし、転送中に送信バッファ（SPTXB）に送信デー

タが無くなった場合、または受信バッファ（SPRXB）に SPB[3:0]ビットに設定したデータ長の空きが無くなった

場合はクロックを停止して、転送の再開を待ちます。SPB[3:0]ビットを 32ビット設定、SPBMULを 4に設定し、

トータルの転送データ長を 128ビットとした場合のバースト転送の例を図 40.12に示します。図中（1）～（4）

の内容を以下に説明します。 

1. 1回目の32ビット転送です。 

2. 2回目の32ビット転送です。 

3. 送信バッファに送信データが無くなったか受信バッファに32ビット分の空きが無くなったためにクロックを

停止します。その間のQMO出力は直前の値を保持します。送信データが書き込まれるか受信バッファに空き

ができるとクロックを送出して転送を再開します。 

4. 3回目と4回目の32ビット転送です。 

D
127D64D63D31

QSSL
（LowActive）

D0 D1 D2 D30 D32D33 D34 D62 D65 D66QMO/QMI D
126

（1） （2） （3） （4）

QSPCLK
（CPOL＝0、CPHA＝0）

 

図 40.12 転送データ長を 128ビットに設定したバースト転送の例（Single-SPIモード） 
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もう一つの方法はシリアル転送終了後、次のシリアル転送まで QSSLをアサートし続けることでバースト転送

を実行する方法です。コマンドレジスタ 0～3（SPCMD0～3）の QSSL信号レベル保持ビット（SSLKP）を 1に設

定すると、そのコマンドレジスタに対応する転送終了から次の転送までの間 QSSL信号をアサートし続けます。

QSSL信号レベル保持機能を利用したバースト転送の例を図 40.13に示します。図中（1）～（6）の動作内容を以

下に説明します。 

1. SPCMD0に従ったクロック遅延期間です。バースト転送の最初の転送では必ず1QSPCLK以上となるように設

定してください。 

2. SPCMD0に従ったQSSLネゲート遅延期間です。SSLKPを1に設定しているため、QSSLネゲート遅延期間後も

QSSLはネゲートされません。SPCMD0のQSSLネゲート遅延設定イネーブルビット（SLNDEN）の設定によ

り期間の長さが変化します。SLNDENを1に設定するとスレーブセレクトネゲート遅延レジスタ（SSLND）

の設定値に従います。SLNDENを0に設定すると0QSPCLKとなります。 

3. SPCMD0に従った次アクセス遅延期間です。SSLKPを1に設定しているため、この期間もQSSLはネゲートさ

れません。SPCMD0の次アクセス遅延設定イネーブルビット（SPNDEN）の設定により期間の長さが変化し

ます。SPNDENを1に設定すると次アクセス遅延レジスタ（SPND）の設定値に従います。SPNDENを0に設定

すると0QSPCLKとなります。 

4. SPCMD1に従ったクロック遅延期間です。SPCMD1のクロック遅延設定イネーブルビット（SCKDEN）の設

定により期間の長さが変化します。SCKDENを1に設定するとクロック遅延設定レジスタ（SPCKD）の設定

値に従います。SCKDENを0に設定すると0QSPCLKとなります。 

5. SPCMD1に従ったQSSLネゲート遅延期間です。バースト転送の最後の転送では必ず1QSPCLK以上となるよ

うに設定してください。SPCMD1のSSLKPを0に設定しているため、QSSLネゲート遅延期間後にQSSLがネゲ

ートされます。 

6. SPCMD1に従った次アクセス遅延期間です。バースト転送の最後の転送では必ず1QSPCLK以上となるように

設定してください。また、必ずSSLKPを0としてQSSLをネゲートしてください。 

QSSL
（LowActive）

（2） （6）（1） （4） （5）

SPCMD0 SPCMD1

（3）
QSPCLK

（CPOL＝0、CPHA＝0）

 

図 40.13 QSSL信号レベル保持を利用したバースト転送の例（Single-SPIモード） 

この方法によるバースト転送を設定するときは、以下の内容に注意してください。 

コマンドの更新によりクロック分周比またはクロック極性を変更する場合は必ず（2）～（4）の期間を挿入し

てください。 

また、クロック分周比を変更した場合、（4）の期間が設定値より前後する場合があります。 

コマンドの更新によりクロック位相または Single/Dual/Quad-SPIの転送モードを変更する場合は少なくとも（2）

の期間を挿入してください（Dual/Quad-SPIはリード／ライトの変更も含む）。 
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（e） 初期設定フロー 

Single-SPIモード時の初期設定フローの例を図 40.14に示します。割り込みコントローラ、ダイレクトメモリア

クセスコントローラの設定についてはそれぞれの章を参照してください。 

Single-SPIモード

初期設定開始

スレーブセレクト

極性レジスタ

（SSLP）の設定

端子制御レジスタ

（SPPCR）の設定

ビットレートレジスタ

（SPBR）の設定

クロック遅延レジスタ

（SPCKD）の設定

スレーブセレクト

ネゲート遅延

レジスタ（SSLND）の設定

次アクセス遅延レジスタ

（SPND）の設定

コマンドレジスタ0～3
（SPCMD0～3）の設定

割り込みコントローラの設定

ダイレクトメモリアクセス

コントローラの設定

制御レジスタ（SPCR）の

設定

Single-SPIモード

初期設定終了

・QSSL信号レベルの設定

・転送アイドル時のQMO信号値の設定

・転送ビットレートの設定

・クロック遅延値の設定

・QSSLネゲート遅延値の設定

・次アクセス遅延値の設定

・クロック遅延イネーブルの設定

・QSSLネゲート遅延イネーブルの設定

・次アクセス遅延イネーブルの設定

・MSB/LSBファーストの設定

・転送データ長の設定

・転送データ長倍数の設定

・転送ビットレートの設定

・転送モードの設定

・クロックの設定

（割り込み使用時）

（ダイレクトメモリアクセス

コントローラ使用時）

・SPI機能有効

・割り込みマスク設定

転送データ長倍数

設定レジスタ

0～3（SPBMUL0～3）の設定
転送データ長の設定

 

図 40.14 Single-SPIマスタモード時の初期設定フロー例 
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（f） 転送動作フロー 

Single-SPIモード時の動作フローを図 40.15に示します。転送データ長設定によるバースト転送もこのフローに

準じた動作をします。 

Single-SPIモード

初期設定終了

送信バッファに

送信データあり

送信データのコピー

送信バッファ→送信用シフトレジスタ

受信バッファに

受信データ長の空きあり

シリアル転送開始

QSPCLKサイクル数

受信データのコピー

受信用シフトレジスタ→受信バッファ

コマンドポインタ更新

シリアル転送の継続

転送動作終了

YES

YES

＝ 転送データ長

YES

NO

NO

< 転送データ長

NO

 

図 40.15 Single-SPIモードの動作フロー 
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（2） Dual-SPIモード／Quad-SPIモード 

（a） シリアル転送の開始 

Dual-SPIモードと Quad-SPIモードのシリアル転送開始条件はデータ送信時と受信時で異なります。 

データ送信時の開始条件は送信バッファに転送データ長のデータがあることです。 

データ受信時の開始条件は受信バッファに転送データ長の空きがあることです。 

（b） シリアル転送の終了 

転送終了条件は送受信に関わらず最終サンプリングタイミングに対応する QSPCLKエッジを送出することです。

Dual/Quad-SPIモードでのアイドル時の QIO端子制御はライト後とリード後で異なります。ライト後はレジスタ設

定により最終出力データか固定値を出力します。リード後は QIO端子を Hi-Zにします。Quad-SPIモードを例と

したアクセス終了後の端子状態を図 40.16に示します。図中（1）、（2）について以下に説明します。 

1. ライト時QIO0～3は出力であるため、ライト動作終了後にQSSLがネゲートされると、端子制御レジスタ

（SPPCR）のデータ出力アイドル値固定イネーブルビット（MOIFE）の設定により出力値を変化させます。

MOIFEが1の場合、データ出力アイドル時固定値ビット（MOIFV）に設定された値を出力し、MOIFEが0の場

合は最終出力データの値を出力します。 

2. リード時QIO0～3は入力であるため、リード動作終了後はQSSLがネゲートされると、MOIFEおよびMOIFV

の値に関わらずHi-Zとなります。 

Dual/Quad-SPIモードの端子制御については「40.4.2 端子の制御」を参照してください。 

QSPCLK
（CPOL＝0、CPHA＝1）

QSSL
（LowActive）

QIO0

QIO1

QIO2

QIO3

ライト動作 リード動作（1） （2）  

図 40.16 Dual/Quad-SPIモード転送終了後の端子状態（Quad-SPIの例） 



 

40. Quad-SPI 

40-42  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

  

SH7734

（c） シーケンス制御 

Dual/Quad-SPIモードでは Single-SPIモードと同様にシーケンス制御レジスタ（SPSCR）とコマンドレジスタ 0

～3（SPCMD0～3）、転送データ長倍数設定レジスタ 0～3（SPBMUL0～3）を用いてシーケンスを構成すること

ができます。動作の詳細は「40.4.7 SPI動作（1）Single-SPIモード（c）シーケンス制御」を参照してください。 

Dual/Quad-SPIモードではシリアル転送は送信または受信の一方向のみの動作となるため、送受信は SPCMD0

～3の SPIリードライトアクセス設定ビット（SPRW）にて設定します。また、Dual/Quad-SPIモードと Single-SPI

モードを含めた 3つの動作モードは SPCMD0～3の SPI動作モード設定ビット（SPIMOD[1:0]）にて設定します。

これらを用いることにより Single-SPIモード、Dual-SPIモードの送受信および Quad-SPIモードの送受信をシーケ

ンス制御で切り替えることが可能です。転送モードを切り替えてシーケンスを構成する例を図40.17に示します。 

QSPCLK
（CPOL＝0、CPHA＝0）

SPCMD0
Single-SPI

SPCMD1
Dual-SPI送信

SPCMD2
Quad-SPI受信

QSSL
（LowActive）

QMO/QIO0

QMI/QIO1

QIO2

QIO3

端子制御レジスタ（SPPCR）の設定値

端子制御レジスタ（SPPCR）の設定値

 

図 40.17 転送モードを切り替えたシーケンス構成の例 

【注】 Dual/Quad-SPIモードでシーケンスを構成する場合は次の点にご注意ください。 

シーケンスを構成するコマンドがすべて Dual/Quad-SPIリード動作である場合、受信バッファに受信データ長の空き

がある限りシーケンス動作を実行します。 

リード動作を終了させるためには、必要なデータ長を受信したあとで制御レジスタ（SPCR）の SPI機能イネーブルビ

ット（SPE）を 0クリアするか、最後のシーケンスをライト動作として、送信バッファを空にしてください。 
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（d） バースト転送 

Dual/Quad-SPIモードでは 2通りの方法でバースト転送を実行することが可能です。 

一つはコマンドレジスタ 0～3（SPCMD0～3）の転送データ長設定ビット（SPB[3:0]）と転送データ長倍数設定

レジスタ 0～3（SPBMUL0～3）を用いる方法です。Single-SPIモードの場合と同様に SPB[3:0]ビットを 8、16、32

ビットに設定し、SPBMUL0～3を 1～4,294,967,296に設定することにより、SPB[3:0]ビットで設定した長さの転送

を SPBMUL0～3に設定した回数だけ連続的に繰り返す転送を実行します。ただし、ライト時に送信バッファ

（SPTXB）に送信データが無くなるか、リード時に受信バッファ（SPRXB）に SPB[3:0]ビットに設定したデータ

長の空きが無くなった場合はクロックを停止して、転送の再開を待ちます。この方法は Dual/Quad-SPIモードで大

量のデータを転送したいときに有効です。SPB[3:0]ビットを 32ビット設定、SPBMULを 4に設定し、トータルの

転送データ長を 128ビットに設定した場合の Quad-SPIのバースト転送例を図 40.18に示します。図中（1）～（4）

の内容を以下に説明します。 

1. 1回目の32ビット転送です。 

2. 2回目の32ビット転送です。 

3. 送信バッファに送信データが無くなったか受信バッファに32ビット分の空きが無くなったためにクロックを

停止します。その間のQIO3-0が出力の場合は直前の値を保持します。QIO3-0が入力の場合は通信相手となる

デバイスの出力によります。送信データが書き込まれるか受信バッファに空きができて転送再開の条件が整

うと内部クロックにて送信データを出力します。 

4. 3回目と4回目の32ビット転送です。 

D
124D64D60D28

QSSL
（LowActive）

D0 D4 D8 D24 D32D36 D40 D56 D68 D72QIO3 D
120

（1） （2） （4）

D
125D65D61D29D1 D5 D9 D25 D33D37 D41 D57 D69 D73QIO2 D

121

D
126D66D62D30D2 D6 D10 D26 D34D38 D42 D58 D70 D74QIO1 D

122

D
127D67D63D31D3 D7 D11 D27 D35D39 D43 D59 D71 D75QIO0 D

123

QSPCLK
（CPOL＝0、CPHA＝0）

（3）
 

図 40.18 転送データ長を 128ビットに設定したバースト転送の例（Quad-SPIモード） 

もう一つの方法は Single-SPIモードと同様に QSSL信号レベル保持機能を用いる方法です。この方法は転送の途

中で SPI転送モード（Single/Dual/Quad-SPI）を変更することができるため、シリアルフラッシュメモリなどのよ

うにコマンドデータを Single-SPIモードでライトし、メモリ格納データを Quad-SPIモードでライトする場合など

で有効です。ただし、SPI転送モードを変更する場合は転送の間に遅延期間を 1サイクル以上挿入してください。

Single-SPIと Quad-SPIを混合したバースト転送の例を図 40.19に示します。図中（1）～（6）の動作内容を以下

に説明します。 
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1. SPCMD0に従ったクロック遅延期間です。バースト転送の最初の転送では必ず1QSPCLK以上となるように設

定してください。 

2. SPCMD0に従ったQSSLネゲート遅延期間です。SPCMD0のQSSL信号レベル保持ビット（SSLKP）を1に設定

しているため、QSSLネゲート遅延期間後もQSSLはネゲートされません。SPCMD0のQSSLネゲート遅延設定

イネーブルビット（SLNDEN）の設定により期間の長さが変化します。SLNDENを1に設定するとスレーブセ

レクトネゲート遅延レジスタ（SSLND）の設定値に従います。SLNDENを0に設定すると0QSPCLKとなりま

す。 

3. SPCMD0に従った次アクセス遅延期間です。SSLKPを1に設定しているため、この期間もQSSLはネゲートさ

れません。SPCMD0の次アクセス遅延設定イネーブルビット（SPNDEN）の設定により期間の長さが変化し

ます。SPNDENを1に設定すると次アクセス遅延レジスタ（SPND）の設定値に従います。SPNDENを0に設定

すると0QSPCLKとなります。この期間までSPCMD0の設定に従ってデータ端子をドライブします。 

4. SPCMD1に従ったクロック遅延期間です。SPCMD1のクロック遅延設定イネーブルビット（SCKDEN）の設

定により期間の長さが変化します。SCKDENを1に設定するとクロック遅延設定レジスタ（SPCKD）の設定

値に従います。SCKDENを0に設定すると0QSPCLKとなります。 

5. SPCMD1に従ったQSSLネゲート遅延期間です。バースト転送の最後の転送では必ず1QSPCLK以上となるよ

うに設定してください。SPCMD1のSSLKPを0に設定しているため、QSSLネゲート遅延期間後にQSSLがネゲ

ートされます。 

6. SPCMD1に従った次アクセス遅延期間です。バースト転送の最後の転送では必ず1QSPCLK以上となるように

設定してください。また、必ずSSLKPを0としてQSSLをネゲートしてください。 

QSPCLK
（CPOL＝0、CPHA＝0）

SPCMD0
Single-SPI

SPCMD1
Quad-SPI

QSSL
（LowActive）

QMO/QIO0

QMI/QIO1

QIO2

QIO3

端子制御レジスタ（SPPCR）の設定値

端子制御レジスタ（SPPCR）の設定値

（1） （2）（3）（4） （5）（6）

 

図 40.19 QSSL信号レベル保持を利用したバースト転送の例（Single-SPI、Quad-SPI混合） 

この方法によるバースト転送を設定するときは、以下の内容に注意してください。 

コマンドの更新によりクロック分周比またはクロック極性を変更する場合は必ず（2）～（4）の期間を挿入し

てください。 

また、クロック分周比を変更した場合、（4）の期間が設定値より前後する場合があります。 

コマンドの更新によりクロック位相または Single/Dual/Quad-SPIの転送モードを変更する場合は少なくとも（2）

の期間を挿入してください（Dual/Quad-SPIはリード／ライトの変更も含む）。 
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（e） 初期設定フロー 

Dual/Quad-SPIモード時の初期設定フローの例を図 40.20に示します。割り込みコントローラ、ダイレクトメモ

リアクセスコントローラの設定についてはそれぞれの章を参照してください。 

Dual/Quad-SPIモード

初期設定開始

スレーブセレクト

極性レジスタ

（SSLP）の設定

端子制御レジスタ

（SPPCR）の設定

ビットレートレジスタ

（SPBR）の設定

クロック遅延レジスタ

（SPCKD）の設定

スレーブセレクト

ネゲート遅延

レジスタ（SSLND）の設定

次アクセス遅延レジスタ

（SPND）の設定

コマンドレジスタ0～3
（SPCMD0～3）の設定

割り込みコントローラの設定

ダイレクトメモリアクセス

コントローラの設定

制御レジスタ（SPCR）の

設定

Dual/Quad-SPIモード

初期設定終了

・QSSL信号レベルの設定

・転送アイドル時のQIO3-0信号値の設定

・転送ビットレートの設定

・クロック遅延値の設定

・QSSLネゲート遅延値の設定

・次アクセス遅延値の設定

・SPI動作モードの設定

・クロック遅延イネーブルの設定

・QSSLネゲート遅延イネーブルの設定

・次アクセス遅延イネーブルの設定

・MSB/LSBファーストの設定

・転送データ長の設定

・転送ビットレートの設定

・転送モードの設定

・クロックの設定

（割り込み使用時）

（ダイレクトメモリアクセス

コントローラ使用時）

・SPI機能有効

・割り込みマスク設定

転送データ長倍数

設定レジスタ

0～3（SPBMUL0～3）の設定

転送データ長の設定

 

図 40.20 Dual/Quad-SPIモード時の初期設定フロー例 
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（f） 転送動作フロー 

Dual/Quad-SPIモード時の動作フローを図 40.21に示します。 

Dual/Quad-SPIモード

初期設定終了

送信バッファに

送信データあり

送信データのコピー

送信バッファ→送信用シフトレジスタ

シリアル転送開始

QSPCLKサイクル数

コマンドポインタ更新

シリアル転送の継続

転送動作終了

YES

＝ 転送データ長

YES

NO

NO

< 転送データ長

ライト／リード

受信バッファに

受信データ長の空きあり

YES

NO

QSPCLKサイクル数

受信データのコピー

受信用シフトレジスタ→受信バッファ

＝ 転送データ長

< 転送データ長

QSSL信号レベル

シリアル転送開始

QIO端子

最終データorレジスタ固定値出力

アサート

ネゲート

ライト リード

QSSL信号レベル

ネゲート

QIO端子Hi-Z

アサート

 

図 40.21 Dual/Quad-SPIモードの動作フロー 
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40.4.8 割り込み要因 

本モジュールの割り込み要因には受信バッファフルと送信バッファエンプティがあります。受信バッファフル

および送信バッファエンプティ割り込みでダイレクトメモリアクセスコントローラを起動し、データ転送を行う

ことができます。 

割り込み要因を表 40.9に示します。表中の割り込み条件が成立すると割り込みが発生します。CPUまたはダイ

レクトメモリアクセスコントローラによるデータ転送で割り込み要因をクリアしてください。 
 

表 40.9 割り込み要因 

名称 割り込み要因 略称 割り込み条件 ダイレクトメモリアクセス 

コントローラ起動 

SPRI 受信バッファフル RXI (SPRIE＝1)･(SPRFF＝1) ○ 

SPTI 送信バッファエンプティ TXI (SPTIE＝1)･(SPTEF＝1) ○ 

 

40.4.9 ループバックモード 

本モジュールにはテスト用の機能としてループバックモードがあります。ループバックモードにするには端子

制御レジスタ（SPPCR）のループバックモードビット（SPLP）を 1に設定します。ループバックモードでは送信

用／受信用シフトレジスタと QMI/QMO端子および QIO3-0の間の経路を遮断し、送信用シフトレジスタの出力と

受信用シフトレジスタの入力を接続します。ループバックモード時の内部結線の概略を図 40.22に示します。 

受信用シフトレジスタ

送信用シフトレジスタ

Single-SPI
出力回路

Dual-SPI
出力回路

Quad-SPI
出力回路

Single-SPI
入力回路

Dual-SPI
入力回路

Quad-SPI
入力回路

デ
ー
タ
端

子
制
御
回
路

QMO/QIO0

QMI/QIO1

QIO2

QIO3

通常モード ループバックモード  

図 40.22 ループバックモードの内部結線概略図 
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41. 電気的特性 

41.1 絶対最大定格 
表 41.1 絶対最大定格 

項目 仕様 単位 備考 

電源電圧（VCCQ、VCC、VCCQ-PLL、AV33） -0.3 ～ +4.6 V  

電源電圧（VDD-DDR） -0.3 ～ +2.6 V  

電源電圧（VDD、VDD-PLL、AV12） -0.3 ～ +1.8 V  

アナログ電源電圧（AVCC） -0.3 ～ +4.6 V *1 *2 

アナログ電源電圧（AVref） -0.3 ～ AVCC +0.3 V *1 *2 

入力電圧（3.3V I/O部） -0.3 ～ VCCQ +0.3  V *1 *2 

（DDR I/O部） -0.3 ～ VDD-DDR +0.3  V *1 *3 

（OVC0/VBUS0端子、OVC1/VBUS1端子） -0.3 ～ +5.5 V *1 

出力電圧（3.3V I/O部） -0.3 ～ VCCQ +0.3  V *1 *2 

（DDR I/O部） -0.3 ～ VDD-DDR +0.3  V *1 *3 

出力電流（出力端子） 22 （6mAバッファ） mA  

 30 （8mAバッファ） mA  

保存温度 -55℃～+125℃ ℃  

動作温度 -40℃～+85℃ ℃ 広温度保証品 

【注】 1. 絶対最大定格を超えて LSIを使用した場合、LSIの永久破壊となることがあります。 

また、通常動作では電気的特性の条件で使用することが望ましく、この条件を超えると LSIの誤動作の原因となる

とともに、LSIの信頼性に悪影響を及ぼすことがあります。 

 2. 電圧は、すべて GND=VSS=0Vを基準にした値です。 

 *1 -0.3V未満の電圧にならないようにしてください。 

 *2 4.6Vを超えないようにしてください。 

 *3 2.6Vを超えないようにしてください。 
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41.2 電源電圧 
表 41.2 電源電圧*1 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 備考 

電源電圧（内部） VDD 1.15 － 1.30 V 電源：VDD 

グランド：VSS 
電源電圧（3.3V I/O） VCCQ、

VCC*2 

3.0 3.3 3.6 V 電源：VCCQ 

グランド：VSS 
VDD-DDR 

（DDR2） 

1.7 1.8 1.9 V 

VDD-DDR 

（DDR3 

対応品のみ）

1.425 1.5 1.575 V 

電源：VDD-DDR 

グランド：VSS 

MVREFCA － VSS － V MVREFCAは弊社テスト用端子です。 

電源電圧（DDR I/O） 

MVREFDQ － VDD-DDR

/2 

－ V  

電源電圧（PLL） VCCQ-PLL 3.0 3.3 3.6 V 電源：VCCQ-PLL 

グランド：VSSQ-PLL 
電源電圧（PLL） VDD-PLL 1.15 － 1.30 V 電源：VDD-PLL 

グランド：VSS-PLL 
電源電圧（AVCC） AVCC 3.0 3.3 3.6 V 電源：AVCC 

グランド：AVSS 
電源電圧（AVREF） AVREF － － AVREF≦

AVCC＋

0.3 

V 電源：AVREF 

グランド：AVSS 

AV33 3.0 3.3 3.6 V 電源：AV33 

グランド：AG 

電源電圧（USB） 

AV12 1.15 － 1.30 V 電源：AV12 

グランド：AG 

【注】 *1 使用／未使用にかかわらず、すべての電源に電圧を印加してください。さもないと永久破壊のおそれがあります。 

 *2 VCCは VCCQと基板上でベタ電源としてください。 
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41.3 電源投入および切断順序 

41.3.1 異電位電源間の電源の投入および切断順序について 

AVREFは、AVSSレベルから AVCC→AVREFの順に投入し、AVREF→AVCCの順に遮断してください。その

他の電源は、以下のとおりです。 

1.2V系電源（以下 VDD12、LSI端子名：VDD、VDD-PLL、AV12）、DDR系電源（以下 VDD-DDR、LSI端子

名：VDD-DDR）、および 3.3V系電源（以下 VDD33、LSI端子名：VCCQ、VCC、VCCQ-PLL、AV33）間の電源

投入切断順序について規定します。 

以下、VSS**とは、各電源の GNDレベルを示します。 
 

（1） 電源の投入順序について 

投入順序の制約はありません。1つの電源が VSS**レベルから立ち上がった後、300ms以内にすべての電源を

VSS**レベルから立ち上げてください。 
 

（2） 電源の切断順序について 

切断順序の制約はありません。1つの電源が立ち下がった後、300ms以内にすべての電源を立ち下げ、最終的に

すべての電源を VSS**レベルまで立ち下げてください。 

300ms＞t≧0s 

300ms＞t≧0s 

0.1×V** 

0.1×V** 

V**min

立ち上げ順序：AVREF以外の関係（順不同です）

立ち上げ順序：AVCC以外の関係（順不同です）

V**min

V** : VDD12、VDD-DDR
　　（DDR電源バックアップからの遷移の場合は除く）、
　　 VDD33、
　　 AVREF

V** : VDD12、VDD-DDR
　　（DDR電源バックアップからの遷移の場合は除く）、
　　 VDD33、
　　 AVCC

VSS** 

VSS** 

VSS** 

VSS** 

 

図 41.1 異電位間の電源投入シーケンス 
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300ms＞t≧0s 

0.1×V** 

立ち上げ順序：（順不同です）

V** : VDD12、
　　 VDD-DDR
　　（DDR電源バックアップからの遷移の場合は除く）、
　　 VDD33

V**min

VSS**

VSS**

 

図 41.2 異電位間の電源投入シーケンス 

 

0.2[V] 

300ms t 0s 

300ms t 0s 

0.2[V] 

0.9 V** 

0.9 V** 

立ち下げ順序：AVCC以外の関係（順不同です）

V** : VDD12、VDD-DDR
　　（DDR電源バックアップからの遷移の場合は除く）、
　　 VDD33、
　　 AVREF

立ち下げ順序：AVREF以外の関係（順不同です）

V** : VDD12、VDD-DDR
　　（DDR電源バックアップからの遷移の場合は除く）、
　　 VDD33、
　　 AVCC

VSS** 

VSS** 

VSS** 

VSS** 

 

図 41.3 異電位間の電源切断シーケンス 
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0.2[V] 

300ms＞t≧0s 

立ち下げ順序：（順不同です）

V** : VDD12、
　　 VDD-DDR
　　（DDR電源バックアップからの遷移の場合は除く）、
　　 VDD33

0.9×V** 

VSS** 

VSS** 

 

図 41.4 異電位間の電源切断シーケンス［AD以外］ 

 

原則として、常にAVREF≦AVCCとなるようにしてください。

変換精度を保つには、
AVREF≦AVCCとしてください。

立ち上げ／立ち下げ時、AVREFとAVCCが
やむなく逆転する場合も、
AVREF－AVCC≦0.3V以下、
かつ100ms以下としてください。

AVCC

AVCC

AVREF
AVREF

VSS**

 

図 41.5 AVCCと AVREFの電源投入／切断シーケンス 
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41.3.2 同電位電源間の電源の投入および切断順序について 
VCCを除き、以下のとおりです。VCCは VCCQと基板上でベタ電源とし、同電位としてください。 

VDD12電源間、VDD-DDR電源間、および VDD33電源間の電源投入切断順序について規定します。図 41.2は

VDD12についての説明図です。VDD-DDR、および VDD33についても電位差の規定は同じです。 
（1） 電源の投入順序について 

投入順序の制約はありません。ただし、立ち上げは VSS**レベルからとし、同電位間の電位差は 0.3V以下にし

てください。 
 

（2） 電源の切断順序について 

切断順序の制約はありません。ただし、同電位間の電位差は 0.3V以下にしてください。最終的に VSS**レベル

まで立ち下げてください。 

0.3 V (max.)

V**

V** : VDD、VDD-PLL、AV12

V**

0.3 V (max.)

V**

V**
VSS**

 

図 41.6 同電位間での電源投入／切断シーケンス 
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41.4 DC特性（共通項目） 
表 41.3 消費電流（1） 

Ta-maxは、共通温度条件［AC測定測定条件参照］ 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 備考 

消費電流 

（内部） 

通常動作 IDD － 0.6 1.2 A VDD＝1.30V、 

Ta-max、USBデジタル部込み 

（CPU＝400MHz／SHwy＝

200MHz、CPU＝533.3MHz／

SHwy＝177.7MHz時も同等） 

消費電流 

（3.3V IO、 

ADC込み） 

通常動作 ICCQ － 200 310 mA VCCQ＝3.6V、 

Ta-max、USBデジタル部込み 

－ 400 600 mA VDD-DDR＝1.9V、（DDR2）、 

Ta-max 

［DDR2-600Mbps時］ 

－ 300 400 mA VDD-DDR＝1.9V、（DDR2）、 

Ta-max 

［DDR2-400Mbps時］ 

－ 250 333 mA VDD-DDR＝1.9V、（DDR2）、 

Ta-max 

［DDR2-333Mbps時］ 

通常動作 

－ 400 500 mA VDD-DDR＝1.575V、（DDR3）、 

Ta-max 

［DDR3-600Mbps時］ 

－ － 55 mA VDD-DDR＝1.9V、（DDR2） 

Ta＝70℃、Vtt終端なし 

消費電流 

（DDR IO） 

DDR電源 

バックアップ 

IDD-DDR 

－ － 50 mA VDD-DDR＝1.575V、（DDR3） 

Ta＝70℃、Vtt終端なし 

消費電流（PLL） ICCQ-PLL － － 15 mA VCCQ-PLL＝3.6V、Ta-max 

消費電流（PLL） IDD-PLL － － 20 mA VDD-PLL＝1.30V、Ta-max 

消費電流

（ADC） 

AICC － － 5 mA AVCC＝3.6V、Ta-max 

AI33 － － 5 mA AV33＝3.6V、Ta-max 消費電流

（USB） 

通常動作 

AI12 － － 15 mA AV12＝1.30V、Ta-max 

 



 

41. 電気的特性 

 

41-8  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

 

SH7734

表 41.4 消費電流（2） 

Ta-maxは、共通温度条件［AC測定測定条件参照］ 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 備考 

ソフトウェア 

スタンバイ時 

－ － 450 

DeepStandby

時 

（RTC/HIFRA

M/GEtherすべ

て停止／遮断

時） 

－ － 50 

DeepStandby

時 

（RTCのみ稼

動） 

－ － 51 

DeepStandby

時 

（保持 RAM

（HIFRAM）の

み非遮断で稼

動） 

－ － 51 

消費電流 

（内部） 

DeepStandby

時 

（GEtherのみ

非遮断で稼動）

IDD 

－ － 60 

mA VDD＝1.30V、 

Ta-max、USB停止

（USB_EXTAL＝固定）状態 

（CPU＝400MHz／SHwy＝

200MHz、CPU＝533.3MHz／

SHwy＝177.7MHz時も同等） 

DDR-SDRAMはセルフリフレ 

ッシュ状態* 

消費電流 

（3.3V IO、ADC

込み） 

ICCQ － － 5 mA VCCQ＝3.6V、 

Ta-max、USB停止

（USB_EXTAL＝固定）状態 

全モジュールは停止状態 

消費電流 

（DDR IO） 

IDD-DDR － － 55 mA VDD-DDR＝1.9V、 

Ta-max、DDR-SDRAMはセル

フリフレッシュ状態* 

消費電流（PLL） ICCQ-PLL － － 9 μA VCCQ-PLL＝3.6V、Ta-max 

消費電流（PLL） IDD-PLL － － 9 μA VDD-PLL＝1.30V、Ta-max 

AI33 － － 4 μA （USB_EXTALは固定） 

AV33＝3.6V、Ta-max 

消費電流

（USB） 

SWスタンバ

イおよび

DeepStandby 

AI12 － － 4 μA （USB_EXTALは固定） 

AV12＝1.30V、Ta-max 

【注】 * DDR-SDRAM：セルフリフレッシュ遷移 

（DBPDCNT3設定：db_stby_n＝0、db_comhiz＝1、db_add2cyc_mode＝0、db_iobackup＝1、db_dllenable2＝0、

db_dllenable1＝0、db_dllreset_n＝0、db_add_strength＝0、db_dqdm_strength＝0、db_ck_strength＝0、db_ioenable2

＝1、db_ioenable1＝1、db_calib_start＝1のとき） 
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表 41.5 DC特性（3.3V IO） 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 電圧条件 備考 

AN0～AN7 2.4 － AVCC + 0.3 V AVCC=3.0～3.6V、

VDD=1.15～1.30V

 

EXTAL、 

USB_EXTAL、

RTC_X1 

VCCQ

×0.8

－ VCCQ + 0.3 V VCCQ=3.0～3.6V、

VDD=1.15～1.30V

 

入力 High 

レベル電圧 

その他の 

入力端子 

（シュミット

端子除く） 

VIH 

2.0 － VCCQ + 0.3 V VCCQ=3.0～3.6V、

VDD=1.15～1.30V

 

AN0～AN7 -0.3 － 0.8 V AVCC=3.0～3.6V、

VDD=1.15～1.30V

 

EXTAL、 

USB_EXTAL、

RTC_X1 

-0.3 － VCCQ×0.2 V VCCQ=3.0～3.6V、

VDD=1.15～1.30V

 

入力 Low 

レベル電圧 

その他の 

入力端子 

（シュミット

端子除く） 

VIL 

-0.3 － 0.8 V VCCQ=3.0～3.6V、

VDD=1.15～1.30V

 

シュミット入力 

Highレベル電圧 

VT+ － － 2.2 V 

シュミット入力 

Lowレベル電圧 

VT- 0.8 － － V 

PRESET#、BSMODE、

NMI 

立ち上がり入力 

スロープ時間（推奨値） 

Tr － － 10 ns/V Vin=0.7～1.7V 

立ち下がり入力 

スロープ時間（推奨値） 

Tf － － 10 ns/V Vin=1.7～0.7V 

出力 Highレベル電圧 VOH 2.4 － VCCQ+0.3 V IOH=-2mA(TTL) 

出力 Lowレベル電圧 VOL -0.3 － 0.4 V 

VCCQ=3.0～3.6V、

VDD=1.15～1.30V

IOL=2mA(TTL) 

CL － － 10 pF － 全端子*2 

CL － － 20 pF － DP／DMのみ 

端子容量 

CL － － 20 pF － AN0～AN7 

入力リーク電流 ILI － － 1 μA 全入力端子*1 

出力リーク電流 ILO － － 1 μA Hi-Z出力時*1 

プルアップ電流 IPU 10 － 200 μA

VCCQ=3.0～3.6V、

VDD=1.15～1.30V

Vin＝VSS 

【注】 *1 プルアップ抵抗付き端子は除きます。プログラマブルプルアップ抵抗付き端子はオフ状態の値です。 

 *2 電源端子、USB端子、および AD変換端子は除きます。 
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表 41.6 DC特性（MIM端子［MLB_CLK／MLB_SIG／MLB_DAT］） 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 電圧条件 備考 

入力Highレベル電圧 VIH 1.8 － VCCQ + 0.3 V 

入力 Lowレベル電圧 VIL -0.3 － 0.7 V 

VCCQ=3.0～3.6V、 

VDD=1.15～1.30V 

 

出力Highレベル電圧 VOH 2.4 － VCCQ+0.3 V IOH=-2mA(TTL) 

出力 Lowレベル電圧 VOL -0.3 － 0.4 V 

VCCQ=3.0～3.6V、

VDD=1.15～1.30V IOL=2mA(TTL) 

端子容量 CL － － 10 pF － MLB_SIG, 

MLB_DAT, 

MLB_CLK 

入力リーク電流 ILI － － 1 μA MLB_SIG, 

MLB_DAT, 

MLB_CLK 

出力リーク電流 ILO － － 1 μA

VCCQ=3.0～3.6V、

VDD=1.15～1.30V 

Hi-Z出力時 
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表 41.7 DC特性（DDR IO端子） 

【注】 以下、VREFはMVREFDQ端子を示します。 

 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 電圧条件 備考 

入力Highレベル電圧 VIH 0.8×

VDD-DDR

－ VDD-DDR

+0.3 

V 

入力 Lowレベル電圧 VIL -0.3 － 0.2×

VDD-DDR

V 

VDD-DDR=1.425～

1.575V［DDR3］、 

VDD-DDR=1.7～1.9V

［DDR2］、 

VDD=1.15～1.30V 

MBKPRST#、 

SDBUP 

入力Highレベル電圧 VIH 

(DC) 

VREF+ 

0.125 

－ VDD-DDR

+0.3 

V 

入力 Lowレベル電圧 VIL 

(DC) 

-0.3 － VREF - 

0.125 

V 

入力Highレベル電圧 VIH 

(AC) 

VREF+ 

0.200 

－ － V 

入力 Lowレベル電圧 VIL 

(AC) 

－ － VREF - 

0.200 

V 

VDD-DDR=1.7～1.9V

［DDR2］、 

VDD=1.15～1.30V、 

VREF=0.5×VDD-DDR 

MDQ15～MDQ0 

入力Highレベル電圧 VIH 

(DC) 

VREF+ 

0.100 

－ VDD-DDR

+0.3 

V 

入力 Lowレベル電圧 VIL 

(DC) 

-0.3 － VREF - 

0.100 

V 

入力Highレベル電圧 VIH 

(AC) 

VREF+ 

0.175 

－ － V 

入力 Lowレベル電圧 VIL 

(AC) 

－ － VREF - 

0.175 

V 

VDD-DDR=1.425～

1.575V［DDR3］、 

VDD=1.15～1.30V、 

VREF=0.5×VDD-DDR 

MDQ15～MDQ0 

入力信号 

スルーレート 

SLEW 1.0 － － V/ns VDD-DDR=1.425～

1.575V［DDR3］、 

VDD-DDR=1.7～1.9V

［DDR2］、 

VDD=1.15～1.30V 

MBKPRST#、 

SDBUPを除く

DDR IO*4 

 

MBKPRST#を 

除く DDR IO*5 

AC差動入力電圧*1 VID 

(AC) 

0.500 － VDD-DDR

+0.6 

V 

AC差動入力クロス

ポイント電圧*2 

VIX 

(AC) 

0.5×

VDD-DDR

- 0.300 

－ 0.5× 

VDD-DDR 

+ 0.300 

V 

VDD-DDR=1.7～1.9V

［DDR2］、 

VDD=1.15～1.30V 

MDQS1、MDQS0 

AC差動入力電圧*1 VID 

(AC) 

0.400 － 

 

－ 

VDD-DDR

+0.6 

V 

AC差動入力クロス

ポイント電圧*2 

VIX 

(AC) 

0.5×

VDD-DDR

- 0.250 

－ 0.5× 

VDD-DDR 

+ 0.250 

V 

VDD-DDR=1.425～

1.575V［DDR3］、 

VDD=1.15～1.30V 

MDQS1、MDQS0 
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項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 電圧条件 備考 

出力ソース DC電流 IOH 

(DC) 

-13.36 － -4.82 mA

出力シンク DC電流 IOL 

(DC) 

4.82 － 13.36 mA

VDD-DDR=1.7～1.9V

［DDR2］、 

VDD=1.15～1.30V 

DDR出力端子 

IOH:Vout= 

VDD-DDR-0.28V 

IOL:Vout=0.28V 

AC差動出力クロス

ポイント電圧 

VOX 

(AC) 

0.5×

VDD-DDR 

– 0.125 

－ 0.5× 

VDD-DDR

+0.125 

V VDD-DDR=1.425～

1.575V［DDR3］、 

VDD-DDR=1.7～1.9V

［DDR2］、 

VDD=1.15～1.30V 

MCK、MDQS1、

MDQS0 

差動入力リファレン

ス電圧*6 

VREF 0.49×

VDD-DDR

0.50×

VDD-DDR 

0.51× 

VDD-DDR

V 

ターミネーション 

電圧 

Vtt VREF–40 VREF VREF＋40 mV

VDD-DDR=1.425～

1.575V［DDR3］、 

VDD-DDR=1.7～1.9V

［DDR2］、 

VDD=1.15～1.30V、 

VREF=0.5×VDD-DDR 

 

ODT抵抗値 

（75Ω設定時） 

Rtt1 50 75 100 Ω 

ODT抵抗値 

（150Ω設定時） 

Rtt2 100 150 200 Ω 

VM偏差（DDR2）*5 ⊿VM -6 － 6 % 

VDD-DDR=1.7～1.9V

［DDR2］、 

VDD=1.15～1.30V 

 

54 60 96 VDD-DDR=1.5V、

VDD=1.25V［DDR3］ 

ODT抵抗値 

（60Ω設定時） 

Rtt1 

46.8 60 102.6 

Ω 

上記を除く 

VM偏差（DDR3）*5 ⊿VM -5 － 5 % VDD-DDR=1.425～

1.575V、VDD=1.15～

1.30V［DDR3］ 

 

端子容量 CL － － 4 pF 全端子*3 

入力リーク電流 ILI － － 7 μA 全入力端子 

出力リーク電流 ILO － － 7 μA

VDD-DDR=1.425～

1.575V［DDR3］、 

VDD-DDR=1.7～1.9V

［DDR2］ 
Hi-Z出力時 

【注】 *1 VID（AC）は入力差動電圧（|Vtr-Vcp|）を示しています。Vtrは信号の正相（MDQS0、MDQS1）の電圧レベルを
表しており、Vcpは信号の逆相（MDQS0#、MDQS1#）の電圧レベルを表しています。最小値は VIHD（AC）- VILD
（AC）になります。 

 *2 VIX（AC）の標準値は 0.5×VDD-DDRであることが期待されており、VIX（AC）は差動入力信号が交差しなけれ
ばならない電圧を意味します。 

 *3 電源端子は除きます。 

 *4 SLEWは、入力信号の立ち上がりエッジの VREFから VIH（AC）の期間と、立ち下がりエッジの VREFから VIL
（AC）の期間を示しています。 

 *5 VMは ODTオン時に本 LSIチップに負荷を与えずに測定した電圧値で、⊿VMは下記で算出されます。 
⊿VM =(2×VM／VDD-DDR－1)×100 

 *6 ACノイズを含む Peak to Peakは、VREFの±2%以下としてください。 
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表 41.8 DC特性（I2Cバスインタフェース 3関連端子*） 

条件：温度電圧共通条件（測定条件の項参照） 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

入力ハイレベル電圧 VIH VCCQ×0.7 － VCCQ＋0.3 V  

入力ローレベル電圧 VIL －0.3 － VCCQ×0.3 V  

シュミットトリガ入力特性 VIH－VIL VCCQ×

0.05 

－ － V  

出力ローレベル電圧 VOL － － 0.4 V IOL＝3.0mA 

【注】 * SCLn、SDAn端子（n＝0、1 オープンドレイン端子） 

 

表 41.9 DC特性［USB関連端子（1）］ 

条件：温度電圧共通条件 

項  目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

基準抵抗 RREF 5.6kΩ±1% V  

入力ハイレベル電圧（VBUS） VIH 4.02 － 5.25 V  

入力ローレベル電圧（VBUS） VIL 0.0 － 1.0 V  

入力ハイレベル電圧（XIN） VIH VDDQ－0.5 － VDDQ＋0.3 V  

入力ローレベル電圧（XIN） VIL －0.3 － 0.5 V  

 

表 41.10 DC特性［USB関連端子（2）フルスピード／ハイスピード共通項目］ 

条件：温度電圧共通条件 

項  目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

0.900 － 1.575 kΩ アイドル時 DPプルアップ抵抗 

（ファンクション機能選択時） 

Rpu 

1.425 － 3.090 kΩ 送受信時 

DP、DMプルアップ抵抗 

（ホスト機能選択時） 

Rpd 14.25 － 24.80 kΩ  
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表 41.11 DC特性［USB関連端子（3）フルスピード時］ 

条件：温度電圧共通条件 

項  目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

入力ハイレベル電圧 VIH 2.0 － － V  

入力ローレベル電圧 VIL － － 0.8 V  

差動入力感度 VDI 0.2 － － V ⏐（DP）－（DM）⏐ 

差動コモンモード範囲 VCM 0.8 － 2.5 V  

出力ハイレベル電圧 VOH 2.8 － 3.6 V IOH＝5mA 

出力ローレベル電圧 VOL 0.0 － 0.3 V IOL＝5mA  

シングルエンディッド 

レシーバスレッショルド電圧 

VSE 0.8 － 2.0 V  

クロスオーバ電圧 VCRS 1.3 － 2.0 V CL＝50pF 

【注】 USB関連端子：DP、DM 

 

表 41.12 DC特性［USB関連端子（4）ハイスピード時］ 

条件：温度電圧共通条件 

項  目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

差動入力感度 VHSDI 0.15 － － V  

スケルチ検出スレッショルド電圧 

（差動電圧） 

VHSSQ 100 － 150 mV  

コモンモード電圧範囲 VHSCM －50 － 500 mV  

アイドル状態 VHSOI －10.0 － 10.0 mV  

出力ハイレベル電圧 VHSOH 360 － 440 mV  

出力ローレベル電圧 VHSOL －10.0 － 10.0 mV  

Chirp J出力電圧（差分） VCHIRPJ 700 － 1000 mV  

Chirp K出力電圧（差分） VCHIRPK －900 － －500 mV  

【注】 USB関連端子：DP、DM 

 

表 41.13 DC特性［USB関連端子（5）ロ－スピード時］ 

条件：温度電圧共通条件 

項  目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

出力ハイレベル電圧 VLSOH 2.8 － － V IOH＝200μA 

出力ローレベル電圧 VLSOL － － 0.3 V IOL＝2mA  

【注】 USB関連端子：DP、DM 
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表 41.14 VccQで駆動される端子群の出力許容電流値 

条件：温度電圧共通条件 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 

出力ローレベル許容電流（6mAバッファ） IOL － 6 22 

出力ローレベル許容電流（8mAバッファ） IOL － 8 30 

出力ローレベル許容電流（総和、参考値） ΣIOL － － 120 

mA 

出力ハイレベル許容電流（6mAバッファ） －IOH － 6 22 

出力ハイレベル許容電流（8mAバッファ） －IOH － 8 30 

出力ハイレベル許容電流（総和、参考値） Σ|－IOH| － － 120 

mA 

【注】 LSIの信頼性を確保するため、端子 1本あたりの出力電流値は本表の値を超えないようにしてください。 

 総和に関しては、時間平均での目安です。恒久的にオーバーしても、直接 LSIの破壊につながるわけではありません。 
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41.5 リセット、ウォッチドッグタイマ（RESET、WDT） 
表 41.15 クロック／リセットタイミング 

条件：温度電圧共通条件（測定条件の項参照） 

端子 項目 記号 Min. Max. 単位 参考図 

PRESET#、EXTAL パワーオン発振安定時間 tOSC 20 － ms 

モード信号* MDリセットセットアップ時間 tMDRS 20 － ms 

モード信号* MDリセットホールド時間 tMDRH 0 － ns 

TRST# TRST#リセットホールド時間 tTRSTRH 20 － ns 

図 41.7 

VCCQ リアルタイムクロック発振安定時間 tROSC 3 － s 図 41.8 

【注】 * モード信号は、下記のとおり。 

  MD（0～19）、MPMD 

  リセット立ち上げ／立ち下げ期間（入力レベルが ViH～ViLまで遷移する期間）は 20ns以下としてください。 

 

VDD、VCCQmin

tOSC

tMDRS

tMDRH

tTRSTRH

PRESET#

モード信号*

TRST#

 

図 41.7 電源投入時リセット 

クロック（内部）

安定発振期間

VCCQ
PVCCmin tROSC

 

図 41.8 リアルタイムクロック発振安定時間 
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41.6 クロックタイミング 
 

表 41.16 クロックタイミング 

条件：温度電圧共通条件 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

PLL1逓倍率×12 50.00 51.00 

PLL1逓倍率×16 37.50 38.25 

PLL1逓倍率×24 25.00 25.50 

EXTALクロック入力 

周波数 

（400MHzモード（1））

PLL1逓倍率×32 18.75 19.12 

PLL1逓倍率×12 27.77 33.33 

PLL1逓倍率×16 20.83 25.00 

PLL1逓倍率×24 13.88 16.66 

EXTALクロック入力 

周波数 

（400MHzモード（2））

PLL1逓倍率×32 10.41 12.50 

PLL1逓倍率×12 41.66 44.44 

PLL1逓倍率×16 31.25 33.33 

PLL1逓倍率×24 20.83 22.22 

EXTALクロック入力 

周波数 

（533MHzモード） 

PLL1逓倍率×32 

fEX 

15.62 16.66 

MHz  

EXTALクロック入力ローレベルパルス幅 tEXL 3.84 － ns 図 41.9 

EXTALクロック入力ハイレベルパルス幅 tEXH 3.84 － ns 図 41.9 

EXTALクロック入力立ち上がり時間 tEXr － 3 ns 図 41.9 

EXTALクロック入力立ち下がり時間 tEXf － 3 ns 図 41.9 

CLKOUTクロック出力 tOP － 51 MHz  

CLKOUTクロック出力サイクル時間 tCLKOUTcyc 19.61 － ns 図 41.10 

CLKOUTクロック出力ローレベルパルス幅 tCLKOUTL 5 － ns 図 41.10 

CLKOUTクロック出力ハイレベルパルス幅 tCLKOUTH 5 － ns 図 41.10 

CLKOUTクロック出力立ち上がり時間 tCLKOUTr － 3 ns 図 41.10 

CLKOUTクロック出力立ち下がり時間 tCLKOUTf － 3 ns 図 41.10 
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tEXH tEXL

tEXrtEXf

1/2VCCQ

VIH VIH

VIL VIL

EXTAL
input

VIH

1/2VCCQ

【注】　EXTAL端子からクロック入力する場合  

図 41.9 EXTALクロック入力タイミング 

tCLKOUTcyc

tCLKOUTH

CLKOUT

tCLKOUTL

tCLKOUTrtCLKOUTf

1/2VCCQ

VOH VOH

VOL VOL

VOH

1/2VCCQ

 

図 41.10 CLKOUTクロック出力タイミング 
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41.7 メモリコントローラ（DBSC3） 
表 41.17 DDR2-SDRAMアクセスタイミング 

【注】 以下、VREFはMVREFDQ端子を示します。 

 
条件：VDD-DDR=1.8V±0.1V、GND=VSS=0V、温度は共通温度条件［AC測定条件の項参照］、表 41.19参照 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図*1 備考 

5.0 6.0 DDR2-400 

3.75 5.0 DDR2-533 

CK周期 tCK(avg.) 

3.27 3.75 

ns 図 41.12 

DDR2-667*2 

CK high期間 tCH(avg.) 0.48 0.52 tCK(avg.) 図 41.12 － 

CK low期間 tCL(avg.) 0.48 0.52 tCK(avg.) 図 41.12 － 

1.29 － DDR2-400 

0.98 － DDR2-533 

CKに対する制御信号セットアップ時間 tIS 

0.88 － 

ns 図 41.13 

DDR2-667*2 

1.29 － DDR2-400 

0.98 － DDR2-533 

CKに対する制御信号ホールド時間 tIH 

0.88 － 

ns 図 41.13 

DDR2-667*2 

コントロール／アドレス信号幅 tIPW 0.7 － tCK(avg.) 図 41.13 － 

CKと DQS間スキュー（read） tRDQSCK -0.2 1.4 ns 図 41.14 － 

DQS high期間（read） tRDQSH 0.35 0.65 tCK(avg.) 図 41.15 － 

DQS low期間（read） tRDQSL 0.35 0.65 tCK(avg.) 図 41.15 － 

DQSプレアンプル時間（read） tRPRE 0.9 1.1 tCK(avg.) 図 41.15 － 

DQSポストアンプル時間（read） tRPST 0.4 0.6 tCK(avg.) 図 41.15 － 

－ 0.59 DDR2-400 

－ 0.45 DDR2-533 

DQSと DQ間スキュー（read） tRDQSQ 

－ 0.39 

ns 図 41.16 

DDR2-667*2 

0.48tCK-0.63 － DDR2-400 

0.48tCK-0.53 － DDR2-533 

DQSに対する DQホールド時間（read） tRQH 

0.48tCK-0.47 － 

ns 図 41.16 

DDR2-667*2 

ライトコマンド発行後初回 DQS 

立ち上がり時間（write） 

tWDQSS -0.15 0.15 tCK(avg.) 図 41.17 － 

CKに対する DQS立ち下がり 

セットアップ時間（write） 

tWDSS 0.27 － tCK(avg.) 図 41.17 － 

CKに対する DQS立ち下がり 

ホールド時間（write） 

tWDSH 0.27 － tCK(avg.) 図 41.17 － 

DQS high期間（write） tWDQSH 0.35 0.9 tCK(avg.) 図 41.18 － 

DQS low期間（write） tWDQSL 0.35 0.9 tCK(avg.) 図 41.18 － 

DQSプレアンプル時間（write） tWPRE 0.35 － tCK(avg.) 図 41.18 － 

DQSポストアンプル時間（write） tWPST 0.4 0.6 tCK(avg.) 図 41.18 － 
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項目 記号 Min. Max. 単位 参照図*1 備考 

0.63 － DDR2-400 

0.48 － DDR2-533 

DQSに対する DQ/DMセットアップ 

時間（write） 

tWDS 

0.43 － 

ns 図 41.19 

DDR2-667*2 

0.63 － DDR2-400 

0.48 － DDR2-533 

DQSに対する DQ/DMホールド時間 

（write） 

tWDH 

0.43 － 

ns 図 41.19 

DDR2-667*2 

DQ/DM信号幅（write） tWDIPW 0.35 － tCK(avg.) 図 41.19 － 

DQの HiZ遷移時間（write） tHZ tWDH tCK ns 図 41.20 － 

【注】 *1 各信号のタイミングは、以下の電位を基準にしています。 

MCKの出力、MDQSの入出力 ：相補信号のクロスポイント 

MDQの入力  ：VREF 

MCKとMDQS以外の出力 ：0.5×VDD-DDR 

 *2 備考欄の表記「DDR2-667」で使用可能なメモリであっても、本製品の最大周波数 612MHzを超えて使用すること

はできません。 

 

表 41.18 DDR3-SDRAMアクセスタイミング 

【注】 以下、VREFはMVREFDQ端子を示します。 

 
条件：VDD-DDR=1.5V±0.075V、GND=VSS=0V、温度は共通温度条件［AC測定条件の項参照］、表 41.19参照 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図*1 備考 

CK周期 tCK(avg.) 3.27 5.0 ns 図 41.12 DDR3-800*2 

CK high期間 tCH(avg.) 0.47 0.53 tCK(avg.) 図 41.12 DDR3-800*2 

CK low期間 tCL(avg.) 0.47 0.53 tCK(avg.) 図 41.12 DDR3-800*2 

CKに対する制御信号セットアップ時間 tIS 0.52 － ns 図 41.13 DDR3-800*2 

CKに対する制御信号ホールド時間 tIH 0.52 － ns 図 41.13 DDR3-800*2 

コントロール／アドレス信号幅 tIPW － － tCK(avg.) 図 41.13 DDR3-800*2 

CKと DQS間スキュー（read） tRDQSCK -0.3 1.3 ns 図 41.14 DDR3-800*2 

DQS high期間（read） tRDQSH 0.38 － tCK(avg.) 図 41.15 DDR3-800*2 

DQS low期間（read） tRDQSL 0.38 － tCK(avg.) 図 41.15 DDR3-800*2 

DQSプレアンプル時間（read） tRPRE 0.9 － tCK(avg.) 図 41.15 DDR3-800*2 

DQSポストアンプル時間（read） tRPST 0.3 － tCK(avg.) 図 41.15 DDR3-800*2 

DQSと DQ間スキュー（read） tRDQSQ － 0.22 ns 図 41.16 DDR3-800*2 

DQSに対する DQホールド時間（read） tRQH 0.32 － tCK(avg.) 図 41.16 DDR3-800*2 

ライトコマンド発行後初回 DQS 

立ち上がり時間（write） 

tWDQSS -0.18 0.18 tCK(avg.) 図 41.17 DDR3-800*2 

CKに対する DQS立ち下がり 

セットアップ時間（write） 

tWDSS 0.27 － tCK(avg.) 図 41.17 DDR3-800*2 

CKに対する DQS立ち下がり 

ホールド時間（write） 

tWDSH 0.27 － tCK(avg.) 図 41.17 DDR3-800*2 
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項目 記号 Min. Max. 単位 参照図*1 備考 

DQS high期間（write） tWDQSH 0.45 0.55 tCK(avg.) 図 41.18 DDR3-800*2 

DQS low期間（write） tWDQSL 0.45 0.55 tCK(avg.) 図 41.18 DDR3-800*2 

DQSプレアンプル時間（write） tWPRE 0.9 － tCK(avg.) 図 41.18 DDR3-800*2 

DQSポストアンプル時間（write） tWPST 0.3 － tCK(avg.) 図 41.18 DDR3-800*2 

DQSに対する DQ/DMセットアップ 

時間（write） 

tWDS 0.28 － ns 図 41.19 DDR3-800*2 

DQSに対する DQ/DMホールド時間 

（write） 

tWDH 0.28 － ns 図 41.19 DDR3-800*2 

DQ/DM信号幅（write） tWDIPW 0.35 － tCK(avg.) 図 41.19 DDR3-800*2 

DQの HiZ遷移時間（write） tHZ tWDH tCK ns 図 41.20 DDR3-800*2 

【注】 *1 各信号のタイミングは、以下の電位を基準にしています。 

MCKの出力、MDQSの入出力 ：相補信号のクロスポイント 

MDQの入力  ：VREF 

MCKとMDQS以外の出力 ：0.5×VDD-DDR 

 *2 備考欄の表記「DDR3-800」で使用可能なメモリであっても、本製品の最大周波数 612MHzを超えて使用すること

はできません。 

 

表 41.19 入力オーバーシュート／アンダーシュート条件 

 Value Unit 

Maximum peak amplitude allowed for overshoot area. (See Figure below) 0.3 V 

Maximum peak amplitude allowed for undershoot area. (See Figure below) 0.3 V 

Maximum overshoot area above VDD-DDR (See Figure below) 0.19 V-ns 

Maximum undershoot area below VSSQ_18 (See Figure below) 0.19 V-ns 

 

Overshoot Area

Undershoot Area

Maximum Amplitude

Maximum Amplitude

VSSQ_18

VDD-DDR
Volts V

Time ns
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25Ω

本LSI

GND

MDQ 
MDQS 
MDQS# 
MDM

VDD-DDR

VTT=VDD-DDR/2
Output

タイミング定義ポイント

 

図 41.11 出力クロック ACタイミング測定条件 

 

tCH(avg)

tCK(avg)

tCL(avg)

MCK0
MCK0#

 

図 41.12 出力クロック 

 

tIS

tIPW

tIH

MCK0（実線）
MCK0#（破線）

MCKE、MCS#、
MRAS#、MCAS#、
MWE#、MBA[2:0]、
MA[13:0]、MODT

 

図 41.13 コマンド系端子と出力クロックとの関係 
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CL (Cas Latency)

tRDQSCK (Max.)

MDQS[1:0]（実線）
MDQS[1:0]#（破線） 
tRDQSCK最小

MDQS[1:0]（実線）
MDQS[1:0]#（破線） 
tRDQSCK最大

MCK0（実線）
MCK0#（破線）

MCK、MCS#、 
MRAS#、MCAS#、
MWE#、MBA[2:0]、
MA[13:0]

READ
コマンド

tRDQSCK (Min.)

tRDQSCK (Max.)
tRDQSCK (Min.)

 

図 41.14 データリード時の DQS入力 

 

tRPRE tRDQSL

tRDQSH tRPST

HiZ HiZMDQS[1:0]（実線）
MDQS[1:0]#（破線）

 

図 41.15 DQS入力波形の制約（リード時） 
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tRQH

tRQH

HiZ HiZ

MDQ[15:0]
tRDQSQ最小

MDQ[15:0]
tRDQSQ最大

MDQ[15:0]
tRQH

MDQS[1:0]（実線）
MDQS[1:0]#（破線）

tRDQSQ (Min.)

tRDQSQ (Min.)

tRDQSQ (Max.)

tRDQSQ (Max.)

 

図 41.16 DQSに対する DQ入力波形の制約（リード時） 
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WL = CL - 1

tWDSH tWDSS tWDSH tWDSS

tWDSStWDSH tWDSStWDSH

tWDQSS (Max.)

MDQS[1:0]（実線）
MDQS[1:0]#（破線） 
tWDQSS最小

MDQS[1:0]（実線）
MDQS[1:0]# （破線） 
tWDQSS最大

MCK0（実線）
MCK0#（破線）

MCKE、MCS#、
MRAS#、MCAS#、 
MWE#、MBA[2:0]、
MA[13:0]

HiZ HiZ

HiZ HiZ

tWDQSS (Min.)

WRITE
コマンド

 

図 41.17 CKに対する DQS出力波形の関係（ライト時） 

 

tWPRE tWPSTtWDQSL

tWDQSH

HiZ HiZMDQS[1:0]（実線）
MDQS[1:0]#（破線）

 

図 41.18 DQS出力波形の関係（ライト時） 
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tWDS

tWDH

tWDS

tWDH
tWDIPW tWDIPW

MDQ[15:0]
MDM[1:0]

MDQS[1:0]（実線）
MDQS[1:0]#（破線）

 

図 41.19 DQSと DQ/DQM出力波形の関係（ライト時） 

 

MDQ[15:0]

HiZ HiZ

HiZ

tHZ

MDQS[1:0]（実線）
MDQS[1:0]# （破線）

 

図 41.20 DQ出力が HiZへ遷移するまでの時間（ライト時） 
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41.8 ローカルバスステートコントローラ（LBSC） 
表 41.20 標準リード／ライトアクセスタイミング 

条件：温度電圧共通条件（測定条件の項参照）、CL=40pF 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参考図 

アドレス出力遅延時間 tDA 0.0  － 6.0  ns 

CS出力遅延時間 tDCS 0.0  － 6.0 ns 

BS出力遅延時間 tDBS 0.0  － 6.0 ns 

RD出力遅延時間 tDRD 0.0  － 6.0 ns 

RDWR出力遅延時間 tDRW 0.0  － 6.0 ns 

リードデータセットアップ時間 tSD 11.0  － － ns 

リードデータホールド時間 tHD 0.0  － － ns 

WE出力遅延時間 tDWE 0.0  － 6.0 ns 

ライトデータ出力遅延時間 tDD 0.0  － 6.0 ns 

外部ウェイト信号セットアップ時間 tSEW 11.0 － － ns 

外部ウェイト信号ホールド時間 tHEW 0.0  － － ns 

ATADIR出力遅延時間 tDATAD 0.0  － 6.0 ns 

ATAG出力遅延時間 tDATAG 0.0  － 6.0 ns 

DIOR出力遅延時間 tDDIOR 0.0  － 6.0 ns 

DIOW出力遅延時間 tDDIOW 0.0  － 6.0 ns 

図 41.21 

 

表 41.21 バースト ROMリードアクセスタイミング 

条件：温度電圧共通条件、CL=40pF 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参考図 

アドレス出力遅延時間 tDABST 0.0 － 6.0 ns 

CS出力遅延時間 tDCSBST 0.0 － 6.0 ns 

RD出力遅延時間 tDRDBST 0.0 － 6.0 ns 

リードデータセットアップ時間 tSDBST 11.0 － － ns 

リードデータホールド時間 tHDBST 0.0 － － ns 

図 41.22 

 

表 41.22 DMA専用信号アクセスタイミング 

条件：温度電圧共通条件、CL=40pF 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参考図 

DMA転送要求信号セットアップ時間 tSDRQ 11.0 － － ns 

DMA転送要求信号ホールド時間 tHDRQ 0.0 － － ns 

DMA転送終了通知信号出力遅延時間 tDDAK 0.0 － 6.0 ns 

DMA受付確認信号出力遅延時間 tDDRQ 0.0 － 6.0 ns 

図 41.23 
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表 41.23 ATAインタフェース UltraATA転送タイミング 

条件：温度電圧共通条件、CL=40pF 

Mode 0 Mode 1 Mode 2 Mode 3 Mode 4 項目 記号 

Min. Max. Min. Max. Min. Max. Min. Max. Min. Max. 

単位 参照図 

平均サイクル 

時間 

（2サイクル分） 

t2CYCTYP 240 － 160 － 120 － 90 － 60 － ns 

サイクル時間 tCYC 112 － 73 － 54 － 39 － 25 － ns 

最小サイクル 

時間 

（2サイクル分） 

t2CYC 230 － 153 － 115 － 86 － 57 － ns 

データセット 

アップ時間 

（受け側） 

tDS 15 － 10 － 7 － 7 － 5 － ns 

データホールド 

時間（受け側） 

tDH 5 － 5 － 5 － 5 － 5 － ns 

データセット 

アップ時間 

（送り側） 

tDVS 70 － 48 － 31 － 20 － 6.7 － ns 

データホールド 

時間（送り側） 

tDVH 6.2 － 6.2 － 6.2 － 6.2 － 6.2 － ns 

CRCデータ 

セットアップ 

時間（送り側） 

tCVS 70 － 48 － 31 － 20 － 6.7 － ns 

CRCデータ 

ホールド時間 

（送り側） 

tCVH 6.2 － 6.2 － 6.2 － 6.2 － 6.2 － ns 

ストローブの 

ドライブから 

最初の 

STROBEまでの 

セットアップ 

時間（送り側） 

tZFS 0 － 0 － 0 － 0 － 0 － ns 

データの 

ドライブから 

最初の 

STROBEまでの 

セットアップ 

時間（送り側） 

tDZFS 70 － 48 － 31 － 20 － 6.7 － ns 

図 41.24 

～ 

図 41.33 
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Mode 0 Mode 1 Mode 2 Mode 3 Mode 4 項目 記号 

Min. Max. Min. Max. Min. Max. Min. Max. Min. Max. 

単位 参照図 

最初の 

STROBE時間 

tFS － 230 － 200 － 170 － 130 － 120 ns 

制限付き 

インターロック 

時間 

tLI 0 150 0 150 0 150 0 100 0 100 ns 

最小 

インターロック 

時間 

tMLI 20 － 20 － 20 － 20 － 20 － ns 

制限なし 

インターロック 

時間 

tUI 0 － 0 － 0 － 0 － 0 － ns 

出力リリース時

間 

tAZ － 10 － 10 － 10 － 10 － 10 ns 

出力ディレイ時

間 

tZAH 20 － 20 － 20 － 20 － 20 － ns 

出力確定時間 

（リリースか

ら） 

tZAD 0 － 0 － 0 － 0 － 0 － ns 

エンベローブ時

間 

tENV 20 70 20 70 20 70 20 55 20 55 ns 

最終の 

STROBE時間 

tRFS － 75 － 70 － 60 － 60 － 60 ns 

STOPをアサー

ト 

または 

DMARQを 

ネゲートする 

までの時間 

tRP 160 － 125 － 100 － 100 － 100 － ns 

IORDYを 

リリースする 

までの時間 

tIORDYZ － 20 － 20 － 20 － 20 － 20 ns 

STROBEを 

ドライブする 

までの時間 

tZIORDY 0 － 0 － 0 － 0 － 0 － ns 

DMACK# 

セットアップ／ 

ホールド時間 

tACK 20 － 20 － 20 － 20 － 20 － ns 

STROBE  

STOP時間 

tSS 50 － 50 － 50 － 50 － 50 － ns 

図 41.24 

～ 

図 41.33 
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 tDBS tDBS

CLKOUT

A25～0

CS0#, CS1#/A26,
EX_CS0#, EX_CS1#, 
EX_CS2#, EX_CS3#,
EX_CS4#, EX_CS5#, 
ATACS0#, ATACS1#

BS#

EX_WAIT2、
EX_WAIT1、
EX_WAIT0

D15～0
（リード時）

D15～0
（ライト時）

RD/WR#

WE3#,WE2# 
WE1#, WE0#

 tDA  tDA

 tDCS  tDCS

 tDRW  tDRW

 tDATAD  tDATAD

tDATAG tDATAG

 tDRD  tDRD

 tDWE  tDWE

ATAWR#

 tDDIOW  tDDIOW

 tDD  tDD

tHDtSD

tSEW tHEW

ATADIR#

ATAG#

RD#

 tDDIOR tDDIOR
ATARD#

 

図 41.21 標準リード／ライト アクセスタイミング 
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 tDABST

 tDCSBST  tDCSBST

 tDRDBST  tDRDBST

 tDABST

 tHDBST

 tSDBST

 tDABST  tDABST  tDABST

CLKOUT

A25～0

D15～0

CS0#

RD#

 tHDBST

 tSDBST

 tHDBST

 tSDBST

 tHDBST

 tSDBST

 

図 41.22 バースト ROMリードアクセスタイミング 

 

 tSDRQ

 tDDRQ

 tDDAK  tDDAK

 tDDRQ

 tHDRQ

CLKOUT

DREQ0#/ATADREQ
DREQ1#/ATADREQ
DREQ2#

DRACK0

DACK0/ATADACK#
DACK1/ATADACK#
DACK2

 

図 41.23 DMA専用信号アクセスタイミング 
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(DSTROBE) 
EX_WAIT[2:0] 
（デバイス）

(HDMARDY#)
DIOR#
（ホスト）

 (STOP)
DIOW#
（ホスト）

CS1#/A26
EX_CS[2:0]#
A[2:0]

リードデータ
D[15:0]

DACK1
（ホスト）

DREQ1#
（デバイス）

tACK

tUI

tZIORDY

tDVStAZ

tENV tFS

tDZFS
tZFS

tACK

tENV tFStACK

tDVH

tZAD

tZAD

 

図 41.24 UltraDMA転送開始（リード） 

(DSTROBE)
EX_WAIT[2:0]

リードデータ
D[15:0]

t2CYC t2CYCTYP
tCYC

tDVH tDVStDVHtDVS tDVH

tCYC
t2CYC

 

図 41.25 UltraDMA転送（リード） 
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リードデータ
D[15:0]

DREQ1#
（デバイス）

DACK1
（ホスト）

 (STOP)
DIOW#
（ホスト）

(HDMARDY#)
DIOR#
（ホスト）

(DSTROBE) 
EX_WAIT[2:0] 
（デバイス）

tRFS

tRP

 

図 41.26 UltraDMAホストからのポーズ（リード） 

リードデータ
D[15:0]

DREQ1#
（デバイス）

DACK1
（ホスト）

 (STOP)
DIOW#
（ホスト）

(HDMARDY#)
DIOR#
（ホスト）

(DSTROBE) 
EX_WAIT[2:0] 
（デバイス）

tACK

tCVHtCVStZAH

tAZ

CRC

tSS

tLI

tLI tLI tACK

tACK

tIORDYZ

tMLI

CS1#/A26
EX_CS[2:0]#
A[2:0]

 

図 41.27 デバイスからの UltraDMA転送終了（リード） 
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リードデータ
D[15:0]

DREQ1#
（デバイス）

DACK1
（ホスト）

 (STOP)
DIOW#
（ホスト）

(HDMARDY#)
DIOR#
（ホスト）

(DSTROBE) 
EX_WAIT[2:0] 
（デバイス）

CS1#/A26
EX_CS[2:0]#
A[2:0]

tACK

tCVHtCVS

tZAH

tAZ

CRC

tRFS tLI

tMLI

tRP tACK

tACK

tIORDYZ

tMLI
tLI

 

図 41.28 ホストからの UltraDMA転送終了（リード） 
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ライトデータ
D[15:0]

DREQ1#
（デバイス）

DACK1
（ホスト）

 (STOP)
DIOW#
（ホスト）

(DDMARDY#)
EX_WAIT[2:0] 
（デバイス）

(HSTROBE) 
DIOR#
（ホスト）

CS1#/A26
EX_CS[2:0]#
A[2:0]

tACK

tACK

tDVS

tDZFS

tENV

tLI

tUI

tACK

tZIORDY

tUI

tDVH

 

図 41.29 UltraDMA転送開始（ライト） 

tDVHtDVStDVHtDVH tDVS

t2CYC
tCYCtCYC

t2CYC

ライトデータ
D[15:0]

(HSTROBE) 
DIOR#
（ホスト）

 

図 41.30 UltraDMA転送（ライト） 
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ライトデータ
D[15:0]

DREQ1#
（デバイス）

DACK1
（ホスト）

 (STOP)
DIOW#
（ホスト）

(DDMARDY#)
EX_WAIT[2:0] 
（デバイス）

(HSTROBE) 
DIOR#
（ホスト）

tRFS

tRP

 

図 41.31 UltraDMAデバイスからのポーズ（ライト） 
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ライトデータ
D[15:0]

DREQ1#
（デバイス）

DACK1
（ホスト）

 (STOP)
DIOW#
（ホスト）

(DDMARDY#)
EX_WAIT[2:0] 
（デバイス）

(HSTROBE) 
DIOR#
（ホスト）

CS1#/A26
EX_CS[2:0]#
A[2:0]

tACK

tACK

tIORDYZ

tLI

tACK

tMLI
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tSS

tCVHtCVS

CRC

 

図 41.32 ホストからの UltraDMA転送終了（ライト） 
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tACK
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tIORDYZ
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tRP

tRFS tLI

tCVHtCVS

CRC
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D[15:0]

DREQ1#
（デバイス）

DACK1
（ホスト）

 (STOP)
DIOW#
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(DDMARDY#)
EX_WAIT[2:0] 
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図 41.33 デバイスからの UltraDMA転送終了（ライト） 
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41.9 割り込みコントローラ（INTC、INTC2） 
表 41.24 INTCモジュール信号タイミング 

条件：温度電圧共通条件 

項   目 記号 Min Max. 単位 参照図 備考 

NMI/IRQn（n＝0～3）パルス幅 

（High時） 

tNMIH/tIRQH 5 － tcyc 図 41.34 通常時 

スリープ時 

NMI/IRQn（n＝0～3）パルス幅 

（Low時） 

tNMIL/tIRQL 5 － tcyc 図 41.34 通常時 

スリープ時 

【注】 tcycは clks1（内部クロック）クロックの 1サイクル時間を示します。 

パルス幅がMin値より短い場合、割り込みを検出できないことがあります。 

NMI/IRQn

tNMIL/tIRQLtNMIH/tIRQH

 

図 41.34 NMI/IRQn入力タイミング 
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41.10 ビデオ入力 0（VIN0） 
表 41.25 ビデオ入力タイミング 

条件：温度電圧共通条件、CL=0pF 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参考図 

VI_CLKサイクル時間 tVCcyc 12.5 37 － ns 

データセットアップ時間 tVCDs 5 － － ns 

データホールド時間 tVCDh 3 － － ns 

同期信号セットアップ時間 tVCCEs 5 － － ns 

同期信号ホールド時間 tVCCEh 3 － － ns 

VI_HSYNC#ホールドサイクル tVCMcyc 8   サイクル 

図 41.35 

 

ITU-R BT.601/BT.1358 取り込み開始タイミングと電気的特性

ITU-R BT.656 取り込み開始タイミングと電気的特性

VI_VSYNC#

VI_VSYNC#

VI_HSYNC#

VI_HSYNC#

VI_CLKENB

VI_CLKENB

VI_R[5:0]
VI_G[5:0]
VI_B[5:0]

VI_G[5:0]
VI_B[5:0]

VI_FIELD

VI_FIELD

VI_CLK

VI_CLK

取り込み開始tVCcyc

tVCMcyc

tVCCEs tVCCEh

tVCDs tVCDh

tVCDs tVCDh

Valid
DATA

Valid
DATASAV

tVCcyc

※有効なSAV以降のデータを取り込む

 

図 41.35 取り込み開始タイミングと電気的特性 
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41.11 ビデオ入力 1（VIN1） 
表 41.26 VINモジュール信号タイミング 

条件：温度電圧共通条件 

項   目 記号 min typ max 単位 参考図 

VINn入力ホールド時間 tVIDH 5 － － ns 

VINn入力セットアップ時間 tVIDS 5 － － ns 

同期信号ホールド時間 tVCCEH 5 － － ns 

同期信号セットアップ時間 tVCCES 5 － － ns 

VICLKクロック周期 tVICYC 34 37 40 ns 

図 41.36 

 

VIN7～VIN0

VICLK

VIN7～VIN0

vi_clkenb

vi_field

vi_hsync

vi_vsync

VICLK

ITU-R BT.656　電気的特性

ITU-R BT.601　電気的特性

tVIDS

tVIDS
tVIDH

tVCCES
tVCCEH

tVICYC

tVICYC

tVIDH

Valid Data

Valid

Valid

Valid

Valid 
Data

 

図 41.36 ビデオ入力タイミング 
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41.12 ディスプレイユニット（DU） 
表 41.27 DOTCLKINタイミング 

条件：温度電圧共通条件、CL=20pF 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図 

DOTCLKINサイクル時間 tDICYC 8.4 － 200 ns 

DOTCLKIN Highレベル時間 tDCKIH 3 － － ns 

DOTCLKIN Lowレベル時間 tDCKIL 3 － － ns 

図 41.37 

 

表 41.28 表示タイミング 

条件：温度電圧共通条件、CL=20pF 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図 

表示入力制御信号*1セットアップ時間 tDS1 5 － － ns 

表示入力制御信号*1ホールド時間 tDH1 3 － － ns 

図 41.38 

（DOTCLKIN基準） 

DOTCLKOUT出力サイクル時間 tDCYC 10 － 200 ns 

DOTCLKOUT出力 Highレベル幅 tDCKH 2 － － ns 

表示入力制御信号*1セットアップ時間*4 tDS2 16 － － ns 

表示入力制御信号*1ホールド時間*4 tDH2 -3 － － ns 

表示出力制御信号*2出力遅延時間 tDD 0 － 7 ns 

表示デジタルデータ*3出力遅延時間 tDD 0 － 7 ns 

図 41.39 

（DOTCLKOUT基準） 

EXHSYNC#入力 Lowレベル幅 tEXHLW 4tDCYC － － ns 

EXHSYNC#入力 Highレベル幅 tEXHHW 4tDCYC － － ns 

EXVSYNC#入力 Lowレベル幅 tEXVLW 3HC － － tDCYC

VSYNC入力に対するODDF#Setup時間 tOD1 (ys+yw)×HC － － tDCYC

VSYNC入力に対する ODDF#Hold時間 tOD2 1HC － － tDCYC

図 41.40 

【注】 ys：VSYNCの立ち上がりから表示画面垂直方向の表示開始位置まで（単位：ラスタライン数） 

yw：表示画面の垂直表示期間（単位：ラスタライン数） 

HC：水平走査期間（単位：ドットクロック） 

 *1 表示入力制御信号に対応する端子名については、表 41.29を参照してください。 

 *2 表示出力制御信号に対応する端子名については、表 41.29を参照してください。 

 *3 表示デジタルデータに対応する端子名については、表 41.29を参照してください。 

 *4 DOTCLKINからクロックを供給し、分周しないで DOTLCKOUTから出力する場合です。 
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表 41.29 表示信号と端子名の対応表 

表示信号 端子名 

DU0_EXVSYNC/DU0_VSYNC 

DU0_EXHSYNC/DU0_HSYNC 

表示入力制御信号 

DU0_EXODDF/DU0_ODDF 

DU0_EXVSYNC/DU0_VSYNC 

DU0_EXHSYNC/DU0_HSYNC 

DU0_EXODDF/DU0_ODDF 

DU0_DISP 

表示出力制御信号 

DU0_CDE 

DU0_DR7 

DU0_DR6 

DU0_DR5 

DU0_DR4 

DU0_DR3 

DU0_DR2 

DU0_DR1 

DU0_DR0 

DU0_DG7 

DU0_DG6 

DU0_DG5 

DU0_DG4 

DU0_DG3 

DU0_DG2 

DU0_DG1 

DU0_DG0 

DU0_DB7 

DU0_DB6 

DU0_DB5 

DU0_DB4 

DU0_DB3 

DU0_DB2 

DU0_DB1 

表示デジタルデータ 

DU0_DB0 
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tDCKIH

VIH VIH

1/2VDD1/2VDD
VILVIL

tDCKIL

tDICYC

DU0_DOTCLKIN 

 

図 41.37 DOTCLKINクロック入力タイミング 

 

表示入力制御信号* (入力)

【注】*　表示入力制御信号に対応する端子名は、表41.29を参照してください。

DU0_DOTCLKIN

tDH1tDS1

 

図 41.38 表示タイミング（DOTCLKIN基準） 
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表示デジタルデータ* (出力)

【注】*　表示入力制御信号、表示出力制御信号、表示デジタルデータに対応する端子名については、 
 表41.29を参照してください。

表示入力制御信号*  (出力)

DU0_DOTCLKOUT 
 (出力)

tDD

tDH2tDS2

表示出力制御信号* (出力)

tDDtDD

tDCYC

tDCKH

 

図 41.39 表示タイミング（DOTCLKOUT基準） 

 

DU0_EXODDF/DU0_ODDF 
 (入力)

DU0_EXHSYNC/DU0_HSYNC 
 (入力)

DU0_EXVSYNC/DU0_VSYNC 
 (入力)

tOD1

tEXVHW

tEXHHW tEXHLW

tOD2

 

図 41.40 TV同期モード表示タイミング 
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41.13 LCDコントローラ（LCDC） 
表 41.30 LCDCモジュール信号タイミング 

条件：温度電圧共通条件 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

LCD_CLK入力クロック周波数 tFREQ － 54 MHz 

LCD_CLK入力クロック立ち上がり時間 tr － 3 ns 

LCD_CLK入力クロック立ち下がり時間 tf － 3 ns 

LCD_CLK入力クロックデューティ tDUTY 90 110 % 

 

クロック（LCD_CL2）サイクル時間 tCC 25 － ns 

クロック（LCD_CL2）Highレベルパルス幅 tCHW 7 － ns 

クロック（LCD_CL2）Lowレベルパルス幅 tCLW 7 － ns 

クロック（LCD_CL2）遷移時間（立ち上がり／立ち下がり） tCT － 3 ns 

データ（LCD_DATA）遅延時間 tDDdo –3.5 3 ns 

表示許可（LCD_M_DISP）遅延時間 tIDdo –3.5 3 ns 

水平同期信号（LCD_CL1）遅延時間 tHDdo –3.5 3 ns 

垂直同期信号（LCD_FLM）遅延時間 tVDdo –3.5 3 ns 

図 41.41 

【注】 Pckは周辺クロックの周波数を示します。 

 

tDD tDT

tCHW tCLW tCT tCT tCC

0.8VCCQ
0.2VCCQ

tDT

LCD_DATA0～15

LCD_CL2

LCD_M_DISP

LCD_CL1

LCD_FLM

tID tIT

0.8VCCQ
0.2VCCQ

tIT

tHD tHT

0.8VCCQ
0.2VCCQ

tHT

tVTtVD

0.8VCCQ
0.2VCCQ

0.8Vcc

tVT

0.2Vcc

 

図 41.41 LCDCモジュール信号タイミング 
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41.14 シリアルサウンドインタフェース（SSI） 
表 41.31 SSIインタフェース信号タイミング 

条件：温度電圧共通条件、CL=30pF 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 備考 参考図 

出力クロック周期 tO 80 － 3364 ns － 

入力クロック周期 tI 80 － 3364 ns － 

クロック High期間 tHC 35 － － ns 双方向 

クロック Low期間 tLC 35 － － ns 双方向 

クロック立ち上がり時間 tRC － － 20 ns 出力（100pF） 

図 41.42 

出力遅延 tD 0 － 25 ns － 

セットアップ時間 tS 17 － － ns － 

ホールド時間 tH 5 － － ns － 

図 41.43～ 

図 41.48 

AUDIO_CLK周波数 fAUDIO 3.072 － 24.576 MHz － 図 41.49 

 

tI ,tO

tHC

SSI_SCK0
SSI_SCK1

SSI_SCK23

tLC

tRC

 

図 41.42 クロック入出力タイミング 

 

tD

tD

SSI_SCK0
SSI_SCK1
SSI_SCK23

SSI_WS0
SSI_WS1
SSI_WS23

SSI_SDATA0
SSI_SDATA1
SSI_SDATA2
SSI_SDATA3

送信データ

tHtS

SSICR.SCKD=Don't care、SSICR.SWSD=1、SSICR.SCKP=0、SSICR.SWSP=Don't care

受信データ

 

図 41.43 SSIタイミング（1）マスタモード、SSI_SCK立ち上りでサンプリング 
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tD

tD

SSI_SCK0
SSI_SCK1
SSI_SCK23

SSICR.SCKD=Don't care、SSICR.SWSD=1、SSICR.SCKP=1、SSICR.SWSP=Don't care

SSI_WS0
SSI_WS1
SSI_WS23

SSI_SDATA0
SSI_SDATA1
SSI_SDATA2
SSI_SDATA3

送信データ

tHtS

受信データ

 

図 41.44 SSIタイミング（2）マスタモード、SSI_SCK立ち下りでサンプリング 

 

tS tH

tD

SSI_SCK0
SSI_SCK1
SSI_SCK23

SSI_WS0
SSI_WS1
SSI_WS23

SSI_SDATA0
SSI_SDATA1
SSI_SDATA2
SSI_SDATA3

送信データ

tHtS

SSICR.SCKD=Don't care、SSICR.SWSD=0、SSICR.SCKP=0、SSICR.SWSP=Don't care

受信データ

 

図 41.45 SSIタイミング（3）スレーブモード、SSI_SCK立ち上りでサンプリング 
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tS tH

tD

SSI_SCK0
SSI_SCK1
SSI_SCK23

SSI_WS0
SSI_WS1
SSI_WS23

SSI_SDATA0
SSI_SDATA1
SSI_SDATA2
SSI_SDATA3

送信データ

tHtS

SSICR.SCKD=Don't care、SSICR.SWSD=0、SSICR.SCKP=1、SSICR.SWSP=Don't care

受信データ

 

図 41.46 SSIタイミング（4）スレーブモード、SSI_SCK立ち下りでサンプリング 

 

tD

SSI_WS0
SSI_WS1
SSI_WS23

SSI_SDATA0
SSI_SDATA1
SSI_SDATA2
SSI_SDATA3

送信データ(MSB)

非圧縮、スレーブ送信（SONYフォーマット、または松下フォーマットでパディングビットなし）の設定における
MSBビットの出力タイミング
SSICR.SCKD=0、SSICR.SWSD=0、SSICR.DEL=1、SSICR.CPEN=0、SSICR.TRMD=1、SSITDM.TDM=0
SSICR.SDTA=0、またはSSICR.SDTA=1でSSICR.SWL=SSICR.DWL

 

図 41.47 SSIタイミング（5）スレーブモード（SONY/Panasonicフォーマット） 
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tD

SSI_WS0
SSI_WS1
SSI_WS23

SSI_SDATA0
SSI_SDATA1
SSI_SDATA2
SSI_SDATA3

データワード1の
送信データ(MSB)

TDMモード、スレーブ送信（シリアルデータディレイ遅延なし）の設定におけるMSBビットの出力タイミング
SSICR.SCKD=0、SSICR.SWSD=0、SSICR.DEL=1、SSICR.CPEN=0、SSICR.TRMD=1、SSITDM.TDM=1
SSICR.SDTA=0、またはSSICR.SDTA=1でSSICR.SWL=SSICR.DWL

 

図 41.48 SSIタイミング（6）TDMモード 

 

fAUDIO

AUDIO_CLKA
AUDIO_CLKB
AUDIO_CLKC

 

図 41.49 AUDIO_CLKタイミング 
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41.15 I2Cバスインタフェース 3 
表 41.32 I2C信号タイミング 

条件：温度電圧共通条件、CL=400pF 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参考図 

I2C_SCL周波数 tICYC － － 400 kHz 

I2C_SCLローレベル時間 tLOW 1/(2×tICYC)-100 － － ns 

I2C_SCLハイレベル時間 tHIGH 600 － － ns 

I2C_SCL/I2C_SDA立ち下がり時間 tICF － － 250 ns 

I2C_SDAバスフリー時間 tICBF 1300 － － ns 

I2C_SCL START条件ホールド時間 tICH 600 － － ns 

I2C_SCL繰り返し START条件セット 

アップ時間 

tICS 600 － － ns 

I2C_SDA STOP条件セットアップ時間 tICST 600 － － ns 

I2C_SDAセットアップ時間 tDAS 100 － － ns 

I2C_SDAホールド時間 tICDH 0 － 900 ns 

図 41.50 

 

SCLn

S ：開始条件
P ：終了条件
Sr ：再送信開始条件

SDAn

P S Sr P

tICBF

tICF

tICYC

tICDH
tICF

tICS

tICST

tDAStICH

tLOW tHIGH
n ：チャネル番号

 

図 41.50 I2C信号タイミング 
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41.16 シリアルペリフェラルインタフェース（HSPI） 
表 41.33 HSPIタイミング 

条件：温度電圧共通条件、CL=30pF 

モード 項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参考図 

HSPIクロックサイクル tSPICYC － － clkp/8 MHz 

HSPIクロックハイ幅 tSPIHW 4clkp － － ns 

HSPIクロックロー幅 tSPILW 4clkp － － ns 

HSPI TXセットアップ時間 tSUSPITX 20 － － ns 

HSPI TX遅延時間 tDSPITX － － 20 ns 

HSPI RXセットアップ時間 tSUSPIRX 20 － － ns 

MASTER 

HSPI RXホールド時間 tHLSPIRX 20 － － ns 

HSPIクロックサイクル tSPICYC － － clkp/8 MHz 

HSPIクロックハイ幅 tSPIHW 4clkp － － ns 

HSPIクロックロー幅 tSPILW 4clkp － － ns 

HSPI TX遅延時間 tDSPITX － － 3clkp + 20 ns 

HSPI RXセットアップ時間 tSUSPIRX 20 － － ns 

HSPI RXホールド時間 tHLSPIRX 1clkp + 5 － － ns 

SLAVE 

HSPI CSリード時間 tCSLEAD － － 3clkp + 20 ns 

図 41.51 

 

tSUSPIRX

tSUSPIRX

tDSPITX tDSPITX

tSUSPITX tDSPITX

tSPIHWtSPILW

tSPICYC

MSB MSB-1

tCSLEAD

tHLSPIRX

tHLSPIRX

MSB

MSB MSB-1

MSB-1MSBHSPI_RX

HSPI_RX

HSPI_CS#

HSPI_TX

(CLKP=0)
HSPI_CLK

(CLKP=1)
HSPI_CLK

HSPI_TX

MSB-1 MSB-2

（FBS=0のとき）

（FBS=1のとき）

 

図 41.51 HSPIタイミング 
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41.17 FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 
表 41.34 SCIF信号タイミング 

条件：温度電圧共通条件、CL=30pF 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参考図 

入力クロックサイクル（調歩同期） tSCYC 4 － － tCYC 

入力クロックサイクル（クロック同期） tSCYC 8 － － tCYC 

入力クロックパルス幅 tSCKW 0.4 － 0.6 tSCYC 

入力クロック立ち上がり時間 tSCKr － － 0.8 tCYC 

入力クロック立ち下がり時間 tSCKf － － 0.8 tCYC 

図 41.52 

送信データ遅延時間 tTXD － － 4 tCYC 

受信データセットアップ時間（クロック同期） tRXS 4 － － tCYC 

受信データホールド時間（クロック同期） tRXH 1 － － tCYC 

図 41.53 

【注】 tCYCは IOクロック（clkp）の 1サイクル時間を示します。 

 

BRGCLK
(内部信号)

 tSCYC

 tSCKW

 tSCKf  tSCKr

【注】 BRGCLKはSCIF内部信号です。外部クロック用ボーレートジェネレータ（BRG）の出力信号BRGCLKが、 
 この特性を満足するように、入力クロック、BRGのDLレジスタとCKSレジスタを設定してください。  

図 41.52 入力クロックタイミング 

TXn

RXn

SCKn

tTXDtTXD

tSCYC

tRXS tRXH

n：チャネル番号  

図 41.53 クロック同期式モード時の入出力タイミング 
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41.18 IrDA 

電気的特性に関しては、SCIFを参照してください。 
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41.19 ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース 
表 41.35 ルネサスシリアルペリフェラルインタフェースタイミング 

条件：温度電圧共通条件 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

マスタ 1 2048 RSPCKクロックサイクル 

スレーブ 

tSPcyc 

4 2048 

tclkp 

マスタ 0.4 － RSPCKクロックハイレベル 

パルス幅 スレーブ 

tSPCKWH 

0.4 － 

tSPcyc

マスタ 0.4 － RSPCKクロックローレベル 

パルス幅 スレーブ 

tSPCKWL 

0.4 － 

tSPcyc

図 41.54 

マスタ 15 － ns データ入力セットアップ時間 

スレーブ 

tSU 

0 － tclkp 

マスタ 0 － ns データ入力ホールド時間 

スレーブ 

tH 

2 － tclkp 

マスタ 1 8 tSPcycSSLセットアップ時間 

スレーブ 

tLEAD 

2 － tclkp 

マスタ 1 8 tSPcycSSLホールド時間 

スレーブ 

tLAG 

2 － tclkp 

マスタ － 11 ns データ出力遅延時間 

スレーブ 

tOD 

－ 2 tclkp 

マスタ 0 － ns データ出力ホールド時間 

スレーブ 

tOH 

1 － tclkp 

マスタ 1×tSPcyc＋

1×tclkp 

8×tSPcyc＋

1×tclkp 

連続送信遅延時間 

スレーブ 

tTD 

2×tclkp － 

ns 

図 41.55～図 41.58 

スレーブアクセス時間 tSA － 2 tclkp 

スレーブ出力解放時間 tREL － 2 tclkp 

図 41.57、図 41.58 

【注】 tclkp：Min.＝20ns（50MHz） 
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tSPCKWH

VOLVOL

VOHVOH

tSPCKWL

tSPcyc

RSPCK

tSPCKWH

VILVILVIL

VIHVIHVIHVIH

tSPCKR tSPCKF

tSPCKWL

tSPcyc

RSPCK

 

図 41.54 クロックタイミング 

SSL

RSPCK
CP0L 0

RSPCK
CP0L 1

MISO

MOSI

tLEAD

tTD

tLAG

tSU tH

tOH tOD

MSB IN DATA LSB IN MSB IN

MSB OUT DATA LSB OUT IDLE MSB OUT

 

図 41.55 送受信タイミング（マスタ、CPHA＝0） 
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SSL

RSPCK
CP0L 0

RSPCK
CP0L 1

MISO

MOSI

tLEAD

tTD

tLAG

tOD

tSU tH

tOH

MSB IN DATA LSB IN MSB IN

MSB OUT DATA LSB OUT IDLE MSB OUT

 

図 41.56 送受信タイミング（マスタ、CPHA＝1） 

SSL

RSPCK
CP0L 0

RSPCK
CP0L 1

MISO

MOSI

tLEAD

tSA

tTD

tLAG

tSU tH

tODtOH

MSB OUT DATA IDLELSB OUT MSB OUT

MSB INMSB IN LSB INDATA

 

図 41.57 送受信タイミング（スレーブ、CPHA＝0） 
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tLEAD

tSA

tTD

tLAG

tSU tH

tRELtODtOH

LSB OUT
（Last data） LSB OUTDATA MSB OUT

MSB INMSB IN LSB INDATA

tDR、tDF

MSB OUT IDLE

SSL

RSPCK
CP0L 0

RSPCK
CP0L 1

MISO

MOSI

 

図 41.58 送受信タイミング（スレーブ、CPHA＝1） 
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41.20 ホストインタフェース（HIF） 
表 41.36 HIFモジュール信号タイミング 

条件：温度電圧共通条件 

項目 記号 min max 単位 参照図 

リードバスサイクル時間 tHIFCYCR 6.0 － tpcyc 

ライトバスサイクル時間 tHIFCYCW 6.0 － tpcyc 

アドレスセットアップ時間 tHIFAS 1.0 － tpcyc 

アドレスホールド時間 tHIFAH 1.0 － tpcyc 

リードロー幅（リード時） tHIFWRL 3.0 － tpcyc 

ライトロー幅（ライト時） tHIFWWL 3.0 － tpcyc 

リード／ライトハイ幅 tHIFWRWH 3.0 － tpcyc 

読み出しデータ遅延時間 tHIFRDD － 2×tpcyc+ 10 ns 

読み出しデータホールド時間 tHIFRDH 0 － ns 

書き込みデータセットアップ時間 tHIFWDS tpcyc+10 － ns 

書き込みデータホールド時間 tHIFWDH 10 － ns 

図 41.59 

HIFINT出力遅延時間 tHIFITD － 20 ns 

HIFDREQ出力遅延時間 tHIFDQD － 20 ns 

図 41.60 

HIFRDY出力遅延時間（MD0＝0） tHIFRYD － 3100 tpcyc 

HIFRDY出力遅延時間（MD0＝1） tHIFRYD － 61000 tpcyc 

HIF端子イネーブル遅延時間 tHIFEBD － 20 ns 

HIF端子ディスエーブル遅延時間 tHIFDBD － 20 ns 

図 41.61 

【注】 1. tpcycは周辺クロック（Pφ）の周期を示します。 

 2. tHIFASは、HIFCS信号の LOW期間と HIFRD信号、または HIFWR信号の LOW期間のオーバラップ期間の開始に対

して規定されます。 

 3. tHIFAHは HIFCS信号の LOW期間と HIFRD信号、または HIFWR信号の LOW期間のオーバラップ期間の終了に対

して規定されます。 

 4. tHIFWRL期間は HIFCS信号の LOW期間と HIFRD信号の LOW期間のオーバラップ期間で規定されます。 

 5. tHIFWWL期間は HIFCS信号の LOW期間と HIFWR信号の LOW期間のオーバラップ期間で規定されます。 
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HIFRS

HIFCS

HIFRD

HIFWR

HIFD15～ 
　HIFD00

tHIFWRL

tHIFCYCR tHIFCYCW

tHIFWWL

tHIFWRWH

tHIFWDStHIFRDHtHIFRDD

tHIFAS tHIFAStHIFAH tHIFAH

tHIFWDH

リードデータ ライトデータ

 

図 41.59 HIFアクセスタイミング 

CLKOUT

HIFINT

HIFDREQ

tHIFDQD

tHIFITD

 

図 41.60 HIFINT、HIFDREQタイミング 

tHIFDBD

tHIFRYD tHIFRYD

tHIFEBD

HIFD15～HIFD0

HIFEBL

HIFINT

PRESET

HIFDREQ
HIFRDY

HIFRDY

 

図 41.61 HIFRDY、HIF端子イネーブル／ディスエーブルタイミング 
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41.21 USB 

41.21.1 High Speedトランシーバ特性 

表 41.37 High Speedトランシーバ特性 

条件：VDD＝VDD-PLL＝AV12＝1.15～1.3V、 

VCCQ＝VCC＝VCCQ-PLL＝AV33＝AVCC＝AVREF＝3.3V、 

VSS＝VSS-PLL＝AG＝AVSS＝0V 

温度は共通温度条件 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 備考 

入力コモンモード電圧範囲 VHSCM -50 － 500 mV  

差動入力電位 Vdiff 150 － － mV  

スケルチ検出電圧 VHSSQ 100 － 150 mV  

入力

特性 

ディスコネクト電圧 VHSDSQ 525 － 625 mV  

アイドル状態出力電圧 VHSOI -10 － 10 mV  

"H"出力電圧 VHSOH 360 － 440 mV  

"L"出力電圧 VHSOL -10 － 10 mV  

チャープ J出力電圧（差動電圧） VCHIRPJ 700 － 1100 mV  

チャープ K出力電圧（差動電圧） VCHIRPK -900 － -500 mV  

出力

特性 

データ転送速度 THSDRAT 479.76 480 480.24 Mb/s  

 

41.21.2 Full/Low Speedトランシーバ特性 

表 41.38 Full/Low Speedトランシーバ特性（入力側） 

条件：VDD＝VDD-PLL＝AV12＝1.15～1.3V、 

VCCQ＝VCC＝VCCQ-PLL＝AV33＝AVCC＝AVREF＝3.3V、 

VSS＝VSS-PLL＝AG＝AVSS＝0V 

温度は共通温度条件 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 備考 

VIH 20 － － V  入力電圧 

VIL － － 0.8 V  

差動入力感度 VDI 0.2 － － V | D+－D- | 

入力

特性 

差動入力コモンモードレンジ VCM 0.8 － 2.5 V  
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表 41.39 Full/Low Speedトランシーバ特性（出力側） 

条件：VDD＝VDD-PLL＝AV12＝1.15～1.3V、 

VCCQ＝VCC＝VCCQ-PLL＝AV33＝AVCC＝AVREF＝3.3V、 

VSS＝VSS-PLL＝AG＝AVSS＝0V 

温度は共通温度条件 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 備考 

VOH 2.8 － VCC V  出力電圧 

VOL － － 0.3 V  

立ち上がり時間* TR 75 － 300 ns  

立ち下がり時間* TF 75 － 300 ns  

マッチング TRFM 80 － 125 %  

Low Speed 

Mode 

（図 41.62） 

クロスオーバ電圧 TCRS 1.3 － 2.0 V  

立ち上がり時間* TR 4 － 20 ns  

立ち下がり時間* TF 4 － 20 ns  

マッチング TRFM 90 － 111.1 %  

出力

特性 

Full Speed 

Mode 

（図 41.63） 

クロスオーバ電圧 TCR 1.3 － 2.0 V  

【注】 * 10％レベルから 90％レベルまでの時間（図 41.64） 

 

VCC

15kΩ

1.5kΩ

15kΩ

200～
　600pF

200～
　600pF

D＋

D－

測定ポイント

測定ポイント

 

図 41.62 Low Speed Mode負荷条件 
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50pF

50pF

D＋

D－

測定ポイント

測定ポイント

 

図 41.63 Full Speed Mode負荷条件 

 

VOH

90% 90%

10%10%

VOL

TR TF  

図 41.64 TR、TF測定タイミング 
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41.21.3 ドライバ出力インピーダンス特性 

表 41.40 ドライバ出力インピーダンス特性 

条件：VDD＝VDD-PLL＝AV12＝1.15～1.3V、 

VCCQ＝VCC＝VCCQ-PLL＝AV33＝AVCC＝AVREF＝3.3V、 

VSS＝VSS-PLL＝AG＝AVSS＝0V 

温度は共通温度条件 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 備考 

出力インピーダンス RO 40.5 45.0 49.5 Ω  

アイドル時 RPU 0.9 － 1.575 kΩ  内蔵 DPプルアップ抵抗 

受信時 RPU 1.425 － 3.09 kΩ  

内蔵プルダウン抵抗 RPD 14.25 － 24.80 kΩ  

外部リファレンス抵抗 RREF 5.544 5.6 5.656 kΩ ±1% 

 

41.21.4 外部クロック精度 

表 41.41 外部クロック精度 

条件：VDD＝VDD-PLL＝AV12＝1.15～1.3V、 

VCCQ＝VCC＝VCCQ-PLL＝AV33＝AVCC＝AVREF＝3.3V、 

VSS＝VSS-PLL＝AG＝AVSS＝0V 

温度は共通温度条件 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 備考 

外部クロック精度（USBCLK） － 47.981 48.000 48.019 MHz 周波数偏差±100ppm以下 

 

41.21.5 VBUS端子 DC特性 

表 41.42 VBUS端子 DC特性 

条件：VDD＝VDD-PLL＝AV12＝1.15～1.3V、 

VCCQ＝VCC＝VCCQ-PLL＝AV33＝AVCC＝AVREF＝3.3V、 

VSS＝VSS-PLL＝AG＝AVSS＝0V 

温度は共通温度条件 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 備考 

VIH 4.35 － 5.25 V  VBUS入力電圧 

VIL － － 1.0 V  
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41.22 GETHERモジュール信号タイミング 

（1） イーサネットコントローラタイミング（MII） 
 

表 41.43 イーサネットコントローラタイミング（MII） 

条件：温度電圧共通条件、IOセルは 6mA選択 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図 

ETn_TX-CLKサイクル時間 tTcyc 40 － － ns 図 41.65 

ETn_TX-EN出力遅延時間 tTEND 3 － 20   

ETn_ETXD[3:0]出力遅延時間 tETDD 3 － 20   

ETn_RX-CLKサイクル時間 tRcyc 40 － －  図 41.66 

ETn_RX-DVセットアップ時間 tRDVS 10 － －   

ETn_RX-DVホールド時間 tRDVH 3 － －   

ETn_ERXD[3:0]セットアップ時間 tERDS 10 － －   

ETn_ERXD[3:0]ホールド時間 tERDH 3 － －   

ETn_RX-ERセットアップ時間 tRERS 10 － －  図 41.67 

ETn_RX-ERホールド時間 tRERH 3 － －   

ETn_WOL出力遅延時間 tWOLD 1 － 18  図 41.68 

 

tTEND

SFD DATA CRC

ETn_TX-CLK

ETn_TX-EN

ETn_ETXD3
ETn_ETXD0

ETn_TX-ER

ETn_CRS

ETn_COL

tETDD

Preamble

 

図 41.65 MII送信タイミング（正常動作時） 
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SFD DATA CRC

ETn_RX-CLK

ETn_RX-DV

ETn_ERXD3
ETn_ERXD0

ETn_RX-ER

tERDS

tERDH

tRDVH
tRDVS

Preamble

 

図 41.66 MII受信タイミング（正常動作時） 

SFD DATA XXXX

ETn_RX-CLK

ETn_ERXD3
ETn_ERXD0

ETn_RX-DV

ETn_RX-ER

tRERS
tRERH

Preamble

 

図 41.67 MII受信タイミング（エラー発生ケース） 

ETn_RX-CLK

tWOLD

ETn_WOL
 

図 41.68 WOL出力タイミング 
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（2） イーサネットコントローラタイミング（GMII） 
 

表 41.44 イーサネットコントローラタイミング（GMII） 

条件：温度電圧共通条件、IOセルは 8mA選択限定 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図 

REF125CKクロック入力周波数 fREF125CK 125 – 

100ppm

― 125 + 

100ppm

MHz  

GETn_GTX_CLKサイクル時間 tGTcyc 8 ― ― 

ETn_TX-EN出力遅延時間 tGTEND 0.5 ― 5.5 

GETn_ETXD7～GETn_ETXD4、 

ETn_ETXD3～ETn_ETXD0出力遅延時間 

tGETDD 0.5 ― 5.5 

図 41.69 

ETn_RX-CLKサイクル時間 tGRcyc 8 ― ― 

ETn_RX-DVセットアップ時間 tGRDVS 2 ― ― 

ETn_RX-DVホールド時間 tGRDVH 0 ― ― 

GETn_ERXD7～GETn_ERXD4、 

ETn_ERXD3～ETn_ERXD0セットアップ時間 

tGERDS 2 ― ― 

GETn_ERXD7～GETn_ERXD4、 

ETn_ERXD3～ETn_ERXD0ホールド時間 

tGERDH 0 ― ― 

図 41.70 

ETn_RX-ERセットアップ時間 tGRERS 2 ― ― 

ETn_RX-ERホールド時間 tGRERH 0 ― ― 

図 41.71 

ETn_WOL出力遅延時間 tGWOLD 0 ― 18 

ns 

図 41.72 

 

tGTEND

SFD DATA CRC

GETn_GTX_CLK

ETn_TX-EN

GETn_ETXD7 GETn_ETXD4
ETn_ETXD3 ETn_ETXD0

ETn_TX-ER

ETn_CRS

ETn_COL

tGETDD

Preamble

 

図 41.69 GMII送信タイミング（正常動作時） 
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SFD DATA CRC

ETn_RX-CLK

ETn_RX-DV

GETn_ERXD7 GETn_ERXD4  
ETn_ERXD3 ETn_ERXD0

ETn_RX-ER

tGERDS

tGERDH

tGRDVHtGRDVS

Preamble

 

図 41.70 GMII受信タイミング（正常動作時） 

SFD DATA XXXX

ETN_RX-CLK

ETn_RX-DV

ETn_RX-ER

tGRERS
tGRERH

Preamble
GETn_ERXD7 GETn_ERXD4  
ETn_ERXD3 ETn_ERXD0

 

図 41.71 GMII受信タイミング（エラー発生ケース） 

ETn_RX-CLK

tGWOLD

ETn_WOL
 

図 41.72 WOL出力タイミング 
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（3） イーサネットコントローラタイミング（RMII） 
 

表 41.45 イーサネットコントローラタイミング（RMII） 

条件：温度電圧共通条件、IOセルは 6mA選択 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図 

REF50CKクロック入力周波数 fRTcyc 50 – 

50ppm

― 50 + 

50ppm

MHz 

RMIIn_TXD_EN、RMII1M_TXD_EN出力遅延時間 tRTEND 2.5 ― 11 

RMIIn_TXD1、RMIIn_TXD0、RMII1M_TXD1、

RMII1M_TXD0出力遅延時間 

tRETDD 2.5 ― 11 

図 41.73 

RMIIn_CRS_DV、RMII1M_CRS_DVセットアップ

時間 

tRRDVS 4 ― ― 

RMIIn_CRS_DV、RMII1M_CRS_DVホールド時間 tRRDVH 2.5 ― ― 

RMIIn_RXD1、RMIIn_RXD0、RMII1M_RXD1、

RMII1M_RXD0セットアップ時間 

tRERDS 4 ― ― 

RMIIn_RXD1、RMIIn_RXD0、RMII1M_RXD1、

RMII1M_RXD0ホールド時間 

tRERDH 2.5 ― ― 

図 41.74 

RMIIn_RX_ERセットアップ時間 tRRERS 4 ― ― 

RMIIn_RX_ERホールド時間 tRRERH 2.5 ― ― 

ns 

図 41.75 

 

tRTEND

SFD DATA CRC

REF50CK

RMIIn_TXD_EN 
RMII1M_TXD_EN

RMIIn_TXD1 RMIIn_TXD0 
RMII1M_TXD1 RMII1M_TXD0

tRETDD

Preamble

 

図 41.73 RMII送信タイミング 
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SFD DATA CRC

REF50CK

tRERDS

tRERDH

tRRDVHtRRDVS

Preamble
RMIIn_RXD1 RMIIn_RXD0 
RMII1M_RXD1 RMII1M_RXD0

RMIIn_RX_ER
RMII1M_RX_ER

RMIIn_CRS_DV
RMII1M_CRS_DV

 

図 41.74 RMII受信タイミング（正常動作時） 

SFD DATA XXXX

tRRERS
tRRERH

Preamble

REF50CK

RMIIn_RXD1 RMIIn_RXD0 
RMII1M_RXD1 RMII1M_RXD0

RMIIn_RX_ER
RMII1M_RX_ER

RMIIn_CRS_DV
RMII1M_CRS_DV

 

図 41.75 RMII受信タイミング（エラー発生ケース） 
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41.23 TMU 
表 41.46 TMU信号タイミング 

条件：温度電圧共通条件 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参考図 

TCLKクロックサイクル tTCLKCY 4 － 16.37 tCYC 図 41.76 

【注】 tCYCは、IOクロック（clkp）の 1サイクル時間を示します。 

 

tTCLKCY

TCLK0
TCLK1

 

図 41.76 TMU信号タイミング 

 

41.24 マルチファンクションタイマパルスユニット 2タイミング 
表 41.47 マルチファンクションタイマパルスユニット 2タイミング 

条件：温度電圧共通条件 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

アウトプットコンペア出力遅延時間 tTOCD － 20 ns 

インプットキャプチャ入力セットアップ時間 tTICS 20 － ns 

図 41.77 

タイマ入力セットアップ時間 tTCKS 20 － ns 

タイマクロックパルス幅（単エッジ指定） tTCKWH/L 1.5 － tpcyc 

タイマクロックパルス幅（両エッジ指定） tTCKWH/L 2.5 － tpcyc 

タイマクロックパルス幅（位相計数モード） tTCKWH/L 2.5 － tpcyc 

図 41.78 

【注】 tpcycは周辺クロック（Pφ）の周期を示します。 

 

CLKOUT

アウトプット
コンペア出力

インプット
キャプチャ入力

tTOCD

tTICS

 

図 41.77 パルス入出力タイミング 
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CLKOUT

TCLKA
～TCLKD

tTCKS tTCKS

tTCKWHtTCKWL  

図 41.78 クロック入力タイミング 

 

41.25 A/D変換器タイミング 
表 41.48 A/D変換器タイミング 

条件：温度電圧共通条件 

モジュール 項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

S：Pクロック比＝1：1 17 － 

S：Pクロック比＝2：1 tcyc＋17 － 

A/D変換器 トリガ入力セット

アップ時間 

S：Pクロック比＝4：1 

tTRGS 

3×tcyc＋17 － 

ns 図 41.79 

【注】 S＝clks1、P＝clkp1 

 

CLKOUT

ADTRG

tTRGS

 

図 41.79 A/D変換器外部トリガ入力タイミング 
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41.26 A/D変換器特性 
表 41.49 A/D変換器特性 

条件：温度電圧共通条件 

項   目 Min. Typ. Max. 単位 

分解能 10 10 10 ビット 

変換時間 6 － － μs 

アナログ入力容量 － － 20 pF 

許容信号源インピーダンス － － 5 kΩ 

非直線性誤差 － － ±5.0* LSB 

オフセット誤差 － － ±2.0* LSB 

フルスケール誤差 － － ±2.0* LSB 

量子化誤差 － － ±0.5* LSB 

絶対精度 － － ±5.0 LSB 

【注】 * 参考値 
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41.27 マルチメディアカードインタフェース（MMC） 
表 41.50 MMC信号タイミング 

条件：温度電圧共通条件、CL＝Max.30pF 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

MMC_CLKクロックサイクル tMMCCYC 2×tPCYC － ns 

MMC_CMD出力データセットアップ tMMCCMDS 4 － ns 

MMC_CMD出力データホールド tMMCCMDH 4 － ns 

MMC_D出力データセットアップ tMMCDADS 4 － ns 

MMC_D出力データホールド tMMCDADH 4 － ns 

MMC_CMD入力データセットアップ tMMCCMS 5 － ns 

MMC_CMD入力データホールド tMMCCMH 2 － ns 

MMC_D入力データセットアップ tMMCDAS 5 － ns 

MMC_D入力データホールド tMMCDAH 2 － ns 

図 41.80 

【注】 tPCYCは、clks1の 1サイクル時間を示します。 

 

tMMCCMDS

tMMCCYC

tMMCCMDH

tMMCDADS tMMCDADH

tMMCCMS tMMCCMH

tMMCDAS tMMCDAH

MMC_CLK

MMC_CMD

MMC_D

MMC_CMD

MMC_D
 

図 41.80 MMC信号タイミング 
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41.28 NANDフラッシュメモリコントローラタイミング 
表 41.51 NAND型フラッシュメモリインタフェースタイミング 

条件：温度電圧共通条件 

項  目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

コマンド出力セットアップ時間 tNCDS 2×tfcyc－10 － ns 

コマンド出力ホールド時間 tNCDH 1.5×tfcyc－5 － ns 

図 41.81、図 41.85 

データ出力セットアップ時間 tNDOS 0.5×twfcyc－5 － ns 

データ出力ホールド時間 tNDOH 0.5×twfcyc－10 － ns 

図 41.81、図 41.82、

図 41.84、図 41.85 

コマンド－アドレス遷移時間 1 tNCDAD1 1.5×tfcyc－10 － ns 図 41.81、図 41.82 

コマンド－アドレス遷移時間 2 tNCDAD2 2×tfcyc－10 － ns 図 41.82 

FWEサイクル時間 tNWC twfcyc－5 － ns 図 41.82、図 41.84 

FWEローパルス幅 tNWP 0.5×twfcyc－5 － ns 図 41.81、図 41.82、

図 41.84、図 41.85 

FWEハイパルス幅 tNWH 0.5×twfcyc－5 － ns 図 41.82、図 41.84 

アドレス－レディ／ビジー遷移時間 tNADRB － 32×tpcyc ns 図 41.82、図 41.83 

コマンド－レディ／ビジー遷移時間 tNCDRB － 10×tpcyc ns 図 41.82、図 41.83 

レディ／ビジー－データリード遷移時間 1 tNRBDR1 1.5×tfcyc － ns 

レディ／ビジー－データリード遷移時間 2 tNRBDR2 32×tpcyc － ns 

FREサイクル時間 tNSCC twfcyc－5 － ns 

図 41.83 

FREローパルス幅 tNSP 0.5×twfcyc－5 － ns 図 41.83、図 41.85 

FREハイパルス幅 tNSPH 0.5×twfcyc－5 － ns 図 41.83 

リードデータセットアップ時間 tNRDS 16 － ns 図 41.83、図 41.85 

リードデータホールド時間 tNRDH 5 － ns 図 41.83、図 41.85 

データライトセットアップ時間 tNDWS 32×tpcyc － ns 図 41.84 

コマンドーステータスリード遷移時間 tNCDSR 4×tfcyc － ns 

コマンド出力オフ―ステータスリード遷移時間 tNCDFSR 3.5×tfcyc － ns 

ステータスリードセットアップ時間 tNSTS 2.5×tfcyc － ns 

図 41.85 

FCE出力セットアップ時間 tNCES 8×tpcyc － ns 図 41.81 

FCE出力ホールド時間 tNCEH tpcyc － ns 図 41.84 

FCE出力アクセス時間 tNCEA 6×tpcyc － ns 

FCE出力ハイホールド時間 tNCEOH 2×tpcyc － ns 

図 41.83 

【注】 tfcycは FCLKの 1サイクル時間になります。 

 twfcycは、NANDWFビットが 0の場合、FCLKの 1サイクル時間に、NANDWFビットが 1の場合、FCLKの 2サイクル

時間になります。 

 tpcycは周辺クロック（Pφ）の 1サイクル時間を示します。 
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tNDOS
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tNCES
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tNCDAD1

tNDOH

コマンド

(High)

(High)

FCE
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FALE

FWE

FRE

NAF7～0

FRB
 

図 41.81 NAND型フラッシュメモリのコマンド発行タイミング 

tNWP tNWP tNCDAD1

tNADRB (tNCDRB)

tNWH tNWP tNWH

tNDOS tNDOH tNDOS tNDOH tNDOS tNDOH

tNWC
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(Low)
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FCE

FCLE

FALE

FWE

FRE

NAF7～0

FRB

アドレス アドレス

 

図 41.82 NAND型フラッシュメモリのアドレス発行タイミング 
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tNSPtNRBDR2

tNADRB  
tNCDRB tNRBDR1

tNSPH

tNRDS tNRDH tNRDH

tNSPtNSP

tNCEOH tNCEAtNSCC

データ

【注】*　HOLDENビットが1のときの波形

*

tNRDS tNRDS tNRDH

データデータ

(Low)

FCE

FCLE

FALE

FWE

FRE

NAF7～0
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図 41.83 NAND型フラッシュメモリのデータリードタイミング 
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tNDOS tNDOH
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【注】*　HOLDENビットが1のときの波形

*
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FWE

FRE

NAF7～0
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図 41.84 NAND型フラッシュメモリのデータライトタイミング 
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tNDOS

tNCDS tNWP tNCDH tNSTS

tNCDFSR

tNDOH

コマンド
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FCE

FCLE
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FWE

FRE
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ステータス

 

図 41.85 NAND型フラッシュメモリのステータスリードタイミング 
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41.29 高速 FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース
（HSCIF） 

表 41.52 HSCIF信号タイミング 

条件：温度電圧共通条件 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参考図 

入力クロックサイクル（調歩同期） tSCYC 4 － － tCYC 

入力クロックパルス幅 tSCKW 0.4 － 0.6 tSCYC 

入力クロック立ち上がり時間 tSCKr － － 0.8 tCYC 

入力クロック立ち下がり時間 tSCKf － － 0.8 tCYC 

図 41.86 

【注】 tCYCは、SHwy-BUS周波数（clks）の 1サイクル時間を示します。 

 

BRGCLK
(内部信号)

 tSCYC

 tSCKW

 tSCKf  tSCKr

【注】 BRGCLKはHSCIF内部信号です。外部クロック用ボーレートジェネレータ（BRG）の出力信号BRGCLKが、
 この特性を満足するように、入力クロック、BRGのDLレジスタとCKSレジスタを設定してください。  

図 41.86 入力クロックタイミング 
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41.30 I/Oポートタイミング 
表 41.53 I/Oポートタイミング 

条件：温度電圧共通条件 

項目 記号 min max 単位 参照図 

出力データ遅延時間 tPORTD － 100 ns 

入力データセットアップ時間 tPORTS 100 － ns 

入力データホールド時間 tPORTH 100 － ns 

図 41.87 

 

tPORTS

CLKOUT

ポート
（リード時）

ポート
（ライト時）

tPORTH

tPORTD

 

図 41.87 I/Oポートタイミング 
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41.31 H-UDI 
表 41.54 H-UDIタイミング 

条件：温度電圧共通条件、CL=30pF 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参考図 

入力クロック周期 tTCKcyc 50* － － ns 

入力クロックパルス幅（High） tTCKH 15 － － ns 

入力クロックパルス幅（Low） tTCKL 15 － － ns 

入力クロック立ち上がり時間 tTCKr － － 10 ns 

入力クロック立ち下がり時間 tTCKf － － 10 ns 

図 41.88 

TDI/TMSセットアップ時間 tTDIS 15 － － ns 

TDI/TMSホールド時間 tTDIH 15 － － ns 

TDO出力遅延時間 tTDO 0 － 14 ns 

図 41.89 

【注】 * バウンダリスキャン動作時は、500ns（2MHz）となります。 

 

tTCKcyc

tTCKH

tTCKf tTCKr

VIH

VIL VIL

VIH

1/2VDD1/2VDD

VIH

tTCKL

【注】 TCK端子からクロックを入力した場合

TCK

 

図 41.88 TCK入力タイミング 

 

tTDO

tTDIHtTDIS

tTCKcyc

TDO

TDI
TMS

TCK

 

図 41.89 H-UDIデータ転送タイミング 
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41.32 ルネサスクワッドシリアルペリフェラルインタフェースタイミング 
表 41.55 ルネサスクワッドシリアルペリフェラルインタフェースタイミング 

条件：温度電圧共通条件 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

QSPCLKクロックサイクル tQScyc 2 4080 tcyc 

QSPCLKクロックハイレベルパルス幅 tSPCKWH 0.4 － tQScyc 

QSPCLKクロックローレベルパルス幅 tSPCKWL 0.4 － tQScyc 

図 41.90 

データ入力セットアップ時間 tSU 7 － ns 図41.91、

図 41.92 

データ入力ホールド時間 tH 0.0 － ns  

SSLセットアップ時間 tLEAD 1.5 8.5 tQScyc  

SSLホールド時間 tLAG 1 8 tQScyc  

データ出力遅延時間 tOD － 10.0 ns  

データ出力ホールド時間 tOH －1.4 － ns  

連続転送遅延時間 tTD 1 8 tQScyc  

【注】 tcycは clks1の 1サイクル時間を示します。 

tSPCKWH

VOLVOL

VOHVOH

tSPCKWL

tQScyc

QSPCLK
VOL

VOHVOH

tSPCKR tSPCKF

 

図 41.90 クロックタイミング 

QSSL
出力

QSPCLK 
CPOL＝0 
出力

QSPCLK 
CPOL＝1 
出力

QMI､ 
QIO0～3 
入力

QMO､ 
QIO0～3 
出力

tLEAD

tTD

tLAG

tSU tH

tOH tOD

MSB IN DATA LSB IN

MSB OUT DATA LSB OUT IDLE

 

図 41.91 送受信タイミング（CPHA=0） 
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QMI、 
QIO0～3 
入力

QMO、
QIO0～3 
出力

tLEAD

tTD

tLAG

tOD

tSU tH

tOH

MSB IN DATA LSB IN MSB IN

MSB OUT DATA LSB OUT IDLE MSB OUT

 

図 41.92 送受信タイミング（CPHA=1） 
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41.33 MIMLB 
表 41.56 MediaLBインタフェースタイミング 

条件：VCCQ=3.3V±0.3V、Ta=-40～85℃、GND=VSS=0V、CL=10pF 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参考図 

MLB_CLK周期 fCK 45.056 49.152 49.2544 MHz 

MLB_CLK周期時間 tCK － 20.3 － ns 

MLB_CLK high期間 tCH 9.7 10.6 － ns 

MLB_CLK low期間 tCL 6.5 7.7 － ns 

MLB_SIG出力遅延 

（クロック立ち上がり） 

tDR － － 7.5 ns 

MLB_SIG出力遅延 

（クロック立ち下がり） 

tDF 0 － － ns 

MLB_SIG入力セットアップ時間 tSD 2.7 － － ns 

MLB_SIG入力ホールド時間 tHD 0 － － ns 

MLB_DAT出力遅延 

（クロック立ち上がり） 

tDR － － 7.5 ns 

MLB_DAT出力遅延 

（クロック立ち下がり） 

tDF 0 － － ns 

MLB_DAT入力セットアップ時間 tSD 2.7 － － ns 

MLB_DAT入力ホールド時間 tHD 0 － － ns 

図 41.93 

 

MLB_CLK

tDR tDF

tSD

tCH tCL

tCK

tHD

valid

valid

MLB_SIG/MLB_DAT 
（出力）

MLB_SIG/MLB_DAT 
（入力）

 

図 41.93 MediaLBインタフェースタイミング 
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1/2VCCQ

RS=50Ω

CL=10pF
MLB_SIG
MLB_DAT

 

図 41.94 MLB_SIG、MLB_DAT出力遅延測定条件 
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41.34 使用上の注意 

41.34.1 USB I/Oバッファ 

本製品の USB I/Oバッファとの接続は、インピーダンスが規格範囲の USBケーブルをお使いください。 

実際のシステムに組み込む場合は、ハードウェアマニュアルを参照の上、システム全体で十分検討評価し、基

盤設計ガイドラインの適用可否判断をしてください。 
 

41.34.2 I2C I/Oバッファ 

本製品の I2C I/Oバッファは 5Vトレラントに対応しておりませんので、5Vを印加しないでください。 

また、本製品のオープンドレインバッファにおいては、I2Cバスの電源は VCCQと共通にしてください（VCCQ

が Offで I2Cバス電源だけ印加（＝ViHだけ印加）されると LSIの破壊につながるおそれがあります）。 
 

41.34.3 ラッチアップ対策について 

本 ICは、過度の外来ノイズが印加されるとラッチアップを起こすことがあります。ラッチアップ状態では、本

ICと実装基板に大電流が流れ、発熱、発煙を起こす可能性があります。電源系に電流リミッタを挿入するなどの

対策を実施してください。 
 

41.34.4 中間電位レベルの入力について 

入力として使っている端子*への中間電位レベルの入力は、長期信頼性に影響する可能性があるので注意してく

ださい（不使用でオープンにしたい端子では、外部プルアップでの対策や、内蔵プログラマブルプルアップなど

を活用してください）。 

【注】 * 入出力端子で入力に設定している場合、もしくは、入力専用端子。 

 

41.34.5 AC特性について 

本 LSIの入力は、原則としてクロック同期入力です。特に断りがないかぎり、各入力信号のセットアップ・ホ

ールド時間は必ず守ってください。 
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41.35 ボード設計上の注意事項 

41.35.1 水晶発振子使用時の注意 

水晶発振子とコンデンサは、できるだけ EXTAL端子および XTAL端子の近くに置いてください。また、これ

らの端子の信号線に他の信号線を交差させないでください。誘導のために正しい発振ができなくなることがあり

ます。 

水晶発振子周辺の負荷コンデンサ容量やダンピング抵抗値などは、使用する水晶発振子メーカーと評価検討の

上、値を決めてください。 
 

41.35.2 外部クロックを EXTAL端子から入力するときの注意 

XTAL端子には、何も接続しないでください。 
 

41.35.3 PLL発振回路使用時の注意 

VDD-PLLは、その他の VDDとはボードの電源供給元から分離し、VCCQ-PLLも、その他の VCCQとはボード

の電源供給元からは分離してください。また、これら端子の近くにノイズフィルタとして抵抗 RCB、バイパスコ

ンデンサ CPB、CBを挿入してください。 
 

本LSI

VDD-PLL

VSS*1

VCCQ-PLL

VSS*2

RCB1 = RCB2 = 4.7Ω
CPB1 = CPB2 = 1μF （コンデンサ）
CB1 = CB2 = 0.1μF

推奨値： 注： *1　近接VSS　BGA440：K12など
*2　近接VSSのどれか
　　BGA440：C23、C24もしくはB24など

CB1

CPB1

RCB1

VDD電源

コネクタなど

CB2

CPB2

RCB2

VCCQ電源

コネクタなど

 

図 41.95 PLL発振回路使用時の注意 
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41.36 測定条件 

41.36.1 共通温度条件 

温度は特に断りのないかぎり、下記共通温度条件。 

Ta＝－20～75℃（標準温度範囲）、－40～85℃（広温度範囲） 

Ta-max＝75℃（標準温度範囲）、Ta-max＝85℃（広温度範囲） 
 

41.36.2 AC特性測定条件 

特に断りのないかぎり、AC特性測定条件は次のとおりです。 
 

（1） 温度電圧共通条件： 

VDD＝VDD-PLL＝AV12＝1.15～1.3V、 

VCCQ＝VCC＝VCCQ-PLL＝AV33 

＝AVCC＝AVREF＝3.0～3.6V、 

VSS＝VSS-PLL＝AG＝AVSS＝0V 

温度は、共通温度条件。 
 

（2） AC測定条件 

• 入出力信号参照レベル：V*/2 

• 入力パルスレベル：VSS～V* 

• 入力立ち上がり、立ち下がり時間：1ns 

 

【注】 V*：VCCQ＝VCC＝VCCQ-PLL＝AV33＝AVCC＝AVREF（VCCQ＝3.0～3.6V） 

 

3.3V I/Oの出力負荷回路を図 41.96に示します。 

IOセルは、特に断りのないかぎり 6mA設定です。 

負荷容量（CL）は、各 ACスペック表の特記があれば、そちらが優先します。 
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IOL

IOH

CL

【注】 1. CLは測定装置の容量も含んだ合計値です。各端子の容量は 30 pFに設定されています。

2. IOL =

 IOH =

3 mA（IIC端子）、

2 mA（その他の端子）

−2 mA

LSI端子出力 出力負荷切り替え
基準電圧

VREF
V

 

図 41.96 出力負荷回路 
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付録 

A. 端子状態 
 

ディープスタンバイ 端子名 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 停止時 復帰時*2 

MCK0 L/O O O K K O 

MCK0# L/O O O K K O 

MCKE L O O K K L 

MCS# Z/H O O K K H*13 

MWE# Z/H O O K K H*13 

MRAS# Z/H O O K K H*13 

MCAS# Z/H O O K K H*13 

MA0 Z/L O O K K L*13 

MA1 Z/L O O K K L*13 

MA2 Z/L O O K K L*13 

MA3 Z/L O O K K L*13 

MA4 Z/L O O K K L*13 

MA5 Z/L O O K K L*13 

MA6 Z/L O O K K L*13 

MA7 Z/L O O K K L*13 

MA8 Z/L O O K K L*13 

MA9 Z/L O O K K L*13 

MA10 Z/L O O K K L*13 

MA11 Z/L O O K K L*13 

MA12 Z/L O O K K L*13 

MA13 Z/L O O K K L*13 

MBA0 Z/L O O K K L*13 

MBA1 Z/L O O K K L*13 

MBA2 Z/L O O K K L*13 

MDQ0 Z IO IO K K Z 

MDQ1 Z IO IO K K Z 

MDQ2 Z IO IO K K Z 

MDQ3 Z IO IO K K Z 
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ディープスタンバイ 端子名 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 停止時 復帰時*2 

MDQ4 Z IO IO K K Z 

MDQ5 Z IO IO K K Z 

MDQ6 Z IO IO K K Z 

MDQ7 Z IO IO K K Z 

MDQ8 Z IO IO K K Z 

MDQ9 Z IO IO K K Z 

MDQ10 Z IO IO K K Z 

MDQ11 Z IO IO K K Z 

MDQ12 Z IO IO K K Z 

MDQ13 Z IO IO K K Z 

MDQ14 Z IO IO K K Z 

MDQ15 Z IO IO K K Z 

MDQS0 Z IO IO K K Z 

MDQS0# Z IO IO K K Z 

MDQS1 Z IO IO K K Z 

MDQS1# Z IO IO K K Z 

MDM0 L/O O O K K O 

MDM1 L/O O O K K O 

MODT L O O K K L 

MBKPRST# I I I I I I 

MRESET# O O O K K K 

SDBUP I I I I I I 

SDSELF ZU P P K K K 

BSMODE I I I I I I 

EXTAL I I I I I I 

XTAL O O O O O O 

PRESET# I I I I I I 

H*15 H*15 O*18 PRESETOUT# L/O P P 

K*15 K*15 K*8 

O*18 0、1 L/O P P K K 

K*6 

A0 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 L P P K K K 

O*18 0、1 L/O P P K K 

K*6 

A1 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 L P P K K K 
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ディープスタンバイ 端子名 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 停止時 復帰時*2 

O*18 0、1 L/O P P K K 

K*6 

A2 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 L P P K K K 

O*18 0、1 L/O P P K K 

K*6 

A3 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 L P P K K K 

O*18 0、1 L/O P P K K 

K*6 

A4 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 L P P K K K 

O*3*18 0、1 I/O P P K K 

K*6 

A5 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 I/L P P K K K 

O*3*18 0、1 I/O P P K K 

K*6 

A6 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 I/L P P K K K 

O*3*18 0、1 I/O P P K K 

K*6 

A7 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 I/L P P K K K 

O*3*18 0、1 I/O P P K K 

K*6 

A8 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 I/L P P K K K 

O*3*18 0、1 I/O P P K K 

K*6 

A9 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 I/L P P K K K 

O*3*18 0、1 I/O P P K K 

K*6 

A10 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 I/L P P K K K 

O*3*18 0、1 I/O P P K K 

K*6 

A11 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 I/L P P K K K 

O*3*18 0、1 I/O P P K K 

K*6 

A12 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 I/L P P K K K 
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ディープスタンバイ 端子名 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 停止時 復帰時*2 

O*3*18 0、1 I/O P P K K 

K*6 

A13 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 I/L P P K K K 

O*3*18 0、1 I/O P P K K 

K*6 

A14 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 I/L P P K K K 

O*3*18 0、1 I/O P P K K 

K*6 

A15 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 I/L P P K K K 

O*3*18 0、1 I/O P P K K 

K*6 

A16 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 I/L P P K K K 

O*3*18 0、1 I/O P P K K 

K*6 

A17 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 I/L P P K K K 

O*3*18 0、1 I/O P P K K 

K*6 

A18 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 I/L P P K K K 

O*3*18 0、1 I/O P P K K 

K*6 

A19 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 I/L P P K K K 

O*18 0、1 L/O P P K K 

K*6 

A20 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 L P P K K K 

O*18 0、1 L/O P P K K 

K*6 

A21 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 L P P K K K 

O*18 0、1 L/O P P K K 

K*6 

A22 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 L P P K K K 

O*18 0、1 L/O P P K K 

K*6 

A23 ブート 

モード 

2、3、4、5、6 L P P K K K 

A24 I P P K K K 

A25 I P P K K K 
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SH7734 

ディープスタンバイ 端子名 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 停止時 復帰時*2 

IO*18 0、1 Z/IO P P K K 

K*6 

IO*18 2、4、5 Z/IO P*16 P K K 

K*7 

D0 ブート 

モード 

3、6 Z P*16 P K K K 

IO*18 0、1 Z/IO P P K K 

K*6 

IO*18 2、4、5 Z/IO P*16 P K K 

K*7 

D1 ブート 

モード 

3、6 Z P*16 P K K K 

IO*18 0、1 Z/IO P P K K 

K*6 

IO*18 2、4、5 Z/IO P*16 P K K 

K*7 

D2 ブート 

モード 

3、6 Z P*16 P K K K 

IO*18 0、1 Z/IO P P K K 

K*6 

IO*18 2、4、5 Z/IO P*16 P K K 

K*7 

D3 ブート 

モード 

3、6 Z P*16 P K K K 

IO*18 0、1 Z/IO P P K K 

K*6 

IO*18 2、4、5 Z/IO P*16 P K K 

K*7 

D4 ブート 

モード 

3、6 Z P*16 P K K K 

IO*18 0、1 Z/IO P P K K 

K*6 

IO*18 2、4、5 Z/IO P*16 P K K 

K*7 

D5 ブート 

モード 

3、6 Z P*16 P K K K 

IO*18 0、1 Z/IO P P K K 

K*6 

IO*18 2、3、4 Z/IO P*16 P K K 

K*7 

D6 ブート 

モード 

5、6 Z P*16 P K K K 
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ディープスタンバイ 端子名 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 停止時 復帰時*2 

IO*18 0、1 Z/IO P P K K 

K*6 

IO*18 2、3、4 Z/IO P*16 P K K 

K*7 

D7 ブート 

モード 

5、6 Z P*16 P K K K 

K K 

L*10 L*10 

0 Z P P K 

O*10a O*10a 

IO*18 1 Z/IO P P K K 

K*6 

IO*18 2、4、5 Z/IO P*16 P K K 

K*7 

D8 ブート 

モード 

3、6 Z P*16 P K K K 

K K 0 Z P P K 

O*11 O*11 

IO*18 1 Z/IO P P K K 

K*6 

IO*18 2、4、5 Z/IO P*16 P K K 

K*7 

D9 ブート 

モード 

3、6 Z P*16 P K K K 

K K 0 Z P P K 

O*11 O*11 

IO*18 1 Z/IO P P K K 

K*6 

IO*18 2、3 Z/IO P*16 P K K 

K*7 

D10 ブート 

モード 

4、5、6 Z P*16 P K K K 

K K 0 Z P P K 

O*11 O*11 

IO*18 1 Z/IO P P K K 

K*6 

IO*18 2、3 Z/IO P*16 P K K 

K*7 

D11 ブート 

モード 

4、5、6 Z P*16 P K K K 
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ディープスタンバイ 端子名 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 停止時 復帰時*2 

K K 0 Z P P K 

O*11 O*11 

IO*18 1 Z/IO P P K K 

K*6 

IO*18 2 Z/IO P*16 P K K 

K*7 

D12 ブート 

モード 

3、4、5、6 Z P*16 P K K K 

K K 0 Z P P K 

O*11 O*11 

IO*18 1 Z/IO P P K K 

K*6 

IO*18 2 Z/IO P*16 P K K 

K*7 

D13 ブート 

モード 

3、4、5、6 Z P*16 P K K K 

K K 0 Z P P K 

I*11 I*11 

IO*18 1 Z/IO P P K K 

K*6 

IO*18 2 Z/IO P*16 P K K 

K*7 

D14 ブート 

モード 

3、4、5、6 Z P*16 P K K K 

0、2、3、4、5、

6 

Z P P K K K 

IO*18 

D15 ブート 

モード 

1 Z/IO P P K K 

K*6 

L*14 L*14 O*18 CLKOUT O P P 

K*14 K*14 K*9 

O*18 0、1 H/O P P K K 

K*6 

BS# ブート 

モード 

2、3、4、5、6 H P P K K K 

O*18 0、1 H/O P P K K 

K*6 

CS0# ブート 

モード 

2、3、4、5、6 H P P K K K 

CS1#/A26 H/O P P K K K 

EX_CS0# ZU P P K K K 
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ディープスタンバイ 端子名 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 停止時 復帰時*2 

K K EX_CS1# ZU P P K 

O*11 O*11 

K K EX_CS2# ZU P P K 

L*10b L*10b 

EX_CS3# I P P K K K 

EX_CS4# I P P K K K 

EX_CS5# ZU P P K K K 

O*18 0、1 H/O P P K K 

K*6 

RD# ブート 

モード 

2、3、4、5、6 H P P K K K 

K K RD/WR# ZU P P K 

O*11 O*11 

WE0# H P P K K K 

WE1# H P P K K K 

EX_WAIT0 I P P K K K 

EX_WAIT1 ZU P P K K K 

EX_WAIT2 ZU P P K K K 

K K DRACK0 ZU P P K 

O*11 O*11 

K K DREQ0 ZU P P K 

O*11 O*11 

K K DACK0 Z P P K 

O*11 O*11 

DREQ1 ZU P P K K K 

DACK1 ZU P P K K K 

TRST# ZU I I I K K*19 

TCK ZU I I I K K*19 

TMS ZU I I I K K*19 

TDI ZU I I I K K*19 

TDO Z O O K K K*19 

MPMD I I I I I I 

ASEBRK#/ACK ZU IO IO K*12 K*12 IO*19 

NMI I I I I I I 

K K K IRQ0_A ZU P P 

I*17 I*11*17 I*11*17 
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ディープスタンバイ 端子名 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 停止時 復帰時*2 

K K K IRQ1_A ZU P P 

I*17 I*11*17 I*11*17 

K K K IRQ2_A ZU P P 

I*17 I*17 I*17 

K K K IRQ3_A ZU P P 

I*17 I*17 I*17 

K K 

I*11a I*11a 

SCIF_CLK_A ZU P P K 

O*11b O*11b 

K K 

I*11a I*11a 

SCK0_A ZU P P K 

O*11b O*11b 

K K RX0_A ZU P P K 

I*11 I*11 

TX0_A I P P K K K 

K K HCTS0#_A ZU P P K 

I*11 I*11 

K K 

I*11a I*11a 

HRTS0#_A ZU P P K 

O*11b O*11b 

K K HSCK0_A ZU P P K 

I*11 I*11 

K K HRX0_A ZU P P K 

I*11 I*11 

K K HTX0_A ZU P P K 

I*11 I*11 

CTS0#_B ZU P P K K K 

RTS0#_B ZU P P K K K 

SCK1_B ZU P P K K K 

RX1_B ZU P P K K K 

TX1_B ZU P P K K K 

CTS1#_B ZU P P K K K 

RTS1#_B ZU P P K K K 

SCK2_A ZU P P K K K 

SD2_CLK_A ZU P P K K K 
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ディープスタンバイ 端子名 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 停止時 復帰時*2 

SD2_CMD_A ZU P P K K K 

SD2_DAT0_A ZU P P K K K 

SD2_DAT1_A ZU P P K K K 

SD2_DAT2_A ZU P P K K K 

K K SD2_DAT3_A ZU P P K 

O*11 O*11 

SD2_CD_A ZU P P K K K 

SD2_WP_A ZU P P K K K 

REF125CK Z P P K K K 

REF50CK Z P P K K K 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DR0 

ブート 

モード 6 Z/IO P P K K IO 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DR1 

ブート 

モード 6 Z/IO P P K K IO 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DR2 

ブート 

モード 6 Z/IO P P K K IO 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DR3 

ブート 

モード 6 Z/IO P P K K IO 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DR4 

ブート 

モード 6 Z/IO P P K K IO 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DR5 

ブート 

モード 6 Z/IO P P K K IO 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DR6 

ブート 

モード 6 Z/IO P P K K IO 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DR7 

ブート 

モード 6 Z/IO P P K K IO 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DG0 

ブート 

モード 6 Z/IO P P K K IO 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DG1 

ブート 

モード 6 Z/IO P P K K IO 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DG2 

ブート 

モード 6 Z/IO P P K K IO 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DG3 

ブート 

モード 6 Z/IO P P K K IO 
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ディープスタンバイ 端子名 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 停止時 復帰時*2 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DG4 

ブート 

モード 6 Z/IO P P K K IO 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DG5 

ブート 

モード 6 Z/IO P P K K IO 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DG6 

ブート 

モード 6 Z/IO P P K K IO 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DG7 

ブート 

モード 6 Z/IO P P K K IO 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DB0 

ブート 

モード 6 Z/I P P K K I 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DB1 

ブート 

モード 6 Z/I P P K K I 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DB2 

ブート 

モード 6 Z/I P P K K I 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DB3 

ブート 

モード 6 Z/I P P K K I 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DB4 

ブート 

モード 6 Z/O P P K K O 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DB5 

ブート 

モード 6 Z/O P P K K O 

0～3、4、5 Z P P K K K DU0_ 

DB6 

ブート 

モード 6 L/O P P K L O 

DU0_DB7 Z P P K K K 

DU0_DOTCLKIN ZU P P K K K 

DU0_DOTCLKOUT ZU P P K K K 

DU0_EXHSYNC/DU0_HSYNC ZU P P K K K 

DU0_EXVSYNC/DU0_VSYNC ZU P P K K K 

DU0_EXODDF/DU0_ODDF ZU P P K K K 

DU0_DISP ZU P P K K K 

DU0_CDE ZU P P K K K 

VI1_CLK_A Z P P K K K 

VI1_0_A ZU P P K K K 

VI1_1_A ZU P P K K K 

VI1_2_A ZU P P K K K 

VI1_3_A ZU P P K K K 
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ディープスタンバイ 端子名 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 停止時 復帰時*2 

VI1_4_A ZU P P K K K 

VI1_5_A ZU P P K K K 

VI1_6_A ZU P P K K K 

VI1_7_A ZU P P K K K 

SSI_SCK0_A ZU P P K K K 

SSI_WS0_A ZU P P K K K 

SSI_SDATA0_A ZU P P K K K 

SSI_SCK1_A ZU P P K K K 

SSI_WS1_A ZU P P K K K 

SSI_SDATA1_A ZU P P K K K 

SSI_SCK23 ZU P P K K K 

SSI_WS23 ZU P P K K K 

SSI_SDATA2 ZU P P K K K 

SSI_SDATA3 ZU P P K K K 

AUDIO_CLKA_A ZU P P K K K 

AUDIO_CLKB_A Z P P K K K 

AUDIO_CLKC Z P P K K K 

AUDIO_CLKOUT ZU P P K K K 

SCL0 Z P P K Z K*4 

0～3、4、5 Z P P K Z K*4 SDA0 ブート 

モード 6 Z/I P P K Z I 

SCL1 Z P P K Z K*4 

SDA1 Z P P K Z K*4 

USB_EXTAL I I I I I I 

USB_XTAL O O O O O O 

PENC0 O O O K K K 

PENC1 ZU P P K K K 

USB_OVC0 Z I I K K K 

USB_OVC1 ZU P P K K K 

DP0 Z IO IO K Z Z*5 

DM0 Z IO IO K Z Z*5 

DP1 Z IO IO K Z Z*5 

DM1 Z IO IO K Z Z*5 

OVC0/VBUS0 Z I I I I I 

OVC1/VBUS1 Z I I I I I 
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ディープスタンバイ 端子名 パワーオン 

リセット*1 

マニュアル

リセット 

スリープ ソフトウェア

スタンバイ 停止時 復帰時*2 

RTC_X1 I I I I I I 

RTC_X2 O O O O O O 

CAN_CLK_A ZU P P K K K 

CAN0_TX_A Z P P K K K 

K K CAN0_RX_A Z P P 

I*17 I*17 

K 

CAN1_TX_A Z P P K K K 

K K CAN1_RX_A ZU P P 

I*17 I*17 

K 

K AN0 Z P P 

I*17 

Z I 

K AN1 Z P P 

I*17 

Z I 

AN2 Z P P K Z I 

AN3 Z P P K Z I 

AN4 Z P P K Z I 

AN5 Z P P K Z I 

AN6 Z P P K Z I 

AN7 Z P P K Z I 

【記号説明】 

 K ：ディープスタンバイ遷移前ポート状態保持。ソフトウェアスタンバイ遷移前ポート状態。 

 I ：入力 

 O ：出力 

 P ：ポート機能（入力／出力、PULL UP／ドライブ切り替え能力はレジスタ設定に依存） 

 Z ：ハイインピーダンス（入力バッファオフ、出力バッファオフ） 

 ZU ：ハイインピーダンス（内部 PULL UPアクティブ状態） 

 H ：ハイレベル出力 

 L ：ローレベル出力 

 IO ：入出力双方向（ピンファンクション選択モジュールの状態により変化） 

 / ：パワーオンリセット ：左側が PRESET#ローレベル入力時の状態、 

    右側が PRESET#ローレベルからハイレベルへ変化させた後の状態となります。 
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【ブートモード】 

 0 ：CS0ブート（8ビット） 

 1 ：CS0ブート（16ビット） 

 2 ：NANDフラッシュブート 

 3 ：シリアルブート 

 4 ：MMCブート 

 5 ：eSDブート 

 6 ：HIFブート 

 

【注】 *1 PRESET#端子へのローレベル入力によるパワーオンリセットを指します。H-UDIリセット・アサートコマンドお

よびウォッチドッグタイマオーバフローによるパワーオンリセットの場合、各端子における初期機能の通常動作状

態と同じ端子状態になります。 

 *2 IOKEEPフラグクリアまでの状態を指します。 

また、すべての端子の PULL UP制御とドライブ能力切り替えは Kとなります。 

DBSC3の状態はセルフリフレッシュ状態でディープスタンバイに遷移した場合を前提としています。 

また、HIFブート時の HIFRDY#はローレベルに固定した状態でディープスタンバイに遷移した場合を前提として

います。 

 *3 入力状態になる期間が存在します。 

 *4 ディープスタンバイ遷移前の制御を保持する状態になります。 

 *5 USBモジュールの初期化処理を行うことで、使用可能になります。 

 *6 ディープスタンバイ遷移前に DSCTRレジスタの EBUSKEEPEに 1を書き込んだ場合、ポート状態保持となりま

す。 

 *7 ディープスタンバイ遷移前に DSCTRレジスタの EBUSKEEPE、RAMBOOTのいずれかに 1を書き込んだ場合、

ポート状態保持となります。 

 *8 ディープスタンバイ遷移前に DSCTRレジスタの PRSTOKEEPEに 1を書き込んだ場合、ポート状態保持となり

ます。 

 *9 ディープスタンバイ遷移前にDSCTRレジスタのCKOKEEPEに 1を書き込んだ場合、ポート状態保持となります。 

 *10 ET0_GTX_CLK_Bを選択し GETビットへ 0を書き込んだ場合、ローレベル出力となります。 

 *10a ET0_GTX_CLK_Bを選択し GETビットへ 1を書き込むと出力となります。 

 *10b ET0_GTX_CLK_Aを選択した場合、ローレベル出力となります。 

 *11 DSSSRレジスタの GETビットへ 1を書き込んで、ピンファンクションを GMII_B、MII_B、もしくは RMII_Aに

選択したとき、入力の場合、端子のレベルが GEtherCに反映され、出力の場合、GEtherCの出力が端子のレベル

に反映されます。 

 *11a DSSSRレジスタの GETビットへ 1を書き込んで、ピンファンクションを GMII_BもしくはMII_Bに選択したと

き、入力の場合、端子のレベルが GEtherCに反映され、出力の場合、GEtherCの出力が端子のレベルに反映され

ます。 

 *11b DSSSRレジスタの GETビットへ 1を書き込んで、ピンファンクションを RMII_Aに選択したとき、入力の場合、

端子のレベルが GEtherCに反映され、出力の場合、GEtherCの出力が端子のレベルに反映されます。 

 *12 出力状態で TRST#ローレベル入力時、入力状態へ遷移します。 

mpmd＝0の場合、入力をハイレベルからローレベルにすることにより、スタンバイから復帰します。 
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 *13 1stフェッチ開始までの間、Z状態になる期間が存在します。 

 *14 ピンファンクションで CLKOUTを選択している場合、ローレベル出力となります。 

ピンファンクションで CLKOUT以外の機能を選択している場合、スタンバイ遷移直前の状態を保持します。 

 *15 ピンファンクションで PRESETOUT#を選択している場合、ハイレベル出力となります。 

ピンファンクションで PRESETOUT#以外の機能を選択している場合、スタンバイ遷移直前の状態を保持します。 

 *16 ブートモード 2、3、4、5で起動した場合、マニュアルリセット発生後の端子状態はパワーオンリセット発生後と

同様の初期状態となります。 

必要に応じてパワーオンリセット例外発生後と同様の初期化処理を行ってください。 

 *17 IRQ0～IRQ3を復帰要因として使用する場合、設定に従ったレベル変化によりスタンバイからの復帰を開始しま

す。 

 *18 ポート保持状態となっていない場合、ピンファンクションの設定変更により選択される GPIO／周辺機能に切り替

わります。 

 *19 デバッガを使用する場合（mpmd＝0）、デバッグ機能ピンとして使用可能になります。 
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本版で修正または追加された箇所 

 

項   目 ページ 修正箇所 

マニュアル全体 － 用語を修正 

IEBUS → IEBus 

IE-BUS → IEBus 

IE_BUS → IEBus 

QSPI → RQSPI  

NandFlash → FLCTL 

図1.1 本LSIシステ

ム構成 

1-3 追加 

PHYPHY

HPB
-DMAC

0-28

HPB 
-DMAC

PHY

PHY

RESETRESET

CPGCPG

RESETRESET

DU

2DGPHY

PHY
USB2.0 HostUSB2.0 HostUSB2.0 HostUSB2.0 Host

USB2.0 HostUSB2.0 HostUSB2.0 HostUSB2.0 Func

DDR2/3 200/300MHz×double rate

【注】 IEBusTM（Inter Equipment BusTM）はルネサス エレクトロニクス株式会社の商標です。

R-GPVG

 

1.4.2 CPUコア周

辺 

1-7 修正 

項 目 説   明 

ダイレクトメモリ

アクセスコントロ

ーラ（DMAC） 

HPB-DMAC • 28チャネル物理アドレス DMAコントローラ 

（「1.8 ダイレクトメモリアクセスコントローラ」参照） 

  

1.4.5 グラフィック

ス部 

1-11 修正および追加 

項 目 説   明 

グラフィックエ

ンジン動作 

SHwyと同速および、半分のクロック（clks1）で混在動作 

： 

最大動作クロック

周波数 

表示系最大内部

動作 

SHwyの半分のクロック（clks1）で動作 

： 

動作クロック ご採用のパッケージにより、最大周波数は変わります。 

HPB周波数：clks1の半分のクロックで動作 

： 

グラフィックエン

ジン基本機能 

（2DG） 

2D

機能

R-GPVG

： 

• オープンな2DベクタグラフィックスAPIであるOpenVG

に対応 

： 
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項   目 ページ 修正箇所 

1.4.5 グラフィック

ス部 

1-12 削除 

項 目 説   明 

ビデオ入力（VIN1） 

【注】DU項の注意書き参照。 

• ITU-R BT.656インタフェース対応 

• インタレース・プログレッシブ入力に対応 

• 水平／垂直方向への拡大（最大 2倍）・縮小スケーリング機

能 

• キャプチャする画像データは YCbCr-422データ 

• 出力フォーマットは、YCbCr-422および RGB-565 

• 720ピクセル×480ラインのフィールド画像をキャプチャ可

能 
  

1.4.8 周辺モジュー

ル 

1-17 削除 

項 目 説   明 

RCAN-TL1（RCAN） 

【注】ご利用の際は、「1.5 製品型

名」の対応する製品を採用して

ください。 

： 

• リアルタイムアプリケーション起因による優先順位逆転防

止のために、優先順位の内部区分機能を備えた転送メッセー

ジのキューを用意 

• 16ビットのフリーランニングタイマ（多様なクロックソー

ス、プリスケーラ、3個のタイマコンペアマッチレジスタ） 

• タイムトリガ送信用の 6ビットサイクルカウンタ（Basic 

Cycle） 

• タイマのコンペアマッチレジスタによる割り込み 

• タイマカウンタのクリアおよび設定が可能 

• タイムトリガ用レジスタ：Local_Time、Cycle_time、

Ref_Mark、Tx_Enable Window、Ref_Trigger_Offset 

• SOF（Start Of Frame）でのフレキシブルなタイムスタンプ

機能を送信、受信ともにサポート 

• イベントトリガ送信に加え、タイムトリガ送信および定周期

送信もサポート 

• サイクルカウンタ（Basic Cycle）を CANフレームに組み込

んで送信可能 

• CANウェイクアップ 
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1.4.8 周辺モジュー

ル 

1-21 追加 

項 目 説   明 

ブート • 各種ブートモードサポート 

－CS0空間に接続されたメモリからブート 

－NANDフラッシュメモリからブート 

－シリアルフラッシュメモリからブート 

－MMC4.4ブート（ブート用のみ。I/FモジュールはMMC4.3） 

－eSDブート 

・対応デバイス 

 eSD (Embedded SD) Addendum Version 2.10 

 対応デバイス 

－HIFブート 

  

修正 

SH7734シリーズ型名：R8A77343xAxxBx 

1.5 製品型名 1-22 

修正 

STIF RCAN SDHI R-GPVG コード 

0 0 0 0 A00 

  

1.6 電源電圧／温

度範囲 

1-22 削除 

温度範囲：－40℃～85℃（広範囲温度品 P/D品） 

図 1.3 メモリマッ

プ（29ビットアドレ

スモード時） 

1-24 図を差し替え 

図 1.5 メモリマッ

プ（2）（32ビット

アドレスモード時） 

1-26 図を差し替え 

図 1.6 メモリマッ

プ ICBレジスタ空間 

1-26 図を差し替え 

図 1.7 メモリマッ

プ LBSCレジスタ空

間 

1-27 図を差し替え 

図 1.8 メモリマッ

プ HPBレジスタ空

間 

1-28 図を差し替え 

1.8 ダイレクトメ

モリアクセスコント

ローラ 

1-30 修正 

本 LSIは LBSC内に 3チャネルの外部リクエスト付き DMAC、HPBバスモジュール専用

に 28チャネルのDMAC、さらにSuperHyway上に外部メモリ間用のDMAC（SHwy-DMAC）

を 2チャネル内蔵しています。 
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1.14 端子の設定 1-38 修正、追加および削除 

MD19 MD14 MD18 MD17 MD16 ブートモード 

0 0 0 0 0 CS0ブート（NORフラッシュなど） 

0 0 0 0 1 設定禁止 

0 0 0 1 0 NANDフラッシュブート（SLC） 

0 0 0 1 1 シリアルブート（低速） 

0 1 0 0 1 設定禁止 

0 1 0 1 0 eSDブート 

0 1 0 1 1 設定禁止 

  

表 1.3 端子特性

（BGA440） 

1-41 修正 

信号名 ○：GPIOあり 

GPI：GPIあり 

×：GPIOなし 

（GPIO 

割り付け） 

（Drivability of 

IO's powered by 

VCCQ） 

SDBUP ×  － 

  

表 1.4 ピン機能表

（BGA440） 

1-48～

1-60 

表を差し替え 

1.17 パッケージ － 項目を削除 

1.17 外形寸法図 1-61 項目を追加 

図 2.1 ブロック図 2-3 図を差し替え 

2.5.2 レジスタの説

明 

（4）非サポート検出

例外レジスタ

（EXPMASK） 

2-67 削除 

1. RTE命令、RTB命令の遅延スロットが NOP命令以外である場合 

図 3.2 

PRESETOUT#構成 

3-4 削除 

PRESET#

CPG

CPG

(MRST2*)

MRST2*

PLL1

CPU

PRESETOUT#

WDT
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3.2 入出力端子 3-4 削除 

【注】* MRST2は PRESETOUT#専用レジスタです。本レジスタビットは初期値 1となり

ます。通常状態において PRESETOUT#端子を L出力とする場合は、本レジスタ

ビットを 0にする必要があります。また、このレジスタの初期化条件は他の

RESET/WDTモジュール内のレジスタとは異なり、パワーオンリセット、マニュ

アルリセットすべての要因で初期化されます。（RESET/WDTモジュール内の他

のレジスタの初期化条件は外部リセットのみです。） 

3.4.1 リセット要求 

（2）マニュアルリセ

ット 

3-11 修正 

• 要因： 

1. SRの BLビットが 1のときユーザブレークを除く一般例外が発生した場合 

2. WDTCSRのWT/ITビットが 1かつWDTCSRのRSTSビットが 1の状態で、WDTCNT

がオーバフローした場合 

4-1 追加 

項目 機   能 

低消費電力モード • セルフリフレッシュモード、パワーダウンモード、SDRAM

電源バックアップモード、ディープスタンバイモードをサポ

ートします。なお、パーシャルセルフリフレッシュモードは

サポートしていません。 
  

表 4.1 DBSC3機能

（SDRAM共通の機

能） 

4-2 追加 

項目 機   能 

接続対象メモリ DDR3-SDRAM JEDEC準拠 

（512Mbit～2Gbit品の×8品 2個接続、×16品 1個接続をサ

ポート。×4品は非サポート、ライトレベリング機能も非サポ

ート） 

DDR2-SDRAM JEDEC準拠 

（256Mbit～2Gbit品の×8品 2個接続、×16品 1個接続をサ

ポート。×4品は非サポート） 

  

表 4.3（1） DBSC3

レジスタ構成 

4-6 レジスタ DBPDLCK、DBPDRGA、DBPDRGDを追加 

4-6～4-8 既存のマニュアルリセット項、すべて修正 

初期化 → 保持 

表 4.3（2） 各処理

状態におけるレジス

タの状態 
4-8 レジスタ DBPDRGA、DBPDRGD、DBBS0CNT0を追加 

4.2 レジスタの説

明 

4-8 記述を差し替え 

4.2.8 SDRAM種類

設定レジスタ

（DBKIND） 

4-17 ビット 2～0の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 

4.2.9 SDRAM構成

設定レジスタ

（DBCONF） 

4-18、

4-19 

ビット表を差し替え 
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ビット 3～0の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 

4.2.10 SDRAMタ

イミングレジスタ 0

（DBTR0） 

4-20 

【注】3を追加 

ビット 3～0の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 

4.2.11 SDRAMタ

イミングレジスタ 1

（DBTR1） 

4-21 

【注】3を追加 

4.2.12 SDRAMタ

イミングレジスタ 2

（DBTR2） 

4-22 ビット 3～0の説明を修正 

本ビットで SDRAMのアディティブレイテンシを設定します。本製品では AL＝0のみサポ

ートします。 

ビット 3～0の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 

4.2.13 SDRAMタ

イミングレジスタ 3

（DBTR3） 

4-23 

【注】3を追加 

4-24 ビット 19～16、3～0の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 

4.2.14 SDRAMタ

イミングレジスタ 4

（DBTR4） 
4-25 【注】4を追加 

ビット 5～0の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 

4.2.15 SDRAMタ

イミングレジスタ 5

（DBTR5） 

4-25 

【注】4を追加 

ビット 5～0の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 

4.2.16 SDRAMタ

イミングレジスタ 6

（DBTR6） 

4-26 

【注】3を追加 

ビット 3～0の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 

4.2.17 SDRAMタ

イミングレジスタ 7

（DBTR7） 

4-27 

【注】3を追加 

ビット 7～0の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 

4.2.18 SDRAMタ

イミングレジスタ 8

（DBTR8） 

4-28 

【注】4を追加 

4.2.19 SDRAMタ

イミングレジスタ 9

（DBTR9） 

4-29 ビット 3～0の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 

ビット 3～0の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 

4.2.20 SDRAMタ

イミングレジスタ10

（DBTR10） 

4-30 

【注】3を追加 

ビット 5～0の説明を差し替え 4.2.21 SDRAMタ

イミングレジスタ11

（DBTR11） 

4-31 

【注】2を差し替え 

4.2.22 SDRAMタ

イミングレジスタ12

（DBTR12） 

4-32 ビット 5～0の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 
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ビット 7～0の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 

4.2.23 SDRAMタ

イミングレジスタ13

（DBTR13） 

4-33 

【注】3を追加 

4-34 ビット 23～16、7～0の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 

4.2.24 SDRAMタ

イミングレジスタ14

（DBTR14） 
4-35 【注】2を差し替え 

4.2.25 SDRAMタ

イミングレジスタ15

（DBTR15） 

4-36 ビット 3～0の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 

4.2.26 SDRAMタ

イミングレジスタ16

（DBTR16） 

4-37、

4-38 

ビット 29、28、25、24、21～16、13、12、3～0の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 

ビット 21～16の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 

4.2.27 SDRAMタ

イミングレジスタ17

（DBTR17） 

4-39 

【注】3を追加 

4.2.28 SDRAMタ

イミングレジスタ18

（DBTR18） 

4-40、

4-41 

ビット表を差し替え 

4.2.29 SDRAMタ

イミングレジスタ19

（DBTR19） 

4-42 ビット 7～0の説明を差し替え 

4.2.33 DBSC3動作

調整レジスタ 2

（DBADJ2） 

4-46、

4-47 

ビット表を差し替え 

4.2.34 リフレッシ

ュ設定レジスタ 0

（DBRFCNF0） 

4-48 ビット 11～0の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 

4.2.35 リフレッシ

ュ設定レジスタ 1

（DBRFCNF1） 

4-50 ビット 15～0の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 

4.2.37 

DDR3-SDRAMキャ

リブレーション設定

レジスタ

（DBCALCNF） 

4-52 ビット 15～0の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 

4.2.38 

DDR3-SDRAMキャ

リブレーションタイ

ミングレジスタ

（DBCALTR） 

4-53 ビット 27～16、11～0の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 
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修正 

SDRAMへのMODT端子出力の設定を行います。 

4.2.39 ODT動作設

定レジスタ

（DBRNK0） 

4-54 

ビット表を差し替え 

4.2.40 パワーダウ

ン設定レジスタ

（DBPDNCNF） 

4-55 ビット 15～8の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 

4.2.41 DDR-PHY

部制御レジスタ 0

（DBPDCNT0） 

4-56、

4-57 

ビット表を差し替え 

4.2.42 DDR-PHY

部制御レジスタ 1

（DBPDCNT1） 

4-57 ビット 3～0の説明を修正 

…初期値（DBSC3使用の場合、下記… 

4.2.45 DDR-PHY

部ロックレジスタ

（DBPDLCK） 

4-61 レジスタを追加 

4.2.46 DDR-PHY

部レジスタアドレス

レジスタ

（DBPDRGA） 

4-61 レジスタを追加 

4.2.47 DDR-PHY

部レジスタアクセス

レジスタ

（DBPDRGD） 

4-62 レジスタを追加 

4.2.49 バス制御部

0設定レジスタ 1

（DBBS0CNT1） 

4-64 【注】3を差し替え 

4.3.1 初期化シーケ

ンス 

（1）DDR2-SDRAM 

4-65、

4-66 

修正、追加および削除 

1. … 

： 

③ DDR-PHY部制御レジスタ 3（DBPDCNT3）の db_calib_start、db_ioenable1、

db_ioenable2、db_dllreset_n、db_dllenable1、db_dllenable2、db_iobackup、

db_comhizを 0に設定し、db_ck_strength、db_dqs_strength、db_dqdm_strength、

db_add_strength、db_stby_nを 1に設定します。 

： 

11. …、ODT動作設定レジスタ 0（DBRNK0）の設定を行います。 

： 

17. …DLLリセットはリセット、バースト長は SDRAM動作設定レジスタ（DBBL）で設

定した長さ、バーストタイプは… 

： 

25. 必要に応じて、DBSC3動作調整レジスタ 0～2（DBADJ0～DBADJ2）、… 
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（2）DDR3-SDRAM 4-67、

4-68 

修正 

7. …SDBUP端子には、電源投入後のパワーオンリセット解除から DBPDCNT3の

db_dllenable2を 1に設定するまではローレベルを与えます。本シーケンス以降はハイ

レベルを与えてください。 

： 

25. 必要に応じて、DBSC3動作調整レジスタ 0～2（DBADJ0～DBADJ2）、… 

4.3.6 ソフトウェア

スタンバイ状態での

SDRAMメモリの保

持 

（1）DDR2-SDRAM 

4-73 追加 

6. DDR-PHY部制御レジスタ 3（DBPDCNT3）の db_dllreset_n, db_dllenable1, 

db_dllenable2, db_stby_nを 0に設定、db_comhizを 1に設定します。 

削除 

DDR3-SDRAMソフトウェアスタンバイモードへの遷移は、以下の手順に従ってください。

なお、9.～11.は、同時に設定可能です。 

（2）DDR3-SDRAM 4-74 

追加 

9. DDR-PHY部制御レジスタ 3（DBPDCNT3）の db_dllreset_n, db_dllenable1, 

db_dllenable2, db_stby_nを 0に設定、db_comhizを 1に設定します。 

図4.1 SDRAM電源

バックアップ機能 

4-76 用語を修正 

DBSC2 → DBSC3 

1.8V系電源 → VDD_DDR電源 

4.3.7 SDRAM電源

バックアップ機能 

（1）DDR2-SDRAM 

4-78 修正および削除 

16. …ODT動作設定レジスタ 0（DBRNK0）の設定を行います。 

： 

18. 必要に応じて、DBSC3動作調整レジスタ 0～2（DBADJ0～DBADJ2）、… 

（2）DDR3-SDRAM 4-81 修正 

18. 必要に応じて、DBSC3動作調整レジスタ 0～2（DBADJ0～DBADJ2）、… 

4.3.8 電源バックア

ップ機能も使用する

場合のディープスタ

ンバイ状態での

SDRAMメモリの保

持 

（1）DDR2-SDRAM 

4-84 修正および削除 

16. …ODT動作設定レジスタ 0（DBRNK0）の設定を行います。 

： 

18. 必要に応じて、DBSC3動作調整レジスタ 0～2（DBADJ0～DBADJ2）、… 

（2）DDR3-SDRAM 4-86 修正 

18. 必要に応じて、DBSC3動作調整レジスタ 0～2（DBADJ0～DBADJ2）、… 
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4.3.9 電源バックア

ップ機能を使用しな

い場合のディープス

タンバイ状態での

SDRAMメモリの保

持 

（3）DDR2-SDRAM 

4-89 修正および削除 

15. …ODT動作設定レジスタ 0（DBRNK0）の設定を行います。 

： 

17. 必要に応じて、DBSC3動作調整レジスタ 0～2（DBADJ0～DBADJ2）、… 

（4）DDR3-SDRAM 4-91 修正 

17. 必要に応じて、DBSC3動作調整レジスタ 0～2（DBADJ0～DBADJ2）、… 

4.3.10 MZQ端子の

Open/Shortテスト 

4-92 項目を追加 

表4.6 SDRAM構成

設定レジスタ

（DDR3-SDRAM） 

4-93 256M×8bit、2Gbit（2個）の行を削除 

4.6.2 バンクアドレ

スを連続アドレスと

して使用する場合 

4-97 追加 

以下では、32M×16bitの DDR2-SDRAM１個をつないだ例で説明します。 

表 4.10 BKADM＝

“00”、BKADP＝

“000000”の場合 

表 4.11 BKADM＝

“00”、BKADP＝

“001010”の場合 

表 4.12 BKADM＝

“00”、BKADP＝

“001100”の場合 

4-97 種類を修正 

16M×16b → 32M×16b 

4.6.3 バンクアドレ

スを非連続アドレス

として使用する場合 

4-98 追加 

以下では、64M×16bitの DDR2-SDRAM１個をつないだ例で説明します。 

5.3.4 コマンドチェ

イン 

5-21 追加 

H'00に設定する CHEは必ず 1をセットしてください。H'04はリザーブビットです。H'04

へは H'0000_0008をセットしてください。また、コマンドチェインの最後のコマンド列で

は、H'10の CCAは必ず 27'H0をセットしてください。 

図 5.6 コマンドチ

ェイン コマンド列

フォーマット 

5-22 修正 

R

R

R R R R R

5 4 3 2 1 0

R R

R R

R RRR R

R R

R R

R R

R 1 0 0 0
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図 6.1 HPB配下の

機能モジュールへの

アクセスルート図 

6-3 修正および追加 

HPB P1BUS （DMA無） ：50MHz/44.4MHz 

HPB P2BUS～P5BUS （DMA有） ：50MHz/44.4MHz 

HPB P6BUS、P8BUS （DMA有） ：100MHz/88.8MHz 

6.5.1 RCAN0コン

トロールレジスタ

（RCAN0CTL） 

6.5.2 RCAN1コン

トロールレジスタ

（RCAN1CTL） 

6-6 ビット 0の説明を修正 

0：同期（内部クロック動作） 

1：非同期（CLKSELビットで選択された外部クロック動作） 

表 6A.2（2） 各処

理状態におけるレジ

スタの状態 

6A-8、

6A-9 

修正 

略称 パワーオンリセット 

PRESET#端子/WDT/H-UDIによる 

マニュアルリセット 

PRESET#端子/WDT/多重例外による 

UATTSR H'FFFF_FFFF H'FFFF_FFFF 

  

表 6A.3（2） 各処

理状態におけるレジ

スタの状態 

6A-10、

6A-11 

修正 

略称 パワーオンリセット 

PRESET#端子/WDT/H-UDIによる 

マニュアルリセット 

PRESET#端子/WDT/多重例外による 

HPB-DMASPR3 H'0008_8088 H'0008_8088 

  

6A.4.3 DMAトラン

スファカウントレジ

スタ 0、1（DTCR0、

DTCR1） 

6A-14 ビット 31～26の初期値を修正 

－ → 0 

6A.4.6 DMAトラン

スファカウントステ

ータスレジスタ

（DTCSR） 

6A-15 ビット 31～26の初期値を修正 

－ → 0 

6A-16、

6A-17 

ビット 31～13、7～5の初期値を修正 

－ → 0 

6A-17、

6A-18 

ビット 12～8、4～0の説明、用語を修正 

NFI0 → FLCTL0 

NFI1 → FLCTL1 

6A.4.7 DMAポート

選択レジスタ

（DPTR） 

6A-18 ビット 4～0の説明、注記を修正 

【注】 *3 （stream送信） 

 *4 （packet送信） 

ビット 31～27、19、7、6の初期値を修正 

－ → 0 

6A.4.8 DMAコント

ロールレジスタ

（DCR） 

6A-19～

6A-21 

ビット表、ビット 15、14の初期値を修正 

－ → 0 
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6A.4.9 DMAコマン

ドレジスタ

（DCMDR） 

6A-22 ビット 31～8の初期値を修正 

－ → 0 

6A.4.10 DMA強制

停止レジスタ

（DSTPR） 

6A-23 ビット 31～1の初期値を修正 

－ → 0 

6A.4.11 DMAステ

ータスレジスタ

（DSTSR） 

6A-24 ビット 31～7の初期値を修正 

－ → 0 

6A.4.12 DMAチャ

ネルデバッグレジス

タ（DDBGR） 

6A-27 ビット 30～7、3の初期値を修正 

－ → 0 

6A.4.13 DMAチャ

ネルデバッグレジス

タ 2（DDBGR2） 

6A-27、

6A-28 

ビット 31、27、26の初期値を修正 

－ → 0 

6A.4.14 DMAタイ

マコントロールレジ

スタ（DTIMR） 

6A-28 ビット 31～16の初期値を修正 

－ → 0 

6A.4.15 DMAリク

エストマスクコント

ロールレジスタ

（DRMSKR） 

6A-29 ビット 31～12の初期値を修正 

－ → 0 

6A.4.16 DMAメモ

リアクセス優先レベ

ルコントロールレジ

スタ（DMLVLR） 

6A-29 ビット 31～3の初期値を修正 

－ → 0 

6A.4.17 DMA転送

終了割り込み表示レ

ジスタ（DINTSR） 

• LBSC-DMAC専用

レジスタ 

6A-30 ビット 31～3の初期値を修正 

－ → 0 

• HPB-DMAC専用

レジスタ 

6A-30 ビット 31～29、26の初期値を修正 

－ → 0 

6A.4.18 DMA転送

終了割り込み表示ク

リアレジスタ

（DINTCR） 

• LBSC-DMAC専用

レジスタ 

6A-31 ビット 31～3の初期値を修正 

－ → 0 

• HPB-DMAC専用

レジスタ 

6A-31、

6A-32 

ビット 31～29、26の初期値を修正 

－ → 0 
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6A.4.19 DMA転送

終了割り込みイネー

ブルレジスタ

（DINTMR） 

• LBSC-DMAC専用

レジスタ 

6A-33 ビット 31～3の初期値を修正 

－ → 0 

• HPB-DMAC専用

レジスタ 

6A-33 ビット 31～29、26の初期値を修正 

－ → 0 

6A.4.20 DMA起動

状態表示レジスタ

（DACTSR） 

• LBSC-DMAC専用

レジスタ 

6A-34 ビット 31～3の初期値を修正 

－ → 0 

• HPB-DMAC専用

レジスタ 

6A-34 ビット 31～29、26の初期値を修正 

－ → 0 

タイトルを修正 6A.4.21 ソフトリ

セットレジスタ

（LSRSTR0～2、

HSRSTR0～28） 

6A-35 

ビット表、ビット 31～1の初期値を修正 

－ → 0 

6A.4.22 外部 DMA

データアライメント

コントロールレジス

タ（DMALGR） 

6A-36 ビット 31～12の初期値を修正 

－ → 0 

6A.4.23 

LBSC-DMA SHwyプ

ライオリティコント

ロールレジスタ

（LBSC-DMASPR） 

6A-37 ビット 31～12の初期値を修正 

－ → 0 

6A.4.27 HPB-DMA 

SHwyプライオリテ

ィコントロールレジ

スタ 3

（HPB-DMASPR3） 

6A-39 ビット 31～20、11～8の初期値を修正 

－ → 0 

ビット 31～29、26の初期値を修正 

－ → 0 

6A.4.28 HPB-DMA

アクセス優先レベル

コントロール

（HPB-DMLVLR） 

6A-40 

ビット図、ビット 2のビット名を修正 

DMLV1 → DMLV2 

6A.4.29 UltraATA 

DMAモードレジス

タ（UATMR） 

6A-41 ビット 31～10、7、6、3の初期値を修正 

－ → 0 
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6A.4.30 UltraATA

ライトサイクル設定

レジスタ

（UATWCR） 

6A-42 ビット 31～3の初期値を修正 

－ → 0 

ビット 31～2の初期値を修正 

－ → 0 

6A.4.32 UltraATA

エラー表示レジスタ

（UATTER） 

6A-44 

ビット 0の説明を修正 

タイムアウト時間は、UATTSR、UATMR2レジスタの設定値による。 

6A.4.33 UltraATA

エラー割り込みイネ

ーブルレジスタ

（UATIER） 

6A-45 ビット 31～2の初期値を修正 

－ → 0 

6A.4.34 UltraATA 

CRCコード表示レ

ジスタ（UATCRCR） 

6A-46 ビット 31～16の初期値を修正 

－ → 0 

6A.4.36 UltraATA 

DMAモードレジス

タ 3（UATMR3） 

6A-48 ビット 31～8、7～4の初期値を修正 

－ → 0 

6A.4.37 UltraATA

転送モードレジスタ

（UATTMR） 

6A-49 ビット 31～16の初期値を修正 

－ → 0 

図 6A.2 DMA転送

フロー図（1） 

6A-51 追加 

DMA  
0

DSAR0 DDAR0 DTCR0

DMA  
1

DSAR1 DDAR1 DTCR1
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図 6A.7 外部バス

DMAリード動作

（SRAMバス シン

グルリード） 

図 6A.8 外部バス

DMAライト動作

（SRAMバス シン

グルライト） 

図 6A.9 外部バス

DMAリード動作

（SRAMバス バー

ストリード） 

図 6A.10 外部バス

DMAライト動作

（SRAMバス バー

ストライト） 

6A-62～

6A-64 

用語を修正 

DREQ# → DREQ 

DRACK# → DRACK 

DACK# → DACK 

図 6A.11 

HPB-DMAC 

SuperHywayおよび

HPBバス調停の概念

図 

6A-65 追加および削除 

付けは、
ロールレ
決定しま

P2BUS

P3BUS

P4BUS

P5BUS

P6BUS

P8BUS

P7BUS

HPB-DMAC  
chN HPB-DMAC  

chN  
 

ABT  

ABT  

ABT  

ABT  

ABT  

ABT  

ABT  

HPB P2BUS
ch0-10競合

HPB P3BUS
ch19-20競合

HPB P4BUS
ch11-18競合

HPB P5BUS
ch21-22競合

HPB P6BUS
ch23-25競合

CHPB P7BUS
ch26競合

HPB P8BUS
ch27-28競合

HPB-DMAC
ch0-25, 27, 28

 

6B. ローカルバス

ステートコントロー

ラ（LBSC） 

－ 信号名を修正 

RD → RD# 

WE → WE# 

CS → CS# 

DREQ# → DREQ、 

DREQ[y]# → DREQ[y]、DREQ*# → DREQ*、 

DREQ[1:0]# → DREQ[1:0]、DREQ[2:0]# → DREQ[2:0]、 

DREQ0# → DREQ0、DREQ1# → DREQ1、DREQ2# → DREQ2 
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6B.6.5 CPU

（SuperHywayバ

ス）→ATAデバイス

インタフェース 

（1）

ATACS0#/ATACS1#

信号 

6B-55 削除 

ATACSコントロールレジスタ（ATACSCTRL）の ATACS1_EN、ATAECSx_EN（x=0～5）

を 1に設定し、CS1xCTRLレジスタ CS1IFビット、ECSxCTRLレジスタ ECSxIFビッ

トにより、… 

表6B.9 ATAインタ

フェース 信号一覧 

6B-55 修正 

 ATA I/F信号 LBSC出力信号 

3 DMARQ DREQ[2:0]（負極性設定可） 

  

図 6B.16 EX_BUS 

ATAデバイス構成例 

6B-56 修正 

ex_wdata[15:0]

ex_rdata[15:0]

ex_wait[*]

ex_ena

ata_we_n

ata_rd_n

1

3

EX_BUS 
バス調停

パルス
生成
回路

 

表 6B.10 ATAイン

タフェース PIO転送

における RD/WEパ

ルスコントロールレ

ジスタ設定例 

6B-58 用語を修正 

EXDMAWCR → CSWCR 

表 6B.11 ATAイン

タフェースマルチワ

ード DMAにおける

RD/WEパルスコン

トロールレジスタ設

定例 

6B-59 用語を修正 

CSWCR → EXDMAWCR 

図 6B.20 UltraATA 

DMAの設定手順 

6B-61 修正 

ATAデバイス EX_BUS接続空間 DREQ/DACK設定：LBSC-DMACチャネル yコントロー

ルレジスタ（EXDMCRy（y=0、1）） 

図 6B.22 リードア

クセス時の

HDMARDY#、

DSTROBE信号動作 

6B-63 用語を修正 

UATTSRレジスタ → UATMR2レジスタ 
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6B.7.2 UltraDMA

リードアクセス動作 

（1）UltraDMAリー

ドアクセス動作 

－ 削除 

2. タイムアウト検出時、32バイトに対する不足分をパディングし DMA転送を行います。 

UATTSRレジスタに設定された設定時間期間 DSTROBE信号を受信できないとタイム

アウトエラーを検出し、アクセス解放を行うため 32バイトに対する不足分をパディン

グ処理して DMA転送を完了させます。図 6B.23にタイムアウト検出動作を示します。 

図 6B.23 タイムア

ウト検出時動作 

－ 図を削除 

（2） UltraDMA転

送リードアクセス時

の転送性能 

－ 項目を削除 

図 7.1 INTCと

INTC2のブロック図 

図 7.2 INTC入力コ

ントロール部の詳細 

7-3、7-4 信号名を修正 

NMI# → NMI 

IRQ[3:0]# → IRQ[3:0] 

表 7.1 割り込み要

因コードと優先順位

（1） 

7-6 信号名を修正 

IRQ[3:0]# → IRQ[3:0]、 

IRQ[0]# → IRQ[0]、IRQ[1]# → IRQ[1]、IRQ[2]# → IRQ[2]、IRQ[3]# → IRQ[3] 

7-7 修正 

割り込み内蔵周辺モジュール 詳細要因数 詳細要因レジスタ INTEVTコード 

SHwy-DMAC 0,1 6 INT2B9 620 

  

表 7.1 割り込み要

因コードと優先順位

（2） 

7-8 修正 

割り込み内蔵周辺モジュール 詳細要因数 詳細要因レジスタ INTEVTコード 

GPIO 4、5 43 INT2B49 D00 

  

表 7.4 割り込み要

求元と INT2PRI0～

INT2PRI11レジスタ 

7-26 修正および追加 

ビット レジスタ 

28～24 

INT2PRI7 HPB-DMAC 23～25、27、28 

INT2PRI8 ADC 

  

7.4.14 INTC2／割

り込み詳細要因レジ

スタ（INT2B0～

INT2B52） 

（49）INT2B49レジ

スタ：GPIO4-5 

7-41 修正 

—— ——

RR RR

78910

5_
IN

T
D

T
 1

1-
08

5_
IN

T
D

T
 0

7-
04

5_
IN

T
D

T
 0

3,
02

,0
0

4_
IN

T
D

T
 3

1-
28
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表 7.6 INTC2へ割

り込み通知する内蔵

周辺モジュールと各

詳細要因表示レジス

タ本数 

7-58 修正 

内蔵周辺 

モジュール 

詳細要因表示 

レジスタ本数 

記 事 

GPIO 0～5 2 reg GPIO 6チャネル全 171ポートに対し 4bitごとに reg中 

1bitを割り付け 

  

8.1.1 特長 8-1 削除 

• SH7733/34（SH4A-V）内部クロックを生成 

CPUクロック（clki）、SHwyクロック（clks、clks1）、バスクロック（clkb）、周辺ク

ロック（clkp）を生成します。 

• SH7733/34（SH4A-V）外部クロックを生成 

外部バスクロック（CLKOUT）および DDRクロック（MCK0/MCK0#/MCK1/MCK1#）を

生成します。 

8.1.2 ブロック図 8-2 タイトルを修正 

8.1.3 外部端子 

（1）外部端子機能 

8-3 追加および削除 

• クロックモード制御 

MD0、MD1、MD2、MD3、MD4、MD11、MD12端子の組み合わせにより PLL1の逓倍率

および分周比を決めます。 

表 8.12 自走モード

での各クロック種の

分周比 

8-8 表を追加 

図 8.3 PLL発振回

路使用時の注意 

8-15 用語を修正 

SH4A-Value → 本 LSI 

9. 動作モード、低

消費電力モード 

－ 用語を修正 

GEther → GETHER 

FLCTLブート → NANDフラッシュブート 

シリアルブート（低速） → シリアルブート 

表 9.1 低消費電力

モードの状態 

9-3 修正 

状   態 低消費電力 

モード 
ILRAM／ 

キャッシュ 

メモリ 

解除方法 

スリープ 

モード 

停止 

（内容は 

 保持） 

• 割り込み 

• パワーオンリセット 

• マニュアルリセット 

• DMAアドレスエラー 

ディープ 

スタンバイ 

モード 

停止 

（内容は 

 非保持） 

• NMI割り込み 

• パワーオンリセット 

• リアルタイムクロックアラーム割り込み 

• 解除用端子の変化 

• GETHERの Magic Packet検出割り込み 
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表 9.3 各処理モー

ドにおけるレジスタ

の状態 

9-5 レジスタ BIOKPを削除 

9.4.3 ディープスタ

ンバイモード 

（2）ディープスタン

バイモードの解除 

9-26 削除 

• リセット以外による解除 

： 

…CKOKEEPE=1に設定している場合は、ディープスタンバイ遷移のために SLEEP命令

を発行してから 1[ms]は NMI、IRQをネゲート状態にし、NMI、IRQアサート維持を 1[ms]

以上、2[ms]未満としてください。 

• リセットによる解除 

： 

表 9.5 外部メモリ

制御端子一覧 

9-27 削除 

シリアルブート（シリアルフラッシュメモリ） 

RSPCK、SSL0、MOSI、MISO 

  

（8）GETHERの

Magic Packet検出割

り込みによるディー

プスタンバイからの

復帰の注意事項 

9-29 追加 

本LSIはGETHER（制御系）をGroupB#に選択することによって、GETHERのMagic Packet

検出割り込みを受け付け GETFビットへ送る機構が ON状態になり、割り込み発生により

ディープスタンバイからの復帰を行うことが可能となります。… 

9.4.4 モジュールス

タンバイ機能 

9-30 削除 

特定のモジュールのクロックを停止します。この機能によるクロック停止は B-Driverを使

用します。なお、モジュールスタンバイ機能にてクロック停止／復帰する場合は、各モジ

ュールのクロック停止／復帰手順を参照してください。 

（a）モジュールスタ

ンバイモードへの遷

移 

18. MIMLB 

9-35 修正 

（5）MIMLBの SYSTEM_MEM割り込みイネーブルレジスタ（SYSTEM_MEM_INT_ 

ENABLE）の全ビットがすべて 0（割り込み禁止）であること。 

9.5.2 動作説明 

（3）HIFブート 

9-43 修正 

HIFMD（MD19）=Hとすることで、MD18、MD17、MD16、MD14の設定によらず本 LSI

は HIFブートモードで起動し、PRESET#＝H後、0xFF820000番地よりプログラムの実行

を開始します。… 

（5）CS0ブート以外

のブートモードおよ

び遮断復帰後のリセ

ット例外番地ついて 

9-43～

9-45 

項目を追加 

9.6 使用上の注意

事項 

9-46 項目を追加 

10. R-GPVG 10-1 修正および削除 

本モジュールは、OpenVG用グラフィックスプロセッサです。 

本機能をお使いの場合、詳細は、弊社の営業担当にご確認ください。 
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11.2.1 システムコ

ントロールレジスタ

（SCLR） 

11.2.2 ステータス

レジスタ（SR） 

11.2.4 割り込み許

可レジスタ（IER） 

～ 

11.2.21 コマンド

ステータスレジスタ

（CSTR） 

11.2.24 システム

クリップエリア

MAXレジスタ

（SCLMAR） 

～ 

11.2.30 パターン

オフセットレジスタ

（POFSR） 

11-6、

11-7、

11-10～

11-20、

11-22、

11-24～

11-29 

リザーブビット（不定値）の説明を修正 

不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

12.3.11 後クリッ

プ終了画素レジスタ

（EPPoC） 

12-18 ビット表、ビット 10～0のビット名を修正 

EPPoC[9:0] → EPPoC[10:0] 

12.3.23 データモ

ードレジスタ

（DMR） 

12-31 ビット表、ビット 31～13、11～6の R/Wを修正 

R/W → R 

12.3.24 データモ

ードレジスタ 2

（DMR2） 

12-33 ビット表、ビット 27～18の R/Wを修正 

R/W → R 

表 12.7 タップ係数

のビットサイズ 

12-39 削除 

レジスタ名称（m=1～8） CmA CmB CmC 

9タップ係数 L1 L2 L3 L4 M R4 R3 R2 R1 

 △ △ △ △ △ △ △ △ △ 

ビット幅 10 10 10 10 10 10 10 10 10 
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12.3.29 係数セッ

トレジスタ（CmA、

CmB、CmC）（m＝

1～8） 

（1）係数セットレジ

スタmA（CmA）（m

＝1～8） 

（2）係数セットレジ

スタmB（CmB）（m

＝1～8） 

（3）係数セットレジ

スタmC（CmC）（m

＝1～8） 

12-39、

12-40 

タイトルを修正 

12.5.4 使用制限 

（1）入力ビデオクロ

ック制約 

12-57、

12-58 

項目を差し替え 

表 13.1 入出力端子 13-2 追加 

端子名 備   考 

VI1_CLK_x*1 ITU-R BT.656インタフェース 

外部非同期信号 

27MHzクロック（typ） 
  

13.3.1 ITU-R 

BT.656インタフェ

ース 

13-2 修正および削除 

また、VI1_CLKは最大 29.4MHzまで入力できます*。最小値に規定はありませんが、小さ

すぎるとリアルタイム性が失われる可能性があります。ここで、ITU-R BT.656によるキャ

プチャリング時、本モジュールは… 

： 

【注】 * VI1_CLKの周波数はシステムクロック（clks1）の周波数の 1/3.3倍以下にす

る制約があります 

（例 システムクロック（clks1）：88.9MHzの場合、VI1_CLK周波数は、

26.9MHz以下としてください）。 

表 13.2 VIN1レジ

スタ構成 

13-8、

13-9 

P4領域アドレス、エリア 7アドレスを修正 

14.1.1 特長 14-2 追加 

表示キャプチャ 

出力するデジタル RGB888データまたは RGB666データを RGB565データまたは

ARGB1555データに変換しそれぞれ別の外部メモリに格納可能です。 
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14.1.2 ブロック図 14-4 修正 
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表 14.1 端子機能

（DU0） 

14-5、

14-6 

削除 

名称 端子名 入出力 機   能 本章内信号名 

DU0_DR0 出力 デジタル 0 Red 0 デジタル 1 Red 0 DU0表示データ 

DU0_DR1 出力 デジタル 0 Red 1 デジタル 1 Red 1 

デジタル RGB 

： ： ： ： ： ： 

DU0_DB6 出力 デジタル 0 Blue 6 デジタル 1 Blue 6  

DU0_DB7 出力 デジタル 0 Blue 7 デジタル 1 Blue 7 

 

  

表タイトルを修正 表 14.2 表示制御レ

ジスタ構成（1） 

14-8 

修正 

名称 略称 R/W 

表示ステータスレジスタ DSSR R 

表示ステータスレジスタクリアレジスタ DSRCR W 

  

表 14.3 表示制御レ

ジスタ構成（2） 

14-9 表タイトルを修正 

表 14.6 表示属性レ

ジスタ構成（1） 

14-11 追加 

名称 略称 内部更新機能を持つビット 

表示 SuperHywayプライオリティレジスタ DSHPR 全ビット 

DRESで更新 
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表 14.7 表示属性レ

ジスタ構成（2） 

14-11 修正 

名称 略称 パワーオン 

リセット／ 

ディープ 

スタンバイ 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

モジュール 

スタンバイ／ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

カラーパレット 1透過色レジスタ CP1TR H'00000000 H'00000000 保持 

カラーパレット 2透過色レジスタ CP2TR H'00000000 H'00000000 保持 

カラーパレット 3透過色レジスタ CP3TR H'00000000 H'00000000 保持 

カラーパレット 4透過色レジスタ CP4TR H'00000000 H'00000000 保持 

表示 SuperHyway 

プライオリティレジスタ 

DSHPR H'000000A8 H'000000A8 保持 

  

修正 

名称 略称 

ディスプレイアウトコンペア CRC期待値保持レジスタ 1 DOCMECRCHR1 

  

表 14.20 ディスプ

レイアウトコンペア

レジスタ構成（1） 

表 14.21 ディスプ

レイアウトコンペア

レジスタ構成（2） 

14-27、

14-28 

レジスタ DOCMCRCIR1を追加 

14.3 レジスタの説

明 

14-29～

14-143 

項目を差し替え 

表 14.24 プレーン

の表示機能 

14-144 【注】*5を追加 

表 14.27 メモリパ

ラメータ・モニタパ

ラメータ設定レジス

タ 

14-148 修正 

No 図中の名称 レジスタ略称 説明 

  

14.4.5 画像データ

フォーマット 

14-149～

14-154 

項目を差し替え 

14.4.7 エンディア

ン変換 

14-155、

14-156 

項目を差し替え 

14.4.8 カラーパレ

ット 

14-157 修正 

…各カラーパレットの設定後、カラーパレット制御レジスタ（CPCR）のカラーパレット

切り替えイネーブルビット（CP4CE、CP3CE、CP2CE、CP1CE）を 1にセットすること

により、次の VSYNCの立ち下がり（内部更新タイミング）、または表示リセット解除（表

示システム制御レジスタ（DSYSR）／DRESを 1→0）で設定したカラーパレットが有効

になります。 

14.4.9 プレーンの

重ね合わせ表示 

14-158～

14-160 

項目を差し替え 

14.4.10 表示の競

合 

（1）カラーパレット

の競合 

14-161 修正 

αブレンディングおよび EOR演算を行う場合、画像データフォーマットが 8bit/pixelのプ

レーン間において同一のカラーパレットを選択しているとカラーパレットの競合が発生す

る場合があります。これは競合判定をプレーンの面単位ではなく、画素単位に行うためで

す。 
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（3）プレーンの優先

順位 

14-163 追加 

各プレーンの表示優先順位は表示プレーン優先順位レジスタ（DPPR）または表示重ね合

せ 1優先順位レジスタ（DS1PR）と表示重ね合せ 2優先順位レジスタ（DS2PR）にて設

定しますが、1つのプレーンが 2つ以上の順位に設定された場合は、最も上の順位を選択

します。 

14.4.12 スクロー

ル表示 

14-164 削除 

スクロール表示を行うためには、各プレーンの表示領域開始アドレス 0～2レジスタ

（PnDSA0～2R）で指定したメモリの先頭を原点として、プレーン n表示開始位置 X,Y（プ

レーン n開始位置 Xレジスタ（PnSPXR）およびプレーン n開始位置 Yレジスタ（PnSPYR）

で指定された座標）をサイクリックに設定することにより可能です。 

14.4.13 ラップア

ラウンド表示 

14-165 修正 

各プレーンは、スクロール表示に加えて、球面スクロールを実現できるラップアラウンド

表示ができます。ラップアラウンド表示を有効にする場合、プレーン nモードレジスタ

（PnMR）／PnWAEに 1を設定します。スクロール表示のため、プレーン n表示開始位置

（プレーン n開始位置 Xレジスタ（PnSPXR）およびプレーン n開始位置 Yレジスタ

（PnSPYR）で指定された座標）を変化させた結果、プレーン nがラップアラウンドエリ

アをはみ出した場合でも、ラップアラウンド表示では、図 14.12のようにラップアラウン

ドエリアを球面に見立てて、はみ出した部分を補完して表示します。ラップアラウンドエ

リアの指定方法を以下に示します。 

14.4.15 ダブルバ

ッファ制御 

（2）マニュアルディ

スプレイチェンジモ

ード 

14-167 項目を差し替え 

14.4.16 同期方式 

（2）TV同期モード

（外部同期モード） 

14-168 追加 

外部の同期信号発生回路から水平同期信号、垂直同期信号およびクロックを、EXHSYNC、

EXVSYNC、DCLKIN端子にそれぞれ入力してください。CSYNCは Highレベルを出力し

ます。インタレースシンクモード、インタレースシンク＆ビデオモードの場合は、EXODDF

端子に奇数フィールド／偶数フィールドを示す信号を入力してください。ノンインタレー

スモードの場合は EXODDF端子を Lowレベルまたは Highレベルに固定してください。 

14.4.17 表示キャ

プチャ 

14-169 修正 

データフォーマット：「表 14.29 表示データフォーマット」を参照してください。

ARGB1555の A値は表示キャプチャ制御レジスタ（DCPCR）で指

定します。 

14.4.19 分離 YUV

表示 

14-174～

14-176 

項目を追加 

表 14.36 表示画面

で定義した変数 

14-177 削除 

【注】 *1 hsw+xs+xw<hc+18 
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14.5.5 外部同期制

御 

14-183 削除 

（1）ドットクロック同期制御 

Display Unitは、TV同期モード時、外部から入力ドットクロック（逓倍用クロック：DCLKIN）

を入力することにより外部同期信号（EXHSYNC、EXVSYNC）に従ったドットクロック（出

力ドットクロック：DCLKOUT）生成が可能です。 

外部より入力ドットクロック（逓倍用クロック：DCLKIN）を入力し以下の各パラメータ

を設定してください。 

14.6.3 モジュール

スタンバイモードの

解除と表示起動 

14-186 修正 

2. 表示システム制御レジスタ（DSYSR）／DEN＝1、DRES＝0として表示 ONの設定を

行います。 

14.6.6 レジスタ設

定の注意点 

14-187、

14-188 

項目を追加 

15. LCDコントロ

ーラ（LCDC） 

15-1 修正 

LCDコントローラ（LCDC）は、表示用の画像をシステムメモリに格納するユニファイド

メモリアーキテクチャをとっています。LCDCモジュールはシステムメモリからデータを

読み出し、パレットメモリを使って色を決定した後、LCDパネルに送ります。マイコンバ

スインタフェース方式、NTSC/PAL方式、LVDSインタフェースの液晶モジュール*などの

液晶モジュールは接続できません。 

15.1 特長 15-1 削除 

• パネルインタフェース 

シリアルインタフェース方式 

STN/Dual STN/TFTパネル（8/12/16/18ビットバス幅）のデータフォーマットをサポー

ト*1 

15.2 入出力端子 15-3 修正 

LCDC端子の選択は、PFCのピンマルチ設定で行います。 

表 15.1 端子構成 15-3 追加 

端子名 入出力 機   能 

LCD_D15～0_x 出力 LCD_DATA15～0_x 

LCD パネル用データ。LCD_D15～0_xと略記。 

  

15.3.1 LCDCイン

プットクロックレジ

スタ（LDICKR） 

15-6 修正 

…LCD_CL2にかかわらず、LCDCへの入力クロックが周辺クロック（clks1）以下となる

ように、LDICKRを設定してください。 

15.3.18 LCDCコン

トロールレジスタ

（LDCNTR） 

15-26 【注】3.を追加 

15.3.21 LCDCメモ

リアクセスインター

バルナンバレジスタ

（LDLIRNR） 

15-29 ビット 7～0の説明を修正 

LCDCがVRAMを読み出すバーストバスサイクルの間のSDRAMのクロックサイクル数を

指定します。 



改訂-26  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

項   目 ページ 修正箇所 

15.4.1 LCDCで表

示可能な液晶モジュ

ールのサイズについ

て 

15-30 説明文を差し替え 

15.6.1 表示データ

格納用 VRAM（エリ

ア 2、3）アクセスの

停止手順について 

15-50 用語を修正（タイトルを含む） 

（エリア 1、2の SDRAM） → （エリア 2、3） 

図 15.23 表示開始

時の手順 

15-51 修正および追加 

（例）N：3分周、 

P：周辺クロック＝100MHz、L：LCDCLK＝54MHzの場合 

3/2×100MHz/54MHz＋2＝4.7＝5回（小数点以下切り上げ） 

： 

LPS[0]が B'1になれば 

液晶モジュールへの電源投入シーケンス完了です。 

16. シリアルサウ

ンドインタフェース

クロックセレクタ

（SSS） 

－ 章タイトルを修正 

16.1 特長 16-1 修正 

シリアルサウンドインタフェースクロックセレクタ（SSS）のブロック図を示します。SSS

は、… 

図 16A.25 DMAコ

ントローラを使用し

た送信 

16A-33 図を差し替え 

16A.3.9 送信時に

おける一時停止、再

開手順 

16A-37 項目を削除 

16A.4.5 TDMモー

ドの制限事項 

16A-39、

16A-40 

用語を修正 

不具合 → 制限事項 

本不具合 → 制限事項 

17. I2Cバスインタ

フェース 3 

17-1 修正 

I2Cバスインタフェース 3は、フィリップス社が提唱する I2Cバス（Inter IC Bus）インタフ

ェース方式をサポートしており、サブセット機能を備えています。ただし I2Cバスを制御

するレジスタの構成が一部フィリップス社と異なりますので注意してください。 

図 17.12 スレーブ

受信モード動作タイ

ミング（2） 

17-26 SDA（スレーブ出力）のタイミングを修正 

[3]ACKBTセットを削除 

[3]ICDRRリードへの矢印を修正 

18. シリアルペリ

フェラルインタフェ

ース（HSPI） 

－ レジスタ SPCR2を削除 
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18.1.1 特長 18-1 削除 

• 送信データと受信データの両方を 2つの DMAチャネルを経由して独立して DMA転送す

ることが可能です。 

DMA転送を用いた高速モードは、マスタモードの Txと Rxをサポート 

図 19.8 SCIFの初

期化フローチャート 

19-33 追加 

［3］ SCBRRにビットレートに対応する値を書き込みます。ただ
し、外部クロックを使用する場合には必要ありません。

［4］ 少なくとも1ビット期間待ってから、SCSCRのTEビットまた
は、REビットを1にセットします。また、TIE、RIE、
REIE、TOIEビットを設定してください。TEビットを設定す
ることによりTX、RX端子が使用可能になります。

 送信時にはマーク状態となり、受信時にはスタートビット待
ちのアイドル状態になります。

［1］

SCFCRのTFRST、RFRSTビットを1にセット

SCSCRのCKE1、CKE0ビットを設定
（TIE、RIE、TE、RE、TOIEビットは0）

SCFSRのER、DR、BRK、RDF、SCLSRの
TO、ORERの各フラグを読み出した後

0書き込みでクリア

 

19.3.1 調歩同期式

モード時の動作 

（2）データの送信／

受信動作 

• シリアルデータ送

信（調歩同期式） 

19-35 修正 

3. SCIFは、ストップビットを送出するタイミングで SCFTDRの送信データをチェックし

ます。データがあると SCFTDRから SCTSRにデータを転送し、ストップビットを送り

出した後、次フレームのシリアル送信を開始します。送信データがないと SCFSRの

TENDフラグに 1をセットし、ストップビットを送り出した後、1を出力するマーク状

態になります。このとき、SCSCRの TIEビットが 1、TEIEビットが 1にセットされて

いると、トランスミットエンド（TEND）割り込み要求を発生します。 

図 19.17 SCIF初期

化フローチャートの

例 

19-42 追加 

［2］ SCSMRに送信／受信フォーマットを設定します。

［3］ CKE1、CKE0ビットを設定します。

［4］ SCBRRにビットレートに対応する値を書き込みます。ただし、外
部クロックを使用する場合には必要ありません。本設定後は少なく
とも１ビット期間待ってください。

［5］ SCSCRのTEビットまたは、REビットを1にセットします。
 また、TIE、RIE、REIEビットを設定してください。この時点
 でTX、RX、SCK端子が使用可能になります。［2］

SCFCRのTFRST、RFRSTビットを1に
セットし、FIFOバッファをクリア

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定

SCFSRのER、DR、BRK、RDF、SCLSRの
TO、ORERの各フラグを読み出した後、

0書き込みでクリア

 

19.3.2 クロック同

期式モード時の動作 

（2）データの送信／

受信動作 

• シリアルデータ送

信（クロック同期

式） 

19-44 修正 

3. SCIFは、最終ビットを送り出すタイミングで SCFTDRの送信データをチェックします。

送信データがあると SCTSRにデータを転送し、次のフレームのシリアル送信を開始し

ます。送信データがないと、SCFSRの TENDフラグを 1にセットし、最終ビットを送

り出した後、トランスミットデータ端子（TX端子）は状態を保持します。このとき、

SCSCRの TIEビットが 1、TEIEビットが 1にセットされていると、トランスミットエ

ンド（TEND）割り込み要求を発生します。 

図 20.15 マスタモ

ードでのシリアル転

送方式の決定方法 

20-46 修正 

LND、SPND参照（必要な場合）

SSLネゲート遅延
＝1 RSPCK

次アクセス遅延
＝3 RSPCK＋2Rφ

SSLND SPND

H'00 H'02

 

22. コントローラ

エリアネットワーク

（RCAN-TL1） 

－ レジスタ CMAX_TEW、RFTROFF、CCR、RFMK、TTTSELを削除 
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22. コントローラ

エリアネットワーク

（RCAN-TL1） 

22-1 削除 

ルネサスコントローラエリアネットワーク（RCAN-TL1：Renesas CAN Time Triggered 

CAN Level 1、以下、RCANと略します）は自動車および産業機器システムなどでのリア

ルタイム通信を目的とした CAN（Controller Area Network）を制御するためのモジュール

です。 

： 

［参考文献］ 

： 

4. Road vehicles-Controller area network（CAN）: Part 1: Data link layer and physical 

signaling （ISO-CD-11898-1, 2003） 

5. Road vehicles - Controller area network (CAN): Part 4: Time triggered communication 

(ISO- CD-11898-4, 2004) 

5. CAN Licence Specification, Robert Bosch GmbH, 1992 

22.1 特長 22-2 削除 

• 16ビットのフリーランニングタイマ（多様なクロックソース、プリスケーラ、3個のタ

イマコンペアマッチレジスタ） 

• タイムトリガ送信用の 6ビットサイクルカウンタ（Basic Cycle） 

• タイマのコンペアマッチレジスタによる割り込み 

• タイマカウンタのクリアおよび設定が可能 

• タイムトリガ用レジスタ：Local_Time、Cycle_time、Ref_Mark、Tx_Enable_Window、

Ref_Trigger_Offset 

• SOFでのフレキシブルなタイムスタンプ機能を送信、受信ともにサポート 

• イベントトリガ送信に加え、タイムトリガ送信および定周期送信もサポート 

• サイクルカウンタ（Basic Cycle）を CANフレームに組み込んで送信可能 

• 外部クロック同期モードをサポート（入力可能な外部クロックの周波数：16MHz～

50MHz） 

22.1.1 各ブロック

の機能 

（2）メールボックス 

（b）［レジスタ］ 

22-5 削除 

• CANメッセージコントロール（DLCなど） 

• メッセージ送信/受信用タイムスタンプ 

• 3ビットのメールボックスコンフィギュレーション、自動再送信無効ビット、リモートリ

クエスト用自動送信ビット、ニューメッセージコントロールビット 

• 送信トリガタイム 

（3）メールボックス

コントロール 

22-5 削除 

• イベントトリガメッセージ送信時は、内部アービトレーションを動作させて正しい優先

順位のメッセージを選択し、メールボックスから CANインタフェースの送信バッファに

メッセージをロードします。その後、対応するレジスタをセット／クリアします。タイ

ムトリガ送信の場合は、送信トリガタイムのコンペアマッチでメッセージをロードしま

す。 
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22.4.1 メールボッ

クスの構成 

22-12 削除 

メールボックスは CANフレームを送受信するためのメッセージバッファとして動作しま

す。各メールボックスは、メッセージコントロール、ローカルアクセプタンスフィルタマ

スク（LAFM）、メッセージデータの 3個の格納フィールドからなります。さらに、タイ

ムスタンプ、送信トリガタイムコンフィギュレーション、およびタイムトリガコントロー

ルのフィールドを持つメールボックスもあります。 

表 22.5に各メールボックスに対するメッセージコントロール 0および 1、LAFM、メッセ

ージデータ、タイムスタンプ、送信トリガタイム（Tx_Trigger_Time、以降 TTTと略しま

す）、タイムトリガ（Time_Trigger、以降 TTと略します）コントロールのアドレスマッ

プを示します。 

表中のアドレスはオフセットアドレスです。実アドレスは、ベースアドレスを足してくだ

さい。 

表 22.5 各メールボ

ックスのアドレスマ

ップ（1チャネルあ

たり） 

22-12、

22-13 

送信トリガタイム（TTT）の列、および TTコントロールの列を削除 

表 22.6 メールボッ

クスの役割 

22-13 タイムトリガ（TT）の列、および送信トリガタイム（TTT）フィールドの列を削除 

注記を削除 

図 22.4 メールボッ

クス 0～15（MB0～

MB15）の構成 

22-14 削除 

TimeStamp[15:0] (CYCTR[15:0] or CCR[5:0]/CYCTR[15:6] at SOF)

【記号説明】N：0（メールボックス番号）

【記号説明】N：15～1（メールボックス番号）

【注】 *1 メールボックス0は受信専用のため、MBC[2:0]ビットのMBC[1]=1固定に設定しています。また、メールボックス0のMBC[2:0]設定値は 
  限られています。
 *2 コントロール0とLAFMのグレー表示のビットは、リザーブビットです。読み出し値は不定です。書き込む値は常に0としてください。
 *3 ATXとDARTは送信機能を持ったビットのため、メールボックス0ではサポートされません（メールボックス0ではリザーブビット）。
 *4 マスタコントロールレジスタのID並び替えビット（MCR.MCR15）は、メッセージコントロール0とLAFMのSTDID、RTR、IDEおよび 
  EXTIDの順序を変更できます。 
  上記の図は、MCR.MCR15=B'1（初期値）の場合の順序です。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0RTRIDE

0 0 NMC 0 0 DLC[3:0]

EXTID[15:0]

STDID[10:0] EXTID[17:16]

MBC[2:0]*1

MSG_DATA_1

MSG_DATA_3

MSG_DATA_5

MSG_DATA_7

MSG_DATA_0 （最初のRx/Tx バイト）

MSG_DATA_2

MSG_DATA_4

MSG_DATA_6

EXTID_
LAFM[17:16]

IDE_
LAFM 0 0

アドレス データバス アクセスサイズ フィールド名

H'100+N×32 

H'102+N×32 

H'104+N×32 

H'106+N×32 

H'108+N×32 

H'10A+N×32 

H'10C+N×32 

H'10E+N×32 

H'110+N×32 

H'112+N×32

STDID_LAFM[10:0]

16/32

16

16/32

16

8/16/32

8/16

8/16/32

8/16

8/16 

16

コントロール0*2*4

LAFM*2*4

データ

コントロール1*3

タイムスタンプ

・ MB0（タイムスタンプ付き受信用メールボックス）

・ MB15～1（タイムスタンプ付きメールボックス）

EXTID_LAFM[15:0]

0 0 0 0

TimeStamp[15:0] (CYCTR[15:0] or CCR[5:0]/CYCTR[15:6] at SOF)

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0RTRIDE

0 0 NMC ATX DART DLC[3:0]

EXTID[15:0]

STDID[10:0] EXTID[17:16]

MBC[2:0]

MSG_DATA_1

MSG_DATA_3

MSG_DATA_5

MSG_DATA_7

MSG_DATA_0 （最初のRx/Tx バイト）

MSG_DATA_2

MSG_DATA_4

MSG_DATA_6

EXTID_
LAFM[17:16]

IDE_
LAFM 0 0

アドレス データバス アクセスサイズ フィールド名

H'100+N×32 

H'102+N×32 

H'104+N×32 

H'106+N×32 

H'108+N×32 

H'10A+N×32 

H'10C+N×32 

H'10E+N×32 

H'110+N×32 

H'112+N×32

STDID_LAFM[10:0]

16/32

16

16/32

16

8/16/32

8/16

8/16/32

8/16

8/16 

16

コントロール0*2*4

LAFM*2*4

データ

コントロール1 

タイムスタンプ

EXTID_LAFM[15:0]

0 0 0 0
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図 22.5 メールボッ

クス 16～29（MB16

～MB29）の構成 

22-15 削除 

【注】 *1  コントロール0とLAFMのグレー表示のビットは、リザーブビットです。読み出し値は不定です。書き込む値は常に0としてください。
  *2  マスタコントロールレジスタのID並び替えビット（MCR.MCR15）は、メッセージコントロール0とLAFMのSTDID、RTR、IDEおよび 
  EXTIDの順序を変更できます。 
  上記の図は、MCR.MCR15=B'1（初期値）の場合の順序です。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0RTRIDE

0 0 NMC ATX DART DLC[3:0]

リザーブ

送信トリガタイム（TTT）

EXTID[15:0]

STDID[10:0] EXTID[17:16]

MBC[2:0]

MSG_DATA_1

MSG_DATA_3

MSG_DATA_5

MSG_DATA_7

MSG_DATA_0 （最初のRx/Tx バイト）

MSG_DATA_2

MSG_DATA_4

MSG_DATA_6

EXTID_
LAFM[17:16]

IDE_
LAFM 0 0

アドレス データバス アクセスサイズ フィールド名

H'100+N×32 

H'102+N×32 

H'104+N×32 

H'106+N×32 

H'108+N×32 

H'10A+N×32 

H'10C+N×32 

H'10E+N×32 

H'110+N×32

STDID_LAFM[10:0]

16/32

16

16/32

16

8/16/32

8/16

8/16/32

8/16

8/16

コントロール0*1*2

LAFM*1*2

データ

コントロール1

・ MB23～16（メールボックス：タイムスタンプなし）

オフセットTTW[1:0] Rep_Factor

H'100+N×32 

H'102+N×32 

H'104+N×32 

H'106+N×32 

H'108+N×32 

H'10A+N×32 

H'10C+N×32 

H'10E+N×32 

H'110+N×32 

H'112+N×32 

H'114+N×32 

H'116+N×32

16/32

16

16/32

16

8/16/32

8/16

8/16/32

8/16

8/16

⎯

16

16

コントロール0*1*2

LAFM*1*2

データ

コントロール1 

⎯ 

トリガタイム

TTコントロール

・ MB29～24（タイムトリガモード時タイムトリガ送信）

EXTID_LAFM[15:0]

0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0RTRIDE

0 0 NMC ATX DART DLC[3:0]

EXTID[15:0]

STDID[10:0] EXTID[17:16]

MBC[2:0]

MSG_DATA_1

MSG_DATA_3

MSG_DATA_5

MSG_DATA_7

MSG_DATA_0 （最初のRx/Tx バイト）

MSG_DATA_2

MSG_DATA_4

MSG_DATA_6

EXTID_
LAFM[17:16]

IDE_
LAFM 0 0

アドレス データバス アクセスサイズ フィールド名

STDID_LAFM[10:0]

EXTID_LAFM[15:0]

0 0 0 0

0 0 0 0 0

【記号説明】N：29～24（メールボックス番号）

【記号説明】N：23～16（メールボックス番号）

 

図 22.6 メールボッ

クス 30、31（MB30、

MB31）の構成 

22-16 削除 

【注】 *1  コントロール0とLAFMのグレー表示のビットは、リザーブビットです。読み出し値は不定です。書き込む値は常に0としてください。
  *2  マスタコントロールレジスタのID並び替えビット（MCR.MCR15）は、メッセージコントロール0とLAFMのSTDID、RTR、IDEおよび 
  EXTIDの順序を変更できます。 
  上記の図は、MCR.MCR15=B'1（初期値）の場合の順序です。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0RTRIDE

0 0 NMC ATX DART DLC[3:0]

EXTID[15:0]

STDID[10:0] EXTID[17:16]

MBC[2:0]

MSG_DATA_1

MSG_DATA_3

MSG_DATA_5

MSG_DATA_7

MSG_DATA_0 （最初のRx/Tx バイト）

MSG_DATA_2

MSG_DATA_4

MSG_DATA_6

EXTID_
LAFM[17:16]

IDE_
LAFM 0 0

アドレス データバス アクセスサイズ フィールド名

H'100+N×32 

H'102+N×32 

H'104+N×32 

H'106+N×32 

H'108+N×32 

H'10A+N×32 

H'10C+N×32 

H'10E+N×32 

H'110+N×32

H'112+N×32

H'114+N×32

STDID_LAFM[10:0]

16/32

16

16/32

16

8/16/32

8/16

8/16/32

8/16

8/16 

16 

16

コントロール0*1*2

LAFM*1*2

データ

コントロール1 

タイムスタンプ

トリガタイム

・ MB30（タイムトリガモード時タイムリファレンス送信）

・ MB31（タイムトリガモード時タイムリファレンス受信）

EXTID_LAFM[15:0]

TimeStamp[15:0] （SOFでのTCNTR値）

タイムリファレンスとしての送信トリガタイム（TTT）

0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0RTRIDE

0 0 NMC ATX DART DLC[3:0]

EXTID[15:0]

STDID[10:0] EXTID[17:16]

MBC[2:0]

MSG_DATA_1

MSG_DATA_3

MSG_DATA_5

MSG_DATA_7

MSG_DATA_0 （最初のRx/Tx バイト）

MSG_DATA_2

MSG_DATA_4

MSG_DATA_6

EXTID_
LAFM[17:16]

IDE_
LAFM 0 0

アドレス データバス アクセスサイズ フィールド名

H'100+N×32 

H'102+N×32 

H'104+N×32 

H'106+N×32 

H'108+N×32 

H'10A+N×32 

H'10C+N×32 

H'10E+N×32 

H'110+N×32

H'112+N×32

STDID_LAFM[10:0]

16/32

16

16/32

16

8/16/32

8/16

8/16/32

8/16

8/16 

16

コントロール0*1*2

LAFM*1*2

データ

コントロール1 

タイムスタンプ

EXTID_LAFM[15:0]

TimeStamp[15:0] （SOFでのTCNTR値）

0 0 0 0

【記号説明】N：31（メールボックス番号）

【記号説明】N：30（メールボックス番号）

 

22.4.2 メッセージ

コントロールフィー

ルド 

（2）メッセージコン

トロール 1 

• メールボックス 0

メッセージコント

ロール 1

（MB0.CONTROL

1） 

• メールボックス 1

～31メッセージコ

ントロール 1

（MB1.CONTROL

1～

MB31.CONTROL1

） 

22-18、

22-19 

ビット 13の説明を修正 

【重要】もしリモートフレームがデータフレームで書き換えられたり、あるいはその逆の

場合には、RXPRおよび RFPRフラグは（USMRと一緒に）同一メールボックス

にセットされる可能性があります。この場合、メールボックスコントロールフィ

ールド内にある RTRビットも上書きされます。 

【重要】タイムトリガモード使用時には、メールボックス 31の NMCを必ず 1にセットし、

RXPR[31]がクリアされなくてもすべてのリファレンスメッセージを受信できる

ようにしてください。 

0：オーバランモード 

1：オーバライトモード 
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表 22.7 メールボッ

クスの機能の設定 

22-22 削除 

MBC2 MBC1 MBC0 説明 

0 0 0 • メールボックス 0は使用不可能 

• タイムトリガ送信は使用可能 
  

22.4.4 メッセージ

データフィールド 

（1）タイムトリガ送

信時の注意事項 

22-24 項目を削除 

22.4.5 タイムスタ

ンプ 

（2）メッセージ受信 

22-24 削除 

メールボックス 0～15の受信メッセージのタイムスタンプには、タイムトリガコントロー

ルレジスタ 0（TTCR0）のビット 14の設定により、CYCTR[15:0]（サイクルタイムレジス

タ）の値または CCR[5:0]（サイクルカウンタ）+ CYCTR[15:6]（サイクルタイムレジスタ）

の値が受信メッセージの SOFでキャプチャされ、タイムスタンプに格納されます。 

（3）メッセージ送信 22-24 削除 

メールボックス 1～15の送信メッセージのタイムスタンプには、タイムトリガコントロー

ルレジスタ 0（TTCR0）のビット 14の設定により、CYCTR[15:0]（サイクルタイムレジス

タ）の値または CCR[5:0]（サイクルカウンタ）+ CYCTR[15:6]（サイクルタイムレジスタ）

の値が送信メッセージの SOFでキャプチャされ、タイムスタンプに格納されます。 

22.4.6 送信トリガ

タイム（TTT）とタ

イムトリガコントロ

ール 

－ 項目を削除 

22.5.1 マスタコン

トロールレジスタ

（MCR） 

22-28 ビット 2の説明を修正 

送信はメールボックス 31を最優先で開始し、メールボックス 1まで続けます（メールボ

ックスが送信用に設定されている場合）。 

本機能は、メールボックス 24～30のタイムトリガ送信には使用できませんので注意して

ください。もし本ビットがクリアされると、すべての送信メッセージは（内部アービトレ

ーションを走らせることにより）ID優先順位どおり送信されます。最優先のメッセージは

最小の数字のアービトレーションフィールド（STDID + IDEビット+ EXTID（IDE＝1の場

合）+ RTRビット）を持ち、最初に送信されます。 

ビット 10のビット名および R/Wを修正 

IRR10 → － 

R/W → R 

22.5.4 割り込みリ

クエストレジスタ

（IRR） 

22-37～

22-42 

ビット 13、8の説明を差し替え 

22.5.5 割り込みマ

スクレジスタ（IMR） 

22-42、

22-43 

ビット 10のビット名および R/Wを修正 

IMR10 → － 

R/W → R 



改訂-32  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

項   目 ページ 修正箇所 

22.6.1 送信待ちレ

ジスタ 1、0（TXPR1、

TXPR0） 

22-45 削除 

イベントトリガモードでは、メッセージが正常に送信された後または TXCRからの送信ア

ボートが行われた後、RCANは対応する送信待ちフラグをクリアします。タイムトリガモ

ードでは、プログラムされたサイクルカウント（Basic Cycle）ごとの送信を続けるため、

メールボックス 30～24の TXPRは送信完了後にクリアされません。TXPRのフラグは、

CANノードがアービトレーションに負けたり CANバス上にエラーが発生したために、メ

ッセージが送信されなかった場合はクリアされません。このとき対応するメールボックス

のメッセージコントロールフィールドの DART（自動再送信無効）ビットがセットされて

いなければ、RCANは自動的に再送信を試みます。DARTがセットされていると送信はク

リアされ、メールボックスエンプティ割り込みフラグ（IRR8）とアボートアクノリッジレ

ジスタ（ABACK）の対応するビットによって CPUに通知されます。 

ビット 14のビット名および R/Wを修正 

TCR14 → － 

R/W → R 

22.7.1 タイムトリ

ガコントロールレジ

スタ 0（TTCR0） 

22-55、

22-56 

ビット 6、5～0の説明を差し替え 

ビット 4のビット名を修正 

TSR4 → － 

22.7.2 タイマステ

ータスレジスタ

（TSR） 

22-56～

22-58 

ビット 0の説明を差し替え 

22.7.3 タイマカウ

ンタレジスタ

（TCNTR） 

22-58 項目を差し替え 

22.7.4 サイクルタ

イムレジスタ

（CYCTR） 

22-59 削除 

CYCTRは、サイクルタイムを示す 16ビットの読み出し専用レジスタです。 

Cycle_Time（CYCTR）＝Local_Time（TCNTR）－Reference_Mark（RFMK） 

イベントトリガモードでは、RFMKは 0に固定されるので本レジスタは TCNTRのコピー

となります。 

22.7.5 タイマコン

ペアマッチレジスタ

0～2（TCMR0～2） 

22-59 削除 

TCMR0は TCNTRと比較し、TCMR1と TCMR2は CYCTRと比較します。各コンペアマ

ッチレジスタの比較値はそれぞれ独立に設定することができます。コンペアマッチのフラ

グをセットするには、TTCR0のビット 12～10をセットする必要があります。タイムトリ

ガモードでは、TMCR0は Init_Watch_Trigger、TCMR2はWatch_Triggerに使用します。 

図 22.10 リセット

シーケンス 

22-62 削除 

【注】 *1
*2

*3

*4

ビットタイミングを設定
（BCR）

MCR[0]をクリア

メールボックス設定
（STDID、EXTID、LAFM、DLC、

RTR、IDE、MBC、MBIMR、
DART、ATX、NMC、
送信トリガタイム、
メッセージデータ）*2

ソフトウェアリセットは、MCR[0]＝1を設定することによりいつでも実行できます。
メールボックスはRAMで構成されていますので、未使用であってもMBCで有効にしたすべての
メールボックスを初期化してください。
TXPRビットが1つもセットされていないとRCAN-TL1は次のメッセージの受信をします。TXPR
が設定されているとRCAN-TL1はメッセージの送信を開始し、CANバスによってアービトレーシ
ョンされます。アービトレーションに負けると受信状態になります。
タイマコントロールレジスタおよび送信トリガタイムを設定した後、タイマはいつでも動作を開
始することができます。  
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表 22.12 アクセス

可能なレジスタ 

22-66 表を差し替え 

22.8.3 メッセージ

送信シーケンス 

（3）タイムトリガ送

信 

～ 

（10）タイムトリガ

システムの例 

－ 項目を削除 

（3）タイマ動作 22-71 項目を差し替え 

表 22.14 RCAN0、

RCAN1の割り込み

要因 

22-76 削除 

モジュール名 種類 割り込み要因 割り込みフラグ 

（IRRレジスタ） 

未読メッセージのオーバライト 

（オーバラン） 

IRR9 

スタートシステムマトリックス IRR10 

TCMR2コンペアマッチ IRR11 

CANスリープ中 CANバス動作の検出 IRR12 

タイマオーバラン／Next_is_Gap／ 

メッセージエラー 

IRR13 

TCMR0コンペアマッチ IRR14 

RCAN0 

RCAN1共通 

オーバラン処理 

TCMR1コンペアマッチ IRR15 

  

23.1 特長 23-1 削除 

• Host/Functionのポート切り替え（On-the-GO機能は未対応） 
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23.4 初期設定 23-9 修正 

EHCI/OHCIレジスタおよび Functionレジスタへアクセスするには、下記の手順を行った後、実行してく

ださい。 

• 設定 1 

アドレス ：H'FFE7 0804（USBPCTRL1） 

書き込みデータ ：H'0000 0001（PHYENBに 1を設定し、USB-PHYをスタンバイ状態から解除する） 

• 設定 2 

アドレス ：H'FFE7 0804（USBPCTRL1） 

書き込みデータ ：H'0000 0003（PLLENBに 1を設定し、USB-PHY内部の PLLを動作させる） 

• 確認 

アドレス ：H'FFE7 0808（USBST） 

確認ビット ：ACT=1（USBが動作状態であることを示す） 

確認ビット ：PLL = 1（USB用 PLLが発振安定状態であることを示す） 

• 設定 3 

アドレス ：H'FFE7 0804（USBPCTRL1） 

書き込みデータ ：H'0000 0007（PHYRSTに 1を設定し、USB-PHY内部ロジックのリセットを解除

する） 

USB機能を使用する場合、下記の設定を行う必要があります。 

• 設定 1 

アドレス ：H'FFE7 0094 

初期値データ ：H'0040 0040 

書き込みデータ ：H'00FF 0040 

• 設定 2 

アドレス ：H'FFE7 009C 

初期値データ ：H'0000 0000 

書き込みデータ ：H'0000 0001 

表 23.3 USB2.0ホ

スト/ファンクショ

ンモジュールの端子

概要 

23-12 表を差し替え 

23.6.2 USB伝送線

路 

23-13 削除 

• USB伝送線路の下の層は、ベタグランドにしてください。ベタグランドは、USB伝送線

路より外側へ 2mm以上確保してください。ベタグランドにする電源は、DG33となりま

す。 

図 23.2 ホストコン

トローラ時の USB

伝送線路パターン設

計例 

図 23.3 ファンクシ

ョンコントローラ時

の USB伝送線路パ

ターン設計例 

23-14 図を差し替え 

23.6.3 電源、グラ

ンドパターン 

23-15、

23-16 

項目を差し替え 
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23.6.5 VBUS電源

回路 

23-18 削除 

• ホストコントローラとして使用する場合、LSI電源（DV33）OFF時は、ホストコントロ

ーラとして使用する OVCn/VBUSn（n=0,1）端子の入力も OFFしてください。 

ファンクションコントローラとして使用する場合は、LSI電源（DV33）OFF時であって

も、ファンクションコントローラとして使用する OVCn/VBUSn（n=0,1）端子に、USB

ホストからの VBUS電圧印加を許容します。 

23.6.6 REFRIN端

子 

23-20 用語を修正 

AG33 → AG 

23.7 使用上の注意

事項 

23-22 項目を追加 

23A.1.6 USBSTS 23A-10 ビット図、ビット 11の初期値を修正 

1 → － 

23C.2.3 システム

コンフィグレーショ

ンステータスレジス

タ（SYSSTS0） 

23C-12 ビット 14のビット名を修正 

OVCMON → － 

23C.2.10 割り込み

許可レジスタ 0

（INTENB0） 

23C-24、

23C-25

用語を修正 

INT_Nアサート → USB 割り込み要求 

23C.2.11 BRDY割

り込み許可レジスタ

（BRDYENB） 

23C-26 ビット 9～0の説明を修正 

ソフトウェアが本レジスタに 1を設定したパイプに対して、本コントローラが BRDY割り

込みを検出した場合に、本コントローラは BRDYSTSレジスタの PIPEBRDYビットの対

応するビットと INTSTS0レジスタの BRDYビットに 1を表示し、割り込み要求します。 

BRDYSTSレジスタのPIPEBRDYビットの少なくとも一つのビットが1を示している状態

で、ソフトウェアが本レジスタの対応する割り込み許可ビットを 0から 1に変更すれば、

本コントローラは、割り込み要求します。 

23C.2.12 NRDY割

り込み許可レジスタ

（NRDYENB） 

23C-27 ビット 9～0の説明を修正 

ソフトウェアが本レジスタに 1を設定したパイプに対して、本コントローラが NRDY割り

込みを検出した場合に、本コントローラは NRDYSTSレジスタの PIPENRDYビットの対

応するビットと INTSTS0レジスタの NRDYビットに 1を表示し、割り込み要求します。 

NRDYSTSレジスタの PIPENRDYビットの少なくとも一つのビットが 1を示している状

態で、ソフトウェアが本レジスタの対応する割り込み許可ビットを 0から 1に変更すれば、

本コントローラは、割り込み要求します。 

23C.2.13 BEMP割

り込み許可レジスタ

（BEMPENB） 

23C-28 ビット 9～0の説明を修正 

ソフトウェアが本レジスタに 1を設定したパイプに対して、本コントローラが BEMP割り

込みを検出した場合に、本コントローラは BEMPSTSレジスタの PIPEBEMPビットの対

応するビットと INTSTS0レジスタの BEMPビットに 1を表示し、割り込み要求します。 

BEMPSTSレジスタの PIPEBEMPビットの少なくとも一つのビットが 1を示している状

態で、ソフトウェアが本レジスタの対応する割り込み許可ビットを 0から 1に変更すれば、

本コントローラは、割り込み要求します。 
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23C.2.14 SOFピン

コンフィグレーショ

ンレジスタ

（SOFCFG） 

23C-29 ビット表、ビット 5の R/Wを修正 

R → R/W 

23C.2.16 BRDY割

り込みステータスレ

ジスタ（BRDYSTS） 

23C-33 修正 

本コントローラがあるパイプに対して BRDY割り込みを検出した場合に、本コントローラ

は BRDYSTSレジスタの PIPEBRDYビットの対応するビットに 1を表示します。このと

き、ソフトウェアによって BRDYENBレジスタの対応するビットに 1が設定されている場

合、本コントローラは INTSTS0レジスタの BDYビットに 1を表示し、割り込み要求しま

す。 

23C.2.17 NRDY割

り込みステータスレ

ジスタ（NRDYSTS） 

23C-36 修正 

ソフトウェアが PID=BUFに設定したパイプに対して、本コントローラが内部 NRDY割り

込み要求を発生させた場合に、本コントローラは NRDYSTSレジスタの PIPENRDYビッ

トの対応するビットに 1を表示します。このとき、ソフトウェアによって NRDYENBレジ

スタの対応するビットに 1が設定されている場合、本コントローラは INTSTS0レジスタ

の NRDYビットに 1を表示し、割り込み要求します。 

23C.2.18 BEMP割

り込みステータスレ

ジスタ（BEMPSTS） 

23C-37 修正 

ソフトウェアが PID=BUFに設定したパイプに対して、本コントローラが、BEMP割り込

みを検出した場合に、本コントローラは BEMPSTSレジスタの PIPEBEMPビットの対応

するビットに 1を表示します。このとき、ソフトウェアによって BEMPENBレジスタの対

応するビットに 1が設定されている場合、本コントローラは INTSTS0レジスタの BEMP

ビットに 1を表示し、割り込み要求します。 

23C.2.33 PIPEnコ

ントロールレジスタ

（PIPEnCTR）（n=1

～5） 

23C-60 ビット 7の説明を修正 

SQSETビットへの 1設定は、CSSTS=0、かつ PID=NAK設定時に実施してください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットに 1を設定する場

合には、CSSTS=0および PBUSY=0を確認してから本ビットを変更してください。ただ

し、本コントローラが PIDビットをNAKに変更した場合には、ソフトウェアによる PBUSY

ビットの確認は必要ありません。 

表 23C.14 割り込

み機能一覧表 

23C-71 OVRCRの行を削除 

レジスタ TSU_POST1～TSU_POST4を追加 24. ギガビットイ

ーサネットコントロ

ーラ（GETHER） 

－ 

レジスタ名称を修正 

TXNLCR0：送信フレーム数カウンタレジスタ（0系）（正常送信のみ） 

TXALCR0：送信フレーム数カウンタレジスタ（0系）（正常および障害発生を含むすべて） 

RXNLCR0：受信フレーム数カウンタレジスタ（0系）（正常受信のみ） 

RXALCR0：受信フレーム数カウンタレジスタ（0系）（正常および障害発生を含むすべて） 

CSMR：インテリジェントチェックサムモードレジスタ 

CSSBM：インテリジェントチェックサム機能スキップ済みバイト数モニタレジスタ 

CSSMR：インテリジェントチェックサム機能モニタレジスタ 
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－ 用語を修正 

E-DMAC0 → E-DMAC 

E-MAC-0 → E-MAC 

ET_CRS → ET0_CRS 

ET_PHY-INT → ET0_PHY-INT 

ET_LNKSTA → ET0_LINKSTA 

ET_MDIO → ET0_MDIO 

ET_MDC → ET0_MDC 

ET_RX-ER → ET0_RX-ER 

ET_WOL → ET0_WOL 

ET_TX-CLK → ET0_TX-CLK 

ET_RX-CLK → ET0_RX-CLK 

ET_RX-DV → ET0_RX-DV 

ET_COL → ET0_COL 

ET_TX-EN → ET0_TX-EN 

24. ギガビットイ

ーサネットコントロ

ーラ（GETHER） 

24-1 修正 

本 LSIは、イーサネットあるいは IEEE802.3のMAC（Media Access Control）層規格をサ

ポートしたギガビットイーサネットコントローラ（GETHER）を内蔵しています。GETHER

は、同規格に合致する物理層 LSI（PHY-LSI）と接続することにより、イーサネット／

IEEE802.3フレームの送受信を行うことができます。本 LSI内蔵のイーサネットコントロ

ーラはMAC層インタフェースを 1系統内蔵しており、送信および受信動作をさせること

ができます。 

24.1 特長 24-1 追加 

• E-DMAC（イーサネットコントローラダイレクトメモリアクセスコントローラ）機能 

： 

送受信 FIFO搭載（送信用：2Kバイト、受信用：4Kバイト） 

インテリジェントチェックサム値計算機能 

図 24.1 GETHER

の構成 

24-2 図を差し替え 

24.3 レジスタの説

明 

24-5 削除 

GETHERのレジスタ構成を表 24.2に示します。また各処理状態におけるレジスタの状態

を表 24.3に示します。CANエントリテーブル関連のレジスタを除く各レジスタ略号の末

尾の数字は、2つのイーサネットインタフェースポートの番号（0系または 1系の別）を

表します。本文中では、レジスタ略号中の番号の記載を一部省略しています。 

表 24.3 各処理状態

におけるレジスタの

状態 

24-12 修正 

略称 パワーオンリセット マニュアルリセット 

FCFTR0 H'001700FF H'001700FF 

  

24.3.1 ソフトウェ

アリセットレジスタ

（ARSTR） 

24-13 ビット 0の説明を修正 

TSU_ADRH0～TSU_ADRH31、TSU_ADRL0～TSU_ADRL31、TXNLCR0、TXALCR0、

RXNLCR0、RXALCR0、FWNLCR0、FWALCR0 
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24.3.3 E-MACステ

ータスレジスタ

（ECSR） 

24-17 修正 

ECSRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-MAC内のステータ

スを表示するレジスタです。本ステータスは、割り込みによって CPUに通知することが可

能です。PFROI、LCHNG、MPD、ICDに 1を書き込むと、対応するフラグをクリアでき

ます。0を書き込んだ場合は、フラグに影響を与えません。また割り込みを発生するビッ

トは、ECSIPRの対応するビットによって割り込みを許可または禁止することができます。

PHYIへの 1あるいは 0の書き込みは無効です。 

24.3.3 E-MACステ

ータスレジスタ

（ECSR） 

24-18 ビット 2の説明を修正 

PHY-LSIから入力される ET0_LINKSTA信号が、ハイレベルからローレベルにあるいはロ

ーレベルからハイレベルに変化したことを表します。ただし、ET0_LINKSTA機能の端子

を選択したタイミングで、信号の変化を検出する場合があります。 

24.3.11 送信リト

ライオーバカウンタ

レジスタ（TROCR） 

～ 

24.3.21 マルチキ

ャストアドレスフレ

ーム受信カウンタレ

ジスタ（MAFCR） 

24.3.25 PAUSEフ

レーム送信カウンタ

レジスタ（PFTCR） 

24.3.26 PAUSEフ

レーム受信カウンタ

レジスタ（PFRCR） 

24-25～

24-34、

24-38 

注記を追加 

24.3.29 TSUカウ

ンタリセットレジス

タ（TSU_CTRST） 

24-40 ビット 8の説明を修正 

本ビットに 1を書き込むと、TXNLCR0、TXALCR0、RXNLCR0、RXALCR0、FWNLCR0、

FWALCR0の各レジスタの値が 0にクリアされます。0書き込みしても何も行われません。

読み出すと常に 0が読み出されます。 

24.3.30 転送機能

設定レジスタ（共通）

（TSU_FWSLC） 

24-41 項目を差し替え 

24.3.31 VLANtag

設定レジスタ

（TSU_VTAG0） 

24-42 ビット 11～0の説明を修正 

0系受信フレームの受信する VLAN番号を設定します。 
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24.3.40 送信フレ

ーム数カウンタレジ

スタ（正常送信のみ）

（TXNLCR0） 

～ 

24.3.43 受信フレ

ーム数カウンタレジ

スタ（正常および障

害発生を含むすべ

て）（RXALCR0） 

24-55、

24-56 

注記を追加 

24.3.40 送信フレ

ーム数カウンタレジ

スタ（正常送信のみ）

（TXNLCR0） 

24.3.41 送信フレ

ーム数カウンタレジ

スタ（正常および障

害発生を含むすべ

て）（TXALCR0） 

24-55 ビット 31～0の説明を修正 

0系送信フレームカウンタビット 

24.3.42 受信フレ

ーム数カウンタレジ

スタ（正常受信のみ）

（RXNLCR0） 

24.3.43 受信フレ

ーム数カウンタレジ

スタ（正常および障

害発生を含むすべ

て）（RXALCR0） 

24-56 ビット 31～0の説明を修正 

0系受信フレームカウンタビット 

24.3.45 E-DMAC 

モードレジスタ

（EDMR） 

24-58 削除 

本レジスタのソフトウェアリセットを実行する場合は、必ず、SWRTビットと SWRRビ

ットに同時に 1を書き込んでください。SWRTビットと SWRRビットに 1をライトする

ことにより E-DMACの TDLAR、RDLAR、RMFCRを除く E-DMACの各レジスタと、E-MAC

の各レジスタを初期化することができます。TSUのレジスタ（レジスタ名が TSU_で始ま

るレジスタ）は初期化されません。EDMR0の SWRTおよび SWRRビットでは E-DMAC

と E-MAC関係の各レジスタが初期化されます。転送イネーブルレジスタ（TSU_FWEN0）

により、TSUで転送動作を許可している場合は、本ビットによるソフトウェアリセットは

行わないでください。なお、ソフトウェアリセットの発行期間中（内部バスクロック Bck

で 64サイクル間）は、イーサネット関係のすべてのモジュールに対するレジスタアクセス

を禁止します。 

24.3.50 

E-MAC/E-DMACス

テータスレジスタ

（EESR） 

24-63 修正および削除 

本ステータスレジスタが要因で発生する割り込みは、GEINT0となります。割り込みの優

先順位については、「7.3.2 割り込み要因」を参照ください。EINT2は、TSUにある

TSU_FNSRが要因の割り込みです。 
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24.3.52 送受信ス

テータスコピー指示

レジスタ（TRSCER） 

24-70 修正 

TRSCERは、E-MAC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）のビット 26、25、およびビ

ット 10からビット 0で報告される、送信および受信ステータス情報を当該ディスクリプ

タの TFEまたは RFEビットに反映するか否かを指示します。本レジスタの各ビットは、

EESRのビット 26、25、およびビット 10からビット 0に対応します。各ビットに 0を設

定すると、送信ステータス（EESRのビット 26およびビット 10からビット 8）は送信デ

ィスクリプタの TFEビットに、また受信ステータス（EESRのビット 25およびビット 7

からビット 0）は受信ディスクリプタの RFEビットに、各ステータスビットのいずれかの

1状態を TFEまたは RFEの 1状態として反映します。1を設定すると、該当する要因が発

生してもディスクリプタに反映されません。LSIのリセット後は、各ビットは 0に設定さ

れています。 

24.3.55 FIFO容量

指定レジスタ（FDR） 

24-74 項目を差し替え 

24.3.65 インテリ

ジェントチェックサ

ムモードレジスタ

（CSMR） 

24-82 項目を差し替え 

24.3.68 RMII_MII

選択バイト

（RMII_MII） 

24-85 項目を差し替え 

図 24.2 GETHER

のデータ経路と各種

設定 

24-87 図を差し替え 

24.4.1 ディスクリ

プタとディスクリプ

タリスト 

（1）送信ディスクリ

プタ 

（a）送信ディスクリ

プタ 0（TD0） 

24-92 ビット 11～0の説明を差し替え 

図 24.4 受信ディス

クリプタと受信バッ

ファの関係 

24-94 図を差し替え 

（2）受信ディスクリ

プタ 

（a）受信ディスクリ

プタ 0（RD0） 

24-96、

24-97 

ビット表、ビット 26、25～16、15～0を差し替え 

表 24.4 受信パケッ

ト種と受信データに

おける RCSEの状態 

24-97 表を追加 

24.4.2 送信動作 

（1）送信手順とフロ

ー 

24-106 削除 

E-MAC送信部の状態遷移図を図 24.9に示します。この動作は、0系および 1系共に共通

です。 
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24.4.3 受信動作 

（1）受信手順とフロ

ー 

24-108 削除 

E-MAC受信部は、GMII/MII/RMIIから入力したフレームを、プリアンブル、SFD、データ

および CRCデータに 

分解し、DA（宛先アドレス）からデータまでを受信 FIFOに書き込みます。受信 FIFOに

は最大 24フレームまで書き込むことが可能です。E-MAC受信部の状態遷移図を図 24.10

に示します。この動作は、0系および 1系共に共通です。 

24.4.4 転送動作 

24.4.5 CAM機能 

24-113、

24-114 

項目を差し替え 

24.4.8 割り込み動

作 

（1）割り込み要因 

24-118 修正 

GETHERから CPUに対して発行する割り込みは、送受信割り込み（GEINT0）のみとなり

ます。 

24.4.9 起動手順 

（2）端子、動作モー

ド設定 

24-120 項目を追加 

（4）レジスタ設定 24-121 削除 

2. E-MAC関連レジスタの設定 

： 

• 自動 PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ（TPAUSER）の設定：PAUSEフレーム再

送回数上限値 

• GETHERモードレジスタ（GECMR）の設定：転送速度等 

• バーストサイクル回数上限設定レジスタ（BCULR）の設定：バーストサイクル上限値 

24.4.11 Magic 

Packetの検出 

24-123 追加および削除 

3. E-MAC割り込み許可レジスタ（ECSIPR）のMagic Packet検出割り込み許可ビット

（MPDIP）をイネーブルに設定します。 

4. E-MAC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ（EESIPR）の E-MACステータスレ

ジスタ要因割り込み許可ビット（ECIIP）を設定します。 

5. 必要なら CPUの動作モードをスリープモードあるいは周辺機能をモジュールスタンバ

イモードに設定します。 

6. Magic Packetを検出すると、CPUには割り込みが通知されます。また、周辺 LSIに対

しては、ET0_WOL端子によりMagic Packetを検出したことを通知します。 

【注】ディープスタンバイ時のMagic Packetの検出に関しては、「第 9章 動作モード、

低消費電力モード」を参照してください。 

24.4.12 インテリ

ジェントチェックサ

ム計算機能 

24-124、

24-125 

項目を差し替え（タイトルを含む） 
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24.6.1 イーサネッ

トフレームのサムチ

ェック計算 

24-136 追加 

本 LSIでは、受信フレームのサムチェックデータを計算することができます。サムチェッ

クの計算対象は、イーサネットフレームのデータ部分（長さ／タイプフィールドの直後か

ら、CRCデータの直前まで）です。図 24.33にイーサネットフレームの計算対象の箇所を

示す概念図を示します。計算方法は、16ビットごとの加算のみで、ビットの反転は行って

いません。なお、サムチェックデータ有効時は CRCデータ（4バイト）は受信フレームと

しては転送されず、サムチェックデータ（Sum Data）が自動的につきます。図 24.34にサ

ムチェックデータが付加された後のイーサネットフレームの概念図を示します。 

図 24.34 サムチェ

ックデータ付加後の

データ 

24-137 図を追加 

24.6.3 インテリジ

ェントチェックサム

機能の使用時の注意 

24.6.4 RMII選択時

の ET0_RX-ER端子

入力について 

24-137 項目を追加 

25. タイマユニッ

ト（TMU） 

25-1 修正 

本 LSIは 9チャネル（チャネル 0～8）の 32ビットタイマにより構成される 32ビットタイ

マユニット（TMU：TiMer Unit）を内蔵しています。 

図 25.1 TMUのブ

ロック図 

25-2 用語を修正 

TCR2 → TCR 

TCOR2 → TCOR 

TCNT2 → TCNT 

TCPR2 → TCPR 

26.1 特長 26-1 削除 

• うるう年自動補正機能 

• 時計用の動作クロックは、内部クロック用と時計専用の外部クロック入力および USBク

ロック入力を選択可能 

• アラーム割り込みによる、ディープスタンバイ復帰が可能 

図 26.2 時刻設定手

順 

26-18 削除 

時計停止
入力クロック選択
分周回路リセット

秒、分、時間、日、
曜日、月、年を設定

時計動作開始 RCR2レジスタのSTARTビットを1にセット

RCR2レジスタのSTARTビットを0にクリア
EXTAL、USB_X1入力クロックを選択の場合、
RCR5レジスタとRFRH/Lレジスタも設定、
RCR2レジスタのRESETビットを1にセット

順序不問

 

30.3.11 Boot 

Operation設定レジ

スタ（CE_BOOT） 

30-16 ビット 15～0の説明を差し替え 
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30.3.12 割り込み

フラグレジスタ

（CE_INT） 

30-16、

30-18、

30-20 

リザーブビットの説明を修正 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 1にしてください。 

図 30.8 32ビット

／16ビットアクセス

時の 1バイト単位差

し替えの仕様 

30-34 修正および追加 

D3 D2

D1 D0

D3 D2

D0 D1 D2 D3

D0 D1

＜CE_DATAライト時＞

31 24 23 16 15 8 7 0
h'34:CE_DATA

D2
31 24

D3
23 16 15 8 7 0

バッファ

<2n回目
アクセス>

31 24 23 16 15 8 7 0
h'34:CE_DATA

31 24 23 16 15 8 7 0
バッファ

31 24 23 16 15 8 7 0
h'34:CE_DATA

D2
31 24

D3
23 16 15 8 7 0

バッファ

<2n+1回目
アクセス>

<2n回目
アクセス>

D1D0

n＝0、1、2、…、255  

31. NANDフラッ

シュメモリコントロ

ーラ（FLCTL） 

－ 章タイトルを修正 

32. 高速 FIFO内蔵

シリアルコミュニケ

ーションインタフェ

ース（HSCIF） 

－ 用語を修正 

Sφ → clks 

32.2.5 シリアルモ

ードレジスタ

（HSSMR） 

32-9 ビット 1、0の説明を修正 

CKS1、CKS0ビットの設定で clks、clks/4、clks/16、clks/64の 4種類からクロックソース

を選択できます。Sφはクロックで clksです。 

ビット 15の説明を修正 

本ビットに 1を設定することで SRCYC4～0の設定が有効となります。本ビットに 0を設

定した場合、SRCYC4～0の設定を 15（初期値）としてください。 

32.2.13 サンプリ

ングレートレジスタ

（HSSRR） 

32-25 

ビット 4～0の説明を修正 

SREビットに 1を設定し、本フィールドに値を設定することで、任意のサンプリングレー

トでの転送が可能となります。サンプリングレートを”S”としたい場合、本フィールドに

は”S-1”を設定してください。また、サンプリングレートは 8～32（本フィールドへの設定

値は 7～31）としてください。 

SREビットが 0の場合の設定値は 15（初期値）としてください。 

図32.3 HSCIFの初

期化フローチャート 

32-30 追加 

［2］ シリアルモードレジスタ（HSSMR）に送信／受信フォーマ
ットを設定します。

［3］ ビットレートレジスタ（HSBRR）にビットレートに対応する
値を書き込みます。ただし、外部クロックを使用する場合に
は必要ありません。また、HSSRRにサンプリングレート、サ
ンプリングポイントを設定します。

［4］ 少なくとも１ビット期間待ってから、シリアルコントロール
レジスタ（HSSCR）のTEビットまたは、REビットを１にセ
ットします。またTIE、RIE、REIE、TOIEビットを設定して
ください。TEビットを設定することによりHTX、HRX端子が
使用可能になります。送信時にはマーク状態となり、受信時
にはスタートビット待ちのアイドル状態になります。

［1］

HSFCRのTFRST、RFRSTビットを1にセット

HSSCRのCKE1、CKE0ビットを設定
（TIE、RIE、TE、RE、TOIEビットは0）

HSFSRのER、DR、BRK、RDF、HSLSRの
TO、ORERの各フラグを読み出した後

0書き込みでクリア

 



改訂-44  R01UH0233JJ0200  Rev.2.00 

  2012.06.12 

項   目 ページ 修正箇所 

32.3.1 調歩同期通

信の動作 

（2）データの送信／

受信動作 

• シリアルデータ送

信（調歩同期式） 

32-32 修正 

3. HSCIFは、ストップビットを送出するタイミングでトランスミット FIFOデータレジス

タ（HSFTDR）の送信データをチェックします。データがあると HSFTDRからトラン

スミットシフトレジスタ（HSTSR）にデータを転送し、ストップビットを送り出した後、

次フレームのシリアル送信を開始します。送信データがないとシリアルステータスレジ

スタ（HSFSR）の TENDフラグに 1をセットし、ストップビットを送り出した後、1

を出力するマーク状態になります。このとき、シリアルコントロールレジスタ（HSSCR）

のTIEビットが1、TEIEビットが1にセットされているとトランスミットエンド（TEND）

割り込み要求を発生します。 

表 32.6 レジスタ一

覧 

32-44 修正および追加 

名称 略称 R/W 初期値 ベースアドレス 

からの 

オフセット 

アクセスサイズ 

【注】 ベースアドレスは、「32.1.4 レジスタ構成」を参照のこと。 

34. ストリームイ

ンタフェース（STIF） 

34-1 修正 

詳細は、STIF関連の別冊マニュアルに記載されています。 

35. ビデオエンジ

ンユニット（VEU3F） 

35-1 追加 

ビデオエンジンユニット（VEU3F、以下 VEUと略す）は、バスブリッジモジュールを経

由したバス接続を前提とするモジュールです。VEUは指定されたメモリ領域の画像を読み

込み、指定されたアドレスへ書き戻す機能を提供します。 

図 35.17 VEUによ

る画像の拡大縮小 

35-30 用語を修正 

VEU3F → VEU 

35.3.11 VEUリサ

イズフィルタ制御レ

ジスタ（VRFCR） 

35-31 削除 

表 35.10に VEU3Fで拡大／縮小を行う際の本レジスタの設定値の例を示します。 

35.3.14 VEUリサ

イズフィルタサブ制

御レジスタ

（VRSCR） 

35-35 修正 

VRSCRは、ライン処理（拡大縮小またはエンハンサまたはバンドル読み出しあり）での

拡大縮小フィルタの調整を行うレジスタです。ブロック処理（拡大縮小およびエンハンサ

およびバンドル読み出しなし）では、本設定値は初期値（すべて 0）を設定してください。 

36.1 概要 36-1 修正 

GPIOブロックは、汎用入出力と割り込み入力のポートを 32チャネルサポートする機能ブ

ロックです。GPIOブロックが 6個搭載されます。（合計のポート数は最大 171チャネル

で、そのうち 12チャネルは汎用入力と割り込み入力専用です。ただしピンマルチプレクス

されています。）汎用出力に関しては、… 

図 36.1 GPIOブロ

ック構成図 

36-2 削除 

・・・・・ ・

エッジ／レベル設定レジスタ

汎用入力レジスタ

割り込みクリアレジスタ

【記号説明】 n＝0～3  
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表 36.2 ポート端子

の仕様（6/6） 

36-9 修正 

番号 名 称 機 能 

162 － － 

  

36.4.3 GPIO－n 

汎用出力レジスタ

（OUTDT0-5） 

36-19 削除 

ビット 数値の意味 

31～0 0：0出力 

1：1出力* 

【注】 * GPIO端子からの出力信号は、本レジスタでの設定値がそのまま出力されるのではなく、さら

に「正／負論理設定レジスタ」の設定が反映されて出力されます。 

未使用ビットは初期値の状態にしてください。 

37. ピンファンク

ションコントローラ

（PFC） 

－ 用語を修正 

設定不可 → 設定禁止 

37.1.1 特長 37-1 修正 

• LSIピン PULL UP制御機能 

PFCモジュール内レジスタにより本 LSIピンの PULL UP制御機能 

37.2.3 GPIO周辺

機能選択レジスタ 1

（GPSR1） 

～ 

37.2.7 GPIO周辺

機能選択レジスタ 5

（GPSR5） 

37-7～

37-13 

修正 

ビット名称 GPIO（設定値=H'0） 周辺機能（設定値=H'1） 

  

37.2.6 GPIO周辺

機能選択レジスタ 4

（GPSR4） 

37-11、

37-12 

ビット表を差し替え 

37.2.7 GPIO周辺

機能選択レジスタ 5

（GPSR5） 

37-13 ビット表を差し替え 

37.2.9 周辺機能選

択レジスタ 1

（IPSR1） 

37-15 ビット表を差し替え 

37.2.10 周辺機能

選択レジスタ 2

（IPSR2） 

37-16 ビット表を差し替え 

37.2.13 周辺機能

選択レジスタ 5

（IPSR5） 

37-19 修正 

ビット名称 機能2 

（設定値=H'1） 

IP5[26:25] CTS1#_E 
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37.2.15 周辺機能

選択レジスタ 7

（IPSR7） 

37-21 ビット表を差し替え 

37.2.16 周辺機能

選択レジスタ 8

（IPSR8） 

37-22 ビット表を差し替え 

37.2.17 周辺機能

選択レジスタ 9

（IPSR9） 

37-23 ビット表を差し替え 

37.2.18 周辺機能

選択レジスタ 10

（IPSR10） 

37-24 ビット表を差し替え 

37.2.19 周辺機能

選択レジスタ 11

（IPSR11） 

37-25 ビット表を差し替え 

表 37.3 機能から見

たレジスタ対応表 

37-26～

37-31 

表を差し替え 

37.2.20 MODULE

選択レジスタ

（MOD_SEL） 

37-32、

37-33 

ビット表を差し替え 

37.2.21 MODULE

選択レジスタ 2

（MOD_SEL2） 

37-35 修正 

ビット名 機能2 

（設定値=H'1） 

mtuclk_sel GroupC側の MTU2 

CLKを選択 

  

表 37.4 複数の LSI

ピンにマルチされて

いるモジュールピン

のグループ選択まと

め表 

37-36～

37-45 

表を差し替え 

表 39.5 バウンダリ

スキャンレジスタの

構成 

39-6～

39-21 

表を差し替え 

表 41.2 電源電圧 41-2 追加 

【注】 *1 使用／未使用にかかわらず、すべての電源に電圧を印加してください。さもな

いと永久破壊のおそれがあります。 

*2 VCCは VCCQと基板上でベタ電源としてください。 

41.3.1 異電位電源

間の電源の投入およ

び切断順序について 

41-3 追加 

以下、VSS**とは、各電源の GNDレベルを示します。 
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表 41.3 消費電流

（1） 

41-7 修正 

項目 記号 

消費電流（PLL） ICCQ-PLL 

消費電流（PLL） IDD-PLL 

消費電流 

（ADC） 

AICC 

AI33 消費電流 

（USB） 

通常動作 

AI12 

  

表 41.4 消費電流

（2） 

41-8 表を差し替え 

表41.14 VccQで駆

動される端子群の出

力許容電流値 

41-15 修正 

項目 記号 

出力ハイレベル許容電流（6mAバッファ） －IOH 

出力ハイレベル許容電流（8mAバッファ） －IOH 

  

41.5 リセット、ウ

ォッチドッグタイマ

（RESET、WDT） 

41-16 修正 

端子 項目 記号 Min. Max. 単位 

モード信号* MDリセットホールド時間 tMDRH 0 － ns 

【注】 * モード信号は、下記のとおり。 

  MD（0～19）、MPMD 

  リセット立ち上げ／立ち下げ期間（入力レベルが ViH～ViLまで遷移する期間）は 20ns以下

としてください。 

図 41.8 リアルタイ

ムクロック発振安定

時間 

41-16 修正 

クロック（内部）

VCCQ
PVCCmin tROSC

 

41.6 クロックタイ

ミング 

41-17、

41-18 

項目を追加 

図 41.13 コマンド

系端子と出力クロッ

クとの関係 

41-22 追加 

MCKE、MCS#、 

MRAS#、MCAS#、 

MWE#、MBA[2:0]、 

MA[13:0]、MODT 

41.9 割り込みコン

トローラ（INTC、

INTC2） 

41-39 項目を差し替え 
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図 41.50 I2C信号タ

イミング 

41-51 修正 

SCLn

S ：開始条件
P ：終了条件
Sr ：再送信開始条件

SDAn

P S

tICBF

tICF

tICYC
tICF

tICH

tLOW

n ：チャネル番号

 

図 41.54 クロック

タイミング 

41-56 削除 

RSPCK1～RSPCK0 

マスタ選択出力 

 

RSPCK1～RSPCK0 

スレーブ選択入力 

図 41.55 送受信タ

イミング（マスタ、

CPHA＝0） 

図 41.56 送受信タ

イミング（マスタ、

CPHA＝1） 

41-56、

41-57 

削除 

SSL10～SSL00 

出力 

 

RSPCK1～RSPCK0 

CP0L＝0 

出力 

 

RSPCK1～RSPCK0 

CP0L＝1 

出力 

 

MISO1～MISO0 

入力 

 

MOSI1～MOSI0 

出力 
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図 41.57 送受信タ

イミング（スレーブ、

CPHA＝0） 

図 41.58 送受信タ

イミング（スレーブ、

CPHA＝1） 

41-57、

41-58 

削除 

SSL10～SSL00 

入力 

 

RSPCK1～RSPCK0 

CP0L＝0 

入力 

 

RSPCK1～RSPCK0 

CP0L＝1 

入力 

 

MISO1～MISO0 

出力 

 

MOSI1～MOSI0 

入力 

41.20 USB 41-61 削除 

本章に掲載している内容は、USB規格から一部抜粋したものです。詳細については、USB

規格を参照してください。 

表 41.40 ドライバ

出力インピーダンス

特性 

表 41.41 外部クロ

ック精度 

表 41.42 VBUS端

子 DC特性 

41-64 条件を追加 

図 41.79 A/D変換

器外部トリガ入力タ

イミング 

41-72 修正 

CLKOUT 

 

ADTRG 

表 41.51 NAND型

フラッシュメモリイ

ンタフェースタイミ

ング 

41-75 用語を修正 

FLCTLクロック → FCLK 

41.29 高速 FIFO内

蔵シリアルコミュニ

ケーションインタフ

ェース（HSCIF） 

41-79 項目を差し替え 
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図 41.87 I/Oポート

タイミング 

41-80 修正 

CLKOUT 

 

ポート 

（リード時） 

 

ポート 

（ライト時） 

41.34.5 AC特性に

ついて 

41-86 項目を追加 

付録 － 章を追加 
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【Ａ】 
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FPU例外 .......................................................... 2-86, 2-101 
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ID並べ替え ............................................................... 22-30 

ITU-R BT.656インタフェース .................................... 13-2 

【Ｌ】 
LBSC-DMAC ...............................................................6A-1 

LCDCモジュール信号タイミング ............................. 41-46 

LCDコントローラ（LCDC） ...................................... 15-1 

【Ｍ】 
Magic Packet ........................................................... 24-123 

MII-RMII変換回路.................................................... 24-134 

MIIフレーム ............................................................ 24-126 

MIIレジスタ ............................................................ 24-131 
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NANDフラッシュメモリコントローラ（FLCTL） ...... 31-1 
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NMI（ノンマスカブル割り込み）................................ 2-86 
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PAUSEフレーム受信 .............................................. 24-122 

PMBの初期エントリ ................................................. 2-160 

PWMモード .............................................................. 27-82 
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RCANのメールボックスレジスタ............................. 22-44 
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SDホストインタフェース（SDHI） ........................... 29-1 
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TSGと TSEGの設定 ................................................ 22-36 
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アドレス変換............................................................. 2-112 
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アナログ入力端子の規格 ........................................... 28-22 
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オフセット誤差 ......................................................... 28-20 
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外部トリガ入力タイミング ....................................... 28-18 

カスケード接続動作 .................................................. 27-78 

仮想アドレス空間...................................................... 2-108 

ギガビットイーサネットコントローラ 

（GETHER） .............................................................. 24-1 
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送信ディスクリプタ .................................................. 24-89 
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相補 PWMモード ...................................................... 27-96 

ソフトウェアスタンバイモード................................... 9-21 
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ディスクリプタポインタ ......................................... 24-102 

ディスプレイユニット（DU） .................................... 14-1 
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特権空間マッピングバッファ（PMB）構成 .............. 2-154 

特権モード .................................................................... 2-8 

【な】 
ノイズ除去回路 ......................................................... 17-30 

【は】 
倍精度浮動小数点レジスタ ......................................... 2-12 

バスブリッジ（HPB） .................................................. 6-1 

バスブリッジ内 LBSC（LBSC）................................. 6B-1 

発行レート .................................................................. 2-56 

パディング挿入 ....................................................... 24-117 

パワーオンリセット .................................................... 2-74 

汎用レジスタ................................................................. 2-8 

非正規化数 .................................................................. 2-95 

非直線性誤差............................................................. 28-20 

ビッグエンディアン .................................................... 2-21 

ビット同期回路 ......................................................... 17-36 

ビデオ入力（VIN） ..................................................... 13-1 

表示 OFFモード（LCDC停止）の注意事項 ............. 15-39 

表示解像度の設定...................................................... 15-35 

符号拡張...................................................................... 2-20 

不正確例外 ................................................................ 2-101 

物理アドレス空間...................................................... 2-111 

浮動小数点レジスタ ............................................. 2-9, 2-12 

浮動小数点制御命令 .................................................... 2-40 

浮動小数点単精度命令................................................. 2-39 
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浮動小数点フォーマット ............................................. 2-92 
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フルスケール誤差...................................................... 28-20 

分岐命令...................................................................... 2-36 

ペア単精度データ転送命令 ....................................... 2-104 

ベクタアドレス ........................................................... 2-70 

ホストインタフェース（HIF）.................................... 21-1 

ホルトモード............................................................. 22-63 

【ま】 
マイクロプロセッサインタフェース（MPI） .............. 22-5 

マスタ受信動作 ......................................................... 17-21 

マスタ送信動作 ......................................................... 17-19 

マスタモード動作 ...................................................... 20-45 

マニュアルリセット .................................................... 2-74 

マルチバッファフレーム ......................................... 24-115 

マルチファンクションタイマパルスユニット 2........... 27-1 

マルチファンクションタイマパルスユニット 2 

出力端子の初期化方法............................................. 27-163 

マルチファンクションタイマパルスユニット 2の 

機能一覧 ...................................................................... 27-2 

マルチファンクションタイマパルスユニット 2 

割り込み要因 ........................................................... 27-132 

マルチモード ............................................................. 28-11 

丸め ........................................................................... 2-100 

無効演算 .................................................................... 2-101 

無条件トラップ ........................................................... 2-81 

命令 TLB.................................................................... 2-126 

命令 TLB（ITLB）の構成........................................... 2-132 

命令 TLB多重ヒット例外 ............................................ 2-74 

命令 TLB保護違反例外................................................ 2-78 

命令 TLBミス例外....................................................... 2-76 

命令アドレスエラー .................................................... 2-81 

命令キャッシュウェイ予測の動作説明 ...................... 2-177 

命令実行後ユーザブレーク.......................................... 2-85 

命令実行状態 ............................................................... 2-22 

命令実行前ユーザブレーク.......................................... 2-85 

命令フェッチサイクルブレーク................................. 38-20 

メールボックス ................................................ 22-5, 22-12 

メールボックスコントロール ...................................... 22-5 

メールボックスの機能の設定 .................................... 22-22 

メールボックスの再設定 ........................................... 22-74 

メールボックスの役割............................................... 22-13 

メッセージコントロールフィールド.......................... 22-17 

メッセージ受信シーケンス........................................ 22-72 

メッセージ送信リクエスト........................................ 22-69 

メッセージデータフィールド .................................... 22-24 

メモリマネジメントユニット .................................... 2-105 

メモリ割り付け PMBの構成 ..................................... 2-157 

メモリ割り付け TLBの構成変更 ............................... 2-147 

メモリ割り付けレジスタ ............................................. 2-20 

モードと SPCR設定の関係....................................... 20-28 

モジュールスタンバイ機能.......................................... 9-30 

【や】 
ユーザブレーク動作の流れ........................................ 38-18 
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ユーザモード................................................................. 2-8 

【ら】 
リアルタイムクロック................................................. 26-1 

リセットシーケンス .................................................. 22-62 

リセット同期 PWMモード........................................ 27-93 

リセット状態............................................................... 2-22 

リトルエンディアン .................................................... 2-21 

量子化誤差 ................................................................ 28-20 

ループバックモード .................................................. 20-57 

ルネサスコントローラエリアネットワーク 

（RCAN-TL1）............................................................ 22-1 

ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース.......... 20-1 

例外／割り込みコード................................................. 2-70 

例外処理...................................................................... 2-69 

例外フロー .................................................................. 2-71 

レジスタ 

ABACK0...........................................................22-50 

ABACK1...........................................................22-49 

ADCSR ..............................................................28-6 

ADDRA～ADDRH ..............................................28-5 

ADREXTR........................................................11-17 

ALPHR .............................................................11-18 

APR..................................................................24-35 

ARSTR.............................................................24-13 

BCINTCR ........................................................ 6B-32 

BCINTMR........................................................ 6B-33 

BCINTSR ........................................................ 6B-31 

BCR0 ...............................................................22-35 

BCR1 ...............................................................22-33 

BCULR.............................................................24-39 

BPOR...............................................................14-78 

BRRA .................................................................16-5 

BRRB .................................................................16-6 

CAMR0 ............................................................38-13 

CAMR1 ............................................................38-13 

CAR0 ...............................................................38-12 

CBCR...............................................................38-17 

CBR0 .................................................................38-4 

CBR1 .................................................................38-4 

CCMFR ............................................................38-16 

CCR .................................................................2-167 

CDCR...............................................................24-26 

CDER...............................................................14-77 

CDMR1 ............................................................38-15 

CDR1 ...............................................................38-14 

CE_ARG ............................................................30-7 

CE_ARG_CMD12.............................................. 30-8 

CE_BLOCK_SET .............................................. 30-9 

CE_BUF_ACC................................................. 30-11 

CE_CLK_CTRL ............................................... 30-10 

CE_CMD_CTRL ................................................ 30-8 

CE_CMD_SET .................................................. 30-5 

CE_DATA........................................................ 30-14 

CE_HOST_STS1............................................. 30-25 

CE_HOST_STS2............................................. 30-25 

CE_INT............................................................ 30-16 

CE_INT_EN..................................................... 30-22 

CE_RESP........................................................ 30-13 

CE_RESP_CMD12.......................................... 30-14 

CE_VERSION ................................................. 30-28 

CEECR............................................................ 24-33 

CEFCR............................................................ 24-27 

CERCR............................................................ 24-32 

CETR1............................................................. 38-15 

CKS................................................................. 19-55 

CLAMPSR ....................................................... 14-63 

CLAMPWR ...................................................... 14-64 

CmA ................................................................ 12-39 

CmB ................................................................ 12-40 

CmC ................................................................ 12-40 

CnA ................................................................. 13-29 

CnB ................................................................. 13-29 

CnC ................................................................. 13-29 

COFSR............................................................ 11-19 

CP1(000-255)R ............................................. 14-105 

CP1TR............................................................. 14-66 

CP2(000-255)R ............................................. 14-106 

CP2TR............................................................. 14-68 

CP3(000-255)R ............................................. 14-108 

CP3TR............................................................. 14-71 

CP4(000-255)R ............................................. 14-109 

CP4TR............................................................. 14-73 

CPCR .............................................................. 14-45 

CPUOPM......................................................... 2-203 

CRR0 .............................................................. 38-10 

CRR1 .............................................................. 38-10 

CS0BSTCTL.................................................... 6B-25 

CS0BTPH........................................................ 6B-26 

CS0CTRL .......................................................... 6B-9 

CS1CTRL ........................................................ 6B-10 

CS1GDST ....................................................... 6B-27 

CSCC1 ............................................................ 12-36 

CSCC2 ............................................................ 12-37 
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CSCC3.............................................................12-38 

CSMR ..............................................................24-82 

CSPWCR0 ...................................................... 6B-21 

CSPWCR1 ...................................................... 6B-22 

CSSBM ............................................................24-83 

CSSMR ............................................................24-84 

CSTR ...............................................................11-22 

CSWCR0......................................................... 6B-13 

CSWCR1......................................................... 6B-15 

CURR...............................................................11-23 

CYCTR.............................................................22-59 

DACTSR ......................................................... 6A-34 

DBR ...................................................................2-17 

DCMDR........................................................... 6A-22 

DCMLR ..........................................................14-104 

DCMWR.........................................................14-102 

DCPCR ............................................................14-51 

DCR ................................................................ 6A-19 

DCSAR ..........................................................14-103 

DDAR0............................................................ 6A-13 

DDAR1............................................................ 6A-13 

DDASR ........................................................... 6A-15 

DDBGR ........................................................... 6A-27 

DDBGR2 ......................................................... 6A-27 

DEFR ...............................................................14-49 

DEFR2 .............................................................14-53 

DEFR3 .............................................................14-53 

DEFR4 .............................................................14-55 

DESR ...............................................................14-65 

DEWR ..............................................................14-65 

DIER ................................................................14-42 

DINTCR .......................................................... 6A-31 

DINTMR .......................................................... 6A-33 

DINTSR........................................................... 6A-30 

DL ....................................................................19-55 

DLSAR .............................................................11-12 

DMALGR......................................................... 6A-36 

DMLVLR.......................................................... 6A-29 

DMR.................................................................12-31 

DMR2...............................................................12-33 

DOOR ..............................................................14-76 

DPPR ...............................................................14-46 

DPTR .............................................................. 6A-16 

DRMSKR......................................................... 6A-29 

DSAR0 ............................................................ 6A-12 

DSAR1 ............................................................ 6A-12 

DSASR............................................................ 6A-14 

DSCTR.............................................................. 9-14 

DSESR.............................................................. 9-17 

DSFR ................................................................ 9-18 

DSHPR............................................................ 14-79 

DSMR.............................................................. 14-32 

DSRCR............................................................ 14-40 

DSSR .............................................................. 14-35 

DSSSR.............................................................. 9-15 

DSTPR ............................................................ 6A-23 

DSTRR............................................................ 11-15 

DSTSR ............................................................ 6A-24 

DSYSR............................................................ 14-29 

DTCR .............................................................. 11-18 

DTCR0 ............................................................ 6A-14 

DTCR1 ............................................................ 6A-14 

DTCSR............................................................ 6A-15 

DTIMR............................................................. 6A-28 

ECMR.............................................................. 24-14 

ECSIPR........................................................... 24-19 

ECSPWCRx .................................................... 6B-23 
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